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「
は
た
多
JSぽ
ゆ
か
不
ι

郊
で
す

最
近
は
H

正
義
が
勝
つ
H

と
い
う
こ
と
が
、
ほ
と

ん
ど
な
い
な
か
で
、
沖
電
気
闘
争
の
勝
利
は
、
労
働

運
動
の
方
向
を
明
る
く
し
、
正
し
く
生
き
る
こ
と
が

い
か
に
大
切
な
の
か
を
示
唆
し
た
画
期
的
な
ニ
ュ
ー

ス
で
し
た
。

八
年
余
の
た
た
か
い
の
な
か
で
、
勝
利
の
要
因
は

い
ろ
い
ろ
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
ひ
と
つ
に
H

支

援
す
る
会
ο

の
機
関
紙
「
は
た
ら
く
」
の
は
た
し
た

役
割
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

沖
電
気
労
組
や
電
機
労
連
の
支
援
が
な
い
な
か
で

電
機
産
業
に
働
く
仲
間
だ
け
で
な
く
、
全
国
津
々

浦
々
の
働
く
仲
間
に
た
た
か
い
の
支
援
の
輪
を
広

げ
た
の
は
、
ま
さ
に

「は
た
ら
く
L

で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
数
多
く
あ

っ
た
争
議
団
の
な
か
で
、

闘
争
ニ
ュ

ー
ス
や
ピ
ラ
と
は
別
に
、
き
ち
ん
と
し
た

機
関
紙
を
発
行
し
つ
づ
け
た
の
も
、

「
は
た
ら
く
」

が
は
じ
め
て
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
さ
に
、

H

機
関
紙
中
心
の
た
た
か
い
H

を
生
み
出
し
た
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の

「は
た
ら
く
」
で
評
価
で
き
る
こ
と
は
次
の

よ
う
な
点
に
あ
り
ま
す
。

①
毎
月
一
回
の
定
期
発
行
を
き
ち
ん
と
守
っ
て
、

全
国
の
読
者
に
届
け
た
こ
と
で
す
。

②
タ
ゃ
フ
ロ
イ
ド
四
ペ

ー
ジ
建
の
紙
面
は
、
と
も
す

れ
ば
H

闘
争
ニ
ュ

ー
ス
H

だ
け
に
な
り
が
ち
な
と
こ

ろ
を
グ
ッ
と
こ
ら
え
て
、
記
事
の
内
容
を
か
な
り
幅

日
本
機
関
紙
協
会
東
京
都
本
部

理

事

長

矢

野

政

昭

事
務
局
長

大

淵

俊

之

広
く
と
り
あ
げ
た
こ
と
で
す
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
こ
と
、
三
宅
島
闘
争
の
こ
と
、

原
発
問
題
、
国
家
秘
密
法
ー
ー
な
ど
H

総
合
的
H

な

企
画
で
、
し
か
も
H

足
H

を
つ
か

つ
て
記
事
を
書
い

て
仲
間
に
訴
え
か
け
た
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
|
沖
電

気
の
闘
争
は
、
全
国
的
な
政
治
、
社
会
問
題
と
深
く

か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が

H

事
実
H

を
通
し
て
報
道

さ
れ
つ
や
つ
け
た
も
の
で
す
。

③
ク
イ
ズ
を
の
せ
た
り
、
子
ど
も
の
成
長
を
中
心

に
家
族
を
登
場
さ
せ
た
り
、
マ
ン
ガ
で
綴

っ
た
り
|

ー
ー
と
、
だ
れ
に
で
も
分
り
、
理
解
さ
れ
、
支
援
を

拡
げ
る
H

大
衆
性
H

も
こ
の
「
は
た
ら
く
」
は
ス

ペ

ー
ス
を
さ
い
て
い
る
こ
と
で
す
。

④

「
は
た
ら
く
」
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
ポ
ス
タ

ー
、
ビ
ラ
、
リ
l
フ
、
パ
ン
フ
な
ど
、
そ
の
つ
ど
作

成
さ
れ
た
沖
電
気
闘
争
の
宣
伝
物
は
、
ど
れ

一
つ
み

て
も
洗
練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
や
技
術
で
、
最
高
水
準

の
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
機
関
紙
と

宣
伝
技
術
が
い
か
に
大
切
か
も
教
え
て
い
ま
す
。

。

日
本
機
関
紙
協
会
東
京
都
本
部
主
催
の

「機
関
紙

コ
ン
ク
ー
ル
」
で
も
、
い
つ
も

「
は
た
ら
く
」
は
上

位
入
賞
を
は
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
み
ら
れ
な

く
な
る
の
は
残
念
で
す
が
、
き
っ
と
ど
こ
か
で

「
は

た
ら
く
」
の
教
訓
が
引
き
つ
が
れ
る
も
の
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。
「
は
た
ら
く
」
は
機
関
紙
活
動
の
・
な

か
で
不
滅
で
す
。

表

紙
き

り

え

・

金

子

静

枝

俳

句

・

川

又

美

子



「其にたた1J>う金J の健闘紙の「名称u

を募集しています。ーまた会員のみなさん

の「同」もた〈さんお笥ぜ〈ださるこ

と、おねがいします。

1 979年 3月 1日

おしらせ

園
間
酬
圃
闘
固
圃

川

8

沖
問
題
取
上
ザ
ロ
れ
る
.

川

7

ロ
月
幻
自

重

ロ

C
H
、-一ユ

川

H
月
引
日

「神
電
気
の
不
当
面
肝

l
ス
ス
タ
ジ
オ
で
取
上
げ
ら
れ

川

胞
を
徹
固
さ
せ
る
会
」
結
成
(
俄
る

川

械
工
n
H会
館
)
初
就
労
闘
争
、

日
月
刊
田

市
川
大
忘
年
会
(
鰍
田

川
H
月
幻
自

総
評
、
旬
犠
労
連
へ
さ
せ
る
会
、
事
筆
所
)
多
数
来
会

川

の
要
諦
行
動
等
オ
ル
グ
は
じ
め
者
あ
り

川

る
・

ロ
月
日
日

あ
か
つ
き
の
大
合
唱

山
け
月
お
白

イ
タ
リ
ア
俄
滅
金
属
候
加
・

川

労
連
か
ら
国
際
的
支
鐙
の
第

一
号

9

区

川

と
ど
く
・

7

ま

川
日
月
H
日

蝕
固
さ
せ
る
会
機
関

1
月

2日
撤
回
凧
多
摩
川
土
手

川

紙
「
乙
ぷ
レ
」
第
一
号
発
行
、
「指
で
あ
げ
る

川

名
属
鹿
」
を
う
り
た
沖
電
労
働
者

1
月
4
日

新
年
初
就
労
闘
争

を
励
ま
す
集
会

(麻
布
公
会
堂
)

1
月
5
日

開
縄
の
西
銘
知
事
に

川

四

百

余

名

書

加

抑

制

国

身

者

の

解

庖

版

図

を

神

剣

山
H
月
日
目

金
子
間
人
君
結
鮒
式
共
産
党
嬰
附
す
る
.

刊
月
幻
日

解
躍
服
後
、
初
め
て
の

1
月
見
叩
目

撒
菌
困
さ
せ
る
愛
嘉
2

川

駅

顕

宣

伝

、

回

総

会

刊
は
月
2
日

群
馬
で
支
顕
共
闘
会

1
月
日
日

大
阪
府
知
事
(
黒
田

川

議

憎

備

会

開

悦

知

事

)
の
激
励
う
け
る

川

げ

月
3
日

日
本
の
主
主
義

1
月
四
日

N
H
K
「
ル
ポ
ル
タ

川

典
に
倭
加

l
ジ
ュ
に
っ
ぽ
ん
」
で
ぬ
分
間
放

州

日

月
6
日

「共
に
闘
-
之
さ
加
送
さ
れ
る

建
築
資
料
研
究
社
労
組

(仙
台
)
、

"一一

入
の
よ
び
か
け
発
表

1
月
幻
自

2
カ
月
記
念
就
労
開

国
救
宮
城
県
本
部
(仙
台
)
、
斎

川

ロ

月
7
日

神
電
支
援
青
年
雲
争
。
新
春
コ
ン
サ
ー
ト
(
ニ
y

シ

藤
孝
君
を
守
る
会
(
仙
台
)
、
松

川

(
港
区

・
平
和
と
労
働
会
館
)
一
ョ

l
ホ
l
ル
)
四
五
O
名
診
加

山

宮

対

襲

撃

(

仙
台
、

川

六
O
名
参
加

1
5日
神
奈
川
護
労
働
者

第
一
広
告
労
働
組
合
〔
中
央
区
円

川

日

月
叩
自

民
皆
同
盟
の
大
会
で

「た
た
か
-
之

さ

(
川
崎
〉
二
ハ

翠
黒
部
区
強
同
部
税
務
支
部
品
川

川

七
六
万
円
の
募
金
容
串
る
・

。

名

寄

加

ロ
月
は
日

初
の
溜
距
離
オ
ル

1
月
1
自

民
族
歌
師
団

「わ
ら

分
会
、
総
理
府
統
計
局
職
ぬ
組
合
、

グ
.
大

阪

で

.

び

座

」
応
優
に
来
会

(
2
月
刊
回

全
相
銀
迎
滋
賀
相
互
銀
行
従
組

"

t
月
げ
目

争
議
団
交
流
と
し
て
ま
で
)

〔滋
賀
)
、
甲
府
明
書
労
働
組

川

名
古
屋
か
実
限
鉄
工
雲
・

2
月
3
自

国
会
で
失
費
、
沖

合
(
電
気
労
迎
)

川

げ
月
門
日

「獄
迫
し
出
し
際
め
む
気
持
の
庖
用
問
題
取
上

Uる

法
政
大
学
華
民
窪
田
、
全
国

一

川

ず
」
の
反
撃
体
制
、
徹
夜
で
守
つ
。

2
月
8
日
高
崎
で
ミ
ニ

・
コ
ン

般
神
奈
川
地
本
湘
南
地
域
支
部
池

川
口
月
引
日

中
央
育
学
述
が
支
出
直
サ
1
ト
開
催

上
通
信
様
藤
沢
分
会
、
宮
崎
労
金

川

集
会
開
催

(山
手
掛
去
さ

一
0
0
2
月
叩
臼

激
励
の
ハ
ガ
キ
、
手

(
富
崎
)
、
日
本
通
信
機
労
組

川

O
名

多

加

紙

一
onむ
逼
を
超
多
岳
・

川
ロ
月
幻
田

町
出
世
で
働
く
仲
間
の

2
月
日
日

乙
ぶ
し
の
防
政
握

(電
機
労
連
)
(
第
一
次
集
約

連
帯
笠
宮

(
労
誌
面
会
館
)
ニ
=
一

O
〔不
当
解
雇
と
轡
「
労
働
者
の
歌
)

分
、
以
下
続
報
)

川

名

診
加

レ

コ

ー

デ

ィ
ン
グ
、
三
月
上
旬
発

州
ロ
月
刊
日

初
の
国
会
犠
員
の
来
売
予
定

会
、
(
安
田
純
治
氏
)

2
月
日
目

4
裁
判
所
に
提
訴
、

日
月
お
日

N
H
K、
N
Cヲ
で
各
地
で
縫
訴
集
会

“
名
の
解
一
雇
は
無
効

全
国
各
地
で
抑
電
気
の
指
名
解
雇
を
許
す
な
f
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
解
雇
さ
れ
た
労
働
者
を
物
心
両
面
で
励
ま
し
、
困

維
な
、
闘
い
を
支
援
す
る
た
め

「
共
に
た
た
か
う
会
し
の
発
会
の
準
備
も

進
ん
で
き
ま
し
た
。
発
会
総
会
を
機
に
会
員
拡
大
、
支
部
の
発
足
等
の
取

組
み
を
前
進
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

年

日
日
に
各
地
裁
ヘ
提
訴

2
月
日
目
、
東
京
地
新
政
覚
、
民
主
選
動
の
活
画
家
、
既

裁
を
は
じ
め
各
事
幾
所
婚
、
子
待
相
婦
人
を
不
当
に
排
除
す

所
管
の
4
銭
判
所
に
訴
る
意
図
を
も
つ
も
の
で
、
解
庖
栂
の

訟
を
起
こ
し
ま
し
た
.
乱
用
で
あ
り
不
当
で
あ
る
、
を
柱
に

訴
状
は
H
解
雇
は
労
働
し
て
い
ま
す
.

協
約
に
定
め
る
解
雇
制
乙
の
各
裁
判
所
単
位
で
提
訴
笠
置

限
を
逸
脱
し
、
労
働
組
が
総
数
=
行
む
余
名
の
支
度
の
人
連

合
と
の
協
議
も
つ
く
さ
ず
急
行
さ
れ
に
よ
り
関
か
れ
ま
し
た
.
こ
の
出
釜

た
も
の
で
あ
り
、
労
働
組
合
法
第
一
で
申
山
森
夫
原
告
団
長
は

「働
く
縦

六
条

(労
働
協
約
に
定
め
ら
れ
た
基
剰
と
生
存
権
の
否
定
、
日
本
の
労
働

檎
違
反
)
に
よ
り
無
効
、

ω解
雇
の
者
に
か
け
ら
れ
た
、
新
た
な
攻
撃
を

昨
年
ロ
月
初
旬
に
「
伸
電
気
を
指
を
堅
め
、
強
力
に
撤
画
闘
争
を
支
緩
入
会
で
き
る
よ

-2
Lと
「
よ
び
か
け
」
必
要
性

・
合
理
性
は
存
在
せ
ず
、
労
許
古
す
、
提
訴
を
俄
に
た
た
か
い
を

名
解
脳
さ
れ
た
労
働
者
と
連
帯
し
て
す
る
第
一
歩
と
す
る
総
会
に
し
た
い
「
会
則
」
等
を
検
討
し
て
決
め
る
予
資
聞
の
償
却
制
に
違
反
、
さ
ら
に
整
理
広
げ
る
決
意
で
す
」
と
い
う
旨
の
ア

共
に
た
た
か
-
之
さ
加
入
の
訴
え
が
と
考
え
ま
す
.

定
に
し
て
い
ま
す
.
解
雇
の
遮
憎
も
明
示
さ
れ
た
司
恥
の
で
ピ
l
ル
を
出
レ
、
全
国
の
大
き
な
支

出
さ
れ
て
以
来
、
全
国
の
皆
さ
ん
か
ま
た
総
会
で
は
だ
れ
も
が
気
軽
に
な
く
、
労
組
の
積
駆
的
活
動
家
、
革
援
を
よ
び
か
け
ま
し
た
.

ら
の
「
共
に
た
た
か
ま
ど
へ
の
入
会

2
2
3
4
2
5
S
4
4
4
2
Z
2
2
2
2
2
5
2
2
2
5
25
4
2
9
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
9
2
5
2
5
2
2
2
2
2
2
2J

者

は

、

数

干

名

に

も

な

り

、

支

鐙

の

輸

火

災

支

部

東

京

分

会

、

全

法

務

労

は
白
地
し
に
鉱
が
っ
て
い
ま
す
・
文
、

支

援

決

議

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

重

量

続
々
と
「
共
に
た
た
か
-之

さ

の

支

全

国

税

労

働

盟

国

、

全

面

税

関

労

部
の
結
成
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
E

働
隻
口
、
全
財
務
労
働
袋
己
、
国

総

会

は

撤

回

さ

せ

る

会

の

活

動

報

労

北

陸

地

本

、

大

光

相

互

銀

行

従

告

、

共

に

た

た

か

弓

委

の

役

員

選

出

、

組

、

極

東

マ

γ
ク
労
働
組
合
、
全

会
員
の
都

大

等

の

運

動

方

針

の

議

題

司

法

労

働

窪

田

、

総

評

・
全
国
一

で

行

な

わ

れ

る

予

定

に

な

っ

て

い

ま

般

昭

和

無

線

工

業

盆

『

全

国

一

す

.

般

車

製

同

神

奈

川

地

本

塁

オ

会
員
相
互

の

還

と

一

層

の

団

結

イ

ル

シ

ー
ル
芸
、
総
理
府
労
連
、

同
恩
給
局
職
員
組
合
、
品
川
区

職
員
組
合

全
建
設
省
労
組
、

電
気
労
連
日
本

電
波
労
働
想
口
、
全
商
工
明
記
圃
組

合
広
島
通
商
瑳
薬
局
分
会
、
広
島

国
家
公
務
員
労
働
組
合
共
闘
会

議
、
広
島
医
療
協
労
働
組
合
青
年

部
、
広
島
医
療
協
労
働
受
口
、
中

国
新
聞
労
働
盟
主
広
島
)
、
出

版
労
連
第
一
学
習
社
労
働
懲
面
、

広
教
組
海
団
地
区
支
部
、
広
島
市

「共
に
た
た
か
う
会
」

事務所 以京都港区三田3-2-2日

電話 ω31451-3515

共にたたかう会

日
間
に
発
会
総
会
を
予
定

4会与

ヨ=<備準

沖電気を指名解雇された労働者と連帯して共にたたかう会

林
労
組
東
京
都
本
部
食
品
前
通
局

分
会
、
同
官
房
分
会
、
同
農

蚕
閣
芸
分
会
、
全
両
工
労
働
翌
口

本
省
支
部
特
許
庁
分
会
、
全
損
保

日
本
火
災
支
部
東
原
分
会
、
総
評

全
国
一
般
ワ
シ
ン
ト
ン
靴
庖
労
働

組
合

全
農
林
都
本
部
水
産
本
庁
分
会
、

同
統
計
本
省
分
会
、
全
国
一
般

湘
南
地
峨
支
部
油
研
工
業
盆
宮
、

国
労
話
幹
線
支
部
、
東
京
都
区
駿

員
労
働
盤
口
衛
生
扇
支
部
、
全
日

本
商
雛
労
働
組
合
、
問
東
京
都

支
部
、
全
労
働
省
本
省
支
部
、
同

背
年
部
、
全
労
働
省
本
省
支
部
婦

人
部
、
岡
本
部
支
部
、
東
亜
薗

内
航
察
力
働
組
合

静
岡
市
水
道
労
組
、
岡
市
織
組
、

同
市
職
労
連
合
会
、
新
婦
人
静

岡
県
本
部
、
京
成
電
鉄
労
働
受
口
、

総
評
全
国
金
属
東
京
精
宮
測
器
支

部
、
大
阪
交
通
労
働
組
合
生
野
支

部
、
全
運
輸
省
本
省
支
部
、
全
運

輸
省
本
部
、
全
厚
生
省
本
部
、
全

日
本
領
瞥
保
険
労
働
窪
田
大
饗
思

挙
を
許

他
区
支
援
決
議
団
体
名

(港
は
除
く
)

日
本
航
空
労
働
想
口
、
金
気
象
労

働
盤
面
、
全
司
法
労
働
組
合
東
京

家
庭
裁
判
所
支
部
、
全
気
象
労
働

組
合
関
東
中
部
地
方
本
部
、
全
農

さ
ぬ
支
援
の
輸
を

)
 
1
 
(
 



( 2) スニz
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な て の関
のい}紙沖。
紹す 乙気
介 。信ぷの
し 闘冨し不
まい';;oi<:L 当
すの hこ解
。様 m は雇
子弓 、を
が三億徹
絵 J 号回
で判 、さ
分 I-I~ 指せ

る寄託名る
と せ解会くこ珂oe'..J

努ら雇の

沖
電
気
の
不
当
解
雇
を

撤
回
さ
せ
る
会

お
ね
が
い

「共

に

た

た

か

う
会
」

な
ど
の
払
込
み
は
郵

便

口
座

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
番
号

東
京
6
1
7
5
2
4
0

加
入
者
名

野
去
年
十
一
月
二
十
日
で
解
雇
さ

れ
、
そ
の
後
策
か
ら
出
て
行
り
と
、

再
三
に
渡
包
冨
わ
れ
て
圭
達
し
た
.

ま
た
、
食
事
も
、
お
盆
亭
持
っ
て
食

堂
で
並
ぶ
と
私
達
だ
り
は
、
食
べ
さ

せ
て
も
ら
え
な
い
、
風
呂
も
、
入
つ

て
は
い
け
な
い
な
ど
、
今
ま
で
の
寮

生
の
権
利
は
、
筒
み
に
じ
A
五
れ
ま
し

そ
レ
て
、
結
論
を
せ
ま
ら
れ
ま
U

た
.
全
員
で
討
論
し
、
解
雇
を
認
め

て
い
な
い
以
上
当
然
寮
か
ら
出
て
行

く
乙
と
は
な
い
、
と
い
う
と
こ
ろ
で

意
見
統
一
し
、
で
は
具
体
的
に
、
ど

-a闘
う
か
と
い
-
?
ζ
ζ

ろ
で
の
決
意

多
く
の
人
に
、
何
を
や
っ
て
い
る
の

か
、
わ
か
ら
な
い

.Z
で
・
量
解

レ
て

b
bぉ・
2
」
、
畳
半
畳
ほ
ど
の

さ
平
容
亭
貿
い
、
首
切
皇
国
理
化

反
対
、
勝
利
す
る
ま
で
闘
う
ぞ
な
ど
、

各
人
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か

か
げ
、
寮
生
に
対
し
て
も
開
に
、
資

生
の
み
な
さ
ん
、

ζ
つい
A
訴
で
闘

っ
て
い
ま
す
と
、
ポ
ス
タ
ー
を
曾
い

て
は
り
つ
け
淫
草
し
た
.

会
社
は
二
十
二
日
訪
れ
、
痴
を
蹴

と
ば
す
叩
く
な
ど
し
て
、
不
法
占
鈍

す
る
な
、
奇
度
は
多
勢
で
く
る
ぞ
、

な

F
Eい
い
官
理
天
な
ど
は
、
命
綱

を
つ
か
っ
て
と
な
り
の
ベ
ラ
ン
ダ
か

ら
侵
入
し
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
、
奪
っ

て
い
去
『
ま
し
た
.

私
逮
も
、
ま
だ
や
る
ぞ
と
、
今
度

は
、
使
用
中
の
若
干
き
れ
い
な
、
シ

ー
ツ
に
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
曾
き
、
物

干
し
に
、
干
し
た

puま
し
た
.

仲
間
同
志
の
辿
絡
も
、
お
も
ち
ゃ

「寮
追
い
出
し
」

撤
回
さ
せ
る
会
寮
生
の
手
記

が
な
か
な
か
で
主
ま
せ
ん
で
し
た
.

そ
れ
は
、
強
制
借
雌
李
C
争
ζ
い

-
之
宮
社
の
で
か
た
が
、
心
配
だ
っ
た

か
ら
で
す
.暴
力
団
も
来
る
の
で
は
、

聞
酬
を
破
っ
て
入
い
っ
て
く
る
の
で

は
、
と
不
安
お
顕
を
多

-2tた
.

レ
か
レ
、
自
分
か
ら
響
官
進
ん
で

で
る
の
は
、
解
雇
を
認
め
て
し
ま
う

こ
と
に
な
る
の
で
闘
う
以
外
に
な

い
、
と
い
弓
義
本
的
な
と
ζ
ろ
で
し

っ
か
内
面
結
し
ま
し
た
.
そ
し
て
、

授
か
ら
出
さ
れ
て
は
生
活
で
き
な
い

と
食
パ
ン
を
主
食
に
、
ポ

υタ
ン
一

0
8
の
水
、
カ
ン
ヅ
メ
、
ソ
ー
セ
ー

ジ
、
ロ
l
ソ
夕
、
な
ど
を
用
意
し
、

ま
た
扉
か
ら
の
出
入
門
毛
シ
ャ
ッ
ト

ア
ウ
ト
す
る
た
め
、
机
や
ロ
ッ
カ
ー
、

ベ
ッ
ド
な
ど
で
バ
リ
ケ
ー
ド
を
つ
く

り
ま
し
た
.

で
す
か
円
当
然
汚
い
話
で
す
が
、

パ
ケ
川
ど
を
ト
イ
レ
が
わ
り
に
す
る
な

ど
レ
ま
レ
た
.
ま
た
、
そ
れ
で
は
、

と
闘
う

屋

代

真

の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
買
っ
て
交
信

し
て
い
ま
レ
た
が
、
管
理
人
が
、
オ

ー
ル
バ
ン
ド
の
受
信
犠
を
部
屋
に
、

持
ち
と
み
聞
い
て
い
る
.
そ
れ
ば
か

り
か
我
々
の
交
信
中
に
、
あ
ま
り
官

翠
人
の
悪
口
は
、
雷
-
「
忌
」
な
ζ
言

っ
て
く
る
始
末
で
、
結
局
は
、
意
味

が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
.

し
か
し
と
の
期
間
私
避
の
決
意
の

固
さ
を
会
社
に
示
し
た
と
と
に
よ
っ

て
、
会
社
は
な
に
も
で
き
な
く
な
り
、

今
日
ま
で
寮
で
の
生
活
を
す
と
し
て

い
ま
す
.
そ
の
中
で
他
の
策
集
に
ピ

ラ
を
配
っ
た
り
、
括
を
し
た
り
、
ま

た
地
域
の
人
起
に
h
t相
違
の
闘
い
を

理
解
し
支
警
官
も
ら
主
岳
よ

-2
L訴

-
号
。
活
動
を
強
め
て
い
ま
す
.脚

2 

本部事務所への御案内 (東京)
乙
の
臼
は
ち
ょ

2霊
気
の
闘
争
が
始
ま
っ

Eカ
自
に

あ
た

Eま
す
。

神
健
気
の
不
当
記
肝
腫
撤
回
の
闘
い
P
Z昌
国
の
労
働
者
の
熱
い
迎

禁
弱
ま
し
て
い
章
子
じ
よ
う
。
わ
ら
一
ぴ
座
公
演
は
東
京
は
初
め

て
の
田
健
迩
で
す
。

乙
の
収
在
沖
電
気
の
不
当
解
庖
菌
室
陸
わ
れ
ま
す
。

沖電気闘争支援

わらび座公演

らび座公演実行委員会
さぜる会03(451)3516

03 (982) 9791 

:3月22日(木)午後6:30開演

段会館(地下鉄 東西線 「九段 下 J下 車 )
立志

円
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E

a
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-

司

句

-
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こ

こ

こ

-
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=
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=

=

川

闘
学
習
会
に
歩
加
.

寸
」

に
お
が
い
え
な
く
な
っ
た
・
完

i
l
l
-
l
o
lli
-
-
1
1
1
1
1

盆
『
芝
信
用
金
庫
従
業
員
組
合
、

生
協
労
連
北
海
道
控
量
妻
、
北
川
2
月
η
日

ス
モ
ン
広
島
判
決

一
給
一

二

O
O名
の

参

加

で

刊

誌

何

日

以

h
h
ぽ
崎
山
μド
l
!
日

野

町

京

地

述

書

金

東

京

製

詩

諮

問

都

立

刊
に
蹴
さ
せ
る
会
の

一樹一

3
月

力

主

く

経

足

ノ

ト

時

間

続

時

て

U

支
援
護
団
体
名

諮

問

四

時

間

連

諸

鶴

瓶

問

中

ι忠
一

紘

一

船

長

官

守

一

幹

転

問

E

6

1
ノ

5

3

X
・

完
い
り
で
差
い
・
毒

を

得

て

(

第

一一
号

室

診
セ
ン
タ
ー

際
勤
労
者
医

〔童

色

紙

工
犠
労
組
共
菱
沼
産
区
、

川

た
か
主
」
結
成
さ
れ
る
〔
斑

「
リ
l
j

勝
利
の
日
ま
で
た
た
か
い
抜
く
」
と
〔
港
区
〕

諮

問

新

聞

印
刷
労
働
響
、
回
全
霊
童
陽
相
互
益
金
気
象
静
皇
賞
静
岡
県
語
草

川
京
八
手
)

一一万

hZ引
-

一

訪

れ

腎

官

能

川

町

訪

日

比

日

一

計

昨

日

目

町

内

日

許

認

1
の
拍
手
臨
時
母
国
I
H諮
問

抗

野

訴

時

ロ

民

主

時

抗

争

罷

下

出

向

諸

島

一

段

鰐

…
抗

日

に

鰐

J
M
1

早
期
達
成
し
ょ
ぅ

一

さ
足
つ
い
で
、
す
で
に
職
場
で
支
二
万
人
の
会
員
に
し
よ
う
・
支
墜
し
総
会
で
は
代
表
幹
事
長
川
氏
ら
権
協
会
労
働
組
合
、
童
書
量
・
T
B
S
監
労
働
組
合
、
金
重
合
、
東
京
地
区
大
学
教
職
員
組
合
速
道
、
全
金
雷
鳥
鉄
工
事
、
金
金

川
2
月
幻
自

国
公
益
の
臨
時

↑
i
」

磁

の
さ
き
つ
く
っ
て
い
る
て
い
て
き
た
喜
-一三
楽
し
い
号
史
八
氏
、
事
局
長
京
協
会
事
響
、
望
号
一
運
支
部
、
正
則
学
襲
職
員
理
工
、
函
館
民
商
、
富
信
用
車
従
河
合
建
国
支
部
、
金
常
事

川
大

合

意

事

沖
電
気
の
指
名
解
雇
は
す
べ
て
の
望
書
支
部
、
東
大
生
産
語
研
活
動
を
し
よ
う
」
と
量
し
大
き
な
島
宏
氏
、
事
務
局
次
長
に
「
菌
ト
書
基
本
所
直
、
国
語
川
霊
園
労
働
童
労
働
害
迎
合
会
、
己
責
窪
田
、
全
日
自
労
屈
喜
一
語
、
国
主
霊
2
宮

事
者
に
た
い
す
皇

勝
利
の
究
所
の
代
空
襲
で
貧
を
ひ
き
乙
れ
毒
ち
ま
し
た
せ
る
会
」
の
松
本
書
氏
自
を
区
芸
大
関
労
働
組
合
中
学
一
塁
支
部
ク
ス
ダ
マ
イ
ム

持

鵠

と

退

官

継

町

長

時

開

諸

説

結

汁

釘

(時

十

時

2

日
ま
で
支
管
よ
干

lと
一
一
一
月
六
ろ
げ
、
と
も
に
必
惜
し
て
が
ん
ば
り
震
に

「置
さ
せ
る
会
」
の
ゼ
章
。
名
称
去
に
た
た
か
主
」

寸

i
i
i
l
i
-
-
i
t
i
t
t
i
-
-
2

求
す
る
辺
霊
堂
、
未
組
織
福
合
、
語
草
港
湾
襲
労
働
組
苔
、

川

五
O
O人容加

日
解
屈
の
直
後
か
ら
熊
川
俊
雄
氏
た
い
」
と
警
を
と
号
あ
い
さ
つ

y

ケ
ン
器
労
働
省
、
家
践
が
全
員
か
員
し
み
や
す
い
「
毒
す
主
」

…

ー

‘

}

}

l

i

l

-

-

者
の
組
織
化
の
た
め
の
迫
要
宅
金
商
工
労
働
組
合
(
本
号
、
関

川
3
月
2
日

春
闘
論
議
主

詩

的

語

れ

玲

を

討

が

不

蓄

量

さ
日
刊
行
U
片
山
刊
十
時
一
刊
誌
目
立
守
を
ひ
ろ
げ
る

許

せ

な

い

/

曜

wm問陀

紅
白
書
合
函
館
事
時
四
日
明
山
町
村
山
詩
的
均

一

諮

問

訪

日

時

「会
」
の
発
足
総
会
話
盲
人
の
せ
る
会
」
の
中
暴
言
、
解

===
===Em---Ez--==
====-E
E--==-E

l
i
-
-
ト
31

11

富
山
号
車
窪
田
会
議
(
略
称
部
文
京
分
会
、
国
共
病
組
広
島
記
念

山

手
愛
吉
」
結
成
さ
れ
る
園

患
で
聞
か
れ
重
体
制
喜
し
霊
の
た
た
か
いの
経
過
言

咽

a盟副
闘

い

高

卒

泣

名

も

同

誌

記

持

鵠

臨

時

持

抑

制

伊

佐

川

原
告
団
長

Z
Zせ

「

E
E決議
司
ほ
ど
げ

る

指
名
霊
を
許
す
な
ノ
一
個
い

園

側

輔

幽

司

「

採

用

教
聖
書
露
音
楽
鑑
賞
聖
書
労
需
岡
茎

川

会
議
開
催

総
会
は
東
京
新
聞
道
の
岩
署
長
が
ひ
ろ
急

7
?

と
「会
」へ
の
入
書
て

j
闘

韓

両

勾

全
日
本
語
一
般
層
重
幸
、
化
学
一
般
東
洋
フ
ァ
イ
バ
ー
語
、

川
3
月
6
日

「喜

三

」

氏
議
長
に
は
じ
き
呼
び
か
け
仰
撃
に
迫
足
い
告
の
と
き

え

会

三
月
産
一
、

8
F
4圃
欝

門

司

鮭

沖
労
組
の
「
レ
ポ
ー
ト
」
に
よ
る
新
婦
人
富
章
、
全
星
空

旭
プ
レ
ス
語
、
塁
審
富

山

発
足
総
会
事

一
一
安

目
指
諮
問
揺
れ
mmy
K
L
長
男
f
h瞬間
-A
T話
器

抑

制

時

耕

一

期

間

十

勝

目

説

明

堺

市

町

で

日

時

人

一

ア

ゐ

駐

日

記

訪

れ

れ

践

し

諮

問

沼

九

阿

倍

vtF
1
品

種

野

三

日

刊

誌

旦

畑

一

一

臨

時

耳

鳴

間

関

耕

一

…
羽
田
会
実
会
で
あ

一契

解鹿
島
の
た
た
か
い
を
容
を
報
告
.「
労
働
者
は
も
ち
免
、

ー

月

は

間
矢
会
を
す
す
霊
し

4
J
J
¥ダ

Jh院
運

襲

士

で

し

ょ

唱

す

大

学
革
が
沖
ソ
フ
ト

雄

一
般
露
合
同
品
目
(
本
(
震
道
、
文
京
区
宮

草

川
3
月
刊
日

都
知
事
選
公
示

3
3度
ょ
-z

f
j
yー
に
両

論

卸

町

一

議

加

ウ
エ
ア
ま
く
れ
誌
に
警
れ
、

号
、
全
日
喜
一
般
道
一
塁
審

川

「置
さ
せ
る
会
」
も

「革新

J

月

新
聞
労
連
の
職
場
で
一

f遺
謹

醤

唱

虜

襲

〈

今
度
は
高
率
も
採
用
・
華
道
地
方
本
部
、
函
館
争
昔
、

ォ
リ
ン
ピ
y

ク
記
審
少
年
総
合
セ

;

政
を
守
ろ
う
」
と
話
題

員

3

は
、
職
場
ぐ
る
み
の
入
会

、

)

二

い

協

議

拘

崎

司

守

一方で人
民
撃
を
号
、
強
国
鉄
動
力
喜
函
地
方
労
働
組
合
ン
タ
l
労
働
響
、
喜
八
丈
島

川
3
月
日
白

書
舎
(
関
連

川
引

き
く
る
な
ぎ
り
く
い
出
報

閣

W
志
守
J
「

で
人
民
需
充
を
ひ
そ
か
毎

Z

(本
部
)
同
露
革
、
国
鉄
動
盆
官
、
同
霊
測
室
言
、
全
司
法

川

企
業
)
の
重
量
に
移
加
・

畏

多

み
が
進
ん
で
い
ま
す

-
h漏
刻

噺

糊

期

鰍

ぽ

器
、
主
社
の
暴
挙
話
さ
れ
る

E
力
車
札
幌
地
方
労
働
組
合
岡
山
支
部
全
商
工
関
倍
支
部
平
分

川
3
月
刊
日

仲
妥
浜
田
梢

間

関
髄
割
智
震

3
rあZ
L

詰

露

間

『

目

白

十

日

程

諮

問

b
r
zコン
サ
ー
ト
躍

事

H
H
HH
H
H
H
H
H
H
H
HH
H
H
H
H
H
H
H
HH
H
H
I
U
H
U
H
HH
H
H
H
HH

罪
逮
妻
、
全
林
野
札
幌
地
方
本
働
塑
口
癖
犠
会
詰
赤
十
字
病
院

川
3
月
日
日

自
治
労
・岩
手
の

町
仲
夏
の
芝
居
猛
毒
に
倍
さ
れ
た
人
た
ち
の
中
に
は
結
代
で
は
あ
り
ま
え
ま
さ
に
、
本
く
の
困
難
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
男
部
、
北
海
道
交
通
議
事
組
合
協
益
組
合
、
佐
久
町
宮
労
働
組
合
、

川

婦
人
出
会
在
意
-

小

大
き
な
衝
撃
を
与
えま
し
た
・
大
企
警
一
明
嵩
後
に
怪
文
た
腎
年
や
間
人
だ
け
で
は
な
く
小
さ
な
子
供
た
ち
気
を
持
っ
て
師
位
置
の
闘
い
に
立
室
、
北
海
辺
教
職
凸
組
合
、
全
農
佐
久
総
合
病
襲
難
民
盟
国
、
長
野

川
5
月
自

信
4
カ
月
虎
ノ

司

業
の
霊
童
に
よ
り
雇
用
不
安
が
も
な
く
出
産
と
い
高
人
。
婦
人
の
の
需
を
も
破
綻
に
追
い
や
る
首
切
主
が
り
ま
し
た
・
乙
の
闘
い
は
神
林
北
海
道
本
部
、

札
幌
市
教
職
員
組
県
労働金
鴎労
働
組
合
佐
久
支
部

川

門
(
豪
)
産
量
室
、

円
広
が
っ
て
い
る
時
に
不
況
蓄
で
も
多
く
は
共
働
き
の
人
で
保
育
園
ま
り
で
す
・

電

気
の
労
働
者
だ
け
の
闘
い
で
は
あ
合
、
札
幌
重
富
組
合
、
全
日
自
品
車
道
組
合
、
臼
田
町
職
員

川

一五
O
器
産
で
成
功
・

鼎
な
い
大
手
通
信
犠
メ
ー
カ
ー
の
身
勝

学校
二
一
言
小
さ
い
走
を
か
か
え

ζ
Eた
壁
者
の
や
晃
は
労
皇
せ
ん
・
働
く
卓
宗
い
言
切
り

2泊
地
方
本
部
、
全
白
書
治
誌
窪
田
、
議
議
壁
、
金

山

3
2日
沖

襲

撃

重

訂

手
話
重
要
、
指
名
解
聖
子

息

g
s
a星
雲

宣

言

語

み

さ

れ

て

も

何

皇

え

な

い

き

乙

諸

問

諮

問

製

部

、

星

野

訪

日

線

路

骸

…

ゎ

3
2
一
君
。
名

輯
乙
と
は
で
き
ま
芝
・

開

闘

恒

恥

酔

協

に

じ
る
も
の
で
き
び
し
く
糾
弾
さ
れ
れ
か
ら
先
さ
れ
て
し
ま
う
か
ど
う
先
重
開
発
首
相
窓
口
、
全
北
海
合
、
日
本
原
子
力
研
究
所
労
働
雪

山

車

・
収益一
O
O方
以
上
が

晴
沖
電
気
は
退
職
さ
せ
る
人
の
名
簿

・

aa----E
な
り
れ
ば
な
皇
芝
現
在
、
沖
か
の
飼
い
で
も
あ
皇
す
・
道
事
組
合
襲
昔
、
全
軍
基
金
気
象
労
組
関
東
中
量
産
代
分

川

カ
ン
パ
さ
れ
る
。

田町

に
遮
づ
き
非
情
な
退
職
強
要
を
く
り
て
い
ま
す
・
解
雇
者
の
平
均
年
齢
は
電
気
で
は
労
働
強
化
、
一
層
の
人
ベ
不
当
に
解
屈
さ
れ
た
神
電
気
の
仲

道
地
方
本
部
、
私
鉄
総
連
北
海
道
地

会

川

3
月
四
日

沖
詰
レ
ポ
ート

返
し
あ
く
ま
で
働
く
棄
を
主
援
し
二
十
九
空
襲
の
仕
事
の
上
で
ら
レ
が
追
求
さ
れ
て
い
ま
す
・
指
名
聞
が
勝
利
す
る
ま
で
「
産
す
雲
」
方
労
働
組
合
、
北
海
巡
査
学
校
教

川

で
患
の

-E
で
蓄
の
商
事

つ
づ
け
た
労
働
者
に
対
し
労
組
と
の
も
、
社
会
生
活
の
中
で
も
大
き
く
力
解
雇
は
、
全
て
の
労
働
者
に
対
す
る
は
全
力
を
あ
げ
て
支
鐙
す
る
こ
と
を
職
員
窪
口
、
金
団
総
連
札
幌
地
速
、

川

女
子
採
用
判
明
・

話
合
い
も
拒
否
し
、

問
答
無
用
と
指
を
発
仰す
る

働

き

盛

り

の

労

働

者

た

攻

撃

で

す

・

決

議

し

ま

す

・

北

海

道
機
関
紙
共
同
印
刷
労
働
組

川
3
月
引
白
神
奈
川
・句
機
労

名
解
胞
を
ち
ま
し
た
・
ち
で
す
・
し
か

h
Z
2
5
5た
労
働
者
は
、
多
一
九
七
九
年
合
、
北
海
道
市
民
生
聖
書
、

川

護
官
で

25・

誌も解雇さ凧た沖

仲良司をえ荻

月
アミ
日

3 



闘
い
は
き
っ
と
勝
利
す
る

わ
ら
び
座
は

み
な
さ
ん
と
と
も
に
闘
い
抜
く

( 2 ) 号引j

200万円以上のカ

ンパと150名以上

の会員を増やす

童リ指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

鴇子事
吉生;rz...-rr

兵衛hι去有

1 979年 4月 15日

沖
電
気

支

援

「
わ
ら
び
座
」
公
演

一
、五
O
O名
参
加
で
大
成
功

解
雇
撤
回
闘
争
が
始
ま
る
と
な
い
ま
し
た
。
干
五
百
人
の
人

同
時
に
わ
ら
び
座
の
熱
れ
つ
な
ぴ
と
で
び
っ
し
り
埋
ま
り
、
連

支
援
も
開
始
さ
れ
ま
し
た
・
文
裕
と
感
動
の
摘
に
つ
つ
ま
れ
、

工
隊
「
ひ
ま
わ
的
経
」
の
六
人

。

「
会
」
へ
の
入
会
者
も
多
数
あ

は
、
夏
虫
、
鮮
馬
、
崎
玉
の
沖

…

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
当
日
の
収

電
気
の
各
工
場
門
前
で
の
就
労

…

益
金
百
万
円
以
上
が
闘
争
資
金

闘
争
や
渋
谷
、
育
楽
町
な
ど
の
と
し
て
撤
回
さ
せ
る
会
に
カ
ン

駅
頭
で
十
二
日
間
も
支
援
の
訴
パ
さ
れ
ま
し
た
。

え
を
、
欧
や
踊
り
で
力
強
く
お
わ
ら
び
座
の
歌
御
幸
過
し
て

乙
な
い
、

「ま
け
る
な
f
」
「
が
の
闘
争
の
喜
伝
筒
さ
せ
る

ん
ば
れ
f
」
の
声
壊
と
と
も
に
…
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
「
わ
亘
ぴ

道
行
く
人
か
ら
曜
か
い
募
金
も
。
座
の
み
な
さ
ん
の
心
か
ら
の
支

と
ど
げ
ら
れ
、
一
カ
所
で
十
万

…

援
に
熱
い
も
の
が
こ
み
あ
げ
て

円
以
上
の
と
ζ
ろ
も
あ
り
ま
し

…

き
ま
す
・
も
三
他
人
と
は
思
え

た
・

…

ま
せ
ん
@
元
気
い
っ
ぱ
い
た
た

わ
ら
ぴ
座
の
公
演
珪
三
班
合

.

か
い
ぬ
く
」
と
感
激
の
お
も
も

向
の
支
援
公
演
を
三
月
二
十
二
。
ち
で
決
意
を
衰
弱
し
ま
し
た
a

目
、
墓
京
、
九
段
ム
露
で
お
こ

全職員に運動への参加を訴えて !~! ~ 
掲国 i j j 
労 j 坂総合病院支部(星野) 間 ! 
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担i引きZ見書EP22をきてま日5欝 j-j i 
竃 iド別室長恒三三言受註草iij語I~ 
里i 去を許更 三事52露目?言完走)介! ~ 
宗! iiii?詰信号 ES雪量31①! ~ 

板看大る

東
京

・
山
手
線
に
の
ひ
ろ
が
り
を
し
め
し
て
い
ま
す
・

え

り
、
霊
が
大
震
の
ホ

d

E
lム
に
さ
「
U
か
か
る
と
柔

ら

客
の
目
が
チ
ラ
γ

と
セ
メ

山
U

ン
ト
の
壁
の
上
に
掲
示
さ

咽
培

れ
た
「
沖
電
気
指
名
解
雇

の

を

露
撤
回
せ
よ
」
の
大

和

看
板
に
い
室
主
9
・
毎
日

東

何

十
万
も
の
人
が
自
に
触

(

れ

、

反
響
を
よ
ん
で
い
ま

罰

す
・
国
鉄
沿
線
互
角

『

I

駅
締
内
(
東
京
)
に
続
く

二
番
目
の
も
の
で
闘
い
の

制

徹

か

れ

た

と

き

の

、
敵
、
昧
方
に
答

sG
「
雨
天
で
も
や
り
ま
す
」

4

4

ヤ

与

-与
岳
影
響
の
大
4
s
d
に
つ
い
て
だ
っ
た
.
私
は
「
留
」
を
の
ぞ
ん

叩

は

、

昨
日
、
皆
で
話
芸
わ
れ
て
だ
.
ぎ
的
ぎ
り
の
厳
し
い
状
況
の

叫

い

た

.

私

岳

同

感

だ

っ

た

.

中

で

た

た

か

う

「

神

電

」

の

労

働

吋

私

は

、

ど

ん

な

事

が

あ

っ

て

も

、
者
の
姿
を
見
届
げ
た
か
っ
た
.
(
端

円

六

時

半

に

は

皆

ん

な

を

起

す

ζ
と
く
れ
取
粉
者
の
エ
ゴ
か
ら
)
し
か

い

私

は

と

Z-♀
磁
し
き
れ
な
さ
ん
は

「
別
に
な
い
ん
で

す

が

を

心
に
醤
っ
て
床
に
入
っ
た
・
六
し
、
あ
っ
さ
り
と
結
論
は
で
た
・

恥
く
な
っ
て
ト
イ
レ
に
起
き
た
・
で

・
じ
ゃ
あ
明
日
の
朝
六
時
半
に
時
半
ま
で
の
段
取
り
を
考
え
て
み
計
画
の
中
止
で
あ
る
・
私
は
ポ

仙
き
る
こ
と
努
弱
ま
で
も
ち
こ
た
み
ん
な
を
起
し
て
下
さ
い
」
と
云
た
。
大
体
、
午
前
三
時
頃
か
ら
三
角

4
Rし
て
泊
り
ζ

ん
だ
の
に

十

え
さ

Z
思
っ
て
い
た
・
神
電
気
つ
だ
「
は
い
承
知
レ
ま
し
た
」
・
十
分
望
に
時
刻
を
確
認
す
る
と
大
へ
ん
芯
骨
折
り
損
を
し
た
M

叩

の
不
当
蟹
庖
亭
厳
固
さ
せ
る
会
の
私
は
い
い
絢
子
で
」
目
覚
し
M

が
し
て
計
七
面
、
目
を
覚
ま
せ
ば
い
と
い
喧
{
長
持
苧
ζ

H

あ
あ
乙
れ
で

一

審
の
畳
の
上
回
私
の
寝
室
、
わ
星
軽
く
皇
り
て
し
ま
っ
た
い
・
ま
あ
仰
と
か
や
れ
る
だ
ろ
-
つ
ず
語
れ
に
な
ら
な
く
て
す
む
N

円
縦
、
横
に
雑
魚
寝
U
て
い
る
沖
電
が
、
す
ぐ
に
少
均
後
悔
し
た
.
「大

と
思
っ
た
.
窓
の
玄
フ
イ
ン
と
い
喧
[
長
持
ち
が
ス
的
乱
れ
た
.

日
の
若
者
た
ち
の
一
翼

ト
イ
レ

へ
ん
在
事
を
引
受
け
て
し
ま
っ
ド
の
簡
亭
通
し
て
微
か
に
入
る
今
朝
の
ピ
ラ
雪
は
大
雨
の
中

恥
に
立
つ
に
は
否
応
な
し
に
暗
闇
の
た
」
と
思
っ
た
。
し
か
し
す
ぐ
に
外
の
街
灯
の
明
り
に
、
時
々
、
腕
を
び
し
ょ
濡
れ
に
な
っ
て
一
一
一
十
枚

仙

宮
を
、
手
さ
ぐ
り
で
笹
口
の
頭
や
、
思
い
直
し
た
。
見
も
婦
ら
ぬ
私
を
欝
訂
を
か
芦
じ
て
み
た
.
暗
く
て
く
ら
い
撒
い
た
人
も
で
る
な
と
、

仙
手
足
の
位
置
亭
権
め
て
、
簡
ん
づ

信
頼
し
て
大
事
な
用
車
を
頼
ん
で
長
針
と
定
一
針
の
区
別
が
ま
る
で
つ
多
少
の
混
乱
が
生
し
て
い
た
.
九

叩

け
な
い
よ
-
戸
』
注
意
し
な
け
れ
ば
く
れ
た
青
年
た
ち
の
心
づ
か
い
が
か
な
い
。
も
う
少
し
明
る
い
光
が
時
か
A
4聞
か
れ
た
「
ミ
l
テ
ィ
ン

叫

な
ら
な
か
っ
た
・

旭
し
か
っ
た
。
恐
ら
く
日
本
の
労
欲
し
い
と
、
つ
く
づ
く
思
っ
た
。
グ
」
で
は
予
霊
り
「
ピ
フ
雪

吋

屋
根
を
叩
き
つ
り
る
豪
雨
が
依

w
時
u

が
過
ぎ
て
い
く
の
か
w
時
M

雨
天
決
行
の
方
針
が
な
ぜ
守
れ
な

一
然
と
し
て
続
い
て
い
た
a

珍

E

聞

が
足
踏
み
し
て
い
る
の
か
克
苦
か
っ
た
企
画
わ
れ
た
・

喜

一
い
去
の
大
雨
・
部
署
内
も
外

車

つ

か

な

い

撃

さ

、

や

が

で

は

結

局

「
全
く
予
測
で
き
な
い

時
も
真
っ
脳
、
時
刻
の
見
当
は
全
く

を

て
殻
明
が
近
づ
い
た
。
雨
の
た
め
事
態
だ
っ
た
と
と
」
・
「
大
事
な

+
つ
か
な
い
・

号

ノ

、

に
遅
い
事
足
っ
た
。
六
時
二
ピ

-Z習
υて
し
ま
っ
た
の
で

叩

ト
イ
レ
の
方
向
か
言
動
プ
リ

i
d
悶

‘

十
六
分
。
時
計
の
針
が
や
っ
と
読
は
目
的
の
震
が
で
き
な
い
」
と

で

タ

l
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
機
盛
田

一
一
子
イ

第

み

と

れ

た

。

い

う

と

と

で

事

務

局

の

処

憶

が

承

日
京
さ
く
削
え
て
き
た
・

高

:

刊

誌

ま

だ

四

草

い
が
、
今
、
こ
の
瞬
認
さ
れ
た
「
乙
ぶ
し
」
は
一
白

川

だ
ろ
言
ド
ア
を
側
り
る
と
B
さ

m
q
指

揮
が
い
ち
、
眠
り
と
ん
で
し
ま
日
延
べ
し
て
明
朗
撒
く
乙
と
に
き

州

以

i
JY
、与

ト

ん
が
ト
イ
レ
の
前
の
狭
い
制
理
場
叩

p
z

，

っ
た
ら
折
角
の
努
力
が
ぷ
い
M

ま
っ
た
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
終
る

…

に
ず
ン
タ
l
を
握
え
て
、
天
パ

7わ
に

に
な
っ
て
し
雪
私
は
思
い
き
と
各
確
に
分
れ
て
露
の
打
合
せ

併

で
機
警
固
し
て
い
た
a

時

刻

は

ケ

叫

っ

て

自

分

長

い

聞

か

せ

る

よ

う

だ

き

び

き

E書
室

・
私

ゆ

丁
度
午
前
四
時
「
ま
だ
、
ゃ
っ

VJ

に
「
皆
ん
な
あ
f
六
時
半
で
す
よ
豊
富
に
入
っ
て
「
乙
ぶ
し
」

叩
て
た
ん
で
す
か
?
大
変
で
す
ね
し
織

燃

お
こ
と
周
留
を
見
回
す
よ
う
に
を
折
っ
た
・

cさ
ん
と
D
さ
ん
は
骨

二

え
」
と
い

2
「

え

え

詰

v

三
、
ι

叫
ん
で
い
た
・
責
任
者
の
さ
ん

先
程
か
ら
「
湾
臨
海
峡
冬
豊
明

川

ま
で
す
ね
」
と
云
っ
て
ト
イ
レ

の

が

「

は

l
い
」
と
一
耳
っ
て

と

び

起

」

と

H

石
川
声
⑥
り
u

の
歌
吋

ト
入
口
を
閲
げ
て
く
れ
た
。
働
運
動
史
上
に
大
き
く
残
る
で
あ
き
た
。
需
は
少
し
も
や
み
そ
う
を
口
ず
さ
み
な
が
安
い
す
い
と
円

山
翠
京
、
芝
の
三
回
.
人
々
が
ま
ろ
う
、
乙
の
沖
沼
気
の
闘
い
に
、
も
な
く
依
然
と
し
て
降
的
説
い
て
ピ
ラ
折
り
を
こ
な
し
て
い
る
。
ト

恥
だ
深
い
眠
り
に
と
っ
ぷ

2
っ
か
直
に
関
わ
り
あ
え
た
票
鱒
し
か
い
た
。
私
は
大
事
在
事
を
や
り
「
置
さ
せ
る
会
」
の
事
務
所
+

酔
っ
て
い
る
こ
の
払
暁
.
一

人
の
背

っ

た

。

終

え

た

安

堵

感

か

ら

、
し
ば
ら
く
に
は

「
若
さ
」

と
「
明
る
さ
」
と
、
骨

時
年
が
眠
る
こ
と
な
く
精
い
っ
ぱ
い
六
日
早
朝
の
酔
努
闘
争
の
際
撒
天
井
を
向
い
て
目
を
つ
む
っ
た
。
団
結
の
も
た
ら
す
「
緊
張
感
」
が
+

咋

闘
っ
て
い
た
・

B
さ
ん
は
、
高
く
H

「
乙
ぶ
し
」
第
十
五
予
は
七
時
頃
か
ら
次
々
に
霊
が
か
部
屋
い
っ
ぱ
い
に
減
っ
て
い
セ

+

吋
ま
く
H

「
乙
ぶ
し
」
第
十
五
号
u

重
要
な
内
容
の
ピ
う
だ
っ
た
.
一
か
り
始
め
た
.

H

乙
の
大
雨
で
私
は
や
は
り
来
て
よ
か
っ
た
と
思

刊

日
の
印
刷
の
責
任
を
果
す
た
め
に
頑
菌
に
衆
議
院
の
予
算
委
員
会
で
共
「
こ
ぶ
し
」
の
配
布
は
ど
う
す
る
っ
た
.
沖
電
労
働
者
と
共
に
一
夜
吋

日
張
量
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
私
産
党
の
不
破
さ
ん
が
、
沖
電
気
の
の
か
H

と
い
う
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
を
過
し
た
ζ
と
は
紫

P
Eい
事
日

ト

は
、
ふ
と
、
ロ
シ
ア
革
命
の
あ
る
指
名
解
腹
問
題
を
取
上
げ
て
、
労
問
合
せ
で
る
也
.
Aさ
ん
は
「
乙
だ
っ
た
と
忌
っ
た
.

F

伽
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
思
い
出
し
て
い
働
大
臣
か
ら
n
制
査
し
て

行

政

指

の

雨

で

は

と

て

も

無

理

で

す

か

ら

昨

伽
た

J
地
下
の
印
刷
工
場
に
、
革
手
る
H

答
弁
を
引
出
し
た
襲
.
中
止
し
ま
す
」

ど

の

電

話

に

白

骨

骨
命
が
格
る
ま
で
黙
々
と
用
紙
を
選
神
電
気
闘
争
支
優
に
か
け
つ
け
た
じ
よ
甲
戸
L

テ
ヰ
パ
キ
と
応
答
し
て

叫

叩

び
続
け
た

一人
の
労
働
者
の
話

「わ

己

び

座

」

の

行

動

日

程

の

配

い

た

。

刷

叫
」
私
は
熱
い
思
い
で
再
び
寝
事
・
そ
し
て
裏
面
に
は
、

「

総

評

昨

日

午

後

の

棄

地

方

妻

予

一

…

床

に

入

っ

た

.

新

聞

」

か

ら

転

戦

し

た

J

ニ
池
闘
報
で
は
、
六
日
朝
は

「一
聞
か
包
」

山

一

私

は

昨
夜
寝
室
削
に

「何
か
出

争
の
教
訓
か
金
字
ぶ
指
名
岬
詰
の
だ
っ
た
・
私
は
昨
晩
上
京
す
る
前

↑

恥

来
る
仕
艇
が
あ
っ
た
ι岩
手
伝
わ
し
重
大
性
H

に
つ
い
て
の
記
事
.
乙
に
事
務
局
に
「
雨
天
の
場
合
は
ど

刷

冊

て
下
さ
い
」
と
頼
ん
で
み
た
.
A

の
ご
乙
ぶ
し
」
第
十
五
号
u

が
-
子
る
」
か
を
電
話
で
確
め
た
.

昨

支
援
す
る
会
会
員

橋

本

末

春
(千
葉
県
館
山
市
)

!f 



197 9年 5月 25日

おねがい
「支仰する会」などの払込みは、下l記の口

座をと利用ください。また会図のみなさん
方の声もお寄せください。

郵便口座 三井銀行口座
口座番号東京6-7包40，I苫 番骨 1 3 3 
加入者名 沖電気の 口座番号 4084298
不当解胞を撤回 。加入者名 沖 ・支援
させる会 する会

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

支援する会事務局

事務所東京都港区三田

3 -2 -20 
霞鱈 (03)451-3515

所~--
17 発号

円
〆
』

1 9 7 9 

第 2骨)
 -

(
 

Z5i E2S 52害時523雇
E議室量号?RE空三起を豊富雪
民号室益五:書515F提言
ぎ堅持賠EE襲。を喜持豊
富重 1 雪害需主警官 室岡空白雪

要量誌記8聖宅雪墜害'f;.u_警富雇
塑主滞毒史金あ護運宅醤品危レ雲

Ei?ifi!??;iiiij 
説ぞ弓芸員三省三塁望号善意
525232きを重要最量2著書

完霊童

;書昆号

iiii 
日戸語幹川れ空HFZJgiLi
E E支義喜重すう:害時喜Z雪害 雪i護霊零
言王室主主Z 最 J詰ま量主室電童 エiS矢て
主任号き見ヰ 君 主霊芸会5重要Z害i童脅
・主主再善意 男 長2E費囲内喜左 足j自休
2、早へ君主 =控富握、支員 三 が書
港東勾富関主義ス日 i童労事翠金量 一一ー

堅持54芸員詩型字詰喜 重τ1
言552寄与許諾書昔話i§義|童i
EZJ読書署長室言語子計三思!菱!
世所ル浦フ 支東江、働銀サセス病名 。吾妻 。

メーデーで訴える撤回させる会 ー記事2面 (藤田庄市氏提供) 事費量ZfZ聖書重量主言語喜 一 |署a

合鰐izfi望号;巧iiiZ5iZ2131iiZ言語iiiiiiii;器 ifiEiigi持層

iijjjjpiliijji!ijjjjjjjjjjiliffjinii!iii自信
市臨時伊i謀議会鶴i丹諮問E2器官官一一明容 日妻
諮草岬h し重要 略目指主主襲撃暗雲善措置イ書棚欄時
芸輔i醤鰐射品i静詳帥昨量語高品品;為弘端E長討昨会Jiド辺即;諸鼎伊内喜伊伊円時宍騎宵唱唱毒守翠鵠耀2語詰錯錐i語韻酔i襲骨幹i子ド伊持芳拾郁鵠哨書語持喝毒尋喝唱帯i号野i詩年i子塁毎朝喜韓記棋棋i主静語?罪需i軽i酔伊裏詩晶官
長恒芸尋;1詩電曜i軒員 卓措ii信会J言5詰討Eι;!空整顎!聖嬰警輯i需福福i髭ii主詰i若時?誇;;i器龍i言器;語i;い(戸轍鴎酔z鼎i七担鵠a印出宮時喜
合言語喜子選弔問草野手251iiiiiiiJ;離職ZFiF君臨5
鍔 ず華一、iしLいμ肝凶帥基辻出;長吋票
j出;2i日i2語謡成i言詰訣諮;z語琵i聖詰;三i語i詰品単!草i詰i;諮i翌語諜!詰讃;望i号龍融j襲詰おi語i討i;臨i語詰融;主記;立i謀鵠i護車出;主;討ij列鳥欝購鞍鞍邸斡;揺i話揺臨!語住告臼j主詰詰詰!詰器詣軒i話掛括;詩盟i長! 

肩書AH 日 片 野日告料品震APH将軍せA
rzlE!?雪汗iAZ主主計ド主計詰121555Z2
凶弾誌は?靖子Ffii時!?時中
国間判言宗長信号室君事二量 dl震ミ君主

「
企
業
の
存
続
が
危
く
な
る
の
で
解
雇
」
|
会
社
答
弁
書
提
出

沖電気の不当解雇

撤回裁判はじまる

で
き
で
食
い
そ
び
れ
る
労
働
者
H
山守必

ず
で
る
ん
だ
.」

と
い
弓
議
場
の
声

主
社
側
答
弁
書
の
-っ
そ
を
白
日
の

や
と
に
さ

p
uて
い
ま
す
.

原
告
団
は
大
企
業
の
身
撃
宇
益
菖

切
り
の
口
実
を
許
さ
ぬ
た
め
に
、
職

場
の
労
働
者
の
真
実
の
声
亭
拝
結
集
し

て
闘
い
援
く
決
意
を
固
め
て
い
ま

す
.
(ω面
に
裁
判
傍
聴
の
記
事

が
あ
り
ま
す
)

ー
新
規
採
用
・
労
働
協
約
無
視
・
長
時
間
残
業

l

-
代
表
幹
事

1

黒
川

俊
雄
(
慶
応
義
塾
大
学

教
授
)

山
本
醒
夫
(
映
画
陛
審
)

櫛
回
ふ
き
(
日
本
婦
入
団
体

建
国
会

・会
長
)

小
島
成
一
(
弁
授
土
)

増
田

量
産
(
墓
京
都
教
臓
員

組
合
委
員
長
)

良
国
国
(
都
学
生
自
治
会

連
ム
暴
員
長
)

真

情

人

(

東

京

新

思

議

組
合
委
員
長
)

坂
本
音
雄
(
三
多
摩
労
協
副

議
長
)

l
事
務
局
|

事
務
局
長

小

島

宏

岸

(
都
労
連
執
行
委

嗣
回
閣
出

小島成ー弁護士と高橋融弁護士
(東京の第 1回公判後)

全ての職場・地域・学園に

支援する会の会員を/

「
支
援
す
る
会
」
を
い
ち
は
や
く

発
定
さ
せ
た
支
部
の
内
か
ら
十
六

支
部
の
代
表
と
事
務
局
、
弁
捜
図
、

「撤
回
さ
せ
る
会
」
に
よ
り
四
月

十
八
日
、
第
一
回
の
幹
事
会
が
闘

か
れ
、
当
面
の
方
針
が
決
ま
り
ま

レた
.
H
当
面
2
万
人
の
会
員
を
目
僚

に
あ
ら
ゆ
る
職
場

・
地
域
、
学
園

に
会
員
を
ふ
や
し
ま
し
ょ
う
。
現

員
)
事
務
局
次
蚕

松
本
線
司
(
徹
固
さ
せ
る
会
)

幹
事
各
支
部
の
代
表
の
か
た
が
た
.

総
会
で
決
定
し
た
幹
事
の
紹
介
が

遅
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
.

一会員3千5百名をこえる一

6
月
2
・
5
日
赤
旗
ま
つ
り

(
東
京
)
で
伸

・
支
鐙
コ
ー
ナ

ー
を
政
魁

6
月
5
日
本
庄
第

一
回
公
判

旧
時
浦
和
地
裁
熊
谷
支
部

6
月
日
日

電
機
塑
京
支
燈
す

る
会
集
会
、
同
時
・
保
宣
言
館

6
月
川
目

八
王
子
第
二
回
公

判
悶
時
、
閉
症
京
地
裁
八
王
子
支

部6
月
幻
自

大
企
業
の
横
暴
を

規
制
す
る
統

一
行
動
日

6
月
初
日

市
型
原
第
二
回
公
判

巧
時
東
京
地
裁
民
旗
印
円
号

7
月
日
日

高
崎
第
二
回
公
判

日
時
ぬ
分
、
前
橋
地
裁

7
月
初

s
m目
五
色
の
集
い

(
平
和
友
好
祭
)
福
島
県

5 



( 2 ) 第 2号指名解雇された沖電気の仲間を支獲する会ニュース

五
月
一
目
、
第
切
回
メ
ー
デ
ー
は
、
は
じ
め
と
す
る
争
議
聞
は
い
ま
、
大

全
面
で
多
く
の
労
働
者
が
歩
加
し
て
企
業
の
冷
酷
な
人
べ

pu攻
撃
に
屈

媛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
.
「
徹
回
す
る
こ
と
な
く
た
た
か
っ
て
い
ま

さ
せ
る
会
」
は
中
央
メ
ー
デ
ー
(
東
す
.
生
活
が
ど
ん
屯
L
苦
し
く
て
も
、

京
)

・
=一多
摩
メ
ー
デ
ー

(
斑
京
)
私
た
ち
に
は
働
く
仲
間
の
あ
た
た
か

・
高
崎
メ
ー
デ
ー
(
群
馬
)
、
本
庄
い
駒
U
が
あ
皇
亨
.
働
く
者
の
梱

・
上
盟
メ
ー
デ
ー

(
本
庄
)
に
欝
加
利
と
生
活
を
守
る
た
め
に
み

gz

レ
合
計
で
四
万
五
千
枚
の
ピ
ラ
を
記

と
と
も
に
た
た
か
い
続
ぜ
革
す
」
と

布
、
抗
続
出
回
名
、
カ
ン
パ
活
動
に
と
決
意
を
の
べ
、
大
き
な
連
帯
の
拍
手

り
く
み
ま
し
た
.
五
百
名
以
上
の
詔
を
あ
び
ま
し
た
.

名
、
百
万
円
以
上
の
カ
ン
パ
と
激
励
デ
モ
仔
進
に
は
沿
道
か
ら
H

訴
え
H

を
う
り
ま
し
た
.
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
多
く
の
労
組

中
央
メ
ー
デ
ー
で
は
全
金

・
浜
田
が
「
沖
沼
気
は
指
名
解
雇
を
撤
回
せ

制
緩
の
争
犠
固
と
と
も
に
「
撤
回
さ
よ
H
H

」
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
し

せ
る
会
」
の
メ
ン
バ
ー
も
壇
上
に
あ
た
り
激
励
の
言
葉
ぞ
品
せ
ら
れ
「
撒

が
り
、
仲
沼
気
不
当
解
雇
撤
回
の
歌
回
さ
せ
る
会
」
は
指
名
解
届
撤
回
の

「
乙
ぶ
し
の
防
法
廃
」
を
敏
い
ま
し
闘
い
の
決
意
を
あ
ら
た
に
し
て
い
ま

た
.
乙
の
献
を
パ
ッ
ク
に

「会
」
を
す
.

代
点
し
て
中
村
光
工
え
が

「
メ
l

デ
l
誌
の
み
な
古
」
ん
、
押
電
気
を

全
国
か
ら
は
げ
ま
し
の
た
よ
り

4
月
度
も
日
通
以
上
の
便
り
が
あ
り
ま
し

た
。
カ
ン
パ
も
泌
万
円
余
送
金
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
と
う
も
あ
り
が
と
う
と
ざ
い
ま
し
た
。

中央メーデー(東京)での著名活動(藤田庄平民提供)

神
戸
の
小
畑
さ
ん
か
ら
の
便
り
を

紹
介
し
ま
す
。

い
つ
も
薪
聞
で
が
ん
ば
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
記
事
を
宇
窓

逮
も
は
げ
主
C
れ
て
い
ま
す
。

乙
れ
か
真
集
保
険
貧
困
U

が
害
れ
、
た
い
へ
ん
で
す
ね
ヘ

少
し
の
金
扇
官
昔
が
多
国
骨
て

い
た
だ
章
子
。

私
の
夫
も
現
在
、
不
当
配
転

撤
回
の
裁
判
中
な
の
で
す
。
社

会
の
不
混
と
反
動
化
が
私
達
を

草P
ャ
め
て
い
る
の
は
は
っ
き
り

し
て
い
ま
す
。
お
金
の
問
題
に

な
る
と
、
精
神
的
に
も
た
い
へ

ん
で
す
。
し
な
く
て
も
い
い
よ

伸
電
気
が
、

三
百
名
に
及
ぶ
指
名
方
た
ち
で
あ
ふ
れ
、
定
刻
が
近
づ
く
り
、
首
を
切
ら
な
く
て
も
す
ん
だ
ろ
若
い
青
年
労
働
者
の
将
来
を
噂
っ

解
雇
を
し
て
か
ら
、
六
ヶ
月
目
を
む
に
つ
れ
て
、
は
り
つ
め
て
い
く
.
う
に
」
と
、
静
か
に
隠
っ
た
.
た
も
の
へ
の
怒
り
は
、
み
ん
な
に
感

心
内

…
か
え
た
四
月
二
十
三
日
、
第

一
回
公

「
被
告

・
沖
電
気
は
、
経
蛍
上
や

i
l
-
-
s

銘
を
与
=
ベ
泊
手
が
お
こ
っ
た
.

ニ
E
e

判

が

閥

か

れ

た

.

む

を

得

な

い

と

し

て

、

服

用

不

安

の

オ

レ
は
仕
事
に
生
き
た
い

1
1
1
1
1

1
1
1
1
!

さ
な
か
、
労
働
者
と
そ
の
家
族
を
、

1
1
1
1
!

こ
の
声
が
通
る
組
合
作
り
を

F
-碑
e

会
社
は
ひ
ど
い
こ
と
不
況
の
巷
に
放
り
出
し
、
生
存
植
を
原
告
団
か
ら
三
人
が
陳
述
し
た

1
1
1
1
!

i
-

A
 

小
烏
九芥拝宏一趨瞳+ほ
4会耳註
社
側
代
理
人
の
無
総
擦
山
畿
田
の
調
箆
筏
祭
財
術
刑
者
と
し
て
、
月
廊
下
に
は
み
出
し
た
人
や
、
あ
と
か

t
且件「

法
廷
は
、
若
い
労
働
者
、
い
か
に
目
亭
ヤ
ξ戸rと‘)-ら
え
て
、
は
な
さ
な
い
.
代
百
時
問
を
乙
司
え
え
る
残
業
を
し
、
高
電
ら
か
り
つ
げ
た
人
々
で
、
弁
護
+
主
冨

一白
一
も
闘
士
を
思
わ
せ
る
い
で
た
ち
の
理
天
は
、
余
裕
の
笑
い
を
つ
く
る
が
、
圧
の
危
険
な
作
業
に
も
た
ず
さ
わ
つ
飽
の
ホ
l
ル
が
い
つ
ば
い
に
な
つ

人
、
初
老
の
婦
人
、
そ
し
て
家
族
の
落
つ
き
が
な
く
、
口
や
と
は
ゆ
が
ん
て
き
た
.

た
.次

々
に
さ
れ
る
翠
怠
、
嘗
加
者

は

た

ら

く

権

利

を

奪

つ

も

の

を

許

す

ま

い

を
器
の
費
で
つ
つ
ん
で
い
く
・

「自
分
が
い
い
た
い
ζ
と
を
い
つ

で
い
る
.

「

私

は

、

好

き

で

ζ

の
仕
事
亭
選
て
ぐ
れ
た
.
と
の
声
が
通
る
、
労
働

「

慌
の
不
況
に
使
梁
し
、
よ
び
、
技
術
の
最
先
端
を
行
く
電
気
の
窪
田
作
的
が
必
要
だ
.
」

り
大
き
な
も
う
け
の
た
め
、
労
働
者
仕
事
を
修
得
し
、
生
受
~
か
っ
た
の
霊
園
の
陳
述
を
き
い
た
、
ソ
ニ

を
犠
牲
に
す
る
ζ

と
は
、
法
律
恥
届
出
で
す
.
」

1
労
組
の
前
回
さ
ん
の
言
葉
で
あ

世

詳

し

ま

せ

ん

.

」

屋

代

君

に

、
労
働
響
の
職
場
委
る
.
神
間
簡
は
、
道
組
合
と
は
何

大
企
業
の
横
暴
を
追
求
す
る
、
小
員
に
な
る
よ

-
2
h
課
長
が
す
す
め
か
を
、
働
く
者
に
問
い
か
け
て
も
い

島
弁
護
士
の
迫
力
に
、
法
逗
は
緊
迫
た
り
、
誰
々
と
は
っ
き
あ
う
Z
、
と
る
.

が
続
い
た
.

言

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
.

裁

判
は
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ

じ
っ
と
、
目
を
つ
ぶ
っ
た
ま
ま
聞
し
か
レ
、
彼
は
労
働
組
合
の
こ
と
る
.
夜
根
さ
ん

(職
自
連
)
が
「
殺

い
て
い
た
、
あ
る
お
母
さ
ん
が
、
「
会
や
、
生
き
が
い
に
つ
い
て
考
え
る
よ
判
闘
争
の
主
職
場
は
、
法
廷
外
で
あ

社
は
ひ
ど
い
ζ
と
を
す
る
ね
え
、
す
う
に
な
り
、
も
き
草
え
の
正
義
感
を
る
」
と
去
っ
た
よ
-
足
、
た
し
か
な

ぐ
つ
ぶ
れ
る
わ
げ
で
も
な
し
、
残
業
つ
ら
ぬ
い
た
.
そ
の
あ
げ
く
の
解
庖
勝
詞
へ
む
か
つ
て
、
た
た
か
い
は
、

を
や
ら
U
た
り
、
新
し
く
採
用
し
た

だ
っ
た
.

こ

れ

か
ら
で
あ
る
.

う
な
ケ
ン
カ
学
レ
た
り
、
ね
む

れ
な
い
日
も
あ
り
ま
す
。
社
会

に
流
さ
れ
て
ヰ
苔
』
て
い
〈
の
は

簡
単
で
す
。
で
も
正
し
い
こ
と

は
手
ぷ
、
恐
い
乙
と
は
感
い

と
雷
T

え
る
人
三
、
7
拶

Eい

と
思
い
ま
す
。

闘
い
は
た
い
へ
ん
で
す
が
、

子
供
遣
に
胸
世
ほ
っ
T
蕗
が
で

き
る
牛
蓄
元
を
し
た
い
と
忠
っ

ゼ
い
ま
す
。
お
互
い
に
が
ん
ば

り
手
レ
ょ
う
ノ
が
ん
ば
っ
ず
ど

だ
さ
い
。

1 979年 5月 25日

夏
季
行
商
の

と
り
く
み

す
す
む

場
「徹
固
さ
せ
る
」
は
般
国
闘
争
の

尉
政
を
確
立
す
る
た
め
に
行
商
亭
ξ

り
く
ん
で
い
ま
す
.
現
在
ま
で
の
財

政
の
多
く
は
、
全
国
の
働
く
仲
間
や

市
民
の
み
安
ヂ
ん
た
ち
か
ら
の
カ
ン

パ
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
.
は
じ
め
て
の
行
商
は
、
今
ま
で

の
闘
い
の
成
果
の
上
に
た
っ
て
財
政

確
立
と
新
た
な
闘
い
の
輸
を
ひ
ろ
げ

る
も
の
で
す
.
現
在
、
団
体
を
中
心

に
褒
茶
販
売
な
ど
の
活
動
を
始
め
て

い
ま
す
.
お
問
い
合
せ
は
徹
回
さ
せ

ゑ
百
事
業
部
ま
で
.

'.oIaIt 

6 
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1 9 7 9年 7月 10日指名解雇 された沖電気の仲間を支援する会ニュース

支援する会事務局

軍務所点京都港区三回

3 -2 -20 
電話 (03)451-3515

所行発号第 3

第 3寄}
 1
 
{
 

で
一
採
用
し
た
人
を
工
場
内
各
所
に
配

川

属
さ
せ
る
な
ど
、
異
常
な
労
務
管
理

に
な
っ
て
い
ま
す
.
乙
A
〆
レ
た
会
社

川

の
施
策
は
従
来
の
労
使
慣
行
・
労
働

者
の
既
得
権
を
無
視
し
て
進
め
ら
れ

川

て
い
る
の
が
特
徴
で
す
.
「
そ
乙
で

働
き
つ
づ

2
2思
え
ば
、
黙
っ

て
会
社
の
い
う
ζ
と
を
聞
く
し
か
な

川

い
.
」
指
名
解
脱
は
正
に
労
働
者
を

川

送
っ
て
下
さ
る
方
を
始
め
大
変
な
額
の
も
の
を
有
名
無
実
悩
す
る
も
の
で
フ
ァ

ッ
シ
ョ
的
に
支
配
す
る
も
の
だ

に
逮
し
ま
し
た
・
乙
れ
は
神
の
指
す
・
だ
か
ら
こ
そ
「
労
働
盟
国
」
の

と
い
う
事
態
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

川

名
解
雇
は
大
企
業
の
横
暴
に
新
し
い
あ
り
方
が
深
刻
な
論
議
を
呼
ぶ
と
共
す
・

川

辺
を
開
く
s

も
の
で
あ
る
と
い
主
が
に
そ
の
強
化
の
た
め
に
新
し
い
運
動

F

一

鋭
く
受
け
止
め
ら
れ
た
結
果
だ
と
思
が
広
が
っ
て
い
争
と
い
え
ま
す
.

戸

い

ま

す

・

会

社

と

の

交

渉

は

ま

だ

開

沖

労

組

、

霊

労

連

の

支

緩

が

え

第

二

は

沖

電

気

の

、

あ

る

い

は

憶

喪

で

す

・
支
鐙
す
る
会
の
拡
大
・
と
お
願
い
し
た
い
・

川

か
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
背
景
資
本

ら
れ
て
い
な
い
と
い
-コ
困
難
も
あ
り

詰

W

〉

機
労
働
者
の
中
に
闘
主
を
作
り
出
雲
動

-
カ
ン
パ

・
ア
ル
バ
イ
ト
な
喜
一
つ
と
っ
て
富
益
事

川

の
富
士
銀
在
入
り
ま
申
入
れ
を
ま
す
・
現
在
沖
労
組
と
の
聞
で
は
支
〆

馬

d
h
'
f
せ
る
か
ど
っ
か
と
い
う

Eで
す
・
手
べ
て
に
全
力
で
き
組
み
た
い
を
い
う
域
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の

川

銀
一員

者

名

新

し

い

書

室

号

室

し

な

い

と

い

う

Eに

/
/

J
一

彰

遣
に
つ
い
て
い
最
重
の
フ
ァ
と
き
い
ま
す
正
の
闘
い
の
意
で

Z
Sらは
「支

事

る

川

げ
る
中
で
行
い
ま
し
た
・
関
東
企
業
な
っ
て
い
ま
す
が
、
重
労
連
盟

げ

乃

同

1
7ショ
的
差
配
の
中
で
、
な
お
門
義
か
ら
い
っ
て
、
闘
い
の
広
が
る
条
会
」
の
と
協
力
を
得
て
街
頭
で
、
工

川

労
働
者
の
共
同
闘
争
の
霊
突
き
組
合
か
ら
は
ソ

-
7労
組
な
ど
か
ら

J
Yノ
℃

前
力
、
J

パ
は
十
万
(
六
月
十
五
日
の
件
は
大
き
く
存
在
し
て
い
霊
思
い
場
門
前
で
、
質
要
に
飛
署
員

…

し
か
し
争
昔
の
相
互
支
援
・
オ
ル
な
成
果
だ
と
い
え
ま
て
、
住
重
正
式
菱
警
頂
い
て
お
皇
す
・

一

時
金
の
擦
に
は
こ
士
一
万
円
)
に
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
闘
突
さ
せ
た
い
レ
、
夏
以
降
全
国
オ
ル

川

解
居
後
七
力
月
経
ち
ま
し
た
グ
の
中
で
急
速
に
鍛
え
ら
れ
ま
し
島
、
大
隅
鉄
工
等
指
名
解
雇
者
と
の
私
達
は
全
て
の

労

働

組

合

か

ら

支

倭

-

多

量

委

員

の

霊

で

は

会

社

の

い

の
紛
え
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
グ
も
本
格
化
ず
る
計
画
で
す
・

川

が
、
皆
さ
ん
元
気
で
す
か

・

た・

函

草

の

間
短
に
力
童
画
わ

交

流

も

こ

れ

か

ら

の

闘

い

長

考

さ

れ

る

よ

主

義

を

つ

く

り

た

い

妨

害

打
量
っ
て
指
名
鑑
反
対
す
a

支
部
が
そ
れ
ぞ
れ
大
き
く
な
っ
て

川

せ

き

」
と
い
品
単
な
こ
と
主
と
期
ぜ
て
い
ま
す
・

と

考

え

て

い

ま

す

・

を

公

然

と

主

張

じ

つ

づ

け

て

い

る

労

頂

く

Eが
闘
い
の
力
柔
き
く
す

川

=
月
に
飯
田
君
主
事
故
で
入
の
中
だ
り
で
一
論
議

し

て

い

た

こ

ろ

は

文

幽

霊

会

社

に

よ

る

人

員

採

用

や

今

後

の

闘

い

の

展

望

に

つ

い

て

働

者

書

さ

れ

て
い
ま
す
.

毒
す
る
童

0
0
0人
皇
る
力
ギ
で
す
か
ら
、
そ
の
た
め
に
撤

川

ち
ま
し
た
が
さ
つ
を
歩
付
る
よ
時
間
も
か
か
か
り
、
仲
々
腕
に
落
ち
婦
人
差
別
問
題
で
労
働
省
と
交
渉

沖
電
気
の
職
場
は
ζ
つな
っ
て

l
・

第
三
に
護
団
の
霊
童
、
青
さ
ん
と
一

緒
に
闘
い
た
い
と
考
固
さ
せ
る
全
の
交
流
、
産
別

・
地

川

う
に
な
皇
し
た
・
病

院

の

ま

な

か

っ
た

の

で

す

が

、

定

義

し

、

空

行

言

語

さ

い

ま

す

か

l
・

年

一

人

な

高

率

一

翼

手

え

て

い

る

の

で

す

が

具

体
的
に
舗
の
車
交
流
を
す
す
め
患
者

川

学
芸
を
増
や
し
た
り
、
む
裏
・
実
践
と
い
う

E
で
し
さ
っ
か
M

ま

し

た

・

私

書

出

来

る

だ

け

阜

く

勝

利

し

る

共

同

闘

争

、

更

に

は

司

法

の

反

動

は
1
・

の
要
求
に
合
っ
た
警
護
さ
せ
て

川

を

売

っ

た

り

元

気

で

す

巴

彼

の

骨

折

指

名

解

雇

が

狙

っ

た

も

の

は

何

で

た

い

と

思

っ

て

い

ま

す

レ

、

そ

れ

が

化

、

政

治

、

経

済

の

民

主

化

の

た

め

頂

き

た

い

と

願

っ

て

い

ま

す

・

川

と
関
空
て
死
産
し
た
り
、
と
主
人
こ
れ
ま
で
の
闘
い
の
到
達
点
は

労
働
組
合
の
喜
ぎ
で
す
あ
っ
た
の
な
と
い
う
と
と
に
な
り
若
長
て
も
い
る
闘
い
だ
と
思
つ
に
議
題
思
量
し
た
い
と
思
い
撤
回
さ
せ
る
会
の
襲
か
ら
い
つ
ま
L
く
お
願
い
し
手
・

山

梨

Eた
2
不
惑
が
統
霊
し

l
・

か
1
・

ま
す
が
、
霊
品
川
工
場
の
閉
鎖
を
て
い
ま
す
・
そ

の

た

め

に

は

ま

す

・
壬
己
た
全
体
の
流
れ
の
中
て
財
政
だ
り
で
な
く
知
恵
も
力

h

F

川

た

力

、

家

族

的

な

団

管

を

強

め

る

方

軸

に

大

規

僕

配

転

・
出
向
が
行
わ
れ
第
一
に
ど
れ
だ
け
幅
広
く
大
き
な
に
私
選
の
闘
い
の
成
否
が
あ
る
筈
で

向
で
乗
り
切
っ
て
ζ
ら
れ
ま
し
た
し
半
年
で
支
度
決
線

三

頁
U
、
支
指
名
鍵
庖
は
労
働
者
が
永
年
築
い
て
い
ま
す
・
文
住
取
が
多
い
の
に
人
支
鐙
共
闘
を
作
良
型
働
運
動
全
体
の
す
か
ら
・

現
在
は
オ
ル
グ
に
ア
ル
バ
イ
ト
に
事
援
す
る
会
五
O
Q
U人
と
い
-
呂
は
て
来
た
労
働
協
約
を
土
足
で
踏
み
に
員
不
足
で
恒
常
的

・
長
時
間
の
残
業
力
が
結
集
出
来
る
闘
い
と
し
て
発
展
第
四
に
開
政
問
題
を
含
め
た
会
の

害
賠
め
に
と
そ
れ
ぞ
れ
暑
さ
に
挑
大
き
い
成
果
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
じ
り
、
組
合
活
動
家
を
龍
し
、
団
が
広
汎
に
や
ら
れ
て
い
ま
す
・
更
に
さ
せ
完
る
か
が
露
だ
と
思
い
ま
団
結
の
強
化
で
す
・
生
活
費
・
活
動

一

戦
し
て
い
ま
す
-
C心
配
頂
い
た
寮
カ
ン
パ
も
毎
月
住
所
も
名
前
も
を
結
を
つ
毒
し
て
、
告
の
存
在
そ
詰
襲
警
一
地
や

Zか
、
外
注
す
・

費
で
毎
月
竺
千
万
近
い
資
金
草

川

生
の
居
住
糊
も
般
然
と
守
阿
佐
い
て

川

生
活
基
盤
を
確
保
し
て
い
ま
す
.

川

委主?
担宅F宅量
ClきS

τ二子

寸撤
回
さ

せ
る
会
」

中
山
森
夫
代
表
が
抱
負
を
語
る

7月10日

引
人
は
大
世
帯
で
す
か
ら
い
ろ

ん
な
考
え
方
も
あ
っ
て
ま
と
め

て
い
く
上
で
た
い
へ
ん
で
は

思
惣
的
に
も
そ
れ
ぞ
れ
で
す
し
、

み
ん
な
が
組
合
活
弱
家
ζ

い
弓
鋲
で

は
あ

2
aせ
ん
か
ら
、
品
相
働
運
動
や

政
治
に
つ
い
て
も
歪
直
い
っ
て
よ
く

分
つ
て
は
い
な
い
集
団
で
し
た
.
だ

か
p
h
a
皿
初
は
自
分
た
ち
の
ζ
と
し
か

考
え
ら
れ
ず
、
争
議
団
支
俵
と
か
井

警
反
対
祭
主
い
っ
て
も
、
「
好

き
な
人
が
い
り
ば
い
い
」
と
い
兵
奨

雷
岳
山
て
く
る
あ
立
重
で
し
た
.

元気いっぱいの会員

本社前の抗議集会

事務所 での 「会J 幹事会

「

i
l
l
i
l
l
i
t
-
-
-」

動

一
闘

争

日

程

一
7
月
マ

羽
田

と
も
し
び
夏

f
a
l
-
-
-ー
l
i
l
i
-
-
L

の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
.

7
月
日
日

高
崎
第
二
回
公
判
五
色
の
集
い
(
福
島
〉

日
時
犯
分
、
前
橋
地
裁

7
月
日
日

本
庄
第
二
回
公
判

7
月
同
5
凶
日

青
年
学
生
平
浦
和
地
裁
熊
谷
支
部

和
友
好
祭
(
山
製
)

7

月
初
日

(夜
)
5
8
月
2
日

7
月
幻
自
東
京
第
一
面
公
判
神
霊
童
、
全
園
祭
冨
(
軟
回

目
時
東
京
地
裁
民
車
内
号

・
わ
ら
び
座
)

7
・
お
沖
電
闘
争
勝
利
一
日
行

7
-
n沖
電
気
闘
争
勝
利
一
日
行
動

一
、
主
要
駅
頭
宣
伝

8
時
1
9時

一
、
沖
電
気
本
社
庭
休
み
抗
強
行
動
ロ
時
行
分
1
ロ
時
品
分

地
下
鉄
虎
ノ
門
口
士
銀
新
虎
ノ
門
ピ
ル
前

一
、
指
名
解
届
般
回
裁
判
東
京
第
2
回
公
判
同
日
時
S
M時

翠
京
地
裁
民
事
筋
門
号
法
廷

一
、
第
2
回

公

判

墾

ロ

饗

冨

陥

時

1
げ
時

み
f£
己
ん
の
容
加
を
お
ね
が
い
し
ま
す
・

な
お
容
加
の
方
は
事
前
に
包
括
連
絡
U
て
く
だ
さ
い
・

5
月
日
目

住
友
直
級
王
島

・

佐
野
安
と
の
交
流
会
開
催

全
週
中
野
支
援
策
会
参
加

5
月
日
日

墓
京
地
評
主
催
の

指
名
解
庖
、
不
当
処
分
、
郵
政

マ
ル
政
粉
砕
行
動
(
東
京
)

5
月
門
自

国
民
平
和
大
行
進

東

京

袋

定

患

5
月
初
日

若
者
フ
ェ
ス
テ
パ

ル
・
争
議
団
交
流
ピ
ク
ニ
ッ
ク

自
由
法
曹
団
全
国
研
究
集
会

(静
岡
)
に
惨
加

5
月
幻
自

ス
モ
ン
総
行
動

5
月
M
B
共
同
通
信
支
侵
す

る
会
発
足
式

・
マ
ス
コ
ミ
労
協

粉
砕
ラ
ジ
オ
関
東
前
袋
詰
に
惨

加5
月
U
日

大
須
郡
件
現
地
抗

議
集
担
(
静
岡
)
に
蕗

5
月
四
日
健
康
診
断
λ

東
京
)

6
月
1
目

指
名
解
庖

・
不
当

配
転
徹
回

・
造
船
の
灯
を
守
る

6
・
1
市
民
総
決
起
集
会
(
大

阪
)
に
歩
加

6
月
2
目

故
・
若
林
栄
子
さ

ん
Mω

周
忌
逼
悼
全
国
交
流
蒙
晋

(
神
戸
)

6
月
2
、
5
目

赤
腹
ま
つ
り

で
沖
電
支
後
コ
ー
ナ
ー
設
置

(
東
京
)
売
上
面
倒
約
2
0
0万

6
月
4
日

銀
行
に
働
く
伸
聞

の
交
流
集
会
に
参
加
、

g
土国眠

‘行
へ
要
請
行
動
を
{
匂
つ
.

6
月
叩
日

住
友
の
指
名
解
腹

徹
回
を
要
求
す
る
一
万
人
集
会

(
岡
山
)
へ
容
加

6
月日
日
日

電
峨
東
京
支
鐙
す

る
会
総
会
〔
東
京

・
全
国
保
育

ム
書
館
)

6
月
刊
、
げ
日

第
M
H

回
働
く

腕
人
の
中
央
鎖
会
(
東
京
)
で

宜
底
活
動
、
募
金
約
引
万
警
串

る
.
6
月
四
日

全
商
工
本
省
支
部

定
期
大
会
あ
い
さ
つ

6
月
幻
、
お
回

大
企
業
の
横

暴
を
規
制
し
闘
い
を
ξ
4展
開

し
て
い
く
か
?
統
一
行
動
、
宣

伝
ピ
ラ
叩
万
枚
配
布

(
東
京
)

6
月
刊日
目
日
本
峨
関
紙
印
刷

定
期
大
会
あ
い
さ
つ

・
金
石
舎

労
組
の
沖
本
社
抗
議
集
会
書
加

7 



支
援
決
議
あ
り
が
と
う

(第
4
次
集
約
分
)
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I 979年 7月 I0日

S築事

あ

会

費
峠

露

骨

句
、
日

=u=H
E
l
l
i
-
E
U、
1
i
i
i
E
H
=
O
E
D
E
-
-
B
i
i」

8

催

一

0
0
0栓
を
こ
え
る
〆

一

六

月

二
十
八
日
、
大
団
体
、
会
常
任
理

事

面

講

演

を

行

な

費

あ

ふ

れ

る

き

3し
一

ク

開

支
援
す
愛
国
の
よ
び
か
史
の
山

ロ
個
人
、
約
九
十
名
で
、
指
名
解
雇
い
、
「
沖
電
気
の
指
名
解
雇
は
全
た
.

一

T

I

本
醸
夫
氏
著
作
品
の
映
画
前
妻
一
さ
れ
た
沖
電
気
の
仲
間
し
を
支
援
す
労
働
者
の
富
」
で
あ
る
事
を
強
神
聖
覇
布

・
狛
江
の
会
は

H

は
全
損
保
の
多
量
運
用
を
は
じ
め
、
削
る
鏑
布
・
狛
江
の
会
」
を
結
成
し
閥
・
文
調
布

・
狛
江
合
唱
団
に
よ
会
員
七
百
名
亭
酋
僚
に
お
き
、
日

間

ニ

盛

北
海
道
や
九
州
か
pp童
文

が

届

き

す

た

る

「風
の
中
に
」
の

欲

望

雪

著

書

事

で

は

百

名

、

一

ク

で

事

局

き

つ

く

り

一

部

註

Jq労
組
撃
所
支
-
足
と
え
も
加
わ
議
の
-
吾
妻
島
田
理
化
工
見
詰
五
一

疋
釧

同
凶
凶
回

一布
-i
討
軒
針
転
新
副

詰

主

流

の

行

商

活

動

己

労

副

議

長

)

が

j
i
l
-
-
i

も
精
力
的
に
会

白

山

川

町

名

一
主
催
者
定
表

調

布

・

狛
江

(

東

京

地

域

)

支

部

員
拡
大
の
取
り

一

J
Rノ
叩

千

五

盲

件

以

上

の

労

組

、

民

主

因

由

し

て

あ

い

さ

組

み

が

進

ん

で

司

た

め

J

青

二

0
日
妻
支
度
す
る
会
誌
支
部
刀
名
島
の
ノ
ド
を
披
露
す
る
人
・
飲
ん
体
を
た
ず
ね
て
、
む
ぎ
茶
フ
リ
ー
一
つ
、
富
菌
室
(
菌
さ
せ
る
の
中
、
置
さ
せ
る
会
よ
り
重
い
ま
す
・

一

つ

奥
多
摩
の
秋
川

(
子
供

ω名
)
が
参
加
し
ま
し
た
・
高
い
で
川
に
飛
込
む
勇
者
も
沖
電
ザ
l
ボ
1
ル
等
の
販
売
を
お
願
い
し

一

会
八
王
子
支
部
代
表
)
が
闘
い
の
喜
氏
が
「
あ
く
ま
で
職
場
復
帰
な
お
一
一
一
多
摩
で
は
ご
一
萎
喜

一

し

渓
谷
で
争
犠
図
争
時
間
解
決
の
全
金
斎
藤
鉄
工
支
聞
広
気
か
ら
は
出
る
語
。
て
、
酷
一
世
の
中
「
撤
回
さ
せ
る
会
」
訓
経
過
報
告
を
行
な
っ
た
後
、
首
位
乞
、
も
の
量
早
急
職
場
、
安
気
の
会
」
「
八
王
寸
の
会
」
「
立

山

よ
H
H

と
家
族
を
励
ま
ら
カ
ン
パ
の
ニ
斗
締
も
あ
っ
と
い
う
容
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
、
飲
み
、
食
の
メ
ン
バ
ー
は
足
を
は

puな
が
ら
山
公
人
氏
(
調
布
・
狛
江
地
区
労
載
心
し
て
働
ら
け
る
職
場
に
す
る
た
川

・
昭
島
の
会
」
が
す
で
に
結
成
山

し

す
交
流
ピ
ク
ニ
聞
に
飲
み

-
出
で
の
パ
l
ベ
キ
ュ
い
、
語
り
、
新
た
な
た
た
か
い
の
エ
審
問
し
て
い
ま
す
・
現
在
一
千
喜
一
回
巨
)
を
は
じ
め
五
悪
事
と
激
め
に
闘
か
う
」

喜

重

明
・
康
さ
れ
て
お

2
月
に
は

「武
蔵
野

一

γ

ク
を
=
一
回
O

l
は
ぬ
切
の
肉
を
ベ
ロ
リ

・
消
流
で
ネ
ル
ギ
l
を
養
-?ζ
と
も
に
確
か
な
万
円
の
売
上
げ
で
す
。
=
一千
万
円
の

山

励
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
・
つ
後
に
「
抗
議
声
明
」
を
採
択
と
全

・
三
鷹
の
会
」
が
結
成
さ
れ
る
予

山

名
の
襲
五
の
マ
ス
の
つ
か
み
ど
り
は
主
連
よ
支
度
の
望
感
し
る
楽
し
い
一
星
空
室
/
と
さ
で
は
全
力
投
句
づ
い
て
、
商
隆
日
本
機
関
紙
協
員
で
「
が
ん
ば
る
つ
」
を
合
唱
し
、
定
で
す
・

一

大
に
開
附
問
、
仲
打
犬
人
が
ハ
γ

ス
ル
・
カ
ラ
オ
ケ
で
過
し
ま
し
た
。
球
を
続
け
て
い
ま
す
・

私
が

「撤
回
さ
せ
る
会
」
の
取
戻
り
、
急
に
空
腹
を
お
ぼ
え
る
B

真
先
に
食
べ
始
め
た
需
君
が
唱
「
紙
芝
賞
え
て
お
い
て
よ
・
水
た
め
に
門
前
に
立
ち
、
退
社
す
る

油
所
を
た
玄
ね
る
の
は
、
い
つ
も
ど
の
聞
の
野
義
妙
め
は
、
今
ま
悲
鳴
を
あ
げ
た
。
っ
ゅ
の
撃
を
薄

4
醤
油
1
み
り
ん
1
の
割
合
で
つ
人
た
ち
の
数
を
カ
ウ
ン
タ
ー
片
手

夜
九
時
を
ま
わ
っ
て
い
る
・
地
下
で
の
鼠
高
傑
作
だ
っ
た
、
た
し
か
め
ず
に
食
べ
始
め
た
か
ら
だ
・
今
く
れ
ば
い
い
の
よ
・
つ
ゅ
の
紫
買
に
調
査
し
て
き
た
と
乙
ろ
な
の

鉄
三
田
駅
で
お
り
地
上
に
出
て
く
荒
木
君
の
当
番
だ
っ
た
つ
け
M

夜
の
食
事
当
審
の
船
尾
君
が
あ
わ

-Z品
的
妥
上
り
た
し
ね
・
そ
れ
に
だ
、
毎
日
毎
晩
『
撤
回
さ
せ
る
会」

る
と
H

さ
て
、
今
晩

2
E入
れ
ド
ア
を
開
り
る
と
、
ま
と
と
に
て
て
水
の
入
っ
た
ヤ
カ
ン
を
運
ん
灘
昧
に
ネ
ギ
が
あ
る
だ
け
で
も
、
の
伸
聞
が
交
替
で
各
工
場
の
門
前

は
何
に
し
よ
う
か
な
?
安
く
て
巨
大
な
ス
テ
ン
レ
ス
製
ボ
l
ル
に
で
く
る
一
・
説
明
智
を
臨
み
な
が
ら
ず
っ
と
美
味
し
く
な
る
し
、
シ
ョ
に
立
っ
て
、
残
業
調
査
を
し
て
い

ポ
リ
ュ
ム
の
あ
る
カ
リ
ン
ト
ウ
山
の
よ
う
に
盛
ら
れ
た
冷
む
さ
が

「な
ん
だ
、
こ
れ
は
四
l
五
倍
に
ウ
ガ
を
す
っ
て
も
さ
っ
ぱ
り
し
る
、

ζ
れ
は
指
名
解
届
後
め
職
場

は
ど
う
だ
ろ
う
‘
子
ど
も
の
頃
を
眼
に
飛
び
と
ん
で
き
た
・
そ
し
て
薄
め
ろ
っ
て
智
い
て
あ
る
ぞ
て
、
な
か
な
か
い
い
も
の
よ
a

」
で
、
ど
ん
な
に
残
業
が
地
え
て
い

思
い
出
し
て
楽
し
い
の
で
は
ゆ
で
卵
が
、

ζ
れ
ま
た
大
皿
に
盛

」
「
は
じ
め
に
読
ん
ど
か
な
き

「は
あ、

4
対
1
対
1
ね
え
。
る
か
、
外
か
円
弱
査
数
{
苦
官
も
っ

一
坂
を
よ
っ
て
い
く
。
ら
れ
て
い
て
、
食
事
中
央
に
は
、

ゃ
あ
ナ
」
「
文
句
言
う
や
つ
は
喰
な
に
盟
だ
よ
、
と
れ
か
ら
は
乙
て
、
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
中
に

い
つ
だ
っ
て
事
務
所
の
中
は
若
で
ん
と
H

そ
ば
の
つ
ゅ
の
紫
u

の
う
な
よ
、
パ
チ
が
当
る
ぞ
」

れ
で
い
こ
う
、
犀
夜
、
よ
く
い
H

え
い
る
沖
電
気
労
働
者
に
連
盟
市
を
呼

さ

で

溢

れ

か

え

っ

て

い

る

の

を

矧

び

か

げ

る

地

味

で

根

気

の

い

る

、

っ
て
い
る
の
に
、

5
5
お

冷

む

ぎ

と

食

事

当

番

し
か
し
霊
在
事
で
あ
る
・

て
い
る
型
原
を
歩
い
て
い
る
と
、

ぷ
限
、

食

事

当

番

の

船

尾

君

が

ま

た

黙

ふ
っ
と
心
聖
な
る
ζ
と
が
あ

参

|

あ

る

日

の

「

会

」

事

務

所

々
と
冷
む
ぎ
の
大
盛

2
ゆ
で
卵

る
。
そ
し
て
事
務
所
の
あ
る
二
階

ぷ

明

牧

泉
の
査
を
用
意
し
、
ひ
と
き
わ
賑

の

悠

が

ひ

と

き

わ

明

る

く

開

け

放

や

か

な

夕

食

が

始

ま

っ

た

。

経

済

た
れ
て
い
て
、
天
井
に
ま
で
貼
つ
ピ
ン
が
ほ
か
れ
て
い
る
@
五
人
の
年
子
の
兄
弟
五
人
が
脳
つ
つ
き
て
お
り
r
E
e

」
な
ど
と
無
責
任
発
的
理
白
か
ら
始
ま
っ
た
共
同
炊
事

で
あ
る
「
倣
」
の
赤
い
布
が
辱
岨
飢
え
た
若
者
が
、
ま
さ
に
食
べ
始
あ
い
、
ふ
ざ
け
あ
っ
て
い
る
み
た
言
あ
り
。
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
副
次
効
果
が
も

か
ら
見
え
る
と
、
ほ
っ
と
現
実
に
め
る
瞬
間
で
あ
っ
た
。

い

だ

な

と
思
い
な
が
ら
、
そ
の
様

「毅
昧
っ
て
玉
ネ
ギ
で
も
い
い

た
ら
さ
れ
た
・
解
題
さ
れ
る
ま
で

チ
亭
眺
め
て
い
る
私
に
一
緒
に
食
か
な
あ
」
台
所
の
方
か
ら
声
顔
を
合
わ
せ
た
こ
と
も
な
か
っ
た

べ
よ
う
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
。
が
聞
と
え
て
く
る
・
人
た
ち
の
団
結
を
急
速
に
強
め

そ
れ
で
は
早
速
と
一
仲
間
に
入
れ
て
み
ん
な
突
い
な
が
ら
喋
り
な
が
た
・
そ
し
て
闘
い
の
中
で
鍛
え
ら

も
ら
っ
て
、
冷
む
ぎ
の
山
に
立
ち
ら
、
見
事
に
冷
む
ぎ
の
大
き
な
山
れ
る
理
論
と
と
も
に
、
こ
の
食
事

向
か
う
こ
と
に
し
た
。
を
す
っ
か
り
お
腹
の
中
に
お
さ
め
当
番
は
、
未
来
の
民
主
的
家
庭
づ

冷
む
ぎ
の
山
は
箸
を
入
れ
る
と
て
い
た
・
く
り
の
実
践
的
訓
練
の
揚
で
も
あ

一か
た
ま
り
に
な
っ
て
く
っ
つ
い
「
な
ん
だ
そ
冷
む
ぎ
は
も
う
る
・

て
く
る
し
、
っ
ゅ
の
紫
も
い
く
ら

和

レ

ま

い

か

め

」

若

品

目

曲

ら

く

婦

人

た
ち
ょ
、
事

水
を
入
れ
て
も
ピ
ッ
タ
り
し
な
賑
や
か
に
中
野
百
合
夫
、
中
野
務
所
を
た
ず
ゐ
て
、
と
の
魅
力
あ

い
・
つ
い
つ
い
お
せ
っ
か
い
の
虫
述
也
の
厳
療
の
名
コ
ン
ビ
が
入
つ
ふ
れ
る
青
年
群
像
に
ふ
れ
る
ζ
と

型
」
わ
ぎ
出
し
口
を
は
さ
む
。
て
き
た
。
も
手
十
時
半
を
す
ぎ
て
を
心
か
ら
す
す
め
ま
す
・

「日
筏
君
、

4
対
1
対
ー
と
い

い
る
。
芝
浦
工
場
の
残
業
側
査
の

た
た
か
い
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

ー

好

評

発

売

中

|

昨
年
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
中
央
労
働
学
院
で
今
崎
腕
巴
氏
の

「ル
ポ
ル
タ
l
ジ
a
の
轡
き
方
」
の
購
設
を
受
け
た
生
徒
の
み
な

さ
ん
の
雑
誌
・
沖
電
気
の
不
当
E
肝
庖
反
対
闘
争
に
取
材
し
た
も
の

が
五
本
あ
り
ま
す
・
撤
回
さ
せ
る
会
の
人
が
あ
ざ
や
か
に
飛
出
す

感
動
の
ル
ポ
.

戸

D

'

W
酬

の
九
九
し
チ
カ
tv
k
・ホ

』

-lv

t
7
'
B
J
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300円
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~蚕葱量日

ム
J
Y力
、
ミ
l
シ
力
、
ル
ボ
ル
タ
1
ジ
与
の
層
地
み
は

「支

援
す
る
4
F
事
務
局
ま
で



次
の
分
笠
宮
は
九
つ
の
ム
蕩
に
分
か

れ
て
、
職
場
の
状
況
や
今
後
の
闘
い

の
方
向
な
ど
に
つ
い
て
、
深
い
討
論

山

が
か
わ
さ
れ
ま
し
た
・

川
7
月
2
5
4
日

ス
モ
ン
第
5

事
と
め
の
報
告
の
中
で
特
に
診
加

川

次
行
動
九
歩
加
(東
京
)

者
の
感
動
を
呼
ん
だ
の
は
、
沖
電
気

川

7
月
4
自

慢
般
労
連
大
会
で

品
川
工
場
に
鋤
務
す
る
浅
利

正
さ

川

臼
雇
活
動

〔仙
台
)

ん
の
報
告
で
し
た
.
解
庖
後

一層
し

川
7
月
5
日

日
本
フ
ィ
ル
決
包

め
つ
り
の
厳
レ
く
な
っ
て
い
る
職
湯

川

安
定
参
加

・
杉
並
区
職
労
・

の
中
で
、
指
名
解
庖
反
対
亭
訴
え
続

川

青
年
部
大
会
あ
い
さ
つ

わ
ら
び
座
が
「
置
さ
せ
る
会
」

「
毒
す
る
会
」
の
代
表
幹
事
緑
川
い
て
報
告
し
ま
し
た
家
族
の
励
ま
け
て
き
た
浅
利
さ
ん
は
、
先
の
警

川

7
月
H
日

日
本
テ
レ
ビ
話

の
み
な
さ
ん
と
家
族
を
招
待
し
て
思
俊
雄
氏
書
室
員
と
そ
の
家
族
、
し
ゃ
、
慰
霊
厨
の
仲
間
、
支
度
役
員
選
挙
で
、
み
と
と
支
部
震
に

川

袋

在

意

毒
分
く
つ
言
、
楽
し
ん
で
き
大
阪

・
木
津
川
密
造
船
童
図
、
す
る
会
の
人
々
と
の
数
々
の
出
会
い
当
選
し
ま
た
そ
の
撃
に
、
労

喝
采
で
し
%

「回
警
は
、
益
者
を
あ
く
ま

川
7
月
ロ
日
細
川
活
版
5
周
年

お
う
、
と
申
し
出
た
の
は
、
今
登
ニ
訟
下
露
争
昔
、
豪
争
普
加
が
、
い
つ
も
闘
い
を
支
え
て
く
れ
る
働
者
た
ち
は

「品

川

工

場

事

て

た

深

夜

迦

く
ま
で
、
各
部
田
町
で
の
交
で
露
す
る
と
い
う
ζ
と
・
と
れ
が

川

決
起
雲
に
参
加

・

買
に
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
草
月
ニ
士
百
、
東
京
千
代
田
区

・
九

盟

の

各

団

体

、

沖

弁

護

団

、

わ

ら

び

力

だ

っ

た

と

語

る

中

山

代

表

の

黙

っ

も

ん

じ

ゃ

な

い

」

と

諮

り

あ

っ

た

と

流

は

続

霊

す

・

襲

へ

の

最

大

の

カ

ギ

だ

」

と

語

っ

γ岡
崎
第
一
面
公
判

ち
ゃ
ん
主
物
の
よ

-E抱
い
た
栢
盤
蕗
で
の
支
鐙
公
演
の
折
り
で
し
鹿
公
演
を
と
り
く
ん
だ
各
地
各
職
場
ぽ
い
掛
り
か
り
に
、
立
芝
居
‘
ょ
が
い
い
ま
す
・
そ

の

書

を

き

さ

な

が

「

ゆ

っ

く

保

養

し

て

く

れ

」

と

て

く

れ

る

松

本

さ

ん

の

重

な

経

験

川

7
月
日
日

東
洋
綱
初
本
社
前

原
さ
ん
室
、
ふ
る
主
の
お
母
さ
た
・
七
月
三
十
一
日
宮
八
月
三
日

の
伸
聞
な
と
、
総
警

g名
芸

品

き

い

る

読

者

・

ら、

「号
つ
だ
、
労
働
者
の
良
心
は
翌
日
は
、
あ
い
に
く
の
議
に
た

震
わ
れ
た

Z、
や
っ
ぱ
保
め
な

か

喜

老

実

で

し

た

・

川

護

に

意

ん
と
一
緒
の
量
さ
ん
や
八
島
さ
ま
で
の
=

富
田
の
-
空
白
は
、
加
で
開
か
れ
ま
し
た
・

「す
ご
い
な
ァ
、
あ
ん
ま
つ
に
拾
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
誇
ら
か
た
ら
れ
ま
し
た
が
、
国
語
め
ぐ
り
か
っ
た
な
ア
」
と
、
雪
に
湧
い
た

「支
援
す
暴
」
の
活
動
に
つ
い

ナ

司

1
日

背

霊

筆

ん

、

ワ

ン

パ

ク

ざ

か

り

の

チ

ピ

ッ

子

八

十

年

代

の

労

働

運

動

を

考

え

る

ド

ラ

マ

を

語

れ

る

な

ん

て

」
と
感
嘆
な
烈
い
気
持
が
窃
き
、
問
時
に
、
闘
や
高
原
ロ
ッ
ヂ
で
の
パ
l
ベ
キ
ュ
一
ニ
日
間
の
交
流
に
つ
い
て
の
販
車
も
て
も
、
「決
叫
曹
を
あ
げ
る
だ
け
で
は

川

和
友
好
祭
で
烈
い
連
帯
を
う
け

た
き
に
圏
ま
れ
た
「撤
回
さ
せ
主
」
「
蓄
の
っ
と
い
」
に
し
よ
う
、
そ

一
つ
ひ
と
つ
の

の
聞
を
あ
げ
る
育
館
労
働
者
匂
「千

暑

へ
の
期
待
が
い
か
に
大
き
い
も

I
、
震
震
で
の
議
室
、
楽
と
び
だ
し
、
大
笑
い
-

語
、
カ
ン
パ
を
集
め
る
だ
り
で
は

川

る
(
山
製
)

の
み
ま
』
ん
.
ど
の
微
量
焼
け
し
れ
に
は
全
国
の
き
の
仲
間
に
琵

闘

い

を

大

切

に
|

回

さ

せ

る

会

」
の
伸
聞
の
明
る
く
般

の

か

を

如

実

に

物

語

る

雲

と

し

し

い

レ

ク

リ

「

ン

ョ

ン

デ

ー

に

な

だ

め

、

自

分

の

職
場
基
ぇ
、
闘
う

川

7

月

日

芝
信
用
金
庫
総
決

主
気
い
っ
ぱ
い
・労
組
オ
ル
グ
に
、
し
て
も
ら
お
う
、
と
い
-「

訴

函

も

線

信

に

み

ち

た

語

、

他

の

職

場

の

伸
て
、
胸
に
刻
み
あ
い
ま
し
た
。

り

ま

し

た
・

全

国

の

仲

間

と

心

を

組
合
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
、
飯

山

起

集

定

義

ピ
-7ま
き
に
、
行
商
に
と
飛
び
回
つ
ら
れ
、

「支
季
五
蚤
」
と

わ

ら

び

全

体

会

の

冒

頭

、

わ

急

需

表

問

実

い

に

聖

し

た

の

で

す

・

夜

の

盆

踊

り

ビ

ア

パ

ー

テ

ィ

で

ひ

と

つ

に

!

大
の
草
充
足
と
、

何
度
も
何

γ'月
初
白

浜
田
富
品

館

て
き
た
高
ぶ
り
が
、
ピ
リ
ッ
と
伝
箆
の
両
者
で
と
り
く
み
が
進
め
ら
れ
の
原
太
郎
が
ご
っ
芝
つ
の
闘
い
大
阪

・木

樟

川

富

音

量

の

家

族

ぐ

る

み

は

・

股

君

事

存

分

に

揺

り

あ

い

度

量

り

あ

わ

れ

ま

し

た

・

川

総

誌

に

葺

わ
っ
て
き
ま
す
・

て

き
た
お
で
す
・

は

弓

ひ

と

つ

の

聖

子

・
わ
ら
首
長
、
企
業
の
ワ
ク
毒
え

が

ん

ば

る

l

踊
り
で
心
を
つ
な
重
し
た
・
乙

「置
さ
せ
る
会
」
事
務
局
次
長
わ
ら
ぴ
壁
、
と
の
交
流
量
じ

…

国
民
救
盛
童
話
全
国
大
会

そ
ん
な
み
な
さ
ん
を
、
と
う
と
う
そ
し
て
八
月

一
白
河
電
気
の
伸
び
座
は
そ
ζ
安
易
び
た
い
・
懲
回
た
地
執
共
闘
を
結
成
し
闘
っ
て

い

る

乙

で

は

伊

藤

醤

止

さ

ん

が

き

セ

テ

・

の
松
本
さ
ん
が

「解
屈
さ
れ
て
は
じ
て
学
び
と
っ
た
嗣
A
仲
間
の
心
と
エ

川

に
嘗
加

・
支
度
決
継
を
う
げ
る

菌
の
わ
ら
ぴ
壁
部
に
迎
き
こ
聞
と
共
に
憩
い
学
ぶ
交
流
集
会
」
は
さ
せ
主
の
み
き
ん
に
接
し
て
関
経
験
完
警
報
告
・
慶
応
大
学
教
星
空
の
下
の
夜
の
交
流
パ
ー
テ
ィ
若
い
仲
間
の
先
頭
に
立
っ
て
「春
駒
」
め
て
、
震
に
お
け
る
団
結
露
さ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
芸
術
型
の
エ
ネ
ル

川

(
建
)

と

が

で

室

長

「置

さ
せ
る
会
」
の
伸
空
襲
、

い
の
息
吹
き
を
躍
し
た
い
」
と
歓
援
の
需
要
語
、
「
働
き
が
い
で
は
、
わ
ら
び
座
の
演
技
者
た
ち
が
や

「憲

議

」
を

警

警

拍

手

議

感
し
さ
と
語
っ
て
く
れ
た
中

ギ
1
に
し
て
い

ζ
2、
新
た
な

1
7
2費
量

の

う

迎
の
言
葉
を
の
べ
と
組
合
運
動
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
次

Z悪
号

室

館

し

ま

し

語

、

乙

う

い

う

ζ
と
で
し
た
・
職
警
燃
や
し
て
い
ま
す
・

川

た
と
え
祭
典
に
出
演
(
東
京
)

ま
し
た
・

レ

弓

た

・
頑
固
さ
せ
る
会
」
の

仲

間

も

崩

に

い

る

時

、

盟

国

の

塁

で

望

1
11
1
11
1
-
川

7
月
白
日

妻
第
二
回
公
判

続

い

て

さ

き

家

族

そ

ろ

っ
て
大
量
・
な

か

で

も

対

立

す

る

候

補

が

い

ま

し

た

・

「

彼

一

裁

判

ι

日

程

一

川

本
社
前
抗
議
集
会
話
体
二
百

わ
高
い
拍
手
に
包

労
働
者
の
良
心
ま
で

チ
ピ
ッ
子

た

ち

の

、

豊

負

括

堂

は

童

側

の

人
間
だ
か
ら
、

ど

己

「

ド

i
l
l
-
h
L
川

五
十
名
車

ま
れ
て
毒
し
た

は

事

え

な

い

|

々

と

し

た

歌

い

ぶ

り

装

警

湧

か

さ

毛

沢

」
と
決
め
つ
け
て
い
た

9
7田
本

車

3
回
公
判
市
時

川

7
月

M12
音
楽
文
一
集

中
山
森
夫
妻
は

せ

ま

し

た

・

そ
の
人
が
、
い
つ
角
前
カ
ン
パ
に
浦
和
地
裁
熊
谷
富

山

田
と
も
し
び
夏
の
ベ
l

ジ三

指

名

解

雇

後

九

ぉ

深

い

感

銘

を

も

っ

て

受

り

と

め

ら

立

つ

松

本

さ

ん

に

、

カ

ン

パ

を

絞

レ

9
月
刊
日
八
王
子
第
4
回
公
判

・
川

ト
診
加

月
間
の
闘
い
に
つ

れ
た
全
体
会
の
内
容
を
ひ
き
つ
ぎ

、

て

く
れ
る
と
い
品
で
す
・

毒

薬

地
裁
八
王
子
支
部

川

7
A
1初日
福
島

・
五
色

a司

9
月
お
目

高
崎
第
3
回
公
判

ω
川

の
つ
ど
い
歩
加
(
裏
錨
梯
)

時
、
前
橋
地
裁

川

7
月
引
日
1
8
月
2
日

神
電

叩
月
1
日

東
京
第
5
回
公
判
由
時

川

支
盤
、
全
国
交
流
集
会

(軟
回

東
京
地
裁
民
事
円
号

川

わ
ら
び
座
〕

川
7
月
日
目

本
芹
第
2
回
公
判

川

8
月
4
1
6
日

聖
恩
労
音
夏

.

の
友
好
祭
惨
加

8
月
6
日

八
王
子
第
5
回
公

川
判

川

8
月
日
目

8
・
陪
反
戦
・
平

川

和
の
つ
ど
い
(
婦
団
連
主
催
)

に
嘗
加

1 9 7 9年 8月 25日指名解雇 された沖電気の仲間を支援する会ニュース

発 支援する会事務局

行 事務所東京都港区三田

所 3-2 -20 
電I!i!i (()3)451-3515 

郵便口座 口座番号

東京6ー75240
加入者名 神電気の不当解胆

を撤回させる会

号

1 9 7 9年

4 

第 4号}
 
1
 

(
 

大
き
く
深
い
闘
い
を

沖
電
支
援
全
国
交
流
集
会

Ys;-% 
秋田わらび座

3
0
0名
で
盛
大
に
開
催

全

国

の

仲

間

集

ま

る

|

食べ、笑l'......感動の大パーティー

かぶと虫だ

全国の仲間と裸のつきあい

ワァーイ

徹
夜
の
語
ら
い
も
楽
し
|

おふくろさん支援ありがとう

事
務
局
か
ら
の

お
し
ら
せ

一、
8
月
山
目
劇
庄
の
会
両
散

は
五
千
三
百
名
で
す
。

て
住
所
が
変
更
に
な
っ
た
人

は
と
迎
結
く
だ
さ
い
。

(
旧
住
所
と
川
附
記
し
て
)

一、
東
京
地
区
の
幹
事
会
は
月

末
の
木
明
白
で
す
.
ぜ
ひ
嘗

加
し
ま
し
ょ
う
。
R
角
は
初

日。

9 



支

援

決

議

あ

り

が

と

う

(
第

5
次

集
約
分
)

合
、
名
古
需
立
高
校
教
職
員
組
合
、

名
古
屋
市
立
山
田
高
校
分
会

「
1

1

1

1

1

1

決

議

団

体

一

六

O
Oを
こ

え

る

同
工
業
分
会
、
同
北
分
会
、
全
農

日
産
支
部
神
戸
分
会
青
年
婦
人
部
、

名
古
屋
市
立
高
校
教
員
組
合
、
名
古
自
治
労
武
蔵
野
市
職
労
、
全
金
東
京
東
海
北
陸
支
部
、
全
損
保
大
正
支
部
全
損
保
日
産
支
部
横
浜
分
会
、
全
損

屋
商
業
高
葬
会
、
長
野
赤
ー工
高
精
霊
部
、
重
量
労
連
井
之
頭
病
東
露
支
部
、
自
治
労
春
日
井
市
職
保
日
産
主
著
古
屋
分
会
、
全
損
保

院
労
組
、
長
野
赤
十
字
病
院
内
長
野
院
労
組
、
東
京
土
建
府
申
自
立
支
部
、
員
製
回
、
都
職
労
豊
島
支
部
、
全
績
日
産
支
部
金
沢
分
会
、
全
損
保
日
産

骨

県

医

療

事

協

白

雲

、

全

法

務

労

働

東

経

大

教

職

組

、

都

教

時

田

地

区

保

共

実

災

支

部

事

務

セ

ン

タ

ー

分

支

部

福

岡

分

会

、

金

書

日

産

支

部

4

組
合
東
京
支
部
、
名
古
屋
市
立
高
等
協
、
自
治
労
府
中
市
職
労
、
映
総
迎
会
、
東
京
医
労
連
本
郷
診
恕
附
労
働
金
沢
分
会
青
年
納
入
部
、
全
損
保
臼

第

一

神
奈
川
で
は
昨
年
十
月
以
降
車
資
本
家
側
の

「
華
経
営
」
に
名
的
に
覇
、
非
難
さ
れ
、
ま
た
職
場
の
と
な
っ
て
い
ま
す
・

学

校
教
職
員
組
去
最
2
工
業
分
会
、
大
映
労
組
、
国
分
重
罪
、
都
教
書
、
チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
大
阪
支
産
支
部
福
岡
盆
毒
婦
人
部
、

全

一
八
月
ま
で
の
十
一
カ
月
自
に
氾
の
を
か
足
徹
底
し
た
人
べ

E合
理
に
孝
盾
が
渦
巻
く
と
い
ヰ
で
、
私
達
も
、
乙
己
主
霊
安
全
金
望
地
方
本
語
重
工
業
支
書
多
摩
支
部
日
野
地
区
協
、
都
職
庖
従
業
員
組
合
、
音
童
書
険
震
日
産
支
部
仙
台
分
会
、
全
損
保

一

部
、
目
黒
電
波
罰
舘
労
働
組
合
、
労
書
院
支
部
東
村
山
分
会
、
裏

面

狸

果

正

支

部

仙
台
分
会
大
成
支
部
票
分
会

一
争

襲

警

一

つ

の

地

事

勝

利

命

化

の

蓄

超

自

、

一

方

で

司

塁

ら

れ

た

お

で

す

・

言

聞

に

レ

て

、

飼

い

を

一

要

日

本

大

学

教

職

員

組

合

医

学

部

支

土

建

=

一

言

、

長

室

襲

撃

労

札

響

悪

事

、

皇

室

日

産

支

部

札

界

会

、

全

国

一
令
と
い
-
呆
き
な
成
署
収
め
て
い
法
の
反
動
化
が
強
雪
れ
て
い
る
中
雇
用
、
失
業
問
題
等
で
闘
っ
て
い
き
く
発
展
さ
蓄
し
よ
う
・

部

、

国

鉄

労

働

組

高

妻

都

中

原

響

前

進

摩

文

部

日

新

支

部

市

笠

原
分
会
、
同
膏
腕
部
、
生
募
働
個
窓
口
墨
田
会
、
会
損
保
田

一
ま

す

・

で

の

相

次

ぐ

成

果

は

、

会

社
が
社
会
る
を

の

伸

聞

に

書

写

毒

も

軍

区

分

会

主

オ

リ

エ

ン
ト
支
部
、
国
際
航
業
金
一
商
工
労
襲
海
益
事
名
工
猷
産
火
災
海
市
台
分
会
、
全
農
日

一

泊
川
聖
教
職
員
窪
田
、
金
融
努
関
労
組
、
結
釜
高
余
力
需
要
部
、
基
、
公
立
学
葉
済
一
建
議
員
労
麓
火
災
海
上
広
島
分
会
、
全
善
策

一

則

東

地

方

本

部

、

全

狽

保

朝

日

火

災

支

自

治

労

多

摩

市

職

労

、

三

金

国

立

国

間

働

盤

国

(

公

共

労

)

、

重

京

恵

量

海

地

方

本

部

静

岡

支

部

、

全

労

働

省

一

8

部
、
東
一
世
健
保
労
働
一
盟
国
、
名
古
屋
械
盆
『
都
教
組
南
多
摩
文
部
、
成
鉄
砲
洲
診
軍
慰
語
、
全
慰
霊
豊
文
相
自
働
組
合
静
岡
支
部
、
全
財
務
労
組

一

畔

市

立

高

等

学

校

賞

盤

口

、

棄

医

2
5デ
ィ
プ
ロ
壁
労
部
、
半
田
市
費
雲
、
自
治
労
酋
沼
警
部
、
富
区
公
共
闘
会
議
、

一

~

労

連
東
京
女
子
医
大
労
組
第
二
支
組
、
全
金
旭
電
製
労
組
、
部
教
組
北
尾
市
職
員
盟
国
、
臼
十
茎
村
山
労
静
岡
大
学
教
臓
員
組
合
、
全
法
務
労

一

間

部

、

名

古

需

立

高

等

学

校

教

職

員

多

摩

東

支

部

、

国

書

禅

譲

筆

、

働

一

署

、

全

気

象

石

廊

崎

測

候

所

分

働

一

望

日

静

岡

支

部

、

全

霊

省

益

一

団

削

墾

ロ

童

基

、

全

農

自

動

範

自

妻

小

豊

富

士

平

庫

金

会

、

響

喜

男

本

部

一

色

間

諸

問

主

翠

品

川

清

LE--鷹支
部

、

サ

閑

語

通

語

臨

時

強

鶏

嬬

曜

時

一
手

日
本
損
害
労
働
受
口

一
縄
大
学
教
職
組
、
東
村
山
地
区
労
、
救
般
会
東
京
本
部
、
東
海
笠
岡
工
事
恩
向
司
些
刀
本
部
、
問
下
関
工
事

町
一
・

軟
田
市
千
秋
矢
留
町
一

5
士
一
全
損

金
金
リ
オ
ン
支
部
、
全
厚
生
多
摩
研
労
働
窪
田
本
社
支
部
、
名
古
屋
巾
立
局
分
会
、
思
向
司
地
本
中
央
支
部

町

一
A
ロ

保
日
産
支
部
秩
回
分
会
、
全
担
保
田
支
部
、
東
京
土
建
清
瀬
・
久
留
米
支
高
校
教
職
員
組
合
工
芸
高
校
分
門
電
工
分
会
、
国
労
中
央
支
部
経
理

町

一

温

産
支
部
神
戸
分
会
、
全
損
保
日
産
支
部
、
同
東
村
山
支
部
、
国
労
立
川
駅
会
、
名
高
教
中
央
分
会
、

名
古
需
分
会
、

国
労
北
九
州
支
部
折
尾
保
線

2
一
謝

部

秋

田

分

会

膏
年
婦
人
部
、
全
損
保

芸
、
全
日
自
諸
事
会
、
自
治
立
高
校
教
職
員
組
合
工
芸
定
時
制
分
区
分
会
、
日
本
経
車
問
労
働
組
合

一

日
産
支
部
新
潟
分
会
、
全
損
保
日
産
骨
髄
布
市
職
員
組
合
、
医
労
連
三
鷹

会
、
悶
包
回
分
会
、
暗
部
市
職
員
組

ー

一

争

炎
支
部
静
岡
分
会
、
童
保
日
産
支
中
央
病
院
、
差
益
震
基
、

竺

同

部
大
阪
会
話
産
婦
人
部
、
全
震
八
王
手
合
同
法
律
事
響
、
自
室

一

t

日
産
支
部
倒
浜
分
会
青
年
婦
人
部
、
主
商
工
会
、
都
教
組
北
多
隣
国
支
部
、

う

一

お

全

金

日

特

金

属

支

部

自

治

労

愛

知

県

本

部

よ

一

に

都
職
労
教
育
庁
支
部
三
多
離
分
会
、
全
日
本
自
思
議
組
友
愛
知
県
支
部

し

一

旬

都
職
労
民
生
局
支
部
八
王
子
細
祉
聞
大
曽
担
分
会
、
日
本
国
民
救
鑑
会
岐

竺蜘

手
間
同
日
諸
区
日
程
諜
J
鶏
諸
籍

一
川

労
働
組
合
、
民
事
葉
通
グ
ル
1

会
、
瀬
戸
市
費
労
働
組
吾
、
岐
阜

に

一
奈

プ

草

書

、

霊

童

ト

リ
オ
労
県
高
等
学
霊
職
員
個
窓
口
、
新
日
本

会
一

神

組
八
王
子
支
部
、
都
職
労
労
働
局
支
婦
人
の
会
襲
警
部
、
新
日
本
腕

る
一

た

部
八
王
子
職
安
分
会
、
小
平
地
区
労
、
人
盟
諸
童
部
、
霊
媒
厚
生
協

す

一

し

都
臓
労
多
摩
郡
税
支
部
小
平
分
会
、
会
労
画
一
望
曇
総
合
病
院
分
会

援

一

夫

全

豊

川

支

部

語

一

般

市

量

妻

都

、

東

北

天

支

一

牌

諮

問

問

鰐

結

諮

一

時

一

語

鮮

明

間

諸

島

吋

伊

説

ト

一貯

蓄

多

麟

支

部

、

国

語

筆

頭

働

響

、

財

団

法

人

露

星

雲

分
会
、

三
交
労
高
鉄
矢
必
支
部
、
金
坂
総
合
病
院
、
豊
川
市
職
以
労
働
組

医
労
東
京
病
院
支
部
、
自
治
労
町
田

合
、
繍
都
市
整
福
祉
協
鍛
会

mu

市
職
労
、
都
職
労
保
健
所
支
部
小
平
組
合
、
稲
沢
市
臓
員
労
働
盟
国
、
金

分
会
、
金
金
ト
l
キ
ン
工
銭
支
部
、
損
保
大
正
支
部
金
沢
分
会
、
同
新
潟

民
腎
三
多
摩
西
部
地
区
雲
員
会
、
自
分
会
、

八
王
手
会
音

治
労
回
無
市
職
労
、
消
瀬
地
区
労
、
豊
富
帽
市
職
員
労
働
組
合
、
岡
崎
職
員

電
綾
労
連
国
際
電
気
労
組
組
合
、
犬
山
市
職
員
翌
日
、
全
商
工

( 2) 1 979年 8月 25日

ー
長
い
間
の
闘
い
、
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
す
|

神
奈
川
県
で
叩
説
明
胎
が
あ
い
つ
ぐ
勝
利
解
決

<4":1組合 ・争駿団名〉 資系列本帯 争議内容 人民 発生日 軒結目 〈解決内容〉

関東自動車共済封組 労組結成理由に解届 1名 '78・3 '78.10・30職場復帰

国労新鶴見機関区分全 国 鉄 マチ上ノレ生げ刑不事当労々岡働行デ為y '71・6・3 11・14職場復帰

東る全洋電機野坂君を守ry職場を守 配転解雇 '75・8.8 11・21 処骨撤回

全金高山精密分会 工場閉鎖、全員解雇 4 '74.12 11・27 金銭和解

全企 ングナス支部 古永 倒産全貝解眉 10 '75.12 11.30 工場自主再建プリンス

神奈川一般 企配管労楠浜分全 車東償京工ガ車ス 企業閉鎖、全且解周 26 '73・8・8 12.26 工場1白個主解.. 再が.0と揖0金0宵問

私教迎消!il小分合 活動家解眉 '73. 5 12・27 金銭和解 864万同

神奈川一般禿山林業升全 解腐 1 '78・8 '79・3目22 新会社へ復職
450万円

" ヤサカ工業 適ら正解措法届違反術発した l '72・3 3・22 金銭和解 2∞万四

桂精機 配転 l 3・22 4ヶ月後に原職復
帰

" 春災事日故君をを励なま〈すし労金 日本通運 労賠償民事の故提金訴社にIJI笹 '71・12・15 3.26 損害賠償
4，3田万円

H 平間金属工業分全 企業閉鎖、全貝解雇 2 3.26 労働債権確保
510万円

H 坂君田を積守苗る分全金高僑 研修期間切れ解雇 '70.12.31 4.9 職場復帰
2，3田万阿

ニ原告菱横団浜造船差別撤廃闘争合同
ー亜工饗業 組合間賃金昇格差別 44 '75.4・1 5.4 地針委腸利命令

日産厚木部品争犠閲 自日動産車 差活動別家に対する不当 7 '73.10 5.10 主主、私2.0宰00相ヌZ町}司

金金三~副作所分全 高令者解眉 5 '75・5・20 5 '14 金銭和解

運輸一般共和陸連分全 組合活動家の解雇 l '78・1・28 7・4 職場解復決帰金 650万円

日本通信機工業.小路君守る告 組合活動家の解雇 7.20 職場解復決帰金 350万円

大日本塗料争議団 援聖書室Z担鵠 8 '69・8.1 7・27.‘名2豊の島解植d松p血 肉万.. 円包I

会
誉
本
間
帯
芸
作

品
官
で
号
、

心ぽ巷
2
2
4
と

い

-Zな
5

マャヵ一
v

「まんが」の説明

東京ro2回公判で会社の銀出した
醐倒的聞の「解胞の必要也:Jを全面
的に反愉しましたが、中でも 「監理

解庖」の必嬰性として rA社， rB 
社パ臼電、富士通)とさまざまな経

営担保を比較し r電車争力， r収益ブJ，
が劣る→倒産に直結→解回が必要と

主張していますが、これに対して、

r企業続争」輸は整理解胞の必要位

とは金〈無関係であり、乙のi論理!で
は 1位の企業以外はどこでも解胞が
必要になるのか?とするど〈会祉を

追及しま した。

山

地

方

の
支
同
車
す
る
会
支
部
と
し
け
た
人
が

一
刻
恥
単
く
臓
揚
に
復

山
て
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
し
て
い
る
婦
で
き
る
よ

-2Le

」
と
そ
の

一

室

の

6
i賀
野

保

護

喜

善

-

ロ
宵
闇
H

支
部
を
紹
介
レ
串
す
・

ζ

又
、
子
供
遂
の
関
型
の
塑
吉

田
の
保
育
園
は
、
麗
休
明
り
か
字
し
て
い
る
石
川
敏
子
宇
佐
、
「
乙

一
供
寄
り
、
朝
7
-

干
タ5
・
の
会
に
入
っ
て
つ
く
づ
く
思
え

ロ
ぬ
ま
で
長
時
間
保
育
を
す
る
、
僻
で
す
、
す
べ
て
が
背
中
あ
わ
せ
な

一
馬
の
中
で
主
少
な
い
共
同
保
育
ん
だ
と
、
指
の
ほ
ん
の
先
を
切
っ

一
所
で
す
・
キ
ビ
シ
イ
労
働
条
件
の
て
も
血
が
出
る
よ
う
に
世
の
お

一
憧
程
陵
情
い
④

一

お

ひ

さ

ま

倉

賀

野

保

育

園

支

部

(

群

馬

)

一

中
で
置
さ
せ
雲
の
支
優
を
積
一
聖
業
撃
で
通
っ
て
い
る
、

一
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
と
の
そ
れ
に
触
れ
な
く
て
も
一
向
に
支

ロ
支
部
で
は
世
結
僚
と
し
て
二
名
の
陣
が
な
い
と
思
っ
て
い
た
が

一
保
母
さ
ん
が
支
部
会
員
を
ま
め

今

、

私

も

一
個
の
こ
ぶ
し
を

ロ

て

い

ま

す

・

突

き

を

ま

と

決

撃

宅

一
笑
い
声
室
わ
や
か
な
中
島
慶
て
い
ま
し
た
・

一
子
さ
ん
は
世
話
役
を
引
受
げ
た
到
現
実
お
ひ
さ
ま
倉
賀
野
保
育

山
由
と
し
て

「沖
電
気
の
門
前
で
支
閣
支
部
は
職
員
の
全
員
と
、
父
母

川
俊
の
ピ
ラ
ま
草
し
た
緊
急
に
伸
電
気
問
題
を
啓
委
員
の
鉱

叫
ん
で
す
、
不
当
な
指
名
解
雇
亭
受
大
に
全
力
を
あ
げ
て
い
ま
す
.

10 

花
火
大
会
が
あ
る
と
い
う
の
隣
に
い
た
お
く
さ
ん
、
だ
ち
に
や
る
と
か
、
却
に
や
る
と
し
に
な
る
.
詳
し
い
事
は
解
p

門戸な

で
、
七
時
半
頃
二
O
O円
で
買
っ

「お
た
く
の

-2Dの
血
、
ま
ず
い
っ
て
、
一
軒
で
変
茶
を
こ
個
貿
い
ま
ま
に
も
、
そ
の
感
循
環
が
な

た
ス
イ
カ
を
持
っ
て
、
沖
電
気
荏
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
」

っ

て

く

れ
る
と
と
ろ
も
あ
っ
た
と
ん
と
な
く
理
解
で
き
る
・
て
っ
ち

原
社
宅
へ
自
転
車
を
と
ば
し
た
。
「
よ
っ
ぽ
ど
筋
肉
質
に
出
来
て
い
う
・
ゃ
ん
の
話
し
を
聞
い
て
、

H

減
量

三
十
二
世
待
収
容
の
こ
の
社
宅
い
る
の
ね
.
蚊
が
、
針
が
折
れ
る
全
員
、
内
臓
を
し
て
い
る
と
い
経
営
み
た
い
な
悪
循
環
だ
な
M

と

に
、
今
二
十
六
1
↑
指
一
輔
が
住
ん
と
思
っ
て
よ
り
つ
か
な
い
ん
じ
ゃ
う
・
お
金
は
安
く
「
一
一
1
三
万

円

思
っ
た
・
共
働
去
を
し
て
い
る
人

で
い
る
・
勤
務
先
は
霊
を
中
心
な
い
の
」
と
、
て
っ
ち
ゃ
ん
を
合
に
し
か
安
是
い
ん
じ
ゃ
な
い
・
は
、
で
っ
ち
ゃ
ん
を
主
主
一
人

に
級
々
で
あ
る
.
神
電
気
の
不
当
め
社
宅
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
話
し
子
供
の
幼
稚
聞
の
お
金
程
度
ね
.
よ
り
い
な
い
.
モ
の
一
人
も
、
数

解
胞
と
闘
っ
て
い
る
叡
塩
で
つ
子
が
に
ぎ
や
か
に
続
く
.
自
動
車
も
あ
っ
て
ゴ
ル
フ
や
っ
て
年
前
、
て
っ
ち
ゃ
ん
が
公
立
の
保

さ
ん
も
、
乙
乙
の
住
人
の
一
人
で
「
う
ち
蚊
が
出
な
い
っ
て
言
つ
い
る
人
も
い
る
は
と
、
き
り
つ
め
育
闘
へ
の
手
続
告
を
と
っ
て
や
つ

あ
る
.

た
と
い
う
.
そ
し
て
掻
後
に
ζ
う

花
火
大
会
の
行
な
わ
れ
て
い
る

4
1
pじ
内

ノ

言
っ
た
・

中
庭
で
は
、
ス
イ
カ
を
食
べ
て
い

J
1
5
〈

「
子
供
が
い
っ
た
り
来
た

pu

る
，
ナ
供
と
お
母
さ
ん
た
ち
で
い
っ

‘〉

t

r

p

'

i

J

}

て
・
『
・2
D、
て
ん
ぷ
ら
つ
く
っ

h
q
g
u亨
主
「
し
，
J

コ
こ

ぱ
い
に
な
っ
て
い
た
・
菱
さ
ん

志

昔

、

A
C
A
fふ
と

と

た

p
gっ
て
い
く
わ
よ
さ
か
、

の

資

ほ

一

人

し

か

見

え

な

い

.

て

家

族

的

つ

き

あ

い

を

し

て

い

る

.

っ
ち
ゃ
ん
舎
の
男
の
子
を
抱
え

ミ

リ

サ

佐

藤

正

子

解

服

さ
れ
た
時
、
知
ら
れ
る
の
が

な
が
昆
て
い
た
・
私
と
は
三
つ

パ
わ
為
、

(撤
回
さ
せ
る
会
)

イ
ヤ
だ
っ
た
・
で
も
、
自
分
か
ら

よ

杓

逸

わ

な

い

彼

女

の

控

は

ま

ぎ

は

な

し

て

い

っ

た

ら

、

ス

ッ

キ

υ

れ
も
な
い

n
母
親
M

で
あ
っ
た
・

た
ら
、
笑
わ
れ
ち
ゃ
っ
た
」
と
言
て
い
る
み
た
い
・
本
当
は
働
き
に
し
た
a

相
手
の
方
か
ら

「ど
す
-

見
ま
わ
し
て
み
れ
ば
、
母
親
た
ち
い
な
が
ら
‘
で
っ
ち
ゃ
ん
が
証
く
出
た
い
の
よ
」
と

b
冒う・

裁
判
は
」
と
踊
い
て
く
れ
る
・
お

は
み
な
、
同
じ
年
頃
で
あ
る
.

に

来

た

.

H

そ
れ
努
口
、
ど
-
己
て

3
く
さ
ん
た
ち
は
ダ
ン
ナ
が
職
場
の

「
う
ち
蚊
が
出
て
子
供
が
く
わ
鰍
回
さ
せ
る
会
が
行
商
を
始
め
と
い
A
d
払
の
疑
問
に
、
で
っ
ち
ゃ
乙
と
を
言
わ
な
い
の
で
合
理
化
で

れ
て
し
ま
う
の
よ
.
お
た
く
の
方
る
と
す
ぐ
、
乙
の
社
宅
の
中
で
、
ん
は
実
に
ヰ
ッ
パ
リ

ι一首っ
た
.
ど
う
な
る
の
か
と
心
配
し
て
い

は
出
な
い
?
」
そ
ん
芯
詰
し
を
い
て
っ
ち
ゃ
ん
は
愛
茶
と
フ
リ
l
ザ
「
子
供
を
頭
り
也
保
育
闘
が
な
い
る
・
私
述
の
や
っ
て
る
こ
と
も
、

て
い
る
.
て
っ
ち
ゃ
ん
が

l
ボ
l
ル
亭
持
っ
て
ど
ん
字
文
の
よ
」
子
供
を
預

U
き
と
ろ
が
合
型
化
の
ζ
と
も
知
り
た
が
っ
て

「あ
ら
、

2
Dは
出
な
い
わ
よ
.
っ
て
い
っ
た
.
案
二
十
個
、
フ
な
い
か
品
に
つ
け
な
い
、
臓
を
い
る
み
た
い
.

四
年
間
、
蚊
と
回
線
寄
な
ん
か
っ
リ
1
ザ
l
ボ
l
ル
十
個
位
亭
資
つ
も
っ
て
い
な
い
か
ら
保
育
園
へ
入

け
た
と
一
と
な
い
わ
さ
と
い
う
.

て

も
ら
っ
た
。
美
昧
し
い
か
R
J友
れ
る
順
位
が
悪
い
と
い
-
{
綬
担
屯



指名解雇された河電気の仲間を支援する会ニュース
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5自
主是
寄ん

喜望

書

i 
事

や
は
り
労
働
協
約
に
も
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
二
麗
の
ル
ー
ル
違
反
と

い
え
ま
す
.

一
、
裁
判
闘
争
の
経
過
と
現
状
に
つ
い
て

利
益
第
一
主
義
の
会

社
の
言
い
分
に
道
理

は
な
い

古管首長'納長

j 

二
、
裁
判
闘
争
に
も
と
め
ら
れ
る
も
の

l解雇一周年(11 • 20) ~ 
勝利へのステップに l

乙
の
ど
れ
一
つ
を
と
っ
て
も
明
瞭

で
す
・
従
っ
て
、

ζ
-
P
Uた
状
況
の

下
で
、
経
醤
者
が
解
雇
椴
を
行
使
し

て
明
証
園
者
の
生
活
を
磁
波

さ

せ

る

と

な

資

本

の

論

理

と

労

働

権

、

生

存

権

H

「伸
沼
気
の
指
名
癖
屈
を
撤
回
と
い
う
、

ζ
の
上
な
い
凶
暴
な
特
徴
て
、
逆
に
笹
口
の
弱
者
に
転
化
で
き
、
と
は
到
底
許
せ
ま
せ
ん
・

ま
た
沖
電
第
三
に
、
沖
電
気
の
解
雇
対
象
者
を
保
障
す
る
戦
後
民
主
々
義
の
論
理

さ
せ
る
会
」六
一
名
の
裁
判
闘
争
は
、
を
も
っ
て
い
ま
し
た
・
そ
し
て
こ
の

ま
た
そ
ζ
に
跨
利
の
展
望
も
あ
る
と
気
の
労
働
協
約
で
は

「経
蛍
上
や
む

の
選
び
方
は
恋
意
的
で
あ
っ
て
、
乙
と
の
対
決
の
局
面
だ
と
い
っ
て
恥
遁

今
年
の
二
月

二
ニ
目
、
東
京
地
裁
凶
暴
さ
は
単
に
仲
町
気
の
意
苓
と
い
と
は
明
広
が
で
し
た
・
企
図
の
猿
判
を
え
な
い
事
由
」
に
よ
り
剰
員
を
生
の
点
で
も
違
法
だ
と
い
う
と
と
で
雷
で
は
あ
内
孟
せ
ん
・

(四
六
名
)
、
同
八
王
チ
支
部
(
七
一
つ
だ
け
で
な
く
、

「減
量
経
営
」
の
は
、
写
己
た
大
闘
争
を
築
く
う
え
じ
た
時
に
し
か
轄
盤
解
服
は
で
き
な
す
・
沖
電
気
は
解
履
の
導
型

Z
ホ
し
か
し
、
沖
電
気
の
主
張
の
本
質

名
)
、
浦
和
地
裁
突
合
支
部
(一一一
名
)
、
風
潮
、
政
治
レ
ベ
ル
で
の
革
新
の
退
で
の
戦
術
の
一
つ
と
し
て
提
起
さ
れ
い
の
で
す
が
、
乙
れ
に
も
違
反
し
て
さ
な
い
ま
ま
強
行
し
て
き
た
の
で
が
前
時
代
的
で
あ
る
か
ら
と
い
っ

剖
樋
地
裁

(五
名
)
の
四
カ
所
に
、
潮
、
司
法
反
動
の
進
付
な
ど
の
客
観
た
の
で
す

(
弁
護
団
は
約
六
O
名

可

い
ま
す
。

す

-

そ
し
て
現
実
に
は
活
動
家
と
か
て
、
い
さ
さ
か
の
手
ぬ
き
も
で
き
な

解
届
無
知
の
判
決
を
求
め
る
本
訴
を
熊
野
や
沖
電
気
の
労
資
の
力
関
係
が

解

雇

の

必

要

性

は

な

違

法

な

事

前

協

議

の

子
持
ち
の
婦
人
が
数
多
三
由
切
ら
れ
い
の
は
も
ち
予
々

φ
り
ゆ
る
陽
一回

桜
起
す
る
ζ
と
に
よ
っ
て
始
ま
り
ま
反
映
し
て
い
た
と
い
え
る
で
し
ょ

i

ま
し
た
・
沖
電
気
の
意
図
は
、
不
法
で
の
一
層
の
帯
闘
が
求
め
ら
れ
て
い

し
た
・

う
・

レ

無

視

な
腹
問
問
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
品
以
ま
す
・
有
一
霊
法
、
小
選
挙
区
制
を

昨
年
一

O
月
に
始
ま
っ
た
仲
電
気

G
P
Uて、

「撤
回
さ
せ
る
会
」
口
裁
判
で
の
「
会
」
の
主
張
は
第
二
に
、
今
回
の
解
雇
は
、
沖
電
外
あ
り
ま
せ
ん
・

は

じ

め

と
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
化
の
動

の

「合
理
化
」
は
、
死
語
と
ま
で
言
の
人
た
ち
は
、
神
労
組
か
p
p
b見
放
慨
略
次
の
と
お
り
で
す
〔
詳
し
く
は
気
が
労
使
聞
の
事
務
協
織
と
い
う
レ
乙
れ
に
対
し
、
神
電
気
は
、
業
界
き
、
右
宙
開
の
跳
り
ょ
う
、
労
働
権
を

わ
れ
た
大
企
撲
の
指
名
解
雇
を
露
出
さ
れ
、
い
わ
ば
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
を

「訴
状
」
を
御
覧
下
さ
い
)・

ー
ル
を
臨
み
に
じ
っ
て
強
行
υ大
過
の
競
争
に
打
勝
っ
た
め
に
つ
ま
り
敵
視
し
た
反
動
判
決
の
続
出
な
ど

さ
せ
る
と
共
に
、
好
況
業
種
で
あ
る
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
・
し

か

し

、

第

一
に
、
沖
電
気
は
「経
営
危
俄
」

法
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
・
神
業
界
一
位
に
な
る
た
め
に
利
益
追
求

「
い
つ
か
き
た
道
」
を
新
し
い
装
い

に
も
か
か
わ
P

子
、

二
0
日
間
と
い
沖
電
気
の
仕
打
ち
は
、
そ
れ
が
凶
暴

と
か
「
倒
産
」
状
態
に
な
く
、
ま
し
電
気
は
、

「合
理
化
」
量

拘置一

O
の
た
め
苦
労
働
者
を
い
三
百
切
で
歩
も
う
と
す
る
動
去
ほ
現
実
の
も

よ
超
短
期
間
に
、
予
め
リ
ス
ト
ア
ッ
で
あ
る
だ
け
に
、
労
働
者
の
真
底
か
て
超
短
期
間
に
解
雇
を
強
行
す
る
必
日
そ
ζ
そ
と
の
期
間
だ
け
形
ば
か
り
つ
で
も
よ
い
と
い
-
「
露
骨
な
資
本
の
の
で
す
レ
、
ま
た
こ
れ
ま
で
の
裁
判

プ
し
た
対
段
者
を
そ
の
ま
ま
首
切
る
ら
の
怒
り
と
広
汎
な
結
集
に
よ
っ
要
も
な
か
っ
た
と
い
う
と
と
で
す
・

の
協
織
の
甥
亭
設
定
し
ま
し
た
が
、
論
理
で
す
・
協
穫
の
点
に
つ
い
て
も
、
例
で
も
人
民
轄
翠
自
体
を
全
部
違
法

と
れ
は
、
従
前
の
高
欝
積
、
現
在
も
そ
こ
で
は
解
雇
問
題
ど
こ
ろ
か
、
退
伸
労
組
が
「
合
理
化
」
に
反
対
し
た
と
し
た
事
例
は
数
少
な
い
の
が
実
際

続
く
長
時
間
労
働
の
実
態
、
マ
ス
コ
職
勧
奨
の
具
体
的
問
題
に
つ
い
て
も
か
ら
で
き
な
か
っ
た
と
、
意
見
が
異
で
す
・
従
っ
て
ζ

の
意
昧
か
ら
も、

ミ
や
と
り
あ
げ
る
ほ
ど
の
順
鶴
存
押
協
議
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
つ
ま
何
番
る
か
ら
こ
そ
必
要
な
協
緩
と
い
A
A間
伸
短
気
裁
判
は
こ
れ
か
ら
が
正
念
場

び
を
示
す
昭
和
五
三
年
度
決
算
、
祉
を
切
ら
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
労
働
度
を
経
営
者
の
意
思
の
と
り
剥
U
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
・

外
工
が
や
大
草
に
わ
た
っ
て
新
規
採
者
の
気
持
を
一
顧
だ
に
し
な
い
姿
持
場
と
し
か
考
卒
、
い
ま
せ
ん
。
こ
の

用
者
亭
葬
祭
し
て
い
る
入
手
不
足
だ
っ
た
の
で
す
・

ζ
の
事
前
協
議
は
よ
う
に
現
在
の
裁
判
は
、
前
時
代
的

II 



塁

の

大
企
業
の
儲
一
話
す
主
立
造
船
の
一
八
五
O
名
、
な
ど
の
希
地
で
日
本
並
の

「合
型
化
」
を
強
行

じ
声
ほ
驚
き
で
す
・
三
月
期
の
決
算
鼠
退
職
者
も
金
串
れ
て
い
ま
す
・
し
反
発
が
一
部
の
園
で
は
で
て
い
ま

に
よ
る
と
六
・
一
掃
の
増
収
、
ニ
ニ
い
ま
に
も
企
撲
が
つ
ぶ
れ
る
か
の
す
・

-
一
掃
の
経
常
利
益
増
・
鉄
鋼
な
ど
よ

-E露
聖
書
主
て
、
希
今
と
そ
大
企
業
の
人
べ

E
「合

は
前
期
(
九
月
)
の
七

-
五
倍
の
利
望
遠
級
募
集
に
名
を
か
り
で
中
高
年
理
化
」
の
実
態
に
メ
ス
を
入
れ
る
こ
総
選
準
で
は
、
各
政
党
さ
そ
っ
て

準
と
な
っ
て
い
ま
す
・
沖
電
気
で
も
労
働
者
へ
の
回
九
た
常
通
出
し
な
ど

と
が
必
袈
に
な
っ
て
い
ま
予
・

政

飯

密

室

れ

ま

し

た
が
、

一
例
と

売
上
は
七
即
時
増
で
史
上
飯
高
に
な
り
に
よ
る
人
ベ

P
U
「
合
理
化
」
が
大
合
1
1
1
!
!
?

し
て
共
産
党
の
場
合
は
鮮
明
に
「
大

営
業
利
益
ば
二
倍
強
で
す
・
い
ま
や
会
実
儲
話
一
つ
の
柱
に
な
っ
て

大

企

業

本

意

の

経

済

企
業
の
「
霊
童
」
を
規
制
し
労

大
企
幾
は
わ
が
世
の
容
を
畑
献
し
て
い
る
事
は
明
白
で
す
・

ヒ

働
条
件
改
悟
と
雇
用
拡
大
の
た
め
、

政
済
で
矛
盾
が
激

い
る
.

会
1
!
!
!
!
!

ィ

過
密
労
働
の
規
制
、
週
四
十
時
間
労

宇

1
1
1
1

海

外

で

は

増

員

ま

た

賀
気
を
よ
く
す
る
に
は
、

山首
力
働
、
週
休
二
日
の
法
制
化
、
年
休
の

不

況

下

で

も

大

儲

け

憎

員

の
向
上
が
為
一
と
宮
わ
れ
ま
す
が
大
増
加
と
完
全
消
化
を
す
す
め
る
、
労

企
業
が
労
働
者
亭
逼
出
し
、
失
整
官

・
出回

・
公
益
三
者
四
構
成
の
回
用
対
策

一方
、
大
企
業
は
昨
年
度
だ
け
で
ま
た
、
わ
が
国
の
大
企
業
は
、
円
を
つ
く
り
だ
す
の
で
不
況
に
な
る
.
委
員
会
を
設
鑑
し
不
当
解
雇
の
規

も
約
三
万
人
の
人
員
の
削
減
を
し
、
高
、
安
い
労
働
力

(
日
本
の
約
M
掲

そ
ζ
で
政
府
が

「不
況
対
策
」
の
名
制
、

回
用
の
海
外
流
出
の
規
制
、
労

「不
況
」
だ
と
雷
わ
れ
始
め
た
七
四
の
賃
金
)
を
利
用
し
て
海
外
生
産
で
の
や
こ
に
赤
字
国
債
を
多
慣
に
発
行
組
の
団
体
交
渉
の
植
限
と
犠
能
の
拡

年
か

F2口
計
す
る
と
十
六
万
二
千
人
利
益
を
あ
げ
よ
る
と
海
外
へ
盛
ん
に
し
て
は
、
税
金
を
大
企
業
に
パ
ラ
ま
大
」
と
打
出
し
て
い
ま
す
が
、
乙
の

も
の
人
が
大
企
業
か
ら
削
減
さ
れ
た
進
出
、
現
地
生
産
の
増
強
、
子
会
社
き
そ
れ
が
原
因
で
イ
ン
フ
レ

μ
な
敏
な
制
度
を
職
場
、
地
域
、
学
問
を

ζ
と
に
な
皇
す
.
乙
の
内
に
は
仰
の
絞
立
な
毒
外
投
資
を
強
め
、
九
る
.
と
い
-
品
質
は
一
興
ま
っ
中
心
に
国
民
的
大
迎
動
に
し
て
、
抑

電
気
の
一
三
五
O
名
(
指
名
解
題
合
年
と
河
年
の
比
較
で
も
約
4
倍
に
従
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
.
立
さ
せ
る
ζ

と
が
強
く
も
と
め
6
れ

む

)

東

洋

レ

ー

ヨ

ン

の

ニ

干

名

、

日

業

員

を

地

加

さ

せ

て

い

ま

す

.

進

出

て

い

ま

す

.

支援する会に入会しよう (会費1口200円/月) ( 2 ) 

3人に 1人が雇用に不安
一仕事や職場について、どういうことで不安を感じるか (複数回答)

o 10 20 
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は
た
ら
く
者
の
生
活
と
権
利
を
奪
う

大
企
業
の
人
べ
ら
し
「
合
理
化
」
に
メ
ス
を

「
減
量
経
営
」
の
名
の
も
と
に
お
万
人
(
4
年
間
)
の
人
ベ
ら
し

??! 

30'11 

(r労幽運動J5月号より)

(r労幽車IJlJ5円号より}

万人

117 

116 

115 

114 

113 

112 

29 

28 

17 

17 

L
r
 
変の数

す

員

引

岨嫌晴

も

と
大
保

9

t
留

同

船
棚

1

企

問
大
山
一鍵企大

収入.鎗軒町減少.遅配.
欠配、昇蛤ス トγプ

人員監理、倒産の恐れ

大企鱒の経営不掘による中
小企集へのしわぜせ.1眠不娠などで先行き不安
動め先の配置闘.出向・圃・・聞11

定年間近かなどで再就闘賞__9
減量経営によ矧雌化_8 
新規探周町手臥 限りやめ_8
11 

目

97
1目、

6
 

兆円
12 

相
原勝昌吉
声
γ
んと
蕃
罰
ち
?九

「
撤
回
さ
せ
る
会
」
の
会
員
は
昨
草
日
月
初
日

に
解
雇
さ
れ
て
か
ら
金
子
剛
人
君
、
菅
野
江
美
子

(
旧
性
高
江
州
)
さ
ん
八
月
に
は
真
喜
志
晃
君
、

九
月
は
橋
本
久
雄
君
の
四
人
が
結
婚
し
ま
し
た
.

ま
た

ω月
引
自
に
福
本
均
君
も
結
婚
し
ま
す
.
東

回
総
、
母
T
夫
婦
に
三
男
。
相
原
幸
雄
、
勝
美
夫

婦
に
長
女
、
笹
野
さ
ん
に
長
男
が
生
ま
れ
ま
し
た
.

全
国
の
仲
間
の
み

g
Zの
「
首
切
り
な
ん
か
に

負
付
る
な
」
の
暖
か
い
励
ま
し
ど
一
?
も
あ
り
が
と

う
と
ざ
い
ま
し
た
.
真
喜
志
君
の
結
鐙
乱
に
会
員

の
方
か
ら
の
民
間
が
届
り
ら
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し

ま
す
.

典子

乙
の
手
の
ひ
ら
の

や
さ
し
い
ぬ
く
も
同
毛

わ
た
し
た
ち
は

わ
り
あ
っ
て
ゆ
ζ
う

や
が
て
来
る

新
し
い
未
来
に
向
っ
て

輝
く
勝
利
の
自
に
む
か
つ
て

C
つ
ぜ
ん
と
胸
を
張
っ
て

お
さ
芸
」
ん

お
か
あ
虫
γ向

や
さ
し
い
ζ
と
ば
を

い
つ
も

か
け
て
く
れ
た

兄
弟
も

た
く
さ
ん
の
伸
間
違
と

し
っ
か
り
と
前
を
む
い
て

ど
と
ま
で
も

わ
か
ち
あ
っ
て
い
ζ
う

12 

田中

人
が
あ
ま
っ
て
い
る
か
A
メ」

簡
単
に
首
を
切
る
会
社
の

あ
な
た
は
門
の
外
に

わ
た
し
は
コ
ン
ベ
ア
の
前
に

わ
か
れ
て
は
い
て
も

今
日
か
ら

二
人
一
緒
に

二人に

乙
の
手
の
ひ
F

円め

煎
い
血
糊
を

乙
の
手
の
ひ
ら
の

あ
つ
い
血
の
た
ぎ
的
手
」

ど
ζ
ま
で
も
一

緒
に

わ
か
ち
あ
っ
て
ゆ
乙
う

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
や

ブ
l
ゲ
ン
ピ
リ
ア

燃
え
る
花
の
赤
査
を

毎
日
見
て
育
っ
て
来
た
僕

大
平
洋
の
潮
騒
を

子
守
歌
に
聞
い
て

育
っ
て
来
た

漁
師
の
娘
の
わ
た
し
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指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース第 5号( 3 ) 

「
撤
回
さ
せ
る
会
」
が
毎
週
沖
電
気
の
各
工
場
の
門
前
で
撒
く
機
関
紙
で
す

面〉

事
官

沖
電
気
の
不
当
解
雇
を

撤
回
さ
せ
る
会

東
京
都
港
区
三
回
三
の
こ
の
こ
O

-u
四
五
一
1

一
ニ
五
一
五

郵便口座
口座番号 東京6-7524u 
加入者名 神電気の

不当解閥を撤回

させる会

一 一

Zζ吻4F犬巾蟻益。知む助建設必て?
職
場
に
働
く
仲
間
の
内
な
さ
ん

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

学
導
体
工
場
側
億
円
で

九
州
川
に
建
設
M
W日

指
名
辞
-
濯
を
強
行
し
て
十
ゲ
月

坤
電
読
の
経
営
状
淀
川
山
色
々
な
新

聞
に
主
目
さ
れ
そ
の
報
道
b
あ
と

を
だ
ち
ま
け
)
ん
。

日
経
産
紫
新
聞
九
月
七
日
付
で

は
、
沖
電
回
調
か
九
州
に
新
工
場
を

建
設
す
る
と
い
っ
記
事
か
一
面
ト

コ
フ
に
の
り
ま
し
色
。
指
名
管
雇

ま
も
な
い
会
社
ず
と
、
覧
ろ
さ
を

も
っ
て
読
ま
れ
ま
し
と
。
ぞ
れ
に

よ
り
ま
す
ヒ
、

L
S
Iの
一
首
往

産
工
場
と
し
、
敢
党
面
積
は
品
川

の
約
三
倍
の
T
方
平
方
メ
ー
ト
ル

年
内
己
建
設
工
事
'
着
手
、
五
、
一
ハ
年

秋
に
日
操
紫
開
始
に
之
、
ぎ
つ
け
る

す
釘
で
す
。
建
設
資
金
一

0

0

億

円
に
つ
い
て
は

、
品
川
用
地
の
一

都
危
却
が
銀
行
借
り
入
れ
で
ま
か

ば
う
よ
う
で
す
。

増
益
孝
一
九
ノ
フ

m
a

ー
九
月
期
決
算
予
想

1

日
本
経
落
、
新
聞
九
月
五
日
符
に

九
月
中
間
飛
葺
予
想
か
で
ま
し
た
。

沖
電
気
に
つ
い
て
は
っ
合
理
化
効

票
が
で
て
き
と
と
こ
ろ
に
踊
示
機

審

、
半
草
体
の
需
零
ポ
の
び
て
犬

喝
な
増
収
益

・
・:
餌
末
復
配
幅
四

円
に
拡
大
の
公
算
ち
に
東
証
犬

証
・
名
証
第
一
一
部
L
場
の
中
で
増

収
益
ラ
ン
宍
シ
ゲ
で
は
・
二
八
位

と
と
位
で
九
O
%
の
経
常
利
益
の

の
ひ
と
報
道
左
れ
て
い
ま
す
。
.

配
が
ん
ば
ぞ
替
す
そ
め
6

対
ロ

4
4
9
2ゲ
ル

1
ア

雪

国

雄

( 2 

み
な
さ
ん
お
か
わ
リ
め
り
ま
せ
ん
が
。

払
は
、
敏
ケ
円
前
か
ら
会
の
財
政
を
さ
さ

え
否
色
白
に
ス
金
時
ハ
ス
モ

ン
全
国
連
絡

筋
議
会
)
の
事
務
局
で

γ
ル
バ
イ
ト
を
し

て
い
ま
す
。
司
ス
モ
、
/
薬
害
ら
と
い
う
の

は
本
当
に
怒
し
い
幕
骨
一
口
で
す
。
医
者
の
指

示
通
り
に
需
を
飲
ん
で
失
明
し
た
り
守
足

か
シ
ビ
レ
て
動
か
広
く
な
っ
色
リ
:

今
ノ
ヘ
の
馬
者
か
苦
し
み

S
Fら
ナ
数
年
間

禁
警
の
根
絶
と
恒
久
紋
蒋
を
許
え
続
け
て

き
ま
し
た
。

全
国
こ
す
叡
ケ
掛
川
の
ス
モ
ン
裁
判
も
こ

っ
し
だ
事
着
の
刀
、
支
援
す
る
力
に
よ
っ

て
、
九
つ
の
患
者
側
全
面
勝
訴
判
沢
を
勝

ろ
と
り
ま
し
色
。
し
か
し
国
お
関
蕪
会
社

も
今
怠
お
青
仕
の
か
れ
を
し
続
け
て
い
ま

す
。
ス
モ
シ
田
市
告
白
の
方
ぴ
「
ス
モ
シ
も

却
の
首
切
リ
も
す
べ
て
は
企
業
の
わ
-つげ

壇
求
第
一
主
義
か
ら
宝
み
出
さ
れ
た
も
の

(23) 

」
ど
言
っ
て
い
ま
し
と
o
私
は
こ
の
よ
う

作
品
企
業
の
横
暴
に
漂
い
憤
リ
主
砲
じ
、
絶

体
に
、
許
さ
な
い
と
い
う
気
持
で
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

〈
新
聞
労
連
大
A
M

で
訴
え
否
〉

憂
か
ら
棋
に
か
げ
で
は
労
働
組
合
の
定

期
犬
舎
の
、
ン
l
ズ
ン
で
す
。
撤
回
さ
せ
る

会
ぼ
グ
来
寝
M

と
か
。
斗
う
仲
間
い
と
し

て
参
加
し
、
犬
き
な
支
捜
を
之
て
い
ま
式

先
日
も
新
聞
労
連
乗
車
協
犬

A
E
Z

ま
し

t
F
、
朝
日
新
聞
労
組
五
才
円
、
報

知
五
方
円
、
毎
日
・
共
同
な
ど
が
う
も
今

額
の
支
壊
力
、
/
ぺ
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

ど
こ
の
犬
会
で
も
H

指
名
解
巷
仇
の
登
場

に
骨
組
と
し
て
鷺
き
ど
強
い
尼
崎
、
時
の
も

と
に
組
合
活
動
強
化
の
色
め
の
真
剣
な
討

論
と
沖
と
連
帯
し
て
斗
う
事
必
か
表
明
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

13 



沖
電
気
の
ま
歪
で
あ
る
、
大
輿

蟹

官
解
雇
事
件
で
公
判
中
で
す
)
@

を
£
ら
え
た
蕨
特
殊
静
厳
者
は
、
本
化
」
反
対
闘
争
を
続
行
中
で
す

.F
全
日
本
損
害
保
険
明
記
圏
雲
自
動
火
会
、
総
評
ム
花
化
同
総
連
化
学
一
般
多
治
見
職
安
盆
豆
、
同
岐
聖
職
安
分
一

器
製
作
所
、
日
興
製
作
所
、
警
乙
の
童
化
を
題
し
た
沖
電
気
の
年
一
月
「
沖
か
量
地
し
て
い
る
約
の
解
雇
は
け
っ
し
て
人
と
と
で

2
一災
益
支
部
、
日
本
共
産
党
岡
山
地

革
新
大
阪
ゴ
ム
支
部
、
豊
語
会
、
関
襲
芸
、
富
山
職
安
分
一

語

、

金

言

語

に
相
つ
い

5
2、一年
ち
ょ

2
0
8
1
1
;
S
EELド一語
踏

襲

醤

諸

国

語

心

川

山

一
言

一

頭

立

語

建

一

で
、
人
べ
色
「
合
理
化
」

事

を

で
伸
海
洋
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
へ
行
事
買
い
取
っ
て
も
ら
い
」
「
累
積
ま
す
・

一部
、
園
高
一
冨
盟
主
、
国
労

ド
ト
ラ
ス
ト
カ
ン
パ
一
了
予
言
葉
部
連
合
分
会
深
川
支
部
、
東
一

か
け
、
昨
年
問
月
に
は
親
会
社
の

沖

っ

て

い

ま

す

。

欠

損

を

な

く

す

」

そ

の

た

め

「
工
場
沖
の
皆
さ
ん
と
の
共
同
の
闘
か
い
一
憲

章

草

分

会

、

国

道

臨

ゴ

・
大
阪
支
底
語
、
外
国
銀
翼
京
医
労
重
要
化
会
労
働
組
合
一

雲
に
も
そ
の
議
が
か
包
れ
た

蕨
特
殊
で
の
首
切
皇
量
化
の
失
一
部
を
移
転
す
る
」
同
時
こ

「
事
を
す
る

E
こ
ょ
っ

Eじ
め
て
私
一
窪
田
筆
、
国
労
小
倉
駅
連
合
分
会
、
富
社
労
働
組
合
大
聖
書
雲
間
小
異
一
病
院
事
、
全
国
襲
、
一

:

4

4

一

国

労

抑

尾

駅

逮

ロ

分

会

、

自

治

労

幸

会

国

労

東

京

地

本

回

町

駅

ハ

宏

司

全

商

一

と

毒

「い
よ
い
よ
そ
カ
イ
闘
敗
、
成
功
宏
荏
な
り
の
教
色
、
ム
荏
を
重
喜
企
業
体
債
の
改
醤
た
ち
の
「
合
理
化
」
反
対
闘
争
の
勝
一
毘
一
職
員
労
働
組
合
、
名
古
需
立
全
損
保
大
阪
地
方
協
妻
、
総
評
金
工
筑
波
支
部
製
品
和
学
研
究
所
分
一

含
逼
ま
ね
ば
」
と
思
い
金
右
で
仕
上
ザ
ロ
れ
、
そ
し
て
神
へ
を
は
か
る
」
と
い
-
議
2
次
合
理
化
利
の
展
揺
が
開
か
れ
る
と
確
信

し

て

一

緑

高

等

学

校

盆

富

国

一

般

車

組

毎

回大
阪
地
方
連
合
会
会
、
都
職
労
西
部
税
務
支
部
世
田
谷
一

ま
し
た
・

と
進
ん
で
ゆ
室
し
こ
a

を
発
表
し
霊
に
至
っ
て
、
妻
、
ま
す
・
一
豊
田
市
費
労
働
組
合
、
名
古
需
大
阪
一
般
労
働
組
否
、
語
一
震
基
、
洗
足
学
聞
教
職
員
組
A

曇
二

T

b

b

E

童
組
合
、
全
損
保
大
正
支
部
、
軍
主
題
神
地
要
部
、
基
一
支
部
、
社
会
保
険
覇
中
央
病
襲
一

連
4
月
神
資
本
と
要
綱
経
昨
年
6
月
沖
の
=
一重
量
の
談
私
た
ち
は
沖
資
本
に
よ
る
ま
荏
共
に
頑
張
皇
し
よ
う
・
一
同
日
産
支
部
高
松
基
、
雲
監
般
小
野
薬
品
労
働
壁
、
総
評
全
国
組
、
横
浜
市
従
警
支
部
、
喜
一

醤
者
は
必
名
の
希
望
退
職
を
は
じ
め
話
が
新
聞
紙
上
に
掲
紙
さ
れ
、
そ
れ
い
じ
め
」
の
政
策
に
反
対
し

「合
理
一
貨
車
区
分
会
、
同
吹
田
線
車
場
運
輸
一
般
品
目
働
組
合
大
阪
地
方
菱
自
会
、
組
東
宝
支
部
織
膨
所
分
会
、
武
蔵
工
一

聖

書

の

中

止

、

賃

上

げ

ゼ

口

、

一

芸

、

同

吹

田

第

二

犠

盟

分

会

、

化

学

一

般

労

覇

西

地

方

本

部

、

金

大

付

属

中

高

校

教

職

員

労

働

組

合

、

一

=
=
三
=
=三
一
一
一
一
一
三
-
E
z
-
-
=
=
三
一
一
一
=
=
-
E
E
E
-
-
-
5
=
=
三
E
E
-
-
=
=
E
=
=

一

向

島

一

機

関

区

分

会

、

同

菌

硝

実

費

量

組

合

、

日

本

硝

全

面

税

誕

分

会

一

一
時
金
減

額

害

事

警

か

け

1

1

1

1

1

d

な
い
で
み
ん
ま
気
の
震
に
し
一
支
部
、

同
梅
田
支
部
、
同
露
軍

↓露
労
働
響
、
合
化
化
同
童
書
量
各
北
支
部
、
全
印
総
連
一

て
霊
し
た
・
私
た
ち
は
壊
に
一

夏

季

行

商

一

ょ
う
」
と
z

一
冨
い
貿
っ
て
く
れ
た
り
一
区
分
会
、
同
富
蓄
基
厚
化
学
一
般
関
西
霊
長
良
薬
品
草
分
社
基
護
霊
労
働
一

菌
会
議
を
つ
く
り
沖
電
気
の
仲

間

日

げ

は

」

震

の

社

宅

で

員

ま

た

に

一

目

撃

語

E芸
、

時

間

銀

支

国

商

社

労

働

組

合

大

興

対

日

器

禁

鶴

一

れ

れ

刊

誌

作

純

一

一

売

上

二

0
0
0万
達

成

好

守

持

れ

れ

れ

が

支

部

一

時

四

時

縮

製

品

贈

ι問
主
師
向
騨

kmp諒
制

的

副

銅

鐸

計

諮

問

自

前

拍

耕

一

闘

い

雲

、

一

吉

成

果

を

み

て

一

き

の

貧

の

話

で

は

、

「

沖

雲

の

愛

一

方

労

組

範

幸

、

同

広

島

支

部

、

会

、

基

一

般

阪

神

重

要

部

、

支

部

、

全

皇

国

語

審

、

都

一

「

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

一
同
司
地
方
労
働
組
合
、
国
労
門
司
静
化
学

一
般
塁
シ
ェ

1
2グ
職
労
病
院
支
部
梅
ヶ
分
会
、
全
損
保
一

志

ま
し
た
。

茶
が
、
ラ
ー
メ
ン
号
、
お
容
に
亘
書
産
会
宮
、
同
門
司
建
築
基
、
労
働
組
室
、
化
学
一
撃
ク
レ
パ
ス
新
潟
分
会
、
全
損
保
護
分
会
、
足
一

パ，一

文
明
託
者

(
2名
)
の
地
位
保
全
撤
回
闘
争
の
財
政
を
確
立
主
る
た
初
め
て
の
経
験
で
あ
り
、
取
り
組
判
」
と
二
一
ケ
l
ス
お
民
っ
て
く
れ
る
一
同
門
司
港
駅
分
会
、
同
門
司
繕
運
転
支
部
、
化
学
一
般
大
阪
ゴ
ム
支
部
、
立
学
閤
教
職
員
組
合

一

凡
一

仮
処
分
に
つ
い
て

5
2
i
!
?ただ
き
む
ま
言
、

2
2した
が

、

と

い

う

エ

ピ

ソ

ー

ド

も

あ

り

ま

し

一

組

長

崎

題

護

轟

詩

駐

韓

箱

詰

題

謹

一

∞
一

盟
議
を
踏
ん
で
き
ま
し
た
。
;
的
が
と
う
ご
ざ
し
ま
す
き
の
労
組

E
Z支
援

す

た

。

一

番

組

池

袋

草

、

全

労

災

葉

支

全

国

社

会

保

険

診

療

報

酬

支

払

基

金

渋

谷

支

部

署

不

塁

、

同

一

辺
一

t
i
t
i
l
-
-
i
s
t
i
t
t
i
-
-
-
i
t
る
会
の
会
員
の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
行
商
活
動
を

と

和

レ

て

私

た

ち

の

一

部

労

働

塑

量

城

支
部
、
全
基
労
青
森
住
宅
支
部
、
同
大
森
支
部
、
同
虎
ノ
一

日
一

全
面
各
地
三
撤
回
さ
せ
る
会
」
し
た
・
国
労
で
は
五
万
人
体
制
」
と
深
刻
に
う
宮
め
ら
れ
ま
し
た
・
で
、
貴
重
な
成
果
を
上
げ
る

Eが
闘

い

の

輸

も

大

き

く

広

が

り

支

襲

一

一

貫

一
の
メ
ン
バ
ー
は
重
量
在
出
か
で
人
ベ

E
「合理
化
」
書
画
さ

ま
た
千
%
の
長
野
市
問
題
オ
ル
グ
出
来
ま
し
た
@

緩

や

支

捜

す

る

会

の

会
員
も
増
-Z

i

-

-

1

1

1

1

4

1

1

1

1

1

1

1

1

一

剖

7て
い
ま
す
。
%

で

も

、

段

協

を

は

新

宿

の

慶

応

病

院

の

麦

茶

百

包

な

と

、

数

多

く

の

経

験

を

つ

む

こ

と

一

支

援

決

議

あ

り

が

と

う

(
第

6
次

集

約

分

)

一

M
j
U28日間、

北

陸

・

長

野

オ

ル

グ

で

じ

め

、

多

数

め

労

上

の

注

文

芸

め

東

京

支

部

だ

り

で

が

出

来

ま

し

た

。

一

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

一

.
一
基

本

語

の

鬼

刊

誌

-EE

i
z
;以上
の
道
で
取
品
ん
冬
季

h
i
iし一
|

決

議

団

体

名

|

一

し

一
国
主
婦
め
約
日

柚

炉

支

支

援

軍

つ

け

る

い
支
署
主
で
し
た
だ
室
長
沼
上
げ
は
こ
て
取
り
組
み
ま
す
の
で
よ
色
く
一

一

会

一
片
続
の
労
働
組
窓
口

J
1

1
白

白

i

-
1

ー

し

た

千

万

円

に
も
な
り
ま
し
た
・

お

願

い

し

主

9

・

一

一

入

一
を
オ
ル
グ
し
お
万
目
上
の
カ
ン
パ
れ
て
い
て
、
草
者
を
始
め

「型

あ

る

妻

の

職

場

で

は

、

「

重

一

国

民

草

案

川

支

部

、

愛

知

県

高

革

、

全

国

基

金

労

働

誓

大

分

支

門

事

、

同

塁

毒

、

同

多

摩

川

一

に
一

と
多
数
の
重
量
が
寄
せ
ら
れ
ま
気
の
埋
葬
革
奇
襲
だ
」

費

支

は

、

よ

そ

の

菱

重

わ

一

諮

問

問

時

鵠

酢

諸

諸

問

問

i
時

間

制

位

協

諸

品

腕

町

向

島

常

時

顧

問

時

制

一

会

一

'

s

r

i

-

2

1

2
〆
45

5
2
〆
s
i

z

-

-

4
4
5j

s

z
i

〉
〆〆〆〆〆〆〆
;

〉

5

1
;

〆〆〆〆〆〆

j

Z

2
1

3
5
5j

i

'

一

交

通

労

働

署

魚

崎

支

部

、

語

一
支
部
、
夏
妻
都
、
金
基
労
岡
山
麻
妻
都
岡
本
庖
支
部
、
同
稲
戚

一

そ

一

お
元
気
で
ま
H

そ
の
節
は
い
ろ
い
き
お
世
話
に
の
で
す
が
震
の
聖
書
の
い
言
わ
れ
る
落
き
ぼ
れ
労
働
一
建
的
鋸
臨
む
結
晶
一主

主

国

語

謹

廃

時

品

川

崎

支

部

同

大

井

支

部

、

一

援

一

.

「こ
ぶ
し
」

「は
た
ら
く
」
そ
し
な
り
ま
え
わ
た
し
H

じ
ゃ
ま
に
人
数
義
査
し
て
い
る
需
さ
ん
の
者
だ
か
ら
で
す
・
だ
か
ら
華
す
る
支
部
、
全
日
本
語
一
般
車
組
合
会
、
日
本
共
産
党
尼
崎
地
区
責
会
、
同
蓄
用
金
控
組
銀
座
支
部
、
同
一

支

一

日
月
度
も
ぬ
通
以
上
の
使
て
写
真
を
あ
り
が
と
う
と
ざ
い
ま
し
張
也
ん
じ
ゃ
な
い
か
ナ
M

な
ん
て
内
警
官
み
つ
り
た
と
き
、
本
当
に
ホ
γ

の
で
す
・
み
な
さ
ん
は
労
働
者
で
、
一
関
西
地
区
生
コ
ン
支
部
一
一
一
共
運
輸
分
佑
光
司
へ
イ
ン
ト
労
働
翌
口
牛
込
支
部
、
同
輩
出
支
部
、
同
世
田
一

:
一

品
あ
皇
し
た
・
力
ン
パ

た
・
昔
、
母
か
ら
職
場
こ
事
が
革
、
主
皆
、
み
王
さ
ん
の
生
活
と
し
ま
し
ミ
あ
ん
な
ふ

-EZ
霊
さ
れ
て
今
た
た
か
っ
て
い
る
・
一
会
、
重
量
一
般
車
富
ケ
谷
尼
崎
市
職
員
組
合
、
兵
震
高
等
学
谷
章
、
同
襲
撃
部
、
向
調
布
一

一

、

L

-

L

1

7

7

一

支

部

校

教

職

員

組

合

尼

崎

支

部

、

兵

庫

県

支

部

、

新

見

市

職

員

労

働

組

合

、

国

一

一

室

労

働

省

労

組

の

葬

号

、

「と
っ
て
も
し
い

E
2
2
2く
一
部
で
お
ぞ
く
ζ
と
カ
(
い
-
晶
守
思
積
雪
な
ん
わ
た
し
も
労
働
者
で
み
き
ん
を
支
一
名
古
需
立
属
高
等
学
校
定
時
制
国
家
公
務
員
労
働
望
首
会
議
、
鉄
労
組
新
見
支
部
、
歯
区
壁
、
一

一

円
を
は
じ
め
百
万
を
と
え
ま
る
か
ら
、
ま
っ
す
ぐ
帰
っ
て
来
安
己
が
で
き
て
、
そ
し
て
み
な
さ
ん
と
お
で
も
い
い
で
す
が
)
し
な
が
ら
み
ん
優
し
て
い
る
。
い
っ
た
い
労
働
者
で
一
分
会
、
岩
倉
市
職
員
一
雲
、
愛
知
県
全
国
税
関
労
働
塑
ロ
神
戸
支
部
、
圏
全
国
輩
出
京
中
支
部
日
本
橋
ハ
室
、
一

一

し
た
・
面
白
さ
せ
る
会
」

い
」
と
の

Eaポ
ン
コ
ツ
サ
ニ
l

会
、
で
き
て
、
と
て
も
よ
か
っ
こ
と
若
く
王
っ
て
ゆ
く
ん
ご
ナ
と
、
と
あ
る
こ
と
は
ど
う
い
う
ζ
と
な
の
一
高
等
学
校
教
費
盟
星
雲
語
、
鉄
毒
組
事
戸
支
部
、
神
戸
交
通
愛
知
最
重
霊
宮
望
書
一

一

L

f

‘

y

T

一
愛
知
県
高
等
学
校
教
職
員
塑
是
通
労
働
組
合
、
兵
邸
県
高
等
学
校
教
職
支
部
、
日
本
共
産
党
宮
城
県
委
員
会
、
一

一
食
の
活
動
貨
は
、
毎
月
1
千
万
台
を
ブ
ン
ブ
ン

-Zら
せ
て
帰
っ
て
み
思
っ
て
い
ま
す
。
と
て
も
魅
力
的
な
て
も
つ
れ
し
か
っ
た
の
で
す
a

や
っ
か
、
望
っ
て
ど
-
つ
あ
る
べ
き
な
ん
一
部
三
河
支
部
、
全
動
毒
小
路
、
愛
員
組
合
、
全
日
自
葉
葉
事
、
自
費
教
職
口
組
合
中
央
支
部
、
富
一

一

円
が
必
要
で
す
が
、
そ
の
内
議
議
議
議
議
選
護
憲
審
議
議
議
、
建
議
選
護
護
襲
撃
選
議
議
運
謹
護
だ
ろ
う
、
と
そ
ん
な
こ
と
を
考
基
一
知
県
高
等
学
校
教
費
組
合
東
=
一
向
兵
臨
県
私
立
学
校
教
職
員
組
合
協
議
城
県
警
護
教
盟
組
合
一

一

1
割

強

に

も

あ

た

る

額

で

緩

醤

隊

機

議

ず

L跨
総

箆

隊

機

機

き

っ

か

草

く

れ

た

の

が

み

き

一

錦

町

群

彰

謀

議

富

錯

庫

革

、

開

通

信

器

製

一

ヨ
一

uuuwgっ
と

幾

宮

変

変

議

緩

芝

塾

長

系

組

翠

ん

口

U
Yり
が

き

わ

た

革

一

韓

併

回

全

労

金

大

分

県

労

働

金

問

主

出

願

望

-Z射性
?

副

議

謹

一

日
一

↓

山

県
の
木
下
さ
ん
は
室
、
松
本
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
で
人
々
で
し
た
い
ろ
ん
突
た
ち
が
ま
り
応
援
し
な
く
っ
ち
ゃ
r
章

、

く
喜
ち
と
ほ
れ
で

2
3
2思
一
毒
菌
園
地
書
知
県
労
働
金
庫
労
連
関
東
各
務
ク
リ
ス
タ
ル
支
部
、
豊
口
、
駒
込
学
聖
職
員
回
、
一

一

4

0

L

P

f

f

一

労

働

一

塁

、

神

奈

川

労

金

労

組

μ期
横
浜
市
従
磯
子
主
回
横
浜
市
従
雅
叙
図
観
光
労
働
一
審
、
国
鉄
労
組
一

山
一
正

区

内

時

間

目

れ

よ

り

詩

句

立

に
わ
れ
担
問

M
M
U
d
-一し
が
み
な
さ
ん
の
乙
と
を
尊
肝
心

1CMM日
時

一

間

一

鍵

誤

議

建

韓

関

側

弘

明

桂

昌

諜

顧

問

語

-

訪

問

問

鮮

一

事

務

局

か

ら

の

お

知

ら

せ

年
一

襲
撃
を
す
る
会
員
を
激
、
松
本
さ
ん
の
字
は
逮
票
、
へ
る
・
そ
の

E
が
み
な
さ
ん
を
努
敬
す
る
の
は
、
み
な
さ
ん
が
自
分
の
て
下
さ
い
・
わ
た
し
も
が
ん
ば
皇
一
議
労
病
院
支
部
世
田
谷
リ
ハ
ビ
リ
組
合
、
札
幌
北
部
民
商
婦
人
部
、
全
・
諸
要
求
貿
襲
区
実
皇
室
、
一
第
5
号
は
九
州
の
今
井
さ
ん
か
ら
ま
し
た
、
季
節
の
か
わ
白
で
も
あ

刊
一

号
て
く
だ
さ
い

Eえ
た
っ
京
、
な
ん
て
話
し
て
い
る
つ
的
に
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
仕
事
に
自
信
を
も
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る
す
・
ま
ご
つ
か
お
会
い
で
き
れ
一
諮
恥
贈
位

F
諸

立

時

昨

日

噌

時

出

品

開

館

響

詩

詩

語

絵

一

舗

の

配

聖

載

せ

て

ほ

し

い

と

お

皇

す

の

で

、

健

康

に

気

を

つ

け

て

と

越

監

皐

く
だ
さ
い
ま
ち
に
、
み
な
さ
ん
の

Eを
い
ろ
い
ね
。
か
ら
で
す
・
自
分
は
ま
じ
め
な
毒
ば
い
い
ナ
と
思
い
ま
す
・
さ
・
よ
・
一
部
、
全
日
自
労
池
袋
分
会
、
金
建
労
会
北
支
部
、
全
建
総
連
大
森
建
設
組
合
一
便
器
あ
皇
し
た
の
で
取
上
げ
ま

一
万
人
の
会
員
め
ざ
し
が
ん
ば
り
ま

ー

し
た
の
で
界
し
ま
す
・

ろ

思
い
出
し
て
、
と
て
も
な
つ
か
し

十
六
日
に
-ぷ
が
っ
た
持
、
筆
者
だ
っ
た
と
胸
毒
っ
て
言
-
老
人
な
・
ら

8
/
臼

木

下

麻
里

一

票

土

建

一

般

車

事

、

劇

団

文

同

大

事

安

茎

、

同

軍

基

準

分

一

し

こ
・
全
国
の
会
員
の
み
な
さ
ん
の
し
よ
う
・
住
所
変
更
の
方
は
か
な
ら

一

化

座

会

、

同

雇

用

保

険

会

耳

、

同

恵

那

職

一

7

か
っ
た
で
す
。
(
で
も
わ
ず
か
古
さ
ん
と
需
さ
ん
の
喜
で
一
の
宮
た
ち
だ
か
ら
で
す
。
わ
た
し
は
H

学

一

名

古

屋

市

立

高

等

学

校

教

費

組

合

安

分

会

、

同

職

業

安

霊

童

、

同

一

蓄

を

お

待

ち

し

て

い

ま

す

・

ず

、

事

局

に

諸

し

て

く

だ

さ

い

・

前
の
こ
と
で
す
ね
)
と
り
を
聞
い
て
ハ
ラ
ハ
ラ
レ
て
い
た
生
気
分
が
ま
だ
ぬ
け
て
い
な
い
勺
甘

一
西
陵
商
業
高
校
分
会
、
同
定
時
制
分
岐
車
局
盆
語
、
間
関
基
摺
分
会
、
同
朝
夕
は
め
っ
き
り
、
椋
レ
く
な
り

( 4 ) 

鑓襲麓髄輔鱒覇

第 5号

全金蕨特殊鋼支部からの報告

労組委員長 小野俊三

第

2

回
日
本
フ
ィ
ル

港
市
民
コ
ン
サ
ー
ト

刊
/
9
川
間
郵
便
貯
金
ホ
ー
ル
椋

釆
出
一
帥
型
開

明
叫

ト

い

長

曲

第

イ

序

曲

・
・
番

典
・

・
奏
ン

7

祝
ト
協

エ
第

・
・
ル

ノ

ヴ

曲

平

7
ア

一
響

粧
ッ
ピ

ト

交

広
モ

ベ

指揮:謹辺暁雄

ピアノ:木村かをり

申
込
み
は
「
支
援
す
る
会
」
事
務
局
ま
で

沖
電
気
争
議
団

こ
れ

一
冊
で
沖
電
気
闘
争
の
す
べ
て

が
理
解
で
き
る

全
国
民
必
読
の
書

「沖電気のだだかし¥Jガ
本になります

闘う労働者を描いたら

ピカイチの 今崎険巳氏が

友よ宋来をうたえ(日本フィル)

いのちの讃歌一一ーにつづいて

「若者がたちあがるときJ(仮称)

を執筆。 11月下旬労働旬報社か

ら発売。沖電の青年達はーいま

「あなた」と心をひとつlこー・.
A2，900円 B2，600円
C2，300円
中・高生席1，500円

14 

ご期待ください



川

9
月
刊
日

八
王
子

ma回
公

'

判
.
同
工
働
門
前
抗
議
集
会

川

9
月
日
日

港
争
蟻
団
総
行
動

に
診
加

川
?
月
門
日

理
化
句
峨
4
周
年

く
な
っ
た
ζ
と
を
自
鎚
し
、
新
た
に

川

決
起
集
会
に
惨
加

切
的
d

聞
い
た
有
利
な
条
件
を
最
大
限

川
9
月
初
日

報
知
印
刷
青
年
部

に
生
か
し
、
全
力
を
あ
げ
た
闘
い
で
、

川

大
会
・
報
知
新
聞
宵
年
部
大
会

一
門
口
恥
単
く
指
名
解
胞
の
撤
回
を
勝

川
で
あ
い
さ
つ

E
る
決
意
で
す
・

川
9
月
引
回

全
損
保
定
期
大
会

支
援
す
愛
冒
の
み
な
さ
ん
に
は
、

川

あ
い
さ
つ

こ
れ
ま
で
多
大
な
御
支
援
を
い
た
だ

川
9
月
幻
自

沖
電
気
争
銭
面
結

霊
草
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
全
車
レ

川

成
、
岳
蓮
船
労
組
・
玉
島
分
会

て
御
指
導
、
御
支
援
を
お
よ
せ
く
だ

川

(
岡
山
)
定
期
大
会
あ
い
さ
っ

さ
い
ま
す
よ
手
心
か
ら
お
願
い
い
た

川
9
月
間
日
目

高
崎
第
5
回
公
判

し
ま
す
・

川
9
月
品
目

東
京
地
区
工
場
前

語
気
の
大
毘
指
名
解
胞
が
り
、
し
か
レ
、
神
襲
の
指
暴
露
団
共
闘
会
継
に
正
式
に
加
盟
し
、
副

川

募
金
で
約
9
万
円
集
ま
る
・

ま
も
な
く
一
年
が
た
と

2し
て

い

国

語

、

神

要

労

組

が

闘

い

の

警

に

選

出

さ

れ

ま

し

た

・

ま

蓄

と

七

割

に

も

雪

レ

手

・

で

判

明

U
た
も
の
で
も
)
を
会
と

川
'
月
四
日

支
援
す
愛
肩
書

肝

ぷ

弓

詩

語

鰐

江

戸

叫

詩

吟

配

材

料

お

詩

吟

時

相

互

支

援

を

強

化

し

て

れ

れ

一

日

間

一

八

時

詩

印

行

一

一

七

時

!
め

の

手

…

ド
臼
小
学
館
お
よ
び
東

品
川
れ
務
訪
日
U
w
紅
白
け
は
川
町
長
m
u
h時
認
可
た
な
飛
障
を
議
議
場
閉
渡
辺
清
次
郎

れは日十
L
M
日
目
立
の
残

段

川

一

…

謀
説
詩
伊
つ

ζ
の
間、

全
国
の
支
事
室
の
が
生
ま
れ
て
霊
し
た
七
肩
に
は
、
沖
電
審
議
団
は

一
周
年
の
十
一

例
外
注
、
ア
ル
バ
イ
ト
霊
一
本
だ
り
と
い
う
ユ
ウ
レ
イ

了

月

四

回

全
金
日
本
通
信

霊
祭
六
本
名
の
被
患
者
を
撤
回
さ
せ
る
会
を
始
め
全
て
の
グ
ル
月
二
十
百
に
大
集
会
を
聞
く
ζ

と

ら
い
れ
f

'

聖

書

な

が

ら

広

げ

て

き

た

結

ニ

8人
以
上
採
用
グ
会
社
(
ミ
ヌ
タ
ニ
製
作
所
、
日
本
I

川

畿
支
部
定
契
会
あ
い
さ
つ

者
闘
い
を
支
え
実
き
完
と

1
プ
が
集
ま
り
、
著
者
の
統
一
を
器
、
集
会
成
功
を
め
ざ
し
て
主

h.，Z少
果

、

二

千

を

言

働

窪

田

号

、

量

的

に

=
一

回

交

官

八

王

子

、

雪

崩

で

は

、

「m
C
)
を
つ
か
い
要
量
反
の
人
入

r
i
Z
3
5

な

っ

て

室

!

?

に

つ

い

高

宮

崎

九

月

末

、

書

工

fの
ピ

露

支

プ

一

万

Eい
支

援

す

詰

入

賞

が

で

き

蓄

電

内

外

注

」

毒

し

て

下

菌

室

れ

ま

で

行

な

っ

て

い

手

-
l
i一一言

会」

需

要

の

指

皇

室

く

霊
的
蓄
積
に
号
、
現
在
闘
っ
労
組
へ
の
華
麗
制
と
毒
活
動
を

，

F谷
町

を

?

で

に

な

皇

し

た

・

十

責

経

た

現

在

、

E
で
か
ら
一

2
1差ア
会

社

の

主

張

は

全

く

不
当
な
も
の
で
あ
る
ζ
と
を

4
の
て
い
る
全
て
の
霊
童
話
団
結
す
意
気
高
島
始
し
て
い
ま
す
・
十
月

aaw、
認

可

こ
う
し
た
支
鐙
の
広
が
り
の
中
し
か
考
き
れ
な
い
人
員
の
変
化
、
ル
バ
イ
ト
も
一

O
O名
以
上
採
用

川
叩
月
2
日

一般
消
費
導
入

後
の
沖
電
M

の
草
書
め
て
追
求
る
組
織
と
し
て
凶
電
審
議
団
u

二
士
百
の
沖
電
気
霊
前
抗
議
行

司

で
、
七
十
一
名
の
被
霊
差
別
々
過
事
働
存
な
わ
れ
て
い
ま
す
・
レ
、
徹
夜
勤
警
が
十
数
名
に
の
ぼ

デ

タ

ラ

メ

で

す

川

反
対
国
民
総
量
雲
(
日
本

し
、
昭
一
え
広
範
装
置
の
輸
を
広
げ
を
結
成
し
ま
し
た
・
同
時
に
、
盤
か
動
に
は
、
と
れ
ま
で
一
書
の
=
言
名
十
力
量
ぎ
た
沖
電
気
被
鰹
署
に
闘
う
ζ
と
の
歪
警
雲
く
の
墓
曇
事
業
所
(
本
庖
の
一
部
、
品
っ
て
い
ま
す
・

r
お
よ
う
な
裏
を
み
れ
ば
入
手

川

霊

館

)
に

患

て
重
し
た
・

な
闘
争
経
験
事
つ
要
望
書
以
上
の
人
々
が
童
に
か
け
つ
け
て
の
闘
い
は
、
量
-
差
の
童
を
伸
聞
か
亀
摘
さ
れ
、
震
回
者
の
川
、
芝
浦
)
で
は
霊
が
恒
常
化
し
、
付
来
季
二

OS以
上
採
用
童
話
っ
て
も
人
員
余
剰
は
全
く

川
同
月
5
日

最

悪

皇

室

い
+
亭
す
・
沖
一
電
気
争
議
団
の
大
多
数
受
り
ら
れ
な
い
困
難
な
闘
い
を
余
儀
誌
の
統

一
へ
の
努
力
が
は
じ
ま
空
事
品
川
、
芝
浦
で

は

全

従

業

員

の

三

割

弔

定

な

く

、

解

雇

理

由
が
不
合
理
で
必
要
川

一
に
「
X

」
の
駅
一
回
窪
田
に
診
加

を
占
め
る

「撤
回
さ
せ
る
会
」
は
以
な
く
さ
れ
ま
し
た
・
し
か
し
、
そ
の
し
た
・
そ
の
努
力
が
品
回
の
沖
電
気
が
毎
日
残
業
を
行
な
っ
て
お
り
、
休
来
年
春
に
は
、
大
事
一

O
O名
以
性
の
全
く
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま

川
叩
月
8
白

神

明
臼
相
へ
の
支
鐙

前
に
主
し
て
自
分
ら
の
責
務
が
盈
曜
に
屈
す
る
ζ
と
な
く
闘
い
の
支
争
警
結
成
に
つ
な
が
皇
し
た
・
日
出
動
車
者
数
を
含
め
て
芝
也
上
、
華
一
五
O
名
以
上

(乙
れ
ま
す
・
ま
た
、
新
襲
用
を
み
て
量

川

護

書

う

L
E
'

・

?

b

h

?

:

l

沖

電

気

争

犠

自

の

結

成

は

今

、

さ

用

人

員

の

ふ

や

す

ζ
と
の
で
去
る
経

川
同
月
9
日

沖
噴
益
事
業
所
前

評

明

こ

ニ

ヨ

ヘ

ワ

ミ

ミ

こ

川

E
寸
佳
品
内

F
E
一
干
人
.Fノ
庁
弘
之

Z
E
F
F
I

ま

さ

誌

な

人

た

お

聞

で

大

き

な

話

営

状

態

で

あ

り

、

逆

に

「費
」
が

川

で
早
朝
震
活
動

題
と
な
っ
て
お
り
、

n
支

援

共

闘

会

存

在

し

て

い

な

い

と

と

を

厩

明

し

て

川
同
月
刊
日

東
京
地
解
大
会
会

現
在

6
3
0
0人
向

;

〉

拶

の

結

成

へ

の

努

力

も

は

じ

ま

っ

い

ま

す

・

川

場

尊

重

一

a・
選
弁
護

「支
援
す
る
会
」穆
務
局
長

小

島

宏

て

い

手

-

l
it
-
-
川

回
全
面
会
議
・

来

る

十

一

月

二

十

一

日

の

一

周

年

目

H
H
H
H
H
H
H
H
1
4

川
叩
月
日
i
向
日
東
京
争
犠
園

、

1
1
J
JF

た
と
い
毒

は

、

日

本

の

労

働

組

合

集

会

は

、

沖

襲

撃

の

性

格

に

ふ

一

裁

判

日

程

一

川

需

要

会

に

襲

h
A
、安

j

J

♂

-v霊
を

発
展
喜
多
コ
え
で
も
重
さ

tい
成
功
を
お
さ
め
る

Eで

-
H
I
H
H
H
H
H
U

川
叩
月
日
日

露
労
連
本
部
ヘ

ロ

弓

・

、

〆

'

除

で

す

.

解

雇

菌

闘

争

の

支

鐙

の

輸

出

う
.

H
月
日
目

八
王
子
守
図
公

川

童

書

.
高
崎
支
部

「共
に

炉

二

円

恒

川

河

が

、

よ

員

長

〈

怒

が

る

こ

と

は

神

電

・
支

援

す

る

会

の

み

な

さ

判

叩

時

東

京

地

貌

八

王

子

川

闘
主
」
斡
雲
・

?
fJι
畑出
J

司

勝

利

の
保
障
で
す
.
支

鐙

す

愛

宮

は

ん

.

支

部

川
叩
月
げ
回

全
金
浜
田
霊
総

4
f
1
1
1司
百

量

い

勝

利

を

霊

堂

共

に

沖

電

気

闘

争

は

、

働

く

者

が

い

つ

日

月
四
日

高

襲

4回
公
判

川

事

長

加

・

東

大

護

軍

沖

電

気

を

は

じ

め

、

大

企

業

が

利

闘

い

と

り

た

い

と

決

意

し

て

い

ま

首

切

り

さ

れ

て

も

宮

言

え

な

い

社

市

時

、

前

橋

地

裁

川

哀
覧
会
で
訴
え

益
拡
大
の
た
め
に
重
し
て
い
る
人
す
・
リ
引
の
一
周
年
ま
で
に
一
万
会
に
と
れ
か
P

呈
さ
れ
て
し
ま
品

目

白

票

守

回

公

判

川

叩

月

初

日

群

馬

要

協

定

期

ベ
ら
し
の
嵐
を
押
し
か
え
す
た
め
人
の
会
員
鉱
大
め
ざ
心
、
支
援
の
底
ど
う
か
の
闘
い
で
も
あ
り
ま
す
・

H

旧時
、
墓
R
地
裁
民
事
門
号

川

大
会
あ
い
さ
つ
・
国
労
高
操
支

に
、
神
電
気
の
闘
い
が
、
棄
事
力
主
主
し
ょ

-2

早
期
の
勝
利
を
か
ち
と
る
志
に

1
lみ
童
話
傍
聴
を
お
ね

川

部
定
期
大
会
あ
い
さ
つ
・

固
に
正
式
に
加
盟
レ
運
動
が
始
ま
3

と

も

に

頑

張

内

ィ

ま

し

ょ

-

え

が

い

し

ま

す

I
l
l
l

川

1 9 7 9年 11月 1日

四 支援する会事務局1 ・ 5万人の「支援する会Jを
主.事務所服部地区三回 I' 私たちは生きる権利、働く酬を守るために評判
所 3 -2 -20 I 危気の仲間を物心両面から励まし、必ず勝利させ
電 E主 の3)451-3515I たいと思います。困難な長期の闘いも予怨されま

. . . . . . I すので、 ー人でも多〈の方がこの 「会」 に加入 し
郵便口座口座番号 | 

run  I 全面勝利を闘いとるまでと支侵くださるよう心か
東京 6ー75240I 

回一 1:らよびかけます。 (r支援する会U よびかはより)
加入者名沖電気の不当岬厄1I 

l 会賞 :1口 2∞fIl/月
を撤回させる会

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

号6 

1 979年

11月 日

第

第 6骨}
 
-(
 

沖
電
気
争
議
団
結
成
|
東
京
争
議
団
ヘ
加
盟

川

9
月
間
“
日
「
徹
固
さ
せ
る
会
」
の
別
名
は

一
周
年
#
煽
に
他
の
解
雇
者

(
3団
体

ω
川

川

人
)
と
沖
危
気
争
議
団
p-結
成
し
ま
し
ず
ヨ
寸
支
鐙
す
る
会
L

は
早
期
に

一
万
人
の
会

川

川

国
の
達
成
を
f
と
「
撤
回
さ
せ
る
会
」
と
共
に
闘
い
を
前
進
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま

川

馴

す
。
寸
撤
回
さ
せ
る
会
」
「
東
京
争
議
団
」
「
支
一鐙
す
る
会
」
か
ら
談
話
を
い
た
だ
き

川

川

ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

川

て〉

そ
沖つ
璽の
お御

霊茎
皇警
高揚
雪導
芸を
る

11・21沖電闘争一周年集会

日
時

日
月
幻
臼
(
水
)
午
後
6
時

場
所
日
本
教
育
会
館
ホ

l
ル

内
容
た
た
か
い
の
報
告

講
演
、
文
化
行
事
な
ど

全
国
の
会
員
の
み
な
さ
ん
の
激
励
・
激
電
・
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
事
務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
l

，.T..""."・・"'リ匂...“・・岡田剛・叫剛山田H
.，"阻.. 、.~・v・~"" J ・a・・ .

卓上ミ二ツリー

害時点滅飾り付
高さ

35cm 

1，3日円

明
治
、

鈴

細
川
一
…四

u
n
v
m
2一

会

社

は

「
剰

員

が

生

じ

た

の

で

解

雇
」

と
主
張
し
て
い
ま
す

が
、
実
際
に
は
ど
う

で

し

ょ

う

か

?

後

タキザワハム
ロースハム約1kg

矧面2，700円

ポークハム約1kg

特価 2，700円
豚

矧面 2，700円

日南名産

品、酒のつまみにおいしい

兵空ノマ yク包装

特価 5∞円

みそ漬

持価 600円解

説

)
 
1
 
(
 

15 



桜

速

記

品

四

働

組

合

、

金

金

プ

リ

ン

ス

港

運

海

貨

関

係

労

組

連

絡

会

臓

、

全

会

、

東

京

医

労

連

健

友

会

労

組

、

都

一

慣

的

差

感

じ

、

十

五

年

の

長

い

侵

略

主

冨
わ
れ
ま
し
て
、
年
の
瀬
も
押
レ

自
交
支
部
=
一
一
鷹
分
会
、
薬
学
問
教
白
星
保
土
ヶ
谷
基
、
総
評
全
国
職
蓄
襲
警
部
渋
谷
室
、
新

一

戦

争

と

戦

後

の

高

軍

に

よ

る

レ

グ

つ

ま

っ

た

百

、

「神
電
気
の
不
当

)
元
員
労
働
組
合
、
重
京
市
押
働
金
蹴
労

一般
神
奈
川
地

方

本

部

、

自

治

蒋

婦

人

京

都

府

本

部

一

-

一

ド

パ

l
ジ
(
思
欄
指
圧
)
を
思
い
出
解
麗
亭
厳
箇
さ
せ
る
会
」
の
事
遊
所

一
働
組
合
三
鷹
支
部
、
宝
運
輸
船
舶
妓
奈
川
公

霊

薬

労

働

組

合

A

G
S

労

働

響

、

横

浜

市

従

業

員

一

一

一
術

研

究

所

支

部

、

航

乞

霊

長

星

雲

聖

書

川
崎

議

短

詩

奈

川
支

部

、

同

喜

一

レ

身

ぶ

る

い

し

な

空

襲

板

の

前

書

室

長

そ

ん

な

き

っ

か

け

一

古

書

の

友

、

草

署

長

室

会

主

事

委

」

の

通

量

露

で

す

・
こ
れ
以
上

一
究

所

事

盟

国

、

要

量

一

般

労

支

部

、

票

童

毒

窪

田

自

動

車

部

、

撃

語

学

園

教

費

窪

田

、

一

に

立

っ

て

い

ま

し

た

・

で

「

指

名

解

雇

主

主

要

指

一

を

は

じ

め

一

周

年

議

長

電

気

取

組

喝

容

量

レ

、

機

関

紙

「ひ
の
値
上
げ
は

「語

」
問
題
デ
ス

三
重
蔵
野
支
部
、
全
車
速
神
奈
川

大

級

支

部

、

大

墓

京

タ

ク

シ

ー

労

働

横

浜

市

従

童

労

組

星

章

、

全

一

言

」

紙

上

に

語

完

一

家

間

を

産

す

雲

」

に

入

会

し

ま

し

一

の

闘

い

が

多

品

紙

誌

に

織

っ

て

ろ

ほ

」

等

で

闘

い

の

界

夫

会

事

月

主

知

、

豪

そ

の

他

か

ら

ど

霊
銀
寝
組
、
自
治
労
神
奈
川
県

警

、

全

国

金

聖

働

組

合

軍

孟

国

一

般

襲

撃

事

合

同

労

組

、

一

の

撃

が

掲

載

さ

れ

た

の

は

士

肩

た

・

一
い
ま
す
・
ぜ
ひ
御
一
警
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
・
名
前
の
襲
の
な
い
カ
ン
パ
が
あ

竺
職
川
崎
支
部
、
共
産
党
戸
重
量
、
方
本
部
、
芝
喜
子
製
作
所
支
部
、
同
宮
城

一
般
語
、
向
詰
報
労
組
、

一

左

手

ぎ

で

た

長

男

の
陽
君

「菌

さ

芸

会

」
の
伸
聞
の
三
官
ロ
/
1喜
重
す
る
会
の
交
流

主

目
、
駅
前
で
宣
伝
ピ
ラ
毒
い
皇
し
た
・
内
に
は
定
例
の
人
向

亘

書

北

革

、

同

妻

都

、

金

司

法

望

支

部

、

全

農

林

労

働

組

全

尉

務

労

働

告

書

章

一

が

四

月

に

小

学

校

へ

入

学

の

予

定

で

世

話

丈

以

上

と

か

、

子

ど

た

一

会

亭

開

催

年

-

歩

加

重

?

'

ど

-22うと
ざ
い
き

一
神

奈

川

県

職

横

浜

北

支

部

、

都

区

職

合

関

東

地

方

本

部

、

強

護

政

分

会

、

県

教

職

員

一

受

口

中

央

支

部

、

製

需

一

一

一

一

す

が

、

ラ

ン

ド

セ

ル

が

未

腕

入

で

あ

ち

の

し

あ

わ

せ

な

未

来

の

た

め

に

再

一

方

は

事

務

局

ま

で

た

。

一
労

東

部

税

務

支

部

品

回

盆

昔

、

化

学

財

聖

人

宮

城

厚

生

皇

、

長

町

病

費

労

働

組

合

、

仙

車

区

労

働

組

一

一

一
一
般

共

同

薬

品

支

部

、

全

法

華

院

義

高

等

学

校

教

職

員

塑

二

塁

一

る

こ

と

に

ふ

れ

ら

れ

て

あ

り

ま

し

富

躍

争

に

加

害

せ

主

る

よ

一

古

事

毒

事

務

局

も

っ
と
し
っ

且

}

高
か
ら
の
便
り
で
共
産
党
の
阻

古

文

部

室

、

都

区

職

労

文

京

事

、

産

部

事

裁

支

部

、

震

市

議

室

一

た

・

禁

家

の

棚

に

無

の

ラ

ン

ド

セ

-

つ

笹

の

中

に

レ

な

い

た

霊

な

り

一

か

巴

て

|

「私

の

友

会

一

弘

r雲
進

を

撃

と

の

報

が

た

く

完

あ

一
全
国

一
重

量

本

競

売

広

重

労

金

厚

生

職

員

労

働

組

合

統

計

情

報

部

、

全

日

本

国

立

医

療

品

極

製

嶺

一

ル

が

一

個

あ

皇

す

・
知
人
の
職
人
に
運
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
・
一

2
1
ス
等
何
も
居
か
な
い
と
脱
会

j

A

一ヨ

園

陸

皇

し

ぺ

一
組
、
万
年
社
労
働
組
合
東
京
支
部
支
部
、
全
図
書
労
働
組
合
精
工
浜
露
支
部
、
横
浜
市
従
学
校
給
食

一

さ
ん
が
遠
隔
地
へ
転
居
し
ま
す
の
お
ば
さ
ん
が
な
ん
で
組
織
労
働
者
し
き
さ
と
い
長
り
が
雪
、
ヨ
刊
。
玄
貢
の
み
き
ん
に
お
ね
が
い

一
日
本
化
灘
道
主
子
童
文
部
、
全
舎
支
部
、
日
本
国
際
教
育
塁
労
働
支
部
、
福
山
証
券
労
組
、
徳
島
章

一

で

、
手
作
り
の
製
品
が
今
後
入
手
因

の
運
動
に
首
を
つ
つ
乙
む
の
を
間

一
ま
し
た
・
幹
事
の
み
な
さ
ん
頑
張

k
y

e

住
所
要
望
な
っ
た
人
は
喜

一
殖
産
住
宅
労
組
重
支
部
、
全
農
林
署
、
喜
重
量
要
部
飯
田
労
組
、
国
鉄
労
働
組
合
徳
島
幸
、
一

ポ

嫌
に
な
り
そ
是
の
で
費
し
て
ら
わ
れ
ま
し
て
、
ラ
ン
ド
セ
ル
の
取
り
一
星
し
よ
う
・

…

局
に
語

芳

一
東
京
都
本
童
話
分
会
、
票
交
橋
分
会
川
崎
医
療
生
協
労
働
組
合
、
金
属
労
徳
島
分
会
、
全
日
通
労
組

-
2
:

、
た
め
に
解
雇
撤
回
の
闘
、
に
章

、
こ
晶
で
す
が
、
改
に
立
ち
そ
主
も
つ
縁
で
の
、
言
つ
を
で
き
一
吉
本
機
関
紙
印
刷
労
組
で
川
余

毒

薬

納

の

人

は

童

を

納

め

一
通
労
働
組
合
自
動
車
部
滝
野
川
支
東
自
教
労
組
東
勉
自
動
車
学
校
支
徳
島
会
耳
、
新
聞
労
連
4

議
島
新
岡
山

一

お

か

あ

さ

ん

の

し

し

し

7

1

し

一

一

一

し
て
い
告
た
い
と
の
ζ
と
で
し
た
・
の
で
、
、
ラ
ン
ト
セ
ル
を
抱
宅
赤
た
・
小
さ
な
伸
聞
を
ふ
く
め
て
皆
版
一
名
・
自
社
労
六
菌
分
会
で
お
名
た
ら
、
ハ
ガ
キ
で
激
励
が
届
き
ま
て
引
続
き
と
支
警
ょ
う
U
く・

即

一

i
l
l
l
o
l
l
i
-
-
1
0
1
1
1
0

一

よ

う

に

「会
」
量
務
所
員
長
る
た
旗
の
編
集
部
へ
京
芸
し
た
・
の
健
康
幸
っ
て
き
お
き
ま
す
・

一

と
9
月

度

喜

一

言

語

足

し

た

・

Z
2宣
伝
は
重
だ
と

υ一
支

援

決

議

あ

り

が

と

う

(
第

7
次
集
約
分
)

一
沖
電
気
の
不
当
解
胞
の
闘
い
の
行
び
に
、
重
や
警
東
の
警
告
、
記
者
の
方
に
届
け
て
下
さ
る
壁

一
し
ま
し
た
・
た
の
も
し
い
で
す
ね
・
つ
く
づ
く

l
・

EL
-
-
4
0
0
0
4
0
0
t
o
t
t
o
O
4
0
0
00000ottoooo

一
く
と
こ
ろ
ど
乙
に
で
も
そ
の
小
柄
な

昼
食
を
つ
ど
る

に

は

、

会

の

ナ

ベ

マ

頼

し

ま

し

た

謡

蓄

が

同

行

し

ま

す

肯

臼

住

労

(
日
本
住
宅
公
団
労
組
H

古
郵
便
料
金
の
値
上
げ
広
反
対

nu
-

-

初

一

|

決

議

団

体

名

1

一身
体
質
主
ま
す
・

は

、

小

さ

い

と

聞

く

と

大

き

な

ナ

ベ

か

長

女

の

手

か

ら

空

て

ほ

し

い

組

合

員

約

5
丈
)
で
は
中
章

一意

で

は

貫

ω万
を
こ
-
一
季

口

一

一

佐

藤

苧

ん

が

初

め

て

「

会

」

の

事

を

持

っ

て

き

て

い

た

だ

く

と

い

っ

た

U
U

一
部
、
棄
サ
ン
ダ
ル
韓

一
般
労
組
、
部
、
無
差
ポ
-
丁
労
働
組
合
、
道
、
金
目
白
労
徳
島
県
支
部

一
務
所
亭
訪
ね
て
乙
ら
れ
た
の
は
、
私
よ
色
、
陰
に
な
白
巨
な
っ
て
、

靖
一
都
教
組
車
支
部
、
紙
パ
王
手
離
繍
浜
市
従
労
組
旭
支
部
、
全
国
金
属
四
国
ガ
ス
労
働
組
合
徳
島
支
部
、
四
一
達
弘
震
の
資
本
か
ら
、
た
っ
た
闘
い
を
支
-
そ
い
た
だ
霊
し
た
・

竺

内

大

坪

・
問
主
守
愛
昔
、
全
面
労
働
組
合
露
製
作
所
支
部
、
日
本
国
放
送
労
組
、
自
社
労
組
徳
島
支
部
二
枚
の
紙
切
れ
で
首
を
切
ら
れ
て
す
わ
が
ま
ま
な
子
供
の
さ
つ
な
私
逮

う

一
一
般
中
部
地
盤
轟
オ
1
ト
ス
ラ
イ
焚
過
労
働
短
回
す
ぎ
の
チ
分
会
、
保
具
合
“
事
労
組
、

一ぐ

の

こ

と

で

し

た

・

で

す

が

、

乙

れ

か

Z
よ
ろ
し
く
お

よ
一

ド
分
会
、
同
文
律
蛍
努
一
組
総
評
全
国
金
鴎
埼
玉
地
方
本
部
日
本
中
央
研
究
所
支
部
、
日
本
住
宅
八
白
一
新
聞
の
配
取
を
読
ま
れ
、
来
年
入
願
い
し
主
9
・

し

一
向
中
草
壁
郡
東
陽
社
分
会
、
紙
霊
支
部
、
国
鉄
労
働
組
合
横
浜
支
労
働
組
五
回
、
同
名
古
妻
都
、
同
福

一学
す
る
子
供
が
い
る

E毒
り
ぜ

治

一

駐

日

野

崎

諸

制

炉

問

時

一

一

即

時

錯

綜

塑

J
A
1日
mp支笥
誇
一
ひ
使
っ
て
ほ
レ
い
と
織
の
手
造
り

P
FF
Mか
ら

一

一の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
持
っ
て
き
て
い
=

主

教
組
、
運
輸

一般
事
中
重
要
総
評
全
日
本
運
輸

一
般
労
働
組
事
タ
チ
電
気
芸
、
豊
中
央
市
民
生

一

T

の

た

よ

り

会

一
重
器
芸
、
昭
富
用
金
庫
労
奈
川
地
方
本
部
、
全
日
本
語
函
協
労
働
組
合
、
全
労
働
省
労
組
神
奈

E
S
E
-巨
大
な
沖
襲
撃

る

一
働
組
合
、
全
法
務
労
組
横
浜
支
部
、
議
組
合
演
塁
間
支
部
、
全
日
本

川
支
部
一
と
と
「
る
っ
て
闘
っ
て
い
く
か
、
首
昨
年
師
走
の
カ
ラ
ッ
風
が
吹
く
街

す
一

東
京
露
出
版
労
働
組
合
、
網
浜
市
自
由
労
働
組
事
奈
川
喜
鶴
見
分
日
本
検
数
労
組
横
浜
支
部
、
産
林
一
を
切
ら
れ
て
こ
の
完
ζ
己
ょ
う
か
角
の
共
産
党
の
察
官
、
沖
電
気

媛

一
従
大
学
支
部
、
国
労
横
浜
支
部
川
崎
会
、
横
浜
市
従
童
労
働
組
合
、
都
関
東
地
帯
需
品
雲
、
日
本
一
で
一
闘
が
い
っ
ぱ
い
の
私
達
に
と
っ
が
指
名
解
雇
と
い
柔
皇
自
切
り

支
一

駅
基
、
明
治
撃
力
働
一
窪
田
、
全
職
労
黒
海
事
(
検
定
墜
さ
横
浜
支
部
、
全
一
て
、
と
の
ラ
ン
ド
セ
ル
の
プ
レ
ゼ
ン
を
し
た
ζ
と
に
対
レ
て
の
抗
議
と
、

一
語
労
働
組
京
石
川
富
豪
華
盟
組
合
文
京
支
部
、
都
日
倉
労
韓
奈
川
地
区
窪
田
会
、
全

一ト
草
、
患
い
も
か

1、
心
撃
る
霊
気
の
毒
者
へ
の
支
援
を
呼
び

全
面
税
小
雨
芸
、
自
露
需
要
通
労
働
組
苔
、
全
国
税
労
働
組
重
四
労
働
組
合
小
石
川
芸

、

謹

一

4

6

1

一
奈
川
地
方
自
聖
交
通
労
組
新
興
タ
章
葉
県
支
部
市
川
分
会
、
全
司
法

一
般

関

西

壁

書

草

分
会
、
久

一プ
レ

ゼ

ン

ト

で

し

た

か

け

た

ポ

ス

タ

ー
が
貼
品
さ
れ
て

一
ク
シ
l
支
部
、
全
日
自
説
奈
川
県
神
宮
内
支
部
、
豪
中
央
市
場
労
働
菌
製
話
芸
、
北
二
税
務
支
部
一
語
を
急
が

Z
「会
」
の
二
い
ま
し
た
・

一
支
部
、
同
横
浜
地
震
雲
、
日
新
組
合
、
全
寝
室
京
支
部
池
袋
分
裏
芸
、
富
襲
撃
一部
、
東

一世
の
し
あ
わ
せ
葉
来
を
つ
く
る
た
労
働
者
の
働
く
一極
害
者
、
民

一
議
倉
臨
労
働
組
合
、
き
勇
働
組
会
、
共
産
党
京
都
府
童
会
、
運
輸
京
東
支
部
向
島
分
会
、
全
記
掲
嵩
一
め
に
、
再
び
あ
の
侵
略
戦
争
に
加
担
主
主
義
に
背
を
向
け
た
沖
電
気
の
経

一
合
、
階
迎
海
祭
器
働
組
A
属
議
会
、
一
般
京
都
地
域
支
部
宮
川
運
送
分
労
組
、

一さ
せ
ら
れ
る
よ
う
笹
の
中
に
し
な
営
者
の
行
為
に
、
い
い
よ
易
な
い

亀

¥
1
1
/
 

本
当
に

人

が

支

援

す

る

会
、
会

員
紹

介

@ 

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
支
援
の
姿
が

佐
藤
美
津
子
さん

1 979年 11月 l日

勝義鰐義路

ニ
ュ
ー
ス
:
;
ニ
ュ
ー
ス

・
ニ
ュ
ー
ス
;
:
ニ
ュ
ー
ス

「会」訪問の佐藤さん

明
を
-
つ
け
て
、
た
男
ば
か
り
五
人

|
|
ι
ん
な
感
じ
だ
っ
た
?
と
い
。
い
っ
ぺ
ん
に
二
千
万
円
も
教
目
忍
ιく
れ
る
ん
で
す
ね
」
と
や

三
時
間
も
熱
心
に

の
大
学
生
が
、
雨
あ
が
り
の
道
に
「
明
る
い
で
す
ね
」
「
に
ぎ
や
集
ま
っ
た
ん
だ
っ
て
ね
」
や
興
事
U
た
面
持
ち
で
語
っ
て
く

総
選
準
を
一
週
間
後
に
ひ
か
え
は
じ
り
也
よ

-2Lと
び
だ
し
た
。
か
で
、
わ
き
あ
い
あ
い
で
」
「
子
「
一

番
苦
し
い
時
に
支
え
て
く
れ
た
.

た
夜
の
、
頑
固
さ
せ
る
会
」
事

関
旦
番
「
ハ
ラ
へ
っ
た
あ
」
.
ど
も
が
遊
ん
で
て
、
王
糠
が
ど
う
れ
た
人
た
主
裏
切
れ
な
い
、
も

東
大

で

は
集

会

務
所
a

。
で

か

い

な

予

の
と
か
」
「
句
、
お
前
、
話
に

-2あ
と
に
は
引
り
な
い
で
官
っ
て

「王
町
田
ど
う
か
お
許
レ
を
」「
y
」

集
中
し
て
な
由
っ
た
な
」
「
ハ
ハ
た
。
な
る
ほ
ど
一
と
思
っ
た
」

神
町
気
に
は
、
東
大
、
法
政
、

の
憶
病
者
め
よ
琵
回
を
積
み
明
治
大
学
=
一人
、
早
稲
田
大
学
ハ
」

「弁
護
士
一
変
霊
に
言
っ
て
や
中
央
、
日
大
な
ど
か
ら
忌
韮
が

あ
げ
た
隅
っ
ζ
で
は
、
子
ど
も
が
二
人
。
。
世
の
中
で
一
話
組
に
な
っ

|

1
詣
の
中
で
印
象
的
だ
っ
た

っ
た
っ
て
語
、
感
動
し
た
。
」
ハ
た
ず
ね
て
き
で
い
る
。

二
人
、
腹
ば
い
に
な
っ
て
、
絵
本
て
い
る
問
題
を
実
際
に
見
て
み
よ

ζ
と

は

?

十

何

人

ぽ

っ

ち

、

食

わ

せ

て

い

け

と

く

に

東

大

は

六

1七
回
来
て

を
読
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
.

ぅ
u
と
い
高
極
精
神
で
、
長
「
首
切
り
れ
て
、
も
-
品
も
一
乙
な
い
く
ら
い
日
本
の
，
H
働
者
は
世
号
、
駒
場
の
教
養
学
部
で
は
、

ま

ん

中

で

は

、

テ

ー

ブ

ル

を

ま

沖

電

気

の

若

い

仲

間

五

人

を

平

~

完
で
、
ビ
ラ
づ
く
り
の
相
談
汁

机

の

上

で

は

わ

か

ら

な

い

こ

と

を

口

夫

で
七
丈
も
の
察
官を
開
い
た
。

1

0
 

ひ

っ

き

り

な

し

の

霊

に

、

し

ば

:

一望

号

差

た

注

目

を

郷

か

せ

、

一種

U
V中
断
さ
せ
完
る
の
で
大
変

教

え

て

も

ら

い

ま

し

た

一郎一

市

持

駒

田

尚

一

内

輪
転
勝
で
仕
切
り
れ
た
、
も
う

1
学

生

の

中

に
広
が
る
支
援

l
E
…
松

ぅ
.

一

方

の

隅

で

は

、

今

崎

墜

己

さ

ん

。

:

沖

電

気

の

た

た

か

い

は

、

学

生

選
く
出
版
す
る
沖
電
気
ル
ポ
の
だ
ち
の
友
だ
ち
u

が
揖
ま
っ
た
グ
わ
い
も
の
が
な
く
な
っ
た
が
ロ
か

く
な
い
ぞ
H

っ
て

」

た

巨

も

H

新
U
い
風
与
選
つ

た
め
に
、
取
材
の
ま
っ
さ
い
中
.

ル

1
プ
.
ほ
と
ん
ど
が
一
年
生
。
な
あ
。
正
し
い
と
思
っ
た
乙
と
を

「愚
後
に
笑
い
な
が
ら
だ
っ
た

て
い
る
の
だ
.
支
持
す
る
者
が
支

カ
ー
テ
ン
の
向
う
で
、
ガ
タ
ガ
神
電
気
に
来
た
の
は
、
な
ん
と
な
正
し
い
と
-一言
い
つ
づ
り
ら
れ
る
つ
け
ど
、
H

や
っ
ぱ
り
苦
し
い
で
す
綾
さ
れ
る
.
そ
し
て
、
人
を
傷
つ

タ
と
椅
子
か
ら
立
ち
よ
る
菅
が
し
く
労
働
組
合
っ
て
何
だ
ろ
う
H

て

、

す

ご

い

」

よ

H

て
言
っ
て
た
.
た
い
へ
ん
な
り
る
者
は
、

9
Pの
磁
堀
内
禾
を

た
.

と

話
し
あ
っ
て
た
り
、
必
眠
気

「そ
乏
確
信
も
っ
て
る
ね
.
ん
だ
ろ
う
な
」

生
み
だ
す
。

「
お
じ
や
ま
し
ま
し
た
.
今
度
に
行
っ
て
み
よ
う
u

と
な
っ
た
か
生
き
が
い
、
も
っ
て
る
み
た
い
」
親
必
議
窪
田
に
入
っ
て
い
る
さ
っ
き
、
今
崎
さ
ん
が
「
何
年

の
公
判
に
は
、
ぜ
ひ
行
き
た
い
と
円
だ
と
い
う
。

「沖
電
気
が
自
本
の
労
働
と
資
か
と
-
〔
が
も
知
p

門
戸
な
い
し
、
親
か
か
た
っ
て
、
沖
電
気
も
パ
カ
な
こ

思
い
ま
す
」
「
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
国
電

-
回
毎
近
壬
の
中
華
料
本
全
体
の
対
決
点
の
一
つ
に
な
っ
ゑ
珂
働
組
合
の
ロ
の
宰
も
聞
い
た
と
を
し
た
な
っ
て
著
ん
じ
ゃ
な

す
.
事
務
所
に
を
a
た
来
て
下
さ
理
屈
に
入
る
.
て
る
っ
て
一
冨
っ
て
た
.
視
点
が
で
と
と
が
な
い
と
い
う
、
と
の
学
生
い
か
な
」
喜
一言
っ
て
い
た
ζ
と
を

い
」

「

は

い

」

ラ

ー
メ
ン
ラ
イ
ス
が

一人
.
あ
か
い
な
あ
っ
て
思
っ
た
」

た

ち

は

「

組

合

て

の
は、

机
の
上
私
は
、
思
い
だ
し
て
い
る
.

五
時
か
ら
三
時
間
も
然
心
に
鋭
と
は
五
百
円
の
定
食
。

「

全

国

か

を

き

て
る
支
鐙
も
す
の
学
閉
じ
や
わ
か
ら
な
い
ζζ
を

16 
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1
 
{
 

-

|
寸
日

・引

集

会
し
に

向

け

て
|

七
ヶ
月
ぶ
り
に

「撤
回
さ
せ
る
会
」
の
事
務
所

を
訪
ね
た
.
あ
の
と
#
あ
懐
し
い
顔
ぶ
れ
が
留
元

気
で
い
た
.

若
い
居
住
刊
さ
ん
に
「
ど
ζ

へ
行
っ
て
い
た
ん
で

す
か
.
ど
-Pレ
て
た
ん
で
す
か

」
と
逆
に
聞

か
れ
て
、
少
々
ど
さ
ま
ぎ
.

郁
務
所
の
中
は
、
オ
ル
グ
回
出
発
間
際
の
、
打

合
せ
と
準
備
で
、
と
っ
た
が
え
し
て
い
た
.

机
を
か
と
ん
だ
人
の
輸
が
四
つ
五
つ
で
き
て
い

る
.
四
、
五
人
が
顔
を
よ
せ
合
っ
て
、
訪
問
先
を

地
図
に
笹
き
ζ
ん
で
い
る
.
一
人
が
名
簿
か
ら
拾

っ
て
、
地
名
を
掃
す
.一

人
が
そ
乙
に
赤
ペ
ン
で

斜
線
の
し
る
し
を
つ
け
る
.
名
揮
と
、
地
図
に
置

か
れ
た
指
先
と
の
聞
を
、
ど
の
回
も
、
キ
ピ
キ
ピ

と
往
復
す
る
.

人
の
輸
の
ま
わ
り
を
副
の
人
が
絶
丞
。
動
委
草

わ
る
.部
屋
の
真
ん
中
に
立
ち
っ
ぱ
な
し
の
私
は
、

「ち
ょ
っ
と
ゴ
メ
ン
」
の
声
で
絶
-ゑ
9
右
に
左
に

動
か
さ
れ
る

.E
P」
が
ぶ
つ
か
る
.
や
む
を

--504、
部
屋
の
隅
に
寄
る
と
、
乙
ん
ど
は
女
性
の

手
が
、
ぬ
っ
と
私
の
膝
を
か
す
め
て
、
突
告
亙
る
.

「
ち
ょ
っ
と
、
す
い
ま
せ
ん
」
と
い
っ
て
下
の
ダ

ン
ボ
ー
ル
の
箱
の
中
に
手
が
突
っ
こ
ま
れ
、
資
紛

が
持
也
記
さ
れ
る
.

電
話
は
、
ど
の
受
話
慰
も
フ
ル
回
転
.
雌
か
れ

た
と
思
-
っ
と
、
す
ぐ
ダ
イ
ヤ
ル
が
回
り
だ
す
.

部
屋
の
中
の
、
ざ
わ
め
き
が
次
第
に
た
か
ま
る
.

外
界
と
縁
を
断
っ
た
、
乙
の
狭
い
部
屋
の
中
で
、

闘
う
人
々
の
す
べ
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
一
つ
の

方
向
噌
」
む
か
つ
て
、
静
か
に
、
静
か
に
ほ
と
ば
し

り
で
て
い
る
の
だ
.

E
SS
E2SS49446sdSJ6ssaassdgd

川

一
周
年
集
会
大
成
功

|
怒
り
の
こ
ぶ
し
芙

0
0

な

員

金

達

ケ

易

自

国

襲

撃

l
中

儀

会

募

の

川

央
雲
で
震
活
動

礎
固
く
飛
躍
の
2年
目

に

/

余

の

末

円

Y
Z日
沖

電

言

語

一

/

を

国

年

万

川

一
暴
露
・
本
社
前
抗
霊

副

島

路

線

の

磁

た

お

あ

完

れ

で

雪

員

で

力

強

く

轄

し

沖

電

気

解

屈

を

活

全

る

∞

川

会

三
塁

費

喜

一}

あ
り
階
級
的
立
壁
書
し
て
い
る
書
さ
ん
(
前
出
)
の
音
頭
で
菌
闘
争
2
置
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

E
a
L

生

。

え

党

川

部
弁
盟
国
交
流
会

ぷ

私
た
ち
の
道
理
室
闘
お
広
が
り

「団
結
が
ん
ば
ろ
う
」
を
患
者
全
し
ぺ

援

の

す

支

出

川

刊
月

百

草

ZE幹事

、

は
、
労
働
組
吾
の
右
翼
的
再
編
を
ね

・
口
月
5
日

束
事
4
回
公
判
凶

炉

、

リ

ま

を

し

川

会

，
以持
U
語れれ七

会
員
七
千
人
突
破

立
持
続
日

11m

航
同
工
町
叩

…
封
印
万
刊
誌
官

d

持
河
内
世
話
料
町

早
期
-
二
万
人
を
ノ
・

時
間
日
付
γ
射

・

政

肘

飢

ん

切

…
u
u
u
h
交的おじ時

四
と
家
族
が
演
言
語
い
し
代
表
叩

I
p
l

八
王
子
支
部

・

財

者

奮

さ

と

川

叩

月

初

日

本

震

4
回
裁
判

M

人
が
決
重
明
し
ま
し
た
・
な
か
で
け
月
度
も
全
国
で
新
し
い
支
部
が
ぬ

ヵ

所

以

・
2
月
げ
白

書

第

5
思

想

雇

れ

な

ひ

川

叩
月

日

日

韓

労
衛
生
局
支

問

主

回

撃

さ

ん

が

=

一

人

自

の

赤

ち

上

誕

生

し

、

全

体

で

二

百

を

超

え

ま

し

た

。
五

時

、

草

地

毅

解

さ

み

/

川

部
大
会
あ
い
さ
つ
・
全
日
自
労

霞

ゃ

ん

を

抱

い

て

「

乙

の

子

の

蓄

と

み

な

さ

ん

、

さ

そ

い

あ

っ

て

傍

く

の

を

川

重
県
支
部
学
習
会
に
葺

山
森
夫
さ
未
来
を
切
開
く
た
め
に
全
力
を
尽
援
す
る
会
」
の
会
員
数
も
七
千
人
を
突
破
し
ま
聴
に
い
喜
し
よ
う

1

川

口
月
2
日

東

洋

霊

童

図

闘
争
一
塁
血
吾
首
集
会
実
行
ん
は

「沖
電
気
の
指
名
解
寝
室
す
」
の
訴
在
会
場
の
あ
き
ち
で
し
た
。
さ
ら
に
広
く
深
い
支
援
の
輸
を

c

F459〆〆
Z
5
465SE
at
s442
2
3
2
3544

川

の
早
朝
宣
言
に
歩
加
・
東
大
生

青
会
、
沖
電
気
争
普
の
共
催
で

川主主苧・

5
・3・5'き・
?
5
3
2
2
2
5
2量平・
3
3
;
2
2
4
3
S
2
5
3
2
'
;
-
tゥ
523Aネ
ネ

4
5
3
3宅
e

辛
・3
3
3
3
5
3
3
V
5
7
1
5
5
3
5
3
2
2
5
5
3
3

川

器
密
題
学
習
会
に
章
、

け
月
引
目
、
日
本
教
育
会
館
(東
京
)

「
沖
電
気
の
争
議
団
は
、
乙
の

一
年
の
闘
い
で
、
若
い
、

二
十
六
才
コ
ン
ビ
が
、
東
京
の
下
町
、
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
l
の
n
実
演
M

を
し
て
み
せ
る
・

く

れ
よ
な
あ
」
と、

二
回
恥
緩
励
さ
れ
た
・
い
い

川

高
崎
地
区

・
解
雇

一周
年
音
楽

で
闘
か
れ
ま
し
ぺ

ζ

の

集

会

長

室

の

n
や
り
口
M

を
パ
ク
ロ
し
、

w
指
名
解
雇
M

荒
川
の
商
事
の
路
地
を
ス
夕
、
ス
夕
、
ス
夕
、

「ほ
ら
、
こ
の
通
義
と
膏
が
ピ
カ
ピ
カ
つ
霊
気
分
だ
-

一

と
警
の
タ
ベ
開
催
(
群
馬
)

支

学

芸

員

表

幹

事

の

燥

の
裏
を
広
は
ん
詰
屈
に
知
ら
せ
る
ζ
と
に
一

ス
タ

と

そ

語

、

お

く
れ
ま
い
と
追
い
か
げ
す
」

夕
陽
電
る
と
ろ
、
迷
っ
た
あ
げ
く
に
、
霊

山

会

皇

居

事

韓

議

印

川
俊
雄
さ
ん

(慶
応
大
学
教
侵
)
増

応

の

成

功

を

お

さ

め

た

・
今

や

闘

い

は

塑

あ

る

・
影
山
さ
ん
の
ジ
ー
パ
ン
の
尻
の
二
つ
の
ポ
ケ
迂
る
ほ
ど

」・

一
人
の
役
H
H
が
他
の
役
通
明
穆
ナ
住
支
部
に
辿
り
つ
い
た
・
今
日
の
オ
ル

川

式
に
移
加
・
沖
電
支
援
す
る
会

田
孝
雄
さ
ん

a教
組
霊
長
〉
事

山

場

に

さ

か

か

っ

た

・
つ
ま
り
、

『ぜ
て
押

ッ
ト
室
長
票
、
右
に
地
図
が
入
っ
て
い
る
・

員
に
、
言
語
は
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
お
け
ば
グ
の
塁
色
め
く
く
り
だ
・
二
階
の
奥
ま
っ
た

川

什・

2
大

蓄

高

空

主

務
局
長
の
小
島
宏
さ
ん

〈都

労

連

執

し

て

』
い
く
時
期
だ
・
ζ
の
第
二
の
山
崩
の
、
い
ど
ち
ら
も
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
半
分
顔
を
出
し
て
い
絶
対
か
び
な
い
か
ら
、
大
丈
夫

」
と
、
乙
ち
立
派
な
事
務
所
・レ
か
し
田
島
第
芸
員
の
括
は
、

川

部
が
嘗
加
)

行

委

員

)

を

は

じ

め

多

数

が

参

加

・

わ

ば

総

集

約

点
が
け
・
引
沖
電
気
闘
争
一
周
年
集
る
・
そ
れ
が
歩
く
た
び
に
、
右
に
左
に
、
せ
わ
し
ら
に
代
っ
て
説
明
し
て
く
れ
る
・
乙
ζ
で
の
オ
ル

思
っ
た
よ
り
厳
レ
い
も
の
だ
っ
た
・

川

竹
月
7
日

裏
表
略
行
動
L
B

会
場

は

、

千

六

百

人

で

あ

ふ

れ

、

会

だ

と

思

う

τ

」
、
今
朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

く
腐
れ
る
・

グ
は
、
す
べ
て
が
、
す
ん
な
り
・
退
出
す
る
と
き

「社
会
党
か
ら
く
れ
ば
よ
お
、
一
発
な
ん
だ
よ

川

加
・

「『

一
人
の
指
名
豊
富
さ
な
い
』

の
中
屋
事
務
局
長
の
警
が
脳
裏
を
か
す
め
る
・

乾
物
屋
の
居
先
ま
で
く
る
と
二
人
は
足
を
止
め
入
口
わ
き
の
掲
示
複
を
み
た
ら
、
そ
の
真
ん
中
に

な

・
行
商
の
カ
タ
ロ
グ
章
一
組
あ
れ
ば
い

川

け
月
8
自

一一一
多
塁
打
動
に

の

声

を

全

面

津

々

浦

々

に

広

げ

る

た

一

年

間

の

闘

い

の

重

み

が

、

Z
E
E
-Z
た
・
室
長
べ
ら
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
入
り
の
「
刊
の
」
の
ポ
ス
タ
ー
が
主
主
っ
て
あ
っ

い

よ

・
回
ら
ん
は
無
し
だ
か
ら
・
票
板
に
貼
つ

土

問

め

、

す

べ

て

の

き

伸

問

、

労

働

組

こ

れ

か

皇

内

に

散

ら

ば

る

Z
し
て
い
る
オ
手
し
し
い
た
け
u

の
品
定
め
だ
a

品
物
を
掌

で

た

・
そ
れ
で
な
の
か
、
な
る
ほ
ど
、
患
っ
た
。
と
く
か
ら
さ

」
と
い
-
毛
の
・

川

け
月
9
日

港
区
労
協
定
期
大

合

に

闘

争

勝

利

へ

の

毒

事

え

ル

グ

号

、
単
な
る
尉
政
の
た
め
の
行
事
隊
で
上
下
さ
せ、

5
っ
く
量
し
て
は
、
二
人
で
ヒ

ζ

の

あ

と

統

一
戦
線
へ
の
泊
の
厳
し
主
改
め
て
思
い
知

川

会

(東
京
)
で
宣
伝
高

る
」
と

い

量

冨

決

議

と

会

社

に

た

は

な

か

っ

た

・
「

n
h」
を
成
功
さ
せ
る
た
め

ソ
、
ヒ
ソ
.
「
オ
レ
た
ち
の
よ
語

い

な

で

「足
立
学
園
教
職
員
窪
田
」
「
会

葉

足

立

分

き

れ

る

・
「
い
ろ
い
き
、
雲
ん
だ
な
あ

川

刊
月
刊
日

港
湾
労
協
(
東
京
)

い
す
る
抗
警
を
採
択
υ
、

新

た

な

会

」
「
全
図
書

・
国
鉄
工
所
支
部
」

「都

交

」

、

=
天
で
一相
舗
を
う
つ
・

川

定
実
会
で
あ
い
さ
つ
・
国
民

附

巡

を

め

ざ

す

こ

と

を

醤

い

あ

い

ま

通

千

住

支

部

」
の
順
に
ま
わ
る
・

川

救
後
会
都
本
部
大
会
で
支
鐙
決

し
た
・

影
山
完
と
蔵
原
さ
ん
が
、
一
窪
田
毎
に
交
代

・

ー

夕
暮
れ
の
街
を
!

川

蛾
う
り
る
・

裏
付

妥

に

は

全

日

自

労

、

嘉

一

で

訴

一
三

・
「
刊
・
引
」申書
芸
員
会
車
問
世
間

一
自
の
ス
ケ
ジ
「
ル
は
す
べ
て
終
っ
た
・
膏

川

刊
月

日

八
王
子
お
5
回
裁

般

、

民

放

労

連

覇

室

、

全

港

と

カ

ン
パ
の

E・
争
犠
団
結
成
の
い
き
つ
・

闘
の
す
え
、
拓
也
た
に
貧
富
体
が
二
つ
地
え
た
・

川

判
・

湾

な

ど

全

国

単

産

や

部

職

労

、

都

教

争

犠

団

ピ

ラ

の

配

布

依

頼

・
そ
れ
と
、
行
商
品
の
道
路
に
出
る
と
、
前
昏
の
千
住
の
衝
に
、
ネ
オ

川

刊
月
日
白

金
遍
船
、
細
川
活

組

、

国

労

需

支

部

な

ど

都

内

の

大

注

文

の
ζ

と
・

ン
霊
た
た
き
始
め
て
い
た
・

川

版
所
、
沖
電
気
交
流
血
玄
冒
開
催

手
労
組
を
合
む
七

O
O以
上

の

労

二

人

の

し

ゃ

べ

り

方

は

、

少

く

と

も

H

立
板
に
私
は
丞
い
足
を
引
事
っ
て
歩
く
・
二
人
の
背

川

H
月
同
日

全
益
支
援
す
る

組

が

名

重

宝

し

た

集

会

は

民

水

M

で
は
な
か
っ
た
a

し
か
し
前
々
と
し
た
票
、

主
見
つ
め
な
官
、

三
十
蓄
の
と
と
を
思
つ

川

会
毎
日
新
聞
支
部
結
成
総
会

族

歌

稗

団

わ

豆

ぴ

座

の

よ

せ

太

鼓

で

か

え

っ

て

、

じ

っ

く

り

と

相

手

に

話

を

聞

か

せ

る

・

弓

私

に

も

、

体

を

選

っ

た

青

春

時

代

が

あ

っ

た

・

川

H
月
日
回

全
右
舎
(
沖
眠
闘

始
ま
り
、
重
清
次
郎
要
望
争

一人
が
も
た
つ
く
と
、
一
人
が
す
ぐ
補
足
す
る
・

「

神
電
」
の
若
者
高
じ
よ
足
、
苦
し
く
、
辛

川

ま

き

神

聖

堂

前

雲

銭

面

共

闘

会

議

議

長

の

あ

い

さ

つ

に

朝

の

ミ
T
テ
ィ
ン
グ
で
の
工
作
ポ
イ
ン
ト
は
、
き
い
青
春
だ
っ
た
・

川

に
容
加
・

つ
づ
い
て
石
井
辰
=
一全
国

一
般

票

完

と

話

し

切

る

・

立

派

だ

・
み
ち
み
議
事
「
ど
主
、
君
た
ち
こ
へ
ど
ん
な

E
Z
一

日

日

白

書
喫
茶
「
明
日

地
本
曾
記
長
、
附
井
幸
雄
マ
ス
コ
ミ

ん
に
聞
い
た
と
ζ
ろ
で
は

「経
験
不
足
な
た
め
に
つ
で
も
頑
張
的
乏
お
レ
て
欲
し
い
・
労
働
者
階
級

山

を
つ
く
る
仲
間
違
」
港
区
サ
l

共

闘

会

警

務

局

長

、

留

重

目

ア

ッ
ピ
ー
ル
の
仕
方
が
む
づ
か
し
い
・
こ
と
が
一
と
国
民
は
、
必
争
勝
利
す
る
の
だ
か
ら
」

川

ク

ル

岩

壁

詰

(霊

)

本

造

船

俄

械

労

組

委

民

長

、

向

谷

正

番

困

難

に

思

-2
時
腕
め
さ
「
が
と
思
っ
て
い
た
こ
の
一
年
間
の
一闘
い
の
申
で
、
一
段
と
過
し
く

川
け
月

m日
高
崎
第
4
闘
裁
判

毒

職

労

委

員

長

が

激

聖

書

の

窪

田

で

、

費

量

く
い
島
合
も
雲
・
そ
ん
成
長
し
た
、
二
人
の
若
者
の
望
、
じ
っ
と
見
な

…

HZ
E
n
h解
雇
一
周

あ
い
さ
つ
を
お
こ
な
い
ま
し
た
・
ま

な

時

が

一

番

去

し

い

」

と

い

う

・

昔
、
そ
-
量
っ
た
・

川

年
集
会
開
催
〔
五

8
団
体
、

た

指

名

解

胆

や

不

当

解

庖

に

反

お

し

金

金

、

前

田

鉄

工

労

組

で

は

、

カ

ン

パ

三

千

円

夏
思
の
夕
暮
れ
の
下
町
を
、
私
は
、
一
天
の
育

川

一六
O
O人
以
上
が
診
加
)

て

い

る

争

議

団

も

連

帯

の

あ

い

さ

を

貢

い

、

石

川
委
員
長
に
「
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
年
の
後
に
つ
い
て
、
一
生
懸
命
歩
い
た
・

裁判 日程

あ
の
日
の
若
者
達
が
い
ま

〈
行
商
オ
ル
グ
同
行
記
〉
現
代
ル
ポ
研
橋
本
茎
呑

の
行
動
隊
な
の
だ
っ
た
.
十
一
月
七
日
現
在
、
す

で
に
全
国
で
六
五
O
の
組
合
、
団
体
に
オ
ル
グ
回

が
派
遣
さ
れ
て
い
た
.
そ
の

2
D
「什

-
引
」
の

た
め
の
実
行
委
員
団
体
が
一
円

6
、
賛
同
団
体
が

一
=
二
も
組
織
さ
れ
た
.

今
日
の
行
商
オ
ル
グ
隊
の
任
務
は
[
刊

・
引
」

に
向
り
て
、
組
織
を
さ
ら
に
伸
ば
し
、
同
時
に
行

商
に
よ
っ
て
財
政
の
確
立
を
恥
首
指
す
も
の
だ
っ

た-

ー

東

部

地

帯

を

行

く

|

私
は
、
第
五
涯
の
影
山
政
行
さ
ん
と
藤
原
産
和

さ
ん
の
組
に
同
行
し
た
.
荒
川
区
と
足
立
区
の
労

組
ま
わ
り
た
.

を
聞
は
悪
く
な
い
な

」
、
次
の
乾
物
屋
で
も

同
じ
ζ

と
を
繰
包
唱
す
.
二
人
に
は
も
う
、
行
商

極
性
が
探
く
浸
透
し
て
い
る
か
に
見
え
る
・

都
職
労
の
北
二
税
支
部
荒
川
分
会
に
着
く
.
荒

川
都
税
事
務
所
の
二
階
だ
・
小
さ
な
衝
立
て
で
仕

切
っ
た
だ
り
の
狭
い
窪
田
事
務
所
・
我
々
が
来
た

の
を
見
て
、
時
世
間
の
人
が
、
ニ
人
、
=
一人
と
集
っ

て
き
て
く
れ
る
.
紫
の
風
百
敷
包
を
ほ
ど
い
て
、

行
商
品
の
サ
ン
プ
ル
を
取
り
出
し
て
見
せ
る
.

「干
し
し
い
た
り
」
「
卓
よ
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ

ー
」
「
鰹
生
節
」

「ブ
ラ
ン
デ
ー
」

一
つ
一
つ
順
番
に
位
取
と
、
ぷ
い
品
物
H

で

争
也
乙
と
を
説
明
す
る
.
影
山
さ
ん
が
「
電
気
の

ソ
ケ
ッ
ト
は
ど
乙
で
し
ょ
弓
が
」
と
云
っ
て
、
ク

17 



全
世
界
の
ひ
と
び
と
に

希
望
と
は
げ
ま
し
を
あ
た
え
る
た
た
か
い
だ

ー
外
国
人
か
ら
の
激
励
あ
い
つ
ぐ
1

イ
タ
リ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の

励
ま
し
ゃ
、
先
日
は
来
日
さ
れ
て

い
る

2
フ
ン
ス
人
の
エ
ド
ワ
ー
ド

さ
ん
が
川
崎
駅
頭
で
の
ビ
ラ
を
見

て
便
り
を
く
だ
さ
一
を
草
し
た
の
で

紹
介
レ
ま
す
.

ま
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ス

テ
ィ
ー
ブ
ン
さ
ん
も
事
懇
附
を
訪

問
し
て
「
す
ば
ら
レ
い
争
犠
聞
で

す
.
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
も
新

聞
に
載
り
ま
レ
た
・
労
働
者
は
た

た
か
い
に
よ
っ
て
成
長
す
る
ん
で

す
ね
.
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
.

「人があまっているJ と言って 新卒採用

社外工と人鎮めに必死になっている。

押電気資本は「実質赤字J 倒産の危繍J と

言って 一転、史上飯高の剰益 <54年72億
円}と言われる。沖電気資本に対する皆さん

の闘いは非常に、国内的にも国際的にも意味

深いと思います I r物 菖えぬ職場」をつくっ

てしまったら。日本もいつの間にか東南アジ

アの多くの国々と同僚に独鋭的な非人間的な

固になってしまいます。

でも皆さんの闘いは開国やフィリピンや南

米の国々の労働者にすばらしい希望とはげま

しをもたらせると思います。 r1人の人聞は
全世界の財産よりも価値がある」 ということ

を闘いによって見せてくれるものです。

ともに勝利まで、がんばりましょう /

Edward BRZOSTOWSKI 

支
援
決
議
あ
り
が
と
う
(
第
7
次
集
約
分
)

I 979年 I2月 1日

沖
電
気
の
品
川
工
場
の
す
ぐ
そ
ば

に
ソ
ニ
l
の
芝
浦
工
場
が
あ
り
連
日

の
駅
頭
の
宣
蔭
で
、
状
況
は
良
三
知

れ
る
状
態
に
あ
り
ま
す
.
官
話
題
の
カ
ラ
出
援
事
件
で
支
鐙
す
広
島
東
洋
工
業
な
ど
で
新
レ
く
支
官
会
員
の
み
さ
宇
ん
に
お
ね
が
い

支
援
組
織
を
つ
く
ろ
-
?
と
い
量
る
会
会
員
の
小
笠
原
貞
子
容
量
部
が
発
足
・
支
援
の
輸
さ
ら
に
大
神
電
の
伸
聞
に
慰
亡
の
年
賀
状

初
の
動
圭
ほ
、
新
聞
報
道
で
妊
娠
中
員
が
一
活
圏
・
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
・

き

く

レ

ょ

う

を

出

そ

-

っ

、

の
婦
人
の
解
雇
、
夫
婦
二
人
共
の
解

古
石
油
製
品
今
年
6
度
目
の
値
上
げ
古
争
議
と
言
え
ば
|
生
活
が
大
変
解
住
所
が
変
更
に
な
っ
た
人
は
事
務

屈
な

ε人
道
的
に
許
せ
な
い
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
深
刻
。
無
策
政
屈
さ
れ
た
沖
の
若
者
は
一
日
一
食
局
に
連
絡
を
f

義
慣
の
中
で
、
同
じ
保
育
哩
L
平
供
府
殿
「
サ
ム
ィ
、
タ
ス
ケ
テ
」
と
い
弓
百
も
あ
る
と
か
・
会
員
の
会
費
の
末
納
の
人
は
納
入
し
て
引

亭
通
園
さ
せ
、
神
電
気
の
解
雇
者
と
古
由
型
車
大
学
、
駒
墨
田
で
「
ゆ
る
す
み
さ

Z
f年
末
カ
ン
パ
に
積
極
続
主
主
撃
を
よ
ろ
レ
ベ

知
的
丘
面
い
と
い
う
人
か
ら
の
働
さ
か
な
沖
電
気
」
の
コ
ー
ナ
ー
設
置
、
的
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。
年
末
、
年
始
の
麦
奪
で
飲
み
す
ぎ

け

で

し

た

・

古

初

年

前

の

抑

電

気

の

大

量

首

切
が

A
H
争
議
団
の
年
末
行
商
で
は
産
直
の
な
い
様
、
と
注
意
を
/

有
志
数
名
で
始
ま
っ
た
支
援
運
動
短
篇
小
説
(
山
本
錠
次
著
)に

レ
い
た
け
が
主
婦
を
中
心
に
「
安

も
今
で
は
二

O
O名
を
超
-忍
也
大
組
闘
い
は
引
継
が
れ
発
展
す
る
。
購
い
」
と
パ
カ
ウ
ケ
.

「カ
ν
テ
チ

織
に
な
り
、
解
雇
者
と
の
交
流
骨
堂
書
入
希
望
は
事
務
局
ま
で
(
側
円
)
ョ
ウ
ダ
イ
」
と
争
議
団
事
業
部
は

亭
藍
ね
る
中
で
、
沖
電
気
の
減
量
経
古
今
月
も
毎
日
新
聞
、
管
森
県
教
組
申
し
て
い
ま
す
.
協
力
を
f

蛍
の
実
態
、
資
本
の
冷
酷
さ
を
知

I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
t
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
11
t
i
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1

り
、
ま
す
ま
す
労
働
者
の
連
帯
の
必
麗
は
許
せ
な
い
f
自
分
遠
の
職
場
か
深
く
結
び
つ
け
、
会
員
露
大
と
支
鍾

要
注
を
再
認
識
し
て
い
ま
す
.
ら
は
解
雇
者
は
出
さ
な
い
」
を
含
冨
運
動
の
質
の
向
上
亭
菌
指
し
て
、
頑

ソ
ニ
l
支
部
は
、
「
沖
電
気
の
解
葉
に
、
臓
揚
の
さ
ま
ざ
ま
な
闘
い
と
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
.

回
、
他
企
業
の
有
価
笹
巻
(
樟
)
保
は
芸

Z
揺
円
。
労
働
者
の
首
は
切

有
な
ど
で
n
ふ
く
み
利
益
u
は
ガ

つ
で
も
自
分
の
腹
は
痛
め
な
い
企
業

シ
ポ
ソ

エ
ゴ
そ
の
も
の
.

五
三
年
度
の
有
価
証
券
保
有
は
二

「
沖
百
年
に
あ
た
る
昭
和
五
六
年

四
二
億
円
で
、
対
前
年
度
比
二
八
蕗
の
会
社
護
は
売
上
高
一

8
0般

の
伸
び
.
倒
産
が
予
想
d
れ
た
会
社
同
以
上
、
税
引
的
利
益
五
部
(
八
五

と
は
思
え
な
い
状
況
.
億
円
)
以
上
を
」
と
す
る
沖
電
気
に

五
、
か
く
し
利
益
H

も
タ
ン
マ
リ

措
調
唱
は
な
い
.

五
二
年
二
三
八
億
円
、
五
三
年
度

ニ

ュ

ー

ス

:

ニ

ュ

ー

ス

・

・

・

ニ

ュ

ー

ス

・

・

ニ

ュ

ー

ス
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支援する会支部紹介⑤

200人を超える大部隊の
SONY支部

fiiiiljj;Hi 
z 主主蟹号室会右両孝号 て :z 
融持全委 12是;
E前言語言 霊首 長む i 
i??増勢Zjy 

i:ji 

解

説

(2) 

「
、
沖
電
気
は
早
晩
倒
産
必
至
の

状
況
」
の
会
社
主
張
を
切
る

1 5 .6~ 15.195 14.6由.哩. ';;"--- .~-. 1.367億円ー. .r---._ -1 

1 "'..."ご3・
1.241 1，252 1，254 1…J 72317人

78.10 
r大合理化」

一

却，αJO

10.αJO 

'79~事
3月'712 '77~手

3月
'7S.s:手
3月

-
語
句
解
説
I
l
-
-

U

営
業
利
益

売
上
高
か
量
品
露

骨
や
販
売
費
、
一
般
管
理
費
(
賃
金
、

脚
退
職
金
、
福
利
壁
費
な
ど
)
を

咽

善

U
引
い
た
額
.

(

営
業
外
収
益
受
取
利
息
、
有
価
征

券
売
却
益
、
為
替
差
益
な
ど
.

営
業
外
使
用

支
払
利
息
、
社
債
利

息
、
為
替
差
損
な
ど
.

経
常
利
益

H
営
業
利
益
+
営
業
外
収

益
ー
営
業
外
使
用

特
別
利
益
H
聞
定
資
産
(十
通
な
と
)

処
分
益
、
引
当
金
戻
入
額
等
。

特
別
損
失
固
定
資
産
、
退
職
手
当

4
串
帯
.

税
引
前
当
期
純
利
益
H
経
常
利
益

+
特
別
利
益

l
特
別
摘
央

退
職
給
与
引
当
金
従
業
員
の
全
員

が
任
意
退
職
し
た
と
仮
定
し
た
場

合
の
退
職
金
の
要
支
給
額
の
二
分

の
一
を
累
積
限
康
と
し
て
積
申
立

て
ら
れ
る
.

+
印
は
プ
ラ
ス
l
印
は
マ
イ
ナ
ス
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支
援
す
る
会
代
表
幹
事

黒

川

俊

雄

(慶
応
大
学
教
授
)

指
名
解
題
は
、
一
九
五
九
年
十

二
月
に
三
井
鉱
山
所
が
、
実
に
一

二
七
七
名
と
い
う
多
く
の
労
働
者

に
指
名
解
雇
通
告
を
お
と
な
っ
て

以
来
、
わ
が
薗
の
大
企
業
が
や
り

た
く
と

b
宇
の
出
せ
な
か
っ
た
人

べ

P
U
「
合
理
化
」
の
方
法
で
あ

る
.そ
の
ね
ら
い
は
、
三
井
と
い
う

大
独
占
資
本
が
組
合
活
動
家
を

「
生
産
阻
害
者
」
と
呼
ん
で
排
除

す
る
と
い
う
ζ
と
に
あ
っ
た
.

そ
の
当
時
は
、
わ
が
菌
の
独
占

資
本
と
自
民
党
政
府
が
ア
メ
リ
カ

帝
国
主
義
の
言
-
「
送
り
に
な
っ
て

西
欧
諸
国
に
は
み
ら
れ
な
い
よ
一つ

な
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
石
炭
か
ら
右

油
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
し
を
強
行

し
た
と
い
う
情
鈎
の
や
と
で
、
も

っ
ぱ
呈
石
油
に
依
存
し
た
重
化
学

工
業
化
を
中
心
と
す
る
日
本
経
済

の
「
高
度
成
長
」
の
レ
ー
ル
を
つ

く
る
た
め
に
、
労
働
獲
量
動
を

大
き
く
後
退
さ
せ
よ
う
と
し
て
、

こ
の
さ
え
盟
国
名
解
雇
と
い
う
フ

ァ
ッ
シ
ョ
的
な
方
法
を
と
っ
た
の

で
あ
る
.

と
ζ
ろ
が
そ
の
後
長
い
閥
、
「
死

語
」
に
な
っ
た
と
ま
で
い
わ
れ
る

ほ
ど
、
乙
の
指
名
解
雇
と
い

-Z刀

法
を
大
企
業
は
と
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
.
そ
の
理
由
は
、
「
三

池
闘
争
の
大
敗
北
」
か
ら
わ
が
国

の
労
働
受
口
が
多
く
を
学
び
と
っ

た
と
い
う
と
と
に
も
あ
る
が
、
わ

が
国
の
強
占
資
本
自
体
が
臼
本
経

済
の
「
高
度
成
長
」
に
よ
っ
て
高

利
測
を
上
げ
な
が
ら
、
労
働
盤
固

を
屈
用
、
失
業
問
題
に
正
面
か
ら

と
り
く
め
な
い
よ
う
な
盟
国
に
し

て
#
£
ん
の
で
、
あ
え
て
指
名
解
雇

な
と
と
い
-三
刀
法
を
と
る
必
要
も

な
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
ζ
と
に

共
栄
圏
」
ま
が
い
の
目
標
を
か
か

げ
て
、
新
植
民
地
主
義
的
な
海
外

進
出
を

etす
産
議
造
の
転
換

を
す
す
め
、
い
わ
ゆ
る
「
低
成
長
」

で
も
高
利
潤
を
あ
げ
、
国
際
競
争

力
を
強
化
し
う
る
体
制
を
つ
く
ろ

う
と
し
て
、
「
減
量
作
戦
」
「
高

を
と
ろ
う
と
す
る
よ

-2Lな
っ
て

き
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
今
回
の

沖
電
気
工
業
の
、
一

三
Qυ
名
近

い
労
働
者
を
「
希
望
退
職
募
集
」

と
称
し
て
退
職
強
要
で
や
め
さ
せ

た
あ
げ
く
、
七
八
名
を
指
名
解
雇

す
る
と
い
う
7
7
Yン
ョ
的
な
大

高
揚
め
ざ
し
て

そ
れ
は
、

「
事
前
協
議
」
を
磁

務
づ
け
た
労
働
協
約
を
ふ
み
に
じ

っ
て
、
労
働
窪
田
を
無
視
い
て
組

合
活
動
家
を
排
除
し
、
労
働
型
国

を
形
骸
化
し
て
い
乙
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
.

そ
し
て
職
燭
に
い
る
労
働
者
に

は
異
常
な
長
時
間
労
働
、
労
働
強

化
を
強
制
し
、
労
働
者
の
既
得
権

を
無
視
し
、
は
く
E

帯
し
て
、
史
上

般
商
の
利
益
述
成
を
塾
す
も
の

で中
@AV.

現
在
統
計
資
斜
で
み
て
も
、

日

本
の
製
造
業
の
大
企
業
は
、
一
九

七
五
年
以
来
日
局
雇
用
労
働
者
を

大
幅
に
へ

pu、
所
定
外
労
働
時

間
を
ふ
や
し
、
一
人
当
り
の
生
産

重
で
あ
る
労
働
生
産
性
に
い
た
っ

て
は
、
一
九
七
五
年
に
く
ら
べ
て

=一

O
帰
か
ら
四

O
痛
も
上
昇
さ

せ、

「高
度
成
長
」
時
代
の
ピ
ー

ク
で
あ
る
一
九
七
三
年
を
も
二
五

ま
で
上
昇
さ
せ
て
い
る
よ

-
2
h河
川

働
者
を
「
高
度
成
長
」
時
代
以
上

川

の
労
働
強
化
に
追
い
や
っ
て
、
昨
川

年
三
月
期
決
算
で
は
史
上
最
高
の

川

利
益
を
あ
げ
る
に
い
た
っ
て
い

川

る
.

州

ζ
の
よ
弓
な
大
企
業
が
、

沖
電

川

気
の
さ
是
指
名
解
雇
を
や
れ
れ

川

ば
や
笠
た
い
と
願
っ
て
い
な
い
と

川

維
が
富
志
一
也
だ
ろ
う
か
.

い
ま
こ
手
一
指
名
解
雇
さ
れ
た
沖

川

電
気
の
仲
間
を
支
鐙
す
る
た
た
か

川

い
の
輸
を
ひ
ろ
げ
る
な
か
で
、
わ

川

が
閣
の
労
働
組
合
を
誌
に
服
用
、

川

失
業
問
題
を
正
面
か
ら
と
り
く
ん

川

で
た
た
か
え
る
よ
う
な
組
合
に

川

し
、
さ
ら
に
、
西
欧
諸
国
に
み
ら

川

れ
る
よ
う
に
、
解
胆
規
制
を
条
令

川

化
し
、
立
法
化
し
て
い
く
よ
-
是

川

た
た
か
い
の
展
望
を
き
り
ひ
ら
い

川

て
い
く
必
要
が
あ
る
・

川

aw

・川一…
9
吋吟能

'
'
 

e
Z

H
 

'
t
 

労
働
運
動
の
新
た
な

あ
る
.
と
ζ

ろ
が
一
九
七
云
一
年
末

の

「
石
油
危
儀
」
を
き
っ
か
り
に

日
本
経
済
の

「
高
度
成
長
」
が
破

綻
レ
て
、
わ
が
国
独
占
資
本
州
地
問

刻
な
経
済
危
犠
に
お
ち
い
っ
て
か

ら、

ζ
の
危
獲
を
き
り
ぬ
り
よ
う

と
し
て

「大
平
洋
経
済
協
力
圏
」

な
と
と
い
う
か
つ
て
の

「
大
東
亙

度
成
長
時
代
の
ぜ
い
肉
務
ζ

し
」

な

J
E称
す
る
大
規
艇
な
人
ベ
ら

し
「
合
理
化
」
を
強
行
す
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
.
そ
こ
で
、
そ
の

た
め
に
わ
が
国
独
占
資
本
は
、
か

つ
て
の
三
池
闘
争
の
あ
っ
た
一
九

六
O
年
前
後
よ
り
も
っ
と
巧
妙
な

か
た
ち
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
事
段

「合
理
化
」
と
な
っ
て
多
り
わ
れ

て
4
E
~
の
で
+
@
也
.

し
た
が
っ
て
乙
れ
は
、
い
ち
沖
電

気
工
業
だ
り
の
も
の
で
は
な
く
、

現
在
日
本
が
お
か
れ
て
い
る
情
勢

そ
の
も
の
を
む
き
だ
し
の
か
た
ち

で
あ
ら
わ
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
.

今時代

け
月
ロ
日
刊
・

幻
総
行
動

(
地
評

・
総
評
主
催
)
に
容
加

ロ
士
銀
行
へ
嬰
割
問
文
手
援
す

刊
月
H
白

日

本
の

'2ι
と
え

祭
典
に
診
加

日
月
初
日

上
田
耕
一
郎
(
彦

議
院
鍛
H
H
)

氏
ら
来
会
、
激
励

を
う
げ
る

日
月
四
日

第
日
白
支
慶
す
る

会
幹
事
会
.
東
京
電
力
3
周
年

決
起
集
会
診
加
.
港
区
(東
京
)

一
般
消
質
税
導
入
反
対
策
会
に

欝
加
H
月
初
日
け

・
引
集
会
決
議

を
沖
電
気
に
つ
き
つ
り
る
.「
日

産
厚
木
部
品
の
7
人
と
そ
の
家

容
を
励
ま
す
集
会
」
に
容
加

ロ
月
1
日

衷
虫
、
神
奈
川
電

綴
支
鐙
す
る
会
交
流
会
開
悩

(
M
U
支
部
診
加
)

ロ
月
5
日

東
京
第
4
回
裁
判

ロ
月
5
日

「企
業
フ
7

シ
ジ

ム
粉
砕
」
芝
信
用
金
服
決
起
集

会
に
容
加
.

口
月
7
日

中
本
ミ
ヨ
さ
ん

(日
産
・
男
女
差
別
定
年
制
撤

廃
闘
争
)
勝
た
せ
る
会
診
加
.

日
本
電
気
門
前
カ
ン
パ
約
5
万

円
集
ま
る
.

門同月
8
日

沖

閉
山
争
議
団
本
庄

支
部
1
周
年
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、

同
時
に
新
聞
申
務
所
閥
殴
.
留
印

乳
業
暴
力
事
件
勝
利
集
会
歩
加

は
月
日
日
沖
電
気
全
国
弁
護

団
会
犠
閥
惚

1
月
初
日

八
王
子
第
6
回
公

判
氾
時
、
翠
京
地
裁
八
王
子

支
部
2
月
5
日
東
京
第
5
回
公
判

同
時
、
問
主
民
地
裁
民
事
門
号

2
月
門
日

高
崎
第
5
回
公
判

旧
時
、
前
橋
地
裁

2
月
門
日

本
庄
第
6
回
公
判

同
時
、
浦
和
地
裁
照
合
支
部

3
月
刊
日

本
庄
第
7
回
公
判

ー
j
oな
さ
ん
、
さ
そ
い
あ
っ

て
傍
聴
に
い
き
a
し
よ
う
ー
ー
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1 9 8 0年 2月 1日

会
員
8
0
0
0人
突
破
|
め
ざ
せ
5万
入

信

現

時

十

日

日

付

刊

誌

利

の

自

ま

で

…

4
書

壇

蓮

華

蓮

曙

彊

量

感

掻

書

陸

軍

事

警

護

務

参

綴

緩

曙

謹

癌

瞳

曜

講

謹

護

審

議

接

睦

緩

滋

緩

趨

穆

擁

護

聾

轟

轟

轟

華

全

局

面

の

闘

い

を

霊

的

に

支

援

で

1
H
I
n
-
-』

f
J4:
一
z
i
y降、
luれ
uuupt
E

き
る
強
化
詰
織
づ
く
打
毒
事
一

裁

判

日

程

一

川
口
月
日
日

中
野
吾
妻
く
ん

且
且
回
、

s'回
E
S冒
p
'
R
H田
町
岨
=
圃
岡
山
目
、

J
=圃
晶
冒
F

す

。

『

1
1
1
1
1
1
L」
川

結
襲
.

出

F
雪

一

角

第

露

と

芸

誌

見

守

紅

白

書

全

国

の
み
な
さ
ん

へ

自

信

回

公

判

凶

説

話

く
し
ま
す
e
農
協
は
米
価
を
上
げ
る
で
会
員
鉱
大
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
た
ら
く
」
の
機
関
紙
の
発
句
は
、
会
ど
の
運
動
で
も
、
一
年
目
が
基
礎

2
月
円
日

高
崎
第
5
回
公
判
叩

川
口
月
門
日

哀
京
東
部
地
域
仰

望
、

3
月
6
日
に
二
千
人
で
費
し
た
「
支
侵

Z
P
E
0カ
月
を
経
過
し

tた
。
吉
川
事
を
し
ま
す
・
だ
け
ど
、
守
る
会

ζ

の
解
雇
が
社
会
主
義
を
無
視
し
て
員
の
意
識
の
向
上
と
と
も
に
、
「
支
づ
く
り
、

2
昔
が
勝
負
を
決
め
る
時
、
草
地
裁

川

車

窓

商

問

神

奈

川

富

山
敏
夫
Q
出

名
に
な
り
、
里
高
警
せ
る
沼
野
な
部
隊
に
成
長
し
玉
事
長
さ
ら
に
吉
川
運
動
と
い
易
は
、
い
〈
ら
御
霊
強
行
さ
れ
た
事
事
z
き
と
、
八
O

侵
す
る
会
」
の
運
営
に
も
役
立
言
語
の
年
と
z

一宮
わ
れ
て
い
手
が
、

2
月
円
日

本

塁

6
回
公
判
M

川

支
盤
す
愛
国
斡
雲

判

砧
宏
さ
ん
に
「
事
会
の
役
割
去
の
宮
を
伺
い
ま
し
た
の
で
界
し
ま
す
。

刊

が

な

い
・
ピ
ラ
ま
き
や
築
震
と
5
万
人
会
員
章
子
↑
語
大
き
て
、
会
員
の
震
の
種
々
の
重
に
、
さ
若
た
め
に
、

5る
E
L
E
-
-あっ
て

川

護
霊
草
川
会
開
催
・

か
、
自
分
で
電
車
賃
は
ら
っ
て
、
お
な
教
訓
を
そ
い
ま
す
・
早
急
L
会
乙
た
え
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
も
や
っ
童
求
し
、
く
ふ
-2を
と
ら
レ
た
支
傍
聴
に
い
霊
芭
ょ
乏
あ
ふ
れ
る

川

ベ
ト

υカ
メ
ラ
一
底
休
み
抗
襲

I
‘

F
2
1

皇
部
が
全
部
弱
点
だ
ら
け
か
と
い
茶
代
宮
盃
事
代
や
ら
、
会
費
以
外
員
の
一
人
も
い
な
J
=一量、喬
川
、
て
い
重
い
と
考
え
ま
す
・
た
と
え
鍾
活
動
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
・

傍
聴
が
真
理
を
ひ
き
だ
し
ま
す
・
|

川

会

意

的
な
視
野
の
運
動
に

2
、
そ
う
ば
か
り
で
は
な
く
書
に
ず
い
ぶ
ん
と
出
資
が
か
さ
み
ま
和

E、
鳥
取
、
?
の
5
1
t
ば
、
襲
撃
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク

3
月
の
章
一
年
に
は
、
必
争

ー

γ月
引
目

印
著
書
く
沖

J

j
:

ーー

も
あ
堅
手
・
同
じ
企
業
の
中
で
は
す
・

2
会
運
空
襲
し
た
量
員
を
ふ
や
す

E童
要
で
す
・
尉
レ
l
シ
ョ
ン
な
ど
や
、
書
会
主
一
万
人
の
会
員
室
成
し
詰
の
2

ー
に
一
に

ウ

事
雲
|
撤
回
さ
せ
る
会

開

翠

小

島

宏

容
労
働
者
が
乙
乙
委
し
を
後
経
済
的
に
も
肉
体
的
に
も
自
誌
に
は
月
耳
目
上
、
棄
を
持
続
的
に
開
催
し
伸
電
気
の
置
に
し
た
い
も
の
で
す
・

l
J菌
園

川

大
差
会
開
催
・
沖
本
社
震

同
じ
く
し
て
闘
-
議
合
に
は
、
非
常
己
犠
牲
が
加
わ
る
こ
と
は
必
至
で
の
カ
ン
パ
も
二
百
万
回
上
と
多
額
仲
間
主
空
て
い
た
ら
楽
し
い
と
全
国
の
仲
間
の
み
き
ん
、
童

虐

司

酬

瞳

川

み
語
集
会
・
毎
日
新
聞
夕
刊

k
唱
t
FF

組
合
運
動
自
体
も
、
ほ
と
ん
ど
企
業
に
戦
闘
掌
t
毒
す
る
わ
け
で
す
・
す
・
労
働
窪
田
に
は
自
動
販
売
機
み
な
金
額
が
「
撤
回
さ
せ
雲
」
の
迎
い
わ
れ
る
運
動
に
し
た
い
も
の
で
に
解
屈
さ
れ
た
仲
間
と
速
一
惜
し
て
、

i
1剥

川

に
伸
特
集
自
殺
皿
喜
-

弘

津

附

一世
夕
、

，

内
に
組
織
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
国
企
業
内
組
合
で
は
、
蓄
が
「
運
命
た
い
に
製
暴
を
い
た
ら
チ
ン
、
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川
げ
日
月
η首日

沖
草
争
銭
昔
団
全
貧
員
築

踊
「

ehvb際
的
に
幸

E
い
形
態
に
な
っ
て
共
同
体
」
の
意
識
を
持
た
さ
れ
や
す
ジ
ゴ
之
ン
ャ

-Z賃
上
げ
が
戻
っ
て
季
語
突
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
は
‘

.
E
B
E
B
E
E
-
-
B
E
E
F

工

事
除
、
返

4

い
る
の
で
す
・

5労
働
組
合
の
い
の
で
、

「賃
上
げ
か
、
企
業
防
衛
く
る
と
い

-Z是
側
面
が

5
2
2思い
ま
す
・
松

川

闘

.

副

首

嗣

伺

唖

四

m出
雨
明
一回

解

説

間

7
2日
置
さ
せ
る
会
合

必

九

ヌ

ト
司

代

表

が

ア
メ
リ
カ
の
労
働
署
長

企
と
い

2
-(妥撃
に
は
非
常
耳
、
守
る
A

言
動
は
ま
っ
た
く
違
争
の
ひ
る
が
お
中
で
、
覇
に
か

as

，... EE
'
E
'
E
-
B司

l

川

事

望

大

国

立

霊

(

平

I
L
-
-
っ
て
、
名
刺

iし
た
ら
ィ
ヤ
な
臥
に
弱
い
と
い
高
合
が
あ
ま
・

い
ま
す
・
で

主

ら

、

主

自

産

か

わ

れ

ば

言

霊

語

、

書

沖
電

気
の

解
雇
は

協

①
患
の
必
要
性
に
つ
い
て
合
理
化
警
労
働
警
が
振
を

川

野
斎
)
判
決
雲

守
る
会
、
鯵
た
せ
る
会
は
扇
代
を
さ
れ
ー
と
し
コ
有
名
な
括
カ
あ
り
乙
の
へ
ん
の
弱
点
を
補
事
レ
て
い
く
と
自
発
事
護
に
し
な
け
れ
ば
な
ぴ
を
感
じ
る
、
面
白
い
、

ζ
れ
カ
守

i

企
鑓
経
営
の
実
態
、
見
通
し
が
ど
た
に
も
か
か
わ
P

子
、
岡
目
、
各

州

ロ
月
首

沖
霊
前
カ
ン
パ

語
辞
典
」
を
み
る
と
、
労
働
組
窓
口
ま
す
・
企
詩
書
と
い
品
は
、
に
は
、
産
業
別
統
一
闘
争
や
地
葉
患
い
、
と
い
う
ζ
と
が
い
い
さ
れ
重
量
の
霊
に
な
っ
て
い
ま
レ
議
条
項
(
労
働
協

約
)

主

っ

た

か

・

思

議

向

上

整

理

で

「

希

望

臓

」

聖

書

川

活
動
・
会
蓑
田
護
隊
利
集

が
階
級
性
を
取
り
戻
し
て
い
く
過
程
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
ア
メ
リ
カ
で
も
‘
闘
の
強
化
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
る
わ
り
で
す
・

た
・
わ

た

し

た

ち

の

労

働

議

長

盤

、

出

向

な

ど

解

雇

の

回

避

努

力

な

っ

て

い

る

・

し

か

も

、

労

使

間

川

会

費

電

器

喜

重

の
過
渡
的
霊
的
な
闘
争
形
壁
、
御
用
組
答
の
代
名
銅
に
な
っ
て
い
ま
す
・
守
歪
音
量
は
、
そ
の

一端
を
そ
れ
で
は
、
自
覚
と
自
発
性
は
な
り
る
守
る
会
、
勝
た
せ
重
量
に

に

も
違
反

が
さ
在
の
か
・
解
雇
を
実
施
す
る
で
協
議
さ
れ
て
い
な
い
指
名
解
雇

川

す
愛
吉
発
足

と
い
主
主
乙
年
ふ
し
い
義
す
・
も
っ
と
も
、
企
業
内
組
合
だ
か
に
な
っ
て
い
る
わ
り
で
す
・

に
に
よ
っ
て
さ
れ
る
か
・
そ
れ
に
は
、
つ
い
て
は
、
も
う
一
点
つ
り
く
わ
え
労
働
霊
法
第
三
条
に
は
、
労
と
し
て
、
そ
の
人
警
重
し
な
け
を
実
施
す
芝
公
言
し
て
い
た
、

川

足

首

銀
座
で
ふ
る

E

を

し

て

い

ま

す

・

わ

た

し

自

在

、

人

間

的

な

曹

を

大

事

に

す

る

と

い

て

お

/

必

要

が

あ

る

と

思

い

ま

す

・

額

約

に

違

反

し

て

解

雇

す

る

E
れ
ば
な
是
い
合
理
的
理
由
に
つ
い
そ
れ
以
後
、
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

川

を
f
働
く
仲
間
の
も
ち
つ
実

語

-

号

時

人

間

的

な

喜

び

が

|

|

」

立

持

一

軒

諒

時

刊

日

時

品

目

印

が

内

野

手

じ

た

場

町

十

目

下

に

つ

い

て

駐

日

記

守

口

持

品

目

琵

1
U

た
ち
の
守
る
運
動
と
い
-
お
は
、
た
「
|

|

|

感

じ

ら

れ

る

支

援

で

じ
て
警
が
え
ら
れ
る
、
自
雇
牲
助
り
、
連
帯
し
て
い
く
覇
童
じ
合
」
で
な
り
れ
ば
解
雇
し
て
は
雪
解
題
基
準
が
明
確
で
あ
り
、
公
平
雲
社
は
企
業
の
経
蛍
室
、
霊

山

勝
)
・
三
多
聖
書
交
流
会

ん

に

争

犠

団

を

財

政

的

に

鐙

助

す

る

の

中

で

本

当

の

人

間

と

し

て

、

労

働

て

、

労

働

塑

署

前

進

さ

せ

る

と

い

な

い

(

解

腹

制

限

条

項

〉

E
、
解
と
合
理
性
を
も
っ
て
い
る
ζ
と
・
し
等
に
つ
い
て
は
、
雪
程
度
の

川

に

意

と
い
-
戸
』
け
で
な
し
に
、
守
る
会
通
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
争
票
、
非
常
守
主
運
動
と
い
品
は
、
労
働
者
と
し
て
の
自
分
の
存
在
を
た
し
か
う
階
級
性
が
ぬ
け
て
は
い
け
ま
せ
臆
す
る
場
合
は
、
充
分
労
使
間
重
量
害
警
に
つ
い
て
、
説
明
は
行
な
っ
た
司
も
の
の
、
富

山
口
月
四
日

高
島
平
団
地
で
行

動
量
じ
て
、
日
本
の
事
盟
運
転
号
も
っ
て
い
る
が
、
そ
の
具
望
だ
と
か
、
住
民
運
と
か
、
農
主
る
、
乙
う
い
っ
た

E
が
守
ん
・

織
し
な
り
れ
ば
な
患
い
(
協
議
条
そ
の
氏
名
、
そ
の
労
働
者
が
一
解
雇
警
が
、
他
の
業
績
向
上
の
手
段
、

川

書

踊

動

全

体

の

階

級

性

宇

取

り

戻

し

て

い

簡

な

請

の

臣

、

い

わ

ば

法

則

協

の

運

動

産

ハ

ッ

キ

リ

芸

品

き

と

と

が

取

り

決

め

ら

れ

て

い

ま

基

準

に

あ

て

は

ま

る

電

合

理

化

の

必

要

性

、

高

富

山

1
月
1
日

あ
か
つ
事
大
合

諮
問
開
票
当
記
期
間

「日
々
ト
ド一日間四時間十九時一一一一日龍一期間訂正す

り
で
す
が
、
同
時
に
、
日
本
の
労
働
す
・

す

・

住

民

運

動

で

は

喜

震

を

よ

の

で

す

・

前

固

ま

で

は

「

費

問

題

」

組

合

に

対

し

、

か

っ

こ

れ

を

誠

警

以

外

に

方

策

は

な

い

」

の

一

点

張

川
・

新

宮

職

事

号

室

r蔀
炉
本
Y

会
員
者
名
と
し
ま
す
と
、
会
賓
と
っ
て
震
と
な
り
、
護
憲
の
に
ふ
れ
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
協
議
も
っ
て
一
君
主
総
を
雪
為
に
り
で
、
暴
そ
の
も
の
の
打
首

川

1
月

9;葬
事

国

が
二
百
円
で
毎
月
2
万
円
の
尉
源
で
「
力
」
に
な
る
の
は
明
白
で
す
・
尉
条
項
に
つ
い
て
解
説
し
古
手
・
努
力
す
る
と
い
明「
態
度
を
続
り
協
議
笠
宮
行
な
っ
た
・

川

立
市
職

・
日
本
民
主
青
年
同
躍

す
・
そ
の
範
囲
の
運
動
し
か
つ
く
れ
源
と
し
て
も
月
三
千
万
円
で
、
解

一
、
労
働
協
約

の
協

を
つ
く
さ
な
け
れ
ば
な
患
い
・
③
指
名
産
の
問
題
に
つ
い
て
は
会

一

国
労
品
川
霊
区
号
室

ま
せ
ん
・
宣
医
の
ピ
う
や
機
関
紙
の
雇
者
の
生
活
と
闘
い
の
武
田
M

も

ま

か

社

か
ら
人
良
質
裂
の
一
つ
の
製
と

川

1
月
叩
団
東
大
生
研
職
組
等

製
作
も
無
理
で
し
ょ
う
・
社
会
的
に
な
え
ま
す
・
さ
ら
に
、
会
場
に
あ
ふ
議
義
務
を
怠
っ
て

ニ
、
会
社
と
組
合

と

し
て
提
案
さ
れ
だ
の
み
で
、
希
望

川

政
ぴ
呈

E
e加

霊
気
を
菌
す
る
闘
い
も
無
理
・
れ
る
裁
判
傍
聴
も
重
で
す
し
、
湿

の
聞
で
、
行
な
わ

退
職
〆
切
り
日
の
翌
日
に
指
名
解

川

1
月
刊
日

三
和
大
栄
電
気

・

も
し
、
5
万
人
の
会
員
数
に
な
れ
動
を
支

-Z手
足
に
も
な
れ
ま
す
・

実
施
さ
れ
た
解
雇

雇

通

告
を

πよ
っ
て
、
る
・

川

リ
ッ
カ
ー
ミ
シ
、
J
等
旗
ぴ
ppき

れ
た
労
使
協
議
は

f

b

川

ば
そ
れ
だ
け
で
、
は
か
り
知
れ
な
い
大
量
宣
蛋
を
は
じ
め
と
し
て
大
運
動
。

山

1
月
は
日

ス
モ
ン
新
年
会

大
言
論
づ
く
記
で
き
ま
す
・
が
震
に
な

3・
こ
れ
ま
で
の

は

無
効
で

あ

る

全

く

協

議
の

実
態

以

上

み

た

壁

、

労

働

響

の

存

川

1
月

白

星

組

、

童

そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
の
家
族
主
湯
に
ど
の
義
も
歪
録
す
る
会
」
「
守
労
使
聞
の
襲
撃
の
内
容

が
な
い

H

在
毒
視
し
た
形
で
「
玄
量
化
」

川

簡

東

地

襲

撃

主

宰

加

も
彫
一
暑
が
で
て
く
る
で
し
ょ
-
つ
・
ま
る
会
」
な
ど
が
、
飯
高
時
に
勝
利
を
解
廊
を
行
な
三
九
当
っ
て
、
労
働
を
実
抑
レ
、
な
ん
と
、
ニ
ハ
尚
で
一

川

1
月
間
日

家
族
会
開
催
・
東

し
て
や
、
神
電
気
の
毒
で
会
員
が
得
て
い
る
ζ
と
が
そ
れ
柔
し
て
い
馬
表
の
項
目
に
つ
い
て
充
分
な
安
定
が
、
叩
月
刊
自
の
労
使
協
駿
一
一
一
き
名
の
労
働
者
を
「
量
的
に

川

審

議

団

春

闘

蓄

合

意

増
え
れ
ば
、
こ
れ
は
も
尋
資
本
に
手
・
労
使
協
議
が
必
要
で
あ
る
同
会
に
提
案
し
た
人
民
霊
を
含
む
指
名
解
雇
」
し
た
の
で
あ
る
・

23 
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(
 



埼
玉
県
の
沖
電
気
本
庄
事
業
所
か
り
、
カ
ン
パ
に
と
り
く
み
、

昨
年
ロ

民
解
雇
さ
れ
闘
っ
て
い
る
仲
間
は
、
月
に
完
成
さ
せ
た
も
の
で
す
.
本
圧

南
章
、
笹
井
勾
関
需
の
5
名
駅
南
側
の
線
路
か
ら
軍
基
プ
レ

で
す
が
、
盛
主
で
は
会
民
は
ニ

O
O

ハ
ブ
二
階
建
の
事
務
所
は
、
埼
玉
の

名
を
ζ
え
、
支
緩
を
決
め
た
哨
働
組
噌
働
組
合
運
動
が
っ
く
り
だ
し
た
シ

合
は
云

O以
上
、
個
入
場
名
は

一

ン
ボ
ル
と
し
て
、
ま
た
神
闘
争
の
拠

万
人
に
せ
ま
っ
て
い
ま
す
.
と
の
よ
点
と
し
て
、
そ
の
犠
能
を
発
期
す
る

う
世
主
主
銀
の
輸
の
た
か
ま
内
め
中
で
で
し
ょ
乏
解
雇
者
は
多
く
の
仲
間

「
闘
い
の
ト
リ
デ
、
霊
所
を
足
、
に
感
甜
す
主
同
時
に
、
闘
い
の
決

一
自
治
鴨
緑
本
部
、
精
教
組
、
崎
高
教
、
意
を
固
め
て
い
ま
す
.

月
一

塁
主
土
建
、
盛
岡
迎
、
強
主
以
職
の

/

一
六
育
年
部
が
実
行
祭
員
会
を
つ
く

円
一
n
H
V

一

n
H
V

一

角正ロ費会、つよ
i
U
 

A
E
 

入-」会るす援支 ( 2) 第 9号1 980年 2月 1日

3特命

大
正
支
部
横
浜
盆
『
同
A
TU
支

部
横
浜
分
会
、
オ
ル
ガ
ノ
労
働
狸
口
、

全
癒
剛
醤
川
支
部
、
金
庫
労
金
沢
支

部
、
国
巌
労
組
福
井
支
部
、
石
川
県

国
家
公
務
員
共
闘
会
銭
、

金
医
労
右

川
地
区
趨
鱗
会
、
会
日
本
自
由
労
働
全
員
の
会
員
の
み
な
さ
ん
に
、
定
を

一
気
に
作
業
し
て
い
ま
す
.
な
お

E

岩
手
大
学
教
職
員
一
窓
口
、
全
日
本
労
組
回
無
支
部
、
神
奈
川
県
職
労
組
働
盤
最
神
国
道
支
部
、
全
総
馴
内
患
岩
川
県
支
部
、
新
聞
労
連
北
国
期
的
に
、
闘
い
の
息
吹
章
を
届
吃
ι
毎
月
三
O
通
以
上
が
、
住
所
変
更
ど

距

自
治
団
体
労
一
皇
軍
本
部
、
中
央
社
会
保
険
支
部
、
全
総
訓
新
庄
文
部
、
郷
支
部
、
神
奈
川
新
聞
労
働
咽
窓
口
、
新
聞
労
組
、
全
{
塁
右
川
地
方
受
口

-Z、
事
務
局
で
卓
会
員

一
人
一
人
返
却
さ
れ
て
童
す
・
そ
の
時
は
ガ

川
病
院
支
部
、
盛
岡
地
区
労
組
斐
昼
、
全
総
訓
大
阪
支
部
、
同
高
知
支
部
、
会
総
訓
神
奈
川
支
部
、
労
働
基
準
調
会
、
日
本
ピ
l
エ
ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト

l

己
、

開
岩
手
銀
行
従
業
員
盟
国
、
盛
岡
市
職
同
五
所
川
原
支
部
、
全
電
通
大
田
支
査
会
労
組
、
金
運
輸
労
組
東
北
航
空
労
組
、
日
本
民
主
青
年
同
盟
、
日
本
を
カ
ト
イ
し
宛
名
面
刷
機
亭
病

y
カ
リ
で
す
圃
ぜ
ひ
転
居
の
時
に
は

闘
員
労
組
、
岩
玉
県
童
労
組
、
全
動
部
、
全
日
事
飯
田
橋
分
会
、
同
東
支
部
、
重
量
一
般
道
練
馬
支
共
産
党
富
山
地
区
童
会
、
全
霊
四

O
方
で
購
入
し
て
事
務
の
能
率
化
一
報
し
て
く
だ
さ
い
・
会
員
を
5
万

四

労
盛
岡
勢
労
組
、
岩
手
露
大
教
京
支
部
三
多
重
合
分
会
、
金
総
馴
部
、
驚
区
韓
国
(
日
本
共
産
党
)
、
会
労
韓
奈
川
県
支
部
、
全
白
書
を
企
っ
た
り
、
折
込
み
は
東
京
支
部
人
に
す
る
た
め
に
事
務
局
で
は
コ
ン

旬
組
、
童
保
農
協
組
労
組
、
全
面
労
労
組
護
支
部
、
シ
ェ
ル
労
組
本
社
東
水
労
北
二
支
部
、
ィ
サ
皇
警
湾
労
組
敦
賀
支
部
、
敦
賀
セ
メ
ン
ト
の
「
支
援
す
る
会
」
の
会
員
の
み
な
ピ
ュ

l
タ
l
の
導
入
を
・
主
-
そ
い

〈
盛
岡
地
方
労
組
盛
岡
支
部
、
霊
媒
支
部
、
全
総
訓
会
塗
語
、
全
総
馴
組
東
京
支
部
、
高
年
社
労
働
問
答
、
労
働
塁
円
宮
山
県
高
等
学
窓
議

さ
ん
が
夜
遅
く
ま
で
か
か
畠
竿
枚
辛
子
.

が

医
書
労
組
、
同
協
鎗
会
、
全
司
法
愛
媛
支
部
、
総
評
金
金
千
襲
警
本
全
日
本
運
輸

一
般
中
越
陸
連
支
部
、
員
窪
田
、
北
日
本
新
聞
労
組
、
日
本

I
B
i
l
l
i-
-
-1

i

間
労
組
岩
歪
文
部
、
盛
岡
赤
土
子
病
院
部
、
金
総
訓
奈
良
支
部
、
千
警
争
翼
民
主
医
露
関
連
妻
、
長
野
民
主
青
年
同
脱
出
地
区
蚕
員
会
、

.

.

.

.

.

 ，
阿
寸

色申

別

労
組
、
都
教
組
江
東
支
部
、
第

一
大
強
固
共
闘
会
議
、
千
業
地
区
労
組
連
県
国
公
共
闘
会
議
、
長
野
県
高
等
学
日
本
共
腹
党
石
川
県
護
員
会
、
福
井

圃
園
圃
圃
圃
圃
・
園
町
1
幽
p
l
』

即

2
2
2
2
2協議
会

金

書

留

航

空

支

部

、

議

員

響

、

金

司

法

草

壁

画

労

組

、

事

セ

メ

ン

ト

書

圃

圃

.

，

m峨

支

分
会
、
都
章
江
東
分
室
川
八
中
練
馬
区
労
組
協
議
会
、
国
立
横
浜
東
露
支
部
、
北
足
立
霊
地
区
労
働
組
、
民
放
労
迎
日
本
テ
レ
ビ
労
組
、

a-.. 
，d圃眉

分
会
、
同
江
東
支
部
五
砂
小
盆
官
、

病
院

(医
療
単

一
労
組
)
、
同

(医
塑
鼠
蟻
会
、
角
川
管
属
労
働
一盟

国

、

松

永

製

作

所

分

会

、

全

日

本

銅

山

富

保

金

圃

.

.

.

.

.

.
 

，ad・
印

同

三

大

小

芸

、

周

砂

町

小

分

会

、

銀

労

組

協

撃

、

全

日

本

国

産

躍

労

連

鶴

喜

労

組

、

日

本

国

民

険

組

合

住

友

海

上

支

部

査

分

会

、

掴

圃

.

.

 
，

雌

名

j

酬
闘
関
幽
画
・
・
・
・
F

副
聞
宛

同
浅
間
小
分
会
、
同
七
小
分
会
、
同
疲
労
組
、
全
医
労
横
浜
東
支
部
、
神
救
雲
練
馬
支
部
、
日
本
航
申
努
働

T
B
Sブ
リ
タ
ニ
カ
労
組
、
民
放
労

…占

・

田

園

.

，

通

る

北
砂
小
分
会
、
問
屋
己
中
会
田
、
同

奈
川
県
労
働
金
鴎
労
組
、
全
商
T
褒
窪
田
、
日
本
国
民
救
笠
宮
大
田
支
部
、
連
福
井
恵
国
労
組

「

圃
盟
・
F

W
鋪

す

東
雲
小
芸
、
同
=
一
京
芸
、
岡

田国

検

査

夏

言

、

兵

震

高

教

組

八

日

本

航

署

組

オ

ペ

レ

ー

シ

ョ

ン

セ

同

園

園

長

協

調

第
二
大
島
中
小
分
会
、
近
江
八
幡
支
鹿
分
会
、
中
部
電
力
人
権
侵
震
告
ン
タ
l
支

部

、

日

本

火

災

支

富

浜

臨

圃

・

・

園

副

日

部

、

健

保

総

合

川

崎

中

央

病

院

労

組

、

回

、

同

支

援

す

る

会

、

全

建

設

省

労

分

会

、

全

損

保

大

成

支

部

、

全

痕

保

・

・
・
ヨ
掴
ヨ

'

迦

日
本
育
英
会
労
組
、
京
三
製
作
所
支

劉

t
iz
--h'宮

部
、
全
統

一
労
組
型
車
環
境
盆
宮
、

盛
岡
分
会

(
全
日
自
労
岩
手
県
支

駅

間

需

品

概

観

望

し

た

ね

自
分
で
も

弓

労
組
、
農
要
部
、

車

石

膏
支

か
ら
な
い
の
で
す
が
、
ズ

主

部
、
い
ず
み
保
育
園
5
名
の
保
母

・

し
た
も
の
を
つ
け
た
か
っ

弓

|

|

群

馬

支

部

|

|

幼

児

書

事

る

、

議

開

聖

す

」

=一一

部

、

全

国

税

関

労

韓

戸

支

部

、

基

盤

さ

れ

存

電
気
の
伸

一--

驚
で
は
、
神
裏
書
霊
?
也
た
め
の
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
・

礎

地

盤

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ツ

語

、

会

事

雲

-

一
「

ス

量

一一一

で

望

解

題

さ

れ

ま

、

国

会
員
は
現
在
八
O
史

君

捕

時

長

通

ロ

イ

ド

一一ペ
ー
ジ
幸

一

一

著

書

光

次

、

車

修

、

喜

一
、

0
8人
を
め
ざ
し
て
活
動
が
金
運
輸
童
文
部
、
全
総
訓
露
支

=
芳
部
発
行
さ
れ
て
い
ま

=一一

進
の
五
名
の
仲
間
を
支
空
ょ

2
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
・
解

題

者

の

高

部

、

全

語

東

北

陸

連

支

部

、

喜

子

丘

、

で

き

れ

ば

四

五一

「
沖
電
気
を
指
名
解
雇
さ
れ
た
労
働
崎
支
部
代
表
の
雲
さ
ん
は
「
愚
初
劃
一
蛋
支
部
、
全
日総

訓

福

山

支

部

、

に

し

て

、

世

界

の

労

働

者

=一一

者

と

連

帯

し

て

共

に

た

た

か

言

星

雲

て

い

け

る

か

ど

急

経

詰

品

静

堂

た

な

ど

も

罪

し

て
会
頁

一一

の
会
」
が
結
成
さ
れ
、
幅
広
い
霊
長
し
た
が
、
多
く
の
み
さ
川
崎
支
部
、
全
国

一
般

重

量

支

一

E
Zれ
る
よ
-
量

一一一

覇
者
な
わ
れ
て
い
ま
す
・

の
支
鐙
で
五
人
と
も
や
せ
る

Eな
部

、

審

制

安

芸

支

部

、

護

軍

一

て

て

み

た

い

と

い

-暴

を

z
一一

昨
年
は
フ
「
ク
歌
手
の
横
井
久

く

、
元
気
い
っ
ぱ
い
闘
う
ζ
と

が

で

川

支

部

、

義

製

潟

支

部

、

書

い

ま

す

・
レ
か
し
、
そ
れ

一一一

美
子
さ
ん
の
男
な
ど
で

一
周

年

策

室

し

ご

E
Z期
の

泊

シ

ェ

ル

語

、

全

農

整

理

庁

-

っ
と
会
量

思

し

て
問

点

会

(=
一
百
名
客
室
功
さ
せ
ま
勝
利
め
ま
た
た
か
い
銭
く
」
と

決

せ

れ

射

精

箱

崎

5な
け

れ

ば

量

二

一

な
ど
島
町
画
、
楽
し
い

「会
」
に

す

部

、

繊

浜

地

区

労

組

協

懇

『

水

道

;

は

号

室

宣

言

っ
て

い

ま

す

ン

j
支

部

嘉

馴

広

島

支

と

い

品

み

が
あ
り
ま

一一

F

ケ
ン
は
問中
期
に

一
万
人
以

ι
一一

民
に
し
て

『は
た
ら
主』

=言

語

の

人

に

宇

っ
て
す

ユ一一

一電
繊
の
服
場
や
全
面
同
出
身

宅司

支
緩
す
る
会
を
つ
く
る
乙

-z一

中
し
た
い
と
ニ一宮っ
て
い
ま

完-

一

E暴
言

し

い

一一一

9

E
 

7
ン
、
が
ん
ば
れ
ノ

一一

川

w
h
w
j
L一

支
援
決
議
あ
り
が
と
う
(
第
8
次
集
約
分
)

|

|

|

決

議

団

体

名

E軍曹霞重要慰ID'J置置置E

カンパ200万円
行商売上げ2000万円突破

五
人
の
職
場
復
帰

か

な

ら

ず

勝長鰐事総

回
制
閉
山
凶

「
は
た
ら
く
」
は
会
員
と
の
命
綱

24 
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{
 

「
会
社
は
自
由
に
首
が
切
れ
る
」
に

1111111111111111111111111111111111111111111111111 

怒
り
の
総
反
撃
を

3月は沖電裁判
闘 争強化月間

11111111111111111111111111111111111111111111111111 

鈴木裕子

日月3 

一
万
人
の
会
員
に
あ
と
一
六

O
O人

「裁判だけでは勝てな~)J 

第5回公判を傍聴して

支援する会日本電気支部

の
短
さ
に
一
一
一
度
驚
い
て
し
ま
っ
た
・
乙
の
裁
判
の
傍
憾
で
私
の
「
裁
判
」

な
ん
と
正
味
お
骨
種
.
開
廷
し
て
弁
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
変
-一手
口
れ
て

護
団
と
の
討
論
が
始
ま
る
や
い
な
や
し
ま
い
、
司
法
の
反
面
化
も
身
に
し

終
っ
て
し
ま
っ
た
感
じ
で
色
々
と
期
み
て
感
じ
ら
れ
沖
の
裁
判
解
決
の

待
υて
い
た
私
は
、
あ
つ
り
に
と
ら
難
し
さ
-b教
え
吾
れ
る
よ
う
な
気
が

「
沖
電
気
の
不
当
解
雇
徹
回
裁
判
」
越
楢
」
を
も
っ
て
、
盟
主
協
議
し
由
」
に
迫
を
ひ
ら
く
か
ど
う
か
の
岳
輸
に
よ
る
裁
判
批
判
が
不
可
欠
で
れ
て
し
ま
い
思
わ
ず
「
も
-
議
わ
り
し
た
・
こ
れ
か
PD
裁
判
闘
争
も
本
格

は
門
年
4
月
お
自
の
市
E
京
を
皮
切
り
ょ
-
?
と
し
た
と
主
張
し
て
い
ま
し
た
裂
な
闘
い
に
な
っ
て
い
ま
す
・
な

お

す

・

?

」

と

雷

っ

て

し

ま

っ

た

程

だ

・

化

レ

「

裁

判
の
傍
聴
」
と
い
W
2口町

に
、
八
王
手
、
前
縮
、
熊
谷
の
4
力
が
、
こ
れ
を
管
て
「
団
交
に
先
立

4
月
か
主
人
君
事
ま
り
い
よ
ま
た
大
衆
的
傍
聴
は
、
職
場
、
地

「会
」
の
人
蓄
量
に
は
ζ
れ
で
も
が
だ
ん
だ
ん
大
切
に
な
る
よ
う
な
気

所
で
、
こ
れ
ま
で
幻
自
の
裁
判
が
お
ち
、
受
皇
軍
C
会

較

レ

、

指

名

解

い

よ

闘

い

は

叡

心

に

迫

っ

て

い

ま

減

、

産

業

の

大

衆

闘

争

を

さ

ら

に

発

長

い

方

だ

そ

う

だ

・
他
の
裁
判
で
は
が
す
る
の
で
、
で
き
る
だ
り
多
く
の

と
な
わ
れ
ま
し
た
・
竪
局
は

「剰
屈
を
行
な
う
場
合
の
蓑
植
を
一
市
し
す
.
「
支
還
す
愛
さ
で
は
5
月

を

展

さ

せ

る

源

の

一

つ

で

す

・

法

廷

は

数

秒

と

い

之

の

も

あ

っ

た

と

か

・

人

を

さ

そ

っ

て

傍

胞

に

行

き

た

い

と

ぬ
の
状
況
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
た
」
と
一
年
以
上
も
過
ぎ
て
か
月
主
沖
電
気
の
裁
判
闘
争
を
強
化
す
る
た
労
働
者
の
事
実
に
沿
っ
た
正
襲
の
主
じ
っ
く
円
前
輸
を
す
る
場
所
だ
と
思
っ
て
い
る
・

ず
」
「
労
使
協
議
を
信
援
を
つ
く
し
援
を
変
更
す
る
な
ど
、
い
い
か
げ
ん
め
に
、
学
習
会
、
毅
判
傍
聴
、
骨
岳
民
強
が
行
わ
れ
、
不
屈
に
闘
う
そ
一
の
姿
考
え
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
こ
ん
な

て
行
な
う
ζ
と
な
く
」
わ
ず
か
鈎
日
な
態
度
歪
ホ
し
て
い
ま
す
・

に
全
力
を
尽
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
場
で
す
・

裁
判
を
5
回
も
や
っ
て
き
た
の
か
と
も

1
1

聞
の
超
ス
ピ
ー
ド
で
盤
整
解
雇
を
行
神
電
気
の
裁
判
は

「首
切
り
の
自
す
・

さ

ら

に

、

訟

判

を

大

衆

的

に

闘

う

思

-マ
と
驚
き
だ
・
会
社
側
の
人
聞
が

っ
た
も
の
で
、
労
働
語
審
の
労

あ

ふ

れ

る

傍

聴

が

と

い

う

こ

と

は

、

証

拠

を

収

集

し

、

言

明

つ

の

は

わ

か

る

が

、

そ
の
「
弁
解
」
ヂ

働

組

合

法

第

笠

宮

塗

民

で

ゅ

の

る

こ

と

争

点

を

憲

確

に

す

る

役

割

を

も

ち

ま

亭

義

判

官
自
身
が
原
告
に
向
か
っ
て

主

に

、

具

誌

に

霊

草

花

、

真

理

を

ひ

き

だ

す

す

・

沖

電

気

争

議

は

ゼ

ロ

か

ら

の

出

平

気

で

書

し

て

い

る

・

外
注
ア
ル
バ
イ
ト
の
録
用
、

ニ
O
O

発

で

し

た

が

、

既

こ

少

な

く

な

、

支

私

は

こ

の

裁

判

官

に

対

し

、

「裁

(
は
た
ら
く
第

5
号
よ
り
)

、

』

、

'v

名

以

上

の

新

革

採

用

、

さ

ら

に

、

経

後

の

方

カ

ら

級

々

な

情

報

資

制

力

判

官

と

し

て

の

自

覚

」
と
い
弓
xuの

盤
面
で
は
乃
億
円
以
上
と
い
わ
れ
る
労
働
争
議
の
一
分
野
を
担
'議
判
決
を
す
る
と
い
う
乙
一
と
が
法
に
よ
っ
寄
せ
ら
れ
て
お
り
乙
れ
が
賓
'

な

鉦

を

凝
っ
て
し
ま
っ
た
・
「
司
法
の
反

史
上
且
嵩
の
経
常
利
益
な
ど
を
無
縁
は
、
大
衆
的
裁
判
闘
争
と
し
て
発
展
て
求
め
ら
れ
て
お
り
ζ
れ
を
行
う
こ
拠
や
本
質
を
え
ぐ
る
争
点
づ
く
り

に

動

化

E
E
6は
聞
い
て
い
た
が
、

し
な
が
ら
不
当
掌
を
追
求
し
て
卓
司
ま
さ
せ
る
べ
き
も
の
と
z

一宮
わ
れ
ま
す
.
と
に
よ
っ
て
国
民
の
信
頼

を

維

持

し

役

立

ち

、

裁

判

闘

争

上

の

不

断

の

蓄

総

判

官

の

態

度

が

こ

れ

程

ひ

ど

い

と

し
た
が
、
沖
電
気
は

「重
解
砲
す
と
れ
は
、
広
い
意
味
で
は
労
働
争
議
な
り
れ
ば
努
ロ
な
い
と
い
-
通
が
あ
積
C
な
っ
て
い
ま
す
・

生

ま
れ
て
始
め
て
裁
判
の
傍
聴
へ
は
思
わ
な
か
っ
た
・
文
、

沖
の
弁
護

る
し
な
い
の
判
断
は
、
使
用
者
に
委
の
勝
利
の
カ
ギ
は
労
働
述
動
そ
の
も
り
、
良
い
判
決
、
命
令
も
出
さ
れ
て
こ
の
よ
弓
な
た
た
か
い
の
苔
積
を
行
っ
た
私
は
、
ま
ず
象
判
所
の
「
脂
団
の
追
求
に
言
葉
を
な
く
冒
と
へ
ラ

9

時

ね
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
、
時
間
的
制
の
の
中
に
あ
る
と
い
主
昧
で
用
い
い
ま
す
・
こ
の
事
を
確
実
に
重
さ
つ
量
ね
て
と
そ
私
た
ち
は
勝
利
を
さ
」
と
い
-つ
事
に
驚
い
た
・
又
静
か
へ
ラ
笑
う
(
笑
っ
て
ご
ま
か
す
)
と

わ
川
崎

約
等
か
A
援
判
所
で
審
査
す
る
の
は
ら
れ
ま
す
が
、
ま
ず
、
大
衆
的
傍
聴
せ
る
に
は
、
自
覚
的
で
熱
意
あ
ふ
れ

自
ら
の
手
に
す
る
乙
と
が
で
き
ま
過
ぎ
る
程
の
静
金
さ
に
私
語
い
て
し
い
λ

挙
恥
裁
判
官
と
し
て
不
観
倶
で

吸
お

考
え
も
の
で
あ
る
」
蓄
の
主
張
を
喜
英
語
君
、
裁
判
所
に
公
た
傍
聴
と
社
会
的
産
汎
な
力
、

世

す

。

ま

っ

た

ω

裁
判
で
は
時
間
の
あ
ま
り
許
せ
な
い
.
「
裁
判
だ
り
で
勝
て
な

〈

比

し
、
資
本
主
護
軍
で
は
H

余
剰

正
な
裁
判
を
求
め
る
大
き
な
力

で

い

」
と
言
っ
て
い
る

「会
」
の
人
の

札

人
員
と
経
営
者
が
判
断
す
れ
ば
「
首
す
。
裁
判
所
は
数
多
く
の
反
動
判
決

言
業
亭
夜
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
.
M
it

切
り
」
は
自
由
M

で
あ
る
と
強
弁
・
を
生
み
出
し
て
お
り
、
そ
の
傾
向
は

労
使
協
議
に
つ
い
て
は
、
沖
電
気

一
脳
強
ま
る
方
向
に
あ
的
孟
す
が
、

は
当
初
、
希
銭
退
職
と
指
名
解
屈
を
そ
れ
で
も
な
お
向
時
に

「公
正
」
『
中

い
っ
し
ょ
に
し
た
形
の

「鼓
理
解
脱
立
」
な
ど
「
良
心
」
に
議
ず
い
た
判

ー
沖
電
気
の
不
当
解
雇
撤
回
裁
判
本
格
化
|

「彼
女
も
つ
く
れ
な
い
や
つ
に

支
援
が
で
き
る
か
/
」
に
は
困
り
ま
し
た

5
月
刊
日

本
庄
第
7
回
公
判
問

時
、
浦
和
地
裁
熊
谷
支
部

3
月
目
白

八
王
子
第
7
回
公
判

的
時
、
東
京
地
裁
八
王
子
支
部

4
月
幻
日
東
京
第
6
回
公
判
M
即

時
、
翠
京
地
裁
民
事
円
号

大
阪
・
京
都
オ
ル
グ
報
告

大

阪

・

京

都

オ

ル

グ

の

支

援

決

議

あ

り

が

と

う

平

井

盛

博

会
建
設
屯
畿
地
方
本
部
、
全
農
霊
働
組
合
遺
墨
、
霊
会
労
働
組
窓
口
、
合
、
高
契
阪
支
部
、
毒
菌

畿
地
本
大
阪
府
協
受
冨
、
腕
宛
テ
レ
京
都
府
農
協
労
働
組
合
迎
合
会
、
西
地
本
大
阪
分
会
、
新
婦
人
大
阪
府

一
月
十
五
日
、
は
た
し
て
大
阪
ま
ん
ば
れ
と
と
や
さ
し
い
?
指
令
に
線
題
も
催
起
さ
れ
ま
し
た
が
特
に
ピ
慈
直
労
働
組
合
、
自
治
労
大
阪
府
東
和
ピ
ル
管
理
労
働
組
合
、
大
阪
放
本
部
、
全
選
附
近
幽
霞
準
語
、
全

で
た
ど
り
つ
け
る
か

ιい
-
宗
ン
コ
奮
起
、
一
日
一
書
ま
ず
|

「
一
人
の
彼
女
主
れ
な
い
で
だ
れ
本
部
衛
都
迎
宮
田
林
市
職
員
労
働
組
送
労
働
組
合
、
朝
日
率
直
労
働
盟
国
、
国
重
畿
地
方
迎
合
会
、
全
電
波
近

ツ
の
カ
ロ
ー
ラ
に
、
ピ
う
や
パ
ン
フ
京
都
で
は
塑
口
つ
ぶ
レ
と
た
た
か
に
支
鐙
の
訴
え
が
で
き
る
か
f
」
と
合
、
同
貝
塚
市
職
員
労
働
響
、
同
サ
ン
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
労
働
窪
田
、
エ
畿
工
場
、
第
一
工
場
製
薬
労
働
壁
、

レ
ァ
ト
亭
漏
蔽
レ
て
、
中
野
遥
弥
君

-尋
縞
一
般
宮
川
分
会
に
お
位
話
に

雷
わ
れ
抽
出
身
二
人
は
何
も
醤
え
ず
大
東
市
職
員
労
働
組
合
、
同
枚
方
市

フ
エ
ム
大
阪
労
働
組
合
、
全
印
総
連
京
都
犠
械
金
属
労
働
塑
回
、
全
日
本

と
二
人
で
、
事
務
所
を
出
発
、
大
阪
な
り
そ
こ
を
拠
点
と
し
て
オ
ル
グ
を

「棄
に
帰
っ
た
ら
す
ぐ
作
る
」
と
職
員
労
働
盤
円
同
東
大
阪
市
職
員
大
阪
地
方

霊

会
、
運
輸
一
般
大
阪
商
業
労
働
組
合
京
都
府
支
部、

京
都

・
京
都
二
週
間
の
オ
ル
グ
を
始
め
し
ま
し
た
・
こ
ζ
で
は
毎
日
朝
食
の
約
要
己
せ
ら
れ
、
徹
回
闘
争
と
と
も
労
働
組
合
、
大
阪
教
織
員
組
合
、
大
地
方
ー本
部
、
全
金
杉
本
伸
線
圧
延
支

市
教
職
員
懇
口
、

京
都
府
立
高
等
学

た

・

用

意

。

掃

除

や

洗

濯

の

め

ん

と

主

に

が

ん
ば

PZく
ち
ゃ
l
で
す
・

阪

私

学

教
職
員
塑

口、
化
学
一
般
京
部
、
全
労
働
大
阪
基
準
支
部
、
全
労
校
教
職
員
組
合
、
京
都
子
ど
も
を
守

震
初
の
夜
か
ら
、
毎
晩
士
一
時
す
で
み
て
い
た
だ
輩
出
置
の
気
持
で

一

今

回
の
オ
ル
グ
で
私
達
は
、
全
国
滋
地
方
本
部
、
運
輸
一
般
京
滋
地
方
働
近
畿
地
方
協
墾
言
、
全
国

一
般
大
霊
園
、
国
労
大
阪
地
方
労
働
漫
罵

ぎ
ま
で
、
「
交
流
会
」
「
ス
ケ
ジ
ュ

杯
で
す・

東
京
で
の
粗
食
?
に
耐
え
の
仲
間
の
み
な
さ
ん
と
連
帯
し
て
闘

本
部
、
全
金
京
滋
地
方
本
部
、
自
治
阪
地
方
迎
合
会
、
全
国

一
般
大
阪

一

小
路
支
部
、
全
面
税
労
働
組
ム
E
京
都

l
ル
打
合
せ
」
な
ど
・
朝
は
八
時
か
て
い
る
せ
い
か
体
重
も
増
え
ま
し
え
ば
か
f嘉
手
段
利
す
る
と
確
信
し
塗
京
都
府
本
部
、
全
自
交
京
都
地
方
懲
罰
働
組
合
、
全
面
建
設
及
護
資
支
部
宇
治
分
会
、
金
司
法
京
都
支
部
、

ら
、
ピ
ッ
シ

υ労
組
亭
訪
ね
て
、
支
た
・
京
都

・
大
阪
で
約
一

O
O
の

労

ま
し
た
・
百
恥
車
く
職
場
復
帰
し
迎
合
会
、
京
都
医
銀
協
察
官
、
京
都
材
労
働
塑
失
阪
府
本
部
、
全
国
鉄
金
週
中
京
支
部
、
京
都
私
学
教
職
良

綾
を
得
さ
ヌ
昼
食
夜
き
で
富
し
組
を
か
け
由
り
感
じ
た
の
は
、

「労

て
、
ゆ
っ
く
り
京
都
号

ρυ
た
い
医
療
窪
田
会
、
金
京
都
印
刷
躍
労
動
力
車
ー蚕
地
方
労
働
漫
画
、
金
司
組
合
窪
田、
同
窓
口
語
職
員
窪
田
連

た
が
、
寒
さ
も
あ
っ
て
途
中
で
中
野
働
者
は
す
ば
色
い
」
と
い
う
ζ
と
も
の
で
す
・

(
一
月
か
ら
二
月
に
か
組
装
甲
会
、
全
損
保
京
都
地
方
協
議
法
大
阪
支
部
、
民
放
労
連
近
館
地
方
合
、

同
志
社
大
学
教
職
員
窪
田
、
同

君
が
風
邪
で
ダ
ウ
ン
、
続
い
て
私
も
で
す
・
ど
と
で
も
熱
い
連
帯
と
は
げ
宅
徹
固
さ
せ
量
震
熊
本
、
量
ヘ

会
、
京
都
自
由
労
働
者
狸
口
、
全
日

連
合
会
、
大
阪
地
方
医
僚
労
働
窪
田
志
社
中
学
校
教
臓
民
盟
国
、
健
谷
大

ダ
ウ
ン
し
た
・
東
京
へ
病
気
の
連
絡
ま
し
を
受
け
、
カ
ン
パ
も
四
O
万
円
秋
田
、
奈
良
、
滋
賀
、
和
歌
山
に
も
自
労
京
都
府
支
部
、
京
都
府
職
労
、
協
龍
宏
司

関
西
勤
労
者
教
育
蜜
語
、
学
教
峨
員
窪
田
、

を
し
た
ら

「栄
養
剤
で
恥
厳
ん
で
が

以
上
。

オ

ル

グ

に

い

圭

達

し

た
・
)
京
都
市
職
労
、
京
都
私
立
国
時
育
所
労
毎
日
テ
1
プ
レ
ク
チ
ャ

ー
労
働
組

東京地裁の前にてワS年)

)
 
-(
 

運愉....... 量宮I11分会の仲間と (京者冊
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1
月
刊
日

大
田
区
労
協
、
江

東
区
労
協
な
ど
旗
び
ら
き
害
加

1
月
げ
日

国
公
労
連
情
婦
部

な
戸
旗
ぴ
ら
き
.

1
月
日
目

サ
ン
ポ
ウ
ジ
ャ
ー

ナ
ル
(
山
巌
社
)
解
届
一
周
年

集
会
多
加
。

1
月
初
日

撤
回
さ
せ
る
会
春

闘
学

望

調
悩
.
風
間
節
子
さ

ん

〈絞
木

・
保
母
さ
ん
で
不
当

解
胞
盤
回
闘
争
中
)
と
交
流
会

1
月

n日
仰
岡
山
気
本
社
抗
議

出会話

〔
η団
体
、

二
五

O
名
)

=
Z麟
(
市
生
京
)
支
慶
す
る
会

発
足
総
会
.

1
月
日
日

「八
O
年
ヤ
ン
グ

ジ
ャ
ン
プ
」
(
民
背
同
盟
主
催
)

で
宣
言出
活
動
.
目
立
争
鍍
団
総

行
動
に
診
加
。

ー
月
お
白

神
電
気
争
犠
回
線

ぴ
ら
き
公
行
。
名
惨
加
)

1
月
M
日

日
本
線
関
紙
印
刷

所
内
コ
ン
ク
ー
ル
で

「は
た
ら

く
」
入
選
.
荒
川
区
労
協
主
催

の
凧
上
げ
大
会
に
容
加
.

1
月
幻
日

主
邸
の
労
働
運
動

筋
2
回
受
流
討
論
集
会
に
診
加

1
月
刊
日

東
京
法
律
事
務
所

政
び
ら
さ
歩
加
.

1
月
η
目
3
2
月
6
B

岩
手

県
、
秋
白
県
ヘ
オ
ル
グ
活
動
.

1
月
初
日

八
王
子
第
6
回
毅

判
.
あ
か
っ
き
印
刷
労
組
昼
休

み
臓
燭
鍛
会
明
感
え
中
央
区

容
闘
学
沼
会
に
容
加
.

2
月
1
白

川

市
復
デ
l
.

2
月
2
日

敵
声
喫
茶

「明
日

を
つ
く
る
仲
間
述

・
2
」
開
催

2
月
5
日

聖
泉
町
出

5
回
設
判

2
月
6
日

聖

恩
簡
易
保
険
局

支
侵
す
愛
置
昼
食
会
に
彰
加
.

日
本
住
宅
公
団
支
度
す
歪
嘉

足
総
会
.

2
月
9
日

制
川
活
版
、
包
士

銀
行
、
神間
地気
5
争
犠
団
交
流

A

厨
悩
.

2
月
日
目

寝

室

中

央

蚤

員
会
で
宣
伝
行
動
(
大
津
)

2
月
同
日

ス
モ
ン
決
起
級
会

に
鯵
加
.

2
月
日
日

伸
旬
争
犠
困
露
大

幹
組
会



( 2 ) 

が
ん
ば
る
沖
電
気
の
仲
間

i
t
あ
る
日
の
行
動
を
レ
ポ
ー
ト
1
1

支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)

板
垣
て
つ
子
さ
ん
は

l

隆

さ

ん

は

(

車

部

会

聖

母

(

費

闘

争

担

当

一

7
時

起

床

7
時
め
分
争
議
団
ニ
ュ
ー
ス
を

5

7
時
切
分
家
族
(
子
供
2
人
)
験
場
の
仲
間
に
配
布
・
移
動
、
配
転

和

そ

ろ

っ
て
朝
食
・
あ
と
か
た
づ
け
・
が
多
い
の
か
友
人
の
顔
霊
的
見
れ

イ

日

時
犯
分
平
供
を
保
育
園
に
つ
ず
・

が
円
萌
日
の
計
画
を
考
呑
也
・

ト

れ

て
い
ベ

9
時

ω分
菌

さ

せ

一重

要

渡

辺

秀

雄

さ

ん

は

|

9
時
事
務
所
で
行
商
の
会
計
盤
所
で
一
朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
今
日
の

事

と

云

窪

田

」

の

準

備

・

行

動

と

今

週

の

活

動

計

画

を

立

て

(
千
代
田
区
オ
ル
グ
担
当

ロ
時
ス
モ
ン
の
犀
体
み
抗
議
集
る
・
各
誕
の
経
験
交
流
で

「み
ん
な

6
時

的

分

起

床
・
朝
食
も
と
ら

会

に

参

加

・

が

ん

ば

っ
て
い
る
な
・」

と
励
ま
さ
ず
急
い
で
申
告
を
出
る
・

-
時
泊
分
朝
つ
く
っ
た
ベ
ん
と
れ
る
・

日
時
ス
イ
ス
航
空
の
職
業
病
の

A
め
昼
食
・

旧
時
5
分
弁
護
団
と
の
打
合
闘
い
の
支
鐙
の
ピ
ラ
ま
き
・
寒
い
の

2
時
事
遊
附
に
て
午
前
中
の
残
せ
・
希
望
退
職
の
追
臨
調
査
・

Eι
で
ブ
ル
ブ
ル
ふ
る
え
た
・

り
の
仕
事
を
続
け
る
・
た
き
の
実
態
の
轄
重
な
と
・
昼
食
を

9
時
初
分
事
務
所
で
朝
食
、
パ

5
時
間
判
分
帰
宅
・
子
供
を
保
育
食
べ
る
の
も
忘
れ
、

1
時
ぬ
分
ま
で
ン
と
コ
ー
ヒ
ー
・
千
代
田
区
内
の
労

出

闘

に
迎
え
に
{ワ
¥
夕
食
の
買
物
も

一ワ

ヨ

組

に

支

媛

要

輔

(

裁

判

傍

聴

の

お

顧

刊

そ
の
時
に
す
る
。

2
時
弁
護
団
会
議
の
+
受
」
め
を
い
・
支
援
す
る
会
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
)

札

6
器

分

夕

食

器

-

行

な

う

-Zの
休
砲
・
乙
の
と
き
の
器
-

モ

7
時

犯

分

夕

食

・

簡
蹴
な
昼
食
を
す
る
・

問
時
農
林
省
、
通
産
省
な
ど
の

1

相

8
時

間

、
語
で
き
な
か
っ

2
時

君

主

筆

書

に

今

官
庁
衡
の
労
働
組
苔
を
ま
わ
る
・
剖

吃

た

争
目
簡
の
家
族
に
家
族
会
の
迎
絡
後
の
日
程
の
速
絡
・
併
せ
て
ム
霊
側
刊
は
時
段
椋
朝
日
の
食
堂
で
昼
食
・

坊

や

と
影
加
の
硲
認
の
電
話
・

の
資
料
を
コ
ピ
ー
し
て
配
布
・

(

官
庁
の
食
世
ほ
安
い
た
め
・
)

凱

柑

B
時
ぬ
分
子
供
を
風
呂
に
入
棄
だ
け
で
も
九
つ
の
法
律
事
務
所

1
時

大

蓄

に

雲

労

組

自

件

つ

シ
れ
、
そ
う
じ
、
話
-

に
関
係
が
あ
る
の
で
全
部
ま
わ
る
と
オ
ル
グ
・
百
叩
件
ほ
ど
オ
ル
グ
し
、

臥

ザ

叩
時
明
白
、
長
が
保
育
園
児

一
日
か
か
る
・
今
日
は
3
長
・
足
が
だ
る
く
な
る
・

弘

民

も
っ
て
い
く
パ
ジ
ャ
マ
な
ど
用
意
・

6
時

「支
鐙
す
る
会
」
幹
事
会

6
時

細

川
活
版
、
日
フ
ィ
ル

苅

都

友
人
に
争
議
の
よ
手
を
知
ら
せ
る
に
嘗
加
し
て
裁
判
闘
争
の
現
状
を
報
(
い
ず
れ
も
解
題
画
闘
争
)
の
築
「

手

紙

を

轡

く

。

告

・
9
時
ま
で
一
続
く・

会
に
診
加
・

9
時
ま
で
つ
づ
く
・

円

時

閣

失

λ
さ
ん
帰
宅
・

一
緒

9
時
初
分
襲
か
ら
の
電
話

「今

問

時

帰

宅

・
家
族
と
夕
食
空
」

に
夕
食
。

日
恥
遜
く
な
る
の
?
」
で
急
い
で
事
り
、
ロ
時
頃
消
灯
・

ロ

時

間

州

分

務

所

宇

品

て

電

車

に

飛

び

の

る

・

問
時
ぬ
分
帰
宅
.
夕
食
を
し
な

大
橋

f肖
灯

1 980年 3月 1日

3特命

「トコヤ」は自分i濯でー

今日は梱包のアルバイト

支
援
す
る
会
支
部
紹
介

@ 
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ひとよりたくさん食べるには

大
量
宣
伝
を
重
視
し
て

|
支
援
す
る
会
三
多
摩
の
会
|

神
電
気
八
王
子
事
業
所
で
指
名
解
ま
り
ま
し
た
.
結
成
総
会
で
は
干
名
か
け
、

三
多
勝
主
要
駅
九
カ
所
で
箪

屈
さ
れ
た
の
は
宮
樫
直
志
、
米
田
和
の
会
員
を
早
期
に
三
千
名
に
ふ
や
伝
を
行
い
ま
し
た
.
百
名
の
診
加
で

恵
、
橋
本
久
雄
、
笹
島
謹
回
、
諏
訪
す
、

=一
労
、
各
地
区
労
に
働
き
か
げ
、
約
一
万
事
十
枚
の
ピ
ラ
を
ま
き
ま
し

正
、
鹿
角
サ
ダ
子
、
局
博
光
の
七
名

三
多
摩
で
の
「
労
組
共
闘
」
づ
く
り
た
が
、
そ
の
中
で
=一

O
名
以
上
の
入

で
す
.

を
促
進
す
る
、
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
会
の
申
込
み
ゃ
主
T
四
百
円
の
カ
ン

一
月
二
士
百
に
は

「指
名
解
臆
し
た
.
地
元
八
王
子
地
区
労
で
は
滋
パ
と
み
か
ん
5
旬
の
務
U
入
れ
が
あ

さ
む
停
電
気
の
仲
間
を
支
援
す
る
長
見
解
と
し
て
支
援
が
決
定
さ
れ
て
り
、

「ピ
ラ
を
ま
い
て
い
て
、
カ
ン

三
多
摩
の
会
」
が
結
成
さ
れ
、
本
部
い
ま
す
.

パ
を

b
bっ
た
の
は
初
め
て
だ
」
と
、

の
呼
び
か
け
人
で
も

霊

=一
多
勝
労

「三
多
摩
支
後
宮
塞
」

は、

さ

会
頁
は
、
運
動
の
広
が
り
に
確
信
を

協
の
坂
本
音
雄
副
桜
H
E
が
会
長
に
決

っ
そ
く一

月
下
旬
か
ら
二
月
上
旬
に

深
め
て
い
ま
す
・

た

た

か

い

に

歌

は

必
要
な
の
だ
|

(う
た
ご
え
喫
茶
そ
の

2
)

首
切
後

一
年
二
カ
月
経
っ
た
神
電
気
会
社
は
芝
浦
工
燭

(五
府
建
一
抽
出
三
う
不
満
と
怒
的
が
起
き
て
い
ま
す
.

で
は
、
今

b
E設
重

量
化
の
嵐
階
建
三
線
)
空
」
り
事
υ士
言
階
建
ま
五
番
組
窓
口
は
、
適
切
な
反
撃
が

が
吹
告
設
け
て
い
ま
す
.
会
社
の
利
と
七
階
盛
の
新
ピ
ル
を
賞
般
に
と
り
し
き
れ
ず
、
職
場
で
は
ス
ト
レ
ス
が

益
は
七
九
年
度
通
期
で
経
常
利
益
七

か
か
ろ
，
?
と
し
て
い
ま
す
.
こ
れ
ま
充
満
し
解
雇
撤
回
闘
争
に
ま
す
ま
す

五
億
円
に
な
る
見
通
レ
と
エ
冨
わ
れ
、
で
芝
浦
工
場
で
長
年
会
社
発
展
の
た
関
心
が
強
っ
て
い
ま
す
.
会
社
は
四

会
社
に
と
っ
て
は
笑
い
が
と
ま
ら
な
め
に
働
ら
い
て
来
た
製
品
『
調
車
な
月
に
は
百
億
円
以
上
を
投
資
、
宮
崎

い
と
い
っ
た
感
じ
で
す
.
レ
か
し
残
ど
現
場
労
働
者
は
下
舗
、
外
注
へ
燐
県
で
半
導
体
の
新
工
場
の
建
般
に
着

っ
た
労
働
者
に
と
っ
て
は
首
は
切
ら
僚
と
共
に
出
向
配
転
さ
せ
ら
れ
よ
う
手
.
千
五
百
人
も
の
人
柱
で
利
益
迫

れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
工
と
レ
て
い
ま
す
.
「
何
の
た
め
に
低
求

一
途
の
や
り
方
は
恐
怖
さ
え
感
じ

場
銘
約
、
生
腹
部
門
の
下
純
化
の
ゴ
賃
金
に
甘
ん
じ
で
働
い
て
来
た
の
ま
す
.

リ
拘
レ
に
よ
っ
て

一
日
と
し
て
安
ま
か
.
下
諸
に
捨
て
ら
れ
る
た
め
に
働

る
自
が
な
い
の
が
現
実
で
す
.
近
く

ら
い
て
来
た
の
で
は
な
い
.」

と
い

~r沖電気の定定かし\Jガ
本に怠りました

闘う労働者を描いたら

ピ力イチの今崎暁巳氏が

友よ未来をうたえ(日本フィル)

いのちの讃歌一一ーにつづいて

「若者がたちあがるときj(仮称)

を執筆。 3月下旬労働旬報社か

ら発売。沖電の青年達はーいま

「あなた」と心をひとつに・...

ご期待ください

近
日
発
売
予
定

中
労
労
働
学
院
で
「
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
舎
き
方
」

を
学
ん
だ
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
雑
誌
。
沖
電
気
の
不

当
解
雇
撤
問
問
争
に
取
付
し
た
も
の
が
十
本
あ
り
ま

す
。
闘
う
沖
地
気
の
仲
間
が
あ
ざ
や
か
に
飛
出
す
感

動

・
涙
の
ル

ポ
。

問
合
せ
は
「
支
帽
躍
す
る
会
」
事
務
局
ま
で
。

1
1
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

l
i

2
月
度
も
r新
し
く
加
支
部
以
上
誕
生
し
ま
し
た
.
小
学
生
や
中

学
生
か
ら
も

「自
分
の
お
年
玉
を
あ
げ
る
よ
」
と
カ
ン
パ
が
届
き

事
務
局
は
支
鐙
の
箆
が
り
に
ピ
ッ
ク
リ
.
ニ
ュ
ー
ス
第
叩
号
は
争

犠
回
の
日
常
に
つ
い
て
の
記
事
を
，r
と
い
-
「
愛
盟
が
あ
笠
草
し
た

の
で
取
上
ぜ
草
し
た
.
狂
乱
物
価
を
忠
わ
せ
る
値
上
げ
ラ
ッ
シ
z

m春
闘
の
前
進
を
と
だ
れ
も
が
|
|.

3
月
6
日
は
支
援
す
愛
吉
発
足
一
周
年
で
す
.空
白
長
者
川
、

鳥
取
の
2
以
と
な

2
aし
た
.

全
国
の
み
な
さ
ん
.
も
「
4
9
ぐ
容
で
す
、
風
邪
に
注
意
を
f
一

万
人
の
会

μめ
ざ
し
が
ん
ば
2
F
U
ょ
う
・
転
居
の
方
は
か
な
ら

ず
一
報
し
て
く
だ
さ
い
.



1 980年 4月 1日

国鉄新橋

芦川一男 さん

闘騒開

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

発 支媛する会事務局
行 事務所東京都港区三田

所 3-2 -20 -
電話の3)451-3515

郵便口座口座密骨

東京6-75240 
加入者名州電気の不当解服

を撤回さぜる会

全
て
の
労
働
者
の
力
で
反
撃
を

号

1 980年

日

11 

月

第

4 

第 11号}
 
1
 

(
 

3
・
凶
支
援
す
る
会
発
足
一
周
年
集
会
で
決
意
新
た
に

「数字でみる沖電気 E
のたたかい[m;m)) 目

"61名

130人

(子供41)

公判5回

傍聴90団体

250名

・支援決議団体数 … 1.800団体

11.21 集会質問同体.........700団体

・i紋励の手紙ハガキー ー 1.500通
.1中屯門，iil宣伝ピラ 72問

287J7.oo0枚

9級車1
70万2.000枚

1 finm 
5万7∞D部

・マスコミ報道 ・ 300本以 I~

・年間行商売」市 4∞日万円

・支援する会会員数…・ 0 ・e ・8.800名

-撤回させる会会員ー-ー

家族をふくめる・

-裁判(東京地裁)ー 一

-街頭宣伝ピラ

.ノマン 7レ y ト

ま
し
た
.

東
京
争
犠
団
法
廷
闘
争
担
当
の
日

本
テ
レ
ビ
の
木
村
愛
こ
さ
ん
が
「
乙

乙
ま
で
き
て
い
る
司
法
反
動
」
と
而
出

し
て
連
帯
の
あ
い
さ
つ
.

最
後
は
日
本
住
宅
公
団
支
鑑
す
る

会
の
音
頭
で
「
印
替
闘
勝
利
、
沖
電

闘
争
勝
利
団
結
ガ
ン
パ
ロ
l
」
を
三

山
レ
削
舎
U
ま
し
た
.

一
万
人
の
会
員
に

あ
と
一

0
0
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重詰土を追及する沖争鶴田の彫山さん

均
年
日
月
に
沖
電
気
は
、
よ
な
っ
て
い
ま
す
・
感
じ
で
す
・
民
主
主
義
を
臨
み
に
じ
る
暴
挙
年
で
会
員
数
も
八
、
主

U
O人

り
一
層
の
も
う
け
を
ふ
や
す
た
首
切
向
後
一
年
三
カ
月
た
つ
沖
電
気
の
労
働
者
は
泌
歳
男
を
つ
づ
け
て
い
る
の
で
す
・
許
に
な
り
、
闘
争
を
前
進
さ
せ
る

め
に
「
あ
な
た
は
も
う
い
ら
な
た
沖
電
気
で
は
、
月
年
通
問
酬
の
子
の
賃
金
が
泊
万
余
円
し
か
保
せ
ま
せ
ん
・
重
要
な
部
隊
に
成
長
し
ま
し

い
」
と
千
三
盲
人
に
近
い
人
達
経
常
利
益
が
汚
億
円
以
上
と
予
障
さ
れ
ず
、
人
手
不
足
で
残
業
一
方
指
名
解
属
さ
れ
た
神
電
た
・
こ
の

Cζ
は
沖
電
気
の
解

を
希
望
退
職
と
い
-
[
遥
で
解
雇
恕
さ
れ
、
四
月
に
は
苗
億
目
は
恒
常
化
し
、
父
親
が
ほ
と
ん

気
の
伸
聞
は
多
く
の
困
難
に
屈
庖
が
社
会
的
に
不
当
だ
と
い
う

レ
、
さ
ら
に
乙
れ
に
応
じ
な
か
上
を
投
資
し
、
宮
崎
県
に
I
C

ど
帰
宅
し
な
い
か
広
則
属
し
た
す
る
ζ
と
な
く
元
気
に
勝
利
へ
と
と
の
証
明
で
も
あ
笠
ま
す
・

っ
た
汚
名
に
労
働
組
合
を
無
視

1
E
1
1
I
1
4嘘
B
a
z
-
-
J

の
闘
、
を
つ
づ
り
て
い
ま
す
.
ふ
た
た
び
指
名
解
屈
を
死
語
と

一
恥

g

J怠換
，
ぬ
鹿
野

圃

む

し
て
雪
解
雇
幸
吉
ま
し

一

治

時

迎

賓

ー

議

癒

・

百

霊

を
ζ
え
る
ピ
ラ
で
の
宣
す
る
た
め
に
「
支
事
委
」

世

恥

7
邸砂

崩丘一

一H
m
ロ

A
嘉
勢

同

た
.
じ
つ
に
三
井
三
池
の
闘
争

riド町

i

J

i

--』

伝
.
裁
判
闘
争
.
富
士
銀
行
や
は
当
面
二
万
人
の
会
員
を
安
」

以
来
約
初
年
ぶ
阿
め
大
企
業
で
な
ど
半
導
体
工
場
の
建
設
、
さ
り
、
工
場
集
約
と
称
し
転
勤

・

神
宮
気
へ
の
抗
議
行
動
、
全
国
レ
草
す
・
そ
し
て
沖
電
気
の
伸

の
指
名
解
庖
の
復
活
で
し
た
・
ら
に
東
京
の
芝
浦
工
場
に
お
m

出
向

・
配
転
が
広
〈
行
な
わ
へ
の
支
鎧
要
輔
で
は
、
千
八
百
間
が
勝
利
す
る
日
ま
で
全
力
を

日
本
金
十
定
大
き
な
衝
警
を
与

x
m即
m
で
ロ
階
建
な
ど
の
新
ピ
れ
、
速
く
家
族
と
離
れ
↑
£
で
を
こ
え
る
団
体
が
支
度
を
決
あ
げ
て
支
侵
す
る
ζ
と
を
決
醸

え
ま
し
た
.
テ
レ
ビ

・
新
聞
な
ル
の
建
設
等
設
備
投
資
も
活
発
働
く
な
ど
、
生
市
と
健
康
の
磁
め
、
労
働
組
合
で
の
取
組
み
も
し
ま
す
.

ど
の
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
は
三
百
で
す
.
ま
さ
に
と
の
世
の
春
で
躍
が
進
ん
で
い
ま
す
.
ま
さ
に
進
ん
で
い
ま
す
.
一
九
八
O
年

三

月
十
日

本
を

ζ
足
、
社
会
的
大
問
題
に
笑
い
が
と
ま
ら
Z
い
と
い
っ
た
神
彊
詮
生
き
る
抱
一
利
お
よ
び
「
支
援
す
る
会
」
は
発
足
一

5
-m決
起
察
官

今関正調ム介32;ii522i?fizb茎
宮丸茶京区iiiiE立iiii!?主E
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伸
電
気
争
議
団
の
結
成
〔
昨
年
九

川

月
)
以
来
、
支
一
鐙
が
広
が
っ
て
い
ま

川

す
。
東
京
で
は

w人
情
共
闘
M

と
言

川

わ
れ
る
東
部
六
地
区
労
の
幹
部
の
呼

川

び
か
け
で
「
東
部
支
援
共
闘
会
駿
」

川

が
発
足
.
八
王
手
工
場
の
地
元
で
は

川

八
王
子
地
区
労
主
主
畿
を
決
め
=
一
多

川

蝉
の
各
地
区
労
が
相
次
い
で
支
援
を

川

決
め
て
い
茎
丸

山

芝
浦

・
品
川
工
場
や
本
社
の
あ
る

川

港
区
で
は
労
組
支
鐸
迎
絡
A

議
が
四

州

月
一
日
発
足
の
予
定
・

川

ま
た
全
国
的
な
広
が
り
も
急
で

川

す
・
大
分
県
労
評
は
臨
時
大
会
で

川

「沖
電
気
の
勝
利
は
佐
伯
の
勝
利
.

川

佐
伯
の
勝
利
は
神
電
気
の
勝
利
」
と

川

合
遁
船
佐
伯
分
会
(
大
分
県
)
と
と

川

主

指

名

題

菌

ま

で

闘

義

蟻

川

を
し
+
亭
レ
た
.

川

労
働
組
合
で
の

支
援
ひ
ろ
が
る

4
月
1
自

治

区

(
東
京
)
労

組
支
復
巡
絡
会
露
目
足
。

4
月
4
白

神
支
緩
デ
l
(会

・
事
務
所
)

4
月
5
5
6
目

赤
旗
ま
つ
り

(
東
京
)
で
沖
電
気
の
伸
闘

を
支
媛
す
る
庖
そ
出
庖
.

4
月
日
目

支
鐙
す
る
会
八
王

子
地
区
大
花
見
大
会
.

4
月
日
日

叡
橋
区
沖
電
気
支

度
集
会

4
月
門
田

-2ι
と
え
「
明
日

を
つ
く
る
伸
附
述
・
3
」(繊

繊
工
百H
A
哲
郎
・
磁
区
)

4
月
口
日

東
京
第
6
回
公
判

M
山
時
、
東
京
地
裁
民
事
円
号
.

神
電
気
包
聞
大
行
動
の
B

4
月
幻
自

八
王
子
第
7
回
公

判、

ω時
、
八
王
子
地
裁

4
月
H
E
定
例
斡
車
会

27 

は
撤
回
さ
せ
愛
置
の
中
屋
事
筋
局
長
採
用
、
恒
常
的
な
残
業
時
間

l
l」
注
意
亭
副
か
な
い
人
は
退
廷
」
と
本

ん

他
四
人
、
傍
聴
者
を
集
会
多
加
者
と
と
汗
ピ
y
シ
ョ
リ
で
熱
弁
を
ふ
る
い
番
さ
一
な
が
ら
.
ー
ー
裁
判
長
の

「会

さ

い
う
キ
ャ
ス
ト
で
開
廷
.
ま
し
た
が
、
会
社
側
弁
護
団
に
「
聞
社
@
言
い
分
も
、
原
告
の
言
い
分
も

に
霊
童
図
は
乙
の
護
請
を
業
他
社
と
の
競
争
に
勝
つ
た
め
に
は
も
っ
と

b
E品

ζ
Z系

議

as
ピ
愛
レ
問

先
勝
し
て
本
番
の
裁
判
も
勝
と

-Z
解
庖
は
必
要
な
の
だ
.
組
合
が
握
否
電
気
の
裁
判
闘
争
の
第
一
回
公
判
か
集
会
後
の
反
省
会
で
は
「
本
当
に

野

村

何
度
海
老
乙
の
目
に
備
え
て
練
し
た
の
だ
か
量
合
い
が
で
き
な
い
皇
室
で
の
全
て
を
農
法
廷
で
請
な
ん
て
、
あ
ん
話
?
震
に

t

日

脅
し
、
経
営
状
況
認
と
を
曹
い
た
大
の
は
当
然
、
解
庖
は
正
当
」
と
強
烈
再
現
レ
ま
し
た
・

行
き
た
く
な
っ
た
」
「
司
法
が
反
動

さ
な
グ
ラ
フ
四
枚
も
使
用
し
な
が
ら
に
切
段
堪
さ
れ
、
タ
ジ
タ
ジ
で
と
い
清
水
井
瞳
土
が
裁
判
の
宅
用
と
間
化
し
て
き
で
い
る
が
、
大
き
な
支
援

闘
い
は
、
労
働
組
合
の
支
鐙
辿
絡
会
「
沖
電
気
は
早
晩
倒
産
必
蚕
の
状
況
-
勺
場
面
も
あ
り
ま
し
た
.
題
点
を
解
説
.
ず
る
会
で
展
望
を
き
り
ひ
ら
ζ
つ」

が
各
地
で
発
足

・
醐
備
さ
れ
る
な
ど
と
解
凶
し
た
が
、
こ
の
伎
な
事
実
は
ま
た
傍
聴
府
か
ら
の
「
そ

-3'y
・」

と
く
に

「
八
王
子
、

熊
谷
の
二
つ
な
ど
た
く
さ
ん
の
感
想
と
決
意
が
続

大
き
な
広
が
ロ
を
み
せ
て
い
ま
す
.
な
く
、
ま
た
劉
民
が
生
じ
た
と
富
い
「
解
腿
は
不
当
」
な
ど
の
基
一
冨
に
は
の
裁
判
所
で
一
裁
判
官
が
か
わ
る
な
ど
出
し
ま
し
た
.
い
そ
が
し
い
中
を
駆

「
5
-
m伸
、
支
録
す
る
会
発
足
集
会
は
国
鉄
新
編
支
部

-
支
侵
す
抑
途
に
ど
ん
な
困
簸
が
あ
ろ
-
?
と
も
な
が
ら
多
数
の
ア
ル
バ
イ
ト
、
新
率
裁
判
長
か
皇
警
一
言
を
禁
止
し
ま
す
・
短
大
局
面
で
あ
る
乙
と
」
を
強
扇
し
り
つ
け
て
、
東
京
争
犠
団
副
蟻
長
の

一
則
年
決
起
集
会
」
が
3
月

ω目
、
る
会
の
芦
川
一
男
苧
ん
の
弱
名
解
わ
れ
わ
れ
は
か
な
A
手

職

場

復

帰

を

松

本

男

さ

ん

も

「地
元
の
争
綴
聞
で

翠

京

港

区

の

動

労

福

祉

ム

蔚

で

山

岡

山

出

屈

は

全

て

の

品

弱

者

に

か

ロ

ロ

れ

た

た

た

か

い

と

空

手

・

み

な

さ

ん

の

も

あ

り

、

ζ
の
闘
い
を
全
力
で
支
録

さ
れ
ま
し
た
・
会

扇

は

初

め

支

部

の

攻

撃

で

あ

る

、

印

年

代

を

切

品

く

献

身

的

な

銅

鐙

勘

に

感

謝

す

る

と

と

し

必

主

。砂
利
さ
せ
よ
う
」
と
ピ
-

代
表
で
あ
ふ
れ

「神
官
気
の
解
屈
が
重
要
な
闘
い
を
全
力
で
支
鐙
し
よ
も
，
L

引

書

読

書

熱

い

支

鐙

を

お

ね

が

ル

も

怠

一

串

わ

と

広

ず

決

意

を

表

明

、

不
当
な
の
は
明
白
で
あ
る
、
ふ
た
た
う
」
と
い
う
あ
い
さ
つ
で
穆
革
り
、
い
し
ま
す
・」

と

一

年

三

カ

月

の

闘

容

加

者

を

感

激

さ

せ

ま

し

た

・

び
指
名
解
胞
を
死
鰭
と
す
る
た
め
つ
づ
い
て
撤
回
さ
せ
歪
百
代
表
の
中
い
の
経
過
と

決

意

を

の

ベ

、

大

き

な

支

援

す

愛

霞

四

月

を

会

頁

都

大

に
、
支
桜
ず
る
会
は
当
面
二
万
人
の
山
森
夫
さ
ん
が

「私
遠
の
道
理
あ
る
拍
手
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
・

月
間
と
し
て
、
必
民
ず
一
万
人
の
会

一会
員
を
め
吉
守
兵

E
も
仏
、
勝

利

の

民

を

・
空
白
川
伸
の
鳥
取
と
香
川
に
も

一
日
ま
で
全
力
を
あ
げ
て
毒
す
る
」

模

擬

裁

判

も

勝

つ

ぞ

「
会
」
を
つ
く
り
、
全
国
に
「
ゆ
る

一
と
い
-
員
会
決
議
を
採
択
U

、

新

た

す

な

/
雪
解
屈
」
の
声
柔
き
ミ

一

車

を

め

JAZ毒い
あ
い

ζ
の
臼
の
メ
イ
ン
エ
ベ
ン
ト
は

、

菌

裁

判

の

襲

裁

判

で

し

た

・

躍

し

よ

う

/
と
決
警
固
め
て
い

一

ま

し

た

・

本

邦

初

公

闘

の

伸

電

気

の

不

当

解

屈

伸

弁

鰻

団

の

小

木

和

男

弁

護

士

が

ま

す

・

一

吉
郎
裁
判
長
.
清

水

沼

一

郎

弁

腹

土

全

国

の

伸

聞

の

み

な

さ

ん

の

絶

大

一

宏

在

側

弁

護

団

、

原

告

の

弁

護

団

与

さ

協

力

を

お

ね

が

い

し

ま

す

.



( 2 ) 第 11号支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)1 9 8 0年 4月 1日

蝉叫阿弥

い
そ
が
し
い
、

山
口
県
や
そ
の
他
で
か
.

一
UE
目
、
、
。
=
。
、、日
=
。、
‘
。
、
、
UE
O
EH
E
E
E
目
、
、
。
=
日
、、
。、
、U
E
OE
H
=
u

集

会

が

あ

品

備

も

た

い

へ

ん

」

と

伸

票

率

曹

の

八

雲

好

く

日

引

け

引

日

ら

、

そ

ん

な

ζ
と
を
す
る
と
先
生

一
月
・
新
入
学
の
小
学
一

一卓事
ち
が
い
は
直
す

一

襲
み
な
が
ら
嬰
り
か
に
、
臨
も
つ

'倍
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童

は

判
決
号
、
一
た
と
き
に
、
そ
の
者
意
前
詰
所
得
や
収
入
が
生
活
量
〈
毒
事
小
学
部
1
3
、
5

の

E
で
す
.
草
す
る
A

言
語
続
い
て
い
る
乙
と
で
す
れ
私
が
一
生
め
な
い
の
で
い
つ
も
ト
ン
ボ
返
り
で
霊
協
腰
E'
F
i
l
-
-
-
-
-

・・・・
3一
一

日
童
く
佐
藤
さ
ん
を
襲
へ
帰
同
国
が
補
助
す
る
し
く
み
に
な
っ
て
華
の
い
揺
ぐ
ら
い
ま
で
の
0
0
門
事
部
1
4
、
5
0
0

で
テ
レ
フ

yJ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
失
礼
レ
て
い
ま
す
・
つ
ら
い
事
も
多
と
艇
信
が
感
じ
ら
れ
ま
す
・
全
国
の
せ
」
と
曜
楕
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
い
る
た
め
対
象
者
や
申
制
手
続
世
帝
で
う
り
ら
れ
る
よ
-2Lな
っ
円
、
高
等
部
|
5
、
0
0
0
円

ま
し
た
.

い
い
で
し
ょ
う
が
、
が
ん
ば
っ
て
l

み
な
さ
ん
、
山
本
和
子
さ
ん

ガ

ン

バ

を

/

き

、

補
助
の
方
法
は
市
町
村
に
よ

て

い

ま

す

.

(

い
づ
れ
恥
月
額
)
で
す
.

事
務
局
お
め
で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

|

私

も

が

ん

ば

り

ま

す

・

レ

と

聞

を

大

き

く

し
ま
し
ょ
う
・

激
励
先
H
秋
田
県
能
代
市
彩
慣
長

っ
て
ち
が
い
ま
す
・

〈

手

続
き
〉

さ

っ

そ

く

で

す

が

、

今

ど

ん

な

気

持

短

い
イ
ン
タ
ピ
「
で
し
た
が
、
激
励
先
H
=一
部
以
鈴
鹿
市
神
戸
中
根
一
二
佐
厳
重
子
〈
対
怠
〉
申
儲
は
だ
れ
で
も
で
教
育
要
員
会
に
直
接
申
関
す
る

で
す
か
・

淡
々
と
し
た
ム
露
の
中
に
、
平
和
と
矢
田
部
町
山
本
空
語
千
秋
田
県
能
代
市
部
町
差
す
が
、
実
際
に
う
宮
れ
る
方
法
と
学
撃
と
お
し
て
行
う
や

山
本

釣

時

め

は

、

仕

郁

を

す

る

能

民

主

主

国

棋

を

群

U

、
ζ

の
闘
い
を
必

ニ
の
二
、
大
潟
印
刷
、
大
島
賢
治
か
ど
う
か
の
遮
単
は
市
町
村
に
よ

り
方
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
・

刀
が
劣
る
か
ら
貸
金
に
起
が
あ
る
ん

A
ず

砂

利

さ

せ

る

ん

だ

と

い

う

情

熱

っ

て

ち

が

い

ま

す

・

申

制

時

期

は

い

つ

で

も

受

り

つ

H

子
持
だ
か
ら
解
雇
H

な
ん
て
許
せ
な
い

ピ
ラ
を
ま
く
小
田
ち
あ
書
き
九

EZ' 
まだ
ガ
ンバ
ロ
ウ
も

手
え
石
な
い
が・

地
方
公
務
員
と
し
て
初
の

「男
女
差
別
は
認
め
な
い
」

の
判
決
で
る

28 
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1 9 8 0年 4月 1日指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

日
月
引
日

「沖
砲
気
の
不
当
解

雇
を
徹
回
さ
せ
る
会
」
結
成
(
出
国

械
工
H
H4

蕗
)
初
就
労
闘
争
・

日
月
幻
自

総
評
、
甲
山
俊
労
辿
へ

の
製
紡
一円
動
停
オ
ル
グ
は
じ
め

る。日
月

η
日

イ
タ
リ
ア
機
械
金
属

労
辿
か
-
同
国
際
的
支
畿
の
第
一
号

と
ど
く
.

け
月
H
日

撤
回
さ
せ
る
会
俊
樹

紙

「ζ
ぷ
し
」
第
一
号
発
符
、
「
指

名
解
脳
」
を
う
げ
た
沖
電
労
働
者

を
同
盟
ま
す
集
会
(
麻
布
公
会
堂
)

四
百
余
名
多
加
.

什
月
幻
自

解
口
組
後
、
初
め
て
の

駅
副
江
戸田.'" 

ロ
月
5
目

白
本
の

-2ι
と
え
祭

典
に
参
加
.

げ
月
6
日

「
共
に
闘

-2E」
加

入
の
よ
び
か
げ
発
表
.

ロ
月
7
白

川
也
支
鐙
背
年
窪
田

(治
区
・

平
和
と
労
働
会
館
二

六
O
名
容
加
。

ロ
月
山
自

民
皆
同
魁
の
大
会
で

七
六
万
円
の
募
金
集
ま
る
.

日
月
ロ
日

初
の
述
距
離
オ
ル

グ
、
大
阪
で
.

は
月
げ
自

争
議
団
交
流
と
し
て

名
古
履
か
民
ザ
大
限
鉄
工
来
会
・

ロ
月
げ
日

「獄
追
レ
出
し
認
め

ず
」
の
反
事
体
制
、
徹
夜
で
行
う
・

ロ
月
引
日

中
央
青
学
必
が
支
鐙

集
会
開
催

(山
手
笠
宮
)

一
0
0

0
名
診
加
.

げ
月
幻
自

治
繊
で
働
く
仲
間
の

第 11号(3 ) 

山山
市
集
会

(労
重
函
館
)
二
=
一O

名
診
加
.

ロ
月
日
日

初
の
国
会
議
員
の
来

会
、
(
安
田
純
治
氏
)

日
月
刊
日
目

N
H
K
、

N
C
9
で

州
削
姐
取
上
げ
ら
れ
る
.

日
月
幻
自

訓
告
京
ロ
C
H、

ニュ

ス
ス
タ
ジ
オ
で
取
上
げ
ら
れ

る
ι

ロ
月
四
白

河
川
大
忘
年
会
(
徹
回

さ
せ
ず
謡
、
事
指
前
)
多
数
塗
官

者
あ
り
.

口
月

日

日

あ
か
つ
き
の
大
合
削

欝
加
.

1
月
2
日

微
同
凧
多
躍
川
上
平

で
あ
げ
る

ー
月

4
日
新
年
初
就
労
闘
争

1
月
5
日

仲
制
の
西
銘
知
研
に

抑
制
出
身
者
の
解
届
撤
回
を
抑
制

共
産
党
要
諦
す
る
.

1
月
日
日

大
阪
府
知
期
(
川
間
田

知
事
)
の
激
励
う
り
る

1
月
初
日
N
H
K
「
ル
ポ
ル
タ

ジ
A

に
っ
ぽ
ん
」
で
ぬ
分
陶
放

届
さ
れ
る

1
月
口
日

2
カ
月
記
念
就
労
闘

争
e

新
春
コ
ン
サ
ー
ト
(
ニ
ッ
シ

ョ
l
ホ
ー
ル
)
四
有
ち
名
容
加

1
月
幻

白

神

奈
川
電
線
労
働
者

「
た
た
か
之
官
」
(
川
崎
)
二
ハ

O
名
惨
加'" 

2
月
五
回

国
会
で
失
産
党
、
仲

屯
気
等
の
服
用
問
題
取
上
げ
る

2
月
8
日

協

的

で
ミ
ニ

・
コ
ン

サ
ー
ト
山
間
剛
山

、

2
月
日
日

こ
ぶ
し
の
防
桜
山
裾

(
不
当
解
雇
と
闘-つ
労
働
者
の
歌
〉

レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
=
一
月
上
旬
発

売2
月
日
日
4
法
判
所
に
低
訴
、

各
地
で
提
訴
袋
宮

2
月
日
目

電
磁
労
連
中
央
委
員

会
歩
加
者
に

g
伝
(
鮮
馬

・
渋

川
)
.
自
治
労

・
千
葉
の
春
闘
宇

O
名
の
支
援
で
成
羽
.

3
月
幻
白

神
電
気
闘
争
支
後
わ

ら
ぴ
座
公
演
、
一
五

O
O名
書
加
.

収
益

一
O
O方
以
上
が
カ
ン
パ
さ

れ
る
.

?な

4
月
5
日

春
闘
ス
ト
で
仲
本
社

抗
駿
デ
モ
を
共
同
通
信
社
労
組

(新
聞
労
連
)
が
お
こ
な
う
.
也

駿
東
京
地
協
の
春
闘
決
起
安
吉
で

g伝
行
動

4
月
同
白

金
チ
夫
姿
、
広
島
国

鉄
背
年
の
集
い
に
容
加

4
月
時
日

支
媛
す
る
会
、
第
一

団
幹
事
会
開
催

a
毎
月
日
日
沖
本
社
抗
総
集
会

(
団
体
抗
議
場
名
湖
団
体
分
を
渡

す
)
東
京
第
一
回
公
判
(
傍
聴
者

百
名
)

女

5
月
1
日

メ
ー
デ
ー
に
容
加

容
加
6
月
2
日
故
・

若
林
容
チ
古
γ
~

凶
周
忌
追
悼
全
国
交
流
集
会
(
神

戸
)
6
月
2
5
5
日

赤
旗
ま
つ
り
で

沖
電
支
銭
コ
ー
ナ
ー
設
鑑
(
東
京
)

売
上
額
約
2
0
0万

6
月
4
日

銀
行
に
働
く
仲
間
の

交
流
集
会
に
彰
加
、
富
士
銀
行
へ

盟
義
行
動
を
行
う
。

6
月
刊
日

住
友
の
指
主
解
雇
徹

回
を
製
求
す
る
一
万
人
集
会
(
岡

山
)
へ
彦
加

6
月
目
白

沼
機
東
京
支
鑑
す
る

会
総
会
(
東
京

・
全
国
保
育
4
蕗

)

6
月
刊
、
日
日

第
M
回
働
く
鋪

人
の
中
央
集
会
(
東
京
)
で
宣
伝

活
動
、
募
金
約
引
万
集
ま
る
.

6
月

η
、
H
U

日

大
企
業
の
横
暴

を
規
制
し
闘
い
を
ど
A
A
世
間
し
て

い
く
か
?
統
一
行
動
、
宣
伝
ピ
ラ

旧
万
枚
配
布
(
翠
京
)

6
月
刊
日
目

白
本
機
関
紙
印
刷
定

国
民
救
盛
会
第
泊
回
全
国
大
会
に

接
加

・
支
緩
決
議
を
う
り
る
(
熱

海
)
7
月
引
目

第

μ同
国
弘
岨
の
三
~

と
え
祭
典
に
出
演
(
東
一
毘
)

7
月
幻
自
東
京
第
二
回
公
判
本

社
前
抗
縫
集
会
判
団
体
二
百
五
十

名
歩
加

7
月
四
5
日
日

音
套
文
化
集
団

と
も
し
ぴ
堕
の
ぺ

l
ジ
z
ン
ト
書

加7
月
四
5
叩
臼

徳
島

・
五
色
の

っ
と
い
欝
加
(
思
磐
梯
)

7
月
引
日
3
8
月
2
日

沖
電
支

媛
、
全
国
交
流
集
会
(
秋
田
わ
ら

び
座
)

食

8
月
4
5
6
日

東
京
労
音
夏
の

友
好
祭
欝
加

8

月

間

B

B
E
泊
反
戦

・
平
和

の
つ
ど
い
〔
紛
団
連
主
催
)
に
欝

加

潤
会
に
診
加
.

2
月
日
日
撤
回
さ
せ
る
会
の
女

子
寮
生
(
2
名
)
転
祭
を
か
ち
と

る
.
「
八
王
子

・
共
に
た
た
か
う

会
」
結
成
さ
れ
る
(
翠
思

・
八
王

子
)
2
月
刊
日
日

沖
電
気
、
石
姑
2
・

犯
集
会
(
東
京
)
郎
団
体
五

O
O

人
影
加

'" 

5
月
五
日

=
一
多
摩
「
筒
犠
支
度

す
る
会
」
結
成
さ
れ
る
.
原
告
団

と
弁
護
団
と
の
打
合
せ
会
線
開

催
.

5
月
6
B

「
支
媛
す
ゑ
さ
発

足
笠
宮
(
翠
京
〉
ニ

Qυ
人
書
加

3
月
同
日

沖
電
気

・
浜
田
制
緩

支
優
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
.

3
月
日
日

自
治
労

・
岩
手
の
婦

人
集
会
に
書
加
.

5
月
初
日
解
雇
4
カ
月
虎
ノ
門

(
東
京
)
本
庖
抗
議
繁
『
一
五

5
月
五
日

態
法
集
音
で
あ
い
さ

つ
(
墜
さ

5
月
日
日

住
友
量
級
玉
島

・
佐

野
安
と
の
交
流
会
開
催

全
通
中
野
支
蜜
饗
宮
参
加

5
月
刊
日

東
京
一
地
評
主
催
の
指

名
解
脳
、
不
当
処
分
、
郵
政
マ
ル

生
粉
砕
行
動
(
東
京
)

5
月
初
日
若
者
フ
ェ
ス
テ
パ
ル

.
争
諮
問
交
流
ピ
ク
ニ
ッ
ク
自
由

法
瞥
回
全
国
研
究
塁
王
(
静
岡
)

に
惨
加

s月
H
日

共
同
通
信
支
媛
す
る

会
発
足
式

・
マ
ス
コ
ミ
労
協
粉
砕

ラ
ジ
オ
関
東
前
集
会
に
笠
加

5
月
幻
日

大
須
事
件
現
地
抗
議

袋
詰
(
静
岡
)
に
容
加

5
月
四
日

健
康
診
断
(
墓
思
)

1苛

6
月
1
目

指
名
解
庖

・
不
当
記

転
鰍
回

・
造
船
の
灯
を
守
る
6
・

1
市
民
総
決
起
雲
量
(
大
阪
)
に 〔た

た
か

期
大
会
あ
い
さ
つ
・
金
石
舎
労
組

の
伸
本
社
抗
議
集
会
多
加 い
の
あ
ゆ
み
〕

合

7
月
2
3
4
日

ス
モ
ン
第
5
次

行
動
に
多
加
(東
京
)

7
月
H
1
M
日

背
年
学
生
平
和

友
好
祭
で
熱
い
述
幣
を
う
け
る

(山
梨
)

7
月
門
日

喜
局
金
庫
総
決
起

集
会
に
倭
加

7
月
四
白

浜
田
制
繊
5
周
年
総

行
動
に
惨
加

8
月
白
日
北
陸
本
線
沿
線
オ
ル

グ
9
月
2
日
ま
で
.
お
万
円
の
カ

ン
パ
集
ま
る

8
月
M
日

港
区

(
東
京
)
平
和

盆
踊
り
に
倭
加

8
月
刊
日

新
耐
労
連
東
京
地
連

大
会
で
あ
い
さ
つ
.

8
月
日
日
ソ
ニ

l
ピ
ア
パ

2
7

ィ
で
交
流
亭
深
め
る

食

9
月
日
日

浴
争
議
団
総
持
動
に

診
加

ヲ

月

ロ

白

神
電
気
争
議
団
結

成
、
全
造
船
労
組
・
宝
島
分
会

(岡
山
)
定
期
大
会
あ
い
さ
つ

2 
j;( 

叩
月
2
日

一
般
消
費
税
導
入
反

対
自
民
総
決
起
集
会
(
円
本
武
道

館
)
に
多
加

叩
月
5
日

飯
高
援
国
民
笠
2
L

「
×
」
の
駅
一回
宣
伝
に
容
加

同
月
8
日

伸
労
組
へ
の
支
緩
獲

仰
を
行
う

叩
月
刊
日

東

京
地
評
大
会
会
場

前
で
宣
伝
行
動
.
沖
電
#
護
面
全

国
会
議
。

叩
月
日
1
日
日

東
京
争
強
固
為

市
回
大
会
に
診
加

叩
月
間
日

む
綴
労
連
本
部
へ
支

接
要
部
・
高
崎
支
部

「共
に
闘
う

会
」
幹
事
会
.

叩
月
げ
回

全
金
事
世
田
精
機
総
行

動
に
診
加
.

叩
月
幻
自

抑
協
気
闘
争
勝
利

一

日
総
行
動
・
本
社
前
抗
議
集
会

=
Z
6
名
嘗
加
・
商
品
同
支
部
弁
護

団
交
流
会

問
月
幻
自

守
る
会
、
勝
た
せ
る

会
全
都
交
流
袋
冨
に
診
加

叩
月
引
田

都
職
労
衛
生
局
支
部

大
会
あ
い
さ
つ
.
全
日
自
労
東
京

支
部
学
割
会
に
惨
加

食

日
月

2

日

東
洋
酪
索
争
犠
回
の

早
朝
立
伝
に
鯵
加
.
策
大
生
研
仲

町
間
組
学
副
会
に
嘗
加
.
高
崎
地

区

・
解
雇

一
周
年
音
楽
と
駒
債
の

タ
ベ
開
催
(
群
馬
)
金
金
浜
田
精

出闘争
議
解
決
調
印
式
に
参
加
。
神

電
支
援
す
る
会
1
・
2
大
学
画
会

開
儲
(
凶
支
部
が
歩
加
)

け
月
7
日

東
京
総
行
動
に
嘗

加
.

円
月
8
B

=一多
摩
総
行
動
に
診

加
。

H
月
9
日

港
区
労
協
定
期
大
会

(
東
京
)
で
宣
蔭
行
動

円
月
H
日

港
漕
刀
協

(東
京
)

定
期
大
会
で
あ
い
さ
つ
.
国
民
救

揮
笠
宮
都
本
部
大
会
で
支
媛
決
議
-
つ

け
る
.H同

日

全

神

聖

鐙
す
る
会

毎
日
新
聞
支
部
結
成
総
会

け
月
日
日

歌
声
喫
茶

「明
日
を

つ
く
る
伸
関
連
」
港
区
サ
ー
ク
ル

迎
絡
協
と
共
悩

(船
名
)

け
月

れ

白

川

・
引
解
雇
一
周
年

袋
商
催
(
五
O
O
団
体
、

二
ハ

の

φ
人
以
上
が
歩
加
)

刊
月
mu
白

川

-n総
行
動
(地

町
総
町
室
町
四
)
に
容
加

空

疎

行
へ
要
制
文
手
渡
す

H
月
H
日

日
本
の

'Zん
と
え一
祭

典
に
惨
加

刊
月
四
日

上
回
耕
一
郎
(
参
桜

院
線
以
)
氏
ら
悉
官
、

激
砂
を
う

り岳

'" 

口
月
1
日

東
京
、
神
奈
川
電
畿

支
侵
す
る
会
交
流
会
開
催

(
治
支

部
候
加
)

ロ
月
5
日

「企
業
フ
ァ
シ
ジ
ム

粉
僻
」
芝
信
用
金
即
決
起
集
会
に

歩
加
.

ロ
月
7
日

中

本
ミ
ヨ
さ
ん
(
日

産

・
男
女
差
別
定
年
制
撤
廃
闘

争
)
勝
た
せ
愛
喜
加
.
日
本
短

気
門
前
カ
ン
パ
約
5
万
円
抽
出
ま

る
.
日
月
8
日

沖
也
争
犠
団
本
庄
支

部

1
周
年
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
同
時

に
新
事
務
所
開
設
.
雪
印
乳
業
暴

力
事
件
勝
利
鎖
会
接
加

日
月
門
日

墓
京
東
部
地
域
神
支

援
集
会
開
催
.

は
月
引
日

ω年
を
切
拓
く
一
沖
支

援
す
る
会
l
撤
回
さ
せ
る
会
大
望

年
会
開
催
.
州
本
社
庭
休
み
抗
鍍

集
会
.
毎
日
新
制
夕
刊
に
州
特
鍛

娼
蹴
声
る
.

ロ
月
M
田

川
電
社
前
カ
ン
パ
活

動
.
全
金
京
国
粉
畿
勝
詞
安
芸

加
。
南
池
袋
保
育
園
支
援
す
歪
官

発
足
ロ
月
幻
日

銀
座
で
ふ
る
さ
と
を

f

働
く
伸
聞
の
も
ち
つ
き
大
会
参

加
。
般
国
さ
せ
る
会
卓
球
大
会

(
中
堅
事
務
局
長

・
優
勝
)
.
=一

多
勝
争
議
団
交
流
会
に
容
加

日
月
羽
田

高
島
平
団
地
で
行
商

活
動

1
月
7
日

年
頭
社
前
行
動

1
月
日
自

家
族
五
音
開
催
.
東
京

争
犠
回
春
慢
話
会
に
診
加
。

1
月
初
日
服
回
さ
せ
る
会
春
闘

学
山
口
会
開
催
.
風
間
節
子
さ
ん
(校

以

・
保
母
さ
ん
で
不
一
当
解
脱
般
回

闘
争
中
)
と
交
流
会

1
月

η
日

仲
町
山
気
本
社
抗
綴
集

会

(η
団
体
、
二
五
O
名
)
三
多

麟

(
東
京
)
支
鑑
す
愛
嘉
足
総

会
.
1
月
H
日

「八

O
年
ヤ
ン
グ
ジ

ャ
ン
プ
」
(
民
事
同
同
盟
主
惚
)
で

宣
伝
活
動
.
目
立
争
議
面
総
持
動

に
参
加
.

1
月

お

日

沖
電
気
争
韓
両
山
政
び

ら
き

三
行
む
名
書
加
)

1
月
白
日

日
本
畿
関
紙
印
刷
所

内
コ
ン
ク
ー
ル
で

「は
た
ら
く
」

入
選
.
荒
川
区
労
協
主
悩
の
凧
上

げ
大
会
に
惨
加
.

1
月
四
日
1
2
月
6
日

岩
手

県
、
秩
田
県
ヘ
オ
ル
グ
活
動
.

1
月
刊
日

八
王
子
第
6
回
裁

判
.
あ
か
つ
去
印
刷
労
組
辰
休
み

職
場
集
会
で
訴
旦
べ
中
容
凶
器
智
闘

学
画
会
に
診
加
.

合

2
月
6
目

前
主
京
簡
易
保
険
局
支

楼
す
る
会
昼
食
会
に
容
加
・
日
本

住
宅
公
団
支
鏡
す
る
会
発
足
総

会
.

2
月
日
目
徹
回
さ
せ
る
会
家
旗

会
発
足

2
月
日
白

山
幽
林
省
水
産
庁
分
会

支
侵
す
る
会
交
流
会

2
月
円
日

高
崎
支
部
・
本
庄
支

部
裁
判
.
米
鼠
出
慣
援
世
間

「館
野
事

件
」

g
hに
歩
加

2
月
引
白

神
電
本
社
前
抗
駿
集

会
(
二
五

O
名
)

2
月
お
日
毎
日
新
聞
労
組
春
闘

学
問
会
に
彰
加
.
=
一
愛
鎌
倉
伊
藤

さ
ん
守
る
会
に
容
加
.
労
音
、
東

大
生
研
な
ど
の
各
地
の
ス
キ
ー
に

彰
加
.
1
/
旧
日
か
ら
の
凶
函
オ

ル
グ
帰
会
.

2
月
刊
日
日

中
央
法
規
出
版
本
社

抗
議
鋭
会
.

2
月
目
白

全
労
金
背
年
船
人
部

交
流
会
診
加
。

2
月
四
日

総
評
主
催
、
全
国
争

銭
国
交
流
集
会
に
鯵
加
・
銘
打
回

支
援
す
る
会
付
税
会
・

2
月
四
日

東
京
総
行
動
で
伸
背

原
資
本
白
土
叡
行
へ
抗
犠
l
夜
、

明
治
公
園
で
宣
伝
.

食

3
月
2
日
織
固
さ
せ
る
会
第
5

・
回
総
会
.
わ
ら
び
車
乙
交
統
会
.

3
月
4
白
神
電
全
国
井
後
回
会

議
而
開
催
.

3
月
5
回

復
橋
区
(
翠
京
〕
労

連
で
支
鐙
憂
割
問J
・
大
日
本
印
刷
竹

本
さ
ん
勝
利
袋
奉
加
.

5
月
7
白

神
支
出
田
の
日
.

3
月
8
・
9
白

羽
4
回
職
協
の

自
由
と
民
主
主
義
を
守
る
全
国
交

流
集
会
に
参
加
。

3
月
刊
目

3
・

m支
回
国
す
る
会

決
起
集
会
成
功
.

3
月
日
目

立
川
、
昭
島
(東
京
)

十
話
躍
す
る
会
発
足
総
会
.

3
月
日
日

也
繊
争
犠
団

ω万
ピ

ラ
大
丘
伝
初
日
.

3
月
刊
日

ス
モ
ン
総
行
動
.
千

代
回
総
行
動
。
マ
ス
コ
ミ
総
行
動

な
ど
に
嘗
加
.

29 
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実
際
的
で
後
に
立
つ

「
労
働
運
動
年
報
」
を
ぜ
ひ

労
働
窪
田
の
幹
部
や
活
動
家
の
人

乙
の
本
は
そ
う
い
う
人
た
ち
に
と

が
キ
チ
ン
と
仕
事
を
ζ
な
し
て
ゆ
く

っ
て
、
最
良
の
軒
官
考
書
に
な
る
だ
ろ

に
は
、
賃
金
体
系
に
く
わ
し
い
と
か
、
-つ。

数
十
人
規
桜
の
組
合
の
支
部
や

年
金
に
く
わ
し
い
と
か
、
車
内
知
職
分
会
に

一
冊
備
え
て
お
く
と、

と
く

だ
り
で
は
ダ
メ
だ
。
少
人
数
で
い
ろ
に
便
利
だ
と
思
う
.
と
に
か
く
役
に

ん
な
乙
と
を
や
ら
な
り
れ
ば
努
ロ
な

立
つ
良
い
本
で
あ
る
。
ぜ
ひ
お
す
す

い
の
だ
か
ら
、

い
わ
ば
万
能
選
手
的

め
し
た
い
.
(高
木
哲
夫

・
法
政
大

知
臓
が
ど
-P
Uて
恥
必
要
に
な
る
.

学
教

8

3
Z編
ω年
代
の
経
涜
と
国
民
生
活
一

刊

at町
年
金
・
医
療
問
題
の
課
題

一
任
5

4
S
4
.
m

現
行
時
制
度
の
活
用

一民
川

戸
「
部

ω年
代
の
労
働
組
合
運
動

函
↑

九
肘
叫

t
湖

課
題
別
闘
争
の
重
点
と
展
望

一割
4

Lvt'剖

労
働
組
合
の
動
向

一環
低

Mnn-F
働
国
際
労
働
組
合
運
動
の
動
吉

一
同
宮

司

ヨ

労

そ

の

他

資

料

な

ど

満

載

一
回

紅

恒

岨

版

一

?

一

=

…脂一

、
官
E
V

年

一

汁

3

-
一

一

一泊一

也
価
抑

A
H
V
一
ら
伽

U
机
一

Z
〕
二
一
院
一

制
制
限

Q
O
一拡配恥
一
謹一蜘
一

号，，、
.
7
一間
労
銀
を
一

判
豆
一
間
一

向
官
，
円

a
R
一
一
金
閣
時
点一

5
ω
=
3

3
2
E
J
4

・・a一
貨
匡

闘
争一

A
n
-
f
l

30 
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た
た
か
い
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

500円
(郵送料200円)

中
労
労
働
学
院
で

「
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の品
川u
き
方
」

を
学
ん
だ
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
維
誌
。
沖
電
気
の
不

当
解
厄
撤
回
闘
争
に
取
材
し
た
も
の
が
九
+
ゃ
あ
り
ま

す
。
闘
う
沖
電
気
の
仲
間
が
あ
ざ
や
か
に
飛
出
す
感

動

・
涙
の

ル
ポ
。

申
込
み
は

「支
援
す
る
会
」
事
務
局
ま
で
。

寸
汁
叶
引
U
U汁
汁
川

1
-

万
人
の
会
員
と
鳥
取

・香
川
の
空
白

一
事
務
局
だ
よ
り
一

「
上
仁
れ
れ
ド
仁
l
十
l

L

nmを
な
く
し
た
い
も
の
で
す
.
超
物

桜
の
た
よ
り
も
副
乙
え
ま
す
.一

価
高
の
世
の
中
争
犠
団
も
た
い
へ

・
五
ト
ン
の
し
い
た
り
や
っ
と
宛
れ

ん
。
稼
働
で
は
労
働
組
合
と
は
何
か

ま
し
た
.
ヤ
レ
ヤ
レ
で
す
.
早
く一

が
削
わ
れ
て
い
ま
す
ね
.



1 980年 5月 1臼

川

5
月
日
回

全
損
保
東
京
地
協

川

代
議
委
員
会
で
訴
え

3
月
げ
日
沖
電
弁
漫
画
会
蟻

会

川

(
東
京
地
区
〉

岨県

川

5
月
叩
日

本
庄
第
7
回
公
判

田

川

光
洋
電
子
解
庖
叩
尉
年
抗
議
抽
出

露
骨
υ
弓
争
議
が
は
じ
ま
っ

E

5
6
日
目
の

5
易
自
に
は

一
万

人

の

集

会

を

予

い

の

全

霊

語

ら

わ

れ

て

お

り

、

下

か

・

仮

織

で

の

支

題

織

の

一

確

立

な

ど

一

組

問

川

会
議
)
に
葺
・

川

湾

沖
電
気
の
闘
い
を
飛
警
せ
る
た
め
の
5
月
総
行
動

信

号

躍

気

護

団

の

中

山

川

君

、

民

間

書

に

よ

る

人

べ

ら

い

え

華

奈

5
-芸
置

に

織

的

に

事

実

皇

室

げ

て

い

骨

川

3
月
四
日

量

票

護

団

し
ム
量
化
反
対
と
い
三
課
題
は
切
実
智
還
ま
れ
熱
気
の
ム
ン
ム
ン
す
る

ま
す
.
そ
の
発
展
の
上

に

と

の

雲

量

駒

川

現
地
欄
査
に
倭
加

森

夫

さ

ん

に

語

っ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

山

(

H

で

極

め

て

切

迫

し

た

も

の

に

な

っ

て

雲

と

デ

モ

に

し

た

い

で

す

ね

・

そ

の

成

功

を

積

量

ね

、

支

緩

共

闘

会

直

川

3
月
引
白

神
電
気
本
社
昼
休

髄

司

必

可

路

い

れ

M
酒
盛
-
E
重

が
で
す
よ
・
こ
ん
な
ひ
ど
い
話
い
ま
す
・
同
時
に
そ
れ
に
対
す
る
闘
れ
が
霊
な
の
が
一
九
八
O
年

五

月

磁

の

一

設

立

主

考

え

て

い

ま

す

・

港

川

み
抗
犠
雲

(二
五
O
名
)

玄

長

哩

認

可

単

品

温

E
E
-
-園
は

前

代

未

開

で

す
.
ζ
の
怒
り
は
支
い
は

2
い
う
と
と
で
い
-
語
講
だ
と
思
い
ま
す
.

乙

れ

を

母

体
に
二
周
年
闘
争
、
来

川

3
月
幻
自

室

豊

島

(

間

六
漏
出
向
、
叫

a盤の
皆
さ
ん
高
じ
だ
と
思
い
ま

Zみ
に
員
ら
れ
る
よ

-E+
喜

喜

重

の

正

蓄

量

的

に

闘

川

山
)

憲

一

2
5

F
S臨
竃
限

/
J

M
す
・
ζ

の
怒
り
実
遣
し
て
沖
に
分
エ
ネ
ル
ギ
ー

Zし
き
れ
な
:

今

後

の

決

意

を
|
い
た
小
.
体
制
作

2言
う
い
わ
ば

川

3
2日
童
船
佐
伯

(大

ez飴闘
圃

極

圏

・

-Rp
i白
虫

歯

迫
る
さ
い
う
ζ
と
で
す
・

い

主

体

の

側

の

問

題

も

あ

り

毎

守

り

力

量

め

へ

の

転

換

点

に

出

来

川

分
)
一
万
人

雲

に

意

a
g
a
E聞お
も

問

晶

画

暗

闘

い

に

は

敵

が

あ

る

訳

で

、

そ

れ

日

苦

し

苦

な

る

生

霊

祭

言

、

在

る

か

ど

Z
・
何
と
し
て
も
成
功
さ

川

3
月
N
白

書

団
幹
事
会

W
E臨
海

副

圏

司

飼

臨

殴

島

騒

騒

m
h」
ガ
ッ
チ
け
か
言
っ
た
闘
い
に
す
確
信
の
わ
く
一
問
主
定
期
待
さ
れ

沖
電
闘
争
は

一
周
年
集
会
の
成
せ
た
い
と
全
力
投
球
で
す
の
で
審
労
働
署
霊
堂
蓮
華
が
の
喜
は
全
国
の
労
働
者
階
級
へ
の

γ月
目
日
ー
重

富

労
協
)

司

司

凶

民

副

F
M閉園
・

際

陸

副

主
で
も
ぜ
さ
を
の
時
期
に
埼
て
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
功
、
棄
の
東
部
の
地
区

言

、

加

御

霊

を

お

願

い

き

ま

す

・

打

差

み

せ

て

い

手

。

語

、

長

挑

戦

で

?

?

め

て

お

皇

川

中
央
童
会
(
静
岡
)
で
訴
え

岨
司
副
題

J
出
困
問
ぬ
圃

N
M・
・

・

・

叫

玉
で
の
千
人
雲
、
二
十
=
百
の
支

p
o
o
h
t
t
t
i
t
i
w
o
t
-
K比

野
、
大
分
な
と
の
県
草
裏
の
ぬ
す
・
八
0
年
代
激
動
の
時
代
に
、
港

川

一

墨

書

留

人

部

室

長

『

L
P凶「
3
3調

'Z量一万人
法
成
記
念
雲
、

聞
労
連
言
の
加
藤
霊
さ
ん
が
毛
あ
与
と
う
・
な
お
蓄
は
現
互
い
地
区
労
な
ど
が
+
文
章
表
明

区

労

働

組

合

議

室

長

し

川

加
・
南

部

春

闘

遣

雲

競

必
泌
関
胸
、
h
wν
寄

品

市

[

昆

谷

大

雲

量

的

に

飼

い

鍍

命

名

の

「戻
せ
/
職
場
に
こ
を
ス
在

一

02以
上

皇

号

、

機

関

レ

て

い

ま

す

・

た

、

わ

た

レ

た

語

、

ぃ

2
1
3
3八
事

Z箱

動
面
園
内
，
4
iv
議

圃

伊

防

叩

日

き

た

い

と

聖

子

-

ロ

l
ガ

ン

に

主

事

会

会

紙

露

」
を
定
期
的
に
嘉
門
・
行
語
、
品
川
工
場
需
也
君
本
か
つ
困
難
な
道
の
り
で
あ
る
っ
と

γ月
幻

自

支

墜

す

芸

高

‘河口U
‘，
.4圃圃
圃

圃

圃

園

周

闘

志

合

事

践

を

長

時

間

の

考

察

の

上

製

作

.

乙

商

、

裁

判

傍

聴

、

-2
た
と
え
喫
茶
や
祉
の
あ
る
港
区
で
は
切
労
組
を
と
え
も
、
ね
ば
的
参
両
国
後
の
勝
利
の
白

川

書
会
開
催
.
サ
ン
ス
イ
電
気

ふ

闘

幽

・

・

匝

圃

・

・

圃

圃

成

功

さ

せ

る

の
ほ
ど
本
部
に
届
包
れ
き
た
・
各
種
雲
へ
の
患
な
ど
「
沖
電
気
る
加
盟
に
よ
っ
て

「

沖

雪

昔

ま

で

支

翼
闘
を
進
め
発
展
さ
若

山

人
べ

E合
理
化
反
対
量

J
j幽
圃

明

岨

電

dE---E-掴

グ
リ
ー
ン
の
ζ
の
宮
、
勝
利
の
日
の
闘
い
は
男
達
の
闘
い
だ
」
と
一
常
支
媛
港
区
労
働
組
合
連
絡
会
議
」
が
決
意
で
す
」
と
い
う
畜
の
ア
ッ
ピ

川

会

(
三
多
摩
)
に
態
。
東
村

『
臨

-aぽー、
J
K明
A
・
・
・
閣
打
開

た
め
に
は

阪
臨
圃
圃

k
司、
ij
ra
v
副

圃

・

鼠

d
B

ー

ま

で

い

つ

で

も

内

ど

こ

で

も

、
支
援
に
全
力
で
支
還
を
続
け
る

一方、
「毎
四
月
百
建
言
し
た
園
剛
峯
で
ー
さ
採
択
.
地
元
で
の
覇
の
広

川

山

(=一
毒

)
毒
す
る
会
発

.

.

.

.

.

.
 
酒
師
、

ι‘蝿W
M
m
人

組

制

調

刷

幽

孟

.

七

十

一
人
が
火
の
玉
と
な
っ
て
職
す
る
会
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
高
く
掲
日
薪
削
ー
辱
留
の
民
主
化
、
再
結
闘
争
、
は
白
労
組
の
代
表
百
八
十
名
が
欝
加
が
り
は
、
沼
地
誌
の
撤
回
一
闘
争
を
前

川

足
総
会

ル
以
来
で
す
・

場

の

底

ま

で

入

皇

さ

っ

て

、

働

く

伸

げ

ら

れ

る

で

し

ょ

弓

労

働

条

件

主

導

の

独

自

の

闘
い
し
、

「戦
後
星
の
労
働
説
話
進
さ
せ
る
柱
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

川

3
月
初
日

港
区

(雲
)
総

合

g
e--

聖

書

雪

解

雇

後

一万
手
間
の
心
を
ゆ
り
動
か
せ
る
か
ど
う
毎
日
新
聞
支
部
の
み
な
さ
ん
、
ど
も
ね
ば
り
強
く
一
闘
っ
て
い
ま
す
・
多
の
困
難
や
重
量
い
な
が
ら
も
す
・
ま
た
板
橋
区
(
棄
)
で
吉

川

行
動
に
電
日
本
航
空
室

一
万
人

と

い

う

人
長
ず
る
労
働
需
で
史
上
書
か
・
問

題

量

が

き

っ

ち

品

来

れ

一

認

可

指

名

解

雇

の

攻

撃

か

ら

如

何
に
労
働
労
連
主
催
の
支
援
雲
が
四
月
大

山

差
別
霊
争
議
座
主
句
読
織

大

集

会

で

す

が

|

の
裂
を
あ
げ
、
こ
の
四
月
に
室
ば
応
え
て
き
季
条
件
は
大
き
く

・

走

者
を
守
る
か
と
い
'
扇
い
の
震
で
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
・

川

に

費

百
人
以
上
の
新
入
社

員

を

傑

用

し

ま

器

積

さ

れ

て

い

争

と

確

信

し

て

い

ま

も

あ

り

草し
た
・
沖
電
気
の
仲
間
へ

川

3
月
四
日

司
法
反
動
亭
扱
く

豊
護
団
の
匡
谷
大
雲
は
し
た
人
が
霊
っ
て
い
る
・
つ
ぶ
す
・

川

島
大
法
廷
に
費
日
本
市

映
画

「ド
レ
イ
工
場
」
の
日
本
ロ
l

れ
る
と
い
っ
て
我
々
の
首
を
切
っ
た
今
の
人
滅
ら
し
攻
撃
は
官
公
、
民
岡

山

気
支
援
9
愛
吉
交
流
夕
食
会

川

4
月
1
白

神
支
度
潜
労
組
連

川

絡
会
簸
発
足
集
会

(一

八
O
)

川

4
月
2
日
電
機
労
迎
東
京
地

川

協
商
決
起
雲
で
包
震
汁
動

川

4
月
3
日

4
・
3
中
央
総
行

川

動
で
宜
夜
行
動
.

川

4
月
5
5
6
日
赤
飯
ま
つ
り

川

(東
京
)
で
沖
電
気
の
仲
間
を

川

支
饗
9
る
庖
を
出
底

川

4
月
5
日
電
機
労
連
神
奈
川

川

碑
闘
決
起
袋
宮
で
宜
医
行
動
.

川

4
月
7
日

詑
期
司
法
修
期
間
生

川

宵
医
協
分
散
会
で
訴
え

川

4
月
9
日
沖
争
一強
固
ニ
戸
l

川

ス
引
号
社
前
で
配
布

"

4
月
日
日
高
崎
支
援
す
る
会
-

川

一周
年
・「本
」
出
版
寵
念
知
会

川

4
月
日
目
本
芹
務
自
国
公
判

qu

発支援する会事務局
行 事務所 東京都港区三田

所 3-2 -20 
電信仰)451-3515

郵便口座口座番号

東京6ー75240
加入者名 抑恒気の不当騨間

を撤回させる会

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

号

1 980年

12 

第 12骨)
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第51ロメーデー

沖裁判第T口証人調べ旬時
(浦和地裁熊谷支部)

T日

13日

沖支援埼玉集会叩寺

(大宮商工会館〉

16日

第2回沖支援電機去る涜会

支援する会?万人突破

映画と講演の夕べ
(田町 ・東交会館)げ時

17日

23日

29日沖支援総決起集会
(日比笹野外音楽堂)1鵬

支援する会の旗できる
日門年
日
月
に
H
人
の
発
起
人
の
よ

び
か
げ
で
、
盛
大
な
発
足
総
会
に
よ

的
熱
烈
で
き
め
細
や
か
華
民
活
動

亭
開
始
し
た
、
毎
日
新
聞
の
支
録
す

る
会
は
、
会
凸

一万
人
突
僚
を
期
し

新
た
な
必
動
の
発
展
を
顧
い
、
元
新

「戻せ/職場に/J

一命名は加藤親至元新聞労連委員長一

沖
電
気
の
闘
い
は
、
家
族
を
五
月
初
旬
か

pzz国
各
地
へ

含
め
る
と
百
三
十
名
を
ζ
え
る
大
規
制
な
行
間
に
出
か
け
ま

大
所
締
で
す
の
で
、
な
ん
と
い
す
“
品
目
は
、
好
前
だ
っ
た
愛

っ
て
も
開
政
問
題
は
運
動
を
大
突
っ
ク
を
中
心
に
花
火
、
ミ

き
く
左
戸
U
ま
す
。
ッ
ク
ス
ナ
ッ
ツ
、
ド
ラ
え
も
ん

尉
政
確
立
の
た
め
に
今
年
の
タ
オ
ル
セ
ヅ
ト
な
ど
で
す
.

夏
季
行
商
は
、
経
験
と
実
績
を
全
国
の
会
員
の
み
な
さ
ん
の

い
か
し
て
昨
年
度
の
5
倍
に
あ
絶
大
な
と
支
穆
を
お
ね
が
い
し

た
る
六
千
万
問
以
上
の
売
上
げ
ま
す
.

を
め
ざ
心
て
い
ま
す
.

(

般
国
さ
せ
る
会
事
業
部
)
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町

t
i
い
子
が
い
ま
す
・
一
口
食
べ
て
は
t
t
t
t
i
t
t
i
-
-
お
金
を
多
く
与
え
が
ち
で
す
が
、

一
欲
し
が
る
か
ら
、
は
ダ
メ
キ
ョ
ロ
キ
ョ
口
。
集
中
し
て
食
べ
小
遣
い
は
与
え
す
喜
い
と
れ
も
や
め
て
下
さ
い
・

向
子
ど
も
の
雷
M2
§
草
に
、
人
気
れ
な
い
ん
で
す
。
ま
た
早
く
食
べ
お
母
さ
ん
方
か
ら
w
お
小
遣
い

t
1
1
t
1
1
1
1
1
1

山
マ
J

ガ
の
主
人
公
が
描
か
れ
た
鉛
終
わ
っ
て
、
ま
だ
食
べ
て
い
る
人
は
い
く
F
D
L
す
れ
ば
い
い
で
レ
ょ

十
分
は
島
体
を
体
ま
せ
る

時
箪
や
下
敷
、
良
い
香
円
め
付
い
た

の
傍
で
騒
い
だ
り
、
後
片
づ
け
の

う
u

と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
が
、
大
入
学
後
一

週
間
は
、

一
日
三
時

ま
た
、
自
衛
隊
-r来
臨
の
合
同
演
習
叩
ケ
シ
ゴ
ム
を
買
い
与
-
忍
也
の
は
感
で
き
な
い
子
も
い
ま
す
・
そ
乙
で
切
な
の
は
お
金
の
大
切
吉
峯
教
え

間
ほ
ど
の
俊
幾
し
か
あ
り
ま
せ
ん

が
公
然
と
行
な
わ
れ
、
県
道

一
O
四

m

心
で
き
ま
せ
ん
.
と
い
う
の
は
食
郁
は
家
族
が

一
緒
に
と
る
よ
う
る
ζ
と
で
す
.使
わ
廿
ャ
す
ぎ
る
と
、
が
、
未
ζ

恥
ぽ
親
が
考
え
る
以
上

く
、
興
事
U
て

い

つ

の

間

に

か

こ

た

号

線

の

実

弾

演

習

も

激

し

く

な

っ

m

d

Oち
ゃ
ん
の
に
は

2
の

絵

に

疲

れ

て

い

ま

す

・
ク
ラ
ス
は
知
"

つ

の

上

に

上

っ

て

夢

中

で

や

っ

て

い

て

、

私

た

ち

の

生

渚

を

お

び

や

か

し

…

が

雲

L
、

つ

い

人

の

お

に

一

史

子

供

の

疲

れ

は

想

像

以

上

ら

な

い

子

ば

か

り

・

先

生

の

括

…

ま

す

・

私

は

そ

れ

を

見

な

が

り

、

東

て

い

ま

す

・

州

委

を

出

し

て

し

ま

う

と

と

が

あ

る

一

一

ー

l

i

t

i

-

-

-

ー

に

注

意

を

と

め

て

聞

く

だ

け

で

も

m

京
の
神
震
の
仲
間
の

Eに
想

い

議

撤

去

の

沖

縄

で

の

私

た

ち

の

…

か

ら

で

す

・

そ

れ

が

毘

若

憲

一

家

一

般

協

十

分

に

休

ま

せ

て

③
つ
か
れ
ま
す
・
責
の
初
め
ぐ
ら
…

を
は
せ
る
の
で
す
・

不
当
に
指
名
解
臆
さ
れ
た
沖
電
気
闘
い
も
、
沖
電
気
ぬ
仲
間
の
闘
い
も
向
い
と
い
う
ζ
£

が

わ

か

ら

な

く

な

|

|

l

I

l

l

i

-

-

1

1

い

ま

で

は

、
お
腹
が
痛
い
、
気
分
明

こ
の
闘
い
は
、
色
々
な
意
味
で
日
の
仲
間
の
み
な
さ
ん
・
と
り
わ
け
、
共
に
「
生
き
る
権
利
」
の
た
た
か
い
由
っ
て
し
ま
い
ま
す
・
学
用
品
は
実
努
め
て
下
さ
い
・
こ
と
で
食
べ
る
自
分
の
望
み
日
蓮
せ
ら
れ
な
い
時
が
惑
い
と
、
休
む
子
が
で
て
童
叩

と
平
和
で
自
由
で
人
間
と
し
て
尊
重
本
の
労
働
者
の
歴
史
に
と
っ
て
重
要
故
郷
が
神
縄
の
み
な
さ
ん
、
益
元
気
だ
と
思
い
ま
す
・
争
議
団
の
み
な
さ
叩
用
掌
ヤ
産
視
し
買
い
与
え
、

r一
う
時
は
ち
ゃ
ん
と
食
べ
る
、
後
片
づ

に
弱
い
子
に
も
っ
て
ζ
さ
せ
た
す
@
そ
の
時
は
十
分
休
ま
せ
て
下
山

さ
れ
る
世
の
宰
残
し
て
や
足
い
な
闘
い
と
な
っ
て
来
て
い
る
と
考
え
で
す
か
、
一
李
あ
げ
て
い
ま
重
ん
の
生
活
を
支
去
の
は
、
全
国
の
で
た
こ
と
を
予
防
す
る
た
定
立
す
る
な
ど
の
マ
ナ
ー
を
数
え
り
、
親
の
サ
イ
フ
か
長
い
て
い
さ
い
。
ま
た
学
校
か
易
っ
て
き
…

と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
毎
日
毎
日
忙
て
い
ま
す
。
勝
利
す
る
日
ま
で
、
私
団
で
寝
食
を
な
げ
う
っ
て
闘
い
つ
づ
簡
の
支
空
聞
い
て
い
ま
す
・
沖
縄

問
も
、
子
ど
も
の
き
弱
に
よ
く
注
る
と
同
時
に
、
好
き
嫌
い
の
雲

く
よ
三
喜
こ
と
に
も
な
堅
手
・
て
も
、
霊
的
局
を
雷
い
つ
け
ず

し
く
て
、
と
も
す
る
と
グ
チ
が
出
た
の
持
っ
て
い
る
力
を
般
大
限
発

m
り
也
あ
な
た
た
ち
の
姿
に
、
私
た
ち
で
も
五
議
す
愛
家
主
げ
、
み
な
さ

叩
意
し
て
下
さ
い
・
子
は
歪
の
た
め
に
相
当
苦
労
を
し
迎
い
く
ら
と
、
額
を
決
め
た
ら
休
ま
せ
て
下
さ
い
・

一
カ
月
ほ
ど

り
、
大
声
高
言
い
よ
う
な
時
も
し
、
会
民
第
一
号
と
い
言
覚
で
支
は
大
き
く
聖
さ
れ
て
い
ま
す
・
ん
と
と
を
、
が
ん
ば
皇
子
・

叩

i

l

i

-

-

ま
す
の
で
、
何
で
も
食
べ
れ
る
よ
余
分
に
与
子
、
逗
警
守
る
で
慣
れ
、

ζ
己
主
状
も
な
く

正
直
い
っ
て
あ

26す
・
そ
ん
高
、
緩
め
輸
を
も
っ
と
広
げ
霊
の
腿
利
沖
縄
の
私
た
ち
は
、
つ
い
最
近
、

…

食

事

は

家

族

全

事

う
に

υて
お
い
予

R・

E・
ま
た
働
い
て
い
る
お
母
さ
な

2
宇
・
(
漫
画
)

私

が

入

会

し

た

の

は

、

一

九

七

八

沖

電

気

の

伸

間

を

思

い

だ

し

、

当

然

の

日

ま

で

闘

う

決

意

で

す

・

全

国

の

米

軍

の

支

配

の

も

と

で

の

生

活

苦

と

四

時

間

内

に

給

食

を

食

べ

切

れ

な

ん

は
、
不
自
由
さ
せ
ま
い
と
し
て

年
-
連
日
新
聞
に
報
道
さ
れ
、
同
じ
沖
電
気
の
皆
さ
ん
も
苦
し
い
、
自
己
会
員
の
み
な
さ
ん
、
争
韓
国
の
み
な
闘
い
な
が
り
や
っ
と
の
患
い
で
、
温
T
I
t
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
s
t
i
l
-
-
z
Z
Z
s
i
g
-
-
-
i
i
t
-
-
s
t
i
-
-
t

働
/
品
問
と
し
て
悔
レ
虫
涯
、
怒
り
と
の
闘
い
が
あ
る
に
進
い
な
い
・
私
さ
ん
、
と
も
い
ガ
ン
バ
り
ま
し
ょ
う
・
国
復
帰
を
壁
£
包
草
し
た
が
、
今

l

l

}

神
奈
川
県
の

会
は
本
当
に
す
ば
ら
し
か
っ
た
で

で
じ
っ
と
し
て
お
れ
な
く
て
、
労
組
の
苦
労
な
ん
て
苦
労
の
中
に
入
是
=
z

と

i
l
-
7
Z
1
2
7
1
-
j
i
-
-
7
z
j
5
7
z
i
-
-
z
a
-
-
一

j

一

三

浦

さ

ん

す

・
ζ
の
次
や
る
号
車
し
た
い

霊

祭

賞

会

か

ら

、

と

に

か

白

い

と

か

ん

ば

勇

気

と

聖

し

に

な

;

は

護

中

学

佼

で

き

ま

し

た

・

袋

一

口

一
霊
酸
蓄
と
思
い
ま
す
・
裁
判
の
傍
聴
匂
目

で
見
て
専
問
い
て
来
い
と
い

?Jてい
ま

す

・

人

盟

、

震

の

中

媛

家

が

「

そ

ば

屋

」

を

や

っ

て

い

ま

一

三

判

控

ど

厳

し

い

Eそ
下
さ
い
・

で

葉

の

会

の

事

苦

言

つ

で

成

長

す

る

の

だ

な

あ

と

一

装

飾

物

故

郷

「

芝

浦

L
の

大

事

件

た

の

で

家

の

近

く

に

室

員

一

批

一

1あ
ま

言

語

さ

ん

た
と
き
で
し
た
・
駅
を
出
て
か
ら
一
の
皆
さ
ん
に
会
う
た
び
に
感
じ
ま

4
b

の
芝
浦
事
業
所
へ
出
前
に
行
っ
た
り

-
M
-
カ
モ
れ
を
の
り
値
上
り
続
く
毎
日
で
大
変
な

E

B上
主

か

つ

て

、

や

っ

と

事

す

・

的

勢

宮

市

綴

会

費

神

田

守

隆

し
て
、
き
こ
・
で

す

か

ら

、

喜

一

三

こ

美

喜

と

思

い

ま

す

、

32pus-

、

、

復

泊

M

b

f

一
か

一

務

軍

見

つ

げ

て

襲

レ

て

中

に

入

括

し

は

カ

わ

包

子

力

支

侵

す

i

d

気

の

指

名

産

事

件

は

故

郷

「芝
浦
」

-
J

-
判

闘

争

で

必

争

福

岡
の
小
畑
さ
ん

E

-

-

一
ん

一

塁
手
U
た
・
朝
の
九
時
と
ろ
で
、
ち
る
会
ニ
ュ
ー
ス
の
新
年
号
の

「ζ
ぷ

供

の

教

高

題

専
門
で
す
力
守
政
こ
で
お
き
た
大
島
て
す
「
芝
浦
」

-υ
-勝
利
レ
ま
し
ょ
同
室
の
友
人
望
頁
に
な
っ
て
く

i
17

・w

d

』

-

さ

-

三
語
ピ
-Z配
っ
て
帰
っ
て
し
く
ん
す
ご

5
5
5

h
J、
一

惨

た
ず
さ
わ
る
者
と
し
て
、
伸
電
気
の
は
ま
ら
、
事
労
働

者

の

闘

喜

一

竺

う

・
調

節

の

広

が

れ

き

だ

き

く

来

た

ば

か

お

時

で

し

た

よ

く

や

り

手

書

の

頃

は

5

和

船

出

芝

居

絶

対

に

許

せ

な

い

と

怒

で

と

一

竺

り

長

利

の

原

岡

山
県
の
今
村
さ
ん

第
一印
訟
は
ど
ん
在
人
間
的
回
休
み
や
「
草
の
女
の
子
に
戻
り

a眠島
陰

喝

り

で

い

っ

ぱ

い

で

す

・
乙

ん

喜

善

の

み

な

さ

ん

の

闘

い

さ

一

空

動

力

だ

と

考

委

「な
に
主
つ
金
量
の
か
」

な
人
遣
を
解
顧
す
る
な
ん
て
日
本
に
た
い
H
・
」
と
言
っ
て
ス
タ
ー
ト
へ
戻

aa--a.

，a・・
喝
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
働
く
者
は
ど
う

-PUた
芝
浦
の
去
統
を
引
継
ぐ
恥
}
の

-
w山4
-
す
・
を
読
み
な
が
ら
、
=
一
十
年
前
マ
ッ
カ

』
』

1
4司

l

i

-
t

一
国

一

は

、

民

主

主

義

患

っ

た

の

か

と

る

と

い

最

な

ん

か

に

著

と

泣

き

‘

し

て

喜

で

き

で

し

ょ

2

?

そ

で

す

・
「
需
の
一
号
」

で

す

力

一

竺

棄

の

吉

田

!

?

の

命

令

で

レ

バ

ー

ジ
に

い
主
主
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
・
そ
な
が
ら
、
「
ζ
の
す
ご
ろ
く
は
い
じ
惑
私
は
千
費
の
房
総
半
島
の
南
端
の
家
族
会
主
君
生
活
は
?
私
の
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
・

-

4
よ
』
さ
ん
あ
っ
た
時
の
と
と
を
忌
い
出
し
、
文

し
て
私
は
そ
の
揚
で
支
製
す
る
会
に
じ
ゃ
」
と
言
い
な
が
り
、
や
っ
て
い
に
あ
奇
加
山
市
で
市
墾
蚕
員
を
や
胸
は
痛
み
ま
す
・

私

も

が

ん

ば

的
手
陣
す
・

十
l
j

3
・
m決
起
抽
出
く
や
し
さ
が
と
み
あ
げ
て
き
ま
し

入
会
し
ま
し
た
・
私
に
は
二
人
の
子
た
も
の
で
す
が
、
段
々
と
不
利
に
な
っ
て
い
ま
す
・
日
銭
で
す
・
文
教
民
じ
つ
は
私
は
東
京
港
区
の
「
芝
浦

一

一

=一:τIZ-72
÷
?
Z
÷
z
t
÷
z
-
F
た
・
皆
さ
ん
も
き
っ
と
同
じ
だ
と
思

供
が
い
ま
す
が
、
平
供
途
に
、
も
つ
れ
ば
な
る
ほ
ど
闘
志
が
わ
く
ら
し
生
委
員
会
に
腐
し
て
い
て
、
主
に
子
育
ち
」
で
小
学
校
は
芝
浦
小
、
中
学
支
持
さ
れ
て
い
る
と
一
と
の
証
明
山
い
ま
す
・
全
自
そ
ろ
っ
て
会
社
の
門

で
す
.
早
期
に
2
万
人
へ
と
、

N

を
く
ぐ
っ
て
下
さ
い
ネ
.

前
進
を
始
め
ま
し
ょ
う
川
埼
玉
県
の
鎌
田
さ
ん

あ
い
つ
ぐ
物
価
の
上
昇
.
年

同

こ
の
先
何
年
で
も
、
私
が
生
き
て

聞
で
は
万
以
上
も
負
担
増
に
な
川
い
る
閥
、
支
同
梓
υ
ま
す
・

争
と
か
、
支
援
す
愛
惹
値
上
川

北
海
道
の
笠
間
さ
ん

は

き

た

モ

い

手

.Zに
わ
ず
か
で
す
が
職
場
の
伸
聞
と
築

郵
便
制
金
l
|
参
議
院
必
挙
の
め
た
カ
ン
パ
で
す
園
闘
い
が
前
進
す

勝
利
で
ウ
ラ
ミ
を
附
さ
な
き
る
よ
う
祈
っ
て
い
ま
す
.

ゃ
.

大
阪
の
小
西
さ
ん

移
動
の
4
月
.
ま
だ
住
所
変
同
じ
電
畿
の
職
崩
に
は
た
ら
く
省

更
を
届
け
で
な
い
人
は
御
一
報
と
し
て
全
力
で
支
稜
レ
ま
す
.

を

/

ゅ
な

( 2 ) 

務級機
あ
大な
き
犬
く日た

遣すZ
-sR 
里心に

きま
ぎす

仰
電
気
の
仲
間
を
支
援
す
る
会
は
解
雇
後
わ
ず
か
十
六
日
自
に
「
共
に
た
た
か
う
会
」
と

し
て
全
国
に
よ
び
か
け
ら
れ
、
均
年

3
月
6
日
に
「
支
援
す
る
会
」
に
名
も
改
た
め
亘
式
に

発
足
し
ま
し
た
。
そ
し
て
争
議
が
始
ま
っ
て
五
百
十
三
日
目
の
4
同
日
目
。
会
員
が
一
万
人

を
こ
ベ
岡
崎
に
す
べ
て
の
燥
に
会
員
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
乙
れ
を
紀
念
し
ず
点
初
に
入

会
さ
れ
た
人
。
五
千
帯
、
一
方
番
の
人
に
た
よ
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

第 12骨

務

「

日

本

に

民
主

主

義

は

な

い

の

か

」

務

と
シ
ョ

ッ
ク
で

|

第

岡

山

里

病

院

脇

延
* 
子

支援する会に入会しよう (会費1口200円/月)

国
刷
閉
山
山

全
国
の
会
員
の
み
な
さ
ん
、

お
元
気
で
す
か
、
も
う
初
夏
の

日
射
レ
に
な
阿
孟
し
た
.
沖
電

気
の
た
た
か
い
の
本
は
、
多
方

川
面
に
感
動
の
輸
を
広
げ
て
い
ま

川
す
.
発
売
以
来
約
一
カ
月
で
一

川
万
部
が
宛
れ
る
大
反
響
で
す
.

川
本
亭
品
阻
ま
れ
た
人
か
ら
の
「会」

川

へ
の
申
込
み
恥
綴
出
し
て
い
ま

叫
す
.念

願
宏
貫
一
万
人
突
破
は

川
沖
電
気
の
闘
い
が
社
会
的
に
も

，zeat--4?一三-77
-
??一
--?-一;-÷??;--77-÷?-品一二2
-÷T一品ず

1 9 8 0年 5月 1日
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ー可' 小田健也演出

安達元彦音楽

6月12-13日|川崎中原会館

7月8-9日|十白浜背少年センター

-入場料/一般1.800円、学生1.500円

・お申込み・お問合せは

ri中支援する会」まで

京浜協同劇団第37回公演



1 9 8 0年 6月 1日

第

5万人の「支緩する会」を ，.，

私たちは生きる権利、働く権利を守るために伸

危気の仲間を物心両面から励まし、必ず勝利させ

たいと思います。困雛な長期の闘いも予怨されま

すので、一人でも多〈の方がこの 「会」に加入し

金面勝利を闘いとるまでと支援くださるよう心台、

らよぴ力、けます。 ('支4霊する会J よびかげより)
会費 1口 2∞円/月

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

支援する会事務局

事務所斑京都港区三田

3 -2 -20 
電話のお451-3515

郵便口座 口座密骨

貝原6-75240 
加入者名 仰電気の不当肝臓

を撒悶させる会

発

行

所
号

1 980年

日

13 

6月

第 13骨(1 ) 

_.....-..... 
・~ ~可 ... 
，.竃組圃

l日圃・

~ .....' 
(]・1・・

'D'''' 

「
人

が

余

っ

て

い

る

、

経

営

危

機

だ

」

と

指

名

解

雇

を

強

行

|

|

そ

し

て

今

年

4
月

。

約

加

億

円

と

い

う

史

上

最

高

の

利

益

、

必

要

な

人

員

確

保

と

五

O
O

人

の

新

規

採

用

|

|

「

俺

達

は

機

械

で

は

な

い

/

赤

埼玉県でも熱い支援

朝日新聞(地方版)で大きく報道

第

日

回

メ

ー

デ

ー

で

沖

電

気

の

売

底

。

行

商

で

帽
子
七
五

O
O個
売
れ
る

持続a
繍aj?
z 

-

:

B

E
・μr
-

み
J

ナ
J

・刀

L
J包

う
た
で

(う

zg袋一
茶
)

6
月
3
日
支
墜
す
歪
耳
定
例

幹
事
会
(
蛾
械
工
具
会
館
)

6
月
6
日
神
支
援
デ
l
(会

.
事
務
所
)

6
月
同
日
八
王
子
第
8
回
裁

判
、
日
時
間
州
分
、
東
京
地
紋
八

王
主
文
部
(
中
山
さ
ん
尋
問
)

6
月
日
日
高
崎
第
7
回
裁
判

ω時
、
前
橋
地
裁
.
支
援
す
る

会
申
街
幹
事
会

7
月
1
自
由
主
京
第
7
回
裁
判

凶
時
、
東
京
地
裁
民
事
円
号

7
月
日
日

'2た
と
え
「
明
日

を
つ
く
る
仲
間
違
・

4
」

7
月
日
日
本
圧
第
ゆ
回
鍛

判
均
時
、
浦
和
地
裁
熊
谷
支
部

川

今
回
の
毅
判
は
‘
窪
田
側
か
ら
が
つ
く
よ
う
に
、

一
時
間
と
い
う
な
ん
と
力
強
い
反
論
で
あ
る
つ
会
社
側
の
資
制
も
反
論
の
材
料
に
質
で
あ
る
は
ず
・
だ
が
、
乙
の
権

川

川

だ
り
の
陳
述
で
あ
っ
た
釈
で
あ
る
短
い
時
間
の
割
に
は
け
っ
と
う
盛
か
・
日
本
の
働
く
す
べ
て
の
仲
間
使
-
「
重
要
に
縮
ら
せ
る
誌
利
の
ま
っ
た
/
治
幹
と
い
き
生

川

川

が
、
そ
の
内
定
、
第
一
に
、
会
長
山
の
内
奪
、
今
回
の
請
を
勇
気
づ
若
草
の
訴
え
で
あ
は
鋭
得
力
が
雲
・

H

勝
器
開
一
季
語
利
ま
で
も
、
現
在
平
気
で

川

川

社
側
が
原
告
へ
の
反
論
と
し
て
主
は
、
墨
古
川
し
て
い
た
・
原
告
側
の
る
・
も
ち
ろ
ん
乙
の
よ
う
に
抽
象
け
る
M

の
明
る
い
先
行
き
を
見
た
侵
か
さ
れ
て
い
る
事
実
・

ζ

の
現

川

川

張
レ
て
き
た
内
容
が
少
し
ず
つ
変
論
拠
を
凝
縮
し
て
し
ま
え
ば
、
原
的
な
ア
ジ
テ
l
シ
ョ
ン
じ
み
た
ζ

思
い
で
あ
っ
た
園
実
は
少
な
か
ら
ず
私
の
心
を
動
揺

川

川

化
し
て
告
た
ζ
と
を
指
摘
レ
、
新
告
側
の
弁
護
士
が
述
べ
た
次
の
ζ

と
ば
か
り
で
は
な
く
、

p
uろ
ほ
そ
れ
に
し
て
も
、
先
の
原
告
側
さ
せ
、
新
た
め
て
乙
の
裁
判
の
重

川

川

た
に
反
論
を
加
え
、

ζ
乙
で
一
度
と
ば
に
集
約
さ
れ
る
の
で
は
な
か
と
ん
ど
具
体
的
に
決
算
墾
ロ
な
ど
弁
護
士
の
警
語
私
の
心
を
勲
く
要
性
を
聞
い
誓
す
に
は
お
か
な

川

川

争
点
を
堅
起
し
て
は
ど
う
か
=
、

か
っ
た
・
す
な
わ
ち
、

ζ

の
生
存

川

一

「
重
と
、
第
二
に
裁
判
引
き
劃

は

た

ら

く

者

の

生

き

る

権

利

と

は

の
罰
い
わ
ん
や
霊
に
島
さ

川

川

し
を
は
か
っ
た
会
社
側
証
人
申

請

れ

た

股

低

限

の

期

利

に

至
る
ま

川

川

に
対
し
康
告
側
か
量
判
の
早
期

i東
京

第

6
回

裁

判

を

傍

聴

し

て

で
、
私
た
ち
は
、
空
つ
関
わ
ず

山

川
進

行

を

め

ざ

し

た

積

極

的

な

鎚

築

得

る

ζ
と
は
で
き
な
い
の
だ
と
い

川

鈴

木

精

二

(学
生
)

H

川
を
し
た

E
で

あ

っ

た

・

い

ず

れ

う

E・
そ
し
て
ζ
の
裁
判
は
、

川

酬
に
レ
て
量
判
そ
の
も
の
を
迅
速
歪
ぷ
・

数
牢
を
あ
げ
て
、
一
つ
一
つ
反
論
震
わ
せ
る
・
お
が
あ
っ
た
・
単
純
私
た
お
栂
利
の
闘
い
な
の
だ
と

川

川
か
っ
曜
に
、
妻
を
こ
に
あ

「事
者
の
童
公
荏
の
署
し
た
の
で
あ
苧
|
・
例
え
ば
、
に
、
い
や
自
然
に
考
号
、
働
く
い
う
と
と
・
沖
震
の
闘
い
は
一

川

川
る
か
明

PEに
せ
ん
が
た
め
に
徒
だ
げ
で
一
方
的
に
解
題
さ
れ
る
と
現
在
の
大
慨
無
字
・
多
量
の
新
規
糧
利
、
生
喜
三
権
利
な
ど
憲
法
で

つ
の
防
波
壌
と
し
て
先
駆
的
な
闘

川

川
案
さ

Eも
の
で
原
告
側
弁
護
士
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
働
か
な
採
用
者

-残
業

・

雲
い
は
解
麗
保
障
さ
れ
た
様
々
語
利
の
車
受
い
な
の
だ
人
ご
と
で
な
い
・
な

川

川
の
費
進
行
全
体
を
考
え
た
心
憎
く
て
は
生
き
て
行
り
な
い
労
働
者
当
時
I
Cな
ど
の
売
上
げ
上
昇
と
む
つ
も
の
は
、
別
に
良
い
ζ
と
ぜ
な
ら
、
自
主
事
足
元
毒

川

川

い
配
慮
が
孟
が
き
・
の
生
主
権
利
は
ど
亙
る
の
か
で
、
経
営
上
向
き
の
兆
し
が
見
え
で
も
、
悪
い
こ
と
で
も
な
く
、
歪
ま
さ
に
、
大
践
に
掬
わ
れ
よ
さ

川

川

さ
て
、

ζ
の

内

容

か

ら

も

祭

レ

・

」

て

い

た

は

ず

等

々

-
Eで
は
、
極
当
然
、
自
然
な
も
の
と
い
』
『
任
し
て
い
る
の
だ
か
ら
・

川

引ご=======一=========-============-=======================================-22=======-=-

い

血

が

流

れ

る

人

間

だ

/

ふ

ざ

け

る

な

/

」

こ

の

怒

り

で

沖

電

気

を

包

囲

し

よ

う

と

、

5
月

泊

日

の

総

決

起

集

会

の

成

功

め

ざ

し

、

大

車

輪

の

運

動

を

つ

づ

け

る

沖

電

気

の

仲

間

を

写

真

で

レ

ポ

ー

ト

し

ま

す

。

地
域
の
争
議
団
の

電

機

の

仲

間

と

連
帯
強
化
で

!夏期カンパで
運動を支えよう I

争議と言えば生活がたいへん

がんばる沖電気の仲間に闘争を

支える夏期カンパを/ひとりが

2 0 0円以上で30 0万円の達

成めざして。ごtaカを ノ

心

を

ひ

と

つ

に

(ソ
子

裁
判
決
起
集
会
)

川

4
月
げ
日
東
京
地
区
神
電
弁

川

護
面
会
議
.
千
代
田
区
(
東
京
)

川

婦
人
集
会
に
容
加

川

4
月
日
日
港
区
、
千
代
田
区
、

川

中
央
区
な
ど
の
総
行
動
に
診

川
加
・
沖
支
援
叡
矯
区
集
会
.
「稽

川

区
は
た
ら
く
婦
人
の
抽
出
い
」
に

川

容
加
.
毎
日
新
聞
4
・
m総
決

川

起
集
会
に
参
加

川

4
月
門

E
w
Z九
と
え
「
明
白

川

を
つ
く
る
仲
間
遥
・

P
A
R
T

川

3
」
開
催

川

4
月
幻
自

三
菱
、
包
士
電
、

川

目
立
、
沖
電
争
犠
支
綾
電
鶴
総

川

行
動
.
墓
京
第
6
固
裁
判

川

4
月
刊
日
日

八
王
子
第
7
回
裁

川

判

川

4
月
日
日
高
崎
第
6
回
裁
判

川

沖
電
支
援
す
る
会
幹
変
宅
古

川

郎
裁
判
長
糾
掛
集
会

(総
評
主

川

悩
)
に
診
加

川

4
月
お
自
室
R
総
行
動
に
参

川

加

川

4
月
四
日

私
教
連
響
闘
決
起

川

集
会
で
訴
え

川

4
月
四
日

高
崎
地
区
神
焔
支

川

駁
す
る
会
潮
干
狩
パ
ス
ハ
イ

川

ク
.

川

4
月
刊
日

沖
支
媛
遜
労
組
連

川

が
早
朝
駅
頭
大
宣
伝

川

5
月
1
日

各
地
の
メ
ー
デ
ー

』

会
煽
で
大
宣
伝
、
中
央
会
旧
制
で

川

は
出
庖
.

川

5
月
5
白
神
電
家
族
パ
l
ベ

川

キ
ュ

l
ハ
イ
ク
開
催
.
日
本
の

川

う
た
と
え
総
合
講
座
へ
参
加

川

(
畳
一
旦
)

川

5
月
6
日

翠
R
国
公
代
表
者

川

会
館
で
支
媛
の
訴
え
・
京
都
柾

川

券
争
磁
勝
利
集
会
に
嘗
加

川
5
月
7
白

神
争
蟻
団
ニ
ュ

l

川

ス
第
M
早
朝
宣
伝

1

5
月
9
白

神
支
鐙
の
日

川

5
月
日
日
本
庄
第
9
回
裁
判

川
」
都
高
教
本
部
委
員
会
で
訴
え

川
5
月
同
日

ソ
ニ
1
褒
賞
裁
判

川

大
集
会
に
欝
加

川
5
月
日
日

出
版
労
連
C
&
S

川

労
組
昼
休
み
集
会
に
嘗
加

川

5
月
刊
日
沖
支
岡
宮
崎
玉
県
民

川

集
会
開
他
.
都
市
交
樹
浜
支
後

叫
す
る
会
交
流
会

33 



支
部
、
和
歌
山
県
水
道
労
組
、
日
本

高
産
党
和
歌
山
市
議
員
団
、
和
歌
山

引

パ

ス

労

働

一

盟

国

、

和

歌

山

西

部

民

商

、

(
一

全
労
働
和
歌
山
職
安
支
部
、
全
健
和
歌
山
県
商
工
団
体
連
合
会
、
全
労

一
労
和
歌
山
支
部
、
泉
佐
野
市
職
員
労
働
和
歌
山
基
警
語
、
東
京
新
聞
労

L
働
塑
口
、
国
民
救
雲
京
都
府
本
部
、
働
響
、
北
国
研
究
所
労
組
、
全
損

川

「今
だ
か
藷
せ
ま
す
が
、
私
畳
、
教
育
相
較
で
は
、
テ
レ
ビ
、
説
萌
の

一
歩
手
前
で
嫌
わ
れ
る
こ
と
な
の
だ
か
ら
、
担
え
め
に
で
は
い
・
子
ど
も
が
行
っ
て
み
た
い
と
川

υ
一
新
日
本
婦
人
の
童
書
室
、
全
保
護
火
災
支
一
書
都
圏
分
会
、
同
金
労
組
露
イ
ン
フ
ィ
ル
コ
支
部
、

川

の
争
議
中
に
量
生
の
二
人
の
子
富
な
ど
各
方
面
で
大
活
限
の
丸
と
を
、
心
配
レ
ま
す
け
を
具
体
な
く
、
堂
々
と
話
す

Eが
大
事
い
w

議
合
の
み
・
人
権
亭
守
る
た

川

1
一

司

法

京

都

支

部

、

全

法

務

京

都

支

部

、

本

社

分

会

、

害

病

院

労

働

組

合

、

豪

語

労

組

労

働

局

支

部

豪

港

川

ど

も

が

、

ガ

ス

で

自

殺

未

遂

を

レ

重

要

告

書

を

伺

い

ま

し

的

に

説

嗣

レ

、

社

会
豆
畿
の
た
め
で
す
a

オ
ド
オ
ド
話
す
こ
と
が
一

め
に
闘
っ
て
い
る
人
が
子
ど
も
の

川

竺
京
都
府
費
労
働
組
合
、
全
国
税
京
全
国
一

般
ク
ス
ダ
事
務
機

労

働

組

労

働

職

安

筆

、

港

湾

労

組

第

七

分

川

ま
し
た
。
私
が
家
に
戻
る
と
誰
も
た
。

闘
っ
て
い
る

E
を
説
明
す
霊
番
ま
ず
い
・
説
明
す
る
時
は
五
人
榔
人
格
導

的
発
展
さ
せ
る
こ
川

一
言
、
京
需
費
労
働
窪
田
右

合、

韓

昔

、

審

理

霊

泉

会

、

国

労

話

事

棄

第

一
運

川

い

な

い

・
近
所
の
人
が
来
て
救
急
争
識
を
子
ど

も

に

警

上

プ

ラ
ス
に
な
5

5

ど
的
に
で
は
号
、
子
ど
も
の
質
問

と
は
当
然
の

Eで
す
。

川

一
京
支
部
、
大
震
主
商
工
会
、
滋
賀
支
部
、

=一友
工
業
労
働
組
合
、
全
国
転
所
基
本
所
班
、
ロ
イ
タ
ー
通

信

州

車

で

病

院

に

運

ば

れ

た

と

知

喜

ぶ

川

学

級

u

の
よ
う
な
括
は
、
げ
を
よ
く
聴
き
な
が
ら
話
芋
J

す
め
受
験
生
や
就
職
を
ひ
か
え
て
い
川

一
県
公
立
高
等
学
校
教
費
組
合
、
滋

一
般
V
A
N労
組
、
第

一
ホ
テ
ル
労
祉
葉
支
局
労
組
、

国

労

重

機

関

川

是

も

の

の

私

は

、

た

だ

ボ

ウ

ゼ

説

明

す

べ

き

で

す

っ

し

て

特

殊

な

ケ

l
ス
で
は
あ
り
ま
し
ょ
う
・
蓄
の
現
場
、
雲
る
子
ど
も
に
で
、
そ
の
動
婦
を

川

一
賀
県
職
員
組
合
、
総
評
滋
賀
控
刀
僻
働
一
盤
面
、
都
教
組
港
車
学
校
基
、
区
分
会
、
愛
育
病
院
労
組
、

レ

プ

白

川

ン
と
し
て
い
ま
レ
た
・

4
母

さ

心

配

し

「

話

し

て

は

い

け

な

い

の

川

一竺
詰
詩
語
山
町
内
吋
錦
町
議
究
臨
時
町
長
時

…
説
話
相
泣
い
行
争
議
を
子
供
に
説
明
す
べ
き
か

一部
一
百九
い肝心弓親

i

-

-

J

E
 

一
会
、
大
罪
事
病
響
組
、
滋
賀
シ
ァ
テ
イ
ク
カ
ン
パ
ニ
ー
労
組
、
同
志
社
大
学
教
職
員
壁
、
同
志
社

川

す
・
私
は
維
に
も
相
談
で
子
、

一
宅

一

親
が
宛
物
狂
い
で
闘
っ
て
い
る

川

一
第
一
法
事
務
所
、
普
診
療
所
、
全
損
保
日
産
支
部
、
同
背
年
婦
人
部
、
中
学
校
教
習
響
、
京
都
市
職
員

川

ピ

ク

ピ

包

装

主

議

露

け

丸

木

正

臣

先

生

(

和

光

学

園

)

に

聞

く

一
票

一

Eを
、
子
ど
も
が
、
理
解
す
る
川

一
作
新
工
業
労
組
、
全
建
労
近
畿
地
方
東
海
大
学
高
輪
台
高
校
職
員
一
望
口
、
労
組
右
京
支
部、

全
法
務
労
組
毘
都
一

た
た
か
い
は
人
を
つ
く
り
、
育
て
よ
く
見
か
ロ
孟
す
。

川

事
U
た

」

。

酒

の

入

っ

た

席

で

元

と

と

が

大

切

で

す

・

川

恥
一

l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
11
1
1
1
1

一
る
と
昔
か
皇

わ
れ
て
い
手
が
、

「小
さ
い
と
ま
ら
絵
が
好
き
で

川

婦
人
争
議
の
さ
ん
が
語
っ
て
く

子
ど
も
の
年
齢
に
主
る
げ
れ
ま
せ
ん
。
説
明
の
仕
方
に
よ
っ
て
に
子
ど
主
連
れ
て
い
く
の
は
い
最
後
に
、
議
季
ど
も
に
話
川

/

一

支

援

決

議

あ

り

が

と

う

(
第

叩

次

集

約

分

)

十
八
島
さ
ん
(
通
称
ハ
ッ
チ
ャ
ン
)
に
八
戸
工
業
高
校
(
青
森
)
で
は
美
術

川

れ
ま
し
た
・

ど

、小
学
校
に
入
っ
て
い
る
昔
、
は
、
親
子
関
係
型
ク
シ
ャ
ク
す
い

Eで
す
。

し
か
し
、

と
の
時

す
と
と
に
よ
っ
て
マ
イ
ナ
ス
に
な

川

円
一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

一会
主
に
、
私
は
霊
さ
れ
ま
す
・
ク
ラ
ブ
。

た
た
か
い
に
必
要
な
も
の

川

闘
い
の
経
験
は
比
較
的
ほ
え
ら
票
率
加
し
、
会
社
員
っ
て
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
レ
か
し
ζ

は
、
子
ど
も
の
持
つ
世
界
を
さ

る
こ
と
は
な
に
も
な
い
と
思
い
ま
川

m一
本
部
滋
賀
支
部
、
議
空
労
組
、
翠
霊
教
巡
南
部
地
区
協
妻
、
同
地
方
法
務
局
支
部
、
新
日
本
婦
人
の

一

ハ
ッ
チ
ャ
ン
は

「ゆ
る
主
語
は
な
ん
で
も
か
く
さ
」

川

れ
て
て
も
、
家
族
対
策
、
子
ど
も
い
る

Eを
、
高
学
年
昔
、
資
れ
を
克
服
す
る
遣
で
、
ホ
ン
モ
乙
わ
し
て
ま
で
|
イ
ヤ
が
る
の
に
す
・
理
的
な
親
子
の
括
レ
合
い

川

口
一

滋
賀
銀
築
業
員
組
合
、
皇
室
麻
布
学
閥
筆
、
全
日
自
労
葉
支
会
京
都
府
本
部
、
国
民
救
雲
京
都

一気
の
首
切
り
/
」
と
一
枚
の
ポ
ス
タ

5
-
m察
官
の
喜
ビ
ラ
や
ポ
ス

川

の
教
育
対
策
は
個
々
の
争
議
に
よ
奈
堂
、
労
働
者
の
輪
理
を
説
明
ノ
の
教
育
が
生
ま
れ
る
ζ
と
を
確
連
れ
て
い
く
の
は
避
け
て
下
さ
を
訟
を
手
。
(
談
)

川

1
一
賀
県
本
部
、

奈
良
県
教
職
員
窪
田
、
部
芝
浦
分
会
、
新
美
語
版
労
働
組
府
本
部
、
京
都
在
券
費
労
組
、
京
了
を
つ
く
品
に
貼
出
レ
ま
し
た
.
タ
l
の
製
作
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外
な
く
現

乗

っ

て

楽

し

く

闘

っ

て

い

き

ま

し

ょ

在

七

一人
が
結
束
も
か
た
く

「不
当

う
」
と

力

強

く

あ

い

さ

つ

が

あ

皇

'

櫛

田

ふ

き

解
雇
を
菌
さ
せ
る
」
た
め
に
闘
つ

し
た
・

て
い
る
・
乙
の
た
た
か
い
乙
そ

「去

沖
・支
援
す
る
会
の
代
表
幹
窃
で

「も
う
あ
な
た
は
い
ら
な
い
」
と
し
の
三
の
δ
名
首
切
り
が
い
い
渡
さ
る
恥
)
地
獄
、
残
る
弘
通
獄
」
の
残
る

姉
回
避
の
縮
図
ふ
さ
さ
ん
は

「沖

電

名

指

し
で
職
場
を
解
雇
さ
れ
る
と
れ
た
・

一万
=
一0
0
0人
の
う
え
に
第
二
の

の

闘

い

は

、

戦

争

か

平

和

か

と

い

う

は

、

な

ん

と

む

と

い

こ

と

だ

ろ

-立
中
に
は
金
の
卵
と
も
て
は
や
さ
首
切
り
を
防
ぐ
道
だ
と
訴
え
て
い

フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
の
闘
い
だ
か
ら
支
援
働
く
権
利
と
は
生
き
る
纏
利
な
の
れ
、
集
団
就
職
し
た
若
も
の
も
お
り
、
る
・
「
必
争
勝
利
し
、
援
に
戻

し
た
く
な
っ
た
。

ζ
の

本

は

、

労

働

に

、

そ

れ

を

も

事

つ

人

権

じ

ゅ

う

り

+頑
と
も

ε金
自
切
ら
れ
た
も
の
、
り
共
に
働
き
、
同
じ
底
飯
亭
蚕
い
、

者
読
本
だ
と
思
う
」
と

あ

い

さ

つ

.

ん

が
許
さ
れ
て
よ
い
も
の
か
.
あ
る
い
は
勤
続
四
O
年
と
い
う
べ
テ

一
緒
に
た
た
か
弓
点
ωだ
.
そ
の
時
職

ず
っ
と
以
前
、
わ
た
し
の
家
の
近

-7J筏
術
者
も
い
る
.
背
替
、
結
婚
場
は
明
る
く
生
量
生
去
を
働
け
る
職

所
に
住
む
東
大
出
の
ま
じ
め
な
青
年
の
警
官
誇
れ
た
り
、
一
途
に
打
ち
場
に
な
る
の
だ
」
と
も
い
っ
て
い
る
。

が
、
伸
電
気
を
不
当
に
首
切
ら
れ
、
込
ん
だ
仕
事
を
も
ぎ
と
ら
れ
た
り
乙

今
崎
暁
巳
蕃

「
な
に
を
み
つ
め
て

そ
の
後
失
意
の
ま
ま
若
く
て
死
ん
で
の
職
場
に
骨
を
埋
あ
る
差
回
で
ロ
l

期
ぶ
の
か
」
は
残
虐
な
資
本
攻
勢
に

い
っ
た
消
せ
な
い
記
憶
が
あ
る
。
今

|

勇
敢
に
た
ち
む
か
弓
労
働
者
の
、
日

日
の
沖
電
の
闘
い
は
乙
の
記
憶
と
重

i
d阻
聞
酒
掴
翻
常
生
落
、
愛
、
闘
魂
亭
条
育
支
出
え

っ
て
常
に
わ
が
官
選
れ
な
い

.

h
A汀
w
-
B眉
い
唱

「銭
る
も
地
獄
」
の
実
相
を
も
揃
い

一作
年
士
一
月
二
士
百
の
出
2
2

‘

て

、

す

ぐ
れ
た
記
録
殴
幽
を
み
る
よ

で
沖
電
の
た
た
か
う
人
び
と
を
わ
た
ン
で
家
を
建
で
た
ば
か
り
の
生
活
を
う
な
魅
力
が
る
也
.
と
と
も
に
得
が

し
は
初
め
て
見
た
。
意
外
な
ほ
ど
明
磁
製
さ
れ
、
ま
た
は
生
霊
の
大
半
を
た
き
労
働
者
読
本
と
い
い
た
い
.

る
い
そ
の
表
情
に
驚
い
た
が
、
い
ま
棒
げ
て
沖
電
を
き
づ
い
た
人
が
ま
だ
沖
電
の
闘
い
は
全
国
の
た
た
か
う

「な
に
を
み
つ
め
て
掬
ぶ
の
か
」
を
働
り
る
幾
審
秋
を
絶
望
の
測
に
投
げ
仲
間
を
大
き
く
慰
草
し
て
い
る
。
「
支

読
ん
で
、
そ
の
明
朗
さ
の
わ
け
が
わ
乙
ま
れ
、
冷
酷
な
会
社
の
仕
打
ち
に
獲
す
歪
云
」
も
そ
の
輸
を
い
っ
そ
う

か
っ
た
.一

昨
年
十
月
沖
電
が
一
万
今
さ
ち
の
よ

-2
L権
力
に
支
配
さ
れ
ひ
ろ
げ
て
い
る
.
ζ

の
曾
が
多
く
の

三
九
六
七
人
の
社
員
に
た
い
し
て
、

る
も
の
、
資
本
に
内
敬
さ
れ
る
も
の
人
に
読
ま
れ
、
闘
い
の
い
っ
そ
う
の

三
豆
O
人
の
希
望
退
職
と
い

A
4
の
悲
哀
、
痛
み
、
憤
包
に
目
覚
め
な
強
化
と
進
展
に
役
立
つ
よ
う
に
願
つ

の
人
べ

puを
宣
告
し
た
と
ζ
ろ

、

い

も

の

は

な

い

.

て

や

ま

な

い

.
a団
連
会
長
)

さ
っ
そ
く
一

O
六
O
名
も
の
退
職
者
と
り
わ
り
若
も
の
た
ち
は
会
社
か

が
出
た
と
い
う
の
に
、
さ
ら
に
名
指

A
遁
わ
れ
、
組
合
か
ら
非
想
員
に
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を

闘

将

レ

て

い

く

岐

に

と

て

恥

厳

勤

国

に

支

俊

市

w
輸

が

ひ

ろ

が

る

の

も

、

沖

電

気

争

議

団

の

訴

え

を

聞

き

し

ま

し

た

・

す

べ

て

納

得

で

霊

草

レ

た

・

本

亭

貰

い

ま

し

た

・

労

働

者

の

団

結

そ

し

て

私

た

ゑ

弱

者

に

と

っ

て

若

者

た

ち

亭

候

と

す

れ

ば

熱

い

う

の

す

ば

Pυ
斐
」
、
争
犠
聞
の
各
個

も

絶

対

に

負

ロ

ロ

れ

、

よ

い

闘

い

な

ん

ち

に

鍛

え

ら

れ

、

変

革

レ

展

望

を

持

人

の

人

間

性

、

そ

の

成

長

に
泣
く
恩

だ

と

思

い

ま

し

た

・

こ

の

本

当

今

、

っ

て

起

ち

よ

り

自

由

に

自

分

の

条

件

い

で

あ

る

・

支

還

す

る

会

に

b
人
り

何
か
し
な
け
れ
ば
」
と

、

「

私

に

で

や

能

力

を

生

か

し

、

す

ば

ら

し

い

大

た

い

と

思

い

ま

す

・
が
ん
ば
っ
て
く

去
る
ζ
£
は
何
だ
ろ
う
か
」

と

、

多

き

な

力

で

行

動

レ

立

誌

に

役

割

を

果

だ

さ

い

・

資
本
の
非
情
・
無
師
事
に
心
か
ら
努
の
人
が
考
え
露
し
は
じ
め
る
上

「な
に
を
み
つ
め
て
期
ぶ
の
か
」
し
て
い
る
・
私
は
争
犠
団
を
聖
レ

の
怒
り
で
ふ
る
ま
思
い
で
し
た
・
で
大
き
な
力
に
な
る
だ
ろ

-Z確
信
続
み
な
が
ら
泣
い
た
り
、
笑
っ
た
り
、
て
い
室
思
っ
て
い
た
自
分
霊
に

i
i
j
i
-
-
i
i
j
闘
手
金
の
人
間

E
さ
、
の
び
や

そ
れ
に
対
し
闘
主
事
者
が
み

E
し

ま

す

.

腹

を

た

で

た

り

、

ζ
ん
な

E
Z
聖
さ
れ
ま
レ
た
・
払

の

病

院

の

院

子

供

達

の

一

か

で

豊

か

な

よ

-

「
J

す
が
、
か
か
れ
て

に

き

た

色

れ

豊

か

に

人

間

色

さ

っ

て

若

も

の

を

歯

ぎ

し

り

す

る

内

包

括

に

は

〈

O
K
I
V
の
マ
l
ク

二

f
i
L

一
い
ま
し
た
・

思
い
で
説
会
む
た
・

P
Uの

E
が
つ
い
て
い
ま
す
・

私

器

産

に

未

来

の

た

め

に

一
組
合
と
は
な
に
か
、
笠
員
と
し

勺

1
1
1
1
i
i
i
i
i
J

遊
気
の
本
が
出
た
と
友
人
か
ら

さ
ん
謀
議
胸
に

νーん
と
ζ
た
護
団
ガ
ン
バ
レ
、
沖
の
パ
カ
タ
レ
、

一
て
私
は
、

何
を
す
べ
章
、
子
ど
も

…

た

い

へ

ん

…
聞
き
、
近
く
の
書
買
い
、
長
き
も
の
が
あ
り
、
霊
ま
で
一
沖
争
と
ゲ
ン
コ
ツ
支
れ
る

E
Eて
護

学

校

に
勤
め
る
女
性

が
成
長
し
て
い
く

Eと
教
師
の
健

一

!

一
に
脱
会
芭
た
・
同
年
代
の
著
書
菌
室
毒
す
る
決
意
を
更
に
固
め

い
ま
す
・

i
l
it
i
-
-
L
肢
が
対
立
し
て
し
ま
う
私
の

章

一

励

ま

さ

れ

ま

す

一
元
気
に
闘
っ
て
い
る
姿
に
、
大
き
く
ま
し
た
・
資
本
の
い
や
色
い
圧
力
私
も
、
も
っ
と
も
っ
と
大
勢
人
人
間
と
し
て
あ
た
皇
え
の
「
働
で
、
ど
の
よ
主
震
に
し
て
い
く

一

一l

r

i

E

一二
一
同
盟
ま
さ
れ
ま
す
・
ど
己
て
あ
ん
な
に
め
げ
ず
、
護
団
の
団
結
の
聞
い
に
す
す
め
た
い
と
思
い
ま
す
・
皆
さ
く
こ
と
」
を
続
三
乙
と
が
、
資
本
主
が
必
要
な
の
孝
考

-Zき
っ

一

東

京

の

学

生

一
に
車
れ
る
の
か

一
度、

「会
」
に
の
も
、
底
ぬ
り
に
明
る
い
の
も
、
全
ん
元
気
で
ガ
ン
バ
ッ
幸
さ
い
・

と

の
闘
い
な
ん
だ
な
あ
と
・
そ
れ
と
か
担
な
り
そ
う
で
す
・

r
1
1
1
1
1
1
1
i
i
1
1
1
1
訪
ね
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
・
=
一
一
-
i
i
i
i
i
l
i
s
t
-
-
J
遥
が
組
合
不
信
で
あ
る
に
も
か
か
わ

寸
i
i
l
i
-
-
i
J
る
・
私
は
そ
の

E
毒

じ

て

、

と

一

支

援

の

一

号

、

黙

っ

て

し

ま

っ

て

い

る

現

実

…

必

ず

勝

利

を

一

れ

か

ら

の

重

を

そ

の

た

め

に

、

っ

…

一

一

パ

'

-

…

で

す

・
「
な
に
を
み
つ
め
て
凋
ぷ
の

一

Je
-
-

;

ー

一
く
す

E
を
一
醤
っ
て
議
し
て
い
き
一
カ
ン
パ

し

ま

す

一
か
」
は
、
新
た
に
私
達
に
間
い
か
り

一

一E
仇

TE-
-Rワ
E
喜
一
ま
す
」
と
部
長
の
前
で
旨
い
残
し
て

一

j

一
る
も
の
で
す
.
微
力
で
す
が
怠
逮
に

…

一冗
沖
電
気
の
主
婦
一
去
っ
て
ゆ
く
器

に

、

労

働

者

の

こ

住

友

金
属
の
労
働
者

一
も
で
去
る
を
ま
皇
す
か

-
m

f
i
i
j
i
t
-
-
i
i
L
っ
す
ぐ
な
袈
勢
を
見
る
と
と
が
で

r
l
i
i
i
i
t
i
-
-
-
L
日
が
給
制
日
な
の
で
5
月
初
日
か
ら

希
田
町
岨
職
に
無
念
の
気
持
で
応
じ
き
、
夫
に
も
腕
ん
で
聞
か
せ
ま
し
た

「職
場
に
憲
法
は
な
い
」
と
言
わ
支
後
カ
ン
パ
を
し
ま
す
・

た
踏
田
金
次
郎

(
幻
)
さ
ん
が
、「
私
伸
沼
気
の
闘
い
を
必
ず
股
利
さ
れ
る
般
に
、
私
達
の
と
ζ
ろ
で
も
組
私
遮
の
力
は
微
力
で
す
が
、

ζ
れ

は
や
め
て
い
く
け
ど
必
争
労
働
者
せ
て
、
益
者
の
底
力
柔
し
た
い
合
の
意
義
の
際
に
は
費
量
か
ら
ガ
ン
バ
ッ
テ
明
る
く
ハ
ツ
ラ
ツ

は
資
本
の
償
暴
に
ま
き
返
し
を
す
と
決
意
し
て
い
ま
す
・

し
て
し
か
発
言
で
き
な
い
状
況
に
あ
と
生
き
て
ゆ
ζ
g
?
ζ
醤
い
合
っ
て
い

り
、
労
使
協
調
と
い

2
2漫
一
る
と
ζ
ろ
で
す
.
争
議
団
の
子
供
た

吋

i
i
ii
s
l
i
t
t
i
i
i
id
な
り
ま
し
た
・
独
占
、
大
企
業
の
繊
体
で
あ
り
ま
す
・
そ
し
て
大
勢
の
人
ち
H

ガ
ン
バ
レ
u

一

あ

す

は

一

撃

許

し

て

は

な

り

ま

せ

々

一

ー

一

首

を

切

る

と

と

、

働

く

場

所

を

う

胸

が

打

た

れ

ま

し

た

階

さ

を

感

じ

一

わ

が

身

の

問

題

一

軍

っ
と
と
一
、
こ
れ
以
上
の
仕
打
ち
が

さ
せ
な
い
み
な
さ
ん
の
笑
顔
と
量

一

i

i

s

h

i

---
一
あ

る

だ

る

品

、

日

本

の

全

て

の

労

は

、

す

ば

色

い

で
す
.
自
己
磨
発

一

札
幌
・
生
協
で
働
く
男
性

一

一

手
申
生
古
一t
骨
〈
旦
全

一
働
者
は
あ
す
は
わ
が
は
胃
で
す
.
熊

烈

に

た

い

へ

ん

役

立
↑
り
ま
し
た
.

r
l
i
t
i
-
-
i
l
i
-
-
に
闘
い
章一
挙
レ
ま
す
.
頑

湿

り

ま

困

難

な

事

も

多
く
あ
る
と
思
い
ま

腕
ん
で
い
て

w
お
そ
ろ
し
く
u

な
し
よ
う

・

す

が

が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
・

り
ま
し
た
.
そ
し
て
涙
が
出
そ
う
に

私

が

で

さ

る

こ

と

は

|

神
奈
川
の
女
性

最
後
ま
で

支

援

し

ま

す

岡
山
の
保
育
園
園
長

胸
が
熱
く

な

り

ま

し

た

う
た
ご
え
の
好
者
な
女
性

が

ん

ば

れ

よ

信
じ
ら
れ
な
い
指
名
解
胞
に
対

旦
似
の
熱
く
な
る
忽
い
で
脱
ま
せ
し
、
自
分
の
た
め
、
社
会
の
た
め
に

て
い
た
だ
告
主
し
た
.
何
よ
り
も
争
と
、
頑
強
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
に
、

議
団
の
団
結
亭
守
っ
て
頑
張
っ
て
は

し
い
と
思
い
ま
す
.

電

機

労

働

者

驚

き

ま

し

た

伸
電
気
の
指
名
解
屈
に
つ
い
て
は

以
前
か
ら
知
っ
て
い
た
が
、
そ
の
現

実
を
具
体
的
に
知
ら
さ
れ
て
、
篤
い

た
.

京
都
の
討
歳
の
青
年

労
働
者
一
人
ひ
と
り
は
ど
の
よ
'2k

対
処
し
て
き
た
か
、
実
に
生
圭
盈
き

と
、
と
ら
え
ら
れ
て
い
て
深
く
感
一
動

し
た
.
考
え
ら
さ
れ
る
と
と
ろ
が
大

で
あ
っ
た
.
仲
間
と
と
も
5
冊
も
と

め
て
、
現
在
闘
し
腕
み
中
で
す
.

支
援
す
る
会
b
入
会
し
た
い
と
考

岨
苔
執
行
部
が

「首
切
り
」
と
い
卒
、
い
ま
す
.

-
『

4
世
想
事
態
に
ど
，

p
uて
簡
単
に
会

社
側
に
組
み
し
て
し
ま
っ
た
の
か
。

支

援

す

る

会

に

入

り

ま

す

レ
コ
ー
ド
会
社
に

勤

め

る

男

性

涙

ヵt

出

て

き

ま

す

埼

玉

の

男

性

5 

29 

3 参 5沖i主
語加 O支 S 口
汚し O援
定成 O決
?功人起
告すが集
ミる 会

-

沖

電

気

・

指

名

解

雇

を

ニ

え

て

な
に
を
紗
γ

み
つ
め
て

dyハザ

朔
ぶ
の
か

今
崎
暁
巴
著
定
価
九
五
O
円

あ
な
た
に
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い

沖
電
気
で

何
が
お
こ
っ
た
の
か
を

大
地
を
踏
み
し
め
、

組
制
ぴ
立
と
う
と
す
る

労
働
者
の
生
き
ざ
ま
を

労
働
旬
報
社

中
労
労
働
学
院
で
「
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
舎
き
方
」

を
学
ん
だ
生
徒
の
み
告
さ
ん
の
雑
誌
。
沖
電
気
の
不

当
解
庖
桝
棚
田
闘
争
に
取
材
し
た
も
の
が
九
本
あ
り
ま

す
。
闘
う
沖
電
気
の
仲
間
が
あ
ざ
や
か
に
飛
出
す
感

動
・
涙
の
ル
ポ
。

申
込
み
は
「
支
援
す
る
会
」
事
務
局
ま
で
。

た
の
で
特
集
専
を
企
画
し
ま
し
た
.

一人
で
も
多
く
の
人
に
.
5万
部

の
普
及
を
や
的
ず
と
ぜ
F
U
ょ
う
.

全
国
の
仲
間
の
み
韮
』
ん
、
お
元
支
援
す
登
喜
口
敏
は
一
万
=
一
む一

気
で
す
か
・
「
本
」

亭
読
ま
れ
た
人

O
名
に
な
り
ま
し
た
・

か
会
~
く
さ
ん
の
反
響
が
あ

2
t

回
刷
閣
山
凶

をみつめて朔ぶのか
て
お
め
を
と
と
ま
必該

部
乙し

し
申
伝
へ
宣
J

O

に
会
す

間
る
ま

仲
す
し

の
援
い

く
支
が

多
r

ね

ゆるすな指名傾唱の声を一挙に全国に
広げるために、支担置する会は全力でこの
本の普及に努めたいと思います。
会員ひとりひとりがまず一冊。そして

なに

同

500円
(郵送料200円)

議
沖電気・指名解雇をこえて
自らの変革と新しい生き方に

挑戦する労働者が生々しく

描かれた感動のドキュメントグ

36 



1 9 8 0年 7月 1日

5万人の「支援する会Jを
私たちは生きる糊利、働〈権利を守るために伸

也気の仲間を物心両面から励まし、必ず勝利させ

たいと思います.闘燥な長期の闘いも予知されま

すので、 一人でも多くの万が乙の 「会J に加入し

全面勝利を闘いとるまでと支鐙くださるよう心か

らよびかけます。 (r支慢する会J よびかけより}

会費 :1口 2∞FLI/月

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

支援する会事務局

事務所点京都港民三LU

3 -2 -20 
電伝のめ451-3515

郵便口座口座番号

*京6-75240 
加入者名 れPZ色気の不割断制

を撤回させる会

発

行

所

1 980年

号

日7月 1

15 第

電
機
の
仲
間
の
連
帯
で

富
士
電
機
争
議
団

田
上
三
郎

一で、っ一

一
点、レふ一

一
ワ
え
一

一
ン
シ
一

一
パ
支
一

一
カ
ド
二

十
?
を
一

一
期
動
一

一
夏
運
一

第 15号

沖
電
気
の
大
量
指
主
解
雇
は
同
じ
す
.

電
慣
の
仲
間
と
し
て
他
人
事
と
は
思
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
事
埋
古
町
っ
く

え
ず
、
絶
対
許
す
ζ
と
の
で
き
な
い
し
た
人
と
旗
の
渡
亭
見
て
、
沖
電
気

も
の
で
す
・
そ
れ
だ
り
に
沖
電
気
争
争
犠
も
い
よ
い
よ
n
攻
め
u

の
段
階

犠
団
の
伸
聞
に
は
、
ど

-puて
も
勝
に
入
っ
た
と
い
う
実
感
を
盛
く
す
る

ち
ぬ
い
て
欲
し
い
と
い
弓
品
開
い
思
い
と
と
も
に
、
私
自
身
が
穴
い
に
励
ま

で
、
多
く
の
人
々
が
見
守
っ
て
い
ま
さ
れ
ま
レ
た
・
沖
電
気
闘
争
の
勝
利

日
制
釦
劃
釦
相
川
引
い
が

，わ
た
し
の
感
想

}
 -( 

争議と言えば生活がたいへん

がんばる沖電気の仲間に閲争を

支える夏期カンパを/ひとりが

200円以上で30 0万円の達

成めざして。ご悦bカを/

37 
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暑
さ
に
負
け
ず
元
気
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

38 

をみつめて掬ぶのか
多くの仲間に宣伝し、8s散をま とめて
「支援する会J へ申し乙まれる乙とをお
ねがいします。

1部 9氏周

( 2 ) 

ひ
き
つ
づ
き
御
指
導
、
御
支
援
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

第 15骨

沖
電
気
の
不
当
解
雇
を
撤
回
さ
せ
る
会

一
同

一一一一一一
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
一一一一一一一一一一一一
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
一一一一一一一一一一一一一一一一一一
一一一一一一一
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
一一一一一一一一一
一一一一一一
一一一一一一
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
一一一一
一一一一一一一一一一一一一一一一一
一一一一一一一一一一一一一一一
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
一一一一一一一一一一一

く
れ
ま
せ
ん
a
で
も
近
い
日
に
ζ
の

。

沖

電

気

争

犠

団

の

み

出

さ

れ

ま

し

た

・

不

利

な

状

況
で
す
。

っ
て
い
っ
た
と
と
で
す
・

、

主

き

が

ん

ば

れ

沖

電

気

の

仲

間

配

闘

い

の
中
で
育
っ
き
ゃ
ん
の
明

宣

伝

1

紹

介

ゆ

置

な

さ

ん

・

そ

れ

か

ら

円
高
、
全
国
の
伸
間

レ
か
し
勝
つ
方
法
革

ま

り

沖

電
気
の
み
な
芝
、
資
本
の
側

トズい
J
c

a
j
e
-
-
e
e
e

-
J

る
く
力
強
い

-Z声
が
聞
り
る
よ
う
'

'

'

'

白
}

l

i

圃

圃

童
話
自
切
星
般

に
支
き
れ
て
、
つ
い
に
全
面
握
手
・
日
本
ロ
l
古
屋
室
副
判
は
、
遊
撃
ロ
ボ
ッ
ト
の
よ
是

フ

好

に

若

で

し

ょ

う

・

、

忠

告

会

は

玄

乞

仁

冨

5
5
2賞
金

量

震

を

雪

つ
も
半
数
が
勝
訴
半
数
は
敗
事
とい

か
え
よ
一

Z
、

3差
益

攻

ソ

U

大

塚

喜

久

枝

倒

語
、
事
局
喜
ね
る
と
、

b

盟

の
と
語
、
本
当

に

と

た

の

で

す

・

言

語

い

で

し

た

躍

後

に

は

撃

を

加
そ
い
手

-

ト

J-t

B
E
'
h緑
町
長
醤
喝
覇

「芝信号」園
長
で
ド
ロ
訂
引
け
計
1
i
J
LUM
賢一語

噌調

4

・1.4
し
て
い
手
記

妻

女

子

寮

に

住

畿

圏

葬

幽

乙

の
語
、
不
当
な
盟
国

1
ル

言

、

み
苦

一

全
国
金
属
・

日
本
口
|
ル
支
部

一

3
2
2が、励

可

/

み
続
け
て
重
の
不
当
華
麗
毒
菌
園

田

署

園

つ
ぶ
し
、
暴
力
車
と
闘
う
、
ん
の
闘
い
を
全
面
的
に
支
持
す
る
と

一

4

4

5

2

F

E

l

l
-
-
ロ

一
ま
さ
れ

種
資
本
の
側
は
ニ
ガ
ニ
ガ

)

一

ユ

h肱
周

囲

さ

せ

る

た

め

に

、

i日
も

3
3
h
薗

霊

童

2
5
5、
と

自

主

を

せ

一

千

葉

邦

彦

委

員

長

一

し

き

て
い
量
で
し
ょ
三

月

一

ヂ

品

魁

圃

'

P

元
気
に
t
え
ば
る
塚
ち
ゃ
ん

.
p
v
u臨
'

h

』

園

従
業
員
組
合
潟
県
、
伸
て
い
る
と
と
を
程
え
レ
ま
す
・

一

:

-
::・

:
J

J

-

4
-1

一

み

韮
お
の
闘
い
は
労
働
者
を
団

/

一

い

‘

E
1
4
・・

v
;一
一

や
さ
し
く
、
空
な
し
い
塚
ち
ゃ
一
一

面

町
、

・

E
脳

裏
闘
争
の
前
進
を
願
っ
て
み
な
さ
ん
の
闘
い
は
必
争
勝
つ

一

一

結

さ

せ
前
進
さ
せ
て
い
く
も
の
で

胴

一

布

一

Li
L
:
に

一

ん
が
、
書
を
プ
y

ツ

ケ

ル

言

J
配

・剤

プ

レ

ゼ

ン

ト

し

て

く

Eも
と

書

レ
て
い
ま
す
・
な
ぜ
な
ら
歪
一

一

;

ぃ

乙

と

き

で

し

ょ

う

叩

一

志

d
E
3

、
」
に
、
私
は
重
の
非
常
、
無
常
事

持

J

蹟

鴨

仁

の
で
す
・
そ
し
て
名
前
も
義
主
票
、
重
に
ま
っ
た
く
な

一

一

が

、
ど
急
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
・

旦

ョ

『

Fih
感

長

・

3披
露
っ
て
一

L
J
』

h
一一

「
蓄
宣

言

さ

れ

て

く
み
き
ん
の
側
に

雲

か

ら

で

一

「

i

l

i

-

-

i

i

i

i

i

し

み
室
ん
を
支
持
レ
、
と
も
に
闘
う

一

1
1
1
1
1
緒
に
響
へ
散
歩
に
出
か
望
し
ょ
民
瞥

F
1
1

い
ま
す
・
主
に
行
商
に
活
関

す
・
私
述
も
、
運
前
、
署
結
成
神
電
気
の
み
苦
』
ん
も
、
解
鹿
さ
全
面
痛
言
し
た
・
勝
因
は
色
々
労
働
者
や
噌
働
組
合
は
た
く
完
あ

費
一

dち
ゃ
ん
M
ζ

と
大
塚
費
校
リ
・
ま
だ
ま
長
〈
語
、
そ

Eつ
ね
(
普

)

1

1ii圃
費

し

て

い

手

・

高

時

に

、

重

に

よ

る

宮

脱

れ

工

場

か

皇

い

出

さ

れ

、

重

の

あ

り

ま

す

が

や

は

品

い

が

全
国
的

る

の

で

ま

?

会
一
(

一
さ
ん
は
、
今
年
議

選

雲

援

し
い
蓄
の
合
同
を
ぬ
っ
て
、
申
，
〆
f
i--
z''SEpi

-
-zz?'de
---

，
E
t
a
--
.，，
t

i
z
---
j
i
f
-
-
:

退
攻
撃
、
そ
し
て
4
m
月
後
に
は
お
生
産
は
続
行
さ
れ
て
い
る
訳
で
す
に
ひ
ろ
が
的
!
と
れ
は
映
画

「ド

う

一
団
の
中
で
は
一
番
の
年
少
者
。
し
か
央
合
富
に
迎
い
始
め
る
ほ
ど
の
ハ

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
11
1

名
の
活
動
家
の
指
名
解
腹
と
事
実
上

が
、
私
達
も
そ
う
で
し
た
ど
れ
は
、
レ
イ
工
場
に
お

-Z乙
急

多
い
の

中

一
も
数
少
な
い
独
身
女
性
の

2
2
yス
ル
ぷ
り
で
す
。
「
前
か
ら
一
主

一
山

陽

、

山

陰

で

の

夏

季

行

商

一

の
弓
ク
ア
ウ
ト
で
工
場
か
皇
り
た
し
か
に
争
昔
に
と
っ
て
非
常
に
で

5

1闘
い
が
進
め
や
す
く
な

L
一
あ
っ
て
、
あ
き
ち
か
寄
っ
ぱ
り
う
事
は
好
き
だ
っ
た
ん
だ
」
と
い
う

『
|
|
I
l
l
i
t
-
--
-l

i
l
i
a
-
-
』

竺

だ
乙

-m近
で
は
警
の
語
い
寝
ち
ゃ
々
彼
女
の
好
き
程
、

藤

原

、

荒

木

の

両

君

が

ん

ば

る

こ

一
も
あ
る
と
か
l
.
千
葉
県
の
思
す
ま
毒
亡
事
ん
の
事

の

壁

一
'

;

創

一
で
育
っ
た
ち
ょ
っ
ぴ
拡
ず
か
お
で
す
・
よ
理
想
中
で
明
る

2
置
の
夏
季
語
、
今
年
か
ら
会
の
告
の
み
き
ん
の
覇
基
「

る
一

り
屈
な
女
の
子
で
す
・

い
明
日
を
信
じ
て
、
胸
を
は
り
力
強
全
国
の
伸
問
に
も
訴
え
て
み
よ
う
援
を
う
け
て
元
気
に
が
ん
ば
っ
て
い
樋
臨

す
一

そ
の
要
に
霊

Z変
化
が
見
く
進
め
る
僕
に
君
の
明
る
い
う
と
、

6
月
5
日
、
争
護
団
の
藤
辰
さ
ま
す
二
本
」
も
好
評
で
=
一
五
福

謡

混
一

造
じ
霊
し
た
・
「
塚
ち
ゃ
ん
き
た
声
量
に
勇
気
と
力
を
く
れ
た
ん
と
葉
さ
ん
は
、
不
安
と
期
待
で
以
上
売
れ
て
い
る
・
ま
た
カ
ン
パ
も
騒

ョ
一

れ
い
に
な
っ
た
ね
」
な
と
と
い
事〔
品
目
l
.

胸
一
杯で、

仲
間
の
「が
ん
ば
れ
よ
」
差
出
レ
て
く
れ
る
労
組
も
あ
り
、
感

除
瑚

一
が
ど
ζ
か

PZ聞
こ
z
き

と
ζ
毛
塚
ち
ゃ
ん
の
明
る
い
-
呂
田
は
、
「
童
事
故
は
起
ζ
す
宝
」
「
飯
激
し
て
い
る
と
の
書
が
あ
皇
し
圏

一
見
る
と

・

争
議
団
に
震
と
力
を
与
そ
い
く
は
食
え
よ
」
の
励
ま
レ
を
'つ
け
て
、
た
・
ご
古
語
ま
労
組
を
ま
わ
路

一
以
前
は

「人
の
現
議
す
の
が
苦
の
で
し
ょ
う
・

山
陽
、
山
陰
地
方
へ
出
発
レ
ま
し
た
・
り
、

6
月
末
に
帰
会
し
ま
す
・

園
田

一
手
で
ね
」
と
ポ
ツ
ン
と
も

puた
塚
壕
ち
ゃ
ん
に
、
合
唱
団
で
習
っ
た
歌
岡
山
、
広
島
、
鳥
取
、
留
担
、
選
山
陽
、
山
陰
の
伸
聞
の
み
な
さ
ん

E
E

一
ち
ゃ
ん
が
、
今
で
は
、
千
代
田
区
の
や
踊
り
を
教
-季一
、と一
言
っ
て
も
、
な

挙
戦
で
忙
し
い
労
組
や
民
主
団
体
、
曜
か
い
御
支
度
あ
何
時
苫
う
・

圃
圃

一
オ
ル
グ
の
責
任
者
と
し
て
大
ハ
リ
キ
か
な
か
も
っ
た
い
ぶ
っ
て
披
露
し
て
そ
し
て
各
県
の
争
犠
団
や
支
復
す
る

凶

剛

一

h'Jう
zpezff砲を
ま

で

で

一

事

広
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H
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回
さ
ぜ
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A
5
0
に
ぽ

一

宮

曜

荷

3
全
一

L

Z

ヰ
3
ん
と
一
ザ

ド

一

パ

吋

つ

が

勺
い
て
い

Z

且

唱

、

υ
竹
ド
吋
一
浄
骨
告

品

川

M

M
一

z
i
iz

一

町

イ

J
E一
み
な
さ

ι5
・

話

1
、一

三

じ

下

な

い

だ

-4歯
鴎
A

M

r

・

-t-J

伝
言
耳
に
し
ま
し
た
.

且

Fhu

つt
F

，

M

川、
3

・
0

-

F

d

t

J

aE
k
a事

ゆるすな指名解雇の声を一挙に全国に
広げるために、支援する会は全力でこの
本の普及に努めたいと思います。
会員ひとりひとりがまず-fIIl.そして

なに

沖
電
支
援
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
H

好
評
発
売
中
H

日本電気の仲間が

「絵馬札」を製作

匂
機
に
働
く
仲
間
の
支
援
は
、
格
趣
味
と
技
亭
生
か
し
、
貝
を
美
し
ど
う
も
あ
的
が
と
う
.
「
絵
馬
札
」

別
に
争
議
団
を
励
ま
し
て
い
ま
す

い
衣
で
包
々
木
札
に
は
「
沖
婁
主
購
入
希
望
吾
事
務
局
へ
連
絡
し
て

が
、
日
本
電
畿
の
支
復
す
る
会
で
は
、
鐙
」
と
焼
印
が
レ
て
あ
包
手
・
く
だ
さ
い
。

女
性
の
人
が
中
心
に
な
っ
て
、
ユ
ニ
日
本
電
気
の
伸
聞
の
み
な
さ
ん
、

ー
ク
な
ア
ク
セ
サ
リ
を
考
案
製
作
レ

て
、
カ
ン
パ
活
動
と
し
て
、
一個、

五
5
0
円
で
販
売
、
好
評
で
す
・

同

支
部
で
は
昨
年
末
に
は
、
猿
の
H
ζ

り
し
H
を一

O
O個
以
上
も
普
手
U
、

今
回
が
第
2
弾
で
す
.

話
沖電気・指名解雇をこえて
自らの変革と新しい生き方に
挑戦する労働者が生々しく
描かれた感動のドキュメントグ

う
ご
ざ
い
ま
す
.

世
会
員
は
一
万
五
百
人
に
な
り
ま
し

た
.
2
万
人
の
早
期
途
成
は
勝
利
へ

の
前
進
で
す
.
が
ん
ば

2
aし
よ
う

止
争
撤
回
の
川
口
さ
ん
に
次
男
、
中

古
5
-m袋
詰
の
成
功
は
今
大
き

野
さ
ん
に
畏
男
が
誕
生
、
お
め
で
と
な
波
警
究
で
い
ま
す
.
労
働
者

の
連
帯
と
団
結
の
す
ば

pu虫迄、

沖
資
本
に
見
せ
つ
り
ま
し
た
.

官
暑
い
夏
、
沖
雲
主
鐙
の
「む
苦
梁
」

「ひ
や
麦
」
「
花
火
」
で
、
元
気
に

が
ん
ば
笠
革
し
よ
う
・

E 
あ
な
た
も

「
会
」
の
肱
章
を

一本ニ
O
O
円
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5万人の「支獲する会Jを
私たちは生きる権利、働く権利を守るために沖

低気の仲間を骨川両面から励まし、必ず勝刺させ

たいと思います。困難な長期のE加、も予怨されま
すので、 一人でも多くの方がこの 「会U に加入し

全面勝利を闘いとるまでと支援くださるよう心か
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16 

「
5
・
m伸
電
気
争
議
題
支

援
総
決
起
集
会
」
へ
の
五
千
人

を
趨
-
忍
食
事
加
が
、

一市
す
よ
う

に
、
沖
電
気
の
闘
い
は
、
勝
利

へ
と
着
実
行
堂
前
進
を
し
て
い
ま

す。

「支
鐙
す
愛
吉
」
は
運
動

全
体
を
支
-
忍
也
大
き
な
部
隊
に

成
長
し
ま
し
た
.
8
月
を
2
万

人
の
会
員
拡
大
を
め
ざ
す
.
燃

え
る
月
に
し
ま
し
ょ
う
.
現
在

一万
六
百
人

(7
・
叩
)

不
足
だ
と
、
社
外
工
・
ア
ル
バ
イ
ト
裁
判
所
か
ら
も
注
意
を
う
け
る
あ

川

恥
採
用
し
、
あ
げ
く
は
ト
ン
ネ
ル
会
的
送
連
事
で
す
。

川

社
ま
で
作
る
強
木
。
「
人
が
余
っ
て
職
場
で
は
七
月
か
ら
「
M

|
一

川

い
る
」
「
倒
産
必
至
芝
主
張
す
る

Q
U」
の
新
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
わ
ζ

川

6
月
刊
日
殿
高
裁
判
事
「
X

」

会
社
の
な
せ
る
業
で
は
あ
り
ま
せ
に
、
一
門

δ
億
円
の
原
価
低
減
ζ

川

選
動
に
診
加
・

ん
。
大
理
の
新
規
採
用
問
題
に
は
、

「二

O
の
〔
厳
企
業
」
を
め
ざ
す
、

川

6
月
げ
白
全
金
ヒ
ロ
セ
句
犠

マ
ス
コ
ミ
も
ピ
ッ
夕
日
そ
め
他
、

「大
合
理
化
」
が
ス
タ
ー
ト
・
労

川

昼
休
み
集
会
に
惨
加
・

い
く
つ
も
の
事
実
が
、
法
廷
の
腸
働
者
は
恐
怖
に
か
ら
れ
て
い
ま

川

6
月
叩
日

三
井
精
精
更
税
争

で
明
ら
か
に
さ
れ
て
く
る
と
、
会
す
・
資
本
の
横
審
セ
許
さ
な
い
と

川

議
昼
デ
モ
に
参
加
。
池
上
通
信

社
の
考
-
苓
也
常
套
手
段
は
裁

判

の

い
A
沖
電
気
の
闘
い
は
ま
ず
ま
ず

川

機
臨
時
大
会
で
訴
え

引
き
延
し
で
す
。
証
人
尋
問
に
目
頭
要
仁
立
っ
て
昌
幸
F
U
「

」

石

川

6

月

M
日
マ
ッ
ク
ス
労
組
、

名
、
九
時
間
(
約
旧
年
)

を

申

諮

(

大

橋

隆

)

川

西
側
前
母
体
み
出
釜
に
笠
加
.

し
て
、
司
法
の
反
動
化
が
進
む
、

川

6
月
品
目
高
崎
第

y
回
裁
判

I
l
l
1
1
1
I
l
l
i
t
-
-
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

川

C
&
S社
関
鍛
会
に
診
加
・

仲
間
の
和
美
切
に

ご

つ

の

家

君

大

変

な

E
で

し

ょ

う

・

日

一

司

割

引

出

川

警

告

の

言

語

族
と
し
て
、
苦
し
み
も
、
楽
し
み
も
夜
、
頭
を
痛
め
て
車
ら
れ
る
と
考
え
一

「

h
十け

υト
γト
ト

」

川

組
み
強
化
月
間
は
じ
ま
る
.

-
0
・
0
・
0
・

一

山

登

り

は

楽

し

分
ち
あ
い
、
が
ん
ば
る
つ
」
と
、
闘
ま
す
巴
そ
し
て
、

「東
」
に
「
西
」
一
古
夏
季
カ
ン
パ
、
一

0
0万
円
を
突

川

支

事

室

定

例

撃

会

っ
て
き
て
、
反
に
は
掌
T
人
の
盆
踊
に
、
行
商
や
カ
ン
パ
、
な
ど
支
度
要
一
破
し
ま
し
た
・
目
桜
は
三
O
O万・

川
6
月
幻
自
関
西
電
力
ピ
ラ
ま

お

ひ

さ

ま

保

育

園

一

山

斉

藤

静

子

園

掴

詰

ヵ

月

、

杉

本

り

が

で

き

る

ぐ

ら

い

に

、

今

で

は

地

諮

で

大

変

な

官

で

し

ょ

-

つ

が

、

5
一
官
夏
季
語
の
売
上
げ
は
、
霊
一

川

事

件

童

福

に

費

A

圃
司
副

ν

一
家
と
背
景
資
本
域
で
の
連
帯
恥
深
ま
り
、
大
阪
の
多

-m伸
長
議
支
盛
山
遺
言
、
五
千
人
一
千
五
百
万
。
田
原
の
四
千
万
円
め
ざ

川

沖
・株
主
総
会
会
場
関
で
宣
伝

4
T時
の
目
覚
し
時
計
の
音
で
、
盟
国

島

で
雲
毒
物
産
く
の
仲
間
の
支
聖
書
に
よ
り
、
以
上
の
伸
悪
夢
加
し
た
よ
う
に
、
一
し
護
団
は
フ
ウ
フ

7ー・

川

一
面

歪

眠
い
呂
を
ζ
す

り

乙

す

り

起

霊

し

欄

幽

酬

を

椙

手

に

、

翻

い

=

弄

物

空

交

渉

が

で

き

る

力

も

つ

勝

利

へ

一
歩
、
一
歩
、
前
進
レ
て
い
一
世
間
か
ら
4
人
目
の
男
子
が
誕
生

一
6
月
四
日
群
馬
事
尾
瀬
パ

た
。
外
は
雨
ぺ
つ
い
て
い
な
い
日
開
幽

〆

一

τす
す

め

て

童

い

て

童

し

た

百

量
い
企
業
ま
す
・
語
、

「
正
義
は
必
争
勝
一
橋
本
さ
ん
お
町
で
と
う
・
男
子
が
4

一

ス
ハ
イ
ク
開
催

だ
な
と
思
い
な
が
っ
駅
に
向
う
・
パ
想
画

レ

g
レ
た
。
大
阪
で
も
、
再
開
を
め
ざ
し
闘
い
つ
づ
室
す
・

つ
」
と
一
路
偏
し
て
い
ま
す
・
企
業
に

一
人
連
続
出
産
寺
醸
と
の
関
係
は
?

川

6
月
初
日
日
本
ゼ
オ
ン
・
小

ス
は
五
時
半
頃
、
沼
面
へ
と
出
発
し
・
・

E

・

J

a

-

乙
乙
数
年
の
間
に
い
ま
、
神
沼
気
の
闘
い
に
、
全
国
全
く
正
義
介
逼
理
は
な
く
、
伸
聞
の
一

t
a月
は
鉱
大
月
閥
、
ひ
と
り
が
一

川

学
知
争
議
の
抗
議
築
会
に
参
加

た
。
沼
田
へ
普
く
頃
は
雨
は
ほ
と
ん
伸
惜
気
争
議
白
の
み
な
さ
ん
、
お
ぞ
く
ぞ
く

「合
理
化
」
攻
撃
が
各
社
の
働
/ζh伸
閥
の
熱
い
視
線
が
注
が
れ
支
援
と
団
結
の
輪
が
日
に
白
に
、
大
一
人
以
上
の
会
員
鉱
大
め
ざ
レ
が
ん
ば

川

7
月
1
日

璽
京
第
7
回
裁
判

ど
や
ん
で
い
て
、
乙
れ
な
ら
だ
い
じ
元
気
で
す
か
?、

先
回
の
古

よF-三
三
嘉
晶
さ
と
、
皆
ん
な
の
顔
h
話
頼
刊
呈
芭
グ
で
で
一
は
は
、
宿
、

そ
し
て
水
先
案
内
な
ら
ほ
ほ
一
弓
-
う
つ

Bり出
さ
れ
て
い
ま
す
.
そ
う

「合
理
化
」
攻
撃
で
苦
レ
む
働
く
伸
大
阪
と
東
京
。
お
互
い
に
百
も
一

玄
蚕
の
納
入
を
忘
れ
て
い
る
人
は

川

前
集
会
に
容
加
。

ま
し
た
。

ど
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
ゆ
4
4
仏
況
の
中
で
、
私
選
の
間
い
は
、
問
に
、
勇
気
と
展
望
苓
与

-Zこ
と
早
い
勝
利
を

g
E、
連
帯
を
つ
よ
一
い
ま
せ
ん
か
?
よ
る
レ
く
お
ね
が
い

川
7
月
9
回

全
担
保
東
京
海
上

私
は
至
仏
山
コ
1
ス
に
挑
戦
し
ま
し
た
・
私
は
沖
電
気
の
闘
い
に
つ
い
昨
年
刊
月
に
「
解
雇
と
、
会
社
解
散
に
な
る
か
ら
で
す
じ
か
し
現
実
は
、
め
、
共
に
頑
強
包
手
U
ょう・

一
し
ま
す
・

川

支
部
総
決
起
集
会
に
笠
加
・

し
た
・
は
げ
し
い
雨
に
金
口
い
ま
レ
て
は
、
大
企
業
を
相
手
に
川
名
が
、
は
不
当
労
働
行
為
で
あ
り
、
会
社
は
-
一

一古
夏
は
平
和
を
つ
く
る
月
、
母
親
大

州

全
産
林
水
産
庁
分
会
、
神
支
援

た
が
、
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
思
い
出
の

一
室
頑
張
っ
て
い
る
な
苧

l
・
と
全
員
の
未
払
い
賃
金
主
ぃ
、
謝
罪
古
た
た
か
い
の
記
録
襲
警
申
込
み
は
霊
一
手
る
会

事

局

会

そ
し
て
原
水
禁
大
会
。
暑
さ
に
め

川

一す
る
会
交
流
会
。

日
に
な
盟
草
レ
た
。
確
か
に
、
登
つ
い
弓
径
の
認
織
で
し
た
が
、
今
回
、
せ
よ
」
と
い
う
、
地
労
委
命
令
を
一勝

ま

で

御

一

報

く

さ

さ

J

一
7
ず
が
ん
ま
り
ま
し
ょ
う
。

川

7
月
什
回

裏
民
新
聞
争
議
5

「
匙
れ
鉄
線
の
街
」

l

f

b

一
{

{

川

て
お
り
る
と
と
は
つ
ら
か
っ
た
.
だ
色
々
と
揺
を
両
い
て
、
大
変
重
要
な
ち
と
り
、

「労
働

者

の

生

き

る

権

利

、

激

励

先

東

大

阪

市

目

下

町

四

一

合

「

酷

れ

鉄

制

の

街

」

「

な

に

を

み

山

周

年

集

会

に

彦

加

.

が
苦
レ
さ
か
ら
楽
し
さ
が
生
ま
れ
る
闘
い
だ
と
再
認
識
レ
ま
し
た
・

働
く
権
利
」
が
守
ら
れ
た
乙
と
は
、
杉
本
伸
線
労
組
の
仲
間
違
の
4
年
丁
目
一
四
四
総
評
全
金
杉
本
伸
一
つ
め
ず
品
開
ぶ
の
か
」
「
太
陽
の
子
」

川

7
月
日
日

歌
声
喫
茶
P
A
R

と
い
う
こ
と
は
本
当
だ
・
務
の
中
を
私
迭
は
、
乃
年
9
月
凶
日
の
、
会
働
く
者
全
員
の
勝
利
で
も
あ
る
と
、
半
に
お
よ
ぶ
、
怒
り
と
涙
と
笑
い
の
線
圧
延
支
部
・

0
7
2
9
(
B
5
)
一
の
申
込
み
は
支
媛
す
愛
事
務
局
ま

川

T
・
4
を
閥
惚
・

歩
い
た
す
が
す
が
レ
さ
、
か
わ
い
い
社
解
散
、
全
員
解
雇
に
反
対
し
、

4

歓

迎

さ

れ

て

い

ま

す

。

記

録

集

(

一一

一

の

門

)

円

)

守

0
0
0
0

一
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
・

川

7
月
日
日

岩
玉
県
へ
支
緩
要

川

梢
オ
ル
グ
出
発
。

川
崎弘二一一三
和一

一線一
宮
?
h
y
h一
川
崎
一一ぜ
た
V

8
月
3
1
4
臼
東
京
争
議
団

川

交
流
海
水
浴
(
千
葉
・
保
田
)

川
8
月
引
臼

沖
電
気
社
前
昼
休

み
決
起
袋
耳

(予
定
)

川

8
月
四
日
支
慢
す
季
定
例

川
幹
取
会
(
機
械
工
墨
田
飽
)

高
山
僧
物
に
出
会
っ
た
跨
の
心
の
と

き
め
き
、
清
水
の
音
の
や
す
豆
宇

l
心
が
洗
わ
れ
る
憩
い
で
レ
た
.

な
か
で
も
い
ち
ば
ん
の
思
い
出

は
、
至
仏
を
下
り
て
鳩
待
峠
へ
の
道

共
に
た
た
か
之
宮
(
支
鐙
す
愛
吉
)
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
ム
l
ド
の
中
を
、
中
。
十
mv降
内
め
雨
の
中
、
暑
苦
レ

群
馬
支
部
は
、

6
月
釘
目
、
利
名
の
純
白
の
「
ワ
タ
ス
ゲ
」
「
ア
ヤ
メ
」
い
カ
ッ
パ
を
着
て
、
モ
ク
モ
ク
と
た

参
加
で
、
尾
瀬
パ
ス
ハ
イ
ク
を
開
催
の
紫
・
「
ツ
ツ
ジ
」
の
赤
・
「
ハ
ス
」
だ
地
面
を
見
つ
め
て
歩
き
続
げ
た
・

し
ま
し
た
・
ト
ン
カ
ツ
屋
さ
ん
、
中
の
黄
色
i

|
花
や
み
ど
り
に
う
っ
と

「あ
と
2
分
だ
」
の
声
で
、
顔
を
よ

拍
車
料
理
屋
さ
ん
、
保
母
さ
ん
な
ど
同
じ
な
が
り
歩
き
ま
し
た
・
口
々
に
げ
る
と
、
建
物
質
ぇ
、
や
っ
と
普

「支
侵
す
歪
き
な
ら
で
は
の
多
彩
尾
瀬
は
「
ス
テ
キ
」
と
・
い
た
ん
だ
、
本
当
に
よ
く
歩
い
た
も

な
蹴
ぶ
れ
で
し
た
・
パ
ス
の
中
で
は
自
慢
の
歌
や
、
ュ
ん
だ
と
い
弓
話
実
感
が
一
杯
に
な
り

尾
瀬
ヶ
原
コ
l
ス
と
至
仏
山
コ
1

ニ
L
ク
内
世
自
己
紹
介
あ
り
で
、
笑
い
ま
し
た
。
山
賀
り
は
楽
し
、
ま
た
行

ス
の
2
つ
に
分
れ
て
、
小
雨
と
霧
の
の
中
で
の
楽
し
い
交
流
の

一
日
で
し
っ
て
み
た
い
な
あ
.

た

群
馬
支
部
が

尾
瀬
パ
ス
ハ
イ
ク
開
催

「
史
上
最
高
の
売
上
高
・
経
常

利
益
亭
通
成
M
H

」
伸
電
気
の
日
年

度
の
決
算
の
内
容
で
す
.
四
四
億
円

の
経
常
利
益
は
対
前
年
比
増
加
率

で
七
九
九
搭
に
も
な
る
と
い
う
も

の
で
、
電
繊
産
業
全
体
で
恥
須
5

位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
る
儲
は
品

り
で
す
.

裁
判
で
は
「
実
質
問
』
億
程
度
の

赤
字
経
営
が
続
ζ
状
況
で
あ
り
、

こ
の
ま
吉
止
血
医
す
れ
ば
倒
産
が
必

歪
で
あ
っ
た
」
と
主
張
し
、
同
業

他
社
と
の

「企
業
問
絡
差
」
で
一
証

拠
立
て
よ
予
と
し
て
い
ま
す
が
、

解
腹
後
一
年
七
ヵ
月
経
っ
た
い

ま
、
首
切
忽
ロ
理
化
の
ネ
ラ
イ
は

ま
す
ま
す
明
白
に
な
っ
て
卓
司
A
Z
草し

た
。
い
ま
、
沖
電
気
の
職
場
は
、

残
業
、
残
業
の
大
攻
勢
で
、
二
0

0
時
間
を
と
-
苓
由
人
も
可
入
手
が

会
社
解
散
と
た
た
か
う

全
金
杉
本
伸
線
圧
延
支
部

(大阪)

が
ん
ば
れ
と
う
ち
ゃ
ん
ー
が
ん
ば
れ
お
か
あ
ち
ゃ
ん

い
た
が
き
た
だ
す
。

8-n
岡
山
、
沖
争
議
支
援

交
流
介
連
帯
の
タ
ベ

A
H
問
い
合
せ
は
岡
山
協
立
病
院

労
組
(口
R
R
2
・7
2
・2

1
2
1
)
の
宮
木
さ
ん
ま
可
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支
援
す
る
会
支
部
紹
介

③ 

( 2 ) 

沖
電
気
争
議
は

は
た
ら
く
者
の
学
校

第 16骨

がんばれ沖電気の仲間 (司

青葉台寮独身の

1 9 8 0年 8月 1日

aJ¥辱ま)
一ξ久、三コノ
社会意識調査は崎平ヒ

「
解
麗
者
は
沖
電
気
獄
身
」

寮
か
ら
、
た
だ
ち
に
、
出
て
レ

い
は
よ
と
い
言
の
攻
一

事
に
も
負
け
す
、
策
で
が
ん
~

ぽ
る
沖
電
気
の
伸
聞
は
6
つ

の
寮
に
げ
人
(
女
性
一
人
)

い
ま
す
が
、
そ
の
中
心
部
隊

は
横
浜
の
青
葉
台
療
の
8
人
主

の
事
速
で
あ
る
.

電
話
の
取
次
ぎ
ゃ
、
食
事

を
す
る
ζ
と
、
な
ど
の
権
利

は
す
べ
て
奪
わ
れ
た
が
、
居

住
権
だ
け
は
守
門
抜
き
在
寮

の
臓
備
の
仲
間
違
に
支
え
ら

れ
て
、
や
さ
「
υい
女
性
の
人

と
結
境
、
き
、
独
身
寮
か
ら

出
ら
れ
る
日
を
楽
し
み
に
、

今
日
恥
繭
い
の
先
頭
に
立
っ

て
い
ま
す
.
音
楽
と
ス
ポ
ー

ツ
が
好
き
な
8
人
衆
を
紹
介

レ
ま
す
.
(
松
謙
)

M
M
M
H
H
H
H
H
H
M
U
M
-

の
武
器
の
製
造
マ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
、

影
山

政

行

(

幻

)

一

盤

、

ポ

ス

タ

ー

さ

T
-

ー

:

ιj

:

=

今
で
は
腕
も
上
り
、
他
労
組
か
RJの

愛
称
は
「
カ
ゲ
チ
ャ
ン
」
と
本
人
注
文
も
あ
り
、
多
忙
・
「
は
た
ら
ζ
」

村
山
言
う
・
口
孝
セ
ピ
ク
ピ
ク
動
か
し
、
の
漫
画
「
こ
ぶ
し
く
ん
」
は
彼
の
分
か
な
。
亨
モ
事
で
、
宣
伝
部
の
仕

ち
ょ
っ
と
神
量
・
凡
翠
固
で
事
務
身
と
か
・
動
か
ぬ
バ
イ
ク
を
修
理
U

事
を
よ
手
伝
っ
て
い
る
姿
を
み
か

処
理
能
力
は
按
群
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
て
乗
り
回
す
ほ
ど
、
繊
械
い
じ
り
も
り
+
手
九

「知
は
力
な
り
」
と
学
習

お
呼
ぴ
も
か
か
亀
誌
だ
・
ア
マ
得
意
。
ギ
タ
ー
を
抱
え
て
、

ζ
ぶ
し
の
必
要
革
論
。
コ
ツ
コ
ツ
と
学
ん

チ
ュ
ア
無
線
も
や
り
、
野
涼
が
好
き
・
音
楽
サ
ー
ク
ル
の

一員
で
も
あ
的
孟
で
い
ま
す
・
「
が
ん
ば
れ
/
タ
ッ
ツ

レ
パ
利

υ、
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
で
、

一
す
・

7

ン」

杯
飲
む
時
が
、
一
番
楽
し
そ
う
で
、

団
山
番
の
月
光
仮
面
を
踊
り
な
が
り
、

偏
向
返
レ
歌
う
、
好
漢
・

40 

射
訓
引
叫
」
一

変
格
「
タ
y

ツ
ァ
ン
」
は
気
が
優
九
州
工
大
、
自
治
会
で
の
文
化
部

し
く
て
力
持
ち
。
だ
れ
に
で
も
好
か
長
の
時
厳
亭
生
か
レ
、
自
ら
も
フ
ル

れ
る
が
、
特
に
子
供
が
中
心
で
、
若

l
ト
を
吹
い
て
、
争
議
団
の
こ
ぶ
し

愛
称
「
ハ
ッ
チ
ャ
ン
」
は
、
闘
い
い
女
性
か
ら
声
が
か
か
る
の
は
い
つ
音
楽
サ
ー
ク
ル
の
リ
ー
ダ
ー
.

仏
教
に
興
惨
セ
持
ち
、

ζ
乙
で
人

の
心
を
知
っ
た
と
か
.
優
し
く
、
涙

b
ウ
い
、
ロ
マ
ン
派
で
一
解
屈
当
時
は

オ
ル
グ
先
で
一
涙
の
訴
三
友
を
し
た
の
は

有
名
。
今
日
も
オ
ー
ト
バ
イ
で
ア
チ

コ
チ
、
定
何
回
る
、
多
忙
な
男
。

「
ほ
と
け
の
ヒ
ガ
キ
」
と
言
わ
れ

る
だ
け
に
、
顔
恥
怪
格
も
柔
和
。
人

I

l

-
-

の
嫌
が
る
こ
と
も
、
ニ
コ
ニ
コ
し
な

屋

代

真

(

お

)

一

宮

や

る

。

パ

ン

の

「
空

を
か
じ

l
j
d

i
-
1
4
1
4
1

=

つ
で
も
が
ん
ば
る
男
の
中
の
男
で
、

実
家
は
散
磐
崖
だ
が
、
本
人
は
散
魚
屋
の
畏
男
で
一
人
っ
子
・
財
布
気
持
、
足
も
初
セ
ン
チ
と
デ
カ
イ
。

髪
嫌
い
・
口
数
少
な
く
て
気
骨
・
手
の
中
身
に
関
係
な
く
め
ん
ど

2
を
見

「
茎
た
、
そ
ん
な
事
歪
亨
つ
」
を
略

先
は
掻
用
で

「修
寝
屋
」
さ
ん
。
多
る
人
情
厚
い
男
。
南
ア
ル
プ
ス
は
す
し
て

「マ
夕
、
マ
タ
」
を
連
発
す
る

方
面
に
知
識
が
盛
口
な
知
恵
袋
・
べ
て
踏
磁
し
た
と
い
う
山
男
で
、
テ
の
が
説
。
た
だ
今
、
ァ
コ
1
デ
ィ
オ

ジ
ャ
ズ
が
好
き
・
酒
よ
り
ヨ
l
グ
ニ
ス
も
上
手
・
一
人
、
雪
山
で
、
自
ン
の
特
訓
中
で
す
・

ル
ト
・
制
理
は
和
・
洋
と
も
プ
ロ
級
分
を
闘
わ
せ
て
、
一歩、

一歩
と
頂

大
洋
フ
ァ
ン
で
、
横
浜
球
場
で
、
田
上
へ
登
る
l
山
の
き
び
し
室
、
ぁ

代
選
手
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
見
る
の
が
た
た
か
さ
を
、
争
議
に
か
え
て
、
勝

夢
と
か
・
人
前
で
の

「
訴
え
」

は
苦
利
へ
と
今
日
も
、
歩
む
。

手
だ
が
、
今
日
も
懸
命
な
オ
ル
グ
.

引
H

U

引
」

引
引
則
叶
」

引
1
引
引
叶
」

と
ま
め
に
、
コ
ツ
コ
ツ
や
り
と
げ

る
タ
イ
プ
、
文
章
を
量
甘
く
の
が
若
手

h
Z
4
人
は
言
う
が
、
沖
争
議
団
ニ
ュ

ー
ス
は
好
評
で
、
そ
の
編
集
長
.

家
族
が
偉
業
で
は
生
活
で
き
ぬ
と

新
潟
か
ら
、
千
葉
に
転
居
。
農
民
も

労
働
者
も
、
今
の
政
治
で
は
ー
ー
と

胸
亭
痛
め
る
.
ク
-7ン
ッ
ク
ギ
タ
ー

が
得
意
だ
が
、
は
に
か
み
ゃ
さ
ん
で
、

人
前
で
は
を
去
ν披
露
し
な
い
。

引
叶
引
引
」
一

.J 



5万人の「支鑓する会Jを
私たちは生きる権利、働〈権利を司るために伸

電気の仲間を物，G両厨から励まし、必ず勝利させ

たいと思います。困難な長期の削いも予想されま

すので、一人でも多〈の方がこの「会」に加入し

全面勝利を闘いとるまでと支彼くださるよう心か

らよひ・かけます。('支慢する会」よひ・かけより)

会費 ・1口 2∞円/月

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュ ース

支援する会事務局

穆務所東京都港区三回

3 -2 -20 
鱈の3)451-3515

郵便口座口座醤号

耳4京 6-75240 
加入者名 伸惜気の不当解Tiil

を撤回させる会

発
行
所

Eコ
τ王

1 980年

17 第

}
 
1
 
，、

第 17骨

表

巳

川

一

代
ん
<

固

さ

園

川

7
1

日

本
語
叩
裁
判
。

議

夫

を

一

，

，

月

H
回
選
労
連
大
会
で

争

森

負

川

童
話
(
愛
緩
〕

電

山

抱

川

7

月

日

白

星
労
・
産

す

h
v同
H
+
f

H
月
初
日
の
2
閣
軍
に
向
け
て
の

川

る
会
交
流
ピ
ア
パ
ー
テ
ィ
・

1
 

h
f

E

闘
争
と
し
て
、
宝
在
室
遣
と
の

川

金
金
-
へ
ト
リ
カ
メ
ラ
支
部
君

主

議

案

り

と

宅

金

だ

い

す

・
全
国
の
支
要
望
2
0
0
0
い
」
と
い
-
議
の
利
義
一
議
の
話
会
い
の
場
に
引
き
出
す
・
富

山

雲

言

。

ま
、
夏
、
襲
か
P

量
り
出
さ
れ
を
こ
え
て
い
手
し
一
人
、
一

人
が
本
票
ム
キ
出
し
に
出
て
お
り

「
首
共
闘
会
織
の
股
立
・
①
裁
判
闘
争
の

川

7
月
叩
白
書
悪
友
好
祭

た
日
の
悠

Z忘
れ
ず

闘
い
の
意

白

島

職
場
で
立
主
が
る
運
動
と
を
切
る
の
は
会
社
の
自
由
だ
」
と
沖
前
進
を
中
心
に
し
て
全
力
投
球
し
た

川

に
競
(
奥
多
勝
〕

一
義
や
展
望
に
つ
い
て

確
信
を
つ
か
し
て
、
企
業
の
枠
を
乙
え
た
連
習
を
電
気
は
主
張
を
続
り
て
い
ま
す
・
ζ

い
と
考
え
て
い
ま
す
・

同

時

に

神

沼

可

し

た

・

ま

だ

ま

だ

ふ

え

ま

す
よ
、
私

川

7
月
門
白

中
央
平
和
友
好
祭

み
望
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
・

2量
と
し
て
発
展
し
て
来
れ
揺
鹿
島

2
5い
と

闘

争

は

加

佳

代

の

闘

い

を

喜

す

る

、

5で
善

人
ぐ

ら

い

は

|

」

ふ

に

草

8
-車
需

F

闘
い
の

て
い
手
・
創
的
泊
し
た
お
高
い
'一尋問
ど

な

く

、

今

年

約

百

億

円

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

が

、

撃

の

攻

答

モ

く

れ
ま
し
た
・

上

事

佐

川

間
安
流
会
開
悩
(
建
)

燭
に
も
ち
こ
み
さ
ら
に
一
国
語
い
の
史
上
書
の
経
常
利
益
を
上
げ
事
は
、
「
量
」
を
反
映
し
て
一
庖
上
回
さ
在
、
国
立
に
雲
一

橋
伸
聞
と
い
っ
し
ょ
に
い
ま
、
け
月
五

γ
'月引
日
韓
大
会
で
震

.

到
達
点
に
つ
い
て

目

i

運
動
を
飼
っ
て
い
き
た
い
と
考
-
そ
る
、
五
盲
名
と
い
-芙
並
の
新
規
採
苛
酷
に
な
っ
て
お
り
、
モ
の
中
で
大
学
の
学
院
生
.
今
年
の
2
月
に
駅
臼
の
一
橋
大
学
祭
で
沖
悠
長
の
伸
間

川

7
月
幻
日
宣
告
級
争
議
回

一5
・
"
窪
田
の
成
功
が
一
つ
の
到
い
ま
す
・
用
、
百
億
百
上
を
投
資
し
て
の
新

「霊

童

」
「
活
動
家
排
除
に
よ
で
ピ
ラ
宣
伝
を
レ
て
い
た
沖
護
団
を
励
ま
す
拠
会
を
成
功
さ
す
た
め

川

の
社
前
雲
に
患
・
沖
義

一

達
点
で
す
が
、
全
国
一
般
事
の
石

裁
判
も
置
要
な

工
場
の
霊
安
あ
例
だ
け
で
向
る
職
場
支
配
」
は
一
つ
の
毒
に
な
に

「支帽
で
な
く
ち
ゃ
と
思
っ
て
い
に
、
全
力
で
捗
き
ま
わ
っ
て
い
手
・

川

一
畢
品
合
間
悩

弁
書
記
長
が
集
会
で
い
わ
れ
た
よ
う
ま
っ
た
く
不
当
な
解
胞
だ
と
い
う
こ
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
・
ま
予
ま
た
ん
で
す
」
と
カ
ン
パ
と
「
支
侵
す
上
固
さ
ん
か
A
綬
後
に
「
伸
也
長
の

川

7
月
H
白
人
員
整
理
、

3
工

に
「
沖
電
気
の
闘
い
は
、
主
日
本

局
面
に
入
っ
て
い
ま
す
が
!

と
は
明
白
で
す
・
も
し
と
れ
が
認
め
暮
雲
の
指
名
解
題
置
の
闘
い
ゑ
戸
の
会
民
の
拡
大
亭
約
束
し
て
闘
い
は
、
必
手
勝
利
喜
ね
ば
な

…

場
閉
鎖
と
闘
う
サ
ン
ス
イ
詰

解

雇

か

ら

一

年

八

カ

月

選

崎

旧
人
の
主
が
新
し
く
維
の
労
働
運
動
の
大
差
潮
警
な
り

4
つ
の
地
法
に

2
2月
に
提
訴
去
る

E
に
な
れ
ば
、
室
長
は
露
要
に
若
と
考
-
一
そ
い
ま
す
・
く
れ
ま
た
は
出
初
の
旧
日
間
ぐ
ら

り
ま
せ
ん
、
学
生
の
な
か
だ
け
で

一

川

社
前
集
会
に
参
加
、

み
な
さ
ん
お
元
気
で
す
か
l

生
す
る
な
ど
、
乙
ち
ら
の
方
面
主
住
と
な
っ
て
い
る
」
と
い
う

E
だ
い
ま
双
方
の
主
意
書
で
の
交
換
し
い

「
首
切
は
自
由
」
と
い
-
孟
溜

ま
た
、
反
合
理
化
闘
争
の
再
襲
を
い
で
「
会
員
が
噌
え
ま
し
た
」
喜
万
人
の
会
員
を
/
」
と
お
も
し
い

川

7
月
お
白
票
総
行
動
。
沖

忙
で
す
・
伊
藤

重

芝

は

ω歳
の

と

思

い

ま

す

・

が

悠

I
し
、
証
人
調
べ
に
入
っ
て
い
を
与
-
丞

E
に
な
皇
す
・
私
達
考
基
時
に
も

ご
人
の
首
切
り
も
っ
て
白
色
上
の
申
込
聖
母
て
重
商
量
し
た
・

川

本
社
産
み
語
集
会
・
ヤ
ン

昔

、

品

目

は

解
雇
か
ら
6

定
年
室
主
レ
た
が
「
署
霊
豊
富
、
八
王
子
を
の
ぞ
け
ば
手
・
裁
判
の
特
徴
は
こ
れ
ま
で
の
は
「
解
題
す
る
必
要
は
A
荏
に
な
い
・
許
さ
ぬ
事
個
室
読
を
と
と
い
く
れ
て
か
ら
、
半
年
の
聞
に
奥
完

8
8

川

グ
・
ジ
ャ
ン
ボ
リ
に
参
加

(東

3
5日
に
な
皇
す
・
尉
商
事
は
認
め
な
い
」
と
元
気
に
闘
い
を
続
聖
地
区
労
に
も
支
え
ら
れ
な
い
関
豊
富
の
よ
う
に

「こ
の
ま
ま
で
協
議
φ
号
、
一
方
的
に
活
動
家
を
-
丞
君
主
の
憲
章
極
め
て
鮮
主
主
協
力
事
て
百
五
十
名
以
(
一
橋
大
学
、
大
学
祭
で
の
伸
草

川

京
・
多
摩
川
)
・
毒
菌
発

は
じ
露
出
積
し
て
い
ま
り
て
い
ま
す
・

f
い
耶
も
た
く
さ
い
が
回
答
2

2

5

0

0

は
倒

Eる
」
と
い

-aを
こ
え
は
じ
め
、
童
話
意
書
書
官
思
い
手
。
乙
-
己
た
闘
い

上
の
会

民

を

つ

く

皇

し

た

・

皇

室

会

か

お

「

呼

び

か

川

公
団
労
組
定
実
会
で
訴
え

合
商
結
し
て
が
ん
ば
ろ

2
い
ん
あ
笠
ま
し
た
|
会
事
故
の
噛

O
人
以
上
も
の
伸
削
で
一
杯
に
し
て
「
車
競
争
に
勝
つ
た
め
」
「
そ
だ
と
…
判
断
し
蓄
を
排
除

Z
E
に
豪
で
き
よ
う
に
高
す
る
決
私
達
が
驚
い
て
ど
己
て
そ
ん
な
り
」
要
厚
2
堅

議

)

川

崎，，e
月
日
目
五
色
の
集
い
に
診

毒
性
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
・
苦
い
干
草
現
在
面
病
中
・
死
産
し
た
た
・
乙
れ
は
今
ま
で
の
労
働
量
の
の
た
め
の
設
備
蓄
が
で
き
る
よ
う
に
よ
り
、
利
益
拡
大
重
っ
た
不
当
事
す
の
で
、

一
層
の
御
支
獲
を
お
に
ふ
き
の
か
?
と
聞
く
と
二
一
y

川

加

(震

)・

Z星
加

重
回
で
す
の
で
闘
い
の
中
で
夫
人
、
夫
完
亡
し
た
人

l
・
童
常
識
を
と
え
た
も
の
だ
と
思
い
ま
な
利
益
を
あ
げ
な
り
れ
ば
な
ら
な
な
解
雇
だ
」
と
世
論
に
訴
え
、
重
ね
が
い
し
ま
す
・
コ
リ
笑
っ
て
「
矧
是
い
人
に
品

川

7
月
幻
自

ス
モ
ン
総
量
鎖

1
1
1
1
1
1リ
1
1
1
1
14
4
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
-
-ー
ー
を
か
け
て
、
新
し
い
友
述
も
で
き
ま

川

会
に
惨
加
.

園
労
働
者
は

民

民

Uz--諮問
清
純

一第
3

回沖裁判勝利

同
間
同

一一審
喜
一

一丸
山
に
諸
問
ポ

園

P
E
--丸、
JE寄
目

、

界
に
呼
び
か

gた
が
わ
た
し
本
社
盟
で
の
三
プ
レ
ヒ
コ
l
ル

一

弁

護

団

合

宿

を

開

催

古

車

警

告

一

向

よ

き

恕

出

隠

閣

騒

隊

隊

一

川

7
5白
神

宮

定

期

大

開

祖

河

霞

気

ι手
諸

国

ハ

は
「万
国
の
労
働
者
、
沖
電
気
争
議
の
大
ム
暴
わ
た
し
は
生
涯
忘
れ
る

=

J
a
i
l
-

d

J

1

4
ー

に
な
皇
し
た
・
葉
争
議
団

「海

9
月

日

本

庄

有

国

裁

判

白

川

会
、
ム
書
で
宣
伝
行
動
・

曙

薗

:
!

?

団
に
連
帯
せ
よ
」
と
絶
叫
し
た
い
の

E
は

な

い

で

し

ょ

乏

労

働

者

と

神

電

気

の

草

居

間

名

の

多

内

部

一

温

室

」
に

夏

以

上

高

時

、

浦

和

襲

警

富

山

東
岸
壁
旧
周
年
総
監
雲

間

圃

結

集

を

で
す
・

し

て

の

ぎ

M

を
持
た
せ
て
く
れ
巻
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
・
司
法

の

鋭

国

官

護

団

で

は

震

の

強

化

を

め

ざ

9
月
門
日
沖
義
本
社
前
、
昼
休

山

7
月

刊

日

八

事
9
量

判

1
1

震
に
も
、
ォ
ル
在
、
行
商
に
、
奇
襲
護
団
の
み
な
完
に
、
反
動
化
、
翌
日
資
本
の
経
営
戦

i
ほ

と

き

万

以

上
を
投
資
し
て
オ
フ
最
重
会

川

7
月
引
日

産

す

毒

菌

h
輔

副

踊

泊

町

ア

ん

本
パ
ン
高
官
在
、
壁
回
収
心
か
ら
童
書
し
上
げ
た
い
の
で
路
と
し
て
の
「
沖
の
霊
童
」
と

育

館

セ

γ

ト
崩
喜
入
・
ま
た
一
つ

9
2日
八
手
脅
回
覇
、

…

車
高
値
・

馳

冨

画

園

開

14
J

a
輯園
F

温
7
J

に
い
ろ
い
ろ
な
闘
争
活
動
の
た
め
す
。
沖
資
本
は
さ
事
狽
し
た
乙
と
い
高
跨
の
中
で
必
p
h

ず
勝
利
さ
せ

司

阻

闘
い
の
武
察
側
い
ま
し
た
・

一分
謀
、
八
王
子
地
裁

川

8
月
1
白
山
聖
和
友
好
祭

開

樹

監

咽

に

:

臨

臨

ま

に

、

事

の

仲

間

主

ま

す

・
震
で
し
ょ
う
。

る

た

E車
検

回

戦

術

会

議

:

?

に

ω直
上

高

で

事

と

の

9
月

首

長

す

重

量

川

に
章
、
熱
い
支
凌
う

2
・

閥
幽
・
事
S
A
B
-
-固
叩

忠

夫
在
、
奥
さ
ん
が
妊
娠
中
に
も
か
日
本
全
面
す
み
ず
一
言
で
支
度
の
が
7
/
?

7
/
円
日
本
庄
(
室

内‘

町

佐

は

伸

議

柔

き

前

進

さ

せ

幹

事

会

γ月
2
日
日
本
母
親
大
会
に

明

圃

京

品

切

張

幽

・

・

園

捌

肘

か
わ
字
、
二
人
と
お
語
騒
さ
轡
美
し
、
神
電
気
資
李
重
明
一
躍
さ
れ
ま
た

2
日

間

の

合

る

で

あ

ろ

2
期
待
さ
れ
て
い
ま

9
5自
主
と
え
「
明
日
を
つ

川

義
・
宣
伝
証
言
明
つ
・

錨

甑

'

/

』

・

・

・

・

対

日

れ
た
と
の
乙
と
で
す
・
伸
震
は
ま
に
署
員
い
に
し
ま
し
ょ
う
・

3、
会

話

裁

判

引

伸

し

の

策

す

・

ゑ

盟

」

(

語

、

機

滅

工

葉

山

8
月
3
白
票
争
犠
団

「海

街幽.，
f
l
ν
盆
司
崎
温
司
i
u『

引

さ
に
鬼
畜
の
な
せ
る
業
(
わ
ざ
)
そ
そ
し
て
也
界
の
先
進
国
に
も
訴
-卒
、
動

Z-苛
磁

す

る

か

な

ど

、

勝

利

古

全

国

の

仲

間

の

み

な

さ

ん

、

2
万
嘉
・
港
区
)

川

妥
」
関
陣
(
千
葉

・
保
田
)

4

・3」f画
面

高

司

の

お

の

「

指

{

話

題

」

を

や

っ

た

を

必

要

が

雲

と

考

量

す

・

正

す

る

た

め

の

勲

心

意

説

室

人

の

会

員

め

さ

先

ば

る

つ

H

川

8
月
7
自
主
力
コ
支
部
の

全
印
建
・
光
陽
印
刷
労
働
組
合
反
撃
し
な
け
れ
ば
な
皇
せ
ん
・
指
の
だ
と
主
人
の
相
原
さ
ん
と
は
五
議
は
か
亨
子
ゃ
、
み
な
充
員
し
た
・

川

目
立
霊
前
議
集
会
に
参
加

は
、
沖
電
気
争
議
団
七
寸
一
名
実
名
解
屈
完
た
伸
盟
、
平
均
話
回
ぐ
ら
い
合
っ
て
い
ま
す
が
‘
明
る
よ
に
禁

(さ
ん
ぜ
ん
)
と
醐
く
ζ

語

F会
で
は
、
望
地
区
の

川

8
月
8
日
港
区

(
棄
)
ヤ

全
勝
利
す
る
日
ま
で
、
全
力
を
だ
し
と
重
労
働
者
が
多
い
・
暮
の
す
く
お
京
な
重
と
み
う

Zし
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
警
か
ん
き
)
弁
護
団
か
き
入
れ
の
ピ
1
ル
を

織

川

ン
グ
キ
ャ
ン
プ
(
伊
豆
)
・
全

て
物
心
両
国
で
支
慢
す
る

E
喜
べ
て
を
な
げ
う
っ
て
、
沖
電
気
資
本
宍
事
務
所
亭
訪
問
し
て
、
み
な
さ
の
く
る
日

ま

で

、

が

ん

ば

ろ

う

で

は

飲

み

な

が

差

示

、

交

流

と

団

結

糊

川

護

橋

工

業

詩

集

会

費

い

手

-
童
話
室
言
語
と
ガ
グ
チ
リ
わ
た
り
あ
っ
て
い
る
そ
自
宅
、
生
主
主
主
十
つ
あ
皇
せ
ん
か
・
霊
い
子
供
た
ち
を
深
め
ま
し
た
。
な
か
に
は
、
本
庄

剖

川

8
月
日
害
わ
ら
び
祭
に

撃
」
断
じ
て
、容
認
は
出
来
月
の
望
、
わ
た
し
は
理
主
れ
ま
て
い
る

Z
E頼
も
し
/
感
じ
の
た
め
に
二
来
の
奥
さ
ん
の
た

の
示
ち
ょ
-っ
ち
ん
d

へ
出
害
て

町

山

車
(
秋
田
)

労
働
者
の
当
然
の
権
利
で
雲
「
生
す
・
乙
の
仲
間
た
ち
に
同
じ
労
働
者
ま
し
た
・
わ
た
し
は
、
量
産
は
め
に
も
グ
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
グ

深
夜
ま
で

「討
論
」
す
る
納
心
な
?

濁

川

8

月

日

全

基
労
と
葉
会

活
と
労
働
」
富
豪
ら
剥
奪
し
た
と
し
て
何
か
し
な
け
れ
ば
、
申
し
訳
な
い
の
で
す
が
、
労
働
者
m量
得
」

人
も
で
ま
し
た
・

川

8
月
日
目

8
・
百
戦
争
は
と

沖
電
嵐
本
の
利
潤
追
求
の
解
雇
に
は
け
な
い
と
毎
日
自
分
に
戸
一
言
い
圭
み
せ
と
し
て
全
面
的
に
支
鐙
す
る
覚
悟
で

川

め
ん
婦
人
の
集
い
に
笠
加
・

9月 1日

が
多
数
の
荘
人
を
立
て
裁
判
の
引
伸

し
を
企
ろ
-
?
と
す
る
現
在
の
状
況
を

妊
依
し
た
い
と
考
-
季
、
い
ま
す
.

今
後
の
闘
い
に
つ
い
て
は

支
援
す
る
会
会
員

紹

介

@

観!

間
名
の
会
員
拡
大

一
橋
大
学
で
が
ん
ば
る

nrh，
 
上
回

昇

さ

ん

「海の寂」の夕食風景

41 



私
達
、
一
橋
大
学
に
学
ぶ
学
生
私
た
ち
の
学
ん
で
い
る
一
橋
大
そ
レ
て
、
私
達
の
闘
い
を
発
展

-院
生
は
、
昨
年
度
か
広
禾
当
な
学
に
も
民
主
的
な
三
著
縛
成
自
さ
せ
、
民
主
主
援
を
守
る
闘
い
の
叫

指
名
解
雇
に
杭
U
て
闘
弓
挿
電
気
治
制
度
」
を
手
U
つ
ぶ
そ
ヌ
」
い
一

mmh加
る
岳
た
め
に
、
私
逮
に
『

争
議
団
を
支
鐙
す
る
量
を
織
力
品
持
、
文
部
省
の
攻
寧
が
年
々
限
延
い
聖
レ
を
与
卒
、
い
る
日

な
が
ら
行
っ
て
告
達
し
た
・
強
ま
り
、

ζ
れ
に
対
す
る
闘
い
も
不
思
の
沖
電
気
争
議
団
の
闘
い
か

↑

川

私

書

何
事

も

思

想

、

信

も

主

が

っ

て

い

ま

す

・

私

苦

言

た

を

雪

量

-

…

1
一

【
建
国
】
赤

著

書

に

工
場
一
閉
昨
年
、
創
業
以
来
は
じ
め
て
と
い
わ
は
、
四
月
期
決
算
で
童
は
十
雇
設
計
図
の
一
部
を

壁
・

八

月

五

日

い

な

が

ら

、

悩

み

な

が

ら

、

新

た

な

条

の

ゆ

え

に

人

乙

の
題
旨
恥

第

五

章
表
レ
て
い
た
山
水
電
気
ま

れ
る
二
十
二
億
円
の
君
主
出
し
円
の
経
常
利
葎
を
あ
げ
、
三
月
に
は
に
は
配
転
に
反
対
し
て
埼
玉

工

喜

連

帯

を

求

め

て

成

長

し

て

い

く

票

聞

の

働

き

、

生

一
橋
大
学

H
・
3
大

学

祭

で

の

で
、
私
逮
は
工

一
社
東
京
都
杉
並
区
、
藤
原
堅
一
一
社
た
・
乙
れ
重
臣
会
社
は
奪
三
重
最
高
の
売

Z
Z図
録

し

て

に

つ

く

っ

た

組

重

の

ピ

ケ

に

哲

生

き

い

主

義

草

さ

れ

て

い

ま

三

る

需

を

奪

沖

・

支

援

集

会

実

行

委

員

会

秩
、
大
学
祭
で

一
長
、
従
童
聖
者
人
)
は
八
月
月
、

=
一
鷹
な
ど
=
一
工
場
の
閉
鎖
、
三
い
る

E
昔
、
組
合
つ
ぶ
し
を
狙
を
突
き
せ
、
震
を
強
句
同
七

す

・

そ

こ

に

は

、

議

自

分

に

つ

き

7
5
b芽
沖

電

気

争

普

叫

一
昔

、

葉

・
=一
鷹
本
社
工
場
事
百
五
丈
の
雲
識
者
章
、
労
っ
た
「
童
也
事
で
雲
と
し
自
に
は
三
鷹
工
場
の
替
に
カ

ギ

を

つ

宮

れ

た

苦

難

を

突

破

し

ょ

2
一
と

ま

2
お

よ

び

か

け

を

霊

室

二

一
実
ト
閉
鎖
、
壁
面
へ
の
華
民
働
条
件
の
引
き
下
げ
な
ど
「
合
理
化
て
地
霊
民
に
訴
ま
な
ど
反
対
闘
か
げ
短
長
仕
事
を
で
き
な
い
よ
し
て
た
た
か
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な

↑
る

E
に
反
対

1

高
値
し
た
い
一

一
配
転
重
吉
ぺ
組
合
側
は
と
れ
き
童
案
、
さ
ら
に
黄
土
ハ
白
書
行
っ
て
き
た
。
す
で
に

葉

地

足

し

た

・

く

な

っ

た

人

聞

が

、

自

分

自

身

菱

+
で
す
・
企
業
に
議
毒
げ
な
い
大
学
富
治
、
学
生
の
自
治
の
運
毒
宅
い
ま
す
・
差
だ
り
の
恥

一
を
「
窪
田
つ
ぶ
し
」
と
し
て
雲
、
に
壁
属
工
場
閉
鎖
亭
前
提
と
し
た
評
、
=
一
多
摩
労
協
な
主
支
雲
間
サ
ン
ス
イ
の
仲
間
を
支
鐙
し
よ
と
の
本
は
、
高
雪
さ
ん
の
魅
軍
し
て
い
く
と
と
に
よ
っ
て
、
新
た

骨
も
の
、
国
家
に
忠
誠
毒
げ
な
い
控
室
会
的
革
主
主
義
幸
集
会
で
な
く
、
広
易
働
者
、
こ

一
=一
一
鷹
工
腸
で
の
魅
力
柔
め
て
闘
っ
重
工
場
な
ど
へ
の
居
者
リ
ス
ト

を

つ
く
り
、

数
度
の
決
起
雲
も

闘

う

・

力

の

雲

文

章

で

、

沖

電

気

の

指
名
な
労
働
運
動
の
遭
を
き
り
ひ
主
き

+
も
の
霊

会

の

あ

暴

露
所
か
員
ぃ
、
と
り
わ
り
労
働
者
の
民
民
の
皆
さ
ん
の
韓
同
と
御
意
+

一
て
い
る
・

堤
富
協
擁
壁
を
無
視
し
て

一

い

て

き

た

・

謀

罪

H
妻

都
三
鷹

市

下

毒

患

の
実
感
亭
言
語
レ
く
あ
ま
う
こ
ま
、
社
会
を
変
革
し
て
、
く
方

骨
量
事
室
、
量
動
化
、
フ
事
事
」
栴
利
を
守
る
闘
い
と
一
柔
め
た
い
と
考
-
そ
い
ま
す
・
+

一

ト
リ
オ
パ
正
一
ア
皇
ぷ
ス
方
的
に
発
表
し
た
・

5
E側は
き

一

土

谷

六

2
2
5スイ
;

レ

て

人

間

需

要

企

土

む

さ

だ

め

よ

-zi乙
:
シ
ョ
化

の

?

臼
李

お

体

の

お

で

き

と

号

い

ま

一

釦一

tオ
事
メ
ー
カ
ー
と
し
て
知
ら
こ
れ
に
で
き
ス
イ
労
組

(河
来
明
、
職
制
自

し
、
泊
阿
込
ん
働
聖
霊
O
四
一一
一
一
(
四
八
)
を
智
て
い
ま
す
・
た
た
か
い
の
若
と
い
う

Eが
、
善
意
し

一
お
い
つ
く
す

E
に
反
対
で
す
・

丈

一

/

一
れ
る
山
水
電
気

(サ
ン
ス
イ
)
は
、
留
重
量
、
組
合
員
約
=
盲
人
)

で
い
た
塑
員
を
軟
禁
し
て
費
や
七
三
一
・
中
で
、
労
働
者
と
そ
の
家
族
が
戸
惑
て
一
明
さ
れ
て
い
ま
す
・

γ
f
+
+
4
4
44
+
+
t
1
4
4
i
44
4
44
4
4
44
+
OH

円
一

i
i
3一三
-
i
;
:
;
ir
-;一
i
-
;
j
:
-一z一z一三三三33;1主
三
3};;-=EJ
よ;一ご
5ff
今

2ffii;
一=z1;;-=
ミ=i
一三3;23;;一5E主
三

-

句

e

e

l

|

、

し
た
釘
沖
裏
の
伸
閥
の

Eを、

川

一

沖

争

議

を

勝

利

す

る

た

め

の

遺

書

そ

レ

て

「

童

が

ん

ば

れ

沖

電

気

の

仲

間

同

日

女

高

生

の

「
ガ

ン

バ

ッ

テ

1
」が

5
3皇
し

た

重

し

ま

一

す
る
会
」
の

童

書

い

青

年

が

多

・

一

よ

一

す

」

志
強
い
反
応
で

「毒
す
る

釦

一

こ

ぶ

し

労

働

学

校

開

校

さ

れ

る

い

言

欲

の

警

告

で

週

邑

竃

昌

明

良

き
夫

に

一

明

一

う

れ

し

く

て

|

会
」
へ
の
入
会
者
富
山
形
質

一
回
の

「乙
ぶ
レ
労
働
学
校
」
を
倒

・
・
咽
調

a-a・

"A

一
一レ一

一

人

に

つ

と

し

た

り

お

い

レ

い

ス

イ

峰

1
J

催
し
て
い
そ

「哲
学
」
「経済」

陶

没

者

一

さ
さ
え
ら
れ
て

l

一
れ

一

7
月
末
か
ら
B
月
の
前
で

2
?空
チ
ャ
ー
タ
ー
パ
し
た
ね
」
と
闘
を
か
け
ら
れ
た
り
カ
や
メ
ロ
ン
、
そ
レ
て
山
形
、
福
島

ぅ

.

4

「労
働
議
史
」
・
毎
回
約

2
a
F
F
E
二

。

一
国

一
初
旬
こ
沖
電
気
の
中
間
ス
か
幸
り
る
代
議
員
に
ピ
ラ
喜
「
ゆ
る
す
な
/
指
名
解
題
」
の
ゼ
ッ
だ
け
で
芸
自
冊
以
上
の

「本
」
が
宛

』
田
園

--a
iwm
米
国
和
恵
帥
さ
ん

一
創

一

L

よ

川
良
一
}

時
間
ぬ
分
の
撃
の
あ
と
は
、
ジ
ュ

a
an嗣
ド

山

一
重

一
は
山
形
、
福
島
長
野
、
行
動
を
一
円
い
ま
レ
た
・
な
か
に
は

ケ
ン
を
つ
け
て
一
緒
に
患
者
に
訴
れ
る
な
ど
、
ど
ζ
で
突
き
な
激
励

し

告
通
事

l
ス
な
ど
で
夜
遅
く
ま
で
討
警
し
良
饗
護
教
育
で
名
高
か
っ
た
南
母
さ
一
ん
で
す
が
、
寝
室
い
一
面
も

「

L
岩
手
、
岡
山
、
愛
媛
な

「と
苦
労
霊
」
「
が
ん
ば
れ
」
と
え
も
し
て
く
れ
る
人
も
・

山
形
で
は
を
う
草
し
た
・

会

4

た
り
、
録
音
の
テ
l
プ
を
何
回
議
多
摩
高
草
案
・
沖
雲
八
王
子
重
く
ま
で
の
オ
ル
グ
か
員
宅

ど
に
ま
星
塁
げ
ま
し
べ
声
を
か
り
て
く
れ
定
費

2
詰
会
で
翠
語
別
警
を
し
ま

ヘ

-
Y

入

佐

返

却

く
人
、
さ
ら
に
出
席
で
き
な
事
業
所
で
は
年
易
自
の
解
届
・
し
て
、
伸
翼
で
働
く
良
童
書
岩
手
で
は

一週
間
で
百
以
上
の
道

く
の
野
球
筋
で
は
高
草
原
の
県
予

レ

U
J

比

ん

い
人
に
補
問
を
や
る
き

Z
A在で
は
毒
に
な
れ
な
か
っ
た
の
夫
露
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ

た

を

か

き

8
5、
自

主

車

・

量

に

い

く

一

途

宮

ご
支
援
ど
う
も
あ
り
が
と
う

l
f
q

&

引

高
心
で
す
・
ニュ
ー
ス

皇

室

け

れ
ど
、

護
団
で
は
八
王
主
部
斜
理
を
手
書

2パ
ク
つ
く
と
ど
も
員
な
の
で
2
組

に

分

か

れ

女

差

の

砕

か

主

義

国

に

「

ガ

夏

季

行

商

の
売
上
三
千

万
円

以
上

す

っ

句
乙
の
学
校
は
伸
菱
重
意
の
金
庫
番
主
吾
・
し
か
し
財
政
の
き
と
が
最
高
の
し
あ
わ
せ
と
の
こ
£
で
て
高
-
暴
露
評
あ
げ
て
の
支
ン
パ
ッ
テ
1
」
と
声
が
か
か
り
ニ
ヅ

募

金

は

三

百

万

円

を

こ

え

る

援

恥

争
勝
利
さ
せ
る
た
め
の
学
校
で
あ
び
し
喜
ζ

の
人
か
ら
は
感
じ
ら
れ
ず
。
吉
平
マ
シ
イ
l
ナ
l
)
盛
に
よ
り
華
高
で
を
量
一
芋
コ
リ

-T時
す
ぎ
か
ら
叩
時
す
ぎ

支

W
る
と
高
ら
か
に
飽
服
さ
れ
て
い
ま
な
い
・
極
昧
は
君
主
主
警
は
今
目
安
田
さ
ん
は
、
歩
い
て
5

個
以
よ
の
物
園
田
義
れ
ま
し
ぺ
固
ま
で
重
し
て
く
だ
さ
っ
た
松
山
の
尉
政
は
闘
い
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
い
の
量
高
品
き
ま
し
た
が
、

す

・

巨

人

・
一
人
娘
の
佐
和
子
ち
ゃ
ん
分
需
要
の
社
署
な
が

φ
l
国
の
温
泉
街
、
松
山
で
の
霊
童
仲
間
の
み
誓
克
あ
り
が
」
う
・
各

雷
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
の
夏
、
毎
月

一干
万
が
必
要
な
争
普
の
台

校
長
は
争
簡
の
中
野
達
弥
習
で

(語
)
か
ら
時
々

「と
っ
て
も
お
激
し
い
怒

2
新
た
な
フ
ァ
イ
ト
を
大
会
で、

争
議
団
4
堂
自
治
労
、
地
の
平
和
友
好
祭
に
も
診
加
し
ま
し
沖
争
議
団
、

「支
鐙
9
愛
さ
は
金
所
と
比
較
す
れ
ば
ま
だ
ま
だ
と
言
え

「勝
利
す
る
た
め
の
争
P
ゆ
る
学
習
っ
か
な
い
、
角
が一
一一本
生
え
て
い
る
燃
や
す

1
1・

8
8

松
山
支
部
な
ど
か
ら
市
名
の
応
盛
を
た
が
、

2
周
回
の
診
加
@
主
色
の
集
力
で
行
商

・カ
ン
パ
に
取
組
み
、
そ
そ
う
で
す
・
伸
聞
の
み
な
さ
ん
、
ょ

季

る
」
と
決
意
を
語
っ
て
い
ま
す
お
か
ー
ち

ゃ

ん

」

と

言

わ

れ

手

が

、

そ

松

山

減

の

見

=

雲

市

民

会

館

い

(

福

島

)
では、

「昨
年
金
冨
い
れ
ぞ
れ
昨
年
実
一
績
を
上
ま
わ
り
、
闘
り
一
層
の
支
警
し
ま
し
ょ
う
・

あ
な
た
も
容
加
レ
て
み
ま
せ
ん
か
〆

子
供
も
他
人
に
も
人
情
厚
い
肝
っ
玉

(2 ) 

配
転
・
工
場
閉
鎖
と
た
た
か
う

山
水
電
気
の
仲
間
に
支
援
を

1 980年 9月 1日

「
な
に
を
み
つ
め
て
期
ぶ
の
か
L

わ
た
し
も
推
薦
し
ま
す

黒
川
俊
雄
(
慶
応
大
学
教
授
)

亡J;;;:てゴ
闘-?と
と
ろ
「恒
三
ん
と
え
」
あ
り

「
ロ
ス

・
パ
コ
ス
」
の
フ

F
lク
ロ

と
、
昔
か
長
冨
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ー
レ

(商
米
音
楽
)
で
し
た
・
ギ
タ

歌
問
喫
茶
も
、
地
紙
の
伸
聞
に
支
え

l
、
チ
ャ
ラ
ン
ゴ
、
ケ
l
ナ
、
シ
ー

ら
れ
て
、
常
連
も
で
き
、
毎
回
娠
し
夕
、
ボ
ン
ゴ
な
ど
で

「
コ
ン
ド
ル
は

い
仲
間
を
通
-
忍
也
、
な
ど
、
大
き
な
拡
飛
ん
で
ゆ
く
」
「
花
祭
」
な
ど
の
楽

が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
.
第
4
回
は
し
い
演
奏
は
大
喝
采
で
ア
ン
コ
ー
ル

約
百
名
で
鴎
催
.
民
族
歌
鋒
団

「わ
も
続
き
ま
し
た
.
乙
の
グ
ル
ー
プ
は

ら
び
座
」
の
指
導
に
よ
り

「そ
4
2
D
今
年
結
成
で
、
週
一
回
の
練
習
、
レ

ん
節
」
を
汗
ピ
ッ
シ
ョ
リ
で
全
凸
で

パ
l
ト
リ
ー
は
市
幽
ぐ
ら
い
と
か
.

踊
っ
た
り
、
中
央
合
唱
団
の
若
い
研
第
5
回
の
?
っ
た
と
え
」
は
守
月

究
生
の
元
気
一
杯
の
歌
・
乙
め
日
の
幻
自
の
土
岡
田
で
す
・
伸
聞
と
さ
そ

メ
イ
ン
は
東
京
大
掌
生
産
研
究
所
の
い
あ
っ
て
参
加
し
、
楽
レ
い
集
い
に

職
員
6
名
(
女
性
1
名
)
で
構
成
の
し
ま
し
ょ
う
・

「ロ
ス
・
パ
コ
ス
」
の
演
奏

高
官
の
募
金

をみつめて掬ぶのか

42 

多くの仲間に宣伝し、部数をまとめて
1支援する会J へ申し乙まれることをお
ねがいします。

1部 95C洞

なに
ゆるすな指名解雇の声を一挙に全国に
広げるために、 支侵する会は全力でこの
本の普及に第めたいと思います。
会員ひとりひと Dがまず一問。そして

9月中旬ロードショウ

上映協力券の

申込みは沖支援する会へ

900円太陽の子



一一務局長の
小
島
宏
さ
ん
が
講
演
し
ん
な
ζ
と
が
、
今
の
世
の
中
で
一
平
然

'
総
評
を
は
じ
め

「ζ
の
闘
い
は
、
世
働
者
の
生
存
権
、
と
起
き
る
な
ん
て
信
じ
ら
れ
な
い

.

7
}労
組
定
期
大
会
が

民
中
主
義
亭
尋
る
闘
い
で
あ
的
必
ら
許
せ
な
い
ζ
とだ
」
と
「
会
」
へ
の

f

j
哩

S
相
つ
い
で
開悩
さ

ず
、
勝
利
さ
せ
よ
う
之
と
国
民
的
視
入
会
を
約
束
す
る
な
ど
、
入
会
者
も

一
fp』
.
l
占
れ
「路
線
問
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を
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験
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仲
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岡
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葉
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華
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岡
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支援する会事務局
事務所東京昔話港区三田
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大
会
で
む
優
勝
し
た
乙
と
も
あ
歪
置
な
の
に
、
初
キ
ロ
は
あ
り
、
丸
っ
ぽ

川
8
月
幻
自
中
去
民
(
璽
京
)

二
O
Q
E上
の
労
働
票
工
場
か
社
野
球
部
長
ぎ
の
メ
ン
バ
ー
で
い
微
笑
え
ま
し
い
体
格
の
持
主
・
学

川

義

国
の
合
宿
交
流
会
に
葺

R
飯
り
出
さ
れ
ま
し
た
・
不
屈
に
関
あ
っ
た
だ
け
に
、
体
格
も
立
派
・
索
生
時
代
に
は
、
山
田
耳
打
乏
、
制
選
で
川
東
芝
ア
ン
ベ
ッ
ク
ス
労
組
、
盆

う
の
は
え
・
ふ
っ
く

Eし
た
体
朴
と
は
こ
の
男
の
こ
と
か
と
思
主
な
ら
U
た
人
で
、
芝
窪
者
な
、
勲

川

踊
り
大
会
に
患
・

艦
か
ら
聾
c
出
る
闘
志
が
、
た
の
も
に
純
な
人
で
、
ポ
ツ
リ
、
ポ
ツ
リ
、
凪
漢
で
奇
話
、

Z
供
の
事
に
な
る

川
8
月
幻
日

神
電
気
の
仲
間
を

し
い
3
人
を
紹
介
し
ま
す
。
語
る
そ
の
雷
襲
は
誠
実
そ
の
も
の
で
と
、
メ
ガ
ネ
越
レ
に
目
を
細
め
る
三

刷
、
思
亨
岡
山
県
安
調
値
・

写
真
説
明
、
右
か
ら
翠
骨
か
式
ほ
な
い
が
、
好
感
を
与
え
女
の
や
さ
「
υ
いハ
A
L戻
る
・
ピ
ア
ノ

川
8
月
H
自

「
会
」
学
習
会

笹
井
均
さ
ん
る
・
野
球
に
は
じ
ま
り
、
ス
ポ
ー
ツ
教
師
を
し
て
い
る
咲
い
八
の
奥
さ
ん
と

川
8
月
目
白

目
立
メ
デ
ィ
コ
、

要
望
ん
は
ゴ
ル
フ
に
至
る
ま
で
万
能
、

B
ミ
は
相
思
相
愛
明
治
託
、
時
に
は
、

川

Z
Z会
抗
議
集
合
意

関
脅
代
さ
ん
リ
カ
メ
芸
ど
に
も
趣
味
を
持
つ
の
二
人
で
深
夜
ま
で
酒
亭
主
宰
す
と

刷
8
月
幻
自

大
田
ヤ
ン
グ
ジ
ャ

笹
井
均
(
幻
)
は
、
体
に
似
合
っ
て
麟
が
広
い
と
い
の
と
と
で
す
・
乙
と
で
南
本
キ
宇
伐
袖

川

ン
ボ
リ
l
で
宣
伝
活
動
・
日
刊

本
庄
支
部
の
団
長
〈
代
表
)
さ
ん
う
ζ
と
な
の
か
な
9

明
日
の
闘
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
亭
毒
'
?
と

川

工
業
新
聞
定
期
大
会
で
訴
え

霊

殿

回

闘

争

が

重

る

と

同

時

た

・

そ

の

時

の

収

益

金

は

そ

っ

く

り

在

帰

れ

ば

、

一

女

(

由

美

子

ち

ゃ

南

本

空

む

か

・

川

8

月

何

日

神

奈

川

県

職

、

横

に
、
わ
E
Zぴ
座
の
組
問
一
烈
主
主
緩
が
閥

「
蹄
箇
さ
せ
歪
量
」
へ
カ
ン
パ
さ
れ

、

関

君

代

(
引
)

川

浜
支
部
定
期
大
会
で
訴
え
支

始
さ
れ
ま
し
た
・
な
か
で
も
、
月
年

ζ

の

車

も

購

入

・

こ

の

日

を

忘

れ

ぬ

多

野

の

労

働

者

亭

前

に

し

て

訴

え

川

燈
す
ゑ
歪
例
幹
受
諾
健

5
周

辺

自

の

沖

支

壁

、

わ

ら

び

座

公

よ

う

に

と

「

わ

ら

び

号

」

と

命

名

さ

る

時

、

彼

女

の

声

は

人

一

倍

大

き

く

川

8
月

η
日
東
京
争
議
団
主
催

演

は

、

東

京

、

九

望

露

が

平

五

百

れ

て

い

事

す

・

新

め

て

「

わ

ら

び

警

な

り

、

そ

し

て

回

は

、

う

っ

す

ら

と

川

の
枚
挙
闘
争
討
論
集
会
に
倭
加

人
の
人
ザ
と
で
び
っ
し
り
翠
革
り
、
の
伸
聞
の
み
な
苧
ん
あ
り
が
と
う
H

涙
で
う
る
ん
で
い
ま
す
・
指
名
解
顧

川

諸
民
(
商
用
京
〉
鐙
連
常
任
幹
事

連

帯

と

感

動

の

渦

に

つ

つ

ま

れ

ま

し

享

も

な

く

、

新

婚

生

活

を

始

め

た

ば

川

会

で

訴

芳

1

全
国
一
般
、
吉
野

か
り
の
時
、
彼
が
交
通
事
故
で
死
亡

川

石
管
第
5
次
総
行
動
に
撃
加

-
1
・
彼
女
は
、

ζ
の
事
レ
み
を
ふ

川

8
月
叩
全
港
湾
労
組
定
期
大

Z
Zた
め
に
、
大
査
な
画
に
・
尉
川
会
で
一
訴
え
荒
川
区
労
協
の
交

政
塑
=
の
彼
女
が
↓
が
ん
ば
完
?
に

川

流
A
E
に
惨
加
〔
日
光
)
・
ス
モ

ち
ゃ
」
と
笑
っ
た
が
、
や
は
同
教
レ
川

ン
東
京
原
告
団
の
合
宿
に
葺

み
ζ
怒
り
が
閑
居
U
て
い
る
よ
う
で

川

(
熱
海
)
・
大
阪
争
議
自
総
会

す
・
一
日
恥
単
い
勝
利
で
豪
快
に
笑
川

彰
加
(
大
阪
)
ソ
-
丁
労
智
問

う
顔
が
見
た
い
も
の
で
す
・
が
ん
ば
川
川
支
部
大
会
で
訴
え
極
東
省

れ
/
が
ん
ば
れ
/

川

底
労
組
や
大
興
通
信
労
組
の
大

Y
刊
Y

川

会
で
も
訴
え
練
馬
(
夏

8

1ι

川

青
年
キ
ャ
ン
プ
に
診
加
・

川
9
月
5
日

串
蕗
加
病
院
、
不

:
震
置
闘
争
勝
利
集
会
に

州

移
加
・

川

9
月
6
日

洗
心
保
育
園
、
沖

川

亨
度
集
会
.
大
月
市
役
附
(山

酬
明
)
背
婦
学
習
A
A
言
L
惨
加
.

川

9
月
7
日
全
損
保
、
日
産
火

災
支
部
青
年
婦
人
部
大
会
で
訴

え9
月
刊
回

全
相
銀
連
定
期
大

会
で
訴
え
"

川
9
月
刊
日
チ
リ
人
民
連
帯
集

川

会
惨
加
・
本
庄
地
区
(
埼
玉
)

川
嘉
手
愛
奪
吏
E

開
催
・

川
9
月
日
回

全
損
保
、
墓
京
地

川

協
定
期
大
会
で
訴
え

廃品回収

だって

やるよ

冷夏でも

むぎ茶を

カッテクレー

幽

?圏
直園

野圃

品
警
捜
骨
〉

宣
伝
車
紹
介
③

乃
年

3
月
幻
日
を
忘
れ
な
い

を部

M
W
高
官
K

幹
事
評
@

圃正当II~ム司m左手重iill

わらび座
'80年東京公演

11/5 -11/28 

問合せは支援する会まで

秋
風
に
の
っ
て

が
ん
ば
れ
沖
電
気
の
仲
間
同

輯

⑧ 

パ
ス
カ
ル
少
年
が
や
っ
て
く
る

ち

ひ

ろ

絵

本

美

術

館

へ

い

こ

う

|

食
欲
の
秋
、
い
や
ス
ポ
ー
ツ
の
秋

E
L
0
5
(
9
9
5
)
0
6
1
2

ー
ー
ー
な
ん
と
い
っ
て
恥
荻
は
芸
術
突
通
H
西
武
新
宿
線
、
上
井
草
下
車
、

だ
と
思
わ
れ
る
人
は
、
一
度
「
ち
ひ
徒
歩
5
分
.
休
館
日
H
月
曜
日

ろ
絵
本
美
術
館
」
へ
行
っ
て
み
ま
そ
入
場
料
H
大
人
2
0
0円
。
秋
の
健

ん
か
.
子
ど
も
た
ち
の
絵
の
中
か
ら
し
H
秩
の
風
、
あ
か
い
風
船
展
%
1

い
わ
さ
き
、
ち
ひ
ろ
さ
ん
が
、
平
和

野

ま
勺
引
年
、
ち
ひ
ろ
カ
レ
ン
ダ

を
守
的
背
て
よ
う
と
や
さ
ruく
語
り
の
申
込
み
は
沖
支
援
す
る
会
へ

か
け
て
く
れ
ま
す
.
場
所
H
璽
京
都
(
一
部
平
円
)

練
馬
区
下
有
樽
井
4
の
7
の
2
、
T

44 
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を撤回させる会

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

号

1 980年

11月 1日

19 第

通
園
田
慣
三
大
メ
ー
カ
ー
の
一
つ
三
池
争
犠
以
来
、
約
加
年
ぷ
内
め
建
般
な
ど
・
指
名
解
庖
の
ね
ら
い
三
干
の
支
鍛
労
組
や
、
一
万
人
を

沖
電
気
工
業
(
本
社
・
東
京
、
=
一
指
名
解
属
で
す
.
が
、
活
動
家
を
排
除
レ
、
残
る
労
こ
え
る
「
支
複
す
る
会
」
に
支
え

宅
正
面
目
社
長
、
約
一
万
三
千
人
)
そ
の
後
n
企
業
危
磁
M

は
ど
ζ

働
者
を
い
っ
そ
dpuめ
つ
け
、
も
ら
れ
て
、
企
業
に
「
首
切
り
の
自

は

「

経

営

露

だ

」

「

人

が

霊

由

」

の

棋

を

与

き

な

f
生
き
る

，f

，r

ノ
e

，r

〆

っ
て
い
る
」
と
称
し
て
、
干
五
百

沖

電

気

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

m利
、
働
/
治
利
を
守
ろ
う
/
と

人
の

「
希
望
返
職
」
募
集
を
催
案

全
力
で
験
場
復
帰
を
め
ざ
し
て
奮

と
の
あ
と
送
機
強
要
に
応
じ
な
い

へ
や
ら
、
史
上
原
高
の
利
益
、
七
ラ
ロ
を
ふ
や
す

r
Eに
あ
っ
た
と
闘
レ
て
い
ま
す
.

三
百
人
に
、
均
年
什
月
、
指
名
解
良
人
以
上
の
新
採
用
、
九
州
に
百
客
室
町
山
レ
て
い
ま
す
.
現
在
川
名

回
を
強
存
・
大
手
企
業
で
は
三
井
憶
同
以
上
を
投
資
し
て
新
工
場
の

で
一
神
電
気
争
議
団
を
結
成
レ
、
約

ま
み
ち
ゃ
ん
(
跡
姐
さ
ん
)
は

『お
か
あ
鹸
ぜ
ん
恕
い
す
傘
耀
よ
』

「
オ
イ
R

た
だ
す
M

は
や
く
、
あ
さ
し
い
お
か
あ
さ
ん
に
会
い
た
く

慎
U
た
、
無
情
な
解
胞
を

「
こ
の
子
た
の
も
し
く
、
や
さ
し
い
、
お
か

る
き
な
」
と
、
弟
の
辛
を
ひ
っ
ぱ
り
て
、
ま
た
、

「オ
イ
似
た
だ
す
u

は
た
ち
の
時
代
に
は
、
起
ら
ぬ
よ

-2L.
あ
さ
一
ん
で
す
.

お
か
委
己
ん
の
い
る
争
犠
聞
の
取
粉
ゃ
く
」
と
.
行
商
の
宛
上
げ
も
、
が
ん
ば
ら
な
く

所

へ

急

ぐ

.

板

層

、

っ

圭

己

ん

は

、

「

ま

み

お

ち

ゃ

」

ま
み
ち
ゃ
ん
は
、
来
年
は
小
学
時
り
(
真
美
織
)
に
は
困
っ
ち
ゃ
う
、

H
H置

付

'

お
か
あ
さ
ん
が
な
ぜ
会
社
へ
ま
ど
と
で
も
大
声
で
語
り
ゆ
る

i

庁
汁

ず
、
事
務
所
へ
行
く
の
か
は

n
知
ら
す
な
と

1lu
と
不
当
解
雇
撤
回
の

4

な
い
“
と
い
う
.

n
お
金
を
数
え
る
歌
を
う
た
-
?
~
だ
か
ら
.
絵
も
す
き

仕
事
を
し
て
い
る
H

ま
み
ち
ゃ
ん
の
で
、
よ
く
錨
い
て
る
よ
」
と
、
匡

授
か
あ
さ
'
倍
、
争
滋
図
の
行
商
担
(
た
だ
す
)
ち
ゃ
ん
を
抱
き
、
お
に

当
で
、
い
つ
も
売
上
げ
が
心
記
で
、
ぎ
ロ
τ食
べ
さ
せ
な
が
ら
、
目
を
細

仕
事
が
終
ら
ぬ
と
圭
ほ
、
沖
電
気
に
め
て
、
ニ
コ
ニ
コ
し
て
ま
み
ち
ゃ
ん

鋤
め
る
K
H
A
さ
ん
に
子
供
を
た
の
を
み
つ
め
る
.

み
、
臼
純
白
も
事
務
所
だ
.
そ
の
や
そ
し
て
、
家
族
四
人
の
生
活
を
破

立
い
ま
百
玄
リ

，に
て
る
で
し
ょ
d

w
，w
T

イ

ρ
片
福
門

親
は
食
べ

時
だ
と
・
子
供
た
ち
の
生
量
る
権
利
を
も
帯

た
っ
て
ー

っ
た
沖
電
気
を
許
さ
な
い
.

沖
電
気
か
金
大
鍋
と
も
に
、
解
雇

初
人
の
こ
ど
も

さ
れ
た
三
組
の
家
族
.
相
原
、
松
本

東
国
さ
ん
。
松
本
さ
ん
に
一
番
つ
ら

一元号
A

に
ね

い
と
と
は
何
で
す
か
ζ

聞
く
と
「
お
全
国
の
伸
閣
の
み
な
さ
ん
.
小
学

も
ち
ゃ
屋
さ
ん
の
前
な
ん
か
で
、
お
申
鼠
下
が
ほ
と
ん
と
の
、
争
援
団
の

Z
手
男
二

金
な
い
ん
で
し
ょ
.
室
ん
で
き
る
↓
真
た
妻
、
み
ん
な
の
力
で
育
て

'
a
E
日

H
Yト

よ
.
買
う
と
ご
は
ん
食
べ
れ
な
く
な
ま
し
ょ

-Z
衣
類
や
お
も
ち
ゃ
な
ど

8
人
の
こ
ど
も

る
も
ん
ね
」
な
と
、
子
供
た
ち
の
は
不
用
者
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
、
後

妊
娠
中
に
解
雇
さ
れ
た
三
人
の
内
な
げ
で
、
い
じ

puい
姿
に
接
す
る
助
に
、
と
協
力
く
だ
さ
い
.

二
人
が
出
産
(
一
人
は
死
産
)
.
争

議
に
入
っ
て
結
婚
し
た
沖
電
長
の
仲

間
に
、
元
気
な
子
供
た
ち
が
た
く
さ

ん
-2aれ
、
二
年
間
で
八
人
に
な
り

ま
し
た
.
そ
の
度
、
争
議
団
の
壁
に

命
名
O
Oと
貼
り
紙
が
出
さ
れ
ま

す
.保
育
所
抽
出
レ
や
、
育
児
で
、
始
め

て
出
産
の
人
に
と
っ
て
、

ζ
れ
ら
の

闘
い
も
、
た
い
へ
ん
で
す
.

復
坦
て
つ
子
声
λ

一橋大学 ・沖支援集会

港区で沖支援集会

八王子第10回裁判(13時)

沖支援練馬のつどい

高崎地区大集会

本庄 2周年集会

(18時本庄福祉会館)

熊谷第12回裁判(13時)

沖支援荒川区集会

沖電気品川・芝浦事業所前

昼休み集会

八王子社前集会

11月 3日

5日

5日

6日

10日

11日

12日

13-14日

(作文)

中

中
霊
自
合
夫
さ
ん
と
重
E
K
Zん

|

|
|
ひ
と
り
、
ひ
と
り
が
も
う
一
人
の
会
員
を
・
闘
争
日
程

u
l』

わ
た
し
の
お
父
さ
ん

屋

知

子

う
ち
の
お
と
う
さ
ん
は
、
く
び
を
き
ら
れ
て
、

お
き
電
気
の
で
っ
か
い
さ
せ
る
会
と
い
w

マ
と
と

ろ
に
、
は
い
っ
て
い
ま
す
.
だ
か
ら
い
つ
も
夜

お
そ
い
の
で
な
か
な
か
あ
え
ま
せ
ん
。

日
限
目
は
、
少
し
お
そ
く
じ
む
し
ょ
に
行
く

の
で
、
朝
は
十
時
半

C
ろ
や
っ
と
お
き
て
き
ま

す
.
お
と
う
さ
ん
は
、
日
曜
日
の
朝
ご
は
ん
の

時
、
い
つ
も
音
楽
を
か
け
ま
す
.
わ
た
し
は
、

い
つ
も
同
じ
よ
う
な
音
楽
な
の
で
あ
き
て
し
ま

う
時
も
あ
り
ま
す
。
う
ち
の
お
と
う
さ
ん
は
、

ど
ら
え
も
ん
が
大
す
き
で
す
。
わ
た
し
が
、
ド

ラ
エ
も
ん
の
本
を
か
つ
て
く
る
と
、
本
を
ひ
っ

た
く
っ
て
む
ち
ゅ
う
に
な
っ
て
よ
ん
で
し
ま
い

ま
す
.
そ
れ
が
五
、
六
分
で
よ
ん
で
し
ま
う
の

で
す
。
う
ち
の
お
父
さ
ん
は
と
っ
て
も
お
も
し

ろ

い

で

す

。

〈

中

屋

量

勝

さ

ん

の

長

女

〉

解雇2周年
中央集会

(山手教会ホール随時)

沖電気本社昼休み抗議集会

(12時)

支援する会幹事会

東京第 1回証人調べ

(東京地裁民事19号 10時)

沖支援宮城県集会

18日

19日
21日

27日

12月 2日

{小
三
)

4日

一
九
八
O
年
は

国
際
婦
人
年
の
中

t

色

豊

で

雲

・

平

E
亡

等
を
実
現
レ
、
帰

.3鳥
人
2
2

』

e'hf上
げ
る
た
め

a

・p.!amい
は
地
味
で
は
あ

一一

喝
る
が
今
日
も
行
な

わ
れ
て
い
る
V
女

子
就
業
者
は
、
河
川
年
に
は
二
千
八

十
三
万
人
、
題
蔚
さ
れ
て
働
く
婦

人
は
一
千
八
百
八
十
万
人
.
労

働
者
の
三
三

・
七
痛
が
女
子
。

平
均
年
齢
三
十
四
歳
、

既
婚
者

が
六
六
掃
を
し
め
る
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
も
十
七
掃
に
地
加
・
女

子
完
全
失
業
者
は
約
五
十
万
人
・

大
企
業
で
は
沖
電
気
の
よ
う
に
、

本
工
の
女
平
労
働
者
を
解
胆
レ
、

臨
時
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
を

増
加
さ
せ
る
方
向
叩
L
あ
る
よ
う
で

す
V
働
く
婦
人
の
闘
争
範
聞
は
広

い
日
本
初
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
九
+

五
年
前
に
や
っ
た
の
は
山
製
県
の

雨
間
銀
糸
の
、
お
竹
、
お
松
、
お

虎
さ
ん
な
ど
の
女
工
さ
ん
V
広
が

る
男
女
帯
別
、
母
性
保
護
の
賭
栴

利
の
た
た
か
い
.
子
供
の
保
育
や

教
宵
・
そ
の
他
・
資
本
と
闘
・

2
L

は
、
と
り
わ
け
働
く
夫
婦
の
団
結

が
必
要
・
夫
は
労
働
塑
口
の
幹
部

で
民
主
主
義
や
女
性
の
継
利
を
ブ

チ
上

U
る
が
、
家
底
で
は
ヒ
グ
ト

ラ
l
ぼ
り
の
独
裁
者
・
散
と
闘
う

に
は
、
味
方
と
ま
ず
白
結
を
，F

回
風
間
川凶

争
議
団
は
三
庭
園
の
冬
亭
通
え

て
『宴
宮
る
と
と
H
闘
う
ζ
と』

と
元
気
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
・

全
面
の
仲
間
の
み
安
足
、
年
末

行
商
.
募
金
に
全
力
の
御
支
響
セ

お
ね
が
い
レ
ま
す
.

45 



そ

お

み

ん

な

を
碗
認
レ
な
が
金
大
饗
C

ん
お
歳
、
事
は
|
|
「
じ
よ
う
(
定
)
夫
で
す

一
日
の
オ
ル
グ
件
数
は
|
|
「
叩
力

者
い
ん
だ
な
あ
、
そ
お
、
み
向
逗
恒
今
の
嘗
織
の
さ
え
往
事
で
す
」
所
ぐ
ら
い
」
ワ
ァ
1
俺
た
ち
と
同
じ

若
い
ん
だ
ね
え

:

2

い
ん
だ
ね
え
」
と
篤
査
な
カ
ら
メ
モ
じ
よ
主
文
、
な
に
か
粉
ら
わ
し
い
で

位
だ
な
あ
と
一同
大
笑
い
・
ど
の
く

(
一

中
堅
区
蛍
老
人
ア
パ
ー
ト
「
八
方
を
と
る
.
=一
+
年
前
の
n
指
名
解
腹
u

す
ね
ー
ー
.
「
労
働
者
に
な
り
「
大
¥
ら
い
闘
っ
た
の
で
す
か
|
|
「
五
S

一
荘
」
の
一
室
の
ド
ア
を
開
げ
た
ら
、
の
小
説
「
大
工
の
穫
を
轡
い
た
小

て
、
労
働
者
っ
て
何
だ
る

Z
、
人

六
カ
月
ぐ
ら
い
@
そ
の
筈
士
ア
ィ
台

L
E
妻
、

ζ
一
喜
」
と
ピ
シ
y
と
説
家
、
山
本
襲
さ
ん
の
凡
富
な
に
た
の
ん
で
、
や
っ
と
神
電
気
に
、
風
(B
月
引
日
5
9月
2
日
圏中部、

引

τた蓄
の
一
人
暮
し
の
老
人
が

と
こ

季
ζ
と
で
み
つ
草
し
た
・
入
っ
て
一
年
と
チ
ヨ
ッ
ト
過
っ
た
時

北
海
道
警
を
中
心
に
死
亡
百
人
を

1
一
ニ
コ
ニ
コ
と
私
た
ち
を
迎
え
た
。
片

山
本
さ
ん
に
、
闘
い
を
知
ろ
-
?
と
の
首
切
り
っ
た
の
で
す
」
超
す
大
型
台
風
で
関
東
地
方
司も
被
害

第

一

3
2眼鏡
!
ー
か
ら

(腰

提

言

語

量

-

A霊

祭

食

え

な

く

あ

?

号

暴

走

い

へ

一
が

曲

っ

て

い

る

か

な

、

耳

は

速

い

の

は

な

ん

と

言

っ

て

首

切

打

差

健

案

し

ん

で

し

た
。
そ
れ
で
一
飯
が
食
え
な
く

一

な

っ
て
ね
l

一
で

は

)

想

像

し

て

い

た

ら

山

本

さ

ん

た

の

で

す

力

|

百

本

の

再

建

の

な

り

、
ど
己
主
〆
も
ね
え
な
あ
と

一
と
は
、
速
く
て
篤
い
て
レ
ま
っ
た
。

た

め
だ
と
」
へ
で
私
た
ち
は
闘
争
中
の
生
活
は
|
|
「
ポ
l
ン

退
職
金
室
歪
へ
と
り
に
|
|」

一

ス
ー
パ
ー
で
一
買
っ
た
御
土
産
の
六
企
業
存
続
の
た
め
だ
と
|
|
、
な
ぜ
せ
ん
べ
い
、
あ
め
宝
を
持
っ
て
消
防

そ
の
時
の
気
持
は
|
|
「
当
時
の

一
個
二
百
円
也
舟
活
安
の

n
長
十
郎
μ

闘
っ
た
の
で
す
か
|
「
闘
え
ば
、
磐
や
、
労
組
へ
売
り
に
行
き
ま
し
た
警
員
畏
が
H

や
は
り
職
場
に
し
が
み

一
ま
し
ょ
う
・
私
が
皮
を
剥
き
ま
し
ょ
ど
の
人
が
希
望
退
職
に
応
じ
て
し
ま
れ
な
か
っ
た
が
、
上
野
八
怠
階
屯
く
の
っ
た
の
を
憶
え
て
い
ま
す
・
今
で
も

一
う
」
と
品
目
附
に
立
つ
・
気
さ
く
な
入
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
品
川
工
場
日
本
水
産
で
何
時
間
も
ね
ば
っ
て
、

当
時
の
伸
聞
が
集
ま
る
と
、
そ
ん
な

一
で
き
・
禁
書
終
る
ま
で
の
数
で
一
塁
ま
で
闘
っ
た
人
は
|
|
「
五
二
千
円
ゐ
買
っ
て
く
れ
た
在
員
話
に
な
り
手

」

一
分
間
、
私
た
主
ぽ
山
本
さ
ん
の
生
活

5
六
人
で
し
ょ
Z
J
か
」
職
場
で
の
仕
し
く
て
l
l
ム
「
も
忘
れ
ら
れ
な
い
」

一
を
と
|
六
畳
に
れ
と
タ
ン
ス
が
一
つ

一
の
室
を
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
と
見
渡
し

一
た
.
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
(
万
国
共
通
語

一
宇
め
ざ
す
人
造
語
)
の
本
.
古
い
プ

一
ロ
レ
タ
リ
ア
雑
誌
.
他
府
と
か
保
健

一
と
か
が
題
字
に
続
②
岳
本
が
、
そ
れ

一
ぞ
れ
数
冊
.
他
に
は
写
真
や
、
親
し

一
い
人
か
ら
の
寄
せ
曾
き
、
手
紙
な
ど

一
が
、
壁
に
貼
つ
で
あ
る
だ
り
の
簡
紫

一
な
重
で
あ
る
.
自
己
紹
介
宇
殆
め
よ

一
》
?
と
-
す
る
と
「
チ
ヨ
ッ
ト
待
っ
て
く

一
だ
さ
い
」
と
い
っ
て
紙
と
鉛
徳
宇
朗

一
意
.
一
人
一
人
の
名
前
と
年
、
苗
字

一川

三

十

一

年

前
、

川

一川

日
本
全
土
で

H

日

川

一川

本

の

再

建

の

た

め

川

一川

だ
H

と

百

万

人

も

川

一川

の

労

働

者

が

首

切

川

一川

り

を

さ

れ

、

機

湯

川

一川

か

ら

放

り

出

さ

れ

川

一川

ま

し

た
。

沖

電

気

川

一川

で

は

従

業

員

の

幻

川

台一

川

%
に
あ
た
る
二
千

川

;

-

I

1

 

一，一川

八

百

人

が

白

川

三

川

組

合

創

立
、

四

年

川

三

川

目

の

と

の

μ
嵐
M

川

会一

川

川

る
一
川

に
、
せ
い
一
杯
闘

川

す
一
川

っ
た
山
本
錠
次
さ

川

出
一
川

ん
(
刀
歳
)
を
、

を
一
川

沖

電

気

争

議

団

の

川

間
一
川

六

人

が

訪

問

し

ま

川

ニ

十

一

年

前

、

沖

電

気

の

首

切

り

と

闘

っ

た

山Z

錠;

本2

次u

さ
ん
分
)

『昭
和
二
十
三
年
前
年
比
、
百
出
は
l
lと、

戦
術
も
「
出
た
ら
そ
の
備
は
沖
電
気
だ
け
で
な
く
、
実
街
ど
、
暗
い
時
代
で
、
共
摩
党
員
な
ど

近
い
イ
ン
フ
レ
の
進
行
の
中
で
、
沖
時
だ
」
「
通
知
が
来
た
ら
磁
っ
て
し
電
気
だ
け
で
は
ど
う
し
ょ
う
も
な
が
つ
ぎ
つ
却
さ
職
場
か
逼
放
(
レ

電
気
の
労
働
者
は
、
生
き
る
た
め
に
ま
え
」
と
い
ψ

「
径
が
関
の
山
で
レ
た
・
ど
と
い
う
と
と
で
|
l
a
今
で
も
ッ
ド
パ
l
ジ
)
さ
れ
て
い
霊
草
レ
た
・

組
合
創
立
し
て
始
め
て
の
ス
ト
ラ
イ
芝
浦
車
業
所
で
は
、
約
十
人
が
抗
議
解
聴
者
の
俣
の
訴
え
を
想
い
出
し
ま
沖
電
気
で
は
当
時
委
員
長
だ
っ
た

キ

を

含

む

七

十

八

日

間

の

闘

い

で

、

私

も

含

め

て

十

六

人

が

・

そ

レ

て

全

当

時

の

沖
電
気
労
組
委
員
長
に
聞
く

税

込

み

三

干

円

の

賃

金

か

ら

八

千

三

国

で

は

一

万

二

千

人

に

も

な

っ

た

と

百
円
(
平
均
)
に
と
出
鼠
上
の
賃
上

ハ

ン

ガ

ー

ス

ト

ラ

イ

キ

で

い
う
こ
と
で
す
・
そ
れ
か
ら
一一一

括
仏
語
ド
併

救
急
車
も
き
ま
し
た

計
封
ぷ
刊
誌

行
商
や
臼
履
い
に
出
た
り
し
て
随
麗
田

-EE--E・
E
・
-
-
-
園
田

EE-------聞す
』
(
長
田
さ
ん
の
談
話
、
要
旨
)

自
薗
園
田
園
酒
肉
阻
阻
圃
司

aa--圃・圃
圃
・
・
・
・
・
・
・
・

し

|
|
長
田
さ
ん
は
、
当
時
の
闘
い

私
の
苦
H

羊
か
ん
闘
争
u

に

参

盟

彊

翠

吋

与

問

姐

温

・

・

・

・

・

i

毒
慨
深
く
、
豊
お
思
い
で
語一
つ

陣
盟
関
関
欝
鶏
ぜ

持

J

V

b

d

h

内
甑
L
d司

a-aa------
lZ

加
す
る
な
ど
、
家
族
も
た
い
へ
ん
で
購

;

J3

J

M
、

融

調

郎

川

て
く
だ
さ
い
ま
す
。
品
川
工
場
で
組

レ
た
。
そ
し
て
賠
二
十
四
年
三
月
闇
欄
鱗

jp
~
し
吋
ム
翠
司
J

障

問
U

A結
成
大
会
を
レ
た
当
時
の
覇
も

ア

メ

リ

カ

の

ド

ッ

ジ

公

使

が

極

東

に

欝

欝

伊

数

¥

弘

レ

・

・

幅

今
ふ
さ
れ
よ

Zし
て
い
る
が
、

お
り
る
日
本
の
戦
絡
的
地
位
亭
薩
保
留
翻
掴
冒
険
燃
議
際
合
‘
怠
E
B軍
曹
凹
且
.
.
.
.
.
.
.
.
 担

」
元
気
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
、

働
協
輯
摺
掴
置
輔
副
置
眼
目
勘
靖
明
蛍
司

ι州、
~ぃ
4
圃
園
田
V

‘.................... E山

す
る
た
め
に
、
経
済
答
案
(
ド
ッ
欝
翻
覇
醐
翻
官
忌
盛
田
国
圃
圃
圃
圃
圃
圃
圃
圃
圃
圃
・

j

遊
び
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
u

と
い
三
冨

ジ
ラ
イ
ン
)
を
打
ち
出
レ
、
そ
の
中
慰
穂
磁
極
観
翻
鶴
翻
翻
甑
翻
鶴
盟
国
掴
盟
国
圏
・
・
・
・
・
・
・
・
園
葉
の
中
に
沖
電
気
闘
争
へ
の
思
い
も

で
、
沖
電
気
も
、
日
本
経
済
の
再
建
の
ハ
ン
ガ
ー
ス
ト
ラ
イ
キ
に
寒
天
、
す
-
翌
年
の
昭
和
二
十
五
年
に
は
経
乙
め
ら
れ
て
い
る
さ
つ
で
す
・
沖
労

と
自
立
の
た
め
に
企
業
轄
稲
が
必
要
五
日
目
ぐ
ら
い
で
救
急
車
で
病
院
に
済
危
蛾
は
声
ち
に
深
ま
り
、
恐
慌
状
組
初
代
組
合
長
の
一
一
一
原
利
三
郎
さ
ん

と
」
首
切
り
H

が
四
月
末
に
提
案
。
湿
ば
れ
る
な
ど
、
抵
抗
し
ま
し
た
が
態
で
レ
た
・
六
月
に
朝
鮮
へ
の
侵
略
と
も

εも
、
二
代
目
の
長
田
さ
ん
も

当
然
出
る
と
は
思
っ
て
い
ま
し
た
六
月
十
七
日
に
遂
に
四
十
九
日
間
の
戦
争
・
七
月
に
は
ア
メ
リ
カ
高
嶺
軍
ヱ
克
復
す
る
会
」
の
会
員
と
し
て
大

が
、
実
際
に
発
表
さ
れ
な
い
こ
と
に
闘
い
を
終
結
レ
ま
し
た
・
「
企
業
獲
の
や
と
H

総
評
u

が
つ
く
ら
れ
る
な
き
な
励
ま
し
を
さ
れ
て
い
ま
す
・

;

!
?
;

;

 

命
あ
る
限
り

と
そ
の
昔
、
理
働
い
て
い
る
け

想

環

瀬

回

・

・

司

ん

者

を

勝

手

に

首

切

る

こ

と

が

で

き

!

感

Y
齢
E

圃・・司

応
援
し
ま
す
よ

る
・
だ
が
切
拾
て
と
免
で
、
殺
さ
れ

の

む

・

咽

掴

週

刊

kp

晃
初

労
働
者
の
気
持
(
心
)
を
忘
れ
ず
っ
ぱ
な
し
だ
ろ

-54己
主

間

…・

5JFG/ノ
E
(

に
隼
圭
続
け
る
山
本
声
ん
は
、
老
人
惨
な
金
の
費
が
、
そ
し
て
、
楽

仲

凶

F
h
L
、
ふ
封

富

の

解

決

や

、

ア

パ

ー

ト

の

署

員

宮

平

和

君

主

願

う

。

の

口

調

.

，

鼎

役
の
た
め
今
日
も
多
忙
・
四
万
円
の
想
い
が
、
何
十
年
も
何
百
年
む
回
り

気

知

盛

隣

組

圃

.

，

働

く

者

の

く
、
主
し
号
つ
に
み
な
が
ら
。
老
人
手
当
の
忠
告
月
干
円
主
積
っ
て
、
僕

た

ち

の

心

の

中

に

生

き

電

十

一
月
中
旬
に
、
初
め
て
の
主
が
で
き
る
予
定

夕
方
失
望
く
な
っ
た
の
で
質
た
ち
に
郵
送
し
て
い
ま
す
・
て
は
い
な
い
だ
ろ
-
っ
か
・
」
山

沖

の
私
で
す
が
、
山
本
さ
ん
の
よ
-
尋
人
た
ち
に
、
沖

自

覚

で

|

|

聞

を

急

い

だ

・
私
た
も
L
対
す
る
ア
胃
袋
が
な
く
、
医
者
か
ら
あ
と
二
本
さ
ん
も
、
先
輩
た
ち
の
闘
い
を
学
…
窪
田
の
闘
い
も
支
え
ら
れ
て
い
る
の
か
と
思
う
と

そ
の
後
の
生
活
は
|
|
「
菓
芋
屋
、
ド
パ
イ
ス
は
|
|
「
撤
回
闘
争
が
い
年
だ
と
言
わ
れ
で
も
う
=一年
に

も

な

び

引

継

い

だ

.

「

が

ん

ば

る

つ

」

と

思

い

を

暫

と

し

て

い

ま

す

.

修
理
屋
な
ど
、
い
ろ
ん
な
ζ
£
を
や
や
に
な
っ
た
ら
、
や
め
て
も
よ
い
が
、
る
と
山
本
さ
ん
は
笑
っ
て
言
う
.
毎
世
界
の
労
働
運
動
の
歴
史
は
二
百
ど
乙
に
で
も
い
そ
う
な
、
や
さ
レ
い
老
人
と
一冨つ

2
aし
た

よ

」

し

か

し

、
や
め
る
と
き
の
n
怒
り
M

日
詳
レ
く
健
康
ノ
l
ト
に
自
分
の
緋
年
、
日
本
で
近
代
的
な
労
働
翌
京
た
感
じ
の
人
が
「
私
達
の
先
離
は
、
活
動
の
中
で
何

ど
-PUて
闘
A
括
気
が
で
た
と
患
の
気
持
は
、
労
働
者
と
レ
て
一
生
持
便
盤
、
血
圧
、
脈
博
な
ど
を
グ
ラ
フ
生
ま
れ
た
の
は
一
八
九
七
(
明
治
哲
人
恥
}
の
人
が
そ
の
犠
牲
に
な
っ
た
・
私
は
そ
の
人
遣

い
ま
す
か
|
「
あ
ま
り
宇
に
入
ら
主
説
け
て
ほ
レ
い
」
と
の
答
.
に
記
載
レ
n
五
百
グ
ラ
ム
の
食
事
を
年
の
ζ

と
.
そ
れ
か

E
4日
ま
で
の
に
申
訳
な
い
」
と
毎
日
、
毎
日
を
厳
レ
く
一
生
き
て
い

な
か
っ
た
の
で
す
が
n

デ「
U
J
が
ん
ば
れ
と
ニ
ヨ
一
日
わ
れ
る
と
患
っ
て
毎
日

L
食
事
宇
す
る
こ
と
と
闘
う
八
十
三
年
間

働

く
者
の
闘
い
は
尊
甲
骨
燥
に
心
を
吏
~
れ
た
.
今
、
私
も
沖
電
気
の
解
雇

ダ
論
ペ
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
影
響
、
い
た
認
は
篤
い
た
。
文
敵
と
闘
弓
前
山
本
さ
ん
は
争
諮
問
と
同
じ
く

一
日

い

.
今
日
恥
}
闘
い
は
続
く

1
1.

と
闘
っ
て
い
る
が
、
や
は
り
山
本
さ
ん
の
様
に
い
っ

そ
れ
に
小
説
は
社
会
の
真
理
を
探
る
に
自
分
と
闘
う
こ
と
l
上
自
発
的
に

一
日
が
大
切
な
よ
う
で
す
.

(

松

蛾

)

も

、
明
日
亭
見
つ
め
て
生
き
よ
う
と
決
意
し
て
い
ま

も
の
と
考
え
て
い
た
.
た
し
か
必
闘
う
ζ
と
宣
言
わ
れ
て
い
る
の
だ
と
私
は
別
れ
る
時

「山

本

苧

ん

、

勝

す

.

の
な
い
マ
ル
ジ
ン
u

と
か
い
弓
労
働
理
解
し
た
田
仲
電
気
の
=
一十
年
ぶ
り
つ
ま
で
生
き
て
い
て
勝
利
袋
詰
は

者
の
響
τ箔
い
た
演
劇
を
築
地
小
劇
の
首
切
り
に
つ
い
て
|
|
「
エ
ラ
イ
容
加
し
て
く
だ
さ
い
」
と
固
い
酒
手

揚
で
観
て
、
感
銘
を
う
け
た

p
uて
ζ
と
に
な
っ
た
な
あ
.
俺
た
ち
に
何
を
交
し
た
.
手
か
A
d
T
へ
、
三
十
一
年

|
|
」
結
婚
は
|
|、
今
の
生
活
は
か
で
き
る
こ
と
は
何
か
と
考
え
て
い
前
の
無
念
な
思
い
が
伝
わ
っ
た
感
じ

ー
ー
.
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
に
す
ば
や
た
ら
、
大
き
な
守
る
会

(支
鐙
す
る
が
し
た
。

く
、
に
乙
や
か
に
山
本
さ
ん
は
答
え
会
)が
で
き
た
り
、
す
ば

Eい
闘
い
帰
語
、
皆
の
足
ど
り
は
軽
か
っ

る
.
時
々
関
の
偉
L
手
を
や
り
、
ヒ
で
す
。
昔
安
這
之
ら
れ
な
い
ζ
と
た
。
私
は
山
本
さ
ん
の
小
説
の
次
の

ザ
を
た
た
い
た
り
の
ゼ
ス
チ
ャ
ー
タ
で
、
労
働
者
の
闘
い
が
発
展
レ
た
の
一
節
が
思
い
出
さ
れ
新
し
い
勇
気
が

y

プ
リ
で
み
ん
な
の
顔
を
や
さ
し
だ
な
あ
と
」
踊
聞
い
て
き
た
『
儲
ワ
安
調
に
資
本
家

職
場
に
し
が
み
つ
く
の
が

ほ
ん
と
う
だ
ろ
う
な
あ

46 
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大塚喜久枝さん
(23) 

、主ζ先、

必死:
、:~~::.:3{:下

減;
守:~~~~示、

引
年
前
に
、
沖
電
気
が
首
切
的
手
}
し
た
と
い
う
と一

と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
.
会
社
は
い
つ
で
も
、
や

り
た
い
ほ
う
だ
い
の
こ
と
を
や
っ
て
い
る
、
新
た
に

悠
り
が
湧
い
て
き
ま
す
園

も
っ
と
若
い
人
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
ず
い
ぶ
ん

高
齢
な
の
で
篤
い
た
.
世
の
中
に
は
捜
せ
ば
乙
ん
な

務



出
十
一
川

則
一
川

し
た
。

気

一川

先

輩

遠

の

闘
い

川

崎
一…

を
懸
命
に
聞
く
若

山

巴
一
川

者
。

H
あ

な

た

達

川

れ
一
川

の

闘

い

ぶ

り

は
、

川

霊

す

る

全
国
の
仲
間
の
聖
し
に

仕

事

は

翌

て

・

喜
葉
察
室
、
お
か
し
苦
乙
ろ
で
人
が
だ
で
す
・
け
れ
ど
中
山
さ
ん

(指
名
解

一川

f

川

よ

っ

て

で

あ

る

・

詰

め
込
む
潜
水
艦
傑
知
器
、
通
祢
ぶ
つ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
・
な

庖
亭
般
固
さ
せ
る
会
代
表
)
の
よ
う

E
一川

す

ば

ら

し

い

、

毛

雇

一川

1
川

「本
当
は
勉
撃
ち
い
、
だ
か
ら
ヲ
ノ
ブ
イ
」
の
配
線
で
あ
っ
た
・

ぜ
、
会
社
は
そ
れ
を
主
革
く
配
一
躍
レ
な
人
が
た
く
さ
ん
い
た
か
ら
、
た
だ

師岬
一
川

が

教
え

ら

れ

る

と

川

皐
く
か
史
学
金
堂
を
あ
き
ら
め
、
給
料
は
手
取
り
で
六
、
一
万
円
、
う
な
い
の
か
」

つ

い

て

き

た

だ

け

・

そ

れ

だ

か

ら

ζ

笠

川

乙
ろ
が
多
い
|

川

挙
つ
こ
と
を
工
業
高
校
の
屯
気
斜

ち

食

器

一万
円
で
重
い
・
警
と
、
入
社
四
年
目
の

握

、
あ
と
モ
、
僕
を
の
一
人
と
し
て
出
来
る

」

川

先

生

だ
H

と

山

本

川

に

入

皇

し

宍

電

話
に
入
っ
た
に
は
全
く
関
心
が
な
か
っ
た
固
な
ぜ
か
ら
あ
と
世

話

話

て

き
た
・
限
り
を
と
を
や
ろ

2思
い
続
け

一川

さ

ん
。

三

十

一
年

川

の
は
、
若

実

力
で
は
そ
ζ
が
良
い
な
の
か
・

そ
の
あ
と
白
言
語

E
喜

て

、
今
ま
で
や
っ
て
霊
し
た
」

一

川

川

と
先
生
か
ら
首
わ
れ
た
結
果
で
す
」

「
つ
ま
り
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で

え
た
"
奇
か
ら
函
舎
に
帰
っ
て
も
仕

闘
お
-?ζ
心
で
一
思
っ
て
い
て
も
、

一
川

聞

の

空

白

を

と

え

-

川

川

乙

Eて
一
九
六
九
年

(昭
和
四
す
・
組
合
は
要
求
は
す
る
が
、
会
社
郁
は
な
し
、
さ
り
と
て
他
皇
室
に
そ
れ
が
な
か
な
か
実
行
主
き
も
の

一川

て

、

働
く

者

の
心

川

旬

、
首

都

皇

軍

事

町
の
段

の
意
向
で
耳
語
す
る
姿
一
を
み
る
雪
あ
て
も
な
い
・

そ

れ

昔

話

で

は
な
い
・
し
か
も
当
一
時
、
組
合
は

一川

は

強

く

結

び

合

さ

川

務
次
空
し
て
育
っ
た
握
、
騰
に
つ
け
、
な
ん
の
た
め
に
存
在
す
る
場
に
踏
み
と
正
る

Z
決
意
・

童

話

三
百
人
に
指
亀
麗
レ
た

一川

れ

ま

し

た
。

川

県
で
は
あ
る
が
、
近
/
岩
手
の
誌
の
か
が
ピ
ン
と
妻
せ
ん
で
し
た
」

働
く
者
の
心
を

時
点
で
、
再
度
の
賛
成
を
問
う
た

一川

川

中、
心
卸
市
で
あ
る
二
戸
市
(
旧
沼
岡
そ
ん
な
彼
が
周
り
か
円
遥
め
ら
れ

「指
名
解
題
撤
回
の
た
め
の
ス
ト
纏
」

一
川

川

町
)
の
工
業
高
校
に
入
学
・
世
は
ま
て
、
入
社
二
昔
に
労
働
運
動
に
つ

知
り
ま
し
た

を
震
さ
れ
た
と
い
量
由
で
闘
争

一

川

川

さ
に
高
度
経
済
成
長
の
ピ
l
ク
時
、
い
て

学

び

始

め

る

・

「

な

ぜ

な

ら

ば

、

い

く

A
冠
ん
で
の
終
結
を
宣
言・

嗣
さ
は
首
を
萌
ら

一
川

、

尚

可

v
b

川

モ
1
レ
ツ
社
員
を
企
業
が
歓
迎
し
て

「会
話
ど
主
っ
て
利
華
得
金
程
は
指
名
解
胞
を
?
ロ
な
い
だ
れ
た
伸
閲
覧
捻
て
た
の
で
あ
る
・

一
川

コ

持

ザ

川

い
た
時
代
で
あ
っ
た
.
当
然
、
沖
電
る
の
か
、

労
働
条
件
は
ど

A
6っ
て
ろ
う
.
た
だ
、
お
と
か
し
て
い
る
だ
反
対
に
ま
っ
先
に
手
を
さ
し
の
べ
る

一川

j

f

川

気
交
手
不
足
、
全
国
か
皇
呈
あ

一

川

川

高
力
柔
め
て
東
富
定
し
て
い

沖

電

気

争

議

団

一
川

川

た
.

わゆ
か

の

た

つ

や

一ZEm---==-主
主
主
主
三
主
主
主
-
言

語
会
社
を
決
め
る
と
毒

中

野

達

弥

さ

ん

(

部

)

一

入

手

不

足

で

東
京
で
し
か
も
電
気
関
係
の
職
場
な

売

真

司

事

乙
と
か
」

一
t
h
九日行顔つ…一一一一掛ル期比一

あ
っ
と
い
う
聞
に

2
年
間

引
庶
民
刊
誌
は

一
日
十
日

q
w
M
A諮
胸

戸

誌

が

和

四

七

)

容

毎

日

が

勉

強

な

ん

で

す

よ

能

お

じ

四

日

間

一
過
-つ
点
が
雲
・
そ
れ
は
首
を
切
ら
た
だ
き
な
れ
れ
ば
良
い
と

、

警

雲

ん

で

す

・
揺
す

E
自
俸
が
苦

一
れ
た
怒
り
毒
菌
に
表
わ
す
行
動
力
描
い
て
上
京
、
彼
は
と
己
て
沖
電
決
ま
る
か
な
ど
、
そ
れ
は
-
つ
手
く
け
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
」
の
が
雲
の
本
来
の
弱
点
主

「今
ま
で
職
場
の
な
か
で
、
集
「
五
月
二
十
九
日
、
具
合
費
量
は
、

相
手
に
理
解
し
て
き

一
と
、
す
ご
く
マ
ジ
メ
だ
と
い
う
ζ

と
気
の
社
員
と
な
っ
た
・
と
の
持
、
六
こ
と
ば
か
り
で
レ
た
・
も
し
、
私
が
そ
れ
だ
け
に
、
自
分
が
指
名
解
雇
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
・
職
場
で
も
何
を
や
っ
て
き
た
か
と
い
う
乙
と
で

音
楽
裳
に
五
千
人
の
伸
問
が
集
ま
っ
弓
#
~
り
で
精
一
杯
で
す
・
け
れ
戸
湊

だ
・
箆
官
ζ
ん
な
に
マ
ジ
メ
に
レ
た
年
後
に
首
を
切
ら
れ
る
と
は
夢
怨
た
あ
そ
乙
で
学
ば
な
か
っ
た
ら
、
モ
の
さ
れ
た
三
百
人
の
中
に
入
る
と
は
そ
う
で
あ
っ
た
・
と
-PUた
苦
々
し
す
・
仲
間
同
志
の
信
頼
関
係
を
つ
く

て

、
健
た
ち
を
励
ま
し
て
く
れ
た
と
た
ち
は
、
ま
だ
ま
戸
高
罫
」
ん
に
お
ん

の
は
、
い

-2zで
も
な
く
沖
電
気
を
に
し
な
か
っ
た
の
で
奇
句
後
の
歩
む
道
は
こ
つ
し
か
な
か
っ
た
考
え
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
・

三
井

い
依
験
が
あ
る
だ
り
に
、
い
っ
そ
う
れ
な
か
っ
た
そ
の
原
因
と
い
う
乙
と
き
、
準
ょ
に
立
っ
て
容
加
者
ひ
と
り
ぶ
さ
れ
て
い
ま
す
@
常
に
頑
張
ら
な

震

で

し

ょ

う

・

2
つ
は
手
す
り
、

=一
地
闘
争
以
来
、

大

企

業

で

は

二

十

や

る

せ

な

さ

を

覚

え

た

と

と

も

事

で

し

ょ

ゑ

」

天

の

顔

重

た
ん
で
す
・
本
当
に
く
ち
ゃ
と
思
っ
て
ま
す
」

も
う
世
」
つ
は
徹
底
的
に
自
ロ
あ
技
年
ぶ
り
の
指
名
解
胞
に
は
実
・

い
く
ど
一
反

胸
が
あ
っ
く
な
り
ま
し
た
」
勉
強
ぎ
ら
い
な
申
野
さ
ん
が
、
争

術
を
み
が
き
自
立
す
る
と
と
で
し

「ピ
ッ
ク
川
じ
た
と
い

-24り
、
「
合
理
化
が
具
体
的
に
な
っ
て
き

i

l

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
・
ζ
の
ニ
強
固
の
若
者
を
中
心
に

「
乙
ぷ
し
労

た
」

会

社
を
見
る
自
が
甘
か
っ
た
と
い
う
主
ま
す
と
、
職
場
の
雰
囲
気
が
変
つ

し
た
こ
と
か

|
|
年
閣
の
闘
い
で
っ
か
ん
だ
も
の
は
計
働
学
校
」
亭
肉
校
・
そ
の
佼
長
と
し

鞭
職
場
が
豊
て
に
二
年
、
そ
の
後
悔
い
が
残
っ
た
叫
て
い
る
が
分
る
ん
で
す
・
は
じ
め
そ
れ
だ
け
に
、
乙
の

Eは
Z

Eれ
な
い
ほ
ど
大
き
い
・

て
「
童
謡
く
人
間
に
な
ろ
三

也

生
産
技
術
に
移
っ
て
二
年
目
の
十
だ
が
、
悔
い
が
残
っ
た
か
P

ロ
闘
う
は
僕
悲
し
指
皇
居
を
さ
れ
そ
う
尾
を
引
い
て
い
る
・
解
腹
後
、
信
頼

「実
は
沖
電
気
の
首
切
星
震
と
馴
括
・
闘
い
は
ま
さ
に
こ
れ
か
ら

い
V

月
・
会
社
は
不
況
で
赤
字
、
そ
と
で
気
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
・

に
な
っ
た
な
ら
、
重
す
雫
さ
言

・
需
に
よ
っ
て
、
逆
に
今
ま
で
励
た
ど
っ
て
い
妻
?
と
、
そ
の
根
つ
で
雲
・
(
斉
藤
武
夫
)

険
性

人
を
削
減
し
な
い
と
生
き
の
べ
ら
れ
「
闘
う
の
が
当
り
前
だ
と
思
っ
た
っ
て
く
れ
た
伸
聞
が
、
時
間
が
経
つ
ま
さ
れ
て
き
た
だ
り
に
、
そ
の
大
切
子
に
突
き
あ
た
笠
草
す
・
農
業
問
題
'

却

な
い
と
し
て
従
諜
員
千
五
百
人
の
希
の
で
す
・
げ
れ
ど
自
分
一
人
の
み
で
に
つ
れ
て
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
さ
が
よ
り
増
し
て
強
く
な
る
一
方
と
て
問
機
で
す
・
た
だ
全
閣
の
働
く

t
ら

r

問

書

者
を
喜
合
理
化
を
望
へ
し
た
ら
、
雪
く

Eか
っ
た
で

た
」

ぺ

Eて
信
頼
、
警
輸
の
中

仲
間
が
、
き
ま
宣
言
く
れ

詩

行

蔵

案

。

レ
ょ
う
・
肉
体
思
議
神
的
に
も
そ
こ
で
二
十
六

Z中
野
青
年
が
で
、
い
く
警
な
く
涙
議
し
て
き
て
る
か
ど

's・
乙
の
一
電
話
り

V
L内

側

「当
官
、
ど
と
の
職
老
人
手
管
つ
ぶ
さ
れ
て
い
た

Eは
確
実
つ
か
み
と
っ
た
も
の
は
何
か
た

Eか
・

払

え

れ

ば

、

ど

ん

な

に

す

ば

E
い

〈

〈

積

i
z
i
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A
E
-
-
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i
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釦
申
野
さ
ん
の
生
家
は
専
業
農
家
、
農
業
は
、
い
つ
も
衝
の
雲
借
り
れ
た
健
壁
、
生
れ
な
が
お
ス
ポ
を
お
き
、
三
年
間
は
土
ま
み
れ
に
な
高
校
時
代
と
い
在
、
筏
内
三
母
は
た
だ
た
だ
ピ
ッ
ク
け
じ
た
が
、

刊
水
田
を
中
心
に
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
(一
一
た
い
ほ
ど
多
正
き
わ
雪
・
z
侠

l
ツ
好
き
と
マ
ッ
チ
し
て
、
ど
ん
な
っ
て
ボ
1
ル
亭
通
い
か
け
た
・
ま
さ
ソ
ン
大
会
も
思
い
出
の
ひ
と
つ
・
毎
父
に
は
「
農
業
主
昂
り
も
、
そ
の

J
U十
日
間
十
引
開
設
町
賠
M
M
Pカ

ト

純

計

九

日

間

川

口

訪

れ

れ

M
H
伎
町
一
昨
日
時
計
τ
軒
当

さ
ん
が
上
京
す
る
頃
は
、
も
品
つ
い
た
・
実
際
は
手
伝
わ
さ
れ
た
と
い

生

れ

な

が

ら

の

ス

ポ

ー

ツ

好

き

年
の
時
に
十
番
と
な
っ
た
・
と
聖
し
て
く
れ
た
・

て
は
い
な
か
っ
た
・
現
在
は
措
置
鶏
を
っ
た
方
が
事
実
き
も
知
れ
な
い
・
頼
回
で
も
と
と
す
器
用
さ
ぷ
ロ
τ
奨
に
高
校
時
代
は
サ
γ
カ
1
な
し
で
語

首

を

切

ら
れ
て
間
も
な
く
、
事
実

中
心
に
営
な
ん
で
い
る
・
そ
の
た
め
か
、
乙

-p
uて
鍛
え
ら
郷
・
高
校
時
代
は
サ
ッ
カ
ー
部
に
籍
れ
な
い
・
亭
菌
舎
に
い
る
両
親
に
報
告
し
た
・

( 3 ) 

闘うのがあたりまえだと思ったー中野さん

品抗
、，~/_~

，%~.~~ 

.~~‘ 

苦
労
さ
れ
た
人
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う

ね
.
山
本
さ
ん
も
待
閣
を
や
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、

私
も
臼
に
十
件
ぐ
ら
い
オ
ル
グ
一
し
ま
す
・
オ
ル
グ
先

で
一
冊
で
も

「本
」
が
売
れ
た
り
す
苧
ζ

、
本
当
に

A

託
し
い
で
す
.
が
ん
ば
っ
て
一
日
私
単
く
職
甥
に

戻
り
た
い
で
す
.

善正さん
(60) 
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さ

脱

ω

録
小
収

縮
が
短

ω

幅
四
る
の
い

明

工
て

門

大
れ

叩

伊藤

私
は
、
昭
和
十
四
年
に
神
電
気
に
入
社
し
、
途
中

昭
和
十
七
年
に
応
召
さ
れ
て
満
州
に
行
き
、
御
円
同
後

も
沖
電
気
で
働
い
て
い
た
と
ζ
ろ
、
入
社
三
十
九
年

目
で
解
印
さ
れ
ま
し
た
.
昔
も
今
も
、
働
く
者
の
権

利
を
二
枚
の
紙
切
れ
M

で
寧
っ
と
と
は
許
茎
串
せ

ん
.
山
本
さ
ん
に
は
、
五
回
程
面
会
し
て
い
キ
ま
え

お
溜
が
好
き
で
、
そ
れ
恥
訟
の
好
き
な
焼
函
で
あ

る
.
戦
前
か
ら
の
活
動
家
で
、
ど
の
話
も
、
世
の
中

を
見
通
す
力
が
あ
っ
た
.
少
レ
づ
っ
酔
い
な
が
ら
も

焼
酒
の
需
萌
さ
の
よ
う
に
明
る
か
っ
た
.

そ
れ
に
し
て
も
、
七
十
七
歳
ま
で
、
見
訴
に
、
労

働
者
と
し
て
、

一
開
花
生
き
ぬ
い
て
い
る
.

山
本
先
輩
は
、
わ
た
し
た
ち
の
心
の
支
え
で
あ
り

大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
.

~iw 小 説
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あ

の

娘

か

わ

い

い

よ

川

オ

ル

グ

に

行

コ

カ

ナ

川

口
E
R
M
i

『

咽

h
.

.

 
温
州
』

a-vnMFメ
円
以

河

川

区
間
斗
明
半
身

位

制

川

喝
d

・・・・F
2
，
〆
?
¥
、

e
R
，

司

会

岡

W
4

・
E
E
E
F

J
鮪

…

F
陥
幽
圃

---F
弘

川

伸
電
気
争
議
団
官
岡
崎
支
部
五
人
衆
組
は
、
と
聞
い
た
ら
、
俺
は
て
っ
き

川

の
飯
年
少
。
高
崎
の
ホ
l
プ
(
と
い
り
争
犠
団
が
容
闘
を
ど
う
闘
う
か
方

川

わ
れ
て
も
う
二
年
)
、
ト
イ
レ
に
行
針
亭
畠
副
総
す
る
だ
け
だ
と
思
っ
て
い

川

か
ず
に
仕
事
を
す
る
と
い
う
そ
の
勲
た
」
と
い
品
種
、

問
題
を
正
面
か
ら

意
は
会
社
も
認
め
た
ほ
ど
.
行
随
、
見
つ
め
る
.
う
か
な
」
、
な
ど
と
耶
務
震
惑
す

川

オ
ル
グ
と
な
る
と
其
先
に
と
び
出
レ

「指
名
解
胞
は
併
せ
な
い
」
と
し
っ

(そ
の
阪
の
方
が
よ
っ
ぽ
ど
か
わ
い

川

9
月
初
日
、
伸
也
長
争
議
団
高
崎
住
所
H

群
馬
県
高
崎
市
飯
塚
7
3
て
行
き
、
っ
か
れ
も
い
と
わ
な
い
・
か
阿
見
つ
め
る
彼
、
〔
眠
っ
て
い
る
い
、
あ
る
雑
誌
の
変
紙
に
の
っ
た
ほ

川

支
部
(
群
馬
)
に
、
事
務
所
が
で
き

3
の
1
、
T
E
L
0
2
7
5
l引
ー
そ
の
背
年
ら
し
い
一
直
線
な
思
考
、
の
で
は
と
い

-2つ
わ
さ
も
多
也
が
)
ど
)
職
場
に
も
ど
る
そ
の
日
ま
で
、

ま
し
た
。
本
庄
地
区
(
感
主
)
の
プ

1
2
6
2
.
伸
電
気
争
議
団
高
崎
支
フ
ァ
イ
ト
は
(
時
々
ド
ジ
を
し
な
け

浮
い
た
う
わ
さ
も
ち
ら
ほ
ら
と
、

彼
は
今
日
告
且
っ
す
ぐ
に
す
す
ん
で

川

レ
ハ
ブ
2
階
建
に
つ
づ
く
2
番
目
の
部
.

れ
ば
)
紫
附
ら
し
い
.

「
東
京
争
議

(あ
れ
ば
い
い
の
に
)

「あ
の
娘、

ゆ
く

酬

も
の
で
す
・
広

喜

市

坪

で

、

空

襲

黒

雲

」
に

診

加

し

て

、

感

か

わ

い

い

よ

、

又

、

オ

ル

グ

に

き

受

賞

鐙

戸
)

川

席
で
犯
の
会
議
室
も
あ
る
立
派
な
事

2
4
2
5
i
ι
-
e
t
i
-
-
T
i
Z
2
2
2
・

;
と
2
5
2
:s士
一
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7

z
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7

z

e-
-
7
3
z
i
-
-
=
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7
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Z
e
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川

警
は
、
こ
れ
ま
で
の
個
人
宅
で
の

2

吋

一

学

習

g一一
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ャ

ド

カ

立

事

務

所

よ

り

雲

者

も

グ

時
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玉

川一

va
陪
日
町
四
三
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ン
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増
え
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五

¥
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F
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と
は
、
高
崎
地
区
の
5
人

の

争

犠

固

守

、
一

;
E
-J
2
3
J日
政
勝
弘
通
珂

aa一
色

ご

を
大
い
に
励
ま
し
て
い
ま
す
.
な
お

叡
ト

ME
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t
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一一丈
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邑

園

調

和

r
E
E
F
‘
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臥

ζ
の
富
郁
喜
務
禁
続
襲
基
霊
金
を
霊
広
/義

参

主

鈍

弓

ゼ

ι
2
肥号奇
れ諸渇諸珂，弓誼岨.

綱

Jし主
て
そ

zの資室
金
奪
で
忘
の
襲
富
主t函雪由望さ

証
官
弘
接
炉
一
玉
山1山山一臨静F
&ミ
、
咽
讃
h
臨
溺
肱

w温温
刊
尉
酵
E陸開
蘭

れ
、
現
在
、
群
馬
高
教
組
な
と
が

m
-
-
-
F』
聞

説

幽

圃

‘

対

lhM--EE広
届

個

哲

盲

目

川

敏

凶

体

が

熱

い

連

帯

を

示

し

て

い

ま

圃

・

・

・

・

司

d
u
r
O
M
-
-圃
・
園
M
L
唐
活
収
可
ヌ
雌
闘
・
・
圃
固
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
司
君
慣
習
め
冶
岨
圃

す

。

全

国

の

伸

聞

の

み

さ

ん

の

御

劃

E
.，
掴

E-m
悶凶・・
grku----------胴丸
rL'E

支

墜

を

よ

ろ

し

く

お

ね

が

い

し

ま

晩

秋

の

い

左

妻

、

歴

史

の

香

小

さ

な

子

供

遠

か

ら

少

レ

長

く

人
生

ま
る
で
、
紅
葉
の
ト
ン
ネ
ル
で
て

.

す

・

近

県

の

み

な

さ

ん

の

激

励

訪

問

品

一

杯

の

鎌

倉

五

E
て
み
ま
を
歩
ん
で
乙
ら
れ
た
方
ま
で
誰
で
も
頂
上
に
あ
る
公
園
で
の
弁
当
は
最
川

も
ぜ
ひ
.

せ
ん
か
.

気
軽
に
寄
る
コ
l
ス

ば

か

り

で

す

司

喜

子
H

お
に
ぎ
り
M

を
)、
川

紅
や
貨
に
色
づ
い
た
樹
々
を
な
が
が
、
こ
乙
で
は
私
の
好
き
な

『葛
原
お
金
を
洗
'?ζ
二
倍
に
な
る
と
い

川

め
な
が
ら
、
結
有
援
を
踏
み
し
め
て
ヶ
岡
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
l
ス
』
を
紹
介

わ
れ
て
い
る
銭
洗
弁
天
の
清
水
で
お

山

歩
く
鎌
倉
の
道
は
、
日
頃
の
疲
れ
を
し
ま
す
・
北
鎌
倉
か
ら
霊
山
公
園

金
主
-
一語
、
置
の
中
も
、
お
さ

川

静
か
に
い
や
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
ふ
銭
洗
弁
天
↓
大
仏
と
い
う
、
と
て
い
ふ
の
中
も
ホ
ク
ホ
ク
.
そ
乙
か
ら

川

う
.鎌
倉
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
l
ス
は
、
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
コ
l
ス
で
す
.(
所
初
分
で
も
大
仏
殿
、
長
谷
寺
に
普
き

川
ー

、

.

拶

有
時
間
、
休
憩
舎
ま
ず
ゆ
っ
く
何
券

辛
子
・
時
間
が
あ
っ
た
ら
、
ユ
ヅ
タ

刷

、

‘

岬

い
て
約
一
時
間
三
十
分
)
リ
ノ
ン
ピ
リ
と
江
ノ
島
ま
で
行
っ
て

川

、

ま
ず
北
鎌
倉
駅
手
ほ
の
円
覚
寺
で
み
る
と
良
い
と
忠
い
ま
す
・

鎌
倉
際
問
の
典
型
で
③
岳

「聞
係
」
歩
考
ま
で
に
、

鎌
倉
大
仏
殿
高
徳

川

金
利
殿
で
n
あ
あ
、
乙
ζ
は
鎌
倉
u

院
の
拝
観
料
は
首
円
・
大
仏
の
中
に

川

と
l
ス
タ
ー
ト
.
次
は
道
を
隔
て
て
入
る
の
に
二
十
円
か
か
的
手
品
す
.
北
川

反
対
側
の
縁
切
的
品守
、
又
は
駆
け
込

鎌
倉
へ
の
交
通
は
国
鉄
側
須
賀
線

州

事
と
知
ら
れ
る
東
慶
寺
で
極
の
江
が
便
利
で
す
.

(大
島
乳
耐
用
保
育
園

川

を
.源
氏
山
ま
で
の
小
さ
な
山
道
は
、
隣
国
恕
寸
舵
)

川

(4 ) 

三
多
摩
集
会
に

高
催
さ
れ
、
二
百
七
+
人
が
患
っ
て
い
る
・
農
民
、
婦
人
|
士
べ
て

北

海

道

や

が
一
杯
需
要
潟
県
、
全
国

し
、
八
王
子
工
場
か
ら
解
履
き
抗
た

の
人
が
革
キ
繕
ぶ
核
と
な
り
、
家
族

各

地

の

労

組

や

「会
員
」
の
み
な
さ

二
百
七
十
人

支

を

罪

抑

υよ
げ
勝
利
へ
と
つ
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る
み
の
大
き
菌

四

固

ま

で

l

ん
の
と
乙
ろ
へ
立
寄
っ
た
時
は
、
熱

神
電
気
の

之
量
化
」
が
新
朗
報

品
謹
も
う
」
の
大
会
ア
ピ
ー
ル
亭
熱
い
を
起
そ
乏
そ
の
先
頭
に
統
一
労
「
元
気
で
が
ん
ば
れ
よ
、

交
通
事
い
必
掃
を
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
レ
ま

・

泊
さ
れ
た
の
が
、
一
昨
年
十
月
三
日
.
い
連
帯
の
拍
手
で
傾
聴
し
ま
し
た
.
組
懇
は
立
つ
」
と
力
強
く
容
加
者
に
故
は
起
す
な
よ
」

の
声
優
に
送
ら
れ
ず
.
行
商
部
で
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
、

闘
い
も
孟
自
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
と
の
安
置
の
後
置
依
の
統
一
労
組
話
し
か
け
共
感
を
え
ま
レ
た
.
雲
て
、
年
霊
園
行
商
隊
は
、
北
極
道
、
生
鰹
節
、
ド
ラ
エ
モ
ン
お
は
よ
う
セ

た
.
+
角
八
日
に
は
八
王
子
労
政
会
怒
笠
置
時
人
代
表
、
安
田
治
雄
さ
で
は
十
三
万
余
円
の
募
金
も
集
ま
}
嵩
四
国
、
山
脇

l
出

の
三
組

ょ

、

な

ど
を
用
意
レ
て
、
全
体
で

館
で
「
叩

・
8
は
げ
ま
す
集
会
」
が
ん
が
特
別
純
一
闘
を
行
い
早
期
働
者
の
り
、
二
年
自
の
闘
い
は
轟
に
す
べ
に
分
か
れ
+
舟
八
日
、
出
号
ま
し
一
億
円
の
売
上
淳
首
領
に
し
て
い

「支
媛
す
る
会
」
三
多
摩
支
部
主
催
果
す
役
割
は
、
ま
す
ま
す
大
き
く
な

り

た

し

ま

し

た

.

た

.

ま
す
.
年
末
撃
証
で
は
、
昨
年
実
績

財
政
確
立
と
宣
伝
の

n
二
つ
の
任
の
四
百
万
円
の
倍
以
上
、
一
千
万
円

替
セ
持
つ
鹿
賀
M

と
H

不
宗
と
期
待
H

宇
目
ざ
レ
、
「
支
複
す
愛
吉
」
が
中
心

行
商
売
上
げ
一
億
円
・
カ
ン
パ

一
千
万
円
を
め
ざ
す

第 19骨

ワ
ァ

l
イ
俺
達
の
夢
(
漏
)

事
務
所
が
で
き
た
ぞ

1 9 8 0年 11月 1日

喋 ⑩

之
毛
み

ιι
暗
号

4μ

セ

企
む
山
町
せ
れ
は

、
ス

ト

ケ

シ

に

帯

ご

与

く

之

毛

二
G

k

d
ヒ
表
ん
/

に
な
り
、
友
人
、
知
人
に
幅
広
/
訟

季
、

闘
い
を
支
名
岳
山
間
政
づ
く
り

に
全
力
で
と
り
く
を
a
し
よ
う
.

が
ん
ぼ
っ
て
こ
い
よ

占企 AJ 句 o;J ~ @ @ 品

8 季大を 1 べ(~ それ

3 鎌倉へあMd
が
ん
ば
れ
沖
電
気
の
仲
間

(第
川
且
可
の
解
答
で
す
)

園
園
圃

《胴
箸
v

・・2
二
mm
岨
会
同
玉
企
3

三
金
A
M

問
柑
企
4
ニ
飛
成
企

2
一五

企

1
-
一岡崎品問伽
V
-
2
-
一歩
A
1
一

千

1
4
3
一
屯
ま
で
卜
.
手
拍
.

48 

9
月
刊
日

本
庄
第
竹
田
裁
判

9
月
時
日

「撤
回
さ
せ
愛
吉

鈍
ム
回
大
会
」
開
催
.

9
月
げ
白

神
電
気
本
社
前
、

犀
悼
み
一抗
稽
集
会
.
光
陽
印
刷

労
組
の
定
期
大
会
で
訴
え

9
月
四
日

神
電
争
犠
団
高
崎

支
部
郁
務
所
ぴ
金
t
.

9
月
引
白

「ζ
ぷ
レ
労
働
学

校
」
修
学
旅
行
.
 

.
 
9
月
H
日

八
王
子
第

ω田
毅

判
.
全
金
力
コ
支
部
の
目
立
本

社
臨
縁
集
会
に
彰
加
.

9
月
刊
日
日

「支
鐙
す
愛
云
」

定
例
幹
事
会
.
情
豊
京
地
評
大
会

議
前
で
霊
行
動
.
小
学
館

社
前
髪
置
に
参
加
.
江
戸
川
区

で
婦
人
交
流
会
.
大
和
織
縫
産

業
(
倒
産
)
の

gzす
集
い
に

歩
加
.

9
月
白
日
理
化
電
機
決
起
集

会
に
参
加
.
テ
レ
ビ
羽
田
労
組

定
期
大
会
で
訴
z
有

日
の
丸
自

動
車
労
組
大
会
玄
訴
=
有
日
産

厚
木
争
蟻
図

一
周
年
集
会
診
加

9
月
幻
自

'Zι
と
え
喫
茶
開

催
.

9
月
日
回
全
日
自
労
定
期
大

会
で
訴
え

ヲ
月
刊
日
日
本
テ
レ
ビ
木
村

解
庖
事
件
の
8
周
年
集
会
参
加

同
月
1
日
ホ
テ
ル
ニ
ュ

l
ジ

ャ
パ
ン
労
組
決
起
集
会
に
容
加

マ
ッ
ク
ス
労
組
の
西
陣
社
前
集

会
に
参
加
.

日
月
2
日
日
本
ゼ
オ
ン
の
集

会
に
容
加

同
月
5
日

目

立
争
犠
団
の
総

決
起
安
定
書
加
.
デ
ー
タ
シ

ョ
ウ
の
診
加
者
に
立
恨
行
動

同
月
7
自

仮
橋
区

(東
京
)

統
一
職
場
集
会
に
診
加

(ぬ
カ

所
)
叩
月
8
日

全
国
オ
ル
グ
出
発

八
王
手
支
援
す
愛
薬
会

日
月
9
目

ニ
チ
モ
ウ
キ
グ
ナ

ス
労
組
と
の
大
会
交
流
会
惨
加

叩
月
日
日

東
京
電
力
総
行

動
、
出
版
記
念
集
会
に
診
加
.

叩
月
刊
日

墓
京
第
8
自
殺
判



， 980年， 2月 1日
5万人の「支復する会」を

私たちは生きる抱利、働〈相国lを守るためにがJl"

電気の仲間を物心両面からliiIJまし、必ず勝刺させ

たいと思います.因瞳な長期の闘いも予怨されま

すので、一人でも多くの方がこの F会」に加入し

全甑勝利を闘いとるまでと支援くださるよう心11'
らよびかけます。('支援司る会」 よびかけより)

会費 :1ロ2∞円/月

発

行

所

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

支援する会事務局

事務所東京都港区三回

3 -2 -20 
電話の3)451-3515

郵便口座 口座番号

東京6-75240 
加入者名 仲電気の不当解阿

を撤回させる会

間万

1 980年

12月 1日

20 第

第 20骨}
 -

(
 

心は奪えない

1
1」
叩

遵
量
ニ
大
メ
ー
カ
ー
の
一
つ
三
池
争
議
以
来
、
約
初
年
ぶ
り
の
建
設
な
ど
園
山
富
解
雇
の
ね
ら
い
三
千
の
茎
努
組
や
、
一
万
人
を

一

渇

一

…

躍

Z
(
本
社

妻

、

三

指

名

解

雇

で

す

・

が

、

童

家

を

排

除

し

き

労

と

き

「
産
す
雲
」

に
支
え

一

湖

一

山

霊
室
長
、
約

一
万
=
芋
人
)

そ

の

後
H

企
業
話
伊
は
ど
こ
働
者
を
い
っ
号
己
め
つ
け
、
も
ら
れ
て
、
企
業
に

「
首
切
り
の
自

一

節

一

…

叫

「

経

営

危

警

」

「

人

が

あ

ま

〆

〆

〆

〆

〆

〆

ノ

白

露

を

与

き

な

f
生
き
る

一

電

一

一

τ
て
い
る
」
と
一
称
し
て
、
千
五
百

沖

電

気

指

名

解

雇

徹

回

闘

争

と

は

覇
、
働
く
覇
を
守
ろ
う
f
と

一
沖

一

白

人

の

「

希

望

露

五

警

襲

全

力

で

一

臓

器

壁

書

し

て

宮

「
|

L

m

乙
の
あ
と
退
職
強
要
に
応
じ
な
い
へ
や
ら
、
史
上
般
商
の
利
益
、
じ
う
り
を
ふ
一
や
す
ζ
と
に
あ
っ
た
こ
闘
し
て
い
ま
す
・
な
お
、
裁
判
断

残

業

、

残

業

で

す・

自

分

の

娘

よ

り

重
は
雲
が
な
い
の
」
と
聞
か
れ

一

一二百
人
に
、
建
員
、
署
解
百
人
以
上
の
震
用
、
九
州
に
百
と
柔
し
て
い
ま
す
・
現
在
川
名

君
、
柾
人
測
定
入
り
、
事

問
月
間
目
、
議
選

『議

災

、

事

に

困

っ

た

苦

つ

で

す

・

司

直

言

円

・

K

E

F

三

年

E

E

E

z

t

E

骨
D
E
E
5
3
5
2
J
、
勺
議
階
を
む
か
え
て
い
ま
す
・

ク

タ

ク

タ

票
増
加
し
て
い
る
辰
居
、
事
業

安

し

賃

金

で

低
賃
宇
長
時
盟
業
を
な
く
す

mit--Zsig---jflits-titti--i

つ
受
注
票
指
定
、

人
員
菜
謀
、

「合理
能

」
を
積
極
的
に
電
機
重
量
賃
金
で
喜
で
す
に
は
、
労
働
者
が
団
結
で
き
る
組
益
を
ど
-つ
や
っ
て
出
す
か
、
小
グ
ル
銀
雇
込
み
と
す
る
」
「
就
業
前
に

ど

う

に

か

っ
て
い
き
、
自
り
を
強
円
レ
た
進
め
、
人
員
削
減
な
ど
の
無
理
が
事
が
活
気
は
ピ
カ
一

・
今
季
、
冬
の
合
溜
動
量
ま
れ
て
い
ま
す
・
-
プ
で
の
自
主
官
憲
制
を
強
め
る
全
頁
で
体
織
を
や
れ
」
|

l
・
女
子

童
話
、
人
草
木
足
を
噂
つ
為
に
故
に
つ
な
が
っ
て
い
る
』
と
発
表
し
亘
書
、
益
五
万
円
喝
史

沖

電

気

に

量
だ
と
の
E
で
す
・
そ
の
為
に
の
生
休
取
得
も
語
ダ
ウ
ン
・
壊

し

な

く

ち

ゃ

沖
関
連
会
社
や
社
外
ヱ
・
ア
ル
パ
イ
て
い
ま
す
が
、
沖
電
気
に
恥
藍
督

・

上
陵
高
百
億
円
の
照
牢
ム
吉
社
は
、
ど
は
全
て
の
労
働
者
が
会
祉
の
意
の
ま
で
は
自
由
に
物
が
言
え
な
く
て
一
、
ィ
あ
ち
ζ
ち
の
沖
電
気
の
職
場
か
ら

ト
の
多
号
し
て
い
ま
す
が
、
従
業
指
導
の
強
化
を
望
み
た
い
も
の
で

ζ
ま
で
も
、
喜
一
義
の
さ
2
で

憲

法

を

ま
に

5く
て
は
い
け
な
い
、
と
キ
が
つ
ま

2
2・
長
い
間
、
先
「
会
社
は
や
り
す
ぎ
だ
、
と
足
か

民
の
残
探
勝
聞
は
地
加
の
一
途
で
す
・
沖
電
気
が

「

人

よ

り

繊

械

が

す

・

今

、

伸

電

気

は

来

年

の

沖

・

百

年

4
霊
は
「
議
団
の
ピ
ラ
は
受
り
ζ

鎧
労
働
者
が
血
と
汗
で
替
口
取
っ
た
し
な
く
ち
ゃ
、
殺
さ
れ
る
」
の
声
・

す
・
あ
る
設
計
部
門
の
人
は
、
百
五
回
き
と
言
っ
て
解
屈
し
た
こ
と
も
日
歳
の
沖
電
労
働
者
は
「
自
分
の
に
む
け
て
「
M
l
一
O
O」
な
る
遮
る
な
」
「
争
銭
面
の
集
会
に
容
加
の
諸
掴
絢
や
憲
法
も
守
ら
な
い
沖
電
気
が
ん
ば
る
、
伸
憶
保
争
犠
聞
の
仲
間

十
時
間

ωも
の
残
業
で
家
に
も
あ
ま
許
せ
な
い
・

線
よ
り
低
い
賃
金
で
、
空
さ
ん
の
動
を
展
開
中
・
さ
ら
に
百
億
円
の
利
公
休
は
認
め
な
い
」
「
給
程
全
員
、
の
無
掌
辞
す
ζ

と
は
で
き
な
い
・
へ
の
期
待
も
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
・

的
帰
れ
な
い
の
で
、
子
供
の
教
育
に

-E-Ez--===一一一一一一一一
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賠

恕

山

れ

い

と

別

居

生

活

、

家

庭

が

破

一

駿

駿

レ

険

刻

創

趨

闘

瞳

隠

開

雌

闘

腿

醐

て

く

れ

た

多

く

の

伸

閥

の

お

か

げ

で

学

校

の

人

や

日

本

海

の

海

辺

の

信

用

た
章
一
そ
ま
す
-

H

企
業

フ

ァ
ン
ス
ム
H

に
打
ち
勝

っ
た

一

韓

関

圏

圃

す

雪
の
気
専
一
杯
で
す
」
金
哲
人
た
ち
が
害
て
く
れ
た

労

災

も

芝

信

金

の

た

た

か

い

を

一

B
EF
畿

圏

蹴

麟

|

一番
つ
患
っ
た
乙
と
は
E
で
す
」

f

陰
・
・
・
・
・
・

E
w

d翻
幽
・
留
国
圃
・
圃

「
引
年
5
月
頃
か
ら
7
月
C
歪革

l
t職
場
に
も
と
っ
て
か
ら
の
抱

急

増

し

て

み

ん

な

の

も

の

に

プ

ド

邑

・

・

・

F
泊

四

副

闘

で

の

間

仕

事

を

ほ

さ

れ

た

走

車

ω月
、
伸
也
氏
高
崎
工
場
で
品

h・
・

司

令

ヨ

4

，-P4・
・
い
や
哲
せ
暴
力
が
毎
日
続
い
た

「
職
場
の
中
は
き
び
レ
い
状
態
が

出
動
の
格
差
ま
な
く
社
内
の
手

・

・

圃

圃

・

・

・

な
ど
の
解
決
金
と
し
て
金
一
封
(
約

・

・

・

・

，
剖

-a咽
aE

Jです
」

ま

だ

続

い

て

い
ま
す
が
、
ま
在
事

洗
い
腸
で
一
突
然
の
死
亡
有
益
で

・

e溺
開

園

圃

圃

四
億
三
一
千
万
円
)
宝
章
う
、
き
掴
・

・

聞

'

;

〓

r

制

可
ー
ど
ん
な
い
や
が
ら
せ
が
あ
っ
を
き
ち
ん
と
党
-
き
た
め
に
が
ん
ば

喜
一
人
宮
「
心
不
全
」
と

圃

範

凋

回

国

自

5し
暴
力
行
為
ま
で

44

・
F
ミ

G
J潤
F
B
E
g
-
i
zあた
皇
え

の
E
で
す
・

2で
は

童

謡

開

祖

掴

週

行
い
、
労
働
貫
会
の
係
書
一
件
だ
〆

盆

圃

-F
1

4
a、.
‘
瞳
「
自
分
の
鍛
く
ら
い
の
事
一
昔
の
E
を
あ
た
り
ま
え
と
し
て
や
っ

の
死
亡
が
地
え
て
こ
乙
数
ヵ
月
だ
け
京
暢
臨
調
関
崎

、

り

で
二
十
重
量
し
て
い
た
不
当

.uwaa---E可
1J

d眠
か

ら
一
警
ひ
っ
ぴ
ら
れ
た
り
、
腕
で
て
い
童
す
」

で
=
一
件
も
あ
り
、
生
命
保
険
重
の

E圃
闇

臥
圃

E
労
働
行
為
の
デ
パ
ー
ト
書
金
に

'
¥
i

f

-

-園
調
調
つ
つ
か
れ
パ
パ
ア
や
め
ろ
H

と
い

|

家

族
の
人
た
ち
は

富
者
主
い
て
い
る
の
だ
そ
う
で

・

E
E
E劃
圃
対
し
て
、
審
問
古
書
覇
の
権

一

a

a圃
睡
眠
わ
れ
た
り
、
そ
れ
は
も
う
聖
書

「
著
い
は
母
、
娘
が

E

圃
園
田
園
間

閉
幽
盟
国
圃

・

利
ま
で
認
め
さ
せ
て
全
面
勝
利
を
か

J
L
a--m爵
院
に
レ
て
暴
力
を
ふ
る
い
き
さ

つ
て
い
る
惑
い
ζ

と
し
て
な
い
の
に

圃
圃

E
E
--
も
と
っ
た
意
義
は
大
き
い
も
の
で

沖

争

議

団

の

|
そ
ん
な
こ
と
哲
ら
れ
で
も
題
し
た
の
は
許
せ
な
い
ま
と
同

.....
 
，幽M・
・
・
・
・
・
・

す

が

ん

ば

的

品

掛

け

ら

れ

た

の

は

じ

気

持

ち

で

応

鐙

し

て

く

れ

ま

し

川
副

E
什

7
1
2一千
人
)
は

育

て

の

親

た

「
男
は
一
一
言
問
誠
実
に
勤
め
た
・
そ
ん
草
に

書

籍

は

、

昭
和
四
十
三
年
九
月
に
従
組
に
対
す
沖
電
気
の
指
名
解
胞
が
、
強
付
さ

っ

て
き
ま
し
た
金
践
の
常
識
に
耳
を
娘
は
正
し
か
っ
た
生
本
当
に
涙
が
止

制

撤

回

さ

せ

る

る
介
入
事
め
分
裂
さ
せ
、
さ
ら
に
れ
る
や
、
ま
っ
先
に
駆
け
つ
け
て
く

ば

ん

か
さ
な
い
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
な
や
り
方
ま
ら
な
い
ほ
ど
事
ん
で
き
え
き

円

墾
力
に
よ
る
組
合
つ
ぶ
し
、
話
全
信
労
襲
警
一
人
残
ら
ず
量
れ
た
の
が
、
著
書
留
・
労
働

ヨ

ん

さ

に
、
負
け
て
は
い
け
な
い
、

ζ
ん

な

さ

時

は

わ

一

口

紅

詰

目

前

日

前

日

誌

が

綜

問

時

山

口

計

約

一

山

訂

作

目

E
が

丘

駐

日

間

町

時

日

ド

一

引

伸

要

争

替

の

人

た

ち

へ

弘

詰
(
山
本
車
浴
室
長
、
=
一
十
九
ラ
ィ
、
ぁ

Sる
波
警
加
え
ま
撃
援
団
と
レ
て
、
ま
た
労
働
者
の

一イ一

と

4
4

ば

皇

し

た

」

「

七

十

一

人
と
人
数
主
く
大
変

抗

人
)
は
、

十

月

十

音

全

面

勝

利

し

た

・

書

と

し

て

、

時

に

は

事

務

所

に

寝

一

口

一

日

み

ま
た
、
他
皇
后
で
蓄
を
つ
け
て
だ
と
思
い
ま
す
が
苦
し
い
E
つ
ら

此

東
京
都
労
蚕
立
ち
合
い
の
を
で
金
こ
れ
に
対
し
つ
企
業
フ
ア
ン
ズ
泊
包
装
予
よ
白
需
要

E

1

若

い
る
人
た
E
毎
日
あ
つ
ま
っ
て
励
い
E
本
容
を
出
さ
い
本
当
の
団

副

閣
と
の
和
解
勘
定
を
成
立
さ
芸
ム
H

を
許
し
て
は
大
変
ょ
と
し
て
喜
重
る
と
き
、
喜
金
の
伸
間

一

川

一

、

般

ま
し
合
い
ま
し
た
・
必
争
喜
の
結
を
作
主
げ
で
下
さ
い
・

明

主

義

組

重

に

金

融

、

震

毒

じ

の

献

身

控

室

を

忘

れ

る

こ

と

一蜘
一

日

輸
が
広
が
り
、

ζ
ん
義
富
対
童
書
切
り
に
対
す
る
怒
り
を

出

襲
撃
二
年
、
暴
力
が
は
じ
霊
園
の

3る
富
の
仲
間
が
は
、
で
差
い
・

一割一

1

長
〈
続
か
な
い
と
、
思
っ
た
か
ら
で
忘
れ
草
く
の
人
の
型
壁
共
感
が

固

ま
っ
て
以
来
七
年
ぶ
り
の
解
山
内
結
終
U
ま
し
た
・
解
居
者
十
』
大
全
神
電
気
の
伸
聞
に
芝
借
金
の
勝
利

「
L

す
」

え
ら
れ
る
よ
-2Lが
ん
ば
っ
て
下
さ

輔

内

容

は
①
解
雇
+
支
全
員
の
解
員
が
戦
列
の
先
頭
に
苦
抗
議
行
の
乙
と
高
く
と
「
百
車
く
芝

l
Eか
っ
た
E
は
い
・
ま
た
、
闘
い
は
毎
日
毎
日
朝
か

明

雇
撤
圏
、
職
場
復
帰
、
そ
の
他
の
諸
聖
書
行
商
を
成
功
さ
せ
、
今
回
信
金
の
闘
い
を
引
継
喜
展
さ
せ
る

1
1盤
旬
さ
ん
全
員
験
場
復
帰
本
「
自
分
の
E
と
し
て
駅
頭
で
ピ

p
z
z
aで
が
ん
ば
急
く
て
は
い
り

処
分
撤
回
②
寅
金
、
昇
格
差
別
の
是
の
勝
剰
と
な
っ
た
も
の
で
す
・
よ
-2に
な
内
乏
い
」
と
・
出
足
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
レ
た
・
弓
毛
ま
い
て
く
れ
た
り
、
抗
犠
照
会
な
い
日
が
続
き
ま
す
の
で
・
家
旗
の

正
③
団
体
交
渉
担
、
臓
場
で
の
諸
栂

「正
義
は
必
ず
勝
利
す
る
」
こ
と
芝
一
塁
の
み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら

「
あ
り
が
と
う
と
ざ
い
ま
す
・
乙
に
多
加
し
て
く
れ
た
り
レ
て
支
鐙
し
人
た
ち
に
わ
か
っ
て

b
p乏
ょ
う

利
の
確
立
@
被
解
雇
者
へ
の
末
払
い
を
実
証
し
て
く
れ
た
芝
信
の
み
な
さ
も
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
・
ん
な
ひ
ど
い
と
と
は
許
さ
れ
な
い
て
く
れ
た
伸
間
が
た
く
さ
ん
い
た
ζ

に
話
し
合
い
も
必
要
で
す
・
が
ん
ば

賃
金
、
賃
金
差
別
塁
止
へ
の
潤
及
分
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
・
と
、
自
分
の
と
と
の
よ
う
に
支
綾
U

と
、
全
国
オ
ル
グ
へ
行
っ
て
山
奥
の
っ
て
下
さ
い
」
(
中
村
光
子
)

人

よ̂

ら
し

「
合
理
化
」

ひ
ろ
が
る
反
発

d
m年
旧
月
幻
自

l

」
夜
の
ニ
ュ
ー
ス
は

t
曹
、

突
然
の
長
島
巨
人

E
Z軍
監
督
の
解
任
を

む

調

一
斉
に
霊
長

畑
、

EHF戦
、
平
和
の

m
-

a
p
t
a，話
会

主

義

辺
町、

調
議
さ
れ
が
ち
だ
っ

守
た
.
V
我
が
耳
を

疑
う
よ
う
な
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
ニ

A
l
ス
は
数
日
後
に
起
き
た
.
王

選
草
の
引
退
で
@
句
仰
争
議
団

で
も
「
な
ぜ
急
に
辞
②
也
必
要
が

あ
っ
た
の
か
」
と
大
討
論
に
な
っ

た
.
あ
る
人
は
「
長
島
の
次
の
監

筒
は
自
分
だ
と
思
っ
て
い
た
の

に
、
藤
田
監
督
に
な
り
、
お
も
し

ろ
く
な
く
取
引
き
し
た
結
果
だ

と
」
「
イ
ヤ
、
裂
し
い
引
、
場
、
あ

る
」
な
ど
な
ど
V
王
選
手
は
マ
ナ

ー
も
立
京
と
定
評
だ
が
、
百
年
に

一
人
と
い
主
力
者
、
あ
の
フ
ラ

ミ
ン
ゴ
打
法
は
会
也
界
の
ア
イ
ド

ル
で
あ
る
.
な
に
か
典
前
に
さ
み

レ
い
惣
い
が
す
る
の
は
私
一
人
だ

ろ
う
か
V
と
と
ろ
で
私
と
し
て

は
、
大
好
き
な
高
回
避
麦
巨
人
)
.

野
制
選
手
b
引
退
.
そ
レ
て
絵
原

(
大
津
)
.
か
つ
て
の
実
力
者
の

自
民
党
の
引
退
も
希
望
し
た
い
.

口
月
2
日
東
京
第
9
由
裁
判

(
巾
時
〉
地
裁
民
事
門
号

ロ
ヲ
日
州
支
後
宮
城
袈
吉

川同
月
叩
日
八
王
子
第
日
回
裁

判
(
日
時
)

M
M

月
げ
日
沖
電
気
の
仲
間
を

励
ま
す
港
湾
の
タ
ベ

ロ
月
日日
目
前
楠
第
9
回
裁
判

(
日
時
ぬ
分
)
.
支
鐙
す
愛
宮
定

例
幹
事
会

49 
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「
元
気
で
が
ん
ば
れ
よ
、
交
通
事
故
は
起
す
な
よ
」

の
声
凌
に
送
ら
れ
て
第
一
次
秩
季
全
国
オ
ル
グ
は
十

月
八
日
か
ら
一
カ
月
問
。
北
海
道
、
近
畿
四
園
、

山
陰
|
山
陽
を
中
心
に
奮
闘
し
て
十
一
月
九
日
、
元

気
に
帰
国
レ
ま
し
た
。

今
回
は
、
行
簡
を
中
心
に
し
た
財
政
確
立
と
隠
広

い
支
援
の
獲
得
と
い
う
H

二
つ
の
重
責
υ
を
担
っ
て

企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

初
め
て
の
長
期
才
ル
グ
、
不
慣
れ
な
土
地
、
宿
泊

や
洗
濯
の
心
配
な
ど
た
い
へ
ん
な
苦
労
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
全
国
各
地
で
神
電
気
の
仲
間
の
訴
え
に
答

え
て
く
れ
る
労
働
者
も
た
く
さ
ん
生
ま
れ
ま
し
た
。

走
行
距
離
2
万
キ
ロ
。
訪
ね
た
労
働
組
合
は
七

O

O
個
所
募
金
百
十
万
円
。
|
|
神
電
気
の
仲
間

は

H

労
働
者
の
心
の
暖
さ
M

を
体
一
杯
に
、
ま
た
一

段
と
遣
し
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。
(
藤
田
和
子
)

す

金
花
海
道
労
働
一
誓
協
議

AT--
沖
電
気
の
伸
剛
史
、
る
岳
地
域
の
費
易
で
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
・
て
き
た
よ
う
で
す
・

絶

対

勝

利

こ
の
よ
う
な
要
尉
文
を
も
ら
っ
た
任
者
の
人
は
名
刺
の
裏
に
紹
介
文
は
く
も
の
が
タ
モ
千
五
百
円
の
き
っ
と
乙
れ
ら
の
対
応
策
は
、
そ

さ

せ

よ

う

北
海
道
オ
ル
グ
壁
、
飛
宝
が
っ
毒
い
て

「
こ
れ
で
組
合
を
訪
ね
な
ズ
ボ
ン
き
一
枚
買
っ
た
と
い
・
あ
は
れ
ぞ
れ
の
オ
ル
グ
先
で
の
苦
肉
の
策

「
川
名
の
沖
電
録
申
議
闘
は
、
全
て
喜
び
ま
し
た
.
オ
ル
グ
日
程
や
受
さ
い
」
と
ソ
ッ
と
絞
U
て
く
れ
ま
し
荒
木
さ
ん
と
金
子
さ
ん
、
ハ
リ
キ
ッ
な
の
で
し
ょ
う
.
だ
れ
で
す
「
東
京

国
の
伸
聞
か
ら
支
響
を
う
け
な
が
り
入
れ
体
制
ま
で
万
全
の
処
遇
が
と
た
.
ヤ
ッ
パ
シ
労
働
者
は
こ
れ
で
な
て
オ
ル

7υ
た
の
で
、
十
月
八
日
、
で
も
洗
閣
し
な
い
人
は
?
」

ら
、
大
変
嬰
を
き
わ
め
て
お
皇
ら
れ
ま
U
た
・
道
着
の
組
織
っ
て
く
ち
ゃ
い
け
な
い
で
す
よ
ね
・
一
緒
信
号
た
ズ
ボ
ン
は
、
く
た

す
・
い
ま
ま
で
、
窪田山
部
内
を
中
心

す
ば
ら
し
い
と
感
激
し
た
そ
う
で

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー

び
れ
て
レ
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
-

a

出
発
・

に
活
動
を
し
て
ま
い
包
串
レ
た
が
、
す
.
近
畿
や
山
陽
オ
ル
グ

は

地

域

五

日

間

も

、

同

じ

下

舗

で

頑

張

り

3
年
目
を
む
か
え
て
運
動
を
大
き
く
労
働
窪
田
の
セ
ン
タ
ー
で
の
組
織

的

は

ど

こ

だ

あ

l

通
し
た
の
は

Q
Uさ
ん
・
彼
女
の
耳

元
気
に
が
ん
ば
れ
よ

広
げ
る
た
会
薗
オ
ル
グ
を
展
開
す
支
燈
が
得
ら
れ
ず
、
自
分
違
の
知

恵

オ

ル

グ
し
て
い
く
中
で
何
が
一
番
に
入
っ
た
色
ζ

ん
な
編
を
す
る
か
し

h

・・・

る
ζ
と
に
な
り
、
北
海
道
に
も
来
道
を
出
し
合
っ
て
、
署
名
簿
を
見
な
大
変
だ
っ
た
か
と
聞
く
と
、
口
を
そ
ら
・

ζ
こ
だ
り
の
秘
密
に
し
て
お
く

・

・

・

し

ま

し

た

が

主

力

で

コ

ツ

コ

三

一

組

合
、
ろ
え
て
出
て
来
た
言
一
票
、
洗
濯
で

E
Eま
し

ょ

う

.

咽

司

司

別
館
代
労
働
運
動
に
指
名
解
雇
と

一
組
合
と
扉
を
た
た
い
て
歩
い
た
そ
レ
た
.
次
か
ら
次
へ
と
た
-
季
五
替
動
地
方
で
は
数
少
な
い
コ
イ
ン
ラ
ン

ペ叶〆

い
A
蛍
本
の
攻
警
官
許
さ
な
い
た
め
、
う
で
す
・
時
に
は
敏
人
の
組
合
を
や
し
て
ま
わ
歪
画
の
オ
ル
グ
、
洗
濯
ド
リ
l
を
み
ご
と
に
見
つ
凶
日
あ
て
、

が
お
h
3
m
n

ま
た
労
働
者
の
生
存
糧
、
労
働
基

っと
担
υ
あ
て
て

l.

を
レ
て
章
く
ひ
ま
が
な
い
の
で
す
.
洗
潤
を
し
た
の
は
、
山
陰
、
山
崎
組

B
E

本
回
世
官
冊
立
す
る
た
め
に
も
、
沖
電
昼
食
亭
v

食
べ
る
の
を
忘
れ
て
、
拶
こ
の
市
夫
な
問
題
に
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
八
島
さ
ん
.
完
ベ
キ
主
義
の
八
島
田
・
圃

語
た
た
か
い
を
全
国
の
簡
を
中
で
書
面
っ
た
自
も
あ
っ
た
と
易
応
レ
て
い
っ
た
の
か
聞
い
て
み
さ
ん

E
い
で
す
ね
・
ど
・
毛
ら
、
唱
温

も
L
絶
対
に
勝
利
レ
な
け
れ
ば
な
り
か
.
一
均
月
間、

と
ん
な
毎
日
で
、
ま
し
た
.

こ

の

オ

ル

グ

で

税

制

を

し

て

い

た

の

必

副

司

ま

せ

ん

.

労

働

窪

雰

窃

担

九

州

市

川
両
国
の
仲
間
下
首
を
市
枚
貿
っ
て
、
そ
れ
を
と
は
、
八
島
さ
ん
と
、
藤
原
さ
ん
の
ニ
h
姐
幽

長
期
闘
争
に
耐
え
ー
っ
る
た
め
に
、
の
ね
ば
り
強
さ
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
っ
か
え
ひ
っ
か
え
は
い
て
一
ヶ
月
間
人
だ
げ
だ
っ
た
よ
う
で
す
.
藤
原
さ
噌

a

盟
販
売
、
闘
争
資
金
カ
ン
パ
な
ど
ま
す
.
頑
張
っ
て
き
た
.
と
い
う
の
は
、
北
ん
の
場
合
は
、
宿
で
こ
ま
め
に
洗
混
同

の
喜
に
と
協
力
下
さ
い
.
」
ー
ー
し
か
し
、
そ
ん
な
オ
ル
グ
を
す
る
海
道
オ
ル
グ
へ
行
っ
た
佐
藤
辰
美
さ
を
し
て
は
い
た
も
の
の
、
乾
か
す
場

J

ん
.
北
極
道
の
寒
さ
に
洗
た
く
恥
蓉
所
と
時
間
が
な
い
の
で
、
結
局
、
藤

ι

t
t
t
t
f

原
さ
ん
の
下
着
は
ぬ
れ
た
ま
ま
ピ
ニ

J
J
I
F
-

-
ル
に
入
れ
ら
れ
、
事
務
所
に
帰
つ

々

，，，， 
，FI
 J
/
 /
/
 ノ

似
¥

(図・佐顔辰喫日

(秋田オルグを除<) 

年

末

行

高

支

援

決

議

あ

り

が

と

う

彼
女
恋
し
ゃ

団

体

名

全
日
本
塁
震
険
常
働
組
合
・
全

国
相
互
銀
行
従
業
員
組
合
連
合
会
・

全
国
地
方
銀
行
従
業
員
組
合
連
合
会

h

.全
国
信
用
金
庫
信
用
想
通
合
会

・日
本
医
療
労
働
組
合
協
綴
会
・
日

本
新
眼
力
働
組
ム
窪
合

・
健
康
保
険

病
院
労
働
懇
逮
合
会
・
全
国
生
協

労
働
組
合
連
合
会
・
金
雄
投
省
労
働
川

窪
田
・
全
日
本
造
船
機
械
労
働
翌
ロ

・全
国
商
工
団
体
装
回
会
・
日
本
自

20，000km -全行程走行距離

(7エリー乗船距離を含む)

204人日-延べ行動日数

11'0，白白 "'.11."，.，......白川，，.. ・""""川1・・・ '，11"，.. ・1・・"，11'.，，，.ー"、

早期の勝利めざしがんばります

}“・"...11.....，，'.'."...11... ""'.11・"

TD 1 6 

700 

1，100，000円

50 

-オルグ都道府県数

北海道 ・宮城・長野・奈良 ・滋賀・兵庫

和歌山 ・愛媛 ・徳島 ・香川・ 高知・鳥取

島根 ・山口・広島・岡山

・オルグ労組・団体数

-支援カンパ

( 11/18集約分)

近
畿
・
四
国
オ
ル
グ

'80秋季全国オルグ団一同

荒木 貞真屋代

山
陽
・
山
陰
オ
ル
グ

輝人金子正和藤原



( 3 ) 1 9 8 0年 12月 1目 指名解雇された沖電気の仲

私選It沖電気争議固で
2東京iずるさき曇回
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崇好八島

北
海
道
オ
ル
グ

孝高橋康男飯田辰美佐藤

長
野
オ
ル
グ

道春問団光次折戸

宮
城
オ
ル
グ

51 



北
海
道
で
は
、
全
面
の
降
っ
て
争
を
一
緒
に
や
っ
て
去
達
し
た
し
、

い
る
所
も
あ
り
ま
す
.
先
日
、
倶
知
室
蘭
工
大
の
車
業
生
(
渡
辺
鴨
雄
さ

安
ま
で
行
書
幸
事
し
た
ら
吹
留
で
大
変
ん
)
の
方
恥
}
沖
電
気
で
闘
っ
て
い
る

で
し
た
a

室
蘭
は
そ
の
点
大
企
業
の
と
附
い
て
い
ま
し
た
の
で
、
他
人
事

煙
突
が
高
く
そ
び
え
て
い
る
せ
い
と
は
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
り
あ

「は
た
ら
く
円
号
」
の
記
事
に
全
国

か

、

割

に

あ

た

た

か

で

す

・

手

私

一

人

で

も

華

レ

ょ

う

と

、

千

代

国

警

動

を

は

じ

め

、

全

国

合

言

葉

に

、

皇

、

=

一

愛

車

、

沖

の

仲

間

の

み

な

さ

ん

か

ら

穴

き

な

反

さ
て
私
と
沖
電
気
の
伸
聞
と
の
出
連
絡
し
た
の
で
す
が
、
聞
い
ν郵
便
料
に
広
が
る
総
行
動
妥
山
の
生
み
の
親
電
気
、
富
士
電
機
の
各
争
議
団
が
中
山
曹
が
あ
り
ま
レ
た
。
幼
児
の
衣
類
な

会
い
は
「
な
に
を
み
つ
め
ず
品
開
ぷ
の
金
な
ら
も
う
一
人
と
、
欲
を
出
す
う
と
も
い
多
也
東
京
地
方
争
議
団
共
闘
心
に
な
り
全
面
五
十
ヵ
所
亭
王
国
る
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
み

か
」
に
よ
っ
て
強
云
云
し
た
・
い
ち
に
十
七
人
に
も
な
り
、
あ
ま
り
多
会
犠
(
神
盟
清
次
郎
議
長
)
で
、
今
、
職
場
亭
牙
ル
グ
レ
、
総
行
動
当
日
は
、
な
さ
ん
を
紹
介
レ
ま
す
。

つ
-
註
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
の
小
説
か
く
て
主
任
需
で
な
く
な
る
の
で
大
企
業
と
闘
事
議
形
態
が
ど
守
「
£
東
芝
、
松
下
、
日
立
な

ε全
国
十
数
参
加
者
の
多
く
は

「
丸
ノ
内
の
ビ

・
神
奈
川
県
、
相
喜
之
苧
ん

子
青
て
の
本
し
か
説
ま
な
い
の
で
す
|
|
と
思
い
つ
つ
=
平
人
に
な
皇
品
る
べ
き
か
活
発
に
論
議
さ
れ
て
い
社
か
ら
八
百
人
が
休
穆

τと
っ
て
歩
ル
の
谷
間
に
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
キ
先
取
・
目
照
区
、
緑
ケ
丘
保
育
園
一
同

が
、
職
場
の
先
訟
に
「
あ
な
た
が
践
し
た
。
る
。
そ
の
中
で
全
国
の
電
機
大
手
に
加
し
、
本
社
、
略
儀
工
業
会
へ
抗
議
に
、
シ
ュ
ピ
レ
ヒ
コ
ー
ル
が
流
れ
る
・
岡
山
県
、
木
下
騎
手
さ
ん

ま
な
く
て
誰
が
読
む
の
か
」
と
甥
」
闘
手
占
り
な
さ
ん
の
活
一
聞
は
、
働
く
働
く
哨
働
者
が
休
堅
官
と
っ
て
終
日
な
ど
を
行
っ
た
・
七
月
の
総
括
(
一
一
す
ば
ら
レ
い
労
働
者
の
迎
帯
に
感
.
旭
川
工
車
職
員
有
志

一同

ら
れ
、
題
名
か
わ
U
て
今
風
な
の
で
仲
間
の
歴
史
に
残
る
す
ば

Eい
ド

自

警

也

「
軍
総
行
動
」
が
一
つ
十
四
社
会
口
約
八
+
人
笠
加
)
を
経
動
レ
た
・
新
レ
い
蓮
宗
湧
く
」
と

・
票
府
中
、
北
畑
キ
ヌ
江
さ
ん

単
純
良
私
は
す
ぐ
読
ん
で
レ
ま
い
ま
ラ
マ
に
な
る
事
と
思
い
ま
す
@
の
賦
み
と
レ
て
注
目
さ
れ
始
め
て
い
て
、
十
月
の
総
行
動
に
は
千
人
が
参
大
き
な
磐
田
と
と
も
に
、
日
本
の
労
・
岩
草
良
、
鈴
木
敏
芋
さ
ん

H
U
た
。
そ
レ
て
闘
手
咋
な
さ
ん
の
怒
資
本
家
ほ
お
金
が
資
本
・
哨
働
者
る
・

加
し
、
首
切
同
時
箇
と
と
も
に
職
場
働
者
で
も
っ
と
も
多
い
電
機
関
連
の
・
出
版
労
連
、
実
教
出
版
有
志

り
と
感
動
が
大
き
く
心
に
伝
わ
っ
て
は
身
体
が
資
本
と
先
へ
金
冨
っ
て
お
東
京
地
方
争
議
団
共
闘
と
は
、
首
要
求
(
残
業
規
制
な
と
)
亭
ぎ
畠
仲
間
の
連
帯
強
化
を
決
意
し
ま
し

・
芝
信
金
従
組
の
み
な
さ
ん

さ
a
し
た
。
り
ま
す
、
く
れ
ぐ
れ
も
身
体
を
大
切
切
り
、
賃
金
扇
と
闘
う
製
自
、
組
レ
、
労
働
省
交
渉
を
行
っ
た
。
た
。

(総
行
動
ア
モ

こ

私
自
身
も
、
九
年
か
ら
河
川
年
に
か
に
。
私
も
微
力
で
す
が
お
手
伝
い
致
合
の
支
援
亭
得
ら
れ
ず
一
人
で
闘
う

け
て
、
職
場
の
仲
間
の
解
麗
撤
回
闘
し
ま
す
。
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
.

労
働
者
で
組
織
さ
れ
「
企
業
内
組
合

i
E
DEH
i
s
-
-
2
1
1
=
1
0
2
1
1
i
i
i
i
E
O
R
U
E
1
1
1
1
1
1

と
い
う
日
本
の
特
殊
語
織
形
態
か

事
ム
大
騒
の
支
事
る
会
の
り
あ
げ
る
資
本
の
一
大
攻
撃
で
す
・
ら
生
ま
れ
た
組
織
」
(
佐
藤
一
晴
元

皆
さ
ん
・
お
元
気
で
す
か
・
私
は
昭
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
許
さ
れ
た
な
事
務
局
長
〕
だ
・
同
共
闘
会
議
の
闘

和
四
七
年
に
電
子
工
学
習
草
幾
ら
、
働
く
者
に
明
日
は
無
い
と
思
い
い
笠

δ
年
代
は
大
映
、
時
盟
製
鋼
、

し

、

沖

沼

気

に

入

社

、

現

在

、

解

磁

ま

す

。

浜

田

梢

機

な

ど

大

国

翻

産

争

議

が

中

を
撤
回
さ
せ
る
た
め
闘
っ
て
い
ま
私
に
は
四
歳
の
娘
と
二
歳
に
な
る
心
だ
っ
た
.
し
か
し
、
倒
産
争
議
は

す

。

息

子
が
お
り
、
二
人
と
も
と
て

b
克
昨
秋
か
ら
こ
と
し
に
か
け
て
す
べ
て

学
生
時
代
に
現
在
の
大
企
業
で
気
で
、
毎
日
い
た
す
っ
ぽ
か

p
uて
解
内
「
闘
い
の
中
心
は
、

目
立
、

は
、
首
を
切
る
乙
と
は
無
い
だ
ろ
う
い
ま
す
。
宗
と
一
緒
に
子
供
の
寝
顔

三
菱
泊
工
、
日
本
航
空
、
東
京
市
力

と
友
人
と
肩
話
し
合
っ
た
こ
と
恋
宥
り
を
み
な
が
ら
、
子
供
必
の
未
来
の
た
な
ど
大
企
業
争
議
に
な
っ
て
き
た
」

ま
す
が
、
現
輩
出
砧
甘
/
片
は
な
か
っ
た
め
に
も
、
乙
の
不
当
な
指
名
解
胞
を
(
松
本
副
議
長
)
と
い
う
。

ょ
う
で
す
。

一
日
L
単
く
撤
回
さ
せ
、
安
心
し
て
争
議
団
共
闘
三
役
の
一
人
で
争
議

花
の
エ
レ
ク
ト
口
巳
方万
/
ス
と
一
雷
百
わ

働
け
る
職
揚
亭
ι作
件
つ
て
い
乙ζ
曹
ヌ
」
語
街
研
究
会
員
と
い
-
乏2
臼
土
也
機
争
議
団

れ
た
電
機
距
奨
の
中
で
、
労
働
者
は
り
合
つ
て
い
ま
す
.
の
田
上
さ
ん
円
玉
川
、
産
別
総
行
動
で

低
賃
金
、
長
時
間
残
業
な

ε過
酷
な
室
蘭
工
大
職
組
の
皆
さ
ん
。
今
後
あ
る
電
機
総
行
動
亭
許
画
し
、
四
月

労
働
条
件
の
や
と
で
、
身
心
を
す
り
と
も
よ
ろ
し
く
御
支
警
官
お
願
い
レ
に
第

一波
、
七
月
に
泊
内
込
み
総
括
、

掠
り
し
て
働
い
て
い
ま
す
・
特
に
沖

ま

ず

。

そ

し

て

十

月

十

七

日

に

第

二

波

の

総

電

気

の

指

名

解

屈

は

、

大

企

撲

が

よ

行

動

を

待

っ

た

・

第

一

波

は

早

期

機

内

儲

け

る

た

め

に

労

働

者

を

使

い

惜

の

臓

働

か

金

自

切

ロ

τな
く
す
」
を

て
職
場
に
残
っ
た
労
働
者
を

一
周
抑

室
蘭
工
大
の
支
援
す
る
会
か
ら
l

( 4 ) 

歴
史
に
残
る
闘
い
に

第 20号支媛する会に入会しよう(会費1口200円/月)

母
校
の
み
な
さ
ん
へ

首
を
切
ら
れ
る
と
は

沖
争
議
団

渡
辺
秀
雄
さ
ん

1 9 8 0年 12月 1日

包祭事

塩崎泰子さん

電
機
の
仲
間
の

連
帯
つ
よ
ま
る

う
ち
の
お
と
う
さ
ん

ヘ
叩
・
げ
電
機
総
/

/
行
動
に
一
千
人
¥

熱
い
連
帯

あ
り
が
と
う

も
っ
と
大
き
く

発
展
さ
せ
よ
う

ゆ
力、

南
本
さ
よ
(
小

あとうさん

沖
電
気
争
議
団
本
庄
支
部

南
本
博
さ
ん
の
巻

う

ち

の

お

と

う

さ

ん

は

と

っ

て

も

い

い

お

と

う

さ

ん

で

す

で

も

お

さ

け

を

の

み

す

ぎ

た

り

た

ば

こ

を

す

い

す

ぎ

た

り

す

る

の

が

し

ん

ぱ

い

で

す

で

も

と

っ

て

も

や

さ

し

い

お

父

さ

ん

で

す

南
本

(
小

=
一〉

52 

川
叩
月
幻
日
毎
週

一
回
の
定
例

川

沖
社
前
宣
伝
討
動

川

叩
月
げ
自
叩
・
げ
電
機
総
円

山

勘

(一

千
人
参
加
)

川
叩
月
叩
日
働
く
婦
人
の
中
央

川

袋
冨
で
富
恒
活
動
(
璽
民
)

川
叩
月
引
白
川
・
引
反
戦
デ
l

川

で
宣
伝
活
動
・
本
社
前
昼
休
み

川

柑
緩
行
動

川
叩
月
日
6
日

埼

玉
争
議
団
の

川

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
歩
加
。

川

タ
草
野
支
部
労
組
大
会
で
あ

川

い
さ
つ
.
洗
心
保
育
問
ハ
ザ
l

川

同
月
幻
自
定
例
沖
社
前
カ
ン

パ
活
動

川

叩
月
山
口
白
神
支
援
ソ
ニ
1
支

川

部
総
会
。
大
阪
ス
モ
ン
抽
出
会
に

川

撃
加
(
大
阪
)

州
日
月
四
目
前
橋
裁
判
.
全
石

川

舎
神
本
社
前
抗
議
再
劫
に
参
加

川

水
資
労
中
央
委
員
会
で
訴
え

川

H
月
1
目
立
命
館
大
学

(京

川

郡
)
学
盛
田
で
訴
え

日
月
3
日

一
橋
大
学
で
沖

川
喜
怒
冒

川

竹
月
4
目

白

士
官
機
本
社

川

前
抗
犠
行
動
に
笠
加

川

竹
月
5
日

八

王
子
第
叩
田

川

裁
判
。
沖
支
疲
溢
民
集
会

川

什
月
6
日
沖
支
鐙
練
馬
築

山

会
。
日
本
航
空
本
社
前
袋
事

川
什
月
7
日
杉
本
伸
線
、

三
井

川

物
産
抗
議
行
動
に
参
加

川

1
1
月
8
回

全
損
保
千
代
田

川

支
部
の
大
会
で
訴
』
ヘ
サ
イ
ス

川

イ
労
組
決
起
袋
詰
(
不
当
解
雇

川

反
対
〉
に
安
加

川
刊
月
刊
日
高
崎
袋
扇
憾

川
H
月
刊
日

本
庄

2周
袋
『
熊

川

谷
第
刊
は
回
裁
判

日
月
日
白
神
支
綾
荒
川
集
会

川
け
月
日
日
日
本
ゼ
オ
ン
争
議

川

団
支
援
袋
詰
を
加
.
板
橋
区

川

労
必
関
係
職
場
袋
宮
で
一
訴
え

川

伸
争
犠
一
斉
早
朝
宣
伝
行
動

川

(
百
二
十
人
)
。
沖
電
気
V

品
川

川

工
場
閉
庇
体
み
抗
議
行
動

(一

一

川

百
五
十
人
笠
加
)

川
什
月
刊
日
沖
電
気
芝
浦

・
本

川

庖
母
体
み
抗
議
行
動
(
六
百
人

川

参
加
)
・
型
京
駅
宣
伝
行
動
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5万人の「支援する会Jを
私たちは生きる将軍制、働〈再跡lを守るために抑
低気の仲間を物心両面から励まし、必ず勝利させ

たいと思います。困難な長期の闘いも予想されま

すので、 一人でも多くの方がCの「会J に加入し

金問勝利を幽いとるまでと支般くださるよう心か

らよびかけます。 ('支援する会J よびかけよt))

会費 ]ロ 2∞円/月

指名解雇 された沖電気の仲間を支援する会ニュース

発
行
所

支援する会事務局

事務所東京都港区三回

3 -2 -20 
電話の3)451-3515

郵便口座口座番号

東京6-75240 
加入者名 州電気の不当解脱

を撤回させる会

Eコ
τヨ

198 1年

21 第

第 21骨}
 -

[
 

「沖

電

気

の

伸

閣

の

闘

い

は

、

働

く

、

悩

ん

だ

す

え

「沖
電
気
の
闘
い

く
者
の
生
き
る
椴
利
、
働
く
踊

絢

を

を

も

う
一
度
、
学
び
直
レ
て
、
そ
れ

す

也

た

め

に

、

必

高

ず

勝

利

さ

せ

ね

か

ら

ス

ト

ー

リ

ー

は

み

ん

な

が

曾

い

ば

と

、

支

俵

心

て

い

ま

す

・

一

人

で

た

ヤ

ツ

の

よ

い

所

を

継

平

支

回

せ

る

・

も

多

く

の

人

に

ア

ッ

ピ

ー

ル

す

る

た

人

形

は

作

り

始

め

よ

う

」
と
結
論
を

め

に

は

、

闘

い

を

知

ら

せ

る

ん

形

劇

出

し

ま

し

た

.

な
ど
、
ど
う
で
レ
ょ
弓

γ
l」
と
9

人
形
は
子
供
た
ち
に
見
せ
る
た
め

月
の
お
、
童
す
暴
」
定
例
幹
「

e

に
創
っ
た
ζ
と
が
あ
る
と
い
-
晶
母

J
」
ふ
し
く
ん
」
を

聖
置
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
た
、
竹
中

L

さ
ん
た
ち
が
、
担
当
す
る
と
と
に
な

由
延
さ
ん

(ガ
ス
会
社
勤
務
〕
の
頭

モ
デ
ル

に
し
て

り
ま
し
た
・

の
中
は
、
今
形
劇
の
こ
と
で
一
杯
に
日
曜
日
の
夕
方

「会
」
の
事
務
所

定

期
券
を
買
っ
て

な

包

草

し

た

.

に

集

ま

っ

て
き
た
人
は
5
人
.学生、

ゐ
形
劇
を
や
っ
た
耶
な
ど
な
い
、
富
さ
ん
3
入
、
そ
れ
に
竹
中
さ
ん
・

事

務

所

へ

、

竹
中
さ
ん
に
人
形
の
つ
く
皇
室
神
電
気
の
仲
間
5
人
を
加
え
て
、
問
団
阻
自
の
午
後
5
時
す
ぎ
に
著

￥

世

が
分
る
は
ず
が
あ
空
車
せ
ん
・
不
安
単
な
自
己
紹
介
の
あ
と
、
さ
っ
そ
く
と
、
事
務
所
に
集
ま
っ
て
は
、
人
形

，
i

d
』

が
つ
の
り
ま
す
・

「台
本
は
ど
う
す
る
」
か
で
暗
確
に
づ
く
り
や
、
台
本
の
手
直
し
、
小
道
て
、

「ζ
ぶ
レ
人
形
劇
」は
つ
い
に
、
広
が
包
串
レ
た
・

川

HM
レぷかレ、沖遣胴電裏幅裳気寄の闘

Rい
が

霊

乗

2
ぜ宮Z守革
晶
レ
主
た
.
占
畏
害
い
討
喜
論
の
宇
す
号
く
り
泉
が
和
や
宗
か
に
長
熱
烈
、
心
心
に
存
{
行
打
:
で
き
主
童
+
古
ま
申
串
晶
し
主
宍
:
神
望
電
妻
気
害
の
闘

Rい
季

ひ

つ
ぱ
り
だ
こ
の

ER君に

る受hと
」
詞
同
時
に
、
裁
判
が
あ
る
と
い
え
え
、
伸
電
気
の

「函
闘
争
雪
ニ
=
「l
ス三
」
な
わ
れ
ま
し
た
.
川
暖
霊
屯
誓く
に
な
号
つ
び
な
な
一
が
ロ
呂
わ
ず
か
全
二
一
万
カ
月
で
.

然
保
を
使
い
、
袋
耳
に
は
臓
揚
の
に
載
っ
て
い
る

「
こ
ぶ
し
く
ん
」
の
て
終
慣
直
に
と
、
あ
わ
て
る
人
も
出

大

反

響

が

初
舞
台
は

伸
聞
を
さ
そ
っ
て
移
加
・
「
支
鐙
す
漫
画
を
診
考
に
し
て
台
本
を
そ
れ
ぞ
る
く
ら
い
に
e

中

に

は

事

務

所

が

あ

支

援

す

愛

国

の

仲

間
が
人
形
劇
を

る
会
」
の
重
要
や
|
熱
烈
な
れ
の
人
が
次
固
ま
で
に
考
え
て
く
る
る
国
電
、
田
町
民
ま
で
の
定
期
券
を

百
三
十
人
の
前

つ
く
っ
た
と
|
|
パ
ッ
と
霊
祭

支
援
を
吾
耽
け
る
竹
中
さ
ん
は
、
ど
う

ζ
と
を
、
約
束
し
て
夜
間
鰐
す
S
S
阻
購
入
し
て

l
l・
参
加
者
も
一人
地

「み
さ
己
ん
今
腕
は
、

ζ
れ
か
忽
革
し
た
・刊
は
月
だ
け
で
も
七
所

し
で
も
、
人
形
劇
で
闘
い
を
叡
げ
た
会
レ
ま
し
た
・
弐
二
人
増
え
と
的
人
に
な
皇
レ
品
紹
介
す
る
お
話
は
、
夏
京
港
区
か
ら
の
出
演
依
頼
・
中
に
は
損
料

い
と

「会」

事
務
局
に
協
力
し
て
く

2
回
目
の
会
合
・
事
務
局
は
篇
き
た
・

に

本
社
が
あ
る
、
創
立
吉
年
を
迎
え
も
出
す
か
ら
と
・
竹
中
古
γ
仰
は
ま
た

れ
る
人
を
卸
し
て
ほ
し
い
と
2
度
、
ま
し
た
・

読

者
全
白
書
本
を
曾
台
本
は
読
書
せ
が
、
行
な
わ
れ
桑
園
、
通
信
畿
一
一
一
大
メ
ー
カ
ー
の
新
U
い
フ
7

イ
ト
亭
燃
や
す

「練
習

3
取
ζ

褒
摘
し
て
き
ま
す
・
い
て
集
ま
っ
て
き
た
の
で
す
・
も
う
る
度
に
、
直
さ
れ
、
人
形
も
「
小
さ
ひ
と
つ
神
電
気
工
業
で
お
き
た
、
世
す
る
時
間
が
も
っ
と
欲
し
い
・
倭
加

あ
ま
り
に
も
熱
心
な
の
で
集
ま
る
す
っ
か
り
、
竹
中
さ
ん
の
霊
起

草

己る
か
な
」
「
カ
イ
コ
さ
ん
は
赤
に
も
不
思
議
な
、
そ
れ
は
そ
れ
は
お
者
を
増
や
し
て
、
一
人
が
月
フ
白
ぐ

時
間
だ
け
決
め
て
、
事
務
局
が
協
力
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
・一

人
一人
い
服
が
良
い
ヨ
」
1
1・
み
ん
な
の
そ
ろ
し
い
お
話
で
す
」
ナ
レ
l
タ
ら
い
の
出
演
ぐ
ら
い
な

Ar--街

季
世
帯
る
こ
と
に
し
ま
し
た
・
が
台
本
を
発
表
し
ま
レ
た
が
、
ど
れ
意
見
で
ド
ン
ド
ン
良
く
な
っ
て
い
き

1
の
桐
田
さ
ん
の
大
き
な
声
で
初
頭
で
も
や
れ
る
位
に
力
を
つ
り
な
さ

も
み
ん
な
が
納
得
で
き
る
も
の
で
な
ま
レ
た
。
集
ま
る
と
と
、
ゆ
固
に
レ
舞
台
は
始
ま
笠
草
し
た
・
当
日
も
事
で
全
面
で
、
乙
の
人
形
劇
が
で
き

麓
所
に
6
時
百
分
に
響
革
っ
て
、
少
た
ら
す
ば

Pυ
い
」
と・

し
で
も
良
く
し
よ
-
マ
と
四
国
後
の
練
争
犠
支
俊
な
ん
て
沖
電
気
の
闘
い

習
.
そ
し
て
豊
島
区

(東
京
)
の
会
が
殆
め
て
と
い
弓
看
者
芸
母
、
闘

湯
に
行
く
国
電
の
中
で
も
、
ま
た
台
弓
荷
電
気
の
仲
間
と
の
祖
稽
の
シ
ン

本
に
手
を
入
れ
て

'11.

ボ
ル
と
し
て
人
形
劇
を
つ
く
り
ま
し

争
議
の
発
婦
か
ら
、
支
援
の
広
が
た
.
そ
し
て
、
今
日
、
明
日
も
、
訴

り
、
会
社
の
不
当
性
を
訴
え
た
、
コ
主
手

「ゆ
る
す
な
ノ
沖
電
気
の
指

ミ
カ
ル
な

「
こ
ぶ
し
人
形
劇
」
は
名
解
庖
」
と
.

「沖
電
気
の
伸
聞
を
慰
革
す
蛍
量

の
集
い
」
に
惨
加
し
た
百
三
十
人
の

仲
間
に
深
い
感
動
を
与
え
ま
レ
た
.

社
長
の
積
暴
な
態
度
に
怒
る
人
・
解

題
さ
れ
る
と
ぶ
し
く
ん
に
思
わ
ず
涙

す
る
人
・
フ
ィ
ナ
ー
レ
の

「
ゆ
る
す

な
、
指
名
解
雇
」
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
に
は
会
場
い
っ
ぱ
い
に
唱
和
が

そ

う

だ

1
1
1
1
1
1
1

人
形
劇
を
つ
く
ろ
う

1月 1日

、.;;(，

初出演のメンバ-2222?主主主グ品ZZ:ERZZ

一
人
の
首
切
り
も
許
さ
な
い

沖
電
気
争
議
団
代
表

中

山

森

夫

引
年
は
神
田
地
-B自
年
で
す
.
千
三
百
一
五
+
人
の
「
人
べ

pu合
理

化
」
を
強
行
レ
た
会
社
は
、
史
上
般
商
の
利
益
を
あ
げ
な
が
ら
、
今

一
庖
の
労
働
強
他
亭
岨
押
し
進
め
て
い
ま
す
.
「
資
本
の
横
暴
は
許
さ

な
い
、
首
切
内
め
自
白
川
悼
許
さ
な
い
」
と
二
年
間
、
全
国
の
伸
聞
に

支
え
ら
れ
て
闘
う
こ
と
が
で
章
子
U
た
.
全
国
津
々
浦
々
に
「
神
電

気
の
指
名
解
鹿
亭
績
回
せ
よ
」
の
声
を
鉱
げ
J

画
く
者
の
ド
根
性
H

を
発
問
し
て
会
社
を
伺
薗
レ
、
一
日
恥
単
い
勝
利
め
ざ
し
、
今
年
も

が
ん
ば
円
孟
す
.
み
安
芸
の
煎
い
御
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
.

今
年
は
正
念
場
の
た
た
か
い
に

小

島

成

今
年
と
そ
良
い
年
に
し
た
い
で
す
ね
.
昨
年
は
、
私
た
ち
の
運
動

わ
穴
き
く
前
進
し
ま
し
た
が
、
沖
資
本
も
な
内
ふ
り
か
ま
わ
ず
反
撃

に
出
た
年
で
し
た
.
会
社
は
、
沖
電
気
の
仲
間
が
ζ
ん
宅
，
L

が
ん
ば

や
こ
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
.

裁
判
で
も
、
蕗
理
解
雇
に
つ
い
て
は
一
部
組
合
幹
事
に
話
し
て
あ

争
ζ

、
そ
の
つ
な
が
り
ま
で
も
自
ら
暴
露
し
て
反
撃
し
て
き
ま
し
た
.

「
と
ち
ら
の
つ
ら
い
時
は
、
相
手
も
つ
ら
い
の
で
す
」
今
年
は
韮
念

場
の
年
と
な
る
で
し
ょ
う
.
弁
護
闘
も
が
ん
ば
包
革
す
.

家
族
ぐ
る
み
で
が
ん
ば
り
ま
す

沖
電
気
争
議・
弁
護
団

沖
争
議
団
家
族
会
代
表

米

徳

治

回

.
h

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
辛
子
.
解
印
さ
れ
て
三
階
自
の
正
月
を

、-

迎
え
ま
し
た
.
私
た
ち
家
族
は
、
神
低
気
の
不
当
面
肝
庖
亭
般
固
さ
せ

町
イ
る
た
め
に
、
昨
年
家
族
会
を
置
さ
せ
ま
し
た
富
後
、
手
人
が

品川
i

，
結
婚
、
9
人
の
赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
す
る
な
ど
、
大
変
き
び
し
い
生
活
の

司

中
で
も
、
元
気
に
家
族
ぐ
る
み
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
.

'

今
年
は

ω人
を
こ
す
、
乙
ど
恥
遜
の
中
で
小
学
校
に
5
人
.
中
学

、

校
に

一人
が
入
生
L
ま
す
.
全
国
の
仲
間
の
み
な
さ
ん
、
今
年
も
、

大
き
な
御
支
援
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
主
串
す
.

2
万
人
の
会
員
を
早
期
に

支
援
す
る
会
事
務

局

長

小

1j

い
よ
い
よ
三
年
自
に
な

2
tた
.

「沖
・支
援
す
愛
さ
は
一

.

芝
手
人
の
会
員
と
な
り
、
沖
闘
舎
を
支
旦
妻
、
一
つ
の
柱
と
し
て

.

.
 の
役
割
を
担
う
ま
で
成
長
し
て
圭
ま
し
た
.
一
人
で
も
多
く
の
人
に

唱
沖
電
気
の
闘
い
を
宣
伝

し

さ

に

組
織
す
る

E
は
、
膝
利
へ
の

道
だ
と
考
え
て
い
ま
す
.
今
年
は
2
方
人
の
「
会
」
亭
白
早
期
に
つ
く

り、
E

芳
人
命
ざ
心
て
、
海
動
を
大
き
く
発
展
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

神

低
気
の
仲
間
に
本
当
の
響
が
お
と
ず
れ
る
よ
う
に
、
一
人
が
も
-三

人
の
会
員
を
J
と
全
力
で
支
鐘
亭
蕗
げ
ま
し
ょ
う
.

島

宏

53 



目
が
キ
ラ
H
壬」
輝

き

ま

す

.

沖

電

気

2
周
毎
闘
争
に

「
沖
の
た
た

|
|ど
ん
な
闘
争
に
し
ま
す
か
か
い
は
、
俺
自
身
の
闘
い
だ
、
全
力

「
国
鉄
の
赤
字
の
カ
ラ
ク
り
を
国
害
蜜
は
当
然
で
す
」
と
勤
務
の
あ
い

民
に
知
ら
す
事
が
必
要
で
す
.
そ
し
聞
に
連
続
診
加
.
沖
電
気
芝
準
蕩

て
再
建
す
べ
島
母
、
労
働
者
の
職
場
前
の
展
開
み
抗
議
集
会
に
は
、
職
場

と
生
活
の
実
態
だ
と
い
う
乙
と
を
、
の
伸
問
河
人
と
怒
り
の
シ
A

プ
レ
ヒ

大
い
に
宣
伝
レ
、
組
織
し
て
い
く
こ
コ
ー
ル
.
本
社
前
の
饗
い
北
風
の
中

と
で
す
.
今
?
門
戸
な
け
れ
ば
|
|
」
で
の
座
り
込
み
に
は
、
正
面
玄
関
の

国
民
総
ぐ
る
み
の
闘
い
に
と
、
話
は
前
に
デ
、
イ
と
構
え
て
、会
祉
を
成
庄
.

熱
っ
ぽ
く
な
る
一
方
で
す
.

そ

レ

て

力
強
く
、
マ
イ
ク
を
揮
り
し

|

|沖
電
気
の
仲
間
に
は
同
年
代
め
沖
電
気
資
本
に
向
っ
て
言
い
ま
レ

の
人
が
多
い
の
で
す
が
感
想
は

た
之
荘
に
勝
也
百
は
あ
同
孟
せ
ん
.

「
り
っ
ぱ
だ
ナ
、
実
際
に
そ
の
湯
た
だ
ち
に
解
回
亭
揖
飴
し
な
さ
い
。

に
な
っ
た
R
僑
に
で
き
る
か
ナ
l
.

国
鉄
労
働
者
は
、
け
っ
レ
て
資
本
の

詣
箸
が
職
場
か
A
援
り
山
さ
れ
る
横
暴
を
許
さ
な
い
ぞ
」
そ
の
恐
り
の

布団
と
い
弓
訴
は
死
ね
と
い
-
「
挙
で
す
か
声
は
、
い
ま
国
鉄
労
働
者
の
中
に
、

対
ら
ね
」
そ
弓
番
え
る
引
地
さ
ん
は
、
鉱
が
っ
て
い
る
・

のょせ回撤畑名指前の醐

( 2) 

国
鉄
「
再
建
」
法
・
沖
電
気
の
指
名
解
雇
|
あ
ぶ
な
い
/
平
和
と
民
主
主
義
が

第 21骨支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)

郵
便
料
金
の
値
上
げ
、

健
康
保
険
法
の
改
悪
、
防

衛
三
法
と
私
た
ち
の
い
の

ち
と
生
活
を
お
び
や
か
す

法
案
が
あ
い
つ
ぎ
国
会
で

成
立
し
ま
し
た
。

国
鉄
に
働
く
者
と
レ
て

国
鉄
「
再
慾
」
法
は
許
せ

な
い
と
諮
る
機
関
助
土
の

引
地
満
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
し
ま
し
た
。
(
藤

田〉

(国
鉄
・
機
関
助
士
)

引:

満i

地ち

(27) 
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!議
ま
る
で
電
車
の
発
車
時
刻
の
よ
-
つ

に
約
束
の
5
跨
旧
分
ピ
ヅ
タ

υに
争

議
団
事
務
所
の
療
が
あ
き
「
乙
ん
ぱ

ん
ワ
、
引
地
と
い
い
ま
す
は
と
l
」

と
い
弓
萌
る
い
声
で
引
地
さ
ん
の
大

き
な
姿
が
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
.
1
M

mmも
あ
る
頼
し
い
乙
の
国
鉄
背
年

は
、
国
鉄
労
働
窪
口
、
新
橋
支
部
青

年
部
役
員
、
職
場
は
機
関
車
を
運
転

す
る
人
た
ち
ば
か
り
約
四
百
人
が
動

め
る
滋
民
(
一
塁
京
)
に
あ
る
東
京
機

j

幽
民
.

い

l
ど
う
し
て
国
鉄
に

内

「小
さ
い
頃
か
ら
あ
ζ
が
れ
て
い

穴

た
の
で
、
包
哉
の
時
に
就
職
」

j

|
|
現
在
の
勤
務
は

機
滋

「
東
京
l
静
岡
聞
の
H

せ
£
~
ぁ

さ
か
ぜ
M

M

出
窓
u

に
乗
っ
て
い
ま

す
-
二
徹
公
休
(
泊
/
あ
け
/
泊
/

も
t
2
L

あ
け
/
公
休
)
な
と
一
不
規
則
勤
務
で

食
事
の
時
間聞
き
草
ち
ま
ち
、

ω時
頃

1
2
J叫

が
朝
食
で
、
川
同
時
に
昼
食
だ
っ
た
り

烈
州
兵、

で
、
体
に
は
よ
く
な
く
、
病
気
に
な

↑燃
ぶ
悶
V

F
i

る
人
も
多
い
い
ん
で
す
よ
」
実
の
州
共

t

伸
間
の
事
を
憩
い
出
す
よ
う
に
ポ
ツ
現
在
彼
女
を
騨
レ
て
い
ま
す
」

「

ハ
イ
あ

2
aす
、
ア
メ
リ
カ

ン
と
語
志
引
地
さ
ん
・

|
|
二
百
ニ
偉
円
の
損
害
賠
償
事
の

一
部
の
州
を
除
い
て
、
英
、
仏、

出
慣
関
士
に
む
る
た
め
に
は
件
に
つ
い
て
は
西
独
、
伊
、
加
、
夜
な

ε国
鉄
の
労

「
鉄
道
学
校
へ
入
っ
た
り
、
見
習

「百
年
に
国
鉄
労
働
者
は
生
活
を
働
者
は
闘
い
の
武
穏
を
持
っ
て
い
る

い
期
間
を
経
て
、
あ
と
一
年
は
か
か
守
る
た
め
に
、
憲
法
泊
条
ゃ
、
労
組
ん
で
す
」
そ
う
で
す
か
、
労
働
者
を

包
革
す
ね
」
法
日
条
で
認
め
ら
れ
て
い
る
争
議
権
無
権
利
で
低
賃
金
の
ま
ま
に
レ
て
お

l
i
賞
品
耳
は
ど
う
な
ん
で
す
か

や
団
体
交
渉
権
な
ど
|
|
い
わ
ゆ
る
き
た
い
と
い
弓
政
府
H
国
鉄
当
局
の

「
幻
歳
の
私
で
手
一
取
り
ロ
万
、
お
ス
ト
権
奪
還
の
闘
い
で
8
日
間
の
ス
ネ
ラ
イ
で
ス
ト
椴
を
与
え
な
い
ん
で

磁
で
目
万
円
く
ら
い
、
安
い
で
し
ょ
ト
を
や
っ
た
の
で
す
か
、
乙
れ
に
対
す
ね
、
よ
く
分
り
ま
レ
た
・

う
」
ホ
ン
ト
ニ
ネ
た
く
さ
ん
の
人
し
て
政
府
自
民
党
や
財
界
の
圧
力
の

i
国
鉄

「
再
建
」
法
に
つ
い
て

の
命
を
生
P
か
る
運
転
手
さ
ん
が
ね
も
と
に
、
国
鉄
当
局
が
組
合
に
損
害
は
ど
う
で
す
か

え

を

求

め

て

裁

判

に

な

っ

て

い

ま

す

.
「
頭
に
き
て
い
ま
す
.
ロ
ー
カ
ル

ー
l
国
鉄
青
年
の
一
番
の
悩
み
は
盤
貴
一
人
あ
た
的
約
7
万
円
に
も
的
酬
を
防
止
.
運
賃
は
二
倍
も
三
倍
も

「
乙
れ
は
た
い
へ
ん
な
ん
で
す
よ
な

2
aす
.
と
ん
で
も
な
い
事
で
す
上
げ
る
.
一
方
、
国
鉄
労
働
者
を
7

デ
イ
ト
す
る
に
主
不
規
則
勤
務
で
難
刷
局
者
は
、
自
ら
の
生
活
を
守
る
た
万
入
金
星
切
り
、
「
合
理
化
」
で

し
く
て
一
・
男
ば
か
り
の
職
場
な
の
で
め
に
団
結
し
た
り
、
交
渉
レ
た
り
、
今
以
上
の
過
酷
な
常
働
条
件
に
・
サ

病
院
な
ど
女
性
が
多
い
職
場
と
、
ダ

争
議
を
す
る
こ
-
と
が
保
障
さ
れ
て
い

l
ピ
ス
や
安
全
も
低
下
し
ま
す
よ
・

ン
ス
パ
ー
テ
ィ
な
ど
を
、
や
る
ん
で
ま
す
。
組
合
つ
ぶ
し
を
狙
っ
た
攻
撃
そ
ん
な
事
を
し
て
も
、
赤
牢
の
解
消

す
が
|
|.
レ
1
ル
の
よ
う
に
国
い

だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

に

も
再
啓
L
も
な
り
ま
せ
ん
・
国
民

人
努
星
、
宏
一
養
子
に
行
く
仲
間
も

l
l他
の
資
本
古
車
韓
国
に
は
ス
ト

と
労
働
者
を
蟻
牲
に
す
る
法
案
で

多
い
い
ん
で
す
l
l.
私
で
す
か
?

憎
が
あ
る
ん
で
す
か

す

」
キ
ヅ
パ
リ
と
諮
る
引
地
さ
ん
の

t

E韮翠__ --1)ヨE翠 は

54 

仲間といっしょに沖電気へ庄珂究機集会へ

-
全
国
の
国
鉄
線
の
四
分
の

一

の

は

明

白

で

す

.

す

.

に
あ
た
る
約
五
千
J
の
地
方
ロ

1

.
邸
年
ま
で
国
鉄
労
働
者
の
五
月
年
度
の
国
鉄
の
利
払
い
額
が

カ
ル
伯
郡
(
約
九
十
線
)
亭
廃
止
し
人
に
一
人
と
い
う
葺
軍
人
の
八
千
三
百
億
円
と
り
つ
膨
大
な
も

て
も
対
象
と
f語
線
の
赤
字
額
は
大
軍
人
べ

E書
面
に
入
つ
て
の
と
な
っ
て
い
る
ζ
と
を
み
て

国
鉄
赤
牢
の
約
一

qLし
か
す
ぎ
い
ま
す
.
乙
れ
は
、
労
働
強
化
を
も
、
今
日
の
財
政
悪
化
の
原
因
は

ず
、
国
鉄
再
態
と
は
な
ら
な
い
の
抑
レ
つ
吋
る
だ
り
で
は
な
く
、
地
明
白
で
す
.
あ
い
つ
ぐ
設
備
投
資

で
す
。
方
ヌ
通
の
利
便
を
無
視
し
た
旅
客
亭
借
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
っ
て
い

-
旅
客
通
貨
の
毎
年
の
値
上
げ
列
車
の
削
減
、
中
小
貨
物
根
の
腐
る
乙
と
が
赤
字
の
根
源
な
の
で

や
地
方
交
通
線
へ
の
五
割
増
の
劉
止
な
ど
国
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
切
す
.
政
府
は
な
お
も
、
一
兆
円
規

増
運
賃
な
ど
、
大
幅
な
値
上
げ
が
り
す
て
や
、
恵
岡
、
電
気
部
門
な
棋
の
設
備
投
資
宇
許
画
し
て
い
ま

計
画
さ
れ
て
い
て
、
白
年
に
は
、

ど
保
守
業
務
の
下
請
け
化
に
よ
っ
す
こ
れ
で
は
赤
字
は
な
く
な
内
孟

二
、
二
倍
に
な
る
ロ
ー
カ
ル
線
も
・
て
安
全
性
に
も
支
障
亭
き
た
し
ま
せ
ん
・
国
鉄
の
基
礎
施
設
は
国
の

ま
た
通
学
定
期
は
実
に
三
、
↑
催
す
.
ま
さ
に
反
労
働
者
的
、
反
国
財
政
で
や
れ
ば
よ
い
し
、
同
時
に

に
も
な
包
革
す
.
ふ
る
声

E
へ
も
民
的
内
容
な
の
で
す
.
赤
牢
の
七
割
を
占
め
る
貨
物
に
つ

帰
れ
な
い
し
、
通
堂
だ
っ
て
た
い
女
真
に
再
建
す
る
に
は
、
財
政
い
て
は
、
大
企
業
の
貨
物
の
低
速

へ
ん
で
す
.
国
鉄
の
利
用
卓
宗
滅
危
機
の
根
源
に
メ
ス
を
入
れ
、
国
債
や
、
年
間
一
盲
七
十
三
億
円
に

っ
て
ま
た
、
値
上
ロ
を
、
と
な
る
民
本
位
の
国
鉄
に
す
る
乙
と
で
恥
}
の
ぼ
る
蛍
業
割
引
が
原
因
な
の

で
す
よ
.

参
議
院
議
員
、「
沖
支
援
す
る
会
」
会
員

乙
の
さ
ま
霊
護
過
の
政

策
を
改
め
る
の
と
あ
わ
せ
て
、
こ

れ
ま
で
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
l
シ
ョ
ン

優
先
の
政
策
を
改
め
、
趨
上
貨
物

輸
送
で
の
国
鉄
の
役
割
を
高
め
る

な
と
、
国
民
本
位
の
輸
送
力
増
強

政
策
へ
転
換
す
べ
き
だ
と
考
え
ま

す。i
O
O
G
O
O
G
Ol
 

闘
う
沖
電
気
の
伸
聞
の
み
な
さ

ん
へ
.
芝
信
用
金
庫
も
つ
いに、

闘
い
ぬ
き
、
勝
利
し
ま
し
た
ね
.

五
年
、
十
年
、
十
二
年
と
闘
弓
仲

間
の
勝
剥
に
な
ん
と
、
長
い
年
月

が
す
ぎ
さ
っ
た
乙
と
で
し
ょ
う
。

で
も
必
R
ず
真
実
は
勝
利
し
ま

す
.
が
ん
ば
包
草
し
よ
う
.

一・・・・・・・・・・・・・・自

ここが問題なんです

小
切

A
9、
4e



1 9 8 1年 1月 1日指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニ ュース第 21号

に

わ

と

り

(3 ) 

労
災
認
定
者
の

解
雇
は
ゆ
る
さ
な
い

① 

Aj:::rii 
ぶ;::ふ③

詰
皿
計
装
(
北
辰
電
機
の
主
在

従
業
員
約
百
二
十
名
)
は
オ
l
ト
メ

J
ン
ョ
ン
機
路
の
製
造
、
販
売
の
会

社
で
す
.
そ
乙
で
口
l
タ
リ
ス
イ
ッ

チ
の
組
立
、
調
堅
の
仕
事
を
レ
て
い

た
型
本
利
子
さ
ん
が
、
顕
間
腕
陣
容

の
労
働
災
害
申
替
を
出
し
た
の
が
、

目
年
の
4
月
.
会
社
は
す
ぐ
民
向
進

五
時
間
も
か
か
る
手
葉
工
場
に
配
転

命
令
.
回
世
本
さ
ん
が
拒
否
レ
た
ら
6

月
2
日
に
解
雇
.
労
災
認
定
は
6
月

沼
目
.
ま
さ
に
会
社
は
労
基
法
十
九
条

(
評
婦
、
病
弱
者
の
解
雇
規
制
)
違

反
の
解
胞
を
強
円
レ
た
の
で
す
.
あ

れ
か
ら
六
年
.
軍
本
さ
ん
は
無
理
の

き
か
な
い
身
体
に
、
ム
チ
打
っ
て
が

ん
ば
っ
て
書
達
し
た
.
息
子
さ
ん
の

職
場
や
地
域
に
も
支
度
が
鉱
が
り
、

蓬
筆
〈
闘
会
議
も
結
成
さ
れ
、
活
動

は
急
ピ
ッ
チ
に
進
ん
で
い
ま
す
.

「
労
災
認
定
者
の
解
雇
は
ゆ
る
さ

な
い
ぞ
」
と
全
国
に
支
響
を
大
き
く

レ
ま
し
ょ
う
.
連
絡
先
H
東
京
都
大

田
区
楠
国
一
の
十
八
の
一

.
金
主
車
大

田
地
峨
支
部
気
付
、
岡
田
本
守
る
会
.

T
E
L
、
7
5フ
T
3
5
0
2

上
し
て
い
な
が
ら
、
さ
ら
に
高
利
潤

体
制
を
も
く
る
申
、
三
工
燭
の
閉
鎖

と
、
三
百
五
+
人
の
人
ベ
ら
レ
を
組

合
を
無
視
し
て
発
表
し
た
の
は
、
叩

年
一
二
月
.
そ
れ
か
ら
八
カ
月
後
の
十
⑨
量

・
回
の
中
の
文
章
を
利
用
し
く
と
と
を
た
と
そ
り
2
冨
襲
れ
か
員
立
っ
て
い
く
船
も
る
畠

一
月
に
会
社
は
職
場
の
専
制
支
配
に
て
一
つ
の
言
繋
を
つ
く
っ
て
下
さ

l
火
中
の
O
Oを
拾
う
は
さ
ま
ざ
ま
の
た
と
え
1
1
0
0

組
合
が
邪
魔
と
、
翌
出
役
員
な
ど
九
い
.
①
水
許
可
国
の
舞
台
」
な
っ
た
と
こ
ろ

O
Oあ
れ
ば
出
船
あ
り

人
に
解
霊
告
、
十
四
人
に
童
三

O
ヒ
ン
ト
H
支
援
す
愛
国
の
マ
ス
コ
の
地
宇
人
出
8

8

0

⑮
め
ん
ど
弓
忌
と
と
を
よ
主
く
か

カ

月

の

出

勤

停

止

な

ど

の

処

分

毒

ょ

.

③

努

vか
な
私
利
私
欲
の
た
め
に
自
た
づ
り
た
の
に
い
皇
迄
乙
と
を
レ

行

.

解

笹

を

ハ

ガ

キ

に

曾

き

事

務

局

，

に

分

が

》

三

革

れ

た

但

国

を

-23-る
乙
て
再
び
ぷ
忽
唱
す
ζ
と
l
Q
υ
Oを

労
働
者
を
奴
隷
化
し
よ

-Zす
る

霊

レ

て
く
だ
さ
い
.
正
解
者

ω人
と
ー

8
を

売

る

起

す

会
社
の
賓
円
に
対
し
サ
ン
ス
イ
労
組
に
記
舎
聞
を
ヲ
レ
ゼ
ン
ト
し
+
亭
す
.
⑨
苦
々
し
く
不
犠
嫌
空
襲
情
の
と
と
⑬
俸
は
小
さ
く
と
も

E
R
・
才
識
が

(
河
村
委
員
長
、
組
合
員
三
百
人
)
〆
切
は
1
月
加
目
到
首
分
ま
で
.

l
ハ
む
の
む
を
か
み
つ
ぶ
レ
た
よ
う
あ
っ
て
優
れ
て
い
る
ζ
と
l
山
悔
は

の
仲
間
は
「
話
し
合
い
で
解
決
を
l

①
初
宙
空
で
縁
起
の
よ
い
順
序
l
一
岱
な

Q
U
Oで
も
び
り
り
と
か
ら
い

と
い
-
勺
蔀
労
委
や
地
裁
で
の
霊
ロ
を
さ

πδ
、
三
な
す
び
.
⑩
ま
じ
め
に
さ
え
し
て
い
れ
ば
、
い
⑫
価
値
の
わ
か
ら
な
い
も
の
に
は
、

す
べ
て
拒
否
す
る
会
社
に
怒
り
を
感
②
き
わ
め
て
理
想
的
な
状
態
・
条
件
っ
か
神
仏
の
助
け
亭
得
る
と
と
l
O
価
値
の
あ
る
も
の
の
尊
さ
が
わ
か
ら

じ
ま
す
.
働
く
者
の
生
奮
を
員
向
う
が
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
|
鬼
に
O
O
の
6
Q
Uの
頭

(ζ
う
べ
)
に
神
宿
な
い
ー
の
む
に
真
珠

か
ら
否
定
す
る
非
人
道
的
な
と
の
の

6.

る

-出
題
者
は
神
電
気
争
議
題
の
荒

「
合
理
化
」
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
.
③
?
と
さ
ん
の
量
が
あ
る
ζ
と
l
O
⑪
人
間
の
離
合
の
激
し
い
さ
平
作
木
貞
苧
ん
で
す
.

全
国
の
伸
聞
と
力
亭
T

合
わ
せ
、
断
固

n
6
0

目
の
敵
は
n
H
U
Oの
友

0
0
1
0
1
0
1
0
1
0
l

た
る
闘
い
を
展
開
し
た
い
」
と
力
強
@
多
少
ち
が
-
つ
緊
も
あ
る
が
、
だ
@
見
か
け
は
立
派
で
金
実
際
に
は
、
⑥
貫
一
口
メ
モ
H
酉
は
方
位
、

く
決
意
し
て
い
ま
す
.
山
水
電
気
の
い
た
い
同
じ
と
と
の
意
味
の
言
葉
|
内
容
や
質
が
伴
わ
な
い
と
と
l
ハ
む
時
刻
を
あ
ら
わ
し
ま
す
.
十
二
支
の

仲
間
が
ん
ば
れ
.
連
絡
先
H
東
京
都

O

Q

U

Q

U

Q

U

O

Q
以

抑

肉

ひ

と

つ

で

、

府

と

区

別

す

る

た

め

に

三
鹿
市
下
連
雀
六
の
+
一
の
ニ
+
⑤
値
打
ち
の
あ
る
時
間
の
ζ
と
を
い
⑬
身
近
な
ζ
と
は
案
外
わ
か
A
な
い
函
の
字
を
当
て
ま
す
。
酉
自
俸
は

=
一
、
サ
ン
ス
イ
骨
働
隻
『
T
E
L、
歪
冨
葉
l
l〈

δ
n
D十
金

こ

と

が

多

い

た

と

え

「

宍

汽

δ
も

H

と

p
と
腕
み
、
つ
く
り
は
w
ひ

ト
リ
オ
、
パ
イ
オ
ニ
ア
と
並
び
ス
東
京
・
従
業
員
約
千
七
百
人
)
が
創

0
4
2
2
(
4
8
)
7
2
1
1
.

⑥

自

分

の

剰

益

に

な

ら

な

い

他

人

の

と

晴

ら

し

よ

み

の

と

り

M

と
い
い
ま
す
.

テ
レ
オ
専
業
メ
ー
カ
ー
と
し
て
知
ら
業
以
来
飯
高
の
五
O
O億
円

の

売

上

紛

争

に

介

入

し

て

自

民

ぽ

胤

い

を

ま

ね

⑪

浴

に

入

っ

て

く

る

船

も

あ

れ

ば

こ

れ
る
山
水
電
気
(
サ
ン
ス
イ
、
本
社
げ
、
ニ
十
億
円
を
ζ
-
各
会
利
益
を
計
あ
な
た
も

不
当
解
雇
・
「
合
理
化
」
を

撤
回
さ
せ
よ
う

サ
ン
ス
イ
労
働
組
合

お
り
が
み
を
ご
い
っ
し
ょ
に

② 

市川
V

だ
開
目
て

折
つ

あ⑬
折り返す

⑬ 

(主~ 
④ 

/λごI"~
"~"よ、\て..~/;

⑪ 
I /l;I>.I:'J I 

M:③ 
七〉4争;
外ミ::;返弓ミラ⑥

② 

③ 

か
た

か
っ!
くi
る'
よ
ろ

び

島

~ 

55 



( 4) 第 21号支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)

を

る
な
ん
て
事
は
許
せ
な
い
.

ロ
月
の
は
じ
め
に
、
新
し
い
家
が

で
き
た
の
で
新
築
祝
い
を
兄
弟
で
符

と
お
る
い
ま
し
た
が
、
そ
の
時
も
怒
寸
た
ち

H
割
引

の
事
ば
か
り
が
語
題
で
レ
た
.

'
4
l

一
度
、
ゆ
っ
く
的
謡
が
レ
た
い
で

元
気
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
事
と
思
画
を
観
た
帰
り
、
思
チ
は
ド
ン
ド
ン
の
中
心
で
小
さ
い
頃
か
ら
元
気
者
で
す
ね
・
ぜ
ひ
一
度
家
族
で
沖
縄
に
帰

い
ま
す
・
沖
縄
は
す
っ
か
り
春
の
気
家
ζ

反
対
方
向
に
行
っ
て
し
ま
っ
て
兄
弟
の
事
と
め
役
だ
っ
た
照
子
は
、

っ
て
来
て
く
だ
さ
い
・
み
ん
な
で
大

侯
に
な
り
、
桜
の
花
も
墜
怠
め
ま
追
い
働
け
た
ζ
と
を
1
1・
方
向
オ
争
犠
団
で
も
、
し
っ
か
り
や
っ
て
い
歓
迎
し
ま
す
よ
・

レ
た
。
昔
、
ふ
と
、
こ
ん
な
事
を
ン
チ
の
皐
が
東
京
都
内
の
労
働
組
る
だ
ろ
-
ぷ
と
・

5
人
の
沖
縄
出
身
沖
電
気
の
伸
聞
の
健
康
と
一
日
も

思
い
ま
レ
た
・
思
T
が
た
し
か
小
学
合
亭
窃
ね
て
歩
く
と
き
、
そ
ん
な
事
者
が
い
る
神
電
気
争
犠
団
の
中
で
康
早
い
勝
利
を
願
い
つ
つ
ベ
ン
を
櫨
き

生
で
、
私
が
中
学
の
時
、
一
緒
に
映
は
な
い
の
だ
ろ
A
ふ
と
・

7
人
兄
弟
年
長
の
撃
ゐ
役
割
は
た
い
せ
つ
で
ま
す
・
チ
パ
リ
ヨ
l
(が
ん
ば
れ
)

国
-
-
-
-厩

凶

す

.
男
ば
か
り

3
人
の
平
供
亭
持
つ

.

.

.

.

.

.
 園
山尚
一
母
親
と
し
て
の
仕
事
も
た
い
へ
ん
だ

圃
園
開

.ι
る

Z
、

警

告

し

て
い
ま
す
・

・
開
園
・
・
聞

酬

m

c
歳
に
な
魚
X
が
「
お
ま

-a躍
の
開

国
薗
圃
・
困
問

酬
闘
争
が
終
る
ま
で
は
、
死
な
な
い
よ
」

-aaま
と

言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
兄
完
も

--EE
闘
験
照
子
た
ち
の
闘
い
は
、
ぜ
ひ
勝
利
さ

・
園
・
園
・
・
園
町
剛
せ
ね
ば
い
り
な
い
と
考
え
て
い
ま

-
RU
h脳
U
E明
す

.

困
問
幽
・
・
・
圃
苅
J

労
働
者
が
会
社
が
気
に
食
わ
な
い

測
岱

a---Eヤツ
だ
か
ら
と
一
方
的
YL解
届
さ
れ

:
j

j

 

ウ
マ
ン
チ
ュ
の
た
め
に
チ
バ
リ
ヨ

1

沖
縄
県

具
志
堅

1 9 8 1年 1月 1日

町

通
信
俊
三
大
メ
ー
カ
ー
の
一
つ
三
池
争
議
以
来
、
約
初
年
ぶ
り
の
建
設
な
ど
.
指
名
解
雇
の
ね
ら
い

三
干
の
支
繁
昌
や
、
一

万
人
を

叫

沖
電
忽
ム
業
(
本
社

-
東
京
、
三

指
名

解

雇

で

す

・

が

、

活

動
家
を
排
除
し
、
残
る
労

乙
え
る

「支
慶
す
る
会
」
に
支
え

叩

笥
止
男
社
長
、
約
一
万
三
千
人
)
そ
の
後
，
企
業
危
磁
M

は
ど
と
働
者
を
い
っ
そ
-フ
レ
め
つ
り
、
も
ら
れ
て
、
企
業
に
「
首
切
り
の
白

一

は
「
経
営
危
警
」
「
人
を

霊

ノ

ノ

ノ

〆

，

〆

〆

自

」
露
を
与
-ま

な
/
妻

迄

…

っ
て
い
る
」
と
称
し
て
、
千
五
百

沖

電

気

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

覇

、

警

権
利
害
ろ
う
r
と

山

人
の
「
希
望
逗
職
」
募
集
を

録

集

会

力
で
一瞥
覆
帰
を

e
Eて
嘗

叩

乙
の
あ
と
退
職
強
蚕
に
応
じ
な
い

へ
や
ら
、
史
上
愚
高
の
利
益
、
七
う
け
を
ふ
や
す
ζ
と
に
あ
っ
た
と
闘
レ
て
い
ま
す
・
な
お
、
裁
判
闘

叩

三
百
人
に
、
沼
毎
日
月
、
指
名
解

百
人
以
上
の
新
採
用
、
九
州
に
百
と
室
市
し
て
い
ま
す
-
塑
笹
川
名
争
も
、
証
人
関
べ
に
入
り
、
市
援

問

胞
を
強
付
・
大
手
企
猿
で
は
三
井
憾
円
以
上
亭
投
資
し
て
暫
志
樹の

で
一沖
電
気
争
議
団
亭
編
成
七
、
約
保
段
階
を
む
か
-季
、
い
ま
す
・

③ うちのおとうさん

沖電気争議団

川口義範さんの巻

い
ち
ば
ん
好
き
な
人
は
だ
れ
|
|

「
お
か
あ
さ
ん
」

そ
の
つ
ぎ
が
菱
さ
ん
な
の
|

「
え
」
「
主
主
克
」

担問
λ
さ
ん
、
何
か
買
っ
て
く
れ
る
|

「ド
ラ
エ
モ
ン」

や
さ
L
い
菱
さ
ん
だ
ね
|

‘

「-Z」

(あ
)
(
り
)
(
が
)
(
と
)

傘
白
舎
労
組
(
千
葉
)
か
ら
は
車
ボ
l
ル
ぬ
箱
、
う
れ
し
い
ζ
と
で
す
.

満
載
で
野
菜
や
魚
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
.
子
供
の
い
な
い
抽
出
身
者
が
、
ふ
て

地
方
か
ら
は
打
ん
と
や
衣
頬
な
ど
が

く
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
に

ド
ッ
サ
リ
神
電
気
の
仲
間
に
届
霊
草
も
よ
ろ
し
く
.
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く

し
た
.
Z
供
の
衣
類
だ
り
で
も
ダ
ン
だ
さ
っ
た
み
誓
c
ん
、
あ
吹
か
戸
」
う
.

「お

い
友

お
な
か

友義く ん

(3歳)

と

し

ひ

ろ

利
比
呂
も
今
年
は
小
学
生

あ

ず

ま

た

ひ

ろ

こ

沖

電

気

争

議

団

東

田

照

子

家
族
の
み
な
さ
ん
お
元
気
で
す
て
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
く
的
が
え
で
、
保
育
閣
の
中
で
噌
芝
元
気
に
育

か
、
沖
電
気
か
P

町
長
凪
内
品
目
さ
れ
て
か
レ
、
就
労
要
求
を
レ
た
二
年
前
め
乙
っ
て
い
ま
す
・
利
比
后
も
今
春
は
小

ら
=
露
国
の
正
月
亭
通
え
ま
し
た
。
と
を
昨
日
の
様
に
思
い
出
し
ま
す
・
学
宅
争
議
団
の
子
供
述
が
身
、
実

コ
ー
ト
の
僚
を
そ
マ
2
7
1を
妊
娠
中
で
あ
っ
た
私
の
身
体
を
雪
に
す
乙
や
か
に
育
つ
た
め
に
も
親
の
く
頃
で
す
ね
、
百
童
く
争
灘
団
そ
の
日
を
、
た
の
し
み
に
し
て
い

レ
カ
イ
ロ
を
手
に
し
て
の
門
前
の
抗
か
い
「
乙
の
闘
争
を
本
当
あ
意
味
で
は
た
す
役
割
が
大
き
い
こ
と
を
つ
ょ
に
も
春
が
く
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
幸
阜
9
.

家
襲
ωみ
な
さ
ん
の
御
多
幸

懇
話
、
指
名
解
胞
の
菌
を
求
め
勝
利
さ
せ
る
に
は
生
ま
れ
て
く
る
生
く
管
ま
す
・

ζ
の
2
年
間
に
笥
せ
手
・
今
年
ζ
そ
家
族
で
そ
ろ
っ
て
を
御
祈
巴
ま
す
・
警
官

-e
命
の
尊
さ
を
忘
れ
ず
、
体
を
大
切
に
ら
れ
た
全
面
か
ら
の
主
連
$
g
aな
支
帰
省
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
・

レ
↓
す
り
の
た
め
に
闘
う
こ
と
が
必
要
援
、
心
曜
か
い
母
車
し
に
幾
度
か
涙

-

だ

き

」
い
つ
も
励
ま
し
て
く
れ
た
レ
た
こ
と
・
乙
の
力
に
支
え
ら
れ
て

司
-
会
社
の
裁
判
引
き
延
ば
し
戦
術
に
は
|

皆
の

Eを
思
い
出
レ
ま
す
・
闘
争
重
っ
て
ζ
れ
た

E・
こ
の

E

一欄一

、
の
中
で
筆
れ
た
老
健
康
で
た
く
に
審
主
義
利
の
目
ま
で
闘
い

一
型

多

数

の

傍

聴

で

反

撃

を

夢υ
く
成
長
レ
ま
し
た
・

三
人
の
ワ
つ
づ
け
た
い
と
思
い
ま
す
-

TI
l

-
-

-

目下
U
H
-
-

ン
パ
ク
息
子
た
ち
は
争
犠
聞
の
中
沖
縄
で
は
そ
ろ
そ
A
援
の
花
が
咲
ロ
月
2
目
、
東
京
地
裁
で
、
い
よ
で
、
胡
菩
集
量
の
場
で
も
之
荘
の

4

い
去
荏
側
証
人
調
べ
が
閥
均
朝
狙
い
は
、
は
っ
き
り
U
た
。
裁
判
の

旧
頃
か
ら
、
傍
嶋
者
が
続
々
と
つ
め
引
き
延
ば
し
戦
術
だ
け
だ
.
そ
れ
に

か
け
、
定
刻
の
巾
時
ぬ
分
に
は
、

m
山
幸
を
借
す
古
館
裁
判
官
に
対
す
る
糾
恕
を
さ
い
て
容
加
さ
れ
た
、
み
な
さ

賂
の
内
号
法
廷
は
超
満
員
.
空
い
て
弾
の
声
も
強
め
よ
う
」
な
ど
の
意
見
ん
ど
う
も
あ
り
が
と
ミ

い
る
会
社
側
#
護
士
席
の
イ
ス
ま
で
が
た
く
さ
ん
で
ま
し
た
。
法
廷
に
入
沖
電
気
不
当
解
雇
肺
箇
裁
判
も
い

傍
聴
者
用
に
レ
て
も
収
容
し
き
れ
れ
ず
ち
時
閉
屯
く
邸
ト
で
が
ん
ば
っ
よ
い
よ
重
要
な
第
一
の
山
湯
で
す
.

ず
、
容
い
廊
下
で
待
つ
人
・
匂
た
人
は
「
邸
p
に
あ
ふ
れ
で
い
る
人
さ
そ
い
あ
っ
て
、
傍
聴
麿
を
即
あ
つ

仲
間
さ
れ
た
裁
判
で
は
、
傍
聴
者
遣
を
、
裁
判
官
は
昨
目
し
て
い
る
と
く
し
ま
し
ょ
う
.

の
邸
、
心
を
よ
そ
に
、
ダ
ラ
ダ

Zし
思
う
.
霊
童
は
正
レ
い
判

撃

}

1

』

〉
み

て
要
領
の
得
な
い
質
問
と
、
抽
象
的
出
さ
せ
る
た
め
に
毘
嬰
」
と
漏
っ
て

よ

1
f」
?可

な
回
答
ば
か
り
を
繰
返
す
ば
か
り

く
れ
ま
す
・
公
休
を
と
hy多
忙
タ

d

d
ん
冶
ピ

す

い
て
る
ん

だ

ろ
」

J
 レ

N
I
 

一ぷ

レ
ぽ
l

t

v
「

詠

目
むるL

 
てL
 

驚も畏判裁で員満r
 

裁

判

日

程

1
同
幼
日
浦
和
地
裁
熊
谷
支

部
、
日
時

im時
(
仰
争
磁
団

中
山
森
夫
さ
ん
に
対
す
る
会
社

の
反
対
等
恩

1
同
引
日
東
京
地
盤
民
都
市

号
法
疑

問
時

im時
(
会
社

使
人
の
容
4

回
)

(
m

つ
)

・
長
野
、
悔
原
昌
晴
さ
ん

.
福
島
、
高
橋
冨
雄
さ
ん

・
背
議
、
伊
藤
敬

一さ
ん

・
金
右
舎
市
議
組
合

-E
斉
藤
武
夫
さ
ん

(
東
京
)

.
桐
田
真
想
主
c
ん
(
東
京
)

.
佐
墜
喜
子
さ
ん

(東
京
)

.
白
金
保
育
問
、
藤
原
さ
ん

・
北
緑
述
、
塩
崎
恭
平
さ
ん

・
洗
心
保
育
園
、
小
野
さ
ん

・
高
田
昭
治
さ
ん
(
東
京
)

・
教
育
同
入
社
労
組
有
志

-
市
外
望
書
桑
内
有
志

-
T
B
S
、
ブ
リ
タ
ニ
カ
有
志

・
慶
応
大
学
、
=
一
回
労
組
有
志

・
山
形
、
荒
木
貞
市
さ
ん

・
日
本
電
気
有
志

(東
京
)

.
芝
信
用
金
服
の
池
亀
虫
ヤ
ん

・
サ
ン
ス
イ
労
働
組
合

-
東
京
工
墾
穴
学
有
志

金
石
倉
か
り
の
ヤ
サ
イ
の
山

川

H
月
同
日

軍
事
費
を
削
っ
て

川

く

-puと
福
祉
・

教
育
の
充
実

酬

を
国
民
大
運
動
中
央
業
会
に
参

刷

加

(出
底
と
宣
伝
活
動
)

川

H
月
日
1
引
白

神
電
気
本
社

山

前
で
抗
議
の
座
り
込
み
.

川

H
月
日
日

芝
信
用
金
庫
闘
争

H

勝
利
パ
ー
テ
ィ
ー
に
移
加
.
川

川

越
油
単
(
笥
玉
)
響
闘
セ
ミ
ナ

ー
に
容
加
.

川

刊

月
げ
日
沖
電
闘
争

2
周
毎

中
央
集
会
(
八
百
人
)
・
三
菱

鎌
倉
、
伊
警
ん
の
解
庖
置

川

決
起
集
会
に
診
加
・

日
月
初
回
伸
、
八
王
子
社
前

川

抗
銭
行
動
・

川

H
月
引
日
マ
ッ
ク
ス
勝
利
会

日
月

η
目

第

6
回
日
本
青
年

川

学
隼
穴
熊
会
に
歩
加
.

』

H
月
刊
日
日
神
闘
争
共
同
取
材

開
催

川

什
月
白
日

神

支
M

犠
仰
奈
川
電

機
幹
務
会
.
ス
モ
ン
決
起
祭
吉

川

口
月
幻
自
支
鐙
す
る
会
定
例

川

幹
聖
『
オ
ザ
門
良
作
所
(
崎

川

玉
)
決
起
集
会
に
欝
加
.
平
和

川

懲
替
を
守
る
什

-
U国
民
大
会

川

に
欝
加
.

川

け

月
刊同
日

沖
哀
躍
す
る
会
東

川

京
簡
易
保
険
扇
支
部
と
交
流
会

川

杉
並
区
(
墓
京
)
総
行
動
に
診

加
.
杉
本
伸
線
(
大
阪
)
の
三

川

井
物
産
抗
議
行
動
に
診
加
.

山

什

月
刊
日

細
川
活
駆
附
総
決

川

起
安
定
書
加

.
S玉
、
イ

川

カ
の
嬰
燐
の
出
庖
)

川
'
ロ
月
2
日

東
京
裁
判
、
第

一

川

国
会
勧
証
人
制
ベ

，

は
月
3
日
沖
電
気
争
犠
団
を

は
げ
ま
す
豊
島
交
流
集
会

ロ
月
4
日
沖
茎
李
登
官
、

宮
城
県
集
品
開
悩
(
百
人
)

ー
ロ
月
5
日
吉
飽
銭
判
官
糾
弾

袋

詰

容
加
.
日
本
電
富
一
面
、

『

府
中
工
場
前
カ
ン
パ
活
動

(+

川

万
円
を
こ
え
る
)

ロ
月
6
自

国
労
塞
思
機
関
区

川

会
置
の
定
期
大
会
に
診
加

'

は
月
6
1
8
日

東
京
争
犠
団

の
第
円
回
総
会
に
診
加
.

ー

は
月
7
日

日
本
の
・
之
九
と
え

祭
典
に
診
加
.
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1 9 8 1年 2月 1日

裁
判
闘
争
、
第

通
信
俊
三
大
メ
ー
カ
ー
の

一
つ
一
一
一池
争
犠
以
来
、
約
初
年
ぶ
り
の
建
設
な
ど
・
指
名
解
雇
の
ね
ら
い
一
一
一
干
の
支
援
労
組
ゃ
、
一
万
人
を

沖
電
気
工
業
(
本
社

・
東

京

、

三

指

名

解

雇

で

す

・

が

、

活

動

家

を

排
除
し
、
残
る
労
乙
季
五
慶
す
る
会
」
に
支
え

奮
止
男
社
長
、
約

一万二
一
手
人
)
そ
の
後

w企
業
危
出
ヂ
は
ど
と
働
者
を
い
っ
そ
-
P
Uめ
つ
け
、
も
ら
れ
て
、
企
業
に
「
首
切
り
の
自

は

「

経

営

危

機

だ

」

「

人

が

あ

ま

由

」

の

旗

を

与

芳

志

な

/

隻

d

る

ノ
r

ノ
'
ノ

っ
て
い
る
」
と
せ
て
、
千
五
百

沖

電

気

指

名

解

雇

撤

回

圃

争

と

は

覇

、

働

く
栴
利
害
ろ
う
F
と

人
の

「希

望

緩

」

募

集

を

護

軍

全

力

で

職

湯

復

帰

を

め

ざ

し

て

奮

乙
の
あ
と
退
職
強
要
に
応
じ
な
い
へ
や
ら
、
史
上
愚
高
の
利
益
、
七
う
叶
U

を
ふ
や
す
こ
と
に
あ
っ
た
ζ

闘
レ
て
い
ま
す
.
な
お
、
裁
判
関

三
百
人
に
、
河
川
年
刊
月
、
指
名
解
百
人
以
上
の
新
保
用
、
九
州
に
百
と
ま
市
し
て
い
ま
す
。
現
在
川
人
争
も
、
証
人
翻
ベ
に
入
り
、
虫
要

屈
を
強
行
.
大
革
企
業
で
は
三
井
億
円
以
上
亭
投
資
じ
て
事
ム
揚
の
で
沖
電
気
争
議
団
を
結
伊
υ、
約
架
尉
階
を
む
か
え
て
い
ま
す
.

-・・・・・・・・周囲.

の
山
場
む
か
え
る

凶
時
ぬ
分
)
第
一

回
中
山
民
対

尋
問
.

抗
議
先
東
京
都
港
区
虎
の
門

一
の
七
の
一
二

神
電
気
工
業

構
式
会
社
社
長
=
一
宅
E
男

珠
山
i
R
Y
3
31
11

闘
う
沖
電
気
の
仲
間

電
波
に
の
っ
て
全
国
ヘ

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

発支援する会事務局

行事務所 東京都港区三田

所 3ー 2-20 
電話 103)451-3515

郵便口座口座番骨

東京6-75240 
加入者名 沖電気の不当解周

を撤回させる会

号

1 98 1年

2月 1日

22 第

第 22号}
 
1
 

(
 

川

正

月

、

東

北

出

r欝
い

書
は
宣
伝
車
で

川
綴
能
側
、
，
E
F何
回
舎
へ
帰
り
ま
し

川
巴
-
Lた
・
高
い
国
鉄
で

川
叫

U
古

川

は
二
万
円
か
か
る

川

ゼ

ト

キ
ッ
プ
代
が
、
室

川

e
p
.
a
m
伝
車

(
わ
ら
び

…
そ

嘩
号
)
に
八
入量

し
ず
品
開
る
と
み
十

川

円
で
す
み
、
非
常
ι
経
済
明
、
省

川

エ
ネ
(
少
円
無
)
争
議
函
に
ピ
ッ

川
タ
リ
の
案
だ
っ
た
.
渋
帯
が
予
想

川

さ
れ
た
東
北
自
動
車
道
は
昨
年
の

川

よ
う
な
混
雑
は
な
く
ス
ム
ー
ズ
だ

川

っ
た
が
事
務
晋
τ出
者
U
て
か
ら

川

十
二
時
間
か
か
り
ゃ
っ
と
青
森
に

川

到
着
、
真
夜
中
の
二
時
す
ぎ
ま
で

川

家
肢
は
起
き
て
待
っ
て
い
て
く
れ

川

た
。
裁
判
の
結
亭
皐
く
聞
き
た
か

刷

っ
た
の
で
し
ょ
A

ぷ
9
非
常
に
申

川

し
分
は
な
い
気
持
に
な
っ
て
家
へ

川

入
予
と
き
、
一
言
「
よ
ろ
心
く
た

川

の
を
革
す
」
.
回
舎
で
は
農
業
経

川

蛍
の
合
理
化
亭
す
る
た
め
ア
ン
ケ

川

1
ト

fZっ
て
い
た
.
「
い
く
つ

川

も
の
所
に
分
れ
て
い
る
士
一
地
亭
良

川

家
と
戸
U
で
交
換
U

一
カ
所
に
ま

川

と
め
た
長
と
う
か
」
と
か
、
一
般

川

栄
青
年
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
農
家
の

川
人
は
自
分
の
+
直
に
愛
着
が
あ
る

川
か
ら
現
実
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
で

川

な
い
」
と
ポ
ツ
リ
.
労
働
者
は
土

川

地
な
ど
な
く
財
産
ぼ
自
分
の
身
依

川

だ
け
だ
園
団
結
も
農
家
よ
的
単
い
.

川

帰
重
彦
、
そ
れ
ぞ
れ

「将
来
を

川

考
え
ろ
」
と
か
「
帰
え
っ
て
来
た

州

方
が
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」
な
戸
戸
」

川
抱雷
わ
れ
て
来
な
が
ら
も
元
気
に

川

「
全
国
の
支
療
す
る
会
の
人
た
ち

川

が
私
の
家
族
だ
f
」
と
、
山
ル
叫
ん

川

明
帰
図
。

(

申

野

達
弥
)
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( 2) 第 22骨支獲する会に入会しよう (会費1ロ200円/月)1 9 8 1年 2月 1日

国「チど色めこう鞍予があち尺jを

軍
事

君事2ijzi!i需品;;iiiiiiiiii
口県 詰出許申告iiiiY諸島!

?2!詰時年FijiijiiiJ1
5軍;盟諸iiifiii?申告15持場。
ま基iz票Z口 2議a ::;.-.. ~ ~書出量スヒ
守地問;iiiti.，h歯科堅苦職
流棋iiiiEJ司培iii!3
5忍間?と詰且;亡.許ifii竺
つ師事日韓4・3童相をヂた日5312養言明園町五輪議

一
九
七
九
年
、
国
際
甥
溜
年
が
制
で
に
、

今
日
は
戦
前
で
@
也
」
と
い

寄
己
れ
、
「
親
は
、
モ
ζ

も
亭
守
る

2
aで
に
な
っ
て
い
ま
す
.

た
め
に
何
を
な
す
べ
き
か
」
と
い
う

ど

ん

な
ζ
と
が
あ
っ
て
も
、
戦
争

思
い
の
集
約
と
し
て
、
日
本
で
も
、
亭
腐
ぎ
、
平
和
を
す
也

C
と
を
、
今

日
本
モ
と
も
を
惇
る
会

(代
表
・
羽
ま
で
以
上
に
短
大
で
山
商
な
責
務
と

仁
鋭
子
)
、
日
本
児
蛍
文
堂
去
協
会
し
て
、
も
う
一
度
ふ
担
堪
り
、

聞
い

(
代
表
・
拙
盟
国
幸
獲
)
が
企
覇
、
編
な
和
U
て
を
る
ζ
と
が
必
要
な
の
で

築
し
、
車
土
文
化
が
山
服
し
た
「
舘
は
な
い
で
レ
ょ
Z
J
か
・
堕
画
「
子
ど

り
つ
ぐ
戦
争
体
験
」
〔
全
有
替
)
が
も
の
ζ

高
坂
争
が
あ
っ
た
」
が
、
そ

あ
り
ま
す
・
全
国
か
F

り
寄
せ
ら
れ
た
の
た
め
の
一
つ
の
き
っ
か
は
L
与
也

一
、
七
七
二
通
に
も
お
よ
ぶ
そ
の
手

で
し
ょ
う
・

起
悼
、
今
は
お
と
棋
と
も
な
り
親
と

も
な
っ
た
人

芝

の

喜

f霊
験

斎

藤

監

督

か

ら

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

時
間

lpしれわ日十

人
間
の
美
し
さ
を

て
そ
の
中
の
」
混
血
芸
の
死
M

表
現
し
ま
し
た

は
、
な
か
で
も
際
だ
っ
て
腕
む
者
に

一一
4

一一

.

深
い
感
動
を
与
-
ゑ
9
に
お
か
ぬ
作
品
映
画
は
、
人
間
の
挺
し
さ
に
つ
い

'

で
レ
ペ
ブ
ン
コ
l
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
て
警
語
る
お
で
は
な
い

で

レ

ょ

会

等

v旬
、

ml

ン
と
松
竹
の
労
働
雲
が
主
と
な
っ
う
か
.
戦
争
で
は
命
が
た
-
子
、
危

て
「
二
度
と
親
惨
な
時
代
を
く
的
返
険
に
さ
ら
さ
れ
、
優
し
さ
や
、
思
い

さ
な
い
た
め
に
も
、
す
ぐ
れ
た
官
聞

や
り
な
ど
の
人
間
的
本
心
が
さ
げ
す

を
作
臭
九
い
き
映
画
化
を
決
定
し
、
ま
さ
れ
、
死
へ
の
大
円
逃
が
強
要
さ

「

き
も
の
と
議
争
が
あ
っ
た
」
れ
る
|

1
・
と
の
盤
で
は
、
そ
れ

と
い
品
名
で
映
画
が
つ
く
ら
れ
ま
で
も
語
、
ひ
た
む
き
に
耐
え
雲
」

し

た

.

守

ろ

-

?

と

す

る

人

逮

の

心

の

聞

か

を

d
和
H

は
人
類
の
永
遠
の
願
出
血
錨
乙
う
と
努
め
ま
し
た
・

で
す
が
愈
法
弦
比
論
議
が
誓
己
れ
、

-
山
啓
県
生
ま
れ
・
め
歳
・
夏
民

福
祉
予
算
よ
的
品
問
衛
予
算
の
方
が
広
大
学
美
学
税
率
。
現
在
松
竹
労
組
の

大
さ
れ
て
い
く
と
い
っ
た
現
訟
を
、
大
船
盆
萎
員
長
.
沖
電
気
争
議
団

朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
等
に
よ
れ
ば
、
「
す
の
斉
藤
洋
平
去
」
ん
の
義
兄
・

2月14日より
松竹系一斉公開
上映協力券(950円)は、沖

・支援する会でお求め下

さい。

食全固いずれの上映劇場でも

ご入場できます

食1981.5.31まで有効

同時上映は山田洋次作品

「遥かなる山の呼び声」

‘-l ソ:予メ..  い 性?都議E'E圃圃圃圃圃圃圃
防衛関係費
195 5年 1，349億円
1 970年 5，695億円

1 980年 2兆2，302億円

198 1年 2兆3，700億円

-
も
の
が
た
り

.

さ
ん
聞
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。

0米軍基地数・… .............110余

0米軍による

事故 ・犯罪件数 ..'152， 00uf'牛

日本人死亡者数一 .....968人

(80年 3月)



「
全
面
参
加
と
平
等
」
|
国
際
障
害
者
年
を
み
の
り
あ
る
も
の
に

す
べ
て
の
障
害
者
に
労
働
の
場
と

活

場

保

障

国
開
陣
帯
者
年
の
一

…
シ
ンボ
ルマ
ー
ク
は
一

一
二
人
の
人
闘
が
巡
桔
一

…
レ
て
手
を
取
り
合
一

一
い
、
早
噂
の
立
揖
か
一

一
色
言
一
い
に
支
え
合
ヲ
一

一
て
い
る
聾
韮
号
一

…

て

い

る

。

一

i国間障害者年の i 
シンボルマーク i

.....ー"“"“・・....“・・・.............

1 9 8 1年 2月 1日

生

の

の

を

乗
れ
る
の
は

国
際
障
害
者
年
が
務
を
あ
け
た
。

目
が
悪
い
か
ら
メ
ガ
ネ
を
か
け
る
。
足
が
悪

い

か

A
4皐
イ
ス
に
乗
る
。

障
害
の
部
位
と
程
陣
原
違
い
、
そ
れ
を
補
完

す
る
補
装
具
が
違
う
だ
け
な
の
だ
。
と

ζ
ろ
が
、

現
実
に
は
メ
ガ
ネ
を
か
け
て
い
る
人
は
、
障
害

者
と
は
呼
ば
れ
な
い
。
な
ぜ
か
。

障
害
が
あ
る
か
ら
障
害
者
、
で
は
な
い
の
で

あ

る
。

障
害
が
あ
る
た
め
に
、
障
害
の
な
い
人
と
同

じ
よ
う
に
、
社
会
生
活
を
営
め
な
い
か
ら
障
害

者
、
と
呼
ば
れ
る
の
だ
。

I
毎
日
新
聞
抜
粋

現
在
日
本
で
、
障
害
者
(
成
人
〉
と
呼
ば
れ

て
い
る
人
は
、
三
百
五
十
万
人
と
も
四
百
万
人

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
達
の
生

活
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
テ

l
マ
「
参
加
と
平
等
」
は
い
か
に
。

日
本
の
交
通
機
関
の
シ
ン
ボ
ル
新
幹
線
に
そ
の

世
産
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。
ま
ず
知
る
乙
と

が

大
切
な
ん
だ
か
ら
と
|
|
。
(
藤
田
和
子
〉

「
ひ

か

り

号

」

だ

け

唱

新
震
に
ζ

ん
筆
頭
あ
っ
た

(個

室

主

翼

に

な

っ

て

一

の
亭
御
寝
U

で
す
か
い
て
ベ
ッ
ド
に
も
な
る
そ
う
で
す
)

陣

新
幹
線
に
乗
っ
た
時
、
な
に
げ
な

気
に
事
由
の
は
斜
金
、
乗
車
突
は

b

〈
車
内
亭
歩
い
て
い
る
と
，
あ
な
た

一
般
の
半
額、

特
品
努
は
全
額

(一

り

の
新
幹
線
と
南
罪
と
い
員
般
と
同
じ
)
だ
号
つ
で
す
・

介

警

帥

一市
に
出
く
わ
し
ま
し
た
.
そ
こ
に
は
は
、

一
人
だ
り
身
障
者
の
料
金
と
同

電
話
や
禁
煙
車
の
案
内
が
曾
か
れ
て
じ
嗣
料
金
で
乗
車
す
る
事
が
認
め
ら
れ

い
ま
レ
た
が
、
そ
れ
ら
に
混
じ
っ
て
て
い
る
と
い
う
ζ

と
で
レ
た
.

w
車
椅
子
で
も
気
騒
に
と
利
用
く
だ
も
う
ひ
と
つ
気
に
な
る
の

が

、

ど

し

ま

い

ま

す

.

自

宅

か

民

政

ま

で

く

聞

や

雑

誌
亭
見
て
も
そ
の
と
と
が
譜
て
な
ど
と
言
い
は
じ
め
ら
れ
て
い
る

さ
い
u

と
い
う
文
芸
自
に
入
つ
て
の
様
に
し
て
一
乗
車
さ
せ
、
降
車
す
る
誘
導
を
す
る
・
る
の
に
も
容
易
で
は
な
い
環
境
の
中
や
か
に
普
か
れ
て
い
ま
す
・
で
量
中
で
、
障
害
持
っ
た
人
遥
は
懸
命

告
き
し
た
・
早
速
ど
こ
の
車
両
に
あ
の
か
で
す
が
、

ζ
れ
に
は
、
駅
員
の

・
到

震

の

堅

で

l
・
乙
の
人
妻
九
っ
て
霊
と
語
、
ま
だ
ま
だ
陣
喜
に
と
っ
て
に
生
き
て
い
手
。

る
の
か
と
担
U
た
と
ζ

ろ
、
九
号
車
方
や
乗
務
員
の
方
が
、
と
て
も
気
を
ま
で
出
迎
ま
・
同
じ
よ

-E、
童
に
出
て
行
り
る
善
U
や
す
い
状
警
は
あ
り
ま
せ
同
じ
社
会
に
生
き
る
者
と
し
て

一

に
身
竪
官
の
マ
l
ク
の
つ
い
た
軍
配
り
細
か
い
配
慮
か
さ
れ
て
い
る
よ

・
駅
員
が
出
口
ま
で
撃
す
る
・
の
量
然
な
の
だ
か
ら
そ
の
為
に
は
ん
・
教
育
雇
用
、
町
づ
く
皇
で
、
管
、
教
育
、
怒
号
問
姐
や
町
づ

を
見
つ
付
出
し
ま
レ
た
・

う

で

レ

た
・
と
い
う
手
取
に
な
っ
て
い
ま
す
・
手
亭
晶
画
せ
る
俺
途
が
手
伝
う
こ
と
が
す
べ
て
健
康
者
中
心
。
企
業
の
利
益
く
り
な
ど
考
え
、
生
き
て
い
る
私
達

そ
ζ
で
霊

完

に

群

レ

い

警

始

発

駅

で

は

九

重

の

ド

ア

l
は
一
般
の
出
入
必
要
な
ん
だ
な
」
と
・
に
芸
ロ
な
い
者
に
は
余
分
な
お
金
は
が
、
生
活
レ
や
す
い
社
会
に
す
る
た

主

が

っ
て
言
レた
・

・
駅
員
が
車
両
ま
で
案
内
す
る
・
乗
ロ
よ
り
も
広
く
な
っ
て
い
て
、
事
今
年
は
困
層
薯
年
・
ど
の
新
使
わ
ず
切
り
す
て
る
・
福
祉
切
り
す
め
に
、
が
ん
ば
長
せ
っ
ち
で
の
認
定
申
摘
を
待
っ
た
途
怖
に
産
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
・

ひ
か
与
の
全
列
車
に
一
両
(
九

務
員
が
九
宣
車
車
内
で
待
つ
・

75自
匂
L
出
入
り
で
き
亀
に
な

T
5
3
3
2
i
'
t
r
i
t
-
-
z
f
i
z
z，
'J45feli---

さ
れ
た
の
は
一

九
七
七
年
七
月
で
レ
か
し
、
ス
イ
ス
航
摺
ほ
い
ま
だ

号
車
|
一
部
七
号
車
の
場
合
も

あ

-
身
障
者
の
個
室
へ
案
内
す
る
・
っ
て
い
ま
す
・

"

す

・

に

労

基

法

違

反

の

解
雇
を
般
図
せ

ド
持
訪
れ
れ
れ
世
間
日
開
ド
者
富
豪
到
着
人
見
詰
1
H
i
u
肝心…

労
災
認
定
者
の

討
対
日
付
諸
問
昨
日
れ
は
山
内
向精純一れ

i
E
E:
E
==
E
E
E
E

諸-詩弓
-誇--持河詩立パ刊詰刊辻立完立誌誌詰吋汁立三UU辻山弓弓咋守の
巴お詩山詩品抗炉十鍔控山日
Y
ん

解

雇

は

ゆ

る

さ

な

い

ド口詰
1
品持ロ臼詩詩パ詩詩伐待信話-訂粍長れ粍長ぺ託号別可丞長肝軒祭去μ“釘U勾誌↓詩諒F日ドドドγ工い雇霊
i畠

…ι
はh一
謹

担
芸
幻
幻
伊
鈴
鮭V
臼詐〉がト
五
錦
鈴
吋
器
器
詰
諺
附
器
鰐
長
問
診
断

m諮
問

問

れ

諮

問

d
緊

訴

訟

だ

と

い

う

を

で

し

ぺ

ひ

か

何

万

痛

み

が

ひ

ど

く

な

り

、

入
ち
た
時
四
、
そ
し
て
襲
の
回
警
か

E

…
=
干
一
回
総
合
で

「
一
九
八
一
室

Z
2
2
2害
時

喜

容

器

富

の

る

こと
」
「

陣

容

の

雪

?

山

の

室

の

塁

悪

沢

山

増

え

…

ス

イ

ス

航

空

堀

美

和

子

さ

ん

ι、自
分
で
ド
ア
も
あ

Zれ
な

る

長

、

事

の
合
理
化
ち

山
田
聞
陣
翠
年
と
す
る
」
と
躍
し
は
な
ら
な
い
③
国
間
陣
害
年
の
盟
協
力
促
進
に
章
、
胃
る
も
の
で
串
ハ
ピ
リ
チ
l
シ
B

ン
の
た
め
の
効
果
川

て
身
障
者
も
気
軽
に
ど
ζ
へ
で
も
出

ゆ

人
布
団
お
く
て
腕
に
は
か

ub
堂
す
る
攻
患
の
防
波
山知
持
者
と

川
た
も
の
て
テ
!
?
は
「

(
陣
喜
悪
自
的
の
ひ
と
つ
け
『
陣
暫
定
率
い
ま
世
界
に

処

置

字

万

的

襲

握

手

る
ζ
と
」
な
ど
を
川

か

宮

れ

孟

に

し

て

ほ

し

い

で

す

…

い

ま

、

議

の

合

理

化

、

華

経

れ

な

い

ほ

ど

惑

く
な
っ
て
い
ま
し
菌
し
て
い
±
受

川
の
基
へ
の
〉白
河
童
加
と
平
骨
」。

「人
悼
の
動
曹
の
支
障
」
の
み
を
軍
人
の
陣
曹
者
が
い
る
と
推
定
さ
杭
て
書
@
各
国
に
剖
泊
し
て
害
者
団
"

山
と
の
き
リ
ビ
ア
の
ご
ス
ょ
す
る
の
で
は
な
よ
車
庫
い
る
が
、

5置
Eに
い

覧

車

喜

皇

墨

田

空

一

有

一

塁

む

な

か

で

多

く

の

労

災

・
臓

だ

八

一春
闘
勝
利
・す
べ
て
の
争
議

工
・
キ
キ
高
速
大
祭
各
国
語
電
器
君
、
調
神
宮
ど
宝
る
り
で
同
陣
帽
章
活
動
の
寿
国
喜
平
の
声
明
雲
、

昼

間

工

自

分

自

身

の

"

義
署
露
老
て
い
そ
そ
れ
か
ら
、
姻
さ
ん
の
襲
病
と
勝
利
の
た
め
、
と
も
に
重
皇
し

山
び

か

り

た

こ

と

か

ら

、

四

十

一

品

動

計

幽

〈

十

年

計

恩

の

聞

定

な

ど

川

・

レ
か
も
、
そ
れ
は
企
業
の
巧
妙
な
の
闘
い
が
警
り
、

解
回
閣
の
闘

ょ
う
・
(
記
事
、

守
る
会

、

百

…
の
共
同
案
と
し
て
出
さ
れ
た
。
輯

「
十

年

計

画

」
策

定

な

ど

勧

告

高

官

て

い

る

・

川

問

題

と

し

て

山

菜

管

の

な

か

で

泣

き
沿
い
星
争
が
は
じ
ま
皇

し

た

・

・

激

励

先

H
棄
都
千
代
田
区
富

山
肘
を
m担
、
一
九
七
九
年
の
第
三
十

日

本

で

は

、

昨

年

三

尺

政

府

は

山

川

川
四
問
題
震
で
「同
開
師
事
年

間
違

「
国
際
附
省
者
年
」
で
決
議
首
相
蚤
部
長
と
す
る
同
開
聞
喜

川

乗
警
安
全
に
目
盟
主
り
届

i

さ
せ
ら
れ
た
り
、
不
当
な
住
吉
署
痛
む
身
体
で
ピ
主
痔
ち
な
が
ら

2
の
円
小
林
ピ
ル
内

千
代
田
区
労

山

富
田
」
義
織
し
た
。

霊

塑

君

臨

を
聞
堅
実

川

け
る
と
い
'最

重

要

義

民

の

…

う
量
一
せ
ら
れ
て
い
ま
す
・
事
去
何
度
休
ん
だ
か
わ
か
是
い
オ
ル
グ
協
内
ス
イ
ス
航
空

翼
智
子
さ

同
行
動
計
幽
の
罰
金
毒
菌

ミ

喜

喜
な
問
題
と
解
決
方

は
、
こ
苦
自
の
問
書
の
賓
賢
建
民
間
か
ら
宮
中
央

…

み

な

さ

ん

、

時

に

は

痘

れ

た

な

あ

と

準

法

の

無

視

と

い

っ

た

ζ
れ
ら
の
攻
活
動
、
や
が
て
霊
病
対
策
霊
会
ん
を
守
る
会
語

(ω
)2
:
、

川
は
①
閲
開
閉
幕
年
の
目
的
は
、
陣
法
を
有
す
る
陣
曹
の
人
々
が
い
る
と
条
件
呂
町
に
向
宮
れ
る
べ
き
で
童
書
君
事
甑
告
の
申
に
岡
山

思

つ

事

も

き

っ

と

あ

る

で

し

ょ

う

・

事

は

、

ま

さ

に

労

働

者

に

対

す

孟

官

必

要

、

そ

し

て

航

空

の

伸

問

7
9
4
8

川
割
宥
の
「
完
全
書
加
と
半
押
」
の央

いう
ζ
と
に
つ
い
て
、
一
般
の
人
々
あ
る
l
ー
な
ど
と
周
注
し
て
い
る
。
陣
明
者
年
特
別
餐
貝
会
を
酎
聞
、
同

u

川
号
越
す
る

E。
器

産
、
の
調
整
是
喜
」
と
ま
る
@
そ
し
て

「
弱
者
社
会
へ
の
四
月
括
協
盟
福
田
し
た
国
…

新

襲

撃

十

五

ま

い

う

べ

言

大

量

で

す

・

へ

と

童

の

輸

は

ひ

語
っ
て
い
き

・
露

先
H
妻
都
千
代
田
喜
楽

川
社
会
生
前
そ
の
も
の
と
そ
の
詰
へ
陣
密
主
閉
め
出
す
社
会
は
、
も
ろ
身
作
的
、
制
神
的
組
合
詰
問
す
る
陪
開
門
左
日
本
霊
協
調
会
を
ね
…
ン
車

掌

さ

'

催

、

こ

ん

蓄

を

つ

ぶ

ス

イ

ス

航

空

(

株

)

日
本
支
社
に
ま
し
た
・

町
1
の
8

日
比
谷
パ
l
ク
ピ
ル

川
の
H
献
の
み
な
ら
ず
、
政
飯
快
定
へ

い
社
合
で
あり、
社
会
を
閉
山者、
老

こ
と
」
「
阿
円
判
に
叫
し
て
適
切
な
成
、
記
念
集
会
、
金
問
自
体
開
拘
者

川

や
い
て
い

ま

し

た

・

「

と

て

も

大

変

働

い

て

い

た

盤

貴

和

子

さ

ん
が
職
業

七

八

年
四
月
業
務
上
認
定
を
か
ち

ス
イ
ス
航
申
宮
本
支
社
長
ア
ン
ト

川
町
阿
古
宥
の
宰
加
を
も
惣
叫
す
る
。
人
な
ど
に
と
っ
て
刷
用
し
や
す
く
す
岡
山
雄
、制
叫
、
耐
剛
山
F
J布
岬
を
行
ス
ポ
l
y大
会
、
同
開
判
明
何
十
間
以
川

山
幸
と
は
母
国
自
主
析
を
る
こ
と
は
、
基
金
体
に
と
っ
て
も
い
、
竜
江
川川
町
四
立
与
え
、

aの問
、
開
書
官
町
制
定
川

ダ
!
と
思
う
事
力
あ
っ
て
も
、
身
障

病
街
手
腿
鞘
炎
・
過
労
性
顕
屑
腕
と
り
、
七
九
年
六
月
対
堅
議

が

、

ン

ア
ー
で
シ
ュ

…
き

E
で
君
、
そ
の
凶
山
梨
刺
益
と
き
も
の
で
あ
る
⑪
陣
刊
さ
宗
門
行
の
社
会
に
お
り
る
十
分
な
支
部
中
で
君
。

…

者

の

お

客

さ

ん

に

、

ァ

リ

ガ

ト

ウ

・

障

害

H
け
い
け
ん
わ
ん
し
よ
う
が
一

Q
写
る
会
が
結
成
さ
れ
、
混
在

と

言

わ

れ

る

と

疲

れ

が

ふ

っ

と

ん

で

い

)
で
療
養
中
、
し
か
ゑ
忍
奥
書
ス
イ
ス
航
空
に
対
す
る
抗
緩
行
動
が

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニ ュース

(2) 

第 22号( 3 ) 

惨

身
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け
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( 4 ) 第 22骨支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)1 9 8 1年 2月 1日

(
歌
手
)
さ
ん
と
島
屋
院
(
争
議
団
)
さ
ん

長
ぐ
つ
は
い
て
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

そ
ん
な
彼
を
忘
れ
ら
れ
な
い

1
8
4
聞
の
北
川
さ
ん
と
1
6
2
を
う
ぜ
革
レ
た
・
無
口
で
黙
々
舟
活

問
の
高
屋
さ
ん
の
凸
凹
コ
ン
ビ
の
出
動
す
る
彼
は
、
皆
が
一
目
お
い
て
い

帆

合
い
は
一
年
先
磁
の
高
屋
さ
ん
が
、

tfυ
た
.
ー
ー
そ
ん
な
彼
を
解
雇
レ

琳

更
生
の
歓
迎
会
で
、
長
ぐ
量
で
た
沖
電
気
の
不
当
解
雇
は
許
せ
な

十

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
ひ
く
姿
だ
っ
た
い
」
と
高
屋
さ
ん
や
沖
電
気
の
伸
間

以

そ
う
で
す
・
そ
の
印
畿
が
強
く
て
う
を
励
ま
そ
予
と
「
ひ
び
げ
、
ァ
コ
l

-
F
四

た
と
え
サ
ー
ク
ル
に
入
三
知
川
さ
デ
イ
オ
ン
」
と
い
尋
問
客
全
館
聞
に

一
豆
一
人

ん
と
高
同
居
さ
ん
の
つ
畠
喧
合
い
は
も
う
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
レ
た
.

耕
民
↓

川

す

ぐ
叩
年
.
当
時
の
サ
ー
ク
ル
の
メ
全
国
各
地
で

「人
間

puく
生
き

謝
凶
」
伊

ン
パ
1
の
内
、
約
加
人
が
「
沖
、
支
た
い
」
と
願
っ
て
い
る
人
た
ち
の
糊

L

耳

切

録
す
ゑ
さ
に
入
舎
U
て
い
ま
す
.
い
い
ぶ
妻
、
今
日
最
い
統
一
宕

ム

厚

心

北

川

さ
'~
は
「
重
さ
ん
か
ら
、
市
さ
ん
は
「
沖
霊
長
呈
こ
へ

学
生
時
代
に
は
、
よ
く
ア
ド
バ
イ
ス
で
も
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
.

旨

-n-ミ
ヘ
ノ

C
コ

占
C
争
J

品
川
吋
ふ
n
-
d
k
r
J

4
司

コ4+一
で

ら
司
同
」

Mm

=
橋
以
Y

計

一コ.↓寸
H
T

『耳
立
の

や
Z

一

事

-
2
4
4

弘

一門
口
噌
阿

向

=
=
4
6

沖
電
気
の
仲
間
の
支
援
集
会
で

十
う
よ
ヲ
ヒ
訴
ま
で
出

マ
ス
コ
¥

現
在
的
マ
又
コ
ミ

包接轡

き
た
が
わ

て

つ

ブ
口
フィ

ル

古
昭
和
叩
四
年
岩
玉
県
北
上

市
生
ま
れ
.

高
学
、
高
校
か
車
問
、

作
幽
を
始
め
、

N
H
K
「
あ
な

た
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
」
に
3
回
出

演
.
岩
手
穴
学
時
代
は
容
太
う

た
と
え
サ
ー
ク
ル
で
活
動
.

t
m歳
の
時
の
十
を
き
っ

か
け
に
し
て
一
歌
の
道
支
決
理

官
忽
歳
で
上
原
、
土
方
、
運

転
手
な
ど
し
な
が
h

阪
の
勉
強

官
幼
稚
園
、
学
校
、
臓
湯
ど

こ
で
も
出
か
け
多
彩
な
活
踊
.

官
費
L

贈
る
ラ
ブ
ソ
ン
グ
、

人
間

PU/下
な
ど
出
版
.

二
耳
誌
A

山
神
両

R
5

A

町、門
，・
ソ
コ
、ζ

詰待望E訪れ時iE 理
5222勾長時計量急 電
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沖争厳罰、高崎支悔の高屋さん

現
在
町
、
沖
一
守
b
R

町
ホ
、
-
ト
コ
ミ



仰

せ

ま

し

か

)

に

さ

れ

入

心

D

め
利
さ
加
う
よ

'
E
た
勝
想
に
よ
け

♂

る
ず
予

J

る

か

一

・
4
1

一
U

J

M

三
日
日
一

る

刺

し

酬

の

く

」

一

「

憎
ま

の

乙
援

会

一

-5
く
防

朋

が

支

る

一

援

働

ら

長

方

と

す

一

支

、
か
な

の
で
援
司
一

「

剃

面

難

く

ま

支

序

一

D
権

両

国

多

る

F
円

一

じ

る

心

。

も

と

。

∞

一

人

吉

物

ず

で

い

す

2

一

万

生

を

ま

人

凶

ま

口

一

-
}

は
間
い

一
を
け

1

一

E
ち
川

思

、

利

か

一
一

九
七
九
年
三
月
六
日
に
発
足
し
も
し
、

5
方
人
の
会
員
教
L
な
れ
会
員
が
増
え
れ
ば
、
会
湯
に
あ
ふ

た
の
と
で
勝
び
質
“

一

私
敏
い
の
面
よ
会
一
た
「
沖

・
支
鐙
す
ゑ
宮
」
は
、
一
方
ば
そ
れ
だ
け
で
、
は
か
り
知
れ
な
い
れ
る
裁
判
傍
聴
恥
苛
能
で
す
し
、
連

主

宰

・

3

一一

手
人
の
会
員
で
2
周

年

童

え

ま

大

言

論

ヲ

く

Zで
き
ま
す
・
動
霊

-Z手
足
に
も
な
り
、
大
量

一す
.
全
国
全
て
の
都
道
府
県
に
会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
の
家
族
や
臓
拐
に

宣
蛋
を
は
じ
め
、
大
運
動
が
商
絡
に

一亭
持
ち
、
峨
関
紙
「
は
た
ら
く
」
を
恥
彰
響
が
で
て
く
る
で
し
ょ

-2
ま
な
的
孟
す
.

一雷
発
戸
付
で
き
る
ま
で
重
し
ま
し
し
て
や
、
伸
電
気
の
毒
で
会
員
が

全
国
の
仲
間
の

一た

.

地

え

れ

ば

、

乙

れ

は

も

う

神

資

本

に

一

「
会
」
の
大
き
さ
が

と
っ
て
脅
警
官
、
臓
器
帰
の

み
な
さ
ん
へ

一

「

力
」
に
与
也
の
は
明
白
で
す
.
神
電
気
の
仲
間
は
、
多
く
の
図
雄

一

勝

利

を

き

め

る

一

関
源
と
し
て
も
月
々
一
千
万
円
で
に
直
面
レ
な
が
ら
も
、
今
日

b
元
気

一

会
員
整
白
人
と
し
ま
す
と
、
会
費
鰐
願
者
の
生

FE闘
い
の
武
田
前
も
ま
に
闘
っ
て
い
$
阜
9
.

一が
二
百
円
で
毎
月
2
万
円
の
尉
源
で
か
な
え
ま
す
.
「
会
」
に
は
ζ
れ
ま
全
国
の
伸
聞
の
み
な
さ
ん
、
不
当

一
す
・
そ
の
範
囲
の
超
勤
し
か
つ
く
れ
で
二
千
窓
自
万
円
の
会
費
が
納
入
さ

に
解
雇
さ
れ
た
神
電
気
の
伸
聞
と
速

一
ま
せ
ん
.
2蔭
の
ビ
ラ
や
滋
関
紙
の
れ
ま
し
た
が
、
毎
月
一
干
万
円
は
必
帯
し
て
、
全
力
を
あ
げ
て
共
に
脂
肪
利

一
諮
付
も
無
理
で
、
社
会
的
に
沖
電
気
援
な
争
犠
団
の
財
政
か
ら
い
っ
て
も
の
固
ま
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
.

一を
開
園
す
る
闘
い
も
菌
難
で
す
.
不
足
な
の
は
明
白
で
す
.
め
ざ
そ
・
之
宮
高
目
立
万
人
，F

1 9 8 1年 3月 1日指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

発
行
所

支援する会事務局

事務所東京都港区三回

3 -2 -20 
電話のお451-3515

郵便口座口座醤号

東京 6-75240 
加入者名沖電気の不当解脱

を撤回させる会

口
守

1 9 8 1年

3月 1日

23 第

(1 ) 第 23骨

gSf 「
支
援
す
る
会
」

一
万
二
千
人
の

会
員
で
発
足

2
年
(
%
)
む
か
え
る

非道/沖電気の指名解雇②

「会社は倒産必至」

なので解雇

一実際は史上最高

100億円の利益

売

上
高

億
円

2，000 

1，660億円

従|唱E二-・(従業員)
| 推移
la・・・:::>(亮上高)
数

人

20，0∞ 

渇
信
俊
三
大
メ
ー
カ
ー
の

一
つ
三
池
争
議
以
来
、
約
初
年
ぶ
的
め
建
設
な
ど
.
指
名
解
屈
の
ね
ら
い
三
平
の
支
鍵
労
組
や
、

一
万
人
を

産
空
襲
(
本
社
・
妻
、
三
指
名
解
雇
で
す
.
が
、
活
動
塞
を
排
除
し
、
残
る
労
乙
き
「
差
す
ゑ
さ
に
支
え

箔
立
男
社
長
、
約
一
万
三
平
人
)
そ
の
後

w企
業
危
繊
u

は
ど
こ
働
者
を
い
っ
そ

-puめ
つ
け
、
も
ら
れ
て
、
企
業
に
「
首
切
り
の
自

は
「
経
蛍
危
織
だ
」
「
人
が
を
a

白
」
の
容
を
与
-
苓
也
な
f
生
き
る

，F

，，ノぜ

っ
て
い
る
」
と
称
し
て
、
千
五
盲

沖

電

気

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

覇

、

働
く
需
を
守
ろ
う
〆
と

人
の

「希
認
沼
綴
」
募

集

を

提

案

全

力

で

臓

場

復

帰

を

め

ざ

し

て

奮

ζ
の
あ
と
湯
臓
強
要
に
応
じ
な
い
へ
や
ら
、
史
上
飯
高
の
利
益
、
七
う
り
を
ふ
や
す
こ
と
に
あ
っ
た
乙
闘
し
て
い
ま
す
.
な
お
、
裁
判
闘

三
百
人
に
、
河
年
け
月
、
指
名
解
百
人
以
上
の
新
採
用
、
九
州
に
百
と
ま
市
し
て
い
ま
す
.
現
在
川
人

争
も
、
証
人
調
べ
に
入
り
、
重
要

胞
を
強
行
.
大
草
企
業
で
は
=
弄
億
円
以
上
宝
世
資
レ
て
哲
志
闘
の
で
沖
電
気
争
被
団
亭
語
幹
U
、
約
接
融
階
を
む
か
え
て
い
ま
す
.

一
、
売
上
高
を
み
る
と
し
て
い
る
が
、
人
民
疲
理
を
強
行
し

漸
増
の
状
態
が
続
き
、
五
四
年
度
た
と
と
に
よ
り
=
一

O
億
円
の
特
別
退

に
は
史
上
最
高
の
一
六
五
五
億
円
の
職
金
を
支
出
し
、
さ
ら
に
退
殿
給
与

実

績

.

引

当

歪

か

ら

三

八

億

円

の

取

り

く

ず

二
、
営
業
利
益
で
は

し
を
し
て
い
る
.
一
方
、
引
当
金
に

豆
厚
襲
、
二
六
憶
思
完
と
、
二
議
円
高
充
.
人
民
護
翠
を
し

昨

日

高

年

は

一

五

円

長

文

学

的

な

位

、

大

幅

蓄

量

書

な
伸
び
と
な
っ
て
い
る
.
上
し
え
た
決
掠
内
容
で
あ
る
.

げ

J

年

月

三

、
聾
利
益
五
億
円
の
赤
字

(
五
五
、
他
企
業
の
有
価
証
券

(株
)
保

日

眺

?

二

年

度

)
で
も
税
引
現
在
黒
字
有
な
ど
で
H

ふ
く
み
刺
益
“
は
ガ

ン

日
l
m
担

!
1
4

経
覇
益
で
初
め
て
の
赤
軍
た
が
ポ
リ

m

明

山

明

正

月

、
場
職
金
主
増
、
円
高
整
理
ど
営
五
=
一
年
度
の
有
罪
券
保
有
は
こ

に

一

明

3

業
上
の
赤
字
と
は
関
係
が
な
く
、
い
四
二
億
円
で
、
対
前
年
度
比
二
八
搭

一

わ

ば

一

時

的

な

恥

あ

で

争

句

の

伸

び

・
倒
産
示
予
想
さ
れ
た
会
社

寺

拐

さ
ら
に
、
特
別
裂
は
三
四
億
円
と
は
思
え
な
い
状
況
。

一

も
あ
り
、
税
引
前
利
益
は
一
三
億
円
六
、

n
か
く
し
利
益
H

も
空
ン
マ
リ

を
苛
よ
・
品
築
と
「
υて
は
安
泰
と
い
五
二
年
二
三
八
億
円
、
五
一一
一年
度

ぇ、

5億
円
お
配
当
喜
行
な
つ
は
二
二
福
同
事
者
の
首
は
切

て

い

る

・

つ

で

も

自

分

の

腹

は

痛

め

な

い

企

業

四
、
指
名
解
雇
の
あ
っ
た
五
三
年
度
エ
ゴ
そ
の
恥
}
の
・

決
算
は
経
常
利
益
が
一
気
に
熟
字
.
一
一

億
円
と
前
年
度
比
一
六
億
円
増
.

税
引
利
益
は
一
三
幅
一
円
の
赤
牢
事
出

1，000 

。

11，868人

'76年
3月

10，000 

。

(有価証券報告轡)より

面
相
E
E)
川

F

菌
記
音
、

「
は
川
は
い
ハ
川
川
門
」

川
鰍
ダ

・
;
そ
し
て
市
川
房
伎

ふ
土
子
裁
判
(
日
時

山
車
曜
て

，
曹
司

さ
ん
死
去
の
朝
、

川'・-
e』

1
目
時
)
第
一
回
中
山
証
人
(
争

川

h
巴

'
・

乙
の
冬
始
め
て
の

援

団

事

長

簡

・

川
叫

μ凋
マ
フ
ラ
ー
を
首
に

5
月
叩
白
熊
谷
鍛
判

(日
時
5

川"、
2
P也
い
て
、
休
日
出

凶
時
)
第
三
回
中
山
民
対
尋
問
.

川

m
p
e
a，
勤
者
の
人
数
の
剥

3
月
日
日

手

重

量

2
…

〈

議

事

た

需

要

年
集
会
.
(
問
時
)
専
宛
ホ
l
ル
川

の
芝
浦
工
燭
の
門

3
月
幻
日
東
京
裁
判

(旧
時
5
川
前
に
立
つ
.
入
社
以
来
、
旧
年
間

ロ
時
)
雪
国
ム
霊
側
証
人

川
ーも
く
ぐ
っ
た
門
の
側
で
、
見
覚
え

3
月
M
白
神
争
犠
支
出
直
・
東
京

川
の
あ
る
顔
に
向
っ
て

「お
は
よ
う

北
部
集
会
(
問
時
)
蝉
印
公
ム
霊

川
と
ざ
い
ま
す
.
お
つ
と
め
と
く
ろ

3
月
M
日
支
侵
す
ゑ
E
定
例
幹

川

2
tん
で
す
」
と
声
を
嵐
け
る
。

聖
晋
〈
叩
旧
時
初
会
出
回
械
工
只
会

川
中
に
は

「
ご
く
る
之
c
ん
で
す
」

館
.

V
み
な
さ
ん
、
声
手
、
い
あ

川

「が
ん
ば
れ
」
と
言
っ
て
く
れ
る

っ
て
参
加
レ
ま
し
さ
つ
。

川
人
。
ニ
コ
ッ
と
笑
っ
て
、
工
場
に

w
t
H
m
H
m
M
M
U
M
U目

u
w
川
す
い
込
ま
れ
て
い
く
人
.
二
年
前

川
の
出
来
事
を
忘
れ
る
う
れ
し
い
瞬

.
語
句
解
説
I
l
-
-

川川
間
.
V
玄
関
の
二
本
の
往
に
大
き

営
業
利
益
売
上
高
か
P

お
普
田
原
価

川
く
H

み
ん
な
で

「合
理
花
」
亭
推

定

語

、

一
響

翼

(賃
金
、
立
レ
ょ
う
M

の

大

著

書

に

退
職
金
、
楠
利
厚
生
貨
な
ど
)
を

川
い
る
時
は
、
何
で
払
垣間
せ
た
仲
間

差
し
引
い
た
額
.

川
の
何
人
か
は
、
下
を
向
い
た
り
パ

営
業
外
収
益
受
取
利
息
、
有
価
証

川
知
ら
ぬ
顔
で
私
の
前
亭
遇
る
.
淋

券
売
却
益
、
為
替
差
益
な
ど
.

川
し
く
つ
ら
い
気
持
に
な
る
.
会
社

営
業
外
費
用
支
払
利
息
、
社
債
利

川
か
ら
の
見
え
な
い
圧
力
は
強
く
な

忠
、
為
替
盛
田
加
な
ど
.

川
っ
て
い
る
.
開
酬
を
み
せ
な
い
ア
イ

経
常
利
益
H
営
業
利
益
+
営
業
外
収

川
ツ
は
転
勤
。
風
邪
に
で
も
思
っ
て

益
l
営
業
外
費
用

川
い
る
の
で
は
と
、
少
レ
気
に
な
る
.

特
別
利
益
U
固
定
資
産
(+
庖
な
と
)
川
V
今
日
の
守
衛
声
γ
仰
は
私
が
入
社

処
分
益
、

引
当
蚕
戻
入
組
等
.

川
し
た
ζ
旦
尚
じ
腕
紛
の
人
.
4
つ

特
別
損
失
固
定
資
産
、
退
職
手
当

川
も
職
場
制
移
っ
て
、
あ
と
数
年
で

金
等
.

川
定
日
時
.
歳
月
の
過
つ
の
は
早
い
も

税
引
雪
期
純
利
益
H
蹄
常
利
益

川
の
だ
な
あ
、
解
屈
さ
抗
て
も
う
二

+
特
別
利
益
l
特
別
損
失

川
年
と
三
ヵ
月
。
晒
相
場
の
伸
聞
と
、

退
韓
与
引
当
金
従
業
員
の
全
員

川
略
行
や
、
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
ょ

が
任
意
海
職
し
た
と
仮
定
レ
た
腸

川
う
に
与
也
の
は
い
つ
.
そ
の
目
、

合
の
退
職
金
の
要
支
給
額
の
二
分

川
今
日
の
守
術
古
ヤ
仰
は
、
元
気
に
門

の
一
を
累
樹
限
感
と
し
て
横
み
立

川
前
に
立
っ
て
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う

て
ら
れ
る
。

川
か
.
(
謙
)

+
印
は
プ
ラ
ス
l
印
は
マ
イ
ナ
ス

山
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( 2 ) 支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)1 9 8 1年 3月 1日

家
庭
や
地
域
の
教
育
力

だ
り
で
は
、
平
戸
」
も
の
発

達
を
保
障
す
る
ζ
と
は
困

難
l

袋
凶
保
育
は
ま
ず

ま
ず
国
民
の
要
求
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
東
京
都
内
で

も
入
図
で
き
な
い
平
ど
も

は
毎
年

3
万
人
を
ζ
え

る
.
保
育
行
政
の
補
足
の

た
め
無
認
可
保
育
闘
の
数

は
、
都
内
で
約
三
百
四
十
。

全
国
で
は
二
千
五
百
以
上

も
あ
る
.

「
子
ど
も
が
主
人
公
に

な
れ
る
社
会
を
」
と
、
無

認
可
保
育
所
で
が
ん
ば
る

野
沢
満
理
子
さ
ん
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

(
藤
田
和
子
〉

辺
人
のこ
ど

も

た

ち

東
京
の
目
黒
区
に
H

コ
ロ
ち
ゃ
ん

の
家
H

と
い
-
?
と
て
も
司
愛
ち
し
い

名
前
の
無
認
可
共
同
保
育
所
が
あ
り

ま
す
・

5
つ
の
保
育
事
芝
ベ
ラ
ン
ダ

そ
し
て
調
理
室
(
台
所
と
い
っ
た
方

が
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
ピ
ッ
タ
リ
〕

そ
ん
益
逼
の
民
家
を
改
造
し
た
建

物
に
、
包
人
の
子
供
た
ち
と
7
人
の

保
育
者
た
ち
が
生
活
し
て
い
ま
し

玄
関
の
戸
を
ガ
ラ
ガ
-
マ
と
開け、

「乙
ん
に
有
ほ
」
と
入
っ
て
い
く
と

目
の
前
を
附
乳
瓶
亭
持
っ
た
保
母
さ

ん
が
忙
レ
そ
う
に
通
り
過
ぎ
、
奥

(と
い
っ
て
も
面
酬
を
出
せ
ば
す
ぐ
見

え
る
く
ら
い
の
所
)
か
ら
は
、
元
気

の
良
い
赤
ち
ゃ
ん
の
声
と
、
お
迎
え

の
お
か
あ
さ
ん
の
声
が
聞
と
え
て
き

ま
し
た
.
そ
し
て
、
今
ま
で
午
睡
の

介
助
を
し
て
い
た
と
い
弓
野
沢
さ
ん

(
コ
ロ
ち
ゃ
ん
の
家
施
設
長
)
が、

私
た
壬
τ迎
-
手
L

く
れ
ま
し
た
.

開
国
し
て
凶
年
と
い
う
コ
ロ
ち
ゃ

ん
の
家
で
の
野
沢
さ
ん
の
勤
続
年
数

は
8
年
.
私
た
ち
と
話
を
レ
て
い
る

時
で
も
、
ま
わ
り
の
子
供
に
目
亭
配

り
、
お
か
あ
セ
チ
ん
と
対
応
し
た
り
、

電
話
に
出
た
り
大
忙
し
.
で
も
そ

の
表
情
は
明
る
く
般
信
に
満
ち
て
い
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
間
保
育
が
充
分
合
っ
た
関
係
を
感
じ
手
レ
た
.

ま
し
た
・
そ
ん
な
野
沢
さ
ん
も
最
初
に
で
き
な
る
っ
て
し
ま
?
容
の

福
祉
切
捨
て
に
は

は
た
い
へ
ん
だ
っ
た
よ
う
で
す
.「
は
理
由
が
あ
が
り
、
バ
ザ
ー
は
負
担
が

じ
め
の
3
年
間
く
ら
い
は
、
い
つ
辞
大
き
す
ぎ
る
と
い
う
と
一
と
に
な
り
ま

負
け
ら
れ
な
い

め
さ
阜
、
今
度
ζ
そ
辞
め
よ
主
し
た
・
短
時
間
保
育
や
箆
露
関
ぬ
尉
墜
臣
、
ォ
ム
ツ
カ
バ
ー
や
ミ

思
っ
た
巴
て
票
結
ち
つ
か
な
い
分
霊
と
い
弓
号
、
地
域
要
求
の
ル
夕
、
ワ
カ
メ
、
チ
1
ズ
等
の
物
品

日
々
が
続
い
た
と
と
が
あ
っ
た
」
と
く
み
あ
げ
を
や
っ
た
り
保
育
慰
談
会
販
売
を
し
て
補
っ
て
い
ま
す
。
園
児

当
爵
を
思
い
出
し
な
一
が
り
笑
顔
で
語
を
強
化
し
て
父
母
と
保
母
の
関
係
を
が
少
な
い
時
は
他
の
保
育
園
へ
ア
ル

て

く

れ

ま

し

た

・

強

め

て

い

ま

す

。

バ

ザ

ー
で
は
抵
抗
パ
イ
ト
に
行
っ
た
り
も
す
る
そ
う
で

父
母
と
保
母
の

が
あ
っ
て
参
加
し
な
か
っ
た
親
た
ち
て

(
争
議
団
と
似
て
い
ま
す
ね
)

ー

も
、
子
供
を
い
か
に
育
て
る
か
と
い
「
ア
ル
バ
イ
ト
に
出
て
も
を
去
日
財

信
頼
が
た
い
せ
つ

三一
問
題
な
の
で
全
員
出
席
で
、
実
に
政
的
に
は
助
け
に
な
ら
な
い
の
で
、

無
認
可
保
育
所
は
、
財
政
、
父
母
生
告
主
さ
と
露
合
い
が
で
き
て
い
ま
宣
伝
亭
強
化
し
、
平
供
を
受
り
入
れ

と
保
母
と
の
協
力
関
係
、
地
域
の
協
す
.
私
た
ち
が
抑
υか
り
た
こ
の
日

る
と
と
の
方
に
力
を
入
れ
て
い
ま

力
と
い
ヨ
3
者
が
一
体
と
安
り
な
け
も
、
園
児
募
集
の
ポ
ス
タ
ー
を
お
か
ず
」
主
一
言
っ
て
お
ら
れ
ま
レ
た
.
半

れ
ば
運
営
が
成
約
リ
立
ち
ま
せ
ん
.
コ
あ
さ
ん
た
ち
が
手
分
け
し
て
貼
り
に
分
が
助
成
金

(子
供
一人
に
つ
き
、

ロ
ち
ゃ
ん
の
家
で
は
、
今
ま
で
や
っ
出
か
け
て
い
ま
し
た
。
「
n
H
U
さ
ん
都
の
助
成
金
3
万
3
千
円
、
保
育
料

て
い
た
バ
ザ
ー
を
今
年
か
皇
室
は
、
ζ
こ
の
場
所
を
お
踊
じ
ま
す
」

3
万
7
干
円
〕
で
成
り
立
っ
て
い
る

と
と
に
し
ま
し
た
園
産
後
で
身
障
の
と
テ
キ
パ
キ
と
指
示
す
る
保
母
さ
園
な
の
で
、
鈴
木
都
政
に
な
り
、
助

調
子
の
よ
く
な
い
親
に
と
っ
て
は
大
ん
。
「
じ
ゃ
行
っ
て
奇
童
あ
す
」
と
成
金
打
ち
切
り
な
ど
が
出
さ
れ
た
時

変
す
ぎ
る
.
保
母
の
方
は
2
ヶ
月
も
出
か
け
て
い
く
お
か
あ
さ
ん
た
ず
っ
。
は
大
あ
わ
て
.
必
売
で
反
対
の
運
動

前
合
議
備
に
と
り
か
か
ら
な
け
れ
乙
の
会
話
に
父
母
と
保
母
の
信
頼
し
を
は
じ
め
た
そ
う
で
す
.

「助
成
金

者
は
千
三
百
七
十
六
万
人

(伺
帰
)
の
家
の
成
長
を
支
F

え
、
子
供
の
成
長
川
『
1
1
1
11
1
111
1
-
-」

も
い
る
の
で
す
・

を

支

毒
く
婦
人
の
権
利
害
品

二

児

童

憲

章

一

行
政
が
ベ
ビ
1
ホ
テ
ル
の
規
制
を
場
で
の
闘
い
の
小
さ
な
後
押
U
と

な

川

「

|
1
1
11
1
-

-
」

き
ち
ん
と
し
て
、
誰
で
も
が
入
れ
る

2五
が

美

公

に

な

れ

る

世

の

中

川

(

抜

粋

)

保
育
所
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
い
く
を
目
指
す
第
一
歩
に
な
っ
て
い
る
ζ

川

わ

れ
わ
れ
は
日
本
国
憲
法
の

乙
と
が
出
発
じ
ゃ
な
い
の
で
し
ょ
う
と
に
確
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ζ

日
精
神
に
し
た
が
い
、
児
童
に
対

か

」

ん

な

楽

レ

い

仕

事

は

な

い

と

思

多

色

い

す

る

歪

レ

い

観

念

を

確

立

し

す

働
く
婦
人
の
弱
み
に
つ
け
乙
ん
で
よ
う
に
な
っ
て
き
た
」
と
.
川
べ
て
の
児
逗
の
幸
福
を
は
か
る

事
捺
欲
に
か
ら
れ
た
人
た
ち
が
金
儲
野
沢
さ
'
位
今
日
も
コ
ロ
ち
ゃ
ん
川
為
に
、

ζ

の
憲
章
を
申
拝
め
る
.

け
の
た
め
に
子
供
た
主
使
弓
送
ん
の
家
で
忙
し
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
.
い
児
重
は
‘
人
と
レ
て
尊
ば
れ

て

許

茎

せ

ん

ね

.

「

け

H
1
1
汁
1
1
1
J

一
取

材

を

終

え

て

一

自

分

達

で

「

ド

rIV十
し

川

児

童

は

、

社

会
の
一
員
と
し

t

建
物
だ
ロ
を
見
る
と
け
っ
し
て
お
川
て
軍
ん
ぜ
ら
れ
る
.

呆

育

所

を

事

世
辞
に
も

「き
れ
い
で
す
ね
」
と
は

川

児

童

は

、

よ
い
環
場
の
中
で

ベ
ビ
l
ホ
テ
ル
が
増
え
、

n
福
祉

一富一えな
い
所
で
し
た
が
、
中
で
生
活
川
育
て
ら
れ
る
.

み
な
和
レ
u

が
さ
け
ば
れ
、
保
有
同
行
し
て
い
る
人
々
は
明
也
く
、
暖
い
も
川
内
、
す
べ
て
の
児
蜜
は
、
そ
の

部
重
の
圭
き
し
が
号
れ
始
め
の
を
腐
υま
し
た
.
保
育
の
原
点
を
川
労
働
に
於
て
、
、
心
身
の
発

た
中
で
、
目
黒
区
で
も
ニ
コ
ニ
コ
保
見
た
よ
A
J
な
気
が
レ
ま
し
た
・
保
母
川
賢
が
阻
害
さ
れ
ず
、
整
育

育
園
(
無
際
司
共
同
保
育
所
)
と
コ
と
父
母
の
信
頼
し
合
っ
た
人
間
関
川
を
受
け
る
受
置
が
失
わ
れ

ロ
ち
ゃ
ん
の
家
な
ど
が
は
た
す
役
割
係
、
子
供
た
ち
に
対
す
る
細
か
い
心
川
ず
、
ま
た
、
児
童
と
し
て

は

大

き

い

.

配

り

.

川

生

耳

出

が

吉

峯

事

た

げ

ら

れ

な

父
母
に
は
も
っ
と
利
用
し
や
す
い
保
保
育
図

f
F
Pの
た
忽
草
え
の
ζ
と

川

い

さ

2
L、
充
分
に
保
護

育
園
に
、
そ
こ
で
働
く
保
母
に
は
働
か
も
し
れ
ま
せ
ん
.
で
も
、
と
も
す
川
さ
れ
る
.

告
訴
け
る
量
が
鎖
、

3
2
L、
る
と
私
た
ち
は
何
か
を
欠
か
し
て
レ
~
刷
、
す
べ
て
の
児
盟
は
、
よ
い

子
供
遣
に
は
、
も
っ
と
良
い
環
境
を
ま
う
乙
と
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
川
遊
び
場
と
文
化
財
を
用
意

と
願
い
、
産
休
明
け
か
ら
の
保
育
を
す
。
無
認
可
保
育
所
は
ど
れ
を
欠
い
い
さ
れ
、
わ
る
い
環
境
か
ら

す
る
認
可
保
育
関
つ
ば
さ
保
育
凶
」

て
も
成
虫
立
た
な
い
の
で
す
.

私

も

川

ま

も

ら

れ
る
.

づ
く
り
の
趣
爾
が
は
じ
杭
り
ら
れ
ま
し
保
膏
労
働
者
と
し
て
こ
の
保
育
の
原
一
「

た
。
き
び
し
い
情
勢
の
中
で
保
育
所
燕
か
ら
堂
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
と
痛

H

一

づ
く
り
の
連
覇
は
大
変
だ
と
思
い

ま

受
c
せ
ら
れ
ま
レ
た
.
そ
レ
て
、
き
こ

す
.
で
も
、
今
ζ

そ
平
供
に
つ
な
が
び
し
い
条
件
の
中
で
も
頑
張
っ
て
働
川

一

る
全
て
の
人
が
歪
を
つ
な
ぎ
、
更
に
い
て
い
る
保
母
さ
ん
逮
の
姿
を
見

~一

を
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
た
ら
も
つ
や
っ
て
て
そ
の
盟
主
童
福
す
る

保
育
所
が

大
き
な
虚
弱
の
輸
を
ひ
ろ

苦

し
ょ

て
、
ガ
ン
バ
ラ
な
く
て
は
と
撃
さ
…
一

い
け
な
い
グ
と
い
弓
ポ
ωで
無
我
夢
中
知
識
は
ゼ
ロ
で
レ
た
.
コ

ロ

ち

ゃ

ん

う

.

と

関

係

者

立

、

J
キ
y
テ
い
ま
れ
帰
っ
て
き
ま
レ
た
。
全
国
の
保
育
川
一

で
や
っ
て
い
た
た
め
、
喜
切
ら
れ
の
家
の
揮
す
人
辞
め
て
し
ま
う

不
足
な
の
で
す

す
・
野
沢
さ
ん
配
か
に
雪

労
働
者
十
五
万
人
の
伸
聞
の
み
な
さ
…

一

な
い
と
い
ゑ
ιけ
で
ホ
y
と
し
て
し
と
い
A
め
で
し
か
た
な
く
そ
の
補
充
と
こ
ろ
で
、
い
ま
あ
ち
こ
ち
で
宣
「
私
達
の
小
さ
な
力
が
不
充
分
な
ん
、
保
育
連
語
の
発
展
の
た
め
、
が
山

一

ま
い
ま
レ
た
。
今
ま
で
の
助
成
金
の
で
入
っ
た
の
で
す
が
、
自
分
と
周
り
伝
さ
れ
て
い
る
ベ
ビ
l
ホ
テ
ル
で
す
が
Eζ
親
と
共
同
し
て
コ
ロ
ち
ゃ
ん
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
山
一

金
額
五
足
喜
ら
れ
て
し
ま
う
・
壁
望
号
子
供
を
見
て
い
る
が
、
あ
き
で
は
望
害
保
育
な

一

1.4語
圏

山

一

そ
ん
な
相
手
の
や
晃
は
敵
な
が
ら
と
、
人
間
選
っ
て
い
く
と
い
主
ん
て
と
と
ま
で
考
そ
く
れ
て
い
る

ω

ず

-報
事

調

川

一

ア
ッ
パ
レ
.
査
当
は
今
以
上
に
ア
ッ
主
ん
な
ζ
と
な
の
か
を
学
ぶ
乙
と
の
で
し
ょ

-S.

、

i
〆

必

H

一

プ
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
で
さ
革
レ
た
.
人

聞

が

ど

弓

喬

っ

「

行

政

が

き

ち

ん

と

レ

て

い

な

い

ノ

聞

a

H
一

の
に
ね
」
と
言
弓
活
安
の
心
の
中
に
、
て
い
く
の
か
、
命
が
ど
M
2の
る
の
か
.
の
が
い
け
な
い
で
す
ね
.
共
同
保
育

'

国
夢
f

』

ヅ

山

一

1

1

-

-
-

ま
だ
ま
毒
事
政
室
長
け
す
命
を
育
む
こ
と
は
、
事
ζ
直
結
し
聖
な
る
と
、
バ
ザ
ー
な
ど
が
あ
っ

j
脚

凶

オ

川一

に
裏
る
ゾ
と
い
弓
強
い
気
迫
を
感
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
主
く
わ
た
巴
て
何
か
と
親
の
負
開
示
多
い

雌

団

樋

渇

l

川一

-
E
E・
圃
咽
同
船
よ

dr

一

じ
ま
し
た
.

か

2
Eた
.
今
ま
で
育
児
に
も
政
で
し
ょ
。
親
に
し
て
み
る
と
簡
単
に

F¥
4
4
1
a
し

川一

ロ
マ
ン
と
感
動

の

治
に
員
心
の
な
か
っ
た
票
、
子
は
宇
け
ら
れ
な
い
の
で
す
・
常
時

F

山

一
一

供
を
保
育
研
叫
，
L

あ
ず
け
る
ζ
と

で

変

開

い

て

ほ

し

い

な

ど

の

保

育

要

求

は

.

と

こ

毎
日
で
す

わ
っ
て
い
く
ん
で
す
・
親
が
変
わ
る
無
認
可

で

も

む

ま

れ

で

す

し

河

叫

，刊

一
一

棄
さ
ん
を
八
年
間
も
車
内
通
と
子
供
の
顔
ま
で
変
わ
っ
て
い
く
ん
ね
・
そ
の
点
ベ
ピ
l
ホ

テ

ル

だ

と

あ

伊

山

ち

ょ

.，E且
要

一
兄

川一

さ
せ
て
き
た
も
の
は
、
い
っ
た
い
何

で
す
よ
」
と
目
を
締
か
せ
て
諮
っ
て
ず
け
や
す
い
の
で
し
ょ
ス
J

ね
・
現
在
、

a司
週

畳

帽

お

乙

だ
っ
た
の
で
レ
ょ
う
か
.
く
れ
ま
レ
た
.
と
の
気
持
が
野
沢
さ
日
本
の
人
目
撃
数
五
干
四
百
万

いん

C〉
川

一

「私
が
と
の
仕
事
に
入
っ
た
き
っ
ん
を
ζ
こ
今
ま
で
頑
張
ら
せ
て
き
た
の
人
(
m

崎
拓
)
が
労
働
者
で
、
そ
の
う

j

、1L
μ

一

一一一

輔

"一

か
け
は
、
自
分
の
子
供
を
コ
ロ
ち
ゃ
で
す
ね
・
妻
性
が
二
千
八
十
万
人
(
お
き

一一

割

ん

の

家

へ

あ

ず

け

た

か

ら

な

ん

で

を

占

め

、

な

ん

と

女

性

の

V2一口
既
婚

a'一位
ι

嗣

今
国
主
小
ス
タ
ー
づ
く
り
の
お
か
あ
さ
ん

h
F

子
ど
も
の
命
を
育
て
て

8
年

満

理

子

沖 ・支援する会

がイ ンタ ビュー

B
年
.
賃
金
約
は
万
.

-
家
族
は
9
歳
の
長
女
を
筆

・
目
黒
区
日
原
町
1
の
円
の
5

顕
に
二
男
一
女
の
こ
ど
や
と
、

無
認
可
乳
児
保
育
所
ゴ
ロ
ち
東
京
労
音
に
鋤
砂
金
大
の

Rλ

ゃ
ん
の
家
u
T
E
L
7
1
3

家
族
。

1
6
4
2
・
図
長
・
勤
続
年
数

野の

?尺Z

さ
ん

(34) 

62 

都内で毎年入園できぬこどもは3万人をこえる

日本の人口の半分約5，400万人が労働者。うち2，080万人は

女性，既婚者は1，376万人で68%を占める。
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丸務
指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュ ース

指名解雇

第 23骨( 3 ) 

沖
電
気
争
議
団
東
京
支
部

早
い
も
の
で
解
鹿
さ
れ
て
二
年
が
し
今
日
ま
で
闘
い
つ
づ
け
て
い
ま
結
婚
し
て
二
年
、
昨
年
生
ま
れ
た
沖
電
気
が
首
切
り
さ
え
し
な
か
っ
減
で
⑨
h
仲
間
の
優
し
事
と
連
帯
・

す
ぎ
三
年
自
に
入
り
ま
し
た
・
私
自
す
・
長
女
の
苦
言
ス
タ
ス
ク
と
成
長
た
ら
と
思
う
の
と
、
い
く
p

り
疲
れ
て
反
面
大
企
業
の
非
情
な
冷
酷
さ
・

-封
指
名
解
間
間後
す
ぐ
結
婦
す
争
と
い
や
っ
と
見
つ
り
で
行
っ
た
労
組
が
し
、

一歳
が
す
ぎ
、
言
襲
に
な
ら
な
い
て
も
自
分
の
正
し
い
と
信
じ
る
迎

こ

れ

か
ら
の
闘
い
は
今
ま
で
以
上

う
こ
と
で
悩
み
複
雑
本
心
腐
で
闘
い
第
2
組
合
で
相
手
に
し
て
も
ち
え
な
む
言
葉
で
「
パ
ア
パ
ア
」

と
恩
革
レ
動
、
活
動
亭
話
し
合
い
理
解
を
得
る
に
き
び
し
い
闘
い
に
な
る
か
も
し
れ

始

め

ま

レ

た

・

か

っ

た

ζ
と
・
労
組
の
大
会
で
ζ
う

て
く
れ
て
い
ま
す
・
禁
と
は
、
忙
が
と
と
が
必
要
で
あ
り
、
乙
の
ζ
と
が
ま
せ
ん
が
、
大
企
業
の
横
暴
に
負
り

し
か
し
家
族
、
職
場
の
伸
問
、
闘
訴
え
よ
弓
乏
原
稿
を
曾
い
て
い
き
、
レ
い
か
ら
、
毎
草
打
差
出
い
の
時
間
闘
い
の
発
握
九
不
可
欠
だ
と
つ
く
づ
る
ζ
と
な
く
、
人
間

pu声
を
求
め

-つ
伸
埋
か
晶
い
祝
福
と
励
ま
し
途
中
か
ら
あ
が
っ
て
し
ま
い
支
離
滅

が
と
れ
ず
、
迎
絡
手
に
夜
遅
〈
帰
く
思
い
ま
す
・
て
指
名
解
図
書
さ
せ
る
ま
で
、
家

を
受
け
、
き
び
し
い
だ
ろ
う
け
ど
伸
裂
の
と
と
を
訴
-
そ
し
ま
っ
た
C
と
宅
し
た
り
、
長
く
地
方
オ
ル
グ
へ
出
私
は
こ
包
一
年
間
ほ
ん
と

-E貴
族
そ
ろ
っ
て
が
ん
ば
見
九
い
と
思
い

間
違
と
共
に
歩
ん
で
い
と

2
決
意
な
ど
数
々
の
失
敗一
の
迎
続
で
し
た
・
る
と
き
な
ど
よ
く
口
論
を
し
ま
す
・
盤
な
経
験
を
レ
ま
し
た
・
産
別
、
地
古
車
9
・

ちゲあざんがんI丸 τね
さわ子(小2) 

¥
lil--ノ女長んさ窓

部

和

団

支

回

議

子

米

争

玉

気

八
電沖/f

a
i
l
-
-
t¥
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!引き詰 78 沖電気(親会社)の
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米国

心
で
い
ら
れ
な
い

駒
沢
大
学
・

山
田

沖
砲
事
帥
簡
を
知
っ
た
の
は
、
て
の
よ

--dζ
と
が
日
常
化
し
て
い

「な
に
を
み
つ
め
ず
期
ぶ
の
か
」
を

た
辰
吉
で
し
ょ
う
.
断
然
雲
母

読
ん
だ
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
.
そ
無
関
心
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん

.ω
年

れ
ま
で
沖
電
気
の
経
滋
者
が
ζ
れ
ほ
代
の
混
迷
す
る
経
済
情
勢
下
ζ
の
沖

ど
怒
ら
つ
な
位
打
差
官
、
労
働
者
に
の
凶
い
が
日
本
の
新
し
い
労
働
迎
動

加
わ
え
て
い
る
の
を
知
ら
な
い
で
い
の
原
点
と
事
告
と
信
じ
、
僕
た
ち
三

た
r
p」を
、
恥
レ
く
思
い
ま
し
た
.
無
主
義
の
申
レ
子
の
よ
う
な
大
学
生

私
遥
は
学
隼
と
し
て
学
校
で
経
済
を
も
、
自
分
遥
の
問
題
と
し
て
ζ

の
こ

勉
強
U
て
い
ま
す
が
、
や
が
て
そ
の
と
亭
橘
え
、
お
よ
ば
ず
t

な
が
ら
勝
利

大
部
分
は
労
樋
者
と
し
て
社
会
の
仰
ま
で
支
俵
レ
て
い
柔
九
い
と
忠
世
て

間
入
ロ
を
レ
ま
す
.
そ
の
時
、
沖
電
い
ま
す
.

気
で
行
な
わ
れ
た
、
人
間
の
使
い
捨

drJUFvpJγv-A以
〆

.r，λ山
yyよ
ぷ
/
J
r
d

ぷ
効
Y
V
必
号
、
長
誌
を
観
相
品

弘山ょ・
4-Le
J
r
・-ft
〆
，

e
x
o
--t
ヰ、
k
r
/
P
Lぃ，，一

涙
を
流
さ
ず

玉

ね

ぎ

を

切

る

に

は

涙
を
流
さ
せ
る
も
と
に
な
る
物
す
。
冷
蔵
庫
(
温
度
5
℃
前
後
)
で

は
、
二
硫
化
プ
ロ
ピ
ル
ア
リ
ル
や
硫
二
時
間
ほ
ど
冷
や
し
、
手
早
く
切
れ

化
ア
リ
ル
な
ど
の
様
持
U
や
す
い
不
ば
だ
い
じ
さ
三
品
で
す
.

飽
和
硫
化
物
で
、
包
ー
を
入
れ
た
と
ま
た
加
熱
し
た
た
ま
ね
ぎ
が
お
い

膏
空
中
に
飛
押
散
り
+
三
9
.
ζ

の
時
し
い
の
は
、
こ
れ
ら
や
っ
か
い
物
の

夜
が
出
る
の
で
す
.
ζ
れ
ら
の
硫
化
不
飽
和
硫
化
物
が、

燃
に
よ
内
飽
和

物
は
温
度
が
低
い
と
蒸
持
レ
に
く
く
硫
化
物
と
な
り
、
た
ま
ね
ぎ
の
中
の

な
る
の
で
、
た
ま
ね
主
そ
冷
や
せ
ば
糖
分
と
と
も
に
や
わ
民
ぷ
な
甘
吉
峯

-涙
が
出
な
く
な
る
と
い
う
わ
り
で
呈
す
る
た
め
で
す
.

「
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E
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( 4) 第 23号支援する会に入会しよう (会費 1ロ200円/月)1 9 8 1年 3月 1日

8器事
1人。、人申1t何人併に 1"--
骨川均三げだき3喝、II-
z白骨思z..(エ3.5λ令 教

師
の
中
に
支
援
を

ひ
ろ
げ
て
い
ま
す

佐
藤
正
子
さ
ん
送
り
出
し
た
若
者
が
い
ま
す
・
ふ
る

事
ζ

の
教
師
の
は
ぜ
芭
は
、
ど
ん

お
元
気
で
す
か
な
に
大
草
支
え
に
若
か
知
れ
ま

年
末
に
あ
な
た
が
、
未
開
拓
の
地
せ
ん
」
と
、
支
援
す
る
会
へ
の
入
会

域
を
受
持
っ
て
労
墾
享
回
り
、
オ
と
カ
ン
パ
を
訴
え
ま
し
た
.

ル
グ

・
物
品
販
売
を
し
た
と
い
弓
希
一
時
間
ほ
ど
で
手
書
に
戻
っ
て
き

使
的
毛
腕
み
、
改
め
て
、
支
録
す
る
た
紙
袋
の
ず
っ
し
内
乏
重
か
っ
た
こ

会
の
会
員
と
レ
て
一
体
私
は
今
ま
で
と
.
カ
ン
パ
二
万
六
干
円
、
入
会
会

何
を
し
て
重
た
の
だ
る
っ
と
傑
く
考
貨
二
万
四
寸
円
、
合
計
五
刀
回
早
速

え
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
.
設
Z
P
U
+
亭
す
.
土
夜
婦
人
部
尋
問

そ
こ
で
、
新
年
阜
々
聞
か
れ
主
主
め
て
下
さ
っ
た
品
種
車
局

主
的
な
教
職
員
の
学
習
会
で
「
沖
電
の
分
と
会
磁
を
後
納
ず
る
人
と
あ
わ

気
の
指
卑
屈
密
M
者
の
中
に
は
私
の
大
せ
る
と
入
会
者
は
十
二
名
、
そ
の
う

川
原
の
教
-
李
を
含
め
五
客
の
青
森
歪
十
分
は
あ
な
た
の
出
身
場
処
石
市

県
の
教
季
、
集
団
就
職
者
と
レ
て
と
車
の
小
・
中
・
高
佼
の
先
生
た

ち
で
す
・
あ
な
た
以
外
の
方
逮
の
氏

名
と
出
身
校
が
わ
か
れ
ば
、
さ
ら
に

支
鐙
の
輸
は
広
が
る
で
し
ょ
う
.
ぜ

ひ
、
お
知
ら
せ
下
さ
い
.

大
川
原
の
山
ひ
だ
の
雪
解
け
に
福

刷
認
の
花
の
ほ
ζ
ゑ
審
も
閉
屯
で

す
.
勝
利
の
日
ま
で
い
っ
し
ょ
に
が

ん
ば
包
串
レ
ょ
う
.

沢田温子さん
場事運警告静
命争犠窃窃噂噂窃

(元青森県教組・婦人部長)

i 佐藤正子但町 中野達弥町 板垣てZ間
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八島崇好凶

八戸有訓育小

八戸第三中

八戸工事属高

飯田康男但1)

蟹田小

蟹田中

膏森ヱ蝶高

物
資
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

あ
り
が
と
う

.
大
竹
公
子
さ
ん
、
神
奈
川

・
中
野
弥
右
ヶ
門
吉
応
、
青
森

・
吉
本
寛
吉
一
さ
ん
、
東
京

・
u
R
志
田
描
出
世
さ
ん
、
沖
縄

・
費
ま
事
さ
ん
、
宮
域

.
倉
橋
鯵
寸
さ
ん
、
埼
玉

・
開
泡
正
明
さ
ん
、
新
潟

・
山
田
タ
カ
シ
さ
ん
、
静
岡

・
高
橋
貨
砦
ナ
声
応
、
宮
戚

.
川
口
ち
あ
告
去

γ~、変
知

支
援
す
る
会

⑪ 
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支
部
紹
介

港
で
働
く
者
は
弱
き
を
助
く

沖
電
気
の
仲
間
を
支
援
す
る
港
湾
の
会
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劃
思
誤
認
組
組
輯

J
v
l
f
正
悦
骨
院
怯
UVH
E
F
--
1
I
1

発
足
2
年
集
会
は
刊
し
は
日
訪
日
戸
市
一
一
時
パ
抗
日
明
ぷ
対
日
お
口J
一
日
一
七
日
目
ヰ
心
情
を
守
ろ
う
〆と強く重

二
臼
支
部
参
加

O
O万
国
星
名
を
必
ず
や
り
絞
く
雲
も
パ
カ
な
ζ
と
を
し
た
も
ん
だ
た
5
・
日

集

会

で

し

た

・

私

た

ち

は

、

支

緩

活

動
2
年
で
一

E
、

と

が

決

織

さ

れ

ま

レ

た

。

と

み
ん
な
が
言
え
る
よ
う
に
、
全
力

I
J

万
人
以
上
の
会
員
組
織
に
成
盛
レ

神
電
気
の
伸
聞
が
職
場
か
ら
は
う
小
ぬ
宏
事
務
局
長
は
「
2
年
間
の
で
支
綾
し
な
く
て
は
」
と
つ
ぎ
つ
ぎ

正

義

を

勝

ホ

さ

宍

乙

の

吉

宗

、

活

気

の

解

り
だ
さ
れ
て
、

8
4
7
自

の

5
月
産
の
拡
が
り
は
、
勝
利
へ
の
量
と
決
意
詰
を
行
い
、
労
働
者
の
迎

せ

る

た

め

屈
が
社
会
的
に
も
不
当
だ
と
い
量

日
目
、
羽
詰
勝
利
、
公
選
法
改
恕
を
切
妬
い
た
が
、
=
一
年
目
の
闘

い

こ

幣

の

す

ば

ら

し

喜

、

会

場

全

体

で

明

に

な

っ

て

い

る

と

考

え

ま

す

.

反
対
、
支
媛
す
る
会
2
万
人
、
要
請
そ
正
念
場
で
あ
る
。
さ
ら
に
大
き
な
確
認
し
ま
し
た
.
沖
電
気
は
資
本
金
一
七
O
億
円
以

沖
電
気
は
、
殺
判
引
き
延
し
を
策

署
名
一

O
O万
人
を
め
ざ
す
決
起
集
支
媛
を
」
と
訴
え
ま
し
た
.
集
会
後
の
反
省
会
で
は
、

ζ
の
築
上
の
大
企
業
で
す
.
労
組
も
「
解
雇
す
な
ど
、
民
主
主
義
を
踏
み
に
じ
る

会
を
港
区
(
東
京
)
田
町
の
専
売
ピ
争
犠
回
、
弁
捜
図
、
家
族
会
、
支
会
に
も
診
加
の
人
形
劇
団
「
ζ
ぷ
し
は
し
か
た
が
な
い
」
と
支
鐙
し
な
い
.
暴
挙
を
続
り
て
い
ま
す
.
今
と
そ
、

ル
で
開
催
し
ま
し
た
・
緩
す
る
会
の
報
告
や
決
意
の
中
で
、
集
団
」
の
献
身
的
支
蟹
ゃ
い
つ
で
も

l
!神
電
気
の
指
名
解
腐
を
撤
回
さ
私
た
ち
は
、

裁
判
闘
争
を
前
進
さ
せ

集
会
で
は
都
内
を
中
心
に
臼
の
支
市
慢
の
職
場
や
港
湾
、
閤
鉄
、
住
宅
支
鐙
の
民
族
歌
山
師
団
「
わ
ら
び
座
」
せ
る
た
め
の
陣
笛
は
多
い
・
し
か
し
、
る
た
め
の
「
一
〔

δ
方
人
、
国
民
署

部
(
珪
)
か
ら
代
表
、
個
人
が
診
加
公
団
の
仲
間
は
「
私
た
ち
が
職
場
を
に
話
題
が
集
中
レ
ま
し
た
が
、
容
加
こ
の
解
雇
の
事
実
を
知
る
多
く
の
人
名
」
を
成
功
さ
せ
、
勝
利
の
礎
を
強

レ
「
会
」
発
足
2
周
年
を
期
に
支
援
守
り
、
生
き
る
指
詞
を
守
る
た
め
に
者
の
一
人
が
言
っ
た
「
乙
ん
な
楽
し
は
「
解
雇
は
不
当
」
だ
と
ニ
言
い
切
る
の
固
に
し
ま
し
ょ
う
.

を
大
き
く
鉱
げ
、
沖
電
気
が
白
人
も
は
、
沖
電
気
の
指
名
解
雇
は
か
な
ら
い
支
一
復
活
動
は
、
初
め
て
だ
」
は
印
だ
れ
も
が
企
業
に
「
首
切
り
の
自
由
」
古
一
人
一
人
が
、
職
婦
で
地
域
で

の
大
量
の
柾
人
申
問
を
し
て
裁
判
引
ず
勝
利
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
.
職
場
怠
的
で
し
た
.
支
鐙
が
楽
し
い
と
み
の
旗
を
与
え
る
な
ノ
生
き
る
権
利
、
街
頭
で
と
、
い
つ
で
も
、
ど
乙
で
も

訴
え
ま
し
ょ
う
.

t
各
支
部
(
班
)
は
署
名
の
担
当

者
を
決
め
、
励
ま
レ
あ
い
ま
し
ょ
う
.

官
会
員
2
万
人
め
ざ
し
、
だ
れ
も

が
、
も
う
一
人
の
会
員
を
/

全
国
の
伸
問
の
み
な
さ
ん
、
と
も

に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
.

3
-
H
M
集
会
に
全
国

一

か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

一

.
沖
電
気
の
伸
問
を
支
援
す
る
会

直
結
県
支
部

・
中
央
法
規
出
版
斎
藤
君
を
守
る

会

(g減
県
)

.
沖
電
気
の
仲
間
を
支
援
す
る
八

王
子
の
会

.
同
じ
く
三
多
摩
の
会

-
沖
電
気
の
伸
問
を
励
ま
す
崎
玉

県
北
部
の
会

.
神
支
浸
す
る
会

と
も
し
び
支

部
(
音
楽
文
化
集
団
)

-
岡
山
、
協
立
病
院
労
働
組
合

-
岡
山
、
木
下
和
夫
、
靖
子
さ
ん

・
岡
山
、
広
石
薫
、
映
子
さ
ん

・
惨
簸
院
犠
員
、
上
田
耕
一
郎
さ

んあ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

4 月 1日

非道/沖電気の指名解雇③

「もうけのために手属It遭lまない」
品川工場(説法区)は閉鎖

+跡地は~電電公社に売却

|宮崎に新工場の設立 1(1，000人規模)

13，000niの土地。当初投資金額130億円。

24時間フル操業で電子部品(IC、VLSI)の製造。

'81年から稼動。売上は1，000億円をめざす。

通
信
園田
三
大
メ
ー
カ
ー
の

一
つ
三
池
争
犠
以
来
、
約
加
年
ぷ
内
め
鐙
般
な
ど
.
指
名
解
胞
の
ね
ら
い
三
千
の
支
疲
労
組
や
、
一
万
人
を

沖
電
気
工
業
(
本
社

・
東
京
、

三

指

名

解

履

で

す

・

が

、

活

動
家
を
排
除
し
、
残
る
労

乙
呑
也

「
亨
穫
す
愛
王
」

に
支
え

蜜
止
男
社
長
、
約
一
万
三
一千

人

)

そ

の

後
N

企
業
危
機
N

は
ど
こ
働
者
を
い
っ
そ

-PUめ
つ
け
、

も

ら
れ
て
、
企
業
に
「
首
切
り
の
自

は
「
綬
醤
危
筏
だ
」
「
人
が
を

串

ノ

F

ノ

ノ

〆

，
，

由
」
の
旗
を
与

'Z
な
/
生
き
る

っ
て
い
る
」
と

称

し

て

、

千

五

百

沖

電

気

指

名

解

雇

撤

回

圃

争

と

は

覇

、

働

く
権
利

害

る

ヲ

と

人
の
「
希
望
退
職
」
募
集
を
鍵

案

全

力
で
臓
場
復
帰
を
め
ざ
し
て
奮

ζ
の
あ
と
過
職
強
裂
に
応
じ
な
い
へ
や
ら
、
史
上
股
高
の
利
益
、
七
う
り
を
ふ
や
す
ζ
と
に
あ
っ
た
と

闘
し
て
い
ま
す
・
な
お
、
裁
判
闘

三
百
人
に
、
沼
年
け
月
、
指
名
解
百
人
以
上
の
新
採
用
、
九
州
に
百
と
ま
ホ
し
て
い
ま
す
・
現
在
川
人
争
も
、
柾
人
調
べ
に
入
り
、
重
要

屈
を
強
行
.
大
手
企
業
で
は
三
井

億
円
以
上
亭
設
資
し
て
新
工
燭
の
で
沖
電
気
争
議
団
を
結
伊

υ、
約
保
隈
階
を
む
か
え
て
い
ま
す
.

州

ア
メ
リ
カ
に

h

よ
る
ビ
キ
ニ
水

川

J

a曽
馬

爆
幻
周
年
の
3

…

。

』

『

品

月
1
日
私
は
静

H

む

高

岡
市
の
集
会
に

u
c
'
h
r
害
加
し
た
・

v

a
E
F
.
A
私
に
と
っ
て
生

一

〈

趨

涯
忘
れ
ら
れ
ぬ

川

一
大
事
で
あ

州

る
。
幻
年
間
生
き
て
感
じ
た
社
会

川

に
対
す
る
疑
問
、
た
っ
た
そ
れ
だ

川

け
を
か
か
え
て
嘗
加
す
る
こ
と
、

川

正
直
言
っ
て
恐
か
っ
た
.
だ
げ
ど
、

山

乙
の
自
で
肌
で
考
え
た
い
と
い
う

川

私
の
心
の
中
で
の
、
か
き
む
し
る

山

よ
う
な
気
持
が
5
・
1
ビ
キ
ニ
デ

川

l
に
嘗
加
さ
せ
た
の
で
す
V
死
去

川

し
た
第
五
福
屯
丸
乗
組
凸
久
保
山

川

愛
記
口
氏
の
「
原
水
爆
の
彼
害
者
は

川

私
を
最
後
に
し
て
ほ
し
い
」
と
の

川

雄
雷
を
、
実
現
さ
せ
よ
う
と
、
全

川

閣
か
ら
診
加
し
た
二
千
人
は
醤
い

川

を
新
た
に
し
ま
し
た
.
V
戦
争
に

州

よ
っ
て
生
ま
れ
る
多
く
の
不
惑
を

川

日
本
政
府
は
再
び
繰
り
返
五
え
そ
う

川

と
し
て
い
る
.
戦
争
を
す
る
能
力

で

川

が
あ
る
の
な
ら
ば
、
平
和
を
つ
く

面
相
E
E」

川

る
力
も
私
た
ち
に
は
あ
る
は
ず

に
げ
Hい
い
は
け
」

川

だ
.
私
に
は
5
人
の
弟
が
い
ま
す
.

4
月
げ
日
八
王
子
裁
判

(白

川

そ
し
て
愛
す
る
伸
聞
が
戦
争
に
く

時
1
日
山
時
)
第
二
回
中
山
鉦
人

川

り
出
さ
れ
る
の
を
、
黙
っ
て
見
て

(
争
犠
団
代
表
)
反
対
尋
問

川

い
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん

.
m

4
月
初
日
底
休
み
本
社
抗
議

川

側

5
年
計
画
で
は
総
額
ゆ
兆
円
も

行
動
(
予
定
)

川

投
資
し
て
国
防
の
た
め
の
思
拡
と

4
月
辺
日
間
崎

(前
橋
)
裁

川

か

1
1・
国
民
一
人
当
り
毎
年
二

判

(市
時
t
M時
ぬ
分
)
第
一

川

万
五
干
円
の
負
担
と
い

'2一昨
算
だ

圏
中
山
恒
人
反
対
尋
問

川

そ
う
で
す
V

「
兵
隊
さ
ん
が
生
ま

4
5日
支
慶
す
る
会
定
例

川

れ
た
」
戦
時
中
、
男
児
が
霊
れ

幹
事
会
(
旧
時
泊
分
)
峨
械
工

川

る
と
と
う
言
っ
て
曹
と
ん
だ
も
の

具
会
館

州

だ
と
母
か
ら
聞
い
た
と
と
が
あ
り

4
月
初
日
支
一
俊
ず
る
会
八
玉

川

ま
す
.
み
な
さ
ん
、
が
ん
ば
り
ま

子
地
区
扇
山
ハ
イ
キ
ン
グ

川

レ
ょ
う
・

ζ
の
言
葉
を
二
度
と
聞

5
月
1
日

メ

ー
デ
ー
大
宮
出

川

か
な
く
す
る
た
め
に
(
樋
)

65 

早期の勝利は大きな支援から一小島事務局長

総
踊
陪
-

閣
制
創

設
曹
園
帽

跡
的

3

支援する会

2年間の実績
・会員...・H ・.....・H ・H ・H ・..… 12，000人

(全国47都道府県に会員
岡山、埼玉、宮城、群馬に県品旦織

-支部(班)....・H ・.....・ H ・-…....・H ・'550

-本部機関紙発行…....・H ・-…・・23号

(30，000万部/月)

-会費納入総額....・ H ・-……3，000万円



ま
ご
こ
ろ
を
配
遷
し
て

m年
ー
ー
い
の
ち
と
く
S
し
を
守
り

ヘ
安
全
・
確
実
/

/
迅
速
・
安
価
¥

(2 ) 

岡
阿
川
四

わ
が
国
の
近
代
郵
便
は
、
前
島
密

が
明
治
三
年
(
一
八
七
O
年
〕
六
月

「
新
式
郵
便
」
を
建
議
し
た
こ
と
に

始
ま
る
.翌
明
治
四
年
三
月
に
布
告
.

康
初
の
切
手
も
同
年
の
有
名
な
「
飽

切
手
」
で
あ
る
.

公

務

員

も

労

全
国
均
一
の
喜
体
制
の
健

在

働

者

百
九
年
前
の
明
治
五
年
・
郵
便
は
が

き
は
明
治
六
年
が
第
一
号
・
明
治
十

|
|郵
政
労
働
者
の
賃
金
は
ど

う

八

年

に

内

閣
制
度
が
ス
タ
ー
ト
、
逓

で

す

か

信

大

匡

の

初

代

は

復

本

武

婦

、

明

治

「
初
歳
、
勤
続
問

年

で

、

一

七

万

三

十
二
年
に
郵
便
法
が
公
布
、
明
治

八
千
円
が
平
均
賃
金
で
す
」

7

=一
十
六
年
に
は
鉄
道
露
便
局
も
設
雌

|

ど
う
い
う
方
法
で
決
定
さ
れ
で
す
・
閣
の
響
闘
の
結
果
を
み
て
、
寸
叫
什
ゴ
叶
1
1
1
J

さ
れ
、
大
正
八
年
ま
で
に
内
容
征
明

、

.

一

-取

材

を

終

え

て

一

る

の

で

す

か

翌

三

?

)

と

b
う
事
で
す
大
企

F
Uわ
1
1
h
H
Iト
ト
し
郵
便
、
速
遥
郵
便
、
切
手
別
納
郵
便

「私
た
ち
は
公
労
法
(
公
共
企
業
業
へ
の
低
賃
金
政
策
を
強
力
に
進
め
職
場
集
会
を
品
開
く
ζ
と
さ
え
手
渉
一
な
ど
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
実
施
さ
れ
、
自

体
等
労
働
関
係
法
〕
で
労
働
法
の
枠
て
、
公
務
員
も
右
へ
な
ら
え
と
い
え
し
た
り
、
つ
ぶ
そ
う
と
し
て
き
で
い
一
動
車
や
飛
持
郵
便
も
開
始
さ
れ
た
。

外
に
お
か
れ
、
団
結
椴
は
慰
め
ら
れ
ま
す
・
い
ま
と
そ
国
民
春
闘
が
必
要
る
厳
し
い
状
況
の
も
と
で
、
佐
竹
さ
一
昭
和
十

一
年
〈
一
九
三
六
年
)
逓

る
も
の
の
、

労
働
者
愚
大
の
武
鰭
の
で
す
。
ん
た
ち
は
奪
わ
れ
た
ス
ト
摘
を
一
日
一
億
省
五
八
年
の
歴
史
に
帯
・
戦
時
体

ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
、
争
慧
が
奪
わ

l
f
i労
務
管
理
に
つ
い
て
は
も
早
く
取
り
も
ど
そ
う
と
力
い
っ
ぱ
一
制
の
も
と
過
信
院
と
な
っ
た
の
は
昭

れ
て
い
る
ん
で
す
・

ー
ー
だ
か
ら
労
「
郵
便
労
働
者
は
約
一
一
一

O
万
人
、
い
頑
廻
っ
て
い
ま
し
た
・
ど
の
顔
も
一
和
二
十
年
の
こ
と
・

使
が
話
い
で
決
め
ろ
と
公
労
委
(
公
金
逓
労
働
者
は
一
八
万
人
・

有
名
な
真
剣
そ
の
も
の
・
時
々
見
せ
る
笑
顔
一
戦
後
昭
和
二
十
一
年
に
過
信
省
が

共
企
業
体
等
労
働
蚤
員
会
〕
が
設
は
マ
ル
生
(
生
産
性
向
上
運
動
)
攻
寧
は
輝
き
確
信
に
梢
ち
て
い
ま
す
@
一
復
活
、
昭
和
二
十
四
年
六
月
に
郵
政

ら
れ
そ
ζ
で
決
定
さ
れ
る
ん
で
す
は
続
い
て
い
ま
す
・
そ
の
手
本
は
臼

や
さ
し
く
て
、
た
く
ま
し
い
郵
便
一
省
に
・
昭
和
三
十
年
に
や
っ
と
戦
時

が
、
そ
の
決
定
も
政
府
を
拘
束
し
な
産
自
動
車
な
ど
で
す
・
屋
さ
ん
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
一
中
の
混
託
期
か
ら
立
ち
直
る
・

い
・
労
働
者
と
し
て
扱
わ

れ

な

い

ん

昭

和
三
十
五
年
か
ら
四
十
五
年
に

か
け
て
日
本
経
済
は
高
度
に
成
長
す

る
が
、
郵
政
事
業
も
大
躍
進
.

い
ま
、
郵
政
省
所
管
は
郵
便
、
為

的
貯
金
、
保
険
年
金
、
電
気
通
信
、

也
被
な
ど
の
業
務
が
あ
る
.
郵
便
貯

金
は
一
九
七
七
年
に
は
=
一

O
兆
円
を

突
破
.
郵
便
は
年
間
一
=
一

O
億
通
に

の
ぼ
る
.
政
府
は
い
ま
、
国
民
の
要

求
と
離
反
し
た
「
合
理
化
」
を
押
し

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
.
サ
ー
ビ
ス

こ
そ
が
郵
便
の
命
と
さ
れ
て
い
た
方

針
の
大
転
向
で
あ
る
.
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国
民
本
位

の
郵
便
を
と
が
ん
ば
る

月/
一
円
一
nu-
nu-
n
，ι-
ロ一費

一
会
一
、つ
一
よ

一

非
常
勤
と
し
て
働
き
出
レ
た
佐
竹
あ
り
ま
せ
ん
」

'
h
.

，
，

v

-

し

一
さ
ん
が
、
組
合
湿
聖
し
よ
う
と
思
小
さ
い
頃
に
抱
い
て
い
た
町
の

郵

駅

市

面

九

は

叶

ー

ら

ι
り
占
阻
ト
L
、
ギ

y
+品

会

一
い
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
・

重

さ

ん

の

イ

メ

ー
ジ
と
は
、
ず
い

3
a
t
4
4一じ
右

目

一

l
l

J
一

「中
野

郵

便

局

に

非

常

勤

と

し

て

ぶ

ん

違

っ

て

き

た

の

で

す

ね

。

耳

、

E

C

C

3

J
、

『

鉱

石

さ

れ

た

会

、

震

だ

と

い

う
て
「
郵
便
で
玉
三
」
「
ハ

イ

と

必

要

な

し

ん

で

す

よ

ら
一

乙
と
で
簡
単
に
解
即
さ
れ
る
と
い
う
く
ろ
う
さ
ま
.
」
と
言
い
あ
え
る
ゆ

i

a

、

す
一

事
件
が
お
ζ
り
ま
し
た
・
ζ
ん
な
不
と
り
を
持
た
せ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
の
掛
け
金
な
ど
は
、
大
蔵
省
に
入
つ
是
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
・
た
と
え
手
に
使
っ
て
、
不
足
の
分
を
郵
便
料

望

当
な
こ
と
は
酔
さ
な
い
。
と
い
っ
て
全
通
露
支
部
で
は
、
草
間
毎

て
し
ま
う
ん
で
す
・
そ
し
て
開
政
投

ば

4
人
家
族
で
両
親
が
働
い
て
ま
金
と
す
る
ん
だ
と
い
喜
美
重

主

事
化
闘
争
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
す
目
、
日
刊

「き
ょ
う
ば
し
」
を
発
行
融
資
に
使
わ
れ
る
ん
で
す
・

局

面

奪

回
ん
で
い
る
と
ζ
ろ
、
父
親
の
貸
本
に
サ
ー
ビ
ス
が
中
心
で
す
・
そ
れ

一
が
、
乙
の
闘
争
に
診
加
し
、
闘
っ
た
し
て
組
合
員
の
団
結
、
迎
帯
を
強
め
く
人
の
賃
金
な
ど
は
郵
政
省
持
ち
な
金
は
他
人
に
取
ら
れ
て
、
母
親
だ
け
が
大
企
業
並
み
に
、
利
必
福
一
に
す

一
乙
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
組
合

運

ら
れ
て
い
ま
す
が
そ
の
他
に
何
か
|

ん
で
す
よ
・
お
か
し
い
で
し
ょ
・
局
の
賃
金
で
や
っ
て
い
る
よ
う
な
る
ん
だ
と
い
う
郵
政
審
窓
口
の
答
申

一
動
に
入
っ
て
い
き
ま
し
た
」
と
う
栢
「
文
化

・
レ
ク
レ
ー
ン
ヨ
ン
サ
l

舎
な
ど
も
建
て
る
の
は
郵
政
、

避
て

ー

・

撃

は
出
ま
す
よ
ね
、
.

や

行

政
監
理
庁
の
勧
告
は
、
郵
便
の

一
る
佐
竹
さ
ん
の
閏
は
当
時
の
闘
争
を

ク
ル
な
ど
も
活
発
で
す
。
人
閥
同
士
純
る
と
大
蔵
の
物
に
な
る
ん
で
す
。
「
値
上
げ
も
お
か
し
い
が
、
内
容
使
命
を
忘
れ
て
い
ま
す
・
例
え
ば
、

一
思
い
出
し
て
い
た
の
か
、

キ
ラ
リ
と
信
頼
で
き
て
、
は
じ
め
て
労
働
組
合

そ
う
い
う
仕
組
で
二
千
四
百
億
円
ほ
も
お
か
し
い
ん
で
す
.
緒
外
国
は
曾
配
達
の
回
収
を
減
ら
す
.
小
包
郵
便

一
光
っ
て
い
ま
し
た
・

の

機

能

が

発

問

で

き

る

の

で

す

か

ど
、
郵
便
は
墾
字
だ
と
い
う
乙
と
な

状
(
封
世
間
)
と
葉
曾
の
値
段
が
ほ
と
物
は
局
ま
で
取
り
に
こ
い
・
窓
口
取

一

集
配
の
仕
事
を
す
る
佐
竹
さ
ん
の
ら
」

ん
で
す
.
レ
か
し
、
大
蔵
省
の
資
金

ん
ど
同
じ
な
の
に
日
本
は
倍
以
上
も

級
時
間
を
短
縮
す
る
な
ど
l

!
で

一
も
つ
ザ
D
の
悩
み
は
!

や
さ
し
い
郵
便
屈
さ
ん
の
イ
メ
1

運
用
部
に
は
け
兆
円
以
上
が
行
っ
て

遭
う
か
ら
と
襲
曾
の
値
段
を

ω円
ぐ
す
・
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る
と
、

一

「地
戚
の
人
と
な
か
な
か
話
す
機
ジ
、
ピ
y
タ
シ
の
答
が
返
り
ま
す
い
ま
す
@
ち
ょ
っ
と
だ
け
戻
し
て
も
ら
い
に
し
よ
う
だ
な
ん
て
l

l
・
と
人
手
が
余
る
・
首
切
り
合
理
化
も
い

ヨ
一
会
が
な
い
ζ
と
で
す
ね
。
一
生
懸
命

窓

口

で

集

め

た

ら
れ
ば
、
値
上
げ
な
ん
て

必

震
い

に

か
く
儲
け
り
ゃ
い
い
と
い
う
蓄

っ
し
ょ
に
や
れ
ば
一
挙
両
得
喜
つ

E
一
配
遣
し
て
、
新
聞
や
広
告
な
ど
を
配

ん
で
す
.
さ

ら

こ

お

か

し

、

の

ま

、

な

ん

で

す

」

た

や

り

方

な

ん

で

す

.
ζ
れ
は
も
う

一

日
兆
円
は
ど
乙
へ

j

J

b

b

月一

っ

た

時

に

目

の

前

で

ぐ

し

ゃ

ぐ

し

ゃ

貯

金

の

意

な

ど

力

変

動

Z
で
し

サ

ー

ビ

ス

が

国
民
が
経
営
す
る
と
い
主
り
、
大

4
一
に
し
、
ポ
イ
ッ
と
矯
て
ら
れ
て
し
ま

|

l
郵

便

料

金

の

値

上

げ

は

赤

字

ょ

。

そ

の

分

も

郵

政

省

持

ち

な

ん

で

企

業

の

た

め

と

い

う

感

じ

で

す

」

咋一

2
、
何
の
空
仕
事
を
し
て
い
る
だ
か
ら
当
然
だ
と
雪国
主

E
R
E
-重
大
蔵
省
、
重
い
は
郵

郵

便

の

命

|

税
金
も
大
企
業
に
使
わ
れ

8
一
ん
だ
ろ
う
と
、
ガ
ッ
ク
り
で

す

よ

・

て

は

ど

う

で

す

か

政

省

・

つ

ま

り

必

ら

ず

季

が

出
る

|

|
郵
事
業
の
あ
る
べ
き
嬰
に
る
・
郵
便
局
で
集
め
た
傘
も
大
企
業、

W

9
一
ピ
ル
ば
か
り
に
固
ま
れ
た
中
で
相
手
「
郵
便
、
保
険
、
貯
金
を
郵
政
一一
一
よ
う
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
」

つ
い
て
ど
う
で
す
か
大
企
業
へ
行
く
金
を
多
く
す
る
た
め

」

は
ポ
ス
ト
・
話
を
し
た
く
て
も
毒
薬
と
言
え
で
す
が
、
郵
便
局
を

1

驚
き
ま
し
た
・
そ
う
な
ん
で
「
国
語
醤
し
て
い
る
と
い
う
こ
に
、
値
上
げ
す
る
と
い
う
や
り
方
な

一
し
い
労
務
管
理
の
中
で
は
、
余
裕
は

つ
う
じ
て
集
め
ら
れ
る
、
郵
便
貯
金
す
か
、

つ
ま
り
国
の
金
位
政
策
で
そ
と
は
、
み
ん
な
が
納
め
る
税
金
を
上
ん
で
す
ね
・
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
・

H

郵
便
制
金
値
上
げ
H

な
ぜ

必
要
な
ん
だ
ろ
う
か
@
郵
便
局

が
妥
ア
っ
て
ど
う
し
て
な

ん
だ
ろ
う
.
郵
便
局
の
役
割
っ

て
:
.
現
燐
で
働
く
郵
便
屋
さ

ん
は
、
こ
れ
ら
を
ど
う
受
り
と

め
て
い
る
の
だ
ろ
う
.

京
橋
郵
便
局
の
三
階
、
い
ち

ば
ん
奥
に
あ
る
限
開
設
備
も
な

い
八
畳
ほ
ど
の
広
さ
の
組
合
室

で
、
た
く
さ
ん
の
資
料
に
固
ま

れ
て
笑
顔
で
が
ん
ば
る
佐
竹
貞

昭
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し

ま
し
た
.

(
藤
田
)

働

く

者

の

怒

り

か
ら
組
合
へ

佐
竹
貞
昭
さ
ん

(
東
京
・
京
橋
郵
便
局
集
配
諜
)

ー

〈〉
一

プ

ロ

フ

ィ

ー

ル

。

-
=
一九
歳
、
家
族
は
三
人
の
子
車
に
乗
っ
て
配
達
の
仕
事
.

供
た
ち
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
そ
れ
.
二
百
四
十
名
の
全
霊
京
橋
支

に
塑
路
加
病
院
(
医
労
連
)
分
会
部
の
支
部
長
と
し
て
人
望
厚
い
.

長
の
奥
さ
ん
の
六
人
家
族
。

-

教
育
感
「
親
が
正
し
く
生
き

-
自
転
車
庫
、
回
刷
屋
、
米
屋

て
い
れ
ば
そ
れ
が
一
番
」

と
色
々
な
職
を
経
て
、

mm
年
間
月
・
趣
味
・

説
曾
や
絵
画
鑑
賞
・

兄
の
紹
介
で
郵
便
局
の
非
常
勤
と
・
人
柄
・
温
厚
で
、
言
集
づ
か

し
て
入
局
。

明
年
4
月
に
本
務
。

い
も
て
い
ね
い
.

現
在
は
集
配
線
勤
務
で
赤
い
自
転

人

べ

ら

し

・

労

働

強

化

の

験

場

毎
日
初
万
通
も
扱
う
京
橋
郵
便
局

-配達、取集の回数をへらす。

・団地などは団地ママさんに依託したり、郵便

私書箱渡しとする。

・隔地は配達しないで集合受箱渡しとする 0

・小包は配達しないで窓口渡しとする。

・局の窓口取扱い時閣を短くする。

・定額預金の利率を銀行並に下げる。

サービス切播て案

66 

「
干
」
の
ル

ー

ツ

明
治
二
十
年

(
一
八
八
七
年
)
の

超
高
同
省
徴
章
と
し
て
H

干
u

の
マ
ー

ク
が
定
め
ら
れ
る
・
ζ
れ
は
逓
信
省

の
J
T
H

の
字
の
図
案
化
と
さ
れ
て

い
る
.



1981年 4月 1目

ふ
仰
れ
か
ら

au凋
-
1
7
，ロ
H

・・:・・

指名解雇

「
ォ
イ
こ
ん
な
広
い
と
こ
ろ
倍
そ
う
だ
」
「
そ
れ
に
、
こ
の
事
務
所

り
て
家
賃
は
払
え
る
ん
だ
ろ
う
か
」
で
必
要
な
品
物
の
リ
ス
ト
を
曾
い
て

「ウ
l
ン
、
ど
う
に
か
な
る
だ
ろ
」
み
よ
う
よ
」
「
机
だ
ろ
う
、
電
話
だ

閣

寺
尾
履
か
い
が
、
と
に
か
く
ス
ろ
、
初
に
|

」
「
と
と
ろ
で
住
所

U
いい

ト
1
プ
で
も
な
い
と
、
ど
う
し
よ
う
は
み
ん
な
憶
え
た
?
」
「
エ
l
ト、

一屡一

も
な
い
ぞ
」
「
家
で
不
用
な
物
は
み
東
京
郡
、
港
区
三
回
=
一
l
l

ニl
ニO

解

↑

ん
な
持
っ
て
来
た
ら
月
」
「
そ
弓
だ
だ
ろ
オ
レ
、
ィ
ッ
パ
ツ
で
憶
え
た
よ
」

指名解雇 された沖電気の仲間を支援する会ニュース

'78年刊月20日
たたかいの足跡 ②

お
と
う
さ
ん
、
お
か
あ
さ
ん
を

ひ
で
こ
ち
ゃ
ん
、
た
の
し
い
え

と
お
た
よ
り
あ
り
が
と
う
。
ま
だ

い
ち
ど
も
あ
っ
た
ζ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
ま
い
に
ち
じ
む
し
ょ
で

が
ん
ば
っ
て
い
る
お
と
う
さ
ん
と

は
お
と
も
だ
ち
で
す
。

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
お
し
ご

と
を
や
っ
て
き
た
ひ
と
た
ち
を
い

じ
め
る
な
ん
で
よ
く
な
い
で
し

ょ
。
だ
か
ら
、
お
う
え
ん
を
し
て

お
と
も
だ
ち
に
な
り
ま
し
た
。
お

と
う
さ
ん
や
お
か
あ
さ
ん
は
、
お

き
で
ん
き
で
お
し
ご
と
を
し
て
い

お
う
え
ん
し
て
ね
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支
鐙
の
人
か
ら
、
タ
タ
ミ
や
臼
で
も
あ
り
ま
し
た
.

机
椅
子
、
フ
ト
ン
、
ナ
ベ
、
カ
マ
解
服
者
の
団
結
の
た
め
、
協

な
ど
ド
ン
ド
ン
届
け
ら
れ
ま
し
周

・
順
番
で
食
麗
当
語
も
決
め

た
.
み
ん
な
驚
い
て
ば
か
り
の
ら
れ
た
.
宣
伝
係
も
設
け
ら
れ
、

毎
日
で
す
.
「
労
働
者
の
連
帯
っ
手
作
り
で
「
ゆ
る
す
な
指
名

て
す
ば
ら
し
い
」
と
感
激
の
毎
解
阻
」
の
ゼ
y
ケ
ン
も
作
っ
た
.

た
と
き
よ
り
も
っ
と
も
っ
と
い
そ

が
し
く
な
っ
て
、
ひ
で
こ
ち
ゃ
ん

と
あ
そ
ん
だ
り
、
お
は
な
し
す
る

ζ
と
が
す
く
な
く
て
、
さ
み
し
く

な
る
ζ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、

は
や
く
か
い
し
ゃ
に
も
ど
れ
る
よ

う
が
ん
ば
っ
て
い
る
の
で
す
か

ら
、
お
う
え
ん
し
て
ね
。

せ
ん
せ
い
や
あ
た
ら
し
い
お
と

も
だ
ち
と
な
か
よ
し
に
な
っ
て
、

た
の
し
い

一
ね
ん
せ
い
を
お
く
つ

て
く
だ
さ
い
。

(全
労
金
・
大
竹
ハ
字
さ
ん
)

支
鐙
す
る
会
は
一
万
二
千
人
.
財

政
備
保
の
た
め
の
物
品
販
売
は
年
間

一
億
円

l
l.
し
か
し
沖
電
気
の
伸

聞
は
今
日
も
会
社
へ
は
入
れ
な
い
.

家
族
を
含
め
る
と
百
三
十
人
を
乙
え

る
沖
電
の
仲
間
の
た
た
か
い
は
、
正

念
場
、
三
年
目
で
あ
る
.

弁
護
人
ぬ
き

高ま請
す撃つ は

主主t雪
男ぉ突
さ". 

ん

一
九
七
四
年
六
月
の
東
京

・
立
川
で
し
た
.

市
犠
選
で
当
選
し
た
高
出
年
夫
さ
ん
そ
し
て
八
王
子
地
裁
一
審
で
高
出

は
、
そ
の
白
後
「
伶
必
法
違
反
」
の
さ
ん
の
肋
間
活
動
が
検
事
側
涯
人
の

事
前
迎
動

・
戸
別
訪
問
を
し
た
疑
い
尋
問
の
中
で
す
ら
正
当
だ
と
明
ら
か

で
逮
捕
さ
れ
、
起
訴
さ
れ
ま
し
た
・
に
な
っ
て
い
た
と
と
ろ
、
裁
判
官
と

当
時
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
物
隠
判
事
が
交
代
、
弁
腹
側
証
人
を
全
く

し
で
市
民
生
活
が
大
変
不
安
な
出
梢
採
用
せ
ず
、
被
告
、
弁
護
人
の
発
言

の
中
で
住
民
要
求
を
訪
問
し
な
が
ら
を
一
切
禁
止
、
理
由
も
な
く
退
廷
命

市
民
と
力
を
合
せ
て
膏
闘
し
て
い
た
帝
の
迎
発
、
ま
さ
に
「
弁
護
人
ぬ
き

高
溜
さ
ん
を
節
祭
は
裁
判
に
か
け
た
裁
判
」
を
強
行
.
間
金
一
万
五
千
円

の
で
す
.
ま
っ
た
く
の
デ
y
チ
上
げ
公
民
間
刑
停
止
三
年
の
刑
を
雷
い
波
し

て
し
ま
い
ま
し
た
.
さ
ら
に
昨
年
七

月
、
東
京
高
栽
も
岡
田
町
の
有
罪
判
決

で
し
た
.
と
ん
な
ひ
ど
い
裁
判
は
認

め
な
い
と
、
四
百
七
十
人
を
こ
え
る

弁
峻
聞
や
守
る
会
を
中
心
に
数
判
の

や
り
直
し
を
求
め
て
、
全
面
百
万
人

署
名
活
動
な
ど
運
動
を
強
化
し
て
い

ま
す
.
家
族
は
ダ
ウ
ン
症
の
次
男
も

含
め
二
男
、
一
女
の
五
人
.
司
法
の

反
動
化
、
公
選
法
改
恕
が
叫
ば
れ
て

い
る
今
、
大
き
な
支
援
を
高
海
さ
ん

こ〆述
絡
先

H
東
京
都
立
川
市
剣
町
一

ー
一
四
l
一
四
高
出
年
夫
古
川
殺
を

守
る
会

T
E
L
O
四
二
五

l
一一回

ー
一
五
一
一
一
二
.

わ
た
し

も
う
す
ぐ

67 
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Kすち

ね
ん
せ
い
で
す

小
b
k
)
υ
)

(沖
争
繊
団
の
松
本
山田
司
・
和
子
さ
ん
長
女
)



(4 ) 多磨24号支援する会に入会しよう (会費1口200円/月)
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1981草 4月 1日

包寄

頑
強
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
一
念
が
り

l-
語
、
わ
ら
び
座
の
公
演
を
川
、
お
だ
一
浜
松
川
一
|
|
一
一
紹
一
…
党
一
一

取
り
組
む
中
で
、
自
分
の
生
き
方
が
、

は
っ
き
り
し
た

l
l、
し
か
し
臓
湯

肯
私
も
昔
、
沖
電
気
で
働
き
ま
し
た
舎
」
が
あ
り
ま
す
.
一
緒
に
闘
え
な

の
人
や
み
ん
な
が
応
援
し
て
く
れ
な
ガ
ン
パ
レ
(椅
玉
、
栗
原
さ
ん
)

い
の
で
し
ょ
う
か
?
(
武
田
さ
ん
)

い
ん
で
は

l
l.そ
れ
が
恐
し
く
て
」

肯
柳
沼
さ
ん
.
バ
イ
ク
に
乗
る
と
き

肯
払
込
み
が
遅
れ
て
す
み
ま
せ
ん
で

と
心
配
モ
う
に
諮
る
彼
で
し
た
が
、
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
忘
れ
な
い
で
ね
.
レ
た
.
暖
か
く
な
り
ま
し
た
.
怖
の

次
の
自
彼
は
職
場
で
、
指
名
解
雇
さ
防
風
ズ
ボ
ン
も
(
鎖
国
さ
ん
)
皆
様
に
も
春
よ
と
い
(
青
柳
さ
ん
)

沖
電
気
で
「
合
理
化
」
の
嵐
が
吹
き
え
、
座
り
込
ん
で
い
る
彼
で
し
た
.
れ
で
も
闘
う
と
と
を
、
仲
間
に
表
明

*
5
名
不
当
解
雇
闘
争
が
ん
ば
っ
て
*
置
が
と
り
出
レ
、
ほ
っ
と
し
て
い

荒
れ、

毎
日
彼
が
肩
た
た
き
(
退
職

職

腸
の
中
で
懸
命
に
耐
え
て
い
る
彼
し
た
の
で
す
.
そ
の
白
か
ら
、
彼
の
い
ま
す
(
理
化
電
磁
工
業
労
組
)

ま

す

(

北
海
道
、
佐
藤
さ
ん
)

勧
奨
)
を
さ
れ
て
い
る
時
で
し
た
.
の
と
と
を
思
う
と
、
た
ま
ら
な
い
気
顔
は
情
々
と
輝
き
、
仲
間
と
の
連
帯

肯
労
組
の
カ
ン
パ
送
り
ま
す
.
領
収
*
遅
く
な
り
ま
し
た
.
年
末
カ
ン
パ

細
身
で
神
経
質
そ
う
な
彼
・
「
俺
持
で
し
た
・
仲
間
も
み
ん
な
家
族
の
も
強
ま
り
ま
し
た
・
曹
よ
ろ
し
く
(
夏
京
、
斎
藤
さ
ん
)
送
り
ま
す
(
岡
山
、
中
田
さ
ん
)

は
民
望
り
、
ジ
ャ
ズ
が
良
い
」
と
よ
う
に
心
配
し
て
、
あ
る
日
賂
合
い
一
人
の
青
年
の
岐
路
を
、
一
緒
に
安
住
所
変
り
ま
し
た
の
で
よ
ろ
L
く

皮
肉
っ
ぽ
く
、
せ
廿
ら
笑
う
ば
か
り
を
し
ま
し
た
「
局
く
ん
、
ど
う
す
る
考
え
、
悩
ん
だ
私
は
、
乙
の
事
を
一
(
山
形
、
=
一
沢
さ
ん
)

で
し
た
.
そ
の
彼
が
公
演
を
成
功
さ
つ
も
り
、
ど
う
生
き
て
い
く
つ
も
り
生
忘
れ
な
い
で
し
ょ
う
.
私
も
局
く

女
あ
な
た
が
た
の
闘
い
が
、
全
国
の

私
が
局
く
ん
と
、
知
り
合
っ
た
の
せ
る
た
め
の
、
実
行
蚤
員
会
に
診
加
な
の
?
」
自
分
で
も
び
っ
く
り
す
る
ん
と

一
緒
に
「
ゆ
る
す
な
沖
電
気
働
く
人
々
の
権
利
と
生
活
を
守
つ
て

は
、
河
年
の
ゆ
月
.
わ
ら
び
座
八
王
し
て
き
ま
し
た
.
淋
レ
そ
う
に
た
ま

く
ら
い
に
彼
を
問
い
つ
め
た
と
と
の
指
名
解
雇
」
と
叫
び
続
り
ま
す
.
い
ま
す
.
が
ん
ば
れ
(
大
竹
さ
ん
)

子
公
演
の
オ
ル
グ
先
で
、
ち
ょ
う
ど
、
り
場
で
も
、
一
人
ひ
ざ
小
僧
を
か
か
を
、
昨
日
の
傑
に
想
い
出
レ
ま
す
.

肯
住
い
の
近
く
に
伸
の
下
鱒
「
金
石

銀
座
で
も
支
援
を
訴
え
ま
し
た
↑

「
た
た
か
う
よ
」
の
ひ
と
こ
と

忘

れ

ら

れ

な

、
母、LM・

民

族

歌

舞

団

わ

ら

び

座

菊

池

冴i

わ
ら
び
座
の
み
な
さ
ん

お
元
気
で
す
か

全
国
の
支
援
に
さ
さ
え
ら
れ

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
よ

口
問
問
削
凶

古
梅
の
花
も
棋
り
、
桜
前
線
も
上
扉

中
.
全
国
の
伸
聞
の
み
な
さ
ん
お
元

気
で
す
か
.
支
援
す
る
会
も
発
足
し

て
二
年
が
過
ぎ
ま
し
た
.
こ
れ
か
ら

が
正
念
場
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

官
公
定
歩
合
が
一
掃
下
げ
ら
れ
年
六

.
二
部
に
な
り
ま
じ
た
ζ
れ
で
大
企

業
は
一
兆
円
も
フ
ト
コ
ロ
が
暖
か
く

な
る
と
か
.
引
春
闘
勝
利
、
軍
怒
よ

り
生
活
防
衛
第
一
に
が
ん
ば
ろ
う

古
住
所
変
更
の
方
、
か
な
ら
ず
御

一

報
く
だ
さ
い
.
よ
ろ
し
く
よ
ろ
し
く
.

支
援
す
る
会

68 

支
部
紹
介

川

2
月
げ
日
電
機
労
連
中
央
蚕

川

員
会
会
場
前
で
宣
吉
行
動
(
畏

川

野
県
・
大
宮
で
た
い
へ
ん
)

川

2
月
山
昨
日
沖
電
気
本
社
前
抗

川

機
行
動
開
催
.

川

2
月
却
日
東
京
総
行
動
参
加

山

神
電
気
の
仲
間
を
励
ま
す
岡
崎
玉

川

県
北
部
の
会
発
足
総
会
開
催

川

(
埼
玉

-
本
圧
)

川

2
月
M
白
東
京
争
犠
回
婦
人

川

部
交
流
会
に
参
加
.

川

2
月
お
日
沖
筒
井
岨
盟
国
全
国

山

会

m.
日
本
住
宅
公
団
の
伸
支

川

録
す
る
会
定
期
総
会
・

川

2
月
初
日
支
慢
す
る
会
定
例

川

幹
受
冨
開
催
・

川

2
月
幻
自
関
西
電
力
ピ
ラ
事

川

件
大
包
囲
行
動
に
参
加
・
反
合

川

闘

争
全
国
討
論
集
会
に
参
加

川

(
総
評

・
熱
海
)

山

2
月
お
日
毎
日
新
聞
労
組
育

川

年
部
中
毒
詰
閉
会
に
容
加
・

川

5
月
1
B
物
価
メ
ー
デ
ー
中

川

央
集
会
に
お
加
・

川

5
月
4
日
三
菱
福
託
飯
行
及

川

び
東
岸
酸
素
の
本
社
前
集
会
.

川

5
月
6
日
八
王
子
裁
判

(中

埼
玉
県
北
部
に
あ
る
、
沖
電
気
の

川

山
柾
人
に
対
す
る
会
社
側
反
対

本
圧
董
需
か
ら
解
雇
さ
れ
た
伸
間

川

辱
問

)
7
4ク
ス
共
闘
会
議

は
5
人
で
す
.

川

昼
デ
モ
.
名
古
屋
製
糖
勝
利
報

本
庄
市
を
中
心
に
し
た
「
伸
電
気

川

告
袋
詰
怠
加
・

を
指
名
解
服
さ
れ
た
伸
聞
を
励
ま
す

川

5
月
日
目
機
関
紙
大
学

(越

崎
玉
北
部
の
会
」
は
現
在
、
=
一
+
=
一

川

後
出
国
沢
)
に
診
加
・

班
、
約
四
百
人
で
す
.
二
月
二
O
白

川

5
月
間
日
熊
谷
裁
判
(
中
山

に
は
昨
年
か
ら
五
一
回
の
酬
中
盤
耳
で
用

川

鉦
人
愚
終
尋
問
)

意
し
た
発
足
総
会
を
百
二
+
人
の
診

川

5
月
日
日
大
日
本
印
刷
社
前

加
で
成
功
さ
せ
ま
し
た
.

川

集
会
、
中
央
区
(
東
京
)
に
働

会
長
は
本
庄
高
校
の
岡
一
孝
さ
ん
川

く
女
性
の
集
い
に
参
加
.

事
務
局
長
に
大
日
日
本
句
線
の
星
野

川

5
月
ロ
日
ラ
ジ
オ
関
東
解
碕

警
」
ん
・

川

事
件
社
前
袋
耳
に
診
加
。

総
会
で
は
闘
い
の
墾
ロ
を
ス
ラ
イ

川

5
月
日
日
支
鐙
す
る
会
2
年

叫
ド
で
行
い
、
患
者
か
ら
神
電
気
の

川

5

-

m

決

起

雲

盟

主

a

仲
間
の
元
気
な
闘
い
ぶ
り
に
感
激
し

川

部
診
加
)

た
と
い
う
声
も
た
く
さ
ん
で
ま
し

川

5
月
目
白
金
造
船
佐
伯
分
会

た

川

一
万
人
差
蕃
加
(
大
分
県
)

沖
電
気
の
勝
利
は
豊
北
部
か
ら

γ
J
月
一
首
益
法
反
対
東
京

と
、
千
人
の
会
員
に
し
よ
う
，f
な
ど

川

争
議
団
の
総
持
動

当
面
の
方
針
を
決
め
ま
し
た
・

川

3
月
泊
旧
日
マ
ス
コ
ミ
総
行
動

事
務
所
H
崎
玉
県
本
庄
市
朝
日
町

川

5
月
内
白
沖
電
気
本
社
前
抗

三

O
玄
六
「
伸

・
励
ま
す
ぬ
玉
県
一

川

議
行
動
(
結
団
体
、
二
百
四
+

北
部
の
会
」
電
話
O
四
九
五
|
一
一
一

川

名
参
加
)

-
五
四
八
一

川

5
月
お
回
東
京
扱
判
・

わ

だ

し

だ

ち

ガ

、

す

ん

で

い

る

の

は

、

ち

き

ゅ

う

と

い

い

ま

す

。

こ

の

ま

わ

り

に

は

、

く

う

き

ガ

あ

り

ま

す

。

そ

の

く

う

き

は

、

う

す

い

と

こ

ろ

と

こ

い

と

こ

ろ

が

あ

っ

て

、

い

つ

も

ゆ

れ

う

ご

い

て

い

ま

す

。
そ
の
な
か
を
、

ほ

し

の

ひ

か

り

が

、

と

お

る

と

、

ま

だ

だ

い

て

み

え

る

の

で

す

。

ず

じ

よ

う

に

ち

か

い

ほ

う

が

、

ぎ

た

た

き

は

す

く

な

い

で

す

。

(

ほ

し

の

し

つ

も

ん

を

く

だ

さ

い

。

し

ら

べ
て
へ
ん
じ
を
だ
し
ま
写
。
よ
ろ
し
く
)

⑪ 

体
勢
バ
ッ
チ
リ
、
ス
タ
ー
ト
だ

沖
電
の
仲
間
を
励
ま
す
埼
玉
・
北
部
の
会



指名解雇 された沖電気の仲間を支援する会ニ ュース

発
行
所

支援する会事務局

事務所東京都港区三回

3-2-20 

電話 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240 

加入者名 神電気の不当解腐

を撤回させる会

ロ
方

1 9 8 1年

5 月 1臼

25 第

鐸~25宅華)
 
1
 
(
 

裁判引き廷しを

許さずー早期勝

利をめざそう

④ 非道/沖電気の指名解雇

病
院
に
入
っ
て
い
る
人
、
夫
婦
い
っ
し
ょ
に
、

「人間は道具ではな~ )J 

妊
娠
中
の
女
性
l

前
例
な
き
解
雇

a‘ 
写真は妊娠中に夫とともに

解雇された相原さん(右)と

東固さ ん(左)・・ー解雇当時

z------------

通
信
犠
三
大
メ
ー
カ
ー
の

一
つ
三
池
争
議
以
来
、
約
初
年
ぶ
り
の
建
設
な
ど
.
指
名
解
雇
の
ね
ら
い
三
干
の
支
媛
労
組
や
、
一
万
人
を

沖
電
隼
姦

(

本

社

・

東

京

、

三

指

名

解

雇

で

す

・

が

、

活

動
家
亭
癖
除
レ
、
残
る
労
と
え
る
「
支
録
す
る
会
」
に
支
え

筆
止
男
社
長
、
約
一
万
三
一
千
人
)
そ
の
後

n
企
業
危
幽
ヂ
は
ど
ζ

働
者
を
い
っ
そ

dpuめ
つ
け
、
も
ら
れ
て
、
企
業
に
「
首
切
り
の
自

は
「
経
営
危
機
だ
」
「
人
が
号
車

由
」
の
旗
を
萱
急
な
/
筆
る

，F

，
，
ノ
〆

っ

て

い

る

」

と

称

し

て

、

千

五

百

沖

電

気

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

覇

、

雪

覇

を

守

ろ

う

ノ

と

人

の

「

希

望

退

職

」

募

集

を

回

提

案

全

力

で

一

職
場
復
帰
を
め
ざ
し
て
奮

乙
の
あ
と
退
職
強
要
に
応
じ
な
い
へ
や
ら
、
史
上
飯
高
の
利
益
、
七
う
げ
を
ふ
や
す
ζ
と
に
あ
っ
た
ζ

闘
し
て
い
ま
す
.
な
お
、
裁
判
制

三
百
人
に
、
河
川
毎
日
月
、
指
名
解
百
人
以
上
の
新
採
用
、
九
州
に
百

と
ま
市
し
て
い
ま
す
.
現
在
列
人
争
も
、
証
人
調
べ
に
入
り
、
重
要

麗
を
強
行
。
大
王
企
業
で
は
三
井

億
円
以
上
亭
且
出
資
し
て
新
工
場
の
で
沖
電
気
争
議
団
亭
編
成
レ
、
約

怒
四
階
を
む
か
え
て
い
ま
す
.

東
京
の
洗
心
保
宵
闘
の
支
侵
す
る

5
万
人
の
署
名
運
動
」
を
幹
事
会
で
を
決
め
ま
し
ょ
う
.
い
う
聞
が
あ
り
、
良
い
判
決
、
命
令

は

や

く

も

一
人

章
、
み
ん
な
が
集
号
、
四
百
人
決
め
ま
し
た
・
同
時
に

6
2日
の
竺
人
ひ
と
り
が
、
震
で
地
獄
で
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
・
と
の
事
毒
あ
ふ
れ
る
傍
聴
で
、
費
引
き
延
で
傍
聴
広
前
日
な
ど
に
宿
泊
を
喬

*
八
王
子
、
曜
、
警
の
各
器

州

連

4
月
4

で

叩

人

の

署

名

の

怒

号

車

理

主

め

を

覇

に

は

蕊

2
台
で
8
人
ぐ
ら
い
の
富
で
と
い
つ
で
も
、
ど
乙
言
語
発
陣
さ
せ
る
に
は
自
覚
的
で
し
喜
子
、
百
も
早
い
勝
利
を

5
5
2に
御

連

絡

下

で

の

覇

軍

主

色

く
・

山

欝

'

巳

日
の
夜
多
く

4
月
1
日
に
H

事

裁

判

引

き

れ

時

一

時

ヰ

向

日

日

訪

日

経

路

一

一

訪

問

uuhhr、
入

含

誘

い

や

純

日

前

持

続

日

間

め

ざ

し

ま

し

ょ

う

・

5
5
さ
い
・

一

一

u
d

ud-一世話

延

長

手

と

一

8万
合
し
た
一
枚
の
署
名
震
を
多
量
に
増
方
官
の
傍
聴
は
神
電
気
の
仲
間
を
カ
ン
パ
の

Zし
ま
し
ょ
う

3
5
5判傍
聴
者

r
E
h
v

…

民

ぬ

に
昭
和
ロ
年

同

日

付

け

れ

日

数

十

日

当

日

M
J訪
れ

州

大

い

M
H
f
k抗
日
h
r気

6-m裁
判

が
抑
制
打
開

UH

…N
3
uは
M
M

へ
問
合
せ
と
、
取
組
み
の
状
況
が
続
署
名
が
届
き
ま
し
た
・

62人が
参
加
し
て
霊
緩
の

傍

聴

を

運

動
を
大
き
く
発
展
さ
せ
る
源
の
一

川

ぺ

謹

い
る
東
邦
軍
鉛

々
と
届
い
て
い
ま
す
・

巡

回

事

務

局

へ

た

三

%

の

署

名

饗

宗

開

催

さ

れ

ま

し

た

・

参

加

者

つ

に

な

る

で

し

ょ

う

(

沖

電

弁

捜

回

川

安
中
製
練
所
の

神
奈
川
県
の
強
国
さ
ん
は
、

5
放
が
届
き
ま
す
・
伸
む
片
岡
の
指
名
解
胞
は
た
だ
ち
に
署
名
を
レ
て
く
れ
ま
し
多
数
の
傍
聴
は
、
普
名
と
同
僚
に
高
嶋
融
弁
護
士
)・

東
京
地
裁
で

川

現
地
翻
査
に
診
加
し
た
V
夜
の
国

渡
レ
た
寝
名
用
紙
を
た
だ
ち
に
や
り
は
併
さ
な
い
〆
と
い
う
労
働
者
の
怨
花
岡
山
県
の
脇
本
さ
ん
は
仕
事
で
銭
判
所
に
公
正
な
裁
判
を
求
め
る
大
は
6
月
初
日
に
会
社
側
証
人
に
対
す

川
辺
氾
号
線
ぞ
い
の
、
山
の
斜
面
に

切
り
、
雪
な
い
か
ら
と
、
事
務
所
り
と
、
仲
間
へ
の
書
の
証
明
と
し
上
京
の
折
、
わ
ざ
わ
ざ
事
務
所
書
き
な
力
に
な
り
手
・
裁
判
所
は
、
る
原
告
の
第
一
回
の
反
対
尋
問
者

川

ζ
2
2明
り
が
つ
い
た
、
不

に
取
り
に
き
て
く
れ
ま
し
た
・
乙
の
て
|

・

問
、
ド
ッ
サ
リ
署
名
用
紙
を
持
ち
帰
過
去
に
数
多
く
の
反
動
判
決
を
生
み
な
わ
れ
手

-
Eで
「
ム
症
の
解

川

震
が
襲
わ
れ
た
・
完
封
時

人

は

、

も

う

河

人

以

上

の

啓

名

を

拠

っ

て

く

れ

ま

し

た

・

出

し

て

い

ま

す

が

、

な

お

か

つ

「

公

庖

の

忍

由

」

が

浮

彫

り

に

さ

れ

る

で

川

間
フ
ル
操
業
の
安
中
製
練
所
だ
・

め

て

く

れ

ま

し

た

・

宮

城

支

部

は

全
国
号
浦
々
で
H

沖
費
量
正
」
「
中
立
」
な
ど
「
良
心
」
に
避
し
よ
う
・
一
方
ζ
の

忠

義

判

長

ケ
」
の
安
中
製
練
所
は
電
気
亜
鉛
の

兵
庫
県
の
襲
完
ゃ
、
群
馬
県

3
万

め

ざ

し

て

名

解
屈
を
撤
回
さ
せ
よ
う
u

の
大
き
づ
い
た
判
決
亭
す
る
と
い
う
と
と
が
が
変
更
に
な
り
手
・
悪
名
高
か
っ

γ産
を
月
産
一
万
七

8
0ト
ン

の

橋

本

さ

ん

な

ど

か

ら

は

「

署

名

用

量

聖

ζ
の
殺
判
署
名
の
中
で
法
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
て
お
り
、

ζ

た
古
館
毅
判
長
の
後
任
者
に
、
す
る

川

(健
室
一
位
)
と
な
っ
て
い
る

禁

足

ら

な

い

・

す

ぐ

送

れ

」

と

惚

重

県

の

草

す

る

会

は

「

伸

句

作

り

ま

し

ょ

う

・

れ

き

っ

ζ
と
に
よ
っ
て
国
民
の
信
ど
い
草
を
す
る
意
味
で
も
と
の
白

川
が
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
告
で
農
業
を

揺
が
あ
り
ま
し
た
・

気

の
仲
間
の
早
期
勝
利
の
た
め
に
、
喜
支
部

(班
〉
は
署
名
の
富
者
警
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
裁
判
は
事
足
っ
て
い
ま
す
・

川
破
砲
し
、
人
間
高
級
し
た

Z

川
年
間
も
苦
し
め
ら
れ
た
農
民
が
命

川

が
は
で
抵
抗
し
て
、
さ
ら
な
る
工

州

場
儲
強
だ
り
は
防
い
だ
.
そ
の
時

川

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
送
情
的
相
の
な

川

い
鉱
繕
や
使
用
さ
れ
な
い
変
電
所

川

が
虚
し
く
建
っ
て
勝
利
を
語
る
V

川

使
用
で
き
な
く
な
っ
た
農
地
、
指

川

閥
り
〈指
に
力
が
入
ら
な
く
な
る
)

川

の
奇
病
や
多
発
す
る
ぜ
ん
そ
く
思

川
者
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い
.
い
ま
だ

山

何
も
保
陣
さ
れ
て
い
な
い
老
母
は

川
私
た
ち
に
コ
元
の
体
が
ほ
し
い
」

と
訴
え
る
.
私
は
そ
の
む
し
ば
ま

川

れ
た
老
母
の
手
を
趨
っ
た
.
東
邦

叩

亜
鉛
や
固
に
対
し
て
怒
り
が
乙
み

川

あ
げ
て
演
が
出
そ
う
に
な
っ
た
.

川

V
と
の
老
母
の
苦
し
く
て
長
い
関

川

い
が
、
食
品
公
害
や
そ
の
他
の
規

川

制
に
生
き
て
い
る
の
だ
と
思
う
と

川

「
よ
し
〆
俺
も
闘
う
ぞ
，f
」
と
い

州

う
気
持
に
な
る

.
f|
い
の
ち
を

州

守
る
ζ
と
.
生
き
る
と
い
う
こ
と

川

は
闘
い
な
ん
だ
な
あ
と
つ
く
づ
く

川

感
じ
て
帰
団
.

(

政
行
)

ーw
熊谷裁判l

(13時-16時)

昼休み本社抗議

(地下鉄虎ノ門)

映画の夕べ

「あしたの火花」

(芝公園福祉会館、18時)

支媛する会幹事会

(機械工具会館 1811寺)

八王子裁判

( 101時-12時)

東京裁判

(10時-16時)

闘争日程

5月12日

20日

22日

28日

6月12日

26日

69 



手
当
が
B
蕗
プ
ラ
ス
さ
れ
ま
す
」
「
抽
像
的
な
の
で
す
が
w
社
会
的

「都
市
経
首
輪
」
と
聞
き
慣
れ

|

|
引
春
闘
で
職
場
の
声
は
生
産
能
力
と
知
的
、
文
化
的
水
準
の

な

い

主

張

で

鈴

木

東

京

都

政

は

庶

「

5
万
円
以
上
の
賃
上
げ
一
を
と
い
整
合
M

で
す
・
労
働
者
の
生
活
水
準

民

と

労

働

者

に

、

儀

牲

を

強

要

し

う

人

が

全

体

の

錦

部

も

占

る

の

に

、

と

、

大

企

業

の

利

益

格

差

が

拡

が

つ

続

け

て

い

る

・

ま

る

で

沖

電

気

な

要

求

が

2
万
5
千
円
な
の
で
す
。
乙
て
、
l

|
獲
合
し
て
い
な
い
訳
で
す
・

ど
大
企
業
ば
り
で
|
l
・
支
払
利
息
な
の
で
す
・
な
ん
と
一
一
一
百
な
い
ζ
と
・
そ
れ
に
大
企
業
に
対
し
の
ま
ま
だ
と
、
ま
た
安
貸
貸
金
が
下
い
ま
、
労
働
組
合
は
組
合
員
生
活
と

都
の
職
員
五
千
人
の
首
切
り
合

億

円
以
上
で
、
毎
年
の
乗
車
料
収
入
て
特
別
に
安
く
し
て
い
る
税
金
、
電
が
っ
て
し
ま
う
・
最
低
ζ
ζ
ま
で
は
家
族
を
守
る
た
め
に
、
何
を
す
べ
き

理
化
、
低
賃
金
押
し
つ
り
と
闘
う

(
運
賃
)
よ
り
多
い
の
で
す
か
ら
国
力
、
水
道
料
金
な
ど
が
原
因
で
す
.
獲
得
し
た
い
で
す
ね
」
か
が
、
関
わ
れ
て
い
ま
す
」

村
山
猛
夫
さ
ん
に
、
お
揺
を
伺
つ
鉄
同
級
、
赤
字
が
出
て
も
不
思
議
は
資
本
金
百
億
円
以
上
の
企
業
が
持
つ

ー
ー
で
は
要
求
の
基
本
は

て

み

ま

し

た

。

(

藤

田

)

な

い

の

で

す

」

て

い

る

内

部

留

保

(

か

く

し

利

益

)

l

l
篤
き
ま
し
た
。
根
本
的
に
手
に
対
レ
て

ω掃
の
課
税
を
す
る
だ
り

展

望

台

の

よ

う

直
し
が
必
要
な
ん
で
す
ね
で
百
億
円
以
上
に
な
る
ん
で
す
よ
・

な

組

合

事

務

可

「
そ
う
で
す
・
料
金
値
上
げ
や
、
都
民
要
求
は
公
平
な
行
政
を
や
れ
ば

〈

月

-

人

べ

ら

し
で
は
な
く
、
強
設
費
は
も
や
っ
て
い
け
る
ん
で
す
」

号
、
脅
し
た
の
は
、
土
掴
臼
ち
ろ
ん
、
料
金
も
無
理
な
ら
な
い
交
通
局

の

の
午
後
.
村
山
さ
ん
は
組
合
事
務
所
に
し
て
も
、
補
助
す
る
ぐ
ら
い
に
」

で
一
人
。
大
き
な
机
の
上
で
引
富

|

裂

は

ど

う

す

る

ん

で

す

か

労

働

者

は

い

ま

の
教
室
ニ
ュ
ー
ス
製
作
中
.

「都
の
予
算
は
、
約
6
兆
円
で
す

l

i
賃
金
は
ど
う
で
す

冊
一

東
京
都
千
代
田
区
、
国
電
有
楽
町
、
国
家
予
算
の
均
ぐ
ら
い
で
す
。
窓
芋
「
乃
年
ベ

1
ス

(ω
年
)
で
お
歳

/

一
銀
座
側
駅
前
、
東
京
交
通
会
館
の
一
な
の
は
国
が
都
に
対
し
て
金
を
出
さ
で
本
給
ロ
万
5
千
円
・
そ
れ
に
調
整

円
一

室
古
川
組
合
事
務
所
で
し
た
.
大
き
な

∞
一

懲
か
ら
の
展
四
窓
、
銀
座
や
高
層
ビ

同

一
ル
が
見
え
て
、
バ
ッ
グ
ン
で
す
・

1
一

社

会
全
体
も

一
盟
で
き
そ
う
な
ほ

費
一

ど
の
良
い
銚
め
で
し
た
。

A
f--

村
山
さ
ん
が
ζ
乙
か
ら
見
る
都
政

う
一

は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
・
ゆ
っ
た
り

よ
一

し
た
ソ
フ
ァ
ー
に
腰
を
お
ろ
し
て
伺

し
一

っ
て
み
ま
し
た
.

A
Z

-

-

l
革
新
都
政
と
何
が
遵
っ
て
き

入

一
た
の
で
す
か

一」

一

l

一

「栴
祉
の
切
り
下
げ
だ
け
で
も
初

会一
'〉
一
郁
換

.
mハH
を
三
千
人
も
削
減
で
サ

す
一

1
ピ
ス
と
労
働
条
件
は

君

主

人

媛
一

や
子
ど
も
、
公
m
M

対
策
等
を
や
め
る

支
一

な
ど
、
地
方
自
治
体
の
任
務
で
あ
る
、

一
都
民
の
生
活
を
守
る
と
い
う
と
と
を

一
忘
れ
て
い
る
」

一

l

i
交
通
局
で
は
、
ど
う
な
ん
で

一
す
か

一

「全
体
の
一

割
強
、
千
二
百
人
の

一
人
べ
ら
し
に
、
パ
ス
路
線
の
際
止
.

一
定
期
券
の
鎖
中
発
売
方
式
の
導
入
な

一
ど
で
す
.
パ
ス
の
利
用
者
が
少
い
と

一
乙
ろ
が
恋
干
な
の
は
当
然
で
す
.
足

一
を
奪
わ
れ
た
住
民
は
ど
う
す
り
ゃ
い

日一

い
ん
で
す
。
そ
乙
に
光
を
当
て
る
の

月
一
が
自
治
体
の
仕
事
だ
と
思
い
ま
す」

5
一

ー

ー
サ
ー
ビ
ス
低
日
卜
、
料
金
値
上

年
一
げ
で
は
、
理
解
で
き
な
い
の
で
す
が

8
一

「地
下
鉄
を
例
に
説
明
し
ま
す
、

9
一
臼
年
度
は
♂
憶
の
赤
字
に
な
っ
て
い

1
一
ま
す
が
、
そ
の
原
因
は
、
地
下
鉄
を

作
る
時
な
ど
に
借
り
た
金
に
対
す
る

(2 ) 聾事25宅聖

四

村2

山2

猛5

夫ぉ

-
判
歳
.
高
三
を
剛
山
頭
に
高
二
、
中

二
、
中

一
、
小
五
と
男
の
子
五
人
の

父
親
。
脅
年
婦
人
部
活
動
の
中
で
知

り
合
っ
た
と
い
う
奥
さ
ん
を
含
め
て

七
人
家
族
。

-
住
ま
い
は
神
奈
川
県
議
野

(
は
た

の
)
市
.
二
時
間
程
か
り
て
有
楽
町

ま
で
通
勤
.

-
昭
和
三
十
年
に
路
面
電
車
変
電
所

に
入
る
.
組
合
に
投
稿
し
た
の
が
き

っ
か
け
と
な
り
組
合
運
動
に
診
加
・

・
お
酒
l
飲
め
な
い
よ
う
で
す
.

-
運
動
は
理
屈
じ
ゃ
な
く
て
感
情
.

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
深
ま
れ
ば

深
ま
る
ほ
ど
運
動
は
広
が
っ
て
い

く
.
人
間
的
な
つ
な
が
り
を
、

と
て

も
大
切
に
し
て
い
る
.

-
千
代
田
区
労
協
副
議
長

赤字の原因は支払い利息

(54年度都営地下鉄の場合)E 
さ
ん

¥

東

京

都

交

通

局

労

働

組

合

/

/
電
力
支
部
・
支
部
長
¥

70 

-
都
内
の
地
下
鉄
は
蛍
団
7
本
、
都

営
5
本
の
叩
本
。
距
離
は
合
計
で
百

八
十
キ
ロ
。
初
乗
り
は
百
円
.
 

.
 2
階
パ
ス
の
週
行
、
引
年
4
月
か

ら
上
野
5
浅
草
。
日
以
人
乗
.
一
一
百
円

・
都
電
は
荒
川
線
(
早
稲
田
1
一一一ノ

輸
橋
)
の
一
本
。

十
四
キ
口
約
印
分

九
十
円
.
パ
ス
よ
り
営
業
時
聞
が
長

い
臨
も
あ
っ
て
人
気
。

-引山
年、
パ
ス
一
八
八
隔
が
冷
房
化
。

一
ヵ
月
四
千
九
百
五
十
円
で
乗
り
降

り
自
由
の
フ
リ
1
カ
l
ド
の
制
度
あ

り

は
人の心と心が通いあう

を
発
展
さ
せ
、
千
代
田
総
行
動
で
は

数
十
万
の
人
た
ち
で
丸
の
内
官
庁
街

を
う
め
つ
く
す
ぐ
ら
い
に
な
ら
な
き

ゃ
と
.
揺
は
熱
っ
ば
く
大
き
く
ふ
く

一

川
年
に
翠
民
総
行
動
.
千
代
田
総
議
団
の
支
侵
の
行
動
も
.一

人
ひ
と

ら
む
。
が
ん
ば
る
村
山
さ
ん
は
今
日

一
行
動
は
お
年
春
闘
か
ら
始
ま
る
。
干
り
が
主
人
公
、
楽
し
く
て、

元
気
が

|
|
千
代
回
総
行
動
の
主
催
者
と

言
え
ば
歌
で
す
が
、
浜
田
精
機
勝
利
も
労
働
者
の
良
心
と
と
も
に
歩
む
・
一
代
田
区
内
の
あ
ら
ゆ
る
傾
向
の
労
働
出
て
、
や
り
が
い
が
実
感
で
き
る
湿

し

て

の

懇

い

器

集

会

で

の

『ほ
う
り
出
さ
れ
て
な
る

£

ホ

配

F
Eぃ
…

一

組
合
、
労
働
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
動
と
し
て
量
。
同
時
に
組
合
の
共

「
政
府
と
自
治
体
に
対
す
る
制
度
も
ん
か
』
を
一
緒
に
歌
っ
た
時
は
感

r
i
-
-
z
i
-
-
-
-
---
i
"
一
求
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
統

一
し
て
闘
も
進
ん
で
い
ま
す
・

要
求
と
争
犠
団
の
支
径
が
中
心
で
す
激
で
涙
が
で
ま
し
た
・文
化
活
動
も
、
ビ
ル
の
八
階
に
あ
る
広
々
と
し
た
一
宣
伝
や
行
動
を
行
っ
て
い
る
。
数
百
乙
の
総
行
動
の
経
騒
が
電
機
争
識

が
、
忠
商
裁
で
も
負
け
た
の
に
、

職

生

き
る
と
い
う
寧
か
ら
出
て
く
る
の
組
合
事
務
所
、
そ
こ
で
ネ
ク
タ
イ
を
一
人
で
の
駅
頭
宣
去
や
政
府
各
省
へ
の
団
支
綾
の
慌
機
総
行
動
な
ど
を
生
ん

場
に
入
れ
た
=
愛
樹
脂
の
高
野
tLん
が
本
当
な
ん
だ
な
あ
と
」
ピ
シ
ッ
と
締
め
た
村
山
さ
ん
が
'M剣
一
嬰
初
日
一話
、
富
庁
街
の
昼
休
み
デ
モ
だ
.

(
採
用
内
定
取
消
し
事
件
)
の
闘
い

l

|
争
議
支
度
の
短
目
で
す
が
な
顔
で
机
に
向
っ
て
い
ま
し
た
・
一
は
数
千
人
に
も
な
る
・
も
ち
ろ
ん
争

で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
労
働
者
の
生
「
週
何
度
か
は
早
朝
の
宮
戸
慣
行
動
に
見
た
と
ζ
ろ
エ
リ
ー
ト
と
い
う
感
一

活
は
企
業
内
だ
り
で
は
解
決
し
な
い
容
加
し
ま
す
.
朝
6
時
頃
に
家
を
出
じ
の
し
た
村
山
さ
ん
で
し
た
が
、
話
一

場
合
が
多
い
い
・
だ
か
ら
一
緒
に
や
て
・
7
イ
ク
を
握
る
の
が
楽
し
い
く
を
偏
っ
て
い
る
う
ち
に
、
そ
の
熱
の
一

ら

な

け

れ

ば

、

や

っ

て

い

け

な

い

.

ら

い

で

す

」

乙

も

り

よ

う

に

ピ

y
ク
リ
.
あ
ち
と
一

地
域
の
運
動
と
職
場
が
日
常
的
に
結
束
京
に
は
約
一

O
Oの
争
議
団
が
ち
の
争
犠
支
援
の
為
に
忙
し
く
走
り
一

合
す
る
と
と
が
重
要
で
す
・
そ
れ
に
あ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
千
代
固

ま
わ
り
、
争
援
を
支
鐙
で
き
な
い
労

一

争
犠
回
の
人
が
、
一
生
懸
命
闘
っ
て
区
に
本
社
や
メ
イ
ン
銀
行
が
あ
る
・
働
組
合
な
ん
て
考
え
ら
れ
な
い
・
と一

い
る
姿
に
逆
に
励
ま
さ
れ
る
事
も
多
懸
命
に
闘
う
仲
間
が
い
れ
ば
支
援
言
い
切
る
村
山
さ
ん
か
ら
は
、
本
当
一

い
・
若
い
人
が
運
動
に
参
加
し
て
い
し
た
く
な
る
の
が
当
然
と
い
う
村
山
の
労
働
者
魂
を
強
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
一

る
姿
を
見
る
と
う
れ
し
い
・
争
犠
と

さ
ん
は
、

も
っ
と
も
っ
と
労
働
運
動
ま
し
た
。

一
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渡
辺
敬
子
付
制

。
元
芝
浦
工
場
勤
務

〈〉
現
在
東
京
都
在
住

。
戦
前
、
職
場
有
志
で
文
芸
誌

「
炎
」
な
ど
で
活
姐
.
現
在
も

市
民
運
動
な
ど
で
活
腿
中
.

ポ
プ
ラ
笹
木
ふ
考
フ
て
ゆ
を
み
咋
宣
之
、

「
浮
事
}
法
制
相
手
作
つ

γん
な

t
p
a
p

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュ ース罫書25宅聖(3 ) 

た
ま
ご
の
保
存
法

卵
は
丸
味
の
あ
る
方
が
安
定
性
が
必
ず
と
が
っ
た
方
を
下
に
し
て
し
ま
す
る
と
そ
の
働
き
が
妨
げ
ら
れ
て
持

あ
る
の
で
、
つ
い
と
ち
ら
の
方
を
下
い
ま
し
ょ
う
.
持
ち
が
ず
っ
と
迎
い

ち
が
怒
く
な
る
か
ら
で
す
.

に
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
こ
れ
は
ま
す
.
卵
の
丸
い
方
に
は
呼
吸
作
用

ま
ち
が
い
で
す
.
保
存
す
る
と
き
は
を
行
う
部
分
が
あ
り
、

ζ
れ
を
下
に

ど
も
、
本
社
と
の
交
渉
団
に
加
わ
る

な
ど
闘
い
も
前
進
し
て
い
ま
す
.

大
企
業
が
、
軍
需
生
産
を
増
加
さ

せ
る
た
め
に
、
邪
魔
な
者
は
職
場
か

ら
放
り
出
す

il
許
せ
ま
せ
ん

長
男
創
(
は
じ
め
)
君
(
五
歳
)

が
癌
と
の
闘
い
を
続
り
る
一
家
五
人

の
困
難
な
m
闘
い
に
、
い
ま
こ
そ
大
き

三
菱
電
犠
鎌
倉
製
作
所
は
、
平
和
も
結
審
と
い
う
と
乙
ろ
ま
で
き
て
い
な
支
鐙
を
し
ま
し
ょ
う

都
市
宮
=
一
冨
を
行
っ
た
古
都
鎌
倉
に
敷
ま
す
。

連
絡
先
H
横
浜
市
戸
塚
区
公
田
町

地一

O
万
坪
を
有
す
る
市
内
股
大
の
今
年
一
月
に
は
、
地
元
鎌
倉
で
強
七
四
O
l
一一
一
一
一

O
三

伊

藤
さ

工
場
で
、
社
員
数
は
三
千
人
を
超
え
力
な
支
嬰
共
闘
会
識
が
結
成
さ
れ
、
ん
を
守
る
会

T
E
LO
四
五
l
八

て
い
ま

す

.

八

年

間

の

闘

い

の

蓄

積

が

開

花

.

全

九

二

l
九
九
五
一

モ
ζ
で
生
産
さ
れ
て
い
る
も
の
は
国
の
三
菱
電
機
工
場
か
ら
の
支
鐙
も

な
ん
と
、
市
民
要
求
と
は
相
容
れ
な
急
高
空
L
箆
が
り
、
四
月
の
全
国
電
機

い
電
子
兵
穏
な
の
で
す
.
総
行
動
で
は
、
神
戸
の
伸
悶
た
ち
な

二
重
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
有
刺

鉄
線
。
窓
も
な
い
呉
療
な
工
場
。
ト

ラ
ン
シ
ー
バ
ー
片
手
に
二
四
時
間
監

視
を
続
け
る
お
び
た
だ
し
い
数
の
守

衛
.
当
然
の
よ
う
に
防
衛
庁
の
駐
在

官
事
務
所
が
あ
り
ま
す
.

そ
の
兵
部
工
場
で
、
一
九
七

O
年

日
米
安
全
保
障
条
約
の
自
動
延
長
の

年
に
、
青
年
労
働
者
が
中
心
に
な
り

労
働
組
合
運
動
は
大
き
く
発
展
し
ま

し
た
が
三
菱
資
本
は
強
引
で
無
法
な

牙
を
む
い
て
労
働
者
に
襲
い
か
か
っ

て
き
た
の
で
す
.

一
九
七
二
年
、
当
時
組
合
の
曾
毘

長
だ
っ
た
伊
藤
さ
ん
は
組
合
選
挙
で

追
い
務
さ
れ
、
続
い
て
配
転
命
令
が

出
さ
れ
、
拒
否
レ
た
ら
、
次
に
は
解

回
.
ζ
ん
な
解
胞
は
認
め
な
い
と
闘

い
は
今
年
で
八
年
に
な
り
ま
す
.

裁
判
で
は
、
横
浜
地
方
訟
判
所
で

の
審
理
が
大
詰
を
迎
克
、
今
年
中
に 三

菱
独
占
の

無
法
に
は
ま
け
な
い

三
菱
電
機
鎌
倉
伊
藤

盈
内
さ
ん

決
起
集
会
↑

<<' 

71 



無
情
な
解
雇
に

は
ら
が
た
つ

「沖
電
気
は
低
賃
金
で
労
働
条
件
も
の
に
「
何
も
で
き
な
く
て
」
と
申
し
ン
パ
リ
ま
し
ょ
う
・

悪
い
と
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
釈
な
さ
そ
う
に
一言

う

ひ

か

え

め

な

~

私
の
知
っ
て
い
る
婦
人
で
労
働
運
動
人
a

こ

の

正

義

感

あ

ふ

れ

る

ガ

ッ

ツ

‘

.

，

F

に
帥
関
心
な
人
が
い
ま
し
た
.
そ
の
人
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
の
親
孝
行
は
、
争
』
ム
'
民
、
』
f
d綱
ト

"

・・i
t

、、

a

a

F

4

H

A

T

h

が
勤
め
て
い
る
重
と
い
う
ζ
と
で
識
の
一

日
も
早
い
勝
利
だ
と
思
い
ま

d
E
F
L司
"

好
き
で
し
た
・
乙
と
へ
入
社
し
た
結
す
・
支
援
の
輸
を
大
き
く
広
げ
て
ガ

ha-----w司

果
ミ
ッ
ち
ゃ
ん
は
首
を
切
ら
れ
て
し

ま
っ
た
ん
で
芸
ね
。
そ
れ
で
も
明

。

お

い

だ

一

返

り

ャ

ー

l
J
e
¥
一一

る
さ
だ
け
は
今
で
も
持
っ
て
い
る
で

:
e

・e

・
-

-

z

-

-

一人一
-
f日
・

川

し

ょ

」

女

昨

年

、

釧

路

ヘ

オ

ル

グ

に

み

え

た

女

別

春
闘
で
支
援
の
た
め
の
宜
医
を
川

明
る
く
自
分
の
主
湿
を
ど
ん
ど
ん
雷
時
、
偶
然
に
も
、
私
が
住
ん
で
い
る
レ
て
い
ま
す
(
石
川
、
村
田
さ
ん
)

ん

え
る
人
に
、

そ
う
育
て
ら
れ
て
き
た
会
館
に
泊
ま
ら
れ
る
と
は
ll
本
当
*
解
胆
撤
回
ま
で
お
互
い
に
が
ん
ば
日

光
子
さ
ん
.
ζ
ん
な
に
人
間
ら
し
い
に
驚
き
ま
し
た
。
私
の
給
料
は
四
万
り
ま
レ
ょ
う
(
東
京
、
高
橋
さ
ん
)

人
聞
を
沖
電
気
は
い
ら
な
い，
F

と
言
五
千
円
と
非
常
に
安
い
の
で
毎
月
叩
肯
沖
電
気
の
闘
い
は
、
現
代
の
矛
盾
~

列
元
あ
い
子
さ
ん
は
中
村
光
子
さ
た
』

?
ωで
す
よ
。
う
た
は
い
い
で
す
う
の
で
す
ね
。

口

二

千

円
と
い
う
会
費
は
大
き
な
位

を
体
現
し
て
い
ま
す
・

次
の
時
代
へ
川

ん

〈
争
犠
団
)
の
お
母
さ
ん
で
す
・
ね
。
こ
う
い
う
歌
を
ど
ん
と
ん
う
た
・
沖
電
気
の
指
名
解
雇
を
ど
う
思
い
世
づ
け
だ
と
受
け
と
め
が
ん
ば
っ
て
の
産
み
の
苦
し
み
と
い
え
る
で
し
ょ
川

今
回
も
元
気
に
争
強
支
援
を
訴
え
て
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
保
育
問
題
か
ら
ま
す
か
・
く
だ
さ
い
ね
(
釧
路
、
関
戸
さ
ん
)
う
・
宍
に
飼
い
ま
す
(
東
京
、
都
職
い

歩
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
井
元
さ
ん
に

老
人
間
凶
ま
で
幅
広
く
迎
動
さ
れ
て

「働
き
ざ
か
り
の
若
い
人
や
婦
人
の

*
沖
電
気
の
指
名
解
庖
を
許
せ
ば
次

労
労
働
局
支
部
中
央
労
政
分
会
)

お
括
を
伺
っ
て
み
ま
し
た
。

(回
)

い
る
ガ
y
ツ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

(
井
元
首
を
切
っ
て
お
い
て
、
裁
判
の
引
き
は
私
の
番
だ
と
、
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
肯
職
場
の
仲
間
か
ら
署
名
を
集
め
ま
川

・
光
子
さ
ん
の
帰
り
の
遅
い
と
き
は

さ
ん
)
は
、
つ
い
段
近
ま
で
う
た
と

伸
ば
し
ま
で
し
て
く
る
な
ん
て
ひ
ど
る
毎
日
で
す
。
い
つ
か
呉
で
も
支
綬
レ
た
(
新
潟
、
本
間
さ
ん

孫
の
健
一
く
ん
の
面
倒
を
見
て
お
ら

え
喫
茶
に
も
行
っ
て
い
た
そ
う
で

い
で
す
ね
・
若
い
人
た
ち
は
、
や
り
す
る
会
の
集
会
を
と
考
え
て
い
ま
女
み
な
さ
ん
か
ら
の
た
よ
り
を
草
川

れ
る
そ
う
で
す
が
ど
う
で
す
か
・

す

。

た

い

こ

と

が

沢

山

あ

る

で

し

ょ

う

に

す

。

古

く

な

っ

た

の

で

す

が

、

使

わ

ち

し

て

い

ま

す

。

「
そ
う
で
す
ね・

ミ
ッ
ち
ゃ
ん
の
帰
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
子
育
て
は

4
荏
の
無
情
な
し
う
ち
に
も
負
け
ず
な
か
っ
た
ハ
ガ
キ
百
円
切
手
付
)

り
の
迎
い
日
が
つ
づ
い
て
い
ま
す
の

「ミ
y
ち
ゃ
ん

(光

子

さ

ん

)

遥

を

ホ

ン

ト

ニ

よ

く

頑

護

っ

て

い

る

と

思

カ

ン

パ

し

ま

す

(

呉

市

、

玉

谷

さ

ん

)

川

で
、
食
郁
や
学
校
の
事
な
ど
面
倒
み

育
て
る
の
に
、
ぉ
ζ
っ
た
り
、
ぷ
つ
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
い
る
若
い
人
た

*
争
議
団
ニ
ュ

ー
ス
等
で
頑
張
っ
て

て
い
ま
す
・
ひ
と
り
っ
子
な
の
で
甘
た
り
し
た
と
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ち
を
見
る
と
、
私
の
方
が
励
ま
さ
れ
お
ら
れ
る
様
子
を
読
ま
せ
て
い
た
だ

え
ん
坊
で
と
き
ど
き
困
っ
て
し
ま
い
ん
。
子
供
の
好
き
な
ζ
と
を
や
ら
せ

ま
す
・

一
日
も
串
く
勝
利
さ
せ
た
い

い

て
い
ま
す
(
岡
山
、
赤
沢
さ
ん
)

ま
す
.
一
宿
泊
も
な
か
な
か
や
ら
ず
、

ま
し
た
凶
自
分
で
や
る
気
に
な
れ
ば
で
す
」

*
会
費
納
入
、
た
い
へ
ん
遅
く
な
っ

お
母
さ
ん
は
ど
う
し
て
迎
い
の
.
な
な
ん
で
も
で
き
る
ん
で
す
。

明
る
く
今
は
も
う
伸
惚
気
争
敵
国
全
凸
の
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
ん
と
う

ど
と
言
っ
て
図
ら
せ
ま
す
」
と
苦
笑
て
自
分
の
主
張
を
ど
ん
ど
ん
言
え
る
お
母
さ
ん
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
井
元
の
容
が
く
る
ま
で
、
み
な
さ
ん
で
が

「
し
て
い
ま
し
た
が
付
け
加
え
る
よ
う
よ
う
に
育
て
て
き
た
つ
も
り
で
す
・
さ
ん
。
行
商
や
カ
ン
パ
の
協
力
だ
け

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
・
応
媛
し
て
い

に
、
「
最
近
ケ
ン
ち
ゃ
ん
は
と
て
も
自
然
に
逆
ら
わ
な
い
の
が

一
番
で

で

な
く
、
争
駿
自
の
子
供
の
と
と
ま
ま
司
(
鴻
玉
、
佐
藤
さ
ん
)

良
い
子
に
な
り
ま
し
た
」
と
嬉
し

そ

す
」

で
心
配
さ
れ
、
保
育
閣
に
入
れ
る
た

*
ご
苦
労
駿
で
す
。
い
つ
も
ニュ
ー

ぅ
.
「
ケ
ン
ち
ゃ
ん
と

一
緒
に
歩
き
こ
う
し
て
育
て
ら
れ
た
光
子
さ
ん
が
め
に
何
麿
も
何
艇
も
福
祉
車
務
所
へ
ス
を
み
て
「
闘
う
姿
勢
」
に
学
ん
で

な
が
ら
H

乙
ぶ
し
の
防
波
堤
M

を
う
神
沼
気
に
入
社
し
た
ん
で
す
ね
・

掛
け
合
う
ほ
ど
の
勲
、
公
弓
そ
れ
な

い
ま
す

(東
京
、
小
林
さ
ん
)

井
元
あ
い
子
さ
ん
(η)

1981年 5月 1日

世

界

の

仲

間

① 

イ
ギ
リ
ス

学
校
に
も
っ
と
援
助
を

新
型
ミ
サ
イ
ル
の
た
め
に
は
数
百
万
ド
ル
を
使
ヲ
イ
ギ

υス
保
守
政
権
に
抗
蟻

笹
井
由
美
子
ち
ゃ
ん

(
2歳
8
ヵ
月
)

(
沖
電
気
争
議
団
本
庄
支
部
・
笹
井
均
さ
ん
長
女
)

…
同
閣
間
凶

川
官
4
月
、
転
居
先
不
明
と
約
犯
通
の
川

~
ニ
ュ
ー
ス
が
返
却
さ
れ
て
き
ま
し
た
川

川
住
所
変
更
の
方
、
御

一
報
を
ぜ
ひ
。

川

山
古
あ
っ
と
い
う
聞
に
初
夏
。
神
電
気
川

川
の
伸
問
は
ま
た
、

夏
季
全
国
行
商
へ

川

M

と
飛
出
す
季
節、

全
国
の
仲
間
の
み
川

ん
な
さ
ん
、
尉
政
確
立
の
た
め
の
支
援
川

刊
を
強
化
し
ま
し
ょ
う
.

川

山
古
さ
わ
や
か
な
五
月
。
支
一
撃
を
、
げ
川

川
ま
し
ょ
う
。

わ
た
し
も
争
議
団
の
家
族
で
す

お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

ゆ
み
こ
ち
ゃ
ん
で
す
か

「
ハ
イ
」

お
と
う
さ
ん
ス
キ

「
ダ
イ
ス
キ
」

たたかいの

ルポルタージユ第3号

目 伽ボルトジユ研究会

500円

申込みは支織する会へ

お
か
あ
さ
ん
は

「
チ
ョ
γ
ト
ス
キ
」

「ス
|キ
|な
I ~こ
♂、:

マお
パな
イあ
~Iこ
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3
月
川
品
目
神
・
支
援
東
京
北

部
集
会
開
催
(
筆
島
公
会
堂
、

千
五
百
人
)

3
月
お
日
東
京
・
南
部
、
北

部
、
東
部
な
ど
ブ
ロ
ッ
ク
別
春

闘
決
起
集
会
に
診
加
。

5
月
目
白
日
支
援
す
る
会
第
泊

回
幹
事
会
開
催
.

3
月
幻
自
港
区
(
東
京
)
春

闘
総
決
起
集
会
に
診
加。

5
月
お
日

う
た
と
え
喫
茶

「
明
日
を
つ
く
る
伸
間
連
パ

ー
ト

7
」
開
催。

5
月
m
U
日
国
民
救
援
五
百
の
討

愉
学
習
会
に
参
加
(
熱
海
)

3
月
初
回
全
金
ヲ
リ
ン
ス
自

正
中
本
さ
ん
{
定
年
男
女
差
別

取
件
〉
決
起
集
会
に
診
加
.

3
月
引
回
全
悼
労
フ
ィ
ル
ム

リ
ア
リ
テ
!
の
集
会
に
参
加
@

4
月
1
日
沖
喝
気
品
川
工
場

開
日
休
み
抗
議
行
動
(
三
百
人
)

4
月
2
日
沖
電
気
本
居
、
昼

休
み
抗
議
行
動
(
五
百
人
)

4
月
5
日
中
央
区
(
東
京
)

轡
闘
勝
利
昼
休
み
デ
モ
に
参
加

4
月
4
日
電
機
労
連
・
ソ
ニ

l
労
働
組
合
結
成
お
年
集
会
に

診
加
.

4
月
5
日
音
楽
文
化
集
団

「
と
も
し
び
」

総
会
で
訴
え
.

4
月
6
日
日
航
労
組
(
差
別

撤
廃
闘
争
)
東
京
集
会
に
容
加

4
月
日
日
江
東
区
(
東
京
)

総
行
動
で
包
士
銀
行
亀
戸
一
支
庖

(神・

背
景
資
本
)
へ
抗
議
。

4
月

ω回
全
国
電
機
総
行
動

開
悩
(
目
立
、
岱
土
壇
、
=
一
菱
、

沖
旬
、
サ
ン
ス
イ
、
東
洋
電
機

な
ど
へ
嬰
間
行
励
、
及
び
昼
休

み
デ
モ
行
進
)

4
月
同
日
沖
支
援
、
港
区
連

絡
会
祥
事
会
同
催
。

4
月
日
口
日
沖
争
犠
団
ニ
ュ
ー

ス
第
以
山
号
を
社
前
で
配
布
(
週

一
回
実
施
)

4
月
同
日
関
西
電
力
ビ
ラ
事

件
一
日
行
動
に
参
加
。
春
闘
勝

利
、
沖
電
支
援
国
労
青
年
の
鏡

、
に
診
加
。

4
月
げ
日
港
区
、
千
代
田
区

な
ど
の
春
闘
行
動
に
参
加。
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|串見|
片言| 自分の人生は
川事l
川叶 自分で

めいはら か "η
相原 香利ちゃん
('79年4月22日生)

わた&ぺ めきひと

渡辺啓人くん
('78年12月13日生)

閣|じようぷではっきり
川事|

が「 物が言える人Iこ

すがの ゅうすげ

菅野裕介くん
('79年8月10日生)

る

子

あ

る
の

あ
味

の

人

や
岡
山
凶

沖
電
気
の
争
綾

田
に
は

ω人
以
上

の
と
ど
も
た
ち
が

い
る
.
解
胆
後
生

ま
れ
た
の
は
治
人

で
す
そ
の
日
か

ら
観
と
い
っ
し
ょ

に、

闘
い
が
は
じ

ま
る
.
親
の
背
中

で
の
、
宣
伝
や
訴

え
.
親
の
正
義
の

心
を
感
じ
と
る
.

今
日
も
親
の
勝

利
を
信
じ
て
待
つ

l
一
日
も
早
い
勝

利
を
乙
の
平
メ
り
に

は買l
M什 f申ぴf申び健やかに
I t;). I 
|カ川育ってほしい

、何時t1IIIiII.. 凶の f.;!tL 

中野 剛 くん

('80年6月19日生)

一
・・・・_..¥.".....，・・・・・E円咽盟国... ' i¥い a圃圃園田
- 、， 、、， ，.園周-

・・・・・・・・・・凋...，ベ 血...-

閣|正ぃ、ことは正ぃ、
け~I
|カF! と言える人に

局、〈もと ゅうき

福本裕樹くん
('80年6月29日生)

かわ ぐち !_:，，;..や

川口潤也くん
('80年6月18日生)

ヤ------------------------------

通
信
機
三
大
メ
ー
カ
ー
の

一
つ
三
池
争
議
以
来
、
約
加
年
ぶ
り
の
建
設
な
ど
.
指
名
解
雇
の
ね
ら
い
三
千
の
支
疲
労
組
や
、
一
万
人
を

沖
電
気
工
業
(
本
社

・東
京
、
=
一
指
名
解
雇
で
す
.
が
、
活
動
家
を
排
除
し
、
残
る
労
乙
多
也
ヱ
守
護
す
歪
量
」
に
支
え

蜜
止
男
社
長
、
約
一
万
三
千
人
)

そ
の
後

n企
黛
危
慢
M

は
ど
乙
働
者
を
い
っ
そ

-p
uめ
つ
け
、
も
ら
れ
て
、
企
業
に

「首
切
り
の
自

は

「経
営
危
犠
だ
」
「
人

が

毎

革

〆

，

r

p

〆
〆

F

自
」
の
績
を
与
z
き
な
/
生
き
る

っ
て
い
る
」
と

称

し

て

、

千

五

百

沖

電

気

指

名

解

雇

撤

回

圃

争

と

は

君

、

働

く
権
利
害
る
ヲ
と

人
の

「希
望
場
職
」
欝

襲

セ

侵

案

全

力

で

一職
場
復
帰
を
め
ざ
し
て
嘗

乙
の
あ
と
渇
職
強
要
に
応
じ
な
い

へ
や
ら
、
史
上
愚
高
の
利
益
、
七
う
け
亭
ふ
や
す
こ
と
に
あ
っ
た
と
闘
し
て
い
ま
す
・
な
お
、
裁
判
制

三
百
人
に
、
河
川
年
什
月
、
指
名
解
百
人
以
上
の
新
採
用
、
九
州
に
百
と
ま
閉
し
て
い
ま
す
・
現
在
九
人
争
も
、
駆
人
調
べ
に
入
り
、
重
要

屈
を
強
付
・
大
王
企
縫
で
は
三
井
億
円
以
上
亭
投
資
し
て
新
工
場
の
で
伸
電
気
争
犠
団
亭
治
成
じ
、
約
篠
田
階
を
む
か
季
、
い
ま
す
・

すだ よう

須田 陽子ちゃん
('79年10月2日生)

同引
同けいつも心に
川事|
|がr太陽をもって
l 、!

ー・・ ..... ・r
かむニまゆみ

金子真由美ちゃん
('80年1月24日生)

川見|
I ii5 I世主康で自分の
けユ|

け1考えは持てる人に

ん生き

川・・・・・・・・曹司辺国

、…
ι削
矧

げ

一
圃
司
閣
，
‘
d
I

e
 

い
付長
康
叫
封
坤
川
-
圃
令
聞
i

.

.

.

.

.

.

 卜

R
叶
a絹

~2a司
M
阿
h
邑
.
.
.
.
.
.
 司4

，
一
ム
4

.

A

“怯官

川
し
志
畔

，

圃
官
底
置
司
書
£

r

ーハ
賭

向

調

，

r
F
醐;岬……
凡
同
川
川

U

……

川一
一

一凶，
R
一

，.，
j

J

J

1

.u 

盟

主

川

園

圃

F
r
'
叫

*

V

V

4

岡

山

凶

…

・

闘

幽

・

2'一

|親
I ci5 I 自分のi
川2
|が| しっか

はしもと た〈ま

橋本拓磨くん
('80年 7月12日生)

で

し

っ

か

も

f
し

hγ
』
、え

で

考

h
市

日

U

斗

"，..・ ............・・・・・".・...・....::.'.'...'.'...':.'........，.:::.・ 1・0 

日
本
に

，

.
米
軍
の
基

E
討

す
印

刷

μ古
川

米
軍
用
の

b
t
r
h
p
ラ
プ
ホ
テ

a
p
t
a，
ル
を
東
京

〈

舗

の

ド
真
中

の
港
区
に

建
設
を
企
て
て
か
ら
2
年

が
.
当
然
の
傑
に
地
岐
住
民

か
ら
反
対
の
声
が
上
っ
た
.

所
有
者
の
安
立
電
気
と
、
強

設
会
社
は
強
{
但
』
工
事
を
開

始
す
る
姿
動
を
示
し
て
き
た

V
5月
M
目
、
私
は
地
元
住

民
の
団
結
小
屋
に
い
た
.
午

後
円
時
頃
、
資
材
を
満
献
し

た
建
設
会
社
の
ト
ラ
ッ
ク
ロ

台
が
工
事
を
強
引
に
開
始
す

る
た
め
に
抑
し
鱒
け
て
き

た
.
即
ち
に
ベ
ル
や
サ
イ
レ

ン
で
非
常
事
態
が
地
元
住
民

に
知
ら
さ
れ
た
.
私
も
争
犠

団
の
仲
間
に
つ
盈
U
S
ス

グ
コ
イ
」
と
電
話
に
飛
ん
だ
。

ー
ー
そ
し
て
抗
継
と
支
慢
の

輸
は
あ
っ
と
い
う
聞
に
数
百

名
に
ふ
く
れ
た
V
ヘ
ル
メ
ッ

ト
姿
の
約
百
人
の
工
事
関
係

者
は
、
私
遡
に
自
転
車
を
飛

げ
つ
付
た
り
、
殴
る
蹴
る
の

暴
行
.
負
傷
者
は
主
婦
を
中

心
に
尚
人
も
.
そ
れ
で
も
惨

加
者
は
「
仰
れ
f
帰
れ
/
」

の
唱
和
を
線
返
し
、
乙
の
日

の
強
行
突
破
を
防
い
だ
V
阻

止
行
動
に
身
体
を
張
っ
て
診

加
し
た
伸
争
議
団
の
7
人
は

乙
の
自
作
日
米
安
保
の
現
実

を
見
た
M

怒
り
一
杯
の
目
だ

っ

た

.

(

藤
康
正
和
)
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は引
はjI正義!さがあって
|ね|

同川 考えが主張できる人

言き 骨 玄温.1“・h
ちかわあすか

市川明日香ちゃん
('79年9月18日生)



加
世
紀
、
人
類
は
字
宙
に
ま

で
ロ
ケ
ッ
ト
で
出
か
け
る
時
代

で
す
.
一
方
、
日
本
で
は
一
億

総
病
人
と
言
わ
れ
て
い
る
.

現
代
の
医
僚
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
.
東
京

・
新

十
宿
区
に
あ
り
、

m年
の
歴
史
を

一
持
つ
、
東
京
女
子
医
大
病
院
の

一
平
形
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。

「

I
lo
-
-O
Il
p

一
都
世
新
宿
線
(
地
下
鉄
)
の

一階
橋
か
ら
歩
い
て
叩
分
.
ド
シ

一
ヤ
ブ
リ
の
雨
で
濡
れ
ネ
ズ
ミ
に
u

一
な
っ
た
私
た
ち
の
前
に
、

8
一

一
つ
の
棟
を
持
つ
要
饗
か
襲
わ
れ
一

一た
・
ζ
れ
が
女
子
医
大
病
院
で
一

一し
た
・

-

組

毒

警

は

笠

釦
一

時
院
の
一
番
奥
に
プ
レ
ハ
ブ
の

一一

/

一
回
階
建
、
あ
ま
り
に
も
チ
グ
ハ
グ叫

円

一
却
で
あ
る
.
中
に
入
っ
て
そ
の
感
日

∞

一
酬
が
ま
す
ま
す
強
く
な
る
・
一

n
t
-
H

晶

ロ
一

四
ト
タ
ン

(?
〉
屋
根
を
た
た
ム

1
一
日
く
璽
百
.
寝
袋
室
面
靴
、
工

費
一
円
カ
ン
も
ス
キ
ー
も
自
に
入
る
.
』

浩
一

叩
ま
る
で
山
小
屋
で
あ
る
・
ホ
ス
一

、つ一

同
ピ
タ
ル
の
組
合
事
務
所

l
lあ叫

よ

一
叩
れ
と
れ
想
像
し
て
い
た
全
て
と
』

し

悶唱

は
ず
れ
た
が
、
親
近
感
の
持
て

会

る
事
務
所
で
、
品
で
勤
務
を

-ノ

終
え
る
平
形
さ
ん
を
待
っ
た
.

-
」

4
2
 

るす援支 (2 ) 開 26号

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

古
昭
和
初
年
2
月
?
日
生
ま
れ

官
出
身
岩
孟
県
一
関
市
.

古
家
族
国
家
鼠
墜
落
を
め

ざ
す
夫
と
2
人
.

官
看
護
助
手
、

6
年
.

古
趣
味

う
た
と
え
、
山
歩
き

(谷
川
岳
の
ス
イ
カ
の
味
は
忘

れ
ら
れ
な
い
)

古
住
属
都
内
の
ア
パ
ー
ト

l
1
10
1

1
0
1

1
0
1

|

 

東
京
女
子
医
大
病
院
は
従
説
者

約
三
干
人
の
大
病
院
で
す
.
労
働

組
合
〔
日
本
医
労
協
)
に
は
約
六

百
人
が
組
織
さ
れ
て
い
る
.

一
人
で
は
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
:
:
:
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に

平
形
久
子
さ
ん

し
て
い
ま
す
・

忙
し
い
で
す
・
入
院
固
な
ら
男
性
の
君
餓
土
と
、
全
国
に
す
」
今
、
大
企
業
で
は
、
会
社
を
休

息
者
さ
ん
翠
-
語
大
変
に
忙
し
く
て
は
約
一
万
人
の
看
護
士
が
い
る
と
む
ζ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
余
程
の

l
l
毎
日
が
白
衣
か
パ
ジ
ャ
マ
か
と
か
。
労
働
条
件
が
惑
い
か
ら
入
手
不

病
気
の
時
で
あ
る
・
ま
し
て
病
院
へ

い

う

生

活

で

す

」

足

個

人
手
不
足
が
さ
ら
な
る
労
働
条
行
く
人
は
.
そ
ん
な
人
を
何
時
間
も

-

不

満

の

解

消

法

は

件

の
悪
化
を
生
む

l
l岐
本
的
な
改
待
た
せ
る
と
は
、
怒
り
が
凱
い
て
く

「す
い
ま
せ
ん
、
遅
れ
て
」
と
4

に
出
会
い
、
モ
の
人
た
ち
の
宴
き

「ヤ
ケ
食
い
、
フ
テ
寝
・
そ

れ

で

も

留

が

必

要

で

す

」

る

・

時
お
分
す
ぎ
、
薄
い
空
色
の
ユ
ニ
ホ
と
と
へ
の
燃
意
に
心
が
強
〈
打
た
解
消
で
き
な
い
人
は
退
職
し
て
い
っ

・
大
学
病
院
は
差
額
ベ

ッ
ト
ぱ
か
・
予
防
、

健
康
管
理
が
大
切
だ
と

l
ム
接
で
、
雨
で
潤
れ
な
が
ら
、
平
れ
、
稲
祉
の
泊
を
進
も
う
と
決
め
た

て
し
ま
う
の
で
す
・
一
年
間
で
は
百

οで
入
院
レ
に
く
い
と
聞
き
ま
す
が
思
い
ま
す
が

形
さ
ん
が
飛
び
込
ん
で
き
た
・
さ
つ
の
で
す
・
も
ち
ろ
ん
、
医
師
や
看
護
人
は
と
え
ま
す
」
笑
い
な
が
ら
話
す
「
健
康
保
険
で
は
不
足
分
を
支
払
う

「そ
う
で
す
・
日
常
的
に
健
康
相
談

そ
く
、
タ
オ
ル
で
盤
を
ふ
く
平
形
さ
姉
さ
ん
の
暖
か
い
励
ま
し
の
影
響
も
平
形
さ
ん
の
顔
が
、
職
場
を
去
っ
て
差
額
ベ
y
ド
が
約
B
剖
を
占
め
て
い
が
う
け
ら
れ
る
体
制
と
、
み
ん
な
が

ん
に
質
問
を
は
じ
め
ま
し
た
a

大
き
い
で
す
」

い
っ
た
仰
聞
を
思
い
出
し
て
か
l

|

ま
す
。
中
に
は
一
回
三
万
五
千
円
と
安
〈
利
用
で
き
る
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ

・
病
院
に
勧
め
よ
う
と
考
え
た
の
・
賃
金
は
ど
う
で
す

一
瞬
悠
っ
た
よ
う
な
似
に
な
っ
た
・

言

う
ホ
テ
ル
並
の
特
別
室
も
あ
り
ま
ク
レ
l
シ
ヨ
ン
な
ど
の
施
般
も
必
製

は
な
ぜ
で
す
か
・

「

私

は

む

捜

助

手

な

の

で

、

職

稲

ラ

・
な
ぜ
看
護
婦
不
足
な
の
で
す
か

す
・
金
儲
け
第
一
主
義
な
の
で
す
・

で
す
・
労
働
者
の
災
害
は
全
国
で
毎

「
田
舎
か
ら
自
力
で
大
学
を
と
、
思
ン
ク
が
下
の
方
で
、
機
械
や
道
具
の
「
資
絡
キ
占
持
っ
た
人
は
日
万
人
以
上
お
金
の
あ
る
人
レ
か
利
用
で
き
な
い
年
百
万
人
以
上
の
死
傷
者
を
出
し
て

旦

い

上
京
し
、

新
聞
配
達

(
撃
さ
よ
う
に
扱
わ
れ
る
時
が
あ
り
ま
す
・

い
る
ん
で
す
が
、
就
業
し
て
い
る
人
と
言
わ
れ
る
の
皇
然
で
す
・
差
別
い
ま
す
・
交
通
災
害
の
2
倍
以
上
な

則
一
と
大
学
生
活
を
始
め
た
の
で
す
が
、
華
給
活
再
で
す
」
は
認
万
人
と
い
-つ
恵
子
。
働
き
と
言
え
ば
撃
も
・
一
般
の
患
者
さ
ん
で
す
よ
。
日
苦
労
働
者
は
毒

6
一
あ
ま
り
に
も
多
い
現
実
の
矛
盾
に
自
・
白
衣
の
天
使
な
ど
と
言
わ
れ
て

た
い
が
、
必
語
な
労
働
条
件
と
低
賃
ん
は
2
時
間
も
3
時
間
も
ジ
γ
と

順

時
間
も
長
い
し
、
中
昧
も
濃
い
.
と

己

分
自
身
の
筆
る
目
的
が
わ
か
ら
な

い
ま
す
が
、
実
態
は
と
つ
で
す

金
・
さ
ら
に
器
監
働
く
に
は
、
奪
待
つ
の
に
、
特
別
に
た
く
さ
ん
の
点
で
は
政
府
(
労
働
省
)
の
規
制

8
一
く
な
り
、
深
く
悩
み
l

|
病
院
で
僚

「
病
院
全
体
で
は
一

日
約
三
千
人
の
病
院
の
近
く
に
、
家
と
保
育
所
が
必
の
お
金
を
支
払
う
人
は
、
サ
y
と
珍

も
必
要
で
す
よ
ね
.
休
息
す
る
刷
所

9
一
接
す
る
ζ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
服
者
さ
ん
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

嬰
で
す
.
政
府
(
厚
生
省
)
も
、
病

厳
重
へ
1
待
迎
が
巡

w?一向
で
す
.
何

(

家

・
公
園

・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
施

1
一
た
・
モ
の
病
院
で
、
真
剣
に
生
き
て
す
・
私
の
担
当
は
外
来
で
す
が
自
に
院
内
に
保
育
所
を
つ
く
れ
と
、
補
助
時
間
も
待
づ
人
た
ち
の
取
を
思
う
般
)
も
少
い
・
病
気
で
な
い
人
が
末

一
い
る
身
障
者
の
人
や
精
薄
の
人
た
ち
百
五
十
人
ぐ
ら
い
で
、

4
人
で
応
待
を
し
て
い
ま
す
が
l
l
.
女
性
が
駄
と
、
と
て
も
つ
ら
い
気
持
に
な
り
ま
思
議
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
.
」

(27) 

ヘ

東

京

女

子

医

大

病

院

J

f

婦
人
科
外
来
・
看
護
助
手
、

今日の医療、ひと口メモ

-15年間で患者1el:1.37倍、医療従事者は1.17倍。

(要員不足〉

-侍つのは3時間、診療は3分間。

-生きるも死ぬも金次第。(差額ベッドlこ{寸添看

-患者の運びは消防署~受入れは病院が決める。

護料〉

74 

(1¥ラパラ行政〉

-潜水艦T隻(302億円〉で、老人医療費有料化は

さけられる。

-
沖
電
気
の
指
名
解
雇
撤
回
闘
争

う
よ
う
に
、
大
企
柴
は
ポ
ロ
儲
け
を

と
医
療
制
度
の
改
瞥
の
闘
い
の
穏
は

続
け
て
い
る
の
に
、
国
民
の
生
活
は

同
じ
な
ん
で
す
ね
.

ド

ン

ド

ン

苦

し

く

な

っ

て

き

て
い

「
あ
ま
り
、
ェ
う
そ
う
な
事
は
言
え
る
・
ど
ラ
に
か
し
な
く
て
は
い
は
な

ま
せ
ん
が
l
l、
均
年
代
後
半
か
ら
い
と
思
い
ま
す
」

の
経
済
占
機
の
も
と
で
、
そ
の
シ
ワ

・
医
療
制
度
の
大
手
術
が
必
要
な

ヨ
セ
が
、
失
紫
(
指
名
解
雇
な
ど
)
、

ん
で
す
ね

貧
困
〔
容
闘
7
迎
敗
)
労
働
災
密
、

「
そ
う
で
す
・

バ
ラ
バ
ラ
な
保
険
制

職
鍵
病
、
疾
病
、
老
後
の
生
活
不
安
股
も
問
題
で
す
し
、

製制
限
大
企
業
本

-
-
i
i
li
---

な
ど
の
増
大
と
い
う
形
で
、
労
働
者
意
の
築
価
問
凶
・
休
日
、
夜
間
診
療
…

取

材

を

終

え

て

…

・
国
民
に
き
て
い
る
ん
で
は
な
い
で
や
救
急
産
療
、

ー
よ
芭
り
が
あ
り
ま

し
よ
う
か
.
社
会
保
障
績
が
フ
ラ
ン
せ
ん
ね
え
.
メ
ス
を
入
れ
、
大
手
術
懸
命
に
生
き
る
と
い
-
マ
よ
り
は
、

ス
の
%
.
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
比
と
い
を
や
ら
な
く
て
は
・

・
」

毎

日
が
闘
い
の
迎
続
の
よ
う
奪
恒
い

婦
人
労
働
者
に
会
い
、
感
激
し
た
.

た
っ
た
ロ
万
円
の
中
盟
国
費
で
、
国
家

試
験
合
格
め
ざ
す
主
人
と
二
人
三
脚

の
生
活
。
一
日
当
り
千
三
百
円
で
過

と
す
若
い
二
人
に
は
、
生
活
の
苦
し

さ
よ
り
、
明
日
へ
の
希
望
の
方
が
大

き
い
の
で
し
ょ
う

.

ω

私
た
ち
争
撤
回
よ
り
も
っ
と
、
き
川
1
1
2
2
z
p
-
E
・
E
・
-
7
・
3

-

2

-

7

f

z

z

7

w

び
し
い
生
活
を
す
る
平
田
市
さ
ん
.
と

h

m

p

l

・
-
‘

ー
・

も
に
、
働
く
者
が
安
心
し
て
働
げ
る

川

匂

弓

針

飢

1
d
hり

よ
う
に
な
る
娘
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
正
主
人
が
襲
に
A

属
し
た
ら

一

国

民

の

い

の

ち

が

大

切

ι

祝
斎
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
ね
、
働
く
納

品川

i

j

e

山

人
パ
ン
ザ
l
イ

(中
村
〉
い

東

京

女

子

医

大

労

組

委

員

長

ι

一ゆ・
-FJJ

一
色
邑
・
司

a刷
ド
&
組
問
』
岬
」
ハ
リ
山

一

幽---同
i

噌

一
道

場

圃

a
E
J
(

ぃ
占
圃
「
議パ一一十ぷ

開一

aa--暗黒
論
智
内
、
、

"

国
民
の
有
病
惑
は
山
田
年
と
比
べ

一
方
利
用
者
も
、
戦
邸
や
戦
闘
I

J

て
二
倍
、
入
院
患
者
数
は

一
・
三
機
に
は
ド
ン
ド
ン
金
は
出
す
が
、

ト

叫
七
倍
に
増
大
し
て
い
る
の
に
、
医
老
人
の
医
療
貨
に
は
金
は
出
し
た
J

川
療
従
事
者
は
一
・

一
七
倍
に
と
ど
く
な
い
、
保
険
料
も
上
げ
る
な
ど

恥

川
ま
っ
て
い
ま
す
.
医
師
に
お
け
る
政
府
の
方
針
に
よ
り
苦
し
め
ら
れ

山

川
治
療
の
高
度
化
、
被
雑
化
を
考
え

て
い
ま
す
.
乙
の
ま
ま
で
は
い
の

九

恥
る
と
、
大
変
な
人
民
抑
制
、
労
働
ち
と
健
康
が
危
な
い
.
「
医
療
従

山

川
強
化
の
職
場
に
な
っ
て
い
る
.
生
事
者
の
矧
凸
」
「
医
録
改
抽
出
」
を

九

恥
休
は
過
半
数
が
と
れ
ず
、
昼
休
み
現
求
し
、
政
府
に
対
し
て
み
な
さ

…

川
さ
え
「
休
め
な
い
」
実
剛
胆
で
す
.
ん
と
共
に
闘
い
ま
す
.

川

-私は国保で、あな疋は政府、子供は組合保。

(1¥ラパラな制度の統ーを)



指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース
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、
寝
龍
三
忌
で
百
一
一
一
十
三

生
活
ヒ
闘
い
を
妻
、
乙
3
た
舗
に
は

駒
訟
が
た
い
へ
'
1
d
F
i
-
-
T
1
2

め
誌
な
、
待
高

i
l
|

事
霊
合
、
J
h
毛
よ
3
L
〈
〆
・

可
日
本

m以

waψ
総
合
は

企
妻
向
一
組
合
?
:
:
:
・
」

磨
た
'
王
宮
歓
待
釜
山
一
保
一
雄

生
生
か
量
調
講
.

奮
鶴
一
-
-
増

aAm今
毎
は
た
く

さ
』
小
型
官
舎
を
行
い
去
し
ち

ん
毎
暑
さ
れ

-54ζ.こ
ん
与
に

奇
習
仲
ど
寺
守
た
な
ぶ

w

第 26'!t

寸
志
制
引
き
往
し
主
義
さ
な
い
た
必
に

み
な
芝
委
a
o
c
を
お
ね
が
い
し
ま
ぎ
」

、
詩
人
、
調
.
ミ
謹
ん
忍
を
ま
し
た
・

全
自
立
w
簡
A

誌
な
さ
九
・
今
年
後
斗
キ

ロ
啄
一
つ
品
山
場
ち
る
す
え

5
鉱
山
引
一
闘

争
に
全
土
』
主
一
時
し
ま
し
£

7
・

(3 ) 
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(4 ) 

八
王
子
支
復
す
る
会
は
、
会
員
相

互
の
親
睦
と
闘
弓
挿
電
気
の
仲
間
と

の
交
流
を
深
め
て
、
一
層
の
運
動
を

拡

qち
と
、

山
梨
県
の
扇
山
に
、

パ
ス
ハ
イ
ク
を
行
い
ま
し
た
.

前
日
ま
で
の
雨
も
当
日
は
快
附
・
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
人
た
ち
が
サ
l

子
ど
も
た
ち
も
た
く
さ
ん
参
加
し
て
ピ
ス
し
て
く
れ
た
豚
汁
も
格
別
で
し

八
十
人
以
上
と
な
り
パ
ス
は
趨
糊
民
た
.

で
レ
た
が
、
パ
ス
の
中
で
は
、
沖
電
「
伸
電
気
の
仲
間
の
闘
い
も
、
今

気
の
仲
間
や
、
弁
護
団
か
ら
ナ
マ
ナ
は
苦
し
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
必
ら

マ
し
い
闘
い
の
現
憎
の
報
告
が
あ
ず
明
る
い
頂
上
に
普
く
・
そ
の
す
ば

り
、
「
ζ
の
闘
い
は
、
私
た
ち
み
ん
ら
し
い
勝
利
の
日
め
ざ
し
て
、
が
ん

な
の
問
題
ナ
ン
ダ
ナ
ァ
」
と
容
加
者
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
言
う
。
事
務
局

は
再
認
織
し
あ
い
ま
し
た
.
畏
さ
ん
の
閉
会
あ
い
さ
つ
に
、
共
感

頂
上
ま
で
は
、
予
想
を
は
る
か
に
の
拍
手
が
お
と
り
、

団
結
を
醤
い
あ

と
え
る
き
っ
い
坂
道
.
そ
れ
で
も
、
い
ま
し
た
.
ま
た
、
乙
の
ハ
イ
キ
ン

な
ん
と
か
金
一
星
雲
」
っ
て
、
ビ
グ
の
取
締
み
の
中
で
、
新
レ
く
一
干

l
ル
や
ジ
ュ
ー
ス
で
の
乾
杯
.
と
て
数
人
が
会
員
に
な
っ
て
く
れ
ま
し

も
お
い
し
い
.
う
ま
い
と
一
言
え
ば
ハ
た
.

沖
支
援
す
る
会
・
八
王
子
支
部
が

し
いハ

支援する会に入会しよう (会費 1ロ200円/月)

書参加をよびかけた「ピラJです.

罫署26望号
1981草 6月 1日
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6・19決起集会
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支媛する会幹事会
(機械工具会館、7蹄)
東京裁判

(10時~1 6!l寺〉
昼休み本社抗議

(12時15分、虎ノ門)

6月12日

19日

24日

26日

29日

世

界

の

仲

間

軍
拡
に
反
対
。働
く
権
利
を
要
求

す
る
西
ド
イ
ツ
の
若
者
た
ち
。

②
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ド
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そ
の
点
で
は
全
く
神
電
気
の
攻
撃

と
一
緒
で
あ
的
指
名
解
雇
が
な
い
ζ

と
が
港
ず
つ
だ
け
で
、
同
質
の
攻
態
と

受
け
と
め
て
い
$
阜
9
.

し
か
し
、
攻
艇
の
質

・
置
か
ら
見

全

日

本

損
害

保

険

労

組

日

産

火

災

支

部

て
も
、
現
在
室
録
す
る
会
員
数

「
沖
電
気
か
ら
解
た
会
員
が
ζ
の
一
年
間
で
三
八
人
に
損
保
で
も
、
過
当
競
争
の
中
で
人
は
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、
当
面
百
名
を

屈
さ
れ
た
伸
聞
に
、
な
り
ま
し
た
.
減
ら
し
「
合
理
化
」
が
巡
み
、
法
適
目
僚
に
会
員
を
地
や
す
つ
も
り
で

も
っ
と
支
一
援
を
広
め
労
働
組
合
で
も
何
度
か
争
議
団
の
反
残
業
の
恒
常
化
等
、
非
人
間
的
な
す
園
一
日
も
早
い
勝
利
の
為
に
共
に

ょ
う
」
と
一
年
昭
L

人
を
呼
び
、
話
レ
を
聞
く
な
か
で
職
攻
撃
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
.
私
選

H

生
き
ざ
ま
H

か
け
て
闘
い
ま
し
ょ

支
部
結
成
.
そ
れ
ま
崩
で
も
「
労
働
者
を
使
い
捨
て
る
経
日
産
に
お
い
て
も
問
機
で
す
.
う
.
(
・
舵
)

で
十
人
ぐ
ら
い
だ
っ
営
は
許
せ
な
い
」

「
低
成
長
の
中
で
、
労
働
者
を
犠

牲
に
し
て
利
潤
を
砲
保
レ
よ
-
っ
と
す

る
姿
動
は
鋼
保
と
か
わ
ら
な
い
.
」

な
ど
沖
電
気
の
指
名
解
雇
へ
の
理
解

が
進
み
ま
し
た
.
行
商
や
闘
争
資
金

の
カ
ン
パ
活
動
を
通
じ
て
も
、
支
鐙

の
輸
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
と
と
を

実
感
し
て
い
ま
す
.
ま
た

n
何
を
み

つ
め
て
期
ぶ
の
か
M

を
通
じ
、
盤
解

を
深
め
、
広
め
る
ζ
と
に
力
を
入
れ

ま
し
た
.

社
会
全
般
に
目
を
向
け
る
薗
か
ら
も

特
に
青
年
婦
人
周
に
と
っ
て
価
値
あ

る
取
組
み
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
.

⑫ 

ゆ
る
せ
な
い
/
非
人
間
的
攻
撃

支援する会支部紹介

許すな/住友の横暴

指名解雇・軍事化
減
益
約
機

第2固ともしび
海外ツアー

ロシアの大地を訪ねて
368，000円
8月11日-23日

総評 ・全造船玉島分会

500円
費用

期間

76 

川

4
月
日目白

八
王
子
う
た
う
会

川

に
渉
加
・
仲
支
慶
福
島
集
会
開

川

健・

川

4
月
刊日日

日
産
厚
木
部
品
争

州

議
酎
輪
集
会
に
診
加
・

川

4
月
初
日

伸
本
社
庭
休
み
抗

川

議
存
動
.
支
復
す
る
会
定
例
幹

川

事
会
・

川
4
月
幻
自

東
京
総
行
動
.
m引

川

容
制
勝
利
、
国
労
品
川
駅
決
起

川

集
会
に
参
加
.
ソ
ニ

l
労
組
の

川

決
起
集
会
な
ど
に
診
加
・

川

4
月
m
u
日

高
崎
裁
判
.

川

4
月
M
同日

南
麻
布
米
軍
ホ
テ

川

ル
建
股
反
対
選
動
に
診
加
(
以

川

後
随
時
)
・
東
亜
石
油
決
起
集

川

会
に
容
加
(
神
奈
川
)

川

4
月
初
日

裁
判
学
習
会
開

川

催
.
支
録
す
る
会
八
王
子
地
区

川

が
ハ
イ
キ
ン
グ
開
催
.
本
庄
民

川

商
青
年
部
、
埼
玉
土
建
青
年
部

川

な
ど
の
大
会
で
訴
え
.

川

4
月
初
日

安
保
政
繁
4
・m四

川

集
会
に
容
加
.

川

4
月
初
日

生
協
労
連
や
都
立

川

大
学
な
ど
の
メ
ー
デ
ー
前
夜
祭

州

に
診
加
.
神
、
全
国
弁
護
団
会

川

織
開
催
.

川

5
月
1
日

八
王
子
、
高
崎
、

川

本
庄
、
東
京
(
中
央
)
な
ど
の

川

メ
ー
デ
ー
会
場
で
宣
伝
行
動
.

川

5
月
3
日
3
5
日
赤
旗
ま
つ

川

り
で
神
支
援
の
庖

(
3
底、

4

川

百
万
円
の
売
上
げ
)

川

5
月
6
日

本
白
か
ら
6
・
5

川

日
本
フ
ィ
ル
大
音
楽
会
成
功
の

州

た
め
の
本
絡
オ
ル
グ
開
始
.

州

5
月
B
日

朝
日
木
工
(
愛
知
、

山

東
芝
が
計
画
破
産
)
の
伸
聞
と

川

交
流
会
・

5
月
9
日

平
和
行
進
に
診
加

山

5
月
ロ
日

埼
玉
扱
判
・愛
知
、

岩
手
、
青
森
な
ど
へ
全
国
行
商

川

の
打
合
せ
に
出
発
.

川

5
月
日
日

s
M日
第
%
回
ピ

川

ジ
ネ
ス
シ
ョ
ウ
会
場
前
で
宜

伝
.

川

5
月
刊
日

米
軍
ホ
テ
ル
柏
田
円

建
設
に
対
レ
て
徹
夜
の
抗
磯
行

川

動
を
支
後
.

川

5
月日間
5
げ
日

第
お
回
は
た

ら
く
婦
人
の
中
央
集
会
に
嘗
加
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(
 

蓮
田
機
三
大
メ
ー
カ
ー
の
一
つ
一
一
一
池
争
議
以
来
、
約
加
年
ぶ
り
建
設
な
ど
。
指
名
解
雇
の
ね
ら
い
一
一
一
干
の
支
疲
労
組
や
、

一
万
人
を

沖

電

容

案

審

社

・
東
京
、
三
指
名
解
履
で
す
・
が
・
活
動
家
を
排
除
し
、
残
る
労
壬
奪
三
毒
す
る
会
」
に
支
え

筆
止
男
社
長
、
約
一
万
三
千
人
)
そ
の
後
N

企
業
危
俊
M

は
ど
乙
働
者
を
い
っ
そ

-puめ
つ
り
、
も
ら
れ
て
、
企
業
に

「首
切

り

自

は

「

経

醤

危

慢

だ

」

「

人

が

あ

ま

由

」

の

肢

を

与

芳

志

な

/

生

き

る

，
，
ノ

，，

っ
て
い
る
」
と
称
し
て
、
千
書

沖

電

気

指

名

解

雇

撤

回

回

争

と

は

権
利
、
働
く
一
権
利
を
守
司
令
ヲ
と

人
の

「需

詔

滋

職

」

募

集

亭

鍵

案

全

力

で

峨

場

復

帰

を

め

ざ

し

て

奮

と
の
あ
と
退
臓
強
要
に
応
じ
な
い
へ
や
ら
、
史
上
飯
高
の
利
益
、
七
う
け
を
ふ
や
す
ζ
と
に
あ
っ
た
乙
闘
レ
て
い
ま
す
.
な
お
、
裁
判
関

三
百
人
に
、
河
川
年
け
月
、
指
名
解

百
人
以
上
の
新
採
用
、
九
州
に
百
と
ま
吊
し
て
い
ま
す
。
現
在
川
人
争
も
、
証
人
調
べ
に
入
り
、
盛
衰

庖
を
強
行
.
大
王
企
業
で
は
三
井
億
円
以
上
亭
投
資
し
て
暫
土
問
の
で
沖
電
気
争
議
団
亭
繕
成
じ
、
約
接
融
階
を
む
か
え
て
い
ま
す
.

8月13日は解雇
l∞0日をむかえる

す・

ζ
と
し
の
春
闘
の
毘
中
、

3
月
て
企
業
間
格
翠
を
つ
け
ら
れ
、
人
民
れ
る
な
か
で
沖
電
気
は
業
績
を
鉱
大

に
行
な
わ
れ
た
北
部
五
地
区
労
(
北
、
盤
理
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
レ
、
も
う
り
を
ふ
や
し
て
い
ま
す
.

坂
橋
、
練
馬
、
豊
島
、
文
京
)
主
催
者
に
ま
と
め
ら
れ
ま
す
・
結
局
、
名
も
ち
ろ
ん
、
指
名
解
雇
を
テ
コ
と
し

の
支
鐙
集
会
は
千
五
百
人
の
結
集
す
指
し
モ
大
量
に
作
首
を
切
る
u

理
由
て
社
内
の
労
働
強
化
「
合
理
化
」
を
率
直
に
言
っ
て
指
名
解
題
さ
れ
た

〉
る
画
期
的
な
も
の
で
し
た
、
い
ま
、
は
明
胞
に
述
べ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
徹
底
的
に
強
め
て
い
る
結
果
で
す
・

伸
聞
が
団
結
し
て
乙
と
ま
で
た
た
か

Q

哀
の
全
国
特
別
オ
ル
グ
の
な
か
で
、
た
-
乙
れ
か
ら
、
原
告
側
の
反
対
尋
職
場
の
な
か
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
っ
て
く
る
の
は
決
し
て
容
易
な
ζ
と

渡
支
媛
を
決
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
鐙
助
を
聞
に
穆
る
わ
け
で
、
神
電
気
の
指
名
が
滞
積
し
て
お
り
、
職
場
の
仲
間
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
・
霊

泉

出

し
て
く
れ
る
県
評
も
約
却
に
逮
し
ま
解
胞
の
狙
い
や
、
不
当
性
を
徹
底
的
連
帯
し
た
た
た
か
い
が
重
要
に
な
っ
多
数
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、
悩
み
一
や

中

し

た

・

に

追

求

す

る

こ

と

に

な

り

ま

す

・
い

て
い
ま
す
・

不
安
も
次
々
と
生
ま
れ
ま
す
・
そ
ん

d

し
か
し
、
乙
と
し
創
業
百
年
を
迎
ま
お
願
い
し
て
い
る
署
名
運
動
も
全
ま
た
、
神
電
気
に
対
す
る
世
論
の
な
争
議
団
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
大

〉告
ぇ
、
活
発
な
企
業
活
動
を
展
開
す
る
国
重
か
ら
次
々
と
集
約
さ
れ
て
い
批
判
を
も
っ
と
も
っ
と
集
中
す
る
こ
き
な
力
が
支
度
す
る
会
の
み
な
完

長

沖

電

気
は
、
争
議
を
解
決
す
る
姿
勢
ま
す
が
、
乙
れ
か
ら
侶
人
の
大
最
荘
と
も
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
・
い
か
ら
よ
せ
ら
れ
る
物
、
山
岡
商
で
の
御

局

を
ま
っ
た
く
見
せ
て
い
ま
せ
ん
・
依
人
を
ど
れ
だ
け
し
ぼ
ら
せ
る
か
が
今

ま
進
め
て
い
る
殺
判
所
へ
の
要

m哩
支
後
で
し
た
・三
年
め
と
い
う
の
は、

軒
然
と
し
て
職
制
が
ピ
ケ
を
は
っ
て
私
年
中
に
は
決
ま
る
冊
訟
な
と
と
ろ
へ
名
と
、
沖
電
気
へ
の
筑
議
憎
む
名
も
み
私
た
ち
に
と
っ
て
も
ひ
と
つ
の
幽
り

塵
た
ち
の
交
渉
麗
求
を
信
否
し
て
い
ま
き
て
い
ま
す
・

な
さ
ん
の
力
ぞ
え
で
目
肢
を
や
り
あ
角
だ
と
も
思
い
ま
す
・

E

す

・

な

お

反

動

的

な

訴

訟
指
簡
で
批
判
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
・

沖
電
気
に
続
い
て
、
官
民
を
問
わ

裁

判

の

現

状

は

を
あ
び
た
東
京
の
古
館
裁
判
官
は

追

家

族

を
合
め
る
と
百
三
十
人
を
と
ず
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
で
「
人
べ
予
U

ど

う

で

す

か

放
運
動
の
成
果
も
あ
っ
て
別
の
部
に
す
大
度
悼
の
た
た
か
い
と
生
活
を
支
合
理
化
」
の
嵐
が
吹
き
す
さ
ん
で
い

移
り
、
陸
辺
裁
判
官
の
担
当
と
な
り

え
る
夏
の
行
商
、
カ
ン
パ
を
成
功
さ

ま
す
が
、
何
と
し
て
も
「
指
名
解
雇
」

四
ケ
所
の
裁
判
所
と
も
証
人
調
べ
ま
し
た
・

せ
秋
の
た
た
か
い
を
組
み
た
い
と
思
を
広
げ
な
い
た
め
に
、
神
電
気
の
指

闘

い

は

二

年

七

ヵ
月

大
世
帯
の
な
か
で
は
悲
し
い
と
と
も
が
進
ん
で
い
ま
す
・
裁

判

で

は

①

沖

今

後

の

い

ま

す

・
現
在
は
、
検
討
中
で
す
が
、
名
解
屈
を
股
固
さ
せ
る
と
と
に
全
力

ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
・
交

通

事

故

電

気

が

指

名

解

胞

を

し

な

け

れ

ば

な

全

体

と

し

て
、
=
一
年
め
ヤ
マ
場
の
年

を
あ
げ
た
い
と
患
い
ま
す
・

み
な
さ
ん
元
気
で
す
か

で
大
ケ
ガ
を
し
た
拍
手
君
は
今
、
伊
ら
な
い
ほ
ど
の
企
業
危
機
状
態
に
あ

た

た

か

い

は

|

に
ふ
さ
わ
し
い
規
僚
と
内
容
を
も
っ
ひ
き
つ
づ
き
の
御
支
度
を
寄
せ
て

早
い
も
の
で
、
あ
の
七
八
年
十一

離
の
病
院
で
リ
ハ
ビ
リ
に
専
念
し
て

っ
た
の
か

②
剰
員
は
存
在
し
て

い

と

と
し
は

n
沖
創
立
百
年
u

の
年

た
、
た
た
か
い
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
た
だ
く
の
と
合
わ
せ
、

ぜ
ひ
支
鐙

月
二
十
目
、
怒
り
と
不
安
の
う
ち
に
い
ま
す
・
息
子
さ
ん
が
外
国
で
行
方
た
の
か
③
労
働
組
合
や
労
働
者
と
で
す
し
、

H

情
報
化
社
会
仰
が
叫
ば
い
ま
す
。

す
る
会
を
数
倍
の
力
に
広
げ
て
、
私

出
持
レ
た
闘
い
は一一一
年

め

を

迎

え

ま

不

明

に

な

っ

て

し

ま

っ

た

伊

藤

さ

ん

誠

実

な

癌

レ

合

い

を

行

っ

た

の

か

な

た

ち

の

た

た

か

い

を

支

え

て

い

た

だ

し
た
・
当
初

「半
年
た
て
ば
半
分
位
は

ω歳
の

停

年

を

過

ぎ

ま

し

た

が

毎

ど

が

中

心

的

に

争

わ

れ

て

い

ま

す

裁

き

た

い

と

思

っ

て

い

ま

す

・
よ
ろ
し

に
な
る
だ
ろ
う
」
な
ど
と

「プ
ロ
」
日
若
者
を
励
ま
し
つ
つ
が
ん
ば
っ
て
判
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
・熊
谷
、

く
お
ね
が
い
し
ま
す
・

の
労
組
幹
部
か
ら
言
わ
れ
た
伸
沼
気
い
ま
す
・

前
橋
、
八
王
子
の
各
裁
判
所
で
は
原

争
犠
団
も
い
ろ
い
ろ
悩
み
な
が
ら
も

『

告
側
証
人
と
レ
て
中
山
代
表
が
立

た

か

い

の

越
本
的
に
は

一
人
も
欠
付
る
ζ
と

な

ち

、

解

雇

の

不

当

性

を

証

言

し

ま

し

到
達
点
は

く
が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
.
「
は

た

た

.
会
社
側
は
中
山
延
雷
を
っ
き
く

ら
く」

で
も
紹
介
さ
れ
た
子
供
た
ち

「第
二
の
レ
ッ
ド
パ
l
ジ
を
ゆ
る
ず
そ
う
と
い
ろ
い
ろ
鉱
み
ま
し
た
が

の
成
長
が
と
の
聞
の
H

附
附
の
長
さ
H

し
て
は
な
ら
な
い
」
「
指
名
解
雇
を
全
て
徒
労
に
終
り
ま
し
た
.
東
京
地

を
教
え
て
く
れ
ま
す
.
妊
娠
中
に
夫
は
ね
返
そ
う
」
と
全
国
の
皆
さ
ん
か
裁
で
は
会
社
側
の
ト
y
プ
パ
y
タ

婦
と
も
解
屈
さ
れ
た
東
田
家
の
学
君
ら
ょ
せ
ら
れ
る
支
援
が
乙
れ
ま
で
の

l
、
室
田
社
長
室
長
(
当
時
、
人
員

(
一
一
歳
)
も
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
と
対
た
た
か
い
を
支
え
て
く
れ
ま
し
た
・
盤
理
計
画
を
作
成
し
た
社
長
室
の
、

等
に
喧
嘩
も
す
る
た
く
ま
し
さ
で
労
働
組
合
運
動
の
湯
で
も
、
伸
電
主
幹
、
現
取
締
役
)
が
三
回
に
わ
た

す
・
年
齢
だ
げ
は
纏
実
に
地
元
る
わ
気
の
た
た
か
い
は
着
実
に
支
置
の
輪
っ
て
証
言
を
し
ま
し
た
・
鉦
雷
内
容

げ
で
、
独
身
組
も
次
々
に
結
婚
を
悩
を
広
げ
て
い
ま
す
.
八
王
子
工
燭
の
は
お
お
よ
そ
人
員
監
理
を
目
的
に
解

む
時
期
に
突
入
し
て
い
ま
す
.
こ
れ
あ
る
八
王
子
地
区
労
が
支
鑓
を
決
め
胞
の
約

一
年
前
に
作
ら
れ
た
社
長
室

か
ら
の
た
た
か
い
の
中
で
新
し
い
カ
て
く
れ
、
東
京
の
半
数
以
上
の
地
区
の
役
割
と
、
神
電
気
が
、
同
業
他
社

y
プ
ル
も
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
.

労
が
神
支
鐙
の
声
を
あ
げ
て
い
ま
と
言
わ
れ
る
富
士
通
、
目
電
に
比
べ

霊
会
審
審
院
一
鐘
事
轟
轟

沖
電
気
の
不
当
解
雇
を
撤
回
さ
せ
る
会
・
事
務
局
長

中
屋
重
勝
さ
ん
に
聞
く

全
国
の

仲
間
の
み
な
さ
ん
へ

H

沖

電

気

は不
当
解
雇
を
撤
回
せ
よ
H

130人以上

も支援するために夏季の行

商・カンパ活動に御協力よ

の沖電気の仲間を財政的に

ろしくおねがいします。

、‘.，EM 

沖支援する会事務局

おねが

家族を含めると

川

五
百
人
の
オ

川

h

・1ケ
ス
ト
ラ
と

川

，

曹

司

千
人
の
合
唱
団

…

短

民

一
万
五
干
人
の

川

町

S
』

晶

b
v
市
民
参
加
の
大

川

e
z
p育
委

T
V

川

er
，

本
当
か
な
?
と

…

〈

織

思
っ
て
角
3

川

目
、
日
本
武
泊

川

館
へ
行
っ
て
み
る
と
本
当
に
そ
う

川

だ
っ
た
.
ピ
ッ
ク
リ
し
た
.
日
本

川

フ
ィ
ル
は
フ
ジ
テ
レ
ビ
に
解
散
さ

山

せ
ら
れ
て

q
年
と
い
う
、
と
れ
に

川

も
ピ
ッ
ク
り
し
た
V
席
は
指
偲
者

川

の
前
の
2
階
席
、
い
つ
の
ま
に
か
、

川

私
も
大
音
楽
会
の
例
成
員
の

一
人

山

に
な
っ
て
い
た
.
と
ん
な
に
た
く

川

さ
ん
の
人
々
が
、
乙
の
時
二
つ
の

川

も
の
に
(大
音
楽
会
と
闘
争
支
綾
)

川

集
中
し
た
.
な
ん
と
紫
晴
ら
し
い

川

こ
と
だ
V
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
交
響
曲

川

第
9
番
・第
4
楽
器
「歓
喜
の
歌
」

州

乙
の
大
音
楽
会
の
成
功
を
祝
し

川

て
、
そ
し
て
ま
た
、
日
本
フ
ィ
ル

川

争
織
の
勝
利
に
向
げ
て
の

一
大
決

川

起
の

「倣
惑
の
取
」
.
私
の
人
生

の
忘
れ
ら
れ
な
い
感
激
の

一
夜
と

川

な
り
ま
し
た
V
も
う

一つ
忘
れ
ら

川

れ
な
い
の
は
、
自
分
の
闘
争
と
同

州

般
に
、
献
封
的
に
会
傷
痕
備
な
ど

川

を
や
っ
て
い
た
沖
電
気
争
議
団
の

川

際
だ
っ
た
・
神
電
気
の
仲
間
が

一

山

田
も
早
く
勝
利
さ
せ
よ
う
と
決
意

川

新
た
に
し
た
|
大
音
楽
会
だ
っ
た

川

(山

崎

栄

ご

川

0

0
1
0
1
0
1
0
1

川

な
お
6
・
5
音
楽
祭
の
感
動

川

は
レ
コ
ー
ド
化
さ
れ
て
7
月
お

山

田
に
発
売
さ
れ
ま
す
.
製
作
・

川

音
楽
セ
ン
タ
柑
価
格
は
二
千

川

五
百
円
・

川

映
画

「炎
の
第
5
楽
章
」
は

叩

9
月
中
旬
公
開
さ
れ
ま
す
.

77 



(2 ) 罫誓27哩号支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)1981年ワ月 1日

世
界
の
軍
事
費
は
、

一

秒
間
に
三
百
万
円
が
費
や

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
心

は
核
兵
器
。
被
爆
国
で
あ

る
日
本
に
は
、
米
軍
基
地

が
約
百
十
ヵ
所
も
あ
る
。

軍
事
大
国
日
本
へ
の
道

春
突
安
注
む
政
府
に
対
し
、

日
本
の
青
年
、
学
生
は
い

ま
、
学
び
、
行
動
へ
と
立

上
っ
て
い
る
。-…・青年学生の怒りひろがるミ兵器ノーJI軍拡ノー」

私
遥
は
二
度
と
広
島
・
長
崎
を

繰
り
返
し
ま
せ
ん

-
高
校
生
が
自
作
の
原
爆
ス
ラ
イ
ド
・

…
平
和
行
進
に
参
加
し
た
沖
電
気
争
議
…

…
団

の

影

山

さ

ん

(前
列
右
か
ら
2
人
目
)

神
奈
川
県
の
椙
瓜
原
市
に
あ
る
県
ら
れ
た
ス
ラ
イ
ド
作
り
も
、

被
肇
官

立
相
武
台
高
等
学
校
の
二
年
生
で
つ
に
会
っ
た
り
、
文
献
を
学
ぶ
間
に
、

く
っ
て
い
る

「
原
爆
を
語
る
会
」
の
み
ん
な
が
だ
ん
だ
ん
と
関
心
を
持

メ
ン
バ
ー
は
、

「被
爆
」
「
平
和
」
ち
、
文
化
祭
前
の
数
週
間
は
、
毎
日

「防相長
路
廃
絶
」

を
訴
え
る
創
作
ス
放
線
後
三
時
間
以
上
も
製
作
に
と
り

ラ
イ
ド
を
自
主
製
作
し
、
6
月
6
、

く
み
ま
し
た
.
参
加
し
た
約
三
十
人

7
日
の
両
目
、

同
校
の
文
化
祭
で
発
の
止
言
台
本
づ
く
り
、
録
音
、
絵

表
、
大
き
な
共
感
と
感
動
を
呼
ん
で

と
多
く
の
困
艇
な
作
業
を
通
じ
て
、

い

ま

す

.

「

宰

古

る

と

と

は

、

平

和

を

求

め

る

「立
醤
」
と
題
さ
れ
た
約
六
十
分

ζ
と
で
あ
る
」
と
パ
ン
フ
レ
y
ト
に

の
ス
ラ
イ
ド
は
、
資
料
集
め
、
数
十

ま
と
め
ま
し
た
。
そ
し
て
「
私
た
ち

冊
の
文
献
の
学
習
、
被
爆
者
へ
の
イ
は
、
二
度
と
広
島

・
径
約
を
縦
忽
返

ン
タ
ビ
ュ

l
、
そ
し
て
台
本
づ
く
り
さ
ぬ
と
と
を
、

今
ζ
と
に
宣
醤
し
ま

と
、
約
三
カ
月
か
か
っ
て
、
生
徒
た
す
」
と
む
す
ん
で
い
ま
す
。

ち
が
作
り
上
げ
た
も
の
で
す
・

O

G
I
G
-
9

0

広
島
で
被
爆
し
、
家
族
を
失
っ
た

支

援

す

る

会

で

も

上

映

一
人
の
少
年
の
成
長
を
、
五
十
枚
近

く
の
自
作
の
絵
と
記
録
写
真
に
よ
っ
「
原
爆
を
諮
る
会
」
や
指
導
の
先

て
摘
い
た
乙
の
ス
ラ
イ
ド
は
、
「
核
生
の
協
力
に
よ
り
8
月
か
9
月
に
は

兵
路
と
戦
争
の
廃
絶
」
を
願
う
生
徒
「
伸一・

支
饗
9
る
会
」
の
定
例
映
画

た
ち
の
心
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
.

会

で
ζ
の
ス
ラ
イ
ド
の
放
映
が
予
定

昨
年
の
現
代
国
語
の
時
間
に
堂
ん
さ
れ
て
い
ま
す
.
そ
し
て
み
ん
な
で

だ
「
無
い
雨
」
(
井
伏
鱒
二
)
が
き
「
ノ
ー

モ
ア
ヒ
パ
ク
シ
ャ
」
と

っ
か
け
で
、
尽
初
は
綬
業
と
し
て
や
声
キ
犬
き
く
レ
ま
し
ょ
う
。

学
園生
; Ict 
大平
童相
写と

豆主
芸主

笠を
ヌ守
ト~
圃

6
月
4
目
、
早
稲
田
大
学
で
は
、
賛
成
者
を
得
ま
し
た
。
ζ
の
数
字
は
、

米
咳
空
母
ミ
y
ド
ウ
ェ

l
の
横
須
賀
学
悩
値
上
げ
ス
ト
を
上
ま
わ
る
近
来

寄
港
に
抗
議
し
て

「平
和
コ
ン
サ
ー
に
な
い
数
字
で

「平
和
と
民
主
主
義

ト
」
を
聞
き
ま
し
た
が
、
東
京
大
学
を
求
め
る
学
生
の
声
」
だ
と
佐
藤

教
務
学
部
の
学
生
は
、

6
月
間
山
日
に
東
大
教
慈
学
部
委
員
長
は
諮
っ
て
い

日
本
の
絞
基
地
化
に
抗
議
す
る
一
日
ま
す
。

ス
ト
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。
全
国
に

当

日

は

9
時
か
ら
ク
ラ
ス
討
論
、

大
学
自
治
会
は
約
六
百
あ
る
と
-
一
言
わ
そ
し
て
映
画
会
、
術
部
会
、
情
空
鍛

れ
て
い
ま
す
が
、
桜
削
凶
で
初
の
ス
会
と
多
彩
な
取
組
み
を
し
た
あ
と
、

ト
は
、
全
国
に
励
ま
し
を
与
え
て
い

「軍
虹
反
対
」
「
非
警
原
型
奇

ま
す
.
東
大
で
は

6

m
ス
ト
を
成

れ
」
「
核
持
ち
ζ
み
許
す
な
」
な
と

功
さ
せ
る
た
め
に

「ス
ト
を
成
功
さ
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
か
か
げ
、
ア
メ
リ

せ
る
会
」
「
ク
ラ
ス
別
有
志
」
「
自

力
大
使
館
に
向
け
デ
モ
行
進
し
ま
し

6
月
4
日
の
夜
か
ら
、
横
須
賀
に

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
全
学
連
や
日
本

民
主
苛
年
同
盟
の
仰
聞
は
、
翌
5
日

午
前
6
時
す
ぎ
、
篠
積
載
の
米
空
母

ミ
y
ド
ウ
ェ

l
の
入
港
に
対
レ

「絞

空
母
ミ
ッ
ド
ウ
ェ

l
は
ア
メ
リ
カ
に

帰
れ
」
と
怒
り
の
抗
椛
行
動
を
陵
と

海
か
ら
く
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
.
中
に

は
京
都
か
ら
パ
ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し

て
参
加
し
た
仲
間
も
い
ま
し
た
。
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1981年 ワ月 1日指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

「元気にがんばって
いますよ」

'81年夏季全国オルグ隊一同

冒~27 司量(3 ) 

「彬
解
雇
後

3
度
め
の
夏
が
や
っ

て
来
ま
し
た
.
今
年
も
、
行
商
、

カ
ン
パ
絞
判
部
名
を
訴
え
る
全

国
オ
ル
グ
隊
が
ら
月
初
日
元
気

に
争
鰻
団
事
務
所
を
出
発
じ
、

各
地
で
梅
雨
空
を
吹
き
飛
ば
す

ほ
ど
の
活
闘
を
し
て
い
ま
す
.

今
回
は
昨
年
の
凶
都
道
府
県

か
ら
お
都
道
府
県
と
訪
問
地
も

増
加
・
文
字
通
り
全
国
部
々
浦

々
で
の
訴
え
で
す
.
近
況
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
御
紹
介

し
ま
す
.

治
会
」
な
ど
が
、
た
く
さ
ん
の
資
制
た
.

を
学
生
に
配
布
、
宣
伝
し
大
き
な
討

論
の
す
え
三
千
百
四
十
五
人
の
ス
ト

八沖 j
島電j
さ気 j
ん争:
の議i
核団 j
問ニ:
題ュj
マ|

ンス・
ガに i
載 i
つ・
たi

「

hvつ
オ
ル
グ
は
十
分
.
あ
き
て
注
文
を
す
ぐ
に
く
れ
ま
し
た
.
私
の

き
ま
し
た
.
早
く
帰
京
し
た
い
で
す
」
地
元
(
桧
垣
君
の
出
身
保
)
だ
け
に

6
/
7
日

と

て

も

婚

し

か

っ

た

.
高
知
を
あ
と

一週
間
で
オ
ル
グ
し
て
帰
り
ま
す
.

中
国
オ
ル
グ
隊
(
藤
康
、
金
子
)

3
回
め
の
オ
ル
グ
な
の
で
や
り
易

九
州
オ
ル
グ
隊

〔高
橋
、
屋
代
)

く
な
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
や
っ
て
い
ま
始
め
て
訪
附
す
る
と
と
ろ
が
多
い

す
.
チ
ラ
シ
、
見
本
な
ど
ド
ン
ド
ン
の
に
、
団
体
カ
ン
パ
も
約

ω万
鍛
ま

北
海
道
オ
ル
グ
隊
(
佐
膏

ω・中
に
入
っ
て
い
る
の
に
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
な
く
な
っ
て
い
ま
す
.
至
急
送
付
し
り
驚
い
て
い
ま
す
.

野
崎

明

)

何

も

送

付

さ

れ

て

い

な

い

と

エ

ラ

ク

て

下

さ

い

.
途
中
、
山
口
県
で
金
子

5
月
初
日
宮
崎
伸
電
気
の
問
所
式

北
海
道
は
ま
だ
寒
い
で
す
・
中
野
叱
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
・し
か
し
、
さ
ん
の
実
家
に
泊
り
ま
し
た
・
久
し
が
あ
り
ま
し
た
の
で
社
前
ま
で
行
き

違
弥
誼
が
風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
い
ま
支
侵
す
る
会
に
入
会
を
勧
め
る
か
ら
ぶ
り
に
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
ぎ
ま
し
ま
し
た
・
地
元
で
は
宮
崎
日
日
新
聞

レ
た
.
網
走
で
は
思
い
が
け
ず
国
鉄
と
入
会
申
込
轡
を
五
首
部
も
要
求
さ
た
.

な

ど

で
、
大
き
な
報
道
が
さ
れ
て
い

で
働
い
て
い
る
支
慶
す
る
ム
冨
会
員
の
れ
る
な
ど
反
応
は
良
い
で
す
.

ま
す
.
ま
た
4
月
に
宮
崎
南
位
置
察
署

四
国
オ
ル
グ
隊
(
相
原
、
桧
垣
)

の
密
長
が
入
社
し
、
入
額
か
総
務
の

四
国
す
べ
て
の
県
労
秤
の
支
媛
を
部
長
に
な
っ
た
と
い
う
と
と
で
す
.

得
て
オ
ル
グ
を
し
て
い
ま
す
.
ど
と
新
入
社
員
全
頁
の
自
衛
隊
へ
の
体
験

で
も
た
い
へ
ん
親
切
で
、
宿
や
食
事
入
隊
を
考
え
併
せ
る
と
労
務
管
理
の

ま
で
御
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
.
松
す
さ
ま
じ
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
.

山
市
職
で
は
花
火
な
ど
百
個
以
上
の

0

0

全
国
オ
ル
グ
隊
の
面
々
各
地
で
と

て
も
審
問
し
て
い
ま
す
ね
.
去
年
は

下
着
の
洗
穏
に
悩
ま
さ
れ
た
な
ど
と

い
う
と
ぽ
れ
話
が
出
て
い
ま
し
た
が

今
回
は
事
前
に
対
策
を
練
っ
て
行
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
・
ど
と
の
隊
か
ら

も
毛
れ
ら
し
き
悩
み
の
報
告
は
出
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
.

オ
ル
グ
先
で
大
観
迎
さ
れ
た
り
、

お
叱
り
を
う
け
た
り
、
思
い
が
り
な

い
人
と
出
逢
っ
た
り
と
い
う
中
で
、

行
商
、
カ
ン
パ
、
密
名
を
訴
え
続
り

る
オ
ル
グ
隊
、
ど
ん
な
お
み
や
立
を

持
っ
て
帰
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
.

人
に
出
迎
い
、
お
互
い
に
と
て
も
感

激
し
、

会
凸
を
地
や
レ
て
く
れ
る
と

約
束
し
て
く
れ
ま
し
た
.
日
開
日
は

鍛
光
が
で
き
る
く
ら
い
に
オ
ル
グ
も

上
述

(?
)
レ
ま
し
た
.
先
日
は
日

本
最
北
制
の
宗
谷
岬
に
行
き
ま
し

た
.

(三己主でミ)

近
健
オ
ル
グ
隊
(
荒
木
、
飯
田
)

私
選
6
休
み
に
は
お
寺
を
い
っ
ぱ

い
み
て
い
ま
す
.
伊
動
神
宮
、
清
水

寺
、
東
大
寺
等
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

滋
賀
県
や
奈
良
県
で
は
支
援
す
る
会

全国のみなさん

御支援どうも

ありがとう

In~~~l iて-7:喝のは
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( 4) 揖 2'アー支援する会に入会しよう (会費1口200門/月)

での

;支援拡がる

沖
電
気
の
本
社
や
、
芝
浦
、
品
川

H
4
1
3
2
2
5
2
i
i
s
fi
t
-
-
Z
s
i
g
-
-
2
Z
E
s
t
-
-
2
3
5
i
i
z
s
t
g
・
-
山

工

場

の

あ

る

港

区

長

ぎ

で

は

約

吋

?

?

を

4
司
J
週理
-M議
事
ト

f
t
望

3
叩一

川

制
抑
制
民
主
同
月

一
寸
一進

一

括
明
記

J
二
一
…
日
目
山
内
諾
伊

織
」
が
つ
く
ら
れ
、

2
2
2菌」
乙
の
雷
撲
を
初
め
て

本
さ
ん
)

襲
に
気
を
つ
け
て
御
活
壊
さ
い

一

千

一

行

プ

ハ

丈

厳

司

、

F

闘
z
…
一…

自

室

長

・

2

り
て
い
ま
す
が
、

5
5目
、
発
足

聞
い
た
時
、

わ
た
し
の
顕
に
は
い
か

肯
毎
日
の
闘
い
、
と
く
ろ
う
言
で
カ
ン
パ
、
会
控
追
っ
て
送
り
ま
す
.
…

ン

一

モ

一

よ

i

吋

d
P
4君
"

一

二

川

機
臨
休
み
集
会
長
加
・

一
周
年
を
記
念
し
て
、
韓
と
交
流
せ
く
、
ま
た
古
く
さ
い
と
い
う
イ
す
固
ぜ
ひ
勝
利
し
ま
し
ょ
う
ノ

「支

主

上

村

さ

ん

)

吋

デ

一

デ

一

、

一

t

A
ニ

…
一川

5
月
初
日

沖
電
気
本
語
抗

切
さ
l
大
会
を
開
催
し
ま
メ
l
ジ
が
横
切
っ
た
し
か
し
毒
事
室
へ
も
加
入
し
た
い
の
で
幕
の
伸
聞
に
一
自
主
い

勝

利

二

の

d
E腸
F
一

時

限

切

山

一

川

抜
高
開
催
・
夏
霊
園
オ
ル

に
争
警
の
人
た
ち
と
会

1
差
す
が
、
我
家
も
金
欠
病
で
す
・
そ
の
頑
張
っ
て
下
さ
い
・
財

政

的

重

ゴ

③

一

aa・
臨
時M
一一

itw
諸

【

帽

川
一川

H'

開
始

(
北
海
道
震
か
ら
)

国
鉄
、
印
刷
、
教
師
、
書
|

の
ζ
と
、
生
き
方
の
と
と
争
犠
の
う
ち
争
入
り
ま
す
・
ま
ず
は
カ
ン
レ
で
す
が
・
(
岩
手

き

き

ん

)

m

ク

目
4
・
圃
晶
字

i
i
‘

if
-
-而
5
月

日

ロ
C
H
本
社
前
総

長

…

刊

誌

斜

計

一

立

ィ

ロ

リ

ぐ

い

さ

汚

立

芸

能

主

ま

一

「

は

間

幅

人

々

ぜ

一

一

…

刊
誌
に
時
十
力
ピ
ラ
事

吉

川

締

結

日

イ

メ

ー
ジ

に

と

っ

て

変

わ

つ

い

ト

ゴ

む

諸

問

題

担

一

尽

か

げ

I
E
ι
宇
和
雑
幽

E
…
一
…

諮

問

時

間

十

時

せ

ば

次

は

自

室

だ

必

ず

神
宮
著
書
を
自
っ
て
い
さ
れ
る
思
い
で
す
二
人
の
小
さ
な
な
一
時
は
い

i
i
?
よ

デ

凶

什

抗

議

総

踏

ゴ

一

一

川

花
」
開
催

勝
利
さ
せ
よ
う
』
と
護
主
い
ま
る
の
は
、
ご
く
遺
言
た
ち
で
子
供
を
か
か
え
て
皇

g
i
i差し
て
、

2
一

f

一

…

磁

撤

噴

お

i
z
gの

レ
た
・
中
に
は
深
夜
ま
で
議
す
る
あ
り
、
と
く
話
の
号
し
て
い
い
宮
・
震
の
題
、
保
育
園
の
て
い
ま
す
・
北
海
道
ヘ
オ
ル
グ
に
ご

の

ノ

・

一

齢

・

Le
--n
一
一
川

仲
間
と
の
薬
会
・
石

川

書

人

も

楽

レ

い

一

日

で

し

九

五

一

一

r
M
U
M
-吋
パ

鮮

明

肝

心

山

山

花

明

記

長

一

界

陀

一

醐

¥

巳巴

町

一
一
一

時

間

話

の

踏

ま

つ

沖
支
j
j
.港
区

連

絡

会

が

日

明

4

大
き
f
希

望

感

し

ま

民

主

立

っ

て

下

の

富

か
ら
)

…

世

幹

;

む

同

問

1

五

日

間

定

例

在

宅

の

交
荒
乃
室
外
t

lテ
イ

反
動
攻
聖
恐
れ
る
と
と
な
く
喜
の
人
達
の
号
室
を
民

"

藤

勲

ド

ド
骨

組

，

f
il

m一
川

カ
ン
パ
活
動
・
小
学
館
闘
争
の

J3初
O
U
E剖
ij

J
ノ

ヲ

「
わ
だ
く
し
た
ち
の
国
」
を
つ
く
る
め
る
と
と
が
で
き
ま
し
た
・
誌

も

山

溜

朝

間

L
E細
川

悶

y
a

叫
一
川

勝
利
害
雲
に
露
。

た
め
に
、
何
を
す
る
の
か
を
考
え
、

w
t・
'SEste
t
-
Z
5
5
1
i
i，S
E
tt
-
ZESt-
-

i
p〆
f
i
'i
s
-
-
leap
-川
5
月
U
日

ラ
ジ
オ
関
東
昼
休

日

開

設

刊

誌

訪

日

支

援

す

る

会

支

部

紹

介

⑬

長

F

回

閣

目

一…
刊
誌
記
引
い

わ
リ
ア
ル
に
見
る
と
同
時
に
、
イ
メ
1

機

練

会

忽

官
あ
り

2
2」
ざ
い
ま
し
た
官

可

B
M総
決
起
雲
に
参
加
・

位
軒
uh
守
口
市
討

沖
電
気
の
仲
間
と
心
を
ひ
と
つ
に

鰍

鮫

戦

わ
ι
鰐
時
ね
じ
一
一
品目自社持臨時

1

川

崎

山

認

可

良

川

た

岡

山

山

陽

新

聞

沖

・

支

援

す

る

会

れ

融

噛

均

九

日

付

μ時
日

ト

一

…

持

戸

会

錦

町

時

{

い

*

カ
ン
パ

Zで
す
が
集
中

5aし

8
1
1

も
の
ζ
ろ
一
戦
争
が
あ
っ
た
」
の
普
及

一
川

5
月
初
目
撃
緩
の
港
区
交

拘

た
。
元
気
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
・

山
陽
新
聞
の
沖
震
の
問
委
員
き
、
法
廷
闘
争
で
主
藤
、
六
ま
一

O
O万
国
署
名
に
取
り
組
み
中
で
す
が
、
一
時
金
の
支
給
を
桜
に
に
は
、
全
通
中
央
郵
便
局
の
出
は

石

流
会
盟
・
日
産
プ
リ
ン
ス
の

吋
(
愛
緩
上
村
さ
ん
)
慶
す
る
会
(
六
十
四
人
)
は
全
員
、
人
の
職
場
事
と
賃
金
、
身
分
差
別
中
・
窪
田
は
夏
季
一
時
金
闘
争
皇
室
増
強
に
取
り
組
む
考
え
で
す
・

百
三
十
枚
も
協
力
し
て
く
れ
ま
し
可
婦
人
部
と
交
流
会
・

制
*
お
く
れ
て
い
ま
す
が
、
岩
名
も
と

山
陶
新
聞
労
組
の
組
合
員
で
す
・

山

の
鰍
回
を
か
ち
と
っ
た
歴

史

を

も

っ

た

・
小
学
館
労
組
の
遠
藤
さ
ん
か
ら

一
川

5
月
日
目
は
た
ら
く
婦
人
の

恥

り
く
み
ま
す
・
「
敏
列
島
日
本
」
の
陽
新
聞
労
組
は
新
聞
界
に
労
働
者

m
て
い
ま
す

・

子

ど

も
述
の
絵
本
・
山
線
さ
ん
(
東
一

川

京
都
集
会
に
参
加
・

↓

恐
る
べ
き
郁
裂
が
明
ら
か
に
な
っ
て
圧
の
闘
が
吹
き
荒
れ
た

一
九
六
O
年
そ
れ
だ
り
に
、
益
者
の
働
く
栂

ぎ

か
ら
は
米
誌
が
届
く
な
ど

可

6
月
5
白

神
社
前
に
て
議

い
ま
す
・
私
も
被
娘
者
と
し
て
、
皆
代
か
ら
七
0
年
代
の
型
に
か
り
て
利
、
生
苔
る
栂
利
を
響
つ
資
本
の
倒

l
l支
綾
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
一

川

団
ニュ
ー
ス
第
花
号
配
布
・
田

被
と
と
も
に
、
今
乙
そ
、
力
を
あ
わ
十

一年
間
、
組
合
役
員
ら
六
人
の
不
縁
を
許
さ
な
い
気
持
ち
は
人
一
倍
強

た

・

一

川

本
フ
ィ
ル
6
・
5
コ
ン
サ
ー
ト

せ
て
が
ん
ば
り
ま
す
・
(東
京
吉
当
解
腿
を
含
む
組
合
抑
圧
事
件
を
闘
い
迎
中
ば
か
り
・
n
理
由
な
き
首
切

川

に
診
加
・

り
H

と
敢
然
と
闘
う
伸
電
気
の
仲
間

山

6
月
4
日

ホ

テ
ル
ニ
ュ

1
ジ

弗

管

領

指

名

健

一

軍

た
ち
と
は
警
離
れ
た
土
地
に
あ
っ

川

ヤ
パ
ン
話
集
会
長
加

に
よ

3
持
、
安
田
村
浪

て
も
見
え
な
い
心
の
糸
で
レ
っ
か
り

川

6
月
5
目
撃
穆
支
援
の
白

と
結
ぼ
れ
て
い
ま
す
・

川

6
月
7
日
わ
ら
び
座
創
立
初

現
在
も
、
織
揚
の
民
主
化
、
第
二

川

周
年
記
念
祝
賀
会
に
参
加
・

組
合
と
の
統
一
を
め
ざ
し
、
説
者
の

川

6
月
8
日
公
害
デ
I
に
参
加

知
る
権
利
に
こ
た
え
る
新
聞
づ
く
り

川

6
月
9
日
都
高
教
本
部
委
員

の
た
め
に
術
開
レ
て
い
ま
す
。

川

会
で
訴
え
・

支
怨
す
る
会
は
昨
年
、

岡
山
で
帥

川

6

月

日

品

川

区

霊

童

低
気
の
仲
間
を
励
ま
す
タ
ベ
が
聞
か

川

迎
・
結
成
集
会
に
参
加
a

れ
た
の
を
般
に
発
足
し
ま
し
た
が
、

川

6
月
ロ
回

目
立
メ
デ
ィ
コ
社

迷
隔
地
で
底
療
的
な
支
接
活
動

が

出

川

前
袋
耳
に
診
加
・
八
王
手
裁
判

来
な
い
た
め
会
費
集
め
だ
り
は
ガ
y

川

6
月
口
四
日
高
崎
裁
判

チ
り
や
る
ζ
と
に
し
て
い
ま
す
.
い

川

@ 

やきそば…・まだかヨー

1981年 7月 1日

(東京)地元・港区

コ.
ク
‘Y 

80 

山陽新聞の仲間 (6、11)

ーカンパ

・会員拡大

ちl夏季闘争を

全力で支援しよう
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1981:EF8月 1日

ト

門

人

。
家
族
を
刈

川
含
め
る
と
百
三
十
山

晴
人
に
も
な
る
神
電

一

川
気
争
議
団
。
団
結
h

も
固
く
一
千
日
を

中
迎
え
る
。
元
気
に
吋

川
闘
う
若
い
争
議
団
九

叶
員
3
人
に
大
い
に
山

川
語
っ
て
も
ら
い
ま
ト

“
し
た
。

M
U
-
-
5
一守

z
e
-
-
2
3
-
T-Ez--Ez--75E

l
l
い
ま
の
世
の
中
、
生
活
す
る
の
部
借
金
と
か
ロ
i
ン
に
行
っ
ち
ゃ
う
l
|
夕
方
以
降
は

に
大
変
.
ま
し
て
や
争
損
回
の
み
な

か
ら
、
カ
ア
ち
ゃ
ん
に
食
わ
し
て
も
大
場
夕
方
は
別
に
決
つ
て
な
い

さ
ん
き
び
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て

ら
っ
て
い
る
っ
て
感
じ
だ
な
.

で

す
ね
.
私
は
五
時
頃
事
務
所
に
帰

い
る
と
思
い
ま
す
が
.

ー
ー
率
直
に
言
っ
て
足
り
な
い
Z
E
-
-

っ
て
く
ん
で
す
。

折
戸

金
は
;
=
な
い
で
す
ね
。

大
塚

う
ん
、
そ
う
で
す
ね
.

l
l
争
議
以
外
の
自
分
の
時
間
は

生
活
費
は
十
万
円
ぐ
ら
い
が
基
準

笹
島

チ
ョ
ン
ガ
ー
は
外
食
す
る
笹
島
う
た
と
え
な
ん
か
や
っ
て

で、

争
犠
聞
か
ら
.
だ
か
ら
カ
ア
ち
し
ね
。

住
は
あ
る
し
あ
と
は
な
ん
と
る
人
も
い
る
.
時
間
欲
し
い
人
に
は

ゃ
ん
の
方
が
た
く
さ
ん
持
っ
て
く
る
か
な
る
か
ら
、
そ
う
そ
う
ピ
1
ピ
l

保
証
し
て
、
ま
あ
あ
ま
宅
品
く
な
い

な
あ
a

で
ど
う
に
も
な
ん
な
い
わ
り
で
は
な
付
ど
、
と
り
た
て
て
特
別
の
と
と
は

ー
l
基
準
は
ど
の
よ
う
に
い
で
す
ね
.

や

っ

て
な
い
で
す
ね
.

折
戸
一
応
基
準
は
あ
る
け
れ
ど

l
l
ア
ル
バ
イ
ト
の
収
入
は
争
犠
団
l
l
家
庭
の
あ
る
人
は

人
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
迷
い
ま
す
.

へ
金
額
収
め
る
の
で
す
か
.

折-一戸

オ
レ
は
子
供
が
い
な
い
か

ま
あ
十
万
な
ら
十
万
ぐ
ら
い
っ
て
い

大
塚

争
議
団
に
収
め
て
、
そ
こ
ら
ア
ル
バ
イ
ト
や
っ
た
り
、
演
劇
観

う
乙
と
で
・
だ
け
ど
そ
の
額
が
支
給
か
ら
も
ら
う
ん
で
す
・
首
会
や
っ
て
・
高
崎
の
五
人
は
だ
い

さ
れ
る
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
・

|
|
先
ず
争
回盟
国
に
全
額
プ
ー
ル
レ

た
い
み
ん
な
な
ん
か
や
っ
て
る
よ
う

飯
高
限
度
み
た
い
な
基
削
に
な
る
ん

て
か
ら
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
・

で

す

よ

・

で
す
ね
。
財
政
は
完
全
に
プ
l
ル
制

笹
島
ま
あ
は
じ
め
か
ら
、
行
商
l
l
争
騒
と
五
時
以
降
の
自
分
の
生

で
、
生
活
費
貸
し
付
り
と
い
う
形
で
や
カ
ン
パ
な
ん
か
で
鈍
っ
た
金
を
自

活
は
意
醸
レ
て
分
け
て
い
る
の
で
す

争
議
団
か
ら
借
り
る
わ
け
で
す
・

分
の
金
だ
な
ん
て
思
っ
て
い
る
人
は

か
・

-

|
自
己
申
告
制
と
言
う
こ
と
で
す
い
な
い
か
ら
ね
@
そ
う
い
う
点
は
完

鉦
戸一
い
や
、
自
然
に
な
っ
ち
ゃ

が
自
分
で
必
要
な
額
を
要
求
す
る
と
全
プ
1
ル
制
っ
て
い
う
の
は
気
楽
で
う
の
ね
・
五
時
以
降
は
オ
ル
グ
先
も

い

う

こ

と

で

す

か

い

い

と

思

》

主

汽

あ

ま

り

な

い

レ

ね

・

笹

島

金
の
な
い
と
と
は
は
っ
き

l
!&
-
活
費
は
ほ
と
ん
ど
食
費
に
・

笹
島
ま
あ
オ
ル
グ
つ
て
の
は
日

り
し
て
い
る
か
ら
ね
。

い
く
ら
あ
っ
大
塚
ま
あ
ほ
と
ん
ど
食
費
で
す
中
走
り
回
る
の
が
中
心
だ
か
ら
ね
・

た
ら
食
え
る
べ
え
と
、
お
互
い
に
ね
・

よ
ね
・
私
は
東
京
に
姉
が
い
る
ん
で
か
と
い
っ
て
オ
レ
ラ
争
議
団
て
い
う

一
定
の
貸
し
付
げ
草
摺
矧
み
た
い
の
た
ま
に
食
べ
に
待
っ
た
り
は
す
る
ん
の
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
同
じ
に
『
五

が
格
好
だ
け
あ
る
け
ど、

そ
ん
な
も
で
す
け
ど。

時
だ
・
じ
ゃ
あ
帰
り
ま
し
ょ
う
』
で

の
な
い
に
等
し
い
ん
で
(
笑
〉
・

笹
島

と
り
あ
え
ず
必
要
な
額
レ
も
だ
め
だ
と
患
う
け
ど
・

折-戸

基
摺
通
り
払
お
う
っ
て
の
か
申
告
し
な
い
か
ら
ね
・
ま
あ
申
告

l
l
白
分
の
趣
味
な
ど
は

が
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
か
ら
(
笑
〉

.

だ
け
は
い
く
ら
で
も
で
き
る
げ
れ

笹
島

へ
た
く
そ
で
た
い
し
た
ア

1
l
具
体
的
に
、
生
活
費
は
ど
れ
く

ど
、
実
際
現
金
が
あ
る
か
な
い
か
は
レ
じ
ゃ
な
い
け
ど
ギ
タ
I
マ
ン
ド

υ

ら
い
で
す
か
.

別
に

し

て

(

笑

)

.

ン

ク

ラ

ブ

っ

て

い
う
の
や
っ
て
い
ま

大国晦

私
は
七
万
ぐ
ら
い
も
ら
っ

ll・

-B
の
生
活
は
ど
の
よ
う
に
起
す
.
ス
イ
ン
グ
ジ
ャ
ズ
な
ん
か
や
っ

て
る
ん
で
す
。
寮
に
住
ん
で
ま
す
か
っ
て
い
る
の
で
す
か
.

て
.
ス
テ
レ
オ
も
そ
ろ
え
た
ん
だ
り

ら
、
=
一食
外
食
で
、
大
体
食
費
に
か

大
場

早
朝
の
宣
伝
の
な
い
時
は
ど
、
聞
か
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ね
.

か
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
ね
.

九
時
頃
事
務
所
へ
来
て
、
日
中
は
相
オ
レ
な
ん
か
酒
好
き
だ
か
ら
ね
.
グ

折
戸
僕
は
家
の
ロ
l
ン
が
月
七
当
の
千
代
田
区
の
オ
ル
グ
し
て
、
夜
ー
っ
と
シ
ョ
ウ
チ
ュ
ウ
飲
ん
で
寝
ち
m

万
あ
る
ん
だ
よ
ね
固
だ
か
ら
十
万
は
は
何
か
あ
っ
た
ら
出
て
、
た
ま
に
は
や
う
ね
〈
笑
)
.

普
通
の
人
よ
り
多
い
ん
戸
」
け
ど
、
全
ま
っ
す
ぐ
寮
に
帰
っ
て
iz--

a 
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大
場

私
は
中
央
合
唱
団
に
週
二
悪
い
と
思
う
り
ど
・

ね
。
し
か
し
ポ
ク
は
十
二
人
兄
弟
の

Z
M
G弘
知
略
浅
六
議
百
、

月
年
ロ
月

東
京
東
部
支
綾
共
闘
会

園
、
か
か
手
で
は
な
い
り
ど
、
た

|

争
壊
に
入
る
跨
の
一話
レ
合
い
は

末
っ
子
な
ん
だ
よ
ね
害

。
で

も

長

型

的
O
N
U
O
R

犠
結
成
。

ま
れ
れ
ポ

一

片

山

下

“

と

討

が

り

ま

り

し

ま

LU針転
読

守

護

畿

器

製

町

長

特

一見

日

時

で
す

(
笑
)
.
演
劇
観
賞
週

一
回
ぐ
で
し
た
り
ど
、
首
に
な
っ
て
だ
め
だ
親
と
の
関
係
で
は
『か
つ
て
に
せ
い
』

河
年
刊
月
引
目
指
名
解
問
者
、
就
な
る
.
板
橋
区
連
絡
会
結
成
.

ら
い
や
っ
て
ん
で
す
よ
。
週

一
回
ぐ
っ
た
ら
帰
っ
て
乙
い
と
、
お
母
さ
ん
と
、
た
だ
し
親
兄
第
に
迷
感
か
げ
る
労
闘
争
を
開
始
。

ω年
5
月
刊
日
日

日
比
谷
野
音
で
五

ら
い
な
ん
か
し
な
い
と
、
争
諮
問
の
に
言
わ
れ
ま
し
た
。

な
っ
て
と
と
で
す
ね
白

河
年
ロ
月
1
河
川
年
6
月

事
業
所
C

千
人
の
大
集
会
成
功
.

連
中
ば
っ
か
顔
を
あ
わ
せ
て
る
と
や

l
l
笹
島

さ

ん

は

・

:

:

折

戸

や
っ
ぱ
似
た
よ
う
な
感
じ
と
に
、
東
京
地
裁
、
同
八
王
子
支
部
、

加
年
刊
月

二
周
年
闘
争
。
各
工
燭

ん
な
る
か
ら
ね

(
笑
〉
.

笹
島

一
貫
し
て
ま
し
て
、
帰
つ
だ
よ
ね
。
縁
だ
け
は
切
っ
て
な
い
つ
前
橋
地
裁
、
浦
和
地
裁
熊
谷
支
部
の
連
鎖
抗
議
集
会
、
地
域
連
盟
閉
鎖
会
、

l

l
家
族
と
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
て
乙
い
と
。
首
に
な
っ
た
時
の
正
月
て
感
じ
.
『
オ
マ
エ
は
大
学
院
ま
で

4
力
所
に
解
雇
無
効
の
訴
え
を
お
こ
中
央
集
会
な
ど
に
、
五
千
人
以
上
が

い
ま
す
か
.

な

ん

か

家

族
会
議
や
っ
て
ま
し
た
.

出
て
コ
ジ
キ
な
ん
か
や
っ
て
ん
の
す
.

歩
加
。

大
塚

田
舎
は
千
葉
で
す
。
田
舎
だ
け
ど
オ
レ
は
自
分
の
と
と
だ
し
か
』
っ
て
親
に
言
わ
れ
た
時
は
、
や

河川年
5
月
6
日

「神
支
援
す
る
会
」

引
年
5
月
白
日

東
京
北
部
集
会
に

仰
る
と
結
は
す
る
ん
で
す
り
と、

親

ね
.
や
め
た
ら
、
首
切
ら
れ
て
し
つ
つ
ば
シ

ョ
ッ
ク
だ
っ
た
ね
.
今
は
甲
山
発
足
.

千

五

百

人
が
容
加
.

は
分
っ
て
る
ん
だ
か
分
つ
て
な
い
ん

ぼ
ま
い
て
逃
げ
ち
っ
た
っ
て
い
う
の
括
も
し
な
い
し
、
オ
ル
グ
行
っ
て
も

門
年
9
月
被
解
問
者
引
人
が
州
市
別
年
6
月

百
万
人
裁
判
署
名
を
闘

だ
か
.
と
っ
ち
の
説
明
の
し
か
た
も
つ
き
ま
と
う
し
、
仲
間
も
い
た
か
ら
帰
ら
な
い
.
と
に
か
く
名
古
屋
は
荒
気
争
議
団
を
結
成
.

始
.

ら
す
な
っ
て
親
も
言
う
し
(
笑
)
・

内
年
刊
月
引
日
千
六
百
人
が
参
加

別

年

7
月

支
鑑
を
決
め
た
県
評

し
て
ご

周
年
集
会」

m
.支
阪
労
組
は
三
千
以
上
に
.

大
塚
喜
久
枝
さん
ω

l
l
八
月
十
三
日
で
こ
の
闘
い
は
千
越
え
ち
ゃ
っ
た
か
な
.
き
れ
い
な
言

の

か
な
め
.
や
っ
ぱ
り

一
日
一
臼
が

日
目
に
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で
や
黙
で
言
え
る
よ
う
な
も
ん
じ
ゃ
な
い
ん
ば
れ
ば
ど
う
に
か
な
る
ん
じ
ゃ
な

っ
て
こ
れ
た
の
は

で
す
よ
ゐ

い
か
つ
て
思
う
ん
だ
げ
ど
。
そ
れ
じ

大
容

や
っ
ぱ
り
み
ん
な
が
支
度

笹
島
仲
間
と
だ
っ
て
今
で
も
ケ
ゃ
い
げ
な
い
か
な
(
笑
)
・

レ
て
く
れ
て
:
・・九

時
に
は
や
め
た
ン
カ
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
だ
レ
ね

(
笑
可

折
戸

や
っ
ぱ
口
早
く
職
燭
に
は

い
っ
て
事
も
あ
っ
た
り
ど
、
支
援
し

折
戸

オ
ル
グ
で
十
和
田
の
奥
の

戻
り
た
い
ね
・
で
も
ま
だ
ま
山
続
け

て
く
れ
る
と
自
分
自
身
が
ん
ば
ら
な
ま
た
山
奥
あ
た
り
の
学
校
な
ん
か
符
ら
れ
そ
う
な
感
じ
が
す
る
(
笑
)
・

く
っ
ち
ゃ
な
っ
て
思
っ
て
。

っ
て

『神
に
は
何
か
し
て
あ
げ
な
く

そ

う
い
う
事
だ
と
一
思
う
ん
だ
よ
ね
.

笹
島
問
じ
首
な
し
仰
聞
が
た
く
ち
ゃ
っ
て
思
っ
て
た
ん
で
す
よ
』
な
首
切
り
れ
た
ら
元
気
に
な
っ
た
な
ん

さ
ん
い
る
か
ら
ね
・
一

人
だ
っ
た
ら

ん
で
言
わ
れ
れ
ば
ね
、

気
に
い
ら
な
て
見
ら
れ
る
と
悩
ん
じ
ゃ
う
り
ど

本
当
に
大
変
だ
と
思
い
ま
す
よ
・
五

い
奴
が
い
て
も
『
レ
ゃ
あ
ね
え
ま
た
(
笑
)
・

い
つ
ま
で
か
か
る
か
わ
か

年
十
年
な
ん
て
言
わ
れ
た
時
は

『本
や
っ
か
』
っ
て
(
笑
)
・

ん
な
い
け
ど
、
や
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

当
に
で
き
ん
の
か
な
』
な
ん
て
思
つ

1

1
量
後
に
、
将
来
の
展
望
は
-

-
な
・

た
は
と
、
気
が
つ
い
て
み
た
ら
、
も
笹
島
そ
り
ゃ
や
っ
ぱ
、
明
日
も

l

l
今
日
は
長
時
間
、
ど
う
も
あ
り

う
二
年
八
カ
月
で
し
ょ
.
オ
ル
グ
な
が
ん
ば
ら
な
き
ゃ
し
ょ
う
が
な
い

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
.

ん
か
に
行
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
労
組
で
(
笑
)
。
で
も
常
に
人
つ
て
の
は
変

本
当
に
苦
し
い
中
で
支
綾
レ
て
く
れ
化
す
る
か
ら
、
絶
対
に
ζ
う
だ
と
一冨

る

か

ら

ね

.

い

切

る

と

と

は

で

き

な

い

と

思

う

ん

八

王

子

事

業

所

折

戸

一
年
ち
ょ
っ
と
く
ら
い
が
だ
よ
ね
・
ま
あ
、
ひ
ど
い
職
場
戸
の

-
苦
し
か
っ
た
り
ど
、
幹
部
の
人
が
ポ
ど
戻
れ
っ
て
一言
わ
れ
た
ら
や
っ
ぱ
い

ケ
ー
っ
と
し
て
る
か
ら
惑
い
ん
だ
と

つ
で
も
戻
り
ま
す
ね
.

か
(
笑
)
、
冗
談
言
い
な
が
ら
乗
り

大
塚

展
望
っ
て
い
つ
で
も
あ
る

81 
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し
か
出
せ
な
い
、
乙
ζ
は
危
険
区
域
と
主
強
す
る
国
の
や
り
方
に
、
館
野
広
げ
る
時
が
き
ま
し
た
・

だ
か
ら
l

|
別
に
土
地
を
見
つ
げ
て
さ
ん
は
「
日
本
の
政
治
や
憲
法
は
終
わ
た
し
た
ち
が
、
明
日
、
館
野
さ

あ
げ
る
」
と
う
そ
を
つ
い
て
安
い
価
の
た
め
に
あ
る
の
か
f
乙
ん
な
ζ
と
ん
と
閉
じ
筑
過
に
な
る
か
も
知
れ
な

絡
で
立
ち
の
き
を
せ
ま
り
ま
し
た
.

が
癌
り
通
つ
て
は
い
け
な
い
」
と
、

い
か
ら

i

実
直
な
館
野
さ
ん
を
「
か
わ
り
に
ど
ん
底
の
生
活
に
負
け
る
乙
と
な
く

河
河
川
ヰ
リ

一連

絡

先

一

広
い
固
有
地
を
安
く
払
い
下
げ
る
」
東
京
高
裁
に
た
だ
ち
に
控
訴
し
ま
し

日

同

日

と

い

宣

言

葉

で

信

用

さ

せ

低

い

補

償

た

・

米

軍

機

墜

落

館

野

鉄

工

所

事

件

の

と
立
ち
の
き
に
「
印
」
を
つ
か
せ
た
公
判
も
今
年
、
六
月
二
十
三
日
に
勝
利
を
め
ざ
す
連
絡
会
議

一T
一
一

国
(
防
衛
施
設
庁
)
は
、
あ
と
は
知
は
第
九
回
に
な
り
ま
し
た
。
ζ
の
日
、
=
一
東
京
都
文
京
区
湯
島
一
の
十
三
の

惜

ら
ぬ
存
ぜ
ぬ
の

一
点
強
り
、
つ
い
に
ド
シ
ャ
ブ
リ
の
隅
の
中

「
亡
く
な
っ
ニ
メ
ゾ
ン
兼
上
二

O
一一
一号

T
E
L

お
は
「
そ
ん
な
払
い
下
げ
の
約
束
は
し
た
息
子
は
帰
っ
て
ζ
な
い
け
れ
ど
、
(
0
5
)
八
三
二
|
五
八
二
七

日

て

い

な

い

」

と

・

そ

の

事

を

思

う

と

、

闘

う

こ

と

を

、

よ

何
も
か
も
失
っ
た
館
野
さ
ん
は
、
や
め
る
わ
り
に
は
い
か
な
い
」
と
小

晶
画
国
を
相
手
に
、
昭
和
四
十
六
年
、
土
さ
な
声
で
宿
る
六
十
四
歳
に
な
る
館

司
地
の
明
け
渡
し
号
、
霊
登
記
手
野
さ
ん
を
支
援
レ
よ

2
、
集
ま
つ

続
な
ど
の
指
求
を
起
ζ
し
ま
し
た
。
た
青
年
な
ど
、
約
五
十
人
は
ビ
う
ま

工
傷
も
住
居
も
全
題
、
シ
ョ
ッ
ク
以
来
八
年
間
、
館
野
さ
ん
は
、
ひ
と
き
、
設
判
傍
聴
、
防
衛
施
設
庁
へ
の

で
奥
さ
ん
は
病
気
に
な
り
、
や
が
て
り
で
、
国
・
防
衛
施
設
庁
と
争
い
ま
要
請
行
動
を
展
開
し
た
.

一
家
は
離
散
し
ま
し
た
.

し
た
が
昭
和
五
十
=
一
年
、
東
京
地
殻
今
、
原
潜
あ
て
逃
げ
、
米
艦
の
漁

川
館
野
さ
ん
が
う
り
た
二
億
円
に
訴
で
「
全
面
敗
訴
」
し
ま
し
た
・
網
ぶ
っ
ち
切
り
、
有
事
立
法
、
軍
革

出
さ
れ
る
白
書
に
対
し
、
国
は
、
米
日
本
は
米
軍
に
守
っ
て
も
ら
っ
て

i
館
野
さ
ん
の
く
る
レ
い
、
つ
ら
い

軍
の
言
い
な
り
に
「
三
千
七
百
万
円

い
る
・
!
と
多
少
の
事
は
我
慢
し
ろ

十
七
年
間
の
闘
い
を
、
大
き
く
燃
え

(2 ) 

息
子
ら
五
人
失
い
妻
も
離
別

館空
野の

第 28号

死
ぬ
ま
で
国
を
追
求

い
ま
、
日
本
は

軍
備
増
強
の
道
を

突
き
進
も
う
と
し

て
い
る。

日
米
安

保
条
約
の
も
と
、

ζ
の
お
年
間
に
何

が
あ
っ
た
の
か
?

閣
か
ら
閣
へ
と

葬
ら
れ
る
事
件
の

中
で
「
二
度
と
米

軍
機
墜
落
を
許
す

な」

と
涙
と
怒
り

で
飼
い
続
り
る
2

つ
の
事
件
を
紹
介

し
ま
す
。

1981年 8月 1日

民 米軍機墜落で、、事故を
1 訴えます

正
盛
さん

，，'・H・・""，""，，，・，..，，，.'・'"，・"'"，"'"“""，，，"'"・ 川何1・

昭
和
三
十
九
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で
レ
た
。
米
軍

の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
激
化
と
怒
大
を
続
げ
て
い
ま
し
た
.
厚
木

は
空
母
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
l
の
艦
載
機
の
地
上
基
地
と
し
て
需
要
な

役
割
を
果
し
て
い
た
.
モ
の
基
地
を
飛
び
立
っ
た
F
B
l
A
U

ク
ル
1セ
ダ
l
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
が
神
奈
川
県
大
和
市
の
館
野

さ
ん
が
経
営
す
る
鉄
工
所
に
墜
糖
.

息
子
三
人
.
甥
一
人
.
工
員
一
人
の
五
人
が
死
亡
.
鉄
工
所

は
全
峻
.
国
は
加
笛
者
の
演
を
迫
求
せ
ず
、
ま
た
館
野
さ
ん
へ

の
完
全
な
救
済
も
せ
ず
、
放
出
陣
し
た
ま
ま
で
あ
る
。

r11 . 20米軍 によ

る被膏者の叫びを

聞くっとL、』 を開

催する支援する会

18: 30 九段会館

噂
田
市

川

h

・

』

守

白

川

〉
偽

邸入
‘

川

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

「
平
和
」

E
E
-
-
E
'
川
条
約

(
一
九
五
二
年
発
効
)

一向
t
1
1
1
川

日
本
人
民
の
全
面
勝
和
の
要
求

い

一

い

r
川
は
受
付
入
れ
ら
れ
ず
、
第
二
大
戦

い
制
M
M
飯

山
に
関
係
深
い
、
ピ
ル
マ
、
ソ
連
、

:
 

日
?
?
山
い
川
中
国
な
ど
を
排
除
し
て
、
米
国
の

一

一
劃
一抑制

…
指
導
下
、
四
十
九
カ
国
で
間
-

w
d
t一回
ふ
山

川
①
神
縄
、
小
笠
原
を
ア
メ
リ
カ
の

小

浅

日品
川
施
政
権
下
に
す
る
。
②
外
国
軍
隊

l

l
 

町一
J
捻

川
の
駐
留
を
さ
ま
た
げ
な
い
・
な
ど

罵

議

長

川
日
本
の
霊
仰
に
口
実
を
あ
た
え

誠
際
齢
駐
留

川
半
ば
米
国
に
従
属
し
た
主
権
国
家

・
・
・
・
園
田

川
と
な
っ
た
。

司
温
1
対叫叫

山

日
米
「
安
全
保
障
」
条
約

(安

続
車
問
明

JL
保、

一
九
芸
亙
-
発
効
)

む

陵

台

サ

ン

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

「

事

」

----E川条
約
の
第
六
条
に
も
と
づ
い
て
つ

跡
い

M
同

湯

川
く
ら
れ
た
.
①
米
軍
基
地
お
よ
び

圃

圃

・

園

川
米
軍
の
駐
留
を
百
本
国
の
安
全

圃
・

B
E樋

川
と
極
東
に
お
け
る
国
際
の
平
和
」

B

・E・
川
の
た
め
に
認
め
る
.
②
武
力
攻
撃

え

て

く

れ

て

い

ま

せ

ん

.

す

.

川
に
対
し
て
共
同
行
動
を
と
る
ζ
と

墜
落
慢
の
ジ
ェ
ッ
ト
パ
イ
ロ
ッ
ト
米
兵
と
国
、
二
つ
の
被
告
に
、
正

川
③
日
本
の
武
力
攻
撃
に
抵
抗
す
る

は
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
で
脱
出
.
怠
た
ち
当
な
領
害
賠
償
を
命
じ
て
欲
し
い

川
能
力
の
強
化
(
軍
監
)
.
@
事
前

は
一
方
的
t
L被
害
を
』
つ
け
る
だ
け
な
し
、
そ
の
犯
罪
性
も
明
ら
か
に
し
て

川
協
壌
は
日
本
に
拒
否
権
は
な
い
・

の
で
す
.
ζ
ん
な
ζ
と
が
併
さ
れ
て
い
く
取
が
、
二
度
と
事
件
が
発
生
し

川
⑤
日
米
「
経
済
協
力
」
を
行
う
、

い
い
の
で
し
ょ
う
か
.
な
い
保
障
に
な
る
と
考
え
ま
す
.

川
な
ど
と
の
条
約
に
よ
り
日
本
は
、

日
本
人
は
多
大
の
犠
牲
を
払
っ
た
民
生
と
か
お
り
の
二
人
の
子
ど
も

川
軍
事
的
に
も
経
済
的
に
も
、
米
国

第
二
次
大
臓
以
後
、
戦
争
を
放
棄
し
を
未
成
年
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

川
に
従
属
す
る
ζ
と
に
な
っ
た
・

一
平
和
に
生
き
る
と
と
を
宣
言
し
て
い
ず
原
告
に
加
え
た
の
は
、
被
沓
者
の

川

一
ま
す
.
ζ
の
事
件
は
、
平
和
に
生
き
中
で
股
も
年
少
の
林
さ
ん
の
お
子
た

川

地
位
協
定

る
日
本
人
を
、
外
国
の
軍
人
が
殺
し
ち
が
、
モ
の
尊
い
命
を
な
く
さ
れ
ま

川

安
保
条
約
に
よ
る
米
国
へ
の
軍

た
り
、
傷
つ
り
た
り
し
た
も
の
で
す
.
し
た
。
な
ん
と
悲
し
い
ζ
と
で
し
ょ

川
事
基
地
位
供
を
規
定
し
た
も
の
.

一
ζ
れ
は
も
う
犯
罪
と
言
え
ま
す
・

う

・

同
じ
子
ど
も
と
し
て
、
乙
の
子

川
鰭
特
別
法
と
一
体
と
な
っ
て
、
日

一
さ
ら
に
、
私
が
指
嫡
し
た
の
は
ζ

た
ち
に
も
弔
い
を
さ
せ
た
い
か
ら
で

川
本
で
の
米
軍
の
行
動
の
自
由
を
保

の
事
件
の
も
う

一
つ
の
被
告
で
あ
る
す
.
(
安
保
体
制
下
に
生
き
悩
み
、

川
陣
.
国
会
の
窓
際
す
ら
と
ら
れ
て

一
国
の
態
度
で
あ
り
ま
す
.
自
衛
隊
の
闘
う
推
禁
さ
ん
は
、
全
国
民
の
怒
り

川
い
な
い
感
法
迎
皮
の
協
定
.

一
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
、
日
本
人
の
理
傷
と
決
撃
を
凝
縮
し
た
正
義
の
声
を
あ

川

一
者
に
は
目
も
く
れ
ず
、
無
傷
の
ア
メ
げ
た
.
昭
和
五
十
六
年
二
月
四
日
、

川

M

S

A
協
定
円
ア
メ
リ
カ
の
「
椙

リ
カ
兵
を
救
出
し
て
、
飛
び
去
り
ま
横
浜
地
裁
で
の
第

一
回
口
頭
陳
述
を

川
互
安
全
保
障
法
(
M

S
A
)
に
も

家

族

ぐ

る

み

で

し
た
・
さ
ら
に
震
の
究
明
は
ア
メ
編
集
部
が
要
約
)

川
と
づ
く
協
定
、
一
九
五
四
年
に
調

リ
カ
の
報
告
を
待
つ
だ
け
と
い
う
安

1
1
1
11

1

川

印
)

闘

い

ま

す

患
の
で
す
・

一
連

絡

先

一

一

米
国
の
事
態
を
受
入
れ
、

事
件
は
な
ぜ
起
っ
た
の
か
、
そ
し
私
た
ち
の
問
、
日
本
は
、
狙
立
国

I
l
l
1
1
1

川

「防
衛
力
強
他
」
の
義
務
を
お
い

て
そ
の
責
任
は
ど
ζ
に
あ
る
の
か
、
で
あ
り
法
治
国
で
あ
る
と
信
じ
て
疑
米
軍
機
墜
落
事
故
訴
訟
支
緩
共
闘

川
対
共
産
圏
貿
易
の
制
限
(
パ
ト
ル

ζ
れ
ら
は
私
た
ち
が
彼
害
者
と
し
て
い
ま
せ
ん
a

し
た
が
っ
て
日
本
国
内
会
議

干
二
二

O
樹
浜
市
西
区
富

山
法
)
な
ど
の
拘
束
を
』
つ
け
る
・

肢
も
知
り
た
い
こ
と
で
す
・
に
も
か
で
は
、
日
本
人
の
権
利
が
第

一
に
守

崎
町
二
十
五
市
徒
会
館
内
、
横
浜

川

か
わ
ら
ず
、

ζ
れ
ら
の
と
と
に
つ
い
ら
れ
、
不
正
義
や
誤
り
は
、
法
に
照
市
従
気
附
、
中
島
利
重

T
E
L
(
O
川

て
、
責
任
あ
る
人
が
、
だ
れ
一
人
答
し
て
必
ら
ず
正
さ
れ
る
と
思
い
ま
4
5
)
二
四
一

11
0
0
0五

川

82 

わ
た
し
た
ち
を
安
保
(齢
緑
色
が
襲
っ
た

焼
け
あ
と
に
お
も
ち
ゃ
が
ひ
と
つ

一度
と
つ
く
ら
せ
な
い

ハトポッポ……

この船の持主の小さい こどもはやけどの痛 さに身を悶え

「ジュース、ジュース、ママお水ちょうだもリと叫びな

がら掻後にはパイパイとつぶやきながら、覚えたばか り

のこの歌を口ずさむように息をひきとった.

悲
し
い
母
と
子
を

推k
葉ば

ポッポッポ

昭
和
五
十
二
年
。
米
海
軍
厚
木
基
地
か
ら
ア
メ
リ
カ
第
七
艦

川

隊
の
空
母
ミ
y
ド
ウ
ェ
l
に
む
り
て
飛
び
立
っ
た
写
真
憤
察
機

川

R

F

4
B
フ
ァ
ン
ト
ム
が
、
横
浜
市
緑
区
に
墜
落
し
て
爆
発

川

炎
上
.
=
一
家
族
(
金
重
、
林
、
椎
葉
さ
ん
)
の
家
屋
が
全
半
焼
.

林
一
久
さ
ん
の
子
ど
も

(
三
歳
、
一
歳
)
二
人
は
全
身
を
焼
か

れ
死
亡
。
衰
の
和
伎
さ
ん
も
大
や
け
ど
.
椎
築
資
生
さ
ん
の
婆

川

の
悦
子
さ
ん
も
.

川

椎
葉
さ
ん
一
家
四
人
は
「
米
軍
の
犯
罪
行
為
を
二
度
と
鍋
返

さ
せ
な
い
」
と
昭
和
五
十
三
年
、
闘
い
を
お
と
し
た
.

ワ
タ
シ
タ
チ

カ
ン
ケ
イ
ア
リ
マ
セ
l
ン

と
ら

お

寅
生
さん

1977・9・27

横浜市緑区へ米軍機墜落



( )内は昨年冬季

・宮城、福島は含まず

・全行程走行距離

35，000km 
(20，OOOkm) 

・延べ行動回数

400人日
(204人目)

・オルグ都道府県数

29 
寸百了

・オルグ労組・団体数

1，800 

宮
城
県
で

3
万
人
目
標

遠
く
て
も
裁
判
傍
聴
必
ず

沖
支
援
す
る
会
宮
城
支
部
横

イ
r..マ 〆

'.lω命"
宮城から仲間の署名携えて

8時聞がかりで東京地裁に

1番のりの瀬川さ ん(右)

と償問さん (左)の 2人

報
告
集
会
で
も
熱
心
に
メ
モ

田

有

史

さ
ん

1100万国民署名運動 ! 
(7.20剖在)

1350 

33792 

団体署名

個人署名

\:;i:~'話.介y.;~(;.まiす~gi. CD 仲間の機関紙に載っていました。

イ面ば~I:食 今 てい栂がてけなつは 「で みばさば近と た 〈
をを 「ベ「 ー かたいは(お i畠だいて、さはたまらん処く、麹 V 岡

信票毒害55jらだる赤せそいそかいノる「し し んに ・に本類 ベ

緊 j二、おと包詰望号室主ぷZ8Eモ福三高君主島
重量24皇宮j喜221法号?見し;ME4ぞzh君雲 を
事誌をそ長 習 j者Et五E3=量打白川一…1
で出とそ主主 '" ! て に丸とるに 1...... ー#_聞・ E
室長、22 i空警 高ム雪国じu，け~jt法d
と盤そ後る 1もが しる、方い f-.司..-、圃，与
gsgZFPEjg;252詰1繭隠滅繍脇繍解園田略物鵬Z321353ミ235;忠
実義喜な55; き紅建ご=fmmrffi違いは何、ノリだけ? お22Z2きitヨ5号Z言

取っま jEE己主存宗く 雪空皇宍富子と「ば「んけで」

5;ii;;;;;;pd;長25212H民民52511?;222253号hUSEtS25
U22見習 1 EEEJ24予言.5eztZ言空;言25塁走τ日産室digz t45開会主主EH
由る後の栄を @とつ辛界 F十と rK んっか区そ」もぜ以う間的も た粧は れ ほこもは頃 で つ 。わはすちのんって

-牧野フライ ス労働組合「きず、な」第50号.

〈
質
問
〉
「
も
り

そ
ば
」
と
「
さ
る

そ
ば
」
の
迎
い
は

何
で
す
か
。
ノ
り

が
か
か
っ
て
い
る

か
ど
う
か
の
迎
い

だ
り
で
す
か
.

ゆりそ[DとさればI

83 
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て
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与
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支援する会に入会しよう (会資 1ロ200円/月) (4) 買~2 8号
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，
必
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b
a
k
t
i叫ん

ふ
系
ト

五
依
田
ゑ
雄
一

+
に
ま
に
味

?
青
色

e
H
，
m

友
之
む
か
え

支援する会幹事会

(機械工具会館)

電機労働者の集い

(荒川区民会館)

熊谷裁判 13時-16時

(i甫和地裁熊谷支部)

沖支援大阪電機の集い

八王子裁判 13時-15時

(東京地裁八王子支部)

平和のつどい ・主催沖支援する会

(協力、日本科学者会議、原水

協他)

沖支援八王子集会

(横井久美子さん他)

東京裁判 13時-17時

支
援
す
る
会

支
部
紹
介

⑬ 

共
に
手
を
つ
な
い
で

(埼
玉
)
本
圧
市
職
支
部

公
務
員
に
耳
慣
れ
な
い
n
指
名
解
ま
だ
ま
だ
使
用
で
き
る
印
刷
出
悼
の
プ

庖
'
闘
争
を
進
め
る
、
神
電
気
の
仲
レ
ゼ
ン
ト
.
定
期
カ
ン
パ
.
行
商
の

聞
を
一
人
で
も
多
く
の
本
庄
市
職
の
協
力
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
.

組
合
員
に
、

い
つ
も
分
っ
て
も
ら
う
「
沖
電
気
の
指
名
解
服
を
撤
回
さ

た
め
に、

市
臓
発
符
ピ
ラ
に
は
「
た
せ
よ
う
」
と
い
う
聞
が
、

臓
揚
で
も

た
か
い
の
近
況
」
な
ど
を
識
せ
る
よ

地
核
で
も
さ
ら
に
、
大
き
く
な
る
よ

う
に
努
め
て
い
ま

す

。

う

に

支

媛

の

強

化

を

進

め

た

い
と
考

現
在
約
五
十
人
が
会
員
.
沖
電
気
え
て
い
ま
す
.

本
庄
工
場
が
近
く
に
あ
る
の
で
、
毎

回
五
1
六
人
が
早
朝
工
場
前
の
宣
医

行
動
に
参
加
し
た
り
、
少
し
古
い
が
、

18時30分~

13時~
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幽
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を
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薮
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川
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官
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い
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ぁ
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汗
ビ
よ
ョ
リ
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ガ

崎

初

で
「待
問
」
地
方
重
の
欄
包
に
夜
ん

、

ー

ト

爪

χ

も
四
日
も
、
働
く
伸
争
犠
回
の
仲
間
に
、
ふ

十

化

サ

ラ

頭
が
下
り
ま
す
・

川

、

，

ミ

/

フ

一

d

F
'
M

製

う

官
全
国
の
伸
聞
の
み
な
さ
ん
の
協
札

nu

h

，
‘
、
カ
ろ

力
で
山
口
名
起
動
も
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
い
M

ヨ

ト

リ

と

っ
て
き
ま
し
た
.
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
ぬ

目

ダ

メ

ち

う
ね
。

ム

ι
i

ァ

か

古
銭
信
も
厳
し
く
な
る
と
か
・
体

L

U
引
じ

に
は
お
互
い
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

J
、

:重自想
j喜信長
;串量 雲
i聞 く の

10月4日

10月7日

10月16日

タ

国思て

一

之

つ
円
つ
穴

の
怠

泳
A
A

ぽ
と

割引先

ぼ
げ

ハU
》

市
北

わ
い
い

4
人
4

4

6

東京・荒川区民会館 13時~

争議団と職場を結ぶ

音楽と講演による決起集会

友情出演:日本フィル、わらび座ほか
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沖
電
気
の

指
名
解
雇

撤
回
聞
争
と
は

通
信
様
=
一
大
メ
ー
カ
ー
の
一つ

沖
電
気
工
業
(
本
社
・
東
京
、
三

宅
正
男
社
長
、
約

一
万
三
千
人
)

は

「経
営
危
機
だ
」
「
人
が
あ
ま

っ
て
い
る
」
と
称
し
て
、
千
五
百

人
の
「
希
望
温
職
」
募
集
を
提
案

こ
の
あ
と
退
職
強
袈
に
応
じ
な
い

三
百
人
に
、
沼
年
刊
月
、
指
名
解

凪
を
強
行
.
大
草
企
鍵
で
は
三
井

三
池
争
議
以
来
、
約
ぬ
年
ぶ
り
の

指
名
解
胆
で
す
.

モ
の
後
n
企
縫
危
機
u

は
ど
ζ

へ
や
ら
、
史
上
般
商
の
利
益
、
七

百
人
以
上
の
新
保
用
、
九
州
に
百

億
円
以
上
を
投
資
し
て
新
工
場
の

磁
般
な
ど
.
指
名
解
雇
の
ね
ら
い

が
、
活
動
家
を
排
除
レ
、
残
る
労

働
者
を
い
っ
そ
う
し
め
つ
け
、
も

う
け
を
ふ
や
す
こ
と
に
あ
っ
た
と

と
を
示
し
て
い
ま
す
.
現
在
列
人

で
神
惚
気
争
犠
団
を
結
成
し
、
約

三
千
の
支
般
労
組
や
、

一
万
人
を

ζ
え
る
「
支
復
す
る
会
」
に
支
え

ら
れ
て
、
企
業
に

「首
切
り
の
自

由
」
の
柿
酬
を
与
え
る
な
f
生
き
る

楠
利
、
働
く
欄
利
を
守
ろ
う
f
と

全
力
で
職
燭
復
帰
を
め
ざ
し
て
富
暗

闘
し
て
い
ま
す
.
な
お
、
殺
判
闘

争
も
、
証
人
制
べ
に
入
り
、

mM討

な
段
階
を
む
か
え
て
い
ま
す
.



5万人の「支援する会」を

私たちは生きる俄利、働〈権利を守るために沖

電気の仲間を物心両稲から励まし、必ず勝利させ

たいと，也います。図雌な長期の闘いも予想されま

すので、一人でも多〈の方がこの「会J に加入し

全面勝利を闘いとるまでご支援〈だきるよう心か

らよぴ治、けます。(r支援する会」よびかけより)

会質 1口2001'1/月

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

支援する会事務局

事務所東京都港区三国

3-2-20 .話 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240

加入者名 神電気の不当解雇

を撤回させる会

先

行

所
号

1 9 8 1年

9 月 1日
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菅
野
江
美
子
(
凶
作
洲
)
さ
ん

と
は
高
校
か
ら
い
っ
し
ょ

私
た
ち
が
、
通
学
し
た
沖
縄
首
里
そ
し
て
一
九
七
四
年
.
同
じ
高
校

高
校
定
時
制
は
、
女
一生
徒
が
多
く
て
、
の
七
人
を
含
む
、
約
五
十
人
が
沖
縄

工
業
高
校
の
男
子
と
の
交
歓
会
が
時
か
ら
沖
電
気
へ
鍛
回
就
職
.
船
で
情

ど
き
あ
り
ま
し
た
.
三
年
の
跨
の
会
海
港
に
普
き
、
締
玉
(
墜
市
)
に
あ

が
、
彼
女
と
の
鼠
初
の
出
合
い
で
し
る
女
子
旗
ま
で
、
パ
ス
で
い
き
ま
し

た

.

た

.

股

初

に

食

べ

た

夕

食

が

H

カ
ツ

お
互
い
に
「
い
い
男
の
子
は
い
な
件
u

で
し
た
.
ど
う
い
う
菌
架
か
、

い
か
な
あ
」
と
意
気
投
合
し
た
と
と
彼
女
と
一
緒
の
部
屋
で
し
た
.

を
は
っ
き
り
と
憶
え
て
い
ま
す
.
当
募
集
要
綱
と
、
柴
原
と
は
た
い
へ

時
か
ら
菅
野
さ
ん
は
、
児
か
げ
は
、
ん
な
迎
い
で
、
私
の
場
合
も
、
保
母

お
と
な
し
そ
う
で
、
な
か
な
か
の
お
さ
ん
に
な
る
た
め
の
、
学
校
へ
行
け

し
ゃ
べ
り
屋
さ
ん
で
し
た
.
彼
女
の
る
と
い
う
約
束
だ
っ
た
の
に
i
そ
の

私
に
対
す
る
第
一
印
象
は
、
な
ん
と
他
労
働
条
件
も
.
仲
創
出
身
者
み
ん

な
く
、
話
し
か
り
る
の
が
と
わ
い
よ
な
で
、
部
室
に
集
ま
っ
て
は
、
ワ
ァ

う
な
人
だ
な
あ
と
思
っ
て
い
た
が
実

l
ワ
ァ
l
泣
い
た
も
の
で
す
.
股
初

際
は
と
て
も
愉
快
な
人
だ
っ
た
そ
う
の
新
入
社
員
教
育
に
出
る
の
さ
え
嫌

で
す
.

に
な
り
、
私
た
ち
も
ポ
イ
コ
γ
ト
し

十
八
歳
に
な
る
と
、
二
人
一
緒
に
て
、
知
ら
な
い
街
を
あ
て
も
な
く
、

磁
の
免
併
を
取
っ
て
毎
日
の
よ
う
ブ
ラ
ブ
う
し
て
績
に
仰
り
ま
し
た
.

に
、
ド
ラ
イ
ブ
し
ま
し
た
.
俊
業
中
翌
日
は
、
謀
長
に
呼
び
だ
さ
れ
叱
6

に
、
後
の
席
に
跨
っ
て
、
ア
メ
を
ま
れ
ま
し
た
.そ
ん
な
ム
歪
の
態
度
に
、

わ
し
て
し
ゃ
ぶ
っ
た
り
:
.
楽
し
い
一
年
も
過
ぎ
る
と
仲
間
も
ど
ん
ど

日
々
で
し
た
.

ん
、
辞
め
て
行
き
ま
し
た
.

、

…
「
が
ん
ば
っ
て
!
と
オ
ル
グ
先
で
言
わ
れ
て
と
て
も
…

…
う
れ
レ
か
っ
た
」
と
市
川
さ
ん
@
菅
野
さ
ん
@

通
信
鶴
三
大
メ
ー
カ
ー
の
一
つ
三
池
争
議
以
来
、
約
初
年
ぶ
り
の
盗
殺
な
ど
.
指
名
解
厨
の
ね
ら
い

三
干
の
支
燦
労
組
や
、
一
万
人
を

沖
電
気
工
業

(本
社

・
東
京
、
=
一
指
名
解
鹿
で
す
.
が
、
活
動
家
を
排
除
し
、
残
る
労
冬
季
支
慶
す
主
」
に
支
え

筆
血
男
社
長
、
約
一
万
三
千
人
)
そ
の
後
n
企
業
危
横
u
は
ど
ζ

働
者
を
い
っ
そ
う
レ
め
つ
り
、
も
ら
れ
て
、
企
諜
に
「
苔
切
り
の
自

は
「
経
営
危
横
だ
」
「
人
が
号
車
〆
〆

r

〆

〆

由

」
の
旗
を
与
呑
也
な
/
生
き
る

っ
て
い
る
」
と
祢
し
て
、
千
五
盲

沖

電

気

指

名

解

雇

撮

四

回

争

と

は

覇

、

働

く
権
利
を
守
ろ
う
三

人
の

「希

望

議

」

季

セ

提

案

全

力

で

職

場

復

帰

を

め

さ

て

奮

こ
の
あ
と
退
職
強
要
に
応
じ
な
い
へ
や
ら
、
史
上
原
高
の
利
益
、
七
う
け
を
ふ
や
す
こ
と
に
あ
っ
た
乙

闘
し
て
い
ま
す
・
な
お
、
裁
判
輔

三
百
人
に
、
均
年
け
月
、
指
名
解
百
人
以
上
の
新
採
用
、
九
州
に
百

と
宏
明
し
て
い
ま
す
.
現
在
列
人
争
も
、
柾
人
調
べ
に
入
り
、
頂
要

磁
を
強
行
.
大
正
企
業
で
は
三
井
億
円
以
上
亭
投
資
し
て
新
工
場
の
で
神
電
気
争
援
団
亭
福
成
し
、
約
延
段
階
を
む
か
え
て
い
ま
す
.

、
そ
し
て
五
年
自
.
突
然
、
残
っ
て
励
ま
し
の
中
で
、
今
日
ま
で
み
ん
な
さ
ず
、
争
波
聞
の
仲
間
に
‘
迷
感
を

川

口

夏
の
太
陽

い
た
私
た
ち
に
指
名
解
屈
の
攻

g
.
と
一
緒
に
闘
え
た
こ
と
が
拶
の
ょ
う
か
け
て
ば
か
り
い
ま
す
が
、
子
供
は

川

線

V

'
・
が
融
市
え
る
八
月

号

仕

事

し

て

い

重

た

ち

の

で

す

・

職

室

長

き

:

つ

一一
成
は
げ
ま
す
・

…

川

・

4
U
雪

国

日

産

と
ζ
ろ
へ
来
て
「
あ
し
た
は
会
社
へ
望
渇
臓
に
応
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
全
国
の
例
山
0
み
な
さ
ん
.
今
日

川

L
P』

l
F
・
期
大
会
(
長
野

き

て

よ

い

/
」
と
大
声
で
い
い
、
が
、
告
に
対
す
る
怒
り
は
、
日
ま
で
の
暖
い
支
暖
あ
り
が
と
う
ご
ざ

川

己

調

県

)
に
沖
電
気

よ
く
聞

3
2を抑
え
る
な
百
と
地
す
ば
か
り
で
、
争
議
の
中
い
ま
す
a

私
た
ち
長
か
ら
も
、

i
e
2
T普
か
ら
四

ど
暴
力
ま
が
い
の
行
為
で
し
た
.
毎
で
生
ま
れ
た
子
供
の
世
話
や
家
事
な
庖
撒
固
ま
で
、
と
も
に
が
ん
ば
っ
て

州
首
ョ
'
.
ぷ

人
が
診
加
し
ま

日
毎
日
、
大
声
で
「
や
め
ろ
、
や
め
ど
協
力
し
て
く
れ
ま
す
.
い
き
ま
す
.
働
く
者
が
安
心
し
て
生

川

4
可

溺
起

し
た
V
多
少
お

ろ
」
と
退
職
を
強
憂
さ
れ
、
つ
ら
い
菅
野
さ
ん
も
同
じ
頃
子
供
が
生
ま
活
で
き
る
社
会
を
子
供
た
ち
に
残
す

川

っ
く
う
に
思
い

日
身
で
し
た
・
思
え
ば
私
た
ち
は
入
れ
、
保
育
所
の
ζ
と
、
生
活
の
と
と
た
め
に
|

l
.
F

川
な
が
ら
も
、
長
野
に
行
っ
て
み
た

祉
の
君
、
解
雇
の
君
、
虫
け
ら
を
い
つ
も
話
し
合
い
ま
す
.
子
供
が

h-ra'
川
い
と
い
う
旅
行
気
分
で
私
も
参
加

の
館
長
わ
れ
ま
し
た
・

黙
を
出
し
た
り
、
ま
ひ
に
な
っ
た

A
w
a
d
-圃
・

川
し
ま
し
た
・

5毎
年
、
警
の

震
か
ら

一
0
0
0日・

仲
間
の
り
と
予
定
し
て
い
た
行
動
に
砂
加
で

倒

、

例

川

事
長
会
が
開
館
さ
れ
る
か
と

内

-
e53gfizz-zi'Ez--i255z;2・
sift
---
't'ft・
-
2
f
i
z
z
f
f
・

--id
川
い
う
脱
出
母
親
大
会
に
附
す
る

叫
川

H

関
心
事
M

で
し
た
が
、
と
に
か

コ
主
主
ヲ
な
1
本

を

コ

く

る

耳

、

と

し

て

じ

く
震
の
丘
伝
に
は
良
い
機
会
だ

ELF汁
]
白

H
J
J
E
ι
寸
ベ
J
匂

て

く

Z口
旦
伊

L
Z」
1
L
寸

判

、

、

い

川
と

「な
に
を
み
つ
め
て

朔
ぷ
の

1
1

以
川

か
」
ぬ
冊
、
参
加
践
を
作
る
た
め

山

自

治

労

大

津

市

労

連

山

口

同

さ

ん

日

の

「
ハ
ぷ
カ
チ
」
百
枚
、
ピ
ラ
二

-

川
千
枝
、
そ
の
他
支
度
す
る
会
の
呼

対

¥

ノ

、

晶

‘

.

.
 
曹
司

d
rr

期
雲
隠
れ
認
と
し
て
、
戦
後
か
二
臨
調
の
土
光
会
長
に
申
し
入
れ

に

び
か
け
な
ど
い
つ
は
い
持
っ
て
出

一

一

義

一

、職

二

哩

可

h
qV

つ
て
な
か
っ
た
大
震
な
筒
祉
や
て
い
る
よ
う
に
、
分
断
攻
撃
が
さ

ニ

発
し
ま
し
た
マ
私
た
ち
は
①
詰

・
-ZE--

F
-
-
-司

、
‘a
.
寸

O

M

-

U

円
一

』

匠

噌

e

F

j

マ

/

教
育
の
切
り
捻
て
。
そ
れ
を
揺
れ
て
き
て
い
ま
す
・

…
川

会
で
書
す
る
こ
と
②
持
っ
て
い

一
体
一

・

周

斗

J
Y
J

a

患
に
回
し
、
ひ
い
て
は
大
詰

厳
し
い
と
の
情
勢
亭
克
服
し
て

ぷ

く
本
な
ど
全
部
売
る
ζ
と

童

保

一
じ

一

・

回

二

帽

税
へ
と
進
む
路
号
、
行
革
の
名
民
主
的
な
自
著
作
っ
て
い
く
た

に

に
し
て
参
加
し
、
自
署
管

ト

一

込

一

色

・

・

医

の
下
に

一
挙
に
や
り
遂
げ
さ
っ
と
め
に
は
、
沖
妥
の
よ
う
に
、
肢

小
川

ま
し
た
。
全
日
男
の
お
ば
ち
ゃ

"
τ
率
一
掘
調
遍
，

J
}
|

一-4
-

d

山
間
際
問
凶

p

a

-

-闘

し
て
い
る

の

で

す

.

も

労

働
者
の
組
本
的
な
柵
利
の
存
吋

川
ん
や
、
か
な
り
自
に
つ
い
た
公
務

(
4
.
，y'p
私
た
ち
公
務
員
響
に
は
否
を
か
り
画
っ
て
い
ま
に

江

口
の
お
母
さ
ん
た
ち
全
国
い
ろ

4
4
負
園
田
四
四
五
四
時
雨
〓
E
・
司
、
乙
の
数
年
来
、
非
常
に
厳
し
い
人
勝
利
す
る
と
と
が
、

ど
う
し
て
も

叫

川
ん
な
地
域
職
場
か
ら
診
加
し
た
伸

一

沖
電
気
の
仲
間
の
み
な
さ
ん
が
昨
年
六
月
の
衆
・
高
時
撃
で
件
襲
撃
が
加
え
ら
れ
て
き
て
い
番
で
す
・
ζ
の
さ
つ
な
闘
い
こ

川
聞

の

設
で
す
ば
ら
し
い
大
会
に

恥

七

八
年
十
一
月
に
、
労
働
者
の
政
府
自
民
党
が
圧
勝
し
て
以
来
、
ま
す
が
、
そ
の
仕
上
げ
と
し
て
、
通
じ
て
と
モ
、
真
に
労
働
者
の
生
山

川
な
り
ま
し
た
・

v乙
の
中
で
母
親

吋
生
存
織
を
否
定
す
る
指
名
解
雪
量
に
反
動
化
し
て
い
る
今
日
の
臨
調
の
第
示
答
申
に
盛
り
込
ま
活
と
権
利
を
吉
正
し
い
労
働
注

工

大
会
の
底
流
に
あ
る
の
は

MZU

F

受
け
て
か
ら
皐
や
一
一
一
ヵ
年
近
く
に
情
関
下
で
は
、
場
に
「
よ
そ
事
」

れ
て
い
る

「公
務
員
の
五
O
略
的
制
動
を
発
展
さ
せ
る
潮
流
を
大
き
く
小

川
の
間
闘
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し

べ
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
私
は

と
い
う
と
ら
え
方
で
は
、
す
ま
さ

減
給
与
の
抑
制
」
が
あ
る
の
で
す
・

す
る
事
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
・

べ

川
た
.

「
骸
戦
争
か
ら
子
ど
も
を
守

一
地
方
自
治
体
労
働
者
と
し
て
、
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
乙
の
第
二
臨
調
が
実
路
さ
れ
る
大
津
市
労
連
も
微
力
で
す
が
、
問

川
ろ
う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
生
命
を

…

ζ
の
争
議
に
無
関
心
で
は
い
ら
れ
の
が
私
の
実
感
で
す
・

と
、
当
然
の
取
と
し
て
、
私
た
ち

ζ
の
沖
電
気
争
臓
支
鐙
の
取
組
み

山

川
生
み
だ
す
母
親
の
共
通
の
願
い
で

ケ

革
せ
ん
・
去
る
七
月
十
日
に
出
さ
れ
た
第
の
片
山
切
り
と
い
品
般
事
警
を
今
ま
で
以
上
に
強
化
し
た
い
と

山
川

し
よ
う
・
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
八

w

指
名
解
胞
と
い
う
木
当
な
行
為
二
臨
測
の
第

一
次
答
申
で
は
、
そ
れ
る
の
で
す
・

考
え
て
い
ま
す
・

品
川

月
。
ア
メ
リ
カ
は
中
性
子
爆
弾
の

刊
は
、
私
た
ち
自
治
悼
労
働
者
の
上
の
危
険
な
方
向
が
よ
り
明
確
に
な

一
方
、
労
働
界
の
実
状
は
と
言

限
後
に
、
全
国
の
自
治
体
に
働
吋

川
製
造
を
決
め
ま
し
た
・
ま
る
で
母

"

に
は
、
戦
後
の
G
H
Q支
配
下
の
っ
て
き
て
い
ま
す
・
国
民
の
尚
潔
う
と
、
民
間
労
働
者
な
ど
で
結
成
〈
仲
間
の
み
な
さ
ん
が
、

ζ
の
闘

陣

川

期

大

会
に
挑
戦
す
る
か
の
よ
う

一

ヒ
ド
パ
1
ジ
以
後
、
ほ
と
ん
ど
で
民
主
的
な
政
府
案
っ
て
を
し
て
い

る

暴

霊

童

話

い
に
草
さ
れ
る
と
と
を
心
か
ら

ニ

に
・
平
和
の
大
切
さ
を
撃
さ
せ

叩

起

っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
い
と
い
主
政
改
革
へ
の
大
き
な
ど
の
行
政
改
革
の
胆

F
事

訴

え

ま

す
・

…

川
ら
れ
る
八
月
の
出
来
事
で
し
た
・

?
i
z
-
-
i
i
d
i
-
-
i
S
E
t
-
-
Z
E
S
t
-
i
i
E
g
g
f
i
t
s
-
'
i
z
i
g
f
i
e
-
z
L
川

(記

・
佐
藤
正
子
)

首
里
高
佼
で
は
剣
道
部
.

日

前
列
の
中
央
が
菅
野
亨
~
…

後
列
左
が
市
川
さ
ん

85 



平

和

の

う

め

に

生

存

一
げ

る

か
ル
…

…
口
町
議
権
利
訟
を
求
め
¥
で

9
一

割
年
の

8
月
.
全
面
開
笛
者
問
題
に
レ
た
い
.
|

|
」
ζ
の
時
、
新
堂
て
き
ま
し
た
.
全
障
研
大
会
の
三
目

白
一
研
究
会
(
全
陣
研
)
節
目
回
大
会
が
さ
ん
の
顔
が
上
下
に
動
い
た
.
聞
は
、
あ
ま
り
食
事
を
し
な
い
様
に

，
一
東
京
で
開
か
れ
た
.
そ
の
一
つ
の
分
「
陣
笛
者
だ
っ
て
人
間
で
す
.
教
し
て
、
大
便
を
出
さ
な
く
て
す
む
よ

一
棋
会
の
高
校
の
教
室
.
机
三
つ
を
連
育
や
医
録
、
労
働
の
般
会
が
、
も
つ
う
に
l

|
」
た
い
へ
ん
な
努
力
で
あ

一
ね
た
固
い
、
急
作
り
の
ベ
ッ
ド
の
上
と
与
え
ら
れ
そ
雪
母
、
入
額
愛
に
る
・

一
に
、
ま
る
で
寝
袋
か
ら
顔
を
出
レ
満
ち
た
社
会
に
し
な
り
れ
ば
、
陣
嘗
「
う
っ
か
り
、
生
活
の
話
を
す
る

一
た
僚
な
か
っ
と
う
で
、
首
だ
吋
も
者
は
生
活
で
き
ま
せ
ん
・
そ
の
た
め
と
、
余
裕
が
あ
る
と
み
な
さ
れ
、
宇

一
ち
上
げ
て
、
全
国
か
ら
『め
ざ
そ
う
、
に
は
、
陣
窃
者
自
身
が
、
稲
田
倒
的
に
当
が
カ
ッ
ト
さ
れ
る
の
で
は
i
と
剛

一
陣
智
者
の

「
完
全
診
加
と
平
等
を
」
訴
え
を
レ
て
い
か
ね
ば

・
」
と
鱈
る
富
者
は
あ
ま
り
実
態
を
出
さ
な
い
」

一
さ
け
ぼ
う
い
の
ち
と
平
和
の
尊
さ
新
堂
さ
ん
は
、
動
か
ぬ
問
手
、
両
足
と
い
う
お
母
さ
ん
.
新
堂
さ
ん
は
斜

一
を
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
集
ま
の
体
を
、
事
精
子
に
締
り
つ
付
て
日
子
で
月
に
十
万
ぐ
ら
い
の
生
活
費
だ

一
っ
た
仲
間
の
訴
え
や
、
報
告
を
、

二
本
中
を
飛
び
ま
わ
っ
て
い
る
.
と
そ
っ
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
.
そ

一
コ
ニ
コ
顔
で
聞
く
、
新
堂
さ
ん
.
ム
今
回
も
新
幹
線
の
席
四
つ
を
取
り
の
お
母
さ
ん
が
、
怒
っ
た
の
は
、
厚

月

一
シ
風
呂
の
よ
う
な
午
後
三
時
過
ぎ
の
客
席
を
向
い
合
わ
せ
、
モ
の
上
に
折
生
省
の
課
長
か
ら
「
傷
城
軍
人
は
、

/

一
教
室
、
顔
に
汗
が
ツ
l
と
流
れ
る
・
り
タ
タ
ミ
式
の
叡
亭
敷
い
て
の
よ
日
お
国
の
た
め
に
働
い
た
の
で
年
金
も

円
一

す
か
さ
ず
扇
子
を
踊
か
す
お
母
さ
ん
で
あ
る
・
側
に
は
お
母
さ
ん
が
、
い
上
る
の
は
当
然
だ
が
、
あ
な
た
た
ち

加
一

の
秀
子
さ
ん
が
、
そ
の
汗
一
を
ふ
く
・
つ
も
手
足
と
な
り
働
く
が
も
う
月
歳
聖
者
は
自
分
で
勝
手
に
そ
是
つ

ロ
一

時
に
は
ス
ト
ロ
ー
で
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
の
高
齢
で
あ
る
.
一
人
で
は
広
志
さ
た
の
だ
か
ら
l

l
」
と
言
わ
れ
た
時

1
一
ま
せ
て
も
ら
う
.
衣
服
は
汗
で
グ
シ
ん
を
、
支
え
る
の
は
困
難
で
、
仲
間
だ
と
.

費

一
ヨ
グ
シ
ヨ
で
あ
る
・

の
介
助
が
必
要
で
あ
る
.
「
大
使

唾
一

仲
間
の
報
告
が
続
く
・
京
都
か
ら
は
、
出
か
り
る
思
自
に
全
部
官

、つ
一
参
加
の
車
都
子
に
乗
っ
た
m
H
年
が
、

よ

一
ノ
ド
を
絞
る
駿
な
、
か
す
れ
た
同
で

し

一
懸
命
の
発
言
「
じ
ぷ
ん
の
た
め
に
も
寸
i
J

会

一
た
に
ん
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
が
い
了
一
一

U
一
っ
し
ょ
に
、
よ
言
ゅ
う
じ
っ
げ
ん

三

一

l
一
の
み
ち
す
じ
、
じ
つ
じ
よ
う
を
、
お

一剛

J

A
E
-

-

-

一
山

-

る

一
た
が
い
に
し
り
、
あ
す
へ
の
ち
か
ら
弓
』

す援支 (2 ) 1981牢 9月 1日

残
さ
れ
た
私
た
ち
は
、
雑
草
の
四
人
な
り
五
人
寄
添
い
合
っ
て
、

よ
う
に
ふ
み
に
じ
ら
れ
た
り
、
摘
お
互
い
に
助
り
合
い
な
が
ら
生
活

み
取
ら
れ
て
も
、
必
死
に
い
ば
ら
す
れ
ば
出
来
る
か
と
思
い
ま
す
.

の
泡
を
奇
も
な
お
あ
ゆ
み
つ
づ
け
そ
う
し
た
生
活
の
場
が
あ
っ
た
ら

て
お
り
ま
す
.

よ
い
が
な
ぁ
と
思
い
ま
す
.
モ
れ

私
の
五
十
歳
、
六
十
銭
の
頃
は
、
が
「
共
同
生
活
ホ
l
ム
」
と
い
う

広
志
の
行
き
た
い
と
い
う
と
と
ろ
も
の
で
す
・
し
か
レ
、
現
在
の
日

へ
つ
れ
て
行
き
ま
し
た
.
映
画
を
本
で
は
、
そ
う
し
た
企
画
は
も
た

見
た
り
、
鱗
凶
を
き
い
た
り
、
陣
れ
て
い
ま
せ
ん
.
私
た
ち
が
、
そ

月
日
の
た
つ
の
は
、
水
の
流
る
て
い
ま
レ
た
.
児
は
長
生
き
出
来
な
い
か
ら
、
だ
害
者
の
交
流
に
出
か
げ
た
り
、
短
れ
を
つ
く
る
努
力
を
レ
な
り
れ
ば

蜘
る
如
し
と
か
、
流
れ
来
て
、
流
れ
当
時
有
名
な
骨
務
病
院
長
の
矢
い
じ
に
か
わ
い
が
っ
て
あ
げ
な
さ
歌
の
会
へ
行
っ
て
勉
強
し
た
り
、
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
.
外
国
で
は
、

酔

行
く
、
歳
月
は
、
つ
も
り
つ
も
っ
崎
先
生
、
小
児
税
の
長
回
目
先
生
(
先
い
と
、
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
.

腕

轡
会
に
と
連
れ
て
歩
き
ま
し
た
す
で
に
そ
れ
が
成
功
し
て
実
現
し

骨
て
、
震
度
聞
留
者
の
広
志
に
も
還
代
)
、
中
村
病
院
の
先
生
に
診
て
そ
の
後
、
妹
や
弟
が
生
ま
れ
ま
が
、

今
で
は
介
助
が
な
付
れ
ぽ
、
て
い
ま
す
.

骨
暦
を
迎
え
、
私
も
来
年
は
八
十
歳
も
ら
い
ま
し
た
が
、
病
名
も
原
因
し
た
の
で
、
私
は
附
笛
児
を
か
か
私

一
人
で
は
、
ど
う
す
る
と
と
も
今
年
は
「
国
際
間
部
省
年
」
で

骨

4

に

な

り

ま

す

.

も

判
ら
ず
、
首
を
か
し
げ
る
ば
か
え
大
家
族
の
生
活
と
、
弟
妹
の
育
出
来
ま
せ
ん
.
目
一
日
と
私
は
自
す
.
世
界
の

mg者
の
願
い
は
、

4

4

広
志
の
生
れ
た
の
は
、
大
正
十
り
で
し
た
.
早
速
、
斑
京
の
帝
大
児
に
夜
も

E
b必
い
ま
わ
さ
れ
て
分
の
限
界
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
「
陣
由
者
が
住
み
や
す
い
社
会
を
」

4

↓
年
八
月
の
盛
変
で
し
た
.
生
後
三
病
院
(
今
の
斑
大
病
院
)小
児
税
で
い
ま
し
た
.
関
東
大
震
災
、
空

鰻

、

ま

し

た

.

と

荷

担

し

て

お

り

ま

す

.

東

西

国

4

一
ヶ
月
目
、
そ
の
年
の
+
一
月
に
、

診
断
を
受
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
戦
災
、
終
戦
と
社
会
の
荒
波
に
浮
そ
と
で
、
私
の
亡
き
後
は
、
広
は
ち
が
っ
て
い
て
も
、
お
互
い
に

F

当
時
、
位
界
的
に
流
行
し
て
い
た
不
明
で
し
た
.
後
で
研
究
の
結
果
、
き
つ
沈
み
つ
し
て
い
る
う
ち
に
、
志
は
ど
う
し
て
生
活
す
る
の
か
な
障
害
者
も
人
間
ら
し
い
生
活
を
の

』
悪
性
感
冒
に
か
か
り
、
四
十
度
の
リ
γ
ト
ル
氏
病
と
の
乙
と
で
、
薬
弟
妹
は
成
長
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
縫
あ
と
、
心
配
す
る
よ
う
に
な
り
ま
ぞ
ん
で
お
り
ま
す
.

争
高
田
開
が
数
週
間
続
き
、
幼
い
命
も
も
注
射
も
な
く
手
当
の
方
法
も
あ
立
っ
て
行
き
ま
し
た
.
つ
づ
い
て
し
た
.
あ
れ
乙
れ
と
色
々
考
え
ま
湿
度
の
陣
笛
を
も
っ
親
と
し
て

骨
生
死
の
さ
か
い
を
さ
辛
よ
い
ま
し
り
ま
せ
ん
で
し
た
.
そ
の
後
、
京
主
人
も
、
生
活
に
つ
か
れ
た
の
か
レ
た
が
、
湿
度
の
広
志
は
、
到
底
命
あ
る
限
り
と
の
ホ
l
ム
を
実
現

唱

た
.
よ
う
や
く
解
黙
し
た
時
は
、
大
で
も
同
僚
の
み
た
て
で
し
た
.

沢

山
の
借
金
と
私
た
ち
母
子
を
残

一
人
で
は
生
活
が
出
来
ま
せ
ん
.
さ
せ
る
よ
う
「
ガ
ン
バ
り
」
た
い

『
首
も
手
も
定
も
ブ
ラ
ブ
ラ
に
な
っ
ど
の
先
生
も
、

ζ
ん
な
扱
い
閉
包
し
て
終
発
い
た
し
ま
し
た
.

モ

ζ
で
、
同
じ
よ
う
な

m
g者
が
、
と
思
い
ま
す
.

・6・・V
E
A.

，E

命
あ
る
限
り
が
ん
ば
り
ま
す

「沖電気争議の勝利が障害者問題の

前進に繋がる」と新堂さん

新

堂

う
新
盤
さ
ん
の
経
撃
を
二
度

と

鰍

り

到

河

返

さ

ぬ

た

め

に

も

、

一

日

も

皐

い

指

に

く

名

解

屈

の

撤

回

を

.

そ

の

と

と

が

、

〉

〉

私

の

新

堂

さ

ん

に

対

す

る

、

さ

さ

や

に

に

か
な
国
務
で
あ
る
と
信
じ
て

.

3

ご

連
絡
先
愛
知
川同

捜

橋

市

広

小

路

肱

肱

5
丁
目
4
番
地
の
2

陣

審

者

と

市

二

三

民

の

連

帯

を

め

ざ

す

「

蛍

橋

や

ま

び

抑

件

乙
会
」
会
長
新
堂
鹿
志

T
E
L

こ

こ

0
5
5
2
1
M
0
4
7
0

謝

司
ご

二

-
!

l
-

J

I
l

-

-

b
v

ル
V

一
取
材
を
おね
え

て

一

一

一

一
見

す

る

と

夫

婦

の

よ

う

な

親

コ

ヨ

子

.

き

び

し

い

日

々

の

連

続

も

、

明

に

に

日
へ
か
げ
る
期
待
に
比
較
す
れ
ば
、
つ

コ

「
く
や
し
く
て
、
だ
れ
が
な
り
た
知
織
も
必
要
だ
と
、
ぬ
歳
か
ら
N
H

困
難
と
感
じ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
.

K

に

く
て
ζ
ん
な
嬰
に
.
で
も
泣
い
て
い

K
の
通
信
高
校
へ

4
年
.
そ
の
後
、
昧
の
あ
る
言
葉
で
あ
る
.

底

按

け

に

明

る

い

親

子

で

あ

る

.

コ

コ

「
は
る
か
な
陽
ざ
し
」
(
風

…

c

亡

ら
れ
ま
せ
ん
.
今
日
も
一
生
懸
命
に
日
本
福
祉
大
学
へ
は

ωキ
ロ

も

離

れ

世

界

に

障

害

者

は

四

億

五

千

万

同

じ

陣

醤

を

持

つ

仲

間

の

相

談

役

肱

航

媒
社
)
「
常
臥
の
歌
」
(
草
土

…

珂

が
ん
ば
っ
て
い
る
伸
聞
や
そ
れ
を
支
た
名
古
屋
ま
で
電
車
通
学
.
乙
の
エ

人
、
日
本
に
は
約
四
百
万
人
.
健
常
と
し
て
も
多
忙
な
毎
日
。
頭
が
下
る

=

世

界

人

組
宣
言
(
一

九
四
八
筈
者
問
題
は
、
国
民
の
生
活
全

ご

文
化
)
「
間
害
者
と
人
権
」
(

時

〈
接
し
て
く
れ
る
人
達
が
い
る
」
早
口
ネ
ル
ギ
l
も
、
自
分
の
変
革
と
社
会
者
だ
っ
て
生
活
が
た
い
へ
ん
な
、
現
お
母
さ
ん
は
も
う
八
+
歳
に
な
る
・

琳
年
)
の
理
念
の
具
体
化
と
し
て
般
(
生
き
る
権
利
、
働
く
権
利
神

事
通
信
社
)

「
ソ
ビ
エ
ト
陣

筈

〉

で
括
す
こ
の
お
母
さ
ん
が
「
一

O
O
の
変
革
の
た
め
の
情
織
か
ら
で
た
も
在
を
と
も
に
生
き
る
に
は
き
び
し
一
人
で
は
息
子
さ
ん
の
介
助
も
無
理

ニ
「
国
連

・
障
害
者
の
十
年
」
が
学
ぶ
権
利
、
政
治
歩
加
の
権
利
二

児
教
育
見
た
ま
ま
聞
い
た
ま

歳
ま
で
、
と
の
子
の
め
ん
ど
う
、
み
の
で
し
ょ
う
.
私
は
聞
笛
者
の
事
を
い
。
働
く
取
が
、
人
間
を
発
展
さ
す
で
あ
る
.一

日
も
早
く

「共
同
生
活
羽
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
.
世
界
の
な
ど
)
と
深
い
か
か
わ
り
が
あ
瑚

ま
」
(
ひ
ま
わ
り
曾
房
)
な
ど

…

r

ニ

コ

な
り
れ
ば
」
と
笑
う
口
元
に
、
新
し
ょ
く
知
ら
な
い
が
、
新
堂
さ
ん
は
「沖
基
本
な
の
に
、
そ
れ
も
与
え
ら
れ
な

ホ
l
ム
」
の
実
現
が
留
ま
れ
る
・

c
m留
者
は
四
億
五
干
万
人
と
醤
り
ま
す
・

mg者
の
人
胞
が
保
こ

轡
も
多
い
新
堂
さ
ん
と
お
母
さ

…

v

h

v

h

、
社
会
を
切
り
痛
く
決
意
と
、
子
の
電
気
の
闘
争
が
勝
利
す
る
ζ
と
が
聞
い
.
生
存
権
や
働
く
権
利
を
噂
わ
れ
乙
の
親
子
に
私
は
、
人
間
と
は
何
淵
わ
れ
て
い
ま
す
.
そ
の
ほ
と
ん
閉
さ
れ
な
い
社
会
は
、
労
面
者
河

ん
・
左
右
の
青
年
は
介
助
の
伸

…

三

二

将
来
に
対
す
る
不
安
を
感
じ
た
.
曲
目
者
問
題
の
前
進
に
繋
が
る
」
と
キ
た
、
私
と
苦
し
み
、
悩
み
は
同
じ
だ
.
か
を
強
く
教
え
ら
れ
た
.

(松
蛾
〉

〈
ど
が
戦
争
の
犠
牲
者
な
の
で
す
や
市
民
の
人

mも
保
障
さ
れ
な
く

問
.
四
年
8
月
8
日
銀
彫

山

肱

肱

新
掌
さ
ん
は
、
が
ん
ば
り
白
血
で
す
.
ッ
パ
リ
と
言
い
切
る
.
た
い
へ
ん
な
私
は
、
聞
協

者

の

実

容

を

知

ろ

う

と

ス

つ

ま

り

平

和

の

問

題

で

も

あ

い

と

考

え

ま

す

。

私

た

ち

自

身

~

一

連
動
を
鉱
げ
る
た
め
に
は
、
教
養
や
苦
労
の
連
続
を
乗
り
切
っ
た
人
の
虫
し
な
か
っ
た
事
を
恥
る
・

モ

し

て

醤

に

る

の

で

す

・

ζ
の
よ
う
に
、

障
の
聞
笛
者
問
題
な
の
で

す

・

に

新
堂
虞
志
さ
ん
側

秀

子

さ
ん

附

86 

人
権
は
自
分
に
も
あ
る
が

他
人
に
も
あ
る

矢

島

せ
い
子
さ
ん

(
障
全
協
会
長
)
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『神
電
気
の
一
九
七
八
年
の
一
三
げ
か
せ
る
ほ
ど
健
康
般
腹
も
進
行
。

五
O
名
の
人
口
堕
理
|

指
名
解
回

「門
前
で
配
布
さ
れ
る
ビ
う
は
、

は
、
「
去
る
も
地
獄
」
の
中
か
ら
抑
会
社
再
強
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
従
業
一

電
気
争
議
面
の
闘
い
を
生
み
出
し
ま
員
を
ヒ
ポ
ウ
中
傷
す
る
も
の
で
あ
る
一

し
た
が
、
私
は

「残
る
も
地
獄
」
の

か
ら
受
付
と
ら
な
い
よ
う
に
」
と
、

一

中
で
、

会
社
の
非
人
間
的
な
織
場
労
働
者
の
知
る
権
利
を
圧
迫
し
、
ピ
一

(
村
)
八
分
に
低
抗
し
て
き
ま
し
た
う
受
付
取
り
を
成
績
査
定
に
反
映
さ
一

が
、
つ
い
に
今
回
、
配
転
強
民
l
l
せ
た
り
、
伸
沼
氏
裁
判
を
、
年
休
を
一

解
府
の
攻
務
を
受
け
る
に
至
り
ま
レ
と
っ
て
傍
唱
し
た
労
働
者
に
対
し
て
一

た
』
(
田
中
解
限
撤
回
闘
争
の
訴
え
)
翌
日
呼
び
だ
し
、
い
や
が
ら
せ
、
平
一

今
年
六
月
二
十
九
日
、
八
王
子
工
捗
を
し
た
り
、
仕
耶
を
単
純
作
業
に
一

崩
L
S
I裂
に
勤
務
し
て
い
た
田
中
っ
か
せ
差
別
的
扱
い
を
す
る
な
ど
の
一

啓
郎
さ
ん
(
お
歳
)
に
対
し
て
、
沖
不
当
な
攻
撃
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
.
一

電
気
は
配
転
命
令
を
娼
否
し
た
と
し
伸
也
気
の
職
場
に
お
り
る
こ
れ
ら

一

て
、
解
師
連
署
し
て
き
ま
し
た
.

の
事
実
は
、
指
名
解
屈
を
テ
コ
と
し

一

そ
れ
は
、
「
銭
る
も
地
獄
」
の
よ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
だ
一

う
な
職
場
支
配
の
な
か
か
ら
、
お
ζ

付
に
、

伸
争
犠
団
の
伸
聞
と
辿
稽
し
一

っ
た
の
で
す
.
い
ま
、
神
沼
気
の
職
て
指
名
解
庖
撤
回
の
闘
い
と
と
も
一
朝
日
木
工
の
工
場
は
、
豊
川
稲
荷

場
で
お
と
っ
て
い
る
と
と
は
l

に
、
明
る
く
、
働
き
が
い
の
あ
る
職
一
か
ら
約
二
キ
ロ
、
自
衛
隊
前
.
附
近

東
京
工
場
縦
約
や
、
宮
崎
沖
電
気
掛
を
め
ざ
し
て
、
沖
電
気
の
職
場
の
一
に
は
、
学
校
、
公
園
、
体
育
館
な
ど

の
建
設
な
ど
に
伴
っ
て
、
長
距
続
通
「
支
侵
す
る
会
」
の
仲
間
を
中
心
に

一市
の
施
設
が
集
中
し
て
い
る
い
わ
ゆ

鋤
や
問
中
吋
赴
任
、
は
な
は
だ
し
い
場
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
.
会
口
の
呼
ぴ
一
る
「

一
級
地
」
で
あ
る
.
ζ
の
地
に

合
は
迫
職
に
追
い
こ
ま
れ
る
労
働
者
か
け
に

「お
も
て
立
っ
て
行
動
す
る
一
朝
日
木
工
破
産
反
対
翻
争
が
あ
る
.

を
も
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ζ
と
は
出
来
な
い
が
、
出
来
る
ζ
と
一
朝
日
木
工
の
資
本
金
を
、
一

O
O揺

ら
で
「
単
身
赴
屈
も
ま
た
楽
し
」
、
は
協
力
し
た
い
.
が
ん
ば
っ
て
ほ
し

一観
る
東
芝
が
、
新
し
く
は
じ
め
た
音

「地
方
で
は
家
を
磁
て
る
と
と
も
出
い
」
な
ど
、
運
動
は
誌
が
り
つ
つ
あ
一
鵬
首
事
業
に
失
敗
す
る
や
、
い
と
も
簡
は
そ
の
一
例
で
す
.
と
の
問
、
管
財

来
る
」
な
ど
の

g辰
を
す
る
会
社
.

り
ま
す
.

-
単
に
資
金
融
資
を
打
切
り
、
朝
日
木
人
交
渉
、
地
労
長
で
の
「
東
芝
の
不

自
主
サ
ー
ク
ル
活
動
の
名
目
で
、
お
し
ま
い
に
、
田
中
哲
郎
さ
ん
の
一
工
か
ら
の
撤
退
を
き
め
ま
し
た
.
年
当
労
働
行
為
」
闘
争
を
す
す
め
な
が

休
恕
時
間
や
定
時
外
で
の
サ
ー
ビ
ス

訴
え
か
ら
紹
介
し
ま
す
.

一
の
瀬
も
抑
レ
迫
っ
た
一
九
八

O
年
十
ら
十
五
滋
の
東
芝
本
社
抗
措
を
待
な

残
業
が
地
え
て
い
ま
す
.
一
方
で
は

『私
は
昨
年
の
組
合
支
部
役
員
選

一
二
月
一
日
の
と
と
で
す
.
羽
田
木
工
っ
て
い
る
.
東
芝
は
「
朝
日
と
は
無

月
三
百
時
間
を
超
す
酌
駒
栄
や
、
月
百
挙
で
も
叫
ぴ
つ
づ
け
ま
し
た
.
「
い

一経
営
者
は
、
倒
産
の
経
過
説
明
と
し
関
係
、
一
斉
の
話
し
合
い
を
拒
否
す

時
間
の
残
業
は
あ
た
り
前
と
い
う
職
く
ら
会
社
が
、
発
展
さ
せ
る
た
め
と
一
て
「
一
千
万
円
の
手
形
割
引
の
た
め
、
る
」
と
い
う
態
度
に
固
執
し
て
い
ま

場
も
あ
り
、
「
う
ち
は
ま
る
で
診
療
は
い
え
、
人
に
は
や
っ
て
良
い
と
と
一
干
九
百
万
円
の
宛
借
金
の
前
払
い
を
す
が
、
労
組
が
入
手
し
た
東
芝
の
甑

所
の
よ
う
だ
」
と
、
あ
る
酬
涯
を
な
と
憩
い
ζ
と
が
あ
る
は
ず
だ
汁
|』
一霊
に
要
一
関
し
た
が
矩
否
さ
れ
た
.

秘
文
轡
多
数
に
よ
れ
ば
「
東
芝
と
関

二

)

一

け

一

円

i
y
工

、

「

ト

一

〓

ご

三

又

ユ

一
土
地
も
盛
物
も
東
芝
名
儀
に
な
っ
て
係
な
く
、
い
か
に
、
朝
日
木
工
を
倒

一

何

百

ハ

色

沼

寿

一

需

与

え

小

一
号
、
銀
行
取
引
が
で
き
な
い
量
産
さ
せ
る
か
」
二
年

2
2

也
界
平
和
町
人

4

一
月
訪
れ
吋
刊
誌
目
白
持
q
u日
1
M
M
h
u

指
名

mmo広
帰

回

、

一
苦
震
季
測
し
追
い
こ
ん
だ
・

が
、
夏
一
京
の
争
議
組
合
、
争
議
団
の

由

中

に

対

イ

る

鰐

定

撤

回

一

労
組
の
合
理
化
協
力
で
改
票
実
現
置
か
い
連
帯
の
中
で
、
東
芝
独
占
を

沖

電

気

従

業

員

身

体

沙

問

令

一

川

持
続
銭
円
引
な
M
i

刊
誌
は
町
村
づ

洋
電
気
の
犯
で
t
罪

惇

消

滅

一

倒

産

い

ら

い

八
力
塁
、
労
働
組
合
人
の
首
切
り
も
許
さ
な
い
た
め
に
共

章

一は
三
十
七
人
が
団
結
し
て

「
東
芝
の
に
頑
張
り
た
い
・

一
計
画
倒
産
反
対
、
庖
用
確
保
」
を
か
連
絡
先
H
愛
知
県
豊
川
市
幾
通
十

一
か
げ
て
闘
っ
て
い
る
・
大
企
業
の
合
五
・
全
国
一
般
朝
日
木
工
労
働
組

一
翠
化
の
し
わ
ょ
せ
が
中
小
企
業
の
経
合

一
営
を
庄
迫
し
、
そ
と
に
働
く
労
働
者
〈
T
E
LV
O五
三
三
八
1
六

八

一の
生
活
不
安
、
雇
用
不
安
を
つ
く
り
九
九
O

一だ
し
て
い
ま
す
・
朝
日
木
工
の
倒
産

ー不当配転・解雇の田中闘争など一

「明るい職場を」の岡剛酬

東
芝
の
計
画
倒
産
は

仲間の機関紙に載っていました②

宗教人の田中さんは静かに両手を合

わせて、会社に抗議の意を表わす一

社前にて。

(福
島

・
石
井
さ
ん
)
夏
休
み

に
東
京
、
品
川
駅
近
く
で
、
車
窓

か
ら
H

神
沼
気
u

の
む
仮
を
み
て

み
な
さ
ん
の
事
を
忌
い
ま
し
た
.

お
元
気
に
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
.

(
埼
玉
、

上
村
さ
ん
)
今
頃
、

大
企
業
は
、
ひ
ど
い
な
あ
と
思
わ

れ
る
と
と
が
い
っ
ぱ
い
.
み
な
さ

ん
の
闘
い
の
大
事
さ
を
改
め
て
感

じ
て
い
ま
す
.

(
東
京
、
辻
さ
ん
)
横
浜
に
住

ん
で
い
た
時
、
知
り
合
い
に
な
っ

た
大
国
立
看
板
事
件
の
平
野
さ
ん

も
無
罪
に
な
り
ま
し
た
。
職
場
復

帰
ま
で
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
.

(大
阪
、
小
西
さ
ん
)
仲
間
の

会
費
と
カ
ン
パ
七
万
八
千
円
送
付

レ
ま
す
.

(
北
海
道
、
真
田
さ
ん
)
会
費

遅
れ
て
ス
イ
マ
セ
ン
.よ
ろ
し
く
.

新聞「都教組J 1632号より

一
一
「
問
符
鮪
川
で
切
り
す
て
て
い

一一
〈
汽
京
の
や
り
刀
に
古
引
っ
に
阪
が

一一
た
ち
ま
す
」
河
川
山
山
肌
が
剖
色

一

誤

認

ん

じ

ゃ

っ

て

シ

ョ

一一
'y
ク
で
し
た
ね
」
「
問
分
に
と
っ

一
一
て
は
黙
っ
て
い
ら
れ
な
い
ん
で

一一
す

」

品

、

悲

自

信

器

一
阿
の
支
絞
り
輸
長
げ
ゐ
白
山

一一
さ
ん
.

一一

七
一
名
と
い
う
穴
附
の
拍
お
僻

一一
照
が
強
行
さ
れ
て
ニ
咋
七
ヶ
円
。

一
交
鈍
す
る
会
が
結
成
さ
れ
自
に

一
迄
ん
バ
/

一
一3
a
一J

一

句
%
れ
砂

¥

川
ロ
省
担
寸
ト
η
見

舞
い
や
し
ル
げ
ま

す
-e

pι~ ユ
E
m

m
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支
扱
山
川
広
が
り
の

前
凶
さ
ん
は
僻
阿
撤
凶
一
周
印

の
似
の
に
草
加
、
「
他
の
臓
掛
に

仔
げ
ば
牛
私
で
き
る
の
に
知
山
引
っ

て
い
る
吊
品
問
の
人
沈
の
慨
を
凡

て
す
む
い
な
あ
と
瓜
っ
て
司
」
と

生
き
る
抱
刷
、
聞
〈
徹
利
吃
奪
っ

た
押
怪
気
へ
の
脱
だ
た
し
さ
と
、

闘
う
抑
似
の
仲
間
へ
の
生
き
方
に

抗
的
し
カ
ン
パ
柁
も
っ
て
支
援
会

の
門
を
た
た
〈
。

「吊
瀧
川
の
人
述
は
十
品
川
イ
に
説

団
体
署
名

個
人

署
名

仙
川
が
山
自
〈
て
ね
ば
臼
明
い
で
す
一

ね
」
と
れ
川
絹
川
町
も
削
じ
れ
い
怪

=

に

引

た

れ

て

.

一

一

文
部
火
会
で
も
訴
え
、
民
内
の
一

引
眠
制
に
文
訟
の
輸
を
広
げ
ま
一

ず
ω

執
行
益
剖
は
じ
め
次
々
と
会
一

向
に
。
「
支
援
す
る
中
央
教
職
仙
一

の
の
を
つ
く
り
た
い
で
す
ね
会
一

口
市
印刷
や
す
乙
と
が
悶
い
を
支
え
一

川
析
に
つ
な
が
る
乙
と
で
す
か
ら

一

・
」
と
行
制
活
蹴
・
カ
ン
パ
・山
町
一

れ
・
以
判
明
聴
の
支
援
へ
と
.
一

明
筋
股
同
に
な
っ
て
六
年
目
、

一

分
会
仏
と
し
て
も
臨
掛
活
蜘
の
と
一

位
〈
み
と
合
わ
ぜ
て
今
後
の
支
援
一

理
副
に
も
一
段
と
力
が
i
:
・.

↑

(
中
央
・
軍
捕
小
)

一

二
、
六
0
0

一
O
O
、
0
0
0 岡山布*~ぽ可午 l

三木イJ長官ll-ilt. ~ 

暑中見舞のハガキもたくさん届きました。

ステキな 2通を紹介します (編集部独断〕

(8/21現在〉
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芯 手(:i 

支援する会に入会しよう (会費1口200円/月)

ヤニ，‘、、ι一円い
い

あ か

平
年
・

一
介
藤
忠
介

ぼ
く
の
お
母
ざ
ん
は
や
さ
し
い
お
母
さ

ん
で
す
。

乙
書
け
Y

」
言
う
あ
母
さ
ド
で
すっ

う
5
の
あ
缶
、
、
T
L
ん

山跡
、
幼
稚
♀
時
が
訊
リ
斗
す
す
。
そ
れ
位
、
ぼ
く
州
議

も
つ
乙
し
仁
マ
シ
か
の
本
士
、
ど
れ
〈
ら
い

く
忙
う

な
い
小
、
見
之
けや
ろ
っ
、
と
会
ロ
ゥ
て
先
に
読
片
手
す

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
幼
稚
年
三
と
が
あ
リ

ZJq勺
話
の

ゲ
ー
ム
』亡
く
位
、5
E
い
と
い
ヲ
之
一
番
事
中
に
なゥ

「/」

い
に
リ
ゲ
ー
ム
の
患
怠
之
t
A
YAに
め
に
県
立山
乏
ぬ

か
す
手
玄

て

七
吉
仁
、
げ
i
h日芝
ゃ
う
せ
な
グ
っ
た

リー

日
取
志
ず
で
た
ハコ愚
A
H

向か
め
が
で
九
な
い
よ
う
に

ゲ
i
h
M

を
や
b
t
弘知
ゲっ

た
リ
す
否
ヒ
乏
が
窃
り
ま

す
。
一
患
い
へ」と
A

ひょ
く
見
づ
か
る
け
社
ピ
良
い

こ
乙
除
、
な
か
な
か
見
づ
か
虫

手
t
A
%
だ
け
ど
、

ひ
と
つ
い
に
け
、

し
ん
け
ん
に
な
づ夕
刊
が
あ
リ
ま
す。

を
れ
仔
、
ゲ
ー
ム
て
す。

ゲ

1μ
の
時
弘
良
司
令

η

変
わ
リ
み
す
。

ハ
い
所
は
一

づ
で
七
一
め
れ
は
い

N
L

白山
い
ま
す
。

斎
藤
洋
子
さ
ん
は
沖
電
気
芝
浦
工
場
か
ら
十
四
年
目
に
解
属
さ
れ
た
.
家
族
は
四
人
で
夫
は

A
2U
沖
電
気
に
勤
務
.

9
5
.す
3
.
碍
安
否

事
レ
い
ス
?
?

τ
 

ノ

支
援
す
る
会

支
部
紹
介

⑮ 

生
協
会
館
支
部

「平
和
と
よ
り
よ
き
生
活
の
た
め

に
」
と
発
足
し
た
生
協
運
動
の
原
点

守
口
考
え
て
も
、
大
賞
の
指
名
解
雇

攻
撃
と
労
働
組
合
の
あ
る
べ
き
聾
と

日
系
か
ら
考
え
て
も
、
沖
電
気
の

仲
間
の
闘
い
を
支
俊
レ
よ
う
と
い
う

声
は
職
場
に
あ
り
ま
し
た
.
そ
れ
が

別
メ
ー
デ
ー
前
夜
祭
で
伸
の
伸
附
と

の
交
流
を
深
め
る
中
で
、
さ
ら
に
拡

が
り

「支
媛
す
る
会
」
発
足
へ
と
発

展
し
ま
し
た
・
現
在
八
十
四
人
の
会

口
で
す
・
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
・

:闘;

議
;貝主

[f長

9
月
5
田

市山
機
労
働
者
の
集
い

日
時
山
市
川
区
民
会
館

?
月
9
日

s
n日
沖

電
気
シ
ョ
ウ

で
抗
披
行
動
(
制
学
妓
術
館
)

9
月
刊
四
日
浦
和
地
殺
熊
谷
支
部
で

裁
判
.
市
防
5
MU肱川

9
月
門
日

放
同
H

相
町
出
湖
キ
ャ
ン

プ
M

〔
お
日
ま
で
)

9
月
mu
日

底
休
み
本
社
抗
議
行
動

9
月
刊
日
日

八
王
子
地
毅
で
裁
判
.

日
時
1
目
時

間
月
4
日

平
和
を
考
え
る
集
い

は
U

時
倦
区
勤
福
会
館

ω月
7
日

変
と
闘
い
を
う
た
う

(横
井
久
市
山
子
)
八
王
手
労
政
問

時山
山
月
日
山
日

東
京
裁
判
山
崎
5

発 i

足 i

会 i
( ・

7 ; 
/ ， 
29 : 
) 

『フランスではガーニアンの下請工場200人の合理化

なども大衆闘争の力で国会でも政府が解雇の無効を言

い渡しました.沖電気の闘いはユマニテ〈フランス共

産党の機関紙〉でフランスの人達に知らせます』
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1981年 10月 1E3

5万人の「支援する会」を

私たちは生きる権利、働〈権利を守るために沖

電気の仲unを物心両面から励まし、 必ず勝手IJさせ
たいと忠います。困難生長聞の闘いも予想されま

すので、一人でも多くの方がこの「会」に加入し

全面勝手IJを闘いとるまでご支援く ださるよう心か

らよぴヵ、けます。(r支鑓する会」よびかけよ り}

会質 J U20OP'J/月

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

発
行
所

支援する会事務局

事務所東京都港区三国

3- 2一一20
電話 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240 

加入者名沖電気の不当解雇

を撤回させる会

ロ
守

1 9 8 1年

10月 1 日

30 第

第 30号)
 -
(
 

一〈
ん
一

一代一
一屋
一

仲
電
気
か
ら
放
り
だ
さ
れ
て
か
ら
の
闘
い
は
「
お
ま
え
逮
が
正
し
い
」

も
う
じ
き
三
年
に
な
り
ま
す
.
解
胞
と
支
銀
す
る
会
に
入
い
っ
て
く
れ
、

悶
後
二
十
三
蔵
だ
っ
た
私
に
は
、
ど
時
折
、
争
議
団
へ
温
か
ら
や
干
も
の

ζ
ま
で
こ
の
争
議
を
倒
っ
て
い
り
る
を
送
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
.

の
か
正
直
い
っ
て
、
自
信
は
あ
り
ま
争
議
を
つ
づ
け
る
中、

多
く
の
人

せ
ん
で
し
た
.

と
賭
り
知
皇
口
い
ま
し
た
.
そ
う
し

悩
み
の
申
心
は
、
千
灘
の
故
郷
で
た
中
で
、
あ
る
時
年
の
集
い
で
彼
女

小
さ
な
魚
屋
を
や
っ
て
い
る
父
や
母
と
出
会
い
ま
し
た
・
ま
じ
め
に
今
の

の
面
倒
を
見
る
と
と
で
し
た
.一

入
社
会
の
矛
盾
を
誌
剣
に
考
え
て
い

息
子
の
私
に
と
っ
て
両
観
の
老
後
を
る
.
そ
ん
な
彼
女
の
撲
が
と
て
も
薪

昆
る
と
と
は
、
義
務
で
あ
り
責
任
で
鮮
に
私
に
は
感
じ
ま
し
た
.
何
度
か

あ
る
と
感
じ
て
き
た
か
ら
で
し
た
.

集
会
な
ど
で
会
っ
て
話
す
機
会
も
増

明
治
生
ま
れ
の
父
や
母
に
争
議
を
理
え
、
自
分
の
今
闘
っ
て
い
る
争
議
の

解
し
て
も
ら
う
ζ
と
は
大
変
な
と
と
あ
り
の
ま
ま
を
信
レ
共
鳴
し
て
支
綬

で
、
思
初
「
闘
う
」
と
言
っ
た
と
き
す
る
会
に
入
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
.

は
、
母
は
涙
を
浮
か
べ
「
考
え
直
し
私
は
年
に
二
回
一
カ
月
程
度
の
全
国

て
く
れ
な
い
か
」
と
私
を
説
得
し
ま
オ
ル
グ
に
行
く
と
き
が
あ
り
ま
す
・

レ
た
・
し
か
し
解
限
後
の
会
社
の
状
彼
女
は
東
京
・
私
は
地
方
と
一
カ
月

況
l
史
上
肢
高
の
利
益
を
上
ロ
c
ら
閉
ま
っ
た
く
舎
っ
と
と
は
で
き
ま
せ

に
大
賞
の
人
員
採
用
を
す
る
な
ど
不
ん
.
モ
の
聞
は
、
毎
日
へ
ト
ヘ
ト
に

当
性
が
あ
ば
か
れ
る
中
で
両
調
も
と
な
っ
て
宿
に
帰
っ
て
来
て
、
オ
ル
グ

寵盟議運

通
信
横
三
大
メ
ー
カ
ー
の
一
つ
三
池
争
議
以
来
、
約
初
年
ぶ
り
の
建
設
な
ど
.
指
名
解
雇
の
ね
ら
い

三
千
の
支
援
労
組
や
、

一万
人
を

沖
電
気
工
業
(
本
社
・
東
京
、
三
指
名
解
雇
で
す
・

が

、

活

動

家

を

排
除
し
、
残
る
労
乙
z
る
也

ヱえ
療
す
る
会
」
に
支
え

筆
比
一
男
社
長
、
約
一
万
三
平
人
)
そ
の
後
H

企
業
危
俄
u

は
ど
こ
働
者
を
い
っ
そ

-puめ
つ
け
、
も
ら
れ
て
、
企
業
に
「
首
切
り
の
自

は

「
経
醤
危
慢
だ
」
「
人
が
あ
ま

白
」
の
旗
を
与
志
岳
な
/
生
き
る

ノ

〆

/

っ
て
い
る
」
と
祢
し
て
、

千

五

百

沖

電

気

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

覇

、

雪

権
利
を
す
〈
う
F
と

人
の

「希
望
渇
職
」
募

集

を

催

案

全

力

で

職

場

復

帰

を

め

ざ

心

て

奮

乙
の
あ
と
湯
験
強
要
に
応
じ
な
い
へ
や
ら
、
史
上
飯
高
の
利
益
、
七
う
け
を
ふ
や
す
と
と
に
あ
っ
た
と
闘
し
て
い
ま
す
.
な
お
、
裁
判
輔

三
百
人
に
、
冷
年
刊
月
、
指
名
解
百
人
以
上
の
新
採
用
、
九
州
に
百

と
室
市
し
て
い
ま
す
.
現
在
川
人
争
も
、
証
人
調
べ
に
入
り
、
重
要

鹿
を
強
行
.
大
手
企
業
で
は
三
井
億
円
以
上
亭
役
資
し
て
新
工
場
の
で
沖
電
気
争
議
団
を
結
成
し
、
約
延
段
階
を
む
か
え
て
い
ま
す
.

日
誌
を
つ
付
た
後
、
手
紙
や
電
話
で
、

オ
ル
グ
の
と
と
か
ら
将
来
の
乙
と
ま

で
観
々
な
話
を
し
て
き
ま
し
た
.

結
婚
す
る
と
い
う
気
持
は
、
思
初

の
と
ろ
の
私
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
.
争
議
と
い
う
不
自
然
な
社
会
生

活
、
自
分
一
人
で
さ
え
食
べ
る
の
が

や
っ
と
と
い
う
生
活
で
「
ど
う
や
っ

て
も
結
婦
な
ん
か
」
と
い
う
気
持
が

あ
り
ま
し
た
.
し
か
し
そ
う
し
た
不

安
な
気
持
は
、
蹄
い
つ
づ
け
る
と
と

で
次
第
に
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
.
白
を
切
り
れ
た
っ
て
生
き
て
い

り
る
と
い
う
自
信
と
、
必
ず
自
分
速

は
勝
て
る
と
い
う
確
信
、
そ
し
て
「
私

も
い
っ
し
ょ
に
闘
っ
て
い
き
た
い
」

と
い
う
彼
女
の
気
持
.
「
と
ま
っ
た

時
は
何
ん
で
も
言
っ
て
く
れ
」
と
隠

か
く
励
ま
し
て
く
れ
る
仲
間
逮
.
と

れ
ら
は
私
に
と
っ
て
の
結
婦
を
決
定

す
る
大
き
な
動
僚
に
な
り
ま
し
た
.

ζ
れ
か
ら
二
人
で
力
を
合
わ
せ
指
名

解
匝
撤
回
職
場
復
帰
す
る
ま
で
翻
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
御
指
導
、

御
支
援
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま

す
.

川

政
治
生
命
を

川

h
・

か
り
で
「{一円革」

川

，

曹
司

を
断
行
す
る
と

…

短

氏

鈴木賞付着

川

Z
Zは
い
う
・
マ
ス

川"、E
H
F
コ
ミ
は
「
行
革

川

o
r
-
a，
フィ
l
パ
l
」

…

〈

輔

さ

た

て

る

川

が
、
は
た
し
て

川
国
民
が
望
む
行
政
改
革
な
の
か

川

V
臨
御
答
申
は
、
二
兆
五
千
億

川
余
の
蹴

mm酬
は
「
問
刷
版
」
岡
田
い
と

川
レ
、
大
企
認
の
特
峨
的
優
偶
箔
園

川
に
い
っ
さ
い
手
を
つ
吋
ず
、
汚
糠

川
腐
敗
の
海
外

「
後
助
」
を
温
存
し

川
て
い
る
.
国
民
申
落
関
連
は
年
金

川
の
改
感
、
老
人
医
僚
の
有
刺
化
、

川
保
育
所
建
設
の
抑
制
、
教
税
曾
の

川
有
料
化
や
四
十
入
学
級
の
凍
結
、

川
公
団
家
賃
の
値
上
げ
、
消
費
者
米

川
価
値
上
げ
、
中
小
企
業
、
農
業
の

川
切
り
す
て
な
ど
国
民
生
活
を
破
鹿

川
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
V
さ
ら

川
に
公
務
員
は
医
者
、
む
捜
婦
、
消

川
防
、
教
官
を
合
め
た
定
数
削
減
、

川
人
事
院
勧
告

・
伸
裁
銭
定
の
値
切

川
り
な
ど
給
与
の
抑
制
、
現
業
部
門

「私
だ
っ
て
、
が
ん
ば
れ
ば
や
れ
る

川
の
民
間
接
低
な
ど
の
大
「
合
理
化
」

ん
だ
・
厳
し
さ
を
繰
り
超
え
ら
れ
る

川
で
あ
る
V
乙
の
「
行
革
」
の
内
容

は
ず
だ
」
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま

川
ζ
モ
政
治
反
動

・
軍
国
主
義
復
話

し
た
・
今
は
、
両
親
や
仲
間
の
人
越

川
の
危
険
な
迫
を
す
す
め
る
政
府
ゃ

い
ろ
い
ろ
と
悩
み
ま
し
た
.
争
議
い
に
は
、
今
春
に
結
婚
し
た
友
人
の
へ
の
感
謝
の
気
持
で
一
杯
で
す
.

川
財
界
の
本
音
が
出
て
い
る
.
同
盟

を
や
っ
て
い
る
彼
の
事
を
職
場
の
伸
青
空
の
よ
う
な
ス
カ
ッ
と
し
た
顔
ま
彼
と
、
そ
し
て
全
国
の
み
な
さ
ん

川
や
鉄
鋼
労
辿
な
ど
の
労
働
組
合

間
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
で
も
、
私
の
蜜
う
つ
の
一
つ
に
な
っ
と
ス
ク
ラ
ム
組
ん
で
、

H

新
し
い
社

川
は
、
国
民
生
活
を
切
り
す
て
、
軍

か

・

病

弱

な

両

親

は

・

生

活

は

ど

う

た

も

の

で

す

。

会

H

め
ざ
し
歩
み
ま
す
.
ど
う
ぞ
よ

川
事
費
地
強
を
は
か
る

「
行
革
」
実

す
る
・

|考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
、
し
か
し
、
友
人
や
伸
争
犠
で
闘
っ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
・

川
現
を
要
求
し
て
い
る
V
ま
さ
に
労

小
さ
な
事
ま
で
心
配
に
な
り
、
し
ま
て
い
る
御
夫
婦
の
臨
を
聞
く

'2つに

川
戦
統

一と
根
は
同
じ
で
あ
る
・
い

川
ま
こ
そ
反
国
民
的
「
行
革
」
粉
砕

川
の
た
た
か
い
を
職
燭
と
地
域
で
大

川
き
く
展
開
レ
ょ
う
.

川

(都
職
労
、
回
無
支
部
・
大
島

川

傑
大
砲
よ
り
パ
タ
ー
を
)

iき費量

;SF2 
;「ど5

匡聖司

時
場
所
・
日
比
益
野
外
音
楽
堂

い
れ
包
量

.
3
周
年
実
行
委
員
会

午

-

ニ

引

・

沖

電

気

争

議

団

89 
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の
三
原
則
を
国
に
認
め
さ
せ
た
が
、
ト

d--Vな
農
家
~一

衛
島
原
発
裁
判
原
告
団
の
一
人
、
佐
ピ
ロ
J
¥
J
，
eυ

民
ι
凶

藤
一
郎
さ
ん
は
「
原
子
炉
は
設
計
通

。
乙
マ

J
X
I
U-当
ン

り
の
材
料
を
使
っ
て
い
な
い
か
ら
、
今
回
の
福
島
訪
問
で
見
た
も
の

ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
す
る
の
で
は
i
・
は
、

広
大
な
原
子
力
発
電
所
が
、
地

建
般
も
手
援
き
工
事
で
あ
る
の
で
は
元
民
の
嬰
求
や
不
安
を
ほ
ぼ
無
視
レ

i
安
全
に
対
す
る
、
国
の
管
視
力
は
て
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
く
姿
で
あ

弱
い
・
一
方
東
憶
は
毎
週
火
曜
日
に
っ
た
・
日
本
の
原
子
力
発
電
の
伎
術

は
会
議
を
開
き
、
住
民
の
声
を
敵
視
は
、
該
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
そ
れ
ぞ
れ

し
、
戸
別
に
調
査
し
、
思
想
閥
査
な
の
段
階
で
、
軍
事
利
用
へ
の
転
用
は

ど
で
、
疑
し
い
人
に
は
脅
し
て
圧
力
容
易
で
あ
る
・
原
子
力
発
電
所
の
中

を
か
付
る
な
ど
、
管
理
体
制
を
強
め
で
、
何
が
研
究
さ
れ
て
い
る
か
、
べ

て
い
る
」
と
三
原
則
か
ら
は
ほ
ど
一逮

l
ル
に
包
ま
れ
た
ま
ま
に
i
・

い
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
・
ウ
ラ
ン
濃
縮
の
国
産
化
が
言
わ
れ

現
在
、
政
府
も
原
子
力
開
発
に
従
て
い
る
が
、
昭
和
四
十
三
年
の
日
米

事
し
て
い
る
人
の
管
理
強
化
を
単
備

原
子
力
新
協
定
に
よ
れ
ば
、
三
十
年

川

叫

レ
て
い
る
が
、
政
府
と
企
業
は
一
体
聞
と
五
千
万
ヰ
ロ
ワ
y
ト
分
の
ウ
ラ

川

化
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
.

ン
を
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
は
輸
入
す
川

る
乙
と
に
な
っ
て
い
る
.
膨
大
の
ウ

山

ラ
ン
を
買
う
約
束
で
あ
る
.
当
時
の
川

岸
首
相
は
「
平
和
利
用
と
軍
事
利
用
川

の
両
面
を
考
え
た
」
と
の
べ
て
い
る
川

が
、
日
米
安
全
保
障
下
で
の
再
軍
備

川

政
策
と
無
関
係
と
は
考
え
ら
れ
な
J
V

私
に
は
、
と
の
発
軍
附
が
近
い
将

川

来
H

筏
の
軍
事
基
地
'
に
な
る
危
険

川

川

性
さ
え
感
じ
た
.

原
発
は
今
日
も
、
ド
ン
ド
ン
建
設

川

運

転

が

進

ん

で

い

る

.

婚

命

の

長

い

川

川

放
射
性
廃
繁
物
の
処
理
や
処
分
の
伎

川

H

原
発
問
題
'
と
い
う
一
雷
の
働
く
多
く
の
研
究
者
、
伎
術
者
は

川

術
が
確
立
し
な
い
状
況
で
.
日
本
政
山
中
に
含
ま
れ
て
い
る
問
題
の
中
昧
人
類
の
宋
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

川

府
は
、
低
レ
ベ
ル
の
廃
棄
物
は
太
平
川
は
、
大
別
し
て
2
つ
の
要
素
か
ら
て
の
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
安
全
川

洋
の
海
底
へ
投
開
棋
を
考
え
て
い
る
川
な
っ
て
い
る
と
私
は
考
え
ま
す
.

に

使
用
す
る
道
を
探
究
し
て
い
ま

川

が
、
太
平
洋
各
地
の
住
民
か
ら
当
然
川
第
一

の
要
素
は
「
公
害
」
と
呼
ぶ
す
.
第
一
の
「
公
富
」
を
起
さ
な

川

の
僚
に
反
対
さ
れ
て
い
る
.
ま
さ
に

川
隼
命
と
環
境
破
恩
に
つ
な
が
る
も

い
技
術
の
た
め
に
.
そ
し
て
さ
ら

川

n
ト
イ
レ
な
き
マ
ン
シ
ョ
ン
'
で
あ

日
の
で
、
第
二
の
そ
れ
は
核
兵
部
へ
に
敏
兵
撚
な
ど
の
戦
争
へ
の
使
用

川

る
.

川
の
転
用
と
い
う
問
題
で
す
.
ζ
の

を

阻
止
す
る
「
民
主

・
自
主
・
公

川

軍
事
大
国
へ
の
道
へ
進
む
日
本
.

川

2
つ
の
要
素
か
ら
発
す
る
傑
々
な
開
」
の
平
和
利
用
三
原
則
を
す
D

M

国
民
の
た
め
の
、
原
子
力
開
発
を
、
川
思
惑
が
複
雑
に
か
ら
み
合
っ
た
せ
る
(
第
一
一
)
に
述
べ
た
要
素
の

川

い
ま
ζ
モ
、
考
え
る
と
き
だ
と
強
く
川
り
、
あ
る
い
は
意
接
的
に
か
ら
ま
た
め
に
闘
っ
て
い
ま
す
.

強
く
、
感
じ
て
、
郷
里
を
後
に
レ
た
・
川
せ
ら
れ
た
り
し
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
が
っ
て
原
研
の
研
究
者

・
川

川
す

.

技

術

者

は

、

現

在

の

熊

版

則

な

尿

川

川

私

迫
人
額
は
保
々
な
需
を
人
霊
大
路
線
に
反
対
レ
、
査
自
に

川

川
類
の
幸
福
の
た
め
に
追
究
し
て
き
安
全
が
確
認
さ
れ
る
た
め
の
研
究

川

川
ま
し
た
.
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
伎
を
進
め
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
.

川
術
の
結
果
は
人
類
の
発
展
に
買
献

そ
し
て
飯
後
に
、
全
世
界
人
民
と
川

川
レ
て
き
ま
し
た
・
そ
レ
て
一
方
で

連
帯
し
て
叡
兵
踏
の
廃
絶
を
進
め

川

川
そ
れ
ら
の
伎
術
は
国
家
の
犯
邦
で
る
闘
い
に
診
加
し
て
い
き
ま
す
.

川
あ
る
戦
争
に
も
雨
時
に
使
わ
れ
て

(
原
研
労
組
中
央
糠
関
紙
H

あ
ゆ
川

川
き
ま
し
た
.
し
か
し
、
だ
か
ら
と
み
H

編
集
局
長

・
鈴
木
正
年
)

川
い
っ
て
技
術
を
否
定
し
て
し
ま
う

川
の
は
や
は
り
間
違
い
だ
と
思
い
ま

川
す
.
私
も
含
め
原
子
力
研
究
所
に

;良江・小高の原発予定地

〈点線内〉

〈単位 2万 kw)  

。80年12月現在

世界の原子力発電

l アメ リ カ 5，639 

2 フランス 1，536 

1-=. 日 本 1，512 

4 ，ソピエト 1，358 

5 西ドイツ 901 
ト一一
6 イ ギ リ ス 885 

7 スウェーテ'ン 581 

8 カ ナ ダ 579 

原
子
力
を
平
和
の
た
め
に

90 

11111練センターのモニター

原子力研究所労組
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「
犯
罪
者
扱
い
に
さ
れ
つ
ら
か
っ

切
争
議
団
と
そ
の
職
場
の
仲
間
と

た
i
毎
晩
泣
い
て
・
自
設
も
考
え
ま
家
族
・
日
本
フ
ィ
ル
、
東
部
青
年
合

し
た
が
、
み
な
さ
ん
に
支
ら
れ
て
跨

唱
団
、
わ
ら
び
座
、

ル
ポ
ラ
イ
タ
ー

利
し
ま
し
た
」
十
六
年
の
目
立
と
の
の
今
崎
暁
巳
氏
ら
計
八
百
七
+
人
が

闘
い
に
勝
っ
た
矢
吹
さ
ん
の
報
告
。

参
加
.
歌
、
踊
り
、
音
楽
に
交
え
て

乙
の

「
つ
ど
い
」
は
沖
電
気
の
伸
鱗
演
、
映
画
、
ス
ラ
イ
ド
、
争
犠
団

側
を
は
じ
め
、
三
菱
電
根
、
東
洋
電
の
紹
介
と
股
利
報
告
.
パ
ス
を
借
り

段
、
目
立
、
サ
ン
ス
イ
な
ど
電
機
産
て
鯵
加
し
た
三
菱
鎌
倉
の
伸
問
.
九

業
に
働
く
伸
聞
が
手
を
つ
な
ぎ
、
心

州
や
大
阪
か
ら
の
参
加
者
l
.
モ
れ

を
結
ん
で
、
闘
い
を
前
進
さ
せ
よ
う
ぞ
れ
の
胸
に
「
連
帯
を
」
と
強
く
刻

と
開
仰
さ
れ
た
も
の
で
す
.

ん
だ
集
会
に
な
り
ま
し
た
.

'81年に勝利の仲間おめでとう

'81年9月5日
荒川区民会館

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース第 30号

む
ャ
ス
マ
サ
デ
ス

マ

(5 ) 

l ¥とう遥未払守ん
ー汁，"-力jし-

qF，， =1d: 3~自の

リサイタルち開催

(カコストロ71¥")

ftぐクノナマエ/¥ 

オトウサンハオキデ

司ノ

キ
ソ

ギ
タ
ー/

三3
o 
L〆

勿
不

そ
れ
以
来
ず
と
そ
の
た
め
に
中
一
活
が
、
ポ
ケ
な
い
よ
う
に
頑
強
り
ま
す
.

を
苦
し
め
ら
れ
つ
づ
け
て
来
ま
レ
た
今
度
目
フ
ィ
ル
の
映
画
上
映
を
手
伝

奇
で
も
、
乙
の
怒
り
は
死
ぬ
ま
で
忘
う
と
と
に
し
ま
し
た
.

れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
(
兵
庫
・
古
川
さ
ん
)
友
人
の
結

占
領
下
の
乙
と
で
し
た
。
残
念
で
口
婚
式
に
て
署
名
抽
出
め
ま
し
た
.
乙
れ

惜
し
く
て
な
り
ま
せ
ん
.
で
も
今
は
か
ら
款
に
向
い
ま
す
が
、
呉
々
も
皆

時
代
が
速
い
ま
す
.
必
A
ず
勝
利
す

般
の
御
健
勝
あ
ら
ん
事
を
祈
念
し
ま

る
自
信
を
持
っ
て
よ
り
大
き
い
勝
利
す
。

(
京
都

・
立
自
さ
ん
〉
電
通
の
う
を
め
ざ
レ
て
闘
い
過
し
て
下
さ
い
.

(

東
京
・
五
十
嵐
さ
ん
)
遅
れ
ば

た
と
え
祭
典
に
参
加
あ
り
が
と
う
と
ガ
ン
パ
レ
、
子
等
の
た
め
に
も
l
|
せ
な
が
ら
一
夏
の

一
時
金
と
会
費
を
送

ざ
い
ま
し
た
.
職
燭
か
ら
移
加
し
た

〔千
葉
・
川
口
さ
ん
)
夏
の
行
商
金
し
ま
す
.

4
人
の
仲
間
に
笹
告
処
分
が
出
さ
は
、
暑
さ
の
中
と
く
ろ
う
さ
ま
で
し
(
大
阪

・
金
子
さ
ん
)
会
費
と
力

れ
、
い
ま
反
撃
し
て
い
ま
す
.
が
ん
た
.
会
費
迎
く
な
っ
て
ゴ
メ
ン
な
さ
ン
パ
計
四
千
円
納
金
レ
ま
す
.

ば
り
ま
し
ょ
う
.

ぃ
.
お
体
を
大
切
に
。

(
岩
手

・
長
洞
さ
ん
)
年
内
に
は

(
東
京

・
青
山
さ
ん
)
私
も
今
か
(
鹿
児
島
・
岸
井
さ
ん
)
皆
さ
ん
宮
古
で
伸
間
を
増
や
し
て
支
径
を
強

ら
二
十
五
1
六
年
前
に
ト
ヨ
タ
自
動
お
元
気
で
す
か
.
南
端
に
い
て
ど
う
化
し
た
い
と
患
っ
て
ま
す
.

事
か
ら
ゆ
え
な
く
し
て
首
を
切
り
れ
も
情
勝
に
う
と
く
な
り
が
ち
で
す

1
1
1、
i
l
l
i
n
i
-
-
1
1、、
OEO-
i
i
E

L

b

Y

1

ノ

糊

秋
さ
ば
を
お
い
し
く

1
8

翁

秋
さ
ほ
の
お
い
し
い
季
節
を
迎
え
割
合
に
ま
ぜ
た
割
酢
で
し
め
る
と
、
沼
恒
町
広
今
一

ま
し
た
.

と
て
も
お
い
し
い
と
く
の
あ
る
し
め
ヌ

A

ベ
メ
戸
ド

動
物
性
た
ん
ぱ
く
源
で
あ
る
魚
は
さ
ば
が
で
き
ま
す
.

戸
)

u

t

a
帽

ζ
の
と
と
ろ
肉
に
抑
さ
れ
が
ち
の
よ
〈
み
そ
煮
〉
皮
を
上
に
し
て
水
、
砂

I
l
l
-

う
で
す
が
、
比
較
的
安
い
大
衆
魚
と
制
帽
を
加
え
、
一
煮
立
ち
さ
せ
た
後
中
加
え
弱
火
で
.
と
が
さ
な
い
よ
う
に
.

い
わ
れ
る
魚
を
も
っ
と
と
り
入
れ
た
火
で
五
分
.
煮
汁
で
と
い
た
み
そ
を
(
日
本
生
協
連
組
織
部
)

い
も
の
で
す
.
魚
鍛
い
の
子
供
が
地

え
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
.
で
も
お

母
さ
ん
が
魚
の
料
理
を
し
な
い
か
ら

だ
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
.
秋
さ

ば
を
使
つ
て
の
料
理
、
い
か
が
で
す

《
M〈
さ
ば
の
選
び
方
〉

牢
全
体
に
光
沢
が
あ
る
も
の

*
身
の
縞
目
が
は
っ
き
り
し
て
い
る

も
の

*
目
が
阻
聞
く
張
っ
て
い
き
い
き
し
て

い
る
も
の

申
身
に
弥
力
の
あ
る
も
の

申
顕
を
持
っ
と
尾
が
ピ
ン
と
は
っ
て

い
る
も
の

牢
え
ら
が
真
っ
赤
な
も
の

錫
げ
た
り
、
み
そ
煮
に
レ
た
り
、

レ
め
さ
ば
に
し
た
り
、

い
ろ
い
ろ
く

ふ
う
し
て
み
ま
レ
ょ
う
.

〈
レ
め
さ
ば
の
コ
ツ
〉

①
軟
さ
ば
は
脂
が
の
っ
て
い
て
塩
を

吸
収
し
に
く
い
の
で
、
た
っ
ぷ
り
の

寝
を
ま
ぶ
し
て
ざ
る
に
の
せ
、
十
分

時
間
を
お
く
.

②
塩
で
し
め
た
さ
ば
を
酢
洗
い
し
て

か
ら
酢
と
臼
ぶ
ど
う
酒
を
二
対
一
の

&図的

。γ;斉
幼稚園に労働組合

をつく ったら解雇ー

2人の先生の
6年間の闘い-

阿
川

H
E
-
-
E
へ

・
圏
内
，
‘

-
で
P

会

同

4ιr-止
=
・
-
る

h
d
Fい

h
'
R
す

5
2
5
1
t
F
I
F
b

』・・
肉、t『
緩

細
田
冒
司
可

1
J品
同

支

・
閉
刷
斗
1

い

-

沖

圃釦・・

v.，v町立

i

ー

ま
包
一
』
は

;
 

ふ
乞輪の

け

城

戸
川
リ
民

加

チ

人

ひ

大
阪
で
も
集
会
川

三
重
を
は
じ
め
、

ωの
電
畿
の

職
燭
や
大
阪
争
議
回
、
神
支
鐙
す

る
会
会
員
な
ど
百
八
十
人
が
診

加
.
元
大
阪
地
評
議
長
の
帖
佐
さ

ん
は
「
い
ま
闘
う
た
め
に
団
結
を
」

と
あ
い
さ
つ

関
西
勤
労
協
の
中
国
さ
ん
の

「
労
戦
問
題
ど
電
滋
労
働
者
の
闘

い
」
の
講
演
.
東
京
か
ら
徹
夜
で

診
加
し
た
伸
争
議
団
の
構
成
劇
で

の
闘
い
の
報
告
に
参
加
者
は
連
帯

の
拍
手
・
大
阪
で
の
支
盤
強
化
の

集
い
に
な
り
ま
し
た
.

司
』
唯

dm

ら

岡

田

崎

き

も国
M

E

m

MN
v〕

ど
U

山阻

ま

j
r
?

予船田

ぷ
議

神奈川私教連

幼稚園支部

(300円)

チリ人民連帯

日本 委員 会

(250円)
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2
1
4
41
}b

神
電
気
は
今

沖
電
気
本
庄
事
業
所
で
、
指
名
解

明

日

年
十

一
月
に
、

屈
さ
れ
た
の
は
、
望
、
葉
、
関

一

モ

一

側
一
警
周
年
を

の
三
人
で
す
.
八
月
十
七
日
に
闘
争

目

「
ノ
イ

日
迎
え
る
.
モ
レ

千
日
が
過
ぎ
、
浦
和
地
区
労
な
ど
十

日

l
H
a

，
一平

て
H

郷
し
い
伸

二
地
区
労
が
実
行
餐
凸
会
に
な
り
日

B
Y

日
二
世
紀
H

を
健

「伸
電
気
は
指
名
解
雇
を
菌
せ
よ
・

一

9

Fく
た
め
の
総
合

裁
判
引
き
延
し
を
や
め
ろ
。
争
議
団

}

}

展
示
会
が
九
月

と
の
交
渉
に
応
ぜ
よ
」
と
八
月
二
十

一-1
1

1

1

1

1

1

1

t
l
J
l

九
1
十

一
日
に

六
日
に
鍛
会
が
、
開
慨
さ
れ
た
。
一
皇
居
・
北
の
丸
公
園
に
あ
る
糾
学

集
会
後
、
本
庄
駅
ま
で
の
四
百
人

一
技
術
館
で
倒
閣
さ
れ
た
V
指
名
解
厨

以
上
の
デ
モ
隊
制
ど
、

家
の
中
か
ら

一
を
強
行
し
た
沖
電
気
の
広
報
酬
周
は

飛
び
出
し
て
H

ガ
ン
パ
レ
H

と
声
を
一
年
間
約
十
一

億
円
で
あ
る
.
会
場

か
け
て
く
れ
る
人
。
手
を
絞
る
人
.
一
前
で
の
沖
電
気
指
名
解
胞
の
撤
回

メ
ー
デ
ー
以
外
に
、
こ
ん
な
多
動
の
一
を
訴
え
る
宣
伝
が
、
争
犠
団
や
支

デ
モ
は
見
た
事
が
な
い
と
、
町
で
は

一
鐙
の
伸
間
約
二
百
五
十
人
に
よ
っ

大
反
密
で
し
た
。
乙
の
集
会
の
様
子
一
て
行
な
わ
れ
た
.
会
社
は
五
十
人

は
、
毎
日
、
朝
日
、
崎
玉
の
各
新
聞

一
以
上
の
織
制
な
ど
を
杷
凶
し
た
.

で
報
道
さ
れ
ま
し
た
.
な
お
熊
谷
地
一
静
か
な
公
闘
で
の
奥
様
な
風
東
で

裁
に
は
、
九
月
十
八
日
九

一
一
回
依、

一
あ
る
V
展
示
会
入
場
者
の
多
く

八
七

O
O個
人
の
第

一次
裁
判
明
世
名

一

は
、
沖
電
気
の
カ
タ
ロ
グ
入
れ
ピ

を
提
出
し
ま
し
た
.
埼
玉
県
で
は
、
一
ニ

l
ル
パ
y
ク
の
中
に
争
議
団
の

大
き
な
規
僚
の
要
鰐
署
名
と
注
目
さ
一
ピ
ラ
も
入
れ
て
帰
っ
て
行
き
ま
し

れ

て

い

ま

す

.

一

た

.

会

社

や

家

で

、

カ

タ

ロ

グ

と

同
時
に
続
ま
れ
知
れ
る
で
し
ょ
う

V
抗
議
符
動
を
見
て
い
た
公
間
管

理
者
の

一
人
は

「大
企
業
が
、
利

制
第

一
に
首
を
切
る
こ
と
に
疑
問

を
感
じ
る
。
乙
ん
な
会
社
に
建
物

を
貸
す
の
が
お
か
し
い
.
公
務
員

も
定
年
制
に
な
る
し
i
」
と
。
伸

争
議
今
日
も
労
働
者
の
、
官
官
つ
な

い
で
前
進
す
る
。

(K
・
M
)

一
視
察
制
照
時刑J

m月
M
日

東

京
地
裁
は
U

時

間
月
刊
日
日
中
央
領
会

(日
比
谷
野
音
、
旧
時
)

ω月
日
刊
日
闘
争
5
年
。
高
崎

集
会
。
(
高
崎
競
馬
場
)

叩
月
刊
U

目
前
橋
地
裁
叩
時

什
月
日
日

八
王
手
集
会

(立
川
市
民
会
館

旧

時
)

口
問
問
閉
山
川
〕

日
月
加
日
に
は
、
争
犠
3
年
に

な

gaす
.
「
は
た
ら
く
」
も
ぬ

号
に
.
と
き
ど
き
ニ

ュ
ー
ス
が
良

い
ネ
な
と
と
雷
わ
れ
て
J

一タ
y
u

と
し
た
り
:
:
:
。
全
国
の
仲
間
の

み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
伸
也
の
支

媛
か
ら
逃
げ
る
た
め
に
は

一
日
も

早
い
勝
利
が
。
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
.
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お
ひ
さ
ま
飯
塚
保
育
園
(群馬)

(は中
三弟央

舎のが i
a ま壬
ムー ー

左どゆ
が〆、き
マみく
マくん
ん右

期
-個人署名122， 000 

沖電気は指名解雇を撤回せよ/

署名運動を成功させよう
( 9 ;10現在)・団体署名 2，900

岡ヱ
田だ

と
も
ゆ
き

朋
之
く
ん

円nv
 

ク
ω日当

館
引
会
側
政
リ
労

人

目
山
子
大

仁

王

時

間

八

劃

盤輯輔謹輯輔韓

(
岡
田
道
春
さ
ん
の
長
男
・
五
歳
)

8.26埼玉抗議行動

沖電気争議支援

支援する会に入会しよう (会費1ロ200円/月)

10月7日

JA--A

・AOY
可山内日以内・

3
A
h
a
-
V
M
I
n
a
-
-
・口eo
・
r
-
n
H
h
・0.. “.・
H
・M・HAe
日・一A
h
-
M
・HAm
--
日山崎
6
v
:

・・日、，
Hah
リ・・・・白河川内
H
・V
・-
h
A
v
v
・-ウ品。“

.
H
0

・Ha
-
-
0

・ve
--
口、A
・
N
・A
h
-
-
“・
の
V1

日・

「東
京
の
胃
袋
」
築
地
の
魚
市
場
か
つ
い
で
か
け
つ
け
て
く
れ
る
.

の
仲
卸
し
の
人
が
集
ま
っ
て
つ
く
っ
舌
が
と
ろ
け
る
よ
う
な
M

ト
ロ
u

て
い
る
東
京
中
央
市
場
労
組
.
仕

事

や
H

ゲ
ソ
焼
M

n

カ
ズ
ノ
コ
H

の
差

は
、
魚
の
解
体
か
ら
小
売
庖
へ
の
販
入
れ
な
ど
生
活
密
碕
型
の
支
慢
で
あ

宛
、
迎
憾
な
ど
、

朝
の
4
時
か
ら

ロ

る
.
9月
m
U
日
に
は
団
結
交
流
会
も

時
ま
で
が
仕
事
と
い
う
、
ち
ょ
っ
と
計
画
し
「
も
う
す
ζ
し
会
民
を
ふ
や

か
わ
っ
た
時
間
初
。
伸
の
支
援
に
の
そ
う
/
」
と
ま
と
め
役
の
木
村
さ
ん

り
た
し
て
7
カ
月
。
会
員
お
人
。
月
を
中
心
に
n
イ
キ
H

の
良
い
支
媛
を

1
回
の
沖
電
気
本
社
へ
の
抗
犠
行
動
続
け
て
い
る
.
(
桧
庖
)

に
は
、
大
漁
旗
な
ら
ず
、
組
合
成
を

魚市場支部
(東京・築地)

⑮ 支部紹介支援する会

岡
田
道
春
さ
ん
・
三
十
歳
。
沖
電
気
高
崎
事
業
所
で
勤
務
六
年
目
に
解
雇
さ
れ
る
.
当
時
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー

の
仕
事
。
沖
争
議
団
幹
事
.
趣
味
は
古
代
文
化
の
研
究
、
高
崎
の
音
楽
鑑
賞
団
体
の
会
長
。
家
族
は
四
人
。

だ
手
に
は
侍
↑

z
t

し
↑
戸
}
い
ナ

・
・
.

1981年 10月 1日

ー
つ
な
ぎ
H

ひ
ら
き
の
名
人

木
村
さ
ん
(
前
・
左
)
と
仲
間



1981牢 1 1月 1日指名解雇された沖電気の仲間を支獲する会二ユース

支援する会事務局

事務所 東京都港区三回

3-2-20 .話 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京6ー 75240

加入者名 沖電気の不当解肩

を撤回させる会

先
行
所

ロ
守

1 9 8 1年

11月 1日
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解
雇
さ
れ
て
三
年
・
当
時
三
人
家
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
・

族
だ
っ
た
須
田
孝
夫
さ
ん
(
沖
電
気
須
田
さ
ん
の
家
で
の
役
割
は
、
一

一

争
犠
団
)
の
家
庭
も
今
は
一
人
増
え
人
の
子
供
の
送
り
迎
え
と
夕
食
づ
く

て
四
人
.
に
ぎ
や
か
で
明
る
く
は
な
り
.
子
供
の
世
話
や
夕
食
を
つ
く
っ

つ
た
も
の
の
、
こ
の
物
価
高
の
折
、
て
い
る
持
に
も
争
議
の
と
と
が
頭
か

明
る
い
顔
ば
か
り
は
し
て
い
ら
れ
な
ら
離
れ
ず
、
仲
間
違
の
と
と
を
考
え

い

の

で

は

.

て

い

る

須

田

さ

ん

で

す

.

子

供

達

の

須
田
さ
ん
が
解
屈
さ
れ
た
時
、
ま
夕
食
を
す
ま
せ
て
又
、
争
議
団
の
事

だ
一
歳
で
お
母
さ
ん
に
抱
か
れ
て
い
務
所
や
オ
ル
グ
に
行
く
と
と
も
た
び

た
民
雄
君
も
、
も
う
四
哉
、
活
動
的
た
び
あ
り
ま
す
.

な
男
の
子
に
な
り
ま
し
た
.
こ
ん
な
に
一
生
懸
命
、
力
を
合
わ

解
雇
さ
れ
て
か
ら
須
田
家
の
新
メ
せ
て
生
き
て
い
る
須
田
家
に
も
、
物

ン
パ
l
に
加
わ
っ
た
陽
子
ち
ゃ
ん
は

価
高
の
風
は
、
ょ
，
P
U
ゃ
な
く
吹
き

二
歳
.
名
前
の
通
り
明
朗
活
発
な
女
荒
れ
て
き
ま
す
.
「
給
籾
は
家
族
手

の
子
.
お
し
ゃ
べ
り
の
大
好
き
な
、
当
、
通
勤
費
を
含
め
て
も
十
五
万
円

お
レ
や
ま
さ
ん
で
す
.
た
ら
ず
.
彼
が
生
活
貸
付
金
と
し
て

母
親
の
礼
子
さ
ん
は
、
北
区
立
縄
争
議
固
か
ら
支
給
さ
れ
る
お
金
を
プ

野
川
保
育
園
の
保
母
さ
ん
.
早
番
、
ラ
ス
し
で
も
、
家
賃
や
保
育
籾
食
費
、

遅
番
が
あ
る
ζ
と
だ
り
で
も
大
変
な
光
熱
費
と
出
て
い
く
金
額
の
方
が
多

の
に
、
通
勤
時
間
が
約
一
時
間
と
い
い
く
ら
い
で
、
ぎ
り
ぎ
り
の
生
活
.

う
き
び
し
い
条
件
.
二
人
の
子
供
を
こ
の
う
え
『
行
政
改
革
』
で
福
祉
切

育
て
て
い
く
ζ
と
は
大
変
で
し
ょ
う
り
捨
て
、
保
育
料
管
内
り
な
ん
て
さ

礼
子
さ
ん
か
ら
は
「
彼
と
よ
く
話
レ

れ
た
ら
た
ま
り
ま
せ
ん
」
と
礼
子
さ

合
っ
て
分
担
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
ん
.

iとオ
i陽パ
i子ケ
jち
:ゃ オ
:ん メ
;と メ
i 民
~ ;縫ナ
:くイ
iんテ
lレ

* / 
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民

雄

く

ん

の

「
玉

入

れ

」

の

絵

今

仲
間
と
い
っ
し
ょ
に

解
雇
後
の
須
田
家
に
新
し
く
加
わ
づ
り
で
と
ら
れ
た
の
は
、
不
当
な
待

っ
た
も
の
が
こ
つ
あ
り
ま
す
.
ひ
と
為
を
す
る
会
社
に
対
す
る
強
い
怒
り

つ
は
長
女
の
陽
子
ち
ゃ
ん
誕
生
.
モ
戸
締
聞
を
捨
て
て
自
分
だ
け
逃
げ
る

し
て
も
う
ひ
と
つ
は
、
車
(
す
ず
き

ζ
と
は
で
き
な
い
.
伸
聞
と
一
緒
に

ア
ル
ト
)
で
す
.
ζ
の
車
も
実
は
オ
闘
っ
て
い
く
ん
だ
と
い
う
固
い
決
意

ル
グ
の
た
め
.
値
段
は
四
十
七
万
円
.
だ
っ
た
の
で
す
.

今
ま
で
に
払
っ
た
金
額
は
十
万
円
だ
礼
子
さ
ん
は
「
彼
な
ら
き
っ
と
モ一

そ
う
で
す
.
解
雇
後
た
だ
ひ
と
つ
の
う
す
る
だ
ろ
う
な
.
と
思
っ
て
い
ま

買
い
物
で
す
.
須
田
さ
ん
の
黙
意
を
レ
た
.
不
安
は
沢
山
あ
り
ま
レ
た
が

通
じ
さ
せ
、
ロ
ー
ン
の
返
済
が
終
る
今
は
、
わ
か
ら
な
い
ζ
と
は
括
レ
合

前
に
争
援
を
勝
利
さ
せ
た
い
で
す
い
な
が
ら
な
ん
と
か
頑
強
っ
て
い
ま

ね

.

す

」

礼

子

さ

ん

の

陰

の

力

も

大

き

い

解
雇
さ
れ
る
前
の
須
田
さ
ん
の
仕
ょ
う
で
す
.

事
は
電
子
交
換
慢
の
配
線
の
設
計
・
礼
子
さ
ん
の
願
い
は
、
一
日
も
皐

七
年
間
、
遅
刻
・
欠
勤
ゼ
ロ
を
過
し

い
争
議
の
勝
利
.
人
間
ら
し
い
生
活

た
須
田
さ
ん
に
、
ム
荏
は
、
「
積
極
が
送
れ
る
日
が
阜
〈
来
る
よ
う
に
・

性
が
な
い
」

「協
力
性
が
な
い
」
と
明
る
く
笑
顔
で
、
家
旋
ぐ
る
み
の

退
職
を
強
要
・
「
い
い
A
哀
を
紹
介
闘
い
を
続
け
る
須
田
さ
ん
一
家
、
が

U
て
や
る
か
ら
」
と
甘
い
雷
葉
を
か
ん
ば
れ
.

け
て
く
る
会
社
に
負
げ
ず
拒
否
レ
つ

須

田
孝
夫

さ

ん

の
プ

ロ

フ

ィ
ル

-
福
島
県
の
回
大
東
北
工
業
ル
サ
イ
ン
は
J
F
1
D
O
R-

高
校
出
身
、
二
十
七
歳
テ
レ
ビ
の
修
理
も
得
意
・

-
神
電
気
品
川
事
業
所
に
動
.
沖
電
気
争
議
団
内
で
は
北

務
七
年
目
に
指
名
解
雇
・

区
が
中
心
の
オ
ル
グ
・

・
趣
味
は
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

・
礼
子
さ
ん
と
は
、
学
習
会

で
北
区
(
東
京
)
浮
聞
の
都
蛍
で
知
り
合
い
、
結
婚
五
年
に
な

住
宅
の
自
宅
が
無
線
局
で
コ
l

る・

通
信
機
三
大
メ
ー
カ
ー
の
一
つ
三
池
争
議
以
来
、
約
初
年
ぶ
り
の
建
設
な
ど
.
指
名
解
雇
の
ね
ら
い
=
一
干
の
支
援
労
組
や
、
一

万
人
を

沖
電
隼
棄
(
本
社

・
東
京
、
=
一
指
名
解
雇
で
す
.
が
、
活
動
家
を
排
除
し
、
残
る
労

ζ
え
る
「
支
慶
す
る
会
」
に
支
え

軍
止
男
社
長
、
約

一
万
三
千
人
)

そ

の

後

H

企
業
話
機
M

は
ど
こ
働
者
を
い
っ
そ

dpuめ
つ
け
、
も
ら
れ
て
、
企
業
に
「
首
切
り
の
自

は

「

経

滋

危

慢

だ

」

「

人

が

あ

ま

由

」

の

旗

を

与

-忍
岳
な
/
隼
き
る

''

''

''

ノ
4

，，

っ
て
い
る
」
と
祢
し
て
、
千
五
百

沖

電

気

指

名

解

雇

撤

回

圃

争

と

は

覇

、

働
ζ
権
利
を
守
ろ
う
F
と

人
の
「
精
謡
翠
議
」
募
集
を
健
案

全

力

で

職

場

復

帰

を

め

ざ

し

て

奮

乙
の
あ
と
過
職
強
要
に
応
じ
な
い
へ
や
ら
、
史
上
段
高
の
利
益
、
七
う
け
を
ふ
や
す

r
p」
に
あ
っ
た
乙
闘
レ
て
い
事
す
.
な
お
、
裁
判
制

三
百
人
に
、
河
毎
日
月
、
指
名
解
百
人
以
上
の
新
採
用
、
九
州
に
百
と
宏
明
し
て
い
ま
す
.
現
在
川
人
争
も
、
証
人
閥
べ
に
入
り
、
重
要

屈
を
需
.
大
草
企
業
で
は
三
井
億
円
以
上
亭
投
資
し
て
新
工
燭
の
で
沖
電
審
議
団
義
成
し
、
約
延
段
階
を
む
か
豆そ
い
ま
す
.

タi
食 i
-， : 

ウ!
ン;

ゥ;
マi
イi
，6.: 
寸

日j
1<1: i 
量 i
高 i

ツ:

コ
リ i
と :
須
田 i
oさ

ん i

川

ダ
ブ
ル
選
挙

川

}

B

以
降
、
抑
レ
付

川

v
&
F、
け
の
憲
法
を
拒

川

E
-
L否
し
、
抑
レ
付

…

む

高

り

の

安

保

と

寧

川

』

C
L
f
隊
|
自
衛
隊
は

…e
p
.
am
強
化
し
よ
う
と

…

ィ

‘

噛
穏

い
う
策
動
が
盛

川

ん
だ
V
元
冠
以

川
後
、
他
国
を
侵
略
す
れ
ど
も
他
国

川
か
ら
侵
略
さ
れ
た
事
の
な
い
日
本

川
が
、
脊
時
l
侵
略
さ
れ
た
時
に
備

川
え
る
と
い
う
口
実
で
ま
た
し
て
も

川
侵
略
の
準
備

・
侵
略
者
l
米
と
の

州
同
盟
関
係
の
強
化
に
狂
奔
し
て
い

川
る
V
太
平
岸
戦
争
末
期
、
沖
縄

・

川

「梢
州
」
で
軍
隊
は
国
民
の
生
命

川
な
ど
守
ろ
う
と
も
し
な
か
っ
た
・

〆
言
、
自
ら
が
助
か
る
為
に
は
国
民

川
を
膚
殺
す
る
事
さ
え
も
辞
さ
な
か

ι
川
った・

vそ
し
て
戦
後
、
平
時
で

.
川
さ
え
、
書
霊
・
館
霊
工
所

川
や
横
浜
市
緑
区
の
民
家
へ
の
米
軍

&
川
機
の
墜
古
田

・
日
章
丸

・
iz---
-と

川
軍
隊
が
い
な
け
れ
ば
決
レ
て
起
乙

川
ら
な
か
っ
た
悲
劇
は
後
を
断
た
な

川
い
.
は
た
し
て
育
時
に
は
軍
隊
は

川
我
々
国
民
を
犠
牲
に
し
て
一
体
何

川
を
守
ろ
う
と
い
う
の
か

n
v十
月

川
十
日
西
強
で
は
三
十
万
人
の
反
骸

川
デ
モ
が
行
わ
れ
た
・
「
敏
抑
止
な

川
ど
ま
や
か
レ
で
あ
り
、
我
々
は
米

川
国
の
郵
よ
り
に
な
る
の
は
拒
否
す

~

川
る
」
と
い
う
西
独
の
世
論
の
高
ま

-

川
り
は
大
き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
欧

'

川
州
全
土
に
広
が
っ
て
い
る
.
海
外

:
'
 

t

川
の
米
軍
基
地
が
攻
撃
を
受
げ
る
分

川
だ
り
米
本
土
を
狙
う
ミ
サ
イ
ル
の

川
散
が
減
る
、
こ
れ
が
米
の
本
音
で

川
あ
ろ
う
V
憲
法
改
懇
・
安
保
、
軍

川
事
力
、
防
衛
力
強
化
を
支
持
す
る

川
か
否
か
、
こ
乙
に
中
道
な
ど
あ
り

川
え
な
い
.
(
舵

・
友
永
浦
文
〉
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全

国

の

今

回

の

A
霊
の
し
う
ち
は
、
あ
た
毎
日
、
朝
日
、
読
売
、
東
京
、
赤
旗
友
人
か
ら
も
「
新
聞
で
知
っ
た
・
が

同
前
の
人
間
が
あ
た
り
前
の
乙
と
を
な
ど
の
朝
刊
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
.
ん
ば
れ
」
の
電
話
も
か
か
っ
て
き
ま

み
な
さ
ん
へ

す
る
の
を
認
め
な
い
、
と
い
-
つ
も
の
さ
っ
そ
く
沖
電
気
に
働
く
伸
闘
が
し
た
.

働
く
者
に
と
っ
て
、
仕
事
差
別
を
で
あ
り
、
私
た
ち
を
み
せ
し
め
に
、
集
ま
っ
て
「
励
ま
す
会
」
(
仮
称
)
浅
利
さ
ん
た
ち
は
、
土
曜
日
の
休

受
け
る
ζ
と
は
耐
え
が
た
い
屈
辱
で
労
働
者
の
中
に
一
周
の
差
別
と
分
断
が
作
ら
れ
ピ
ラ
や
立
看
板
づ
く
り
.
み
を
利
用
し
て
、
労
働
組
合
を
訪
ね

す
・
を
持
ち
と
も
う
と
す
る
も
の
で
す
。
工
揖
盟
前
で
の
宣
戸
慣
行
動
も
始
め
ら
れ
ま
す
・

ζ
乙
で
も
「
裁
判
を
傍
聴
レ

私
た
ち
一
一
人
は
、
沖
電
気
設
判
に
私
た
ち
は
、
皆
さ
ん
と
共
に
、
乙
ま
し
た
。
「
ピ
ラ
を
見
て
知
っ
た
げ
た
か
ら
仕
事
を
さ
せ
な
い
な
ん
て
、

一
タ
¥
こ
と
を
理
由
に
、
不
当
に
も
仕
の
よ
う
な
神
電
気
の
不
当
な
攻
事
を
ど
、
ず
い
ぶ
ん
ひ
ど
い
ζ
と
を
す
る
・
ひ
ど
い
会
社
だ
・
が
ん
ば
っ
て
」
と

事
差
別
を
受
け
、
都
労
震
に
提
訴
し
は
ね
か
え
し
、
職
場
を
明
る
く
働
き
が
ん
ば
っ
て
」
と
た
く
さ
ん
の
人
が
励
ま
し
の
言
葉
・

て
た
た
か
う
決
意
を
し
ま
し
た
・
や
す
く
し
、
神
電
気
争
犠
団
の
仲
間
声
を
か
げ
て
く
れ
ま
す
・
指
名
解
胆
後
も
、
転
勤
に
応
じ
な

い
ま
、
神
電
気
争
犠
は
「
ひ
と
り
を
一
日
も
早
く
職
場
に
迎
え
る
た
め
い
ま
神
電
気
の
職
場
で
は
、
乙
の
い
か
ら
-と
、
田
中
首
郎
さ
ん
を
解
雇

の
首
切
り
一
も
許
さ
な
い
」
を
合
い
雷
に
が
ん
ば
る
決
意
で
す
。
問
題
が
大
き
な
話
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
り
、
争
議
支
援
の
仲
間
へ
の
不

葉

に

、

全

国

に

支

援

の

輸

が

広

が

っ

皆

さ

ん

の

大

き

な

と

支

援

を

、

心

す

.

当

な

攻

撃

・

i
i
-
.
働
く
者
の
生
き

て
い
ま
す
.
ま
し
て
私
た
ち
沖
電
気
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。
(
浅
利

・

中

沖

電
気
争
織
を
支
鍍
レ
て
い
る
労
る
権
利
や
、

生
活
す
る
権
利
な
ど
を

に
働
く
者
と
し
て
、
希
望
退
職
に
追
山
)

組

や

、

「

沖

・

支

援

す

る

会

」

の

伸

全

く

無

視

し

て

、

沖

電

気

は

非

道

な

い
こ
ま
れ
た
多
く
の
同
僚
の
い
た

が

ん

ば

れ

の

聞

か

ら

の
支
援
も

iに
盤
が
っ
て
襲
毒
は
て
い
る
の
で
す
・

み

、

そ

レ

て

職

場

復

帰

を

め

ざ

し

て

い

ま

す

.

沖

電

気

長

川
工
場
に
近
い
〈
激
励
先
〉
東
京
都
港
区
三
国
5

が
ん
ば
っ
て
い
る
人
た
ち
の
ζ
と
を

声

ひ

ろ

が

る

と
乙
ろ
の
職
場
に
働
く
婦
人
か
ら
二

1
2
1
m
沖
電
気
争
議
囲
気
付

思
主
」
、
争
犠
支
援
は
あ
た
り
前
の
二
人
が
不
当
労
働
行
為
の
訴
え
を
千
円
の
カ
ン
パ
.
「
励
ま
す
集
い
」
浅
利
正
.
中
山
洋
子
.
T
E
L

と
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
.
し
た
と
と
は
、
九
月
二
十
五
日
付
の
を
早
速
計
画
し
て
く
れ
る
人
.
古
い

0
5
4
5
5
6
0
0
6
.

(2 ) 罫~3 1宅聖支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)1981  :E事 11月 1日

が

ん

ば

り

ま

す

|

浅

利

さ

ん

ハ

右

〉

中
山
さ
ん
(
左
〉

盟議盤欝盤寵謹
指
名
解
雇
を
テ
コ

K
大
合
理
化
を
進
め
、

品
川
、

芝
浦
の

二
工
場
を
芝
浦

K
東
京
工
場

と
し
て
再
編
集
約
(
品
川
工
場
の
敷
地
の
二

分
の
一
は
す
で

K
電
々
公
社

K
売
却
)
し
、

創
業
百
周
年
の
一
九
八
一
年
度

K
は
売
上
げ

二
千
百
億
(
指
名
解
扇
の
一
九
七
八
年
は
千

二
百

λ
十
億
)
を
め
ざ
す
と
い
う
沖
電
気
に

と
っ
て
、
争
議
団
と
の
訟
判
の
進
展
も
気
が

か

b
だ
し
、
争
議
団
を
支
援
す
る
労
働
者
も

大
変
邪
魔
在
の
で
し
ょ
う
、
一
九

λ
O年
未

か
ら
東
京
工
場
で
は
年
休
を
と
ヲ
て
裁
判
傍

聴
に
行
っ
た
労
働
者
を
と
と
さ
ら
呼
び
つ
け

て
年
休
取
得
理
由
を
問
い
質
す
在
ど
の
い
や

が
ら
せ
を
始
め
ま
し
た
。

今
年
三
月

K
は
、
企
画
媒
計
画
係
(
製
造

K
必
要
左
手
配
を
行
在
う
)
む
、
と
の
業
務

十
年
以
上
と
い
う
ベ
テ
ラ
ン
労
働
者
、
桟
利

正
、
中
山
洋
子
両
氏

K
対
し
、
突
如
「
プ
ァ

キ

y
グ
」
と
い
う
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
出

力
さ
れ
る
伝
票
類
を
仕
分
け
す
る
、
量
的

K

…
職
場
の
仲
間
へ
雨
の
早
朝
宣
伝
…

も
一
人
で
三

J
四
時
間
と
い
う
単
純
作
業

K

の
み
従
事
す
る
よ
う
命
じ
て
き
た
の
で
す
。

浅
利
氏
は
、
指
名
解
雇
後
、
労
組
と
し
て

も
争
議
団
支
援

K
と

b
〈
む
と
と
を
訴
え
て

職
場
遺
出
の
支
部
委
員

K
も
当
選
も
し
、
芝

浦
工
場
支
部
の
副
委
員
長
陀
も
立
候
補
し
た

労
働
者
で
す
し
、
中
山
さ
ん
は
沖
電
気
争
議

団
代
表
の
中
山
森
夫
氏
の
夫
人
で
、
誰
が
み

て
も
見
せ
し
め
的
主
し
わ
ざ
で
あ
る
と
と
は

明
ら
か
で
す
。

二
人
が
上
司
の
森
田
螺
長
を
問
い
つ
め
る

と
「
会
社
と
争
っ
て
い
る
裁
判
の
傍
聴

K
行

く
よ
う
在
者

K
重
要
左
仕
事
は
さ
せ
ら
れ
在

い
」
と
い
う
始
末
で
す
。

両
氏
と
他
の
裁
判
傍
聴
で
干
渉
さ
れ
た
労

働
者
は
、
労
組
へ
も
申
し
入
れ
る
在
ど
、
と

の
よ
う
在
不
当
在
会
社
の
銀
い
を
撤
回
古
せ

る
た
め

K
奮
闘
し
た
の
で
す
が
、
つ
い
に
九

月
二
十
四
日
、
不
当
労
働
行
為
と
し
て
東
京

都
地
労
委

K
提
訴

K
ふ
み
き
っ
先
の
で
す
。

指
名
解
雇
後

職
場
は

94 

「
合
理
化
」

の
デ
パ
ー
ト
に

指
名
解
雇
と
い
う
労
働
者
の
生
存
権
ま

で
も
奪
う
よ
う
在
攻
撃
を
併
し
て
し
ま
っ

た
ら
職
場
は
ど
う
在
る
か
、
そ
の
見
本
で

あ
る
沖
電
気
は
、
ま
さ

K
合
理
化
の
デ
パ

ー
ト
め
よ
う
に
在
っ
て
い
ま
す
。

〆v 
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中
山
洋
子



ー

事
と
は
思
え
ま
せ
ん
.
会
岡
山
に
は

，EE
』
B
L
F

禁
酒
が
多
い
の
で
、
送
り
た
い
の

~hJ

一
'
F
司

j
'
で
す
か
1
.
カ
ン
パ
を
送
り
ま
す

J
』

九

三

ミ

バ

の

で
、
一
杯
ど
う
ぞ
・

自
-
u
f
y二v
v
J
(
神
奈
川
、
吉
村
さ
ん
)
俳
句

・
咽
司
圃

'

F

L

，一-~・.‘

t
山
小

4

1
人
童
に
入
っ
て
い
ま
す
.
，
庭

一

0
0
0円
以

上

め
て
い
ま
す
・

色

申

h

か

M
W
で
生
ま
れ
た
前
聞
き
分
付
る
私
の

の

カ

ン

パ

を

今
年
の
言
募
金
だ
け
で
五
万

EJ

沖
言

、

連

5
月
期
決
算
で
現

5
5「さ
ら
に
百
億

一

t

t

動
く
耳
一
枚
一
枚
落
ち
て
く

円

を

超

え

、

衣

類

も

ド

ッ

サ

リ

・

職

一

革

憲

一

は

、

七

五

億

六

百

万

円

の

経

常

利

益

円

の

利

益

を

/

」

と

M
1
一
O
O一
週

附

(
北
海
道
・
千
固
さ
ん
)
も
う
冨
る
蛸
時
雨
朝
か
ら
核
を
数
え

平
田
武
司
さ
ん
一
十
倍
程
荒
川
日
間
詩
語
豆
市
軒
民
主
持
時
じ
い
れ
ト
目
立
凶
器
対
前
九
み
時
斜
計
す

一
る
五
十
三
人
で
重
し
き
た
・
全
え
ま
し
た
・
訴
え
れ
ば
票
喜

一
沖

た
雪
量
に
計
上
し
た
一
言
吉
一

5
2
5って
w

-
一
ス
翠

$42雪
送
り
ま
る
会
で
銀
っ
て
い
る
、
日
本
フ
ィ

「
令
室
に
と
っ
て
一
番
大
切

一国
金
属
に
加
盟
電
車
成
以
来
、
に
勇
気
づ
り
ら
れ
て
い
ま
す
・
我
支

一
パ

一

九

百

万

円

と

較

べ

て

、

二

年

間

で

実

い
る
・

山

す
の
で
、
た
ま
に
は
、
ひ
と
や
す
ル
の
「
炎
の
第
五
重
」
の
き

な
車
、
票
差
を
辞
め
る
と
と

一組
合
磁
胞
の
攻
撃
と
闘
っ
て
い
ま
部
の
喜

ぞ
伸
争
警
緩
に
全
土

と

一

に

、

六

八

倍

に

伸

ば

し

た

ζ
と
に

ζ
の
君
、
神
電
気
資
本
の
や
り

w

み
の
つ
も
り
で
い
か
が
で
す
か
・
枚
普
及
し
ま
し
た
の
で
、
重
レ

だ
そ
う
は
思
わ
な
い
か
ね
」
と
喜

一す
・
解
雇
さ
れ
た
伸
の
伸
聞
を
草
島
図
書
あ
り
M

一

私

一

な

る

・
同
じ
盟
に
他
の
通
信
号
事
許
せ
ば
、
第
一
一
吉
一
一の
大
規
…
(
翼
県
、
菅
野
さ
ん
)
夫
の
ま
す
・

とパ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
ニ
O
人が、

τょ
う

と

、

置

も

語

、

一

一

ュ

l

一

7
一

l

カ

1
8士
通
は
二
倍
弱
、
日
本
車
指
名
解
雇
は
必
歪
で
あ
る
・
プ

町

転
車
引
越
し
て
半
年
た
ち
ま
し
(
福
岡
県
、
今
井
さ
ん
)
事

十

年

臣

、

量

揮

で

提

重

二
ス
も
書
、
争
犠
聞
と
の
交
流
量

f
L

要
望
一

-
一
倍
を
考
え
れ
ば
、
沖

l
ム
に
な
り
重
量
が
雪
る
こ

M

た
・
と
ち
ら
は
稲
刻
の
車
で
す
磁
の
関
連
記
事
な
ど
、
歯
切
り

位
の
目
立
メ
デ
ィ
ア
か
ら
突
然
解

一

向

型

圃

・

E
国

語

E

神

霊

裏
が
「
危
段
」
と
言
え
な
い
で
あ
と
に
も
な
る
・
何
と
し
て
も
阻

t
w
私
も
東
京
で
十
年
働
い
て
い
た
の
疲
き
を
定
期
的
に
送
り
ま
す
・
と

碕

一

眼

悶

・

・

・

調

E
邑

臨

園

出
合
い
は、

2
1月
に
指
名
産
違
い
な
い
と
思
長
l
・
十
分
な
支
ろ
う
・

な
り
れ
ば
な
ら
な
い
・

山

で
、
沖
電
気
の
た
た
か
い
は
他
人
も
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
・

平
田
さ
ん
は

「本
工
に
な
れ
る
」一

調

J
iu
E

・E
・

が

強

打

さ

れ

て

す

ぐ
の
事
で
し
た
・

媛
も
せ
ず
、
最
長
て
し
ま
い
、

と
重
か
ら
言
わ
れ
、
毎
月
約
五
十

二

J
r

岨・a-n
圃
と
れ
ま
で
電
機
産
業
を
中
山
に
経
申
訳
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
・
い

h
F
月

1
H
B
Hta
B
E

時
間
最
業
を
黙
々
と
や
り
、
そ
の
一

…ル

苛

正

明

許

凶

一

角

圃

定

営
分
析
の
研
究
そ
し
て
き
た
と
と
も
経
営
分
析
活
動
は
、
指
名
解
雇
の
叩
鉱
閉
号
制
剣
劇
開

i
d・
行
徳
野
鳥
観
察
舎
(
千
葉
県
)

日
を
楽
し
み
に
働
い
て
い
た

一人

一

一

J
J崎喧
伊

圃

決

あ

り

、

ζ

の
面
で
の
意
義
力
聞
か
ら
争
替
の
代
署
し
て
い

っ

4
明
礼
暗
闇
幽

べ
川園

-
r
戸

曹

量

調

副

阻

・

・

を

h

!

河
川
d
川
ん
冒

1
S霊園
F

h

‘.. 

で
も
と
、
聞
届
け
て
い
る
・
千
葉

j
r
;量
調

g
L咽
聞

圃

援

な

が

ら

支

援

で

妻

女

と

い

う

ζ

る

Eさ
ん
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て

F耐
〕

自

1闘
副

F
E
-
-
i望室
話

に

か

一
角
に
「
襲

舎

が
あ
る
・

襲
で
は
奇
襲
し
た
の
に
、
昨

L
J
関

…

伊

国

司

圃

支

と
で
、
お
付
き
合
い
が
雪
り
ま
し
進
め
ら
れ
て
い
て
、
理
論
的
に
も
優

J
d
e
l
l
l幽
・
・
・
・
・
割
け
て
の
広
大
な
湿
地
と
干
君
、
約
百
種
の
号
、
冬
に
は
、

支

持

お

り

乙

一

切

一戸

イ

倒

一

r芸
能

ぎ
れづいわれ純
h
H
K

一種
l
d
・悶一

1

日戸前日間一民話
U
A
M
-
間一

一れ
凶
器
諒
一耐震
直
静
翌
一
主
主
主
十
日
立
昨
日
記
者
謝野

E
b闘
関
Y

立時間七五日誌諮問
M
J

詩

七

九

日

ト

ザ

に

屈

手

一

一

¥

J
¥
一
古
堅
持
君
主
主
U
1
4闘いれ
し

と

の

君

事

票

日

晃

子

宮
田
さ
ん
に
n
が
ん
ば
れ
ら
一

吋

rH"陸苅
益

圃

労

護

団

の

ピ

ラ
は
害
取
る
な
/
な
か
に
な
っ
た
・
乙
の
点
に
つ
、
て
は
ん
や

刈

…

溢
積
説
副
画
号
、
埋
立
て
に
よ
る
宅
地
告
は
コ
サ
ギ
か
ユ
リ
カ
モ
メ
で
、
本

山

務
長

i
J一国間
凶

一

主

計

九

十

諮

問

汗

訪

日

時

一

嚇

グ

一一
二

種

留

話

終

日

明

言

語

計

一

軍一日一目立町一

日

闘
摩
瞳

fmU刊
誌
村
山
守
町
民
話
は
な
…
脳
4

ド
自
画
面
足
元
持
続
三
千

'

'

f

d

翻

盟

麗

麗

盟

富

山

ム

2

9

2

を

「
保
全
地
区
」

に
指
定
・
そ
の

川
の
汚
れ
が
、
わ
か
る
・

~

醸
霞
援
額
郵
接
関
寝
間

フ
ィ
ル
労
組
H
八

木

さ

ん

・

東

京

都

〔

1
j

山

覇

脇

屋

脳

脇

陣

翫

踊

闘

4
r
w
d

主

町

一

が

輯
輔
輯

設
計
時
計
一
一ρ

v

…
顕
臨
錨
輔
一
蹴
u
y

…〈
1
1半
H
I
L
F
-
r
1ト
1
1

"

:

j

E
 

争
議
が
始
ま
っ
て
七
昔
、
屋
代
な
ど
占
禁
、
中
屋
さ
ん
・
絵
画
全
金
大
阪
H
杉
本
語
労
組

・神
奈

一

匹

ぺ

・

山

形

、

荒

木

貞

さ

ん

、

重

ほ

か

叩

島

r

Y

2一
号

た

¥

二

一

「

一

い

れ

上

t
i-a斗

さ
ん
の
結
婚
に
全
国
か
ら
た
く
さ
ん

H
愛
知
県
、
朝
日
木
工
労
組

フ
ト

川
県
H
赤
相
さ
ん
・
東
京
都
H
斎

藤

-

…

・

千

葉

、

鋼

管

麗

鉛

メ

ッ

キ

神

-
f
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P

E

h

f

E
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一
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一
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A

の
n
励
ま
し
u
を
い
た
だ
き
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し
た
・
ン
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パ

l
u都
議
、
富
さ
ん
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ウ

さ

ん
・
妻

都

H
座
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さ
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浸

す

る

会

、

型

一

箱
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川
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F
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一
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日
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T
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一

設
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W
i
j
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咽
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1
j
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一
士
二
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ーイ

よ
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一

ー
一

ω月
日
目
、
学
校
の
講
義
室
で
手
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
H
京
都
府
、
海
図
曾
印
刷
H
長
堀
さ
ん

・
千
葉
県

H

"

・
室

、

鎌

田

さ

ん

、

カ

メ

ラ

ほ

か
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浴

時

民

民

/

E
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i
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i
S
F
f
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く
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祝
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で
発
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固
さ
ん
・
ナ
ベ
H
東
京
都
、
宮
里
さ

川
口
さ
ん

・
岡
山
県
H
木
下
さ
ん
一

山
・
襲
、
佐
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さ
ん
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え
と

叫

戸

河

川

?
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船

川

従

引

H

J
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L
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F
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A
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制

山
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劇
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参
加
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か
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大
き
語
手
・
ん

・
酒
な
と
H
都
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央
法
律
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務

家
・福
島
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H
石
井
さ
ん
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千

費
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野
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刷
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1981草 11月 18

勢擁護参
指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

目立メディコ(目立100%出資)・平田闘争

島
田
理
化
工
業
支
部

臨時工は黙っていない

⑫ 

長
崎
総
合
科
学
大
学
助
教
授

井
上
秀
次
郎
さ
ん



(4) 揮事 3 1 宅~支援する会に入会しよう(会費1口200円/月)1981年 1 1月 1日

署名にご協力くださいー左から荒木、佐藤 (IE) 、金子さん

鱒釣り大会 φ和俄
だれもが3匹以上

‘以内
守、よノ旬日

似さきd三法

¥ .J邑 ¥
.~. 1i:ぷ

す
る
子
供
争
、
裂
と
約
一
カ
月
の
離

J
¥ジ

全

国

か

ら

の

れ

で

あ

る

・

一

類

連

帯

で

争
置
の
生
活
を
支
え
る
の
は
、

捌

h

全
国
の
伸
聞
の
熱
い
心
だ
け
で
あ

f

釈し

神
電
気
の
仲
間
は
家
族
を
含
め
る
る
.
歯
を
く
い
し
ば
り

n
大

企

業

の

露

間

と
約
百
三
十
八
人
の
大
世
帯
で
す
.
樹
祭
を
許
す
な
u

と
奮
闘
す
る
神
電
ー
ペ

幼
い
子
供
も
多
い
.
争
犠
活
動
を
し
気
の
伸
聞
の
生
活
を
支
え
る
年
末
関
川
月
M
目、

東
京
地
裁
で
室
田
社
「
他
の
証
人
に
聞
い
て
ほ
し
い
」
の

な
が
ら
生
活
を
維
持
す
る
の
は
容
易
争
に
み
ん
な
で
診
加
し
よ

う

.

畏

室

鯵

頭
主
幹
(
当
時
)
に
対
す
る
必
発
.

で
は
な
い
.
獄
身
者
で
約
六
万
円
が
.
待
商
の
品
物
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
、
第
二
回
尋
問
は
、

前
回
に
引
き
続
き

w

エ
l
ス
u

と
し
て
登
場
し
た
こ

生
活
費
の
支
給
額
で
あ
る
.
ほ
と
ん
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
、

ワ
イ
ン
な
ど
廊
下
に
ま
で
あ
ふ
れ
る
傍
聴
者
の
勲
の
証
人
は
み
じ
め
に
も
、
自
ら
マ
ウ

ど
の
仲
間
が
食
事
が
せ
い
い
っ
ぱ
い
で
す
.
チ
ラ
シ
が
手
に
入
ら
な
い
人
気
の
中
で
行
な
わ
れ
た
。
ン
ド
か
ら
降
り
て
し
ま
い
ま
し
た
。

の

状

態

で

す

.

で

、

組

み

合

せ

で

十
個
ぐ
ら
い
の
取

室
田
証
人
は
、
前
回
の
証
言
で
は
こ
れ
に
は
、
裁
判
所
も
あ
き
れ
て

解
履
か
ら
四
度
目
の
正
月
を
迎
え
一
飯
い
の
出
来
る
人
は
至
急
と
連
絡
〈
組
合
と
の
話
合
い
も
つ
く
虫
す
、
指
「
人
民
堅
理
の
必
蚕
性
に
つ
い
て
は

る
神
電
気
の
仲
間
は
、
十
月
中
旬
か
だ
さ
い
.
注
文
の
〆
切
(
持
送
分
)

名

解
雇
を
強
行
し
た
事
実
を
述
べ
て

塗

昂
に
立
証
責
任
が
あ
る
の
で
す

ら
全
国
各
地
へ
、
恒
例
の

n
全
国
行
は
十
二
月
五
日
と
な
り
ま
す
.
い
た
の
に
、
今
回
は
語
る
と
不
利
と
が
、
乙
の
証
人
で
は
と
れ
以
上
何
も

商
M

に
出
か
け
て
行
き
ま
し
た
.
愛
よ
ろ
し
く
、
お
ね
が
い
し
ま
す
.
一
転
「
失
念
レ
た
」
「
記
憶
に
な
い
」
出
て
こ
な
い
」
と
不
合
格
の
焔
印
が

会
社
は
解
雇
の
不
当
性
を
間
わ
れ
る
と

「
失
念
し
た
」
の
繰
返
し
、
m
M
回
も

出
九
年
沖
骨
t
Rぽ

妊
革
嬬
土
栴
詰

三
五
O
人
前
首
相
勺

抑
さ
れ
た
.

あ
く
ま
で
、
裁
判
の
引
き
延
し
を

狙
う
沖
電
気
の
不
当
な
態
度
に
、
仙

台
を
朝
六
時
に
発
っ
て
か
け
つ
け
た

中
屋
さ
ん
(
争
議
団
)
の
お
母
さ
ん

は
「
的・

お
集
会
に
も
宮
威
か
ら
た

く
さ
ん
診
加
し
て
l
、
裁
判
署
名
も

よ
り
い
っ
そ
う
」
と
報
告
集
会
で
発

言
.
傍
聴
者
全
員
の
気
持
主
一
言
え
ま

す
.全
国
の
仲
間
の
み
な
さ
ん
、
い
ま

す
ぐ
、
裁
判
促
進
の
世
論
を
裁
判
所

と
神
低
気
に
ぶ
つ
け
る
た
め
に
H

裁

判
署
名
U

の
運
動
を
大
き
く
鉱
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
.

一
日
も
早
い
腿
利
の
た
め
に
、
と

協
力
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
.

間
回

は
た
ら
く
初
号
の
料
理
、
秋
さ
ば

を
お
い
し
く
の
記
事
に
〈
望
号
の

文
字
が
記
載
も
れ
で
し
た
の
で
お
詫

び
い
た
し
ま
す
.

沖
電
気
争
議
団
の
影
山
さ
ん
は
、

昨
年
の
+
月
か
ら
、
ニ
チ
モ
ウ
キ
グ

ナ
ス
労
組
の
曾
記
(
組
合
員
)
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
が
、
第
羽
田
の

4
5
3
3長
oy--J

縁
結
労
連
定
期
大
会
長
野
県
)
に

引
閥
、
争
h
日
立
巳王

h
r
ι
F
1、h
b
u
t
-
設、~、山
Jι
河
寸
r
U

代
議
員
と
し
て
出
席
。
労
戦
統
一
の

行
月
7
白
熊
谷
裁
判
日
時

問
題
と
結
び
つ
け
、
電
機
労
連
加
盟

刊
用
門
日

解
雇
3
年
.
本
社
昼
の
神
電
気
指
名
解
屈
の
実
態
を
、
解

体
み
抗
強
行
動
。

居
者
の

一
人
と
し
て
約
十
五
分
に
わ

H
月
加
臼

八
王
子
工
場
前
抗
議
た
り
発
言一
し
ま
し
た
.
こ
の
時
、
会

行

動

場

は

真

剣

に

耳

を

傾

げ

る

代

議

員

が

ロ
月
刊
日

東
京
裁
判
日
時
多
く
総
揚
答
弁
の
中
で
も
「
熱
い
連

ロ
月
げ
目

前
橋
裁
判

日

時

帯
を
し
よ
う
」
と
労
連
の
曾
記
長
は

ロ
月
お
日

八
主
手
裁
判
叩
時

呼
び
か
け
て
〈
れ
ま
し
た
。

「
誰
で
も
5
匹
釣
れ
る
釣
大
会
」

と
い
う
キ
ャ
y
チ
フ
レ
ー
ズ
で
、
9

月
市
日
に
、
榛
名
の
国
際
マ
ス
釣
セ

ン
タ
ー
で
釣
大
会
を
待
い
ま
し
た
.

先
手
必
跨
と
い
う
ζ
と
で
、
ス
タ

ー
ト
は
、
容
加
者
の
二
十
数
入
も
緊

張
.
し
か
し
皆
ん
な
一
応
三
匹
は
釣

れ
て

「
釣
り
っ
て
こ
ん
な
に
簡
単
だ

っ
げ
」
と
い
う
声
が
出
た
と
た
ん
、

H

実
力
差
M

が
出
始
め
ま
し
た
。

十
匹
を
越
え
て
釣
れ
る
人
。
ジ
ー

と
水
面
ば
か
り
見
る
ば
か
り
で
ピ
タ

リ
と
釣
れ
な
い
人
.
「
も
う
池
の
中

に
魚
が
い
な
い
」
と
叫
ん
だ
人
の
側

の
人
が
釣
り
上
げ
H

み
じ
め
M

を
感

じ
る
人
も
.

昼
食
は
も
ち
ろ
ん
、
マ
ス
の
塩
焼

き
。
と
て
も
う
ま
い
.
千
五
百
円
会

費
の
争
犠
団
と
「
会
」
の
受
流
釣
大

会
は
、
と
て
も
好
評
で
し
た
.

ノ・、つ/

1
b
t小

酌
せ
撤

々

C

本
一
巾
刀

m

E
n
白
川
凶
，
、

q
J

拝

H
W砂
体

釘
合
唱

は
誌
聞
で
司
船

=
R
L・
2aF
現

憲

ρ何
一
目

沖
盟
白
川
山

96 

-個人132，0∞

「
愛
と
た
た
か
い
を
歌
う
1
横
井

久
美
子
さ
ん
と
神
電
気
争
議
は
よ
く

川
答
う
の
で
は
i
」
と
実
行
霊
会

が
作
ら
れ
、

ω月
7
自
に
八
王
子
労

政
会
館
ホ
ー
ル
を
一
杯
に
し
て
コ
ン

サ
ー
ト
が
聞
か
れ
ま
し
た
.
お
人
の

実
戸
付
要
員
の
メ
ン
バ
ー
は
、
先
生
、

保
母
、
学
生
i
と
多
彩
な
顔
ぶ
れ
.

ポ
ス
タ
ー
、
ピ
ラ
、
宣
伝
と
眠
る
蝦

も
な
い
ぐ
ら
い
の
が
ん
ば
り
が
、
大

成
功
の
要
因
で
し
た
.
ご
く
ろ
う
さ

ま
で
し
た
.

制
井
さ
ん
は
今
回
で
4
度
目
に
な

る
神
争
犠
支
援
の
舞
台
。

H

私
の
蜜

レ
た
街
u

ほ
か
約
初
曲
を
2
時
間
に

わ
た
り
熱
唱
し
て
く
れ
ま
し
た
.

会
場
で
の
コ
ー
ヒ
ー
も
宙
杯
近
く

も
売
れ
、
多
額
の
カ
ン
パ
も
寄
せ
ら

れ
、
実
行
委
員
会
は
大
事
乙
ぴ
.

ア
ベ
ッ
ク
、
家
族
づ
れ
、
若
い
女

性
の
鯵
加
者
.
支
援
の
輸
が
ま
た
拡

が
り
「
八
王
子
地
区
で
の
歴
史
的
な

コ
ン
サ
ー
ト
」
に
な
り
ま
し
た
.
う

た
っ
て
、
震
U
て
、
た
た
か
っ
て
:

影
山
さ
ん
代
議
員
と
し
て

繊
維
労
連
大
会
で
訴
え
る

うたって

愛して

たたかつて



指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

支援する会事務局

事務所 班京都港区三回

3-2 -20 

電信 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6ー 75240

加入者名 沖電気の不当解雇

を撤 回させる会

先

行

所

ロ
守

1 9 8 1年

12月 1日

32 第

第害32宅号)
 -
(
 

沖電気の「合理化」他人ごととは思えなくて

衣ぽ翻乙よザ実700 
制
F深長官叫汁瞬間谷弘

念集喪中容積qJv 

d
v
幌

酬の鼠も過ぎてよか¥"a.曇

北海遣や1¥，制力、一

ーま北得ら三人 削気回労25雪害吉弘52害容ヨ 軍主主苦言暴言語saE2男
己主主R5事極言宗E苦言 参章 号23量空間3房長告書5委
員2品きえきお話z-2モf2225242635雪量部謡
言jiijii!??;て zi?izijEjiii

神進地 Jレき人

塁塁嘉吉三宝露
高岩市溢えの地

主主Zft
!?;持iz
などモ U ホをー
ん乍行/~ 1 大千

25思議署名
o ，~気管 徹 な

のも回ん
闘っせど
いきよも
をつ M

、りの沖

手に手にチョウチンを持って 警護E題5
抗議のデモ行進 普E.重喜

221iE2ii;id白252i露Fgii;ii吋駐車詩三
zi島isHEiE3長時き叫しは日zZ幻ド毒菌最ζhfb耳目量弓指pz解聖塁手iH23il員、とど23官室
主会委量産走。自主主喜系農 旨22島S552;望号号室雪gZぎ主美定
!??iji iiji詰121i;iijilliiii1 
言宗寺全を普 暴あれつ高 ζ てらのE白書i警官邸開旨 つれzgs実5232々 5道童書寵童 はは崖匹問、乙震 い

明iiiiiiI1詩iiiiiii話iiiii 

高
崎
(群
馬
)
集
会
は

一
千
人
の
こ
ぶ
し

解
雇

3
周
年
中
央
集
会

集
会
ア
ピ
ー
ル

-賛同団体
300以上

-賛同募金
1，634，323円

-会場募金
614，353円

97 



(2 ) 

、ふ門放ぐ幼な衣運動
γr〉ペーE則高校(霊)

冒!32毎雪支援する会に入会しよう (会費 1ロ200円/月)

同
校
が
、
全
校
ぐ
る
み
で
い
ろ
ん
父
兄
は
矛
盾
を
感
じ
て
い
る
。
同
校

な
湿
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
「
公
私
聞
の
格

は
、
六
年
前
の
学
費
値
上
げ
問
題
で

差
解
消
」
「
教
育
条
件
の
改
醤
」
を

教
師
と
父
母
と
の
話
し
合
い
が
、
大
運
動
参
加
の
動
機
と
し
て
あ
げ
て
い

き
な
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
.

る
人
が
多
い
.
「
会
」
の
副
委
員
長

当
初
は
「
学
校
の
財
政
型
憎
が
十
を
勤
め
る
柳
田
季
夫

(τえ
お
)
先

分
わ
か
る
た
め
、
建
前
は
反
対
だ
が
生
は
「
教
師
も
、
親
も
い
ま
何
を
な

上
が
っ
て
し
ま
う
の
は
仕
方
な
い
」
す
べ
き
か
が
問
わ
れ
て
い
る
」
と
指

が
大
智
~
っ
た
が
、
教
職
員
組
合
、

摘

。

理
事
会
(
学
校
)
、

P
T
A
の
三

者

「

行
革
」
の
名
の
下
に
、
教
育
の

で
「
な
ぜ
値
上
げ
が
お
乙
る
の
か
、
予
算
も
パ
ッ
サ
リ
切
下
げ
ら
れ
よ
う

私
学
の
矛
庖
に
つ
い
て
考
え
よ
う
一
」
と
し
て
い
る
時
、
い
ま
同
校
の
校
舎

と
会
合
を
持
っ
て
話
し
合
い
、

こ
の

に
は
、
ベ
ニ
ヤ
叡
十
三
枚
ば
り
の
大

会
は
正
則
高
校
P
T
Aに
「
公
費
助
看
板
で
「
父
母
負
担
軽
減
、
よ
り
よ

「
資
校
拒
否
を
し
た
が
、
担
任
の
や
教
師
が
、
子
ど
も
の
実
態
を
出
し
成
委
員
会
」
の
発
足
へ
と
発
展
し
て
い
教
育
を
め
ざ
す
私
学
助
成
直
接
府

先
生
方
が
、
子
ど
も
と
一
緒
に
考
え
合
い
、

そ
し
て
何
を
な
す
べ
き
か
H

い

っ

た

。

求

署

名
運
動
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
斗
」
日

て
く
れ
た
」

「
子
ど
も
は

考

え

る

力

、

を

話

し

合

っ

た

。

審

員

会

は、

今
年
も
私
学
助
成
ニ
う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
・

求

と

覚
え
る
の
が
葦
宇
、
本
に
脅
か
れ
て
ど
の
発
雪
暑
か
ら
も
、
悩
ん
で
い
百
万
人
署
名
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
最
後
に
、
教
育
研
究
袋
詰
で
一
人

請

動
接
運

い
る
事
以
上
は
ダ
メ
な
ん
で
す
」
「
社
る
の
は
、
私
一
人
で
は
な
い
ん
だ
、
い
る
.
作
家
の
早
乙
女
勝
元
さ
ん
、
の
母
親
の
「
人
聞
が
人
間
で
な
く
な

z-

会
へ
出
て
ど
う
生
き
る
か
を
教
え
る
み
ん
な
で
一
緒
に
学
び
、
考
え
、
行
漫
画
家
の
手
塚
治
虫
さ
ん
、
評
論
家
る
教
育
は
い
や
だ
」
こ
の
発
言
が
、

ー

必
要
が
あ
る
の
で
は
:
」
動
し
よ
う
と
い
う
H

心
u

が
伝
わ
っ
の
永
畑
道
子
さ
ん
ら
、
六
人
の
文
化

私
に
は
忘
れ
ら
れ
な
い
.
(
松
蛾
)

東
京
、
潜
区
の
東
京
タ
ワ
l
の
ふ
て
く
る
.

人

が

請

求

代

表

者

と

な

っ

て

い

る

切

ら

め

も
と
に
あ
る
私
立
正
岡
高
校
(
生
徒

P
T
A主
催
の
教
育
研
究
会
も
驚
「
私
立
学
校
教
育
助
政
条
例
」
の
制
択

数
千
三
百
余
人
)
、
第
四
回
教
育
研
き
だ
が
、
も
っ
と
驚
い
た
の
は
と
の
定
を
求
め
る
直
接
鵡
求
運
動
で
あ
も

究

集

会

の

一

つ

の

分

割

柑

会

で

は

、

次

学

校

を

率

換

し

た

生

徒

や

、

父

母

が

る

.

況

か
ら
次
へ
と
質
問
や
意
見
、
体
験
が
参
加
し
て
い
る
事
だ
っ
た
。
母
親
た
鈴
木
知
事
が
都
知
事
選
挙
の
時
に
公

ボ
ン
ボ
ン
飛
び
出
す
.
ち
は
「
今
、
子
ど
も
は
、
大
学
三
年

得
た
百
九
十
万
葉
を
上
回
ろ
う
と
い
民

「
第
二
次
世
界
大
戦
は
四
ペ
ー
ジ

で

す
.
親
が
教
育
に
参
加
で
き
て
よ
う
目
糠
を
十
一
月
末
ま
で
に
や
皇
芭
&

な
の
に
、

m
盟
諸
太
子
の
記
述
は
六
ベ
か
っ
た
」
「
親
が
、
今
の
社
会
を
し
ろ
》
宇
ζ

全
都
で
、
い
ま
運
扇
中
。
d

l
ジ
も
あ
る
.
教
秘
密
に
平
和
を
粧
っ
か
り
見
つ
め
る
力
を
教
た
な
吋
れ
同
校
の
「
会
」
は
、

十
万
を
目
標

が

制
す
る
傾
向
が
出
て
い
る
の
で
は
」
ば
、
子
ど
も
は
悪
く
な
る
。
親
た
ち
に
し
て
現
在
約
三
万
が
到
遥
点
.
東
屯

「謀
総
の
患
ス
ピ
ー
ド
授
業
、

の
署
も
必
要
。
P
T
A奪
っ

て

京

の
高
校
生
の
約
六
割
が
私
学
で
あ
担

よ
か
っ
た
」
と
発
一
冨
.
正
則
教
育
の
り
学
費
は
、
公
立
の
六
1
八
倍
も
か

U

1981年 12月 1日

教

研

集

会
.
右

が

柳

田

先

生

深刻な高叡の教育
条件の公私格差

1981年度 伸 段義本舗釦

.径鎗腸 1人 1クラスの

.たり箆健審窓 生後..乎尚

徳:n:私:!! ・~:n:私立

国別学級人数

国名 初等学綬 中線学級

日 奪 45 45 

~ランヨf 40 28-30 

アメリカ 学年別25-却 35 

イ 9 リア 25 25-30 

‘ノ 遺 40 35 

ブルガリア 30 35 

タ イ 40 40 

" 園
同 前期70 彼割羽田

ガーナ 46 35 

コス?リカ 35 40 

ウルグアイ 30 35 

~宮テ~屯~も念品宕屯~宣言

「東邦亜鉛」の煙
E軍曹露軍

(子et日本風土!er群馬』より撞すい)

地
方
自
治
法
第
+
ニ
条

日
本
国
民
た
る
普
通
地
方
公
共
団
体
の
住
民
は
、

ζ

の
法
体
の
定
め
る
と
乙
ろ
陀
よ
り
、
そ
の
属
す

る
普
通
地
方
公
共
団
体
の
条
例
(
地
方
視
の
鼠
課

徴
収
並
び

ι分
組
金
、

使
用
料
及
び
手
数
料
の
徴

収

ι関
す
る
も
の
を
除
く
。
)
の
制
定
又
は
改
廃

を
請
求
す
る
惜
利
を
有
す
る
。

農
地
を

ご
め
ん
立
会
社
な
ん
か
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を

持
っ
て
い
っ
て
ぶ
つ

こ
わ
し
て
し
ま
え

」

と
、
ぼ
く
は
小
さ
い
時
考
え
た
こ
と
が
あ
る
。

「
煙
が
ひ
ど
く
て
桑
が
や
ら
れ
、
ど
ん
な
に

一
生
懸
命
働
い
て
も
お
蚕
が
は
ず
れ
て
し
ま
う
L

と
、
話
す
父
母
の
言
葉
を
何
度
と
主
〈
開
い
た
か
ら
で
あ
る
。

東
邦
亜
鉛
の
煙
は
ま
す
ま
す
ひ
ど
く

ぽ
〈
遣
の
村
を
お
そ
う

あ
る
時
は
雲
の
よ
う
に
北
か
ら
南
へ

ま
た
あ
る
と
き
は
霧
の
よ
う
に
お
お
い
か
ぶ
さ
る

農
業
を
中
心
に
生
活
し
て
い
る
ぽ
〈
達
の
村
に
と
っ
て
は

大
き
な
悩
み
で
あ
る
。

桑
が
育
た
ず
、
お
蚕
が
死
ん
で
し
ま
う

ま
た
、
お
か
ぼ
や
麦
も
煙
の
影
響
で

障
が
累
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

「
だ
ま
っ
て
い
ね
え
で
、
会
社
に
文
句
を
い
い
に

い
か
担
え
か
あ
」
と
、
ぼ
く
が

い
う
と

「
そ
ん
な
こ
と
な
ら
、
と
っ
く
に
や
っ
て
い
ら
あ
」

と
父
が
い
う
。
何
回
交
渉
し
て
も
煙
は
前
と
同
じ
よ
う
に

い
や
、
そ
れ
以
上
に
多
く
で
る
。

会
社
な
ん
か
つ
ぶ
れ
て
し
ま
え
ば
い
い
と
い
う

ぼ
く
の
願
い
に
反
し
て
会
社
は
年
々
拡
張
さ
れ
て
い
く
。

父
に
聞
く
と
前
は
小
さ
な
工
場
で
あ

っ
た
と
い
う

そ
れ
が
今
で
は
山
の
面
が
大
部
分
工
場
に
主

っ
て
し
ま
っ
た
。

鉱
渡
す
る
た
び
に
、
ぼ
く
遣
の
村
の
土
地
が
失
わ
れ
て
い
く
。

"納入、、、、、、、、、、、，W、、、、、、、、y、、、、、、、、、、、、、，¥¥，品、、、、父、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、，W、、、、、、、、入、、、、、、y、、、、、、、、、除、、、、、、，W、、、、、、、、、、、、、、、、y、、、、、，¥¥¥¥'、、、、、丸、、、、Yぬ丸、、、、、Y以入、、t

F何 %
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沖
電
気
と
富
士
銀
行
の
関
係
は
、

七
O
余
年
に
も
な
り
、
歴
代
の
社
長

以
下
重
役
陣
を
系
統
的
に
送
り
込
ん

で
い
る
.
戦
後
四
人
の
社
長
の
中
で

ニ
人
は
宮
士
銀
行
出
身
の
社
長
で
あ

る
.ま
た
、
指
名
解
回
を
合
む
人
員
護

理
計
画
の
立
案
に
あ
た
っ
て
は
、
富

士
銀
行
は
、
笹
原
信
一
郎
な
る
人
物

を
診
画
さ
せ
、
首
切
り
後
は
銀
行
に

戻
し
て
い
る
.

資
本
金

一
七
五
億
円
の
沖
電
気
は

一五
O
億
円
以
上
(
切
年
当
時
)
の

融
資
を
富
士
銀
行
か
ら
う
け
て
い

る
.今
年
十
一
月
、
創
立
青
年
を
迎
え

た
沖
電
気
は
、
資
金
的
、
人
的
な
宮

士
銀
行
か
ら
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ

っ
て
経
営
を
続
け
て
お
り
、
神
電
気

「
合
理
化
」
の
背
景
資
本
で
あ
る
.

沖
電
気
の
メ
イ
ン
パ

ン
ク
は
一
五

O
億
円

融
資
の
富
士
銀
行

全
国
の
土
纏
汚
ぬ
地
は
、
国
の
指

定
し
た
も
の
だ
け
で
も
、
四
六
地
成

四
六
七
四
訟
に
及
ん
で
お
り
、
そ
の

う
ち
農
用
地
が
四
一
八

一
か
で
す
.

最
近
で
は
教
訓
糾
曾
か
ら
公
害
企
業
名
る
日
本
で
始
め
て
の
公
害
裁
判
で
患
者
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
農
民

を
な
く
し
、
「
環
境
庁
廃
止
論
」

す

す

。

の

農

業

と

生

活

を

踏

み

に

じ

っ

た

企

ら

出

さ

れ

て

い

ま

す

.

安

中

公

密

対
策
協
畿
会
会
長
の
大
業
の
責
任
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
い
」

そ
ん
な
時
、
群
馬
県
安
中
市
に
昭
塚
忠
さ
ん
は

「
工
場
に
防
密
殺
帥
酬
を
と
、
怒
り
を
抑
え
て
静
か
に
語
っ
て

和
二
一
年
、
設
立
さ
れ
た
安
中
製
錬
す
る
よ
う
に
と
要
求
し
ま
し
た
が
、
い
ま
す
.

所
(
東
邦
亜
鉛
)
に
対
す
る
公
害
戴

東
邦
亜
鉛
は
乙
れ
を
無
視
し
て
録
業
公
害
の
根
絶
を
め
ざ
し
、
安
中
裁

判
は
山
湯
を
む
か
え
て
い
ま
す
・
原
を
続
げ
ま
し
た
・
桑
畑
そ
し
て
蚕
。
判
を
膝
利
さ
せ
る
た
め
の
支
援
を
、

告
は
一

O
O世
帯
一

O
O名
、
請
求
般
の
木
、

つ
ぎ
つ
ぎ
と
破
観
さ
れ
い
ま
す
ぐ
あ
な
た
も
・

額
は

一六
億
円
近
い
・

ま
し
た
。
山
は
は
げ
に
・米
や
波
も
、
激
励
先
H
群
馬
県
前
橋
市
大
手
町

企
業
の
利
議
第
一
主
義
に
よ
る
盟
大
き
な
被
害
を
う
け
、
米
も
く
ず
米

二
|
五
|
一

一
、
加
藤
ピ
ル
二
階
高

金
属
(
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
亜
鉛
な
ど
)
が
多
く
な
っ
て
i
・
人
体
被
害
の
町
田
法
律
耶
務
所
内
、
安
中
公
害
裁
判

や
イ
オ
ウ
酸
化
物
な
ど
鉱
諮
排
水
の
で
は
、
喉
を
痛
め
哨
息
に
な
っ
た
り
、
星
回回、

T
E
L
O
二
七
千
二

た
れ
流
し
に
よ
る
態
業
被
害
に
対
す
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
の
前
駆
症
状
等
の
四

1
=一一一一
一一



指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュ ース 1981年 12月 1日
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(北九州)

賃
金
差
別
闘
争
原
告
団

(静
岡
、
玉
川
さ
ん
)
夏
に
沢
山

の
伸
問
に
訴
え
て
、
絞
め
た
カ
ン
パ
.

3
2
6
5
2
円
.
大
事
件
起
く
な
っ
て

と
め
ん
な
さ
い
.

(東京、

田
所
さ
ん
)
私
も
一
歳

と
四
歳
の
女
の
子
が
い
ま
す
.
い
つ

も
H

は
た
ら
く
u

を
読
ん
で
い
ま
す

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
ね
.

(山
形
、
佐
藤
さ
ん
)
新
レ
い
カ

y

プ
ル
誕
生
お
め
で
と
う
C
ざ
い
ま

す
.
勝
利
ま
で
少
し
づ
つ
で
も
、
役

に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
.

(岩
手
、
佐
守
木
さ
ん
)
会費、

長
ら
と
お
ま
た
せ
し
ま
し
た
.
ニセ

コ
付
革
」
成
立
阻
止
等
、

m
山
年
秋
腕

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
.
共
に
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
.

(兵庫、

田
丸
さ
ん
)
埋
い
季
節

を
迎
え
ま
し
た
.
速
い
但
馬
の
地
に

て
、
応
侵
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
.

一
日
も
早
い
職
燭
復
帰
が
で
き
る
よ

う
、
支
侵
す
る
会
に
入
り
ま
す
.

i
=
e
e
-
-
Z
E
e
-
2
-
e
=
e
r
g
-
z
=
s
z
r
e
t
-
z
=
一守

=
Z
E
-
-守

2
1
E
r-
-
Z
E
l
i
-
7
z
e
-
2一
一
-7

3

3
一
ム

7

1
2
3
L
-
i
z
-
-

隅
田
川
を
こ
え
た
東
京
の
下
町
、
江

H

原
水
爆
の
被
当
者
は
私
を
最
後
に
し

東
区
夢
の
仏
に
そ
の
建
物
は
あ
リ
ま
す
。

て
ほ
し
い
“
1
船
の
師
、
総
長
だ

っ
た
久

い
ま
か
ら
三

O
年
近
く
前
、
一
九
五
四
保
山
愛
吉
さ
ん
は
、
被
災
か
ら
半
年
後

年
三
月
一
日
、
ア
メ
リ
カ
が
太
平
L

洋

ピ

の

九

月

二

三
目
、
世
界
最
初
の
水
爆
の

キ
ニ
環
俄
で
行
な
っ
た
水
爆
実
験
に
よ
犠
牲
と
な

っ
て
亡
く
主
リ
ま
し
た
。
幻

る
仰
死
の
灰
仰
を
あ
び
た
第
五
福
竜
丸
人
の
乗
組
員
ば
か
り
で
な
く
・
太
平
洋

と
い
う
船
を
展
示
し
て
あ
る

w
都
立
第
の
烏
の
人
々
、
海
も
尚
も
船
も
偽
…
も
欣

五
福
竜
丸
展
示
館
。
が
そ
れ
で
す
。
射
能
に
汚
染
さ
れ
、
と
れ
た
魚
は
食
べ

れ
ず
、
空
か
ら
は
放
射
能
を
含
ん

だ
雨
が
降
る

l
ビ
キ
ニ
事
件
を
機

に
広
'M
旬
、
長
崎
に
つ
づ
い
て
三
た

び
原
水
爆
の
被
害
を
受
け
た
日
本

&国 lJrI

0γ" 
←飯田孝ーさん

(京都)

年末カノパ送ります。

子どもは年齢X 200円

おとなは年齢X 50 P:J 
5人家族、計 5，000円

一 どうぞー

罵 32号

，

--E 
H
 

~_.tttii.Y$\f~.:ン税総⑤ ;?J 滋深志窓会ザペ:~};{:~t:会誌訟 λ

そ号 ミヨ~;:s7:<:~?:.::;::~~~~:~:: 扱 fi 主主 ?::;~;~t{，~~:?::.~:~:t:~.:;:?}::.E~~(:~笠〓 :;?' 

日本電気の仲間が版画の

販売-3枚セットで500円
申込みは支援する会へ

g
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て ・・唇れんしくをしみはりてひとて年米司王したす保て日人第んリ氏

手 ( 入品費五てなてし中あな 、まあと諾燃が箪笑みも 。存こ本で五 。はの i
l>!!場日スへい不銅てたつが子せらりつ音、横でとのd巡の国あ制 い日正
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死の灰の証人
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(4) 罫書32宅吾

マ
イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
と
雇
用

(キプロス)

国
際
シ
ン
ポ
(
判
断
)
に
参
加
し
て

沖
電
気
争
議
団
代
表

中
山

森
夫

日
比
谷
集
会
の
感
動
を
後
に
、
十
活
の
あ
り
方
を
変
え
る
と
と
ろ
迄
漫
問
ブ
ラ
ウ
ン
管
に
く
ぎ
づ
り
さ
れ
る
日
本
に
お
い
て
、
逆
に
そ
れ
を
労
働

一
月
二
、
三
日
キ
プ
ロ
ス
島
で
閥
か
透
し
て
来
て
い
る
M
・
E
化
の
影
轡
乙
と
か
ら
生
じ
る
視
力
障
害
防
止
の
者

・
国
民
の
利
益
を
守
る
も
の
に
し

れ
た
世
界
労
連
主
催
の

H
M
-
E
(
マ
を
労
働
組
合
サ
イ
ド
か
ら
検
討
す
る
た
め
の
闘
い
な
ど
極
め
て
実
践
的
な
て
ゆ
く
闘
い
の
遅
れ
を
痛
感
。
自
分

イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
)
と
廠
た
め
の
会
織
で
レ
た
.
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
提
起
が
な
さ
れ
、
又
一
方
イ
ン
ド
の
と
し
て
も
こ
れ
を
畿
会
に
識
輸
を
ま

一
周
'
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
に
、
全
日
諸
国
か
ら
は
深
刻
な
失
業
問
阻
を
国
代
表
は
独
立
以
降
の
庫
業
発
展
史
に
き
起
乙
し
、
実
践
す
る
一
員
と
し
て

一
自
労
中
西
霞
員
長
、
運
輸
一
般
引
問
点
に
、
熟
練
度
の
費
失

・
胤
間
労
働
つ
い
て
、
厳
大
の
労
働
力
輸
出
国

H
が
ん
ば
笠
た
い
と
思
う
.

一
委
員
長
の
ご
配
慮
に
よ
り
@
加
し
て
・
労
働
疎
外
の
一
周
の
強
ま
り
な
ど
人
間
流
出
国
と
し
て
の
苦
悩
と
共

一
来
ま
し
た
・
リ
ア
ル
な
実
情
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
に
、
単
な
る
後
歯
と
し
て
の
と
ら

日

曜

は

だ

め

よ

わ

一

第

三
次
産
隷
革
命
と
も
い
わ
れ
、

に
対
す
る
闘
い
が
報
告
さ
れ
た
.
例
え
方
で
は
な
く、

n
光
u

の
部
分
に

つ

一
今
や
陸
銀
界
の
み
な
ら
ず
、
社
会
生
え
ば
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
代
表
は
畏
持
つ
い
て
も
正
確
な
認
聴
を
し
て
ほ
し
初
め
て
の
海
外
旅
行
は
極
め
て
感

円
一

い
と
書
。
英
語
、
仏
語
、
語
、
動
的
で
し
た
・
空
港
ト
イ
レ
で
、
眼

。
一

日
本
語
の
入
り
混
じ
っ
た

R
Uい
会
っ
き
鋭
く
金
を
と
り
立
て
て
い
た
マ

nu-
2
一

継

は

、

本

来

人

間

生

活

を

豊

か

に

す

ニ

ラ

の

少

年

遼

.

一

度

も

欄

民

地

に

る

の

だ

と

い

う

.
同
寄
な
固
で
様
々

口一
一

る
た
め
の
技
術
の
発
展
が
、
モ
れ
を
な
ら
一
な
か
っ
た
王
様
の
国
バ
ン
コ
ク
な
労
働
を
し
て
来
た
老
夫
婦
が
ダ
ン

費

一

利
用
す
る
社
会
議
の
あ
り
方
に
よ
の
燃
え
る
よ
是
タ
警
に
染
め
ら
ス
を
し
、
そ
の
リ
ズ
ム
が
次
第
に
早
'

会
一

っ
て
作
り
出
さ
れ
て
い
る
具
体
的
な
れ
た
町
並
・

2
Zら
バ
ン
コ
ク
く
な
り
、
ヵ
チ
ュ
ー
ン
ャ
の
襲
に
一

一

刊
弊
由
一
と
、
そ
れ
と
の
闘
い
の
方
向
を
へ
は
タ
随
を
追
い
か
り
る
旅
で
あ

A
ロ
わ
せ
て
問
り
産
主
忌
は
感
動
的
で
一

-つ一

骨

一

シ

ま

と
め
て
堕
『
「
失
業
輸
出
国
」
る
・
夜
空
に
光
杓
輝
ゃ
く
石
油
王
国
あ
っ

た

・

日

よ一

J

骨

し
一

ギ
日
本
か
ら
一
人
、
心
細
い
思
い
で
欝
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ド
パ
イ
空
埼
ギ
リ
ン
ャ
の
新
政
梅
に
つ
い
て
た

↑

会
一

〈
加
し
た
が
冒
頭
「
あ
な
た
は
カ
リ
キ

独
立
後
も
首
都
ニ
コ
シ
ア
の
境
界
線
ず
ね
る
と
、
喜
ば
し
い
ζ
と
だ
が
キ
+

入
一

会

ュ

レ
l
タ

(
電
卓
)
を
持
っ
て
来
て
を
へ
だ
て
て
ギ
リ
シ
ャ
系
と
ト
ル
コ
プ
ロ
ス
は
キ
プ
ロ
ス
で
闘
う
乙
と
が
+

に

一

噺

い

な

い

の
か
」
百
本
製
品
は
位
界
系
に
分
か
れ
て
い
る
ヰ
プ
口
ス
・
会
大
型
と
道
組
織
の
責
缶
者
は
答
+

会
一

創
的
だ
が
、
日
本
語
は
そ
う
で
は
な
い
」
携
は
美
し
い
地
中
海
に
面
し
た
震
え
た
・
ホ
テ
ル
の
童
を
流
れ
る
ギ
+

る
一

街
な
ど
の
手
厳
し
い
笑
い
を
投
げ
か
け
に
建
つ
新
し
い
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
リ
シ
ャ
文
化
相
メ
ル
ナ
メ
ル
ク
l
リ

+

す一

帯

一

ら
れ
た
も
の
の
、
報
告
の
純
り
で
、
た
.
ア
メ
リ
カ
人
を
中
心
と
し
た
沢
の
「
日
曜
は
駄
目
よ
」
を
聞
き
な
が
吋

援一

+

支
一

現
在
神
震
を
指
名
解
雇
さ
れ
て
関
山
の
観
光
客
が
百
中
海
岸
で
日
光
ら
、
さ
あ
文
で
い
出
発
だ
と
自
分
↑

-

っ
て
い
る
ζ
と
に
ふ
れ
る
と
拍
手
が
浴
を
し
、
夜
は
食
等
ダ
ン
ス
を
し
に
言
い
聞
か
せ
る
.
沖
争
憾
の
勝
利
』

起
こ
り
、
無
事
終
了
.
そ
れ
に
し
て
て
い
る
.
大
半
が
老
夫
婦
で
あ
り
、
乙
そ
が
国
際
連
帯
を
強
化
す
る
も
の
酔

も、

V
L
S
I
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
技
そ
れ
を
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
労
働
を
で
も
あ
る
と
思
う

.

4

-

術

的

霊

的

に

き

売

で

い

る

し

た

熟

年

者

た

ち

が

海

外

?

骨

堂

一酢一

1981年 12月 1日

通
信
機
三
大
メ
ー
カ
ー
の
一
つ
三
池
争
犠
以
来
、
約
初
年
ぶ
的
め
建
股
な
ど
.
指
名
解
雇
の
ね
ら
い

三
平
一
の
支
援
労
組
や
、
一
万
人
を

沖
電
気
工
業

(本
社

・
東
京
、
=
一
指
名
解
雇
で
す
.
が
、
活
動
家
を
排
除
し
、
残
る
労
乙
き
「
毒
す
る
会
」
に
支
え

笥
比
男
社
長
、
約
一
万
三
千
人
)
そ
の
後
，
企
業
危
繊
u

は
ど
乙
働
者
を
い
っ
そ

'pυ
め
つ
け
、
も
ら
れ
て
、
企
業
に
「
首
切
り
の
自

は

「経
蛍

危

嫌

だ

」

「

人

が

歪

串

由

」

の

旗

を

与

之

岳

な

f
生
き
る

af

a

F

F

/

/

/

 

っ
て
い
る
」
と
称
し
て
、
千
五
函

沖

電

気

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

朝

、

働
く
君

事

ろ

ヲ

と

人
の
「
希
望
退
職
」
募

集

を

挺

案

全

力

で

職

場

復

帰

を

め

ざ

レ

て

奮

と
の
あ
と
退
職
強
要
に
応
じ
な
い
へ
や
ら
、
史
上
最
高
の
利
益
、
七
う
け
を
ふ
や
す
ζζ
に
あ
っ
た
ζ

闘
し
て
い
ま
す
.
な
お
、
裁
判
闘

三
百
人
に
、
河
年
日
月
、
指
名
解
百
人
以
上
の
新
採
用
、
九
州
に
百
と
室
市
レ
て
い
ま
す
.
現
在
引
人
争
も
、
証
人
調
べ
に
入
り
、
重
要

麗
を
強
円
.
大
軍
企
業
で
は
三
井
憶
目
上
毒
資
し
て
聖
燭
の
で
一
沖
襲
護
団
亭
信
号
、
約
高
階
を
む
か
卒
、
い
ま
す
.

100 

-

東

京

、

八

王

子

民

商

、

お

菓

子

と

川

今

年

は

沖

電

川

町
気
創
立
盲
周
年

匹
、
岩
田
さ
ん
他
衣
額

川
欝

短

で

君

。

一

八

塁

本

需

職

の

吉

田

完

…

足

三

八

一年
、

撃

コ
ー
ヒ
ー

川

己

お

太
郎
が
望
舎

川

』
戸
、
，
、
，
を
設
立
し
た
の

川

e
p
.
A
F
が
は
じ
ま
り
-

M

〈

趨

そ

し

て

日
本
の

川

近
代
史
に
お
い

川
て
は
、
自
由
民
樹
運
動
百
周
年
に

川
あ
た
る
V

「
富
国
強
兵
」
「
殖
産

川
興
諜
」
の
政
策
を
す
べ
て
に
優
先

川
さ
せ
た
明
治
政
府
の
も
と
、
人
民

川
抑
圧
の
諸
制
度
が
般
か
れ
た
.
し

川
か
レ
、
人
民
の
低
抗
闘
争
は
大
き

川
く
広
が
り
「
竹
崎
で
ド
ン
と
突
き

川
出
す
二
分
五
鹿
」
と
地
租
改
正
の

州
制
度
を
三
分
か
ら
二
分
五
鹿
に
引

川
き
下
げ
る
闘
い
な
ど
が
各
地
で
濁

川
き
上
っ
た
曹
明
治
政
府
は
絶
え
ず

川
人
民
の
闘
い
を
恐
れ
、
抑
圧
を
加

川
え
る
一
方
で
中
央
集
樹
制
の
確
立

川
を
め
ざ
し
て
電
信
事
業
の
普
及
を

川
進
め
た
.
ζ
の
政
策
は
明
工
舎
の

川
時
麗
に
つ
な
が
っ
て
い
く
.
沖
電

川
気
百
年
の
歴
史
は
絶
え
ず
政
府
の

川
電
信
電
話
事
業
都
充
政
策
と
一
体

川
を
な
し
、
戦
争
か
起
こ
る
度
に
H

繁

川
栄
u

を
遂
げ
て
き
た
V
自
由
民
楠

川
の
闘
い
は
、
全
面
各
地
で
憲
法
草

川
案
作
り
が
と
り
く
ま
れ
る
中
で
飯

川
高
潮
に
速
し
限
ら
れ
た
制
限
っ
き

酬
の
範
囲
で
は
あ
る
が
明
治
惣
法
の

川
中
に
基
本
的
人
権
と
診
政
梱
を
箆

川
め
さ
せ
る
原
動
力
と
な
っ
た
v
a
m

川
法
改
感
が
狙
わ
れ
て
い
る
今
、
近

川
代
国
家
を
人
民
の
手
で
作
り
あ
げ

川
る
た
め
に
闘
っ
た
人
た
ち
が
い
た

川
乙
と
を
志
れ
で
は
な
る
ま
い
・

川

そ
し
て
、
労
働
者
の
権
利
を
守

川
り
串
穫
さ
せ
る
た
め
に
、
指
名
解

川
庖
要
駐
車
を
併
す
わ
り
に
は
い
か
な

州
い

.

(

タ

カ

シ

)

一橋大学の仲間が

大学祭で沖支援の

古本市。10数万円

を沖電気の仲間へ

-
烏
様
、
今
長
谷
莱
刺
さ
ん

人
形
(
屋
代
さ
ん
結
婚
祝
)

-
東
京
、
海
事
検
定
労
組
の
浦
沢
さ

ん
衣
類

-
東
京
、
港
区
の
菅
野
さ
ん
衣
類
ロ
月
刊
B

東
京
畿
判
日
時

・
東
京
、
栄
進
祉
の
大
村
さ
ん

ロ
月
げ
目

前
橋
裁
判
均
時

り

ん

ご

な

ど

食

糊

口

月

お

日

八

王

手

裁

判

ゆ

時

!踊j
搭J設汐

襲撃
;膨
t.¥f察

内
年
2
月
。
と
て
も
寒
い
朝
だ
っ
た
。
工
場
前
で
の
宣
伝
行
動
は
手

が
か
じ
か
み
つ
ら
か
っ
た
。
事
務
所
へ
帰
っ
て
か
ら
み
ん
な
で
食
べ
た

み
そ
汁
の
味
。
忘
れ
ら
れ
な
い
。

=子しヒ市メラz奇千⑨喝
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新
し
い
慌
を
、
時
の
す
ぎ
る
ま
ま

迎
え
る
の
で
な
く
、
未
来
に
つ
な
が

る
芽
を
も
ち
な
が
ら
迎
え
ら
れ
た
ら

何
と
す
ば
ら
し
い
と
と
だ
る
っ
か
.

少
し
油
断
す
る
と
希
望
を
見
失
い
が

ち
の
今
、
そ
ん
な
と
と
可
能
だ
ろ
う

か
.
そ
ん
な
時
代
だ
か
ら
と
そ
何
か

が
生
み
だ
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
な

昨
年
、
大
国
ア
メ
リ
カ
か
ら
非
骸

憲
法
を
か
か
げ
て
産
ぶ
商
を
あ
げ
た

園
が
あ
る
.
そ
の
南
太
平
洋
に
浮
ぶ

小
さ
な
島
パ
ラ
オ
H
ベ
ラ
ウ
共
和
国

は
世
界
の
熱
い
ま
な
ざ
し
を
う
げ
な

が
ら
一
月
一
目
、
一
歳
を
迎
え
た
.

も
ち
ろ
ん
筏
兵
器
と
骸
有
害
物
質
の

拒
否
を
曲
目
法
に
明
記
し
た
の
は
、

ζ

の
国
が
は
じ
め
て
で
あ
る
.
い
ま
、

ヨ
1
ロ
y
パ
に
、
日
本
に
、
ア
メ
リ

カ
の
核
部
波
が
お
し
ょ
せ
、
八

0
年

代
乙
の
地
球
の
い
ず
れ
か
の
地
点
、

と
く
に
ア
ジ
ア
地
成
で
核
戦
争
が
お

と
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
無
気
味

な
予
測
も
あ
る
.
そ
ん
な
と
き
パ
ラ

オ
の
人
び
と
の
プ
ロ
テ
ス
ト
に
は
考

え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
.

たえ、-u 
むを年・

••• 

-u
品
曲
寓a' 日曜・
・月・

•• 

小松みゆきさん

(現代ルポ研会員〉
沖支撮する会会員

軍迫容睡眠建噛湯量喝

静
力
志
鶴
子
の
木
陰
で

ギ
タ
l
の
音
は
ひ
び
く
よ

そ
よ
風
ガ

う
芝
う
よ

と
端
唄
巳
駅
わ
れ
る
園田

こ
の
島
で
自
然
を
失
う
こ
と
は

人
聞
を
失
う
こ
と
巳
つ
広
ガ
る

だ
か
ら
人
び
と
は

自
然
を
大
切
己
す
る

お
年
よ
り
は
切
労
者
と
し
て

地
位
高
く

子
ど
も
は
未
来
の
建
段
者

女
は
m
閣
を
耕
し

男
は
海
で
魚
を
獲
る

青
い
空
に
は

燃
え
る
太
陽
ガ
以
合
う

大
き
な
還
に
は

夕
焼
け
ガ
以
合
う

赤
く
大
き
芯
夕
焼
け
は

一
日
の
安
ら
ぎ

タ
ピ
オ
力
、
レ
モ
ン
、
バ
ナ
ナ

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル

シ
ャ
コ
貝
、
ャ
シ
ガ
二
、
魚

み
ん
な
人
間
と
共
存
し
て
い
る

夜
空
に
は

黄
金
色
の
用
ガ
以
合
う

南
国
の
星
空
は

こ
の
世
の
宝
石
穏

(写
真
提
供
・

関
次
男
さ
ん
)

径
が
三
十
セ
ン
チ
、
厚
さ
が
十
セ
ン
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
と
ん
な
に
た
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
る

チ
ぐ
ら
い
)
シ
ャ
コ
貝
を
い
く
つ
も
く
さ
ん
ア
メ
リ
カ
を
五
許
し
て
い
る
。

よ
」
と
言
い
切
っ
た
と
と
だ
。

川

一
五
一
一
一
年
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
マ
地
化
構
想
を
発
表
。

と
っ
て
き
た
。
さ
し
み
の
よ
う
に
、

乙
れ
は
い
け
な
い
よ
.
私
た
ち
の
国
、

川

ジ
ェ
ラ
ン
が
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
(
グ
一

九
七
二
年

ア
メ
リ
カ
が
外

手
で
つ
ま
む
昧
は
、
す
ば
ら
し
い
.

勺
4
引
刻
制
組
刻
刻
切
組
制
矧
判
刻
刻
制
問
削
制
問
問
刻
剣
刻
刻
一

川

ァ
ム
)
を
発
見
.
交
、
軍
事
一
特
権
。

内
政
は
ミ
ク
ロ

な
か

2く
と
て
も
何
個
室
べ

一

3
3議機
織

事

川

一
五
四
一
歪

ス

ペ

イ

ン

人

に

き

ア

の

主

に

悪

事

約

ド

き
れ
な
い
・
そ
こ
で
残
っ
た
の
は
再

「

I

l

-

-

J
慌

川
峨

峨

燥

機

畷
附
一

川

よ
っ
て
パ
ラ
オ
諸
島
費
・

四
O
O人
が
完
全
一位
立
要
求
デ
モ

ン

び
海
に
返
し
た
。
は
レ
い
と
き
と
っ
パ
ラ
オ
の
人
た
ち
は
、
ア
メ
リ
カ
な
れ
ば
す
べ
て
、
土
地
も
人
凶
さ
え

川
一
八
八
五
年

ス
ペ
イ
ン
正
式

一
九
七
五
年
ヤ
y
プ
、
ト
ラ

-フ

て
き
て
、
い
ら
一な
か
っ
た
ら
戻
す
.
に
従
わ
な
け
れ
ば
生
活
に
必
嬰
な
水
失
っ
て
し
ま
う
ζ
と
を
身
を
も
っ
て

川

に
パ
ラ
オ
鎖
有
宣
言
。

ッ
ク
、
ポ
ナ
ベ
、
コ
ス
ラ
工
、
パ

イ

海
は
ま
る
で
自
然
の
冷
蔵
庫
・
き
も
食
料
も
な
く
な
り
、
飢
え
る
か
も
感
じ
て
い
る
。
だ
か
ら
彼
ら
は
い
う
・

川

一
八
九
九
年

ス
ペ
イ
ン
、
パ
ラ
ォ
、
了
ン
ャ
ル
な
ど
六
代
表

ア

に
は
珊
瑚
の
林
が
あ
り
、
色
と
り
ど
し
れ
な
い
の
だ
・
し
か
し
、
ど
ん
な

「私
た
ち
は
自
分
た
ち
を
守
っ
て
く

川

ラ
オ
を
ド
イ
ツ
に
四
五
0
0ド
ル
の
「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
鰍
法
箪

ク

り
の
魚
た
ち
が
優
雅
に
稗
っ
て
い
に
き
い
事
聖
な
る

2
、
自
分
れ
る
警
を
守
り
ま
す
」

ウ

奪

回

集

」

に

パ

ラ

オ

襲

撃

は

裏

ツ

た

・

た

ち

の

国

に

咳

を

持

ち

込

ま

れ
る
よ
パ
ラ
オ
を
訪
ね
、
ま
た
来
日
し
た

川
一
九
一
四
年

第
一
次
世
界
大
の
断
・
独
自
の
憲
法
づ
く
り
を
は

ロ

私
た
ち
と
友
だ
ち
に
な
っ
た
ら
彼

り
ま
し
だ
と
思
っ
て
い
る
。
パ
ラ
オ
彼
ら
と
接
す
る
な
か
で
日
本
人
が
見

川

戦
、
日
本
は
パ
ラ
オ
及
び
他
の
ミ

じ
め
る・

い

ら

は、

そ
ん
蓄
然
の
中
の
生
活
だ
に
と
っ
て
核
と
は
ミ
ン
ク
の
コ
l
ト
失
い
つ
つ
あ
る
震
な
費
、
も
の

川

ク
ロ
ネ
シ
ア
諸
島
を
占
領
・

一
九
七
九
年
パ
ラ
オ
憲
法
の

し

り
で
な
く
、
工
業
国
審
査
た
い
よ
り
集
が
惑
い
・

の

考
え
方
を
見
た
よ
う
な
気
が
す

山

一
主
八
年
外
国
支
配
反
対

制
定
会
議
、
護
憲
法
華
採
択
・

美
と
い
っ
て
昨
年
秋
、
日
本
に
や
っ
て

「
生
き
る
た
め
に
お
金
は
で
い
、
る
・
そ
れ
は
人
間
が
幸
福
に
生
き
る

川

の
覇
、
日
本
に
よ
っ
て
霊
園

し
か
し
ア
メ
リ
カ
の
策
動
も
あ
り

に

き
た
・
見
る
も
の
聞
く
も
の
に
篤
く
。
で
も
そ
れ
と
国
を
売
る
と
と
は
別
」
た
め
に
失
く
し
て
は
な
ら
な
い
A
パ

川

一
九
二
O
年

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
パ
ラ
オ
警
冨
で
無
効
を
決
定
・
レ

ャつ

狭
い
家
々
が
と
な
り
同
士
ひ
し
め
き

「
お
金
は
何
ド
ル
も
ら
っ
て
も
、
使
ン
ド
ラ
の
箱
V

|
希
望
l
に
残
っ
た

川

は
図
辿
に
よ
り
日
本
の
信
託
統
治
か
し
、
二
一
冊
に
分
れ
、
し
の
ぎ
を

レ
ふ

あ
い
、
人
問
、
よ
り
車
が
我
が
も
の
顔
え
ば
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
ほ
ん
と
原
点
を
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い、

川

下
に
・
日
本
人
移
住
者
が
急
増
。

削
る
超
動
の
結
果
、
住
民
の
九
十

の

お
年
よ
り
ま
で
ま
る
で
走
る
よ
う
に
う
に
欲
レ
い
の
は
隼
き
る
基
盤
。
と
ふ
れ
あ
い
で
あ
っ
た
。

山

一
九
四
四
年
第
二
次
大
戦
、

二
弾
は
非
桜
憲
法
を
支
持
。
そ
の

庭

歩
い
て
い
る
・
デ
パ
ー
ト
に
行
っ
た
ん
な
に
品
物
が
あ
っ
て
も
核
戦
争
に

川

パ
ラ
オ
で
日
本
兵

三

六
O
O
人

後

ア
メ
リ
カ
の
殺
到
所
で
無
効
の

箱

時
の
ζ
と
、
軍
万
円
と
い
う
ミ
ン

川

ア
メ
リ
カ
兵
三
六

8
人
死
亡
。

判
断
面
て
、
パ
ラ
オ
議
会
議

ク
の
コ

l
ト
の
前
で
婦
人
が
い
っ

川

一
九
四
六
年

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

散
し
て
選
挙
.
結
果
は
非
依
頼
法

た
.
「
コ
マ
ツ
、
パ
ラ
オ
の
人
乙
ん

川

は
ア
メ
リ
カ
の
信
託
統
治
舗
に
.
支
持
議
員
が
九
二
揮
を
占
め
、
新

な
コ
l
ト
も
ら
っ
て
も
困
る
よ
、
乙

川
一
九
五
四
年

ア
メ
リ
カ
、
ピ
パ
ラ
オ
蟻
会
発
足
。

ん
な
の
着
た
ら
暑
く
て
死
ん
じ
ゃ
う

川

キ

ニ

で

水

爆

実

験

。

一

九
八
O
年

護

憲
法
、
七

よ
」
と
お
ど
け
た
.
し
か
し
、
い
ち

川

一
九
六
=
一年
ケ
ネ
デ
ィ
、
ア
八
蕗
の
賛
成
で
成
立
。
大
統
領
も

ば
ん
び
っ
く
り
し
た
の
は
、
横
田
基

川

メ
リ
カ
大
統
領
「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
非
絞
支
笠
宮
が
当
選
・

地
や
横
涙
の
ノ
l
ス
ピ
ア
を
視
察
し

川

を
米
国
領
土
化
す
べ
き
」
の
発
憲

一
九
八
一
年
一
月

一日

ベ
ラ

た
時

「
日
本
は
す
ば
ら
し
い
先
進
国

川

一
九
七
一
年

ア
メ
リ
カ
軍
基
ウ
共
和
国
と
し
て
独
立
す
る
・

そ
ん
な
南
の
ぬ
に
も
、

ア
メ
リ
カ

は
桜
軍
事
基
地
計
画
を
す
す
め
て
い

る。

「私
た
ち
は
二
度
と
戦
争
に
ま

き
ζ
ま
れ
た
く
な
い
で
す
.
だ
か
ら

戦
争
し
な
い
態
法
つ
く
る
話
が
あ
っ

た
時
す
ぐ
賛
成
し
ま
し
た
」
と
い
う

年
輩
者
と
「
パ
ラ
オ
に
箪
事
基
地
つ

く
る
ζ
と
許
せ
ば
戦
争
の
時
、
島
と

と
失
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
」
の
若
も

の
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
今
の
憲
法

を
さ
さ
え
て
い
る
.

パ
ラ
オ
の
無
人
島
で
の
昼
食
.
両

手
で
や
っ
と
持
つ
ほ
ど
の
(
殻
の
直

性

あ

女

で
も

性

ま

女
い
も
は
手
オ
い
ラ

担

パ

の
る
動
あ
運
が
和
統
平

伝

い
の

強

制
は

族

力
家
言
系

発
母

の

る

今も残る

旧日本軍の高射砲

f芋

ハワイ. 
‘'. 
4・

平7ζ 
マ
ジ
ェ
ラ
ン
か
ら
独
立
ま
で

パ
ラ
オ
の
歴
史 -人口15.000人・島の数200余・生計は基本的には自給

自足・常食はタロイモ・タピオ力はどイモ類や魚.唄、

踊り、会話なども好き
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司

置

小

林

多

喜

こ

を

司

掴

解

雇

さ

れ

て

酒

掴

一

人

で

も

多

く

の

司

温

圃

み

る

よ

う

に

郎

副

食

べ

て

い

け

る

の

?

E

・

人

を

会

員

に

園

高

野

名

正

治

E

池

田

和

子

阻

太

田

昭

雄

小
林
多
喜
ニ
の
文
学
碑
は
私
の
町
解
廠
徹
図
闘
争

の

中

、

新

レ

い

年

解

雇

さ

れ
て
ど
う
や
っ
て
食
べ
て
争
犠
の
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

か
ら
ぬ
J
の

小

櫛

の

丘

に

あ

る

・

尊

を

迎

え

る

沖

電

気

の

闘

う

伸

聞

に

、

い

く

ん

だ

ろ

-

マ

と

思

-マ

ι、そ・
?
U
沖
電
気
の
闘
い
は
、
日
本
労
働
運
動

敬

す

る

多

喜

二

を

み

る

よ

う

な

あ

な

よ

い

正

月

で

あ

り

ま

す

よ

う

に

・

ま

む

け

た

会

社

と

、
政
府
に
腹
が
立
つ
史
に
残
る
田
大
な
闘
い
だ
と
思
っ
て

た
遼
沖
電
気
の
闘
争
を
、
私
は
い
っ
た
一
九
八
二
年
が
、
あ
な
た
が
た
の
で
き
ま
す
・
ニ
セ
行
革
が
行
な
わ
れ
い
ま
す
.
「
は
た
ら
く
」
は
私
に
労

も
あ
た
た
く
見
守
る
・
生
き
る
楢
利
、
復
職
元
年
に
な
る
よ
う

、

東

北

の

北

軍

備

増

強

の

声

の

中

で

、

秋

田

の

片

働

者

と

し

て

の

意

気

を

肢

揮

し

、
お

働
く
権
利
を
守
ろ
う
-
と
す
る
あ
な
た
錦
、
出
向
森
で
、
心
か
ら
念

じ

ま

す

・

す

み

で

私

た

ち

も

が

ん

ば

っ

て

い

ま

気

づ

け

て

く

れ

ま

す

・

一

人

で

も

多

連
に
、
遥
か
留
の
北

国

か

ら

冊

務

の

(

青

森

放

送

労

組

)

す

・

一

日
も
早
く
働
く
者
の
社
会
に
く
の
人
を
会
員
に
と
考
え
ま
す
・

雷
襲

を

お

く

る

・

(

轡

臣

経

世

)

す

る

た

め

に

・

(

宥

膿

賜

)

(

定

期

便

の

運

転

手

)

翠

働

く

者

の

夜

明

け

を

重

正

義

は

堂

ず

週

そ

史

書

芸

、

管

理

大

衆

的

に

裁

判

を

町
E

-

E

E

勝
利
す
る

E
E
毎

日

、

た

さ

木

を

く

べ

ろ

・

圃

た

た

か

い

ま

し

ょ
う

幽

園

め

ざ

レ

て

-

-

-

-

-

a

匪

横

固

有

史

E

石

井

二

郎

匡

上

村

伸

子

山

本

置

下

村

す

み

よ

労
働
戦
般
の
反
動
的
再
編
の
策
動
昨
年
は
怪
物
政
商
、
小
佐
野
の
恕
朝
ご
と
に
明
る
い
太
陽
の
登
る
関

5
周
年
集
会
で
は
、
争
犠
団
の
人
「
弁
鰻
士
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
あ
り

の
中
で
、
沖
電
気
の
闘
い
は
、
苛
酷
が
裁
か
れ
、
今
年
は
元
首
相
、
田
中
東
平
野
の
冬
と
違
い、

新
潟
の
私
の
た
ち
が
、
大
き
く
見
え
ま
し
た
.
闘
ぬ
歪
-
忍
る
首
切
り
強
存
を

な
攻
撃
に
苦
し
む
日
本
の
労
働
者
へ
角
栄
の
惑
が
裁
か
れ
る
で
し
ょ
う
.
故
郷
は
吹
屈
で
す
。
そ
れ
で
も
容
は
い
の
中
で
労
働
者
は
成
長
す
ん
で
す
守
る
人
あ
り
」

の
限
り
な
い
励
ま
し
で
す
.
新
年
を
油
断
は
禁
物
で
す
が
、
沖
電
気
の
不
来
る
の
だ
か
ら

l
私
も
が
ん
ば
ら
な
ね
.
職
場
の
仲
間
に
支
複
す
る
会

を

「

傍
開
せ
L

行
く
回
数
の
か
さ

む
か
え
て
、
働
く
仲
間
の
夜
明
け
を
正
も
き
っ
と
裁
か
ら
れ
る
と
確
信
し
く
ち
ゃ
「
そ
の
火
を
消
す
な
毎
日
も
っ
と
広
げ
て
、

4
年
目
を
勝
利
へ
な
れ
ば
親
し
き
顔
の
ふ
え
て
楽

め
ざ
す
決
意
を
新
ら
た
に
し
ま
し
ょ
て
い
ま
す
.
今
年
を
明
る
く
勝
利
の
毎
日
た
き
木
を
く
べ
ろ
」
で
す
.
の
闘
い
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
.
し
き
」

う
.
(
沖
支
鐙
・
宮
減
県
支
部
〕
年
に
す
る
よ
う
お
互
い
に
が
ん
ば
り
今
年
も
よ
ろ
し
く
.
(
日
教
組
)
(
主
婦
)

ま
し
ょ
う
.

(

教
師
)

圃

愚
前
線
で
の
闘
い

謂

「は

た

ら

く

」

は

哩

ヨ

剖

回

副

司

臨

調

書

の

喜

を

医

す

ば

ら

し

い

醐

匪

面

配

脳

佐

髄

臨

中

本

秋

夫

E

桐
山

燕

.

.

.

.

 

〉
げ
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

(
あ
)

指
名
解
砲
は
労
資
の
利
笛
関
係
が

「な
に
を
み
つ
め
て
淘
ぶ
の
か
」

E

い
ま
す
。
一
月
一
日
は
解
雇

も
っ
と
も
鋭
く
表
わ
れ
る
攻
継
で
、
を
腕
み
、
何
か
し
な
く
て
は
と
思
い
か
ら
一
一

=一
七
日
目
で
す
・
同
人
の

私
の
臓
場
で
、
闘
え
る
だ
ろ
う
か
疑
支
鍛
す
る
会
に
加
入
し
て
一
年
五
カ
子
ど
も
た
ち

(解
間
後
)
も
元
気
に

聞
で
す
・
帥
電
気
の
伸
聞
に
は
ど
う
月
・
毎
月
受
付
取
る
「
は
た
ら
く
」
育
っ
て
い
ま
す
・
乙
の
争
犠
つ
子
た

レ
て
も
勝
利
し
て
も
ら
い
た
い
・
だ
で
知
る
闘
う
伸
聞
の
姿
、
広
が
る
連
ち
が
一

日
も
早
く

w
人
間
ら
し
い
u

か
ら
支
媛
し
て
い
る
の
で
す
・
帯
の
輸
に
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
・
が
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
事
務
局
も
全

(
パ
ス
の
迎
転
手
)
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
・
国
の
み
な
さ
ん
と
、
熱
い
熱
い
心
を

結
ん
で
が
ん
ば
り
ま
す
・
よ
ろ
し
く
・

う (会費1口200円/月
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木
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語
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雪
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車

主

予

審
に
向
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て
、
つ
め
た
い
土
の
中
川

で
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か
り
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き
て
い
ま
す
.
厳
レ
川

い
冬
の
岩
手
の
私
た
ち
も
、
全
国
の
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力

を

生

か

す

ー

型

M

E

た
た
か
い
を
川

:

ー

ー

¥14
E

木
元
美
代
子
川

/

ill
l
i

川

，r小/
¥

東

京

新

聞

、

芝

田
闘
争
の
時
は、

州

説
明
魯
9
7山
一

区

一

塁

と

レ

て

号

室

解

約

川

対
多
ド
£
陸
宮
司

A
W叩
噌

と

い

う

形
で
そ
の
歪
自
性
を
訴
え
ま

川

討
結
H

!

〓

明

ωー
し
た
.
沖
電
の
場
合
、
平
凡
な
主
婦

川

刊

J
F
L
が
連
帯
で
き
る
方
法
は
何
か
模
索
中

川

lι
ヨピ
b

で
す
.
勝
剥
を
確
信
し
て
最
後
ま
で

川

J
官
官

頑
張
っ
て
下
さ
い
・
(
主
姉
)

川

藩
揖

今
年
こ
そ
勝
利
へ

壇

画

闘

ラ

仲
間
と
固
く

川

官

副

大

き

く

前

進

を

留

圃

手

を

結
ん
で

置

高

橋

融

E

松

永

博

昨
年
の
裁
判
闘
争
で
は
、
会
社
側
私
は
沖
電
気
の
仲
間
の
と
と
を
思
川

の
主
裂
が
、
会
社
側
の
柾
人
の
口
で

う
と
、
つ
ら
い
時
で
も
生
き
る
力
が

川

大
き
く“
削
れ
て
行
く
と
と
も
に
、
職
わ
い
て
き
ま
す
.
今
年
も
日
本
人
の

場
の
伸
聞
か
ら
の
都
労
袈
提
訴
も
行
良
識
に
疑
問
を
抱
き
な
が
ら
、
国
民
川

わ
れ
、
新
た
な
展
開
を
し
ま
し
た
.
思
想
の
民
主
化
に
尽
力
し
て
い
る
伸

今
年
ζ
そ
勝
利
へ
大
き
く
近
づ
く
た
聞
と
、
手
を
取
り
合
っ
て
生
き
て
ゆ

川

め
に
、
共
に
闘
い
た
い
と
決
意
し
て
き
た
い
.

い
ま
す
.
(
神
電
気
非
趨
団
)

川

園

周

も
っ
と
も
っ
と

望
調
人
間
ら
し
く
働
け
る

E
E

支
揮
を
広
げ
よ
う
川

潤

団

職

場

を

め

ざ
し
て

司
温

E

E

田

上

千

俊

E

浅
利

正

aa

沖
争
犠
は
、
労
働
組
合
運
動
の
原

川

働
く
と
と
を
通
じ
て
、
生
き
る
糧
点
の
闘
い
で
す
.
働
く
者
の
権
利
を

山

を
俗
、
仲
間
と
国
帯
レ
、
自
ら
の
成
守
る
闘
い
で
も
あ
る
の
で
、
多
く
の

川

侵
を
願
A
d
苦
に
と
っ
て
不
当
な
仕
事
人
の
失
感
と
山
帯
を
得
る
事
が
で
き

差
別
は
、
耐
え
が
た
い
.
ま
し
て
指
る
し
、
支
綾
も
大
き
く
広
げ
る
と
と

川

名
解
胞
は
許
せ
な
い
。

人
間
ら
し
く
が
で
き
ま
す
.
今
年
も
が
ん
ば
り
ま

川

働
り
る
職
場
を
め
ざ
し
て
、
共
に
が
し
よ
う
・
(
八
王
子
「
神
・
支
侵
す

川

ん
ば
り
た
い
(
仲
低
気
総
判
傍
聴
に
る
会
」
事
務
局
員
)

川

よ
る
仕
事
差
別
、
都
労
接
接
訴
団
)

・
・

電
機
の

仲

間

の

川

ヨ
a
憲
法
を
く
ら
レ
に

mEE

熱
い
心
で

川

i

l

t
 

E
E

生

か

そ

う

彊

彊

川

E

E

吉

成

義

隆

医

奥

村

昭

夫

，

E
E

H松
川
以
後
M

と
い
う
乙
と
が
よ

県
庁
か
ら
「
懲
法
を
く
ら
し
に
生
く
言
わ
れ
ま
す
が
一
日
も
阜
く
n
押

川

か
そ
う
」
の
"
が
取
ら
れ
、
職
場
に
以
後
M

と
言
え
る
日
の
た
め
に
、
大

天
皇
が
訪
問
.
低
利
間
金
の
上
に
査
定
き
な
国
民
的
運
動
を
作
り
出
し
、
神

ー

も
大
き
く
導
入
さ
れ
、
会
社
は
労
働
資
本
を
包
闘
す
る
闘
い
を
晴
樹
の
職

私
達
の
容
を
め
ざ
し

て
レ
ッ
ツ
ゴ
ー

Jfお i
く.¥¥.d)て.5 ~ 
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世
界
で
は
じ
め
て
の
、
労

働
組
合
組
織
は
、
汀
世
紀
に

イ
ギ
リ
ス
の
パ
ブ
(
酒
場
)

を
根
城
に
つ
く
ら
れ
た
。

日
本
の
明
日
を
、
日
本
酒

を
飲
み
な
が
ら
語
ろ
う
/

/子二つも
し同ム;J

fく~._' 、

怒
り
と
涙
と愛
で
。

立



は
一

き
く
な
っ
た
・
そ
の
監
に
大
阪
に

い
ま
す
・
私
速
の
職
場
の
闘
い
と
国

会
一

来
な
い
だ
か
ら
な
あ
・
(
合
化
労
連

く
結
び
つ
は
今
年
も
、
が
ん
ば
り
ま

入
一
・

化
学
一

般
闘
凶
地
方
本
部
)

す

.

(

岡
山
協
立
病
院
)

に
一

圏
平
和
の
た
め
に

4
2
一

E
E

幸
せ
の
た
め
に

均
一
困

玉
谷
浄
子

週

一

夫
の
働
く
石
川
島
播
磨
造
船
の
呉

t

-

一
工
場
で
、
ま
た
死
亡
事
故
.
そ
れ
を

一
隠
す
会
社
.
利
益
の
前
に
人
間
を
消

一
粍
品
鋭
い
す
る
会
社
の
や
り
方
は
ど

一
こ
で
も
閉
じ
.
伸
明
山
気
争
続
聞
の
留

一
さ
ん
、
特
に
婦
人
の
皆
さ
ん
、
平
和

一
の
た
め
に
、
寄
せ
の
た
め
、
共
に
が

一
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
.
(
日
商
岩
井
)

直
圃
思
明
白
・
信
条

・
性
別
に

薗
-
よ
る
差
別
は
ご
め
ん
だ

E

八

記

博

春

新
年
お
め
で
と
う
と
ざ
い
ま
す
.

安
川
市
畿
の
思
想
、
信
条
、
性
別
に

よ
る
賃
金
差
別
是
正
の
闘
い
も
、

二

年
自
を
迎
7

え
ま
し
た
.
い
よ
い
よ
本

密
で
す
.
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
.

(安
川
町
線
支
復
す
る
会
事
務
局
)

-
a・
洋
以
m

-a
沖
電
気
の
仲
間
と
共
に

.

.

 

が
ん
ば
り
ま
す

医

千

葉

昌

秋

私
た
ち
の
職
場
、
国
有
林
で
も
全

国
で
七
つ
の
営
林
留
が
廃
止
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
.
沖
電
気
の
皆
さ

ん
が
、
不
当
な
解
屈
に
反
対
し
て
つ

づ
げ
て
い
る
ネ
パ
リ
づ
よ
い
た
た
か

い
に
励
ま
さ
れ
て
、
私
た
ち
も
が
ん

ば
り
ま
す
.

(金古
肺
野
労
組
熊
本
必
林
局
分
会
〉

ー. . 

J 

酒

圃

宮

崎

沖

は

圃

B

-
E
フ
ァ
シ
ズ
ム

の

工

場

?

書

E

E

佐
川
草
加
正

E

永
田

宮
崎
の
沖
電
気
工
場
は
自
衛
隊
退
南
の
固
か
ら
電
通
労
働
者
の
迎
稽

職
者
が
た
く
さ
ん
勤
め
て
い
ま
す
.

の
あ
い
さ
つ
を
送
り
ま
す
.
私
た
ち

「指
名
解
庖
」
の
ね
ら
い
が
は
っ
き
は
初
年
前
、
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
で
ふ
み

り
し
て
き
ま
し
た
.
思
想
、
信
条
で
あ
ら
さ
れ
た
職
場
の
荒
誕
を
忘
れ
ま

人
間
の
差
別
を
し
た
の
は
フ

yン
ズ

せ
ん
.
そ
れ
だ
け
に
沖
電
気
の
勝
利

ム
で
す
.
民
主
主
義
の
た
め
に
ガ
ン

は
、
私
た
ち
の
た
め
に
も
大
切
で
す

パ

ロ

ウ

グ

が

ん

ば

り

ま

し

ょ

う

.

(

也

通

)

レ
ジ
ド
パ
!
ジ
は

も
う
ご
め
ん

(都
銭
高
校
)

温
調
真
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン

・

眠

タ

1
の
確
立
を

医

池

田

正

司

労
働
運
動
が
右
寄
り
に
再
編
さ
れ

よ
う
と
す
る
な
か
で
、
廷
の
労
戦
統

一
を
め
ざ
し
て
闘
っ
て
い
ま
す
.「
指

名
解
紐
」
な
ど
と
い
う
乙
と
を
さ
せ

な
い
、

闘
う
労
働
組
合
、
真
の
ナ
シ

ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
砲
立
の
た
め
共
に

闘
い
ま
し
ょ
う
.

(
自
治
労
愛
媛川
町

本
部
、
野
年
部
長
)

義

.ιuuuBロ
拝
霊
殿
揚
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事
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3
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足
恥
矧
.
コ
4
岳
高
調
ト
h
n

国

恨

む

制

u
d
c
d
d
4
u，
連

メ

四
年
前
に
沖
電
気
で
、
指
名
解
雇
の
聖
域
化
を
た
く
ら
ん
で
い
ま
す
.

撃
を
か
付
、
労
働
者
の
権
利
を
著
し

し
な
り
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い

が
強
行
さ
れ
て
か
ら
造
船
で
は
、
佐
防
衛
庁
む
り
初
年
度
契
約
実
績
(
住
く
、
は
く世帯
侵
笛
し
て
い
る
実
厳
か
ま
す
.

野
安

(
大
阪
)
住
友
・
玉
島
(
合
敷
)
友
叩
位
、
沖
電
気
団
位
)
を
み
て
も
ら

「造
船
の
兵
邸
生
産
反
対

・
職
場
私
た
ち
の
闘
い
も
、
二
年

一
O
カ

名
村

(大
阪
)
佐
伯

(
大
分
)
と
相
住
友
や
沖
電
気
の
指
名
解
雇
は
、
た
の
織
利
侵
害
と
た
た
か
う
」
運
動
を

月
を
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
.

次
ぎ
ま
し
た
.

だ

活

動

家

の

排

除

、

組

合

つ

ぶ

し

だ

臓
掛
か
ら
作
り
出
号
ヌ
」
、
取
組
み
岡
山
地
税
の
解
服
無
効
(
げ
人
中
同

川
凶
年
の
三
井
三
池
闘
争
以
隣
H

死

げ

で
は
、
す
ま
さ
れ
な
い
も
の
が

あ

を
始
め
ま
し
た
.
併
す
な
f
戦
争
へ
人
)
の
仮
処
分
決
定
に
も
か
か
わ
ら

踏
u

で

あ

っ

た

指

市

中

解

胞

の

嵐

が

吹

り

ま

す

.

の

治

で

あ

り

ま

す

.

ず

、

住

友

は

、

就

労

を

矩

み

、

岡

山

き
ま
く
っ
た
が
、
解
屈
さ
れ
た
労
働
兵
総
生
産
と
軍
恕
機
密
を
国
擁
護
す
造
船
や
甲
山
出
闘
が
践
例
怒
大
路
線
に
地
裁
で
本
訴
訟
.
地
裁
が
掠
め
な
か

者
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
や
地
域
で
る
職
場
依
制
の
確
立
、
労
働
者
の
無
梁
っ
か
か
り
、

軍
事
産
業
へ
と
急
速

っ
た
三
人
は
、
高
殺
に
抗
告
し
て
、

「指
名
解
雇
撤
回
、
職
場
復
帰
」
の

栂
詞
化
、
無
抵
抗
化
と
い
う
狙
い
が
に
つ
き
進
ん
で
い
る
時
、
私
た
ち
が
勝
利
に
む
け
て
、
全
力
を
あ
げ
て
い

旗
を
高
く
渇
げ
て
立
ち
あ
が
り

n
資
隠
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
.
一
日
も
早
く
、
指
名
解
服
撤
回
を
勝
ま
す
.

本
の
側
の
解
服
権
再
確
立
を
許
さ
ぬ
全
造
船
労
働
組
合
は
、
造
船
強
占
ち
取
っ
て
、
職
場
へ
復
帰
し
、
織
燭
昨
年
は
「
許
す
な
f
住
友
の
横
暴

ぞ
H

と
闘
い
続
け
て
い
ま
す
・
資
本
が
防
衛
庁
調
達
の
兵
認
を
実
に
の
中
に
本
来
の
労
働
組
合
運
動
を
築
・
指
名
解
雇

・
軍
事
化
」
の
本
の
普

乙
れ
ら
の
指
名
解
雇
の
狙
い
が
、

6
劉
も
生
産
し
て
そ
の
体
制
を
強
化
き
あ
げ
て
い
く
意
義
は
、
大
き
い
と
及
が
、

二
万
六
千
冊
・
高
裁
に
向
け

低
成
長
期
で
も
、
利
潤
健
保
で
き
る
す
る
た
め
に
抽
出
中
的
な
組
織
分
裂
攻

冨
え
ま
す
.
そ
れ
だ
り
に
一
劇
務

闘

た
団
肱
署
名
は
三
千
八
百
団
体
.
個

人
減
ら
し
誠
岡
山田
植
岱
と
「
企
業
体

質

人

署

名
は
、
約
十
三
万
人
と
、
闘
い

改

醤

」

で

あ

り

、

活

動

家

の

排

除

、

を

大

き

く
前
進
さ
せ
ま
し
た
.

組
合
つ
ぶ
レ
で
あ
っ
た
と
と
は
雷

う

官

年

が

神
電
気
争
犠
回
に
と
っ
て

ま

で

も

あ

り

ま

せ

ん

・

大

き

く

飛

蹴

レ

、

勝

利

へ

大

き

く

迫

現

在

、

自

民

党

政

府

と

鈴

木

内

閣

る

年

と

な

る

よ

う

、

共
に
附
帯
し
て

は

、

日

本

の

軍

事

大

国

化

政

策

を

、

闘

い

疲

き

ま

す

.
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

抑
し
す
す
め
、
邸
側
増
強
と

mm費
う

.
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す
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指
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E
・

解

雇

」
の
声
を
大
き
く

E

大

城

敬

人

沖
電
気
の
伸
聞
の
皆
さ
ん
へ
彼

年
は
、
闘
い
を
大
き
く
前
進
さ
せ
勝

利
の
年
に
す
る
た
め
に
、
神
棚
闘
で
も

「
支
復
す
る
会
」

を
も
っ
と
も
っ
と

大
き
く
す
る
決
意
で
す
.
ゆ
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な
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胞
/
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り
へ
、

r
'
y
-
、
交
一
'

E
一
一
手
訟
氏

P
老
、
守
カ
宕
可
一

山一o
J
嗣

ι川
1

ぃJ
ハ
十
回
!

1

，。一川

川

第

一
条
酒
は
心
楽
し
く
務
ち
つ
い
た
気
分
で
ゆ
っ
く
り
と

川

川

飲
む
.

川

』
川

第
二
条
吸
い
物
、
お
つ
ま
み
の
前
菜
と
、
魚
員
、
脂
の
少

川'
 

4

川

な
い
肉
、
豆
腐
(
蛋
白
質
)
、
緑
黄
野
菜
、
海
草

川

川

(
ピ
ヲ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
)
な
ど
も
食
べ
な
が
ら

川

川

飲
む
.

川

雪
一
条
酒
豪
ん
だ
と
き
は
ど
警
パ
ン
な
ど
の
炭
水
化

川

川

物
は
智
正
め
に
す
る
・
泊
で
と
っ
た
カ
ロ
リ
ー
分

川

u
川

亭
-
差
し
引
く
.

川

園田

川

第
四
条
沼
の
潰
は
、
仮
に
毎
腕
と
す
れ
ば
日
本
酒
で
二
本

・

川

程
度
が
よ
い
.
多
く
て
も
三
本
に
と
ど
め
る
の
が

-

馴

無
難
・

川

園

川

第
五
条
酒
の
相
数
は
だ
い
た
い
決
め
て
お
く・

日
本
酒
、

川

劃

川

ピ
l
ル
、
ウ
イ
ス
キ
ー
を
と
り
ま
ぜ
て
飲
む
の
は

川

・

川

量
を
過
し
が
ち
に
な
る
の
で
よ
く
な
い
・

'

温

川

筋
六
条
同
じ
日
に
ニ
カ
所
以
上
で
、
多
く
酒
を
飲
ま
な
い
・

，'
 

?レ

川

第
七
条
入
浴
は
飲
酒
の
前
に
す
ま
せ
た
ほ
長
よ
い
・
多

川

i

'
 

ョ

川

飲
飽
食
の
あ
と
の
入
浴
は
控
え
る
.

川

州

第
八
条
酒
に
ほ
ど
よ
く
酔
い
、
少
し
眠
く
な
っ
た
ら
そ
の

ま
ま
床
に
つ
く
の
が
よ
い
.
深
酒
の
性
生
落
は
不

自

川

可・

川

川

第
九
条
友
人
や
客
人
に
も
酒
の
無
理
強
い
を
し
な
い
.
マ

川

川

イ
ペ
l
ス
と
ユ
ア
ベ
l
ス
の
問
方
が
大
切
i

川

州

第
十
条
未
成
年
者
に
酒
は
す
す
め
な
い
.
ド
ラ
イ
バ
ー
に

川

川

は
酒
を
出
さ
な
い
、
飲
ま
せ
な
い
.

川

。一=一一------------一一一-================
--一一-=================引

白
人
の
組
合
員
だ
が
闘
い
は
大
き
い

(写
事
提
供
・
藤
田
庄
市
さ
ん
〉
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冒軍33宅聖支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)1982年 1月 1日

J 
1
1
1
1
1
1
1
1
i、1
5
i

鹿
角
サ
ダ
子
さ
ん

電
気
で
働
ら
く
〈
遣
の
健
康
破
鹿
は

瞬
5
2'家
族
'
で

多
家
殺
蒙
-
U
お
れ
し
か
諸
ι
U
H
U

指
名
解
胞
か
ら
三
年
、
よ
宅
品
ち
が
痛
む
思
い
で
す
・

歩
き
だ
っ
た
建
一
も
、
も
う
四
歳
.
夕
食
を
家
族
そ
ろ
っ
て
食
べ
る
と

夜
、
組
合
の
集
り
に
訴
え
に
タ
」
う
い
う
取
さ
え
、
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態

と
す
る
と
、
私
の
服
を
し
っ
か
り
つ
で
す
が
、
私
の
帰
り
が
歩
¥
な
る
と
、

か
ま
え
て
、
大
声
で
泣
き
-な
が
ら
つ
お
父
さ
ん
が
時
々
お
得
意
の
カ
レ
ー

い
て
来
よ
-マ
と
す
る
建
一
を
、
ど
ま
ラ
イ
ス
を
作
っ
て
待
っ
て
い
て
く
れ

か
レ
て
置
い
て
い
く
の
に
苦
労
し
た
ま
す
.
私
が
解
屈
さ
れ
て
か
ら
、
お

と
と
を
、
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
し
父
さ
ん
の
制
捜
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が

ま
す
.
今
で
は
、
出
か
け
る
時
な
ど
だ
い
ぶ
増
え
ま
し
た
.
最
初
の
頃
‘

「
お
母
さ
ん
何
し
て
い
る
の
、
早
く
干
物
の
魚
を
と
て
い
ね
い
に
、
水
で

い
か
な
い
と
お
く
れ
ち
ゃ
ベ
ィ
よ
」
と
洗
っ
て
焼
ζ
う
と
し
て
皆
に
笑
わ
れ

雷
わ
れ
た
り
し
ま
す
.

た
ほ
ど
、
料
理
に
は
無
と
ん
ち
ゃ
く

お
母
さ
ん
の
会
社
に
は

n
怪
獣
M

だ
っ
た
人
が
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
ス

が
い
て
、
お
母
さ
ん
は
そ
の
怪
獣
を
パ
ゲ
テ
ィ

l
、
み
そ
汁
、
シ
チ
ュ
ー
、

や
っ
つ
け
に
行
く
と
思
っ
て
い
る
建
と
上
述
し
ま
し
た
.
こ
れ
は
、
我
家

一
.
無
滞
気
な
寝
顔
を
見
て
い
る
と
に
と
っ
て
は
賞
極
な
前
進
で
す
.

乙
の
子
に
は
、
乙
ん
な
ひ
ど
い
め
に
も
う
一
つ
、
お
父
さ
ん
の
お
得
意

合
せ
た
く
な
い
と
、
心
が
り
そ
う
思
は
、
朝
の
洗
濯
で
す
.
我
家
に
は
、

い

ま

す

.

ど

う

い

三

駅

か

四

歳

の

迩

一

の

布

団

人
が
余
っ
て
い
る
と
い
い
な
が
に
、
毎
夜
の
ご
と
く
大
洪
水
が
出
て

ら
、
私
の
首
を
切
り
、
お
父
さ
ん
(
夫
)
洗
潤
物
は
山
の
よ
う
.
お
父
さ
ん
は
、

は
、
会
社
で
ほ
と
ん
ど
残
業
.
四
時
そ
の
洗
濯
物
を
か
た
づ
け
て
か
ら
出

聞
も
残
業
を
し
て
来
る
と
、
さ
す
が
動
と
い
う
訳
で
す
.
と
に
か
く
、
あ

に
疲
れ
き
っ
た
様
子
で
「
フ
l
y
」
わ
た
だ
し
い
我
家
の
日
課
で
す
が
、

と
た
め
息
を
つ
き
ま
す
.
多
い
人
は
指
名
解
雇
を
撤
回
さ
せ
る
ま
で
は

月
々
、
百
時
間
以
よ
も
や
る
人
が
い
と
、
家
族
み
ん
な
で
、
団
結
ガ
ン
バ

る
と
い
う
話
で
す
.
と
れ
で
は
、
神
ロ
ウ
と
い
う
所
で
す
.

…
時
=
=
=
沖
電
気
の
た
た
か
い
に
三
-
=
=
=
=
-
E
=
Ez--EEEE---附

.， つ
=
=
新
し
い
歌
が
で
き
た
ぞ

て
も
歩
い
て
は
い
ら
れ
な
い
と
車
の
叫

免
許
を
と
っ
た
.
体
が
小
さ
い
の
で
、

ト

舛
か
ら
頭
が
チ
ョ
コ
ン
と
見
え
る
の

4

阜
い
も
の
で
、
結
婚
し
て
か
ら
五
百
欲
的
な
ん
で
す
・
塁
で
は
、
叫

年
が
醤
d

た
・
繁
か
ら
社
宅
に
引
越
飾
唄
ま
じ
り
に
家
事
を
し
て
い
る
時
叫

し
た
だ
付
で
、
重
活
の
壁
の
よ
も
あ
る
・
撃
と
と
が
あ
っ
て
も
、

…

-
つ
な
新
婚
時
代
、
同
を
並
べ
て
出
動
ロ
に
は
出
さ
な
い
よ
う
だ
そ
ん
な
い

し
て
い
た
.
盛
一
が
生
ま
れ
、
時
は
、
む
っ
つ
り
だ
ま
っ
て
コ
ト
コ
吋

「
ど
と
へ
あ
ず
け
よ
う
か
。
O
歳
児
ト
や
っ
て
い
る
.

-

保
育
っ
て
少
な
い
の
よ
」
昨
年
五
月
、
二
入
国
の
子
供
を
流
.

「
五
年
の
社
宅
期
限
な
ん
て
す
ぐ
よ
、
穫
し
た
.
危
い
と
わ
か
っ
て
か
ら
一

ど

う

す

る

の

」

カ

月

ほ

ど

手

を

つ

く

し

た

が

、

ダ

メ

「
た
ま
に
は
早
く
帰
一
っ
て
、
ゆ
っ
く
だ
っ
た
・
健
一
に
は
厳
近
ま
で
、

…

り
し
な
さ
い
よ
」
「
赤
ち
ゃ
ん
、
い
つ
出
て
来
る
の
」

な
ど
と
言
っ
て
い
た
.
と
聞
か
れ
て
困
っ
た
.
そ
の
頃
か
ら
叫

と
ん
な
生
宿
も
三
年
前
の
指
名
解
か
み
さ
ん
の
ア
ダ
名
は
」
E
タ
ン
ク
M

日

庖

で

一

変

し

た

.

で

あ

る

.
だ
い
ぶ
培
え
た
体
市
が
、
ぺ

「
な
ぜ
私
が
、
切
ら
れ
荏
き
ゃ
な
ら
そ
の
ま
ま
だ
か
ら
だ
.
本
人
は
、
あ

m

な

い

の

よ

」

ま

り

太

っ

て

い

る

と

支

岡

田

さ

れ

に

く

「
も
う
、
く
や
し
く
て
、
く
や
し
く

い
と
気
に
し
て
い
る
が
、
健
康
が
な
“

て

」

に

よ

り

で

あ

る

.

一
歳
三
カ
月
の
建
一
の
手
を
前
引
い
て

門
前
抗
議
に
.

「
就
労
さ
せ
よ
.
首
を
切
ら
れ
る
覚

え
は
な
い
」

初
め
て
の
労
組
オ
ル
グ
、
訴
え
等

々
.
ち
ょ
っ
と
褒
め
ら
れ
て
は
喜
乙

び
、
ち
ょ
っ
と
叱
ら
れ
て
は
泣
い
た
、

あ
の
頃
の
か
み
さ
ん
.

そ
の
う
ち
に
行
商
も
始
ま
り
、
と

-
東
京
、
佐
藤
美
津
子
さ
ん
手
袋
一
ん

E
F
4
2下古
4
k、
主

3

一巧
闘

hi--斗日
rhg
fy

喜

平

組

な

ど

.

一

γ
1
5
F白
川
予
告
、

vmFEU

-
茨
娘
、
静
さ

ん

衣

類

一

今

年
奄
令
官
〈

-
千
葉
、
松
田
さ
ん
セ
ー
タ
ー

一
1
月
門
白
熊
谷
抽
出
判
日
時

-
神
奈
川
、
井
手
さ
ん
孤
子
な
ど
一

1
月
初
日

沖
電
気
本
社
昼
休
み

・
東
京
、

小
島
さ
ん
ジ
ャ
ン
パ
他
一
抗
議
行
動
(
地
下
鉄
虎
ノ
門
)

-
東
京
、
久
木
さ
ん
衣
類
一

1
月

n日
田
中
解
雇
第

一
回
弁

・
東
京
、
石
川
さ
ん
お
も
ち
ゃ
他
一
論
叩
時
(
八
王
子
)

-
東
京
、
吉
田
さ

ん

衣

類

一

1
月
初
日

支
援
す
る
会
定
例
幹

・
東
京
、
港
新
婦
人
の

会

米

一

事

会

-
三
量
、

西
浦
さ
ん
オ
レ
ン
ジ
ジ
一

ユ

ー

ス

一

箱

一

・
東
京
、
玉
那
覇
さ
ん
ノ
l
ト
他
一

.
大
分
、
出
久
見
地
区
労
み
か
ん
一

一

箱

一

・
長
野
、
侮
原
さ
ん
り
ん
ご
一
箱
一

鹿 i
角!

;;~ 0 

j台i署名運動
んさ i・団体 み350
i ・個人 136，∞o
(12/1現在)
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街角にうたとえがひびく…
、、ホラ聞こえるぞ闘いの息吹U

「
乙
ぶ
し
の
防
波
縫
」
「
決
意
は

固
く
」
「
風
の
中
に
」
「
明
日
を
つ

く
る
仲
間
た
ち
」
「
ひ
ぴ
げ
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
」

i
解
雇
3
年
で
た
く
さ

ん
の
伸
聞
が
歌
を
つ
く
っ
て
く
れ
ま

レ
た
.
今
度
の
取
の
作
曲
者
は
「
返
せ
抑

制
」
な
ど
を
作
曲
、
第

一
回
荒
木
栄

貨
を
受
げ
た
名
古
屋
市
在
住
の
林
さ

ん
.
持
は
路
股
一
般
金
自
由
労
の
中

央
型
装
負
の
栗
山
さ
ん
で
す
.

閉
山
機
総
行
動
、
5
周
年
中
央
集
会
、

日
本
の

e2~と
え
祭
典
と
沖
電
気

の
闘
い
の
前
進
の
た
め
に
ど
こ
で

も
、
明
る
く
、
力
強
く
，
闘
い
の
息

吹
u

と
し
て
歌
わ
れ
て
い
る
.

里山事明席問

沖電置争脂団阿

梓 学曲
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(沖叫気争議団のうた}

i
z
 

通
信
機
三
大
メ
ー
カ
ー
の
一
つ
三
池
争
議
以
来
、
約
初
年
ぶ
り
の
趨
設
な

ζ
指
名
解
雇
の
ね
ら
い
三
千
の
支
援
労
組
や
、
一
万
人
を

沖
電
気
工
業
家
社

・
東
京
、
三
指
名
解
雇
で
す
.
が
、
活
動
家
を
排
除
し
、
残
る
労
乙
之
岳
「
支
燈
す
愛
吉
」
に
支
え

蜜
止
男
社
長
、
約
一
万
三一千
人
)

そ

の

後

n
企
業
危
機
M

は
ど
ζ

働
者
を
い
っ
そ

dpuめ
つ
け
、
も
ら
れ
て
、
企
業
に

「
首
切
り
の
自

は
「
経
蛍
危
縫
だ
」
「
人
が
あ
ま
'
〆
〆
〆

'

'

r

B

」
の
旗
を
萱
急
守
生
き
る

っ
て
い
る
」
と
称
し
て
、

千
五
百

沖

電

気

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

覇
、
働
/
治
利
を
守
〈
う
〆
と

人

の

「

橋

盟

退

職

」

募

集

を

健

案

全

力

で

一

抑

揚

復

帰

を

め

ざ

し

て

奮

乙
の
あ
と
退
職
強
要
に
応
じ
な
い
へ
や
ら
、
史
上
最
高
の
利
益
、
七
う
り
を
ふ
や
す
こ
と
に
あ
っ
た
乙
闘
し
て
い
ま
す
.
な
お
、
銭
判
闘

三
百
人
に
、
河
年
日
月
、
指
名
解

百
人
以
上
の
新
保
用、

九
州
に
百
と
塗
布
し
て
い
ま
す
.
現
在
列
人
争
も
、
証
人
翻
べ
に
入
り
、
極
製

胞
を
強
円
.
大
革
企
縫
で
は
三
井
億
円
以
上
亭
投
資
し
て
新
工
場
の
で
沖
電
気
争
蟻
団
亭
編
成
じ
、
約
延
段
階
を
む
を
季
、
ぃ
季
九



1982年 2月 1日指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

支援する会事務局

事務所東京都港区三田

3-2-20 
電話 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京6-75240

加入者名沖電気の不当解聴

を撤回させる会

先
行
所

第 34 号
， 982年
2月 1 日

a 118881 

第 34号(1 ) 

沖電気に入社して18年。7歳 (小 1)と

4歳のこどもの4人家族。妻(てつ子)

は沖電気争議団員、アパート代だけでも

4万円・・・あと 4万円は必要。

従業員

人数

従業員人数

〈女子〉

b目減

〈甜〉

ー 16.2

沖電気は人ベらし合理

fヒで'IJ盆i，;t 2勾三で 5侃量

1980年

11.895 

1978年

14.201 

エ
ッ
賃
上
げ
よ
り
、
税
金
の
方
が
上

る
惑
が
大
き
い
f

エ
ッ
来
年
は
軍
事

費
が
国
民
一
人
あ
た
り
四
万
円
ノ
エ
y

大
企
業
は
ボ
ロ
備
り
で
、
中
小
企
業
は

倒
産
/
エ
y

大
企
業
は
8
年
間
に
約
百

万
人
の
人
減
ら
し
，

r-
ど
う
し
て
こ
ん

な
と
と
に
.
官
年
春
闘
、
国
民
と
ぞ
っ
て
、

「
み
ん
な
で
討
論
、
み
ん
な
で
決
定
、
み

ん
な
で
行
動
」
を
始
め
よ
う
.

寧
和
で
、
安
心
し
て
働
げ
る
社
会
を
め

ざ
し
て
.

-春闘の賃上げ額

60%が不治

C電機労連〉

"ーも町
1.3 J.7るゆ〈
子王LWEらI1'JfJ 

のが当主

総で'^

切現

'Ut 
での
.会生
37.41る'̂
"水..: .. 
£ 

1.1 MhlJl'jl.2 
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③! 
通
信
機
三
大
メ
ー
カ
ー
の
一
っ
そ
の
後
の
神
電
気
は
、
百
億
円
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
視
し
て
沖
電
気
争
議
団
の
列
人
は
、
全

沖
電
気
工
業
(
本
社

・
東
京
、
三
近
い
史
上
飯
高
の
利
益
、
千
人
を
解
雇
し
た
こ
と
も
駒
臼
に
.

国
M
の
県
野
、
三
干
を
超
え
る
支

宅
重
男
社
長
、
資
本
金
一
七
五
億
乙
す
新
採
用
、
九
州
に
百
億
円
以
一
方
、
解
腹
後
の
職
燭
で
は
、
銀
労
組
や
一
万
三
キ
人
の
「
支
後

約
一
万
三
千
人
)
は
「
経
蛍
危
穣
上
を
投
資
し
て
新
工
協
の
建
設
な
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
屈
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
行
商
や
本

だ

、

人

が

余

っ

て

い

る

」

と

称

レ

社

へ

の

抗

議

行

動

な

ど

に

奮

闘

。

/
，
F

，r

ノ
〆
，
r

て
、
千
五
百
人
の
「
希
望
退
職
」

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

裁
判
側
室
第
一
の
山
崩
に
さ

募
集
を
提
築
.
ζ

の

あ

と

退

職

強

し

か

か

阿

4

企
業
に
「
首
切
り
の
自

要
に
応
じ
な
い
三
百
人
に
、
河
年
ど
i
.
会
社
自
ら
東
京
地
裁
ほ
か
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
沖
争
犠
白
」
の
旗
を
与
え
る
な
，r
生
き
る

日
月
、
大
企
業
で
は
三
井
三
池
争
四
ヵ
所
の
裁
判
で
も
「
指
名
解
雇
の
毅
判
傍
聴
を
理
由
に
、
仕
事
を
棺
詞
、
働
く
権
利
を
守
ろ
う
，
r
と

纏
以
来
、
約
加
年
ぶ
り
の
指
名
解
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
意
取
り
上
司
り
る
(
浅
利
さ
ん
、
中
山
が
ん
ば
る
伸
電
気
の
仲
間
に
、
あ

間
を
強
行
し
ま
し
た
.
蛾
改
革
と
す
る
と
と
」
と
証
雷
.
さ
ん
)
な
ど
の
、
暴
教
が
続
行
.
な
た
も
熱
い
迎
帯
を
〆

35 

492 

13 

一11

1.655 

140.ヲ10I 158.738 
(31歳) I (32.3歳〉

1.347 

77 

12.7 

2.175 

1. 228 

13 

14.3 

宛上高

〈憾〉

利益

〈憶〉
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" 

川

年
末
の
二
十

川

'

・

八
日
な
り
な
し

川

t
dの
お
金
を
は
た

州
』
-
h
・
F
・

い
て
例
年
の
知

山

E
Zく
田
舎
へ
帰
つ

γe弘
た・王線

l
w
J
d
で
岡
山
、
字
野

…

〈

識

か
ら

Eで

川

船
.
そ
ζ
か
ら

川
郷
里
の
愛
媛
県
今
治
市
ま
で
喧

川
班
、
八
時
間
、
一
万
五
干
円
の
旅

州
で
す
V
両
親
は
、
米
同
国
を
や
っ
て

川
い
る
の
で
、
専
は
モ
チ
作
り
、
販

川
宛
な
ど
一
番
忙
し
い
時
、
争
議
を

川
忘
れ
て
の
玉
依
い
.
争
議
に
は
、

川
一
貫
し
て
無
理
解
な
親
で
あ
る

川
が
、
今
は
あ
き
ら
め
た
の
か
さ
ほ

川
ど
口
に
は
出
さ
な
い
V
今
治
は
白

川
本
一
の
タ
オ
ル
産
地
で
あ
り
、
造

川
船
の
街
で
も
あ
る
。
し
か
し
タ
オ

川
ル
も
造
船
も
大
企
柴
で
は
な
い
.

川
構
造
不
況
の
彫
響
を
モ
口
に
受

川
付
、
帰
郷
の
度
に
活
気
が
失
な
わ

川
れ
て
い
る
.
賃
下
げ
、
へ
へ
ら
し

川
な
ど
の
話
が
あ
ち
と
ち
で
聞
か
れ

川
る
.
今
年
例
年
に
な
く
、
モ
チ
の

川
宛
れ
が
悪
い
の
も
納
得
マ
労
勘
者

川
だ
り
が
苦
し
い
の
で
は
な
い
.
徴

川
製
屋
を
や
っ
て
い
る
兄
で
さ
え

川

「
み
ん
な
が
、
力
を
合
せ
な
あ
か

川
ん
よ
う
に
な
っ
て
い
る
ん
や
い
と

陣

一
勧
一
弘

肌

胤
礼
一

川
言
う
V
元
旦
は
初
日
を
と
考
え
て

l

，
 

¥
一
均
一
川
町
川
川
一

川
い
た
が
、
大
寝
坊
で
駄
目
で
レ
た

?
「
川
オ
l
J
叶
J
叶
J
斗

川
が
「
今
年
も
一
年
無
事
に
争
犠
が

-
t

-
刻

刻

柄

引

一

胃
丁
斗
州
|
叩
l
中
ぺ
ム

川
闘
い
妓
付
ま
す
よ
う
に
/
」
と
強

こ

い

じ

い

ト

ド

ド

い

」

川
く
心
に
醤
っ
た
・
八
二
年
の
争
磯

首

一
尚
一
川

i

川

町

制

一

山

川
団
の
始
動
は
、
一
月
六
自
の
各
エ

士
一
刊
一
い
リ
吋
一
山

%

州
場
前
の
朝
ピ
ラ
宣
伝
行
動
.
そ
れ

屯

一
釘

-
o

u

h
，

川

一

"

川

ー

τト叩
ψ
ム
マ
土

作

川
に
参
加
で
き
る
よ
う
上
京
・
郷
里

叩

明

間

叩

前

川

m
i一"
「
一

刊

川

間

川

一

川

川
の
生
活
が
良
く
な
る
こ
と
を
思
い

山
な
が
ら
(
桧
垣
)

大企業は 5年連続の増益

飼lt比河..曲"

・唱遣問禿Jヒ串 +17S +15.4 

健常利 錨 +52.5 + 6.7 

資料 日本"行 r主要企.Utt分続1II.J(518H) 

総評・ 82国民春闘賃金要求

額アンケート閥査結果

1万円未満 0.6癌

1万円以上 15.0% 

2万円以上 31.2出

5万円以上29.9% も
者
間

分

働

酬

冒

a峰

目
労

労

1
J
『
間
圃

削

臼
の
摺
一
回
町
一
一
時
園
田

辺
本
剛

一剛
山
一
一
川
田

川

耳
目

録
一
団

-
け
ι

・

1
く

の
一
と
司
議
幽白

i
i
j
a
 

り
働
即
一
一
一
一

削

よ

平

副

「

l
h
「」

c

y
川

ツ

本

-
{
''M
儒仏
?

J

1

ィ
け
噌

ト

ト

よ

叩

西

臼

西

4万円以上 7.9% 52.8% 

0.4弼

5万円以上15.0%

無回答
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い
る
が
、
事
実
は
ご
ま
か
せ
な
い
.
だ
け
で
も
約
百
労
組
か
ら
支
鐙
を
得

沖
電
気
で
は
首
切
り
前
か
ら
売
上
る
な
ど
着
実
に
前
進
し
て
い
ま
す
.

げ
、
利
益
が
回
復
に
向
か
っ
て
お
り
、

ζ
れ
か
ら
は
、
さ
ら
に
親
密
な
祖
稽

予
測
通
り
首
切
り
後
に
史
上
愚
高
の
が
望
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
.

神
惜
気
に
圭
渉
に
応
じ
よ
」
と
儲
け
を
達
成
し
、
民
大
な
設
備
投
資

E
E
・

E

.、

t

川
崎
持
山
市
計
七
時
明
日
刊
誌
詩

M
級
協
微
妙
骨

す
.
全
国
の
伸
聞
の
み
な
さ
ん
か
ら
ろ
か
人
手
不
足
か
ら
、
関
悪
霊
か

2
・
ー
ザ
11
1

1

1

の
、
抗
議
ハ
ガ
キ
、
署
名
、
電
話
な

ら
人
を
補
充
し
た
り
・
ア
ル
バ
イ
ト
運
動
と
財
政
を
支
え
る
個
人
会
員

ど
の
浬
励
も
さ
ら
に
強
め
て
い
た
だ

を
採
用
し
た
り
、
あ
げ
く
は
大
貫
薪
の
章
と
、
質
は
抑
争
犠
を
左
右
し
ま

く
よ
う
お
ね
が
い
し
ま
す
.
規
採
用
を
待
な
い、

今
で
は
首
を
切
す
.
事
務
局
で
は
飯
底
で
も
ニ
万
人

〈
抗
議
先
〉
斑
京
都
稽
区
虎
ノ
門
一
っ
た
労
働
者
に
匹
敵
す
る
採
用
人
民
の
会
員
に
レ
て
、
勝
利
の
土
台
を
つ

|
七

|
一
一
一
沖
電
気
工
業
株
式
会
に
逮
し
て
い
る
・

く

り

た

い
と
考
え
て
い
ま
す
・
現
在

社
、
社
長
三
宅
正
男
T
E
L

0
5

そ
の
他
に
も
、
自
然
退
職
者
や
新
一
万
三
干
人
・
十
一
月
二
十
日
の
解

(5
0
1
)
5
1
1
1

規
採
用
の
実
態
も
知
ら
ず
に
人
民
盤
庖
四
年
ま
で
に
は
必
ら
ず
逮
成
で
き

b
E

d
叩
目
u

t
f

q

・
ト
h

理
を
企
画
、
立
案
し
た
事
実
や
、
組
ま
す
よ
う
に
、
全
力
投
琢
を
お
ね
が

ω級
協
物

話
料
院日開
花一

日
す
十
戸
』
一
ま

ド

の

を

証

金

べ

が

ド

ト

ド

語

訳

純

一

級

級

協

物

音

の

留

の

み

き

ん

の

物

心

進
ん
で
い
る
・
原
告
中
山
代
表

貸
出
す
時
期
を
迎
え
る
・
全
国
か
主

主

グ
る

z
p
Y
34U
両
国
に
わ
た
る
、

熱
い
支
援
に
は
、

京
除
く
)
被
告
沖
電
気
室
田
取
締
役
せ
ら
れ
た
回
体
署
名
、
個
人
署
名

が

募

金

、
行
商
、
支
侵
す
る
会
、

ア

何
度
涙
し
た
ζ
と
か
i
。

古
全
国
の
仲
間
の
み
な
さ
ん
、
お
元

の
証
人
制
べ
が
終
了
し
、
ム
窓
側
の

訟

判
所
に
次
々
と
鐙
出
さ
れ
て
お
ル
パ
イ
ト
を
四
つ
の
釜
本
と
し
て

1
I
l--
I
l
l
i
-
-」

気
で
す
か
・
案
の
会
費
滞
納
を一

手
合
の
旺
人
に
入
る
さ
し
て
い
り
、
モ
の
威
力
を
詰
す
る
時
が
来
財
政
活
動
を
レ
て
い
る
の
で
す
が
、

一

一

掃
す
る
連
動
に
は
と
協
力
あ
り
が
と

る
・
乙
の
問
、
沖
電
気
が
儲
け
の
た

た
・
裁
判
所
内
外
の
闘
い
を
前
導
己
毎
月
、
家
族
(
百
三
十
人
)
と
闘
争

一

8

7

〉

一

う
ご
ざ
い
ま
し
た
・
三
百
万
近
い
会

め
に
首
切
り
合
理
化
を
強
行
し
た
事
せ
、
勝
利
の
展
望
を
つ
く
り
Fさ
う
・

を
支
え
る
に
は
、
約

一
千
万
円
が
必

一
動

K

2

J

一

費
が
届
け
ら
れ
、
驚
い
た
り
喜
ζ

ん

突
が
次

2明
ら
か
に
な
っ
て
い

E
2
2
E

見
で
す
の
で
、
容
易
で
ま
あ
り
ま
せ

一

迫

3

M

い

一

だ
り
の
事
局
で
し
た
・

援

弘

/

の

:

・

ソ

、

一

都

市

V
一

る

l
i
s
t
ト級協務

員

12ぃ一時
体九円
一言
語
一

て
、
「
企
業
間
格
差
が
拡
大
レ
、
倒

it
i
;t
;
ま
す
し
、
毎
朝
交
替
で
、
新
聞
配
達

一

裁

1

z

一

と
ス
タ
ー
ト
し
た
二
年
度
方
針
に
大

一
一ヨ

団

伺

一

産
寸
前
」
「
余
剰
人
民
が
そ
の
原
因
」

全

雪

平

四

の
川
線
、
=
一
千
を
超
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
な
ど
、
毎
日

一

E

4

一

の
二
点
を
あ
げ
、
一
五
人
の
旺
人

を

す
労
組
の
支
鑓
を
得
る
ま
で
に
発
展
毎
日
が
、
生
活
と
の
闘
い
と
な
っ
て

一

一

の
会
員
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
よ
ろ

申
鮒
レ
て
引
き
延
ば
し
を
は
か
つ
て
し
て
い
ま
す
・
地
元
の
港
区
(
東
京
)

い
ま
す
・

「
I
l
l
I
l
l
1
1
1
1
1し

し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
・

t
d
綴

可

法

一

f
h

ぃ，J

(2 ) 揖 34号

い豪紳争議~~
ごろ教えが去す

支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)

今
日
の
オ
ル
グ
先
は
:

地
図
に
マ
ー
ク

|
|
朝
の
作
戦
会
蟻
||

沖
電
気
裁
判
傍
聴

に
よ
る
仕
事
取
上
げ

都
労
委
闘
争

1982年 2月 1日

パンフレッ トから一一一一

八王子工場組合選挙
立会演説会の場合

あっという聞にー

“
 
.. J
.

…
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
指
名
解

…・に
い
股
が
強
付
さ
れ
た
後
の
語

る
も
地
獄
u

の
中
か
ら
、
湧
き
上
る

闘
い
の
息
吹
で
あ
る
.
い
ま
大
企
業

は
「
大
合
理
化
」
に
よ
る
職
場
支
配

が
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
進
行
レ
て
い
る
.

争
犠
の
裁
判
傍
聴
す
ら
許
さ
な
い

フ
ァ

y
yョ
的
支
配
で
あ
る
.
沖
電

気
の
職
場
で
、
い
ま
何
が
起
っ
て
い

る
の
か
、
す
べ
て
の
働
く
仲
間
に
授

と
感
動
と
商
務
を
よ
び
か
け
る
H

人

間
の
尊
厳
M

の
パ
ン
フ
と
な
っ
て
い

る
・
全
国
の
伸
聞
の
み
な
さ
ん
の
一

説
を
期
待
し
ま
す
・
申
し
込
み
は
、

沖
支
緩
ず
る
会
事
務
局
ま
で
.

語
源
は
戯
曲

ロ
ボ
y

ト

(
2
F
0
3
と

い

か

う
言
葉
は
、

チ
z
コ
ス
ロ
パ
キ
ア

、
1
d・凋
W
U

の
劇
作
家
チ
ャ
ベ
ッ
ク
が

一
九
二

1
昆

書

留

，

場

。
年
に
発
表
レ
た
戯
曲

(
ド
ラ
マ

@
d

市

・
そ
れ
自
体
で
言
語
芸
術
と
し
て

e

l

け

も
通
一
宇
る
脚
本
)

『
R

U

仙
脚
色

W

3
附

R
』

(
ロ
y
サ
ム

・
ユ
ニ
パ

1
サ

hm宮
崎

M
M
'
E
E園
江

ル

ロ

ゼ

ト

)

の

会

命

の

t一
自

v
型
船

名

か

主
ま
れ
た

-

S
9
E
度

d
内

i
d
V
a
a
-
-司

の

産
業
用

“
曹
司

咽

具
か
ら
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・

川

ロ
ボ

ッ

ト

と

は

ロ
ボ
ッ
ト
(
知
能
ロ
ポ

ν
ト
)
と
』

川

工
業
と
そ
れ
に
関
す
る
襲
に

言
わ
れ
、
コ
ン
ビ
「
喜
内
蔵

2
m
生

産

台

量

汗

使
用
さ
れ
る
ロ
ボ
y
ト
で
、

マ
ジ
レ
、
あ
る
程
度
は
理
解
力
が
あ
る
な
運
動
を
す
る
ロ
ボ
y
ト
が
作
ら
百
万
5
一
千
五
百
万
円
で
八
一
年

ッ
ク

・
ハ
ン
ド
の
よ
う
な
人
が
手
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
ロ
ボ
y
ト

れ

て

い

る

.

に

は

、

二

万

五

千

台

が

生

産

さ

れ

、

を
使
っ
て
、

'Z草
〈
あ
や
つ
る
道
ま
で
、
目
的
に
応
じ
て
多
梱
多
織

t

八
五
年
に
は
、

m産
化
に
よ
る
値

世
界
の
刈
%
カ

下
が
り
で
い
っ
そ
う
普
及
レ
、
年

日

本

に

産
七
万
台
に
途
す
る
と
予
想
さ

工
燭
の
溶
接
・
歯
袋
に
と
ど
ま
れ
、
人
減
ら
し
の
強
力
な
手
段
と

内
す
、
組
立
作
撲
や
事
務

・
医

療

さ
れ
、
服
用
に
軍
大
間
凶
が
生
じ

分
野
ま
で
広
く
普
及
し
て
い
る
.
る
乙
と
が
予

gcれ
て
い
る
.

今
回
、

世
界
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト

の
う
ち
、
約
川
町
田
が
日
本
で
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
.
価
格
は

一
台
九

産業用ロボッ卜の普
及台数

lJ本 I 14，0曲
米 国 3，255

商柏 850

英国 185

ポーラノド I 3印
ベルギー I 13 

スウェーデノ 1 570 

ノルウムー 170

フ イノラノド 110

資"ァ，リカ ロポ， ト凶会鋼
ベ

li主) =1ì: I，t .q9~芋 311. た fーし
園"，!，1ゃ手動盟を線(，

{縄県位 台}

沖
電
気
争
議
団
員
が
推
薦
す
る
|

生
産
金
額
『
置
円
}

5∞ 

106 

回2写直)9 

⑮ ρ 

と
り
肉
と
野
菜
の
ス

l
。フ
煮

食
材
料
も
手
近
に
あ
り
、
作
り
方
も
簡
単
。
誰
が

作
つ

で
も
あ
た
た
か
く
お
い
し
い
。
あ
な
た
も
ど
う
ぞ

①
と
り
骨
付
も
も
肉
は
、
関
節
の
ベ
に
、
人
参
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
入
れ

と
こ
ろ
で
2
つ
に
切
り
、
組
、
と
し
て
、
少
レ
い
た
め
、
水
を
加
え
、
と

ょ
う
を
し
て
、
小
波
粉
を
ま
ぶ
し
、
り
肉
、
セ
ロ
リ
、
玉
ネ
ギ
を
加
え
る
.

幽
閉
し
た
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
ひ
い
て
塩
、

ζ
し
よ
う
で
昧
を
つ
け
る
・

皮
自
の
方
か
ら
、
焼
色
が
付
く
ま
で
@
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
少
し
や
わ
ら
か

フ
タ
を
し
て
、
両
面
を
焼
く
。
く
な
っ
た
ら
キ
ャ
ベ
ツ
を
加
え
、
そ

②
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
む
い
て
丸
の
れ
ぞ
れ
が
、
く
ず
れ
な
い
よ
う
に
、

ま
ま
か
半
分
に
切
る
.
キ
ャ
ベ
ツ
は
や
わ
ら
か
く
な
る
ま
で
熊
込
む
.

M
M
個
を
4
つ
に
切
る
.
人
歩
は
皮
を
⑤
あ
く
が
、
浮
い
て
く
る
の
で
、

む
い
て
た
て
、
よ
と
に
%
に
す
る
.
こ
ま
め
に
と
り
除
く
.

セ
ロ
リ
は
、
筋
を
と
り
、

4
つ
に
切
③
よ
く
煮
え
た
ら
、
ブ
ロ
グ
コ
リ

る
.
玉
ネ
ギ
は
半
分
.

ー
の
塩
ゆ
で
か
、
納
サ
ヤ
の
塩
ゆ
で

③
ベ
ー
コ
ン
は
、

3
つ
ぐ
ら
い
に
を
加
え
、
好
み
の
昧
に
と
と
の
え
て

切
り
、
油
を
少
々
ひ
い
た
な
べ
で
油
ス
l
プ
皿
な
ど
に
、

盛
り
つ
り
る
.

が
出
る
ま
で
い
た
め
、
ニ
ン
ニ
ク
一
さ
あ
、
食
べ
ま
し
ょ
う
/

粒
を
い
た
め
で
と
り
出
す
.
モ
の
な



行
っ
た
.
佐
藤
氏
は
、
二
十
年
の
聞

に
、
当
初
、
争
議
団
共
闘
が
セ
ク
ト

的
に
行
動
し
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と

な
ど
に
触
れ
、
以
降
、
「
統
一
行
動

合
に
も
支
蜜
さ
れ
な
い
労
働
者
な
ど
を
組
織
レ
争
議
を
解
決
し
て
い
く
」

で
一
九
六
二
年
に
結
成
さ
れ
た
.
あ

闘
い
の
歴
史
を
紹
介
し
た
.
そ
し
て

い
さ
つ
に
立
っ
た
渡
辺
駿
長
は
、
「
高
「
こ
れ
ま
で
要
求
に
基
づ
く
統
一
が

脱
成
長
の
中
で
、
要
求
を
酎
駁
す
る
叫
ば
れ
て
き
た
が
、
統

一
行
動
を
実

ま
で
は
組
合
員
は
主
人
公
だ
が
、
要
現
さ
せ
る
た
め
の
要
求
探
し
と
い
う

求
が
で
き
る
と
、
今
度
は
幹
部
が
主
視
点
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
」
と

人
公
と
い
う
組
合
連
蛍
が
行
わ
れ
問
閣
を
従
起
し
た
.

た
.
争
議
団
は
、
自
分
の
要
求
を
股
乙
の
後
、
経
過
報
告
を
行
っ
た
菊

後
ま
で
放
さ
ず
、
要
求
実
現
の
た
め
池
事
務
局
長
は
「
十
五
件
の
争
議
解

に
組
織
を
活
用
す
る
.
闘
い
が
必
要
決
で
四
百
人
が
争
議
団
を
去
り
、
，
ォ

性
を
求
め
て
組
織
が
で
き
、
組
織
を
ル
グ
能
力
が
落
ち
、
総
行
動
な
ど
が

【連
合
】
東
京
地
方
争
経
団
共
闘
機
の
田
上
さ
ん
の
六
年
ぶ
り
の
職
場
求
め
る
」
乙
と
を
強
調
.
争
犠
団
が
し
ぼ
ん
で
し
ま
う
u

と
心
配
さ
れ
た

会
議
(渡
辺
消
次
郎
議
長
、
約
千
二

復
帰
な
ど
十
五
件
の
勝
利
報
告
が
有
発
足
当
初
「
継
子
扱
い
さ
れ
た
が
、
が
、
逆
に
集
会
は
、
四
百
回
以
上
、

百
人
)
は
昨
年
十
二
月
十
二
日
か
ら
わ
れ
た
.

今
や
、
多
く
の
全
国
の
労
働
者
に
と
社
前
鍛
会
も
三
百
人
規
襖
の
診
加
が

三
日
間
、
静
岡
県
の
伊
豆
長
岡
町
士
今
年
の
五
月
で
満
二
十
年
を
迎
T

え
っ
て
少
な
く
な
い
役
割
を
果
た
し
て

常
織
と
な
り
闘
い
は
逆
に
前
進
し
て
を
職
場
、
地
織
か
ら
ま
き
お
ζ
そ
う
」

見
ハ
イ
ツ
で
第
二
十
回
総
会
を
聞
い

る
東
京
争
指
図
共
闘
会
畿
は
当
初
、
い
る
」
と
述
べ
た
.
い
る
」
と
述
べ
た
.

な
ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
確
認
レ
た
.

た
.
総
会
で
は
こ
の

一年
間
で
、
全
エ
ス
エ
ス
製
灘
、
日
本
電
綾
な
ど
、
二
十
年
の
歴
史
を
綴
り
返
っ
て
、
最
後
に

「
不
当
解
雇
徹
回
、
不
当

金
力
コ
支
部
の
企
業
再
開
、
包
士
電
企
業
に
解
雇
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
組

佐
蕗

一
階
初
代
議
長
が
記
念
講
演
を
差
別
撤
廃
、
要
求
に
も
と
づ
く
闘
い

l
o
i
-
-
i
l
l
i
n
i
-
-
E
H
i
l
l
i
-
-
i
i、目、‘
O
i
l
l、
l
B
i
l
l
i
-
-、
OEO-

---BEE---唱
毎

日

、

き

び

し

い

寒

さ
で
す
が
お

仲

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
司
、

;

元
気
で
し
ょ
う
か
.
い
つ
も
「
は
た

川

守

・
・
・
司
4
・
・
・
・
・
河
吟

t
ら
く
」
を
貌
ま
せ
て
も
ら
い
、
と
も

れ

』

... ‘
 
.. 司J
R
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す
れ
ば
な
げ
や
り
に
、
弱
気
に
な
り

山

由

唱

a
'晶
画
・
E
・

2avh河
そ

う

な

自

分

に

H

カ
ツ
u

を
入
れ
て

山山

田

圃・・・
3
rh

唱，-h
い
ま
す
・
子
供
た
ち
ゃ
、
お
ば
あ
ち

山

一

---a---R
hEゃんに
践
ん
で
聞
か
せ
て
い
ま
す
・

h

-

------------E・・・
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
.

山

田

町
脇
田
圃

E--------a玉・岡
本
達
夫
さ
ん

)

h
r

・
-.
.
.
.
.
.
 ，
 
..... 聞

あ
な
た
方
の
不
屈
の
闘
い
に
い
っ

…

-
圃

・
・
・
・
・
・
・
圃
F
U

比
・
・
・
・
聞
も
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
.
労
戦
の
右

-

・
・
・
・
・
・
司
、
』

a忍
墾
再
編
を
許
さ
ぬ
闘
い
と
、
不
当
解
山

由

・

・

司

し
陀

居
留
の
闘
い
は
一
体
の
も
の
事

L

賀
状
を
臨
む

・

え
て
い
ま
す
・
共
に
闘
い
ま
し
ょ
う
・

目

沖
電
気
の
仲
間

…

(
兵
庫

・
佳
輯
典
子
さ
ん
)

町

お
正
月
用
の
カ
ン
パ
を
鎮
め
ま
し

刈

胆

(
京
都

・
藤
井
美
穂
子
さ
ん
)
た
の
で
お
送
り
し
ま
す
(
三
万
八
千

年
末
カ
ン
パ
の
件
、
気
に
な
っ
て
四
十
四
円
)
カ
ン
パ
を
く
れ
た
の
は

叶

い
ま
し
た
が
、
赤
ん
幼
と
家
庭
ー
に
い

関
西
労
働
学
校
の
み
な
さ
ん
で
す
.

る
身
に
は
、
な
か
な
か
集
め
ら
れ
ず
(
東
京

・
安
井
満
理
子
さ
ん
)

叶

て

、
警
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
.
四
十

皆
織
の
健
闘
を
心
か
ら
祈
り
、
期

“

く

二
人
二
万
二
干
円
、
お
送
り
し
ま
す
。
待
レ
て
い
ま
す
.
教
育
、
公
宮
、
骸

叫

し

ζ
の
物
価
高
の
号
、
こ
れ
く
ら
い

そ
し
て
又
、

豊
か
な
生
存
在
?
等

J

れ

の
金
顧
で
は
、
何
の
足
し
に
な
る
か
多
角
的
に
夫
々
の
問
題
を
追
求
す
る

中
・
っ

し
ら
と
思
い
ま
す
が
、
カ
ン
パ
を
い
中
で
、
週
帯
を
取
り
戻
し
て
ゆ
こ
う

H

た
だ
く
際
に
は
、
沖
電
気
の
不
当
解
と
す
る
や
り
方
に
、
大
賛
成
で
て

岨

て

屈
を
訴
え
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
だ
け
生
き
生
き
と
闘
っ
て
下
さ
い
.

H
/
¥

が
実
り
だ
と
思
っ
て
下
さ
い
・
チ
ピ
(北
海
道
・
村
田
さ
ん
)

九

1ν

ツ
子
二
世
雪
、
ス
タ
ス
ク
大
き
く
会
費
遅
れ
て
申
し
訳
あ
り
ま
芝

山

れ

な
あ
れ
.
と
め
ん
く
だ
さ
い
.
カ
ン
パ
と
一
緒
に
送
金
し
ま
す
.

川
弓
ノ

(神
奈
川

・
小
出
晴
美
さ
ん
)
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新車務局長

菊池義弘さん

ありがとう……がんばります

ノ
ー
モ
ア
・
ス
モ
ン
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:沖電気争議団:

幸雄さん相原

チ
ヨ
ッ
ト
読
ん
で
く
だ
さ
い

(
事
務
所
に
貼
っ
て
あ
り
ま
し
た

ヘ
ド
レ
臥
υLHい
支
擾
こ

/き《型、
1
4

山口

E
J
4
一二、
ぷ
一、
6
J
¥JfJJi
pvp

問

診

砂

、
凶
伺
吃
刀
一、

2
三
池/

精

気

齢

G
C
/河
に

沖

電

気

争

議

団

真

喜

志

晃

さ

ん

電

逮

働

部

般

際

地

労

日

本

の

=一大
通
信
メ
ー
カ
ー
の
ひ

i
」
と
の
彼
の
ね
ら
い
は
ズ
パ
リ
的
般
近
ま
で
会
話
も
な
く
つ
ら
い
思
い

支

一

国

京

道

と

つ

で

あ

る

沖
電
気
工
業
が
、
折
か

中
.
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
中
学
を
率
を
し
た
が
、
こ
っ
そ
り
ト
イ
レ
で
話

橋

国

組

連

東

K

京
全
労
労
運
勧
ら
の
不
況
を
口
実
に
レ
て
、
千
三
百
業
し
て
す
ぐ
沖
電
気
に
入
社
し
、
働
し
か
け
て
く
れ
る
人
も
あ
り
変
っ
て

逓

評

会

後

倉

京

五

十

人
の
労
働
者
を
、
希
望
選
職
の
き
な
が
ら
定
時
制
高
校
に
通
っ
た
が
き
た
と
い
う
・
「
早
く
み
ん
な
に
戻

全

総

協

電

全

東

ー

、

.

.

 権
・
・
・
強
要
と
指
名
解
雇
で
職
場
カ
ら
追
b

ん
ば
り
屋
の
ふ
く
み
さ
ん
で
し
た
・

っ
て
き
て
ほ
し
い
、
そ
の
た
め
に
も

出
し
た
の
は
、
一
九
七
八
年
十

一

月

労

働

窪
田を

n
働
く
者
の
嗣
罰
を
守

の
と
と
で
し
た
.
以
来
、

三

年

余

、

職

る

M

と
い
う
本
来
の
資
に
も
ど
す
胸

グ

場

を

追

わ

れ
た
労
働
者
七
十
一
名

い
を
、
臓
場
の
中
か
ら
地
道
に
や
ら

キ

合

ウ
組
は
、
「
不
当
な
首
切
り
は
許

せ

な

い

」

な

く

て

は

」

大

き

な

簡
に
決
意
を
ζ

如

円

畑

と

解

雇

撤

回

の

扱

判
闘
争
を
起
ζ

め
て
栢
り
ま
す
・

月

二
回
レ
、
全
国
の
働
く
仲
間
の
支
援
を
受

-

会

連

公

け

な

が

ら

闘
い
を
進
め
て
い
草
す
・

分
労
合
発

ト

芝

維

組
関
首
を
切
ら
れ
た
当
時
、
お
母
さ
ん
の

唱
。
税
銭
働
源

~

国
評
労
資
お
腹
に
い
た
子
ど
も
遣
も
二
3
三
畿

日

全
総
ス
水
と
成
長
し
、

闘
い
の
中
で
結
ぼ
れ
た

{
 .
.
 ナ.
カ
ッ
プ
ル
も
七
組
を
と
え
ま
し
た
.

什

今
日
は
闘
-
暑
い
仲
間
の
中
か
ら
、

合
真
喜
志
日
間
さ
ん
(
一
一
+
七
歳
)
、

組
ふ
く
み
さ
ん
(
二
+
=
一
歳
)
を
お
肪

矧
づ
ね
し
ま
し
た
・

部

合

所

支

組

組

究

解

雇

の

の

ち

結

婚

号
労
員
研

信
谷
職
力
当
時
、
二
人
は
職
紛
の
サ
ー
ク
ル

本

岡

教

子

自
社
都
原
を
通
じ
て
知
り
合
い
、
将
来
の
と
と

金
商
京
本
を
語
り
合
う
一
間
柄
で
し
た
・
そ
こ
へ

金

全

東

日

・

・

・

・

大
量
の
指
名
解
回
・
晃
さ
ん
も
そ
の

中
の
ひ
と
り
に
入

っ
て
い
た
の
で

す
・
目
指
さ
ん
が
入
社
し
て
七
年
、
ふ

F

く
み
さ
ん
が
五
年
目
の
秋
の
と
と
で

一
/

し
た
.

ー

l

/

結
婚
を
約
束
し
た
一
天
で
し
た
が

会

一
人
の
収
入
の
事
閉
さ
れ
、
結
婚

合

事

に
対
し
て
の
妻
も
あ
り
ま
し
た
・

連

記

そ
の
頃
の
と
と
を
ふ
る
さ
ん
は
、

合

た

つ
よ
く
決
心
し
た
ね
H

と
み
ん
な

組

つ

伝
わ
れ
た
け
ど
、
私
自
で
は
、

働

載

す
産
さ
れ
て
い
る
と
い
う
乙
と

凶
冒
・
』

6
4
ん
な
に
重
要
な
と
と
と
は
思
わ

唱
d

『・

な
か
っ
た
・
勿
輪
、
不
安
な
函
は
た

庫

号

く
さ
ん
あ
る
付
ど
、
私
は
ま
だ
職
場

ι
ι
a
u
に
い
る
し
、

何
と
か
な
る
だ
ろ
う
」

倒
岡

n
u
と
い
う
思
い
で
、
結
婚
に
ふ
み
き
っ

労

3
た
の
が
解
雇
さ
れ
た
霊
二
九
七

圏

第

九
年
)
、
晃
さ
ん
二
十
五
歳
、
ふ
く

全

み
さ
ん
二
十
一
歳
の
夏
で
し
た
・

「昨
日
、
今
日
知
り
合
っ
た
訳
で

は
な
い
し
、
彼
女
、
結
摘
図
太
い
と

ζ
ろ
が
あ
る
か
ら
、
大
丈
夫
だ
る
つ

手目t.

L組合機関紙I!I掲載;あり山カ?と.】

困
難
も
の
り
こ
え
て

指
名
解
胞
で
、
既
婚
婦
人
た
ち
が

ほ
と
ん
ど
追
い
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た

職
紛
で
、
ふ
く
を
cん
が
若
い
7
7

さ
ん
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
八
O
年

十
月
で
し
た
.
「
妊
姫
中
毒
症
に
か

か
り
帝
王
切
開
で
出
産
、
子
供
も
病

弱
な
う
え
、
私
の
体
制
も
回
摘
出
廿
す

と
う
と
う
子
供
は
五
カ
月
間
乳
児
院

で
お
位
揺
に
な
り
ま
し
た
」

.
若
い

ニ
人
に
は
想
像
も
し
な
い
よ
う
な
で

き
と
と
の
連
続
で
し
た
が
、
持
前
の

「
な
ん
と
か
な
る
i
」
と
の
楽
天
的

な
が
ん
ば
り
と
、
仲
間
の
励
ま
し
の

中
で
、
ひ
と
つ
づ
っ
乗
り
ζ
え
て
き

ま
し
た
.

現
在
、
口
先
さ
ん
は
争
議
団
の
事
務

所
を
釦
点
に
都
内
の
オ
ル
グ
を
担

当
.
「
揺
を
す
る
の
が
苦
手
な
の
で

ど
う
も
:
:
」
長
屋
に
手
を
や
り
な

が
ら
、
ト
ツ
ト
ツ
と
煽
る
口
測
に
は
、

飾
り
気
の
な
い
誠
実
さ
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
.

職
場
で
の
ふ
く
み
さ
ん
は
、

つ
い

支
え
あ
い
勝
利
ま
で

神
の
闘
争
も
四
年
目
を
迎
え
ま
し

た
.
「
本
当
の
と
ζ
ろ
、
結
ち
こ
む

時
も
あ
り
ま
す
.
で
も
身
知
ら
ぬ
人

に
H

が
ん
ば
れ
よ
H

と
激
励
さ
れ
た

り
、
厳
し
い
生
活
の
中
で
カ
ン
パ
し

て
も
ら
っ
た
り
、
み
ん
な
の
熱
い
思

い
に
ふ
れ
る
と
元
気
が
出
て
、
Hζ
ん

な
不
当
な
と
と
が
許
せ
る
か
u
下」
.

沖
電
気
の
職
場
の
内
と
外
で
支
え

合
い
、
足
並
み
揃
え
て
働
く
者
の
植

利
を
守
る
た
め
に
闘
う
若
い
ニ
人
.

い
え
、
す
っ
か
り
元
気
を
と
り
戻
し

た
く
ま
し
く
育
つ
股
壮
芯
ゃ
ん
を
交

え
て
、
全
国
の
仲
間
の
支
援
を
受
付

な
が
ら
、
「
今
年
と
そ
必
て
る
u
と

い
う
展
四
国
の
年
に
し
た
い
」
と
意
欲

満
々
で
す
.

.壮 〈やすまさ〉ちゃんを囲んで晃さんとふくみさん
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(4 ) 第 34号
支援する会に入会しよう (会費1ロ200円/月)19S2年 2月 1目

手
一
角
笹

川品川………
…一………
塗
百
九
μ

品川、川w
……一

森昌子の「哀しみ本線日本海」・・・・

演紋6切抗争議

あ
り
が
と
う

.
椅
玉
野
本
さ
ん
反
町
さ
ん
・
東
京
墨
田
都
税
事
務
所
時
田

野

菜

多

数

さ

ん

シ

l
ッ
、
動
ト
な
ど

流
会
で
不
得
意
の
訴
え
よ
り
n
一
白

・

東

京

東

京
授
術
協
会
労
組
有
志

.
福
島
高
橋
さ
ん
リ
ン
ゴ

ゃ
れ
μ
と
言
わ
れ
盗
事
が
多
い
の

で

、

衣

類

、

ハ

ン

カ

チ

、

マ

ナ

板

な

ど

・

東

京

港

原

水

協

多

国

さ

ん

得
意
な
歌
が
あ
れ
ば
な
あ
と
、
練
習

・
網
島

佐
藤
芳
一
さ
ん
米
サ
サ
ニ
シ
キ
五
キ
ロ
他

し

て

い

る

向

に

、

今

で

は

切

曲

と

レ

・

東

京

藤

原

敏

子

さ

ん

チ

ョ

コ

・

東

京

日

本

棚

田

関

紙

印

刷

労

組

パ
l
ト
リ

ー

も

増

え

、

昨

年

は

勝

利

レ

l
ト

一
箱

お

泊

二

本

集
会
、
も
ち
つ
き
妻
、
忘
年
会
、

教

育

同

人

社

労

組

・

青

森

伊

藤

敬

三

リ

ン

ゴ

言

語

言

ん

ふ

で

箱

労
組
の
パ
ー
テ
ィ
と
歌
い
ま
く

り

ま

一

箱

多

数

レ
た
・
今
年
も
H

ス
ト
レ
ス
解
消
u

私
た
ち
の
ム
荏
は
、
小
学
校
の
ワ
に
「
婁
解
屈
な
ど
と
い
う
も
の
を
・
北
海
道
旭
川
高
専
女
子
職
員
有
・
東
京
芦
川
一
男
さ
ん
お
酒

H

支
援
の
鉱
が
り
u

の
た
め
に

『演

l
ク
ブ
ッ
ク
や
ド
リ
ル
を

也

臨

し

て

同

じ

労

働

者

と

レ

て

許

す

わ

げ

に

は

志

衣

類

二

本

歌
の
心
』
で
争
壌
を
前
進
さ
せ
た
い
い
ま
す
・
組
合
結
成
か
ら
二
十
年
・
い
か
な
い
」
と
支
援
す
る
会
会
長
を
・
北
海
泊

室
聞
大
学
職
員
盤
面
・
東
京
佐
藤
美
尚
子
さ
ん
お
せ

と
思
い
ま
す
・

当

初
か
ら
、
ム
窓
側
の
激
し
い
切
り

募
り
、
発
足
さ
せ
ま
し
た

・

沖

電

気

風

崎

さ

ん

他

衣

類

ち

料

理

と

お

酒

正
月
に
手
作
り
の
お
せ
ち
料
理
を
崩
し
が
あ
り
、
一
時
は
十
二
人
ま
で
の
斎
植
昭
和
成
さ
ん
が
、
毎
月
オ
ル
グ

.
東
京
全
国
税
芝
分
会
松
前
畑
山
・
神
奈
川

中
村
さ
ん
、
加
藤
さ
ん

争
臓
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
四
度
目
争
犠
聞
の
仰
附
は
、
今
回
ど
う
し
て
ド
ッ
サ
リ
事
務
局
ま
で
、

週
ん
で
、
世
間
ち
込
み
ま
し
た
が
現
在
は
、
五
十
に
来
て
近
視
を
知
ら
せ
て
く
れ
ま

・
東
京
東
証
健
保
労
組
今
村
さ
花
、
み
か
ん

の
正
月
・
私
の
田
舎
は
千
葉
市
内
な
い
る
ん
だ
る
つ
か
?
な
ど
い
ろ
ん
な
私
達
に
H

お
母
さ
ん
の
正
月
の
昧
M

人
近
く
ま
で
に
。
組
合
員
に
対
す
る
す
・
沖
の
そ
の
後
の
職
場
を
知
る

度

ん

シ

ク

ラ

メ

ン

一

鉢

.

東

京

全

農

林

食

流

分

会

ウ

イ

の
で
、
い
つ
で
も
帰
れ
る
の
で
、
今
取
が
顕
に
浮
ん
で
き
ま
し
た
・
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
、
担
別
賃
金
是
正
の
鵬
い
と
、
長
期
臨
に
、
怒
り
を
憾
え
ま
す
・
昨
年
末
に
、

・
東
京
共
同
通
信
労
組
石
井
さ
ス
キ
ー

年
は
、

柑
韮
所
で
過
し
ま
し
た
・

争
犠
に
入
っ
て
、
私
は
演
歌
が
と
佐
藤
の
お
ば
ち
ゃ
ん
に
あ
り
が
と
う
時
服
用
者
(
一
部
想
定
組
織
)
の
会
員
の
再
募
鈍
し
た
ら
、
二
十
四
人
ん
衣
額
.
東
京
池
田
さ
ん
、
か
ん
陪
ほ
か

争
犠
団
に
休
み
は
な
い
と
言
わ
れ
で
も
好
き
に
な
り
ま
し
た
・
全
国
に
を
言
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
私
の
報
告
労
働
条
件
向
上
の
闘
い
を
中
心
に
、
に
倍
化
す
る
と
と
が
で
き
ま
し
た
・

-
北
海
道
北
洋
相
互
銀
行
石
野
・
東
京
港
湾
沖
支
媛
す
る
会
、
都

ま
す
が
、
日
目
か
ら
5
日
ま
で
が
一
支
盤
の
訴
え
に
行
っ
た
時
な
ど
の
交
を
終
り
ま
す
・
現
在
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
・
私
た
ち
の
職
燭
の
闘
い
と
結
び
つ
さ
ん

ζ

ん
ぷ

一
箱

沢

さ

ん

、

三
浦
さ
ん
、
ァ
ザ
U
ヤ

応

休

み

と

決

め

ら

れ

た

の

で

、

大

晦

七

九

年

二

月

に

「

沖

争

犠

の

支

援

星

学

も

が

ん

ば

り

ま

す

・

・
票

日

本

機

関

紙

印

刷

労

組

の

花

一
鉢

自
の
引
自
に
、
食
制
金
賀
い
出
し
に

v

を
/
」
と
豊
島
区
労
協
か

ら

の

訴

え

(

福

沢

)

回

中

さ

ん

衣

類

.

東

京

師

初

子

さ

ん

、

衣

類

築
地
の
市
場
へ
行
き
、
牛
肉
、
エ
ピ

刷

2
5
5
2〆
5
3
5S
S
〉〉

Z
SS
〉〉
〆
5
55
〉
〉

2
4
5〉、
5
25
〉

2
srdr〉〉
〉

5
5
5〉
hZ225〉‘

日
刊
誌
十
時
し
以
下

一
時

議

総

薄

緑

一

川

を
ド
γ
サ
リ
買
っ
て
来
ま
し
た
・
早

川
内
』

2
月
6
日
1
7
B
撤
回
さ
せ
る
会

H
H

速

引

日

に

は

、

柳

沼

さ

ん

、

相

原

さ

ヤ

棚

卸

8
回
大
会
・

引'
 

ん
と
5
人
で
ご
た
つ
u

菌

室

町

一

U

2

月
9
日

高

空

襲

裁

判
)

が
ら
置
軍
部
?
な
ス
テ
ー
キ
に
挑
戦
。

組

〉

H
M
時
初
分
1

M
旧
時
泊
分

番

右

紅

白

倣

合

臓

を

見

た

り

、

支

鐙

を

し

敵

〈

2
月
間
日

都
労
養
第
4
国
間
査
・

て
い
た
だ
い
て
い

る

労

組

や

個

人

の

ん

2
月
刊
げ
臼
東
京
裁
判
叩
時
5ω

日

さ

に
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
年
賀
状
を
曾

晦

原

時

初

分

(
証
人
決
定
な
の
で
前
回
宜
)

い

た

り

、

本

を

悦

ん

だ

り

、

ノ

ン

ピ

大

厳

2
月
幻
自

八
王
子
裁
判

ω時
5

リ
と
正
月
を
過
し
ま
し
た
.

刊は時

い
つ
も
H

若
さ
と
活
気
μ

に
溢
れ

2
月
刊
日
日

支
媛
す
る
会
幹
事
会

て
い
る
事
務
所
と
違
い
、
静
か
で、

5
月
2
日

東
京
総
判
日
時
5

正

月

も

事

務

所

に

一
残

り

ま

し

た

支援する会支部紹介ぜち

出
版
労
巡
・
教
材
共
闘

豊
島
区
労
協
(
東
京
)

和さん正原藤

必ぷ-I;}:- 料品-"'-
~ 'l: li'- に・ゃ r~ιー--z-
ろ♂叫がまーでで

ーザ'<.'i-ι-..-とお い

出
が
居
眠
と

-
7
1
マ
γ
〉
.
ウ
は

=τ
一」

7
R
ム
h-un

ゾ
ヲ
た
り
J

し
令
な
い
子
可
即
日
'

ま
三
'
九
な
時
何
ニ
喧

1z

物
資
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

轍龍轟轟轟

|
|
争
議
か
ら
M
人
目
の
こ
ど
も
|
|

福
本

均
さ
ん
に
次
男
誕
生

親
の
ね
が

い

誠
実
に
生
き

世
の
た
め
に
な

る
人
に

量百量弓の富農自若草L:い 2
説委gfz時望室長;
嘗与、のど衆 / が般動べ働

.2E L号室彊話会音手ま震

日本の労働
組合運動を
どう建てなおすか
中西五洲 980円

ママ(明子さん)に

抱かれた説史くん

息 子よ

田中典子
{ふみこ)

{東京・ニコニコ保育園)

(詩)

一
箱
の
り
ん
と
を

お
ま
え
あ
て
に
送
っ
た
夜

か
あ
さ
ん
は

眠
れ
な
い
.

白
々
と
し
た
夜
明
り
を

慾
の
外
に
感
じ
な
が
ら

お
ま
え
が
生
ま
れ
た
朝
を
思
い
出
す

元
気
な
産
声
だ
っ
た

か
あ
さ
ん
は

い
つ
も
思
い
出
す

肩
を
た
た
い
て
く
れ
た

お
ま
え
の
と
ぷ
し

ま
あ
る
い
と
ぶ
し
だ
っ
た

か
あ
さ
ん
は
眠
れ
な
い

正
し
い
と
と
を
抑
レ
と
お
す
子
だ
っ
た

あ
の
と
ろ
か
ら
い
つ
も
.

涙
ぐ
み
な
が
ら

か
あ
さ
ん
の
胸
を
た
た
い
て

ち
い
さ
な
約
束
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ

守
れ
な
い
か
あ
さ
ん
を
資
め
た

息
子
よ

か
あ
さ
ん
は
眠
れ
な
い

指
名
解
屈
と
た
た
か
う

お
ま
え
と

お
ま
え
の
仲
間
た
ち
に

あ
し
た
の
米
は
あ
る
の
か

あ
た
た
か
い
み
そ
汁
は
あ
る
の
か

外
に
雪
の
気
配
が
す
る

息
子
よ

眠
れ
る
夜
を
送
っ
て
お
く
れ

輝
く
勝
利
の
朝
を
送
っ
て
お
く
れ
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立
容
が
過
ぎ
た
と
は
い
え
き
び
し

い
容
さ
が
続
き
折
し
も
風
邪
が
大
流

行
し
我
家
も
ζ
の
余
波
を
受
付
変
わ

る
が
わ
る
休
ん
だ
り
の
毎
日
.
そ
ん

な
中
で
元
気
な
の
は
夫
だ
け
.
不
規

則
な
活
動
の
毎
日
な
の
に
と
感
心
す

る
。
欠
か
占
S
u
か
た
む
り
る
グ
ラ
ス

の
効
果
か
と
、
酒
代
を
換
算
し
家
計

簿
の
や
り
く
り
を
し
て
い
る
私
.

争
犠
に
入
っ
た
時
、
一
年
生
た
っ

た
長
女
が
こ
の
容
も
う
主
年
生
、
歳

月
の
流
れ
の
早
さ
も
さ
る
と
と
な
が

ら
、
家
も
手
政
す
と
と
も
な
く
、
よ

く
生
活
し
て
ζ
れ
た
と
思
っ
て
る
.

(
数
回
ロ
l
ン
の
返
済
が
た
ま
り
期

限
切
れ
で
ヒ
ヤ
り
と
し
た
こ
と
は
あ

っ
た
が
・
)
.

時
に
は
給
料
袋
を
な
つ
か
し
む
と

と
も
か
つ
て
は
あ
っ
た
が
、
悔
い
の

な
い
今
日
で
あ
れ
ば
、
必
ず
明
日
が

開
り
る
と
信
じ
て
い
る
.
ζ
れ
ま
で

の
時
間
が
私
を
そ
う
変
え
た
.

大
差
を
相
手
に
争
》
長
と
の
生

活
は
決
し
て
甘
く
な
い
が
、
解
雇
を

認
め
悔
い
を
残
す
様
で
あ
れ
ば
、
そ

う
い
う
夫
と
の
生
活
の
方
が
も
っ
と

耐
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
主
患
っ
て
い

る
.三
人
の
般
の
笑
顔
で
一
元
気
百
倍
.

鍛
た
ち
は
只
今
ピ
ア
ノ
の
お
り
い
と

の
シ
l
ル
大
作
戦
(
加
分
1
初
分
弾

く
と
シ
l
ル
を
ノ
l
ト
に
は
っ
て
や

る
と
と
に
し
て
い
る
)
に
興
じ
、
は

り
き
っ
て
い
る
.

花
磁
の
中
で
は
ポ
ケ
と
ア
イ
リ
ス

の
つ
ぼ
み
が
ふ
く
ら
み
、
容
の
足
音

が
聞
と
え
て
く
る
.
春
の
息
吹
に
一

日
も
早
い
勝
利
を
願
う
私
達
一
家
で

す
.

1982年 3月 1日指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニ ュース

発支援する会事務局

行事務所 東京都港区三回

所 3-2 -20 

電 話 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240 

加入者名 沖電気の不当解雇

を撤 回させる会

号

年

目

司

E
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一
氏
M

一

5

1

1

一9
一

3
引

月

一
円
一

第

1

3

開
園
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¥三天お酌笑顔
干程呈巴F叫川川"川川仙"川1111仙

名村造船 ・沖電気

日産厚木決起集会

(18時30分)

大阪 ・中之島公会堂大

ホール

日

理美さブミん (33歳)
(沖電気争議団本庄支部・南本博さんの妻)

本南

熊谷裁判

(13時-16時)

三多摩電機の集い

(13時)

府中市民会館

本社抗議行動

(12時15分-45分)

港区勤労福祉会館
(18時30分)

支援する会 決起集会

電機総行動

3月5日

ず付付川州t川川川岬岬岬l岬岬叫州I

Z 

3月16日

3月20日

3月24日

3月26日

4月2日

1111111111111111111111111111111111111111111111111"11“'" 

通
信
続
三
大
メ
ー
カ
ー
の
一
っ
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、
百
億
円

労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
視
し
て
神
電
気
争
援
団
の
川
人
は
、
全

沖
電
気
工
業
(
本
社

・
東
京
、
=
一
近
い
史
上
原
高
の
利
益
、
千
人
を
解
服
し
た
と
と
も
明
白
に
.
国
仰
の
県
評
、
三
千
を
超
え
る
支

宅
芭
勇
社
長
、
資
本
金
一
七
五
億

ζ
す
新
保
用
、
九
州
に
百
億
円
以

一
方
、
解
雇
後
の
職
場
で
は
、
疲
労
組
や
一
万
三
千
人
の
「
支
盟

約
一
万
三
千
人
)
は
「
経
醤
危
機
上
を
投
資
し
て
新
工
場
の
盤
設
な
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
庖
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
行
商
や
本

だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
と
称

し

社

へ

の

抗

議

行

動

な

ど

に

奮

闘

.

〆

/

〆

，F

/

/

ar

て
、
千
五
百
人
の

「希
望
退
職
」

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

裁
判
闘
争
も
第
一
の
山
場
に
さ

募
集
を
提
案
.
ζ
の

あ

と

退

職

強

し

か

か

り

企

業

に

「

首

切

り

の

自

嬰
に
応
じ
な
い
三
百
人
に
、
河
年
ど
i
.
会
社
自
ら
東
京
地
銭
ほ
か
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、

沖
争
犠
由
」
の
旗
を
与
え
る
な
/
生
き
る

け
月
、
大
企
撲
で
は
三
井
三
池
争
四
ヵ
所
の
級
判
で
も

「指
名
解
庖
の
政
判
傍
聴
を
想
自
に
、
仕
習
を
櫛
利
、
働
く
権
利
を
守
ろ
う
/
と

強
以
来
、
約
加
年
ぶ
り
の
指
名
解
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
意
取
り
上
げ
る
(
浅
利
さ
ん
、
中
山

が
ん
ば
る
神
電
気
の
仲
間
に
、
あ

庖
を
強
有

し

ま

し

た

.

識

改

革

を

す

る

ζ
と
」
と
証
言
.
さ
ん
)
な
ど
の
、
暴
挙
が
続
行
.
な
た
も
熱
い
連
帯
を
/

-全国の仲間のみなさんから届けら

れました裁判署名と抗議署名は、

それぞれ裁判所と沖電気へ提出

〈第 1次分〉しました。

ありがとうございました。
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一五
α
G白
人
の
首
切
り
ゅ
L
，

も
う
け
と
株
主
の
た
ぬ
一v

ー
沖
電
気
が
裁
判
所
で
、
つ
い
に

判
例
無
視
の

今本
音
φ

証

言

|

「株
主
配
当
日
蕗
を
含
む
初
億
円
と
れ
ま
で
の
労
働
裁
判
で
も
、
首
切

の
利
益
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
一
五
り
に
対
し
て
は
、
企
業
(
経
岱
者
)

0
0人
の
削
減
が
必
要
だ
っ
た
」
乙
に
制
限
を
加
え
て
き
た
判
例
を
、
根

れ
は
、
熊
谷

(
1
/
円
)
、
前
橋
(
2
底
か
ら
つ
き
崩
す
狙
い
も
、
持
っ
て

/
?
)
地
方
議
判
所
で
の
会
社
側
柾
い
る
も
の
で
す
.

人
の
発
雷
で
す
.

裁
判
所
が
n
経
盤
者
の
判
断
M

を

沖
電
気
は
「
倒
産
必
至
」
「
余
剰
愚
優
先
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
今
、
裁

人
員
が
生
じ
た
」

を
、
解
雇
理
由
に
判
傍
瞭
、
署
名
運
動
を
大
き
く
成
功

し
て
い
ま
し
た
が
、
全
面
か
ら
寄
せ
さ
せ
る
こ
と
が
煎
要
で
す
.
毅
判
学

ら
れ
た
抗
議
署
名
や
、
弁
護
団
の
徹
習
会
も
計
画
し
て
く
だ
さ
い
.
弁
護

底
的
な
追
求
の
中
で
、
真
実
(
ホ
ン
土
の
み
な
さ
ん
も
、
全
面
的
な
と
協

ネ
〉
の
証
言
を
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
力
を
約
束
さ
れ
て
い
ま
す
.

で

し

た

.

全

国

の

伸

聞

の

み

な

さ

ん

、

働

く

企
業
に
「
首
切
り
の
自
由
」
が
あ
者
の
棺
詞
を
守
る
た
め
に
、
が
ん
ば

る
と
、
声
高
く
主
張
す
る
沖
電
気
は
、
り
ま
し
ょ
う
.

全国 ηみなさん
でつtあtJtrとうござりました

ずヰ，{;i喜，も 3，'6(; 
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支 援する

3年をふりかえる

鋼管35宅~

一

「会
」
の
発
展
な
く
て
沖
電
気
争
議
の
勝
利
は
な
い

京

七
、
一
九
六
人

い
♂
ヤ
レ
昇
‘

4
t

、
ん
と
d
p
s
h
吐
息
パ
汰
え
?
k
d問

玖
γ
ウ
〈

L
J
の
正
。
吾
4
5川
も

.
ぜ
タ
?
の

?
2
7
wす

馴

Pん
w
'
A
T
K

ゑ
、，・0弓
4
1
a
-
d

ー需2
苦

t
s却
'S

み

本
山
11hvv

辛

苦
イ
'
主
喜
芯
河
島

聖
火

d
川
1

究
*

機関紙「はたらく」を親しまれ

勇気が勇く新聞にするために

っ
て
い
ま
す
。

し

か

し

、

全

般

的

に

(

鐙

)

カ

ン

パ

?

考
え
る
と
、
み
ん
な
で
支
優
し
な

ニ

ュ

ス

の

発

存

回

数

が

減

少

し

て

(

支

)

い

い
え

「
支
蟹
す
る
会
」
く
ち
ゃ
巴
(
医
療
)

い

ま

す

。

い

ま

と

そ

、

定

期

発

行

を

の

と

と

な

ん

で

す

が

・

う

た

と

え

で

、
知
り
あ
っ
た
争

お
寿
司
区
さ
ん
、
本
屋
さ
ん
、
先
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
.

東
京
(
本
部
)
で
は
、
月
一
回
の
(
援
)
入
る
の
?
い
い
で
す
よ
、
議
団
の
大
濠
さ
ん
か
ら
、
手
私
も

生
、
巡
転
手
、
医
師
、

学
生
、
主
婦

沖
電
気
の
仰
附
と
の
交
流
も
大
切
幹
事
会
を
定
例
化
し
、
こ
れ
ま
で
、

お

金

は

い

く

ら

?

い

た

だ
い
て
い
た
の
で

(
不
明
)

i
あ
ら
ゆ
る
職
業
、
年
齢
の
人
が
入
で
す

.
m機
に
働
く
伸
聞
が
、
毎
月
話
回
開
催
し
ま
し
た
.
「
指
名
解
雇
(
支
)
一
カ
月、

一
口
で
二
(
×
全
国
の
み
な
さ
ん
、

い
つ
で
も
ど

H

他
人
事
で
は
な
い
μ

と
ス
タ
l

会。

一祷
は
信
機
産
業
に
働
く
伸
間
一
回
、
「
会
」
の
事
務
所
で
、
毛
依
撤
回
」

の
任
務
主
較
べ
て

、

活

発

だ

円

な

ん

で

す

が

。

こ

で

も

、
沖
争
犠
支
径
の
武
鰐

(資

卜
し
た
「
支
媛
す
る
会
」
は
、
全
国
で
一
千
三
百
人
以
上
で
す
.
地
戚
別
い
を
す
る
H

支
後
デ
l
u
も
そ
の
一
っ
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
.
幹
事
の
み
(
鐙
)
じ
ゃ
、
わ
た
し
、
何
も
で
料
)
を
持
っ
て
「
し
ゃ
べ
る
」
訴
え

)
一
す
べ
て
の
県
に
会
員
を
持
つ
、
大
き
の
ベ
ス
ト

guは
後
間
の
通
り
で
例
で
す
。

な

さ

ん

(支
部
の
代
表
)
の
積
極
的

き
な
い
か
ら
一
カ
月
千
円
に

・

を
、
思
い
切
っ
て
実
行
し
て
み
ま
し

月

一
室
言
発
展
し
、
十
五
カ
月
で
一
万
す
。
東
京
地
区
の
ベ
ス
ト

HPは
、

な
彦
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

(

支

)

エ

ッ

、
千
円
も
で
す
か
、
ょ
う
e

心
を
と
め
て
i

L
一
人
を
突
破
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
会
一
ニ
多
勝
、
階
、

千
代
田
の
5
区
で
、

仰は
た
ら
く
u

の
機
関
紙
で
す
が
い
い
ん
で
す
な

引
一

員
数
が
あ
ま
り
地
加
せ
ず
、

一
万一
一一

そ
れ
ぞ
れ一

千
人
以
上

の

会

員

と

な

編

集

部
体
制
が
十
分
で
な
い
中
で
、

(援
)
わ
た
し
の
ζ
雪
か
い
で
な

k

a

t

z

-

-

i
 

公
一

千
人
で
一
一
一
年
を
迎
え
ま
し
た
・

っ
て
い
ま
す
。
会
員
の

中

、

東

京

の

タ

ブ

ロ

イ
ド
4
ペ
ー
ジ
を
毎
月
発
行
ん
と
か
な
る
か
ら
:
・

hu--fhr

口
一

解

署

の

平

霊

祭

謀
、
夫
撃
で
は
、
約
四
O
揺
が
女
性
で
す
。

で
主
と
と
は
、
評
価
で
き
る
と
思
(
支
)
ど
う
も
あ
り
が
さ
つ
-

{

抗

、

引い

一
婦
と
も
に
解
屈
5
組
、
妊
娠
中
の
婦

5
人

以

上

の

支

部

数

で

は

、

都

内

に

い

ま

す

。

さ

ら

に

努

力

し

て

読

し

「思
い
き
っ
て
訴
え
た
ら
、
入
会
し

創
一

人
を
は
じ
め
川
人
の
争
議
団
に
女
性
二
0
0、
全
国
で
約
五
O
Oで
す
。

ま
れ
、
勇
気
が
湧
く
新
聞
H

と
し
て
て
く
れ
た
」
と
の
と
と
で
す
。

ι一三
一
-
z
=
=
=
E
F
E
--===--
ユ
一
三
一
-
E
z
-
-
-
z
z
=
三
一
三
一
一
一
=
三
三
三
=
=
Z
E
E
-=三
=
=
=
z
=
=
=
王
宮
Z
Z
E
-
-
1
=
-
L
一
三
一
三
一
三
一
=
=
三
一
三
一
三
=
=
=
三
一
三
一
-
E
z---=
-一一===三一
三
F
E
z
-
-
ニ
一
一
二
一
三
一三一三

T

G
一
は
げ
人
、
不
況
蓄
で
な
く
、
黒
字
毎
月
郵
便
代
時

二

O
万

を

超

え

ま

発

展

さ

せ

ま

し

ょ
う
。

今

月

の

入

書

の

声

を

聞

い

て
み

州

)

h

B

E

瞳
睡
趨
園
闇

F

ぅ
一

替
の
通
信
綴
一一
天
メ
ー
カ
ー
:
伸

す

。

ま

す

と

川

沖

電

気

争

議

団

員

が

推

薦

す

る

貞

闘

脳

陣

刷

醐

開

輯

同

醐

は
一日
韓
日
K
M
M
m
b

部
椛
密
林
市
刊
誌
十
寸
同
日
開

山

}

、

(

開

醐

醐

臨

醐

②

川

治
一

さ
を
持
ち

言
に
伸
電
気
労
組
が

2
月
首

都

務

局
に
含
が
地

い

る

だ

宮

(

寒

川

わ

カ

さ

ぎ

の

マ

リ

!

ネ

圏

悶

醐

間

組

川

に
一

闘
わ
な
い
ζ
と
を
置
に
、
地
区
労

東

え

ま

し

た

と

、

連

絡

が
入
り
ま
し
た
・

・
向
じ
震
に
働
主
と
し
て
他

州

l剛
山

町

山

町

町

山

rl川

会
一

働
組
合

協

議

会

や

、

産

別

の

支

援

も

ど

の

よ

う

に

訴

え
た
の
か
、
聞
い
て

人
事
と
は
思
え
な
く

(
電
機
)

州

(
つ
く
り
さ

・

・

・

・

・

--Saa-----

る
一

困
難
さ
を
か
か
え
て
い
ま
す
。

洋

み
ま
し
た
の
で
紙
上
高
号
て
み

・
労
働
組
合
の
委
員
を
や
っ
て
い

州

、

“

男

聖

書

、

水

で

洗
い
よ
く
去
を
ふ

・

・

・

・

司

4
・

・

・

"

竺

い

ま

、

産

す

き

何

5
2

ま

し

ょ

う

。
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・
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⑤
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.
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・
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。
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P
R

い
や
、
職
業
病
や
長
時
間
残
業
を
な
う
気
持
と
「
用
地
犠
の
臓
場
に

一
人
の
で
実
行
委
員
会
を
つ
く
り
、

モ
の
つ

巳

一

①

思

笹

山
@

諸

国

国

く
高
い
が
ね
ば
り
強
く
聞

か

わ

れ

首

切

り

書

写

」
の
ス
ロ

1
2害
容

器

草

す

る

一

・

'

l
i--、，
r

l

て
い
ま
し
た
.

ン

が

共

感
を
呼
び

「
電
機
総
待
動
」
と
い
う
乙
と
を
繰
り
返
し
て

「
実
行

司
一

第

一
は
、
沖
電
気
の
大
鹿
指
名
解
第
一

一は
、
電
気
産
業
に
お
げ
る
激
こ
の
よ
う
一益
時
、
「
沖
電
気
を
始
が
成
功
し
て
い
っ
た
の
で
す
・

委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
」
を
透
時
発
行
す

配
一
胞
が
沼
峻
労
働
者
に
与
え
た
大
き
な
し
い
合
理
化
の
進
行
で
す
・
大

手

七

め

と

す

る

電

機

労

連

争

議

団

の

勝

利

る

と

共

に

、

電

桜

関

連

争

議

団

の

連

全

衝
撃
で
す
・
電
機
の
職
場
で
は
「
乙
社
だ
り
で
も
約
六
万
人
の
人
減
し
、
を
め
ざ
す
全
国
総
待
動
」
が
呼
び
か

¥
ν一
掛

名
ピ
ラ
も
五
号
ま
で
発
待
し
、
各
地

竺

れ
は
他
人
と
と
で
は
な
い
」
と
い
う
と
れ
に
伴
う
労
働
強
化
と
過
密
労
げ
ら
れ
襲
撃
に
対
す
る
悠
り

r
，

二

経

下

の
工
角
的
で
配
布
し
て
き
ま
し

円一

危

機

感

を

も

っ

て

受

付

と

め

ら

れ

、

働

、

百

時

間

を

超

え

る

民

間

襲

と

、

何

と

レ

て

も

勝

た

せ

た

い

と

い

(

)

た

・

一
支
侵
組
織
が
全
国
各
地
の
電
機
の
職
な
ど
で
、
労
災
や
職
柴
病
、
在
職
死

p

'

h

-

1

:

一
場
に
広
が
り
ま
し
え
電
機
の
職
場
亡
が
多
発
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
大
変

②

貝

富

島

義

援

一
で
は
今
迄
も
目
立

・
東
芝

・
=
一
菱
・
な
職
場
に
な
る
と
い
う
本
安
(不
満
)

一ji--oi
l-
-

:
~
山

:

:

I

一

A京

一
日
土

・
目
電
、
な
ど
で
、
不
当
解
屈
と
怒
り
が
高
ま
っ
て
い
た
と
と
で
現
在
ま
で
四
次
に
わ
た
る
「
全
国
総
行
動
で
は
伸
也

・
目
立

・
臼
士

車
丸

一
争
察
側
か
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
す

-
E労
連
の
翌
で
も
、
現
在
総
行
動
」
と
=
一
回
の
全
国
交
流
雲
・
云
愛

-
東
芝

・
東
洋
電
機
な
ど
の

幻

覚

一
全
国
の
沼
股
の
職
協
に
急
速
に
支
般
の
組
合
に
不
満
と
答
え
た
人
が
四
五
八
一
年
九
月
に
は
東
京
と
大
阪
で
争
犠
を
闘
っ
て
い
る
各
本
社
や
荷
景
附
必
吻

一
組
織
が
結
成
さ
れ
た
の
は
伸
妥
争
婦
も
あ
り
、
そ
の
置
に
低
賃
金
(
四
「
音
楽
〔
富
は
学
習
と
需
の
金
書
本
へ
の
抗
議
行
動
を
語
、

仰

関

一
織
の
持
つ
沼
要
性
か
ら
言
っ
て
当
然
八
蕗
)
要
民
不
足
(
四
六
蕗
)
が
上
つ
ど
い
」
を
成
坊
さ
せ
ま
し
た
・
総
労
働
省
や
電
線
工
業
会
、
兵
舘
工
業
問
添
む

一
の
取
と
い
え
ま
す
・
そ
し
て
東
京
、
位
を
し
め
て
い
ま
す
・
行
動
に
は
全
国
の
電
織
の
職
場
か
っ
会
と
の
交
渉
も
行
い
、
第
四
次
総
行
酬
明
門

司
一

神
奈
川
の
沖
電
気
毒
薬
会
が
全
警
一
一
は
、
震
の
職
場
の
闘
う
力
そ
の
つ
ど
一
一
千
=
一
百
名
が
参
加
動
で
は
、
軍
基
原
告
団
の
要
望

的

諸

r
一
国
の
也
被
の
支
援
組
織
を
つ
な
げ
て
の
存
在
で
す
・
白
書
本
の
強
圧
的
し
、

「
署
の
つ
ど
い

」

に

は

喜

重

量

邦

亜

鉛
の

本

社

へ

も

抗

議

材

ニ
一

い
く
ζ
と
に
な
り
、
慰
霊
関
連
な
、
ま
た
巧
妙
な
攻
撃
に
も
か
か
わ
の
職
場
を
中
心
に
東
西
で
約
千
名
の
行
動
に
入
り
ま
し
た
・

宅

会
一

争
椴
団
と
支
綾
組
織
を
結
成
さ
せ
て
ら
ず
多
く
の
電
機
の
臓
助
で
、

不
当
労
働
者
や
争
犠
団
が
@
加
し
ま
し
と
れ
ら
の
行
動
を
成
功
さ
せ
る
た

る
一

い
っ
た
の
で
す
・

解

臨

や

不

当

包

別

を

撤

回

さ

せ

る

闘

た

・

め

、

争

目

師

団

と

支

侵

す

る

会

の

代
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で
の
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っ
て
|

l

l

}

?

'

'

!

l

j
t
t

傍
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を
理
一
白
に
し
た
仕
事
差
別
で
二
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高

官

一

-
E京
寝

込

現

場

・
名
の
労
働
者
が
都
労
委
に
鑑
訴
し

一
-

な
-
I
l
-
-
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口
て
、
闘
い
に
立
ち
あ
が
り
ま
し
た
.

総
行
動
が
始
め
ら
れ
て
か
ら
、
第
総
行
動
や
交
流
鈍
会
の
参
加
者
が
大
第
三
は
、
乙
の
運
函
を
通
じ
て
企

一
の
課
題
で
あ
る
個
別
争
議
の
勝
利
い
に
励
ま
さ
れ
元
気
を
つ
け
ら
れ
、
業
の
枠
を
越
え
て
電
畿
関
連
の
労
働

と
い
う
点
で
大
き
な
成
果
を
あ
げ
つ
自
ら
の
職
場
で
「
合
理
化
」
や
権
利
者
の
交
流
が
深
ま
っ
て
い
っ
た
と
と

つ
あ
り
ま
す
・
四
月
十
日
の
第
三
次
侵
笛
と
闘

-24Tつ
に
な
っ
た
ζ
と
で
で
す
・

「電
機
総
行
動
」
の
前
日
に
、
全
国
す
・
目

立

や

回

憶

を

始

め

と

す

る

多

ヨ

即

一
般
昭
和
無
線
分
会
が
勝
利
の
翻
印
く
の
職
場
で
昼
間
残
業
主
休
間

気

J
1

げ

を
し
た
の
を
一
皮
切
り
に
、
七
月
に
は
題
な
ど
で
労
基
署
の
行
政
指
導
を
勝

一
-
-二

》

明

日

立
武
蔵
の
矢
吹
争
議
が
解
決
し
、
ち
と
る
と
共
に
、
沖
電
気
で
は
裁
判

way-

年

全
国
一
般
理
化
電
機
労
組
も
東
京
地

1
7
h
}
K
1
)
i
l
l
-:

叫
銭
高
語
令
を
出
さ
せ
含
職
場

④

H
一一
了

一

匙

・

4
お
揖
県
内
田

復
帰
を
路
ち
と
り
ま
し
た
.
更
に
「
電

E
e--2H一

eu己~〓
#

e

・…u~日お

機
総
行
動
」
の
実
符
蚕
員
長
を
担
当
電
綴
の
個
別
争
議
は
引
続
き
解
決
一
周
大
き
く
鉱
げ
で
い
く
と
共
に
、

し
て
き
た
岱
士
電
慢
の
田
上
さ
ん
は
に
む
か
う
で
し
ょ
う
.
し
か
し
伸
電
自
ら
の
職
場
で
不
当
な
摺
利
便
密
や

現
職
復
帰
の
全
面
勝
利
を
す
る
と
共
気
の
勝
利
な
く
し
て
電
機
労
働
者
の
差
別
問
題
で
闘
う
乙
と
が
大
切
に
な

に
、
実
符
要
員
会
の
事
務
局
を
担
当
勝
利
は
あ
り
ま
せ
ん
.

っ
て
い
ま
す
.

し
た
全
国
金
民
力
コ
支
部
も
、
目
立
「
電
機
総
行
動
」
は
沖
電
闘
争
を
勝
・

第
五
次
電
綴
総
行
動
は
、
四
月
二

独
占
に
貿
任
を
と
ら
せ
て
見
事
な
企
た
せ
る
た
め
に
生
ま
れ
た
よ
う
な
も
自
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
・

-r

柴
再
建
を
勝
ち
と
り
ま
し
た
.
の
で
す
.
そ
の
た
め
に
は
、
職
場
を
(
東
京
争
犠
団
総
会
議
猿
轡
を
利

臨
E
F

第
二
は
、
職
崩
活
動
の
前
進
で
す
・
慈
砲
に
支
援
組
織
や
闘
う
労
働
者
を
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
)
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慢強鎗)
9・~35号

スト権は労働者にとって「人間の条件」
電電公社の公労法解雇撤回

支援する会に入会しよう (会費1口200円/月)1982年 3月 18

神

電

気

の

指

名

画

肝

厨

許

虫

?

と

、

レ

た

ま

ま

、

私

遣

を

含

む

末

端

の

役

・

川

日

夜

ご

奮

闘

の

み

な

さ

ん

に

心

か

ら

員

だ

け

を

全

国

で

一

六

名

、

公

労

法

一

川

書
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
違
反
で
解
雇
し
ま
し
た
・

9
ク

吋

川

占

自

聖

書

ニ
ュ
ー
ス

す
.

ζ

の

私

達

の

解

庖

以

降

、

「

合

理

・

一

↑

川

第

一

O
O号
、
社
前
に
て
配
布
・

7
ト
"

“

私

達

は

、

警

公

社

の

不

当

な

公

化

」

に

対

す

る

職

場

か

ら

の

間

三

ヨ

州

1
月
8
日

台
東
区
労
協
、
文
京

芸
震
を
撤
回
さ
せ
る
裁
判
闘
争
圧
殺
さ
れ
、
公
社
の
富
す
る
白

~
4
…

川

区

労

協

な

と

H

旗
び
ら
き
長
加

闘
っ
て
二
O
年
に
な
り
手
・

語

路

線

に

拍

車

が

か

包

れ

、

「

合

ヴ

r
…

…

こ
官
官
、
迎
臼
各
地
の

w
旗

一
九
六
O
年
安
保
闘
争
の
翌
年
、
理
化
」
は
、
公
社
の
計
画
通
り
施
行

6
ニ

叩

…

ぴ
ら
き
H

に
診
加
・

六
一
春
闘
で
は
、
公
社
の
人
ベ
ち
し

さ

れ

て

、

日

本

一

の

マ

ン

モ

ス

企

業

問

(

東

京

・
鈴
本
え
っ
さ
ん
〕

川

1
月

日

青
葉
台
、
明
工
寮
な

「
合
理
化
」
か
ら
生
活
と
権
利
専
に
の
し
あ
が
っ

て

き

ま

し

た

・

吋

日

夜

の

闘

い

と

苦

労

さ

ま

で

す

・

川

ど
神
電
気
の
各
寮
前
に
て
宣
伝
・

る

た

め

に

、

全

電

通

中

央

本

部

は

全

そ

し

て

、

私

達

に

対

す

る

弾

圧

と

/

一

「寒」

が
明
け
た
と
申
せ
、
寒
さ
厳
川
撤
回
さ
せ
る
ム
霊
催
で
情
宣
学
校

国

五

九

拠

点

に

二

時

間

の

ス

ト

ラ

イ

同

じ

手

口

を

、

君

公

社

か

ら

天

下

う

"

し

い

日

々

が

続

く

乙

と

で

し

ょ

う

・

川

1
舟
皆
川
書
士
銀
行
抗
議

キ

を

指

令

レ

ま

し

た

・

そ

の

当

時

全

っ

た

三

宅

社

長

は

、

沖

電

気

で

、

し

よ

叩

お

体

を

大

切

に

、

露

関

下

さ

い

・

ra
(
埼
玉
)

電
通
新
潟
県
支
部
の
専
従
の
勢
吋
蚕

か

も

指

名

解

胞

と

し

て

強

行

し

て

い

し

"

〈

石

川
・
村
田
事
壊
さ
ん
)

川

1
月
旬
固
有
賀
選
手
(
競
輪
)

号
し
て
い
た
私
達
は
、
他
の
役
員
き
と
に
心
底
怒
り
を
感
じ
ま
す
・

/

-

請

…

今
年
も
、
お
互
い
に
が
ん
ば
り
ま
し
川
勝
利
雲
。

と
共
に
、
拠
点
の
一
つ
昼
間
局
盃
だ
か
ら
と
そ
私
書
、
主
要

な

要

町

ょう・

川

1
月

日

霊
旗
ぴ
ら
き
・
埼

然
と
闘
か
い
き
た
。
と
ζ
ろ

が

公

組

が

方

針

転

娩

を

し

て

、

豊

富

る

を

吋

(

福

島

・

高

橋

重

雄

さ

ん

)

川

玉
裁
判
。

社

は

、

不

法

に

も

委

員

団

交

を

墨

田

の

裁

判

闘

争

を

襲

し

て

も

、

二

人

く

縮

よ

霊

の
仕
事
実
変
忙
し
く
、
土
岡

山

1
月

白

昼

休
み
本
社
抗
議
行

時

だ

け

に

な

っ

て

も

、

高

し

、

支

援

つ

軍

一

の

休

電

車

出
動
と
い
う
状
態
で
川
動

(お
団
体
、
三
百
入
)

一

を

鉱

げ

て

闘

い

つ

づ

り

て

き

ま

し

上

-

m

遅

れ

て
し
ま
い
ま
し
た
・
ち
ょ
っ
と
山

1
月
首
定
例
工
場
前
、
募
金

一

た

.

世

界

で

た

だ

三
の
被
爆
国
で
あ
「
広
島
」

「
露
」
の
よ
う
な
核

戦

以

止

一

健

康

喜
レ
て
、

休
み
を
と
って、

山
活
動

…

裁

判

は

、

一

、

二

審

と

も

に

、

公

る

日

本

。

政

府

は

口

で

は

霊

草

場

に

さ

れ

る

危

険

が

、

現

実

の

も

の

れ

禁

叩

や

っ

と

今
回
、
送
金
で
き
ま
し
た
・

川

1
月

習

語
審
議
団
、
手

γ
労
法
を
富
に
出
し
た
反
動
判
決
で
非
核
三
原
則
を
唱
え
つ
つ
、

実

際

は

と

な

っ

て

い

る

乙

と

を

、

広

く

国

民

こ

全

い

(

奈

良

・

量

真

理

完

)

川

づ

く
り
の
H

旗

び

皇
M

(

百
七

コ

し

た

a

私
書
屈
す
る
と
と
が
で
き
護
軍
備
に
協
力
し
て
い
ま
す
・
に
知
ら
せ
、
話
拡
を
軍
縮
と
平
和

を

完

ご

E
費
、
壁
高
か
ら
撃
十
二
月

川
十
人
)
・
神
支
援
す
る
会
幹
事
会

ら

ず

、

書

裁

へ

上
告
し
、
ま
た
闘
い
い
ま
、
世
界
の
軍
事
は
一
分
簡
完
向
に
転
か
ん
さ
せ
よ
う
u

の
大

者

器

"

ま
で
の
六
千
円
を
送
金
し
ま
す
・

一
角
首
浅
利
、
中
山
さ
ん
守

一

ι
つ
づ
け
て
い
ま
す
・

に

一

O
O万
ド
ル
(
2
億
3
千
万
円
)
き
な
世
論
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

・

爆

兵

一

(東
京
・
黛
四
郎
さ
ん
)
川
る
会
新
春
の
つ
ど
い
・
全
国

重

τ
宮
公
労
働
者
の
ス
ト
権
を
奪
っ
て
が
浪
賀
さ
れ
て
い
ま
す
・
思

想

、

信

全

国

の

仲

間

の

み

な

さ

ん

、

が

ん

被

核

…

露
は
き
び
し
く
容
さ
も
き
び
し
い

ご

d

機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル

「
は
た
ら

コ

い
る
と
と
が
警
に
違
反
し
て
い
る
条
、
政
派
を
ζ
ぇ
、
臼
本
が
春
、
ば
り
ま
し
ょ
う
・

大

大

一

折

で

す

が

、

大

地

に

根

主

っ

て
む

く

」

罪

受

賞

・

久一昨日野町民間

〔
閣

Z
Z間
憶
に
淀
川
巴
一
詰
…
期
間
一
色
丹
比
一

・

4
て
も
屈
す
る
と
と
が
で
き
ま
せ
ん

-

t
i
t
t
i
-
-
e
s
i
f
z
l
i
s
t
-
-
z
e
'
s
i
z
a
-
-・
23
5
f
l
i
-
-，
i
z
E
g
g
i
z
-
-
?
5
J
4
5
1
2
1』
気
持
ち
だ
け
カ
ン
パ
し
ま
す
・

川

(
東
京
)
で
宣
伝
{
灯
動
・

、
中
迎
帝
を
強
め
、
勝
利
に
向
っ

て

共

に

・

2
5
7
z
i
-
-
f
e
e
z
e
-守
f
ez--一?
-
14
・
Ez---72L2月
白

;

自

由
さ
せ
る

D

前
進
い
た
し
ま
し
ょ
う

e

ra-忌
S
P・
-

-

主

，

ー

，

、

・

・

山

党
せ
い
剤
謀
}
川
会
第
8
固
定
鋼
大
会
開
催
。

ど

さ

重

を

お

願

い

い

た

し

ま

医

績

粂

簿

ゑ

ι》
ア

と

ヨ

守
j

j

i

J

E

で
社
会

川

2
月

白

ホ

テ
ル
、
ニ
ュ

1
ジ

す
・

l
o
刀
勿
話
勧
ル
ジ
影
ル
ル
ψ
め
阪
.
~
一
回
引
4
3
へ

…

な

の
強
い
非
難
を

い
…

ャ
パ
ン
(
ホ
テ
ル
火
災
)
労
組
を

(
語
先
)
新
潟
市
学
校
町
2
の

/

メ

グ

グ

グ

ノ

百

一

ゑ

、

回

昨

句

〓

斗

1
0
4
u』
町

一

盟

μ
川

市

二

Z
，一

す

き

た

会
社
が

!
川

激
励
。

5
2
4
5
長

岡

事

件

対

策

協

議

』

:
j
l
v
l
・

ぷ

2
-ど
た

三

許

再

び

「

大

合
理

川
川

2月
白

高

崎

裁

判

大

番

に
r
v
&
L
N
E
d
'
一

を

い
H

会。

T
E
L
e
(
0
2
5
2
7
8

東
京
医
労
協

ρ

辰

巳

守

ぽ

史

鎖

化

攻

撃

」

関

川

銀

事

件

(近
回
さ
ん
)
語
コ
ン

一
回
劃
町

l
l
lJ
問

一

凋

う
組
合
の
旗
を

山
川

サ

lト
に
診
加
・

化

ム

丙

完

払

刀

姐

ニ

マ

伊

豆

帥

…

権

樹

守
り
続
り
る

川

2
月

日

第

6
白

書

の

富

j
高
E
R
d

ノ
車
二
，
、
.. J
回

…

剖

工

震

の

一
冊
・

川

と
民
主
主
義
専
る
全
国
交
襲

戦
車
や
戦
闘
機
に
出
す
金
は
、
あ
り
合
い
と
い
う
と
と
も
あ
っ
て
「
旗

蜘…

F
U劃
血

劃

劃

凪

聞

に

一

不

叶

川

会
で
報
告
・

m

i

l

l

山

-

ノ

サ

ン

ス

イ

川

'

る
が
、
医
僚
に
は
出
し
た
く
な
い
、
び
ら
き
」
「
も
ち
つ
き
大
会
」
な
と

J

…

一

川

2
月
刊
日
第
5
回
全
国
電
磁
交

と
言
う
、
政
府
の
方
針
に
よ
り
、
今
参
加
を
お
願
い
し
、
交
流
も
強
め
て

九

r
i
l
l
t
i
i
i
i〈
乙

労

働

組

合

れ

川

流
会
開
催
・

健
康
が
危
く
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
す
・

公

E
・

4
対
闘
・

B
Ei
id
i
i
ia

J
川

2
月
M
白
金
霊
力
コ
支
部
の
争

私

た

ち

の

震

は

、

さ

く

ら

看

護

軍

、

読

勤

務

の

上

、

多

九

人

j

盛
田
，
ひ
b
m肱
川

護

利

パ

ー
テ
ィ
に
費

べ
て
、
国
民
の
有
害
一一倍
と
い
忙
・

1窓
会

の

そ

が

位

麟

脳

・

d
跳
捌
バ
2
月

日

東

京

総

量

・
都
市

う
中
で
、
訪
問
霊
、
リ
ハ
ビ
リ
な
だ
り
に
終
っ
て
w
沖

電

気

の

指

名

解

れ

り

、

組

聞

脳

温

・

凶

園

町

ぺ

礼

治

問

話

内

山

交

、

震

の

仲

間

と

交

流

会
・

ど
も
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
屈
は
働
く
者
と
レ
正
せ
な
い

M
4
4開
司
ぽ
翻
朗
読

i
E中研
、
事
さ

支
按
す
る
会
は
塑
員
一
二

O
人
と
い
う
決
意
か
ら
は
、
速
い
・
早
く
れ
り
た
函
・
層

、
!
h
軸

1

・

臼

H
白
目

--

U
ん
争
犠
勝
利
集
会
・

の
中
、
霊
十
七
人
。
伸
菱
重
組
織
的
な
覇
が
ご
と
思
っ
て
い
ま

山

と

た

苫

a-EE円九
咽

主

長

位

一

川

2
月
日
東
京
裁
判
・
全
金

I

団
の
須
田
孝
夫
さ
ん
が
北
区
に
在
住
す
@
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
m

ん

ひ

V
臨
掴
・
・
周
γ
‘Fi
じ

山

駅

直

ん

川

B
M労
組
、

決
起
集
会
(
コ
ン
ビ

さ
れ
て
い
る
の
で
、
私
な
ど
と
の
知
(
ま
と
め
役
の
渡
部
さ
ん
の
談

)hzzi-ile--ZJ52
Z5
7
1
1
=
i
e:=35zpi
z
-
-
2・
川

ユ
1タ
「
合
理
化
」
を
考
え
る
)

|スト権奪還長岡事件 |

茂野久次さん
近藤芳子さん

歪す

支 部紹 介⑬

忘れまい一一

1945年 8月 6日広島

8月 9日!長崎

「
平
和
の
集
い
」

m
m
4
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5万人の「支援する会」を

私たちは生きる僧利、働 〈権利を守 るために沖

電気の仲間を物心両面から励ま し、必ず勝利させ

たいと 思います。閤離な長期 的闘し、も予想 されま

すので、 一 人てるも多くの方がこの「会J に加入し

全面勝利 を闘いとるまでご支鑑 〈疋 さるよう心か

らよびかけます。 (r支援する会Jよびかけより )

会費 1ロ 200円 /月

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニ ュース

支復する会事務局

事務所東京都港区三国

電信 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

回 1227E引 |加入者名 AZZ;;2 
・・E一一一一一一一一一~ I を撤回させ る会

発
符
所

罫~36笥吾

-
中
山
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
が
中
山

学
へ

・
斎
藤
し
ゅ
ん
さ
く
く

……

ん

・
辻
野
た
か
し
く
ん

・

山

南
本
ち
づ
ち
ゃ
ん

・
岡
田
と

川

も
ゆ
き
く
ん
が
、

小
学
校
に
入

山川

学
.
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
.
…
…

神
電
気
争
犠
団
に
は
、
四
O
山

人
を
乙
す
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
山
山

す
.
子
ど
も
た
ち
も
、
観
と
い
川

っ
し
ょ
の
闘
い
で
す
.

全
国
の
伸
聞
の
み
な
さ
ん
、

元
気
に
、
す
く
す
く
育
つ
、
伸

……

惰
気
の
宗
と
も
た
ち
に
、
一
層
山
山

の
支
綾
を
し
ま
し
ょ
う
.
す
で
川

に
、
多
く
の
人
た
ち
か
ら
、
入
山

学
の
御
祝
い
が
届
き
ま
し
た
.

あ
り
が
ル
」
う
と
ざ
い
ま
す
.

中
山
森
夫
完
(
右
足
、
神
電
気
争
議
団
(
代
表
)
、

夜
の
洋
子
さ
ん

(
左
)
も
都
労
委
で
の
闘
い

(仲
裁
判

傍
聴
、
不
当
仕
事
取
上
げ
)
で
忙
し
い
.
い
つ
も
淳
一

く
ん
(
右
か
ら
3
人
目

・
8
歳
)
と
伸
良
く
、
留
守
震

の
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
〔
白
か
ら
2
人
目
)
は
今
度
、
中
学

生
に
な
り
ま
し
た
.
左
か
ら
2
人
目
は
友
だ
ち
.

、れ，Lい
めでとうカI¥(Uばってね

通
信
機
三
大
メ
ー
カ
ー
の
一
っ
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、
百
億
円

労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
視
し
て

沖
電
気
争
犠
団
の
引
人
は
、
全

沖
電
気
工
業
(
本
社

・東
京
、
三
近
い
史
上
肢
高
の
利
益
、
千
人
を

解
庖
レ
た
こ
と
も
明
白
に
.
国
U
A
の
県
評
、
三
千
を
超
え
る
支

宅
正
男
社
長
、
資
本
金
一
七
五
億

と
す
新
採
用
、
九
州
に
百
億
円
以
一
方
、
解
腹
後
の
職
煽
で
は
、

疲
労
組
や
一
万
三
千
人
の
「
支
媛

約
一
万
三
千
人
)
は
「
経
営
危
段

上
を
投
資
し
て
新
工
場
の
建
股
な
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
屈
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
行
商
や
本

だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
と
祢
し

社
へ
の
抗
議
符
動
な
ど
に
奮
闘
.

/

/

ノ

ノ

〆

て
、
千
五
百
人
の
「
希
望
退
職
」

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

裁

判

闘

争
も
第
一
の
山
場
に
さ

募
集
を
提
案
.
こ
の
あ
と
退
職
強

し

か

か

り

企

諜

に

「

首

切

り

の

自

要
に
応
じ
な
い
三
百
人
に
、
河
年
ど

・.
金
自
ら
東
京
地
裁
は
か
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
伸
争
犠
由
」
の
帥酬
を
与
え
る
な
r
生
き
る

け
月
、
大
企
灘
で
は
三
井
三
池
争
四
ヵ
所
の
裁
判
で
も
「
指
名
解
胞
の
裁
判
傍
聴
を
盟
函
に
、
仕
事
を

栴
利
、
働
く
榔
利
を
守
ろ
う
/
と

線
以
来
、
約
初
年
ぶ
り
の
指
名
解
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
意
取
り
上
げ
る
(
浅
利
さ
ん
、
中
山

が
ん
ば
る
神
電
気
の
仲
間
に
、
あ

胞
を
強
行
し
ま
し
た
.

織

改
革
を
す
る
こ
と
」
と
証
言
.

さ
ん
)
な
ど
の
、
暴
挙
が
続
行
.
な
た
も
熱
い
辿
帯
を
，r

み
な
さ
ん
、
げ
ん
き
で

し
っ
か
り
、
べ
ん
き
ょ

う
し
て
く
だ
さ
い
。
か

私
は
、
図
工
や
算
数
が
好
き
で
す
。
中
学
生

ら
だ
に
、
き
を
つ
け
て
、
に
な
っ
た
ら
、
友
だ
ち
い
っ
ぱ
い
つ
く
っ
て
:
。

ζ
う
つ
う
じ
と
な
ど
に
な
ん
で
も
挑
戦
し
て
み
た
い
・
~

も
、
ち
ゅ
う
い
し
て
、
お
母
さ
ん
が
、
朝
作
っ
て
く
れ
た
夕
食
を
、

く
だ
さ
い
ね

(
支
援
す

弟
と
食
べ
て
の
留
守
番
が
多
い
が
、
時
に
は
、

る
会
・
会
員
〉

家
族
四
人
で
夕
食
も
し
た
い
。

(談〉
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沖
電
気
の
指
名
解
雇
|
徹
底
追
求

Z

F島
区
宇
ヌ
川

白

エ

継

、

S
B司
ま
脳
闘
醐
副
総

W
f岳
山

E
E
+会
t
ま

t
ミ
ヲ
雪
E
b
r
-
J
-
1

ニ
£
臨
露
関
線
越

川

司

H
q
H
ろ
妄
全
仁
左
，
L
Z
白
H

j

E
但

を

と

み

勾

付

鋼
圃
圃
圃
務
総
品

川

マ

4
国
司
岨
阻
闘
圃
薗
圃
咽
間
昨
臨
守
内

γ
骨
商

一

議

、
審

総

総

務

家

警

一

料

品

首

長

，

装

養

護

滋

務

縦

揺

fi

車内

l
川

か
ら
の
天

R
q即
応

郁

夫

ぶ

り

各

メ

ー

カ

ー

と

の

パ
イ
プ
役
も

3
割

が

お

社

町

内

応

圃

轟

陸

園

川

i
d

し

て

い

る

・

三

宅

氏

は

、

乙

の

資

材

岨

圃

盟
主

・

・
匝

置

圃

園

沖
電
気
の
三
宅
正
室
長
は
、
解
呼
ば
れ
る
特
定
の
企
業
で
あ
り
、
毎
局
長
も
経
験
レ
て
い
る
人
物
で
す
・
沖
電
気
の
売
上
げ
総
額
の
内
、
公
引
世
紀
の
基
幹
産
業
と
、
わ
れ
る

ぶ

お

圃

圃

園

圃

割

る

も

川

'u

d
判岨
吋
四
回
・
園
周
闘

aE菌
れ

地

胞
の
前
年
分
年
4
月
)
に
日
本
電
話
意
契
約
に
よ
っ
て
安
定
し
た
受
沖
電
気
に
は
、
公
社
か
ら
の
天
下

祉
関
係
は
ぬ
蕗
で
す
・
他
の

n
フ
ァ
電
気
通
信
事
業
は
公
社
と
、
国
際
電

捻
蜘
'沼

州

闘
圏
直

田

面

耐

わ

跡

る

信
電
話
公
社
(
公
社
)
か
ら
送
り
込
注
を
受
け
て
い
ま
す
・
四
兆
円
も
の
り
は
U
人
(
朝
日
新
聞
発
表

2
ミ
リ

l
h較し
て
、
高
い
割
合
信
電
話
公
社

(K
D
D
)
に

独

占

さ

論

説

醐

園

田

圏

Z
叩

川

ま
れ
て
き
た
人
号
、
総
務
理
事
〈
民
事
業
収
入
の
刊
号
が
、
霊
;
)
も
お
り
、
霊
の
取
締
役
二
を
号
、
喜
に
と
っ
て
要
の
れ
て
お
り
二
部
の
大
企
業
に
、
利

品

川

盛

田

園

周

囲

2

'

聞
の
常
務
取
締
役
)
と
い
う
重
な
金
で
、
モ
の
膨
大
な
金
で
N

フ
ァ
ミ

史

の

お

掃

(
5人
)
主
め
る
・

取
引
先
と
な
っ
て
い
ま
す
・

澗
量
供
し
て
い
ま
す
。
抑
要
は

和

訳

出

圃

冨

調

調

岡

崎

蜘

掛

川

ポ
ス
ト
か
ら
の
天
下
り
で
す
・
リ
l
H展
望
せ
て
い
る
の
で
す
・

芝
、
三
宅
氏
は
日
本
の
通
星
第
富
助
を
み
て
も
、
首
切
り
と
れ
か
ら
ま
、
安
定
し
た
受
注
を

，一
ふ
と
国

聞

額

幅

圏

M

気

公

川

公
社
の
霊
を
支
え
て
い
る
の

ζ
の
H

フ
ァ
ミ
リ
ー
u

は
公
社
の
業
メ
ー
カ
ー
一九
O
社

で

書

し

て

が

持

さ

れ

た

宅

月

前

の

、

星

雲

た

め

、

を

か

ら

=

一

霊

童

話

同

幽

圃

閣

渦

随

諸

問

川

は
、
仲
震
を
は
じ
め
、
日
本
夏
、
資
材
局
に
よ
っ
て
、
細
部
に
わ
た
り
い
る
「
通
信
器
工
業
会
」
の
会
長

6
月
に
、
超
L
5
I蓄
の

提

供

を

り

込

ん

で

も

ら

い

、

宮

高

行

と

も

、

窓

よ

デ

置

鵬

輯

圃

富
士
通
、
日
立
製
作
所
の
四
社
を
中
経
営
が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
い
ま
す
・

も
し
て
い
ま
す
・

受
け
、
超
L
b
I
内
喜
子
交
農
協
援
の
上
、
企
撲
の
「
合
理
化
」

H

色

調
訓

g
-E園川

心
に
し
た
H

電
電
フ
ァ
ミ
リ
ー
u

と

と
の
号
、
六
、

0
0
0億
円

に

も

の

公

社

へ

の

供

給

摘

を

獲

得

・

首
切
り
を
強
行
じ
た
の
で
す

-

L
骨

量

量

鹿

島

醤

・

圃

園

川
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3年前、桜の木でのスナップ

中

あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん

山

佐嘩美津子さん

大塚ーーーなんてeも話せて、年上で

甘えられる、やさしいところ

がとても好きです。

飯田一一「・ー]にこにこして

2人の沖電気争議団の仲間が、固いの

中で知り合い、愛を育てゴールイン

.争議の中で、 8組目の結婚、サァ乾杯ダ

川

容
闘
7
迎
勝

一
野

;

で
、
日
本
の
大

川
高
怒

，
曽
馬

企
業
は
、
ガ
y

r
E
-
Aポ
リ
金
を
富

山
叫

μ古
川

乙
ん
で
い
る
・

川

畑

、

E
P
資
本
金
問
億
円

山

or圃
tA
以
上
の
企
業
で

川

〈

轄

の

内
部
留
保
金

酬

は
犯
兆
円
を
魁

州

え
て
い
る
V
自
民
党
の
ス
ポ
ン

州

サ
ー
だ
け
で
は
、
余
力
が
あ
る

酬

の
か
、
あ
ら
ゆ
る
箇
へ
の
進
出

川

轄
し
く
、
郵
便
ハ
ガ
キ
や
大
学

川

教
育
ま
で
、

ス
ポ
ン
サ
ー
と
し

川

て
介
入
レ
て
い
る
・
ま
さ
に
大

川

企
業
中
心
の
社
会
に
な
ろ
う
-
と

州

し
て
い
る
V
米
国
の
プ
ロ
ス
ポ

川

l
ツ
に
も
、
乙
の
と
ζ
ろ
、
回

酬

本
製
品
の
「
冠
」
シ
リ
ー
ズ
が

酬

は
ん
ら
ん
し
て
い
る
.
女
子
プ

川

口
テ
ニ
ス
や
サ
ヅ
カ
ー
の
ト
ヨ

州

タ
・
フ
γ
ト
ポ
l
ル
の
三
菱
・

酬

ゴ
ル
フ
の
セ
イ
コ
ー
や
マ
ツ

州

ダ
.
例
え
ば
、
東
洋
工
業
の
米

川

閣
女
子
ゴ
ル
フ
は
年
間
三
億
円

川

の
費
用
で
、
「
マ
ツ
ダ
」
の
イ

川

メ
1
ジ
を
世
界
的
に
上
げ
る
た

川

め
に
は
安
い
ー
と
企
業
は
雷
い

川

切
る

Z名
解
聴
を
強
官
た

州

沖
電
気
も
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

酬

な
ど
を
通
じ
て
の
イ
メ
ー
ジ
ア

川

y
プ
に
興
常
に
熱
心
・
モ
の
資

州

周
は
年
間
叩
億
円
を
聴
く
越
え

酬

る
・
人
間
性
無
視
の
解
胞
は
、

川

ど
ん
な
に
世
論
に
企
業
イ
メ
l

州

ジ
を
訴
え
て
も
、
消
え
る
乙
と

酬

は
な
い
V
労
働
者
の
生
活
は
感

酬

く
な
る
一
方
で
あ
る
.
大
企
業

酬

が
全
て
を
、
支
配
す
る
社
会
に

酬

な
ら
な
い
た
め
に
、
官
春
闘
は

川

と
り
わ
け
盤
要
だ
.
(
蛾
)

113 



(2 ) 第 36号

な
ぜ
今
、
刑
法
改
悪
の
策
動
が
強

ま
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
園
そ
れ

は
現
在
の
政
治
情
勢
と
深
く
か
か
わ

っ
て
い
ま
す
.
戦
後
、
朝
鮮
戦
争
を

二
脅
し
、
日
本
を
ア
メ
リ
カ
の
支
配

一
下
に
お
く
た
め
に
、
松
川
事
件
や
メ

一
l
デ
l
事
件
な
ど
の
大
刑

m刑
判
庄
が

一
し
く
ま
れ
ま
し
た
.

一

今
、
支
配
胞
は
、
幅
削
法
改
思
や
有

一
耶
立
法
制
定
の
策
動
を
巡
め
、
内
取

一
と
収
噂
を
強
め
よ
う
と
し
て
お
り
、

月
一

ζ
れ
に
反
対
す
る
国
民
の
嬰
求
は
、

/

一
ま
す
ま
す
切
実
に
な
っ
て
い
ま
す
.

円
一

国
民
の
た
た
か
い
を
抑
え
つ
け
る

m一
刑
法
改
悪
に
反
対
し
、
民
主
主
義
と

口
一

国
民
の
日
常
生
活
を
守
る
た
め
に
大

1
一
き
な
国
民
位
論
の
力
で
、
改
思
量

寅

一
止
し
ま
し
ょ
う

(自
由
法
曹
団
の
、

金

型
意
パ
ン
フ
よ
り
)
。

h
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本
主
任
也
事

1-一
げ
て
も
植
山
引

湯
池
榔
し
に

q
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市
民
生
活
を
監
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|
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図
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、、てで tr

大
森
勧
銀
事
件
一
元
被
告

近
田
才
典
さ
ん

私
は
、
一

O
八
日
問
答
察
に
留
位
さ

れ
、
犯
レ
て
も
い
な
い
勧
銀
大
森
支
庖

に
お
り
る
殺
人
を
自
白
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
.
事
件
か
ら
八
年
後
、
二
務
判
決
で

無
罪
に
な
り
ま
し
た
が
、
不
当
に
も
検

察
官
が
段
高
裁
に
上
告
.
し
か
し
、
三

月
十
七
日
無
罪
が
確
定
し
ま
し
た
.

笹
察
に
留
関
さ
れ
る
と
、
取
調
室
は

同
じ
建
物
の
中
に
あ
る
の
で
取
調
べ
は

笹
察
の
自
由
自
在
.
私
の
場
合
、
取
調

べ
は
朝
九
時
か
ら
早
く
て
午
後
十
一

時
.
昼
食
も
夕
食
も
取
調
室
と
い
う
臼

も
あ
り
、
越
街
も
取
湖
べ
中
と
い
う
と

と
で
中
止
.
そ
し
て
鉛
僚
を
指
の
聞
に

は
さ
ま
れ
て
の
拷
問
.
い
つ
ま
で
と
ん

な
臼
が
続
く
の
か
と
い
う
不
安
に
絶
え

ら
れ
ず
に
ウ
ソ
の
自
臼
を
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
.

留
置
場
は
ウ
ソ
の
自
白
が
つ
く
ら
れ

る
温
床
で
す
.
私
の
よ
う
に
え
ん
卵
に

苦
し
む
人
を
再
び
出
さ
な
い
た
め
に

も
、
今
回
の
法
律
は
絶
対
に
反
対
で
す
.

留
他
腸
が
拷
間
部
屋
に
.
弁

護
士
の
面
会
も
制
限

.
恐
る

べ
き
「
殴
獄
法
」
を
、
韓
首
銭
庁

が
国
会
に
上
程
し
よ
う
と
し
て

い
る
.
枇首位品
川
の
留
磁
場
を
戦
前
の
治

安
維
持
法
下
の
よ
う
に
と
、
立

法
作
業
を
す
す
め
る
、
政
府
に

抗
議
の
声
を
届
け
よ
う
.
小
林

多
啓
二
を
繰
り
返
す
な
と
.

〈
抗
議
先
〉
千
代
田
区
永
田
町

2

5

内
閣
総
理
大
臣
鈴

木
部
宰
殿
.

VJ
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工

法
策
は
、
符
焦
が
逮
捕
者
に
行
為
」
を
す
れ
ば
「
懲
罰
を
科

だ

」

と

い

う

こ

と

に

な

る

わ

け

手

錠

を

か

け

ら

れ

る

。
あ
げ
く

〈
Y
川

智

宮

沢

の

ま

ま

の
「
器
」

す
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
い

で

す

。
険

登

庁

に

等

、

起

訴

の

は

で

に

首

も

廻

ら

ず

両

手

品
川一v品いも
…
を
強
制
し
、
規
律
控
既
存
を
け

ま
す

(法
案
第
二

二

毛

を

し

、

法

判

に

か

け

る

な

ん

て

閲

定

さ

せ

ら

れ

る

鎮

静

衣

を

着

'

山

h
d
J川
町

川
実
に
処
潤
し
た
り
、
形
を
か
え
「
正
座
を
し
て
い
な
い
か
ら

予
聞
は

い

ら

な

い

、

警

察

は

自

せ

ら

れ

、

光

の

さ

お

迂

い

「

保

安

川

小
J
ふ
wu
…

た
拷
問
、
リ
ン
チ
を
行
う

「

権

室

」

に

放

り

こ

ま

れ

る

。

…

童

二

利
」
を
与

え

よ

う

と

し

て

い

ま

考

司

つ

「

3
長

ヒ

-

一
}
れ
は
拷
問
の
合
法
化
で
あ
川

川

す
。

長

T
目
別

6
4
F

、ま，
E
L

り
、
普
察
官
に
よ
る
リ
ン
チ
の
川

九

九

三

法

案

は

「

秩
序
品

喜

一紙

饗

欝

欝

塑

一

自
由
化
に
ほ
か
な
ら
ず
戦
前
…

川
料
生
活
を
続
け
す
る
た
め
被
拘

庭
問
凶
間
協
同
郎
防
防
悶
関

岡

同

国

民

の

治

安

維

持

法
下
の

留

意

や

川

川
禁
者
が
遵
守
す
ベ
令
指
瓜
を
定
懲
川
だ
~」「
絡

か

に

し

な

い

か

ら

分

で

勝

手

に

判

断

し

て

裁

判

ぬ

軍

隊

で

の

重

営

倉

の

復

活

に

つ

州

川
め
る
」

「法
案
出
φ

じ
条
)
と
し
、
懲
削
ど
」
「
ぉ
，
M
は

反

抗

し

て

き

で

処

剖

で

き

る

こ

と

に

な

り

な

が

る

も

の

だ

と

い

っ

て

も

言

川

こ
の
「

41リ
ガ
叫
に
反

す

る

'

付

公

務

執

行

妨

待

出

を

犯

し

た

ま

す

。

い

す

ぎ

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

ゐ
」
や
「
刑
川
一
法
令
に
触
れ
，
Q

と
俺
が
総
定
し
た
か
ら
懲
制
懲
間
と
し
て
は
、
品
川
大
二
O

い

47
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占
a

日
間
、
差
入
れ
の
食
べ
物
を
た
う
こ
と
ま
で
き
め
ら
れ
て
い
る

べ
き
せ
ず
、
本
も
よ
ま
せ
ず
、

の
で
す
(
法
案
第
一

九
条}。

『閉
山
」
(
せ
ま
い
部
屋
に
と
じ

「
私
は
無
罪
だ
。
弁
暗
躍
人
に

こ
め
る
こ
と
)
さ
せ
包
こ
と
が
会
わ
し
て
く
れ
」
「
自
白
の
強
制

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
は
不
当
だ
」
「
ぷ
ち
ぬ
き
に
正
座

(法
案
第
二
二

条

可

を

さ

せ

ら

れ

る

の

は
足
が
し
び

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
れ
て
な
ら
な
い
」
「
懲
罰
は
不
当

「
被
拘
禁
者
が

施
設
の
規

だ
/

差
し
入
れ
の
食
べ
も
の

律
文
は
秩
序
を
著
る
し
く
害
す
を
た
べ
さ
せ
て
く
れ
」
と
い

っ

る
行
為
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
で
訴
え
、
少
し
大
き
な
声
を
あ

と
認
め
る
と
き
」
は
、
「
拘
繁
げ
れ
ば
、
防
声
具
(
猿
ぐ
つ
わ
)

共
を
使
用
」
し
「
保
安
室
に
収
を
は
め
ら
れ
、
抵
抗
す
れ
ば

容
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
抵
抗
す
る
お
そ
れ
が
あ
れ
ば
|
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一
九
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(昭

一
大
森
勧
銀
事
件

.• 

…
め
)
年
十
月
十

八
日
未
明
ζ
ろ
東
京

・
大
森
駅
前
の

日
本
側
灘
銀
行
大
森
支
底
の
宿
直
員

が
殺
さ
れ
た
耶
件
で
、
十
月
二
十
七

日
、
近
悶
才
典
宥
が
別
件
で
逮
捕
さ

れ
、
笹
察
の
拷
問
強
制
で
ウ
ソ
を
自

白
.
一
寝
泊
一
閉
公
判
よ
り
照
的
世
を

訴
え
た
が
東
京
地
裁
は
無
期
懲
役
.

し
か
し
、
二
密
の
東
京
高
級
は
七
八

年
十
月
三
十
日
、
「
自
白
の
任
意
性
、

信
用
性
に
疑
い
あ
り
」
、
犯
付
現
燭

の
足
跡
に
つ
い
て
「
別
人
の
も
の
と

の
疑
い
恥
滋
厚
」
と
慰
め
、
さ
ら
に

「柾
鎚
の
物
裕
る
実
感
は
忽
を
つ
か

む
よ
う
な
も
の
だ
」
舟
回
断
定
し
て
無

罪
を
い
い
渡
し
た
.

検
察
側
が
上
告
し
た
が
、
=
一
月
十

七
日
照
邦
が
確
定
し
た
.



1982年 4 月 1日

沖
電
気
・
名
村
造

船
・
日
産
厚
木

三
争
議
支
援
集
会

{迎
合
】
造
船

・
句
機

-
自
動
車
よ
り
再
編
阻
止
と
日
本
労
働
運
動
の

の
民
間
大
企
業
で
、
会
社
の
不
当
な
再
生
を
め
ざ
し
、
不
当
解
雇
を
撤
回

指
名
解
雇
と
た
た
か
う
名
村
造
船
、
さ
せ
よ
う
」
と
力
説
。
つ
い
で
中
央

沖
沼
気
、
日
産
厚
木
闘
争
を
支
侵

・

統
一
労
組
訟
の
引
間
博
愛
玩
表
委
員

連
帯
す
る

「ゆ
る
す
な
指
名
解
雇
、
が
闘
争
支
度
を
訴
え
た
ほ
か
、

大
阪

位
春
闘
勝
利
総
決
起
集
会
」
が
=
一
月
府
知
事
選
に
出
馬
を
表
明
し
て
い

五
目
、
大
阪
市
北
区
の
中
之
島
公
会
る
。
他
国
得
治
氏
も
、
指
名
解
屈
と

堂
で
聞
か
れ
、

二
千
八
百
人
が
会
場
た
た
か
わ
な
い
組
合
を
批
判
し
つ

を
埋
め
つ
く
し
た
。

つ

、
「
来
春
の
知
事
選
に
勝
利
し
、

呼
び
か
け
は
、
大
阪
の
木
怜
川
筋
あ
ら
ゆ
る
反
動
攻
鈴
に
歯
止
め
を
か

造
船
争
議
団
と
造
船
市
民
会
議
で
、
り
た
い
」
と
決
意
を
の
べ
、
大
き
な

質
問
団
体
は
府
下
の
官
民
労
組
三
百

拍
手
を
あ
び
た
・

…
名
村
・
古
川
さ
ん
一

六
十
五
団
体
e
乙
の
二
十
年
、
余
り
乙
の
後
、
争
議
団
の
闘
争
霊
泉

…
と
沖
電
気
の
仲
間
…

目
立
た
な
か
っ
た
指
名
解
雇
の
撤
回
行
わ
れ
、

「千
三
百
五
十
人
の
大
量

へ
向
け
た
大
阪
府
の
三
争
議
支
度
集
解
腿
後
に
、
会
社
は
千
二
百
人
以
上

は
無
効
と
の
判
決
を
か
ち
と
っ
て
い

会
で
あ
る
n

を
新
採
用
例

解
屈
の
ね
ら
い
は
活
動
る
・
九
人
の
た
た
か
い
だ
が
希
望
退

述
市
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
大
阪
統
家
排
除
だ
」

(沖
電
気
)
「
労
働

謹

職
に
追
い
ζ
ま
れ
て
い
る
仲
間
は
八

一
労
組
懇
の
極
純
真
代
表
委
員
は
、

動
の
H

日
産
型
M

を
許
さ
な
い
た
め

百
三
十
五
人
@
そ
の
怒
り
と
無
念
を

「=一
争
犠
は
、
労
戦
の
省
源
的
向
編
に
も
勝
利
を
」
(
日
産
厚
木
)
「
大
は
ら
そ
う
」
と
訴
え
、

勝
利
の
日
ま

の
行
き
つ
く
先
を
一
市
す
も
の
だ
・
右

阪

地
裁
で
は
思
想
信
条
に
よ
る
解
庖

で
た
た
か
い
ぬ
く
決
意
を
語
っ
た
・

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニ ュース

42
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鰻揚護審

り
に
、
仕
許

の
柱
と
し
て
、

引
き
崩
を
盤
投
す
る
な
ど
大
き
く
な
っ
系
女
子
」
は
子
会
社
「
N
Kグ
リ
し
た
l
F

揚
げ
三
日
目
に
、
川
崎
製
鉄
所
(
現
て
い
き
ま
し
た
。
一
方
と
の
頃
か

l
ン
サ
ー
ビ
ス
」
へ
移
れ
の
命
令
。

解
題
か
ら
も
う
九
年
。
労
働
者

在
の
京
浜
製
長
)
に
検
査
工
と
し
ら
、
労
働
災
留
に
よ
る
死
「
諺
故
労
働
条
件
も
悪
ζ
白
金
面
だ
け
で
使
い
信
て
は
併
さ
な
い、

女
性
器

て
、
引
歳
で
入
社
・

が

増
加
・
ま
た

ω年
代
に
入
り
、
も
二
万
三
干
円
も
下
る
:
・

別
は
許
さ
な
い
と
い
う
多
数
の
労

日
本
鋼
管
は
、
男
も
女
も
労
働
食
堂
は
、
利
用
者
が
地
加
し
、
高
反
対
の
声
を
無
視
し
、
組
合
と
会

働
者
の
怒
り
を
代
表
す
る
闘
い
と

力
に
な
る
も
の
は
、
ド
ン
ド
ン
採
温
多
湿
の
職
場
改
留
や
、
ひ
ど
い
社
は
、
協
定
を
締
結
。
乙
の
協
定
し
て
支
接
は
鉱
が
っ
て
い
る
・

日
本
鋼
管
京
浜
製
鉄
所
は
、
組
用
し
、
生
産
高
は
上
り
、
も
う
け
女
性
差
別

〔賃
金
な
ど
)
な
ど
の
に
従
わ
な
い
者
は
解
胞
と
誓
も
裁
判
の
判
決
も
近
い
;

松
つ

鋼
年
度
六
O
O万
J

「徹
底
し
た
を
ふ
や
し
て
い
き
ま
し
た
・
そ
し
闘
い
を
、
組
合
代
議
員
と
し
て
、
主
張
・
松
島
さ
ん
は
、
ス
社
お
年
ち
ゃ
ん
が
ん
ば
れ
u

の
大
声
優

川

合
理
化
、
省
力
は
お
そ
ら
く
世
界
て
、
引
年

(昭
和
二
十
六
年
〉

に
松
島
さ
ん
は
活
躍
し
ま
し
た
。
目
、

職
掛
か
ら
放
り
出
さ
れ
ま
し
を
、
あ
な
た
も
ぜ
ひ
・

ご

と
一

言

わ

れ

る

。

は

、

早

く
も
「
合
理
化
」
の
さ
ざ
伺
年
に
は
、
食
堂
は
下
紛
化
さ
た
a
「
女
は
い
ら
な
い
」

と

・

〈

連
絡
先
〉
山
崎
市
川
崎
区
位

川

相

年
、
純
戦
の
翌
年
に
、
中
国

抽出が
立
ち
、

松
ぬ
さ
ん
た
ち
、
女
れ
、
松
島
さ
ん
は
、
熊
や
社
宅
の

l
京
浜
製
鉄
で
は
、
最
高
時
、
二

町
6
1
5
1
4
0
5
日
本
鋼
管

μ

(梢
州
)
か
ら
引
き
婦
げ
て
き
た
位
は
、
昼
夜
勤
の
生
産
体
制
か
ら
補
修
を
す
る
営
勉
班
へ
・
会
社

は

万
三
千
人
か
ら
、

九
千
人
へ
と
、
松
島
さ
ん
守
る
会

T
E
L
0
4

h

刈

松

島

さ
ん
は
、
七
人
兄
弟
の
長
女
は
ず
さ
れ
、
厚
生
課
(
食
堂
)
へ
福
山
へ
ま
た
工
場
の
新
設

-
n年
な
ん
と
一
万
四
千
人
の
人
減
し
合

4
1
2
5
5
1
7
7
3
0・

と
し
て
、
制
弱
な
お
父
さ
ん
の
代

配

転
-

A
荏
は
水
江
に
新
し
い
工
会
社
は
、
松
島
さ
ん
た
ち
長
能
理
化
が
ζ
の
問
に
、
強
行
さ
れ
ま
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ー

日
本
鋼
管
と
た
た
か
つ
て
九
年
1

「
女
は
い
ら
な
い
」
「
合
理
化
L

許
さ
ず

第 36号(5 ) 

松

島

智
恵
子
さ
ん
附

(12) 

怒
り
の
こ
ぶ
し
二
千
八
百

一守

2
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-
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“支援してヤリィー"に感激

百合夫さん

今
回
の
大
阪
オ
ル
グ
は
、
争
議
の
「
何
を
み
つ
め
て
朔
ぶ
の
か
」
の
本

中
で
子
供
が
生
ま
れ
て
か
ら
、
始
め
は
四
百
冊
以
上
も
売
れ
、
多
額
の
カ

て
の
長
期

(ω日
)
オ
ル
グ
だ
っ
た
。

ン
パ
も
寄
せ
ら
れ
た
.

2
月
例
目
、
三
週
間
も
削
か
ら
、

5
月
5
日
、
雨
.
朝
か
ら
段
後
の

大
阪
に
行
っ
て
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
常
語
で
の
訴
え
。
集
会
に
は
、
二
千

日間
代
く
ん
か
ら
、
毎
日
の
よ
う
に
二

八
百
人
を
越
え
る
人
た
ち
で
、
会
場

人
で
は
駄
目
だ
、
も
う
一
人
す
ぐ
来

一
杯
の
人
、
人
.
大
阪
オ
ル
グ
中
に

て
欲
し
い
」
と
也
扇
で
の
催
促
を
弘
知
り
合
っ
た
、
ニ
チ
モ
ウ
キ
グ
ナ
ス

け
、
新
幹
線
に
飛
び

乗

っ

た

.

や

、
中山
線
の
仲
間
も
;
.
烈
い
も
の

宿
舎
で
あ
り
、
集
会
の
セ
ン
タ
ー

が、

ζ
み
上
げ
て
く
る
。
問
時
に
、

に
な
っ
て
い
る
、
木
津
川
筋
争
議
団

「カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
沢
山
作
っ
た
か

事
務
所
が
あ
る
北
加
賀
屋
の
街
の
灯
ら
i
」
と
、
自
宅
に
呼
ん
で
く
れ
た

は
、
造
船
末
況
を
反
映
し
て
か
淋
し
り
、
新
し
い
布
団
を
用
意
し
、
部
屋

い
.

そ
ん
な
感
慨
に
ふ
け
る
聞
も
を
開
放
し
て
く
れ
た
仲
間
.
大
阪
で

な
く
、
早
速
そ
の
日
か
ら
、
府
下
を
働
き
、
闘
う
仲
間
の
、

顔
が
つ
ぎ
つ

は
じ
め
、
京
都
、
奈
良
ま
で
オ
ル
グ
.
ぎ
と
浮
ん
で
き
た
。
そ
し
て
、
あ
り

国
労

・
梅
田
支
部
で
は
「
争
議
が
が
と
う
、
あ
り
が
と
う
、
心
で
綿
り

起
き
て
、
す
ぐ
支
畏
要
拐
に
来
た
が
返
し
叫
ん
だ
.

i
」
と
言
わ
れ
、

日
常
の
オ
ル
グ
の
大
阪
で

「
5
月
2
目
、
神
電
気
芝

不
足
を
痛
感
.
全
逓
の
職
場
で
は
、
浦
工
場
で
、
仕
事
の
悩
み
か
ら
、
一

一私
の
婁
も
、
全
逓

(東
京
簡
易
保
人
の
労
働
者
が
自
殺
」
の
ニ
斗

l
ス

険
局
)
の
組
合
員
で
す
」
と

一言
つ

を

聞
い
た
.
ま
た

一
人

「合
理
化
」

け
加
え
て
訴
え
、
共
感
を
得
た
.

の
犠
筆
由
.
鎖
、
人
柄
も
知
っ
て
い

連
日
、
夜
9
時
頃
か
ら
、
一
日
の

る
人
だ
け
に
、
強
い
怒
り
と
同
時
に
、

反
省
と
明
日
の
計
函
の
た
め
の
ミ
1

闘
う
決
意
も
新
た
に
し
た
.

テ
ィ
ン
グ
。
三
人
の
子
供
を
寝
か
し
大
阪
の
依
験
は
、
私
に
大
き
な
財

つ
け
て
か
ら
、
駆
け
つ
げ
る
古
川
さ
産
を
与
え
て
く
れ
た
。
家
で
は
、
留

ん

(女
性

・
名
村
造
船
)
に
は
頭
が
守
中
に
、
子
供
が
勲
を
出
し
、
裂
が

下
が
っ
た
。
集
会
ま
で
に
百
以
上
の

二
日
間
も
仕
事
を
休
ん
だ
.
年
休
が

学
習
会
、
延
べ

一万
人
に
、
集
会
参
底
を
つ
い
て
い
る
折
、
婆
に
礼
を
言

加
を
、
実
符
委
員
会
の
オ
ル
グ
団
は
わ
せ
て
も
ら
っ
て
、
報
告
を
締
り
ま

訴

え

た

.

す

.

ど
と
で
も
、
沖
電
気
争
議
支
径
の

大
阪
の
み
な
さ
ん
、
元
気
に
が
ん

訴
え
に
は
、
大
き
な
拍
手
が
来
た
。

ば
り
ま
し
ょ
う
.

¥レポート¥
野中

税
金
に
よ
っ
て

名村造船争E量団
労使一体で指名解雇協定を結ぶ。「軍艦作って雇用確保Jと叫び、

造船重機(同盟) 三和 銀行
軍鉱、行革(金杉委員長=臨鴎委員)の推進役をはたしている。

富士銀行 大企業においては三井・三池以来、 18年ぶりの指名解雇攻撃に対
沖電気争蛾団 電機労連(中立)

電々公 社 して沖労組、 電機労連(竪山委員長=統一準備会)は闘えず。

日 産 r7名の首を切らなければ、ス トを打つJと会社に圧力。その指
日産厚木争積回 自動車骨連(同盟)

L一日一本一』ー興ーーー業ーー銀一一一行ー『 鐸をとったのが統一準備会の飯ふり役 ・塩路会長です。

M

田
容
「
d

品

町

「

A
w
r
，H
げ
骨
骨

3
麹
岨
咽
蹄
河
凶
馴
剛

】
印
V
〈
寺
岡
問

(r
u
)
×
骨
片
品
V

骨
骨
$
ベ
サ
小
脳
謹
時

.q
s尋
冨

寸

F
U
1
守
閣
開
襟
×
D

∞

(帳
良
川
4

4

t

T

F

)

47.4% 

45.7% 

あ
な
た
は
日
本
酒

そ
れ
と
も
洋
酒

jレ

②ウイスキー
特級

①ピ

飲
ん
だ
ら
:
:
:

36.7% 
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26.6% 

26.5% 

15.2% 

③清酒特級

⑤清酒 一 級

@合成清酒

④ウイスキー
二級
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5万人の 「支緩する会」を

私たちは生きる権利 、働〈御利を守るために沖

電気の仲間を物心両面から励 まし、 必ず勝利 させ

たいと思います。困難な長期の闘い も予想されま

すので、一人でも多〈の方がこの「会J に加入し

全面勝利を闘いとるまでご支援〈ださるよう心か

らよびかけます。(r支援する会Jよびかけよ り)
会費 ・1口 200円/月

上
が
友
見
お
ね
え
ち
ゃ
ん
、
下
が
や
す
ぼ
ち
ゃ
ん

指 名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

支援する会事務局

事務所東京都港区三田

3-2-20 

電 話 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240 

沖電気の不当解雇

を拍史固させる会

きたむらやすほ

北村慈保ちゃん

発
行
所

に
て
る
で
し
ょ

罫~3 ワ哩聖

i
ど
u
nu
p
T

表代

抗日町

副

割
ι
町

会

住

f
l
る
在

ιu
せ

市

さ

酎

師

夫

撤小

暗村b『M
J
1
4
 (7歳 ・小2)

町
六
レ
の
台
工

、っさ
ん
臥

竹
下

-1J

一

ぉ
，
ご
る
乙
す
ご
〈

ご
め
い
げ
と

、

m
f
し
ず

お

一リ
ご
、
つ
で
い
る
乙
、
や
さ
レ
山
い
釘
，
v
了
フ
ベ
一
ん
で
す・

一

一

じ
先
・
一
円
」
芝
、
お
も
ち
ゃ
行
ゆ
と
、
が
ゥ
ー
を

1
く
札

一喜
多
。
訴
さ
パ
ザ
円
い
い
す
さ
ヤ
、
に
ば

こ
の
に
お
い
一

百
司
る
お
と
う
さ
ん
、
討
し
J

、つ
A
P
げ
の
方

と
ケ
ユ

一i
v・
で
吾
、
あ
ず
み
さ
レ
v
d

り
々
、
ご
し
い
で
す
.
一
コ

一お
か
品
いい
一品

tbい
比
三
山
一一回ハ・

あ

ぞ
ん
で
よ
れ

会
主
誠

一

円
た
し
の

vF
ゾ
)
ふ
さ
ん
は
、
や
よ

fT
A
t
-

や
ぷ
虻

つ
J
K巳
ぞ
毛
め
，J
Kり
ーと
…、
一ゆ
多
の
計

?
の
、
寸
イ
つ
一
に

-リ
、γ
ゲ
コ
l
eス
に
い
守

イk
.

0
7
1

一フ
l

ス
ゲ
ー
ト

E
一一一

努
L
、み
て

ぐ
れ
ま
す
.

一
コ

一
今
、
7

い
勺
臼
必

、
お
と
、
受

一/
ル
び
‘

お
や
す
♂
め

淵

官
、
托
バ
マ
ィ?，

一

一本

一

L

乞
む
を
だ
凶
い
じ
、i
い
や
で
す
e

一に

一

S
，

託、

毛
ヲ
ザ
]
、

F
Pん
で
ち
-
つ
い
た
い
ず
)、

C

R
毛
h
レ
A
d
dJY

一
判hす
つ
い
お

vγP
げ
'
N
、
'F8
つ
乙
、

毛
ヲ

vv
、
お
一》

一っ
ち
に
が
し
た

て、

マ

ム

に

ご

。

X

Z
L
そ
n
J
、里、

t
d

な
ん

p
t
mJl

、γ『
H
H
H
l
k

一
バ
引
刈
別
什
引
日
引
川
引
配
な
い

'?
nに

すっ
4

官
、
去
の
だ

-z-ん
を
育
、フ
し
は
い
l
也
J

し
い
〉

C

一た
ん
'
凶
折
じ

う
さ

iu
k冊
以
十
多
々

そ

よ

コ

一
じ
?
和
必
い
乙
、
ミ

レ
と
折
3

h
j、
、
う
ぷ
ヲ

d
k

は
-7
3

一号

一

じ
て
も
ゆ
さ
し

画
骨
骨口
間
hl
白

熊

谷

裁

判

日

時

色

村

日

八
王
子
裁
判

ω時
5

5
月
刊
日

東
京
裁
判
民
取
れ
部

5
月
初
目

前
橋
訟
判
日
時
ぬ
分
・
草
す
る
会
の
幹
変
量
は
宮

内
号
法
廷

(2
階
)
問
時
1mM時
.

1
M山
時
ぬ
分
.

で
す
の
で
、
容
加
を
よ
ろ
し
く
.

通
信
犠
三
大
メ
ー
カ
ー
の
一
つ
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、
百
億
円

労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
視
し
て

沖
電
気
争
議
団
の
川
人
は
、
全

沖
電
気
工
業
(
本
社
・
東
京
、
=
一
近
い
史
上
最
高
の
利
益
、
千
人
を
解
雇
し
た
と
と
も
明
白
に
.
国
包
の
県
評
、
三
千
を
超
え
る
支

宅
正
男
社
長
、
資
本
金
一
七
五
億
と
玄
新
採
用
、
九
州
に
百
億
円
以

一

方

、
解
履
後
の
職
場
で
は
、
援
労
組
や
一
万
三
千
人
の
「
支
鐙

約
一
万
三
干
人
)
は
「
経
営
危
機
上
を
投
資
し
て
新
工
場
の
建
設
な
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
雇
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
行
商
や
本

だ、

人
が

余

っ

て

い

る

」

と

称

し

社

へ

の

抗

犠

存

動

な

ど

に

帯

闘

.

，
F

，，
，F/

ノノ，
r

，
F

て
、
千
五
百
人
の
尋
問#
退
職
」

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

裁
判
闘
争
も
第
一
の
山
崩
に
さ

募

集

を

提

案

.

と

の

あ

と

退

職

強

し

か

か

り

企

業

に

「

首

切

り

の

自

要
に
応
じ
な
い
三
百
人
に
、
河
年
ど
・
、
会
社
自
ら
東
京
地
裁
ほ
か

(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
神
争
議

由
」
の
旗
を
与
え
る
な
f
生
き
る

け
月
、
大
企
業
で
は
三
井
三
池
争
四
ヵ
所
の
毅
判
で
も
「
指
名
解
胞
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
仕
事
を
線
利
、
働
く
権
利
を
守
ろ
う

f
と

議
以
来
、
約
加
年
ぶ
り
の
指
名
解
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
意
取
り
上
げ
る
(
浅
利
さ
ん
、
中
山

が
ん
ば
る
沖
電
気
の
仲
間
に
、
あ

胞
を
強
行
し
ま
し
た
.
識
改
革
を
す
る
乙
と
」
と
旺
言
。
さ
ん
)
な
ど
の
、
暴
挙
が
続
行
.
な
た
も
熱
い
連
帯
を
ノ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

|

徹

底

追

及

②

人
間
犠
牲
で

利
益
、

不
当
な
大
量
指
名
解
雇
で
、
怒

名
を
は
せ
た
沖
電
気
は
、
防
衛
庁

へ
の
納
入
額
が
、
八
0
年
度
は
、

約
七
十
八
億
内
で
、
七
七
年
の
一

-
七
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
.

今
年
の
四
月
に
は
、
つ
い
に
「
防

衛
庁
営
業
部
」
を
「
防
荷
庁
営
業

本
部
」
に
格
上
げ
し
、
岡
本
部
の

下
に
三
部
を
新
設
し
「
死
の
商
人
」

の
迫
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

米
の
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
軍
備
増

強
要
求
に
便
乗
し
、
年
ご
と
に
す

す
ん
で
い
る
兵
器
の
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
化
(
電
子
化
)
の
波
で
、

大
も
う
け
を
し
よ
う
と
い
う
わ
け

で
す
。

沖
電
気
は
、
今
年
か
ら
五
年
間

で
百
五
十
億
円
を
か
り
、
自
社
開

発
ロ
ボ
ッ
ト
を
中
心
に
、
約
四
百

3
倍
化
を
企
む

台
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
、
作
業
人

員
、
作
業
時
閣
の
両
面
で
、
一
気

に
生
産
性
を
四
倍
に
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
.

早
く
も
、
高
崎
工
場
で
は
、
出

向
、
配
転
が
続
出
。
ロ
ポ
y
ト
に

追
い
ま
く
ら
れ
る
職
錫
で
は
、
健

康
破
援
で
、
救
急
車
が
ひ
ん
ぱ
ん

に
工
場
へ
入
る
状
態
に
な
っ
て
い

ま
す
.
人
闘
の

「繊
械
化
」
を
企
む
、

沖
電
気
の
や
り
方
に
は
、
怒
り
を

感
じ
ま
す
。

四
年
後
の
百
年
(
昭
和
引
年
)

に
は
、
利
益
を
現
在
の
三
倍
増
の

二
五

O
億
円
以
上
を
回
僚
に
し
た

経
営
戦
略
を
沖
電
気
が
発
表
し
ま

し
た
。そ
の
中
心
は
、
組
織
/
人
の
活

性
化
で
す
.
「
社
歴
二
世
紀
に
向

付

w
革
新
H

が
必
要
、

H

熔
え
る

集
団
u

を
形
成
す
る
こ
と
が
、
A
守

後
の
事
業
成
功
の
車
穴
の
カ
ギ
で

あ
る
.
人
闘
は
モ
ラ
ー
ル
に
よ
っ

て
、
二
倍
、
三
倍
の
働
き
が
で
き

る
」
。「
人
ベ
ら
し
合
理
化
」
で
い
ま

沖
沼
気
の
職
燭
は
、
た
い
へ
ん
忙

し
い
.
残
業
、
残
業
で
家
ま
で
、

帰
る
の
が
、
つ
ら
い
の
で
、
会
社

の
近
く
に
、
寝
泊
り
す
る
人
も
で

る
く
ら
い
で
す
.

沖
電
気
は
と
-
フ
し
た
労
働
者
の

H

普
意
M

を
利
用
し
、
新
入
社
員

に
は
、
自
衛
隊
へ
の
体
験
入
隊
な

ど
さ
せ
な
が
ら
、
企
業
に
忠
実
な

モ
ラ
ー
ル
づ
く
り
に
、
奔
走
し
て

い
ま
す
.

三
月
二
日
に
は
、
仕
事
に
悩
ん

だ
労
働
者
が
、
会
社
の
屋
上
か
ら

飛
下
り
て
、
自
殺
し
ま
し
た
.
い

ま
沖
電
気
に
働
く
伸
聞
の
共
通
の

願
い
は
N

楽
し
く
、
安
心
し
て
働

け
る
職
場
を
M

で
す
.

神
電
気
の
非
道
は
、
こ
乙
で
も

許
せ
ま
せ
ん
.

川

先
日
、
争
犠

川

し
団
の
事
務
所
に

川

町

t
盟
事
千
五
百
人
の

…
住

民

「

希

望

退

職

」

川

E
Sで
解
服
さ
れ

川

』

C
B〉
た

、

起

完

川

e
p
.Am
神
電
気
労
働
者

…
〈

離

が

ヒ

ョ

ッ

コ

リ

川

顔
を
出
し
て
く

川

れ
た
。
戦
前
か
ら
、
錠
盤
工
や

川

仕
上
主
と
し
て
沖
電
気
と
と
も

川

に
、
筈
芭
て
羽
年
。
私
の
幼
稚

川

な
設
計
図
に
も
、
い
つ
も
暖
か

川

い
ア
ド
バ
イ
ス
を
与
え
て
く
れ

川

た
人
で
す
V
灰
色
の
作
業
服
姿

川

が
記
憶
に
あ
る
の
で
、
背
広
姿

山

は
、
顔
色
ま
で
良
く
見
え
、
安

川

心
し
た
・
話
閣
は
現
在
の
生
活

川

の
こ
と
争
犠
の
と
と
と
、
っ
き

山

な
か
っ
た
が
、
ど
の
話
も
、
長

山

い
間
働
い
た
沖
電
気
の
職
場
の

州

事
に
い
き
つ
く
V
戦
後
ま
も
な

川

く
戦
地
か
R
優
民
レ
て
、
血
み

川

ど
ろ
に
な
っ
て
働
い
た
こ
と
。

川

職
場
全
体
が
明
る
く
、
家
族
の

川

ょ
う
だ
つ
た
こ
と
・
団
結
強
く

酬

闘
っ
た
労
働
組
合
の
と
と
・
ポ

川

ン
ポ
ン
話
が
強
む
。
そ
し
て
昭

川

和
初
年
頃
か
ら
、
ヒ
タ
ヒ
タ
と

山

「合
理
化
」
が
抑
し
ょ
せ
、
物

川

言
え
ぬ
職
場
に
な
り

・・つ
い
に

川

指
名
解
雇
が
曹
と
の
人
を
は
じ

州

聖
霊
の
た
め
に
、
人
生
を
献

川

げ
た
沢
山
の
人
は
い
ま
、
沖
電

川

気
に
い
な
い
.
出
向
、
配
転
や

川

解
胞
で
、
暗
い
毎
日
で
あ
る
マ

山
A
荏
は
膨
大
な
利
益
を
あ
げ
、

川

設
備
投
資
も
盛
ん
で
あ
る
・
乙

川

の
人
た
ち
の
「
人
柱
」
に
よ
る

川

繁
栄
で
あ
る
。
溜
ら
せ
て
く
れ

川

た
募
金
に
涙
が
で
た
.
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新
憲
法
の
精
神
を

揖 3ワー

い
ま
こ
そ
守
れ

支援する会に入会しよう (会費1ロ200円/月)19S2年 5月 1日

戦争一勤続39年一沖電気指名解雇

。
も
う
鞍
手
は

し
な
い

お
た
ち
川
水
附
M
川

は
も
う
こ
此
と
一
内
ぴ

即
時
争
を
し
な
い
止
む

っ
た
ω

(
約
九
傑
)

と
れ
は
判
中
U
以
の

つ

コ

吸
も
大
き
た
特
色
で

/υ
川
山
い
・
あ
っ
て
、
こ
れ
ほ
ど

は
っ
き
り
平
和
主
泌
を
明
か

K
し
た
お
決
は

附
必
に
も
そ
の
仰
が
な
い
。

私
た
ち
は
悦
勿
の
な
い
、
ほ
ん
、
cぅ

κ平

和
な
欧
芥
を
つ
く
り
た
い
。
と
の
た
め
に
私

た
ち
は
脱
抑
ぷ
市
む
と
の
印
仙
配
ふ

p
ず
E

て
、
み
一く
は
だ
か
身
と
な
っ
て
不
利
を
守
る

と
と
を
世
界
民
向
っ
て
約
束
し
た
の
で
あ

る
。
わ
が
闘
の
照
史
を
ふ

P
か
え
っ
て
み
る

と
、
い
ま
ま
で
の
日
本
は
武
力

K
I
っ
て
側

交
の
巡
命
を
の
ば
そ

5
と
い
山
う
渓
つ
だ
道
に

ふ
み
迷
つ

T
ゐ
た
.
殊
陀
近
年
は
吹
治
の
災

地
b
t
握
っ
て
い
食
卓
相
た
ち
が
、
と
の
目
的
を

巡
す
る
た
め
に
附
民
生
活
を
犠
牲
に
し
て
軍

備
を
大
量
〈
し
、
つ
い
に
太
平
洋
時
争
の
よ

う
な
然
誌
な
ぬ
い
を
い
ど
ん
だ
。
そ
の
総
剛
却

は
附
ω仲
の
不
利
と
文
化
を
依
域
ナ
る
の
み
で

沿
っ
た
・
し
か
し
太
平
洋
滋
舎
の
敗
取
は
私

た
ち
を

E
し
い
巡
へ
案
内
し
て
く
れ
る
機
会

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

新
内
皿
法
で
す
べ
て
の
軍
備
を
自
ら
ふ

P
ナ

て
た
日
本
は
今
後
「
も
う
絞
宇
を
し
な
い
」

-
t
緩
う
ば
か
り
で
は
た

P
な
い
。
進
ん
で
計
九
叫

術
や
烈
学
や
平
和
司
町
議
な
ど
に
よ
っ
て
、
文

化
同
夜
と
し
て
恨
見
の
一
一
等
団
叫
に
な
る
よ
う

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
私
た

ち
同
民
の
持
つ
犬
き
な
義
務
で
あ

D
、
心
か

ら
の
希
裂
で
あ
る
・

陀
国
持
の
ナ
J

べ
て
の
崎
氏
ば
苓
和
を
愛
し
・

二
皮
と
戦
争
の
趨
ら
ぬ
と
と
を
望
ん
で
い

る
。
私
た
ち
は
世
界
に
さ
き
が
け
て
「
戦
争

な
し
た
い
」
と
い
う
大
告
な

m惣
を
か
か
げ
、

C
れ
を
忠
尖
K
申
先
行
す
る
と
と
も

κ
「
ぬ
午

の
な
い
伏
凶
作
」
を
つ
く
り
上
げ
る
た
め
に
、

あ
ら
ゆ
る
努
力
を
捧
げ
上
ぅ
。
と
れ
ζ

そ
一
抗

日
本
の
刊
惣
で
あ

p
、
私
た
ち
の
替
h
で
紅

け
れ
ば
た
ら
な
い
。

百
年

(
昭
和
お
年
)
終
戦

。

復

員

削

兵
士
七
六
一
万
を
は
じ
め
、

日

本

全

=

土は、

一
千
四
百
万
の
失
業
者
で

あ

珂

ふ
れ
た
.
さ
ら
に
そ
の
年
は
、
米
の

E

大

凶

作

・

衝

は

ヤ

ミ

市

と

イ

ン

フ

レ

・

出

貿

い

出

し

で

飢

え

を

し

の

ぐ

日

々

に

巴

追
い
ま
く
ら
れ
て
い
た
.

h

J

同
年
M
M
月
、
沖
電
気
の
品
川、

芝

煙

浦
工
場
に
労
働
組
合
が
結
成

さ

れ

、

=

賃
金
ベ
l
ス
六
五
O
円
を
獲

得

し

、

問

当
時
日
本
一

の
賃
金
と
有
名
に
な

っ

三

た
.

四

そ
ん
な
時
代

l
w年
6
月
(
昭
和

E

引
年
)
第
九
O
駿
会
で
、

憲

法

改

正

加

築

は

、

帯

磁

さ

れ

た

.

恩

大

の

間

組

=

は
、
国
家
の
主
梱
と
天
訟
の
関

係

で

目

し

た

.

政

府

築

で

は

、

「

国

民

の

総

巴

意

が

至

高

な

る

も

の

で

あ

る

」

と

国

訓

民
主
権
が
は
っ
き
り
レ
て
お
ら
ず
、

巴

機
会
で
共
産
党
(
野
坂
診
=
一
)
が
、

E

英
文
で
は
「
人
民
の
手
に
主
権
が
あ

Ee
 

る
」
と
曾
い
て
あ
る
と
レ
て
、

そ

の

=

矛
府
を
追
及
レ
、
さ
ら
に
7
月
2
日

時

の

極

東

委

員

会

の

決

定

で

「

主

権

在

三

民

」

が

う

た

わ

れ

、

そ

の

内

容

で

新

耐

し
い
憲
法
は
、
什
月
5
日
公
布
さ
れ

、

=

翌

W
年
(
昭
和
辺
年
)
5
月
5
日

に

晴

天
Q
百
四
施
行
を
臨
み
あ
げ
、
ス
タ
ー

さ

ト
し
ま
し
た

.

出

罰

則

剛

を

持

た

ぬ

乙

と

を

世

界

に

表

明

巴

。

し
た
こ
の
憲
法
は
、

H

東
樽
の
ス
イ

ヨ

ス
H

と

ま

で

新

聞

で

も

、

画

聞

か

れ

た

巴

e
 

も
の
で
し
た
.

当
時
の
進
歩
党
の
党
首
の
芦
田

均

一

氏

が

普

及

会

会

長

だ

っ

た

「

新

し

い

竺

惣
法
」
を
一
読
す
れ
ば
、
懲
法
精
神

間

は
明
司

E

そ
れ
か
ら
お
年
た
っ
た
今
年
.
態

g
i
z
-
-
z
E
J
d
f
i
l
e
-
-
'
5
5
1
i
a
i
'
d
f
i
-
-

法
趨
度
の
軍
広
l
戦
争
へ
の
迫
へ
歩

・
伊
藤
嘗
正
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ジ
で
解
屈
さ
れ
て
ゆ
く
、
つ
ら
さ
も

む
日
本
政
府
.
さ
ら
に
改
憲
を
企
む

年
齢
臼
歳
.
百
年
(
昭
和
十
四

経
験
.
一
貫
し
て
労
働
者
の
利
益
を

人
た
ち
.
ま
さ
に
歴
史
の
流
れ
を
と
年
)
沖
電
気
に
入
社

.
w年
5
W年
守
る
た
め
に
奮
闘
.
指
名
解
胞
後
、

め
よ
-
マ
と
す
る
動
力
は
、
昔
日
の
思
の
4
年
開
通
信
兵
と
し
て
満
州
北
部
定
年
を
迎
r

一
え
た
が
、
今
日
も

「
労
働

い
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
あ
の
戦
争
は
で
戦
争
に
診
加

.
a
nH後
は
再
び
仲
者
の
良
心
」
を
守
り
絞
り
て
闘
争
中
.

忘
れ
た
の
だ
ろ
う
か
.
山
気
で
働
く
.
仲
間
が
レ
y
ド
パ

l

好
き
な
富
裂
は

w
真
実
M

.

川
一
会
一

日
一
族
一

ど
家
一

ふ
も
と
で
は
桜
の
花
が
満
開
の
四
流
を
し
ま
し
た
.
次
の
日
は
、
上
州

月
二
目
、
ま
だ
肌
寒
い
榛
名
湖
で
、
名
物
の
カ
ラ
ッ
風
に
も
負
け
ず
、
河

総
働
八
十
名
の
参
加
で
初
の
泊
ま
り
原
で
、
お
で
ん
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で

込
み
の
家
族
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
.
舌
つ
づ
み
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
き
つ
い
日

日
頃
か
ら
苦
労
の
か
り
つ
放
し
の
家
程
で
し
た
が
、
一
五
O
人
近
い
沖
電

族
の
方
も
と
の
日
ば
か
り
は
取
あ
気
争
犠
回、

家
族
の
団
結
は
、
確
実

り
、
ピ
ア
ノ
あ
り
で
夜
空
ま
で
交
に
強
ま
っ
た
よ
う
で
す
.
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1982'"手5月 1日

賃
金
・
進
級
差
別
な
ど

-:・

:
・
i
z
-
-
川

り
の
中
で
す
.
昨
年
の
響
か
ら
、
一
カ
ン
パ
一
万
円
造
り
ま
す
.

'

r

、

，

…

月
末
ま
で
の
聞
に
集
め
た
募
金
、
四
(
石
川
・
村
図
書
義
さ
ん
)

J
7
M『

1

1

司
r
B
V
“

万
五
千
五
百
円
送
り
ま
す
.
季
節
の
取
広
、
「
行
革
」
、
国
労
つ
ぶ
し
の

tι
ウ・

7

1

f
変
石
島
で
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
攻
骸
が
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
時
、
正

司四

J
J
f
J
…
御
身
大
切
に
、
御
活
腿
く
だ
さ
い
.
義
の
闘
い
に
、
奮
闘
し
た
い
と
思
い

曙
白
田
の
一
5
j
B、
…
(
福
岡
・
実
松
修
さ
ん
)

ま
す
a

h
苛

苛

J
J
…

会
償
提
て
申
し
訳
あ
皇
せ
ん
・
(
長
野

・
中
章
夫
さ
ん
)

i

l

;
・

d

a

h

-

t
、

…

み
な
さ
ん
の
不
屈
の
闘
争
が
「
は
た
会
総
た
い
へ
ん
お
そ
く
な
り
ま
し

ら
く
」
か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま
す
.
が
た
.
副
知酬
を
祈
り
ま
す
.

(
神
奈
川
・
目
巻
の
早
さ
ん
)
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
・

物

点

cφ
こシヘ明

2
月
首
に
長
女
出
産
(
第
四
子
、
(
茨
木

・
皆
川
枝
美
子
さ
ん
)

才

一

σ・
'
;
品
会
・

ι:

が
ん
ば
っ
た
か
い
が
あ
皇
し
た
)
豪
か
ら
、
郷
里
へ
号
、

SEv--一奇
跡

謬

繋

産
休
明
日
り
で
、
忙
し
い
毎
日
が
始
ま
歩
み
を
始
め
ま
し
た
.
雑
草
の
よ
う

-
東
京
鶴
曾
房
労
組

〔出
版
)
ス

り

ま

し

た

.

に

綬

ざ

し

、

が

ん

ば

り

ま

す

.
二
月
チ
l
ル
机
2
個
.

(岡
山
・
木
下
晴
子
さ
ん
)
か
ら
、
一
口
千
円
に
し
ま
す
.

-
長
崎
井
土
4
均
次
郎
さ
ん
孫
子

会
相
闘
が
お
そ
く
な
り
ま
し
た
.
わ
ず
(東
京

・
大

井

豊

さ

ん

)

箱

.

か
で
す
が
カ
ン
パ
も
添
え
て
、
お
送
引
年
か
ら
肺
性
心
の
た
め
入
院
、
彼

・
東
京
岬
初
子
さ
ん
衣
類
。

り
し
ま
す
.
皆
さ
ん
お
元
気
で
、
が
撃
し
て
お
り
ま
し
た
.
4
月
に
退
院

・
崎
玉
鎌
田
弘
之
さ
ん
衣
類
他

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
・

し
自
宅
に
て
静
養
中
で
す
・
が
ん
ば

.
東
京
高
縮
政
審
さ
ん
衣
類

(北
海
道
・
塩
崎
泰
子
さ
ん
)
っ
て
く
だ
さ
い
・

-m出京
東
経
大
教
臓
組
傘
2
本

皆
線
、
お
元
気
で
し
ょ
う
か
・
北

海

(

大

阪

・
賭
宮
贋
穫
さ
ん
)

・
東
京
門
婦
問
生
コ
ン
分
会
持
組

泊
に
も
容
が
来
て
、
話
調
は
砂
ほ
と
住
所
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
・
会
錨

メ
ロ
ン

i
 

「私
が
や
り
ま
し

D

た
」
と
言
え
ば
、
常

織
的
に
は
、
そ
の
人

が
犯
人
か
ナ
ァ
と
だ

れ
も
が
思
う
.
し
か

)

円

し
そ
れ
が
拷
問
に
よ

併

問

量

目

だ

っ
た
ら
・・

制

I

箸
察
室
施
設
法
が

歓

庖

国
会
に
ト
寝
さ
れ
よ

轟

書

大

間

-Zす
る
、
い
ま
、
大

徳
森
勧
銀
事
件
は
私
た

ち
自
身
の
数
制
曾
.

模擬裁判一会社を追及

不
当
労
働
行
為
は
や
め
ろ

一全
般国

池
上
通
信
機
藤
沢
分
会

昭
和
四
十
八
年
暮
れ
の
労
組
結
成
中
労
委
か
ら
四
件
、
す
べ
て
組
合
勝

直
後
か
ら
、
一
年
余
に
も
お
よ
ん
だ
利
の
命
令
を
勝
ち
取
っ
て
い
ま
す
.

団
交
信
否
や
組
合
員
に
は
周
年
の
年
昨
年
か
ら
惚
綴
総
行
動
に
も
正
式

末
一
時
金
を
支
払
わ
ず
、
組
合
か
ら
に
加
盟
レ
、
八
二
春
闘
で
は
、
池
上

の
脱
退
や
謡
約
曾
と
引
き
か
え
に
支
の
大
株
主
で
あ
る
三
菱
銀
存
に
対
す

払
う
な
ど
の
霞
骨
な
組
合
切
り
く
ず
る
抗
議
、
要
鋪
行
動
を
申
心
に
、
ま

レ
攻
撃
に
始
ま
り
、
「
賃
ト
市
り
不
払
た
、
毎
月
一
回
、
地
元
藤
沢
駅
頭
で

い
」
、
「
仕
事
取
り
あ
げ
」
、

「貨
の
ピ
ラ
ま
き
立
伝
行
動
を
待
っ
て
い

金
蓋
別
」
、
「
進
級
送
別
」
等
々
、
ま
す
.

不
当
労
働
待
為
の
デ
パ
ー
ト
と
し
て
喝
容
を
は
じ
め
全
て
の
臓
掛
か
ら

怒
名
高
い
の
が
池
上
通
信
俊

(本
社
一
人
の
首
切
的
〆も
許
さ
ず
、
ま
た
、

大
田
区
池
上
、
資
本
金

一六
億
三
五
一
日
も
阜
い
池
上
争
議
の
全
面
解
決

九
二
万
円
、
従
業
員
=
=
ハ
一
名
)
に
む
り
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
.

で
す
.

池
上
通
信
棚
田
に
は
、
池
上
、
川
崎
、
〈
迎
絡
先
〉

藤
沢
、
宇
都
宮
、
水
戸
に
工
場
が
あ
神
奈
川
県
鎌
沢
市
藤
沢
二
l
一l=一

り
、
藤
沢
の
当
分
会
の
他
、
池
上
、
川
全
国

一
般
池
上
通
信
機
藤
沢
分
会
.

崎
に
は
電
蛾
労
連
加
盟
の
組
合
(
約

(一
)
O四
六
六
(
一
一
一
一
)
九
七
六
六

七
O
名
)
が
あ
り
、
そ
の
他
は
末
組

織
と
な
っ
て
い
ま
す
.

会
社
の
悪
ら
つ
な
組
合
つ
ぶ
レ
に

対
し
池
ト
秀
会
は
、
職
場
や
地
域
で

闘
う
と
共
に
、
世
磁
器
員
会
を
活
用

し
、
こ
れ
ま
で
に
地
労
蚕
か
ら
五
件
、

おめでとう

飯
田
康
男

よ
塚
喜
久
枝
さ
ん

連警

力
あ
わ
せ
て
勝
利
ま
で

ワ
l
グ
ナ
l
の
結
編
行
進
曲
の
リ
気
争
犠
間
の
手
作
り
・
赤
飯
も
2
白
人
形
劇
「
と
ぷ
レ
集
団
」
の
劇
な
ど

ズ
ム
に
乗
っ
て
、
飯
田
さ
ん
と
大
塚
が
か
り
で
作
ら
れ
、

H

結
婚
お
め
で
も
あ
り
、
和
や
か
で
、
勇
気
の
で
る

さ
ん
が
、
伸
人
の
小
島
宏
さ
ん
、
佐
と
う
H

の
看
坂
は
、
当
日
の
昼
に
や
結
婚
式
に
な
り
ま
し
た
.

藤
美
津
子
さ
ん

(と
も
に
、
支
援
す
っ
と
で
き
あ
が
り
ま
レ
た
.

「

ζ
の
式
に
容
加
し
た
人
は
、
ニ

る
会
)
の
介
添
え
で
、
入
場
・2
.

乙
の
日
の
飯
田
さ
ん
、
大
塚
さ
ん
人
に
責
任
亭
持
つ
、
争
議
も
勝
た
せ

号
一

争
犠
の
中
で
、

8
組
目
の
カ
γ
プ
は
、
大
き
な
官
官
ぴ
が
、
そ
》

2
さ
せ
る
る
」
と
の
決
意
を
固
め
る
式
に
も
な

ワ一

ル
が
、
4
月
旭
日
誕
生
し
ま
し
た
.

の
か
、
日
明
の
無
口
は
ど
ζ
へ
や
ら
り
ま
レ
た
.

目

玉

に

は

、

豊

富

事

家

族

、

東

セ

パ

リ

と

「

完

全

し

っ

か

飯

田

さ

ん

、

大

雪

ん

、

語

お

1
一
京
争
犠
回
の
仲
間
、
支
鏡
す
る
会
会
り
生
き
て
ゆ
き
ま
す
」
と
決
意
を
語
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
.
苦
し
い
時

一
員
な
ど
、

百
人
を
超
え
る
仲
間
が
、
り
、
飯
田
さ
ん
は
、
あ
ま
り
人
前
で
も
、
悲
し
い
時
も
「
正
義
は
必
ず
臨
即

日一

御
祝
い
に
か
り
つ
け
ま
し
た
・

は
披
露
し
な
い
、
得
意
の
「
網
走
番
つ
」
の
確
信
宇
品
開
っ
て
い
っ
し
ょ
に
、

(
-

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
飾
ら
れ
た
、
キ
外
地
」
も
敵
い
ま
レ
た
.

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
ね
.

ャ
ン
ド
ル
や
、
オ
ー
ド
ブ
ル
も
沖
略

ζ
ぶ
し
音
楽
サ
ー
ク
ル
の
演
奏
や

〈
抗
議
先
〉

大
田
区
池
上
五
1
六
l
一
六

池
上
通
信
俊
箆
品
会
社

取
締
役
社
長
坂
本
克
郎

支援する会が裁判学習会

“首切り自由"をゆるすな
結婚式には100人以上が参加

「企
梁
間
競
争
に
、
勝
ち
残
る
た

め
、
従
業
臼
の
意
織
改
革
に
よ
る
利

益
鉱
大
と
、
盛
山
軒
当
の
た
め
解
雇

を
し
た
」
こ
れ
が
沖
電
気
の
主
m
E
.

ζ
れ
ま
で
の
監
理
解
庖
で
は

n
赤

字
無
配
が
続
い
た
り
、
倒
産
一
が
挙
ー

だ
u
と
い
う
事
抽
出
で
も
、
簡
単
に
は

解
屈
で
き
な
い
と
い
う
の
が
判
例
で

し
た
.
沖
電
気
は
労
働
者
の
働
く
権

利
、
団
結
す
る
権
利
、
生
活
す
る
権

利
を
ま
っ
た
く
無
視
し
n
企
業
の
首

切
り
の
自
由
u

を
確
立
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
.

支
鐙
す
る
会
は
、
5
月
お
目
、
緊
判
闘
争
の
現
状
が
、
劇
に
さ
れ
て
演

急
の
貌
判
学
習
会
を
鴎
催
.
沖
電
気
じ
ら
れ
ま
し
た
.
さ
ら
に
高
橋
弁
護

の
銭
判
と
同
じ
よ
う
な
主
張
と
闘
っ
士
は
「
裁
判
で
の
不
当
な
会
社
の
主

て
い
る
.
東
洋
酸
紫
争
議
団
の

「
支
張
を
、
多
く
の
人
に
知
ら
せ
て
、
必

畿
の
大
き
さ
が
、
正
し
い
判
決
を
導
ら
ず
勝
利
を
」
と
訴
え
、
参
加
者
は

く
」
な
ど
の
教
訓
が
報
告
さ
れ
、
裁
支
箆
の
強
化
を
笹
い
合
い
ま
し
た
.
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る
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レ
タ
ス
は
、
洗
っ
て
一
日
大
ぐ
ら
い
に
ち

叶

ぎ
る
.
@
穴
き
な
総
か
皿
を
用
意
し
、
レ
タ
ス
を
敷

叩

き
、
き
ゅ
う
り
と
大
棋
を
ま
ぜ
て
の
せ
る
.
そ

川

の
よ
に
わ
か
め
を
の
せ
、
ま
わ
り
に
ト
マ
ト
を

恥

か
ざ
る
・
わ
か
め
の
上
に
卵
の
輪
切
虫
を
の
せ

川

る
.

山一

@
め
い
め
い
取
り
皿
に
取
り
分
り
て
、
ド
レ

山

よ
ン
グ
を
か
け
て
食
べ
る
・

一

i
ez-
t
e--士
一Et
i
と

f--
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(4 ) 多曹37宅;t支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)1982年 5月 1日

.d怜
~ 給、連

ガンダムや宇宙戦艦ヤマトでは地球は守れない

国さん(韓首)を木荒

週
一
回
の
街
頭
宣
伝
行
動

'̂ 

一
人

一
O
O円
の
カ
ン
パ
を
よ
ろ
し
く

支
一
般
す
る
会
は
、
発
足
以
来
、
平
争
犠
団
の
荒
木
山
さ
ん
を
送
り
だ
す

和
に
生
き
る
期
利
を
守
る
た
め
、
原
事
を
決
定
し
ま
レ
た
・
忙
し
い
争
犠

発
、
米
軍
綾
陸
路
事
件
、
絞
問
題
な
に
、
ま
た
一
つ
仕
事
を
期
や
し
て
の

ど
も
芋
脅
し
て
き
ま
し
た
が
、
世
界
伸
争
議
団
に
、
大
き
な
御
協
力
を
r

の
軍
事
費
が
年
間
一

O
O兆
円
、
骸

戦
争
が
寸
前
と
い
う
い
ま
、
反
防
相
即

縮
、
平
和
の
運
動
も
と
り
く
ん
で
い

ま
す
.
今
年
六
月
の
国
連
軍
縮
総
会
に
は

ふ
っ

EM-rp」
町
山
泣
弔
問
主
事
乙

3

経
常
恥
益
が
予
札
刻
さ
れ

3

γ
』
い
F

つ
A

山
に
↓
f

A叩

NTh-
匂寸

ゐ
慌

2
EBV
V
l
/
、

仕
払

i
k
T
¥
旬
、
社
主

l
u

と

い

う

保

守

わ

は

な

ム
-華い
，

フ
ー
ー

州

5
月
四
山
白

神
電
気
支
援
叡
繍
区

川

労
組
連
絡
会
が
集
会
(
東
京
)

川

5
月
円
日
ホ
テ
ル
ニ
ュ

l
ジ
ャ

川

パ
ン
底
デ
モ
、
日
本
フ
ィ
ル
l
細

川
川
活
版
支
岡
田
集
会
な
ど
に
嘗
加
・

川
5
月
刊
ω
目

一
一
一
事
摩
電
慢
の
集
い

川

開
催

(
サ
ン
ス
イ
、
伸
、
目
立
)

川

3
月
M
白

金

属

l
繊
械
総
行
動

川

本
社
前
昼
休
み
抗
蟻
行
動
(
四
三

川

O
人
)

第
2
回
の
総
会
は
、
同
団
体
、
%

川

5
月
μ
白

神
支
堕
す
る
会
叙
判

人
が
診
加
し
て
、
2
月
お
日
に
開
催
・

川

決
起
集
会
開
催
・

特
別
鴨
演
で
金
造
船
器
の
中
央
執

川

5
月

n日
カ
ネ
ミ
柏
霊
童
行

芸

員

の
小
川
罪
さ
ん
は
「
支
鐙

4
・

9
統

一

行

動

川

一
聞
に
参
加
・

す
る
側、

さ

れ

る

側

と

立

場

は

遣

っ

駅

頭

宣

伝

|

昼

休

み

集

会

…

4
月
1
白

書

(
群
馬
)
地
区

て
も
、
人
凶
の
め
ざ
す
も
の
、
生
き

川

で
押
支
援

・
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
.

方

は

同

じ

だ

.

争

犠

団

と

一

体

と

な

「

お

は

よ

う

ご

ざ

い

ま

す

.
副品工た

O
O人
を
超
す
仲
間
が
，
沖
電
気
は

川

4
月
2
田

容
の
全
国
電
繍
総
行

っ

て

運

動

を

つ

く

ろ

う

」

と

訴

え

ま

ち

は

、

港

区

の

百

ち

か

い

労

働

組

合

指

名

解

胞

を

撤

回

せ

よ

w

w
浅
利
、

川

動
.

し

た

。

が

集

っ

て

、

沖

電

気

の

指

名

解

庖

撤

中

山

さ

ん

に

対

す

る

仕

事

差

別

は

や

川

4
月
5
1
4
B
沖
電
気
争
議
団

北
部
の
会
は
「
伸
支
蟹
の
日
」

の

回

の

支

鐙

を
し
て
い
ま
す
・

i
」

め

よ

u

と
力
強
く
唱
和
・

川

の
家
族
会
〔
榛
名
湖
畔
)

設
定
な
ど
新
し
い
方
針
で
、
会
員
鉱

4
月
9
目
、
港
区
内
、

5
つ
の
駅
沖
電
気
の
社
員
が
、
興
味
深
乙
屋

川

4
月
6
日

崎
支
総
行
動
で
富
士

大

な

ど

の

支

鐙

の

強

化

を

確

認

し

あ

顕

で

、

一

斉

に

早

朝

宣

夜

行

動

が

行

L+な
ど
か
ら
も
見
て
い
ま
し
た
・

州

銀
行
納
和
支
臨
へ
申
し
入
れ
・

い

ま

し

た

・

な

わ

れ

ま

し

た

・

配

布

さ

れ

た

ピ

ラ

潜

区

労

組

連

絡

会

(

港

支

綾

迎

)

川

4
月
8
日

吉
野
右
膏
争
犠
(
配

「
3
-m容
闘

勝

利

、

仲

電

支

鐙

は

約

一

万

二

千

枚

・

で

は

、

学

習

会

や

交

流

会

を

5
月
中

川
転
拒
否
解
題
)
支
箆
集
会
に
診
加

…
童
船
の
小
川
支
…

決

起

雲

」

は

、

板

壁

に

働

く

伸

昼

休

み

は

、

国

富

町

駅

に

近

い

に

主

レ

、

神

争

議

を

購

さ

せ

る

川

4
月
9
日

沖
争
議
支
援
港
区

官

同

間

約

初

人

が

参

加

し

、

産

業

塗

ロ

会

沖

電

気

本

社

別

館

の

前

で

、

抗

議

行

た

め

に

、

背

景

資

本

・

富

士

強

行

へ

川

(
東
京
)
労
組
連
絡
会
が
百
行

区

館

で

5
月

沼

田

開

催

・

動

-

国

鉄

を

は

じ

め

、

犯

の

団

体

四

の

要

請

行

動

な

ど

も

計

岡

山
動

ー
支
浸
す
る
会
の
小
島
宏
事
務
局
長

h
・
・

i

-

i

L

I

l

-

-

;

・

‘

，

h
'
'

川

4
月
ロ
日
沖
電
気
社
長

(=一宅

が

記

念

講

演

・

小

木

護

士

は

費

恒

嗣

時

代

錯

誤

は

許

さ

れ

な

い

戸

…

正

Zへ
申
し
入
れ
符
動
・

の
現
状
を
報
告
し
ま
し
た

-

-

E
脳

HHHHHHHIl
l
-
-H
HHHHHHHH
H
L

川

4
月
日
日
高
崎
裁
判
・

.，a
z
-
-I
l
l
i
-
-
-
li
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
-
I
l
l
i
t-
-
-ー

み

ず

の

む

ね

ひ

ろ

支
俊
に
か
り
つ
け
た
荒
馬
座
の
獅

-
R嵐

山
4
月
時
日
飯
田
さ
ん
、
大
塚
さ

言

語

の

あ

い

さ

つ

を

し

た

日

調

寿

司

屋

庖

主

水

野

統

弘

さ

ん

川

ん

結

壁

-

本
フ
ィ
ル
ハ
モ
ニ
ー
や
タ
ケ
ダ
シ
ス

4
・
・

川
4
月
刊
日

三
井
精
糖
更
掛
さ
ん

肝
心
山
初
日
間
同
時
同
れ
討
す
れ
町
時
計
れ
れ
は
‘

4
W
M
'
t
i
-
-
-
E
E
R山
科
医
一

ι警

か
れ
て
か
、
板
橋
区
で
の
支
援
の
広
も
、
あ
ま
り
共
感
は
感
じ
な
い
.
レ
園
田

g
ad-'圃

d曙
J
、

‘

-

司

冒

E
1

‘
白
掴
圃
E
.
M
1
I
l
l
1
1
1
I
l
l
1
1
1
J

Z
強
固
に
な
っ
て
い
ま
す
・

t、
豊

富

号

、

奥

田

2
4
'

司

h
a

川
一
事

務

局

だ

よ

り

一

織
に
思
え
る
.
経
営
者
の
時
代
錯
誤

F

J

h
F

，‘
}

i
H
M
V
V
L
品

H

「
i
l
l
i
b
-
-
-
-
L

E
 

だ
」
と
、
入
会
さ
れ
た
水
野
さ
ん
は

園

田

、

‘

.

.
 ，BEE
-
-圃

当
!

?

川

官
邸
い
の
中
で
、

8
組
目
の
結

寿
司
屋
の
庖
主
で
す
・

咽
巴

も

4.‘‘.. w止E
F

i

川

断
・
飯
図
さ
ん
、
塚
ち
ゃ
ん
(
大

六
本
木
も
都
市
化
が
進
み
、
地
場
圃
圃

-
a
h
h・
・
司

v

h

Lwv

、
f

a

川

塚
)
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
・

5定
く
な
り
、
お
客
さ
ん
は

司

会

糧

問

婦

、

接

遇

、

;

・
4
7

川

い
つ
も
、
い
つ
ま
で
も
、
働
く
伸

近
く
の
高
層
ビ
ル
に
働
く
、

占

M
F
F
1g
a岡
て
で
E

d

HV

U
と
手
を
結
ん
で
、
前
進
を
・

や
電
電
柱
の
会
多
く
、
義
時

閣

FRill-E開陰
「

寺

川

官
ゆ
る
喜
一
年
つ
づ
き
の
生

聞
も
開
庖
川
時
間
判
分
、
閉
庖
は
9
時

・

F--a・・・
・
潤
魁
・
悶
M
副
圃
・
圃
百
団
M
・
圃
・
圃
圃

'F

-
一AY
E
川
活
ダ
ウ
ン
H

今
年
も
、
春
闘
の
震

犯
分
.

.

.

.

 

，E
圃
堕
圃
---E凶
E
E圃
-
E・
・
・
園
周
圃
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
川
ゆ
き
が
あ
や
し
く
な
っ
て
き
ま
レ

水
野
さ
ん
の
悩
み
は

「
ガ
ス
、
水

aa--富田
E・・
園
・
掴
掴
圃
・
沼
田
町

ME・
E・
-
圃
圃
圃
圃
圃
圃
圃
園
田
剛
凶
四
回
圃
圃
圃
園
田
・
・
‘

川

た
が
、
み
な
宮
お
の
職
燭
は
い
か

泊
、
電
気
制
金
だ
付
で
、
百
五
平
二
人
隠
っ
て
い
た
仮
型
九
も
、
今
つ
も
箇
力
.
事
は
い
か
が
で
し
ょ
う
.

川

が
で
す
か
.

円
も
か
か
る
・
そ
れ
に
、
仕
入
れ
価
は
一
人
・
:
」

・

支

援

す

る

会

、

会

員

の

み

な

さ

ん

m
富
士
舟
し
目
港
区
六
本
木
一
丁

川

官
2
万
人
の
支
一
侵
す
る
会
が
勝

格
が
ド
ン
ド
ン
上
る
し
:
.
宛
上
げ
安
く
て
、
う
ま
い
舟
司
を
と
、
膏
政
治
、
経
済
i
と
教
整
鐙
か
な
、
木
目
三
.
T
E
L
(五
八
=
一
)
五
五
四

川

利
の
源
泉
で
す
.
あ
な
た
も
、
も

は
地
え
な
い
の
で
、
利
益
が
落
ち
て
、

閲
さ
れ
て
い
る
水
野
さ
ん
は
、
伸
電
野
さ
ん
が
経
営
す
る
「
岱
土
痔
し
」
六
.
)

川

う
一
人
の
会
員
を
/
よ
ろ
し
く
。

生
活
す
る
の
が
た
い
へ
ん

z以
前
は
気
闘
争
支
度
の
物
資
販
売
に
は
、
い
で
「
明
日
」
を
語
り
な
が
ら
の
お
食

酬

ゆ
る
す
な
沖
電
気
の
指
名
解
雇

沖
電
気
の
伸
聞
を
励

ま
す
北
部
の
会

沖

支

援

、

板

橋

区

支
援
連
が
集
会

各

地

カ=

ら

電

機

春
の
全
国電
機
総
行
動

春

闘

学

習

と

千

代

田

区

の

官

庁

街

を

「

不

当

解

争

議

支

援

思

想

回

」

の

み

ζ
レ
が
ゆ
れ
る
・
第

五
次
電
機
総
行
動
は
、

4
月
2
日
響

沖
電
気
・
目
立
・
サ
ン
ス
イ
争
賠
の
花
の
中
で
開
価
・
句
機
関
連
争
犠

支
鐙
5
・
泊
三
多
摩
(
東
京
)
で
ん
団
の
そ
れ
ぞ
れ
の
、
本
社
や
銀
行
へ

き
替
の
つ
ど
い
は
、
各
職
掛
か
ら
の
の
抗
袋
行
動
と
、
防
衛
庁
や
労
働
省
、

自
慢
の
パ
ン
ド
や
、
歌
の
誌
に
な
電
機
工
業
会
な
ど
へ
の
要
請
も
汚
い

り
ま
し
た
.
高
木
曾
夫
先
生
の
鵬
演
ま
し
た
.
早
朝
か
ら
の
キ
ッ
ク
て
充

l
音
楽
.
連
帯
も
強
ま
り
ま
レ
た
.
突
し
た
百
行
敷
、
し
た
.

120 

の

た

よ

事・港区支援連



5万人の「支援する会」を

私たちは生きる倒矛Ij、働く俗利を守るために沖

電気の仲間を物心両面から励まし、必ず勝利させ

たいと 忠います。困障な長聞の闘いも予想さ れま

すので、一人でも多〈の方がこの 「会」 に加入し

全面勝利を闘いとるまでご支援〈だきるよう 心か

らよびかけます。(r支怨する会Jよびかけより)

会費 l口 200円/月

支援する会事務局

事務所東京都港区三田

電信 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

・・・「一一一一ー一一一寸 1 東京 6-75240

闘 1287日11加入者名 沖電気の不当解雇
・圃・」一一一一一一一一JI を撤回させる会

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニ zース

発

行

所

第 38 号
1 9 8 2年

6月 1日

璽~3S号)
 
-(
 

あ
の
時
の
く
や
し
さ

忘
れ
ら
れ
な
い

今
度
の
指
名
解

雇
で
は
肩
色
と

き
さ
ぜ
ら
れ
巴

人
壱
含
め
て
お
ノ
く

へ
祈
ど
れ
だ
け
犬
き
広
附
の
キ
ズ
を
受

げ
と
が
判
り
ま
ピ
ん
。
マ
れ
を
思
-
っ
と

才
ル
ク
宅
住
申
告
の
許
え
の
詮
中
茨
を
兆

し
た
皐
寸
も
あ
り
ま
す
o
先
日
も
仲
間
が

一
人
田
舎
へ
滑
っ
て
行
き
ま
し
た
o
次

の
官
事
も
契
っ
て
い
ま
せ
ん
o
あ
の
犬

合
理
化
で
人
間
千
信
に
な
リ
信
手
も
伺

白
く
な
い

、
=
ん
な
会
社
い
た
く
な
い

と
去
っ
て
い
く
彼
の
字
。
誌
が

一
人
の

へ
聞
を
こ
ん
む
に
す
る
権
利
ゲ
あ
る
の

か
と
怒
り
グ
新
巴
に
渇
い
て
き
ま
す
。

平井盛博さん

通
信
犠
三
大
メ
ー
カ
ー
の
一
っ
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、
百
億
円
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
視

し

て

沖

電
気
争
議
団
の
川
人
は
、
全

沖
電
気
工
業
(
本
社

・
東
京
、
=
一
近
い
史
上
飯
高
の
利
益
、
千
人
を
解
雇
し
た
と
と
も
明
白
に
。
園
川
叫
の
県
評
、
三
千
を
超
え
る
支

宅
正
男
社
長
、
資
本
金
一
七
五
億
乙
す
新
採
用
、
九
州
に
百
億
円
以
一
方
、
解
肥
後
の
職
場
で
は
、
銀
労
組
や
一
万
三
干
人
の
「
支
一
援

約
一
万
三
千
人
)
は
「
経
営
危
犠
上
を
投
資
し
て
新
工
場
の
強
殺
な

配
転
に
応
じ
な
い
か
ら

ι、
解
雇
す
る
会
」に
支
え
ら
れ
、
行
商
や
本

だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
と
称
レ

社
へ
の
抗
議
行
動
な
ど
に
奮
闘
。

ノ
〆
，
F

ノ

，F

，F

て
、
千
五
百
人
の
「
希
望
退
職
」

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

裁

判

闘

争

も

第

一の
山
場
に
さ

募

集

を

提

案

・

乙

の

あ

と

退

職

強

レ

か

か

内

企

業

に

「

首

切

り

の

自

要
に
応
じ
な
い
=
盲
人
に
、
運
ど
=
よ
荏
自
ら
東
京
地
裁
は
か
(
田
中
さ
合
し
た
り
、

沖
争
議
由
」
の
旗
を
与
え
る
な
/
生
き
る

什
月
、
大
企
業
で
は
三
井
三
池

争

回
h
所
の
扱
判
で
も
「
指
名
解
胞
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
仕
事
を
楠
利
、
働
く
権
利
を
守
ろ
う
/
と

駿
以
来
、
約
初
年
ぶ
り
の
指
名
解
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
意

取
り
上
げ
る
(
浅
利
さ
ん
、
中
山

が
ん
ば
る
神
電
気
の
伸
聞
に
、
ぁ

庖
を
強
行
し
ま
し
た
・
織
改
革
を
す
る
乙
と
」
と
証
言
・
さ
ん
)
な
ど
の
、

暴
挙
が
続
行
。
な
た
も
熱
い
連
帯
を
f

E
F
 

レ，，J フの
h
り怒ので前

↓

1
 
↑ν「

「熊
本
で
入
院
生
活
を
し
て
い
る

「説
曾
、
魚
つ
り
、
山
田

E
b、
ア
レ
た
の
か
と
、
言
う
一
。
京
都
ヘ
オ
ル

山

F

「
ト
マ
ト
は

ι
同

母
の
乙
と
.
見
舞
に
も
い
け
ず
、
い
マ
チ
ュ
ア
無
線
:
」

グ

に
行
っ
た
時
、
訪
問
先
の
労
組
の

川

部

'
・
ぃ

っ
と
れ
る

?

長

い

な

あ

患

い

な

が

ら

」

|

最

小
号
、
ピ
リ
リ
と

人
か
ら
H

結
婚
で
き
な
い
ヤ
ツ
に
、

川

y
dの
。
」
と
子
供

市
T

l

l
毎
月
、
七
万
円
で
生
活
し
て
い

辛
い
H

の
言
葉
が
好
き
な
あ
な
支
援
忌
で
き
な
い
u

と
キ
ツ
1
ク
言

川

L
P』

i
F
切
に
聞
か
れ
た

や

る

あ

な

た

は

、

3
2
た
の
か
ら
だ
は
。

わ
れ
ま
し
た
・
結
婚

す

る

の

奈

川

己

均

時
、
正
確
に
答

べ
た
の
で
す
な

「身

呈

・
六
メ
ー
ト
ル
.
霊
争
犠
解
決
が
先
か
?
ど

Eも
、
が

州

』

C
ミ

'

え
ら
れ
る
大

「朝
は
、
力
γ
プ
ワ
ン
タ
ン
.
盛

は
、
五
九
キ
ロ
と
、
し
て
お
い
て
く
ん
ば
り
た
い
で
す
」

川
山宮司
''

h
d
人
、
い
っ
た
い

|

フ
ル
ー
ト
を
か
ま
え
、

自
を
閉
は
オ
ル
グ
先
で
の
」
首
円
の
ラ
ン
だ
さ
い
」

|

あ
な
た
の
明
日
は
、
書
新

川

〈

議

何
人
い

Z

じ
る
.
や
が
て
静
か
に
流
れ
る
チ
.
夕
食
は
こ
れ
か
ら
・
」

1
1昭
和
二
十
四
年

(
W年
)
生
ま
閲
配
達
の
ア
ル
バ
イ
ト
か
ら
ス

川

う
.
「
キ
ュ
ウ

や
わ
ら
か
な
音
色
"
あ
な
た
に
|
|
フ
ル
ー
ト
を
ふ
き
、
ス
ズ
キ
G

れ
、
白
畿
の
あ
な
た
は
、
九
州
タ
l
ト
・
健
康
に
注
意
し
て
、

川

リ
は
?
ナ
ス
は
?
」

i
ス
l
パ

は
フ
ル
ー
ト
が
よ
く
似
合
-
?
・

5
5
5
0の
オ
ー
ト
バ
イ
に
梁
工
大
の
出
身
。
な
ぜ
独
身
な
ん
街
に
薫
風
を
.
が
ん
ば
れ
平
井

川

l

に
行
け
ば
い
つ
で
も
鰻
包
に

音
楽
と
の
か
か
わ
り
は
O

る

あ

な

た

は

、

多

極

昧

と

聞

い

で

す

か

?

盛

陣

。

川

売
っ
て
い
る
・
た
し
か
に
便
利

「
五
年
前
に
死
ん
だ
父
が
、
パ
イ
て
い
ま
す
が
.

「他
人
は
、
平
井
は
争
議
と
結
婚

川

で
助
か
る
が
、
四
季
の
野
菜
を

オ
リ
ン
を
ギ
l
コ
ギ
l
コ
と
、
ゃ
っ

川

味
わ
う
楽
し
み
は
な
く
な
っ
た

て
い
た
の
で
そ
の
父
に
影
響
さ
れ

川

V
子
供
た
ち
は
「
い
っ
と
れ
る

て」

川

の
?
」
な
ど
と
い
う
疑
問
、
も

l
l仏
教
に
も
、
興
味
亭
持
つ
あ
な

川

う
持
た
な
い
か
も
し
れ
な
い
.

た
は
、
い
つ
も
婦
の
横
を
右
手

川

ス
ピ
ー
ド
時
代
と
い
わ
れ
る
は

で
ζ
す
り
な
が
ら
、
い
ろ
ん
な

川

ど
忙
し
い
毎
日
の
中
で
は
、

昧

ζ
と
に
、
正
面
か
ら
ぶ
つ
か
っ

山

わ
っ
て
食
べ
る
ほ
ど
余
裕
は
な

て
い
ま
す
ね
・

川

い
の
だ
ろ
う
か
V
時
間
に
追
わ

「灘
啓

・
ス
モ
ン
闘
争
、
日
本
フ

川

れ
る
生
活
の
中
で
、
つ
い
使
い

ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
、
う
た
と
え
の
連

川

た
く
な
る
の
が
パ
ッ
夕
食
品
や

動
・
そ
し
て
今
は
、
平
和
に
生
き
る

川

冷
凍
食
品
・
裏
の
表
示
を
腕
む

権
利
の
問
題
も
力

一
杯
が
ん
ば
っ
て

川

と
「
発
色
剤
、
着
色
料
、
結
積

い
ま
す
」

川

剤
、
防
腐
剤
i
添
加
」
パ
y
ク

ー
ー
な
ぜ
、
あ
な
た
は
、
そ
ん
な
に

川

食
品
や
冷
凍
食
品
だ
け
で
な

間
い
を
追
い
か
げ
る
の
か
?

川

く
、
ス
ー
パ
ー
に
並
ら
ぶ
食
品

「た
た
か
い
は
教
師
。
モ
乙
に
は

川

績
を
よ
く
見
る
と
、
ど
の
品
物

た
く
さ
ん
の
仲
間
が
い
て
、
韓
が

川

も
添
加
物
の
入
っ
て
い
る
物
ば

あ
り
、
納
い
心
が
あ
る
・
だ
か
ら
」

川

か

り

'
会
社
に
行
け
ば
「
は
た

l
|
解
届
当
時
、
オ
ル
グ
先
で
涙
だ

川

ら
け
、
は
た
ら
吋
」
と
ク
タ
ク

け
流
し
て
、
訴
え
が
で
き
な
か

川

タ
に
な
る
ま
で
働
か
さ
れ
、
ホ

っ
た
と
い
う
話
は
、
ほ
ん
と
9

川

γ
と
で
き
る
は
ず
の
食
事
は
、

「
多
く
の
仲
間
が
、
解
屈
さ
れ
た

川

添
加
物
入
り
食
品

w
も
う
か
り

ζ
と・
・
。
そ
れ
を
忌
う
と
、
今
で
も

川

さ
え
す
れ
ば
u

と
い
う
考
え
の

胸
が
つ
ま
っ
て
i
」

川

下
で
、
私
た
ち
の
か
ら
だ
は、

l

l
争
議
団
の
事
登
所
で
、
手
品
聞
を

川

外

側
と
内
側
か
ら
食
い
あ
ら
さ

ひ
ろ
っ
て
き
て
、
か
わ
い
が
つ

川

れ

て
い
る
守
安
心
し
て
、
子
供

た
り
:
と
、
や
さ
し
い
あ
な
た

酬

と
一
緒
に
四
季
を
味
わ
え
る
ゆ

が
、
い
ま
一
番
つ
ら
い
こ
と
は

川
と
り
が
ほ
し
い
・
(
誠
)
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一
橋
大
童
生
の
仲
間
が
、
学
問

で
H

神
闘
争
支
盛

・
大
吉
本
市
u

を

や
っ
た
ら
、
ナ
ン
ト
8
方
円
余
の
純

益
.
ζ
の
婚
を
聞
い
た
、
東
経
大
教

職
組
の
鈴
木
さ
ん
た
ち
が
「
吉
本
く

だ
さ
い
」
の
訴
え
の
チ
ラ
シ
を
、
船

舶
研
究
所
労
組
な
ど
に
、
配
布
.

集
ま
る
こ
と
、
阻
ま
る
と
と
、

2

h.ヵ
月
で
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
語
、

=
芋

』
・

五
百
冊
以
上
の
本
や
レ
コ
ー
ド
が
、

，

寄
せ
ら
れ
ま
レ
た
・
内
に
は
ン
万
円

相
当
の
辞
典
も
・
・
-
驚
き
ま
し
た
.

‘

こ
れ
ら
の
在
、
五
月
に
開
催
さ

れ
た
H

赤
脱
ま
つ
り
u

で
一
冊
約
百

円
の
趨
安
価
で
宛
ら
れ
、
利
益
約
ロ

¥
1
Z
巳の

.. 1
包

括

主

万

円

が

、

闘

争

支
疲
の
募
金
と
し
て

主

t

n

J』
官

E
g

'44九
記

誌
の
仲
間
は
愛
届
け
ら
れ
ま
し
た
・

向

。

ち

て

指

名

解

界

ユ

ニ

ー
ク
な
八
王
子
(
東
京
)
で

，

f

九
九

と
全
国
各
地
へ
出
発
し
ま
し
た
・
見
知
ら
ぬ
地
で
の
オ
ル
グ
・
の
M

古
本
バ
ザ
l
u
今
後
も
、
運
動

e

a

三

楽

し

い

相

出

や

支
媛
の
輪
も
認
が
る
で
し
ょ
う
・

を

箆

げ
た
い
で
す
ね
・

1982年 6月 1目

5 .13-
北海道から

九州まで

第
一

去
る
四
月
二
九
回
、

神
電
労
組
芝
手
拍
手
で
声
優
を
送
り、

ム
蕩
は
一
前
夜
祭
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
表

一
浦
支
部
で
は
、
久
し
く
雲
行
て
い
つ
に
と
け
あ
う
.

彰

や

抽
愛
国
な
ど
も
あ
っ
て
、
最
高

一
な
か
っ
た
メ
ー
デ
ー
前
謹
京
行
な
次
々
に
登
場
す
る
出
し
も
の
に
は
の
も
り
あ
が
り
の
な
か
、
幕
を
閉
じ

一
わ

れ

た

.

会

社

の

宣

伝

や

、

マ

l
ク
を
そ
れ
と
た
.

一

審
詑
各
部
と
と
に
テ
ー
ブ
ル
を
な
ミ
折
り
込
ん
だ
も
の
が
目
立
つ
・

ζ
の
臼
の
前
夜
祭
は
、
六
月
に
は

一
閤
み
、
ピ
ア
パ
ー
テ
ィ
の
感
じ
で
進
あ
い
さ
つ
こ
そ
は
な
か
っ
た
が
、
東
京
地
区
(品
川・

芝
浦

・
本
社
別

一
め
ら
れ
た
.

テ

ー
ブ
ル
の
そ
ち
と
ち
に
、
会
社
の
館
地
区
)
空
撰
し
て
者
り
し
く
伸

一

正
面
に
し
つ
ら
え
た
舞
台
で
各
職
お
偉
方
が
総
出
で
診
加
レ
て
い
る
ζ

労
組
東
京
支
部
が
誕
生
す
る
ζ
と
に

一
揚
か
ら
の
題
向
を
と
予
U
た
ア
ト
ラ
と
が
う
か
が
え
る
.
な
っ
て
お
り
、
芝
浦
支
部
と
し
て
は

一
ク
シ
ョ
ン
が
は
じ
ま
る
と
ろ
に
は
ア
あ
る
職
厨
の
有
志
に
よ
る

「思
国
股
後
の
メ
ー
デ
ー
を
「
芝
浦
支
部
の

一
ル
コ
ー
ル
も
だ
い
ぶ
ま
わ
っ
て
に
ぎ
主
義
粉
僻

(反
動
保
守
政
治
体
制
打

歴
史
を
た
た
え
、
メ
ー
デ
ー
を
祝
う」

月

一
や

か

だ

・

磁

)

」

-m服
に
サ
ー
ベ
ル
と
い
う
た
め
に
行
な
わ
れ
た
も
の
・

/

一

管

理
部
の
新
入
社
員
を
含
む
若
い

衣
装
も
も
の
も
の
し
く
、

似
国
主
義

ね
が
わ
く
ば
、
首
切
り
は
も
ち
ろ

円
一

女
性
た
ち
に
よ
る

「
ほ
ほ
え
み
が
え
復
活
を
痛
烈
に
批
判
し
、
そ
う
さ
せ
ん
、
ど
ん
な
に
小
さ
な
権
利
侵
害
と

捌
一

し
」
が
、
舞
台
い
っ
ぱ
い
に
く

8
な
い
た
め
に
器
、
団
結
を
呼
び
か
も
た
た
か
う
労
働
組
合
に
な
っ
て
も

口
一

ろ
げ
ら
れ
る
と
、
雰
囲
気
は
股
高
潮
.
付
ら
れ
、
し
ば
し
の
あ
い
だ
、
現
実
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。
(
ほ
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一

観
客
は
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手
書
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に
ひ
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…
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募

る

川

右

元
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員
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下

川

…

あ

人

一

U
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団

先

援

川

渇
一
揃
支

十
百
、
高
崎
労
使
会
館
で
、
約
八
一

筒
玉
県
で
の
支
疲
の
拡
が
り
も
、

O
人
が
欝
加
し
て
開
催
さ
れ
た
・

一
念
ピ
y
チ
に
進
ん
で
い
ま
す
・

川
越

総
会
は
H

ス
ラ
イ
ド
M

に
よ
る
闘

一
や

浦

和

地

区

で

は

、

相

々

の

取

組

み

州

、
，

i
z
E

州

い
の
報
告
・
沖
電
気
裁
判
の
弁
書
一

が
さ
れ
て
い
ま
す
・

川

、

』

，

、

1
h」
、
清
議
長
ゆ
〉

の
小
島
成
一
護
士
が
、

「法
廷
内
一
と
台
、

覇

地

区
で
は
、
背

川
内

aめ
an
・
詞
之
容
つ
よ
F
T

外
で
闘
争
の
京
星
つ
く
り
、
必
一
塁
本
の
富
士

銀

行

革

へ

の

草

川

、

M
B
L
d
z
r
K
E
N
S
V川

ら
ず
勝
利
を
」
と
訴
え
ま
し
た
・
一
解
決
を
求
め
る
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話

が

、

語

川

A
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明
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・
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勺

よ

雪

山
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ι栗
田

悩

」

川

方
針
で
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①
現
在
九

8
人
の
会
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総
行
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中
で
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の
四
月

に

二

川

|
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P
I
A
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駁
謀
総
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川

号
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3で
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一
五

8
一
首
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・

、

…
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L
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9
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t
E
…

人
に
し
よ
う
.
②
そ
の
た
め
に
、
会

一

ま
た

、

浦

和

地

区

労

の

伸

聞

は

小

回

Ib---wd-，
、

川

員
相
互
の
親
陵
を
深
め
る
、
レ
ク
リ

一
沖
電
気
争
諮
問
と
の
交
流
を
深
め
る
…

4
月
6
月

の

日

刊

f
G、
，

A

司、

エ
l
シ
ョ
ン
活
動
の
強
化
。
③
闘
い
一

た
め
に
、

8
月
初
日
5
幻

自

に

キ

ャ

…

富

士
銀

要

騎

行

動

…

川

，

、

沖
電
気
高
崎
工
場
(
群
馬
)
で
、
を
盤
げ
知
ら
せ
る
た
め
n
ス
ラ
イ
ド
一
ン
プ
を
企
画
レ
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ま
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備
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で
す
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「
挟
に
た
た
か
-つ
会
」
(
沖

・
支
緩
前
年
に
は
股
つ
ー
そ
の
た
め
支

復

"

私

た

ち

学

生

は

い

っ

た

い

大

学

ど

の

よ

う

に

解

決

す

れ

ば

よ

い

の

4
F
I
-
-

す
る
会
)
第
三
回
総
会
は
、
四
月
二
の
強
化
を
、
長
い
合
い
手
U
た
a

川

)

で
何
事
ん
で
い
る
の
か
・
法
律
、
か
|
・
い
ま
ζ
そ
、
大
学
で
、
実

・
幽
悶
引

V

崎

経
済
、
政
治
、
そ
の
他

・

基

の
国
に
つ
い
て
の
研
究
が

帽

組

組

P
"

2

も
ち
ろ
ん
と
れ
ら
を
、
勉
強
す
な
さ
れ
な
げ
れ
ば
努
り
な
い
と
思

』
，
酢

R
M唱
可

1

・

1

品
M

』へ

る
と
と
自
体
は
意
義
が
あ
る
が
・
い
ま
す
・

4
4
・

ζ
!
東

し
か
し
、

ζ
の
よ
』
?
な
学
聞
は
、
し
か
し
、

い
ま
の
大
学
は
レ
ジ
況
1
1
・
争
犠
の
揺
を
、
聞
き
、
知

山

ー

ペ

(

私
た
ち
が
、
社
会
に
出
た
時
に
ど
ャ
l
ラ
ン
ド
化
レ
つ
つ
あ
る
と
、
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
ど
れ
は
断
じ

『

h
F
ん

れ
だ
け
の
意
味
を
持
つ
だ
ろ
う
指
摘
す
る
人
も
あ
る
よ
う
に
、
労
て
許
せ
な
い

rと
い

長

吉

川
白

、
E

女
」

か
.
法
律
と
言
っ
て
も
、
平
和
惣
働
問
題
と
か
、
政
治
問
題
と
か
が
な
る
.

を

治

法
を
守
る
意
義
、

刑
法
華
と
は
話
題
に
な
れ
ば

「
器
だ
」
「
過

沖
電
気
争
置
の
人
た
ち
が
、

叶

「

|

庫

叩

何
か
と
い
う
論
議
は
い
っ
ζ
う
に
激
だ
」
の

一
言
で
片
づ
り
ら
れ
が
毎
日
血
の
に
じ
む
よ
う
な
思
い

ト

一

炉

問

r

な
さ
れ
ず
、
ま
た
、
経
済
と
言
え
ち
で
あ
る
・
で
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
!
こ
の
乙

川

ら

‘

島

ば
、
突
実
社
会
に
於
は
る
切
迫
し
た
新
聞
で
は
具
体
的
事
織
の
内
と
を
私
、
、
、
お
底
か
ら
理
解

いい

ゆ

ま

福

居
と
は
、
か
け
離
れ
た
郁
し
か
容
な
ど
知
る
べ
く
も
な
い
・
知
ら
き
て
い
な
か
っ
た
・
ど
う
や
っ
て

べ

謡

，

b

扱

っ

て

い

な

い

.

さ

れ

な

い
と
言
え
ば
、
そ
れ
ま
で
生
活
し
て
い
る
の
か
.
支
径
は
ど

争

主

そ
れ
ど
ζ
ろ
か
、
企
業
富
力
、
で
あ
ろ

SP・--
将
来
、
き
の
う
や
っ
て
鉱
げ
て
い
く
の
か
自
分

叩

沖

J
;

指
名
解
胞
と
い
っ
た
労
働
者
か
ら
学
生
も
労
働
者
に
な
る
・
そ
の
学
自
身
の
と
と
と
し
て
、
考
え
て
見

I

土

品

山

Z
a

見
れ
ば
、
死
活
尚
題
ゃ
、
人
間
ら
生
が
ζ
ん
な
ζ
と
で
い
い
の
か
?
る
と
、
す
ぐ
頭
が
パ
ン
ク
し
て
し

い

し
い
仕
事

・
語
が
で
き
る
か
否
禁
、

何
回
も
何
回
忠
義
回
ま
う
。
神
謀
を
知
れ
ば
、
知
る

い

一

か
と
い
室
根
本
的
、
契
際
的
な
問
の
事
世
忽
所
へ
足
を
選
ぶ
の
は
、
働
ほ
ど
、
大
変
な
闘
い
な
ん
だ
な
あ

間
闘
は
存
在
す
ら
知
ら
さ
れ
な
い
.

く
仲
間
の
、
悩
み
や
、
楽
し
さ
(闘
と
、
ヒ
シ
ヒ
シ
感
じ
る
今
日
今
頃

い
ま
、
大
学
l
国
民
の
血
税
で
う
楽
し
さ
)
を
学
び
た
い
と
い
う
で
あ
る
.

守
1
l
i
l
i
-
-
A
J』

ま
か
な
わ
れ
て
い
る
l
で
学
ぶ
べ
一
念
か
ら
な
の
で
す
.

神
電
気
を
始
め
、
闘
う
仲
間
か

一
I
F
-
-
'
l
/「炉一

き
ζ
と
は
何
か
?
そ
れ
は
、
国
民
世
の
中
に
ζ
ん
な
、
ひ
ど
い
ζ

ら
私
た
ち
が
学
ぶ
ζ
と
は
多
い
.

恥

一

wm会
g
g
t
r
が
ど
の
よ
う
に
生
活
を
し
て
お
り
と
が
あ
っ
て
よ
い
の
か
.
会
社
側
い
ま
、
学
生
は
な
に
を
な
す
べ
き

一

;

ピ

ト

寸

そ
の
生
活
の
向
上
の
た
め
に
、
ど
の
無
情
な
し
っ
ち
を
許
し
て
お
い
か
?
答
も
で
て
く
る
と
思
う
.

恥

r
i
l
l市
・

E
L
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
・
ま
た
警
て
よ
い
の
か
・
童
書
量
本
伸
低
気
量
回
の
み
な
さ
ん
、

r-・司、
な
と
ζ
ろ
で
起
っ
て
い
る
、
労
働
に
と
っ
て
都
合
の
恕
い
人
た
ち
を
一
日
も
早
い
勝
利
め
ざ
し
て
、
が

h

争
議
は
ど
う
い
う
意
昧
を
持
ち
、
「
自
由
に
首
切
り
」
が
で
き
る
状
ん
ば
り
つ
づ
け
て
く
だ
さ
い
.

ee=22Ez
--J22
2
・
-
7
5
2
ム一

2主一

:t主
fe
z
=
=
-
z
d--F
E--=zzE22
=
z
e
-3225Z2-s=
Z
2
2
5
=rd
e-
巴

LW

，ヤ
ッ
タ
M

楽
し
か
っ
た
ポ
ー
リ
ン
グ
大
会

長
井
さ
ん

(沖
争
援
団
家
族
)

群馬・ 高崎

1，500人の会員を
第3回総会開催

一
千
冊
も
売
れ
て

埼玉・浦和

夏には

キャンプも

u 

この本が100円ですか。

v 

s 
と
s 

z 
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団
に
は
毎
月
、

2
通
m

と
カ
ン
パ
が
届
き
ま
す

匿名でカンパ2000円
ー
茨
城
県
の
め
ぐ
み
保
育
園
か
ら
解
雇
さ
れ

3
年

|

今
日
も
、
子
ど
も
の
幸
せ
願
っ
て

「
私
は
、
明
年
(
昭
和
臼
年
)
れ
ま
し
た
.
茨
域
の
土
浦
か
ら
、
ま
し
た
.
そ
し
て
毅
判
で
は
、

8

〈
職
煽
復
帰
要
請
先
V

3
月
に
n

一
年
後
に
本
採
用
'
と
毎
日
、
東
京
へ
出
て
、
支
援
を
訴
人
の
証
人
申
請
を
し
、
裁
判
ひ
き
茨
城
県
土
塑
巾
鳥
山
町
二
二
四

い
う
拘
束
で
臨
時
職
口
と
レ
て
、
え
て
い
ま
す
.
み
な
さ
ん
、
子
ど
の
ば
レ
の
襲
撃
に
で
て
い
ま
す
.

八
め
ぐ
み
保
育
画
、
山
崎
噸
子
園

め
ぐ
み
保
育
関
(
社
会
福
祉
法
人
、
も
の
幸
を
守
る
飽
か
な
保
育
所
を
全
国
の
伸
聞
の
み
な
さ
ん
、
い
長
T
E
L、
0
2
9
8
(引
)
2

民
間
の
認
可
保
育
所
)
で
、
働
い
つ
く
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
磯
燭
僅
ま
、
生
命
を
守
り
、
明
日
の
保
育

8
5
8

て
い
た
と
乙
ろ
H

考
え
方
が
気
に
帰
レ
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ょ
を
作
る
た
め
に
も
、
風
ゃ
ん
が
ん
〈
激
励
先
〉

入
ら
な
い
u

u
キ
リ
ス
ト
教
保
育
ろ
し
く
お
ね
が
い
レ
ま
す
」
ば
れ
の
大
声
鐙
を
あ
な
た
も
.

絞
級
以
土
浦
市
神
立
町
2
区
4

に
す
る
u
な
ど
の
理
由
で
解
屈
さ
い
ま
、
千
代
田
区
(
東
京
)
の
「
風
ゃ
ん
守
る
会
」
は
現
在
八

2
2
5、
さ
っ
き
荘
B
号
室
、
風

あ
ち
乙
ち
で
、
小
さ
な
か
ら
だ
の
五
O
入
。
支
蟹
労
組
は
一

O
Oを
野
節
子
さ
ん
を
守
る
会
.T
E
L、

風
野
節
子
さ
ん
(
結
錨
し
て
現
姓
組
え
て
い
ま
す
.

0

2

ヲ
B
(引
)
5
0
1
9

は
笠
原
.
通
称
風
ゃ
ん
)
の
元
気

で
、
ニ
コ
ニ
コ
レ
た
顔
が
見
ら
れ

ま
す
.

明
年
ロ
月
に
は
、

「
地
位
保
全

の
仮
処
分
」
で
裁
判
で
も
全
面
膨

利
し
て
い
ま
す
.
し
か
し
聞
は
、

土
浦
市
や
、
県
か
ら
の
働
き
か
け

を
無
視
し
、
東
京
高
級
に
控
訴
し

鰻擁護毒

山
崎
園
長
協

風
ゃ
ん
を
聡
鳴
に
戻
せ

(3) 

(
っ
く
り
方
〉

精
①
ぶ
た
肉
は
、
し
よ
う
が
の
簿
切
り
2
枚

配
け

(
皮
で
よ
い
)
、
ネ
ギ
叩
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
を

地

引

入

れ

た

霊

5
1
gぐ
ら
い
、
弱
火
で

よ
大
ゆ
で
る
.
そ
し
て
ゆ
で
汁
の
中
で
さ
ま
す
.

し
刊
②
キ
ュ
ウ
リ
は
、
た
て
に
5
等

分

に

?

幻
れ
た
ん
ざ
く
作
り
に
し
、
思
少
々
を
ふ
っ
て
し

‘

品

ん

な

gz・

リ

レ

大

西

③

ト

マ

ト

は

1
倒
を
6
等
分
ぐ
ら
い
の
串

'
;

{
、

円

本

タ

附
印
型
に
切
る
・

山

3

引
J

引

き

ま

は

、

ス
リ
鉢
で
袖
が
で
る
く
ら
い

苅

訓

叫
叫
に
す
白
、
語
、
砂
緒
、
し
よ
う
油
、
酢
、

t
リ

財

ぷ

ニ

ン

ニ

ク

を

入

れ
て
、
よ
く
混
ぜ
る
・
か
た

肉

ウ

ク

川i
止

め
に
で
き
た
場
合
は
、
水
を
少
し
入
れ
る
.

ー

た

ユ

ニ

ロ一日

⑤
肉
を
薄
切
り
に
し
、

皿
に
盛
り
つ
付
て

ぶ

キ

ン

ニご

@
で
作
っ
た
9
レ
を
か
り
れ
ば
、
出
来
上
り

・・ニ

で
す
.
夏
に
サ
ッ
パ
リ
し
た
肉
料
理
.

i
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ぶ
た
肉
の
ニ
ン
ニ
ク
味
噌
か
け
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総参失得て隊友弘主・“
1¥，1'" : 6月は沖争議支援大運動 可守

直」堕塾J

E証早朝大宣伝

(4 ) 揮~38宅吾1982年 6月 1日

d
H
a

「
一
五

O
O人
の
首
切
り
は
、
も

也
弁
う
け
と
株
主
雪
の
た
め
」
「
首
切

O
創
民
り
は
従
業
員
の
意
識
改
革
」
と
裁
判

3
尽
・
で
、
沖
電
気
は

n
首
切
り
は
企
業
の

1
i
H
v
'

自
由
だ
u

と
主
獲
し
て
い
ま
す
・

j
i
-
u聞

こ
れ
ま
で
の
監
理
解
腐
の
判
例
な

か

・

也

ど
も
全
く
無
視
し
て
、
神
電
気
は
さ

ハU
1
1
Jげ

ら
に
、
十
五
人
の
旺
人
申
府
を
し
、

O
言

制

裁

判

の
引
き
延
し
を
企
て
い
ま
す
・

1
E
R
東
京
地
裁
の
第
市
回
目
の
裁
判

一
日
は
、

会
社
の
班
人
を
笹
口
せ
、
今
後

「
Ja

の
方
針
を
決
め
る
軍
要
な
裁
判
で

す
.
ζ
の
目
、
全
国
か
ら
の
H

引
き

延
し
は
や
め
ろ
M

の
署
名
も
提
出
し

ま
す
.

-
T
 
銀
前
↓

士
庖
一

宮

本

背景資本へ

要請も計画

5
月
初
日
で
、

3
年
半
を
迎
え
た
神
電
気
の
争
織

を
一
日
も
早
く
、
勝
利
さ
せ
る
た
め
に
、

6
月
に
は

伸
支
僅
の
大
迎
動
を
行
い
ま
す
.仲
間
の
み
な
さ
ん
、

開
政
函
で
も
運
動
で
も
支
媛
を
強
め
ま
し
ょ
う
.

↓司

福祉で働く会員どうしが結婚 d稗諮

代々木病院(東京)
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ち

れ
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た

ま

な

も

生

ん

ど

日

こ

子

包

も

た

月

ん

た

れ

4

や
し

ま

年

ち

ま

生
乃
り
利
り

に
，
o
M

香

な

後

人

原

く

雇

日

相

き

解

は

の

大
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1982年ワ月 1日

発支援する会事務局

行事務所東京都港区三田

所 3-2-20

電 E舌 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

開胃「一一一一一一一---， 1 東京 6-75240 

幽 1317日|加入者名判ザ砧何
・・・且ー一一一一一一ーー-'1 を宛設担Iさせる愛会

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュ ース

第 39 号

1 9 8 2年

7月 1 日

揖 39号

裁
判
の
引
き
延
し
を
許

す

な

川

「
聞
か
れ

川

宮

闘
し
た
新
婦
人
」

生
存
胞
を
繕
っ
て
お
き
な
が
ら
、

川

a

J
E曹
司

「
期
待
さ
れ

請

の

引

き

号

室

、

神

霊

山

'

巳

況

る
新
腕
人
」

に
強
い
慣
り
を
お
ぼ
え
ま
す
・
富

山

む

調

を
め
ざ
し
て

組
合
運
動
の
再
生
と
結
合
さ
せ
、
支

川

』
F

、-t
J
誕
生
か
ら
加

媛
に
帯
闘
し
た
い
と
思
い
ま
す
.

川

-

r

t

a
，

年
に
な
る
1

(事
金
岩
崎
さ
ん
)

川

〈

舗

新

日

本

婦
人

生
軍
出
演
、
B
万
円
ぐ
ら
い
で
活
動

川

の
会
第
け
回

し
て
い
る
こ
と
を
聞
い
て
、
皆
さ
ん

州
全
国
大
会
の
会
場
に
手
伝
い
に

の
フ
ァ
イ
ト
に
敬
意
を
裂
し
ま
す
.

川
行
っ
た
'
女
性
ば
か
り
の
団

6
月
日
日
の
裁
判
に
は
、
港
湾
の
窮
状
を
な
ん
と
か
逃
れ
る
た
め
、

行
商
な
ど
、
で
き
る
限
り
協
力
し
た

川

体、
会
員
は
旧
万
近
い
と
聞
く
.

沖
支
援
す
る
会
か
ら
、

4
人
が
裁
判
必
死
に
な
り
、
殺
判
の
引
き
延
し
を
い
と
考
え
て
い
ま
す
.

山

全
国
か
ら
の
代
磁
n
H
は
幼
歳
を

傍
穏
に
診
加
し
ま
し
た
.
私
は
沖
電
企
っ
て
い
る
ζ
と
が
よ
く
盟
解
で
き
(
国
民
救
鑓
会

山
田
さ
ん
)

川

超
え
た
人
が
目
に
つ
く
.
中
に

気
の
殺
判
は
始
め
て
で
し
た
が
、
予
ま
し
た
.
職
場
に
戻
っ
て
「
利
益
を
全
国
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
、
十
五

川

は
加
ン
訟
で
頭
髪
も
白
く
、
腰

想
以
上
に
裁
判
闘
争
が
進
ん
で
い
る
上
る
た
め
に
、
解
庖
レ
た
」
な
ど
の
、
万
を
乙
え
る
裁
判
型
名
の
力
で
、
殺

川

も
曲
が
り
か
け
た
老
婦
人
の
姿

の
で
続
き
ま
し
た
.
沖
電
気
は
、
鉦
不
当
性
を
広
め
、
夏
季
行
商
な
ど
の
判
は
筋
一の
山
燭
を
迎
え
ま
し
た
.

川

も
V
子
育
て
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

部

人
を
立
て
る
毎
に
、
自
ら
が
解
胞
の
週
踊
も
強
化
し
、
一
日
も
早
い
勝
利
引
き
続
き
、
御
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

川

手
芸
、
英
会
話
、
ト
ル
コ
ぶ
ろ

直

不
当
性
を
明
ら
か
に
す
る
ば
か
り
で
の
た
め
、
私
も
が
ん
ば
り
た
い
・

ね

が

い
し
ま
す
(
沖
議
団
一
号

川

盤
反
対
、
核
戦
争
反
一
対
i
続

'
 

生
活
を
守
り
発
展
さ
せ
る
た
め

国

=

生

協

会

館

沖

支

援

す

る

会

2

1

1

1

t

H

2

2

2

2

U

5

2

M

一

品
輸
さ
れ
る
内
容
は
、
自
ら

靖

莫

疑

賎

刊

C
重

言

山

川

に
は
、
き
そ
、
婦
人
の
毒

壬

4

4

4

2

4

軍

司

寸

て

お

"

正

l

川

な
要
求
を
実
現
し
、
地
域
に
期

指
名
解
雇
な
ん
て
、
裁
判
闘
争
を
だ
.
臨
調
の
第
二
次
答
申
を
前
こ
し
一

川

待
さ
れ
る
新
聞
剛人
に
な
ら
ね
ば

J

3

:

i

s

z

t

:

:

:

i

:

t

発

足

一

周

年

集

会

ロ

川

や
る
必
要
も
な
い
乙
と
だ
と
思
う
・
て
の
禄
々
な
「
合
理
化
」
攻
寧
は

川

と
い
う
、
燃
え
上
る
情
織
が
込

し
か
し
、
現
状
は
、
や
む
な
く
闘
わ
悪
質
を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
、
自
衛
毒
会
加
重
す
る
会
は
六
月
に
問
題
、
護
士
の
話
と
有
童
話
職
場
が
ど
う
な
る
か
・
リ
ア
ル

川

め
ら
れ
て
い
る
V
日
米
安
保
条

な
げ
れ
ば
い
付
な
い
く
ら
い
、
働
く
隊
や
警
察
官
な
ど
を
増
員
す
る
一
方
百
余
人
の
会
員
で
結
成
一
周
年
を
迎
に
進
行
・
な
か
で
も
詩
型
好
評
な
報
告
が
な
さ
れ
、
関
心
を
呼
び
ま

川

約
の
襲
を
一
望
し
て
か
か

権
利
は
守
ら
れ
て
い
な
い
・
必
ら
ず
、
で
、
国
家
財
政
が
赤
字
だ
か
ら
、
人
え
ま
し
た
・

で

、

我

が

支

援

す

る

会

か

ら

も

、

3

し
た
・

川

げ
た
団
体
だ
け
に
N
核
戦
争
か

勝
利
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
・

員
を
減
ら
し
、
鈍
金
を
ダ
ウ
ン
さ
せ
一
周
年
の
集
い
は
、
裁
判
の
現
状
人
の
仲
間
が
出
演
し
大
寝
間
。
こ
の
今
回
の
側
レ
で
、
新
入
金
日
も

m
川

ら
い
か
札
と
愛
と
未
来
を
守
ろ

遺

言

語

の

中

で

身

撃

な

る

と

い

之

の

・

と

沖

電

気

の

職

場

で

の

闘

い

を

メ

イ

5
人
の
霊
が
抜
群
で
、
ど
ん
な
え
、
今
ま
で
中
心
に
な
っ
て
い
た
会

川

P
の
大
会
決
般
の
青
に
は

理
由
を
ζ
じ
付
り
て
、
首
切
り
を
正
沖
電
気
の
問
題
を
放
っ
て
お
い
て
ン
テ
l
マ
に
し
て
計
画
し
ま
し
た
@

才

能
を
隠
し
て
お
く
の
は
も
っ
た
い
員
が
大
阪
に
移
っ
て
し
ま
い
、
ど
う

川

共
鳴
V
大
会
フ
ィ
ナ
ー
レ
・
新

当
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
公
務
人
減
ら
し
合
理
化
と
の
闘
い
は
、
組
当
日
は
、

ω人
近
く
の
会
口
が
集
ま
な
い
M

と
い
う
の
が
診
加
者
の
一
致
な
る
か
心
配
で
し
た
が
、
な
ん
と
か

川

焔
人
の
献
や
、
ノ
ー
モ
ア
広
島

凸
に
蹄
け
ら
れ
て
い
る
攻
撃
も
同
じ
め
な
い
と
雪
が
ん
ば
り
ま
す
・
り
、
会
食
し
な
が
ら
殺
菌
、
正
し
た
聞
で
し
た
・
芝
、
指
名
器
自
信
を
持
ち
ま
レ
ペ
(
語
)

川

の
「
青
い
吉
:
」
な
ど
が
何

川

度
も
何
度
も
線
返
し
歌
わ
れ
る

山

明
日
へ
の
闘
う
意
欲
と
仲
間
と

川

の
連
待
を
確
か
め
る
よ
う
に
・
-

川

目
か
ら
涙
を
流
す
婦
人
も
・
子

川

育
て
の
忙
し
さ
の
中
で
も
、
レ

川

っ
か

p
c平
和
と
愛
を
求
め
て

川

闘
う
新
婦
人
。
発
展
を
願
う
の

"

は
私
一
人
で
は
な
い
(
様
)

BIいますぷ証:んじ(まれIと全国:から裁判所.‘

東
京
地
裁
に
要
請
電
報
を

〈電
文
〉
(
例
)

オ
キ
デ
ン
キ
ノ
タ
イ
リ
ョ
ウ

シ
ョ

ウ
ニ

ン
ヲ
サ
イ
ヨ
ウ
ス
ル
ナ
」

(

電

話

電

報

、

〈要
請
先
〉

東

京

都

千

代

田

区

霞

ヶ

関

一
ノ
一

東

京

地

方

裁

判

所

民

事

十

一

部

J度
辺

昭
裁
判
長
殿

一一

五
番
)

通
信
様
三
大
メ
ー
カ
ー
の

一っ

そ
の
後
の
沖
電
気
は
、
百
億
円

労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
視
し
て
神
帽
気
争
議
団
の
円
人
は
、

全

沖
電
気
工
業
(
本
社

・
東
京
、
三
近
い
史
上
般
商
の
利
益
、
千
人
を
解
雇
し
た
と
と
も
明
白
に
。
国
M
の
県
評
、
三
千
を
趨
元
る
支

宅
正
男
社
同
町
、
資
本
金
一
七
五
億
と
す
新
採
用
、
九
州
に
百
億
円
以

一方
、
解
雇
後
の
職
場
で
は
、
援
労
組
や
一
万
三
千
人
の

「
支
疲

約
一
万
三
千
人
)
は
「
経
蛍
危
園
田
上
を
投
資
し
て
新
工
場
の
建
設
な
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
屈
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
行
商
や
本

だ

、

人

が

余

っ

て

い

る

」

と

称

し

社

へ

の

抗

滋

行

動

な

ど

に

奮

闘

.

ノ

r
，F

〆

ノ

，

F

て
、
干
五
百
人
の
「
霊
退
職
」

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

裁
判
間
主
第

一
の
山
場
に
さ

募
集
を
提
案
.
ζ
の

あ

と

退

職

強

レ

か

か

内

企

業

に

「

首

切

り

の

自

要
に
応
じ
な
い
三
百
人
に
、
河
年
ど
i
.
会
社
自
ら
東
京
地
貌
ほ
か
(
回
申
さ
ん
)
し
た
り
、

沖
争
議
由
」
の
旗
を
与
え
る
な
/
生
き
る

け
月
、
大
企
鎌
で
は
三
井
三
池
争
四
ヵ
所
の
裁
判
で
も

「指
名
解
屈
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
仕
事
を
楢
利
、
働
く
梅
利
を
守
ろ
う
/
と

議
以
来
、

約
初
年
ぶ
り
の
指
名
解
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
意
取
り
上
げ
る
(
浅
利
さ
ん
、
中
山
が
ん
ば
る
神
電
気
の
仲
間
に
、
あ

庖
を
強
行
し
ま
し
た
・
識
改
革
を
す
る
ζ
と
」
と
証
言
・
さ
ん
)
な
ど
の
、
暴
挙
が
続
行
・
な
た
も
燃
い
迎
帯
を
〆

沖
電
気
が

「
経
蛍
上
や
む
を
得
ぎ
ら
な
い
」
の
一
点
ば
り
.
裁
判
所
か

る
事
由
に
よ
り
、
剰
員
が
生
じ
た
」
ら
も
「
と
の
証
人
に
と
れ
以
上
聞
い

と
大
置
の
首
切
り
を
強
行
し
て
、
=
一
て
も
し
か
た
な
い
」
と
指
摘
.

年
七
カ
月
が
過
ち
ま
レ
た
.
八
王
子
し
か
し
、
今
ま
で
の
失
肋
山
首
を
取
り

熊
谷
、
前
橋
、
東
京
の
四
カ
所
の
裁
返
え
そ
う
と
大
量
の
証
人
で
、
裁
判

判
闘
争
は
、
由
要
な
局
面
を
迎
疋
て
の
引
き
延
し
亭
益
っ
て
い
ま
す
.

い
ま
す
.

七
月
二
O
日
に
は
、
東
京
地
裁
に

い
ま
、
沖
電
気
は
、

大
幅
黒
字、

て
、
裁
判
進
行
に
関
す
る

「
打
合
せ

解
服
者
を
上
ま
わ
る
、

新
入
社
員
の
会
蟻
」
が
あ
り
ま
す
.
私
た
ち
に
は
、

採
用
(
約
千
七
百
人
)
な
ど
、
予
測
解
胞
の
必
要
性
を
、
な
ん
ら
狂
言
せ

通
り
の
業
績
回
復
を
一
市
し
解
屈
の
捜
ず
、
い
た
ず
ら
に
証
人
を
申
請
レ
て
、

拠
を
全
く
失
っ
て
い
ま
す
.
争
点
を
ぼ
か
し
、
逃
げ
切
ろ
ゅ
?
と
い

ζ
れ
ま
で
の
裁
判
で

n

一
五
の

δ
う
策
動
を
許
さ
な
い
運
動
が
緊
急
に

人
の
人
民
盤
理
と
=
一
O
O人
の
指
名
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
.

解
胞
を
い
つ
、
誰
が
、
ど
う
い
う
作

七

月

二

O
日

ま

で

に

、

撲
で
判
断
し
、
強
行
し
た
の
か
u

と

裁

判

所

に

要

請

電

報

い
う
雷
雲
な
点
に
な
る
と
「
私
は
知

を

.

ん
k
c
n
u
 

一

組

成
弁
島
沖
‘、

，t

，
 

••• 
4
 
，，
 

沖
電
気
は

n

エ
l
ス
証
人
u

と
し
ま
ま
に
解
雇
が
、
で
き
る
と
、
神
電

て
、
室
田
、
中
島
両
取
締
役
を
、

送
気
は
ひ
ら
き
な
お
っ
て
い
ま
す
.

り
出
し
ま
し
た
が
、
二
人
と
も
、
指
さ
ら
に
、
身
回
、
現
京
地
裁
に
徒

名
解
股
が
、
何
故
必
要
だ
っ
た
の
か
出
し
た
一

O
人
も
の
母
問
事
項
曹
、

と
い
う
、
説
明
が
で
き
な
い
ば
か
り
で
は
、
争
点
と
関
係
な
い
と
と
ろ
で
、

か、

解
胞
の
裏
付
け
と
な
る
い
ろ
い
裁
判
の
引
き
延
し
を
企
っ
て
い
ま

ろ
な
数
悩
が
予
想
と
推
測
だ
付
で
、
す
.
い
ま
、
私
た
ち
は
、
沖
電
気
の

毎
年
の
退
職
者
な
ど
も
知
ら
な
い
な
裁
判
闘
争
を
、
早
期
に
勝
剥
さ
せ
る

ど
:
い
い
加
減
な
も
の
で
あ
る
と
い
た
め
に
「
不
必
要
な
、
大
電
柱
人
を

う
と
と
が
、
明
白
に
な
り
ま
し
た
.
許
す
な
、
公
正
か
つ
迅
速
な
訴
訟
逃

ま
た
「
八
掃
の
掠
主
配
当
に
必
要
行
を
」
の
世
論
づ
く
り
を
、
急
が
な

な
由
利
益
(
三
O
億
円
)
の
た
め
に
、
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
.
弁
護
団
も
、

首
切
り
を
し
た
」
と
、
資
本
の
意
の
が
ん
ば
り
ま
す
.
(
開
閉
)

都沢秀征さん
(全港湾)

戸白書記長
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暑
さ
に
負
け
ず
元
気
に
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。

)
 
1
 
(
 

リ
広

ひ
き
つ
づ
き
御
指
導、
御
支
援
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

三遺
言 気
三の
三不
三当
主解
三 雇
主を
三 l融
三園
芸 さ
三せ
三る
= .6. 
三百

三同

125 



(2 ) 支援する会に入会 しよう (会費1口200円/月) 揖害39宅曹

一国連軍縮総会は参加できなかったけれど…カナダで軍縮を訴えてきましたー

1982年ワ月 1日

主主ま 号
)11.. 勺

貞 5

木 き

さ
ん
(
沖
電
気
争
議
団
)

出
発
だ
っ
た
.
出
秀
削
に
、
私
た
ち

は
「
広
島
、
長
崎
の
惨
状
を
訴
え
、

な
ぜ
ア
メ
リ
カ
へ
行
り
な
い
の
か
」

を
片
言
の
胤
賠
を
な
ら
べ
、
話
し
ま

し
た
.
そ
と
は
人
間
同
志
、
通
じ
る

も
の
が
あ
り
一
平
和
の
プ
レ
ー
ト
や
プ

レ
ゼ
ン
ト
の
交
換
な
ど
を
す
る
嬰
が

あ
ち
と
ち
で
生
れ
ま
し
た
.

私
も
、
ワ
ッ
ペ
ン
(
プ
レ
ー
ト
)

の
交
換
を
し
ま
し
た
・
私
が
首
け
て

「
ふ
る
さ
と
の
街
焼
か
れ

・・二
度

は
、
パ
ス
で
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
か
ら
い
た
ワ
ァ
ベ
ン
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

と
併
す
ま
じ
原
爆
を
:
」
ア
メ
リ
カ
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
l

の
集
会
に
参
加
す
る
:
胸
が
燃
く
な

か
ら
、

ω館
前
の
「
ウ
ォ
ル
タ
l
・
ク
の
一

0
0方
人
総
会
へ
む
か
う
・

っ

た
の
を
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
・

マ
y
カ
ラ
ン
法
」
と
い
う
防
共
法
に
カ
ナ
ダ
の
代
表
に
大
声
で
「
原
爆
許

私

も

、
6
月
3
日
に
成
田
を
発
ち

よ
り
、
入
国
を
揖
否
さ
れ
、
急
処
力
す
ま
じ
」
「
が
ん
ば
ろ
う
」
を
、
歌
つ
ア
メ
リ
カ
へ
。
と
だ
れ
も
が
思
う
よ

ナ
ダ
へ
派
泊
さ
れ
た
私
た
ち
、
別
人
た
・
御
互
い
に
手
を
仮
り
な
が
ら
の
う
に
、
考
え
て
い
た
と
と
ろ
、
突
然

の
「
ピ
ザ
発
給
拒
否
」
自
由
の
女
神

の
あ
る
国
か
ら
で
あ
る
.
鴬
き
ま
し

た
.
そ
れ
か
ら
約
一
週
間
、
連
日
ア

メ
リ
カ
大
使
館
に
要
問
に
行
き
ま
し

た
が
、
一

部
の
人
を
除
い
て
、
私
た

ち
に
は
、
発
給
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
.

代
表
団
の
一

人
が

「入
国
さ
せ
た
く

な
い
理
由
は
、

私
た
ち
の
、
反
核
、

展

開
叫
縮
の
連
動
の
成
果
だ
.
さ
ら
に
平

漢

和
を
求
め
る
也
輪
づ
く
り
を
」
と
穏

膨

っ
て
い
た
が
、
皆
の
気
持
も
そ
う
だ

原

っ
た
と
思
い
ま
す
.

の

成
田
か
ら
、
パ
ン
ク
l
パ
1
、
ト

T
ロ
ン
ト
を
経
て
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル

穴

ま
で
は
、
約
日
時
間
・
さ
す
が
に
広

力

大
な
森
林
の
国
で
、
住
宅
地
は
、
森

の
中
に
家
を
整
然
と
ば
ら
ま
い
た
感

じ
で
あ
る
。

日
本
人
の
私
た
ち
に
は

篇
き
で
あ
っ
た
.
カ
ナ
ダ
派
遣
班
は

上
述
の
〈
パ
ス
見
送
り
〉
を
始
め
、

す
べ
て
、
自
力
で
運
動
を
作
っ
て
い

く
と
い
う
、
非
常
に
き
び
し
い
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
.

(
次
号
に
続
き
ま
す
)
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1982"手ワ月 1日

干
渉
つ
よ
ま
る
労
組
役
選

二
年
に
一
度
の
沖
沼
気
労
組
の
執
の
だ
が
、

ζ
の
日
は
、
約
百
五
十
人
ま
で
聞
付
」
と
い
う
聞
も
飛
ん
だ
が

一一円蚤一日
選
績
が
各
工
場
(
支
部
)
で
の
人
た
『
が
、

演
境
の
前
に
、
核
然
と
り
つ
か
れ
た
よ
う
に
、

黙
々
と
引

行
な
わ
れ
た
.

と

陣

ど

っ

た

。

係
長
や
主
任
、
小
築
き
上
げ
る
集
団
に
は
、
何
の
効
果
も

東
京
地
区
は
品
川
工
場
が
6
月
間
山
団
活
動

M

一
O
O運
動
(
さ
ら
に
な
い
.
そ
れ
ど
と
ろ
か
、
選
措
管
理

臼
に
閉
鎖
(
跡
地
は
沼
市
山
公
社
に
犯

一
O
O備
の
利
益
を
)
の
リ
ー
ダ
ー
接
凸
も
、
組
合
役
口
も
、
何
の
注
意

却
)
さ
れ
る
の
に
伴
っ
て
、
品
川
、
た
ち
の
姿
が
多
く
回
に
つ
い
た
.
も
与
え
な
か
っ
た
.

芝
浦
、
本
社
別
館
地
区
が
合
同
し
て
段
初
と
二
祷
目
、
そ
し
て
四
寄
目

最
後
ま
で
残
っ
た
こ
+
人
た
ら
ず

新
し
く
「
東
京
支
部
」
(
約
三
千
)
は
現
の
候
補
者
で
、
話
の
端
唱
に
拍
の
聴
衆
を
前
に
し
て
、
三
分
間
の
出

一
が
誕
生
す
る
と
と
に
な
る
.
今
回
手
が
お
こ
り
、
純
る
と
大
き
な
拍
手
税
は
臆
す
る
こ
と
な
く
「
働
く
者
は

ス一

は
そ
の
た
め
の
選
第
で
も
あ
っ
た
・
で
締
め
く
く
ら
れ
る
・
団
結
し
よ
う
」
と
訴
え
続
り
ら
れ
た
・

二

旧
芝
浦
支
部
で
は
、
定
口
=
天
の
と
と
ろ
が
、
三
人
目
の
新
人
候
補
あ
る
現
職
執
行
委
員
が
言
っ
た
・

2
と
乙
ろ
五
人
が
立
候
補
し
た
。
う
ち
が
演
説
宇
は
じ
め
る
と
、
リ
ー
ダ
ー

「
み
ん
な
自
主
的
に
参
加
し
て
、
自

--一

二
人
は
M

指
名
解
限
撤
回
闘
争
を
支
ら
し
き
人
物
を
中
心
に
雑
搬
を
は
じ
主
的
に
帰
っ
た
の
だ
か
ら
仕
方
が
な

会一'D
一
擁
す
る
労
働
組
合
を
u

n
出
向
、
配
め
て
、
短
否
の
態
度
を
鰐
何
に
一明
し
い
よ
」
と
.

す
一

転
は
本
人
の
新
躍
を
第

一
優
先
に
M

た
・
四
番
目
の
候
補
が
登
壊
す
る
と
し
か
し
、
自
主
的
に
参
加
し
、
自

援
一

な
ど
を
訴
え
た
新
人
で
あ
る
・
再
び
一
斉
に
、
富
慣
に
向
き
直
っ
て
主
的
に
拍
手
を
し
た
塑
員
に
対
し

支
一

6
月
9
目
、
十
二
時
半
か
ら
立
会
拍
手
の
嵐
で
あ
る
u

「
誰
に
言
わ
れ
て
、
容
加
し
た
の
か
」

を
一

演
説
会
が
聞
か
れ
た
が
、
一
人
の
持
そ
し
て
霊
長
っ
た
新
入
信
「
な
ぜ
、
拍
手
レ
た
の
か
」
な
ど
と

間

一
ち
時
間

罪
で
あ
る
・

に
な
る
と
、
議
ど
ζ
ろ
か
、
ぞ
ろ
干
渉
が
あ
っ
た
と
と
に
む
て
、
彼

綱

一

春
闘
決
起
集
会
な
ど
は
、
白
山
崎
を
ぞ
ろ
引
き
上
げ
は
じ
め
た
.
ら
は
何
と
答
え
る
の
だ
ろ
う
か
.

知
一

途
ま
き
に
し
て
、

三
三
五
五
山
ま

る

「

ま

だ

終

っ

て

い

な

い

ぞ

長

後

(

ほ

)

電中たれさ雇解名巴回
4
b
J
 

甥 鱒

ひ、っくりしました…

監視テレビや高く黒い扉

ー
関
西
電
力
の
処
分
と
闘
い
ロ
年
|

ビ
ラ
ま
く
自
由
を
守
ろ
う

高
馬
士
郎
さ
ん

一
九
六
九
年
一
月
.
組
合
活
踊
に
社
宅
で
、
低
賃
金
、
合
理
化
の
あ
る
」
と
い
う
乙
と
で
、
会
祉
を

家
に
対
す
る
、
仕
事
、
賃
金
差
別
問
題
を
と
り
あ
げ
解
決
の
た
め
、
批
判
し
た
り
、
そ
れ
を
ピ
ラ
に
曲
目

や
、
忘
年
会
、
新
年
会
に
も
出
席

団

結
し
て
闘
お
う
と
、
訴
え
た
ピ
い
て
、
仲
間
や
市
民
に
知
ら
せ
る

さ
せ
な
い
な
ど
臓
場
八
分
が
吹
き
ラ
を
く
ば
っ
た
ζ
と
を
理
由
に
、
と
と
は
、
つ
つ
し
ま
な
付
れ
ば
な

あ
れ
る
関
西
句
力
尼
崎
火
山
発
電
関
電
か
ら
H

け
ん
資
処
分
M

さ
れ
ら
な
い
.
と
反
動
的
な
判
決
が
出

所

で

働

く

、

高

馬

さ

ん

は

、

元

旦

ま

し

た

.

さ

れ

ま

し

た

.
iそ
レ
て
い
ま
闘

労
働
者
に
と
っ
て
も
、
市
民
に
い
は
、
段
高
裁
第
一
小
法
廷
へ
.

と
っ
て
も
、
自
分
の
考
え
を
表
現
労
働
者
の
自
由
と
権
利
を
守
る

す
る
手
段
と
し
て
、
ピ
ラ
配
布
活
「
関
電
ピ
ラ
事
件
」
に
あ
な
た
の

動
は
、
惣
法
で
保
障
さ
れ
た
言
論
、
熱
い
支
媛
を
f

ビ
ラ
く
ば
り
の

表
現
の
自
由
に
あ
た
り
ま
す
.

自
由
を
守
ろ
う
/

一
九
七
四
年
二
月
、
神
戸
地
鍛
〈
要
脳
先
〉
東
京
都
千
代
田

尼
崎
支
部
の
判
決
で
は
勝
利
し
ま
区
佃
町
4
の
2

般
商
品
叫
第
一
小

法
廷
藤
崎
郡
鹿
裁
判
長
.

し
た
が
、
一
九
七
八
年
六
月
の
大
〈
連
絡
先
〉
東
京
都
千
代
田

阪
高
訟
で
は
「
労
働
者
は
、
企
業
区
神
田
神
保
町
1
の
引
関
電
支

に
対
し
、
四
六
時
中
中
奨
撃
が
同
盟
す
る
会

2
9
4
7
5
0
9

罫害39宅吾(3) 

沖
窪
田
争
議
団
支
鐙
板
橋
区
(
東
っ
く
り
し
た
・
一
日
も
阜
く
と
の
烈
の
昼
食
の
M

お
で
ん
u

の
後
は
、
自

京
)
迎
絡
会
議
の
仲
間
は
、

5
月
初
い
高
い
開

定

鏡
テ
レ
ビ
を
撤
去
で

己
紹
介
や
自
慢
の
歌
な
ど
の
披
露
で

日
に
、
沖
電
気
八
王
子
工
場
現
地
調
き
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
」
と
交
流
し
ま
し
た
・

査
策
、
高
尾
山
パ
ス
ハ
イ
ク
を
、
め
い
う
声
が
た
く
さ
ん
で
ま
し
た
・
「
抑
診
加
者
は
、
自
分
の
回
と
耳
で
、

人
の
欝
加
で
行
い
ま
し
た
・
電
気
は
指
名
解
回
を
撤
回
せ
よ
」
の

沖
電
気
の
「
合
理
化
」
の
実
態
を
、

半
噂
体
中
心
の
八
王
子
工
場
で
は
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
も
怒
り
を
込
め
つ
か
ん
で
帰
宅
・
支
鐙
の
強
化
を
心

指
名
解
居
後
、
労
働
者
持
続
の
テ
レ
て
行
い
ま
し
た
・
に
強
く
一
醤
う
一
日
で
し
た
・
(
川
口
)

ピ
カ
メ
ラ
の
殺
慮
、
モ
ラ
ル
ア
ッ
プ
工
場
か
ら
近
い
、
高
尾
山
頂
上
で

の
た
め
と
称
し
て
の
、
自
衛
隊
へ
の

体
験
入
隊
.
労
働
者
を
呼
び
出
レ
て

拍
A

Y

F

の
思
慰
澗
五
・:
.
工
場
前
で
の
報
告

h
1
duA
ー

に
診
加
者
か
ら
は
「
結
に
は
聞
い
て

/
i
v
A
t
4
MK

い

た

が

、

要

塞

み

た

い

な

の

で

、

ぴ

醐

鍵

沖電気八王子工場

現地調査と高尾山

パスノ、イク。

板橋支援連

- 動

頂上での交流会

異
世
相
な
黒
い
廓

r 

z 

= 

Z 

2 
2 

， 
Z 

Z 

主

2 

-
E 

2 

5 

5 

守

2 

" マ

? 
と

2 

2 
= 

2 

守

f 

守

f 

= 
r 

ム
マ

沖
電
気
争
議
団
が
推
薦

フ
ル
ー
ツ
ゼ
リ
!

@
水
に
砂
糖
を
加
え
、
火
に
か

れ

け
て
と
か
す
。
火
か
ら
お
ろ
し
て

川

ふ
や
し
た
ゼ
ラ
チ
ン
を
入
れ
て
、

九

よ
く
と
か
す
.

"

、
』
J

⑤
さ
め
て
か
ら
、
缶
詰
汁
を
ま

叩

分

ぜ
、
レ
モ
ン
を
し
ぼ
り
、
加
え
る

べ

叩
人

@パ2
5
5
5九

ぐ
ら
い
に
切
る
.

au

①
好
き
な
型
の
容
器
に
、
ゼ
ラ
…

チ
ン
波
を
流
し
、
フ
ル
ー
ツ
を
飾

~

~

①
ゼ
ラ
チ
ン
パ
ウ
ダ
ー
を
水
、
り
、

冷
蔵
聞
で
少
し
固
め
て
、
同

小

RJV

大
さ
じ
3
杯
ぐ
ら
い
で
、
ふ
や
か
じ
よ
う
に
、
ゼ
ラ
チ
ン
波
、
フ
ル

叫

イ
パ
ー

す・

l
ツ
を
入
れ
、
再
度
冷
蔵
庫
に
入

山

恥
島

V

②
み
か
ん
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
缶
れ
る
と
、

フ
ル
ー
ツ
が
全
体
に
散

"

は
身
と
汁
を
別
に
す
る
.
ら
ば
り
ま
す
.

1材

需
は
、
全
体
で
5
カ
ッ
プ
に
③
ガ
ラ
ス
の
開
に
、
き
れ
い
に
れ

な
る
よ
う
に
す
る
.

(
缶
詰
の
汁

盛

り
つ
き
ま
し
ょ
う
.
(
貞
)

川

と
水
で
)

1
-
T
E
e
s
-
4
-
E
E
-
-
j
ι
-
Z
Z
e
t
--=一・5
1
2
5
--2
2
2
E
F
-
-
p
f
z
i
-
7
1
3
4
7
i
e
z
e
-
-
z
E
E
z
-
-
=
5
5
1
2
-でJE-
-:
よ
7
5
ELir--osi-
-;
4
5
:
e山

-みかん缶詰lコ ・レモン l個

・パイナ ップル缶詰小 1コ

・バナナ 2本 (甘いほどよL、)

・ゼラチンパウ ダー 15g 

(ゼライス 5g袋 3個)

・砂糖大さじ 2-3杯

(フルーツは好きなもので良p)

|っくり方|

⑤ 

-国鉄汐留客貨車区、勤続20年

・8歳と6歳の子どもに奥さんの4人家族芦川一男さん側イ建Eの賃金①
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支援する会に入会しよう (会費 1ロ200円/月) (4) 罫書39奇;t

こ
の

5
年
に
閣
の

l
l

J

争
議
が
解
決

ん

N
統

一
と
団
結
M

な
ど
、
実
践
的

ド

語
い
の
中
で
、
学
び
発
展
さ
せ

由

民

て

き
た
か
ら
だ
と
確
信
し
て
い
ま

次

す

・
東
京
争
警
の

m語
、

争

主
同

議
組
合
と
、
そ
の
支
媛
の
運
動
の

お

歴

史

で

も

あ

り

ま

す
・

P
U

い
ま
乙
そ
、
激
動
す
る
加
年
代

、d
d

に
ふ
さ
わ
し
く
、
争
議
団
の
ま
わ

東
京
争
韓
国
語
成
以
来
、
今
日
責
任
を
取
ら
せ
て
勝
利
す
る
争
議
り
に
、
大
き
な
輸
を
つ
く
り
、
H
働

ま
で
、
こ
四
O
の
争
議
解
決
を
み
が
続
き
、
大
企
業
の
横
暴
を
追
求
く
者
の
、
明
日
を
つ
く
る
ロ
マ
ン

ま
し
た
・
と
く
に
東
京
総
行
動
が
す
る
世
論
を
高
め
る
と
と
が
、
で
を
語
り
ま
し
ょ
う
u

そ
ん
な
産
動

申
議
し
、
発
展
す
る
中
で
、
背
景
き
た
の
は
、
先
輩
争
議
か
ら
H

闘

を
、
沖
支
援
の
仲
間
に
も
し
て
は

資
本
で
あ
る
銀
行
、
商
社
な
ど
に
い
の
根
性
:
大
衆
的
に

-au
し
い
と
思
い
ま
す
.

〔

談
)
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三
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5
-
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5
-
E三
三
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三
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E
Z
z
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日
本
7
レ

ピ

労

組

一

労

組

四

高

干

穂

学

園

分

会

吉

野

石

膏

労

組

七

テ

レ

ビ

東

京

争

議

団

九

日

立

武

蔵

全

議

回

目
立
メ

デ

ィ

コ

平

田

君

一

鈴

江

特

許

テ

ス

コ

労

組

一

武

蔵

プ

レ

ス

分

会

日
本
ゼ
オ
ン
争
議
団

ニ

C
&
5日
本
支
社
労
組
一

O

ミ
ツ
ミ
電
態
語

東
神
蛍
立
方
会

一

済
生
会
中
央
病
院
支
部
一
日
大
三
高
分
会

ホ
テ
ル
ニ
ュ

l
ジ

ャ

パ

ン

労

組

関

東

工

事

の

武

田

君

一

ダ

イ

ワ

分

会

七

東

洋

酸

素

川
崎
労
組

一二

サ
ン
ス
イ
労
組

東

亜

石

油

川

崎

製

油

附

労

組

四

八

重

別

無

線

分

会

一

沖
電
気
争
議
団

東
京
セ
ロ
フ
ァ
ン
争
犠
国

一

大

洋

社

労

組

一

日

本

鋼

管

分

会

細

川

活

版

労

組

四

七

石

川
島
分
会

四

金

石
舎
支
部

フ
ィ
ル
ム
リ
ア
ル
テ
ィ
支
部

一

東
伸
製
鋼
小
川
君
徹
固
さ
せ
る

電
々
長
岡
事
件

広
屋
分
会

一

会

一
歪
誠
会
保
育
闘

日
本
硝
子
労
組

一

内

宮

運

輸

分

会

二

め

ぐ

み

保

育

園

日
比
野
分
会

一

大
日
本
印
刷
争
鎌
田

一

日

産

厚

木

争

駿

団

七

雪

印

食

品

晶

議

団

八

東
津
市
山
機
争
犠
団

一

佳

作

座

争

議

団

三

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ヴ
ァ
キ
ュ

l
ム

中

央

法

規

出

版

斉

藤

守

る

会

一

1982年 7月 1日

(
一
次
分
)

加
¥
ビ
ジ
ネ
ス

J
n
l
ル

や

仇
オ
九
「
A

レ
〕
九
叩
き
っ

古

く
勺
フ
」
今
で
ぽ

H

J

'

 

U
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
イ
レ
.一T
4

ヒ
=
z
o
わ
れ
な
い
た

東京争議団議長

270人解雇争議44団体
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一
人

ιん
削
と
ぽ
』
一
言
、
乙
な
い
」
た
ヨ

l
z
x・

， 輪

佐藤美津子さん
(61歳・ 主婦)

(詩)
青
空
に

ζ
だ
ま
し
た
乙
ぶ
レ

勝
利
ま
で
は
と

ス
ク
ラ
ム
組
ん
だ

の
輪

神
電
気
は

指
名
解
雇
を
撤
回
せ
よ

ゼ
ッ
ケ
ン
の
大
き
な
輪

花
の
輸
の
中
で

「
愛
」
と
い
う

生
ま
れ
た

輸
が
ま
た

「
愛
」
の
輸
の
く
さ
り
が

団
結
の
輸
を
が
っ
ち
り
と

大
き
く
強
く
育
て
ま
す

や
さ
し
さ
と

た
く
ま
し
さ
で

大
き
く
大
き
く

う
た
と
え
の
輪

花
の
輸
の
中
で

ま
な
び
あ
い
は
げ
ま
し
あ
い

広
げ
る

前

進

前

進

ス
ク
ラ
ム
組
ん
で

(飯
田
康
男
さ
ん
大
塚
喜
久
枝
さ
ん
の
結
婚
に
感
動
し
て
・
E
-
)

輪
と

輪
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『
胸
に
手
を
あ
て
て

考
え
ろ
』
こ
れ
が
解

雇
理
由
だ
な
ん
て
・•• 

私
は
、
亡
く
な
っ
た
母
の
か
わ
り
愁
は
、
何
を
さ
れよ』
マと、

何
と

に
、
家
事
一

切
を
や
り
な
が
ら
、
ま

言

わ
れ
よ
う
が
、
会
社
の
と
ん
な
卑

た
父
が
中
心
に
や
っ
て
い
る
農
業
を
劣
な
手
段
で
i
引
き
さ
が
る
事
が
で

手
伝
い
な
が
ら
、
沖
電
気
で
十
一
年
き
る
も
の
か
と
、
心
に
醤
い
ま
し
た
.

七
ヵ
月
勤
め
て
い
ま
し
た
.
苦
し
い
当
時
婚
約
中
の
彼
は
、
気
持
の
や

事
、
楽
し
い
事
:
背
容
の
歴
史
は
、
さ
し
い、

男
っ
ぽ
い
性
格
の
人
で
し

沖
電
気
と
共
に
あ
り
ま
し
た
.
た
.
本
当
に
一
緒
に
腹
を
立
て
、
払

沖
電
気
は
、
解
雇
理
由
を
説
明
レ
を
励
ま
し
て
、
力
づ
け
て
く
れ
て
い

な
い
ば
か
的
払
「
胸
に
手
を
あ
て
て
た
の
に
、
月
年
5
月
、
交
通
事
故
で

考
え
ろ
」
と
の
笥
私
が
、
希
望
追
亡
く
な
っ
て
・
.
二
人
の
聞
で
芽
生

職
に
応
じ
な
い
の
で
、
毎
日
、
ト
イ
え
始
め
て
い
た
生
命
も
あ
き
ら
め
ざ

レ
や
、
水
を
飲
む
の
も
、
課
長
の
監
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当
に
残

視
っ
き
.
イ
ヤ
ガ
ラ
セ
に
、
軍
手
を
念
で
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
.
ひ
ど
い

さ
せ
て
、
男
の
人
が
し
て
い
る
仕
事
解
庖
さ
え
な
付
れ
ば
i
.
本
当
に
く

を
や
ら
さ
れ
た
り
:
.
あ
る
時
は
『
仕
や
し
さ
と
、
切
な
さ
で
一
杯
で
す
.

事
は
し
な
く
て
も
よ
い、

帰
れ
」
な
一
日
も
早
く
、
職
場
復
帰
で
き
る

ど
と
言
っ
て
、
私
物
を
取
り
上
げ
よ
ょ
う
、
私
は
訴
え
ま
す
.
(
関
さ
ん

う
と
ま
で
し
ま
し
た
.

の
裁
判
所
で
の
訴
え
を
匂
疲
粋
)

イ吃さん(沖電気本庄(i奇玉)事議)

;，;;:，;，;c，譜しみ@リ

関 い君

は

た

ら

く

仲

間

を

、

前

に

し

て

訴

え

る

時
、

お

き

み

さ

ん

の

声

は

人

一

倍

大

き

く

な

り

、

そ

し

て

自

に

は

、

う

っ

す

ら

と

涙

・
:
。
指

名

解

雇

ま

も

な

く

、

新

婚

生

活

を

始

め

た

ば

か

り

の

時

「
が
ん
ば
れ

」

と

励

ま

し

続

は

た

彼

が

、

交

通

事

故

で

死

亡

1
0
お

き

み

さ

ん

の

声

は

沖

電

気

に
対

す

る

怒

り

と

、

乙

の

悲

し

み

を

ふ

っ

き

る

た

め

に

、

大

き

く

な

る

の

で

す

。

通
信
機
三
大
メ
ー
カ
ー
の
一
っ
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、
百
億
円
労
楊
者
と
労
働
組
合
を
無
視
し
て
沖
眠
気
争
援
団
の
列
人
は
、
全

沖
電
気
工
業
〔
本
社

・
東
京
、
三
近
い
史
上
股
高
の
利
益
、
千
人
を
解
隠
し
た
と
と
も
明
白
に
。
国

μ
の
県
評
、
三
千
を
超
え
る
支

宅
正
男
社
長
、
資
本
金
一
七
五
億

ζ
す
新
採
用
、
九
州
に
百
億
円
以

一

方

、
解
雇
後
の
職
場
で
は
、
援
労
組
や
一
万
三
千
人
の
「
支
援

約
一
万
三
千
人
)
は
「
経
営
危
路
上
を
投
資
し
て
新
工
場
の
建
設
な
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
服
す
る
会
」に
支
え
ら
れ
、
行
商
や
本

だ

、

人

が

余

っ

て

い

る

」

と

称

し

社

へ

の

抗

議

行

動

な

ど

に

曹

関

.

〆

/

/

，F
/

て
、
千
五
百
人
の
「
需
重
職
」

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

裁
判
闘
争
も
第
一
の
山
場
に
さ

募
集
を
挺
案
.
乙
の
あ
と
退
職
強

し

か

か

り

企

業

に

「首
切
り
の
自

要
に
応
じ
な
い
三
百
人
に
、
連

ど

i
.
A在
自
ら
東
京
地
裁
は
か
(
田
中
さ
合
し
た
り
、
沖
争
磁
由
」
の
肢
を
与
え
る
な
/
生
き
る

刊
月
、
大
企
撲
で
は
三
井
三
池
争
四
ヵ
所
の
殺
判
で
も

「指
名
解
胞
の
毅
判
傍
聴
を
理
由
に
、
仕
事
を
櫛
利
、
働
く
権
利
を
守
ろ
う
/
と

議
以
来
、
約
初
年
ぶ
り
の
指
名
解
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
意
取
り
上
げ
る
(
浅
利
さ
ん
、
中
山

が
ん
ば
る
沖
電
気
の
仲
間
に
、
あ

雇
を
強
行
し
ま
し
た
.
識
改
革
を
す
る
ζ
と
」
と
在
=一百円
さ
ん
)
な
ど
の
、
暴
挙
が
続
行
.
な
た
も
熱
い
迎
帯
を

y

だ
っ
た
・
今
で
も
、
そ
の
時
の
感
激
曜
議
フ
ラ
ワ
ー

み
ん
な
大
好
き
な
、
凶
さ
ん
で
す
.

川

「
ム
シ
暑
い
寓

は
忘
れ
ら
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
・
ニ

間

風

好

き
な
食
べ
物
立
、
お
寿
司
な
ど

川

:

ピ
1
ル
を

一

簡
幽
欄

デ
ザ
イ
ン

。

4

川

pp』

コ
ニ
コ
顔
で
諮
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ma宙
開

生
物

i
モ
し
て
今
、
お
即
時
の
練
習

川

マ
，
曹
‘

杯
」
と
日
本
人

童

書

室

か

ら

指

名

品

主

ん

だ

だ

り

あ

っ

て

、

中

・

2十
ン
キ
ロ
の
ガ
y

ン
リ

…

包

況

は
国
民

一
会

話
さ
れ
た
の
は
、
関
さ
ん
と
、

Zさ
ん
の
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
は
評
し
た
閲
さ
在
、
涙
も
ろ
く
て
、

Z
U局
長

室

カ
ン
パ
2
万

円

井
均
さ
ん
と
商
事
さ
ん
の
三
人
で

判

神
電
審
議
団
員
の
結
婚
式
に
襲
。

Eき
で
、
蓄
し
、

山

a
e
2
J
も
消
鉛
・大
阪

す
-
プ
レ
ハ
ブ
二
階
建
の
事
務
所
は
は
、
生
花
の
、
コ
サ
ー
ジ
や
ブ
l
ト
警
官
ひ
く
。

「支
慢
の
人
た
ち
に
ど

川

e
r
.
A斑
京
が
ト
ッ
プ

れ
し
く

て

自

治

労

室

、

言

組

、

霊

ニ
ァ
、
そ
し
て
プ

1
5、
控

室

り

が

と

う

」

と

百
も
阜
〈

…

〈

識

で

回

り

よ

ル

う

れ

し
く

て
・--

高
教
、
土
建
、
全
商
述
、
な
ど
の
仲

胸
や
手
を
飾
り
ま
す
。

パ
ラ
u

や
言
う
の
が
、
楽
し
み
i
と
今
日
も
、

川

が
一
人
平
均
.

関
さ
ん
の

一
日
は
早
い
・
大
正
九
聞
が
カ
ン
パ
に
と
り
く
み
、
本
庄
駅

n
み
や
乙
わ
す
れ
M

を
始
め
、
花
は
赤
い
う
ン
グ
レ
イ
と
共
に
走
る
・

川

第
5
位
が
高
知
と
か
V
ピ
l
ル

厚
生
れ
で
、
出
業
の
お
父
さ
ん
.
モ
南
側
に
‘

闘
い
の
皆
と
し
て
プ
レ
ゼ

川

の
歴
史
は
紀
元
前
か
ら
、
一
万

し
て
、
お
弟
さ
ん
の
靭
食
の
用
意
・
ン
ト
し
て
く
れ
た
も
の
で
す
固

一

f

-w

ー

川

年
の
年
月
を
経
て
い
る
・
日
本

i'
圃
圏

、

!

"

あ
わ
た
だ
し
く
、
愛
車
で
事
輩
所
へ
つ
ら
い
事
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
〆

園
田
t

p

之

、

川

へ
は
江
戸
時
代
に
上
陸
し
、
鼠

出
か
け
る
・
闘
さ
ん
は

zf・語ま
も
な
く
の
頃
訪
問
先

島

轟

W
融

)
為

J
V
ロロ

川

初
の
工
場
は
、
製
で

「
ピ
ヤ

の
熊
谷
、
深
谷
、
阿
部
が
オ
ル
グ
の
の
労
働
組
合
で
「
気
持
は
分
る
が
i

、、
且唱a
a
A臨
W
聡
凶
園
開
判
明
れ

弘

不

明

.11

川

ザ
ケ
」
と
い
う
名
称
で
売
ら
れ

担
当
で
す
.
毎

日

、

車

で

飛

び

ま

わ

支

径

は

で

き

な

い

」

と

言

わ

れ

た

時

￥

a--園町
ん

み

汁

川

た
と
言
う
V
地
酒
と
同
じ
僚
に

っ

て

い

ま

す

・

昨

年

の

車

、

オ

ル

グ

な

ど

・

カ

ン

パ

や

行

商

(

物

品

販

恥

誼

調

笥

，

J
?

J
川

各
地
に
地
ビ
l
ル
と
し
て
広
く

;

4

i

'
 

先
の
、
東
京
般
合
金
労
働
組
合
で
、
売
)
な
ど
が
、
う
ま
く
い
か
ず
に
、

4
4

，

4
V

J

州

製
造
さ
れ
ピ
l
ク
時
に
は
、
百

2
万
円
も
の
カ
ン
パ
を
も
ら
っ
た
時
生
蓄
が
充
分
に
払
え
ず
、
財
政
担

K
Wノ
子

日

川

数
十
積
雪
あ
っ
た
が
、
現
在

i

:
 

は
、
も
う
、
う
れ
し
く
て
、
う
れ
し
当
の
関
さ
ん
は
、
眠
れ
ぬ
日
が
続
い

J

3
M
4
1

オ

川

は
大
手
企
業
だ
り
の
約

ω額
。

;

:

 

く
て
「
カ
ン
パ
、

2
万
円
も
、
も
ら
た
時
も
@
し
か
し
、
沖
争
議
の
矯
玉

、
，

K

一J
J

川

本
場
ド
イ
ツ
の
六

on種
類
と

i

!

s
 

っ
た
よ
」
と
興
務
し
て
争
議
図
書
で
の
覇
も
、
五
O
史

震

の

キ

、

恥

川

比
較
し
て
も
、
い
か
に
大
企
業

所

へ

霊
・
閥
さ
ん
に
と
っ
て
オ
ル
ャ
ン
プ
が
H
艇
で
き
る
ま
ど
前
進
し

k
川

中
心
に
な
っ
て
い
る
か
が
よ
く

…w

』

花

か

ら

美

し

い

花

を

造

る

の

が

大

"

グ
先
で
の
、
初
め
て
の
大
口
力
ン
パ
て
い
ま
す

川

分
る
V
日
本
人
の
イ
ラ
イ
ラ
は

I
l
l
Il
l
i-
-I
l
li
-
-i
ll
1
11
1I
l
l
i-
-
l
il
i
-
-
Il
l
11
1
I
ll
i
-
--
I
I
I
ll
i
-
-

川

東
京
の
女
性
が
第

一
位
と
言
わ

将
組
制
利
下
ぺ
b
.

.

 

K
E圏
直
耳
目

i曲
目
盟
国
自
由
園
田

B
E
E
t園
E圃
E園
自

E
E
E
F

「ー
ー

」

山

れ
燈
草
を
の
む
人
は
去
に
な

羽

川

削

除

守

酌

闘

騒

刊

喝

閉

帰

国

国

組

盛

田

瞳

闘

岨

澗

雄

一
争

一

川

っ
て
い
る
・
そ
れ
と
同
じ
僚
に

薩
医
陸
際
開

vd『

4藍
趨

聾

広

島

醇

臨

劃

魁

摺

園

観

麗

盤

底

昏

睡

竜

一
闘

一

川

ピ
l
ル
も
つ
な
ぎ
採
り
・
ス
ト

!

;
 

園

開

制

約

一
監
∞
仰
副
都
時
制
裁
判
所
も
驚
き
一
制
一
…

品

目

訪

日

・・・回関炉紘
一

「|L
川

に
あ
る
と
す
れ
ば
、
多
勝
の
仲

・
・
司
門
松
芯
i
g
沖
電
気
が
、
裁
判
所
に
一

O
人
も
わ
ず
か
2
週
間
と
い
う
、
短
い
閣
で
」

「解
胞
の
援
で
襲
用
」
「
争

川

虫
、
う
れ
し
い
時
、
悲
し
い

-----a'
仲

砂

町

の
大
量
申
鮒
を
し
た
こ
と
に
対
し
て

に
.
耶
務
所
へ

「
電
報
打
ち
ま
し
た
議
中
の
生
活
の
こ
と
を
考
え
て
」
な

川

時

「
カ
ン
パ
イ
と
飲
む
ピ
l
ル

圃

・

曙

喝

川
わ

1a
北
海
道
官
、
沖
縄
ま
で
、
全
国
庫
よ
」
と
青
う
れ
し
い
電
話
報
告
.

ど

、
平
を
団
体
代
表
と
し
て
訴
え

川

が、

ζ
れ
ま
た
大
企
業
の
警

園
町
湾
1
1
M
d鴻
溜
均
浦
々
の
会
員
や
団
体
か
ら
「
証
人

引

き

続

き

「
証

人

し

ま
し
た
。
引
き
続
き
「
柾
人
し
ぼ
れ
」

川

に
よ
る
i
・
ナ
ン
ト
モ
皮
肉
な

園
園
開
恥
殴
噌

'

m

'

f

し

ぼ

れ

」

の

声

が

訟

判

所

へ

届

き

、

の

連

動

を

強

め

ま

し

ょ

う

.

川

事
で
あ
る
V
全
国
の
伸
聞
の
み

・・・闘
，v
J

ぼ

れ

」

の

声

を

H

圃

--a・m.i河川
中叫

んー

も

予
定
の
七
局
二
O
日
の
議
判
所
で
の

川

な
さ
ん
、
働
く
者
は
、
連
帯
と

--R宏一
切

打
合
せ
で
は
、
結
論
が
出
ず
、

8
月

7
月
泊
目
、
初
日
と
2
次
の
裁
判

川

団
結
、
明
日
を
語
る
た
め
の
必

聞

凶

、
〈

線

三

時

に

持
ち
越
さ
れ
ま
し
た
。

所

へ

の

語

。
都
職
労
、
国
労
、
白

川

働
者
の
酒
u

と
し
て
の
ビ
ー
ル

・6一一
際

忌

画

事
を
遇
、
げ
通
と
怒
り
を
込
高
教
、
国
公
な
ど
を
の
仲
間
も
診

川

を
飲
も
う
・

(
勝
)

東

京

地

裁

へ

の

要

請

行

動

め
て
打
っ
た
支
同
盟
す
る
会
の
支
部
・

加
「
弱
者
で
あ
る
、
働
く
者
の
立
場

川
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背
森

山
形

宮
城

福
Jみ

岩
手

長
野

手官
歌
山

滋
賀

奈
良

兵
庫

(2 ) 第 40号支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)

4000 

写真期;全国初問主

鹿
児
島

(
佐
藤
さ
ん
自
筆
の
礼
状
)

大
阪
j
i
---京
都
・:
:
:
:
島
根
:
・

:

岡

山

:

鳥

取

:

広

島

:

山

口

・

:

・香
川

:
:
:
:
徳
島

愛
媛

「
は
た
ら
く
者
と
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
が
ん
ば
り
な

さ
い
」
と
い
つ
も
沖
制
か
ら
熱
い
エ
ー
ル
を
送
り
絞
り
る
東

田
照
子
さ
ん
の
お
と
う
さ
ん
・
先
日
は
、
じ
っ
と
レ
て
お
ら

れ
な
い
の
か
、

つ
い
に
史
京
で
究
判
つ
雪
E
占、，
ty--
、E
-

H

山
麓
と
て
も
元
気
に
.

「

は
死
な
な
い
よ
」
測
が
少
7

具
志
堅

一
家
は
、
七
月
、
-

報
を
打
っ
た
「
早
く
結
脅

1982年 8月 1日

具
志
堅
徳
慎
さん

官
解
届
か
ら
4
回
目
の
夏
.
沖
電
気
の
宅
自
さ
ん
の
一
家
に
一
泊
間
も
、

争
漉
団
の
仲
間
は
、
北
海
道
か
ら
鹿
御
陛
語
に
な
り
ま
し
た
.
全
国
各
地

児
島
ま
で
、
花
火
、

ソ
l
メ
ン
、
な
の
支
駁
す
る
会
の
み
な
さ
ん
と
の
出

ど
の
行
商
の
御
願
い
と
、
募
金
の
訴
合
い
は
、

ど
ん
な
に
か
、
州
市
山
気
の

え
を
、
約
四
onδ
の
労
働
組
合
や
仰
聞
を
励
ま
し
た
と
と
で
し
ょ
う
"

団
体
長
打
な
い
ま
し
た
・
更
冒
し
た
そ
レ
て
、
い
ま
、

全
国
か
ら
、
争

人
は
般
〈
一
万
人
を
越
え
ま
す
・

議
団
の
柑
舶
整
所
へ
、
行
商
の
注
文
や

高
知
で
は
、

支
鏡
す
る
会
、
会
員
カ
ン
パ
が
届
き
ま
す
.

130 

ーー高知1・-一・大分 一 ー佐賀.... ーー富山奇・



1982年 8月 1日指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

ラフォンテーヌ公園・平和ピクニック

原爆パネルに『オー/ノウ./j] 

量謹週~

平
和
ピ
ク
ニ
γ
ク
は
、
青
年
た
ち
、

-z-J一三
-Z
F
Ez--z
z-
E
S
E-z-ZEE-tEE--2
2
5
三

-Ez---zz-Z主
主
主
主
主
ZEE-z-Fミ
-
Z
E
Z
E
z--15-ZE
---LES
E
-
E
Ez
---

家
族
連
れ
、
夫
婦
で
、
散
歩
が
て
ら

川

l
1
!

『

-
E
a

，

州

の
犬
連
れ、

実
に
気
楽
に
、
重
き

川

一額

O
一

一

円ど一

川

ま

な

人

が

、

公

園

中

央

に

あ

る

広

い

川

一
i

，
h

一
山

一
払
札
一

川

芝
生
広
場
に
集
ま
っ
て
行
な
わ

れ

川

一
t
d
一
州

一

ム

u
一

た

・

冬

が

厳

し

い

の

で

あ

ろ

う

・

集

川

。

一主

l
一

ま

っ

て

い

支

は

ま

は
線

…

議

、

|
l
i
l
i
-
-レ
叱

川

護
宍
子
ど
も
な
ど
は
る
ポ
ン

川

昌

一

当

一

金

石

川

町

一

一

利

一

領

自

ポ
ン
で
・
憲
章
約
昔
へ

一

り

p

r
一
M
M
一

一
-z

五

日

一

回
本
の
国
鉄
で
も
、
か
つ
て
は
あ
っ

|
|
1
1

1
1
1
1

川

い

↑
m

一

一
絵
ヴ

一

一
付
一
引
白
一

よ

ろ

こ

ば

れ

る

川

乃

一

帯

一

守

一

H
E
一

一貴

一
H
l
一

」
改
札
ス
ト
ヘ
改
札
口
の
前
の

川

町一

戸

L
い
」
円
「
片
」1一

ス
ト

ラ

イ

キ

タ
パ
コ
屋
の
お
や
じ
さ
ん
が
、
ュ
l

カ

ナ

ダ

の

平

和

川

)

妻

司

」

引

」

引

」

州

叫

寸

」

引

」

6
月
日
(
土
)
カ
ナ
ダ
で
の
5

モ
ア
で
「
お
金
を
出
し
て
」
と
手

運

動

は

こ

れ

か

ら

一

一

一

此

一
い
一
ぃ

一宮

一

辺

一

一

一

一

日
目
・
前
日
に
カ
ナ
ダ
代
表
団
の
ニ
仮
り
で
宮
う
・
「
パ
カ
君
え
」
と
皆
日
本
代
簡
は
、
さ
っ
そ
く
、
柵

川

(

f

一週

一

一

一
ト

一

一

月

一

川

レ

ム
L

'

一待

一厚

一報

一

グ

一

一
当
一

J
lクへ
の
パ
ス
を
見
送
っ
た
ニ
コ
ニ
コ
さ
つ
れ
レ
そ
う
に
、
て
に
原
爆
パ
ネ
ル
を
く
く
り
つ
り
て
慶

一

人

不

仁

平

斗

叶

斗

ヤ

ホ

乱

川

北

小

斗

時
に
知
皇
回
っ
た
、
北
海
道
大
学
に
サ
と
ホ
l
ムへ・

ζ
ん
な
ス
ト
な
ら
示
し
た
り
、
プ
レ
ー
ト
の
交
換
・
芝

川

さ

一
当
一

四

一

削

一険

引

一組
制

一R

一

F
E
の

で

一手

一通

一

判

一

保

引

一

川
一

一

塁

の

5
3
1
1ト
Z喜
で

あ

る

国

境

言

語

上

で

の

2
1そ

川

雄

歳

金

一

目

前

布

石

川

一

月

二

さ
ん
と
い
妥
性
か
ら
、
う
よ
ノ
ォ
ず
・

2
回
の
乗
り
替
え
で
、
ラ
フ
し
て
、
東
大
生
産
校
術
研
究
所
の
藤

川

4

8

1

賃

一

引

石

市

一

U
1
一骨

一
c

一

ン
テ
l
ヌ
舗
で
平
和
ピ
ク
ニ
γ
ク
ォ
ン
テ
l
ヌ
公
図
へ
普
い
た
.

富

雄

さ

ん

が

、
自
作
の
人
形
劇
.

川

1

R

L

ド
L
引

l
h
1
h
t
μ
L

と

の

罰

珂

寸

ー

司

羽

羽

一

が
あ
る
事
知
ら
さ
れ
、
私
た
ち
も

公
園
も
、
街
も
と
て
も
器
さ
れ
乙
の
人
形
劇
は
、
フ
イ
ナ
レ
l
で

ア

川

歳

こ

雨

明

一削

一

一日
目

一

H
E
u
w
一

読
す
る
と
と
が
益
決
ま
り
、
彼
突
し
い
カ
ナ
ダ
・
特
に
公
闘
は
、
芝
メ
リ
カ
の
レ
ー
ガ

ン

大

著

が

富

一

治

B
品

川

と

蕊

山

一側

一

一

日

3
一

円

石

川

一

女
は
、
ホ
テ
ル
ま
で
築
内
の
た
め
に
も
き
れ
い
に
刈
り
込
ま
れ
て
ス
テ
の
女
神
に
プ
ッ
飛
ほ
さ
れ
る
シ
l
ン

w

a
4
t

-、
〉

一

演
1

1

一身

一

〔

一

白

一川

l
一

川

-

ニ

勺

一

欽

一

単

一

一毎

一

生

一

倍
1

4

一

来
て
く
れ
た
・
キ
・
歩
道
も
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
も
あ
り
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
、
反
人
が
H

オ
l

ノ
ウ
u

の
迎
発
・
カ
の
展
示
の
必
要
を
強
く
感
じ
ま
し

れ
る
の
で
、
助
か
っ
た
が
、
毎
日
毎

川

合

斗

与

‘

?
114
4
十

1
1
4
H
1
1十
1updl+
ト
司
1
上卜
l
上

公
闘
は
遣
い
の
で
、
パ
ス
で
行
く
日
本
の
よ
う
に
、
捌
が
あ
っ
た
り
H

芝

篠

・
平
和
の
訴
え
・
龍
一
の
大
事
・
ナ
ダ
の
人
た
ち
が
初
め
て
み
る
原
爆
た
・

日
同
レ
物
で
、
高
齢
の
人
た
ち
ま
w
ウ

川

鉱

山

守

一
ι
川

一
ι
寸

一税

制

一組

引

一
ι
一

{

V
2
4
h
u

で

一

手

引

一手

一

一

川

一

訂

正

一

計
画
だ
っ
た
が
、
ス
ト
ラ
イ
キ
で
動
生
に
入
る
京
子
H

な
ん
て
、
ャ
も
ち
ろ
ん
、
中
央
の
舞
台
で
は
、
敏
の
被
害
・
乙
の
国
で
は
、
護
軍
ホ
テ
ル
で
の
籾
在
、
パ
イ
キ
ン
ン
ザ

y
の
態
・
日
本
人
は
ナ
ン
ト
、

川

「

E
務

当

一

い

0
戸

一

一

方

O
一

旦

;

一

河
口
が

o
i
=

ι帯

1
一空

一

一

-l
一

3
一
月
一

か
な
い
・
そ
れ
で
は
と
地
下
鉄
へ
・

Z震
な
ど
な
い
・
カ
ナ
ダ
で
は
、
兵
磁
の
お
そ
ろ
し
さ
と
、
震
の
訴
を
躍

す

る
か
ら
・
ぐ
ら
い
の
町
議
グ
方
式
に
な
っ
て
い
る
が
、
メ
ニ
ュ
ぜ
い
た
く
な
舌
の
持
主
で
あ
ろ
う

…

E
S
出

す

1F

I

--
一

Fir
-
一
札
一

ナ
ン
ト
カ
と
量
一
う
駅
ま
で
行
っ
た
が
乙
の
き
れ
い
な
公
園
も
、
税
金
に
よ
え
も
し
ま
し
た
.
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
股
が
反
対
の
理
由
で
あ
る
.
炭
と
化
し

l
は
‘
ベ
ー
コ
ン
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
か
.
し
か
し
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
は

川

市

E

)

汀
.q寸
l
l斗
q
!十
川

14汁
l
i+
l
i

Eも
ス
ト
・
後
日
聞
い
た
話
で
は
っ
て
も
た
言
れ
て
い
る
の
で
あ
君
、
私
た
ち
は

「原
爆
ゆ
る
す
ま
た
、
母
子
の
像
・

草

さ
れ
た
街
・
ス
ク
ラ
ン
プ
ル
エ
ッ
グ
、
ジ
ャ
ガ
イ

と
て
も
お
じ
く
て
日
本
の
H

化

…

;

腕

川

目

百

一

「

一

日

比

一

間

一

一

カ
ナ
ダ
は
、
先
着
の
中
で
も
、
ス
る
・
日
本
も
平
和
懲
言
語
レ
て
ど
を
歌
っ
た
・
カ
ナ
ダ
の
人
た
ち
ど
の
顔
も
恐
怖
を
表
わ
し
て
の

n
オ
モ
、
パ
ン
、
ミ
ル
ク
、
オ
レ
ン
ジ
ジ
学
の
昧
u

は
w
自
然
の
昧
H

に
足
も

…

a

9

E
で

何

一倍

3
一

一

一

1
1
日

一

一

…

ト
が
多
い
固
と
か
a

イ
ギ
リ
ス
人
と

H

需

拡

強
μ

に
質
す
お
金
が
あ
っ
は
、
言
騒
れ
る
程
、
大
き
な
拍
手

l

ノ
ウ
」
で
あ
る
・
や
が
て
カ
ナ
ュ

l
ス
で
あ
る
・
ほ
ほ
毎
日
同
じ
で
と
に
も
及
字
、
実
に
お
い
し
い
.

一

・
1
・

社

ん

勤

一
資
一

一

一

履

一

利

一

一

フ
ラ
ン
ス
人
事
い
園
、
納
得
・
ガ
た
ら
と
の
国
語
ら
っ
て
、
少
し
は
喜
せ
て
く
れ
、
う
し
ろ
髪
が
引
か

ダ
で
の
喜
一
語
、
花
咲
く
だ
あ
る
・

ζ
の
国
の
人
た
ち
は
、
皇

室

雪

山

間

住

夜

罰

寸

」

1到
計

」

」

ン
パ
ゴ
ア
ク
ダ
サ
イ
・
ス
ト
で
童

福
祉
に
使
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
れ
る
別
れ
に
な
っ
た
・

ろ
う
と
確
信
し
て
い
る
・
日
本
語
人
の
語
な
五
昧
の
感
覚
を
知
っ
て

川

新

に

、

一

J
M
一

一

一
l
k
Z

一

一

ま

っ

て

い

る

の

か

と

思

っ

た

ら

、

あ

る

・

原

爆

パ

ネ

ル

の

前

で

は

、

多

く

の

じ

め

、

世

界

中

で
ζ
謀

略

ハ
ネ
ル

い
な
い
・
私

は

好

き

嫌

い

な

く

食

べ

一

日

玉

業

-齢

η
一

一

一

生

日

一

同

一

一

川

川

毎

埼

残

一

年

一

一

一

厚

一

主

一

一

・

・

一

給
仰

古

川

一A

一険

制

一代

一

一

一本

ど
一

川

7
一

一

保

2
一必

一

一

-

0
一
E4
2
一

一

7
一

町

一

一

川

三
s
-
4
1
一

一

康

一

'

一

一

。

一出

一

侃

一

一
範
一

按

一

一

‘
，

一給
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(沖電気争議団)

貞さん荒木

今
年
6
月
四
日
、
夜
9
時
却
分
。自
宅
近
く

の

路

上

で

、

転

勤

に

応

じ

な

い

か

ら

:

・

携騒重義

巨*1Il:Jn[

:.aさ
，同ん(36)

『あ
な
た
は

解
雇
』

沢石

美しい公園、子どもたちは、 反核の人形劇
をいっしょうけんめい見てくれました。

(写真提供 ー東大生産指栴研究所の藤井さん}

日
本
電
気
は
、
一
兆
円
企
業
、
と
う
し
た
中
で
石
沢
さ
ん
の
解
い
と
い
う
約
束
を
日
也
も
し
て
い

従
業
員
は
約
三
万
七
千
人
・

g
需
属
事
件
が
発
生
し
た
の
で
す
・
入
ま
し
た
・
そ
れ
を
破
り
、
解
庖
迎

メ
ー
カ
ー
と
し
て
も
、
我
闘
で
五
社
以
来
、
旧
年
間
、
日
電
玉
川
工
告
は
、
六
月
十
八
日
、
夜
9
時
初

本
の
指
に
入
る
・
ま
た
、
ァ
メ
リ
場
で
働
き
続
け
て
き
た
伎
術
者
・
分
、
自
宅
附
近
の
思
い
路
上
で
会

力
式
労
務
管
理
を
日
本
に
、
仮
初
今
年
五
月
に
は
「
五
六
年
度
の
予
社
か
ら
・

に
持
ち
込
ん
で
「
合
理
化
」
を
し
算
連
成
に
特
に
貢
献
し
た
」
と
表
田
町
は
、
石
沢
さ
ん
を
、
機
械

た
事
で
も
有
名
・

彫

も

さ

れ
て
い
ま
す
・職
場
で
は
、
の
一
つ
の
部
品
の
よ
う
に
扱
い
、

そ
の
日
也
は
、
い
ま
「
M
+
C

畏
時
間
残
業
、

職
毅
病
の
認
定
な
会
社
の
命
令
に
従
わ
な
い
か
ら

&
C

(
人
と
一
通
信
と
コ
ン
ビ
ュ

l

ど
の
解
決
に
努
力
す
る
一
方
、
労
と
、
解
紐
を
強
行
し
た
の
で
す
.

タ
と
の
一
体
化
筏
術
)
に
よ
り
社
働
組
合
の
民
主
化

・強
化
の
た
め
全
国
の
伸
問
の
み
な
さ
ん
、
大

会
に
口
献
す
る
」
と
し
て
、
二
兆
に
も
日
夜
奮
闘
・
労
働
組
合
の
執
企
業
の
横
暴
を
許
す
な
/
と
石
沢

円
企
業
へ
と
、
労
務
管
理
を
強
化
.
行
委
員
選
挙
に
も
六
回
、
立
候
補
さ
ん
に
熱
い
、
熱
い
、
維
持
を
〆

配
転
や
、
単
身
赴

任

で

病

気

に

な

さ

れ

て

い

ま

す

.

〈

激

励

先

〉

神

奈
川
県
川
崎
市

っ
た
り
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
る
人
今
年
も
、
六
月
の
選
教
を
出
例
中
原
区
市
ノ
坪
四
四
二
の
四
八
、

も
続
出
し
て
い
ま
す
.
さ
ら
に
「
会
レ
て
い
た
と
と
ろ
、
五
月
二
十
七
百
沢
清
さ
ん
.
0
4
4
(
4
5

祉
の
発
言
権
を
増
す
」
た
め
に
と
日
に
、
立
川

〔
東
京
)
支
底
へ
転

3
)
5
9
6
5
.

組
合
と

一
体
と
な
り
、
来
年
の
川
動
の
命
令
.
不
当
配
転
の
訴
え
を
〈
抗
絡
先
〉
東
京
都
港
区
芝
五

崎
市
鍛
会
犠
円
H

選
挙
も
取
組
み
六
月
三
日
に
神
奈
川
地
方
労
働
蚤
の
三
三
の
一
、
日
本
町
気
株
式
会

中

.

員

会

に

起

と

し

、

現

状

を

動

さ

な

社

、

小

林

宏

治

会

長

.
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(4) 第 40号支援する会に入会しよう (会費1口200円/月)1982年 8月 1日

個
別
企
業
の
枠
を
ζ
え
て
、
解
腹
前
夜
祭
と
し
て
「
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
映

や
賃
金
差
別、

労
動
災
害
、
職
難
病
函
会
」
を
開
催
.
全
国
金
属
浜
田
精

倒
産
、

工
場
閉
鎖
な
ど
で
闘
う
仲

間

機
支
部
の
闘
争
を
描
い
た
「
ほ
う
り

と
、
支
優
の
仲
間
が
、

ガ
ッ
チ
リ
と
だ
さ
れ
て
た
ま
る
か
」
な
ど
、
先
輩

手
を
結
び
、

相
手
企
業
や
親
会
社
な
争
議
映
画
六
本
の
ほ
か
、
紡
績
工
場

ど
背
景
資
本
へ
の
数
千
人
に
も
な
る
の
女
性
労
働
者
を
錨
い
た
ア
メ
リ
カ

大
規
模
な
抗
犠
行
動
「
東
京
総
行
映
画
「
ノ
l
マ
・レ
イ
」
な
ど
二
本

動」

|
が
始
ま
っ
て
今
年
で
十
年
。
が
上
映
。
労
働
者
の
闘
の
喪
に
、
観

東
京
総
行
動
は
、
民
耐
と
官
公
労
容
も
、
た
び
た
び
、
共
感
で
自
に
涙
・

の
闘
い
の
結
合
の
ほ
か
、
新
し
い
戦

六

月

二

十
七
日
は
、
日
比
谷
の
野

術
と
し
て
全
国
各
地
へ
と
普
事
U
て
外
音
楽
堂
で
「
た
た
か
う
伸
閣
の
つ

い
っ
た
。
ま
た
地
方
の
中
小
企
業
の
ど
い
」
.

組
合
や
個
人
が
、
東
京
に
あ
る
本
社
参
加
者
は
、
「
人
間
ら
し
さ
を
、

や
親
企
業
と
交
渉
す
る
場
合
の
、
実

と
り
戻
す
た
め
に
、
労
働
運
動
を
前

戦
部
隊
の
役
割
を
は
た
す
と
と
も
、
進
さ
せ
よ
う
」
と
心
に
醤
っ
て
、
育

多

く

あ

っ

た

.

空

に

風

船

を
放
っ
た
.
い
ま
、
都
内

川
恒
年
か
ら
の
十
年
間
で
は
、
争
議
で
争
織
を
し
て
い
る
の
は
、
約
百
十

勝
利
は
約
四
十
件
だ
っ
た
の
に
対
レ
組
合
.
数
千
人
で
あ
る
。

東
京
総
行
動
が
始
ま
っ
て
以
降
の
+
Z-Ez--Ez-
--
z
-
E
z--2
2
-
z
f
-
E
-
z
一三一三
-Ez--42t-zz三
-
Z三一
r=三
-
s
te-
-d
-zz
z
z
z
z
--
-zzz
E
z
--Jz-Ez---Ez---Z一三
Z
Z
12Ez--z-三一喜一
三川

年

間

で

は

、

ペ

ト

リ

カ

メ

ラ

、

浜

田

〈

賃

金

差

別
争
犠

〉

共

立

分

会

(二
次
分
)

制
緩
、

V
A
N、
ヵ

コ

ス

ト

ロ

ボ

な

三

菱

重

工
支
部

四
O
O
全
税
関
東
京
支
部

ど
、
労
働
者
が
企
業

再

建

を

勝

ち

と

日

本

航

空

労

組

三

七

O

合
計
一

一一
九
六
人

山

っ

た

の

を

は

じ

め

、

約

二

百

四

十

件

日

本

I
B
M支
部

二

O
O

〈
聡
難
病
争
続
〉

以
上
に
も
な
る
・
働

く

者

の

、

熱

い

東

京

電

力

原

告

団

一

四

二

ス

イ

ス

航

空

欄

さ

ん

一

連

帯

の

勝

利

で

あ

る

。

三

井

製

糖

原

告

団

一

四

北

辰

也

機

支

部

四

川

前

進

の

た

め

ヨ

ヒ

ロ

セ

産

分

会

二

下

谷

病

院

大

島

さ

ん

一

大

集

会

巨

笹
川
護

分

会

四

O

メ
l
ル
オ
ー
ダ
ー
分
会

五

山

r
l
L

雪

印

乳

業

争

議

団

一

八

日

本

鋼

管

分

会

三

総

都

、

東

京

地

方

労

組

評

議

会

は

プ

リ

ン

ス

自

工

支

部

合

計

一

四

人

山

十

周

年

を

記

念

し

、

新

た

な

発

展

を

海

上

電

機

支

部

川

目
指
す
「
お
に
、
六
月
二
十
六
日
は

労
働
運
動
と
は
・
・
・

人
間
ら
し
い
心
を

と
り
戻
す
こ
と

一一東京争議団加盟 一一

働
く
仲
間
は
手
を
結
び
、
と
も
に
、

た
た
か
い
ま
し
ょ
う
.。

津布久晃司作詞

平井哲三郎作曲
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李

器等

て
乙
れ
は
す
ば
ら
し
い

ち
ょ
っ
と
し
た
出
塁
事
だ

あ
る
日
突
然
出
あ
っ
た
だ
貯
で

臨
と
随
を
か
わ
し
た
だ
け
で

そ
れ
か
ら
み
ん
江

明
日
を
見
つ
め
て
生
き
て
い
る

ほ
ん
と
の
話
ほ
ん
と
の
話

明
る
い
顔
で
生
き
て
い
る

132 

と
れ
は
す
ば
ら
し
い

(
東
京
総
行
動
の
う
た

二
、
ζ
れ
は
す
ば
ら
し
い

た
い
し
た
出
来
事
だ

ひ
そ
か
な
夢
を
語
っ
た
だ
け
で

心
と
心
を
ひ
ら
い
た
だ
け
で

そ
れ
か
ら
み
ん
は

明
日
を
求
め
て
生
き
て
い
る

ほ
ん
と
の
話
ほ
ん
と
の
話

ゆ
た
か
な
顔
で
生
き
て
い
る

三、

ζ
れ
は
す
ば
ら
し
い

愉
快
な
出
来
事
だ

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
笑

っ
た
だ
け
で

肩
組
み
あ
っ
て
う
た
っ

た
だ
け
で

そ
れ
か
ら
み
ん
な

明
自
に
む
か
つ
て
生
き
て
い
る

ほ
ん
と
の
話
ほ
ん
と
の
話

自
分
の
顔
で
生
き
て
い
る



通
信
機
三
大
メ
ー
カ
ー
の
一
つ
そ
の
後
の
沖
也
気
は
、
百
億
円
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
視
し
て
沖
電
気
争
議
団
の
列
人
は
、
全

神
電
気
工
業
(
本
社

・
東
京
、
三
近
い
史
上
股
高
の
利
接
、
千
人
を
解
雇
し
た
乙
と
も
明
白
に
・
国
包
の
県
野
、

z
一
千
を
超
え
る
支

宅
正
男
社
長
、
資
本
金
一
七
五
億
と
す
新
採
用
、
九
州
に
百
億
円
以
一
方
、
解
居
後
の
職
場
で
は
、
優
労
組
や
一
万
三
千
人
の
「
支
援

約

一
万
一
一
一
干
人
)
は
「
経
営
危
綾
上
を
投
資
し
て
新
工
場
の
建
設
な
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
服
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
行
商
や
本

だ

、

人

が

余

っ

て

い

る

」

と

弥

し

社

へ

の

抗

議

汚

動

な

ど

に

奮

闘

.

/
e

，f
/

・，
r

，F
/

・

て
、
千
五
百
人
の
「
希
望
退
職
」

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

裁
判
闘
争
も
第
一
の
山
場
に
さ

募

集

を

提

案

.

乙

の

あ

と

退

職

強

し

か

か

り

企

業

に

「

首

切

り

の

自

要
に
応
じ
な
い
三
百
人
に
、
百
年
ど
=
よ
註
自
ら
東
京
地
裁
ほ
か
(
回
申
さ
ん
)
レ
た
り
、
沖
争
議
由
」
の
旗
を
与
え
る
な
r
生
き
る

什
月
、
大
企
業
で
は
三
井
三
池
争
四
ヵ
所
の
裁
判
で
も
「
指
名
解
屈
の
裁
判
傍
聴
を
回
世
自
に
、
仕
事
を
楠
利
、
働
く
制
利
を
守
ろ
う
/
と

援
以
来
、
約
初
年
ぶ
り
の
指
名
解
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
意
取
り
上
げ
る
(
洩
利
さ
ん
、
中
山

が
ん
ば
る
仲
沼
気
の
伸
聞
に
、
ぁ

砲
を
強
行
レ
ま
し
た
.
臓
改
革
を
す
る
と
と
」
と
旺
富
。
さ
ん
)
な
ど
の
、
暴
教
が
続
行
.
な
た
も
熱
い
辿
帯
乏
f

一一一沖電気争議のもう 1人の解雇者一一一

経

議

山

華

抗

"

蓮

前

・

法
社
…

無
で
山

南
婦
…

「
夫
…

私
は
神
電
気
か
ら
、
肥
転
命
令
を
げ
、
さ
ら
に
は
職
場
の
親
陵
会
か
ら

拒
否
し
た
と
い
う
理
由
で
解
雇
さ
れ
の
除
名
、
周
囲
の
人
に
口
を
き
か
せ

ま
し
た
.
私
が
な
ぜ
乙
の
問
題
を
殺
な
い
よ
う
に
す
る
、
と
い
っ
た

「職

判
で
争
う
の
か
、
裁
判
に
何
を
望
む
揚
八
分
」
を
行
っ
た
の
で
す
.

の
か
を
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
・
職
湯
八
分
の
悲
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド

指
名
解
雇
当
時
、
私
の
属
し
て
い
は
、
私
が
知
っ
て
い
る
だ
け
で
も
い

た
神
労
組
八
王
子
支
部
は
、
股
後
ま
く
つ
も
あ
り
ま
す
.
親
し
か
っ
た
友

で
首
切
り
反
対
を
か
か
げ
て
闘
い
ま
人
が
、
ロ
を
き
い
て
く
れ
な
く
な
っ

レ
た
.
そ
れ
は
む
つ
か
し
い
理
屈
な
た
.
職
場
で
挨
修
し
て
も
返
恵
が
か

ど
で
は
な
く
、
何
の
罪
も
な
い
自
分
え
っ
て
ζ
な
く
な
っ
た
.
飲
み
会
の

の
友
人
の
首
を
切
ら
せ
る
わ
け
に
は
席
で
つ
る
し
上
げ
に
あ
う
停
は
、
ザ

い
か
な
い
と
い
う
、
組
合
員
と
し
て
、
ラ
に
あ
る
鱈
で
す
.
例
え
ば
、
あ
る

人
間
と
し
て
、
当
然
の
感
情
か
ら
来
人
は
つ
り
の
同
好
会
の
世
話
人
だ
っ

る
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
.
指
名
た
.
現
地
集
会
で
行
っ
て
み
る
と
、

解
屈
が
強
行
さ
れ
て
し
ま
っ
た
後
来
た
の
は
自
分
一
人
だ
吋
だ
っ
た
.

も
、
会
社
に
対
し
て
の
批
判
の
空
気
あ
る
人
は
、
入
社
以
来
面
倒
を
見
て

は
強
く
、
解
服
さ
れ
た
人
達
が
門
前
来
た
後
輩
か
ら
、
自
分
の
結
婚
式
に

で
ま
く
ピ
う
は
、
大
多
数
の
人
が
受
は
必
ず
お
視
を
述
べ
て
ほ
し
い
と
何

り
取
っ
て
腕
み
、
カ
ン
パ
も
さ
れ
ま
年
も
前
か
ら
た
の
ま
れ
て
い
た
.
と

し
た
.
し
か
し
、
会
社
は
そ
の
あ
り
と
ろ
が
結
路
が
決
ま
り
式
が
近
づ
い

さ
ま
を
、
職
制
や
守
街
、
さ
ら
に
は
た
時
、
そ
の
後
輩
が
来
て
、
民
を
流

屋
上
に
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
ま
で
鋸
え
っ
さ
ん
ば
か
り
に
し
て
た
の
む
と
い
う

り
て
陸
側
し
、
後
で
職
制
が
一
人
ひ
の
で
す
.

「
あ
な
た
を
出
席
さ
せ
る

と
り
呼
び
出
し
て
、
「
モ
ん
な
こ
と
と
私
は
会
社
か
ら
ど
う
さ
れ
る
か
分

を
や
っ
て
い
る
と
自
分
の
為
に
な
ら
か
ら
な
い
.
分
っ
て
下
さ
い
」

ん
ぞ
、
ム
荏
の
再
健
に
協
力
し
ろ
」
四
日
別
を
さ
れ
て
い
る
人
は
、
仕
事

と
執
勘
な
干
渉
が
な
さ
れ
ま
レ
た
.

を
な
ま
け
た
わ
り
で
は
な
い
の
で

ピ
ラ
を
受
付
取
る
な
、
と
ゆ
回
以
上
す
.
何
か
惑
い
事
を
レ
た
わ
け
で
も

も
呼
び
出
さ
れ
た
人
も
い
ま
す
.
そ
な
い
の
で
す
.
ピ
ラ
を
受
付
取
る
な

し
て
態
度
を
変
え
な
い
人
達
に
対
ど
、
自
分
の
信
念
を
ま
げ
な
い
と
い

し
、
賃
金
の
差
別
や
仕
事
の
と
り
あ
う
理
由
し
か
な
い
の
で
す
.

た
時
、
突
然
聴
衆
が
後
向
き
に
な
り
に
迫
っ
て
来
る
・
と
て
も
そ
の
燭
に

川

8
月

5日午

ま
し
た
.
そ
し
て
い
っ
せ
い
に
帰
っ
立
ち
止
っ
て
い
ら
れ
な
い
迫
力
が
あ

川

'
園

前
十
一
時
十
分

』

i

i
べ.
1
人
は
、

ιの方
で
聴
り
、
そ
の
!
練
れ
た
」
と
私
に
あ

川

E
4
U愛
知
霊
部
の

一
九
八

O
年
の
八
王
子
支
華
民
で
し
た
・
各
職
場
で
は
、
職
衝
を
了
て
し
て
さ
て
才
ら
田
中
さ
ん
や
ま
っ
て
し
草
し
た
・
そ
れ
で
も
、

川
島

-E新
幹
線
襲
l

選
挙
の
語
、
正
に
恐
怖
が
職
警
っ
て
一
人
一
人
念
を
お
し
て

E
善

意

っ

た

と

え

前

に

い

わ

ず

か

き

た

金

を

、

Bi
t
s宣
言

支
配
し
た
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
・
底
し
た
票
読
み
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
〈
遥
が
、
全
部
自
分
の
方
に
向
き
メ
ラ
で
写
し
回
っ
て
い
る
疫
が
印
象

川
』
晴
、
『
ベ
J
激
し
く
な
り
、

ま

は

ζ
の
選
挙
に
よ
り
、
指
名
解
た
・
会
社
側
の
運
動
員
と
し
て
、
職
な
お
っ
て
i
お
し
黙
っ
て
自
分
の
方
的
で
し
た
・

川

m
J
ソ
連
続
降
雨
慣
が

庖
当
時
、
首
切
り
反
対
を
叫
ん
で
闘
湯
の
9
割
も
の
人
が
動
只
さ
れ
ま
し

j
、，
爪
す
前
財
保
ザ
岨
副
柑
也
矧
開
削
剛
治
州
総
内
V
淑
附
鳩

山

刈

!

絹
輔
一
五
五
srを
記

っ
た
八
王
子
支
部
の
組
合
監
を
金
た
.
乙
の
動
員
を
断
わ
る
と
と
は
、

1
1
Jj
河

川

叫

諮

問

馴

関

税

蜘

防

防

川

録
し
た
、
さ
ら

凸
や
め
さ
せ
、
会
社
の
推
す
候
補
者
室
長
し
批
判
的
な
意
見
を
持
つ

n
o
E
9
E
E鴻
絹

川

に
線
路
わ
き
の
松
の
木
が
倒
れ

を
、
圧
倒
的
多
数
の
還
で
当
選
さ
て
い
る
、
あ
る
い
は
、
私
遠
の
味
方
恐
れ
て
い
た
通
り
、

撃
後
に
私
書
ま
で
、
重
の
門
前
で
、
吉

川

た
・
な
ど
の
撃
で
新
幹
鰍
は

せ
る
ζ
と
に
よ
り
、
指
名
解
腐
の
目
だ
と
み
な
さ
れ
ま
ず
か
ら
断
わ
れ
な
津
L
対
す
る
報
復
が
行
な
わ
れ
ま
し
数
旅
を
持
ち
、
大
同
で
「
南
無
妙
法

川

大
泌
乱

V
5
年
ぶ
り
郷
毘
広
島

的
で
あ
っ
た
と
会
社
が
自
ら
が
吉
つ
い
の
で
す
.
私
が
廊
下
で
聞
を
か
り
た
.
私
も
い
ま
ま
で
以
上
の
仕
事
上
週
間
申
経
」
と
悶
え
る
迎
動
を
続
け
て

川

へ
向
う
私
は
、
東
京
を
遮
れ
て

て
い
る
「
体
質
の
改
也
」
を
見
ょ
う
た
だ
げ
で
顔
色
が
変
っ
て
し
ま
う
人
の
愛
別
の
上
、
年
末
一
時
金
、
容
の
き
ま
し
た
・

ζ
ん
な
郁
を
す
る
と
、

川

出
発
し
た

n
ひ
か
り
u

で
雨
に

と
レ
た
の
で
す
・
ま
さ
に
ム
歪
を
あ
も
い
ま
し
た
・
甲
山
結
で
投
烈
依
頼
を
賃
上
げ
時
と
、
査
定
幅
の
限
度
い
つ
あ
る
い
は
私
の
属
す
る
宗
門
か
ら
は

川

メ
ッ
ポ
ウ
弱
い
新
幹
線
亭
イ
ヤ

げ
て
の
選
挙
戦
が
計
画
さ
れ
、
浬
動
し
た
あ
る
友
人
は
「
気
持
は
分
る
が
ぱ
い
の
差
別
を
受
り
ま
し
た
・
私
述
叱
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す

川

と
い
う
程
、
味
わ
っ
た
曹三
ニ島

は
何
か
月
も
前
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
自
分
は
す
ぐ
顔
に
出
る
か
ら
、
田
中
の
運
動
員
だ
っ
た
人
は
、
ほ
と
ん
ど
が
、
今
の
私
に
出
来
る
取
は
、
皆
の

川

駅
の
手
前
で
、
車
は
ピ
タ
リ
と

ま
し
た
・
著
書
て
三
名
が
会
社
さ
ん
に
投
票
し
た
ζ
宗
主
に
ば
全
員
高
級
で
し
た
・
立
需
し
た
心
に
ひ
そ
ん
で
い
る
良
心
に
呼
び
か

川

止
ま
り
、
前
に
も
後
に
も
動
か

に
対
抗
し
て
立
候
補
し
ま
し
た
が
、
れ
て
し
ま
う
の
で
か
ん
べ
ん
し
て
は

一一一
名
の
う
ち

一
名
は
、
ま
も
な
く
「
職
け
、
祈
る
事
し
か
な
い
か
ら
で
す
・

川

ず
。
昼
食
事
な
の
で
、
車
内
販

候
補
者
も
、
そ
れ
を
推
す
人
も
、
悩
し
い
」
と
・
私
が
属
し
て
い
た
剣
道
場
八
分
」
に
耐
え
か
ね
会
祉
を
去
り
人
間
は
幸
わ
せ
で
な
り
れ
ば
な
ら

川

売
の
幕
の
内
弁
当

ω個
、
焼
肉

み
、
苦
し
み
、
迷
い
ま
し
た
・
乙
の
部
の
友
人
は
、
剣
道
部
の
部
長
か
ら
ま
し
た
。
そ
し
て
残
る
二
名
は
、
配
な
い
と
思
い
ま
す
・
自
分
さ
え
よ
り

川

と
は
ん
別
個
、
ハ
ン
バ
ー
グ
ラ

状
況
下
で
会
社
に
対
抗
し
て
も
、
当
問
中
に
入
れ
る
な
と
き
つ
く
吉
田
わ
れ
聖
な
る
と
い
き
つ
わ
さ
が
流
れ
そ
れ
ば
、
自
分
さ
え
守
れ
ば
、
と
い
う

川

ン
チ
省
、
主
ぎ
と
飯
、
シ

警
鐘
め
な
い
し
、
ど
ん
な
報
復
を
て
い
る
・
と
雷
っ
て
い
ま
し
た
の
後
、
私
に
問
密
会
出
さ
れ
ま
考
え
は
、
号
事
に
し
、
自
分
自

T
1
3
2
3
5
5食
は
ア

う
げ
る
か
分
ら
な
い
・
た
だ
で
は
す
立
会
演
説
会
の
典
燥
な
あ
り
さ
ま
し
た
・
撒
務
上
必
嬰
だ
か
ら
と
、

会

身
も
不
幸
に
し
て
し
ま
う
と
思
い
ま

川

γ
と
雷
う
聞
に
宛
切
れ
、
食
事

ま
な
い
こ
と
は
だ
れ
も
が
知
っ
て
い
は
、
今
で
も
目
に
う
か
び
ま
す
・

祉
は
雷
い
ま
し
た
が
、
私
は
、
仕

m
す
・
社
会
の
行
く
末
に
対
し
、
そ
の

川

に
あ
り
つ
り
ぬ
人
も
V
5時
間

ま
し
た
・
そ
れ
で
も
、
現
在
の
A
荏
組
合
事
務
所
前
の
広
場
に
数
百
名
の
内
容
か
ら
も
、
不
当
だ
と
考
え
そ
人
な
り
の
責
任
を
持
っ
て
い
る
の
だ

川

を
過
ぎ
る
頃
か
ら
は
「
七
歳
の

の
非
人
間
的
な
方
策
に
よ
る
労
務
官
の
聴
衆
が
鎮
め
ら
れ
ま
し
た
・
は
じ
れ
を
拒
否
す
る
や
解
耐
制
さ
れ
た
の
で
と
思
い
ま
す
・
社
会
と
は
日
本
の
園

川

答
が
腹
痛
と
」
医
者
回
世
レ
の
政

理
を
、
多
く
の
人
が
盟
ん
で
は
い
な
め
に
重
側
の
候
補
者
が
演
説
書
す
・

で
あ
り
、
撃
の
露
で
あ
り
、
私

川

君
、
社
用
で
急
ぐ
人
が
車
内

い
の
だ
と
い
う
意
志
表
示
の
機
会
と
い
ま
し
た
・
か
つ
て
の
選
挙
で
は
見
私
は
母
親
の
影
響
を
受
け
、
子
供
述
の
友
人
、
家
銀
、
子
供
述
だ
と
忠

川

電
話
が
紋
聞
と
知
り
、
パ
ニ
ッ

し
て
、
ど
う
し
て
も
誰
か
が
立
候
補
ら
れ
な
い
は
げ
レ
い
撃
の
声
優
が
の
頃
か
ら
の
仏
教
徒
(
本
門
仏
立
宗
)
う
の
で
す
・

』

川

ク
寸
前
、
三
島
駅
に
臨
時
霊

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
の
で
雪
れ
ま
し
た
・
私
達
の
番
に
な
り
、
で
す
・
毎
日
の
お
寺
へ
の
参
詣
、
朝

T
J
E
綜

f
品

川

町
レ
た
時
は
夜
6
章
三
島
か
ら

す

・

せ

い

ぜ

い

ヤ

ジ

ら

れ

る

と

と

は

覚

悟

タ

は

仏

喧

の

前

で

祈

る

習

慣

を

持

つ

f
一暢
J
I
M
臥

F

川

旅
行
を
あ
き
ら
め
帰
京
し
た
百

会
社
の
力
は
す
さ
ま
じ
い
ば
か
り
し
た
の
で
す
が
、
私
達
の
番
に
な
っ
て
い
ま
す
・
私

は

解

胞

の

翌

日

か

ら

司

M

川

人
を
と
す
人
の
中
に
は
、
著

叩

--Ez--===EE--25=====
=-==-EEE---三--EE
---三====-三=====EE--E三====-Ez--
==EE--=-EE---=====EE--
三三三EEE--==川
川

親
へ
の
お
み
や
げ
の
山
を
持
つ

…
3
0
0
人
の
指
名
解
雇
は
必
要
で
は
な
い

司

U
川
口
九
日
銭
円

…

沖

電

気

裁

判

闘

争

、

山

場

の

証

人

調

べ

に

一
隠

し

一

:

郷
里
喜
・
新
幹
線
て
、
チ

一
時

ろ

一

川
川

ト
ま
ち
が
え
ば
、
不
便
な
物
な

・9月初
目
前
田
謹
判

一
傍

よ

一

川
川

ん
だ
な
あ
と
痛
感
・
走
る
よ
う

日
時
ぬ
分
1
げ

時

一

一

川
川

に
働
く
、
日
本
人
も
、
同
し
ょ

===EE----Ez--Ez--三三=====-====-EE----Em---===三-ZEE---加
川

う
な
の
か
ナ
7
.
(
醗
)

支援する会事務局
事務所東京都港区三田

3-2-20 .話 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240 

加入者名 沖電気の不当解麗

を出回させる会

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会二ユース

哲

先
行
所

第 41 号
1 9 8 2年

9 月 1 日

直空雪

中田

jギターはプロ級、 6月25日には j
i 250人参加のコンサートも開催 j

第 41号

j手♂

;誌

)
 -
(
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(2 ) 第 41号支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)1982年 9月 1日

言寺

ヤッタ…支援する会の神戸さん、手づくりで、ヒマラヤに登頂成功

の
_-，b，";. 

4吉弘熱
、三楽器長L
J匁 鰍

働く者の登山を。

蜘
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川

私
は
7
・

翼

周

作

動

に

学

生

な

り

ま

し

た

・

指

名

解

雇

・

職

場

の

産

業

報

国

運

動

そ

の

も

の

と

雷

山
川

川

と

し

て

参

加

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

差

別

な

ど

ひ

ど
の
自
に
会
い
な
が
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
.

川
川

7
月
日
日
ミ
ツ
ミ
電
機
の
仲

川

レ

た

.

ら

も

、
明
る
い
笑
顔
を
忘
れ
な
い
し
た
が
っ
て
、
労
働
者
の
皆
さ

川

川

聞
と
交
流
会
.

私

は

今

年

の

春

、

大

学

に

入

学

皆

さ

ん

を

見

て

、

一

種

の

特

権

階

ん

が

団

結

レ

て

独

占

資

本

と

の

闘

山
川

7
月
同
日
照
京
電
力

一
日
行

川

し

た

の

で

す

が

、

入

童

程

現

級

と

レ

て

安

楽

な

生

活

に

甘

ん

じ

争

を

続

け

て

い

る

と

い

う

ζ
と

川
川

均
生
コ
ン
決
起
雲
-

川
代
の
大
多
数
の
学
生
と
同
抽
出
に

、

て

い

る

自

分

自

身

が

恥

ず

か

し

く

は

、

民

主

的
な
職
場
を
獲
得
す
る

川

川

7
月
凶
日
東
京
地
裁
要
騎
行

川
無
気
力

・
無

関

心

の

風

潮

か

ら

援

な

り

ま

し

た

・

と

い
う
点
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の

川
川

動
・
総
評
主
催
、
分
裂
組
合
防

ー

さ
っ
そ
く
で
す
が
、
霊
長

ら
は
得
ら
れ
な
い
と
い
う
と
と
章
一
日
せ
ず
、
室
生
活
も
た
だ
楽

て

過
去
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
フ
7

y
シ
ョ
化
を
阻
止
す
る
と
い

川
川

究
集
会
・
日
本
電
気
、
石
沢
さ

功

し

た

時

の

気

宮

は

り
ま
し
た
・

菌
性
を
も
っ
た
力
量
川
し
く
過
ご
せ
ば
い
い
と
考
え
て
い

し

て
も
、
労
働
運
動
が
沈
滞
し
て
い
主
さ
ら
に
は
世
界
の
恒
久
平
和

山
川

ん
守
る
会
決
起
集
会
。

-
終
っ
た
・
手
づ
く
り
チ

l
ム

(
3

ま
と
、
時
代
を
見
つ
め
る
視
野
喜
ち
、
川
ま
し
た
.

日

た
時
代
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
フ
を
維
持
す
る
と
い
う
点
で
も
意
義

川
川

7
月
旭
日
支
盤
す
る
会
、
ォ

人

)

で

よ

く

や

っ

た

な

あ

凶

そ

し

て

山

が

好

き

だ

宮

と

冨

う

気

…

と

こ

ろ

が

、

先

輩

の

勧

告

よ

劉

ァ
シ
ズ
ム
の
時
代
で
し
た
・
戦
中
の
雲
と
と
だ
と
思
う
の
で
す
・

…
川

り
エ
ン
テ
l
リ
ン
グ
(
森
林
公

l
l登
山
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
・
ヒ

マ

℃

持

を

大

切

に

レ

た

行

動

が

勝

利

に

導

川

っ
て
読
書
会
に
属
し
、
社
会
問
題

戸
』

の
日
本
に
お
け
る
産
業
報
国
運
動
今
後
私
は
閉
鎖
的
な
大
学
内
に

川
川

園
)

一平

に
を
」
う
と
思
わ
れ
た
動
機
は

舟

く

カ

ギ

に

思

え

ま

す

・

川

護

っ

た

ル

ポ

ル

タ

ー

ジ

ュ

を

読

跡

が

、

苦

労

働

運

動

の

消

減

を

ね

と

じ

ζ
も
る
ζ
と
な
く
、
皆
さ
ん

川

川

7555
一
月
?
習
夕
張
現
地
調

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
の
憧
憶

を

抱

い

た

の

ま

|

|沖
電
気
争
識
も
、
変
革
の
糟
神
山
ん
で
い
く
う
ち
に
、
私
の
考
え
は

-
T
a

ら
っ
た
フ
ア
ン
ズ
ム
運
動
で
あ
つ
の
運
動
に
学
ん
で
い
き
た
い
と
思

川
川

査
・

は

十

代

の

頃

か

ら

で

す

・

何

年

前

の

が

必

要

な

ん

で

す

ね

川

寄

っ

て

主

主

・

震

問
題

町

た
と
と
な
ど
説
明
す
る
ま
で
も
あ
い
ま
す
・
皆
さ
ん
も
困
難
に
負
け

…
…

7
月

習

雪

国

襲

騎

引
歳
の
時
に
、
宮
岡
勤
労
者
山
岳
会

i
」
と
一
言
っ
た
言
葉
が
忘
れ
ら
れ
な
・
約
5
ト
ン
の
隊
荷
は
、
荷
運
び
人
.
私
達
の
カ
ン
・
グ
ル
l
は
、
暗
い
川
か
ら
労
働
問
題
へ
と
種
々
の
曾
セ

北
ハ

り
ま
せ
ん
・
し
か
し
現
在
の
日
本
る
と
と
な
く
力
強
く
闘
争
ゲ
繰
り

…
川

安
藤
運
輸
争
犠
の
勝
利
報
告
集

を
股
立
し
、
本
格
的
に
山
へ
出
か
け
か
っ
た
と
雪
量

で

す

。

(

ポ

l
タ
l
)
一
O
四
人
の
手
に
よ
時
代
に
走
ろ
き
す
る
時
代
の
弓
…
読
み
ま
し
た
が
、
私
は
需
産

争

で
行
な
わ
れ
て
い
る
ζ
と
は
、
こ
で
く
だ
さ
い
・

口

問

医

科

品

川

口

引

配
れ
て
カ
ン
・
グ
ル
i
ま

ド

頂
へ
の
ア

タ

ッ

ク

は

れ

持

訪

れ

白

川

向

日

一

持

説

得

す

に

舗

一

J
J
J吋

民

闘

は

刈

細

川

れ

い

じ

諸

問

器

禁
外
国
の
山
へ
出
か
け
る
よ
う
に
・
成
田
航
空
か
ら
ネ
パ
ー
ル

の

草

・

4
つ
の
前
進
基
地
を
設
け
、
ン
ヱ
っ
た
と
思
い
ま
す
.
い
撃
を
知
ら
な
い
位
代
が
国
民

反

一

¥γ
ぶ
邑

・

園

田

脚

t
i-

-
d制

山
川

(
東
京

山
手
教
会
)

な
っ
た
、
運
前
の
耶
で

す

。

ヵ

ト
マ
ン
ズ
・
そ
こ
か
ら
パ
ス
と
ト
ル
パ
4
人
の
7
人
で
語
・

2の
|

霊

に
、
山
に
登
る
人
に
ひ
と
川
の
多
数
を
虫
、

国
民
の
保
守
化

械

一

恥

潮

湘

綱

醐

鰯

幽

腰

F
J
1
7
山
川

y
z
t
u日
豪

華

回

1
2聞
の
準
備
、
長
か
っ
た
で

ラ
ッ
ク
で
6
時
間
ぐ
ら
い
で
ド
ム
レ

ヒ
マ
ラ
ヤ
は
也
事
く
大
変
で
し

た

こ

と

一

政

治

離

れ

が

目

立

つ
一
方
で
は
、

機

い

必

勝

護

憲

灘

澗

潔

鴎

f
川

海

の

家

言

葉

)

す

ね

と

い

う

町

に

童

、
マ
ル
シ
ャ
ン
デ
が
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
か
ら
お
日
間
・
そ
う
で
す
ね
i
、
山
に
括
か
り
で
川
政
府
が
さ
ま
ざ
ま
な
右
傾
化
政
策
・

餐
総
司
一

!j
訓
F
U
U
M劃

B
E
E
R
一-Y
L
m問
問

川
川

7
月
白
日
総
野
大
会
ピ
ラ
入

総
率
、

!

UF-aa---圏
内

H
M
a

・'Is--E
・E・--酬羽・

九W
町一円持
品
川
一
九
九
丸
紅
れ
り
と
肝
心訪日
jH
uu
な
れ
ど
は
は
院
内
山
野
山
内
計
十
日
当
錯
綜
陶
略
繍
脳
脳
同
闘
一

一…

ι争問訪日
γ会

の
仲
間
が
亡
く
な
っ
た
り
し
て
i
そ
上
し
日
間
の
徒
歩
で
ベ

l
ス

キ

ャ

ま

し

た

。

で

、

身

体

は

絶

対

ぬ

ら

さ

な

い

よ

う

~

い

に

テ

口

事

件

ま

で

発

生

し

ま

し

腕

闘

附

糊

倒

防

館

協

晶

?

絡

組

園

開

闘

・

例

山
川

ピ
ラ
入
れ
・

れ
で
目
標
を
型
失
し
た
時
機
も
あ
っ
ン
プ
地
メ
テ
に
曽
き
ま
す
。

|
|
カ
ン

・
グ
ル
ー
を
選
ば
れ
た
わ

注
意
し
て
i
・
消
耗
が
は
げ
し
い
の
川
た
・

ζ
の
社
会
情
勢
の
中
に
民
主

圃
圃
圃
・
・
防
関
幽
草
間
M
U同
町
野
跡
和
紙
動
引
は
川
川
川
目
る

川
川

7
月
お
日
金
鴎
機
械
反
合
開

・・・・・・・・園司
ωsmi--田
圃
剛
山
凪
句
、
町
困
問

V
'依
、
困
問

Z

H

』

た
り
し
て
a

山
で
死
ん
だ
霊
が
い

|

荷
物
は
雪
や
っ
て
運
ぶ
の
で

け
は

で

。

主

5
T
i
s

-園
料

泊

'

陶

国

三

工

共
同
露
。
大
童
で
の
闘

っ
か
私
に
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
は
無
理
か
ね
す
か

-n年
の
解
禁
以
前
は
、
お
年
前
に

l
l山
を
愛
し
、
山
と
歩
む
、
そ
ん
山

へ
の
逆
行

を

感

じ

る

の

は

、

私

だ

・

圃

圃

圃

圃

園

田

司

山
池
川
U
H
U副
圃
圃
園
調
脇
幽

EEE-
-
を

川

川

い
交
流
会。

日
本
ケ
ミ
フ
7

集

西

ド

イ

ツ

察

室

長

詰

戸

さ

ん

は
、
富
岡
で
エ

lz…
吋
で
し
ょ
う
か

・

引

M
a
-
-圃
闇

閣

閣

掴

咽

必

耐

幽

・

・

臥

山
川

会・

功
し
て
い
る
だ
け
で
、
比
ワ
イ
ス
と
い
う
喫
茶
聖
堂
む
・

川

こ

の

よ

う

な

暗

い

時

代

に

お

い

・

E
開

制

姐

掴

圃

圃

E
4
1
S嗣
川

ニ

7
月

m自
国
労
大
会
ピ
ラ
入

較
的
登
ら
れ
て
い
な
い

川

て
、
独
占
資
本
の
不
当
な
仕
打
こ
「
l
J川
|
l
l
H
1
J

'
副

因

E
附

議

開

運

調

E
一i
強

掴

濁

川
川

れ
.
支
援
す
る
会
幹
事
会
.

4

一

投

書

一

・

-
E問
事
ね
が
開
籍
調
達
n
uv

山
・
何
よ
り
も
ヨ
富

山

反
対
し
て
断
固
た
る
闘
い
を
続
け

一

主

E

一

圃

・

・

臨

際

前

九

濃

際

機

略

j
d
川

川

7
月
初
日
1
8月
1
日
機
関

棋
で
あ
る
事
メ
ー

ト

ル

川

て
い
る
労
働
者
の
皆
さ
ん
の
姿

l

i

l

-

-

圃
盟
国
・
医
院
胸
当
勝
油

a
ニ

紙
大
学
(
長
野
)

級
。
日
本
で
は
明
年
に
松

山

は
、
私
に
と
っ
て
力
強
い
励
み
と

l
l
!
i
l
li
l
l
i
t
-
-i
'
Fi
'
i
i
l

M
川

7
月
日
日
1
8月
1
日
母
親

本
(
畏
野
)
隊
が
成
功
し

y
z
z
f
J三
-z-222ZEP----Z
Ez--主
主
-2Z3
5
Z
5
2
E
z
-
-
三
ZZEE--FE-ZEE-Z一三
zz-EZ
E
--Z
Z
E-Er--z-g一三
5
2
2
5
1
5一三
E
z
-
-
5
2
5
2
=
E
EL

川

大
会

(京
都
・
大
阪
)

て
い
ま
す
.
世
界
で
5

番

)

川

8
月
2
日
目
黒
駅
頭
宣
伝
.

在

"

自

の

受

頂

め

ざ

し

て

.

現

川

日
月
5
1
7
日
原
水
禁
広
島

|

|
厳
繁
ボ
ン
ベ

は

白

川

大
会
・

-
使
用
し
ま
せ
ん
で
し

月

川

8
月
7
日

品

川
↓
虎
ノ
門
ゼ

山川

川

y
ケ
ン
宣
辰
行
励
.

ー
ー
食
事
は
ど
ん
な
も
の

川

8
月
ロ
臼
第
3
回
地
毅
要
閥

を

，
/のハ
4

ず
u

ゼシ
3

・
ほ
と
ん
ど
は
、
ィ
ン
ス

1
3b
F
AP
M

タ
ン
ト
食
品
で
、
露
を

川

l-taあ;
カ
言
、咲

か
付
て
・
:
.
山
は
消
化
の

川

・
兵
問
田
丸
美
都
子
さ
ん

良
い
流
動
食
を
食
べ
る
ん

川

図
轡
券
.

です。

川

・
青
森
飯
田
康
男
さ
ん
家
族

1
1今
回
の
登
山
で
一
番

川

ジ
ャ
ガ
イ
モ
.

感
じ
ら
れ
た
こ
と
は

川

・
神
奈
川

林

さ
ん
、
ポ
l
ル

.
働
く
者
の
登
山
の
権
利

川

ペ
ン
.

を
勝
ち
と
る
に
は
、
け
っ

川

・
東
京
日
本
電
気
労
働
者

レ
て
与
え
ら
れ
た
環
境
か

川

衣
類

富
岡
(
群
馬
)
ヒ
マ
ラ
ヤ

カ
ン

・
グ
ル
l
登
山
隊

神
戸
治
男
さん欄
に
聞
く

==一一三重量
=一
ご

協

力

に
感

謝

言
=
=
一三三重

a
w
@
@
@
@
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資本の不当な仕打ちに怒り
東大 1年

証人しぼれの緊急署名

1，020団体

次男さん鈴木
証人しぼれの緊急電報

裁判促進署名

3，092団体
117，692個人

500以上

署
名
を
沖
電
気
本
社

へ
提
出
す
る
沖
電
気

の
仲
間
二
月
〉

134 
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北炭夕張事故から10ヵ月

「合理化」ヵ死を呼ぶ

瞳盟聾覇嘩事理

を
持
っ
て
、
一
千
メ
ー
ト
ル
の
地
下

抗
逝
で
、

8
時
間
も
働
く
.
便
所
も

食
事
も
み
な
一
緒
だ
.
出
て
く
る
時

は
顔
は
ま
っ
回
開
.
普
て
い
る
物
も
・

命
が
り
で
働
く
労
働
者
の
生
需
を
無

視
し
、
企
業
の
利
益
の
み
を
迫
求
す

私
た
ち
m
U
人
の
タ
窓
現
地
調
査
団
う
あ
り
も
し
な
い
理
由
を
口
実
に
、
る
襲
、
い
づ
乙
も
同
じ
で
あ
る
.

が
、
一
番
先
に
案
内
さ
れ
た
の
が
n
札
一
三
五

O
人
も
の
人
を
虫
付
ら
の
よ
現
地
を
訪
ね
て
、
心
あ
た
た
か
い

悦
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
u

と
い
う
超
恋
う
に
、
首
切
り
を
し
た
仲
町
気
の
大
夕
援
の
人
と
、
心
を
知
り
、
本
当
の

諮
な
ホ
テ
ル
で
し
た
・
「
な
ぜ
乙
ん
「
合
理
化
」
と
ダ
ブ
り
ま
す
・
意
眠
で
緑
援
か
な
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑

な
ホ
テ
ル
に
」
と
思
い
つ
つ
、
説
明
今
、
夕
蛍
の
街
は
、
閉
山
、
労
働
の
広
が
る
夕
援
に
n
幸
せ
の
貨
色
い

を
う
け
る
に
つ
付
、
悠
り
が
乙
み
あ
者
の
全
日
解
砲
と
い
う
、
ゆ
る
レ
が
ハ
ン
カ
チ
u

が
た
な
び
く
ま
で
、
ま

げ
て
き
ま
し
た
.
そ
の
ホ
テ
ル
乙
そ
、
た
い
事
態
に
な
っ
て
い
古
守
.
「
労
た
、
沖
電
気
争
畿
の
勝
利
に
む
け
て

ま
さ
に
、
北
炭
夕
猿
の
労
働
者
の
尊
働
者
は
い
つ
も
、

命
が
げ
で
働
い
て
が
ん
ば
る
決
意
を
固
め
ま
し
た
.(
7

い
儀
牲
、
血
と
汗
を
し
ぼ
り
取
っ
て
い
る
。
炭
鉱
労
働
者
と
し
て
の
お
り
月
円
5
初
日
の
現
地
調
査
に
診
加
し

作
ら
れ
た
l
北
炭
夕
張
の
親
会
社
の
を
持
っ
て
い
る
.ま
乾
片
町
四
遥
は
ヤ
て
〕

三
井
観
光
開
発
の
経
営

1ホ
テ
ル
で
マ
し
か
つ
ぶ
し
が
き
か
な
い
.
今
ま

1
lo
1
101
l
o
-
-

し

た

.

で

、

閉

山
の
度
に
、
職
を
奪
わ

れ

て

炭

と
う
じ
と
、
お
っ
か
な
い
ん
だ

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
上
に
あ
き
た
.
今
度
は
命
ま
で
奪
っ
て
、
俺
ね
.
お
父
さ
ん
、
炭
と
う
の
あ
ぶ
な

ぐ
ら
を
か
き
、
閉
山
と
称
し
て
多
額
遥
を
追
い
出
そ
う
と
し
て
い
る
.
も
い
と
こ
ろ
で
は
た
ら
い
て
い
た
ん
だ

の
補
助
金
や
援
助
金
を
国
か
ら
う
け
う
一
歩
も
後
へ
引
く
乙
と
が
で
き
な
ね
.
じ
乙
が
あ
っ
た
と
き
か
な
し
か

る
.
労
働
者
に
は
、
還
元
せ
ず
、
企

い
」
勧
ね
た
夕
強
の
労
働
者
の
強
い
っ
た
よ
.
お
か
あ
さ
ん
な
い
て
い
た

鍛
を
ζ
え
ふ
と
ら
せ
て
き
た
北
炭
夕
決
意
な
の
で
す
・
ん
だ
よ
・
「
お
と
う
さ
ん
が
し
ん
だ
」

狼
・
保
安
設
備
恥
手
飯
き
し
て
・・
お
段
高
時
間
山
万
以
上
だ
っ
た
人
口
が
っ
て
い
う
だ
よ
・
ま
だ
、
た
ん
と
う

ζ
る
べ
く
し
て
起
き
た
今
回
の
大
事
い
ま
半
数
以
下
・
乙
わ
れ
た
校
舎
や
か
ら
で
な
い
の
に
「
お
と
う
さ
ん
が

故・
Mm人
の
命
は
か
え
っ
て
と
な
い
・
住
宅
、
防
械
と
化
し
た
街
並
も
あ
ち
し
ん
だ
」
っ
て
、
お
と
う
さ
ん
天
国

一
つ
一
つ
の
郁
突
が
、
曲
さ
え
世
帯
わ
と
ち
に
・
さ
び
し
い
・

で

お

か

あ
さ
ん
を
み
ま
も
っ
て
ね
・

れ
な
か
っ
た
が

「
企
業
危
儀
」
と
い
炭
鉱
で
は
、
ポ
リ
タ
ン
二
つ
の
水

l
夕
張
の
子
供
達
の
作
文
か
ら
・

沖
電
気
争
議
団

光
子
さ
ん

中
村

議
東
京
地
区
生
コ
ン
支
部

帆，V'VV\\\\\'帆，\JV'V'\.\\\\\\\\'w~刷、、~\\\\I'V'V"\\\\\\\\\V'VV\\\'\\"\VV"\/協力・東京都教職員組合出^ \̂\\\\'

あ

い

茸
U
Q
こ
と
望
〈
さ
ら
い

が
シ
コ
-
徴

ど
ん

ι構
え
て

う
ろ
た
え
作
甘
い

お
母
さ
ん

ぞ

う
じ

流
た
く
が

犬
切
さ
な

お
母
さ
J
U

-
百
人
で
取
囲
ん
で
の
捜
査
2
.

-
ま
た
警
察
署
は
、
逮
捕
当
日
の

圃
被
疑
者
と
弁
護
人
の
面
会
、
曾
議

申
の
授
受
を
拒
否
し
、
弁
護
人
選
荏

四
一
屈
を
被
疑
者
に
署
名
さ
せ
る
ζ
と

時
を
拒
否
す
る
な
ど
、
嘗
療
拘
猿
二

四
法
の
先
取
り
と
い
う
べ
き
違
法
、

山
不
当
な
鍛
度
に
終
止
し
ま
し
た
.

凶
戦
前
の
治
安
維
持
法
下
の
「
ブ
タ

ピ
相
」
の
復
活
を
謀
み
、
日
杏
を
戦

目
前
の
よ
う
な
暗
黒
政
治
へ
ひ
き
ず

労

働

者

が

経

済

的

、

社

会

的

地

い

ま

す

.

低

賃

金

を

残

業

で

カ

パ

.

り

と

も

う

と

す
る
、
資
本
の
意
図

位
の
向
上
を
め
ざ
し
、
ま
た
生
き

ー
し
て
い
た
生
計
も
、
残
業
が
滅
者
約
三
十
人
で
門
前
に
ピ
ケ
を
張
を
明
白
に
暴
露
し
て
い
ま
す
.

る
権
利
、
団
結
す
る
権
利
、
働
く
り
負
金
は
上
ら
な
い
と
い
う
と
と
っ
て
い
た
と
乙
ろ
、
御
内
に
ひ
そ
い
ま
生
コ
ン
の
仲
間
は
、
弾
圧

権
利
を
守
る
た
め
に
組
合
を
結
成
で
、
6
年
前
の
実
質
賃
金
が
や
っ
か
に
張
り
こ
ん
で
い
た
私
服
嘗
察
に
屈
す
る
乙
と
な
く
、
教
訓
を
引

す
る
.
乙
の
ご
く
あ
た
り
ま
え
の
と
と
い
う
事
.
宮
約
二
十
人
と
か
り
つ
け
た
機
動

き

出
し
、
い
っ
そ
う
の
前
進
め
ざ

袈
求
を
、
い
ま
セ
メ
ン
ト
資
本
と
生
コ
ン
支
部
へ
の
抑
圧
は
、
関
隊
約
四
十
人
が
い
っ
せ
い
に
襲
い
し
奮
闘
し
て
い
ま
す
.
8月
末
に

笹
察
は
、
ふ
み
に
じ
ろ
う
と
し
て
西
地
区
で
は
、
殺
害
ま
で
さ
れ
て
か
か
り
、
生
コ
ン
の
仲
間
五
人
を
は
鈴
木
生
コ
ン
刑
事
弾
圧
粉
砕
支

い

る

の

で

す

.

そ

し

て

、

今

度

は

東

京

地

区

へ
も

N

威
力
業
務
妨
沓
M

を
口
実
に
述
鐙
共
闘
会
磁
も
結
成
.

東
京
地
区
生
コ
ン
支
部
は
、
加
キ
パ
が
向
け
ら
れ
ま
し
た
.
6月

捕
.

〈
連
絡
先
V
東
京
都
品
川
区
北
品

年
の
H
月
に
出
来
た
ば
か
り
の
組

凶

目
、
斑
京

絞
偏
に
あ

る

鈴

木

そ
れ
以
来
、
生
コ
ン
支
部
へ
の

川
3
の
7
の
日
、

晴
ピ
ル
一
階
、

合
支
部
で
構
成
員
は
約
百
二
十
人

コ

ン
ク
リ
ー
ト
工
場
で
、
春
闘
の
異
常
な
弾
圧
が
繰
婆
己
れ
て
い
ま
運
輸
一
般
東
京
地
区
隼
コ
ン
支
部

主
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
ミ
キ
サ
要
求
獲
得
の
た
め
に
、
一
日
の
ス
す
.
例
え
ば
自
宅
へ
の
不
当
な
抽出

T
E
L
0
5
(4
7
4
)
B
D

l
車
で
運
ぶ
仲
間
で
つ
く
ら
れ

て

ト
ラ
イ
キ
を
実
施
.
支
緩
の
労
働
査
や
、
生
コ
ン
労
組
の
留
を
笹
官

5
5.

警
察
権
力
の

組
合
つ
ぶ
し
に
ま
け
な
い
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(1わ

1第 、民主くT芝、さの a ・石川島播磨重工業東京第二工場、勤続21年。
3 ・ -- ー ・扶養家族は母1人、千葉県在住。 き

i 回 4-~_， イ呈 A
~ 11).箆?b一審 rSlTITIEド|刑判 |HEMP1luM，直 17475501加503801判定.給|開…当 |特心当1~ 

，.，.，~.，.，~.，.，.，.=.，守......-.......ー- IÖ5.0~ 1恒7おI1 1一一地 |時間一|出ー当 1~間一手当 lMf7171| 不眠章一 I ¥ 
賃 | 23235 1121宜日区分|貸金支払円57年 7月1m"ゥnZ認I ， I ， I ' I ' 1 ¥ 

Air'士二ご『ー¥ 今μ11 ~占rお3tω6よt7斤7刊| Ul1川λp川愉町t加口 殿則1 ' 1 ， 1 ， 1 ' Iは;引{九九日主臼払2む引11μ
-1巴士.... ‘~ :j "-凶 手日古γi2引I~I I\: I引~I I\: I代削叩i休生

問Eエエ....，ナナ，.....，...冨盟塑 大 明 伊閉"制紋|刷叩伊附門門~作11予)H〈:i UUt|「日作九1γ~引引ゲ~汁ア川‘1γ怜川川内II!l門門門仲出岬判叩町叩仰~I~ヤ叩I~t門門公似似似ti出1， 1仇寸吋1明| 空1科ち2笠岱劉主2引11い社 宅 恒川|寮 . 費川叩!い佳宅鋪叩il&i/i涜紬量l門叫抽叩jsi一清拍斉量 |円: 
i 軍守窓明零噛薗 橋 細U|悩側|γ門門門附一一吋古で可吋てで引 11…1増引1γ不刊一悦ιι-司幽盤 プ電 |い創組l合什?曲|門組合忠m2む制nl門組 2弘雪:引雪51叫 ?ffgl上間体料|生協胸?代金|生協関ffo|側一宜 |吋222。1) 1....極週圏、幽墨 書 I I I 

軍曹1('霊 長
三云ご辺~宏監型空さささ さ
: lt::ヱロロ ん

を五三三詰孟主主~- (39) 

= 

= 

控9除4告91at 
'it叫柏 H'ill仮説O~問。日企

嶋一τ
7五宇宮..( )品 結付合計

メモー |175|サ:差1引2宜1，給5制OC 
IHI石川帥岨互量樟式輩社R L440 (3Y:!) 

11'.， .......u...".". ~'..II. ， . "..... "'.11'"..，.." "'.11。句白，.....，.，.，向山 .....".1・"......".11..，.... ・....11.........."..11.."........，・.11-........，."...11

135 



一昨
日
お
十
日
時
認
紅
一
rmAι

紘一日目白川終日十訪問

…

…

淳

号

D
?
J

川

欝
も
、
一
息
入
れ
て
い
ま
す
・

工
場
章
ま
し
た
・
は
た
き

ω
に
成
長
さ
れ
ま
す
よ
う
に
・
(
兵

刊

川

，

だ

よ

り

A

(
大
分
・
大
内
典
枝
子
さ
ん
)
号
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
関
さ
ん
の

庫
・
因
丸
美

都

手

さ

ん

)

刊

川

官
年
夏
季
行
商
は
、
全
国
の
み

・
い
つ
も
会
費
、
遅
く
な
っ
て
す
勤
め
て
い
た
工
燭
な
の
で
す
ね
.

・
速
い
北
九
州
で
何
も
支
媛
で
き

川

川

な

さ
ん
の
撚
い
支
盤
で
、
昨
年
実

い
ま
せ
ん
.
「
は
た
ら
と
」
を
醗
(福
島
・
石
井
二
郎
さ
ん
)
ま
せ
ん
が
、
送
っ
て
い
た
だ
く
新

H

川
績
を
上
ま
わ
り
ま
し
た
.
あ
り
が

川
ん
で
、
逆
に
励
ま
さ
れ
る
思
い
で

・
日
産
、
迫
浜
の
恐
怖
・
し
か
し
閥
、
ピ
ラ
は
説
ん
で
い
ま
す
・
就

川

川

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
・
今
年
か
ら

'

す
・
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
・
(
燭
き
ぜ
ん
と
闘
う
笹
口
、
天
下
に
は
職
し
て
半
年
・
や
っ
と
職
場
に
も
川

川
事
務
処
理
能
力
の
ア
ッ
プ
に
、
導

玉
-
野
島
美
恵
子
さ
ん
)

ぜ
ざ
る
美
し
さ
・
闘
う
彼
ら
に
本
慣
れ
て
き
ま
し
た
の
で
、
会
員
を

川

川

入
さ
れ
た
、
か
わ
い
い
コ
ン
ビ
ュ

・
わ
が
職
場
の
同
僚
が
、
カ
ン
パ
当
の
恐
怖
を
い
だ
く
天
下
に
は
じ
ふ
や
そ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
.
(
北

川

川

l
タ
は
連
日
深
夜
ま
で
、
大
活
闘

を
く
れ
ま
し
た
H

東
水
労
の
伸
間
る
者
を
絶
対
許
さ
な
い
.
(
釧

路

九

州

・

柳

井

蹴

さ

ん

)

州

川
で
し
た
.

H

4
名
が
解
雇
さ
れ
た
時
世
話
に
な

・佐
藤

雅

宏

さ

ん

)

・

元

気

に

が

ん

ば

っ

て

お

ら

れ

る

州

川

官
8
月
2
目
、
早
朝
、
自
照
駅

川
っ
た
か
ら
2

だ
か
ら
苦
し
い
時
に
・
き
び
し
い
情
例
記
か
ら
ζ
そ、

ζ
と
と
思
い
ま
す
・
同

封

の

署

名

川

川

顕

(
東
京

・国
電
山
手
線
)
で
宜

川
助
り
舎
つ
ん
で
す
よ
み
富
一
襲
の
労
働
者
、
国
民
の
は

g
tに
、
全
霊
芸
部
の
仲
間
で
す
.
(
東

川

川

定
量
.
乙
の
回
目
黒
区
内
の
支

川
な
か
で
・
(
東
京
・
吉
本
達
郎
さ
沖
電
の
皆
さ
ん
が
、

先
頭
(
闘
)
京
・
山
本
健
二
さ
ん
)

川

川

援
の
伸
聞
の
う
ち
、
区
鎗
附
に
働

川

ん

)

的

に

た

た

か

い

ぬ

い

て

下
さ
い
.

・
残
暑
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
.

N

川
く
若
い
女
性
は
、
私
に
出
来
る
こ

-
皆
様
、
お
元
気
で
が
ん
ば
っ
て
(
東
京
・
柳
沢
健
こ
さ
ん
)
今
年
は
、
も
う
一
つ
本
格

的

な

夏

川

酬

と

は

0
と
唱
え

n
お
に
ぎ
り
u

を

穿

~

点

以

亡

、

以

う

〕

五

一
勺

円

r

一

山

下
さ
い
・
ぬ
著
書
で
す
・
貧
富
い
な
か
富
、
主
葺
で
目
が
感
じ
完
ま
せ
ん
が
、
お
互
い

川

…

持
管
て
か
サ
つ
り
、
沖
電
気
の

6
3バイ

Jd
161

1
・

!
L・
1
J
G-U
Fに

4
一

川

者

の
一
灯
と
し
て
少
額
で
す
が
・
害
届
の
こ
と
と
思
い
ま
す
・
体
に
気
を
つ
り
で
が
ん
ば
り
ま
し

川

川

伸

間
高
ま
し
ま
た
・

d
u
u
i
L叶
J
d
uカ
ガ
I

U

ん~一日句、

τ、
一
一
ι
J

げ純一川
1pさ
ト

U
H
扮
立
話
一
一円汁一一ヨザ三
2

2

…£
z
f
E
3
3
三三三
F
z
i
i
r
f
z
z
z主
zzz
三さ
f
z
i
z
z
z
z
z
i
z
三
一
短
…
軒
以
前
山
間
一

…
財

布

し

一

…

叫

一

一

昨

一

一

心

一

ば

レ

ト

ト

お

よ

れ

一

、

附

一

二

JH問
題

守

平

野

武

男

よ

し

j

人

と

の

つ

な

が

り

を

た

い

せ

つ

に

益

出

詩

Y対
日

ー
ド

一

川
・
い
つ
も
闘

い

の

よ

く

分

る

機

関

・

次

か

ら

次

へ

と

新

工

場

を

鐙

般

向

・

開

炉

園

川
例
に
よ
っ
て
、
争
議
団
の
宣
底
力

仁
£

4

しにし

Z
T一乍
v

で

:η
ま
‘
つ
ヴ
1
4あり
が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

・

大

し

て

、

そ

し

て

時

期

が

く

れ

ま

、

~

聞

凶

川
l
高
郷
・
飯
田
さ
ん
は
「
今
年

L
11
e
一

;J1
4.j

v

j
一
ソ
一
一
げ

T
変
き
び
し
い
闘
い

2
8
3号
無

視

し
て
ど

…

縞

鵠

尾

崎

修

一

さ

ん

凶

園

川

の

iで
た
い
へ
告
い

ベ
ル
わ
I
¥法
寸

炎

く

と

、

ηJ11畑
マ

ベ

パ

セ

…

均

一

日

締

結

刊

誌

昨

日

誌

J
id-
-
a
F高
に
一
一
一
度
足
量
ん
芝

い
高
る
く
思
し
て
究
ば
っ
活
動
に
量
的
に
事
し

E
思引
けUU
げ
は
詳
鮎

KI-
-
lieu
-問
。io
do--

lei
-ぶF
L
、

そ

E
，
i

、

川

め
て
罪
し
て
い
る
・
や
さ
し
く
対
に
併
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん

川

輔

ピ
邑

E

，.. 司j
ら
い
で
あ
っ
た
の
で
、
ほ
と
ん
ど
争
て
い
る
沖
電
気
の
伸
闘
に
ぎ
、
乙
い
ま
す
・

3cん
が
ん
ば
り
ま
し

川
司
み
ん
な
に
喜
ば
れ
ま
た

と

宅

す

が

ん

ば

く

ち

句

会

一

あ
た
た
か
く
心
の
広
さ
を
感
じ
百
章
く

一
刻
号
、
闘
争

2
・
咽
A
M
畿
の
内
容
を
知
ら
な
か
っ
た
・
「
な
れ
か
ら
も
、
共
同
通
信
伝
統
の

育

ょ

う

・

(

露

)

…

古
平
和
運
の
戦
土
に
な
っ
た

いじ
;
U

、

u

n
e--e
f
i
-
J
じ

叩

ま

す

・

(山
形
・
義
芳
子
さ
ん
)
が
勝
利
の
う
ち
に
、
純
っ
て
皆
様
白

E，
.

聞

に
を
み
つ
め
て
淘
ぶ
の
か
」
(
高
年
婦
人
部
事
、
神
争
議
毒
の

川
言
ん
を
中
山
に
、
今
年
の
原

ρゥ
、

し

り

た

い

Y
す
9

ミ

ー

へ

ど

ゴ

・

2

・・・
川
... 
…
の
震

の

if---胴.
.

 

5
?とか
亀
め
た

j
u
g大会は
5i

F

I

E

H

…
で
す
e

(

沖
縄

・
沖
電
気
争
膿
田
川

-aa--可11
J
量

剛

次

第

・
共
同
通
信
と
い
う
、
マ
ス
コ

ト
川

官
高
校
野
障
は
、

池
田
高
校
が

以

己

主

主

一
三

五

、

三

…

1
1
3…説
得

の

お

父

z
f
ペ
ー!
二
許
諾
町
長
暖
時
韓
日
一
時

…

W
J
f
v
z
J均
一

一

、

夕

、

一
次

MJ-Y
一

回

ん

省

…

担

当

託

子

炉

建

均

一

口

話

持

続

量

E
…

諮

問

す

れ

民

ガ

i

ー

;

-

|:
!

;

|

 

示。

4

)

一

一

一

…

…

ら

炉

3
…
全
て
の
人
に
ゆ

5
5とは
い
向
通
信
労
組
の
霊
部
長
に
社
会
さ
ん
の
家
族
が

写
真
付
き
百
二
十

副

圃

:

は

た

を

」

草

で

界

川

"
d
R

《
…
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
が
、
毎
月

川
部
の
人
か
ら
あ
っ

:zzの記
事

で

出

さ

れ

、

「

共

同

字

、

温

調

川
さ
れ
た
震
え
は
、
モ
の
老

-
h

送
り
ま
す
の
で

・・
私
は
子
供
が
川
目
、
夜
の
事
で
し
た
・
軍
部
は
、
ヵ
ナ
カ
姶
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
な
」

$1h富
川
地
署
職
場
で
会
員
露
大
を
ド
ン

恒
例
の

「秋
開
勝
利
、
大
ビ
ー
ル
パ
と
感
じ
た
り
も
し
た
・

a織
さ

れ

電

・

J
L
川
ド
ン・

2
万
人
の
禽
【
ま
で
あ
と

l
テ
ィ
」
を

翌

引

日

に

予

定

し

て

い

た

の

は

東

京

タ

イ

ム

ズ

一

社

だ

り

だ

盟

関

制

民

川
六
干
恩
白
人
・
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

た

の

で

、

指

名

解

臆

さ

れ

た

神

電

気

っ

た

が

)

耳

目

M副
・

川

1
1|

お
し
ら
せ

I
l
l
-
-

の
伸
聞
を
招
待
し
、
生
身
し
い
報
告
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
国
箪
縮
特
別

圃
圃
圃
圃
圃
園
川

①
迎
続
中
の
Q
己
u
D
E
、
報
告

を
う
げ
た
・

総
会
に
派
遣
す
る
漣
動
で
も
、
神
電

--aa--川
は
一
回
お
休
み
し
ま
す
・
来
月
号

共
同
労
組
は
、
「
許
さ
れ
な
い
解
気
支
援
の
昆
扇
で
も
、
人
と
人
と
の

rhp
耳慣

川
を
お
た
の
し
み
に
.

!
 

庖
」
と
い
う
乙
と
で
、
以
後
定
期
大
つ
な
が
り
と
、
が
ん
ば
る
っ
と
言
う

:

し

川

家

の

草

案

が

決

ま

皇

し

会
で
毎
年
、
支
援
決
議
を
承
認
す
る
気
持
を
、
ど
亨
つ
や
っ
て
養
っ
て
い
く

川
た
・
ゼ
ッ
ケ
ン
を
つ
り
て
都
内
を

と
同
時
に
、
盟
国共
闘
部
に
は

n
伸
か
が
、
大
切
だ
と
思
い
ま
す
・

・白

川
歩
ζ
う一
.
パ
1
ベ
士
ウ
ハ
イ
ク

電
気
争
議
室
幹
事
M

を
般
り
、
恒
沖
電
気
争
君
、
解
雇
の
不
重

な

+

ネ

川

(
月
引
日
)
需

要

へ

抗

機

常
的
な
支
援
体
制
を
作
っ
た
・

が
地
々
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
・
そ

副

島

岡

4

川

ハ
ガ
キ
を
出
そ
う
な
ど
で
す
・
貌

4
l

'

 

私
が
、
と
の
幹
事
に
な
っ
た
の
は
し
て
、
今
年
の
円
月
に
満
4
年
・
勝

面

ヒ

川
判
も
、
運
動
も
今
款
が
山
崩
・
金

百
年
6
月
・
そ
れ
ま
で
は
、
虎
ノ
門
利
を
駿
っ
と
る
品
川
裂
な
時
期
に
さ
し

川
国
の
仲
間
の
み
な
さ
ん
支
鐙
の
一

の
神
電
気
本
社
前
で
の
民
休
み
抗
議
か
か
っ
て
き
た
.
私
は
、
困
簸
な
腕

川
掴
の
強
化
を
.

(4) 開 41号

弟の豊くん〈右〉とー

たのであなたには重要

沖電気裁判の傍聴をし

な仕事を与えない

作
・
が
え
子
・
小
v
手
2
隼

け
/
八
日
/
¥

支援する会に入会しよう (会費1口200円/月)

仕事差別と闘う

洋子さん中山

ピ
ラ
く
ば
り
終
え
工
場
に
か
け
ζ
め
ば
髭
よ
り
落
つ
る
若
譲
ひ
と
ひ
ら

出
悶
絶
さ
れ
し
乙
だ
わ
り
は
潔
よ
く
忘
れ
た
し
あ
し
た
は
新
し
き
出
会
い
の
あ
ら
ん

い
つ
の
目
か
変
る
日
は
あ
る
か
わ
が
磁
場
声
た
て
て
笑
う
も
な
く
て
久
し
き

自
民
三
度
入
力
デ
ー
タ
l
届
け
る
の
み
階
の
ぼ
り
ゆ
く
も
仕
事
の
一
部

掴
面
積
明
る
く
活
け
ら
れ
て
い
る
磁
場
な
れ
ど
差
別
厳
然
と
し
て
わ
が
四
国
に
あ
り

次
に
縫
う
服
の
色
さ
ま
ざ
ま
K
め
ぐ
ら
せ
ば
た
た
か
い
の
中
の
小
さ
き
平
安

ガ
ム
甘
く
か
み
て
ピ
ラ
ま
く
朝
も
あ
り
ふ
て
ぶ
て
し
さ
持
つ
労
働
者
わ
れ
は

1982年 9月 1日

東
京
工
品
帽
で
市
白
扇
色
特
に
・

λ
謀
略
?
祉
宮
廷
牛
ェ
吋
つ
が
府
側

溢

z
a
i九・
ま
h

，内

ι汁・
4

m問

ge.守之
段
、
合
散
を
岡

松
宮
、
在
宅
古
宮

-Fヒ
ザ
態

調
3
を

l
p
a苛
.

毛
'
午
口
〉
安
稲
晶
円
台
工
志
社
に
入

3
-
E毛・

「沖
電
気
支
援
の
ピ
ラ
」
を
く
ぱ
る
尾
崎
さ
ん

136 
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19 82年 10月 1日指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

支援する会事務局

事務所東京都港区三田

3-2-20 

.鱈 (03)451-3515 
郵便口座口座番号

東京 6-75240

加入者名沖電気の不当解雇

を撤回させる会

発
行
所

第 42号(1 ) 

と
社
宅
も
出
な
け
れ
ば
い
け
な
い

な
ど
の
理
由
で
、
出
版
社
へ
の
醇
を

あ
き
ら
め
、
神
電
気
で
一
生
働
と
う

と
決
意
.

お
父
さ
ん
は
、
入
社
8
年
目
に
死

亡
.
以
後
は
一
家
の
大
黒
柱
と
し
て

生
計
を
た
て
る
.
指
名
解
回
当
時
は
、

東
京

-
町
四
市
の
鶴
川
団
地
に
お
節

さ
ん
と
二
人
暮
ら
し
.
も
う
、
七
六

割

a
B主
お

'

著

書

・
や
さ
し
い
梅
ち
ゃ
ん
は

説

冬

:

岳

写
号
飯
、
食
べ
た
の
」
「
身
体

の
ぐ
あ
い
は
」
と
、
留
守
番
の
お
m陣

織
ち
ゃ
ん
は
、一

九
五
四
年
(
閉

さ
ん
に
、
争
犠
中
も
日
に
何
度
か
の

和

m年
)
、
流
戸
付
歌
「
お
宮
さ
ん
」
沼
話
を
忘
れ
な
い
・
争
議
団
の
事
務

が
癌
付
レ
、
ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
が
強
所
へ
や
っ
て
く
る
子
ど
も
た
ち
は
、

行
:
そ
ん
な
頃
に
、
品
川
工
場
に
悶
み
ん
な
侮
ち
ゃ
ん
が
好
き
だ
.
忙
し

革
女
子
5
人
の
一
人
と
し
て
入
社
し
い
お
父
さ
ん
や
、
お
節
さ
ん
に
か
わ

ま
し
た
.
賃
金
は
手
取
り
約
六
千
円
り
、
遊
ん
だ
り
し
て
く
れ
る
か
ら
だ
.

で、

内
二
千
円
を
使
っ
て
夜
は
、

明
お
父
さ
ん
は
n
神
電
気
蕨
工
場
(矯

治
大
学
の
文
学
部
へ
通
う
.
日
時
3

玉
)
が
閉
鎖
に
な
り
品
川
工
場
と
合

治
時
が
勤
務
時
間
だ
っ
た
の
で
余
暇
併
'
の

「合
理
化
」
を
経
験
.
そ
し

を
利
用
し
て
、

出
版
社
へ
入
る
た
め
て
侮
ち
ゃ
ん
は
n
品
川
工
場
閉
鎖
、

に
と
、
が
ん
ば
っ
た
そ
う
で
す
.

東
京
工
場
へ
合
併
M

と
指
名
解
庖
の

し
か
し
、
入
社
三
年
目
に
、
神
泣
「
合
理
化
」
で
解
雇
.
神
電
気
は
、

気
で
凶
年
間
働
い
た
お
父
さ
ん
が
定

梅
沢
家
の
生
活
を
犠
牲
に
一
胞
の
発

年
で
退
職
。
自
分
型
歪
を
辞
め
る
援
を
狙
う
.

子山崎)規3尺梅

通
信
横
三
大
メ
ー
カ
ー
の
一
っ
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、
百
億
円
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
視
し
て

沖
電
気
争
議
団
の
川
人
は
、
全

神
電
気
工
業

(本
社

・
東
京
、
=
一
近
い
史
上
肢
高
の
利
益
、
干
人
を
解
雇
し
た
ζ
と
も
明
白
に
.
園
川
品
の
県
評
、
=
一千
を
超
え
る
支

宅
正
男
社
長
、
資
本
金
一
七
五
億

ζ
す
新
採
用
、
九
州
に
百
億
円
以

一
方
、
解
腐
後
の
職
崩
で
は
、
疲
労
組
や

一
万
三
千
人
の
「
支
媛

制
一
万
三
千
人
)
は
「
経
蛍
危
綾
上
を
投
資
し
て
新
工
燭
の
建
設
な
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
雇
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
行
商
や
本

だ、

人
が
余
っ
て
い
る
」
と
称

し

社

へ

の

抗

議

行

動

な

ど

に

奮

闘

.

/
〆
・

，f

〆・

，F

〆

て
、
千
五
百
人
の
「
霊
退
職
」

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

裁
判
闘
争
も
第
一
の
山
揚
に
さ

募
集
を
提
案
.
ζ
の

あ

と

退

職

強

レ

か

か

的

禾

正

撲

に

「

首

切

り

の

自

要
に
応
じ
な
い
三
百
人
に
、
河
年
ど
i
.
会
社
自
ら
東
京
地
裁
ほ
か
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
神
争
議

自
」
の
帽
酬を
与
え
る
な
f
生
き
る

日
月
、
大
企
業
で
は
三
井
三
池
争

四
ヵ
所
の
裁
判
で
も

「指
名
解
胞
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
仕
事
を
樹
利
、
働
く
権
利
を
守
ろ
う
/
と

議
以
来
、
約
初
年
ぶ
り
の
指
名
解
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
意
取
り
上
げ
る

(浅
利
さ
ん
、
中
山
杭
ん
ば
る
沖
電
気
の
伸
聞
に
、
ぁ

廠
を
強
行
し
ま
し
た
.

強

改
革
を
す
る
ζ
と
」
と
旺
雷
.

さ
ん
)
な
ど
の
、
暴
準
が
続
行
.
な
た
も
煎
い
連
帯
詑
f

次
か
ら
次
へ
沖
電
気
は
利
益
誘
一
主
の
首
切
り
を
強
日
付
し
た
・

寸
l
I
l
l
1
1
1
l
i
l
i
a
-
-
i
l
l
i
b
-
-バ
叶
」

君
主
労
働
者
に
向
付
て
霊
し
滋
さ
れ
る
品
川
工
場
を
見
る
た
め

一
沖

争

議

の

あ

し

あ

と

①

一

た
.
そ
し
て
つ
い
に
は
、
三
苦
一
池

に

、
梅
ち
ゃ
ん
は
何
度
も
、

工
場
へ

F
I
l
l
-
-
I
l
l
1
1
1
l
I
t
-
-
4
1
l
i
l
i
-
-
L

闘
争
以
来
の
大
企
業
で
の
指
名
解
鹿
足
を
運
ん
だ
・
そ
し
て
そ
の
度
に
、

.
一
九
七
八
年

す
る
会
全
国
交
流
集
会

(秩
回
、

ま
で
も
、
強
行
し
た
の
で
す
・

失

う

の

は

、

工
場
だ
り
で
は
な
く
て

川
月
5
日

「
臼
経
」

新
聞
に
①
わ
ら
び
座
)

場

経

梅

ち

ゃ

ん

の

、

指

名

解

雇

撤

回

闘

働
く
君
生
き
る
覇

ゃ

、

蓄

す

希

望

臓

一
、
五

O
史

②
品
川

9
2日
沖

電
気
争
磁
団
結
成

ヤ
e
e
A

争

は

芙
企
業
の

車

率

さ

な
い
る
権
利
な
ん
だ
な
あ
と
、
怒
り
と
、
工
場
閉
鎖
記
事
で
る
・

日

げ

白

書
喫
茶
「
明
日
を

[

寸

社
会
を
つ
く
笠
た
い
」

と
雪
つ
だ
け
闘
う
決
意
を
新
た
に
レ
ま
し
た
・

叩
月
刊
日
希
望
退
職
募
集
、
本
つ
く
る
仲
間
た
ち
」
第
一
国
側
く
・

入
社
会
目
頃
か
ら
、
梅
ち
や
ん
で
は
な
く
、
自
分
が
正
し
、
と
歩
み

長

ま

ま

格

見

刊
月
幻
自
解
照

一
周
年
集
会

b

、
私
川
肱
町
山
必
戸
名
湖
U
剣
日
、

o

は
友
人
の
誘
い
き
て
、
労
働
組
持
た
、
そ
の
道
の
正
し
さ
を
自

ゐ

(

義

旗

印

月

3
日

正

午

で

希

望

書

室

O
O団
体
、

二ハ

0
2

合
の
青
年
、
婦
人
部
に
容
加
す
る
よ
ら
一
旺
明
し
た
い
か
ら
な
の
で
す
・

;
!
γ
l
u
f
L
右

-志
帆
I

切
る
・
一
、

O
六
O
人
集
ま
る
・

ロ
月
8
日

沖

争
議
団
本
庄
支
部

う
に
な
っ
た
・
ス
キ
l
、歌
問
喫
茶
、

t
z
L
Sパ

争
議
団
の
中
で
悔
ち
ゃ
ん
の
仕
事

問
月
日
日

約
=一
O
O人
に
指
名
(
埼
玉
)
が
新
事
務
所
開
設
・

ダ

ン

ス

パ

ー

テ

ィ

、

そ

の

聞

は

何

を

へ

一

。

磁

。
鴻

は
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
争
議
を
車
通
告
・

ロ

月

日

毎
日
新
側
、
有
で

や
っ
て

2し
く

て

、

百

人

を

と

¥

ケ

到

F
Z
理
解
し
て
も
ら
い
、
組
織
す
る

「支

刊
月

E
Zが
指
名
露
幕
蓄
蔵
さ
れ
る
・

え
る
労
働
者
が
集
ま
っ
た
と
、
勉
し

電
電
公
社
の
全
国
ダ
イ
ヤ
ル
即
時
援
す
る
会
」
が
担
当
・
と
り
わ
げ
焔

を
含
む
「
合
理
化
」
を
掠
め
る
・

M
M
月
間
口
目

寒
空
の
下
、
高
島
平

そ
う
に
隠
し
て
く
れ
る
・
通
話
の
方
針
に
応
じ
て
、
品
川
工
場
人
の
人
に
と
、
今
回
も
多
忙
・

円
月
初
目

指
名
解
回
目
・

団
地
で
行
商
活
動
・

入
社
7
年
目
(
昭
和
泌
年
)
に
は
は
、
ク
ロ
ス
パ

(X
B)
形
自
動
交
梅
ち
ゃ
ん
は
、
旅
や
山
登
苛
示
大

竹
月
幻
目
指
名
解
雇
を
認
め
な

・
一
九
八

O
年

沖
電
気
労
組
・
品
川
支
部
の
第
一
付
委
換
援
の
主
力
工
湯
、
神
電
気
の
ド
ル
好
き
.
ど
ち
ら
も
、
解
雇
さ
れ
て
か
か
っ
た
沼
人
が
、
就
労
闘
争
開
始
・

1
月
包
日

一
一
一
多
勝
(
東
京
)
支

員
に
な
り
ま
し
た
.
女
子
の
ト
イ
レ
箱
と
し
て
稼
動
レ
ま
し

た

.

ら

は

、

一

度
も
で
き
な
い
.
百
も

刊
月
M
白

初

め
て
の
支
襲
安
冨

設
す
る
会
発
足
総
会
.

を
ふ
や
し
て
ほ
し
い
、
生
理

休

暇

を

神
電
気
は
、
よ
り
一
層
の
利
測
を
早
く
臓
錫
に
戻
り
た
い
.
そ
し
て
、
(
麻
布
公
会
堂

・
東
京
)
開
剛
山
.

1
月
刊
日
日
沖
電
気
争
犠
団
旗
ぴ

取
り
や
す
く
、
生
活
で
き
る
賃
金
を
追
求
す
る
た
め
に
、

一
九
三
八
年
〈
昭
徳
之
島
に
仔
き
た
い
.
山
は
白
山
ヘ

ロ
月
6
日

「共
に
闘
う
会
」
(
支
ら
き
〔
二

O
O人
)
.

な
ど
、

な
ど
、
梅
ち
ゃ
ん
は
、
働
く
和
均
年
)
に
操
業
を
開
始
し
た
品
川

ど
-己
て
も
・2
.

モ
の
日
の
た
め
に
侵
す
る
会
)
加
入
の
よ
び
か
け
を
2
月

日

家
族
会
発
足
.

者
の
幸
せ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
が
工
場
(
当
時
は
、
高
浜
工
揚
)
を
電
時
刻
表
を
調
べ
た
り
の
、
計
画
は
も
発
表
.

2
月
刊
日
日
間
出
京
総
行
動
で
背
慣

ん
ば
り
ま
レ
た
.
電
公
社
に
売
却
レ
、
九
州
に
百
億
円
う
万
全
生
習
う
。
そ
の
日

ま

で

、

が

・

一

九

七

九

年

資

本

の

信

士

銀

行

へ
初
の
嬰

m
.

沖
電
気
は
、
一
九
六
七
年
(
昭
和
以
上
を
投
資
し
、
新
工
燭
を
創
立
レ
ん
ば
れ
、

梅
ち
ゃ
ん
〆

(獄
)

1
月
初
日

N
H
K
「
ル
ポ
ル
タ

5
月
日
日

電
機
争
犠
団
悶
万
枚

目
叫
年
)
聞
か
ら
、
労
働
者
を
管
理
す
ま
し
た
.
同
時
に
、
従
業
員
の

一
割

l
ジ
ュ
に
っ
ぽ
ん
」
で
初
分
間
放
ピ
ラ
、
大
宣
伝
日
.

る
「
あ
に
シ
ス
タ
ー
制
度
を
導
入
し

映

さ

れ
る
.

4
月
1
白

神
支
暖
誕
区
労
組
連

た
り
、
ア
メ
リ
カ
式
労
務
管
理
と
し

1
月
n
B

2
カ
月
間
念
、
重
響
絡
会
発
足
.

て

H
Q
C
M
や

H
Z
D
u
の
超
高
聞
を

支
侵
コ
ン
サ
ー
ト
、
四
五
O

へ
4
月
ロ
日

「
な
に
を
み
つ
め
て

始
め
、
労
働
者

一
人
ひ
と
り
の
私
生

2
月刊は
日

「
乙
ぶ
し
の
防
波
挺

淘
ぶ
の
か
」

(金
崎
暁
己
箸
)
出

活
や
思
想
ま
で
干
渉
す
る
犠
に
な
り

・
(不
当
解
雇
撤
回
の
歌
)
」
レ

版
記
念
集
会
.

ま
し
た
.
活
発
な
青
年
、
婦

人

部

は

コ

l
デ
ン
グ
.

4
月
日
日

支
鐙
す
る
会
、
会
員

廃
止
に
追
い
と
ま
れ
、
梅
ち
ゃ
ん
も
、

2
月
日
日

4
地
裁
に
提
訴
.

が

一

万
人
ζ
え
る
.

一
九
七
一
年
(
沼
崎
)
に
、
組
合
執

5
月
6
日

「
支
援
す
る
会
」
発

4
月
幻
自

第

一
次
全
国
電
機
総

行

部

か

ら

追

い

出

さ

れ

て

し

ま

い

ま

足

総

会

.

行

動

を

実

施

.

し
た
.

5
月

n日
沖

電
気
闘
重
量
わ

5
月刊
U

日

日
比
谷
野
外
音
楽
堂

梅
ち
ゃ
ん
の

よ

う

に

、

組

合

員

の

ら

ぴ

座

公

演、

一
、
五

O
O人
.
(
璽
京
)
で
五
、

onむ
人
の
沖

団

結

や

要

求

を

大

切

に

す

る

人

が

、

収

益

一

O
O余
万
円
が
カ
ン
パ
.

支

出国集
会
.

少
く
な
っ
た
組
合
は
、
団
結
も
弱
く

6
月
何
回
沖
支
援
電
磁
の
会
総

7
月
刊
日
目

指
名
解
雇
シ
ン
ポ
ジ

な
り
、

一
時
帰
休
、
蓋
別
賃
金
の

導

会

.

ュ

l
ム
.

入
、
臨
時
や
パ

l
ト
労
働
者
の
解
雇
、

7
月
引
目
5
8月
2
日

沖
支
優

争
植
田
団
の
子
ど
も
た
ち
に
も
や
さ
し
い
梅
ち
ゃ
ん

(街
角
で
の
ス
ナ
ッ
プ
)

(
次
号
へ
つ
づ
く
)
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第 42号 (2 ) 支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)

原爆資料やパネルが

平和の武器になれば・・….

E事司司E圃

各 |プ
レ
ゼ
，〆

ト

ま也

で

叫

唱静轡錦織轡
署名 1，569人

軍縮ライタ 9，07例固

金 421，431円

多くの職場でライターの普及や力ンパ

に協力 (都職労・港湾支部で写す〉

<マカロニグラタン>4人分 i 
マカロニ…・・・ー100g 1 
い か…...1509 (他のものでもよい) ¥ 

生マッシュルーム・ー ー… 7-8個 ; 

クυームソース 2カップ、レモン汁少レ 1 
バター適当、 自ぶどう酒大さじ 1- 2、 4 
パJレメザンチーズ適量 2 

主

主

=き

=モ

=モ

iと

=ー

=ー

138 

芝
・
増
上
寺
境
内
で
の
写
真
展
↑

私
た
ち
日
本
代
表
団
は
、
モ
ン
ト
乙
の
フ
ィ
ヨ
l
ル
ド
海
岸
は
、
昔
か

リ
オ
1
ル
の
次
に
、
オ
ン
タ
リ
オ
糊
ら
潜
水
艦
の
基
地
に
し

ば

し

ば

利

用

④

ク

リ

ー

ム

ソ

l
ス
%
置
を
入
れ

酌

畔
の
ト
ロ
ン
ト
へ
・
ζ
の
都
市
は
、
さ
れ
て
い
ま
す
・
「
北
海
の
浪
」
と

て
混
ぜ
ま
す
・

蜘

カ
ナ
ダ
で
も
最
大
の
工
業
都
市
で
、
恐
れ
ら
れ
た
、
ナ
チ
ス

・ド
イ
ツ
の

〈
オ
ー
プ
ン
で
焼
き
ま
す

V

3

唱

た

く
さ
ん
の
日
系
人
が
住
ん
で
い
ま

H
E
I
F
も
北
欧
の
フ
イ
ヨ
l

①
焼
き
皿
の
内
側
に
、
パ
タ
ー
を

M

す
・
第
二
次
世
界
大
戦
の
君
、
カ
ル
ド
が
重
で
し
た
・
今
、
ァ
メ

リ

?

号
、
具
を
入
れ
て
、
表
面

U

ん
ナ
ダ
ゃ
、
ア
メ
リ
カ
へ
移
住
し
て
い
カ
の
ト
ラ

イ

デ

ン

ト

原

潜

は

、

パ

ン

を

へ

ら

な

ど

で

平

ら

に

な

ら

し

、

r
h

守

た
日
系
人
は
、
西
海
岸
か
ら
一

O
O
ク
l
パ
l
の

近

く

に

基

地

を

一

持

つ

。

そ

の

上

か

ら

、

残

り

の

ク

リ

ー

ム

)

1
マ
イ
ル
以
外
に
、
強
制
婆
宜
さ
せ
ら

私

た

ち

は

、

と

の

基

地

の

闘

査

を

目

ソ

l
ス
を
か
け
、
チ
l
ズ
を
た
つ

い円

れ
ま
し
た
、
そ
の
時
ト
ロ
ン
ト
に
、

的

に

訪

問

し

た

の

で

す

が

、

連

絡

が

ぶ

り

と

か

げ

、

パ

タ
ー
を

ち

ぎ

っ

引

木

多
く
の
日
系
人
暮
っ
た
と
言
う
事
う
ま
く
つ
か
ず
、
こ
の
地
で
も

日

系

て

き

ろ

ど

と

ろ

に

散

ら

す

・

(

肱
花

で
し
た
a

そ
の
数
は
数
万
人
・
カ
ナ
人
会
館
を
訪
ね
、
交
流
し
ま
し
た
・

②
オ
ー
ブ
ン
の
上
段
に
入
れ
、
焼

・
:
ダ
で
は
、
ど
ζ

へ
行
っ
て
も
、

当
時

山

砲

番

出

港

-

z

i

-

-

作
り
方

1
1
1
き
色
が
つ
く
ま
で
焼
き
ま

す

。

ひ

羽
U

の
事
を
訴
え
そ
ち
な
話
が
・
「
西

-
J
J
e
u
q
e
A
h
J
J
・
-
訟

必

①
生
マ
y
シ
ュ
ル
l
ム
は
石
づ
き

l
|ク
リ
ー
ム
ソ
l
ス
I
l
l
1

1司

監

揮
で
漁
師
を
し
て
い
て
、
ト
ロ
ン

.・

0
J
.
8
C撃
を

-

を
切
っ
て
ざ
っ
と
水
洗
い
レ
、
タ
①
厚
手
の
鍋
を
弱
火
で
熱
し
て
パ

口

軒

ト

へ
霊
レ
た
が
、
仕
事
は
な
く
、

6
月

日

か
ら
7
届

の

短

い

カ

テ

に

薄

く
切
り
、

レ
モ
ン
汁
を
少
タ
l
を
溶
か
し
、

2
5
5回
ふ
る

K

恥

大
変
、
苦
レ
い
毎
日
で
し
た
」
と
言
ナ
ダ
訪
問
で
し
た

が

、

多

く

の

人

々

し

ふ

っ

て

か

ら

め

て

お

き

ま

す

.

っ

た

小

麦

粉

を

入

れ

ま

す

・
木
レ

O

J

e

A
謡
が
よ
く
聞
か
さ
れ
る
・
さ
て
ト

と
会
い
、
交
流
し

、

原

爆

資

料

や

、

い

か

は

、

た

会

C
く
形
に
切
る
。
ゃ
も
じ
で
か
き
混
ぜ
な
が
ら
、
粉

O

ロ
ン
ト
で
は
、
日
系
人
会
館
で

「
原
パ
ネ
ル

を

渡

し

て

き

だ

事

に

よ

り

、

。

②

厚

手
の
鍋
に
、
パ
タ
l
大
さ
じ
の
粘
り
け
が
取
れ
て
サ
ク
サ
ク
と

C

焼
ハ
ネ
ル
展
」
「
人
間
を
か
え
せ
」
カ
ナ
ダ
で
も
、
新
た
な
運
動
が
ま
さ

恥

叶

一

杯

を

熱

し

、

い

か

と

マ

ッ

シ

ュ

し
た
感
触
に
な
る
ま
で
弱
火
で
熊

の
上
映
な
ど
を
し
、
交
流
を
し
ま
し
起
り
、
発
展
す
る
と
確
信
し
て
い
ま

田

ル
l
ム
を
強
め
の
火
か
げ
ん
で
い
げ
な
い
よ
う
に
い
た
め
る
.

一
説
話
白
書
唯
一

ry
一

円
吉
川
盟
問
中
訪
問

3
2日
一
言
語
日
一
芳
警
長
一

三
長
引
い
れ
昔
話
河
川

原
梶
ハ
ネ
ル
な
ど
を
記
念
に
プ
レ
ゼ
縦
書
お
っ
て
生
活
し
て
い
る

-
m
一

ん

ど
!

?

盟

一

一

③

マ

カ
ロ
ニ
は
、
建
二
d
に
邸
③
再
び
鍋
を
中
火
に
か
け
、
絶
え

んい

ン
ト
し
ま

し

た

。

富

も

年

問

、
一
O
O兆
円
を
こ
え

-

F

動

L
判

"

大
さ
じ
一
杯
強
を
入
れ
て
、
ゆ
で
ず
木
し
ゃ
も
じ
で
ゆ
っ
く
り
と
、

C

霊
の
訪
問
地
は
、
ト
ロ
ン
ト
か
て
、
市
民
生
活
全
体
を
お
び
や
か
し

a

罵

閥

、

i
ど
仁
i

甲

山

る

(
少
し
堅
め
が
よ
い
)
湯
を
よ
程
を
か
言
わ
し
て
、
喜
め

ら
飛
行
機
で
約
四
時
間
の
、
パ
ン
ク
て
い
ま
す
.
私
は
「
ζ

の

青

い

地

球

れ

く

き

っ

て

②
に
入
れ
て
混
ぜ
る
.
て
、
極
と
コ
シ
ョ
ウ
で
閥
昧
す
る
。

1
パ
1
.
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ
y
キ
l

を
、
挫
か
な
未
来
を
、

子

ど

も

た

ち

，

t
f

i
ι
7
2
-
e
5
4
e
z
i
=
J
e

一
=
J
f
i
-
7
2
1
r-
7
i
f
よ

7
1
e
zeι=
1

5
=
r
S
E
l
f
-モ
FE-
-
z
=
P
2
1
3
-
-
Tz
l
e
i
-
-一i
z
--守

l
i
e
-
7
2
i
-

を
夕
方
に
越
5

え
た
の
で
す
が
、

、
富
へ
」
を
合
言
裂
に
、
核
兵
器
を
地
疎

Uj
i
j
i
-
z
i
i
l
i
---J

の
貯
金
か
ら
カ
ン
パ
し
て
く
れ
ま
し
人
の
生
活
を
犠
牲
に
し
て
、
自
己
の
さ
ん
、
ほ
か
御
一
岡
山
開
。
が
ん
ば
っ

川

ユ

d

居

巳

酔

ι

¥
fマ

を
頂
い
た
山
々
と
、
谷
に
広
が
る
湖
。
か
ら
な
く
そ
う
f
の
浬
動
を
続
げ
る
…

'

-

h

'

…

た
・
ど
う
ぞ
御
身
体
大
切
に
、
頑
強
生
市
を
人
間
的
に
、
生
き
る
ζ
と
ま
で
下
さ
:

川

刈

噌

許

可

定

ト

L
H

H
J
J

時空

，I
』
$
ι
F
"

川

b

川

:

i

d

γ

畑山下

ピ
ン
ク
色
の
宅

実
に
す
ば
ら
し
い
決
意
を
し
て
い
ま
す
・

山

口

、

.

ョ

'

…

っ
て
く
だ
さ
い
・

で

き

な

い

」

と

い
う
量
一
議
を
、

普

・

福

島

、

喜

一

郎

さ

ん

川

喜

J
向
「
5
3

量

で

し
た
・
こ
の
地
震
、
長
い
カ
ン
パ
や
署
名
に
協
力
し
て
下
さ

-n:wMrd・
-

妻

、
中
川
幸

子

さ

ん

と

、

企

業

に

馴

化
さ
れ
た
労
働
者
に
五
十
歳
も
半
信
号
、
勤
め
も

川

言

，

V
1
t
f

間
の
永
河
の
侵
食
に
よ
る
自
然
の
彫
っ
た
全
国
の
仲
間
の
み
な
さ
ん
、
港
…
・

J
一一u…j
…

「は

た

ら

く

」

の

若

君

、

た

与

え

た

い

。

骨

が

折

れ

ま

す

が

「

は

た

ら

く

」

を

山

一
九
二
一一一
年
(
大
正
十
二
)
九
月
一
目
、

旺

刻
で
す
・
海
岸
線
は
フ
ィ
ヨ
1
ル
ド
・
襲
撃
平
和
重
会
の
み
な
さ
ん
…

B
の

ご

一

一

た
か
う
な
か
誌
に
、
石
沢
さ
ん
(
日
・
石
川
、
村
田
重

さ

ん

腕
む
と
、
私
の
苦
労
な
ど
甘
え
の
部

川

関
東
大
地
縄
全
焼
家
屋
丑
+
七
万
戸
、
死

瑚

の
熱
い
支
鐙
に
、
心
か
ら
感
謝
を
申

…

M
刊

叶

q

J

J
…
毒
気
)
の
ζ
と
が
出
て
い
て
、
ハ
私
た
ち
も
「
草
」
の
嵐
の
中
で
類
だ
と
思
い
、
頑
張
ら
ね
ば
と
、
励

山

者
・
行
方
不
明
+
=
芳
四
千
人
、
そ
ん
な

民

向
車
晶

ぢ

-

一

、

し
上
げ
ま
す
・
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ぺ
，

n

t也
、
…

y
と
し
ま
し
た
。
前
に
住
ん
で
い
た
其
に

「国
民
の
国
鉄
道

め

ざ
し
て
ま
さ
れ
る
の
で
す
。

職
場
に
戻
る
ま

川

混
乱
の
中
で
、
治
安
維
持
の
た
め
と
称
し
て

や

働

h

と
こ
ろ
で
、
奥
さ
ん
と
一
緒
に
、
学
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
・
大
会
が
近
づ
で
は
、
大
変
で
し
ょ
う
が
頑
張
っ
て

川

六
千
人
の
朝
鮮
人
が
殺
さ
れ
た
・
同
時
に
闘

怯

労

・
函
館
市
、

古

川

撃
さ
ん
車
、
保
育
園
の
と
と
で
運
動
し
た

き
ま
し
て
、
是
非
、
な
ま
の
声
を
「
テ

下
さ
い
・
同
封
の
お
語
、
聖
代

川

う
労
働
組
合
の
幹
部
も
虐
殺
・川

合

費

共

抑

制

7
月
の
電
機
労
連
大
会
へ
喜
行
自
で
し
た
。
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い

l
プ
」
で
送
っ
て
下
さ
い
・

と

し

て

使
用
し
て
下
さ
い
・

川

智
初
代
委
員
長
)
平
沢
計
七

(
純
労
働

組

合

志

動

の

た

め

に

、

函

館

ま

で

や

っ

て

き

と

思

い

ま

す

。

-

福

岡

、

実

松

修

さ

ん

・

神

奈

川、

陽
遊
守
男
さ
ん

川

長
)
ら
九
人
の
合
同
碑
は
事
件
現
場
に
近
い

南

た
み
な
さ
ん
の
姿
に
、
胸
ぴ
っ
た
れ

・
千
葉
、
西
尾
和
子
さ
ん

会
費
い
つ
も
遅
れ
て
す
い
ま
せ
ん
私
の
職
場
は
全
通
で
す
が
沖
争
議

山

色
戸
の
赤
門
寺
に
あ
る
・

て
お
り
ま
す
・
み
な
さ
ん
が
言
わ
れ
真
夏
も
や
っ
と
去
っ
た
よ
う
で
す
勝
利
の
日
ま
で
、
お
互
い
に
頑
強
り
団
の
あ
っ
せ
ん
物
品
を
買
い
ま
し

川

て
い
る
よ
う
に
、
今
が
が
ん
ば
る
時
今
後
も
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
.

ま

し

ょ

う

.

た

.
カ
ン
パ
は
少
な
い
で
す
が
、
勝

a

だ
と
私
た
ち
も
、
思
っ
て
い
ま
す
・

・
千
葉
、

川
口
好

恵

さ

ん

・

栃

木

、

松

永

博

さ

ん

利
の
日
ま
で
、
細
く
長
く
支
媛
し
ま

川

.
神
奈
川
、
大
谷
真
智
子
さ
ん

関
君
代
さ
ん
の
記
事
、
胸
が
あ
つ
あ
な
た
方
の
弱
気
あ
る
行
動
に
、
す
の
で
、
頑
強
っ
て
下
さ
い
.

，

み
な
さ
ん
方
の
、
お
子
さ
ん
た
ち
く
な
っ
て
き
ま
し
た
.
花
の
大
好
き
深
く
敬
意
を
表
レ
ま
す
.
お
身
体
を
〈
お
た
よ
り
、
く
だ
さ
い
ね
〉

が
、
明
る
く
す
と
や
か
に
、
た
く
ま
な
お
き
み
さ
ん
に
、
一
日
も
早
く
春
大
切
に
.

み
な
さ
ん
の
便
り
が
、
沖
電
気
争

し
く
育
っ
て
い
る
様
子
を
ニ
ュ
ー
ス
が
お
と
ず
れ
ま
す
よ
う
に
.

・
東
京
、
長
浜
二
郎
さ
ん

諮
の
勝
利
に
つ
な
が
り
ま
す
・

川

伊

で
税
む
た
び
に
、
私
も
、
励
ま
さ
れ

・
東
京
、
藤
川
幸

久

さ

ん

会

費

、

お

そ

く

な

り

ま

し

た
.
度

元
以
ジ

t

;

'

 

る
思
い
で
す
.
と
り
あ
え
ず
一
万
円
日
産
迫
浜
工
揚
の
企
業
フ

yン
ズ
彊
な
る
ご
諮
求
の
労
を
わ
ず
ら
わ
し

も
A
F
J収
U
H
B
'

川

時

j

'

 

送
り
ま
す
・
千
五
百
円
は
娘
が
自
分
ム
の
報
道
に
戦
傑
を
党
Y

え
ま
す
・「
他
て
す
い
ま
せ
ん
。
中
山
さ
ん
、
松
本

6

・

川

募

①… 
場尚昆旦
…
ン

川

γ
…
タ

理
…
ラ

削附…グ

例
…
ニ

団
…
ロ

ー

を日時
…
ヵ

ー

な沖
…
マ

範さん義ロ
<クυーム ソース>
できよがり ーー .3!t壬カップ
バター ー...509 小麦粉 ー .50 9 
牛乳…・・ 4カップ 塩… ー小さじ%

白コショウ ー…少し

ー."....U..".....'..'.II.... ・・'.11'白句1・1 ・...11'".......""'.11'句"".".."・......，..."...........11.." .. 

時主主歴制 古
でが史い 問
か南を E 甘

伝耳録〈 ζ 骨

続。れ 1(.... w.. 
失同ば盟t刀
す草血年ミ居L
ベらりぞぜ ~J

舎は? 歌
シ'

断
頭
台
を
血
由
る
と
も

屍
を
起
一
え
て
我
等
行
か
ん

裂
が
南
耳
目
同
志
ら
は

争
で
か
迫
害
届
す
べ
き

(2

・5
番
)
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1982草 10用可白指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース罫事42宅聖(3 ) 

勝
利
は
埼
玉
か
ら

実
行
委
員
会
(
糊
納
制
閥
均
)
で
キ
ャ
ン
プ

編:ii233iz通わ
:ぺ署長23秀じi
智;!?!i市
護軍~~鍔 喜怒
…一一撃巴謁~，，~. ，，~. í~$~1i; 

ぺij言語;piiiii言iI2時iE 腕をつかまえ退職届に印。 品 V 弘治4捕、

ij守主立書;群31232五島電 狂気の職場支配にまけない 望号鍔寮翠欝 i 
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可2喜畠逼はド堅守思E時 間開VR125主計七究室pqぁ?
若手ii皇室231ia;iii内 MBZZ;fif弓;民主2;zi舎か麓iyJj現地時亀山izi
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酔 級紙袋勝一:??で i J府 ?書道 EJ訴訟戸討中華揺れ苦手i
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梅

原

司

平

さん

献
の
仕
事
に
つ
く
前
は
、
=
一
交
替

制
の
職
場
で
働
い
て
い
た
の
で
そ
の

頃
を
思
い
出
し
な
が
ら
歌
い
続
げ
ま

し
た
.
働
く
仲
間
の
空
気
を
肌
に
感

じ
な
が
ら
:
.
闘弓
d
仰
聞
と
一
緒
に

歌
え
た
乙
と
が
、
今
で
も
心
に
残
っ

て
い
ま
す
.

-

東

日

本

航

空

労

組

・

小

学

4
年

星
野
伸
一

さ
ん
・
本
庄
市
聡
労
働
組
合

.
浦
和
宵
年
合
唱
団

高
橋
清

一
さ
ん

マ
イ
ム
、
マ
イ
ム
を
や
っ
て
火
に

吉
田
信
子

さ

ん

押

園

高
理
亨
さ
ん

キ
ャ
ン
プ
へ
行
っ
て
ま
で
デ
ィ
ス
あ
た
り
に
行
っ
た
ら
、
う
ん
と
お
も

雨
上
り
の
中
で
の
、
キ
ャ
ン
プ
フ
楽
し
み
に
し
て
い
た
通
り
の
キ
ャ

コ
が
で
き
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
し
ろ
か
っ
た
・
弟
の
亮
二
は
夜
、
寝
ア
イ
ヤ
l
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
・
ン
プ
に
な
り
、
団
員
も
熱
が
入
り
ま

た
・
楽
し
か
っ
た
・
組
合
と
し
て
、
袋
に
入
っ
た
ま
ま
、
隣
の
テ
ン
ト
ヘ

実
行
接
民
の
み
な
さ
ん
、
ど
う
も
あ
し
た
・
働
く
者
と
一
緒
の
敏
声
活
動

も
っ
と
取
り
組
め
ば
よ
か
っ
た
・
伸
行
っ
ち
ゃ
っ
た
・
妹
の
め
ぐ
は
、
皆
り
が
と
う
・
乙
ん
な
催
し
を
も
っ
と

を
求
め
、
も
っ
と
も
っ
と
劇
場
へ
出

争
訟
の
事
も
っ
と
知
り
た
い
・

ん
な
で
取
っ
た
歌
を
、
今
も
忘
れ
て
や
り
た
い
で
す
ね
.

か
り
ま
す
・

い
な
い
・
ま
た
行
き
た
い
な・
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(4) 罫曹42号

働く者の権利を守ろう

国労、東京地方本部が大会で支援を決定

支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)

¥室主el

1982年 10月 1巴

沖
電
気
の
闘
い
も
、
日
月
却
日
で
包
士
銀
行
へ
の
、
要
摘
、
交
渉
に
も

4
年
.
憲
法
で
保
陣
さ
れ
た
「
生
き
一
段
と
力
が
発
問
即
さ
れ
る
で
し
ょ

る
機
利
」
「
働
く
栂
詞
」
「
団
結
す
う
.

る
櫛
利
」
を
守
り
発
展
さ
せ
る
翻
い
各
労
組
の
定
期
大
会
で
も
、
「
沖

と
し
て
、
全
国
の
伸
聞
と
一
緒
に
、
電
気
の
伸
問
と
連
帯
し
て
、
生
活
と

ね
ば
り
強
く
、
明
る
く
、
運
動
を
前
職
燭
を
守
ろ
う
」
の
聞
が
多
く
出
さ

巡
さ
せ
て
き
ま
し
た
.
れ
て
い
ま
す
.
先
日
の
国
労
・
東
京

今
年
の
秋
に
は
、
労
組
の
支
鐙
共
地
本
で
も
、
左
記
の
様
な
決
織
文
が
、

闘
会
継
も
結
成
さ
れ
る
.
沖
電
気
や
係
択
さ
れ
ま
し
た
.

決

議

文
(
要
旨
)

企
業
の
意
に
そ
ぐ
わ
な
い
者
に
対
し
て
「
働
く
権
利
、
生
き
る
椴
利
」
:

…
さ
え
も
噂
い
と
る
指
名
解
雇
の
攻
撃
は
、
資
本
の
震
も
鋭
い
攻
駐
車
で
あ
-
…

…
る
・
そ
の
狙
い
は
、
指
名
解
雇
を
テ
コ
と
し
て
、
労
働
者
の
既
得
胞
を
.

0
u

根
乙
モ
ぎ
奪
い
さ
り
、
物
云
え
ぬ
職
湯
づ
く
り
や
闘
え
な
い
労
働
組
合

:

…づ
く
り
を
通
レ
て
職
燭
の
専
制
的
支
配
の
確
立
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
:

る
.
ま
た
、
幾
多
の
労
働
者
の
血
と
汗
に
よ
っ
て
つ
く
り
あ
げ
て
き
た

…
労
働
者
の
働
く
柵
利
、
生
き
る
砲
利
に
真
正
面
か
ら
挑
戦
す
る
も
の
で
e

…
あ
り
、

酋
鰭
泊
断
の
攻
事
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
.

こ
う
し
た
沖
電
気
の
指
名
解
服
攻
事
は
現
在
、
政
府

・
自
民
党
、
独

占
に
よ
っ
て
強
行
さ
れ
て
い
る
"
第
二
臨
網
「
基
本
答
申
」
に
も
と
づ

く
体
制
的
合
理
化
攻
掌
の
先
が
け
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
本
質
は
同
じ
…

円
で
あ
る
.

…

神
電
気
指
名
解
服
闘
争
の
勝
利
は
、
国
労
の
闘
い
の
前
進
に
つ
な
が

0.

…
り
、
国
鉄
労
働
者
と
国
鉄
労
働
組
合
の
闘
い
の
前
進
は
沖
電
気
の
勝
利
…

に
つ
な
が
る
と
と
を
確
信
し
、
神
電
気
争
犠
団
へ
の
支
援
、
連
帯
を
強

め
る
も
の
で
あ
る
・
そ
の
た
め
に
労
働
組
合
組
織
に
よ
る
沖
電
気
争
議

の
支
援
共
闘
組
織
に
積
極
的
に
惨
加
し
、
完
全
勝
利
を
手
に
す
る
ま
で

闘
い
ぬ
く
決
意
を
表
明
す
る
.

一
九
八
二
年
九
月
四
日

-大口ユーザーや取引銀行には事前に

説明。(電電公社、富士銀行〉

・「苦レいからと言って首切りをする

ような経営者は失格Jというシャー

プ社長の批判は、哲学の途いだ。

・首切りに際しては、他社の例を調査

したが、参考にせず.

.希望退織も、退職勧奨(肩たたき〉

による退職も、本人の意志で辞める

のだから変りはない。

.従業員の「意識改革Jとコストダウ

ンを狙って人員盤理をした。

・3年後 ('81年〉に史上愚高の売上げ

(1700億円)を目標に解雇。

.技術力強化には新しい血が必要。社

内教育ではだめ。(解履後'82年の4

月までで1700人の新採用〉

.首切りの翌年に89出の株主配当をす

るため、 30億円の利益が必要なので

1500人の削減を決めた.
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指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

発支援する会事務局

行事務所 東京都港区三回

所 3-2-20

電話 (03)451-3515 

11月 1 日 |郵便己座己座番号:ー
・・--一一一一ーーー-， 1 東京6ー 75240

幽1440日11加入者名 222223ア

第 43 号

1 982年
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(
 

『解雇の自由』の旗はわたさない匹平中。ー

全闘一般、r.II職労

全日自労、マスコミ・文化

問鉄労組など

中。ー幅司 経営者に

中

央

-u..量・
13時-16時⑨熊谷裁判1l. 9 

官官

通
信
機
三
大
メ
ー
カ
ー
の
一
っ
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、
百
億
円
労
働
者
と
労
協
組
合
を
無
視
し
て
沖
電
気
争
議
団
の
れ
人
は
、
全

沖
電
気
工
業
(
本
社

・東
京
、
橋
近
い
史
上
般
商
の
利
益
、
二
千
人
解
回
し
た
と
と
も
明
白
に
.
園
川
凶
の
H
H
W
、
=
一
干
を
超
え
る
支

本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
一
七
六
近
い
新
保
用
、
九
州
に
ニ
百
億
円
一
方
、
解
胞
後
の
臓
紛
で
は
、
疲
労
組
や
一
万
三
千
人
の
「
支
鐙

億
、
約
一
万
三
平
人
)
は
「
経
岱
近
く
を
投
資
し
て
新
工
場
の
建
設
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
服
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
行
商
や
本

危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
と
〆

ノ
ノ

〆

〆

〆

〆
〆

祉
へ
の
抗
犠
行
動
な
ど
に
欝
闘
。

称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希
望

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

裁
判
闘
争
も
第
一
の
山
崩
に
さ

職
」
募
集
を
提
案
.
と
の
あ
と

退

レ

か
か
的4
企
撲
に
「
首
切
り
の
自

職
強
要
に
応
じ
な
い
三
百
人
に
、
な
ど
:
・.
4

荏
は
東
京
地
貌
ほ
か
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、

沖
議
由
」
を
与
え
る
な
/
生
き
る
刷
利
、

河
年
刊
用
、
大
企
業
で
は
三
井
三
四
ヵ
所
の
扱
判
で
も
「
指
名
解
屈
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
仕
事
を
働
く
桐
利
を
守
ろ
う
，r
・
と
が
ん
ば

池
争
犠
以
来
、
約
初
年
ぶ
り
の
指
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
意
取
り
上
げ
る
(
浅
利
さ
ん
、
中
山
る
神
沼
気
の
伸
問
に
、
あ
な
た
も

名
解
胞
を
強
行
し
ま
し
た
.
織
改
革
を
す
る
こ
と
」
と
笹
言
。
さ
ん
)
な
ど
の
、
暴
挙
が
続
行
.
熱
い
四
帯
を
，r
・

「
軍
国
化
、
臨
調
、
人
べ
ら
し
合
い
く
ζ
と
が
勝
利
に
つ
な
が
る
.
共
つ
く
り
、
戦
争
に
(資
本
と
の
)
勝
ま
で
支
侵
し
て
き
た
、
全
国
の
伸
問

理
化
、
中
小
企
業
の
倒
産
な
ど
と
、
閥
会
議
は
、
ひ
と
つ
、
ひ
と
つ
の
ピ
つ
闘
争
体
制
で
あ
る
.
沖
の
飼
い
を
、
に
と
っ
て
も
、
待
ち
に
待
っ
た
共
闘

沖
電
気
の
指
名
解
廠
は
遣
し
て
い
ラ
、
集
会
、
な
ど
の
掘
を
み
ん
な
支
一
墜
す
る
の
で
は
な
く
、
円
草
場
会
織
の
結
成
は
、
勝
利
の
量
を
切

る
・
す
べ
て
の
働
く
者
が
結
集
し
て
で
酎
鰻

・
分
折
し
総
合
的
な
運
動
を
に
立
っ
て
闘
う
と
と
が
必
要
で
あ
る
り
拓
く
も
の
で
、
励
み
に
な
る
で
し

ー
」
倉
持
米
一
さ
ん
の
共
闘
会
議
、
ょ
う
.

議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
に
、
通
路
ま

;
j
!
i
i
z--一
l
i
f
-
-
i
pl
e-
-
j:
・
i
i
:
e

で
あ
ふ
れ
た
参
加
者
か
ら
、
力
強
い

支

援

本

持

続

党

総

紘

一

時

終

的

h

〉
拍
手・

同
じ
っ
車
場
M
H
J
-勺

lrr

認

争
議
が
始
ま
っ
て
五
底
男
秋
、

g
ー:
?
に

確

叩
月
沼
田
、
午
後
七
時
=
一
O
分
、
神
共
闘
会
議
の
君
の
仕
事
を
事
務
目
白
労
の
置
さ
ん
は
「
失
業
、
戦

以

争
議
は
、
共
闘
会
議
を
持
つ
争
議
団
局
長
の
井
川
さ
ん
が
「
十
一
月
三
十
争
、
貧
乏
に
反
対
し
て
闘
っ
て
き
た

和

へ
と
発
展
し
た
・
東
京
争
議
団
の
渡
自
に
量
一
万
人
で
、
官
民
間
わ
ず
塁
走
の
で
、
当
然
、
連
帯
し
て
闘

〈

辺

清

次

郎

さ
ん
は
「
本
当
に
難
産
だ
す
べ
て
の
労
働
者
へ
の
攻
務
と
な
つ
い
た
い
」
と
積
極
的
な
発
言
が
続
出
.

館

っ
た
・
神
争
議
も
や
っ
と
と
ζ

ま
で
て
い
る
臨
調
、
人
ベ
ら
し
合
理
化
、
日
本
フ
ィ
ル
ハ

1
き
丁
の
伸
問

A
E
 

z日

き
た
か
」
と
顔
を
ピ
ク
ピ
ク
さ
せ
て
人
勧
凍
結
に
対
し
て
、
反
撃
の
集
会
は
「
共
闘
会
議
の
結
成
は
す
ば
ら
し

労

手
-Z替
の
中
村
光
雲
ん
書
い
た
い
・
よ
り
扇
闘
い
を
拡
い
私
た
ち
が
、
武
器
で
の
集
会
を

は
「
も
う
、
本
当
に
う
れ
し
い
、
も
め
本
流
の
闘
い
に
す
る
た
め
に
、
人
ゃ
っ
た
経
験
か
ら
、
一
カ
月
の
都
側

扮

っ
と
躍
の
申
に
入
ら
な
く
ち
ゃ
」
も
金
も
出
レ
て
下
さ
い
」
と
提
案
し
習
で
は
大
変
だ
が
、
労
働
者
の
答

日

と
新
た
な
決
意
.
「
都
職
労
の
本
部
討
論
を
行
い
ま
し
た
・
が
で
る
集
会
と
な
る
よ
う
に
協
力
し

れ

と
し
て
、
争
議
に
診
加
す
る
の
は
、
都
教
組
の
西
川
さ
ん
は

「
憲
法
を
ま
す
」
と
辿
帯
を
表
明
.

後

初
め
て
の
ζ
と
で
あ
る
・
新
レ
い
段
ふ
み
に
じ
る
沖
電
気
の
や
り
方
に
は
支
慶
す
る
会
の
み
な
さ
ん
・
臓
紛

午

階
の
闘
い
で
す
、
共
に
が
ん
ば
り
ま
怒
り
を
お
ぼ
え
る
・
労
働
者
と
し
て
地
域
、
学
園
か
ら
さ
そ
い
あ
っ
て
、

乱

レ
ょ
う
」
と
大
牟
礼
藤
男
さ
ん
・
運
労
働
者
の
縄
利
を
守
る
た
め
に
、
全
集
会
に
参
加
し
、
勝
利
へ
の
、
決
起

刊山

輸
一
般
労
組
の
国
分
さ
ん
は
「
ベ
ス
力
で
集
会
を
成
功
さ
せ
た
い
」
.
全
の
日
に
し
ま
し
ょ
う
.

月

ト
の
共
闘
会
議
だ
・
非
常
に
事
ζ
ん

刊

で
い
る
・
中
小
の
単
産
に
と
っ
て
も

大
き
な
励
み
で
あ
る
」

l
.
集
会
の

参
加
者
だ
り
で
は
な
く
、
沖
争
犠
を
、

自
分
の
と
と
と
し
て
考
え
、
と
の
日

⑨豊島 ・支援する会集会

(大塚勤労少年会館)18日寺30分

11.11⑨東京裁判

13日寺30分-17時

1l.17⑨東京工場前畳休み抗議行動

(国電田町、徒歩7分)

10時~

13時-15時

⑨八王子4周年集会

(狭間公園) 18時30分

1l.14⑨第3回現地調査

東京工場めぐり

1l.16⑨前橋裁判

11 .30 

沖支援・文化のタベ

・定例幹事会は 1l.25(木)・12.13八王子裁判 10時-15時
参加をよろしく

18H寺東京都体育館

倉

持

米

一
さ
ん

(
全
国
一
般
東
京
地
本
震
員
長
)

増
田
市
応
さ
ん

(
国
鉄
労
組
東
京
地
本
副
蚕
員
長
)

安
田
治
雄
さ
ん

(
建
股
一
般
・全
日
自
労
東
京
蚤
員
長
)

大
牟
礼
藤
男
さ
ん

(
東
京
都
区
職
員
労
組
蜜
員
長
)

井
川

昌
之
さ
ん

〔
マ
ス
コ
ミ

・
文
化
共

事

務

局

長

闘
会
援
事
務
局
次
長
)

議

長

副

議

長

副

議

長

副

議

長

.I//IIIII/IIIIIII/~柳川柳八八八~II"柳川'1~II/II//I//II/IIII~I/IIII/II///III//r 沖争議っ子は今日も元気にの八円柳川'1~/1I

本橋

雄 さん

(31歳)
久本

さんちの

橋

私
の
保
育
園
に
は
、
今
、
沖
慌
た
り
で
:
.た
い
へ
ん
な
慌
で
す
.

気
を
解
腹
さ
れ
た
橋
本
久
雄
さ
ん
で
あ
、
そ
ん
な
中
で
、
子
育
て
な

(八
王
子
事
業
所
で
解
府
)
の
子
ど
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
.

ど
も
の
た
く
ま
君
(
栢
山
魁
)
が
き
今
、
お
慢
さ
ん
の
依
制
が
思
い

て
い
ま

す

.

の

で

、

お

父

さ

ん

が

毎

日

送

り

迎

た
く
ま
君
は
、
昨
年
の
四
月
か
え
に
大
奮
闘
.
少
々
つ
か
れ
が
見

ら
入
倒
し
て
き
ま
し
た
.
お
父
さ
え
る
時
も
あ
り
ま
す
止
が
、
お
父
さ

ん
に
そ
っ
く
り
な
飢

・
体
絡
の
た
ん
が
、
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
.

く
ま
君
は
、
の
ん
び
り
と
し
た
お
た
く
ま
君
も
、
「
オ
ト
ウ
サ
ン

っ
と
り
や
さ
ん
.
で
も
、
お
し
ゃ
オ
ム
カ
工
、
オ
カ
ア
サ
ン
ネ
テ

ベ
り
は
、
ク
ラ
ス
一
一
帯
.
ル
ノ
」
.
乙
ん
な
申
で
毎
日
、
解

「
タ
ク
マ
ク
ン
チ
y
コ
ヨ
」
限
撤
函
を
め
ざ
し
て
、
た
た
か
っ

「
タ
ク
マ
ク
ン
ニ
シ
ャ
イ
ヨ

」

て
い
る
姿
を
見
る
と
、
私
も
何
だ

「
タ
ク
マ
ク
ン
ノ
ダ
カ
ラ
ダ
メ
」
か
だ
ま
っ
て
い
ら
れ
な
く
て
、
沖

な
ど
と
:
よ
く
し
ゃ
べ
り
ま
す
.

電

気
と
い
う
会
社
が
併
せ
な
く
な

お
父
さ
ん
は
、
毎
日
、
伸
電
気
り
ま
す
.

争
稲
田
事
務
所
へ
.
お

母

さ

ん

は

(
八
王
子
市
、
た
ん
ぽ
ぽ
保
育

保
険
の
外
交
へ
.
解
服
さ
れ
て
か
薗
の
保
母
狩
野
さ
ん
記
)

ら
、
生
活
の
方
も
お
金
が
な
か
っ

音妻
楽の
は千
万香
能子
。 さ

ん

さ 司
は
夕
張
の
出
身。 沖電気八王子工場

勤続9年目に解庖

141 



(2 ) 揖軍4-3'!t支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)1982年 1 1月 1日

たた輪選?性は

業:延長率~;?

事務局長

安
田
志
津
子
さ
ん
に
聞
く

(
ニ
チ
モ
ウ
キ
グ
ナ
ス
労
組
)

ま
す
が
、
各
々
の
労
組
婦
人
部
か
ら
う
、
実
質
数
字
で
表
わ
れ
た
も
の
も
、

，2
0ン〆〆〆〆〆、
〆、，、，，〆〆〆〆〆〆〆〆〆、，、，、
J

〆〆〆〆

の
代
表
者
と
そ
の
他
オ
ブ
ザ
ー
バ
と
本
当
に
す
と
い
の
で
す
が
:
.

町蹴券《再
社
、
銀
行
、
繊
維
や
酒
の
し
て
維
で
も
診
加
で
き
ま
す
.
幹
事

女
性
七
O
O人
宇
動
員
し
た
、
昼

間
屋
街
、
築
地
の
市
場
は
古
く
か
ら
、
は
二

O
代
1
五
O
代
と
桐
広
〈
常
時
デ
モ
・
毎
月
の
銀
座
昼
休
み
ピ
ラ
ま

小
説
や
、
映
画
の
蝉
台
と
な
っ
た
臼
七
1
一
O
人
が
鍛
ま
り
ま
す
.

き

〔

勝
利
報
告
ピ
ラ
ま
で
つ
づ
げ
ま

本
橋
、
銀
座
.
商
撲
の
街
、
そ
ζ
が
幹
事
会
は
楽
し
く
と
い
う
の
が
モ
し
た
)
支
鐙
か
ら
共
闘
へ
と
変
化
し

中
央
区
で
す
.

y

ト
l
で
す
.
出
前
の
夕
食
が
届
く
ま
し
た
.
そ
の
中
で
、
要
求
は
自
分

モ
ζ
に
働
ら
く
婦
人
が
一
九
七
三
と
、
機
愉
も
一
時
中
止
、
机
の
上
は

で
掘
り
お
と
し
、
自
分
が
先
頭
に
た

年
、
当
時
個
別
に
闘
わ
れ
て
い
た
、
レ
ジ
メ
の
他
、
お
い
し
い
も
の
が
の
ち
伸
聞
と
共
に
行
動
す
る
と
と
の
大

明
路
加
病
院
の
宥
捜
焔
解
服
、
名
古
る
日
が
多
い
で
す
.

切
さ
を
学
び
ま
し
た
.

屋
建
の
女
子
三
十
歳
定
年
徹
際
、
一
つ
一
つ
の
企
画
会
話
柔
切
乙
の
闘
争
は
、

区
内
の
婦
人
部
、

日
本
信
託
銀
打
の
女
子
差
別
賃
金
廷
に
し
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
が
充
分

l
東
京
テ
ア
ト
ル
、
高
島
労
組
、
東

正
、
区
内
三
大
婦
人
闘
争
を
統
一
的
納
得
し
て
か
ら
や
ら
な
い
と
つ
ま
ら
都
水
産
、

R
K
B毎
日
の
白
土
闘
争

に
聞
Y

つ
た
め
に
取
り
組
ま
れ
た
抽
出
会
な
く
な
る
し
、

熱
が
入
ら
な
い
、
文
(
定
年
延
長
)
に
も
影
響
が
あ
り

の
成
功
が
連
絡
会
般
の
は
じ
ま
り
.

彦

加
し
た
人
も
が
っ
か

p
uて
し
ま
ま
し
た
.

モ
れ
か
ら
七
年
半
毎
週

一
回
の
幹
う
と
思
う
の
で
す
.
総
会
の
H

し
お
沖
電
気
の
婦
人
と
の
連
帯
も
、
中

事
会
を
選
滋
レ
、
日
常
的
な
交
流
や
、
的
ι作り
H

も
充
分
般
論
し
ま
す
.
昨
本
闘
争
の
教
酬
を
受
付
つ
い
で
い
る

要
求
実
混
を
す
す
め
る
婦
人
の
組
織
年
は
鰭
長
の
出
回
さ
ん
(
日
本
信
託
と
思
い
ま
す
.

と
し
て
、
市
宙
実
に
前
進
し
て
い
ま
す
.
労
組
)
宅
に
一
泊
で
.
今
年
は
幹
事

事
務
局
長
の
安
田
志
鈴
子
さ
ん
(
ニ
の
森
田
さ
ん
(
民
放
・東
京
支
部
連
)

チ
モ
ウ
キ
グ
ナ
ス
労
組
)
に
、
お
話
の
お
宅
で
行
い
ま
す
.

を
伺
い
ま
し
た
.

'
J，
，
、
〆
、F
2

d泥沼
ZYFP〉
、
r〉
〆〆タ
4
5〆

'

議

と
共
に
歩
む

4

1
B

方
針
で
す
ね

週

一
回
幹
事
会

毎
。
が
続
く
秘
密
は

z
本
定
年
差
別
間

E

争
の
こ
と
は

例
年
、
総
会
に
始
ま
っ
て
、
股
後

は
、
昭
「
厄
仰
聞
を
は
げ
ま
す
ピ
ア
l

パ
1
テ
l
で
締
め
ミ
く
り
ま
す
.

H

一
歳
皇
別
は
一
切
の
差
別
に
ピ
ア
1
パ
ー
テ
ィ
ー
は
納
入
ら
し

つ
な
が
る
M

を
合
言
葉
と
し
た
中
本
く
毎
年
、
手
づ
く
り
料
理
で
、

も
て

区
労
協
は
、
木
胞
団
、
事
務
所
を
闘
争
と
の
か
か
わ
り
で
多
く
の
事
を
な
レ
ま
す
。
今
年
は
、
勝
利
解
吠
レ

私
述
の
為
に
あ
り
て
下
さ
い
ま
す
.
経
験
し
、
色
々
な
邪
を
学
び
ま
し
た
.

た
全
グ
ロ
リ
ア
労
組
を
会
場
に
.
ォ

集
ま
る
場
所
が
固
定
し
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
勝
利
判
決
で
の
影
響

1
ク
シ
ョ
ン
も
名
物
に
な
っ
て
い
ま

と
て
も
頂
裂
な
取
と
患
い
ま
す
.
で
、
今
年
の
三
月
現
在
、
一
二
、
三
す
.
今
年
の
兜
上
げ
は
、
=
一
万
四
千

議
長
、
事
務
局
長
、
次
長
が
三
役

O
O社
の
(
全
国
の
め
弼
〉
の
男
女
円
も
あ
り
ま
し
た
.
大
部
分
が
争
議

で
あ
と
幹
事
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て

差
別
定
年
制
を
撤
廃
さ
せ
た
と
い
団
の
カ
ン
パ
に
な
り
ま
す
.

究会話i
iiif 
討tiH

i;;座iiifii孟
aii FT25会
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恥

連
絡
会
議
・
あ
ゆ
み

負の

i主

紀

男
さ
ん
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1982年 1 1月 1日指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース第 43号

沖電気(親会社)

に勝利した

金
石
舎
J
の
仲
間
か
ら

大

漁

旗

お
ど
る
鯛
の
よ
う
に
躍
進
を

七
七
年
三
月
、
沖
電
気
は
、
①
水

品
発
銀
子
業
界
の
過
当
競
争
の
り
き

り
②
た
た
か
う
労
働
者

(全
国
金
属

の
組
合
凸
)
民
主
的
な
考
え
の
労
働

者
の
キ
ン
セ
キ
職
場
か
ら
の
一
掃
を

狙
っ
て
十
六
人
を
宿
名
解
雇
し
た
.

そ
れ
か
ら
四
年
三
カ
月
.
つ
い
に

解
決
金

一
億
一
千
九
百
万
円
で
相
解

が
成
立
し
、
金
吉
舎
の
仲
間
は
勝
利

し
ま
し
た
.

干
襲
県
の
沼
市
と
い
う
地
理
的
に

困
難
な
中
、
ま
た
主
紛
が
大
半
と
い

う
組
織
で
あ
り
な
が
ら
の
勝
利
.「
二

人
の
子
ど
も
た
ち
が
、
や
が
て
成
長

し
、
社
会
の
矛
庖
を
見
る
よ
う
に
な

っ
た
時
、
母
さ
ん
た
ち
は
、
が
ん
ば

っ
た
と
、
府
せ
る
」
と
霞
う
争
犠
凶

の
気
持
は
、
皆
の
気
持
.

金
吾
舎
の
仲
間
は
、
沖
電
気
の
伸

附
へ
、
そ
の
闘
い
を
パ
ト
ン
タ
γ
チ

す
る
か
の
よ
う
に
、
大
漁
師
酬
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
.
あ
り
が
と
う
.

-
日
曜
日
な
の
に
働
い
て
い
る

人
が
多
い
い
の
に
驚
き
ま
し
た

.
物
言
え
ぬ
聡
場
の
話
に
と
て

も・・・
・・
・.

「ゆるすな指名解雇」のセヅケンつけて

麹喧笹塑喧喧型筒盟響みφ
妙!込

伊

藤

忠

商

事

の

加・

2
5「
露
忠
の

中
小
つ
ぶ
し
、
組
合
つ
ぶ
し
を
酔

下

請

け

つ

ぶ

し

に

ま

ず

な

、

母

子
、
童
話
に
向
け
頑
張
る
」

ー

し

と
闘
い
の
決
意
を
湾
へ
た

全

金

・

大

阪

工

作

所

支

部

集
会
で
は
、
署
員
が
合
唱
構

d'

・4
1

成
劇
で
闘
い
の
支
田
躍
を
訴
え
、
共

「伊
藤
忠
は
組
合
つ
ぶ
し
、
下
手
に
挑
む
闘
い
」
(
同
労
組
)
・

附
を
よ
ん
だ
・
そ
の
一
節
は
次
の

梢
り
つ
ぶ
し
を
や
め
よ
f
」
「
団
組
企
業
の
伊
藤
忠
は
昭
和
五
十
三
と
お
り
・

交
に
応
じ
よ
」

l
出
資
百
パ

1
セ
年
、
負
債
三
十
数
億
円
で
倒
産
し

『闘
う
あ
な
た
』

ン
ト
の
親
企
諜
・
伊
藤
忠
商
事
に
た
大
阪
工
作
所
の
土
地
約
一
万
坪
お
母
ち
ゃ
ん
今
日
も

一
人
で
寝

対
レ
、
子
会
社
十
八
人
の
労
働
者
と
建
物
を
市
価
の
半
額
で
赤
字
と
る
の
お
父
ち
ゃ
ん
は
ま
た
泊
ま

が
企
業
再
闘
を
要
求
し
て
い
る
全
代
物
さ
せ
た
ほ
か
、
組
合
つ
ぶ
し
り

金
大
阪
工
作
所
支
部
(
野
山
市
磁
と
全
ぬ
解
腐
を
強
要
・
組
合
は
自
そ
れ
な
ら
私
と
一
緒
に
寝
ょ
う

要
員
長
)
の
闘
い
を
支
侵
す
る
従
主
生
産
し
な
が
ら
企
業
再
開
と
解
よ

会
が
十
月
八
日
、
大
阪

・
東
区
の
庖
撤
回
を
せ
ま
っ
て
い
る
・
幼
い
娘
の
問
い
か
け
に

伊
藤
忠
商
事
本
社
ピ
ル
前
で
行
わ
乙
の
目
、
築
会
は
早
朝
夕
l
ミ
と
ほ
れ
落
ち
そ
う
な
涙
を
と
ら

れ
、
府
下
の
官
民
労
組
約
三
百
団
ナ
ル
ピ
ラ
八
万
枚
を
配
布
し
た
え

体
、
二
千
人
以
上
が
御
堂
筋
目
抜
後
、
昼
休
み
集
会
に
は
府
下
の
宵
闘
う
あ
な
た
に
恕
い
を
は
せ
る

き
通
り
の
同
ピ
ル
を
包
闘
し
た
・
民
労
組
約
三
百
団
体
の
ほ
か
斑
お
母
ち
ゃ
ん
私
知
っ
て
る
よ

大
阪
工
作
所
の
闘
い
は
「
ア
リ
京
、
局
玉
、
千
葉
、
茨
域
、
京
都
お
父
ち
ゃ
ん
知
っ
て
る
よ

ン
コ
み
た
い
な
お
れ
遥
が
象
を
相

な

ど
の
金
属
労
働
者
ら
が
初
安
二
人
が
ど
ん
な
に
闘
っ
た
か
を

鰻擁護
(19) 

r-1J手:吾てJr立fF1
1 、、長』ー守勢『ー-t令<~*、ー...~ ，l， 

;人都教組| ご?男さい吋
r-JE抽出15写ji板橋区労連の30年;iiigi?izTil l成 長室52i完空襲ノい量三SB Ji 『荒川が見える』 ; でて者

j長出討議長野手書 にfj 票::山 jFhi弓討
作;ffヰゴ朝刊im日 ボ51j ミ岳彦iE 5 
1 t鉛二三液 晶問じ~<繍 . お下 λiL・4Liι
島ブ ぷ羅璽窓逼能豪語 ー』 B5 21-J E 

1 マ 抑止!縄問 語塁~ j)f' . " 生翌朝間開人一登場qEr 1... I _ 晶l-~ 罰'吋 l ーみ n li ... _ 

い k~轍翰動.4 8 見 f J: Ei --・1指躍察強腰遡鰯円支な ff l 轟占 ; イカのしそ昧
!針愚沼盟関計し~ I _.，': みそいため
f む~邑量.. 圃巳』直はる .， 1 I ・ ~~ i 1 泊'臨調園盛実会 ??L J ;f |材料4人分|

J ~寸~ 費へ t 1些岨ーとe廿 oイカ 2ハイ O青 しそ 5-6葉

い142二二;;ニーー*-*~J ~1閣 0234E/FhmJ j 

(??説明器iiii」 f;脅潟;
:t:;;，. .... __.~ ~ i;;:;;-:!. ~ 一ー ・・・・.. _--_. '..‘.. ーム ~ : za奇23755ぞ主芝号5雲i・~A調 iみj¥

;号 ?iifi!!?i雪はφJ
COOK 1 NG......COOK 1 NG......COOK 1 NG  

東
京
工
場

同
院
附
凶

-第3回は11月14日です。一

てつ子さん垣キ反

王
， -------可 '83.1.13夜-1.16帰京

(費用)東京:29.000円
¥之ム/ 現地 :20.000円

・実行委員会の役員募集中
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言
…

叱

証
d

(

-
の
…世

・
耳
目
司
一

zra

r
 

e

審
'
噛

・
回

一

常
さん

制

…一

円
低
く
し
て
解
鹿
を
せ
ま
っ
た
乙
と
一

や
、
五
+
三
年
十
一
月
二
十
日
の
人
買

民
が
、
当
初
予
定
し
て
い
た
人
員
よ
一

記
事
切
り
す
ぎ
を
と
な
ど
、
瑚

全
く
不
当
な
内
容
が
明
ら
か
に
な
っ
「

た
と
と
で
す
.

V

A

治

組
合
か
ら
支
喜
助
や
覇
軍
に

J
M議
鐙

瀦

察

誠

一

mm
対
し
て
制
約
し
た
り
庄
力
か
付
た
り

禽

議

三

，

wm
一

ヮ

・

慢

は

全

く

な

く

、

私

が

年

休

を

取

っ

て

で

1
h

b
h
v
n
扱
判
傍
聴
し
て
会
社
か
ら
攻
撃
を
受
五
十
一
年
十
二
月
三
日
に
線
長
に
虻

耳打

会
社
は
労
働
協
約
に
定
め
ら
れ
た
り
た
時
も
「
そ
の
よ
う
な
と
と
が
な
応
接
室
に
呼
ば
れ
、
係
長
も
同
伴
で
、

一

例

一
合
と
の
協
議
は
全
く
し
な
い
で
、
い
よ
う
に
厳
密
に
申
し
入
れ
た
」
ほ
「
会
社
と
争
っ
て
い
る
訟
判
に
従
業

抽

叩

二
方
的
に
あ
ら
か
じ
め
リ
ス
ト
に
の
ど
で
す
。
服
用
の
簡
保
は
、
思
優
先
負
と
し
て
診
加
す
る
の
は
困
る
」
と

三

口
一

っ
て
い
る
組
合
員
を

「
肩
た
た
き
部
の
銀
閣
に
な
っ
て
い
ま
す
・
干
渉
を
受
げ
ま
し
た
・
ま
た
、
争
議

地

七
一

同
盟
」
に
呼
び
出
し
「
希
同
揖
退
職
に
応

，
ddory-Sえ
ん
を
・

3
か
団
の
ピ
ラ
を
受
け
と
る
労
働
者
に
対
「

封
一

υな
け
れ
ば
指
名
簿
」
毒
迫

議

¥

寒

川
レ
て
は
、
「
自
分
の
将
来
の
た
め
に
ヨ

引
一

す
る
一
方
、
重
量
を
申
し
入
れ

母

美

弓

三

一

号

と

ら

な

い

方

が

い

い

旨

ヵ

粧

:一

た

別

の

組

合

員

に

は

、

「

君

に

は

や

‘

1
I
l一
ン
パ
す
る
な
」
と
か
様
々
な
干
渉
を
〉

い
一

め

ら

れ

て

は

因

る

、

や

め

な

い

で

欲

今

ま

で

に

十

回

以

上

傍

聴

に

倭

加

し

て

い

ま

す

・

虻

き
一

し
い
」
と
い
う
設
が
見
て
も
不
当
な
レ
ま
し
た
が
、
何
と
い
っ
て
も
沢
山

tえ
品
位
V
V
ヤ
V
ぉ
ι影
1m
h
1

コ

-

N

4

一耳
目
町
凶
三
五
盟
吻
0

・nこ士

に
一

解
脱
だ
と
わ
か
る
指
名
解
雇
の
抽
出
打
の
人
述
、
そ
れ
も
沖
電
気
と
は
直
疲

4
3
p
k
a
J
ち

川

駅

U
一
で

し

た

・

関

係

な

い

金

が

法

廷

に

入

り

き

れ

鴎

鎌

田

闘

っ

コ

会
一

J
j
y
広
h
h明日

ν託
手
γこ
FER--々
ず
廊
下
に
あ
ふ
れ
で
い
る

と

と

で

、

rip-一
相

る

一

環

器

概

観

樹

器

較

す

・

何

と

い

っ

て

も

庖

用

に

対

す

る

不

二

汀

一

訟

法

配

賠

イ

ま
た
、
昭
和
五
十
二
年
の
宛
上
げ
安
で
す
.
そ
し
て
単
身
赴
任
な
ど
の
珊

出
一

c
cdh;
の
う
ち
七
十
一
億
円
を
五
十
一
年
に
配
転
や
、
職
租
の
迎
う
職
場
へ
の
配

C

1
一

会
社
は
、
組
合
員
の
争
議
団
に
対
振
り
替
え
て
経
理
上
の
操
作
し
た
乙
転
に
自
分
の
都
合
や
要
望
が
ほ
と
ん
河

一
す
る
支
同
盟
を
断
ち
切
る
豆
」
あ
ら
ゆ
と
、
五
十
三
年
の
売
上
げ
予
怨
を
裁
ど
反
映
さ
れ
な
い
ζ
と

で

す

.

〈

一
る
匡
力
を
か
け
て
い
ま
す
が
、
労
働
判
に
出
さ
れ
た
数
値
よ
り
四
+
六
億

都
労
憂
の
傍
聴

も

よ

ろ

レ

く

河

川
-
一
九
八
O
年

キ

ン

グ

(

八

王

子

、

東

京

)

聞

8
月
お
白
神
電
気
の
仲
間
を
励

5
月
5
B
5
5
日

赤
旗
ま
つ
り

川

ま

す

岡

山

県

集

会

.

で

神

支

援

の

底

.

川

9
月
初
日

神
電
気
争
犠
回
高
崎

5
月
初
日

夏
季
全
国
オ
ル
グ
関

川

支
部
、
事
務
所
ぴ
ら
き
・
始
(
全
国
オ
ル
グ
定
着
す
る
)

川
叩
月
7
日

榎
橋
区
(
東
京
)
で

5
月
日μ
日
支
援
す
る
会
、
映
画

川

の
底
休
み
一
斉
職
働
集
会
で
訴
え
会
「
あ
し
た
の
火
花
」

川

(
ぬ
カ
所
)

5
月
刊
日
日
沖
支
援
仮
橋
集
会

川
叩
月
8
日

八

王
子
支
慢
す
る
会

6
月
1
日

H

裁
判
ひ
き
延
し
許

川
集
会

(

東

京

)

す

な

M

署
名
運
面
開
始
・

川
刊
月
3
日

一
橋
大
学
・
沖
支
鏡

6
月
門
自
殺
判
闘
争
の
学
習
会

川
集
会

.

6

月
刊
口
回
線
主
総
会
で
中
山
代

川
竹
月
刊
日

高
崎
(
群
馬
)
集
会
褒
発
雷
.
伸
八
王
子
工
揚
で
転
勤

川
刊
月
刊
日
本
庄

(
崎
玉
)
集
会
に
応
じ
な
か
っ
た
田
中
さ
ん
解
胞

川
竹
月
刊
リ
日
解
鹿
2
年
中
央
集
会
8
月
日
日
闘
争

一
O
O
O
E
.

川

(山
手
教
会
)

8
月
U

同
日
岡
崎
玉
抗
般
行
動
.

川
ロ
月
4
日

沖

支
媛
自
滅
川
閉
鎖
会

9
月
5
日

電
機

・
音
楽
の
鈍
い

川
は
月
げ
日

沖
支
媛
港
湾
の
会
が

ω月
7
日
沖
支
鐙
・
横
井
久
美

川

励

ま

す

会

開

催

.

子

コ

ン

サ

ー
ト
.
(
八
王
子
)

川
口
月
初
日
沖
支
銀
神
宗
川
罰
繊
叩
月
お
日
解
服
5
年
、
中
央
集

川

の

会

忘

年

会

.

会

(

日

比

谷

野

音

)

(

七

千

)

川

ロ

月

間

口

目

留

年

の

鈍

い

叩

月
U
日
間
的
集
会
・
(
千
)

川

・

一

九

八

一

年

刊

は

月

お

白

羽

年

股

後

の

扱

判

を

川

1
月
1
日

凧

あ

げ

八

王

子

地

裁

で

.

川

1
月
5
日

日
本
テ
レ
ビ
H

ズ
l

・
一
九
八
二
年

川

ム
イ
ン
朝
H

で
生
中
継
.

1
月
初
日
本
社
抗
銭
行
動

(白

川

1
月
初
日
沖
電
気
砂
揖
寮
で
の
団
体

・
二
三
四
人
)

川

H

追
い
出
し
拒
否
闘
争
H

活
発
に

1
月
初
日
成
び
ら
き

川

1
月
お
白

神
電
気
争
犠
団
脱
ぴ

1
月
初
日

浅
利
・
中
山
さ
ん
を

川

ら

さ

.

励

ま

す

新

替

の

つ

ど

い

.

川

1
月刊
U

目
安
追
い
出
し
問
題
で

2
月
6
5
7日

撤
回
さ
せ
る
会

川
地
紙
な
ど
に
上
申
曾
目
提
出
.

第

8
回
大
会

川

2
月
間
日
北
区
(
問
主
京
)
伸
支

3
月
5
日

名
村
造
船
・
沖
電
気

川

媛

交

流

学

習

会

.

・

日

産

厚

木

決

起

集

会

(

大

阪

)

川

2
月
初
日
帥
電
気
の
仲
間
を
励

5
月日山
田

支
復
す
る
会
発
足
3

川
ま
す
崎
玉
県
北
部
の
会
発
足
総
会
年
、
決
起
集
会
.沖
支
綾
港
区
労
組

川

5
月
日
日
支
援
す
る
会
2
年
、
連
絡
会
加
盟
一

O
O労
組
を
突
破

川
決
起
集
会

4
月
5
5
4日
家
接
会
で
旅
行

川

3
月
M
白
神
支
岡
田

・
東
京
北
部

4
月
刊
は
自
社
長
宅
へ
の
要
抑
待

川

集
会

.

動

.

4
月
1
日

品
川
工
場
昼
休
み
抗

4
月
刊
四
日
争
犠
の
中
で
8
組
園

川

犠

行

動

・

の

結

婚

(

飯

田

、

大

塚

さ

ん

)

川

4
月
2
日

本
居
昼
休
み
抗
駿
行

5
月
初
日
宮
域
県
沖
支
侵
す
る

川

動

・

会

3
周
年
集
会
・

川

4
月
8
日
初
の
岱
士
銀
行
有
司
庖

6
月
お
日

回
中
闘
争
(
配
転
拒

抗
機
、
亀
戸
支
庖
で
。
否
、
解
庖
)
一
年
、
コ
ン
サ
ー
ト

川

4
月
間
日
全
国
電
機
総
行
動
・

7
月
7
田

町
繊
労
連
の
大
会
で

4
月
日
間
白

神
支
後
・
国
労
青
年
宣
辰
行
動
(
函
館
)

川
の
鈍
い
・

7
月
8
日
八
王
子
支
綾
す
る
会

川

4
月
間
日

伸
支
援
制
島
県
集
会
映
画
会
(
叩
臼
も
)

山

4
月
U

四
目

減

判

学

沼

会

・

ハ

イ

(

次

号

に

つ

づ

く

)
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暴をどうぞ議誌の略多量@O
ち
ょ
と
聞
い
て
く
だ
さ
い

O
兵

国軍

丸

ク
ガ
ク
.
そ
ん
な
市
川
さ
ん
に
と
っ

て
、
乙
の
主
」
ん
の
昧
は
忘
れ
ら
れ

な
い
の
で
し
ょ
う
.
争
犠
団
の
事
務

所
で
だ
れ
か
れ
な
し
に
、
話
す
.

「
国
鉄
職
員
を
四
十
万
人
か
ら
二

十
五
万
人
体
制
へ
」
「
国
鉄
を
民
営

へ」

i
.
日
本
の
労
働
運
動
を
支
え
、

発
展
さ
せ
た
悶
鉄
の
仲
間
は
、
「
神

場
で
、
争
議
の
支
鐙
を
訴
え
ま
し
た
・
争
議
の
前
進
は
、
自
分
患
の
闘
れ
の

「
と
れ
は
ひ
ど
い
」
と
怒
っ
た
人
.
前
進
に
つ
な
が
る
」
と
、
指
名
解
四

「
ガ
ン
バ
り
J
T
」
と
力
一
杯
鈎
手
を
の
事
を
自
分
の
ζ
と
と
考
え
て
く
れ

し
て
く
れ
ま
た
人
.
市
川
さ
ん
の
訴
る
.

「
希
回
開
場
職
に
応
じ
ろ
H
H
-

と
腺
畏
え
の
を
次
の
職
場
ま
で
追
っ
て
も
う
市
川
さ
ん
は
、

3
日
間
で
国
鉄
の

が
机
を
パ
ン
パ
ン
た
た
き
な
が
ら
、
一
度
聞
く
人
.
新
橋
保
線
区
で
は
分
仲
間
、
二
四
九
人
に
訴
え
た
そ
う
で

大
声
で
ど
な
る
ん
で
す
l
作
業
机
で
会
長
が
熱
い
う
ど
ん
を
作
っ
て
訴
え
す
.
「
あ
の
、
青
い
作
業
衣
が
忘
れ

組
立
の
仕
事
を
し
て
い
る
手
を
仮
り
に
来
る
の
を
待
っ
て
い
て
く
れ
ま
し
ら
れ
な
い
」
と
言
-
之
巾
川
さ
ん
は
、

払
っ
て
A
涯

へ

来

る

な

と

・

・

毎

日

た

・

と

の

新

し

い

感

激

を

胸

に

し

ま

っ

て

ζ
ん
な
目
が
続
き
ま
し
た
・
結
絡
し
と
の
時
の
市
川
さ
ん
は
、
も
う
大
今
日
も
、
オ
ル
ゲ
に
ニ
コ
ニ
コ
顔
で

た
ば
か
り
の
共
働
き
の
私
た
ち
に
沖
感
激
・
「
う
れ
し
く
て
、
の
ど
に
通
出
か
け
ま
す
・
(
二

O
二
億
円
損
賠

電
気
の
無
情
な
仕
打
ち
、
夫
は
た
ま
ら
な
い
」
と
言
っ
て
、
お
か
わ
り
し
徹
回
f
国
鉄
「
民
営
・分
間
」
反
対
f

ら
ず
希
盟
退
職
に
応
じ
て
し
ま
い
ま
た
ら

「
よ
く
食
う
な
あ
」
と
笑
わ
れ
共
に
闘
い
ま
し
ょ
う
・
沖
電
気
争

し
た
が
、
私
は
く
や
し
く
て
、
く
や
た
・
あ
ま
り
人
前
で
話
す
取
が
好
き
議
団
、
国
鉄
集
中
オ
ル
グ
で
の
で
き

し
く
て
・
」
市
川
さ
ん
の
賠
を
じ
っ
で
な
い
市
川
さ
ん
は
、
訴
え
の
ζ
と

C
と
で
レ
た
)

と
聞
く
国
鉄
の
仲
間
.
で
顕
が
一
杯
に
な
り
夜
も
眠
れ
ず
、

h
Aけ
/

市
川
さ
ん
は

ω月
の
、

5
日

間

に

目

が

度

々

さ

め

た

り

、

朝

か

ら

落

ち

込

で
，

dE-F

新
橋
5
品
川
駅
附
近
の
お
力
所
の
臓
っ
か
ず
、
胸
が
ド
キ
ド
キ
、
足
は
ガ

4

1
6
S
4

沖
争
議
団

市
川
美
佐
子
さ
ん
の
熱
い
経
験

沖
争
議
の
あ
し
あ
と
②
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)
ず
、
私
に
と
っ
て
父
と
は
一
体
、
何
だ

(
ま
)
(

つ
だ
の
か
蓄
え
て
み
た
い
と
一
患
い
ま
す
。

父
は
決
し
て
、
私
や
弟
と
特
別
遊
ん
だ
万
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
だ
。
他
の
子
供
芝
ち
は
、
学

校
ヘ
行
っ
て
聞
い
て
み
て
も
、
日
曜
日
に
い
つ

も
お
父
さ
ん
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
す
る
だ
と
か
、

パ
ト
ミ
ン
ト
ン
す
る
だ
と
か
、
ど
こ
か
へ
遊
び

に
出
か
け
る
と
か
、
い
つ
も
言
っ
て
い
ま
し
た

ガ
、
私
の
小
さ
い
頃
に
は
、
そ
う
い
う
記
憶
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
弟
ガ
生
ま
れ
て

か
ら
は
、
そ
の
数
も
め
っ
き
り
へ
り
ま
し
た
。

父
は
月
曜
か
ら
土
曜
(
も
し
く
は
金
曜
)
ぎ
で
、

み
っ
ち
り
働
き
づ
め
で
、
休
み
の
臼
に
な
る
と
、

寝
て
ば
か
り
い
だ
か
ら
で
す
。

)

は
腹
を
立
て
、

1

ね
え
、
ど
こ
か
遊
び

(
私
)
(

に
つ
れ
て
い
っ
て
よ
ォ
L

と
よ
く
だ
だ

を
こ
ね
た
も
の
で
す
。
そ
う
で
な
く
と
も
、
そ

の
こ
ろ
の
大
半
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
い

だ
こ
と
ガ
多
か
っ
乏
の
で
、
広
お
さ
ら
で
し
た
。

あ
れ
は
小
学
校

一
年
の
こ
ろ
だ
っ
だ
か
、
友

達
ガ
先
生
か
ど
ち
ら
か
に
「
お
父
さ
ん
と
お
白

さ
ん
ど
ち
ら
ガ
好
き
?
」
と
聞
か
れ
た
こ
と
ガ

あ
り
ま
し
芝
。
私
は
そ
く
ざ
に

J
町
方
同
じ
く

ら
い
好
き
/・」
と
Z
Q
え
ま
し
た
。
回
と
由
民
す
る

こ
と
に
比
べ
た
ら
、
父
と
援
す
る
こ
と
な
ど
あ

ま
り
な
か
っ
芝
私
で
し
疋
ガ
、
父
へ
の
愛
情
は

田
に
負
け
な
い
ほ
ど
あ
り
ま
し
応
。
特
に
弟
ガ

生
ま
れ
て
、
自
に
く
っ
つ
い
て
ば
か
り
い
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
、
私
は
父
に
つ
く
よ
う
に
な

り
ま
し
だ
。

)

ま
く
言
え
ま
ぜ
ん
ガ
、
私
は
父
に
対
し

(
う
)
(

て、

H

か
わ
い
そ
う
H

と
い
う
気
持
ち

が
あ
り
ま
し
芝
。
弟
ガ
回
に
つ
い
て
ば
か
り
い

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
疋
ガ
、
そ
れ
よ
り
、

私
に
対
す
る
愛
情
を
う
ま
く
表
現
出
来
な
い
で

い
る
姿
に
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

父
は
私
に
対
し
て
、
(
芝
ぷ
ん
)
強
い
愛
情

を
持
っ
て
く
れ
て
い
芝
の
だ
と
思
い
ま
す
。

1

私
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、
そ
れ
を
感
じ
て
い
だ

の
で
す
が
ー
し
か
し
、
そ
れ
ガ
な
か
な
か
、
ィ

コ
一
ン
な
だ
め
か
、
無
口
な
だ
め
か
知
り
ま
せ
ん

が
、
あ
ま
り
表
現
し
怠
い
、
い
え
、
出
来
広
い

も
の
を
私
は
感
じ
て
い
だ
の
で
す
。

作文

お父さんは沖争議団の財政担当

「買って下さいJこんな姿も…

通
信
線
三
大
メ
ー
カ
ー
の

一
っ
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、
百
億
円
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
視
し
て
仲
町
気
争
犠
団
の
川
人
は
、
全

沖
電
気
工
業
(
本
社

・
東
京
、
橋
近
い
史
上
辰
高
の
利
益
、
ニ
千
人
解
服
し
た
ζ
と
も
明
白
に
.
国
仰
の
日開
評
、
=
一
千
を
超
え
る
支

本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
一
七
六
近
い
新
採
用
、
九
州
に
二
百
億
円
一
方
、
解
雇
後
の
職
場
で
は
、
疲
労
組
や
一
万
三
干
人
の
「
支
鐙

億
、
約
一
万
三
千
人
)
は
「
経
営
近
く
を
投
資
し
て
新
工
場
の
建
設
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
雇
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
行
商
や
本

危

縫

だ

、

人

が

余

っ

て

い

る

」

と

ノ

ノ

〆

〆

〆

〆

〆

〆

社

へ

の

抗

議

行

動

な

ど

に

奮

闘

・

称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希
望
退

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

裁
判
闘
争
も
第
一
の
山
場
に
さ

職

」

募

集

を

提

案

.

こ

の

あ

と

返

し

か

か

り

企

業

に

「

首

切

り

の

自

職
強
要
に
応
じ
な
い
三
百
人
に
、
な
ど
・
.
会
社
は
東
京
地
貌
ほ
か
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
神
争
犠
由
」
を
与
え
る
な
f
生
き
る
栂
利
、

河
年
け
用
、
大
企
業
で
は
三
井
三
四
ヵ
所
の
殺
判
で
も
「
指
名
解
屈
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
仕
事
を
働
く

m利
を
守
ろ
う
/
と
が
ん
ば

池
争
犠
以
来
、
約
初
年
ぷ
り
の
指
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
意
取
り
上
げ
る
(
浅
利
さ
ん
、
中
山

る
神
電
気
の
伸
問
に
、
あ
な
た
も

名
解
雇
を
強
行
し
ま
し
た
.
織
改
革
を
す
る
ζ
と
」
と
証
言
.
さ
ん
)
な
ど
の
、
暴
挙
が
続
行
。
納
い
拙
袴
を
/

川

H
月
却
日
で

川

h
・
神
闘
争
は
4
年

H

，
曹
司

を
趨
え
、

5
年

…b』
え

自
に
・
日
に
白

川

己

局

長

の

輸

は

川
旬
、
2
H
F
箆
が
る
・
玉

川

O
F
4
a，
で
全
函
的
に
増

'

〈

議

加
す
る
失
業

z
s
f
i
t
-
-，，，，
545'
t
?
Z
5
3
川

者
、
高
ま
る
生

、

よ

き

川

活
不
安
の
声
V
そ
ん
な
秋
・
斑

・

・

川

北
、
上
結
の
新
幹
線
開
通
の
ニ

恋

が

た

き

山

ュl
ス
・
マ
ス
コ
ミ
は
騒
ぎ
た

て
る
が
街
の
声
は
厳
し
い
.
上

長
井
一
恵
三

川川
越
新
幹
線
は
ト
ン
ネ
ル
ば
か
り

と
ん
な
凪
に
父
を
見
る
年
聞
な

川

で
、
地
下
鉄

O
O線
と
呼
ば
れ

の
で
す
ね
.
私
に
も
覚
え
が
あ
り

川

て
い
る
.
暗
い
イ
メ
ー
ジ
な
の

ま
す
。

川

だ
自
今
で
も

一
白
川
山
億
円
以
上

私
の
燭
合
は
一
帯
上
の
兄
で
し

酬

の
利
息
を
支
払
っ
て
い
る
国
鉄

た
が
、
兄
妹
と
い
う
気
持
ち
と
呉

川

が
ま
た
借
金
を
た
め
乙
む
.
赤

性
と
し
て
の
存
在
を
窓
擬
し
た
も

川

字
を
つ
く
り
だ
す
た
め
の
新
幹

の
で
す
.
本
当
に
子
供
た
ち
に
綾

川

線
な
の
か
マ
我
家
が
「
便
利
」

す
る
ζ
と
の
少
な
い
主
人
で
す

酬

だ
か
ら
と
、
自
動
車
や
マ
ン
シ

が
、
主
た
ち
は
ζ
ん
な
風
に
後

川

ョ
ン
売
と
ん
ど
ん
買
っ
て
季

姿
を
見
て
い
る
の
で
す
ね
.

酬

に
な
っ
て
も
「
ツ
ケ
」
は
ど
ζ

恋
が
た
さ
が
ζ
ん
な
身
近
に
い

川

へ
も
持
っ
て
い
け
ぬ
が
、
国
鉄

る
と
は
思
い
も
よ
ら
な
い
事
で
し

川

さ
ん
は
「
民
営
・
分
割
化
」
と

た。

ζ
れ
か
ら
二
人
制
っ
て
励
ま

川

大
企
業
に
売
り
飛
ば
す
作
戦
.

レ
、
甘
え
、
大
人
同
志
の
人
間
的

川

そ
し
て
、
旧
活
「
首
切
り

・
合

つ
き
あ
い
を
し
て
ゆ
き
た
い
と
思

川

盟
化
大
作
戦
」
だ
V
大
企
織
の

い
ま
す
.

川

フ

7
yン
ョ
的
専
制
支
配
の
次

山

は
、
固
ま
る
と
と
の
、
モ
れ
だ
.

a

時

R
な
傘
匁
A
議
3
d
な

川

恐
ろ
し
い
、
恐
ろ
し
い
と
言
つ

y
v
dり
客

室

日韓

グ

川

て
い
る
暇
も
な
い
く
ら
い

1
F

j

:
 

F
W抗
》
V
4晶
骨
d
~
-
皿作

ゆ
.
川

凶
の
三
沢
配
置
、
陸
軍
日
米
償

問
時
以
君
臨
削
立
、
教
書
簡
責
医
署

門
別

、

.
F
E咽
聞
の
割
.
川
制
化
、
臨
側
、
人
勧
凍
結

l
v新

語
h
'

暗

訓

珠

山

し
い
年
は
希
望
へ
と
続
け
る
年

!

:
 

門
町
内
岨
明
〓
日
明
の
営
…

川

に
。
都
知
事
選
も
診
院
選
も
、

網
野
1
¥一
刷
出
直
…

…

働
く
も
の
が
勝
利
し
、
沖
電
気

f
‘t
i
t
-
J
…
川

の
解
廊
も
撤
回
さ
せ
よ
う
.
そ

・
川

ん
な
百
年
に
な
れ
よ
.
(
磁
)

)

の
証
拠
に
、
私
ガ
腕
を
組
ん
で
も
イ
ヤ

(
そ
)
(

ガ
ら
な
い
し
、
相
談
し
よ
う
と
思
え
ば

真
剣
に
の
っ
て
く
れ
た
し
、
勉
強
も
教
え
て
く

れ
た
し
、
感
想
文
で
良
い
成
績
を
取
つ
だ
時
に

も
一
番
喜
ん
で
く
れ
だ
の
は
父
で
し
た
。

私
は
そ
う
い
う
事
実
を
知
る
ご
に
、
父
へ
の

愛
ガ
深
ま
っ
て
い
く
の
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い

の
で
す
。
田
の
よ
う
に
ス
ト
レ
ト
に
表
わ
さ
な
い
分
、

父
に
対
し
て
の
私
の
存
在
を
考
え
る
の
で
す
。

父
は
私
に
と
っ
て
永
遠
の
恋
人
で
あ
り
、
理

想
の
男
性
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

お父さんの明さんは指名解雇.お母さんは沖電気〈高崎〉に働く

「まあ、いっ盃。いつもお世話になります」
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1982年 12月 1日

モールド作業の労働者

〈会社案内パンフより 〉

支獲する会に入会しよう (会費 1口200円/月) 第 44号

「倒産必至」と言いながら近代工場建設

衆議院
議員 正 森 成 四ーさん

(2 ) 

出2ii;H2252iE寄せ持iii!?;示;
き譲J主里 詰ざたき宅長 白警の局長主義主宅を白書哩後4襲爵営

体をて処み宮殺 ljisif;1iiiiiii1fisii読書111iiiz
i持ii出;1351i;話器官能的ig;塁23iizii

第6;欠 iEfiFiili詩iiiiii君!iiZ12芸能iiiiCE;??i
j出 ;iiiiiiiiij!!??ii;i11出ii;iiid
日午E記'き5222i料員事訪者iiiEE引き待問善弘

之記事 Z 毒季語与皇官雪詰鯵~ 1 30，00 Oniの土地

;電機総行動

22室長zze雇5858詰
322iia説22273;
はおき25E5;Esti
実峯匂 吋プ冨管J-zhT，bぷ会 i
の若者か警痛君E里子程皇霊 i
罰き大主主管おため令し要最 f
喜て事ンるをとら零ぃ書と場

患と長ゴ星だtE重要22Ej
う居る与伸自主塁塁益孟霊i{ 

ii22iiiiii!?i;灘溜麟詳竺一一一- 最先端工場合鱈合せまた}

j j議it\:~;" i 守らぬ会社に j5522;32;iiR11i;説話
時 強い怒り革開iifHBE3諮問?
富士電機・三重 大橋俊二さん (紅白長話;iE詩書iggiL547
アo1{j心:穂 、E名手学お tidA閑 閑勲一…鞠働除、
重 J:湾iifiiii F前川州議三選持7
'啄 1...Ji."!!!sII罵恥ι 一 て鷺何事ぞ i総理論怒機構機鰍警察溜滅型f!I...， 

Z持率ー糊醐 問 機岬閥臨 :lF1} 
端本市開昭 一言問町、
JI n γ :面再話急富 嘉映詰 2QA 堂々皇 室し 己管合宍草 i

a 吋5flziggT電喜震皇室長長全ミ25雇堅議書?
.!i ¥Vfl言語路弘ど2??E臼建.55認
す ゐ1 1 e ~ 訂露と君。震忠罪ゐ壁生壁書 覇号著組品一-..盆.1..ニ鴨;出弓きり部主主25;iif
';FT量;雪量高F55=足的害時37昔話器 j
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1982年 1 2 月 1B 

差二
ノ目、

沖・支援

噌向 ::~み~~

;歌

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニ ュース

官
国
立

・
立
川
・
昭
島
地
戚
の
「
支
は
「
乙
れ
で
自
分
も
沖
闘
争
に
ど
っ

肯
什
月
什
目
、
朝
ま
で
降
り
続
い
た

接
す
る
会
」
は
神
闘
争
を
盛
り
上
げ
ぷ
り
と
っ
か
り
そ
う
だ
」
と
い
う
頼
雨
が
午
後
か
ら
ち
ゃ
ん
と
附
れ
て
き

ょ
う
と

m
-m歌
声
喫
茶
を
行
な
い
も
し
い
発
言
も
出
て
、
乙
れ
か
ら
の
て
、
絶
好
の
集
会
び
よ
り
。
お
天
気

ま
し
た
.

支
媛
運
動
の
高
ま
り
が
楽
し
み
で
も
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
と
い
う
こ
と

地
峡
の
伸
聞
が
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
す
。
な
お
当
日
は
H

み
ど
り
も
え
た
を
良
く
見
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

シ
、
チ
ケ
y
ト
も
作
り
会
員
、
組
合
つ
夏
に
夕
張
わ
が
ふ
歪
己
と
u

が
特
会
場
の
狭
間
公
園
に
三
五
O
名
の

凸
な
ど
に
訴
え
ま
し
た
。

に
好
評
。

働
く
仲
間
、
地
域
の
伸
聞
が
集
っ
た
・

当
日
は

ω先
制

掛

の

診

加

で

ア

ル

コ

小

平

地

区

労

の

高

橋

接

長

や

金

金

多

l
ル
も
ち
ょ
っ
ぴ
り
入
り
、

=
一

多

摩

燈

ブ

ロ

ッ

ク

の

下

村

副

委

員

長

、

八

脅

年

合

唱

団

の

協

力

も

得

て

み

ん

な

王

子
教
組
の
曾
記
長
・
ト
リ
オ
労
組

で

大

合

唱

。

地

域

の

伸

聞

の

か

く

し

の

棋

局

委

員

長

は

「沖
電
気
問
題
は

芸

な

ど

も

飛

び

出

し

、

の

り

に

の

っ

自

分

た

ち

の

闘

い

、

と

れ

か

ら

も

連

た
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
・
中

に

惜

し

て

闘

い
ま
す
」
と
力
強
い
闘
い

の
決
意
。
職
場
か
ら
も
実
態
が
報
告

さ
れ
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
争
議
団
か
ら

「
4
年
の
聞
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
と

と
が
あ
っ
た
が
、
家
族
ぐ
る
み
で
困

難
を
の
り
こ
え
、
沖
電
気
が
ま
い
っ

た
.
阜
く
争
議
団
を
職
場
に
戻
さ
な
ら
顔
を
出
し
て
見
る
人
、
印
象
に
残

付
れ
ば
、
と
い
う
ふ
う
に
な
る
ま
で
っ
た
の
は
会
社
の
敷
地
内
に
あ
る
察

側
い
飯
く
」
と
決
意
表
明
が
あ
り
、
の
窓
か
ら
顔
を
出
し
て
デ
モ
を
見
て

デ
モ
に
う
つ
的
孟
し
た
.

い
る
人
が
何
人
も
い
た
乙
と
で
す
。

手
に
手
に
ち
ょ
う
ち
ん
亭
持
ち
神
乙
の
人
た
ち
の
胸
に
去
来
す
る
も
の

電
気
八
主
子
工
場
の
ま
わ
り
を
デ
モ
は
な
ん
で
あ
っ
た
る
つ
:
。

し
ま
し
た
。
「
沖
電
気
は
不
当
解
雇

三
多
摩
地
区
で
も
槌
実
に
運
動
が

を
撤
回
し
ろ
，ノ
」
夜
空
に
ひ
び
く
唱
鉱
が
っ
て
い
ま
す
.

和
に
}
事
附
の
人
た
ち
も
何
事
か
と
道

路
に
出
て
来
て
拍
手
を
し
て
く
れ
る

人
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
3
階、

4
階
か

ビールがでても喫茶?

みんなで歌って楽しいて‘すね

工
場
僻
解
散
は
ゆ
る
さ
な
い

第 44号

現磁雪量

(3 ) 

東
芝
ア
ン
ベ

ッ
ク
ス
労
働
組
合

東
芝
と
米
国
の
大
手
放
送
機
舘
黒
字
解
散
で
、
偽
装
解
屈
で
あ
る
か
ら
も
詐
さ
れ
な
い
」
企
業
の
績

メ
ー
カ
ー
の
ア
ン
ベ
y
ク
ス
社
の
資
本
の
勝
孟
を
認
め
る
ζ
と
は
で
暴
で
あ
る
。

合
弁
会
社
、
東
芝
ア
ン
ペ
y
ク
ス
き
な
い
。
庖
用
の
確
保
、
工
場
存

(ト
ア
ム
コ
、
従
諜
口
約
三
百
六
続
を
旗
印
に
、
解
散
反
対
の
闘
い
〈
激
励
先
〉
倒
浜
市
港
北
区
烏

十
人
)
は
、
九
月
九
日
、
突
然
会

を
続
け
る
」
と
神
奈
川
県
地
方
労
山
町
五
五
五
東
芝
ア
ン
ベ
y

社
解
散
を
労
働
組
合
に
通
告
.

働
委
員
会
に
も
救
済
を
申
し
立
て
ク
ス
労
働
組
合

(
0
4
5
)
4

解
散
後
は
V
T
R
部
門
を
ア
ン
闘
争
中
.

7
2
、
3
7
5
5
.

ベ
ッ
ク
ス
の
子
会
社
で
あ
る
ア
ン
地
労
蚕
は
、
九
月
二
十
九
日
「
賊

〈
抗
議
先
〉
横
浜
市
港
北
区
烏

ぺ
y
ク
ス

・
ジ
ャ
パ
ン
が
、
磁
気

意
あ
る
交
渉
で
、
組
合
員
の
解
庖
山
町
五
五
五
東
芝
ア
ン
ベ
ッ

テ
1
プ
記
憶
装
悩
部
門
亭
C
M
E
な
ど
に
関
し
て
、
会
社
は
、
慎
重
ク
ス
模
式
会
社
代
表
清
算
人
佐

(東
芝
ア
ン
ペ
ッ
ク
ス
の
外
注
先
に
対
処
を
」
と
勧
告
し
た
。
々
木
彪
比
古

(0
4
5
)
4
7

会
社
)
に
引
き
継
ぐ
.

労
使
の
話
合
い
も
、
行
な
わ
ず

l
、
9
0
4
1

ζ
れ
に
対
し
東
芝
ア
ン
ベ
y
ク

二

つ
の
親
会
社
が
勝
手
に
自
分
の
川
崎
市
幸
区
堀
川
町
七
二
東

ス
第

一
組
合

(
石
原
均
委
員
長
、
利
益
の
た
め
に
解
散
す
る
a

労
働
京
芝
浦
電
気
味
式
会
社
社
長

百
三
十
人
)
の
仲
間
は

「労
働
組
者
の
生
落
は

一
体
、
ど
う
な
る
の
佐
渡
正
二

(
0
4
4
)
5
2
2

合
敵
視
政
策
に
基
づ
く
計
画
的
な
か
.
「
社
会
的
に
も
、
経
営
論
理

2
1
1
1
.

必・.."信
州、、、、、.rvv、、、、、、、、、、/v、八、、、、~\\V、"^'治、、、、、、，V'ν、J、、、入、、、、，VV、ハ、、w 、、、，VVV、、、、、、、、，'"内vv、、、、、、、、v、八J、、、、、、、、、、rvvw、、、、、、、，VVV、.\\\'、、、、、v、JV、、v、、、、、\""^'、、、、、、、、、rV'、円、、、、、、、、八r、ハ、、、、明、.VVV、y、、、、、、、、rV'V、、、、、、、、、rvv、、、、、、、、、、rvv、、問、、、八八J、、、、、、

A 家族手当委9，500円、子7.800円 ..."・ d 畠~_ .... 

タ努綬~

夜空に「沖電気は指名解雇を

撤回せよ」の声。市民に大反響

解雇 4年

さ害警鰭~i~i~t:f~

第

4
回

残業手当です。 8 時~16時までが勤

務ですが30分の協力残業で16時30分
までが通常となっている。

D.E 
子ども1人の扶養手当B 

4ι 

-輸出入の貨物の

員数チェックの仕事。

勤続9年

-子供(0歳)と

妻の3人家族

-埼玉県在住

アパート4万/月

皆勤手当と同じ。
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組合活動によるカット

危険手当です

G 

H 
亮さん(28歳)
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3カ月分です。とれは妻帯者の金額



し
て
「
従
業
員
の
意
識
改
革
が
あ
っ

た
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
資
本

の
気
に
入
ら
な
い
労
働
者
を
排
除
す

る
た
め
に
指
名
解
胞
を
行
っ
た
と
い

う
と
と
さ
え
物
陪
っ
て
い
ま
す
.

世
論
の
力
が勝
利
の
礎

m

u

.

=一、

こ
う
し
た
裁
判
で
の
不
利
な

会

状

況

を

知

る

神
電
気
は
、
裁
判
引
き

集
延
ば
し
を
狙
い
大
量
人
を
申
摘
し

崎
弘
て
ひ
と
り
で
も
多
く
採
用
さ
せ
る
ζ

叫
快
と
に
全
力
を
傾
け
て
い
ま
す
・
私
た

L
締

ち

は

ど

の

沖
電
気
の
霊
長
し
、

裁
判
所
に
道
理
を
主
湿
し
た
世
論
を

①
上
位
企
梁
に
絡
差
を
つ
付
ら
れ

た

集

中

さ

せ

る

ζ
と
で
反
撃
し
ま
し

下
位
企
柴

(沖

電

気

)

は

、

「

市

場

た

.

#

醐

祖

国
の
度
置
な
る
褒
騎
と
と

に
お
け
る
相
対
的
地
位
を
失
な
い
、

不

当

解

雇

も
に
法
廷
の
傍
聴
席
を
い
っ
ぱ
い
に

月
一

一
、
沖
電
気
の
指
名
解
胞
は
、

三

倒
産
の
危
機
に
直
面
す
る
」
の
で
首
二
、
レ
か
し
、
私
た
ち
が
事
実
と
す
る
支
媛
を
勝
ち
取
り
、
大
愚
証
人

/

一
井
三
池
以
来
の
大
企
業
の
酎
思
想
隅
庖
切
り
も
や
む
を
得
な
い
.
②
般
備
投
真
実
に
基
づ
い
た
反
撃
を
片付
う
と
聞
を
採
用
す
る
な
と
い
う
声
を
署
名
に

咽
一

で
す
が
、
同
時
に
八
0
年
代
に
お
り
演
が
充
分
で
き
る
力
が
な
り
れ
ば
電
時
に
、
大
き
な
世
論
で
裁
判
所
を
包
託
し
ま
し
た
・

〔=一、=一
O
O団
体

加
一

る
人
減
ら
し
合
理
化
、
企
警
理
機
産
業
の
申
で
は
生
き
残
れ
な
い
・
図
し
て
い
け
ば
勝
利
す
る
器
開
吋
・
二
ハ
万
人
)
そ
の
費
、
東
京
で

口
一

艇
の
新
し
い
特
徴
を
待
つ
耶
件
と
し
①
株
主
配
当
手
』
し
っ
か
り
行
な
わ
な
る
こ
と
は
、
沖
閉
山
気
紋
判
の
進
行
の
は
大
穂
註
人
採
用
の
歯
止
め
に
向
け

1
一
て
も
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
忠
け
れ
ば
資
金
制
述
が
出
来
ず
、
信
用
中
で
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
て
大
き
な
一
歩
と
な
る
「
決
定
曹
」

貨
一
い
ま
す
・

を
失
っ
て
し
ま
-
つ
の
で
経
岱
危
機
に
す
・

を
裁
判
所
が
出
す
と
い
う
成
果
を
勝

也
一

そ
れ
は
第
一
に
、

8年
代
の
椴
陥
る
・
つ
ま
り
、
資
本
の
狙
い
は
利
語
、
神
電
気
で
は
、
解
雇
前
の
ち
一取
り
ま
し
た
。

、っ一

略
産
業
と
し
て
、
鉄
鋼
、
自
動
車
以
潤
追
求
上
の
不
満
足

(
欲
)
を
ぶ
つ
「
赤
字
」

が
、
実
際
は
経
理
操
作
に
し
か
し
、

ζ
の

ご
歩
」

を
さ
ら

よ
一

上
に
電
機
産
業
が
中
心
に
位
盛
づ
り
け
て
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
裁
判
所
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
乙
と
、
解
雇
前
か
に
進
ま
せ
勝
利
と
い
う
ゴ
l
ル
に
達

し
一

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
強
付
さ
れ
認
め
さ
せ
る
乙
と
に
よ
り
幸
男
主
上
げ
大
間
の
見
通
し
が
あ
つ
す
る
に
は
、
よ
り
大
き
な
力
が
必
要

4

占一

た
指
名
解
廠
と
い
う
と
と
で
す
.
働
者
に
対
す
る
賀
任
を
回
避
レ
ょ
う
た
こ
と
、
当
初
の
計
画
人
民
よ
り
何
な
と
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

乙
一

第
二
に
、
日
本
経
済
の
危
機
題
点
主
の
で
す
・
実
際
、

神
霊

百

人

妻

〈

也

事

っ
た
乙
と
、
首
ん
・

創
一

行
の
中
高
警
捜
と
い
え
ど
も
、
の
指
名
器
雲
雀
、
一
部
の
裁
判
切
り
の
裏
で
は
新
器
用
の
童
話
今
秋
の
草
案
詰
議
結
成

る
一

あ
る
い
は
戦
監
禁
だ
か
ら
こ
そ
、
所
に
は
と
寝
室
警
認
め
る
傾
動
を
し
て
い
た
こ
と
、
組
合
に
対
し
は
、

ζ
の
点
で
も
大
き
な
前
進
で
あ

す
一

企
業
エ
ゴ
を
む
き
出
し
に
せ
ざ
る
を
向
が
出
て
い
ま
す
・
伸
争
織
が
敗
れ
て
聞
く
耳
を
持
た
ず
に
提
案
か
ら
わ
り
、
裁
判
闘
争
の
心
強
い
支
え
で
す
・

援
一

得
な
い
と
い
う
府
代
で
あ
る
と
と
で
れ
ば
「
首
切
り
は
自
由
」
に
も
な
り
ず
か
二
0
日
間
で
指
名
解
雇
ま
で
強
運
動
と
紋
判
闘
争
を
し
っ
か
り
結
合

支
一

す
・

か

ね

な

い
の
で
す
・

行
し
た
と
と
i
な
ど
が
裁
判
の
中
で
さ
せ
て
、
来
年
ζ
そ
、
勝
利
を
展
望

第
三
に
、

会
社
は
訟
判
の
中
で
、

t
t
F

己

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
・

ζ
の
と
で
き
る
年
に
し
ま
し
ょ
う
・

単
な
る
倒
産
防
止
と
い
う
こ
と
で
な

良

川

伊

込

と
は
、
童
話

盟

求
の
た
め
に

T

j

i

く
、
新
し
い
資
本
の
論
理
を
展
開
し

h
t臨
別

組

凶

暴

な

手

段

を

使

っ

た

と

い

う

以

上

一

v
h
m逼

て
き
て
い
る
ζ
と
で
す
.
そ
れ
は
、

da---・
1

に
、
会
社
側
証
人
が
解
屈
の
狙
い
と

1

4
♂
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-
ー
ー
裁
判
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ま
大
き
な
山
場
ー
ー
-

第 44号

小木和夫

弁護士

加
年
裂
の
攻
撃
my

明
白
な

東京・豊島沖支援する会

ヤングが中心

ピクニックもやったよ盤費量
北海道・

北洋相互銀行

札幌の夜は

沖支援の夜

1982年 12月 1日

と
れ
か
ら
も
支
援
す
る
力
、

輸
を

vFE--========--EE----mEF---==========ZE---======-EE--===問

。

広
げ
て
い
く
と
共
に
、
が
ん
ば
ら
な
川

h
E
V

人

く
て
は
と
励
ま
さ
れ
ま
し
た
・

川

・

生

歯

師

嗣

-

a

，E
-
a園
田

・

・

・

司

自

」

“

間

九

握

、

沖
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川

削

引

の
斎
藤
和
成
さ
ん
が
十
二
脂
腕
草

川

F
Eん
軒

両

'

な

一

川

汁

ッ
で
入
院
と
聞
い
て
、
カ
ン
パ
を
募
つ

山

一
-
一

=
t
E
d
a
a-司
こ

ば

川

町

に
た
ら
二
万
六
千
円
も
・
さ
す
が
に
じ

っ

一
夫
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劃
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回

以

雲
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伸
問
は
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親
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ま
れ
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ま

川

の

議

一
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a副
司

刈

に
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i
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-
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す
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阿
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目

争
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川
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百
軒
勺
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川
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圃
圃
園

r闘争
防

酔

火

川

¥

F

前
日
ま
で
は
曇
り
空
当
日
は
と

墜

す
る
団
体
の
紹
介
、
そ
れ
ぞ
れ
支

h
理

遺

憾

町

川

¥

P

山

て

宣

言

に

警

れ

た

さ

き

?

と

を

，

俳

臥

ぷ

阿

川

-

h

う

J
E
b
-
-

…

秋
川
署
の
川
原
に
ひ
ら
め
く
ち
も
「
章
伸
支
一
援
す
る
会
」
を
発

4
d圃
岡

、

草

川

h
V

英

俊

〈
ん

川

j-
-
斉

川

ei--一
才
市

}'

「
伸
」
の
旗
を
め
ざ
し
て
ま
っ
し
ぐ
足
す
る
こ
と
が
で
き
、

主

回

目

の

川

1

開
二

L

M

(3
4
4
2で
し
た
)
川

ら
、
秩
の
目
だ
ま
り
の
中
に
大
き
な
号
、
「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
交
流
会
」
茸
の
み
な
さ
ん
、
大
変
心
配
を

川

町

田

副

司

高

dz・
-
智
寿
子

f
剛

山

鉄
板
が
二
つ
置
れ
、
醐
側
万
側
、
野
に
二
十
数
名
の
参
加
、
都
会
悪
く
お
か
け
し
ま
し
た
・
お
陰
線
で
手
術

川

町

劃

即
島

理

謁

運

組

開

則
論

{器
保
に
勤
務
)

川

菜
、
お
肉
と
ど
っ
さ
り
盛
ら
れ
ジ
ュ
て
来
ら
れ
な
か
っ
た
人
も
数
名
い
ま
後
の
経
過
は
医
者
が
ピ
ッ
ク
り
す
る

川

劉
臥
劉
劃
副
畑

』
齢
臨
・
畑
湖

一

一

雌

附

札

}

附

"

山
即
日
M
M
U
M
-一
幽
閉
鋼
心
、

一

回
附
く
'
九
位

山

l
、
ジ
ュ

l
音
が
鳴
っ
て
い
る
.
ま
す
が
、
一
人
一
人
の
結
集
が
何
よ
り
は
ど
良
好
で
、
予
定
よ
り
早
く
退
院

川

温

量

a
-
F
L羽
L
A
~

一

f

ず
は
、
乾
杯
と
同
時
に
夢
中
で
食
べ
も
必
要
だ
し
、
勝
利
す
る
百
な
つ
す
る
と
と
が
出
来

2・
5
川

凶

場

勢

、

戸

、

百

合

夫

さ
ん
関

川

川

町

幽
F

‘.，
'L
4

一

h
E司

出
し
ま
し
た
.
何
回
か
お
代
り
す
る
て
い
く
の
だ
と
改
め
て
痛
感
.
僚
警
に
な
り
そ
う
で
す
が
、
み
な
さ

川

a--er
J

h‘
.

司

川

績
で

「
よ
く
実
る
」患

者

の

画

・

事

ゲ

l
ム
、
カ
ラ
オ
ケ
色
る
ん
の
励
ま
レ
に
応
え
る
た
め
に
も
早

川

i
，一司

こ
ん
な
に
食
べ
て
太
り
そ
う
と
思
い
ほ
ど
、
盛
り
を
さ
ん
の
内
容
に
意

く
復
帰
し
た
い
と
思
い
ま
す
・

川

9
/

F
司

川

つ
つ
も
や
め
ら
れ
な
い
食
い
気
・
気
込
み
、
有
意
義
な
一

日
を
過
す
と
現
在
オ
ル
グ
に
入
っ
て
い
る
大
橋

訓
=EE--
===E
E--
ZE
--ZE--E
z--EEEZE-----EE--hEz----m

さ
て
、
満
腹
に
達
し
た
頃
、
各
支
と
が
で
き
ま
し
た
。
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
.

川

1
|
|
|I
l
l
i
-
-
l
il
i
a
-
-
1
1
1
1
」

i
;
;
;
;
f
i
f
i
-
-
3
7
;
:
E
z
i
1
3
3
3

…

一
沖
争
議
の
あ
し
あ
と
③
一

北
海
道
の
、
沖
支
墜
す
る
会
の
飽
御
世
話
に
な
る
の
が
、
石
野
さ
ん
の
札
幌
支
底
前
で
の
沼
田
{
話
も
2
回

「

l
i
l
i
-
-
-
I
l
l
l
l
i
-
-
-
L

点
は
、
北
洋
相
互
銀
行
の
伸
問
・
札
お
姉
さ
ん
が
経
岱
の
パ
プ
「
ζ
ぷ
し
行
っ
て
い
る

-
m月
日
日
に
は
、
市

川

・

一

九

八

二

年

ス

タ

ー

ト

・

幌
の
ま
ん
中
に
、
大
通
り
公
闘
が
あ
の
花
」
で
の
お
埼
そ
し
て
札
幌
ギ
フ
人
の
仲
間
で
、

一
0
0
0枚
以
上
の

川

7
月
M
日
裁
判
引
き
延
し
を
許
川
月
5
日

質
問
伸
で
火
災
発
生

る
・
赤
、
賞
、
緑
と
花
が
咲
き
、
興

l
メ

ン

・

ピ

ラ
を

通

行

人

に

渡

し

た

・

川

す

な

ノ
第
一
回
地
裁
要
請

-

m月
刊
日

高
尾
駅
頭
宣
伝
・

国
風
の
建
物
が
、
情
緒
深
さ
を
感
じ
北
洋
相
互
銀
行
の
仲
間
は
、
自
ら
札
幌
、
北
律
相
互
・
勝
利
の
報
告
川

7
月
刊
旧
日
オ
リ
エ
ン
テ
l
リ
ン

叩
月
叩
白

神
支
段
、
中
央
共
闘

さ
せ
る
・
乙
の
公
閣
の
周
り
の
ピ
ル
組
合
分
裂
、
不
当
差
別
徹
回
の
闘
い
を

一
日
も
阜
く
知
ら
せ
た
い
仲
間
で

川

グ
開
惚

(
森
林
公
園
)
会
議
結
成
・

衝
に
、
北
洋
相
互
銀
行
本
庖
が
あ
り
を
統
り
て
い
る
・
た
い
へ
ん
な
毎
日
・
あ
る
・
み
な
さ
ん
い
つ
も
あ
り
が
と

川

7
月刊
U5
U四
日
争
犠
団
海
の
家

叩
月
U
白

神
支
援
品
川
区
集
会

そ
の
ピ
ル
の
5
票
、
組
審
理
そ
ん
な
中
で
、
活
気
の
毒
で
あ
う
・
が
ん
ば
り
ま
す
・

川

8
月
2
日

目

置

の
伸
聞
に
よ

叩
月

n日
産

総

露

-

夏
と
冬
・
年
に
2
図
の
全
国
オ
ル
る
・
伸
電
気
の
背
預
資
本
宮
士
銀
行

(抑
争
犠
図

桧
扇
)

川
る
駅
頭
宣
伝
(
地
域
支
一
俊
述
絡
会

叩
月
日
日

パ
1
ベ
キ
ュ
ウ
ピ
ク

グ・

札

幌

に

着

い

た

ら

、

ま

ず

こ

乙

川

の
動
き
活
発
化
の
き
ざ
レ
)
ニ
ッ
ク
・

に
顔
を
出
す
・
あ
た
た
か
い
コ
l
ヒ

川

8
月
7
日

品
川
↓
虎
ノ
門
ゼ
ッ

け
月
1
日
都
労
蚕
・

ー

を

ご

ち

毛

う

に

な

っ

た

り

、

ァ

ド

川

ケ

ン

室

副

-

H
5白
川

、

器

量

雲

パ

イ

ス

を

受

け

て

か

ら

、

市

内

の

労

川

8
月
ロ
日

第
三
国
地
裁
要
輔
.
の
申
備
会
、
目
娘
、
大
国
で
.

組

を

訪

ね

る

.

組

合

役

員

で

あ

り

、

山

8
月
叩
日

支
一
復
す
る
会
ソ
ニ

l

(
各
地
で
畑
中
備
す
す
む
)

会
員
で
も
あ
る
、

金

本

さ

ん

、

万

年

川

支
部
で
映
画
会
.

什
月
9
日

崎
玉
貌
判
.

さ
ん
の
家
が
、
札
幌
で
の
宿
・
経
費

川

8
月
初

t
n日

や
ま
び
乙
ヰ
ャ

刊
月
刊
日
東
京
競
判
・
八
王
子

の
面
で
も
、
大
変
助
か
っ
て
い
る
.

川

ン
プ
(
崎
宝
、
=
一
O
O人
)

集

会

.

毎
回
交
流
会
も
開
催
し
て
く
れ
る

川

8
月
引
日

東
京
裁
判
。

刊
月
刊
5
M日

港
区
支
箆
速
が

「沖
電
気
の
伸

聞

に

は

、

頑

強

っ

て

川

9
月
4
3
5日
全
国
電
機
交
流
速
日
の
駅
頭
宣
蔭
(
六
駅
頭
、
こ

も
ら
わ
な
い
と
;
」
「
さ
め
栄
養
を

川

会

万

三

干

枚

)

っ
け
な
く
ち
ゃ
〆
」
ホ
γ
ケ
、
サ
シ

川

9
月
日
日

八
王
子
裁
判
.

け
月
げ
白

昼
休
み
、
m
m
京
工
場

ミ
、
や
き
鳥
・・・
.
食
べ
き
れ
な
い
は

川

9
月
日
同
日

熊
谷
裁
判
.
前
で
抗
駿
行
動
.

ど
の
撃
が
な
ら
ぶ
白
神
電
気
の
仲

川

9
月

首

都
労
委

-

H
m日
共
闘
会
議
結
成
建

問

の

札

幌

の

夜

は

、

ま

だ

ま

だ

、

た

川

9
月
初
日
高
崎
裁
判
園
祭
会
(
池
ノ
端
文
化
セ
ン
タ
ー
)

く
さ
ん
の
想

い

出

が

あ

る

・

い

つ

も

川

叩

月

2
日

秋
の
全
国
オ
ル
グ
、

什
月間
ω
目

解

腫

4
年・
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会員は15人だが支援はデカイ
宣伝行動も二度行いました.
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1
 
{
 

ふ
る
さ
と
の
小
さ
な
句

集
団
就
織
の
夜
気
車
の
怒

窓
に
顔
を
宵
V
O寄
せ
て
澄
い
て
い
た
田

自
分
に
腹
を
立
て
て
い
る
よ
う
巳

黙
っ
て
見
送
っ
て
い
定
父

私
た
ち
に
は
働
く
権
利
ガ
あ
る

そ
う
叫
び

希
望
退
蛾
に
応
じ
芯
か
つ
だ
=
一
一
白
人
の
仲
間

そ
こ
に
襲
い
か
か
る
指
名
解
雇
の
攻
撃

そ
の
日
を
買
に

私
は
工
舗
の
門
の
外
に
閉
山
り
出
さ
れ
た

一
子
年
前

私
は
少
女
の
顔
で
東
京
巳
や
っ
て
き
た

金
の
卵
と
も
て
は
や
さ
れ
て

生
さ
る
こ
と
を
は
じ
め
だ

迷
い
子
に
怠
り
そ
う
な
大
き
ほ
工
錫

電
線
に
ツ
バ
メ
ガ
並
ん
で
広
ま
る
よ
う
に

コ
ン
ペ
戸
l
ラ
イ
ン
に
す
ガ
り
つ
い
て

何
百
人
も
の
少
女
ガ
働
ら
い
て
い
だ

ト
イ
レ
巳
行
く
の
は
む
ろ
ん
の
こ
と

毘
を
か
む
の
も
三
受
代

ま
る
で
モ
タ
ン
タ
イ
ム
ス
み
た
い
な
包
目
だ
っ
芝
ガ

私
疋
ち
の
労
働
ガ

組
立
て
ら
れ
組
上
げ
ら
れ
て

大
き
な
電
信
交
換
機
巳
か
わ
る
と
き

私
は
胸
を
は
つ
だ

あ
の
受
録
機
の
一
郎
は
私
だ

私
は
そ
こ
に
い
る
私
は
生
き
て
い
る

そ
ん
広
実
感
ガ

仕
事
の
つ
ら
さ
を
ふ
き
と
ほ
し
て
く
れ
る
日
々

大
き
な
士
場
は

ま
る
で
巨
大
広
畑
町
虫
類
の
恐
穏
の
よ
う
に

包
年
伺
百
人
も
の
金
の
卵
を
の
み
こ
ん
だ

そ
の
だ
び
巳
工
場
ガ
建
ち

そ
の
だ
び
に
会
社
は
大
き
く
な
っ
た

私
も
負
け
ず
に
金
の
卵
か
ら
金
の
め
ん
黒
に
な
り

恋
を
し
て
結
ぼ
れ
て

子
ど
も
を
生
ん
だ

こ
の
子
の
た
め
に
も
立
派
に
生
き
よ
う

ど
ん
な
に
つ
ら
く
と
も

人
間
ら
し
く
世
間
り
を
も
っ
て
生
き
て
い
こ
う

私
は
い
つ
か
め
ん
鳥
の
顔
を
や
め
疋

暮
し
は
ず
っ
と
苦
し
か
っ
た
ガ

人
間
ら
し
く
生
き
だ
い
と

ど
ん
芯
つ
ら
さ
に
も
耐
え
だ

そ
し
て
一
九
七
八
年
十
一
月
三
十
一
日

会
社
に
必
要
な
の
は
金
の
卵

あ
る
い
は
金
の
め
ん
鳥
と
お
ん
鳥

人
聞
は
い
ら
な
い

そ
ん
怠
蓄
え
ガ
あ
た
り
ま
え
と
で
も
い
う
よ
う
に

会
社
は

理
由
を
む
り
や
り
っ
く
り
あ
げ
て
首
切
り
を
引
行
し
疋

そ
ん
怠
理
不
思
は
許
せ
な
い

人
間
ら
し
く
生
き
る
こ
と

豊
ガ
な
来
来
を
夢
み
る
こ
と

そ
ん
な
つ
つ
ま
し
い
願
い
を
鎗
て
て
し
ま
っ
疋
ら

私
に
は
笠
き
る
値
打
ち
ガ
な
い

伺
よ
り
も
宙
観
を
名
素
る
資
格
ガ
な
い

私
は
慣
れ
な
い
手
つ
き
で

ゼ
ッ
ケ
ン
を
淘
に
つ
け
だ

七
一
名
の
仲
間
ガ

同
じ
ゼ
ッ
ケ
ン
を
胸
巳
つ
け
た

だ
ガ
オ
ル
ク
の
途
中

交
通
事
抽
出
で
首
の
骨
を
折
り

半
島
不
随
に
な
る
仲
間
刀
出
定

二
人
の
子
ど
も
を
残
し

屋
上
か
ら
身
を
投
げ
だ
臨
湯
の
仲
間
も
い
だ

首
を
切
ら
れ
だ
者
も
首
を
切
ら
れ
尽
力
つ
だ
者
巳
も

ひ
と
し
く
襲
い
か
か
る
試
練

人
間
で
あ
る
こ
と
を
恒
明
す
る
定
め
に

耐
え
怠
け
れ
ば
な
ら
怠
い
日
常

私
た
ち
は
駆
け
た

ボ
ン
コ
ツ
車
走
ら
せ

南
か
ら
北
へ

日
本
列
島
を
夢
中
で
駆
け
ぬ
け
だ

そ
こ
に
あ
っ
た
ぬ
く
も
り
の
あ
る
掌

あ
た
だ
か
い
仲
間
の
嘗

私
だ
ち
は

解
雇
反
対
闘
争
と
は

人
間
の
鮮
を
だ
し
か
め
る
こ
と

人
聞
の
と
り
で
を
襲
く
こ
と
だ
と
知
っ
た

だ
か
ら
こ
そ

い
ま
こ
の
人
痘
の
怠
か
で

勝
利
を
し
ん
そ
こ
確
信
で
き
る

誕
生
の
う
ぶ
声
の
よ
う
に

思
い
の
だ
け
を
叫
ぶ
こ
と
ガ
で
き
る

勝
て
る

こ
れ
で
勝
て
る

刀
奇
せ
あ
え
は

人
間
の
尊
厳
ガ
守
ら
れ
る
世
の
中
へ

い
っ
か
み
ん
な
で

き
っ
と
疋
ど
り
つ
く
こ
と
ガ
で
き
る

東
田
照
子
さ
ん
も
沖
純
の
学

校
を
出
て
、
沖
電
気
に
就
職

し
、
結
婚
し
て
、
子
ど
も
を

育
て
て
・・・
:・
。

そ
し
て
七
一
人
の
輸
の
中

で
家
族
ぐ
る
み
で
勝
利
を
め

ざ
す
。



UYZ一品一
÷ze--t-÷÷-zz-zZ一
÷ZM
そ
の
た
た
か
い
を
支
え
、
と
も
に
励
働
者
も
、
激
し
い
当
局

・
政
府
の
攻

)

-ル

官
年
冬
.
争
犠
回
は
、
た
く
判
ま
し
、
歓
ぴ
あ
え
る
仲
間
が
一
同
に
撃
の
中
、
総
力
を
あ
げ
、
コ
ー
ラ
ス

ロ

ロ

さ
ん
の
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
、

一
集
ま
り
、
佐
藤
義
え
の
マ
イ
ウ
隊
を
先
頭
に
参
加
し
て
く
れ
る
。
彼

一川

歴
史
的
な
H

大
集
会
併
を
成
功
川
エ
イ
を
聴
き
、
日
本
フ
ィ
ル
八
一
人
ら
も
ま
た
、
国
鉄
経
営
合
理
化
を
理

号
一川

さ
せ
た
固
と
の
H

い
ぶ
き

u
f
フ
ル
メ
ン
バ
ー
の
新
世
界
を
警
由
に
、
労
働
運
草
壁
目
指
す
、

5
一川

な
た
に
届
け
ま
す
l
事
務
局

l
叫

ζ
の
た
く
ま
し
く
、
の
び
や
か
な
働
巨
大
な
黒
い
力
と
た
た
か
う
時
。
民

叫
一山

-iz--fit--z
z
z
L
く
も
の
の
た
た
か
い
の
と
ど
ろ
き
間
労
働
者
も
、
公
務
長
も
震
も
、

z一
昆

r'
'・司
ψ

・
・
を
、
資
本
に
と
ど
け
た
い
、
全
国
の
み
ん
な
、
今
迫
り
つ
つ
あ
る
生
活
の

一

雷

鳴

ヒ

と

多

之

主
る
人
び
と
に
と
ど
り
た
い
|

危
機
、
合
理
化
の
危
機
、
戦
争
へ
の

一

一

=

調

C

乙
の
、
仲
間
の
思
い
を
こ
め
、
書
危
機
の
高
ま
り
の
中
で
、

ζ
の
日
の

一

，

J
a
g
z『

t
と
時
同
と
費
用
を
か
け
、
首
を
切
6
行
動
を
大
い
な
る
、
自
由
、
速
構
、

一

一
九
八
二
年
一

一
月
三

O
日
朝
れ
た
争
犠
回
が
企
画
し
、
と
り
く
む
、
平
和
へ
の
一
里
塚
と
し
て
、
駆
げ
つ

一

目
を
覚
す
と
激
し
い
雨
が
、
軒
を
初
め
て
の
本
格
的
文
化
策
会
.
け
て
く
れ
る
の
だ
.

一
叩
き
、
庭
に
は
水
が
あ
ふ
れ
出
し
て
も
し
だ
め
に
な
れ
ば
、
お
金
も
、
午
後
五
時
、
人
び
と
が
集
ま
り
始

一
い
た
・
速
く
雷
鳴
も
と
ど
歪
竺
嵐
た
た
か
い
の
展
望
も
一
ベ
ん
に
、
ふ
め
た
・

一
の
級
相
を
罪
U
て
い
た
・
い
く
つ
か

き
と
ん
で
し
ま
う・

朝
の
雨
が
嘘
で
あ
っ
た
か
の
よ
う

一
の
私
鉄
が
と
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
は
、

A
M
V
'
・
1

に
、
か
ら
り
と
晴
れ
あ
が
っ
た
青
空
、

一
学
校
に
行
け
な
く
な
っ
た
・

草
田
町
，
』
卓
但
の
赤
い
夕
焼
げ
が
、
神
電
気
争
総
支
援

E
私
の
理
騒
い
だ
・

ィ

正

月

共

闘

会

議

結

成

H

文
化
の
タ
ア
の

/

一

こ
の
ま
ま
、
降
り
つ
づ
げ
ば
、
今

ム
，
F
P
B

大
看
板
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
・

円
一

日
の
鈍
会
は
だ
め
に
な
る
.
斑
京
体
な
ぜ
、
こ
ん
な
と
て
つ
も
な
い
文
ス
タ
ッ
フ
は
も
う
昼
す
ぎ
か
ら
、

∞
一

育
館
で
、
開
か
れ
る
予
定
に
な
っ
て
化
の
鍛
ま
り
を
、
首
切
り
と
た
た
か
や
が
て
く
る
本
番
の
た
め
の
準
備
の

町
一

い
る
、
不
当
な
名
指
し
で
解
雇
さ
れ
、
長
働
者
が
す
る
の
か
・
弁
護
士
は
露
を
つ
づ
け
て
い
る
・
前
日
、
信

1
一
四
年
間
闘
い
つ
づ
げ
て
き
た
、
神
電
言
う
.

州
駒
ヶ
根
で
、
演
再
開
会
を
開
い
「
自

費
一

気
七
一
人
の
労
働
者
亭
励
ま
す
文
化

「
も
し
、
伸
電
気
七
一

人
の
首
切
本
フ
ィ
ル
の
メ
ン
バ
ー
は
、
朝
発
つ

会
一

集
会
が
、
だ
め
に
な
っ
て
し
ま
う
。

り
が
、
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
て
駆
け
つ
け
、
休
む
間
も
な
く
、
リ

、つ一

私
の
胸
に
不
吉
な
予
感
が
走
っ
た
。

こ
れ
か
ら
日
本
の
大
企
業
は
、
ま
つ
ハ

l
サ
ル
に
入
っ
て
い
る
a

国
鉄
の

よ
一

も
ち
ろ
ん
、
少
々
の
雨
ぐ
ら
い
に
左
た
く
自
由
に
社
員
の
首
を
切
れ
る
よ
コ
ー
ラ
ス
隊
の
メ
ン
バ
ー
も
、
た
た

し
一

右
さ
れ
な
い
、
働
く
仲
間
た
ち
の
友
う
に
な
る
」

か
う
沖
昭
気
労
働
者
の
心
を
う
た
う

会
一

情
に
期
待
し
て
は
い
る
け
れ
ど

、

そ

民

間
の
労
働
者
も
、
公
労
協
の
幹
司
骨

A
V
A
V
A
V
A
V
+
+
+
+
+

ス
一

れ
夏
物
理
的
に
、
不
可
能
に
な
る
苦
言
っ
た
・

~

l
h
一
一
団
に
な
っ
与
口
、
ど
う
し
ょ
う
も
な

「指
名
解
肢
と
対
決
す
る
の
は
、

A
V

会一

、

】y

る
一

人

労

働

組

合

迎

動

の

生

命

の

た

た

か

争

す
一

私
は
時
代
の
脱
を
思
っ
た
・

い
-
労
働
者
の
組
織
で
あ
る
、
ぎ
り
間

援
一

乙
の
激
励
の
時
代
に
吹
き
荒
れ
る
ぎ
り
の
証
し
の
た
た
か
い
」

炉

支
一

嵐
が
い
っ
た
い
、
維
に
味
方
す
る
か
と
の
労
働
者
の
魂
、
自
の
護

一
を
。
も
し
、

今
回
の
集
会
が
失
敗
す
を
守
る
伸
電
気
の
た
た
か
い
に
、
日

一
る
な
ら
ば
、
沖
電
気
七

一
人
の
た
た
本
フ
ィ
ル
の
音
楽
家
た
ち
が
、
楽
鶴

一
か
い
に
、
大
き
な
障
害
と
な
る
だ
ろ
を
も
っ
て
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
.
彼

一
ぅ
.

ら
も
ま
た
、

一
O
年
も
前
、
資
本
に

一

一
目、

一
目
、
人
び
と
を
訪
ね
、
よ
っ
て
街
に
放
り
出
さ
れ
、
楽
慰
を

一行
簡
を
し
、
ぎ
迄
百
生
き
ぬ
き
、
た
も
っ
て
た
た
か
う
、
日
本
を
代
表
す

た
か
い
出
皿
〈
生
活
の
中
で
、
せ
め
て
、
る
音
楽
家
た
ち
固
そ
し
て
、
国
鉄
労

1983年 1月 1日

Jレポライタ とレて活躍中;中争織

の「なにをみつめて朔ぶのかJ日フィ

ルなどの書. ドキュメントの第 1入者

今崎暁巴さん
働く者の明日をてらして…

.30~慨に連帯の歓びをみた
詩
を
朗
読
す
る
俳
優
の
野
中
マ
リ
子
働
者
の
歌
声
も
、
日
フ
ィ
ル
と
、
み
子
ま
で
や
っ
て
と
ら
れ
る
と
、
じ
ん

さ
ん
も
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
立
っ
て
練
習
ん
な
で
歌
う
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
く
る
ん
だ
よ
な
あ

-.
労
働
者
だ

を

つ

づ

け

る

。

も

、

ほ

ん

と

う

に

、男
気
が
で
ま
す
」
よ
な
あ

・.
ゃ
ん
な
き
ゃ
申
し
わ
り

却

の

3
U限
四

目

前

日

1RCu--て需
に
な
る
ん
だ
よ
な
あ

山

恒

己

ぢ

の

ご

と

の
全
面
、
各
地
各
理
で
の
瓜
に
火

「そ
う
、
俺
た
ち
自
身
の
、
問
題

t
4
1
4

を
と
も
す
努
力
の
つ
み
垣
ね
が
あ
っ
だ
も
ん
な
あ
」

午
後
六
時
少
し
前
、
や
っ

と

、

人

た

.

今

度

の

準
備
の
中
で
、
わ
ず
か

一

び
と
が
会
場
を
埋
め
始
め
た
け
れ
首
切
ら
れ
た
直
後
、
親
身
に
な
っ
カ
月
ほ
ど
の
聞
に
、
千
代
田
、
新
宿

ど
、
八
千
人
を
収
容
す
る
体
育
館
の
、
て
支
援
し
て
く
れ
る
労
働
組
合
が
、
大
田
、
品
川
、
中
央
、
目
黒
と
、
実

フ
ロ
ア
部
分
も
ま
だ
、
埋
ま
り
き
ら
ほ
と
ん
ど
な
し
の
状
態
か
ら
始
め
た
行
委
員
会
が
つ
く
ら
れ
、
一
回
一
一
回

ず
、
両
側
の
二
、
一ニ
階
清
は
、
ま
だ
た
た
か
い
で
あ
る
。
労
働
組
合
右
傾
と
、
会
合
を
つ
み
理
ね
「
沖
電
気
の

ま
っ
た
く
人
が
い
な
い
。
こ
の
ま
ま
化
の
流
れ
の
中
で
、
沼
気
労
連
が
支
と
と
は
、
俺
た
ち
の
ζ
と
」
と
い
う

で
は
、
三
千
人
そ
乙
そ
乙
、
無
惨
な
援
し
な
い
と
い
う
中
で
、
ま
ず
都
内
姿
勢
が
、
各
地
に
拡
が
り
、
ま
さ
に

失
敗
と
な
る
。
も
う
、
開
会
六
時
一
の
、
理
解
を
示
し
て
く
れ
る
、
東
労
働
者
自
ら
の
文
化
集
会
へ
の
、
自

五
分
に
い
く
ら
も
聞
が
な
い
.

部
、
北
部
の
各
地
区
労
へ
と
、
中
山
主
的
と
り
く
み
に
、
発
展
し
て
い
っ

争
議
団
の
メ
ン
バ
ー
は
、
最
後
の
代
表
を
先
頭
に
、
一
つ
一
つ
の
労
働
た
。

最
後
ま
で
、
今
夜
ζ
の
会
湯
を
埋
め
者
の
職
腸
を
訪
ね
、
支
援
決
議
の
輪

'

て
も
ら
っ
た
め
に
、
各
地
喜
善
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
草

子

ス

カ

レ

ー

ヒ

の
会
と
に
、
宮
け
を
つ
づ
け
と
主
に
、
高
の
半
数
を
ζ
え
る

決

『

ま

れ

る

て
き
た
。

県
の
労
働
組
合
組

織

の

支

媛

決

議

を

ご

4

r

S

2

4

「四
千
ち
か
い、

労
働
組
合
が
支
も
ら
う
と
と
も
、
で
き
る
よ
つ
に
な
こ
の
大
き
な
支
援
の
輸
の
拡
が
り

同
盟
す
る
と
と
を
決
め
て
下
さ
っ
た
ん
っ
た
.
の
中
で
、
若
い
沖
電
気
の
争
議
団
員

で
す
.
中
央
支
段
共
闘
会
犠
が
、
で

「話
は
下
手
く
そ
で
、
な
に
を
言

も
、
自
分
た
ち
が
助
け
て
も
ら
う
だ

き
た
ん
で
す
」
「
東
京
の
労
働
者
み

っ
て
い
る
か
わ
か
ら
ね
え
け
ど
、

一

け
で
な
く
、
日
本
の
労
働
者
の
団
結

ん
な
の
H

文
化
の
タ
ベ
妙
で
す
.
労
生
け
ん
め
い
、
若
い
連
中
が
、
女
の
に
役
立
っ
て
い
る
ζ
と
を
、
急
速
に

『ハーイ」
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4年間で成長したと思う人は?

と
に
か
く
、
神
官
気
は
よ
く
が
ん
ば

っ
て
い
る
な
あ
と
い
う
気
持
・

5
聞
な
一
容

ど
や
っ
て
い
る
撃
も
よ
く
見
る
し
i
が
司

ん

ば

っ

て

く

だ

さ

い

。
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理

東
京
・
菊
地
さ
ん
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東轟宅喜宅
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た
く
さ
ん
の
人
が
支
鐙
の
た
め
に
、

H

来
て
く
だ
さ
っ
て
、
歪
ヨ
に
う
れ
し
く

F
h

思
い
ま
す
.
こ
れ
か
ら
も
、
争
議
団
の
由
曲

家
族
と
し
て
、
闘
か
っ
て
い
き
ま
す
。

日
家
日

東
京

・
屡

代

美

智

子

さ

ん

、

f
f
t
t事
t
S
4
5
3
5
5
2
5
bも昔、

¥
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b
〆
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b
i
s
-
f
f
f
s
i
j
i
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I

叫
日
本
フ
ィ
ル
の
伴
奏
で
の

w
イ
ン
タ
糾
町
時
の
中
に
一
人
間
で
あ
る
ζ
と

を

厩

山

内
l
ナ
シ
ョ
ナ
ル
M

と
っ
て
も
よ
か
っ
た
・

日
母
山
内
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
常
」
と

い

一

湘

~

一
一
保
育
切
捨
て
の
闘
い
と
結
ん
で
、
共
に
一
日
目

う
一
一
闘
が
あ
り
ま
し
た
・

明
る
さ
を
失
一
切
回

目
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
・

官
二
な
わ
ず
に
、
が
ん
ば
り
た
い
も
の
で
す
一
地
一

〆

東

京

・

松

永

寓

紀

子

完

:e
埼

玉

・

古

谷

高

子

完

~

Y

2

b

J

省

、

，

y

r

H

L

昔、

中
小
企
業
の
あ
い
つ
ぐ
倒
産
。
失
業

に
抗
し
て
闘
い
続
け
る
む
と
が
ど
ん
な

一
務

に
大
変
か
と
考
え
ま
す
.
神
争
議
が
ま
一

す
ま
す
広
が
る
姿
、
書
こ
ん
で
い
ま
す
・

日
税

神
奈
川
・
大
石
欣
弥
さ
ん



身
体
で
っ
か
む
よ
う
に
な
っ
た
。

中

て
、
言
っ
た
.

明
る
く
な
っ
た
会
協
を
見
れ
ば
、
を
代
表
し
て
挨
捗
す
る
乙
と
も
、
で

ヨ一

央
区
担
当
の
桧
垣
一
国
男
君
も
そ
の
一

「あ
の
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
の
お
い
し

三
階
席
ま
で
、
全
部
一
杯
に
埋
め
っ
き
る
よ
う
に
な
っ
た
.

刊一

人
.
解
鹿
当
時
二
二
歳
、
電
般
の
好
さ
、
日
本
の
国
に
も
、
こ
ん
な
に
暖

く
さ
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
.
つ

い

「

私
が
代
表
し
て
、
行
商
や
力
ン

月
一
き
な
四
国
育
ち
の
若
者
が
、
首
切
り
か
い
心
の
労
働
組
合
が
あ
る
と
と
が

に

、

八

千

人

の

働

く
仲
間
、
市
民
が
パ
の
お
願
い
に
あ
が
っ
て
い
ま
す」

引
一
と
と
も
に
、
ス
モ
ン
審
の
文
字
通
織
し
く
て
i
」

体
育
館
を
震
に
し
て
く
れ
た
の
で
そ
う
お
っ
し
ゃ
る
の
は
、
仙
台
に

釦
一
り
生
命
を
か
り
た
H

厚
生
省

・
大

企

労

働

者

た

ち

は

、

泣

い

て

笑

つ

で

あ

る

a

「
よ
か
っ
た
f
歪
当
に
よ
か
住
む
中
屋
重
勝
君
の
お
母
さ
ん
・
争

唱
一
業
攻
め
M

の

た

た

か

い

に

診

加

し

、

ま

た

泣

い

た

.

っ

た

/
み
ん
な
閉
じ
思
い
で
鎚
ま
つ
議
回
日
が
、
ま
わ
れ
な
い
時
息
子
た

ど

大
告
主
眼
を
聞
か
れ
、
な
ぜ
た
た
か

-あ
れ
か
ら
四
年
・
今

も

、

あ

の

て

く

れ

た

の

だ

/
」

ち

に
か
わ
っ
て
、
オ
ル
グ
の
役
目
を

一
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
、
知
つ
時
の
く
や

し

か

っ

た

こ

と

、

恐

し

か

朝

の

嵐

を

呼

び
と
み
、
大
い
な
る
果
し
て
下
さ
っ
て
い
る
の
だ
・
初
め

一
た
。
明
日
の
生
命
も
な
い
署
の
巡
っ
た
ζ
と
、
思
い
出
す
と
i
子

ど

も

撃

に

向

う

・
時
代
の
嵐
に
変
え
て
は
、
反
対
だ
っ
た
し
、
語
、
大
企

一
帯
が
、
権
力
に
譲
歩
さ
せ
る
感
動
を
、
が
二
人
い
た
人
も
、
お
腹
に
赤
ち

ゃ

し

ま

っ

た

の

だ
@

業
・
沖
電
気
に
就
職
で
き
た
も
の
を

一
身
体
で
知
り
、
ま
た
、
日
本
フ
ィ
ル
ん
い
た
人
も
、

首

を

切

ら

れ

て

」

「

首

を
切
ら
れ
長
か
ら
、
何
が
と
、
悲
し
く
も
思
っ
た
け
ど
、
い
つ

一
の
音
楽
が
、
患
者
の
た
た
か
い
、
労

、

、

あ
っ
て
も
鼠
後
ま
で
、
た
た
か
う
と
の
聞
に
か
、
息
子
と
と
も
に
、
歩
く

一
働
者
の
た
た
か
い
を
、
一
つ
に
号

、

と

、

フ

カ

決
心
し
て
い
た
人
は
9
」

よ
う
に
な
っ
た
・

2も
、
仙
台
か

一
合
せ
て
い
く
.
1の
新
た
な
喜
一

の

た

く

さ

ん

mvだ
か

司
会
の
質
問
に
、
確
信
を
も
っ
て
ら
駆
け
つ
け
、
習
は
ま
た
、
と
ん

一
位
界

S
Zだ

'

d

r

手
を
上
げ
た
人
は
チ
ラ
ホ
ラ
・
い
か

ほ
が
え
り
で
一帰
り
、
宮
域
の
抽
出
会
で
、

〔

一

彼

は

、

そ

の

心

で

中

央

区

の

労

働

い

よ

い

よ

開

会

の

時

が

き

た

に

も

、

伸

也

気

争

議

団

ら

し

く
、
率
沖
電
気
を
代
表
し
て
、
接
室
」
れ
る

一~一

者
の

中

に

入

り

、

み

ん

な

に

助

け

ら

自

ら

も

首

を

切

ら

れ

た

襲

を

も

砲

で

人

間

ら

し

い

け

れ

ど

、

号

つ

い

の

だ

と

い

う

・

r
一
れ
、
初
め
て
H

五
O
O人
を
と
え
る
つ
、
新
聞
労
働
者
、
山
田
晃

一さ
ん

い

な

が

ら

、

七

十

一
人
脱
落
し
な
い

大
き
く
怒
が
り
始
め
た
、
た
た
か

三

読

者

言

F
5
2円
聖
、
の
司
会
で
、
ま
ず
、
国
労
の
仲
間
に

'

で
、
こ
の
日
ま
で
、
が
ん
ば
り
按
い
い
の
君
、

家
族
主
君
一

つ
の

会

一
豊
の
人
た
ち
と
患

に

つ

く

っ

言

語

「怒
り
の
震
」
か
く
い
こ
む
a

そ
の
心
の
言
葉
が
暖

か

か

あ

さ

ん

み

ん

な

の

道

に

な

っ

た

の

だ

.

て

き

た

・

鮮

に

結

ん
で
、
さ
ら
に
、

巨

大

得

る
一

て
き
た
.

ら

歌

が

始

ま

る

。

か

く

ロ

マ

ン

に

満
ち
た
日
フ
ィ
ル
の

'
t
?

，

厳

し

さ
に
眼
を
移
せ
ば
、
会
社
の

E
E
E

・EE-
-曜
E
E
動
の
輸
を
育
て
、
つ
く
り
だ
し
て
い

す
一

「何
人
き
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
ワ

や
っ
と
フ
ロ
ア
部
分
は
、
う
ま
つ
音
で
、
一
周
広
く
大
き
く
、
人
び
と

2

4

J

'
、
司
、
合
理
化
切
り
鎗
て
は
、
一
層
進
み
、

・
・
・
・
圃
魔
園
周
咽
園
田
園

豆

諸
ま
で
確
認
し
た
主
ハ
O
名

の

た

zi--一階は
少
し

2
2
8・

回

ん

Z
4す

富

の

製
造
現
場
は
警
告
は
、

・

園

鶴

m幽
園

全
員
が
た
ち
あ
が
り
、
ス
ク
ラ
ム

ヨ

読
者
、
ほ
ん
と
に
き
て
く
れ
る
だ
が
入
り
だ
し
た
ば
か
り
・
遅
れ
て
も

「長
い
年
月
、
語
、
古
ま
で
首
を
切
ら
れ
て
た
た
か
う
百
、
ほ
と
ん
ど
、
無
人
の
ロ
ポ
y
ト
職
場

・

・

・

・

E・
嗣

酒

造
み
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を

尚

一
る
っ
か
:
」

い
い
か
ら
、
ど
う
か
一
人
で
も
き

生
き
て
き
た
・
私
の
や
り
方
で
|
百
に
は
、
思
い
も
か
け
な
い
震
に
、
変
え
ら
れ
る
ζ
と
も
予
怨
さ
れ

・

・

・

圃

院

副

因

臨

歌

う
・

開
一

港
区
担
当
の
、
抑
制
出
身

-
市
川

の
人
が
、
会
場
を
埋
め
つ
く
し
て
は
で
き
る
限
り
の
力
を
、
出
し
て
き
が
、
苦
し
み
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
撃
つ
.
る
・

勝
利
を
か
ち
と
り
、
一
人
ひ
と

・
・
・
・
司
咽
闘
副
回
国
嗣

「起
て
、
飢
え
た
る
者
よ

別
一

美
佐
子
さ
ん
は
、
印
刷
労
働
者
の
前

し

い

・

た

g

私
の
や
り
方
で
|

疲
労
の
中
で
、
富
故
に
倒
れ
た
り
が
と
っ
一
職
場
と
仕
事
し
を
手
に
す
る
.
，
‘
彊
圃
圃
園
調
全
日
は
近
し
、

全

で
揺
を
し
て
い
て
、
警
だ
し
た
。

「つ
い
に
や
っ
て
き
た
。
国
鉄
労
昔
、
私
の
雲

行

く

」

輸

事

三

宮

、寝
た
き
り
の
ま
ま
.

ζ
と
が
で
き
る
の
か

・
量

を

切

・

・

圃

副

司

明

捜

幽

さ

め

よ

、

ゎ

首

胞

電
一

首
切
ら
れ
た
直
後
、

ζ
の
職
場
に
訴
働
者
の
上
に
、
激
し
い
雨
風
が
や
っ
佐
藤
光
政
さ
ん
の
歌
う
マ
イ
ウ
ェ

斎
藤
和
成
君
は
、
自
律
神
経
性
の
病
り
拓
く
の
は
た
た
か
い
の
み
・

・
・
・
・
・
圃
材
調
劇
画
・
圃
圃
橿
暁
は
来
ぬ
E
Z
」

中
一

え
に
き
て
、
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
一
杯
を
て
き
た
i
」

イ
は
、
職
場
復
帰
の
臼
を
目
指
し
、
い
か
ら
胃
を
%
切
り
と
り
、
再
起
の

圃
・
圃

'B----晶画・
な
ん
と
新
鮮
に
聞
え
る
と
の
歌
の

山

一

C
Eつ
に
な
っ
た
時
の
心
の
ぬ
日
本
フ
ィ
ル
の
伴
奏
で

国
鉄
労
屑
ょ
せ
あ
っ
て
進
む
ふ
の
量
日
吉
指
し
て
い
る
・

人

閣

の

鮮

・

圃

回

開

幽

一
言
言
日
本
フ
ィ
ル
の
フ
ル

的
一

く
も
り
と
蓄
の
気
持
を

思

い

だ

し

署

員

の

叫

ぴ

が

人

々

の

心

に

た

ち

露

で

ま

る

・

毎

日

十

日

花

町

長

会

Z
乙
国
国
園
田
園
町
長
む
わ
け
は
ロ

嗣

く
し
た
ば
か
り
・一

度
も
弱
音
を
口
今
日
本
の
全
産
警
告
始
め

Z-と

っ
と
と
か
。
忘
れ
て
い
た
感
動
が
胸

に
し
た
と
と
の
な
か
っ
た
票
、

ζ

た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
尚
早
よ
化

手

広

2

に
廷
る
。

新
た
な
連
帯
の
歓
ぴ
が
、

腕

の

時

だ
げ
は

「も
つ
ま
な
く
て
い
の
嵐
に
と
っ
た

5
3労
働

抗

色

一

b
盲

点

隣

か
ら
隣
へ
腕
か
ら
腕
へ
と
そ

い
だ
ろ
う
・
帰
っ
て
き
て
お
く
れ
」
者
の
運
命
を
か
げ
る
大
望
号
、

A
宅
;
1
J
・・
4
円

6

の
ぬ
く
も
り
を
伝
え
て
い
く・

と
、
悲
し
く
、
し
み
じ
み
と
言
-ス
λ

乙
ζ
か
ら
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
・
「
部
屋
代
が
高
す
ぎ
て
大
変
で
す
」
今
、

日
本
フ
ィ
ル
の
警
が
、
す
ベ

の
言
繋
に
、
一
日
で
も
畏
く
故
郷
に
沖
電
気
の
た
た
か
い
は
、
ま
さ
に
、
心
細
そ
う
に
言
う
の
は
、
争
議
の
て
の
労
働
者
の
、

苦
情
と
願
い
を
つ

い
た
い
と
、
心
か
ら
思
っ
た
と
い
う
・

日
本
の
全
労
働
者
の
生
命
を
か
け
る
中
で
結
ば
れ
「
、
、
飯
田
康
男
、
喜
久
な
い
で
い
く
。
指
名
解
胞
の
伸
也
気

だ
が
、
眼
を
見
闘
い
て
故
郷
の
暮
し
た
た
か
い
へ
の
口
火
に
な
る
っ
と
し
伎
夫
妥
・
首
切
り
れ
て
間
も
な
く
の
と
、
臨
調
、
合
理
化
の
国
鉄
と
、
人

を
み
つ
め
れ
ば
、
そ
ζ
に
も
、
仕
事
て
い
る
・

股

年

少
で
、
人
前
で
後
修
す
る
ζ
と

事

院
笹
口
凍
結
の
公
務
員
と
、
教
育

の
安
定
も
、
生
活
の
安
ら
ぎ
も
見
あ

「解
腿
反
対
闘
争
と
は
、
も
で
き
ず
、
つ
つ
立
っ
て
い
た
娘
の
破
壊
の
教
師
た
ち
と
、
そ
し
て
、
自

た
ら
な
い
・
不
況
の
親
兄
弟
の
商
売
〈
閥
の
鮮
を
確
め
る
乙
と
姿
が
眼
に
浮
ぷ
・

自
と
平
和
を
第
か
ら
、
奪
わ
れ
よ
う

も
、
農
業
も
追
い
つ
め
て
い
る
.

人
間
の
砦
を
築
く
と
と
i
」

「お
腹
の
中
に
子
ど
も
は
い
た
し
と
し
て
い
る
す
べ
て
の
若
者
、
婦
人

「た
た
か
う
乙
と
、
手
を
つ
な
い
た
た
か
い
の
詩
の
中
で
、
ス
ポ
ッ
夫
妻
で
切
ら
れ
て
、
ど
う
し
て
い
い
た
ち
と
、
こ
の
矛
盾
に
満
ち
あ
ふ
れ

で
た
た
か
う
と
と
、
そ
れ
が
俺
た
ち
ト
ラ
イ
ト
が
ス
テ
ー
ジ
を
照
ら
し
、
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
答
た
日
本
自
民
の
、
一
人
ひ
と
り
を
結

の
マ
イ
ウ
ェ
イ
」

二

O
O人
を
と
え
る
、
神
電
気
争
議
え
る
の
は
、
相
原
幸
雄
、
墜
契
夫
喪
・

ぴ
合
わ
せ
、
か
つ
て
体
験
し
た
と
と

意
地
と
、
会
社
の
あ
ま
り
の
非
人
団
と
そ
の
家
族
の
姿
が
、
浮
び
あ
が
嬰
は
職
燭
以
来
の
頼
関
腕
症
が
、
ょ
の
な
い
広
く
大
き
な
副
袴
の
輸
が
、

則
的
や
り
方
に
、
怒
っ
て
始
め
た
た
っ
た
・
喪
た
ち
も
、
子
ど
も
た
ち
も
く
な
ら
ず
、
痛
み
を
ζ
ら
え
、
子
を
と
ζ
か
ら
生
ま
れ
、
育
と
-?
と
し
て

た
か
い
だ
っ
た
け
れ
ど
、
も
う
、

引

争
議
の
中
で
、
誕
生
し
た
十
組
の
夫
育
て
、
オ
ル
グ
に
ま
わ
る
毎
日
。
み
い
る
・

く
に
引
け
な
い
・
人
生
を
騒
げ
、
労
婦
。
十
五
人
の
子
ど
も
た
ち
も
含
め
、
ん
な
、
要
と
な
り
母
と
な
り
、
そ
し
沖
電
気
争
議
団
七
一
人
と
、
家
族

働
者
の
運
命
を
賂
け
た
、
わ
れ
わ
れ
勢
揃
い
し
た
・

て
、
い
つ
で
も
ど
ζ
で
も
、
争
議
団
の
た
た
か
い
は
、
今
、
正
念
場
に
・

共
闘
会
議
役
員
の
み
な
さ
ん

-
働
く
者
は
、
今
こ
そ
団
結
し
て
、
大
き

怠
闘
い
を
、
展
開
レ
ま
し
ょ
う
.

罫書45号(3 ) 

『は
じ
め
て
の
ゼ
ッ
ケ
ン

お
ふ
く
ろ
さ
ん
、
ょ
く
に
あ

う
よ
』

ー
大
橋
隆
さ
ん
と
お
母
さ
ん

/斜州問問問問叫、

い乙を 't 
1 ilJれ停不 1
にしつ当
東、 かでな
京まない解
けいま居

j事:患て長
悦 M一 つ 私し
[子ん てに
さば 容で大

んぞ均室主
ねつ tlJ怒
らはり

E スモン j 
守弘、、骨骨碕#鞠喝~~~，.

ク
l
デ
ヲ
l
的
な
、
臨
調
路
線
に
抗

し
て
、
た
く
完
の
人
が

一
堂
に
集
ま
町
臣

り
、
沖
の
闘
い
を
支
鐙
す
る
戦
線
が
、
日

広
が
っ
て
い
る
乙
と
に
感
動
し
ま
し

一
出

た

。

宮

城

・
斎
藤
孝
さ
ん

"'.:>::<"ぷ骨~必宅~品仕掛均P旬、む

f 第で望、
t ー とは団 1
f につ、結 a
f東、て明の
主京ーもる力
b ・ 目、 u、力t
E若も力指鎚
苛杉早強針約
ちい くをさ
え職 感見れ 町
子 場じて
さ復たい今
ん 帰・る後
を 健よの
1 〆康 う展

九 電 機ノ
ぞヘ ，，_C' 崎一y

宣伝ビラは24万枚
宣伝行動参加者は500人以上…

東
京
争
議
団
の
仲
間
は
渡
辺
議

長
を
先
頭
に
ハ

ッ
ス
ル

(
事
務
所
で
の
激
励
金
〉

駅
ピ
ラ
で
今
日
の
集
会
を
知
っ
た
.

は
じ
め
て
、
神
の
事
を
知
り
、
ト
ン
で

h

生

も
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
.
日
フ
ィ
ル
由

も
閉
じ
だ
。
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
a

一
宇

干
葉
・
図
上
康
雄
さ
ん

151 
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ような連帯こそ進歩の力一一一

子どもたちが

警は

f?τいる』
お
こ
り
じ
ぞ
う
の
作
者

===文学
者
・
や
ま
ぐ
ち
ゅ
う
こ
さ
ん

152 

さ

『か
あ

浅
利

勝

美

E
ん
さ
ん
の
野

菊
』
の
中
の
子
ど
も
の
お
じ
さ
ん
も

そ
う
で
し
た
ね
。
と
ζ
ろ
で
、
窓
藷

を
世
間
き
始
め
た
時
期
は
い
つ
頃
か
ら

で
し
ょ
う
か
.
さ

私

は

そ

れ

ま

で

山

口

ん
短
歌
を
や
っ
て
い

て
歌
集
を
出
し
た
り
し
ま
し
た
.
で

も
盛
献
で
は
と
て
恥
綬
争
に
は
取
り

組
め
な
い
と
思
っ
た
ん
で
す
.
キ
ラ

リ
と
訴
え
る
も
の
が
あ
る
わ
け
で
す

鍛
え
ら
れ
て
い
く
と
と
ろ
だ
と
い
う
く
考
え

rFq
会

社

は

「

社

会

」

の

り

ど

、

ζ
れ
が
ζ
う
な
れ
ば
乙
う
い

乙
と
を
、
私
は
本
当
に
感
動
的
に
み
反
対
で
な
る
程
ζ
れ

だ

っ

た

の

か

、

う

ふ

う

に

な

る

と

い

う

論

理

で

は

な

た

経

験

が

あ

り

ま

す

.

と

思

っ

た
H

と

言

っ

た

子

が

い

た

ん

い

わ

け

で

し

ょ

。

そ

れ

で

小

説

の

型

そ
の
中
で
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
で
す
.
う一
ま

い

と

と

を

言

う

な

、

と

を

と

っ

て

轡

か

な

け

れ

ば

、

と

思

つ

い
ζ
と

が

あ

り

ま

す

.

そ

の

争

議

団

思

い

ま

し

た

ね

.

た

の

で

す

.

の
中
で
n
学

校

で

中

学

の

時

に

、

社

こ

う

い

う

経

験

が

あ

る

の

で

争

犠

そ

の

時

に

な

ぜ

児

盤

文

学

か

ら

入

会
制
で
「
社
会
」
と
い
う
も
の
を
教
団
と
聞
く
と
、
何
か
と
う
、
首
を
突
爆
孤
児
園
内
精
神
整
子
運
動
と
い
つ
い
け
れ
ど
残
業
手
当
が
出
な
く
な
っ
を
送
っ
て
く
れ
た
り
.
っ
て
し
ま
っ
た
か
と
い
う
の
は
、
そ

わ
っ
た
.
会
社
に
入
っ

E
b教
わ
っ
込
み
た
く
な
る
感
じ
が
す
る
の
ね
.

て
ま
し
て
ね
、
毎
月
千
円
宇
透
っ
て
て
ど
う
に
も
送
れ
な
く
な
り
ま
し
孤
児
の
中
に
は
お
金
持
ち
の
親
類
の
時
、
児
聾
図
暫
館
に
救
民
謡
動
の

E
さ

山
口
さ
そ
の
争
犠
団
に
は
地
方
の
中
学
を
た
ζ
と
と
は
全
く
反
対
だ
っ
た
a

よ

も

ら

え

る

ひ

と

を

全

国

各

地

か

ら

募

た

M

と
い
う
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
出
て
が
い
る
湯
合
も
あ
る
け
れ
ど
、
面
倒
事
a誉
周
を
値
い
で
あ
っ
て
、
モ
ζ
で

-i

ん

ん

は

今

日

出

た

て

の

、

本

当

に

ま

だ

子

ど

も

の

っ

て

、

そ

れ

を

私

が

子

ど

も

た

ち

に

く
る
の
よ
@
そ
れ
で
困
っ
て
ね
、
で
み
な
い
ん
で
す
ね
・
親
類
の
中
で
一

児
童
文
学
の
仲
間
を
作
っ
て
い
た
も

れ

刊

誌

日

時

現

説

話

主

計

戦

争

狐

児

を

許

信

長

崎

計

一

時

民

話

堅

持

-

あ

ち
ゃ
ん

が

い

お

忠

告

一

な
印
象
を
も
た
れ
ま
し
た
か
・

で
何
人
で
し
た
か
ね
、
沖
蓄
の
よ

〉

/

ご

〉

弘

之

内

ノ

こ

す
ね
・
だ
か
ら
n
大

変

申

し

訳

語

に

な

っ

て

ア

ル

バ

イ

ト

を

し

て

千

円

ま

す

・

山

口

さ
ん

か

正

日

比

い

口

は

い

わ

れ

収

合

一

;
i
?は
iι

i
l
i
t
i
t
i
l
-
-
i
f
i
l
i
-
-
t

た
頃
で
す
け
ど
、
あ
る
争
犠
団
と
か
活
に
す
ぐ
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
ね
、

f

n

・

ー

;

・
、

で
は
足
り
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
っ
く
り
す
る
よ
う
な
力
に
、
あ
る
ひ

民

間

長

い

日

時
点

刊

日

い

け

な

い

M

つ

浅

利

勝

美

さ
ん

h
u

d駐
日

九

時

計

ど

も

の

人

権

が

す

さ

そ

う

で

す

ね

い

た

じ

い

刊

行

誤

認

時

計

三

七

幻

想

討

駐

駐

日

日

戸

時

計

ヰ

日

れ

わ

れ

崎

町

四

日

風

前

め

と

も

し

ぴ

い

い

れ

れ

揺

れ

れ

爆

号

制

訪

日

日

ラ
ン
と
な
っ
た
広
い
工
場
に

Zミ
し
て
"
そ
こ
か
ら
始
め
よ
う
、
な
ん
が
お
お
い
で
す
ね
・
た
と
い
う
手
主
で
す
・
そ
う
し
た

命

2

2

1
・

J
日

日

日

山

一

1
1
6

り
め
ん
の
産
地
の
丹
後
地
方
の
小
学
て
も
子
主
に
そ
れ
を
ど
う
鋭
で

を
ひ
い
て
そ
乙
に
一
緒
に
な
っ
て
響
て
と
と
で
ね
・
ち
ょ
う
ど
あ
の
村
上

山

口

さ

原
爆
も
の
し
か
八
十
五
人
の
子
ど
も
た
ち
と
十
一
年

ι
?
:
人

i

h

h

J
H

校
で
の
話
・
子
ど
も
に
お
か
あ
さ
ん
た
ら
よ
い
か
、
む
つ
か
し
い
で
し
ょ

ら
し
て
、
三
度
三
度
の
食
事
を
作
る
国
治
さ
ん
が
頑
張
っ
て
い
る
時
で
し

ん

暫
か
な
い
と
い
う
問
、
過
ご
し
た
の
で
す
・
そ

の

乎

ど

さ

今

の

子

て

き

て

い

る

の

で

す

ね

.

の

絵

を
錨
か
せ
た
ら
、
み
ん
な
背
中
う
・
だ
か
ら
直
接
的
に
戦
争
は
と
う

の
ね
・
そ
う
す
る
と
い
つ
も
い
つ
も
た
a

そ
の
辺
か
ら
そ
の
子
ど
も
た
ち
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
ど
う
し
も
た
ち
の
、
訴
え
ち
¥
と
も
自
分
で

浅

利

勝

美

ん

ど
も
の
状
争
議
団
で
も
そ
う
で
す
ね
@
観
が
の
絵
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
が
、
い
う
も
の
だ
か
ら
い
け
な
い
、
と
い

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
に
な
っ
て
う
ん
ざ
り
は
ず
い
分
教
え
ら
れ
た
り
し
て
ね
・

て
も
そ
れ
が
多
く
な
る
と
い
う
の
は
は
直
嬢
訴
え
ら
れ
な
い
ζ
と
を
私
が
態
は
特
徴
的
に
言
っ
て
、
ど
の
よ
う
理
間
も
な
く
首
を
き
ら
れ
た
。
子
ど
照
い
背
中
ば
か
り
。
お
か
あ
さ
ん
は
っ
た
と
と
で
は
な
く
て
、

本
当
に
人

す
る
わ
け
・
そ
れ
で
H

何
か
い
い
も
今
で
は
全
員
成
長
し
て
・九

ひ

と

つ

は

私

が

被

爆

者
だ
と
い
う
と
替
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
、
と
い
う
ふ
に
な
っ
て
い
る
と
お
考
え
で
し
ょ
う
も
は
ど
う
す
る
ん
で
す
か
、
ね
・
モ
背
中
を
丸
く
屈
め
て
機
を
織
っ
て
い
問
と
い
う
も
の
は
ど
う
生
き
て
い
く

の
な
い
で
し
ょ
う
か
H

っ
て
、
も
う
だ
か
ら
、
考
え
て
み
る
と
争
犠
は
と
・
そ
し
て
、
戦
後
、
原
爆
孤
児
の
う
な
乙
と
が
あ
っ
て
、

か

。

う

し

て

お

い

て

、

一

方

で

は

児

窓

懸

る

か
ら
背
中
し
か
見
え
な
い
、
そ
れ
の
が
人
間
ら
し
い
生
き
方
な
ん
だ
・

真
剣
に
聞
か
れ
た
り
し
て
ま
し
た
。
や
り
方
に
よ
っ
て
は
正
し
く
人
聞
が
救
銀
活
動
に
十
一
年
間
た
ず
さ
わ
っ
そ
の
救
侵
活
動
は
、
正
確
に
は
原

さ

原
爆
孤
児
こ
限
意
で
「
子
ど
も
も
人
間
と
し
て
尊
ば
が
み
ん
な
真
っ
黒
い
ん
だ
ぞ
う
で
、
で
も
人
聞
が
ζ
う
な
っ
た
ら
命
ま
で

山
口
正

6

l

ん

ら
ず
戦
争
で
績
を
れ
る
」
と
い
う
の
に
・
だ
力
ら
全
く
そ
の
絵
を
見
た
ひ
と
は
ゾ
ッ
と
し
た
噂
わ
れ
て
し
ま
う
じ
ゃ
な
い
か
、
と

失
っ
た
子
ど
も
た
ち
と
い
う
の
は
、
そ
れ
は
立
て
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
で
す
・
丹
後
に
限
ら
ず
、
大
体
い
う
H

外
側
M

を
回
っ
て
い
る
よ
う

日

勇

一
九
一
六
年
広
島
市
生
れ
。

原
爆
で
両
親
を
な
く
し
、
本
人

も
被
爆
者
.
原
爆
孤
児
救
鐙
出

動
や
原
水
爆
禁
止
運
動
に
た
ず

さ
わ
り
な
が
ら
、
作
家
と
し
て

活
組
さ
れ
て
い
る
.
「
か
あ
さ

ん
の
野
菊
」
「
お
ζ
り
じ
ぞ
う
」

な
ど
の
曜
詰
を
は
じ
め
、
ル
ポ

子

さ
ん

プ
ロ
フ
ィ

ル

いうの・・・

浅

利

「
原
爆
瓦
」
な
ど
著
轡
多
数
]
山

「
荒
れ
地
野
ば
ら
」
で
第
十
四
川

回
多
喜
二

・
百
合
手
賞
を
受
け

川

た
.

川

日
本
民
主
々
義
文
学
同
盟
幹
川

事
・
日
本
児
盤
文
学
者
協
会
々
川

良
・
全
国
革
新
怒
世
話
人
な
ど
・
川
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一一網の目の

『いきの桂き

三主主主体毛

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会二ユース

作
家
と
し
て
、
平
和
運
動
を
は
じ
め
「
日

本
を
よ
く
す
る
だ
め
に
」
活
躍
さ
れ
て
い

る
山
口
勇
子
さ
ん
は
、
古
く
か
ら
の
「
支

媛
す
る
会
L

の
会
員
。

レ
ー
ガ
ン
巳
よ
る
核
戦
略
ガ
、
桜
使
用

の
危
険
を
現
実
の
も
の
と
し
、
日
本
で
は

そ
の
政
策
に
加
担
す
る
、
中
曾
根
内
閣
ガ

誕
生
。
そ
こ
で
、
山
口
さ
ん
に
、
平
和
、

文
学
、
子
ど
も
た
ち
ゃ
、
争
議
の
こ
と
な

ど
、
多
い
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
戸
は
、
浅
利
さ
ん
夫
妻
。

正
さ
ん
は
、
沖
争
議
支
鐙
を
理
由
に
、
仕

事
差
別
さ
れ
、
都
労
委
で
闘
っ
て
お
り
、

夫
霊
と
も
、
文
学
運
動
に
も
参
加
さ
れ
て

い
ま
す
。

、
か
え
て
い
る
問
題
が
あ
ま
り
に
も

会

耳

さ

む
か
し
今
立
晴
、
背
中
の
お
か
あ
さ
ん
の
方
な
こ
と
し
か
で
き
な
い
の
で
は
な
い

'
利
勝
美

U

'

6

b

田
す
ぎ
る
と
い
う
か
多
す
ぎ
ま
す
・

ん

は
，
親
の
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
・

か
と
思
う
の
で
す
ね
・

経
済
的
に
も
粉
神
的
に
も
、
特
に
弱
背
中
を
見
て
子
ど
も
は
育
つ
u

と

い

一

家

回

無

と

い

う

と

と

が

、

今

ど

う
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浅

利

勝
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互
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立
国
闘
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ど
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た
ち
の
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け
れ
ど
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今
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そ
れ
だ
け
な
っ
て
し
る
の
で
し
ょ
う
ね
・

ん

じ

ぞ
う
』
の

に
照
権
利
な
状
態
が
か
ぶ
さ
っ
て
い

'

人

形
劇
を
新
附
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の
会
の
松
戸
の
庖

く
の
で
す
・

ま
だ
子
ど
も
だ
か
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文

や

ア

で

缶

剖

当

て
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で
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っ
た
時
の
と
と
で
す
・

分
た
ち
で
、
解
決
す
る
と
い
う
乙
と
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虫

、

ゥ
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た
く
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た
ち
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演
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い
わ
け
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す
・
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戸

し
た
の
で
す
が
、
そ
の
子
ど
も
た
ち

昔
、
子
ど
も
に
と
っ
て
親
は
絶

2
J
P
L
カ
ォ
、
ナ
し
レ
i

え

自
身
が
す
ご
く
変
っ
て
い
っ
た
の
で

対
に
い
な
く
て
は
い
け
な
い
と
、
本

d

u♂
7
誤
認
;
コ
ン
4
F正
予
己
白
色

t
d

す
・
文
学
に
限
ら
ず
文
化
の
面
と
い

当
に
そ
う
思
い
ま
す
.
今
、
隣
婚
が

吋
U

う
の
は
、
や
は
り
ひ
と
を
変
え
る
も

多
い
け
れ
ど
、
子
ど
も
の
人
権
を
は

さ

原
爆
を
題
裂
で
ま
よ
、
か
と
忠
、
ま
す
.

の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

浅

利

正

』
7
む

し

ね
て
お
い
て
漏
だ
り
の
権
利
と
い
う

ん

初

に
し
た
児
争
賊
団
だ
っ
た
ら
n
指
名
解
屈
を
す
・

の
も
成
り
立
た
な
い
と
思
い
ま
す
。
盤
文
学
で
子
ど
も
に
平
和
の
大
切
さ
撤
回
せ
よ
M

と
目
的
立
ま
っ
き
り
し

さ

た

だ
ひ
と
つ
の
作

，.

山

口

今
の
時
代
に
は
戦
争
の
直
療
の
被
を
訴
え
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
反
響
て
い
ま
す
よ
ね
・
そ

こ

に

向

つ

て

の

ん

品

で

ζ
う
変
っ
た
と

害
を
受
け
た
孤
児
と
い
う
の
は
い
ま
と
い
っ
た
も
の
に
つ
い
て
EE--

臨
援
の
必
扇
も
あ
れ
ば
ぐ
に
や
ぐ
に
は
雷
え
な
い
ん
で
す
ね
.
あ
れ
や
乙

せ
ん
が
、
形
が
変
っ
た
照
権
利
な
状
さ
文
学
と
、
う
も
の
や
し
た
と
ζ
ろ
も
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
れ
や
、
あ
の
手
乙
の
手
と
い
う
か
い

山
口

ι

ー

、

、

、

態
と
い
う
と
と
が
ず
い
分
出
て
き
て

ん

は

大
変
ま
と
ろ
っ
と
力
取
り
巻
L
て
し
な
L
と
大
き
な
盛
ろ
い
ろ
な
も
の
が
絡
み
あ
い
、
そ
れ

い
る
よ
う
で
す
.
た
と
え
ば
サ
ラ
金
し
い
も
の
で
す
.
こ
の
題
材
を
こ
う
り
上
り
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
、
と
が
細
み
あ
が
る
時
が
あ
る
と
思
う
の

地
獄
に
よ
る
家
庭
崩
恩
と
か
い
っ
た
曾
い
た
か
ら
、
ぱ
っ
と
反
応
が
出
る
思
い
ま
す
・
で
す
・
そ
の
時
に
大
変
な
力
を
発
仰

と
と
・
つ
ま
り
今
は
、
原
爆
孤
児
と
と
か
は
い
か
な
い
で
す
ね
a

聞
の
び
文
学
運
動
と
い
う
の
は
、
長
い
目
す
る
よ
う
で
す
ね
・

違
っ
て
複
雑
な
椴
利
要
と
い
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
分
野
も
で
み
る
と
そ
う
い

-Zの
だ
と
思
い

と
が
子
ど
も
た
ち
に
お
し
か
ぶ
さ
っ
労
働
運
動
や
平
和
迎
動
の
中
で
は
必
ま
す
・
そ
れ
で
、
気
が
付
い
た
ら
び

う
の
で
す
ね
.

の
で
す
ね
.

な
い
か
、
と
今
で
は
纏
信
を
も
っ
て
た
と
い
う
時
点
で
は
敗
け
た
げ
れ
ど
ど
、
戦
争
を
舵
し
進
め
る
勢
力
と
い
知
れ
な
い
り
れ
ど
、
ど
ん
な
に
か
遺

さ

若

い

ひ

と

の

感

考
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て
み
れ
ば
当
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前
の
ζ
と
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.
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っ
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み
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泊
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て
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な
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し
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っ
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感
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を
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と
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あ
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く
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し
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u
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川
市
民
判
長

の
支
援
を
臓
場
の
仲
間
と
と
も
に

川

が
主
体
u

と
言
え
ま
せ
ん
・
ち
は
「
そ
ん
な
く
だ
ら
な
い
も
の
、
っ
た
ん
で
す
・
沖

電

気

が

指

名

解

雇

と

わ

い

の

で

す

ね

、

辿

帯

が

・

会

の
会
員
の
っ
と
め
な
の
で
す
か

続
け
て
き
た
が
、
そ
れ
を
理
由
に

川

私
は
原
水
爆
禁
止
運
動
に
最
初
か
ち
ゃ
ん
と
し
た
瓦
は
資
料
館
に
あ
る
で
モ
タ
モ
習
し
て
つ
ぶ
れ
そ
う
に
な

さ

四

年
間

て
争
護
団
の
荒
木
君
が
カ
ナ
ダ
へ
一
付

さ

そ
う
い
ら
・

仕
事
差
別
を
受
け
、
同
じ
職
場
の

川

ら
か
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
げ
れ
ど
、
の
だ
宮
」
と
毒
(
が
れ
き
と
っ
た
時
に
、
日
電
と
か
富
士
通
な
ど

浅

利

正

ん

護

団
の

っ
て
き
ま
し
た
そ
し
て
争
議
団
の

浅

利

正

ん

う

意
味
で
そ
れ
か
ら
、
争
置
の
皆
さ
ん
は

目

撃

さ

ん

(争
綾
田
中
山
代

川

振
り
返
っ
て
考
え
て
み
る
と
果
し
て
レ
て
級
っ
て
い
た
わ
け
で
す
・
大
人
の
同
業
の
人
た
ち
は
か
え
っ
て
童
話
動
を
や
っ
て
き
て
、
初
め
は
や
は
中
に
平
和
委
員
会
を

宮

、
と
い
つ
は
四
年
目
に
し
て
十
一
月
十
八
日
に
「
器
」
を
忘
れ
ず
団
結
を
守
っ
て

衷
夫
人
)
と
い
っ
し
ょ
に
都
労
委

川

主
体
性
と
い
う
と
と
が
ζ
の
高
校
生
の
感
覚
で
す
ね
・
ん
に
ー
と
い
う
容
も
あ
っ
た
ん
で
す
り
n

く
や
し
い
M

と
い
う
の
が
原
点
た
つ
ま
り
国
民
的
な
平
和
、
軍
縮
、

『沖
電
気
争
議
支
録
中
央
共
闘
会
蟻
』

勝
利
の
日
ま
で
ず
っ
と
闘
い
続
け
て

で
係
争
中
・

川

が
持
て
量
に
持
て
た
だ
る
つ
か
と
小
学
生
も
大
変
な
勢
い
で
河
原
に
よ
・
だ
か
ら
N

応
援
し
て
く
れ
る
は
だ
っ
た
の
だ
け
れ
ど
、
重
は
労
働
住
み
よ
い
日
李
つ
く
っ
て
い
く
と
が
結
成
さ
れ
た
し
、
震
を
掲
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
手
・
そ
れ
が
勝
利

か
た
わ
ら
、
現
代
ル
ボ
ル
タ
1
川

思
い
ま
し
た
・
世
界
大
会
の
ス
ロ
l

う
も
れ
た
原
爆
瓦
を
担
っ
て
い
ま
ず
は
な
い
じ
ゃ
な
い
か
H

と
い
う
こ
運
動
の
全
体
の
よ
-『
必
も
の
が
見
え
い
う
運
動
と
あ
わ
せ
て
「
指
名
解
腫
カ
ナ
ダ
へ
代
表
を
送
る
湿
扇
も
で
き
へ
導
く
道
だ
と
思
い
ま
す
・

ジ
ュ
研
究
会
、
民
主
主
義
文
書

川

ガ
ン
が
上
の
ま
ら
出
て
く
る
の
を
す
・
あ
る
小
学
校
で
露
で
す
げ
ど
と
で
闘
い
に
水
害
毒
ま
あ
っ
て
き
て
、
そ
う
す
る
と
N

自
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だ
け
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て
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喫
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受
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u
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で
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な
か
っ
た
か
、
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も
旧
な
い
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の
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学
校
の
児
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会
が
と
こ
ろ
が
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指
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解
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さ
れ
て
外
で
は
な
し
に
、
た
と
え
ば
公
務
員
労
す
・

闘
を
み
て
い
る
と
と
れ
は
絶
対
勝
て
舎
さ
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

川

い
も
の
に
は
と
う
い
っ
た
ζ
と
が
あ
全
市
の
小
学
校
に
呼
び
か
け
た
そ
う
へ
出
て
み
た
ら
、
労
働
運
動
と
い
う
働
者
の
人
勧
凍
結
反
対
と
い
う
運

動

さ

当
然
手
、
う
な
ら
る
な
、
と
い
う
感
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が
す
る
の
で
す
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い
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し
た
・
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五
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に
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す
・

で
す
・
モ
し
て
語
~
ち
が
で
き
ま
の
は
乙
う
い

2ζ
ろ
に
あ
っ
た
の
と
結
び
つ
い
て
や
重
う
に
な
る
・

山

口

ん

ざ

る

を

得

な

い

で

さ

ど

ん

な

に

ま

ど

.
、

山

口

=

だ
か
ら
争
賠
団
で
も
そ
う
だ
と
思
し
た
H

と
い
う
喜
び
を
諮
っ
て
い
る
だ
、
乙
ん
な
連
世
間
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
今
年
の
夏
に
は
、
反
該
を
要
求
し
し
よ
う
ね

L
つ
も
思
う
の
で
す
け

ん

ろ

っ
と
し
い
か
も

白
発
的
な
運
動

ゐ
こ
そ

H
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ち
る
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罫軍45号

現
在
住
ん
で
い
る
松
声
市
を
中

心
に
、
婦
人
運
動
や
親
子
映
画
な

ど
の
活
踊
を
し
て
い
る
.

日
出
年
正
さ
ん
と
結
婚
.
当
時
勤

め
て
い
た
「
塾
」
で
解
服
攻
警
を

う
げ
、
労
働
組
合
(
私
教
連
)
結

成
に
参
加
し
、
完
全
勝
利
す
る
な

ど
争
犠
も
経
験
.
家
侠
に
は
、
男
、

女一

人
の
子
ど
も
と
、
四
人
.

民
主
々
義
文
学
同
盟
東
葛
支
部

長、
新
婦
人
松
戸
事
務
局
長
な
ど
.

三冊
山
県
の
生
れ
.
四
十
四
歳
.

(5 ) 

浅
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正
さ
ん
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た
要
時
署
名
は
、
二
週
間
の
う
ち
に

ζ
の
決
定
を
ど
の
よ
う
に
活
か
す

川

一
0
0
0を
超
え
、
旬
報
も
約
五

O
か
は
今
後
に
か
か
る
が
、
前
舵
の
よ

。
通
一
が
打
た
れ
る
な
ど
、
大
衆
的
ヂ
毒
殺
期
と
と
れ
を
と
り
ま
く
状

川

会
社
は
日
本
電
気
、
富
士
通
と
の
証
に
苦
慮
す
る
で
あ
ろ
う
点
を
、
不
判
闘
争
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
運
動
が
況
の
下
で
ド
こ
の
よ
う
な
決
定
警

川

企
簡
格
撃
を
ち
ぢ
め
て
業
界
で
生
要
と
考
え
る
べ
き
と
し
て
い
る
・

繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
・

葉

、
大
量
得
た
と
と
は
、
き
び
し
い
情
勢
の
中

川

き
ぬ
く
た
め
に
は
、
競
争
力
強
化
が
ま
た
帥
北
大
教
護
霊
妻
鮪
鉦
人
を
保
用
す
る
な
と
い
う
雲
で
も
全
力
を
帯
て
闘
う
こ
と
の
毘

川

必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
研
究
文
に
歪
つ
て
は
、

「戦
国
帰
胞
の
必
は
、
三
=
一

O
O団
体

・
二
ハ
万
人
・
裂
性
を
物
鰭
っ
て
い
る
・

川

・
開
発
投
資
余
力
を
産
み
出
さ
せ
ね
要
性
の
判
断
の
当
否
に
対
す
る
審
査

草

子

、

玉

5
0人
の
人
員
整
を
、
聖
書
で
あ
る
裁
判
所
長

共

闘

会

議

も

で

き

た

…

理
は
、
そ
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
わ
し
め
る
と
と
が
果
し
て
可
能
で
あ

あ
っ
た
と
主
張
し
、
主
と
し
て
経
岱
り
、
ま
た
妥
当
で
あ
る
の
か
」
と
ま
解
胞
か
ら
丸
四
年
・
争
賠
団
の
伸
資
本
と
、
こ
れ
に
手
を
貸
し
た
勢
力

川

状
鰍
と
右
二
社
と
の
格
差
の
立
旺
を
で
述
べ
て
判
例
の
底
本
的
な
変
更
を
聞
は

一
人
と
し
て
脱
落
す
る
と
と
も
に
は
予
想
も
つ
か
な
か
っ
た
と
と
に

中
心
に
一
五
人
も
の
証
人
申
請
を
行
迫
っ
て
い
る
の
で
あ
る
.
な
く
、
争
議
の
中
で
大
き
く
成
長
を
迎
い
な
い
.

』

っ

た

.

こ

う

し

た

な

か

で

、

神

裁

判

が

今

遂

げ

つ

つ

あ

る

.

引

年

叩

月

、

配

転

拒

否

を

理

由

に

川

私
た
ち
は
、
会
社
側
の
と
う
し
た
後
ど
の
よ
う
な
結
果
を
迎
走
る
か
は
ま
た
、
支
援
の
広
が
り
は
、
支
盤
解
而
相
さ
れ
た
沖
電
労
働
者
が
、
東
京

川

主
張
自
依
が
、
焼
理
解
雇
に
関
す
る
全
く
余
断
を
許
さ
な
い
が
、
前
記
会
す
る
会
約
一
万
四
千
人
、
全
国
二
+
地
紋
八
王
手
支
部
に
挺
訴
、
ま
た
、

川

判
例
の
到
達
点
に
照
ら
し
て
も
失
当
社
側
二
証
人
を
通
じ
て
獲
得
し
た
成
五
県
評
、
都
内
二
十
七
地
区
労
の
支
同
年
九
月
に
は
、
裁
判
傍
聴
を
理
由

川

で
あ
り
、

一
五
人
の
柾
人
申
駒
は
裁
果
に
加
え
て
、
特
節
し
て
お
く
べ
き

鐙

を

鍛
め
る
と
い
う
レ
ベ
ル
に
逮
に
仕
耶
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
人
の

川

判
引
き
延
し
策
以
外
の
何
も
の
で
も
「
成
果
」
と
し
て
、
八
二
年
八
月
九
し
、
そ
し
て
念
願
の
支
鐙
会
贈
も
結
労
働
者
が
都
労
委
に
提
訴
。

ζ
れ
ら

川

な
い
と
と
亭
萌
R
t
m
に
す
る
ζ
と
を
日
付
の
東
京
地
裁
の
会
社
側
証
人
採
成
さ
れ、

全
民
労
協
発
足
を
前
に
、
を
犠
に
、
争
確
固
と
験
場
の
闘
争
の

川

，

l

!

!

l

努
力
す
る
と
同
時
に
、
採
用
さ
れ
用

「
決
定
曾
」
を
挙
げ
て
お
か
な
り
聞
か
れ
た
け

-m集
会
は
八
千
人
を
結
合
が
強
化
さ
れ
始
め
た
・

川自

信

名

回

開

一

軍

の

復

活

た
会
社
側
の
二
証
人
に
対
す
る
反
対
れ
ば
な
ら
な
い
・

鎮
め
て
、
大
成
功
を
お
さ
め
た
a

沖
電
気
の
職
場
に
お
い
て
、
乙
れ

川

t

i

l

t

4

尋
問
に
全
力
を
注
い
だ
.
会
日
係
側
二
柾
人
の
尋
問
棋
了
後
、
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
労
相
醐
再
編
の
ま
で
ほ
と
ん
と
挺
訴
の
例
が
な
く
、

神
電
工
隷
板
蓋
窓
は
、
河
年
(聞
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
.

そ

し
て
そ
の
中
で
、
本
件
人
民
登
残
る

A
E側
柾
人

二一
人
の
採
否
は
中
で
、
階
級
的
に
闘
う
労
働
組
合

の

そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
の
闘
い
は
職
腸

川

和
五
三
年
)一

O
月
、
全
従
業
白
の
乙
れ
ら
を
み
る
と
き
、
乙
の
事
件
理
は
、
経
営
危
機
を
回
避
す
る
ど
こ
今
後
の
鍛
判
の
進
'付
に
と
っ
て
由
要
幅
広
い
結
集
を
は
か
る
前
要
な
契
機
の
中
の
労
働
者
が
、
判
の
闘
い
の
例

川

約
一
割
に
あ
た
る
一
五

O
O人
の
希
の
当
初
か
ら
の
重
大
性
が
あ
ら
た
め
ろ
か
の
「
八
パ
l
セ
ン
ト
配
当
」
を
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
・そ
れ
ゆ
え
、
と
し
て
の
役
割
を
沖
争
磁
が
果
し
て
に
学
び
、
多
く
の
労
働
者
と
連
携
し
酬

明
議
機
募
鍛
を
待
な
い
、
応
募
者
が
て
怨
い
起
と
さ
れ
る
・
行
な
え
る
ほ
ど
の
利
益
を
確
保
す
ム
雰
倒
は
、
残
り
の
粧
人
に
つ
い
て
い
る
と
と
を
示
し
て
い
る
・
と
の
よ
て
闘
う
こ
と
を
経
験
し
、
今
後
の
連

川

と
れ
に
満
た
な
か
っ
た
と
し
て
約
一
一
一
一
方
、
約
三

O
O人
の
被
解
届
者
る
・
②
人
民
務
魁
の
強
待
に
よ
り
「従

あ
ら
た
め
て
詳
細
な
待
問
別
項
轡
を

う
な
事
態
と
な
る
こ
と
は
、
当
初
、
動
を
発
展
さ
せ
る
う
え
で
も
貫
置
な

川

0
0人
の
指
名
解
屈
を
強
行
し
た
・

の
う
ち
、
七
一

人
は
斑
官
民

・
八
王
字
盤
負
の
意
織
改
革
」
を
は
か
る
・
③
提
出
し
、
経
営
状
況
の
細
部
に
ま
で

ζ
の
人
民
盤
雇
を
企
画

・強
戸
付
し
た
意
磁
を
持
つ
・

川

三
井
三
池
争
議
以
来
、
大
企
業
に
熊
谷

・
前
橋
の
各
地
に
お
り
る
毅
判
そ
の
後
の
職
場
の
支
配
体
制
を
確
立
わ
た
っ
て
、
各
部
門
の
担
当
に
分
担

川

お
い
て
は
「
語
」
と
な
っ
た
指

名

闘
争
を
は
じ
め
、
指
名
産
置
を
す
る
な
ど
の
た
め
に
行
っ
た
も
の
で
喜
て
証
言
喜
る
方
針
を
あ
く
ま

沖

資

本

の

矛

盾

は

明

ら

か

川

解
肢
を
、
好
況
鍛
羽
で
あ
る
通
信
機
求
め
て
、
ね
ば
り
強
く
闘
い
続
け
て
あ
り
し
か
も
、
余
剰
人
民
の
算
出
般
で
も
貨
と
う
と
鼠
み
た
園

業
界
の
大
メ
ー
カ
ー
が
強
行
し
た
ζ

い
る
・

「
V'私
Y

拠
か
ら
計
算
し
て
も
、
本
件
務
理
人
こ
れ
に
対
し
裁
遡
附
は
、
一
人
の
仲
闘
争
は
、

そ
の
後
の
我
国
大
企
を
前
に
配
転
命
令
が
出
さ
れ
、

ζ
れ

川

と
は
、
モ
の
後
、
造
船
費
な
ど
で

2
何

回

明

日

程

明

ら

か

に

覇

で

あ

る

・

な

柾
人
に
つ
い
て
採
用
決
定
し
(
他
の
業
の
人
口
合
理
化
の
動
き
、
草
再
を
不
当
労
働
門
為
と
し
て
襲
し
た
川

あ
い
つ
ぐ
人
口
重
を
ま
き
起
と
し

尋

議

J

ど
の
警
官
に
す
る
と
と
が
残
り
の
鉦
人
に
つ
い
て
、
と
の
時
点
編
の
動
き
、
華
麗
を
め
ぐ
る
裁
と
た
ん
に
、
解
雇
す
重
い
富

山

た
ま
た
、
電
機
労
連
が
、
支
鐙
す

d
昨
ぷ
九
‘
と

で

き

た

.

で
却
下
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
)
、
判
理
論
の
動
き
に
と
、
様
々
な
波
紋
が
発
生
し
て
い
る
乙
と
な
ど
は
、

モ

川

る
ま
さ
い
た
ら
す
、
道
右
翼
丙

日

一

万

一
方
、
益
課
、
私
た
ち
に
と
そ
の
中
で
、
皇
室
側
が

立

証

を

を

投

げ

か

え

の

顕

著

な

あ

ら

わ

れ

と

雷

え

る

・

川

編
の
旗
頭
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
と

d
E

，S
R

っ
て
有
利
に
展
開
す
る
中
で
、

ζ
の
強
い
ら
れ
る
べ
き
数
取
回
を
し
ぼ
っ
そ
し
て
い
ま
、
神
電
気
を
は
じ
め
フ
ァ
シ
ョ
的
職
場
支
配
を
め
ざ
そ

，

裁
判
の
行
方
を

一
つ
終
点
と
し
て
ね
て
挙
げ
て
、
証
人
の
尋
問
事
項
を
限
と
す
る
電
畿
産
業
は
、
産
業
の
電
子
う
と
と
す
る
資
本
は
、
闘
い
の
火
福

山

ら
い
定
め
た
か
の
ご
と
く
、
整
理
解
定
し
た
・
し
か
も
、
そ
乙
に
は
希
望
化
の
動
き
、
さ
ら
に
は
軍
国
主
義
化
を
自
ら
作
り
出
す
、
そ
し
て
、
そ
う

川

庖
を
め
ぐ
る
従
来
の
判
例
理
論
に
逆
退
職
応
募
状
況
を
踏
ま
え
た
う
え
で
の
大
肢
の
中
で
、
戦
略
産
業
と
し
て
レ
た
泊
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

川

一
付
す
る
動
き
が
、
目
立
ち
始
め
て
き
の
指
名
解
雇
の
再
検
討
の
事
実
の
有
唯
一
人
、
大
き
く
利
益
を
伸
ば
し
つ

ζ
ろ
に
大
き
な
弱
点
が
あ
る
・

川

て

い

る

・

無

な

ど

、

前

記

和

国

論

文

が

要

件

と

つ

あ

る

・

伸

電

気

で

は

、

と

の

指

名

解

雇

以

川

そ
の
中
で
も
的
経
営
法
曹
会
議
の
し
て
必
要
な
い
と
論
じ
て
ド
る
点
が
か
つ
て
の
戦
略
産
柴
と
言
わ
れ
た
来
、
大
革
就
職
希
留
者
の
人
気
は
大

川

和
田
良
一
論
文
は
、
「
希
望
退
職
募
主
面
か
ら
尋
問
耶
羽
と
し
て
取
り
語
、
自
動
車
の
職
場
の
よ
う
に
フ
闘
に
落
ち
込
内
、
研
究
-
開
発
の
カ

川

熊
と
指
名
解
屈
を
含
め
て
人
数
を
予
上
げ
て
明
飽
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ア
シ
ョ
的
職
場
支
配
へ
の
動
き
も
急
ナ
メ
で
あ
る
優
秀
な
人
材
の
獲
得
に

川

定
し
た
上
、
ま
ず
希
望
退
職
を
募
る
る
・

理
L
始
ま
っ
て
い
る
・

苦

慮
し
て
い
る
な
ど
、
矛
麿
は
、
白

川

と
い
う
佑
雌
を
と
る
と
き
は
、
た
と
私
た
ち
は
、
乙
の
鉦
人
採
用
問
題
官
軍
5
月
、
富
士
電
機
川
崎
工
腸
に
見
え
て
き
て
い
る
・

川

え
希
回
開
退
職
募
集
締
め
切
り
時
点
で
に
関
し
、
約
一
カ
月
半
の
う
ち
に
、
で
一
七

O
O中
一
五

O
O人
を
鍛
め
私
は
幅
広
く
労
働
者
、
市
民
と
連

川

の
未
述
人
数
が
少
な
い
場
合
で
あ
っ

二

度
に
わ
た
っ
て
反
論
の
轡
蘭
を
挺
て
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
決
起
集
会
を
待
術
し
て
闘
う
と
の
争
議
は
必
ら
ず
勝

川

て
も
指
名
解
雇
の
に
つ
い
て
、
再
検
出
す
る
と
と
も
に
、
裁
判
官
と
の
面
な
い
、
役
選
で
電
機
労
連
主
流
派
と
利
で
き
る
と
搬
倍
し
て
い
る
・

川

討
を
加
え
る
余
地
な
い
も
の
と
考
え
会
を
繰
り
返
す
な
ど
、
ム
歪
側
の
ね
目
さ
れ
て
い
た
艶
付
部
を
逆
転
さ
せ

(志
村
さ
ん
の
資
料
か
ら
の
俵
粋
)

川

る
べ
き
で
あ
る
」
と
論
じ
、
沖
裁
判
ら
い
を
崩
す
た
め
に
全
力
を
注
い
る
と
い
う
郁
件
・
あ
る
い
は
、
官
年

川

に
お
い
て
、
会
社
側
が
今
後
肢
も
立
だ
と
の
問
、
裁
判
所
に
寄
せ
ら
れ

6
月
、
日
本
電
気
玉
川
工
協
で
役
選

お

年

が

正

念

場

都労委・沖裁

判の弁護士

ー守ーし

，~、

村2

新
さ
ん

1983年 1月 1日

東京法律事務所

前
進
す
る
法
廷
闘
争

「沖電気は指名解雇を撤回せよ」

銀座での宣伝行動

第

5
回

ロ
仕
事
は
営
業
.
世
界
各
地
の

支
庖
と
航
空
券
代
金
の
送
受
信
.

悶
勤
続
は
l
初
年
.

悶
家
族
は
1
襲
、
長
男
(
高
一
)

畏
女
(
小
六
)
の
4
人
家
族
.

悶
住
患
は
嫡
玉
県
柏
叩
和
市
.

悶
資
金
差
別
が
撤
回
さ
れ
る
と
、

5
5
m万
円
ア
y
プ
し
ま
す
.

日本航空

物袋会
日本航空株式会社

年月1，所属IIJIn f， 
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家
族
ぐ
る
み
で
、
平
和
を
考
え

る
映
画
と
し
て
「
太
陽
の
子
」
や

「子
ど
も
の
と
ろ
、

戦
争
芯
あ
っ

た
」
な
ど
の
秀
作
ぴ
あ
る
が
、
今

度
作
ら
れ
た

『せ
ん
せ
い
』
は、

原
憾
の
惨
由
を
じ
っ
く

P
2是
正

フ
ラ
ン
ス

ア

ン

ド

レ

・

サ

ン

ジ

ョ

ン

さ

ん

の

話

労
働
総
同
盟

(
C
G
T
)
金
属
労
連
書
犯
長

た

「原
爆
映
画
の
段
高
作
」
(
瓜

生
忠
実
氏

・
映
画
評
論
家
)
と
吾

題
の
作
品
.

乙
の
映
画
は
、
幼
い
附
副
長
崎
で

二
次
被
爆
し
、
二
十
七
年
後
に
白

血
病
で
死
ん
だ
実
在
の
船
人
小
学

〈
フ
ラ
ン
ス
の
危
機
〉

フ

ラ

ン

ス

の

企

鍵

利

潤

の

-2q
園
内
生
産
へ

3
-
で

は

、

失

業

者

が

二

百

万

人

に

速

し

の

再

投

資

に

綴

り

向

け

ら

れ
た
の
は

刊
一
て
い
る
。
，
乙
れ
は
、
現
在
の
ミ
ッ
テ

四

八

痛

に

王

子

、

七

百

七

十

億

フ

月
一
ラ

ン

社

共

迎

立

政

権

が

過

去

の

缶

派

ラ

ン

が

圏

外

へ

投

資

さ

れ

た

.

金

属

己

反
動
政
抑
か
ら
引
き
継
い
だ
あ
し
き
万
人
、

m
議

・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
九
時
間

(従
来
は
四
十
時
間
)

労

働

〈

固
有
化
と
産
業
政
策
〉
ミ
ッ
テ
産
業
で
は
今
後
三
万
五
千
人
の
要
員

&
一
泊
産
で
あ
る
・
危
機
の
資
本
主
義
的
で
七
万
人
の
減
少
で
あ
る
・
そ
の
他
を
実
施
し
た
・

ラ
ン
政
権
に
よ
る
固
有
化
で
、
フ
ラ
填
り
し
計
画
が
あ
り
、
経
営
者
側
は

8
一
性
絡
は
、
今
日
で
も
不
変
だ
B
ζ
の
臨
時
、
パ
l
ト
な
ど
の
不
安
定
履
周
〈
連
帯
の
契
約
〉
定
年
(
老
齢
年
ン
ス
経
済
の
占
め
る
公
共
部
門
の
比
政
府
の
フ
ラ
ン
防
衛
の
た
め
の
賃
金

叩
一
危
機
に
対
応
す
る
た
め
、
過
去
の
右
厚
相
大
し
て
い
る
・

金
善
意
年
齢
)
は
八
三
年
四
月
率
は
三
O
掃
に
逮
し
、
金
属
霊
で
抑
制
策
を
口
語
、
八
二
年
の
賃
上

一
派
反
動
政
権
は
、
①
資
本
主
義
的
な
〈
社
共
政
権
の
対
応
〉
右
派
政
権
一
日
か
ら
六
十
践
と
な
る
が
、
そ
れ
は
固
有
関
連
企
業
に
働
く
労
働
者
は
げ
を
八
帯
、
八
三
年
を
同
九
掃
に
押

一
利
削
追
求
の
た
め
の
腹
諜
再
編
成
②
は
、
耐
乏
に
つ
い
て
労
働
者
の
合
意
よ
的
単
く
温
職
す
る
者
が
出
た
り
、
=
一
七
・
五
括
、
九
十
万
人
と
な
っ
て
さ
え
乙
も
う
と
し
て
い
る
.
ま
た
、

一
目
先
の
利
益
の
た
め
の
商
品

-
資
本
を
取
り
付
け
よ
う
と
し
た
が
、
そ
れ
労
働
時
間
短
縮
を
行
っ
た
場
合
、
そ
い
る
.
固
有
化
は
、
国
民
の
需
要
に
社
会
保
障
の
拠
出
金
が
高
す
ぎ
る
と

一
の
輸
出
師
読
③
労
働
者
に
対
す
る
耐
は
得
ら
れ
ず
、

社
共
連
立
政
権
の
誕
れ
に
見
合
う
裏
員
数
だ
付
属
用
を
鉱
そ
っ
た
産
業
の
発
展
、
取
り
引
き
や
し
て
、
政
府
か
ら
よ
り
多
く
の
補
助

一
乏
の
強
制
と
い
う
政
策
を
と
り
、
モ
生
と
な
っ
た
。
新
政
権
は
、
届
周
の
大
す
る
「
連
語
の
契
約
」
が
、
企
諜
工
場
進
出
、
伎
術
協
力
な
ど
で
外
国
を
引
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
.

一れ
が
危
機
を
い
っ
そ
う
想
化
さ
せ
施
保
、
イ
ン
フ
レ
と
の
闘
い
、
園
内
ご
と
に
政
府
、
臨
答
者
、
労
働
組
合
の
信
頼
の
高
ま
り
を
保
聞
す
る
も
の
政
府
部
内
に
も
動
婦
が
あ
り
、
右

一
た
・

市
旧
制
の
回
復
を
政
策
の
柱
に
し
て
い
聞
で
結
ぼ
れ
て
い
る
・
十
六
歳
か
ら
と
し
て
好
ま
し
い
.

派
は
地
方
自
治
体
を
拠
点
に
し
て
復

一

〈
金
属
産
業
の
失
業
〉
金
属
産
業
る
・
こ
の
た
め
、
新
政
植
は
物
価
ス
十
八
歳
の
背
年
層
を
特
に
対
象
と
す
庖
用
確
保
、
圏
内
市
場
回
復
の
た
権
す
べ
く
、
国
民
の
不
満

・
不
安
を

〔
一

に
つ
い
て
み
れ
ば
、
一
九
七
四
年
に
ラ
イ
ド
段
低
白
金
、
老
齢
年
金
の
段
る
職
業
訓
練
も
行
っ
て
い
る
.
失
殺
め
に
、
政
府
は
新
し
い
産
業
発
展
計
あ
お
っ
て
い
る
.

べ

て

一
百
八
十
万
人
だ
っ
た
労
働
者
数
は
低
保
障
の
こ
O
掃
引
き
上
げ
、
家
族
は
ふ
え
つ

づ

け

て

い

る

が

、

失

撲

の

函

を

立

て

て

い

る

・

〈

社
会
主
義
を
め
ざ
す
〉
わ
れ
わ

-一

八
一
年
に
は
二
百
四
十
万
人
に
減
少

手
当
の
二
五
揺
ア
ン
プ
、
年
次
有
給

仰
び
率
は
八
一
年
上
半
期
の
一
四

・

〈
野
心
的
な
示
画
〉
政
府
の
計
画

れ
は
政
府
と
協
力
す
べ
き
は
協
力

一一一

し
た
"
鉄
鋼
で
五
万
人
、

工
作
機
械
休
暇
の
年
五
迦
へ
の
延
長

(従
来
は
七
蕗
か
ら
八
二
年
同
期
の
七

・四
掃
で
は
、
鉄
鋼
は
八
一
年
の
年
産
二
干
し
、

社
会
に
対
し
て
建
設
的
貿
任
を

4
2

一
二
万
人
、
自
動
車
十
万
人
、
造
船
一
年
四
週
)
、
一
九
八
五
年
に
週
=
平
に
半
減
し
て
い
る
・

百
万
ト
ン
体
制
を
八
六
年
に
二
千
四
引
き
受
げ
る
が
、
あ
く
ま
で
政
府
、

る

百
万
J
に
す
べ
く
、
五
年
間
で
二
百
資
本
、
す
べ
て
の
政
党
か
ら
の
独
立

町

六
十
億
フ
ラ
ン
喜
資
す
る
エ
レ
を
維
持
し
基
の
ま
を
引
き
も

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
は
、
米
国
、
日
本
な
ど
そ
う
と
す
る
勢
力
と
は
た
た
か

支

ど
へ
の
依
存
度
を
低
め
、
八
六
年
ま
う
・
そ
し
て
、
労
働
者
が
ふ
さ
わ
し

を聞
で

に
一
千
四
百
億
フ
ラ
ン
を
投
入
い
地
位
を
号
え
ら
れ
る
民
主
的
、
自

伸

し
、
研
究
開
発
、
妓
術
人
員
の
養
成
主
管
理
的
な
社
会
主
義
の
建
設
亭
あ

の

を

は

か

る

ざ

し

て

い

く
つ
も
り
だ
.

【盛
口
】

気

〈
サ
ボ
る
経
営
者
〉
一
九
八
一
年

電由!たれさ雇解名
己
目
+中
J

校
教
師
、
山
口
竹
子
さ
ん
を
モ
デ

ル
に
し
、

生
徒
た
ち
に
、
死
を
覚

悟
し
た
竹
子
先
生
が
「
子
ど
も
た

ち
ゃ
、
未
来
の
た
め
に
、
原
爆
を

引
き
受
け
る
こ
と
が
、
逆
に
生
き

る
ζ
と
だ
」
と
病
臓
と
闘
い
な
が

き

姿

司
の
現
て

爆
日
目
見

1
J
原

児

く

一画一

間
的
よ

一
映
一
じ
い

「せんせい」

ら
、
壮
絶
な
H

原
爆
の
姿
u

を
教

え
ま
す
.

「人
間
を
か
え
せ
」

「予
雷」

で
は
、
あ
ま
り
に
も
、
非
惨
な
画

面
に
、
子
ど
も
た
ち
は
、
目
を
そ

ら
し
、
身
じ
か
な
と
と
と
し
て
、

考
え
ら
れ
な
い
・
と
い
う
感
想
が

聞
か
れ
た
が
、

『せ
ん
せ
い
』
で

は
、
子
ど
も
た
ち
と
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
を
し
た
り
、
ド
ッ
チ
ポ
l
ル
を

す
る
親
し
ま
れ
る
先
生
.
オ
ー
ト

バ
イ
に
乗
せ
て
く
れ
て
、
算
数
の

教
え
方
も
上
手
な
先
生
.
そ
ん
な

先
生
が
あ
る
日
、

「原
媛
」
で
倒

れ
入
院
.
子
ど
も
た
ち
は
、
画

面
に
ド
ン
ド
ン
ひ
き
つ
げ
ら
れ

て
、
よ
く
理
解
で
き
る
作
品
に
な

っ
て
い
ま
す
.

竹
子
先
生
の
必
喜
ざ
ま
M

は

人
間
的
で
あ
り
、
と
て
も
美
し
い
.

死
の
直
前
に
、
生
徒
た
ち
に
「
あ

な
た
だ
ち
に
残
し
て
い
け
る
の
は

ζ
の
姿
の
記
憶
し
か
な
い
.
し
っ

か
的
国
を
聞
き
、
よ
く
見
て
i
.

原
爆
は
今
で
も
生
き
と
っ
hτ
品」

と
語
る
シ
l
ン
は
、
観
る
人
の
心

を
打
ち
、
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
し

ま
う
.

竹
子
先
生
の
ょ
っ
に
、
ど
ん
な

立
場
で
も
、

一
生
懸
命
に
隻
葛

姿
.教
え
ら
れ
る
と
と
ろ
が
多
い
.

H

平
和
の

-2ち
に
、
生
き
る
と
は

何
か
u

子
も
親
も
、
必
見
の
映
画

と
言
え
る
で
し
ょ
う
.

原
作
は

「商
竹
桃
の
花
さ
く
た

び
に
」
の
坂
口
便
.
監
督
は
「
ガ

キ
大
将
行
進
曲
」
「
背
襲
学
園
物

語
」
の
大
滞
豊
守
音
楽
部

「
若
者

た
ち
」
「
幸
福
の
前
色
い
ハ
ン
カ

チ
」
の
佐
藤
勝
.
竹
手
先
生
に
五

十
嵐
後
¥
み
.
問
い
合
せ
は
、
映

像
企
画
。

5
5
7
1
9
4
0
5
.

原
爆
は
ム
つ
で
も
生
き
と
っ
と
よ

しE仁HOルlA6E
N'EST PA5' FArnL 

川
一
一
雇
用

の

保

障

、

協

約

の

自

動

的

山

川

更

改

を

要

求

す

る

フ

ラ

ン

ス

の

川

川
繊
維
労
働
者
の
集
会

t
l
i
h
H山

古
共
闘
会
犠
結
成

州
刑

官
8
3
0人雲

仙
川
U川

官
崎
玉
キ
ャ
ン
プ

州
川
加
古
一
円
商
売
上
げ
飯
高

や
山

H
-HEリれ

mm川
叫
仰
肯
裁
判
醤
名
+
六
万

議

務

官
官

童

書

需

-
内
町
白
記

官
争
山崎
つ
子
市
人
目

結
畑
山
山

古
平
和
運
動
に
参
加

悩
閉

幕
6
次
喜
一
面

似

川

和

喜
支
援
書
突
破

附

側

室
会
質
問
金
書

l
d

t
裁
判
所
へ
初
袈
閥

、、1
1
1
1
1
2
・t
z・ノ

…
闘
争
日
程

…

山

1
月
日
日

(夜
)
S
M
田

町

ス
キ
l
交
流
会

・
蔵
王

H

1
月
間
日

(
火
)
熊
谷
裁

刊

判

-m時
1
M山
時

・

一

1
月
U

品目

(
水
)
東
京
毅

叩

判

-m時
1
m
M時・

…

2
月
間
目

(木
)
前
編
裁

叩

F

判

-m時
5
ロ
時
・

-m

f-zt-z-ZSEtt-

(合;うごい)
物

J
ゐザにし一号;

F
を
掛
か
カ
二
ザ
ペ

・
埼
玉
早
船
寿
美
子
さ
ん
柿

の
種
.
 

.
 北
海
道
井
沢
商
庖
労
組
石

け
ん
.

・
岡
崎
玉
町
田
妙
子
さ
ん
衣
類

.
福
島
斎
藤
芳
裂
さ
ん
み
そ

.
碕
玉
石
井
幸
子
さ
ん
衣
類

・
山
形
荒
木
貞
市
さ
ん
柿
.
 

.
 東
京
全
国
税
芝
分
会

大
石

さ

ん

酒
.

・
岩
手
鈴
木
敏
子
さ
ん
り
ん

と
.

・
東
京
佐
藤
光
年
さ
ん
衣
類

.
全
造
船

・
=
一
菱
菅
野
さ
ん

礼
服
.

・
東
京
全
港
湾
、
西
村
さ
ん

衣
類
ほ
か
.
 

.
 東
京
小
野
本
さ
ん
お
菓
子

.
静
岡
松
尾
功
さ
ん
み
か
ん

・
高
崎
中
央
病
院
吉
田
正
子
さ

ん
ヤ
サ
イ
.

これが解けなきゃ

沖争議に墜型はない
左
の
パ
ズ
ル
の
二
極
マ
ス
の
文
泊
、
今
年
ζ
そ

(

)
を
噂
巡
す

字
を
組
み
合
わ
せ
て
、

雷
繋

を

つ

る

ぞ

く
っ
て
く
だ
さ
い
.
答
は
ハ
ガ
キ

M
、
〔
)
男

に
か
い
て
支
侵
す
る
会
の
耶
務
局
目
、
上
海
帰
り
の
(

)

へ
お
送
り
く
だ
さ
い
.一

月
二
O

U州、

(

)
ベ
ッ
ド

固
ま
で
、
到
泊
分
正
解
者
の
中
か

A
タ
テ
の
カ
ギ
V

ら
抽
抽
出
で
五
名
の
方
に
、
記
念
品

2
、
心
が
(

)

を
お
送
り
し
ま
す
.
出
凶
者
は
、

5
、
ト
ラ
退
治
は
(
〉
泊
正

東
京
都
教
職
員
組
合
の
百
瀬
邦
孝

4
、
料
理
教
室
の
先
生

(
)
勝

さ
ん
で
す
.

5
、

(

)
つ
ま
を
合
わ
せ
る

A
ヨ
コ
の
力
ギ

V

6

、
女
の
子
は
お
い
羽
、
男
の
子

1
、

お

正

月

に

飲

む

酒

は

(

)

5
、
玄
聞
に
立
て
ま
す

7
、
羊
の
肉

7
、
火
消
の
組
の
し
る
し

9
、
夕
恨
の

(

)
の
火
を
消
す

8
、
(

)
者
敏
い
し
な
い
で
/
な

問
、
新
年

(
〉

叩
、
ダ
イ
コ
ン
を
す
っ
て

は

川

、

お

厨

さ

ん

円

、

際

問

開

化

す

る

同
、
日
本
の
有
会
な
彫
刻
家
荻
原
ロ
、
軍
鉱
、
大
企
業
奉
仕
の
(
)

(

)

路

線
に
反
対
を

市
、
男
の
子
が
よ
く
や
り
ま
し
た
目
、

(

)
ハ
ナ
ク
ソ
を
笑
う

M

山
、
作
家

(

)
路

げ

、

聞

の

〔

)

げ
、
人
間
は
考
え
る
(
)
旬
、

伸・

支
鐙
す
る
会
の
新
聞

旧

、

裁

判

官

の

一

極

円

、

無

(

)

熊

途

反

加
、
緑
の
(

)
い
い
目
だ
ね
:
引
、

暴
力
団
か
ら
足
を
あ
ら
っ
て

辺

、

た

よ

り

、

知

ら

せ

(

)

に

な

る

ぉ
、
仮
に
砧
て
た
小
さ
な
砲
物
位
、
再
び
合
う
ζ
と

お、

(

)
を

一

聡

つ

却

、

帰

り

に

(

)
で
一
杯

U
、
(
)
の
波
と
雲
の
波
筒
、
本
日
(
)
大
安
売
り

m
口
、
期
政
(
)
の
質
任
を
国
民
泊
、
家
来

に
し
わ
ょ
せ
す
る
な
初
、
き
ざ
み
た
ば
ζ
を
吸
う

引

、

国

会

沼

、

今

月

の

壁

間

(

)

何

?
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(8 ) 第4-5号

プロポーズは車の中で…沼年秋

『私たち、結婚するなら乙の人と

お互いに思っていたんです』

支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)

は
る
美
さ
ん

チ
ヨ
ッ
ト
お
し
え
て

-

|
彼
の
ょ
い
と
ζ
ろ
は
。

E
も
ち
ろ
ん
、
懸
命
に
生
き
て
い
る
姿
。

l
l子
ど
も
は
?

骨
争
犠
中
だ
し

:
.ζ
れ
か
ら
考
え
て

l
lあ
な
た
は
保
母
。
彼
は
争
犠
.
い
そ

が
し
い
生
活
に
な
り
ま
す
ね
.

自
え
え
.
み
ん
な
に
、
支
援
し
て
も
ら

え
る
よ
う
な
闘
い
に
す
る
た
め
、
私

も
が
ん
ば
り
ま
す
.
「
会
員
」
也
大

の
訴
え
も
ド
ン
ド
ン
し
て
・・・
.

hミ

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

叫

争
識
を
続
け
る
ζ
と
が
、
ど
ん
一

一
例
で
す
.
企
業
の
横
暴
を
許
さ

同

な
に
大
変
な
と
と
か
、
私
た
ち
は
な
い
た
め
に
も
、
神
電
気
の
仲
間

一
知
っ
て
い
ま
す
。
「
首
切
り
後
に
に
は
ね
ば
り
強
く
、
必
ら
ず
勝
利

…
…
新
採
用
」
な
ど
同
じ
労
働
者
と
し
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
・
わ
ず

、
て
許
せ
る
と
と
で
は
あ
り
ま
せ
か
、
二
O
O円
の
会
費
で
す
が
、

…

ん
。

連
帯
の
H

あ
か
し
H

で
す
。
会
員

一

大
企
業
本
位
の
政
治
は
、
働
く
は
現
在
、
十
五
人
に
な
り
ま
し
た
・

叫

者
の
生
活
を
脅
や
か
し
て
い
ま
八
三
年
は
表
年
。
勝
利
に
向
つ

“

す
.
サ
ラ
金
地
獄
な
ど
も
、
そ
の
て
、
進
ん
で
く
だ
さ
い
。
(
大
内
)

沖電気争議団の子どもたちの作文

; 沖電気はずるい { 
みなみもと ゆ
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直面

ん
ば
る
姿
連
帯
し
ま
す

吉
田
共
同
法
律
事
務
所

中山森夫さん

四
年
間
の
支
援
の
広
が
り
の
中
で
共
闘
会
議

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

ζ
の
指
令
部
を
先
頭
に

職
場
の
隅
々
か
ら
沖
支
緩
の
闘
い
を
創
り
出
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
合
理
化
の
嵐
の
中
で
一
働

ら
く
権
利
」

「
生
き
る
権
利
」

を
求
め
て
連
帯

の
輸
を
広
げ
深
め
、
大
量
指
名
解
雇
と
い
う
最

も
鋭
い
敵
の
攻
撃
に
見
合
う
本
物
の
団
結
を
つ

く
り
上
げ
る
決
意
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い

し
ま
す
。

前列右が大内さん。

(ピンボケでスイマセン〉

ご斗

軍拡では生活守れぬ
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支援する会事務局

事務所東京都港区三国

電話 (03) .51~351 5 

郵便口座口座番号

・園田一一一一一ーー--.1 東京 6-75240

闘 1532日11加入者名 222223ア

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニzース

発
行
所

第 46 号

1 9 8 3年

2月 1日

第誓46号)
 
1
 
(
 

びら豪毒劇もへんだ傘

とお患い嚢す

沖

争

議

団

、

子

ど

も

た

ち

の

作

文

、.、、.、.、、、.、.、、.、.、.、.、.、.、、.、、.、.、.、.、、、.、.、.、.、.、.、.、、、、.、ー、.、、.、、、、、.、.、.、.

-4・.、.
喝，

通
信
機
三
大
メ
l
カ
の
一
つ
円
近
い
史
上
肢
高
の
利
益
、
二

一方、
解
限
後
の
織
槻
で
は
、
の

「
支
同
盟
す
る
会
」
に
支
え
ら

神
電
気
工
業

(本
社
・
東
京
橋
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
九
州
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解

れ、

行
商
や
本
社
へ
の
抗
骸
行

本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
一
七
に
ニ
百
億
円
近
く
を
投
資
し
て
回

(田
中
古
デ
ん
)
し
た
り
、
沖
動
な
ど
に
奮
闘
.

六
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
新
工
場
の
建
設
な
ど
i
。
会
社
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
八
二
年
一
一
月
に
は
、
支
鐙

醤
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
は
東
京
地
裁
ほ
か
四
カ
所
の
裁
仕
事
を
取
り
上
げ
る
(
浅
利
さ
共
闘
会
磁
が
結
成
さ
れ
、
同
月

と

称

し

て

、

千

五

百

人

の

「

希

に

は

解

雇

四

年

の

「文
化
の
タ

〆
/
，
F

〆
〆
〆
ノ
〆
・

望
退
職
」
慧
官
官
能
認
と
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

ど

を

八

O
O
O人
で
成
功
さ

と

退

織

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

せ

た

.

人
に
、
七
八
年
一
一
月
、
大
企

判
で
も
「指
名
解
屈
の
狙
い
は
、
ん
、
中
山
さ
ん
)
な
ど
の
、

暴

裁

判

闘

争
も
第
一
の
山
場
に

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
残
っ
た
労
働
者
の
意
織
改
革
を
挙
が
続
行
.

さ

し
か
か
り
企
業
に

「首
切
り

約
二
O
年
ぶ
り
の
指
名
解
雇
を
す
る
と
と
」
と
柾
言
。
労
働
者
沖
電
気
争
議
団
の
川
人
は
、
の
自
由
を
与
え
る
な
」
と
が
ん

強

行

。

と

労

働

組

合

を

無

視

し

て

解

回

全

国

ニ

四

の

mm評
、
三
千
を
趨
ば
る
神
噴
気
の
伸
聞
に
、
あ
な

そ
の
後
の
沖
電
気
は
、
百
億
し
た
と
と
も
明
白
に
・
え
る
支
疲
労
組
や
一
万
一
一
一
千
人
た
も
熱
い
速
需
を
〆

(82年 12月 25日〉
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ザ
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q
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一究
L
山
、
九
一応

会

-h-KU3川
u
j
f
一円以

回
年
旗
び
ら
き
|
今
年
が
正
念
場
だ

200人

働
く
者
の
明
日
を
か
け
て

一
沖
争
議
を
全
力
で
取
組
み
ま
議
の
役
員
、

沖
電
気
の
伸
聞
と
家
ん
で
ゆ
く
」

の
フ
ル
ー
ト
演
奏
や

す
」
参
加
者
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
、
決
族
、
支
度
の
労
組
や
伺
人
。
参
加
支
復
す
る
会
、
小
島
事
務
局
長
の

重
明
共
闘
会
議
が
発
足
し
て
君
、
昨
年
東
京
体
富
の
八
千

「奥
飛
襲
情
」
も
飛
び
出
し
、

喜

代

初
め
て
の
H

旗
び
ら
き
H

は
、
1
人
集
会
の
大
成
功
に
俗
信
を
持
ち
と
て
も
楽
し
い
雰
閤
気
に
・

ィ
d
'
1

月
初
日
、
専
売
ホ
ー
ル

(港
区
・
「
今
年
が
、
正
念
場
ペ
ガ
ン
パ
恒
例
の
H

お
で
ん
H

は
二
日
が

τ併
を

田
町
)
に
磁
れ
る
ば
か
り
の
約
二
口
ウ
」
と
蕗
い
あ
い
ま
し
た
.
か
り
で
沖
沼
気
の
伸
聞
が
作
っ
た

グ

0
0人
の
仲
間
で
開
催
・

パ

ー
テ
ィ
の
後
半
で
は
、
沖
電
も
の
・
:
・
沖
争
議
の
前
進
を
確
信

、

倉
持
議
長
を
は
じ
め
、
共
闘
会
気
の
平
井
さ
ん
「
コ
ン
ド
ル
は
飛
で
き
る
H

旗
ぴ
ら
き
H

で
し
た
・

W
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沖
電
気
争
議
団
は
、
一
九
七
回
世
組
織
の
鉱
大

@
法
廷
闘
争
箆
大
と
連
動
し
、
争
議
団
の
財
た
ち
全
体
の
合
意
に
よ
っ
て
、
本
社
前
で
の
抗
勝
行
動

@
中

山

吋
八
年
十
一
月
二
十
日
争
犠
発
生
⑤
争
議
団
の
団
結
と
精
力
的
に
政
対
策
が
改
醤
さ
れ
つ
つ
あ
る
一
九
八
二
年
十
一
月
三
十
日
、
央
支
倭
共
闘
会
機
|
事
務
局
会

れ

川
以
来
白
か
ら
意
を
決

υて
、
一
闘
い
続
け
て
き
ま
し
た
・
乙
と
③
闘
争
進
行
経
線
か
ら
官
民
労
組
を
軸
と
す
る
中
央
支
議
|
幹
事
会
1
4
走
悼
会
議
を
行

川

一
人
ひ
と
り
が
闘
い
に
た
ち
あ
が
今
、
闘
い
は
第
二
の
段
階
に
み
て
直
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
接
共
闘
会
磁
が
組
織
さ
れ
、
活
い
ま
し
た
・
十
一
-
一一一

O
抽出会

哨

恥
る
と
と
も
に
、
伸
電
気
争
議
団
突
入
し
ま
し
た
・
そ
れ
は
、
①
な
い
法
廷
闘
争
が
東
京
地
方
毅
動
を
開
始
し
た
取
で
す
・

の
総
括
を
し
、
八
三
年
に
は
通

…

一

に

し

か

け

ら

れ

た

産

省

・
業
界
に
対
川

恥
大
畳
指
名
解
雇
の

i;

‘

す
る
要
請
行
動
を

…

も
つ
階
級
的
、
政

・

槍

れ

以

勝

利

解

決

に

向

け

て

前

進

を

展
開
す
る

E
h

H

治
的
内
容
を
つ
か

酌

孟

E

U

定
し
ま
し
た
・
次

れ

い
み
、
自
ら
の
警

r
p司
‘

中

央

共

闘

会

議

議

長

倉

持

米

一

さ

ん

回

幹

聖

古
か
ら
は

叶
の

反

合

闘

争

と

結

，

弁

醐

世

田

も

診

加

し

ゅ

・
合
し
、
支

鐙

を

惜

背

原

資

本

要

摘

、

し
ま
な
か
っ
た
単
産
、
県
評
、
資
本

・
権
力
の
攻
撃
の
対
決
点

判
所
な
ど
で
、
併
合
し
て
関
わ
共
闘
会
議
は
、
一
九
八
二
年
法
廷
闘
争
な
ど
に
つ
い
て
総
合

刈

九
地
区
労
、
支
媛
速
、
活
動
家
、
に
真
正
面
か
ら
立
向
う
闘
争
の
れ
、
有
利
に
進
行
し
て
い
る
に
、
①
争
犠
団
代
表
及
び
幹
事
討
織
を
深
め
つ
つ
、
勝
利
解
決

弁
護
士
、
一
人
ひ
と
り
に
支
え
節
ぶ
し
を
と
お
し
て
争
犠
団
の
と
と
@
沖
電
気
争
犠
聞
に
惜
②
地
区
労

・
支
媛
迎
③
弁
授
に
向
け
戦
略
的
に
闘
い
を
同
押
し

叫

ん
ら
れ
需
霊
会
を
組
織
し
、
団
結
が
強
化
さ
れ
て
い
る
乙
と
し
み
な
く
か
っ
同
忠
臣
室
団
と
の
怒
談
富
士
銀
行
本
進
め
た
い
と
考
え
ま
す

・

吉

川

山
①
集
会
②
ピ
ラ
ま
き
⑤
支
②
闘
争
の
発
展
1
支
鐙
組
織
の
を
あ
た
え
て
く
れ
た
、
な
か
ま
庖
へ
の
要
諦
行
動

⑤
沖
電
気
闘
い
銭
き
ま
し
ょ
う
・

，2・24-ZE--et----5-Zee--s
=
zz
eeze
一マ

E
:
-
z
-
-
z
-52
--e=
-
3
=
2

-

e

z

一守

2

=
z-Zea---?515---B-
5
0
52
2-
2
・
2
2-7
2BLES--一
-e
E
f
-
-
2
e
z
e
-
-E
T
・
3
4

右からお父さん〈沖電気勤務〉、ただす君、

まみおりちゃん.争議団の仮垣てつ子さん

争
犠
に
な

』

巴

っ
て
五
度
白

色

氏

の
珪
月
。
四

r
A
d
年
ぶ
り
で
九

‘
ぺ
『

3
州
の
故
郷
で

川
向
日
》

h
i
過
し
た
・
新

川

・

4
‘

斡
似
で
約
六

川

時
間
、
そ
ζ
か
ら
自
由宜
本
線
に

川

乗
り
換
え
約
四
時
間
、
リ
ア
ス

川

式
海
岸
の
美
し
い
街
、
佐
伯
(大

川

分
)
が
私
の
故
郷
V
か
つ
て
は

川
栄
翠
を
誇
っ
た
合
板
メ
ー
カ
ー

川

の
倒
産
、
佐
伯
造
船
の
「
合
理

川

化
」
な
ど
で
不
況
の
風
が
街
に

川

影
を
お
と
す
マ

「両
親
に
心
配

川

か
り
な
い
よ
う
に
」
と
八
王
子

山

(
東
京
)
の
仲
間
の
気
づ
か
い

川

で
、
な
れ
な
い
ネ
ク
タ
イ
、

Y

川

シ
ャ
ツ
、
ブ
レ
ザ
ー
と
い
う
姿

川

で
帰
っ
た
・
争
援
を
や
っ
て
食

川

っ
て
い
付
る
の
か
と
不
安
が
つ

川

て
い
た
母
は
「
安
心
し
た
、
安

川
心
し
た
」
と
何
度
も
言
う
・
妹

川
も
父
も
ル
ン
ペ
ン
み
た
い
な
格

川
好
を
予
想
し
て
い
た
の
で
、
驚

川
く
・
争
議
を
や
っ
て
い
て
も
人

川
並
の
生
活
を
し
て
い
る
ζ
と

川
を
、
家
族
は
喜
と
ん
だ
V
共
闘

川
会
織
も
で
き
て
、
サ
ア
ζ
れ
か

川
ら
が
闘
い
も
正
念
場
、
「
ガ
ン

川
パ
ロ
ウ
」
と
心
に
刻
ん
だ
正
月

山
だ
っ
た
・
(
局

樽

光
)

157 
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て

の鞠崎区
う
ず
た
か
ぐ

が
J-d
ポ
机
下
院
航
る

帝国倉庫

を訪ね

32，283，400人
(三千二百二十八万三千四百人)

署名の目。原点。28年
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の運動原水

原
水
爆
禁
止
署
名
の
山

川

-
神
奈
川
渡
辺
秀
雄
さ
ん

州

自
転
車

2
台
.

川

-
東
京
土
建
港
支
部
酒
、
お

川

で
ん
、
お
葉
子
・

川

-
東
京
小
原
さ
ん
(
民
育
会

川

館
)
洋
服
・

川

-
崎
玉
鎌
田
弘
之
さ
ん
服

川
・
神
奈
川

井
上
良
男
さ
ん

川

衣
類
。

川
-
広
島
米
国
幾
康
さ
ん
(
広

川

島
市
職
労
)
広
島
菜
.

川

-
東
京
石
田
精
彦
さ
ん

(文

川

緯
惜
爺
力
組
)
自
転
車
1
台。

川

・
東
京
大
石
さ
ん
(
繕
・
全

川

国
税
〉
松
前
期
出
.

川

-
東
京
慶
応
労
組
三
田

服

川

.
東
京
時
田
さ
ん
(
東
税
支

川

部
墨
田
分
A
『

5
衣
類
・

川

-
千
葉
西
尾
和
子
さ
ん
さ

川

つ
ま
い
も
、
里
芋
.

州

-
東
京
荒
井
安
子
さ
ん
(
都

川

立
広
尾
高
校
〉
ケ
l
キ
、
サ

川

ブ
レ
、
お
茶
、
も
ち
、
米

川

-
北
海
道
原
崎
恭
子
さ
ん

川

衣
類
・

川

-
東
京
惟
繋
紀
男
さ
ん
、
ネ

川

ギ。

一
l
一
二
七
)
の
字
野
弥
代
さ
ん
で
し
ょ
う
か
.
」
括
を
伺
っ
て
署
い
う
名
は
な
い
が
、
ガ
ラ
ス
戸
を

川

.
兵

防

車
川
孝
雄
さ
ん

の
家
は
歩
き
出
し
て
、
約
三
O
分

名
な
ど
ふ
だ
ん
は
し
な
い
人

命
嗣
閲
げ
た
・
五
十
歳
ぐ
ら
い
の
腕
人

川

衣
類
。

で
見
つ
げ
た
・
生
垣
、
庭
園
の
あ
広
い
庖
)
が
協
力
し
た
ζ
と
が
分
が

「タ
ツ
さ
ん
は
二
十
年
も
別
に

川

・
東
京
古
圧
功

・
淑
子
さ
ん

る
旧
家
・

R遅
れ
が
し
て
一勝
手
口
っ
た
・

i
た
し
か
五
八
歳
で
亡
く
な
り
ま

川

子
ど
も
服
・

に
ま
わ
り
、
ブ
ザ
ー
を
押
し
た
.

次

は
石
柄
み
ゆ
き
さ
ん
.
三
ー
し
た
」
と
返
答
。
目
的
の
五
人
に

川

・
東
京
都
教
組
〈
中
央
区

・

一
九
五
四
年

(昭
和
二
九
年
)
の
は
五
人
.
「
宇
野
弥
代
さ
ん
は
、
い
ら
っ
一
六
六
に
石
崎
と
い
う
家
は
会
う
事
は
、
で
き
な
か
っ
た
が
、

川

十
思
、
土
井
さ
ん
.
京
輩
、

五
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
水
爆
禁
止

一
月
十
目
、
地
下
鉄
丸
ノ
内
線
、

し
ゃ
る
で
し
ょ
う
か
」
応
対
に
出
な
く
、
そ
こ
は
、
有
吉
佐
和
子
さ
胸
が
踊
っ
た
五
時
間
の
俊
緊
の
疲

川

吉
田
さ
ん
・
減
束
、
酒
井
さ

署
名
迎
励
杉
並
協
機
会
の
、
盤
理
新
高
円
寺
駅
か
ら
、
区
分
地
図
と
て
く
れ
た
婦
人
に
尋
ね
た
ら
、
「
チ
ん
〈
作
家
)
の
レ
ン
ガ
造
り
の
豪
れ
は
気
持
が
よ
か
っ
た
・

川

ん
・
京
橋
、
前
回
さ
ん
・
)

番
号
二
九
七
=一
番
詣
名
用
紙
の
コ
五
人
の
住
所
を
見
較
べ
な
が
ら
、
ヨ
y
ト
待
っ
て
」
と
奥
か
ら
、
別
邸
.
中
川
照
代
さ
ん

(
三
六
l

磐
名
を
し
た
多
く
の
人
た
ち

川

衣
類
.

ピ
ー
を
、
福
竜
丸
展
示
館
か
ら
手
二
十
八
年
前
に
、
水
爆
禁
止
運
動
の
婦
人
が
現
わ
れ
た
・
用
件
を
話

一
一
一
〉
永
井
喜
久
さ
ん

(=一
l
一
一
一
一
は
、
も
う
亡
く
な
っ
た
り
、
そ
の

川

・
福
島
高
橋
重
雄
さ
ん
り

に
入
れ
た
・

に
賛
成
し
、
署
名
し
た
婦
人
た
ち
す
と
、
少
し
驚
い
て
一
私
は
、

ζ

l
一
)
も
一

時
間
以
上
も
抽
出
し
て
と
と
を
忘
れ
て
い
る
だ
ろ
う
・
し

川

ん
と
・

ζ
の
署
名
簿
に
は
、
ほ
と
ん
ど
を
捜
し
て
歩
い
た
-

H

も
し
会
え
の
家
に
嫁
に
き
た
者
で
す
が
、
お
も
、
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
圃
か
し
印
さ
れ
た

一
人
ひ
と
り
の

川

・
神
奈
川
高
橋
誠
さ
ん
衣

が
女
性
で
、
四
十
人
の
名
前
、
内
た
ら
何
を
話
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
身
依
が
惑
く
、
入
残
る
は
佐
藤
タ
ツ
さ
ん
(
一
一
l

H
願
い
H
は
歴
史
の
証
人
と
し
て

川

類
.

十
七
人
が
H

杉
並
区
堀
の
内
(旧

γ
う
か
M

M

署
名
し
た
記
憶
は
な
い
、
院
し
い
ま
す
・
も
う
八
九
歳
で
何
一
一
一
一
一
|
一
四
)
。
円
山
妙
法
寺
と
生
き
つ
づ
け
る
で
し
ょ
う
・
原
水

川

・
北
海
道
高
橋
一
夫
さ
ん
、

で
あ
る
・
区
役
所
の
住
民
課
で
、
と
言
わ
れ
な
い
だ
ろ
う
か
H

と
考
を
聞
い
て
も
分
ら
な
い
で
し
ょ
う
い
う
大
き
な
寺
か
ら
四
分
ぐ
ら
い
祭
辺
扇
の
原
点
と
し
て
い
つ
ま
で

川

サ
ケ
2
本
・

現
在
も
同
じ
名
前
(
苗
字
)
の
人
え
な
が
ら
i
・

i
積
極
的
な
人
で
は
な
か
っ
た
の
の
路
地
に
佐
藤
と
い
う
名
の
家
を
も

。

(
松
)

川

・
山
形

荒
木
貞
市
さ
ん
お

を
位
し
て
も
ら
っ
た
。
判
名
し
た
堀
之
内
=
一
!?
三
七
l
一一一一一

(旧
で
、
婦
人
会
か
町
会
で
や
っ
た
の
見
つ
け
た
が
、
表
札
に
は
タ
ツ
と

川

泊
。
つ
ま
み
他
・

次
岨
咽
軸
晴
止
の
た
品
に

金
印
刷
同
『
前
書
告

L
-
-

1

1

・‘.
4
s
コ

を

男

寺

島

自

身

府

'e

局

面

『

=

F

t
s
a之
官

・
i

J

-3
 

1

1

1

 

人

甥

D
一
全
日
本
園
長
の
署
名
運
動
で

'
一
水
爆
禁
止
を
全
世
界
に
訴
え
玄
し
よ
う

一

成
島
長
崎
町
悲
劇
に
つ
い
で
、

E
ん
ど
の
ピ
キ
ユ
事
件
に
よ

&
，
、
割
払
た
ち
日
本
側
民
は
三
た
び
ま
で
原
水
爆
の
ひ
ど
い
被
害

を
う
け
宣
し
た
。
死
の
友
を
か
ぶ
っ
た
漁
夫
だ
ち
は
世
代
屯
島

そ
ろ
し
い
V

原
子
病
K
E
か
主
目
、
品
ル
町
制
関
係
の
事
般
の
業
者
は

少
活
主
脅
か
草
れ
て
誓

L
Aで
い
宜
す
。
魚
類
主
犬
切
在
祭
奏

の
も
と
と
し
て
い
る
一
般
園
長
の
不
安
も
、

t
z
L
C
K
深
刻
な

も
の
が
あ

b
t
す
。

水
慢
の
貧
駿
芦

u"
で
も
Z
の
I
う
な
有
様
で
す
か
ら
、
原
子

旗
辱
・
が

h
H
Z
っ
た
場
舎
の
事
そ
ろ
し
喜
は
想
像
に
あ
ま

b
あ
b

t
す
。
だ
っ
た
回
世
曹
の
ポ
燥
が
落
事
れ
売
充
け
で
も
、
日
本
喜
一

国
は
焦
土
と
な
る
と

い
う

E
と
で
す
。
ァ

4
Y
ジ
ユ
タ
イ

シ
餌

士
を
は
じ
め
世
界
の
科
畢
者
た
ち
は
、
原
子
取
得
，
比
ょ
っ
T
人

組
は
滅
び
る
と
警
告
し
て
い
宣
す
。

と
の
食
文
章
危
A
E
に
際
し

τ、
主
主
に
園
舎
で
水
岨
暗
殺
止
の

-決
続
が
島

E
Z
わ
れ
、
地
方
議
曾
で
も
同
じ
主
う
在
決
院
が
奇

乙
主
わ
れ
る
と
と
も
に
、
各
地
で
水
慢
禁
阜
の
署
名
市
出
動
・
か
治

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
せ
っ
か
〈
の
磐
名
恕
動
も
別
々
に

E

E
在
わ
れ
て
い
て
は
、
そ
の
カ
は
弱

v
d、
も
の
で
す
。
ぜ
日

E

れ
を
金
園
民
の
署
名
運
動
に
統
合
し
在
け
れ
ば
在

b
吐
せ
λ
。

協力:全日本倉庫運輸労働組合

同盟・第5福竜丸展示館
A
Dぽ
占
的
弘
V
地
る
は
一
凶
一

死
ん
が
~
け
ど
一
同
一
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、もノ

れ

庫

区

さ

倉

東

管

園

江

保

帝

・

ーが

る

京

名

い

東

署

て

〈

一

九

五

四

年

五

月

杉
並
砥
で
は
阪
民
を
代
表
す
る
眠
時
哨
舎
が
四
月
十
七
目
に
水

似
禁
止
・
γ
決
殻
し
士
し
台
o

E
れ
は
続
い
て
杉
並
区
を
中
心
に

水
爆
禁
止
の
署
名
運
動
を
岳

E
L
、
E
れ
主
主
ら
に
金
回
民
の

署
名
運
動

k
t
で
援
股
昌
せ
宜
し
よ
う
。
そ
し
て

E
町
署
名
比

は
つ

s
bと
示
事
れ
た
全
国
民
の
決
意
に
も
と
づ
い
て
、
水
爆

そ
の
ほ
か
一
切
の
原
子
兵
器
の
箆
遺
・
使
用
・
貨
磁
の
禁
止
を

金
世
界
K
綜
ま
ま
し
ょ
う
。

E
の
署
名
運
動
は
特
定
の
鴬
源
的
恕
動
で
は
在
〈
、
あ
ら
ゆ

る
立
場
の
人
々
を
む
す
ぷ
金
国
民
の
運
動
で
あ

b
t
す
。
宣
た

と
の
署
名
運
動
に
よ
っ
て
私
た
ち
が
統
土
る
相
手
は
、
特
定
の

回
家
で
は
な
く
、
金
世
界
の
す
べ
て
の
圃
家
の
政
府

b
I
ぴ
園

長
と
、
闘
際
連
合
そ
の
ほ
か
の
固
際
機
関

b
I
ぴ
国
際
曾
磁
で

あ

b
t
す
。

乙
の
I
う
な
金
日
本
闘
民
の
国
有
名
運
動
で
水
崎
禁
止
を
異
創

に
訴
土
る
と
阜
、
割
払
た
ち
の
蒋
は
金
世
界
の
人
々
の
良
心
を
ゆ

'O
う
ご
か
し
、
人
相
酬
の
生
命
と
幸
扇
を
守
る
方
向
へ

一
歩
主
進

め
る
と
と
が
で
皐
る
と
信
じ
ま
す
。

水
爆
禁
止
署
名
運
動
後
並
協
議
奮

議

長

安

井

初
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e立
ιホ小晶諏開
ι診
お
町
①
白
一
小
-
一
何
回

賀状ありがとう.

四

争

問

問
闘

日

開

叩
田

辺

町

間
敵

5
間

M
l

:
 

問
雇

2
問

問
解

四

お
父
さ
ん
が
惑
い
ん
じ
ゃ
設
い

転
勤
は
口
実
、
解
雇
が
ネ
ラ
イ

厚
生
省
、
環
境
庁
な
ど
の
法
た
び
、
仙
台
地
裁
は
「
会
社
の
百
五
十
人
の
守
る
会
に
支
え
ら
ゆ
か
り
ち
ゃ
ん
(
小
学
六
)
は

規
法
令
な
ど
を
国
民
に
普
及
す
不
当
労
働
行
為
性
」
「
転
勤
の
れ
て
、
闘
い
は
前
進
し
て
い
る
・
つ
い
つ
い
グ
チ
を
い
う
奥
さ
ん

る
仕
事
を
し
て
い
る
中
央
法
規
不
当
性
」
を
認
め
る
決
定
を
し
本
社
へ
の
抗
機
行
動
は
、
一
回
に

「お
父
さ
ん
が
、
惑
い
ん
じ

出
版
(
本
社
H
東
京
、
代
身
木
、
て
い
る
.
早
け
れ
ば
、
来
夏
に
に
一
千
人
.

ゃ
な
い
も
ん
ね
」
と
言
う
.

百
六
十
人
)
は
、
花
年
2
月
、
は
判
決
と
な
る
.

斎
藤
さ
ん
に
は
、
二
人
の
子
〈
激
励
先
〉
仙
台
市
上
杉
一

り

一
周
の
「
合
理
化
」
と
闘
う
労

解
居
後
の
職
場
で
は
、
週
休
ど
も
が
い
る
・
長
男
の
創
君
九
小
|
五
|
十
三
。
仙
台
地
区
労
気

位

組
つ
ぶ
し
を
狙
い
、
斎
藤
さ
ん

2
日
制
の
一
時
廃
比
、
パ

l
ト
、
学
一
)
は
、
解
服
さ
れ
た
年
の
付

に
、
札
幌
転
勤
を
強
要
・
乙
れ
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
多
量
導
八
月
事
故
で
石
頭
部
が
、
急
性
中
央
法
規
・
斎
藤
孝
君
事
守
る

を
拒
否
し
た
ら
、
「
そ
れ
で
は
、
入
、
低
賃
金
の
畑
押
し
つ
け
、
労
災
硬
膜
下
血
組
に
な
り
、
手
術
を
会

T
E
L

0
2
2
2
(
6
5
)

ク
ピ
だ
」
と
解
庖
を
強
行
し
ま
職
業
病
の
発
生
な
ど
、
企
業
の
十
数
回
行
っ
た
.
そ
の
長
男
が

4
0
8
2

し
た
.

横
暴
が
明
白
に
な
っ
て
い
る
。

「
お
父
さ
ん
本
当
に
ク
ピ
切
ら
〈
抗
議
先
〉
東
京
都
渋
谷
区
代

裁
判
闘
争
は
二
月
二
三
日
地
元
、
仙
台
地
区
労
(
四
万
人
)
れ
た
の
」
と
不
思
議
そ
う
に
お
々
木
ニ

l
ニ
七
1
四
・
中
央
法

で
、
第
初
回
を
終
え
る
が
、
四
の
支
緩
や
、
仙
台
だ
け
で
も
三
父
さ
ん
の
首
を
み
る
.
長
女
の
規
出
版
(
株
)
拝
符
正
人

台)-山山，4E
 孝さん藤斎

(家族ぐるみの賀状を紹介しました〉

物教i
勤
続
国
年
・
高
卒

(34歳)

石
橋

近さ
ん

4乙

賃 金支払明細 書

J{雲若宮川南織製作阿

安川電機製作所
②医療費の補助
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奥さんと 2人ぐらし

③互助会費

-北九州市在住

①マイカ一通勤手当
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スキーツアー

蔵王

支援する会

支援する会に入会しよう(会費1口200円/月)1983年 2月 1日
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「沖
支
擁
す
る
会
は
ス
キ
ー
は
ス
キ
l
教
室
で
は
叩
年
ぶ
り
の
人
っ
た
グ
ル
ー
プ
も
。

し
な
い
の
?
」
と
冬
に
な
る
と
、
も
、
す
ぐ
H

カ
ン
H

を
取
戻
し
ス
帰
り
の
パ
ス
も
快
笑
、
快
歌
。

問
合
せ
が
事
務
局
に
く
る
・
そ
ん
ィ
、
ス
イ
・
睡
眠
不
足
と
、
ス
キ
到
着
時
間
を
2
分
違
い
で
予
想
し

な
要
望
に
答
え
て
、
第
一
回
ス
キ

l
の
疲
労
で
、
夜
ヲ
時
過
ぎ
か
ら
た
、
沖
争
犠
団
の
中
野
連
弥
さ
ん

l
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
.
現
地
は
、
続
卑
パ
タ
ン
キ
ュ
ウ
。
に
、
賞
品
の
用地
卓
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

で
合
流
し
た
宮
城
県
支
部
の
仲
間

2
日
閏
は
快
附
。
憂
い
行
列
に
ス
キ
ー
を
通
じ
て
、
心
と
心
を

8
人
と
子
ど
も
た
ち
を
入
れ
て
、
イ
ラ
イ
ラ
し
な
が
ら
の
リ
フ
ト
待
結
び
あ
っ
た
事
を
確
認
す
る
よ
う

お

人

の

参

加

。

ち

。

そ

れ

で

も

、

蔵

王

は

す

い

て

に

「

今

日
の
目
は
、
さ
よ
う
な
ら
」

争
犠
か
ら
五
度
目
の
冬
a

若
者
い
て
、
広
い
・
夜
は
、
肌
が
美
し
を
ハ
ミ
ン
グ
し
な
が
ら
忘
れ
た
。

が
多
い
沖
争
犠
に
ス
キ
ー
は
ピ
y

く
な
る
硫
黄
温
泉
に
サ
ッ
と
入
「
お
し
る
と
、
お
い
し
か
っ
た
」

タ
シ
。
東
京
を
夜
9
時
過
ぎ
に
出
り
、
大
交
流
会
。
チ
l
ム
対
抗
ゲ

「と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
「
来
年

発
。
早
朝
は
樹
氷
の
級
王
.
エ
コ

l
ム
で
、
腹
を
か
か
え
て
笑
っ
て
も
ま
た
や
ろ
う
」
の
言
築
を
か
け

l
ホ
テ
ル
に
陣
を
張
り
、
準
備
依
い
た
ら
、
も
う
辺
時
。
朝
の
2
跨
合
っ
て
i
・
沖
争
議
団
の
伸
聞
も

掛
も
そ
こ
そ
と
に
ゲ
レ
ン
デ
へ
。
頃
ま
で
、
愛
と
ロ
マ
ン
を
語
り
合
と
の
ツ
ア
l
に
B
人
診
加
・

本
丸
『千
代
田
』
柿
で

一、

O
O
O人
の
連
絡
会

2.20:日)



明
暦
本
の
社
会
で
は
解
麗
は
属
鹿
』

ゆ
る
せ
ぬ
沖
電
気
の
主
張

後下手Eい13: 励にが労(業がの 共基干の

長足霊言霊五老妻震題担票ど雲量皇警毒事音
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SZ255きそZ;員52E521長室事;
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わ守口問322棄物労吋 長島全3言Z
の毅 自陣の業ほのた明J地 勿勿後幻 晶君寸るな年に亙
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総 iiifiifzfiiTiifiS3ii
・司ー に名いる草社段が強レ l 解り 1iFZ の首の増

な解労ょが側索荊j 待てズ庖は叱~募を計の②

いとをくなす しめる言か申j鐙の度万提用て裁紳

三霊童史産主主宍品主主主まぶ 露悪更空 Z=割要費
とでせにのめし け、とるらど席る)三なすきはで
が以よ知内に勝 て大い辱ものを要②、のが延大の

導主民妻宅;22fi雪量豊23喜52会E要5
て 8主面天妻宅 葉語審長お豪 iJ富喜震を霊完童話
だ世名での、 をの」つ内地 す の団・託人を請を

さ警軍主主聖 霊里毒証言喜重量密宗主義停主 雲

1983年 3月 1日

5万人の 「支援する会」を

私たちは生きる惜利、働〈惜利を守るために沖
電気の仲間を物心両面から励まし、必ず勝手IJI!せ
たいと思います。困障な長期の闘いも予想されま
すので、一人でも多くの方がこの匂わに加入し
全面勝利を闘いとるまでご支援〈だきるよう心か
らよびかけます。(r支怨する会」よびかけより)
会費 1ロ 200円/月

グ世
共/論
闘Mb
Z彰勿努h

議後

発

行

所

支援する会事務局

事務所東京都港区三回

3-2-20 

電話 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240

加入者名沖電気の不当解雇
を撤回させる会

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

第 47号
1 983年

3月 1日

直亘E

第 4ワ号)
 
1
 
(
 

斎藤俊作くん (7歳〉はお母さん

と大阪へ支援の訴えに行きました.

一

程
年
2
月

刷

』

巴

天
気
予
報
図

川
}
・
『
」
こ
O
O年・

川

吋

uh究
一
響

一
番
が
吹

川

均

、

2
H
F
い
た
二
日
後

川
町
司
J

S
り
に
東
京
は
富

山

ュ
ペ

議
制
策
色
・

暖
冬

酬
に
、
急
い
で
成
虫
に
な
っ
た
カ

川
プ
ト
虫
が
山
形
で
見
つ
か
っ
た

酬
の
報
、
人
頼
が
自
然
を
破
線
し

川
た
の
が
因
で
あ
る
V
破
胞
と
宮

川
え
ば
ナ
ン
ト
言
っ
て
も
、
中
曽

川
根
内
閣
.
つ
い
に
日
本
を
不
沈

川
空
母
に
、
平
和
と
民
主
主
義
の

川
破
級
だ
.
憲
法
を
破
り
、
フ
ァ

川
シ
ズ
ム
へ
の
道
へ
突
進
す
る

川
姿
、
自
然
界
も
人
間
の
社
会
も
、

ア
ル
バ
イ
ト
が
関
政
の
柱
で
す
が
も
二
万
人
の
会
員
に
レ
て
、
勝
利

川
異
常
で
あ
る
V
軍
叡
ノ
ゥ
、

人

沖
電
気
の
仲
間
は
、
毎
日
交
替
で
の
土
台
を
つ
く
り
た
い
と
、
事
務

州
勧
凍
結
ノ
ゥ
、
増
税
ノ
ゥ
、
生

新
聞
配
達
を
す
る
な
ど
、
毎
日
、
局
で
は
考
え
て
い
ま
す
・
現
在
一

川
活
守
れ
f
憲
法
守
れ
/
の
声
が

毎
日
が
生
活
と
の
闘
い
に
な
っ
て
万
三
千
五
百
人
.

川
日
増
し
に
大
き
な
位
輸
に
な
っ

毎
月
、
家
族
(
約
百
三
十
人
)
い
ま
す
・

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
千
代
田
区
、
豊
島
区
(
東
京
)

川
て
い
る
と
い
う
報
も
聞
え
る
・

の
生
活
と
、
闘
争
を
支
え
る
に
は
た
ち
が
四
O
人
近
く
も
い
る
、
神
な
ど
、
各
地
で
支
援
す
る
会
の
連

川
N
H
Kの
調
査
に
よ
る
と
、

ω

せ
よ
」
「
団
体
交
渉
に
応
じ
よ
」
約
一
千
万
円
が
必
要
で
す
・

ζ
れ
電
気
の
伸
聞
に
、
一
層
の
財
政
的
絡
会
も
結
成
さ
れ
、
楽
し
く
て
、

川
蕗
以
上
が
中
曽
根
内
閣
ノ
ウ
・

の
抗
議
ハ
ガ
キ
、
署
名
、
電
話
な
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
.
独
身
援
助
が
必
要
で
す
.
勇
気
の
で
る
運
動
へ
発
展
し
て
い

川
と
い
う
答
V
と
ζ
ぬ
年
で
日
本

裁
判
の
不
利
、
支
鐙
の
広
が
り
ど
の
運
動
も
、
強
め
る
必
要
が
あ
者
は
八
万
円
ぐ
ら
い
で
、
生
活
の

'
二

F
、

〉

ま
す
・
十
一
月
二
十
日
の
解
周
五

川
は
失
難
者
が
属
議
値
を
肥
録
。

に

撃

す

る

き

は

、

指

番

手

.

す

べ

て

を

や

り

く

り

し

て

い

ま

緩

後

後

年
ま
で
に
ぎ
一
万
人
を
必
ら
ふ

そ
の
多
く
は
大
企
業
の
「
主

要

望

号

事

る

も

の

会

理

〉

東

京

都

E
J・

支

援

事

る

AZ
達
成
で
き
る
よ
う
に
ご
人
吉

川
ら
し
合
理
化
」
に
よ
っ
て
・
指
名

は
排
除
だ
」
と
、

仕
事
や
親
盛
会
門
一

l
七
|
一
一
一
沖
電
気
工
業

募
金
、
物
品
販
売
は
、

夏

、

冬

う

一

人
の
会
員
広
大
を
」
の
ス
白

川
解
雇
徹
回
を
め
ざ
す
者
と
し

な
ど
か
ら
の
、
追
い
出
し
を
強
行
株
式
会
社
社
長
橋
本
喜
男
約
=
一
干
の
労
組
や
団
体
の
協
力
を
沖
闘
争
の
覇
と
、
財
政
を
支

l
ガ
ン
で
震
さ
せ
ま
し
ょ
う
・

川
て、

H

平
和
の
主
に
生
害

す
る
な
ど
、
横
暴
を
続
げ
て
い
る
・

T
E
L

0
5
(
5
0
1
)
3
1

得
て
い
ま
す
・
支
媛
す
る
会
の
会
え
る
個
人
会
員
の
、
置
と
質
は
、
と
も
に
が
ん
ば

2
aし
よ
う
・

川
る
u
た
め
に
、
百
年
の
選
益
戦
は

神
電
気
に
「
指
名
解
雇
を
徹
回

1
1

貨
や
募
金
・
そ
れ
と
争
駿
団
員
の
沖
争
離
を
左
官
レ
ま
す
・
鰻
低
で

川
が
ん
ば
ら
な
く
ち
ゃ
・
(
松
際
)

務務 I 

1修頻
万ゾ所
署azi乙
名グ

後
務会
気d後

3月6日

支援本る会発足:特

".，-

通
信
峰
三
大
メ
l
カ
の
一
つ

円
近
い
史
上
最
高
の
利
益
、
二
一
方
、
解
雇
後
の
職
場
で
は
、
の
「
支
後
す
る
会
」
に
支
え
ら

神
電
気
工
業
(
本
社
・
東
京
橋
干
人
を
上
回
る
新
採
用
、
九
州
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
れ
、
行
商
や
本
社
へ
の
抗
議
行

本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
一
七
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
し
て
庖
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
沖
動
な
ど
に
奮
闘
.

六
億
、
一

万
=
芋
人
)
は
「
経
新
工
場
の
建
設
な
ど
:
。
会
社
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
八
二
年
二
月
に
は
、
支
鐙

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
は
東
京
地
裁
ほ
か
四
力
所
の
裁
仕
事
を
取
り
上
げ
る
(
浅
利
さ
共
闘
会
議
が
結
成
さ
れ
、
同
月

と

称

し

て

、

千

五

盲

人

の

「

希

に

は

解

雇

四

年

の

「

文

化

の

タ

，F

〆
〆

〆

，，
〆

r

r

望
退
職
」
護
を
提
案
乙
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

ベ
」
を
八
O
O
O人
で
成
功
さ

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

せ

た

.

人
に
、
七
八
年
一
一
月
、
大
企

判
で
も「
指
名
解
雇
の
狙
い
は
、
ん
、

中
山
さ
ん
)
な
ど
の
、
暴
裁
判
闘
争
も
第
一
の
山
揚
に

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
残
っ
た
労
働
者
の
意
織
改
革
を
診
が
続
行
。
さ
し
か
か
り
企
業
に
「
首
切
り

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
雇
を
す
る
と
と
」
と
証
言
.
労
働
者
神
電
気
争
議
団
の
川
人
は
、
の
自
由
を
与
え
る
な
」
と
が
ん

強

待

.

と

労

働

組

合

を

無

視

し

て

解

庖

全

国

二

四
の
県
評
、
=
一千
を
趨
ば
る
沖
電
気
の
仰
聞
に
、
あ
な

そ
の
後
の
神
電
気
は
、
百
億
し
た
と
と
も
明
白
に
.
え
る
支
疲
労
組
や
一
万
三
千
人
た
も
燃
い
渡
御
を
/

1
月
初
日
、

ω組
目
の
結
婚
は
笹
島
さ
ん
。
会
員
の
狩

野
は
る
美
さ
ん
と
。
小
島
宏
事
務
局
長
の
あ
い
さ
つ
。

グ財
務ペ政
者/確
重級
要務後

161 



(2 ) '陪47司~支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)

わが家は沖

19S3年 3月 1日

つ宇

、_t
ι日

手

沖争議団の名料理人-登場③

東
田

寺市議

iE 
手盛:議
葬品川嚢
翠 ー・ D)\~読

;gE 
一)BG 
諭
頚':w-，V，':; 
憲司固

宣言 [. 

i建
制γ

~'Þw 
喜WII_
棄す

川
-
神
奈
川

三
浦
時
生
さ
ん

川

子
ど
も
礼
服
・

川

-
東
京
中
央
区
労
協
田
村

川

啓
子
さ
ん
日
開
人
コ

l
ト
.

川

.
斑
京

(中
央
区
)
東
草
小
、

川

福
島
さ
ん
・
常
盤
小
内
回

川

さ
ん
.
衣
額
.

川

-
東
京
北
辰
電
機

下
山
さ
ん

〈
つ
く
り
方
〉

焼

き

ド

l
フ
を
入
れ
て
、
や
わ

.

東

回

稔

さ

ん

と

料

理

川

自
転
車
、
家
庭
用
B

m
/
m

①
厚
手
ナ
ベ
で
白
モ
ッ
、
コ
ら
か
く
な
る
ま
で
煮
こ
ん
だ
神
争
犠
団
の
俄
レ
に
は
、
必
ら

川

・
東
京
小
島
宏
さ
ん
婦
人

ン
ニ
ャ
ク
を
グ
ツ
グ
ツ
煮
る
.

ら
、
で
き
あ
が
り
で
す
.

ず
こ
の
人
の
斜
理
が
あ
る
.
サ
シ

川

用
腕
時
計
.

②
一
時
間
ぐ
ら
い
煮
と
ん
だ
@
あ
た
た
か
い
時
に
、
キ
ザ

ミ
.
オ
デ
ン
.
烈
こ
み
i
.
名
コ

川
・
背
森
佐
藤
正
子
さ
ん
の
実

ら
、
し
よ
う
が
、
ニ
ン
ニ
ク
、

ミ
ネ
ギ
、
七
味
ト
ウ
ガ
ラ
シ、

m
J

ク
長
で
あ
る
・
=
一
人
の
男
ば
か

川

家
内
ず
ん
と
三
箱
・

昧
附
を
入
れ
て
、
ト
口
火
で
半
な
ど
、
好
み
の
閥
昧
制
で
食
べ
り
の
子
ど
も
は
、
お
父
さ
ん
が
作

川

・
東
京
中
央
区
、
働
く
仲
間

臼
ぐ
ら
い
煮

こ

む

・

る

の

が

コ

ツ

・

る
H

ラ
ー
メ
ン
が
お
い
し
い
H

と

川

の
も
ち
つ
き
大
会
実
行
委
、

⑤

ジ

ャ

ガ

イ

モ

、

ダ

イ

コ

ン

、

の

評

で

あ

る

・

川

ウ
イ
ス
キ
ー
、
も
ち
・

--三三呈 三三三-三

三三三三三重三三

信の人がダイスキ
『側ぬばりん番もも』

-

岡

目

。

E
・
o-nuonu。
ouonu。。。
d

田

岡

山
県
に
は
、
支
援
す
る
会
の
会
員
第

一
号
の
脇
本
延
子
さ
ん
を
は
じ
め
、
い
つ
も
熱
い
骨

叫
支
援
を
寄
せ
て
く
だ
さ
る
仲
間
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。沖
電
気
の
伸
聞
が
岡
山
へ

空

言

、

自

彊

E
E
'
F

て

一

司

君

励

ま

し

を

受

け

る

の

は

、

木

下

さ

ん

一

家

・

二

人

の

娘

さ

在

、

議

に

行

っ

た

が

一

瞳

--v三

?
、
の
妻
宅
含
に
し
「
安
心
し
て
働
け
る
社
会
主
」
争
磁
の
勝
利
を
阪
つ

・

叩

ぬ

悶

闇

圃

圃

掴

F
イ

一

桜
の
老
、

3〈
震

彩

(

あ

や

)

、

は

る

お

一

一

人

と

す

る

控

露

で

し

た

・

主

…

潤

圏

園

調

ご

お
元
気
で
、
が
ん
ば
っ
て
い
ら
っ
の
孫
が
大
き
く
な
っ
て
、
沖
争
議

か
が
ほ
し
い
と
今
で
も
言
わ
れ
ま

開

園
圃
園
田
国
園
開
弓

尚

一

し
ゃ
る
ζ
と
と
思
い
ま
す
。

「は

団
の
闘
い
の
歴
史
書
し
て
や
っ

す
・
も
し
あ
り
ま
し
た
手
箱
送

A

S
闘

闘

圃

宇

一

ぷ

内」
M
・
・
・
・
・
ー
下

回

た
ら
く
」
が
届
く
た
び
に
、
皆
さ
て
、
一
緒
に
泣
い
た
り
、
怒
っ
た
っ
て
下
さ
い
。
な
り
れ
ば
よ
ろ
し

て

J
唱

姐

可

ご

飽

l
・さ
つ
さ
ん
、
鈴
木
知

ん
に
お
目
に
か
か
っ
た
よ
義
気
り
、
笑
っ
た
巴
た
い
と
思
い
ま
い
で
す
。
「
沖
の
か
玄
み
た
い

j
-f

一
は
、

「都
財
政
は
撃
に
な
っ

叫
た
」
と
い
っ
て
い
る
り
ど
、
ほ
ん

持
で
税
ん
で
い
ま
す
・
す
・
そ
の
た
め
に
、
争
犠
団
が
、
に
お
い
し
い
の
が
な
い
」
と
言
う

‘

、

，

‘

‘

，

h

-
-

-

l

同
と
な
の
?

支
援
す
る
会
で
は
、
最
年
少
だ
百
も
早
〈
勝
利
の
日
を
迎
え
る

ζ
と
で
す
・

主

ふ

く

ろ

の

よ

う

な

一

父

|

う
ー
ん
、
そ
の
震
を

と

思

い

ま

す

、

二

人

の

孫

も

揃

つ

こ

と

が

で

き

る

さ

つ

に

、

し

な

け

今

年

の

夏

も

、

岡

山

に

行

商

に

日

よ

く

み

れ

ば

お

ど

ろ

く

よ

・
ど
う

て
ζ
ん
な
に
大
き
く
な
り
ま
し
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
・
来
ら
れ
た
ら
ム
争
寄
っ
て
く

藤

原

正

和

さ

ん

一

み
た
っ
て
知
事
選
め
あ
て
の
「
熱

た

・

家

族

8
人
が
翻
っ
て
会
員
で
す
だ
さ
い
。
岡
山
出
身
の
船
尾
さ
ん

(

岡

山

担

当

オ

ル

グ

)

一

字
」
で
、
都
民
の
負
担
と
犠
牲
、

活

審

議

団

の

チ

ピ

ッ

子

や

が

、

仰

の

と

と

、

色

々

と

話

し

て

や

橋

本

さ

ん

・

棄

さ

ん

や

藤

原

一

区

市

町

村

へ

の

尉

政

負

担

の

で

孫
た
ち
に
、
住
み
よ
い
平
和
な
国

会
白
書
ゃ
そ
う
と
思
っ
て
い
ま
え
は
元
気
で
し
ょ
う
か
・
ま
た

5
・

2日
比
谷
集
会
に
間
山

る
の
が
、
木
下
さ
ん
・
「
気
を
つ

一

つ
け
と
、
会
計
占
や
り
く
り
で

自

つ
く
り
出
し
た
照
字
な
ん
だ

に
し
て
・=
・
能
力
が
十
分
発
締
で
す
・
現
在
六
人
ほ
ど
増
え
て
い
ま
お
目
に
か
か
れ
る
の
を
楽
し
み
に
か
ら
参
加
し
て
く
れ
た
映
子
さ
け
て
、
が
ん
ば
っ
て
」
の
ひ
と
ζ

国

組
1
1
i
ど
う
い
う
と
と
な
の
.

き
雲
つ
な
社
会
を
残
し
て
や
る
す
・
一
に
も
フ
ァ
イ
ト
、
こ
に
も
し
て
い
ま
す
・
闘
い
は
と
れ
か
ら
ん
・
活
気
東
京
工
場
の
門
前
ま

と
に
、
と
て
も
勇
気
が
出
て
オ
ル
一
も
う
少
し
く
わ
し
く
聞
か
せ
て
・

だ

な

あ

・

鰭

|

わ
た
し
の
学
校
の
先
生

の
が
、
我
々
大
人
の
務
め
だ
と
、
フ
ァ
イ
ト
で
が
ん
ば
っ
て
、
支
鐙
だ
か
ら
、
く
れ
く
れ
も
気
を
つ
り
で
行
っ
て
抗
援
し
て
く
れ
た
麻
星
グ
に
出
発
す
る
の
が
恒
例
に
な
っ

E

父

l
i串
ず
い
え
る
ζ
と

は

、

姐

|

l
何
か
と
値
上
げ
も
し
て
も
減
っ
た
そ
う
な
の
よ
・

改
め
て
、
身
に
し
み
て
思
い
ま
す
・
の
輸
を
ひ
ろ
げ
ま
す
・
て
、
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
・
ま
た
さ
ん
・
木
下
家
の
み
な
さ
ん
に
は
、
て
い
ま
す
・

一

国
高
様
、
鈴
木
童
話
番
い
る
ん
で
し
ょ
9
・

父

|

モ
声
名
・
手
五
年

私
自
身
、
老
化
現
段
が
加
速
的

年
末
の
行
商
の
か
叩
J
bの
生
節
お
手
紙
を
曾
き
ま
す
・
い
つ
も
励
ま
さ
れ
、
顕
が
下
的
孟

一
昨
年
の
容
に
は
、
セ
ー
タ
ー

由

政
を
つ
よ
め
て
い
る
と
い
う
と
と
父
l
lそ
う
な
ん
だ
よ
・
で
も
か
ら
主
十
七
年
で
約
一
万
五
千
人

に
進
む
ζ
の

頃

で

す

が

、

今

か

ら

す

・

を

プ

レ

ゼ

ン

ト

さ

れ

て

(

写

g
一

-
ZE
==
==
===
-

K

A

お
父
さ
ん
た
ち
の
納
め
て
い
る
部
長
良
懲
の
住
民
に
直
結
す
る

、

.

三

三
一
三
重
拝

ど

、

l
号
、
自
民
党
政
治
の
減
税
な
し
職
員
を
減
ら
し
て
い
る
ん
だ
・
都

へ
こ
た
れ
る
わ
け
に
は
い

き

ま

せ

聖

書

、

二
度
は
全
国

Z

F出
る

ほ

ど

、

態

レ

カ

戸

三

喜
一
=F
J
bぜ
句

の
も
と
で
す
ご
く
ふ
え
て
い
る
ん
き
五
十
=
一
年
か
ら
事
六
年
の

ん
・

2ら
な
く
ち
ゃ
l
o

グ
で
、
私
も
山
陰
、
山
陽
地
方
へ
五
月
ま
で
、
運
転
手
の
ア
ル
パ
イ

一

一
言
語

膜

円

、

¥

ご
し
て
、
公
共
撃
の
相
つ
四
年
間
で
千
=
盲
目
上
の
増

出
か
け
ま
す
・
そ
の
時
、
ま
ず
侵
ト
で
す
・
夏
に
は
ま
た
よ
ろ
し
く
一

一E
E
-
-

ヨ司
バ
l
ぐ
値
上
げ
、
君
主
主
ど
の
号
、
公
共
料
金
は
五
十
四
年
か

初
に
寄
っ
て
、
闘
い
の
報
告
を
す
お
ね
が
い
し
ま
す
・
(
談
)
一

一
;
=
=
三
=
=
三
三

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
レ
ベ
ル
ダ
ウ
ン
ら
八
十
七
種
類
、
=
一
千
億
円
以
上

ぬ

-
f
z
S
E
E
-
2
2
Z
E
E
-
f
E
S
E
-
z
Z
E
E-z-FEr--Ez--zE-22221-Ez--SEt
-
-
2
1
5
1
5
E
f
E
Z
E
-
-
z一三
Z
Z
E
E
-三
三
三
Z
Z
E
-
-
t
$
5
1
5
1
5
3
z
t
F
E
Z
-
E
S
E
-
z
-
5
2
5
Z
E
z
-
-

-臼モツ

.コ ンニャク

.ジャガイモ

.焼ドーフ

.ダイコン

ー調味籾

しょうが、ニンニク

な
ん
だ
.
五
十
六
年
度
を
み
て
も
、

愛
字
必
至
の
状
況
だ
っ
た
の
を
、

減
収
補
て
ん
債
と
い
う
の
を
四
百

億
円
以
上
も
発
行
し
て
つ
じ
つ
ま

を
あ
わ
せ
、
m
間字
に
し
て
い
る
ん

に
よ
る
財
政
力
y
ト
ー
ー
ま
さ

に
、
都
民
犠
牲
の
都
政
で
、

間関字

国間字
と
さ
わ
い
で
い
る
ん
だ
よ
.

寸
黒
字
L

は
ーラ

ιー

し
て
つ
く
ら
れ
た

仲
間
の
調
髪
を
す
る
東
田
さ
ん

時噌、など

稔さん

-つ
も
価
ト
古
U
に
よ
る
増
収
に
な
っ
て

い
予
ん
だ
|
l.

愛
子
解
消
の
た
め
な
ら
な
ん
で

も
や
っ
ち
ま
え
と
い
う
、
ひ
ど
い

や
り
方
だ
ね
.

姐
l
|
そ
う
い
え
ば
、
お
と
し

よ
り
の
医
療
費
有
料
化
も
、
自
公

民
の
質
成
で
鈴
木
知
事
は
き
め
た

わ
ね
.
父
ー
ー
広
市
町
村
へ
の
事
務
事

業
の
抑
し
つ
け
も
五
十
件
、
千
五

百
二
十
億
円
も
負
担
さ
せ
、
使
用

・手
数
制
の
値
上
げ
な
ど
、
住
民

負
担
に
な
っ
て
ハ
ネ
返
っ
て
き
て

い
る
ん
だ
.
固
か
ら
の
交
付
税
を

正
当
に
と
り
た
て
、
都
税
の
使
い

方
を
も
っ
と
都
民
本
位
に
き
り
か

え
る
ζ
と
が
冊
目
要
だ
し
、
や
れ
ば

十
分
で
き
る
ん
だ
よ
l
l
.

と
の
ま
ま
で
は

「よ
み
が
え
っ

た
都
財
政
」
ど
と
ろ
か
、
ま
す
ま

す
泥
沼
に
落
ち
と
む
ひ
ど
い
も
の

に
な
っ
て
し
ま
う
よ
.

娘
ー
ー
な
る
ほ
ど
ね
え
.
本
当

の
と
と
を
友
達
に
も
話
さ
な
く
て

立・
--.
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を

つ

き

つ

り

ら

れ

、

親

睦

会

か

ら

と

の

よ

う

な

な

か

で

、

神

電

気

の

脱

退

を

強

要

さ

れ

た

の

は

、

八

の

職

場

で

は

「

職

防

八

分

」

の

勤

王

子

工

場

の

香

山

で

あ

る

.

き

が

い

っ

そ

う

巡

ん

で

い

る

.

香

山

が

所

属

す

る

部

に

は

立

派

し

か

し

、

そ

れ

は

、

職

燭

の

仲

な

会

則

を

も

っ

親

睦

会

が

あ

る

・

聞

か

ら

の

「

自

主

的

」

あ

る

い

は

会

則

に

よ

る

と

従

業

員

は

も

ち

ろ

「

総

意

」

と

い
う
彩
で
、
そ
し
て
、

二
人
は
係
長
と
幹
事
の
人
と
話

判
を
傍
聴
し
た
と
と
を
理
由
に
仕
何
人
か
い
た
・

ζ
れ

ら

の

人

に

共

ん

臨

時

社

員

も

含

め

て

部

に

所

属

踏

絵

を

ふ

ま

せ

、

会

社

へ

の

忠

誠

し

合

っ

た

・

特

定

の

人

を

除

く

と

事

差

別

を

受

け

、

い

ま

、

労

働

委

通

し

て

い

る

乙

と

は

、

沖

争

揺

を

す

る

全

て

の

人

が

会

員

で

あ

る

・

心

を

強

要

し

、
人
間
関
係
を
ズ
タ

い
う
や
り
方
は
、
こ
れ
ま
で
の
慣

只

会

で

係

争

中

で

あ

る

・

公

然

と

支

径

レ

て

い

る

と

い

う

と

月

々

の

会

費

も

収

め

、

冠

婚

葬

祭

ズ

タ

に

切

阿

美

」

く
や
り
方
で
・

例
か
ら
も
、
一
年
間
の
労
を
ね
ぎ
ほ
か
に
も
似
た
よ
う
な
理
由
で
と
だ
・

に

つ

い

て

も

お

祝

い

金

見

抑

金

が

こ

れ

は

裁

判

の

よ

で

も

、

そ

し

昨

年

の

響

、

神

電

気

の

職

場

の

彼

は

そ

の

場

で

、

質

成

し

た

の

ら

い

あ

っ

て

親

睦

を

深

め

る

と

い

忘

年

会

か

ら

し

め

出

さ

れ

た

人

が

会

か

ら

出

る

・

て
社
会
的
に
も
追
い
と
ま
れ
た
沖

な
か
で
の
と
と
I
l

l・
か

ど

う

か

、

一

人

ひ

と

り

に

確

か

う

忘

年

会

の

主

旨

か

ら

い

っ

て

も

そ

の

会

か

ら

脱

退

し

ろ

と

い

う

電

気

の

飯

後

の

悪

あ

が

き

と

も

み

「
あ
な
た
は
忘
年
会
話
な
い

索

。
み

ん

な

下

を

む

い

て

警

お

か

し

い

|

と・

争

議

支

援

は

と
と
は
「
職
場
八
分
」
ど
ζ
ろ

か

、

き

と

が

で

主

う

・

で
ほ
し
い
・
こ
れ
は
職
場
の
総
意
な
か
っ
た
.

さ

ら

に

労

働

組

合

の

執

行

委

口

弘
氏

4
よ

¥

ハ

ー

ト

F
串
方

「

職

場

十

ま

」

で

あ

る

・

「

人

間
を
だ
い
じ
に
レ
な
い
も

A
Z
E
2E

ハ
庁
仏
語
語

ぅ

だ

」

山

本

と

所

属

す

る

職

場

は

迎

う

に

も

「労
働
条
件
の
維
持
改
善

-

e

:

4

{

-Z
E

香

山

の

褒

キ

ヨ

子

は

指

名

解

雇

の

は

、

会

社

も

だ

い

じ

に

出

来

な

八
王
子
工
場
の
山
本
は
朝
礼
の
が
、
彼
の
友
人
が
同
じ
理
由
で
忘
た
と
と
も
あ
る
。

働
き
や
す
い
職
場
環
境
作
り
、
な

「職
場
の
総
意
」

「
自
主
的
」
『
会
社
と
仲
間
を
誹
務
中
傷
す
を
受
け

、

神

電

気

争

議

団

の

一

員

い

」

・

浅

利

-
中
山
さ
ん
を
守

場
で
い
い
わ
た
さ
れ
た
・
年
会
へ
の
参
加
を
と
と
わ
ら
れ
て
い
っ
ぽ
う
、
東
京
工
場
で
も
同
ど
の
点
か
ら
問
題
が
あ
る
と
思
う
な
ど
を
口
実
に
職
場
単
位
で
行
な
る
人
と
は
一
緒
に
飲
み
た
く
も
な
と
し
て
職
場
復
帰
を
め
ざ
し
て
が
神
電
気
の
た
た
か
い
は
五
年
目
さ
ら
に
裁
判
で
は
会
社
側
の
指
る
会
訴
替
の
つ
ど
い
で
の
、
日
航

毎
年
職
場
を
あ
げ
て
行
な
わ
れ

い
る

・

じ

ζ
と
が
お
こ
っ
た
・

の
で
対
拠
レ
て
ほ
し
い
」
旨
、
お
わ
れ
て
き
た
忘
年
会
か
ら
、
特
定
い
し
、
ま
し
て
親
睦
を
深
め
る
気
ん
ば
っ
て
い
る
・

に

入

っ

た
・
支
援
の
輸
は
全
国
的
名
解
屈
の
必
要
性
の
主
張
は
、
ほ
労
組
代
表
の
あ
い
さ
つ
で
あ
る
・

て
い
る
忘
年
会
の
話
が
、
そ
の
時
二
人
と
も
制
作
争
議
を
公
然
と
支
企
画
線
の
浅
利
、
中
山
の
二
人
ね
が
い
し
た
・

の
人
を
排
除
す
る
や
り
方
は
、
今
に
も
な
ら
な
い
・
従
っ
て
親
陵
会

香

山
は
、
親
睦
会
を
脱
退
す
る
に
ひ
ろ
が
り
、
昨
年
十
一月=一
+

ぼ

く
ず
れ
つ
つ
あ
る
・
大
白

証

人

沖

電

気
の
会
社
案
内
の
パ
ン
フ

期
を
す
ぎ
て
も
回
覧
も
ま
わ
っ
て
後
し
、
山
本
は
指
名
解
庖
撤
回
の
が

「
今
年
の
忘
年
会
は
、

燃

と

し

と

と
λ
示
、
結
局
、
二
人
は
忘
度
が
は
じ
め
て
で
あ
る
・

か

ら

脱

退

し

て

も

ら

い
た
い
・
同
意
志
の
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
日
に
は

「沖
電
気
争
議
支
鐙
中
央
申
紡
に
よ
る
ひ
き
の
ば
し
作
戦
レ
y
ト
の
表
紙
に
は

「盤
か
な
人

ζ
な
い
の
で
、
今
年
の
忘
年
会
は
た
た
か
い
を
労
働
組
合
と
し
て
も
て
は
や
ら
な
い
で
、
有
志
が
自
主
年
会
へ
出
席
さ
せ
て
も
ら
え
な
か
と
こ
ろ
が
今
年
に
入
っ
て
さ
ら
じ
よ
う
に
考
え
て
い
る
人
は
質
問
て
、
み
ん
な
と
話
し
合
い
、
理
解
共
闘
会
犠
」
結
成
「
文
化
の
タ
ベ
」
も
、
徳
理
促
進
の
要
附
記
名
迎
励

聞

社
会
を
め
ざ
し
て
l
」
と
大
き

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
質
問
し
た
と
り
く
む
べ
き
だ
と
訴
え
て
、
労
的
に
や
る
ζ
と

に

な

っ

た

」

と

言

っ

た

・

に

エ

ス

カ

レ
ー
ト
し
た
事
咋
が
お
の
署
名
を

l
l
』

・

し

合

え
る
場
を
、
方
法
を
、
求
め
が
、
東
京
都
体
育
館
を
い
っ
ぱ
い
な
と
の
前
に
、
争
犠
固
有
利
に
巡
な
活
字
が
お
ど
っ
て
い
る
の
だ
が

山
本
に
対
す
る
回
答
で
あ
っ
た
。

働
組
合
の
役
口
選
挙
に
立
候
補
し
わ
れ
た
・

浅

利
、
中
山
の
二
人
は
、
神
裁
き
た
。

部

課

長

を

除

く

全

員
の
笥
名
簿
て
、
い
ま
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
・
に
し
て
行
な
わ
れ
た
・

ん
で
い
る
と
い
え
る
・

1
・
(
一

部
仮
名
)
(
本
)

報
知
と
言
え
ば
、
百
年
に
競
売
の
闘
い
だ
.
そ
の
闘
い
の
到
達
が

新
聞
か
ら
、
送
り
込
ま
れ
ア
イ
ヒ
自
分
た
ち
の
闘
い
の
到
達
だ
」
と

マ
ン
岡
本
社
長
に
よ
っ
て
二
四
人
キ
γ
パ
リ
.
た
の
も
し
い
支
侵
す

の
解
雇
、
一
五
O
人
の
処
分
な
ど
る
会
の
誕
生
で
あ
る
。

組
合
つ
ぶ
し
と
闘
っ
た
労
組
で
あ
加
藤
紀
次
会
長
ほ
か
、
十
二
人

る
.
守
る
会
(
支
復
す
る
会
)
越
の
役
員
を
選
ぴ
、
支
部
ニ
与

l
ス

動
で
も
、
百
二
十
七
支
部
、
約
八
の
発
行
体
制
も
パ
ッ
チ
リ
で
早
く

千
人
の
会
員
と
い
う
歴
史
に
残
る
も
二
号
を
発
汗
・

闘
い
を
し
た
・

神
支
援
す
る
会
は
報
知
印
刷
の

そ
の
報
知
印
刷
の
伸
聞
が
二
月
仲
間
の
加
入
で
一
周
の
発
援
が
期

一
目
、
=
百
二
十
一
人
の
神
支
媛
待
で
き
る
.
全
国
の
仲
間
と
と
も

す
る
会
を
結
成
し
、
働
く
者
の
速
に
喜
乙
び
た
い
・

帯
と
報
知
闘
争
の
教
訓
を
神
争
議

に
つ
な
い
だ
.

事
務
局
長
に
選
ば
れ
た
胞
団
さ

ん
は
「
神
争
議
の
闘
い
は
自
分
連

1983年 3月 1白

「
豊

か

な

人

聞

社

会

を

・

・
・
」

の

会

社

が

会
社
の
圧
力
に
よ
る

庁総
意
H

に
怒
り

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

組
合
つ
ぶ
し
と
闘
う
圃

八
重
洲
無
線

都

市

議
は
解
決
し
て
い
な
い
・

世
隊
問
叫

E

j

ζ

の
闘
争
の
中
で
、
組
合
員

一

即

時

一

計

十

一

日

!

日

一

d

続
付
る
、
八
市
洲
無
線
の
仲
間

無

幽

に
大
き
な
と
支
度
を
・
(
金
)

洲

剖

〈
激
励
先
〉
東
京
都
大
田
区

広

寵

包

時
間
田
丁
一
八
l
一
金
金
八

一

八

宝

覇
額
分
会
支
復
共
闘
会
議

T
E
L
O
三
(
七
三
四
)
三
五

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
般
の
ト
ァ
長
を
、
引
年
ロ
月
に
「
会
社
の
脱
退
を
勧
め
た
り
、
別
組
合
を
O
二
.

プ
メ
ー
カ
ー
の
八
虫
例
無
線
信
用
を
傷
つ
け
る
ピ
ラ
を
配
布
つ
く
る
よ
う
示
唆
す
る
な
ど
の
〈
抗
議
先
〉
東
京
都
大
田
区

(東
京

・
七
O
O
人
)
は
、
惣
法
し
た
」
と
の
口
実
で
解
届
・
そ
不
当
労
働
行
為
は
、
や
め
よ
」
下
丸
子
一

l
二
0
1二
八

震

や
法
律
を
ふ
み
に
じ
り
、
労
働
し
て
現
在
も
全
国
金
属
に
加
盟
の
命
令
が
、
東
京
都
地
方
労
働
側
無
線
株
式
会
社
社
長
長
谷

組
合
つ
ぶ
し
に
狂
奔
・
会
社
の
の
組
合
員
に
対
し
、
不
当
配
転
寮
員
会
か
ら
、

U
年
6
月
に
出
川
佐
幸
T
EL
o
=
一
(
七
五

攻
撃
に
ひ
る
ま
ず
闘
う
、
東
京
や
村
八
分
を
行
な
っ
て
い
る
.

さ

れ
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
九
)
七
一
一
一

.

工
場
(
大
田
区
)
の
渡
辺
分
会

ζ
れ
に
対
し
「
組
合
か
ら
の
会
社
は
、
組
合
を
敵
視
し
、
争

自由

一樹
分会長

担隠47宅聖

渡辺

(5 ) 

「
沖
争
議
は
俺
た
ち
自
身
の
固
い

で
あ
る
」
支
援
の
強
化
を
訴
え
る

堀
田
事
務
局
長

「合
理
化
」

221人の会員で
361番目の支部結成

沖電気は「経営危機」と
言いながら設備投資の
ラッシュ。高層ビルに
建てかえ続く、東京工
場群。

豊で
かは

な
れ
ぬ
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(
中
村
)

報
知
労
働
者
は

男
で
ご
ざ
る



支援する会に入会しよう (会費1口200円/月)

ピッカビッカの1年生に

(4) 皇官4ワ号

需プレゼント筆箱ゃ文具の
お正月ガきだとおもつ疋ら、もう春ですね。お父

さん、お白さん芝ちガ、どうしても、まちがったこ

とは、通さ主主い。とガんばっているすガだに、私は

いつもゅう気づけられます。

家ぞくーしょに、明るくすごしている、あなだだ

ちも、とてもえらいと、おもいます。

勉強もあそびも、家の手つだいも、ひとつひとつ

だいせつです。元気でガんばってくださいね。ふで

箱や、えんびつを、プレゼントしぎすので、使って

くださいね。
大小学校へ
Z紅回しんどくん、須田たげおく

ん、渡辺よし子ちゃん、田中け

λ，<人J

背中学校へ
五昧田克樟くん、斉藤密介くん

く ル 集 O 手 O
おみ)会 主町五
ねな 18 ~ 月 〕 月

?:完話題 目童日
しの分 付

ま診 三支動岱
す加 回復 12 士

・宅 占Z胃壁
よ 売会分底
ろ ホ決 (
し l起大

げ
ん
き
に
が
ん
ば
っ
て

高
橋

清
子
さ
ん

き
た
が
わ
て
つ
(
歌
手
)
の
パ
〈
他
人
評
〉

そ

の

他

た

ば

ζ
x
.
酒
(
っ
き

ン
ド
か
民
話
呼
び
が
か
か
る
程
、

年
齢

百
年
2
月
2
日
生

m畿
あ

い

)

.

ウ

ィ

ン

タ

ー

た
い
て
い
の
楽
俸
を
乙
な
す
・
会
身
長
一
六
ニ
ペ
体
霞
玄
O
旬

ス
ポ
ー
ツ
、
水
泳
可
・

社
で
は
犠
構
設
計
、
解
雇
後
に
パ

出
身

岩
手
県
盛
岡
市
.
岩
手
大
車
、
二
輪
免
許
有
.
魚

ソ
コ
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
惣
学
す
学
工
学
部
機
械
工
学

税

率

座

.
0
型
.
蛇
歳
.

る
な
ど
相
当
な
努
力
家
.
本
人
に
家
族
父
母
妹
弟
各
一
人
の
五
人
。
ど
ん
怠
女
性
が
好
き
。

言
わ
せ
る
と
「
音
楽
さ
え
あ
れ
ば
鍾
味

群

馬
合
唱
団
・
ベ

l
ス
・
一
緒
に
音
楽
を
や
っ
て
い
け
る

こ
の
世
は
師
団
楽
.
ロ
マ
ン
チ
ス
ト

ア
コ
.
ギ
タ
1
.
ピ
ア
ノ
.

人

.

で
優
柔
不
断
.
な
ん
と

w
か

く

れ

バ

ン

ジ

ョ

ー
.
マ
ン
ド
リ
。
タ
レ
ン
ト
で
言
う
と

d
-
高
屋
フ
ァ
ン
が
い
る
と
ほ
え
附
ン
・
そ
の
他
音
楽
一
般
・
キ
ム

・
ダ
ー
ビ
ー

1
1
〈
H

」

そ

う

な
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特

技

パ

ソ

コ

ン

の

プ

ロ

グ

ラ

ム

Z
2
5
5
-
r
z
f
f
z-
2
2
S
E
E
-
-
E
z
-
-
f
l
ir
-
-
-
Z
E
E-
5
2
E
E
-
-ミ
2
1
2
-
1
5
3
2
2
2
2ミ
-FEr--1-ESSE-Zミ
-z-225E-5315ZEz--Er--zfzzztz-EZEE-三
Z-ZE--15一三一
J

一三一

ρ 

-.;:~for sale. 
音楽ばかの
高屋修さん(高崎)

知識の泉を 日1
クレジットで直j
・百合子会集 (29巻 〉
定価 606.200円
.多喜ニ全集 (7巻 〉
定価 31.500円
問い合せは、支蜜する会へ

1983年 3月 1日

(
東
京
・
高
島
平
団
地
)

だ
l
H吋
I
ど
!

?を
l
〈

l

る
d

t
u
1
3
で
l
毛

l

τ73 
司:~

d1主

~ 

おめでとう

い川町?で

E
/

出差すす主支失言五五 τき四
くおンン~ I プ、あきう=
がレががとブリふ ξ よじ三
がか号二大いでンつんぅ;止す:
りつなすいすととだしくごの
のたいきま・ゃんてつの弓チ
人でかでしぼきでひのじどャ
がすなすたくそいよかか弐
く・ぁ・・はぱっ うべ λ ゴ
ぱきとはほ「とてめに廷子が
つゆ やくや たみとは ・ ... 1. f.J: 
てうまくはつ まると つぽイ 6
よじああもぐまのたつ思っ く
くかりま、ら せこ ・めいたれ
のんまりはいんしぼたまのた
じめせべやで・たくくしでと
かもんん<:すー ζ はてた、き…ー'"ー
ん きた年と、ァ・と _..ー
なずーよべおのはきイたれち L、
らつじうおかと、ゆスベじよ ¥
いとかはわわきあうみてやっ
いきんすりりはましたみーと ，_.l--
なゆめきまを二りよいる口小 '7'1)
あうもですしかあくでとだき
しこは・ていりをし、とか

くなてらゆ いえなで三じかそ¥ I 
ちつド、う日るつ、じかんし 、./ 
ゃちアみし、かてぜかんめた
なやをんよべも、んんめがら-'"、¥

是ぞ存等品主主=さ君主完~ 'U' 
品々 5ミ25R色合完合'dX ~山
つつはちたし。よゆじゅうほ ハ』
ち ζ いよべなだううゅうまが 'f
やわれにていけをまうまる い t

うさなないでどもるまる、一 、
かなくったきまらにる、二じ -l.、 ，

委さにまらレすよすつをんなっ一、
員んいす、ょ・く.めあ惇あ I¥ 
畏のつ・つくまをだたら宍 'ノ
〉塁 も (かをいのかいつはき ' 

需主 222E言畠雪 EZPく
国両 E量だ(く h くコすたし ム
労めのろ J ←悼は古るいよ ，u 
遜る勝うてちい、ぁ、水くく小 2) 
実;'R葦IJ忌くにできとちでの
支持のとれきたゆ思‘やお
部英た思るゆベういてさば
liIU二めいかうましまがい さ

害siq雪izgERipig討さ霊igi全gi訂;iF i ziz自毒ii喜;世話
2前沖 4読小室霊平完東一議盟 。沖。撃絡港宮東 全共躍 自四 芝5玄 富 o;置 さ全雲るき盟の東
o;室哲 菌?思全の出塁喜望望号 翼 賛言要請毒 星雲 -ρ事実幸 福 事 足量・委;喜 E義
明傍区草本訴件急行伝華全円東集車)鍛争る空議室ん ら関流薬局 o;判

B5 3霊草 i重量f長252富Z全Z2223むE 襲警二号塁需量号

一混

一

美

術

展

川

一期
=

大

成
功
川
町

-
五

O
O人
の
方
が
鑑
賞
.
六
+
点
を
超
え
る
作
品
に
協
力
募
金
.

御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
レ
た
.

小
さ
な
仲
間
の
作
品
で
す

さ
ゆ
う
し
吠
く

急
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3
月
6
日
に
、

4
年
に
な
っ
た

支
侵
す
る
会
は
、
什
目
、
専
売
ホ

ー
ル
(
東
京
・
港
区
)
で
決
起
集

会
を
行
い
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
小
島
宏
事
務
局
長

が
「
日
本
の
労
働
組
合
は
、
企
業

内
の
運
動
が
中
心
と
い
う
弱
点
を

持
っ
て
い
て
組
合
が
H

解
雇
撤
回
u

の
闘
い
を
組
織
し
な
い
場
合
も
あ

る
.
働
く
者
の
権
利
は
労
働
者
だ

け
で
は
な
く
、国
民
全
体
の
問
題
。

沖
電
気
の
闘
い
を
勝
利
さ
せ
る
た

め
に
、
早
期
に
2
万
人
の
会
員
を
」

と
基
調
を
報
告
。

裁
判
の
現
状
は
、
生
協
会
館
の

伸
聞
が
演
ず
る
模
擬
裁
判
と
、
消

水
弁
護
士
の
話
で
学
び
ま
し
た
。

模
擬
劇
で
は
「
利
益
を
ぬ
億
円
上

る
た
め
に
は
、
一
五
O
O人
の
解

胞
が
必
要
.
首
切
り
は
日
本
の
社

会
で
は
自
由
.
労
働
組
合
無
視
」

な
ど
裁
判
の
ポ
イ
ン
ト
が
わ
か
り
ト
ク
、
ト
ク
」
と
い
う
擬
声
が
耳

易
く
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
。
井
に
残
る
・
青
森
か
ら
ム
上
京
し
、
ま

捜
士
か
ら
は
、
一
回
一
回
の
裁
判
じ
め
に
働
い
て
い
た
八
島
さ
ん
が

で
傍
聴
席
を
一
杯
に
す
る
と
と
な
解
雇
通
告
を
受
け
、
闘
い
に
立
上

ど
法
廷
内
外
で
の
闘
い
の
前
進
ζ

る
ま
で
が
内
容
.
涙
す
る
人
向

そ
が
勝
利
の
保
障
と
報
告
さ
れ
ま
解
雇
後
の
職
場
は
H

心
か
ら
安

し

た

.

ら

ぐ

時

が

な

い

u

と
浅
利
正
さ
ん

ク
ラ
イ
マ
y

ク
ス
は
、
沖
争
議
の
報
告
。

を
人
形
劇
で
紹
介
し
て
い
る
「
乙

ぶ
し
集
団
」
の
指
人
形
。
争
議
団

の
八
島
崇
好
さ
ん
を
モ
デ
ル
に
し

た
ス
ト
リ
ー
は
、
や
た
ら
と
酒
を

飲
む
場
面
が
あ
り
「
ト
ク
、
ト
夕
、

1983年 4月 1日指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース
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所
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は
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行
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2
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〈

応
ん
の
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パ

5
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，吋
ぺ
，
z'

什康

も
念

つ

う
喜
い

ゐ

e
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Uむ捻決起象会

豊
島
区
と
千
代
田
区
か
ら
は
、
神
支
復
、
東
京
母
機
の
会
は
、

支
援
す
る
会
連
絡
会
の
報
告
・
報
翌
日
日
に
、
独
自
に
H

音
楽
と
語

知
印
刷
支
部
か
ら
は
「
全
組
合
員
ら
い
の
集
い
u

を
行
い
ま
し
「
τ

が
入
会
で
き
る
よ
う
に
、
運
動
を
全
国
の
仲
間
の
み
な
さ
ん
「

一

強
め
る
」
と
決
意
表
明
a

人
が
も
う
一
人
の
会
員
拡
大
を
」

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
屑
を
組
ん
で
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
、
十
一
月
二
十

N

ガ
ン
バ
ロ
l
H
の
合
唱
。
支
鐙
自
の
解
題
五
年
ま
で
に
は
、
必
ら

す
る
会
は
、

5
年
目
に
入
り
ま
し
ず
二
万
人
の
会
員
を
達
成
さ
せ
ま

た

.

し

よ

う

。

清水弁護土の報告

通
信
機
三
大
メ
l
カ
の
一
つ
円
近
い
史
上
最
高
の
利
益
、
二
一
方
、
解
雇
後
の
職
燭
で
は
、
の
「
支
復
す
る
会
」
に
支
え
ら

沖
電
気
工
業
(
本
社
・
東
京
橋
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
九
州
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
れ
、
行
商
や
本
社
へ
の
抗
議
行

杢
雨
海
男
社
長
、
資
本
金
一
七
巴
盲
億
円
近
く
を
投
資
し
て
窟
(
田
中
さ
合
し
た
り
、
神
動
な
ど
に
奮
闘
。

六
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
新
工
場
の
建
設
な
ど
:
。
会
社
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
八
二
年
一
一
月
に
は
、
支
質

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
は
東
京
地
哉
は
か
四
力
所
の
裁
仕
事
を
取
り
上
げ
る
(
浅
利
さ
共
闘
会
畿
が
結
成
さ
れ
、
同
月

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の

「希

に

は

解

胆

四

年

の

「

文

化

の

タ

ノ

〆

〆

/

/

〆

ノ

〆

望
退
職
」
募
集
を
提
案
こ
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

べ
」
を
八
0
0
0人
で
成
功
さ

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

せ

た

。

人
に
、
七
八
年
二
月
、
大
企
判
で
も
「
指
名
解
雇
の
狙
い
は
、
ん
、
中
山
さ
ん
)
な
ど
の
、
暴
裁
判
闘
争
も
第
一
の
山
陽
に

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
残
っ
た
労
働
者
の
意
限
改
革
を
挙
が
続
行
。

さ

し
か
か
り
企
業
に

「
首
切
り

約
二
O
年
ぶ
り
の
指
名
解
屈
を
す
る
と
と
」
と
狂
言
。
労
働
者
沖
電
気
争
犠
団
の
川
人
は
、
の
自
由
を
与
え
る
な
」
と
が
ん

強
行
。
と
労
働
組
合
を
無
視
し
て
解
臨
全
国
二
四
の
県
評
、
三
千
を
超
ば
る
神
電
気
の
伸
問
に
、
あ
な

そ
の
後
の
神
電
気
は
、
百
億
し
た
と
と
も
明
白
に
。
え
る
支
援
労
組
や
一
万
三
千
人
た
も
熱
い
連
帯
を
/

警調度

l!o∞ 

あ
な

。勝た
重利。
~./\... 霊訪

勢の暫
載一傍
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琴言語言完売
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ほ 子、採衣
か図さ衣『類

富
士
銀
行
は
責
任
を
と
れ

お

庖

舗

に

要

請

行

動

神
電
気
の
メ
イ
ン
パ
ン
ク
は
、
沖
電
気
争
鐙
支
援
共
闘
会
援
助
は
、
赤
い
カ
ー
ネ
ー
シ
ョン一一一

一五
O
憾
円
も
融
資
し
て
、
歴
代
(
磁
長
、
倉
持
米
一
さ
ん
)
は
、
百
本
を
、
銀
行
前
を
利
用
す
る
人

の
社
長
や
由
役
を
送
り
込
ん
で
い
臼
土
銀
行
へ
の
要
請
行
動
を
提
に
渡
し
な
が
ら
、
ア
y

ピ
l
ル。

る
富
士
銀
行
で
あ
る
。河
年
の
「
合
起
。
二
月
か
ら
、
お
白
舗
に
要
請
代
表
団
は
約
一
時
間
半
に
わ
た
っ

理
化
」
に
は
、
笹
原
と
い
う
人
物
し
ま
し
た
・

て
銀
行
と
話
し
合
い
「
神
争
議
の

を
沖
電
気
に
派
逃
じ
た
・
本
庖
(
大
手
町
)
へ
の
要
務
符
任
を
」
と
訴
え
ま
し
た
・

166団体 1，000人が参加
雨中の本庖要請 (3・10)

"

れ

一

個
人
タ
ク

ニ
噂
包
ン
l
に
乗
っ

川
巳
三
て
高
齢
富

山

己

調

転

手

に

出

合

川

加
、

arった・
2田

ー

'F
司
J
F

k

h

だ
と
知
ら
せ

1
6

d
議

て

く
れ
た
.

川
急
い
で
い
る
の
で

n
高
速
道
路

川
を
μ

と
言
っ
た
ら
「
危
険
で
、

川
時
間
が
か
か
り
、
お
金
が
も
っ

川
た
い
な
い
」
と
勝
手
に
車
を
走

川
ら
す
V
個
人
タ
ク
シ
ー
に
は
、

川
八
十
二
歳
の
人
を
先
頭
に
、
河

川
歳
以
上
の
運
転
手
は
旧
人
以

川
上
、
家
族
7
人
全
員
、
女
性
の

川
運
転
手
は
二
人
な
ど
、
自
分
の

川
仕
事
を
自
慢
し
な
が
ら
の
運
転

川
で
あ
る
V
絡
が
、
都
知
事
選
議

川
に
な
っ
た
。
戦
争
が
嫌
い
で
満

川
州
の
奥
へ
行
っ
た
ら
、
兵
隊
に

川
行
か
な
く
て
よ
い
、
と
一
言
ラ
話

川
が
あ
っ
た
の
で
一
人
で
海
を
渡

川
っ
た
が
、
結
局
、
駄
目
で
兵
隊

川
に
と
ら
れ
た
.
戦
争
は
ご
め
ん

川
だ
と
キ
ッ
パ
リ
V
国
民
生
活
を

川
犠
批
せ
ん
し
て
、
戦
争
へ
の
道
へ

川
突
進
す
る
中
曽
栂
内
閣
と
鈴
木

川
都
政
に
反
対
し
、
平
和
と
安
全

川
を
め
ざ
す
革
新
都
政
の
再
建

川
は
、
乙
の
老
運
転
手
の
願
い
だ
。

川
政
治
と
は
、
人
間
ら
し
く
生
活

川
す
る
環
境
づ
く
り
・
(
松
)
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(2 ) 

国鉄の浴場封鎖問題

第 48号支援する会に入会しよう(会費 1口200円/月)1983年 4月 1日

の

図

で

あ

る

.

国

鉄

職

員

に

ヤ

ミ

手

当

」

と

か

、

入
浴
間
胞
は
、
す
で
に

一
九
六
「
国
鉄
職
員
の
働
き
は
私
鉄
の
半

三
年
(
昭
和
三
八
年
)
の
田
町
電
分
」
な
ど
と
言
っ
た
M

国
鉄
非
煉

車
区
、
入
浴

「
事
件
」
(
詳
細
は
の
キ
ャ
ン
ベ
イ
ン
u

を
続
け
て
い

「
入
浴
す
る
と
と
は
、
で
き
ま
杯
に
な
っ
た
.

下

肥

)

で
解
決
済
な
の
に
、

一
円
ぴ
る
が
、
マ
ス
コ
ミ
州
世
依
え
る
H

ポ

せ
ん
」
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で
怒
恥
り
タ
オ
ル
を
到
に
巻
い
た
人
.
制
攻
腰
。

l
l国
鉄
の
経
蛍

・
防
政
力
市
中
故
“
も
固
鉄
労
働
者
は
、
反

続
け
る
、
中
回
総
友
池
袋
町
酪
区
で
肢
に
タ
オ
ル
だ
け
巻
き
つ
げ
た
危
機
の
原
因
は
、

新
幹
線
や
、
甲
山
省
し
て
い
る
の
に
、
政
府
は
、
白

畏
・
顔
は
四
日
間
も
フ
ロ
替
を
続
人
・
そ
れ
で
も
当
局
は
、
鍵
を
化
な
ど
に
よ
り
輸
送
力
を
上
げ
ろ
金
引
上
げ
の
実
施
を
引
き
の
ば
し

け
、
疲
れ
き
っ
て
、
官
自
く
、
民
あ
付
な
い
・
浴
場
の
内
か
ら
は
「
ド
と
い
う
、
政
府
の
方
針
に
よ
り
一
た
り
、
年
末
手
当
を
出
し
し
ぶ
つ

常
で
あ
る
.
二
人
で
並
ん
で
通
れ

ア
を
あ
け
ろ
、
ド
ア
を
あ
り
ろ
」

六

兆
円
も
の
、
借
金
を
作
り
な
が
た
り
し
て
い
る
.
そ
れ
ば
か
り
か

る
ぐ
ら
い
の
十
二
1
三
段
の
階
段
の
合
問
“
底
過
ぎ
に
入
浴
し
て
い
ら
、
般
備
投
資
を
し
た
と
と
に
鼠
国
鉄
再
建
を
旗
じ
る
し
に
し
て
、

の
下
、
六
人
の
管
理
者
が
、
浴
場
た
人
が
、

「
日
時
か
ら
げ
時
5
分

大
の
図
が
あ
る
の
に
、

ニ
セ
「
行

働
く
人
な
ら
維
で
も
も
っ
て
い
る

の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
@
午
後
四

は
鎖
錠
時
間
だ
」
と
、
と
じ
と
め
革
」

に
よ
り
、
人
ベ
ら
し
「
合
理
は
ず
の
H

権
利
H

を
制
限
し
た
り

時
半
過
ぎ
か
ら
、
一
日
の
仕
事
を
ら
れ
て
い
る
。
お
ま
り
に
、
ド
ア

化
」
、
労
働
条
件
の
改
惑
を
狙
っ
縛
っ
た
り
し
て
い
る
、
そ
の
一
つ

終
え
て
、
日
照
く
な
っ
た
閣
や
手
、

に

は

「

厳

策

」

と

白

い

た

短

冊

が

て

い

る

。

の

現

れ

が

入

浴

規

制

や

処
分
.

身
体
を
洗
う
た
め
に
、
入
浴
に
き
ニ
カ
所
に
封
印
と
し
て
貼
付
け
ら

ζ
ζ
数
年
マ
ス
コ
ミ
は
「
ま
た

た
労
働
者
で
階
段
は
ギ

yン
リ
一
れ
て
い
る
。
ま
る
で
卵
人
の
附
凶

↓
街
の
浴
場
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
の
浴
場
に
鎖
錠
.
説

明
は
、
円
相
聞
さ
ん
(
東
京
機
関
区
、
分
会
長
)

当
局
の
バ
リ
ケ
ー
ド
で
入
浴
を
拒
ま
れ
た
労
働
者

襖
の
人
も
、
(
池
袋
沼
郡
区
、

3
・
M
)
↑

二
月
十
六
日
か
ら
、
強
符
し
た
る
者
(
職
凸
)
が
必
要
な
だ
け
で
ど
四
つ
の
職
場
を
訪
ね
た
、
屋
代

国
鉄
当
局
の
入
硲
規
制
は
、
池
袋
労
働
組
合
は
認
め
な
い
、
と
い
う
良
さ
ん

〔沖
争
犠
団
)
は
「
国
鉄

位
回
区
だ
け
で
は
な
く
、
沖
中
山
長
態
度
を
正
す
闘
い
で
も
あ
る
の
で
の
職
場
は
人
間
的
だ
。
仕
取
も
、

の
東
京
工
場

(
港
区
田
町
)
の
近
す
。
」
と
決
意
を
怒
っ
て
く
れ
ま

ニ
O
歳
ぐ
ら
い
の
人
か
ら
、
五
十

く
の
東
京
機
関
区
で
も

冶

し

た

・

歳

す

ぎ

た

人

も

、

皆

ん

な

が

明
る

開
回
戦
徳
さ
ん

(
国
労

・
東

京

時

間
田
沼
磁
区
を
訪
ね
た
金
子
制
く
働
い
て
い
た
・
沖
電
気
の
よ
う

織
問
区
分
会
長
)
は
、
「
国
民
の
人
さ
ん
(
沖
争
織
田
)
は
「
入
浴
な
、
ギ
ス
ギ
ス
し
た
職
場
か
ら
見

た
め
の
国
鉄
に
す
る
に
は
、
赤
字
問
題
を
、
国
鉄
の
仰
問
が
峰
視
せ
れ
ば
、
考
え
ら
れ
な
い

.
mん
な

の
犯
人
で
あ
る
独
立
採
算
に
よ
ず
、
団
結
し
て
闘
っ
て
い
る
盗
に
で
一
緒
に
浴
場
に
入
っ
て
視
の

る
設
備
投
資
な
ど
は
、
国
が
負
担
感
銘
し
た
」
と
・
品
川
市
山
商
区
な
つ
き
あ
い
・

ζ
ん
な
職
場
を
一

し、

n
鵠
行
総
H

H

角
栄
柏
ヂ
な
ど

つ

で

も

こ

つ

で

も

増

す

ζ
と
が
、

と
呼
ば
れ
る

政

治

線

を

山

田

止

す

る

労

働

組

合

の

役

目

な

ん

だ

ろ

う

・

な
と
、
政
府
の

姿

鈎

を

正

す

こ

と

と

ん

な

職

場

を

失

わ

な

い

よ

う

に

が

第

一

で

す

。

人

べ

ら

し

は

、

労

が

ん

ば

っ

て

ほ

し

い

」

と

感

惣

を

働
強
化
に
な
り
、
安
全

な

運

転

が

語

っ

て

い

ま

し

た

・

(

搬

)

保
障
さ
れ
ず
危
険
、
サ
ー
ビ
ス
も

低
下
し
、
国
鉄
ば
な
れ
が
進
む
だ

け

.
だ
か
ら
入
浴
問
題
も
、
た

ん
に
、
労
働
条
件
の
変
吏
と
い
う

枠
で
考
え
て
い
る
の
で
は
な
く
、

当
局
が
い
ま
と

っ
て
い
る
、
国
鉄

に
は
管
理
す
る
者
と
、
管
理
さ
れ

i附ff}~k
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会集
…
や

-
つ
司
刊

そ

R

1
1

批

訪

一極
一

刻

り

一新
一

間
'
と
京

一

仲

〈

一
東

一

切
っ

[

聞
を「会」
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田
町
電

入喜
治入
01:1、、"、
Jt季
語件
は
不
当

初年前

一
九
六
三
年
(
昭
和
三
八
年
)
局
側
の
入
浴
阻
止
行
為
に
対
し
、

田
町
惜
車
区
(
東
京

・
地
区
)
で
乙
れ
を
排
除
す
る
た
め
に
行
な
わ

入
浴
中
の
労
働
者
が
、
制
の
ま
ま

れ
た
組
合
口
の
行
為
に
、
総
行
卵

逮
捕
さ
れ
た
事
件
.
裁
判
闘
争
は
は
成
立
し
な
い
.

五
年
に
及
び
組
合
側
が
勝
利
。

③

隠

し
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
い
き

①
時
間
内
初
分
入
浴
は
、
長
年
な
り
視
体
写
真
を
蹴
る
ζ
と
は
、

の
伯
行
で
あ
り
、
実
質
的
な
就
業
正
当
な
公
務
と
い
え
な
い
.
な
ど

規
則
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
.

が
内
容
と
な
っ
て
い
る
.

②
一
方
的
変
更
は
、
巡
法
.
当

の:?



沖
労
組
東
京
支
部
役
口
選
挙
の
立

目

会
演
説
で
、
帰
後
の
弁
士
で
あ
る

H

秋
元
英
常
候
補
〈
生
産
制
)
は

他

一

~

の
四
人
の
候
補
者
と
演
出
に
並
ん

司

一
一
一
月
八
日
、
沖
電
気
の
仲
間
を
励
ま
す
北
部

で
、
自
分
の
順
番
を
待
っ
た
・

+
の
会
は
、
第
三
回
総
会
を
開
催
-

n
楽
し
み
な

肢
初
の
二
人
の
候
補
は
現
役
で

』
が
ら
支
度
の
輸
を
鉱
げ
よ
う
u

と
い
う
企
画
で

さ
か
ん
な
拍
手
と
間
銀
が
と
ん

日
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
梅
原
司
平
さ
ん

だ
.

日
を
迎
-一
足
、
コ
ー
ヒ
ー
プ
ラ
ス
、
コ
ン
サ
ー
ト
の

三
番
目
に
立
っ
た
五
味
田
候
補

司
会
と
な
り
ま
し
た
・

が
話
を
は
じ
め
る
と
股
子
が
一
変

+

五
O
O円
の
チ
ケ
ッ
ト
で
参
加
者
を
確
認
し

し
た
・

一一

た
と
と
も
あ
り
、
過
去
最
高
の
三
O
団
体
を
越

新
聞
を
ひ
ろ
げ
て
読
み
出
す
人

民
え
る
仲
間
が
参
加
し
、
会
場
は
超
満
員
.

ゃ

、

数

人

が

顔

を

寄

せ

あ

っ

て

維

と

こ

ろ

が

臼
が
経
つ
に
つ
れ
て
て
、
会
場
へ
急
い
だ
・

一一

す
っ
か
り
、
沖
電
気
の
闘
い
に
は
、
な
じ
み

談

を

は

じ

め

た

。

秋

元

候

補

が

訴

え
は
じ
め
る
と
、

『
に
な
っ
た
梅
原
さ
ん
の
取
も
、
す
ば
ら
し
く
、

秩
一見

・
五
味
田
の
両
候
補
は

、

係

長

が

「

み

ん
な
、

出
ょ
う
ぜ

そ

J
れ

で

も

+

腕
を
組
ん
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
聖
歌
っ
た
後
も

解

庖

撤

回

闘

争

を

支

鑓

出

来

る

労

「

メ

シ

に

し

よ

う

や

」

な

ど

と

声

em苅
ス
w
k以
内

一

そ
の
余
飢
で
、
脱
を
立
つ
人
が
い
な
い
ほ
ど
・

組

作

り

を

、

そ

し

て

会

社

の

一

方

を

か

け

て

、

全

日

が

部

屋

を

出

て

白

筋
玉
県
に
は
、
現
在
会
口
は
六
O
O
人
、
そ

的
な
「
合
理
化
」
に
ハ
ド
メ
を

、

い

っ
て
し
ま
う
よ
う
に
な
っ
た
@
秋
元
候
補
が
演
説
を
は
じ
め
た

日
の
中
心
が
北
部
の
会
・
乙
の
総
会
を
ワ
ン
ス
テ

な
ど
と
主
張
し
て
い
た
・
そ
れ

を

そ

れ

ぞ

れ

機

械

の

裂

で

、

柱

の

ら

何

人

か
が
、
腰
を
あ
げ
て
帰
り

『
γ
プ
に
し
て
、
沖
電
気
の
仲
間
を
一
日
も
早
く

無
視
す
る
態
度
を
あ
か
ら
さ
ま
に

か
げ
で
誰
か
が
聞
い
て
い
て
く
れ
は
じ
め
た
.
つ
ら
れ
る
よ
う
に
出

+
勝
利
さ
せ
る
た
め
に
、
も
っ
と
も
っ
と
述
帯
の

す

る

集

団

が

、

会

場

の

あ

ち

こ

ち

る

か

も

知

れ

な

い

と

、

秋

元

候

補

て

い

く
人
・
事
の
な
り
ゆ
き
を
理

』
』
F

d

〉
吋
か
〉
、
、
一
1
0
h〉
均
三
、
ψ
怒
れ
が
山
b
vい句、ど、

に

目

立

っ

た

。

は

厳

後

ま

で

演

説

を

つ

づ

り

た

解

出

来

ず

に

と

ま

ど
っ
て
い
た
人

向
ぷ

?

、
お

use一J惑

』
J

ら
ふ
も
ら
い
口
、
4市
山
ソ
ヘ
出
廷
A
rA
1
r

S
支

部

委

員

が

会

場

の

中

を

耳

そ

し

て

、

次

の

職

場

へ

ま

わ

っ

た

ち

も

、

あ

わ

て

て

、

あ

と

に

続

日

う

ち

し

な

が

ら

動

き

ま

わ

っ

て

い

て

行

く

が

、

や

っ

ぱ

り

同

じ

と

と

い

て

.

『

世
あ
り
が
と
う
世

る
・
敏
一
見
候
補
は
、
あ
ま
り
に
も
て
、
新
東
京
支
部
が
発
足
す
る
た
が
繰
り
返
さ
れ
た
・
「
演
説
会
は
ま
だ
終
つ
て
な
い

+

今
年
も
、
新
入
学
の
争
経
団

輿
常
な
動
き
に
、
何
か
が
起
る
ぞ
、
め
の
選
挙
で
も
あ
っ
た
・
立
会
演
説
会
の
目
、

A
線
長
と
ぞ

l
l
」
、
お
し
と
ど
め
さ
ヌ
」

申

の
子
ど
も
た
ち
に
、
大
竹
公
子

と

直

感

し

た

.

秋

元

さ

ん

と

五

味

回

さ

ん

は

、

数
人
の
組
合
口
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル

す
る
聞
が
秋
元
候
補
の
耳
に
入
っ

H

さ
ん
や
、
佐
獲
美
観
子
さ
ん
か

指
名
解
胞
撤
回
闘
争
支
援
な
ど
を
で
食
耶
し
て
い
た
.
ひ
と
り
が
線
た
が
数
人
し
か
残
っ
て
い
な
い
.

目
ら
、
た
く
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

例

の

通

り

に

'

訴
え
て
立
候
補
し
た
・
長
に
お
も
ね
る
よ
う
に
「
今
日
の
仰
向
付
る
も
の
か
u

愁
元
候
補

一
を
い
た
だ
き
涙
し
て
ま
す
・

や

る

必

.で

す

ね

!

二
人
は
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
演
説
会
は
例
の
通
り
や
る
ん
で
す
は
歯
を
く
い
し
ば
っ
て
訴
え
た
・

一

肯
が
ん
ば
り
ま
す
官

に
穏
を
聞
い
て
も
ら
い
た
く
て
各
ね
」
と
き
い
た
。
A
縦
長
は
ま
わ
後
目
、
「
投
票
し
た
か
っ
た
が

宇

一一
5
三
月
に
か
け
て
、
争
議

沖
労
組
の
中
央
委
口
の
選
挙
は
職
場
を
、
ス
ポ
ッ
ト
演
説
を
し
て
り
を
気
に
し
な
が
ら
、
う
な
づ
い
出
来
る
雰
囲
気
で
は
な
か
っ
た
」

出

団
員
の
親
族
が
、
五
人
以
上
も

二
年
に
一
度
行
わ
れ
る
。
五
七
年
ま
わ
っ
た
・

た
・

と
話
し
て
く
れ
る
人
が
あ
っ
た
a

H

亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
み
ん
な

の
改
選
は
、
指
名
解
庖
と
同
時
に
ど
こ
の
職
場
で
も
よ
く
聞
い
て
乙
の
よ
う
す
を
み
て
い
た
B
さ

秋

元

・
五
味
田
両
候
補
は
二
六

司

元
気
に
が
ん
ば
っ
て
ま
す
・

閉
鎖
が
決
っ
た
品
川
工
場
が
芝
開
聞
く
れ
、
拍
手
を
し
、
声
を
か
け
て
ん
は
ぷ
「
日
の
演
説
会
は
何
か
が
票
だ
っ
た
.
(
本
)

苧

官
全
国
の
み
な
さ
ん
の
、
投

地
区
へ
全
面
移
転
し
た
の
に
伴
つ
く
れ
る
者
も
あ
っ
た
.
ぉ
ζ
る
か
も
知
れ
な
い
H

と
思
つ

』
曾
を
待
っ
て
ま
す
.
(
編
集
部
)

1983年 4月 1日

何
-z

か
が
・

一
:
相
臨
ズ

v-:・

4
U
 
て

↑
と
つ

場齢
い
思

傾
た
湘
し投票盛暑多雪

=・・・咽F・o:a::置~..----=::::

警警事

争
議
支
援
の
人
が
演
説
を
始
め
る

と

「

圧

力

」

で

帰

っ

て

し

ま

う
。

a棚田l

コ
ー
ヒ
ー
と
歌
一端
研
一
の
総
会
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<5月下旬ロードシ ョー>

断側側親潮剤"渉妥

棄毒
(49歳)

飯
田

康
男
さ
ん

侵
略
戦
争
の
姿
が

目
に
焼
き
つ
い
て

広
大
な
満
州
に
日
本
慨
が
巡
出
し
て
い
く
様
子
.

中
国
で
日
本

mの
行
な
っ
た
大
邸
周
殺
、
ア
メ
リ
カ

慣
に
迫
わ
れ
た
女
性
が
ガ
ケ
か
ら
飛
び
降
り
る
ι

戦

争
が
終
っ
て
榔
太
か
ら
引
妨
げ
て
来
る
人
々
・

い
ま
ま
で
親
や
学
校
の
先
生
、
戦
争
体
験
し
た
人

た
ち
か
ら
聞
い
て
き
た
日
本
の
侵
略
戦
争
の
姿
が
そ

の
始
ま
り
か
ら
終
り
ま
で
舵
録
映
画
で
再
現
さ
れ
自

に
焼
き
つ
き
ま
し
た
・
映
画
に
は
天
皇
や
東
条
英
機

が
登
場
し
、
東
京
裁
判
は
戦
争
寅
任
を
追
求
し
て
い

き
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
残
し
た
ま
ま
終
っ

て
い
ま
す
.
そ
れ
ら
の
問
題
、
矛
盾
が
戦
後
初
年
経

っ
た
現
在
の
私
逮
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、

二
度
と
戦
争
の
泊
を
歩
い
て
は
な
ら
な
い
と
訴
え
て

い
る
と
思
い
ま
す
.

(
沖
均
気
争
犠
団
)

入
場
券
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は

支
援
す
る
会
事
務
局
ま
で

1100円

凍
結
撤
回
」
と
と
も
に
、
勤
続

三
O
年
に
棺
当
の
処
遇
を
せ

よ
、
頭
打
ち
か
ら
の
解
放
で
す
.

居
住
は
茨
減
県
の
県
西
で
脇

町
と
い
う
街
。戦
場
迄
二
時
間
。

家
族
は
、
女
、
男
の
ニ
子
.
中

学
=
一
年
、
進
を
と
り
く
み
、

下
は
小
五
の
活
動
的
な
男
子
.

か
み
さ
ん
は
、
私
立
幼
稚
閣

の
教
師
を
約
十
年
.
低
賃
金
の

上
に
労
働
条
件
も
良
く
な
い
.

家
が
持
ち
家
で
、
共
働
き
.

や
っ
と
生
活
を
維
持
し
て
い

る
。
人
鋤
凍
結
が
た
た
り
、
今

年
は
飯
味
の
ス
キ
ー
に
も
一
度

レ
か
行
り
な
か
っ
た
.
(
鈴
木
)

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース開 4-8号(3 ) 

埼
玉
・
北
部
の
会

輸
を
拡
げ
て
い
く
H

展
望
H

を
見
つ
け
た
よ
う

な
、
う
れ
し
い
総
会
に
な
り
ま
し
た
.

(第
7
回
)

瓦亘
るの時ぃ世界は
何を裁いだか?

中
央
気
象
台
(
気
象
庁
)

傷教

鈴
木
隆
嘉
払

4乙

昭
和
二
八
年
三
月
、
県
立
高

校
卒
国
家
公
務
員
四
級
職
試
験

合
格
の
あ
と
、
中
央
気
象
台
電

信
課
採
用
と
な
る
.

本
年
三
月
で
、
職
歴
=
一

O
年

現
在
の
国
家
公
務
員
の
行
政
職

関
係
は
給
与
(
賃
金
体
系
〉
が
、

職
階
職
務
給
と
な
っ
て
い
て
八

階
層
.
初
級
八

5
七
等
級
、
中

級
(
主
任
)
六
5
五
等
、
係
長
、

技
術
専
門
官
五
5
四
等
)
地
方

課
長
、
専
門
職
三
種
級
と
分
か

れ
て
い
ま
す
.
鋤
統
=
一

O
年
五

等
級
は
典
例
な

mで
、
と
の
取

を
頭
打
ち
と
よ
ん
で
い
ま
す
.

私
の
目
下
の
嬰
求
は
「
人
問

167 



支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月) (4 ) 揮草48唾量

一一 こどもたちの作文一一

forsale 
得
意
な
マ

2
月
旬
日

東
京
電
力
を
告
発

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ュ

1
ムロ

2
月

n
B
沖
支
綾
子
代
田
共

闘
会
犠
結
成
集
会
(
東
京
)

2
月刊
ω
日

刑
法
「
改
正
」
拘

禁
二
法
に
反
対
す
る
抽
出
い
。

2
月
M
臼

支
鐙
す
る
会
定
例

幹
事
会
.

2
月
U

同
日

s
U日
撤
回
さ
せ

解
回
前
は
サ
ッ
カ
ー
部
の
ポ
イ
い
/
)
沖
で
の
仕
都
は
生
産
技
術
。
趣
際
サ
ッ
カ
ー
(
今
で
は
残
念
ス
キ
1
0
・
水
泳

・
普

削

る

会
第
守
回
大
会
(
よ
み
う

ン
ト
ゲ
y
タ
。
足
が
速
く
、
太
い
。
女
性
の
フ
ァ
ン
多
く
、
男
性
か
ら
な
が
ら
鑑
鈍
の
み
)。

囲

通

免

許

O
弔

問

り

ラ

ン

ド

会

館

)

そ
の
ス
ポ
ー

ツ

マ

ン

が

認

定

の

評
価
も
高

い

色

男

費

得
/

碁

@

。

ど

ん

な

女

性

が

好

き

?

N

5

月
1
日

ユ
マ
ニ
テ
ウ
ニ

E
が
増
え
乃
均
に
。
解
題
前
に
五
年
齢
百
年
1
月
刊
は
日
生

m歳
時

技

日

用

大

工

。

お

と

な

し

く

て

、

ま

じ

め

で

、

制

タ

の

記

者

が

来

会

。

千
円
高
っ
た
ド
ラ
ム
セ
y
ト
を
身
長

宗
五
問
。
体
重
七
五
句
好
物
魚
・

ラ
ー
メ
ン
チ
ャ

l

明

朗

な

人

。

…

5
月
5
日

浅
利
中
山
さ
ん

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
つ
つ
、
パ
ソ
出
身

背
森
県
三
戸
市
。
岩
手
県

ハ

ン

・

い

く
ら
・

。
タ
レ
ン
ト
で
一
冨
う
と

州
都
労
委
審
問
。

コ

ン

の

プ

ロ

グ

ラ

ム

に

熱

中

毒

事

岡

工
蓄

電

子

裂

嫌
物
ひ
じ
き
グ
リ
ン
ピ
ー
ス

石

川
さ
ゆ
り

W
5
月
4
日

最
高
裁
決
起
集
会

目

(
モ
チ
、
オ
ル
グ
も
忘
れ
な
家
族

父
母
、
兄
、
姉
、
弟

そ

の

他

揺

ら

出
(
普
通
)

…
5
月
6
日

5

6

下
町
長

日。
。
。
目
。
。
。

0
00
州

集

会。

料
引
二
野

W
5
月
B
目

前
橋
裁
判
。
本
庄

J
h
1

1
4
4

品

川

支
援
す
る
会
、
梅
原
司
平
コ

e
吋

W

ン
サ
l
ト
。

i

N

ユ
W
5月
刊
団

富
士
銀
本
唐
要
請

機糊

W

行
動
(
一

0
0
0人
)
。

ぷ
幽
園

川
鍛
灸
・
労
災
職
業
病
統
一
行

日

制

肋

・

…
5
月
刊
日

支
復
す
る
会
決
起

間

集

会・

ん

W
5
月
ロ
日

沖
支
援
東
京
電

E

X
 

U

劃

問

機
の
会
意
お
集
い
。

-

B

州
5
月
ロ
日
i

H
U
白

神
争
議
団

圭

附

…
婦
人
部
合
宿
・

役

酬
5
月
刊
日

本
庄
裁
判
。

-i
g
o

E

W
3月
υ
同日
1
げ
日

国
鉄
入
浴

i

s

N

 

宙

服

皇

制

闘

争

の

現

地

調

査

。

間
刷

(

附
5
月
げ
臼

マ
ス
コ
ミ
総
行
動

問
目
立
メ
デ
ィ
コ
決
起
集
金

問
5
月
旬
日

細
川
活
版
所
闘
争

制
詩
集
会
・
坐
島
沖
支
援
す

i
3
w
'岳
会
映
画
会
(
棄
)
。

民

同
協

同

5
月刊
げ日

高
干
穏
学
園
勝
利

刊
誌
M
MU

集
会
・
浦
和
(
埼
玉
)
総
行

野

動

で

ロ

士

銀

浦

和

支

底

へ

要

妥

銑

間

行

動

・

@ 

柿例戎関
Jc戸少年 》

中

達
弥
さん

ン
ガ
で

沖

争

議

を

支

援

乙
の
ご
ろ
、
皆
島
の
支
援
す
る
爆
は
許
せ
な
い
」
と
、
怒
り
を
込

会
の
ピ
う
が
評
判
。
そ
の
原
因
が
め
て
、

今
日
も
製
作
に
取
組
む
・

加
藤
さ
ん
の
H

マ
ン
ガ
ピ
ラ
H

だ
。

「会」

の
事
務
局
か
ら
「
あ
な

た
が
担
当
」
と
言
わ
れ
て
、
も
う

三
回
に
も
。
3
月
市
日
に
は
映
画

会
も
成
功
さ
せ
た
。

「沖
電
気
な
ど
、
大
企
業
の
倒

斗ベコ

1983年 4月 1巴

害寄
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19S3耳三5月 1目指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

ヨ司

回

目

。

刊

雇

E
一

目
。

m
M

解
会

務

区
四
一

e

J

，
当

る

事

精

一
回

・

ト

押

せ

会

制
2
4
0

町

さ

京

一

幻

号

明

気

回

る

東

3ω
番

車

電

撒

す

.
座

沖

を

担

友

所

信

…
口

H
U
務

口
座

名

ヨ

車

電

.

口

者
便

入

発

行

所

郵

加

号

年

日

日
目

9

1

1
一
引

一

4
引

月

一
日

一

第

1

5
開
園

第 49号)
 
1
 
(
 

五
味
田
靖
子
さ
ん
の
こ
と

沖
電
気
品
川
工
燭
も
人
は

「干
人
も
い
た
婦
人
が

べ
ら
し
合
理
化
の
前
は
明
理
由
も
な
く
、
八
百
人
も

る
く
働
き
や
す
い
職
場
が
首
.
と
ん
な
ζ
と
が
許
さ

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
・

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と

当
時
の
青
年
婦
人
部
活
訴
え
ま
し
た
.

動
を
支
え
た
の
が
、
五
昧
洋
附
さ
ん
は
、
い
ま
も

田
さ
ん
夫
婦
.
律
問
さ
ん
神
電
気
で
職
場
が
、
安
心

が
部
長

-m子
さ
ん
は
闘
し
て
働
け
る
よ
う
に
と
奮

部
長
に
選
ば
れ
、
活
脳
.

倒
す
る
か
た
わ
ら
、
プ
ロ

制
的
子
さ
ん
は
、
勤
続
市
級
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演

年
7
カ
月
(
電
話
交
換
機
奏
で
、
神
争
犠
の
支
援
を

の
配
線
な
ど
の
仕
事
の
ベ
鉱
げ
て
い
る
。

テ
ラ
ン
)
目
に
突
然
の
指
附
子
さ
ん
は
、
在
住
の

名
解
服
.
解
股
撤
回
を
求
崎
玉
を
中
心
に
活
動
.
4

め
る
裁
判
の
原
告
陳
述
で
人
家
旗
。
山
形
県
出
身
.

一

弘

一

背

中

の

…

ー

お

そ

一

一

一

山

一

…

j

:

ー

五

時

一
町
一
路

混

一一

ω

一四

月

三

日

一に

一乏

、
ユ

い
い
一戸

一作

ざ

ま

一し

も

1

〕
乏
てユ
ハ川
ρ

'A
225

8

:

パ

一
川
一
夜

己

一

ζ
一お

一変

占
ふ

れし
ん
芭
、

一げ

一易

会

i

一
人
疋

，

ト
ーは

一士

、

h
L戸
-

1
z

サ

一

1
Z
1
1
1
2
じ
C俊

一お
一
一詑

互

に

乞

、

一三

で

く

五

一ま

一

L
子

r
ぺ

一
乏

」

ま

し

5
2
ι
f
u
z
z、一人
芝

P

F
K
ι
m
Zと
Hj
一
川
…
宅

一
円
一

年

お

そ

一九

日

一d

ー

γ

2

3

1

2

一七

£

一、
s

-

奉
ρ平
才

一ね

一ま

一川
七

千

一
i

τまい
ま

一し

f
一

一
引
一、

?

一ソ

ー

ト
レ
ル
ヌ

勺

ム
ン
一
ぷ

一あ

一か

一リ

芝

全

し

一い

お

了

子

炉

と

め

て

じ

:

一い

ーま

一

L定
一o
す

一

之

リ

一、三

ス

タ

ら
一
?

?

一

三

引

Z
J
丸

一つ

宏

一
の

一三

定

一一

イ

学
ιい
ま

L
芳

栄

に

一つ

一い

と

じ

…を

ほ

お

一こ

一ざ

一丸

先

刀

、

内

ニ

ー

、

一、
つ
-十

一時

キ

ア

吋

一
、

¥

き

ま

し

た

o
nつ
け

で

一ζ
m色
広

-

つ

ー

岬

一

一
¥
1
9
7
Z「
は

や

一く

一ね

な

さ

い

一己

一半

い

わ

ゐ

八

五

市

竺

Arず
ん
と

ね

ま

ー

し

だ

主

性

房

長

一
宮

一に

一引

委

主

人

一乙

一

芳
Fん
介
存
一斤

P乙げゲZ山ろつ壱
2肯勺
三芳
」
矢
六
会
会丈芯
玄-乙L在ι
巳

一

ρ
い

一弄き奇を

Z」主ま一
CL「支「ι
ら
ん
勺
冶
針
ぞ:)一
ヂ

一ぎ々ざ」

ぽ民
「

わ
'77
ああ
…肘r狩ω仇山一やや
一ぎ
ヤ
さ
」
工

Eγ
工r
久一
や

3

一

ZzZ
乏

一
じい

一主
主

L
リ芦1仏ι一可
oi7一77
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主
2託乙をぽ人み一庁が在宗寸不さや実さキさ
E」乏号ζ汚1
 

;i一

ιヲ
f
i
I
7
E
o
r
ζ
は

一(

n
お

-す

ぎ

一人

げ

企

べ

る
7
u
f一似
U
向
山

一

ι昭
一

U
Z
1
E一一
円
努

家

九

九
人

一は

ほ

て

に

んや

3
Lソ
一
弘
/
'
h
j
j正

し

T
一舎

と

羽

一色

炉

一

セ

一

ιρ
一ぱ

か

一つ

一五

予

」

に

一乞

川

和

一皆

川

沿

い

市

:
差

亘

〈

f

i
一九

一三

Z
一
主

役

兵

一

戸

η一ム
ム

一、

主

~

一い

万

一定

一

ナ

「

一ザ

ヂ

1

7
一し

一よ

ー
と
か

弘

一

muZAμ
乙

万

せ

丸

一い

ち

豆

、

一

ιρ
…
F
麦
っ一C
一一い

ま

"し

"t
y一

-

v
z
i一之
、
っ
一

np
j
z」一レ
一川

市

の

去

さ

一
九
一

5
1
3
5
7一 通

信
機
三
大
メ
l
カ
の
一
つ

円
近
い
史
上
最
高
の
利
益
、

二

一

方
、解
雇
後
の
殿
場
で
は、

の
「
支
援
す
る
会
」
に
支
え
ら

神
電
気
工
業
(
本
社
・東
京
橋

千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
九
州
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解

れ
、
行
商
や
本
社
へ
の
抗
議
行

本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
一
七
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
し
て
鹿
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
沖

動
な
ど
に
務
開
。

六
億、

一
万
三
千
人
)
は
「
経

新
工
場
の
建
設
な
ど
i
.
会
社
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に

、

八

二
年
一
一
月
に
は
、
支
鐙

営
危
綴
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
は
東
京
地
裁
ほ
か
四
カ
所
の
殺
仕
事
を
取
り
上
げ
る
(
浅
利
さ
共
闘
会
駿
が
結
成
さ
れ
、
同
月

と

称

し

て

、

千

五

百

人

の

「

希

に

は

解
四
四
年
の
「
文
化
の
タ

/
〆
/
〆

，，
，F

，r

〆

望
退
職
」
重
を
提
案
乙
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

ど
を
八
0
0
0
人
で
成
功
さ

と
退
職
強

要

に

応

じ

な

い

三

百

せ

た

.

人
に
、
七
八
年
二
月
、
大
企

判
で
も
「
指
名
解
雇
の
狙
い
は
、
ん
、
中
山
さ
ん
)
な
ど
の
、
暴
裁
判
闘
争
も
第
一
の
山
陽
に

業
で
は
三
井
三
池
争
犠
以
来
、
残
っ
た
労
働
者
の
意
輪
改
革
を
挙
が
管
'
付
・

さ

し
か
か
り
企
鍛
に

「首
切
り

約
二
O
年
ぶ
り
の
指
名
解
雇
を
す
る
ζ
と
」
と
E
E・
労
働
者
沖
電
気
争
被
団
の
列
人
は
、
の
自
由
を
与
え
る
な
」
と
が
ん

強
行
・

と
狩
働
組
合
を
無
視
し
て
解
雇
全
国
二
四
の
県
解
、
三
千
を
超
ば
る
伸
也
気
の
伸
聞
に
、
あ
な

そ
の
後
の
沖
電
気
は
、
百
億
し
た
ζ
と
も
明
白
に
.

え
る
支
緩
労
組
や
一
万
三
千
人
た
も
熱
い
連
帯
を
/

〈ん (中1)

川

議
i
ーザ

争
議
の
解

川

卓
噴
×
，
官
、

決
を
め
ぐ
る

川'・-・、
』
W
(
』

F
・
背
策
資
本
と

川

記

d
の
交
渉
は
恐

れ

円

ぷ

喝
で
あ
る
と

，E、
量
殺
し
て
、
逃
揃

t

i
起
訴
さ
れ
た

川
迎
輸

一
般
東
京
地
区
生
コ
ン
支

川
部
=一
役
の
三
人
は
、
昨
年
十

一

川
月
二
十
六
日
か
ら
拘
値
さ
れ
た

川
ま
ま
で
あ
る
。
国
鉄
労
働
組
合

，

へ
は
、
ピ
ラ
は
り
を
口
実
に
不

川
当
能
索
。
浴
場
か
ら
自
宅
へ
帰

川
り
、
す
ぐ
外
出
し
た
ら
、
あ
や

川
し
い
と
雛
祭
へ
連
行
さ
れ
た
光

川
陽
印
刷
(東
京
)
の
仲
間
V
自

川
治
労
の
ス
ト
に
対
す
る
大
が
か

川
り
な
似
査
.
裁
判
の
傍
勝
者
に

川
行
き
す
ぎ
ボ
デ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
.

川
述
目
、
報
じ
ら
れ
る
笹
祭
や
裁

川
判
所
の
暴
挙
は
一体
ど
う
し
た

川
ζ
と
か
V

「拙書
類
攻
勢
」
が
白

州
立
ち
始
め
た
の
は
昨
年
の
秋
か

馴
ら
で
あ
る
・

何
の
た
め
に
厳
レ

川

い
締
戒
態
野
が
必
要
な
の
だ
ろ

川
う
か
.
時
同
じ
く
し
て
、
国
会

川

で
、
自
衛
隊
の
仕
事
と
し
て
、

川
社
会
党
と
共
産
党
の
監
視
を
お

沖
電
気
争
議
団
に
は
、
四
+
人
を
ζ
え
る

川
駿
V
働
く
者
と
市
民
の
声
を
抑

子
ど
も
た
ち
が
い
る
・
み
ん
な
元
気
に
、
親

川
え
つ
け
て
H

日
本
丸
H

は
ど
ζ

た
ち
の
n
正
義
の
勝
利
u

を
待
っ
て
い
る
.

川

へ
符
く
の
か
大
い
に
不
安

-E川

(
館

)
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'‘ 
病気なのに入院できないんだって・・・おばあちゃんかわいそう

/

/

人

間

は

だ

れ

で

も

年

を

と

る

も

の

/

/

若

い

あ

な

た

も

、

や

が

て

老

人

に

。

「
人
保
健
法
」
を
考
え
シ

基
準

・
特
掲
老
人
診
療
報
酬
)
の

改
恕
に
よ
る
沿
線
の
制
限
.

「
医
療
が
進
歩
し
た
か
ら
、
老

人
が
増
え
て
し
ま
う
.
そ
れ
な
ら

「
毎
年
の
生
活
費
は
、
多
め
に
二
月
一

日
に
中
曽
根
内
閣
が
強
後
退
さ
せ
よ
う
」
乙
れ
が
政
府
の

み
で
二
千
円
.
毎
月
医
銃
強
を
一
行
し
た
「
老
人
保
健
法
」
は
、
老
方
針
.
い
っ
た
い
人
聞
を
ど
の
よ

つ
の
病
院
と
と
に
、
四
百
円
取
ら
人
を
直
撃
し
て
い
ま
す
.
第
一
が
う
に
考
え
て
い
る
ん
だ
ろ
う
か
.

れ

る

よ

う

に

な

っ

て

こ

里

老

人

審

宮

に

は

っ

て

、

守

主

繋

議

「
老
人
保
建
法
」
を
突
破
口
と

言

語

混

じ

っ

た

小

銭

ば

つ

お

年

よ

り

の

外

来

患

者

量

っ

て

室

長

賞

設

し

て

医

療

全

般

の

葉

も

準

備

さ

か
り
の
四
百
円
を
し
っ
か

2白
い
る
・
霊
白
色
に
よ
る
と
昭
和

WT
院
同
額
三
州
V
殺

語

れ

て

い

る

・

ω風
邪
な
ど
の
、
嵯

?

時

事

和

仰

畑

区

w
M
M
明
記
山
明
記
拙

り
し
め
「
今
月
は
乙
れ
で
い
い
ん
以
年
度

(ワ

年

)

の

必

歳

以

上

の

賀

医

療

は

保

険

で

な

く
て
本
人
負

で
す
ね
」
と
真
剣
な
顔
で
さ
レ
出
人
口
は
、
一
千
三
十
万
人
で
そ
の
老
人
治
療
の
制
限
に
よ
り
、
老
は
、
必
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
が
担
・

ω医
療
費
は
現
金
払
い
を
原

す
老
人
の
思
者
さ
ん
・
内
の
約
お
揺
が
受
診
し
て
い
る
a

人
の
医
療
を
良
心
的
に
や
れ
ば
や
生
活
し
て
い
る
世
稽
は
、
昭
和
臼
則
と
レ
て
三
カ
月
後
戻
す

ω保
険

健
康
保
険
本
人
で
初
診
料
八
百
さ
ら
に
老
人
医
療
費
の
受
給
者
る
ほ
ど
病
院
の
収
入
が
低
く
な
年
に
お
い
て
、
一
五
五
万
世
間
市
に
料
値
上
げ
等
に
よ
る
負
担

m・
乙

円
は
す
で
に
支
払
い
、
窓
口
負
担

(無
制
に
な
る
人
は
2
人
世
帯
で
る
。
ま
た
老
人
は

「入
院
期
間
を
達
し
て
お
り
、
増
加
の
傾
向
で
あ
れ
が
臨
調
「
行
革
」
の
医
療
版
な

の
な
か
っ
た
人
が
「
ζ
れ
か
ら
毎
年
収
二
一
六
万
四

O
O
O円
以
短
縮
し
、
地
域
や
家
庭
に
お
け
る
る
。

l
lま
さ
に
政
府
の
方
針
は
の
で
す
.
〈
芝
病
院
の
相
沢
さ
ん
.

月
か
か
る
ん
で
す
か
.
高
い
保
版
下
)
で
は
、
月
に
平
均
一
回
は
必
医
療
へ
転
換
」
と
い
う
政
府
の
方
「
貧
乏
人
は
河
歳
を
過
ぎ
る
と
死
柳
原
病
院
の
谷
沢
さ
ん
に
御
協
力

斜
を
払
っ
て
い
る
う
え
に
毎
月
な

A
ず
d

受
修
し
て
い
た
・
第
二
が
、
針
に
よ
り
、
病
院
か
ら
老
人
を
迫
ね
」
と
い
う
事
な
の
で
す
・

を
い
た
だ
き
ま
し
た
〉

ん

て

」

老

人

医

療

の

き

ま

り

(

旋

盤

担

当

い
出
し
、

H

経
路
の
削
減
u

を
狙

っ
て
い
る
.

q

さ
ら
に
政
府
は
退
院
を
し
ぶ
る

m
相
者
に
対
し
て

「病
院
が
市
町
村

長
に
連
絡
す
る
」

ζ
と
を
毅
務
づ

¥
、
け
、
市
町
村
長
が
適
当
な
処
位
を

¥
、

レ
「
速
や
か
に
退
院
さ
せ
る
」

ζ
と
に
し
い
る
。
東
京
港
区
の
志

田
町
診
療
所
で
は
、

「
老
人
の
延

命
を
す
る
よ
う
な
治
療
は
し
な
い

よ
う
に
」
と
通
逮
を
受
け
た
と
か
・

「突
然
退
院
を
求
め
ら
れ
た
」

「年
齢
を
聞
か
れ
入
院
を
乙
と
わ

ら
れ
た
」

ー
な
ど
の
相
談
は
、
都

内
の
区
役
所
に
相
つ
い
で
い
る
.

荒
川
区
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
切
件

近
い
・
解
決
は
わ
ず
か
守
件
・

病
院
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
老
人

は
ど
ζ
へ
行
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
.
特
別
議
殻
老
人
ホ
l
ム
の

入
所
を
待
っ
て
い
る
老
人
は
、
現

在
邸
内
で
一
万
人
以
上
。
全
国
で

(お年寄りの入院患者にたいする珍療報酬〉

点滴注射料
70歳以上は2∞円
{とよれまでは750円)

る70 一般臨床検査 どれをどれだけやっても

病F克議n (31項目) 1ヵ月1500円
(上 注射

どれをどれだけやっても

基準肴のお
1ヵ月lαぬ円

目、耳、鼻な はん固くり返しても
2量年寄 どの処置 月11:300円
り

特例が六 心 電図 原則として月 1回どまり

除などは富L上を;。i 超音波検査 原則として月 1回どま町
くし
脳波検査 原則として月 l回どまり)め

沖争議団の名料理人-登場④

相原幸雄さん
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u
ao
o
d

一

引

き

延

し

を

判

守
人
及
び
労
働
組
合
と
の
話
し
合
す
通
産
省
、
背
景
資
本
の
富
士
夏
季
の
全
因
。

直

一

=

い
の
責
任
者
に
対
す
る
柾
人
制
銀
行
.
宛
上

げ

の

四

分

の

一

を

再

凶

E

国

許

す

か

否

か

“

オ

ル

グ
を
ス

庇

町

M

-

.

べ

が

終

わ

ろ

う

と

し

て

い

ま

占

め

、

解

庖

当

時

の

社

長

を

送

;

司

詔

日

ロ

の

重

要

期

・

寵

タ

l

ト

"争

幸
田
・

す
・
早
期
結
審
め
ざ
し
裁
判
の
り
ζ
ん
だ
電
電
公
社
・
そ
し
て

五

寸

由

一

「
人
が
余
っ
て
い
る
」
と
い

争
点
と
関
係
の
な
い
証

人

護

活

気

の

伸
間
五
十
人
が
係
争
「
ゆ
る
す
な
、
指
名
患

L

E

う
理
由
で
首
を
切
っ
て
お
き
な
用
さ
せ
て
、
裁
判
引
き
延
し
を
中
で
あ
る
裁
判
所
が
あ
る
・
の
世
論
を
日
本
中
に
拡
げ
、
迎

田

中
が
ら
、
そ
の
裏
で
新
規
採
周
ね
ら
う
神
電
気
の
策
動
に
対
し
そ
の
地
で
ご
人
の
首
切
り
帯
の
H

物
資
販
売
M

H

募
金
u

一

一

「
経
営
危
聖
書
っ
て
非
て
裁
判
所
の
判
断
を
迫
ま
る
罰
事
さ
な
い
と
い
う
千
代
悶
区
を
、
全
国
の
閣
に
訴
え
る
、
一

一
道

な

一

周

た

た

き

を

強

行

し

な

が

夏

季

の

オ

ル

グ

が

、

五

月

か

ら

一

自
ら
翌
年
に
は
史
上
飯
高
の
も
う

口

R卜
ιmar-ME
ム鴎崎、
J
ノ

開

始

さ

れ

ま

す

.

ロ。

一
り
を
達
成
・
沖
電
気
の
首
切
り
広
伊
崎
川

崎

ヨ

内

閣

m
M
W¥

快

北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
約

一

白

一
合
理
化
が
不
当
極
ま
り
な
い
内

L
a
B
'
l
弘

勝

カ
月
号
、
三

8
0を
と

こ

=

;

 

山
容
で
あ
っ
た
ζ
と
が
明

ら

か

に

・

r
E
N
.
、
dFμ
同

V
V島』
Z
Y司
る

労
働
組
合
、
団
体
を
訪
ね
ま

山

一
さ
れ
て
き
ま
し
た
a

会
社
側
は

1
¥;YHeft
-
す
・
沖
電
気
の
伸
間
は
、
い
ま
一

c

d
蹴
七
宮
r

白
裁
判
引
き
延
ば
し
に
必
死
で

ιち予
4

そ
の
準
備
で
忙
レ
い
・
事
業
担

口

一
て

し

か

し

、

神

電

気

の

卑

劣

当

の

八

島

さ

ん

に

今

年

の

目

玉

一

一
な
策
動
に
対
し
て
全
国
か
ら
批
要
な
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
・
の
伝
統
を
受
付
つ
ぎ
、
一
日
も
商
品
を
尋
ね
た
ら
「
ナ
ン
ト
言

一

酌
判
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、

神

電

気

。

義

揖

阜

く

勝

利

さ
せ
よ
う
」
と
、
こ
っ
て
も
、
ミ
ッ
キ
l
マ
ウ
ス
の
制

c

千
代
田
区
で
“

司
爵
e

E

と
各
地
の
裁
判
所
に
一
七
万
も

会

月
一
一
一
一
目
、
活
気
義
喜
刺
し
ゅ
う
入
り
パ
ス
タ
オ
ル
・

由

も
九
O
労
組

t

E

の

室

が

積

み

上

げ

ら

れ

ま

し

圃

共

闘

会

賎

力

発

足

・
加
盟
団
体
窓
口
副
で
=一
千
円
と
安
い
」
と

一

一
た

。

で

共

闘
会

議

赴
ハ

は
現
在
九

O
労
組
。
沖
争
犠
の
の
答
。

一

一

塁

、
首
切
り
合
理
化
を
企
千
代
田
区
(
東
京
)
に
は
、

勝
利
に
と
っ
て
大
き
な
役
割
全
国
の
仲
間
の
震
の
絶
大

一

一
函
・
立
案
し
決
定
を
下
し
た
会
電
気
書
室
界
の
合
理
化
を
を
は
た
す
も
の
と
し
て
期
待
さ
な
毒
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
一

出

社
首
脳
陣
の
判
断
を
め
ぐ
る
鉦
指
導
レ
大
企
業
に
補
助
金
を
出
れ
て
い
る
・

ま

す

・

出
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-
鶏
の
手
羽
肉

.
ニ
ン
ジ
ン

-
ジ
ャ
ガ
イ
モ

.
ピ
ー
マ
ン

川
-
京
都
、
武
田
宏
さ
ん
を
つ
け
て
、
が
ん
ば
っ
て
.

川

会
員
が
ふ
え
ま
し
た
.
地
理

・
群
馬
、
橋
本
上
夫
さ
ん

川

的
に
速
い
場
所
で
あ
る
ζ
と
や

会
賞
、
カ
ン
パ
退
く
な
り
ま

川

知
ら
な
い
人
が
多
く
て
訴
え
る
し
た
・
苦
労
し
て
頑
張
っ
て
い

川

上
で
若
干
困
難
で
す
が
、
じ
っ
る
ζ
と
を
思
，
マ
と
胸
が
痛
み
ま

〈
ソ
l
ス
の
つ
く
り
方
〉
，

川

く
り
話
せ
ば
理
解
し
て
も
ら
え
ず
.
一
日
も
早
く
奮
と
び
の
日

〈
つ
く
り
方
〉

少

さ

い

ナ

ベ

に

、

ケ

チ

ャ

ッ

川

ま
す
.
勝
利
の
目
ま
で
、
共
に
と
な
る
よ
う
祈
り
ま
す
.

①
鶏
の
手
羽
肉
は
お
酒
(
大
さ
プ

(
1カ
y
プ
)
、
す
り
お
ろ

川

活
動
し
て
い
き
た
い
。

-
兵
庫
高
馬
正
子
さ
ん

じ
2
)
に
つ
り
て
お
く
・

し
た
ニ
ン
ニ
ク

(
1カ
ケ
)
、

川

・

茨
木
、
沢
田
忠
さ
ん
関
西
電
力
ピ
ラ
事
件
の
原
告

②
お
酒
に
つ
け
た
手
羽
肉
に
火
豆
油

(
大
さ
じ
1
)
、砂
粕
(小

川

風
野
節
子
さ
ん

(保
育
園
で
の
袈
で
す
.
共
に
が
ん
ば
り
ま

が
通
り
や
す
く
す
る
た
め
、
包
丁
さ
じ
1
)
、
お
酒
(
少
々
)
、

川

解
庖
)
が
職
場
復
帰
が
で
き
、
し
よ
う
.

を
適
当
に
入
れ
る
。
フ
ラ
イ
パ
ン
を
入
れ
火
に
か
げ
て
、
暖
め
る
.

山

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
.
沖

・
福
岡
及
川
玲
子
さ
ん

に
泊
を
ひ
い
て
肉
は
皮
の
つ
い
て
紛
熊
つ
め
な
い
ζ
と
・

川

一
気
の
み
な
さ
ん
も
、
体
に
気
四
月
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
留
学

い
る
方
を
強
火
で
、
黄
金
色
に
な
〈
メ
ッ
セ
ー
ジ

〉

し

ま

す

の

で

よ

ろ

し

く・

る
ま
で
焼
く
目
色
が
つ
い
た
ら
フ
大
き
め
の
皿
に

、

む

し

焼

に

・

東

京

笹

川
孝
一さ
ん

タ
を
レ
て
む
し
焼
に
す
る
・
し
た
手
羽
肉
、
妙
め
た
ジ
ャ
ガ

「は
た
ら
く
」
を
税
ん
で
い

③
肉
を
取
り
出
し
た
フ
ラ
イ
パ
イ
モ
ピ
ー
マ
ン
、

ニ

ン

ジ

ン

を

つ

も

励

ま

さ

れ

て

い

ま

す

・
私

ン
に
か
た
め
に
ゆ
で
た
ニ
ン
ジ
ン
磁
り
合
せ
、
ニ
ン
ニ
ク
ソ
1
ス

は

、

オ

ー

バ

ー

ド

ク

タ

ー

で

、

ジ

ャ

ガ

イ

モ

を

適

当

に

切

り

、

ピ

を

か

け

て

食

べ

る

昧

は

、

ピ

リ

現

在

3
つ
の
大
学
で
締
師
。
私

l
マ
ン
も
食
べ
や
す
い
よ
う
に
切
ッ
と
ニ
ン
ニ
ク
の
辛
さ
と
香
り

立

大

が

教

員

不

足

で

も

服

用

せ

り
、
妙
め
て
取
り
出
す
.

が
さ
き
股
高
よ
。

ず
、
つ
く
ら
れ
た
失
業
者
で
す
.

&1国殴

d蛍';



歳
半
の
忠
子
が
い
る
。

夫
、
晃
さ
ん
は
沖
電
気
争
議
団

で
あ
る
。
愛
し
あ
っ
て
い
た
こ
人

溺
春
闘
は
静
か
な
う
ち
に
終
つ
だ
が
晃
さ
ん
は
指
名
解
庖
さ
れ
、

た
。
真
喜
志
ふ
く
み
さ
ん
(
沖
・

ふ
く
み
さ
ん
は
職
場
に
残
っ
た
.

東
京
工
切

・
お
)
は
、
自
分
の
昇
「
職
の
な
い
人
と
」
親
の
心
配

給
額
を
計
卸
し
た
.
彼
女
に
と
っ
を
よ
そ
に
河
年
に
結
婚
し
た
.

て
は
じ
め
て
の
経
験
で
あ
る
.
そ
ふ
く
み
さ
ん
は

n
世
帯
主
H

と

残

り

の

八

万

円
少
し
で
は
、
食
そ
れ
以
来
、
ふ
く
み
さ
ん
が
H

世

れ
ほ
ど
、
生
活
が
せ
っ
ぱ
つ
ま
っ
し
て
家
庭
を
支
え
て
い
る
.

べ

る

の

が
や
っ
と
で
あ
る
。
衣
類
帯
主
H

で
あ
る
.

て
い
る
の
で
あ
る
・
結
婚
の
と
き
晃
さ
ん
は
争
議
聞
か
ら

、

九

万

も

口

う

の

は

下

む

だ

け

で

ほ

と

ん

i
t
t
f
、c
t
2
4
:
2
2
、

、

仲

Z
A叩
'mmm除
m
B高
山

親
戚
か
ら
集
ま
っ
た
百
万
も
ほ
と
五
千
円
も

っ

て

く

る

が

、

半

分

の

ど

も

ら

L
も
の
・
冬
の
一
時
金
て

aU
O
R
4
0
c
p

か
M

川
U
リ
一プ
中
市
T
P

ん
ど
く
い
つ

ぶ

し

、

先

搬

か

ら

少

四

万

五

千

円

は

、

持

ち

出

す

.

残

ジ

ー
パ
ン
と
セ
ー
タ
ー
を
買
っ
た

し

借

金

を

し

た

。

り

の

五

万

円

と

自

分

の

給

料

十

二

の

が

せ

い
ぜ
い
の
ぜ
い
た
く
と
い
結
婚
し
て
か
ら
貯
金
を
し
た
と

官
級
労
連
は

M
M抽
の
要
求
を
出
万
円
で
親
子
三
人
が
生
き
て
い
か
な
っ
て
倒
れ
込
む
よ
う
に
帰
っ
て
え
る
・
と
が
な
い
・
ふ
く
み
さ
ん
が
H

ぜ

レ
た
が
、

ω弼
(
八
九
一
七
円
)
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
@
く
る
夫
を
み
て
い
る
と
、

H

も
っ
家
賃
が
も
っ
と
安
け
れ
ば
と
思
い
た
く
u

を
し
て
い
る
こ
と
が
あ

で

集

約

し

た

・

「

オ

レ

、

何

に

使

っ

た

か

な

」

と

節

約

し

て

M

と
も
云
え
な
い
。
う
・
初
年
響
、
社
宅
へ
の
入
居
募
る
。

「生
命
保
険
」
の
月
、
五
、

彼
女
が
は
じ
き
出
し
た
昇
給
予
と
晃
さ
ん
は
気
に
し
て
い
る
殿
子

i
f占，
S
1
5占，
G
ぺO
ぺ0

鍛
が
あ
っ
た
と
き
、
ふ
く
み
さ
ん
六
O
O円
の
断
金
で
あ
る
.

J

わ
，だ・
、芯
日が
K
M
U
M

定
額
は
六
、
一
二

O
円
-

n
世
帯
だ
が
、
残
っ
た
と
と
は
な
L

P

'

0

・る
3
2
'

ま
祈
る
気
持
で
応
募
し
た
。
と
こ

引
年
に
妊
娠
中
路
症
か
ら
情
臓

、

世
帯
.
圭
山
一
4

主
H

ふ
く
み
さ
ん
の
手
取
り
は
+
争
議
団
活

動

を

や

っ

て

し

る

と

ろ

が

、

世

帯

主

で

な

い

か

ら

と

門

を

懇

く

し

て

入

院

し

た

時

、

打

開

蹴

二
万
円
に
し
か
な
ら
な
い
園
大
き
交
通
費
や
、
夜
遅
く
な
っ
て
軽
食
真
喜
志
家
の
主
な
支
出
は
、
ァ
前
払
い
さ
れ
、
そ
れ
な
ら
と
、
自
腕
さ
ん
か
ら

『長
生
き
出
来
な
い

な
期
待
は
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
を
と
っ
た
り
、
つ
き
あ
い
も
多
い

パ
1
ト
代
四
万
円
、
電
気

・
ガ
ス
分
が
「
世
帯
主
」
に
な
る
手
続
を
か
も
知
れ
な
い
』
と
い
わ
れ
、
急
と
を
考
え
、
夫
や
息
子
の
た
め
に
か
、
無
駄
は
な
い
の
か
、
真
剣
に

や
っ
ぱ
り
少
な
い
と
思
う
。
ょ
う
だ
。
会
社
に
お
れ
ば
二
百
円

・
電
話

・
水
道
で
約
三
万
円
、
風
済
ま
せ
て
再
応
募
し
た
ら
H

女
性
に
将
来
の
ζ
と
が
不
安
に
な
っ
て
生
命
保
険
に
入
っ
た
の
だ
。
見
直
し
て
い
る
・

徳
島
の
中
学
を
出
て
す
ぐ
沖
也
の
定
食
で
済
む
が
、
外
食
で
は
そ
呂
代
一
万
円
、
保
宵
剥
が
四
千
五
で
は
前
例
が
な
い
H

と
ζ
と
わ
ら
自
分
に
H

保
険
M

を
か
け
た
・
ふ
ふ
く
み
さ
ん
は
、
い
ま
の
生
活

気
入
社
、

十
年
に
な
る
。
夫
と
こ
う
も
い
か
な
い
だ
ろ
う
・
夜
遅
く
百
円
、
合
計
八
四
、
五
O
O円
・
れ
た
。
会
社
は
冷
め
た
か
っ
た
・

く

み
さ
ん
は
、
自
分
の
万
一
の
と
を
も
っ
と
切
り
つ
め
ら
れ
な
い

1983年 5月 1日

裏
切
か
計
桜
山

「
婁
包
闘
関
一

u
m

(第

8
回
〉

日
産
自
動
車
と
十
二
年
余
に
わ

た
っ
て
闘
っ
て
つ
い
に
「
男
女
と

・

も
に
六
十
歳
定
年
」
に
改
正
さ
せ

た
「
中
本
争
鍛
」
の
報
情
パ
ン
フ
・

…

働
く
婦
人
の
権
利
健
立
へ
の
追
を

.

大
き
く
き
り
ひ
ら
い
た
こ
の
闘
い

を
、
心
に
深
く
刻
み
、
明
日
へ
の

闘
い
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
す
る
た
め

に
、
あ
な
た
も
一
冊
.

E

・
E

・-・・・
円

ロ・別剖

E
E
R“開
NMEg----
o

勘
巴
聞
包
切
副
旧
日
岨
回
同
問
M
F

・・・・・固・・・・・・
n
u

l

引
芯
冒
S
楢
咽
岨
回
目
噌
晶
司
H
?
h
也、，

h
問
1

・m

・

邸
酔
輪
唱
嗣
刷
開
山
F
叫
川
公
め
園
甲

」白

眠
圃
・
・
圃

買
込

島

野
暗
躍
輔

ー

臨

引
甜
和
相
唄
γ必，

j
e

一
民
幽
咽
明
町

田

一

d
E
'
1
J
4
p
a
E
E
-
-
L
E-
-
、
怜
白
幽
F

‘.閉

a

4

竃・
mmw匂
ta---z'

嗣・・・・・・・・
閉

毎
日
が
「
生
活
苦
」
と
の
た
た
か
い

真
喜
志
ふ
く
み
さ
ん
舗
の
場
合
は
・
.. 

醤量露
三要IP量Rヨ堅堕量三

警警警護F

'だんか込、一解雇況に負一
J
(

訪
日
ぬ
NW

(~ ) 

科

敏

夫
さ
ん

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース第 49号

額騒重量
(23) 

(
本
)

周恩
と一歳去の差別は

と一切ミの差別に通ずる

~ 

東洋電子興業

-紫外線太陽灯、医療機械製造勤続8年

・子ども小1(女)、 3歳(男)、共働き。

・東京都大田区のマンション住い、ローンの支払いは

毎月8万円、ボーナス時に27万円。

な ま 税 て 告工突年東六 l
い でさ楽ク。日然(京億カ船

」哲!v_し レ 百::;e'Ze ~可 l 担
と し はく l 十不年工 用
合、働ン 人況)場従阪エ
た い奥い 工 の」ー焼業鉄ン
つ「 さ て巡 全を月津員工ジ
た解 ん 七転 向理二)千所ン
一 回 と 年担 解由 十 は人(の
人 は夜目当 鹿に六五・資中
で許 遅 、と を臨日十本本堅
闘せく 仁レ 適時に三社金メ

五 史 い
+ 上会を
七段 社 始
年高 は め
七の 、 ま
月売 解 し
の上雇た

爵写孟.
地 紅白
裁録に
判 .は

訴の を 決

言葺器全
し でレ解
た無たJ1i!
.効もは
し」の臨
かとで時
し 、 、工
、全解の
会商庖実
社勝権態

日会地焼 帯始 I隊大るとたく仁に 裁訴は
8 域諸〈のまや型。、め、制動働へし
4 T 支 5 激 支つ、パ守闘に他さかく・、原
E 部の 励 鐙て本スるいものんさ者 裁職
L 内 9 先 をい社で会の負臨個れの 判復
0 の v .るへ上を輸け 時人つ生 闘帰
5 {二 14静 ・の京中はら工のつ 活 争を
4 和 岡 あ要し心拡れ、問あが は認
6 者全保 な問、にがな労阻る め

2 を金焼 た行裁しつい働で 今 日 現ず

③守慈善韓 も動判てて | 者は司に 京
5 る太市 速も傍、い | のな 日 高鐙

浅香信和さん

(29歳)@家族手当 @住宅手当

@労金財形預金⑦労金住宅ローン

171 

@技術手当

@皆勤手当



(4) 揖 49号

箕輪さん一家は家族ぐるみで沖争議

支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月}

もも』と言っていた健にp
u
 

』とお父さんも『箕
輪
巡
さ
ん
(
神
電
気
争
犠
団

・
高
崎
)
の
家

族
は
、
両
親
と
弟
の
四
人
.
進
さ
ん
が
長
男
.
河

年
の
解
胞
当
時
、

利
根
鉄
工
に
勤
め
て
い
た
お
父

さ
ん
は
(
定
年
を
ま
じ
か
に
し
て
、
進
さ
ん
の
収

入
に
期
待
し
て
い
た
の
に
)
、
不
当
な
解
胞
の

撤
回
闘
争
を
始
め
た
巡
さ
ん
に
「
俺
ん
ち
も
生
活

か
か
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
ん
な
こ
と
や
ら
ね
え
で

勤
め
ろ
、
世
間
さ
ま
に
、
は
ず
か
し
く
て
、
し
よ

う
が
ね
え
」
と
.
逃
さ
ん
は
「
す
ぐ
争
議
は
終
る

か
ら
.
一
生
の
わ
が
ま
ま
許
し
て
く
れ
」
と
言

っ
た
そ
う
で
す
。

沖
電
気
高
崎
工
場
で
は
、
ト
イ
レ
に
行
く
時
間

も
、
お
し
ん
で
仕
事
を
し
た
ほ
ど
、
ま
じ
め
な

年
の
逃
さ
ん
は
、
争
議
団
で
も
岡
山開
・
両
親
の
一

番
の
希
望
は

「一

日
も
早
く
、
争
犠
に
勝
利
し
て

結
婚
で
き
た
ら
P
、
心
配
し
て
い
ま
す
が
当
人
が

自
党
し
て
や
っ
て
い
る
の
で
」
.

失
業
中
の
お
父
さ
ん
は
、
2
反
の
米
作
を
群
馬

県
の
佐
渡
郡
で
行
っ
て
い
る
。
農
繁
期
に
は
進
さ

ん
も
手
伝
う
・

2
歳
の
弟
は
東
京
で
夜
間
大
学
、

「パ
y
チ
シ
、
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
」
と
進
さ

ん
.
そ
そ
っ
か
し
い
子
だ
か
ら
と
心
配
顔
の
お
母

さ
ん
が
「
勝
つ
よ
り
な
い
ん
だ
か
ら
、
一
生
げ
ん

め
い
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
弓
る
え
」
と
ひ
と
乙
と
.

f
 

/
 
/
 

/
f
 

左 か ら沖争犠団の巡さんく27歳〉お父さんの次郎さん
(60歳〉とお母さんのアイ子さん (53歳〉

介

γお日
日
本
フ
ィ
ル
の
フ

紹

…

ジ
テ
レ
ビ

文

化
放
送
社
前

行
動
。

底

…

吉

田

干
息
詰

徹

一

金属議露。

川
3
月
お
日

細
川
活
版
所
(
指

を

川

名
護
)
シ
ン
ポ
ジ
ュ
1
ム

者

工

首

5
Z
Z議
団

の
家
族
会
旅
行
(
埼
玉
、
下

身

…

久
保
コ
テ
l

ど

出

百

【

川

5
月
初
日

中
央
共
闘
会
殺
の

リ

μ九
い

霊
祭
出
的
な
過
去
を
持
つ
・

望
だ
け
は
持
ち
続
け
て
い
る

・

解

後

鐙

蚕

、
野

球

.

さ

な

い

す

て

き

な

人

・

川

第
5
回
幹
事
会
。

nv

お
人
よ
し
で
、
何
で
も
頼
ま
れ
ち
胞
前
の
職
場
は
、
電
子
デ
バ
イ
ス

特
妓

耳
と

mを
同
時
に
動
か
す

O
タ
レ
ン
ト
で
雷
う
と

川
4
月
1
回

全
国
電
線
総
行

旨

れ

や

う
け
れ
ど

、

す

っ

ぽ

か

す

こ

と

普

で

し

た

・

乙

と

が

で

き

る

・

望

み

、

坂

口

良

子

川

叫

理
化
署

員

会

・

回

配

も
多
い
と
か
・
年
齢
わ
り
に

年
齢

引

官

官

星

議

室

ジ
ャ
ズ
の
レ
コ
ー
ド
ー
一

一

一

お

詫

び

一

川

4
月
3
自

主
北
村
パ
ル
プ

E
百四一円

は
、
や
る
事
が
若
く
て
、
三
多
勝

身
長

一
七
五
句
体
重
五
八
句

五
O
枚
持
っ
て
い
る

川

(崎
玉
)
団
結
も
ち
つ
き
大

市

甲

車

合
唱
団
で
歌
に
、
踊
り
に
狂

出
身

大
分
県
佐
伯
市
。
空
路

そ
の
他
た
ば
ζ
(
ハ
イ
ラ
イ
ト
)
前
号
の
中
野
逮
弥
さ
ん
の
生

川

会。

ar

っ
て
い
る・

4
だ
ま
さ
し
u

の

久

美

高

校

電

気

税

率

.

酒

(

軽

)

水

泳

5
加
速
年
月
日
は
百
年
1
月
日
の
誤

川
4
月
4
白

仲
裁
判
を
傍
聴
し

兄
挑
み
た
い
な
顔
を
レ
て
い
る
け

家
族

父

母

、

妹

三

人

.

泳

可

り

で

し

た

・

川

て
仕
事
差
別
さ
れ
た
、
浅
利

中
山
さ
ん
労
働
委
員
会
.

-
E
E

川
4
月
6
日

江
東
総
行
動
(
東

:

h
司

司

副

川

京
)
で
岱
士
銀
行
、
亀
戸
支

i
I

・

項

目

・

川

底
へ
盟
問
.
人
迎
い
事
件
の

合

岡

国

川

昔
、
集
会
・

耐

酬

明

両

日

舵

園

川

4
月
7
日

千
代
田
区
、
出
版

A
口

a・
川

労
連
の
夕
方
デ
モ
・

組

;

ん

川
4
月
8
日

千
代
田
婦
人
交
流

働

ト

ー

一

会
・
大
興
電
子
宮
窪
田
・

労

贈

闘

川
4
月
?
自

国
語
田
地
区
共

般

…

闘
の
決
起
雲
-

一

置

Hn

川
4
月
刊
日

都

知

重

要

B

n
H

晶
剛
曹
市

川

(
松
岡
一
四
八
万
、
鈴
木
二

f
q
‘

一

一

一二
五
万
)

合
|
園
田
園
川
田
川
4
月
刊
は
白

川地

(東
京
)
総
行

動
。
東
京
都
交
通
局
(
中
部
)

i
l
it
-
n
H
'
11
|

川

沖
・
支
緩
す
る
会
発
足
。
抑

「
組
合
長
/
」
と
親
し
ま
れ
る

川

争
俄
団
の
閉
さ
ん
の
お
父
さ

総
瀬
さ
ん
は
、
働
く
者
は
前
倒
の

川

ん
死
亡
(
臼
歳
)
・

く
し
で
と
か
し
た
よ
う
に
頭
を
す

川
4
月
日
日

官
民
総
行
動
。
沖

っ
き
り
し
な
け
れ
ば
と
「
つ
げ
挫
」

川

争
磁
、
全
国
弁
桜
田
会
磁
・

を
聞
い
て
い
る
・
総
野
オ
ル
グ
の

川
4
月
何
回

国
労
不
当
処
分
反

時
代
は
全
国
を
飛
び
ま
わ
る
・
争

川

対
4
・
百
集
会
・

議
の
勝
利
と
は
、
自
分
が
ど
れ
だ

川
4
月
刊同
日

東
京
む
力
(
渡
辺

け
成
長
し
た
か
で
あ
る
と
厳
し

川

さ
ん
)
底
デ
モ
・
麻
布
米

m

い
・

(

佐
藤
辰
美
)

川

ヘ
リ
ポ
ー
ト
反
対
鍛
会
・

…泌
総
務
獄
総
務

5
月
ロ
日

支
慶
す
る
定
例
幹

事
会
(
繊
械
工
具
会
館
、
問

時
泊
分
1
)

5
月
げ
日

浅
利

・
中
山
仕

m

差
別
都
労
委
(
有
楽
町

-
交

通
会
館

.ω
時
1
M
M
時
)

5
月
引
日

本
庄
(
熊
谷
)
裁

判
.
問
時
半
1
花
時

6
月
8
白

八
王
子
裁
判

a
m

時
3
問
時

・
歩
加
を
よ
ろ
し
く
.

1983年 5月 1B 

@ 

「わらひ'座」

が母マす。

局主

博2

光き

私
が
神
電
気
の
闘
い
を
白戸近

か
に
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
若
い
オ
ル
グ
諸
君
に
高
知

で
お
会
い
し
て
か
ら
で
す
.
あ

れ
か
ら
三
年
た
ち
ま
レ
た
.
そ

れ
以
来
、
私
は
神
電
気
の
闘
い

の
推
移
に
つ
い
て
注
意
深
く
見

守
っ
て
い
る
の
で
す
・

だ
か
ら
、
入
れ
替
わ
り
若
い

F
ト

ゐ

s

p

w

p
 

人
が
高
知
に
来
る
と
、
親
戚
の
る
ぞ
/
」
な
ど
気
炎
を
あ
げ
た

若
衆
が
都
っ
て
く
れ
た
よ
う
で

ζ
と
を
思
い
出
し
ま
す
.

楽
し
く
な
り
、
公
宜
げ
に
教
訓

い
ま
、
皆
さ
ん
は
大
き
な
務

め
い
た
ζ
と
を
し
ゃ
べ
っ
た
も
力
を
持
つ
に
ま
で
、
乙
ぎ
つ
げ

の

で

し

た

・

て

い

ま

す

。

闘
い
は
凱
立
し
て

「
君
た
ち
は
多
く
の
苦
し
み
い
ま
せ
ん
.
た
だ
、
そ
れ
を
団

を
な
め
た
ζ
と
を
後
悔
し
て
は
結
す
る
だ
け
が
必
要
で
す
.

い
か
ん
ぞ
/
こ
の
闘
い
に
診
加

決
定
的
な
年
に
す
る
よ
う
に

し
た
と
と
が
賀
市
山
な
尉
産
に
な

一
一岡田暗
闘
し
て
下
さ
い
・

172 
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加入者名 神電気の不当解雇

を撤回 させる会

発
行
所

開 50号(1 ) 

私
と
神
電
気
争
磁
固
と
の
出
合

』

-

い

は

、

三

年

前

の

湾

ふ

る

さ

と

}

国

立

・

立

川

…

ム

京

。

一

山

形

県

で

の

平

和

友

好

祭

で

し

押

す

る

・

向

日

昭

島

の

会

ガ

-
E
R
・司

た
.
は
ず
か
し
い
事
で
す
が
、
そ

】

』

れ

ま

で

は

全

寄

り

ま

せ

ん

で

し

一

遠

足

克

一

た
・
「
あ
な
た
は
も
う
い
ら
な
い
」

-

5
月
市
目
、
大
人
別
人
ζ
ど

『

と
指
名
解
屈
さ
れ
た
沖
電
気
の
伸

也

も
花
人
の
欝
加
で
「
沖
電
気
の

日

間
の
訴
え
は
、
私
に
強
烈
な
印
政

司

隷

属

i

高
司
仲
間
を
支
媛
す
る
、
ハ
イ
キ
ン

苧

-

東
京
工
場
へ

詩
e

種

車

同

と
、
働
く
者
の
生
き
る
檎
利
を
否

一

包
臨
の
人
波
“

会

a

I

1

A

グ
」
を
開
館
・
(
回
路
武
豊

一

定
す
る
や
り
方
に
怒
り
を
号
、

一

.
闘

.

曹

、

ト

襲
林
公
園

・
崎
玉
)

【

【

千
六
O
O人

士、

-i

ljd
vれ

司

忘
れ
ら
れ
な
い
で
い
ま
し
た
・
伸

一

賓

館

司

胡

随

一

一

一

多

摩

(

東

京

)

の

国

立

-

R

電
気
が
強
打
し
た

n
労
働
者
と
し

~

「

お

春

闘

勝

利

、

神

笠

宮

圃

凪

島

h
目

立

川
・

昭
島
の
会
は
約
三
O
o
-

て
許
せ
な
い
裏
面
う
の
は
、

一
指
名
解
胞
撤
回
4
・
U
行
動
」
圃

μ・
人

の

会

員

で

、

立

磁

の

喜

一

神
電
気
の
仲
間
だ
け
で
は
な
く
、

司
は
、
早
朝
の
6
駅

頭

で

の

一

万

劃

'

リ

d
自
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
交

【

私
た
ち
自
身
の
問
題
だ
か
ら
で

~
枚
の
ビ
ラ
配
布
。
昼
に
は
、

g
園

川

切

』

・

流

と

親

睦

を

強

め

る

た

め

に

、

山

す
.

日
土
銀

行

本

底

前

で

の

塞

依

行

動

開

恥

白

匝

--
m
務
局
が
中
心
に
な
り
計
画
さ

司

百
年
の
中
央
メ
ー
デ
ー
に
ブ
ラ

申

夕
方
の
、
東
京
工
場
包
閤
デ

圃

圃

圃

・

・

・

れ

た

も

の

・

「
三
時
間
ち
か
く

『

ッ
と
診
加
し
た
ら
、
会
場
の
入
口

-
モ
に
は
、
二
百
を
と
す
労
組
か

・

・

・

・

・

・

も
か
か
っ
て
、
少
し
、
速
す
ぎ

V

(

東

京

、

原

稿

)

で

宣

伝

行

動

を

の

ゼ

ッ

ケ

ン

を

胸

に

つ

け

て

、

ピ

勝

利

に

著

書

っ

て

、

闘

う

神

仲

間

の

み

な

え

と

一

君

、

働

}
ら
一
六
O
O人
の

仲

間

が

露

ま

と

も

に

答

委

…
た
・
大
人
は
公
園
な
の
で
ピ
l

一

し

て

い

る

沖

電

気

量

望

見

つ

ラ

ま

き

に

参

加

・

需

の

中

、

流

電

気

護

団

の

語

、

も

う

忘

れ

く

者

の

権

利

を

守

り

た

い

と

思

い

で

ま

レ

た

・

え

ぬ

沖

電

気

労

ル
も
飲
め
ず
、
少
レ
残
念
だ
っ

一

け

ま

し

た

・

胸

が

キ

ュ

ン

と

な

り

れ

る

デ

モ

の

隊

列

か

ら

は

「

が

ん

ら

れ

ま

せ

ん

・

ま

す

・

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

・

-

「沖
沼
気
の
工
場
を
始
め
て

e

た
力
、
子
ど
も
が
喜
乙
ん
だ
の
戸

-

に

怒

り

の

声

…

郭

『

私

も

「

ピ

ラ

ま

き

し

な

く

ち

ゃ

」

ば

れ

」

の

声

と

と

も

に

、

た

く

さ

力

た

ら

ず

の

私

で

す

が

「

支

援

司
見
た
・
残
業
中
の
沖
電
気
の
労

事

官

で

」
会
で
は
、
支
度
強
化
の
ソ

市

と
n
ゆ
る
す
な
神
電
気
の
首
切
り
H

ん
の
募
金
も
・
そ
の
時
の
感
動
、
す
る
会
」
に
入
会
し
て
、
全
国
の

【
働
者
が
懲
か
ら
見
つ
め
て
く
れ
神
電
気
の
指
名
解
庖
撤
回
裁
フ
ト
ボ
l
ル
、
を
秋
に
予
定
・

-

』
た
の
に
感
激
レ
た
」
「
力
強
く
感
判
を
傍
聴
し
て
仕
耶
差
別
さ
れ

司
副

F

-

名

も

知

ら

ぬ

E

-

天
下
の
大
企
業
神
電
気
工
業
き
、
私
は
女
性
差
別
を
は
っ
き
り
働
ら
く
者
に
と
っ
て
、
職
を
奪
に
陪
く
、
労
働
強
化
は
ひ
ど
く
な
て
の
ピ
ラ
撒
き
、
子
ど
も
の
手
を
し
よ
う
/
も
っ
と
も
っ
と
支
援
を

司
動
的
な
デ
モ
だ
っ
た
」
「
今
度
は
た
、
浅
利

・
中
山
さ
ん
の
労
働

【

】

人
か
ら
の
励
・

議

司

が
、
「
経
儲
危
機
を
回
避
す
る
た
見
た
・
そ
し
て
神
電
闘
争
は
「
女
の
わ
れ
る
ζ
と
は
「
死
ね
」
と
い
わ
っ
て
い
る
生
担
え
ら
れ
て
い
る
・
ひ
き
な
が
ら
の
オ
ル
グ
、
子
を
寝
ひ
ろ
げ
、
強
め
よ
う
、
.
ボ
l
ナ

『
い
つ
で
す
か
?
解
雇
を
徹
回
委
員
会
の
密
聞
は
、

5
月

げ

臼

・

由

め
」
な
ど
偽
り
の
口
術
の
も
と
に
た
た
か
ど
だ
と
思
っ
た
・
わ
り
て
れ
る
に
等
し
い
・
私
た
ち
に
は
平
「
指
名
解
雇
」
毒
固
さ
せ
る
か
せ
て
か
ら
の
夜
の
集
り
な
ど
、
ス
の
入
っ
た
ら
必
ら
ず
神
霊
径

一
さ

せ

る

ま

で

何

回

で

も

や

ろ

で

第

九

因

。

ま

し

に

涙

争

一

大
量
首
切
り
を
強
行
し
て
四
年
半
も
「
指
名
解
題
」
さ
れ
て
闘
う
七
一
和
に
生
き
る
権
利
」
が
あ
り
、
そ
た
め
必
死
で
た
た
か
っ
て
い
る
沖
懸
命
な
一
七
人
の
女
の
た
た
か
い
に
f
婦
人
の
聞
に
も
っ
と
友
情
の

-
う
」
な
ど
参
加
者
か
ら
は
、
積
根
岸
人
間
中
部
長
に
対
す
る
反
「
た
い
へ
ん
ね
え
」
と
回
無

~

た
っ
た
・
乙
の
背
景
に
軍
国
主
務
人
中
一
七
人
が
女
性
で
あ
り
、
お
の
た
め
働
ら
ξ
栂
利
も
保
障
さ
れ
砲
の
た
た
か
い
は
即
平
和
に
生
き
も
単
に
神
電
の
も
の
だ
げ
で
は
な
輸
を
ひ
ろ
げ
た
い
、
た
た
か
う
東

『
極
的
な
声
が
出
さ
れ
ま
し
た
・
対
開
時
間
が
2
時
間
行
な
わ
れ
ま
駅
近
く
の
、
食
堂
で
ピ
l
ル
と

】

の
復
活

・
日
本
列
島
不
沈
空
母
化

包

冒

F
h
E
F

‘匝

F
h
F
h
F
弘
曹
F
h
E
F

回
さ
ん
や
加
藤
さ
ん
を
招
い
て
話

F

ま
た
、
東
京
の
芝
浦
地
区
で
し
た
。
貧
乏
ゆ
す
り
を
し
な
が
底
食
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
の

『

日
米
運
命
共
同
体
め
ざ
す
臨
調

蝉

剛

一

司

岨

に

鞠

錨

画

誕

嵩

間

同

躍

劃

骨

を

を
き
き
激
励
す
る
小
鍛
会
を
も
と
す
デ
モ
は
そ
く
、
街
で
も
大
ら
、
「
知
ら
な
い
」
の
連
発
は
、
松
本
和
言
ん
(
目
黒
区

一

路
線
が
存
在
す
る
・

4
1
a
1
4
H
a司
d
曹
司

da曹
、

a唱

ヲ
そ
し
て
一
人
で
も
多
く
、
支

-
き
な
話
題
に
.
デ
モ
に
参
加
し
「
人
事
部
長
と
し
て
、
何
も
し
担
当
)
.
食
堂
に
入
っ
た
ら
近

日

戦
後
民
主
主
義
が
高
備
し
、
労

・

i
‘

E
民
M
B
r叫
F
h
'
S
E
F
h唾
a
v
h

，，F
h
a
a
y
恥
臨
E
F

復
す
る
会
に
入
会
し
よ
う
。

【
た
住
民
も
・
争
議
団
に
、
い
ろ
ら
な
い
ζ
と
を
、
不
見
識
と
い

く
の
高
砂
自
動
車
の
運
転
手
さ

事

3人
の

ま

く

な

る

と

、

ユ

写

vh礎
縄
開
期
醤
融
霞
γ
一
の

L
Y震
で

す
で
に
共
闘
室
長
く
の
ニ
い
ろ
な
人
か
ら
声
が
か
け
ら
れ
わ
れ
で
も
、
そ
主
も
し
れ
な
ん
2
人
に
声
を
か
け
ら
れ
て

}

権

力

は

さ

ま

ざ

ま

な

手

口

で

霊

ュ

、

d
、高
戸
川

i
S
4

1

1

(

{

{

働
組
合
が
結
集
し
、
わ
が
闘
い
の

』
ま
し
た
が
、
な
か
に
は
「
遣
い
と
い
己
か
な
い
」
と
ひ
ら
記
も
知
ら
な
い
人
か
ら
、
ご

し
、
下

山

事

件

は

じ

め

語

、

松

崎

町

三

明

、

町

、

川

市

〈

し

だ

一

つ

と

し

て

煎

心

に

認

し

て

い

一
気
の
ピ
ル
は
夜
遅
く
ま
で
、

ζ

き
な
お
る
・
一
五
O
O人
も
の
ん
ば
れ
と
、
い
わ
れ
て
、
と
つ

~

川
な
ど
の
様
車
件
主
と
し
て

に

J
に

〈

酬

も

渦

櫛

田

ふ

き

さ

ん

る

が

婦

人

も

よ

り

い

っ

雪

の

一

2
2電
灯

が

つ

い

て

い

て

労

働

者

の

解

雇

皇

室

て

も

う

れ

レ

い

暴

言

一

レ
ッ
ド
パ
ー
ジ

を

行

ぃ

、

労

働

組

長

話

京

司

調

室

咽

(

婦

人

団

体

連

合

会

会

長
)

協
力
を
惜
し
ま
な
い
・
沖
電
の
二

明
る
く
て
子
ど
も
が
寝
つ
か
ず
度
に
、
町
下
ま
で
あ
ふ
れ
る
傍
「
あ
な
た
沖
電
気
の
人
で
よ

合

を

弱

化

さ

せ

た

。

そ

の

後

に

来

が

一

h
咽

た
か
い
の
勝
利
は
わ
た
し
た
ち
の

司
迷
惑
し
て
い
る
・
な
ん
と
か
な
聴
者
(
閃
人
)
か
ら
失
笑
と
怒
ょ
う
・

4
・
U
集
会
の
ポ
ス
タ

向

た
も
の
が
朝
鮮
戦
争
だ
っ
た
と
と
お
か
た
が
既
婚
者
で
子
も
ち
だ
と
て
い
る
は
ず
で
あ
る
.
る
柑
利
の
た
め
の
闘
い
で
あ
り
、
い
、
日
本
の
女
の
た
た
か
い
で
あ
勝
利
で
す
.

『
ら
な
い
か
」
と
相
談
す
る
人
も
り
が
.
し
か
し
、
組
合
と
の
結

l
で
見
た
わ
よ
」
と
5
月
の
連

山

を
私
た
ち
は
忘
れ
て
は
い
な
い
・
い
う
・
病
気
の
老
母
を
纏
え
た
者
沖
電
の
場
合
は
「
解
履
に
つ
い
ひ
と
り
沖
電
の
た
た
か
い
で
は
な
り
、
日
本
中
の
女
の
働
ら
く
権
利
世
界
人
権
宣
言
三
十
五
周
年
記

日
あ
り
ま
し
た
・
は
一
週
も
あ
れ
ば
と
、
無
視
し
休
に
、
澄
沢
に
山
登
り
に
符
つ

司

沖
電
一
、
三
五
O
人
の
解
雇
者
も
あ
り
、
妊
娠
中
の
若
婆
忘
あ
り
、
て
は
事
前
に
組
合
の
意
見
を
き
く
、
働
ら
く
も
の
全
体
に
探
せ
ら
の
た
め
の
闘
い
と
う
け
と
め
た
い
念
の
今
年
、
「
平
和
に
生
き
る
権

-

4
・
U
行
動
は
、
共
闘
会
議
た
ζ
と
を
、
明
砲
に
発
雷
・
た
時
に
、
聞
を
か
げ
ら
れ
て
、

】

の
う
ち
二
三
揺
が
女
性
で
、
率
か
夫
婦
ぐ
る
み
の
首
切
り
な
ど
全
く
く
」
労
働
協
約
を
も
無
視
の
暴
挙
れ
た
闘
争
で
あ
る
・
腕
人
の
み
な
さ
ん
利
」
を
神
電
勝
利
で
た
た
か
い
と

-
と
し
て
始
め
て
の
、
工
場
デ
モ

・
次
回
審
問
は
、
7
月
1
日

驚
い
た
の
は
、
板
屋
て
つ
子
さ

】

ら
い
う
と
男
性
の
倍
の
割
だ
と
き
非
情
な
や
り
方
で
あ
る
・
だ
っ
た
・
そ
れ
以
来
職
場
は
と
み
子
を
背
負
い
、
お
ム
ツ
袋
さ
げ
沖
電
の
た
た
か
う
仲
間
に
連
帯
ろ
う
・

【
で
し
た
が
大
成
功

-

m時
1
日
日
時
で
す
・

ん

・

n

……
機
関
紙
閣
は
た
6
…
く
や
東
日
国
方
議
集
燃
婦
人
減
沖
電
気
争
議
聞
と
連
浦
港
強
め
よ
う
1f

手

勺

附

明

メ
ー
デ
ー
の
中
央
会
場
で
ビ
ラ
ま
き

を
手
伝
い
ま
し
た
。

173 
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酎-
は
じ
以
問
実
ピ
一
つ
ま
±
i
J

f
』

こ
わ
い
そ
う
い
」
す
白
っ
て
・

'b

-
お
歳
、
沖
縄
生
れ
・
神
電
気

鋤
続
4
年
7
カ
月
。
電
子
交
換

機
の
組
立
。
家
族
は
子
ど
も
5

歳
と
夫
は
沖
電
気
勤
務
の
5
人

牢
菅
野
さ
ん
は
解
雇
さ
れ
る
時

に
会
社
か
ら
、
ど
ん
な
こ
と
を
言

わ
れ
た
の
.

「四
O
人
ぐ
ら
い
の
職
場
で
、

希
望
退
職
の
府
た
た
き
を
さ
れ
た

の
は
、
六
人
だ
っ
た
が
、
み
ん
な

停
年
ま
じ
か
な
人
ば
っ
か
り
白
私

だ
け
が
二

O
代
.
何
回
か
課
長
に

呼
ば
れ
て
、
遅
刻
や
欠
勤
も
な
い

の
に
多
い
と
言
っ
た
り
、
居
眠
り

が
あ
る
と
雷
っ
て
.
そ
ん
な
無

理
に
理
由
を
く
っ
つ
け
て
、
や
っ

て
い
る
と
と
に
対
レ
、
す
ご
っ
く

顕
に
き
た
し
、
く
や
レ
か
っ
た
」
人
に
訴
え
る
ピ
ラ
を
つ
く
っ
て
.
み
ん
な
取
っ
て
く
れ
て
、
励
ま
し
そ
れ
か
ら
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
て

本
当
時
は
、
結
婚
し
て
な
か
っ
「
会
社
の
な
ん
て
言
う
の
玄
て

μ
が
ん
ば
っ
て
ね
M

と
言
う
人
保
育
園
で
、
関
長
さ
ん
に

n
へ
ん

た
の
で
、
寮
生
活
で
す
よ
ね
・
こ

問
先
で
ま
く
っ
て
、
会
社
の
人
に
も
い
て
う
れ
し
か
っ
た
・
み
ん
な
な
の
が
入
っ
て
き
た
M

と
言
わ
れ

ち
ら
で
は
、
ど
ん
な
事
が
・
ま
く
っ
て
、
こ
わ
か
っ
た
の
よ
ね
ソ
ッ
ポ
を
向
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
た
の
で
、
自
信
を
な
く
し
ち
ゃ
っ

「
筒
玉
県
の
政
市
で
、
一

O
O
反
応
と
か
が
・
み
ん
な
と
は
、
n
ピ
あ
っ
て
思
っ
て
い
た
の
が
ね
え
」
て
ね
・
女
の
争
鎌
田
っ
て
、
ゃ
っ

人
ぐ
ら
い
の
女
子
寮
.
忽
ち
ゃ
ん
う
ま
き
、
そ
ん
な
ζ

と
で
き

王

、

ば

り

へ

ん
に
思
わ
れ
る
っ
て
.
い

f
i

保
育
園
で
も

(旧
姓
大

塚

、

現

在

は

飯

田

菩

久

と

り

ん

か

し

た

り

し

て

、

塚

ち

ゃ

く

つ

か

う

つ

っ

て

、

い

ま

は

、

横

白
い
目

枝
さ
ん
)
と
二
人
が
名
指
レ
で
寮
ん
は
、
や
っ
ぱ
り
ζ
わ
い
か
A
Jと

浜

の

私

立

。

い

ま

も

あ

ま

り

自

信

に
n
沖
電
気
の
者
で
な
い
か
ら
妓

雷
っ
て
、
ピ
ラ
ま
き
の
日
に
は
、

牢
神
沼
気
に
働
い
て
い
る
人
と
を
持
っ
て
保
育
園
の
人
に
話
せ
な

か
ら
ム
出
て
い
け
H

と
轡
か
れ
た
時
お
姉
さ
ん
の
と
ζ
ろ
へ
泊
り
に
行
結
婚
し
て
か
ら
の
、
悩
み
は
?
い
で
」

は
、
饗
い
十
二
月
だ
っ
た
し
、
心
っ
て
結
局
こ
な
か
っ
た
・

「

ム
寸
も
、
そ
う
で
す
が
、
私
が

*
働
い
て
い
る
女
の
人
は
、
そ

細
く
て
忽
ち
ゃ
ん
と
泣
い
て
」
私
と
応
援
の
人
で
、
出
動
す
る
争
議
団
な
の
で
、
ウ
チ
の
人
が
い

れ
な
り
に
、
苦
労
し
て
い
る
ん
だ

牢
そ
れ
で
、
績
に
住
ん
で
い
る
寮
生
に
渡
し
た
の
・
り
っ
こ
う
ね
じ
め
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
・
か
ら
、
思
い
切
っ
て
話
す
と
、
思

「沖
電
気
の
婦
人
は
、
本
当
に
よ
く
が
ん
ば
っ
て

い
る
な
晶、

支
媛
レ
て
い
る
つ
も
り
が
、
い
つ
も
励

ま
さ
れ
て
い
ま
す
」
こ
ん
な
声
が
、
争
犠
団
に
今
日

も
届
く

.
連
帯
を
強
め
支
鑑
を
広
げ
る
た
め
に
、

5
人
に
結
を
う
か
が
い
ま
し
た
.

(現
代
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
研
究
会
・
牧
泉
)

罫事50宅吾支援する会に入会しよう(会費1ロ200円/月)

すがのえみこ

菅野江美子さん
退職強要、結婚、子育て

家族のこと、労組訪問…3人の
婦人が勝利を確信して語る。

ピ
ピ
ピ
ィ
ピ
ー
ー、

チ
チ
チ
|
i
チ
l
1チ
チ

パ
ソ
コ
ン
の
キ
イ
を
た
た
く

音
、
プ

υン
タ
l
の
音
な
ど
の

機
械
音
が
軽
快
に
と
び
か
っ
て

い
る
.

ど
こ
の
職
渇
に
も
パ
ソ
コ
ン

が
ず
ら
り
と
並
び
、
さ
ら
に
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
、
ワ
ー
プ
ロ
が
い

っ
そ
う
近
代
的
オ
フ
ィ
ス
と
い

う
印
象
を
与
え
る
.

管
理
部
門
な
ど
の
事
務
所
は

も
ち
ろ
ん
、
技
術
部
の
部
屋
も

昔
の
よ
う
な
・
類
の
山
は
み
ら

れ
な
く
な
っ
た
.
廊
下
を
行
き

交
う
人
も
部
厚
い
・
類
に
か
わ

っ
て
フ
ロ
ッ
ピ
ィ
デ
ィ
ス
ク
を

手
に
レ
て
い
る
人
が
目
立
つ
よ

う
に
な
っ
た
.

事
務
の
機
械
化

(O
A化
)

が
急
速
に
進
ん
で
、
仕
事
の
あ

り
搬
や
人
間
関
係
を
大
き
く
か

え
つ
つ
あ
り
、
配
転
、
人
員
削

減
な
ど
の
問
題
も
起

っ
て
い

る
.八

一
年
の
秋
、
高
崎
工
場
で
、

*
佐
藤
さ
ん
は
、
鼠
初
の
頃
の
っ
ち
ゃ
う
の
よ
ね
え、

全
部
ね
、

・

m歳
、
青
森
生
れ
。
沖
電
気

小
型
プ
リ
ン
タ
ー
増
産
の
た
め

支
援
要
時
は
、
ス
ム
ー
ス

に

行

き

に

ぶ

い

の

よ

ね

え

」

勤

続

6
年
7
カ
月
。

プ
リ
ン

ト

に

ラ

イ

ン

を

自
動
化
レ
J

百
人

ま
し
た
9

辛
い
つ
も
、
一
生
懸
命
に
や
っ
謹
叡
の
組
立
.
青
森
の
実
家
は
の
労
働
者
が
H

浮
い
た
u

と
し

「
一
等
股
初
は
国
家
公
務
員
の
て
い
る
か
ら
、
考
え
す
ぎ
て
、

ス
農
業
と
出
稼
ぎ
・

独
身
。

て
約
七
十
人
を
特
約
唐
に
出
向

関
係
を
ま
わ
っ
た
の
・
霞
が
関
を
ト
レ
ス
が
貯
っ
ち
ゃ

う

ん

じ

ゃ

な

剛

さ

せ

た

・
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
現

う

ろ

つ

い

た

の

よ

ね

え

・

あ

れ

ね

い

の

?

す

ζ
と
は
な
か
っ
た
か
も
ね
え
咽
場
の
中
高
年
の
人
た
ち
で
あ

え
、
股
初
は
事
務
所
の
戸
を
た
た
「
そ
う
は
思
わ
な
い
け
ど

」

「

私

も

そ

う

ね
。
田
舎
の
血
縁

執

り

、
一
カ
月
の
教
育
の
の
ち
パ

い
て
、
聞
け
る
瞬
間
が

一

番

い

や

関

係

が

イ

ヤ

で

東

京

へ

、
飛
び
出
向
ソ
コ
ン
を
富
山
り
歩
い
た
・

n
給

始

め

て

考

え

た

向

で

ね

え

、

分

っ

て

く

れ

る

か

な

あ

し

て

来

た

の

に

・

病

気

に

な

り

、

向

料

の

半

分

も

稼

い

で

く

れ

れ

ば

家
族
の
こ
と

岬

・

な

ん

て

言

っ

て

入

っ

て

い

い

帰

っ

た

ら

、

や

っ

ぱ

り

、

家

族

の

岬

と

思

っ

た

が

、

=

一

カ

月

目

か

ら

の

か

つ

て

」

*

ス
ト
レ
ス
解
消
の
た
め
に
、
た
い
せ
っ
さ
、
家
族
の
ζ
と
を
考
増
給
料
以
上
の
成
績
を
あ
げ
た
u

申
泣
い
た
こ
と
は
な
い
の
昨
年
一
年
は
、
野
森
で
療
鵬
首
だ
っ
え
る
よ
う
に
な
っ
た
.
い
ま
ま
で
世
な
ど
と
い
わ
れ
た
が
、
実
際
は

「な
い
ん
じ
ゃ
な
い
.
人
が
泣

た
で
レ
ょ
、
ど
う
で
し
た
か
。
あ
ま
り
考
え
た
乙
と
も
な
か
っ

両
会
社
の
顔
が
き
く
関
連
会
社
な

い
て
い
る
の
を
見
て
泣
い
た
ζ
と

「
2
月
に
仰
っ
た
の
・

g
深
い
た
、
自
分
の
弟
、
妹
や
、
お
ば
あ
向
ど
に
無
理
に
お
願
い
し
た
結
果

は
何
回
か
あ
っ
た
り
ど
ね
え

-
m
山
の
中
だ
か
ら
、

何
も
す
る
こ
と
さ
ん
の
ζ
と
も
・
東
京
に
は
乙
う

岬

で
あ
り
、
そ
れ
以
後
は
大
き
な

支
度
の
わ
ら
び
座
公
演
で
、
東
田
が
な
く
て
、
日
に
3
度
も
4
度
も
い
う
事
(
関
係
)
は
な
い
な
あ
と
」
剛
伸
び
は
な
か
っ
た
.

夫
婦
(
沖
争
議
団
)
が
泣
い
て
い
温
泉
に
入
っ
て
・
暖
か
く
な
っ

牢
環
焼
も
惑
い
東
京
へ
、
再
び
世

る
の
を
見
て
、
私
も
泣
い
ち
ゃ
つ
て
か
ら
は
、
ワ
ラ
ビ
を
と
っ
た
り
闘
い
の
ウ
ズ
に
入
っ
た
の
は
?
時

た

」

明

か

ら

腕

ま

で

、

畑
で
働
い
て

「

私

も

ね

え

、

レ
つ
ζ
い
人
間
向

わ
ぬ
人
か
ら
応
援
し
て
も
ら
っ
た
な
い
の
・

は
な
に
?

と
い
う
話
は
た
く
さ
ん
あ
る
わ
「
ほ
ら
、
み
ん
な
が
ん
ば
っ
て
「
い
つ
も
、
私
た
ち
の
支
援
を

よ
、
が
ん
ば
っ
て
.
他
に
悩
み
と
い
る
で
し
ょ
.
自
分
だ
け
が
、

一
レ
て
く
れ
て
い
る
、
東
京
生
コ
ン

と
は
あ
っ
た
の
?

番
で
、
や
め
る
わ
け
に
は
い
か
な

支
部
や
、
選
挙
強
圧
で
品
川
区
役

「
子
ど
も
が
、
弱
く
て
、
し
よ
い
わ
よ
ね
、
か
っ
と
慈
く
て
.
あ
所
の
人
が
、
逮
捕
さ
れ
た
り
く

っ
ち
ゅ
う
休
ん
で
い
る
の
で
、
争
と
お
父
さ
ん
だ
げ
の
賃
金
で
や
し
い
の
よ
ね
え
・
世
の
中
が
、

強
固
の
み
ん
な
か
ら
、
サ
ボ
っ
て
は
、
生
活
で
き
な
い
で
し
ょ
、
だ
だ
ん
だ
ん
惑
く
な
っ
て
い
く
み
た

い
る
ん
で
は
と
、

言
わ
れ
る
ん
じ
か
ら
、
ど
う
し
て
も
会
社
に
も
ど
い
で
-L
が
ん
ば
ら
な
く
ち
ゃ
ね

ゃ

な

い

か

と

:

.

私

な

ん

て

落

ち

つ

て

」

え

」

と
ほ
れ
だ
か
ら
や
っ
て
い
け
な

*
菅
野
さ
ん
は
、
品
川
区
(
斑

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
か
」
京
)
を
中
心
に
運
動
し
て
い
る
わ

事
で
も
、

今
は
、
違
う
ん
じ
ゃ
け
だ
け
ど
、
今
と
ろ
感
じ
る
と
と

ゃ
め
ち
♂
つ
ほ
う
が

t
J

rる
?
戸
来
い
3
エ
ね
ん
同

正宇さん佐藤
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回

会

先

一

圃

る

一

-

す

絡

一

周

援

一

周

支

速

一

定
限
一
一
雄
一
品
開
漁

ロ
ポ
ツ
:
隙
俗
一

い
ま
神
電
気
で
は
、
六
十
年

度
ま
で
に
百
三
十
億
円
を
投
じ

て
、
金
工
場
を
F
A
(フ
ァ
ク

ト
リ
l
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
H

工
溺
自
動
化
)
す
る
計
画
が
進

行
中
で
あ
る
.

そ
れ
に
よ
る
と
、
た
と
え
ば

本
庄
工
場
で
は
、
プ
リ
ン
ト
都

板
へ
の
部
品
の
組
立
、
部
品
倉

町
、
無
人
搬
送
車
、
試
験
機
な

ど
が
す
べ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

で
制
御
さ
れ
自
動
化
さ
れ
る
.



の
腕
人
の
人
と
ず
っ
て
停
年
ま
で

働
と
う
ね
っ
て
話
し
た
り
そ
ん
な

時
、
部
長
か
ら
、
夫
が
会
社
(
神
)

牢
斉
藤
さ
ん
は
、
啓
介
く
ん
(
中
に
い
る
か
ら
:
子
ど
も
が
働
い
て

一
)
と
俊
作
く
ん
(
小
一

一)
の
お
い
る
と
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
と
何

母
さ
ん
で
す
が
、
夜
の
集
会
な
ど
度
も
一言
わ
れ
ま
し
た
。
「
会
社
再

に
出
か
げ
る
時
な
ど
、
夕
食
の
用
建
」
に
ぜ
ひ
協
力
し
て
も
ら
い
た

意

は

?

い

と

。

女

だ

か

ら

子

ど

も

が

い

る

「ご
は
ん
は
、
朝
と
い
で
き
て
か
ら
と
言
っ
て
、
一
生
懸
命
働
く

早
く
帰
っ
た
方
が
ス
イ
ッ
チ
を
入
の
は
同
じ
だ
し
、
会
社
か
ら
恩
情

れ
る
の
.
お
か
ず
は
、
温
め
れ
ば
を
受
げ
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
の

一
い
い
よ
う
に
レ
て
、
二
人
で
」
に
ね
」

;

一

寧

解
屈
さ
れ
た
時
に
、
子
ど
も

寧
争
犠
団
の
台
所
(
財
政
)
を

一一

た
ち
に
は
、
ど
ん
な
絡
を
・
担
当
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
た
い
ヘ

ユ一

「
子
ど
も
の
方
か
ら
H

会
社
が
ん
で
し
ょ
う
ね
え
.

二
一

い
や
だ
と
い
う
と
乙
ろ
へ
な
ぜ
行
「
家
族
を
ふ
く
め
る
と
、
二
四

白

一
き
た
が
る
の
か
つ
て
μ

お
母
さ
ん
O
人
き
す
人
の
生
活
と
、
闘
い

す
一

が
一
生
懸
命
に
、
働
い
て
い
た
の
を
前
進
さ
せ
る
に
は
、
毎
月
一
千

援
一

は
分
る
で
し
ょ
っ
て
話
し
だ
の
a

万
円
は
か
か
り
ま
す
・
私
自
身
も

安
一

朝
は
6
時
日
分
に
は
、
家
を
出
て
何
度
か
ア
ル
バ
イ
ト
に
出
た
り
・

間
一

夜
は
附
く
な
っ
て
@
悪
い
取
を
な
ん
と
い
っ
て
も
警
冬
の
全
国

伸
一

レ
て
い
な
い
の
に
う
や
む
や
で
は
規
模
の
、
行
商
と
募
金
何
百
万

主

い
り
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
・
答
と
い
え
の
協
力
よ
ね
え
、
そ
れ

佐

一
え
た
手
前
廷
が
非
で
も
、
職
場
に
に
支
援
す
る
会
の
み
な
さ
ん
の
協

沖
一

知
ら
な
い
と
と
に
は

ζ
の
件
に
力
、
沖
電
気
で
働
い
て
い
た
時
で

た
一

関
し
て
は
、
レ
つ
と
い
わ
げ
で
す
」
は
、
争
議
支
援
な
ど
し
た
票
な

由
一

塁
社
か
ら
退
職
し
ろ
と
言
わ
か
っ
た
の
で
、
始
め
は
信
じ
ら
れ

雇

一
れ
た
時
の
気
持
ち
は
0

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本
当
に
励
ま

解

一

「
下
の
子
ど
も
も
、

5
歳
に
な
さ
れ
て
い
ま
す」

名
一

っ
て
ホ
ッ
と
し
た
時
で
し
た
・
沖

車

室
長
一
京
)
婦
人
部
連

巴
国
一

手
一

の
百
周
年
に
は
何
の
記
念
品
が
出
絡
会
議
な
ど
、
明
る
く
楽
し
く
闘

る
ん
だ
ろ
・
?
と
括
レ
た
り
、
先
磁
っ
て
い
る
.
先
輩
の
婦
人
た
ち
に
、

お
母
さ
ん
は

が
ん
ば
る
よ

白
心
μ
m
悩
み

f
組
令
な

牢
砂
封
な
ん
だ
け
ど
、
ど
う
?

ニ
ン
ジ
ン
姻
り
を
し
た
り
自
然
の
だ
か
ら
、
途
中
で
や
め
ち
ゃ
っ
た

「結
婚
?
考
え
て
な
い
ね
え
、
中
で
ね

」

ら

全

体
と
し
て
、
中
途
半
仰
に
な

私
っ
て
に
ぶ
い
か
ら
ピ
ン
と
こ
な

牢
争
諮
問
と
の
迎
絡
は
?
っ
ち
ゃ
う
.
自
分
に
と
っ
て
自
信

い
の
よ
ね
え
」

「
沖
電
気
の
職
腸
の
人
や
、
中
の
な
い
ま
ま
に
や
め
て
し
ま
っ
た

卒
男
性
に
負
け
ず
、
が
ん
ば
っ
回
国
さ
ん
(
沖
争
磁
団
)
な
ど
か
ら
ら
:
い
ま
ま
で
の
人
生
が
無
駄
に

て
い
ま
す
ね
.

の

手

紙

.

あ

れ
は
本
当
に
う
れ
し
な
っ
ち
ゃ
う
.
争
識
を
や
る
人
は
、

「
私
、
ほ
ん
と
に
、
に
ぶ
い
の
か
っ
た
ね
え
.
北
海
道
オ
ル
グ
の
生
活
を
犠
牲
に
し
て
い
る
、
生
活

よ
ね
え
、
き
わ
め
て
に
ぶ
い
み
た
人
が
、
わ
ざ
わ
ざ
訪
ね
て
き
て
く
の
た
め
に
は
マ
イ
ナ
ス
と
言
う
人

い
・
一

人
で
見
ず
知
広
ず
d

の
名
古

れ
た
り

」

も

多

い
が
指
名
解
回
撤
回
の
恕
磁

昼
ヘ
オ
ル
グ
に
平
気
で
行
っ
ち
ゃ

*
八
島
さ
ん
(
伸
争
犠
回
)
は
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
自
分
の
間
姐

っ
た
り
し
て
る
で
し
ょ
.
そ
れ
二
千
円
を
百
円
玉
に
か
え
て
、
ほ
と
レ
て
考
え
た
場
合
、
解
胞
を
撤

が
後
に
な
っ
て

.
日
胤
初
は
無
理
括
で
、
官
森
の
お
父
さ
ん
と
、
争
回
レ
て
神
電
気
に
mm
る
と
と
が
、

だ
と
は
思
わ
な
い
ん
だ
け
ど
、
後
援
の
話
を
し
た
と
絡
し
て
い
た
が
自
分
に
と
っ
て
も
、
生
活
の
た
め

に
な
っ
て
す
ご
く
ス
ト
レ
ス
に
な

・
あ
れ
が
な
か
っ
た
ら
親
と
穏
に
も
、
有
利
だ
と
思
う
よ
ね
え
」

た
の
で
は
?

「
そ
う
な
の
、
私
た
ち
ふ
り
か

え
っ
て
み
た
ら
、
労
働
組
合
を
な

ん
と
な
く
、
た
よ
り
に
し
て
な
か

っ
た
よ
う
な
感
じ
が
す
る
の
よ
ね

い
ろ
ん
な
場
面
で
、
ア
ド
バ
イ
ス
え
.
組
合
を
本
当
に
強
く
す
る
つ

を
受
げ
て
い
る
わ
け
で
す
が
.
て
、
す
ご
く
大
切
な
の
よ
ね
え
.

「み
ん
な
個
性
が
あ
り
、
魅
力
も
っ
と
も
っ
と
た
よ
り
に
レ
て
閤

的
な
の
で
す
・
女
性
だ
か
ら
っ
宮

雛
な
と
と
で
も
、
積
極
的
に
雷
つ

っ
て
廷
別
さ
れ
た
り
、
自
分
の
組
て
ド
ン
ド
ン
自
分
の
悩
み
を
出

合
の
ピ
ラ
を
ま
い
た
ら
、
机
の
よ
し
合
っ
て
と
れ
も
婦
人
た
ち
と

に
山
の
よ
う
に
つ
き
か
え
さ
れ
た
つ
き
合
う
中
で
感
じ
る
よ
う
に
な

り
、
そ
ん
な
苦
労
を
し
て
い
る
の
っ
た
ζ
と
で
す
」

に
、
み
ん
な
生
き
生
き
と
、
出
費
し

く
、
組
合
活
動
を
や
っ
て
い
る
の

よ
ね
え
.
こ
う
い
う
た
く
さ
ん
の

人
に
会
え
て
l
」

本
労
働
組
合
の
見
方
も
変
わ
っ

-M
叫
哉
、
東
京
生
れ
・
沖
市
山
気

勤
続
日
年
7
カ
月
.

一
般
事
務

口
.
家
族
は
子
ど
も
二
人
、
夫

は
神
電
気
勤
務
の
4
人
.

通
信
機
三
大
メ
l
カ
の
一
つ
円
近
い
史
上
最
高
の
利
益
、
二
一
方
、
解
股
後
の
職
場
で
は
、
の
「
支
援
す
る
会
」
に
支
え
ら

神
電
気
工
業

(本
社

・
東
京
橋
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
九
州
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
れ
、
行
商
や
本
社
へ
の
抗
議
行

本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
一
七
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
し
て
雇
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
沖
動
な
ど
に
奮
闘
・

六
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
新
工
場
の
建
設
な
ど

・.
会
社

争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
八
二
年
一
一
月
に
は
、
支
援

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
は
東
京
地
裁
は
か
四
カ
所
の
裁

仕
事
を
取
り
上
げ
る
(
浅
利
さ
共
闘
会
議
が
結
成
さ
れ
、
同
月

と

称

し

て

、

千

五

百

人

の

「

希

に

は

解

雇

四
年
の
「
文
化
の
タ

ノ

/

，F

ノ
・ノ
・
〆
.
ノ
ノ
・

望
退
職
」
霊
を
提
案
ζ
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

ど
を
八
O
O
O
人
で
成
功
さ

と
退
職
強
要
に
応
じ
な
い
一

一

一

百

せ

た

・

人
に
、
七
八
年
一
一
月
、
大
企
判
で
も
「
指
名
解
雇
の
狙
い
は
、
ん
、
中
山
さ
ん
)
な
ど
の
、
暴
裁
判
闘
争
も
第
一
の
山
場
に

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
残
っ
た
労
働
者
の
意
織
改
革
を
教
が
続
行
。
さ
レ
か
か
り
企
業
に
「
首
切
り

約
二
O
年
ぶ
り
の
指
名
解
屈
を
す
る
乙
と
」
と
証
言
.
労
働
者
沖
電
気
争
議
団
の
門
人
は
、
の
自
由
を
与
え
る
な
」
と
が
ん

強
行
・

と
労
働
組
合
を
無
視
し
て
解
庖
全
国
二
四
の
県
評
、
=
一
千
を
超
ば
る
神
句
気
の
仲
間
に
、
あ
な

そ
の
後
の
沖
電
気
は
、
百
億
し
た
乙
と
も
明
白
に
.
え
る
支
疲
労
組
や
一
万
三
千
人
た
も
煎
い
連
帯
を
/

1983年 6月 1目(~ ) 

語手さん斉藤

たたかいの
ルポルタージュ

第 5号圏恩
沖
争
議
と
と
も
に
ス
タ
ー
ト

し
た
「
ル
ポ
研
」
の
会
時
今

回
は
H

老
人
福
祉
H

を
中
心
に

特
集
.
沢
内
村
見
聞
毘
は
脱
者

を
う
な
ら
せ
る
.
ル
ポ
ル
タ
ー

ジ
ュ

・
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞

の
沖
惰
気
の
抽
出
利
さ
ん
の
作
品

も
あ
る

.
B
5
版
、
一

二
ハ
頁

われら

熱き日々をいま/

苦
嗣
し
な
が
ら
も
笑
阪
で
時

附

代
を
切
り
開
く
宵
年
群
像
を

川

匂

「
な
に
を
み
つ
め
て
朔
ぶ
の
か
」

州

の
今
崎
腕
己
氏
が
さ
わ
や
か
に
川

・
都
民
中
央
法
律
事
務
所
お

山
マ
夏
季
全
国
オ
ル
グ
に
出
か
げ

描
く
感
動
の
ル
ポ
。
パ
ス
ガ
イ

川

梨
子
・

川
て
い
る
人
か
ら
、
毎
夜
日
時
過

ド
、
医
療
、
銀
行
、
酪
州
国
に
働
川

・
生
協
会
館
(
東
京
)
小
林
さ

川
ぎ
包
括
が
か
か
っ
て
く
る
「
花

く
脅
年
と
と
も
に
指
名
解
胞
と

川

ん
お
梨
子
な
ど
。

川
火
の
見
本
送
れ
、
チ
ラ
シ
が
不

闘
う
神
低
気
の
桧
垣
さ
ん
が
一
室

川
・
全
国
税
、
芝
・
大
石
さ
ん

川
足
」
な
ど
、
が
ん
ば
っ
て
い
る

均
必
続
の

3

川

松

前

泊
・

山
疫
が
自
に
浮
ぶ
。

川
・
繊
研
新
聞
労
組
野
沢
菜
・

川
マ
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
の
池
貝

川
・
大
阪
、
大
橋
脚
即
さ
ん
お
附
掛

川
鉄
工
に
従
鶏
口
の
四
人
に
一
人

町

川

子

川

(
=
δ
O人
)
の
大
量
首
切
り

nv

，
 

川

川
・
兵
郎
、
田
丸
義
子
さ
ん
、

川
の
提
案
、
や
り
方
が
活
気
と

:

・

4

川

入
学
祝
い
。

川
全
く
じ
、
迎
絡
先

0
4
4

川

-
東
京

北
村
利
明
さ
ん
肉

川

(
5
1
1
)
2
5
6
4
・

こんな職場がど

く沖電気のカタ口

れま:~;
なだと
い{i.覚3
のi漣g~

e方~j;~~1~

の
は
英
語
が
若
本
で
あ
る
。

自
分
の
息
子
の
さ
毒
先
掛

か
ら
「
ま
だ
党
Y

え
ら
れ
な
い
の

か
」
と
嫌
昧
を
一茸
わ
れ
る
と
き

は
、
な
ん
と
も
情
け
な
い
思
い

が
す
る
.

そ
し
て
、
自
動
、
夜
勤

休
み

(二
日
)
と
い
う
交
替
制

勤
務
が
導
入
さ
れ
る
と
、
下
部

会
社
へ
そ
っ
く
り
移
管
さ
れ

た
.
冷
房
の
き
い
た
電
子
計
節

機
室
で
の
変
則
勤
務
は
体
調
を

く
ず
し
て
し
ま
う
・
そ
レ
て
近

所
ず
き
あ
い
や
翻
せ
き
と
の
交

際
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ
た
.

セ
ー
ル
ス
の
た
め
の
教
育
は

付
け
焼
き
刃
的
で
、
新
規
に
顧

客
を
開
拓
す
る
に
は
無
理
.

ζ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
機
と

全
く
関
係
の
な
い
部
門
へ
、
配

転
さ
せ
ら
れ
る
ケ
l
ス
が
ふ

え
、
さ
ら
に
下
前
化
、
外
注
化

も
推
進
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
に
、
也
子
計
斜
機

の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
あ
る
.

製
造
現
場
で
の
熱
糾
工
や
組

立
工
が
「
昭
子
計
抑
機
も
同
じ

機
械
だ
か
ら
」
と
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
へ
廻
さ
れ
、
約
一
週
間
の

教
育
を
受
け
た
。

と
と
ろ
が
、
工
作
や
組
立
の

仕
事
は
図
面
を
み
な
が
ら
直
接

自
分
の
回
と
手
で
仕
上
げ
て
行

く
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
録

作
は
ボ
タ
ン
を
抑
す
だ
け
で
、

何
が
ど
う
巡
ん
で
い
る
の
か
わ

か
ら
な
い
.
し
か
も
嫌
作
す
る

今
崎
鴫
包
曹

日
以
終
的
に
は
現
在
八
十
人
必
要

な
プ
リ
ン
ト
越
板
実
装
組
立
ラ

イ
ン
が
、
監
視
臼
二
人
だ
け
で
、

二
十
四
時
間
運
転
出
来
る
H

無

人
化
ラ
イ
ン
M

が
完
成
す
る
と

い
う
a

乙
の
七
月
に
は
第
一
期

工
郁
が
完
了
す
る
。

同
業
他
社
へ
追
い
つ
き
、
追

い
こ
せ
の
大
号
令
の
も
と
に
、

各
社
と
も
F
A化
や
ロ
ボ
ッ
ト

の
導
入
を
競
い
合
っ
て
い
る

が
、
配
転
や
あ
ら
た
な

「首
切

り
」
、
健
康
と
安
全
の
問
題
に

対
レ
て
国
会
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
労
働

者
一
人
一
人
が
、
こ
の
時
代
を

ど
う
生
き
る
か
は
、
働
く
者
に

と
っ
て
の
、
明
日
を
決
定
ず
け

る
重
大
事
に
な
っ
て
き
て
い

る。

倉庫と職場は無人の

搬送車が走る

事
務
局
だ
よ
り

175 



(4) 

支
援
す
る
会
会
員
の
こ
ど
も
た
ち
の
作
品

開 50号

事亀

か
た
レ
ね
じ
お
じ
一
弘
子
ト
lu--

支援する会に入会しよう(会費1口200同/月)

)J'し1
当lfiし:
ニJ4¥
勾ぞ

i壬j

、
っ
ち
!の
か
，
t
う
を
わ
吐
、
紘
一沖
約
払
川
信
記
、L
1

一台
-tt十ば
um
り
め
ん
モ
い
ま
す
o
aモ
し
七
、
わ
た
し

L
九
げ
し
捌
け
ん
少
な

L
K
Mわ
グ
コ
凶
己
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な
す

v
t
 

寸
ニ

8
q
pM

児
、
か
じ
}
す
・

5
1台ち
つ
き
ん
は
、
a

メ
ガ
、
h

t
tj:

一Am
--一い一5
か、
b
、
メ
炉
、
単
一一
ル
計
九

州
司
法
ハ
う
ち
の
t
L『
主
起
、
ふ
いじ
q
:

て
川
止

す。

ーで
ー老、

:お
一JK
しl

ぃ吐
、
剥
告
に
℃
一
宮
、
y
uz
、
九
ほ

し
し
わ
桝
し
わ
ミ
ペ

Eth--
二
も
?
い
し
ま
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L
e
也
事
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u
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去
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ヨ
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マ
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叫
が
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M
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左 は 名 水労書記次 長 の

夏
季
の
物
資
販
売
に
御
協
力
を

募
金
は
一

O
O
O円
/
以
を
目
標
に



1983年ワ月 1日

5万人の「支援する会」を

私とちは生きる権利、個〈僧利を守るために沖

電気の仲間を物心両面から励まし、必ず勝利させ

たいと官、います。困雛な長聞の腿いも予想されま

すので、一人でも多くの方がこの匂わに加入し

全而勝判を闘いとるまでご支援くださるよう 心か

らよびかけ ます。(r支援する会」よびかけより)

会費・ 1ロ2∞円/月

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

支援する会事務局

事務所東京都港区三回

3-2-20 

電鼠 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240 

加入者名沖電気の不当解雇

を撤回させる会

先

行

所

第引号

1 9 8 3年

7月1日

国16828I 

揖 5 1号(1 ) 

、，J因

。
出
演
わ
ら
び
座
、
海
原
司
平
、
浦
和
青
年

内
J
L
第

合
唱
団

。
や
る
こ
と
ヰ
ェ
ン
プ
フ
ァ
ィ
ヤ
花
火
大

・

会
子
ど
も
の
ひ
ろ
ば

傑
疑
底
な
ど

。
連
絡
先

盟
問
符
委
員
会

0
4
8
8
(
3
3
)

8
5
8
q
.
支
媛
す
る
会
崎
玉

0
4
9
5

(
2
1
)
5
4
8
1
.
支
復
す
る
会
本
部

0
3
(
4
5
1
)
5
5
1
5
.
 

楽
し
か
っ
た
か
ら

田
中
さ
ん
に
対
し
て
不
当
な
配
転
家
族
、
子
ど
も
を
含
め
る
と

一五

川

将
倶
名
人

を
命
令
し
、
そ
し
て
そ
れ
に
応
じ

O
人
ち
か
い
大
所
帯
に
な
り
ま

川

』

巴

位
に
、
史
上

な
か
っ
た
田
中
さ
ん
に
ま
た
も
や
す
、
行
望
号
バ
イ
ト
な
ど

川

E
ζ
成
年
少
の
名

高
り
を
強
行
し
た
の
で
す
・
を
し
て

2
2って
い
ふ

む

調

会
誕
生
し

ま
た
東
京
工
場
で
は
、
浅
利
さ
す
・
硝
た
い
と
思
う
服
も
泊
ら
れ

川
』
市
、
『
‘
I
V

た
・
二
十
一

ん
と
争
犠
団
長
の
奥
さ
ん
で
あ
る
ず
、
た
ま
の
休
み
に
ど
ζ
か
に
遊

川

内
1
M

品
川
歳
の
谷
川
浩

中
山
さ
ん
に
対
し
て
「
裁
判
の
傍
び
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
も
、
と

川

，

d
喝

司

八
段
、
神

聴
に
行
く
よ
う
な
も
の
に
は
掻
要
て
も
そ
ん
な
余
絡
は
な
く
毎
日
食

川
一戸
・
須
踏
の
浄
土
真
宗
の
寺
に

な
仕
事
は
与
え
ら
れ
な
い
」
と
言

べ
る
の
が
や
っ
と
と
い
う
生
活
で

川
生
ま
れ
た
と
附
く
・
新
名
人
の

っ
て
今
ま
で
の
仕
事
を
取
り
上
げ
す
・

川
将
供
は
、
速
戦
速
攻
の
積
極
的

単
純
作
業
を
や
ら
せ
る
と
い
う
攻
闘
い
の
支
綾
の
輸
は
、
全
面
に

川
と
思
い
切
り
が
武
田
M
.

若
者
に

繋
を
か
け
て
き
た
の
で
す
.
広
が
り
、
今
大
き
く
進
ん
で
ま
い

川
人
気
が
出
そ
う
な
名
人
で
、

ヌ

事

a仏
防
U

町
、

ι一日一
-Er

り
ま
し
た
・
昨
年
十
一
月
一
一
一
O
白

川
l
ボ
!
と
し
た
顔
も
よ
い
・

v

f
!
?住民
主

H

け
川
町
リ
リ
{
刈
唱
品
、
い
包

に

は
、
東
京
体
育
館
が
八
干
人
で

川
色
紙
に
は
「
前
進
と
飛
朔
」
と

↑
辺
必
寓
η品
作
元
J
ノ

制

d
A
斜
吋
d恥
制
引

t

う
め
つ
く
さ
れ
、
「
沖
柄
引
気
争
犠

川
町
暫
く
。
沖
争
犠
団
を
今
崎
腕
巳

指
名
解
匝
か
ら
四
年
半
が
た
ち
支
侵
中
央
共
闘
会
綴
」
が
国
労
、

川
さ
ん
が

「な
に
も
み
つ
め
て
矧

ま
し
た
・
私
た
ち
は
、
平
均
年
齢
部
臓
労
、
全
国

一
般
、
全
日
自
到
、

川
ぶ
の
か
」
と
ル
ポ
を
自
由
き
、
刷

れ
て
い
ま
す
・
私
た
ち
に
対
す
る
こ
八
歳
と
い
う
若
さ
で
し
た
・
今
マ
ス
コ
ミ
共
闘
の
五
単
産
が
中
心

川
い
の
前
進
を
願
っ
た
の
と
同
じ

じ

泣

ず

指
名
解
票
一
層
の
利
益
箆
大
の
ま
で
経
験
の
な
い
郁
ば
か
り
、
駅
と
な
り
峨
大
に
童
遺
書
な

川
裏
に
な
ん
と
な
く
霊
感
が

戸

、

れ

為
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
恵
一
闘
で
の
ピ
ラ
ま
き
、
密
集
会
で
わ
れ
ま
し
た
・
支
鐙
の
体
制
は
と

川
湧
く
・
将
棋
界
に
は
、
王
将
な

凱

と

離

は
も
は
や
明
ら
か
で
す
・

の
訴
え
、
ニ
土
二
四
も
あ
る
霊
お
ぞ
き
ま
し
た
・
今
乙
そ
、

川
ど
の
七
大
タ
イ
ト
ル
が
あ
る

切

る

て

ま
た
沖
電
気
は
職
場
の
中
に
残
の
立
つ
寒
い
早
朝
の
ピ
ラ
ま
き
に
遺
言
、
私
た
ち
争
議
団
と
の

Y、
谷
川
名
人
の
活
闘
に
注
目

以

す

い

ヲ
て
闘
っ
て
い
る
労
働
者
に
対
し
手
が
か
じ
か
み
何
度
も
い
き
ま
話
し
合
い
に
応
じ
る
べ
き
で
す
・

川
し
た
い
V
2
の
高
校
野
球
が
ス

引

と

っ

て
も
徹
底
し
た
攻
撃
を
加
え
て
い
き
か
り
な
が
ら
ま
い
た
り
、
夜
の
一
日
童
く
職
場
に
戻
り
た
い

-
T
lト
・
量
の
甲
子
園
、
汗

引

う

み

ま

す

・

集

会

に

子

供

を

残

し

て

ζ

っ
そ
り
私
は
と
の
七
月
に
二
人
目
を
出

土

票
、
さ
わ
や
か
な
感
動
を

之

は

が

今
年
の
一
月
に
は
、
私
の
き
出
よ

2す
る
と
、
幼
い
子
供
が
産
の
予
定
で
す
・
生
ま
れ
て
く
る

川
よ
び
、
多
く
の
フ
ァ
ン
を
持
つ
・

こ
H

E

J

t
-
u
U
1
L

・

対
し
て
係
長
が
臓
湯
の
四
百
名
を
取
泣
き
な
が
ら
し
が
み
つ
い
て
厳
れ
子
ど
も
の
為
に
も
一
日
も
早
い
解

川
マ
ス
コ
ミ
が
作
り
出
す
H

ス
タ

平

会

り

ら

…

り
、
職
襲
撃
護
送
す
る
よ
ず
に
困
っ
た
ま
あ
り
ま
す
・
決
を
と
強
く
願
っ
て
い
ま
す
・
ど

川
l
チ
l
ム
H

H

ス
タ
l
選
手
H

時

集

そ

が

…

う
襲
し
て
き
ま
し
た
・
文
、
何
よ
り
も
た
い
へ
ん
な
の
う
か
霊
な
審
理
主
ろ
し
く
お

…
に
報
道
が
集
中
し
、
ぃ
喜
か

仰
の
つ
叫

制

-
z
f
・

今
か
ら
二
年
前
に
は
、
組
合
の
は
、
生
活
と
活
動
を
支
え
る
尉
政
願
い
致
し
ま
す
・

2
月
8
日
八

川
ウ
ン
ザ
リ
で
も
あ
る
が
議
王
M

州
高
山
『
」
去
』
こ

、

"

ド

-

f

i

役
員
選
挙
に
立
候
補
し
て
飼
っ
た
活
動
で
す
・
七
一
人
の
争
議
団
王
子
地
裁
の
臥
述
、
要
旨
〉

川
と
い
う
強
打
者
は
話
題
を
集
め

f
5
5
5
5
5
5
5
5
5宅
E
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5主
主

主

5
3
2
3
5
2
3主
川
そ

う

・

(

蛾

)

. 

今
年
も
や
り
ま
す

沖

電

気

の

仲

間

と

の

交
流
キ
ャ
ン
プ

平

日

s
m升
~

い
じ
円

ロH
キ

問中

7
谷

じ

2
渓

同一月

野日

只》

通
信
機
三
大
メ
l
カ
の
一
つ
円
近
い
史
上
最
高
の
利
益
、
二
一
方
、
解
問
肥
後
の
職
場
で
は
、
の

「支同
盟
す
る
会
」
に
支
え
ら

沖
電
気
工
業

(本
社
・
東
京
橋

千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
九
州
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解

れ
、
行
商
や
本
社
へ
の
抗
聡
行

本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
一
七
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
し
て
庖
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
沖

動
な
ど
に
審
問
。

六
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
新
工
場
の
建
設
な
ど
i
・
会
社
争
犠
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
八
二
年
一
一
月
に
は
、
支
度

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
は
東
京
地
裁
は
か
四
カ
所
の
毅
仕
事
を
取
り
上
げ
る
(
浅
利
さ
共
闘
会
犠
が
結
成
さ
れ、

同
月

と

称

し

て

、

千

五

百

人

の

「

希

に

は

解
鹿
四
年
の

「
文
化
の
タ

ノ

ノ

ノ

〆

/

〆

〆

，，

望
退
職
」
募
集
を
提
案
乙
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

ど

を

八
O
O
O人
で
成
功
さ

と
退
験
強
要
に
応
じ
な
い
一
一

一

百

せ

た

。

人
に
、
七
八
年
一
一
月
、
大
企
判
で
も
「
指
名
解
屈
の
狙
い
は
、
ん
、
中
山
さ
ん
)
な
ど
の
、
暴

裁
判
闘
争
も
第

一の
山
場
に

業
で
は
三
井
三
池
争
犠
以
来
、
残
っ
た
労
働
者

の

意

織

改

革

を

挙

が

続

行

。

さ

し

か

か

り

企

撲

に

「

首

切

り

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
胞
を
す
る
乙
と
」
と
旺
-一言。労
働

者

神

電

気
争
犠
回
の
列
人
は
、
の
自
由
を
与
え
る
な
」
と
が
ん

強
行
・

と

労

働
組
合
を
無
視
し
て
解
回
全
国
二
四
の
保
解
、
三
千
を
趨
ば
る
沖
電
気
の
仲
間
に
、
あ
な

そ
の
後
の
神
電
気
は
、
百
億
し
た
こ
と
も
明
白
に
・
え
る
支
援
労
組
や
一
万
三
千
人
た
も
熱
い
述
稽
を

y

後
列
右
が
米
国
さ
ん

左
が
田
中
さ
ん

↑
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(2 ) 買事5 1喧普支援する会に入会しよう (会費1口200円/月)

拘置所に組合3役が6ヵ月

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
、
ミ
キ
サ
ー
車
で
運
ぶ
仲
間
が
、
羽
年
の

刊
月
に
組
合
を
結
成
。
こ
れ
に
対
し
て
、
セ
メ
ン
ト
資
本
と
醤

察
が
牙
を
む
い
て
襲
っ

て
き
た
。

「
は
た
ら
く
」
第
れ
号
に
続

き
、
今
度
は
、
拘
置
所
の
中
か
ら
の
報
告
を
紹
介
し
ま
す
。

『今
の
体
制
が
い
や
な
ら

B 

多
臓
働
ろ
』
と

湾

?
J脈
vh附

長
時
間
に
わ
た
る
木
当
な
連
日
禁
を
強
い
、
重
罪
犯
並
み
の
、
公

(
休
日
も
や
る
)
の
取
調
べ
と
称
判
廷
や
、
収
容
施
設
で
の
、
取
扱

す
る
胤
晶
画
縦
書
A
ば
り
ぞ
う
ご
い
な
ど
、
乙
の
事
件
に
つ
い
て
の
、

1

ん
V
の
迎
続
、
転
向
や
、
退
職
、
た
だ
な
ら
ぬ
も
の
を
感
じ
て
い
る

も
、
拘
禁
生
活
六
カ
月
役
員
辞
任
の
強
婆
と
、
不
当
な
什
の
で
す
。
私
が
知
り
得
る
限
り
、

を
過
ぎ
ま
し
た
が
、
笹
打
ち
の
縦
り
返
し
、
攻
撃
の
狙
い
地
裁
き
つ
て
の
タ
カ
派
判
取
を
充

熊
楠
力
を
動
員
し
て
如
何
に
独
占
は
組
織
破
壊
で
あ
る
と
と
を
、

修

て

た
と
か
、
保
釈
申
耐
を
四
度
も

が
、
階
級
支
配
を
強
め
て
い
る
か
祭
や
検
察
白
か
ら
告
白
し
て
い
ま
却
下
し
、
準
抗
告
す
れ
ば
、
法
務

を

身

を

も

っ

て

、

ひ

し

ひ

し

と

実

す

。

省

事

務

官

よ

り

、

転

出

し

て

き

た

感
レ
体
験
し
て
居
り
ま
す
巴

l

j

乙
ろ
が
そ
れ
に
も
増
反
動
的
な
高
裁
判
事
に
、
密
型
さ

我
々
以
外
の
弧
庄
抑
圧
に
つ
い
〈
レ
て
、
そ
の
後
の
裁
判
せ
た
と
か
、
ど
う
も
政
治
的
な
共

て
迄
、
製
査
の
公
安
は
本
音
を
吐
所
の
姿
狗
は
、
畏
期
に
不
当
な
拘
い
す
ら
感
じ
ら
れ
る
の
が
、

と
の

き
「
今
の
体
制
が
い
や
な
ら
、
田

知

&
u
e

本
か
ら
出
て
い
け
/
ア
カ
い
国
へ

S
ド
i
H

行
げ
ば
、
も
っ
と
ひ
ど
い
仕
打
が

しS

習
志

あ
る
ん
だ
。
お
前
逮
は
、
幸
せ
だ

よ
」
と
平
然
と
う
そ
ぶ
き
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
情
報
網

・
マ
ス

コ
ミ
利
用
と
金
と
力
を
使
っ
て
、

日
本
に
於
け
る
権
力
犯
罪
と
も
言

う
べ
き
、
周
到
に
し
て
、
悪
糊
な

抑
圧
の
恐
し
さ
改
め
て
知
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、

「
こ
の
時
、
何
人

民
ま
っ
た
ろ
う
/
ど
と
の
駅
で
降

り
、
間
れ
と
進
い
、
こ
ん
な
話
を

し
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
な
ど
、
援

込
み
、
尾
行
、
調
査
は
、
も
と
よ

り
滋
服
、
ス
パ
イ
導
入
、
そ
し
て
、

マ
ス
コ
ミ
煉
作
ま
で
や
る
。
そ
れ

ら
を
肌
で
知
り
ま
し
た
。

私

足
立
区
に
あ
る
横
山
生
コ
ン
に
お
け
る
組
合
つ
ぶ
し
の
不
当
労
働
待
為
に
関
連
し
、
生
コ
ン
支
部

が
、
同
社
の
背
鼠
資
本
で
あ
る
日
立
セ
メ
ン
ト
に
対
し
て
問
題
解
決
を
求
め
、
聞
社
と
の
削
で
協
定

に
も
と
ず
く
金
銭
収
受
が
行
わ
れ
た
と
と
に
対
し
、
九
カ
月
も
た
つ
て
か
ら
突
如
と
レ
て
「
恐
喝
」

で
あ
る
と
さ
れ
、
生
コ
ン
支
部
三
役
三
名
が
、
指
叫
摘
、
起
訴
さ
れ
、
六
カ
月
以
上
も
拘
留
さ
れ
た
事
件

です。

6
月
初
日
に
や
っ

と
釈
放
さ
れ
る

〈
連
絡
先
〉
東
京
生
コ
ン
支
部
.

mu
話
0
5
(
9
1
8
)
7
0
7
1

6 . 1 0の昼休みデモ

工
作
機
械
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
に
な
い
」
と
回
答
。

四
月
二
十
二
月
二
日
ま
で
の
期
間
、
①
五
十
五
に
逮
し
な
い
の
で
会
社
都
合

(
就
餐
員
長
)
ら
は
「
四
十
四
人
の
う
申
附
す
る
。
ま
た
、
全
金
池
貝
支

池
貝
鉄
工
所
は
さ
る
六
月
九
日
、
日
に
「一一一一白
人
の
希
望
退
職
募
集
」
歳
以
上
の
者
②
欠
勤
、
遅
刻
、
早
業
規
則
)
で
解
服
す
る
」
と
し
て
ち
三
十
五
人
が
地
労
委
に
不
当
数
部
も
指
名
解
雇
に
反
対
し
、
解
題

四
十
四
人
に
指
名
解
届
を
通
告
レ
を
提
案
し
た
。

退
の
回
数
が
多
い
者
③
健
康
面
で

「高
齢
者
、
業
務
に
熱
心
で
な
い
働
行
為
救
済
の
申
し
立
て
を
し
て
撤
回
を
張
求
し
て
た
た
か
う
ζ
と

た
・
神
奈
川
地
労
委
は
六
月

三

回

全

金
神
奈
川
地
本
池
貝
鉄
工
支
間
崎
か
あ
る
者
@
能
力
の
劣
る
者
者
、
能
力
の
劣
る
者
、
病
弱
者
、
お
り
、
組
合
活
動
を
熱
心
に
や
っ

を

決
め
た
。

(

連
合
)

に
「
指
名
解
口
胞
を
し
な
い
よ
う
に
」
部
(
八
百
七
十
人
)
は
退
職
者
数
⑤
業
務
上
の
指
示
、
命
令
に
従
わ
職
場
規
律
を
遵
守
し
な
い
者
な
ど
て
い
た
者
ば
か
り
が
、
退
職
を
強

八
激
励
先

と
会
社
側
に
勧
告
し
て
お
り
、
指
を
二
百
八
十
五
人
に
削
減
さ
せ
、
な
か
っ
た
者
③
協
制
性
に
欠
け
、
に
つ
い
て
、
会
社
再
建
の
見
地
か
要
さ
れ
た
う
え
指
名
解
府
通
告
を

名
解
厨
に
反
対
す
る
組
合
員
と
そ

「目
標
に
述
す
る
よ
う
力
を
尽
く
峨
場
の
人
間
関
係
の
問
答
と
な
っ
ら
人
選
し
た
」
と
四
十
四
人
に
指
う
け
た
」
と
反
対
、
六
月
十
三
日

池
貝
鉄
工
被
解
匝
者
団
、
団
長

の
支
援
団
体
の
動
き
が
注
目
さ
れ
す
」
乙
と
を
臨
時
大
会
を
開
い
て
て
い
る
者
、
な
ど
十
八
羽
目
を
あ
名
解
履
を
通
告
し
た
。
に
一一一十
九
人
が
地
労
委
に
解
回
取
丸
山
滋
夫
。
川
崎
市
幸
区
塚
越
二

て

い

る

。

艇

認

し

た

。

げ

て

持

軍

退

臓

を

務

処

二
百
九
人
指
名
解
雇
通
告
を
う
け
た
丸
山
消
レ
を
申
し
立
て
、
六
月
中
に
欄
の
二
六
0
・
屯
話
、
0
4
4
(
5

会
社
側
は
三
月
三
十
日
、
労
組

会
社
側
は
五
月
二
十
日
か
ら
六
が
応
募
し
た
・
つ
づ
い
て
「
民
数
逸
夫
さ
ん
(
元
池
貝
怖
の
口
支
部
浜
地
裁
へ
地
位
保
全
の
仮
処
分
を

1
1
)
2
5
6
4
。

の
賃
上
げ
二
万
円
要
求
に
対
レ

「
企
業
存
立
の
危
機
に
あ
る
。内以

上
げ
は
ゼ
口
、
要
員
確
保
の
状
況

ゾ
ッ
と
し
た

東
京
生
コ
ン
公
判
傍
聴

沖
電
気
争
続
団

佐

藤

正

子
さん

八
広
島
泉
克
広
さ
ん
V
=
一袈

も
日
閉山
も
、
地
裁
、
地
労
餐

勝
利
を
か
ち
と
り
、
電
機
の

伸
聞
と
し
て
う
れ
レ
い
限
り

で
す
。
沖
の
皆
さ
ん
も
、
支

援
共
闘
が
結
成
さ
れ
、
ま
す

ま
す
迫
力
が
で
で
き
ま
し
た

ね
。
近
所
の
人
か
ら
カ
ン
パ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
送

り
ま
す
。

A
埼
玉

山
田

一
郎
さ
ん
V
一

川

日
も
阜
く
平
和
な
春
を
迎
え

川

ら
れ
ん
事
を
願
っ
て
お
り
ま

川

す
。
さ
さ
や
か
で
す
が
、
願

川
@
山
形
、
荒
木
貞
市
さ
ん

さ

い
を
乙
め
て
、
送
金
し
ま
す

川

く
ら
ん
ぽ
。

A
神
奈
川

安
田
能
久
さ
ん
V
州
@
兵
郎
、

田
丸
契
都
子
さ
ん
、

私
の
会
社
で
も
、
先
日
、
大

川

図
白
券
.

畳
の
出
向
、
配
転
が
あ
り
、

川
@
岩
手
、
鈴
木
敬
子
さ
ん
お

次
は
、
解
雇
攻
躍
も
考
え
ら

川

誕
子
園

れ
そ
う
な
今
目
。
皆
様
の

一
川
@
新
潟
、
岡
村
明
江
さ
ん

お

胞
の
替
闘
を
祈
り
ま
す
.

川

政
子
.

A
東

京

管
野
京
子
さ
ん
V
き
川
@
都
民
中
央
法
律
事
務
所
お

び
し
い
闘
い
を
し
な
が
ら
、

川

烈
子
。

家
族
を
大
切
に
し
な
が
ら
力

川
@
東
京
、
新
谷
セ
ツ
子
さ
ん

強
く
活
動
さ
れ
る
、
み
な
さ

川

大
福
も
ち
。

ん
の
心
意
気
が
、
は
た
ら
く

川
@
東
京
一
、
二
見
さ
ん
洋
服
と

の
紙
面
か
ら
っ
た
わ
り
ま
す

川

お
茶

さ
し
水
が
秘
け
つ

な
る
の
で
、
め
ん
類
の
組
織
が

ζ
わ
れ
て
、
早
く
ゆ
で
あ
が
る

の
で
す
。
「
さ
し
水
」
の
回
数
は
、
細

い
そ
う
め
ん
、
ひ
や
む
ぎ
な
ら

一
回
、
そ
の
ほ
か
う
ど
ん
や
そ

ば
な
ら
二
、
三
回
く
ら
い
。

そ
う
め
ん
は
つ
く
り
た
て
の

も
の
は
泊
く
さ
い
こ
と
が
あ
り

178 

事
件
の
動
き
で
す
。

み
な
さ
ん
方
も
、
ま
だ
ま
だ
苦

し
い
こ
と
ば
か
り
山
積
す
る
日
々

と
存
じ
ま
す
が
、
明
り
な
い
夜
は

な
い
の
で
す
か
ら
、
知
恵
を
絞
り

力

を

出

し

あ

い

、

戦

線

を

更

に

さ

す

。

ハ

ン

ド

パ

y
ク
の
中
ま
で
調

ら
に
、
悠
め
て
、

必

ら

ず

勝

利

を

べ

て

か

ら

入

延

さ

せ

る

の

で

す

。

こ

の

手

に

握

り

獲

ろ

う

で

は

あ

り

法

延

の

中

は

中

で

笹

山

川

が

櫛

に

三

ま

せ

ん

か

。

人

た

っ

て

い

る

と

い

う

と

と

が

公

私

た

ち

三

人

も

、

楽

天

的

に

日

判

後

報

告

さ

れ

ま

し

た

。

わ

ず

か

々
を
闘
い
、、
外
の
皆
さ
ん
の
励
ま
自
分
た
ち
の
裁
判
で
東
京
地
裁
二
十
人
の
傍
聴
に
で
す
。

し
を
支
え
に
、
将
来
的
展
望
守
、
の
民
間
中
に
は
何
回
も
行
っ
て
い
ま
ま
さ
に
ζ
の
裁
判
は
弾
圧
裁
判

一

し
っ
か
り
と
見
定
め
、
が
ん
ば
り
す
が
、
刑
事
裁
判
は
は
じ
め
て
で
、
で
あ
る
と
い
う
と
と
が
肌
で
感
じ
一

ま
す
。

i

非
常
に
興
味
深
く
足
を
運
ん
だ
の
ら
れ
ま
し
た
。
節
祭
あ
が
り
の
大
一

激
励
に
心
よ
り
感
謝
し
つ
つ
、
で
す
が
、
運
輸
一
般
東
京
地
区
生
臣
が
何
人
も
い
て
中
曽
根
笹
祭
内
一
そ
う
め
ん
や
ひ
や
む
ぎ
が
恋

報
告
と
し
+
コ
ン
支
部
の
公
判
を
傍
聴
し
て
筋
閣
と
も
い
わ
れ
て
い
る
な
か
で
、
一
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
め

ざ

い

ま

す

。

い

て

し

ま

い

ま

し

た

。

い

ま

拘

禁

二
法
が
問
題
に
な
っ
て
一
ん
類
を
ゆ
で
る
と
き
は
、
必
ず
、

口
y
キ
l
ド
裁
判
の
様
子
を
テ
い
ま
す
が
、
と
の
裁
判
の
様
子
を
一
お
湯
が
沸
湯
し
て
た
ぎ
っ
て
い

レ
ピ
で
見
る
よ
う
に
建
物
の
績
に
見
て
、

ζ
ん
な
法
律
が
通
っ
て
い

一

る
と
と
ろ
で
入
れ
ま
す
・
再
び

並
ば
さ
れ
て
二
十
人
を
抽
選
さ
っ
た
ら
ほ
ん
と
う
に
崎
県
に
な
っ

一

お
湯
が
た
ぎ
っ
た
ら
、
水
を
た

せ
、
法
延
に
入
る
前
に
廊
下
に
な
て
し
ま
う
と
い
う
ζ
と
を
理
屈
ぬ
一
ぎ
り
が
な
く
な
る
ま
で
入
れ
ま

ら
ぱ
せ
、
五
人
ぐ
ら
い
の
係
官
で

き
で
感
じ
ら
れ
ゾ
ッ
と
し
て
し
ま
叫
す
。
こ
の
「
さ
し
水
」
に
よ
っ

一
人

づ

っ

身

体

検

査

を

す

る

の

で

い

ま

し

た

。

て

、

熱

い

お

湯

が

急

に

ぬ

る

く

官
層

3
Lゆ
也
~
M

ゆ
)め
ん
の
ゆ
で
方

ま
す
。
乙
れ
は
、
切
れ
や
す
さ

を
防
ぐ
た
め
に
食
用
油
を
使
う

せ
い
で
す
。
ゆ
で
て
水
に
さ
ら

し
な
が
ら
、
両
手
で
も
み
洗
い

す
れ
ば
完
全
に
と
れ
ま
す
。
一

年
越
し
の
そ
う
め
ん
が
お
い
し

い
と
い
わ
れ
る
の
は
、
油
気
が

ぬ
け
て
ほ
ど
よ
く
乾
燥
し
歯
ご

た
え
が
ち
が
う
か
ら
で
す
。

連

帯

を

強

め

撤
回
さ
せ
よ
う
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鹿
角
さん
川
相
原
さん聞

出

産

闘
い
の
嵐
の
中
で
、
結
婚
.
そ
日
月
と
、
う
れ
レ
い
ニ
ュ
ー
ス。

し
て
出
産
。

ζ
れ
ま
で
に
白
人
の
若
い
争
犠
団
員
・
育
児
も
た
い

争
議
つ
子
。
今
年
は
、
鹿
角
さ
ん
へ
ん
で
し
ょ
う
が一、

元
気
に
が
ん

(
本
号
、

ー
め
ん
参
照
)
が
7
月
ば
っ
て
い
る
姿
に
、
ま
す
ま
す
闘

相
原
さ
ん
が
8
月
。
金
子
さ
ん
が

い
は
前
進
す
る
で
し
ょ
う
.

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニ zース

おかあさんの顔

買~51 哩号
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相原さんとかおりちゃん (4歳〉の絵

夏
季
行
商
で

釘
都
道
府
県

広島の第一学習社の伸聞は

運
動
の
バ
ロ
メ
ー
タ
は
、
財
政
る
と

「ア
ァ
、
反
が
来
た
」
と
季

活
動
.
今
年
の
夏
も
、
北
海
道
か
節
を
告
げ
る
、
オ
ル
グ
に
な
っ
て

ら
鹿
児
島
ま
で
、
神
電
気
の
仲
間
き
ま
し
た
@
ま
た
、
支
援
す
る
会

は
、
支
緩
の
訴
え
に
出
か
け
ま
し
の
会
員
の
家
に
、
泊
め
て
も
ら
い

た
@

夜
遅
く
ま
で
の
交
流
も
あ
ち
と
ち

全
国
各
地
で
、
す
っ
か
り
顔
な
で
・
争
犠
団
事
務
所
は
い
ま
、
財

じ
み
に
な
り
、
沖
電
気
の
人
が
来
政
活
動
で
一
年
中
で
一
番
多
忙
。

「内

連情のピクニックを開催

家のにをは
指E (a: t.主抽完 f空言干
己、う延辺藤 4 
で中てに 一 和 'o 
山い、段成 て
霊淳まいのさ ア
ーすま逮ん J 
にく。白人~ )" 
乗ん一泊で 31 ヤ
つ(恭示す ，亨唱
て小娘プ 狙 ""'J'"" 

Z四主よ究き 三詮が
かの くての F 上
s:方争んも暫 --r;:::""ーつも裁の 、友 ，.1 =F 
か グが 言 お 会 乙r、，
立 I I勝。も尺 之》に
理ン荊l し 一一」

巳との ろ覇 向
上時 い 勤
ま 遥に ~ ? 
レとは とで
よ、、 はす

ミYE 竺三

タ
お
し
ん
ψ

~n. 
1又

h
k
ι
H
f
t
と
.
，
.
，
，
，

v

'

'

ナノ
~
v
~
東
京
土
建
の
組
合
員
の

、
、

-.、司、

~ョ
~
L
i

娘
さ
ん
が

~

チ

~

聞

~

ー

N
H
Kテ
レ
ビ
の
朝
の
連
続
ド
ご
め
ん
だ
」
と
い
っ
た
、
と
い
う
取
を
筋
載
し
ま
し
た
・

大
変
な
ハ

l
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ

ラ
マ
H

お
し
ん
u

の

人

気

は

大

変

話

で

す

。

綾

子

ち

ゃ

ん

は

練

馬

区

立

泉

新

っ

た

の

で

、

そ

の

後

T
B
Sか
ら

な
も
の
で
、
視
聴
率
五
O
拓
、
四

と

と

ろ
で
、
こ
の
綾
子
ち
ゃ
ん

小
学
校
の
五
年
生
。
小
林
守
さ
ん
、

出
演
依
頼
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ユ

千
万
人
が
毎
朝
見
て
い
ま
す
。
乙
の
お
父
さ
ん
は
東
京
土
建
一
般
労
ユ
キ
さ
ん
の
次
女
。
五
歳
の
と
き

キ

子
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
は
学
校

思

の
人
気
の

一
つ
は
、
子
ど
も
の
と
組
練
馬
支
部
の
組
合
員
。
同
労
組

か
ら
東
映
児
盟
研
修
所
で
音
楽
ゃ
に
通
わ
せ
て
す
ご
さ
せ
た
い
」
と

き
の
お
レ
ん
を
演
じ
た
小
林
綾
子

『げ
ん
せ
つ
』
五
月
二
十
日
付一

パ
レ
エ
を
学
び
昨
年
十
月
、
研
修
語
っ
て
い
ま
す
・

ち
や
ん
で
、
母
親
役
の
泉
ピ
ン
子

O
O二
号
は
、
常
銀
子
久
子
通
信
所
仲
間
と
応
募
、

H

お
し
ん
u

の

が
「
も
う
子
役
と
出
演
す
る
の
は
員
に
よ
る
綾
子
ち
ゃ
ん
紹
介
の
記

役
に
選
ば
れ
た
の
で
す
。
織
影
は

窃E
 
d
 

暑3

機関紙 ¥ 

と宣伝誌より/

窪

精

工
場
の
な
か
の
橋

広
島
に
あ
る
、
大
自
動
車
工
場
説
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

を
モ
デ
ル
に
、
そ
ζ
に
働
く
労
働
反
共
風
土
が
強
い
、
日
本
で
、

者
の
闘
い
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
民
正
面
か
ら
、
そ
れ
に
挑
戦
し
た

共
産
党
員
た
ち
の
姿
が
、
六
河
小
乙
の
小
説
は
、
労
働
戦
線
の
右
傾

化
の
中
で
、
ね
ば
り
強
く
、
地
味

わ

に

闘

う

、
共
産
党
員
た
ち
を
通
し

mw
て
、
共
産
党
と
は
何
か
を
知
ら
せ

ゆ
る
、
絶
好
の
mu
で
あ
る
・
恋
人
や

社

友
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
い
う
手
も

瓶
、zi
-
-
t
i
r

-

-

一
…
今
月
の
本
…一・・・.

田

まず筆の動がし方から

l山内一手五!山辺~:.1ニエロエ11 ユムlü~;~~ ' <<~~~ 1 ;，ぷ|
L l子手当閣二~~-~;;I刻現7;副:~:J;~:~l --:.~~j ..， -L~ 

一-
y

・

鎗

ノ
A
M

一宜
1
1
川

1
1

…H
A
 

引づ
陥
統

一

盤

以

降

(30歳)量ce:，・A さ
同~Iロん菊池

おねがい一
賃金明細書の公開に

御協力くださる人は一報ください

-勤続12年 ・住居は官舎

・子ども小1(女)、4歳(男)
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(4) 揖署5 1<;ー支援する会に入会 しよう (会費 1口200円/月)

沖電気争議団、子どもたちの作文

おかあさんは、ときどき

お
母
さ
ん
の
、
光
子
さ
ん

川

'

+
だ
れ
に
聞
い
て
も
「
槽
垣
君
は

年
齢

凶
年
2
月
8
日
生
日
U
歳

は
千
代
田
区
担
当
オ
ル
グ、

川

F
h
i

マ
ジ
メ
だ
」
と
答
え
る
.
マ
ジ
メ

身
長
一
七
四
拷
.
体
需
品

ωJ

お
父
さ
ん
は
団
依
役
員
・

一

、

l

⑥

に
足
が
つ
い
て
歩
い
て
い
る
よ
う

出
身
重
県
今
治
市
・
県
立
今

野
球
が
大
好
き
な
健
ち
ゃ

川

M
M

‘

.

な
人
時
そ
の
足
が
大
き
く
、
お
治
工
業
高
校
電
気
税
率
・

ん
は
、
一
夏
に
何
度
か
球
場

ぷ

舵

同

1

圃

袴
も
あ
り
、
護
団
の
中
で
は
有
家
族

父
、
兄
四
人
、
姉
一
人
.

に
つ
れ
て
い
っ
て
も
ら
う
・

ぶ

ま

4
・

名
・
そ
ん
な
重
君
も
全
国

オ

ル

震

山

筆
り
・
警
、
食
べ
る

乙
の
作
文
は
小
3
の
時

学
山

川

叫

4
・

・

・

・

グ
で
高
知
に
行
っ
た
際
、
数
年
に
こ
と
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

授
で
曾
い
た
も
の
・

お
母
さ

川
晴
間
帽

.

h
・
・

一
度
と
い
う
ハ
メ
を
は
ず
し
、
足

特
技

ど
と
で
も
寝
ら
れ
る
・

ん
に
対
す
る
、
お
も
い
や
り
…

-
E

同

司

も
は
ず
し
て
坂
道
か
ら
落
ち
た
。

ヘ

タ

ナ

ダ

ジ

ャ

レ

・

が
感
じ
ら
れ
る
・
や
さ
し
い

川

河

川

団

・

4

あ
ま
り
き
れ
い
な
格
好
は
好
ま
そ
の
他

た
ば
乙
(

X

)

酒

(
O)

健
ち
ゃ
ん
の
作
文
・

川

事

芭

『

‘

ず
、
中
央
区
の
銀
座
を
皮
の
サ
ン
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
不
可
・

-
g
z
a
-
-司

ダ
ル
で
組
合
オ
ル
グ
す
る
・
人
を

οど
ん
な
女
性
が
好
き
?

za，
‘

，

傷
つ
け
る
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
程
健
康
・
丈
夫
な
人
・

州

知

が

や
さ
し
い
性
格
を
も
ち
、
「
ホ
ト

οタ
レ
ン
ト
で
雷

2

、，'
4

1

H

ケ
の
ヒ
ガ
キ
」
と
人
は
呼
ぶ
;
支
神
電
気
争
犠
回
の
斉
藤
洋
子
さ

，I
円
‘
.. 
援
す
る
会
u
の
人
形
劇
も
股
初
か
ん
.

(
幻
歳
入
婆
)

気‘，

r
ら

診

加

・

霊

コ

ッ

ソ

リ

一

一

輪

の

免

許

を

-
司
司
畠
・
・
司
'

口
ぐ
せ
は

n
マ
タ
マ
タ
H

で
、
取
り
、
中
型
バ
イ
ク
を
欲
し
が
っ

Eea----・
そ
う
言
っ
て
人
を
は
ぐ
ら
か
す
・
て
い
る
・
職
場
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア

中

i
1
4

2
け
な
い
ダ
ジ
ャ
レ
を
多
発
事
業
部
プ

2
41望
号

、、，，

す
る
の
も
、

ζ
れ
ま
た
有
名
。
し
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・

、よ Lち
…究
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一
…
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~一五
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与
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k
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玉
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一
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主
主
主
旦
益
山
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之
、主
治
主
三
℃
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主
し
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一直
盛
山
~
一ん
豆、一
九
豆、
長
七
五
三
℃
一
益
企
止
主
?七
一当

医
種
選
定
家
3
4げいこし
い
「
己

一
li志
一外
五
十一
一&山
守一
し
否
一に
主
し
毛
一い
一手
ナ
茜
f
一三

一匹強
J
t
写
七
支
え

一主
ρ
易
一刊
一佐
川
事
一ば
hwJ
同市一
ム

I
叫
一ι一4
彰
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阜、毛

一
一
一
一
一

一
一
一
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三
〕
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宣
士
一ん
一瓜
u
一℃
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一引い
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干す諮問
一並
戸
一丹止
し
不
一

一叫
一w
一七
一じ
王
監
主
五
可
刀
、
恋
一い
E
JM一h
E
降叫
一気」
一-J

て
豆
y
gJU一ぜ
一毛
剤
瓜
一l
泌
一企
主
h
一に
一主
一じ
一ほ
丞
与

E
J
Z
Z
与

が

者
十字

一ρ
室

長

一比
一八

義
一

本
一ぃ

Z
2
A去
し
…世
百一

一
一
一
一
一
一
一
二

三
n

、ヲ骨

、ー

(小
4
)

よちザ〉お

『ホトケ」の

国雄九桧題

主

主

f .if-'d; 
7J-弐

行商、募金に

協力しましょう

1983年 ワ月 1日

ーあなたも熱い連帯をー

⑪ 

函館民族

音楽研究会

きぬたの会

文
化
の
国
家
統
制
に
抗
し
て

もできパ開脅 励そ演し闘 及とて
今紹、ば Jレか函ままの聖書たい容ぶと、私
介テや“れ孟たさ度じ、を闘鑓に職た
中さレしでた語、れに五音モ時~出溺ち
曽れピ“は H 船今て、話頭デな iaかやは
捜まのを、迎の年い労 ZEJJレど 2Z付地民
首し全演 M 書面廃六ま働姦進に?主主、域族
た園挺江船止月す者安水私函1J民に楽
は・ニ Iじ差フに十・の学式た館ヂ族、昔冒
ユ、 のエ反九 闘 J1M ちド λ 音機を

ひ l 大もス対 日 う Ldなで γ 午楽会手
た ス好ちテ し に 姿手ど仰lク手のあに
す で評つィて 、 に九を作の九世るし

がとトみ す展音 利い分自段教ら

;fj子宝差 -Z誉主雪若宮否毒育事
情く・ん目 ざ学にれま、伝め文大
じさ困のに すぴ 反てで明統て 化国
るん簸闘入 闘な討さ、 治音 いの句
者あやいつ いがしま国時楽ま国青
乙る、はた をら、し家代 ・ す家め
そとき、、 選 j私た統か伝・統ざ
思び注沖 iIS 正た・制ら統中 ~~~J す
股いし目 m てしち に奇芸でを一
後まいの気 いいは 飯田能も、?J.
のす乙マの ま発、 もにの ー℃

れを勝

雄労連第30問題期大 る、利H 命 、身者

‘圃' 沖をに
JBfG57鎌 ・7'07園@自 mもな

雪"て)H 
のてる
イ申実 M

flll践と
にしい
学てう
ぴお言
ら葉

ーま
庖た
が袴
λJ り，;1: ，こ
り思
まい
す
.私
た
ち
も
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中田順子さん

川
5
月
初
日

夕
張
炭
鉱
の
東
京

川

行
動
.
関
西
電
力
ピ
ラ
事
件

川

底
行
動
・
日
電
吉
沢
さ
ん
報

川

告
集
会
.
テ
レ
ビ
東
京
集
会

川
5
月
幻
自

昭
和
重
機
行
動
.

川

東
京
地
方
貯
金
局
、
強
圧
に

川

対
す
る
抗
議
行
動
・

川
5
月
日叫回

目
立
メ
デ
ィ
コ
決

川

起
集
会
.

川
5
月
お
白

マ
ス
コ
ミ
総
行
動

川
5
月
お
自

言
論

・
表
現
の
自

川
自
を
守
り
、
明
る
い
自
由
な

川

選
挙
を
目
指
す
国
民
集
会・

川
5
月
U
日

金
属
機
械
総
行
動

川
5
月刊
ω
日
5
m日

パ
ラ
マ
ウ

川

ン
ト
製
靴
工
場
祭
.

川
5
月
初
回

全
洋
労
抗
議
行
動

川
5
月
引
日

沖
・
熊
谷
裁
判
.

川
6
月
1
日

東
電
に
つ
い
て
考

川
え
る
交
流
会
.

川
6
月
2
日

通
信
機
械
工
業
会

川
へ
の
要
時
行
動
.

川
6
月
5
日

斉
藤
鉄
工
争
犠
の

川
勝
利
集
会
・
国
労
浦
田
地
区

川
共
闘
激
励
集
会

川
6
月
4
日

沖
電
気
支
鐙
の
港

川
区
(
東
京
)
連
絡
会
が
草
月
空

川
交
流
集
ム
『

川
6
月
5
日

公
害
被
留
者
総
行

川
励
、

決
起
集
会
.

川
6
月
6
日

ス
モ
ン

・
公
笛
セ

川

ン
タ
l
開
般
・

山

6
月
7
日

C
&
S労
組
結
成

川

5
年
交
流
会
.

山

6
月
8
日

神
・
八
王
子
裁
判

川
6
月
宇
田

労
働
省
の
労
働
組

川

合
間
酬
と
交
渉
・
東
洋
酸
紫
争

川

臓
の
一
日
行
動
。
池
貝
鉄
工

川
に
指
名
解
雇
通
告
で
る
.

川
6
月

ω日
北
辰
也
機
勝
利
策

川

会
・
東
京
生
コ
ン
一
日
行
動
・

川
6
月
刊
日

東
亜
石
油
抗
議
行

川

市

0

・

H

伺
B

川
6
月
日
白

梅
田
メ
y

キ
抗
議

川
行
動
.



1983年 8月 1日

支援する会事務局
事務所東京都港区三回

3-2-20 .館 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240

加入者名 沖電気の不当解雇

を措交問させる壬詮

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会二ユース

発

行

所

第 52号
1 9 8 3年
8月 1日

固171叫

第 52号)
 
1
 
(
 

=
一
三
=
=
=
=
=
=
=
一
九
九
宣
言
=
=
=
=
Y
Z
2
p
v
s

、
ζ
と
が
活
動
の
富
力
と
言
う
柳

種
ま
εなら
ミ

訴

か

ち

ゃ

ん
。
ガ
イ
ド
プ
y
ク
で
真
先

J
篭
で
も
む
δ
る

改

州
に
見
る
の
は
、
名
所
よ
記
名
句

J

E

-

-

l

宿
泊
代
を
安
し
く
し
、
食
窃
代
に

柳
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
、
は
じ
め
は
忙
し
い
。
そ
ん
な
中
で
も
、
冷
回
わ
す
た
め
、
大
変
な
努
力
.
安

て
の
北
海
道
、
そ
れ
も
一
人
旅
。
た
い
コ
ー
ヒ
ー
を
出
し
て
く
れ
た
い
宿
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
り
、

感
想
を
聞
い
て
み
ま
し
た
|
|
|

り
、
紋
別
の
労
金
で
は
、
副
支
底
支
復
す
る
会
会
員
の
家
に
泊
め
て

楽
し
み
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
畏
が
支
復
す
る
会
に
加
入
し
て
く
も
ら
う
た
め
、
争
諮
問
事
務
所
に

臼
岡
目
.
稚
内
で
は
段
北
端

で

毘

れ

た

.

電

話

し

、

支

媛

ず

る

会

会

員

を

傑

念
写
真
を
一
枚
・

釧
路
で
は
自
然
北
海
道
教
職
員
組
合
に
は
、
ほ
す
・
中
際
法
で
は
、
元
沖
電
気
に

公
図
↓
阿
寒
湖
コ
l
ス
。
新
婚
さ
と
ん
ど
神
沼
気
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
が
勤
め
て
い
た
支
援
す
る
会
会
員
に

ん
が
多
く
独
身
の
柳
ち
ゃ
ん
に
は
導
入
さ
れ
て
い
る
。
コ
ン
ビ
ュ

l

霞
話
。
子
供
が
い
て
部
屋
が
狭
く

抱
え
た
.
阿
寒
湖
の
ア
イ
ヌ
部
落
タ
l
導
入
の
合
理
化
攻
撃
と
闘
っ
寝
る
所
が
な
い
と
、

ζ
と
わ
ら
れ

で
は
、
な
ん
と
休
日
な
の
に
観
客
て
い
る
全
段
林
の
あ
る
分
会
で
は
残
念
.
網
走
の
国
民
宿
舎
で
は
、

が
柳
ち
や
ん
だ
け
・
ピ
カ
リ
コ

・

「
指
名
解
屈
す
る
よ
う
な
沖
電
気
地
元
の
人
も
あ
ま
り
食
べ
な
い
毛

ピ
リ
コ
の
歌
に
あ
わ
せ
る
踊
り
の
の
製
品
は
絶
対
に
入
れ
な
い
」
の
ガ
ニ
が
出
て
ピ
ッ
ク
リ
・
札
幌
で

輸
に
入
り
、
婦
人
た
ち
と
踊
り
ま
話
も
聞
い
た
。
北
海
通
で
も
普
実
支
援
す
る
会
会
員
に
ご
ち
そ
う
に

く
る
.
極
ま
き
踊
り
の
時
に
「
額
に
支
媛
が
鉱
が
っ
て
い
る
.
な
っ
た
毛
ガ
ニ
、
と
ろ
け
る
よ
う

ま
き
な
ら
、
一
人
で
で
き
る
よ
」
う
ま
い
物
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
る
な
エ
ピ
の
昧
は
忘
れ
ら
れ
な
い
・

と
イ
キ
が
っ
て
言
っ
た
ら
、
踊
り

子
さ
ん
が
、
す
か
ミ
ず
「
今
晩
、

泊
っ
て
い
き
な
よ
」
の
答
。
し
か

し
柳
ち
ゃ
ん
は
、
誘
惑
を
ふ
り
き

る
た
め
に
、

川
加
で
車
を
と
ば
し

て
宿
に
mm
っ
た
.
乙
の
目
、
ガ
ソ

リ
ン
代
を
含
め
、
し
め
て
九
千
円

の
散
財
だ
っ
た
。

全
国
オ
ル
グ
は
普
通
二
人

一

組
.
今
回
は
一
人
で
オ
ル
グ
。
チ

ラ
シ
要
請
管
、
カ
ン
パ
袋
と
見
本

を
両
手
に
持
ち
、
一
日
段
高
二
十

二
労
組
の
オ
ル
グ
.
参
離
選
の
公

示
目
前
と
あ
っ
て
区
労
協
、
労
組

沖
争
議
5

川

鶴

位

置
の
反
-

L

E
之

北

海
道
か
ら

出

川

吋

U
M
h田町

鹿
児
島
ま
で

腕
川
島
、
宮
山

誕

百

江

コ

設

に

、

今

年

も

関

川

，

A
説明

沖
電
気
の
仲

を

川
聞
は
チ
1
ム
を
つ
く
り
、
支
援

M
M

川

政
問
に
出
か
け
た
V
長
期
の
オ

売

川

ル
グ
で
も
、
洗
溜
を

一
度
も
せ

帥

…

ず

袋
に
抑
し
込
ん
で
持
っ
て
帰

本

川

っ
て
く
る
人
。
街
の
食
堂
に
入

つ
で
も
、
支
媛
先
の
人
と
一
緒

川
だ
と
H

メ
ニ
ュ
ー
u

が
気
に
な

川

る
「
商
い
ヤ
ツ
を
食
べ
る
と
」

k
m
Y
{込
M
y
h
y
h品
同
グ

kmm剥
g
・

川
苦
労
が
あ
る
V
胞
し
い
出
合
い

ソ

-

一

⑤

馬

が

自

の

保

養

二

も

た

く
さ
ん
あ
る

-
i

-

m

e

e

i

-

-

'

一

川

宅
に
泊
め
て
、
歓
迎
し
て
く
れ

do-一献
段
、

ι
R
O
K
-‘
令
軒

。

ee、
--
Z
〓

品
目
別
刷

M
e
d
際
宮
崎
誠
μ
U
l
z
e
h
J
Lヒ
¥

¥

丸

川

る
家
族
も
全
国
各
地
に
.
中
で

4
ぽ凶¥/段¥白
if
向

wwuS際
問
¥
¥
段
階
u
i

川
も
、
パ
ン
ツ
や
シ
ャ
ツ
ま
で
ロ

ー
た
:
一
三
三
=会
=
=
=
=三
-
キ
=
=
=
=
=
=
=
一
様

務
ち
か
か
っ
た
タ
バ
コ
を
く
わ
え

川

っ
て
心
配
し
て
く
れ
る
岡
山
の

手

頃

し

っ

か

り

が

な

が
ら
、
パ
ソ
コ
ン
に
入
れ
た
り
、

…

お
ば
ち
ゃ
ん
(
木
下
ぎ
に
は
、

-

-

T

，
 

・
1
.
-
百
団
『
'
-
f
-
叫

J
r
n
r
、
，

p

・

hm

全
国
か
ら
の
む
括
の
対
応
と
午
後

川

顕
が
下
る
.
北
海
道
の
夜
の
プ

j

f

}

:

j

l

H
 

ム
G
-
，.〈
4
1
1
-
{
仰

け
時
す
ぎ
ま
で
大
穂
町
全
国
行

川

レ
ゼ
ン
ト
を
し
て
く
れ
る
の
は

一
番
気
を
使
う
の
は
健
康
・
四
の
群
れ
、
信
号
の
少
な
い
其
す
ぐ
商
の
宛
り
上
げ
で
前
回
よ
り
前
田
ち

川
北
津
相
互
銀
行
の
伸
問
。

V
争

国
オ
ル
グ
の
時
に
虫
歯
を
抜
い
た
な
道
路
・
港
町
の
タ
コ
の
陸
上
げ
、
て
い
る
地
区
が
あ
る
と
、
担
当
者

川

勝
回
の
事
務
所
の
墜
に
は
、

6

柳
ち
ゃ
ん
は
、
朝
、
脱
し
っ
か
り
網
を
直
し
て
い
る
漁
民
。
北
海
辺
に
搬
を
と
ば
す
・
特
に
北
海
道
は

川
月
か
ら
、

「
良
の
物
品
販
売
と

と
幽
を
み
が
く
・
し
か
し
、
オ
ル
の
見
る
も
の
全
て
が
新
鮮
に
写
つ
気
が
か
り
の
毎
日
。
し
か
し
前
年

川
野
金
を
成
功
さ
せ
よ
う
」
の
ス

グ
は
き
び
し
く
、
股
後
の
帯
広
で
た
・
雄
大
な
自
然
と
暖
か
い
人
た
実
績
を
述
成
し
ニ
ン
マ
リ
・

川

口
1
ガ
ン
が
大
き
く
貼
ら
れ
て

つ
い
に
股
が
痛
み
出
し
た
・
(
年
ち
に
ふ
れ
た
竹
田
問
、
千
四
百
九

(注

柳
沼
さ
ん
の
、
北
海
道

川
い
る
。
そ
し
て
県
別
に
、
注
文

齢
の
せ
い
か
?
)
加
の
北
海
泊
オ
ル
グ
で
し
た
・
オ
ル
グ
は
約
一
カ
月
で
し
た
が
、

川
制
が
貼
出
さ
れ
活
気
が
あ
る
・

公
開
山
で
有
名
な
川
附
で
育
っ
た
柳
ち
ゃ
ん
は
、
い
ま
全
国
か
ら
こ
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
一
人
オ
ル
グ

川
毎
日
届
く
注
文
曾
や
注
文
の
沼

柳
ち
ゃ
ん
に
は
、
巡
捌
の
牛
や
馬
の
行
商
注
文
の
デ
1
タ
1
を
灰
の
の
れ
日
間
の
記
録
。
佐
藤
例
)

川
話
の
一
ツ
一
ツ
で
、
長
い
オ
ル

川
グ
を
ま
た
思
い
出
す
.
0
0労

川
組
の
白
偲
の
人
、
と
っ
て
も
美

川
人
だ
っ
た
な
あ
・

0
0で
食
べ

川
た
、
カ
ニ
は
う
ま
く
な
か
っ
た

7
月
中
は
、

ζ
ん
な
話
が
絶

川
え
な
い
V
四
千
を
超
え
る
労

川
組
、
団
体
が
、
夏
の
期
政
確
立

川
の
巡
動
に
協
力
.
ζ
の
力
が
、

川
勝
利
の
礎
で
あ
る
V
沖
争
犠
団

川
は
、
若
い
(
平
均
お
歳
)
行
動

川
カ
も
す
ば
ら
し
い
.
乙
の
夏
も

H

ゆ
る
す
な
、
指
名
解
履
u

と

川

全
国
で
欝
闘
し
た
.
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り
両
国
働
島
昭

和

主
ぶ
弓

F
bも

線
鶴
抱
一、

・

4

1

裁

判

内

容

の

一
判

一

大

宣

伝

を

一
裁

一

神
電
気
の
大
量
証
人
に
対
し
、
が
、
私
た
ち
は
い
ち
早
く
全
困
惑

裁
判
所
が
判
断
を
下
す
重
要
な
段
名
や
要
間
行
動
を
取
り
組
み、

会

階

を

迎

え

て

い

ま

す

・

社

側
の
ネ
ラ
イ
を
裁
判
所
に
明
ら

沖
電
気
の
裁
判
は
、
東
京
・
八
か
に
し
て
き
ま
レ
た
・

月

一
王
子

・
熊
谷

・
前
橋
の
四
カ
所
で
現
在
、
八
王
子

・
熊
谷

・
前
橋

υ
-符わ
れ
て
い
る
関
係
上
、

進
行
状
で
は
「
ζ
れ
以
上
の
会
社
側
証
人

肝
一

況
が
同
一
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
を
剥
べ
る
必
要
な
い
」
と
裁
判
所

四
一

首
切
り
に
関
わ
る
中
心
的
な
旺
人
詰
ま
り
、
と
の
秋
か
ら
年
末
に

刊

一
関
べ
が
終
了
し
て
い
ま
す
・
か
け
て
裁
判
所
の
判
断
が
示
さ
れ

費

一
乙
の
問
沖
電
気
で
大
B
の
首
切
り
ま
す
・
会
社
側
の
必
死
の
反
撃
が

浩

一
合
理
化
が
必
要
だ
っ
た
の
か
、
首
行
な
わ
れ
て
お
り
、
裁
判
所
が
問

、つ一

切
り
を
避
け
る
た
め
の
経
営
努
力
単
に
私
た
ち
の
主
張
を
受
け
入
れ

よ
一

が
行
わ
れ
た
の
か
、
組
合
と
の
諮
る
状
祝
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

劃
一

レ
合
い
は
充
分
尽
さ
れ
て
い
た
か
し
、
首
切
り
の
不
当
性
が
あ
ら
ゆ

入
一

と
い
う
争
点
全
体
に
つ
い
て
、

会

る

角
度
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い

に
一

社
側
を
追
い
つ
め
て
き
ま
し
た
・
る
現
在
、
世
論
の
力
を
背
鼠
に
裁

企
一

そ
乙
で
神
電
気
は
、
大
量
在
人
を

判
所
を
包
囲
し
て
い
け
ば
会
社
側

下
一

喜
し
裁
判
所
に
ひ
と
り
で
も
多
の
証
人
調
べ
を
断
た
せ
る
可
能
性

援
一

く
採
用
さ
せ
よ
う
と
裁
判
引
き
延
は
充
分
あ
皇
ま
す
。
引
き
続
く
御

支
一

ば
レ
に
全
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
支
署
お
ね
が
い
し
ま
す
。

(2 ) 第 52号

裁判傍聴者に報告する

参
加
ど
う
も

あ
り
が
と
う

fQ)lOJlOJ人
」
れ
ま
で
で

最
高
の
人
数

• 
安
田
生
命
な
ど
、
大
株
主
に
、

と
れ
ま
で
も
、
争
犠
解
決
の
た
め

の
努
力
を
要
踏
し
て
い
ま
す
が
、

株
主
総
会
に
も
出
席
し
、
訴
え
て

い
ま
す
.

約
百
人
が
診
加
の
六
月
二
十
九

日
の
総
会
に
は
、
中
山
さ
ん
と
新

納
さ
ん
二
人
(
沖
電
気
争
議
団
)

が
歩
加
し
「
企
業
活
動
の
あ
る
べ

き
姿
と
し
て
も
、
沖
争
議
の
全
面

解
決
を
」
「
裁
判
の
引
き
延
し
を

し
て
い
る
。
解
決
の
努
力
を
す
べ

き
だ
」
と
追
及
し
ま
し
た
.
社
員

株
主
の
一
部
か
ら
は
野
次
が
あ
り

ま
し
た
が
、
全
体
と
し
て
、
熊
心

に
話
を
聞
く
株
主
が
、
前
二
回
と

比
較
し
て
、

多
か
っ
た
と
、
中
山

さ
ん
は
報
告
。

当
日
の
十
二
時
十
五
分
か
ら
、

本
社
の
あ
る
、
新
虎
ノ
門
ピ
ル
前

に
は
都
内
各
地
か
ら
、
五
O
O
人

を
ζ
え
る
支
鐙
の
仰
問
が
診
加

し
、
抗
議
行
動
を
開
催
。
司
会
は

港
支
接
連
の
泌
口
さ
ん
。
闘
い
の

報
告
を
共
闘
会
議
の
井
川
さ
ん

と
、
争
議
団
か
ら
中
山
さ
ん
。「
支

援
が
盤
が
っ
て
い
ま
す
ね
」
と
参

加
者
か
ら
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

た。

29吉本芸誌に6 

清水弁護土 〈東京〉

な

忘 私
宇土
会教 は
問育大
組、学
を環で

芝興会
る防働
サ術

F

雪

…
沖
電
気
平
和
委
員
会
|

、、F
戸
H
t
-

》

主

ザ
A
F
E
F
hR

，
、

中

山

洋

争
議
団
長
の
婆
ま
た
都
労
委
鍵
訴
聞
と
た
た
か
い
の
開
曾
ふ
え
ゆ
く
私

音
た
て
て
右
傾
化
し
て
い
く
組
合
を
見
る
予
知
解
屈
を
許
し
た
日
よ
り

そ
れ
ぞ
れ
は
や
さ
し
さ
余
る
人
な
れ
ど
組
織
さ
れ
れ
ば
一
つ
の
意
志
も
つ

わ
れ
知
ら
ぬ
会
議
を

一
つ
持
ち
て
よ
り
と
り
ま
く
同
僚
は
さ
ら
に
寡
監
に

差
別
さ
れ
し
わ
れ
よ
り
差
別
す
る
君
の
瞳
の
暗
さ
に
あ
る
と
き
気
づ
き
由

自
ら
の
働
く
験
場
を
告
発
し
ゆ
く
か
な
し
み
は
推
比
も
告
げ
ず

秋
か
ら
の
た
た
か
い
思
い
て
獲
を
切
る

心
中
ひ
そ
か
に
飛
回
帽
を
期
し
て

旅
終
り
ホ

1
ム
忙
立
て
ば
実
感
に
東
京
は
わ
が
た
た
か
い
の
主
戦
場

子

さ

ん

佐中いに入場の
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結
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指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

惇弘 一沖争議はわたしたちの教科書一

旦

1983年 8月 1日(3 ) 

一
機

…

一

の
両
親
と
子
ど
も
=一
人
の
七
人

一
重

・

媛

一

家
族
で
共
働
き
で
や
っ
と
の
生

一
U
川
U

一

計
.
夫
は
、
住
友
ア
ル
ミ
製
銃

一
方

-

愛

一

暢

に

勤

務

・

一

住

…

一

霊

十

一
月
に
は
、
松
山
地

大
手
造
船
メ
ー
カ
ー
の
住
友

玉
島
で
は
、
今
年
2
月
に
、
裁
西
条
支
部
の
仮
処
分
で
「
指

一機
械
工
諜
(
従
柴
員
約

一
方
勝
利
の
和
解
が
成
立
し
た
の
に
名
解
胞
は
不
当
」
全
面
勝
利
を

人
)
が
、
初
年
三
月
に
、
不
況
新
居
浜
で
は
高
僑
包
契
子
さ
ん
得
て
い
る
が
、
会
社
は
、
異
議

に
便
乗
し
、
千
二
百
人
の
首
切
が

「夫
婦
共
稼
ぎ
」
と
い
う
一理
を
申
し
立
て
し
て
、
職
腸
復
帰

り
を
強
{句
こ
の
中
に
は
宝
島

由
で
、
指
名
解
屈
さ
れ
、

四
年
を
拒
ん
で
い
る
.

(岡
山
)
で
十
八
人
・
新
居

浜

四
カ
月
の
徹
回
闘
争
を
続
り
て
「
企
業
存
立
維
持
そ
の
も
の

(
愛
媛
)
で
一
人
の
指
名
解
短
い
る
・

が

危

ぶ

ま
れ
る
」
と
言
っ
て
解

者
も
含
ま
れ
て
い
る
・

高

橋

さ

ん
は
、
年
老
た
い
夫
屈
を
強
行
し
た
会
社
は
、
売
上
年
五
月
に
は
、
闘
い
を
鉱
げ
る

い

・
女
性
に
対
す
る
差
別
で
明

a司

s'

げ

一=一八
四
憶
、
利
益
三

O
憶

た

め
に

「
許
せ
な
い
住
謹
畿
の

白
な
、
憲
法
違
反
だ
と
思
い
ま

(
昭
和
五
十
七
年
九
月
期
)
と

女

性
差
別
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
す
・
私
の
年
収
二
百
数
十
万
円

史
上
飯
高
の
大
儲
け
・

を

発

行

し

た

・

の

経

費

が

世

界

の

住

璽

犠

に

ど

引
年
八
月
に
は

「
高
幡
さ
ん
高
橋
さ
ん
は

「
共
働
き
の
女

れ
だ
け
響
く
と
と
で
し
ょ
う
・

を
守
る
会
」
が
結
成
さ
れ、

今

性

を
辞
め
さ
せ
る
と
は
、
ひ
ど
勝
利
の
臼
ま
で
が
ん
ば
り
た

さ

ん

事
件
を
知
っ
た
の
も
、
去
年
そ

F
-

の
サ
ー
ク
ル
で
神
電
気
の
裁
判

.
M
傍
聴
に
行
っ
た
の
が
き
っ
か
け

ヨ
句
』

で
、
そ
れ
ま
で
安
積
と
社
会
を

原

見
て
い
た
私
に
と

っ
て

ふ

の

骨
骨
-

世
の
中
で
労
働
者
が
、
勝
手
に

4

・

首
を
切
ら
れ
る
と
い
う
と
と
は

年

信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
・

2
そ
れ
か
ら
何
回
か
争
議
団
の

-h'
m務
所
を
訪
闘
し
、
お
話
を
う

一ノ

か
が
っ
た
が
、

会
社
の
た
め
に

東

と
い
う
名
目
で
、
個
人
の
幸
福

を
、
ふ
み
つ
ぶ
す
資
本
に
大
き

な
慣
り
を
感
じ
た
.
一

緒
に
、

訪
問
し
た
サ
ー
ク
ル
の
仲
間

も
、
や
は
り
閉
じ
よ
'「
丘
、
憤

り
を
も
ら
し
て
い
た
.

「償
せ
ざ
れ
ば
啓
せ
ず
」

と
い
う
雷
繋
が
あ
る
.

-ru

々
学
生
は
、
法
律
学

=
て

に
し
ろ
経
済
学
に
し

ろ
、
理
論
の
学
習
に
専
念
す
る

傾
き
が
あ
る
よ
う
に
思
う
.
だ

が
、
理
論
の
申
か
ら
理
想
は
生

れ
ず
、
思
想
の
欠
除
し
た
理
論

" 
『

高
橋
富
美
子
さ
ん

額磯強)
(24) 

/
い
」

Z
J「

も
ま
た
意
味
が
な
い
.

理
想
は
む
ζ
う
か
ら
、
歩
い

て
く
る
の
で
は
な
く
、
結
局
は

自
分
自
身
で
、
求
め
ね
ば
な
ら

な
い
の
だ
.
そ
し
て
、
そ
れ
に

は
、
何
よ
り
も
純
粋
に
憤
る
ζ

と
、
社
会
の
矛
盾
に
鋭
敏
で
あ

る
と
と
が
、
大
切
だ
と
思
う
・

「
ま
あ
、
ζ
ん
な
ζ
と
も
あ

ら
あ
な
」と
い
っ
た
無
気
力
は
、

社
会
ど
こ
ろ
か
、
自
分
自
身
の

矛
盾
に
、
時
坤

(
シ
ン
ギ
ン
H

う
め
く
)
す
る
は
め
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
.

ー

電
気
争
議
は
、
そ
れ

ご
J

自
体
、
現
代
の
労
働

者
の
人
権
を
守
る
掻
要
な
闘
い

で
あ
る
と
と
も
に
、
我
々
学
生

に
と
っ
て
も
、
い
か
に
生
き
る

べ
き
か
と
い
う
問
題
を
考
え
る

機
会
と
な
っ
て
い
る
・
乙
れ
か

ら
も
非
力
で
は
あ
る
が
、
支
援

を
続
け
て
い
き
た
い
.

沖
電
信
の
仲
間
は
、
昨
年
の
国

連
軍
縮
会
議
へ
の
取
組
み
の
教
訓

を
生
か
し
、
日
常
的
に
遮
動
を
行

っ
て
い
ま
す
.
毎
月
の
六
九
署
名

運
爾
.
平
和
ピ
ク
ニ
ッ
ク
で
の
夢

の
島

〈
第
五
衛
官
丸
)
へ
・

な
ど

な
ど
.
今
年
の
原
水
禁
大
会
に
は

荒
木
さ
ん
、
桧
垣
さ
ん
の
二
人
を

送
ろ
-?ζ
、
募
金
活
動
や
パ
ザ
l

に
務
問
中
.

八
月
末
に
は
、
一
泊
の
学
習
会

も
剖
画
し
て
、
慣
の
向
上
も
狙
う
.

護警

，，
 ょせ回撤

為
一湾、

制
一徒

一
コンク-)レで「はたらく」が、

H

資
本
の
横
暴
に

負
け
て
た
ま
る
か
u

と
が
ん
ば
る
祭
と
、

支
鐙
の
輸
の
怒
が
り

が
伝
わ
っ
て
く
る
俵

群
の
機
関
紙

「は
た
ら
く」

が

第
十
回
東
京
機
関
紙

コ
ン
ク
ー
ル
で
表
彰

さ
れ
ま
レ
た
.

「
一
日
も
早
い
廃

刊
を
め
ざ
す
」
と
編

集
部
は
決
意
を
新
た

に
し
て
い
ま
す
.
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
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お引越は 立民
203-251-5526 (代)ヘ

間;内 ・近l¥!は トラ ックで F 地方へは荷物の肢に応
KSi同組1誕Jなど 各揖輸送万i去があります.

室長室器使ゆfRK5~雌ガー

「共働き」が傭理由

い
」
と
決
意
を
諮
っ
て
い
る
.

〈
激
励
先
〉
愛
媛
県
新
居
涙
市

若
水
町
一

ーl
七
l
一
九
民
主

セ
ン
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ー
内

住
友
重
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の
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橋
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ん
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守
る
会
.
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8
9
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=
一
五
二
二
三
五
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d 

~ 

1 
A 

園田園巴~

@職業:東京都の中央区教員、勤続19年

@住居、家族:埼玉県鴻巣市、子ども 2人、母、妻の5人
〈説明〉団体貯金は組合貨のことです。特殊勤務手当 は主任手当で組合に拠出します。
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(4) 第 52号支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)

輯盟醤舗面静
おとうさん

1983年 8月 1日
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1983年 9月 1日

支援する会事務局

事務所東京都港区三回

3一一 2-20
電話 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240 

加入者名 沖電気の不 当解雇

を撤回させ る会

指名解雇 された沖電気の仲間を支獲する会ニュース

先
行

所

第 53号
1 9 8 3年
9月 1日
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子
供
二
歳
ま

川

で
は
タ
ダ
)
女
房
の
一
時
金
の

山

大
半
が
、
交
通
費
で
無
く
な
る
.

川

東
京
か
ら
那
覇
空
航
ま
で
約
二

川

時
開
空
航
に
普
く
と
、
機
内

川

か
ら
は
自
衛
隊
の

F
一
O
四
J

川

戦
闘
機
が
見
え
る
。
異
織
な
感

川
じ
を
う
け
る
・
V
観
光
オ
キ
ナ

川

ワ
の
キ
ャ
y
チ
フ
レ
ー
ズ
H

エ

川

メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
海
M

に

川

魅
せ
ら
れ
て
来
た
人
の
多
い
の

川

に
は
ピ
ッ
ク
リ
.
年
間
、
約
二

川

百
万
人
が
肪
れ
る
・
道
路
や
繁

川

勝
街
の
酎
世
間
剛
、
名
所
の
復
興
な

川

ど
が
進
ん
で
町
並
も
だ
い
ぶ
変

川

っ
て
き
た
.
那
覇
市
の
繁
華
街

川

を
ち
ょ
っ
と
入
っ
た
公
闘
の
中

川

に
あ
っ
た
防
空
寝
ま
で
盤
地
さ

川

れ
跡
形
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い

川

な
か
っ
た
、

w
観
光
オ
キ
ナ
ワ
H

川

の
な
せ
る
業
な
の
だ
る
っ
か
・

山

非
常
に
残
念
で
な
ら
な
い
.
v

川

南
部
職
跡
地
の
勝
文
仁
ケ
丘
県

川

立
平
和
記
念
資
料
館
に
は
じ
め

川

て
入
っ
た
.
鮒
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

川

飯
ゴ
ウ
、
銃
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
山

川

の
よ
う
に
つ
ま
れ
て
い
る
.
焼

川

け
た
だ
れ
た
野
良
市
H
.

そ
し
て

川

生
き
の
び
た
人
た
ち
の
数
々
の

川

旺
言
。
話
に
聞
い
て
い
た
が
、

川

あ
ら
た
め
て
そ
の
す
さ
ま
じ
さ

川

に
息
を
の
ん
だ
.
ζ
の
資
制
館

州

は、

「南
部
戦
跡
め
ぐ
り
」
鶴

川

光
パ
ス
の
コ
l
ス
に
は
入
っ
て

川

い
な
い
.
が
、
見
て
も
ら
い
た

川

い
沖
制
の

一
つ
が
ζ
ζ
に
あ
る

川

と
思
つ
.
一
週
間
の
休
暇
を
終

川

え
て
無
事
東
京
に
帰
っ
た
.(其

川

喜
志
)

185 
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いつ先 川 で砕制那ゃ
い生区あの師新あ~
て~る、飽きい 2
あ | 東 1・奇学んけ度

差 ~I、 き書 簡 警高沢喜 2
とまのさな、・」争

芝Z安定ZBS喜5
たにの子高り玉沖与ち

鋼管53喧苦

ど
tw
ど
f
h
死
ん
で
い
っ
た

湯
川
吹
は
命
、
か
な
ふ

四
河
川
崎
陽
明
閣
防
川
ぽ
げ
て

ほ
起
き
湯
水
.り
、
ぼ
っ
て
は
:
;

「
捕
虜
と
な
っ
た
と
き

こ
れ
か
ら
は
逃
げ
か
く

れ
し
な
く
て
よ
い
.
死
の

恐
怖
が
な
く
な
っ
た
」

「
糸
満
の
近
く
で
座
っ
て

眠
て
、
太
陽
の
光
が
昇
る

の
を
見
時
、
と
れ
で
戦
争

が
終
っ
た
と
思
っ
た
」
と

語
る
百
子
さ
ん
が
、
当
時

の
間
昭
子
を
本
に
曾
か
れ
て

い
る
の
で
、
一
部
を
紹
介

し
ま
す
.

与
那
覇

百:

子こ

ん

(55) 

ー
ー
た
お
れ
て
い
く
友
の
姿
は
見
え
な
い
が
、
恕
仰
と
う
め
き
声

を
聞
き
な
が
ら
、
私
は
、
じ
っ
と
忠
を
殺
し
て
、

う
つ
ぶ
せ
に
な
っ

て
お
り
一
ま
し
た
・
夜
に
な
っ
た
ら
、
ヵ
サ
コ
ソ
と
人
の
足
音
が
し
ま

す
.
私
は
、
い
っ
と
き
も
早
く
を
と
を
離
れ
た
く
、
友
だ
ち
の
足
音

の
す
る
方
へ
つ
い
て
い
き
ま
し
た
.
友
が
九
人
で
す
。
水
を
捜
し
て
、

海
岸
の
方
へ
、
歩
い
て
い
き
ま
し
た
.
突
然
、
ど
じ
ゃ
ぶ
り
の
雨
が

降
っ
て
き
た
の
で
、
小
さ
な
岩
間
に
逃
げ
乙
み
ま
し
た
.

そ
し
た
ら
、
兵
隊
さ
ん
が
、

四
人
か
く
れ
て
い
ま
し
た
・
気
が
つ

く
と
、
私
は
、
救
急
籍
も
、

何
も
な
く
、
靴
も
ぬ
げ
、
は
だ
し
の
ま

ま
で
し
た
.
も
う
ζ
れ
か
ら
は
、
ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
が
っ
た
サ
ン
ゴ
礁
の

海
岸
は
、
足
が
痛
く
て
歩
け
な
い
、
も
う
ど
う
に
で
も
な
れ
と
思
い

ま
し
た
・
六
月
二

O
日
の
朝
、
海
か
ら
米
協
が
マ
イ
ク
で
「
住
民
に

は
、
危
害
は
く
わ
え
な
い
か
ら
出
て
き
な
さ
い
」
と
よ
び
か
け
ま
し

た
.
す
る
と
、
ひ
と
り
の
日
本
兵
が

「
自
決
し
よ
う
.
み
ん
な
で
、

肩
を
組
み
、
そ
の
ま
ん
中
で
、
手
摺
弾
を
爆
発
さ
せ
た
ら
、
一
緒
に

死
ね
る
」
と
言
い
ま
し
た
・
私
た
ち
も
、
乙
う
な
っ
た
ら
、
し
か
た

が
な
い
.
と
覚
悟
を
決
め
、
息
を
と
ろ
し
て
、
安
全
栓
の
扱
く
の
を
、

見
ま
も
っ
て
い
ま
し
た
.

す
る
と
、
一
人
の
兵
士
が
、
い
き
な
り
日
本
力
を
ひ
き
按
い
て
、

「
出
て
行
り
、

俺
逮
は
、
戦
闘
員
だ
か
ら
自
決
す
る
.
お
ま
え
た
ち

学
童
に
は
関
係
な
い
・
行
か
ぬ
と
切
る
ぞ
」
と
刀
を
援
り
ま
わ
し
ま

与
那
覇

政t
Eヨし
EヨZ
さ
ん

(58) 

前線で死んだ子ども

盟盟輔盤盟

す
。
あ
ま
り
の
急
の
出
来
事
に
、
壌
の
外
に
、
追
い
出
さ
れ
て
、
レ

ま
い
ま
し
た
。
ヌ
ッ
と
人
が
立
っ
て
い
ま
す
.
ハ
ッ
と
見
上
げ
た
ら

自
動
小
銃
を
か
ま
え
た
米
兵
で
し
た
・
一

メ
ー
ト
ル
お
き
に
、
小
銃

を
持
っ
た
米
兵
が
、
に
ら
み
つ
け
て
、
前
に
歩
か
さ
れ
ま
し
た
・

道
路
に
学
友
が
、
死
ん
で
い
ま
し
た
.
も
う
、
袋
の
ね
ず
み
で
す
.

命
ぜ
ら
れ
る
ま
ま
に
、
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
ら
れ
ま
し
た
.
ト
ラ
y
ク

の
上
か
ら
、
身
を
投
げ
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
駄
目
で
し
た
。
ト
ラ

γ
ク
の
上
か
ら
見
て
、
び
っ
く
り
U
た
の
は
、
抑
制
の
南
の
端
か
ら

北
の
は
て
ま
で
、
ぎ
っ
し
り
と
、
米
軍
艦
が
と
り
ま
い
て
い
る
の
で

す
。
兵
舎
の
そ
ば
を
通
る
米
兵
は
、
テ
ニ
ス
の
ラ
ケ
ッ
ト
を
ふ
り
ふ

り
、
は
な
献
を
う
た
っ
て
い
ま
す
.
紳
幽
剛
は
も
う
だ
め
だ
.
負
け
た

の
だ
.
友
だ
ち
は
み
ん
な
り
っ
ぱ
に
戦
死
し
た
の
に
私
は
、
生
き
の

び
て
し
ま
っ
た
・
と
り
一
残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
・
さ
び
し
さ
が
、
必
に

胸
を
っ
き
上
げ
て
き
ま
し
た
.

ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
ら
れ
、
着
い
た
と
ζ
ろ
が
、
宜
野
座
の
収
容
所

で
し
た
.
す
で
に
先
に
、
着
い
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
.
そ
ζ
で
朝

を
む
か
え
ま
し
た
。
原
つ
ば
に
腰
を
お
ろ
し
て
い
た
ら
、
太
陽
が
、

ま
ぶ
し
く
て
、
輝
い
て
い
る
で
は
、
あ
り
ま
せ
ん
か
長
い
問
、
穴
ぐ

ら
の
中
か
ら
、
や
っ
と
銭
げ
で
る
事
が
、
で
き
、
始
め
て
、
朝
の
太

陽
を
見
た
と
き
の
美
し
か
っ
た
ζ
と
、
押
え
つ
げ
ら
れ
て
い
た
、
同

の
重
み
が
、
ス
y
と
抜
り
る
よ
う
で
し
た
。
も
う
戦
争
は
終
っ
た
/
」

186 

抑
制
臓
は
、
昭
和
伺
年
5
月

μ
目
、
米
軍
の
鹿
良
問
列
島
上

陸
か
ら
始
ま
っ
た
・
何
百
と
い

う
艦
船
が
、
砲
弾
の
雨
を
降
ら

せ
た
.
そ
し
て
、
4
月
1
回、

米
軍
は
嘉
手
納
か
ら
、
本
島
へ

上
障
を
開
始
。
大
本
蛍
は
水
際

単
退
の
方
針
を
出
レ
た
が
、
物

量
に
劣
る
と
見
た
、
神
網
第
詑

慣
は
、
上
陸
さ
せ
、
上
陸
し
た

米
沼
を
怒
っ
戦
法
を
と
っ
た
。

4
月
川
昨
日
に
は
、

一
万
の
米

思
が
、
総
攻
寧
.
グ
ラ
マ
ン
六

五
O
戦
が
飛
ぴ
、

1
日
で
一
万

九
0
0
0発
の
砲
郵
が
、
日
本

車
の
基
地
に
作
裂
し
、
米
問
中の

優
馳
聞
を
決
定
づ
け
た
.

5
月
は
沖
制
は
雨
期
で
あ
る

両
軍
泥
ま
み
れ
の
戦
い
に
な
っ

た
が
、
叩
口
日
に
那
覇
、
羽
田
に

は、

首
里
城
が
占
領
さ
れ
た
.

首
里
城
の
第
沼
恵
は
、
南
へ

敗
退
を
続
け
る
.
大
本
営
か
ら

は
一
兵
の
増
緩
も
、
一
発
の
弾

丸
も
と
ど
か
ず
、
孤
立
無
盤
の

白
兵
戦
、
肉
弾
戦
を
敢
行
し
た

が、

6
月
包
目
、
悠
司
令
部
が

自
決
し
、

装
備
の
異
な
る
両
軍

が
狭
小
の
地
域
で
乃
日
も
戦
闘

を
し
た
、
世
界
の
戦
史
に
例
を

見
な
い
戦
い
は
終
っ
た
.

時
嶋
崎
彪
深
川
直
長
っ

た
の
は
和
一
人
。
ひ
〕
∞
ゆ
り
郁
隊

内
鈴
%
は
一欠
亡
。
ほ
J
N
ヒ
う
K



• 

聞
川
副
新
規
採
用
が
毎
年
続
け
ら
れ
て
い

よ
い
よ
、
共
闘
会
議
に
結
集
し
た
で
迫
る
予
定
で
す
・
ま
た
、
産
業

圃
刷
出

順
書
官
幽

る
状
況
で
す
。
当
然
、
売
上
げ
も
力
を
も
っ
て
、
「
沖
電
気
は
共
闘
政
策
上
で
、
指
名
解
雇
を
パ
ッ
ク

間
島
幽

凶曹

司
日

担

圃

ヨ

園

田

t
b臨

急
地
。
首
切
り
の
翌
年
に
は
史
上
会
議
と
の
交
渉
に
応
じ
よ
/
」

と

ア
y
プ

し

た

通

産

省

に

も

、

争

議

師

匠

畠

神
電
気
の
裁
判
闘
争
は
、
裁
判
採
用
の
募
集
活
動
を
し
て
札
り
、
段
高
の
も
う
け
を
達
成
し
、
設
備
大
攻
勢
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
解
決
の
た
め
の
努
力
を
要
諦
し
た

ω人
を
乙
え
る
子
ど
も
た
ち
に
ち
に
も
、
す
っ
か
り
人
気
。
今
年

の
回
を
重
ね
る
ご
と
に
首
切
り
の
首
切
り
後
た
だ
ち
に
残
業
々
の
労
投
資
を
次
か
ら
次
へ
と
進
め
て
、
す
。沖
電
気
の
背
景
銀
行
で
あ
り
、
り
、
沖
電
気
の
各
工
場
、
本
底
に
と
っ
て
、
夏
は
楽
し
み
・
親
の
財
も
た
く
さ
ん
参
加
し
、

楽
し
み
ま

不
当
性
が
明
ら
か
に
な
り
、
会
社
働
強
化
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
・
そ

九
州
に
は
二
百
億
円
以
上
も
投
資
芙
蓉
グ
ル
ー
プ
の
盟
主
、
宮
士
銀
対
し
て
、
抽
出
会
や
デ
モ
な
ど
で
迫
布
と
関
係
な
く
、
海
や
山
に
行
き
し
た
・

側
の
大
量
証
人
に
対
す
る
裁
判
所
れ
だ
げ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
・

下
請
し
た
超
L
S
I工
場
を
建
設
し
て
行
に
は
、
全
国
的
に
、

支
底
に
対
る
計
画
で
す
。裁
判
も
丞
袈
段
階
・
た
い
の
は
当
然
・
そ
ん
な
事
情
を

赤
ち
ゃ
ん
誕
生

の
判
断
が
一否
巴
れ
る
重
要
な
段
階
労
働
者
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
仕
事
を
い
ま
す
@
し
て
宣
伝
、
要
請
行
動
を
、
本
庖
回
僚
は

一
日
も
阜
い
勝
利
。
全
力
察
知
し
て
、
ソ
ニ
l
の
支
後
す
る

を
迎
え
て
い
ま
す
。

カ

バ

ー
す
る
繁
忙
さ
で
、
一
年
後

裁
判
引
き
延
ば
し
以
外
に
方
策

に
対
し
て
は
、
東
京
総
行
動
の
力
を
あ
げ
て
、
大
攻
勢
を
f
.

会
は
、
沖
電
気
の
仲
間
に
、
格
安
相
原
さ
ん
に
長
男
、
鹿
野
さ
ん

「
い
ま
会
社
は
、
人
が
余
っ
て
か
ら
は
六
百
名
を
越
え
る
大
量
の

が
な
、
沖
電
気
で
す
。

ー

什

叶
叶
川
ぺ

d
1
1
1
1
1
1
1」
崎
司
壇
画

の
交
流
海
の
家
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
長
女
が
誕
生
。
そ
れ
ぞ
れ
2
児

b

夏

季

カ

ン

パ

一

瞬

脳

面

い
て
こ
の
ま
ま
の
状
況
で
は
倒
産
ど

:-i・
e-i・e
・-1

・

e

一

:
:

J
E
l
-
-
f

一
園
田
園
調

(

式

根

島

)

.

弓

乙

れ

で

争

議

つ

子

は

げ
人
に
・

2
0
0
万

突

破

咽

轟

轟

t

と
い
う
危
機
に
も
な
り
か
ね

R
I
l
l
-
-
i
l
l
i
t
-
---

;
i
J
i

-
E圏

音
の
東
京
争
議
団
の
海
の
家
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
・
う
れ

2
、
五

O
O名
の

霊

退

職

一

沖

電

丸

識

の

)

可

“
〉
事
警
前
進
さ
せ
る
た
め
に
在
二
刀
四
丈
島
ま
で
あ
と
は
、
地
引
網
、
花
火
、
す
い
か
割
し
い
ニ
斗

l
ス
で
す
ね
。
す
く
す

を
募
る
」
突
然
の
提
案
で
し
た
・
日
日

河

川

口

凶

に

局

同

¥

J
h

望

立
、
毎
月
約
平
万
円
が
必
葵
六
千
人
で
す
。
と
も
に
が
ん
ば
り
り
、
宝
さ
が
レ
と
、
子
ど
も
中
心
く
育
て
神
争
議
の
子
ど
も
た
ち
。

'
-
h
F

ι
T

展

4

2一訴は
;
hj
bナ
ロ

誌が一一軒目ト

Au--企画;七十
i
i

一一一百名
に
も
の
ぼ
る
指
名
解
雇
ま

議

決

々
羽

R

-
4
-
J
〈
を
訴
え
ま
し
た
。

8
月
初
日
現

在

「

機

閉
経
の
発
行
」

と

九

時

幽

困

問

U
4¥tJ
議
欝
警
糊

で
二
0
日
間
と
い
う
襲
さ
。
は

J

詩

句
一

O
O万
円
が
、
言
に
届

;

交

流
会
を
決
定

P

圃
咽
細
鳴

γ
す
寸
ぺ

iz
d
咽
期
臨
臨
ト
パ
叉
〆
機
訟

た
し
て
、
神
電
気
が
大
量
首
切
り

.i・e-

‘

き

ま

し
た
.
御
協
力
あ
り
が
と
う
刀
支
部
、

一

三

六

三

人

が

千

代

川

河

1
白
川
町
副
隈

r
F:隣
ふ
騒
?

ば

の
必
要
性
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う

|

引

例

l
i
-
-」
富

と
ざ
い
ま
し
た
。

周

章

す

る

会

(

東

京

)

。

青

書

2
省
司
盟
副
題
リ
ト
一一

か
。
実
の
ネ
ラ
イ
は
、
指
名
解
雇

-j
i
g
i
r---i

一

喝

週

謡

一
度
の
幹
事
会
も
す
っ
か
り
定
例

l

議
9
i
u開
L
d

引

ペ
僻
邑
E
E
R
欄

大

運

動

を

準

備

一

陣

障

面

早

期
に
2
万

人

の

会

員

に

、

曹

ア

ー圃

四

川

ト

r

d

一

一

-

こ

一

に
よ
る
H

シ
ョ
ク
療
法
M

で
職
場

;:
i
li
-
-
E臨

化

し

運

動

を

飛

岡

さ

せ

る

た

め

州

十

S
1
5
7
5i
e一過圃
困

問

の
専
制
支
配
事
立
し
、
い
つ
気
昨
年
刊
月
の
沖
電
気
争
議
支
度
本
社
前
集
会
、
沖
電
気
書
包
囲
什
月
習
の
争
議
5
年
に
は
、
に
8
月
の
幹
事
会
で
は
①
ニ
ュ

l

寓
込
障
を
ミ
十
苓
J
1
一

に
「
合
理
化
」
を
重
し
て
い
く
中
央
共
闘
会
議
の
結
成
は
、

富

デ
モ
、
沖
電
気
株
主
総
会
抗
議
行

H

必
ら
す
2
万
人
の
会
員
に
し
よ
ス
の
警
察
官
ク
レ
ー
ン
ヨ

i
喝
ぎ
罷
図
書
濠
d
v
，

屯

プ

町
一

色
広

2

4圃
副
司
圃
曹
司

線

高

~

惣

乙
と
に
あ
り
ま
し
た
。
気
の
争
議
に
大
き
な
転
機
を
作
り
動
を
成
功
さ
せ
つ
つ
、
沖
争
議
の
う
u

と
言
う
の
が
、
今
年
度
の
方
ン
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。
千
代
田
、
相
自
に

d
p
圃
圏
圏
宮
号
制
相
恥
市

議

一%

が

町
一

「
人
が
余
っ
て
い
た
」
は
ず
の
ま
し
た
。
そ
し
て
含
ま
で
の
半
現
状
を
明
ら
か
に
す
る
努
力
を
つ
針
で
す
が
、
会
員
怒
大
は
、
百
年

で
は
、
ブ
ロ
y
ク
別
の
幹
事
会
も

?

副

-
Z
E
EE
F
i
i
i
i
i編

一
沖
句
気
は
、
首
切
り
の
褒
で
新
規
年
間
、
共
闘
会
議
は
、
日
士
銀
行
づ
け
て
き
ま
し
た
。

ζ
の
秋
、
ぃ

1
月
か
ら
四
五
O
人
の
増
加
で
現
行
い
、
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

東
京
争
議
団
の
海
の
家

(
7
・
U
5笥
)

一

・

・
い
ま
す
・
ピ
1
ル
券
同
封
い
た
し
・
兵
庫
田
丸
美
都
子
さ
ん
・
東
京
木
村
二
郎
さ
ん

会
の
皆
様
、

い
か
が
お
暮
ら
し

弘
酒
血
盟
圏
臨
臨
臨
躍

V

O
東
京
中
央
区
労
協
、
葉
県さ

一

f
』

固

ま
し
た
の
で
、
お
め
し
上
り
下
さ

子

ど

も

た

ち

わ

た

し

を

で
し
ょ
う
か
?
図

書

遥

も

豪

閣

圏

躍

豊

富

ん

、

妻

一

計

一

・

2
F
1
J
ぃ
.

元

気

に

が

ん

ば

っ

て

紹

介

し

ま

す

み
に
昔
、
君
主
と
忙
し
さ

d
麹

摺

踊

調

罰

館

組

曹
、
@
栃
木
松
永
博
さ
ん
ピ
l
ル

一

J

2玄ふ
1

.
北
海
道
石
崎
恭
子
さ
ん

寝
中
御
見
鍔
い
申
し
上
げ
ま
す
。
自
交
総
連
安
全
興
業
(
中
野
区
)
に
か
ま
け
、
つ
い
つ
い
遅
れ
て
し
@
東
京
、
実
合
民
主
商
工
会
化
券
a

一

{

‘

竺

一

三

「は
た
ら
く
」
に

子
ど
も
さ
ん
た
ち
は
、
夏
休
み
を
タ
ク
シ
ー
喜
-
議
・
独

身

ま

い

ま

し

た

が

、

カ

ン

パ

お

送

り

粧

石

え

@

東

京

都

教

組
中
央
支
部
衣

一

M
叩

f
f…
勇

気

づ

け

ら

れ

ま

す

ど

の

よ

う

に

遇

さ
れ
て
い
る
の
で
身
長
一
七
二

m
・
体
重
ハ

2・
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
@
兵
庫
、
田
丸
美
都
子
さ
ん
図
類

一

a，《
…

一
昨
年
の
夏
、
釧
路
を
オ
ル
グ
し
よ
う
か
、
け
が
を
し
な
い
よ
う
趣
味
、
カ
ラ
オ
ケ
、
酒
・

し

ま

す

・

5、
震

の

需

要

量

五

反

田
法
律
事
所

一
u

e

・

中

需

要

の

人
、
夜
遅
く
ま
で
に
元
気
に
過
さ
れ
ま

Z
E-
-埼
玉

鎌
田
弘
之
さ
ん

動

も

大

警

思

い

ま

す

が

、

お

体

@

豪

華

書

下

村

三

郎

コ

ー
ヒ
ー

一
・
栃
木
松
永
樽
さ
ん

話
し
た
の
を
、
覚
え

て

い

ら

っ

し

先

日

送

り

ま

し

た

カ

ン

パ

の

あ

と

心

の

隅

に

大

切
に
頑
張
っ
て
下
さ
い
・

ε
さ

ん

衣

類

・

@

東

京

草

キ

ヨ

子

さ

ん
、
す

一

み
ん
な
と

一
杯

ゃ
い
ま
す
か
。
結
婚
し
て
今
年
五
ま
た
集
り
ま
し
た
の
で
送
り
ま
い
つ
も
沖
の
こ
と
を
の
人
は
、
愛
知
の

一
主
婦
と
匿
名
@
東
京
小
島
宏
さ
ん
時
計
、
い
か
、
な
ど
.

一

や
り
た
い
は
あ

月
に
は
、
出
産
し
ま
し
た
・
指
名
す
。
長
い
闘
争
に
な
り
、
財
政
的
乙
の
夏
、
秋
は
た
い
へ
ん
忙
し
く
で
毎
月
、
二
千
円
の
カ
ン

パ

を

沖

肉
、
衣

類

、

本

な

ど

。

@

東

京

み

な

と
印
轡
お
菓
子

一

い
つ
か
笠
宮
を
つ
く
り
ま
し
て
解
屈
に
対
し
、
団
結
を
も
っ
て
闘
に
も
大
変
か
と
思
い
ま
す
が
、
が

つ
い
、
神
の
仲
間
を
忘
れ
が
ち
で

電
気
の
伸
聞
に
送
り
、
励
し
て
い
東
京

ソ
一
丁
支
緩

す

る

会

@

神

奈

川

市
原
道
雄
さ
ん

音

L
震
た
ち
と
一
杯
や
り
た
い
な
あ
っ
て
い
る
よ
う
す
笠
宮
ら
く
」
ん
ば
っ
て
下
さ
い
ベ
田
丸
三
す
・
で

た

の

煙

、

い

つ

も

お

ま

す

)

生

ビ

ー

ル

、

つ

ま

み

な

ど

。

楽

鑑

賞

券

経

-

回
一
そ
ん
な
耶
事
に
み
な
が
ら
、
で
罪
、
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
す
・
は
、
毎
月
必
子
、
沖
電
気
の
子
ど
い
て
い
ま
す
・

お

元

気

で

@

-

全
国
の
仲
間
の
み
な
さ
ん
の
@
聖
書
庄
市
さ
ん
も
も
@
東
京
東
簡
保
沖
支
援
す
る
会

竪

立
を
の
皇
っ
て
い
き
た
い
と
思
私
君
、
と
も
に
が
ん
ば
り
ま
す
・
主
に
図
書
券
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
)

・

憲

一

主

婦

よ

り

を

よ

り

を

待

っ

て

ま

す

.

2

笥

喜

さ

ん

米

五

旬

。

，
本
唱
辛
f
f辛
，bhuLK4辛
苦
吾
北
辛
苦
辛
苦
辛
苦
辛
苦
辛
苦
砕
古
》
古
寺
唱
荘
古
奇
告
辛
苦
辛
苦
辛
苦
辛

4
辛
苦
岳
宰
辛
古
辛
苦
荘
宮
辛

4
辛
王
寺
f
辛
古
岳
圭
荘
宮
辛
苦
辛
苦
辛
苦
辛
苦
辛
苦
辛
王
寺
苦
辛
苦
辛
苦
吾
輩
奇

4
辛
苦
奇
唱
辛
苦
奇
古
辛
宮
本
宅
辛
苦
奇

szhZι
'j

パ

ソ

コ

ン

の

キ

l
m
き

ゆ

く

単

調

を

ま

ぎ

ら

わ

す

に

持

つ

銀

の

チ

ョ

コ

レ

ー

ト

抽

沖
電
気

の

仕
事

差
別

と
闘
う
、

中
山
洋
子
さ
ん
の
う
た

'
L
i
l
l
i
-
-
i
l
i
--ik

19S3年 9月 1日

会
社
は
解
雇
の
必
要
性

を
証
明
で
き
ず

子
ど
も
た
ち
に

せ
が
ま
れ
る
夏

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース(3 ) 
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しんざわく み

新沢久美子さん (35) WiH~\~ 
私のひとこと:所得税、住民税が高いのが悩みのタネです

NOTE:①組合費②交通費の立替えを毎月返還しています
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(4 ) 

旗揚鎗

書官53号支援する会に入会しよう(会費1口200円/月)1983年 9月 1日

( 25) 

I tMI~lW: I 
日
立
製
作
所

田
中
秀
幸
さ
ん
回

ら

は解雇

を拒否したか

たなあ

残
業
A
叩
A
A明
H

高
崎
民
主
商
工
会
支
部

(群馬)

高
崎
で
、
中
小
企
業
や
商
庖
の
会
費
納
入
は
、

n
さ
す
が
民
商
H

く
ら
し
と
守
る
た
め
に
日
夜
、
が
と
言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
に
、
キ
チ
ン

ん
ば
っ
て
い
る
伸
間
が
、
解
腿
後
と
し
て
い
る
。

す
ぐ
に

「
沖
電
気
争
議
は
、
私
た
裁
判
傍
聴
、
カ
ン
パ
、
物
品
販

ち
の
苦
し
い
矛
盾
と
、
根
っ
子
は
売
、
と
全
力
支
緩
の
支
部
は
、

閉
じ
だ
」
と
支
援
を
開
始
.

「

沖
電
気
の
伸
聞
が
、
職
場
に
戻

高
崎
民
商
支
部
は
、
事
務
局
員
る
日
ま
で
、
共
に
闘
う
」
と
決
意

を
中
心
に
、
現
在
十
四
人
。
共
に
し
て
い
ま
す
.

闘
う
会

(
支
復
す
る
会
)
の
高
崎
民
商
が
、
多
忙
な
時
は
、

沖
電

地
区
の
幹
事
会
に
は
、
宮
原
さ
ん
気
争
議
団
員
が
、

ア
ル
バ
イ
ト
と

を
送
り
出
し
て
い
ま
す
.
毎
月
の
し
て
毎
年
、
応
侵
し
て
い
る
。
と

i
f三
SEr-ESEr-三
E
Z
E
Z
-
F
E

て
も
結
び
つ
き
の
強
い
、
支
部
。

翠〉
八王子裁判
10:∞-15∞ 
高崎労使会館で集会

熊谷裁判

前橋裁判
16∞-16: 30 
東京裁判
13∞-15 :∞ 
都労委審問
13∞-15∞ 

日の月く2
・9月7日
• 9月16日

• 9月20日

• 9月21日

• 9月26日

川
7
月
刊
日

東
京
総
行
動
で
富

圃
沖
電
気
の
仲
間
が
作
っ
て
い
川
土
銀
行
の
本
庖
に
要
情
行
動

る
平
和
餐
員
会
が
、

8
月
引
白

川

(神
の
メ
イ
ン
パ
ン
ク
〉
・

5
2目
、
総
会
を
待
い
ま
レ
た
.

川

済
生
会
中
央
病
院
、
社
前
抗

圏
争
犠
団
の
複
垣
て
つ
子
さ
ん

川

議
行
動
.

の
主
人
の
実
家
が
、
烏
根
に
あ

川
7
月
時
日
東
京
貯
金
局
弾
圧

り
、
集
中
耳
障
雨
で
破

a.

川

抗
議
の
昼
デ
モ
。

圏
神
電
気
争
犠
団
の
北
村
情
夫
川

7
月
“
日
東
京
峨
関
紙
コ
ン

さ
ん
が
、
東
京
争
犠
回
の
事
務

川

ク
ー
ル
で

「
は
た
ら
く
」
肢

局
長
に
な
り
、
奮
闘
し
て
い
ま

川

健骨
7
4
n

す。

川
7
月
間
日

池
貝
鉄
工
神
明
工

圏
支
援
す
る
会
で
は
、
今
崎
暁

川

場

(
川
崎
)
就
労
闘
争
。

巳
さ
ん
箸
の
「
わ
れ
ら
郎
、
き
白

川
7
月
刊
日

支
鐙
す
る
会
幹
事

々
を
い
ま
/」
を
発
売
中
、
定

川

交
流
会
(
東
京
)
.
日
比
野

価二
O
O円
で
す
.

州

決
起
集
金

圏
「
は
た
ら
く
」
編
集
部
で
は

川
7
月
初
日

八
王
子
裁
判
.
=
一

全
国
の
み
な
さ
ん
の
声
を
、
募

川
多
廓
行
動
。
ス
イ
ス
航
空
包
囲

策
し
て
い
ま
す
。
四
O
O字
を

川
デ
モ
。

め
ど
に
近
視
と
連
帯
の
と
と
ば

川
7
月
幻
日
新
聞
労
連
大
会
で

を
、
お
ね
が
い
し
ま
す
.

川

あ
い
さ
つ
.
日
フ
ィ
ル
ロ
周

川

年
決
起
集
会
.

川
7
月刊
μ
日

金
属
繊
械
反
合
共

川

同
行
動
。
江
原
メ
y
キ
ピ
ア

パ
ー
テ
ィ
.
支
援
す
る
会
生

川

協
支
部
で
交
流
会
.

川
7
月
日
品
目

5
お

日

東
京
一
争
機

川

団
の
海
の
家
(
干
葉
)
.

川
7
月
日
向
日
総
評
大
会
で
ピ
ラ

ま
き
.
日
本
ケ
ミ
フ
ァ
勝
利

報
告
集
会
ι

川
7
月
幻
自
沖
労
組
定
期
大
会

川

で
宣
伝
行
動
・

川
7
月刊
日
日
弁
護
団
会
議
.

川
7
月
初
日

都
職
労
港
湾
支
部

川

の
分
会
ま
つ
り
に
倭
加
・

川
7
月
初
日
1
引
目

母
親
大
会・

川

八
王
子
支
録
す
る
会
交
流
会

川
7
月
引
目
1
8月
5
日

支
鐙

川

す
る
会
ソ
ニ

l
支
部
で
式
根

州

島
、
海
の
家
.

川
8
月
4
日

住
都
労
大
会
で
あ

川

い
さ
つ
.

川
8
月
6
日
ロ
士
銀
浦
和
支
庖

川

前
で
宣
伝
行
動
.

川
8
月
8
日
都
労
委
審
問
.

仕事中の民商の仲間

l ~事 j
・務 i
i局 i
-だ i
jよ目

昭
和
お
年
、
日
立
製
作
所
武
蔵

工
場
に
入
社
し
た
田
中
さ
ん
は
、
今
年
5
月
に
は
、
支
鐙
共
闘
会
犠

職
婦
に
歌
声
サ
ー
ク
ル
を
つ
く
つ
が
結
成
さ
れ
、

7
月
に
は
高
裁
職

た
り
、
組
合
活
動
に
も
、
積
額
的
権
和
解
鐙
口
を
、
引
き
出
し
て
い

に
診
加
し
て
い
き
ま
し
た
・
ま
た
ま
す
。
支
援
の
輸
を
鉱
げ
る
た
め

臨
時
工
解
屈
な
ど
3
人
の
解
鹿
撤
に
、
「
守
る
会
」
の
広
大
運
動
も
、

回
の
た
め
に
「
守
る
会
」
の
寅
任
強
め
、
「
解
胞
を
短
否
し
た
、
困

者
と
し
て
も
活
眼

.

中

さ

ん

を

、

か

つ
ぎ
出
レ
工
場
外

そ
ん
な
田
中
さ
ん
を
蛾
っ
た
目
へ
放
り
出
し
た
、
目
立
の
横
暴
を

立
は
、
昭
和
幻
年
叩
月
"
残
業
命
許
す
な
」
と
一
日
も
早
い
勝
利
を

令
を
と
と
わ
っ
た
か
ら
u
と
言
う
め
ざ
し
て
、
奮
闘
を
し
て
い
ま
す
。

理
由
で
懲
戒
解
雇
を
強
行
。
以
後
皆
様
の
大
き
な
、
御
支
援
を
お

闘
い
は
凶
年
に
な
り
ま
す
・
目
立
ね
が
い
し
ま
す
・

の
、
な
り
ふ
り
榊
わ
ぬ
怨
力
、
ピ

A
激
励
先

V
東
京
都
小
平
市
学

ラ
配
布
妨
害
、
支
援
す
る
会
の
人
園
東
町
五
O
九
i
=
一
八
日
立
武

へ
の
差
別
攻
寧
と
闘
い
、
昭
和
日
蔵

・
田
中
さ
ん
を
守
る
会

T
E

年
5
月
に
は
、
本
訴
一
審
勝
訴
1

L

0

4
2
3
1判
1
4
8
0
5

高
裁
に
移
っ
て
か
ら
も
、
目
立

に
間
入
れ
し
た
熊
山
(か
ぶ
や
注
)

裁
判
所
を
、
追
放
さ
せ
、
そ
の
闘

い
を
通
じ
て
全
国
一

般
に
加
盟
、

支
援
す
る
会
の
よ
び
か
け
人

山
本
薩
夫
さ
ん

a国
)
亡
く
な
ら
れ
る

「
あ
あ
野
安
峠
」
「
戦
争
と
人
同
」
「
白

い
巨
峰
」
「
松
川
事
件
」
な
ど
、
六
+
本
以

上
の
作
品
を
残
し
て
、

山
本
随
夫
さ
ん
は
、

八
月
十
一
日
に
生
涯
を
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
.

反
戦
・
平
和

・民
主
主
義
・
社
会
正
義
の

立
場
を
貫
き
通
さ
れ
た
山
本
さ
ん
は
、
神
電

気
の
指
名
解
腹
撤
回
闘
争
に
も
、
心
を
痛
め

ら
れ
、
い
ち
問
中
く
、
「
支
侵
す
る
会
」
の
よ

び
か
け
人
に
な
っ
て
、
運
動
さ
れ
ま
し
た
.

沖
争
議
で
の
盟
後
の
活
闘
は
、
昨
年
、
八

0
0
0人
の
伸
聞
が
集
ま
っ
た
、
東
京
体
育

館
で
の
H

記
念
締
罰
M

で
し
た
・

「
支
同
盟
す
る
会
」
で
は
、

山
本
さ
ん
に
、

一
白
も
早
く
、
勝
利
の
報
告
が
で
き
る
よ
う

に
、
一
周
の
奮
闘
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
.

明
叫
年
け
月
初
日
の
沖
電
気
争
際
共
闘
会
臓
結
成
・
文

化
の
タ
ベ
で
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
暗
い
時
代
に
し
な
い

た
め
に
、
沖
争
織
の
勝
利
を
」
と
訴
え
る
山
本
さ
ん
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5万人の「支援する会」を

私たちは生きる楢利、働〈禍利 を守るために沖

電気の仲間を物心両面から励まし、必ず勝利させ

たいと思います。困雌な長期の闘いも予想されま

すので、一人でも多〈の方がこの 「会」に加入し

全面勝利を闘いと るまでご支援〈だきるよう心か

らよびかけます。 (r支援する会」よびかけより)

会費 ・1口 200円/月

1983年 10月 18指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

発
行
所

支援する会事務局
事務所東京都港区三田

3-2-20 ・E舌 (03)451-3515 
郵便口座口座番号

東京 6-75240

加入者名 神電気の不当解雇

を摘女固させる壬詮

第 54号

1 9 8 3年
10月1日

国1刀4日|

開 64号)
 
-(
 

秋
か
ら
の
闘
い
の
抱
負
を
井
川
雅
之
さ
ん

沖

電

気

闘

争

の

性

格

は

JI秋、ら冬りたた.

.支援の組織化と学習
9.16 高崎集会・……....・ H ・...… 400人

10.6 埼玉共闘会議準備会

-富士銀行要請行動

9月30日の本庖要請にむけ全支庖要請

に
聞
く

通
信
綴
三
大
メ
l
カ
の
一
つ

円
近
い
史
上
股
高
の
利
益
、

二
一
方
、
解
居
後
の
職
湯
で
は
、
の

「
支
援
す
る
会
」
に
支
え
ら

沖
電
気
工
業

(本
社

・
東
京
橋
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
九
州
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
れ
、
行
商
や
本
社
へ
の
抗
議
行

本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
一
七
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
し
て
庖

(田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
紳
助
な
ど
に
奮
闘
。

六
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
新
工
場
の
態
設
な
ど
・

。
会
社

争

議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由

に

、

八

二

年

二
月
に
は
、
支
援

営
危
棚
田
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
は
東
京
地
裁
ほ
か
四
力
所
の
裁
仕
事
を
取
り
上
げ
る

(浅
利
さ
共
闘
会
識
が
結
成
さ
れ
、
同
月

と

称

し

て

、

千

五

百

人

の

「

希

に

は

解

四

四
年
の

「
文
化
の
タ

〆

/

〆

〆

〆

，

，

/

/

部
市
議
」
震
を
提
案
と
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

ベ
」
を
八
0
0
0人
で
成
功
さ

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

せ

た

。

人
に
、
七
八
年
一
一
月
、
大
企
判
で
も
「指
名
解
胞
の
狙
い
は
、
ん
、
中
山
さ
ん
)
な
ど
の
、
暴
裁
判
闘
争
も
第
一
の
山
場
に

殺
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
残
っ
た
労
働
者

の

意

限

改

革

を

挙

が

続

行

.

さ

し

か

か

り

企

業

に

「

首

切

り

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
雇
を
す
る
ζ
と
」
と
旺
言
。
労
働
者
神
電
気
争
犠
団
の
川
人
は
、
の
自
由
を
与
え
る
な
」
と
が
ん

強
行
.

と
労
働
組
合
を
無
視
し
て
解
回
全
国
二
四
の
県
評
、
=
一
千
を
趨
ば
る
沖
電
気
の
仲
間
に
、
あ
な

そ
の
後
の
沖
電
気
は
、
百
億
し
た
と
と
も
明
白
に
.
え
る
支
援
労
組
や
一
万
三
千
人
た
も
熱
い
連
待
を
/

で
す
が
、
神
の
よ
v

つ
な
こ
れ
程
不
沖
争
議
の
共
闘
会
畿
に
診
加
す
る
を
神
電
気
へ
の
直
接
的
な
攻
め
に

当
な
首
切
り
攻
撃
に
対
し
て
労
働
な
ど
、
官
民
一
体
の
、
闘
う
態
努
合
流
さ
せ
、
交
渉
に
引
き
出
し
た

者
、
労
働
組
合
が
大
き
な
団
結
を
を
つ
く
る
と
と
が
で
き
た
し
、
昨
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
電
電
公
社

つ
く
り
出
し
は
ね
返
せ
る
か
ど
う
年
の
竹
月
に
は
、
東
京
体
育
館
で
に
つ
い
て
は
、
時
間
酬
を
考
え
、
き
発
展
し
て
き
た
の
で
す
か
ら
、
団

々
正
に
労
働
組
合
が
何
の
た
め
八
千
人
が
集
ま
担
文
化
の
タ
ベ
」
ち
ん
と
争
緩
解
決
努
力
を
要
情
す
結
を
強
め
、
が
ん
ば
れ
ば
必
ら
ず

に
存
在
す
る
か
が
間
わ
れ
て
い
る
を
成
功
さ
せ
る
ζ
と
が
で
き
た
の
る
と
と
に
し
て
い
ま
す
・
勝
利
す
る
と
砲
信
レ
て
い
ま
す

闘
い
だ
と
思
い
ま
す
.
だ
と
思
い
ま
す
.

相
手
は
強
大
で
す
が
、
い
ろ
い
全
国
の
伸
聞
の
み
な
さ
ん
が
ん

だ
か
ら
ζ
そ

、

都

職

労

本

部

が

ろ

困

難

の

あ

る

闘

い

が

と

と

ま

で

ば

り

ま

し

ょ

う

弁川さん

富

士

銀

・
通

産

省

・

沖

と

追

及

を

強

め

る

決

共
闘
会
議
が
結
成
さ
れ
十
カ
月
(
都
内
、
埼
玉
、
群
馬
)
へ
の
宜

が
過
ち
ま
し
た
が
、

ζ
の
問
、
沖
伝
要
勝
行
動
を
や
り
疲
い
て
臼
土

の
指
名
解
雇
の
背
景
資
本
で
あ
る
本
庄
に
迫
る
こ
と
が
一
つ
.
も
う

二
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
.
一
っ
て
い
る
鴎
い
だ
と
い
う
ζ
と
で
富
士
銀
行
や
工
業
会
、
労
働
省
な
一
つ
は
、
通
産
省
へ
の
要
請
行
動

は
反
合
理
化
闘
争
と
い
う
ζ
と
で
す
・
資
本
に
よ
る
労
働
組
合
右
傾
ど
へ
要
騎
行
動
を
積
み
重
ね
て
来
で
す
・
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
行
く
と

す
・
大
量
の
生
首
を
飛
ば
す
と
い
化
の
中
で
、
例
え
ば
白
産
「
労
組
」
ま
し
た
・
今
秋
か
ら
い
よ
い
よ
敵
大
企
業
を
優
遇
、

育
成
し
て
い
る

う
資
本
の
震
も
鋭
い
攻
寧
を
は
ね
の
よ
う
に
自
分
の
気
に
入
ら
な
い
の
構
造
全
体
に
対
し
て
総
力
戦
を
通
産
行
政
の
あ
り
方
を
問
う
闘
い

返
す
闘
い
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
労
働
者
を
「
組
合
」
か
ら
除
名
し
、
挑
む
ζ
と
に
な
り
ま
す
.
と
し
て
発
展
さ
せ
る
必
要
を
痛
感

労
働
組
合
運
動
の
原
点
が
問
わ
れ
解
雇
さ
せ
る
な
ど
は
、
そ
の
典
型
そ
の
柱
は
、
富
士
銀
行
会
支
庖
し
て
い
ま
す
.
乙
の
二
つ
の
攻
め

.大宣伝行動

起集会

11・11三多摩集会
高尾狭間公園 P6.30 

通産省前や駅頭

10月10日から恒例の全国オルグを開始

し、物品販売と募金を要請します。

よろしく

川

町

「
月
に
二

川

上

回
、
回
、
出
社
し

…
'--Lて
会
議
に
診

…

司

及

、

加

五

ば

よ

川

a
調
、
喧
‘
J
い
」
と
い
う

「
沖
電
気
争
犠
勝
利
・
指
名
解
ま
し
た
・

一

一

3
U会
社
が
東
京

・4
J

庖
撤
回
・
験
場
復
帰
争
議
解
決
を
国
鉄
、
全
林
野
、
町
教
組
、
医

川

，

峨
織

に
あ
る
・
プ

だ

迫
る
9
-
M集
会
」
は
、
秋
の
悶
労
協
、
国
公
共
側
、
な
ど
容
加
者

川
ラ
ス
チ
γ
ク
加
工
機
械
メ
l
カ

呪

ι
い
の
ス
タ
ー
ト
と
レ
て
、
高
崎
市
は
、
争
議
団
の
長
井
さ
ん
の
「
金

川
l
の
川
国
製
作
所
の
営
業
部
門

山
山
山

内
の
労
使
会
館
で
盟
-
員
職
場
復
帰
を
か
ち
と
る
ま
で
、

山
で
、
会
社
と
自
語
、
フ
ア
シ

t
 

措
ユ
え
集
会
で
は
、

「沖
雲
裁
判
の
が
ん
ば
る
」
の
決
意
表
明
に
、
激

川
ク
ス
を
結
ん
で
い
る
と
い
う
ζ

'
 

m
一比

霊
と
臨
調
・
合
理
化
問
題
」
と
励
の
拍
手
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

川
と
だ
V
情
報
化
社
会
話
品
の

-
へ
駅

題
し
て
小
助
成
一
弁
護
士
が
襲
警
の
闘
い
の
強
化
毒
い
合
い
川

電
子
化
と
と
も
に
、
超
ス
ピ
l

針

力

し
、
指
名
解
臨
の
不
当
性
を
明
ら
ま
し
た
.

川
ド
で
進
み
、
こ
れ
ま
で
の
人
間

必

蛮

ハ

U

N

士
山
川

か
に
す
る
と
同
時
に
、
早
期
結
審
、
ま
た
集
会
に
は
沖
争
議
の
支
援

川
関
係
、
労
使
関
係
を
全
く
変
え

富

で

川

公
正
裁
判
の
喪
求
実
現
の
た
め
に
を
歌
で
続
け
る
、
歌
宇
の
北
川
て

川
よ
主
」
し
て
い
る
.
製
造
部
門

運
動
を
盛
り
よ
げ
る
よ
う
に
訴
え
っ
さ
ん
も
友
情
出
演
・

川
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
自
動
機
械
が
、

川
熟
練
労
働
者
の
仕
事
を
奪
つ

川
た
。
自
動
販
売
総
(
機
)
で
は
、

川
寿
司
ま
で
出
現
V
「
便
利
」
を

川
一
つ
得
る
た
め
に
、
人
聞
は
白

川
然
と
健
康
な
ど
生
き
る
権
利
を

川
失
っ
て
き
た
過
去
の
歴
史
を
繰

川
返
さ
な
い
た
め
に
、
自
ら
が
考

川
え
団
結
と
迎
帯
の
時
代
と
も
言

川
え
る
.
公
笛
が
公
穫
で
な
く
な

川
り
、
「
首
切
り
」
が
自
由
に
行

川
な
わ
れ
る
そ
レ
て
企
業
だ
け

州
が、

肥
大
化
し
て
い
く
.
人
間

川
が
、
人
間
で
存
生
す
る
た
め
に
、

山
政
治
変
革
も
求
め
た
い
.

(
鎌
)

2万人の支援する会に

現在会員は14，000人です。新しい入会

用車氏もできました。11月20日までに 1

人が1人の仲間をふやしましょう。

早

期

勝

利

ヘ

集

会

す

一
里
山
併

=

四
O
O人
が
参
加
立
劇
一秋 や第一弾守の熱気

189 



(2 ) 鋼管64-号支援する会に入会しよう (会費1口200円/月)1983耳打 O月 1巴

沖電気の首切りを許したら…l::[ 
株
主
配
当
八
揮
を
行
な
い
、
従
銀
民
の
意
臓
改
革
を
す
る
た
め
に

希
望
退
職
を
募
集
レ
ま
す
@
尚
、
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
指
名
解

麿
レ
ま
す
|

|
み
な
さ
ん
の
会
社
で
、
こ
の
よ
う
な
鐘
案
が
行
な
わ

れ
た
と
し
た
ら
希
温
退
臓
に
応
募
す
る
で
し
ょ
う
か
.
沖
電
気
の
征

人
が
、
は
っ
き
り
旺
雷
レ
た
内
容
で
す
。
ま
さ
に
、
も
う
り
の
た
め

の
首
切
り
で
あ
り
、
指
名
解
雇
は
職
場
専
政
支
配
が
ね
ら
い
で
し
た
.

資
本
の
首
切
り
の
自
由
に
追
を
闘
と
う
と
す
る
沖
電
気
の
主
張
“

し
か
し
、
裁
判
闘
争
で
は
大
き
く
会
社
側
を
追
い
込
ん
で
い
ま
す
・

( (売上高の伸びを予測していた沖電気D

草

b

控
段
々

口

件

逮

控

官

配

川

¥

ム

畑

山

四

即

市

:

;

;

1

 

4
F

i
i

の

じ

鋼

る

一
1

t
d

，v
酎

喝

の

盟

れ

一

川
引

S
ム

し

唱

ヨ

榊

'

1

油

ム

日

出

糊

¥
d
rw

出

叩

叫

出

」

乃

帽
E

〆4

知

一

事

〆

Rr首切
り
|
|
」
宮

駅

高

高

に

/

何

川

合

理

化

7

刷
向

上

注

河
吃

)
/
r
四

j

売
受

仰
れ
l

o

1

-
目

劇
札

E
'
J

-
-

百
時

1

‘

同

一

回

{売
上
高

値

円

)

て

2，0∞ 

|指名解雇の4要件|

会
社
側
弁
鰻
土
と
の
論
戦
が
展
開

さ
れ
、
会
社
側
は
製
品
別
の
証
人

を
採
用
さ
せ
よ
う
と
必
死
.
双
方

の
意
見
老
聞
い
た
，
守
一
え
で
の
裁
判

九
月
二
一
目
、
前
橋
地
裁
の
傍
る
重
要
な
裁
判
で
レ
た
.
所
の
結
論
は
「
(
沖
電
気
が
言
う

聴
席
は
支
援
の
伸
間
で
い
っ
ぱ
九
・
二
ハ
高
崎
集
会
の
成
功
、
よ
う
な
)
細
か
い
と
ζ
ろ
ま
で
入

い
.
と
の
日
は
、
今
後
の
進
行
に
会
社
側
恒
人
を
打
ち
切
ら
せ
る
緊
ら
れ
て
も
因
る
。
製
品
別
の
旺
人

つ
い
て
裁
判
所
の
判
断
が
示
さ
れ
急
署
名
五
O
O団
体
の
提
出
と
還
は
採
用
し
な
い
も
の
と
考
え
て
ほ

動
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
の
裁
し
い
」
と
い
う
内
容
で
し
た
.

判
で
す
・
開
始
早
々
、
争
議
団
と

前橋地裁

一
、
会
社
の
経
営
が
危
機
的
な
状
況
だ
っ
た
か

一
、
解
雇
を
避
け
る
努
力
が
行
わ
れ
た
か

一
、
労
働
組
合
と
の
話
レ
合
い
は
充
分
に
尽
く
さ
れ

た
か

一
、
解
雇
基
準
や
人
選
は
、
誰
が
見
て
も
納
得
の
い

く
内
容
か

(
と
の
四
点
が
裁
判
上
の
判
断
基
準
に
な
り
ま
す
)

i 

77 76 
1 

75 

会
社
の
引
き
延
し
に
ハ
ド
メ

③197鮮日O月「合理化」カレンダー③

日 月 火 水 木 金 土 ・首切り合理化

① 2 3 4 5 6 7 
を組合に申入
れ。

⑧⑨⑬  11 12 13 14 

⑬ 16 17 18 19 ⑫内20 (21) '.組合町闘を

⑫ 23 
押し切って希

24 25 26 27 ⑫ 望脇田尊重

⑫ 30 
を開始

31 
;/ 」 • r組合の掠剖に世つ

. 1.064人が希 • 1朗人が ていると!指名前車
望退曜に応じ 指名解雇 をやるしが苦いJと

②吾。 おどしの立書を配布

一人が余っていると首を切って…

新規採用が5年間で2，600人
(人)

人員整理
53年11月

J .35"0 
(jち指名解雇) (300) 

54年 88 
新 55年 630 

主見 56年 500以上

f車 57年 714 

用 58年 700以上

5年間合計 2，632以上

190 

ミュージカル

「ほうりだされてなるものか」

11 10 

18 28 

江
戸
川
文
化
セ
ン
タ
ー

〈
開
場
6
時〉

大人 2，000円
小中牢生 1，000門

京
都
背
年
合
唱
団
が
創
立
加
周
年

を
記
念
し
て
、
「
浜
田
精
機
争
議
」
を

モ
デ
ル
に
作
り
あ
げ
だ
、
笑
い
と
涙

と
歌
と
踊
り
の
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
.

サ
ン
パ

l
ル
荒
川

(争議団調べ)

K
 
∞

円唱

∞

一

2

一

価
一

定

恥

一
九
六
一

i
八
三
年
に
わ
た
る
、
全
国
に
生

国

起
し
た
ぬ
件
の
争
柑酬
を
分
析
し
‘
闘
う
労
働
運

一
動
的
構
築
を
願
う
著
作
が
‘
全
国
的
仲
間
に
示

す
熱
血
肉
書
。
労
働
運
動
的
前
進
の
た
め
に
。

倉

持

一

〈
全
国
一
般
東
京
地
本
委
員
長
〉

米

著

.JM品問的知的問制的問的問問州知的問抑制鞘鞘判事主主
主 掴圃..歯222"~~・・島田園岬匂 豊島・沖支援する会 主

主五司圃温・_.忍-- " 円 切置主盈Ir .麹顧問E置画掴画国 主
主人 n関"開1i釜，p，::II1I I 、み可F務鏡温・ー ・IrA沼::z;z-. 主

流 謬;;む低二品、ソ務関で可噂" ~~ 
j 山 ;b -MA ?加ありがとう j 

j!ifshHFigれド時琵野口バぶ Nuhtiis日片品要2255j
出持事3ihHpsiiRhz理ij
jjE55 552点量主将;主柔道言書5255実号EBj
j 書官ち白星争だ Zf管もら加害控己主完雪害需品 j
hiL25費ド許可HSERFz;j握毒 .長222害 警5223者主主主言自官官pgj
i号252Z真言 語己実主号長で建;言言Z?長?iz助 者京号室宇 t童書量55長互史王宮妻ノlマRE.
下{-.~号、島平古今明ザ古平古今為平内平時半肉中市平古平古今令ザ骨平時平市平時キ平手Z舟今平時~内申告今今令今平時ザ古平舟中古平古.J.;~.



一
、
資
金
に
つ
い
て
は
、
借
入

金
、
社
債
の
発
行
、
品
川
工
場
跡

地
売
却
金
を
充
て
た
、
な
ど
と
い

r
e電気
は
H

生
首
H

を
切
る
う
も
の
で
あ
る
・

いい

ζ
と
と
、

L
S
I工
場
を
神
電
気
は
臼
年
早
々
、
経
営
強

建
般
す
る
ζ
と
を
同
時
に
進
め
て
化
対
策
蚤
員
会
を
股
留
し
、

E
D

い
た
l

|
こ
と
は
、
九
月
二
十
一
小
委
凸
会
も
お
い
た
・
4
月
に
は

目
、
東
京
地
裁
で
の
和
泉
管
理
部
-
マ
ッ
キ
ン
ゼ
1
社

に

半

導

体

事

業

峨

!

指

名

解

胞

で

あ

っ

た

・

工

場

う

と

し

た

米

が

台

な

し

に

な

り

、

長
(
当
時
)
の
旺
冒
か
ら
も
、
う
に
つ
い
て
の
経
岱
翻
査
を
依
似
し
閉
鎖
と
指
名
解
屈
は
セ
ッ
ト
で
強
洗
礎
物
が
ダ
メ
に
な
る
と
い
う
被

か
が
う
こ
と
が
出
来
る
.
そ
れ
に
て
い
る
.
神
氾
気
は
エ
レ
ク
ト
ロ
行
し
た
.
跡
地
三
万
討
は
電
々
公
害
が
多
発
し
た
.

よ

る

と

、

ニ

ク

ス

撲

界

で

生

き

の

び

る

た

め

社

へ

一

四

五

億

円

で

宛

却

・

首

都

年

の

夏

は

n
烈
密
M

な
ど
宮
崎
市
に
隣
穫
す
る
清
武
町
を

ム「

一
、
目
以
年
秩
、
八
王
子
工
場
内
に

ω
K
メ
モ
リ
ー
の
生
産
に
「
社
閣
の
工
場
を
売
却
し
、

5
年
以
内

γ

と
新
聞
に
笛
く
ほ
ど
き
び
流
れ
る
川
は
澄
ん
で
い
て
美
し

に
E
D
(句
手

デ

バ

イ

ス

)

新

工

迎

」

を

か

け

た

.

に

地
方
へ
移
転
す
れ
ば
、
国
定
資
し
い
容
さ
が
続
い
た
.
特
に
九
州
い
.
子
供
た
ち
が
緩
や
か
な
流
れ

場
建
設
計
画
が

ω億
円
の
資
金
手
指
名
解
鹿
直
後
の
日
年
暮
に
、
産
税
の
売
却
益
に
対
し
て
減
免
税
地
方
が
ひ
ど
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
被
の
あ
ち
ζ
ち
で
泳
い
で
い
る
・

当
も
含
め
で
あ
っ
た
が
実
現
し
な
電
々
公
社
が
技
術
を
提
供
し
、
資
さ
れ
る
と
い
う
お
ま
け
っ
き
で
あ

害
が
お
ζ

っ

た

・

神

電

気

は

笠

宮

で

清

浄

な

水

と

か

っ

た

・

金

面

で

は

富

士

銀

行

が

パ

y
ク

ア

る

・

宮

崎

市

で

は

連

日

の
猛
暑
で
空
気
を
求
め
て
、
凶
年
に
清
武
町

一
、
電
々
公
社
の
認
定
工
場
と

γ
プ
す
る
と
い
う
報
道
が
さ
れ

-
Z
E
-
-
E
z
-
-
-
z
-
z
-
T

「
赤
水
」
騒
動
が
あ
っ
た
.
水
道
に

L
S
I工
場
、
宮
崎
沖
電
気
を

し

て

生

き

の

び

る

た

め

工

場

建

設

た

.

「

L
5
1」
と
は

の
使
用
量
が
急
増
し
た
た
め
に
、
建
て
た
。
山
を
け
ず
っ
て
造
成
さ

は
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
全
国
か
会
社
が
健
案
し
た
「
合
理
化
」

数
〆
M
の
シ

υコ
ン
の
仮
の
上

水
流
が
速
ま
り
、
水
道
管
内
の
鉄
れ
た
広
大
な
丘
の
上
に
建
っ
て
い

ら
適
地
を
洗
い
出
し
て
検
討
し
、
案
は
労
働
条
件
の
切
り
下
げ
、
品

に
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
怠
ど
の
素
子

さ
び
が
は
が
れ
て
「
赤
水
」
が
出
る
・

(
本
)

臼
年
秋
に
宮
崎
に
決
定
し
た
・

川
工
場
の
閉
鎖
、
そ
し
て
希
望
退
を
何
+
万
個
と
集
積
し
た
単
導
体

た
の
だ
っ
た
・
そ
の
た
め
に
炊
乙

東
京
工
場
を
閉
鎖
を

し
て

19S3'"奪三 10月 1 日指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

8 .27......28 謡益の幽
'唐54号(3 ) 

日野渓谷キャンプ場

浦
和
地
区
労
と
共
催

(
実
行
委
員
長
は

関
根
見
さ
ん
)
の
第
2
回
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、
約
二
O
O人
が
診
加
。
魚
つ
り、

花
火
、
う
ど
ん
づ
く
り
、
歌
楽
し
い

沖
電
気
指
名
解
雇
の
う
ら
で
・
.. 

側
一
一
伊
伊
川
宮
崎
沖
電
気
の
新
設
匂

工
場
に
は
多
量

の
水
が
必
要

テ
ン
ト
の
中
で
.
ま
ん
中
が
良
子
ち
ゃ
ん

5 解 j
Z 雇 j
主の i
:f ..f、 j
'l，;. ..: .. ~1 

E ひ j
Z た j
S す j
まら 1
5 歩 i
zい 1
2 て
i 訴 1;え j
る j

j2j 
喜平
語似 j
仕合 j
事支?
~ J.< 

前君 i
主に j
l雪な j
ぺり j
中た 1
岸り
子 j
さ j

ん i
uコ i
う j
r- _1 

J ~~ たのしかったHI あそび
~ :l~ 渡辺よし子ちゃん(小1) 

E 主 ま全 圃う 会 圃た を支圏 p 会す圏会訪 8圏.. ，f: :l: す国「 ι 員沖.計媛ソ暴をる 10 員れ月富 ~ :jg 
主 主 ・のは 主主争 画のニ奇1行会月拡たに崎.孟L
:l: ": イ申た 大議 レク I ";i:い~ 22大、富の 主汚i i 問ら にの 、リの 1 ま東日も沖崎佐 局i: のく 力パ 宣ス伸 す京、蓄の沖川

事 問」 をン 伝マ間 ・)千蹄 イ申電認:だ .
:l- 島田 喜る 毒九時 みで代中間気正 iよ

言普 め l も さ、沖す芸員完:り :

旨E t雪品 自霊童・笥害時し

がち!両面jわiULiるけ， i /;:しi仁llli，YI1'[信託
t~L I 'f!El己主if 言及 ; 1 1作i イ点、 t 与 i'L.心三\;す日
日記{利子I;n~[; ι! て i t L 片品川、 !す. t I五:μ~'lゐl1
て;Li主 !日i云[~]μーヨルi t iの I ~ サ ;も ; おる ， し ，.子必、
二!μ]111I2I~lZ]長官び討とiυι;十7\ï~伝ちょμ
IJあ副長!ι!;iJ;:!料起しitf、討をむし;だ。 .1 f. 1 ! 

132.000 m'の広大な宮崎沖電気

24時間操業で電子部品を製造

争議聞の渡辺

秀雄さんの長女

191 

まき

真喜志ふくみさん

(25歳)

所属コ ード

民一、ー ±吋"
- .‘・

<Tシ 7?='



(4) 

鰻擁護審

大
日
本
印
刷
は

永
瀬
さ
ん
を
職
場
に
戻
せ

開 54母

(26) 

支援する会に入会しよう(会費1口200円/月)

掃を易沖電気の仲間
~ を支援する

1983年 10月 18

理工じ和

Itr: L-¥ヒ

やつは。ιl

仏り 7小し号
? 

永瀬登さん
(36歳)

介グ

h 
⑧ 

な リみはあ通て 喜械
みまンな苦り、来びで「
でたもが手でカたつ、力
パ好ら、すラのつ 100ラ
タチきカだがオが全点オ
パンでラか、ケ藤国をケ
ココすオら藤が原オとの
やの ケジ原あさ jレつ点
お腕 レユさるんグた数
葉前 ま lん所でかゾが
子は すスはにすら/で
はプ 。をおは .帰」る
もロ プ飲酒酒普っと機

性か十方 変くす獲 昔十ち
格ら分をオな子.得とろ
の行毎担 Jレ子 供そしかん
持なの当グ供達しァ時、
主う害訴は好にて J 計時
JL容 s 千きあそえ付々

で t慢を余代でげれ r ペ
主開メ岩田 たら三ンラ
宅モ h 区主りを三ダジ

皇き警富占星 Z襲主主再
すめし去国す、もりま腕
なてフ主地・大なまで時

趣家 出身年み Jレ調
味族 身長齢てグ整会

いで線社
ラ音父葉千-'51 ま 会組で
オ楽母商葉六年す国立の
ケ、、業県五 7 ・踏係職
つ兄高千四月よ破で場
り一校襲 。 14ろすしは
人2p市体臼しるた芝
府叶 重生くと精
棋聖E 県己O //と地 事
了 立坤 31 を方業
カペ 千 。歳 夢オ所

。。 そ特
岐小タ明ど の按
川 泉 レ るん 他
絡今ン く な パ薄
美臼 ト て女 A レ量たチ記
紹子で!性型 I ~ばン­
E 、言康が .ボ水 ζ コ級
~竹う的 好 か l 泳 (ー
ZE 互となきに Jレ~ 0容器
子景人?座 ・ o~ ?凹
子 ・ 血~ I酉 。ー

液昔( 級
多 型パ微

高員会行員 。品目動 AA A Aの 9 団員 審員ん 集品沖角酸高大東会告 員フ員会員事婦 AAを員宣員さ 員
崎 20幹動 19 人 16立の 13 12 9 7 全 月中 2 ~ 5 ~禽 1 ・~ I'!l ~ 妥当京で型 29 エ 27 :::: 25 ~人 23 22 囲 20 j云 19ん 10
日 事が 日 ) 日 (キ 目白日目 白 6 さ 日 シ 目勝 目 中日会 日 支訴式 日 ス 日 東 日 の事日日ん B ~ B ~日
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普;
及:
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の
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o ムノ
品フ.

救援美術展

10月28日'"'-'30日

.場所:国労会館地下

(東京駅そば)

100人の著名な函家の作品の

展示と即売

待p趣味Lj.? 

場参議勢を

藤原正和さん
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同
出
国

刊
月
ロ
日

都
労
委
審
問

ω時
…

ー
ロ
時
。
突
通
会
館

5
F

…

什
月
日
目

前
橋
裁
判
旧
時
1
…

ロ
時

刊
月
初
日

八
王
子
裁
判
叩
時
…

ー
市
持

.
本
号
2
面
の
如
く
、
重
要
品
目
…

「は
た
ら
く
」
新
年
号
の
「
誕
も
連
帯
し
ま
す
@

(
川
文
美
子
)

階
・
た
く
さ
ん
の
診
加
を
/

…

生
の
う
ぶ
声
の
よ
う
に
」
(
詩
)

「
何
を
見
つ
め
て
淘
ぶ
の
か
」
胸
今
年
の
夏
-
四
圏
、
松
山
で
昼

を
つ
ま
ら
せ
な
が
ら
、
読
ま
せ
て
め
し
を
、
食
べ
に
入
っ
た
の
が
、

い
た
だ
き
ま
し
た
。

沖
の
皆
さ
ん
喫
茶

「
糸
ぐ
る
ま
」

.
ラ
ン
チ
を

の
粘
り
強
い
た
た
か
い
、
団
結
の
食
べ
て
い
て
、
ふ
と
棚
を
見
る
と

強
さ
、
肌
身
で
わ
か
る
よ
う
な
気
ギ
ァ
シ
り
と
本
。
普
通
の
庖
と
違

が
い
た
し
ま
す
。
小
さ
な
喫
茶
居
う
な
と
、
声
を
か
け
た
ら
「
支
援

で
、
立
ち
ん
坊
で
働
い
て
い
ま
す
す
る
会
」
に
入
っ
て
い
た
だ
き
ま

毎
月
ζ
ζ
で

「
朗
読
の
会
」
を
関
し
た
.
故
郷
(
愛
媛
)
で
の
、
支

い
て
い
ま
す
が
、
先
日
は
、
沖
の
媛
の
誌
が
り
、

四
国
オ
ル
グ
の
時

詩
を
読
み
、
カ
ン
パ
も
集
ま
り
ま
に
、
ハ
ネ
を
休
め
る
と
と
旦
示
、

し
た
。
全
国
各
地
で
、
励
ま
し
、
ま
た
ひ
と
つ
増
え
、
と
て
も
う
れ

励
ま
さ
れ

n
人
間
の
緋
u

が
惚
か

し
い
。

め
ら
れ
る
こ
の
沖
の
闘
い
に
、
私

殺

j
・

激
動
一
'
h

一
山
中
吟

町
一
環
-

世
界
一
の
総
合
印
刷
会
社
を
勝

る
大
日
本
印
刷
は
、
昭
和
民
年
日

月
1
目
、
勤
務
時
間
外
に
会
社
の
会
の
分
会
畏
を
や
り
、
釆
組
織
の

A
連
絡
先
V

門
前
で
誤
報
ピ
ラ
を
配
布
し
た
と
組
織
化
の
た
め
に
地
域
労
組
の
悶
新
宿
区
市
谷
本
村
町

u・
日
本

い
う
理
由
で
、
永
瀬
さ
ん
を
解
雇
.
雲
員
長
を
や
り
な
が
ら
、
「
大
企
育
英
会
労
組
気
付
大
日
本
印
刷
争

上
林
さ
ん
は

3
目
、
入
(
会
己
ん
は
業
の
労
働
組
合
運
動
を
考
え
る
シ

援
団
、

5
目
、
高
井
さ
ん
に
は
ゆ
日
の
出
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
、
成
功
さ
せ
る

T
EL

一
一
六
九
四
二
六
一

勤

停

止

の

処

分

を

強

行

・

な

ど

、

多

方

面

な

活

動

も

同

時

に

同

三

九

五

そ
の
こ
ろ
大
日
本
印
刷
を
相
手
行
な
っ
て
い
ま
す
.
そ
う
し
た
中

に
、
グ
ル
1
ミ
l
(陰
気
)
だ
と
で
、

会
社
側
は
5
年
も
経
過
し
た

い
A
重
由
で
採
用
取
消
し
事
件
を
現
在
に
な
っ
て
、
解
雇
理
由
が
①

闘
っ
て
い
た
竹
本
さ
ん
の
闘
い
と
誤
報
ピ
ラ
を
ま
い
た
後
の
会
社
の

の
合
流
に
よ
り
、
地
犠
、
産
別
は
鯛
査
に
対
す
る
反
抗
的
な
態
度
、

も
と
よ
り
全
都
的
な
運
動
に
発
展
②
勤
務
態
度
が
悪
い
と
解
雇
建
白

し
て
い
き
ま
し
た
・
竹
本
闘
争
勝
の
変
更
を
告
げ
て
き
ま
し
た
・
ζ

利
後
、
永
瀬
さ
ん
は
、
地
域
共
闘
れ
に
は
、
裁
判
長
が
と
ま
ど
い
を

の
中
心
に
な
り
、
本
社
前
の
集
会
見
せ
る
ほ
ど
、
あ
っ
け
に
と
ら
れ

を
た
っ
た
一
人
で
オ
ル
グ
を
レ
て
た
裁
判
に
な
り
ま
し
た
.
い
よ
い

約

ω団
依
、
一
千
名
を
毎
回
集
め
よ
刊
月
2
日
が
結
審
に
な
り
来
年

成
功
さ
せ
て
き
て
い
ま
す
・
ま
た
、
に
判
決
と
い
う
状
況
を
む
か
え
て

地
犠
・
産
別
の
運
動
を
発
展
さ
せ

い
ま
す
.
現
在
パ
ン
フ
「
消
え
た

る
た
め
、
会
印
総
連
新
宿
地
域
分
解
雇
理
由
」
(
二
百
円
)
を
普
及
中
.

(沖
争
議
団
、
桧
垣
) を
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5万人の「支援する会」を

私たちは生きる権利、岨〈措置利を守るために沖

電気の仲間を物心両面から励まし、必ず勝利させ

たいと思います。困難な長期の闘いも予想されま

すので、一人でも多くの方がこの 「会」 に加入し

全面勝利を闘いとる までご支援くださるよ う心か

らよびかけます。(r支援する会Jよびかけより)
会費 1口 2∞円/月

以
上|ニ
が|ー‘ I~、
要|支
輔|唐
。|へ
配lニ
布|千
のl人

1'983茸三 1 1月 1日

ビ
ラ
は
六
万
枚
を
超
す

「沖
争
議
も
、
乙
こ
ま
で
闘
い
が
広
が
っ
た
の
か
と
い
う
気
が
し

ま
す
」
(
沖
電
気
争
議
団
代
表
の
中
山
さ
ん
)
「
と
ん
な
に
盛
阿
玉

っ
た
東
京
総
行
動
は
ひ
さ
し
ぶ
り
だ
」
(
千
代
田
区
労
協
の
山
田
さ

ん
)
・
九
月
三
十
日
に
、
東
京
総
行
動
の
中
で
、
取
り
組
ま
れ
た

g

士
銀
行
本
居
前
の
行
動
は
、
銀
行
の
ま
と
め
役
を
や
っ
て
い
る
富
士

銀
行
に
対
し
て

n
争
議
の
責
任
を
取
れ
M

の
怒
り
で
溢
れ
ま
し
た
.

沖
電
気
争
議
の
背
界
資
本
で
あ
る
富
士
銀
行
の
各
支
庖
へ
の
、
要

務
行
動
は
、
九
月
だ
け
で
、
一
一
一
六
支
底
、
二
出
猿
所
、
一
公
務
部

に
な
り
ま
す
・
い
よ
い
よ
十
一
月
・
共
闘
会
議
は
、
沖
電
気
に
「
争

議
解
決
の
話
合
い
に
応
じ
よ
」
と
闘
い
を
強
め
る
方
針
で
す
.

支援する会事務局

事務所東京都港区三田

3-2-20 

司rI舌 (03) 451一一3515
郵便口座口座番号

東京6ー 75240

加入者名沖電気の不当解雇

を撤回させる会

指名解雇 された沖電気の仲間を支援する会ニュース

発

行

所

第 55号
1983年

11180坦

田
中
判
決
も
近
い
の
で
「
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
の
つ
か
み
ど
り
」

(
写
真
↓
)
.
市
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に

「わ
た
あ
め
」
(写

真
↑
)
.
そ
れ
ぞ
れ
無
料
で
行
な
わ
れ
、
富
士
銀
行
本
庖

前
は
、
連
帯
と
支
援
の
箆
が
り
を
み
せ
ま
し
た
.

揖警55唖豊)
 
1
 
(
 

通
信
機
三
大
メ
l
力
の
一
つ
円
近
い
史
上
最
高
の
利
益
、
二
一
方
、
解
庖
径
の
職
場
で
は
、
の
「
支
援
す
る
会
」
に
支
え
ら

・

沖
電
気
工
業
(
本
社
・
東
京
橋
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
九
州
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
れ
、
行
商
や
本
社
へ
の
抗
議
行

一

本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
一
七
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
し
て
履
(
回
中
さ
ん
)
し
た
り
、
沖
動
な
ど
に
奮
闘
。

一

六
億
、
一

万
三
千
人
)
は
「
経
新
工
場
の
建
設
な
ど
i
e
会
社
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
八
二
年

一一

月
に
は
、
支
俊
一

営
危
援
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
は
東
京
地
裁
は
か
四
カ
所
の
裁
仕
事
を
取
り
上
げ
る

(浅
利
さ
共
闘
会
識
が
結
成
さ
れ
、
同
月
一

と

称

し

て

、

千

五

百

人

の

「

希

.

に

は

解

雇

四

年

の

「

文

化
の
タ

一

ノ

/

/

/

/

/

/

〆

望
退
職
」
募
集
亭
提
案
ζ
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

ベ
」
を
八
0
0
0人
で
成
功
さ

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

一

一

一

百

せ

た

。

人
に
、
七
八
年
一
一
月
、
大
企
判
で
も
「
指
名
解
雇
の
狙
い
は
、
ん
、
中
山
さ
ん
)
な
ど
の
、
暴
裁
判
闘
争
も
第
一
の
山
場
に

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
残
っ
た
労
働
者
の
意
識
改
革
を
挙
が
続
行
。
さ
し
か
か
り
企
業
に
「
首
切
り

約
二
O
年
ぶ
り
の
指
名
解
雇
を
す
る
乙
と
」
と
証
一言
。
労
働
者
沖
電
気
争
議
団
の
列
人
は
、
の
自
由
を
与
え
る
な
」
と
が
ん

強
行
.

と
労
働
組
合
を
無
視
し
て
解
雇
全
国
二
四
の
県
評
、
三
千
を
趨
ば
る
沖
電
気
の
仲
間
に
、
あ
な

そ
の
後
の
沖
電
気
は
、
百
億
し
た
と
と
も
明
白
に
・

え
る
支
疲
労
組
や
一
万
三
千
人
た
も
熱
い
連
帯
を
/

5
刊
は
時
・
交
通
会
館
)

日
月
日
白
高
崎
裁
判

(叩
時
)

刊
月
初
日
八
王
子
裁
判

(叩
時

刊
月

ω自
埼

玉
共
闘
会
議
発
足

1
何
時
)

集
会
(
埼
玉
会
館

・
市
時
)

刊は月
6
日

熊
谷
裁
判

(ω時
ぬ

健

康

そ

の

も

の

水

俣

の

国

民

宿

刊
月
刊
日

三
多
勝
集
会

(
高
尾

分
1
m
M
時
)

で

元

気

で

す

・

舎

に

泊

っ

て

ま

狭

間

公

園

・
氾
時
ぬ
分
)

ロ
月
日
目

前
腕
裁
判

(問
時
)

宿
は
、
朝
食
っ
き
三
千
五
百
円
ぐ
す
・
オ
ル
グ
件
数
は
、

一一一一五。

円
月
刊
は
日

都
労
委
審
問
(
山
山
時
日
同
月
日同日

東
京
裁
判
(
問
時
)

ら
い
の
と
ζ
ろ
で

.
ζ
ち
ら
で
あ
と
十
日
ぐ
ら
い
オ
ル
グ
を
す
る
司

etsz事
t
f
t
J
S
2
1害
車

1
q
s
s
s
s
s
h
z
t
g
s
E

う
ま
い
も
の
は
「
ス
ジ
」
と
言
つ

の
で
、
物
品
販
売
の
チ
ラ
シ
が
、
日

l

j

i
l

l

a
-

-

i

i

i

!

l

j

山

間

沖
争
議
の
パ
ン
フ
を
普
及
し
ま
し

ょ

う

山

て
、
牛
肉
の
ス
ジ
を
串
に
さ
し
て
三
O
O
O枚
ぐ
ら
い
不
足
で
す
の
四

i
d---BI
f
-
-
j
i
l
l
;
1

1
4{
ん

お
で
ん
の
よ
う
に
煮
込
ん
だ
も
の
で
、

至
急
送
っ
て
ほ
し
い
.
が
ん

時
闘
い
を
広
げ
る
武
憾
と
し

一
冊
で
一
七
O
円
.
四
冊
ま
一

で
す
・
約
七
O
の
労
働
組
合
事
ば
っ
て
ま
す
よ
@

(

平
井
)
一
て
共
闘
会
強
発
行
の
パ
ン
フ

で
が
一
西
O
円
・
八

冊

が

三

ね
ま
し
た
が
、
応
対
し
て
く
れ
る

l
l
二
度
目
の
北
海
道
オ
}
「
陽
は
ま
た
上
る
」

(ゆ

月

五
O
円
そ
れ
以
上
は
五
百
円
一

ー

ー

曾
記
の
お
ん
な
の
子
、
か
わ
い
い

j

j

ル
グ
で
、
今
日
の
旭
日
7
日
発
行
)
を
普
及
し
ま
レ
で
す
・
申
し
込
み
は
、
支
援
千

人

が

多

い

よ

・

(

笹

島

)

川

か

ら

ス

タ

ー

ト

で

す

が

、

と

ち

時

ょ

う

。

す

る

会

事

務

局

へ

お

ね

が

い

一

お
願
い
ば
か
り
ら
は
、
い
ま
、
吹
E
.
福
本
く
ん
一
一
一

冊
ニ

O
O
円
。
送
斜
は
し
ま
す
.

徳

島

県

南

-1
li
t
-

j

i

lt
-

の
オ
ル
グ
で
気
と
も
ど
も
元
気
で
す
.
(
中
野
)
時

が
ひ
け
ま
す
が
、
香
川
県
だ

け

で

岡

山

で

は

、

支

日

広

島

県

日

約
九
O
労

組

を

訪

ね

、

パ

ン

フ

は

援

す

る

会

の

取

七

八
ニ

O
冊
が
売
れ
ま
し
た
.
徳
島
組
み
が
弱
く
な
っ
て
い
る
よ
。
交

県
評
は
、
一
千
冊
を
扱
っ
て
く
れ
流
会
な
ど
の
再
発
足
が
必
要
だ
と

る
そ
う
で
す
の
で
送
っ
て
く
だ
さ
思
う
.
芸
術
の
秩
倉
敷
の
大
原

い
・
今
年
は
、
カ
ン
パ
の
集
ま
美
術
館
へ
行
き
ま
し
た
。
今
日
か

り
が
、
少
し
悪
い
で
す
が
、
が
ん
ら
広
島
.
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
の

ば
ら
な
く
ち
ゃ
ね
.
(
柳
沼
)
で
交
替
を
よ
ろ
し
く
.
〈
金
子
)

北

海

道

は

も

う

雪

・

・

・

全
国
オ
ル
グ
団
か
ら
の
窃

福
井
県

熊
本
県
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医療費 区 分 現 在改悪後 増加分

盲 腸 円 円 円 円

(虫垂炎) 152，740 健保本人 4，30日 33，428 29，128 

入院 7 日間 152，740 健保家族 30，548 33，428 2，880 

給食 6 日間 園 保 45，822 48.342 2，52日

宵 ガ ‘ " 
健保本人 15，800 69，000 53，200 

入院 30 日間 641，650 健保家族 51，000 69，000 18，000 

給食 25 日間 国 保 51，000 69，000 18，日目。

風 邪 健保本人 800 890 90 

(!事冒衆車性咽頭炎) 4，450 健保家族 1，335 1，335 

通院 3 日間 国 保 1，335 1，335 
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日
現

結
果
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
病
気
に

な

っ

た

ら

て
い
る
炎
熱
柱
M

が
病
気
に
な
お
ち
い
り
ま
す・

労

働

者

が

勝

ち

と

つ
に
大
き
な
障
害
が
で
て
き
ま
す
・
か
た
な
い
の
で
す
・

(
生
協
医
療

は
国
民
の
八
人
に
一
人
は
何
ら
か
家
庭
は
崩
接

っ
て
入
院
な
ど
で
仕
事
を
休
む
と

ζ
の
よ
う
に
、
病
気
や
ケ
ガ
な

た

成

果

を

守

ろ

う

さ
ら
に
厚
生
省
は
、
年
収
二
千
部
会

・
学
留
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
診

の
病
気
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
お

た
ち
ま
ち
そ
の
家
庭
は
収
入
の
迫
ど
に
よ
っ
て
収
入
の
迫
亭
断
た
れ

万
円
以
上
の
ひ
と
は
健
康
保
険
に
照
し
ま
し
た
)
(
稲
)

と
る
く
べ
き
も
の
で
し
た
-
健
康
保
険
制
度
は
奇
か
ら
五
十
が
閉
ざ
さ
れ
る
だ
り
で
な
く
、
そ
た
患
者
に
対
し
て
、
医
療
保
障
と
厚
生
省
は
本
人
二
割
負
担
の
ほ
加
入
喜
子
自
費
治
療
に
よ
る

、
J

こ
の
国
民
の
不
健
康
状
態
を
、
六
年
前
に
実
施
さ
れ
、
当
時
か
ら
の
豪
華
介
助
を
す
是
い
う
の
は
医
療
受
警
社
会
的
に
た
入
院
し
た
時
の
給
食
代
を
と
い
う
考
え
も
示
し
て
い
ま
す
・

'

ご

L

改
普
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
本
人
の
負
担
は
原
則
的
に
無
料
で
め
の
交
通
君
、
入
院
生
活
に
必
保
障
し
ょ

2
い
う
も
の
で
す
・
保
険
で
み
ず
に
患
者
か
ら
一

B
六

す

べ

て

の

震

が

経

済

上

い

ろ

い

野

勾

F
え

一
層
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
施
策
が
し
だ
健
康
保
険
本
人
語
主
要
な
号
誌
を
用
意
す
る
な
ど
今
回
、
厚
生
省
が
来
年
度
か
ら
百
円
を
と
ろ
う
と
レ
て
い
ま
す
・
ろ
な
途
い
は
あ
っ
て
も
平
等
に
、
開
沼
岡

F
」じ

今
、
政
府
の
手
で
準
備
さ
れ
て
い

コ

)

v

b

v

t

i

t
i
3
5
3
5
3
3
5
5
5
3
5
j支
部
だ
よ
り

3
広

告
詰

お
と
う
さ
ん
弘
各
論
錦
繍
代
拶

?
龍
一
世
間
中
一
一
一
一
昨
日

U

i--割を負
担
さ
せ
る

M

d

A

l
i
-

二

…
会

議

の

拠

点

で

す

が

霊

が

入

っ

て

い

る

工

場

ル

で

乾

杯

し

千

代

田

で

の

よ

れ
れ
軒
当
官
霊
欝
鑓
撞
だ
っ
て
五
…流
十れ仁J
↓
お
目
立
ち
翌
日
目
立
主

九

一

一

日

一

一

一

守

れ

し

ょ

i
i刊
行
ペ
何
時
治
人
号
医
療
き
る
と
と
が
で
き
…
仲
…
一
知
民
謡
持
刊
誌
戸
計
日
一
一
幻
当
時
リ
ユ

険
本
人
の
二
割
負
担
は
、
乙
の
考
の
大
切
な
一
環

Lの
医
療
常
織
る
と
、
う
日
本
の
す
ま
ら
し
、
土
問
団
"

と

区
内
を
五
つ
の
ブ
ロ
y
ク
に
分

亀

f
id
u
-
-沼
Z
E
E
-
E
F
時

-

1

4

j

間

代

別

堀
岡
掴

E圃
園
田
闘
F

M

え
に
真
向
ゑ
ら
敵
対
す
る
ひ
ど
か
ら
反
し
た
考
え
方
で
す
・

会

器

産

国

富

島

度

」

…

千

擦

り
て

、

理
会
を
毎
月
行
う

な

勉

腸

詰

園

田

園

腸

吋

い

も

の

で

す

・

ま

た

、

ビ

タ

ミ
ン
剤
、
カ
ゼ
畿
な
ど
現
在
の
社
会
保
障
諸
制
度
梢

'
訴
M

ど
、
組
織
、
支
媛
の
強
化
に
取

V
副
悶

ιa句
齢
祖
国
圃
醐
闇
圃
圃
圃
園
田

山一

老
人
医
療
の
事
化
に
続
い
て
や
旬
発
そ
れ
に
貼
り
築
を
保
険
は
、
労
働
者
を
中
心
に
国
民
が
長
時

雪

組
ん
で
き
ま
レ
た

0
1
Jm
S明
闘
輔
副
理
問

国
保
の
国
器
削
減
と
、
保
険
難
か
ら
は
ず
レ
、
こ
れ
ら
の
需

い
闘
い
を
通
し
て
号

っ

て

き

間

三

連
絡
会
発
足
、

一
周

年

重

注

“

思

闘

富

轟

闇

臨

時

制
の
値
上
げ
な
ど
、
政
府
の
医
療
を
全
額
忠
者
負
担
に
レ
よ

2
し
た
成
果
で
す
・

帥

A
E
q

念
し
て
、
十
月
二
十
二
日
に
、

{

制

H
U即

E離
幽

園

翻

髄

柑

行
政
は
、
後
退
を
続
け
て
い
ま
す
・

て
い
ま
す
・
こ
れ
で
は
、
お
金
が
蹟
誌
を
め
ざ
す
中
曽
世
内
閣
耐

A
Eヤ

東
一
一
民
港
見
学
&
交
談
会
を
、
十

仁

恵

磁

調

路

圃

園

開

謹

園

田

園

圏

柑

榊

百

円

七
支
部
の
参
加
で
開
催
・
盟

、

連

露

明

暗
鋪

開

謡

趨

覇

鞘

州

東

京

都

港

湾

局

の

新

翼

船

‘

富

岡

調

》

附
凶

醐

柑

醜

聞

蝿

睦

糊

州

i
!

「新
東
京
在

一
脚
七
十
万
円

'ι
，

翁

れ

"
幽
圏
閉
山
繍
幽
掴
田
園

w

柄、・・・・==・
o-

z

g

p

a邑活
aE
IA
3
国
軍
謹
富
園
田
醐
圏
キ

:

‘

一

一

彦

も

す

ι撃
に

鹿
つ
て
の
見
学

j
角
道
韓
関
尚

之

1

;

冒

Jpr

m

一
昭
鴨
川
腔

1
1
7

・

7
量
園
周
凶
題
闘
顧
問

押

/
a司
顧
問

'
U馴
」

診
加
者
は
、
パ
、
レ
ッ
ト

掴
iad樹
脂
園
開
醤
除
泌
組
閣
圃
圏
悼

z

l

'

s
 

間

々

崎

明

や

リ

l
フ
を
片
手
に
、
し
っ
か

4
1
J
M議
院
歳
舗
歯
髄
尚

一一

り
東
京
一
港
を
学
び
ま
し
た
.「港

qr~

r4彫
の
句
必
刈

a・
吻
鎗
幽
聞
圃
恩
賜
繍
抑

的

に
働
く
人
の
状
態
が
よ
く
分
り

い

議

↑

阿

川

泌

魁

醐

棚

喝

杭

ゐ+

圃
民
同

b

E
姐
円
批
阻
聞
闘
曹
司

ー・可

J
o
g
支
部
だ
よ
り
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主

3
主
主
主
主
主
主
主
主
主
軍
事
主
事
事
事
ま
も

支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)1983年 11月 1日

抗
議
電
報
を
打
ち
ま
し
ょ
う

-
抗
議
文
(
例
)

健
康
保
険
制
度
の
改
悪
は
絶
対
に

し
な
い
こ
と

• 
宛

先

東
京
都
千
代
田
区
霞
ガ
関
一
の
こ
の
こ

厚
生
省
気
付

林
義
郎
厚
生
大
臣
殿



路
)
製
造
工
場
で
あ
る
a

い
わ
ば

千
五
百
人
の
「
首
切
り
」
の
犠
牲

の
上
に
建
設
さ
れ
た
と
い
っ
て
い

『
宮
崎
神
電
気
の
火
災
か

い
だ
ろ
う
.

ら
一
年
た
ち
ま
し
た
。
二
度
と
事

L
S
I製
造
に
は
、
多
量
の
さ

故
を
起
さ
な
い
よ
う
安
全
に
気
を
ま
ざ
ま
な
ガ
ス
が
使
わ
れ
て
い

つ
け
ま
し
ょ
う
』
る
。
火
災
当
時
の
マ
ス
コ
ミ
が
ご

全
国
労
働
衛
生
週
闘
が
は
じ
ま
触
即
発
の
化
学
薬
品
」
「
新
種
母

っ
た
十
月
三
日
の
朝
、
活
気
が
満
ガ
ス
の
恐
怖
/
最
先
端
産
業
の

ち
は
じ
め
た
職
場
へ
、
総
務
課
の

L
S
I製
造
に
ひ
そ
む
限
り
な
く

女
性
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
声
が
誌
が
熟
に
近
い
危
険
度
」
な
ど
と
報
道
火
事
だ
と
思
っ
て
み
て
い
た
」
と
熱
傷
の
た
め
話
す
と
と
も
出
来
に
転
職
し
た
二
十
六
歳
の
若
者
で

配

っ

た

。

し

た

が

、

世

界

に

例

の

な

い

火

災

話

し

て

い

た

が

、

外

か

ら

み

て

い

ず

、

呼

吸

も

困

維

と

な

り

、

六

カ

あ

っ

た

@

圃

宮
崎
沖
電
気
が
火
災
一
段
叫
が
発
と
し
て
シ
ョ
ァ
ク
を
与
え
た
。
る
と
い
わ
ゆ
る
火
事
と
い
う
イ
メ
月
必
死
の
治
療
と
闘
病
を
続
け
た
今
年
十
月
一
一
一
日
付
の
宮
崎
日
目
吋

生
し
た
の
は
ち
よ
さ
一
年
前
の
宮
崎
県
議
会
は
も
ち
ろ
ん
地
元

l
ジ
は
な
か
っ
た
。
が
不
幸
に
し
て
四
月
に
亡
く
な
ら
新
聞
は
「
い
ま
だ
原
因
つ
か
め
ず

」

間

五
十
七
年
十
月
三
日
の
ζ
と
で
あ
清
武
町
議
会
、
そ
し
て
同
じ

L
S

れ
た
。

と

い

う

記

事

を

報

道

し

た

・

そ

れ

酔

原
因
不
明
の
ま
ま

闘

っ
た
。
五
人
が
負
傷
し
、
そ
の
う

I
工
場

の

あ

る

東

京

の

八

王

子

市

れ

木

曽

さ

ん

ま

地

元
で
は
大
き
に
よ
る
と
宮
崎
大
学
と
祭
器
庁
税
岨

操
業
再
開

ノ

欄

ち

の

一

人

が

半

年

後

に

死

亡

す

る

議

会

で

も

原

因

追

及

と

再

発

防

止

い

と

い

わ

れ

る

企

業

に

つ

と

め

て

ま

震

研

究

所

に

続

定

を

依

頼

し

酬

と
い
う
惨
事
を
ひ
き
お
ζ
し
た
の
の
た
め
の
真
剣
な
議
論
が
く
り
ひ
と
と
ろ
が
現
場
で
は
、
黒
煙
と
い
た
が
、
制
わ
れ
て
宮
崎
神
電
気
て
き
た
が
、
い
ま
だ
に
原
因
は
つ
円

だ

っ

た

。

ろ

げ

ら

れ

た

。

ガ

ス

が

屋

根

裏

に

充

満

し

、

一

寸

か

め

て

お

ら

ず

、

結

果

が

出

た

と

四

宮
崎
沖
電
気
は
前
号
で
紹
介
し
ち
ょ

う

ど

火

災

の

あ

っ

た

時

、

先

も

み

え

な

い

状

涜

の

中

で

必

死

し

て
も
、
先
端
産
業
の
前
例
の
な

R

た
よ
う
に
、
指
名
解
庖
と
セ
Y

ト
工
場
を
一
望
で
き
る
山
の

上

で

作

の

消

火

作

業

が

つ

づ

け

ら

れ

て

い

い

特

殊

火

災

だ

け

に

、

刑

事

資
任

で
品
川
工

場

を

閉

鎖

し

、

跡

地

を

業

し

て

い

た

俊

夫

は

「

消

防

車

や

た

。

環

境

管

理

課

の

小

木

曽

さ

ん

を

追

及

出

来

る

か

ど

う

か

結

論

は

一
方
で
生
産
は
当
時
の
二
倍
加

「火
災
事
故
か
ら

一
年
、
完
全
な

E

状
態
に
復
旧
し
た
」
と
述
べ
た
。

ー

口
先
だ
け
で
は
な
い
安
全
対
策

2

を
労
働
者
は
願
っ
て
い
る
。
(
本
)
百

一

一

事

務

局

だ

よ

り

一

一
園
小
階
市
の
く
み
あ
い
食
品

(井

一

一
沢
筒
底
)
の
仲
間
は
、
倒
産
を
は
-

一
ね
返
し
、
現
在
は
、
自
分
た
ち
で

-

一
商
い
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
ダ

E

一
ン
ボ
1
ル
三
箱
の
「
粉
首
け
ん
」

E

一
を
沖
低
気
の
伸
聞
に
プ
レ
ゼ
ン
一

E
一

一
ト
。
便
り
に

「
で
き
れ
ば
、
現
金

2

--4
7

一
が
よ
い
の
で
し
ょ
う
が
」
と
あ
一
与

一
っ
た
が
、
う
れ
し
い
贈
物
で
す
。

E

一
圃
赤
脱
ま
つ
り
で
、
必
支
援
の
一
給

一
庖
u

を
出
し
ま
し
た
.
愛
知
?
か

一
ら
来
た
と
言
う
白
向
性

(ω歳
。

)

一
は
底
の
前
で
「大
変
で
レ
ょ
う
ね
」

一
と
容
セ
出
レ
て
括
か
け
て
く
れ
ま

一
し
た
・
胸
キ
ュ
ン
の
出
来

m-

一
画
会
費
納
入
、
年
末
カ
ン
パ
の
取

一
組
み
を
強
め
ま
し
ょ
う
・
財
政
活

一
助
は
闘
い
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
。

1983年 1 1月 1日

指
名
解
雇
一
の

う
ら
で

火
災
時
も
タ
機
密
ψ

優
先

のーL 
火 S
災 l
工
死ー場

宮
崎
沖
馬主

文1

の
新
設

(下)

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

福
島
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
一
世

白

一

の

一

守
山
々
た
が
わ
く
ん
ど
川
一

首切りされた経験者として

深く心をうたれ…支援募金

神
奈
川
県
の
渡
辺
=
一
知
夫
さ
ん
は
、
削叫植

す
ぐ
に
、
全
電
工
の

g
E吉
田
や
、
大
金
属
の

事
裁
局
長
と
し
て
活
配
さ
れ
ま
し
疋
ガ
、
昭

利
二
十
四
年
(
刊
年
)
に
、
出
血
胃
単
組
の
安

定
期
川
町
工
場
か
ら
「
企
業
整
備
」
の
名
の

も
と
に
首
切
ら
れ
、
舌
し
い
笠
活
と
闘
い
を

経
験
さ
れ
ま
し
芝
。
そ
の
気
汚
を
沖
電
気
争

議
団
の
子
と
も
だ
ち
に
、
力
ン
パ
で
じ
と
、

九
月
二
十
日
、
碍
子
さ
ん
の
六
十
五
歳
の
誕

生
日
に
、
事
務
所
ぎ
で
訪
れ
て
夫
婦
で
十
万

円
近
く
の
募
金
を
し
て
下
さ
い
ま
し
疋
。

喜
こ
ん
だ
子
と
も
疋
ち
の
伺
人
か
は
、
お
礼

の
手
紙
を
書
き
ま
し
た
。

祥子さん (65)。三和夫 さん問。

③ 

-賃金は毎月 2固に分けて支払われる。

野口和子さん (36歳)

氏

.毎月の税金は5万円をζえる。
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(4) 

換擁襲撃

lIII55号支援する会に入会しよう (会費1ロ200円/月)

「
ぼ
く
ら
は
、
た
だ
、
差
別

の
な
い
臓
婦
が
ほ
し
い
」

l
l

八
年
前
、
東
京
電
力
に
働
く
一

四
二
人
の
労
働
者
が
東
京
を
中

心
に
一
部
六
県
で
一
斉
に
起
ち

上
が
り
、
各
地
の
裁
判
所
に
提

訴
し
ま
し
た
.

電
力
企
薬
は
日
本
産
業
の
中

核
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

を
担
い
、
か
つ
て
は
そ
の
設
備

投
資
額
は
民
間
全
産
業
の
一
割

を
占
め
る
な
ど
、
原
発
を
中
心

と
す
る
H

管
制
山
開
発
u

は
H

策

気
を
潤
す
H

上
で
盛
衰
な
位
置

を
も
っ
て
い
る
と
も
一
冨
わ
れ
て

い
ま
す
.
東
京
電
力
は
圏
内
十

電
力
帝
築
の
中
心
で
あ
り
、
民

間
で
は
世
界
般
大
の
規
娘
、
そ

し
て
六
五
O
O憾
と
い
う
資
本

金
は
新
日
鉄
を
レ
の
ぐ
日
本
股

大
の

n
株
式
会
社
μ

で
す
.

電
力
労
連

・
東
京
電
力
労
働

組
合
は
現
在
同
盟
、
全
民
労
協

の
歯
援
な
一
獄
で
あ
り
、
賃
金

年
間
一

O
O万
円
以
上
の
賃
金
・
差
別
な
ど

東
京
電
力
差
別
撤
廃
原
告
団

抑
え
こ
み
の
先
頭
に
立
ち
、
会

社
と

一
体
に
な
っ
て
労
働
者
を

抑
圧
し
て
い
ま
す
が
、

ζ
の
よ

う
な
労
組
に
変
質
さ
せ
ら
れ
て

き
た
鹿
史
が
、
そ
の
ま
ま
今
日

の
差
別
が
つ
く
ら
れ
て
き
た
歴

史
で
も
あ
り
ま
し
た
.
按
術
革

新
と
併
行
し
て
導
入
さ
れ
た
職

務
給
、
職
場
で
活
闘
レ
た
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
組
織
、
活
動
家
の

ね
ら
い
う
ち
解
屈
な
ど
、
次
々

と
か
け
ら
ね
る
攻
撃
の
中
で
組

合
は
会
社
派
の
幹
部
に
よ
っ
て

鐘
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
.

そ
し
て
こ
の
よ
』
「
迂
路
線
に

従
わ
な
い
労
働
者
を
見
せ
し
め

に
レ
、
可
能
な
ら
会
社
か
ら
追

い
出
し
、
あ
る
い
は
屈
服
さ
せ

る
為
に
差
別
や
異
常
な
人
栴
侵
に
支
媛
を
訴
-
足
、
広
く
世
論
に

容
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
の
で
訴
え
れ
ば
決
し
て
少
数
で
は
な

す

.

い

と

い

う

ζ
と
を
感
じ
た
八
年

企
業
内
だ
け
で
は
、
四
万
人
間
で
し
た
.
勝
利
の
日
ま
で
が

中
、
一
四
二
人
と
い
う
少
数
に
ん
ば
り
ま
す
・

す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
地
域
の
労
組

A
激
励
先
V
東
京
都
千
代
田

在
.
沖
唾
境
問
一
地
区
切
か

白
菅
宮
本
る
き
o

一知
合
同
面

白。
E
T
銀

行

令

官

な

に

一

川

iH

区
神
田
神
保
町
一
ノ
六
一
東

京
情
力
盤
別
倣
際
原
告
団

(T

E
L
)
0
5
1
2
9
4
1
7
5
 

0
9
 

川

q
月
引
日

東
京
地
評
大
会
の

田
川
川

会
場
前
で
宣
伝
・
東
京
裁
判

A
U
川

山
町
川

9
月
目。
白

梅
田
ネ
l
ム
分
会

;

a

 

価

川

〈
倒
産

・
堅
一艮
)
パ
ザ
l
・

定

γ月
μ
日
電
様
、
ン
ン
ポ
・

川

q
月
U

四
日

浅
利

・
中
山
さ
ん

川

都

労
察
審
問

川
9
月
U
日

日
本
テ
レ
ビ
木
村

山

容

川

解
雇
事
件
、
十
一
年
集
会
・

一ゆ一

γ月
初
日

東
京
総
行
動

-g

(

}

 

SJ…
川

士

銀

行

本

信

、
抗
銭
高

点
4
・

川

に

三
五
O
O人
が
集
ま
る
・

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
の
第
二
次
減
量
雇
蛍
の
嵐
の
中
川
若
襲
幼
稚
園
勝
利
集
会
(
神

川
ト
ッ
プ
を
走
る
、
巨
大
市
機
独
で
「
な
ぜ
、
大
企
撲
だ
り
が
、

川

奈
川

・
解
居
)

山
占
企
業
日
本
電
気
の
厚
い
ベ
大
儲
り
な
の
か
9
」
と
い
う
疑

州
内
月
1
日

各
地
の
定
期
大
会

U
l
ル
の
内
側
か
ら
の
メ
ッ
セ
l

間
に
も
答
え
て
く
れ
る
・

川

で
支
援
の
訴
え
・
国
民
の
た

山
ジ

の

曾

で

あ

る

。

+

注

文

は

「

学

習

の

友

」

社

川

め

の
電
気
通
信
事
業
を
め
ざ

…

日

本
電
気
で
働
く
伸
聞
が
、

宮
0
5
1
4
5
5
1
1
8
5
川

す
ン
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

一
自
ら
の
緩
撃
を
通
し
て
、
研
究

6
・
あ
る
い
は
、
神
支
鐙
す
る

川

ω月
2
日
平
和
の
た
め
の
ハ

山
し
、
分
析
し
H

仲
間
へ
の
提
言
会
事
務
局
ま
で
a

普
及
活
動
に
、

川

ゼ
釣
り
大
会
(
東
京
湾
)

・
の
曾
M

と
も
な
っ
て
い
る
.

C

協
力
く
だ
さ
い
.

川
叩
月
4
1
6
日
南
麻
布
(
策

1
2
7
5
2
-
7
5
1
r
-
7
-
z
e
z
i
-
-
7
l
i
-
-
Z
E
t
i
-
-
d
z
・
-
J主

i
・
5
4
2
1
5
5
=
z

川

京
・
港
区
)
米
恕
施
般
関
投

右

か

ら

二

番

目

が

小

林

さ

ん

川

反

対

緊

急
行
動
.

川

ω月
5
日

東
京
電
力
闘
争
を

州

知

る
会
.

川
間
月
6
日

埼

玉
地
区
の
沖
電

川

気
支
鐙
共
闘
会
援
の
準
備
会

山
川
月
7
日

光
協
社
決
起
集
会

川
間
月
8
日

弁
蟻
回
会
駿

川
叩
月
8
3
m日
赤
肌
ま
つ
り

『

で
神
支
綾
の
馬

川
問
月
間
目

前
年
秋
期
、
全
国

川

オ
ル
グ
第
一
一
陣
出
発
B

川
叩
月
日
日
東
京
電
力
展
デ
モ

川
叩
月
日
同
日

第
八
次
、
全
国
電

川

綴
総
符
動
.

川
叩
月
日
白

神
奈
川
労
組
連

-

a

大
企
業
シ
ン
ポ
.
日
本
メ
イ

川

ル
オ
l
ダ
社
長
宅
要
時

川
叩
月
何
回

東
京
統
一
労
組
怒

川

・

大
企
業
の
労
働
組
合
運
動

川

を
考
え
る
シ
ン
ポ
。

川
叩
月
げ
白

カ
ネ
ミ
大
阪
行
動

川
刊
月
間
5
初
日

デ
l
タ
シ
ュ

川

ウ
で
宣
伝
行
動
.

一
山
私
が
会
員
に
さ
せ
て
も
ら
っ
た
獲
さ
ん
に
声
を
か
げ
ら
れ
て
か
ら
ん
で
す
・

同

の
が
八
O
年
二
月
、
機
関
紙
校
正
で
す
。
寧
直
に
言
っ
て
、
初
め
は
お
ち
ζ
ぼ
れ
会
員
の
私
は
、
っ

町
の
た
め
機
関
紙
印
刷
所
で
一
緒
と
稲
斑
さ
ん
の
勲
情
に
ほ
だ
さ
れ
て
い
つ
い
会
費
納
入
が
精
お
り
、
そ

れ
な
る
「
は
た
ら
く
」
編
集
部
の
稲
の
入
会
で
レ
た
が
、
段
近
は
い
さ
の
つ
ど
催
促
さ
せ
て
し
ま
い
「
悪

さ
か
心
境
に
変
化
を
き
た
し
「
頑
い
な
あ
」
と
思
い
つ
つ
送
金
す
る

張
れ
よ
、
僅
か
三
口
の
会
貝
だ
が
の
で
す
が
、
そ
の
つ
ど
き
ち
ん
と

勝
利
の
日
ま
で
支
復
す
る
ぞ
」
と
領
収
曾
に
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
、
機

な
っ
て
い
ま
す
・
関
紙
と
一
緒
に
送
っ
て
く
れ
る
ん

そ
れ
は
、

ζ
の
三
年
余
、
沖
電
で
す
。
私
も
数
多
く
の
支
援
活
動

気
の
闘
い
を
み
て
な
ん
と
い
う
に
診
加
し
ま
し
た
が
、
神
電
気
の

か
、
実
に
気
持
ち
が
良
い
ん
で
す
・
闘
い
は
ζ
う
い
う
点
で
も
実
に
気

伸
聞
を
、

会
員
を
大
切
に
し
て
い
持
ち
が
い
い
ん
で
す
・
よ
ほ
ど
規
レ
ょ
う
。

い
や
勝
利
さ
せ
ね
ば
な

る
の
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
.
そ
し
律
性
の
高
い
人
が
多
い
ん
だ
な
ら
な
い
闘
い
で
す
.
団
結
と
友
情

て
楽
天
的
に
確
信
を
も
っ
て
闘
つ
あ
、
と
邸
心
を
レ
て
い
る
ん
で
す
.
を
い
っ
そ
う
深
め
、
頑
張
っ
て
下

て
い
る
繋
が
綴
関
紙
「
は
た
ら
く
」
乙
の
闘
い
は
必
ず
支
援
の
輸
を
広
さ
い
・
私
も
会
日
の
一
人
と
レ
て

で
生
き
生
き
と
伝
え
ら
れ
て
く
る
げ
る
で
し
ょ
う
し
、
勝
利
す
る
で
頑
張
り
ま
す
・

こ
れ
は
争
議
団
の
大
橋
さ
ん
の
あ

る
自
の
ス
ナ
ッ
プ
で
す
。
サ
テ
、

何
を
訴
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か

番
号
で
答
を
ハ
ガ
キ
に
書
き
け
月
日
山
日
必
着
で
お
ね
が
い
し

ま
す
・

5
人
に
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
・

①
角
栄
を

ク
ピ
に
せ
よ
/

③
裁
判
の
傍
聴

に
来
て
/

②
安
い
吉
本
を

貿
っ
て
/

主

5 
2 
z 
z 
Zき
5 

= 
2 

弓

5 

守

2 
4与

と

a，.. 

林

義
雄
さ
ん
(
悶
本
患
踊
)

(
鈴
木
)

1983年 1 1月 1日

日
本
電
気
の
光
と
陰

世
界
の

N
E
C
を

内
部
告
発

196 



5万人の「支援する会」を

私たちは生きる権利、個〈権利 を守るために沖
電気の仲間企物心両面から励まし、必ず勝利 させ
たいと思います。困騰な長期の闘いも予想されま
すので、一人でも多くの方がこの「会」に加入し
全面勝利を闘いとるまでご支援くださるよう心か
らよびかけます。(r支録する会Jよびかけより)
会費 1口 200円/月

た
く
さ
ん
の
人
の
支
援
・
.. 

1983'"奪三1 2月 1 日

雇解名
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指

か
で
。た

婦

た

夫

…と

相
原
勝
美
さ
ん
側

国

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

家族そろって集会に参加 ( 198~.11 . 10) 
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右から香利ちゃんは歳〉、 勝幸ちゃん (4 カ月九 幸雄さん (~1 歳〉勝美さん

発
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所

支援する会事務局
事務所東京都港区三田
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東京 6-75240 
加入者名 沖電気の不当解雇

を撤回させる会
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1983年
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通
信
俊
三
大
メ
l
カ
の

一つ

円
近
い
史
上
飯
高
の
利
益
、
ニ
一
方
、
解
閉
山
「
後
の
職
場
で
は
、
の
「
支
鐙
す
る
会
」
に
支
え
ら

沖
電
気
工
業
(
本
社
・
東
京
橋
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
九
州
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
れ
、
行
商
や
本
社
へ
の
抗
議
行

本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
一
七
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
し
て
庖
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
神
動
な
ど
に
嘗
闘
。

六
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
新
工
場
の
迎
股
な
ど
・:
。
会
社
争
犠
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
八
二
年
一
一
月
に
は
、
支
援

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
は
東
京
地
裁
は
か
四
カ
所
の
裁
仕
事
を
取
り
上
げ
る
(
浅
利
さ
共
闘
会
議
が
結
成
さ
れ
、
同
月

と

称

し

て

、

千

五

百

人

の

「

希

.

に

は

解

雇

四

年

の

「

文

化

の

タ

，
，
〆
〆
〆
〆

/

r

，F

望
退
職
」
霊
童
警
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

べ
」
を
八
O
O
O人
で
成
坊
さ

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

せ

た

。

人
に
、
七
八
年
一

一月、

大
企
判
で
も
「
指
名
解
雇
の
狙
い
は
、
ん
、
中
山
さ
ん
)
な
ど
の
、
暴
裁
判
闘
争
も
第
一
の
山
場
に

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
残
っ
た
労
働
者
の
意
織
改
革
を
挙
が
続
行
。
さ
し
か
か
り
企
業
に

「首
切
り

約
二
O
年
ぶ
り
の
指
名
解
屈
を
す
る
乙
と
」
と
鉦
言。

労
働
者
神
電
気
争
議
団
の
列
人
は
、
の
自
由
を
与
え
る
な
」
と
が
ん

強
行
・

と

労

働
組
合
を
無
視
し
て
解
服
全
国
二
四
の
県
野
、
=
一干
を
超
ば
る
抑
匂
気
の
伸
聞
に
、
あ
な

そ
の
後
の
沖
電
気
は
、
百
億
し
た
と
と
も
明
白
に
・

え
る
支
援
労
組
や
一
万
一
一
一
千
人
た
も
網
い
連
情
を
/

て
い
ま
す
・
オ
ル
グ
の
時
に
、
「
乎

川

ー
い

「

ゃ
あ
、

ど
も
に
お
み
や
げ
」
と
言
っ
て
く

川

蝉

噌

』

思

ζ
つ
だ
い
調

川
'・ァ
h

だ
さ
っ
た
時
な
ど
、
帰
り
巡
ふ
と
、

山

h
v両
日
日
子
は
、
ャ
ス

妊
娠
中
に
、
夫
と
と
も
に
指
名
鈎
て
い
る
の
を
見
て
ご
枚
民
つ
祭
出
て
く
る
と
と
も
、
何
度

U
P
A
d
う
ま
く
い
っ

解
廠
通
告
・
上
司
に
仕
事
を
取
て
あ
げ
よ
主
」
と
思
う
と
と
も
。
経
威
し
ま
し
た
。

川

-Haて
い
る
か

り
あ
げ
ら
れ
た
く
や
レ
さ
は
、
今
シ
ャ
ツ
も
ト
レ
ー
す
ー
や
、
セ
親
類
の
者
に
も
、
お
金
を
は
じ

川

2
1
M
恥
惨

い
」
と
、
レ

も
忘
れ
る
と
と
が
で
き
ま
せ
ん
・

l
タ
ー
も
ほ
と
ん
ど
夫
と
兼
用
で
め
、
と
て
も
世
話
に
な
っ
て
い
て
、

川

o

pa唖

l
ガ
ン
と
い

ま
し
て
や
、
夫
婦
で
臓
場
を
追
い
す
・
子
ど
も
の
衣
服
も
、
支
疲
し
米
も
、
彼
の
実
家
の
初
白
か
ら
送

川
う
H

大
根
俳
優
H

が
や
っ
て
き

出
さ
れ
る
な
ん
て
、
と
れ
か
ら
ど

て

下
さ
る
皆
さ
ん
の
お
蔭
で
足
り

っ
て
も
ら
い
助
か
っ
て
い
ま
す
・

川

た
「
日
米
安
保
」
と
言
う
H

サ

う
な
る
事
か
と
、
悩
み
ま
し
た
・

川

ラ
金
u

に
手
を
出
し
た
、
田
中

あ
れ
か
ら
五
年
・
君
、
四

歳

世

の

中

捨

て

た

も

の

で

は

な

い

川

親
分
の
圏
、
金
の
返
済
を
求

に
な
り
、
も
う
す
ぐ
四
カ
月
に
な

川

め
て
来
た
の
で
あ
る
V
田
中
の

る
弟
も
、
新
た
に
わ
が
家
に
加
わ
い
ま
、
わ
が
家
で
は
、
二
人
の
の
邪
魔
し
な
い
で
ね
」
と
言
う
と

川

手
下
の
ヤ
ス
は
、
国
会
ま
で
口

り
ま
し
た
・
お
産
は
、
入
院
助
産
子
を
、
別
々
の
保
育
園
に
、
あ
ず
「
う
ん
、
た
だ
見
て
い
る
だ
け
よ
・

川

ン
を
連
れ
て
行
き
H

仁
義
H

を

制
度
を
利
用
し
て
、
二
千
円
足
ら
け
て
い
る
の
で
、
朝
夕
は
、
パ
型
ど
う
い
う
仕
事
を
し
て
い
る
か
と

川

き
ら
せ
、
日
本
共
産
党
を
除
い

ず
で
す
み
ま
し
た
.
解
属
当
時
は
パ
タ
し
て
、
大
忙
し
で
す
.
先
日
、
思
っ
て
」
と
冨
わ
れ
る
と
、
何

川

て
シ
ャ
ン
ペ
ン
と
言
う
洋
酒

お
金
の
や
り
く
り
が
大
変
で
し
上
の
子
が
「
お
か
あ
さ
ん
、
か
お
も
雷
え
な
く
な
っ
て
レ
ま
い
ま

川

で
、
固
め
の
杯
を
上
げ
た
ー
ま

た
・
で
も
、
少
し
ば
か
り
の
貯
金
ち
ゃ
ん
、
シ
チ
サ
ン

(七
五
三
の
す
・

川

る
で
親
分
の
お
む
か
え
だ
・
数

が
あ
っ
た
の
で
、
お
正
月
と
か
、
お
祝
い
の
ζ

と
)
や
是
い
の
」
室
、
よ
く
話
す
と
と
は
「
世

川

日
間
日
本
は
、
親
分
へ
の
説

夏
に
な
る
と
、
お
ろ
し
て
使
っ
た
と
せ
が
み
、
「
じ
ゃ
l
、
き
れ
の
中
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
。
俺

川

畑
H

が
続
い
た
V
お
年
十

一
月、

も
の
で
す
が
、
現
在
は
、
ほ
と
ん
い
な
洋
服
き
て
、
写
真
を
織
ろ
う
た
ち
の
事
を
、
本
当
に
心
配
し
て

川

戦
後
=
一
十
八
年
。
日
本
は
、
軍

ど
使
い
果
し
て
し
ま
い
ま
し
た
・
か
」
と
、

冨
う
と

「
積
物
を
萄
た

く
れ
る
人
が
多
勢
い
る
・
ど
ん
な

川

国
主
義
へ
突
進
し
て
い
る
僚
に

「
着
て
い
る
物
は
、
お
か
ま
い
い
よ
う
」
と
、
言
っ
て
親
を
函
ら
に
苦
U
く
と
も
、
が
ん
ば
ら
ね
ば
」

川

見
え
る
・
も
は
や
「
民
主
主
義
」

な
し
で
も
、
食
べ
る
物
だ
け
は
、
せ
ま
し
た
・
生
ま
れ
て
三
カ
月
ち
と
・
娘
が
、
骨
髄
炎
で
入
院
し
た

川

は
死
一
指
な
の
か
V
ど
っ
ζ
ぃ、

腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
よ
う
」
と
、
ぃ
ょ
っ
と
の
弟
は
、
争
犠
団
の
子
と
時
は
、
と
て
も
つ
ら
い
毎
目
だ
つ

川

そ
う
は
さ
せ
じ
と
「
反
核
」
「
反

つ
も
心
に
言
い
聞
か
せ
て
き
ま
し
は
思
え
な
い
ほ
ど
太
っ
て
い
て
、
た
の
で
石
金
は
な
く
て
も
、
健

川

角
」
の
声
は
、
街
か
ら
村
か
ら

た
・
だ
か
ら
、
ジ
ー
パ
ン
ば
か
り

8
旬
も
あ
り
ま
す
・

康

が

あ

れ

ば

い

い

」

と

も

。

川

聞
え
て
来
る
。
そ
の
声
が
目
に

:
、
同
じ
服
ば
か
り
普
て
い
る
と
号
、
保
育
園
へ
行
く
の
を
い
長
か
ら
も
、
ぃ
完
な
と
と

川

日
に
大
き
く
な
る
の
を
恐
れ

思
わ
れ
で
も
、
平
気
で
し
た
・
夫
や
が
る
娘
を
つ
れ
て
、
オ
ル
グ
を
が
あ
る
と
思
う
け
れ
ど
、
岡
山
後
ま

川

た
、
ヤ
ス
は
、
解
散
l
総
選
挙

が
、
破
れ
て
い
る
セ
ー
タ
ー
を
、
し
ま
す
.
「
か
お
ち
ゃ
ん
、
仕
事
で
、
が
ん
ば
り
ま
す
・

川

の
決
闘
状
亭
国
民
に
つ
き
つ
け

川

た
.
我
等
は
十
二

・
十
八
決
戦

川

に
勝
利
せ
ね
ば
.

(
謙
)

197 

オ
ル
グ
の
帰
り
道
で
涙



(2 ) 揖事56哩善支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)

(11 . 10) 

埼
玉
県
で
の
支
底
活
動
は
活
発
。
本
庄
市
に

あ
る
、
神
電
気
争
議
団
本
庄
支
部
の
事
務
所
(
プ

レ
ハ
ブ
2
階
建
て
)
も
、
埼
玉
土
建
を
は
じ
め

と
す
る
仲
間
の
募
金
で
つ
く
ら
れ
た
。
現
在
で

は
、
四
O
Oを
と
え
る
労
組
が
支
媛
を
し
て
い

ま
す
。
夏
に
は
、
三
百
人
規
模
の
交
流
キ
ャ
ン

プ
も
二
度
開
催
.

百
年
十
一
月
に
中
央
共
闘
会
議
が
発
足
し
、

県
レ
ベ
ル
で
も
と
、
準
備
を
進
め
、
十
一
月
十

日
夜
「
埼
玉
県
共
闘
会
議
結
成
集
会
」
を
開
催
、

県
共
闘
会
識
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

集
会
は
、
基
調
報
告
、
役
民
体
制
確
認
と
と

も
に
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の
今
崎
腕
巴
さ
ん
の
誹

指名解雇は生きる権利を否定するもので…許せない

1983"手12月 1日

演
、
争
議
団
の
子
ど
も
の

「
お
と
う
さ
ん
」
の

詩
の
朗
読
や
、
家
族
紹
介
、
歌
手
デ
ィ
γ
ク
・

ミ
ネ
さ
ん
の
歌
な
ど
、
多
彩
で
楽
し
く
て
、
勇

気
の
で
る
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

「
雨
の
中
、
開
場
の
六
時
前
か
ら
続
々
と
支

援
の
仲
間
が
か
け
つ
け
て
く
れ
て
と
ん
な
に

う
れ
し
い
乙
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
の
た
た

か
い
の
前
進
の
ス
テ
y
ブ
に
な
る
も
の
と
、
健

信
し
て
い
ま
す

」
と
、
結
婚
当
時
、
指
名
解

磁
を
う
り
、
披
露
宴
の
一
週
間
に
夫
を
交
通
事

故
で
亡
く
し
た
関
君
代
さ
ん
も
、
胸
を
つ
ま
ら

せ
目
に
涙
を
う
か
べ
て
、

共
闘
会
議
の
発
足
を

喜
乙
ん
で
い
ま
し
た
.

役
員
の
み
な
さ
ん

A
犠

長

V
小
笠
原
政
之
助
さ
ん

(
埼
教
組
委

員
長
)

A
副
議
長
V
小
室
仁
弥
さ
ん

(
自
治
労
県
本
部

委
員
長
)
。佐
々
木
敏
雄
さ
ん
(
埼

高
教
副
委
員
長
)
。
山
田
茂
さ
ん

(川
越
地
労
協
会
長
)
。

田
中
章

史
さ
ん
(
所
沢
地
区
労
議
長
)
。

大
塚
利
治
さ
ん
(
岩
槻
地
区
労
議

長
)
.

A
事
務
局
長
V
鈴
木
清
史
さ
ん
(
浦
和
地
区
労

議
長
)
。

民
雄
さ
ん
(
埼
教
組
)
.

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
.
今
日
は

圏
私
た
ち
は
、
子
ど
も
を
か
か
え
一
と
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
方
が
、

支
え
あ
っ
て
生
き
て
き
た
。
ス
コ
支
援
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
心
強

y

プ
で
穴
を
ほ
り

。
政
府
は
、
い
で
す
・
!
笹
井
く
に
子
さ
ん
(沖

六
十
五
歳
以
上
の
人
、
四
万
人
の
電
気
争
議
団
の
笹
井
均
さ
ん
の
お

首
切
り
を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
く
さ
ん
)
。

圏
よ
か
っ
た
ね
王
埼
玉
会
館
で
る
。
い
ま
、
働
く
者
は
、
手
を
結
圏
沖
沼
気
の
東
京
工
場
か
ら
、
か

と
ん
な
集
会
は
、
始
め
て
じ
ゃ
な
ん
で
闘
わ
な
き
ゃ
。
i
大
木
ス
ハ

け
つ
げ
た
時
に
は
、
会
場
が
一
杯

い
の
。
さ
す
が
沖
争
犠
・
が
ん
ば
子
さ
ん
(
六
十
三
歳
、

全
日
自
労
で
ホ
y
と
し
た
。
デ
イ
y
ク
さ
ん

つて。

l
小
田
島
清
夫
さ
ん

(
雪
建
設
一

般
大
宮
支
部
長
)

。

の

献

も

と

て

も
よ
か
っ
た
・
埼
玉

間

食

品

)

園

子

ど

も

は

二

人

で

す

が

、

上

の

で

も

共

闘

会

識

が

で

き

沖

電

気

圏
労
働
者
と
し
て
、
沖
電
気
の
解
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
三
カ
月
の
時
の
職
場
の
中
で
も
闘
い
を
似
げ
な

屈
は
、
許
せ
な
い
今
日
は
、
全
に
、
解
屈
さ
れ
、
生
活
の
取
が
心
く
て
は
と
、
思
い
ま
し
た
l
秋
元

員
多
加
で
取
組
み
ま
し
た
。
会
場
配
で
。
自
分
自
身
も
、
争
識
を
英
常
さ
ん
(
沖
む
気
)

へ
一
番
で
入
場
し
た
の
も
、
う
ち
す
る
夫
を
持
っ
て
変
わ
り
つ
つ
あ

の
労
組
員
。

l
岩
本
昭
平
さ

ん

(

金

・

.
酔

h
F
h
F
h
F
L
B
F
h
F

阻

金
・
日
信
工
業
労
組
、
委
員
長
)
岡
崎
泊幽

w
m
M険
制

瞬

間

畠

悶

闘

・

時

d
E
F咽
訓
配
喝

a
E幽
Z

E
隆司

4
E喝

回

私
の
父
は
、
沖
電
気
争
議
団
だ
・
う
一思

う

@

(

集

会
で
朗
読
)

一

圏

い

ま

の

世

の

中

、

だ

ん

だ

ん

悪

酔

l

i

-

-

m

私
が
一
年
生
の
頃
、
会
社
を
や
め
私
は
早
く
父
に
、

会

社

に

も

ど

弘

O

一
く
な
っ
て
運
動
を
盛
上
げ
な
げ

同

一一一

δ
、

五

八

五

円

。

会

場

で

の

叩

S
O
D
-

さ
せ
ら
れ
、
今
で
も
、

会
社
に
も
っ
て
も
ら
い
た
い
。
け
れ

ど

そ

の

大

足

p'
一
れ
ば
、
蓄
は
守
れ
な
い
と
い
う
…

募

金

に

感

謝

し

ま

す

。

一

ど
る
と
い
っ
て
、
争
識
を
し
て
い
反
面
、
今
の
父
は
、
と
の
仕
事
(
争

4
q
c

一
危
機
感
を
持
っ
て
ま
す
。

中
部

る
。
正
義
の
強
い
父
は
、
思
議
)
が
、
む
い
て
い
る
と
思
う

J
1
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3主
3
3
3
3
3
3支
部

だ

よ

り

3
2
J・

気
の
や
り
方
が
が
ま
ん
な
ら
な
か

ζ
の
仕
事
を
し
て
い
る
語
、
と
叫

「
い
ま
、

一
番
ほ
し
い
の
は
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が

・

替
の
華
街
H

は
、
な
ぜ
が
今

寸

っ
た
の
だ
ろ
う
。
。
や
っ
ぱ
り

と

て

も

生

き

生

き

と

し

て

、

み

え

て

制

恋

人

で

す

」

局

(

つ
ぼ
ね
)
歌
い
た
ら
な
い
仲
間
は
、

ζ

話
題
に
な
っ
て
い
る
。

仰

れ
は
、

勇

気

の

い

る

と

と

だ

私

く

る

か

ら

だ

。

肋

さ

ん

・

な

ど

と

似

顔

絵

と

一

緒

れ

ま

た

、

ト

ウ

ゼ

ン

の

燥

に

こ

こ

の

歌

声

喫

茶

を

機

会

に

、

制

た
ち
、
家
族
も
い
る
の
で
、
た
い
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
い
ま
ま
で
時

』

に
沖
妥
の
仲
間
(
八
王
子
工
次
会
へ
・
踊
り
も
入
り
H

芸
能
現
在
二
五
O
人
の
会
口
を
、
言
問

へ
ん
だ
ろ
う
、
私
は
つ
く
づ
く
そ
雪
、
元
気
に
い
て
も
ら
い
た
い
。

…

b
耳

慣

係

)
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
が
、
大
会
M

に
・
乙
ζ
で
の
ヒ
l
ロ
ら
に
増
や
し
て
、

「一

日
も
早
…

m

h

守
ノ

墜
に
貼
り
出
さ
れ
た
会
場
で
、

l
は
、
寝
耳
行
さ
ん
(
国
立
い
勝
利
を
」
と
、
醤
い
合
っ
た
問

料

)

子

第

二
回
、
国
立
、

立
川
、
昭
島
市
役
所
)
@
彼
の
歌
っ
た
妥
露
で
し
た
@
(
鹿
野
)

附

前

〕

山

4

b

ぶ

地

区

「

沖

・

支

援

す

る

会
」
の

・
悶
湯
温
・
・
・

E
臨

隠

い
同
団
・
・
・
・
・
・
・
押

劫

h
u
ι
官

ヘ

歌

声

喫

茶

「み
ん
な
で
歌
お
う
園
開
件
m
J
・圃圃-.圃
.
.
.
.
.
.
.
 圃圃
.
.
 
圃
.
.
.
.
.
.
 圃い
#f{ ，
 

W

直

司

会

会

」

は

弓

、

十

±

一肩月
亙
一
百
国
里
立
一
一
守
守
即幽

幽

圃

.

'

咽

詞

.

.

 

罰
掴
向

ニ
で
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P??
協
堅
?
!
ピ
完z
ル
告
で
開
醐
〉
常
タ
竺
品
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ぺ
ぺ
~
翻
歯
翻
歯
圃
掴
略
育
凶
山
拭
剖
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33J、、ベdf 叩

州

問

な

俄

姥

。

舗

液

揃

圏

溜

冨

膏

凶

溢

圃

圃

FEa鴎
E配叩

的
バ

J

司
雲
会
は
草
郁
喜
務
驚
局
長
害
の
中
富
野
正

一、
、

リい千

川川

噛簿帰

一
民
剥
開
即
盗
量
.
車
寂
暴
灘
掛
静
貯
-
沿
擦
を
一
副
・
圃
圃
・
・
・
圃
・・・

-
v

w

j

p

h

-

道
さ
ん

(
金
金

・日
本
也
子
)
。

輔
印

刷

tHJ略
量
調
藤
監
圃
圃

E
-
・情

州

べ

一

'
I
R

演
奏
は
一
一
一多
摩
青
年
合
唱
団
の

一

品

叫

パ
七

i
河
日
都
察
部
職
繍
凶
・
・
嗣
幽
・
・
・
・
・
圃
柑

時

立

一

協

力

。
参
加
し
た
約
五
十
人
の

ぎ

w
J
撃
事
副
司
aa・

問

問

国

『

伸

聞

は

、

チ

ヨ
y

ピ

リ

酒

も

入

学

問

雪

機

密

寵

4

a抑

制

司

れ

て

、

歌

い

ま

く

り

ま

し

た

。

議

概

略

吐

輔

が

whsr《
十
…
…

m

h

好
評
だ
っ
た
の
は
、
悪
気

賦

隣

同

限

瞬

、

調

--vヘパ

掛

第

争

議

団

の

橋

本

久

雄

さ

ん

の

お

臨

，

購

舗

輔

闇

炉

酔

世

・

圃

圃

圃

「

闘

糊

柑

く

さ

ん

(千
香
子
さ
ん
)の「
私

園

、

幽
鵬
憾
租
嘩
悶
薗
器
開
幽
調
努

巡
閲
幽
m
W
4

柑

制

の

愛

し

た

街
」
で
し
た
。
楽
邸
周
畷
w
園
田
園
・
鹿
嶋

aF凶
蹴

隊

問

削
・
曹
司

弘
一一一

前

演

奏
な
ら
、

ド
ン
ト
コ
イ
H

の

.

想

ヨ

1
1
』
E
・
騒
脚
腕
4

K
柑

q

l
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子
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ト
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E
E
F
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-
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「われわれの仕事も外から見れば

かっこよいが 実際は日雇いの労

働者。みなさんの勝利を心からね

がっています」



残
業
で
く
た
び
れ
た
体
を
風
自
に
至
る
ま
で
徹
底
し
た
教
育
を
突
で
ま
じ
め
に
検
討
す
る
必
現
が
あ

で
癒
レ
晩
酎
を
す
る
余
裕
も
な
く
施
中
で
あ
る
が
、
自
主
活
動
の
名
ろ
う
.

改
笛
提
案
に
取
り
組
む
・
あ
る
人
の
も
と
に
時
間
外
や
自
宅
へ
持
ち
職
場
で
は
、
改
笹
に
出
せ
ず
に

は
そ
れ
で
も
間
に
合
わ
ず
、
日
曜
打
開
つ
て
の
H

活
動
u

が
目
立
っ
て
困
っ
て
い
る
人
に
ア
ド
バ
イ
ス
し

日
に
子

供

の

起

師

会

の

席

で

、

応

い

る

.

た

り

自

分

の

ア

イ

デ

ィ

ア

を

ゆ

ず

鐙
は
そ
っ
ち
の
げ
で
改
普
提
案
を
大
白
の
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
や
「
自
っ
て
や
る
と
か
、
持
ち
帰
り
n
活

せ
っ
せ
と
曾
い
て
い
た
と
い
う
・
主
活
動
」
に
対
し
て
、
沖
労
組
は
励
H

を
な
く
す
た
め
に
協
力
し
合

神
電
気
で
は
小
抽
出
回
活
動

M

n

職
働
は
硲
保
す
る
H

と
い
う
口
う
な
ど
、
会
社
の
分
断
政
策
を
の

川

十
倍
の
能
力
M

M

=

一
名
の
作
業
者
果
、
二
千
八
百
人
い
る
従
業
品
と
レ
な
か
っ
た
人
は
籾
礼
の
腸
で
必
一

O
O組
踊
が
「
デ
ミ
ン
グ
賞
」
実
で
金
問
的
に
協
力
す
る
態
度
を
り
ζ
え
る
動
き
も
目
立
つ
よ
う
に

川

に
相
当
H

H

同
じ
時
間
に
二
十
枚
作
業
時
間
が
そ
れ
ぞ
れ
四
分
の
一
ず
や
り
妓
く
た
め
に
「
決
意
表
明
」
を
め
ざ
し
て
全
社
的
に
展
開
さ
れ
示
し
て
い
る
が
、
い
ま
ζ
そ

『人
な
っ
て
き
て
い
る

・

(

本

)

ー
の
実
装
が
可
能
u

な
ど
と
、
そ
で
す
む
と
い
う
。
ロ
ボ
ッ
ト
化
が
を
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
・
て
い
る
・
ト
ッ
プ
か
ら
一
般
社
口
聞
を
大
切
に
す
る
h

と
い
う
立
場

い
ま
職
協
で
は
、
事
務
、
生
産
、
の
作
業
能
力
の
す
ば
ら
し
さ
が
う
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
で
ま
だ
大
き

現
場
を
問
わ
ず
作
業
の
自
動
化
、
た
わ
れ
て
い
る
.
世
間
で
は
常
織
な
問
題
と
は
な
っ
て
い
な
い
が
、

川

ロ
ボ
ッ
ト
化
が
進
ん
で
い
る
。
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
雇
用
不
や
は
り
街
威
で
あ
る
a

川

神
労
組
の
定
期
大
会
で
も
議
論
安
に
つ
な
が
る
の
は
確
実
で
あ
ろ

さ
れ
た
が
、
履
用
に
対
す
る
不
安
、
う
。

狙
え
、デ
ミ
ン
グ

賞

一

川

新
た
な
労
働
強
化
や
仕
事
の
変
化

沖

電
気
で
は
五
十
七
年
か
ら
五

il--

~

に
対
す
る
不
安
、
そ
レ
て
予
想
さ
年
間
に
四
工
場
(
高
崎

・
富
岡

・

ロ
ボ
ッ
ト
化
と
同
時
に
小
集
団

れ
る
労
働
災
害
へ
の
不
安
に
答
え
東
北
神
・
長
野
伸
)
の
す
べ
て
を
活
動

や

提

案

活

動

が

展

開

さ

れ

て

川

r

圃

h
M

す
・
年
の
瀬
を
館
え
て
の
首
切

九
月
か
ら
パ
l
ト
で
、
助
め
は

る
も
の
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
自
動
化
す
る
計
画
だ
と
い
う
・
そ
い
る
・

山
九
一

V
1
F
干

，

り
あ
れ
か
ら
何
年
と
指
を
お
じ
め
一
日
が
ア
ッ
と
い
う
聞
に

た

・

れ

に

よ

る

と

部

品

加

工

の

九

O

東
北
沖
電
気
で
は
改
草
富

山

i
i
J引い
J

しむ
1

1

っ

て

い

ま

す

・

す

ぎ

て

い
き
ま
す
。
お
互
い
に

あ

る

峨

霊

会

で

は

ロ

ボ

ッ

錨

豊

富

堂

書

「

日

本

一

言

ざ

し

て

い

る

が

一

回

七

二

・

栃

木

日

野

川

勝

枝

さ
ん
健
康
で
完
ば
り
ま
し
ょ
う

ト
の
噂
入
を
人
員
削
減
に
結
び
つ
六
O
揺
が
自
動
化
さ
れ
、
そ
の
結
五
十
七
年
度
一
人
平
均
百
十
二
件

"

6

d

t

h

新
し
い
命
の
誕
生
を
心
か
ら
お

・
福
岡
崎
保
太
郎
さ
ん

げ

て

考

え

る

の

は

短

絡

的

で

あ

で

全

国

第

八

位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た

…

⑤

引

tG祝
い
し
そ
新
し
い
社
会
は
重
倒
産
の
た
め
新
し
い
を

り

、

生

産

性

が

あ

が

る

か

ら

大

い

(

全

国

一

位

は

年

間

一

人

一

一

一

百

五

山

・

北
海
道
縄
谷
法
子
さ
ん

こ
の
子
た
ち
の
手
の
中
に
あ
る
に
移
り
、
今
ま
で
の
よ
う
に
、

に
結
締
な
と
と
、
と
一
笑
に
付
さ

件

)

。

川

ニュ
ー
ス
、
楽
し
く
て
あ
っ
た
の
で
す
も
の
ね
。
が
ん
ば
っ
て
自
由
が
き
か
ず
、
送
金
が
遅
れ

れ

た

と

い

う

・

一

人

十

五

件

が

鼠

低

の

ノ

ル

マ

川

か

い

内

容

で

た

の

し

み

に

し

て

く

だ

さ

い

。

て

す

い

ま

せ

ん

。

今

度

の

入

港

と
と
ろ
で
「
沖
ニ
ュ

ー
ス

」

の

だ

、

ベ

ス

ト

テ

ン

入

り

し

た

と

と

川
い
ま
す
。
体
に
気
を
つ
り
で
、

・
愛
知
渥
美
俊
雄
さ
ん

は
一
月
で
す
。

事

号

に

「

事

業

所

自

慢

の

ロ

ボ

で

い

っ

そ

う

は

ず

み

が

つ

い
て
白

川
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
・
入
会
レ
ま
す
・
パ
ン
フ
「
控

.
群
馬
橋
本
上
夫
さ
ん

ッ
ト
た
ち
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

。

僚

の

二

百

部

、

四

百

掃

を

越

す

職

…
・
東
京
佐
藤
美
息
子
さ
ん
ま
た
上
る
」
も
送
っ
て
下
さ
い
沖
の
闘
い
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
学

そ
の
説
明
文
に
H

手

動

に

比

べ

約

場

が

続

出

し

て

い
る
・
目
標
に
逮

川
は
や
い
で
す
ね
、
ま
た
年
末
で

・
千
葉

川
口
好
恵
さ
ん
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
・

い

〈

え

I
K
U
E
、

な

お

こ

N
A
O
K
O
、
せ

い

こ

S
E
I
K
O
、
じ

ゅ

ん

こ

J
U
N
K
O
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伊
円
ド
ド
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指名解雇された沖電気の仲間を支獲する会二ユース

大学と高校進学の子

どもをかかえて

夫の賃金と合わせて

もたいへん.手取り

で20万円は必要.

"事56唖F(3 ) 

II(UE.NAOI(O、SEIKO.JUNKOと
命名8ねた これ句のロポヮト"

'台で3人舎の怯・.二信守

lEヱ泊・mアマ ゾ亭スたちだ.

<;I=IKO 

嗣
凶

ニ
の
ロ
ボ
ッ
ト
ラ
イ
ン
は
プ
ッ
シ
ュ
ホ

J

川
ボ
タ
ン
ス
イ
ッ
チ
の
節
品
組
み
込
み

ね
じ
時
的
存
の
作
業
b
z
行
今
て
い
V
A
Z

す
.
ラ

ィ
J

に
立
置

5
れ
た
凹
台
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
そ

れ
F

れ
拠

r・
る
作
業
h
y
m
当

L

そ
の
作
業

能
h
M
は
川
大

一
時
閉
め
た
り
“
十
六
台
で
す
.

本
ラ
イ
ン
の
仰
八
に
よ
句
長
時
聞
の
作
業

が
で
き

A
Z

に
d
m
m
剛
恨
の
勺
む
そ
の
効
票
は

%
の
作
業
お
に
州
当
し
ま
す
・

A
P、命記ヨ

子
ど
「も
市の
吾運
提動
案宗

妥授
与毛
な

っ
て

支払内訳 控除内訳
鎗与支払 金額 控胎項目 金額

基.買量宜動骨 164.295 健康保険料 5.320 

家主握手当 0 厚生年金 5.985 

体軍手当 34.588 年金基金 2.755 

役付手当 。雇用保険料 1.122 

時間外手当 。所得税 10.280 

休出手当 0 住民税 11.110 
置制動車手当 。組合費 。
深夜手当 0 福祉基金 。
作業手当 。住宅積立金 。
研修手当 。持像積立金 。
定期券現金 ~.166 定期券代 。

住宅使用料 。
住宅金融 。
ホームローン 。
年金融資 。
土地骨思 0 
車荷 l代金 O 
駐車料金 450 

日本生命 12.506 
住五生命 1.430 
コーエ一代 4.500 

給与外支払 矧人年金 5.000 

健保給付金 。

支弘 合計 204.049 置除合計 61.668 

給与明細書

村田美s子

83年 10月

事?
Jj震;

沖
支
援
・
救
援
美
術
典

第
2
図
の
美
術
典
は
国
労
会
館
で
十
月
二

十
八
日
5
三
十
日
に
開
催
-
診
加
者
は
、
二
O

O
人
を
越
え
、
五
O
点
に
募
金
が
つ
き
ま
し

た
.

〈沖電気の社内報から〉

宅包湾 沖 BTlk.1:両
者まお 電 h 411 
俗注己 気
伸 ~ 0 ，-
!日]はを.~
で 、 ζ 士古

毒事室 議
室蕩逼 の
前で 4主
11 で作 ヨE

也震ぞ 会

湿 a・革・貸金 |寝泊作...盛岡・.. 
a‘'*・・'"別手当 |費絡手当""買手当 |手当.. ，''"';'・
43.叩01150.回01 5.0001 01 0.001 001 0 

所得II!算出Jiil i@隠さ実鱒 o ̂  
総与支払 204.049 
車・紹介料 。
定期券現物 。
持線鍵励金 。
主企佳手当(総) 。
食券現物 。
その他 B'I払 。
lJf樽合計 204.049 
社 会保険料 一15.182
定問券免続 ! 2.200 。
所得燈除針 17.382 
環視 所得割 1 186，667 

「 1 8 ei IJ 賃 金 11 
l混・賃金変勘分 8，6471!
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一

刀

一

尋

問

ゆ

一

助

4

…
刊
号

臼

カ

ネ

ミ

霊

富

山、l

一
帯
験
古

川
集金

ア
勺

一
ナ

i
ゥ

川

目

白

千

代

田

総

長

山紹

-

一
公晶君
)、

:・引委

よ

』

Z
恥

，

F
E
E
EE
E
、
、

、

山

ω月刊
“
日
千
代
田
・
沖
電
気

二
E
一

ーl
p

p

川

U
M
M
M

・
-
L
γ
/

川

支
救
す
る
会
交
流
会
(
東
京

4

街

F
唯

y
J

川

湾
視
察
)

一
F
甘

い

い

掛

ム

…

刊

日

針

共

闘

会

議

の

喜

昭
和
五
=
一
年
五
弓

川
崎
重
の
裁
量
権
解
屈
は
当
然
」
と
い

一

者

沖

電

気

争

昔

の

男

性

の

中

で

る

・

性

格

は

品

名

物

の

カ

ラ

y
風

の

卓
球
部
で
は
市
民
卓
球

γ
g
B
H豊
富

註

日

日

比

一

七

訪

れ

れ

れ

一

身

詰

百

円

十

一

ち

日

比

一

一

一

日

い

住

民

日

日

付

で

団

体

=

一

位

の

成

山

号

一

時

受

毎

造

し

て

い

る

岐

阜

工

場

へ

の

配

転

警

せ

完

ま

し

た

・

ヱ

虫

ど
、
す
と
い
早
口
で
だ
ま
っ
て
女
の
子
が
い
完
サ
ね
l
r
」
な
ば
ま
ち
が
い
な
く
カ
カ
ア
事
・

2
2
2
3日
昔

品

目

雪

警

が

M

M
q
g

4

川

を
雷
わ
れ
、

ζ
れ

を

拒

否

し

た

と

労

働

者

室

ケ

ラ

の

さ

つ

に

級

こ

の

見
て
い
る
と
叩
分
程

2
り

で

ん

て

言

っ

て

る

く

せ

に

、

結

局

そ

吉

宗

雲

口

ず

さ

み

な

が

き

水

丸

(
O
)
ス
キ

川

援
美
術
奥
歯
労
会
館
〕

し
て
解
隠
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
当
う
大
企
業
、
そ
し
て
、

ζ

れ

に

追

2

は

し
ゃ
べ
っ
て
い
る
可
す
な
お
さ
に
の
女
の
子
の
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
役
を
ら
オ
ル
グ
に
出
て
行
き
ま
し
た
・

1
は
ブ
ル
シ
ョ
ア
の
遊

山
川
月
刊
日
白

金
属
機
械
総
行
動

時

結

婚

望

で

あ

り

、

家

事

随

す

る

高

裁

判

決

を

許

す

こ

と

は

尚

一
信
一
刈

行
動
力
が
備
わ
っ
て
い
る
た
め
、
や
る
は
め
に
と
い
う
辛
い
経

年
齢

差

5
月

日

生

議

ぴ

?

な

の

で

し

な

い

。

γ月
1
日

港

区

議

事

神

間

い

し

い

九

日

出

:

江

口

iの
「

喜

一

一

慣

れ

れ

江

戸

p
u引
い

験

九

日

が

得

意

で

ω代
の

時

五

都

問

。

妥

結

町

村

魚

i
h弓同
九

九

一

一

下

川
崎
鑑
工
は
、
そ
妥
に
行
な
政
撃
の
中
、
「
守
主
」
の
毎
月

竺

沖

ト
先
で
「
ハ
イ

y」
と
行
先
の
人
し
か
知
ら
な
い
よ
う
な
歌
を
よ
県
立
玉
村
高
校
事
・

お

レ

ん

み

た

い

な

人

川

(
東
京
・
八
王
子
)
・
震

っ
た
四
五
O
O人
に

及

ぶ

大

館

人

行

な

う

門

前

カ

ン

パ

の

訴

え

に

は

の

U

場
所
も
聞
か
ず
に
出
て
し
ま
っ
て
く
歌
い
、
十
八
番
は
ハ
リ
マ
オ
で
家
族
父
母
、
弟
一
人
.
。
タ
レ
ン
ト
で
雷
う
と

川

県
の
憲
法
集
会
で
報
告
・

団

凶

減

ら

し

の

み

せ

し

め

と

し

て

、

私

た

く

さ

ん

の

人

が

協

力

し

て

い

た

誠

一山

因
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

も

あ

す

。

鍾

味

・
特
技
卓
球
(
沖
句
高
崎
田
中
硲
子

川
け
月
5
白
3
4白
神
電
気
争

争

A

に
あ
く
ま
で
配
転
を
強
要
し
、
解
だ
き
、
年
間
=
一

O
万

円

に

も

な

っ

戸

止

T
E
-
S
I
t
z
-
i‘
T
Z
Z
E
s
t
-
-
j
i
t
t
iそ
=
1
S
1
iさ
Ersaisミ
ESE-ぞ
2
2
r
E
E
T
-
-
T
j
r
i
T
i
r
-
-
T
r
i
t
z
i
-
-
-

川

撤
回
の
弁
援
団
合
宿
。

居

心

計

だ

会

社

長

す

て

は

り

臼

に

は

私

の

た

た

神

一

⑧

@

⑤

⑨

欄

鴎

臆

瞬

間

関

関

一

d
u
u
J日
時

g

る
怒
り
だ
け
で
婚
約
者
と
二
人
だ
カ
い
を
テ
l
マ
に
し
た
ミ
ュ

l
ジ

む

鋼
町
国

B
E置
圃
掴
闘
幽
園
幅
掴
E
E
'副
町
薗
掴

am凶
悶

醐

聞

置

圃

四

川

け

月
5
日

H

総
理
大
臣
の
犯

け
で
ピ
う
を
配
り
、
た
た
か
い
を
カ
ル
“
君
は
炎
の
よ
う
に
み
「
神

.
第
日
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え
は
、

薗
薗
田
幽
圃
園
田
園

E
園
圃
脂
嗣
百
島
haptF

川

罪
を
寧
つ
u

集
会
.

始
め
ま
し
た
a

そ
の
後
、
職
場
か
戸
護
団
連
絡
会
議
結
成
一
周
年
一
日
も
早
い
職
場
復
帰
を
め
ざ
お
ね
が
い
し
ま
す
・
(
近
藤
)
②
で
し
た
。
大
茂
美
代
子
、
さ
い

!
i
l
i
-
-寸
l
l汁
川
l
1
11
1
1川
l

川
目

6
日

東
伸
製
鋼
、
団
結

ら
震
か
ら
本
当
に
き
の
人
文
化
の
タ
ベ
」
の
中
で
毒
さ
れ
し

神
一員
に
お
い
て
本
裁
判

AB
V神一
5
2と
う
し
ゅ
ん
さ
く
斉
藤
容
介

小

M
ち

ひ

亡

。

た
ち
か
ら
励
ま
さ
れ
、
支
度
の
輸
大
成
功
す
る
と
と
が
で
き
ま
し
を
進
め
な
が
ら
、
多
く
の
た
た
か
通
二
丁
目
=
一
l
一
O

国
民
救
援
ま
つ
も
と
ゆ
た
か
、
松
本
秀
子
(
敏

4

・
4

川
刊
月
8
日

東
洋
酸
繁
鍛
会
・

は
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま

す

・

た

・

う

仲

間
と
連
常
し
、

川
崎
置
工
を
会
実
時
以
本
部
内
近
藤
正
博
君
称
略
)
の
五
人
に
、
図
轡
券
を
プ
東
京
・
渋
谷
区
に
あ
る
、
生
協

「は
た
ら
く
」
を
敏
速
に
会
員

川
刊
月
間
目

崎
玉
支
鐙
共
闘
会

神
戸
地
紋
で
は
、
全
面
勝
利
す

神
戸
で
も
関
句
、
全
税
関
、
ネ
職
場
と
地
峨
か
ら
包
関
す
る
、
ょ
を
守
る
会

雷

(
O
七
八
)
一
一
一
五
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
・
次
回
は
第
会
館
に
勤
め
る
仲
間
が
、
「
支
鐙
に
配
っ
て
く
れ
た
り
、
半
年
に
一

川

織
結
成
抽
出
会
(
一
三
五
O
入、

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
大
阪

y

ス
ル
な
ど
多
数
の
争
習
が
た
り
大
き
な
た
た
か
い
を
す
す
め
て

7
2ハ
七

七

・

写

で

て

あ

な

た
の
応
募
喜
す
る
会
」
を
発
足
さ
せ
て
、
も
う

回
は

必

ら

ず

開

催

す

る

「

沖

電

気

品

川

募
金
士
一
一
万
円
霊
会

話
殺
は
今
年
四
月
「
配
転
は
会
社
た
か
っ
て
い
ま
す
・

い
ま
す
・

C
支

磁

を

よ

ろ

し

く

、

っ

て

ま

す

・

三

年

・
現
在
で
は
、
一

O
O人
を
の
仲
間
と

の

交

流

会

」

に

た

く

さ

ろ

川

館
)
・
支
救
す
る
会
「

g娘

i

'
 

乙
え
る
会
H
H
に

な

っ

て

い

る

・

所

ん

の

人

が

集

ま

る

よ

う

に

、

心

を

引

川

県
支
部
」
の
集
会
・

事
大
宮
(
と
も
に
、
崎
玉
県
)

〈

ば

っ

て

く

れ

た

り

・

余

較

で

跡

γ月
刊
白

神

霊

童

八

王

に
転
勤
に
な
っ
た
り
、
配
転
も
多
す
が
と
の
会
は
、
お
寿
司
が
出
て

人

川

子
集
会
(
狭
間
公
園

・
二
八

5

H
 

い
、
そ
ん
な
生
協
支
部
の
会
計
担
争
縫
団
の
仲
間

に

人

気

が

あ

る

.

ら

川

O
人
)

当
が
、
ち
ひ
ろ

さ

ん

で

す

。

「

神
電
気
の
指
名
解
履
が
、
簡

前

川口
H
月
ロ
日

浅
利
・

中
山
さ
ん

九
帳
面
で
真
面
目
な
、
ち
ひ
ろ

単
に
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
働
く
者

防

山

仕
事
差
別
事
件
の
都
労
愛
・

ー

'

さ
ん
は
、
「
た
い
し
た
支
盤
も
で

の
生
活
は
守
れ
な
い
・
必
ら
ず
勝

L

川
刊
月
日
白

人
帽
を
考
え
る
北

き
な
く
て
す
い
ま
せ
ん
」
と
い
っ

利
さ
せ
た
い
」
と
、
生
協
会
館
支

出町

川

区
民
集
会
(
東
京
)
に
参
加

色
鮮
の
望
書
う
が
、
護

団

部

の
、
他
の
幹
堂
、
今
日
も
、

制

γ月
昔

前
橋
裁
判

の
子
ど
も
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
が
ん
ば
る
ち
ひ
歪
C
ん・

山
円
月
何
回

マ
ス
コ
ミ
総
行
動

い
つ
も
沖
電
気
の
仲
間
の
取
を
特
伎
の
カ
メ
ラ
で
も
、
沖
争
議

川
刊
月
間

日

沖
電
気
東
京
地
区

心
配
し
て
く
れ
る

.

を

峨
り
続
り
て
ほ
し
い

.
(
I
)

川

昼
休
み
抗
議
集
会
(
七
百
)

鰻 襖警警

(4) 

「
合
理
化
」
の
た
め
に
み
せ
し
め
|

M56電量

(28) 

神 iJlI
戸.崎
工:重
湯i工

支援する会に入会しよう (会費 1ロ200同/月)

?
〉
付
l
ド

に
よ

3
と

す
性

紅
白白胃血

抗
争
勺
，
〈
ぽ

:

1963年 12月 1日

近
藤
正
博
さ
ん
m

進さん

⑦ 

箕輪

an騎

ろ
さ
ん
(A
M
V)
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5万人の 「支援する会Jを

私たちは生きる憎利、働〈緬利を守るために沖

電気の仲間を物心両面から励まし、耳、す1桝 IJさせ
たいと l官、います。困雌主張期の闘いも予想されま

すので、一人でも多〈の方がこの「会」に加入し

全面勝利を闘いとるまでご支援くださるよう 心か

らよびかけます。(r支緩する会J よびかけより)

会費 1口 200円/月

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

発支援する会事務局

行事務所東京都港区三田

所 3-2-20 

電話 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240

加入者名 沖電気の不当解聴

を撤回させる会

第 57号

198 4年

1月1日

国1蹴日|

買害5'ア哩事(1) 

か

ね

こ

て

る

と

)

金
子
輝
人
さ
ん
鴻

温
好
な
性
格
だ
が
、
不
正
に
対
し
て
は

一
歩
も
譲
ら
な
い
.
沖
電
気
労
組
品
川
支

部
の
執
行
委
員
選
挙
に
立
候
補
し
、
選
挙

活
動
中
に
ピ
ン
ク
の
ス
l
ツ
を
着
る
な

ど
、
フ
ァ
ァ
シ
ョ
ン
に
も
う
る
さ
い
.
ス

ポ
ー
ツ
は
好
き
で
、
プ
ロ
野
球
で
は

n
ト

ラ
キ
チ
u
.
自
ら
が
サ
ッ
ク
ス
を
奏
で
る
、

音
楽
好
き
。
身
長
一
六
O
句
体
重

ω旬、

山
口
県
立
小
野
田
工
業
高
校
勾
神
電
気

に
は
在
職
九
年
.
大
田
区
在
住
の
利
を
生

か
し
、
そ
ζ
を
主
戦
場
に
、
が
ん
ば
る
.

H

や
き
そ
ば
M

な
ど
露
庖
も
プ
ロ
級
に
.

在現

ん

9
・
6

m
裕

1

u

u
智

何

園育畢、U洗歳れ生

ん

1

mγ

9
 

ち

り

み
美ゅ由ま真

主j

ん
ニ子
主由
山
(27歳}

相
原
勝
幸
く
ん

。
百
年
7
月

μ日
生
れ
.
勝
奨
さ
ん
、
幸
雄
さ
ん
、

の
両
親
二
人
が
沖
電
気
争
強
固
.
勝
幸
は
、
争
議
に

早
く

d
p
っ
て
H

幸
せ
u

に
と
言
っ
て
、
両
親
か

ら
一
字
づ
つ
も
ら
っ
た
も
の
.
姉
(
喬
利
)
4
歳
の

4
人
家
族
・
「
健
康
第
一
に
」
が
両
親
の
願
い
・

か

つ

の

ゆ

か

鹿

野

由

香

〆

。
百
年
8
月
2
日
生
れ
・
父
は
沖
電
気
(
八
王
子
)

に
働
く
譲
治
さ
ん
.
母
が
争
諸
国
の
サ
ダ
子
さ
ん
.

自
n
白
u

が
香
u

る
よ
う
に
と
、
名
前
が
つ
け
ら
れ

た
.
兄
(
健
一

)
6歳
と
4
人
家
族
.
正
義
を
愛
す

る
心
優
し
い
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
、
親
が
願
う
.

川

一

四
十
二
年

川

上

回

、

前
に
、
日
本

…

!

・

『

」

が
太
平
洋
戦

川

叫

叫

告

別

争
(
日
本
人

川

』

C
ミ
J
F

だ
り
で
死
者

川

H
J
L
は
、
=
一

0
0

川，

a万
A
O

に
突

川
入
し
た
、
十
二
月
八
日
付
の
朝

川
日
新
聞
の
朝
刊
に
五
段
の
意
見

山
広
告
|
|
き
ょ
う
は
「
永
久
に

川
不
戦
を
醤
う
目
」
で
す
・
ー
ー
が

川
載
っ
た
V
再
び
併
す
な
斑
京
大

山
空
襲
/
下
町
反
戦
平
和
の
鈍
い

川
実
行
委
員
会
が
募
金
に
よ
り
ア

川
γ
ピ
1
ル
し
た
も
の
だ
.
賛
同

川
団
体
の
中
に
神
電
気
争
諮
問
の

川
急
前
も
あ
っ
た
.
指
名
解
庖
は
、

川
労
働
者
の
生
き
る
栂
利
を
苔
定

山
す
る
も
の
で
、
平
和
に
生
活
す

川
る
粗
利
を
奪
う
、
も
っ
と
も
鋭

川
い
形
の
戦
争
に
反
対
、
平
和

川
を
/
沖
電
気
争
議
団
が
強
く
叫

山
ぷ
ζ
と
に
共
感
し
た
V
沖
電
気

山
の
伸
聞
は
「
平
和
委
員
会
」
を
作

州
り
、
原
爆
パ
ネ
ル
展
示
や
署
名

川
運
動
な
ど
を
毎
月
一
回
は
行
つ

山
て
い
る
.
事
務
所
に
は
H

平
和
の

川
本
棚
M

も
あ
る
.昨
年
の
夏
に
は

川
「
平
和
の
た
め
の
合
宿
」
も
V
ア

川
メ
り
カ
が
レ
バ
ノ
ン
で
シ
リ
ア

川
昭
の
陣
地
に
爆
撃
を
し
た
り
、

山
グ
レ
ナ
ダ
へ
侵
略
ア
メ
リ
カ

州
が
戦
争
を
ひ
ろ
げ
て
い
る
の
で

州
は
P
と
危
機
感
が
大
き
く
な
る

川
昨
今
・
酬
明
晶
と
言
え
ば
H
W
柏戦

川
争
u
だ
.
地
球
上
に
、
厳
ミ
サ

川
イ
ル
の
遮
地
股
鑑
も
急
だ
V
白

川
本
政
府
が
、
福
祉
や
教
育
を
切

川
り
捨
て
て
富
鉱
の
道
を
歩
む
の

川
は
、
人
泊
上
も
許
し
難
い
と
と

州
だ
と
思
う
の
は
、
国
民
全
体
の

川
声
で
あ
ろ
う
V
八
0
年
代
も
五

州
年
目
・
平
和
に
生
き
る
椴
利
を

山
守
り
発
展
さ
せ
る
運
動
に
、
神

川
電
気
の
伸
聞
の
奮
闘
を
一
周
期

川
待
す
る
.
モ
の
第
一
が
「
指
名

川
解
屈
の
撤
回
」
で
あ
る
.
(
嫌
)
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iaaa霊
草
川
「
労
働
護
員
会
で
勝
つ
た
め
行
制
度
活
用
の
新
し
い
健
二言一
を
「
嘗
面
は
何
通
必
凄
か
」
「
申
川

ぶ
B

id
-
一々回

同

ヂ

ト

ト

h

い
に
す
ぐ
に
役
立
つ
新
マ
ニ
ュ
行
っ
て
い
る
も
の
・
労
働
零
封
レ
立
て
の
内
容
工
夫
さ
な
川

γノ
位

、
岨

川

ア
ル」

|

と
ユ
-
丁
ク
な
閥
会
闘
争
の
進
め
方
に
関
す
る
マ
ど
を
強
調
・
塁
手
続
き
で
は
川

!

-

m
m
Z
一
言
き
曹
が
、
大
阪
で
発
刊
ニ

ュ
ア
ル
(
手
引
き
曾
)
の
作

「
争
点
主
を
作
成
さ
せ
、

川

』

γ
M
m
一

川

さ

れ

た

・
出
版
は

「
労
働
寮
員
成
は
全
国
で
も
初
の
試
み
で
あ
積
一
簡
に
現
地
澗
査
を
」
と
教

川

tw
料

動
日

一
会
の
民
主
化
を
進
め
柔

霊

る

・

一

m・
密
閉
で
は
「
話
器
の

川

剃
U
4
割

…

絡

会

」
(
代
表
言
・
本
田
淳
内
容
は
、
重
労
働
行
為
の
申
し
立
て
」
な
ど
を
活
用
し
、

…

色

F
E

が

川

亮

、

大

阪

市

大

大

衆

闘

争

や

緊

川
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ど
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気
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、

平
和
を
守
り
ぬ
き
ま
し
ょ
う
.

(

要
旨
)

デ
モ
発
起
人
後
藤
均
平

香
取
崇
子

下
飯
坂
ヨ
シ

202 



山--三-----EE--一==一一一一一-E-BEz-
-==一一一一
--z
-一一

--ZE--一
一

三

一

-

一

一

一

三

三

一

一

川

だ

ね

-

川

V

…

指

名

解

雇

か

ら

六

度

目

の

正

月

。

い

ま

一

現
に
今
だ
っ
て
、
乙
れ
か
ら
の

V

リ

訪

臥

蜘

醐

同

一

…

沖

電

気

の
職

場

で

は

、

ど

ん

な

会

話

が

さ

…

=
一
年
後
の
昭
和
六
十

一
年

度

は

宛

脚

ヘ

，

/

ん

同

盟

諸

一

一

一

川

上

五

、

0
0
0億
円
、
利
益
=
一0

・

剛

志

岨

f
ん

/

田

J

i
-
-i

一

れ

て

い

る

の

で

し

ょ

う

か

?

「

支

援

す

る

州

注

剤

師

，

d
i

」
刊

、

川

O
億
円
と
い
う
目
療
を
発
表
し
て

世

間駄

ム
J
Lハ
」

、

会

」

の

会

員

の

A
さ

ん

と

、

職

場

の

B
さ

川

い

る

・

品

目

デ

l
m障同町
l

t

~

売

高

官

四

虹

〆

/

け

4
E

事
ィ

一

、

ん

の

会

話

で

す

ロ

川

O
B

そ
れ
だ
け
の
見
通
し
を
持

の

国

一

，

P
州

T

」

7

、

気

a

A

M

m

x

o

'『
/

川

レ

リ

」
7

U

叶一一一
-一-
--
--一一-一---一一-一一一--
--
-一一一一--
--
一一一一一一-
--一-一一一一-一-
--一一一一一
一--
-一一一一一一-
--一一一一一一-
-日

ち
な
が
ら
首
切
り
す
る
な
ん
て
ど

電

4

心

叫

ザ

r
」
渦
帥
唱

一

)

沖

一

一

目

b
u・R
よ

織

い

」

7

司

羽
7rwな
さ

司

南

一

¥

に

う

い

う

と

と

な

の

か

レ

ら

・

↑

ト

ぐ

捌

;

t

f

f
」
川

，

1
・

叶

J
・

0

な
ζ
と
で
は
な
い
よ

.

-A
だ
い
た
い
希
望
退
職
の
時

:

川

)

dMIh木
い

」

匂

布

市

佐

町

1

2
4
h

む
し
ろ
ベ
テ
ラ
ポ
い
な
く
な
の
文
窃
に
一
一
一
年
後
の
電
気
一

o

l
i
-
-ト
|

|

|

ド

|

|

し

一

号
/ヘ
リ
AT
AJ41

;
?

Z

Z

4
J
b
r叫
A
V
J
JんM
Z

V

J

J

っ
て
仕
窃
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ

O
周
年
(
昭
和
五
十
六
年
)
に
は

2

l

況

、

O
B

A
さ
ん
、
し
ば
ら
く

固

の

人
た
ち
に
H

勇
退
し
て
も
ら
た
り
、
工
数
不
足
に
な
っ
て
外
注
売
上
一
、
七
O
O徳、

利
益
八
五

「刈

当

μ
J
U
J
u
-」
川
|
「

川

4
川

」

刷

べ

一
日
露

一

回
一
四

一
凹
1

一
川

一
間

=日

1

一
率

、

五
年
前
の
指
名
解
屈
の
と
き
会
わ
な
け
れ
ば
経
営
が
な
り
た
た
な
が
増
え
た
り
、
従
業
員
の
心
の
奥
憶
と
い
う
史
上
段
高
を
め
ざ
す
と

一
リ
十

一
8

一
日

一
叩
+
一
引

一
附

一
川
?
一

閣

~

祉
は
人
口
重
を
し
な
い
ま
註
い
と
は
と
て
も
い
え
な
い
数
字
だ
き
傷
が
残
っ
て
む
し
ろ
一
職
場
の
い
っ
て
い
た
し
ね
・
し
か
も
と
の

一
百
四

一

1
一
回
月

一
例
月

一
位
月
一
回
同
一
世
一

一-

は
つ
ぶ
れ
る
と
い
っ

て
い
た
わ

Q

Z

精
神
的
に
荒
れ
た
と
思
う
・
数
字
は
少
な
め
に
し
た
と
・

ζ
れ

「

|

「

|

「

|

「

|

「

|

「

ト

ト

し

一

ね
・
仮
定
の
話
な
ん
だ
け
ど
、
一
、

O
B

だ
け
ど
、
裁
判
で
合
理
化
金
銭
的
に
も
一
、
=
一
き
人
の
ほ
ど
ひ
ど
い
首
切
り
は
ち
ょ
っ
と

・
A

そ
の
裂
に
は
ロ
ボ
ッ
ト
や

O
B

A
さ
ん
は
援
の
中
に
い

一

三
五

O
人
を
監
理
し
な
か
っ
た
ら

の

ね
ら
い
は

「
従
業
員
の
意
織
改
人
件
費
が
節
約
で
き
た
わ
け
で
は
例
が
な
い
ん
だ
よ
ね
・

自

動

段

械

の

導

入

、

外

注

化
の
推
て
争
犠
支
一
銭
を
し
て
お
ら
れ
る
わ

~

刊

気

れ

れ

訪

れ

れ

十

一

一

一

一

日

時

計

北

川

山

内

守

の
イ
メ

『

合

理

化

」

♂

べ

一公

間
一
一
九
九
日
一
一
時
吋
け
ど
圧
力
も
あ
る
ん
で
し
ょ

…

b

f

f

J

A

1

4

f

メパ

JS・庁すム

T
L
、

j

営
震
を
み
た
随
闘
で
い

2
、
く
よ
う
に
な
っ
て
そ
の
結
果
売
上

O
B

差

異

毒

素

益

力

均

一

で

し

Z
J0・

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
販
売
な
ど
の
外

・
A

そ
り
や
す
ご
い
ね
・
細
か

へ

そ
う
い
う
主
張
は
全
く
成
り
た
た

げ
も
利
益
も
増
え
た
と
い
う
霊
ふ
え
る
乙
と
を
見
越
し
て
い

E

ri
s
ゑ
譲
受
J
r

議

注

、

つ

ま

り

躍

か

ら

問
販
へ
の
く
い

2
き
り
が
な
い
け
ど
、
裁

一

な
い
ね
・

は
な
い
か
し
ら

.

レ

ら

・

官

首

切

り

の

語

、

も

議

そ

の

ほ

か

に

宮

需

要

望

新

転

換

な

ど

全

面

的

だ

・

器

著

書

に

仕

事

を

と

り

あ

一

一
、
三
五
O
人
の
人
件
被
差

-
A
う
ー
ん
、
会
社
側
の
立
場
・
A

重
量
需
要
員
入
社
員
を
入
れ
て
い
た
と
い
う
話

会

社
を
作
っ
た
り
、
関
連
会
社
で

O
B

小
集
団
活
動
も
合
理
化
後
げ
ら
れ
た
り
、
賃
金
差
別
仕
事

一

間
約
四
十
億
円
と
し
て
毎
年
の
経
の
人
が
そ
う
い
う
言
い
方
を
す
る
品
の
八
O
躍

は

受

注

生

産

で

納

入

だ

け

ど

・

も

人

を

ふ

や

レ

て

、

沖

グ

ル

ー

プ

に

始

め

た

ん

で

し

ょ

う

・

差

別
、
段
近
は
レ
ク
リ
エ
l
シ
ヨ

ベ

常
利
益
か
ら
と
の
額
亭
差
し
引
い
の
を
耳
に
す
る
り
と
・
ぼ
く
は
言
ま
で
早
く
て
四
カ
月
、

長
い
も
の

・
A

全
く
驚
く
べ
き
こ
と
に
翌
と
し
て
は
五
0
0
0人
以
上
の
従

・
A

そ
う
な
ん
だ
・
般
初
は
三
ン
な
ど
の
場
か
ら
も
排
除
す
る
動

~

て
も
な
お
か
つ
利
益
を
あ
げ
て
い
い
た
い
ん
だ
け
ど
、
沖
電
気
の
労
だ
と

一
年
以
上
な
ど
と
い
う
の
も
年
に
妻
女
子
二
六
人
を
採
用
費
支
え
て
い
る
だ
ろ
う
ね
。
高
で
一

O
O
億
円
を
生
み
出
そ
き
も
目
立
っ
て
き
た
ね
・

一

る
。

働
者
は
お
っ
と
り
し
て
い
る
な
ど
珍
ら
し
く
な
か
っ
た
。
亡
く
な
っ
し
、
大
率
約
八
O
人
を
関
連
会
社

O
B

そ
う
す
る
と
、
沖
電
気
だ
う
と
い
う
と
と
だ
っ
た
が
、
昨
年

O
B

ひ
ど
す
ぎ
る
ね
・

(

指
名
解
屈
に
な
っ
た
約
三
O
O
と
言
わ
れ
て
い
た
が
昔
だ
っ
て
よ
た
三
宅
社
長
は
M

神
風
が
吹
い
た
M

神
ソ
フ
ト
へ
偽
装
入
社
さ
せ
て
い
け
は
人
は
地
え
な
い
で
、
売
り
ょ
に
入
っ
て
か
ら
全
社
的
Q
C
を
め

・
A

で
も
、
沖
電
気
争
磁
も
前

~

人
に
限
っ
て
み
る
と
年
間
の
人
件

く
働
い
て
い
た
。

裏

が
か
わ
っ
と
言
っ
た
け
れ
ど
、
雲
程
度
の

た

げ

や

利
益
は
ふ
え
た
と
い
う
ζ
と
ざ
す
と
い
う
形
で
や
ら
れ
て
い
る
を
て
る
し
、
差
別
も
成
り
立
た

一

控

十

憾
円
以
下
だ
ろ。

ζ
れ
ら

て

売
上
げ
が
地
え
る
と
い
う
義
見
通
し
を
も
っ
て
い
た
の
は
確
か
そ
の
霊
か
ら
は
大
っ
ぴ
ら
。

ね
・

ん

ぺ

な

く

な
る
と
思
う
ね

・

一

19S4年 1月 1日指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

V
田
村
笛
子
さ
ん

(東
京
・
中

央
区
労
@
衣
期
。

V
民
放
労
連
東
京
支
部
述
、
婦

人
部
衣
類
.

V
荒
木
貞
市
さ
ん

(山
形
)
り

ん
ご

一
箱
。

第~57 哩雪(3 ) 

V
大
橋
モ
ト
さ
ん
(
東
京
)
子

ど
も
た
ち
の
手
づ
く
り
衣
類

V
梅
原
昌
晴
さ
ん
(
長
野
)
り

ん
ご
一
箱
。

V
田
丸
美
都
子
さ
ん
(
兵
庫
)

図
曾
券
.

V
鈴
木
佑
治
さ
ん
(
東
京
一

・
八

王
子
)
本
・

V
下
村
二
郎
さ
ん
(
理
学
電
線

労
組
)
本
、
衣
類
.

V
井
川
昌
之
さ
ん
(新
聞
労
連
、

東
京
地
連
)
ベ
ビ
ー
カ
ー
な
ど
.

V
鎌
田
弘
之
さ
ん
(
筒
玉
)
衣

類
な
ど
.

V
日
本
電
気
、
沖
支
援
す
る
会

砂
糖
。

V
ソ
ニ
l
、
沖
支
援
す
る
会

お
梨
子
、
ビ
ー
ル
な
ど
.

V
井
手
さ
ん

(神
奈
川
)
り
ん

ご
、
の
り
、
魚
.

V
高
橋
抵
雄
さ
ん
(
福
島
)
り

ん
と

一
箱
.

V
吉
本
銘
三
さ
ん

(
東
京
)
図

轡
券
.

解雇のうらで新規採用

経営危機で最高の利益

••• 
V
西
尾
和
子
さ
ん

(千
葉
)

じ
ゃ
が
い
も
一
箱
.

V
提
さ
ん
(
連
合
通
信
社
)
ケ

ー
キ。
v
=
一
尾
さ
ん
(
代
々
木
病
院
)

音
楽
鑑
泊
券
。

V
村
田
栄
法
さ
ん
(
東
京
)
衣

類。V
吉
村
さ
ん
(
束
簡
保
)
米
.

V
佐
藤
勝
義
さ
ん

(
背
森
)
り

ん
と

一箱。

V
白
井
さ
ん

(住
都
労
本
社
)

ビ
タ
ミ
ン
剤。

V
新
堀
さ
ん
.
漆
原
さ
ん
(
斑

京
証
券
取
引
所
労
組
)
レ
コ
ー

ド
、
衣
類
、
ザ
y
ク
な
ど
.

V
飯
田
康
男
さ
ん
の
突
家
(
腎

森
)
帆
立
貝
、
り
ん
ご
.

V
平
林
さ
ん
(
ワ
シ
ン
ト
ン
靴

労
組
)
衣
料
刷
.

争
冬
期
の
物
資
販
売
で
は
、
松

山
赤
十
字
の
仲
間
が
売
上
げ
四

+
万
円
を
越
え
る
な
ど
、
全
国

各
地
か
ら
の
支
綾
あ
り
が
と

-つ。争
募
金
で
は
、
東
京
・
中
日
新

聞
の
藤
井
さ
ん
の
お
子
さ
ん
か

ら
、
貯
金
箱
に
ギ
ッ
シ
リ
の
お

金
・
ま
た
神
奈
川
の
伊
藤
恭
子

さ
ん
か
ら
は
例
年
の
ご
と
く
百

円
玉
や
一
円
玉
で
六
千
円
を
超

え
る
な
ど
、
熱
く
」
出
い
M

カ

ン
パ
が
届
き
ま
し
た
・

これが解けなきゃ

沖争議に勝利はない

『左
の
パ
ズ
ル
の
二
極
マ
ス
の
文
字
を
、
組
み
合
わ
せ
て
、
一
言

熊
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
』

・
答
は
、
ハ
ガ
キ
に
白
い
て

「支

援
す
る
会
事
務
局
」
へ
、
お
送
り
く
だ
さ
い
。一

月
二
O
日
ま
で

到
部
分
か
ら
、
正
解
者
五
人
に
、
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

な
お
、
正
解
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
し
ま
す
。

+
出
問
者
は
、
東
京
都
教
臓
員
組
合
の
百
瀬
邦
掌
さ
ん
で
す
。

A
ヨ
コ
の
力
ギ

V

5

、
小
郷
と
立
容
の
あ
い
だ

1
、
今
年
は
い
く
ら
か
な
?

4

、
能
で
使
う
音
楽

4
、
縁
起
よ
い、

ナ
ス
ビ
、
タ
力
、

5
、
一足
乳
の
汁
の
上
皮
を
ほ
レ
た

臼

土

食

品

7
、
ゴ
ホ
ン
、
ゴ
ホ
ン

6
、
丸
い
ボ
ー
ル
紙
の
遊
び

8
、
静
岡
名
産

B
、
約
束

守
、
朝
、
昼
、

(

)

叩
、
地
質
時
代
、
百
世
代
中
頃
の

ω、
「
正
月
に
は
帰
る
よ
」
と
(
)

時
期

(

)
期

ロ
、
(
)
特
急

什
、
川
の
上
流
に
住
む
魚

川同、

玄
関
に
飾

る

泊

、

(

)
い
き
お
い

市、

国
民
い
じ
め
の
軍
拡

(
)

M
、

(

)
、
銀

げ
、
万
年
も
生
き
る

げ
、
偲
像
に
よ
り
作
り
だ
す
も
の

円
、
辰
、
巴
、
(
〉
、
宋

旬、

幸
運
に
む
か
う
ζ
と

加

、

正

則

の

反

対

初

、

戦

争

の

な

い

(

)

な

日

本

位
、
ニ
っ
そ
ろ
っ
て
一
組
の
も
の
を

お

、

代

表

が

集

ま

っ

て

引

、
う
な
が
し
す
す
め
る
と
と

M
M
、
諮
り
っ
と
う
東
京
大
(
)

辺
、
(
)
払
い

初
、
プ
リ
の
小
さ
い

頃

お

、

県

様

、

(

)
、
町
議

初
、
(
)
を
か
つ
ぐ

U
、
も
み
じ

お
、
大
み
そ
か
の
夜
か
ら
出
か
け
泊
、
父
、
(
)

泊
、
と
存
じ
(
)
の
寅
さ
ん
か
、
(
)
を
冷
や
す

A
タ
テ
の
力
ギ
V

引
、
下
呂
隠
泉
の
あ
る
mm

1
、
に
し
め
、
き
ん
と
き

M

州、

(
)
男

2
、
白
く
て
撲
し
い
偽

203 



銀
{
門
司
監
督
官
庁
で
あ
る
通
産
省
成
功
さ
せ
、
沖
電
気
を
追
い
つ
め
伽
}
「
ζ
ん
な
純
朴
な

川

そ
し
て
、
神
電
気
そ
の
も
の
に
対
る
こ
と
が
、
で
き
ま
し
た
。
ど
聞
齢
人
が
解
雇
さ
れ
る

川

し
て

n
争
議
の
解
決
を
す
る
た
め
厳
し
い
締
め
つ
け
の
続
く
丘
四
匝
な
ん
て
、
ほ
っ
と
川
け
月
間
白

神
電
気
東
京
工
場

の
交
渉
に
応
じ
ろ
u
と
、
連
続
し
電
気
の
職
場
の
中
で
、
解
庖
撤
回
崎
岨
繋
岨
け
な
い
」
と
入
会
川
昼
休
み
抗
議
集
会
1

日
電
子
白

て
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
闘
争
を
職
場
に
広
げ
る
蹄
い
と
し
叩
叫
蕩
.
さ
れ
た
、
山
本
さ

川

沢
さ
ん
出
版
記
念
集
会

(自

東
京
、
埼
玉
、
群
馬
の
す
べ
て
て
の
H

裁
判
傍
聴
を
理
由
と
す
る

m

a
司
ん
が
、
会
員
一
万

川

本
電
気
の
光
と
陰
)
・
カ
ネ

の
広
士
銀
何
百
二
十
六
支
庖
に
浅
利
さ
ん
、
中
山
さ
ん
の
仕
事
差
町
四
千
人
目
で
す
。
お
母
さ
ん
が
川
ミ
総
決
起
集
金

対
し
て
、
ま
た
九
月
三
十
日
に
は
、
別
u

の
闘
い
も
、
東
京
都
労
働
委
町
ス
モ
ン
忠
者
で
、
熱
心
な
ノ
1

川
刊
月
引
日

日
比
野
(
天
野
さ

東
京
総
行
動
の
中
で
、
富
士
銀
行
員
会
で
、
山
場
を
迎
え
て
い
ま
す
。
…
モ
ア
ス
モ
ン
の
運
動
家
で
も
あ

川

ん
)
の
就
労
激
励
・

本
庄
に
、
三
千
五
百
人
の
支
援
で
、
今
、
政
府
独
占
資
本
が
、
平
和
、
時
打
孟
す
・
早
期
に
二
万
人
の
会

川
什
月
M
日

n
通
産
省
と
沖
電

解
決
を
迫
り
ま
し
た
・
い
の
ち
ぺ
働
ら
く
檎
利
に
対
し
て
、
山
員
に
し
て
、
早
期
の
勝
利
を
/
川
気
u
第
4
号
ピ
ラ
宣
伝
・

大
企
業
優
穴
政
治
の
中
核
で
す
さ
ま
じ
い
H

攻
撃
M

を
、
か
け
引
か
ら
も
う
二
年
・
今
年
は
行
政

川
竹
月
お
日

飯
高
裁
包
囲
の
一

あ
り
、
沖
電
気
に
対
し
て
も
、
手
て
き
て
い
ま
す
目
別
区
ご
と
に
、
連
絡
会
や
交
流
会
川
日
行
動

厚
い
媛
助
と
指
導
を
行
っ
て
い
る
そ
の
厳
も
鋭
い
形
で
あ
る
生
首
即
を
組
織
し
、
会
員
拡
大
に
力
を
川

竹
月

μ日
東
京
争
議
研
究
会

通
産
省
に
対
し
て
は
、
週
一
回
の
を
飛
ほ
さ
れ
た
者
と
レ
て
)
心
底
岬
注
ぎ
ま
し
ょ
う
・
川
第
十
七
回
例
会
。
度
鼻
血
衡
器

今
年
は
、
必
ず
勝
利
レ
、
職
場
ピ
ラ
入
れ
を
開
始
し
ま
し
た
。
膨
か
ら
の
怒
り
で
、
敵
に
迫
り
た
い
-

m

A
お
詑
ぴ
V
「
は
た
ら
く
」

川

勝
利
笠
宮
(
浦
和
)
・

庚
ろ
》
マ
と
い
う
強
い
決
意
で
、
大
な
補
助
金
に
端
的
に
現
わ
れ
て
同
時
に
、
全
て
の
国
民
の
み
な
さ

明
日
号
の
発
送
で
、
会
費
納
入
情
川
刊
月
刊
日
目
配
転
拒
否
解
雇
の

六
回
目
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
・
い
る
通
産
行
政
の
あ
り
β
を
問
う
ん
の
邸
い
と
迎
帯
を
強
め

『今
年
問
況
を
添
付
し
ま
し
た
が
、
何
人
川
田
中
さ
ん

(
神
電
気
)
裁
判
。

五
年
間
、
み
な
さ
ん
の
暖
か
い
と
闘
い
と
し
て
も
、
発
展
レ
つ
つ
あ

ζ
そ
』
の
決
意
で
、
闘
い
抜
く
決
町
か
の
人
に
ま
ち
が
っ
た
物
が
届
川
明
圏
一
宮
i
t富
司
会

y
j

支
援
に
支
え
ら
れ
て
、
闘
い
は
、
り
ま
す
。

意

で

て

…

い

て

、
ご
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
・

…
一組

伊

一

ゑ

J

…一

発
展
し
て
き
ま
レ
た
ロ
こ
う
し
た
背
景
攻
め
の
上
に
、
み
な
さ
ん
の
引
き
続
き
の
、
と
ご
号
以
一
面
の
本
文
で
、
相
原

川
議

等

雪

山

昨
年
の
秋
に
は
、
共
闘
会
議
の
沖
電
気
に
対
し
て
、
十
一
月
一
一
十

革

、

と

指

導

を

よ

ろ

レ

く

お

ね

て

ん

の

実

家

は

、

警

は

な

場

関

欝

軒

町

指

導

も

得

て

、

背

景

資

本

の

怨

士

九

日

に

は

、

八

百

人

の

昼

デ

モ

を

、

が

い

し

ま

て

叩

く

宮

城

に

訂

正

し

そ

諸

説

醐

r
一
一的

J
弘
耐
飽
潤
嗣

-m
m

曲・Eg
四人

;
;
f
i
t
s

川成
章

一則

最
悪
審
議
按
務
@
毎
事
険
定
…

t手
一

位
』
バ
ギ

MLdgbyTdyパ叫がす
5
S
2
2
9内
明

:
'
E
E
-
-
4
4
E
j

川似
て
蜘
話
r
r
L

1
4IJs--麹-
一

認

吋

一

(

東

京

・

港

区

)

川

竹

月

m日
沖

電
気
争
議
喜

一

1ha-----同率
二

蜘
¥
問

中

山

半
日
行
動
(
朝
ピ
ラ
↓
沖
本

一

事

院

隣

組

・

『

園

二

札

、

ご

東
京
港
に
入
る
、
輸
出
入
貨
物
永
井
さ
ん
は
、
ひ
か
え
目
・

川

社

抗

議
↓
昼
デ
モ
・
八
O
O

J

1凶
・

・

・

園

田

、

ぷ

胡

込

の
運
賃
を
霊
す
る
た
め
に
、
容
昼
休
み
に
行
な
わ
れ
る
、
富
山
人
)
・
サ
ン
ス
イ
雲
・

B3
a一リ
司

a圃
圃
・
・
圃
圃

E'
紙

切

‘

験
静
酔
温
〓

m

ら

積

、

重

量

測
定
し
、
証
明
す
る

気
本
社
抗
議
行
動
な
ど
へ
は
、
少

川
刊
月
初
日
八
王
子
裁
判
・

引
Ga曙
覆
面
闘

C
4
主
仕
事
を
し
て
い
る
伸
間
が
作
っ
て
し
泣
い
の
で
、
タ
ク
シ
ー
で
か
け

川

口
月
1
日

ス
モ
ン
一
日
露

関

〆

》
凶
司

a，
畿

圏
冨
岡

ι瞬齢
眠
由
・
怠

た

一
「

58
4
J削
除

v
.
.
 ，Eり
い
る
、
三
十
八
人
の
支
部
で
て

つ
げ
て
く
れ
る
な
《
あ
ら
ゆ
る

川
ロ
月
2
日

金
属
機
械
総
行

一

-
np幽
'
S噌
・

'
P
E
円

『沖
電
気
は
、
職
場
が
近
い
の
雲
に
露
。
と
く
に
裁
判
傍
聴
川
動
・
住
み
よ
い
口
問
を
つ
く

て

‘
現

ら
み

E---Eそ
で

H

首
切
り
強
予
を
知
っ
た
時
は
、
一
度
も
欠
席
が
あ
り
ま
せ
々

川

る
区
民
の
つ
ど
い
全
体
策

一
一

徳
削
除
二
い
い
一

e歯
固
園
町
田
之
は
驚
き
、
少
し
で
も
支
え
に
な
れ
支
部
で
は
「
お
し
ら
せ
」
で
会

…

会
・
全
造
船
石
川
島
の
浅
田

、
ト
単

調

ヨ

鋼

自

国

国

同

ば

と

始

め

た

支

援

で

て

同

時

に

員

へ

争

議

を

知

ら

せ

て

い

ま

す

が

川

さ

ん

を

励

ま

す

集

い

・

，
d
y
η
4岡崎「
務

長

U

ii
JFJU晶
渇
総
闘
盟
国
圃
・
圃
圃
・
・
・
・

6
7

…唖

a臥
U
E
E
-
m
M
E際
融
制
瑚
幽
闘
闘
・
・
圃
・

4

ζ

れ
を
番
せ
ば
H

労
樋
者
が
、
自
こ
れ
ま
で
二
十
二
号
の
発
{
句

川
口
月

3
日

日
本
の
う
た
と

一

V
闘
鵬
司

dE------・・
・

自

に

解

雇

さ

れ

て

レ

ま

う

u
と
、
い
ま
、
海
事
検
定
で
は
、
沖
争
川
え
.
鈴
江
特
許
勝
利
報
告
集

由
幽
圃
際
協
困
問
鳩
山
圃
圃
圃
圃
圃
圃
圃
圃
圃
司

、与
引

峰

.

立

派

な

事

と

言
っ
て
発
足
し
た
の
犠
支
援
の
闘
い
は
、
組
合
全
体
で
川
会
・
総
選
挙
の
公
示
目
。

轟
竃
聾
轟
必
酒
瀦
溜
M
劃
・
・
園
田
・
・
・
・
四
回
・
・
・
・
・
で
す
が
、
実
際
は
、
争
議
団
か
ら
取
り
組
め
る
よ
う
に
発
展
し
て
い

川

口
月
4
日
大
田
区

(
東
京
)

‘

a司
4
B・
・
E
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
学
ぶ
乙
と
が
多
か
っ
た
四
年
間
で
ま
す
。
勝
利
の
た
め
の
H

た
の
も

川

団
結
も
ち
つ
き
大
会
・

F

一抗議
浮
島
E
i
F
S
F
i
i・
・

司

王

と

、
世
話
人
の
滝
沢
さ
ん
や
し
い
支
部
が
海
車
検
定
H

(

古

川
ロ
月

5
日

東
京
電
力
昼
デ

』
『
、
、

joie-，

S
E
E
--a
p
M
k
r

，.，
b

‘
L
F
J
-
f
E
p
h
h
F
l
、

川

モ

.

h
『

慢

、

一

裁

判

-

ー

描

軍

軍

一

周

忌

加

山

+
4
F
b
界
kι
頃
ー
吋

F
3
F

ム

白

、

-

傍

聴

・

川

瞳

韓

航

幅

担

闘

訓

M
帆

臨

瞳

盟

問

岬

盛

岡

附

臨

山

肌

川

川

ロ

月

6
日

熊
谷
裁
判
大
津

労
働
学
校
(
滋
賀
)
.

連帯を強め勝利ヘ

壊鶏聾)

ー
組
合
つ
ぶ
し
、
全
員
解
雇
に
抗
し
四
年

すべての国民のみなさんと

(4 ) 多信57号

(29) 

ア
メ
ッ
ク
ス
沖
縄
旅
行
部
労
組

ク
レ
ジ
γ
ト
カ
l
ド
や
、
旅

{
代
銀
行
業
務
安
世
界
的
に
営

む
、
ア
メ
リ
カ
ン
・エ
キ
ス
プ
レ

ス
は
、
七
八
年
十
月
三
十
一
日

に
旅
行
部
神
剣
営
業
所
を
「
閉

鎖
」
し
、
全
従
業
員
安
即
日

解
雇
.
そ
し
て
、
翌
日
か
F

均
米

軍
司
令
官
の
許
可
の
も
と
」
神

縄
ツ
ー
リ
ス
ト
社

(
O
T
S
)

に
業
務
を
引
き
継
が
せ
ま
レ

，、「将
来
の
赤
字
」
を
理
由
に
レ

た
こ
の
閉
鎖
は
、
一
年
前
か
ら

ひ
そ
か
に
O
T
S
へ
の
業
務
引

き
継
ぎ
工
作
が
行
な
わ
れ
、
赤

字
予
鍔
も
仕
組
ま
れ
た
も
の
で

し
た
.
ま
た
解
居
通
知
に
は
「
希

望
者
は
O
T
Sで
働
け
る
」
と

あ
っ
た
が
、
実
際
は
、
組
合
員

(
7
A
O
の
み
が
、
就
労
か
ら
排

除
さ
れ
、
組
合
つ
ぷ
レ
を
狙
っ

た
不
当
な
解
雇
で
あ
る
と
と

が
、
那
朝
地
裁
の
、
証
拠
調
べ
で

も
明
白
に
な
っ
て
い
ま
す
.

四
年
間
の
法
廷
闘
争
も
、
八

三
年
十
一
月
に
結
審
勾
和
解」

に
入
っ
て
い
ま
す
.

失
業
率
は
全
国
一
、
在
日
米

軍
基
地
の
五
三
掃
を
占
め
る
沖

制
。
本
土
で
は
、
五
O
億
円

も
投
資
し
業
務
誌
大
を
し
つ

つ
、
再
び
沖
縄
で
も
、
開
拓
を
始

め
た
ア
メ
γ
ク
ス
の
H

不
当
M

は
許
せ
ま
せ
ん
。
「
営
業
所
再

開
、
解
雇
の
撤
回
」
を
め
ざ
し
、

頑
張
る
ア
メ
ッ
ク
ス
の
伸
聞
に

熱
い
連
帯
を
し
ま
し
ょ
』
つ
.

A
激
励
先
V

沖
縄
県
宜
野

湾
市
野
禽
一
八
二
七
l
一

ア

メ
y
ク
ス
沖
縄
旅
行
部
労
働
組

合

宮

O
九
八
八
九
l
一一ー=一

九
四
九
A
抗
臓
先
V

東
京
都
千
代

田
区
霞
ヶ
関
三
八
1
一
虎

ノ
門
三
井
ピ
ル
・
ア
メ

υ力
ン

・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
哩
行
.

園
沖
争
蟻
団
に
は
五
人
の
沖
縄

出
身
者
、
連
帯
の
強
化
を
〆

ロ
ポ

vト
寄

1
4

一

宮

二

条

一

京

一

一

一

条

京

一

条

一

事

-

主

に

F

ほ

し

珍

品

川

一

京

一

条

安

二

条

に

U2傷
つ
叶
J
J

日
L
t・
-

人

主

主

主

陪

従

し

な

一

応

」

な

い

限

り

合

ま

附
帯
し
た
叫
し
Z
は
し

C
ht
一
け
れ
ぜ

な
ら
な
い
e

一
、
ロ
ザ
モ
、
守
否
な
け
れ
司

、

h

t

J

i

!

コ

一

一

re-匂
re
い
.

ヲ

---mノ
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・

'

=

-

-

べ
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々
勤
、
〈

支援する会に入会しよう(会費1口200円/月)

f玄ち
l .， ! 
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~ (/) I 

i決 i
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傍聴をよろしく

1月24日 仕事差別・都労委
10時 -12時

2月14日熊谷裁判
10時-12時

1984年 1月 1月

1よ守:O~
‘/"、...~ 

与号室 T孟仕たで

ふJも?黒
単建案

一zt事ご

中山森夫さん
(沖電気争議団代表)
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大
雪
の
中
で

3
2
5人

華麗璽重量董聾

1984-牢2月 1日

一
月
十
九
日
・
東
京
は
朝
か
ら
降
り

出
し
た
雪
で
、
十

一
時
過
ぎ
に
は
、

十

五
m
ぐ
ら
い
積
り、

記
録
的
な
大
雪
と

な
っ
た
.
事
務
所
の
電
話
は
「
電
車
が

動
か
な
い
の
に
、
や
る
ん
で
す
か
」
「
道

路
が
渋
滞
し
て
」
と
鳴
り
っ
ぱ
な
し

だ
っ
た
が

n
今
年
は
、

神
電
気
を
押
し
ま
く
る

ぞ
u

の
争
鎌
田
の
意
気
込
み
は
、
支
震

の
仲
間
に
も
伝
わ
り
、
昼
休
み
抗
議
行

動
の
虎
ノ
門
本
唐
前
は
、
九
二
団
体
を

超
え
る
伸
聞
の
「
神
電
気
は
指
名
解
雇

を
徹
面
せ
よ
」
の
怒
り
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
が
力
強
く
、
繰
り
逗
え
さ
れ
た
.

大
冨
の
中
で
、
成
功
し
た
行
動
に
、

診
加
者
は
H

ヤ
y

タ
ゾ
H

の
実
感
.

全国の仲間と固く団結して

闘うー中山森失 さん〈右〉

発支復する会司E務局
符事務所 東京都港区三回

所 3- 2-20

電置舌 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240

加入者名 沖電気の不当解雇

を撤回させ る会

号
咋
日

一
市
一

8

1

1
一
ゆ

一

5

E
月
一
日
一

第

9

2

育訓
一

通
産
省
と
補
助
金

二

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

・
情
報
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
外
さ
れ
て
い
。

:
u企
撲
へ
の
補
助
金
は
、
ぃ

産
業
を
指
導
、
監
督
す
る
た
神
電
気
は
、
解
胞
を
畿
に
補
助

:

ま
軍
事
費
と
と
も
に
、
N

型

通
産
省

l
!神
電
気
の
指
名
解
雇
金
は
、
大
幅
増
で
、
彼
年
で
は
、
域
H

銭
い
と
な
っ
て
い
る
.
巨
額

に
は
、
そ
の
影
が
色
濃
く
投
影
さ
六
億
円
以
上
に
な
っ
た
.

の
補
助
金
が
水
増
し
申
鰐
に
基
い

れ
て
い
ま
す
・

世
界
的
に
関
心
を
集
め
る
「
第
て
支
出
さ
れ
て
い
た
り
(
目
立
の

「
通
産
省
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、

五
世
代
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
開
発
」
を
例
)
利
益
が
上
っ
た
時
点
で
、
返

参
加
で
き
ま
す
と
、
国
の
補
助
金
始
め
と
し
て
、
多
く
の
新
技
術
開
済
が
務
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
「
収

が
交
付
さ
れ
ま
ず
か
ら
、
資
金
的
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
、
沖
電
気
益
納
付
」
も
、
わ
ず
か
し
か
返
さ

に
非
常
に
有
利
に
な
り
ま
す
」
(
東
の
名
が
列
ね
ら
れ
る
よ
う
に
.

れ
な
い
な
ど
、
多
く
の
問
題
が
あ

京
地
裁
で
の
会
社
側
証
言
)
解
腹
指
名
解
雇
当
時
(
苅
年
)
に
、
り
ま
す
・

前
は
、
電
子
計
算
機
関
発
な
ど
の
通
産
省
は
、
産
業
政
策
を
転
換
そ
し
て
何
よ
り
も
問
題
な
の

畔
情
報
産
業
を
日
本
の
は
、
実
態
が

w
企
業
秘
密
M

を
口

引

n
戦
略
産
業
M

と
し
て
実
に
公
表
さ
れ
な
い
ζ
と
で
す
.

回
位
置
づ
け
ま
し
た
。
宮
崎
神
電
気
の
火
災
時
な
ど
に

刊
と
の
戦
略
産
業
の
中
も
、
通
産
省
は
神
電
気
に
俊
助
し

7

絞
を
め
ざ
し
て
、
警
行
て
い
る

(回
年
)
.
沖
電
気
の
闘

7

さ
れ
た
の
が
沖
電
気
の
い
は
、
通
産
行
政
を
正
す
国
民
的

指
名
解
履
だ
っ
た
.
な
連
覇
で
も
あ
る
の
で
す
. が確信できる

'84年にと、寒サニ

負ケズ、元気に

重 華麗重重
通
信
繊
三
大
メ
I
カ
の
一
つ

円
近
い
史
上
最
高
の
利
益
、
二
一
方
、
解
庖
後
の
職
場
で
は
、
の
「
支
復
す
る
会
」
に
支
え
ら

神
匂
気
工
業
(
本
社
・

東
京
橋
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
九
州

配
転
に
応
じ
な
い
か

F2」
、
解

れ
、
行
商
や
本
社
へ
の
抗
議
行

本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
一
七
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
し
て
庖
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
沖
動
な
ど
に
奮
闘
・

六
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
新
工
場
の
強
殴
な
ど
:
.
会
社
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
八
二
年
一
一
月
に
は
、
支
鐙

岱
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
は
東
京
地
裁
ほ
か
四
カ
所
の
毅
仕
事
を
取
り
上
げ
る
(
浅
利
さ
共
闘
会
犠
が
結
成
さ
れ、

同
月

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希

・

に
は
解
庖
四
年
の
「
文
化
の
タ

/
〆
'
/
・
〆e

ノ・

，ノ
ノ
・
〆
'

望
退
職
」
霊
草
案
こ
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

べ
」
を
八
0
0
0人
で
成
功
さ

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

せ

た

。

人
に
、
七
八
年
一
一
月
、
大
企
判
で
も
「
指
名
解
雇
の
狙
い
は
、
ん
、
中
山
さ
ん
)
な
ど
の
、
暴
裁
判
闘
争
も
第
一
の
山
場
に

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
残
っ
た
労
働
者
の
意
識
改
革
を
挙
が
続
行
.
さ
し
か
か
り
企
諜
に
「
首
切
り

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
屈
を
す
る
ζ
と
」
と
証
言
。
労
働
者
神
電
気
争
議
団
の
引
人
は
、
の
自
由
を
与
え
る
な
」
と
が
ん

強
行
。
と
労
働
組
合
を
無
視
し
て
解
股
全
国
二
四
の
県
評
、
=
一
千
を
超
ば
る
沖
電
気
の
伸
聞
に
、
あ
な

そ
の
後
の
沖
電
気
は
、
百
億
し
た
と
と
も
明
白
に
.

え
る
支
媛
労
組
や
一
万
三
千
人
た
も
黙
い
連
帯
を
/

?tヤはと人さ霊
. )レ、ののつ役六
気応"沖を宅度 園田ー
だじ面市行へ目
なな会気な初の CI
」か M のつめ正 2哩
とつや斡たて月 ~ -
感た w 部 ・の . ーー
じが E舌は訪、三 ーー
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の
五
割
が
四
千
ペ
ノ
(
六
万
港
す
る
日
本
の
漁
船
は
大
型

四
千
円
〉
以
下
の
生
活
で
あ
で
、
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
の
小
型

る
ζ

と
を
認
め
て
い
る
。
か
漁
船
は
失
業
状
態
比
追
い
ζ

さ
ね
て
い
う
。

ζ

の
数
字
は
ま
れ
て
い
る
。

月
収
で
な
く
、
年
収
で
あ
る
。
日
本
の
資
本
は
、

ζ

E
二

ぼ
く
は
、
金
持
の
家

κも
十
五
年
間
で
フ
イ
リ
ッ
ピ

ン

柴
内
さ
れ
た
。
幻
袋
遥
の
恕
の
森
林
資
源
も
き
り
つ
く

は、

一
定
地
域
に
区
切
ら
れ
し
、
川
崎
で
公
害
発
生
の
た

て
お
り
、
共
通
の
入
口
に
は
め
追
放
き
れ
た
川
崎
製
鉄
の

武
装
兵
が
立

っ
て

い
る
。

そ

工

場
が
ミ

ン
ダ
ナ

オ
に
建
設

生
活
問
は
五
人
家
族
で

一

れ

ぞ

れ
の
家
K
、
み
は
プ
ー

さ
れ
て
い
る
ο

日
十
ペ
ノ
(
百
六
十
円
)

ぐ

ル

も
あ
り
、
数
百
即
の
芝

生

フ

イ
リ

ッ
ピ
ン

の
学
者
は

ら
い
。
し
か
も
ニ
ペ
ノ
の
家
の
庇
も
あ
る
。
ど
の
家
も
政
「
抜
京
の
空
は
年
ね
ん
き
れ

貨
を
払
う
、
と
い

っ
た

人

ぴ

地

は

F
坪
く
ら
い
あ
る
と
い
い
に
汚
ん
で
い
く
が
、
そ
の

と
が
平
均
的
で
あ
る
。
し
か

う

。
乙
れ
ら
の
日
級
住
宅
民
た
び
に

フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
の
空

も
、
E
れ
ら
は
特
別
れ
し
い
は
、
日
本
の
尚
社
や
銀
行
の
は
汚
れ
を
附
し
て
い
る
」
と

人
た
ら
で
は
な
い
。
お
そ
ら
幹
部
た
ち
も
住
ん
で
い
る
。
諮
っ
て
い
る
が
、
公
害
発
生

〈
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
同
氏
の
約
七
千
の
ぬ
に
四
千
八
百
万
工
場
は
ど
ん
ど
ん
建
て
ら
れ

三
分
の
一
の
人
た
ら
の
生
活
の
人
口
。
出
家
の
中
の
出
張
て
い
る
。

，

二

P

二

u
t
ヨ
む
之
、
-
?
支
障
ご
と
号
、
，

7
A寸
ノ
日
曜
葱
カ
FJD
一
届
週
右
厄
カ
VJ

日
本
の
経
済
支
配
へ
の
怒
り
も
深
く

は
六
十
家
族
あ
る
が
、

ζ

の

だ

か

ら
、
マ
ル
コ
ス
政
府

六
十
の
大
財
閥
が
産

業

の

す

を

は
じ
め
、

ζ

れ
と
結
ぶ
ア

べ
て
を
支
配
し
て
い
る
と
い
メ
リ
力
、
日
本
へ
の
国
民
の

う

。

不

川

酬

は

年

ね

ん

強

ま

っ

て

い

る
。
あ
る
苛
年
は
語
っ
て
く

れ
た
。
「
日
本
の
企
業
が
進
出

し
、
工
場
を
迎
て
て
く
れ
た

当
初
は
、
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
の

市町
年
は
包
ん
だ
。

し
か
し
、

い
ま
は
ち
が
う
。

日
本
の
企

業
は
、
フ
イ
リ

y
ピ
ン
の
資

源
を
ほ
し
い
ま
ま

κし
、
フ

ィ
リ

ァ
ピ
ノ
の
背
年
を
鰐
く

べ
き
低
賃
金
で
ζ

き
使
い
、

し
か
も
、
そ
の
も
う
け
は
、

す
べ
て
日
本
K
持
ち
帰
っ
て

し
ま
う
。
私
た
ち
は
い
つ
ま

で
も
だ
ま
っ
て
い
る
ζ

と
は

で
き
ま
せ
ん
」

と。

(2 ) 揖 58号

一
般
わ
れ
る
日
本

一人
の
売
春
旅
行

支援する会に入会しよう(会費 1ロ200円/月)

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
行
っ
て

き
た
」
と
言
う
と
、
に

や
り

と
笑
う
人
が
い
る
。

日
本

人
の
売
春
旅
行
は
、
あ
ま
り

K
も
有
名
，
た
か
ら
だ
。
か
っ

C
は
斡
閑
へ
の
売
春
旅
行
が

も
っ
と
も
さ
か
ん
だ

っ
た

が
、
い
ま
は

フ
イ
リ
ソ
・
ピ
ン

κ
な

っ
て
い
る
。

一
腕
K
五
百
ぺ
寸
ノ
(
白
木

円
で
八
千
円
〉
も
使
え
ば
、

そ
れ
ζ

そ
「
飲
ん
で
、
闘

っ

て
、
騒
い
で
、
灼
い
て
:
」

の
豪
遊
気
分
が
味
わ
え
る
の

が
マ
ニ
ラ
の
微
従
街
な
の
で

あ
る
。
そ
の
上
、
フ
イ
リ
ッ

ピ
ン
の
若
い
女
性
は
、
す
ら

り
と
し
た
袈
阪
と
ば
っ
ち
り

と
し
た
大
き
な
目
が
特
徴
的

で
あ
る
。

彼
女
ら
は
日
本
の
人
買
い

ブ
ロ

ー
カ
ー
比
よ
っ
て
、
毎

1984年 2月 1目

自
の
よ
う
に
日
本
K
d
b
送
ら

れ
て
い
る
。
日
本
の
ト
ル
コ

娘
や
キ
ャ
バ
レ
ー
の
ホ
ス
テ

ス
勉
K
は
、
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン

女
性
が
急
激

kmえ
て
い
る

彼
女
た
ち
の
生
家
は
、
ほ

と
ん
ど
ス
ラ
ム
街
(
貧
民

窟
)

K
あ
る
。
四
畳
半
ひ
と

間
ぐ
ら
い
の
仮
の
悶
の
バ

ラ

ッ
ク
小
尽
に
、
五
人
、
六
人

の
家
肢
が
身
を
す
り
よ
せ
て

怒
ら
し
て
い
る
。

水
道
の
蛇
口
は
五
百
世
山
市

κ
一
つ
し
か
な
い
か
ら
、
年

が
ら
年
じ
ゅ
う
バ
ケ
ツ
を
持

っ
た
長
い
行
列
が
た
え
な

い
。
共
同
の
ト
イ
レ
も
百
世

併
に

一
つ
ぐ
ら
い
し
か
な
い

か
ら
、
排
便
は
、
そ
れ
ぞ
れ

が
工
夫
し
て
い
る
ら
し
い
。

だ
か
ら
ス
ラ
ム
の
に
お
い
は

す
き
ま
じ
い
。
ぼ
く
も
、

ζ

の
ス
ラ
ム

κ
一
泊
し
た
が
、

と
て
も
ニ
泊
は
で
き
な
か
っ

，
-o 

b
F
L
U
 

五

八
自
画
V

一
お
ど
ろ
く
べ
き

一
貧
富
の
差

2の表な
去企でフの

去最もイで
伍が、リあ
じ ι 国ッる
以斗民ピ。
下収のン
、八八政
全干制 l付
世ぺ以の

原爆写実に見入っているフィ リピンの青年たち mソ上発 金子

=
資
源
を
あ
ら
し

=

=
公
害
も
ち
こ
む
=

そ
し
て
、
東
洋

一
と
い
が

れ
る
二
つ
の
部
地
を
も
っ
ア

メ

リ
カ
に
よ
る
銀
事

支
配

と
、
日
本
企
業
K
よ
る
経
前

支
配
が
、
マ
ル
コ
ス
大
統
似

の
独
裁
下
で
す
す
め
ら
れ
て

F
こ。

i
f
 

7

ニ
ラ
郊
外
の
ナ
ボ
タ
ナ

ス
港
は
、

7
3
7
開
発
銀
行

の
融
資
に
よ
っ
て
、
り
っ
ぱ

な
漁
港
に
な
っ
た
が
、
乙
乙

K
い
た
住
民
た
ち
は
強
制
退

去
さ
せ
ら
れ
た
。
ζ

E
K
W吋

一
ね
む

り

か

ら

一
さ
め
た
人
た
ち

反
政
府
迎
動
も
長
則
に
わ

た
っ
て
つ
づ
き
、
ミ
ン
ダ
ナ

オ
島
で
は
、
か
な
り
激
し
い

反
政
府
武
力
闘
争
が
お
ζ

な

わ
れ
て

い
る。

し
か
し、

大

半
の
悶
民
は
生
活
北
白
か
ら
の

絶
望
感
と
、
あ
き
ら
め
に
よ

っ
て
長
期
間
、
眠

っ
た
ま
ま

で
あ
っ
た
。

だ
が
、
カ
ソ
リ
ァ
ク
教
会

の
シ
ス
タ
ー

(
女
性
の
教
導

者
)
の
指
導
者
で
あ
る
タ
ン

さ
ん
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
K
諮

っ
ト
九。「
絶
望
感
に
ひ
た
り
き
っ

て
い
た
国
民

km気
を
あ
た

え
た
の
が
ア
キ
ノ
氏
の
暗
殺

事
件
で
す
。
ア
キ
ノ
氏
は、

姐
図
の
現
状
を
座
視
(
ぎ

し
)
で
き
ず
、
知
関
す
れ
ば

殺
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と

知
り
つ
つ
、
帰
国
し
、
な
お

か
つ
心
配
さ
れ
た
と
お
り
暗

殺
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

彼
の
ζ

の
行
動
は
、
全
フ
イ

リ
グ
ピ

ン
人
の
血
を
か
き
た

て
ま
し
た
。
あ
の
日
か
ら、

フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
人
の
目
の
色

は
変
っ
た
の
で
す
」
と
。

ζ

の
タ
ン
さ
ん
の
言
葉
を

聞
い

て
、
多
く
の
疑
問
が
と

け
た
よ
う
だ
。
あ
の
ひ
ど
い

ス
ラ
ム
の
人
び
と
の
表
情
が

ぼ
く

K
は
、
は
ぜ
か
明
る
く

感
じ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た、

迎
日
の
よ
う
に
デ
モ
や
集
会

に
走
り
ま
わ
る
宵
年
や
学
生

の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ハ
活
力
)

陀
も
臼
を
見
狼
っ
て
い

た。

タ
ン
さ
ん
は

さ
ら
に
言

う
。
「
み
ん
な
眠
り
か
ら
さ

め
た
の
で
す
。
だ
か
ら
明
る

い
の
で
す
」
と
。

宵
年
た
ち
の
帥
仰
に
は
「
マ

ル
コ
ス
退
帥
ゼ
よ
」
の
プ
レ

ひどいスラム街の生活だがなぜか目が働いている

ー
ト
が

つ
け
ら
れ
、
そ
し
て
お

「
わ
が
愛
す
る

ニ
ノ

イ
ハ
ア

キ
ノ
氏
の
愛
祢
)
」

と
印
刷
…
…
…
…

き
れ
た
黄
色
い

T
シ
ャ
ツ
姿

が
多
い
。
黄
色
は
、
ア
キ
ノ

氏
の
好
ん
だ
色
で
あ
り
、
い

ま
で
は
反
政
府
の

シ
ン
ボ

ル

協

の
色
と
な

っ
て
い
る
。

‘

一一
ベ
ト
ナ
ム
解
放
=

=
闘
争
の
よ
う
に
一
一

反
マ
ル
コ
ス
の
運
動
は
、

-
U

品

目
ぎ
ま
し
い
勢
い
で
ひ
ろ
が
紛

っ
て

い
る
が
、
ζ

の
迎
動
は
杭

「
米
軍
法
地
の
撤
去
」
の
連
川

動
と

一
体
と
な
っ
て
進
め
ら

N

れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
企

業
の
償
毘
輔
さ
や
、
売
春
旅
行

な
ど
K
対
す
る
不
満
と
も
結

・・…

び
つ
い
て
進
め
ら
れ
て
い
る
刊
日

お
そ
ら
く
、
フ
イ
リ

y
ピ“……一

ン
の
反
マ
ル
コ
ス
浬
励
は
、

ζ

ん
C
、
か
つ
て
の
ベ
ト
ナ

ム
解
放
闘
争
の
よ
う
な
性
絡

で
進
め
ら
れ
て
い
く

E
と
だ

ろ
う
。

八
四
年
の
国
際
的
位
…
…
…
…
…

点
と
も
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。

ζ

れ
花
た

い
し
‘
日
本
の

労
働
述
励

は

ど
う
す
る
の

か
。
日
本
企
業
の
も
う
げ
の

お
ζ

ば
れ
に
あ
ず
か
れ
る
よ
い
川
…

う
労
資
協
調
を
す
す
め
る
の

か
、
そ
れ
と
も
国
際
述
初
、

-e……

労
働
者
階
級
の
述
川
市
の
立
場

κ立
つ
の
か
。

ぼ
く
は
、
タ
ン
き
ん
に

「
ど
ん
な
支
媛
を
し
ま
し
ょ

う
か
」
と
聞
い
た
ら
、
彼
女
問
。

は
笑
っ
て
「
日
本
で
の
革
新
…

運
動
を
強
め
て
く
だ
さ
い

よ
」
と
語
っ
て
い
た
。

乙
れ
も
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
当
・
三

時
の
解
放
戦
線
幹
郎
の
言
葉

と
同
じ
だ

っ
た。

A
か
ね
こ
と
く
よ
し
さ
ん
・
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〆

白
ん

山

ン
本
社
前
委

一

日
ι
晶

オ
ル
グ
で
は
北
海
道
と
四
園
地
方

Z
'署
首
位
仕
「
S
I
K
E町
て

¥

み
妻

川

耳

目

目
立
メ
デ
ィ
コ
の

一

層

司

を
号
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
か
わ

-

園

、

4
E州
附
回
出
「
1

1戸
宮
司
』
ー

二

一

民

川

夜
デ
モ
。

一h
T

1

d

M

仙
叩
で
，
.
，
h

h

z

一屯

日制

一

河

ぃ
誌
は
が
曲
な
ら
ギ
タ
ー

(

下

シ

江

ャ

誠

一

語

支

持

品

均

一

で
伴
奏
も
つ
け
ら
れ
、
字
も
キ
レ

品

切

U

さ
佑

川

ロ

月

首

国

労

富

市

応

一

1

2

1

z

z
e

z

e

z

-

z

-

t

3

1

2

1

川

さ
ん
(
沖
・
支
綾
共
闘
の
剛

一

h

争
議
団
の
八
島

川

議
長
)
を
励
ま
す
一
鈍
い
.

一

hw
く
ん
の
お
父
さ
ん

沖

電

気

乃

事

努

野

こ

…

話

…

川

目

白

東
京
電
力
渡
辺

一
醐
闘

争
議
因
。
宮
司
君

-

R

I

A

-

H

一

-
認
.
や
桧
垣
く
ん
の
お

t
a

E

T

川

事
件
緊
急
竹
動
。

「撤
回
さ

一
醐

醤

唖

姉
さ
ん
が
、
亡
く

E
I
h
二

道

)

令

J
〉

ら

…

り

川

せ
る
会
」
東
京
盛
年
会
・

一

喝

な

る

な

長

し

い

岩

手

カ

ら

の

助

っ

人

知

…

川

口

5
9
j

一

4
・
、
年
末
年
始
で
し
た

川

キ
ナ
分
会
の
結
年
激
励
集
会

一
が
、
み
ん
な
元
気
に
六
年
目
の
正

刊
河
瑚
崎
輝
国

軍
i
汁
サ
B
S持
喝
酪
理
鑓

が

V

す
。
「
何
か
争
議
団
の
お
手
伝
い

菊
池
さ
ん
は
、
戦
争
で
は
、
衛
生

川
口
月
日
目
白

池
上
通
信
機
争
誠

一

:↑
ji

ll-4
聴

講

ぽ

吾

、

、

、

川

一
月
を
過
し
ま
し
た
・
会
員
の
み
な

議

言

放

ち

u
y措
置
露
盤
F
腕
…

ん

を

し

た

と

と

、
一月
九
日
カ
ら
兵
と
し
て
天
草
カ
ラ
フ
ト
へ
行

川

の
勝
利
集
金

崎

育
許
認
t
d
p;

t

B
E
E
S
E聞
属
露
目
聖

凶

F

P

・
2

h

-

a

闘殴国自国
国園
周

輯

凝

固

験

問

さ

一
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
、
年
賀
状

萱

拡

年

十

』
圃

E
E--璽
畷
綴

•. 

大
田
区
の
中
山
さ
ん
の
家
か
ら
、
か
れ
た
そ
う
で
す
。

川
ロ
月
U
日

東
芝
ア
ン
ベ
ッ
ク

司

般
向

巴
町

1
1

・冒・曹司
1

1
a'
a
a苅斗吐温

ー岬樋

弓
ノ
圃
，

.a

一
も
い
た
だ
き
、
決
意
新
た
に
が
ん

ザ

』

J
事
〆
除

議

務

判

ニ，

T
塁
を
二
つ
乗
り
継
ぎ
、
定
期
券
「
生
活
を
根
底
か
ら
、
お
び
や

川

ス
も
ち
つ
き
大
会
。

一
ば
り
ま
す
・

2も
よ
ろ
し
く
・
利
回

F
K
L
3
S
F饗
ケ

的
撃

で
、
事
務
所
へ
の
通
勤

す
・
)
で
か
す
語
、
冷
酷
無
差
ζ
と
は

川
口
月
白

菌
さ
せ
る
会
の

ヤ
幽
F
酔
h
J
i
-
-除
草
溜
憲
草
刈
絹
日
切一
喝

し

&
P
す
・

時
代
が
か
わ
っ
て
も
許
さ
れ
ま
せ

川

全

員

全

Z
E宮
鋼

、
R-Z
E
手
に
杖
を
持
た
れ
て
い
ま
す
ん
」
背
筋
を
伸
ば
し
て
の
発
言
に

山

一
九
八
四
年

-

B

 

置
腕
民

t
BE

a隆
譲
事
邑
冒
民
国

儀

勾

引

が
、
元
気

一
杯
で、
争
議
団
員
が
、
菊
池
さ
ん
の
怒
M
Uを
感
じ
る
。

川
1
月
5
白

沖
窪
田
の
軍
役
宅

ー

ペ

時

〓

圃

闘

騒

彊

忍

ぶ

聞

配
慮
し
た
の
で
し
ょ
う
か
、
事

「実
に
真
剣
に
、
仕
事
を
し
て

川

へ
喜
行
動
。

vellum""usa--覇
軍
司

・
4

所
で
は
、

日
当
り
一番
と
言
う
机
い
る
若
者
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表

川
1
月
6
日

沖
電
気
工
場
前
で

「
争
議
団
と
言
え
ば
、
殺
伐
、

の

中
山
森
夫
さ
ん
の
奥
さ
ん
(
津
で
支
援
す
る
会
の
会
員
の
住
所
盤
し
ま
す
」
と
時
々
は
、
演
説
調
の

川

新
年
の
あ
い
さ
つ
符
動
。

陰
湿
と
思
わ
れ
る
が
、
実
に
元
気
子
さ
ん
H
神
電
気
の
仕
事
差
別
を

理

や
、
全
国
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
会
話
も
混
る
菊
池
さ
ん
は
、
腕
酌
川

1
月
7
白

金
税
関
東
京
な
ど

に
朗
ら
か
に
団
結
し
て
立
派
な

都

労
委
に
訴
え
闘
争
中
)
の
お
父
募
金
な
ど
の
整
理
を
テ
キ
パ
キ
と
に
二
合
ほ
ど
の
、
日
本
酒
、
そ
れ

川

の
旗
ぴ
ら
き
に
参
加
・

も
の
だ
。
や
が
て
勝
利
も
近
か
ら
さ
ん
で
す
。
宮
深
い
岩
手
県
の
江
処
理。

さ
す
が
郵
便
局
の
事
務
、
も
、

松
竹
梅
な
ど
の
甘
口
が
楽
し

川
1
月
刊
日

支
援
宍
闘
会
議
の

ん
。
だ
か
ら
ζ
そ
老
骨
に
む
ち
う

刺
市
か
ら
冬
の
間
だ
け
、
娘
さ
ん
二
六
年
間
と
い
う
、
ベ
テ
ラ
ン
の
み
だ
と
、
目
を
細
め
ら
れ
た
。
争

山

事
務
局
会
犠
。

っ
て
、
来
て
る
ん
で
す
。」

の
洋
子
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
、
生
活
実
力
発
揮
で
す

。

機

団

の

若

者

を

見

つ

め
る
時
の
目

川
1
月
M
B
電
機
の
仲
間
の
交

菊
池
さ
ん
は
、
仲
沼
気
争
議
団

す

る
た
め
に
上
京
さ
れ
て
い
ま

岩

手
生
れ
で、

北
海
道
育
ち
の
も
同
じ
だ
a

川

流
会
(
熱
海
)

(4) 

定
年
の
男
女
差
別
を
や
め
さ
せ
た
力
で

第 58号

画

日
産
自
動
車
支
部
婦
人
部

「
子
と
も
の
扶
養
は
夫
婦
の
共
含
む
組
織
破
綾
攻
駐
車
を
受
げ
、
現

問
責
任
。
家
族
手
当
は
夫
、
夜
の
在
従
業
員
六
万
五
百
人
中
、
七
四

ど
ち
ら
が
申
摘
し
て
も
い
い
は
ず
名
と
い
う
庄
倒
的
な
少
数
組
合
で

」

す

.

と
と
ろ
が
日
産
自
動
車
で
は
十

八一

年
に
は
多
く
の
伸
聞
の
と

五
年
も
前
か
ら
申
自
問
し
て
い
る
女
支
蜜
で
、
十
二
年
に
わ
た
る
男
女

子
に
今
だ
に
支
給
が
認
め
ら
れ

差
別
定
年
の
闘
い
に
勝
利
、
そ
の

ず
、
当
の
子
と
も
た
ち
は
不
支
給
後
、
家
族
手
当
の
男
女
差
別
に
と

の
ま
ま
、

十
八
歳
を
迎
え
て
い
ま

り

く
ん
で
き
ま
し
た
.

す

。

八

二

年
に
は
東
京
都
の
「
職
場

こ
の
問
、
会
社
は
支
給
煩
麗
を

に
お
け
る
男
女
差
別
苦
情
処
理
委

三
回
も
蛮
え
、
現
在
は
「
世
帯
主
員
会
」
の
勧
告
で
一
名
に
手
当
を

に
支
給
」
と
定
め
、
「
社
会
通
念
支
給
さ
せ
る
と
と
が
で
き
ま
し

上
、
世
帯
主
は
夫
」
と
、

一
貫
し

た
。

て
女
子
差
別
を
続
け
て
い
ま
す

。

支

部
は
引
き
続
き
会
社
に
対

昨
年
十
一
月
一

目
、
私
た
ち
は
し
、
残
る
三
名
の
解
決
を
計
る
よ

と
の
闘
い
の
さ
な
か
に
亡
く
な
っ
う
交
渉
し
て
き
ま
し
た
が
、
会
社

た
坂
の
下
千
代
子
さ
ん
の
相
続
人

は
か
た
く
な
に
拒
否
の
態
度
を
と

と
も
と
も
、
つ
い
に
提
訴
に
ふ
み

り
続
け
て
い
ま
す
。

き
り
ま
し
た
。

提

訴

以
来
、
多
く
の
職
場
、
個

金
金
日
産
自
動
車
支
部
(
旧
全
人
か
ら
敵
励
を
い
た
だ
き
、
貿
任

み
な
さ
ん
の
と
支
援
を
心
か
ら
〈
連
絡
先
〉
東
京
都
渋
谷
区

金
プ
リ
ン
ス
、
今
年
か
ら
名
弥
変

を
感
じ
て
い
る
と
と
ろ
で
す
が
、

訴
え
ま
す
.

桜

丘

町

市

l
什
、
全
国
金
属

更
)
は
十
八
年
前
の
企
業
合
併
の

二
月
か
ら
は
公
判
が
開
か
れ
ま

・
訴
状
=一
O
O円
、
パ
ン
フ
二
日
産
自
動
車
支
部
宮
四
六
三

際、

労
資
一
体
と
な
っ
た
暴
力

を

す

.

0

0

円
、
と
利
用
下
さ
い
.

1
四
一
一
一
三
(
鈴
木
)

ヨ
ー...-

支援する会に入会しよう(会費1ロ200円/月)

三九二
ヲ・ F

みぞふと
し、し、

. 、J

1984年 2月 1日

4μ

〉
川
パ

. . 、
J 

ゆ
っ
セ
い
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労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
視
し
、
一
千
一
一
一
百

人
余
の
解
胞
を
強
行
し
た
神
電
気
は
、
現
在
も

H

話
合
い
u

に
も
応
ぜ
ず
、
社
会
的
な
怒
り
を

日
、
一
日
と
大
き
く
さ
せ
て
い
ま
す
.

二
月
に
行
な
わ
れ
た

「
集
中
抗
議
行
動
」
で

は
、
①
す
で
に
不
当
性
の
明
白
な
、
神
電
気
の

指
名
解
胞
を
直
ち
に
撤
回
し
、
七
十
二
人
を
職

場
に
戻
す
ζ
と
に
よ
り
、
争
犠
の
全
面
解
決
を

図
れ
.
②
大再
出
征
人
申
騎
に
よ
る
裁
判
引
延
し

第 59号 |発支援する会事務局
1 984 年 I ~ 事務所?オ笠三国

3月1日 !郵便2よ42?-F1ゴ存
且竺6到|加入者名?京王子。

を
や
め
よ
・
③
共
闘
会
議
、
争
議
団
と
争
議
解

決
の
た
め
の
結
合
い
抱
否
を
直
ち
に
や
め
交
渉

を
開
始
せ
よ
.
と
支
媛
団
体
が
直
接
に
、
沖
電

気
本
社
へ
抗
援
を
し
ま
し
た
.

沖
電
気
は
H

交
渉
に
応
ぜ
ず
M

と
席
も
用
意

し
な
い
で
、
迎
続
的
に
間
押
し
か
け
た
仲
間
か
ら

の
怒
り
溢
れ
る
抗
議
文
の
読
み
上
げ
に
、
立
っ

た
ま
ま
の
姿
勢
で
聞
く
だ
け
.
相
内
電
気
の
横
暴

に
参
加
者
は
、
あ
き
れ
る
ば
か
り

人
と
金
の富

士

銀

行

沖
電
気
は
、
わ
が
国
の
経
済
、

y

ク
ア
uy

プ・

政
治
を
実
質
的
に
動
か
し
て
い
る
指
名
解
胞
に
あ
た
っ
て
は
、
作

と
冨
わ
れ
て
い
る
六
大
企
業
集
団
戦
本
部
の
「
社
長
室
」
に
特
別
に

の
一
つ
H

芙
蓉
グ
ル
ー
プ
H

に
属
人
を
派
遣
.
割
函
段
階
か
ら
深
く

レ
て
い
ま
す
.
そ
の
盟
主
が
岱
士
関
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

銀
{
句
歴
代
の
社
長
を
始
め
話
要
す
・
裁
判
の
場
で
も
、
大
量
首
切

ポ
ス
ト
に
は
銀
行
か
ら
人
が
派
遣
り
の
退
職
金
の
融
資
を
思
っ
た
よ

さ
れ
、
資
金
の
面
で
も
強
力
に
パ
り
簡
単
に
貸
し
て
く
れ
た
と
当
時

の
経
理
部
長
が
在
言
し
ま
し
た
。

ど
。

g
士
銀
行
に
対
し
て
は

n
争
畿

日

時

解

決
の
寅
任
を
と
れ
w

と
行
動
が

行

支
銀
心
積
み
雷
ね
ら
れ
て
い
ま
す
・
東
京
、

酎
鮒
埼
玉
、
群
馬
の
す
べ
て
の
支
底
へ

後

宿

の

要
請
、
東
京
総
行
動
で
も
三
度

理
新
整
は
の
本
底
抗
議
・
そ
の
な
か
で
共
闘

員

在
首

会
議
と
富
士
銀
行
と
の
話
し
合
い

も
持
た
れ
て
い
ま
す
.

期 問役職 氏 名

24.4-41.1 社長 神戸捨 ニ

町 11-53.6 /1 山 本正明

53.10にi孟 会長 山本正明

常務 宮村武夫

* 註皇室主幹 笹原信一郎
現在 専務 光安愛友

通
信
機
三
大
メ
1
カ
の
一
つ
円
近
い
史
上
飯
高
の
利
益
、
二
一
方
、
解
服
後
の
職
燭
で
は
、
の

「
支
援
す
る
会
」
に
支
え
ら

沖
電
気
工
業
(
本
社
・
東
京
橋
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
九
州
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
れ
、
行
商
や
本
社
へ
の
抗
犠
符

套
同
海
男
社
長
、
資
本
金
二

O
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
し
て
庖

(田
中
さ
ん
)
し
た
り
、

沖
動
な
ど
に
奮
闘
.

二
億
、
一

万
三
千
人
)
は
「
経
新
工
場
の
建
設
な
ど
:
・
会
社
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
八
二
年
二
月
に
は
、
支
援

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
は
東
京
地
裁
は
か
四
カ
所
の
裁
仕
事
を
取
り
上
げ
る
(
浅
利
さ
共
闘
会
議
が
結
成
さ
れ
、
同
月

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希

・

に
は
解
庖
四
年
の
「
文
化
の
タ

〆

/

/

ノ

ノ

ノ

ノ

/

g
一
退
職
」
襲
を
提
案
r
」
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

ベ
」
を
八
0
0
0人
で
成
功
さ

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

せ

た

.

人
に
、
七
八
年
二
月
、
大
企
判
で
も
「
指
名
解
胞
の
狙
い
は
、
ん
、

中
山
さ
ん
)
な
ど
の
、
暴
裁
判
闘
争
も
第
一
の
山
場
に

業
で
は
三
井
三
池
争
犠
以
来
、
残
っ
た
労
働
者
の
意
織
改
革
を
挙
が
続
行
。
さ
し
か
か
り
企
業
に
「
首
切
り

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
艇
を
す
る
ζ
と
」
と
証
言
・
労
働
者
沖
也
気
争
議
団
の
れ
人
は
、
の
自
由
を
与
え
る
な
」
と
が
ん

強
行
・

と
労
働
組
合
を
無
視
し
て
解
題
全
国
二
四
の
県
評
、
三
千
を
超
ば
る
沖
電
気
の
仲
間
に
、
あ
な

そ
の
後
の
沖
電
気
は
、
百
億
し
た
と
と
も
明
白
に
.
え
る
支
援
労
組
や
一
万
三
千
人
た
も
熱
い
波
稽
を
/

支う週三のは 二数
」動会は「沖十はこ

のとを社、神電-~月
支、強ら社電気回空一

吉訴めし会気争体芸日
え、い的が織を聞か
よて会態な交支 ζ52ら
ろい社度常渉後え還の

主まをだ撃に長き害
官;迫。柔応闘 .4a抗
いさ守じ会たい議

み ζ ららな聡 -K
なもにないで 叫体

Il!!~ II !!!l:ii:iiil::~l~!!!!日 iii;iiil:!~tl!!!l:ji日 iiij:!~ t! !!!!:ii;jiil:!!!tr!!!!::iiliij:r!!t;!!!山;日 iii::!!:r!!!!::i:iili:!!l:i!!!!:jiiiiii::!l!f!!!!:iiiiiiil:!!日!!!!:出 iii::!!lH!!!f日山 i:f!!!!!!!日!日iii:!!!日!l!m山 ii:!!!! ! !!!!::i:iii::!!!ll!!!!:ii!iiii:!!l!!!!!!:iii出1111出!!!!:日~!

決起集会• 16 3 沖・支援する会
._-!~-/íけ l匂/v. _"'~ / ん

裁対校総議委ど ぷF
持ヘポベ成禄誠;ざ

18時30分~ 専売会館ホール(港区)
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(2 ) 

山
沖
電
気
争
議
団
の
屋
代
さ
ん
の
奥
さ
ん
川

川

に

近

況

を

お

聞

き

し

ま

し

た

。

山

，隠59笥聖支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)

屋
代
美
智
子
さ
ん
但5)

|

|
結
婚
前
は
、
毎
日
必
ら
ず
憶
か
H

ば
か
り
し
て
そ
れ
も
、
笑

絡
が

い
ま
で
も
、
二
日
に
一
度
い
な
が
ら
で
す
が
、
格
闘
技
。
会

は
あ
り
ま
す
。
い
ま
、
ど
こ
と
ζ

話
で
は
、
あ
ま
り
反
応
が
な
い
か

に
い
ま
す
、
元
気
で
す
か
?

今

ら

ハ

y

ハ
y

ハ。

|

|
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
心
配
し
日
は
何
を
食
べ
た
の
?
明
日
は

て
い
た
だ
き
、
沖
電
気
争
犠
の
裁
ど
と
ど
と
に
行
き
ま
す
。
簡
単

判
も
担
当
し
て
い
る
五
反
団
法
律
に
三
分
以
内
ぐ
ら
い
。

取
務
所
の
事
務
局
員
と
し
て
、
受

付
や
経
理
の
仕
事
を
し
て
い
ま

す。

f思⑥
|寸と

lfL 
7う¥

?ヒ結
|培、場

12義
弘元

↑与妥

!誇
l
l確
実
に
甘
え
ら
れ
る
人
が
い

る
と
言
う
こ
と
自
分
と
同
じ
よ

う
に
、
考
え
て
く
れ
る
人
が
い
る

|

|
お
正
月
は
一
緒
に
い
ま
し
た
と
い
う
の
は
、
と
っ
て
も
安
心
感

が
、
ふ
つ
う
は
、
一
週
間
に
二
度
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
一
番
で
す

く
ら
い
。
二
人
で
い
る
と
H

け
ん
ね
。

* /~ f _ .6rlヲ
lσ) ;c l:!i 

|掛28
!閣玄

!事歩

九
湾
総
ぃ
九
裕
一
品
物
此
柳
川
倫
明
構
轡

V
五
反
田
法
律
事
務
所

ソ
フ

V
民
放
労
連
東
京
支
部
連
婦
人

V
運
輸
一
般
神
田
・
今
村
さ
ん

ァ

l
ベ
ッ
ト

部

ア
ク
セ
サ

リ

ー

、

帽

子

お

も

ち
。

V
高
橋
清
ま
己
ん

(東
京
)

V
中
央
区
労
協
・
田
村
啓
子
さ

V
桧
垣
鉄
雄
さ
ん
(
盈
媛
)

ス
タ
ン
プ
パ
ッ
ド
、
手
帳

、

ん

(
東
京
)
ブ
l
ッ
、
衣
類
。
み
か
ん

一
箱
。

慾
箱
な
ど
文
具
を
ダ
ン
ポ
1

V

都
教
組
・
前
回
さ
ん

(
中
央

V
及
川
博
嗣
さ
ん

(
岩
手
)
お

ル

一

箱

。

区

支
部
・
東

京

)

衣

類

。

も

ち

。

V
塩
崎
泰
子
さ
ん
(
北
海
道
)

V

有
斐
閣
労
組

(東
京
)
子

V
池
亀
さ
ん
(
芝
信
用
金
廊
)

衣
類
を
ダ
ン
ボ
ー
ル
三
箱
.

ど

も

衣

獄

図

ウ

イ

ス

キ

ー

な

ど

。

1984年 3月 1目

無職と無職が結婚して2年4ヵ月…

『苦労念んて感ug世んう』

え
る
人
か
ら
、
年
賀
の
あ
い
さ
つ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
・
ζ
れ
か
ら

も
二
人
で
、
一
日
も
早
い
神
争
議

の
勝
利
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
り
ま

|
|
何
も
苦
労
を
し
て
そ
ん
な
こ

|

|
エ
ッ
そ
う
で
す
か
。
私
は
、
す
-

と
ま
で
と
、
出
身
学
校
の
先
生
や
は
っ
き
り
判
る
よ
う
に
一冨
日
つ
ん
で

全
国
の
仲
間
の
み
な
さ
ん
、
御

友
人
に
言
わ
れ
ま
し
た
が
好
き

す

H

ア
メ
リ
カ
は
日
本
か
ら
出
て
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま

な
ん
だ
か
ら
し
ょ
う
が
な
い
で
す
行
け
u

と
言
っ
て
、
彼
に
驚
か
れ
す
。

よ
ね
え
。
の
ろ
け
か
し
ら

。

て

し

ま
っ
て
そ
ん
な
ζ
と
を
、

l
l
lE
-
R
u
'
E
I
-
-

m

'

パ
ラ
し
て
い
る
ん
で
す
か

、

イ

ヤ

+屋
代
さ
ん
が
争
犠
か
ら
七
組
目

ι
t
z凸
歩

L
ト
ご

F
L
白

、

ダ

ナ

ア

の

結

婚

と

し

て

、

全

国

の

伸
問
に

若

し

当

者

一

角

、

'

祝
福
さ
れ
、

学
校
の
教
室
で
手
作

本

|

一

I

L

-

-

会

@

酢

士

、

り

の

結

婚

式
を
あ
げ
て
か
ら
二
年

|

私
が
十
二
万
で
て
二
人
で

K
び
Y
ミ

ヒ

四
カ
弓
支
援
す
る
会
の
事
務
局

二
O
万
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
ア

ヰ
1
1
1
1
-
-
-
1
3

へ
「
子
ど
も
は
ま
だ
で
す
か
?
」

パ
l
ト
代
は
四
万
五
千
円
四
私
た

|

|
結
婚
に
際
し
て
は
、
ほ
ん
と
「
生
活
は
ど
う
で
す
か
?
」
と
た

ち
よ
り
、
苦
し
い
人
も
た
く
さ
ん
う
に
た
く
さ
ん
の
仲
間
か
ら
激
励

び
た
び
問
合
せ
が
あ
り
ま
し
た
の

い
ま
す
よ
ね
え
.
苦
労
し
て
い
る
の
言
葉
や
、
贈
物
を
い
た
だ
き
で
、
事
務
局
が
近
祝
を
イ
ン
タ
ピ

と
感
じ
た
ζ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
今
年
の
正
月
に
も
、
二
十
人
を
こ

ュ
ウ
し
ま
し
た
。

せ
ん
よ
。
彼
を
、
解
題
さ
れ
て
倒

っ
て
い
る
人
と
感
じ
た
と
と
も
あ

ま
り
な
い
ん
で
す
よ
。

たィ中
|勺閉

!寺走
1.7>'爪E
i 1広

* 
l近2;，
3タ
i風爪

|
|
六
月
二
十
六
日
が
出
産
予
定

で
す
。
大
好
き
な
H

北
の
湖
u

の

よ
う
な
子
が
ほ
し
い
で
す
。
彼
は

女
の
子
が
ほ
し
い
と
言
っ
て
ま

す
。
腕
を
組
ん
で
一
緒
に
歩
き
た

い
の
で
し
ょ
う
か
ね
え
。
生
活
で

す
か
?

争
議
団
の
み
ん
な
も
、

や
っ
て
い
る
か
ら
、
不
安
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ど
う
に
か
な
り
ま
す
。

*ノ-

1務
|局な

i争γ

ム立

i
…ゅー
祝
〈
おので室教の校学

大
国
立
看
板
事
件
、
青
春
の
軌
跡

山北孝之編

電通
えな録き幽乙{寸
るっと「そのけ 二
曾てと表く本た枚
でおも現いは|の
ありにのし、 経立
る、、自ば者犯看
.読二 由つい罪板
労む人」て恋、を
宮人のを、人二
に苛守八眉rJ 0 電
報、年つ年土 O 柱
社さのた有が O に
わ生 余、円は

ー やき間の手のり
、かざし歳を税札
ニなま い 用と糾と8感の闘をりがし
搬I富包争的{合求て
円を 録のい い刑取
与と昔己銀 、 。り

風
さ
わ
ぐ日
々
の
街
角
に

中
央
区
(
東
京
)
で

支
援
連
絡
会
を
/
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沖
電
気
の
指
名
解
回
が
強
行
さ
の
伸
聞
が
門
前
で
ピ
う
に
し
て
報

れ
て
か
ら
丸
五
年
が
過
ぎ
職
場
も
告
し
た
・
小
木
曽
さ
ん
の
死
の
報

変
っ
た
.

告

は
維
が
労
働
者
の
本
当
の
昧

朝
、
私
の
職
場
で
は
、
朝
礼、

方
、
正
確
な
情
報
源
で
あ
る
か
を

唱
和
で
は
じ
ま
る
。
H

ス
ロ

l
ガ
知
ら
し
め
た
.
宮
崎
神
火
災
一
年

ン
M

「
事
実
を
も
と
に
自
ら
の
手
後
八
三
年
十
月
四
日
の
、
朝
一
斉

で
現
状
を
変
革
し
よ
う
」
「
あ
る
の
社
内
放
送
で
事
業
部
長
の
談
話

べ
き
姿
を
摘
き
何
が
重
要
か
を
考

(宮
崎
仰
の
乙
と
も
報
告
さ
れ
た

え
、
効
率
よ
く
解
決
し
よ
う
」
も
が
)
が
流
れ
た
が
小
木
曽
さ
ん
の

ち
ろ
ん
私
も
一
緒
に
悶
和
す
る
。
死
に
対
す
る
哀
悼
の
表
明
は
な
か

隣
の
職
場
で
は
朝
礼
後

「き
ょ
う
っ
た
・

も
ゼ
ロ
災
で
い
こ
う
、
ヨ
シ
/
」

3
4引
剖
剖
引
引
刈
刈
剖
州
知
出

長
軒
棋
院
議
時
割問
的
一

と
い
う一
指
差
呼
称
の
か
け
と
え
で

一
壁

掛

揖

議

m
-

労
働
者
は
震
に
散
っ
て
仕
事
に

一

い

る

か

ら

レ

弘
之

一

か
か
る
.

「意
識
改
革
」
が
目
的

「

|
|
Il
l
i-
-
-
七

の
た
め
か
、
鼠
近
は
研
修
会
が
や
私
は
妥
が
指
名
解
雇
さ
れ
た
と
る
労
働
者
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

る
の
だ
」
と
言
っ
て
い
る
と
い
う
a

る
の
に
・
「
お
前
と
は
飲
み
た
く
た
な
い
単
純
な
仕
事
を
与
え
る
・

沖
電
気
は
、
人
が
余
っ
て
い
る

た
ら
と
多
い
・

と
も
あ
っ
て
支
援
を
訴
え
る
機
会
差
別
攻
磐
が
加
え
続
け
ら
れ
て
い
私
の
場
合
の
具
体
例
は
組
合

・
会

な
い
ん
だ
と
皆
が
言
っ
て
い
る
」
労
働
組
合
に
も
普
処
を
申
し
入
れ

か
ら
な
ど
と
言
っ
て
解
雇
を
強
行

私
た
ち
が
昨
年
、
争
犠
団
と
一
が
多
い
が
、
今
職
場
で
は
、
指
名
る
・
よ
く
職
場
八
分
と
い
う
が
神
社
共
催
の
運
動
会
に
褒
の
倭
加
を
と
嘘
ま
で
一
言
い
、
さ
ら
に
「
実
は
た
・
何
回
か
の
や
り
取
り
が
あ
つ
し
た
が
、
そ
の
裏
で
新
入
社
員
を

緒
に
夏
の
全
国
行
商
の
途
中
に
富

解
屈
さ
れ
た
争
議
団
の
支
墜
を
続
電
気
の
職
場
で
は
冠
婚

・
都
祭
ま
認
め
な
い
・
E
の
職
場
の
飲
み
会
お
前
と
は
飲
み
た
く
な
い
ん
だ
」
た
が
ら
ち
が
あ
か
な
い
の
で
、
意
採
用
し
た
り
、
私
の
と
な
り
の
職

崎
県
入
り
し
て
入
手
し
た
資
料

け
る
職
協
活
動
家
を
は
じ
め
と
す
で
の
差
別
で
職
煽
十
分
と
い
わ
れ
に
は
、
実
行
奈
良
会
な
る
も
の
を
と
は
っ
き
り
言
う
・

を
決
し
て
浅
利
さ
ん
、
中
山
さ
ん
場
で
は
、
多
忙
で
解
雇
か
ら
一
カ

で
、
宮
崎
沖
火
災
で
入
院
中
の
小

、

/

る
も
の
で
あ
る
・
結
婚
式
に
急
に
作
っ
て
わ
ざ
と
診
加
出
来
な
い
よ

1
崎
別
別
判
剣
M
1湖
沼
剖
剖
剖

は
都
労
委
に
不
当
労
働
行
為
で
提
月
に
も
澗
た
な
い
時
期
に
も
う
ア

否
さ
ん
の
曜
の
報
に

Z
P妻
;

呼
べ
な
い
と
一
言
っ
て
く
る
。
人
に
う
に
仕
組
む
・

5
「
実
行

一

り

3
愛

潅

刷

嶋

一

訴
に
ふ
み
切
つ
だ
あ
れ
か
ら
一
一
ル
バ
イ
ト
が
入
つ
宍

い
た
・
な
ぜ
な
ら
我
々
も
彼
ら
が

l
冨

-

一

周

よ
っ
て
は
知
ら
せ
な
い
・
葬
著
書
章
、
読
者
の
罰
百

一
裁

か

れ

る

-

議

一

年
半
が
経
過
し
た
・

私
は
霊
気
の
こ
う
し
た
襲

入
院
中
で
心
配
な
い
と
会
社
主

-ee民言
同
じ
で
あ
る
ま
の
霊
会
を
来
る
の
だ
」
主
「
会
社
の
中
で

「

I

1

-
-
H

審
問
で
は
、
工
場
長
を
始
め
一
決
し
て
、
許
さ
れ
な
い
と
確

報
告
を
受
付
、
か
ん
口
令
が
し
か
一

J
J

E

一
一
つ
ぶ
す
、
あ
る
い
は
連
名
で
排
除
や
っ
て
も
、
職
制
機
憾
で
回
覧
し
同
じ
頃
、
東
京
工
場
で
も
、
さ
人
事
部
長
が
「
差
別
は
し
て
い
な
信
し
て
い
る
・
ど
う
し
て
隠
す
る

れ
「
情
報
が
入
り
み
だ
れ
る
の
で

定
庄
一
面
母
一
一
一
三
の
盟
国
を
す
る
、
仕
事
の
差
別
て
い
て
も
、
乙
れ
は
会
社
員
係
ま
ざ
ま
な
H

圧
力
u
l浅
利
さ
ん
、
い
」
「
仕
事
を
変
え
た
の
は
、
二
乙
と
が
で
き
さ
つ
1
票
、
不
当

会
社
か
ら
遂
次
皆
さ
ん
に
知
ら
せ

戸
p
p・
一
回
同
通
=
~
『
賃
金
の
差
別
。
私
も
同
じ
で
あ
る
.
な
い
」
と
一言
う
.
配
布
先
に
「
会
中
山
さ
ん
に
「
争
議
支
髭
す
る
も
人
の
経
験
を
生
か
す
た
め
」
な
な
指
名
解
雇
攻
撃
と
闘
っ
て
い
る

刊
一
言
兵一
一

る
」
と
の
と
と
だ
っ
た
か
ら
で
あ

山

一

一
三
三
一

私
た
ち
の
と
と
を

「
彼
ら
は
会
社

費
を
払
っ
て
も
す
」
ペ
グ
ル
の
に
は
重
な
仕
事
は
与
え
ら
れ
ど
と
強
弁
し
、
同
じ
職
場
面
く
の
に
、
家
族
が
毒
す
る
の
は
当

る
・
乙
の
乙
と
を
神
電
気
争
議
団

1
1

三

三

を
つ
ぶ
す
た
め
に
や
め
な
い
で
い

l
プ
長

・
工
場
長
な
ど
の
名
が
あ
な
い
」
と
吾
一
回
っ
て
、
半
日
に
も
満
労
働
者
の
怒
り
を
か
っ
て
い
る
。

然

一-
Z
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z
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z
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指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース
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(3 ) 

米
田
徳
治
さ
ん

(39) 

沖
電
気
八
王
子
工
場
に
勤
務

(奥
さ
ん
の
和
恵
さ
ん
が
沖
電
気
争
議
団
員
)

!J' 
h
v
ぷケ
」t
E
し

L
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勺
ぱ

ω
と昨
J
G
t
3
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な
り
た
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.
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(4) 

裁
判
な
ど
の
勝
利
命
令
は

M
回

場鞠雪塾

鋼竃59奇曹

広
島
市
に
あ
る
高
校
教
剃
曾
出
い
.
さ
ら
に
大
日
本
盤
国
党
な
ど

版
社
の
第
一
学
習
社
は
、
一
九
七
右
翼
団
体
か
ら
は
、
「
出
版
労
連

三
年
(
昭
和
特
年
)
の
労
働
組
合
を
つ
ぶ
せ
f
」
「
社
長
/
組
合
に

結
成
よ
り
今
日
ま
で
十
年
余
に
わ
負
け
る
な
/
」
「
組
合
を
つ
ぶ

た
っ
て
、
団
交
拒
否
、
第
二
組
合
せ
/
」
「
と
に
か
く
共
産
党
が
惑

づ
く
り
、
一
年
間
で
一

O
O追
を
い
」
と
激
励
さ
れ
て
い
る
.
右
潔

越
え
る
懲
戒
処
分
の
乱
発
、
活
動
に
期
待
さ
れ
る
教
判
明
曾
会
社
と

家
の
配
転

・
解
服
、
賃
金

-w格
は
、
前
代
未
聞
・

差
別
、
脱
退

・
温
職
強
襲
、
暴
力
働
く
者
の
入
植
を
守
り
、
さ
ら

・
つ
る
し
あ
げ

・
「
村
八
分
」
な
に
、
教
秘
密
の
反
動
化
に
反
対
す

ど
の
あ
ら
ゆ
る
迦
法

・
不
当
な
紐
る
闘
い
と
し
て
、
第
一
学
習
祉
の

合
つ
ぶ
し
攻
継
を
続
け
て
い
る
・
仲
間
の
支
鐙
は
、

い
ま
、
全
国
の

解
服
者
も
四
人
に
な
る
な
ど
、
不
父
母
、
教
師
、
市
民
の
聞
に
急
速

当
労
働
符
為
の
デ
パ
ー
ト
と
な
っ
に
鉱
が
っ
て
い
る
.
「
勝
た
せ
る

て

い

る

.

会

」

や

広

島

市

内

で

の

支

援

組

織

「
子
ど
も
を
も
っ
た
女
は
、
編
も
結
成
さ
れ
た
.

刷
用
で
は
、
使
い
も
の
に
な
ら
な
い
」
第
一
学
習
社
労
組
の
仲
間
は
、

「
懸
法

・
労
組
法
は
ま
ち
が
っ
て
会
社
の
攻
撃
に
よ
っ
て
少
数
に
さ
FS

い
る
」
と
、
第
一
学
習
会
は
、
裁
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
(
過
半
数
島
町
一
七
l
三
、
(
株
)
第
一
学

判
所
や
地
労
援
で
の
三
四
回
に
も
↓
叩
人
弱
)
、
「
人
間
の
尊
厳
の
潤
社
、
松
本
前
社
長

及
ぶ
労
働
者
側
の
勝
訴
を
、
軽
視
回
復
と
民
主
的
な
教
制
相
官
」
め
ざ
〈
激
励
宛
〉
広
島
市
西
区
楠
木

・
熊
視
し
「
広
島
地
労
委
は
企
図
し
て
、
今
日
も
脊
闘
し
て
い
る
.

町
一
丁
目
七
l
一
O
出
版
労
迎

で
も
段
低
」
と
暴
言
を
吐
き
続
け
、
あ
な
た
も
、
勲
い
迎
稽
を
/

第
一
学
習
社
労
組

雷
O
八
ニ
ニ

判
決
な
ど
に
従
お
り
と
し
て
い
な

〈

抗
議
宛
〉
広
島
市
中
区
西
臼
九
二
五
五
一
五
.

(31) 

固

支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)

第
一
学
習
社
労
組
踊み

品
川
区
の
オ
ル
グ
を
担
当
し
て

り
、
今
で
も
時
々
部
屋
で
つ
ま
淵
押
さ
し
い
人
」
な
ん
だ
そ
う
で
す
・

鍾
味

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
l
・
ボ

山

川

/

い
ま
す
が
、
こ
乙
数
カ
月
ば
か
り

い
て
い
ま
す
・
当
時
十
万
円
も
す
好
物
は
H

煮
も
の
M

だ
と
い
う

ウ
リ
ン
ク
す
パ
イ
パ
ル
)

川

M

，F一

統
一
労
組
懇
港
区
専
従
の
ア
ル
パ
る
ギ
タ
ー
も
買
い
ま
し
た
が
、
そ

と
と
な
の
で
、

制
連
と
お
酌
の
う

そ
の
他

た
ば
乙

(O)
酒
(O)
川川
1
月
刊
日

沖
電
気
全
国
弁
護

、l

イ
ト
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
・

2
現
在
お
し
げ
も
な
く
妹
に
借

ま
い
お
嫁
さ
ん
が
よ
ろ
し
い
ん
じ

ス
キ

!

ス
ケ
ー
ト
可
血

H川

団

会
議
.

町

ス
リ
ム
産

に

も

の
静
か
な

し
、自
分
は
き

l
で
が
ま
ん
や
な
い
で
し
ょ
1
か・

液
型

A
塑
乙
女
座
。

川
1
月

日

大
留
の
中
で
底

編

性
格
で
す
が
、
組
合
の
大
会
な
ど

友

人
目
く
「
高
橋
の
趣
味
は
労

年
齢

差

q
Z星
説

。
ど
ん
な
女
性
が
好
き
り

川

宮

本

社
抗
披
露
-

害

底

で

の

力

強

く

、

ま

と
ま
り
の
あ
る
働
運
動
と
選
挙
/
そ
れ
か
ら
テ
レ
身
長

一
七
日
・
霊
号

明

る

い

人・

川
1
月
幻
自

東
京
護
団
主
儲

M

訴
え
に
は
定

Z
Zす・
ビ

霊

に
ち
が
い
な
い」

出
身
新
潟
県
松
之
山
町

。
タ
レ
ン
ト
で
言
う
と

川

の

露

軍

雲

-

M
B聴

会
社
に
い
た
時
、
友
人
と
ク

ラ

替

の

彼

女
。
の
雷
葉
を
か
り
る

・県
立
松
代
高

等

学

校

酒

井

和
歌
子

・
斎
藤
慶
子

川
1
月

μ日
浅
利
・

中
山
さ
ん

…

を

シ
y
ク
ギ
タ
ー
の
サ
ー
ク
ル
を
作

と
「
お
も
い
や
り
が
あ
っ
て
七

震

父
母
、

2、
妹
、
妹
・

州

都

労

霊
的

川
1
月
刊
四
日

神
争
議
崎
玉
支
援

…
者

'
4
1
7

3
r

…

共
闘
会
議
の
幹
事
童
話

…
身

F
一
、轟
V
7
1
i
手

…
1
町
民

支
襲
開
会
議
の

虫

'
J
A
尚
一
括

4
d
肱
可

j
m繍
謝
調
副

圃

選

ん

川
容
量
-

一
例
法
賢
一
，
F
Z裕
樹
摩
川
孝
…
2

訂へ-説的吋

…

誤

ベ

J
J
J

・ョ
ト7
M
U滝
口
一
ト
ぃ
橋
口
γ
日

議

室

沖

支

罷

宅

'

・

~乏

園
町

叫

喝

浦
野
、

b議
事

曲

、

ご

明

川

慶
す
る
会
で
鎚
会
・

唱

7
4重
~
・

ι下
u
h

総
総
凶
E
4
A
込

議

畑

出

国

間

川

2
月
7
目

白

交

総

連

日

一

細

川

思

、

三

4
・
圃
司
可
悶
際
路
開
緩

3
a
t
川

論
集
会
に
器
・
カ
ネ
ミ
油

.，

¥¥¥¥一

，E
司

』

.

川

脂
昼
休
み
集
会
.

川
2
角
8
臼

倉
持
議
長
が
死

川

去
.
全
飼
保
東
京
で
沖
争
犠

h
F

五
O
人
を
と
え

酬

川

支
援
と
辿
裕
の
集
会
・

伽幽
V

る
争
議
団
の
子
ど

…

新

任

に

国

労

東

京

の

川

2
月
ヲ
白

金
属
一
織
械
総
行

寝

付
紅
一
い
…

伊

藤

俊

男

さ

ん

…

2
M
m
自

費

支

要

望

a喫
u'

川

川

織
の
結
成
総
会
.

aE『
た
ち
に
激
励
の
ブ

川

国
鉄
労
働
組
合
東
京
地
方
本
部
は
、
組
織
を
あ
げ

川

ー

レ
ゼ
ン
ト
が
届
き

川

て
沖
電
気
闘
争
に
取
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
今
度
、

川

川

は
じ
め
ま
し
た
・
争
犠
団
の
市

川

退
職
さ
れ
る
増
田
市
応
さ
ん
に
替
っ
て
、
後
任
は
、

川

川

川
美
佐
子
さ
ん
流
産
・
倉
持
議

川

伊
藤
俊
男
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
国
鉄
マ
ン
=
一
十

川

川

長

死

去

・

な

ど

の

悲

し

い

荒

五

年

の

ベ

テ

ラ

ン

で

、

器

あ

る

口

調

も

定

評

・

勝

川

川
告
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
の
元

川

利

の
レ
1
ル
で
H

全
員
職
場
復
帰
を
，f
が
新
任
の

川

川

気
な
姿
は
う
れ
し
い
も
の
で
す
J

弁・

川

会
A
Z議
E
買
が
亡
く
な
一
ネ
売
。

海

了

、

き

で

モ

台

強

い

+

あ

い

さ

つ

な

さ

ラ

た

ば

か

い

勺

な

仇

に

・

:

・

1984年 3月 1日

、
左
門
誌
立
へ
人
出

「
日
東
芝
は
よ
く

沖
一
背
信
?
で
一
と
+

E

'

。

に

し

之

い

た

ん

と

司

£

じ

に

崎

が

志

っ

く

七

い

ou--4ま
し

た

。

⑪ 

…
気
支
援
共
闘
会
議
・
議
長

…
澗
倉
持
米
一
さ
ん
急
死

二
月
八
日
、
沖
闘
争
の
会
織
に
死
に
一
日
も
早
い
勝
利
で
答
え
た

出
席
の
泊
中
、
心
筋
硬
盤
で
急
死
い
も
の
で
す
.
中
小
企
撲
を
主
戦

さ
れ
た
、
倉
持
さ
ん
a

辰
後
ま
で
場
に
、
労
働
者
の
生
語
と
指
利
を

沖
闘
争
を
心
痛
さ
れ
な
が
ら
の
戦
守
り
、
六
十
三
年
の
生
涯
. 1月31自の 共 闘会 蟻 僻事 会 で

活躍中の倉持さん

共闘会議・副議長

212 

川
2
月
“
日

熊
谷
裁
判
.
東
閉
山

川

渡
辺
郁
件
の
決
起
集
会
.

川
2
月
刊
固

定
例
、
神
電
気
工

川

場
前
の
宣
伝
行
動
(
争
議
団

川

と
レ
て
ニ

O
三
回
目
)

川
2
月
日
間
日

名
村
造
船
争
議
の

川

早
朝
寝
伝
に
診
加
.

川
2
月
げ
日

東
京
総
行
動
.
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東
京
地
方
様
判
所
が
『
積

権
和
解
』
(
会
社
と
の
話
し
合
い
)

を
勧
告
i
l
l
之
れ
か
ら
か

支
掘
の
見
せ
と
之
ろ
だ
。

4眠、

通
信
銀
三
大
メ
l
カ
の
一
つ
円
近
い
史
上
最
高
の
利
益
、
二
一
方
、
解
回
叫
「
後
の
職
場
で
は
、
の
「
支
鐙
す
る
会
」
に
支
え
ら

沖
電
気
工
業
(
本
社
・
東
京
橋
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
九
州
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
れ
、
符
商
や
本
社
へ
の
抗
議
行

本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
二
O

に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
し
て
庖
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
沖
動
な
ど
に
奮
闘
・

二
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
新
工
場
の
建
設
な
ど
i
・
会
社
争
犠
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
八
二
年
一
一
月
に
は
、
支
度

営
危
機
だ
、人
が
余
っ
て
い
る
」
は
東
京
地
裁
は
か
四
力
所
の
毅
仕
事
を
取
り
上
げ
る
(
浅
利
さ
共
闘
会
識
が
結
成
さ
れ
、
同
月

と

称

し

て

、

千

五

百

人

の

「

希

・

に

は

解

服

四

年

の

「

文

化

の

タ

，F
/

〆

〆

ノ

ノ

ノ

ノ

望
退
職
」
募
集
を
山霊
乙
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

べ
」
を
八
O
O
O人
で
成
功
さ

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

一

一

一

百

せ

た

・

人
に
、
七
八
年
一
一
月
、
大
企
判
で
も
「
指
名
解
題
の
狙
い
は
、
ん
、
中
山
さ
ん
)
な
ど
の
、
暴
裁
判
闘
争
も
第
一
の
山
場
に

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
残
っ
た
労
働
者
の
意
織
改
革
を
挙
が
続
行
・
さ
し
か
か
り
企
業
に
「
首
切
り

約一一

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
胞
を
す
る
と
と
」
と
証
言
。
労
働
者
沖
電
気
争
議
団
の
川
人
は
、
の
自
由
を
与
え
る
な
」
と
が
ん

強
行
・

と
労
働
組
合
を
無
視
し
て
解
庖
全
国
二
四
の
県
際
、
=
一
千
を
趨
ば
る
沖
電
気
の
伸
聞
に
、
あ
な

そ
の
後
の
柿
仲間
叫
気
は
、
百
億
し
た
乙
と
も
明
白
に
・
え
る
支
援
労
組
や
一
万
三
千
人
た
も
熱
い
連
帯
を
/

畠
V

神
電
気
争
犠
団
で
は

刷

、

ー

、

後
の
勝
利
ま
で
戦
い
ぬ
き
ま

弘
潟
V

メ
ー
デ
ー
用
の
叩
子
の

明

曹

司

『

&
B
-
F

し
よ
う
.
心
よ
り
支
援
し
ま

緩
穏
噸

販
売
摂
し
て
い
ま
す
。

附

骨

紅

明

3
7
l
d
す・

イ

御
警
は
早
固
に
・

5

・4-ア
@
問
中
主

ん

(神
奈
川
)
池

治

療

京
近
辺
の
み
)

州

国

唱

の

J
f
E
E

貝
の
支
捜
す
る
会
で
は
パ
Y

4gE刊

明

a
l
H
H
R
d
d
e
p

・EY

…

…

+
き
た
が
わ
て
っ
さ
ん
明

、
開
悼
か

J
?
d
V

チ
の
販
売
を
し
て
い
ま
す

し
て
殺
判
で
の
母
問
は
続
げ
ら
れ

h
島

P
が
ソ
ノ
シ
i
ト
と
力
ラ

M

，
，
F

，
‘

が
、
沖
で
も
ど
う
で
し
ょ
う
。

ま
す
・
法
廷
闘
争
の
勝
利
は
、
連

活

眠

l
写
真
集
で
つ
づ
る
附
@
奥
田
久
敏
さ
ん

(
大
阪
)
払

@

=
百
村
久
吉
さ
ん
(茨
滅
)
特

動
が
鎚
だ
」
と
支
盤
の
強
化
を
訴

「日
本
国
惣
法
的
文
」

川

込
通
知
県
を
キ
チ
ン
と
送
つ
に
長
か
っ
た
冬
も
よ
う
や
く

占

え

ま
し
た
・

給

湯

を
出
版
・
九
八
O
円
(送

附

て
下
さ
い
・
尉
政
的
な
裏
付
和
ら
い
で
い
ま
す
・
季
節
の

j

N
 

』

f

抽
出
会
で
は
、
生
協
会
館
に
働
く

第
二
部
は
、
神
電
気
争
犠
回
の

d
溜咽
可
制
は
こ
0
0円
)
・
支

m

げ
が
な
か
っ
た
ら
闘
い
に
展
変
り
白一
に
く
れ
ぐ
れ
も
体
を

'
d
伸
問
に
よ
る
神
電
気
の
裁
判
闘
争
高
屋
修
さ
ん
と
は
、
岩
手
大
時
代

ト

綾
す
る
会
で
も
注
文
を

山

望
が
持
て
な
く
な
る
の
で
、
大
切
に
し
て
下
さ
い
・
睡
眠

シ

の

w
護

裁

判
u

で
、
「
解
雇
し
か
お
喜
号
、
い
ま
で
も

欝

受
付
て
い
ま
す
-

N

お

忘

れ

な

く

。

を

十

分

に

と

っ

て

下

さ

い

・

、

な

け

れ

ば

倒

産

・
人
が
余
っ
て
い
一
緒
に
演
奏
時
間
付
を
す
る
と
い
う

説
明
司
争
会
員
の
み
な
さ
ん
、

w

@
吉
根
川
み
ち
代
さ
ん
(
和
歌

・
・
・
・
・
・
・
・
回
目

F

る
宮
と
は
な
く
、
ま
っ
た
く
不
き
た
が
わ
て
っ
さ
ん
の

n
愛
・
平

ぬ

V
会
費
の
納
入
を
忘
れ
て
州
山
)
い
つ
も
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

圃

闘

闘

闘

酬

圃

闘

襖

一

当

で

あ

る

ζ
と
を
き
ま
レ
た

-
T
R
u
g
-と
く
に
三
月

明

嚇

い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か

W

送
っ
て
く
れ
て
ご
く
ろ
言
明
悪
事

B
E圃四
V

F

五
人
の
メ
ン
バ
ー
は
、
ブ
γ
ツ
ケ
二
十
日
発
売
の
百
本
国
霊
前

一

転
居
の
人
は
、
住
所
変

山

ま

で
す
。
こ
の
磁
な
実
務
的
岡
山唱

JW

圃
園
調

同

・

A

皆

川

周

波

竺
圃
・開
W

J

本
番
と
見
え
な
い
ぐ
ら
い
立
派
な
文
」
は
、
政
党
法
、
警
の
改
悪

艶

伊

更
の
連
絡
も
よ
ろ
し
く

川

な
ζ
と
の

霊

祭

、

信

頼

園

清

竺

・

・

F

一

号
、
大
き
な
拍
手
を
う
け
ま
な
ど
を
た
く
ら
詰
曽
根
富
へ

者

+

「
は
た
ら
く
」
編
集

ご

臣

、

高

君

主

で

大

愚

盟

国

軍

一

し
た
・

の
怒
り
の
輪
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
-

…
P

部
で
は
、
全
国
の
み
な

W

切
な
ζ
と
だ
と
思
い
ま
す
・

圃

沼

制

面

園

調

E

F

続
い
て
裁
判
の
現
状
を
報
告
し
各
地
減
の
喜
龍
一
組
織
か
ら
千

代

置

卿

さ
ん
か
ら
の
「
声
」
を

叫

が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
・

剛

山

恥

満

面

閉

l
山
u

r
-
-
た
清
水
恵
一
郎
先
生
(
弁
護
士
)
回
(
小
川
さ
ん
)
量
(
坂
入
さ

骨

募
集
し
て
い
ま
す
・
ア

W

@
盟

主

ん
(
干
葉
)
は
た

・

E

周回、，

，J「和
解
(
語
し
合
い
)
と
並
行
ん
)
の
報
告
も
露
で
し
た
・

ド
パ
イ
ス
も
よ
ろ
し
く
ご
く
署
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

E
-
Rh

山

反
政
府
運
動
の
配
事
l
と

つ

@
沖
電
気
争
議
支
媛
・
港
区
共

霜

劉

樹

一

時

時

(
有
香
交
通

4
U
U
U
J

Y

同
時
5

持
/
政
党
法

語
一
一
一
一
刊
誌
な
れ
し
一
刊
誌
一
!
?
品
計
十
二
時
一
心
郡
山
町
一

1
1
l
P
I
l
l
i
-
-
1
1
1
4月
日
日

八
王
子
地
区
の
神

・

尚

時

初

分

政

党

の

目

的

や

要

件

な

ど

を

法

政

党

に

国

が

金

を

出

す

代

わ

り
に
政
党
の
要
件
と
し
て

「所
属
国
会

州

日
も
早
く
、
職
働
復
帰
で
き

四
団
体
、
名
称
を
連
絡
会
議

4
月
6
白

神

電
気
東
京
工
場
包
支
援
す
る
会
の
学
習
会
同
時

4
月
U
B
都
労
委

・
第
氾
回
審

律
で
定
め
、
違
反
す
る
政
党
は
露
政
党
を
規
制
し
よ
予
と
い
う
も
の
議
員
が
三
十
五
人
を
超
え
る
と
ま
す
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
共
闘
会
犠
へ
と
闘
う
体

図
デ
モ

畑山時
5

4

月
凶
自

国
電
・
田
町
駅

宣

伝

問

問
時

smM時
。

め

ず

、
取
り
締
ま
ろ
う
と
い
う
も
で
、

政
治
腐
敗
の
根
絶
と
は
お
よ

と
」
な
ど
、
結
社
の
自
由
を
否

定

、

も

、

み
ん
な
の
力
で
明
る
い
制
を
作
り
ま
し
た
・
総
会
で

4
月
9
日
浅
利
・
中
山
さ
ん
仕

行
動
(7
時
ぬ
分
1
8
時
ぬ
分
)

5
月
刊
日

八
王
子
裁
判

旧
時
の
・

自
民
党
・新
自
由
連
合
が
「
政

そ

無
関
係
で
す
・
自
民
党
が
昨
年
少
数
政
党
を
抹
殺
し
ょ・

2
」
し
て
子
ど
も
た
ち
に
・

は、

各
争
議
の
勝
利
と
地
域

差
別
事
件
の
第
げ
回
審
問
・

4
月

n日
沖
争
議
団
の
家
族
会

5
ロ
時

治

倫

理
確
立
」
を
口
実
に、

政
治

五
月

ま

と

め

た

「

政

党

法

要

綱

」

い

ま

す

・

由

清

水
昇
さ
ん

〈
広
島
)
会
費
共
闘
の
前
進
も
醤
い
合
い
ま

化君
1M‘t二
tニーを
もち

@
中
里
淑
子
さ
ん
(
北
海
道
)

「
は
た
ら
ζ
婦
人
の
中
央
集

会
」
(
東
京
)
で
ゼ
y
ケ
ン

を
つ
け
た
沖
電
気
の
婦
人
た

ち
、
元
気
で
う
れ
し
か
っ
た

で
す
.

。
矢
部
文
俊
さ
ん
(
長
崎
)
毎

日
と
く
ろ
う
さ
ま
で
す
.
要

が
同
じ
よ
う
な
立
場
に
た
た

さ
れ
、
身
に
つ
ま
さ
れ
て
い

ま
す
.
ど
う
ぞ
ζ
れ
か
ら
も

が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
.

@
下
回
多
美
子
さ
ん
(
東
京
)

い
つ
も
勇
気
づ
り
ら
れ
る
新

聞
の
脱
税
料
に
し
て
は
ニ

O

O
円
は
安
す
ぎ
る
な
あ
、
と

思
い
な
が
ら
も
一
口

(
ニ
O

O
円
)
ど
ま
り
を
、
お
許
し

下
さ
い
.

@
高
官
官
志
晃
さ
ん
(
沖
常
気
争

議
団
)
2月
6
目
、
私
と
出

身
が
同
じ
だ
っ
た
船
腹
覧
明

(
ず
付
予
ケ
あ
き
ら
)
.

抑
制
出
身
、
引
歳
)
く
ん
が
、

マ
ン
シ
ョ
ン
投
身
自
殺
し

た
.
彼
は
、
神
電
気
品
川
工

場
に
鋤
務
し
て
い
た
が
、

明何

年
の
「
合
理
化
」
で
指
名
解

庖
通
告
さ
れ
た
二
八
六
人
の

一
人
で
す
.
就
職
難
が
原
因

と
の
ζ
と
。
彼
の
死
に
、
沖

争
議
の
勝
利
で
答
え
た
い
.
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(2 ) 

滞
応
対
鉱

もも
晶E

開 60号

清
水
恵

一
郎
弁
護
士
に
聞
く

支媛する会に入会しよう (会費1ロ200円/月)

線
、
秘
u

機
織
品
wvφ
品切
@
@
A
W

V
全
港
湾
東
京

鈴
木
光
男

さ

さ

ん

子

ど

も

衣

類

・

さ

ん

衣

類

と

入

学

の

お

祝

ん

ス

l
ツ
一
種
・

V
日
本
共
産
党
港
地
区
委
員
会

V
全
労
金
大
竹
公
子
さ
ん

V
お
茶
の
水
総
合
法
律
事
務
所

新

堀

さ

ん

ス

1
ツ
一
一
着
・
子
ど
も
た
ち
へ
入
学
の
お
祝

小
訟
み
ゆ
き
さ
ん
サ
ン
ト

V
一
橋
大
学
大
学
院
の
有
志

V
荒
木
質
市
さ
ん
(
山
形
)

リ
l
ロ

イ

ヤ

ル

一

本

.

ウ

イ

ス

キ

ー

ω本
.

お

禰

(

六

升

・
男
山
)

守
民
放
労
連
東
京
支
部
連
・

嫡

V
七
僚
さ
ん
(
東
京

・
国
立
)

守
全
信
労

会

沢
さ
ん
衣
類

人
部

衣
類
・

古
本
を
ダ
ン
ボ
ー
ル
5
箱
-

V
全
金
・

三
贋
糟
工
駒
形
さ

V
中
央
法
規
出
版
山
田
光
子
守
日
本
信町
民
銀
行
関
町
好
子

ん
本
一

五
O
冊

1984年 4 月 1日

ー剰員・経営危機のウソ

司"................・...........，..ー

(図1)沖電気の売よ高・受注高織穆

沖!日0'年は
目標大巾超過
.....，，(2.141) 
が官

Jダ861)
σ 

(人367)0/れ.655)
./s' ・宮崎沖工場

円(1.254)σン/1 2凹億円以

~ι-u ょを投資し

(1.252)、1ノ(27E て蹴

回 ・東京工場町
売上高711:1 合切
を撮作I..t.: 理，'J 新ピル建股

疑いあり 化|

ー--'一一ーーーー
'78 引年度

m 名る府 人八た視

255E旨票芸者;25支
奇襲襲警2員長信52;t
まマた詰ERi;霊i

hf;; 亨 「コンビュータ・情報化 ;;日害
主自.委主 語 社会を考える」 ミ憲議g芸
55 皇室 雇 |沖共闘会議 l Ziき22 
4要 案主 ) 警主主意主

fBきJ量51232:量全警護5353話題書1
55号室見量義者E35雪号iEだ語EE2襲撃i
主主主安 ZZ言言震を雪E主55 君三議長雪量
若編な ヨ手望 を毒での主票言き襲 警1253雪ヂ
差警主お百 ま尺た、急宮ヱの警

214 

'80 '79 

会一ー一「企売上高

。一一-0受注高

'77 ，. '75 

っ
た
く
な
か
っ
た
と
と
を
、
集
大

成
し
た
上
申
量
曹
を
ま
と
め
上
げ
、

二
月
二
十
二
日
、
東
京
地

W

会
社
側
粧
人
を
う
ち
切
り
、
原
告

裁
民
事
VET
-
部
(
渡
辺
昭
裁

問

代

表
の
中
山
旺
人
を
採
用
す
る
よ

判
長
)
で
、
沖
電
気
指
名
解

山…

う
に
申
摘
し
、
裁
判
所
の
判
断
が

雇
撤
回
裁
判
の
今
後
の
進
め

附

求

め

ら

れ

て

い

ま
し
た
・

方
一
か
話
し
合
わ
れ
た
渡
辺

制

そ
の
結
果
が
、
「
中
山
旺
人
を

裁
判
所
長
は

「①
原
告
、
被

制

採
用
し
、
審
理
と
並
行
し
て
和
解

告
の
双
方
に
対
し
、
職
椴
で

州

の
話
し
合
い
を
進
め
た
い
」
と
い

和
解
交
渉
に
入
る
と
と
を
働
制

l
ー
な
ぜ
東
京
地
裁
で
「
職
川
の
進
行
を
に
ら
み
な
が
ら
、
裁
判

う
ζ
と
だ
っ
た
の
で
す
.

告
(
交
渉
に
応
じ
る
か
否
か

糊
権
和
解
」
が
、
裁
判
所
か
ら
勧

川

所
前
で
の
ピ
ラ
入
れ
や
要
騎
行

官
同

m
m
t
M
1
1
A

を
=
一
月
二
十
八
日
に
回
答
す

附

言

れ
た

の

で

し

ょ

う

か

辺

、

そ

し

て、

支
援
共
闘
会
織
と

E

第

一
回
の

和

解

交

=

る
と
と
)
③
和
解
交
渉
に
入

W
E
三三一三
三
三
E
三
Z
E
-
-
Zミ
-Z
一三
主
一三
九
レ
て
の
申
し
入
れ
も
行
い
、
裁
判
一
一

iB
O
B
-
-
I
h
-
-

l
l
ζ
れ
ま
で
の
審
理
の
内
山

首
切
り
当
時
の
経
蛍
状
況
が
、
な
わ
れ
た
の
か
と
い
う
点
を
中
心

一
一
渉
は

5
月

引

目

、

一一

っ
て
も
、
裁
判
は
並
行
し
て

制

乙
の
闘
い
の
全
体
の
到
達
点
に
所
を
社
会
的
に
包
み
込
ん
で
き
ま

一
一
、
2
l

J

;

|

一一

容
を
上
申
書
に
ま
と
め
て
、
裁
川

=一
O
O名
の
指
名
解
屈
を
合
む
一
に
進
ん
で
来
ま
し
た
・
(
人
員
整

進
め
る
宝
歪
側
の
証
人
の

W

か
か
わ
る
問
問
だ
が
、
裁
判
の
状
し
た
・
会
社
側
も
ひ
と
り
で
も
多

=

“

時

か

ら

東

京

地

=

判
所
に
提
出
さ
れ
た
と
い
う
と

~

=
一五

O
名
の
人
民
態
調
唱
を
強
行
し
理
の
必
要
性
及
び
回
避
努
力
)
神

採
否
は
、
原
告
の
中
山
森

三

況

か

ら

い

2、
「
和
解
」
室
長
人
を
採
用
さ
せ
よ

2喜
一
一
裁
で
行
な
わ
れ
ま
一
一

と
で
す
が
、
裁
判
で
は
、
ど
う

川

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
乙
ろ
ま
で
電
気
の
首
切
り
が
も
う
け
の
た
め

(争
議
団
代
表
)
証
言
の
後

間

し
が
出
る
前
と

J
つ
の
ま
、
首
切
こ
喰
い
下
が
っ
て
、
た
と
ζ
ろ
で

一一

一

。

一

一

、
う
と
と
が
、
審
理
さ
れ
て
き

川

追
い
込
ま
れ
て
い
た
の
か
、

そ
う
の
も
の
で
あ
り
、
ひ
と
り
で
も
多

お

b

4

4

b

一一

す
。

一一

b

に
決
め
る
」
と
述
べ
た
.

締

り
当
時
の
経
蛍
状
況
に
関
す
る
会
す
.
私
た
ち
は
、
会
社
側
の

EE-
-一
ー

一

一

た
の
で
し
ょ
う
か
.

川

だ
と
し
て
も
、
首
切
り
を
避
け
る
く
の
首
切
り
を
避
け
よ
う
と
す
る

H

五
年
間
の
裁
判
闘
争
の
前

倒

社
側
証
人
が
四
人
終
了
し
た
段
階
て
首
切
り
の
必
要
な
ど
ま

=EEEZZE--

努
力
が
ま
っ
た
く
な
さ
れ
て
い
な

進
が
、
和
解
の
勧
告
を
引
き

怖

で
沖
電
気
は
さ
ら
に
、

「事

別

i
t
E
l
i
g
i
--
BEEtEl
iti
s
t
-ti
t--

か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

V

淵
和
地
区
で
、
国
鉄
に
働
内

判
例
上
厳
L
〈
制
限
さ
れ
て
い
る
聾
理
解
雇

(指
名
解
雇
)

持

州

出
し
た
u

わ
た
し
た
ち
は
、

ω
・
製
品
別
の
証
人
事
べ
ろ
」
と

一整
理
解
雇
し
な
け
れ
ば
な
り
な
い
ほ
ど
の
経
営
危
機
に
遣
い
込
ま
れ
て

い

い

ま

す

・
受
注
事
売
上
高
の
伸
制

結

成

伸

聞
は
約
一
千
へ
そ
れ
ぞ
れ
岬

ζ
の
事
に
確
信
を
持
つ
と
同

悦

要
求
し
て
き
ま
し
た
・
私
た
ち
ま
、

た
か
。
(
必
要
性
)

長
ぶ
り
、
残
業
の
増
加、

新

工

場

人

口

属

し

て

い

る

労

組

の

遣

い

を

乙

相

時
に

「七
十
一一
人

翁

ゑ

霊

祭

一

毒

症

人

を

喜

一

時

汗

避

け

る

た

め

の

あ

お

る

経
営
努
力
が
行
わ
れ
た
か
。

重

計

画

そ
し
て
経
理
傑
作
…
…

班

川

尻

え
沖
電
気
争
議
を
早
期
に
完

…

腫
七
十
一
人
、
配
転
拒
否
解

糊

し
た
段
階
で
い
ち
早
く
、

全

国

署

一

労
働
組
合
と
の
話
し
合
い
は
充
分
に
尽
く
さ
れ
た
か

@

に

よ

る

利

益

隠

し

ゃ

首

切

り

の

裏

州

全

勝

利

さ

せ

よ

う

一
|

|
ζ
れ

ま

前

-

(労
使
協
同
掴
の
手

続

き

)

拘

円

M

巴

4
JE

附

随
一
人
)
の
全
員
職
場
復
帰
」

制

名
を
取
り
組
み
、
「
講
習
量

一整
理
解
雇
基
準
及
び
人
選
は
、
維
が
見
て
も
納
得
の
い
く
内
容
に
な
っ
て

で

新

入

社

員

の

筆

活

動

を

し

て

い

1

孝

一U
U圃
で

励

ま

す

会
(
支
慶
す
る
会
)

仰

の
た
め
に
支
援
を
強
化
し
ま

慨

し

は
や
め
さ
と
い
う
問
l
=一、

る
か
。
(
基
準

・
人

避

の

合

理

性

)

い

た

ζ

と

な

ど

、

客

観

的

な

事

実

柑

司

da

は
、
浦
和
電
車
区

(会
員
は
二

W

し
よ
う

-

woos
-=ハ万人分
を
裁

コ
れ
れ

れ

州

印

刷

ト

目

立

V
一
項
目
に
で

も

違

反

し

て

い

れ

で

不

言

葉

レ

神

電

気

…

浦

匡

+

舎

が

中

心

で

し

た

が

…

判
所
と
活
気
に
提
出
し
、
裁
判

ZEB
-

-

i

i

i

i

i

i
t

を
大
き
く
押
し
込
ん
で
い
ま
す

.
-H
b
R
j

凶

・

・

二
月
二
十
五
日
に
「
励
ま
す
会
、
前

的

。
泊
四

円
仁

川
岨

司

国
鉄
淵
和
班
」
を
結
成
し
ま
し

W

…

園

掴

盟

た

j
浦
和
軍
区
芸

は

…

州

b
R
霊

園

F
b

昨
年
八
月
か
ら
、
沖
電
気
争
議
一
-

剖

1
1

3
1

U
釦

・

回
と
の
共
同
ピ
ラ
を
作
り
、
月
柄

叫
す

哨げ

la

一
回
の
駅
頭
宣
伝
を
成
功
さ
せ

w

w

h
p

‘ad

て
お
り
、
今
回
の
結
成
で
、
運
州

問

ま

加

温

寧

動
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
い
と

州

制

官

'

噛

・

決

意

し
て
い
ま
す

.
s
-

w

E
m刷

岨

『
渦

姐

(

国
労
・
浦
和
電
車
区
武
笠

押

切

1
1
1
S

伊
J

凶
噌
ぷ

，

FUE

村

F
I
‘

i
iし

秀
也
)

仲

d
r
o刷
支
部
だ
よ
り
事
軍
主
主
主
主
主
王
者
ま
主
主
古
毛
手
主
主
主
幸
主
主
主
か
主
宰
宅
手
韮
か
革
、

憧
円
脚2
 

1，000 

東

京

地

方

裁

判

所
皇

軍

は

ア

ジ

ア

で
何

を

し

た

の

か

ZデZPヂJオレ竺季編

圃君主
で強るの"い 時

雪面そ雲量皇 4ミ三
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行
な
わ
れ
て
い
た
・
独
協
大
学
ニ
た
い
か
ら
?
」

塾

の

と

と

が

、

話

題

に

な

っ

て

て

い

る

@

地

域

と

家

庭

と

を

密

着

吋
zi---i
・

年
の

F
子
さ
ん
は
、
ジ
ー
パ
ン
の

F
子
さ
ん
は
ポ
ツ
ポ
ツ
と
話
す
久
し
く
、
い
ま
「
教
育
改
革
」
が
し
た
塾
作
り
を
め
ざ
し
て
、
親
と

一
二
つ
の
教
室
で

ω人
と
い
う

…

ひ
ざ
の
上
に
キ
チ
ン
と
両
手
を
お
「
大
企
競
は
大
学
を
選
別
す
る
か
問
題
に
な
っ
て
い
る
.
鼠
近
「
盛
子
ど
も
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
試
み
た

一
乙
の
学
習
塾
は
「
分
か
る
学

…

き
、
緊
張
し
て
高
編
さ
ん
か
ら
塾
ら
就
職
が
む
ず
か
し
い
、
で
き
れ
を
私
立
学
校
と
し
て
認
可
す
る
と

puて
い
る
・

一
習
・
楽
し
い
学
習
」
を
ス
ロ

…

厄
除
り
大
師
と
し
て
知
ら
れ
る
の
方
針
を
聞
く
・
ば
教
職
課
程
も
と
り
た
い
が
、
サ
と
で
、
日
本
の
教
育
の
確
立
を
」

写
真
を
と
る
た
め
に
、
塾
の
者

一
l
ガ
ン
に
子
ど
も
の
た
め
の

…

西
新
井
大
師
(
東
京
・
足
立
区
)

「

た
ん
に
教
訓
糾
曾
に
従
っ
て
教

1
ク
ル
活
動
も
し
た
い
し
」
(
獲
部
昇
一

・
上
智
大
教
授
)
と
板
の
前
に
立
っ
て
も
ら
っ
た
が
、

…
教
育
活
動
を
続
け
て
い
る
.

か
ら
十
分
ほ
ど
歩
い
た
と
乙
ろ
に
え
る
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
「
あ
な
た
は
、
ま
だ
キ
チ
ン
と
い
う
粗
雑
な
議
論
も
あ
る
・

細
身
で
小
柄
で
あ
る
、

pi--iiz----si---iih

「
学
力
増
進
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
る
.
の
疑
問
や
悩
み
に
も
答
え
ら
れ
、
し
た
閤
僚
を
も
っ
て
な
い
よ
う
「
塾
と
学
校
は
本
質
的
に
違
う
.
「
沖
電
気
争
援
団
の
み
な
さ
ん
西
新
井
駅
で
さ
っ
き
困
療
を
受

乙
ζ
の
経
営
者
(
塾
長
)
が
、
高
一
人
一
人
の
子
ど
も
が
真
の
意
味
ね
・
何
の
た
め
に
勉
強
す
る
の
か
、
い
ま
、
学
校
の
あ
り
方
そ
の
も
の
は
、
元
気
で
す
か
・
よ
ろ
し
く
伝
り
て
い
た

F
子
さ
ん
に
ば
っ
た
り

橋
光
子
さ
ん
だ
.
で
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
に
.
と
自
分
が
何
を
し
た
い
の
か
を
考
え
が
関
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
え
て
下
さ
い
.
そ

の

う

ち

に

行

き

会

っ

た

.

三
月
の
日
曜
日
に
私
が
訪
ね
た
乙
ろ
で
ア
ル
バ
イ
ト
に
ζ
と
を
選
な
く
て
は
」
高
橋
さ
ん
は
、
ニ
で
き
れ
ば
艶
が
本
要
で
あ
る
よ
う
ま
ず
か
ら
」
と
言
い
残
し
て
、
高

「
ど
う
で
し
た」

時
に
、
ス
タ
ッ
フ
採
用
の
面
接
が
ん
だ
の
は
、
将
来
は
教
師
に
な
り
コ
ニ
コ
レ
な
が
ら
、
時
に
は
真
剣
な
学
校
教
育
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
僑
さ
ん
は
、
近
く

の

自

動

車

教

習

「

高

矯

さ

ん
が
と
て
も
魅
力
的

に
ま
な
ざ
し
で
、
ま
る
で
妹
を
さ
と
、
高
橋
さ
ん
は
き
っ
ぱ
り
と
言
所
へ
飛
ん
で
い
っ
た
・
四
月
か
ら
で
し
た
・
盤
の
考
え
方
は
理
想
だ

と

す

よ

う

に

活

か

け

る

・

一

時

間

う

・

は

、

東

京

学

習

会

滋

で

、

婦

人

間

ル

ギ

y
シ
ュ
な
生
活
を
送
っ
て
い
と
思
い
ま
す
・
入
試
中
心
の
自
分

ぐ
ら
い
括
合
い
が
つ
づ
い
た

.
5
6
1
v
t
h
I
v
e
a
l
-

題

も

学

ぶ

と

い

う

.

崎

玉

大

学

を

る

.

が

受

け

て

き

た

教

育

が

何

だ

っ

た

H

人
生
を
い
か
に
生
く
べ
き
か
“
円
み
ぴ

1
d亦
角

h

出
て
、
慶
応
大
学
に
も
学
ん
だ
。
「
は
た
ら
く
」
の

F
o
r
S

の
か
、
考
え
て
み
た
い
.
採
用
し

を

考

え

ら

れ

る

子

ど

も

に

な

っ

て

悩

み

ゐ

爪

う

「
情
報
が
氾
濫
し
て
い
る
な
か

a
l
e
(沖
電
気
争
議
団
の
独
身
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

ほ
し
い
と
願
う
高
橋
さ
ん
は
、
講

1
1
0
4A
I
v

・19
2』
『
で
、
絶
え
ず
勉
強
し
て
い
な
け
れ
者
紹
介
)
を
面
白
く
説
ん
で
い
る
田
舎
か
ら
上
京
し
て
く
る
父
規

師
に
対
し
て
も
同
じ
と
と
な
の
艶
を
始
め
て
四
年
目
だ
が
、
盛
ば
正
し
い
判
断
が
で
き
な
く
な
と
い
う
高
橋
さ
ん
も
、
ま
だ
独
身
に
会
う
た
め
に
、

F
子
さ
ん
は
、

だ

。

の

あ

り

方

に

苦

労

し

模

索

を

重

ね

る

」

と

瞬

時

を

惜

し

ん

で

、

エ

ネ

で

あ

る

.

混

ん

だ

沼

郡

に

消

え

た

.

(

本

)

1984-年4 月 1日

品
笠
ち
ん
て

平
揺
す
奇
数
省

E
t

支援する会に入会しよう (会費1ロ200円/月)

面
接
す
る
高
橋
さ
ん

若
い
学
習
塾
長

高
橋

光
子
さ
ん
働

オミ
-pY 
1 

1ミ

サ

開 60号

おとうさん
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(看護婦)(42) 知子さん真山田

私は東京医労連 ・聖路加病院の副分会長です。

家族は長男〈小 1)と夫の 3人。手取り 19万5千円は他病院の友人よりも 2

-3万円低く、 25万円弱の中から5万円も税金や保険にもっていかれます。だ

から健保や年金の改悪には許せません。 仕事の重さに較べ賃金は安いでしょ ?

-ひとこと:

215 



(4 ) 

長
野
地
労
委
は

。
工
場
再
開
。
を
命
令

開 60号

サ
ン
ス
イ
労
働
組
合
・
長
野
支
部

昨
年
十
一
月
二
十
四
日
、
長
野
会
社
は
利
潤
追
求
を
第
一
に
、

県
地
労
袋
は
山
水
電
気
の
長
野
エ
山
市
字
工
場
で
あ
っ
て
も
つ
ぶ
し
て

腸
閉
鎖
を
不
当
労
働
行
為
と
明
砲
し
ま
う
.
そ
し
て
生
活
基
盤
を
般

に
認
定
し
、
組
合
の
申
立
て
通
り
底
か
ら
く
つ
が
え
し
、
病
気
の
親

に
、
組
合
員
の
配
転
命
令
の
撤
回
を
す
て
配
転
に
応
じ
ろ
な
ど
と
、

と
原
職
復
帰
、
パ
γ
ク
ベ
ィ
、
支
緑
挙
を
緑
返
し
た
・

H

い
か
に
企

配
介
入
の
禁
止
、
制
抑
文
の
掲
示
業
と
は
い
え
と
ん
な
こ
と
を
許
し

な
ど
を
会
社
に
命
令
.
l三
年
間
て
た
ま
る
か
H

乙
の
怒
り
が
一
千

二
十
四
回
の
審
問
を
経
て
出
さ
れ
二
百
日
に
及
ぶ
長
野
工
場
泊
り
込

た
全
面
勝
利
の
命
令
で
し
た
。
み
、
地
労
委
の
闘
い
を
支
え
て
き

ス
テ
レ
オ
の
山
水
低
気
は
八
O

ま
し
た
。

年
に
経
営
危
機
を
口
実
に
三
鷹
、
サ
ン
ス
イ
労
組
は
、

ζ
の
怒
り

長
野
工
協
の
閉
鎖
、
三
五
O
人
の
を
地
域
に
広
げ
多
く
の
労
働
者
、

首
切
り
集
を
一
方
的
に
迎
告
、
長
市
民
の
支
援
を
得
る
な
か
で
闘
い

野
工
場
の
閉
鎖
な
ど
と
全
サ
ン
ス
を
前
進
さ
せ
て
き
ま
し
た
・

イ
労
組
指
準
部
の
九
人
の
解
庖
を
地
労
餐
命
令
は
、
地
元
の
新
聞
、

強

行

.

テ

レ

ビ

な

ど

も

大

き

く

報

道

し

、

し
か
し
そ
の
況
の
狙
い
は
、

第
山
水
電
気
に
撮
業
再
開
を
求
め
る

一
組
合
の
拠
点
を
つ
ぶ
し
、
職
場
世
論
は
い
や
が
上
に
も
も
り
上
が
サ
ン
ス
イ
の
仲
間
は
乙
の
勝
利
以
一
一
一
四
一
山
水
電
気
(
株
)

の
専
制
支
配
を
確
立
レ
「
合
理
化
」
り
、
会
社
を
追
い
込
ん
だ
.
を
テ
コ
に
、
一
日
も
単
い
勝
利
を
代
或
取
締
役
社
長
藤
原
慶
三

を
思
い
通
り
に
行
い
業
界

一
の
高
し
か
し
会
社
は
、
乙
の
命
令
を
と
全
国
の
仲
間
と
強
く
迎
帯
し
、
〈
激
励
先
〉

長

野
県
塩
尻
市
広

利
潤
体
制
を
柑
叩
き
上
げ
る
と
い
う

「
不
当
判
断
・
偏
向
命
令
」
と
口
解
限
撤
問
、
工
場
肌
開
業
再
開
を
め

丘
崎
出
一
四
八
六
サ
ン
ス
イ
労

も
の
で
す

ζ
の
こ
と
は
地
党
歪
汚
な
く
の
の
し
り
、
中
労
蚕
に
再
ざ
し
て
今
日
も
が
ん
ば
っ
て
い
伍
長
野
支
部

2
0
二
六
三
|
五

密
閉
の
な
か
で
会
社
の
椛
人
の
口
鶴
申
立
て
を
行
な
っ
て
争
議
の
引
る
-

-

1
二
一
三
五
・

か

R
6明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
.
き
の
ば
し
を
は
か
つ
て
い
ま
す
.

〈

抗
議
先
〉
東
京
都
杉
並
区
和
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フ
円
日
目
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並
B

『渦

}hTつ
り
l

司
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に
毛
ど
り
た

l
M
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h
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l
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耳
障
捗
不
ヘ

畠
円

M'aga
，a円
u'a阿
曽
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・a・‘am-zaxuzanMV
・悶M
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「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
オ
プ

テ
ム
で
す
」

第

十
三
回
国
際
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

・
フ
ォ
ト
・

フ
ェ
ア
(
八
十
四
年
三
月
十
四
日

1
十
六
日
判
明
学
伎
術
館
)
で
、
ハ

イ
ス
ピ
ー
ド
大
光
量
ス
ト
ロ
ボ
、

光
フ
ァ
イ
バ
ー
照
光
怨
な
ど
の
、

新
製
品
が
発
表
さ
れ
た
.
開
会
と

同
時
に
、
一

O
O万
円
を
超
え
る

商
談
が
ま
と
ま
る
な
ど
、
評
判
で

し
た
.
株
式
会
社
オ
プ
テ
ム
と
は
、

七
十
七
年
に
倒
産
し
、
四
年
間
の

飼
い
で
み
ご
と
に
、
企
業
再
建
を

勝
ち
取
っ
た

n
カ
コ
、
ス
ト
ロ
ボ
M

川

が
飛
胞
の
た
め
に
設
け
た
筏
術
開

発
部
門
の
ニ
ュ

l
ネ
i
ム
な
の

川
5
月
1
日

ビ
キ
ニ
集
会
に
容

占

』

・

川

加

(静
岡
)

と
の
オ
プ
テ
ム
に
は
、
当
初
か

川
5
月
2
日

八
王
子
裁
判

ら
(
昨
年
六
月
)
、
技
術
者
と
し

川
5
月
4
目

安
中
公
密
都
件
の

て
、
沖
電
気
争
撤
回
の
中
野
迫
弥

川

現
地
開
笠
(
群
馬
)

さ
ん
が
、
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
、

川
5
月
7
日

東

京
裁
判

歩
加
し
て
い
る
・

沖
電
気
で
は
、

川
5
月
8
自

国
際
間
間
人
デ
l
で

生
産
筏
術
(
製
造
が
、
ス
ム
ー
ス

川

宣
伝
行
動
(
九
段
会
館
)

に
運
ぶ
よ
う
に
、
設
備
、
工
程
を

川

5
月

?
日

東
京
大
空
製
反
戦

設

定

す

る

)

の

優

秀

な

伎

術

者

で

を

作

っ

て

い

く

何

か

ら

何

ま

で

屋

市

底

(

プ

l
ス
)
の
宥
援
の

川

平
和
の
集
い

(山
山
田
も
)

し
た
が
H

商
品
u

を
研
究

・
開
発
自
分
た
ち
の

n
能
力
H

が
勝
負
・

諸

外

織

内

製
作
か
ら
、
チ
ラ
シ
づ
く
り
ま
で
、
川
5
月
日
回

全
華
リ
ア
リ
テ

す
る
の
は
、
初
め
て
の
事
で
ず
い
苦
労
も
名
い
け
ど
、
得
る
物
も
多

ス
ト

ロ

ポ

だ

よ

沖

電
気
の
仲
間
が
協
力
し
た
と
い

川

イ
・

ユ
ナ
イ
ト

建

築
会

ぷ
ん
と
苦
労
を
し
た
よ
う
だ
a

い
は
ず
」
カ
コ
争
議
の
指
導
者

P
A
T
E
l
-
-
a
i
h

う
、
今
回
の
フ
刈
ト
・フ
z
ア
に
、

川

-za-----

白
書
の
沖
護
団
耶
務
所
の
で
、
現
在
は
壁
薬
労
働
者
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
作
っ
た
デ
ィ

闘
う
労
働
者
の
、
事
気
を
見
た
.

州

司

、

圃

盟

圃

圃

ソ
フ
ァ
ー
で
寝
て
い
る
顔
に
H

光

小
林
雅
喜
己
ん
の
宮
榊
端
で
あ
る
.
ス
プ
レ
イ
(
表
示
鉛
)
や
プ
l
ケ
、
商
品
を
税
明
す
る
中
野
さ
ん
や
金

川
園
・
・
・
・
・
・
閣
回

工
学
u

な
ど
の
本
が
被
さ
っ
て
い

「
中
小
の
会
社
が
、

隼
吉
銭
る
ス
ポ
ッ
ト
フ
ラ

yン
ャ
ー
や
マ
ル

歪
己
ん
の
n
k

a

k

o

u

の
ユ
ニ

川
園
・
・
・
開
閉
凶

M

る
雪
し
ば
し
ば
見
た
・
赤
外
ピ
た
め
に
は
、
大
企
業
主
話
せ
チ
ス
ト
ロ
ボ
な
ど
の
、
票

品

の

ホ

1
ム
姿
に
、
成
長
す
る
霊
の

川

園

・

3
岡
市
寓

ー
ム
セ
ン
サ
ー
ス
イ
ヂ
の
獣
験
な
い
分
野
を
見
つ
げ
て
い
か
な
げ
そ
ば
に
は
、
金
子
さ
ん
を
中
心
に
た
し
か
な
光
を
感
じ
た
・

川

・

1
一
刷
幽
咽
閣

は
、
宇
都
宮
(
栃
木
)
で
夜
の
自

れ
ば
い
け
な
い
し
、
ま
た
必
ら
ず
し
て
開
発
し
た
と
い
う
H

赤
外
フ
が
ん
ば
れ

4
2
uそし
山

一

み

阻

圃

圃

動
車
道
路
で
待
っ
た
、
と
聞
く
・
あ
る
」
と
、
小
林
さ
ん
の
ア
ド
ベ
ラ
ッ
シ
ャ
l
u
も
あ
っ
た
。
て
指
名
解
雇
と
闘
う
沖
電
気
の
仲

川
5
月
何
回

カ
ネ
ミ
泊
症
決
起

今
年
か
ら
は
、
フ
d
ト
・
フ
ェ
ン
チ
ャ

1
産
業
へ
の
意
気
込
み
は
「
ζ
れ
は
、
ど
ん
な
形
状
の
小
間
た
ち

・

(

謙
)

川

集
会
。

ア
の
た
め
に
、
争
議
団
か
ら
、
機
驚
異
的
だ
・
こ
ζ
数
カ
月
は
、
ほ
型
ス
ト
ロ
ボ
、
グ
リ
ッ
プ
ス
ト
ロ

A
連
絡
先
V

一T
一
四
一
東
京

川
5
月
同
日

沖
・
支
復
す
る
会

摺
許
捜
術
者
の
金
子
側
人
さ
ん
と
ん
ど
家
に
帰
ら
ず
深
夜
ま
で
の
ボ
に
も
、

簡
単
に
取
付
け
ら
れ
、
部
品
川
区
東
五
反
田
五
上

三

川

決
起
集
会
・

も
歩
加
。

開

発

、

研

究

だ

・

そ

の

彫

響

で

中

暗

闇
聞
に
も
、
可
視
光
線
は
ほ
と
ん

五
不
二
越
ピ
ル
8
F
株
式
会

川
5
月
間
白
神
電
気
争
犠
団
と

「
大
童
労
働
者
が
、
秋
祭
原
野
さ
ん
や
金
子
さ
ん
も
、
ハ
γ
ス
ど
感
じ
ら
れ
な
い
・
産
で
安
い
社
オ
プ
テ
ム

密
0
=丁
目

川

支
援
共
闘
会
事
「
コ
ン
ビ

(東
京
)
の
電
気
街
や
、
小
さ
な
ル
し
て
の
新
製
品
の
発
表
会
が
寸
製
品
で
す
」
金
子
さ
ん
の
説
明
に

こ
l
o
七
七
六
・
カ
タ
ロ
グ
の
御

川

ュ
l
タ
・
情
報
化
社
会
を
考

町
工
場
を
、
歩
い
て
一
つ
の
製
品
ォ
ト

・
フ
ェ
ア
だ
っ
た
・

も
勲
が
入
り
ま
す
。
粉
求
に
も
応
じ
ま
す
よ
・

川

え
る
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ

l
ム

日

|

左
か
ら
中
野
さ
ん
金
子
さ
ん
と
オ
プ
一ア
ム

の

小

株

さ

ん

|
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川
2
月
間
日
東
京
統
一
労
組
怒

川

大
企
誠
容
闘
学
習
会
・

川
2
月
引
日
前
橋
裁
判
.
北
津

川

相
互
銀
行
の
東
京
地
区
で
の

川

勝
利
集
会
.

川
2
月
刊
日
日
沖
電
気
争
議
支
緩

川

港
区
共
闘
会
議
総
会
(
引
回

川

体
一

O
O人
が
鯵
加
)
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わ
た
し
の
作
文
で
す
。

私の名13r 謀ι
ユ
ネ
ス

コ
作
文
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た

んr
u女

ゎ
前
例
団
一
頃

み実
晴
M
R
UM 

峠
出
1

電
4
F

H
I
川
町
沖
長

と=ヨ

/
1
¥

通
信
機
三
大
メ
ー
カ
の
一
つ
円
近
い
史
上
肢
高
の
利
益
、
=
一
一
方
、
解
雇
後
の
職
場
で
は
、

の
「
支
鐙
す
る
会
」
に
支
え
ら

神
電
気
工
業
(
本
社

・
東
京
橋
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、

九
州

配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解

れ、

行
商
や
本
社
へ
の
抗
議
行

本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
二

O

に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
し
て

履

(田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
沖

動
な
ど
に
奮
闘
。

二
億、

一
万
三
千
人
)
は

「
経
新
工
場
の
建
設
な
ど
i
・
会
社

争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
八
二
年
十
一
月
に
、
支
援
共

営
危
犠
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
は
東
京
地
裁
は
か
四
カ
所
の
裁
仕
事
を
取
り
上
げ
る

(浅
利
さ
闘
会
機
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
は

と

称

し

て

、

千

五

百

人

の

「

希

背

景

資

本

の

岱

士

銀

行

や

、

神

，ノ
ノ
ノ
・
/・
，，a

，J

〆
・
，f

重
職
」
募
集
を
襲
乙
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

電
気
本
社
へ
の
抗
議
行
動
も
速

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

続

し

て

行

な

わ

れ

て

い

る

.

人
に
、
七
八
年
一
一
月
、
大
企
判
で
も
「
指
名
解
胞
の
狙
い
は
、
ん
、
中
山
さ
ん
〉
な
ど
の
、
暴
裁
判
所
で
は
、
八
四
年
五
月

業
で
は
三
井
三
池
争
犠
以
来
、
洩
っ
た
労
働
者
の
意
織
改
革
を
挙
が
続
行
.
か
ら
裁
判
と
併
行
し
て
和
解
交

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
磁
を
す
る
ζ
と
」
と
旺
言
。
労
働
者
神
電
気
争
議
団
の
川
人
は
、
渉
も
始
ま
り
、
山
腐
を
迎
え
た
.

強
行
.

と
労
働
組
合
を
無
視
し
て
解
鹿
全
国
二
四
の
県
評
、
三
千
を
超
あ
な
た
も
、
神
電
気
の
伸
間

そ
の
後
の
沖
電
気
は
、
百
億
し
た
ζ
と
も
明
白
に
・
え
る
支
援
労
組
や
一
万
四
千
人
に
納
い
辿
帯
を
/

沖
電
気
争
議
の

志、
3
め
し
た
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に
米
軍
基
地
が
留
か
れ
て
い
ま

す
.
ア
メ
リ
カ
は
日
本
を
守
る
た

め
だ
と
言
い
ま
す
が
、
戦
争
が
始

ま
れ
ば
、
平
和
主
義
を
か
か
げ
て

い
る
日
本
と
て
ま
き
ζ
ま
れ
ま

す
.
日
本
か
ら
国
民
の
意
悲
と
は

関
係
な
く
、
人
の
命
を
う
ば

-2~

め
に
軍
隊
は
出
酔
帯
し
て
い
く
の
で

す
か
ら
.
そ
し
て
、
そ
の
戦
争
と

い
う
の
も
、
今
に
も
起
と
り
そ
う

な
ほ
ど
不
安
定
な
の
で
す
。

数
ヶ
月
前
に
起
っ
た
大
観
航
空

九
四
五
年
八
月
十
五
日
、

ζ
れ
ほ
ど
意
味
深
く
、
広
い
願
い
れ
に
は
ま
ず
、
戦
争
と
い
援
事
件
の
ひ
と
つ
と
っ
て
み
て
も
の
た
め
に
、
私
達
の
生
活
持
っ
た
り
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
平

そ

そ

多
く
の
犠
牲
を
残
し
て
、
を
こ
め
ら
れ
た
二
字
が
自
分
の
名
う
も
の
を
知
る
べ
き
だ
と
わ
か
る
よ
う
に
、
私
遥
が
知
ら
な
一
日
一
目
、
友
達
の
一
人
和
へ
の
輸
を
広
げ
、
地
隙
の
平
和

日
本
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
レ
前
で
あ
っ
た
と
い
う
と
と
に
気

が

思
い
ま
し
た
.
私
は
沢
山
の
戦
争
い
問
に
、
何
か
が
起
っ
て
い
ま
す
.
一
人
を
大
切
に
自
分
を
み
が
き
あ
に
ま
で
発
展
さ
せ
て
い
く
.
た
ぶ

ま
し
た
.

つ

い

た

の

は

.

に

つ

い
て
描
か
れ
た
本
を
貌
み
、
私
逮
は
平
和
に
つ
い
て
、
戦
争
の
げ
る
乙
と
が
重
要
で
は
な
い
で
し
ん
、
な
か
な
か
出
来
る
と
と
で
は

私
迭
は
そ
う
い
う
戦
乱
の
中
で
そ
れ
は
、
戦
争
と
い
'
?
も
の
が
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
を
聞
き
ま
し
た
.
恐
ろ
し
さ
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
ょ
う
か
.
常
に
他
人
の
立
場
に
立
な
い
で
し
ょ
う
.
何
十
年
、
何
百

生
き
残
っ
た
人
避
の
子
と
し
て
う
あ
っ
た
と
い
う
ζ
と
を
、
知
る
よ
そ
こ
に
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
世
と
自
分
の
意
志
を
固
め
て
お
く
必
っ
て
物
事
を
考
え
た
り
、
自
分
の
年
、
い
や
、
何
千
年
か
か
っ
て
も
、

ま
れ
ま
し
た
.
も
う
二
度
と
人
と
う
に
な
っ
て
か
ら
だ
と
思
い
ま
界
が
あ
り
ま
し
た
.
強
い
兵
鰭
は
嬰
が
あ
る
と
思
い
ま
す
.
意
見
を
は
っ
き
り
言
え
る
自
信
を
理
想
に
は
手
が
と
ど
か
な
い
か
も

人
と
話
し
合
い
を
し
な
い
よ
う
す
・
父
富
が
子
供
の
頃
|
|
兵
さ
ら
に
強
い
兵
器
を
生
み
、
惨
劇

T
i
l
l
-
-I
l
l
i
-
-
I
l
l
11

1

し
れ
ま
せ
ん
・
し
か
し
、
だ
か
ら

w

な
世
界
を
つ
く
り
あ
げ
て
ほ
し

い

穏
を
使
っ
て
人
と
人
と
話
し
合
は
惨
劇
を
号
、
尊
い
命
が
実
に

一

t

ご

じ

喜

一

と
い
っ
て
何
も
し
な
け
れ
ば
、
前

川

-

m

A

て

た

後

担

』

豆

、

と
い
う
願
い
を
託
さ
れ
て
・

っ

た

と
聞
か
さ
れ
た
時
テ
レ
ビ

あ
つ
り
を
若
れ
て
い
き
ま
し

一

和

川

川

W

町

円

一

進
も
し
ま
せ
ん
・
と
に
か
く
皆

川

私
は
一
九
六
八
年
八
月
十
五
日
で
し
か
起
こ
り
う
る
は
ず
が
な
い

た
・
生
き
残
れ
て
も
、
ケ
ロ
イ
ド

一

ι
よ

コ

パ

一

。

る

ζ
と
で
す
。
戦
い
か
ら
何
も
生

川

区
土
銀
行
書
、
裁
判
所
な

一

l

s

h

w

噌

問

削

:

一
た

、

に
生
ま
れ
ま
し
た
・
父
と
君
、
と
信
じ
て
い
た
世
界
が
現
実
の
も
を
負
っ
て
「
人
間
」
と
い
う
本
来

一

寺

山

ケ

広

三

し
ま
れ
な
い
と
と
は
、
事
宗
教
え

山
ど
あ
る
千
代
田
区
は
神
争
議
の

そ
ん
な
私
に

「
平
和
が
実
る
」
と
の
と
レ
で
あ
っ
た
ζ
と
を
知
り
、
の
姿
を
失
っ
て
レ
ま
う
人
・
自
分

一

£

ぃ

比

悦

倒

叩

4

こ

ま

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
事
実
に
起

W

拠
点
。
=
一
月
二
十
九
日
「
総
会
」

い
う
意
味
で
実
和
と
名
づ
け
ま
し
平
和
と
い
う
当
然
と
思
わ
れ
て
い
を
愛
し
て
く
れ
た
人
が
み
ん
な
死

一

状

押

エ

ニ

ケ

3

t

一
的

つ

を

と

を

き

、

直

し

て

い

く

工

躍
し
て
、
①
月
一
回
の
神

だ
幼
な
い
官
、
男
子
と
も
問
た
世
界
が
大
人
の
手
に
よ
っ
て
、
ん
で
し
ま
い
、
霊
る
希
望
を
な

一

z-
靴

に

二

プ

制

高
一

U

の
が
私
達
若
い
者
の
仕
事
で
す

-
y気
本
社
周
辺
、

早
朝

喜

・

迎
え
ら
れ
る
よ
是
ζ
の

名

義

ζ
わ
さ
れ
る
と
と
を
知
っ
た
時
く
す
人
・
や
足
い
こ
と
も
充
分

一重

一

町

上

一

司

同

じ

詰

を

何

度

も

練

り

返

し

…
②
加
盟
労
組
を
霊
の

一
0
0

に
入
ら
ず
、
女
の
言
し
く

突

し

男

の
名
前
の
意
味
を
考
え
る
よ
に
や
れ
ず
、
お
国
の
た
め
と
若
山

一

貨

問

・

I
l
l
-
報

て
は
な
り
ま
せ
ん
・
平
和
を
実
ら

な

ら

玉

O
に
増
加
・
な
ど
迎

い
美
を
使
っ
て
美
和
と
名
づ
け
て
う
に
な
っ
た
の
で
す
・
と
同
時
に
、
命
を
さ
さ
げ
な
け
れ
ば
な

PZ力
一

，

-
a
-
a
E
E』
?

一

j

せ
る
た
め
に
私
述
は
そ
れ
ぞ
れ
何

刷
動
の
強
化
と
と
も
に
、
四
月
二

号
か
っ
た
と
思
っ
た
も
の
で
平
和
と
は
何
な
の
か
、
草
案
っ
た
人
・
何
の
ま
な
い
の
に
死

一

一

E
E
L一
一

は
か
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

山
十
六
日
に
、
交
流
会
を
決
定
し

ず

ら

せ

る

に

は

ど

ご

た

ら

い

い

の

な

ね

ば

な

j
で
し
た
・

一

江

町

叫

日

夕

一

時
て
正
し
い
と
思
っ
た
と
と
を
つ

…
ま
し
た
・

5、
大
い
に
「
神
宮
七
十
一
一
人
の
全

し
か
し
、
い
つ
頃
か
ら
で
し
ょ
訟
を
す
べ
き
誌
か
を
考
え
て

今

の
日
本
の
平
和
は
不
安
定

一

一

日

日

リ

唾

一

一

ら
警
通
せ
る
強
さ
と
勇
気
と
窓

一

括
り
、
歌
お
う
u
そ
し
て
「
勝
良
職
場
復
帰
で
蓄
の
全
面
解

主
・
私
が
こ
の
名
前
に
好
感
を
き
ま
し
た
・

な
も
の
で
す
・
日
米
安
全

一

u

，

l
l
h一
一

妻

、
共
に
つ
く
り
あ
げ
て
い
き

剛
警
め
ざ
し
全
力
で
闘
う
息
苦
し
き
と
、
=
一
月
二
十
八

持
ち
、
持
り
を
持
ち
始
め
た
の
は
・

保
障
条
約
の
た
め
に
、
あ
ち
こ
ち

!
I
ll
I
l
l
11
1
11
11
1
1
1
I
l
l
i
t
-
-

ま
し

ょ

う

@

(

一
部
割
愛
)
と
連
帯
」
の
た
め
に
企
画
さ
れ
日
は
、
港
支
援
共
闘
会
議
の
主

Ete--Ez--ZEe-j主
3e-
i
-
r
i
j
-
7
E
z
-
-

-
:
4
7
z
I
z
-
-
i
Z
-
ι
7
z
i
--
4
z
t
ie-
-
:
2
-2-zJ1222一
SIE--寺
-
E
l
ze--z--Iz--71
・2
4守
i

l
e
--i
・
2

i

z
--
-zz
-Lei
-ら
7
5
z
i---5z
ez-z-7z
eez三
72222-Teg--
E
一?
i
iz

ま
し
た
.

悩
の
約
六
百
人
の
昼
休
み
東
京

パ

川

時

刊

/
V
A
N
い
で
情
報
変
換
の
サ
ー
ビ

ス

書

繁

雑

な

作

業

を

効

率

化

し

ま

す

が

工

場

前

で

の

抗

駿

行

動

・

議

ソ

分

委

川

こ
と
l

な
い
取
引
き
曹
の
効
率
化
を
狙
う
労
働
者
へ
の
「
合
理
化
比
、
労
働

四
月
六
日
は
、
中
央
共
闘
会

午
lu

日
J

R

u

ι

F

州

打

F

4

安

川

v
a
l
u
e

A
d
d
e
d

通

信

網

事

業

・

強

化

に

な

る

危

険

性

も

指

摘

さ

れ

諮

主

催
・
約
千
人
で
の
東
京
工

1
制

晴

5
判

時

7
材

一

広

3
判
一
四

8
語

一
川

N
e
t
-

i

詰

重

大

型

V
A
Nと
中
小
事
V
A
て

い

ま

す

・

情

報

化

社

会

議

官

の

タ

デ

モ

・

組

合

旗

が

1

i

子

~

1

i

裁

~

1

i

気

鉄

日

っ
“

裁

~

ワ
ム

差
~
川
信
網
電
話
会
社
か
ら
通
信
回
を

N
に
分
類
さ
れ
、
大
型
に
な
れ
ば

産

業

と

も

見

な

さ

れ

、

流

通

や

サ

容

風

に

た

な

び

き

、

手
に
は
東

-

王

時

・

谷

時

・

匂

下

時

・

京

時

・

事

時

酬
借
り
、
取
引
会
社
の
奥
機
積
の
コ
な
る
ほ
ど
、
経
済
活
動
に
変
化
を

l
ピ

ス

産

業

へ

も

大

き

な

影

響

を

京

+

恋

か

ら

借

り

た

か

K27

O

E
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川
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稲
溝
、
総

もも
邑E

(連載・終)

清
水
恵
一
郎
弁
護
士
に
聞
く

人争中一議一一紙一一般
γ

純一

|
…
努
狭
山
会
港
町
一
一
夜
一
=

1984年 5月 1日

V
全
国
一
般
・
梅
田
分
会

(梅

V
全
造
船
機
械
三
菱
重
工
支
部

V
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交

回
ネ
l
ム
プ
レ
ー
ト
、
悔
回

(
六
分
会
三
百
数
十
人
)

響
楽
団
労
組
(
七
八
人
)明日
年

時
計
工
芸

六

九
人
)

%
年
S
羽
年
四
月・

賃
金
差

六

月

三

十

日

5
明
年
三
月
十

百
年
十

一
月
二
日
5
明
年
二

別
な
ど
を
闘
い
①
賃
金
成
績

六

日
・フ
ジ
テ
レ
ビ
・文
化
放

月
二
十
二
日
.
工
場
凶
鎖

・

産
別
の
是
正
②
成
績
差
別
は

送

に

よ

る

解

散
と
闘
う
.
解

全
員
解
屈
と
闘
い
解
限
撤

巡
憾
で
あ
り
、
今
後
は
不
当

決

金

二
億
三
千
万
円

な
お

園
、
解
決
金
二
千
六
百
万
円

相刀
働
行
為
を
し
な
い
③
解
決

日

本

フ
ィ
ル
は
今
後
も
オ
ー

を
勝
ち
取
る
・

金

の

支

払
い
を
合
意
|
勝
利
・

ケ

ス

ト
ラ
を
湿
蛍
し
ま
す
。

国
民
の
た
め
の
教
育
が
必
要
だ

教
育
の
機
会
均
等
l
世
界
が
高
校

・
大
学
な
ど
の

綬
撲
料
の
廃
止
に
進
ん
で
い
る
時
代
に
、
な
ぜ
日
本

だ
け
が
、
授
業
料
の
値
上
げ
や
、
奨
学
金
に
利
子
を

つ
け
よ
'?
と
し
て
い
る
の
か
。
乙
の
の
は
、
奨
学
金

業
務
の
日
本
育
英
会
労
組

(=一
四
五
人
)
が
、
現
場

と
全
国
を
結
ん
だ
教
育
運
動
の
闘
い
の
報
告
と
同
時

に
、
教
育
の
過
去
l
現
在
を
解
明
し
、
明
日
を
展
望

し
て
い
る
.
創
林
社
.

一
、
三
O
O円

218 



1984-年5月 1日支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)罫事61喧F(3 ) 

J 
句#伊"

..，/ 

アルコールは

適量を心得て

「
婦
人
差
別
撤
廃
条
約
」
を
批
別
に
解
雇
さ
れ
た
」
と
い
う
実
態

准
し
た
日
本
は
、
国
際
婦
人
年
の
と
同
時
に
、
労
働
大
臣
に
次
の
よ

十
年
が
終
る
百
年
ま
で
に
、
法
律
う
な
要
請
曾
を
提
出
し
ま
し
た
。

の
制
定
が
求
め
ら
れ
て
い
る
・
「
沖
電
気
で
は
時
問
外
労
働
が
慢
h

労
働
大
匡
の
諮
問
機
関
な
ど
で
性
化
レ
、
交
替
制
の
深
夜
勤
務
も
}

「
試
案
」
も
発
表
さ
れ
た
が
、
笑
あ
り
、
休
暇
取
得
も
約
四
五
M

搭舟で『

効
あ
る
「
男
女
庖
用
平
等
法
」
に
健
康
に
働
き
続
付
る
ζ

と
は
、
男
一

な
つ
て
い
な
い
と
、
批
判
の
声
も
性
も
含
む
働
く
者
の
願
い
に
な
つ

叩

上

が

つ

て

い

る

.

て

い

る

l
.
労
基
法
の
女
子
保
噛
渡
捜
一

神
電
気
争
磁
団
の
燭
人
部
も
、
燭
定
を
廃
止
す
る
ζ
と
な
く
、
女
一

「沖
冊
電
地
気
で
は
、
多
く
の
問
婦
附
人
が
特
性
の
人
栂
が
守
れ
る
法
律
を
」

一同同

酒
を
飲
む
時
の
つ
ま
み
に
は
、
低

十

五

x
0
・
一
x
二
十
四
(
時
間
)
日

脂
肪

・
高
タ
ン
パ
ク
の
食
品
(
豆
腐
、

H
百
六
十
グ
ラ
ム
が
、
一
日
か
か
っ

四

蒸
鶏
、
自
身
の
魚
な
ど
)
を
と
る
と
、
て
分
解
さ
れ
る
ア
ル
コ
ー
ル
賃
で
市

肝
臓
の
働
き
を
活
発
に
し
、
怒
酔
い
す
。
日
本
酒
な
ら
七
合
、
ピ
l
ル
な
骨

や
二
日
酔
い
を
防
ぎ
ま
す
.
ら
大
七
本
、
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ら
ダ
ブ
回

個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
肝
臓
で
ル
七
杯
に
当
た
り
ま
す
.
二
日
酔
い
四

分
解
さ
れ
る
艶
は
、
体
忠
一
キ
ロ
あ
を
防
ぐ
に
は
、
こ
の
半
分
を
限
度
と

た
り

0
・
一
グ
ラ
ム
と
さ
れ
て
い
ま
し
ま
す
。
〔
連
合
〕

す
。
体
重
六
十
五
キ
ロ
の
人
な
ら
六

¥ 

".院

r 

事務機器

の販売
(25) 子さんズー=京R川美

どうしょうぷん

私は銀座3丁目まで浦和(埼玉〉から通勤しています。毎日とっても忙しく、

3日間補償されている生休も 1日とるのがやっとです。ボーナスは前期実績が

1.68カ月。とっても安いでしょ。趣味は華道やスポーツそれに観劇など ー

-ひとこと:
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一

ま

る

一

一

夜

品

一

ー

白

川

:

i

H

 

一
出

稼

志

良

一

直

川
5
月
初
日
日
産
厚
木
総
行
動

「
I
l
l
i
-
-
-
l
』

州

側
田
基
地
集
会
。

の

川

配
転
・
出
向

・
応
援

が

日

常

化

今

年

の

改

普

提

案

の

ノ

ル

マ

が

川
5
月
幻
自

荒
川
区
、
新
宿
区

5

句

H

(

い

し
て
お
り
、
三

年

経

過

し

て

戻

つ

社

か

ら

発

表

さ

れ

た

。

一
人
四

川

な
ど
で
総
行
動
(
東
京
)

川

て

く

る

と

「

き

み

の

職

場

は

な

い

。

十

八

件

で

あ

る

。

八

盟

区

の

あ

川
5
月
お
回

全
国
縦
断
中
央
総

川
や
め
た
く
な
け
れ
ば
今
度
は
O
O

る
棋
で
こ
ん
な
提
案
が
出
た
「
給

川

行
動
(
総
評
)
で
笛
土
銀
行

川

へ
応
援
に
い
け
」
と
い
う

話

も

珍

料

の

銀

行

振

り

込

み

を

し

て

い

な

川

本
底
抗
機
行
動
。

川
ら

し

く

な

い

。

い

人

は

邸

務

所

ま

で

と

り

に

来

さ

川
5
月
お
日

沖
飽
気
平
和
委
員

一
九
五
九
年
七
月
、
永
い
非
公

て
市
民
覇
、
平
和
民
主
主
義
を

い

家
族
の
あ
る
人
も

単

身

で

の

応

せ

る

よ

う

に

す

る

」

。

そ

レ

て

そ

川

会
の
蓄
会
。

然
の
苦
し
い
職
場
闘
争
を
く
ぐ
り
守
る
闘
い
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

川
援
が
多
い
。

川
崎
か

ら

深

谷

(

崎

の

人

た

ち

の

リ

ス

ト

が

添

附

さ

れ

川
3
月
U
日

日
本
フ
ィ
ル
勝
利

抜
げ
て
、
「
全
国
金
属
」
の
腕
が
下
制
、
支
荏
の
再
編
と
自
ら

川
玉
)
へ
ビ
デ
オ
部
門
の
移
管
が
あ

て
い
た
。
提
案
っ
て
大
変
で
す
ね
。

川

塑
窓
会
。

驚

殊

製

鋼

に

立

ち

ま

し

た

。

し

の

体

質

蓄

を

も

く

ろ

む

沖

電

気

議

…
り
、
ま
だ
ま
だ
転
勤
の
話
。

一
月
末
か
ら
作
業
酋
が
変
つ

川
5
月
初
日
沖
電
気
東
京
工
場

か
し
沖
電
気
か
ら
派
泊
さ
れ
た
労
は
一
九
七
五
年
春
闘
時
賃
金
凍

抗

川

ヨ

割

引

叫

引

た
・
男
子
は
黄
色
?
女
子
は

川

豊
休
み
抗
議
行
現
池
貝

務
は
結
成
大
会
へ
向
か
う
労
働
者
結
、
四
五
名
の
霊
退
職
を
含
む

が

こ

毎

課

税

盤

E

ピ
ン
ク
で
あ
る
。
引
歳
を
す
ぎ

川

鉄
工
の
伸
聞
と
の
交
流
全

を

富

威

圧

し

、

翌

日

、

管

理

合

理

化

攻

躯

を

か

け

て

き

ま

し

晴

…

一

自

殺

基

金

匡

い
う
典
控
室
は
、
あ
ま
り
知
際
だ
と
甲
山
っ
か
と
い
う
ア
ン
ケ
1

た
婦
人
が
「
私
し
ゃ
、
は
ず
か
し

川
5

月

昔

話

審

議

支

援

臓
を
含
む
第
二
組
合
を
ヂ
y

チ
上
た
。
し
か
し
労
働
組
合
は
、
産
業

古

川

「

1
1
1
1
1い
い

ら

さ

れ

て

い

な

い

・

ト
で
、

Eの
十

四

・

四

弱

か

ら

い

よ
」
と
。
と
に
か
く
目
立
つ
の

川

千
代
田
共
闘
会
議
の
総
令

げ
ま
し
た
。
職
場
に
お
け
る
切
り
別
、
地
域
的
な
支
媛
共
闘
会
議
を

動

~

重
電
と
か
家
電
の
よ
主
成
熟
千
葉
県
の
茂
原
工
場
で
は
一
年
産
度
は
+
・
八

掘

と

減

少

し

て

で

あ

る

。

γ月
初
日

マ
ス
コ
ミ
総
量

く
ず
し
は
激
し
く
、

一
年
も
経
た
結
成
し
、

数

次

に

わ

た

り

沖

電

気

附

一
商
品
の
需
か
ら
、
忙
し
い
と
ζ

半
の
聞
に
、
十
四
人
の
量
死
亡
い
る
。

1
1引
訓

一

山
5
月
自

重
す
る
会
沖
電

な
い
う
ち
に
、
第
一
組
合
は
十
数
と
交
渉
を
も
ち
な
が
ら
、
一
年
に

民

川

ろ
へ
の
応
援
が
多
く
な
っ
て
お
り
が
発
生
し
、
健
康
襲
は

す

さ

ま

ヨ

叫

凶

引

訓

引

J

E
宋
に
、
話
機
部
門
の
組

一
エ

玄

宏

一

治

一
日

川

気
の
会
「
容
の
集
い
」
固

定

。

波

る

春

闘

を

闘

か

い
抜
い
て
一
定

沼

…

応

援
に
出
さ
れ
た
人
は
、
ど
う
し
し
い
。

一

V
B沼
瓶

一

証

一

立

作

業

票

合
併
に
な
り
お
し

一
に
百

二

志

川
一

E
I
1日
ト
マ
ホ
l
ク
く
る

そ
の
後
も
「
成
績
査
定
」
や
仕
の
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。
乙
の
よ

い
て

も

よ

そ

害

さ
れ
冷
た
く
さ

司

自

到

一

健

康

心

配

~

一

一

巨

い

係
長
に
な
っ
た
。
と
の
票

日

い

に

μ
[
;
コ
ン
サ
ー
ト
(
港
区
)

時
計
村
山
口
十
日
間
性

4
U足
立
時
一
党
一
時
畑
一
週
刊
州
事
十
一一一
」
寸
法
三
日
訪
れ
の
昨
日
J

ロ持
iuu
I
日ラ
15理へ

動
を
取
る
中
で
、
一
九
六
五
年
五
一
九
八
三
年
八
月
に
は
、

神
電
気

川
だ
り
、
パ
チ
ン
コ
屋
で
時
間
を

つ

「

Ile--じい
一

「
タ
導
入
に
よ
り
自
動
化
が
進

て
る
よ
う
に
指
示
を
し
ま
レ
た
ン
狩
り
な
ど
の
安
上
り
な
の
に
は

川

4
月
6
日

沖

電
気
東
京
工
場

月
十
一
名
の
伸
聞
は
、
一八
O
名
の
臓
に
あ
る
土
地

に

マ

ン

シ

ョ

ン

川

ぶ

す

姿

に

資

本

の

冷

酷

さ

が

よ

く

配

転

や

単

身

赴

任

は

多

い

が

、

む

に

つ

れ

、

V
D
T
(画
像
表
示
が
、
労
働
者
の
反
発
で
、
次
の
回
参
加
が
多
い
@

川

包
閤
デ
モ
(
一

0
0
0人
)

の
第
二
組
合
の
簡
を
き
「
金
を
建
設
し
、
よ
り
儲
け
よ
う
と
い
と
幅
広
く
喜
一
誌
を
行
な
い
な

A
抗
議
先
V
埼
玉
県
蕨
市
中
央

川
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
臓
器
一
ラ
ン
ク
上
る
と
か
、
課
端
末
装
置
)
を
使
う
作
業
者
福
に
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

先

日
行
な
わ
れ
た
エ
ア
ロ
ピ
ク

川
高

7
日
崎
玉
総
行
動
。

国
金
属
」
に
結
集
し
ま
し
た
。
沖
う
施
策
で
、
厳
特
殊
の
本
社
工
揚
が
ら
、
県
商
工
部
か
ら
は
「
労
使
一

丁
目
十
六
番
一
号
般
特
殊

川

小
田
原
工
場
で
は
、
無
災
書
記
長
に
す
る
と
か
で
、
不
満
は
表
面
尤
て
い
る
。
長
時
間
V
D
T
従
事

パ

l
ト

(
定
時
社
員
)
に
も
「
門
ス
の
講
習
会
に
は
、
二
千
人
中
、

川
4
月
8
日
春
闘
再
構
築
決
起

電
気
資
本
は
、
統

一
し
た
労
働
者
を
、
高
崎
線
の
筒
原
に
あ
る
熊
谷
の
合
意
の
な
い
工
場
巡
出
制
商
は
製
鋼
制
取
締
役
社
長
松
木
一国

川

録
の
世
界
的
記
録
を
め
ざ
す
よ
う
化
し
て
い
な
い
。
者
か
ら
は
、
イ
ラ
イ
ラ
ゃ
、
眼
精
前
ピ
う
を
受
け
と
る
と
ア
カ
だ
」
百
二
十
人
も
参
加
し
、
健
康
へ
の

川

策
会
(
明
治
公
園
)

の
闘
い
を
封
じ
込
め
、
圧
殺
す
る
工
業
団
地
へ
の
移
転
を
提
案
し
て
受
け
付
け
な
い
よ
う
行
政
指
導
す

A
激
励
先
V
右
と
同
住
所
。
会

川

な
こ
と
が
一言
わ
れ
て
い
る
一
方
健
康
の
問
題
で
は
、
ソ
フ
ト
部
疲
労
、

神
経
失
調
な
ど
の
異
常
を
と
攻
撃
さ
れ
る
が
、
骨
た
か
を
す
関
心
の
高
さ
を
一
市
し
ま
し
た
。

川
4
月
9
日

浅
利

・
中
山
さ
ん

だ
め
、
労
務
担
当
を
次
々
と
送
り
き
ま
し
た
。
す
ぐ
隣
に
あ
っ
た
神

る
」
と
約
警
官
得
て
い
ま
す
。
「
沖
国
金
属
・
厳
特
殊
製
鋼
支
部
。

…

で
、
毎
年一

人
は
自
殺
が
出
る
と
門
で
は
特
に
深
刻
で
、
自
分
が
健

訴
え
る
人
も
表
わ
れ
て
い
る
。
る
な
の
ピ
ラ
は
有
効
だ
っ
た
。

川

仕
事
差
別
事
件
都
労
委
。

込
ん
で
き
ま
し
た
。
労
働
組
会
は
、
セ
ラ
ミ
ン
ク
の
移
転
合
理
化
を
共
の
争
犠
の
解
決
は
、
我
々
の
勝
利
」

雷
O
四
八
四
l
一一一一

|
六
五

一
川

川
4
月
間
目
千
代
田
、
港
、
中

沖
電
気
の
毒
の
圧
力
に
も
屈
せ
に
闘
か
つ
て
き
た
労
働
組
合
は
、
を
合
一
霊
に
闘
い
続
け
ま
す
。
一
。

川

川

央
区
な
ど
で
総
覇
。

ず
、
政
地
域
で
の
中
防
相
組
合
と
し
今
、
阪
市

・
熊
谷
市

・
崎

玉

県

庁

(

小

野

)

山

川

4
月
ロ
日

マ
ス
コ
ミ

・
千
代

川

田
春
闘
の
決
起
集
会
(
毎
日

山

新
聞
社
前
)
。
豊
島
・
神
支

川

捜
す
る
会
花
見
。

川
4
月
日
日

大
日
本
印
刷
社
前

川

集
4
『
ス
イ
ス
航
空
昼
デ
モ
.

川

梅
田
ネ
l
ム
勝
利
抽
出
ム
『

山

4
月
日
同
臼
E
H口
臼
沖
争
議
団

川

の
腕
人
部
合
宿
。

川
4
月
川
目

男
女
平
等
法
集

川
会。
川
4
月
刊
口
日

東
芝
ア
ン
ベ
ッ
ク

川

ス
容
祭
。

(4 ) 

組
合
つ
ぶ
し
、

工
場
移
転
:
・

第 61号

全
金
・
蕨
特
殊
製
鋼
支
部
(:I:i青玉)

指名解雇された沖鱈気の仲間を支援する会ニュース1984年 5月 18

核戦争

3分前

電機関連争議団の統一行動
('80年同 4月から 7問 。 ピラ 107万枚を配布)

と
め
ど
も
な
い
核
軍
拡
競
争
六
月
に
は
核
巡
航

ミ
サ
イ
ル・

ト
マ
ホ
l
ク
が
太
平
洋
縫
隊
に
配
備
。

そ
ん
な
時
に
、
視
党
と
人
の
一一
言
葉
で
編
集
さ
れ
た
パ

ン
フ
が
日
窓
生
活
協
同
組
合
連
合
会
か
ら
出
版
さ
れ

た
。
四
十
頁
.
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5万人の「支援する会」を

私たちは生きる機利、働〈抱利を守るために沖

電気の仲間1を物心両国から励まし、必ず勝利させ

たいと思います。困雄主長期の闘いも予想されま

すので、 一人で も多く の方がこの 「会」に加入し

全面勝利を闘いと るまでご支援く ださ るよう 心 か

らよびかけます。(r支援する会」よびかけより)

会費・ 1口 200円/月

全
国
オ
ル
グ
(
岡
山
)
同
行
レ
ポ
ー
ト

1984年 6月 1日指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

先

行

所

支援する会事務局

事務所東京都港区三田

3-2-20 

電話 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240 

加入者名 沖電気の不 当解雇

を撤回させる会

第 62号
1984年

|固2018日|

構 62号(1 ) 

森住 卓さん

通
信
機
三
大
メ
ー
カ
の
一
つ
円
近
い
史
上
肢
高
の
利
益
、
=
一
一
方
、
解
限
後
の
臓
場
で
は
、
の
「
支
鐙
す
る
会
」
に
支
え
ら

沖
電
気
工
業
(
本
社
・
東
京
橋
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
九
州
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
れ
、
行
商
や
本
社
へ
の
抗
議
行

本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
二

O

に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
し
て
届
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、

沖

動

な
ど
に
奮
闘
.

二
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経

新
工
湯
の
建
設
な
ど
:
・
会
社
争
犠
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
八
二
年
十
一
月
に
、
支
援
共

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
は
東
京
地
裁
は
か
四
カ
斯
の
裁
仕
事
を
取
り
上
げ
る
(
浅
利
さ
闘
会
議
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
は

と

称

し

て

、

千

五

百

人

の

「

希

背

般

資

本

の

g
土
銀
行
や
、
神

〆

/

ノ

〆

/

〆

〆

，，

間
四
退
職
」
重
を
提
案
乙
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

夏
本
社
へ
の
抗
議
行
動
も
速

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

続

レ

て

行

な

わ

れ

て

い

る

・

人
に
、
七
八
年
一

一
月
、
大
企
判
で
も
「
指
名
解
屈
の
狙
い
は
、
ん
、
中
山
さ
ん
)
な
ど
の
、
暴
裁
判
所
で
は
、
八
四
年
五
月

撲
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
残
っ
た
労
働
者
の
意
識
改
革
を
挙
が
続
行
.

か

ら

裁

判
と
併
行
し
て
和
解
交

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
履
を
す
る
こ
と
」
と
証
言
.
労
働
者
沖
電
気
争
議
団
の
れ
人
は
、
渉
も
始
ま
り
、
山
場
を
迎
え
た
.

強
行
・

と
労
働
組
合
を
無
視
し
て
解
鹿
全
国
二
四
の
県
評
、
三
千
を
超
あ
な
た
も
、
沖
電
気
の
仲
間

そ
の
後
の
神
電
気
は
、
百
億

し
た
と
と
も
明
白
に
・

え

る
支
疲
労
組
や
一
万
四
千
人
に
烈
い
連
帯
を
f

夕
方
に
は
ク
タ
ク
タ
に
な
る
け
れ
ど

左
が
真
喜
志
さ
ん
右
が
佐
藤
さ
ん
ロ
後
は
岡
山
城

ゆ
ゆ
ぬ
悶
悶
除
問

'
HMド

キ
』

L

Vト

と
い
う
.
自
宅
で
真
書
志
さ
ん
と

斗
左
目
ぢ
タ
ば
さ
ん
ゆ

l
l
」

下
毎
夜
由
択
さ
ん
に
電
話

…
続
日
一
ー
は
お
一

五
月
・
と
と
し
も
沖
電
気
争
議
神
高
速
(
大
津
で
一
泊
)
↓
中
国
彼
が
オ
ル
グ
に
出
か
け
る
条
件
に

回
は
夏
の
全
国
オ
ル
グ
の
季
節
を
自
動
車
道
を
通
っ
て
、
五
月
八
日
な
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
.

迎

え

た

.

夕

方

向

山
市
に
入
っ
た
.

ゴ
ー
ル
デ
ン

・
ウ
ィ
ー
ク
が
明

ハ
ン
ド
ル
を
極
る
佐
麟
さ
ん
は

げ
た
五
月
七
日
、
私
は
真
喜
怒
さ
全
国
オ
ル
グ
八
回
目
だ
.
今
回
は

ん
、
佐
藤
辰
美
さ
ん
の
中
国
地
方

北
海
道
を
希
望
し
た
が
実
現
で
き

(岡
山

・
鳥
取

・
島
恨
コ
l
ス
)
な
か
っ
た
.=一
+
一
歳
の
独
身
だ
.

オ
ル
グ
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
い
助
手
席
の
真
喜
志
さ
ん
は
今
回

た

・

で

四

回

目

・

一

児

の

父

-

奥

さ

ん

争
議
の
近
況
を
曾
い
た
チ
ラ
は
沖
電
気
に
勤
務
し
て
い
る
・

シ
、
物
品
販
売
周
の
カ
タ
ロ
グ
、
民
事
志
さ
ん
は
オ
ル
グ
先
か
ら

花
火
な
ど
の
見
本
、
カ
ン
パ
袋
、
毎
晩
奥
さ
ん
に
包
括
を
か
け
る
ζ

オ
ル
グ
先
一
覧
表
、
道
路
地
図
、
と
が
回
線
に
な
っ
て
い
る
・
会
社

磁
替
え
な
ど
を
満
識
し
た
レ
ン
タ
の
い
や
が
ら
せ
で
、
職
場
で
は
同

カ
l
は
東
京
か
ら
東
名
高
速
4
名
僚
と
ほ
と
ん
ど
会
話
が
で
き
な
い

4
 

わ
れ
る

1日に10団体
以上を訪問

ー

や

先

程

よ

そ

ぜ

話

」

と

の

差

は
ぎ
か
ら
生
れ
て
く

-V
=
/
j
-
dン
ノ

一

る

の

か

・

「

し
て
く
が

3
ホ

午

ざ

人

」
昨
年
ま
で
カ
ン
パ
を
出
し
て
く

オ
ル
グ
第
一
日
目
の
五
月
九
て
く
る
冨
襲
だ
・
首
を
切
ら
れ
た
れ
た
組
合
が
こ
と
し
は
断
わ
ら
れ

目
、
朝
か
ら
県
評
、
地
区
労
、
自
労
働
者
に
対
し
て
の
無
条
件
の
迎
る
と
い
う
と
と
も
起
っ
た
・
「
く

治
労
mm本
部
、
林
病
院
労
組
、
間
帯
の
言
葉
な
の
か
も
し
れ
な
い
.
や
し
い
な
あ
l
.
ど
っ
と
疲
れ
が

山
市
現
業
労
組
、
岡
山
市
職
労
、

で

も
、
揺
が
カ
ン
パ
の
括
に
な
出
て
く
る
ん
だ
よ
な
」
と
唇
を
か

全
逓
な
ど
十
カ
所
近
く
を
訪
ね
る
と
反
応
は
シ
ビ
ア
だ
・
期
政
的
み
レ
め
る
佐
藤
さ
ん
a

た
・

に

も

比

較

的

ゆ

と

り

の

あ

り

そ

う

資

本

と
四
つ
に
組
ん
で
た
た
か

「わ
ざ
わ
ざ
東
京
か
ら
御
苦
労
な
大
組
合
が
五
千
円
で
、
協
立
病
っ
て
い
る
沖
電
気
争
議
団
を
支
媛

織
で
す
.
お
疲
れ
で
し
ょ
う
」
と
、
院
(
三
百
二
十
人
)
の
よ
う
な
小
す
る
と
と
が
そ
の
労
組
に
と
っ
て

労
を
ね
ぎ
ら
つ
て
く
れ
る
労
組
幹
組
合
が
一
万
円
も
出
し
て
く
れ
は
、
労
働
者
の
利
益
と
権
利
の
守

部

。

ど

こ

の

組

合

に

行

っ

て

も

出

る

.

り

手

か

ど

う

か

の

試

金

石

に

な

っ

て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
・
く
れ
る
家
が
岡
山
に
は
あ
る
・

カ
ン
パ
の
訴
え
と
一
緒
に
行
商
「
支
侵
す
る
会
」
の
熱
心
な
会

の
お
願
い
も
す
る
・
物
品
販
の
売
白
の
木
下
一
家
だ
・
御
主
人
は
林

り
上
げ
は
七
十
二
名
の
争
議
団
の
病
院
の
理
事
長
さ
ん
、
奥
さ
ん
は

た
た
か
い
と
家
族
の
生
活
を
支
え
同
病
院
の
保
育
闘
の
闘
長
さ
ん
.

る
大
き
な
財
源
に
な
る
の
だ
.
岡
山
滞
在
中
の
四
日
間
は
二
階

斑
京
の
事
務
所
に
申
し
込
み
を
を
二
人
の
部
屋
に
解
放
し
て
く

し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
か
・
訴
え
れ
、
食
扇
、
下
着
の
曲
目
脅
え
、
洗

て
い
る
こ
人
が
い
ち
ば
ん
気
が
か
溜
ま
で
、
ま
る
で
我
子
の
よ
う
に

り
な
点
だ
.
オ
ル
グ
の
成
果
も
ζ

世
話
を
し
て
く
れ
る
.

ζ
に
あ
ら
わ
れ
る
か
ら
だ
。
一
日
の
終
り
は
、
昼
の
行
動

一
日
フ
ル
回
転
で
十
件
以
上
の
の
艶
理
・
組
合
の
反
応
を
思
い
起

団
体
を
訪
ね
る
と
夕
方
に
は
ク
タ

ζ
し
な
が
ら
メ
モ
を
す
る
.

ク

タ

に

な

る

。

約

一

か

月

間
の
オ
ル
グ
は
ま
だ

そ
ん
な
こ
人
を
暖
か
く
迎
え
て
初
ま
っ
た
ば
か
り
だ
・

山

6
月
ロ
目

前
田
制
裁
判

同
時
S
M
山崎

川
6
月
日
目

八
王
子
裁
判

問
時
5
門川崎

川
6
月
刊
“
日

中
央
区
支
鐙
す

る
会
発
足
集
会
.

川
6
月
刊
口
因

縁
主
総
会

・
昼

休
み
沖
電
気
本
社
抗
議
行

動
.

(
予
定
)

川
7
月
5
目

前
橋
裁
判

市
時
的
分
1
げ
時
.

川
7
月
4
日

東
京
地
裁
、
第

川

2
回
和
解
交
渉
・
凶
時
犯

分。

川
7
月
7
白

裁
判
傍
聴
を
理

由
に
仕
事
差
別
さ
れ
た
浅

利
・
中
山
さ
ん
都
労
委
・

叩
時
5
ロ
時

川
7
月
自
白

神
・
支
援
す
る

川

会
交
流
ハ
イ
キ
ン
グ
.

尾
瀬
(
群
馬
)

川
7
月
げ
日

熊
谷
裁
判

日
時
1
M旧
時
.

川

-
鯵
加
を
よ
ろ
し
く

お
ね
が
い
し
ま
す
.
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三
時
一
ケ
引
回
東
京
兇
説
民
事
川
部
で

経
常
沖
電
気
指
名
停
産
季
併
に
つ

U
て

葉
一
の
才
一
回
臓
権
利
一
受
診
が
も
た

と受留一
れ
ま
し
た

一
一
持
山
村
山
沖
J

回
は
手
議
回
、
会
社
双
方

議
向
日
一
川
川
和
鰐
に
臨
む
基
本
的
在
者
之
、
万

五
ー
も
を
明
ら
小
に
す
る
と
乙
に

a
って

Y
子
宮
い
ま
し
た
.
争
議
団
側
ほ
の
打

訴
訟
山
人
へ
の
指
名
解
雇
の
撤
回
・
原
臓

4
0
復
帰
@
田
・
申
'
哲
朗
君
(
八
王
矛
)

理

の

解

雇

撤

回

最

得

票

察
官の￥ナ裁てレ一ゴル11並

(2 ) 罫~62宅号支援する会に入会しよう(会費 1口200円/月)1984年 6月 1日

&国Jl7l

Gヤ声

利
・
中
山
両
氏
(
東
京
工
渇
)
広

ど
へ
の
差
別
を
や
め
る
之
ζ

@
八
王
子
の
都
労
委
ポ
に
か
け
ら

れ
た
刑
亭
事
件
の
告
的
ζ

リ
下
げ

不
利
益
扱
い
を
し
ぜ
い
こ
と
⑤

謝
罪
と
解
決
金
‘
酎
ね
謝
科
の
支
払

い

の

5
項
司
を
足
記
.
指
名
用

在
に
関
約
る
全
て
の
問
題
を
全
面
川

約
に
解
決
ざ
せ
る
立
場
を
表
明
し
…

ま
し
た
.
次
回
ぽ
フ
同
チ
臼
の
手
J
川

定

.

…

な
を
主
主
主
主
宰
主
主
宰
事
事
事
事
事
事
事
主
主
主
主
宰
主
主
主
主
主
主
事
事
ま
を
ま
ま

sr嵐

山

市

私

は

印

歳

を

過
ぎ
職
場
に
は
戻
れ
な

い
が

圃

岨

圃

寸

W

四
回
曹
、
，

ph胃
、

司

目

、

。

:

岡

市

岨

抑

制

融

問

nuhe匂
gh曹
聞
陪
E
V
令
A

E

・
m

舶

、

ル
議
書
署
員

J

p
h
説

書

g
p

ん

叫

…

#

h

泌
総
総
務
変
遺
仁
三
百
一
級

w
v

さ

ム

品

t
，
、
仇
誕
踏
穣
滞
日
配
置
・
霊
塔
一
時
議
議
議
制
祖
師
凶

、

ゴ

」

却

s

J
 

a

-

-

a

 

m
f
'騨
湖
底

3
F
、議
機
機
織
機
欝

団
せ
一
世
間

虎
ノ
門
の
本
社
前
、
震
み
抗
鍛
符
動
に
は
H

ニ
窓
謹
蓮
閣

ι議
機

鱗

空

善

之

電
気
は
不
当
解
雇
を
撤
回
せ
よ

L七
五
O
人

以

上

、

(

村

岡

髄

湖

調

関

轟

熱

機

髄

額

一

刑

駒

山

一

科
目
立
時
計
約
料
訂
正
問
銅
器
臨
む

審

有

藤

…

な

ど

が

連

帯

の

あ

い

さ

つ

を

行

い

、

自

に

争

犠

向

調

隊

関

緩

手

工

線

総

選

議

い
事

T

m

解
決
の
決
断
せ
よ
と
強
く
迫
り
ま
し
た
。

h

J

d

必
ぞ
i
t
r
~地
膨
恥
猷
E
E
-
-
E司
沼
樋
療
機
鱗
織
機
綴
線
機
勝
、
伊

A'

ー

一

3
3
1
3
3
1
1
1
3
1
3
前

後

ろ
向
き
で
い
る
時
、
い
く
ら
名
指
名
脚
髄
七
士
天
全
員
職
場
口

議

…

紘

一

本

軍

…

3
54ーでも
振

R
i
g
iに応
じ
争
議
…

P
U
R
R
E
E
E
K
G
R
E
E
W

，

4

い
の
で

一
瞬
不
思
議
に
思
う
の
だ
を
闘
っ
て
い
く
局
面
で
、

「伊
藤
…

語

組

閣

閤

囲

州

ン

パ

ロ

ウ

。
拳
で
と
ば
す
こ

が
、
帰
っ
て
、
よ
く
考
え
る
と
、

さ
ん
ど
ん
な
思
い
で
す
か
」
と
聞
州

選

蝿

握

斎

藤

政

爾

J

?

l

州

主

活

嘩

盟

梢

千
目
白

前
任
の
役
員
の
名
を
問
巡
っ
て
呼
か
れ
る
と
、

「決
し
て
、
格
好
い
吊

E
O
旬

8
0頃
謝

(沖
電

g

N

m

J

H

一

一
千
日
拳
で
と
ば
す
ζ
の

力

ん

で

い

た

。

い

と

と

は

、

言
い
た
く
な
い
け
れ

W

H

段
前
列
H

の
闘
い
に
ふ
さ

亀
覧
車
量
消
j
減

F
一

w

千
日
を
ふ
た
つ
か
さ
ね
た
乙
の
こ
ん
な
事
も
あ
る
。
伊
藤
と
言
ど
、
社
会
が
巡
ん
行
か
な
け
れ
ば
，

わ
し
い
勝
利
の
た
め
に
、
一
層

、

;争
¥
じ
民
:
必
幽
a

F

m

重
み
。

(明
年
5
月
日
日
)

う
名
の
場
合
、
佐
藤
と
も
、
江
藤
な
ら
な
い
、
正
毅
の
道
を
選
ん
だ
耐

の
喬
酬
を
期
待
し
ま
す
。
そ
の

鞠
脳同

品小
問
機
際
附
直
咽
細

制

と
も
、
近
藤
と
も
準
え
て
い
な
い
の
で
す
。
ま
っ
た
く
悔
は
あ
り
ま
榊

こ

と

が

、

全

国

の

労

働

者

を

ど

幽

門

明

機

悩

遍

浬

私

の

仕

事

は

中

毒

(東
京
)

の
で
、
不
安
と
自
信
の
な
さ
で
困
せ
ん
」
と
答
え
た
い
。
七
十
二
人
叫

ん
な
に
か
励
ま
す
と
と
で
し
ょ

餅
湖

a・
・
・
明
盛
期
紘
極
圏
司
刊
の
オ
ル
グ
と
、
都
労
袋
、中
労
委
、
る
。
し
か
し
、
佐
藤
さ
ん
と
呼
ん
の
中
に
は
私
も
入
っ
て
い
ま
す
。
尚
一

ぅ
。
私
た
ち
も
、
議
し
て
闘

〆
犠

可

-山

組

園

司

的
地
裁
、

高
裁
の
傍
聴
参
加
。

「は
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
が
私
は
停
年
で
職
場
に
戻
れ
ま
せ
拙

い
ま
す
。

AE31『
一

情
た
ら
く
」
の
封
筒
入
れ
や
力
l
ド

巡

っ
て
い
て
も

「
ハ
イ
、
ハ
イ
」

ん
。
つ
ま
り
言
誕
の
文
で
す
か
ら
情

J
揖

掴

自

国

国

園

田

w
の
記
入
な
と
。
さ
ま
ざ
ま
な
集
会
と
親
切
に
返
事
さ
れ
る
場
合
も

一
向
に
気
に
し
ま
せ
ん
。
一
一

nq主
叫
恥
剖
吋

wa腸
臆
纏
目
的
参
加
。
背
景
資
本
の
銀
行
攻
め
な
あ
る
。

私
を
支
媛
し
て
下
さ
る
人
の
中
.

l

l

d

的
ど
思
い
も
よ
ら
な
い
経
験
。
出

来

こ

は

替

の

争

犠

(企
業
整
理
や
レ
，

叶

i

固とい

L
1J

W

会
詰
自
ら
狗
レ
た
拐
を
無

仰
る
事
は
な
ん
で
も
や
る
ぞ
と
元
安

f
ポ
ケ
た
ろ
毛
4

H
ド
パ
ー
ジ
)
に
怨
奪
持
た
れ
判

条
件
に
し
か
も
全
面
的
に
償
わ

…υ
を
出
す
。
先

日

の

沖

也

気

本

底

ピ

る

方

々

、

高

齢

の

方

々

。

支

媛

す

一

-

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
職
権
州
ラ
ま
き
で
、
会
社
の
前
の
百
々

代

あ

の
爺
さ
ん
呆
け
た
の
か
な
と
る
会
の
多
く
の
方
々
に
、
満
足
な
内

和
解
を
機
会
に
、
職
場
か
ら
の
柏
崎
の
棋
。
か
ぞ
え
の
十
九
歳
で
会

思

わ
れ
る
の
は
仕
方
が
無
い
が
、
闘
い
は
出
来
な
く
と
も
、
働
く
者
品

支
鐙
活
動
を

一
胞
強
化
し
、
一
情
社
に
入
社
し
て
、
毎
日
渡
っ
た
橋

気
が
つ
い
て
、
そ
の
失
利
か
、
い
の
生
活
と
椴
利
を
守
る
た
め
、
最
排

日
も
早
く
職
場
へ
復
帰
で
き
る

押

|

|
「ま
さ
か
此
処
で
ピ
ラ
ま
き
つ
ま
で
も
悔
に
残
る
。
だ
か
ら
、
後
ま
で
、
が
ん
ば
っ
て
行
き
た
い
，

よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

日仏

を
す
る
と
は
」
と
私
自
身
に
言
い

名
前
を
つ
い
口
に
し
な
く
な
る
。

と
念
じ
て
い
ま
す
。
ど
う
も
、
調

掛

前

「私
だ
っ
て
十
九
の
と
き
も
あ
っ

そ

れ
で
は
親
し
昧
が
深
ま
ら
な
子
が
上
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
失
礼
的

W

た
ん
だ
な
あ
」
と
思
い
出
す
・

ぃ
。
隼
齢
の
差
を
気
に
し
た
ら
、
な
耶
を
白
い
た
訳
で
も
な
い
。
年
仰

いげ

オ
ル
グ
、
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
、
オ
ル
グ
は
っ
と
ま
ら
な
い
。

容

の
冷
水
か
な
、
そ
ん
な
気
も
す

W

HL

立
派
な
一
言
葉
だ
。
到
底
自
分
に
は
組
合
事
務
所
の
入
口
に
立
つ

る

が
、
争
犠
回
で
い
る
以
上
、
年
，
一

情
近
よ
れ
な
い
存
在
だ
が
、
無
理
、
と
、

「沖
包
気
争
議
団
で
す
。
お
を
と
っ
て
は
い
け
な
い
の
か
も
知
荊

W

無
湿
の
五
年
同

失
敗
ば
か
り
1

世
話
に
な
り
ま
す
」
と
大
き
な
声
れ
な
い
と
思
-1

.

，

品
先
づ
相
手
の
名
前
を
伸
・
完
え
な
を
出
す
。
笑
顔
に
な
る
。
す
る
と

リ4
d

l

幻
い
酔
戸
柑

前
い
。
何
人
か
い
た
中
で
、
相
手
が
歳
を
忘
れ
て
い
る
。

H
K
h
m凶
日
可
抗

J
I
5
5
5
5
5
2
5
2
5
5
5
5
5
5
5
2
5
5
5
十れが屯%円
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これまでで最;;2 1 9団体

5.17本社前抗議行動

¥
5
月
白
日
付
の
沖
電
気
争
撤
回
J

/
ニ
ュ
ス
一
ご
六
号
よ
り
転
載
、

7平
百 j，
#四IH
Z董 川>
回 c
、J ん

松
木
源
太
郎
さ
ん

(
全
企
・
金
右
舎
)

か
た
く
な
に
交
渉
を
拒
否
し

て
い
た
会
社
を
引
き
出
し
た
.

し
か
し
こ
れ
か
ら
が
大
変
だ
と

思
う
。
会
社
の
対
応
を
見
て
も

賀
任
あ
る
人
を
交
渉
に
出
さ
せ

争
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
一
喜

一
憂
せ
ず
頑
張
り
ま
す
.

井
川
昌
之
さ
ん

h
沖
電
気
共
闘
会
餓
)

み
な
さ
ん
の
闘
い
の
成
果
と

し
て

「和
解
交
渉
」
と
い
う
新

た
な
局
面
を
作
り
出
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
後
の
進
行
に

つ
い
て
は
予
断
を
許
レ
ま
せ

ん
@
よ
り
一
層
の
闘
い
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

米

田

和

恵さん

(
沖
電
気
争
脱
印
)

和
解
五
項
目
は
神
の
争
犠
の

刷

会
面
解
決
と
職
場
内
の
改
醤
を

含
み
視
野
の
広
い
内
容
で
「
さ

す
が
」
と
思
い
ま
し
た
。
と
れ
を

裁
判
官
に
理
解
し
て
も
ら
い
、

勝
利
す
る
た
め
に
、
も
っ
と
沖

支
援
の
輸
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

-
戸
川
忠
男
さ
ん
(
長
崎
)
闘
生
レ
子
ど
も
た
ち
は
、
健
や

い
に
も
花
満
開
の
春
が

一
日
か
に
成
長
さ
れ
て
い
る
の
で

も
早
く
お
と
ず
れ
ま
す
よ
う
す
ネ
。
四
月
一
五
日
に
結
婚

に
1
.
島
原
で
も
応
援
し
て
し
ま
し
た
の
で
住
所
が
変
わ

お

り

ま

す

。

り

ま

し

た

の

で

お

知

ら

せ

し

・
宮
脇
美
都
子
さ
ん
(
兵
庫
)

ま

す

。

四
月
に
は
、
新
一
年
生
も
誕
.
野
々
村
絹
子
さ
ん
(
東
京
)
不
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月分給料支払明細書

修子さん(40歳)付中
日守一

.東洋鋼飯 〈株〉本社ビルの管理会社の事務です

東京のド真中、霞が関でζんな低賃金なん

です。鉄鋼の男女差別と下請差別、二重の差

別がこの実態です。東洋鋼飯の出産解雇と11

年たたかった末、雇用確保して、今は全国一

般中部地域支部分会で未組織の労働者を結集

して運動しています。未組織の職場ってとて

も劣悪なんですよ。もっと組織化に力を入れ

ていきたいですね。趣味は山歩きなど。

-ひとこと:
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(4 ) 

凶
年
余
の
苦
闘
で
画
期
的
な
高
裁
判
決

E麿62宅聖

カ
ネ
ミ
油
症
事
件
東
京
支
援
連
絡
会

5
月
氾
目
、
東
京
・
夢
の
島

「
ラ
ン
グ
l
ン
事
件
、
ソ
連

の
第
五
福
竜
丸
展
示
館
前
か
ら
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
不
診
加
、
そ

広
島
ま
で
の
七
十
九
日
間
の
約
し
て
核
ミ
サ
イ
ル

・ト
マ
ホ
l

千
J
の
「
明
平
和
大
行
進
」
が
ク
の
日
本
配
備
危
機
感
を
強

〉

ス

タ

ー
ト
し
た
。

く

感

じ

て

初

め

て

全

コ

l
ス
の

鋪

全

コ

l
ス
踏
破
す
る
の
は
+
踏
破
に
挑
戦
す
る
気
に
な
っ

ム
百
四
人
だ
が
、
こ
の
中
に
神
・
支
た
」
と
言
う
・

妨
害
る
会
の
会
員
の
金
子
徳
好
関
委
を
患
っ
た
ζ
と
の
あ

援
さ
ん
(
玄
九
)
も
・
「
ア
メ
リ
カ
は
る
金
子
さ
ん
の
腰
に
は

n
万
歩

ぽ
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
出
て
行
け
乙
計
H

が
取
り

gら
れ
て
い
る
。

の
ゼ
ッ
ケ
ン
通
勤
か
ら
、
現
在
広
島
ま
で
何
歩
か
の
計
測
を
依

は
、
「
地
球
か
ら
桜
美
践
を
な
類
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

く
そ
う
」
の
散
歩
を
続
け
て
い
「
紫
浪
人
の
道
楽
だ
か
ら
」

る
平
和
運
動
家
の
金
子
さ
ん
で
と
謙
遜
す
る
金
子
さ
ん
に
、
沿

あ

る

。

道

の

み

な

さ

ん

の

声

優

を

。
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国
は
食
品
の
安
全
に
も
っ
と
寅
わ
き
お
ζ
り
ま
し
た
・
十
六
年
余

任
を
も
つ
べ
き
だ
.
ー
l
福
岡
高
も
痛
む
体
を
ζ
ら
え
、
借
金
を
し

等
裁
判
所
は
三
月
一
六
日
、
力
ネ
な
が
ら
裁
判
闘
争
を
す
す
め
て
き

ミ
泊
症
事
件
第
一
陣
償
訴
審
判
決
た
被
害
者
の
人
々
は
、
涙
を
流
し

で
食
品
公
容
の
裁
判
史
上
初
め
て
肩
を
だ
き
合
っ
て
勝
利
の
感
激
を

き

国
の
寅
任
を
認
め
る
画
期
的
な
内
確
め
あ
い
ま
し
た
.
そ
し
て
、

ζ

容

の

判

決

喜

証

言

し

た

。

の

貝

昼

休

み

に

は

支

緩

の

輸

が

官

隊

ニ
ワ
ト
リ
の
エ
サ
の
ダ
l
ク
油
約
千
人
に
ふ
く
れ
上
が
り
、
「
国

v

w，

郁
件
発
生
の
際
に
人
間
の
食
べ
る
は
上
告
す
る
な
」
「
被
害
者
を
い
磁

rd.-gsa

食
用
油
に
も
危
険
が
お
よ
ぶ
乙
と
ま
す
ぐ
救
済
せ
よ
」
の
シ
ュ
プ
レ

噌

・
・
・

を
知
り
な
が
ら
農
林
水
産
省
が
厚
ヒ
コ
l
ル
を
と
ど
ろ
か
せ
、
霞
ヶ

関

l
d司
」
咽

著
に
連
絡
を
と
ら
ず
、
放
置
し
関
デ
モ
を
き
な
い
ま
し
た
。

帆

.

、

開

S
E
E
-
a

た
行
政
の
怠
慢
を
明
確
に
し
た
も
そ
の
後
、
厚
生
省
前
で
連
日
、

岬

国
EE--

の
で
、
猛
毒
の

P
C
Bを
製
造
し
、

「上
告
断
念

・
即

時

救

済

」

を

要

品

寸

S
U逼
可

販

売

し

た

鐙

淵

化

学

と

も

ど

も

カ

求

す

る

集

会

、

宣

伝

、

座

込

み

行

田

‘

晴

ー

ネ
ミ
泊
症
事
件
の
国

・
企
業
の
賛
助
を
お
ζ
な
い
、
鐙
化
本
社
の
座
病
苦
と
高
齢
化
で
す
で
に
一
二
新
た
に
し
て
い
ま
す
。
(
清
水
)

任
を
厳
し
く
断
罪
し
た
も
の
で
込
み
行
動
を
続
け
る
大
阪
支
援
連
八
人
が
死
い
ま
だ
に
治
療
法
が

A
抗
議
先
V
@
千
代
田
区
霞
ヶ
関

す

。

絡

会

・
カ
ネ
ミ
救
済
実
行
委
員
会
み
つ
か
ら
な
い
な
か
で
入
院

・
通
一
ノ
二
厚
生
大
臣
波
部
恒
三

冷
た
い
冨
の
降
る
な
か
東
京

・

と
呼
応
し
て
た
た
か
い
、
全
国
支
院
が
続
き
、
働
け
ず
に
苦
レ
む
患
宛
・

霞
ヶ
関
の
厚
生
省
前
に
は
上
京
中
媛
会
議
の
大
臣
交
渉
を
支
え
な
が
者
、
離
婚
で
家
肢
を
パ
ラ
パ
号
に
@
大
阪
市
北
区
中
ノ
島
三
ノ
二

の
原
告
団
と
東
京
支
復
連
絡
会
の
ら
全
面
解
決
を
め
ざ
し
て
奮
闘
し
引
き
裂
か
れ
、
進
学
、
就
職
、
結

ノ
四
朝
日
ピ
ル
鈍
測
化
学
工
業

仲
間
約
三
百
人
が
高
裁
判
決
の
報
ま
し
た
。

婚

、

出

産

な

ど

将

来

の

不

安

と

悩

株
式
会
社

告
を
待
っ
て
い
ま
し
た
が
、
午
前
し
か
し
、
三
月
二
九
日
、
固
と
み
は
深
刻
で
す
。
一
日
も
早
く
完

A
激
励
先
V
東
京
支
綾
連
絡
会

十
一
時
過
ぎ
「
全
面
勝
訴
」
の
第
錨
化
は
獲
高
裁
に
不
当
な
上
告
を
全
救
済
を
実
現
し
、
食
品
公
害
根

雷
八
一
千
五
四
一
七
。

も

sw
亀
田
グ

一
報
が
は
い
り
、
歓
声
と
拍
手
が
お
乙
な
い
ま
し
た
。
絶
の
第
一
歩
に
し
よ
う
と
決
意
を

必
醤
曹
司

4
5
航
可

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

5
月
5
日
5
6日
の

第
包
囲
赤
旗
ま
つ
り
。

今
回
も
支
援
す
る
会
の

お
庖
は
大
評
判
。
西
陣

織
や
新
鮮
な
ト
マ
ト
二

千
袋
な
ど
も
売
切
れ
ま

し
た
。
下
の
写
真
は
左

か
ら
中
山
さ
ん

(沖
争

議
団
)
小
島
さ
ん
(
支

援
す
る
会
事
務
局
長
)

黒
川
さ
ん

(同
・
代
表

幹
事
)
小
川
さ
ん
(
同

会
員
)
で
す
が
、
乙
の

w

よ
う
な
、
全
国
の
仲
間

と
の
交
流
が
4
日
間

;t手:
争原
て
み

て
ね

(r;. 
86'-'1ず....f.:'".，叫ご- <:6;昨""-;..'IO'I'，.ペ勺

審
響

曲

5
月
同
日
に
沖
電
気
の
闘
い
は

二
O
O
O日
を
迎
え
た
。
五
年
六

カ
月
で
あ
る
。
会
社
と
の
交
渉
が

や
っ
と
始
ま
り
、
沖
電
気
の
伸
間

に
緊
張
と
H

ヤ
ル
気
u
が
見
え
る
.

全
国
の
伸
聞
の
み
な
さ
ん
連
帯
を

強
め
ま
し
ょ
う
.

@
沖
電
気
は
、
ド
ン
ド
ン
新
工
場
、

関
連
会
社
を
設
立
.
今
度
は
福
島

に
新
工
場
の
話
回
『
乙
れ
が
経
営

危
機
の
実
態
で
あ
る
.
労
働
者
の

生
活
忘
れ
て
の
快
挙
。・
ナ
ノ
ダ
。

た
た
か
い
の

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

団益岡

(八

O
O円
)

減1#-ジユ
.. ，部示い帥叫~''-

嘘…



指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース 1984年ワ月 1目

支援する会事務局

事務所 東京都港区三田

3-2-20 

電信 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240 

加入者名沖電気の不当解雇

を撤回させる会

で
は
司
会
も
し
ま
し
た

鮎

私

と

同

年

齢

の

り

若
者
が
、
え
ら
く

引
さ
ん
)
が
ん
ば
っ
て
い
る

ス

平
J

情
姿
が
と
っ
て
も
ス

一
二
L

通

日
甘

心

テ

キ
・
お
じ
い
さ

ー

ャ
ん
ぽ
く
な
い
沖
む

れ
相
山
一
ン

昨
山山
(
気
争
議
団
は
大
好

l

き
で
す
.

発
行
所

第 63号

1 9 8 4年
7月1自

国2仰日|

罫事63宅聖)
 
1
 
(
 

よ

5丹波 孝さん
人 {富士火災)
で
総監督としてー

通
信
機
三
大
メ
l
カ
の
一
つ

円
近
い
史
上
段
高
の
利
益
、
一
一
一
一
方
、
解
居
後
の
職
腸
で
は
、
千
人
の

「
支
鐙
す
る
会
」
に
支

神
電
気
工
業
(
本
社

・
東
京
橋
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
九
州
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
え
ら
れ
、
行
商
や
本
社
へ
の
抗

本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
二
六
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
し
て
履

(田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
伸
機
行
動
な
ど
に
奮
闘
.

二
億
、

一
万
三
千
人
)
は
「
経
新
工
場
の
建
設
な
ど

.
会
社
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
八
二
年
十
一
月
に
、
支
援
共

営
危
機
だ
、人
が
余
っ
て
い
る
」
は
東
京
地
裁
は
か
四
カ
所
の
裁
仕
事
を
取
り
上
げ
る

(浅
利
さ
闘
会
椴
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
は

と
称
し
て
、
千

五

百

人

の

「

希

〆

〆

r

，，
r

，
r

J

背
員
資
本
の
怨
士
銀
行
や
、
神

望
退
職
」
募
集
を
襲
ζ
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

沼
町
田
本
社
へ
の
抗
強
打
動
も
速

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

腕

し

て

行

な

わ

れ

て

い

る

.

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
判
で
も
「指
名
解
胞
の
狙
い
は
、
ん
、
中
山
さ
ん
〉
な
ど
の
、
暴
裁
判
所
で
は
、
八
四
年
五
月

毅
で
は
三
井
三
池
争
犠
以
来
、
残
っ
た
労
働
者
の
愈
織
墜
首
相
を
挙
が
続
行
・

か
ら
裁
判
と
併
行
し
て
和
解
交

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
屈
を
す
る
こ
と
」
と
庄
一回・

労
働
者
神
電
気
争
議
団
の
七
十
一
人
捗
も
始
ま
り
、
山
場
を
迎
え
た
・

強
行
。

と
労
働
組
合
を
無
視
し
て
解
服
は
、

全
国
二
四
の
県
野
、
=
一
千
あ
な
た
も
、
沖
電
気
の
仲
間

そ
の
後
の
神
電
気
は
、
百
億
し
た
と
と
も
明
白
に
.
を
悶
岨
え
る
支
疲
労
組
や
一
万
四
に
納
い
迎
滞
を
，F
・

圃
銀
座
が
あ
る
中
央
区
だ
か
ら

オ
ル
グ
の
桧
垣
君
に
背
広
を

プ
レ
ゼ

ン
ト
し
た
ら
ど
う
だ

ろ
う
。

圃
現
在
三
四
O
人
の
会
員
だ
が

五
O
O人
は
め
ざ
そ
う
。

開轄

の
報
告
は
、
ス
ラ
イ
ド
で
報
告
.
ナ
レ
l
タ

は
土
屋
さ
ん
(
東
都
水
産
)
と
浅
野
さ
ん
(
民

放
労
連
)
・
ま
だ
独
身
者
が
い
る
に
笑
い
が
・

225 



(2 ) '睡63雪量支援する会に入会しよう (会費1口200円/月)

抗日出 6・29株主総会〈玖:::::::::::::::::::::::::::::::::::;:

え
六
月
二
十
一
日
、
第
十
三
回
沖
ど
.
③
当
面
の
闘
い
と
し
て
、
六

一
気
争
犠
支
援
中
央
共
闘
会
鍍
幹
月
二
十
二
日
か
ら
+
.
大
大
株
主
に

会
が
労
音
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
対
し
て
要
務
行
動
を
行
い
、
二
十

し

た

.

九

回

の

株

主

総

会

に

は

、

中

山
さ

こ
の
会
蟻
で
は
、
①
七
月
四
日
ん
と
村
山
さ
ん

(
と
も
に
神
争
犠

の
第
二
回
H

和
解
交
渉
u

へ
の
態
回
)
が
診
加
し
て
訴
え
を
行
い、

度
②
神
電
気
の
三
月
期
決
卸
で
経
当
日
昼
休
み
に
は
、
争
議
解
決
の

常
利
益
が
史
上
位
高
の
一

O
四
決
断
を
迫
る
沖
電
気
本
社
抗
議
行

億
。
設
備
投
資
は
=
一

O
八
億
円
と
動
を
行
う
。
な
ど
の
確
認
を
行
い

引
続
き
活
発
な
と
と
.
新
規
傑
用
ま
し
た
.

人
口
は
今
年
も
九
O
O人
以
上
.

神
電
気
の
仲
間
は
い
ま
、
符
商
、

な
ど
の
沖
電
気
の
状
況
の
報
告
な
募
金
で
も
大
車
輪
で
す
・

川
会
社
解
散
、
全
員
解
胞
と
闘
っ
て
き
た
大
阪

七
六
年
二
月
、
斎
藤
さ
ん
は
配
転
命
令
拒
否

川
工
作
所
(
工
作
機
械
メ
l
カ
・
大
阪
)
の
組
《

を
理
由
に
解
服
さ
れ
た
.
当
骸
労
組
が
支
援
を

川
は
、
親
会
社
の
伊
藤
忠
商
事
に
争
犠
の
責
任
を

留
保
す
る
と
い
う
困
難
な
条
件
で
、
八
年
余
の

川
と
ら
せ
勝
利
レ
ま
し
た
.
工
場
敷
地
六
百
坪
、

ね
ば
り
強
さ
が
実
り
、
明
年
四
月
、

職
場
復
帰

山
機
械
類
一
切
と
和
解
金
で
、
新
工
場
を
作
り
、

を
勝
ち
と
り
ま
し
た
・
地
元
の
仙
台
と
東
京
に

川
自
ら
の
手
で
、
企
業
を
再
開
し
ま
す
・
全
金
大

守
る
会
組
織
も
つ
く
り
、
働
く
者
の
団
結
の
力

川
阪
工
作
所
支
部
(
組
合
員
は
十
八
人
)
の
八
年

が
勝
利
の
要
因
・

H

お
父
さ
ん
が
悪
い
ん
じ
ゃ

川
聞
の
闘
い
は
「
闘
え
ば
勝
つ
」
の
教
訓
を
残
し

な
い
u

の
子
ど
も
さ
ん
の
励
ま
し
は
有
名
.

川
た
.

J

一品川
v

m

務
~
一
湖
一
勝
一
一
、
九
一
刻

中
央
法
規
出
版

斎
藤
孝
さ
ん

19S4軍ウ月 1日

大

阪

工

作

所

三墾塁塁塁塁塑襲主主壁塑主
株 主 名 所有株式数 所有比率

安田生命保険相互会社 32.855子保 7.3 
a〆'.

株式会社富士銀行 30.635 6.8 

明治生命保険相互会社 29.860 6.7 

第一生命保険相互会社 29.176 6，5 

安田信託銀行株式会社 14.519 3.2 

安田火災海上保険株式会社 12.217 2.7 

株式会社日本長期信用銀行 6.410 1.4 

日本電信電話公社共済組合 5.510 1.2 

太陽生命保険相互会社 5.174 1.2 

野村詮券株式会社 4.934 1.1 

〉ト幡1q15マ解8笥雇む fCI34奨ι3肉3
をよけ“ 127ゲ 3035 
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シ
l
リ
ン
グ
と
は

「天
井
」
の

ζ
と
.
マ
イ
ナ
ス

・
シ
l
リ
ン

グ
は
、
前
年
度
よ
り
概
算
要
求

枠
が
減
る
ζ
と
を
意
味
し
ま

す
.
今
年
度
は
、
福
祉
や
文
教

関
係
の
経
常
貨
は
マ
イ
ナ
ス
一

O
M問
、
公
共
事
業
な
ど
の
公
共

翌
年
度
の
政
府
予
算
案
編
成
経
費
は
マ
イ
ナ
ス
五
掃
の
シ
ー

に
向
け
て
、
各
省
庁
が
大
蔵
省
リ
ン
グ
で
し
た
.
大
蔵
省
は
楽

に
提
出
す
る
予
算
要
求
を
概
卸
年
度
も
マ
イ
ナ
ス

・
シ
l
リ
ン

要
求
と
い
い
ま
す
.
そ
の
枠
を
グ
を
主
張
、

ζ
れ
に
対
レ
自
民

あ
ら
か
じ
め
決
め
た
の
が
シ
l

党
の
中
に
も
反
対
の
声
が
出
て

リ
ン
グ

〔慨
卸
要
求
枠
〉
で
、

い
ま
す
。
〔
迎
合
〕

⑤~ <1診。。

板
橋
支
援
連
が

総
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六
月
三
日
に
、
行
徳
海
岸
へ
、
は
、
一
つ
も
取
れ
な
い
の
で
、
ぐ
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
・
お
父

州

し
お
ひ
が
り
に
行
き
ま
レ
た
・
ず
ぐ
ず
も
ん
く
を
、
い
っ
て
い
ま
さ
ん
に
も
、
少
し
、
手
伝
っ
て
も

一

パ
ス
と
、
塁
に
乗
っ
て
家
か
ら
し
た
・
で
も
、
わ
た
し
た
ち
も
、
ら
い
ま
し
た
a

ふ
く
ろ
が
、
い
っ

ト

ド

J

F

一、

=一
十
分
ぐ
ら
い
で
、
行
徳
の
集
合
三
つ
ぐ
ら
い
し
か
、
取
れ
ま
せ
ん
ぱ
い
に
な
っ
た
の
で
、
か
え
ろ
う

1

J

y

q

i
J
r
f
.4
9

、

、
，

、ノ州

場
所
へ
、
つ
い
た
と
き
に
は
、
東
で
し
た
・
も
う
少
し
い
動
し
て
、
と
、
す
る
と
、
お
父
さ
ん
が
、
ま

/
/
グ

ぱ

「

「

K
9

里
案
、
い
ま
し
た
・
朝
、
早
ほ
り
ま
し
た
。
き
で
は
、
一
っ
た
、
は
り
だ
し
て
、
そ
ζ
で
、
大

当

事

乙

川

¥

弓

~

く
き
た
ん
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
見
し
か
、
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
き
い
の
が
、
い
っ
ぱ
い
と
れ
て
、

背
誠
治
制
符
柏
町
蚤
戸

い

て
い
た
ら
、
て
カ
ー
が
好
き
な
っ
と
、
海
辺
の
方
へ
、
い
勤
し
、

小
さ
い
あ
さ
り
を
す
て
て
、
入
れ

J

ん
訳
斑
納
品
、
〆

父
さ
ん
宍
男
の
子
が
い
ま
し
た
・
草
し
て
、
ほ
っ
て
、
い
た
ら
、
か
え
ま
し
た

-

d
眠、

p

、

ノ

…

芯
，

A
総
指
紋
ω
…

エ
ル
フ
に
乗
っ
て
海
岸
の
入
口
ト
イ
レ
へ
い
き
た
く
な
っ
た
の
害
す
る
簡
に
な
っ
た
の

/
i
/コ

ユ

知りませ
タ

に
、
首
き
ま
し
た
・
入
口
に
は
で
、
走
っ
て
い
き
ま
し
た
・
帰
つ
で
、
海
か
ら
あ
が
り
駐
車
場
の
松

J

〆

白¥

A

Y

M

「裁
判
傍
聴
な
ん
て
、
そ
'

〉

い
っ
ぱ
い
な
ら
ん
で
い
て
て
く
る
と
海
岸
は
広
く
て

林

で

き

る

を

!

し

た

グ

内

F
J

「
…

1
2いき

J
間

口

沢

一

一

一

ド

一

一

lu訪
れ

れ

ド

ヲ

が

ι一
一
一

4
vNC民
u
u
u
ww
-
u
u
M
Mば
れ

れ

れ

十
分
ぐ
ら
い
、
お
父
さ
ん
た
ち
が
、
た
ち
を
、
見
つ
り
る
と
、
両
方
と
で
、
あ
さ
り
を
あ
げ
た
ら
、

事
ん

〆

d
k
l
-
-
r陸

、

…

ど
の
争
議
支
援
を
き
ら
っ
て

話
し
て
い
た
の
で
、
待
ち
ま
し
た
・
も
、
す
ご
く
た
く
さ
ん
取
れ
て
い
だ
の
で
、
よ
か
っ
た
で
す
・
と
て

い山

M
O
w
n
u

川
仕
事
差
別
を
強
行
し
た
森
田
企

J

入

信

長

ね

じ

れ

J
日
ィ
ド
ー
は
い
も
楽
し
い
一
日
で
し
た

¥

会

「

鍾

一

江

戸

九

日

十

日

訪

れ

即

日

京

都

い

ね

い

は

が

持

ト

が
二
千
五
百
円
で
し
だ
子
ど

i
駈
贋
弱
箇
鴫
J

闘堕

(
総
則
u

一

J

J

I
で

す

し

て

い

る

よ

う

な

霊

著

書

人

が

一
番
よ
く
知
っ
て

五
1
2
J
P
V
K剥
腸
潤
論
闘

妥
健
J

/l〆
)
一
札
開
刊
行
1
軒

目

立

警

の

怒

り

長

し

将

司

配

・芳

三
刊
誌
i
y
M叫
騒
翻
周

『ケバ

vav-会…
九
日
許
可

単
純
作
業
説

明
伝
統

2

7
zi-
-M
省首

Sコ込山
」

と

言

き

っ

て

下

で

は

長

仕

事

差

別

ト

た
わ
た
し
は
六
つ
ぐ
ら
い
で

i
"
3
4量
一
g
j
¥瞬間

じ
行
し
た
い
の
震
で
の
;
田
証
人
は
半
日
で
終
る

「差
別
さ
れ
し
わ
れ
よ
量

三

宮
O
で
、
お
父
さ
ん
は
、
五

;~yふ
J
F
樋

g

d
g
照
合

W
ぷ
匂
P
一
体
的
な
会
話
売
代
理
人
の
小
仕
事
に
配
転
さ
せ
て
お
い
て
別
す
る
君
の
阻
害
に
あ
る

松

日

告

立

7

h睦
麟
ι

d

¥
、

QVU位
ぺ

一

時

打

開

制

し

ト

抗

日

一

一

問

時

一

一

「

河

内

日

-

く
ら
げ
が
死
ん
で
い
ま
し
た
・
弟
昼
は
パ
l
ペ
キ
ュ
ウ
で
交
流
会

，

一

/

川
小
島
弁
護
士
か
ら
「
裁
判
傍
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
」
と
突
っ
第
二
十
回
審
問
(
七
月
七
日
十

ヲ

i

E
-reT
E
--2
ST
E
-
-2
5
7
2zlze-7
521

山
聡
の
話
が
で
た
と
言
っ
た
の
は
ば
り
ま
す
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
時
1十
二
時
)
か
ら
は
申
立
人

後

能

)

)

)

)

の

性

発

発

nn
発

…

森
田
さ
ん
、
あ
な
た
自
身
だ
」
ら
出
て
く
る
用
紙
の
整
理
が
二
浅
利
正
さ
ん
の
主
母
問
で
す
・

そ

高

。

引

れ

m
l

川
と
指
摘
さ
れ
、

言
葉
も
知
ら
な
人
の
仕
事
で
す
が
、
仕
事
の
貴

「知
ら
な
い
、
知
ら
な
い
」

4
6

ド
!

T
U

如

灯

、

K

K

に

は

い

い

と

雷
っ
た
恒
人
は
何
も
答
え
を
記
録
し
て
い
る
浅
利
さ
ん
の
の
会
社
側
粧
人
の
ウ
ソ
を
浅
利

つ
威

叶

創

月

月

月

一

切

川

川
ら
れ
な
か
っ
た
.
自
分
で
雷
っ
メ
モ
を
み
れ
ば
、

一
回
り
ょ
う
さ
ん
は
事
実
で
柾
明
し
ま
す
.

よ

の

て

下

付

札

口

α

に

そ

れ

て

発

発

売

発

日

沖

争

犠

は

い

ま

、

職

場

の

内

外

爆

'
h
え

巾

原

丸

町

答

川

町

7

m山

川

で
大
き
な
山
場
で
迎
え
る
・

た

し

と

に

約

約

約

約

れ

ま

ン

閉

さ

内

ト

賀

①

②

③

@

川

下

4

0

の

役
ザ
人
日
次

こ

M
1
1

島

由

1

て

川

広
一
山
山
山

…
O
 

K
人
算
一
こ

引
明
柏
田
町

月

引

1
・
を

判

明

川

日

“
“
帆
間

Tτ一
の

川

刊

年

刊

'
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1984年'7月 1目

パをしと幸
を利たし、沖
食用・てー電
べし曇、一気
な、天潮四争

官7EZ震警
べたり)鐙
交キがをで港
流ュ約行は区
とウ八徳、共
述、+海墾闘
稽あ人岸期会
をさが (恒灘

署長君主君露
ましし )育長
し、、で空
た焼昼行交久 :
き尿い流保 :
ソみま会孝 i

支援する会に入会しよう (会費1口200円/月)

川

文

川

川
作

川

同の

叫

川
ち
N

N

た
川

γも
川

州

が
」

州

川
子

川

H

の
叫

川
田
川

川
議

川

川
争
川

川

信

丸

山

…
電
川

い
沖

川
，、
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aE琵盟理霊童璽臨

開 63号(3 ) 

.".， 

① 100倍

② 500依

③ 10∞{岳

@ 2∞O {t~ 

1人 0.5トン

l人 2トン

l人 3トン

l人 8トン

①

②

③

③

 

現在ある核爆弾中最大のものは広島

型爆弾の何倍の威力?

広島以降、今日まで

に生産された核爆弾

は約5万発(広島型

の 100万- 120万発

分11:相当)。 ιれは

広島引絞爆弾を 1日

いく つ作った乙とに

なるでしょう。

Q2の 5万発の被爆弾を向性

能火薬11:検算すると人類 l人

あたりの火藁のf置は?

Q 1 

Q 2 

Q 3 

① 1000m 

② 100m 

③ 30m 

@ 10m 

核兵~~はその威力や慣の{也κ運般手

段の高度化も;:nみ:1¥しました。話題

の巡航ミサイ Jレ「ト7 ホークJは2500Km 

をとんでその命中精度ヱド筏は ?

Q 4 

10分

30分

l 時間

2時間

①

②

③

@

 

ゾピヱ トカ4高司IIL(ウラジオス トy

クあたり)配備 している 5520ミサ

イJレが発射されたと して、 東京IL開

くまでの時1I11は?

あなたはと乙まで逃げられる/

Q 5 

出 題:笹 岡 敏 紀さん (車和語進喜員妻)

I-S D' E-T O・E-EO・秒ー zD・T-IO [墨田〕

も
う
ひ
と
つ
の
沖
争
議

会
社
尋
問
を
終
え

本
人
尋
問

却
電
気
東
京
工
場
(
還
区
芝
浦
)
企
画
課
に
艶
務
す
る

浅
利
正
さ
ん
(
村
議
)
と
中
山
淳
予
さ
ん
〈
削
鏡
、
浄
電

気
争
犠
団
中
山
代
表
の
聖
〕
は
指
名
解
雇
後
も
磁
場
の
中

力
ら
河
電
気
告
白
血
を
受
湿
し
て
き
ま
し
だ
。

会
社
は
駿
楊
巳
受
援
の
鶴
ガ
銘
ガ
る
こ
と
を
恐
れ
、
二
E

在
と
争
っ
て
い
る
裁
判
の
傍
跨
に
行
く
よ
う
息
苦
怯
信
頼

で
き
な
い
」
と
し
て
、
企
画
業
務
の
ベ
テ
ラ
ン
の
二
人
ガ

ら
通
常
の
仕
事
を
取
り
あ
げ
、

一
日
疋
つ
だ
三
時
間
C
も

広
ら
な
い
単
純
作
業
巳
ゐ
せ
し
め
的
に
配
置
。
二
人
は
「
仕

事
差
別
」
で
あ
り
「
不
当
労
血
行
為
」
で
あ
る
と
一
九
八

一
年
九
月
、
都
労
蚤
巳
鑓
訴
し
ま
し
疋
。

7
月
げ
目

熊
谷
裁
判
日

時
5
M時。

8
月
引
目

前
橋
裁
判

日
時
初
分
1
M山
時
間
叫
分

@
診
加
を
よ
ろ
し
く

お
ね
が
い
し
ま
す
.
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左が浅利さん

右は中山さん



(4 ) 

糧援額豊島

小
田
急
電
鉄
不
当
差
別
な
く
す
会

賃
金
・
仕
事
な
ど
の
差
別
と
闘
い
日
年

蝉~ 63宅吾指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

え

然
圃

凡
伝
記

可切
れ一

一品

μ

玄日・

@

冷
ふ

d

品ゑ留、

ピ
ン
・
ポ
ン
、
ピ
ン

・
ポ
ン
新
民
楢
を
世
帯
う
な
ど
暴
力
以
外
の
あ

宿
か
ら
箱
根
に
向
け
て
、
今
日
も
ら
ゆ
る
方
法
で
、
労
働
者
の
闘
い

走
る
ロ
マ
ン
ス
カ
1
.
戦
後
マ
ッ
を
圧
殺
し
て
来
ま
し
た
.
ζ
う
し

カ
1
サ
l
が
降
り
立
ち
、
ベ
ト
ナ
た
中
で
、
物
信
え
ぬ
職
場
と
年
間

ム
戦
争
で
は
、
死
体
が
迎
ば
れ
、
一

O
O万
円
に
も
の
ぼ
る
賃
金
援

細
菌
兵
路
の
研
究
で
話
題
と
な
別
に
対
レ
、
七
十
三
年
に
五
名
の

り
、
今
ま
た
沼
周
畿
の
騒
音
に
悩
原
告
を
立
て
職
場
の
自
由
と
人
権

ま
せ
ら
れ
て
い
る
町
を
通
り
按
け
を
守
る
た
め
、
ま
た
会
社
の
郵
圧

て
一
.
そ
ん
な
理
由
か
ら
か
「
ス
の

n
見
せ
し
め
H

と
な
る
耶
を
信

ト
無
し
の
小
田
円
相
」
で
有
名
で
あ
否
し
て
、
問
控
訴
に
踏
み
き
り
ま
し

り
、
附
迎
二
十
八
社
を
含
め
て
沿
た
.

総
の
利
権
を
強
占
し
て
い
る
.

九
年
間
、
た
だ
頑
張
る
だ
け
の

労
資
一
体
の
験
場
で
は
、
労
働
争
議
も
一
昨
年
東
京
争
議
団
に
加

者
の
闘
い
は
常
に
敵
視
さ
れ
、
会
盟
後
は
、
沿
線
の
労
組
の
支
岡
田
で
、

祉
の
意
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
者
祉
関
抗
議
行
動
、

一
斉
駅
頭
宣
伝

は、

「
ア
力
、
民
間
同
」
「
企
諜
破
な
ど
社
会
的
包
囲
の
輸
は
、
大
き

段
者
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
、
職

く
広
が
っ
て
い
ま
す
.
一
方
臓
場
労
働
者
も
人
間
で
あ
る
取
を
会

務
給
制
度
と
会
社
の
一
方
的
な
人
で
も
、
自
動
昇
進
制
の
要
求
実
現

祉
に
認
め
さ
せ
、
一
日
も
早
い
勝

事
考
製
に
よ
っ
て
、
賃
金
、
仕
車
、
や
、
役
選
で
組
合
員
の

一
割
の
支

利
の
た
め
皆
様
の
と
支
度
を
心
か

の
差
別
は
も
と
よ
り
、
ィ
ン
フ
対
持
を
得
る
な
ど
闘
い
は
前
巡
し
て

ら

訴

え

ま

す

・

(

星

野

)

l
マ
ル
組
織
に
よ
っ
て
臓
働
八
分
い
ま
す
・
し
か
し
会
社
は
、

=一
十

A
抗
蟻
先
V

新
宿
区
西
新
宿

一

A
激
励
先
V

位
田
谷
区
上
野
毛

に
さ
れ
て
し
ま
う
・
ま
た
組
合
役
四
名
の
大
量
鉦
人
申
附
に
よ
っ
て
ノ
八
ノ
一
一
一
小
田
急
電
鉄
株
式
会

一

ノ
十
八
ノ
十
原
告
団
長
坂

選
に
公
然
と
介
入
し
、
良
心
的
な
裁
判
を
長
引
か
せ
よ
う
と
し
て
い
社
社
長
利
光
達
三

宮
三
四
入
武
司

宮
七
O
四
l
五
六
七
九

代
議
員
は
、
配
転
に
よ
っ
て
代
議
ま
す
a

九
l
二
0
0
0

1984年ワ月 1日

{
官
役
川
町
犬
表
作
に

マ
ヌ
コ
主
主
ビ
ゥ
つ
リ

マ
ス
コ
ミ
か
六
さ
h

し
た
り
り
h
は

L

ペ
九
『

T

i
!
 

、‘
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か
け
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な
り

ハ
ヤ
ク
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六
月
二
目
、
帰
宅
途
中
で
北
村

…
叩

附
夫
さ
ん

(神
争
議
団
)
が
、
心

筋
硬
蜜
で
倒
れ
病
院
に
迎
び
込
ま

U

れ
ま
し
た
・
現
在

(
6
/
叩
)
は

一
般
病
室
に
移
り
元
気
に
療
養
生

.

活
を
し
て
い
ま
す
。
五
月
十
三
日

一

か
ら
体
調
を
悪
く
し
て
入
院
し
て

い
た
松
本
和
子
さ
ん
(神
争
犠
団
)

も
や
っ
と
元
気
に
な
り
六
月
二

+
H

白
か
ら
電
話
番
な
ど
で
活
面
に
復

'

帰
。
健
康
に
は
注
意
し
て
、
勝
利

・

ま
で
闘
い
妓
い
て
く
だ
さ
い
・

大
越
事
件

選
挙
運
動
の
自
由
を
求
め
て

ii謹
週・・・障の岡m唱E・うD週泊医回定底調・a

閣制岨阿'....刷叫

禽・・・."、.噌・b・

大越稔さんを守る会
(0 3 -651-2944) 

全
佐
川
ハ
占
v
ら
な
い

ど
ヱ

3
か
A

正
h

抗
議
仇
ヱ
戸
.引け九
日付

神
出
'
碕
Q
勺
純
一
日
程

ぬ
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.



19S4"'FS月 1日

5万人の「支援する会Jを

私たちは生きる欄手1)、幽〈柵ホlを守るとめに沖
電気の仲間を物心両国から励まし、必ず勝利 させ

たいと思います。困難な長1明の闘いも予怨されま
すので、 一人でも多〈の方がこの「会J に加入し

全面勝利を闘いとるまでご支緩くださるよう 心か

らよびかけます。(r支援する会」よびかけより)

会費 1口 200円/月

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

支援する会事務局
事務所東京都港区三国

3-2-20 

・話 (03)451-3515 
郵便口座 口座番号

東京 6-75240

加入者名 沖電気の不当解雇

を撤回させる会

発
行
所

第 64号

1 984年

8月1日

固2079日|

鋼管64号(1 ) 

国
之》
エミ
で、

参{中

震争
塁議
雪が
暴問
雲題

ぼ
る
人
員
監
理
の
強
行
②
労
働
者
に
と
っ
て
大
変
な
シ
ヨ
y

d

そ
の
後
五
年
間
で
二
干
六
ク
で
あ
り
問
題
②
大
量
の
指
名
解

J

百
人
以
上
の
新
規
採
用
⑤
屈
は
努
力
を
し
遊
げ
る
べ
き
③
締

f
'
e
利
益
(
百
億
円
)
も
多
く
め
切
り
の
翌
日
に
解
履
は
早
い
@

宿
泊
喝
出
し
、
二
百
億
円
以
上
を
大
盤
の
解
雇
の
後
、
大
量
採
用
は

投
資
し
て
宮
崎
沖
な
ど
の
常
識
的
な
も
の
で
な
い
⑤
雇
用
の

新
工
場
の
建
設
③
解
雇
者
安
定
に
た
い
し
て
は
企
業
の
社
会

山

中

郁

子

さ
ん
糊
の
な
か
に
は
、
妊
娠
中
の
的
責
任
と
し
て
も
努
力
す
べ
き
で

-

J

(

女
性
、
共
働
き
夫
婦
三
組
あ
る

l
!と
答
え
ま
し
た
・

坂
本
労
働
大
臣
ら
労
働
省
に
対
も
あ
っ
た
こ
と
⑤
希
望
退
職
募
集

し
、
山
中
部
子
議
員
(
共
産
)
は
の
締
め
切
り
の
翌
日
に
指
名
解
腿

①
解
一
屈
の
回
避
努
カ
を
じ
な
い
で
の
強
行
t
ー

な
ど
、
神
電
気
の
蛮

指
名
解
庖
二
百
八
十
人
を
行
を
批
判
し
質
問
.

合
む
千
五
百
三
十
人
に
の
労
働
省
側
は
①
突
然
の
解
雇
は

株
主
総
会
で

「社
会
的
責
任

を
は
た
せ
」

六
月
二
十
九
日
、
十
時
か
ら
虎

ノ
門
(
東
京
)
本
社
で
行
な
わ
れ
た

株
主
総
会
に
は
、
争
議
団
の
中
山

さ
ん
と
村
山
さ
ん
が
出
席
し
、
「
争

議
解
決
に
の
ぞ
む
会
社
の
基
本
的

方
針
を
明
ら
か
に
せ
よ
」
「
争
議
の

解
決
の
た
め
に
社
会
的
資
任
を
は

た
せ
」
と
質
問
。
と
れ
に
対
し
て
縄
本
社
長
は

「交
渉
の
席
に
普

く
と
と
は
決
め
た
」
と
発
言

し
た
だ
け
で
し
た
.

ま
た
そ
の
他
に
も
在
職
死

亡
増
加
、
経
営
施
策
な
ど
の

問
題
に
も
言
及
し
、
会
社
態

度
を
明
確
に
さ
せ
ま
し
た
。

昼
休
み
は
一

O
一
団
体
四

0
0人
以
上
が
参
加
レ
、
本

社
前
で
抗
議
行
動
を
行
い
、

「
七
二
名
全
員
の
職
場
復
帰

ま
で
、
一
層
の
支
鑓
を
」
と
醤

い
合
い
ま
し
た
.

と

争

議

団

が

質

問

株主総会抗繊行動に400人

東
京
地
方
裁
判
所
民
事
什
部
で

の
職
権
和
解
交
渉
第
二
回
が
七
月

四
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ζ
の
日

は
、
共
闘
会
議
、
争
議
団
側
が
前

回
提
起
し
た
、
全
員
の
職
場
復
帰

を
柱
と
す
る
争
議
の
全
面
解
決
要

求
に
沖
電
気
が
答
え
る
ζ
と
に
な

っ
て
い
ま
し
た
.

飯
初
、
裁
判
所
と
会
社
側
の
間

で
=
一
十
分
近
く
の
長
い
や
り
と
り

が
あ
り
ま
し
た
が
、
神
電
気
は
具

体
的
な
回
答
を
示
す
乙
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
.
争
議
団
側
は
裁

判
所
が
会
社
側
を
強
く
説
得
す
る

よ
う
再
度
求
め
て
終
り
ま
し
た
。

次
回
は
九
月
七
目
。
併
行
し
て
進
中
山
争
議
団
代
表
の
証
言
の
予
定

め
ら
れ
る
審
議
は
九
月
十
二
日
、
で
す
。

通
信
機
三
大
メ
l
カ
の
一
つ
益
、
三
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、

一方
、
解
居
後
の
職
場
で
は
、
千
人
の

「
支
援
す
る
会
」
に
支

沖
電
気
工
業
(
本
社

・
東
京
橋
九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
-
と
、
解
え
ら
れ
、
行
商
や
本
社
へ
の
抗

本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
二
六
し
て
新
工
場
の
建
設
な
ど
・
庖
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
沖
蟻
行
動
な
ど
に
潜
闘
。

二
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
九

O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
犠
の
裁
判
傍
総
を
理
由
に
、
八
二
年
十
一
月
に
、
支
媛
共

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
う
。
会
社
は
東
京
地
裁
ほ
か
四
仕
事
を
取
り
上
げ
る
(
浅
利
さ
閥
会
議
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
は

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希
〆
ノ
ノ

r

r

r

r

r

背
景
資
本
の
包
士
銀
行
や
、
沖

望
退
職
」
募
集
を
泥
警
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

富
岡
本
社
へ
の
抗
議
行
動
も
連

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

続

し

て

行

な

わ

れ

て

い

る

。

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
カ
所
の
裁
判
で
も
「
指
名
解
庖
ん
、
中
山
さ
ん
)
な
ど
の
、
日
曜
裁
判
所
で
は
、
八
四
年
五
月

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
挙
が
続
行
。
か
ら
裁
判
と
併
行
し
て
和
解
交

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
雇
を
意
識
改
革
を
す
る
こ
と
」
と
笹
神
電
気
争
議
団
の
七
十
一
人
渉
も
始
ま
り
、
山
場
を
迎
え
た
。

強
行
。
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、
言
。
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
二
四
の
県
評
、
三
千
あ
な
た
も
、
神
電
気
の
仲
間

百
億
円
近
い
史
上
最
高
の
利
視
し
て
解
雇
し
↑
伊
」
と
も
明
白
。
を
超
え
る
支
援
労
組
や
一
万
四
に
熱
い
連
樽
を
/

次

回

(

第

三

回

)

和

解

交

渉

は

9
月
7
日
時
時
却
分

i

『沖争議の裁判傍聴へ

行くような人には……

仕事は与えな~) Jlと
.浅利さんが都労委で証言:

輔

「
無
罪
、
勝

間

&FA
っ
た
ぞ
」
ど

…-
E
Zよ
め
き
が
起

一u
aった
。

二

間

‘

ぺ

『

コ

十

九

年
間
、

開
ハ
パ
】

』
Y
死
刑
と
隣
合

時

.

sa
せ
の
人
生
を

墜

理

)

へ

の

仕

市

中

変

更

を

叩

強

い

ら

れ

た

者

の

生

還

だ

。

指
示
・
と
の
理
由
を
森
田

町

三

多
摩
か
ら
「
松
山
事
俳
」

課
長
は
「
笑
は
、
あ
な
た
が
た
が
、

聞
の
支
援
に
来
た
仲
間
と
拍
手
し

裁
判
傍
聴
に
行
っ
て
い
る
ζ
と

叩

た

。

醤

察

、

検

事

、

裁

判

所

が

、

に

、

不

安

を

感

じ

て

い

る

。

前

々

叩

市

民

を

殺

人

犯

に

仕

立

て

た

恐

か

ら

、

と

の

機

会

を

狙

っ

て

い

た

」

叫

し

さ

が

、

暴

露

さ

れ

た

・

vい

な
ど
と
、
浅
利
さ
ん
た

ち

に

答

え

叩

ま

、

戦

前

の

笹

察

国

家

の

再

来

た

と

と

な

ど

が

明

ら

か

に

な

り

ま

叩

を

狙

う

、

拘

禁

二

法

や

、

現

体

浅

利

、

中

山

さ

ん

へ

の

争

議

支

し

た

。

山

制

の

維

持

の

た

め

、

政

党

、

民

警

孟

自

に

し

た

不

当

な

仕

事

差

森

田

課

長

な

ど

会

社

在

人

は

、

一

主

団

体

の

活

動

を

、

絶

や

そ

う

別

を

審

議

す

る

「

東

京

都

労

働

委

こ

れ

ま

で

、

「

傍

聴

」

な

ど

言

葉

一

と

い

う

聖

司

が

、

出

て

い

る

。

員

会

」

は

、

大

詰

め

を

む

か

え

、

も

知

ら

な

い

ー

と

強

弁

し

た

り

、

叩

V

再

夜

「

政

党

法

」

制

定

反

対

七

月

七

日

の

第

二

十

回

審

問

で

「

傍

聴

の

た

め

の

公

休

」

に

対

し

叫

結

成

集

会

の

弁

護

士

の

話

を

思

は

、

申

し

立

人

の

浅

利

正

さ

ん

が

て

、

種

々

の

イ

ヤ

ガ

ラ

セ

を

し

た

明

い

だ

す

。

H

指
名
解
雇
μ

も
レ

証

言

し

ま

し

た

・

裏

を

否

定

し

て

い

ま

し

た

が

、

で
ド
パ

l
ジ
と
い
う
点
で
、
同

浅
利
、
中
山
さ
ん
の
直
接
の
上
浅
利
さ
ん
の
証
言
、

ζ
れ

ら

の

叩

じ

根

っ

子

な

の

だ

と

・

戦

前

司
で
あ
る
森
田
課
長
が
、
突
然
、
嘘
を
事
実
で
、
打
ち
破
り
ま
し
た
。

一
に
較
べ

「
い
ま
の
時
代
に
生
き

朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、
ブ
y
キ

八

月

一

二

十

日

、

十

時

か

ら

浅

利

吋

て

幸

せ

」

と

呑

気

な

事

を

言

つ

ン
グ
(
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

ー

資

斜

の

さ

ん

へ

の

審

問

は

続

関

さ

れ

る

。

明

て

は

い

ら

れ

な

、

の

だ

e

V

松

=
=
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=
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一
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=
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三
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=
三
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…

i

中

明
山
事
件
の
斎
藤
さ
ん
の
お
母
さ

暑

さ

に

負

け

ず

元

気

に

が

ん

ば

っ

て

い

ま

す

。

…
ん

(
ヒ
デ
さ
ん
)
の
よ
う
に
、

間一

家
臨
散
の
中
で
、
息
子
を
取

り
戻
す
た
め
の
苦
悩
い
ま
、

抑
し
ょ
せ
る
熱
い
企
み
を
は
ね

か
え
さ
な
く
て
は
・
(米
)

監
川
市
御
苑
一
揖
伊
半
げ
去
一

沖
(第3回)夏電

|8 .25~ 8 .261 を 気
4 …一世 l 遊の;::;:zhこども1，0∞円ぶ仲
〈間合せ〉本部事務局かLへ/??』
・実行委員会0488(33)8589 l思訪ムー
・支援する会埼玉0495(21) 5481 糊明

8月21日前橋裁判

15時30分~16時30分

8月初日 都労委審問

10時~12時

8月31日 八王子裁判
10時~ 11時

9月11日 熊谷裁判

13時~16時

9月12日東京裁判

10時~12時

ひ

き

つ

づ

き

御

指

導

、

御

支

援

よ

ろ

し

く

お

ね

が

い

し

ま

す

。

沖
電
気
の
不
当
解
雇
を
撤
回
さ
せ
る
会
一
同

一三============================一三三三一一一三一一一一一====三=芸
一一
一一一
一一一一一一=======一一一===一===一一一一一一一一一一一一一====一一===一一一===一========
=一一一=
==一一一===一====一=========一一===========================================
====
====
==一====
===
====
====================一
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也
界
平
和
L

J

山
崎
4
0

解
e

尼
崎
岬
臼

窃
ゃ
に

Hmイ
る
得
議
機
{
明
、

洋
電
気
従
業
気
身
体
健
今

沖
電
気
の
ね
d
l
葬
簿
消
滅

自ai転を拒否
したら・・・

見せしめに解雇:

語充員撃ち:草創
A幸子思主義議長 望事 E
& ~一 号舌 iり?壱が ラめ国

民三自主子百室。 主宰究
注意語を一時 ZTか雪華
麗 く 人時に、臨 め十
3 ・とも 聞はフ・逼 活蕩
年 、あも、 ト て' 応 ijj

八
王
子
工
場
総
合
皮
術
部
L
5
1
設
計
毘
劉
務
疋
つ
だ

回
申
哲
飼
さ
ん
(
百
歳
)
は
、
白
現
ゆ
ず
り
の
仙
教
徒
で、

元
ギ
タ
マ
ン
ド
リ
ン
皿
の
回
長
。
箔
名
詞
申
書
ガ
起
き
る

ま
で
は
む
し
ろ
目
立
疋
芯
い
胃
年
で
レ
だ
。
し
か
し
、
河
電

気
の
戦
略
裂
回
H
l
C
(
集
積
回
温
)
の
工
場
で
あ
り
、
却

電
気
労
組
の
申
で
も
最
後
ま
で
交
部
ぐ
る
み
闘
っ
疋
八
王

子
の
磁
場
は
会
な
に
と
っ
て
巴
の
土
の
だ
ん
こ
ぶ
で
し
疋
。

回
申
さ
ん
は
、
活
名
解
居
後
、
最
も
急
速
に
変
え
う

n

定
八
王
子
工
場
の
申
で
窓
抗
を
続
け
、

一
九
八

一
年
六
司

二
九
巴
、
本
后
営
製
部

(還
区
芝
濁
)
へ
の
不
当
配
電
を

拒
否
し
て
解
層
さ
れ
ま
し
た
。

田中 哲朗さん (36)
本門仏立宗の田中さんは工場前で

の

「こ
の
門
を
開
け
」
コ

ン
サ
ー
ト
が
成
功
し
ま
し

た
が

二
百
五
十
人
が
彦
加
し
て
く

れ
ま
し
た
。
私
は
い
ま
、

ギ
タ

l
教
室
(
生
徒
加
人
)
を
闘
い

て
、
生
計
を
た
て
て
い
ま
す
a

裂
は
保
母
で
す
が
子
ど
も
が

3
人
も
い
ま
す
の
で
、
生
活
は

た
い
へ
ん
で
す
.

日
回
の
八
王
子
地
域
で
の

裁
判
闘
争
は
ど
う
で
す
か

よ
詞

(部
長
や
線
長
)
は
裁

判
所
で

「業
務
上
で
必
要
な
解

回
」
と
強
弁
。
会
社
で
は
、
会

社
命
令
の

「
ラ
ジ
オ
体
録
な
ど

を
し
な
い
か
ら

」
な
ど
と
言

つ
で
い
た
の
に
。
怒
り
を
感
じ

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
良
心
に
時
唱
え
続

り
る
闘
い
を
し
た
い
で
す
・
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号ノ包
つ

一

月

7
日
に
「
し
ぶ
つ
」
め
先
と
う
に
た
っ
て
、
あ
る
き
は
じ
て
い
っ
し
ょ
に
あ
る
き
ま
し
た

a.

/f
F』
7
ざ
し
て
、
み
ん
な
で
パ
ス
め
を
た
。
一
時
間
ぐ
ら
い
で
お
つ
か
ま
っ
て
も
、
す
す
お
ち
る
惣

V
一/
1u
y弓
で
い
き
ま
レ
た
。
さ
い
し
ょ
に
、
な
か
が
す
い
て
づ
か
れ
ま
し
た
・
か
と
思
っ
て
乙
わ
か
っ
た
で
す
・
薗

!

i

 

---F

iι・・ジ
ュ
ー
ス
が
く
ば
ら
れ
ま
し
た
。
朝
ご
は
ん
を
た
べ
て
い
な
か
っ
た
ゆ
き
の
上
を
あ
る
き
お
わ
っ
て
醐
闇

そ
し
た
ら
、
パ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
が
の
で
、
き
の
か
げ
で
、
朝
ご
は
ん
ど
ん
ど
ん
す
す
ん
で
い
く
と、

C

明
白

「
車
と
か
に
ょ
う
子
ど
も
さ
ん
は
、
を
た
べ
ま
し
た
.
お
に
ぎ
り
一
と
つ
と
つ
し
た
岩
ば
っ
か
り
で
、
岩
叫
F
L
圃

な
る
べ
く
か
じ
ゅ
う
の
入
っ
た
ジ
と
パ
タ
l
口
l
ル
一
と
を
た
べ
た
の
あ
い
だ
か
ら
水
が
な
が
れ
て
い
畷

ユ
ー
ス
は
、
の
ま
な
い
で
く
だ
さ
だ
け
で
お
な
か
が
、
い

っ
ぱ
い
に
ま
し
た
。
岩
の
あ
い
だ
を
あ
る
と
雌
瀦

い
」
パ
ス
の
中
が
、
そ
う
ぞ
う
し
な
り
ま
し
た
.
う
と
し
て
も
、
な
か
な
か
あ
る
け

扱

く
な
り
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
が
、
ま
た
あ
る
き
は
じ
め
て
、
初
分
な
い
の
で
、
た
い
へ
ん
で
し
た

.

4

・

う
し
ろ
を
み
ま
し
た
.
「
あ
あ
、
ぐ
ら
い
だ
っ
た
ら
、

き
れ
い
な
花
一
つ
の
山
を
あ
が
り
ま
し
た
。

の
ん
じ
ご
さ
と
い
い
ま
し
た
・

が
さ
い
て
い
ま
し
た
・
そ
れ
か
ら

「ち
ょ
う
じ
よ
う
な
の
」
と
き
ド

L

の
っ
て
か
ら
す
ぐ
き
も
ち
が
わ
る
叩
分
ぐ
ら
い
す
る
と
、
木
が
こ
っ
た
ら

「も
う
ひ
と
つ
の
山
を
の
ぼ
た
。
い
わ
れ
て
ゆ
だ
ん
を
し
た
ら
、

く
な
忽
草
し
た
.
そ
の
ま
ま
ね
て
に
わ
ら
れ
て
い
て
そ
の
木
の
上
を
ん
な
く
ち
ゃ
あ
い
け
な
い
」
と
ゆ
い
し
に
足
を
か
げ
よ
う
と
し
た

し

ま

い

ま

し

た

。

あ

る

き

ま

し

た

.

う

の

で

「

エ

l
」
と
わ
た
し
と
、
ら
、
す
べ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

朝
、
お
父
さ
ん
に
、
お
こ
さ
れ

--
'

ん
ど
ん
中
に
は
い
っ
て
い
中
や
さ
ん
ち
の
、
お
ね
い
ち
ゃ
ん
右
の
足
を
ち
ょ
っ
と
い
た
め
た
け

ま
し
た
。
ま
だ
ね
む
い
け
ど
お
き
く
と
、
ま
た
な
ん
し
ゆ
る
も
い
い
ま
し
た
・
が
ん
ば
り
ま
レ
ど
、
す
ぐ
に
な
お
り
ま
し
た
・

て
み
ま
し
た
.
ま
だ
く
ら
く
っ
て

い
か
の
花
が
さ
い
て
い
ま
し
た
。
た
。
つ
い
に
ち
ょ
う
じ
よ
う
に
っ
と
ち
ゅ
う
か
ら
、
お
と
う
さ
ん

朝
の
5
時
で
、
朝
だ
と
は
、
思
い
そ
れ
か
ら
ち
ょ
っ
と
い
く
と
、
ゆ
き
ま
し
た

.
mま
い
く
ら
い
は
、
が
む
か
え
に
き
て
く
れ
て
、
山
ご

ま
せ
ん
で
し
た
・

き

の
道
が
あ
っ
て
、
わ
た
せ
の
お
写
真
を
と
り
ま
し
た
。

ゃ
に
つ
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ひ

T

ス
が
と
ま
っ
た
す
ぐ
ま
え
じ
さ
ん
に
「
乙
わ
い
」
と
ゆ
っ
た
り
る
と
き
、
さ
い
し
ょ
の
る
ご
は
ん
を
た
べ
て
、
パ
ス
の
り

お

、

に
、
み
ん
し
ゅ
く
が
あ
り
ら
、
お
じ
さ
ん
が
「
お
じ
さ
ん
は
ほ
う
は
力
い
だ
ん
だ
っ
た
ば
ま
で
い
っ
て
か
ら
、
マ
イ
ク
ロ

ま
し
た
.
そ
と
で
2
時
間
ほ
ど
ね

ζ
わ
く
な
い
」
と
ゆ
い
ま
し
た
。

げ

ど
あ
と
の
ほ
う
に
な
っ
て
き
た

パ
ス
に
の
っ
て
、
ま
た
み
ん
レ
ゅ

む
っ
て
か
ら
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に

「こ
わ
い
ん
な
ら
、
お
じ
さ
ん
の
ら
、
と
つ
と
つ
し
た
岩
に
な
り
ま
く
に
も
ど
っ
て
、
す
と
し
や
す
ん

の
っ
て
山
の
上
の
い
り
口
ま
で
い
コ

l
ト
の
う
し
ろ
に
つ
か
ま
ん
し
た
・
す
と
し
ず
つ
お
り
て
い
つ
で
か
ら
、
く
る
と
き
の
っ
て
き
た

き
ま
し
た
。
そ
し
て
わ
た
し
が
、
な
」
と
ゆ
っ
た
の
で
、
っ
か
ま
っ
た
ら

「う
ま
い
」
と
い
わ
れ
ま
し
パ
ス
に
の
っ
て
か
え
り
ま
し
た
。

1984牢 8月 1日
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約500個人る

約1000個入る

約1500個入る
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l 11-てボままヨナ志，) 

(小4)

(
都
職
労

・
港
湾
支
部
)

戸にマ
7
b
A
nロ
さ

h
フ回
S
Z向
E
問

ん

た

。

ナ

イ

シ

ヨ

)

に

プ

ラ

ス

五

円

を

2
年
が
か
り
で

「毎
日
、
一
個
の
目
標
で
、
足
し
て
、
職
場
の
日
刊
紙

「潮

「
俺
は
、
ド
ラ
ム
纏
一
本
の
二
年
以
上
か
か
っ
た
よ
.
電
車
流
」
豆
0
0
0号
を
記
念
し
た
.

一
円
玉
の
カ
ン
パ
を
し
て
や
っ
に
乗
る
時
な
ど
も
、
五
十
円
の
「
も
っ
と
沖
争
議
は
、
目
立

か
A
疋
」
と
言
っ
て
い
た
矢
野
お
つ
り
が
く
る
よ
う
に
と
苦
労
つ
(
ニ
ュ

ー
ス
に
な
る
)
行
動

さ
ん
は
、
ド
ラ
ム
纏
は
置
き
場
レ
た
ん
だ
か
ら
」
を
や
ら
に
や
」
と
、
機
関
紙
協

所
に
困
っ
た
と
み
え
て
、
六
月
贈
呈
式
の
目
、
港
湾
支
部
の
会
都
本
部
、
理
事
長
と
し
て
の

宋
に
、
一

d
の
コ
ー
ラ
ピ
ン
一
事
務
所
(
労
働
組
合
)
の
机
で
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
ま
し
た
.

杯
の
五
十
円
玉
を
、
沖
電
気
の
五
人
が
か
り
で
、
数
え
あ
げ
た
+
答
は
、
ハ
ガ
キ
か
、
振
込
用

仲
間
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
レ
金
額
(
ク
イ
ズ
の
答
な
の
で
、
紙
の
通
信
欄
で
・
〆
切
は
初
日
u

正
解
者
、
五
人
に
図
書
券
を
お

送
り
し
ま
す
(
多
数
は
抽
選
)
。

が
ヒ
ン
一
杯

の

寄

付

金

雨の尾瀬も 「イイモンダJ

殿
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前原しづ江さん

1時間働いて、 1時間休憩という勤務です。
税金は高過ぎると思うし、その使途も不満です。
中2。小6の教育賞。 それに毎月7万6千円の
住宅ローン 共働きでやっとの生活ですね。女
性の差別問題などにもっと男性の理解が

(交換手 ・37歳)

ひと こと:
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(4 ) 

右
翼
・
笹
川
一
族
の
無
法
と
闘
う

携擁護;
(6) 

揖 64号

理量

指名解雇 された沖電気の仲間を支援する会ニュース1984草 8月 1日

大
阪
日
日
新
聞
労
組

気

-a障
に

電

パ

パ
i
H

円

沖

n翼
脇
m

M

山
内
町

活
国
側

社屋包囲デモ

全
国
へ
の
発
送
を

(村
山
)

畠
思
ぐ
沖
電
気
の
仲
間

元気になった北村さん

( 7・14温影〉
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1984年 9月 1目

5万人の「支援する会」を

私たちは生きる権利、個〈借孝IJを守るために沖

電気の仲間1を物心両面から励まし、必ず勝利させ

たいと思います。困維な長期の闘いも予想されま

すので、 一人でも多〈の方がこの 「会 J に加入し

全面勝利を闘いとるまでご支援くださるよう心か

らよびかけます。(r支扱する会」よびかけより)

会費・ 1口 200円/月

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

発

行

所

支援する会事務局

事務所 東京都港区三田

3-2-20 

電話 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6ー 75240

加入者名沖電気の不当解雇

を撤回させる会

第 65号

1 984年

9月1日

間2110日|

罫害65電量)
 
1
 
(
 

沖
電
気
争
議
団
の
バ
ッ
ク
、
ホ
l
ン

伊
藤
善
正
さ
い
急
逝

心筋こうそく

8月3日に死去

ー
私
た
ち
は
泣
か
な
い
で
、
ド
根
性
を
引
き
継
ぐ
|

' 
。-。
右
端
が
伊
藤
さ
ん

l
争
議
団
の
事
務
所
を
訪
れ
た
人
の
多
く
が
「
争
議
団
で
一
番
制

魅
力
的
な
人
」
と
評
す
.
「
会
」
の
催
し
の
最
後
は
伊
藤
さ
ん
の
「
ガ
ン
パ
口
ウ
」
輔

の
唱
和
が
あ
っ
た
。

時

通
信
機
三
大
メ
l
カ
の
一
つ
益
、
=
一
千
人
を
上
回
る
新
探
用
、
一
方
、
解
鹿
後
の
職
湯
で
は
、
千
人
の
「
支
怨
す
る
会
」
に
支

神
電
気
工
業
(
本
社

・
東
京
橋
九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
え
ら
れ
、
行
商
や
本
社
へ
の
抗

本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
二
六
し
て
新
工
場
の
建
設
な
ど
・
履
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
沖
駿
行
動
な
ど
に
奮
闘
。

二
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
九
O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
八
二
年
十
一
月
に
、
支
媛
共

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
う
・
会
社
員
京
地
裁
は
か
四
仕
事
を
取
り
上
げ
る
(
浅
利
さ
闘
会
議
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
は

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希

.

r

〆

〆

ノ

〆

ノ

〆

'

背

景

資

本

の

白

士

銀

行

や

、

沖

望
退
職
」
募
集
亭
侵
案
ζ
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

岡
山
田
岡
本
社
へ
の
抗
日
曜
奇
跡
も
速

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

続

レ

て

行

な

わ

れ

て

い

る

・

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
カ
所
の
裁
判
で
も

「
指
名
解
雇

ん
、
中
山
さ
ん
)
な
ど
の
、

暴
裁
判
所
で
は
、
八
四
年
五
月

撲
で
は
三
井
三
池
争
援
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
掌
が
続
行
・
か
ら
級
判
と
併
行
し
て
和
解
交

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
胞
を
窓
織
改
革
を
す
る
と
と
」
と
在
神
電
気
争
礎
回
の
七
十
一
人
渉
も
始
ま
り
、
山
婦
を
迎
え
た
・

強
行
・
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、

冨
・
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
二
四
の
県
評
、
=
一
千
あ
な
た
も
、
沖
電
気
の
伸
間

百
億
円
近
い
史
上
肢
高
の
利
視
し
て
解
庖
ド
と
と
も
明
白
・
を
超
え
る
支
優
労
組
や
一
万
四
に
熱
い
迎
帯
を
/

川

原

爆

投

下

川

:

t
聖
F
司
か
ら
M
M
年
目

…E
£
2
j
i
 

一
む
烏

で「草

川

ぞ

み

少
女
の
つ
ど

川

れ

し
w
h
j
い
」
が
似
島

山

4

4
‘
(
に
の
し
ま
)

川

で
開
催
.
と
の
島
は
字
易
港
の

川
前
に
浮
か
ぶ
島
で
、
た
く
さ
ん

川

の
原
爆
で
死
亡
し
た
人
を
運
び

川
焼
い
た
と
こ
ろ
.
会
場
と
な
っ

川

た
小
学
校
の
校
庭
か
ら
は
、
今

川

も
骨
が
で
る
.
三
百
五
十
人
の

川

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
「
今
、

川

平
和
だ
と
思
う
人
」
の
問
い
に

川

一
斉
に
手
を
上
げ
た
が
、
被
爆

川

し
た
先
生
か
ら
H

ピ
カ
ド
ン
の

川

烈
風
や
、
火
の
海
ト
マ
ホ
l

川

ク
と
言
う
核
ミ
サ
イ
ル
が
、
い

川

ま
日
本
に

M

な
ど
の
揺
を
関

川

い
た
後
は
、
も
う
「
平
和
だ
と

川

思
う
人
」
の
再
度
の
聞
い
に
は

川

だ
れ
も
手
を
上
げ
な
か
っ
た
.

川

1
l乙
の
括
を
、
原
水
爆
禁
止

川

健
界
大
会
で
聞
い
た
・
米
ソ
の

川

恕
叡
競
争
で
、
世
界
の
車
事
支

川

出
は
一
兆
ド
ル
・
日
本
が
桜
戦

山

争
の
最
前
線
に
な
ろ
う
と
し
て

川

い
る
い
ま
H

広
島
吋
長
崎
を
く

山

り
か
え
す
な
/
の
声
を
、
さ
ら

川

に
大
き
く
u
と
炎
天
下
の
明
年
、

川

広
島
で
決
意
(
辰
美
)
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直
崎
司
以
ほ
崎
川
阿
川
内
凶
河
川
崎
円
時
帰
吋
河
川
く

地
味
に
布
、
ほ
り
強
<
関
わ
れ
よ
L
砕
け
ヘ
。
そ
の
閃
W
ほ
志
れ

が
た
く
、
私
た
ち
は
陶
に
た
た
き
つ
」
ん
で•• 

(2 ) 揖署65哩聖

焼?
酎;
を{
ド禁:;。
根~':みl
山性:愛:
杢を11U:;
孟疋与 圭A，g，g

宅じま:Jll:J
ん

支援する会に入会しよう(会費1ロ200円/月)1984-年9月 1日

明日年
8
月
、
わ
ら
び
座
で
の
全
国
交
流
会

(秋
田
)

脹
tm 
を;
お必;
伝j:議lj
主l;ly;
じ;j;j:ii
a業終:j
;ぜ&'á':~':~':~

今
村
享
子
さ
ん

解
生i長J

桧
垣
国
雄
さ
ん

4年前に長男を亡くレ今度

はおとうちゃんも .生活

は苦しいけれどお墓を早く

買ってあげたい おくさん

〈右〉
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「
そ
う
で
す
・
そ
う
な
ん
で
す

よ
ね
」
伊
藤
さ
ん
は
こ
雷
映
の
や

さ
し
い
限
.
限
尻
に
レ
わ
を
よ
せ

て
意
味
あ
り
げ
に
笑
う
.
ー
ー
い

ろ
い
ろ
な
替
を
し
な
が
ら
焼
酎
を

の
み
、
が
ん
も
ど
き
の
煮
つ
け
を

ほ
お
ば
る

乙
の
七
月
の
中
旬
、
密
気
ば
ら

い
に
来
る
よ
う
使
り
を
し
、
お
返

事
の
来
る
の
を
心
待
ち
に
し
て
い

「

や

が

て

停

年

で

年

金

が

と

れ

笑

う

ぞ

」

た

の

で

す

が

、

急

に

、

永

遠

に

米

る
の
だ
か
ら
黙
っ
て
引
き
さ
が
れ
「
そ
ん
な
人
も
あ
り
ま
す
よ
突
な
い
人
と
聞
い
て
、
残
念
で
な
り

ば
い
い
の
に
l
」

際

に

、

け

れ

ど

も

ね

僕

に

は

、

そ

ま

せ

ん

.

「
指
名
首
切
り
だ
/
と
ん
で
も
れ
が
か
え
っ
て
励
み
に
な
る
ん
で
離
や
か
で
は
な
く
、
雄
弁
で
も

な
い
。
こ
の
ま
ま
尻
尾
を
捲
く
わ
す
よ
l
ど
う
い
う
も
の
か
」
な
く
、
地
味
な
ね
ば
り
強
い
あ
な

け
に
は
い
か
な
い
。
若
い
者
に
ま
「
全
く
だ
・
俺
た
ち
の
ド
根
性
の
闘
い
は
、
忘
れ
が
た
く、

い
つ

け
ず
、
ト
コ
ト
コ
闘
っ
て
い
き
ま
と
で
も
い
う
の
か
な
主
だ
け
ど
ま
で
も
私
た
ち
の
胸
に
た
た
き
と

す
よ
」
伊
藤
さ
ん
の
心
か
ら
の
雷

パ
カ
だ
と
い
う
人
も
内
心
に
は
俺
ま
れ
て
い
る
ζ
と
で
レ
ょ
う
.

黙

で

し

た

.

た

ち

と

同

じ

気

持

が

あ

る

ん

じ

ゃ

一

九

八

四
年

「位
間
さ
ま
が
、
パ
カ
だ
っ
て
な
い
か
な
ア
」

八
月
三
七
忌
の
自
に

私
は
、
く
や
し
い
気
持
で
い
つ
の
小
さ
な
方
が
、
「
ト
ポ
ト
ボ
」

ぱ
い
で
す
・
勝
利
の
声
を
聞
く
前
と
「
ボ
ツ
ポ
ツ
」
と
訴
え
に
い
ら
沖
電
気
本
庖
別
館
前
で
の
籾
の
い
生
き
方
を
選
ん
だ
・

に
逝
ら
れ
る
な
ん
て
。
し
た
方
が
、
伊
藤
さ
ん
、
そ
の
方
ピ
ラ
ま
き
に
は
、
越
谷

〔埼
玉
)
こ
の
五
年
八
カ
月
、
在
券
、
回

と
家
族
の
仲
間
の
皆
様
も
、
ど
だ
と
知
っ
て
、
正
直
び
っ
く
り
し
か
ら
早
く
き
て
、
地
面
を
ト
ン
ト
保
な
ど
の
中
央
区
(
東
京
)
内
の

ん
な
に
か
お
力
を
古
田
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
・
長
い
附
、
信
念
を
つ
ら
ン
と
た
た
い
て

「
ヨ
シ
」
と
気
合
佃
聞
合
を
一

軒、

一
軒
ね
ば
り
強
く

ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
.
と
ぬ
か
れ
、
働
く
人
の
た
め
に
闘
い
を
入
れ
て
、
ピ
ラ
を
ま
い
て
い
た
.
支
鐙
を
訴
え
て
歩
い
た
。
そ
の
中

同
時
に
、
経
営
者
へ
の
怒
り
が
お
続
け
ら
れ
た
伊
藤
さ
ん
、
ほ
ん
と
酋
正
さ
ん
は
、
も
っ
と
楽
な
生
で
臼
士
銀
符
の
日
本
橋
支
庖
前
で

さ
え
ら
れ
ま
せ
ん
.

う

に

と

く

ろ

う

燥

で

し
た
.
ζ
れ
き
方
も
あ
っ
た
は
ず
だ
け
ど
会
社
の
定
期
的
な
ピ
ラ
宣
伝
が
や
れ
る

伊
替
え
、
私
は
原
初
に
、
勝
か
ら
も
労
働
者
の
誇
り
の
昼
と
な
の
や
り
方
に
対
し
て

「節
を
曲
げ
ま
で
支
援
の
論
も
広
が
っ
た
。
な

利
を

一
日
も
早
く
お
伝
え
で
き
る
っ
て
郷
き
、
私
達
の
歩
む
道
を
照
た
く
な
い
」
と
い
う
と
と
で
、
解
ん
と
か
、
解
決
ま
で
生
き
て
い
て

よ
う
に
、
支
鐙
の
輸
を
広
げ
る
ζ

し
続
け
て
下
さ
い
。
庖
叫
問
団
運
動
と
い
う
一
番
し
ん
ど
ほ
し
か
っ
た
。

と

を

お

ち

か

い

し

ま

す

。

ぺ

け
t
5リ
2
5什
E
t
バ
i

「
神
電
気
」
は
、
私
に
と
っ
て

ceee)

速
い
存
在
で
し
た
が
、
定
年
を
ニ

8
月
1
目
、
患
い
目
だ
っ
た
・

年
前
に
し
て
会
社
の
不
当
な
や
り
伊
藤
さ
ん
は
、
財
布
か
ら
一
万
円

方
を
拒
否
し
た
勇
気
あ
る
方
が
い
を
取
り
出
し
て
H

ア
イ
ス
ク
リ
ー

ら
し
た
と
知
っ
て
、
び
っ
く
り
し
ム
M

を
争
犠
回
日
に
ご
ち
そ
う
し

関
心
を
持
ち
ま
し
た
.
ま
さ
か
お
た
.
み
ん
な
へ
の

n
お
わ
か
れ
u

会
い
で
き
る
方
と
思
っ
て
も
い
ま
だ
っ
た
の
か
?
・

7
-m大
集
会

せ
ん
で
し
た
が
、
背
を
丸
く
、
体
で
は
全
国
の
仲
間
に
も
ι
.

k

t

i

-

-
畳間
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、
そ
に
妥
協
し
な
い
強
い
姿
勢
に
、
私
闘
い
に
た
ち
あ
が
っ
て
い
ま
す
・

組

合

混

一剤

一

殺

泌

総

郎

防

一
緩
ん
な
乙
と
を
言
い
だ
し
に
く
い
雰
な
ど
、
な
り
た
て
の
執
行
委
員
と
量
さ
ん
、
つ
い
に
勝
利
し
た

学
0・
ま

G雰
囲

気
が
、
伊
警
ん
に
は
あ
皇
し
て
ず
い
ぶ
ん
学
ば
さ
れ
、
励
ま
さ
と
諮
問
に
、
み
ん
な
で
報
告

た
ひ
ろ
き
よ
し
た
。
と
う
と
思
っ
た

Eと
と
さ
れ
た
も
の
で
す
・
で
き
る
日
が
一
日
で
も
早
く
く
る

J
h
w
h
p

五

味

田

洋

清

さ

ん

ん
つ
ら
ぬ
き
と
お
す
信
念
の
人
で
こ
の
よ
う
な
組
合
員
の
利
益
の
た
め
に
・

-
唱
司
4
A
f
d
a
h
-
d
，

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
た
め
に
、
一
身
を
投
げ
う
っ
て
活

・・圃
w
rw

d

圃

叫
い
ず
一
仲

f
g
v
e害
事

実

に

勤

務

・

思

え
ば
、
私
選
初
に
会
っ
た
勤
し
て
い
た
伊
藤
さ
ん
を
会
社
は

a
c
J
J品
喝

昭

和

差

、

品

川
工
場
の
執
の
は
、
十
数
年
同
沖
電
気
労
組
き
ら
い
、
あ
と
=
年
で
憲
章

、

行
委
凸
は
伊
欝
C
ん

と

同

佳

品

川
支
部
で
閉
じ
執
行
委
員
と
し
え
る
と
い
う
の
に
、
非
情
に
も
ク

て
活
動
し
あ
っ
た
と
ろ
で
す
.
「
顔
ピ
の
白
告
を
し
た
の
で
す
.
「
争

七
月
下
旬
、
争
犠
団
の
事
務
所
最
近
の
伊
藤
さ
ん
は
、
ず
い
ぶ
ん
の
わ
り
に
、
ず
い
ぶ
ん
威
鈎
の
い
鍛
」
と
い
う
新
ら
た
な
活
動
を
は

で
仕
事
を
し
て
い
る
伊
勝
さ
ん
と
老
け
と
ん
で
き
た
感
じ
で
し
た
.
い
人
だ
な
あ
」
が
第
一
印
象
で
し
じ
め
て
、
は
や
六
年
、
解
決
の
日

会
っ
た
の
が
、
限
後
と
な
っ
て
し
「
も
う
年
齢
上

で

は

、

定

年

に

な

た

.

を

と

の

目

で

確

か

め

る

こ

と

な

ま
い
ま
し
た
が
、
私
は
、
い
ま
だ
っ
て
職
場
に
戻
る
あ
て
が
な
い
の
組
合
活
動
の
な
か
で
も
、
会
社
く
、
乙
の
世
を
去
っ
た
の
は
何
ょ

に
実
感
が
わ
い
て
き
ま
せ
ん
・
だ
か
ら
、
そ
ん
な
に
無
理
し
て
活
の
方
針
が
組
合
員
に
と
っ
て
、
け
匂
心
残
り
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

六
年
も
の
ハ
ー
ド
な
活
動
で
の
動
し
な
ぐ
て
も
良
い
の
に
、
若
い
っ
し
て
利
益
に
な
ら
な
い
と
し
た
伊
藤
さ
ん
の
無
念
の
思
い
を
ζ

疲
労
か
ら
き
た
も
の
で
し
ょ
う
か
人
に
ま
か
せ
り
や

」
と
、
進
時
に
は
、
徹
底
的
に
反
対
、
絶
対
め
て
、
私
た
ち
も
ま
た
新
ら
た
な

U-戦前
の

一
九
三
九
年

(昭
和

十
四
年
)
沖
電
気
入
社
。

一
-
一
九
四
二
年
(
昭
和
十
七
年
)

川

応
奇
術
州
で
通
信
兵
。

山
-
一
九
五
一
年
。
神
電
気
工
業

.
労
働
組
合
連
合
会
の
中
央
設

ぬ
.

…
・

一
九
五
七
年

(昭
和
三
十
二

.

年
)
か
ら

一
九
六
二
年
ま
で

の
間
に
、
沖
電
気
工
業
労
働

.

組
合
の
中
央
委
員
に
五
回
、

選
出
さ
れ
る
、

山
・

一
九
七
八
年
・
十
一
月
に
入

U

社
=
一
+
九
年
目
で
、
定
年
の

一
年
三
カ
月
前
に
神
電
気
か

一

ら
指
名
解
回
さ
れ
撤
回
闘
争

に
、
口
出
年
長
と
し
て
参
加
。

川
・
一
九
八
四
年
・
八
月
三
日
午

炉

問

二
時
、
心
筋
コ
ウ
ソ
ク
の

た
め
自
宅
で
死
去

.ω
歳

I
10
0
1』
自
民

H
HV
A
HV
AH
U
M
I
-
-
-
-
-

一

伊
藤
さ
ん
は
H

文
章
u

と
い

川
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
文
学
運
動
に

一
も
歩
加
。
一
九
五
O
年
1
一九

叶
六
O
年
頃
の
作
品
が
一
番
多
く

川
沖
電
気
労
組
の
機
関
紙
・
誌
に

一
も
発
表
さ
れ
て
い
る
。

八
王
子
支
援
す
る
会
が

八
ヶ
岳
で
夏
季
合
宿

8
月
什
日
3
M
M
日
に

「八
王
子
支
鐙
す
る
会
」
は
恒
例

の
交
流
合
宿
を
、
八
ヶ
岳
の
ふ
も
と
に
あ
る
唐
沢
鉱
泉
で

行
い
ま
し
た
。

「
神
争
犠
は
い
ま
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」
「
沖
電
気

の
職
場
は
ど
う
か
」
な
ど
、
温
泉
に
つ
か
っ
て
、
じ
っ
く

り
学
習
を
し
ま
し
た
.
ニ
+
人
の
参
加
者
は
、
次
の
日
は
、

早
朝
か
ら
、
西
天
句
岳
、
東
天
句
岳
へ
の
登
山
。

日
頃
の
遮
動
不
足
で

「
シ
ン
ド
ィ
、
シ
ン
ド
イ
」
の
声

も
出
ま
し
た
が
、
約
5
時
間
半
で
頂
上
に
述
し
、
山
登
り

も
大
成
功
.
僧
に
帰
っ
て
か
ら
、
皆
ん
な
で
禽
へ
た
ス
イ

カ
も
故
高
で
、
勝
利
へ
の
自
憶
を
深
め
た
合
宿
に
な
り
ま

(鹿
角
)
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五
檀
以
上
の
人
は
八
六
・
七
計
が
む
し
歯

松
木
安
夫
さ
ん

(日
本
機
関
紙
印
刷
所
)

③③③③③⑤③①@包33@@@11
1) ンキ、ν、ソシしモシマす l孟'か|町

子デャ千タ守 i手基温を焼δ!~
しラ当力士子 フ卵性ふさ烹 I ~
A レ五ぉiぎ 胆'1. lつ元大 紋フ ー・ ;ロ未

7
月
初
日
、
日
脇
目
。
今
日
の
波
を
見
て
も
分
ら
ん
の
か
0
・
保
改
恕
反
対
H
ζ
の
三
つ
の
ど

も
自
う
な
り
そ
う
や
、
し
ゃ
あ

『わ
か
り
ま
せ
ん
、
し
か
し

の
一
つ
で
も
実
施
さ
れ
た
ら
段
、

な
い
な
.
で
は
い
さ
ま
っ
か
.

そ
れ
に
し
て
も
す
ご
い
人
で
す
の
中
ど
う
な
る
。

な
ん
ち
ゅ
う
て
も
、
今
日
は
い
ね
.
ナ
ゼ
こ
ん
な
多
く
の
人
が

『で
も
で
す
よ
、
健
保
は
す

ざ
鍬
命
や
さ
か
い

・

日
曜
日
だ
と
い
う
の
に
、
集
ま
で
に
衆
院
を
通
過
し
た
じ
ゃ
な

『ど
う
し
て
今
日
が
い
さ
鎌

っ
て
い
る
ん
で
す
か
ワ

』

い
で
す
か
0

』

倉
な
ん
や
っ

』

ヨ

y
ン
ャ
わ
か
っ
た
。
は
な
そ
や
か
ら
参
院
で
阻
止
せ
な

う
る
せ
い
奴
ゃ
な
あ
。も
う
、
教
え
た
ろ
、
ナ
ゼ
ζ
の
弱
い
段
あ
あ
か
ん
の
や
、
お
ま
え
か
て
、

何
で
も
え
え
や
さ
か
い
来
ん
か
中
、
日
眼
目
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
い
保
険
料
を
払
っ
と
る
ん
や

い
や
l
。

十

一

万

人

も

の

人
が
民
ま
っ
た
ろ
、
そ
の
上
、
一
川
負
担
に
な

『何
で
も
い
い
や
さ
か
い
来

の
か
0
・
そ
れ
は
/
ス
ロ
l
ガ
っ
た
ら
、
踏
ん
だ
り
ケ
y
タ
リ

い
怠
ん
て
い
う
の
は
、
狸
窟
が

ン
を
凡
て
み
い
w
政
党
法
粉
砕
M

ゃ
な
い
か
/
さ
ら
に
だ
よ
現
代

通
り
ま
せ
ん
な
』

H

ト
マ
ホ
l
ク
配
附
阻
止
勺

惚

版
治
安
維
持
法
、
日
本
を
也、土

わ
か
っ
た
わ
か
っ
た
.
し

ゃ

と

化

す

核

ミ

サ

イ

ル

の

ト

7
ホ

あ
な
い
奴
ゃ
な
。
ほ
な
、
な
ん

l
ク
を
岡
山
川
し
よ
う
と
し
て
い

で
今
日
が
、
い
ざ
鎌
倉
か
?
そ

る

ん

や

。
と
れ
は
人
削
ゃ
っ
た

の
答
は
、
代
々

木

公

図

に

あ

り

ら

、

設

で

も

イ

か

や

ろ

、

そ

や

や
、
見
て
み
い、

遅

れ

て

し

も

か

ら

、

色

々

な

団

体

か

ら

と

ん

た

。

も

う

会

場

の

内

に

入

れ

ん

だ

け

の

人

が

鍛

ま

っ

た

ん

や

，

ゃ

な

い

か

。

も

う

ひ

と

つ

な

あ

、

ナ

ゼ

?
乙

『そ
ん
な
こ
と
僕
の
責
任
じ

ん
な
大
規
艇
な
集
会
が
必
要
か

ゃ
あ
り
ま
せ
ん
・
そ
れ
よ
り
答

と
い
う
と
、
一

O
一
国
会
で
敵

は
、
代
守
木
公
園
に
あ
る
と
閉

さ
ん
は
本
気
で
三
っ
と
も
通
す

き
ま
し
た
が
、
ど
こ
に
あ
る
ん

つ
も
り
な
ん
や
.
い
ま
、
そ
れ

で
す
か
0
』

を
阻
止
せ
ん
と
、
三
っ
と
も
国

お

ま

え

み

た

い

な

ア

ホ

は

回

会

で

双

恕

さ

れ

て

し

ま

う

ん

で
も
、
喰
ん
で
死
ね
。
と

の

人

や

a

そ
や
さ
か
い
、
い
ざ
鎌
倉

と
ば
か
り
に
十
一
万
も
の
人
が

集
ま
っ
た
ん
や
。

『な
る
ほ
ど
、
ヨ
ウ
ヤ
ク
わ

か
り
ま
し
た
』

は
な
、
デ
モ
に
な
っ
た
.
い

と
か
.
ー
ー

国
民
の
み
な
さ
ん
.
中
曽
恨

自
民
党
内
閣
は
、
恐
っ
そ
ろ
し

い
化
物
で
あ
る
ζ
と
が
、
少
し

は
分
っ
て
も
ろ
だ
ろ
う
か
?
が

ん
ば
り
ま
っ
せ
.

支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)

健康保険法改悪反対

a麗謹産護霊童で・・・

骨

なるノ¥

航

ク
巡

一

核

ホ
、

?

な

卜

す

・
午

レ

=一目

J

法

イ

党

サ
政

ミ

r 
守

z 

2 

で

= ミ
2 

守

; 

-守T 

弓

z 

2 
2 

z宅F 
5 

= 

5 
占ι」

= 
孟-』
z 
5 

z 

…...…..一'"…..…'"一...…

r... 

割

)11震でおうとさf..v'i.札ーライス
をつくった。

?月11日 熊谷裁判

13時~16時

?月12日 東京裁判

10時~12時

?月18目前橋裁判

15時~17時

いt玉ご行民持℃‘志、よし)f三三

キt之-a-

国

割~65号

手主

⑥
「
は
た
ら
く
」

ω号
の
5
箇
l
①
矢
野
政

昭
さ
ん
の
寄
付
は
印
円
玉
で
千
個
が
ク
イ
ズ

の
答
で
し
た
・
②
女
性
の
賃
金
に
登
場
さ
れ

た
前
原
さ
ん
の
職
場
は
、
日
本
火
災
で
は
な

く
日
産
の
誤
り
で
す
咽
お
詫
び
し
ま
す
.

「
夏
の
お
も
い
で
し
一

(~ ) 

根
本
健
太
郎
く
ん
(
小
3
)

(
お
母
さ
ん
が
沖
電
気
に
勤
務
)

235 



(4 ) 第 65号指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

解雇撤回を

1984-年9月 1日

円
月
初
日
に
は

め

沖

電

気

総

行

つ

w一一出品開

あり⑧をジ多ム怒

と
し
た

n
大
攻
勢
H

を
決
定
。

働
く
者
の
生
き
る
権
利
、
働

く
権
利
を
一
枚
の
「
指
名
解
履

通
告
」
で
奪
っ
た
沖
争
議
は
、

川

い
ま
、
什
月
初
日
の
解
雇
6
年

を
前
に
し
て
、
正
念
場
に
さ
し

川

か
か
っ
た
。
全
国
の
み
な
さ
ん

全
力
で
共
に
闘
い
ま
し
ょ
う
。

一4
宮

一

川

交

流

を

強

め

会

員

拡

大

一

る

一

一す一

漫

画

『
こ

ぶ

し

く

ん

』
の

普

及

一

躍

…
巴

守

引

ぷ

川

早
い
勝
利
の
た
め
に
奮
闘
し
た
い

い
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
み
な

さ
ん
の
御
支
援
を
心
か
ら
訴
え

ま
す
.
さ
て
、

日
月
に
、
八
王
子
の

支
媛
す
る
会
(
東
京
)
が
合
宿

を
開
催
し
た
り
、
機
関
紙
印
刷
川

所
支
援
す
る
会
が
「
ピ
ア
パ
l

テ
ィ
」
。

神
奈
川
電
機
の
会
は

久
し
振
り
の
幹
事
会
の
開
催
.

い

な
ど
9
月
か
ら
の
闘
い
の
準
備

川

は
急
速
に
強
め
ら
れ
て
い
ま

す。

川

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
ね
。

こ

の

秋

は

ィ
綱
を
引
き
続
け
る
事
が
で
き

れ
ば
、
沖
同地
気
に
マ
イ
ッ
タ
と

大
攻
勢
を

;

白
旗
を
上
げ
さ
せ
る
と
と
が
で

今
年
5
月
か
ら
、
東
京
地
方

き
H

勝
利
の
チ
ャ
ン
ス
H

が
生

裁
判
所
で
、
審
理
(
裁
判
)
と
ま
れ
て
き
ま
す
。

併
符
レ
、
和
解
交
渉
が
開
始
さ
「
撤
回
さ
せ
る
会
」
で
は
「
労

れ
た
邸
に
よ
り
、
神
電
気
争
議
働
戦
線
が
、
民
間
大
手
を
中
心

は
、
会
社
と
の
「
真
剣
」
に
よ
に
右
傾
化
が
進
み
、
人
減
ら
し

る
切
り
結
び
が
始
ま
っ
た
。

合
理
化
の
嵐
が
、

全
国
民
に
及

乙
の
新
し
い
局
面
は
、
運
動
ん
で
い
る
い
ま
、
伸
沼
気
争
議

会
に
例
え
れ
ば

H綱
引
き
H
だ

が

Hよ
り
高
い
水
機
で
、
よ
り

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
争
議
団
早
く
勝
利
u

す
る
ζ
と
が
た
い

日
と
支
擾
す
る
伸
聞
が
、

心
を
せ
つ
だ
」
と
決
意
を
固
め
、

ζ

1
万
4
四
千
人
の

「支
援
す

一
つ
に
し
て
、
全
力
で
グ
イ
グ
の
秋
に
、
大
迎
動
を
起
こ
し
ま
る
会
」
で
は
、
争
機
団
の
伸
問

4

・阻明・
E
E
E
F

と
同
じ
気
持
で
、
秋
の
闘
い
を

闘剛司
，

・

・
E
E
Eれ
ま
前
進
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
す
.

国
F
E

・E代①支
援

の

伸

閣

を

2
万
人
に

吋

1
1

・・4aE
拡
大
し
ま
し
ょ
う
a

②
酬
相
場
C

.

b
圃

.

，

刊

と
に
沖
電
気
の
仲
間
と
の
交
流

司‘
E

・R

・--Z録を
。
③
職
場
・

地
域
・
学
闘
で

明・
-a晶
F
幽
閉
E
『
士
動

{.，‘.‘圃
E
劃
副
宮
傍
宣
伝
を
強
化
し
、
沖
争
議
を
も

…

嶋

凧

一

蟻

っ

と

知

ら

せ

よ

う

。

@

漫

画

パ

嗣

闘

同

動

主

開

L
刈

i
E圃
弘

司

行

で

ン

フ

「ζ
ぶ
し
く
ん
」
(
仮
称
)

岬

量

a
E
E
'
a
a司
総

加

叩
，
.
‘
画

、

京

診

を

作

り

普

及

し

ま

し

ょ

う
。
⑤

A
躍
苛
W

間

川

楽
レ
い
レ
ク
レ
ー
ン
ョ
ン
を
。

髄

盟

問

岨

一

・
∞

③
神
電
気
に
抗
議
の
・
忠
志
を
一市

l

;

 

i

I
l
i
-
-

;

2
す
、
署
名
や
柴
曾
を
。
①
裁
判

や
都
労
委
の
傍
聴
・
③
募
金

ー
ー
な
ど
の
運
動
で
、
一
日
も

か
l
ん
"
は

3
お
l

つ
ヲ
キ
ず
』

a，
r
3
コ

ヲ』
l
-
b
に

f
l
，

学
生
の
就
職
人
気

H
N
0
1
u

訴
え
、

伸
聞
と
共
に
奮
闘
し
て
い
良
い
職
場
に
す
る
た
め
に
、
石
沢

川

の

N
E
C
日
本

電

気

の

職

場

で

ま

す

。

さ

ん

を

一

日

も

阜

く

職

場

に

も

ど

川

は
、
組
長
時
間
残
業
が
恒
常
化

し

、

石

沢

清
さ
ん
の
不
当
解
胞
の
ね
し
、
超
時
間
残
業
や
一
方
的
な
出

川

7
月
叩
日
東
京
総
行
動

(宮

自
殺
・
若
死
が
増
え
て
い
ま
す
。

ら

い

と

N
E
Cの
職
場
の
実
態
を
向
・
配
転
を
な
く
す
た
め
に
奮
闘

川

士
銀
行
本
富
、
-
一
千
二
百

技

術

・

ソ

フ

ト

部

門

の

職

場

で

明

ら

か

に

し

た

本

「

N
E
e
-回
し

て

い

ま

す

。

(

悦
)

川

人
)

は

、

河

時

聞

か

ら

問

時

間

を

超

え

本

電

気

の

光

と

陰

」

(

学

習

の

友

川
7
月
初
日
金
属
反
合
共
同
行

る

よ

う

な

長

時

間

残

業

が

続

き

、

社

)

も

好

評

で

、

出

版

と

同

時

に

川

動
・
板
橋
区
(
東
京
)
争
議

労

働

者

は

心

身

と

も

に

疲

労

を

蓄

ベ

ス

ト

セ

ラ

ー

に

な

り

、

職

場

の

川

団
連
帯
ピ
ア
パ
ー
テ
ィ
a

司

硝
し
、
家
族
と
の
交
流
時
間
も
な

多

く

の

労

働

者

に

続

ま

れ

て

い

ま

川

法
反
動
阻
止
、
刑
弾
と
闘
う

く
な
り
、

深

刻

な

健

康

破

緩

や

家

す

。

川

一
一
一
単
産
激
励
集
会
。

庭
破

壊

を

も

た

ら

し

て

い

ま

す

。

い

ま

日

本

電
気
の
↑
白
沢
清
さ
ん

川
7
月
幻
日
5
白

日

日
本
国
民

昨
年
8
月
頃
、
日
電
フ
ィ

l
ル

と

彼

を

支

援

す

る

職

場

の

伸

間

た

川

救

媛

会
第
羽
田
全
国
大
会

ド
サ
ー
ビ
ス
の
労
働
者
が
津
久
井
的
に
会
社
の
診
療
所
な
ど
で
定
期
ち
は
、
日
本
電
気
の
職
場
を
人
気

川

(札
幌
)

湖
に
投
身
自
殺
。
今
年
の
4
月
に
検
査
を
う
け
た
り
、
持
続
的
に
薬
だ
お
れ
で
な
い
ほ
ん
と
う
に
働
き

川
7
月
幻
自
沖
争
議
支
援
、
港

は
日
電
府
中
で
羽
歳
の
主
任
が
自
を
飲
ん
だ
り
し
て
い
る
者
)
だ
と

川

区
(
東
京
)
支
援
共
闘
会
議

殺。

6
月
市
日
に
は
、
日
電
ソ
フ
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
レ
、
日
電
玉

川

が
、
交
流
学
璽
『

ト
の
初
械
の
技
術
労
働
者
が
急

川
で
は
、
川
名
く
ら
い
の
精
神

・

川

7
月日叫
白

神

労
組
定
期
大
会

死
。
朝
、
母
親
が
起
こ
し
に
行
つ
神
経
問
答
者
が
い
て
、
そ
の
内
初

川

会
場
前
で
宣
伝
行
動
(
池
之

た
ら
死
ん
で
い
た
と
い
い
ま
す
。
名
近
く
の
人
が
入
院
治
療
を
し
て

川

蹴
文
化
セ
ン
タ
ー
)

前
日
も
m
M
時
近
く
ま
で
残
業
を
し
い
る
と
い
い
ま
す
・

川
7
月
間口日

総
評
大
会
会
場
前

て
い
て
、
長
時
間
残
業
が
続
い
て
臼
砲
宝
川
で
組
合
凸
の
生
活
と

川

で

g
h行
動
。

い
た
そ
う
で
す
。

健

康

を

守

る

た

め

に

、

畏

時

間

残

川

7
月
白
日
東
電
ピ
ア
パ
l
テ

そ
し
て
6
月
引
日
に
は
、
日
電
業
や
サ
ー
ビ
ス
残
業
を
な
く
す
た

川

イ
・
金
金
大
田
、
香
田
さ
ん

三
回
で
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
技
術
労
働
め
に
労
韮
密
交
渉
を
行
っ
た
り

、

川

を
励
ま
す
集
い
。
ア
ジ
ャ
ス

者
が
、
会
社
内
の
五
階
の
階
段
フ
不
当
な
企
業
ぐ
る
み
選
挙
に
反
対

川

タ
l
協
会
争
費
伊
藤
さ
ん
)

ロ
ア
か
ら
、
一
階
に
飛
び
降
り
自
し
て
闘
っ
て
い
た
石
沢
消
さ
ん

川

支
援
行
動
。

殺
を
し
ま
し
た
・
こ
の
労
働
者
も
は
、
一
昨
年
6
月
に
会
社
か
ら
不

川
7
月
初
日

5
m日
母
親
大
会

毎
月
間
時
間
近
い
残
業
を
続
り
て
当
解
腹
式
」
れ
ま
し
た
が
、
解
雇
さ

川
7
月

n日
政

党
法
・
ト
マ
ホ

い

た

そ

う

で

す

。

れ

て

か

ら
も
そ
の
不
当
性
を
訴
え

川

l
ク
・
健
保
7
・
m大
集
会
。

鼠
近
の
日
電
三
回
の
診
療
所
の
て
地
労
委
で
全
面
勝
利
す
る
と
共

川
8
月
1
日
1
2日
沖

電
気
争

調
査
で
も
、
約
お
掃
の
へ
か
健
康
に
、
長
時
間
残
撲
を
な
く
し
働
き

川

議
団
支
援
中
央
共
闘
会
議
で

嬰
管
理
者

(
健
康
を
害
し
て
定
期
よ
い
職
場
を
つ
く
ろ
う
と
ピ
ラ
で

川

合
宿
(
箱
根
)

川
8
月
3
日
伊
藤
醤
正
さ
ん
急

川

逝

(ω
臓
・心
筋
こ
う
塞
〉

山

8
月
4
日

ニ
チ
モ
ウ
キ
グ
ナ

川

ス
労
組
初
周
年
パ
ー
テ
ィ
.

川

8
月
4
日
1

原
水
禁
世
界
大

川

会
に
診
加。

川
8
月
9
日

中
央
区
連
帯
ピ
ア

川

パ
ー
テ
ィ
。

川
8
月
間
日
沖
支
援
千
代
田
共

川

協
会
犠
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
。

川
日
月
刊
日
5
ロ
日
沖
電
気
の

川

伸

聞
を
支
援
す
る
八
王
子
の

川

会
、
八
ヶ
岳
合
宿
。

川
8
月
間
白
神
電
気
の
不
当
解

州

胞
を
撤
回
さ
せ
る
会
総
会
・

「 曹の 「の前 V きたれ V
沖 全指当モ・の 締ま くて「
支図示日ノ.8 国レさいゼ
援のもはモ・月 、たんた ン 直忌
旨み 。洗ノ・末全。の 、セ a罰r&
l議室長覇ぷ雪量 簡露話望書
OITんスを体、大 かさん-i言、 ギ平制東統 らん」
?乙 jレすが京領 香のと
o J;ののな目はの 典死親
iミ詰門 とき妻昔 話尺主

p 

ま 日強酬の
翠選手i聡3S舌綜

「おらぴ麿」
が
お
も
し
ろ

で事
{28%の利益増の裏では・・・〉

民
族
歌
舞
団
「
わ
ら
び
座
」
の
南
部
務
百
姓
一
携
を
紫
材

に
し
た
「
東
北
の
鬼
」
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
・
金
生
活
そ

か
り
で
闘
う
姿
が
、

「
臨
調
行
革
」
で
国
民
犠
牲
に
し
て
、

m
m大
国
へ
。
の
現
代
人
の
心
を
と
ら
え
る
。

辺
お
お
U
m
U
引
が
東
京
の
公
演
目
1

問

合
せ
は
、

2
6
7
1
9
6
0
4か

内

4
4
U
Q
J
f
3
1
1
A
U
R
d
n
u
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所
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1
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「
神
電
気
に

n
職
崩
復
帰
H

に
よ
る
争
議
解
決

を
決
断
さ
せ
よ
う
」

l
と
、
沖
電
気
争
犠
支
一
媛
中

央
共
闘
会
議
は
、
九
月
六
日
に
労
組
の
代
表
者
に

よ
る
会
議
(
労
音
会
館
)
を
開
似
し
、
九
月
i
十

一
月
の
「
大
運
動
」
を
決
定
レ
ま
し
た
.

今
年
五
月
か
ら
、
東
京
地
方
裁
判
所
で
、
審
理

(
裁
判
)
と
併
行
し
て
開
始
さ
れ
た
和
解
交
渉
で

も
「
職
場
復
帰
は
、
考
え
て
い
な
い
」
と
神
電
気

は
不
当
な
主
張
を
続
げ
て
い
ま
す
.

「
大
運
動
」
は
、
六
年
間
の
闘
い
の
務
摘
の
上

に
、
新
し
い
力
を
加
え
、
全
国
的
な
運
動
を
展
開

レ
、
勝
利
を
め
ざ
す
も
の
で
す
.

全
国
の
み
な
さ
ん
が
、
「
大
運
動
」
に
診
加
し

て
く
だ
さ
る
と
と
を
心
か
ら
訴
え
ま
す
.

「
我
々
は
勝
利
す
る
」

大
運
動
の
ポ
ス
タ
ー

川町'.."11....・W・-叫・"岬・..11.....'.，lY・・・.......u.目・・F ・叩・・・F

人と人の心を結んで

通
信
畿
三
大
メ
l
力
の
一
つ
益
、
三
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
一
方
、
解
居
後
の
職
場
で
は
、
千
人
の
「
支
援
す
る
会
」
に
支

沖
電
気
工
業

(
本
社

・
東
京
橋
九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
え
ら
れ
、
行
商
や
本
社
へ
の
抗

本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
二
六
し
て
新
工
場
の
建
設
な
ど
。
庖
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
神
様
行
動
な
ど
に
奮
闘
。

二
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
九
O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
議
の
毅
判
傍
聴
を
理
由
に
、
八
二
年
十
一
月
に
、
支
鐙
共

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
う
。
会
社
は
東
京
地
裁
ほ
か
四
仕
事
を
取
り
上
げ
る
(
浅
利
さ
闘
会
鱗
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
は

と

称

し

て

、

千

五

百

人

の

「

希

'

背

景

資

本

の

岱

士

銀

行

や

、

神

/

a'

F

，

，

/

/

 

望
退
職
」
募
集
を
提
案
ζ
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

低
気
本
社
へ
の
抗
酷
世
話
量

と

退

職

強

裂

に

応

じ

な

い

三

百

続

し

て

行

な

わ

れ

て

い

る

.

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
力
所
の
裁
判
で
も
「
指
名
解
向
叫
ん
、
中
山
さ
ん
)
な
ど
の
、
暴
裁
判
所
で
は
、
八
四
年
五
月

撲
で
は
三
井
三
池
争
犠
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
挙
が
続
行
。
か
ら
裁
判
と
併
行
し
て
和
解
交

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
屈
を
意
識
墜
事
を
す
る
と
と
」
と
在
沖
電
気
争
議
団
の
七
十
一
人
渉
も
始
ま
り
、
山
場
を
迎
え
た
・

強
行
.
そ
の
後
の
神
電
気
は
、

Z
E
『
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
二
四
の
県
評
、
三
千
あ
な
た
も
、
沖
用
地
気
の
仰
間

百
億
円
近
い
史
上
肢
高
の
刺
視
し
て
解
雇

K
乞
と
も
明
日
.
を
超
え
る
支
疲
労
組
や
一
万
四
に
烈
い
迎
幣
を
/

め
ざ
そ
う

2
万
人
の
支
援
す
る
会

問
月

i
n
月
は
拡
大
月
間

(現
在
は
一
万
四
千
人
}
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労
働
大
臣
の
私
的
問
機
関
で
現
行
労
働
護
法
の
週
四
十
八
保
育
園
の
ほ
う
で
保
育
時
闘
を
延
一
日
の
労
働
時
聞
が
九
時
間
に
延
か
、
百
の
労
働
時
間
が
い
ま
よ
西
ド
イ
ア
一
で

ほ

が
益
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
・

あ
る
労
働
基
準
法
研
究
会
(
労
基
時
間
を
週
四
十
五
時
間
に
す
る
と
長
す
る
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
長
さ
れ
る
だ
け
で
、
週
休
二
日
制
り
延
長
さ
れ
る
だ
け
と
な
る
危
険
、
ま
た
、
年
次
有
給
休
暇
も
、
現

研
)
が
去
る
八
昼
平
八
日
に
法
い
う
面
だ
け
を
み
れ
ば
、
前
進
の
な
り
、
ま
た
、
会
社
の
終
業
時
刻
は
実
現
で
き
な
い
と
い
う
ま
聞
が
性
が
あ
る
・
中
小
企
業
の
実
態
を

週

、
何

時

間

労

働

状
股
低
回
数
、
六
日
を
十
日
程
度

定
労
働
時
間
を
一
日
九
時
間
、
週
よ
う
に
み
え
る
が
、
戦
後
三
十
七
を
五
時
頃
と
し
て
滋
業
時
間
を
定
生
じ
か
ね
な
い
・
日
経
連
は
、
同

口
実
と
す
る
の
で
な
く
、
大
企
業
欧
米
先
進
鰭
国
の
多
く
は
週
四
に
す
る
な
ど
と
中
間
報
告
は
言
つ

四
十
五
時
間
に
改
め
る
ζ
と
を
柱
年
近
く
定
着
し
て
き
た
一
日
八
時
め
て
き
サ
ー
ビ
ス
毅
の
あ
り
方
も
研
究
会
が
日
経
連
に
何
の
相
駁
も
や
政
府
の
中
小
企
業
対
策
を
板
本
十
時
間
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
週
三
十
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
、
週
四
十

と
し
た
労
働
基
準
法
改
正
に
闘
す
聞
の
法
定
労
働
時
間
を
一
日
九
時
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、

な
い
と
言
い
、
中
小
企
業
の
実
態
的
に
変
え
て
、
中
小
企
業
も
ふ
く
九
時
間
を
法
定
労
働
時
間
と
す
る
五
時
間
と
あ
い
ま
っ
て
年
間
総
労

働
時
間
を
二
千
時
間
と
す
る
政
府

の
行
政
指
導
閏
僚
も
実
現
で
き
な

い
。
欧
米
先
進
諸
国
は
二
千
時
間

を
は
る
か
に
下
ま
わ
っ
て
い
る
の

で
あ
る
.

(2 ) 第 66号

労
基
研
の

「
報
告
」
を

斬
る

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

黒
JII 

俊
雄
さ
ん
(時間
稿私る
詳
動
転
)

る
中
間
報
告
を
ま
と
め
、
労
働
大
聞
に
す
る
と
い
う
ζ
と
が
第
一
の
影
響
は
き
わ
め
て
大
き
い
・
を
口
実
℃
こ
の
中
間
報
告
に
反
対
め
て
い
ま
や
国
際
的
常
識
と
な
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
商
ド

臣
に
健
出
し
た
・
来
年
容
量
問
題
で
あ
る
・
た
と
え
ば
、
共
働

国

際

的

怒

し
て
い
る
が
、
い
ま
な
お
理
一
て
い
る
週
四
十
時
労
働
型
百
イ
ツ
で
は
労
使
協
定
に
よ
っ
て
週

終
結
論
を
出
し
、
ζ
れ
を
受
け
て
、
き
家
庭
が
ふ
え
て
き
て
い
る
現

日
制
を
と
っ
て
、
な
、
中
ト
企
業
八
時
間

・
週
五
日
労
働
制
で
実
現
三
十
五
時
間
労
働
を
め
ざ
す
よ
う

常
識
を
守
れ

t

、

L

L

]

、

早

け

れ

ば

一

九

八

六

年

の

通

常

国

在

、

保

育

園

へ

の

子

供

の

送

り

迎

カ

多

く

大

企

業

で

も

休

日

出

留

し

て

し

く

ζ
と
を
め
ざ
す
べ
き
で
に
な
っ
て
き
て
い
る
ロ
そ
れ
ゆ
え

会
に
法
案
を
提
出
す
る
予
定
だ
と
え
が
で
き
な
く
な
り
、
退
職
し
な
つ
ぎ
に
、
週
休
二
日
制
を
法
制
が
お
ζ
な

わ

れ

実

際

に

は

週

休

二

あ

る

・

貿

易

障

僚

が

問

題

と

な

っ

て

い

る

い

う

.

け

れ

ば

な

ら

な

い

人

が

出

る

が

、

化

す

る

と

い

う

が

、

実

際

に

は

、

日

制

に

な

っ

て

い

な

い

ど

と

ろ

な

か

で

、

わ

が

国

の

長

時

間

労

働

@
山
口
勇
子
さ
ん
(
東
京

・
文
学
て
元
気
に
闘
っ
て
く
だ
さ
い
・
担
当
オ
ル
グ
で
、
必
逝
さ
れ
た
@
川
口
好
恵
さ
ん

(干
諜
)
今
年

者
)
ニ
ュ
ー
ス
六
五
号
で
伊
藤
@
日
産
厚
木
争
磁
団

(
神
奈
川
)
伊
藤
さ
ん
へ
の

「夜
間
」
の
雷

の
夏
は
、
告
か
っ
た
の
で
大
変

笛
正
さ
ん
の
急
逝
を
知
的
ぞま
し
大
変
で
し
ょ
う
が
、
共
に
が
ん
挺
を
も
ら
い
、
特
集
し
ま
し
た
・
だ
っ
た
ζ
と
と
思
い
ま
す
・
と

た
.
た
た
か
い
の
道
を
ま
っ
す
ば
り
ま
し
ょ
う
(
会
費
、
カ
ン
@
天
野
松
男
さ
ん
(
福
岡
)
峨
場
れ
か
ら
夏
パ
テ
が
出
な
い
よ
う

ぐ
歩
ま
れ
た
ζ
と
に
、
改
め
て
パ
二
万
二
千
四
百
円
が
送
金
さ
の
仲
間
か
ら
鍛
め
た
カ
ン
パ
送
に
、
ス
タ
ミ
ナ
つ
げ
て
、
が
ん

感
動
を
深
め
、
心
か
ら
お
く
や
れ
ま
し
た
)
。
り
ま
す
。
勝
利
の
日
ま
で
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
・

み
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
@
佐
康
雅
宏
さ
ん
(
北
海
道
・
本
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

@
奥
山
恭
子
さ
ん
(
腎
森
)
皆
さ
州
製
紙
の
不
当
差
別
を
な
く
す

4
護
軍
軍
書
喜
重
重
量
童
書
毘
誕
望
書
留
暗

ん
健
康
に
気
を
つ
け
ら
れ
て
、
る
会
)
全
国
の
励
み
.
シ
ン
ボ

題
騒
怒
凪
酷
静
醐
糧
揚
強
調
智
銭
関
誼
留
動
時
恩
盟
語
翻
謡
曲
『

が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
・
伊
騰
さ
ル
の
沖
争
磁
・
典
型
と
な
る
闘

V
思
回
耕一

郎
さ
ん
(
都
議
・
潜

V
民
放
労
連
東
京
支
部
連
婦
人
部

ん
の
御
只
福
を
お
祈
り
し
ま
い
を
/・

区

)

せ

ん

べ

い

一

箱

・

衣

額

・

す

・

@

中
央
区
(
東
京
)
沖
・
支
撮
す

V
長
板
和
子
さ
ん
(
総
務
庁
統
計

V
古
賀
恵
子
さ
ん
(
東
京

-mm同

@
全
動
労
宮
康
支
部

(
大
阪
)
闘
る
会
.
会
ニ
ュ
ー
ス
二
号
を
発
局
)
タ
オ
ル
ほ
か
.

平
)
子
ど
も
服

・
長
ぐ
っ
.

い
は
お
互
い
に
大
変
で
す
が
、
行
し
ま
し
た
・
区
内
に
働
く
+

V
早
船
寿
美
子
さ
ん
(
崎
玉
)
柿

V
白
土
由
子
さ
ん

(東
京

・
高
島

共

に

が

ん

ば

り

ま

し

ょ

う

・

会

三

人

の

伸

聞

か

ら

、

中

央

区

の

の

積

一

缶

。

平

)

テ

l
プ
レ
コ
ー
ダ
。

費
一
万
一
一
一
千
八
百
円
お
送
り
し

V
浦
和
法
律
事
務
所

カ
ル
ピ
ス

l
沖
電
気
争
議
団
の
屋
代
さ
ん
に

ま
す
・

-
コ
ー
ヒ
ー
セ
ッ
ト
ほ
か
。

長
男
が
誕
生
。
永
瀬
さ
ん
(
大
白

@
玉
谷
浄
子
さ
ん
(
広
島
)
苦
し

V
鎌
田
弘
之
さ
ん

(
筒
玉
)
衣
類
本
印
刷
争
議
団
)
、
住
都
労
首
都

い
と
と
の
多
い
毎

日

で

す

が

、

文

具

な

ど

。

圏

、

雪

印

乳

業

争

犠

回

か

ら

お

祝

沖
の
闘
い
に
励
ま
さ
れ
て
ま

V
千
田
さ
ん
、
長
谷
川
さ
ん
(
東
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
・

す

-

繊

関

紙

を

貌

む

た

び

に

、

京

-
畿
内
同
区
)
ピ
I
ル
券
a

l
心
筋
ζ
う
そ
く
で
間
出
張
中
の
北

勇
気
が
新
し
く
湧
い
て
く
る
よ

V
山
下
信
子
さ
ん
(
東
京

・
練
馬
村
さ
ん
に
、
三
百
人
を
超
え
る
伸

う

で

す

.

体

に

は

、

気

を

つ

け

区

)

衣

娘

、

本

な

ど

.

問

か

ら

御

見

縛

が

届

き

ま

し

た

.

1984年 10月 1E3

&国民

。ヶ;弄
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沖
電
気
争
議
団

メ
タ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
サ
ッ
カ
ー
で活
躍

闘
う
金
属
の
仲
間
の
祭
典
「
オ

ー
ル
メ
タ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
九
月
十
五
日
S
十
六
日
に
、
多

勝
川
の
河
川
敷
(
六
郷
土
手
)
で

開
催
さ
れ
た
.

神
的
山
気
の
仲
間
も
、
や
き
い
か
、

お
で
ん
な
ど
、
=
一
百
人
分
以
上
を

用
意
し
て
診
加
し
ま
し
た
.

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
サ
ッ
カ
ー
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
も
行
な
わ
れ
、
二

日
間
で
三
千
人
が
参
加
し
て
、
お

祭
を
楽
し
み
ま
し
た
・

大
奮
闘
だ
っ
た
の
は
サ
y
カ

1
、
練
習
ゼ
ロ
に
も
め
げ
ず
、
が
ん

ば
り
ま
し
た
.
試
合
結
果
は
名
嘗

の
た
め
本
紙
で
は
発
表
し
ま
せ
ん

ナショナルチーム並く守〉のメンバー

(結果が知りたい人は 、
事務局までノ

キャフ・テンの 中野 Eタ〉

さんの後盗です→
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中
e

電
気
の
不
当
解
庖
撤
回
総

，u判
は
、
東
京
、
八
王
子
、

熊
谷
、
宵
岡
崎
の
四
つ
の
裁
判
所
で

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
東
京
地

裁
で
は
、
「
和
解
」
と
併
行
し
て

審
理
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
.

東
京
地
裁
で
は
、
毎
回
傍
聴
席

が
一
杯
に
な
り
、
曹
関
宮
仲
間
で

も
話
胞
に
.
十
二
日
は
弁
竣
団
十

八
人
を
含
め
る
と
、
約
百
二
十
人

と
な
り
、

「公
正
な
裁
判
を
f
」

と
い
う
裁
判
闘
争
は
、
前
進
し
て

い
ま
す
.
ζ
の
目
、
岡
山
、
香
川
、

宮
敏
か
ら
も
傍
聴
者
。

松
本
千
登
美
さ
ん

マ
宮
城
県
教
組

マ
沖
・
支
援
す
る
会

宮
城
支
部

九
月
十
二
目
、
東
京
地
裁
で

の
中
山
争
犠
団
代
表
の
股
終
陳

述
(
?)
は
沖
沼
気
の
指
名
解

屈
が
い
か
に
人
権
無
視
で
不
当

な
も
の
か
を
訴
え
て
い
た
.

「
妊
娠
中
に
失
と
と
も
に
指

名
解
回
通
告
を
手
に
し
た
相
原

夫
裂
は
当
惑
し
た
ま
ま
情
話
で

何
を
話
し
た
で
し
ょ
う
か

」
涙
に
む
せ
な
が
ら
宿
り

か
け
る
中
山
さ
ん
の
括
に
、
裁

判
長
が
ジ
y
と
耳
を
傾
け
る
感

動
的
な
裁
判
で
し
た
.

私
が
原
初
に
傍
隙
し
た
頃

は
、
労
務
課
崎
明
白
が
出
版
者
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
い
う
旧
内
線
な

雰
囲
気
の
な
か
、
指
名
解
艇
の

立
案
者
、
室
田
社
長
室
長
が
証

言
台
に
立
つ
と
い
う
も
の
で
し

た
.あ
れ
か
ら
三
年
。

今
、
勝
利
に
向
っ
て
力
強
く

涙にむせびながら

訴える中山さん(i予想)に感動

¥ 宮城から東京地裁へ|

判日H寺目的日円「てさき露呈 霊き露今貫主道芸
1bz千百団| 高三番E主宗長同意完結盟

;出iHiiiiiii!iiii
長 10喜品 毛主語菱重警宇察 委主尺

臨
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寸
一
花
円
企
紫

L
E
的
・
2
す
沖
電
気
が
宮
崎
に
次
い
ご
作
る
新
工

湯
ほ
ど
こ
庁
と
よ
注
目
さ
れ

τ
り
ま
し
た
が

z
mぽ
ど
宮
鍬
黒
口
、
新

工
場
在
建
読
す
る
Z
と
が
正
式
己
決
ま
リ
ま
レ
だ
.

新
工
品
風
間
犯
と
む
ウ
花
町
ぽ
乞
晋
一
川
良
川
都

Mm灯
・
仙
μ
ロ
F
ら

車
ず
一
4

時
間
弱
仙
信
託
克
司
濃
対
翠
て

七
日
沖
電
忽
と
嘗
減
点
火
衛
門
削
己
記
聞
て
づ
立
児
協
定
書
L

り
調
叩
が
行
だ
れ
ま
レ
だ
・
新
工
場
ぽ
沖
電
気
円
一
o
o
u
p
弘
資
門
事

会
社
、

7
Z
4胤
沖
電
気

」
と
し
て
定
足
し
、
宮
崎
沖
に
次
ぐ
超
L
S

工
的
一
晋
興
生
産
エ
婦
と
な
リ
ま
す
.

ダ
U
一山超レ皐いい

UAdz

用
犯
面
積
ほ
「
品
川
L

丹
十
倍
・

三
十
戸
〈
ヴ
ヲ
t

ル
の
広
丈
さ
.

介
一
期
計
晶
と
し
E
約
三
面
億
円

E
段
入
レ

‘
ニ
ハ
ヲ

7
1
山
内
工

局
禄
E
建
設
・
大
寸
ニ
片
耳
各
に
ほ
操
業
問
必
の
予
定
Z
す・

労
働
右
叫
当
初
ほ
え
西
人
、
持
系
的
に
は
斗
五
百
人
に
す
る
、
計
晶
.

A
百
人
に
つ
い
て
ぽ
来
算
ぼ
も
氾
元
ず
米
周
し
ハ
王
寺
エ
均
C
激
賛

同
叩

吉
開
始
す
る
釘
晶
E

H
い
ま
す
・

平

今
回
全
事
長
沖

し
の
芝
設
ぽ
沖
電
気
が
際
般
の
な
り
・
設
備
域

別

資
鼠
'
?
と
れ
五
三
ロ
わ
れ
る
-

一川町

ヱ
ピ

E
-Zし
τ
U
ま
す
-

M
一

院
ヨ
戸
。

荷
W
A

届革路醤翠麗瞳顕揚

⑧
@
⑤
③
 

;:; 11.4千ょ マに 支昭
里(予定〉雪:思 援島

5鎌霊! ~文 Z 手
蓄倉空 j 量化会 JII
事ハ i~ 去の而国
局イ会;至上夕 月立
ク jごさべ 24の

亙丁」 日沖

カンガルーの子どもは

どのくらいの大きさで誕生するか

砂
①親の20分のlの体重

②親の200分のlの体重

③親の2000分のlの体重

④親の20，000分のlの体重

支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)

榊
骨
院
b

M

桧

白
民
悌
ル
ハ
目
、
七
爽
六
万
円

(
一-
一
四
五

φ
増
ゾ

今
回
発
表
さ
れ
た
殻
治
資
金
鞍
告
に
よ
る
と
沖

電
失
隠
白
民
党
ヘ
プ
七
穴
久
万
円
の
政
渇
白
用
金

を
特
ヲ

Z
い
ま
可
.
三
れ
は
、
前
辱
に
比
べ
一
ニ

四

ゑ

d

戸
熔
ご
わ
り・

日
#
電
気
(
十
六
件
婚
て

富
士
亀
戸
エ
ニ
件
'刷用

u
qと
ι比
べ

t
毛
大
幅
な

伸
び

ι打
。
フ

τい
ま
す
.

z 

守

占--
三

-z 
: 
ミ

3 
三主= 
= 
z 

= 
主
r 

2 

= 
2 
Z 

z 

z 

= 
f 

= 
5 

亨

-守? 

守

= 
? 

三
= 
占与-7 
: 

= -z 
2 

と

5 

=芋F 

2 
z 
=雫F 
z 

楽
し
い
か
ら

今
隼
の
夏
ず
も
q

毒
事
た
ね

18 .25-
・秩父日野渓谷

割!66電量(3 ) 

〈ノj、2) 

回答は20固までにハガキで。プレゼン トの用意あり。

都心で、健康で文化的、な

生活は、との賃金ではとて

も無理ですよね。GNP2
位の日本の我等労働者は

ひとこと:

tlO~ _:，; 4 
.，. . 

給与期間 ~) -月。 1日 - 09月二;!日

職日体給 |扶餐手当 |鯛幣手当 |特別鯛盤傾 |初任給関瞥額l特殊勤務手当 IJ5 jOl125-i 1":0 1-

'1 ，j 17030叫 01 153271 <:1 01 01 cl ul (01 
その惟(宜桔)1宿日iII手当 |住居手当 |通勤手当1 1 1 

;1 ，1 1220q 142501 1 1 1 

件 悦|宿 舎 費 |住 民‘悦|厚生資金退問甜|財産形成貯蓄 | その他(控除)

95501 心1 91901 cl 2.00001 

名氏給与支給明細書

ー旦
金眠

車合

再開
随

時間

俸

r ， 

，、

給与支給総額

主旦但 工
控除額計

1 559391 
|豊豊9支給額i

1 1_5613f到

所額
一渇

一

金
一

ι一

鋭一

O
一

院

一
8
一i
 

植一
!
-

z-7'
一

一色

7

一

命一期一

8
一

-aR

一

一

豊

一

一!
 

，一金一

2
寸
l
M叶

主

m
一
4

3

扇
支
出

一一

包

傭

鈴木とみ子さん

(34歳)
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(4) 

大量解雇と闘いゑ言語表

函館;恥:長長

開 66号指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース1984年 10月 1巴

+ す大て新 わ
八明。な今 日ーさ済私 也

電f喜重量E号7S宙E
函九 二ドの北んナ北，，!:，!;:.~

26蜘 …ク一回目掛 持iiFiii言語、
回地域経済をるる主ZZZ畑 襲単 ぶ忘ぞ問。三塁 A

と八 ま重し、 負の ・

た215Z?言235長258芸家E3;信号55252て22員そ
し¥ -(. I;?Bi義主ピ空 J主主千三自 j 喜一要事EE員宅主書呉 主主号車へ 1ち I!.:七躍。ク争力謄にノレ主;日 ;iY，;;;:~都争加を塾、、曹と5 G月 抽活クの

k lEさ雲 潟ぷ習量 Yg否情川J習室雪害費支喜普賢霊否 完2ぷ襲
五-ド余ii 2SEき長官主主ぎ 主理辛お宣言君主自252き早5
-戸「斗 書道 主記長三星よ丙塁竺 だ留意 tZ雲角吉野合警 警害芳喜

;さき;Jlli!?iiHi!?iiiiii!?i忠告iiii!
FJ づえ| 有d21見事55再R対委五百五妻去たgi再三z i三重喜重歯
科 1 12日iifi訪問 ;iiiiiii出

1軒ジ竺志苔自|
もり工ゾ術1 A! 1:1+ ( 品、 ¥ 

:引開 設121grr盟=日不一 (炉川電機のl
し く ζ二ユム1:.._， 1 秘 Fラ 1. 回答数 78逸 平均年令 31.7才 ・~a. I 可児嶋以f 酷 h品目 | 

ロて行-，J， 1 互い賃金昇給にっし、て IOM[三iゐ 盟都萄~IS:J ( 
ぃ、 i γ1 !II晴，~ (1) 本給 225，800円 アイピーエム¥ ノ;

団沖 んたお白馬前 y:= (2) 昇給額 制 07円 一守主149 TQCについて ; 

完雪主 5イ3丈島長官署 馨1伶)昇給に3禁62iJ253与をiω会議の酬について322Z21i 
二者占旨手量 E 委理章 第孟~ (4) どの点で，満足/不満足か 雪l占手手 助休日 5人;
言案 ゐ 三交響丈守主義 三 轡( の額 50人 (57%) O主磨 ;L (2) 会議が時間外，休日の時，残業代は ; 

ヲ雲 空 管22i2gaj五1 322な(22 fZ語2長 Z322くい :;f FZi 
ト弁 、手 名たう1ニ( 竃曇， も果答電凸 ~)請求しない 26人(35%) 
ボ獲 がじ εの七群 喝事11' (:時他 5人(明) 輪金品謀。

? 主 TT轟各:j量は 伸代休をとる
ンヨク Q アま皇が コ・ 2よへ I 3. 残業について 反考年語、 紛他 7人( 9%) { 

11711i!:iiiiii z;宅手Y5537%) 25ili nz;:;;:川 2;;
ンユターカ一三 去 沖{;u霊亡 7 的しない 47人 (63%) ，..川'1"1川 I川 M ・1"1"1" 幼続行 16人 (20%) ] 

jレ完手話ラ雪量 c・ 雲完長三 4 変則・休日出勤について 「てつ 伺関心ない 11人 (14%)j

EZケ日完界事 警ぞ員事 7 ω深夜月1.88回 I r 110(戸24健康について
手 フ圃リしか 叫 に竺 (2) 休出月 3.0 図 I .1.， I ~:~快調 1 1人(1 5%) ~ 

ω休出はめやめてほしい 州 13~) 1 ビ!;;27ずず ;; ロ;:2;;
的減らしてほしい 18人(269'0)I ~ I (4) 通院 3人(哨){ 

例その他 43人(6 1 %) I ~ I (5) 不調 2人( 3別{

代休は，一週間以内に | 巴Il!. C S Rとして働くことについて
(1) とれる 25人 (349'0) I ~ 1--(1) 不安 57人 (7切) ~ 

3Lれないは(;;お ほ劃 32 1公jlz日
6 年次有給糊につ門 |来塑 112 今、一番、解決したにとは(複数回答 ) { 

r 、川味合 I(1) 賃金 36人 (30%) ( 
(1) 希望日にのとれる 31人(39%) けこt ~ I 
ω とりにくい 35人ム切jl-E J21 将来 33人 (28%) } 

ド~ .__.. I (3) T Q C 1 4人 (12
(吟とれない 12人(16%) l.-f. 八日記

|モ) (4) 配転 13人 ( 11%) 
とれない理由約忙しい 12人(18則氏 (5) 昇進 12人(峨)J 
ωマンパワー視 29人(439'0)巳 (6) 時短 5人( ゆ )1 
り)スケジューノレ 34人(35則ぽ (7) 休出 5人( 晴 )l 
帥他 3人( 4%) L__j (8) 仕事量 4人( 3%) l 

沖
電
気
争
議
団

/=t-~i色

渡
辺
秀
雄
さ
ん

(2) 

r 震 源Iこ竺三十一
一一列車が走った
川町 国鉄労組、長野県教組も協力。
直吉| 美保純が主演の

一ー 「青春列車」

9月29日より新宿悪ホール・1
にてロードショー (351)3022 

鑑賞券大人し000 学生B∞
・支援する会事務局でも取扱中・
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川

8
月
刊
旧
日

沖
電
気
の
不
当
解

川

屈
を
徹
回
さ
せ
る
会
総
会
・

川

8
月
別
目

前
橋
裁
判
。

川

8
月刊
u
日

電
機
・
神
奈
川
の

川

神
支
援
す
る
会
総
会
.

川

8
月

μ日
3
U品
目

権
利
反
合

川

討
論
集
会
(
函
館
ド
y
ク
の

川

決
起
集
会
)
に

9
人
診
加
・

山

8
月
白
B
E
M日

第
5
回
や

川

ま
ぴ
乙
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。

川

B
月
U
日

機
関
紙
印
刷
所

・

州

沖

支
援
す
る
会
で
再
発
足
の

川

ピ
ァ
パ
ー
テ
ィ
.

川

8
月刊
ω
日

わ
ら
び
墜
と
交
流

川

会
を
開
催
.

川

8
月
m
U
自

国
労
第
5
回
権
利

山

裁
判
闘
争
の
交
流
集
会
で
神

川

争
議
団
か
ら
も
報
告
。

川

8
月
初
日

浅
利

・
中
山
さ
ん

川

都
労
委
、
第
引
回
宮
町

川

8
月
日
日

八
王
子
裁
判
。

山

8
月
引
回
5
9月
1
日

東
京

川

-

東
部
労
働
研
究
集
会
参
加
。

川
?
月

2
白

神
争
議
団
家
族

会
.

川

9
月
4
日

大
企
業
懇
談
会
.

川

全
斗
換
く
る
な
集
会
。

川

9
月
6
白

神
電
気
争
議
支
緩

川

中
央
共
闘
会
議
の
単
組
代
表

川

者
会
議
、
幹
事
会
を
開
催
・

川

9
月
7
日

第
5
回
和
解
交
渉

川

q
月
間
日

首
切
り
は
許
さ
な

川

い
/
楠
利
は
ゆ
ず
ら
な
い
，
F

州

連
続
行
動
始
ま
る

(
東
京
総

川

行
動
)

山

9
月
刊
白

熊
谷
裁
判
。

川

q
月
刊
は
日

東
京
裁
判
.

川

?
月
刊
は
日

sHM目

「
ほ
う
り

川

だ
さ
れ
て
な
る
も
ん
か
」
公

川

演
(
東
部
宵
年
合
唱
団
)

川

9
月
刊
自

国
鉄
総
行
動
が
宮

川

土
銀
行
本
庖
前
で
、
集
会
.

川

q
月
刊
日
日

3
M日

オ
ー
ル
メ

川

タ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参

川

加
(
東
京
・
六
郷
土
手
)



5万人の「支援する会」を

私たちは生きる俗手1)、働く 樋利を守るために沖

電気の仲間を物心両面から励まし、必ず勝手1)させ

たいと思います。困難な長期の闘いも予恕 されま

すので、一人てるも多くの方がこの「会」に加入し

全面勝利を闘いと るまでご支援くださ るよう 心か

らよぴヵ、けま す。(r支援する会」よびかけより)
会賞: 1ロ 200円 /月

1984年 1 1月 1日

支援する会事務局
事務所 東京都港区三回

3-2-20 

電話 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240 

加入者名 沖電気の不当解雇

を撤回させ る会

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

発

行

所

第 67号

1 9 8 4年

11月1日

国2171日|

北
で
、
南
で
、
沖
電
気
・
富
士
銀
行
ヘ
「
解
雇
を
撤
回
せ
よ
」
の
芦

肯
ゆ
月
刊
は
日
の
沖
電
気
北
海
た
・
面
世
間
同
に
対
し
て
は
、
そ

道
支
社
、
日
土
銀
行
札
幌
支

れ
ぞ
れ

n
上
に
伝
え
ま
す
H

庖
へ
の
行
動
は
、
全
道
労
協
が
回
答
で
し
た
。

の
宣
伝
力
l
も
借
り
て
、
約

肯

ω月
沼
田
沖
電
気
旭
川

百
二
十
人
が
参
加
。
予
忽
以
信
業
所
、

g
士
銀
行
旭
川
支

上
の
支
媛
に
、
沖
電
気
争
議
居
。乙
乙
は
約
百
四
十
人
も
。

団
オ
ル
グ
の
飯
田
康
男
さ
ん

肯
北
海
道
は
、
四
人
の
争
議

は、

「俗
、
う
れ
し
く
て
め
団
で
約
一
力
月
間
の
オ
ル
グ

レ
が
の
ど
を
通
ら
な
い
よ
」

で
す
が
、
訪
問
先
か
ら
、
「闘

と
興
宿
し
て
、
東
京
の
事
務
う
姿
に
感
激
」
と
二
通
も
使

所
へ
電
話
を
し
て
き
ま
し
り
、
労
働
者
っ
て
イ
イ
ネ
。

-R
m月
円
日
沖
電
気
の
東

北
の
拠
占
…
で
あ
る
東
北
支
社

(
仙
台
)
と
、
富
士
銀
行
仙

台
支
庖
へ
抗
議
、
要
務
。
二

十
人
が
診
加
し
、
ピ
ラ
四
O

O
枚
を
配
布
・
沖
電
気
は
課

長
が
突
立
っ
た
ま
ま
と
い
う

応
対
で
参
加
者
の
怒
り
を
か

い
ま
し
た
。

肯

ω月
旬
日
は
福
島
。

肯
mw

月
引
日
は
青
森
と
、
東
北
地

方
で
も
皆
実
に
行
動
が
積
重

ね
ら
れ
ま
す
。

肯
沖
支
度
す
る
会

・
宮
城
県

支
部
で
は
、
五
十
万
署
名
運

動
を
や
り
と
げ
よ
う
と
、
自

主
目
標
を
決
め
て
奮
闘
中
で

す
.
肯
群
馬
県
で
は
、
神
電
気
の

工
場
が
あ
る
高
崎
を
中
心
に

神
争
犠
支
援
群
馬
共
闘
会
駿

発
足
の
準
備
が
、
急
ピ
ッ
チ

で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

肯
埼
玉
の
共
闘
会
議
は
、
主

要
駅
頭
で
の
宣
伝
行
動
を
予

定
し
て
い
ま
す
.

肯
八
王
子
地
区

(東
京
一
)
で

は
、
什
月
守
日
狭
間
公
図
で

決
起
集
会
l
デ
モ
を
。

肯
東
京
で
は
、
各
区
ご
と
に

実
行
委
員
会
が
出
来
た
り
、

千
代
田
区
や
港
区
で
は
、
ブ

ロ
γ
ク
別
や
、
職
場
C
と
の

交
流
会
が
、
連
続
し
て
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
.
沖
支
援
す

る
会
千
代
田
で
は
、
什
月
4

日
に
鎌
倉
ハ
イ
ク
を
行
い
、

連
帯
を
強
め
ま
す
。

肯
名
古
屋
〈
愛
知
)
の
伸
聞

は
、
円
月
日
日
の
昼
休
み
に

栄
小
公
図
に
集
っ
て
、
ロ
士

銀
行
名
古
屋
支
庖
ま
で
「
沖

電
気

・
冨
土
銀
行
は
指
名
解

雇
を
撤
回
せ
よ
」
と
デ
モ
。

肯
巾
月
間
日
大
阪
で
は
、

造
船
デ
l
に
参
加
し
た
仲
間

が
、
日
土
銀
行
大
阪
支
庖
へ

抗
議
、
要
請
行
動
を
、
約
百

人
で
行
い
ま
し
た
。

-R
m月
ロ
目
、
沖
電
気
三
虚

支
庖
へ
抗
議
行
動
。
従
業
員

が
六
人
と
小
さ
い
と
乙
ろ
だ

が
、
単
位
農
協
の
仲
間
な
ど

で
キ
チ
ン
と
行
う
。

肯
叩
月
お
日
は
合
殿
、
羽
田

は
岡
山
と
。
岡
山
県
で
は
オ

ル
グ
期
間
中
に
約
十
万
円
の

カ
ン
パ
も
寄
せ
ら
れ
た。

肯
広
島
県
の
全
日
自
労
や
、

教
職
員
の
仲
間
か
ら
も
っ
と

署
名
用
紙
を
送
れ

/
と
、
う

れ
し
い
催
促
。

肯

ω月
同
日
沖
電
気
四
国

支
底
、
日
士
銀
行
高
松
支
庖

前
で
二
十
二
人
で
宣
伝
行

励
。
ア
y
と
言
う
聞
に
、
ピ

ラ
九
O
O
枚
。
沖
電
気
へ
の

抗
議
行
動
で
は
、
沖
む
気
の

「全
然
、
わ
か
り
ま
せ
ん
」

の
回
答
に
、
参
加
者
は
怒
り
。

肯
愛
綾
川町
で
は
、
問
月
白
日

国
…四…

も
(
…

ラ
た
…

ビレ…
、
ま
…

し
し
一

加
布
…

参
配
…

が
枚
一

人∞…

内〆
L
n
w

，.

n〆

』

"

に
、
沖
電
気
松
山
支
后
べ
の

抗
議
行
動
を
予
定
し
沖
電

気
の
支
復
活
動
が
強
ま
っ
て

い
ま
す
.
-R徳島
県
へ
の
沖
電
気
の
進

出
が
噂
さ
れ
て
い
た
が
、
中

止
に
な
り
徳
島
で
は
大
騒

動
。

第

4
回
和
解
交
渉
で
も
沖
電
気
は
職
場
復
帰
を
認
め
ず

9
月
i
n
月
の
「
大
運
動
」
の
成
功
で
勝
利
を
め
ざ
そ
う
。

十
月
五
日
か
ら
、
沖
電
気
争
議

団
は
、
全
国
オ
ル
グ
を
開
始
し
た
園

訪
問
す
る
労
組
や
団
体
は
、
三
千

を
こ
え
る
・
交
流

・
連
帯
を
深
め

「大
運
動
」
の
成
功
を
番
い
合
う
。

各
地
で
実
行
萎
員
会
も
誕
生
レ
、

運
動
は
大
き
く
前
進
し
て
い
る
。

肯
九
州
地
区
の
労
働
組
合

は
、
神
間
山
気
争
滋
の
支
援

を
早
く
か
ら
、
決
定
し
烈

い
支
媛
を
続
け
て
い
ま

す。肯
ゆ
月
円
日
長
崎
で
、

十
二
人
が
診
加
し
、
神
電

気
と
ロ
士
銀
行
へ
.
叩
月

間
山
田
は
、
宣
伝
行
動
も
行

い
ま
し
た
。

肯
福
岡
県
の
仲
間
は
、
什

月
6
日
1
7日
に
岱
士
銀

行
へ
の
行
動
を
予
定
。

う
れ
レ
く
タ
飼
の
仕
度
に
か
か
り
も
ち
が
う
で
し
ょ
う
・
け
れ
ど
も
労
働
者
と
国
民
に
負
わ
せ
る
た
め

ま
し
た
.
運
よ
く
そ
の
日
も
稼
ぎ
私
に
は
、
そ
の
子
た
ち
が
み
ん
な
、
の
突
破
口
を
つ
く
る
、
そ
の
期
待

昭
和
の
は
じ
め
、
日
本
は
不
鼠
が
あ
っ
た
の
で
し
た
.
幼
児
も
少
年
も
、
自
分
で
で
き
る
を
担
っ
て
強
行
し
て
き
た
も
の
で

気
の
ど
ん
底
で
し
た
.

)

乙

と

は

何

で

も

し

て

、

父

や

母

の

す

。

当
時
、
私
の
家
は
父
子
家
庭
で
、

仁

堂
々
た
る
勝
利
の
た
め
に
、
全
力
そ
れ
だ
け
に
ζ
の
闘
い
は
、
争

ま
だ
幼
か
っ
た
私
は
、
い
つ
も
タ
沖
電
気
争
議
団
の
仲
間
に
は
、
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
ζ
と
が
、
痛
議
団
の
仲
間
と
そ
の
子
ど
も
た
ち

方
に
な
る
と
外
に
出
て
仕
事
帰
り
五
十
人
を
と
え
る
こ
ど
も
た
ち
が
い
ほ
ど
わ
か
る
の
で
す
.

の

未

来
は
も
ち
ろ
ん
の
ζ
と
、
私

の
父
を
ず
っ
と
待
ち
続
げ
て
い
ま
い
ま
す
.
父

や

母

が

く

び

を

き

ら

た

ち

働

く

者

と

国

民

の

、

そ

し

て

-司
『

し
た
。
「
チ
リ
チ
リ
チ
リ
ン
」
と
、
れ
た
と
き
に
生
れ
た
子
は
も
う
小

(

す
べ
て
の
日
本
の
子
ど
も
た
ち
の

自
転
車
の
ベ
ル
が
遠
く
か
ら
聞
乙
学
校
に
入
る
年
で
す
。
だ
れ
で
も
知
っ
て
い
る
と
お
未
来
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

え
て
く
る
と
も
う
そ
れ
だ
け
で
胸
そ
の
五
十
人
の
子
供
た
ち
の
生
り
、
神
電
気
は
不
景
気
だ
か
ら
H

指

ど

ん

な

ζ
と
が
あ
っ
て
も
、
勝

が
高
な
り
、
積
ん
だ
荷
物
を
ほ
ど
活
の
う
え
に
、
こ
の
六
年
間
に
ど
名
解
四ヂ
の
挙
に
出
た
の
で
は
あ
た
な
げ
れ
ば
と
決
意
し
て
い
る
と

く
聞
も
待
ち
き
れ
ず
、
ま
つ
わ
り
ん
な
と
と
が
お
き
た
の
か
、
私
は
り
ま
せ
ん
。
よ
り
一
そ
う
の
大
も
と
ろ
で
す
。

つ
い
て
父
の
汗
の
匂
い
に
満
足
し
具
体
的
に
知
つ
て
は
い
ま
せ
ん
.
う
け
を
企
む
総
資
本
の
惑
に
対
し

ま
し
た
・そ
れ
か
ら
父
子
四
人
で
、
ま
た
一
人
ひ
と
り
、
年
齢
も
性
格
て
、
よ
り

一
層
大
き
な
犠
牲
を
、

H 

第 6ワ号

増
田
孝
雄
さん

)
 
1
 
(
 

いつでも、どこでも

署名を訴えて

肯
沖
縄
で
は
、
東
田
照
子

さ
ん
の
実
家
を
中
山
に
密

時

-

名
越
動
が
進
ん
で
い
ま

す
。
お
父
さ
ん
か
ら
は
、

二
五
O
人
分
が
届
い
た
.
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の
鉦
鎚
調
べ
来
事
あ
る
と
の

O
O人
を
と
え
て
い
る
状
況
で
も
っ
と
も
っ
と
、
多
く
の
人
に
知
の
襲
警
し
ぺ
右
側
実
る
の
で
、
指
名
童
書
さ
れ
る
」
九

3
3
i
S
3
;
5
3
3
5
3
5
3
5
3
5
3
2
5
J
位

主
張
に
対
し
、
裁
判
所
は
、

中
山
す
。
こ
れ
ら
の
と
と
は
、
裁
判
所
ら
せ
、
怒
り
を
組
織
し
て
い
か
な

の
嘘
を
暴
き
、

ご
ま
か
し
を
追
及
と
言
う
も
の
で
て
つ
ま
り
H

よ
内
|
|
吸
い
か
け
の
煙
車
を
左

乙
れ
を
恐
れ
た
会
社
は
、
裁
判
私
遼
に
対
し
て
、
験
場
か
ら
は
、

ポ

フ

』

氏
を
採
用
し
た
の
と
、
相
前
後
し
も
よ
く
知
っ
て
い
る
と
と
ろ
と
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
・

す
る
場
面
が
続
き
、
大
き
な
励
ま
り
高
い
利
益
の
蓄
積
の
た
め
に
、
-
手
に
持
ち
か
え
て
ピ
ラ
を
と
り
を
傍
聴
し
た
労
働
者
を

一
斉
に
と
の
櫛
な
闘
い
方
も
あ
る
の
か
柑

て
職
権
和
解
に
踏
み
切
っ
た
の
で
っ
て
い
ま
す
。
も
は
や
、
解
麗
さ
れ
四
、
一
方
神
電
気
争
議
の
裁
判
レ
を
与
え
続
け
て
き
ま
レ
た
・

ζ

会
社
が
解
雇
の
自
由
を
有
す
る
H

鞘
ゆ
く
や
さ
レ
さ
に
会
う
|
|
昭
呼
出
レ
、
攻
撃
す
る
a

重
要
な

と
大
き
な
声
援
と
期
待
が
寄
せ

鞘

一、

御
承
知
の
と
お
り
、
今
年
の
な
か
で
、
裁
判
所
が
積
極
的
に
す
・
裁
判
は
い
ま
、
大
き
な
山
場
た
人
た
ち
を
戻
さ
な
い
理
由
は
、
傍
聴
を
理
由
と
し
て
、
仕
事
差
別
の
結
果
を
恕
め
、
労
働
委
員
会
に
、
と
言
う
の
を
許
し
て
よ
い
か
奇
か
・
司
和
五
十
六
年
九
月
。
東
京
工
場
仕
事
は
与
え
ら
れ
な
い
と
仕
事

ら
れ
ま
し
た
・

耐

の
三
月
か
ら
東
京
で
は
、
裁
判
所
乗
り
出
し
て
和
解
を
勧
告
し
た
と
を
迎
え
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

な
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
職
繍
和
解

を
受
け
た
浅
利
正
、
中
山
洋
子
商
早
期
の
救
済
命
令
を
出
さ
せ
て
、
が
、
争
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
山
町
で
起
き
た
仕
事
差
別
事
件
を
都
を
取
り
上
げ
る
等
、
具
体
的
な
密
問
は
二
十
二
回
に
渡
り
緊

日

の
勧
告
に
よ
る
職
権
和
解
の
手
続
乙
ろ
に
、
ま
た
、
原
告
本
人
の
中
二
、
実
際
問
題
と
し
て
、
沖
電
に
応
じ
な
い
理
由
を
、
見
い
出
し
氏
の
申
立
て
は
、
東
京
都
地
方
労
沖
電
気
の
職
場
の
、
闘
い
の
武
鰭
政
府
は
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
惜
の
労
働
委
員
会
に
申
立
し
、
職
攻
撃
と
な
っ
て
現
れ
始
め
ま
し
迫
し
た
雰
囲
気
の
連
続
で
し

鞘

が
開
始
さ
れ
、
五
月
二
十
一
日
、
山
森
夫
氏
(
沖
電
気
争
議
団
、
代
気
は
、
首
切
り
の
翌
年

(
W年
)

難
い
の
が、

現
視
の
特
徴
で
す
・
働
委
員
会
で
、
十
月
八
日
に
結
審
と
し
て
運
動
を
進
め
て
い
く
と
と

法
の
制
出
止
「
ひ
い
て
は
、
労
働
蓋
準

一
一
場
の
中
か
ら
公
然
と
、
争
犠
支
た
。
解
雇
に
よ
っ
て
、
も
の
の
た
。
本
社
か
ら
根
岸
入
車
部
長
掛

七
月
四
日
、
九
月
七
日
、
十
月
十

i
i
i事
f

i
g
l
e
i
l
l
i
t
-
-
i
ll
i
t
-
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l
l
i
t
-
-
'
l
l
l-
l
t
ta
i
l
l
i
g
h
t
-
'

法
の
改
悪
を
策
し
、
労
働
者
派
遣
互
の
旗
を
か
か
げ
て
闘
い
始
め

言
え
な
い
職
場
を
作
り
、
闘
え
が
距
人
と
レ
て
出
廷
す
る
等
、
情

h
-J
掃
j

総
選
、
.，
F
F

盟
寝
屋
匡

-E
聖
書
霊
園
露
題
懇
器
購
盟
問
脚
部
調
悩
盟
国
働
協
醐
臨
醜
議
題
喜
重
量

E

F

L

時

点

二
目
、
そ
し
て
次
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十
二
月
七
回

、

当

議

議

警

‘

.
V

鐙

劃

忽

鼠

羽

鶴

間

晴

樹

問

問

腕

別

協

協

努

馨

竃

F
F

霊
法
の
制
定
を
も
く
ろ
ん
で
い
州
て
、
三
年
た
ち
ま
し
だ
五
十
な
い
組
合
に
し
て
い
と
う
と
す
乙
の
事
件
起
に
一
工
場
の
問

問

と
回
を
重
ね
て
い
ま
す
。

¥
iい
!

義

国

・

固

一

，

協

君

臨

市

場

御

前

国

園

田

訓

幽

四

回

園

協

初

切

協

撞

爆

ま

す

・
こ
れ
は
、
女
性
を
含
め
少

W

一
一
一
年
の
解
雇
以
後
、
争
織
を
支
る
会
社
の
攻
撃
に
は
、
も
は
や
、
題
で
は
な
く
解
雇
後
の
職
場
を
時

h

h
-
E
F
f
話

三
誠
一

1

・・E
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-
F
E圃
哩

d
'
E
aa圃
司

E
1
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B
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U
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E
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m
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圃

園
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一
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一

-

今
回

の

和

宮

、

裁

判
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警

よ

司

酒

運

E
E--a
脚

間

醐

臨

聞

聞

園

田

園

田

副

棚

側

馴

削

酬

削

棚

灘

間

な

い

労

働

力

を

目

一
杯
働
か
せ
、

V援
す
る
な
と
い
言
の
攻
撃
要
求
や
権
利
害
る
こ
と
の
で

態
の
ま
ま
に
高
し
よ
う
と
し

時

一闘い
議
官
畠

講

一
V
翻
罰
禁
物
ぺ
れ
れ
口
一
九
日
十
一
主
一
一
九
十
日
訪
日
訪
日
U
K
U
れはい
れ
詰

dra---Fま必
滝
筑

E
邑
邑
・
・
・
司

-dEa--
言
語
富
量

2
2
a
E
S
E
g量
目
曲
目
自
器
選
議
議
事
豊
富
皇
室
豆
E
E---222露
政
策
で
、
雇
用
確
保
の
要
求
と
真
州
て
根
強
く
職
場
の
中
に
あ
り
、
張
ら
な
け
れ
ば
と
立
ち
上
っ
た
長
、
総
務
課
長
、
企
画
課
長
一
一-

/

一

ヶ

・

‘

小

口

克

己

さ

ん

(

沖

電

気

争

欝

)

正

日

目

立

二

し

日

刊

行

VH

j
ifesse-

全
労
働
者
の
権
利
擁
護
の
た
た
か
糊

¥
¥
1
-
1
U
/

さ
J

判
を
傍
聴
し
た
者
に
華
麗
な

耕

一
日
九
九
日
比
一
空
話
語
多
摂
理
署
警
も
守
れ
れ
野
町
民
十
一
吉
川
げ
て
、
令
濯
機
伊
ノ
特
訪
日
れ
れ
れ
れ
主

が

あ

ま

。
東
京
で
は
今
年
急
伸
さ
せ
一
九
九
O
年
に
は

i
d
E
i治
経

陳

述

寸

会

社

側

の

言
い

分

に

よ

れ

ば

「

エ

う

要

員

幸

子

、

竺

mz一線了
'
る
を
得
な
い
窮
地
に
迫
い
と
ま
…

の
年
頭
に
原
宗
主
主
上
申
一
兆
円
企
業
を
達
成
喜
る

「シ

=
一
、
と
ζ
ろ
が
、
遺
言
、
し
十
一
月
三
十
日
を
期
限
と
し
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
害
、
競
争
裁
判
所
や
、
労
働
委
員
会
に
早
期
間
ノ
，

aa買
鍾

¥

山

れ

ま

し

た

。
企
業
の
窓
の
ま
ま

W

密
を
提
申
レ
、
指
名
解
磁
を
合
む
ナ
リ
オ
」

を
作
り
ま
し
た
・
そ
し
和
解
の
席
上
で
、
金
銭
解
決
以
外
て
、
震
終
陳
述
曾
が
出
さ
れ
命
令
が
は
げ
し
い
か
ら
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
に

E
し
い
解
決
を
さ
せ
る
た
め
情

/
/
//

f

i

し
Y
L、

』

H
・
に
、
あ
る
い
は
、
企
幾
の
中
で
一
日

人
員
整
理
の
必
要
性
は
全
く
な
か
て
、
毎
年
五

O
O人
か
ら
七

O
O
の
呈
示
を
何
も
し
て
い
ま
せ
ん
。
を
得
て
い
く
段
階
に
来
て
い
ま
す
。
ン
を
し
、
社
員
の
意
識
改
革
を
し
に
、
「
勝
利
を
め
ざ
す
大
運
動
」

…
γ

1

自
ら
を
殺
レ
て
生
き
て
い
か
ね
柑

っ
た
こ
と
が
こ
れ
ま
で
の
証
拠
調
人
以
上
を
新
規
採
用
し
、
人
員
整
さ
し
た
る
理
由
も
な
く
誠
意
あ
る
と
の
三
年
間
、
密
闘
は
毎
回
緊
な
け
れ
ば
、
企
業
関
競
争
に
勝
ち
を
全
力
で
成
功
さ
せ
ま

レ

ょ

う

。

糊

ば

な

ら

な

い

人

間

の

弱
さ
や
醜

柑

ベ
で
明
ら
か
で
あ
り
、

ζ
れ

以

上

書

昔

、
主
で
に
、
=
一
、
五
回
答
を
示
そ

2し
な
い
震
を
張
の
連
続
で
、
職
場
の
闘
う
伸
間
残
れ
ず
、
速
か
ら
ず
落
事
に
な

W

て

o

惑
さ
を
も
、

さ
ら
さ
ざ
る
を
ぷ

問

つ

…

ゴ

札

!

な

い

き
し
い
審
問
廷
が
展
開

閉

酬

と

-

左

〉

H
F
'

さ
れ
ま
し
た
。
嘘
を
つ
く
以
外
掛

w

あ

竜

一日日JMll
e

に
維
持
で
き
な
い
と
と
ろ
に
会

抑
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こ
…

-0
…

-

一

社

の

弱

さ
と
、
大
義
の
な
い
争
抑

……

un-

凶

明

汀

-

~

・
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識
や
差
別
で
あ
る
取
が
、
浮
き

mH

i

l

l

-

-
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w
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0.、る川
ぼ

り

に

さ

れ

ま
し
た
・
今
、
倒
的

制

M
M

漏
認
可

i
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一

uEJfλ

い
六
年
め
の
争
議
と
、
結
審
を

W

叩

h
・

5.ifgm
迎
え
た
私
達
の
闘
い
に
対
レ
何

抽

出

L

P

判
明
一
室
町

E問
視

て

、

職

場

か

ら

も

大
き
な
期
待
尚

一

一

別

配

事

nH一万
一
当
蚕
t
F
省
官
順
怯

が

寄

せ

ら

れ

て

い

ま

す

.
さ
ら

仰

い
一
|
川
1
E
u

・a・
・
若
山
占
有
一
品
肱
裕
噌
曹

に
大
き
く
頑
張
り
た
い
と
思
っ

，

r
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|

j
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-一

一
日

コ

-F
1

一
E
且

目

目

柑

て

い

ま

す

。

，

均

一
葺

一
守
」

叶
ー
ム

一

-
I
l
l
-
J

古

耐

一
手

一
二

曜

皿

勝

利

告

げ

る

ビ

ラ

ま

く

あ

糊

前

「

寸

」

二

回

肝

y

レ
た
の
訪
れ
の
み
ひ
た
す
ら
に
け
い

い

「

L

描
く
わ
た
レ
の
未
来
図
.
ー
ー

州

、

一

(

中

山

洋

子

)

，

》

'
A
・I・-TA--r--TA--lava-Ta-Tea-Vaa--'fA

・I-TA--

dFa

今

情

争

十
月
八
日
、
神
電
気
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
仕
事
差
別
を

K仰
l
ノ

雨

対

W

さ
れ
、
都
労
働
委
員
会
に
不
当
労
働
行
為
を
訴
え
て
い
た
浅
利
さ

必
段
ヰ

Pレ
哨

同

ん
、
中
山
さ
ん
両
名
の
審
聞
が
、
結
審
し
ま
し
た
.

4
司

4

/

い叩

-r主
主
右
手
宰
主
主
主
主
主
主
主
主
卦
主
若
手
苦
手
章
宰
軍
事
ま
主
主
屯
主
主
事
王
寺

九

(2 ) 第 6ワ号指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース1984年 11月 1日

沖電気争議は11月20日で6年。2190日となる。

EA豆日韓嚢長事委輔主主主主

ね
。
ま
だ
、
続
い
て
い
る
ん
で
す

川

か」

「
う
ち
の
会
社
に
も
O
A化
川

で
、
人
ベ
ら
し
が
進
ん
で
い
る
。

人
ご
と
で
は
な
い
で
す
ね
」
等
々
、
川

た
く
さ
ん
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

川

た

「
お
は
よ
う
と
ざ
い
ま
す
。
六
行
い
ま
し
た
。
沖
電
気
に
働
い
て
い
る
人
が
い
ま
家
族
会
で
は
、
当
然
の
と
と
な

川

年
前
に
神
電
気
か
ら
首
を
切
ら
れ
朝
、
九
時
に
団
地
内
の
集
会
所
す
.
時
給
五
百
三
十
円
で
三
カ
月

が
ら
、
終
了
後
に
交
流
会
を
行
い

川

早
く
職
場
に
復
帰
を
と
、
裁
判
に
に
、
子
ど
も
連
れ
で
集
ま
り
、
九

経
つ
と
、
五
百
七
十
円
に
な
り
、
ま
し
た
。
参
加
し
た
争
議
団
と
家

川

も
訴
え
闘
っ
て
い
ま
す
@
ζ

の
長
人
が
、
交
替
で
子
守
り
を
し
な
が
欠
勤
レ
な
け
れ
ば
皆
勤
賞
と
し
て
族
か
ら
は

「予
想
以
上
に
反
応
が

川

房
団
地
に
は
、

三
家
族
が
住
ん
で
ら
の
行
動
で
し
た
。

宣
伝
カ
l
で

一
万
円
ち
ょ
っ
と
が
、
も
ら
え
る
よ
く
て
と
っ
て
も
よ
か
っ
た
」

N

い
ま
す
。
本
日
は
、
み
な
さ
ん
に

宣
伝
し
な
が
ら
、
昼
ま
で
に
、
署
ら
し
い
・
わ
り
と
自
由
で
い
い
と
と
感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
・

署
名
の
お
願
い
に
ま
い
り
ま
し
名
が
二
百
二
十
六
人
分
。
募
金
い
う
括
で
す
け
ど
が
ん
ば
っ
て

た
。
是
非
、
ご
協
力
し
て
い
た
だ
は
、
千
二
百
円
が
集
ま
り
ま
し
た
.

下
さ
い
」
「
友
人
の
親
せ
き
の
人

き
た
い
と
思
い
ま
す
」

i
!十
月

署

名
活
動
の
中
で
は
「
私
の
め
が
、
神
電
気
に
勤
め
て
い
て
、
最

十
日
八
王
子
地
区
の
家
族
会
は
、
い
が
沖
電
気
に
勤
め
て
い
ま
す
。

近
亡
く
な
っ
た
と
い
う
ζ
と
で

鹿
角
さ
ん
、
笹
島
さ
ん
、
橋
本
さ
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
」
「
私
の
知
す
」

「前
に
も
、
団
地
に
神
電
気

ん
が
住
ん
で
い
る
長
房
団
地
で
、
り
合
い
も
、
沖
電
気
に
勤
め
て
い
争
議
の
支
緩
に
わ
ら
び
座
の
み
な

解
腹
版
図
を
求
め
る
署
名
活
動
を
ま
す
」

「友
だ
ち
に
、
パ

1
ト
で
さ
ん
が
来
て
、

訴
え
て
い
ま
し
た

V今年、交流ハイクは l因。会議は
2回開催しました。
写真は関東近辺の集い。

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
“

…
…
長
一
房
団
地
で
署
名
活
動

八
王
子
地
区
の
家
族
会

わ
け
あ
っ
て
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ゅ
@
古
川
賢
三
郎
さ
ん
(
兵
庫
)

け
過
目
、

死
去
さ
れ
た
伸
聞
の

山

御
冥
福
を
祈
念
致
し
ま
す
.

H

つ
い
で
の
時
に
、
お
線
香
を

M

上
げ
て
下
さ
い
.

日
@
吉
本
寛
三
さ
ん
(
東
京
)

い

第
六
五
号
の
持

「雑
草
」
に

M

心
を
打
た
れ
ま
し
た
.
亡
く

リ

な
ら
れ
た
伊
藤
さ
ん
の
と
呉

川

'

w衝
を
お
祈
り
し
ま
す
.

い
@
渡
辺
秀
雄
さ
ん

(
沖
電
気
争

一

議
団
)
十
月
三
日
に
、
大
阪

刊

の
慧
原
運
輸
機
工
闘
争
勝
利

…

あ
れ
か
ら
六
年
、
沖
電
の
た
た
資
金
カ
ン
パ
や
物
販
の
捌
け
具
合

日

集
会
に
診
加
し
ま
し
た
・
暴

か
い
は
つ
づ
き
、
支
鐙
共
闘
会
援
も
、
仲
間
の
二
世
誕
生
の
記
事
ま

仏

力
・
首
切
り

・
団
体
交
渉
拒

川

が
で
き
て
か
ら
は
、
一
だ
ん
と
運
で
小
さ
い
紙
面
が
社
会
の
縮
図
。

九

否
・
差
別
な
ど
組
合
つ
ぶ
し

れ

動
の
広
が
り
と
紘
心
を
つ
く
た
た
そ
の
一
角
で
マ
ン
ガ
「
ζ
ぶ
し
く
山
攻
撃
と
の
十
四
年
の
闘
い
で

…

か
い
が
華
麗
し
て
い
る
a

ん
」
が
ホ
ッ
と
さ
せ
る
・
機
関
紙

一

し
た
・
七
人
の
管
京
事

h

h

司
書
V

支
一
媛
す
る
会
の
ニ

ュ
ー
ス
「
は

協

会
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し
た
の

一

を
か
げ
て
の
闘
い
に
感
激
し

。

陶

掴

'E引蜘
脳
'

た
ら
く」

は
た
た
か
い
の
全
貌

を

も

「
こ
ぶ
し
く
ん」

の
お
手
柄
が

M

ま
し
た
.

w

a
割

以
嵩
固
咽

よ
く
伝
え
、

そ
の
途
上
で
の
苦
し
大
き
い
と
察
し
る
・

日
@
高

橋

雪
ん
(
沖
電
気
争
議

a軍司
み
、
悲
し
み
、
希
望
が
人
間
ら
し
笑
い
、
葉
、
詩
さ
え
も
あ
る
。
一
号
熊
本
か
ら
鹿
児
島
へ
移

N

h

a

闘
回

'
F

い
ぬ
く
も
り
で
伝
え
ら
れ
て
い
今
回
こ
の
マ
ン
ガ
が
一
冊
に
ま
と

A

動
レ
ま
し
た
.
九
州
は
よ
か

…

ま

画

圃

閣

岡

田

る
・
「
争
犠
は
終
つ
て
な
い
ぞ
・

め
ら
れ
る
と
は
よ
い
企
画
だ
執

い

き
で
す
た
い
・
レ
か
し
ホ

吋

川

u
a圃
鴫
甥
四
回
薗
瞳

な
ぜ
死
ん
だ
」
と
同
志
の
急
逝
を
鋤
な
闘
い
を
裏
づ
け
る
楽
天
性
を

w

テ
ル
か
ら
は
、
桜
島
が
見
え

小

4
4
4
a眠
闘
監
司
‘

報
じ
れ
ば
、
わ
た
し
に
は
男
の
冊

目
で
み
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

日

て
ず
い
ぶ
ん
と
速
く
ま
で
き

…

こ

』

E
1

突
が
心
を
刺
す
・
オ
ル
グ
や
集
会
、
る
。

…
た
も
ん
だ
な
あ
と
感
じ
る
。

zrp〉、
r〉
45dzpp〉
〉
〉
〆
タ
ダ
タ
タ
〉
〉
〉
タ
4
4
2に
♂
〉
〉
ク
ク
ク
タ
〆
、
く

r〉
4
4
4
4〆
〉
〉
、
タ
タ
5
4〆〆〉、
r〉
5445r〉
、
〆
〉

5
4タ
タ
〈
〈
〆
〉
〆
apd2yr〉
P
〉
JJdzp〆
〉
〉
〉

4
4

あ
な
た
は
日
月
初
日
働
の

高
一
総
行
動
ヘ
参
加
し
ま
す
か

全
国
の
伸
聞
の
み
な
さ
ん
お
元
加
し
、

十
月
二
十
=
百
の
広
島
支

一

:
-
7
3
K
E
p
i
-を

気
で
す
か
・
喜
審
議
は
い
ま
庖
で
は
、
約
百
八
十
人
が
毒
こ

wf
想
務
鴨
川湾
総
ル

闘
い
が
始
ま
っ
て
以
来
の
股
大
の
か
り
つ
け
、
プ
ロ
野
球
日
本

h
授

、
滅

効

活

殺

さ

沼

山
場
を
迎
え
て
い
ま
す
・
五
十
万

l
ズ
に
湧
く
街
頭
で
、
ピ
う
も
あ

刊
月
U
B
熊
谷
(
崎
玉
)
裁
判

署
名
運
弱
も
急
速
に
鉱
が
っ
て
い

つ
と
い
う
間
に
二
千
枚
。
話
題
に
・

日
時
5
げ
時
・

ま
す
が
、
会
員
の
み
な
さ
ん
は
、
十
一
月
三
十
日
は
、
朝
の
駅
頭

ロ
月
4
目

前
橋
(
群
馬
)
裁
判

も
う
仲
間
に
訴
え
て
、
一
人
で
五
宣
伝
、
昼
の
沖
電
気
本
社
抗
磁
、

ω時
間
山
分

smM時

人
以
上
と
い
う
目
僚
は
終
っ
た
で
夜
の
総
決
起
集
会
を
中
心
に
、
一

口
月
7
日

東
京
地
裁
第
5
田
和

し
よ
う
か
・が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
・

目
総
行
動
で
、
沖
電
気
に
迫

り

ま

解

交
渉
・

行
時
5

全
国
各
地
で
の
沖
電
気
へ
の
抗

す
.
あ
な
た
の
参
加
が

，勝
刺

u
η
月刊
M
E
東
京
裁
判

議
行
動
も
日
に
日
に
参
加
者
が
増
の
保
障
。
ぜ
ひ
参
加
し
ま
し
ょ
う
・

H
U

時
5
市
時

み
ん
な
の
カ
で
「
人
ベ
ら
し
合
理
化
」
に
反
撃
を

漫
画
パ
ン
フ

「こ
ぶ
し
く
ん
」の
普
及
を

櫛田ふきさん
(日本婦人団体連合会会長)
沖 ・支援する会、 よびかけ人/

サァおやじ、好きな酒だよ

一緒に飲もう よ。

お
じ
さ
ん
た
ち
が
ん
ば
っ
て
ね

-
沖
電
気
争
議
支
援
の
集
会
に
、
お
父
さ
ん
に
つ
れ
ら
れ
て

参
加
し
た
金
沢
さ
ん
(
小
学
生
)
が
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

(
板
橋
区
・
東
京
)〈届いたスケ ッチ〉

@
縄
谷
法
子
さ
ん
(
北
海
道
)

十
月
中
旬
で
職
場
を
や
め
る

と
と
に
な
り
ま
し
た
.
労
働

条
件
が
変
わ
り
、
パ

l
ト
に

な
り
、
十
二
月
に
は
子
ど
も

が
生
ま
れ
ま
す
・
お
元
気
で
・

V
下
村
三
郎
さ
ん

(
三
多
摩
〉

衣
類
な
ど
a

v鈴
木
祐
治
さ
ん
(
三
多
勝
)

@
箕
輪
幹
夫
さ
ん
(
神
奈
川
)

本
な
ど
園

私の一
労
働
組
合
(
国
労

・
東

V
小
島
宏
さ
ん

(
東
京
)

二
工
分
会
)
で
も
、
署
名
を
本
な
ど
.

取
組
ん
で
い
ま
す
。
鼠
終
ま

で
共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

'つ
.

@
田
中
英
一

さ
ん
(
鳥
取
)

7
-m集
会
で
争
議
団
の
藤

原
さ
ん
に
会
い
ま
し
た
.
感

激
し
ま
し
た
。

@
川
口
好
恵
さ
ん

(千陣地
)

皆
さ
ま
、

お
元
気
で
お
す
と

し
で
す
か
.
健
保
改
悪
の
た

め
ウ
ァ
カ
リ
病
気
に
も
な
れ

な
い
で
す
ね
。

健
康
に
注
意

し
て
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
.

'
井
上
さ
ん
(
神
宮
岡
川
電
出
国
)

衣
如
、
レ
コ
ー
ド
な
ど
.

V
宮
川
咽
さ
ん

(東
京
)

殿
中
一
箱
.

V
生
協
会
館
沖
支
援
す
る
会

衣
類
な
ど
.

X
門
恥
得
一

ν明
日

目

/
必
踊
苧
ベ
ヤ
¥
庁
仏

1

局

r
y
¥

間

月

時

.

川

h
H

こ

コ」

2

じ

同
!
一
'
U
川
相
…
引
~
洞
一洲

町昨

で
…
ト
)
川
羽
…
ム
羽

ω一酌

ω
回
収
山
J
川

f
n

ナ
子
氾
一

t

h
u
…
卜
…
出
パ
一
明

国
一
」
川
、
v、
川

間

以

清

一

切

祖

川

J
川
詩
句
、
新
一

(
数
字
で
考
え

h
fZ分吟
味
し
き
回

一

労働関連指績の国際比綬(日本銀行)

1977 
1980 
1983 

9~. 9 
97.0 
89.7 

アメリカ |イギリス |西ドイ γ1フラ ンス

99.9 
101. 1 
90.8 

9
3
0
 

6
1
3
 

9
9
7
 

111. 9 
110.7 
101. 9 

日 本

9
4
0
 

4
5
7
 

9
9
9
 

組用l旨致
(75=100) 

4
1
4
 

9

9
7
 

3
3
3
 
1. 167 
1.451 
2.042 

37.3 
37.2 
36.1 

993 
889 
2.258 

40.5 
39.6 
40.4 

1. 299 
1.561 
2.旬。

38.2 
37.3 
37.5 

6.202 
7.637 
10.517 

43.1 
43.5 
43.4 

1. 240 
1.140 
1.560 

労働時間 1977 
製造量 1980 
生産労働者 1983 

1977 
1980 
1983 

央集者数

(1000入}

705 
409 
454 

寺

2
1
8

医
院

4

4
5

'
e
 

J
0
6
4
 

ン

2
2
3

ラ

)
7

2
 
B
 
(
 

寺

8
5
0

R
4
1
4
 

/
3
5
7
 

叫

1
1
1

マ

487 
4o 
8. Z40 

1. 001 
830 
o38 

ペシu時
172.3 
238.2 
310.2 

1.623 
1.366 
942 

ドル/時

6.74 
7.94 
9.66 

660 
563 
223 

同/時

981 
1.090 
1.243 

1977 
1980 
1983 

労働争I1
{巷加入員}

賃金水槽 1977 
担造業 1980 
生産労働者 1983 

5.602 
9. ，97 
i.533 

243 

一川州州」

3.493 
6.991 
6.242 

7.040 
9.296 
10.559 

4.900 
7.205 
7.112 

1977 
1980 
1982 

一人当たり

GNP 
{ドル}



指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

あ
な
た
は
組
合
員
だ
か
ら
解
雇

(4) 

鰻擁護審

日本社
会諸
説
み
ぎ
わ
保
育
園

重麿67奇吾

別
保
十
月
十
七
日
、
東
京
都
が
敵
視
し
団
交
拒
否
、
労
働
条
件
の

み
ぎ
わ
保
育
園
経
営
者
に
対
レ
興
一
方
的
切
り
さ
げ
、
保
育
中
に
組

例
の
都
知
事
名
に
よ
る
改
穆
勧
告
合
口
の
臓
凸
を
お
い
か
け
廻
し、

を
行
い
ま
し
た
.

い
や
が
ら
せ
を
す
る
な
ど
、
不
正

一
、
園
側
の
ロ

ッ
ク
ア
ウ
ト
に
よ
常
な
郡
山
聞
が
続
い
て
い
ま
す
.
濁

る
休
闘
は
児
盟
福
祉
法
迎
反
に
当
年
三
月
に
分
会
長
、
曾
肥
長
な
ど

た
る
た
め
今
後
は
認
め
ら
れ
な
三
名
に
解
口
組
通
告
を
行
い
ま
し
た

い
・

が

、

裁
判
所
に
訴
え
る
と
、
「
退

二
、
裁
判
翻
用
や
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ

糊
勧
告
」
と
雷
い
か
え
、
一
年
間

の
購
入
代
等
二

O
O万
円
が
、

不
保
母
と
、
羽
護
婦
の
仕
事
を
と
り

正
流
用
さ
れ
て
い
た
.

あ

げ
巡
回
い
や
が
ら
せ
を
強
行
レ

=
て
聞
い
て
も
い
な
い
翠
事
会
で
ま
し
た
。
乙
の
問
地
裁
で
は
「
掃

盟
事
長
が
再
選
さ
れ
た
な
ど
、
虚
除
命
令
を
さ
せ
て
は
い
け
な
い
」

偽
の
機
事
録
の
報
告
、
理
事
会
が
な
ど
四
国
の
勝
利
の
決
定
や
、
労

機
能
し
て
い
な
い
、
な
ど
、
都
は
働
委
員
会
で
も
、

勝
利
の
命
令
を

き
び
し
い
勧
告
を
行
い
、
翌
日
新
勝
ち
と
っ
て
い
ま
す
。

聞
各
紙
に
も
報
道
さ
れ
ま
し
た
.

し

か

し
、
闘
側
は
都
労
委
命
令
態
の
資
任
は
園
長
に
あ
る
と
判
き
、
解
阻
撤
回
と
民
主
化
を
求
め

み
ぎ
わ
保
育
園
は
、
立
川
町
土
も
守
R
手
'
今
年
度
も
児
盟
の
入
園

断、

福
祉
局
長
名
で
悶
長
の
吏
迭
て
が
ん
ば
り
ま
す
.
C支
援
よ
ろ

見
町
都
営
住
宅
の
中
に
あ
り
、
キ
拒
否
と
い
う
児
蜜
福
祉
法
違
反
を
を
含
む
正
常
化
を
理
事
会
で
検
討
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
・
(
井
上
)

リ
ス
ト
教
牧
師
の
藤
田
洋
氏
が
理
お
か
し
、
保
母
二
名
の
解
雇
を
強
す
る
よ
う
一
指
導
を
強
化
し
て
い
ま

A
激
励
先
V

東
京
都
昭
島
市
郷

明
長
で
園
長
は
、
そ
の
奥
さ
ん
で
符
し
ま
レ
た
・
現
在
八
王
子
地
裁

し

た

・
し
か
し
そ
れ
に
も
従
わ
な
地
町
七
六
五

l
五

鳥

羽
邦
夫
方

す
。
初
年
に
不
正
経
理
が
、
発
党
で
係
争
中
で
す
が
、
近
々
決
定
が
い
た
め
異
例
の
都
知
事
名
の
改
曲
目
社
労
組
東
京
支
部

み
ぎ
わ
保

レ
て
そ
れ
を
契
機
に
職
口
十
三
名
で
る
予
定
で
す
.
御
告
を
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

育
園
分
会

密
O
四
二
五
(
四
=
一
)

で
組
合
結
成
。
当
初
か
ら
組
合
を
東
京
都
は
、
闘
の
不
正
常
な
事
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
ひ
き
続

三
八
四
七
。

班
は
「
電
機
総
行
動
」
の
一
日

行
動
に
激
励
出
演
し
、
日
電
本

祉
を
始
め
と
す
る
各
本
社
前
符

川
?
月
日
間
日

高
崎
裁
判
・

動
や
昼
デ
モ
を
笛
と
太
鼓

・
う

川
?
月
初
日

東
京
地
評
大
会
で

た
と
踊
り
で
に
ぎ
や
か
に
盛
り

川

宣
伝
行
動
。

あ
げ
ま
し
た
・

川
9
月

n白
神

電
気
争
議
団
、

行
動
部
隊
は
新
し
く
建
設
し

川

神
電
気
の
職
場
、
家
族
の
交

た
超
高
層
ビ
ル
東
芝
本
社

(東

川

流
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大ム言。

芝
ア
ン
ベ
ン
ク
ス
争
犠
)
か
ら
、

川
9
月刊
ω
日

東
京
統
一
労
組
制
由

民
高
裁
に
持
込
ま
れ
て
闘
っ
て

川

の
大
会
に
参
加
・

い
る
自
立
メ
デ
ィ
コ
の
平
田
争

川

q
月
お
目

支
燈
す
る
会
幹
事

駁
の
袈
騎
行
動
を
行
い
ま
し
た

川

令

が
、
段
高
裁
で
は
建
物
の
中
か

川
9
月
町
四
日

伊
藤
善
正
さ
ん
を

ら
「
全
司
法
労
組
」
の
大
き
な

川

偲
ぶ
会・

沖
電
気
争
議
支
援

の
ぼ
り
旗
を
か
か
げ
た
労
働
者

川

中
央
共
闘
会
般
の
よ
び
か
け

の
激
励
を
受
げ
ま
し
た
・

川

で

「大
運
動
」
第
一
回
実
行

昼
デ
モ
は
日
比
谷
公
園
を
ス

川

護
民
会
.

タ
1
ト
に
、

「邸
側

・
行
革
」

川
9
月
幻
自

デ
l
タ
シ
ョ
ウ
の

路
似
に
反
対
し
て
闘
う
国
家
公

川

会
場
前
で
宣
伝
・

務
日
労
働
者
と
連
帯
し
て
闘
か

川

?
月
初
日
東
京
総
行
動
・
埼

お
う
と
煩
ヶ
闘
の
官
庁
街
を
デ

川

玉
共
闘
会
機
が
単
組
代
表
者

モ
符
進
。
多
く
の
公
務
員
労
働

川

会
搬
を
開
催
・

者
や
機
関
紙
印
刷
所
を
始
め
と

川
叩
月
1
目

カ
ネ
ミ
中
央
区
交

す

る

民

間

労

働

者

も

デ

モ

の

隊

と

い

う

婦

人

労

働

者

は

「沖
暗

川

流
令

列

に

参

加

し

、

各

位

機

争

議

団

気

を

始

め

と

す

る

争

犠

団

が

和

川

ω月
4
日

千
代
田
支
侵
す
る

の

沢

山

の

の

ぼ

り

旗

を

先

頭

解

交

渉

を

始

め

、

重

要

な

闘

い

川

会
幹
事
会
!

に

、

わ

ら

び

臨

の

箇

と

太

般

も

の

時

期

に

入

っ

て

い

る

時

、

支

川
間
月
5
日

生
協
会
館
支
侵
す

ま

じ

え

て

三

百

名

以

上

が

元

気

援

す

る

仲

間

た

ち

が

み

ん

な

で

川

る
会
が
決
起
集
会
・
全
国
電

に

行

進

し

ま

し

た

。

起

ち
あ
が
っ
た
行
動
に
診
加
し

川

機
総
行
動
。

午

後

は

、

沖

電

気

本

社

、

東

て

非

常

に

均

気

づ

け

ら

れ

た

・

川
刊
月
6
回

全
国
オ
ル
グ
出

京

銀

行

(

サ

ン

ス

イ

争

議

)

、

こ

れ

か

ら

も

勝

利

す

る

ま

で

臓

川

発・

「電
機
の
職
場
か
ら

一
人

の

目

立

本

社

(
田
中
争
議
)
、
一
一
一

場
で
頑
張
り
続
り
た
い
」
と
結

川
刊
月
8
日

浅
利

・
中
山
さ
ん

首
切
り
も
許
す
な
/
」

の

ス

ロ

菱

沼
機
本
社

(

伊

勝

争

議

)

と

し

て

い
ま
し
た
・

(

川
崎
)

川

の
仕
事
盤
別
郁
件
の
都
労
察

官

eje一守
i
j
F
i
z
z
-
-7
:
:
r
-
7
1
1
2
e士一
1
2
・士一
E
E
-
-
3

・
2
1
3
-7
1
2
2
5
2
j
7
・l
i
-
-
z
-
t
ee
-
3
=
i
2
5
-き
zi--E
-7
1
3
士
i
l
-
-
7匂

i

川

が
結
審
す
る
。
国
民
春
闘
再

H
A鴻
v

h

暗
F

恥
聾
W

弘
警

v
h蕗
V

@
「
大
迦
動
」
の
成

功

め

ざ

し

、

明

年

に

組

合

を

結

成

し

た

ら

川

純
鎮
の
総
会。

説
経
喝
銅
山
司
組
制
苅

SE明
訓

噂

昔

、

交

流

会

裏

付

言

会

盤

、

隔

離

、

仕

事

取

Zげ、
川
ゆ
月
9
自

国
労
北
部
(
葉
)

。
十
月
の
ク
イ
ズ
の
回
答
は
、

@

が

開
催
さ

れ

て

い

ま

す

が

、

ど

賃

金

差

別

な

ど

、

韓

首

(世

川

の
文
化
の
タ
ベ
・

町
内
月
刊
日

日
本
鋼
管
の
一
日

主

管

し

た

。

応

募

あ

り

が

こ

で

も

、

い

ま

ま

で

で

書

の

田

谷

、

私

立

)

は

組

合

理

の

デ

川

-
自

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

・

参

加
者

と

な

り

「

サ

て

が

ん

パ

l
ト
に
。
こ
の
パ
ン
フ
は
女
性

川

O
R-
-

H
1
月
MM

目

第
4
田
和
解
交

@
大
分
県
の
大

内

美

枝

子

さ

ん

か

は

ろ

う

」

と

、

争

援

団

と

支

鏡

ば

か

り

で

四

人

(
全
員
)
の
組
合

川

渉

ら
「
大
分
県
で
も
、
も
っ
と
会
の
伸
聞

の

連

帯

が

強

ま

っ

て

い

ぬ

か

ら
の
、
メ
γ

セ
l
ジ・

川

ω月
日
日

池
貝
鉄
工
地
労

Q
高
や
し
て
、
大
分
県
支
部
ま
す
e

H

戻
せ
臓
場
に
u

だ
。

(

雷
侃
|
一一一一一
0
1四
O
九

一
)

川

笥

を
作
り
た
ど
と
嬉
し
い
電
話
@
チ
ヨ

γ
ト
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
。

川

ω月
日
白

金
属
連
笠
宮
、

一

が

あ

り

ま

し

た

・

神

惚

気

争

磁

団

の

高

屋

修

さ

ん

川

万
人
突
破
の
パ
ー
テ
ィ
。

@
支
媛
す
る
会
の
事
務
局
を
拘
当
(
前
馬
)
が
来
春
に
結
婚
し
ま

川
叩
月
日
山
田
港
区
(
東
京
)
支

し
て
い
る
マ
ツ
ケ
ン
さ
ん

(
松
す
・
相
手
は
9

「は
た
ら
く
」

川

俊
共
闘
会
鱗
が
幹
事
会
・
宮

本
勝
司
)
が
、
日
本
機
関
紙
協
で
紹
介
し
ま
す
の
で
、
待
っ
て
・

川

公
集
会
で
宣
伝
符
動
・

会
都
本
部
の
理
事
に
選
ば
れ
ま
@
署
名
、
募
金
、
会
員
拡
大
に
全

川
叩
月
げ
日

毎
週
一
度
の
沖
低

し
「
ョ
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
・

力
投
球
し
ま
し
ょ
う
ね
・

川

気
工
場
前
で
の
宣
伝
行
動
・

「電機の職場から一人の

1984年 11月 1日

首切りも許すな IJ 

ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
母
機
関
連

争
議
の
勝
利
を
め
ざ
す
電
機
総

行
動
実
行
委
員
会
主
催
で
行
わ

れ
た
「
ゆ

・
5
電
機
総
行
動
」

は
、
全
国
一

般
、
東
京
・
神
奈

川・

干
誕
地
方
本
部
や
霞
国
公

共
闘
会
磁
の
支
療
も
得
て
東
京

を
中
心
に
闘
か
わ
れ
ま
し
た
.

午
前
八
時
か
ら
十
四
力
所
で

ス
タ
ー
ト
し
た
各
工
場
・
回
F
頭

宣
医
行
動
。
そ
の
一

環
と
し
て

取
組
ま
れ
た
田
町
駅
頭
宣
伝
で

は
、
「
日
本
電
気
の
石
沢
さ
ん

を
守
る
会
」
が
、
の
ぼ
り
旗
や
ゼ

ッ
ケ
ン
を
か
か
げ
、

石
沢
さ
ん

が
訴
え
る
中
で
ピ
ラ
を
ま
き
、

ア
ッ
と
い
う
問
に
二
千
八
百
枚

の
ピ
ラ
が
無
く
な
り
ま
し
た
.

引
税
い
て
行
わ
れ
た
日
電
本

社
前
の
抗
議
要
請
行
動
は
、
日

本
電
気
玉
川
の
松
平
晃
さ
ん
の

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
で
務
明
け
.
電

機
総
行
動
実
行
委
員
長
の
伊
藤

ぬ
さ
ん
が
「
今
日
一
日
を
元
気

に
闘
い
抜
乙
う
」
と
挨
拶
a

「石

沢
守
る
会
」
か
ら
原
田
代
表
幹

邸

〔国
労
東
京
地
本
)
が
訴
え

を
行
い
、
自
主
和
解
交
渉
が
始

っ
た
日
電
本
社
に
申
入
れ
代
表

団
を
選
出
し
て
、
各
支
鐙
団
体

か
ら
述
稽
の
後
拶
を
受
げ
ま
し

た
。わ

ら
び
座
文
工
隊
ひ
ま
わ
り

抗
議
嬰
間
的
行
動
を
展
開
し
ま
し

た
.代
表
団
行
動
と
し
て
、
町
機

工
業
会
、
通
信
工
撲
連
刻
、
兵

路
工
業
会
、
松
下
旬
樹
東
京
支

社
、
中
労
委
へ
も
争
犠
の
早
期

解
決
の
申
入
れ
を
待
い
、
官
機

関
連
争
議
団
の
勝
利
へ
む
け
て

大
き
な
行
動
と
な
り
ま
し
た
。

一一機
の
職
場
か
ら
歩
加
し
た

: て
の
し
園
ざ

の
学
め

日
蔭
進

明
松
前

000円〉
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沖電気本社前でも抗議行動



1984年 12月 1日

通
信
機
三
大
メ
l
カ
の
一
つ
益
、
=
一
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
一
方
、
解
雇
後
の
職
場
で
は
、
千
人
の

「支
緩
す
る
会
」
に
支

沖
岡
田
気
工
業

(本
社
・
東
京
矯
九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
え
ら
れ
、
行
商
や
本
社
へ
の
抗

本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
二
六
し
て
新
工
場
の
建
設
な
ど

.

庖

(
田
中
さ
ん
)
レ
た
り
、
沖
綴
行
動
な
ど
に
祷
例
。

二
億、

一
万
三
千
人
)
は
「
経
九
O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
犠
の
裁
判
傍
総
を
理
由
に
、
八
二
年
十
一
月
に
、
支
盤
共

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
う
。
会
社
は
東
京
地
裁
は
か
四
仕
事
を
取
り
上
げ
る
(
浅
利
さ
闘
会
議
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
は

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の

「希

f

，
r

〆

ノ

〆

f

r

背
策
資
本
の
ロ
士
銀
行
や
、
神

望
退
職
」
募
集
+
草
案
ζ
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

電
気
本
社
へ
の
抗
議
行
動
も
連

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

続

し

て

行

な

わ

れ

て

い

る

。

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
力
所
の
裁
判
で
も

「
指
名
解
庖
ん
、
中
山
さ
ん
)
な
ど
の
、
暴
裁
判
所
で
は
、
八
四
年
五
月

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
準
が
続
行
。

か

ら

裁

判
と
併
行
し
て
和
解
交

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
屈
を
意
議
改
革
を
す
る
こ
と
」
と
柾

沖
電
気
争
機
関
の
七
十

一
人
渉
も
始
ま
り
、
山
場
を
迎
え
た
.

強
行
。
そ
の
後
の
伸
電
気
は
、
言
。
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
二
四
の
県
評
、
三
千
あ
な
た
も
、

沖
電
気
の
仲
間

百
億
円
近
い
史
上
陵
高
の
利
視
し
て
解
居
vu↑
伊
」
と
も
明
白
.
を
超
え
る
支
般
労
組
や
一
万
四
に
熱
い
迎
帯
を
/

支媛する会事務局
事務所東京都港区三田

3-2-20 

電信 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240

加入者名 沖電気の不当解雇

を撤回させる会

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

手。

^ 

つ

向

て
〉
マ
ス

6

コ

ッ

ト

発

行

所

第 68号
1 984年

12月1日

|12201日|

ベ勝期9 ~11月の「大運動」
のポスター・ビラに
利用されま した。

開 68号)
 
1
 
(
 

沖
電
気
争
議
団
の
仲
間
ヘ
連
帯
の
募
金
を
/ 岡田佳子さんが描いてくれました。

事
F

指
名
解
庖

錦

繍

』

巴

と
い
う
問
答

』

に

に

無

用
の
攻
撃

-ιt相
と
闘
う
神
電

々
芯
審議問

nM弘
ぷ

東
邦
亜
鉛
の

‘

長

利
潤
追
求
一

岨
側
に
よ
り
て
豊
か
な
生
活
と

咽
段
地
を
カ
ド
ミ
な
ど
の
一
担
金
属

山
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
た
安
中
公
害

mm件
。
ど
ち
ら
も
大
企
業
の
傾

向
暴
だ
V
十

一
月
二
十
日
の
夜
、

骨
四
十
七
年
間
の
闘
い
を
音
楽
情

時
成
詩
で
演
ず
る
「
空
中
わ
た
し

神
の
故
郷
」
を
競
売
ホ
l
ル
で
観

た
個
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

ー
の
寺
井

一
泊
さ
ん
の
歌
を
中

心
に
川崎
民
の
苦
悩
と
、
不
屈
の

闘
い
が
観
る
人
に
伝
わ
る
曹
は

い
あ
が
る
向
い
煙
、

送
電
線
の

な
い
鉄
搭
些
か
な
自
然
と

緑
を
取
り
戻
す
た
め
に
。
あ
た

り
ま
え
の
乙
と
が
、
あ
た
り
ま

え
で
な
く
な
っ
て
い
る
現
実
を

御
台
は
訴
え
た
.
原
告
団
は
百

人
を
と
す
が
、
闘
い
の
半
ば
で

=一
+
人
近
く
の
人
が
亡
く
な
っ

て
い
る
。
安
中
公
害
闘
争
は
い

ま
、
国
民
が
M

平
和
の
う
ち
に
生

活
す
る
た
め
に
H

そ
の
原
点
を

私
た
ち
に
問
う
て
い
る
.
都
市

で
農
村
で
闘
い
が
必
要
だ
(
北
)

245 



新
聞
「
拡
声
機
規
制
を
許
す
な
/
」
か
ら
転
載

-e 
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八王子工場の周辺をデモ

却円 会見 五画見 廷東自

主主義器首長善幸目立芸 日

bJ;;i111iAiE 
21き222i i 
「静かな街づくり」に名をかりで、労働運動や政治運動を弾圧する

許せない東京版「暴騒音規制条例」 音Z3522ZT1222空間
ますが、その中には、事五声機の規制も.緊急に

「言論 ・表現の自由を守れJの運動を.

司
自
白
司
日

「
昌
司
」
内
U
aザ

揖 68号

生

騒
音
は
錐
て
も
さ
ら
い
で
す
。
し
制
約
も
あ
り
ま
す
.
国
民
に
自
分
の

か
し
、
駁
音
と
い
う
慨
念
は
、
き
わ
考
え
を
訴
え
て
、
理
解
と
支
持
を
え

め
て
相
対
的
、
か
っ
、
主
観
的
な
も
る
こ
と
が
目
的
で
す
か
ら
、
む
や
み

の

で

す

.

や

た

ら

に

怒

声
機
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を

ジ
ャ
ズ
喫
茶
の
ジ
ャ
ズ
も
、
好
き
あ
げ
、
ひ
ん
し
ゅ
く
を
か
う
よ
う
な

な
人
に
は
た
ま
ら
な
い
音
楽
で
し
ょ
愚
行
は
や
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
.

う
が
、
そ
う
で
な
い
人
に
は
騒
音
に

間
乙
え
ま
す
.
街
頭
演
説
も
、
き
ら

い
な
政
先
や
聞
き
た
く
な
い
話
は
厭

音
の

一
種
で
す
。
と
云
っ
て
、
民
主

主
総
社
会
で
は
、
国
民
に
自
分
の
意

見
を
伝
え
る
自
由
、
国
民
の
知
る
権

利
は
慈
本
的
人
権
で
あ
り
、
き
ら
い

だ
、
好
き
だ
、
と
い
う
よ
う
な
個
人

の
好
み
や
、
鉱
声
機
の
音
量
な
ど
に

よ
っ
て
規
制
す
る
乙
と
は
併
さ
れ
ま

せ
ん
.
も
ち
ろ
ん
、
富
輪
、
袈
現
の
自
由

に
も
、
権
利
内
在
的
な
限
界
は
あ
り

ま
す
.
名
普
段
損
な
ど
に

peる
言
給

が
許
さ
れ
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
教
室
汚
釦
の
性
質
か
ら
く
る

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

新
鶴
見
操
車
場
↓
(
神
奈
川
〉

も
大
企
業
の
も

の
に
な
る
?

(
現
地
調
査
〉

WE WILL WIN....[f戻せ職場に』

国
曲
目
u
a
u
叩
⑭

a
m
ω
@自
習

嘗
調
庁
が
考
え
て
い
る
広
声
機
規
も
反
復
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
留
め

制
条
例
の
内
容
は
、
岡
山
県
の
「
曇
る
と
き
は
、
二
四
時
間
以
内
の
時
間

騒
音
条
例
」
と
同
じ
も
の
に
な
る
と
を
き
め
て
広
声
機
の
使
用
停
止
を
命

思
い
ま
す
.
岡
山
県
の
条
例
は
、
揚
令
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
.
乙
の
命

所
を
関
わ
ず
、
午
前
七
時
か
ら
午
後
令
に
違
反
し
た
者
は
、
一
年
以
下

八
時
ま
で
、
怒
声
機
を
使
用
す
る
掛
か
、
一
〔
)
万
円
以
下
で
処
罰
さ
れ
ま

合
、
八
五
ホ
ン
以
下
の
音
量
に
す
る
す
.

乙
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
普
宮
は
音
甑
の
所
在
揚

と
れ
に
違
反
す
る
と
公
安
安
員
会
か
所
(
車
の
内
だ
り
と
は
限
ら
な
い
)

ら
違
反
行
為
の
停
止
が
命
令
さ
れ
、
に
立
ち
入
り
質
問
す
る
と
と
が
で
き

こ
の
命
令
に
違
反
す
る
と
一
年
以
下
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
乙
の
立
ち

の
懲
役
か
、
ま
た
は

一
O
万
円
以
下
入
り
を
、
「
拒
み
、
妨
げ
、
忌
避
」

の
罰
金
で
処
制
さ
れ
ま
す
・

し
た
者
は
、
三
万
円
以
下
の
罰
金
広

次
に
公
安
蚕
員
会
は
、
違
反
行
為
な
り
ま
す
。

を
反
復
し
て
い
る
考
が
い
て
、
今
後

大
運
動
中
間
報
告
ω

せ広葉二ミ

1984草 12月 1日

宣イ云のピラは

600，000杉E

34都道府県で

要請、抗議行動

・沖電気 27 

・富士銀行 91 

署名は

129，775人



横
田
基
地
に
人
間
の
鎖
、

1984年 12月 1目

一
「
核
ト
マ
ホ
l
ク
く
る
な

一
阪
戦
争
阻
止
全
国
い
っ
せ
い

一
行
動
」
が
十
一
月
十
一
日
、

全
国
各
地
の
基
地
で
く
り
広

げ
ら
れ
た
.
政
京
の
「
償
問

題
n
人
間
の
鎖
H

量
二

に
は
六
千
人
が
参
加
し
米
軍

横
田
基
地
を
包
囲
し
た
・
沖

電
気
争
議
団
か
ら
も
、
十
二

人
が
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
て

診
加
し
ま
し
た
.

支援する会に入会しよう (会費1口200円/月)罫事68雪量

h
d
-
』

'
μ
v

，t' 

J
z
e
-

っ

そa
よ
し
の
ぶ?w
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(3 ) 

日
・
刊
行
動

ど
る
な
，
・

。No"
To糾A¥.IAWk

若井茂さん

神
電
気
の
仲
間
に
攻
撃
が
か

け
ら
れ
た
河
、
私
は
同
じ
港
区

の
日
本
電
気
に
働
く
労
働
者
で

し
た
.

「
と
の
攻
撃
は
、
神
の
仲
間

だ
け
の
問
題
じ
ゃ
な
い
・
と
れ

を
許
せ
ば
次
は
我
々
の
番
だ
.

そ
れ
を
阻
止
す
る
の
は
勝
つ
し

一-Z三
-Z三
-r-三
-Z三一
rzz

日本漫画家会議

か
な
い
.
い
ま
仲
間
は
、
沼
地
慣

労
働
者
の
代
表
と
し
て
闘
っ
て

い
る
ん
だ
」
と
感
じ
た
.

そ
し
て
、
そ
の
年
の
「
く
ま

ん
ば
ち
」
展
に
は
、
私
な
り
に

悔
し
さ
と
闘
志
の
作
品
を
発
表

し
た
.「
乙
ぶ
し
く
ん
」
も
闘
い
と

同
時
に
誕
生
し
、
彼
の
丸
い
顔

か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
ウ
イ

y
ト
で
連
載
を
重
ね
、
私
た
ち

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
.

今
で
は
も
う
、
紙
面
に
は
欠
か

せ
な
い
存
在
で
す
・

私
は
、
職
場
を
離
れ
ま
し
た

が
、
今
で
も
腹
を
立
て
て
い
ま

す
。
「
ζ
ぶ
し
く
ん
」
を
先
頭

に
「
ζ
ぶ
し
く
ん
」
の
よ
う
に

楽
天
的
に
、
し
か
も
強
烈
に
、

憎
い
仕
打
ち
を
し
た
会
社
を
や

っ
つ
り
る
た
め
に
、
共
に
手
を

取
り
合
っ
て
闘
い
ま
し
ょ
う
.

(若
井
)

川

F
E
Z
-
z
J
E
f
e三
E
Z
-
z
-
z
J
E
S
E
r
-
-
-

ヨ邑

がど本秀子3ん。J、4'>
み
Uん

雇
さ

解

母

名
お
指

一
と
ら

ん
か

さ

気
父

電

お

沖

現金抽与外

現金

埠1It抽与 法定 法定外 温副生

計 福亭1. 福亭1.

“ 
そ申愉

日本 1978 83.9 16.1 6.8 3.4 u 1.2 
1982 84.2 15.8 7.5 3.0 3.7 1.5 

ア〆 'Jカ 1977 82. 6 17.4 6.6 5.7 t9 
イギ'Jス 1978 82.3 17.7 8.9 6.0 2.7 
西ドイツ 1978 78.5 21.5 16.2 2.0 
フランス 1978 70.0 30.0 19.0 2. 8 1 3.7 4.5 

{労働省}

企車損個別

計 5.000人 1.000-! 3叩~ 100.、， 30-
以上 4.999人 999人 299人 99人

住居間慌 41.8 49.2 48.8 39.1 29.8 
医111岬楠 7.1 5.3 3.7 3.2 
貴司E関連 lUII2.0 12. 6 18.2 17.1 16.4 
文化・体育・属議 12.11 9.8 10.8 11. 0 15.8 19.5 
且的蝿憤 6.51 2. 8 6.6 7.1 9.1 15.1 
労災付掴瑚付 2. 5 1 0.8 l.4 3.2 5.1 6.5 
直司事担問金 3.( 1 2.3 3.2 3.5 t6 5.8 
財形翼励金 1. 51 2.1 l.l l.4 l.4 0.4 
その地 11. 31 1l.7 8.5 11.2 13.6 13.4 
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わが国の法定外福利貨の内訳(%)



(4) 

鰻擁護島

L
E小
れ

ソ

L
E小

医

療

を

/

開 68号

和
進
会
労
働
組
合
欄

和
進
会
と
は
、
京
大
病
院
の
中
し
た
と
デ
y
チ
あ
げ
、
第
二
組
合

で
、
入
院
患
者
の
給
食
、
寝
具
、
作
り
、
差
別
.
組
合
長
、
曾
毘
侵

難
局
な
ど
六
つ
の
業
務
を
轄
負
つ
な
ど
三
人
に
解
題
の
強
行
・

て
い
る
従
業
員
が
、
約
百
十
人
の
私
た
ち
は
、
暴
力
事
件
を
含
む

財
団
法
人
で
す
・
レ
か
し
、
会
長
ζ
れ
ら
の
攻
撃
に
抗
し
て
、
支
媛

は
京
大
病
院
長
が
旅
任
す
る
事
が
共
協
会
議
を
結
成
し
、
地
方
裁
判

し
め
す
よ
う
に
、
京
大
病
院
の
一
所
や
労
働
委
員
会
で
の

n
全
面
勝

部
局
と
言
え
ま
す
・

利
u

を
勝
ち
取
り
ま
し
た
が
、

今

昭
和
四
十
九
年
に
、
組
合
員
が
年
の
七
月
に
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ

作
業
中
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ホ
l
ル
に
在
拠
に
基
づ
き
な
が
ら
、
裁
判
所

墜
落
し
重
傷
を
負
う
取
件
が
発
生
は
仮
処
分
命
令
を
一
転
さ
せ
、
解

し
た
事
を
機
に
、
組
合
は
、
働
く
屈
は

E
当
で
あ
る
趣
旨
の
判
決
を

者
の
い
の
ち
と
栂
剰
を
守
る
闘
い
下
し
、
倒
い
は
大
阪
高
裁
へ
移
つ

を
強
め
、
患
者
さ
ん
の
た
め
に
手
て
い
ま
す
。
ま
た
、
労
働
委
員
会

作
り
料
理
を
増
や
す
運
動
や
、
食
は
、
東
京
の
中
央
労
働
委
員
会
へ
・

品
添
加
物
を
少
く
す
る
医
療
改
抽
出
和
進
会
争
議
は
、
文
部
省
が
会

の
闘
い
な
ど
、
多
く
の
成
果
を
あ
国
の
財
団
に
対
し
て
、
財
団
の
理

進
会
は
、
た
だ
ち
に
争
織
を
解
決

A
激
励
先
V

京
都
市
左
京
区
型

げ

て

き

ま

し

た

・

事

選

任

に

つ

い

て

は

「

労

働

問

題

す

る

責

任

が

あ

り

ま

す

・

謎

腕

川
原
町
京
都
大
学
医
学
部

こ
れ
ら
の
闘
い
の
前
進
を
倣
つ
に
知
機
と
経
験
豊
か
な
民
間
人
」
京
大
病
院
が
解
砲
を
撤
回
し
、

附
属
病
院
内
和
進
会
労
働
組
合

て
財
団
は
、
昭
和
五
十
五
年
八
月
を
導
入
す
る
織
に
指
導
通
達
を
し
健
全
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
燐
関
と
し
密

(
O七
五
)
七
五
一
ー
l
四
O
八

に
、
組
合
加
し
の
前
歴
を
持
つ
労
た
取
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

医

て

運
科
目
さ
れ
る
よ
う
に
、
財
団
理
七
。

世
骨
量
(
柴
田
国
男
)
を
庖
う
な
ど

学
教
育
の
場
に
於
い
て
、
人
命
を
事
会
に
抗
議
の
声
を
。
闘
う
和
進

A
抗
議
先
V

問
、
病
院
長
兼
和

し
て
組
合
攻
察
を
か
け
て
き
た
の
あ
ず
か
る
病
院
の
中
で
、
患
者
無
会
の
三
十
五
人
の
仲
間
に
連
帯
を
進
会
会
長
半
回
議
。
問
、
理

で
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
を
村
八
分

に

視

の

労

使

紛

争

を

引

き

起

し

た

和

強

め

ま

し

ょ

う

。

事

長

代

行

切

石

安

飽

雄

・

指名解臆された沖電気の仲間を支援する会ニュース1984牢 12月 1目

事
子午

笠働Ui
司三 プニ ご τ伺ヰ

間へfgoLぺ"ヒ。

ys， をの
小
?
と
よ
川
V

ア
ル

モ
鴻
i
小
/
・•• 

沖竜丸CJJf.百拍騨雇…他人事ではない。

沖電気争議団の人びとー

す年貝写り 「

文 喜 音 。雪E京z風 ~I'泣込渋之3守夜'~I'叉~I'誌，:~誌J之:森森:~，l 
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七る表さ

点在 Z童時局 器産主合 展 ;挙準'a
斜ロン・火 7 写さま 、真，.....， ~I五正・" C
ンタ数限臼 r其玉んす沖集主;昂 ;壬£J 
ギ 1寄の 5 でが .也 団催ミ匡墜E、ξσU 
ヤ 2 昼み 1汚3 表 、支気........ ~I I皿耳 :.IT\、f
ラ F 橋 1川4 臼 現共援争でリ;完E巳;写fれz 
リ 、シ時 しにす霊犠聾、 ア:弘c♂汁刀〉ふ
l 日 ヨ.1悶0 た歩るの森 υ
・士ツ 時 もん茎闘住ズ~，(~風声);
フピ 5 のだのい(ム
オン 18 で六会のも写

円
月
初
日

「松
山
の
会
」
は
「
沖
電
気
総
行
動
」
に

呼
応
し
て
抗
疎
行
動
を
行
う
.

州
内
月
引
日

ω・
引
集
会
・

川
間
月
お
日

新
興
サ
ー
ビ
ス
社

州

前
抗
議
行
動
。

川
ゆ
月

M
白

神
争
議
団
全
国
弁

州

機
回
会
議
。

川

ω月
山
日
日

新
宿
総
行
動
。

川
川
月

U
臼

s
m日
第
お
回
東

川

京
地
方
争
犠
団
総
会
。

川
山
月

U
目

前
田
道
路
報
告
集

川

会。

川
叩
月
初
日

港
区
(
東
京
)
悪

川

法
迎
E

政
党
法
学
溜
会
。

川

ω月
日
日

カ
ネ
ミ
行
動
.

川
刊
月
2
日

八
王
子
裁
判
。

川
什
月

5
B

「ひ
ま
わ
り
号
」

川
竹
月
4
日

沖
支
録
す
る
会
千

川

代
田
区
の
会
が
、
鎌
倉
へ
、

だ
し
た
」
と
い
う
サ
ラ
リ
ー
マ

川

ハ
イ
キ
ン
グ
.

ン
な
ど
、
支
援
す
る
会
に
入
っ
苛
f
l

て
視
野
が
広
が
っ
た
感
じ
で
日

す

。

両

署
名
抽
出
め
は
、
い
ま
が
ん
ば
市

る
待
。
も
う
た
い
し
て
時
間
も
栴

残
っ
て
い
ま
せ
ん
・
一
人
で
も

多
く
の
人
に
声
を
か
け
て
署
名
山

し
て
も
ら
う
、
用
紙
を
あ
ず
け

M

て
集
め
て
も
ら
う
、
全
国
の
皆

ι

さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、
必
ら
ず

ι

「
大
運
動
」
を
成
功
さ
せ
た
い

ι

と
決
意
し
て
い
ま
す
@
(
山
)
一

生きるために働くために

円
月

5
日

櫛

山

生
コ
ン
事
件

に
有
罪
の
不
当
判
決
.

け
月

6
日

国
民
の
た
め
の
郵

政
を
考
え
る
シ
ン
ポ
.

け
月

7
日

日
常
・
神
支
度
す

る
会
が
総
会
。

円
月
9
日

八
王
子
集
会
(
三

六

O
人
)
.
支
侵
す
る
会
幹

事
会
。

け
月

ω日
港
支
援
共
闘
が
沖

電
気
の
工
場
周
辺
で
署
名
.

け
月
刊
日

人
間
の
鎖
・
横
田

基
地
行
動
。

什
月
日
日

東
京
総
行
動
.

電
機
総
行
動
実
行
委
員
会
。

刊
月
鈎
目

安
中
H
わ
た
し
の

故
郷
公
演
。

肯

「
大
運
動
」
で
は
、
巡
回
た

く
さ
ん
の
富
倍
、
要
請
行
動

や
実
行
委
員
会
を
行
な
'
っ
。
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か
お
り
ち
ゃ
ん
(
五
歳
)と
勝
美
さ
ん

1985年 1月 1E3 

妊娠中に3 夫婦とも、指名解雇。

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュ ース

発支援する会事務局

行事務所東京都港区三回

pJi 3-2-20 

電話 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240 

加入者名沖電気の不当解雇

を撤回させる会

揖~69号

さ
れ
た
時
、
お
腹
に
い
た
子
ど
も
が
私
が

元
気
の
な
い
時
に
は
、
歌
を
う
た
っ
て
励

ま
し
て
く
れ
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
々
の

わ
が
身
の
こ
と
の
よ
う
な
熱
い
支
援
に
支

え
ら
れ
て
、
が
ん
ば
っ
て
ま
す
。
人
と
し
て
生
き
る

こ
と
を
拒
む
沖
電
気
の
ひ
ど
い
や
り
方
を
、
許
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
(
勝
美
)

)
 
1
 
(
 

蜘
捌
物

量
邸
側
四
-M
M
M

問
、
多
く
の
人
に
ふ
れ
あ
い
、
た
た
か
う

重
霊
童
意
味
の
大
き
さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
、
あ
ら

留
吻
綱
腿
電
車
た
め
で
感
じ
て
い
ま
す
。
人
間
ら
し
く
生

磁
闇
聞
き
る
こ
と
を
ふ
み
に
じ
ろ
う
と
す
る
攻
撃

で
あ
る
な
ら
ば
、
人
間
ら
し
さ
を
取
り
戻
し
、
よ
り
豊

か
な
人
間
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
勝
利
に
つ
な
が
る

と
確
信
し
ま
す
。
(
幸
雄
)

か
つ
ゆ
き
ち
ゃ
ん
(
一
歳
)
と
幸
雄
さ
ん

今日も、相原家(4人)は沖電気の指名解雇をたたかう。

〈
写
宙
開
鍵
供

-
森
住
卓
さ
ん
〉
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(2 ) 第 69号

〈
仕
事
盤
事
態
〉

の
仕
事
に
戻
す
』
と
発
奮

昨
年
、
「
秋
の
大
運
動
」
は
、
県
と
し
て
、
東
京
地
裁
か
ら
和
解
し
て
、
全
国
規
模
の
闘
い
に
と
拡

大
成
功
を
お
さ
め
、
重
要
な
成
果
勧
告
が
出
さ
れ、

会
社
側
に
応
じ
大
し
、
富
士
銀
行
を
震
え
あ
が
ら

を
作
り
出
し
、
百
年
の
幕
明
け
を

ざ
る
を
え
な
く
さ
せ
て
き
た
の
で
せ
る
ほ
ど
の
広
が
り
を
一
ホ
し
ま
し

迎

え

ま

し

た

・

す

.

た

・

と

も

す

る

と

n
裁
判
先
行
型

成
果
の
一
つ
は
、

争
議
団
の
裁
そ
レ
て
、
こ
う
し
た
闘
い
は
、
争
議
u

と
も
言
わ
れ
か
ね
な
い
状

判
傍
聴
を
理
由
に
し
た
仕
事
差
別

加
年
の
「
秋
の
大
迎
墜
に
発
展
視
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
で

と
闘
っ
て
い
る
、
浅
利
・
中
山
さ

は
、
運
動
と
毅
判
と
が
、
有
機
的

ん
都
労
委
闘
争
に
お
い
て
、
会
社

に

つ
な
が
り
、
争
議
解
決
に
向
っ

側

が

「

ふ

た

り

を

も

と

の

仕

事

に

て

曽

実

に

前

進

し

て

い

ま

す

.

戻
す
」
と
言
っ
て
き
た
ζ
と

で

す

・

し

か

し

、

艶

理

解

雇

事

件

に

対

二
つ
め
は
、

東

京

地

殺

で

符

な

す

る

裁

判

所

の

判

断

護

準

が

、

企

わ

れ

て

い

る

和

解

交

渉

で

、

会

社

撲

の

側

に

立

つ

傾

向

が

強

ま

る

と

側

が

「

職

場

復

帰

」

の

決

断

を

迫

同

時

に

、

会
社
側
の
執
劫
な
裁
判

ら
れ
て
い
る
と
い
う
ζ
と
で
す
.

引
き
延
し
の
動
き
も
あ
り
、
た
や

百

年

は

、

沖

電

気

を

交

渉

の

場

す

く

勝

て

る

と

即

断

で

き

る

状

別

に

引

き

出

す

べ

く

「

秋

の

大

攻

鈎

」

で

も

あ

り

ま

せ

ん

.

を

展

開

し

、

弁

捜

団

も

今

ま

で

の

神

争

犠

は

、

先

制

産

業

に

お

り

裁

判

で

何

が

明

ら

か

に

さ

れ

た

か

る

大

量

首

切

り

、

設

備

投

資

や

株

を

醤

面
M

に
ま
と
め
、
審
理
の

主
配
当
を
畳
優
先
さ
せ
た
?ー

促

進

を

裁

判

所

に

迫

り

ま

し

た

・

ま

さ

し

く

経

営

者

の

首

切

り

の

自

こ

う

し

た

ね

ば

り

強

い

闘

い

の

結

自

に

道

を

聞

く

か

ど

う

か

の

闘

い

に
な
っ
て
お
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、

H

職
場
復
帰
u

を
勝
ち
取
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
争
議
で
す
・

百
年
、
明
年
と
闘
い
を
前
進
さ

せ
、
削
同
制
問
を
有
利
に
切
り
開
い
て

た
力
を
「
争
犠
の
勝
利
解
決
」
に

結
び
つ
け
て
い
く
年
が
、
今
年
で

す
。百

年
を
勝
利
の
年
に
す
る
た
め

に
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
.

1

ス
一

(選

・
事
務
局
)

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース1985年 1月 1E3 

士護
刑
弁

毎

ぉ
男
朝

ず

円

M
有

か

S
4
法

菅
木
鯨

お

k
p
c

''. 

沖

一

議

議

録

集

JM
一
大
一

①
全
国
規
模
で
「
勝
利
を
め
ざ
す

大
運
動
」

②
東
京
地
裁
で
「
和
解
交
渉
」
が

は
じ
ま
る
.

③
浅
利
・

中
山
さ
ん
都
労
委
闘
争

が
結
審
し
「
和
解
交
渉
」
へ
・

@
中
央
区
で
支
援
す
る
会
発
足
。

⑤
中
央
共
闘
会
議
の
議
長
・
倉
持

米
一
さ
ん
死
去
・

③
争
議
団
の
伊
藤
善
正
さ
ん
死
去
。

①
漫
画
パ
ン
フ
発
行
。

③
森
住
氏
、
写
真
で
支
援
広
げ
る
。

①
売
上
げ
伸
び
た
、
物
品
販
売
。

⑬
大
雪
に
ま
け
ず
本
社
抗
議
行
動
。

議r腸栂復帰の決断」を沖電気に切り込み

幻
一
グ!
 

，J
U

一ヰ

2

3
一ほ
f

m一げ

沖
d
盟
国
間
の
餅
刺
芝
め
ざ
す
夫
運
動
か

q
月
ガ
ろ
企
画
的
ロ
展
開
さ
れ

乙
き
三
レ
た
が
、
高
ま
一
銀
行
ぞ
沖
語
気
の
支
痘
へ
の
援
藷
、
や
笛
貝
に

封
ず
る
個
人
君
、
宣
伝
斤
暫
ど
季
語
費
来
、
要
震
と
。

リ
、
沖
ぽ
負
の
揺
る
解
豪
レ
許
す
む
の
多
初
日
点
ー
利
島
を
ゆ
O
が
レ
ヨ

じ
た
。
什
円
引
即
日
C
日
早
朝
ず
つ
夜
d
刊
し
醤
耕
圏
ご
タ
雑
行
動
ク
が
じ

リ
く
さ
れ
3
し
た
。

G
B
、
今
河
ワ
臼
回
弟
。
回
和
解
が
、
沼
田
口
門
出

福
江
口
解
雇
裁
判
(
東
京
地
耕
υ
が
、

μ白
に
回
一
計
労
箸
の
和
解
グ
乏
尽

き
れ
と
お
リ
、
油
月
醤
気
A
W

出
ぎ
が
一注
白
さ
れ
ま
す
。

沖
晶
川
島
台
抗
争
議
団

ロロ

a
o
a

事車ーシ是1m主主刀、E肩車日
もを 1¥吾Du'、リ 5u‘

o~.事々 i:5 -.g杯大君子
ちittr，ぬ15レ羽宣巧
主主助人方た三伝衆
がわかヰj[。ひ・京
5 .6の千の晶、
ヒ、.各ニピ‘入金崎埼
ラ駅二千ラ以と線玉
喜C‘阿を上のletl29
~1õ1の配m獄事の
が望号力耳元参tご崎駅

盛選富雄織機澱務総3融$E~.""~
Jtj笹単からl麗但島まむの県評、地区拐を回じの ¥ぷr

俗芸鰐橋議17襲7銀??ぷタ
優 にあ5ためC悠リが広古川);;1レた。¥金i量的feI 己弘司よb
f瑚吟回向じめと・ 図・Ed
.富士銀行牢諸→29都道荷長/ゲ5支右
・沖官民支社，姑

2'3県27ヶ

沖
電
気
争
議
団

〈
連
絡
先
〉

車
京
都
港
区
三
国
三
の
こ
の
こ

O

官
四
五
五
l
六
O
O
六

参加Id:今ぎな最忘の1500ん
電気瓜社前だ、げでむく反対
の歩道にらたくさんの人か"
らがました。全国か5ょせ
れ危fゲ'5:ゲ92人のイ白人署b
第一次分)Eフきつけ、 fヰコ
に「争言語の解決j di.阜り
じた。

J訟

をj中都宮j参向日中~\;~
め暦労季加し央決11
さ気連奏・たが起・
レ象あ長壊のぞ議30
、議げ'ぴ会をれ会総
j夫のて手ηGId: t'、lご行
意ー闘め 1;;)じれ I.;{動
を日うて‘めデ、の
固もとの務、モ港レ
め!f3央あヂヲ各1子、め
まい意.lJ連地盤千く
υ勝表さ鹿空、で代、く
号利回向1.::王山り参回リ

ロ

・
5
ま
で
の
闘
い
を
報
告
す
る
「
争
議
団
ニ

ュ
ー
ス
」
↓
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許
し
て
は
な
ら
な
い
基
本
問
題
で
働
組
合
の
右
傾
化
で
あ
り
、
労
使

す
.
ζ
の
立
場
か
ら
労
働
組
合
連
一
体
化
路
線
で
す
。
国
際
的
に
見

動
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
神
の
争
て
も

M
E
・
ロ
ボ
γ
ト
化
の
導
入

携
を
ど
う
し
て
も
勝
利
さ
せ
る
と
は
一
番
進
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ

と
が
雷
雲
だ
と
思
い
ま
す
。
ら
ず
、
労
働
者
は
い
ぜ
ん
長
労
働

現
在
、
大
企
業
を
先
頭
に
徹
底
時
間
に
追
い
や
ら
れ
て
い
ま
す
。

沖
沼
気
争
経
団
・

家

族

の

回

さ

「

生

産

阻

答

者

」

の

名

の

も
と
に
し
た
人
べ
ら
し
「
合
理
化
」
や
技
沖
怪
気
の
不
当
な
指
名
解
雇
は
、

ん

、

神

田

山

気

争

継

を

支

綾

し

て

い

強

行

さ

れ

た

不

当

な

指

名

解

雇

で

術

革
新
に
と
も
な
う
M
E
・
O
A
職
場
労
働
者
の
紫
朴
な
共
感
を
得

る
仲
間
の
留
さ
ん
、
新
年
お
め
で

す
・
指
名
解
題
と
い
う
と
、
五

O

化
が
進
ん
で
い
ま
す
・
と
の
徹
底
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
使

と

う

と

ざ

い

ま

す

・

年

の

レ

ッ

ド

パ

l
ジ
、
六

O
年

の

し
た
合
理
化
を
抑
し
進
め
る
た
め

一
体
化
を
進
め
る

一
部
労
組
幹
部

八
五
年
、
今
年
ζ
そ

神

間

地

気

争

三

池

の

指

名

解

雇

が

想

い
出
さ
れ

に
は
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
守
に
よ
っ
て
広
が
り
が
妨
げ
ら
れ
て

般

の

勝

利

を

め

ざ

し

、

人

べ

ら

し

ま

す

・

私

の

兄

は

五

O
年
パ

l
ジ
り
、

ま
と
も
な
ζ
と
を
主
張
す
る
い
ま
す
・

「
合
理
化
」
に
反
対
し
、
平
和
と

で
解
聞
屈
さ
れ
た
の
で
解
題
者
の
家
労
働
者
が
邪
魔
に
な
っ
た
わ
け
で
健
保

・
年
金
の
改
悪
に
見
ら
れ

民

主

主

義

を

守

る

闘

い

と

結

合

さ

族

の

経

験

は

持

っ

て

い
る
わ
け
で
す
。
沖
電
気
の
解
雇
後
の
合
理
化
る
よ
う
に
、
中
曽
根
内
閣
の
鼠
広

せ

、

支

援

の

輸

を

大

き

く

者

快

さ

す

・

と

の

こ

つ

の

指

名

解

胞

は

、

歴

の

促

海

職

場

の

専

制

支

配

、

大

臨

翻

路
線
で
苦
し
め
ら
れ
て
い
る

せ

た

い

と

思

っ

て

い

ま

す

固

史

的

に

そ

の

背

景

な

り

、

労

働

者

、

量

の

新

規

労

働

者

の

採

用

な

ど

を

労

働

者

・
国
民
の
要
求
と
、

沖
電

原

稿

依

頼

を

、

軽

い

気

持

で

引

労

働

組

合

運

動

に

あ

た

え

た

彫

響

見

れ

ば

こ

の

ζ
と
は
明
簡
で
す
・
気
争
犠
勝
利
に
向
け
て
の
要
求
を

き
受
け
ま
し
た
が
、
と
ζ
ろ
が
い
と
っ
て

H
沖
電
気
争
議
は
H
何
な

会
に
会
っ
た
神
電
気
の
伸
聞
の
顔
る
、
労
働
者
の
土
根
性
を
見
せ
ち
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
・
労
乙
れ
ら
指
名
解
服
、
徹
底
し
た
結
合
さ
せ
、
広
げ
て
い
く
ζ
と
ζ

ざ
原
稿
を
包
〈
段
階
で
、
「
私
に
の
か
」
深
刻
に
考
え
込
ん
で
レ
ま

が
浮
び
、
争
議
の
位
位
づ
け
や
、
れ
感
激
し
ま
し
た
・
働
組
合
運
動
に
と
っ
て
不
当
な
指
合
理
化
攻
撃
と
並
行
し
て
巡
待
し
そ
、
勝
利
の
泊
だ
と
確
信
し
て
い

三

=====EE---=E==一
==h
い
ま
し
た
。
争
議
支
援
の
拡
大
な
ど
で
話
し
合
私
に
と
っ
て
沖
電
気
争
議
は
、
名
解
題
、
不
当
労
働
行
為
な
ど
は
て
い
る
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
労
ま
す
。

h
1
1
1
1

川

何
ん
と
か
原
稿
を
ま
と
め
ね
ば
っ
た
ζ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
.

2
i
z
i
-
-
-
-
i
j
i
--
i
i
i
l
i
-
-
:・:
i

¥

恥

ー

'
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川

と
整
理
し
て
い
る
う
ち
に
、
ま
ま
た
、
言
語
で
開
催
さ
れ

中

曽

根

内

閣

の

悪

政

で

、

苦

し

め

ら

れ

て

い

る

へ
担
冒
ド
J

…

援
団
代
表
の
中
山
棄
さ
ん
を
は
た
ご
刀
人
集
会
に
出
席
レ
、
不
当

j
i--
i
-
E.民
.
の
.
要
求
.U.綜
が
.
で
勝
利
.
の
.j.乞:…

戸

『

園

司

|

』

川

じ
め
、
と
れ
ま
で
b
ろ
い
ろ
な
機
指
名
解
雇
と
断
悶
た
た
か
っ
て
い

:
;
i
l
i
-
-
-
h
-
i
i
・・“

(連日

19851'奪三 1 月 1 日支援する会に入会しよう (会費 1ロ200円/月)

管頭康夫さん

(自交総連委員長)
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一=復き統一~
昨年は 18争議
が解決しました。

2 
木村愛こさん

(東官智kgjF) 

東
京
争
議
団
は
、
結
成
以
来
す
目
・
乙
の
問
、
地
区
総
行
動
が
一
体
育
館
の
大
集
会
、
工
場
祭
な
ど

で
に
二
十
三
年
目
。
昨
年
度
も
一
九
七
五
年
(
原
初
は
新
宿
)
以
来
、
も
実
現
し
て
い
ま
す
。

八
の
争
継
が
解
決
し
ま
し
た
が
、
マ
ス
コ
ミ
で
電
機

・
金
属
な
ど
の
新
し
い
た
た
か
い
の
地
平
を
切

新
規
加
盟
も
相
次
ぎ
、
七
六
の
加
産
業
別
総
行
動
、
労
災
職
業
病
・
り
開
き
、
そ
の
中
心
の
事
務
局
を

盟
争
議
が
年
を
越
え
て
い
ま
す
。
差
別
・
司
法
反
動
反
対
な
ど
の
課
に
な
っ
た
争
議
は
、
そ
れ
に
ふ
さ

多
く
の
争
議
解
決
に
と
っ
て
、
題
別
共
同
行
動
な
ど
、
争
議
の
た
わ
し
い
画
期
的
な
勝
利
を
手
に
す

東
京
総
行
動
が
重
要
な
舞
台
と
な
た
か
い
方
も
多
微
な
発
展
を
み
せ
る
ζ
と
が
で
き
る
の
だ
l

|
そ
う

り
ま
し
た
が
、

ζ
の
東
京
総
行
動
ま
し
た
・
個
別
争
議
の
共
闘
会
議
語
り
つ
が
れ
、
実
践
し
て
き
た
の

の
始
ま
り
が
一
九
七
二
年
六
月
二
も
強
化
さ
れ
、
か
つ
て
は
夢
の
話
が
、

ζ
の
歴
史
の
裏
舞
台
を
折
り

十
日
で
す
か
ら
、
今
年
で
十
三
年
だ
っ
た
武
道
館
の
コ
ン
サ
ー
ト
ゃ
な
す
物
語
の
数
々
で
す
.

昨
年
末
は
、
労
働
戦
線
の
複
雑
討
論
と
臨
時
総
会
の
場
を
設
り
ま

な
情
勢
も
反
映
し
て
、
春
闘
再
惜
し
た
。
今
年
の
反
合
理
化
闘
争
で

築
ζ
ん
だ
ん
会
の
全
部
総
行
動
も
東
京
争
犠
団
が
い
か
な
る
位
置
を

生
ま
れ
た
た
め
、
関
係
争
議
団
は
占
め
る
べ
き
か
、
真
剣
な
本
音
の

ま
さ
に
東
奔
西
走
・
争
議
回
全
体
議
論
を
ぶ
っ
つ
け
合
い
た
い
も
の

の
連
機
プ
レ
ー
も
大
変
復
雑
に
な
で
す
.

り
ま
し
た
.
一
部
に
は
「
東
京
争
解
庖
団
か
ら
出
発
し
た
争
犠
回

議
団
も
路
線
を
は
っ
き
り
し
ろ
」
も
、
い
ま
は
差
別
事
件
、
労
災
職

と
い
う
声
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
業
病
、
公
害

・
薬
害
事
件
な
ど
も

替
意
は
そ
の
ま
ま
御
受
け
す
る
ζ

加
わ
り
、
ま
さ
に
国
民
的
課
題
の

と
と
し
て
、
む
し
ろ
、
「
争
犠
支
全
体
像
と
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、

援
な
ら
一
致
で
き
る
」
と
い
う
声
た
た
か
い
方
に
も
飛
脳
的
な
発
展

に
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
.
も
ち
ろ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
昨
今
で
す
.

ん
、
た
た
か
う
労
働
組
合
超
高
山
と
沖
電
気
争
犠
団
か
ら
は
中
山
代

い
う
基
本
は
当
然
の
と
と
で
す
衰
を
議
長
に
送
り
出
し
て
も
ら
い

が、

ζ
こ
数
年
来
議
論
し
て
き
た
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
中
心
争
議

よ
う
に
、
争
議
団
が
下
か
ら
の
統
の
迫
力
を
発
問
さ
れ
、
本
年
最
高

一
に
一
役
買
う
ζ
と
ζ
そ
が
、
そ
の
勝
利
を
先
駆
け
ら
れ
る
よ
う
、

の
争
犠
自
体
の
勝
利
に
も
重
要
な
御
健
闘
を
祈
り
ま
す
.

力
と
な
る
の
で
す
.

今
年
も
一
月
十
九
日
に
新
替
の
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zj将

前
略

い
つ
の
間
に
や
ら
は
な
い
で
す
か
?
一
日
も
早

十
一
月
も
過
ぎ
、
あ
ち
ら
と
く
勝
利
し
て
精
一
杯
働
け
る

ち
ら
で
地
面
を
埋
め
て
い
る
日
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い

赤
や
黄
の
落
ち
葉
に
秋
の
深
も
の
と
思
い
ま
す
・

ま
り
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
今
月
分
の
カ
ン
パ
同
封
し

す
.
縮
か
十
一
月
の
二
日
で
、
ま
す
.
み
な
さ
ん
、
お
体
を

解
雇
六
年
目
を
迎
え
た
の
で
大
切
に
・

草
h
『
.

@
松
山
・
沖
支
援
す
る
会

全
国
と
呼
応
し
て
、
松
山
で

も
什

・
初
統
一
行
動
を
行
い

ま
し
た
。
当
日
は
沖
句
気
の

松
山
支
庖
へ
三
人
で
申
し
入

れ
を
行
い
ま
し
た
.
大
沢
陣

明
・

自
治
労
県
本
部
蚕
員
長

は
「
私
は
、
今
治
で
す
が
、

解
服
さ
れ
た
中
に
は
、
今
治

出
身
の
桧
垣
さ
ん
と
い
う
人

が
お
り
、
私
た
ち
と
し
て
も

ぜ
ひ
復
臓
さ
せ
る
よ
う
望
み

ま
す
」
と
要
望
を
述
べ
ま
し

た
・
支
底
前
で
は
、
十
一
人
と

子
ど
も
三
人
で
ビ
ラ
一

0
0

0
枚
を
配
布
し
ま
し
た
.
現

在
会
口
数
回
十
人
と
な
り
ま

し
た
.
十
二
月
十
日
に
は
、
市

民
会
館
に
鈍
ま
っ
て
「
学
習

決
起
集
会
」
を
行
い
運
動
の

飛
闘
を
醤
い
合
い
ま
し
た
。似合うかしら…

251 



A
さ
ん
の
饗
は
、
つ
ぶ
や
く
・
激
に
つ
け
た
技
術
と
経
験
を
ゴ
ミ
箱
の
話
と
な
っ
た
・
誰
も
が
真
剣
に

増
レ
て
い
る
関
連
企
業
に
出
向
の
に
捨
て
さ
せ
ら
れ
、
M

情
報
世
界
H

夢
中
で
、
自
分
た
ち
の
肯
脅
し
を
語

=一
+
代
後
半
の

B
さ
ん
は
、
寂
し
の
中
で
働
き
、
若
い
社
員
の
心
を
っ
た
.

一
九
八
四
年
十

一
月
三
+
日
l

聞
の
よ
う
に
た
た
か
い
つ
づ
け
ま

そ
う
に
言
-つ
-

H

小
集
団
u

と
レ
ク
レ

l
シ
ョ
ン
「
職
場
の
中
で
だ
け
話
し
て
い

号
一
神
電
気
総
行
動

・

朝

は

、

東

京

、

す

」

「

も

う

沖

電

気

に

戻

っ

て

く

る

ζ

で
つ
な
ぎ
と
め
る
・
な
に
か
し
ら
で
も
闘
え
な
い
・
地
域
の
労
働
者
、

印
一
埼
玉
、
群
馬
の
百
二
十
七
カ
所
の
を
だ
り
で
国
鉄
労
働
者
を
始

と
は
な
い
ん
で
す
よ
ね
」
宗
教
的
人
心
霊
警
告
つ
げ
震
の
中
に
入
ら
ね
ば
」
あ
る

第
一
駅
頭
で
、

大

詰

を

迎

え

た

神

電

気

め

、

=

一

十

人

も

の

港

区

内

(

東

京

)

管

理

職

も

、

中
堅

社

員

も

、

身

さ

せ

ら

れ

る

・

国

鉄

労

働

者

は

H

沖
電
気
H

と
の

一
争
識
を
人
び
と
に
伝
え
、
支
援
を
に
働
く
労
働
者
が
行
動
に
診
加

‘

|
!

連
帯
、
さ
ら
に
、
H

ひ
ま
わ
り
号
H

一

宮

峨

H
王ホ

j
i
ll
J

一
訴
え
る
大
統
石
動
が
行
な
わ
れ
し
、
か
つ
て
な
く
連
帯
行
動
量

f
L
i
訴
え
は
じ
H
凶

作

こ

(陣
害
者
列
車
)
に
よ
る
大
勢
の

一
た
。
神
電
気
争
議
団
員、

職
場
の
り
あ
が
っ
て
い
る

・

-

〈

(

問
答
者
、
市
民
の
連
盟
市
の
感
動
を

一
労
働
者
と
と
も
に
、

ζ
の
争
犠
を
「
職
場
で
、

仕
事

を

差

別

し

な

「

俺

は

い

っ

た

い

ど

う

な

っ

て

わ

ら

ず

、

区

内

四

ブ

ロ

y
ク
に
分
括
っ
た
.
「
伊
東
(
静
岡
)
へ
陣

一
他
人
事
と
思

わ

な

く

な

っ

た

大

動

く

な

っ

た

の

も

、

会

社

が

敏

感

に

い

く

ん

だ

ろ

う

」

コ

ン

ピ

ュ

l

れ
て
、
七
五
団
体
百
二
十
人
も
の
害
者
の
方
た
ち
二
百
人
を
、
私
た

一
の

労

弱

者

、

市

民

が

一

緒

に

な

っ

世

の

中

の

声

ゃ

、

裁

判

の

動

き

を

タ

と

ロ

ボ

y
ト
の
日
常
化
で
、
仕
労
働
者
が
、
沖
電
気
争
議
団
の
秋
ち
み
ん
な
で
お
世
話
し
て
敏

一
て
、
ピ
ラ
を
ま
き
、
沖
電
気
本
社
気
に
す
る
結
果
で
し
ょ
う
か

」

事
を
失
う
大
野
の
労
働
者
た
ち
l

の

「大
運
動
」
準
備
の
話
し
あ
い
迎
の
く
す
玉
を
、
小
学
校
で
借
り

一
へ
の
抗
滋
行
動
、
夜
の
大
集
会
へ

企
画

課

で

、

沖

電

気

争

犠

団

中

い

ま

、神
電
気
争
犠
団
の
苦
悩
は
、
に
参
加
し
た
。
そ
し
て
、
一
人
ひ
た
り
、
水
上
パ
ス
に
乗
せ
て
あ
げ

と

一
の
診
加
を
呼
び
か
け
た
.

山
代
表
夫
人

・
手

さ

ん

と

、

浅

臨

調

、

富

十

、

技

術

革

新

の

中

で

、

と

り

が

、

自

分

た

ち

の

職

場

と

、

た

り

、

浅

草

で

買

物

を

し

た

り

一一

沖
電

気

東

京

工

場

の

企

画

採

に

利

さ

ん

に

対

し

て

、

単

純

な

ブ

ッ

す

べ

て

の

労

働

者

の

も

の

に

な

ろ

仕

事

の

悩

み

を

語

り

つ

づ

け

た

・

間
害
者
の
方
も
、
私
た
ち
も
、
ほ

ユ一

働
き
、
指
名
解
脱
者
へ
の
支
般
を
キ
ン
グ
作
業

(
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か

-マ
と
し
て
い
る
・
「
自
分
の
ζ
と
「
潜
の
仕
事
が
減
っ
た
」
(
全
港
ん
と
に
初
め
て
の
経
験
を
し
た
ん

ニ
一

理
由
と
す
る
仕
耶
差
別
を
労
働
委
ら
打
出
さ
れ
る
霊
の
し
わ
け
)

だ
り
で
精
一
杯
だ
し
、
沖
電
気
の
ち
.
「
再
開
昔
、
大
企
業
の
で
す
。」

A
E

一

る

一
員

会

長

ぜ

て

い

る

浅

利

正

さ

だ

け

や

ら

さ

れ

て

い

た

仕

事

差

別

圧

力

も

あ

る

し

、

果

た

し

て

、

ど

た

め

」
(
土
建
)
。
「
い

い

保

育

指

名
解
雇
の
ン
ヨ
ッ
ク
で
、
子

す
一

ん
|

|
浜

松

町

駅

前

の

行

動

に

容

を

や

め

さ

せ

、

労

働

委

員

会

決

定

れ

く

ら

い

の

労

働

者

が

わ

れ

わ

れ

が

で

き

な

い

」

(

保

育

闘

〉
・
「
ピ
ど
も
を
流
産
さ
せ
、
何
度
も
争
議

援

一
加
し
た
と
の
人
は
、
現
場
に
到
着
が
出
さ
れ
る
前
に
、
す
で
に
、
健
沖
電
気
が
全
社
員
に
発
表
し
た
優
良
企
業
)
を
目
指
レ
、

I
C
生
の
た
め
に
集
ま
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
デ
オ
の
影
響
で
大
変
だ
」
(
自
活
)
を
や
め
よ
甲
さ
迷
っ
た
加
藤
貞
子

を

し
て
眼
を
見
は
っ
た
・
思
い
も
か
案
作
業
も
仕
事
も
、
同
僚
と

一

緒

ご

九
九
O
年
の
シ
ナ
リ
オ
」
の
奪
O
A
関

連

裏

を

軸

に

、

す

う

か

」

「

新

し

い

人

聞

は

入

手

、

退

職

(て
い
ζ
)
さ

ん

霊

前

、

間
一

け
な
か
っ
た
行
動
参
加
者
の
数
の
に
や
る
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
の
中
で
、
橋
本
社
長
は
い
曹
三
ざ
ま
し
い
テ
ン
ポ
で
、
生
産
体
制
港
区
の
争
犠
団
事
務
局
も
す
る
す
る
人
間
ば
か
り
」

(T
BS
テ
心
細
そ
う
に
自
分
の
不
幸
を
恨
ん

仲
一

多
さ
と
、
人
び
と
に
ピ
ラ
を
渡
す
だ
。
そ
し
て
東
京
地
裁
で
は
、
裁
「
一
九
九
O
年
ま
で
の
七
年
間
の
つ
く
り
か
え
、
「
合
理
化
」
、
相
原
幸
雄
さ
ん
の
心
配
に
も
か
か
レ
ピ
)
・
「
沖
む
気
の
人
は
、
か
で
い
た
こ
の
人
が
、
今
、
港
区
の

ゆ
一

い
き
い
き
と
し
た
そ
の
表
情
、
姿
。

判
長
の
和
襲
旋
の
中
で
、
会
社
は
、
急
速
に
発
展
す
る
高
度
情
報
労
働
力
の
質
の
転
換
を
強
行
し
て
わ
い
そ
う
で
と
、
始
ま
っ
た
げ
ど
伸
聞
に
励
ま
さ
れ、

国
鉄
労
働
者

電

一

「国
鉄
労
働
組
専
す
。
遣

が

「指
名
解
服
警
職
場
に
復
帰
化
社
会
の
な
か
で
、
企
業
の
適
者
い
る
の
だ
・

3
わ
が
身
」

(
国
労
・喜
駅
)
と
聖
者
の
高
に
、
涙
ぐ
み
事

沖
一

気
の
不
当
な
指
名
解
屈
は
、
わ
れ
さ
せ
る
」
方
向
で
、

テ
ー
ブ
ル
に
生
存
を
賭
付
る
重
大
な
時
期
で
あ
「
私
の
家
族
は
ど
う
な
っ
て
し
気
が
つ
い
て
み
た
ら
、
神
電
気
の
ぶ
心
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
「初

山
一

わ
れ
働
く
者
み
ん
な
へ

の

攻

撃

っ

か

ざ

る

を

え

な

い

状

況

が

生

ま

り

」

ま

う

の

で

し

ょ

さ

僅

か

の

間

し

ん

ど

さ

の

穏

で

な

く
、
自
分
た
め
は
、
乗
り
気
で
な
か
っ
た
国
労

志
一

す
」
「
い
ま
、
国
鉄
労
働
者
に
れ
て
い
る
・

そ

し

て

、

今
、
一
兆
円
の
H

エ
に
、
横
浜
か
ら
沼
津
そ
し
て、

自

ち

の

職

場

の

し

ん

ど

さ

と

、

H

団
の
方
も
、
障
害
者
の
方
と
手
を
と

雇

一
か

け

ら

れ

て

い

る

合

理

化

攻

麟

も

ク

セ

レ

ン

ト

カ

ン

パ

ニ

ー

u

(
超

域

県

へ

と

単

身

赴

任

さ

せ

ら

れ

た

結

M

と
M

た
た
か
い
H

へ
の
希
望
ロ
あ
っ
て
、
お
互
い
に
、
ボ
ロ
ボ

岬

一
同

じ

性

格

で

あ

り

、

わ

れ

わ

れ

も

ロ

涙

を

流

し

て

抱

き

あ

っ

て

出

一
争

続

臼

の

よ

う

に

、

沖

電

気

の

仲

間

じ

人

間

同

士

な

ん

で

す

よ

ね

、

+
寸
J

-

な
に
げ
な
く
言
っ
た
.

「私
、
も
う
な
ん
で
も
な
く
子
ど

も
の
と
と
、
話
せ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」
。
あ
る
国
鉄
労
働
者

が
言
っ
た
.

「
な
に
ゑ
U

た
ら
い
い
の
か
が
、

わ
か
っ
て
き
た
.
乙
の
国
を
変
え

て
い
く
展
望
が
見
え
は
じ
め
た
」

(4 ) 

沖
漏
電
気
の
仲
間
m
i
t
d

t
γ
!
i
L
小、つ
4
h
A
V
向
闘
い
J

を
、

〉ざす大運動J

~~めτだ

出
守
身
在
住
、て
S
1
イ
J

お
金
牧
ポ
パ
-
つ
パ
一
つ
曹、

今崎暁巳さん

ルポライターとして活蹴

中.箸型車には、日本フィルの

闘いを紹介した「炎の第五楽

お」や沖争議の「なにを見つ

めて朔ぶのか」など多数があ

る.
全国での参加者は1万人以上。

沖電気に抗議

の署名27万

• 

‘ 
q/3C 
4クι〉
b 
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清田 恵さん

(埼玉)

晃さん

回区)

本
社
↓
労
働
者
↓
有
楽
町
駅
頭
宣

伝
↓
タ
デ
モ
は
日
比
谷
公
園
を
出

昼
休
み
の
沖
電
気
本
社
抗
議
行
発
し
て
虎
ノ
門
の
神
電
気
本
社
の

動
に
は
、

一
千
人
を
超
え
る
仲
間
四
酬
を
回
り
、
日
比
谷
野
音
↓
集
会
・



沖電気争議の「勝利をM

んな感勘、

支獲する会に入会しよう (会費 1口200円/月)

[
v
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"2 ?雪 勺 1

R誌記 L三J
を者
し同

た れ緒のな
め照るにとくp.................................‘ ー圭6;_雪e;? 

; 11・30沖電気総行動は早朝ビラだけでも 116駅 1 25査二野 v

。 大、.動仰そ
よ 頭、 1992人が参加。 ふ 小支 す問う

o さa1 るのす

? 1日の参加者は4000人をこえた。 t 喜義 者E詰
.. '" まえ に、自

..................................... のる な一分

奇23宅52望322;五号25E22星空室5言言宅35要望室
若者三葬、震連本ンた金駆ち策たに人語、がたにる煎い界たが

合

ら市に働華の警 ZPB重苦安泰史露去聖言語.雲時言き品定ほ量
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ね

官お ?EZ話器624子宮ミ12222TE4 ;重量長85Sき
f SきES225喜三号宍ZTZfES目白 i場喜25雪量言
せ働 決 れた変るつ
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B害警 宮工芸望号手長 習に
がし 場 たをさけ llJれ 民¥て
い今の浅 」 すせれをが グIY 
始時、明利 えるばし、 lτ 」

ま代神田さ る中 てき .，-

労 lの右 層、会くん ι3のごへ でいち 、

働一決コ が職社 ill と '/".

主君護署さ R雪2Z命 ス 1
いた口語ユ て f士別りら σ E 
るたにる l き司王を拓し 相岬J
か、 .タ まにやか く
い新 職 し腰めな{士

渡

辺

能

子

さん

(東

京

・
中
央
区
・
運
輸

一
般
)

夕方は3コースのデモ (11・30)

初
冬
。
早
朝
か
ら
の
ビ
ラ
配
布
に
も
、
本
社
前
の
抗
駿
行
っ
て
下
さ
い
」
と
い
う
意
外
な
言
誕
の
中
に
も
、
会
社
は
際

動
に
も
と
れ
ま
で
で
掻
高
の
迫
力
を
見
せ
た
一
日
で
し
た
実
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
実
感
を
持
っ
と
と
が
出

ね
.
g士
銀
行
本
庖
交
渉
の
中
で
、
朝
日
付
側
は
「
関
係
な
い
」
き
ま
し
た
.
職
場
で
の
「
仕
事
差
別
事
件
」
も
結
審
を
迎
え
、

と
言
い
な
が
ら
も
「
い
よ
い
よ
大
詰
め
で
す
ね
」
と
言
っ
た
指
名
解
回
撤
回
の
闘
い
と
固
く
結
び
つ
い
て
、
み
ん
な
で
話

言
葉
の
婦
や
、
電
機
工
業
会
で
の
交
渉
の
鼠
後
に
「
が
ん
ば
乙
べ
る
日
を
一
日
も
阜
く
勝
ち
取
り
た
い
も
の
で
す
・

職〉

場、

夜
の
沖
電
気
決
起
集
会
が
聞
か
れ
て
い
る
、
日
比
谷
の
野
音
に
向
に
お
会
い
し
て
い
て
、
常
日
頃
な
ん
て
良
い
人
た
ち
な
の
だ
ろ
う
と

自一

っ
て
、
私
た
ち
中
央
区
に
働
く
仲
間
た
ち
は
、
夕
方
六
時
過
ぎ
に
、
思
っ
て
ま
す
・
こ
う
い
う
紫
附
ら
し
い
人
材
を
放
り
出
し
た
企
業
側
川

4
E
-
月一

銀
座
の
水
谷
橋
公
図
を
、
約
三
O
O人
で
出
発
し
た
。
は
、
大
損
失
を
し
て
い
る
事
に
、
気
が
つ
か
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

前一

最

高

つ

人

、

プ

完

1
ド
を
持
つ
人
、
み
ん
な
怒
り
に
燃
え
一
日
も
早
く
告
を
職
場
に
復
帰
喜
重
う
に
、
企
業
に
迫
っ
て
~

5
一
て
い
ま
し
た
。
沖
争
議
団
の
中
央
区
担
当
の
桧
垣
さ
ん
、
斉
藤
さ
ん
い
き
ま
し
ょ
う
.
共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
.

8

一
9
-

4
s
 

板

道

t百

明
さん(沖
電
気
東
京
工
場
)

堀田

(東京、千代

が
結
集
し
、
支
鐙
の
輸
が
こ
と
ま
伸
電
気
総
行
動
に
は
、
四
千
人

で
鉱
が
っ
た
、
勝
利
の
た
し
か
な
近
い
人
仲
間
が
、
沖
電
気
争
犠
の

確
信
を
つ
か
め
た
と
思
い
ま
す
。
解
決
を
願
っ
て
参
加
.
ζ
の
力
が

朝
ピ
ラ
↓
口
士
銀
行
4
沖
電
気
解
決
に
結
び
つ
く
火
種
に
な
る
と

E
i
A
1・
，
ぜ
ぞ

感
じ
ま
し
た
.

E
t
f
a々
〆

〉

長

期

展

訟

に

立

ち
、
短
期
に
終

量

減

¥

刷

ら

せ

て

い

く

ζ
の
気
持
で
、
涙

ゃド
U
で

を

て

勝

利

害

あ

え

る

臼

J
1

4
司

が
百
も
早
く
来
る
よ
う
に
、
が

f
iャ
ん

ば

り

ま

し

ょ

う

・

5
1
z
e
-
-
L
E
Z
E
s
t--5ミ
5
-
z
z
s
-
z
z
g
Z
E
-
-
1
2
Z三
王
一
三
Z
Z三一r一三
zz--222zzz三一
-
z
z
z
Z
E
-
z一色一

光

一定

俊

民

山
掛

川
縦
一

す
り
な
音
読
し
て
く
れ
た
も

正

JJ

ぬ

ん
ネ
.
若
い
俺
が
ダ
ラ
!
と
、
レ

さん

O

「朝
の
九
時
か
ら
夜
の
八
時
ま
ち
ゃ
惑
い
・
ピ
シ
ッ
と
決
め
よ
う

一

割
で
の
総
行
動
、
仕
事
よ
り
長
か
っ

と
思
っ
た
ネ
」

俊

民
た
り
ど
乙
ん
な
充
実
し
た
日
は
な
亘
の
本
社
前
や
芝
公
図
か
ら

、
か
っ
た
デ
ス
」
「
な
ぜ
か
つ
て
」
野
音
へ
の
デ
モ
、
感
動
し
た
ネ
.

u一コ

古市

持

東

「ソ
リ
ャ

l
、
明
げ
番
の
タ
ク
シ

ζ
の
勢
い
だ
と
、
勝
て
る
と
思
っ

1

(

 

1
.
，

l
の
仲
間
が
ネ
ム
ソ
ウ
な
目
を
と
た
ネ
」

「集
会
後
、
目
黒
の
仲
間

h
1
1
1
1
1

、7
と
新
腕
で
の
チ
ュ

l
ハ
イ
・
う
ま

、、ha.，
F
、

・
v
h

か
っ
た
ネ
・
総
動
行
の
話
が
抑
ん

『目
♂1
4
，

搬

船

で

、

二

宮

ハ

ン

ゴ

・
帰
っ
た
の

ra
p
up‘
竃
潤
は
一
時
で
、
パ
タ
ン
キ
ュ
ウ
。
乙

/
川
a司
唱

4
冒
司

、

4

れ
が
充
実
と
い
う
も
ん
だ
ろ
う

d
z
g
a
s
s
th
曹
司

な
、
サ
ア
、元
気
で
ガ
ン
バ
ロ
ウ
」

z
g
E
Z
E
E
Z
Z
Z
E--z
一三三一三一三
f
z
-
f
z
E
-
z
-F
三一
2
三
三
三
-
Z三
5
2
2
ミ
F
Z
E
-
-
z
-
z
-
Z
E
E
-
2
2

彫

師

、院

院

が

約

一

%

と

と

に

感

動

を

覚

ま

し

た
ω

l
j〉
ミ
ハ相

解
雇
の
不
当
性
は
明
ら
か
な
の

沖
電
気
総
行
動
に
参
加
し
ま
し
に
こ
ん
な
に
時
間
が
か
か
る
と
は

た
。
と
て
も
寒
い
一
日
で
し
た
が
と
て
も
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
抑
屯

争
議
団
の
日
々
の
苦
労
か
ら
す
れ
気
経
営
者
に
対
し
て
本
当
に
心
か

ば
乙
ん
な
寒
さ
な
ん
か
、
何
の
そ
ら
似
の
た
つ
思
い
で
す
。
そ
れ
に

の
.
組
合
の
代
表
で
診
加
し
た
が
し
て
も
争
犠
団
の
方
は
い
つ
も
明

久
レ
娠
り
に
と
も
に
行
動
で
き
た
る
い
で
す
ね
。
生
活
は
と
て
も
厳

し
い
は
ず
な
の
に
不
思
械
で
す

ね
。
真
に
厳
し
さ
を
経
寂
し
た
た

く
ま
し
さ
の
現
わ
れ
だ
と
思
い
ま

す
。と

も
あ
れ
一
目
も
早
い
争
犠
の

解
決
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
.

砂川 保さん

(東京、港区)

〈日1閥1])

ぬ
W
品
輸
窃

沖
電
気
へ
は
、
二
十
五
都
道
府
県

三
十
一
力
所
.
富
士
銀
行
に
は
、
三

十
都
道
府
県
百
八
十
六
力
所
の
抗
犠

-
要
情
行
動
.

配
布
し
た
宣
伝
ピ
ラ
は
、
六
十
万

枚
を
軽
く
こ
し
た
.
ー
ー

「
大
運
動
」
は
、
全
国
の
仲
間
に

支
え
ら
れ
て
大
成
功
し
、
勝
利
へ
の

階
段
を
ま
た
一
歩
の
ぼ
っ
た
.
サ
ア

百
年
こ
そ
〆

253 
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考えるシリーズ

囚

罫~69宅'指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニコース

11・青幸辰イ七左士妥当芸三ーの
ド二ユf トビアd田力、.

1985年 1月 1日

一

一

一

龍

一

作

品

口

一

一

一

一

二

一

一

嚢

一

嚢

嚢

嚢

寧

霊

童

一

重

一

一

重

一

一

一

一
ざ

い

九

時

昨

日

1

q

)

九日

η九
日

忠

一

日

刊

誌

〈

レポーター
〉渡辺秀雄さん(説号

立
五
九
日付

…

報
化
社
会
は
、
パ
ラ
色
な
の
か
、
る
と
い
う
金
子
さ
ん
は
、
今
回
の
シ
ミ
り
は
、
み
か
ん
箱
ぐ
ら
い
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
送
っ
て
お
り
、
を
一
度
に
送
れ
る
)
を
使
っ
て
送
利
用
し
、
国
民
が
そ
の
負
担
を
間

叩
平
均
提
案
件
数
は
凶
百
=
一
+
五

山

そ
れ
と
も
灰
色
な
の
か
。
そ
ん
な
モ
ニ
タ
務
保
も
ミ
ニ
コ
ミ
紙
仲
間
厚
さ
は
そ
の
半
分
ぐ
ら
い
の
大
き
そ
れ
以
外
は
、
も
っ
ぱ
ら
コ
ピ
ー

っ
て
い
る
川
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振
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き
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、
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叩
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。
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っ
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通
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台
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八
角
君
の
漫
画
は
い
ま
ま
で
長
そ
し
て
描
く
人
の
世
の
中
を

い
あ
い
だ
闘
う
労
働
者
を
励
ま
「
見
る
限
」
が
漫
画
に
う
っ
し
出

し
、
ふ
る
い
た
た
せ
て
き
た
。
そ
さ
れ
て
く
る
。
だ
か
ら
そ
の
「
見

の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
も
の
る
眼
」
を
た
え
ず
怒
っ
て
い
く
必

は
、
ま
さ
に
生
き
生
き
と
し
た
問
要
が
あ
る
.
い
つ
も
生
活
の
な
か

い
の
記
録
に
な
る
だ
ろ
う
.

で
学
ん
で
い
る
人
の
商
と
、
学
ん

そ
れ
を
み
て
、
弱
気
づ
け
ら
れ
、
で
い
な
い
人
の
画
は
ち
が
っ
て
い

働
く
者
が
ほ
ん
と
う
に
幸
せ
に
な
る
.
彼
は
い
ま
ま
で
生
活
の
な
か

'
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
闘
い
つ
で
学
び
つ
づ
げ
、

「見
る
限
」
を

づ
け
る
ζ
と
に
な
る
と
思
う
・
張
っ
て
き
た
・
と
れ
か
ら
も
そ
う

函
に
は
そ
れ
を
描
く
人
の
人
格
し
て
い
く
に
ち
が
い
な
い
.
そ
し

が
に
じ
み
出
て
く
る
も
の
で
あ
て
闘
う
労
働
者
を
励
ま
し
つ
づ
り

る
.

る
だ
ろ
う
.
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た
い
と
考
え
て
い

V
ま
す
.
御
協
力
く
だ
さ
い
.

V
電
話
で
も
手
紙
で
も
O
K.

お
父
さ
ん
は
沖
電
気
か
ら
指
名
解
雇

さ
れ
た
中
野
百
合
夫
さ
ん
で
す
。

ワ
イ

ン
を

こ
ぼ
し
た
ら

2
2
-2
5
-
zr
z

・5-三
-r
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-一-ze
--L-z
z
z
-
z
-
z
z
Z
1
z
S
E
E
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S
E
E
r
-三
-
f
三一
r
z
E
r
--Er--L

・5-三
-r
一三
5
z
z
-
r
z

衣
服
、
じ
ゅ
う
た
ん
、
ヵ
l
ベ
を
柔
ら
げ
て
く
れ
ま
す
・

ガ
ン
す
る
よ
う
な
ら
、
ぬ
る
め
の

y

ト
な
ど
に
赤
ワ
イ
ン
を
こ
ぼ
し

お

湯

に

ゆ

っ

く

り

つ

か

る

と

楽

に

飲
む
よ
り
食
べ
ろ

た

ら

、

そ

の

ま

ま

だ

と

シ

ミ

に

な

な

り

ま

す

・
水
分
を
た
っ
ぷ
り
取

る
の
で
、
白
ワ
イ
ン
を
少
し
た
ら
空
腹
で
お
酒
を
飲
む
と
酔
い
が
る
と
胃
の
回
復
も
早
く
な
り
ま

し
て
ふ
き
と
る
と
、
あ
と
が
残
り
早
く
な
り
ま
す
.
脂
肪
分
の
多
い
す
.

ま
せ
ん
・
手
元
に
自
ワ
イ
ン
が
な
も
の
、
消
化
の
よ
い
も
の
を
お
腹

l

n

-

い
湯
合
は
水
で
た
た
き
拭
き
し

に

入
れ
て
か
ら
飲
む
と
一
百
酔
い

[

〈
月

て、

ア
ル
コ
ー
ル
を
取
り
、
後
で
に
も
な
り
ま
せ
ん
.
ま
た
刺
身
の
食
感
の
ふ
ち
な
ど
に
つ
い
た
口

残
っ
た
色
素
を
漂
泊
し
ま
す
.
ツ
マ
な
ど
は
胃
を
浄
化
す
る
の
紅
は
、
あ
ま
り
気
持
ち
の
い
い
も

、一
-

レ

で
、
忘
れ
ず
に
た
べ
ま
し
ょ
う
・
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
・
他
に
色
移

l

l

り
し
な
い
塗
り
方
を
紹
介
し
ま

二
日
酔
い
対
策

ピ
l
ル
を
つ
ぐ

時

、

コ

シ

プ

は

す

.
ま
ず
紅
悠
で
輪
郭
を
は
っ
き

傾
け
な
い
で
、
垂
直
に
立
て
て
静
少
々
、
頭
が
ポ
l
ッ
と
す
る
て
り
描
き
、
輪
郭
の
内
側
を
塗
り
つ

か
に
つ
ぐ
よ
う
に
す
る
と
お
い
し
い
ど
な
ら
、
熱
め
の
渋
茶
に
梅
干
ぷ
レ
ま
す
。
た
っ
ぷ
り
塗
つ
て
は

い
ピ
l
ル
が
飲
め
ま
す
・
適
度
な
し
を
入
れ
た
も
の
か
、
ネ
ギ
と
豆
ガ
l
ゼ
で
抑
え
る
ζ
と
を
繰
り
返

泡
立
ち
は
、
ピ
l
ル
の
香
り
が
逃
腐
の
味
噌
汁
を
飲
む
と
は
っ
き
り
す
.
紅
が
口
ぴ
る
に
な
じ
ん
で
、

げ
る
の
を
防
ぎ
、
ホ
y
プ
の
刺
滋
レ
て
く
る
は
ず
で
す
.
頭
が
ガ
ン
よ
い
色
に
な
り
ま
す
.

①中曽根首相は、軍拡の口ケンな人物。

⑤チュ一口口を飲む人が多くなっています。;
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闘
い
は
じ
め
て

7
度
目
の
正
月

同
国
日
人
目
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結
婚
式

第 69号

ア
ッ
ち
ゃ
ん
に
叩
問

ん
ぺ

百
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7
t
施
園

つ

千

四

畔

あ
匡
月
渚
引

の
路
寸
騨
ハ
川

H
3
児
た

は

塩

川
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高屋修さん
(沖電気争議団)

1985年 1月 1日

一

hE.一
一
日
…
…
・
一
一
程
一
に

2
月
5
日

第
6
回
和
解
交
渉

東
京
地
裁

M

山崎
i

2
月
7
日

東
京
地
裁
弁
論

市
時
間
制
分
1

2
月
W
日

熊
谷
裁
判

日
時
1
M時

2
月
初
日

前
編
裁
判

同
時
間
州
分

1
M山
時
犯
分

通
信
機
三
大
メ
1
カ
の
一
つ
益
、
三
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
一
方
、
解
雇
後
の
職
場
で
は
、
千
人
の
「
支
鐙
す
る
会
」
に
支

沖
電
気
工
業
(
本
社

・
東
京
橋
九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
え
ら
れ
、
行
商
や
本
社
へ
の
抗

本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
二
六
し
て
新
工
場
の
建
般
な
ど

占

居

(

田
中
さ
ん
)
レ
た
り
、
神
議
行
動
な
ど
に
奮
闘
。

二
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
九
O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙

争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
八
二
年
十

一
月
に
、
支
援
共

醤
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」

』之

会
社
は
東
京
地
裁
は
か
四
位
穆
を
取
り
上
げ
る

(浅
利
さ
閥
会
議
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
は

と
称
レ
て
、
千
五
百
人
の

「希

〆

，

r

r

r

f

f

J

背
景
資
本
の
岱
士
銀
行
や
、
神

望
退
職
」
募
集
を
提
案
こ
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

電
気
本
社
へ
の
抗
議
行
動
も
迎

と
退
職
強
要
に
応
じ
な
い
三
百

続
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
.

人
に
、

七
八
年
十
一
月
、
大
企
カ
所
の
裁
判
で
も

「
指
名
解
雇
ん
、

中
山
さ
ん
)
な
ど
の
、
暴
裁
判
所
で
は
、
八
四
年
五
月

業
で
は
三
井
三
池
争
犠
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
挙
が
続
行
。
か
ら
裁
判
と
併
行
し
て
和
解
交

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
屈
を
意
識
改
革
を
す
る
ζ
と
」
と
在
沖
電
気
争
犠
団
の
七
十
一
人
渉
も
始
ま
り
、
山
場
を
迎
え
た
。

強
行
。
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、

言
.
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
二
四
の
県
評
、
三
千
あ
な
た
も
、
沖
電
気
の
仲
間

百
億
円
近
い
史
上
最
高
の
利
視
し
て
解
題
し
た
ζ
と
も
明
白
。
を
超
え
る
支
疲
労
組
や
一
万
四
に
烈
い
連
帯
を
〆

256 

お
年
は
、
国
連
の
青
年
の
年

が
ん
ば
れ
日
本
の
青
年
た
ち

二
百
数
十
人
の
家
肢
の
生
活
と

闘
い
を
支
え
る
た
め
に
は
、
財
政

活
動
が
第
一
。
物
品
販
売
で
は
、

支
媛
の
箆
が
り
と
と
も
に
、
毎
年

売
上
げ
が
伸
び
て
、

沖
電
気
の
仲

間
を
大
い
に
励
ま
し
て
い
ま
す
.

全
国
の
伸
聞
の
み
な
さ
ん
、
御

協
力
、
あ
り
が
と
う
・
七
番
目
の

正
月
を
元
気
に
迎
え
ま
し
た
。

爆
発
的
に
売
れ
た
ピ
l
ナ
ツ
で
す
.



1985"奪三2月 1 日

5万人の「支援する会」を

私たちは生きる楢判、働〈憎利を守るために沖

電気の仲間を物心両面から励まし、必ず勝手IJさせ

たいと思います。困艇な長期の闘いも予想されま

すので、一人でも多〈の方がこの 「会J に加入し

全面勝利を闘 L、とるまでご支援 〈ださるよう 心か

らよびかけます。(r支援する会」よびかけより)

会費 1口 200円/月

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュースl!B70l!i-(1 ) 

む
だ
り
の
白
骨
が
は
じ
ま
っ
た
・
雄
内
情
夫
は
怒
り
に
ふ
る
え
な
が
合
わ
せ
た
ら
示
知
し
な
い
ぞ
H

」

退
職
強
要
を
さ
れ
た
の
は
そ
う
い
ら
ど
な
り
か
-
足
し
た
・
魂
ま
で
会
社
に
負
げ
た
わ
げ
で

う
時
だ
っ
た
・
「
沖
電
気
の
ひ
ど
い
や
り
方
は
許
は
な
い
、
沖
電
気
に
対
す
る
く
や

多
く
の
仲
間
が
会
社
の
攻
容
に
せ
な
い
・
ど
う
決
位
す
る
か
見
届
し
さ
は
必
ず
附
ら
し
て
や
る
、
と

耐
え
て
が
ん
ば
っ
て
い
た
・
そ
の
け
る
ま
で
、
東
京一
を
離
れ
な
い
」
思
い
つ
づ
け
て
き
た
・

「私
は
か
な
ら
ず
職
場
へ
も
ど

仕
事
だ
っ
た
。
と
と
ろ
が
機
種
移
中
に
褒
も
い
え
「
安
に
ま
で
か
い
の
よ
う
な
自
に

り
ま
す
」
.
市
川
美
佐
子
か
ら
気
管
な
ど
会
社
の
都
合
で
、
無
線
機
雄
喜
夫
は
当
時
を
思
い
出
し
て

迫
の
あ
る
こ
と
ば
が
、
ど
と
で
で
憾
の
銅
盤
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
職
「
労
働
者
だ
か
ら
、
仕
事
の
ζ
と

L
L釘
F
ふ

み
-
滑
・

住

町

内

J

も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
へ
と
仕
事
が
か
わ
っ
ぺ
で
考
え
こ
ん
で
、
自
信

Z
E

i
-
-
-1tiki
一

〓

1

・
也
事

E
旨

E
咽
h~U43
u
u
m
A
菅田，、川‘.品、.

筒
た
た
き
と
い
最
重
で
「
み
ん
な
が
や
っ

5
5
2った
」
と
い
乏
何
人
も

等

三

遊

ヰ

、

4
て

沖
電
気
を
や
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
か
ら
」
と
、
職
極
変
更
に
よ
る
教
の
人
が
プ
ラ
イ
ト
を
傷
つ
り
ら
れ

た
夫
、
焼
輝
夫
の
く
や
し
い
思
い
育
を
充
分
受
げ
る
ζ
と
も
な
か
っ
て
職
湯
を
去
っ
て
い
っ
た
の
だ
・
新
し
い
仕
事
を
開
閉
す
気
分
が
出
は
、
あ
ま
り
に
も
低
す
ぎ
た
・
雄

も
彼
女
は
背
負
っ
て
い
る
の
だ
。
た
・
先
輩
に
自
宅
ま
で
来
て
も
ら
自
律
神
経
失
調
症
に
な
っ
て
部
て
き
た
の
は
二
カ
月
た
っ
て
か
ら
喜
夫
は
職
場
を
奪
わ
れ
た
悲
惨
さ

っ
て
勉
強
し
た
り
し
た
が
、
は
じ
屋
に
と
じ
ζ
も

っ

て

し

ま

っ

た

彼

だ

っ

た

。

を

怒

り

を

も

っ

て

味

わ

っ

た

・

市
川
雄
wu
夫

(
引
歳
)
は
福
島
め
て
の
仕
事
で
、
プ
ロ
の
人
た
ち
に
、
際
長
か
ら
電
話
が
か
か
っ
た
・

日
明
初
は
配
電
盤
の
配
鰍
を
す
る
こ
年
後
、
知
人
に
約
わ
れ
て
ア

県
の
工
業
高
校
を
卒
え
、
昭
和
四
に
つ
い
て
い
く
の
は
大
変
な
ζ
と
「
仕
事
は
み
つ
か
っ
た
か
」
仕
事
だ
っ
た
・
零
細
企
業
で
給
料
パ

1
ト
の
近
く
、
「
金
型
」
を
造
へ
深
い
理
解
を
も
っ
て
く
れ
て
い

十
七
年
に
沖
電
気
品
川
事
業
所
へ
で
あ
っ
た
。
「
田
舎
へ
帰
っ
た
方
が
い
い
」
は
手
取
り
八
万
円
に
し
か
な
ら
ず
る
仕
事
に
か
わ
っ
た
・
保
育
園
へ
た
が
、
仕
事
が
忙
し
く
て
、
現
実

入
社
し
た
。
や
が
て
、
彼
の
仰
は
み
ん
な
か
「
奥
さ
ん
に
も
会
社
を
や
め
る
よ
首
を
切
ら
れ
た
饗
と
生
れ
た
ば
か
子
供
を
送
り
迎
え
す
る
の
に
便
利
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。

ク
ロ
ス
バ
ー
交
換
機
の
調
態
が
ら
離
れ
た
所
に
お
か
れ
、
本
を
腕
う
に
言
っ
て
く
れ
」
り
の
子
供
の
三
人
生
き
て
行
く
に
な
よ
う
に
と
、
経
営
者
も
神
争
駿
い
ま
は
電
力
会
社
の
制
御
機
舘

の
澗
獲
を
や
る
会
社
へ
落
ち
つ
い

た

。

全

国

各

地

へ

出

湿

し

て

現

地

」

ん

で

の

仕

取

が

多

い

が

、

争

続

団

の

や

姿
を
か
か
え
て
い
言
分
の
環
境

4

を

、

洗

い

ざ

ら

い

説

明

し

て

あ

る

あ

の
で
上
司
は
伺
か
と
便
宜
を
図
つ

て
く
れ
る
・
疫
の
争
議
団
ぬ
と
し

い

沖
電
気
で
夫
婦
と
も
川

て
の
日
一
躍
を
優
先
し
て
、
仕
事
の

川

働
い
て
い
ま
し
た
・
河
毎
日
月
、
仲
沼
気
の
首
切
り
で
、
雄
川

方
を
調
整
し
て
し
ま
う
乙
と
が
多

川

喜
夫
さ
ん
は
「
希
望
退
職
」
。
美
佐
子
さ
ん
は
指
名
解
雇
撤
い

い・

川
田
闘
争
に
。
五
歳
の
明
日
寄
ち
ゃ
ん
と
三
人
家
族
。

雄
喜
夫
は
、
低
気
の
知
識
を
活

?
i
z
-
-
E
2
1
5三
F
E
E
t
-z-25-ZEE-ミ
E
Z
E
E
-
f
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か
せ
る
今
の
仕
事
に
や
り
が
い
を
思
っ
て
い
る
"
そ
の
た
め
に
も
袈
来
る
よ
う
に
屋
外
で
の
「
平
和
映

も
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
会
社
や
の
職
場
復
帰
に
か
げ
る
期
待
が
大
画
会
」
、
な
ど
成
功
さ
せ
て
い
る
。

同

僚

に

迷

惑

を

か

け

な

い

で

仰

い

き

い

の

だ

・

日

附

日

だ

と

い

う

の

に

、

ひ

つ

っ
ぱ
い
仕
事
に
打
ち
ζ
み

た

い

と

き

り

な

し

に

電

話

が

か

か

っ

て

き

て
、
テ
キ
パ
キ
と
受
り
答
え
し
て

れ
1
r
p
も

作
A
FJ

向
い
ENd-
h
E

い
る
彼
を
、
安
の
奨
佐
子
は
頼
も

t

;
?一
日
一
一

y
:
i

レ
げ
に
み
つ
め
て
い
た
・

A
日
U

治
せ
れ
ば

(霊)

そ
し
て
、
雄
喜
夫
は
静
か
な
口
は
ね
か
え
す
と
き
だ
l
lと
.

一
部
峨
労
、
部
教
組
、
東
京
土

…

劇
だ
が
、
舶
を
と
め
て
括
る
。
彼
は
沖
市
気
の
職
旧
制
を
想
わ
れ

…
建
全
逓
自
然
、
リ
y
カ
l
…

|
|
世
の
中
が
ど
ん
ど
ん
百
へ
動
た
く
や
し
さ
を
吹
き
と
ば
す
よ
う

…
ミ
シ
ン
な
ど
、
組
合
機
関
紙

…

い
て
い
る
、
臨
調
行
革
に
よ
る
「
合
に
、
地
域
に
ど
っ
し
り
と
綬
付
い

…
で
沖
電
気
争
識
を
と
り
あ
げ

…

理
化
」
、
そ
し
て
伎
術
革
新
の
な
た
活
動
を
続
け
て
い
る
.

一
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
と

…

か
で
、
働
く
者
へ
の
し
わ
ょ
せ
が
青
年
か
ら
八
十
歳
を
す
ぎ
た
お

一
ざ
い
ま
し
た
・
迎
世
間
を
強
め

…

は
げ
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
今
年
寄
り
ま
で
抽
出
め
て
の
ダ
ン
ス
パ

…
共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

ζ
そ
、
民
主
勢
力
が
力
を
つ
け
て

1
テ
て
維
で
も
気
軽
に
参
加
出

r:ji---iji---il--L

肩
た

病た
気き
tz:で、
悩
み

£ 

首切リ語~A祉会を
沖電気の「合理イヒ」で職場を奪われたが、

妻の指名解雇撤回闘争を一緒に闘う。

(31歳)さ
ん夫ぉ

τ=量~

~ 
I=t 
き

雄JII 市げ
通
信
俊
三
大
メ
l
カ
の
一
つ
益
、
三
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、

一
方
、
解
雇
後
の
殿
場
で
は
、

神
電
気
工
業
(
本
社

・
東
京

・

九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
こ
し
て
新
工
場
の
建
股
な
ど
・
回
(
回
申
さ
ん
)
し
た
り
、
沖

七
O
償
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
九

O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
議
の
裁
判
傍
糊
を
理
由
に
、

営
危
犠
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
う
.
会
社
は
東
京
地
裁
は
か
四
仕
郁
を
差
別
す
る
な
ど
の
、
見

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の

「符

r

f

J

'

望
退
職
」
藷
却
を
健
案
乙
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

と
退
職
強
嬰
に
応
じ
な
い
三
百

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
カ
所
の
裁
判
で
も

「指
名
解
服
せ
し
め
を
強
め
、

「合
理
化
」

撲
で
は
三
井
三
池
争
犠
以
来
、
の
狙
い
は
、
成
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る
。

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
庖
を
意
議
改
革
を
す
る
こ
と
」
と
賑
沖
む
気
争
織
団
の
七
十

一
人

強
行
。
そ
の
後
の
神
電
気
は
、
言
-
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
の
四
千
を
超
え
る
労

百
億
円
近
い
史
上
段
目
の
利
視
し
て
解
届

kι
と
と
も
明
白
.
組
や
、
一
万
四
千
人
の
「
支
綾

す
る
会
」
に
支
え
ら
れ、

八
二

年
十
一
月
に
は
、
支
媛
共
闘
会

械
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

作
っ
た
.

八
四
年
秋
に
は
、
全
国
規
模

の
運
動
|
=
一
十
六
都
道
府
県、

二
O
ニ
カ
所
で
忽
士
銀
行
、
沖

電
気
へ
の
行
動
。
四
十
万
人
の

磐
名
な
ど
ー
を
成
幼
さ
せ
、
仕

取
差
別
を
や
め
さ
せ
る
な
ど
の

成
果
を
勝
ち
取
っ
た
.
東
京
地

裁
で
の
和
解
交
渉
も
、
い
ま
山

協
を
迎
え
て
い
る
.

E
'

ほ
ん
と
う

偶
蹄

』

ヒ

の
シ
ャ
カ
の

3
・
-
」

仏
法
、
奇
蹟

吋

U
色

叫

を
生
む
震
力

胸
、
定

rを
持
つ
宗

、dh川
教
、
生
き
た

ae

掃
磁

仏
さ
ま
に
、

同
僚
お
ね
が
い
で
き
る
.
ー
を

宣
伝
文
句
に
阿
合
宗
(
あ
と
ん

レ
ゅ
う
)
と
い
う
宗
教
団
体
が

ラ
ジ
オ
や
雑
誌
で
名
を
売
っ
て

い
る
・
V
そ
の
宗
教
団
体
の
道

場
(
三
千
人
は
収
容
)
が
沖
電

気
争
犠
団
事
務
所
前
に
建
股
が

進
ん
で
い
る
.
隣
媛
す
る
マ
ン

シ
ョ
ン
の
綴
営
者
や
学
校
、
住

民
は
三
回
の
静
か
な
環
焼
の

と
と
ろ
へ
出
現
す
る
H

宗
教
H

に
協
犠
会
を
作
り
、
対
策
を
統

げ
て
い
る
V
騒
音
、
日
照
、
そ

し
て
宗
教
そ
の
も
の
に
つ
い
て

.
沖
電
気
争
諮
問
も
含
め
て
、

道
樹
へ
の
見
学
も
行
っ
た
.
体

が
く
っ
つ
く
ほ
ど
ビ
y
シ
リ
入

っ
た
泊
財
で
、
削
始
者
は
「
世

界
平
和
は
、
お
題
目
だ
け
で
は

だ
め
だ
、
実
践
が
必
要
.
近
隣
の

人
た
ち
と
の
友
好
も
必
要
」

と
脱
い
て
い
た
が
、
税
教
だ
け

で
は
駄
目
だ
.
実
践
し
て
ほ
し

い
、
が
参
加
者
の
聞
だ
っ
た
.

盤
感
を
使
っ
て
.
(
松
臨
時
)

257 
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考えるシリーズ

図

鋼1170宅曹指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

た
.
人
間
と
人
間
の
間
だ
げ
で
な

く
、
人
間
と
自
然
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
も
健
実
に
少

な
く
な
っ
て
来
ま
し
た
.

私
は
、
今
の
日
本
の
社
会
シ
ス

テ
ム
で
の
、
情
報
化
は
、
増
々
、

国
民
と
、
大
企
業
と
の
矛
盾
を
深

め
ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
.

大
企
業
は
今
、
も
の
す
と
い
動
い

で
、
情
報
化
を
推
し
進
め
て
い
ま

一
也
公
社
が
今
年
四
月
か
ら
民
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
を
進
め
る
部
門
一
の
労
働
者
を
整
理
し
た
」
と
、
格
化
し
て
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
も
向
上

1
の
世
界
で
す
・
そ
レ
て
、
段
適
す
・
そ
れ
は
同
時
に
、
白
か
ら
の

蛍
化
さ
れ
る
・
電
電
民
蛍
化
後
の
で
、
働
ら
い
て
い
る
一
労
働
者
の
濠
語
し
て
い
ま
し
た
・
半
年
が
か
し
て
、
と
の
傾
向
を
増
々
、
増
強
解
し
か
出
し
ま
せ
ん
・
実
に
簡
単
墓
穴
を
掘
り
進
め
て
い
る
ζ
と
で

い
わ
ゆ
る
C
&
C
(
コ
ン
ビ
ュ

l

立
場
で
、
日
頃
、
感
じ
て
い
る
ζ

り
で
、
あ
る
設
計
見
積
り
プ
ロ
グ
し
て
い
ま
す
・
そ
し
て
、
皮
肉
に
に
解
が
出
ま
す
・
苦
レ
み
や
、
悩
も
あ
り
ま
す
・

タ
&
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
)
取
と
を
述
べ
て
み
た
い
.

ラ

ム
を
開
発
す
る
と
、
「
お
か
げ
も
、
そ
れ
を
巡
め
て
来
た
.
N

E

み
が
あ
り
ま
せ
ん
.
感
情
が
あ
り
現
状
の
ま
ま
、
情
報
化
が
進
む

幾
に
、
米
国
I
B
M
、
ア
メ
リ
カ

.

さ
ま
で
、
私
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
、
C
の
職
場
も
、
十
年
、
い
や
五
年
ま
せ
ん
.
不
思
議
な
も
の
で
、
コ
と
増
々
、
労
働
争
議
が
続
発
し
、

電
信
電
話
会
祉
を
は
じ
め
、
日
本

首

切

リ

の

J
一
一
人
別
の
所
に
配
置
変
え
で
き
ま
で
大
き
く
塁
り
し
ま
し
た
園

ン
ビ
ュ

1
5か
り
使
っ
て
仕
事
闘
う
労
働
者
の
姿
に
触
発
さ
れ
、

以
純
一
討
u
h
H

塩
具
と
友
一
U
U
」し見
U

H

何
人
閣
の
ゆ
を
;
、
二
日
目
九
日
幻
一
M
M
一討はい日

N
E
C
も
、

今
年
は
総
て
の
企

コ

を

ふ

で

考

会

の

き

見

て

プ

ヲ

lcZ7i
で
は
ど
病
を
持
思
わ
れ
ま
す
・

持]イ
h
M
M
U
蝕
む
目
時
わ
れ
七
一
一
抗
日
一
日
ι
H
u
l
u
u

コL
t
s
t
タ
い約一一料一一日

争
に
勝
ち
ぬ
く
為
の
「
企
業
体
質
で
は
、
必
ず
、
人
ベ
ら
し
、
合
理

会
社
に
出
向
さ
せ
た
り
、
千
臣
官
切
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
世
界
は
、
。
、
す
が
、
深
刻
な
問
題
だ
と
思
い
ま

の
強
化
」
と
称
す
る
労
働
者
締
め
化
の
迫
只
と
し
て
使
わ
れ
る
・
私
っ
た
り
し
て
、
切
り
捨
て
て
い
く
。

「矧

---
E
L
F
7一
す
・

-J
R
こ
k
u
E
O

付
け
が
始
ま
っ
て
い
る
・

の
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
あ
る
鉄
工
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
が
、
コ
ン

「
同
一
此
一

a
E凹

情
報
化
社
会
と
は
何
な
の
か
・

関
係
の
大
手
メ
ー
カ
ー
は
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
で
す
・
霊
雪
、
コ

一

U
一
i

二

-三

N
E
Cの
職
場
で
、
他
の
企
業
の
ピ
ュ

lタ導入
に
よ
り
コ
一
一
分
の
ン
ピ
ュ

la、
高
性
能
、
標

的

嗣
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U
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ま
reの高最上史

わ
た
し
の
意
見
は
三
=
三
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本

さ
¥
日
本
電
気
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
/

ん

/

利

用

技

術

。
斜

歳

¥

多

謙

c
o
v
C社会一旬、
J

コ
}
一
三
午
Y
S
M

一

を
失
ク
，

V
泉
克
膚
さ
ん

(広
島
)

広
島
菜
.

V
南
部
法
律
事
務
所

ク
y
キ

ー
一
箱
.

日
本
電
気
の
町

光
と
陰

側

皮
肉
な
と
と
に
、
電
語
や
、
テ
日
本
電
気

(N
E
C)
は
、
通

レ
ピ
会
援
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
l

信
機
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、

電
子
部

シ
ョ
ン
、
ッ
l
ル
の
発
展
と
反
化
品
の
二
兆
円
企
業
だ
・
そ
の
大
企

例
し
て
、
人
間
の
廷
の
コ
ミ
ュ
ニ
楽
に
働
く
伸
聞
か
ら
見
た
N
E

C

ケ
l
シ
ョ
ン
が
、
失
な
わ
れ
つ
つ
が
こ
の
本
で
あ
る
。
解
回
、
健
康

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
.
手
紙
を
破
壊
、
低
賃
金

.
晴
や
か
な
エ

普
い
て
、
自
分
の
意
思
を
相
手
に
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
説
、
そ
こ
で

伝
え
た
り
・
面
制
酬
を
通
し
て
の
、
働
く
伸
聞
の
告
発
に
は
、
迫
力
が

お
互
い
の
、
感
情
の
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
.
あ
な
た
も
、
ぜ
ひ
一
統
を
.

級
会
が
少
な
く
な
っ
て
来
ま
し

注
文
は
、
沖
・
支
援
す
る
会
へ
.

V
東
京
合
同
法
律
事
務
所

V
米
国
義
広
さ
ん

(
広
島
市
職

V
北
村
利
夫
さ
ん

(
東
京
・
港

V
運
輸

一
般
神
田
支
部

V
東
経
大
(
八
王
子
)

コ
ー
ヒ
ー
。

お

菓

子

。

労

)

広

島

菜

・

区

議
会
開
地
内
H
)

ぶ

た

肉

。

せ

っ

け

ん

・
き
し
め
ん
・

吉
本
・

V
都

民

中

央

法

律

事

務

所

主

「

草
T
さ
ん

g

E港
地
区
委
員
会

問

剥

網

開

輔

副

趨

舗

闘

訓

腿

コ
ー
ヒ
ー
。
ピ
l
ル
ほ
か
。

衣

類

な

ど

。

キ

ウ

イ

一

箱

・

8
E
E自
B盟
国
国
自
由
置
圃
園
田
盟
国
自

E
E
E

V
鎌
田
弘
之
さ
ん
(
摘
さ

V
全
国
税
、
芝
分
会

(
東
京
)

V
恩
田
耕
一
郎
さ
ん
(
東
京
都

V
引例年
の
年
末
行
聞
の
地
方
発
賎
団
員
を
感
激
さ
せ
ま
し
た
・

衣
類
な
ど
。

消
酒
・

議

会

織

品
)
ウ
イ
ス
キ
ー
・

送
の
梱
包
荷
作
り
を
、
汐
留
駅
「
一
緒
に
作
業
し
て
、
述
帯
感

ヤ

a
v
a師
事
金
田
W

3
7
7
2
1

汗
刈
パ
オ
ー
バ
ー
い
は
汁
ミ
ゴ
ワ

日
本
電
気
は
日
目
指
の
本
社
ピ
ル
も
計
画
↓
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V
下
村
三
郎
さ
ん
(
金
金
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ヘ
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さ
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1985年 2月 1日支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)，巨'70号(3 ) 

(岡酬橋重 酬~\

日
大
医
学
部
盤
形
外
掛
腰
痛

へ川

JX
U
え
μ・'
t
t
A
4

教
室
グ
ル
ー
プ
で
は
、
腰
痛
に
叫

!

μ
 

F
む

は
「
般
の
そ
り
が
段
も
恕
く
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
姿
勢
を
保
つ

(
リ
ヌ
同
町

J
A
こ
と
、
適
度
の
運
動
、
特
に
腰

「
M
H

筋
強
化
運
動
が
大
切
」
と
お
し
・

i
h
d
Y
1b

え
て
い
ま
す
.

ーみ
h
-
4
α
4

人
聞
は
、
脊
椎
の
形
は
般
か
山

1

ら
見
る
と
皇
字
に
な
っ
て
い
て

ト

サ
4
9
z
u
u

剛

臨

む

υU4
こ
の
た
め
蓄
が
慈
く
な
る
と

九
目
、
・

-
VF
K
Q手
形
の
た
め
富
に
変
化
が

川

却

げ

れ

v
d
E
1
起
き
、
腰
痛
を
生
じ
ま
す
・
特

ち

闘

入

f
v、

に
脊
維
を
支
え
る
筋
肉
が
世
間
ち

・

持

を

を

を

ざ

力

〉

て

く

る

と

股

が

出

た

姿

勢

と

な

…

物

ひ

に

仁

り

、

腰

の

そ

り

(脊
推
の
構
造

ク

に

〈

の

う

ち

下
の
部
分
に
当
り
前
方

』

ツ
因

:

E

ギ

原

)

「

F

溢
血
し
て
い
る
)
が
強
く
な
J

Z

W寸
三

、
と
れ
が
需
を
起
ζ
す一

叩

勢

起

;
(
、
b
口
U
O
海
の
原
因
と
な
り
ま
す
・

伸
一
昨

ひ

と
の
阪
の
そ

2
g関
連

一

ζ

リ

あ

る

も

の

は

腹

筋

力

の

低

下

で

川

腹

筋

に

力

を

と
の
た
め
腹
筋
の
強
化
が
腰
痛

~

を
予
防
す
る
と
と
に
な
り
ま

入
れ
て
・
・
・

す
.
ま
た
、
物
を
持
ち
上
げ
る

川

さ
て
、
日
常
の
生
活
、
大
切
時
に
は
、
ギ
y
ク
リ
腰
に
な
ら

h

な
仕
事
を
や
り
疲
く
恕
欲
に
障
な
い
よ
う
に
「
腹
筋
に
力
を
入
.

害
と
な
る
腰
痛
は
、
大
抵
の
も
れ
」
て
膝
(
ひ
ざ
)を
曲
げ
な
が

れ

の
は
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
ら
の
盗
動
を
と
る
と
と
で
す
・

き
、
医
師
の
治
療
を
う
げ
な
く
(
出
典
は
日
大
医
学
部
盤
形

制

と
も
治
す
ζ
と
が
で
き
ま
す
.
外
税
腰
痛
教
室
グ
ル
ー
プ
)

換
帯
識
拶
織
W
ぬ
轡
品
轡
織
轡

「
町

品

Z
JhfilMげは
h
U
1

…

i

i

j
i
=

支
部
)

一

、

r
?寸
ド
ト
F
K

一
日
本
の
大
会
今
日
産
M

と
闘
う

川

ク

イ

ズ

当

選

者

一

重

量

完

(沖
電
気

争

章

一

vurNU
一
仲
間
が
、
議
合
と
は
何
か
。

一

=

-

I
I
l
-
Il
l
i
-

-星
野
和
俊
さ
ん

(群
馬
)

一

.
町
叶

l
川
」

一
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
.
働
く
者
の

川

一一、，
E

一

争
正

提

言

廃

絶

」
で
し

・
中
根
宣

言

(日
本

海

竺

示

通

a
一
生
活
と
織
利
害
る
た
め
に
、
ぁ

…

た
・
次
の
み
な
さ
ん
に
、
図
曾
券
定
職
組
芝
浦
支
部
)
一

F
u
h
l町
臥
血
副
和

一
な
た
も
連
帯
の

一
冊
を
/

密

O
U

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
・

-
松
本
豊
さ
ん
(
東
京

)
r
i
l
l}
{
}
l
1
1
1〈
し
四
六
一
一
|
一
一
四

1
0四
八
九
・

-
大
熊
憎
さ
ん

(
崎
玉
)

.
松
本
秀
子
さ
ん

(東
京
)

・

幽

国

明

開
脳
田
園
田
監
露
間
け
t
則
B
E
E
t
-田

.

-
Z一一郎
さ
ん
(
東
京
交
通
労
ま
ち
が
い
の
中
に
は

「
カ
ク

…

木

争

闘

幽

翠

軍

国

喝

一

組

事

務

部

)

へ

イ

キ

ゼ

ッ

ハ

イ

」

「

カ

ク

へ

イ

…

厚

闘

闇

閣

制

圃

喝

、
常

一

T

F産
主

ん
(
岩
手
)
キ
ハ
イ
キ
」
な
ど
が
あ
り
き
だ

屋

倒

噂

画

罵

繍

羽

詰

?

ん

(

郡

富

山

口

弓

」

に

と

が

…

日

韓

蹴

闘

関

川

出

…

.
松
本
梅
子
さ
ん
(
都
職
労
目
黒

沖・支援する会の望年会は
114人が参加。佃 12制

あ
な
た
は

も
う
老
人
?

長
時
間
同
じ
姿
勢
で
い
た
り

悪
い
姿
勢
で
仕
事
を
す
る
と
腰

が
痛
み
ま
す
・
乙
れ
が
わ
ず
か

な
時
間
内
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、

二
、
三
目
で
治
っ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
仕
郁
で
毎
日
の
よ
う
に

H

惑
い
襲
帆
ヂ
を
し
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
し
た
ら

慢
性
の
腰
痛
に
な
り
ま
す
.

腰
痛
は
、
お
年
寄
り
の
病
気

み
た
い
で
す
が
、
近
と
ろ
は
若

い
ひ
と
の
中
に
も
n
腰
が
痛
い
川
H

と
言
っ
て
お
尻
の
上
を
た
た
い

て
い
る
光
債
を
よ
く
見
ま
す
。

デ

l
ト
の
取
中
に
腰
が
痛
い
か

ら
、
と
お
尻
を
ト
ン
ト
ン
ト
ン

ト
ン

.

ベ

ン

チ
で
日
な
た

ほ
っ
と
を
楽
し
む
お
年
寄
り

が
、
お
尻
に
手
を
や
る
あ
な
た

の
姿
を
見
て
H

連
帯
感
H

を
も

つ
か
も

殿
、三(2):::87
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h
a
E

在
の
神
電
気
争
犠
の
闘
争
過
程

川

k
、

回
・
・
・

は
ま
さ
に
こ
と
に
き
て
い
る
と

川

h--------・

思
い
ま
す
・

川
ロ
月
υ
同日

ソ一
丁
支
媛
す
る

・
・
・
・
司
喝
場
切

っ

ぺ

一

条

の

光

を

、

全

員

職

場

復

川

会
忘
年
ム
『

同
・
司

J--t

帰
完
全
勝
利
と
い
う
大
き
な

1
5日
仕
事
差
別
事
件

一

・

圃

¥

一一
て

利

の

光

に

す

る

た

め

に

も

と

れ

川

と
の
目

2見
の
仕
事
に
・

1
4・
・
・
E
F
Vf

f
F

ま
で
以
上
に
支
般
の
輸
を
大
き

川
ロ
月
門
日

日
本
テ
レ
ビ
争
誠

一

4
aRM切

く
広
げ
闘
い
を
発
展
さ
せ
な
け

川

最

終

義

aE'tJ-F量
れ

ば

な

り

ま

せ

ん

a

沖
電
気
は
川
ロ
月
引
日

大
日
本
印
刷
争
議

一

f臨
も

と

よ

り

?

に

労

働

者

川

東
京
地
裁
で
震

i
a
p

の
首
切
り
の
自
由
は
認
め
さ
せ
川

ロ
月
白
日

池
貝
鉄
工

・
団
結

O
A
-
デ
ー
タ
通
信
機
践
の
保
は
、
団
体
交
渉
の
府
上
、
「
懲
戒

由

沖
電
気
争
援
団

・
家

族

の

み

な

い

闘

い

が

、

白

要

で

あ

り

ま

川

も
ち
つ
き
大
会

円い均九日
l
u
u
諮問十九一日一っさで

一
一一一位
l
i
M
都
人
ベ
ら
し
「
合
理
化
」
に
反
対
し

一錨
一
詩
句
長
一寸目

支援する会望年

九
月
に
、
板
童
文
契
と
い
う
郵
私
逮
は
こ
の
問
、
東
京
都
労
働

一

帰
完
全
勝
利
お
め
で
と

2
心

一

沖

一

主
主
義
を
守
る
闘
い
と
結
合
さ

つ

月

百

「
菌
さ
せ
る
会
」

軒
川
町
村
詩
み
は
は
レ
計
一

一
同日一
H
u
h
-
祈

民
主
主
義
を
守
ろ
う
一竺

一
日
刊
誌
錦
川
町
長
話
れ

あ
し
か
ら
始
ま
り
、
団
交
喜
・
う
と
共
に
、
港

・
千
代
田

・
中
央

m

争
騒
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
す

E

a

き
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま

川

告
笠
宮
・

従
業
員
組
合
の
デ
ッ
チ
あ
げ

・
主
の
各
区
労
協
を
は
じ
め
、
全
金
や

一

ぐ
の
集
会
で
中
山
代
表
(
沖
電
歩
を
あ
る
き
だ
す
た
め
に
み
な
を
歩
く
様
な
闘
い
の
な
か
で
多
れ
ま
で
の
先
の
見
V

え
な
い
暗
い
す
・

川

任
か
ら
平
に
降
格

・
事
務
職
や
営
争
犠
団
の
皆
さ
ん
の
支
回
躍
を
受
け

一

気
争
議
団
)
が
あ
い
さ
つ
の
な
さ
ん
の
知
恵
を
か
し
て
も
ら
い
く
の
支
療
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
闘
い
に
や
っ
と
一
条
の
光
が
見
争
援
団
員
の
み
な
さ
ん
が
健

川

警
ン
等
ド
ラ
イ
バ
ー
量
っ
た
な
が
ら
社
前
暴
行
動
車
ね
、

一

か
で
雷
わ
れ
た
「
代
表
に
は
な
た
い
」
と
、
雷
わ
れ
た
震
が
と
は
更
団
員
の
み
な
さ
ん
え
て
き
た
所
だ
と
思
い
ま
す
・
康
で
し
か
も
笑
顔
で
い
き
い
き

川

事
も
な
い
人
を
機
械
盤
備
や
保
守
団
体
憎
む
名
行
動
で
は
一

0
0
0回

一

っ
た
が
何
か
ら
、
ど
う
手
を
つ
今
で
も
私
の
記
憶
に
鮮
明
に
残
は
常
に
不
安
に
さ
ら
さ
れ
て
い
苦
か
ら
H

十
毘
の
泊
は
九
里
を
と
御
活
組
を
さ
れ
る
ζ
と
を
祈
川

マ
ン
(
峨
俗
の
定
期
点
検
や
修
理
体
を
越
え
る
署
名
が
、
集
ま
り
ま

一

け
ど
う
進
め
て
い
げ
ば
良
い
の
っ
て
お
り
ま
す
・
こ
れ
ま
で
の
た
と
思
い
ま
す
・
し
か
し
今
日
も
っ
て
な
か
ば
と
す
べ
し
H

の
念
申
上
げ
ま
す
。
共
に
が
ん
ば

川

を
す
る
人
)
に
。
ま
た
、
東
京
か
し
た
白

一

か
わ
か
ら
な
い
、
覇
の
第
一
長
い
そ
し
て
真
暗
な
ト
ン
ネ
ル
ま
で
一

人
の
脱
落
者
も
な
く
争
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
が
、
現
皇
し
よ
う
・

(

金

塚

)

川

ら
函
館
へ
の
遺
制
地
配
転
を
強
付
乙
の
隙
な
多
く
の
支
援
に
よ
っ

一
zi
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-
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川

す
る
等
、
第
一
組
合
で
銭
っ
て
い
て
、
昨
年
の
十
二
月
二
十
七
日
に

る
二
十
四
名
の
組
合
口
に
対
す
る
は
、
東
京
地
裁
よ
り
、
「
解
匝
は

中

不
当
労
働
行
為
を
虫
ね
て
い
ま
無
効
」
の
地
位
保
全
仮
処
分
の
決
転
降
格
を
や
め
ろ
」
、
「
切
年
末

A
抗
議
先
V

港
区
西
新
精
子

一

す

・

定

を

勝

ち

取

る

取

が

出

来

ま

レ

以

降

の

一

時

金

を
支
給
」

、

「す

三

六

l
一
新
橋
緩
ピ
ル
新
興

一

そ

し

て

昨

年

の

+

一

月

十

五

日

た

・

べ

て

の

不

当

労

働
行
為
を
や
め
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
代
表
取
締

中

に
は
、
委
員
長
を
含
む
五
名
の
組

ζ
の
地
裁
決
定
を
一
つ
の
足
場
ろ
」
と
、
闘
い
を
前
進
さ
せ
る
決
役
社
長
板
倉
蛍
文
美

雷
四
三

一

合
同
が
、
「
日
年
末

-w年
円

以

期

に

一

月

二

十

五

日

に

は

、

「

金

金

窓

で

す

・

六

l
O六
一
一

由

一
時
金
の
支
払
い
要
求
と
、
不
当
新
興
サ
ー
ビ
ス
争
議
支
要
望
み
な
さ
ん
の
、
御
支
聖
書

A
激

励

号

室
同
じ
・

一

配
転
惚
厨
」
を
求
め
て
指
名
ス
ト
験
」
が
結
成
さ
れ
、
「
五
名
の
不
導
を
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
金
金
新
興
サ
ー
ビ
ス
支
部

雷
四

一

に
入
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
会
社
当
解
屈
を
撤
回
」
、

「
不
当
な
配

す
・

=

一

=

一l
六
三
四
四

国

(4 ) 

五
人
の
解
雇
な
ど
不
当
労
働
行
為

慢強襲)
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新
興
サ
ー
ビ
ス
支
部

持メ示

1985'"奪三2月 1 目

高屋さん
沖
也
気
争
犠
図
、
高
崎
支
部
の
高
屋
修
さ
ん

と
塩
野
厚
子
さ
ん
の
結
婚
式
は
、
一
月
十
五
日
、

高
崎
商
工
会
議
所
の
ホ
l
ル
に
、
三
O
O
人
を

こ
え
る
伸
向
か
診
加
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
・

群
馬
合
唱
団
な
ど
で
、
活
躍
中
の
二
人
と
い

う
こ
と
あ
っ
て
、

式
は

n
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
u

の
よ
う
に
。
岩
手
大
の
後
裁
で
、
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
き
た
が
わ
て
っ
さ

ん
や
、
沖
電
気
争
議
団
の
M

こ
ぶ
し
パ
ン
ド
M

な
ど
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
演
察
.
フ
ィ
ナ
ー
レ
も
高

屋
さ
ん
夫
婦
の
歌
.
参
加
者
全
日
に
は
二
人
の

演
奏
テ
l
プ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
.

ん
さ

合

長

'
d

組

員

川

川

働

委

書

司

労

行

ぶ

訓

湾

執
港

部

E
'
h
本
支

田

明

日

京

会

全東
融
制
団
を
一
本
に
ま
と
め
て
遮
扇

を
す
す
め
で
と
ら
れ
た
中
山
代

表
の
指
導
性
と
団
員
同
意
の
力

強
い
連
宮
市
と
団
結
に
改
め
て
敏

意
を
表
レ
ま
す
.

運
動
の
進
展
状
況
は
、
支
復

す
る
会
ニ
ュ
ー
ス
の
「
は
た
ら

く
」
で
文
、
港
区
担
当
の
市
川

さ
ん
か
ら
報
告
を
受
付
て
お
り

ま
す
が
都
労
蚕
で
の
勝
利
、
地

裁
か
ら
の
和
解
勧
告
等
は
、

ζ
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川

A
百
年
〉

川
1
月
6
回

全
日
自
労
東
京
の

川

旗
ぴ
ら
き
.
乙
の
日
か
ら
た

川

く
さ
ん
の
「
旗
ぴ
ら
き
」
に

川

参
加
.

川

1
月
7
田

島
島
(
東
京
)
支

州

録
す
る
会
幹
事
会
.

川
1
月
間
日

中
央
共
闘
会
議
の

州

都
務
局
及
び
幹
事
会
.

川
1
月
ロ
日

名
古
屋

・
新
幹
線

川

公
害
の
東
京
事
務
所
聞
き
・

、
川

1
月
刊
日

高
屋
さ
ん
結
婚

川
式。

‘
川

1
月
刊
四
日
中
央
区
(
東
京
)

州

支
復
す
る
会
が
宣
伝
行
動
・

川

1
月
門
日

東
京
争
犠
団
の
春

川

闘

討
論
抽
出
ム
有



5万人の「支援する会」を

私たちは生きる僧零IJ、働〈償利を守るために沖
電気の仲間を物心両面から励まし、必ず勝利させ
たいと思います。困難な長期的闘いも予想きれま
すので、一人てるも多くの方がこの 「会J に加入し

全面勝利 を闘いとるまでご支援〈だきるよう 心か

らよびかけます。(r支援する会」よびかけより)
会費 1口 200円/月
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発

行

所
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沖
電
気
争
議
団
平
和
委
員
会
の
事
務
局
長

荒
木

貞
さ
ん
に
聞
く

通
信
繊
三
大
メ
1
カ
の
一
つ
益
、
三
千
人
を
よ
回
る
新
採
用
、
一
方
、
解
服
後
の
職
煽
で
は
、

.す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
一
一

沖
電
気
工
業
(
本
社

・
策
京

・

九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
年
十
一
月
に
は
、
支
援
共
闘
会

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
二
レ
て
新
工
場
の
建
設
な
ど
・
庖
(
田
中
さ
ん
)
レ
た
り
、
神
織
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

七
O
僚
、
一
万
三
干
人
)
は
「
経
九
O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
議
の
貌
判
傍
聴
を
理
由
に
、
作
っ
た
.

蛍
危
媛
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
う
.
会
社
は
東
京
地
裁
は
か
四
仕
事
を
差
別
す
る
な
ど

の

、

見

八

四
年
軟
に
は
、

全
国
規
模

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の

「希

'

J

の
運
踊
=
一
十
六
都
道
府
県
、

ノ

r

r

r

ノ
-
r
s

望
退
職
」
募
集
や
官
提
案
こ
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

こ
O
ニ
カ
所
で

g
士
銀
代
沖

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

電

気

へ

の

行

動

・

四

十

万

人

の

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
カ
所
の
裁
判
で
も
「
指
名
解
雇
せ
し
め
を
強
め
、
「
合
理
化
」
署
名
な
ど
ー
を
成
功
さ
せ
、
仕

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る

.

事

差

別
を
や
め
さ
せ
る
な
ど
の

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
麗
を
意
識
改
革
を
す
る
乙
と
」
と
証
沖
電
気
争
議
団
の
七
十
一

人

成

果
を
勝
ち
取
っ
た
.
東
京
地

強
行
・
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、
言
-
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
の
四
平
を
超
え
る
労
裁
で
の
和
解
交
渉
も
、
い
ま
山

百
億
円
近
い
史
上
飯
高
の
利
視
し
て
解
庖

-Kと
と
も
明
白
.
組
や
、
一
万
四
千
人
の
「
支
媛
場
を
迎
え
て
い
る
・

-
今
年
は
核
廃
絶
へ
む
け
て
の

う
と
い
う
動
き
に
怒
り
を
お
ぼ
え
動
を
や
ろ
'?と
い
う
ζ
と
で
有
志

運
動
が
盛
り
あ
が
っ
て
き
て
い
ま
ま
し
た

・

が

集

っ

て

『

神

電

気

平

和

委

員

会

』

す
が
、
荒
木
さ
ん
は
、
沖
電
気
争
骸
問
中
広
競
争
を
や
め
る
こ
と
に
を
作
り
ま
レ
た
.
街
頭
宣
伝
や
署

搬
図
と
し
て
の
活
動
を
や
り
な
が

よ
っ
て
ア
フ
リ
カ
の
飢
餓
や
、
筒
名
行
動
、
合
宿
学
習
会
、
平
和
ピ

ら
平
和
運
動
へ
も
力
を
入
れ
て
い
祉
の
問
題
も
、
た
ち
ど
と
ろ
に
解
ク
ニ
γ
夕
、
原
水
禁
大
会
へ
の
診

ま
す
ね
・

決

す

る

ん

で

す

」

加

な

ど

の

活

動

を

し

て

い

ま

す

」

「
核
兵
器
は
ど
非
人
道
的
な
も
・
沖
電
気
争
蟻
団
に
は

「平
和

の
は
な
い
レ
、
級
戦
争
で
殺
さ
れ
安
員
会
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

る
の
は
イ
ヤ
ダ
と
い
う
単
純
な
思

す
が
、
出
来
た
キ
ジ
カ
ケ
は
.

い
か
ら
は
じ
め
ま
し
た
・
「
直
接
の
キ
y
カ
ケ
は
一
九
八

震
近
、
事
務
所
の
近
く
に
あ
る
二
年
に
聞
か
れ
た
国
連
軍
縮
総
会

中
学
で
平
和
教
育
の
い
つ
か
ん
と
に
日
本
の
代
表
団
の
一
人
と
し
て

し
て
毎
年
広
島
へ
修
学
旅
行
に
行
診
加
し
た
と
と
。

ζ
の
時
は
私
た

っ
て
い
た
の
が
、
各
方
面
か
ら
ク
ち
一
部
の
人
た
ち
が
入
国
拒
否
に

レ
l
ム
が
つ
い
て
廃
止
に
な
っ
た
あ
っ
て
カ
ナ
ダ
へ
行
っ
て
反
桜
を

と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し
た
.
図
訴
え
て
き
ま
し
た
が

曲
目
館
で
感
四
四
文
集
を
腕
ん
だ
の
で
そ
れ
か
ら
、

沖
電
気
が
ソ
l
ナ

す
が
、
純
粋
な
気
持
で
や
れ
ば
核

l
、
ソ
ノ
ブ
イ、

電
子
機
鰭
な
ど

戦
争
を
起
乙
さ
ず
に
す
む
と
か
、
兵
鰭
の
生
産
を
し
て
お
り
、
日
本

結
婚
し
て
か
ら
も
子
ど
も
に
核
戦
電
気
と
協
同
で
パ
シ
チ
シ
ス
テ
ム

争
の
悲
惨
さ
を
話
し
て
い
き
た
の
開
発
に
た
ず
さ
わ
る
な
ど
、
軍

い
、
な
ど
と
園
田
い
て
い
ま
し
た
.
需
生
産
に
大
き
な
役
割
を
果
し
て

い
ま
、
高
校
生
や
若
い
人
た
ち
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
・

の
聞
に
平
和
運
動
の
芽
が
拡
が
つ

ζ
う
い
う
こ
と
を
話
し
合
う
な

て
い
る
一
方
で
、
そ
れ
を
つ
ぶ
そ
か
で
、
争
犠
団
と
し
て
も
平
和
運

年
間
千
人

』

巴

に

一

人
の
割

E
-ゐ
合
い
で
在
職

叫

似

旬

開

死
亡
が
起
き

旬

、

与

て
い
る
と
い

o
iぅ.
慢
性
化

a-

s‘
し
た
長
時
間

過
密
労
働
で
健
康
の
破
畿
が
進

む
V
国
体
の
サ
y
カ
l
選
手
や

学
生
時
代
に
は
剣
道
部
の
主
将

を
経
験
し
た
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の

死
亡
の
例
も
少
く
な
い
.
二
月

二
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
、

電

機
の
伸
聞
の
「
長
時
間
労
働
の

シ
ン
ポ
ジ
ュ

l
ム
」
で
も
、
多

発
す
る
在
職
死
亡
の
報
告
が
つ

ぎ
つ
ぎ
と
報
告
さ
れ
た
V

「お

父
さ
ん
は
、
会
社
と
結
婚
し
て

し
ま
っ
て
、
家
に
は
ほ
と
ん
ど

帰
ら
な
い
」
と
、
家
庭
破
綾
の

例
も
少
く
な
い
.
ほ
と
ん
ど
の

企
業
は
、

O
A、
F
Aの
導
入

を
進
め
る
一
方
で
、
よ
り
濃
度

の
高
い
仕
事
と
ノ
ル
マ
を
労
働

者
に
抑
し
つ
り
て
い
る
V
秘
学

技
術
の
発
展
を
、
労
働
者
に
と

っ
て
有
益
な
る
も
の
に
す
る
た

め
に
は
、
現
場
か
ら
、
告
発
運

動
を
含
む
闘
い
が
必
要
に
な
っ

て
い
る
と
痛
感
す
る
昨
今
で
あ

る
.
沖
電
気
争
議
の
と
れ
ら
の

闘
い
と
の
連
係
も
鐙
嬰
だ
(
真
)
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アジアで最初の社会主義国

vp~訪問(上)

鋼管71宅畢指名解雇 された沖電気の仲間を支援する会ニュース

佐藤辰美さん
(沖電気争議団)

八
/
イ
市
民

怯
徒
主
き

東
京
か
ら
パ
ン
コ
ッ
ク
ま
で
六
い
公
園
の
中
に
大
理
石
で
作
っ
た

た
H

ホ
l
お
じ
さ
ん
M

に
、
全
国

時
間
.
パ
ン
コ

ν
ク
か
ら
ハ
ノ
イ
ホ
l
チ
ミ
ン
廟
が
あ
り
、
日
随
白
か
ら
会
い
に
く
る
.
外
務
省
、
国

が
二
時
間
.
合
計
八
時
間
で
、
べ
に
は
市
民
、
子
ど
も
た
ち
が
数
キ
立
銀
行
な
ど
が
あ
る
ハ
ノ
イ
は
政

ト
ナ
ム
の
首
都
ハ
ノ
イ
市
に
着
ロ
の
列
を
つ
く
り
、
冷
凍
に
さ
れ
治
の
中
心
地
で
あ
る
・

く
.
時
差
は
ち
ょ
う
ど
二
時
間
遅

れ
で
あ
る
.

一
0
0
0年
の
古
い
歴
史
を
持

つ
ハ
ノ
イ
市
内
は
、
フ
ラ
ン
ス
植

民
地
時
代
の
建
物
そ
の
も
の
が
残

っ
て
い
る
.
緑
の
樹
々
に
阻
ま
れ
、

公
園
、
湖
が
多
く
た
い
へ
ん
美
し

い
衝
で
あ
る
・
市
内
中
心
に
は
、

ベ
ト
ナ
ム
の
象
徴
の
よ
う
に
、
広

1985年 3月 1日

朝

早

く
、

市

場

に

向

う

農

民

(
ハ
ノ
イ
郊
外
)

郊
外
は
、
広
々
と
し
た
団
関
・

の

手
伝
い
を
し
て
い
る
姿
が
固
に

今
は
、
田
植
え
の
時
期
・
農
民
は
つ
く
・
米
は
二
毛
作
や
三
毛
作
・

固
に
水
を
入
れ
、

音
な
が
ら
に
、
私
た
ち
の
泊
っ
た
タ
ン
ロ
イ
ホ

水
牛
で
耕
し
て
い
る
・
子
ど
も
た
テ
ル
は
、
市
内
か
ら
パ
ス
で
=
一
+

ち
も
よ
く
働
く
・
牛
の
世
話
、
親
分
・
ハ
ノ
イ
で
一
番
大
き
な
湖
の

湖
畔
に
あ
る
.
近
く
の
農
家
は
、

屋
根
が
レ
ン
ガ
色
の
フ
ラ
ン
ス
の

田
舎
風
.
夕
日
に
染
ま
る
湖
の
風

景
は
と
て
も
美
し
い
.
朝
、
五
時

す
ぎ
パ
ラ
、
ガ
ー
ベ

ラ

、

菊

な

ど

多

く

、

雨

期

に

は

、

梅

雨

の

よ

う

を

栽

指

し

た

農

民

は

、

市

内

に

売

に

ジ

ト

ジ

ト

と

雨

が

降

る

と

い

り

に

行

く

・

モ

ス

ク

ワ

大

学

で

白

う

・

ζ
ん
な
気
候
が
反
映
し
て
い

本

文

学

を

学

び

、

二

人

の

子

ど

も

る

の

か

、

ハ

ノ

イ

市

民

は

黙

々

と

を
持
つ
ガ
イ
ド
の

ヒ

ェ

ン

さ

ん

よ

く

働

く

・

女

性

、

子

ど

も

た

ち

(
女
性
)
は
「
国
の
花
は
桃
で
す
.
ハ
ノ
イ
に
は
四
季
が
あ
る
が
、
は
カ
メ
ラ
を
向
げ
る
と
逃
げ
て
レ

ハ
ノ
イ
市
民
は
花
が
と
っ
て
も
好
い
ま
は
日
本
の
初
秋
.
気
温
十
八
ま
う
H

は
ず
か
レ
が
り
や
u

で
も

き
で
す
よ
」
と
言
う
.
度
で
あ
る
.
朝
方
は
曇
り
の
日
が
あ
る
。

「
独
立
と
自
由
」
を
勝
ち
取

働
き
者
で

は
す
が
し
州
り
ホ

て
刊
年
。

甥
零
溜
閣
を
い
や
b
な
が
ら
、
前
進

フ
ラ
ン
ス
、
日
本
、
フ
ラ

ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
と
三

十
年
間
の
戦
争
で
や
っ
と

解
放
さ
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
.

機
関
紙
協
会
都
本
部
が

主
催
し
た
「
解
放
叩
周
年

の
ベ
ト
ナ
ム
取
財
団
」
に

沖
電
気
争
議
団
か
ら
、
佐

藤
辰
美
さ
ん
と
松
本
験
司

さ
ん
が
診
加
し
ま
し
た
.

二
月
七
日
1
十
五
日
の

短
い
取
材
で
し
た
が
、
二

人
は
ア
ジ
ア
の
友
人
が
建

設
中
の
「
社
会
主
義
」
を
し

っ
か
り
と
見
て
き
ま
し
た

の
で
、
「
は
た
ら
く
」
に
て

紹
介
し
ま
す
.
ベ
ト
ナ
ム

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
.

ず〉

イ
ヤ
の
色
が
違
っ
た
も
の
が
多
く
る
・
主
食
は
米
・

C
飯
に
賞
、
赤
う
な
n
そ
ば
μ

も
あ
り
、
た
い
へ

l
タ
1
四
百
ド
ン
、
自
転
車
千
二

走
っ
て
い
る
.
市
内
で
は
空
気
入
の
色
を
付
け
て
禽
へ
る
.
そ
し
て
ん
お
い
し
い
雑
炊
も
あ
る
.
肉
、
百
ド
ン
、
布
地
一

m
四
O
侃
で
五

れ
を
持
っ
た
自
転
車
の
修
理
屋
が
日
本
の
し
よ
う
泊
の
よ
う
な
ヌ
ク
魚
、
野
菜
な
ど
は
、
ほ
と
ん
ど
油
百
ド
ン
と
非
常
に
高
い
.
私
た
ち

街
角
の
あ
ち
ζ
ち
に
い
る
・
市
内
マ
ム
を
何
ん
に
で
も
か
げ
て
食
べ
で
妙
め
て
食
べ
て
い
る
・
も
二
百
ド
ン
を
持
っ
て
い
た
が
、

を
走
る
電
車
は
、
い
つ
も
超
満
員
・
る
・
ヌ
ク
マ
ム
は
魚
を
塩
漬
付
に

市
内
に
あ
る
国
蛍
の
ド
ン
ソ
ン
ほ
と
ん
で
手
が
で
な
か
っ
た
・
賀

ハ
ノ
イ
の
朝
は
、
車
の
ク
ラ
ク
乗
客
は
電
車
の
手
す
り
に
つ
か
ま
し
て
、
そ
の
汁
を
ベ
l
ス
に
し
て
市
場
は
、
あ
ま
り
買
う
人
が
い
な
っ
た
物
は
、
さ
と
・2
き
ぴ
二
本
H

シ
ョ
ン
で
目
が
さ
め
る
.
市
民
の
り
、
こ
ぼ
れ
港
ち
そ
う
に
乗
っ
て
作
る
.
と
の
匂
い
は
例
え
よ
う
の
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
人
だ
付
は
五
ド
ン
と
ノ
1
ト
一
冊
目
四
十
五

交
通
駿
関
は
自
転
車
で
衝
に
は
白

い
る

・

な

い
臭
さ
で
あ
り
、
慣
れ
る
の
が
多
い
・
日
本
と
同
じ
で
女
性
は
洋
ド
ン
、
ガ
ー
ベ
ラ
の
花
H
五
ド
ン

転
車
が
あ
ふ
れ
て
い
る
・
車
は
あ

，
、

た
い
へ
ん
・
日
本
の
う
ど
ん
の
よ
服
、
布
地
に
群
が
っ
て
い
る
・
セ

だ

け
.

ま
り
走
っ
て
い
な
い
・
自
転
車
を

沖

外

寸

十

ま

よ
け
る
た
め
に
、
車
は
ほ
と
ん
ど

℃

/
L
(

ク

Zョ
ン
を
嶋
色
続
け
て

叉

ク

マ

仏

走

る

・

パ

ス

や

ト

ラ

ッ

ク

は

型

が

、

，

古
く
=
一
十
年
も
前
の
も
の
も
使
用
市
民
の
一
カ
月
の
賃
金
は
基
本

レ
て
い
る
.
道
網
で
は
故
障
し
た
で
五
百
ド
ン
(
一

ド
ン

H
お
円
、

車
が
あ
ち
ζ
ち
で
止
っ
て
い
る
.
一

ド
ル

H
ロ
ド
ン
)
と
聞
く
.
毎

私
た
ち
の
乗
っ
た
パ
ス
も
サ
イ
ド
月
、
一
人
に
米
一
五
旬
、
肉
二
句

ミ
ラ
ー
が
な
く
、
よ
く
事
故
を
起
が
配
給
さ
れ
る
・
医
療
費
と
六

・

さ
な
い
も
め
だ
と
感
心
す
る
.
自
=
一

・
三
制
の
学
賞
は
無
斜
で
、
住

転
車
も
型
が
古
い
.
前
と
後
の
タ
居

・
光
熱
費
は
賃
金
の
三
時
で
あ

交
遇
税
聞

は
@
転
車

こ
れ
、
な
あ
に
.
日
本
で

は
四
階
を
つ
り
上
げ
蚊
を
防

ぐ
.
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
顕
か

ら
ス
y
ポ
リ
か
ぶ
る
蚊
帳
。

タ
ン
ロ
イ
ホ
テ
ル
で
は
、

一
び
き
の
蚊
が
、
私
た
ち
を

悩
や
ま
し
た
・

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
の
山

要
求
は
強
い
、
文
工
隊
(
民
族

日

歌
舞
団
)
を
つ
く
り
欝
闘
・
私

山

た
ち
の
倭
加
し
た
演
奏
会
は
、

ソ
迎
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
日
本
の
山

観
客
が
ほ
と
ん
ど
.
日
本
の
H

サ
川

ク
ラ
サ
ク
ラ
ペ
も
大
サ
ー
ビ
ス
.
川

女
性
は
、
民
族
衣
袋
の
ア
オ
山

ザ
イ
で
演
奏
.

2
一三一
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三
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E
-
-
-
E
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フランス軍が使用

したギロチン
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百
年
8
月
門
目

八
月
革
命
、

ベ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
臨
時

政
府

(北
ベ
ト
ナ
ム
)
樹
立
.

百
年
?
月
2
日

ベ
ト
ナ
ム
民

主
共
和
国
独
立
喜
目
。

山
刊
年
ロ
月
刊
日
日

仏
軍
ハ
ノ
イ

攻
壊
、
対
仏
全
面
抗
戦
.

明
年
5
月
7
日

デ
ィ
ェ
ン
ピ

ェ
ン
フ
l
攻
略
。

百
7
月
幻
自

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協

定
割
印
.
休
戦
実
現
げ
度
線

で
南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
分
割
.

百
年
9
月
刊
日

ベ
ト
ナ
ム
祖

国
戦
線
結
成
.

W
年
刊
は
月
間
山
日
南
ベ
ト
ナ
ム

民
族
解
放
戦
線
結
成
.

W
年
8
月
2
日

ト
ン
キ
ン
湾

事
件
発
生
.

百
年
2
月
7
日

米
軍
の
北
爆

開
始
.

W
1月
初
日

解
放
戦
線
の
テ

ト

(
畑
正
月
)
大
攻
動
.

w年
6
月
B
日
南
ベ
ト
ナ
ム

臨
時
革
命
政
府
樹
立
.

W
年
9
月
5
日

ホ
l
チ
ミ
ン

大
統
領
死
去
.

刀
年
4
月
6
日

米
空
軍
、
北

爆
を
再
開
.

百
年
1
月
U
日

パ
リ
和
平
協

定
鯛
印
.

百
年
5
月
刊
口
日

米
思
撤
退
、

ニ
ク
ソ
ン
戦
争
終
結
宣
言
.

百
年
間
月
日
目
サ
イ
ゴ
ン
軍

の
戦
争
行
動
に
反
撃
・

百
年
4
月
2
日

解
放
勢
力
門

省
を
制
圧
、
国
土
の
四
分
の

三
、
人
口
の
四
割
を
支
配
下

宵
年
4
月
初
日

解
放
軍
ホ
1

チ
ミ
ン
大
作
戦
で
サ
イ
ゴ
ン

を
は
じ
め
南
ベ
ト
ナ
ム
全
土

を
解
成
.
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百
年
の
「
脱
び
え
た
石
井
さ
ん
(
全
国
一
般
)

ら
き
」
は
一
月
三
の
音
頭
で
、
勝
利
へ
の
乾
杯
・

十

一
目
、
専
売
ホ

診
加
者
は
、
沖
電
気
で
は
恒
例

l
ル

(
港
区
)
に
の
オ
デ
ン
や
刺
身
な
ど
を
つ
つ

百
十
六
団
体
、
百
き
な
が
ら

n
今
年
乙
そ
μ

と
決

七
十
二
人
が
集
ま
意
を
語
り
合
い
ま
し
た
.

っ
て
開
催
さ
れ
ま
今
年
の
「
旗
ぴ
ら
き
」
で
は
、

し
た
.
国
労
の
内
沖
電
気
争
犠
団
の
ひ
と
り
ひ
と

村
さ
ん
が
司
会
・
中
央
共
闘
会
り
が
、
自
己
紹
介
と
決
意
を
表
"

織
副
議
長
の
大
草
礼
さ
ん
〔
都

明

レ
ま
し
た
・
「
子
ど
も
に
、

職
労
護
員
長
)
が
「
全
労
働
者
お
母
さ
ん
は
正
し
い
の
だ
と
理
…

の
た
た
か
い
と
し
て
、
共
闘
を

解
レ
て

b
Dう
た
め
に
は
、
職

強
め
ま
し
ょ
う
」と
あ
い
さ
つ
.
場
に
戻
ら
な
く
て
は
」

.
な

"

井
川
事
務
局
長
は
「
昨
年
の
ど
H

ガ
ン
バ
り
マ
ス
u
の
言
葉
川

秋
の
闘
い
で
、
着
実
に
神
也
気
の
中
に
は
、
六
年
間
の
闘
い
の
酬

に
迫
っ
た
.
今
年
乙
そ
、
職
場
中
で
学
ん
だ
労
働
者
の
心
意
気

復
帰
を
決
断
さ
せ
る
年
に
し
た
が
に
じ
ん
で
お
り
、
診
加
者
が

い

」

と

決

意

表

明

.

共

感

し

ま

し

た

.
た
く
さ
ん
の
川

「
昨
年
は
留
で
長
ぐ
つ
の
診
カ
ン
パ
、
酒
な
ど
あ
り
が
と
う
川

加
だ
っ
た
が
」
の
雷
襲
を
そ
ご
ざ
い
ま
し
た
.

支援する会に入会しよう (会費1口200円/月)揮喜ワ 1恒吾

今
年
、
段
初
の
沖
電
気
本
社
へ
と
あ
い
さ
つ
.
霞
国
公
共
闘
議
長

の
抗
議
行
動
は
、
雨
の
中
(昨
年
は

の
金
崎
さ
ん
は
「
三
年
連
続
の
人

大
冨
)
四
O
O人
の
伸
聞
が
容
加
勧
抑
制
で
公
務
員
も
争
議
団
と
同

し
、
二
月
五
日
の
昼
休
み
に
行
な
じ
・
共
に
闘
う
」と
連
帯
を
表
明
・

わ
れ
ま
し
た
・

ζ
の
目
、
「
沖
電

五
日
は
、
四
時
か
ら
東
京
地
方

気
は
、
指
名
解
雇
徹
回
・
全
員
の

裁
判
所
で
第
六
回
目
の
和
解
交
渉

聡
喝
復
帰
に
よ
る
争
搬
解
決
を
決
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、

今
回
も

断
せ
よ
/
」

の
=
一
+
九
万
六
千
三
沖
電
気
は
、
具
体
的
な
回
答
を
示

百
五
+
七
人
分
の
署
名
を
沖
電
気
宮
守
ヘ
裁
判
所
か
ら
強
い
指
導
を

へ
届
け
ま
し
た
が
、
受
け
取
っ
た
う
け
ま
し
た
.
・
次
回
の
交
渉
は

の
は
、
初
め
て
の
事
で
レ
た
.

5
月
5
日

4
時
か
ら
.

中
央
共
闘
会
議
の
副
議
長
の
安
な
お
、
東
京
地
裁
で
の
裁
判
は

田
さ
ん
(
建
設
一
般
・
全
日
自
労

4
月
お
日

1
時
か
ら
で
す
。

都
本
部
委
員
長
)
は
「
春
闘
と
合
診
加
を
よ
ろ
し
く
l
・

流
し
て
さ
ら
に
大
き
な
闘
い
を
」

172人。最高の参加者

い
ま
、
「
支
鍾
す
る
会
」
も
「
争
園
田
団
」
も

w
今

年
ζ
そ
u

と
集
会
や
総
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
.

二
月
六
日
、
豊
島
支
侵
す
る
会
(
東
京
)
は
、

約
百

人
が
集
ま
り
、
音
楽
と
講
演
で
、
連
帯
を
深
め
ま
し

た
。
中
央
区
(
東
京
)
は
4
月
引
日
に
、
議
林
公
園

で
交
流
会
.
八
王
子
地
区
も
交
流
会
を
企
画
中
.

_....-・・』

沖
電
気
本
社
で
抗
議
文
を
読
む
、

安
田
副
議
長

(
2
/
5
)

豊
島
支
援
す
る
会
の
集
会
↓

(
2
/
6〉

(5 ) 

一__...[['~むをかためて J一一

V
木
村
道
夫
さ
ん
(
東
中
労
)

V
関
町
好
子
さ
ん
(
東
京
)

ま

ぐ

ろ

刺

喝

衣

類

・

V
前
田
卓
さ
ん
(
都
教
組
中
央

V
運
輸
一
般
・
神
田
支
部

区
支
部
)
衣

類

.

石

け

ん

、

き

し

め

ん

、

菓

子

.

V
山
野
井
さ
ん
(
海
事
検
定
職

V
蘇
住
卓
さ
ん
(
東
京
)

組
)
子
ど
も
の
衣
類
・
沖
電
気
争
議
の
写
真
パ
ネ
ル
・
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全
国
一
般
チ
ト
セ
労
組
は
今
年
格
差
は
月
額
八
万
円
に
も
の
ぼ
り

四
月
で
結
成
九
年
を
迎
え
る
女
性
と
う
し
た
中
で
、
女
性
だ
け
で
、

ば
か
り
四
人
の
組
合
で
す
・
組
合
を
結
成
し
ま
し
た
・
結
成
以

会
社
は
ヤ
1
マ
ン
側

(旧
社
名
降
、
会
社
は
団
交
矩
否
や
切
り
崩

紛
チ
ト
セ
商
会
、
資
本
金
3
億
円
し
、
イ
ヤ
が
ら
せ
等
を
く
り
返
し

従
業
員
約
叩
人
)
と
い
う
電
子
機
た
あ
げ
く
、
結
成
か
ら
半
年
後
に、

器
等
の
輸
入
販
売
を
行
っ
て
い
る
組
合
員
会
員
を
解
雇
し
ま
し
た

貿
易
商
社
で
す
が
、
ワ
ン
マ
ン
緩
が
、

ζ
の
時
は
十
カ
月
間
の
闘
い

営
者
山
崎
行
間
の
下
で
法
を
も
無
の
中
で
全
員
の
解
庖
撤
回
原
職
復

視
し
た
従
柴
口
使
い
拾
て
が
横
行
帰
や
労
働
条
件
の
改
酋
等
を
か
ち

レ
て
い
る
職
煽
で
し
た
.
と
り
ま
し
た
.

組
合
結
成
前
の
職
場
で
は
、
迎
そ
の
後
、
組
合
の
存
在
を
通
し

日
残
鍵
が
強
制
さ
れ
し
か
も
残
柴
て
従
業
民
も
定
着
し
始
め
、
組
合

手
当
す
ら
満
足
に
支
払
わ
れ
な
の
成
果
も
具
体
的
に
哀
れ
て
き
た

い
、
有
給
休
暇
や
生
理
休
眠
は
お
と
と
ろ
、
会
社
は
協
定
破
禁
や
団

ろ
か
病
気
で
一
日
で
も
休
め
ば
即
交
拒
否
な
ど
組
合
泊
し
を
行
い
、

日
解
雇
、
そ
の
う
え
、
オ
ー
ナ
ー
初
年
十
二
月
に
は
再
び
組
合
白
金
訴
を
行
う
等
ひ
き
の
ば
し
を
行
つ
東
陽
5
の
2
の
9

江
東
区
労
協

山
崎
の
気
分
一
つ
で
突
然
の
首
切
凸
を
組
合
活
動
を
理
由
に
懲
戒
解
て
い
ま
す
。
気
付
全
国
一
般
チ
ト
セ
労
組

り
が
行
な
わ
れ
、
従
業
員
の
平
均
庖
レ
ま
し
た
.
私
た
ち
は
一
日
も
早
く
緊
急
命
雷
六
四
七
五
四
六
三

勤
続
は
男
性
で
も
二
年
足
ら
ず
女
別
年
九
月
に
都
労
餐
、
明
年
十
令
を
獲
得
し
、
併
せ
て
争
議
解
決
、

A
抗
議
先
V

東
京
都
中
央
区

性
で
は
、
一
年
と
い
う
ひ
ど
い
状
月
に
は
中
労
委
で
相
次
い
で
H

解
職
場
復
帰
を
か
ち
と
る
べ
く
が
ん
日
本
橋
茅
場
町
2
の
?
の
5
日
進

態

で

し

た

・

服

撤

回

原

職

復

帰

u

の
命
令
が
出
ば
っ
て
い
ま
す
・
御
支
援
を
よ
ろ
ピ
ル
6
階

ヤ

l
マ
ン
株
式
会
社

ま
た
男
女
聞
の
賃
金
獲
別
も
箸
さ
れ
ま
レ
た
が
、
会
社
は
ζ
れ
に
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
.

代

表

取

締
役
山
崎
行
間

し
く
、
初
任
給
に
お
け
る
見
女
間

従
わ
ず
、
命
令
を
不
服
と
し
て
授

A
激
励
先
V

東
京
都
江
東
区

宮
六
六
七
l
五
九
四
五

1985年 3月 1目 (4 ) 
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女
性
四
人
、
二
度
目
の
解
雇
撤
回
闘
争

i全:
;国j

般;

チ
ト
セ
労
組

援
で
は
「
全
面
解
決
」
が
進
展

し
て
き
ま
し
た
。
乙
れ
は
、
沖

争
磁
に
と
っ
て
一
つ
の
有
利
な

事
例
で
は
あ
り
ま
す
が
、
事
態

が
そ
の
よ
う
に
、
う
ま
く
進
展

す
る
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
・
初

心
に
立
っ
て
、
一
目
、
一
日
を
、

き
び
し
く
た
く
ま
し
く
対
処
す

る
の
み
で
す
.

い
っ
た
い
、
労
働
組
合
の
幹

部
と
い
え
ど
も
、
組
合
員
の
首

264 

一

%

年

十

一
月
の
首
切
り
事
件

一

の
発
生
以
来
、
関
心
を
よ
せ
て

一

き
た
者
の
一
人
と
し
て
、
裁
判

中

や
地
労
委
(
東
京
都
地
方
労
働

一

委
員
会
)
の
勝
利
的
進
行
状
態

同

を
う
れ
し
く
思
い
、
ぜ
ひ
今
年

一

と
そ
職
場
復
帰
実
現
の
年
に
レ

一

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
・

の

勝

利

に

よ

っ

て

附
ら
し
で
も
も
力
づ
り
に
な
れ
ば
と
心
が
切
り
に
つ
い
て
「
結
構
で
す
」

一

私
自
身
が
、
三
十
五
年
前
、
ら
い
た
い
、
と
い
う
想
い
も
、
け
て
き
ま
し
た
高
崎
へ
も
行
と
か
「
や
む
を
え
ぬ
」
と
い
う

由

三
遊
血
工
で
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
さ
強
く
あ
り
ま
し
た
・
っ
た
り
し
て
、
支
援
す
る
会
の
権
限
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
f

一
れ
、

生
涯
か
げ
て
果
そ
う
と
し
そ
の
た
め
、
と
の
七
年
間
、
人
た
ち
と
も
交
流
レ
ま
し
た
・

自

分

の

恥

J
M
」
も
他
人
の
恥
J
U

で
ん
職
場
復
帰
が
実
現
で
き
な
か
草
警
の
集
会
な
ど
に
は
、
近
年
、
私
た
ち
金
造
船
の
一
一
一
も
、
言
、
同
じ
よ
う
に
尊
い

一

っ
た
無
念
を
、
沖
電
気
争
護
団
で
き
る
だ
げ
出
問
し
、
少
し
で
菱
盤
工
ゃ
、
住
友
誼
機
械
の
争
も
の
で
す
・
不
祝
風
を
吹
か
れ

ロ

Z
E
E
-
-と
Z
E
-
-
J士
f
i
z
z
-
-
5
2
・2
云

2
1
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Z
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z
e
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E
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e
E
i
-
-
i
l
-
-
T
i
l
-
-
T
i
l
i
-
-
2
1
・-
3
4
7
Z
1
5
4
Z
5
t
j士
f

一
γ

一
γ
f
i
 

一

心一
γ

一

夜

と

ゆ主
る;益出

が苦
すの
雪支
璽 :酒E
Zを
し
て

て
、
組
合
員
の
首
切
り
は
承
認

し
、
自
分
た
ち
は
居
座
る
と
い

う
組
合
幹
部
乙
そ
、

H

併
さ
れ

ざ
る
者
ど
も
H

と
い
う
べ
き
で

し
ょ
う
.

ま
だ
続
く
か
も
知
れ
な
い
困

難
に
う
ち
か
っ
て
い
く
に
は
、

勝
利
の
展
望
に
も
と
づ
く
楽
天

性
と
、
連
帯
や
友
情
を
無
い
心

で
受
り
止
め
る
感
受
性
が
さ
さ

え
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
.

困
難
な
歴
史
の
時
代
を
に
な

い
、
大
資
本
の
支
配
を
土
台
か

5
ゆ
る
が
す
労
働
者
と
し
て
の

様
度
(き
ん
ど

H
心
の
ひ
ろ
さ
)

を
失
な
わ
ず
に
、
東
へ
西
へ
、

正
義
を
説
き
つ
つ
勝
利
へ
肉
迫

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

独
占
と
対
持
す
る
同
じ
金
属

労
働
者
と
し
て
、
使
命
感
を
自

覚
し
つ
つ
、
勇
気
を
起
し
て
勝

ち
ぬ
き
ま
し
ょ
う
.

く塑j約日 るるらた一九
啓萄六の誘と、で・通州昨
ゃ ・時 靭いの休す背のオ年
ま初半、に使日.森呈 Jレの
でめの四のりに出のふグ十
て船時つでは稼釣州かー
友の旅半てし釣ぎ り包ら月
人磯で頃、たりでキ・ 1月初
事的~ー・ま三チ・ドつ約
ち一三斑月 く宅のててー
¥、宅京二 つ島友いくカ
島明島か十 てに人まる月
のるへら三 いいかしとの

たる動しととし場 でじ状
いと きま思れかの約しつ況
だ何がしいが入ポ十たく
.か変たつ本れ イ 五.りし・
乙がわ・つ格なンメ 教か・
れ引っ三、的いト l 綬け
はった投乙なとはト さの
地主卦の目わ磯乙、ル れ作
球つでにと釣ろ三の てり
をて牢、わり で 名絶 の方
釣いを浮牢なしぐ壁
つる立さをのたらの 出な
てみての出か.い岩 間ど

っとなれな Jレ ど続釣グし
く ドかていをそっけれイま
しうなも.巻れたるて持つ
ろッから友けかーといった
/ グうう人どら 、るてと
~ ~ましにもが メぞい思
なプ く か屋、た ジ、かつ
どレいな下巻い ナリれた
1かいでけへ が 1 る瞬
怒キず l タどん 水ル、間
嶋~そモも、 面を主
主をもれに上リ に巻にグ
きつも入ら 1 おきかイ

陀硝と犠 国て反 7こ四な
ー暑い同三でい対三'十が
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高て分中吋、核島ほ の富
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特別号

1 985年

3月15日

|固お06日(

を

ベ
ト
ナ
ム
が
解
放
さ
れ
て
叩
ン
.
ヤ
ミ
で
は
一
ド
ル
H
5
0
0

ア
メ
リ
カ
の
北
爆
で
家
族
四
人
を

年
・
枯
れ
誕
剤
で
焼
け
野
原
に
な
ド
ン
も
す
る
。
一
ド
ン
硬
貨
を
子
亡
く
し
、
学
校
で
も
六
十
人
の
友

っ
た
ク
チ
地
区
も
緑
の
木
々
に
囲
ど
も
た
ち
は
、
日
本
の
ピ
l
支
の
だ
ち
が
死
ん
だ
・
そ
の

n
く
や
し

ま
れ
、
田
畑
で
は
今
、
落
花
生
が
よ
う
に
遊
び
の
道
具
と
し
て
使
っ
さ
M

か
ら
ア
メ
リ
カ
軍
と
闘
っ
た

値
え
ら
れ
て
い
た
.
ホ
l
チ
ミ
ン

て
い
る
.
紙
の
不
足
も
深
刻
.
べ
と
い
う
.

市
内
に
あ
る
労
働
者
ク
ラ
ブ
は
、
ト
ナ
ム
共
産
党
機
関
紙
「
ニ
ャ
ン
日
本
が
大
好
き
で
「
北
の
宿
」

解
放
前
、
金
持
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ザ
ン
」
は
六
十
万
部
発
行
し
て
い
「
様
裳
岬
」
を
日
本
語
で
日
本
人

ン
タ
l
で
し
た
が
、
今
は
労
働
者
る
が
、
紙
が
不
足
の
た
め
、
全
党
よ
り
も
う
ま
く
歌
い
、
日
本
の
労

の
文
化
要
求
を
満
た
す
た
め
の
施
ぬ
に
行
き
渡
ら
ず
、
三
1
四
人
で
働
運
動
の
と
と
も
よ
く
知
っ
て
い

設
で
あ
る
f
テ
ニ
ス
、
水
泳
、

プ
回
し
続
み
・
市
内
で
売
る
「
ニ
ャ
た
・
日
本
の
旅
行
者
に
本
当
の
ベ

ラ
ス
パ
ン
ド
、
手
品
な
ど
、
毎
週
ン
ザ
ン
」
は
、

切
り
売
り
も
さ
れ
ト
ナ
ム
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
ベ

土
、
白
隠
自
に
は
、
数
万
人
の
労
て
い
る
・
中
国
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ト
ナ
ム
の
良
い
と
ζ
ろ
、
悪
い
と

働
者
が
殺
到
す
る
.
ま
た
、
解
放
の
戦
争
で
国
の
予
算
の
約
印
鑑
が
こ
ろ
も
よ
く
揺
し
て
く
れ
る
.
私

十
周
年
、
四
月
三
十
日
に
向
げ
て
国
防
裁
と
な
り
、
十
八
5
二
十
五
た
ち
に
説
明
す
る
時
「
今
は
困
難

全
国
サ
y
カ
l
大
会
が
行
な
わ
れ
歳
の
若
も
の
た
ち
は
、
高
率
一
一
一
年
、
な
ベ
ト
ナ
ム
だ
け
ど
、
長
い
目
で

て

い

た

.

大

学

二

年

の

兵

役

磁

務

が

あ

る

な

見

て

ほ

し

い
」
と
よ
く
言
う
.

ベ
ト
ナ
ム
の
社
会
主
義
建
設
も
ど
社
会
主
義
建
設
に
大
き
な
負
担
「
私
は
、
社
会
主
義
建
設
を
や

多
く
の
困
難
を
か
か
え
て
い
る
.

と

な

っ

て

い

る

.

る

に
は
年
を
と
り
す
ぎ
て
い
る
」

そ
の

一
つ
に
イ
ン
フ
レ
が
あ
る
・
社
会
主
戦
紐
般
の
函
鍵
を
レ
ミ
と
一
一
首
う
ロ
イ
さ
ん
も
「
ホ
l
チ
ミ

ハ
ノ
イ
で
は
一
ド
ル

H
ロ
ド
ン
・
ン
ス
ア
ン
新
経
済
区
の
所
長
レ
キ
ン
の
勤
務
は
四
年
間
の
約
束
だ

ホ
1
チ
ミ
ン
は
一
ド
ル

H
mド
フ
オ
ン
さ
ん
は
「
社
会
主
義
建
設
が
、
も
っ
と
ホ
l
チ
ミ
ン
市
に
残

と
戦
争
と
ど
っ
ち
が
楽
で
す
か
」
っ
て
国
づ
く
り
の
仕
事
を
し
た

の
問
に
「
銃
を
持
っ
て
戦
争
を
や
い
」
と
言
う
.

っ
て
い
た
方
が
楽
で
す
」
と
答
え
、
社
会
主
義
建
設
の
困
難
を
、
実

ホ
l
チ
ミ
ン
市
で
の
ガ
イ
ド
の
ロ
直
に
語
っ
て
く
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
の

イ
さ
ん
は
「
私
の
人
生
の
ゆ
年
は
人
た
ち
、
私
に
と
っ
て
大
き
な
感

畏
い
が
、
社
会
主
義
題
般
の
叩
年
動
で
し
た
・
そ
し
て
、

は
短
か
い
」
と
話
し
て
い
る
・

山
も
あ
る
、
河
も
あ
る
、
人
も

‘

い

る

、A
'

A

Y

川-dる
ア
メ
リ
カ
撮
っ
た
言
づ
き
あ

-
h
'
i
[

げ
よ
う

u
n
-、
一
正
戸
ノ

ち

イ

ト

ゼ

ベ

い
ま
の
十
倍
も
う
つ
く
し
く

と
、
ホ
l
お
じ
さ
ん
が
言
っ
た

ロ
イ
さ
ん
は
、
ハ
ノ
イ
か
ち
四
何
十
倍
も
ベ
ト
ナ
ム
が
美
し
く
な

年
間
の
約
束
で
ホ
1
チ
ミ
ン
の
ベ
る
ζ
と
を
祈
っ
た
.
(
佐
渡
)

ト
ナ
ム
旅
行
祉
に
鋤
め
て
い
る
.

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース1985年 3月 15巴

ガ
イ
ド
の
口
イ
さ
ん
と
松
本
さ
ん

武
器
よ

ら
は

さ

tJ 

GCD8CD 
クパ車
もスが白 昼

あがな本 'ピト
つ走いの ー

たつの車 A 
.てにがでヨ .-
い 、あ 千掃 . 
た"る ー と

お27山
山マほ
i理ンと 1面
送 u ん "'-"'.

ののど 、=
トむ回 世事
ラ板本
ッのの

議雪

も

定違諮

哀需

主
32万9，566平方キロ

日本の面積から九州の全部と四闘を引

いた広さ。
の

デ部湾 l' 
l 憲章べ ' 
。~ ~ よメ

ZEE喜fT).リ
E252ど.カ
581;と妻
dfEつ・‘-
5目至た-
!s協 都 zζ
議室塁 、

5，700万人

そのうちの13%が少数民族、民族のfA

~iiは60 を必える 。 大多数はキノ版

朝
か
ら
、
路
上
の
タ
イ
ル
を

利
用
し
て
五
固
な
ら
べ
を
し
て

い
た
.
日
本
と
や
り
方
は
同
じ

だ
が
、
飛
ぴ
三
は
な
し
・
勝
っ

た
人
の
笑
顔
が
と
て
も
い
い
.

雨期5月-91'1。車l:J!fllOJ'I-4月。

A
w
e窃
@

た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ん
か
ら

募
金
を
い
た
だ
き
、
ベ
ト
ナ
ム

に
行
き
、
勉
強
を
し
て
き
ま
し

た
.
紙
面
に
て
一
部
を
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ベ

ト
ナ
ム
は
い
ま
、
国
際
的
な
支

緩
が
必
要
が
感
想
で
す
.

御
協
力
あ
り
が
と
う
(
佐
・
松
)
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め
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二

一
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川
園
開
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園
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国
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伸
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輔

副
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圃
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す
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必
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ま
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二
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閣
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ま
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に
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転
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ラ
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山
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な
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お
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さ
ん
た
ち
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、
必
ず
買
っ
て
夜
八
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ご
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ル
の
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え
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る
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な
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、
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金

で

ポ

ニ

関

蝿

討
す
・
ベ
ト
ナ
ム
と
し
て
は
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ど

一も
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(
松
本
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二

百

一

は
、
気
温
三
十
二
碍
な
か
通
れ
な
い
・
ハ
ノ
イ
よ
り
自
く
れ
と
聞
を
か
け
る
・
富
市
場
闘
に
は
ぎ
の
た
ち
が
集
ま
る
・
を
も
う
り
る
た
め
に
、
ど
己
よ

ま

な

…

間

関

脇

認
ん
な
事
で
も
話
レ
が
し
た
い
の

「

j
1
1
1
1
よ

一
ン

一
日
射
し
が
ま
さ
い
転
車
も
新
型
で
習
を
多
い
・
の
す
ぐ
近
く
に
も
私
書
湯
が
た
自
転
車
の
二
人
号
、
四
人
乗
り
う
か
と
考
え
て
い
る
人
が
ま
だ

人

き

…

制

覇

河

闇

雲

で

す

・

2
に
ハ
ノ
イ
、
運
で
い
ま
す
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
自
二

三

一

せ
い
か
、
華
や
い
だ
恵
は
戦
利
品
(
?
)
が
ほ
と
ん
ど
く
さ
ん
あ
り
、
国

5
5
5
8
5、走
り
回
ま
互
い
」
と
言
う
。

2
大

…

間

関

監

会
硝
に
北
京
で
、
話
合
い
は
二
回
行
が
強
く
な
っ
て
問
題
の
解
決
を

的

一
子

一

+品

目

鴇
園
圃
臨
圃
圏

民
生

i
‘

一
寸

一
言
気
が
す
る
・
市
だ
と
い
う
べ
イ
ク
も
か
な
り
定
存
在
、
庖
の
前
に
客
が
少
な
っ
て
い
る
・

2
2いが
、

'
:

l

ふ

醐

錨

委
崎
わ
れ
ま
レ
た
が
・

E
ハ
ノ
す
る
の
は
時
間
が
か
か
る
の
で
判

一
ト

一
内
は
新
宿
の
よ
う
っ
て
い
る
一
台
一
万
ド
ン

i
t
z
fガ
イ
ド
の
白
書

E道
ん
ご
り
(
友
人

財

県

髭

勺

よ

ι
…

…

腸

鵬

民
ナ
イ
か
ら
約
一

8
Jで
も

う

中

国

言

書

う

と

と

量

…

巨

で
害
し
て
い
る
千
ド
ノ
(
約
一
一
安
円
)
と
高
く
イ
さ
ん
(
一
一
十
八
歳
男
ご
と
い
量
子
し
寄
せ

J
Z一
治

子

二

輔

舗

貯

国

と

の

国

境

で

ご

里

の

し

て

い

ま

す

・
乙
れ
が
一
重

…

日

付

訓

告

日

本

!

"

ホ

ン

;

自

に

つ

く

閉

じ

れ

れ

討

結

て

持

尚

子

カ

メ

ラ

た

た

か

い

明

い

…

…

謹

一

二

は

計

百

円

刊

誌

同

日

目

ぐ

…

-一
ga--圃
置
臨

/
t
¥

J

H

V

泊
っ
た
ベ
ン
穿
イ
ホ

t
a
l--女

を
そ
そ
る
よ
う
に
な
ら
べ
て
あ
を
向
け
る
と
帰
っ
て
く
れ
と
寄
っ
ホ
l
チ
ミ
ン
の
ア
メ
リ
カ
戦
争
議
と
な
っ
た
腎
語
、
毎
日
少
戚
・
ア
メ
リ
カ
は
枯
れ
葉
剤
を
約
押

す

暫

晶

さん

ム
軍
の
引
き
上
げ
は

O

|

い
ま
の
ベ
ト
ナ
ム
の
状
態
怖

が
、
映
画
館
で
朝
の
八
時
に
は
若

、
、
し
ノ
!
?
-
一

る
・
ハ
ノ
イ
で
は
、
箱
に
入
れ
て
て
く
る
・
警
は
サ
ッ
カ
ー
、
制
犯
罪
展
を
訪
れ
、
日
本
画
い
た
し
ず
つ
足
や
手
を
切
ら
れ
、
解
放
八
千
万
リ
ッ
ト
ル
も
使
い
、
賢

明

で

盟

醐

ン

「
ポ
ル
ポ
ト
一
昔
、
=
一
年

を
簡
単
に
言
っ
た
ら
制

も
の
だ
ち
が
列
を
な
し
て
い
た

法

忍

従

置
い
て
あ
る
だ
け
の
タ
パ
コ
売
り
と
び
、
ゴ
ム
と
び
と
日
本
と
あ
ま
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
よ
り
、
あ
ま
り

に

さ
れ
た
宮
署
手
が
き
な
く
ト
ナ
ム
議
土
の
四
詰
一
を
こ

針

罰

醐

イ

号
、
=
g
万
人
以
上
の
人
「
長
い
戦
争
の
傷
あ
と
を
い
一

重

機

関

は

や

は

り

自

転

車

。

も

、

ホ

l
チ
ミ
ン
で
は
自
に
つ
く
り
変
ら
な
い
が
、
百
中
、
白
人
も
ひ
ど
い
ア
メ
リ
カ
の
残
虐
な
行
な
っ
た
写
真
・
口
か
ら
水
を
入
れ
、
れ
野
原
に
し
た
・
枯
れ
蓄
の
影
明

方

賦

醐

タ

た
ち
を
虐
殺
し
た
り
と
れ
を
や
し
な
が
ら
、
社
会
主
臓
の
之

仕
思
議
っ
た
四
時
半
す
ぎ
は
、
中
央
駅
の
す
ぐ
近
く
の
図
書
ょ
う
警
脚
立
に
乗
せ
て
あ
る
・
一
組
で
ト
ラ
ン
プ
の
か
さ
と
を
為
、
そ
れ
に
抗
し
た
ベ
ト
ナ
ム
人
警
思
い
き
っ
て
望
、
水
を
逆
響
な
の
で
し
ょ
う
か
、
二
人
い

つ

州

が

醐

闇

輔

清

算

す

る

と
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必

要

で
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般
を
レ
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い
る
と
と
ろ
i
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帖

出

盟

副

踊

ク

同

場
で
は
、
通
り
か
か
る
と
「
あ
な
商
業
都
市
と
し
て
発
展
し
た
だ
り
や
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
い
民
の
祖
国
を
愛
す
る
英
語
な
闘
流
さ
せ
る
残
虐
な
拷
聞
を
し
て
い
し
ょ
に
く
っ
つ
い
た
子
ど
も
の
写

均

立

掴
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が
、
ベ
ト
ナ
ム
も
カ
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ボ
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や
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ゴ
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日
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で
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知
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1 98 5~4-月 1 日指名解雇 された沖電気の仲間を支援する会ニュース

発
行
所

支援する会事務局

事務所 東京都港区三田

3-2-20 

.鱈 (03)451-3515 
郵便口座口座番号

東京 6-75240 

加入者名 沖電気の不当解雇

を撤回させる会

第 72号

1 9 8 5年

4月1日

固m日|

揖172奇;t(1 ) 

新
νω
鉱
山
判
長
ず
泊

鱗
九
即
在
地
砂
州

八
四
年
五
月
か
ら
、
東
京
地
方
裁
判
所
で
行
な
わ
れ
て
い
る
川

山

「和
解
交
渉
」
は
、
八
五
年
三
月
二
八
日
で
第
八
回
を
終
え
た
・
い

川
裁
判
長
か
ら
n
解
決
に
向
け
て
努
力
せ
よ
M

の
勧
告
を
受
け
続
川

川
り
て
い
る
沖
電
気
で
す
が
、
ま
だ
「
聡
場
復
帰
」
の
回
答
を
示

山

川
レ
て
い
ま
せ
ん
.

し
か
し
、
裁
判
闘
争
や
昨
年
の
「
秋
の
大
運
動
」
な
ど
の
前
山

川
進
は
、

一
歩
一
歩
、
沖
電
気
を
追
い
つ
め
て
い
ま
す
.
ま
た
交
川

川
渉
で
も
、
沖
電
気
は
、
複
岸
人
事
部
長
が
交
渉
窓
口
に
出
て
来
川

山
ざ
る
を
え
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
・

川
五
月
八
日
、
午
後
三
時
か
ら
第
九
回
和
解
交
渉
が
行
な
わ
れ
川

町
ま
す
が
、
沖
電
気
の
誠
意
あ
る
回
答
が
望
ま
れ
ま
す
.

港
区
(
東
京
)
で
の

神
電
気
争
犠
支
援
の
共

闘
会
援
は
加
魁
団
体
が

一
二
七
を
と
え
ま
し

た
.
四
月
五
日
に
は
、

中
央
共
闘
会
議
と
共
鰍

で
昼
休
み
東
京
工
場
前

抗
援
策
会
を
計
画
.

筒

玉

県

で

は

、

と

れ

ま

で

も

、

ま

た

港

統

一
労
組
懇

争
議
の
勝
利
を
決
定
づ
け
る
大
き
の
仲
間
は
、

「
ま
と
も
な
春
闘
を

な
抽
出
会
が
m
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
.
わ
れ
ら
の
手
で
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

呂
町
食
品
争
犠
団
は
蓮
田
市
で
、
で
行
な
わ
れ
た

J
ニ
・
五
全
都
大

市
民
ぐ
る
み
の

n
桜
ま
つ
り
u

を

行
動
u

の
中
で
、
神
電
気
本
社
へ

五
千
人
規
模
で
.
細
川
活
版
所
争
要
騎
行
動
を
行
い
ま
し
た
.

磁
の
場
合
は
、
草
加
市
で
一
万
人
国
鉄
を
は
じ
め
と
し
た
仲
間
と

沖
電
気
争
犠
の
発
生
を

で

決

起

集

会

。

の

学

習

会

や

春

闘

の

決

起

集

会

な

綴
に
、
沼
畿
の
仲
間
と
の

l
l

ζん
な
鑑
か
な
経
験
を
持
っ
て
ど
で
、
神
電
気
争
犠
団
と
の
連
常

共
同
聞
は
前
進
し
て
い
ま
一
北
一

い
る
崎
玉
の
仲
間
か
ら
、
当
然
の
・
交
流
は
い
ま
、
述
日
の
よ
う
に

す
-
n電
機
の
聡
場
に

二
東
一

さ
つ
に
H

沖
電
気
を
勝
た
せ
る
た
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
・
今
年
、
神

人
の
首
切
り
も
許
さ
な

め
に
、
工
場
が
あ
る
本
庄
市
で
も
電
気
争
議
も
労
働
運
動
も
大
き
く

い
u

の
ス
ロ
l
ガ
ン
で
始

1
1
J
エ
ベ
ン
ト
を
u

の
声
が
大
き
く
な
飛
闘
し
そ
う
.

ま
っ
た

「
車
総
高

二

康
一

っ
て
い
ま
レ
た
が
、
開
催
の
準
備

は
、
今
年
は
四
月
五
日
に
口
川円
」
が
始
ま
り
-ま
し
た
.

第
十
次
の
一
日
行
動
を
行
本
庄
市
鵬
、
全
金
サ
ン
エ
ス
支

い
、
沖
電
気
を
は
じ
め
、

1
1」
部
な
ど
か
ら
は
、
さ
っ
そ
く
質
問

目
立
、
三
菱
、
目
電
、
東
一
海
一

の
声
・
「
五
千
人
以
上
の
規
模
で
、

芝
な
ど
争
犠
会
社
に
解
決
亡
れ
に

市
民
や
労
働
者
が
集
ま
っ
て
」

を

迫

り

ま

す

.

と

企

画

は

い

ま

、

ふ

く

ら

む

ば

か

沖
電
気
争
護
団
で
は
、

1
j」
り
で
す
.

格
段
労
巡
(
約
六
十
万
)
一
即
一

+
実
行
委
員
会
の
仕
事
を
一
緒

加
盟
の
電
機
大
企
業
を
中
「
t
し

に
し
ま
せ
ん
か
・
御
一
報
く
だ
さ

心
に
H

ゆ
る
す
な
/
沖

電

い

・
雷
O
四
九
五
1
一一一

5
五
四

気
の
指
名
解
雇
u

の
全
国
「け川
」
八

一
.
あ
な
た
の
力
を
ぜ
ひ
f

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
一
唱

一

ま
す
.

r
J
1
L

電
機
の
仲
間
の
み
な
さ

ん
が
、
各
主
婦
問
で
の

E
a--

伝
行
動
に
も
、
協
力
し
て

一
た
一

下
さ
る
と
と
を
お
ね
が
い

し
ま
す
・

ノラ中電気L之胃酸場復帰」在三売意さ仕よクープ

乙一安正しくて.元気ぷ・る運動統合とい・一一/

通
信
繊
三
大
メ
l
カ
の
一
つ
益
、
=
一
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
一
方
、
解
居
後
の
職
湯
で
は
、

沖
電
気
工
業

(本
社
・
東
京

・

九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解

矯
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
こ
し
て
新
工
場
の
迎
設
な
ど

・

回
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
沖

七
O
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
九
O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
う
。
会
社
は
東
京
地
裁
ほ
か
四
仕
事
を
差
別
す
る
な
ど
の
、
見

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希

〆
〆

r

r

r

r

，
，

望
退
職
」
募
集
亭
健
案
乙
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

と
退
職
強
要
に
応
じ
な
い
三
百

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
カ
所
の
裁
判
で
も
「
指
名
解
庖
せ
し
め
を
強
め
、
「
合
理
化
」

撲
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る
.

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
雇
を
意
餓
改
革
を
す
る
と
と
」
と
証
沖
電
気
争
犠
団
の
七
十
一
人

強
行
。
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、

言
。
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
の
四
千
を
超
え
る
労

百
億
円
近
い
史
上
回
国
高
の
利
視
し
て
解
雇

K
乞
と
も
明
白
・
組
争
、
一
万
四
千
人
の
「
支
援

軍

参

ベ

ト

ナ

ム

戯穏

t
E
F司

が
ア
メ
リ
カ

住
民
ι戦
争
を
し

-
L
J
て
い
た
頃

‘
J
町
『

3
日
本
を
訪
れ

h
M
k
l
た
ベ
ト
ナ
ム

4

・

4
‘

の
脅
年
た
ち

が

「
自
分
た
ち
の
国
を
つ
く
る

一た
め
に
は
、
た
と
え
困
織
は
多

く
て
も
、

闘
う
そ
し
て
必
ら

ず
戦
争
に
も
勝
つ
」
と
絢
を
猿

っ
て
諮
っ
て
い
た
姿
が
忘
れ
ら

れ
な
い
V
あ
れ
か
ら
十
数
年
経

っ
た
今
年
の
二
月
、
ホ
1
チ
ン

ミ
ン
市
(
旧
サ
イ
ゴ
ン
)
で
ガ

イ
ド
を
し
て
い
る
こ
十
八
歳
の

組
織

(共
闘
)
づ
く
り
の
幣
仰
が
、
山

智
年
に
会
っ
た
.
「
い
ま
ベ
ト

急
ピ
y
チ
で
進
ん
で
い
ま
す
.

山
ナ
ム
の
社
会
主
義
鐙
股
は
、
い

-
崎
玉
励
ま
す
会

(支
侵
す
る

聞
く
つ
か
の
間
織
を
か
か
え
て
い

会
)
の
住
所
が
変
り
ま
レ
た
・
新

聞
る
・
し
か
し
長
い
目
で
見
て
ほ

高
崎
(
群
馬
)
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
グ
大
会
」
の
計
画
を
し
て
い
ま
す
。
住
所
は
、
本
庄
市
朝
日
町
一
一
一
一

叫
し
い
、
か
な
ら
ず
、
す
ば
ら
し

大
会
。
千
代
田
、
豊
島
が
交
流
の
ま
た
、
品
川
区
や
閤
般
区
で
は
九
六
l
七

で

す
.
よ
ろ
し
く
お

問
い
国
に
す
る
か
ら
」
と
涙
を

花
見
(
東
京
)
.
中
央
(
東
京
)
労
働
組
合
が
中
心
と
な
っ
た
支
援
ね
が
い
し
ま
す
.

問
た
め
て
私
と
佐
藤
さ
ん
(
と
も

や
八
王
子
(
=
一
多
摩
)
が
ハ
イ
キ

Il--

…

に

活
気
護
団
〉
毎
年
は

ン
グ
・
と
各
地
の
支
慶
す
る
会

署

名

だ

け

で

な

く

訴
え
た
-
V
私
も
、
ベ
ト
ナ
ム

の
支
部
の
活
動
も
今
年
は
活
発
で

、

の
青
年
の
よ
う
に
未
来
を
し
っ

す
・

ハ

ガ

キ

な

ど

も

か

り
と
見
つ
め
生
き
る
ぞ
、
と

東
京
南
部
(
港
、
品
川
、
大
田
、
支
鐙
す
る
会
で
は
、
「
職
旧
制
復
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
.
心
を
新
た
に
す
る
事
が
で
き

目
黒
)
は
支
部
と
し
て
発
足
し
て
灼
」
を
神
電
気
に
さ
ら
に
迫
る
た
三
月
八
回
、
支
復
す
る
会
は
、
た
.
彼
に
H

勝
利
u

の
報
告
が

い
ま
せ
ん
が
、
一
千
五
百
人
以
上
め
に
抗
議
、
要
約
の
「
ハ
ガ
キ
連
発
足
六
周
年
に
・
会
員
数
は
、
一
一
日
も
皐
J

プ
J

に岬

の
会
員
が
い
ま
す
.
初
め
て
の
交
動
」
な
ど
の
多
彩
な
窓
志
表
示
も
万
四
千
五
百
人
で
す
.
当
面
二
万
ン
パ
ロ
ウ
.

(

蛾

)

流
会
と
し
て
四
月
に
「
ポ
ウ

υン
考
慮
中
で
す
の
で
、
御
協
力
を
よ
人
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
.

神
電
気
争
援
を
さ
ら
に
多
く
の

国
民
に
知
ら
せ
、

H

ゆ
る
す
な
，ノ

沖
電
気
の
指
名
解
胆
u
の
世
論
づ

く
り
を
す
る
た
め
の
武
器
と
し

て
、
日
本
電
波
ニ
ュ

ー
ス
の
仲
間

の
手
で
「
映
画
」
.
カ
メ
ラ
マ
ン

の
森
住
卓
さ
ん
た
ち
が
「
写
真
集
」

の
発
表
を
と
、
作
業
が
進
ん
で
い

ま
す
.
ζ
れ
は
楽
し
み
で
す
ね
.

の

，F
作品

川

一
刻
国

aA

4
4
 

たれま綴に

万

前

ω
社

名

本

署
気
の
電

り

神

怒

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、
花
見
・
..
 

今
年
は
と
て
も
活
発

す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
二

年
十
一
月
に
は
、
支
鐙
共
闘
会

織
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

作
っ
た
。

八
四
年
秋
に
は
、
全
国
規
模

の
組
踊
三
十
六
都
道
府
県
、

ニ
O
ニ
カ
所
で
日
士
銀
行
、
神

電
気
へ
の
行
動
。
四
十
万
人
の

署
名
な
ど
ー
を
成
功
さ
せ
、
仕

事
監
別
を
や
め
さ
せ
る
な
ど
の

成
果
を
勝
ち
取
っ
た
.
東
京
地

裁
で
の
和
解
交
渉
も
、
い
ま
山

場
を
迎
え
て
い
る
.
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(聞
き
手
は
編
集
部
)

業

が

、

山
わ
け
す
る
た
め
の
方
「
公
的
な
仕
事
で
す
の
で
、
る
ん
で
す
」

ー
ー
ニ
O
兆
円
く
ら
い
も
あ
る

策
で
す
.
ど
ζ
ま
で
も
国
鉄
を
世
界
の
ど
の
国
で
も
、
国
鉄
は
|
|外
注
で
仕
事
を
奪
わ
れ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
、
国
鉄
の
赤

喰
い
も
の
に
し
て
、
儲
け
よ
う
赤
字
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
ど

人
は
ど
う
し
て
い
る
ん
で
す

字
の
主
な
原
因
は
何
で
す
か
・
と
い
う
と
と
で
す
」
の
国
も
政
府
予
算
で
赤
字
を
解
か
・

「
東
海
道
新
幹
線
が
走
る
前

1
|
国
鉄
は
、
人
間
玄
習
う
と
消
レ
て
い
る
ん
で
す
よ
、
儲
か

「慣
れ
な
い
仕
事
や
ら
さ
れ

ま
で
は
黒
字
だ
っ
た
の
で
す

血
管
の
よ
う
な
も
の
で
、
廃
止

ら
な
い
国
鉄
も
生
活
に
は
必
要
て
い
ま
す
が
宛
庖
で
コ
1
ヒ

が
、
政
府
や
財
界
が
、
国
鉄
を

す
れ
ば
、
そ
の
地
方
の
機
能
は

で

す

か

ら

」

l

運

び

を

し

た

り

い

ろ

い

ろ

喰
い
も
の
に
し
て
膨
大
な
設

ダ
ウ
ン
し
ま
す
し
、国
民
の「
平

l
|
「
赤
字
」
と
「
余
剰
人
員
」
で
す
.
プ
ロ
の
労
働
者
を
追
い

備
投
資
を
吸
い
上
げ
て
い
き
、

等
に
交
通
す
る
福
利
」
は
奪
わ
の
大
宣
伝
は
、
労
働
者
積
牲
の
出
し
て
、

ア
マ
の
労
働
者
が
間

借
金
や
利
息
が
積
も
り
積
も
つ

れ
る
と
思
う
の
で
す
が
・

「

合
理
化
」
を
す
る
た
め
の
手
じ
仕
事
を
し
て
い
る
・
そ
う
考

た

と

い

う

事

で

、

国

鉄

に

働

く

段

と

レ

て
よ
く
使
わ
れ
ま
す
え
て
い
い
で
す
ね
・
外
注
の
労

人

や

国

民

に

そ

の

責

任

は

な

い

が

、

国

鉄

の

場

合
も
そ
う
で
す
働
者
は
国
鉄
労
働
者
で
は
な
い

で

す

ね

」

ね

・

の

で

国

労

の

弱

体

化

も

狙

つ

ー
ー
北
海
道
の
人
に
と
っ
て
は

「
も
う
す
で
に
、
全
国
で
ニ
て
の
こ
と
で
す
」

事
だ
っ
た

n
育
園
ト
ン
ネ
ル
u

千
八
百
ぐ
ら
い
の
無
人
駅
が
つ

1

1
現
在
、
強
行
さ
れ
て
い
る

が
約
七
千
億
円
で
完
成
し
ま
し

く
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
ど
ん
ど

国
鉄
の
「
合
理
化
」
で
は
、
固

た
が、

ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ

ん
仕
事
を
外
注
し
た
り
・
仕
事

民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
も
安
全
の
確

る
ん
で
す
か
・

を

取

ら

れ
る
と
人
が
余
っ
て
い
保
も
保
障
さ
れ
な
い
と
言
う
こ

「

現

在

は

、

隊

経

海

峡

線

だ

る

よ

う

に

見

え

る

の

は

当

然

で

と

れ

抽ん
で
す
か
.

り
が
予
定
さ
れ
て
い
る

と

聞

い

す

・
さ
ら
に
い
ま
強
行
さ

れ

て

「

結
論
か
ら
言
う
と
そ
う
で

て

い

ま

す

が

、

こ

と

で

は

、

年

い

る

の

は

「

合

理

化

」

に

よ

る

す

・

み

ど

り

の

窓

口

の

時

間

制

問

で

約

九

百

億

円

の

赤

字

が

出

人

減

ら

し

で

す

・
た
と
え
ば
、
改
限
ゃ
、

ラ

yン
ュ
時
で
も
改
札

る

と

予

想

さ

れ

て

い

ま

す

」

札

口

の

袈

凸

を

減

ら

し

て

い

っ

口

の

一

部

閉

鎖

・
検
査
な
ど
の

l

!園
の
開
発
な
の
に
、
国
鉄

た
り
、
乗
務
員
の
勤
務
厳
離
を
簡
紫
化
の
名
に
よ
る
手
疲
き
。

の
建
般
費
は
、
国
鉄
の
借
金
で

国

電

の

泊

り

勤

務

の

場

合
は
、
ホ
ー
ム
の
嬰
貝
を
滅
ら
す

.

や
っ
て
い
る
の
で
す
か
・

今

年

の

三

月

か

ら

、

二

百

二

十

長

時

間
過
密
労
働
の
ノ
ル
マ

「

そ

う

で

す

。

泊

路

な

ど

の

J

だ

っ

た

の

を

、

=

一

一

白

+

J

と

・

ζ
れ
で
は
第
二
の
三
冠
交

建
設
貨
は
、
七

O
弼

も

公

的

負

畏

く

働

く

な

ど

で

す

・

そ

し

通

m故
も
・
地
震
や
、
火
災

担
(
税
金
)
な

の

に

、

国

鉄

の

て

人

が

余

っ

て

い

る

と

宣
伝
す
時
で
の
誘
導
な
ど
は
と
て
も
で

公

的

援

助

は

、

約

二

揮

で

す

.

き

ま

せ

ん

.

採

算

だ

け

を

考

え

フ
ラ
ン
ス
な
ど
は
、
日

本

の

三

九

J

て
H

人
間
H

を
忘
れ
て
い
る
の

倍
ぐ
ら
い
は
、
国
か
ら
援
助
が

鴻
叫

で
す
」

で

て

い

ま

す

よ

」

M

M

l

1

自
民
の
た
め
の
国
鉄
す
る

|
|
鉄
道
逮
殴
を
国
の
予
算

で

運

動

が

必

要

で

す
ね
.

や
っ
て
い
れ
ば
、
赤
字
に
は
怠

「
そ
う
で
す
.
各
地
で
い
ま
、

ら
な
か
っ
た
の
に
な
ぜ
、

分

割

国

民

の

国

鉄

を

守
ろ
う
の
運
動

さ
れ
、
民
営
化
す
争
必
要

が

あ

が

起

き

て

い

ま

す

・
直
媛
、
図

る
ん
で
す
か
・

鉄
の
臓
旧
制
も
見
て
く
だ
さ
い
・

「

ひ

と

と

と

で

言

え

ぽ

、

時

分

り

易

い

で

す

.

私

の

と

と

ろ

価一

O
O兆
円
と
も
z

言
わ

れ

る

も

、

大

歓

迎

で

す

よ

」

国
鉄
の
資
産
を
、
財
界
や
大
企

一斉定時日 〈残業を規制する目〉
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婁樗'72奇曹 (4) 

ろ
う
あ
者
だ
っ
て
人
間

匂
磁
開
閉
器
な
ど
を
製
造
す
る
あ
者
と
い
う
附
替
に
も
ま
け
ず
、

春
日
電
機
(
東
京
三
鷹
市
・
四
百
毎
朝
、
社
前
に
立
っ
て
就
労
を
要

八
十
人
)
に
七
四
年
一
月
に
入
社
求
す
る
一
方
、
裁
判
所
に
も
訴
え
、

レ
、
働
い
て
い
た
ろ
う
あ
者
の
宙
開
一
日
も
早
い
職
場
復
帰
を
め
ざ
し

田
さ
ん
に
、
春
田
電
機
は
つ
ぎ
っ
て
い
ま
す
・

ぎ
と
攻
撃
を
か
け
て
き
ま
し
た
・

毎
日
、
毎
日
、
か
な
ら
ず
社
前

七
八
年
の
年
末
に
は
、
一
時
金
に
来
る
栗
田
さ
ん
に
、
織
場
の
伸

を
一
方
的
に
十
数
万
円
も
減
額
、
聞
や
地
域
の
仲
間
の
支
援
は
拡
が

七
九
年
の
始
め
に
は
、
賃
金
の
四
り
ま
し
た
。
守
る
会
(
栗
田
君
支

O
婦
の
引
き
下
げ
と
臨
時
社
員
へ
え
る
会
)
も
組
織
さ
れ
ま
し
た
.

の
格
下
げ
を
強
行
レ
ま
し
た
・

八

四
年
一
一
月
二
四
日
に
は
、

正
社
員
に
戻
レ
て
ほ
レ
い
と
嬰
支
援
団
体
連
絡
会
議
も
結
成
さ

求
し
て
い
た
架
回
さ
ん
は
、
つ
い
れ
、
量
的
に
も
質
的
に
も
闘
い
は

に
、
八
二
年
一
月
八
日
、
解
鹿
さ

前
進
し
て
い
ま
す
.

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
全
国
の
仲
間
の
み
な
さ
ん
、
が

解
屈
さ
れ
て
三
年
の
現
在
、
東
ん
ば
る
栗
田
さ
ん
に
大
き
な
、

大

「

一

:
:
J

電
器
の
人
権
侵
寄

・
質

田
さ
ん

一
家
は
、

小
学
三
年
と
一

き
な
支
療
を
し
ま
し
ょ
う
。
(
野
)
田
君
支
え
る
会

雷
三
五
二

l

…
円
リ
.
金
差
別
を
闘
っ
て
い
た

年
の
子
ど
も
た
ち
と
、
奥
さ
ん
の

|
|
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま

三
三
三
因
。

-
+
f
…
八
人
の
仲
間
は
二
月
十

四
人
家
族
で
す
。
障
害
者
年
金
だ

す
.

A

抗
議
先
V

東
京
都
下
三
九
日
、
昇
格
、
昇
給
、
解
決
金
で

け
で
は
生
活
で
き
ず
、
奥
さ
ん
は

A
激
励
先
V

東
京
都
新
宿
区
鷹
市
下
連
雀
八
の
三
の
一
一
制
勝
利
的
和
解
を
成
立
さ
せ
ま
し

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
で
働
い
て
い
ま
新
宿
二
の
二
ニ
の
一
二
グ
レ
イ
春
日
電
機
取
締
役
社
長

春
日

た
・
十
一
年
間
の
闘
い
で
の
勝
利

す

.

ス

ピ

ル

七

階

東

京

都

聴

覚

障

害

一
雄
雷

O
四
二
二

l
四
七
|
五
で
す
。
H

明
る
く
自
由
な
職
場
を
H

四
十
歳
の
栗
田
さ
ん
は
、
ろ
う
者
連
盟
事
務
所
内
春
日
電
機
東
八
八

一
。

が

ス

ロ

ー
ガ
ン
で
し
た
。

場騒聾)

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース19S5牢 4月 1日

栗

田

問、
i
l
l
l
l
1
1
11
1
1
1

そ
れ
か
ら
何
年
か
経
ち
ま
し

一

(

私

と

沖

争

議

(

た
が
、
裁
判
の
経
過
も
、
喜

一

通
り
H

従
業
員
が
過
剰
の
た
め

町

沖
電
気
争
議
団
の
み
な
さ
ん
の
指
名
解
雇
で
は
な
く
て
、
会

一

と
、
私
と
の
出
合
い
は
、
高
校
社
の
労
働
者
の
団
結
弱
体
化
を

一

の
教
え
子
で
あ
る
南
本
君
が
、
狙
っ
た
威
嚇
作
戦
で
あ
っ
た
ζ

甲

突
然
来
訪
さ
れ
て
、
就
職
先
の
と
H

が
、
会
社
自
ら
の
証
言
に

一

望

気

(

霊

工

場

埼

玉

)

よ

っ

て

書

さ
れ
て
い
ま
す
・

一

で
指
名
解
雇
さ
れ
た
こ
と
、
裁
労
働
者
の
生
活
椴
を
鍾
る
会

一

判
で
も
争
い
た
い
の
で
、
後
援
社
が
、
も
し
と
の
よ
う
な
方
法

一

を
お
ね
が
い
し
た
い
と
言
う
詣
で
、
自
由
無
安
去
に
労
働
者
を

一

で

し

た

。

あ

や

つ

る

事

が

、

許

さ

れ

る

な

一

語
、
皇
の
学
級
担
任
で
ら
ば
、
労
働
基
本
椴
と
か
労
働

問

あ
っ
た
の
で
、
彼
の
人
と
な
り
基
準
法
な
ど
と
言
う
も
の
は
、

白

は
、
充
分
知
っ
て
お
り
、
学
校
ど
こ
か
へ
吹
き
飛
ん
で
し
ま
っ

一

時
代
は
其
面
白
な
落
ち
つ
い
た
て
H

封
建
的
暗
黒
社
会
H

へ
逆

ご

-
徒
で
あ
っ
た
の
で
、
会
社
で
も
ど
り
と
言
う
と
と
に
な
り
か

一

不
都
合
な
乙
と
を
す
る
は
ず
が
ね
ま
せ
ん
。

一

な
い
か
ら
何
か
が
あ
る
な
と
、
沖
電
気
で
働
ら
い
て
お
ら
れ

田

直
感
レ
ま
し
た
・

そ
ζ
で
い
る
労
働
者
の
か
た
が
た
に
は
、

一

ろ
い
ろ
話
を
聞
い
て
、
少
し
で
な
ん
ら
係
わ
り
の
な
い
事
で
す

一

も
力
に
な
れ
ば
と
患
っ
て
、
後
が
、
経
営
者
た
ち
は
、

ζ
の
危

一

笠
宮
の
一
人
に
な
る
こ
と
を
、
険
な
暴
挙
の
非
を
悟
り
、
一
回

一

引
受
け
ま
し
た
。

も
阜
く
指
名
解
居
者
の
復
職
を

ご
絞
る

一
時
w
…一守

一闘
臨
時

一春
一明
期

日
吋
官
官
・
林

B
古
都

z

-を
3
ヒ
マ
な
い
庁
、
、

ス
ウ
ヲ
ヮ
下
回
晩
、て
を
Z

み
が
工
争
し
L
1
3
ン

オ
『
、
ョ

/
-

議

晋

一
さ
ん

お
め
で
と
う

270 

車前列の左が岡さん。

二人の教え子 C南本、笹井さん〉

が指名解雇されました。

川

2
月
お
日

国
労
・
名
古
屋
駅

川

の
学
習
会
で
報
告
。

川

2
月
U

印日
1
U日
沖
電
気
の

川

商
品
展
示
会
、
会
場
前
で
宣

川

伝
行
動
。

川

2
月
日
目
目
前
橋
裁
判
。
ポ
ウ

川

り
ン
グ
大
会
(
前
橋
)
・

川

2
月
U
日

草
加
鋼
業
の
争
犠

川

勝
利
集
会
。

川

2
月刊
ω日

名
村
造
船
争
議
の

計
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
.

川

三
和
銀
行
へ
の
要
粉
行
動
因

そ
う
し
て
く
れ
れ
ば
、
私
に
と

川

(港
、
目
黒
区
)

つ
て
は
、
教
え
子
を
失
業
か
ら
救

川

5
月
1
日

港
支
援
共
闘
会
議

ぃ
、
そ
の
家
族
や
、
幼
い
子
ど
も

川

の
総
会
。

た
ち
の
笑
顔
を
よ
み
が
え
ら
せ
る

川

3
月
2
日

「
会
」
春
闘
学
潤

縁
と
な
り
ま
す
。

川

会

(
東
京
)。

東
京一
争
議
団

ー

l
hO
B
l
i--
川

婦
人
部
が
「
労
基
法
」
学
習

・
「
私
と
沖
争
繊
」

へ
の
投
笹

川

会
.

や
准
薦
に
御
協
力
く
だ
さ
い
。
岡

山

5
月
4
白

千
代
田
支
援
共
闘

慌
に
「
た
た
か
う
、
怠
か
ま
た
ち
」

川

会
織
が
総
会
.
中
央
共
闘
会

や
「
な
か
ま
の
パ
ン
フ
」
の
紹
介

川

護
拡
大
事
務
局
.

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

川

5
月
5
日

第
七
回
和
解
交

・
;
7
-
2
r亨
2

2

川

渉
。
開
甘
闘
勝
利
5
・
5
全
部

主
二

C
3
t
v
T
〆
、
司

、3
1
R
u
-。

川

大
運
動
で
港
の
代
表
が
、
沖

E
H
3

担
カ
士
宮
L
L
』
カ
7
a
f

川

電
気
本
社
へ
要
請
高

電
機
労
連

・
ゼ
ネ
ラ
ル
労
組
の
場
合

川5
月
6
日
5
8
日
襲
警

川

名
行
動

(沖
・
平
和
委
員
会
)

川
崎
市
に
あ
る
電
機
労
連
ゼ
ネ
が
七
五

・
三
揮
を
占
め
、
電
機
労
東
さ
ん
は
、
乙
の
二
月
、
念
顧
の
後
半
・四
人
世
帯
)が
必
要
と
さ
れ

川

3
月
8
日

国
際
婦
人
デ
l
で

ラ
ル
労
組
|
|
い
ま
組
合
で
は
、
連
平
均
の
四

一
部
と
比
べ
、
一

・

新
居
に
移
っ
た
。
広
さ
は
三
D
K。
賃
上
げ
の
要
求
は
切
実
そ
の
も

川

宣
伝
行
動
。

富
土
通
と
の
業
務
提
携
に
よ
る
八
倍
も
の
高
さ
を
示
し
た
。

月
五
万
円
の
住
宅
ロ
l
ン
を
支
払
の
。
さ
ら
に
税
金
、
社
保
料
、
住

川

5
月
?

日

沖
電
気
仕
事
差
別

H

企
業
再
建
H

の
な
か
で
、
「
再
し
か
も
、
電
機
労
連
の
調
査
で
い
そ
の
う
え

一
時
金
で
の
二
十
六
宅
、
教
育
、
健
康
へ
の
関
心
も
高

川

事
件
の
報
告
抽
出
会
。
東
京
大

生
ゼ
ネ
ラ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
水
は
、

「
生
活
が
苦
し
く
な
っ
た
」は
万
円
が
周
に
重
く
の
レ
か
か
る
.

ぃ
.

川

空
襲
四
十
年
の
祈
念
の
集

準
」
を
合
言
葉
に
、
八
五
春
闘
へ
前
年
よ
り
一
一
部
も
ダ
ウ
ン
し
て
ゼ
ネ
ラ
ル
の
平
均
基
準
内
賃
金
ゼ
ネ
ラ
ル
労
組
の
調
査
で
も

川

い
.

の
と
り
く
み
を
強
め
て
い
る
.

い
る
が
、
ゼ
ネ
ラ
ル
で
は
逆
に
約
は
、
十
九
万
千
六
百
八
十
七
円
(
U
A

「
生
活
で
段
も
改
ぎ
己
せ
た
い
も

川

3
月
日
日

蛍
島
総
行
動
で
日

電
機
労
連
は
今
春
闘
で
「
伸
長
三
掃
の
増
加
さ
え
示
し
て
い
る
。

-
5歳
、
勤
続
日
・5
年
)で
あ
る
。
の
」

で
は
、
世
帯
主
は
第
一
位
が

川

士
銀
行
へ
要
諦
行
動
。
公
害

す
る
童
話
に
見
合
っ
た
成
果
職
場
の
と
は
た

i苦
を
補

E
E酌
劃

E

i、
二
位
健
康
と
休
養
、
三
位

川

総
行
動
。

を
め
ざ
す
」
と
H

攻
め
の
春
闘
H

っ
て
い
る
の
カ
ノ
l
ト

共

働

き

力

者

育

の

順

。
砂
告
白
子
で
は
一

川

5
月刊は
日

大
阪
御
堂
筋
総
行

と

「相
場
の
段
上
限
」
(
藁
和
電
の
家
庭
が
増
え
て
お
り
、
川
崎
支
電
機
の
労
働
者
は
、
高
度
技
術
位
が
題
昧
と
レ
ジ
ャ
ー
、
二
位
健

川

動
で
、
白
士
銀
行
、
沖
電
気

綴
労
連
委
員
長
)
を
宣
言
、
リ
l

部
で
は
=一

一
・
九
婦
と
前
年
を
七
の
修
得
も
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
こ
成
、

三
位
住
宅
と
な
る
。
「
春
闘

川

へ
要
樹
、
抗
滋
行
動
。

静
岡

デ
ィ
ン
グ
産
業
単
産
と
し
て
熱
い

・四
部
上
回
り
、う
な
ぎ
の
ぼ
り
の
と
を
端
的
に
一市
す
よ
う
に
パ
ソ
コ
は
ど
う
せ
上
の
方
で
決
ま
る
ん
だ

川

富
土
銀
行
へ
要
請
行
均
中

ま

な

ざ

し

が

注

が

れ

る

。

増
加
で
あ
る
。「
月
あ
と
四
万
円

ン
の
所
育
状
況
は
蛍
議
所
支
部
で
ろ
う
」の
声
も
あ
り
、
職
場
の

一
部

川

央
区
支
媛
す
る
会
が
学
習

1
J
1
/
1ノ
1
/
1
/

ぐ
ら
い
必
要
だ
」
と
い
う
の
ま
、
は
四

一
・八
揮
に
も
達
し
て
い
る
。

に
シ
ラ
ケ
が
な
い
わ
げ
で
は
な

川

会。

共
働
き
詑
/
A

G

J

1

1

川
崎
支
部
の
テ
レ
ビ
生
産
技
術
部
電
機
労
連
が
行
っ
た
生
活
調
査
い
。だ
が
、
深
刻
さ
を
増
す
生
活
の

川

5
月
M
日

労
働
争
議
研
究
会
・

組
合
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
門
に
働
く
東
和
広
(
お
〉
さ
ん
で
あ
で
は

「ゆ
と
り
あ
る
生
活
に
は
手
き
び
し
さ
か
ら

「
賃
上
げ
に
対
す

川

5
月
沼
田

無
名
戦
土
華
、
合

査

で

は

「

生

活

が

苦

し

く

な

っ

た

」

る

。

取

り

で

二

十

九

万

九
千
円
」(
初
代
る
期
待
は
い
っ
ぱ
い
」
ベ
連
合
)

川

務
追
悼
会
.

藍島謹白壁J
4盟bp亨ー
岡 一孝さん

(崩晃三541i)



5万人の「支援する会」を

私たちは生きる楢矛IJ、圃〈織利を守るために沖
電気の仲間を物心両面から励まし、必ず勝利させ
といと思います。困雛な長聞の闘いも予想されま
すので、一人でも多〈の方がこの r会J に加入し
全面勝手Ij~を闘いとるまでご支緩くださるよう心か
らよびかけます。(r支録する会Jよびかけより)
会費 1ロ 200円/月

1985年 5月 1日指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

支援する会事務局
事務所 東京都港区三田
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東京6-75240 
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発
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第 73号
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勝手ヅヘmメoテ.'1がえ坑て券

通
信
機
三
大
メ
ー
カ
の
一
つ
益
、
三
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
一
方
、
解
居
後
の
職
場
で
は
、

神
電
気
工
業
(
本
社

・
東
京

・

九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解

僑
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
こ
し
て
新
工
場
の
建
設
な
ど
。
間
四
(
問
中
さ
ん
)
し
た
り
、
神

七
O
憶
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
九
O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、

蛍
危
織
だ
、
へ
か
余
っ
て
い
る
」
う
。
会
社
は
東
京
地
裁
は
か
四
仕
事
を
差
別
す
る
な
と
の
、
見

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希

F

〆

望
退
職
」
募
集
を
提
案
と
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

と
退
職
強
要
に
応
じ
な
い
三
百

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
力
所
の
裁
判
で
も
「
指
名
解
屈
せ
し
め
を
強
め
、

「
合
理
化
」

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る
。

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
陸
を
意
識
改
革
を
す
る
乙
と
」
と
証
神
電
気
争
議
団
の
七
十
一
人

強
行
。
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、

一言。

労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
の
四
千
を
超
え
る
労

百
億
円
近
い
史
上
毘
高
の
利
視
し
て
一
解
履
し
↑
少
」
と
も
明
白
。
組
や
、
一
万
四
千
人
の
「
支
援

新
星
日
本
交
響
楽
団
が
友
情
演
奏

神
電
気
に
働
く
労
働
者
の
皆
さ
ん
〆
の
利
益
を
上
げ
て
い
ま
す
。
過
員
に
よ
る
い
ま
す
。

ζ
れ
が
、
指
名
解
庖
の
実
態
で
す
。

私
た
ち
は
、
沖
電
気
争
議
支
援
中
央
共
人
員
獲
理
、
業
績
不
療
に
よ
る
企
業
墜
側
、
残
業
に
つ
ぐ
銭
業
、
少
し
ば
か
り
の
岱
首
を
切
ら
れ
た
者
も
切
ら
れ
な
か
っ
た

刷
会
議
の
者
で
す
・

会
社
が
並
べ
た
て
た
解
雇
理
由
は
、
す
べ
上
げ
で
は
、
ま
っ
た
く
お
話
に
も
な
り
ま
者
も
、
労
働
者
は
労
働
者
、
人
聞
は
人
問
、

会
社
が
、問
答

無

用

で

首

切

っ

て

か

ら

、

て

、

真

赤

な

ウ

ソ

で

し

た

.

せ

ん

.

み

ん

な

人

間

ら

し

く

生

き

て

い

き

た

い

.

六

年

半

た

ち

ま

し

た

。

裁

判

所

さ

え

神

電

気

の

仲

間

の

皆

さ
ん
/

人
間
と
し
て
の
誇
り
を
持
っ
て
生
き
て
行

指
名
解
屈
は
、
労
働
者
に
対
す
る
肢
も
「
職
場
に
戻
す
以
外
に
、

ζ
の
事
件
の
会
社
は
、
首
を
切
ら
れ
た
労
働
者
に
は
き
た
い
・

残
酷
な
仕
打
ち
で
す
・
肢
も
あ
く
ど
い
町
内

h---E冒
F

お

お

む

れ

そ

れ

が

、

私

た

ち

の

ね

が

い

で

す

・

取

強

化

の

重

で

す

。

資

本

蓄

積

の

最

も

‘

‘

羽

田

圃

汐

大

牟

槽

藤

男

さ

ん

そ

れ

が
、
六
年
半
闘
い
続
け
て
き
た
私
た

‘.司ヨ4
云E電電唱唱
ふト

「細
酒
‘

原
露
始
的
控
な
方
喜
法
で
子
す
.

同

-h
れ

で

除

~訟

滋

・
東
京
都
区
職
員
労
働
組
合
曇

員

長

ち

の

主

で
す
。

園

舎

何回
適
島
ブ

沖
電
気
争
議
団
の
六
年
余
の
闘
い
に
よ

a
F
¥

々
々
しh

J言
葉

話

会

班

、

富

長

会
社
は
、
寄
り
を
撤
回
し
て
、
直
ち

っ
て
、
そ
の
と
と
が
、
疑
問
の
余
地
な
く

4

・E-
‘

沖
電
気
社
前
で
の
訴
え

(4
/
5
)

に
職
場
に
戻
せ
ノ

証
明
さ
れ
ま
し
た
・

4

・・・・可

e

・
e

・-

会
社
は
、
労
働
者
を
人
間
ら
し
く
待
遇

沖
電
気
は
、
過
R
Hだ
と
一
言
っ
て
、
三
百
円
満
な
解
決
は
な
い
・
金
で
解
決
し
よ
う
収
入
の
途
を
断
ち
切
り
、
首
を
切
ら
れ
な
せ
よ
/

人
の
労
働
者
の
首
を
切
り
な
が
ら
、
そ
の
な
ど
と
い
う
姑
息
な
こ
と
を
考
え
な
い
で
か
っ
た
労
働
者
に
は
労
働
強
化
と
低
賃
金
沖
電
気
に
働
く
伸
聞
の
皆
さ
ん
/

後
三
千
人
を
ζ
え
る
労
働
者
を
新
規
採
用
車
く
解
決
し
た
ら
ど
う
か
」
と
会
社
に
和
長
時
間
労
働
を
お
レ
つ
け
て
き
ま
し
た
・
沖
の
職
場
を
働
き
や
す
い
職
場
に
す
る
た

レ
て
い
ま
す
・
業
績
不
振
だ
と
言
っ
て
い
解
に
よ
る
解
決
を
鍋
め
て
い
る
の
で
す
・
働
く
者
に
と
っ
て
、
何
ひ
と
つ
い
い
ζ
と

め

に

/

た
の
に
、
そ
の
翌
年
の
決
算
で
も
、
百
億
会
社
は
史
上
肢
高
の
利
益
、
そ
れ
な
ら

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
反
し
て
、
会
社
人
間
ら
し
く
生
き
て
ゆ
く
た
め
に
ノ

円
の
利
益
を
あ
げ
ま
し
た
。
企
業
整
備
ど
労
働
者
の
待
遇
も
、
史
上
飯
高
に
な
っ
た
だ
け
が
、
史
上
巌
高
の
利
益
を
上
げ
た
の
働
く
者
の
誇
り
と
未
来
の
た
め
に
/

ζ
ろ

か

、

増

資

に

つ

ぐ

増

資

で

史

上

原

高

の

か

。

そ

れ

は

、

皆

さ

ん

が

よ

く

知

っ

て

で

す

。

共

に

連

帯

し

て

奮

闘

レ

ま

し

ょ

う

/

p

ァ
百
戸
惑

を

町議，~~、ねJ
-会場で

名を告げす3万円の寄付

ッ
チ
も
五
百
個
以
上
売
れ
た
.

由

B

J

「

夜

遅

く

集
会
で
は
、
神
電
気
争
諮
問
の
問
絢
議

I
岡
、
ま
で
起
き
て

中
山
森
夫
さ
ん
が
、
連
帯
の
あ
い
…
'
・

-
L
い
る
か
ら
、

さ
つ
・
「
た
く
さ
ん
の
伸
聞

に

、

…

り

烏

ね
む
く
て
授

手
も
、
か
ら
だ
も
、
緊
援
と
感
動
明
』
F
、
喧
庵

J
業
に
集
中
で

で
ふ
る
え
た
」
と
い
う
事
で
す
。

同
旬
、
J

L
V

き
な
い
子
も

日
本
の
労
働
運
動
に
と
っ
て
も
叩
，

d
報

い
る
し
、
友

飛
腕
の
集
会
に
な
り
ま
し
た
。

聞
だ
ち
が
巡
っ
て
読
ん
だ
り
、
答

え
た
り
す
る
と
H

パ
カ
じ
ゃ
な

い
H

と
言
っ
て
笑
い
、
人
を
傷

つ
け
る
。
私
も
、
ま
だ
春
休
み

ボ
ケ
で
、
勉
強
に
集
中
で
き
な

い
」
新
五
年
生
の
肢
は
、
先

生
は
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
い

る
の
に
、
生
徒
の
方
が
悪
い
と

言
う
V
何
が
悪
く
て
、
何
を
す

べ
き
か
は
、
み
ん
な
分
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
の
だ

と
訴
え
る
、
娘
や
同
級
生
。
悩

み
、
考
え
、
行
動
す
る
子
ど
も

た
ち
を
、
見
る
と
き
、
大
人
た

ち
の
一
層
の
努
力
の
必
要
性
を

感
じ
る
V
「機
械
が
入
っ
て
き

た
か
ら
と
言
っ
て
、
首
切
り
さ

れ
て
、
闘
っ
て
い
る
お
父
さ
ん

が
、
や
っ
て
い
る
事
は
、
良
い

事
だ
と
思
う
し
、
正
し
い
」

乙
れ
も
娘
の
言
葉
で
あ
る
。
こ

ん
な
娘
に
H

賃
上
げ
も
な
い
の

に
外
国
製
品
を
買
え
H

と
一言
う

人
の
取
を
知
え
る
日
も
近
い
の

か
ナ
ァ
。

(

謙
)

「八
五
国
民
春
闘
勝
利
大
決
起

集
会
」
は
、

三
月
三
十
一
日
、
代

々
木
公
園
に
、
約
八
万
人
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
.

昨
年
の
4
・
B
集
会
を
四
倍
も

上
ま
わ
る
人
の
波
で
、
沖
電
気
争

議
支
援
の
庖
で
も
、
コ
ー
ヒ
ー
が

四
百
杯
以
上
、
核
兵
総
廃
絶
の
パ

す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
二

年
十
一
月
に
は
、
支
媛
共
闘
会

議
も
結
成
さ
れ
、

闘
う
体
制
を

作
っ
た
.

八
四
年
軟
に
は
、
全
国
規
制
酬

の
運
動
三
十
六
都
道
府
県
、

二
O
ニ
カ
所
で
臼
士
銀
行
、

神

電
気
へ
の
行
動
。
四
十
万
人
の

署
名
な
ど
ー
を
成
功
さ
せ
、
仕

事
差
別
を
や
め
さ
せ
る
な
ど
の

成
果
を
勝
ち
取
っ
た
。
東
京
地

裁
で
の
和
解
交
渉
も
、
い
ま
山

場
を
迎
え
て
い
る
.

ゑ
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特別寄稿

松田健勇さん
(三多摩 (東京) ・アジア、 ァフリ主)
ラテンアメリカ連帯委員会・副理事長/

第 73号指名解震された沖電気の仲間を支援する会ニュース

二 i))ラクγ の平和は
世界⑫平羽同志拠。

1985牢 5月 1日

ソ
モ
サ
時
代
に
林
業
・
鉱
業

・

水
産
業
の
九
O
掃
、
商
業
の
五
O

揮
を
握
っ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
独

中

米

版

量
産
、
自
分
の
思
い
ど
お
り

サ
ン
デ
ィ
l
ノ
将
軍
を
先
頭
に
に
な
ら
な
く
な
っ
た
ニ
カ
ラ
グ
ア

ニ
カ
ラ
グ
ア
人
民
が
、
は
じ
め
て
を
、
「
独
裁
の
国
」
と
中
傷
し
、

中
米
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
軍
を
追
い
経
済
封
鎖
を
は
じ
め
、

c
I
Aの

出
し
た
の
は
、
一
九
三
三
年
で
す
・
飼
い
な
ら
し
た
反
革
命
軍
を
使
つ

そ
の
後
、
四
十
五
年
間
は
、
=
一
て
、
圏
第
の
南
北
か
ら
侵
略
を
く

代
に
渡
っ
て
「
ア
メ
リ
カ
の
子
」
り
返
し
続
け
ま
し
た
.

と
呼
ば
れ
る
ソ
モ
サ
一
族
が
、
国

土
の
全
耕
地
の
半
分
を
占
有
レ
、

「
独
立
・
自
由
」
で

経
済
の
九

O
揮
を
支
配
し
て
、
人

た
た
か
う

民
の
抑
圧
を
続
け
ま
し
た
.
人
民

は
貧
し
く
、
教
育
水
畑
中
も
、
二
人
祖
国
建
設
と
民
主
主
義
の
前
進

に
一
人
は
文
冒
と
い
う
状
況
で
し
を
求
め
る
ニ
カ
ラ
グ
ア
人
民
は
、

た
.
サ
ン
デ
ィ
ニ
ス
タ
民
族
昨
年
十
一
月
四
目
、
史
上
初
の
大
策
動
を
粉
砕
し
、
中
米
の
平
和
と
い
ま
す
.

の

、
日
本
の
私
た
ち
の
平
和
に
つ

解
放
戦
線
(
サ
ン
デ
ィ
1
ノ
将
軍
統
領
と
国
会
の
選
挙
を
民
主
的
な
自
分
た
ち
の
強
立
と
自
由
を
確
固
乙
れ
に
対
し
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
な
が
っ
て
い
ま
す
・
今
年
を
「
耐

の
窓
を
受
け
継
ぐ
者
の
意
味
)
の
や
り
一方
で
成
功
さ
せ
ま
し
た
・
七

と
し
て
打
ち
建
て
よ
う
と
し
て
い
キ
ュ
ー
バ
の
軍
事
顧
問
の
一
方
的
乏
の
年
」
と
し
て
い
る
ニ
カ
ラ
グ

指
導
の
も
と
、
つ
い
に
ニ
カ
ラ
グ
政
党
が
立
候
補
し
、
与
党
の
サ
ン
る
の
で
す
。
撤
退
、
ミ
グ
戦
闘
機
の
購
入
中
止
、
ア
人
民
は
、
私
た
ち
日
本
人
民
に

ア
は
、
一

九
七
九
年
に
解
放
さ
れ
デ
ィ
ニ
ス
タ
戦
線
が
六
七
掃
の
支
「
平
和
の
た
め
、
全
人
民
は
、
ま
た
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
四
カ
国
医
毅
品
、
教
初
な
ど
を
、
寄
せ
て

ま

し

た

.

持

で

、

オ

ル

テ

ガ

大

統

領

と

九

O
侵
略
に
反
対
し
よ
う
」
を
ス
ロ
l

(
コ
ン
タ
ド
1
ラ
グ
ル
ー
プ
)
に
ほ
レ
い
と
強
く
望
ん
で
い
ま
す
.

新
し
い
政
相
の
基
本
原
則
は
、
人
の
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
.
ガ
ン
に
/

よ
る
中
米
の
和
平
案
へ
の
調
印
を

ζ
の
た
め
の
、
募
金
と
、
レ
1

次

の

三

点

で

し

た

・

不

正

と

暴

力

が

ま

か

り

通

っ

た

表

明

す

る

な

ど

、

民

族

自

決

と

中

ガ

ン

政

府

へ

の

抗

議

団

体

署

名

を

①
国
有
企
業

(四
O
弱
)
と
私
ソ
モ
サ
独
裁
時
代
定
ま
っ
た
く

世

界

の

米
の
平
和
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
全
国
の
み
な
さ
ん
に
、
訴
え
ま
す
・

企
業
(
六
O
M
m
)
併

存

す

る

混

合

違

っ

た

清

潔

選

鎖

。

し

か

も

国

民

間

っ

て

い

ま

す

.

ー
ー
私
た
ち
の
、
共
通
の
ね
が

経

済

と

す

る

。

の

大

多

数

は

、

読

書

き

が

で

き

支

援

が

必

要

し
か
し
、
侵
略
か
ら
祖
図
書
い
|
核
兵
怨
廃
絶
・
民
族
自
決
権

②
ソ
モ
サ
勢
力
を
除
い
て
、
反
る
よ
う
に
な
り
、
主
櫛
者
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
第
二
次
レ
ー
ガ
ン
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
慌
の
擁
鰻
・
非
同
盟
中
立
政
策
の
推

対
勢
力
を
認
め
る
政
治
的
複
数
主
の
権
利
を
堂
々
と
行
使
し
た
の
で
政
権
は
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
と
の
対
話
や
、
ア
メ

υカ
の
経
済
封
鎖
に
よ
進
・
共
通
の
敵
、
宍
聞
の
釆
来
の

義

と

す

る

。

す

・

を

打

ち

切

り

、

国

際

司

法

裁

判

所

り

、

経

済

建

設

が

遅

れ

て

い

ま

す

。

た

め

に

、

ニ

切

ラ

グ

ア

人

民

へ

の

③
い
か
な
る
軍
事
同
盟
・
ブ
ロ
圧
倒
的
な
国
際
世
論
の
支
持
を
の
審
議
を
拒
否
し
、
さ
ら
に
、
反
い
ま
、
世
界
の
支
援
が
と
く
に
、
支
疲
活
動
を
強
め
よ
う
〆

γ
ク
に
属
さ
な
い
非
同
盟
中
立
の
背
鎮
に
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
人
民
は
、
政
府
野
力
と
C
I
Aを
使
っ
て
、
必
袈
に
な
っ
て
い
ま
す
・

(

松
田
)

外
交
政
策
と
す
る
・
い
ま
、
レ
ー
ガ
ン
の
軍
事
介
入
の
ニ
カ
ラ
グ
ア
へ
の
干
渉
を
強
め
て
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
平
和
は
、
世
界

小
さ
く
貧
し
い
固
だ
け
ど
民
族
自
決
を
守
る

湖

水

と

火

山

と
太

陽

の

国

約
五

O
の
火
山
が
あ
り
、
火
口
に

は
、
た
く
さ
ん
の
湖
水
が
広
が
る
.

コ
ー
ヒ
ー
、
タ
バ
コ
、
サ
ト
ウ
キ
ビ

牧
畜
な
ど
の
農
業
を
蛍
む
.

北
約
十
二
度
に
あ
る
首
都
の
、
一

月
の
平
均
気
温
は
ニ
+
七
度
、
四
月

の
そ
れ
は
、
=
一
+
度
で
す
.

小
国
の
あ
つ
ま
る
中
米
地
域
で
は

愚
大
の
国
で
す
が
、
わ
が
国
の
北
海

道
と
四
国
を
あ
わ
せ
た
く
ら
い
の
広

さ
.
人
口
は
約
二
七

O
万
人
。
四
分

の
一
が
、
首
都
マ
ナ
グ
ア
に
住
む
.

そ
し
て
人
口
の
約
八
割
が
、
イ
ン
デ

オ
と
ス
ペ
イ
ン
人
の
混
血
で
す
・

==三
===
=

=

一

ノ

ウ

・

パ

サ

ラ

ン

(

侵

略

・

反

革

命

を

許

す

な

/

)

三

=

==
=一一一一三
=

A
問
合
せ・

連
絡
先
V

東
京
都
立
川
市
錦
町
一
一
七

1
七
三
多
摩
A
A
L
A迎
帯

委
員
会
.
宮
O
四
二
五
|
二
六

l
O八
一
九
・

な
お
、
問
委
員
会
で
は
、
ア
フ

リ
カ
の
飢
餓
救
媛
運
動
も
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
と
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま

す
.
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医療機器・教材が不足

A
聞
き
手
は
編
集
部
V

の
が
、
東
京
都
の
水
道
局
長
の

ζ
と
が
、
明
白
に
な
り
ま
し
た
.
翻
逮
さ
れ
て
い
ま
す
.
発
行
残

ー
ー
去
年
、
鈴
木
都
政
に
な

っ

答

弁

で

す

」

十

年

前

と

く
ら
べ
る
と
、
七
倍
高
は
、

二
兆
円
に
な
り
ま
す
」

て
二
度
目
の
水
道
料
金
の
値
上

1
1
東
京
水
道
労
働
組
合
は
、
以
上
の
制
金
と
な
り
、
毎
日
の

l
l借
金
で
元
利
返
済
が
た
い

げ
が
強
行
さ
れ
ま
し
た
が

n
値
上
げ
、
反
対
u
の
運
動
を

生
語
に
欠
か
せ
な
い
水
の
値
段
へ
ん
で
す
ね
.
こ
れ
で
は
、
財

「
上
・
下
水
道
の
平
均
で
、

し
て
い
ま
し
た
ね
.

だ

け

に

、

都

民

生

活

に

大

き

な

政
は
悪
化
レ
ま
す
よ
ね
.

一五

・
三
揮
で
し
た
.
大
都
市
「
私
た
ち
の
主
張
の
と
お
り
影
響
が
出
て
い
ま
す
.
だ
か
ら
、
「
一
日
の
利
子
だ
け
で
も
、

で
は
飯
高
で
、
大
阪
の
二
倍
以
不
当
な
値
上
げ
だ
っ
た
と
い
う
い
ま
、
全
都
で
H

も
と
の
料
金
三
億
円
近
く
な
り
ま
す
・
水

上
の
純
金
二
千
八
百
円

(

家

に

、

も

ど

せ

M

の
声
が
大
き
く
道
料
金
の
半
分
が
借
金
返
済
と

庭

用

一

一

器

使

用

の

雲

)

で

量

一一
な
っ
て
い
る
の
は
、
と
う
ぜ
ん
い
き
と
で
す
・
詰
言
、

す

」

1

ヨ
望=一

だ
と
思
い
ま
す
」

国
が
全
額
負
担
す
る
な
ど
、
銀

1
5、
六
年
前
に
く
ら
べ

=EE-
-上・下
水
道
の
仕
事
は
、
本
的
裂
が
必
裂
で
す
」

て
二
倍
以
上
の
料
金
に
な

Z

EE-

z
、
浄
水
場
、
下
水
処
理
場
|
公
共
重
な
の
に
、
独
立

の
で
す
か
ワ

靖
国
三

針

即

な

ど

叡

備
投
資
が
必
要
で
す
採
算
な
ん
て
、
お
か
し
い
と
思

組
員

「

鈴

木

都

政

は

、

マ

イ

タ

ウ

働

委

力

、

国

の

媛

助
は
あ
る
の
で
す
い
ま
す
が
。

ン

針

画

(

大

企

鑓

本

位

の

都

市

労

か

・

「

期
政
あ
っ
て
、
都
政
な
し

道

ー

迎
般
)
に
よ
っ
て
H

水
M

の

需

水

「

般

似

投

資

に

金

が

か

か

り

と

い

う

状

態

で

す

・
上

・
下
水

要
が
七
O
O万
J
ノ
(
一

白

)

に

古

市

す

ぎ

、

民

誌

が

あ

が

ら

な

い

車

道

事

業

に

直

接

た

ず

さ

わ

る

も

東

ー

な
る
と
水
需
要
増
大
を
理
由
と

/
I
¥

業
で
あ
る
た
め
に
、
古
く
か
ら
の
と
し
て
、
都
民
い
じ
め
の
都

し

て

、

値

上

げ

を

強

行

し

た

の

世

界

の

各

都

市

で

建

設

さ

れ

て

政

を

正

し

て

い

こ

う

と

全

力

を

ん

で
す
.
そ
し
て
、
値
上
げ
隠
は
、

さ

い

な
が
ら
、
私
企
業
に
よ
っ
て
あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

Z
Zって
、
家
庭
用

治

経

営

さ

れ

て

い

る

控

室

↓

進

労
働
者
に
も
人
ベ
ら

を
ウ
1
ン
と
高
く
レ
た
」

お
V
A

り
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
し
合
理
化
の
佃
提
案
が
さ
れ
て
い

|

実
際
の
使
用
水
量
は
い
く

一
一

聞
か
ら
の
翻
意
、
逝
路
な
る
と
聞
き
ま
す
が

ら
で
す
か
?

ι
品

ど
が
、
六
密
な
の
に
、
下
水
道

「水
道
局
は
、
二
月
に
十
の

A
M

閥

、

「
八
三
年
で
約
六

O
O万トン

zn
は
二
割
と
低
b
の
で
す
」
飴
業
所
の
廃
止
と
、
二
百
三
十

(

一

目

)

で

す

。

予

定

よ

り

、

ー

1

独
立
採
算
性
の
も
と
で
は

九
人
の
削
減
を
従
示
し
て
き
て

一
O
O万
ゾ
も
少
い
で
す
」

借
金
に
な
る
の
で
は

・

い
ま
す
」

1
1
水
道
会
計
は
、
約
五
六

O

「そ
う
で
す
.
建
設
貨
は
、
|
|
料
金
は
高
く
怠
る
し
、
サ

億
円

(八
四
年
、
見
込
み
)
の

H

起
債
H

と
い
う
名
の
借
金
で

l
ピ
ス
は
低
下
す
る
.
さ
ら
に

黒
字
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が

水
道
業
務
で
働
く
人
の
首
切
り

「

鈴

木

都

政

は

、

八

四

年

1

も

す

る

都

民

に

も

っ

と

、

事

八
六
年
で
は
、
合
計
し
て
七

O

実
を
知
ら
せ
広
く
て
は

五

憾

の

赤

字

に

な

る

と

い

っ

て

「

七

月

に

は

都

議

会

の

選

教

値
上
げ
を
し
た
の
で
す
が

共

が

あ

り

ま

す

が

、

都

民

本

位

の

産

党

都

議

団

の

追

及

に

よ

っ

都

政

に

し

た

い

で

す

ね

.
水
道

て

、

値

上

げ

の

裂

で

、

自

己

資

の

問

題

に

つ

い

て

は

、

私

た

ち

本

造

成

費

と

い

う

名

目

で

、

利

も

、

一
緒
に
闘
い
ま
す
の
で
、

益

を

か

く

し

て

い

た

こ

と

が

判

ぜ

ひ

、

と

巡

絡

く

だ

さ

い

」

明
し
ま
し
た
.
八
六
年
で
は
、

A
連
絡
先
V
密
ニ
O
一
1
=
一
六

一

千

億

円

以

上

に

な

る

と

言

う

一

一

.

東

京

水

道

労

働

組

合

。

ミ



i沖i
:争3
i議i
iつ3
1子i

九 z

i 一寸 } 

i年 :
1 ti i) 
i五1
:人i
i カ~ ~. 

i年:
Z庄}

うれしいな。

今
ピ
ン
ハ
ネ
ウφ
人
こ
ろ
が
し
。
を
合
法
化
す
る

「
労
働
者
派
遣
法
L

を
阻
止
し
よ
う

、っ明J
い
ま
、
国
会
に
「
労
働
者
派
控
除
」
案
が
上
程
さ
れ
今

ベ
'
国
会
で
の
成
立
が
企
ま
れ
て
い
ま
す
。

什
ザ

ζ
れ
は
職
安
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
H

人
貸
し
業
H

Z
↑
 
E

電
話
と
机
だ
り
を
置
く

う

γ
司
《
A

q

p
園
田

「
会
社
」
が
大
企
業
に

全

般

働

組

川

一

労

働

者
を
派
遣
し
支

く

一

正

還

や

認

す

払

わ

れ

る

労

賃

を

ピ

ン

ら

l
J島
内
ー

一

一

准

ハ

ネ

す

る

ー

を

合

法

化

た

-V
鋭

一憲

鱒

糾

3
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

ま
(炉格
調
W
機

昨

そ

れ

だ

け

で

は

な

ぺ

〓

悶
宮
口
村

H

く
、
就
業
規
則
に
派
遣

/
叩川
川崎

業

を

行

う

と

と

を

定

め

れ
ば
、
本
人
の
同
意
が

な
く
て
も
好
き
な
よ
う
に
派
逃
が
で
き
る
と
い
う
も
の
。

ま
さ
に
「
土
地
乙
ろ
が
し
」
な
ら
ぬ
「
人
乙
ろ
が
し
」
を

認
め
、
経
営
者
の
気
に
く
わ
な
い
労
働
者
に
は
、
実
質
的

な
首
切
り
H

「
派
遣
」
を
押
し
つ
け
る
こ
と
も
「
合
法
」

と
い
う
悪
法
で
す
。

い
ま
、
電
機
な
ど
の
大
企
業
に
は
多
く
の
派
遣
労
働
者

が
無
権
利
の
ま
ま
働
ら
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
使
用
責
任
も

あ
い
ま
い
。
派
遣
先
か
ら
支
払
わ
れ
る
労
賃
の
う
ち
本
人

の
手
に
渡
さ
れ
る
の
は
%
以
下
と
い
う
例
も。

乙
ん
な
状
態
を
合
法
化
す
れ
ば
、

働
ら
く
者
の
権
利
は

根
こ
そ
ぎ
奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
「
労
働
者
派
遣
法
」

を
み
ん
な
の
力
で
阻
止
し
ま
し
ょ
う
。

(沖
電
気
争
議
団
の
ニ
ュ

ー
ス
か
ら
〉

弘、

iEa語九くん

支援する会に入会しよう (会費1口200円/月)

に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
H

乙
と
を

示
し
ま
し
た
.

(
1
/
氾
)

役
選
で
前
進

(
池
貝
労
組
)

裁

判

日

程

第~73 雪量(3 ) 
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委
員
長
を
み
せ
し
め
解
雇
・
.. 

庁1

第ワ3号

-
M
d
d引
白

5
1

田
昌
広
E

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュ ース

l'I1 

全
ぺ
ん
て
る
労
働
組
合

〈
抗
蟻
先
V
東
京
都
中
央
区
日

本
橋
小
網
町
七
l
二

ぺ
ん
て
る
株
式
会
社
代
表
取

締
役
会
長
堀
江
卓
宝
大

同
社

長
堀
江
利
幸

雷
六
六
七
|

一一一一一一
一一一一

A
激
励
先
V
燭
玉
県
草
加
市
弁

天
町
二
一
四
二

全
ぺ
ん
て
る
労
組
宮
O
四
八

九
=
二
五
七
九
九
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川ムl
は|
日中|
ゆ|
|議|

私
は
長
い
労
働
運
動
の
な
か

で
争
議
団
支
援
の
闘
い
を
す
る

の
は
、
神
電
気
の
伸
問
た
ち
が

は
じ
め
て
で
す
。

敗
戦
後
、
国
鉄
と
東
芝
の
労

働
者
が
デ
y
チ
あ
げ
で
や
ら
れ

た
松
川
事
件
に
若
い
時
に
参
加

し
闘
っ
た
だ
け
で
し
た
。

沖
電
気
の
品
川
工
場
や
芝
浦

の
工
場
は
、
私
の
勤
務
し
て
い

る
東
京
都
港
湾
局
の
現
業
職
場

が
す
ぐ
近
く
に
あ
り
ま
す
。

国
鉄
の
品
川
駅
や
田
町
駅
セ

沖
電
気
の
労
働
者
と
港
湾
局
の

職
只
は
同
じ
駅
を
乗
り
降
り
し

て
い
る
わ
り
で
す
。

私
は
神
電
気
の
争
議
に
、
震

初
か
ら
参
加
し
て
い
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
で
争
織
が
七
年
目
に
入

っ
た
わ
け
で
す
が
、
私
た
ち
が

神
争
議
支
綾
子
代
田
連
笠
宮
の

結
成
め
ざ
し
て
動
き
出
し
た
の

は
、
三
年
前
で
す
・

沖
電
気
争
議
団
の
皆
さ
ん
に

実
情
を
訴
え
ら
れ
て
、
独
占
資

本
の
繍
暴
に
怒
り
を
感
じ
、
ま

た
乙
の
伸
問
た
ち
を
見
捨
て
た

沖
電
労
組
の
幹
部
た
ち
の
背
信

に
義
憤
を
感
じ
て
、
私
は
や
る

気
を
お
こ
し
ま
し
た
.

い
ま
日
本
の
労
働
運
動
が
右

小川智司さん
(山川瞬間働組作
港湾支部委臼長)
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え
の
ぐ
、
サ
イ
ン
ペ
ン
な
ど
の
れ
ま
た
百
時
間
を
ζ
す
残
業
、
そ

記
具
や
O
A機
器
、
ロ
ボ
ッ
ト
れ
も
タ
ダ
働
き
が
恒
常
化
し
、
労

メ
ー
カ
ー
の
ぺ
ん
て
る
(
社
長
姻
働
条
件
の
改
酋
は
足
踏
み
の
一
方

江
利
率
、
資
本
金
四

・
五
億
、
約
で
会
社
の
財
産
は
大
き
く
附
加
し

千
七
百
人
。
会
長
堀
江
幸
夫
が
股
ま
し
た
。
組
合
介
入
の
目
的
は
ζ

立
)
は
一
九
七
四
年
五
月
、
前
年
の
職
場
の
実
態
が
物
語
っ
て
い
る

の
賃
上
げ
闘
争
を
初
め
て
ス
ト
ラ
よ
う
に
、
正
に
沖
電
気
の
指
名
解

イ
キ
で
頑
張
り
疲
き
成
果
を
勝
ち
庖
の
目
的
と
一
諸
で
す
。

と
っ
た
組
合
に
、
キ
パ
を
む
い
て
私
た
ち
は
労
基
法
違
反
の
是
正

襲
い
か
か
り
ま
レ
た
。

横
山
委
員
活
動
に
も
継
続
的
に
取
り
組
み
、

長
を
ス
ト
の
賀
任
者
と
の
理
由
で
是
正
を
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
争
犠

懲
戒
解
雇
し
勢
打
部
に
は
配
転
辞
も
、

ζ
の
二
月
、

中
央
労
働
委
員

令
を
次
々
と
出
し
交
渉
も
一
切
拒

会
が
ぺ
ん
て
る
に
対
し
て
、
横
山

否
。
同
時
に
秘
か
に
育
成
を
し
て
委
長
長
の
解
股
撤
回
、
原
職
復
帰

き
た
一
部
戦
制
と
一
緒
に
就
業
時
と
「
組
合
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
平
渉

問
中
に
「
大
会
」
を
デ
ッ
チ
上
げ
や
介
入
は
不
当
労
働
行
為
で
あ
り
裁
判
を
お
と
し
紛
争
を
広
大
し
て

た
り
、
定
期
大
会
を
実
力
で
妨
答
。

今
後
二
度
と
し
な
い
.
」
と
い
う
き
ま
レ
た
。
私
た
ち
は
命
令
に
実

職
場
で
は
仕
事
を
中
断
し
て
組
謝
罪
文
を
社
内
に
相
密
閉
せ
よ
と
い
効
力
を
も
た
す
緊
急
命
令
の
決
定

合
員
を
カ
ン
詰
め
に
し
「
ク
ピ
に
う
内
容
の
命
令
を
下
し
ま
し
た
。

を

早
期
に
獲
得
す
る
と
と
と
合
わ

な
り
た
く
な
け
れ
ば
会
社
の
言
い
乙
の
命
令
に
よ
っ
て
会
社
は
矯
玉
せ
て
運
動
を
ひ
ろ
げ
、
会
社
に
全

な
り
に
な
れ
」
と
の
脅
迫
と
不
当
地
労
委
命
令
に
続
い
て
再
度
、
そ
面
解
決
を
せ
ま
っ
て
ゆ
く
決
怒
で

な
配
転
が
続
け
ら
れ
ま
レ
た
。
の
違
法
行
為
を
き
び
し
く
断
罪
さ
す
。

六
一
年
に
次
ぐ
ζ
の
組
合
抑
圧
れ
ま
し
た
が
、
会
社
は
多
く
の
働
全
国
の
み
な
さ
ん
の
、
と
支
援

で
H

モ
ノ
が
一
言
え
な
く
な
っ
た
H

く
者
の
解
決
せ
よ
と
の
願
い
も
無
を
よ
ろ
し
く
、
お
ね
が
い
し
ま
す
。

職
場
は
、

T
Q
Cの
風
に
さ
ら
さ
視
し
て
、

ζ
の

命

令

取

り

消

し

の

(

横
)

調
綱
同
川

護，叶げよ
W

お
お
、
1
l

第
十
次
電
機
総
行
動

四
月
五
日
に
お
こ
な
う
。

駅
頭
で
の
宣
伝
行
動
。
目
立
、

東
芝
、日
電
、
=
一
菱
、
サ
ン
ス
イ

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
社
や
背

景
銀
行
前
で
、
抗
議
行
動
や
要

請
行
動
を
四
月
五
日
の
電
機
総

行
動
で
は
行
な
わ
れ
ま
レ
た
。

同
時
に
、
電
機
総
行
動
の
実

行
委
員
会
の
代
表
が
、
労
働
省

な
ど
を
訪
れ
て
、
電
機
労
働
者

の
実
態
を
訴
え
、
長
時
間
・

過

198 5年 5月 1日

密
労
働
な
ど
を
是
正
す
る
よ
》
つ

に
、
と
指
導
を
要
請
し
ま
し
た
。

労
働
省
で
の
交
渉
で
は
、
次

の
よ
う
な
答
弁
で
し
た
。

-
昭
和
五
十
七
年
に
、
残
業

に
つ
い
て
は
、
五
0
時
間
(
月
)

を
目
安
と
し
て
指
導
し
た
。

-
労
働
時
間
は
、
現
状
は
、

年
間
、
二
一
一
六
時
間
と
な
っ

て
お
り
、
二
0
0
0時
間
を
指

導
基
準
と
し
て
い
る
。

-
昨
年
、
十
七
万
の
事
業
所

で
、
残
業
協
定
の
違
法
に
つ
い

て
立
入
調
査
し
た
・
違
反
が
あ

っ
た
寝
業
所
は
、
男
一
一

・
六

部
.
女
五

・
九
出
で
し
た
。
電

機
産
業
は
、
五
千
四
百
の
問
中
業

所
を
調
べ、

男
十
七

・
六
封
。

女
一
二
弱
。

-
リ
病
者
は
、
増
加
の
傾
向

に
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
、
事

業
者
が
管
理
す
る
こ
と
だ
が
、

電機産業は長時間残業で、~叫巾叩叩一父符町肘ωω，':'，悦制':.:.:.以.骨引…持以:

……持…〉出:

。男は5400事業所の調査で951事業所が該当。

行
政
と
し
て
も
指
導
し
た
い
.

-
女
子
の
深
夜
勤
務
は
、
法

巡
反
で
あ
り
、
悪
質
な
も
の
は

送
検
す
る
.

実
行
委
員
会
の
代
表
は
、
電

機
の
職
場
で
、
労
基
署
に
申
し

出
な
ど
す
る
と
、
企
業
か
ら
差
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|

|
争
議
支
鐙
の
経
履
は
あ
る
ん
で
も
た
い
へ
ん
な
の
に

で
す
か
.

「

高

校

の

P
T
A
の
仕
事
も
し

「
大
津
社
(
出
版
)
労
組
の
曾

て

い
ま
す
が
、
時
聞
を
創
り
だ
し

記
長
だ
っ
た
斉
藤
さ
ん
が
解
服
さ
て
や
れ
ば
で
き
ま
す
.
沖
電
気
争

れ
た
時
に
は
、
守
る
会
の
事
務
局
議
の
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
一

O

長
を
し
ま
し
た
。
会
ぬ
は
一
千
八

O
人
ぐ
ら
い
の
実
行
委
口
を
募
つ

百
人
ぐ
ら
い
で
し
た
・
乙
の
時
は
、

て
、
や
っ
て
い
く
事
に
な
っ
て
い

斉
藤
さ
ん
に
は
、
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
ま
す
」

を
持
っ
て
も
ら
い
、
物
品
販
売
の
|
|
フ
ァ
イ
ト
満
々
で
す
ね
.

受
付
げ
は
、
留
守
番
電
話
を
利
用

「

い
ま
は
、
酒
も
や
め
て
、
コ

す
る
な
ど
、
能
率
を
上
げ
、
夏
と
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
盤
え
、
物
事
を

冬
に
は
、
二
十
万
円
を
超
え
る
一
実
行
す
る
時
の
、
イ
ン
パ
ク
ト
も

時
金
が
、
斉
膝
さ
ん
に
渡
さ
れ
ま
強
め
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す

し
た
。
(
川
年
5
位

年

)

」

日
本
フ
ィ
ル
の
争
議
支
援
の
た
|
|
コ
ン
サ
ー
ト
が
成
功
す
る
よ

め
に
企
画
さ
れ
た
日
本
武
道
館
で

う
に
、
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま

の
コ
ン
サ
ー
ト
の
券
は
、
一
人
で

す
.

五
十
枚
以
上
は
普
及
し
た
で
し
ょ
「
=
一
百
人
以
上
め
ざ
し
て
、
が

岩車
田た雲
行:、
雄ぉ

聞
く。出版労連 ・ナウ力労組委員長

。早大口シア文学料率、 42歳

ー
ー
ま
ず
、
実
行
委
員
長
と
し
て

ひ
と
こ
と

「
神
電
気
の
指
名
解
股
攻
離
の

あ
と
に
、
名
村
造
船
(
大
阪
)
で

も
指
名
解
周
か
強
行
さ
れ
私

自
身
、

ζ
れ
を
き
っ
か
り
に
、
今

ま
で
と
は
巡
っ
て
、
神
電
気
争
議

の
重
要
性
を
感
じ
、
も
っ
と
働
き

か
け
を
と
常
づ
ね
思
っ
て
い
た
と

こ
ろ
に
、
山
車
勾
の
支
援
す
る
会
か

ら
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
話
が
飛
び
ζ

ん
で
き
た
の
で
、
ぜ
ひ
成
功
さ
せ

た
い
と
思
い
、
寒
行
委
員
長
を
引
を
合
わ
せ
れ
ば
、
ち

が

っ

た

文

化

化

に

は

特

に

興

味

を

持

っ

て

い

ま

う

か

・

ん

ば

り

ま

し

ょ

う

。

地

元

の

新

昼

き
受
け
た
の
で
す
」
が
創
り
だ
せ
る
と
・
人
聞
は
た
す
・
十
三
世
紀
か
ら
現
代
ま
で
の
、
現
在
は
、
先
日
発
足
し
た
、
第
日
本
交
響
楽
団
が
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

|

|
コ
ン
サ
ー
ト
に
よ
る
支
援
違
え
ず
、

知
的
で
な
く
て
は
い
け
な
ロ
シ
ア
と
イ
タ
リ
ア
と
の
関
係
一
学
留
社
(
出
版
、
広
島
)
争
被
な
の
で
、
乙
れ
を
成
功
さ
せ
て
、

動
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か

い。

M

人
間
は
死
ぬ
ま
で
成
長
課
を
、
歴
史
の
煮
摘
と
併
せ
モ
ザ
イ
の
東
京
地
区
の
守
る
会
副
会
長
を
定
期
演
奏
会
も
、
し
た
い
で
す
ね
」

「
い
い
で
す
ね
.
争
議
支
鐙
は
、
程
u

乙
れ
で
す
」

ク
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
高
し
て
い
ま

す

」

、

た
え
ず
具
体
的
で
な
く
て
は
い
け
|置

さ
ん
は
、
ィ
タ

υア
家
一
の
一
人
雪
、

n
い
ず
み
た
く

|

弱
き
を
助
け
る
映
画
の
ト

《
連

絡

先

〉

な
い
し
、
多
餓
性
に
包
ん
で
い
た

族
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が

と
そ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
H

で
忙
し
い

ラ
さ
ん
み
た
い
で
す
ね
・

東

京

都

豊

島

区

西

池

袋

3
の
凶

方
が
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
「
イ
タ
リ
ア
の
多
隊
な
文
化
と
け
れ
ど
、
家
族
新
聞
M

ボ
ン
ジ
ュ
「
ハ
y
ハ
γ
ハ
・
葛
飾
の
生
ま
の
4

丸
石
ビ
ル
新
星
日
本
交

は
、
文
化
そ
の
も
の
に
興
味
を
持
広
大
な
ロ
シ
ア
の
多
民
族
国
家
と

l
ル
(
こ
ん
に
ち
は
)

M

の
発
行
れ
(
東
京
)
で
す
か
ら
。
困
っ
た
響
楽
団
内
「
9
・
6
沖
電
気
争
犠

っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
働
く
人
た
の
か
か
わ
り
を
、
本
に
し
た
い
と
を
分
担
し
て
一
@
百
人
ぐ
ら
い
の
人
が
い
た
ら
、
寄
付
し
て
、
自
分

支
援
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
餐
員
会
」

ち
、
市
民
の
聞
で
、
文
化
の
燕
り
思
い
、
勉
強
中
で
す
が
、
あ
と
二
人
に
渡
し
て
い
ま
す
。
乙
ん
な
こ
は
歩
い
て
家
ま
で
帰
る

一
ぐ
ら
い

雷
0
5
(
9
8
5
)
4
8
5
6
0

が
高
い
運
動
を
つ
く
り
出
し
た
い

1
一
一
一
年
は
必
要
で
し
ょ
う
。

イ
タ
と
か
ら
イ
タ
リ
ア
家
族
と
言
わ
れ
の
気
持
で
い
ま
す
」
あ
な
た
も
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
御

と
考
え
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
力
リ
ア
に
は
、
二
度
行
き
、
そ
の
文
て
い
る

ん

で

し

ょ

う

か

」

|

|

労
組
の
雲
員
長
の
仕
事
だ
け

協
力
く
だ
さ
い
ね
。

通
信
機
三
大
メ
l
カ
の
一
つ
益
、=
一千
人
を
上
回
る
新
採
用
、

一
方
、
解
雇
後
の
職
場
で
は
、

す
る
会
」
に
支
え
ら
れ、

八
二

沖
電
気
工
業
(
本
社
・
東
京

・
九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、

解

年
十
一
月
に
は
、
支
援
共
闘
会

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
こ
し
て
新
工
場
の
建
設

な

ど

。

匝

(
田
中
さ
ん
)
し
た
り、

神

織
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

七
O
憶
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
九
O
年
に
は
一

兆
円
企
業
を
狙

争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、

作

っ
た
。

蛍
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
-
っ
。
会
社
は
東
京
地
裁
は
か
四

仕
事
を
差
別
す
る
な
ど
の、

見

八

四
年
秋
に
は
、
全
国
規
模

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希

'

J

f

r

'

r

ノ

〆

の

運

動

|
三
十
六
都
道
府
県
、

望
退
職
」
募
集
を
提
案
乙
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

二
O
二
力
所
で
富
士
銀
句

仰

と
退
職
強
要
に
応
じ
な
い
三
百

電
気
へ
の
行
動
・

四
十
万
人
の

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
力
所
の
裁
判
で
も
「
指
名
解
服
せ
し
め
を
強
め
、
「
合
理
化
」
署
名
な
ど
を
成
功
さ
せ
、
仕

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、

の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る

。

事

差

別
を
や
め
さ
せ
る
な
ど
の

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
屈
を
怠
総
改
革
を
す
る
と
と
」
と
証
沖
電
気
争
議
団
の
七
十

一
人
成
果
を
勝
ち
取
っ
た
。
東
京
地

強
行
。
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、
一
言
。
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無

は
、
全
国
の
四
千
を
超
え
る
労
裁
で
の
和
解
交
渉
も
、
い
ま
山

百
億
円
近
い
史
上
段
高
の
利

視
し
て
解
庖
し
た
ζ
と
も
明
白
。
組
や
、
一
万
四
千
人
の
「
支
援
場
を
迎
え
て
い
る
・

が
ん
ば
っ
て
ま
す
(
2面
に
も
写
真
)

十

七

人

の

沖

電

気

の

婦

人

た

ち

"

が
悔
し

W

4
9

一

集
会
の
帰

一
鶴
h
L
R
巴

り
道
、

あ
る

…t'
岡
田
」

雛
察
署
の
前

…
叫

U
色

刷

を

通
り
か
か

…
伊
r
d
f
り
奥
山
出
な
光

叫

句

J

eU
容
を
見
た

V

向

日
4

，

占師晒

私
服
姿
の
笹

山
富
が
、
背
丈
ほ
ど
も
あ
る
樫
の

叫
俸
ら
レ
き
物
を
片
手
に
、
玄
関

時
前
で
仁
王
立
ち
し
、
、
通
行
人
を

問
威
圧
し
て
い
る
V
我
々
、
市
民

間
を
何
と
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

仲

こ

ん
な
笹
祭
署
が
い
ま
、
地

時
え
て
い
る
と
聞
く
.
弁
護
士
も

m

乙
う
指
摘
す
る
「
風
営
法
は
何

叩
も
新
宿
の
歌
舞
伎
町
の
よ
-尋

仲
と
と
ろ
だ
け
を
狙
っ
た
も
の
で

刊
は
な
く
、
街
の
小
さ
な
喫
茶
庖

明
な
ど
も
取
締
り
の
対
象
に
な

問
る
。
青
少
年
の
た
め
と
言
っ
て

仲
家
庭
の
動
向
を
岡
田
も
う
と
し
て

時
い
る」

V
あ
れ
こ
れ
の
口
実
を

旧
つ
け
て
、
市
民
の
み
じ
か
な
生

問
活
ま
で
ズ
カ
ズ
カ
入
り
込
ん
で

叩
く
る
取
が
近
年
多
く
な
っ
て
い

時
る
の
だ
.
そ
の
う
ち
立
小
使
で

山
逮
捕
月
か
.
ポ
ス
タ
ー
を
貼
つ

山
た
労
働
者
を
畏
期
に
わ
た
り
、

刊
留
置
す
る
と
い
う
事
件
で
は
、

叫
関
係
の
な
い
所
ま
で
、
強
制
捜

岬
査
が
行
な
わ
れ
た
.
「
オ
イ
コ

山
ラ
節
祭
を
許
す
な
」
.
五
味
回

275 



(2 ) 

全

員

の

職
場
復
帰あり

、
「
業
鍛
の
不
録
」
と
い
う
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。
十
分
か
ら
。

口
実
は
通
用
し
な
い
虚
櫛
で
あ
交
代
し
た
裁
判
官
が
、
正
し
い
ま
だ
、
裁
判
は
七
月
四
目
、
七

り
、
こ
れ
ま
で
の
判
例
が
作
っ
た
判
断
を
下
す
よ
う
に
、

n
ゆ
る
す
一

O
号
法
廷
で
、
十
一
時
一
一
一
十
分

三
井
三
池
争
犠
以
来
の
大
企
策
要
件

(
O
監
理
解
庖
の
必
要
性
、
広
、

沖
電
気
の
指
名
解
雇
H

の
声
か
ら
行
な
わ
れ
ま
す
。

口
一
九
九
時
十
回
九
日
時
計
一
日
一

di--戸川¥
札
一
霊
長
引
い

ま
指
名
解
雇
撤
回
、
職
湯
復
帰
め
る
と
同
時
に
、
会
社
が
立
証
す
べ

6
一
月
四
四

湾

総

総

電

報

・
電
話
(
に
ふ

さ
、
闘
い
は
正
念
場
を
迎
え
て
き

「

豊
臣

の

必

要

性

」

に

つ

、

第

叩

口

和

解

川

「

指
名
解
雇
を
撤
回
し
、
全
員

い
ま
す
.

い
て
、
す
で
に
、

二
十
一
回
も
臨
第
九
回
の
和
解
交
渉
は
、
五
月
を
職
場
に
戻
せ
」
「
次
の
和
解
に

四
月
二
十
五
日
、
東
京
地
方
裁
拠
調
べ
を
行
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
八
日
に
、
午
後
三
時
か
ら
東
京
地
は
争
議
解
決
の
た
め
に
具
体
案
を

判
所
で
の
公
判
は
、
人
事
異
動
で

柾
人
籾
べ
を
申
府
す
る
会
社
の
態
裁
で
行
な
わ
れ
、

会
社
側
に
「
職
示
せ
」
|
|
沖
岡
山
気
争
議
支
媛
中

三
人
の
裁
判
官
が
交
代
し
た
た
め
度
は
、

ζ
れ
ま
で
の
翻
べ
で
も
立
場
復
帰
の
具
体
的
な
検
討
」
を
、
央
共
闘
会
議
は
、
団
体
名
や
個
人

に
、
更
新
弁
論
と
な
り
ま
し
た
。
証
し
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
自
ら
求
め
る
よ
う
に
、
裁
判
官
に
訴
え
名
に
よ
る
電
報

・
市
謡
を
沖
電
気

争
犠
団
側
は
、
沖
電
気
の
指
名
即
日
め
る
も
の
で
、
裁
判
所
が
ベ
結
ま
し
た
。
に
集
中
す
る
迎
動
を
五
月
か
ら
開

解
屈
は
、

「理
由
な
き
解
題
」
で
審
」
し
て
争
犠
団
側
を
救
済
す
る
次
回
は
、
六
月
十
八
日
十
時
三
始
し
ま
し
た
。

i
i
-z
i
-
--i
i
i
l
i
-
--j
i
-
-i
j
i
--
:
::
j
i
l
-
-
i
i
j
i--J
A
抗
職
先
V
東
京
都
港
区
虎
の
門

…

高

崎

工

場

で

は

、

一

流

企

業

の

前

に

立

っ

て

、

服

装

の

チ

ェ

ッ

ク

一

一
七
十
二
沖
む
気
工
業
箇
(
例
年
2
月
2
日
)
東
京
地
毅
裁
判
所
、
「
原
告
が
不
始
末
を

…
社

員

に

ふ

さ

わ

し

く

、

ま

た

、

職

日

引

=

ま
で
行
い
ま
レ
ペ
と
と
し
の
新
…
株
式
会
社
社
長
橋
本
南
海
渡
辺
裁
判
長
か
ら
職
権
に
よ
る
和
し
て
解
服
さ
れ
た
の
で
は
な
い
・

言

明

る

く

す

る

た

め

に

と

「

さ

h

u

=

入
社
員
に
は
指
定
の
デ
パ
ー
ト
で

…

男
(
は
し
も
と
な
み
お
)
解
交
渉
の
勧
告
。
会
社
の
繁
栄
は
と
れ
ら
の
人
た
ち

一
…
わ
や
か
運
動
」
と
い
之
の
が
行
恥

A
V
F
い
く
つ
か
の
ス
l
ツ
の
中
か
ら
買
…
窓

O
三
|
五
O
了
一
一
一
一
一
一

国

(
5自
日

)
第

面

露

。

の

犠
牲
の
上
に
成
っ
て
い
る
。
ぃ

一
…
わ
れ
て
い
ま
す
・

wm-w震
わ
せ
た
と
も
い
い
ま
す
・
お
か
げ
…
全
国
の
み
な
さ
ん
が
喜
善
側
全
面
解
決
の
た
め
の
く
ら
金
を
積
ん
で
も
解
決
し
な

一
・

3
FS
郡

川

…
こ
む
穏
や
む
報
に
よ
る
、
沖
電
気
五
習
の
基
本
要
求
を
提
示
。
会
い
」
と
説
得
。

一…

ζ
の
運
動
、
あ
い
さ
つ
や
歩
き
戸

U
伊
、
、
い
い
町
一
で
、
新
人
が
入
っ
て
華
や
ぐ
季
節
一

一
一
方
、
服
装
な
ど
日

5
1
凡
ww
二

一

も

、

な

ん

と
な
く
「
暗
く
な
っ
た
」

…
へ
の
喜
行
動
に
参
加
し
て
下
さ
社
側
、
金
銭
解
決
定

5・
-5月
5日

)z
i

一一

喜

に

つ

い

て

基

本

ル

ー

さ

乃

唱

γと
い
う
の
が
も
っ
ぱ
ら
の
評
判
で
…
る
と
と
を
訴
え
ま
す
。

-
(7
月
4
日
)
第
二
回
和
解
・
場
復
帰
」
を
検
討
レ
て
い
る
も
よ

一
一
め
、
サ
ー
ク
ル
震
で
チ

J
1
R
S護
す

。

…

語
、
支
侵
す
る
会
で
は
、
一
会
社
側
四
力
所
の
裁
判
所
で
争
つ
う
。

一
一
し
あ
う
と
い
う
も
の
・
釜
本
ル

l
h
h
w悩
議
V

…
霊
百
円
で
請
を
受
付
け
て
い
て
い
る
全
員
を
東
京
地
裁
の
和
解
・

τ月
号

第

八
回
和
解

一

副

部

計

温

露

点

意

識

改

革

…

ー

、

:

一
一
ル
を

記

し

た

「

さ

わ

や

か

手

帳

」

当

罰

凶

認

〈

"

ま

す

の

て

御

協

力

を

お

ね

?

交
渉
に
の
せ
る
と
と
を
同
意
。

会

社

、

時

間

不

足
で
回
答
で
き

一一

A

」

ホ

ミ

凶

認

必

が

ね

ら

い

…

し

ま

す

・

・

(

建

2
月
5
日
)
第
六
回
和

ず
。

一
一
が
全
員
に
配
ら
れ
て
い
ま
す
。
乙
戸
ト
「
思
総
芯
軍
司

開即断棋戦
日

一
一
の
運
動
の
な
か
で
男
子
は
作

業

中

、

4
獣

湖

路

盤

ま

た

、

あ

る

職

場

で

は

、

作

業

…

解

。

一
一
で
も
必
ら
ず
ネ
ク
タ
イ
を
し
め
る

M
H咽
山
町
い
F
露
闘
い
一
イ
ス
の
座
布
団
も
統

一
し
た
方
が

…

一

…

乙

と

に

な

り

、

油

ま

み

れ

の

職

場

主

総

溢

選

良
い
と
、
市
販
の
薄
い
座
布
団
を
…

一…

で
も
全
員
が
ネ
ク
タ
イ
を
買
わ
さ

「

紘

凶

川

薄

γ
各
自
負
担
で
購
入
@
奥
さ
ん
手
作

一

一
…
れ
ま
し
ペ

服
装
は

覇

の

私

服

下

民

総

W
函
塑
り
の
ふ
か
ふ
か
の
座
布
団
は
捨
て

…

旦

…

に
も
指
定
さ
れ
、
女
子
の
ス
カ

l
M
M
郎ド

7
ら
れ
る
と
い
'
つ
事
を
お
き
て
い

一

日

二

ト
は
紺
か
グ
レ
ー
ま
た
は
黒
・
男

円

ご

一
二
一
ケ
川
崎
ま
す
・

肝
一
…
子
は
ジ
ー
パ
ン
、
セ
ー
タ
ー
、
選

V
酔

肱

パ

ぷ

樹

、

と

ん

な

器

な

ζ
と
も
、
批
判
…

主
…
動
靴
は
だ
め
で
背
広
に
、
胸
に
は

r
E
剥

悩

=

を
無
視
し
て
通
用
さ
せ
る
ζ
と
で

…

=

』

-

-

-

-

-

-

-

-

温

圃

v

=

8
一
…
社
員
章
を
と
い
う
と
と
で
す
.

4

M町
崎
川
h
f
1

=

従
業
員
の
「
意
識
改
革
」
を
図
る

一

四
一
…
月
は
じ
め
に
は
、
職
制
が
毎
日
門

F
H
U

=
乙
と
が
ね
ら
い
の
よ
う
で
す
・

:

i

:

沖
電
気
争
議
支
援
中
央
共
闘
会
議
ニ

ュ
ー
ス
か
ら

i
i

購 74号指名解雇 された沖電気の仲間を支援する会ニュース

和
解
交
渉
の
経
過

メーデーでカンパを訴える加藤さん
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口
企
業
の
不
当
な
労
働
者
い
じ
め
の
実
態
を
(
羽
年

5
月
現
在
〉

港
区

〈東
京
〉
の
首
切
り
地
図
で
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。
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本

三

本

池

三

じ

も

去

乙

ι
Z
2
2
1
'
下
/
た
ノ
力
、
九
寸

ぎ
の
つ
カ
て
7

¥
〕

vr
で
る
下
い
づ
L

JJじ
て
し

j

J

f

J

いた
σ

7

叫寸邸

、今
し
へ

i
¥
¥

l
T

ηつ
え

て

)

引

打

ー
の
「
さ
ん
h
kソ刊

P
Zで
7
1

支援する会に入会しよう(会費1口200円/月)

強白孟在日

y 

度

は宣
伝

中
央
区
の
支
援
す
る
会
は
、
会
図
(
埼
玉
〕
へ
二
十
九
人
で
ピ
ク

員
約
三
百
人
。
毎
月
一
度
、
富
士
ニ
ッ
ク
回
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
パ
レ

銀
行
日
本
橋
支
庖
前
で
、
昼
休
み

i
ボ
ー
ル
、
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
楽

宣
伝
行
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
四
し
い
一
日
を
過
し
ま
し
た
.

川

月一

一十
六
日
に
は
、
第
十
二
回
目
良
く
学
び
、
良
く
遊
び
、
良
く

を
。
十
七
人
が
参
加
し
ま
し
た
・
行
動
す
る
、
中
央
区
の
会
で
す
・

四
月
二
十
一
日
に
は
、
森
林
公

グ、…
n
u
U
山

c

b

 

n怜
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U8怠

毎

月

森林公園へピクニック(4 ・21)やおv;:. 沖 凶
5h竺信初先盟り夏電
(第4回) を気

18.24-8.251 遊の
ぶ仲

・秩父日野渓奇 (A/ヘ間
(問合せ):本部事務局か 出2:と
・主揺する会埼玉0495位1)5481.lI!~ 

賀署'7 4哩~

を洋がててて・せ日なま 気 ・

題豊定 Z4量益き里高主 a型車
主警ぞ}ぞ玉突だ定賢一号 気 富
くの手 皇、は(ぞ京童EZ扇 i
ま金一塁=552需を票 1云委 I j 

だ建 ERてZ更)H552完全{
ま室土器骨包装 警i雪官霊 園 i
送パ約り鑓を.売こ行部・っフr

Z5355252252R541 
Rょ巨ノ;主主 Eセ三た日君 二ク;

2275it aRi iii団;
班なし ンく知の)ン百行、)

〉宅宍さ長会道 芸き聖基
i!!!三世宅再E坐-~三金…支援、L

2室 主主塁者二空 票量2雲喜三
，，'" V.ooO¥I 庖大無ソ障面 一 区 u工争
のの 蚕}言語電子三主要 課?三え望喜善 :

5雲15市iJ量 1;?;i:
lこ 宍安 沖 d亘 れの 5 伝国宇
可ど国匂へ き喜 8謡皇 i

寝室EZ糧??責;z;塁快映 1
Z聖き奪三主主 qZ R零璽 調画
ま毒菌て足。肉筆宅見 Eきに?
しうの抑は 山 の い映 ~ く

べ号3霊会 主事委号自主 ~) ( 
すん議な 迫 Jレ り争伸
.へ団鈎 でグ の綴問

「言5ぞ喜夫ち;Ai?2521
わ千fTT君子と ら量ゼT舞に ;世 り!いびン回秋
暑ま II血でた車号 伝ト イ由 「田 f

'J .1ι し元、。 ξ 」克し陶わの

び晶画歯歯菌圃・圃圃配a・・
2 .置園調園田園理里明哩:;--r.¥ 
世圃・Rf1O管沼完投慣習慣圃?
号園..，議議議議蜜語面._1
L 凶lIiIP・M晶陶磁極9B溜醒軍祖国.-・・・・昌司田園田

(3) 

明
治
乳
業
で
働
く
三
十

M

人
が
賃
金
是
正
を
求
め
東

日

京
地
方
労
働
委
員
会
に
救

い

済
を
申
し
立
て
ま
レ
た
.

M

A
激
励
先
V

日

千

葉
県
市
川
市
大
野
町

w

四

一
ニ
一
二
九
二
二

い
明
治
乳
業
か
ら
賃
金
差

ん

別
を
な
く
す
会
。
加
賀
谷

M

武
内
面
.

な
お
、
明
乳
で
は
、
福

…

岡
、
大
阪
、
岡
山
で
も
差
別

.

激
廃
で
闘
っ
て
い
ま
す
。

「
明
乳
」
で

賃
金
是
正

の
闘
い

6
・
n沖
へ

抗
議
行
動

6
月
初
日
、

沖
電
気

は
虎
ノ
門
の
本
社
で
、

定
例
株
主
総
会
を
開
催

レ
ま
す
.

中
央
共
闘
会
議
で
は

午
前
日
時
1
ロ
時
の
会

場
前
宣
伝
行
動
。

ロ
時
円
分
か
ら
は
、

昼
休
み
抗
議
行
動
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
、
積
極

的
な
参
加
を
お
ね
が
い

し
ま
す
.

六
五
、

0
0
0円
が

五
二
、

0
0
0円
に
。

.
分
割
払
い
可
。
申
し
込
み
は

支
援
す
る
会
事
務
局
ま
で

-
定
価

手塚治虫作家生活'40周年記念
・回哩副団~.J，組制IJ自主許制圃

〈手塚治虫作品集〉
住11巻・付録つarJ

今町皆jで秒読読み収入怖い/

2
7
 

一2

⑮

雌

川

1

2
5
 

州

市

訓仰

'

I

E

3

 

月

7
都
J

F

Aロサヨ

E

，

t
M
束
引

⑧

子

廊

旧
日
町
画

則

M.
袋

7

A
池場

期v匡E司会
習救
尋援
玄美
妓術
A 

展

.d.. 
:n: 
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簿静⑩わ2のいの、
沖電気争議支援の

裁ンバ箱

人
貸
し
、
派
遣
労
働
の
現
場
で
闘
う
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鰻擁護

川
4
月
間
日

麻
布
米
軍
ヘ
リ
ポ

川

l
ト
基
地
撤
去
総
決
起
集

川

会
.

川
4
月
刊
日

御
堂
筋
総
行
動

川

(
大
阪
)
.
筒
玉
で
沖
電
気

川

の
仲
間
を
励
ま
す
会
.

川
4
月
刊
ω
目
5
幻
自

働
く
婦
人

川

の
中
央
集
会
.

川
4
月
引
田

中
央
区
支
復
す
る

山

会
が
森
林
公
園
へ
ピ
ク
ニ
y

川

ク

川
4
月
間
μ
日

撤
回
さ
せ
る
会
、

川

健
康
促
進
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

川

大
会
(
お
台
煽
公
園
)

川
4
月刊
ω
日

労
働
者
派
遣
法
阻

川

止
緊
急
抽
出
会
.

川
4
月
M
日

「
母
さ
ん
の
樹
」

=
f

，
?
E
Z
2
=
2
1
-
s
i
l
-
-
2-i
i
z
i
l
-
-
=
e
i
l
--22-
-i
=
est-

川

の
タ
ベ
・
拡
声
機
規
制
・
拘

神
の
伸
問
を
支
慢
す
る
松
山
の
た
が
、
い
ま
進
ん
で
い
る
和
解
交

川

穂
町
=
法
反
対
、
購
演
と
寸
劇

会

(
川
文
美
子
会
長
)
は
五
月
八
渉
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
変
に
…
。
フ

段

、ゼ

ン

ド

〉

山

の
タ
ベ
。

日
夜
、
松
山
市
の
喫
茶
「
主
す
む
け
て
も
三
度
が
ん
ば
り
ま
し
川

あ

り

が

き

っ

川
4
月
包
日

東
京
総
判

な

」

で

会

合

を

持

ち

、

職

尉

仮

灼

ょ

う

」

と

あ

い

さ

つ

.

話

し

合

い

川

。

川
4
月
お
日

国
鉄
労
働
者
支
鐙

を
め
ざ
す
当
面
の
運
動
に
つ
い
て
に
は
い
り
ま
し
た
・

川
-
中
村
孔
正
さ
ん

(
東
京

・
千

川

共
闘
会
議
結
成
集
会
・

話
し
合
い
ま
し
た
・
子
ど
も
を
合
乙
の
な
か
で
、
五
月
末
に
争
議
川
文
堂
密
庖
)
衣
類
。

川
4
月
刊
日
白

人
権
抽
出
会

(東
京

め
八
人
が
鎚
ま
り
、

川
又
会
長
が
団
の
全
国
オ
ル
グ
が
来
松
す
る
の
川

・
菅
野
京
子
さ
ん

(
東
京

・
港

川

北
区
)

「
昨
年
末
の
署
名
以
後
、
あ
ま
り
に
合
わ
せ
て
、
ピ
う
ま
き
な
ど
の
川
区
)
衣
類
・

川

5
月
1
目

メ
ー
デ
ー
-

活
発
な
活
動
が
で
き
ま
せ
ん
で
レ

宣
伝
行
動
、
旬
報
、
ハ
ガ
キ
に
よ
る
…

・
町
田
さ
ん

(東
京
・
ニ
チ
モ

川

5
月
2
白

憲
法
劇
「
今
日
私

九
1
am

会
社
へ
の
夜
間
活
動
に
と
り
く
む

H

ウ
・
キ
グ
ナ
ス
)
衣
類
.

川

は
り
ん
と
の
木
を
柏
え
る
」

w

w

ζ

と
な
ど
が
山
田
策
さ
れ
ま
し
た
-

H

・
古
賀
恵
子
さ
ん

(
東
京

・
高

川

(
蹴
宛
ホ
1
ル
)

ま
た
、
地
元
の
新
居
浜
住
友
E

…

島
平
団
地
)
衣
類
・

川

5
月

3
臼
1
5
日
神
電
気
争

機
で
た
だ
ひ
と
り
指
名
解
屈
さ
れ

N

・
浅
田
さ
ん

(神
奈
川
・

富
士

川

股
団
本
圧
(
筒
玉
)
地
区
が

た
高
橋
包
美
子
さ
ん
の
支
鐙
、
長

川

通
、
浅
田
明
敏
(
故
人
)
さ

川

家
族
会
.

問
事
件
の
署
名
へ
の
協
力
な
ど
に
川
ん
の
奥
さ
ん
)
コ
ー
ヒ
ー
セ

川

5
月
5
回

全
国
オ
ル
グ
出

も
と
り
く
む
こ
と
が
申
し
合
わ
さ

川

y
ト・

山

発・

れ
ま
し
た
・

川
.
伊
顧
さ
ん

(東
京

・
屋
代
美

川
5
月

8
日

第
八
回
和
解
交

こ
の
ほ
か
、
労
働
法
に
つ
い
て

川

智
子
さ
ん
の
お
母
さ
ん
)
ハ

川

渉・

の
学
習
会
を
ひ
ら
い
て
は
ど
う
か

川

ム
五
本
.

川
5
月
?
日

平
和
行
進
ス
タ
ー

と
か
、
県
内
の
電
機
メ
ー
カ
ー
で

川
・
鎌
田
弘
之
さ
ん

(
筒
玉
)
雑

川

ト
(
夢
の
島
)

残
業
が
強
ま
っ
て
い
る
様
子
な
ど

川

貨
品
.

川
5
月
叩
日

言
論
表
現

・
拡
声

が
そ
れ
ぞ
れ
出
さ
れ
、
「
沖
の
伸

川
|
|
|
A
X
O貴
V
中
|
l
l

川

機
規
制
反
対
都
民
抽
出
会

間
へ
の
支
慢
と
と
も
に
、
地
元
の

州

全
国
オ
ル
グ
で
は
、
宿
泊
や

川
5
月
何
回

熊
谷
裁
判
・

働
く
人
々
の
権
利
を
守
る
運
動
に

川
食
事
、
案
内
な
ど
、
た
い
へ
ん

山

5
月
何
日

東
京
総
行
動
。

協
力
し
て
い
と
う
」
な
ど
の
般
極

川
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
と

川
5
月
げ
白

金
属
織
械
反
合
共

的
な
窓
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
.

川
ざ
い
ま
し
た
.
(
百
年
、
夏
季

川

同
行
動
.
日
産
文
化
の
タ
ベ
.

(佐
々
木
)

H

全
国
オ
ル
グ
回
、
一
同
)

川

卓
上
に
置
け
る
カ
ン
パ
箱
が
あ
っ
た
ら
い
い
の
に
・
:

そ
ん
な
声
に
答
え
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

(4 ) 罫富74奇~

(43) 

…日
時
ドン山
川
い
…
東
和
シ
ス
テ
ム
支
部

情
報
処
理
難
界
で
は
百
時
間
以

た

・

ょ

う

と

す

る

会

社
の
卑
劣
な
や
り

A
抗
蟻
先
V

千
代
田
区
神
田

上
の
残
撲
と
人
貸
し
派
遣
は
当
然

会
社
の
卑
劣
な
団
結
磁
波
攻
世
帯
方
は
許
せ
ま
せ
ん
。
小
川
町
三
の
+

株
式
会
社
、
東

視
さ
れ、

中
高
年
(
一
一
一
十
代
半
ば
)
を
は
ね
の
り
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
会
社
に
法
律
巡
反
の
組
合
員
い

和
シ
ス
テ
ム
取
締
役
社
長
官

使
い
捨
て
や
、
健
康
破
壊
が
問
題
組
合
口
に
対
し
て
、
第
二
組
合
員
じ
め
と
賃
金
差
別
を
や
め
さ
せ
、
原
因
夫
.

に
な
っ
て
い
ま
す
.

と

の

聞
に
次
の
よ
う
な
不
当
な
差
働
き
や
す
い
臓
協
を
実
現
す
る
ま
中
央
区
銀
座
七
の
+
=
一
の
+

「十
二
月
に
百
七
十
九
時
間
の
別
が
続
げ
ら
れ
て
い
ま
す
・

で

引
き
続
き
が
ん
ば
る
決
意
で
東
海
興
業
株
式
会
社
取
締
役
社

残
業
を
し
ま
し
た
・
シ
ス
テ
ム
開

+
一
時
金
で
は
、
十
年
勤
続
の
す
・

長
中
西
宏
・

発
の
遅
れ
と
納
期
の
短
さ
の
た
め
組
合
員
と
新
人
の
第
二
組
合
凸
と

A
激
励
先
V

東

京

都

新

宿

区

0

1
0
1
0
1
0

に
長
時
間
残
業
に
な
っ
て
し
ま
い
が
、
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
程
低
く
西
新
宿
七
の
十
四
の
三
松
本
ピ

・

「た
た
か
う
な
か
ま
た
ち」

ま
し
た
・
一
日
平
均
七
1
八
時
閲
さ
れ
る
な
ど
の
賃
金
差
別
。
ル
電
算
労
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
関
連
へ
の
投
稿
を
歓
迎
し
ま
す
・

C
協

V
D
Tを
使
用
し
た
た
め
目
が
つ

争
昇
任
、
保
格
ス
ト
ッ
プ
。
労
組

東
和
シ
ス
テ
ム
支
部

霊

力
を
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま

か
れ
、
ひ
ど
く
充
血
し
ま
レ
た
.

+
結
婚
式
に
出
席
し
な
い
、
創
三
六
九
l
一
二
八
七
.
す
.

同
僚
は
過
労
で
自
が
開
か
な
く
な
立
思
念
式
で
組
合
員
だ
け
鋤
統
袈

り
休
ん
だ
日
も
あ
り
ま
し
た
」
(
二
彰
し
な
い
、
会
社
ニュ
ー
ス
や
朝

十
九
歳
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
)
礼
な
ど
公
式
な
場
で
一

切
紹
介
を

五
十
六
年
三
月
「
将
来
に
希
超
せ
ず
発
雷
も
さ
せ
な
い
、
各
種
研

の
持
て
る
明
る
い
職
場
を
作
ろ
修
か
ら
も
排
除
す
る
な
ど
、

職
場

う
」
と
、
職
腸
(
東
和
シ
ス
テ
ム
八
分
的
差
別
と
い
や
が
ら
せ
.

H
千
代
田
区
神
田
小
川
町
)
に
労

争
組
合
員
を
一
人
だ
け
で
人
貸

働
組
合
を
結
成
さ
せ
ま
し
た
が
、
レ
派
越
し
、
峨
回
閣
や
従
業
員
か
ら

会
社
は
組
合
を
無
視
し
、

団
交
一
拒
の
切
り
離
し

否
・
組
合
活
動
の
妨
害
や
い
や
が

私

た

ち

を

ζ
の
よ
う
な
H

見
せ

ら
せ
等
、
不
当
労
働
行
為
に
よ
っ
し
め
M

H

さ
ら
し
者
u
に
し
て
ま

て
組
合
つ
ぶ
し
を
行
っ
て
き
ま
し
で
従
業
員
を
思
い
通
り
に
管
理
し

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース
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5万人の「支援寸る会Jを

キムたちは生きる惜利、 個〈 楢利を守るために沖

電気の仲間を物心両面か ら励まし 、必ず勝利させ

たいと 思い ます。 困難な長期の闘い も予想されま

すので、一人でも多 くの方がこの 「会」 に加入し

全面勝 手IJを闘も‘とるまでご支援く だ さるよ う心か

らよびかけます。(r支援 する会」よびかけよ り)

会費 1口 200円 /月

支援する会事務局
事務所東京都港区三田

3-2-20 

電 E舌 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240 

加入者名 沖電気の不当解雇

を撤回 させる会

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

発

行

所

第 75号
1 9 8 5年

7月1日

国241泊

'麿75<;ー)
 
1
 
(
 

す
.第
二
に
、
会
社
は
和
解
案
を
争

議
団
凸
一
人
ひ
と
り
に
衆
知
さ
せ

る
と
と
を
強
調
し
て
い
ま
す
が
、

ζ
れ
は
会
社
が
和
解
案
を
も
っ
て

争
議
団
側
に
何
ら
か
の
変
化
が
あ

る
ζ
と
を
期
待
し
て
い
る
も
の
と

み
ら
れ
ま
す
.
こ
う
し
た
会
社
の

「
甘
さ
」

を
打
ち
砕
く
た
め
に
私

た
ち
の
意
思
の
強
さ
を
あ
ら
た
め

て
示
し
切
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
第
三
に
、

ζ
う
し
た
和
解
案
で

す
が
、
同
時
に
私
た
ち
の
闘
い
が

反
映
し
て
い
る
部
分
も
あ
り
ま

す
a

形
式
的
に
せ
よ
、
解
雇
を
撒

六
月
十
八
日
、
東
京
地
裁
で
会
者
一
人
、
ひ
と
り
に
衆
知
さ
せ
る
回
す
る
方
向
を
示
し
、
職
場
復
帰

社
側
か
ら
和
解
突
か
一市
さ
れ
ま
し
ょ
う
強
調
し
て
き
ま
し
た
.

ら

し

き

形

を

装

わ
ざ
る
を
え
な
か

た
・
昨
年
春
に
裁
判
所
の
職
権
利
こ
の
会
社
和
解
案
を
知
っ
て
、
っ
た
ζ
と
、
パ
y

ク
ベ
イ
ン
に
も

解
手
続
が
開
始
さ
れ
て
以
来
、
丸
争
議
団
や
支
緩
の
皆
さ
ん
の
感
想
充
た
な
い
が
、
と
に
か
く
金
銭
呈

一年
を
経
て
、
初
め
て
一明さ
れ
た
は
、
さ
ま
ざ
ま
と
は
思
い
ま
す
が
、

一
市
を
し
て
き
た
ζ
と
な
ど
は
、
支

会
社
和
解
築
で
す
.
そ
の
内
容
は
、
そ
の
到
達
点
を
明
ら
か
に
し
、
今
獲
の
拡
が
り
ゃ
裁
判
闘
争
の
前
進

川
指
名
解
者
を
撤
回
す
る
。
後
の
運
動
の
粗
に
し
て
い
く
と
と
の
中
で
会
社
が
考
え
ざ
る
を
え
な

ω
し
か
し
、
被
解
胞
者
は
指

が
田
要
と
思
い
ま
す
・

く

な

っ

た
ζ
と
で
あ
り
、
私
た
ち

名
解
庖
日
(
昭
和
五
十
三
年
十

第
一
に
、
指
名
解
雇
は
撤
回
す
の
纏
信
に
し
て
も
よ
い
こ
と
で
し

一
月
二
十
日
)
に
返
附
し
た
も
る
と
表
明
し
た
も
の
の
、
内
容
は
ょ
う
。

の
と
す
る
.

金

銭

解

決

の

変

種
と
い
う
べ
き
も
以
上
の
よ
う
に
、
会
社
は
闘
い

ω
被
解
扇
者
に
各
に
一
千
万
の
で
、
辰
も
本
質
的
な
要
求
で
あ
の
中
で
追
い
つ
め
ら
れ
つ
つ
あ
る

円
の
解
決
金
を
支
払
う
、
る
職
場
復
帰
に
つ
い
て
は
拒
否
し
と
と
を
感
じ
つ
つ
も
、
第
一
の
要

川
被
解
居
者
を
和
解
の
日
か
て
い
ま
す
。
乙
れ
は
、
私
た
ち
の
求
で
あ
る
職
場
復
帰
を
拒
否
し
て

ら
一
年
間
非
常
勤
嘱
託
と
し
て
闘
い
が
ま
だ
職
場
復
帰
を
実
現
す
き
た
わ
り
で
す
.
私
た
ち
の
闘
い

採
用
し
、
期
間
は
特
段
の

m情
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
、
闘
の
道
筋
は
間
違
っ
て
い
な
い
、
し

が
あ
れ
ば
延
長
す
る
こ
と
が
あ

い
の
真
剣
さ
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
か
し
今
一
層
の
膏
闘
が
求
め
ら
れ

る
。
ま
た
嘱
託
中
は
自
宅
待
燐
乙
と
を
示
す
も
の
と
し
て
、
正
面
て
い
る
・
乙
の
到
達
点
を
確
認
し

と

す

る

。

か

ら

、

即

ち

怒

り

を

ぶ

つ

げ

、
闘
て
共
に
一
届
奮
闘
し
て
い
き
た
い

内
容
は
以
上
で
す
が
、
会
社
は

い
を
一
層
鉱
げ
る
観
点
か
ら
受
け
と
思
い
ま
す
.
V
次
回
交
渉
は
7

併
せ
て
、

ζ
の
和
解
案
を
被
解
砲
と
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

月

μ
日
午
後
一
時
か
ら
で
す
・

小ぉ

木吉

宮手口
喜男
局ん」
次
長

18目、東京地裁で会社側から和解案

港島醤請の力で、吟の回答喜をひきだす。

通
信
機
三
大
メ
1
力
の
一
つ

益、
=
一
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、

一
方
、
解
雇
後
の
戦
場
で
は
、
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
一
一

沖
電
気
工
業
(
本
社
・
東
京

・
九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資

配

転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
年
十
一
月
に
は
、
支
緩
共
闘
会

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
二
レ
て
新
工
場
の
建
設
な
ど
。
届
(
田
中
さ
ん
)
レ
た
り、

神

識
も
結
成
さ
れ、

闘
う
体
制
を

七
O
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経

九
O
年
に
は

一
兆
円
企
業
を
狙

争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に、

作
っ
た
.

営
危
機
だ
、人
が
余
っ
て
い
る
」
う
。
会
社
は
東
京
地
裁
は
か
四

仕
事
を
差
別
す
る
な
ど
の
、
見
八
四
年
秋
に
は
、
全
国
規
紋

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希

〆
〆
〆

J

'

r

r

r

の
運
動
l
三
十
六
都
道
府
県
、

望
退
職
」
募
集
を
提
案
ζ
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

ニ
O
ニ
カ
所
で
日
士
銀
行
、
沖

と
退
職
強
要
に
応
じ
な

い

三

百

沼

気

へ

の

行

動

。

四

十

万

人
の

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企

カ
所
の
裁
判
で
も

「
指
名
解
履

せ
し
め
を
強
め
、

「
合
理
化
」
署
名
な
ど
を
成
功
さ
せ
、
仕

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、
銭
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る
?

事
差
別
を
や
め
さ
せ
る
な
ど
の

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
胞
を
恕
識
改
革
を
す
る
と
と
」
と
証

沖
電
気
争
議
団
の
七
十

一
人
成
果
を
勝
ち
取
っ
た
・
東
京
地

強
行
。
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、

一
言
。
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
の
四
千
を
超
え
る
労
相
叫
で
の
和
解
交
渉
も
、

い
ま
山

百
億
円
近
い
史
上
段
高
の
利
領
し
て
解
庖
'ド
と
と
も
明
白
。
組
や
、
一
万
四
千
人
の
「
支
媛
場
を
迎
え
て
い
る。

が
感
想
で
す
.
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ

て

、
が
ん
ば
る
ゾ
/
と
決
意
を

ク
ス
の
オ
キ
と
か
な
ん
か
言
つ
新
た
に
し
て
い
ま
す
(
沖
電
気

て
、
宣
伝
し
、
裏
で
は
き
た
な
東
京
工
場

秋
元
英
常
さ
ん
)

い
ζ
と
を
す
る
。
正
体
が
は
っ
||
欺
附
(
ぎ
ま
ん
)
的
な
回
答

き
り
出
て
い
る
(
全
損
保
日
本

で

あ
り
、
乙
れ
を
打
破
る
闘
い

火
災
支
部

田
中
稔

さ

ん

)

で

、

沖
・
支
慢
す
る
会
の
ス
ロ

l
l争
犠
団
の
人
た
ち
の
生
活
を

1

|
会
社
側
が
解
限
撤
回
を
認
め

1
ガ
ン
「
戻
せ
職
場
に
」
を
実

考
え
る
と
早
く
解
決
し
て
ほ
し
た
と
と
は
、
一
歩
前
進
で
す
が
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
(
支
療
す
る

い
と
思
い
ま
す
が
、
闘
い
の
初
職
場
復
帰
を
認
め
な
い
で
、
お
会
事
務
局
長

小
島
宏
さ
ん
)

心
を
忘
れ
ず
に
「
職
場
に
戻
せ
」
金
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
||
七
年
目
に
し
て
、
初
め
て
の

と一言
う
事
を
強
く
言
い
た
い
。
は
許
せ
ま
せ
ん
(
大
田
区

・
洗
回
答
。
こ
れ
を
ス
テ
ッ
プ
に
し

(
自
治
労

・
本
庄
市
職
員
組
合
足
福
祉
事
務
所
渡
辺
潤
さ
て
よ
り
一
層
湿
踊
を
発
展
さ
せ

吉
田
信
子
さ

ん

)

ん

)

ま

し

ょ
う
(
神
電
気
争
議
支
援

|
|
家
族
の
生
活
は
、
楽
で
は
あ

|

|
乙
ん
な
回
答
で
終
ら
せ
る
わ
中
央
共
闘
会
議

・
事
務
局
長

り
ま
せ
ん
が
、
人
間
の
尊
厳
が
け
に
は
い
か
な
い
。
我
々
自
身

井
川
昌
之
さ
ん
)

か
か
っ
て
い
る
闘
い
だ
け
に
、
の
闘
い
で
あ
る
と
考
守
え
て
い
る

l
!
と
ζ
ま
で
運
動
を
支
え
て
く

勝
利
の
日
ま
で
、
力
を
合
せ
が
の
で
、
と
も
に
が
ん
ば
り
た
い
。

だ
さ
っ
た
、
全
国
の
み
な
さ
ん

ん
ば
り
ま
す
.
ひ
き
つ
づ
き
、
(
国
労

・
高
傑
支
部

田
中
進

に
ま
ず
お
礼
を
い
い
ま
す
。
し

お
力
を
、
お
か
し
下
さ
い
。
(
家
さ
ん

)

か

し

、

納

得

い

か

な

い

回

答

で

族
会
代
表

米
国
徳
治
さ
ん
)

|

|
解
匝
は
撤
回
す
る
し
か
し
あ
り
団
結
を
強
め
「
職
場
復
帰
」

|
|
七
年
間
の
生
活
を
考
え
る
と

職

場

に

は
、
い
れ
な
い
と
言
う
ま
で
が
ん
ば
り
ま
す
(
沖
市
気

話
に
な
り
ま
せ
ん
。
パ
カ
に
し
会
社
の
答
に
は
、
股
が
た
つ
.
争
議
団
代
表

中
山
森
失
さ

た
回
答
だ
と
、
み
ん
な
で
話
合
職
場
で
の
闘
い
と
結
合
さ
せ
ん
)

っ
て
い
ま
す
・

n
戻
る
の
が
一

番
で
す
M

(

海
車
検
定
労
組

v

・

お

/
レ
/
ら
/
せ
・

ま
つ
り
H

は
守
周
辺
白
に
予
定

川

滝
沢
と
き
江
さ
ん
)

山
本
庄
市
で
開
催
さ
れ
る
、
沖
争

さ

れ
て
い
ま
す
・

C
協
力
を
よ

川

|
|
沖
電
気
は
ヒ
ド
イ
と
い
う
の

川
議
団
と
遮
得
す
る
H

ふ
れ
あ
い

ろ
し
く
お
ね
が
い
レ
ま
す
.

三号

h
a

一
年
に
二

綴
騰
、上
回
庄
司

園
、
北
海
道

'
回
目
」

へ
行
く
・

2

.3
及

は
花
火
冬

』
F

、-‘
J
は
カ
レ
ン
ダ

v
，d
i
Li

ー
な
ど
の
物

4e

d
越
資
販
売
で
、

約
一
力
月
の
オ
ル
グ
に
な
る
.

V
観
光
写
真
で
見
た
持
は
、
イ

イ
ナ
ァ
と
思
っ
て
も
実
際
は
あ

ま
り
感
心
し
な
い
と
乙
ろ
も
あ

る
が
、
い
い
無
色
も
い
っ
ぱ
い

あ
る
。
田
植
え
を
や
っ
て
い
る

と
こ
ろ
、
な
だ
ら
か
な
丘
で
牛

が
草
を
食
べ
た
り
寝
そ
べ
っ
た

り
は
、
の
ん
び
り
し
て
い
て

と
て
も
い
い
。
ゴ
ミ
ゴ
ミ
し
た

東
京
よ
り
乙
ん
な
と
と
ろ
で
生

活
し
て
み
た
い
な
と
、
思
っ
た

り
す
る
V
岩
見
沢
か
ら
夕
張
へ

恵
で
走
っ
て
い
た
ら
、
前
を
走

る
車
が
、
踏
切
り
な
の
に
一
時

停
止
を
し
な
い
。
近
づ
い
て
見

る
と
、
線
路
に
柵
が
打
つ
で
あ

り
「
乙
の
線
路
は
、
列
車
が
通

り
ま
せ
ん
」
の
掲
示
。
四
月
に

廃
止
さ
れ
た
ば
か
り
の
国
鉄
、

万
字
線
だ
っ
た
.
線
路
は
そ
の

ま
で
あ
る
.
放
っ
て
お
い
た
ら

草
も
は
え
、
ぼ
う
ぼ
う
に
な
る

だ
ろ
う
。
さ
み
し
い
ロ
ー
カ
ル

線
廃
止
の
姿
だ
っ
た
.
(
飯
田
)
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東
京
|
下
関
ブ
ル
ト
レ
交
流
会
に
参
加
し
て

勝で映頒外てが沖「
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東
京
か
ら
下
関
ま
で
豹
一
千
宍
口
を
結

ぶ
夜
行
利
+
申
て
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
、
J

e

・
国

鉄
が

7
令
制
・
民
営
化
」
さ
れ
た
な
ら
ば

ま

フ
先
に
夜
止
さ
れ
否
定
ス
ノ
-
つ
ど
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

=
の
ず
比
l
ト
レ
イ
、
J

に
乗
っ
て
、
A
ロ

震
に
皮
懸
の
吹
き
す
さ
ぶ
国
鉄
の
労
働
者

を
激
廊
レ
ょ
っ
と
千
代
田
区
の
労
働
者
と

下
関
の
労
働
者
が
計
画
レ
左
東
京

l
下
関

を
給
ぶ
寸
プ
ル
ト
レ
交
流
の
殺
」
(
六
月

七
・
八
日
ゾ
に
参
加
し
ま
し
た
e

東
京
の
お
名
の
仲
間
は
国
鉄
労
働
者
の

激
励
に
送
ら
れ
て
、
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン

ブ
富
士
」
亡
乗
り
二
み
ま
し
た
。
車
中
で

は
国
鉄
労
働
者
の
国
鉄
衣
憂
す
zv
無
い
田
川

い
を
聞
き
、
下
関
で
は
で
ニ

0

0
名
の
交

泥
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
寸
電
車
を
作

る
は
ず
の
工
場
グ
、
自
動
車
修
費
工
場
に

さ
れ
た
」
「
容
全
第
一
室
無
視
し
て
列
車

口三

(沖
電
気
争
議
団
〉

の
運
転
手
，や
車
掌
耐
久
滅
、
り
さ
れ
て
い
る
」

「
長
年
働
い
左
人
に
や
め
て
ほ
し
い
と
魯

た
た
き
、
出
{
問
、
配
る
軒
判
か
行
わ
れ
て
い
zv」

と
国
鉄
の
仲
間
か
ら
の
訴
え
は
、
日
本
列

島
を
つ
怠
ぐ
鈎
脈
拍
V
A
V
断
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る

Z
と
へ
の
怒
り
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
.
払
は
七
年
前
に
沖
電
気
か
行
む
っ
た
労

働
者
走
場
牲
に
し
た
六
合
理
化
か
い
ま

国
銭
の
中
で
強
行
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
否

と
尋
癒
し
ま
し
た
・

ど
ん
な
=
ど
が
あ
っ
て
も
止
ま
ら
な
か

っ

E
国
鉄
、
戦
争
中
ち
そ
し
て
戦
後
の
省

し
い
と
き
も
。
=
れ
を
支
え
て
き
乏
の
は

国
鉄
の
貯
働
者
・
国
民
の
動
産
で
あ
否
国

鉄
在
大
資
本
の
え
じ
き
に
し
て
な
る
ち
の

か
、
国
鉄
の
分
割

・
民
営
化
の
攻
轡
在
は

ね
返
さ
ね
ば
と
強
く
癒
じ
た
の
で
す
。

19S5牢ワ月 1日

電
報
・
七

0
0

・0

結
婚
式
・

0

東京争議団キャンプ
07月28日-29日
0丹沢 3∞0円

国
鉄
つ
ぶ
し
反
対
一
営
化
」
に
反
対
す
る
キ
ャ
ン
プ

一
ン
と
し
℃
一
下
関
叫
千
代
田
同
地
区

ブ
ル
ト
レ
交
流
会
一
労
が
開
い
た
・

下
闘
に
東
京
の
労
組
員
一
東
京
か
ら
の
診
加
者
は
七
日
、

東
京
・
千
代
園
地
区
労
の
労
組
一
東
京
駅
を
出
発
レ
た
ブ
ル
ー
ト
レ

要
ぷ
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
シ
に
持
つ
一
イ
ン
・
「
富
士
」
で
八
回
塑
来
関
.

て
来
関
、
下
関
地
区
労
と
交
統
レ
一
国
鉄
幡
生
直
絹
所
の
見
学
な
ど
の

よ
予
と
い
う
[
国
鉄
つ
ぷ
レ
に
茂
一
あ
と
、
交
流
集
会
に
出
席
レ
た
.

対
じ
背
反
仔
草
の
た
め
の
東
京
l
一
集
会
で
は
国
労
木
関
支
部
な
ど

下
関
大
交
流
会
」
〈
路
秘
・
ブ
ル
一
が
「
分
割
・
民
嘗
化
は
国
民
の
足

ト
レ
交
流
会
〉
が
八
回
、
ポ
関
市
一
経
由
晴
い
、
変
通
弱
者
を
切
り
捨
て

宅
あ
っ
た

H
写
真
-
一
る
も
の
.
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
な
ど

4
メ
j
J会
渇
の
下
関
市
文
仰
さ
瓦
真
っ
先
に
定
y
h
委
託
る
」
と

館
で
あ
っ
た
「
大
交
流
集
会
」
に
一
回
貯
え
た
・
各
単
組
怒
と
か
ら
は
国

は

τ関
地
区
労
・

9
昌
労
約
四
冒
一
内
勤
労
へ
の
激
励
が
寄
せ
ら
れ

人
、
愈
翁
亘
平
人
を
含
め
た
一
勾
ま
た
、
山
陽
ア
ル
ミ
(
厚
狭

約
千
一
一
百
人
が
富
・
豪
か
ら
面
出
町
)
の
労
盟
主
ネ
ミ

め
移
加
者
八
十
三
人
を
迎
え
た
・
一
地
鐙
伊
餓
回
か
ら
の
線
告
や
、
平

「
行
革
の
目
玉
」
と
レ
て
進
め
一

a腐
り
の
鍍
露
な
と
も
あ
っ
た
令

、
続
町
宮
翠
担
衛
い
民



1985年ワ月 1日

，
矢
田
》
aA-
，

h
 

r
t
、

大
蔵
省
と
野
村
証
券
を
は
じ
め
ッ
プ
を
社
会
的
に
包
囲
し
て
き
て

と

す

る

既

券

首

脳

に

よ

る

高

木

貞

い

ま

す

・

川

証
券
の
営
業
免
許
の
取
り
上
げ
に
裁
判
闘
争
は
現
在
、
国

(
H
大

山

よ

る

企

業

閉

鎖

と

全

員

解

題

以

蔵

省

)

を

相

手

と

し

た

国

家

賠

償

川

来
、
乙
の
六
月
で
ま
る
五
年
に
な
訴
訟
と
、

会
社
破
産
に
と
も
な
う

川

り

ま

す

・

償

橋

確

保

闘

争

を

破

産

管

財

人

側

川

高

木

貞

証

券

労

組

(

五

人

)

は

、

の

補

助

参

加

人

と

い

う

と

と

で

、

川

H

職
場
と
生
面
を
返
せ
H

と
の
企
と
も
に
京
都
地
方
裁
判
所
で
闘
っ

楽
再
抽
出
を
柱
と
し
た
要
求
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
特
に
償
椴
確
保
闘
争

川

て
、
一
京
都
、
大
阪
、
東
京
で
の
証
は
、
「
京
都
ス
テ
ー
シ

ョ

ン

セ

ン

川

券
を
中
心
と
し
た
支
援
共
刷
会
磁
タ
1
」
と
い
う
京
都
市
や
国
鉄
な

川

を
紬
と
し
な
が
ら
全
国
的
な
闘
い
ど
が
出
資
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
の

川

を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
会
社
に
七
億
円
の
返
還
を
求
め
る

ζ
の

春

闘

で

は

、

困

難

な

野

村

裁

判

で

、

政

治

的

に

も

金

額

の

上

川

証

券

労

組

、

系

列

会

社

で

あ

る

石

で

も

重

要

な

も

の

と

な

っ

て

い

ま

川

塚
証
券
、
伊
藤
銀
証
券
、
朝
日
火
す
・
国
賠
訴
訟
の
方
も
、
今
ま
で
特
に
股
近
、
髄
券
労
働
者
に
対
鉾
巡
行
と
あ
る
「
祇
園
ま
つ
り
」

災
、
日
本
硝
子
の
仰
聞
と
と
も
に
何
も
諮
ら
な
か
っ
た
元
社
長
が
、
レ
長
時
間

・
ノ
ル
マ
労
働
な
ど
が
と
裁
判
傍
聴
参
加
の

」
京
都
ツ
ア

「野
村
関
連
労
連
」
を
結
成
し
、
鼠
近
、
大
蔵
省
の
行
政
と
の
関
わ
強
め
ら
れ
て
い
る
も
と
で
、
証
券

l
M
を
取
り
組
ん
で
い
ま
す
.

約
七
十
万
枚
の
全
国
ピ
ラ
と
二
万
り
な
ど
で
真
実
を
語
り
始
め
て
い
労
働
者
に
支
持
さ
れ
る
闘
い
を
目

A
抗
擁
先
V
東
京
都
中
央
区
日
本

六
干
枚
の
抗
披
ハ
ガ
キ
、
そ
レ
て
る
も
と
で
、
車
要
性
を
惜
し
て
き
指
レ
、頑
張
っ
て
い
く
決
意
で
す
。
橋
一

l
九

一

野
村
証
券
取

・

大
阪
、
京
都
、
東
京
で
大
規
模
な
て
い
ま
す
。

東
京
の
証
券
の
伸
聞
は
、
七
月
締
役
社
長
田
淵
節
也
段
。

抗
酷
融
行
動
を
成
功
さ
せ
て
き
ま
し
巨
大
な
相
手
に
少
数
で
闘
う
高
十
七
日
に
京
都
地
裁
で
、
七
億
円

A
激
励
先
V
京
都
市
中
京
区
柳
馬
川

た
.
そ
う
し
た
中
で
、
争
議
発
生
木
貞
証
券
労
組
で
す
が
、
有
利
な
の
返
還
訴
訟
の
公
判
が
元
社
長
を
場
三
条
上
ル
高
木
貞
在
券
労
組
川

の
仕
掛
人
で
あ
り
、
又
、
争
議
解
状
岡
田
の
も
と
で
意
気
軒
昂
と
し
て
柾
人
に
行
わ
れ
る
と
と
か
ら
、
七

2
0
七
五

l
二
五
五

四
五
二

決
の
能
力
を
持
っ
た
野
村
荘
券
ト
い
る
と
こ
ろ
で
す
・
月
十
六
日
の
宵
山
、
十
七
日
の
山
一
・

大
蔵
省
と
野
村
証
券
が

「
倒
産
」
攻
撃

全
国
一
般
日
間

M
M
E
来
点
証
券
労
組

支援する会に入会しよう(会費 1口200円/月)
罫軍75有量(3 ) 

い

l
'
w
だ
け
れ
と
毛
:
-

八
五
年
六
月
十
八
日
、
解
題

以
来
六
年
半
、
会
社
が
東
京
地

裁
の
和
解
交
渉
で
、
は
じ
め
て

「
解
決
案
」
を
示
し
た
と
い
う

そ
の
日
に
、
と
の
原
稿
の
依
頼

を
う
け
ま
し
た
.

ふ
り
か
え
っ
て
、
私
が
一
番

は
じ
め
に
解
雇
さ
れ
た
沖
電
気

の
伸
問
の
話
を
き
い
た
の
は
、

七
八
年
十
一
月
二
十
六
日
、
箱

恨
で
お
乙
な
わ
れ
て
い
た
「
東

京
の
労
働
運
動
の
交
流
会
」
で

の
、
笹
島
君
の
た
ど
た
ど
し
い

訴
え
で
し
た
。
東
京
へ
帰
っ
て
、

す
ぐ
、
職
場
の
執
行
委
員
会
に

き
て
も
ら
っ
た
り
、
そ
の
年
の

響
、
た
し
か
十
二
月
三
十
日、

集
め
た
カ
ン
パ
を
高
尾
の
米
国

さ
ん
の
家
ま
で
届
け
た
り
し
た

記
憶
が
う
か
ん
で
き
ま
す
・

乙
う
し
て
私
は
、
わ
り
に
早

く
か
ら
沖
争
犠
に
か
か
わ
っ
て

支
援
す
る
会
宮
滅
県
支
部
は
支
部
呼
び
か
け
人
の
一
人
、
前

結
成
さ
れ
て
五
年
・
五
月
二
十
県
評
議
長
、
現
在
労
箔
協
会
長

一
一
一
日
「
五
周
年
集
会
」
を
開
き
ま
の
高
橋
治
さ
ん
が
記
念
講
演
、

し
「
、

ζ
の
日
は
各
職
場

・
地
労
働
組
合
運
動
の
発
展
を
願

峨
か
ら
約
三
十
人
の
会
員
が
会
っ
て
、
段
近
の
労
働
戦
線
の
動

場
の
仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館
向
に
つ
い
て
一
時
間
以
上
の
熱

に
集
ま
り
ま
し
た
。
争
議
団
か
弁
.
沖
憶
気
争
議
の
歴
史
的
背

ら
は
ち
ょ
う
ど
変
の
行
商
で
富
景
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

城
県
オ
ル
グ
中
の
高
崎
支
部
、
争
議
団
か
ら
は
ス
ラ
イ
ド
を

岡
田
、
高
屋
の
二
人
と
富
域

出

映

し
な
が
ら
争
犠
の
状
況
報

身
の
中
屋
さ
ん
の
三
人
が
合
流

告

。
は
じ
め
て
の
ス
ラ
イ
ド
で

参
加
し
ま
し
た
。
集
会
で
は
県
沖
電
気
を
島
遣
に
感
じ
ら
れ
た

と
好
評
で
し
た
。
集
会
終
了
後

に
は
オ
ル
グ
聞
の
激
励
会
。
宿

の
門
限
が
過
ぎ
て
し
ま
う
ほ
ど

黙
の
ζ
も
っ
た
交
流
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
宮
域
県
支
部
は
、
争
議
発
生

直
後
、
争
議
団
の
な
か
に
宮
城

県
出
身
者
が
い
た
と
と
も
あ
っ

て
当
時
の
県
評
議
長
、
電
機
の

労
組
委
員
長
、
弁
護
土
、
学
者

の
方
々
が
呼
び
か
け
て
い
ち
早

く
結
成
、
二
百
人
以
上
の
会
員

き
た
ん
で
す
が
、

そ
れ
は

沖
争
醐輔
が
起
っ
た
七
八
年
の

は
じ
め
、
同
盟
が

「民
間
先
行

の
労
戦
統
ご
を
う
ち
だ
し
て

い
ま
す
.
九
月
に
は
J
C
の
富

田
駿
長
や
ゼ
ン
セ
ン
の
宇
佐
美

会
長
が
「
八
0
年
代
初
頭
を
自

僚
に
労
働
戦
線
の
統
一
を
」
と

ぶ
ち
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

私
は
神
争
議
に
、
単
に
「
三

井
三
池
以
来
の
大
毘
指
名
解

居
」
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ぬ
、

深
い
背
景
を
感
じ
た
よ
う
で

す。
以
来
「
三
多
勝
の
支
復
す
る

会
」
の
結
成
の
お
手
つ
だ
い
を

し
た
り
、
八
王
手
の
仲
間
た
ち

と
折
に
ふ
れ
飲
ん
だ
り
、
議
論

し
た
り
、
さ
さ
や
か
な
支
援
を

つ
づ
け
て
き
ま
し
た
.
職
場
で

は
五
O
名
余
の
紹
合
員
の
約
六

割
が

「
支
媛
す
る
会
」
の
会
員

に
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
.

も
う
一
度
乙
の
六
年
半
を
ふ

り
か
え
る
と
、
や
は
り
、
仲
争

識
が
労
働
運
動
の
右
傾
化
の
流

下

村

郎

さ

ん

(全
金
理
学
電
機
支
部
・

三
多
摩
)

私と沖争議{

れ
と
か
か
わ
っ
て
起
り
、
そ
の

流
れ
に
抗
し
て
前
進
し
て
い
る

と
い
う
患
い
が
強
く
し
ま
す
。

そ
し
て
い
ま
、
日
本
の
労
働

運
動
は
転
換
期
.
沖
争
議
も
、

新
た
な
局
面
を
む
か
え
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
.

私
も
六
年
前
は
立
川
地
区
労

の
副
議
長
。
い
ま
は
、
統

一
労

組
惣
の
事
務
局
長
.
春
闘
再
構

築
、
階
級
的
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン

タ
ー
の
確
立
な
と
、
統
一
労
組

制
聞
の
闘
い
の
前
進
の
中
で
ζ

そ

沖
争
議
の
最
後
の
勝
利
が
勝
ち

と
れ
る
.

そ
ん
な
思
い
で
、
心
あ
ら
た

に
、
神
争
議
に
と
り
く
も
主
」

思
っ
て
い
ま
す
.
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川
5
月
間
目

労
働
者
派
巡
法
学

川

習
会
(
束
京
「
会
」
)

川
5
月
初
日

池
貝
鉄
工
H

勝
利

川

命
令
u

報
告
集
会
(
川
崎
)

川
5
月
別
日

山
本
さ
ん

(
鈴
鹿

山

女
性
差
別
)
勝
利
集
会
。

川
5
月
U
E
S
お
目

ビ
ジ
ネ
ス

川

シ
ョ
ウ
会
場
前
で
宣
伝
。

川
5
月刊
ω
日

東
京
電
力

・
渡
辺

川

さ
ん
の
決
起
集
会
(
東
京
).

川
神
・

支
援
す
る
会
宮
城
支
部

川

が
結
成
5
年
の
鈍
会
。

川
5
月
目
的
日

ス
モ
ン
勝
利
報
告

川
パ
ー
テ
ィ
E

わ
ら
び
座
、
原
太

山
郎
さ
ん
の
出
版
記
念
会
。
安
中

川
裁
判
報
告
集
会
.

川
5
月
お
日

マ
ス
コ
ミ
文
化
共

川

闘
主
催
で

「反
核
の
集
い
」

川
5
月
U
白

八
王
子
裁
判
所
で

川

準
備
手
続
き
、
次
回
の
和
解

川

交
渉
で
の
回
答
を
表
明
。

川
5
月
初
日

労
働
者
派
治
法
反

川

対
集
会
。
中
央
区
労
協

(東

山

京
)
が
神
間
同
気
本
社
へ
要
紡

川

行
動
。
連
続
要
請
を
開
始
.

山
5
月
刊
口
日

徳
島
ラ
ジ
オ
商
殺

川

し
の
っ
と
い
.

川
5
月
初
日

ポ
ス
タ
ー
弾
圧
港

川

区
決
起
集
会
と
デ
モ
.

川
5
月
引
回

生
協
会
館
沖
支
援

川

す
る
会
が
決
起
集
会
.

川
6
月
1
巳

東
京
労
働
争
犠
研

川

究
会
.

川
6
月
4
自

国
鉄
分
割
民
営
化

川

反
対
、
国
民
の
足
を
守
る
抽
出

川

会。

川
6
月
5
日

公
害
の
全
国
総
行

川

動
.

川
6
月
7
日

池
貝
総
行
動
。

川
6
月
M
M
日

日

本
ペ
イ
ン
ト
影

川

山

さ
ん
支
一
銭
す
る
会
総
会
。

川
6
月
刊
日

第一

勧
銀
総
行
動
・

山
6
月
げ
日

大
口
練
主
要
鰐
行

川

動
は
じ
め
る
。

川
6
月
間
日

第
叩
回
和
解・

281 
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(4) M75~ 

-
私
も
反
対
で
す
.
.
 

女
優
栗
原
小
巻
さ
ん

い
ま
「
エ
セ
ル
と
ジ
ュ

l
リ
ア
ス
」
と

い
う
芝
居
を
し
て
い
ま
す
.
こ
れ
は
‘

一
九
五
O
年
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
屯
山
田
技

師
ロ

l
ゼ
ン
パ

l
ク
'
と
そ
の
夫
人
が
岡
山

子
力
の
機
管
を
ソ
述
に
提
供
し
た
と
い

う
デ
ヅ
チ
あ
げ
で
逮
捕
、
死
刑
を
宣
告

さ
れ
る
物
語
で
す
。
な
ん
だ
か
、
こ
ん

度
の

「国
家
機
密
法
」
も
こ
れ
に
似
て

恐
し
い
感
じ
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

田 之之まできた中曽根内閣のねらう戦争への道

19S5年ワ月 113
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支援する会事務局

事務所東京都港区三田

3一一 2-20
電話 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240

加入者名 沖電気の不当解雇

を措定固させる壬を

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

発

行

所

第 76号

1 985年

8月1日

|固2444日l

第ワ6号)
 
-(
 

『職場に戻せ』と700人

日間

さ
れ
て
お
り
、

全
面
篠
戦
争
下
で

時

も

生
き
延
び
る
た
め
に
、
相
手
側

，

+

核

抑
止
の
「
理
論
」
核
兵
の
報
復
を
不
可
能
に
す
る
先
制
攻

対

怨
の
破
峻
力
が
余
り
に
大
き
い
た
撃
へ
の
衝
動
が
強
ま
り
ま
す
・
級

事
ミ
ニ
S
L
争

猿

ま

わ

し

岬

め
、
「
核
兵
舘
が
使
わ
れ
る
か
も
兵
邸
の
地
強
は
「
平
和
を
保
障
す

事
手
品
+
ふ
わ
ふ
わ
ネ
ッ
シ
l

w

知
れ
な
い
お
そ
れ
」
が
生
ま
れ
、
る
」
ど
こ
ろ
か
、
戦
争
を
誘
発
す

-
ll

ー

園

間

晶
バ
ン
ド
演
奏

¥
1
1
j

州

各
国
が
戦
争
を
起
ζ
そ

2
し
て
る
も
の
で
す
・
(
迎
合
)

¥

ハ

ム

部

品
焼
そ
ぱ

¥

丁

酬
も
抑
比
さ
れ
る
と
い
う
「
理
論
」
・

z
z
z
z
t
z
-
Z
2
2
3
-

¥=md
震

で
の
考
え
方
に
立
っ
と
、
強
大
な

つ

っ

'

?

~，
.wマハ
…

:

核

兵

鰐

が

増

え

る

ほ

ど

「
平
和
が

F

ク
，

Tr-スヲ

一
回
訓
話

工
J

臼

内

同

円

、

rr
、円、

一

-

v

a

S

J

7

0

W

保
閉
さ
れ
る
」

ζ
と
に
な
り
、

$
4

4

4

二

現

芝

町

翠

櫛

秋

に

は

沖

電

気

争

議

の

ア

競

争

毒

ま

害

さ

れ

ド

の

十

図

l
ト一
十
走
者

抑
日
制
役

!

-
A

2

か

い

の

映

画

を

で

き

E

一
、
二
塁
の
ピ
ン
チ
・
左
打
者
が

考

古

吟

〈

〉

コ

，

w

し
か
レ
、

議
に
は
核
兵
器

出
て
き
た
の
で
、
投
手
も
左
投
手

レ、

一/
lー

!
?
V
¥

4

が
ん
ば
っ
て
ま
す
・

1
日
本
電
波
一
一
ュ
l
ス
荊
使
用
語
健
と
し
て
開
発
・
配
備
に
交
代
し
た
・
ツ
l
ス
ト
ラ
イ
ク

t
h
t
、
、;
t
h
t‘，
t
・、
、;
、
=
戸
開
明
、

t
t
t
・
1
‘，

t
t
t
h
t
a
'
t
s
t
a
'
t
a、
t
‘・

t
・
，
‘
:
、

t
‘，

t
h
t
h
明

に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
右
の
代
打

一

に
変
わ
っ
た
の
で
、
投
手
も
右
役

一
沖
電
気
は
六
月
十

八
日
、
東
京
地
裁
民
事
十
一
部
で
職
権
に
よ
り
行
わ
れ
て
き
た
和
解
交
渉
の
場
民
、

一

手
に
変
わ
っ
た
・

ζ
れ
は
認
め
ら

」

一

指
名
解
雇
争
窓
始
ま
っ
て
以
来
初
め
て
、
会
社
と
し
て
の
「
和
穿
案

」
を
上
申
書
の
形
で
提
出
し
て
き
た
。
一
れ
る
で
し
ょ
う
か
?

F
太
一
そ
の
内
容
は
{
一
)
一
九
七
八
年
十
一
月
二
十
日
付
の
指
名
震
麗
を
撤
由
し

、
七

一
名
全
員
が
同
日
付

-

A
答
V
を
ハ
ガ
キ
に
曾
い
て
、
眼

目ロ
J

町

工

事

-

で

退
職
、

一
人
一
千
万
円
の
寝
決
金
を
支
払
う
(
一ニ

和
解
成
立
後
、
死
亡
し
た
伊
露
氏
を
除
く
全
員
を

一

務
局
ま
で
、

8
月
お
日
が
〆
切
・

1
p
一
一
年
間
の
非
常
勤
雲
仙
と
し

て
採
用
、
そ
の
聞
は
自
宅

待

同

僚

と

い

う

も

の

で

あ

る

。

一

五
人
に
図
妻
が
当
り
ま
す
・

江

一

己
れ
ほ
沖
電
気
告
さ
が

「
三
井
三
池
円
以
来
の
、
大
企
柔
で
の
大
量
指
名
解
雇
の
復
活
を
許
す
な
」
と
ム
二
回
一
+
と
っ
て
も
強
い
カ
l
プ
や
西
武

か

五

な

?

と

し
て
発
展
し
、
解
雇

2
2
2図
的
に
明
ら
か
に
な
る
な
か
で
、
沖
電
気
が
指
名
解
雇
一
フ
ア
ぷ
以
外
の
人
も
、
ド
ン
ド
ン

主

島

一

の

撤

回

を
表
明
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
勺
た
も
の
の
、
あ
く
ま
で
も

「
金
銭
」
で
解
決
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

一

番
く
だ
さ
い
ネ
・

士
嗣

一
ま
た
指
名
解
雇
に
織
を
発
し
た
八
王
子
の
田
中
君
解
雇
事
件
な
ど
に
つ
い
て
ほ
何
毛
言
及
し
て
い
ず
、
設
一
。

1
1
1
1
1
1
0・

b
区

一

々

が

要

求

し
て
い
る
4
Z

員
の
殿
場
復
帰
を
柱
と
し
た
全
面
解
決
と
は
ほ
と
遠
い
全
く
否
=
な
も
の
で
あ
る

。

一

・

お

/
し
/
ら
/
せ
・

日
司
一
己
れ
ま
で
の
和
解
交
渉
で
は
誤
判
所
主
三
に
わ
た
っ
て
「
職
場
復
帰
」
の
検
討
を

2
2対
し

て

一

告

書

号

室

医師
V

一
求
め
て
き
た
一
別
で
あ
り
、
安
々
の
要
求
を
も
、
拍
車
判
所
の
要
藷
を
も
全
く
考
慮
し
な
い
「
和
解
案
」
を
提
一
日
本
交
響
音
楽
に
よ
る
室
内
楽

仕
パ
一
示
し
て
く
る
と
い
う
沖
電
気
の
姿
勢
か
ら
は
争
訟
を
解
決
し
よ
う
と
い
う
按
意
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。
一
一
の
タ
ベ

9
月
目
、

6
時
却

に
U

占
沖
電
気
は
「
経
営
危
後
」
「
剰
員
」
な
ど
と
い
う
偽
り
の
理
由
で
大
量
の
指
名
解
雇
を
強
行
し
た
。
そ
一d

分
。
挫
島
区
立
大
四
時
ホ
l
j

d

q

p

C
て
、
解
雇
の
不
当
性
が
明
白
に
な
る
や
、
金
銭
で
争
認
を
抑
え
乙
も
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
正
巳
庁

参
加
賀
千
五
百
円
。
お
問
い
合

h
ド

一
二

重
の
反
社
会
的
犯
罪
行
為
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。

.
-
せ
は
、

O=一
l
九
八
五
l
四
八

hr
一
設
々
は
、

あ
く
ま
で
も
不
当
に
ま
わ
れ
た
生
存
権
、
労
働
権
、
団
結
権
の
回
復
を
要
求
す
る
。
ま
た
、
一
三
六
・

凶

凶

一

争

沼
田
員
会
員
の
指
名
解
雇
を
勉
回
し
、
原
隊
に
復
帰
さ
せ
る
乙
と
は
勿
品
目
、
争
迭
を
職
場
か
ら
支
援
し
町
'

eプ
レ
ゼ
ン
ト
を

A
F
-
f
て
配
転
を
強
要
さ
れ
拒
否
し
て
解
雇
さ
れ
た
八
王
子
の
田
中
君
の
解
雇
織
田
・
原
敬
復
帰
、
争
怒
支
媛
を
一
，

あ

り

が

と

う

+

一「
J

-

理
由
と
し
た
職
場
労
働
者
へ
の
差
別
の
地
図
、
就
労
委
求
に
対
す
る
刑
事
事
件
の
告
訴
取
り
下
げ
、
未
払

N

O
フ
ァ
ミ
リ
ア
(
車
)
H全
金

当
浦
町
下
賃
金
、
解
決
金
の
支
払
い
を
含
め
争
認
の
全
面
解
決
を
要
求
す

る。

目

・
日
本
電
子
支
部
の
糸
永
さ

-K
U
1

一
沖
電
気
争
議
は
重
要
な
段
階
を
迎
え
て
い
る
。
設
々
は
、
こ
れ
ま
で
全
国
的
に
展
開
し
て
き
た
運
動
を
一

4
3
6
7
cら
に
広
げ
強
め
る
と
と
も
に
、
沖
電
気
に
働
く

一
万
三
千
名
労
働
者
お
よ
び
そ
の
家
族
と
団
結
し
て
必

一

ん

。

ゴ

札

一

ず

勝

利

を

手

に

す

る

決

意

で

あ

る

。

一

O
子
ど
も
衣
類
U
車

検

定

沖

U
一
全
国
一
の
労
組
、
仲
間

の
皆
さ
ん
が
ζ

れ
ま
で
寄
せ
ら
れ
た
熱
い
支
援
に
心
か
ら
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

一

支
援
す
る
会
・

母
町
一
殿
場
復
帰
に
よ
る
争
議
の
勝
利
の
た
め
に
と
れ
ま
で
以
上
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
く
よ
う
改
め
て
訴
え
る

一

O
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
、
ォ
レ

ι
F
子

の

で

あ

る

。

一

ン
ジ
H
日
本
航
空
の
岩
城
地

q
r
一

-

朗

さん・

一

一

九

八

五

年

七

月

九

日

一

oさ
く
ら
ん
ば
H
山
形

荒

木

リ
押
一
自
宅
左
刈
年
工
一
語
+
文
師
援
市
巾
血
人
並
ハ
間
同
ム
去
さ
問
一

山
市
さ
ん
。

0
・
沖
電
気
へ
聡
場
復
帰
の
決
断
を
迫
る

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

価

核
・
豆
事
典
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歓
迎
し
て
く
れ
た
仲
間

ヤ
キ
ト
リ
屋
の
二
階
が
組
合
事
務
所

テ
ル
モ
本
社
東
京
都
渋
谷
区
、
岱
土
宮、

甲
府
な
ど
に
工
埼
ブ
ル
ッ
セ
ル、

ニュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
な
ど
に
支
后
を
も
っ
.
使
い
拾
て
注
射
慰

具
、
高
カ
ロ
リ
ー
輸
措
眠
、
電
子
体
温
計
な
ど
、
医

灘
・
医
療
機
路
の
総
合
シ
ス
テ
ム
メ
ー
カ
ー
.
資

本
金
一
四
一
億
円
、
従
業
員
二
万
五
千
人
.

掬
摘
(
精
白
)
に
よ
る
米
の
成
分
の
摘
失
率

(
M
m
)

元
来
、
米

・
砂
糖
な
ど
の
稽

慣
は
、
原
終
的
に
は
全
て
ブ
ド

ウ
糖
に
ま
で
分
解
さ
れ
吸
収
さ

れ
ま
す
.
そ
の
分
解
、
吸
収
に

必
要
な
ビ
タ
ミ
ン
、
相
問
機
賓
が

全
部
そ
な
わ
っ
た
完
全
体
と
し

て
、
玄
米
は
生
き
て
い
る
の
で

す
。
玄
米
を
水
の
中
に
入
れ
て

お
け
ば
発
芽
し
ま
す
が
、
白
米

は
腐
っ
て
し
ま
い
ま
す
.

『税
学
の
発
遣
は
、
精
製
設

術
を
生
み
出
し
ま
し
た
が
、
精

製
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
も
の
を

他
の
形
で
完
全
に
補
う
ま
で
に

は
、
副
明
学
は
進
ん
で
い
な
い
の

表
A
に
よ
る
と
、
ビ
タ
ミ
ン
で
す
』

n
四
で
は
、
七
五
痛
が
失
わ
れ
る
高
価
な
ミ
ネ
ラ
ル
総
合
ピ
タ

と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
他
に
、
ミ
ン
剤
を
い
く
ら
飲
ん
で
も
、

n
回、

h
、
h
、
ナ
イ
ア
ミ
ン
、
完
全
に
な
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ

パ
ン
ト
テ
ン
酸
、
ニ
コ
チ
ン
酸
ん
.
消
化
吸
収
の
問
題

l
!な

マ
ン
ガ
ン
、
難
酸
、
そ
し
て
近
る
ほ
ど
玄
米
は
良
い
ら
し
い

来
そ
の
多
効
性
で
脚
光
を
浴
び
が
、
消
化
吸
収
が
惑
い
の
で
は
、

て
き
た
ビ
タ
ミ
ン

E
な
ど
も
、
と
い
う
疑
問
が
あ
り
ま
す
.

ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
玄
米
を
仰
い
て
白
米
に
レ
た

ビ
タ
ミ
ン

E
は
、
末
梢
の
血
と
き
の
栄
養
紫
の
釘
失
と
、
水

液
循
環
を
よ
く
レ
、
脳
下
垂
体
洗
い
す
る
ζ
と
に
よ
っ
て
の
僚

や
副
腎
の
働
き
を
活
発
に
し
て
失
を
全
部
合
計
し
て
の
各
成
分

ホ
ル
モ
ン
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
分
の
利
用
率
は
、
表
B
の
通
り
で

泌
さ
せ
ま
す
.
し
も
や
け
、
ひ
す
.
す
な
わ
ち
、
消
化
吸
収
は

び
、
あ
か
ぎ
れ
な
ど
を
防
ぎ
、
多
少
悪
く
て
も
(
表
C
)
、
米

性
ホ
ル
モ
ン
の
異
常
か
ら
く
る
の
中
の
成
分
を
利
用
し
て
い
る

冷
え
症
や
不
妊
疲
に
も
有
効
率
は
、
結
局
、
玄
米
が
段
高
で
、

で
、
精
力
保
持
に
も
役
立
ち
ま
白
米
が
股
低
と
雷
え
ま
す
.
〔
馬

す
.
要
す
る
に
、
老
化
を
防
ぐ
若
淵
通
夫
箸
「
慢
性
病
娘
治
へ
の

返
り
の
ビ
タ
ミ
ン
な
の
で
す
.
泊
」
よ
り
)
(
小
林
)

配

附

ホ

引

決

刷

「

隊

l

wA

米

1
11J

連

(

一

玄

米

劃

%

オ

寸

一

概

一
E
出“

理

事

丁

ー
ー

世

剛

一

七

分

抽

栄

削

一

|

|

|

「

町

一

白

米

E

米

「

|
l
s

八
表
C
V

(
何
世
訓
M
日・
U

旦
氏
に
よ
る
)

米白 米七分鈎 i ||| Y米分i白f 米々、 :シ会
15 110 1 5 1。質くたん1I 
70 I 50 1 40 。EEE H 
1 。警
80 。繊維
60 ~。 灰分

60 。t書
ウヵ

60 35 20 。ム，レ
‘Y 

γ ピ
B.タ
ミ

崎
明
白
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
も

の
||
米
は
、
伯
く
(
つ
く
〉

程
度
に
よ
っ
て
玄
米
、
五
分
捕

き
、
七
分
出
向
き
、
及
び
白
米
に

分
か
れ
て
い
ま
す
.
白
米
は
、

玄
米
か
ら
滋

(ぬ
か
)
の
層
の

全
部
と
底
芽
と
を
除
い
た
も
の

で
、
歩
止
り
は
、
約
九
O
痛
か

ら
九
二
揮
で
す
.
七
分
伯
き
は

九
三
掃
、
五
分
伯
き
は
九
六
部

前
後
で
す
.
米
を
鍋
く
ζ
と
に

よ
っ
て
、
栄
養
素
は
表
A
の
よ

う
に
少
な
く
な
り
ま
す
.

灘
、ミ@!::v

〉ビタミ ン、無機質を全部そなえる(

米の各成分の利用率(%)

白

ili|: 九米

62.2 68.9171.6175.7 質
くた

l
ん
f 

13.0 56.5 肪脂

脳J'f 

86.4189.4190.6192.5 

八
表
B
V

盤

〈表A>
飯 1Q1 /野

質くたlんf 

8681805|7441583 脂肪

鈎 7199.6199.3198.6 自貿由

川95.9194.5189.611fl
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有
権
者
七
万
人
の
岱
土
富
市
で

年

…

一
一
一
万
四
千
の
署
名
を
短
期
間
に
集

，、ψ

・

6

…

め
切
っ
た
.

立
年
目

創
刊
M

…

市

民
世
論
と
マ
ス
コ
マ
を
昧
方

は

は

…

に
す
る
と
と
に
よ
り
、
ス
ト
ラ
イ

社

合

"

会

組

…

キ

も

、

残
業
拒
否
も
す
る
と
と
な

大
量
首
切
り
攻
世
帯
に
対
レ
て
、
の
編
集
を
や
っ
て
い
た
・

…

く
、
会
祉
を
追
い
こ
み
、

五月一一一

デ
ッ
カ
イ
た
た
か
い
を
し
て
い
る
今
年
四
月
、
テ
ル
モ
が
組
合
に

b

十
日
「
協
定
曾
」
を
結
ん
だ
・

労
働
組
合
が
あ
る
|

|
.

提

示

し

た

「

希
望
退
職
募
集
」
は
、

n
ふ
ん
ば
っ
て
、
ふ
ん
ば
り
ぬ
い
u
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
出
来
あ
が
こ
の
闘
い
の
な
か
で
組
合
員
が

六
月
二
十
六
日
、
ロ
士
宮
市
に
従
業
員
(
宮
士
宮
地
区
三
工
場
千
い
て
、

一
人
た
り
と
も
泣
か
す
ま

っ

た

・

三

十

一

名

ふ

え

て

、

二

百

十

四

名

あ
る
、
合
化
労
連
化
学
一
般
会
=
一
百
六
十
一
名
)
の
二
五
掃
に
及
・
・

1
1
リ
ベ
引
け
ぺ
パ

yv
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
・

テ

ル

モ

労

組

言

え

さ

一

喜

一

十
=
一
名
と
い

う

も

の

で

市

民

の

般

が

署

名

や

が

て

お

こ

な

わ

れ

る

会

社

の

仕
事
を
終
え
た
ば
か
り
の
、
武
あ
っ
た
a

そ
の
う
ち
富
士
宮
工
場
圃

1
1
l
i
d

-
-
-
4
4
p
t
・
-
e
e
，

個

身

n
面
接
M

に
は
、
積
極
的
に

井
曾
記
長
が
、
お
士
宮
駅
ま
で
迎
で
は
百
九
十
三
名
で
、
残
る
の
は
テ
ル
モ
は
岱
土
フ
ィ
ル
ム
と
並
た
.
応
じ
る
方
針
だ
.
組
合
員
が
上
司

え
に
き
て
く
れ
、
赤
ち
ょ
う
ち
ん
二
十
五
名
に
し
か
な
ら
な
い
と
い
ん
で
、
富
士
宮
市
の
経
済
に
大
き
「
世
間
を
お
さ
が
わ
せ
し
ま
す
に
対
し
て
自
分
の
意
志
表
示
を
出

の
二
階
に
あ
る
、
組
合
事
務
所
へ
う
過
酷
な
も
の
で
あ
っ
た
・
な
影
響
を
も
っ
て
い
る
・
マ
ス
コ
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
迷
惑
を
来
な
い
の
は
問
題
で
あ
り
、
む
し

猿
内
レ
て
も
ら
っ
た
が
、
そ
の
一
会
社
は
簸
価
の
切
り
下
げ
な
ど
ミ
も
関
心
を
一明
し
大
々
的
に
報
道
か
け
ま
せ
ん
」
と
、
九
+
名
い
る
ろ
組
合
員
の
訓
練
の
場
と
し
て
位

憎
が
赤
ち
ょ
・

2
Dん
や
ら
ス
ナ
ッ
に
よ
る
医
療
を
と
り
ま
く
環
腐
の
し
た
・
会
社
の
攻
寧
が
い
か
に
反
区
長
(
町
内
会
長
)
全
員
、
市
会
偉
づ
け
て
い
る
・

ζ
の
組
合
員
へ

ク
が
軒
を
並
べ
て
い
た
・
組
合
事
悪
化
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
た
め
の
社
会
的
で
あ
る
か
の
旺
し
で
も
あ
畿
日
二
十
四
名
に
も
何
回
も
足
を
の
信
頼
、
自
信
は
ど
と
か
ら
く
る

務

所

を

入

る

前

に

「

の

れ

ん

」

を

綴

械

化

に

よ

り

、

女

子

を

中

心

と

る

・

は

こ

ん

だ

・

の

か

・

く
ぐ
っ
て
し
ま
わ
な
い
か
と
、
ぃ
レ
た
仕
事
が
無
く
な
る
、
な
ど
を
全
テ
ル
モ
労
組
は
、
社
会
問
題

暗

い

什

円

以

川

Jwi--/

ら

ぬ

心

苦

起

っ

て

く

る

・

置

に

あ

げ

て

い

た

・

に

し

て

い

く

た

め

に

、

署

名

用

紙

崎

通

.

栂

場

を

つ

〈

る

組
合
事
務
所
に
は
宮
本
蚤
民
長
会
テ
ル
モ
労
組
は
、
迷
う
こ
と
を
持
っ
て
全
市
を
歩
き
ま
わ
っ
4訓
l
J
a
-
-
J
咽
』
1
同
d

e

.

は

じ

め

執

行

委

員

の

人

が

待

つ

て

な

く

直

ち

に

「

全

面

白

紙

般

回

」

た

.

労

組

は

今

度

の

「合
理
化
」
を
家
路
を
急
ぐ
雑
踏
の
中
で
一
人

い
て
く
れ
た
・
墜
に
は
所
せ
ま
し
を
か
か
げ
て
闘
う
決
意
を
レ
た
・
三
食
と
も
「
ホ
カ
ホ
カ
弁
当
」
当
然
予
測
し
て
い
た
・
庖
用
を
守
の
男
が
、
意
味
不
明
の
演
説
を
大

と
「
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
や
「
組
織
鉱
あ
ま
り
の
規
模
の
大
き
さ
に
、
下
を
食
べ
、
連
休
中
も
全
力
投
球
し
る
た
め
の
長
い
闘
い
の
準
備
が
あ
問
で
H

空
H

に
向
っ
て
と
な
っ
て

大
」
の
記
録
が
張
り
出
さ
れ
て
い
を
向
い
て
し
ま
う
組
合
員
も
い

た

た
・
身
延
線
に
一
週
間
乗
っ
て
、
っ
た
・
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

n
筏
い
た
・
そ
れ
は
、
泣
く
離
れ
て
監

る
.
片
附
で
は
日
刊
「
全
テ
ル
モ
」
が
、
闘
い
が
は
じ
ま
っ
た
.
答
か
ら
署
名
を
と
っ
た
人
も
い

術
革
新
は
人
間
の
た
め
に
、
働
く

理
し
て
い
る

n
教
官
u

の
O
Kサ

薯
び
は
み
ん
な
の
も
の
、
労
使
の
イ
ン
が
出
る
ま
で
続
げ
ら
れ
た
.

鱈
力
で
雇
用
を
守
ろ
う
M

と
い
う
ロ
土
政
治
大
学
だ
ろ
う
か
H

管

崎

も

の

だ
・

理

者

教

育

H

の
実
践
中
な
の
だ
っ

日

企
業
の
論
理
に
対
し
て
は
、
人
た
。

た

聞

の
論
理
で
対
峠
し
て
い
る
・
技
あ
の
男
た
ち
の
n
死
ん
だ
表
情
H

U
術
学
習
会
を
聞
き
、
討
論
集
会
を
と
、
全
テ
ル
モ
労
組
の
H

活
き
た

そ
血
ね
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
倒
れ
に
し
な
表
情
u

を
重
ね
合
わ
せ
た
と
き
、

時

い
、
援
を
語
に
レ
た
ね
ば
り
ほ
ん
と
う
に

「仕
事
」
と
「
鹿
」

A
H
V
 
M
強
い
た
た
か
い
|
|
.

を

守

り

、
作
り
あ
げ
て
い
く
の
は

岱
土
宮
駅
に
降
り
た
っ
た
時
の
維
な
の
か
、
は
っ
き
り
し
た
と
恩

光

煩

を

思

い

出

す

.

っ

た

.

(

浅

利

)
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が
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支援する会に入会しよう (会費1口200円/月)

「
学
習
の
友
」
を
ふ
や
し
て

地
域
労
組
を
f

a
，
.
沖
電
気
争
議
団
(
本
庄
)
の

南
本
さ
ん
が

「
友
」
七
月
号
H

か
が
や

い
て
い
ま
す
H

で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

南2
本t

博
さ
ん

ヘ

味

ち
ゃ
ん

@
金
子
真
由
美
ち
ゃ
ん
は
、
弟

に
智
裕
(
と
も
ひ
ろ
)
く
ん
が

い
る
・
お
父
さ
ん
の
郷
人

(て

る
と
)
さ
ん
は
、
神
沼
気
争
議

団
で
す
.
お
母
さ
ん
の
恵
子
さ

ん
は
、
六
月
十
日
に

「両
側
変

形
性
股
関
節
症
」
の
手
術
で
入

院
し
た
ま
ま
で
、
退
院
は
九
月

に
な
る
.
少
し
淋
し
い
真
由

美
ち
ゃ
ん
で
す
が
、
今
日
も
元

気
に
、
保
育
闘
へ
行
く
・

広
わ
か
み
3
オ
ル
グ
十
回
闘
の
汗
仏
仰
ぐ
う

由 しさのの P 一一一一一 一一一←
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rqJし
八
¥
山
い

沖
争
議
支
媛
を
訴
え
て
歩
く
南
本
憎

(お
歳
)
さ

ん
の
バ
ッ
グ
の
中
に
は
ぷ
子
習
の
友
じ
が
入
っ
て
い

る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
と
こ
ろ
本
庄
地
区
で
三
四
人

の
読
者
を
ふ
や
し
た
。

沖
電
気
は
七
年
前
、人
を
島
吾
，
つ
け
る
卑
劣
な
方
法

で
大
量
の
首
切
り
を
強
行
し
た
。
あ
の
と
き
の
怒
り

く
や
し
さ
‘
そ
し
て
寸
が
ん
ば
っ
て
く
れ
」
と
去
っ

て
い
っ
た
人
た
ち
の
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な

、。
，e
u
 
南
本
さ
ん
は
指
名
解
雇
に
な
っ
た
が
集
会
や
裁
判

傍
聴
参
加
要
請
‘
物
品
販
売
な
ど
を
し
な
が
ら
‘
た

く
さ
ん
の
温
か
い
人
々
に
出
会
っ
た
。
そ
の
な
か
で

労
働
組
合
の
あ
り
方
を
学
び
‘
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

い
ま
・
南
本
さ
ん
は
ふ
た
つ
の
“
夢
H

を
持
っ
て

い
る
。
ひ
と
つ
は
地
元
本
庄
地
践
の
運
動
を
担
え
る

地
威
労
組
を
つ
く
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
『
友
』
の

読
者
を
も
っ
と
ふ
や
し
た
い
。

い
ま
ひ
と
つ
は
‘
今
年
の
秋
に
労
働
組
合
や
市
民

の
み
な
さ
ん
と
カ
を
合
わ
せ
て
「
本
庄
ま
つ
り
」
を
盛

大
に
開
く
こ
と
。
職
場
の
人
h

H

希
望
退
路
内
で
や
め

た
人
に
も
き
て
も
ら
い
・
秋
の
一
日
を
心
ゆ
く
ま
で

自国
り
町
興
じ
合
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
つ
は
い
ま
着
々
と
準
備
が
す
す
ん
で
H

夢
"

で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
南
本
さ
ん
は
大
き
な
身
体

か
ら
し
た
た
る
ほ
ど
の
汗
を
ふ
き
出
し
な
が
ら
、
き

ょ
う
も
オ
ル
グ
に
と
び
ま
わ
っ
て
い
る
。

(文

浅

利

正

仲

屯
抗
日
市
主
別
事
円
仙
川
吾
川
M
訴
川
v

買事ワ6哩畢(3 ) 

jミ
ず

。
カ
ン
パ
送
り
ま
す

。
本
当
の
組
合
を

日
本
製
粉
労
働

目
立
建
機

組

合

小

僧

支

部

・

山

本

ぷ

〉
=
一
+
=
一
人
で
百
円
カ
ン
パ
を
し
私
た
ち
の
職
崩
は
、
茨
域
県
の

ゆ
ま
し
た
の
で
送
り
ま
す
・

土
浦
市
に
あ
り
ま
す
・
職
場
で
は

な

m
V
連

帯

て

闘

う

長

時

間

過

密

労

働

・
転
属

・
配
転

ぽ

:

人i

の
人
べ
ら
し
攻
撃

・
さ
ら
に
長
期

比

国

労

・
蒲
田

カ

の
低
賃
金

・
組
合
は
、
残
念
な

心

電

車

区
分
会

が
ら
そ
の
役
割
を
十
分
に
は
た
し

山

七
年
に
及
ぶ
、
沖
電
気
争
犠
団
て
い
ま
せ
ん
・
私
た
ち
は
、
本
当

岡

の
不
倒
不
屈
の
闘
い
に
心
よ
り
散
の
労
働
組
合
を
/
明
る
く
働
き
や

本
意
を
表
し
ま
す
・
指
名
解
屈
を
許
す
い
職
場
を
つ
く
ろ
う
/
と
呼
ぴ

絵
さ
ず
、

職
溺
復
帰
を
勝
ち
と
る
ま
か
け
て
い
ま
す
・

で
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
.
私
た

沖
電
気
の
闘
い
は
「
防
波
提
」

ち
も
国
鉄
の
分
割

・
民
労
化
を
鮮
で
す
.
迎
帯
の
カ
ン
パ
を
毎
月
鈍

さ
ず
、
共
に
闘
う
迎
幣
の
あ
い
さ
め
て
い
ま
し
た
の
で
送
金
し
ま

つ
を
送
り
ま
す
(
徴
電
)
す
.
勝
利
ま
で
、
が
ん
ば
っ
て
下

さ
い
.

4

一時

ωいん句
弘

沖

M
車

Am
」

by-

-Jゴ

一J~以
来
a

um

hJ~ー
一
宮
fbA
司

、一
T
J

J

i

戒心
刈A
h

、事

喝
、
手
、
え

わ

一
判
手
;命
"

酬

の

J
J
A
A

吋

1

沖電気お各鰐を
持た1!l:Lせsフグ

!Q 坊
!歪漏
i主堕
i主主
pj料 ε
村 S理 の
持iの池
I~， .U 本上
沖も I ".. 

れiえ
喜ん1

285 



(4) 

鰻擬勢i

組
合
敵
視
、

多巨ワ6号指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

会
社
解
散
・
:

青
松
堂
争
議
団

-
動
労
者
通
信
大
学
百
年
度

受
講
生
募
集
中
.(事
前
学
習

制
度
実
施
中
9
/
初
ま
で
)

基
礎
コ
1
ス
.
労
働
組
合
コ

ー
ス
。
受
講
料
は
新
入
学
が
、

一
万
六
千
円
、
再
入
学
は
、

一
万
三
千
円
J

期
間
百
年

一

・
羽
田
本

の

う

た

ご

え

祭

典

月

5
十
月
。
問
い
合
わ
H
O

什
月
刀
日
5
M目
、
武
蔵
野

一一一
l
四
三
三
l

一
五
二
五

市
民
文
化
会
館
、
代
々
木
オ
.
御
支
援
あ
り
が
と
う

リ
ン
ピ
y
ク
プ
l
ル
他
・

二
十
三
人
の
組
合
民
全
日
解

協
力
券
、
A
l
五
千
円
。

B

庖
事
件
を
一
年
三
カ
月
に
わ

|
三
千
円
。
一
般
は
二
千
六
た
っ
て
闘
っ
て
い
た
、
全
国

百
円
.
お
問
い
合
せ
H
O
三
一
般
・
極
東
マ
y

ク
労
組
は

ー
ニ
O
O
四
九
七
七

六

月

十

七

日

に

和

解

を

成

立

・
羽
反
桜
・
平
和
フ
ェ
ス
テ
ィ

さ
せ
ま
し
た
。

内
容
は
、
自

パ
ル

9
月
間
口
日
日
時
5

主
生
産
践
を
含
む
和
解
金
。

「
保
安
、

保
安
と
言
っ
て
お
前

利
を
め
ざ
し
、
北
炭

・
政
府
の
買
凶
時
.
港
区
〈
東
京
)
芝
中

・
水
俣
病
被
寄
者
の
救
済
を

は
会
社
を
つ
ぶ
す
気
か
/
」
と
労
任
追
及
を
す
す
め
る
会
」
が
発
足
学
校
。
ゲ
ス
ト
向
島
英
伍
。

8
月
何
日
水
俣
現
地
集
会

働
者
を
脅
し
、
際
限
の
な
い
労
働
し
ま
し
た
・
個
人
会
凸

は

ひ

と

口

お

問

い

合
せ
1
0
三
|
四
四
日
月
凶
白
水
俣
病
第
二
次

強
化
が
行
な
わ
れ
た
タ
猿
l

|
。

月

額

二

百

円

、

団

体

は

五

百

円

以

二

l

二

五

九

一

訴

訟

判

決

叩

時

1

、

福

岡

北
炭
夕
張
炭
鉱
で
三
年
前
に
、
上
で
す
。
A
連
絡
先
V

札
幌
市

η

・
ユ
l
ス
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

高
銭
前
民
ム
『

九
十
三
人
の
生
命
が
奪
わ
れ
た
.
東
区
北
九
条
東
一
丁
目
道
労
働
イ
ン
府
中

8
月
M
日
1
お

8
月
凶
日
東
京
(
環
境
庁

そ
の
遺
族
二
十
九
人
は
「
無
理
な
セ
ン
タ
ー

5
F

「
夕
張
裁
判
闘
山
目
。
東
京
都
府
中
脅
年
の
家
前
)
行
動
。
ロ
時
1
治
時
。

出
炭
と

n
合
理
化
u
を
あ
お
っ
た

争
を
す
す
め
る
会
」
密
O
一

一
3

一
一
一
千
円
二

日
の
み
千
円
)

I
l
l
1
1
1
I
l
l
i
-
-

i
A
A引
官
引
丘
H
H
H
H
H

れ

国
ゃ
、
北
炭
幹
部
に
責
任
は
な
い
七
二
一
六
一
七
六
。
山
テ
ニ
ス
・
盲
人
野
球

・
コ
、
J

i
l
l
L
H
H
H
H
H

行

つ

可

剖
剖
出
し
川

の
か
f
」
と
、
裁
判
に
訴
え
て
闘
北
炭
新
鉱
、
=
一
井
有
明
鉱
、
三
山
サ
1
ト

・
社
交
ダ
ン
ス
・
キ

l
A
H

叶

い

続

げ

て

い

ま

す

.

菱

大

夕

張

鉱

、

三

菱

高

島

鉱

山

ャ

ン

プ
フ
ァ
イ
ア

。

ゲ

沖
電
気
争
議
団
の
中
屋
さ
ん

炭
鉱
災
害
の
裁
判
史
上
は
じ
め

ζ
れ
ら
の
H
人
災
u

を
二
度
と
起
口
ス
ト
H
川
津
恒
一
・
お
問
い
と
平
井
さ
ん
は
、

8
月

n日
5

刈

て
国
を
相
手
ど
っ
た
タ
抽
出
裁
判
を
さ
せ
な
い
た
め
に
、
あ
な
た
の
入

E

合
せ
H
O
=
一
|
一
ニ
三
一
一
一
|
六
初
日
の
予
定
で
「
人
民
の
家」

勝
利
す
る
た
め
に
「
夕
張
裁
判
勝

会
を
訴
え

ま

す

。

口

二
九
二
(
長
瀬
)

「
ア
ル
チ
」
な
ど
を
訪
ね
ま
す
.

Jz-Z一三
-z
一三
-Z一三
Z
E
-
-
5
1
-
z
-EL-
-
E
2
5
-
ZEz--一ミ
-Z一三王一三
ZZ三
-
E
z
-
-
z
-
E
Z
E
E
-
2
Z
Z
E
E
-
Z
E
-
-
r
一三一三
-15・一一一
Z
E
E
-
-
z
zEz--
z
zz-5一三三一三一
ZE--J-三
-z一三一
rzEr--z-f-ZZE--
一-
E
z
-
-
E
Z
E
E
-
-
2
5
-
E
F
E
E
Z
E
-
z
z

A
W静
錨
轟
轟
番
劇

O
七
月
十
一
日
1
十
四
日

沖
電

気
争
議
支
援
救
援
美
術
震
は
、

百
五
十
人
以
上
の
診
加
で
成
功

し
ま
し
た
。
協
力
募
金
な
ど
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
a

O
八
五
年
秋
。
神
電
気
争
議
は
n
勝

利
H
の
た
め
の
大
運
動
が
行
な

わ
れ
る
.
十
月
四
日
に
は
、
全

国
電
機
総
行
動
も
予
定
。

一
支
援
す
る
会
の
会
員
数
は
現
在

一
万
四
干
人
で
す
。
会
員
広
大

も
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
.

あの人は戻ってこなしい・ヤマの怒りを全国ヘ

19851'事8月 1日

NTTo.. 

寸iT (しコーiし

三時曹長手言語;@iモ

~乙手q 伸し 7三 <.1 子~

、、
.
s
J
右

胸
写
真
植
{
子
菅
松
蛍
一
に
よ
る
会
松
堂
解
散
後
、
社
長
の
弟
に
よ

/
1
、

社

偽

装

解

散

解

鹿

の

た

た

か

い

っ

て

撃

さ

れ

た

新

会

社

管

一

和

ん

は
、
二
年
を
過
ぎ
ま
し
た
・
社
に
対
し
、
組
合
員
二
名
の
庖
周

々
C

憲

章

、

写

植

を

専

業

と

す

と

パ

ッ

ク

ベ

イ

の

支

払

い

な

ど

回

る
小
諸

企

業

で

す

が

、

八

四

年

を

内

容

と

す

る

著

書

留

さ

吉

の
容
れ
に
十
人
で
組
合
が
結
成

さ

れ

ま

し

た

。

》

}

れ
ま
し
た
.

し
か
し
会
社
は
命
令
に
従
わ
な

、

/

し
か
し
会
社
は
当
初
か
ら
組
合

い
ば
か
り
か
、
組
合
と
の
話
し
合

左，，EE
‘、

に
対
す
る
い
や
が
ら
せ
を
行
い
、
い
に
も

一
切
応
じ
よ
う
と
し
て
い

ん

ζ
う
し
た
中
で
、
組
合
員
が
次
々
ま
せ
ん
。

大」

と
送
社
し
、
二
人
だ
け
に
な
っ
て
現
在
、
命
令
は
会
社
が
中
労
委
、

し
ま
い
ま
し
た
・
乙
の
頃
か
ら
い
裁
判
所
へ
の
不
服
申
し
立
て
を
行

藤

や

が

ら

せ

は

エ

ス

カ

レ

ト

し

、

わ

な

か

っ

た

中

で

確

定

し

て

お

伊

連
日
の
退
社
強
要
に
ま
で
及
び
ま

り
、
さ
ら
に
、
命
令
不
履
行
の
罰
労
務
の
指
却
を
す
る
な
ど
の
事
実
て
な
い
よ
う
な
状
況
の
中
で
働
い

し
た
が
、

二
人
が
退
社
し
な
い
た
則
の
手
続
き
が
、
東
京
地
裁
で
進
も
判
明
し
て
お
り
、
そ
の
社
会
的
で
い
ま
す
。
私
遥
は
、
労
働
者
の

め

、

つ

い

に

会

社

を

解

散

し

、

解

ん

で

い

ま

す

。

資

任

は

見

逃

せ

ま

せ

ん

。

基

本

的

な

権
利
を
守
る
た
た
か
い

回

を

強

行

し

ま

レ

た

。

ま

た

、

官

松

山
亙
は
大
日
本
印
剛
組
合
敵
視
、
安
易
な
会
社
解
散
、
と
し
て
、

一
日
も
早
く
争
議
解
決

私
述
は
た
だ
ち
に
都
労
委
に
不
の
直
臓
の
下
前
会
社
で
あ
る
大
目
労
働
委
員
会
へ
の
欠
席
、
命
令
の
を
は
か
り
、
正
常
な
労
使
関
係
を

当
労
働
行
為
救
済
申
し
立
て
を
行
本
ア
l
ト
か
ら
仕
窃
の
ほ
と
ん
ど
不
履
行
、
命
令
に
対
す
る
不
服
申
陣
立
す
る
た
め
に
た
た
か
つ
て
行

い
ま

し

た

。

を

受

注

し

て

い

ま

し

た

が

、

三

和

し

立

て

を

し

な

か

っ

た

乙

と

、

な

く

決

意

で

す

。

(

吉

田

)

と
こ
ろ
が
会
社
は
、

第
一
回
の

社
も
引
き
続
き
大
臼
本
ア
l
ト
か
ど
、
宵
松
掌
争
議
の
経
過
は
、
小

0

0

0

0

調
査
に
出
た
だ
け
で
以
降
審
問
も
ら
仕
事
を
受
注
し
て
い
ま
す
・

さ

零
細
の
実
態
を
浮
き
ぼ
り
に
し
ま
(
連
絡
先
)
光
陽
印
刷
労
働
組

合
め
欠
席
を
続
り
ま
し
た
。

ら

に
、
背
松
堂
解
散
前
後
、
大
目
す
・
ま
た
、
そ
ζ
に
働
く
労
働
者
合
気
付
、
青
松
堂
争
諮
問
・

と
う
し
た
中
で
今
年
の
一
月
、
本
ア
l
ト
が
下
問
会
社
を
集
め
て
の
多
く
は
労
働
基
本
橋
な
ど
あ
っ
O
一
一
一

一
一
六
八
|
五
O
一
九
・

E良今
場さ、

4
H

ヱ
ル

今年もまたガス爆発で生命が奪われた。

三菱商大夕張炭鉱では62人が ( 5 /17) 

(~~.I 
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川
6
月
初
日

国
家
機
密
法
阻
止

川

渋
谷
集
会
(
東
京
)

川
6
月
引
日

高
千
穂
交
一
易
東
京

川

大
行
動
。
派
遣
法
決
起
集
会
。

川
6
月

n日
日
喧
賃
金
差
別
事

川

件
・
神
奈
川
地
労
要
。

州

6
月
日
凶
日
沖
む
気
金
問
弁
綾

川

団
会
議
.

川
6
月
間
口
日

カ
ネ
ミ
決
起
集

川

会。

川
6
月
U
日

ア
メ
γ
ク
ス
抗
議

川

行
動
.

川
6
月
初
日
沖
沼
気
除
主
総
会

川

行
動
。
都
議
遜
告
示
。

川

7
月
1
日
1
2日

O
Aシ
ョ

川

ウ
会
扇
前
に
て
宣
伝
.

川

7
月
4
日

霞
ヶ
関
周
辺
で
宣

川

伝
行
動
。
東
京
裁
判。

川

7
月
7
日

都

総
選
投
票
日、

川

(
共
産
円
、
社
会
刊、

自
民

川

凶
、
公
明
叩
口
、
新
自
ク
6
、

川

民
社
2
、
無
所
属
4
)

川
7
月
?
日
電
機
労
連
大
会
の

川

会
場
前
で
宣
伝
(
佐
賀
)
。

川

熊
谷
裁
判
。

沖
電
気
争
議
支

川

俊
中
央
共
闘
会
議
が
幹
事

川

会
。

川
7
月
刊
日

三
井
製
糖
釘
金
差

川

別

事
件
の
勝
利
保
会
。

川
7
月
刊
日
1
H
日
第
三
国
沖

川

む
気
争
議
支
援
、
蚊
援
美
術

川

展
(
池
袋
画
廊
)

山
7
月
九
日

「
乙
の
門
を
ひ
ら

川

け
」
コ
ン
サ
ー
ト

(沖
電
気

山

田
中
さ
ん
解
印
事
件
)

山
7
月
日
日

神
低
気
争
鍛
回
の

川

家
族
会
。

川
7
月
日
山
臼
総
評
大
会
の
会
場

川

前
で
宣
伝
。

川
7
月
り
日

小
川
さ
ん
(
東
伸

川

製
鋼
)
一
日
行
動
。

川
7
月
幻
臼

佐
々
木
孝
さ
ん
と

川

関
君
代
さ
ん
の
結
婚
を
祝
う

川

会。

川
7
月
引
目
5
幻
自

母
親
大
会



き
な
言
襲
は
、
義
父
か
ら
与
え
ら

れ
た
『
芸
術
は
、
般
の
足
し
に
は
、

な
ら
な
い
が
、
乙
れ
を
食
せ
ね
ば

う

め

は

ら

し

へ

い

人

聞

は
限
り
な
く
動
物
に
近
く
な

白
岡

E
R
罰
吋
胃
「
さ
v

る
」
と
い
主
で
す
・

-

|

』

E
l
-
-
{
.

，

沖

電

気
の
キ
ャ
ン
プ
、
秋
の
ふ

H

私
は
、
首
を
切
ら
れ
て
か
ら

援
を
は

っ
き
り
と
歌
い
た
い
」
l

人
権
を
大
切
に
す
る
歌
手
で
も
あ
れ
あ
い
ま
つ
り
と
、
い
ま
神
電
気

自
分
が
人
間
で
あ
る
取
に
気
が
つ
自
分
が
な
ぜ
歌
う
の
か
?
を
明

解

り
ま
す
・

の
仲
間
と
一
緒
に
歩
む
、
梅
原
さ

き
ま
し
た
M

と
い
う
沖
争
駿
回
日
に
答
え
る
梅
原
さ
ん
で

す

・

作

曲
山
県
で
育
っ
て
、
東
京
で
働
ん
は
、

N

人
間
ダ
イ
ス
キ
人
間
u

の
訴
え
に
感
動
し
た
と
言
う
梅
原

そ

ん
な
、
侮
原
さ
ん
は
、
人
間
き
、

臼
山
に
U
タ
ー
ン
し
て
、
音

の
よ
う
で
す
・
今
年
の
日
本
の
う

さ
ん
・
|
人
間
ら
し
く
生
き
生
き
の
愛
の
歌
を
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
楽
喫
茶
ゃ
う
た
と
え
運
動
で
、
自

た
と
え
祭
典
で
も
「
愛
」
の
放
が

と
し
て
働
け
る
職
腸
と
、
社
会
を
ど
創
り
、

ギ
タ
ー
を
抱
充
、
歌
つ
分
を
鍛
え
た
侮
原
さ
ん
の
一
番
好

聞
か
れ
る
で
し
ょ
う
・
(
松
謙
)

め
ざ
し
て
、
今
日
も
全
力
投
球
の
て
い
る
の
で
す
・
そ
の
一
つ
に
、

ダ

三
十
九
歳
.
十
月
に
は
、
は
じ
め

神

電
気
争
議
団
の
伸
間
の
た
め
に

て
の

L
Pレ
コ
ー
ド

「
君
の
人
生
の
H

赤
い
ゼ
ッ
ケ
ン
M

が
あ
る
・

に
乾
杯
」
(
音
楽
セ
ン
タ
ー、

一
一
「
闘
い
は
、
こ
ぶ
し
を
あ
げ
る

千
八
百
円
)
も
発
売
す
る
.
場
面
だ
け
で
は
な
く
、
人
に
一言
え

「
音
楽
は
、
自
分
の
心
を
表
現
ぬ
弱
い
部
分
も
あ
る
.
俺
た
ち
は

す
る
一
つ
の
方
法
で
す
.
だ
か
ら
人
間
な
ん
だ
か
ら
-
.
友
だ
ち
同

人
間
と
し
て
些
か
な
感
性
、
幽
か
志
の
つ
な
が
り
が
あ
る
一
・
連
帯

れ
た
音
楽
技
術
、
鍛
え
銭
か
れ
た
す
る
ん
だ
.
と
い
う
気
持
で
創
り

思
想
が
醤
宮
で
す
.
そ
レ
て
、
主
ま
し
た
」
と
言
う
梅
原
さ
ん
は
、

1985年 9月 1日

い
ま
、
沖
電
位
外
'
ム
ω
モ

5万人の「支援する会」を

私たちは生きる憎利、個〈幅制を守るために沖
電気の仲間を物心両面から励ま し、必ず勝利させ
たいと思いま す。 困障な長聞の闘いも予想 され ま

すので、 一人で も多く の方がこの 「会」 に加入し

全面勝利を闘いとるま でご支援 くだ さるよう心か
らよびかけま す。 (r支撮する会 JよぴIJ、けより)
会費 1口 2∞円/月

発支援する会事務局
行事務所 東京都港区三田

F斤 3-2-20
電 E舌 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240

加入者名沖電気の不当解雇

を撤回させる会

指名解雇された沖篭気の仲間を支援する会ニュース

第 77号

1 985年

9月1日

固24758I 
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通
信
綴
三
大
メ
l
カ
の
一
つ
議
、
三
干
人
を
上
回
る
新
採
用
、
一
方
、
解
印
後
の
臓
溺
で
は
、
ず
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
二

神
電
気
工
業
(
本
社

・
東
京

・

九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
年
十
一
月
に
は
、
支
出
田
共
闘
会

縄
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
こ
し
て
新
工
場
の
建
設
な
ど
.
庖
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、

仲

間
地
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
依
制
を

七
O
億
、

一
万
三
千
人
)は
「経

九

O
年
に
は

一
兆
円
企
業
を
狙

争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、

作
っ
た
.

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
う
。
会
社
は
斑
京
地
裁
ほ
か
四

仕
事
を
差
別
す
る
な
ど
の
、
見
八
四
年
秋
に
は
、
金
国
規
艇

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の

「希

'
'
'
F
，

r

，

F

の
迎
動
l
三
十
六
部
道
府
県
、

削封
書
棚
」
募
集
を
民
間
き
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

二
O
ニ
カ
所
で
臼
士
銀
行
、

仰

と
温
職
強
要
に
応
じ
な
い
三

百

沼

気

へ

の

一円
均

四
十
万
人
の

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
力
所
の
裁
判
で
も

「
指
名
解
印
せ
し
め
を
強
め
、

「
合
理
化
」
沼
名
な
ど
ー
を
成
功
さ
せ
、
仕

業
で
は
三
井
三
油
争
議
以
来

、

の
狙
い
は
、

銭
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る

・

市

中

差

別
を
や
め
さ
せ
る
な
ど
の

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
雇
を
窓
識
改
革
を
す
る
と
と
」
と
証

沖
沼
気
争
滋
団
の
七
十
一
人
成
瓜
を
勝
ち
取
っ
た
・
東
京
地

強
行
・
そ
の
後
の
伸
沼
気
は
、

宮
-
労
働
者
と
労
働
組
合
を
熊
は
、
全
国
の
四
千
を
組
え
る
労
滋
で
の
和
解
交
渉
も
、

い
ま
山

百
億
円
近
い
史
上
限
日
の
利
視
し
て
解
同
'ド
伊
」
と
も
明
白
・
組
や
、
一
万
四
千
人
の

「支
般
協
を
迎
え
て
い
る・

、 . “ ‘ ・白色 ー ー . 
.白、 e ‘・昼、 ‘・'・

人
間
の
「
話
ヘ
」
K
ポ
ハ
威
信

重量

z's

a
t
a
-
-
3
2Z
E
E
-sz官
E
車、

も

も

せ

く

に

た

か

i
百
瀬
邦
孝
さ
ん

各
地
で
の
争
議
支
緩
は
言
う
に
の
ひ
と
コ
マ
を
描
い
た
も
の
で

及
ば
ず
、
国
鉄
の
分
割

・
民
営
化
す
.

反
対
の
闘
争
に
、
そ
レ
て
、
平
和
神
電
気
争
諮
問
の
闘
い
は
、
人

を
守
る
闘
い
に
、
い
つ
も
沖
電
気
聞
と
し
て
の
良
心
と
、
人
間
と
し

争
議
団
の
仲
間
の
姿
が
あ
り
ま
で
の
生
き
る
泊
を
求
め
つ
づ
り
る

す

.

闘

い

だ

と

思

っ

て

い

ま

す

.

乙
の
絵
は
、
街
角
で
訴
え
る
そ
道
で
見
渡
す
ピ
ラ
の
一
枚
一
枚

-
東
京
都
教
職
員

組
合
の
前
教
宮
部

長
・
荒
川
区
大
門

小
学
校
教
諭
。
荒

川
区
労
協
役
員
.

沖
・
支
同
盟
す
る
会
.

会
員
.

モデルの佐藤正子さん(右〉
と百瀬さん。(・85平和美術展会場〉

は
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
を
追
い

今
年
の
八
月

つ
め
た
ベ
ト
ナ
ム
人
民
の
倒
丸
の

t
聖
電

も
長
崎
は
密
か

一
発
一
発
と
同
じ
く
真
実
を
と

住

民

っ
た
占
十
年

利
さ
せ
る
私
た
ち
の
削
い
の
武

mm
t
d
gwかっ
た

で
す
.

目
‘
J

、司
J
V

と
い
う
.
護

そ
し
て
、

H

国
家
機
密
法
が
削
ニ

ハ

】

量
ザハ
四
十
周
年
の
八

備
さ
れ
、
労
働
戦
線
の
右
傾
向
か

岬

.

卓高

月
七
日

1
十

す
す
め
ら
れ
る
き
び
し
い
状
況

回
目
、
原
水
祭
世
界
大
会
に、

診
加

は
、
そ
の
ま
ま
争
議
団
の
き
び
レ

問
IU
ま
し
た
.
海
が
大
川
の
よ
う
に

さ
だ
H

と
路
る
争
議
団
の
仲
間
の

刊
街
の
真
中
に
繍
た
わ
り
、
囲
む
よ

鋭
い
固
と
迎
稽
の
が
ん
ば
り
は
、

?
っ
に
三
姿
造
船
所
の
ク
レ
ー
ン
が

私
た
ち
自
身
の
生
き
て
い
く
原
点

問
何
本
も
空
に
向
っ
て
い
る
・
小
問

へ
の
問
い
か
げ
で
も
あ
り
ま
す
.

聞
い
丘
に
民
家
が
へ
ば
り
つ
く
よ
う

新
た
な
段
階
を
迎
え
た
沖
沼
気

聞
に
建
っ
て
い
て
、
い
た
る
所
坂
泊

の
闘
い
を
何
と
し
て
勝
利
さ
せ
た

叫
で
、
せ
み
が
や
た
ら
に
附
い
て
い

い
と
念
ず
る

一
人
と
し
て
・

時
る
独
特
の
雰
閤
気
の
街
、
長
崎
・

同
チ
ャ
ン
ポ
ン
や
皿
う
ど
ん
が
本
当

聞
に
美
味
し
か
っ
た
。
が
、
強
烈
な

叫
印
畿
で
残
っ
て
い
る
の
が
、
初
め

時
て
見
る
原
爆
資
料
館
の
写
真
.
傷

四
つ
い
た
弟
を
背
お
い
両
親
を
さ
が

聞
し
求
め
る
幼
い
兄
.
そ
の
弟
は
次

聞
の
日
亡
く
な
っ
た
と
い
う
.
変
革

悼
の
影
が
壁
に
焼
き
つ
く
程
の
黙
で

岬
焼
か
れ
た
人
間
.
放
射
能
.
そ

し
て
、
被
爆
し
た
取
を
隠
さ
な
け

れ
ば
生
き
て
ゆ
け
な
か
っ
た
社
会

の
あ
り
方
.
り
っ
ぱ
な
社
会
を
め

ざ
し
、
今
、
何
か
を
し
な
け
れ
ば
。

〈
正
子
〉

E
ふ
れ
あ
い

豆

ま
つ
り

9
月
幻
日

勝

園

臨

川

の

て

公

の

ロ

1

積
し

下

時

庄

り

(
B

争

ざ

域

問

本

あ

使

4

気
め

市

~

一
車
例

5

電

を

庄

時

和

列

台

一

沖

利

本

川

浦

時

。

ロ

ロ

ロ
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山山
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
==問

ら
の
訴
え
が
終
る
と
す
ぐ
に
ア
メ
渡
し
ま
す
と
、
ホ
l
チ
ミ
ン
市
の

川

日
本
鋼
管
京
浜
製
鉄
川

リ

カ
の
婦
人
が
発
雷
、
そ
れ
に

ラ

ヌ

l
パ
l
・
タ
ン
(
ベ
ト
ナ
ム
戦

川
所
か
ら
、
入
社
二
+
六

川

オ
ス
の
婦
人
が
反
論
す
る
と
い
う
の
時
は
五
年
間
の
牢
獄
と
六
カ
月

川
年
目
に
「
女
は
い
ら
な
川

具
合
に
主
催
者
そ
っ
ち
の
け
で
討
の
ハ
ン
ガ
ー
ス
ト
を
闘
っ
た
依
験

川
い
」
と
解
雇
さ
れ
、
+
川

輸
が
始
ま
る
の
に
は
、
た
す
か
っ
者
で
す
・
コ
ミ
ニ
ス
ト
で
は
な
い
六
月
十
八
日
の
会
社
回
答
は

川
三
年
目
の
闘
い
を
続
け
川

た
よ
う
な
場
面
も
あ
り
ま
し
た
・

と
言
う
と
ζ
ろ
に
ベ
ト
ナ
ム
の
強

州

私
た
ち
に
、
闘
い
が
回
答
を
出

川
て
い
る
・
必
っ
ち
ゃ

川

言

葉

は

さ
を
感
じ
た
)
と
い
う
人
で
、
パ

勺

A

」
せ
る
と
と
ろ
迄
来
て
い
る
と

川
ん
u

と
親
レ
ま
れ
、

他
川

'1

・

リ
大
学
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
大
学

M

い
う
櫨
信
と
、
解
雇
を
般
回
し

…
の
争
脅
か
ら
も
、
頼
川

通

じ

な

い

が

の
学
位
を
も
っ
法
律
学
者
で
あ
る

…

な
が
ら
、
な
お
署
長
さ
な

川
り
に
さ
れ
て
い
る・

川

「
日
本
は
経
済
大
国
で
あ
り
な

ζ
と
、
ま
た
ベ
ト
ナ
ム
で
は
い
ろ

M

い
と
い
う
会
社
の
不
当
な
感
度

川

A
連
絡
先
V
神
奈
川
川

が
ら
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
労
働
者
い
ろ
な
役
職
の
あ
る
人
と
わ
か
り

州

に
対
す
る
怒
り
と
、
さ
あ
勝
利

川
川
崎
市
川
崎
区
梅
町
6
川

が
苦
し
ま
な
け
れ
ば
な
是
い
の
ま
し
た
・
タ
ン
女
史
は
比
較
法
律

問

へ
と
い
う
遣
を
固
め
さ
せ
ま

川
1
5
4
0
5

自
本

川

か
」
と
聞
か
れ
ま
レ
た
・
英
語
が
学
の
専
攻
で
日
本
の
法
律
も
知
つ

叩

レ
た
・

川
鋼
管

・
松
島
さ
ん
守
る
川

不
充
分
で
あ
っ
た
せ
い
も
あ
る
で
て
お
り
「
日
本
の
憲
法
は
い
い
惣

W

六
年
余
の
闘
い
で
会
祉
を

川
会

宮
O
四
四

l
一一三

川

し
よ
う
が
外
国
人
に
は
、
日
本
の
法
で
あ
る
が
守
ら
な
い
の
が
恕

W

「ζ
の
争
犠
は
解
決
す
べ
き
だ
」

川
三
i
七
七
=
一
0
・

川

署
制
度
や
労
働
組
合
の
と
と
が
い
」
と
い
っ
て
い
ま
レ
た
・

…

と
い
う
判
断
に
追
い
込
ん
だ
乙

出

=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
-
E
E--日

理
解
で
き
な
い
よ
う
で
し
た
.
も
私
の
闘
い
も
理
解
し
て
く
れ
、

山

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
.
そ

っ
と
も
労
資
協
調
の
労
働
組
合
の
激
励
し
て
く
れ
ま
し
た
・
住
所
も

削

れ
を
な
し
と
げ
た
力
は
首
切
り

--t
・
g・---E
・E
・
---j
i
g
-
-
J

電
話
番
号
ま
で
メ
モ
に
自
胃
き
ホ
l

m

に
反
対
す
る
大
き
な
速
一
帯
の
輸

い
参
加
し
て
/

E

B

宣
言
に
も
来
な
さ
い
と
い
っ

…

を
つ
く
り
出
し
た
と
と

そ
の

i
i
i
j
j
j
j
j
L
-ト
=

て
く
れ
ま
し
た
・
又
ナ
イ
ロ
ビ
の

州

力
に
支
え
長
て
七
十
一
人
が

コ

}

1

J
〉

=

・

=

女
子
高
校
生
の
二
人
連
れ
と
親
し

M

崩
れ
な
い
で
が
ん
ば
っ
て
来
た

一

+

一

世

綜

を

一

十

一

号

室

約

束

を

し

て

…

ζ

町
長
れ
わ
れ
づ

コ
f
b
b
Eご
日
ク
L
d
d
Jけ

J
S
b
コ
コ

El
=

ケ
ニ
ヤ
は
失
業
者
も
多
い
治
安

附

け
て
頂
い
た
皆
さ
ん
の
力
ゃ
、

1

(

:

i

j

:

N

 

F

』
穴
芸
品
仏
広
/
初
μ

詰
民
団
巾
U
配

小

も
惑
い
と
言
う
揺
し
で
す
が
、
之
全
国
一
斉
に
背
重
本
・
富
士

i

l

-

-

4

外
の
ん
び
り
し
た
国
で
し
た
.

N

銀
行
一
七

O
支
底
を
攻
め
上
げ

や
る
と
と
は
、
私
も
理
解
で
き
ま

刈

た
勢
い
、
東
京
都
体
育
館
抽
出
会
、

せ
お
し
そ
の
た
め
に
闘
っ
て
い
る

「

企

業

内

労

働

一

日
比
谷
野
音
吉
一
た
び
あ
ふ
れ

の
で
す
か
ら
当
然
の
と
と
か
も
し

組

合

」

は

輸

出

w
る
闘
い
の
発
展
は
個
別
争
議
と

れ
ま
せ
ん
・
核
廃
絶
の
問
題
で
は

さ

せ

な

い

刊

し
て
、
画
期
的
な
も
の
で
す
・

ノ
ー
モ
ア
1
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ

肌

臨
調
符
革
、
合
理
化
人
べ
ら

キ
、
ノ
ー
モ
ア
1
3

1

多
数
政
府
間
会
議
「
国
連
婦
人
の
+

…

し
の
嵐
の
中
で
そ
れ
に
抗
す
る

の
人
が
国
際
箸
名
に
応
じ
て
く
れ
年
、
一
九
八
五
年
世
界
会
議
」(七

山

闘
い
の
一
翼
と
し
て
神
電
気
闘

ま
し
た
・
冨
襲
が
十
分
通
じ
な
く
月
十
五
日
5
二
十
六
日
)
と
並
行

問

争
は
労
働
者
の
中
に
し
っ
か
り

で
も
闘
う
婦
人
同
士
で
す
・
感
動
し
て
聞
か
れ
た
今
回
の
フ
ォ

l
ラ

w

と
般
を
は
っ
た
と
雷
え
る
で
し

と
感
激
の
連
続
で
し
た
.
記
念
に
ム
(
公
開
討
論
の
意
味
)
は
、
百

w

ょ
う
.

な
る
旅
を
さ
せ
て
頂
い
た
事
を
五
十
カ
国
、

一
万
五
千
人
向
「平

W

同
時
に
今
回
の
回
答
に
は
、

今
、心
か
ら
感
魁
し
て
居
り
ま
す
.

等

・
発
展

・
平
和
」
を
語
り
合
っ

叩

ポ
ン
ベ
イ
か
ら
ナ
イ
ロ
ビ
ま
で
た
・
私
も
米
文
争
議
ピ
ラ
千
五
百

川

の
織
内
で
私
の
と
な
り
の
席
の
き
枚
で
、
診
加
レ
ま
し
た
・

一日

さ
く
な
ベ
ト
ナ
ム
の
女
性
か
ら
話
国
際
会
議
に
は
、
初
め
て
の
参

刷

し
か
け
ら
れ
、
フ
「

ラ
ム
に
行
加
で
し
た
が
、
働
く
婦
人
と
し
て

W

く
と
い
っ
て
持
っ
て
行
っ
た
日
本
日
本
の
労
働
者
が
、
世
界
の
労
働
-

J

鋼
管
糾
粥
の
ピ
う
を
渡
し
ま
レ
者
の
足
を
引
っ
ぱ
る
よ
う
な
取
は

た
・
彼
女
は
私
に
名
刺
が
荷
物
の
し
な
い
よ
う
に
そ
の
た
め
に
も

中
な
の
で
、
メ
モ
を
と
い
う
の
で
私
の
争
議
も
が
ん
ば
ら
ね
ば
・

(2 ) 

ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
国
際
会
議
場
を
パ
ッ
ク
に

鋼曹'7'7哩;t指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース1985'"奪三9月 1 目

「
日
本
」
を
説

明

「
国
連
婦
人
の
十
年
」
の
鰻
終

年
に
当
り
ケ
ニ
ヤ
の
首
都
ナ
イ
ロ

ビ
で
開
館
さ
れ
た
世
界
婦
人
会
蟻

N
G
O
(非
政
府
組
織
)
フ
才
l

ラ
ム
(
七
月
十
日
1
十
九
日
)
に

統
一
労
組
慰
の
チ
l
ム
に
加
わ
り

歩
加
し
ま
し
た
・
の
列
で
、
会
場
に
入
る
に
は
空
港

多
数
の
方
か
ら
多
額
の
カ
ン
パ
に
あ
る
よ
う
な
金
属
傑
知
機
の
下

と
激
励
を
い
だ
だ
き
日
本
鋼
管
の
を
く
ぐ
ら
さ
れ
持
物
は
X
線
を
当

不
当
な
女
性
差
別
解
屈
を
世
界
の
て
る
な
ど
笛
戒
は
厳
重
で
し
た
が

婦
人
に
訴
え
る
機
会
を
与
え
て
下
ナ
イ
ロ
ビ
の
街
も
、

会
議
場
の
中

さ
っ
た
と
と
に
心
か
ら
感
謝
申
レ
も
お
っ
と
り
し
た
も
の
で
す
.

あ
げ
ま
す
.

N
G
O
フ
ポ

l
ラ
ム
に
は
、
開

九
日
間
の
短
い
旅
で
す
が
ナ
イ
会
式
、
ヮ
l
ク
シ
ヨ
γ
プ
、
ナ
イ

ロ
ビ
の
滞
在
は
五
日
間
で
す
・
空
ロ
ピ
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
訴

路
と
は
い
え
ア
フ
リ
カ
は
速
い
国
え
、
な
ど
に
診
加
し
ま
し
た
.
私

で
す
.
位
界
の
女
性
を
迎
え
た
ナ
た
ち
統

一
労
懇
チ
l
ム
七
人
は
、

イ
ロ
ピ
は
プ
l
ゲ
ン
ピ
リ
ヤ
の
花

H

絞
廃
絶
の
問
題
M

と
H

日
本
の

が
咲
き
乱
れ
赤
道
官
下
と
は
い
え
婦
人
労
働
者
の
問
題
u

を
テ
l
マ

す
が
す
が
し
い
の
は
際
高
千
七
百
に
訴
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
大

の
高
原
都
市
だ
か
ら
だ
ろ
う
か
.
学
の
教
室
で
開
設
す
る
ζ
と
が
で

七
月
十
日

N
G
Oフ
才

l
ラ
ム
き
ま
し
た
.
は
た
し
て
人
が
抽
出
ま

の
開
幕
、
私
た
ち
は
前
日
に
受
付
る
か
心
配
で
し
た
が
教
室

一
ぱ
い

を
済
ま
せ
ブ
ル
l
の
大
き
な
パ
ッ
に
各
図
の
女
性
が
鯵
加
し
私
た
ち

チ
を
付
け
、
ケ
ニ
ヤ
y
タ
国
際
会
の
訴
え
を
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
.

援
煽
へ
急
ぎ
会
甥
入
口
に
は
長
蛇

英
裕
で
は
苦
労
し
ま
し
た
.
乙
ち

C二コ

松島智恵子さん

会
場
に
入
れ
な
い
人
は
外
で
井
戸
端
の

夫
町
森
閉
山
晴

‘
中
t
国

場
に
戻
っ
て
闘
う
ζ
と
.
そ
の

決
意
が
正
念
燭
の
今
、
日
々
強

化
さ
れ
て
来
て
い
る
と
言
え
ま

す
.私
た
ち
の
残
業
鯛
査
の
日
に

は
阜
く
帰
る
よ
う
に
指
示
の
出

る
職
場
が
現
れ
、
毎
週
の
昼
休

み
貿
伝
符
動
日
に
は
常
に
な
く

B
G
M
が
流
さ
れ
る
.
相
手
の

反
応
が
ピ
ン
ピ
ン
伝
わ
っ
て
来

て
い
ま
す
・
神
の
労
働
者
か
ら

も
「
争
織
団
は
必
ず
勝
つ
だ
ろ

う
.
職
腸
復
帰
ま
で
が
ん
ば
っ

ζ
う
レ
た
闘
い
の
発
展
、
和
解
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
寄
せ

交
渉
に
お
け
る
裁
判
所
の
努
力
ら
れ
て
い
ま
す
・
解
決
を
遅
ら

に
も
か
か
わ
A
4
9
「
職
場
に
は
せ
ば
遅
ら
せ
る
程
神
の
労
働
者

戻
さ
な
い
」
と
い
う
会
社
の
決
と
の
き
ず
な
を
太
く
し
て
職
場

意
H
指
名
解
雇
の
狙
い
を
、
引
に
戻
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

き
つ
づ
き
貫
徹
し
よ
う
と
す
る
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

神
電
気
の
不
当
な
姿
併
が
現
れ
闘
い
の
社
会
的
政
治
的
発
展

て

い

ま

す

.

と

い

う

点

で

言

え

ば

、

争

議

解

こ
の
決
意
を
変
え
さ
せ
る
も
決
は
、
増
有
沖
電
気
独
自
の
判

の
は
今
回
一
品
の
闘
い
の
広
が
り
断
を
と
え
た
力
に
左
右
さ
れ
る

に
依
処
レ
て
、
職
崩
を
本
格
的
と
と
に
な
る
で
し
ょ
う
.
そ
レ

に
ゆ
さ
ぶ
る
と
と
と
、
神
資
本
て
M
E
革
命

・
臨
調
行
革
、
取

に
対
す
る
社
会
的
政
治
的
包
囲
明
大
国
化
の
ス
タ
ー
ト
地
点
で

の
強
化
の
二
つ
.
争
議
団
を
推
強
行
さ
れ
た
沖
電
気
指
名
解
雇

進
力
に
、
共
闘
会
議
、
支
度
労
の
狙
い
に
対
峠
出
来
る
翻
い

組
、
守
る
会
個
人
が
打
っ
て
一
を
.

丸
と
な
り
「
職
場
復
帰
以
外
の
国
民
生
活
、
産
業
構
造
を
大

解
決
は
な
い
」
と
神
資
本
を
攻
き
く
変
鋭
さ
せ
な
が
ら
急
成
長

め
上
げ
、
和
解
交
渉
の
場
で
の
を
と
げ
る
電
機
資
本
総
体
、
通

決
断
を
迫
る
ζ
と
だ
と
考
え
て
産
行
政
の
あ
り
方
、
金
融
資
本

い
ま
す
.

.
 ζ
れ
ら
の
闘
い
を
国
鉄
労

山三

一号

、

立

滋

滋

働

者

露

営

す

る

援

を

守

パ

U3工
、

訪

鎌

足
J

る
労
働
者
の
闘
い
、
平
和
皇

制
戻

一

羽
田

ラ

主
主
義
を
守
る
国
民
全
体
の
遮

j
t
n
"

締
の
中
に
し
っ
か
内

ε般
を
は

職
場
へ
の
働
き
か
け
も
回
答
り
、
二
人
の
首
切
り
も
許
さ

以
降
急
速
に
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
な
い
M

旗
を
か
か
げ
て
今
秋
か

り
ま
す
.
手
紙

・
電
詰
・
自
宅
ら
来
春
総
力
を
あ
げ
、
神
資
本

訪
問
件
数
の
増
加
と
多
段
な
結
に
決
断
を
迫
る
決
意
で
す
.

び
つ
き
J
争
犠
団
員
の
闘
う
襲
一
一
闘
の
と
支
媛
、
と
指
導
を

勢
の
変
化
と
結
び
つ
い
て
巡
ん
お
願
い
い
た
し
ま
す
.

で
来
て
い
ま
す
・
指
名
解
胞
に

υY

よ
っ
て
破
開
眼
さ
れ
た
労
働
者
の

h
の
ψ
ド

ー

団
結
を
回
復
す
る
た
め
に
、

職

叫

て

l
i
t
E
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1985'"奪三9月 1 日

福?

本:

裕う

樹くん
(5歳)

川

硲
樹
く
ん
の
お
父
さ
ん
は
、
神
電
気
で
指
名
解
雇
さ
れ
た
福
本
均
(
ひ

山

川

と
し
)
さ
ん
で
す
・
お
母
さ
ん
は
、
保
母
の
仕
事
で
す
・
裕
衝
く
ん
に
は
、

川

川

弟
と
妹
が
い
ま
す
・
長
男
と
し
て
た
い
へ
ん
?
な
裕
倒
く
ん
で
す
・

川

支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)揖~77号畢(5 ) 

2 

3 

2 

守

z 
z 

7 
z 

自
』
園

川
恥
U

上達したぞ.ゲ

ぷ ~!J~ ~ 『之

よ
ぼく、 2ひき
っかまえた

0 

• 

正:::::0

~ 
舟

一
女
性
か
ら
、
玄
米
は
滋
(
ぬ
ま
す
・
茶
わ
ん
一
ぱ
い
の
玄
米

か
)
の
層
の
部
分
が
農
薬
で
汚
食
で
と
れ
ほ
ど
大
量
に
出
る
の

染
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
食
べ
る
か
と
篤
か
れ
る
ζ
と
と
思
い
ま

と
農
業
に
お
か
さ
れ
る
の
で
は
す
.
ζ
れ
と
そ
大
量
に
含
ま
れ

と
の
疑
問
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
る
録
経
費
の
仕
業
な
の
で
す
.

た

・

米

食

に

か

ぎ

り

ま

せ

ん

が

、

お
答
え
は
結
論
的
に
は
さ
は
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
と
い
う
ζ

ど
心
配
は
い
ら
な
い
と
い
う
と
と
は
大
切
で
す
.
で
き
る
か
ぎ

と
で
す
.
そ
れ
は
、
療
の
部
分
り
昧
付
を
予
す
く
レ
て
、
そ
の

に
ζ
モ
餓
維
質
が
鐙
岱
に
含
ま
も
の
の
自
然
の
昧
を
よ
く
噛
む

れ
て
お
り
、

ζ
の
級
維
質
の
持

ζ
と
に
よ
っ
て
味
わ
う
ζ
と

つ
働
き
に
注
目
し
て
頂
き
た
い
が
、
消
化
に
良
く
胃
に
も
負
担

の
で
す
.
峨
維
質
は
腸
内
の
有
が
な
く
、
食
塩
の
と
り
す
ぎ
を

A
dノ

詰
を
外
部
へ
註
す
る
働
き
防
止
す
る
と
と
に
も
な
り
ま

ま

を
も
っ
て
い
る
の
で
す
・
す
・

〆

ま
た
、
玄
米
食
で
す
と
、
必
ま
た
農
薬
汚
染
の
問
題
は
玄

1
1
1

然
的
に
脱
鴫

(
そ
し
ゃ
く

・
食
米
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ

F
4
A

物
を
よ
く
、
か
み
く
だ
く
と
と
)

ん
・
無
農
業
と
称
し
て
売
ら
れ

窓

口

を
た
く
さ
ん
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
て
い
る
野
菜
な
ど
で
も
疑
問
で

向
。

ん

が

、

=

一

十

回

以

上

行

う

と

、

司

-

-

』

抗
ガ
ン
作
用
の
あ
る
物
質
が
だ

1
t

液
中
に
出
て
く
る
と
の
研
究
報

重
1
E

告
も
あ
り
ま
す
・

投

と
に
か
く
玄
米
食
に
し
ま
す

'

と

、

ま

ず

大

量

の

便

通

が

あ

り

{ 蹴
掛
V

神
電
気
争
議
団
の
、
平
井
さ
ん

八
円
輔
さ
ん
、
中
野
(
遼
)
さ
ん
を

中
心
に
演
翼
活
動
を
続
け
て
い
る

「
こ
ぶ
し
バ
ン
ド
」
は
、
今
年
に

入
っ
て
か
ら
、
宮
永
さ
ん
(
チ
ト
十
七
人
の
沖
電
気
争
議
団
の
姉

セ
争
犠
団
)
、
吉
田
さ
ん
(
背
松
人
た
ち
は
、
「
保
育
料
ど
う
し
て

堂
争
議
団
)
、
松
本
さ
ん
(
主
婦
)
い
る
ん
で
す
か
?
」
「
生
活
は
た

の
助
っ
人
が
参
加
し
、
一
段
と
う
い
へ
ん
で
し
ょ
う
」
「
毎
日
ど
ん

ま
く
な
っ
た
と
評
判
で
す
.
な
活
動
を
し
て
い
る
ん
で
す
か
」

写
真
(
上
)
は
、

7
月
お
白
ー
な
ど
と
よ
く
聞
か
れ
る
.

叩
口
白
に
行
な
わ
れ
た
、
百
東
京
争

第
十
七
回
全
国
保
育
団
体
合
同

議
団
サ
マ
l
キ
ャ
ン
プ
(
神
奈
川

研
究
集
会

(
長
野
、

8
月
)で
は
、

県
、
丹
沢
)
で
の
ス
ナ
y

プ

.

市

川
さ
ん
、
官
野
さ
ん
が
「
働
く

9
月刊
U

自
に
は
、

百
平
和
フ
ェ
腕
人
と
保
育
」
の
分
割
相
会
で
報
告

ス
テ
ィ
パ
ル
(
日
本
の
う
た
と
え
レ
ま
し
た
・
「
診
加
者
み
ん
な
が

祭
典
、
港
実
行
委
員
会
の
主
側
、
と
っ
て
も
イ
キ
イ
キ
し
て
、
励
ま

芝
中
学
校
、
一
二

O
O円
)
に
出
さ
れ
た
・
が
ん
ば
ら
な
く
ち
ゃ
」

演
レ
ま
す
.
応
鐙
を
よ
ろ
し
く
.

が

二
人
の
感
想
で
し
た
.

三玄表立雲監ZEZ

渋
谷
区
で
は
、
五
百
人
を
と
え
定
期
的
に
、
沖
沼
気
争
議
団
と
の

叫

る
支
侵
す
る
会
の
会
員
が
い
る
.
交
流
集
会
を
行
う
な
ど
し
、
連
帯
川

五
月
三
十
一
日
に
は
、
生
協
会
を
強
め
て
い
ま
す
.
…
吋

館
支
慶
す
る
会
と
間
労
組
共
憾
の
七
月
十
八
日
に
は
、
保
同
時

「
決
起
集
会
」
が
開
悩
さ
れ
た
・
文
化
厚
生
述
労
組
、
農
協
労
連
、

。

新
入
社
口
を
中
心
に
神
電
気
裁
判
民
医
速
な
ど
農
協
会
館
に
働
く
伸

a

の
模
擬
劇
で
、
学
習
.
ー
ー
新
川
聞
が
交
流
集
会
を
開
催
し
ま
し

さ

ん

に

よ

る

シ

ャ

ン

ソ

ン

.

大

学

た

.

ト

生
の
ジ
ャ
ズ
伸
聞
が
応
獲
の
ジ
ャ
乙
の
集
会
は
、
同
じ
建
物
に
働

ズ
演
奏
と
レ
ベ
ル
の
高
い
音
楽
も
く
者
と
レ
て
、
神
電
気
争
議
団
と
れ

聞
き
ま
し
た
.
会
場
に
は
、
神
争
交
流
を
深
め
、
支
同
躍
を
強
化
す
る

綾
田
を
目
で
理
解
し
よ
う
と
、
写
た
め
に
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
.

川

真
の
展
示
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
・
う
た
と
え
、
国
家
織
密
法
の
学

一
O
O人
以
上
と
い
う
生
協
会
留
、
争
議
団
員
と
の
デ
イ
ス
カ
ッ

"

館
の
「
会
」
で
は
、
毎
年
二
回
は
シ
ョ
ン
汲
後
は
、
み
ん
な
で
、

渋

谷

区

(

東

京

)

で

も

ガ
ン
バ
ロ
ウ
の
合
唱
。
代
々
木
病
.

:
l'
γ
I
f
-
-
L
l
i

院
や
中
央
法
規
か
ら
も
参
加
者
が

舌
培
こ
を
蓑
乃
案
、

川

z
y
F
L
・4
3桐割以

oaaEM
あ
り
盛
上
り
ま
し
た
.

保
育
も

0

0
が
ん
ば
る

国恩
山内
年
2
月
内
日
東
京
電
力

は
、
渡
辺
令
子
さ
ん
(
当
時
位

歳
)
に
共
産
党
日
で
あ
る
か
否

か
を
曾
く
よ
う
に
強
裂
キ
リ

ス
ト
者
・
渡
辺
さ
ん
の
良
心
と

自
由
の
た
め
の
闘
い
が
始
ま
っ

た
・
注
文
は
倉
O
三
l
二
九
四

七
三

O
九
・
三
五

O
円・
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東
京
電
力

思
想
表
明
強
要
事
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置島.. ・刷・E・.. ，して

み
務
政
務
弘
弱





spj 

サ;

ア111贋哩 プごて会急丘ど真集峯 !言
主;Ti京事同様帰lti;???!?耕地
屯九鱗基 山ぷたよらい万併以前 '管君主"が駐日季語詩
Zj懇繍 剛山・川 、、日 t インタビューする き圏 三重民詰雪宮古室主 喜左亀
:ヌ¥tl可務初 「ひといい」ールド熊さん だEお皇定彦告雲 雪宍事勢利

一: 可幅伊ー レ?f7IV I ，..、 そて回せ;，- <-_、 ・ ん実義に働

jt;訂電信託Hif託品主hf当日誌詩??竺tigy
j職 jFRき3建設設号室民館童話主 持孟22ミE55とffEEお
:凹 ;EZ護審23た言宗423z毛針計官!問 ii?22iz自主2hESF 
;更;主主522雲市川町同 校 時計三同222h
-jf詰与23azz毛語辞持持bdj計三品自5222;ぉ
戻;ミ長持鮮は28空gqzF寄与奪 鎚 が間523Hf均討;

ざ;!iii;ijjjjiii!;iiiij炉iii;iij!??;
F ・

:抗:
ミヨ長! tfl投ふよみh 楽な
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と

1985年 10月 1B 

り
(9.22本圧市}1

指名解雇 された沖電気の仲間を支援する会ニュース

支援する会事務局
事務所 東京都港区三国

3-2-20 ・E舌 (03)451-3515 
郵便口座口座番号

東京 6-75240

加入者名 沖電気の不当解腐

を撤回させる会

発

行

所

第 78号

1 9 8 5年

10月1日

固ぉ05日|

第'78号(1 ) 

ナガーイ列。人気抜群。

4ふわふあ L ミニ
ネッシー 乙_ S L A 

東
京
・
錦
糸
町
か
ら

五
時
間
か
か
っ
て
到

着
し
た
パ
ス
も
。

「
ご
く
ろ
う
さ
ま
」

ハ
ガ
キ
を
寝

具
笑ったネ。テンツクテン。

かわppf猿舞座」
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(2 ) 韓 ワ 8号指名解雇された沖電気の仲間を支媛する会ニュース1985年 10月 1日

? 

.報告---8/22-8/30iイタリアの文化運動を訪ねる旅」

ア文化の基礎総禽事かタ2匂
!?i iii?誌iiiiii盟主 ，長
手R2 5君事主主虫色占長官警そ草志望 主:~~J~ 
21 主主F長i長貧富里52ミ215五三菱 -
三?安売 Eζ 主主主 tEzg署管宍手 f ~:滋!
Zて霊霊五主主音言語足 2えをおき音孟思議 i

-a毒SZをう27号?zl量ス55号3、25i
g;iz;iiii見3742223E署管ii 

ウフッツ美術館前で反核署名李 在京音房主ぞ盆警己 事15552Z222里z茸
7いました。 I 暑さ 主主にいの飛ン の産会活空宅主が局とく
じこフィレンツエー」 害主ぞ 734星日 七世ドぞぞき委主 主

竺昼呈号つ喜望2勇ZZE雪下苦食宅再たは礎 J
管種目究主 Zのもにるれ三

霊平主z-益面主2事どカjよ史正事言語宏事宅1墨~~言襲 Z 台三 223 号 5ji
哩長宅を事かと事長もと今ユがラる帰老長」てア ~;芝意書ろ葬土けよれうン 三

ij暗部!?i住民主iHiii議Rjiii控訴えi
言車 関誌長会叫雪廃だ票喜望主 査ぞ菌室夜き皇 4雪t1喜怒 妻宅ら宅喜ぶ等主善福 :11111111111111111111111111

道皇警星高主主み 1け今 一，; ~ft耐震祖国・・・J Z i:在京ぷ語専 35T高県守叫喜
ぞ望号函霊童aeEKF 薬品期目陸揚盟国民草妻522幻説iEH認前汗
日五車ドzzhJLi雲月月時穂塀司-問自薬事主席き予はそれ宍旨宅 2Zj寺床
詳弓27H5E詰畷iEi土出週邑J15塁HFE吉右日ii21UZ
は訪れイ号付幻影~:'1τで議溝圃圃r. 滋匂露日告2長:5空53者5空言2

ろの本策た 筆ミン場(更織れ施で雲いフ歴
A
いどー+左目貧あ警ちて全 A 警告に妻弓

ifB1111233hiiiiiEjiiiiii時点目153長記
iii言;zhiii?5iiiiit21225i525212詰?ぷ;む
たiii??ZEGigsi;235isi2552i?535ifzz日訪
宍:;Eiiiii;言|信号E5113iiifi;282ii喜ミ5iT量
ii?;i明言|雪!?iiiiiiiiii部 iiii;i
g:?告書Fi三Z31 REE 32E51持者言語選書25T i f22 

シ
l
ナ
の
ド
ウ
マ
(
寺
院
)
を
パ
ッ
ク
に
右
が
中
屋
さ
ん
.

〈レポーター〉

中屋重勝さん
(沖電気争議団)

「
人
民
の
家
L

の
遊
技
場

長君主議主±お主君ピ雲左差句警 hiLEZZ2詮智主 主翠告抑
りな知理う人でがめれの・い「うそ理らいでき、まに以のは争
をけりとなをす三らな一本と合ちれ解し ζ し、初せつ前

53雪?正舎2ZR語会宅3聖;25:長2??f::55Z
ら前おう認争もる劣つ描うに電度しい規だピのた、電妥を初
しなのらしめ蟻上、なてかに対気、たう模何ン本。ほ気会見め
たいとれたて回るし手もれなしの 三。 とにととをそととれって
ζ とる資いのとか段、てりて首度しと行なき読んんいぷめの
とが乙本な七いもで信いま許切とかだわくま んな どう'、て

'85年夏。沖電気争議団の事務所を訪問 自5層2;532
;丘、け皆を生と戸
の更でさ奪きつ Jニ
霊，;:;実在R霊t<l;tJi 

25f雲母2喜Z
の不思的て姿のり
で安いなおで皆ま

レた育がたカるたのこのし
い ・て大 .ン 問。擦と方ま
と人てき乙パにま曾で々す
感 i闘い くのをもたなすの
じのる広よ持、、ど .支今
ま連のがうつひ私沢窃援ひ
し稽だっにてとが山せがと
たつとて、来り事拝曾あっ
て思、支らの務見きるは
紫い遡疲れ女所しゃと
雪ま動のま撃にま激いき
しを輸しがいレ励う

そ 上 の話 と「読めた
のもがしは思沖んてと今
中 話、てじ い争で労き年
でし(いめま議き働、の
、てたたはし固た問『夏
特下レだ二たを私闘な休
にさかく時。訪はのにみ
印い )予 問 問、本をを
象ま六定く し迷をー自
にし時だら よわ何 』 前
残た fmつい うず冊をに
つ。以たお 」、か合し

い中性対ん愉には
うでをしで感もな
乙人守てし ・ かい
とはる闘た陪かか
責成闘う ・ 2-長いと大喜 孟
たすでと資感ずい
よるあが本じ、ま
うのり即のさ少す
なだ、ち横せし.
気、そ人暴まもそ
がとの悶にせ怒れ

まもらし自の場く良で送動い私か時 ζ お ζ 直そま考は
す成にま分沖を生いきれしてたをにうかうなうだえ
長 考しの争ときのまるな知ち考、とレ、目いまて沖は
じえた生被るるかすレくら学え自思いそでうだも争
てを・き団べ為、が、てな生た分いのしも社あお綴今
行深乙方訪きに本、就もくはいがまかてつ会るか以の
きめれが簡なは当泉職、て、とどす学、とのとし外日
た、か、にのどにレす学も沖思う a

ぴどよ実思いに本
い人 らーよ かう人 てる生、争 い 生そ考乙く態 い 」もの
と「 も歩つ 、い削そこ生何 犠まきれえが見をまと「社
思的、耐て全うられと活もにするとてどて、すとど会
いにさ進、回立しでもは竹つ・の同行う行紫 ・が うに

楽
し
く
た
た
か
う
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広治さん(大学2年)

人
間
ら
し
く

生
き
る

白井エ亙E



争
東
京
・

三
多
摩
・
森
田
充
帽

で
働
い
て
い
ま
す
.
番
頭
、

さ
ん
1

日
夜
の
御
奮
闘
ご
く

帳
場
、
下
臓
な
ど
の
言
繋
が

ろ
う
-
さ
ま
で
す
・
七
年
目
を
ま
だ
生
き
て
い
ま
す
・
何
も

迎
え
ら
れ
た
闘
争
と
の
事
、
で
き
ま
せ
ん
が
、
皆
傑
ど
う

開

E
E

闘
っ
て
い
る
人
た
ち
に
と
っ
か
お
体
に
気
を
つ
け
て
、
が

』

』

て
は
、
と
て
も
長
い
七
年
で
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
・

、J
U

G

5

JV0

・

「機
関
紙
・
ミ
ニ
コ
ミ
フ
ェ
ス

k
e
F
h
F
弘

F

喜一
'hG・、U
干

し

，

除

話

路

M
W
島
mw

河

唱

レ

ょ

品
、
語
、
先
日
の

争
北
海
道
・
松
井
和
男

z

i

i

d，
，
ポ

テ

ィ
パ
ル
邸
」
刊
月
百

h

a
篭
謝
喝

a明
…

。
.、

4

れ

よ

う

に
思
え
て
な
り
ま
せ

過
目
、
知
り
合
い
の
方
よ
り
・
と
も
し
び
小
震
が
、

9
月

円

目

(
東
京
、
芝
増
上
寺
ほ
か
)

昆

F
h鑓
p
h
p
~
4
4

4

ん
。
ダ
イ
ワ
争
議
も
勝
利
し

雲

の

綴

関

経

は

た

ら

く

」

日

オ
l
ブ
ヒ
ま
し
た
・

豊

富

語

二

千

円

実

行

委

凸

説

噂

謡

唱

鋪

唱

…

ル

J
U町

ま
し
た
が
、
沖
電
気
の
勝
利

を
見
せ
て
い
た

だ

き

ま

し

線

小
岩
駅
の
南
口
よ
り
徒

歩

二

言

語

総

三

之

宮
四
五

O
「両
側
変
形
性
股
関
節
症
」

1

0

4
云

も

、

そ
ん
な
に
遠
く
な
い

と

た

・
乙
の
中
に
「
た
た
か
う
分
(
江
一
戸
川
区
南
小
岩
7
の

幻

四

人

二

四
一
・
い
ま
、
私
た
六
月
か
ら
入
院
さ
れ
て
い
た
、

一

ι

気

家

確

信
し
て
い
ま
す
・
お
体
に

な

か
ま
た
主

と
し
て
、

私

の

筒

、

第

5
オ
ラ
ン
ダ
ピ
ル
6

ち
の
綴
関
紙

・
ミ
一
一
コ
ミ
は
何

金
属
人
さ
ん

a電
気

量

…

υ

電

画

は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
・
た
ち
で
ス
ル
日
本
労
組
の

F
)
空
ハ
七
三
l
四
九
三
九
。

が

で
き
る
か
?
を

善

要

因

)

の

奥

さ

ん

だ

九

月

に

主

さ

本

漫

+

日

本

分

光

労

組

・

池

田

署

闘

い

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し

・
青

年

劇

場

主

一

五

一

工

ハ

九

院

さ

れ

ま

し

だ

お

だ

い

じ

に

・

川

向

-
プ
レ
ゼ
ン
ト

を

山

1

沼

本

え

全
員
が
職
場
に
需
た
の
を
、
何
物
に
も
か
え
が

一一一一)は、

ω月
よ
り
首
都
閤

l
た
く
さ
ん
の
み
な
え
の、

川

彫

伺

刊

さ

れ

る
よ
う
心
ま
ち
に
し
た
い
励
ま
し
と
し

て

、

う

れ

で

「

豊

富
」
を
上
演
し
ま

あ

り

が

と

う

・

保
育
協
力
、
お
見
舞
な
ど
あ
り

…

;

ん

て
い
ま
す
・
が
ん
ば
っ
て
く
し
く
続
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
・
背
年
よ
・
親
た
ち
ょ
。
ニ
@
プ
ラ
ム
を
ダ
ン
ボ
ー
ル
=
箱
H

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
・

0

J

、

さ

だ
さ
い
・
す
ζ
し
で
す
が
カ
し
た
・
今
後
も
、
一
騎
が
ん
度
と
戦
争
の
恕
劇
を
縦
返
す
ま
泊
瀬

・上

g
病
院

・
高
橋
竹
子

O
東
京
地
方
裁
判
所
で
の
次
回
、

山

柿

畑

恵

ン

パ

も

・

き

っ

と

決

意

し

て

い

ま

す

い

ふ

サ

ブ
タ
イ
ト
ル
・

さ

ん
・

沖

電

気

裁

判

は

、

回

目

…

だ

を

4
E
e北
九
州
市
竹
中
興
警
ん
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
・
名
古
屋
新
幹
線
公
害
の
全
面
解
@
ン
l
ッ、

フ
ト
ン
カ
バ
ー
を
ダ

旧

時

5
語
で
す
・
傍
聴
、
ょ

…

ん

健

闘
い
に
一
つ
の
節
目
が
で
き
し
ま
す
・

決

を

め

ざ

す

m-
お
東
京
支
援

ン
ボ
l
ル
箱
二
個
分
H
東
経
大

ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
.

い

な

U

・・

た
よ
う
で
す
が
、
今
後
も
、

e

i

e

e

-

-

-

決
起
集
会

東
交
会
館
(
東
京
・
鈴
木
佑
治
さ
ん
・

O
百
年
秋
1
百
年
春、

神
電
気
の

川
、
心
喧
E
F

同

完
全
勝
利
ま
で
が
ん
ば
っ
て

「

圃

b
e
山
手
線
、
田
町
駅
下
車
)
午
後
@
コ
ー
ヒ
ー
、

メ

ロ

ン

、

水

ょ

う

た

た

か

い

は

、

実

の

山

署

~

の

乃

一

訪

日

訪

日

時

一

い

れ

一

仁

志

い

れ

計

七

三

…

釘

設

内

J
…

・

お

れ

っ
た一」-一え祭典

「

第

九

@

リ

刊

誌

時

支

部

一

一

一

れ

わ

立

供

一

ぷ

月
に
新
宿
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

(
一
一
点
)
し

て

い

ま

し

た

が

若

主

要

望

号

二

国

主

〉

合

唱

団

」

霊

長

田

の

菊

池
さ
ん

し
て
「
抗
議
ハ
ガ
キ
」

喜

一

働

清

「国

家

警

告

「国
鉄
の
分
井
さ
ん
の
作
品
に
も
、

d
uが
感

年

の

失

業

主

て

、

=

一

月

末

引

4

・

大

音
楽
会
で
上
演
す
る
た
め
・

@

コ
カ

・
コ
i
ラ
一
ケ
1
ス
H
中

気

へ

f
に

取

り

組

み

ま

す

・

一

川

気

割

量

化
」

「

臨

書

」

な

じ

完

ま

起

草

す

る

会

の

か
ら
個
人
悪
事
、

へ

…

⑤

?AV一
塁

は
六
千
円

倉
一一
0
0
1

央

区

議

室
白
で
す
。
ハ
ガ
キ
の
丸

知

U

l--1汗
3
1
2

一一11九丸山ーパ
2
-72145
ZEE-7Eti-
-4-け
い
れ
立
す
げ
じ
い
じ
一
一
い
じ
zいじ主
1
4
1江一
j

i

g
s
z
河
川1
3
J
i
-
-一j-zH11一斗汁一一
一=
i

…
潤
荊

印
刷
で
は
、

「あ
か

っ

き

印

内

カ

川
れ

刷
所
」
と
な
ら
び
、
争
議
の
発

?
」

生
の
鰐
か
ら
熱
い
支
援
活
動
を

川

続
け
て
い
る
「
日
本
機
関
紙
印

川

刷
所
」
の
仲
間
は
、
毎
年
夏
に

は
「
交
流
の
ピ
ア
パ
ー
テ
ィ
」

を
開
催
レ
、
共
同
の
闘
い
に
な

川

る
よ
う
に
と
努
め
て
い
ま
す
.

山

八
月
二
十
六
日

、

会

社

の

屋

川

上
に
は
、

八
+
人
が

参

加

し

ま

川

し
た
.
「
初
め
て
神
電
気
か
ら

M

回
答
H

を

引

き

出

し

た

事

を

、

川

勝

利

へ

の

一

歩

と

し

て

、

一

層

叫

が

ん

ば

ろ

う

」

と

、

資

任

者

の

川

北
川
、
神
谷
さ
ん
も
決
意
・

川

1985年 10月 1白支援する会に入会しよう(会費1口200円/月)

く
ま
ん
ば
ち

漫

画

展一
泊
の
中
央
共
闘
会
議
で

正
念
場
の
方
針

「百
年
を
沖
電
気
争
議
の
勝
利
の
年
に
」
と
活
発
な
運

動
を
行
っ
て
い
る
!
神
電
気
争
議
支
援
中
央
共
闘
会
鰭

は、

8
月
幻
自

s
m臼
に
幹
事
会
を
開
鍛
レ
ま
し
た
.

H

職
場
復
帰
を
沖
電
気
に
決
断
さ
せ
る
た
め
に
、
昨

秋
以
上
の
闘
い
を
し
よ
う
M

と
①
富
士
銀
行
へ
の
要
請

行
動
②
全
面
の
大
学
で
の
怠
信
行
動
、
③
関
係
す
る

行
政
機
関
へ
の
働
き
か
げ
@
沖
電
気
本
社
な
ど
へ
の

抗
議

ee--e
等
を
釜
本
に
し
た
方
針
を
確
認
し
あ
い
二

人
の
首
切
り
も
許
さ
な
い
u
と
い
う
旗
を
か
か
げ
て
、

今
秋
か
ら
来
春
に
、
総
力
を
あ
げ
て
、
神
電
気
資
本
に

決
断
を
迫
る
闘
い
を
す
る
ζ
と
を
醤
い
合
い
ま
レ
た
.

約
五
十
人
の
参
加
者
に
は
、
気
迫
が

.
(
謙
)

'事78号(3 ) 

293 

瞳
爽
や
か
彼
女
被
指
名
解
雇
者
の
ひ
と
り

多
田
畔
人
さ
ん
(
新
俳
句
人
連
盟
会
員
)

今年も、交流ビアパーティ

機関紙印刷・沖支援する会

日
軒
近
完
成
へ

『仕
事
を
と
り
あ
げ
ら
れ
ト
イ
レ
ヘ
行
く

回
数
も
増
え
て
い
た
・
何
気
な
く
ト
イ
レ
の
カ

ベ
(
タ
イ
ル
と
タ
イ
ル
の
問
)
を
見
た
。

「浅

利
・
中
山
を
殺
せ
」
し
ゃ
が
ん
だ
私
の
自
に
と

び
乙
ん
で
き
た
文
字

』

(
本
文
か
ら
)

神間山
気
の
大
農
指
名
解
屈
は
、
抽
棚
田刷
に
残
っ

た
人
も
、
心
に
大
き
な
傷
を
負
っ
た
が
、
解
届

撤
回
闘
争
を
支
侵
す
る
労
働
者
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
差
別
攻
撃
も
加
え
ら
れ
た
.

浅
利

・
中
山
さ
ん
は
、
仕
事
を
取
り
上
げ
ら

れ
て
し
ま
っ
た
・
元
の
仕
耶
に
戻
る
ま
で
に
は
、

東
京
都
労
働
委
凸
会
で
三
年
間
を
、
政
レ
た
.

浅
利
さ
ん
の
仕
事
復
帰
を
か
ち
と
る
ま
で
の

戦
場
の
労
働
者
と
、
自
分
自
身
を
描
い
た
ル
ポ

ル
タ
ー
ジ
ュ
が
、
現
代
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ

ュ
研
究

会
の
第
七
号
誌
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
・

国
際
政
治
学
者
の
畑
田
重
夫
さ
ん
は
、
「

ま
さ
に
た
た
か
い
は
、
人
間
と
人
間
の
関
係
を

か
え
る
の
で
あ
る
。
仕
事
復
帰
を
か
ち
と
っ
た

原
動
力
も
、
人
間
集
団

」
と
ζ
の
ル
ポ
を
評

さ
れ
て
い
る
・
あ
な
た
も
、
ぜ
ひ
一
続
を
/

V
注
文
は
、
沖
・
支
援
す

る
会
の
事
務
局
へ
o

v送
料
は
、
一
冊
加
円

ニ
冊
以
上
は
無
料
。

争主骨L活~ - 主}..，

jレポルーニァ

崎町向山岨
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指名解雇された沖電気の仲間を支援 する会ニュース (4) 

携擁護;

目
黒
電
波
測
器
労
働
組
合

被
解
雇
者
団

開'78号

目
黒
電
波
測
機
(
滝
本
郷
也
社
い
同
族
会
社
で
、
ク
ラ
ウ
ン
、
ア

長
、
百
二
十
人
、
観
準
信
号
発
生

l
ロ
ン
、
干
葉
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

偲
な
ど
計
測
綴
鰭
)
は
、
今
年
八
ス
、
田
尻
機
械
な
ど
「
経
営
危

月
二
十
七
日
、
労
働
組
合
と
の
夏
峨
」
に
乗
じ
て
、

会
祉
を
の
っ
と

の
一
時
金
の
交
渉
中
に
、
十
五
人
る
と
と
で
有
名
で
す
・

の
解
庖
を
通
告
し
ま
し
た
・
親
会
社
が
ユ
ニ
セ
フ
と
な
っ
て

「
解
鹿
に
は
、
組
合
の
同
意
が
か
ら
目
黒
電
波
の
職
場
で
は
、
組

必
要
」
と
い
う
労
働
協
約
を
無
視
合
と
同
意
し
た
定
期
昇
給
の
磁

し
て
、
八
月
三
十
一
日
に
、
配
達
紫
、
十
五
人
の
部
課
長
を
進
退
伺

粧
明
使
で
解
届
通
告
を
送
り
つ
げ
い
と
雷
う
ベ
テ
ン
に
か
け
解
雇
、

ま
し
た
・
会
社
が
主
強
す
る
解
庖
団
交
の
拒
否
、
退
社
を
朗
自
む
社
員

理
由
は
H

七
月
5
八
月
の
売
上
げ
を
懲
戒
解
服
・
労
働
協
約
を
無
視

が
落
ち
、

今
後
の
見
通
し
が
き
び
す
る
、
な
ど
、
会
社
の
横
暴
が
続

し
い
か
ら
企
業
績
艇
を
半
減
し
た
い
て
い
ま
し
た
が
、
ユ

ニ
セ
フ
社
解
屈
さ
れ
た
人
、
十
三
人
は
、
く
お
ね
が
い
し
ま
す
.

い
H

と
い
う
も
の
で
す
が
、
同
社
か
ら
滝
本
社
長
が
送
り
込
ま
れ
て
た
だ
ち
に
、
被
解
胆
者
団
を
結
成

A
抗
蟻
先
V

東
京
都
目
黒
区
中

は
、
と
の
二
年
間
段
高
の
苑
上
げ
か
ら
は
(
明
年
内
同
月
)
一
回
、
は
し
「
解
凪
を
撤
回
せ
よ
」
と
た
た
央
町
二
の
一
の
五
目
般
市
波

を
、
そ
れ
以
前
の
六
割
の
人
口
で
げ
し
く
な
っ
て
い
ま
し
た
・
か
い
を
は
じ
め
ま
し
た
・
測
怒
株
式
会
社
社
長

・
滝
本

均

成

レ

て

い

ま

す

・

指

名

解

屈

さ

れ

た

十

五

人

は

、

東

京

で

は

、
神
低
気
争
議
に
つ
諮
也
。
東
京
都
大
田
区
大
森
北

二
年
前
、
目
黒
電
波
は
、
取
引
五
十
八
歳
5
二
十
九
歳
。
組
合
の
ぐ
、
大
量
の
指
名
解
庖
攻
寧
で
す
.
一
の
十
九
の
十
六
ユ
ニ
セ
フ

先
か
ら
の
手
形
が
不
渡
り
に
な
っ
執
行
蚤
員
二
人
ほ
か
、
組
合
活
動
働
く
者
の
「
働
く
権
利
」
や

「生

味
式
会
社
、
社
長
、
宮
越
邦
正
・

て
苦
し
ん
で
い
た
と
と
ろ
、
ユ
ニ
に
熱
心
な
人
た
ち
・
ま
た
仕
事
で
き
る
相
利
」
を
た
っ
た
一
枚
の
解

A
激
励
先
V

東
京
都
回
無
区
中

セ
フ
社
が
、
株
式
の
九
O
揮
を
趨
も
、
と
の
十
年
間
、
無
遅
刻
、
無
周
辺
告
轡
で
奪
っ
て
し
ま
う
企
央
町
二
の
一
の
五
目
烈
電
波

り
、
親
会
社
に
な
り
ま
し
た
・

乙

欠
勤
と
い
う
勤
勉
な
人
た
ち
で
諜
の
倒
壊
を
許
す
な
/

測
器
被
解
問
者
団

富
O
=一

の
会
社
は
、
決
算
な
ど
公
表
し
な
す
・

み
な
さ
ん
の
御
支
鐙
を
よ
ろ
し
(
七
一
九
)
六
一
一
一
七

O

ム匂
宝
繁
一

E
S
2
d

汁
れ
ど
モ
ベ
守
宝
以
外

kz-午
に
た
℃
い
ち

こ

と

子

広

な

レ

に

:
・

輸

w刊行

、

¥

一九一

宮

士

仔

パ

e
f
2
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9.6ふ札あいヨンサ日ト

田

中

さ

え

子

さ
ん
(
開
制
鉢
)

N

た
た
か
う
M

と
い
う
と
と
は
、

島
担
当
の
斎
藤
さ
ん
・
い
つ
も
一

ζ
う
言
一
う
事
な
ん
だ
な
あ
と
、
思
生
懸
命
に
訴
え
て
帰
っ
て
い
き
ま

い
な
が
ら
、
す
ぼ
ら
し
い
音
色
に
す
・

酔
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
・
豊
島
区
内
を
自
転
車
で
走
っ
て

コ
ツ
コ
ツ
と
貯
え
た
エ
ネ
ル
ギ
オ
ル
グ
す
る
の
は
、
お
互
い
さ
ま

ー
が
、
多
く
の
人
々
を
引
き
寄
せ
、
と
み
え
て
、
意
外
な
と
と
ろ
で
顔

す
ば
ら
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
な
っ
を
合
わ
す
と
と
も
・
「
は
た
ら

て
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
く
」
を
腕
み
、
争
犠
の
様
子
ゃ
、

成
功
さ
せ
た
の
で
し
ょ
う
・
あ
ま
他
の
た
た
か
い
の
と
と
も
知
り
、

り
文
化
的
で
な
い
私
が
、
室
内
楽
真
の
人
聞
に
ふ
れ
る
思
い
で
す
.

を
楽
し
め
た
の
は
、
中
味
が
濃
か

争
議
団
の
子
ど
も
た
ち
が
育
っ
て

っ
た
に
他
な
ら
な
い
と
信
じ
て
い
い
く
さ
ま
は
、
我
子
と
も
ダ
ブ
つ

ま

す

・

て

感

動

的

で

す

・

ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
す
と
、
暑
一
番
後
の
客
仰
で
、
子
ど
も
の

い
時
も
、
寒
い
時
も
、
ま
っ
た
く
口
を
抑
え
な
が
ら
聞
け
る
コ
ン
サ

変
ら
ず
、
ヌ
1
y
と
事
務
局
に
あ

l
ト
、
私
た
ち
も
や
っ
て
み
た
い

ら
わ
れ
る
、
沖
昭
気
争
犠
団
の
鐙
で
す
ね
。

負(11'>夫内容
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8う年{，~

川
8
月
初
日

安
中
公
害
の
宣
伝

行
動

川
8
月
包
日
撤
回
さ
せ
る
会
が

全
員
集
会
.
沖
電
気
争
犠
団

の
中
屋
さ
ん
、
平
井
さ
ん
イ

タ
リ
ア
へ
出
発
(
初
日
ま
で
)

川
8
月
白
日
目
立
メ
デ
ィ
コ
争

援
の
抗
議
行
動
.

川
8
月
M
E
1
お

日

沖
電
気
争

川
畿
支
同
盟
・
や
ま
び
こ
フ
ヱ
ス

テ
ィ
パ
ル
(
日
野
渓
谷
)

山

8
月
U

同
日

日
本
国
間
関
紙
印
刷

所
・
沖
支
媛
す
る
会
が
ピ
7

パ
ー
テ
ィ
.

川
8
月

U
B
s
n白
神
電
気
争

議
支
緩
中
央
共
闘
会
磁
が
合

宿
.

川
8
月
初
日
大
日
本
印
刷
争
議

回
の
抗
携
行
動
.

川
8
月
引
回
電
機
関
連
争
織
図

の
共
闘
会
議
や
守
る
会
が
、

交
流
会
.
沖
電
気
争
議
団

・

伊
藤
醤
正
さ
ん
を
偲
ぶ
会

(
一
周
忌
)

川
9
月
5
日
蕨
特
殊
鋼
の
工
場

移
転
お
別
れ
集
会
(
埼
玉
)

川
9
月
6
日

沖
電
気
争
犠
支
援

豊
島
(
東
京
)
ふ
れ
あ
い
コ

ン
サ
ー
ト
.

川
9
月
8
日
練
馬
区
労
協
(
東

京
)
の
泊
り
込
み
会
駿
.

川
9
月
宇
田
八
王
子
裁
判
・

川
9
月
間
日

「
麻
布

・
高
輪
署

都
織
選
淵
抑
圧
事
件
」
の
報
告

集
会
.

M
9月
刊
は
白

金
属
総
行
動
・

川
9
月
刊
自

国
鉄
問
題
シ
ン
ポ

ジ
ュ
ウ
ム
.

川
9
月
げ
日
埼
玉
裁
判
.

川
9
月
刊
叩
目

カ
ネ
ミ
決
起
抽
出

会
.

川
9
月
刊
日
回

全
金
・
笹
川
決
起

集
会
・
シ
テ
ィ
銀
行
抗
議
行

動
・
都
庁
移
転
反
対
の
都
民

集
会
.

294 
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を撤回させる会

第 79号

1985年

匪吋

揖害ワ9哩;t)
 
1
 
(
 

『戻
せ
、
職
場
に
』ど

集
中
し
た
和
解
交
渉
も
開
始

C

-
c
c
J
C
J
内

所

で
の
指
名
解
雇
撤
回
裁
判
で
、
伊
藤
俊
男
さ
ん
(
沖
電
気
争
議
な
さ
ん
の
支
度
の
力
で
す
・
闘
い

討
委
、
芯
妻
子
日
・日u

，，
、、旬、、
1
0
'
J
'
l、
〉
，
、
山
争
議
団
側
の
弁
護
士
は
、
解
屈
の
支
鏡
中
央
共
闘
会
誠

・
副
議
長
)
は
、
い
よ
い
よ
決
駿
の
日
を
迎
玄

室
調
設
球
'だ

不
当
性
が
明
白
で
あ
る
乙
と
を
、
は
、
「
戦
場
復
帰
を
求
め
る
闘
い
つ
つ
あ
り
ま
す
.
七
十
一
人
を
職

「
伸
也
気
は
、
河
年
の
指
名
解
重
ね
て
指
摘
し
ま
し
た
.

は

、

本

社

ま

つ

り
に
、
八
千
五
百
場
に
戻
し
な
さ
い
と
い
う
形
で
、

属
当
時
に
も
、
受
注
高
や
、
受
注
乙
の
目
、
白
石
裁
判
長
は
、
「
和
人
も
が
参
加
す
る
な
ど
、
大
き
く
解
決
し
た
い
と
、
考
え
て
い
ま
す
。

残
高
が
前
年
よ
り
も
大
き
く
伸
び
解
を
勧
告
し
た
い
。
十
一
月
六
日
鉱
が
っ
て
い
る
。
き
わ
め
て
、
不
勝
利
の
日
ま
で
全
力
で
闘
い
銭
き

て
お
り
、
売
上
げ
も
伸
び
る
ζ
と
の
次
回
交
渉
で
は
、
裁
判
所
か
ら
当
な
会
社
の
態
度
に
対
し
、
い
ま
た
い
」
と
沖
電
気
争
議
団
の
代
表

が
充
分
に
予
測
さ
れ
た
固
ま
た
、
の
和
解
案
も
示
す
つ
も
り
だ
」
と
、
こ
そ
全
力
で
闘
い
た
い
」
と
決
意

・
中
山
森
夫
さ
ん
も
決
意
。

人
件
費
が
減
っ
て
い
る
一
方
で
、
争
議
の
早
期
解
決
の
意
志
を
示
し
を
語
っ
て
い
ま
す
。

(
什
-
M
旧
東
い
ま
、
沖
電
気
争
犠
団
は
、
全

そ
の
他
の
経
路
は
、
二
O
M
mも
納

ま

し

た

。

京

総

行

動

-g士
銀
行
前
に
て
)
国
オ
ル
グ
で
、
各
地
の
包
土
銀
行

加
し
て
い
る
指
名
解
庖
の
必
要
六
月
に
、
会
社
が
示
し
た
「
和

、官、
c，J
c
c，
、
。
に
刊
に
片
山
叫
に

や
大
学
前
で
の
、
要
請
、
抗
議
行

性
は
全
く
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
解
案
」
は
職
場
復
帰
ま
認
め
て
鍵
山
潟
ん
諮
片
山
川
可

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
ま
す
。

解
雇
を
避
け
る
た
め
の
努
力
を
、
一
人
、
一
千
万
円
の

十

金

と

い

ぷ

療

援

切

力

争
議
の
深
い
理
解
と
、
支
度
の
沖
電
気
の
職
場
で
は
「
会
社
は

レ
な
い
ば
か
り
か
、
労
働
組
合
と
う
不
当
な
も
の
で
し
た
・
問
題
は
、
「
十
一
月
に
は
、
沖
電
気
争
議

一
層
の
鉱
大
の
た
め
に
、
十

一
月
ま
け
る
よ
。
争
議
団
は
、
本
当
に

の
協
議
も
つ
く
さ
れ
て
な
い
」
会
社
が
「
職
場
復
帰
」
の
決
断
を
も
七
年
に
な
り
ま
す
。
と
と
ま
で
末
に
は
、
記
録
映
画
「
陽
は
ま
た

よ
く
が
ん
ば
っ
て
い
る
」
と
い
う

十
月
十
七
日
、
東
京
地
方
裁
判
す
る
か
ど
う
か
で
す
。
闘
っ
て
ζ
れ
た
の
は
、
全
国
の
み

上
る
」
(
仮
題
・

ω分
)
も
完
成
声
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

11 .21沖電気総行動
⑨関係省庁への要請
⑨東京地区・抗議行動
(12時15分東京工場前、(田町)) 

八
度
目
の
正
月
。

通
信
機
三
大
メ
l
カ
の
一
つ
益
、
三
千
人
を
上
回
る
新
銀
用
、

一方、
解
口
間
後
の
職
場
で
は
、
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
二

沖
電
気
工
業
(
本
社
・
東
京

・

九
州
に
ニ
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
年
十
一
月
に
は
、
支
媛
共
闘
会

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
こ
し
て
新
工
場
の
建
設
な
ど
。
庖
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
州
議
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

七
O
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
九
O
年
に
は

一
兆
円
企
業
を
狙

争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、

作

った。

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
う
。
会
社
は
東
京
地
裁
ほ
か
四
仕
事
を
差
別
す
る
な
ど
の
、
見
八
四
年
秋
に
は
、

全
国
規
艇

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希
〆

f

f

J

f

J

r

〆

の
運
動
三
十
六
都
道
府
県
、

望
退
織
」
募
集
を
提
案
乙
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

二
O
ニ
カ
所
で
広
士
銀
行
、
沖

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

沼

気
へ
の
行
動
。

四
十
万
人
の

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
カ
所
の
裁
判
で
も

「
指
名
解
屈
せ
し
め
を
強
め
、

「
合
理
化
」
鴇
名
な
ど
ー
を
成
功
さ
せ
、
仕

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、

の
狙
い
は
、

残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る
・
問
中
差
別
を
や
め
さ
せ
る
な
ど
の

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
雇
を
意
識
改
革
を
す
る
ζ
と
」
と
証
沖
電
気
争
議
団
の
七
十
一
人
成
果
を
勝
ち
取
っ
た
・
東
京
地

強
行
。
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、

言
。
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、

全
国
の
四
千
を
超
え
る
労
裁
で
の
和
解
交
渉
も
、
い
ま
山

百
億
円
近
い
史
上
段
高
の
利
視
し
て
解
屈
し
「
と
と
も
明
日
。
組
や
、
一
万
四
千
人
の
「
支
援
場
を
迎
え
て
い
る
。

企沖電気本社前での抗議行動。

4背景資本 ・富士銀行への要請行動。

ー
!
こ
と
が
正
念
場
。
全
力
の

支
度
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

、将一部鰍議議、寮…獲…
ω
…怒川旬、

抗
議
一
吸
引
…
…
弥
一
卓
上
を

「支
援
の
大
き
さ
が
、
勝
利
の
十
円
の
ハ
ガ
キ
は
、
事
務
局
で
用

大
き
さ
を
決
め
る
・
支
援
す
る
会

意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
文
を

を
も
っ
と
大
き
く
し
て
、
必
ら
す

よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

勝
利
さ
せ
よ
う
」
と
、
小
島
宏
さ
中
曽
原
内
閣
の
政
治
は
、
国
民

ん
(
支
援
す
る
会

・
事
務
局
長
)
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
直
撃
し
て

は
口
癖
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
い
ま
す
が
、
「
生
き
る
権
利
」「働

が
、
「
会
」
で
は
、
だ
れ
も
が
参
く
権
利
」
「
団
結
す
る
権
利
」
を

加
で
き
る
運
動
と
し
て
、

「
職
場
守
る
た
め
に
も
、
沖
屯
気
争
議
の

に
戻
せ
」
の
抗
議
ハ
ガ
キ
運
動
を
勝
利
の
重
要
性
は
、
増
加
し
て
い

行
っ
て
い
ま
す
.

ま

す

。

会
員
の
み
な
さ
ん
は
、
も
う
投
全
国
の
み
怠
さ
ん
H

沖
争
犠

因
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
一
枚
五

に
、
一
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
.

が
ん
ば
れ
/
と
、
物
品
販
売
-
募
金
に
協
力
を

テ
レ
ビ
で

』
刷
、

の
報
道
で
は

，.
-
L
nや
ら
せ
H

a及
が
あ
る
と
と

"
、

-
d
f
は
良
く
知
ら

句
司

d

L
U
れ
て
い
る
が

4

・
P
一
緒

n
暴
力
H

の

そ
れ
が
、
近
頃
訊
凶
に
な
っ
て

い
る
が
と
れ
は
氷
山
の
一
角
。

N
H
Kの
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
日

本
の
「
沖
沼
気
指
名
解
履
」
で

も
、
多
く
の

n
や
ら
せ
H

を
記

憶
し
て
い
る
V
芸
能
、
女
、
怪

奇
、
。

O
O
劇
場
、
サ
ス
ベ

ス
ン
ス
劇
場
で
は
、
必
ら
ず
殺

人
事
件
そ
れ
も
美
人
が
関
係
す

る
。
そ
ん
な
番
組
が
自
に
つ
く

昨
今
だ
V
心
か
ら
笑
い
、
涙
が

出
、
人
間
的
な
述
帯
感
が
感
じ

ら
れ
る
よ
う
な
番
組
が
も
っ
と

も
っ
と
欲
し
い
と
思
う
し
、
国

民
の
H

生
詰
M

も
取
り
上
げ
て

欲
し
い
と
も
思
う
V
国
民
の
知

る
権
利
が
「
国
家
機
密
法
」
で

さ
ら
に
噂
わ
れ
る
l
東
京
新
聞

や
中
日
新
聞
が
反
対
の
声
。
マ

ス
コ
ミ
労
働
者
よ
、
が
ん
ば

れ

f
v
三
浦
フ
ィ

l
パ
l
、
阪

神
タ
イ
ガ
l
ス
の
優
勝
、
イ
ン

キ
飲
み
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ

ス
コ
ミ
が
作
る
話
扇
、
報
導
の

質
任
は
重
い
。

(K
)

295 



(2 ) 

東映動画反核平和実行委員会(東京)

明Eワ9喧き

「
核
兵
部
の
廃
絶
は
、

人
類
の

ぎ
に
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
つ
く
り

死
活
に
か
か
わ
る
肢
も
重
要
か
つ

だ
し
、

第
一
次
の
活
動
を
終
え
て

緊
急
の
課
題
」
(
明
年
原
水
禁
世
十
月
か
ら
は
、
第
二
次
活
動
を
ス

界
大
会

『東
京
一
宣
言
』
)

タ

1
ト
さ
せ
ま
し
た
。

東
映
動
画
労
組
(
東
京
都
練
馬

ど
ん
な
活
動
を
や
っ
て
い
る
の

区
東
大
泉
E
l
m
-
5

密
?
2
か
を
、
紹
介
し
て
み
ま
す
と

1
5
6
0
5
1
0
映
演
総
連
、
ァ

O
毎
月
什
臼
は
「
反
核
デ
l
」

ニ
メ
l
シ
ョ
ン
映
画
製
作
)
は
、
O
反
核
映
画
会
。

百
年
5
月
お
日
に
「
反
核
平
和
委

O

一

円
玉
募
金
箱
の
股
置
.

員
会
」
(
各
職
場
か
ら
代
表
委
民
(
社
内
、

十
五
カ
所
)

が
ロ
人
〉
を
発
足
さ
せ
た
。

。

反

核

・
平
和
ニ
ュ
ー
ス
の
発

百
人
余
の
組
合
員
は
、
同
じ
職
行
(
週
二
回
刊
)

場
に
働
く
未
組
織
の
人
た
ち
(
約
O
反
咳
パ
ザ
1
(純
益
は
万
)

二
百
人
)
も
ま
き
ζ
み
「
地
球
を
O
反
核
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
.

死
の
星
に
す
る
な
」
と
、
つ
ぎ
つ
O
反
核
ピ
ア
パ
ー
テ
ィ
.

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

アイドルの

「反核くん」

ー
五
月
晴
れ

反
核
平
和
の
，

ム
「
商
し

行
い
、
社
内
に
働
い
て
い
る
未
組
造
り
.
鳩
が
飛
ん
で
い
る
よ
う
に

織
の
伸
聞
が
ド
ッ
と
畑
押
し
か
け
て

見
え
る
)
の
工
作
物
な
ど
も
用
意

「
組
合
に
期
待
す
る
」

と
い
う
声
レ
て
「
な
く
せ

J
一ュ

l
ク
ス
H

も

出

さ

れ

た

.

中

野

の

つ

ど

い

」

(

東

京

・

中

野

ア
ニ
メ
を
作
る
の
が
仕
事
だ
げ
区
で
の
反
核
集
会
)
な
ど
に
も
参

に
、
キ
ン
肉
マ
ン
の
ヌ
リ
絵
や
、
加
し
ま
し
た
。
地
域
で
も
「
反
板

紙
で
作
る
ア
ニ
メ
ス
コ
ー
プ
(
手
平
和
」
を
持
続
的
に
ア
ッ
ピ
ー
ル
.

スタジオのビルには

反核のタレ幕

H

あ
な
た
と
私
の
合
言
葉
、
反
「
天
高
く
国
家
機
密
法
の
疑
惑

核
平
和
を
盛
り
上
げ
よ
う
H

と
週
高
ま
る
秋
と
な
り
、
ま
す
ま
す
も

O
看
板
、
反
核
旗
、
横
断
幕
、

一
回
は
発
行
さ
れ
る
「
反
核

・
平
っ
て
反
核
平
和
運
動
の
重
要
性

大

タ

レ

務

の

作

成

。

和

ニ

ュ

ー

ス

」

は

、
社
内
に
と
ど
が
、
増
し
て
き
ま
し
た
.
第
二

O

署

名

活

面

.

ま

ら

ず

、

平

和

運

動

を

や

っ

て

い

次
動
画
労
組

・
反
核
平
和
実
行
委

(
国
際
署
名
H
九
O
=
一
人、

る
人
た
ち
ゃ
、
新
聞
づ
く
り
を
し
員
会
は
、
阜
く
も
愉
快
な
ア
イ
デ

募
金

H
二
万
六
千
二
百
八
十

各
職
場
に
は
、
手
づ
く
り
の
募
中
昧
が
見
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
て
い
る
人
た
ち
な
ど
も
励
ま
し
ま
ィ
ア
が
続
出
し
、
反
核
・
平
和
の

円

)

金

箱

が

設
置
さ
れ
た
。
ピ
ル
の
玄
だ
と
言
う

事

で

す

。

い

ろ

ん

な

活

し

た

。

帥

間

意

が

高

ま

っ

て

い
ま
す
。
新
た

O
原
水
禁
大
会
へ
の
参
加
。
闘
に
は
、
ア
イ
ド
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
動
で
集
め
た
募
金
総
額
は
、
=
一
十
ま
た
、

ζ
の
運
動
は
、
産
別
内
な
る
熱
意
に
燃
え
て
、
さ
ら
に
広

(奉
加
帖
カ
ン
パ

H
九
万
九

l
の
M

反
核
く
ん
u

の
募
金
箱
。
六
万
七
千
円
(
奉
加
帖
を
除
く
)
。
の
闘
い
を
燃
え
あ
が
ら
せ
る
な
ど
げ
よ
う
反
核
の
輪
。
ワ
γ
H
・」と、

千
円
)
と
の
箱
に
は
、
見
学
者
や
近
く
の
宣
伝
物
や
活
動
に
使
っ
た
費
用
は
の
成
果
も
あ
げ
ま
し
た。

十
月
九
日
に
、
第
二
次
活
動
が
始

五
カ
月
間
の
運
動
が
、
多
彩
ス
ナ
ッ
ク
の
マ
ス
タ
ー
か
ら
も
カ
す
べ
て
ま
か
な
っ
た
。

「も
う
一
回
、
反
核
実
行
委
員
ま
り
ま
し
た
・

で
ユ
ニ
ー
ク
な
の
に
篇
ろ
か
さ
れ
ン
パ
が
あ
る
。

十
五
個
の
一
円
玉
斑
映
動
画
の
中
庭
で
開
か
れ
た
を
や
ら
せ
て
く
れ
」
と
言
っ
て
く

0
1
1
0
1
10
1
10

ま
す
。
東
映
動
画
で
は
、
活
動
の
募
金
箱
か
ら
は
、
約
八
J
H
二
一
万
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
は
、
組
合
員
の
残
る
人
も
出
る
な
ど
、
こ
の
連
動
は
「
ニ
ュ
ー
ス
」
を
中
心
に
編
集
し

「
核
」
と
し
て
平
和
運
動
が
あ
る
四
干
七
十
八
円
が
集
ま
っ
た
.
業
用
の
食
券
や
、
お
米
の
カ
ン
パ
東
映
動
画
で
は
、
す
っ
か
り
定
強
ま
し
た
.
ね
ば
り
強
い
運
動
に
感

の
で
す
。

募
金
箱
の
造
り
方
の
コ
ツ
は
、
で
、
労
組
の
婦
人
部
と
共
附
加
し
て
し
た
よ
う
で
す
・
激
し
、
励
ま
さ
れ
た
。
(
松
謙
)

これが運動の「核」だ{

1， y段
f 戦

野
山キ1

司べ
11 
L 

1l支
塚
気石
椅の
ぢ
核三首
テJ'tt
島で

1985年 11月 1目

7

固
に
平
和
反
妓
パ
ザ
1

ノ

J

J

/

大
病
明
f
f

-

週

に

一

回

は

発

行

さ

れ

る

「

二

ュ

ス

」

は

、

他

団

体

や

個

人

か

ら

も

ひ

っ
ぱ

り

だ

こ

。

zi!;i ii;iiiiii;Z355 
も空主主』こ態E事富z奇書言暴言Z5

・I:.:...=rz晶1I藍主面II劃1iL~\里 管司書見与量25開示喜 重ZU
国際!き慰労淳 一一一一- T己主5意れJ22E量喜望ご?
?iii i員長Z塁た5号22iE費量fZ5224EiE詩型Z持者i2iii??5時
25きZZ号詰izti Z聖おこ定詰 25望書震詰意時252~ちF2;字型 3堅塁署員要定覇日手五
」毒事議室43日号ETZき意135228ょ;45聖T55長会著書11iZ害事手ZEiZ高皇
室量ZE号25S星空 警5露き言語雪Z233552需;害j 量2JSg重喜自52iゑ喜で関与害

増大する労組権侵害
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万
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行
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芝
町
一
伊

間

以
f

E
I」U
刊
を

r
f一一
マ
ー
ふじ
一円
J

つは
一i
ぼ
一市
一右
足
一
川
「
;〕

固
いんな
一人
す

rmplmT人
和
、
一九
1

一つ一ザ芳
一円
同
門

E

扇
村
山
守
一尚
一川
口
一中
川
中山
一ー
で
す
一f
な
に
一瓦
わ
白
い
-P

凶
堺
l

軍一歩十
人
づ!な
丙
ず
い
吋
一
一阜
、「

Jr功
一九一
市
い布、
ー円
一七
一

回
同
一仲
間
一ホム
ペ
之

)
川
-R
一ど
で
一一J
Z

Z
U
士
一お
州

体
育
の
日

大
山
に
登
っ
た
よ

佐
藤
辰
美

・
影
山
政
行

た
た
か
い
の
「
ル
ポ
」

胸
に
し
み
ま
し
た

山
口
勇
子

19S5'"李11月 18

東
京
を
離
れ
て
、
六
日
目
と

な
り
ま
し
た
。

山
陰
は
毎
日
が

署
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

元
気
に
オ
ル
グ
に
か
け
づ
り
ま

わ
っ
て
い
ま
す
.
オ
ル
グ
の
状

祝
は
前
回
並
と
順
調
で
す
。
今

日
は
、
体
育
の
日
と
い
う
と
と

で
、
我
々
も
、
中
園
地
方
の
段

高
崎
と
い
わ
れ
て
い
る
大
山
に

約
四
時
間
か
け
て
登
っ
て
き
ま

し
た
。
苦
労
し
て
量
っ
た
だ
け

に
山
頂
か
ら
の
な
が
め
は
、
口
出

高
で
し
た
。
明
日
か
ら
は
、
ま

た
オ
ル
グ
で
密
闘
し
ま
す
.
東

京
の
み
な
さ
ん、

体
に
気
を
つ

け
て
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
.

叩
・
叩
、
内
問
問
恨
県
松
江
に
て
.

(
沖
電
気
争
議
団
・
中
国
オ
ル

グ
)

と

い
つ
も
、
生
き
生
き
と
し
た

ニュ

ー
ス
を
楽
し
み
に
拝
見
し

て
い
ま
す
。
た
た
か
い
も
、
い

よ
い
よ
せ
り
あ
が
っ
て
き
て
、

皆
保
の
と
活
動
に
期
待
す
る
ば

か
り
で
す
。何
も
で
き
な
く
て
、

か
え
っ
て
励
ま
さ
れ
る
記
事
に

恐
縮
し
て
い
る
の
で
す
。

浅
利
正
さ
ん
の
H

ル
ポ
H

お

送
り
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
た
た
か
い
の
中
か

ら
生
ま
れ
る
文
学
の
貴
重
さ
が

胸
に
し
み
ま
し
た
。

伊
藤
醤
正
さ
ん
一
周
忌
と
の

記
事
に
、
も
う
一
年
す
ぎ
た
の

か
と
、
感
慨
に
ふ
け
り
ま
し
た
。

(
東
京
都
・
作
家
)

い

く。妹がいて 4人家族です。

……叩……一一

削M ・醐刊刊叩骨 醐刊骨 白山町一

建一くんのお母さんは神電

@ 

気争議団。お父さんは現在

も沖電気八王子工場で働

「電
機
の
職
場
に

一
人
の
首

日
本
町
気
、
東
芝
、
沖
電
気
、

切
り
も
許
す
な
，F
」
を
ス
ロ
l

三
菱
電
気
の
各
社
に
抗
議
行

ガ
ン
に
第
十
一
次
の
電
機
総
行
動
。
兵
部
工
業
会
、
電
気
工
業

動
が
、
十
月
四
日
行
な
わ
れ
ま

会
、
通
信
工
業
会
に
も
要
納
行

し
た
.

動
を
行
い
ま
し
た
.

早
朝
は
、
東
京
や
浜
松
町
、

昼
休
み
に
は
、
安
中
公
害
闘

田
町
、
永
福
町
な
ど
の
駅
頭
で

争
の
デ
モ
隊
と
合
流
し
、

一
干

の
宣
伝
行
動
。
信
機
の
臓
場
の
人
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
が
怨

低
賃
金
、
長
時
間
過
密
労
働
、
ケ
闘
の
官
庁
街
に
響
き
ま
し

「合
理
化
」
の
実
態
、
沖
包
気
た
。

争
議
団
を
は
じ
め
と
す
る
電
機
包
機
総
行
動
は
、

ζ
れ
ま
で

関
連
争
議
団
の
闘
い
の
現
状
と
に
、
百
二
十
万
枚
の
宣
伝
を
す

支
阿
佐
を
訴
え
ま
し
た
.

る
な
ど
、発
展
を
続
げ
て
い
る
。

そ
の
後
、
目
立
、
サ
ン
ス
イ
、

もも

急

支援する会に入会しよう (会費 1口200円/月)

阿
国
恋
同一「

lE
f寸V
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(小2)

-
投
書
を
歓
迎
し
ま
す
・

一色

p

b

し
た
が
、
乙
ζ
で
あ
き
ら
め
て

員
阿
川
市

川
島
到
が

A
1

.5r

は
女
が
す
た
り
ま
す
.

雇

用

機

会

均

等

法

坂
本
軍
曹

「解
説
、
肩

坂

本

福

子

著

機
会
均
等
法
」
は
、
改
訂
内
容

労
働
基
準
法
研
究
会
か
ら
、

人
た
ち
も
、
労
基
法
改
悪
反
対
の
解
説
に
と
ど
ま
ら
ず
、
均
等

女
子
保
護
規
程
改
悪
案
が
出
さ
の
学
習
会
に
、
集
会
に
、
労
働
法
改
態
反
対
に
結
集
さ
れ
た
巨

れ
た
の
と
、
沖
電
気
が
一
三
五

省

交
渉
に
、
国
会
傍
聴
に
診
加
大
な
力
の
う
ね
り
、
保
護
と
平

O
名

(
内
婦
人
五
O
O名
)
に

レ
て
き
ま
し

た

。

等

の

関

係

、
外
国
の
情
況
、
今

お
よ
ぶ
整
理
解
履
を
決
定
し
た
し
か
し
、

一
九
八
五
年
五
月
後
の
闘
う
指
針
の
鐙
案
を
含
め

の
は
、
奇
し
く
も
同
時
期
一
九
に
改
怒
法
案
が
国
会
を
通
り
、
て
、
や
さ
し
く
、
丁
寧
に
轡
か

七
八
年
十
一
月
で
し
た
。

八
六
年
四
月

一
日
か
ら
施
侍
さ

れ
て
い
ま
す
。

以
来
、
沖
電
気
争
議
団
の
婦
れ
る
運
び
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
文
、
労
蓋
法
の
項
で
は
、
違

反
し
た
使
用
者
へ
の
剖
則
規
程

が
各
条
文
ご
と
に
付
さ
れ
て
い

附
る
の
で
実
用
的
で
す
・

ロ
働
く
婦
人
、
こ
れ
か
ら
働
こ

社

予
と
す
る
婦
人
に
と
っ
て
必
携

友

の
曲
目
だ
と
思
い
ま
す
・

酌

(沖
電
気
争
語
、
梅
沢
)

学

z 

2 

=守子
z 

z 
2 

=亨F 
z 

= 
r 
守

守

? 

占ιL 

三主= 
z 

子

= 
2 
Z 

2 

= 
2 

亨

z 

2 
z 
守

z 

2 

=写F 

E 
占ιL 

』み与

z 
z 

z 
三主= 
2 

1 
= 
= 
2 

= 

J 

=守き
z 
= 
= 
5 

= 
5 

z 
z 

= z 

z 

= 
5 
z 

ミ

z 
= z 
E 

2 
2 
= 
E 
z 

団
結
・
交
流
の

家

族

会

「
和
解
交
渉
も
、
あ
と

一
歩
と
い
う
と
乙
ろ
ま
で
前
進

し
た
。

ζ
れ
か
ら
は
、

家
族
ぐ
る
み
の
総
力
戦
だ
」
一
泊

に
よ
る
家
族
会

(米
田
徳
治
会
長
)
も
五
回
目
だ
・

金
回
は
、
神
電
気
争
議
支
媛
の
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
(
埼

玉
)
に
参
加
し
た
後
に
、
秩
父
で
開
催
さ
れ
た
.

「
お
父
さ
ん
は
、

毎
日
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
。
職
場

復
帰
を
実
現
さ
せ
る
乙
と
が
、
子
ど
も
の
た
め
に
も
必
要

家
族
ぐ
る
み
で
が
ん
ば
り
ま
す
」
な
ど
の
声
が
続
出
レ
ま

し
た
.
二
日
目
、
小
雨
の
中
で
子
ど
も
た
ち
は

n
粟
ひ
ろ
い
H

を
楽
し
み
ま
し
た
。

二
O
O人
に
近
い
家
涙
ぐ
る
み
の
争
議
団
、
が
ん
ば
れ
。

σf-%) 

女
性
二
人
で

閑
附
岡
剛
支
援
の
訴
え

( 9月からゼッケンが新しくなりました〉

神
沼
気
に
職
場
復
帰
を
決
断
さ
多
く
の
組
合
か
ら
、
「
も
う
七
年

一
せ
る
闘
い
の
一
環
と
し
て
容
に
つ
も
た
つ
た
の
」
と
驚
ろ
か
れ
ま
し

一
づ
い
て
再
度
全
国
の
神
電
気

・
白
た
が
、
「

『は
た
ら
く
』

毎
月

一
土
銀
行
支
庖
に
抗
議
・
申
し
入
れ
送
っ
て
き
ま
す
よ
」
と
言
わ
れ
支

一
を
繰
り
甑
げ
て
い
ま
す

.
n
-6
援
す
る
会
の
大
切
さ
を
改
た
め
て

一
大
阪
は

「民
間
労
組
共
同
行
動
」
思
い
ま
し
た
.
二
人
共
、
家
族
を

均一

の
な
か
で
、
次
の
日
の
京
都
は
、
怪
い
て
長
期
(
?
)
の
旅
は
初
め

ワ一

統
一
労
組
懇
の
お
力
を
借
り
て
名
て
で
し
た
が
子
供
遠
か
ら
、
淋
し

第
一
村
造
船
の
三
和
銀
行
攻
め
と

一
緒

い
、
因
っ
た
と
言
わ
れ
る
取
も
な

の
行
動
で
す
。
両
日
の
成
功
の
た
く
無
事
帰
京
し
ま
し
た
。

(
斎
藤

め
、
四
泊
五
日
の
オ
ル
グ
で
し
た
。

・
記
)

⑨ ⑧ ⑮ 

o 
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し
く
て
遊
ん
で
や
れ
な
い
父
親
に
た
.
半
数
以
上
は
初
対
面
な
の
に
、

か
わ
っ
て
「
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
兄
身
内
の
よ
う
な
気
安
さ
で
閉
庖
時

ち
ゃ
ん
」
と
、
プ
ロ
レ
ス
ご
っ
こ
問
が

wp一り
め
し
か
っ
た
.

に
キ
ャ
γ
チ
ボ
l
ル、

模
型
づ
く
一
九
六
六
年
夏
の
学
生
時
代
、

り

e
t
cと
ま
と
わ
り
つ
い
沖
電
気
に
一
週
間
実
習
に
行
き
、

て

い

る

.

リ

ー

ド

リ

レ

l
の
チ
ャ
ッ
タ
リ
ン

大
分
の
「
猫
昼
敷
」
と
し
て
有
グ
特
性
を
勉
強
し
た
と
と
。
率
撲

版
画
家
で
作
家
で
も
あ
る
池
田
銭
旅
行
ゃ
っ
た
ζ
と
が
あ
る
・
だ
は
、
む
し
ろ
過
剰
サ
ー
ビ
ス
・
「
白
ん
が
民
営
化
で
ど
う
な
る
の
か

川

名
(
?
)
に
な
っ
て
い
る
ら
し
い
し
て
電
々
公
社
に
務
め
た
六
年
間

尚
得
失
さ
ん
と
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
か
ら
、

今
で
も
毎
察
と
国
鉄
職
員
線
の
外
へ
出
な
い
で
」
な
ん
て

・

川

わ
が
家
の
ネ
コ
た
ち
に
搬
な
顔
せ
な
ど
沖
電
気
と
の
H

縁
u

に
つ
い

の
佐
藤
陽
子
さ
ん
は
、
オ
シ
ド
リ
が
こ
わ
い
・
笹
自
由
と
区
別
つ
か
な
余
計
な
ア
ナ
ウ
ン
ス
じ
ゃ
な
い
か
満
寿
夫

物

事
の
土
台
を
つ
く

川

ず
、
一
緒
に
付
き
合
っ
て
く
れ
る
て
も
騒
が
は
ず
ん
だ
・
争
議
団
事

芸
術
家
夫
喪
・
海
外
生
活
が
畏
く
、
い
く
ら
い
ζ
わ
い
ん
だ
・
し
ら
(
笑
)
・
見
か
け
の
サ
l
ピ

る
ζ
と
を
「
レ
ー
ル
を
敷
く
」
と

川

の
も
熔
し
い
ζ
と
の
ひ
と
つ
だ
。
務
所
に
場
所
を
移
し
て
深
夜
三
時

欧
米
の
鉄
泊
取
情
に
も
く
わ
し
い
陽
子
若
く
て
お
金
が
な
い
う
ス
よ
り
、
安
く
乗
れ
る
こ
と
が
だ
い
う
く
ら
い
、

レ
l
ル
は
大
事
・

川

去
る
九
月
十
四
日
夜
、
出
張
で
近
く
ま
で
話
し
込
ん
だ
・

お
二
人
の
国
鉄
輸
を
、

「
人
間
鉄
ち
は
、

無

銭

旅

行

し

た

け

り

ゃ

さ

い

じ

だ

と

思

い

ま

す

が

、

そ

の

へ

畏

野

県

の

山

の

中

で

育

っ

た

か

川

沖

電

気

争

議

団

の

地

方

オ

ル

グ

だ

が
1
・

上

京

し

た

の

を

機

会

に

初

め

て

潮

労

働

者

の

心

を

ど

う

っ

か

む

巡
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
(
邸
年
間
月
日
せ
る
ぐ
ら
い
の
大
ら
か
さ
が
国
鉄
、

V

ら
、
レ
l
ル

が

敷

か

れ

た

時

の

住

川

一

わ

が

家

と

の

つ

き

あ

い

が

始

ま

以

来

』

見

坂

(
乙
の
名
前
を
何
か
で
腕
ん
か
・
労
働
戦
線
の
右
拠
再
編
に
抗

日
・
東
京

-
全
日
通
ホ
ー
ル
)
で
に
あ
っ
て
い
い
。
お
金
持
っ
て
る

h
E
'
溢

調

民

の

喜

び

と

い

う

も

の

が

わ

か

い

っ

た

の

が

何

時

頃

か

ら

だ

っ

た

か

こ

な

し

て

風

格

の

つ

い

た

ワ

ゴ

ン

で

海

の

見

え

る

す

て

き

著

書

し

て
革
新
的
潮
流
を
ど
う
前
進
さ

の
警
官
、
対
銭
形
式
に
ま
と
人
か
ら
は
ぜ
チ
リ
取
る
に
し
て
也
固

守

f
d
7・
人

や

物

だ

り

で

き

文

明

も

…

ほ

と

ん

ど

覚

え

て

い

な

い

・

あ

る

車

で

現

わ

れ

る

還

の

オ

ル

グ

還

し

て

い

た

が

)

の

争

覇

m
せ
て
い
く
か
・
そ
こ
で
自
分
は
ど

め
ま
し
た
@

(
文
写
真
H
迎
合
)
も
・

著

書

矧

し

て

で

プ

の

園

開

づ

ム

運
ん
で
来
る
ん
だ
か
ら
・
も
う

か

…

目

、

票

躍

(
吉
田
共
同
法
律

た
ち
は
、
わ
が
家
に
と
っ
て
、

ひ
務
所
を
訪
ね
た。

う
い
う
監
に
在
る
の
か

。

壬

陽
子

ヨ
l
ロ
y
パ
で
十
四
年
回
収
や
め
れ
ば
、
入
手
が
浮
く
で

圃
.

.

 ，
附
!
陵
E
L虻
ら
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
レ
l
ル

川

事

務

所

)

か

ら

「

今

腕

沖

電

気

の

と

つ

の

季

節

を

迎

え

る

た

の

し

み

仕

事

、

そ

の

他

の

用

車

と

を

す

き

が

い

の

般

本

u

に
も
ふ
れ
る
思

型

ら
し
て
、
海
外
の
鉄
道
信
し
よ
う
し
ね

。

』

----E週を
は

ず

す

の

は

大

問

題

だ

・

国

民

〈

人

を

連

れ

て

帰

る

か

ら

阜

く
帰
つ
に
な
っ
て
い

る

・

ま

せ

て

田

町

の

駅

に

普

い

た

の

が

い

で

あ

の
夜
を
思
い
出
し
な
が

hh
/

満
寿
夫
国
語
、
私
鉄
が
倒

4aa温司
一4
の
た
め
に
ど
れ
ほ
ど
役
立
っ
て
き

川

て
き
て
」
と
電
話
を
か
け
て
き
て
も
っ
と
も
、
一
番
喜
ん
で
待
つ
十
時
、
高
柄
さ
ん
に
巡
ら
れ
て
争
ら
、
次
に
会
え
る
臼
を
心
待
ち
に

k--
一
上
げ
す
る
な
ら
、
む
し
ろ
値
下
げ

E

た
か
を
評
価
す
べ
き
だ
と
思
う
・

川

八
島
さ
ん
と
中
野
さ
ん
に
会
っ
た
て
い
る
の
は
こ
人
の
子
ど
も
た
ち
議
回
附
属
パ
ン
ド
(
?
)
の
練
習
し
て
い
る
・

(

大
内
)

h------a圃
E
F
し
た
方
が
競
争
力
が
つ
く
ん
じ
ゃ

川

の
が
鼠
初
の
よ
う
な
気
も
す
る
の
(
小
五
、
小
二
)
で
、
日
頃
忙
が
後
の
コ
ン
パ
の
聞
に
策
内
さ
れ

-
F一
い
彊
遡
な
い
の
・
私
鉄
は
鉄
道
で
も
き
っ
か
寸
民

営

化

で

は

l
l
i
-
-
J
川
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z
z
-
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i
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2
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e

 

a開
〆

三

町

是

く

て

も

沿

線

で

も

う

け

る

十

「

i
l安
く
な
ら
な
い

i
L
…
⑧
⑧
⑮
③
③

G

「
差
別
を
撤
廃
さ
せ
た
ん
だ
と

，h卜i
-
m
国
鉄
は
も
う
け
な
い
で
カ
ん
4

川

沖

電

気

の

運

動

会

議

甲

子

空

洞

い
う
き
び
で
、
一
綜
で
す
・
参

J
4
J噛

aa・って
や
っ
て
き
た
。
そ
れ
が
人
間
陽
子

私

は

七

歳

の

時

か

ら

演

満

寿

夫

民

営

化

し

で

も

、

園

川

曹

達

、

年

末

行

商

の

注

文

川

加

で

き
て
よ
か
っ
た
」

幽
P4
に
と
っ
て
番
だ
っ
た
か
ら
・
教
奏
旅
行
で
歩
い
て
き
た
か
ら
、
演
鉄
は
き
な
ら
な
い
だ
ろ
う
・

1
第
五
d

は
自
治
労
滋
賀
県

…

家

族

と

し

て

争

議

団

員

の

参

加

実

現

「神

事

事

浅

利

中

山

さ

ず
い
ぶ
ん
親
し
み
ま
し
た
・
日
本
育
と
同
じ
で
、
も
う
け
ち
ゃ
い
け
奏
会
場
以
外
で
は
、
乗
物
の
中
が
く
が
ア
メ
リ
カ
で
暮
ら
し
て
い
た

川

本
部
か
ら
で
レ
た
・

い

ん
の
仕
事
差
別
問
中
件
の
た
た
か
い

の
国
鉄
は
時
間
が
正
憾
だ
け
ど
、
な
い
、
も
う
か
る
は
ず
が
な
い
仕
社
会
の
と
と
や
人
生
の
と
と
を
学
時
も
、
民
営
化
さ
れ
た
鉄
道
の
白
川

V
ニ
O
O人
近
い
沖
電
気
争

一

指

名
解
雇
後
の
沖
電
気
で
は
、
容
加
さ
せ
な
い
」
と
い
う
差
別
の
働
組
合
の
代
表
な
ど
が
、
沖
電
気
の
奮
闘
が
今
回
の
結
果
に
つ
な
が

海
外
は
ル
l
ズ
。
そ
れ
に
改
札
も
取
だ
と
思
う
・
国
立
大
学
が
も
う
ぷ
場
所
だ
っ
た
・
旅
に
不
都
合
は

l
カ
ル
線
が
ど
ん
ど
ん
廃
止
さ
れ
川
議
団
と
そ
の
家
旗
が
楽
し

…

企
業
の
発
展
を
大
義
と
し
、
配
転
強
行
と
闘
っ
て
、
は
ね
返
し
ょ
参
争
議
の
H

戦
場
復
帰
に
よ
る
早
期
っ
た
と
思
う
」
な
ど
、
五
昧
回
さ

ル
l
ズ
・
駅
を
出
る
時
、
キ
ッ
プ
か
ら
な
い
か
ら
や
め
る
、
と
い
う
つ
き
も
の
だ
し
、
あ
り
が
た
い
と
て
、
地
域
住
民
が
困
っ
て
い
た
。
川
い
正
月
が
迎
え
ら
れ
る
よ
一
出
司
、
長
時
間
残
業
、
低
賃
金
の
加
H

を
勝
ち
と
り
ま
し
た
・
解
決
ω
と
と
も
に
、

「運
動
会
へ
ん
や
仮
痘
さ
ん
は
感
想
を
述
べ
て

を
回
収
し
な
い
か
ら
、
無
銭
旅
行
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
・
思
う
気
持
ち
が
先
で
す
ね
。
ダ
サ
利
益
の
た
め
じ
ゃ
な
く
、
国
民
の

い

う
に
、
年
末
の
財
政
活
動

川
抑
し
つ
け
な
ど
、
一
層
の
「
合
理
会
社
の
組
織
変
更
に
よ
り
、
首
の
差
別
を
や
め
な
さ
い
」
な
ど
抗

い
ま
し
た
・

し
よ
う
と
思
っ
た
ら
で
き
る
・
陽
子
国
鉄
峨
日
が
無
愛
想
だ
く
て
も
汚
く
て
も
い
い
、
だ
れ
も
た
め
に
走
る
の
が
国
鉄
な
の
で
、

川

に
と
協
力
く
だ
さ
い
。

・
化
」
が
進
行
・
年
三
月
に
発
足
し
た
電
子
応
用
事
議
と
要
請
を
行
う
な
ど
の
支
緩
行

「臓
楊
復
帰
」
も
早
期
に
実
現

満
痔
夫
ぽ
く
な
ん
か
、
背
年
な
ん
て
い
う
け
れ
ど
、
外
国
の
方
が
乗
れ
る
国
鉄
で
あ
っ
て
ほ
し

利
益
追
求
の
方
向
に
走
ら
せ
る
の
川
V
健
康
に
注
意
レ
て
、
元
気

刊

現

在
は
「
ア
タ
y
ク

ω」
の
運
業
部
(
約
七
三
O
人
)
の
第
一
回
動
も
・

さ

せ

た

い
で
す
ね
・

時
代
に
、
ひ
ろ
っ
た
キ
ッ
プ
で
無
が
も

っ

と

無

愛

想

・

日

本

の

国

鉄

い

。

は

き

ゃ

な

い

か

-

M

に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
・

…
動
を
唱
え
、
一
人
、
ひ
と
り
が
一
議
会
(
十
月
主
百
)
か
ら
の

0
0万
円
の
宛
上
げ
も
、
飢
せ
ら
五
昧
回
(
ご
み
た
)
さ
ん
、
坂
垣

色

が

白

骨

札

替

機

仇

れ

、

改

善
提
案
運
動
の
強
化
事
さ
ん
の
こ
人
の
奥
さ
ん
(
と
も
に
、

よ
ち
に
な
コ
た
り

い
て
い
ま
す
.

沖

沼

気

争

機

回

)

の

排

除

攻

繋

に

争
帥
酬
を
支
同
盟
す
る
労
働
者
に
対
し
、
「
家
族
ぐ
る
み
の
参
加
は
、

は、

Q
Cサ
ー
ク
ル
や
親
睦
会
か
会
社
の
方
針
で
も
あ
り
、
あ
た
り

ら
の
排
除
、
仕
事
や
賃
金
な
ど
の
ま
え
」
、
と
反
撃
が
行
な
わ
れ
ま

差
別
な
ど
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
.

す

.

工

場

前

で

の

宣

伝

.
東
京
都
労

東
京
地
区
で
は
、
浅
利
・
中
山
働
委
員
会
、
神
電
気
の
労
働
組
合
、

さ
ん
の
仕
事
取
上
げ
事
件
で
勝
利
総
務
部
、
十
月
十
日
に
は
、
社
長

し
ま
し
た
が
、
今
度
は
「
家
族
で
宅
に
も
出
か
け
、
婆
務
行
動
を
行

も
争
犠
回
日
だ
か
ら
、
運
動
会
に
い
ま
し
た
.
ま
た
新
宿
地
域
の
労

(4) 第 79号

一
池
田
満
寿
男
さ
ん
、
佐
藤
陽
子
さ
ん
夫
婦
一

一
国
鉄
の
「
分
割
・
民
営
化
」
を
批
判
一

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会二ユース1985'"奪三1 1 月 1 日

ゾゥ漏

玉三・2
γ ')・ 合、
モ・ょ
こト.3
モ'1"(て
〈友
く

OJ; ~雪主さ
い x、
cァ、 r、

で宅主将
1:二 し、
市G¥
ヘ。キ-
っち、 、
τ. 

大
内
さ
ん
(
右
〉
と
沖
電
気
争
議
団
の
八
烏
さ
ん
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五味固さん・板垣さん(会場で)

川
9
月
初
日

安
中
公
嘗
闘
争
の

川

決
起
集
会
.
サ
ン
ス
イ
争
議

川

で
本
社
包
囲
行
動
。

川
9
月日
μ
白

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

川

〈本
圧
市
、
八
五
O
O人
)

川
9
月

η
日
1
お
自

家
族
会
。

山
9
月
お
白
神
電
気
本
社
前
で

川

昼
休
み
抗
議
行
動
.
国
家
機

川

密
法
反
対
港
区

(東
京
)
策

川

会
.

川
9
月
U
日

拡
声
梼
規
制
反
対

川

の
シ
ン
ポ
ジ
ュ

l
ム
。
東
和

川

タ
イ
プ
決
起
集
会
.
日
本
テ

川

レ
ピ
本
社
前
、
総
決
起
保
会
。

川
9
月
刊
日
日
東
京
統
一
労
組
懇

川

定
期
大
会
・
東
京
争
波
研
究

川

会。

川
q
月
刊
日
日

潜
・
平
和
コ
ン
サ

川

l
ト
.

川
9
月
間
口
日
1
初
日
東
京
母
醐
掛

川

大
会

川

ω月
1
日

東

芝
ア
ン
ベ
ッ
ク

川

ス
争
議
団
の
支
飯
共
闘
会
議

川

の
結
成
集
会
。
高
崎
裁
判
.

川
叩
月
2
日

水

俣
病
東
京
交
流

山

集
会
・

川

ω月
5
日

池

貝
・
日
産
争
開
細

川

団
の
決
起
集
会
(
神
宮
肘
川
)・

川

ア
メ
γ
ク
ス
争
議
の
本
社
へ

川

の
抗
綴
行
吻

川
ゆ
月
4
日

電

開
閉
総
行
動
。

川
叩
月
5
日

国
民
寓
廿
山則
前円
糊
築

川

が

総
会
.
全
国
オ
ル
グ
出
発
。

川
川
月
8
日

目

立
メ
デ
ィ
コ
決

川

起

集
会
・
デ
l
タ
シ
ョ
ウ
会

川

場
前
で
宣
伝
行
動
.

川
刊
月
刊
白
血
役
宅
へ
要
部
。

川
叩
月
刊
日
巡
民
の
船
倣
迎
熊

川

会
.

川
間
月
ロ
日

東
京
争
議
団
の
O

川

B
会・

東
京
統
一
労
組
惣
の

川

「
大
企
業

・
交
流
会
」

川
山
川
月
υ
同日

東
京
総
行
物

川
叩
月
げ
日
東
京
裁
判
。

川
叩
月
刊
旧
日

東
和
タ
イ
プ
照
会



5万人の「支媛する会」を

私たちは生i!<る将軍季IJ、f創〈憎利 を守るために沖

電気の仲間 を物心両面ヵ、ら励まし、必ず勝利させ

たいと忠います。困離な長期の闘いも予想されま

すので、一人でも多〈の7，がこの「会」に加入し
全面勝利を闘い とるまでご支援くださるよう 心か

らよびかけ ます。(r支鑓する会」よびかけよ り)

会費 l口 2口0円 /月

1985草 12月 1巴指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

支援する会事務局

事務所東京都港区三回

3一一 2一一20.話 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京6-75240

加入者名 沖電気の不当解雇

を撤回さきせる会

発

行

所

第 80号

一キ
、
た

ω

そ
し
て
解
雇
か
ら
九
カ
月
目
壮
く
ん

・
五
歳
)
を
迎
え
に
行
く

に
、
神
縄
出
身
の
晃
(
現
・
臼
歳
)
の
は
晃
さ
ん
の
仕
事
と
な
っ
て
し

ー
ー

さ
ん
と
結
婚
し
た
.
争
議
回
日
と
ま
う
.
ゃ
っ
ち
ゃ
ん
と
自
宅
へ
帰

H
M

結
婚
し
た
ふ
く
み
さ
ん
に
職
場
の
っ
た
頃
、
ふ
く
み
さ
ん
が
家
に
普

ん

D

人
は
、
だ
れ
も
口
を
聞
い
て
く
れ
く
・
そ
し
て
再
び
、
晃
さ
ん
は
、

さ
;

艶

な
く
な
っ
た
・
会
社
へ
行
く
の
が
家
を
飛
び
だ
し
争
議
団
の
仕
事
に

語

軒

つ
ら
く
苦
し
い
時
も
あ
っ
た
・
そ
号
、
帰
宅
は
毎
夜
遅
い
。

a，
=

気

ん
な
時
に
、
や
さ
し
く
励
ま
し
て
「
ノ
ン
ビ
リ
屋
の
、
お
父
さ
ん

と
電
)

榊

ι
く
れ
る
の
が
、
争
議
団
員
の
晃
さ
が
争
議
の
中
で
、
ド
ン
ド
ン
鍛
え
…

右

く
，
ん
・
全
国
オ
ル
グ
で
地
方
へ
出
か
ら
れ
て
人
間
と
し
て
大
き
く
な
川

け

れ
壮

け
て
い
る
時
で
も
、
夜
の
八
時
す
っ
て
い
く・

昔

、

沖

電

気

量

一

さ

ノ

す
惇

R
ぎ
に
は

「今
日
は
ど
う
だ
つ
た
・

場
で
、
上
手
に
支
媛
が
訴
え
ら
れ
山• 

九
戸

ゃ
周

一
嘉
か
い
」
と
電
話
が
か
か
っ
て
な
く
て
震
初
は
私
が
優
位
だ
と
川

'

J

M

W

く
る
.

思
っ
て
い
た
が
、
今
は
お
父
さ

(
i

目
フ

沖
電
気
の
終
業
は
午
後
五
時
三
ん
に
追
い
つ
く
の
が
精

一
杯
」
と

ふ

)

長

十
分
・保
育
園
へ
や
っ
ち
ゃ
ん
(
康
語
る
ふ
く
み
さ
ん
は
笑
顔
だ
。

し
士
山
慨

=漉一震
第
一が
広
務
努
ゑ
一
家
一
髭
怒
紫
港
二

-
計
時
「
臨
時
々
像
機
媛
務
お
六
か
い

き

e--EE---簡
単
t

p

去、ム
一宅、可

一

一リ
U

伸

解
雇
か
ら
七
年
a

争
議
の
前
進
費
用
は
ど
う
に
か
な
る
だ
ろ
う
」
…

凹
ま
唖
民
F

は
、
ふ
く
み
さ
ん
の
職
場
で
も
、
と
楽
天
的
な
夫
婦
な
の
だ
・

司

変

化

が

見

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

真

喜

志

さ

ん

夫

婦

に

と

っ

て

の

た
.
先
日
も
ト
イ
レ
で
声
を
か
け
願
い
は
、
八
六
年
一
月
一
日
出
産

社
.
夜
間
の
高
校
へ
進
学
し
た
.

ら
れ
た
.

「
い
ろ
い
ろ
一
と
、
つ
ら
予
定
の
第
二
子
が
、
元
気
な
子
で

夜
間
高
校
で
は
、
多
く
の
事
を
学
い
取
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
が
ん
ば
あ
る
と
と
・
そ
し
て
、
争
識
が
勝

ん
だ
が
、
一
番
は
「
弱
い
人
た
ち
っ
て
」
と
・
明
日
は
、
会
社
を
辞
利
し
て
、
家
謀
旅
行
を
す
る
こ
と

HU

'

「
争
議
団
に
協
力
す
る
よ
う
な
道
さ
れ
た
の
は
、
ふ
く
み
さ
ん
が
を
助
け
る
こ
と
、
お
互
い
に
助
け
め
て
ゆ
く
職
場
の
人
だ
っ
た
.
今
で
あ
る
.

川

工

人
は
、
会
社
を
や
め
た
ら
ど
う
な
情
報
を
流
レ
た
か
ら
と
会
社
か
ら
合
う
と
と
」
だ
っ
た
と
話
す
・

ま
で
、
あ
ま
り
話
も
し
な
か
っ
た
「
も
し
、
沖
電
気
の
職
場
へ
、
円

L
、
〉

J

ん
だ
」
と
臓
場
の
上
司
か
ら
-一宮
わ
は
、
見
な
さ
れ
た
の
だ
っ
た
.
「
い
ろ
ん
な
組
合
の
争
議
の
支
人
だ
け
に
ふ
く
み
さ
ん
は
、
感
激
蓄
を
や
っ
て
い
る
人
た
ち
が
、

ご

9
s
f

れ
た
ふ
く
み
さ
ん
(
現
お
き
そ
の
日
か
ら
、
ふ
く
み
さ
ん
は
、
綾
な
ど
を
震
の
先
輩
た
ち
が
、
の
涙
主
主
-
戻
つ
で
き
た
ら
簡
が
戻
っ
て
…

J
M

習

は
、
腹
の
底
か
ら
怒
っ
た
・
一
段
と
沖
電
気
の
不
当
な
指
名
解
生
き
生
き
と
や
っ
て
い
る
姿
に
今
年
の
冬
・
ふ
く
み
さ
ん
の
お
く
る
の
で
す
か
ら
ど
ん
な
に
勇
い

f
p
r
i
¥
勺

人
が
余
っ
て
い
る
か
ら
と
冨
つ
胞
の
撤
回
闘
争
の
支
揖
告
を
す
る
よ
自
分
も
い
つ
か
争
援
を
支
倭
し
て
父
さ
ん
か
ら
、
一
月
一
日
出
産
予
気
づ
け
ら
れ
る
ζ
と
か
・
そ
の
中
川

1
i

ひ
J
A

て
指
名
解
胞
が
強
行
さ
れ
た
す
ぐ
う
に
な
っ
た
・
み
た
い
な
あ
」
と
憧
が
れ
て
い
た
定
の
孫
の
た
め
に
と
、
十
万
円
の
に
、
夫
が
い
る
と
し
た
ら
」
と
山
ー
品
川

需
要
の
自
分
の
職
場
で
、
毎
襲
警
漁
師
の
三
女
と
し
て
ふ
く
み
さ
ん
は
、
連
審
議
団
送
金
が
き
た
・そ
の
金
の
一
部
は
、
語
る
ふ
く
み
さ
ん
は
、
一
日
も
早
川
汽

5
7

日
六
時
間
も
の
残
業
が
行
な
わ
れ
育
っ
た
ふ
く
み
さ
ん
は
、
中
学
を
に
、
手
取
り
十
万
に
も
な
ら
な
い
五
万
六
干
円
の
ガ
ス
フ
7

ン
ヒ
ー

い
沖
電
気
争
議
の
勝
利
を
待
っ
て

川

A品
J

て
い
る
ー
そ
の
実
態
が
新
聞
に
報
事
業
す
る
と
同
時
に
沖
電
気
に
入
給
料
か
ら
カ
ン
パ
も
始
め
た
.
タ
に
化
り
て
し
ま
っ
た
.
「
出
産
い
る
一
人
な
の
だ
.

りげ「

E
、
・
・
圃

'
f，
.
、
「

h
h
E
B馬
P
F
E、
品

ド

ド

》

臨

S
'
d
H
a
、
J

?
事
。，
廿
万
個
『

Z
4
-
4
2
設
鮮
語

L
A
A
e
B
Z
φ
σ

通
信
機
三
大
メ
l
力
の
一
つ
益
、
三
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
一
方
、
解
居
後
の
職
場
で
は
、
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
一
一

神
電
気
工
業
(
本
社
・
東
京

・

九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
年
十
一
月
に
は
、
支
媛
共
闘
会

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
二
し
て
新
工
場
の
建
設
な
ど
・
回
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
神
様
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

七
O
億、

一
万
三
千
人
)
は
「
経
九
O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
作
っ
た
.

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
う
.
会
社
は
東
京
地
裁
ほ
か
四
仕
事
を
差
別
す
る
な
ど
の
、
見
八
四
年
秋
に
は
、
全
国
規
棋

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希

r

，
，

r

F

'

J

'

の
運
動
三
十
六
都
泊
府
県
、

望
退
職
」
募
集
を
虚
実
乙
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

ニ

9
7刀
所
で
ロ
士
銀
代
沖

と
退
職
強
要
に
応
じ
な
い
三

百

電

気

へ

の

行

動

・

四

十

万

人

の

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
カ
所
の
裁
判
で
も
「
指
名
解
隠
せ
し
め
を
強
め
、
「
合
理
化
」
磐
名
な
ど

l
を
成
功
さ
せ
、
仕

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る
.
事
差
別
を
や
め
さ
せ
る
な
ど
の

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
屈
を
意
識
改
革
を
す
る
と
と
」
と
在
沖
沼
気
争
議
団
の
七
十
一
人
成
果
を
勝
ち
取
っ
た
.
東
京
地

強
行
・
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、

言
-
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
の
四
千
を
超
え
る
労
裁
で
の
和
解
交
渉
も
、
い
ま
山

百
億
円
近
い
史
上
段
高
の
利
視
し
て
解
雇

K
乞
と
も
明
白
・
組
や
、
一
万
四
干
人
の
「
支
銀
協
を
迎
え
て
い
る
・

沖

電

気

争

議

、

七

年

間

の

記

録
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の
と
も
危
な
っ
て
パ
シ
ッ
と
受
げ

い
か

と

思

う

・

ん

出

来
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
乙
う
い
う
労
働
組
合
の
組
織
的

と
め
る
わ
げ
で
す
ね
。
そ
う
い
う
い
ま
は
、
炭
労
と
匹
敵
す
る
闘
状
で
す
ね
・
し
か
し
職
場
に
は
い
弱
点
を
克
服
す
る
闘
い
が
大
切
だ

一

関
わ
り
で
積
極
的
に
共
闘
会
鍛
結
う
組
合
を
つ
ぶ
す
た
め
に
は
、
国
っ
ぱ
い
問
題
が
起
っ
て
い
る
わ
け
と
思
う
ん
で
す
み
・

川
-
白
井
克
郎
さ
ん
(
東
京
都
)

.
海
原
さ
ん
(
東
京
証
券
取
引

山

…

成
に
診
加
レ
た
わ
け
で
す
.

労
を
た
た
か
な
き
ゃ
い
か
ん
と
い

で
、
そ
う
い
う
意
味
で
神
の
解
庖
神
電
気
の
筋
合
、
全
面
各
地
に
山
野
菜
一
箱
.

所

)

お

茶

.

除

服
.

う
乙
と
で
、
攻
撃
が
そ
こ
ま
で
き
撤
回
闘
争
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
支
援
の
行
商
で
ま
わ
っ
て
い
く
な
川

・
鎌
田
弘
之
さ
ん
(
埼
玉
県
)

・
荒
木
寅
市
さ
ん
(
山
形
県
)

川

A

、A

、ch
て
い
る

・

て

い
る

と

思

-

之

か

で

、

い

ま

ま

で

結

び

つ

い

た

と

川

服

・
や

か

ん

な

ど

。

柿

・

一
-Y
一
F
均

そ
う
い
う
組
合
を
体
制
の
主

主

主

そ
の
後
の
労
働
運
動
と
の
な
い
労
働
組
合
が
つ
な
が
ニ
・
小
田
さ
ん
(
東
京

・
港
区
)

・
民
放
労
連

・
東
京
支
部
連
・
川

ト

ヒ

ー

、

九

為

ひ
っ
ぱ
り
と
ん
で
い
く
一
連
の
攻
の
変
質
ぶ
り
を
み
れ
ば
、

そ
の
頂
て
き
た
、
そ
れ
を
通
じ
て
そ
の
地

川

衣

類

・

婦

人
部

婦
人
衣
類
・

• 

」
一
一

J
ノ

F
川
l'

撃
の
は
じ
ま
り
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
点
に
立
つ
先
制
攻
撃
で
す
ね
)
域
に
新
ら
し
い
運
動
が
お
と
せ
る

川
・
神
山
さ
ん
(
国
労
・
汐
留
)

.
伊
麟
次
男
さ
ん
(
宮
城
県
)

川

と
思
う
ん
で
す
ね
-

V
黒
川

も
う
ひ
と
つ
問
題
な
の
よ
う
な
キ
ッ
カ
ケ
が
出
来
た
ん
じ
川
お
孫
子
・

お

米

ω句
-

V
中
山

な
ぜ
沖
電
気
で
指
名
解
三
池
争
犠
が
指
名
解
雇
を
撤
回
は
、
企
業
別
単
位
組
合
が
闘
え
な
ゃ
な
い
で
す
か
・
川
-
栓
寝
貞
喜
さ
ん
(
愛
媛
県
)

・
平
和
島
競
艇
労
働
組
合

屈
が
お
ζ

っ
た
の
か
と
い
う
ζ
と
出
来
な
か
っ
た
と
い
う
と
と
が
、

い
で

敗

北

し

て

い

っ

た

筋

合

に

、

川

み

か

ん

二

箱

・

配

念

品

・

で

す

が

・

そ

の

後

の

労

働

迎

動

に

と

っ

て

少

そ

の

上

の

産

業

別

組

織

、

具

体

的

川

・
日
寸
書
F
さ
ん
(
東
京

・
中

・
前
田
卓
さ
ん

(都
教
組
中
央
山

…

草

川

三
池
争
犠
の
あ
と
高
度
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
に
言
え
ば
電
機
労
連
が
、
さ

ら

に

争

議

団

の

…

ト

労

協
)
婦
合

さ

支

部

)
衣
類。

成
長
の
段
階
で
、
人
べ
ら
し
は
指
る
。
容
闘
と
い
う
形
で
、
賃
金
闘
そ
の
よ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー

-
-
L

弘
、
フ
こ

一

名
解
胞
を
さ
り
、
配
転
、
出
向
と
争
は
や
っ
て
い
る
が

.
そ
れ
も
中
立
労
込
が
な
す
す
べ
が
な
い
と

1
c
v
，

F
H

い
う
形
で
出
で
き
た
。
今
で
は
出
来
な
く
な
っ
て
来
て
い
い
う
と
と
で
す
.

と
と
ろ
が
、
高
度
成
長
が
磁
綻
る
吋
れ
ど
、
や
は
り
合
理
化
反
対
か
つ
て
は
上
か
ら
の
指
令
で
ス

V
大
怠
礼

神
電
気
の
指
名
解
庖

-

-

z

i

-

-

:

i

u

レ
、
構
造
的
危
機
が
深
刻
化
し
て
闘
争
と
い
う
の
は
職
場
か
ら
自
発
ト
ラ
イ
キ
を
や
ら
せ
て
い
た
産
業
が
衝
窓
を
与
え
て
、
指
名
解
雇
を

思
い
ま
す
。

せ
る
の
は
、
沈
滞
し
て
き
で
い
る

M
E合
理
化
を
推
進
レ
て
行
く
と
的
に
立
ち
上
が
ら
な
い
と
ね
.
レ
別
組
織
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
許
し
て
な
る
も
の
か
と
、
思
惣
信

ら

1
ι
H
2
3
h
v
v黒
川

一
九
七
三
年
の
第
一
次
労
働
運
動
を
再
生
さ
せ
る
上
で
も
き
宮
殿
と
い
う
の
は
由
要
な
意
味
か
も
地
峨
で
そ
れ
を
支
え
、
共
闘
が
、
企
柴
組
織
が
闘
わ
な
い
ん
だ
条
を
ζ
え
て
集
ま
っ
た
の
で
す
.

t
ノ
高

t
x
-
5
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
目
本
経
済
非
常
に
重
要
だ
と
思
っ
て
私
も
参
を
も
っ
て
い
る
.
で
包
ん
で
い
か
な
い
と
合
理
化
反
か
ら
と
い
っ
て
全
然
手
を
出
さ
な

V
中
山

支
援
し
て
下
さ
い
と
労

、ja
E
r
a
-

一
a
・

は
地
造
的
危
機
に
入
っ
た
・
そ
う
加
し
て
来
た
わ
け
で
す
・

そ

の
場
合
に
闘
え
な
い
よ
う
な
対
闘
争
は
出
来
な
い
と
思
う
ん
で
い
・
逆
に
今
度
は
下
か
ら
ほ
ん
と
働
組
合
を
一
つ
一
つ
ま
わ
る
ζ
と

〈

一

f
z
-
3
4
い
う
な
か
で
滅
担
経
蛍
と
い
わ
れ

V
大
牟
礼

私
た
ち
は
レ
よ
パ
労
働
組
合
に
し
て
行
く
必
要
が
あ

す

・
上
か
ら
の
指
令
で
闘
う
容
闘
う
に
「
合
浬
化
」
反
対
闘
争
が
も
が
、
結
果
と
し
て
人
と
人
を
結
び

る
「
合
理
化
」
が
い
ろ
ん
な
産
業

l
ジ
を
経
験
し
て
い
る
わ
け
で
る
、
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
フ
ァ
と
は
違
う
性
質
を
も
っ
て
い
る
ん
り
あ
つ
が
っ
て
く
る
と
、
乙
れ
は
つ
け
る
役
割
を
呆
た
す
ζ
と
に
な

守
中
山

沖
電
気
争
犠
も
七
年
た
で
次
々
と
や
ら
れ
、
神
電
気
で
三
す
.
一
九
四
九
年
第

一
の
反
動
期
ク
タ
l
と
レ
で
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
で
、
合
理
化
と
の
闘
い
は
だ
ん
だ
指
導
で
き
な
い
と
い
う
。
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
.

ち

ま

レ

た

.

井

三

池

以

来

と

い
う
指
名
解
雇
が
の
時
期
に
二
四
O
O人
の
希
望
退

七
十
一
人
が
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
出
さ
れ
た
と
い
う
恕
昧
で
、
当
時
職
募
集
に
一
ニ
0
0
0人
が
応
じ
た

…

一

諮

問

目

立

幻

自

慢

し

た

と

J
足
立
詞

企
業
ふ
け
さ
で
ん
3
こ
と
が
重
要
…

れ
た
・
そ
し
て
全
国
需
要
御
存
知
の
よ
う
に
=
一
襲
警
哀
を
た
た
き
つ
け
、
苦
労
働
組

*J'

ヲ

*
i
l
il
i-
-!
iト

ri
ト‘
*
…

岱
士
銀
行
の
全
支
庖
を
一
斉
に
攻
一
二
O
O人
の
指
名
解
服
を
認
め
合
が
闘
っ
て
い
た
わ
け
で
、
の
ち

…

め
上
げ
る
な
ど
闘
い
は
大
き
く
発
主
主
中
労
委
鴎
霊
童
け
に
乙
れ
は
労
働
運
動
の
犠
牲
者

f

a

-
-
h........ ，v…
 

展
し
て
来
ま
し
た
.
昨
年
か
ら
は
入
れ
る
と
い
う
形
で
敗
北
し
ち
ゃ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
で
レ
グ
ド
パ

却

E
B
E
E
-
ι
E
E
t
t
E
E唱
畠
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 

，
 

裁
判
所
で
の
和
解
交
渉
も
進
め
ら
っ
た
わ
げ
で
す
ね
。
そ
の
前
の
一

l
ジ
に
賛
成
し
た
。
こ
の
時
、
労
刊

圃
圃
圃
圃
唱

Ea
、酒
Ea--圃圃圃圃圃
圃
圃
圃
圃
圃
圃
圃
圃
圃
圃
圃
圃
圃

れ
て
お
り
、
職
場
復
灼
を
実
現
さ
九
五
四
年
、
三
鉱
連
の
(
三
井
鉱
働
組
合
が
瓦
ふ
た
つ
に
分
裂
さ
せ

mh
-F
J
4aa
E

・E
・-・…

せ
る
肢
も
重
要
な
段
階
を
迎
え
て

山
労

働

組

合

連

合

会

こ

英

雄

な

完

た

・

吋

阻

・

3

w

』・・・・・・・
・

'

い

る

と

思

い

ま

す

a

き

二

三

男

闘
い
」
と
り
誌
と
う
い
う
一
経
験
が
識
を
あ

吋

剛

容

。
』

・

・

・

司

J

咽
，

e

そ
と
で
、
本
日
は
、
乙
の
闘
い
が
あ
っ
て
一
八
一
五
人
の
指
名
解
り
、
私
は
「
組
合
が
首
切
り
に
質

q

L

副.，
rbku--------開h
F
l

ご

守
J

喜
て
、
支
え
て
瓜
い
て
い
る
お
砲
を
全
面
撤
回
さ
せ
た
"
し
か
し
、
成
す
ゑ
は
お
か
し
い
」
と
い
う

-

4

・E-
・・・・
ト

四

一

日

d
t渓
一
一
人
に
沖
電
気
害
義
と
そ
の
後
対
象
者
が
ど
ん
ど
ん
や
め
乙
と
で
労
働
覇
に
入
っ
て
き
た
日

EL--回目
圃
・
・
・
明

ご

い一

E
h
E
F

略
号
-
-霊

園

勝
利
へ
の
翻
題
な
ど
宮
中
間
な
お
賂

て

い
く
と
い
う
弱
一
さ
が
あ
っ
た
・

も

の
で
+
ー
か
ら
、
需
品
目
見
の
指
名

・

・
・
・
・
・
・
・

・
圃

圃
圃
圃
圃
咽
閣
圏
圃
・

・

・

・
て

h

I

l

e-
-

州

一ETd
三
一奮
をM
M
U
U
HUH

て
訪
れ
れ
い
町
民
河
口
紅
白
れ

中

山

森

夫

さん

…

E

E--一:
-

い
う
と
と
か
ら
つ
か
が
い
た

い

と

わ

れ

た

沖

の

指

名

解

印

字

申

撤

回

さ

る

ぞ

と

、

革

新

都

政

の

出

践

し

た

(

沖
電
気

争
議
団
)

300 

一歩すヌ祐¥玄げハて同八
V

ヒ
塑
手
当

(2 ) 第 80号指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

前
路大

分
冷
え
込
ん
で
診
り
ま
し
た
が
、
会
の

み
な
線
、
お
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
.

今
日
は
十
一
月
二
十
日
で
す
。

ζ
れ
で
、

闘
争
七
年
目
に
な
る
の
で
し
ょ
う
-
か
.
長
い

織
で
短
い
、
短
い
被
で
長
い
年
月
で
す
ね
.

で
も
、
一
人
も
按
け
る
人
が
な
く
闘
い
続

り
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
と
に
感
励
レ
ま
す
.

勝
利
の
白
ま
で
全
員
で
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

中
川
口
線
政
府
は
、
ま
す
ま
す
私
た
ち
国
民

の
首
を
し
め
あ
げ
て
き
て
い
ま
す
.
私
た
ち

だ
っ
て
い
つ
ま
で
も
、
馬
胞
に
さ
れ
つ
放
し

で
は
な
い
の
だ
と
い
う
ζ
と
を
、
見
せ
つ
け

て
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
い
ま
す
。

今
月
分
の
カ
ン
パ
同
封
し
ま
す
.

悠
さ
に
向
う
折
柄
、
み
な
線
、
お
体
大
切
に

草
々

俊

雄
さ
ん(慶応
大
学
教
授
)

l
 
l
 

E
E

，
 

4静
今月も匿名で(愛知一主婦より)

窃窃命勉争轡
-
争
穫
が
始
ま
っ
て
、
毎
月
必
ら
ず
励
ま

し
の
手
紙
と
一
緒
に
カ
ン
パ
が
届
き
ま
す
.

「
神
電
気

-m士
銀
行
は
全
員
を
峨
場
に
戻
せ
」

l

|
沖
電
気
に

「臓
場
復
帰
」
に
よ
る
争
議
の
解
決

を
迫
る
「
日・

引
沖
岡
山
気
総
行
動
」
は
、
十
一
月
二

十
日
に
お
こ
な
わ
れ
、
労
組
や
争
磁
団
な
ど
一
千
人

h

、

が
鯵
加
し
ま
レ
た

.

a

，

単
語
、
十
六
の
駅
頭
宝
盲
四
十
七
人
の
室

内

U

で
約
二
万
枚
の
ピ
ラ
震
・
匠
に
は
、
神
電
気
の
拠

n
U

点
と
な
っ
て
い
る
芝
盟
区
(
東
京

・
産
)
で
の

nu

、



か
、
オ
レ
に
出
来
る
と
と
を
や
ろ
は
目
に
み
え
な
い
.
し
か
し
、
い

運

動

の

発

展

と

世

論

の

包

囲

で

は

な

い

.

v中
山

大
変
な
こ
と
だ
と
は
思

う
と
鉱
が
っ
て
行
く
、

ζ
と
だ
と
ざ
と
い
う
時
、
ふ
り
か
え
っ
て
あ
神
資
本
に
、
機
場
復
帰
を
真
剣
に

V
黒
川

や
っ
ぱ
り
勝
っ
た
と
き
い
ま
す
が
そ
の
点
は
我
々
も
充
分

思
》
つ
.
そ
う
い
う
点
で
争
犠
団
は
の
時
学
ん
だ
こ
と
が
プ
ラ
ス
に
な
検
討
さ
せ
る
と
ζ
ろ

迄

来

た

ん

だ

の

先

が

大

切

な

の

ね

。

心

し

て

闘

い

つ

づ

け

た

い
と
決
意

大
き
な
賀
献
を
し
て
い
る
.
っ
て
い
る
ん
だ
な
と
思
う
ζ
と

が

と

思

う

。

イ

ギ

リ

ス

の

有

名

な

一

九

二

四

し

て

い

ま

す

.

V
中
山

争

裁

が

は

じ

ま

っ

て

ま

あ

る

わ

け

.

こ

う

し

た

発

一
百
は
、
日
本

の

労

年

、

二

五

年

の

炭

鉱

ス

ト

の

例

で

い
ず
れ
に
し
て
も
来
春
が
勝
負

も
な
く
黒
川
先
生
K
も
お
願
い
し

必

死

に

な

っ

て

闘

っ

て

い

な

い

働

組

合

運

動

に

と

っ

て

電

要

な

一

す

り

ど

、

資

本

が

穣

歩

し

て

飲

め

と

考

え

て

い

ま

す

.

て
哲
学
、
経
済
な
ど
の
労
働
問
盛
と
こ
う
い
う
ζ
と
は
経
験
で
き
ま
つ
の
転
機
を
つ
く
る
も
の
で
は
な

V
大
牟
礼

沖
の
人
た
ち
が
七
年
や
歌
え
や
を
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
次
沖
沼
気
の
争
裁
が
ど
う
い
う
形

を
開
い
た
と
と
が
、
会
社
の
攻
務
せ
ん
ね
・

い
か
、
新
し
い
「
合
理
化
」
に
対
ど
ζ

へ
で
も
出
か
け
て
い
っ
て
お
に
パ
ッ
と
攻
撃
を
か
り
ら
れ
て
負
で
終
る
の
か
、
終
っ
た
あ
と
職
場

で
カ
ン
パ
が
集
ま
ら
な
く
な
っ
た

V
中
山

沖
争
犠
も
勝
利
し
て
、
す
る
闘
い
方
を
作
り
出
す
き
っ
か
互
い
に
労
働
者
の
自
覚
を
よ
び
さ
り
た
ん
だ
か
ら
ね
.
二
四
年
に
勝
で
の
運
動
を
ど
の
よ
う
に
逃
め
る

り
、
ビ
ラ
の
受
け
取
り
が
少
な
く
職
場
に
戻
る
こ
と
が
現
実
的
に
な
け
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
ま
し
て
い
っ
た
。
義
理
と
か
さ
れ
っ
て
二
五
年
に
負
け
た
.

か
、
奇
か
ら
考
え
て
闘
っ
て
行
く

月

な
っ
た
り
、
運
動
が
困
難
に
な
つ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
.
ζ
の
段
階
う
。

い
ご
と
だ
け
で
な
く
と
り
あ
げ
た

ζ
ζ
ん
と
ζ
が
大
切
な
ん
だ
よ

ζ
と
が
非
常
に
大
事
に
な
っ
て
き

ル
一

票

川

そ

れ

ぞ

れ

の

番

組

で

3
5
gどす
る
た
と
実
そ
れ
を
の
り
越
え
る
の
の
闘
い
と
勝
利
の
義
に
つ
い

て

レ

l
ニ
ン
は
労
働
運
動
は
飛
飽
き
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
り
ね
争
議
終
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受
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・
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・
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。
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さ
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っ
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っ
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ス
労
組
の
下
関
工
身
に
な
っ
て
相
敵
し
て
も
ら
い
ま
方
の
オ
ル
グ
で
し
た
・

川
竹
月
日
同
日

栄
総
行
動
(
名
古

川
=-ZE-ZE--==
=-
ZE--
=-
E
E
-
-
Z支
部
、
広
島
支
部
で
は
温
か
く

し

た

・

ま

た

休

日

に

は

、

喜

一

語

議

選

業

…

§

・
首
都
労

働

者

総

量

川

達

、
秋
の
全
国
オ
ル
グ
川
迎
え
ら
れ
て
、
「
ζ
と
ま
で
室
長
り
に
つ
れ
て
い
っ
て
い
た
だ
一

EF--F53さ
手
必
ず
、
川

一
は
、
年
末
の
物
品
販
売
、
募

川
が
進
ん
で
く
れ
ば
、
あ
と
一
歩
だ
・
き
楽
し
い
思
い
出
を
作
る
ζ
と
が
一
古
川
は
月
刊
日
聖
地
気
本
社

川
H
H
月
何
回

努
忠
実
同
行
動
・

川
金
の
雲
間
と
と
も
に
、
各
地
川
し
か
し
こ
れ
か
ら

が

大

変

だ

か

で

き

ま

し

た

・

一

問

、

抗

日

踊

行

動
-
mM
時
市
分
5
川

沖

電
気
争
議
官
主
同
盟
・
品
川
区
(
東

川
で
、
沖
電
気
や
臼
士
銀
行
へ

川

ら
、
し
っ
か
り
が
ん
ば
れ
よ
/
」

岡

山
は
、
オ
ル
グ
の
た
び
に
泊
一

古
川M
月
刊
は
日
第
一
口
回
和
解
交
川

京
)
共
闘
会
議
が
発
足
・

川
の
支
底
抗
議
・
要
請
の
運
動
川
と
激
励
さ
れ
ま
し
た
・

ら

せ

て

も

ら

っ

て

い
る
岡
山
の
オ
一
渉
・
東
京
地
裁
日

F
、
凶
時
川
刊
月
日
間

B
1げ
臼
機
関
紙
・

ミ

川
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
・

川

口
士
銀
行
、
神
電
気
の
要
騎
行
パ
チ
ャ
ン
(
木
下
純
子
さ
ん
)
宅

一

閃
分
1

山

一
一
コ
ミ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・

別

EE--==
-Ez----EE
--EE--
--zh
動
は
、
今
回
で
二
回
目
で
す
が
、
に
十
二
日
間
も
お
世
話
に
な
り
食
一
・
さ
そ
い
あ
っ
て
鯵
加
を
〆

川
刊
月
W
日

岳
南
鉄
道
の
昼
休
み

川

抗

鰭
行
動
.

青
果
匂
う
仲
間
さ
ま
ざ
ま
の
争
議
団

γ月
初
日
沖
電
気
争
議
七
年
・

多

国

畔

人

さ
ん

(

新

俳

句

人

連

盟

会

員

)

川

芸
品
管
比
谷
集
会
・

(4) 第 80号指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

「
働
く
婦
人
の
権
利
を
守
れ
」
と
寸

H
'

S
婦
人
の
続
行
恥
到
し
が
繰
り
広
げ
・
つ
れ
、

各
企
業
へ
の
抗
議
行
動
々
各
省
庁
交
渉
が

行
わ
れ
ま
し
た
，

ウ
)
の
総
行
財
ほ
、
沖
電
気
争
議
団
を
は

じ
め
生
休
の
不
当
何
百
賃
金
力
げ
ト
と
闘
う

全
金
タ
ワ
ダ
シ
ス
一
プ
仏
、
家
族
手
当
支
給

1985年 12月 1日

す
時二ニ
光
一
射
す
み
手
品

2
T局、
vm
解
右
n
河
し
品
別

/
T
tて
肉
h
t
H品

7
・、

三
洋
骨
、
』
れ
を
議
向
え
の
枠
K
芳
働
意
K
L
1
q

主
帝
1
4
兆
円
叩

1
乏
r1
，

昔
寸
ハ

氏
句
抗
句
雨
明
丸
T
ほ
立
小
企
由
主
力
何
者
4pι

、司

2・u
、
日
苦
労
側
主
勃
h
払
引
し
い

ア
喪
t
マヲ
t
い
3
k
m町
悶

VZA--

、萩
判
肉
争
J

，

vXよ
い
よ
ヤ
マ
渇
1
迎
え
1
N
E
K
き
け
て
色
町
す
す
炉
、

最
後
ま
で
向
符
I
f
h
め
、
「
八
月
e
h
q

号
麻
晴
海
『
咋

b
清
利
t
か
ち
ヒ
』
ノ

、
?
?
?
祈
ヲ
t

お
り
ま
す
.

向
?
阿
川
相
仁
周
年
t
迎
士
E

K

当

1
問
中
資
金
灯
、
ん
モ
ヅ
斗
A
l

i--九州
川
崎

f
r
t
ぃ

.

v

v

k

ι

f

H

J

九
一入
ム
与
ユ
B
'一
司

?キ
~ 
Y司こ

久

長
司
若ヤ

l令
|翠
i羽

~ 
支
告p

J 
r 

-句
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1986年 1月 1目指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

支援する会事務局

事務所東京都港区三国

3-2-20 

.鱈 (03)451-3515 
駆使口座口座番号

東京 6-75240 

加入者名沖電気の不当解雇

を撤回させる会

発

行

所

揮事81電量(1 ) 

叫地刊
は
ふ
ω

・一ヒ
つ
ク
吟

β
・

ひとし

事ei-r OfeIさ
TIII~ ， ... .1ん
i族長長ア免 が味岡:
i ."5<:男ン許 BZI草山:
ー五 ・・ 物将県 i
曲歳 失広 .棋 . . 

: ~..，.:;人島ガ・ A : 
三三盆はカス魚 B ; 
夫童保 l溶フ宅 i
晶 母 ブ鏡ラ
家守・フのイ鍾

長
女
を
背
負
っ
て
保
育
闘
の

(

O

)

も
う
七
年
で
す
・
そ
の
っ
て
い
る
の
に
は
、
感
心
し
ま

送
迎
を
す
る
姿
に
、
近
所
の
人
事
で
時
々
げ
ん
か
も
し
ま
す
す
・
休
日
に
は
、
早
期
の
ト
レ

か
ら
は
「
本
当
に
よ
く
や
る
お
が
、
一
日
も
早
い
「
職
場
復
帰
」

l
ニ
ン
グ
も
し
た
り
し
て
健
康

父
さ
ん
ネ
」
と
ほ
め
ら
れ
る
お
を
願
っ
て
い
ま
す
。
管
理
に
も
気
を
つ
け
て
い
ま

父
さ
ん
で
す
.
争
時
曜
と
三
人
の
子
育
て
に
迫
す
.
お
父
さ
ん
と
、
げ
ん
か
を

結
婚
す
る
前
に
、

「
争
識
は
わ
れ
余
裕
の
な
い
毎
日
で
す
し
な
い
為
に
も
(
9

)

今
年
と

三
年
く
ら
い
で
解
決
す
る
」
の
が
、
そ
の
中
で
、
自
分
の
時
間
そ
、
勝
利
を
/
と
私
も
頑
張

言
襲
を
信
じ
て
結
婚
レ
た
の
に
を
つ
く
り
、
気
分
転
換
を
は
か
り
ま
す
.

(
凄
・
明
子
さ
ん
)

指
名
解
庖
後
す
ぐ
結
婚
し
た
私
っ
て
も
ら
い
安
心
し
て
治
療
す
る

た
ち
で
す
・
結
婚
当
初
は
、
将
来
こ
と
が
で
き
ま
し
た
・
今
で
は
、

へ
の
不
安
や
実
生
活
の
こ
と
で
よ
子
ど
も
遣
に
は
甘
く
や
さ
し
い
お

く
ケ
ン
カ
を
し
泣
か
さ
れ
た
り
、
父
さ
ん
で
す
が
、
私
に
は
口
う
る

お
父
さ
ん
は
争
議
の
こ
と
ば
か
り
さ
く
ガ
ミ
ガ
ミ
よ
く
言
う
ん
で

優
先
し
、
家
庭
を
か
え
り
見
な
い
す
・
夜
も
お
そ
く
ま
で
オ
ル
グ

と
思
い
別
れ
よ
-
?
と
考
え
た
ζ
と

(?
〉
を
や
っ
て
い
る
よ
う
で
、

も
あ
り
ま
し
た
.
し
か
し
、
昨
年
酒
を
飲
ん
で
帰
る
日
も
多
い
で

私
の
三
カ
月
に
お
よ
ぶ
入
院
生
活
す
。

で
、
お
父
さ
ん
は
私
と
子
ど
も
遺
体
に
気
を
つ
け
て
お
父
さ
ん
吋

の
世
話
や
家
庭
の
と
と
を
よ
く
や
ン
パ
レ
/

(嚢
・
恵
宇
さ
ん
)

阪神傍.9券
巴里竺笠j

…
山
口
県
.
A
型
.
ハ
ン

…
パ
l
グ
が
大
好
き
.
野

一
球
は
タ
イ
ガ
l
ス
の
熱

一
狂
フ
ァ
ン
.
趣
味
で
野

一
球
、
サ
ッ
カ

.事
務
聡

…
の
夫
人
と
長
女
王
歳
、

…
長
男
三
歳
の
四
人
家

一
族
・

一家族が紹介する沖電気争議団の寅年5人一

る」
'タ博z皇土手ろ、
守子守王泳法~

冬
に
な
る
と
、
遠
く
シ
ベ
リ
ア
あ
る
と
言
え
ば
聞
と
え
は
良
い
が

か
ら
渡
っ
て
来
た
寒
風
を
ま
と
も
皐
く
言
え
ば
強
情
な
の
で
あ
る
。

に
向
り
、
荒
れ
る
海
は
容
さ
き
ま
隊
経
に
は
太
鼓
に
ま
で
「
じ
ょ
っ

で
静
ま
る
ζ
と
が
な
い
と
い
う
厳
ば
り
(
強
情
っ
張
の
意
〉
太
鼓
」

し
い
自
然
環
境
の
下
、
五
人
兄
妹
と
い
う
の
が
あ
る
く
ら
い
だ
か
ら

の
末
っ
子
と
し
て
、
好
き
な
パ
レ
無
理
も
な
い
か
も
し
れ
な
い
.

ー
ポ
l
ル
ば
か
り
や
っ
て
育
っ
て
職
場
を
追
い
出
さ
れ
て
7
年、

来
た
の
が
私
の
女
房
で
あ
る
。
今
年
ζ
そ
職
場
に
帰
り
、
再
び
「
じ

長
い
冬
と
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
ょ
っ
ぱ
り
」
で
頑
猿
っ
て
も
ら
い

の
体
験
が
そ
う
さ
せ
た
の
か
、
な
た
い
も
の
で
あ
る
.

か

な

か

我

慢

強

く

、

頑

張

り

昼

で

(

失
・
道
明
さ
ん
)

国家機密法阻止、国鉄分

割 ・民営化反対、教育臨
調、地方「行革」、大型間

接税、医療改悪、右翼労
戦反対

一'86春闘勝利一
沖電気の仲間を
職場に戻す

2.21 ~モと狩
・立川市民大ホール
・午後 6時30分一

:菌毒宅島理写葉 i
:人と 事 車すイ 県 :
家二務クるコ i 
:族 歳耳障ラ性ン A
.ののプ格、型
男失の ・登

2 の人liI~団山趣 2
子と会地 ・味

何
事
に
も
、
お
っ
と
り
し
て

い
て
寅
年
と
い
う
よ
り
も
ま
る

で
亀
さ
ん
・
と
と
ろ
で
ζ
の
亀

さ
ん
、
子
育
て
真
康
中
で
な
か

な
か
忙
し
い
.
夜
遅
く
帰
宅
し

て
一
杯
飲
む
前
に
、
洗
濯
物
を

干
し
た
り
た
た
ん
だ
り
と
一
e
e

・

時
に
は
、
子
ど
も
た
ち
と
相

板垣てつ子さん

;守igj??E;
ヌ女沖 ・壬ボ A : 
v_， 十電学孟 l型 :
出 気量時 Jレ

会均極量出器震 j

擦
を
し
た
り
、
絵
本
を
読
ん
で

あ
げ
た
り
の
大
奮
闘
で
す
.
先

日
、
紙
芝
居
を
読
ん
で
あ
げ
な

が
ら
、
話
が
お
も
し
ろ
い
の
で
、

自
分
が
銃
み
手
で
あ
る
と
と
を

忘
れ
、
笑
い
出
レ
て
し
ま
っ
た
、

ζ
ん
な
楽
し
い
面
も
持
つ
。

ま
た
、
ち
ょ
っ
と
の
時
間
を

見
つ
け
て
は
マ
ラ
ソ
ン
を
が
ん

ば
っ
て
い
る
、
昨
年
は
か
な
り

減
食
に
成
功
し
、
私
た
ち
を
締

か
せ
た
人
で
も
あ
る
.

今
年
ζ
そ
、
そ
の
行
動
力
で

解
雇
を
撤
回
レ
、
職
場
復
帰
を

勝
ち
と
っ
て
も
ら
い
た
い
。

(妻

・
千
香
子
さ
ん
)

山
口
県
.A
型
.
…川

趣
味
は
落
穏
を
一
川

聞
く
こ
と
.
好

ロ

物
は
か
ま
ぼ
こ
一
川

ガ
ス
溶
接
の
免

一川

許
・
簡
易
保
険
山

東
京
事
務
セ
ン

一
川

タ
l
に
働
く
夫
…
~

人
と
五
歳
と
三
一
川

歳
の
男
の
子
の
お

四
人
家
族
.

働之

者j

中
野
百
合
夫
さ
ん

結
婚
し
て
六
年
倦
怠
期
な

の
で
し
ょ
う
か
.
楽
し
い
は
ず

の
晩
酌
も
、
口
げ
ん
か
に
終
わ

る
と
と
が
多
い
ζ
の
頃
で
す
。

お
互
い
に
、
い
た
わ
り
が
、
た

り
な
い
と
思
つ
て
は
い
る
の
で

す
がう
ち
の
夫
、
年
々
広
く
な
る

額
に
年
よ
り
は
老
け
て
見
え
る

の
で
す
が
、
息
子
た
ち
は
「
お

と
う
さ
ん
、
か
っ
と
い
い
」
と

ほ
め
て
く
れ
、
惑
い
気
が
し
な

い
よ
う
で
す
.

好
き
だ
と
言
う
釣
り
は
、

テ

レ
ビ
を
観
て
は
「
い
い
な
あ
」

だ
け
で
実
現
せ
ず
で
す
。
土
問

も
日
間
も
な
い
争
犠
団
で
は
、

な
か
な
か
雛
レ
い
よ
う
で
す
.

時
に
は
、

ス
ポ
ー
ツ
も
し
て
健

康
に
注
意
し
て
は
レ
い
.

早
い
帰
宅
の
目
、
息
子
た
ち

と
一
緒
に
遊
び
、
寝
て
し
ま
う

の
が
楽
し
み
な
、
わ
が
夫
で
す
.

(嚢

・
智
寿
子
さ
ん
)

勝
利
告
げ
る
ビ
ラ
ま
く
あ
し
た
の
訪
れ
の
み
ひ
た
す
ら
に
描
く
わ
た
し
の
未
来
図

うち(争議団)の

トラ弘は『:人⑩通」持
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(2 ) 鋼管8 1喧F指名解雇 された沖寝室気の仲間を支援する会ニュース1986年 1月 1目

ーいま学校では…教師の体験を聞く。

見、3まヤ
「
学
校
な
ん
て
大
雪
い
・
み
ん
な
で
命
削
る
か
じ
め
、
体
罰
」
で
の
痛
ま
し
い
草
が
報
道
さ
れ

、

以

燃

焼

げ

…浦

町

…
鳴
い
ム
符
…
い
ん
池
川
一
品
物
議
…

'EzdtJ

ら

。

先

生

は

も

っ

と

き

ら

い

、

弱

っ

た

、

官

官

ふ

み

つ

学

校

で

の

子

ど

も

た

ち

は

ど

う

な

っ

て

い

る

の

だ

ろ

。

。

…

け
る
か
ら
」
。
十
五
歳
の
命
富
ら
絶
っ
た
中
学
三
う
か
と
心
配
や
不
安
の
声
も
で
て
い
ま
す
・

ζ
の

Zも
た

ち

を

前

に

し

て

(

一

庫

白

山

南

加

。

…

年
生、

尾
山
奈
々
さ
ん
が
書
き
残
し
た
一
嘉
手

。
松
本
ア
イ
子
先
生
に
、
子
ど
も
た
ち
の
、
現
在
と
学
校
で
は

・

t
A

M
n

博

用

品

川

o

m

(

日

世

間
十
し
く
な
る
ほ
ど
「い

棄
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
し
た

i
e
H日一
時

日

~g

時

制

M

M

L

…

i
i
i
i
j
uは
弓
i
3
3
3
3
3
3
3
3
3が
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
も
、
そ
れ

J

者

議

私

酢

ン

ま

ん

時

h
-理

i

，F

を
支
え
、
ま
と
ま
れ
る

学

校

」

を

、

私

ん

。

ι
。

き

義

ィ

う

さ

M

h
-
E
-
v
fJEMU

:
剛蹴害時間
ω

士

・・・闇幽
.... 
，

姓

区

制

生
か
さ
れ
て
い
ま
す

ι
o
r

で
ご
舗
立
一
子
々

選

輸
圃
・

Eaa闘
祖
国
.

.

 

，LM湖北
「
リ
ー
ダ
ー

ぁ

zi

A
装

解

叫

刈

電

闘

記

運

劫

抵

准

，

曜
R恥
畠

田

・

・

町

内

地

内

山

…

…

…

一

一

一

点

叶

話

一

年

間

一

一

一

戸

港

一

川

川

町

お

お

党

議

…

4

園・・E隠
a

・・・・・司
F
A

の
大
変
さ
や
喜
び
六
年
生
と
レ
り
に
ζ
れ
か
ら
は
、
し
て
く
だ
さ

断

れ

は

規

C
気

気

ケ

さ

ん

W

4
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4

4
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叩
X

A

V

百
3
5
d
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帆

一

v

v

'

単

一

川

議

国

川

電

電

ツ

屋

さ

制

4aaE曹
司

「

訪

問

皆川

体
罰
幡
町
影
響
季
、
議
一
日
裁
に
抗
全
品
沖
沖
ゼ
高
関
…

』

aa園
田

開

祖

司

、

「

北
砂
小
子
ど
も
ま
つ
り
」
に

f

jι

柑

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

鞘

4
・

、
三
;
突
き
3
2
1
1一
訟

で

ミ

と
り
く
ん
だ
子
ど
も
た
ち
は
次
の
子
ど
も
は
「
社
会
の
子
」
・
社
統
制
を
強
め
よ
う
と
狙
っ
て
い
ま

五

3
3
t
3
35
5
33
3
5
3
3
3
3
3
iも

企
居
先
下
千
仁
乙
ご
と
し
渇
1
d

無
関
心
に
な
っ
て
い
ま
す
・
こ
れ
よ
う
な
感
望
省
い
て
い
ま
す
・
会
の
貧
困
や
反
動
的
な
教
育
政
策
す
・

一

.

，

‘
時
と
し
て
、
現
実
か
ら
逃
げ
出
と
を
切
に
版
い
ま
す
・
富
竺

;vt

が
H

い
じ
め
H

に

」
と
顔
を
「
六
年
生
に
と
っ
て
は
、
愚
後
の
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
の
自
立
の
「
子
ど
も
は
管
理
強
化
の
中
で

一

宥

司

書

悼

し
た
く
な
る
時
に
、
大
い
に
励
回
完
全
勝
利
に
向
け
て
、
が
ん
一

「子
ど
も
た
ち

ぎ

し

の

人

間

「

人
間
関
係
が
つ
く
れ
な
い
か
曇
ら
せ
ま
す
・
そ
れ
だ
り
で
な
く
、
子
ど
も
ま
つ
り
で
す
・

2で
は
坂
道
は
け
わ
し
く
、
と
と
の
ほ
か
は
、
絶
対
に
育
ち
ま
せ
ん
。
政
府

一

h
b
γ
タ
久

d
ま
さ
れ
て
い
ま
す
・
弱
い
者
い
ば
り
ま
し
ょ
う
・

一

関
係
が
と
て
も
子
く
な
っ
て
い
ら
、
友
だ
ち
の
心
も
思
い
や
れ
な
長
時
間
事
事
し
い
労
働
条
お
事
足
っ
た
の
で
今
度
ば
か
生
き
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
す
・
や
文
部
省
の
、

い

な

り

で

な

く

、

一

ぷ

λ

一
ベ
山
一
一
ご
じ
め
に
対
し
て
ま
何
事
の

V
日
野
川
勇
一
さ
ん

(
栃
木
)

一

ま
す
・
そ
レ
て
テ
レ
ビ
ゲ
l
ム
い
。
友
人
を
傷
つ
け
る

i
f
gざる
を

い

り

は

そ

う

は

い
か
ず
お
世
話
「
『
学
校
は
未
来
を
つ
く
る
と
乙
先
生
の
自
由
な
発
禁
生
か
さ
れ

一

回

ム

毎

回
結
で
は
ね
か
引
す
ほ
か
あ
り
職
場
を
変
革
す
る
闘
い
は

…

詰

刊

誌

一

訪

日

目

立

記

一

寸

十

九

日

れ

れ

即

時

計

四

日

科

目

1Mlぃ
日

!

日

時

計

v三
紅

白

ι日
比

一

一

必

N
-
A
V
計

斜

計

一

一

ぅ

日

目

白

一

日

一

…

も
た
ち
も
室
生
、
最
近
ハ
ム
図
で
な
こと一
言
っ
た
つ
り

』
と
い
と
指
摘
し
ま
す
。

手

作

り

コ

ー
ナ
ー
の
せ
わ
、
ほ
く

教

師
た
ち
は
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
で
き
る
の
で
す
。
臨
教
容
の
教
師

一
V
紙
本
辰
雄
さ
ん

(神
戸

)

毎

月

霊

高

き

な

の

で
、
力

歩
な
の
で
す
・
が
ん
ば
っ
て
下

一

遊
ん
で
い
る
子
が
少
な
く
、
公
園
う
ふ
う
に
、
傷
つ
け
る
ζ
と

に

も

は

、

ζ
れ
ま
で
な
れ
な
い
仕
事
を

て

の

管

理

統

制

で

は

子

ど
も
を
ダ
メ

一

職
場
の
人
に
年
末
カ
ン
パ
を
ン
パ
は
で
き
ま
せ
ん
・
慈
し
か
さ
い
・
平
和
な
未
来
を
築
く
た
一

が
ス
カ
ス
カ
だ
と

と
言

さ

ら

一

生

懸

命
や
り
ま
し
た
。
今
年
の
と
こ
ろ
が
、
教
育
撃
と
銘
う
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。
四
O
入
学
一
訴
え
た
ら
、

一
万
五
千
三
百
四
ら
ず
御
了
承
下
さ
い
。
働
い
て
め
に
・

一

い
で
す
」

と

松

本

先

生

は

諮

り

ま

子

ど

も
ま
つ
り
は
一
味
ち
が
っ
と
っ
て
出
さ
れ
て
い
る
中
曽
根
首
相
堅
実
現
実
育
の
自
主
性
と
そ

一
十
円
集
ま
り
ま
し
た
の
で
、
す
も
、
生
活
で
き
な
い
賃
金
|
定

H
H事
務
局
だ
よ
り

1

一

す

・

思

い
ま
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
の
「
臨
時
教
育
審
議
会
」
(
臨
教
大
事
に
す
れ
ば
、
学
校
は
ま
と
ま
一

ぐ
送
り
ま
す
・

年
後
の
一
般
的
状
態
と
言
え
る
@
沖
宣
言
議
七
年
の
記
録
一

先
生
の
学
級
(
六
年
)
で
テ
レ

い

ろ

い

ろ

な

思

い

出

が

で

き
、
み
密
)
は
、
子
ど
も
た
ち
を
救
う
ど

り
、
体
闘
や
非
教
育
的
な
ζ
と
は

一
V
松
本
美
紀
子
さ
ん

(釧
路
)
で
し
ょ
う
。
処
恒
な
レ
で
す
。

「り
ん
ご
の
樹
は
育
つ
」
の
映

一

ピ
ゲ
l
ム

の

調

査

を

し

ま

し

た

。

ん

な

で

楽

し

く

や

っ

た

か

ら

で

乙

ろ

か

、

子

ど

も

た

ち

の

背

お

つ

な

く

な

り

ま

す

」

と
き
っ
ぱ
り
。

一

沖
電
気
争
犠
団
の
明
る
さ
と

V
橋
本
上
矢
さ
ん

(
群
馬
)
函
は
好
評
で
す
。
上
映
運
動
を

一

そ
れ
に
よ
る
と
、
=
一
+
四
人
中
、

す

.

て

い

る

重

荷

(

受

験

地

獄

、

ス

シ

松

本

さ

ん

に

数

多

く

の

教

職

員

一
強
さ
に
、
組
合
の
曾
記
と
し
て
反
動
へ
の
突
破
口
と
な
る
乙
全
国
各
地
で
行
い
ま
し
ょ
う
・
一

テ
レ
ビ
ゲ
l
ム

の

本

体

を

持

っ

て

た

と

え

ば

、

ぼ

く

が

う

れ
し
い
づ
め
学
級
、
退
廃
文
化

)
を
の
姿
が
ダ
ブ
り
ま
す
・
先
生
の
が

い
る
子
が
二
十
二

人

・

テ

レ

ビ

ゲ

の

は

、
ナ
イ
フ
を
使
っ
た
ζ
と
の
何
ひ
と
つ
解
決
し
よ
う
と
は
し
て
ん
ば
り
と
、
「
い
じ
め
、
体
罰一

l
ム
の
テ
1
プ
を
平
均
十
本
持

つ

な

い
一
年
生
が
、
も
く
も
く
と
ゃ
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
と
ろ
か
、
子
掃
」
、
臨
教
審
反
対
、
信
頼
さ
れ

て
い
て
、
飯
高
四
十
本

持

っ

て

い

っ

て

い

た

乙

と

で

す

・
あ
の
手
つ
ど
も
た
ち
を
早
く
か
ら
能
力
で
差
る
学
校
づ
く
り
の

「教
育
の
共
同

る

子

も

・

そ
の
金
額
だ
げ

で

き

の

な

れ
な
い

一
年
生
が

一
生
げ
別

・
越
前
し
、
一
層
競
争
の
渦
の
事
業
」
が
父
母
、
国
民
と
共
に
、

も

相

当

な

も

の

に

な

り

ま

す

が

、

ん

め

い

や

っ

て

い

た

の

で

か

わ

い

中

に

投

げ

乙

も

う

と

し

て

い

ま

す

ひ

ろ

が

り

つ
つ
あ
り
ま
す
・

子
ど
も
の
世
界
は
、
テ
l
ブ

の

貸

く

感

じ

ま

し

た
。

し

、

そ

の

た

め

に

、

教

師

の

管

理

し
借
り
が
人
間
関
係
の
鮮
に
な

り
、
一
日
一
時
間
も
二
時
間
も
ひ

と
り
ぼ
っ
ち
で
テ
レ
ビ
を
相
手
に

遊
ぶ
の
が
日
常
化
し
て
い
ま
す
・

み
ん
な
が
リ
ー
ダ
ー

304 
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1986年 1月 1日

乙
の
勧
告
は
、
沖
電
気
が
金
銭

に
よ
る
解
決
に
固
執
し
て
い
る
な

か、

「今
後
の
交
渉
の
き
っ
か
け
」

と
し
て
裁
判
所
が
出
し
た
も
の
.

沖
電
気
争
議
団
の
中
山
森
夫
さ

ん
は

「い
よ
い
よ
闘
い
は
、
正
念

場
を
迎
え
ま
し
た
。
今
春
が
勝
負

に
な
る
と
考
え
て
、
全
力
で
欝
闘

通
信
機
三
大
メ
l
カ
の

一
つ
益
、
三
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、

一方
、解
恩
後
の
職
場
で
は
、
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ、

八
二

神
電
気
工
業
〈
本
社
・

東
京

・
九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
年
十
一
月
に
は
、
支
復
共
闘
会

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
二
し
て
新
工
場
の
建
設
な
ど
.
腹
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
神

議
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
俸
制
を

八
四
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経

九
O
年
に
は

一
兆
円
企
業
を

狙

争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
作
っ
た
。

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」

う
。
会
社
は
東
京
地
識
は
か
四
仕
事
を
差
別
す
る
な
ど
の
、
見

八

四
年
秋
か
ら
は
、
全
国
規

と
称
し
て、

千
五
百
人
の
「
希

〆

ノ

〆

J

'

r

r

r

艇
の
運
動
に
発
展
、
仕
事
差
別

望
退
職
」
募
集
を
提
案
乙
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

を
や
め
さ
せ
た
・
東
京
地
裁
で

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

は

「

二

一

十
五
人
の
復
職
と
和
解

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企

カ
所
の
裁
判
で
も
「
指
名
解
題

せ
し
め
を
強
め、

「合
理
化
」
金
」
の
勧
告
が
出
た
。

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の

を

続

行

し

て

い

る

。

八

六

年

、

神
電
気
争
議
は
最

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
雇
を
意
織
改
革
を
す
る
と
と
」
と
鉦
沖
電
気
争
議
団
の
七
十
一
人
大
の
山
場
を
迎
え
て
い
る
・
あ

強
行
。
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、

一言。

労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
の
四
千
を
超
え
る
労
な
た
の
熱
い
連
帯
で
必
ら
ず
勝

百
億
円
近
い
史
上
最
高
の
利
視
レ
で
解
庖

K
乞
と
も
明
白
。
組
や
、
一
万
四
千
人
の
「
支
鐙
利
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

東
京
地
裁
が
和
解
勧
告
書

『犯
人
の
復
職
と
和
解
金
』

十
二
月
十
二
日
、
東
京
地
方
裁

す
る
決
意
を
固
め
て
い
ま
す
。
全

ん、
争
議
八
年
目
の
今
年
ζ
そ
「
職

判
所
(
民
事
第
十

一
部
)
で
第
日
国
の
み
な
さ
ん
の
よ
り
一
層
の
支
場
復
帰
」
に
よ
る
勝
利
が
で
き
る

回
の
和
解
交
渉
が
行
な
わ
れ
、
裁
援
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
語
っ
て
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

判
所

(裁
判
長

・
白
石
悦
秘
)
か
い
ま
す
・

V
第
何
回
和
解
交
渉
は
、

2
月

ら
「
和
解
の
基
本
策
」
が
勧

告

さ

「

支

援
す
る
会
」
は

」
戻
せ
、

げ
日
で
す
・
東
京
地
裁
は
川
F
.

“

れ
ま
し
た
。

職
場
に
ノ
H

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
支

持
か
ら
で
す
・
鯵
加
、
よ
ろ
し
く

援
を
続
け
て
き
ま
し
た
.
み
な
さ

お
ね
が
い
し
ま
す
.

A
和
解
の
基
本
案
V

一
、
被
告
は
、
本
件
原
告
ら
及

び
当
裁
判
所
八
王
子
支
部、

浦
和
地
方
裁
判
所
熊
谷
支
部

前
橋
地
方
裁
判
所
に
各
係
属

中
の
関
連
事
件
の
原
告
ら
七

一
名
の
う
ち
、
三
十
五
名
を

現
実
に
復
職
さ
せ
、
そ
の
余

の
原
告
ら
は
、
円
満
退
職
す

る
ζ
と
.

二
、
被
告
は
、
右
原
告
ら
に

対
し
、
和
解
金
を
支
払
う
ζ

と
.

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース鋼管81宅'(5 ) 

-
高
橋
宣
雄
さ
ん
(
福
島
)

・
井
手
キ
ヨ
子
さ
ん
(
神
奈
川
)

り

ん

ご

一

箱

。

ケ

l
キ
一
箱
な
ど
。

-
埼
玉
総
合
法
律
事
務

所

・

鈴

木

幹

子

さ
ん
(
電
機
)

お
せ
ん
べ
い
.

コ

ー
ヒ
ー
な
ど
。

-
荒
木
寅
市
さ
ん
(
山
形
)

.
鈴
木
さ
ん
(
東
経
大
教
職
組
)

り
ん
ご
一
箱
。

観
劇
券
。

-
浦
和
法
律
事
務

所

.

斎

藤

ス

ガ

さ
ん
(
福
島
)

コ
ー
ヒ
ー
、
か
ん
づ
め
セ
ッ
ト
も
ち
.

-
松
尾
功
さ
ん

(静
岡
)

.
鈴
木
さ
ん

(
ア
メ
ッ
ク
ス
)

み
か
ん
二
箱
。

衣
類
。

・
大
竹
世
紀
子
さ
ん
(
福
島
)

・
具
志
堅
徳
慎
さ
ん

(
沖
縄
)

り
ん
ご
一
箱
a

サ
l
タ
ア
ン
ダ
ギ
(
お
菓
子
)

「
沖
電
気
は
職
場
復
帰
に
よ
る
争

・
梅
崎
弘
さ
ん

(千
祭
)
お
菓
子

・
松
本
憎
さ
ん

(京
都
)
酒
粕
。

援
の
解
決
を
し
ろ
」
と
、
神
電
気
本

-
2
-
5
7
1
i
4
i
f
-
-
2
1
2
=
Z
1e・e・-=JE
ee-ze--
f

社
前
の
昼
休
み
抗
議
行
動
は
、

百

五

あ

な

た

が

カ

l
ド
を
作
ろ
う
と

十
団
体
、
八
百
人
が
参
加
.

思
っ
た
と
き
、
サ
ラ
金
か
ら
お
金

中
央
共

闘

会

議

の

安

田

さ

ん

が

、

を

借

り

よ

う

と

思

っ

た

と

き

「キ

「行
動
の
強
化
」
を
訴
え
ま
し
た
・

ミ

な

ら

ど
う
す
る
?
」
そ
の
期
待

に
答
え
る
パ
ン
フ
の
登
場
だ
a

消

費
者
副
説
本
刊
行
編
、

B
5
版
、

犯
頁
。
申
込
み
は
、
清
水
洋
法
律

事
務
所
侃

(8
5
4
)5
8
3
1
.

12. 12 

中
央
区
支
援
す
る
会
が

ω

「沖
電
気
映
画
の
夕
べ
」
問

中
央
区

(東
京
)
沖
電
気

の

「
映
画
会
」
が
飯
初
の
上

争
穏
を
支
複
す
る
会
は
、
争
映
運
動
で
す
。

議
の
記
録
映
画

「
り
ん
ご
の

沖
電
気
争
識
を
知
ら
せ
、

樹
は
育
つ
」

を
観
る
タ
ベ
そ
支
援
を
組
織
す
る
武
鰭
と
し

開
催
レ
ま
し
た
。

て

、

全

国

各
地
で
の
上
映
運

隷

「
沖
電
気
争
議
の
ζ
と
が
動
を
発
展
さ
せ
ま
し
ょ
う
-

F

綴
M

よ
く
分
か
り
と
て
も
よ
い
.

F
S

職
場
で
も
上
映
会
を
し
た

日
本
の
う
た
ご
え

m
い
」
「
死
亡
さ
れ
た
伊
藤
き

祭
典
に
出
演
1

ん
の
顔
が
涙
が
出
て
き

(
て
、
つ
ら
か
っ
た
」
「
解
庖

さ
れ
た
人
が
こ
ん
な
に
が
ん

ば
っ
て
い
る
の
に
、
私
は

」

な
ど
な
ど
、
話
題
は
っ
き
な

い
「タ
ベ
」
と
な
り
ま
し
た
・

望
年
会
と
セ
y
ト
、
会
費

二
千
円
で
行
な
わ
れ
た
今
岡

本

社

前

行

動

に

川

八
百
人
肌

羽
田
本
の
う
た
と
え
祭
典
H

愛

と
平
和
H

ス
ク
ラ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

で

「赤
い
ゼ
ッ
ケ
ン
」
(
梅
原
司

平
・
作
)
と
「こ
ぶ
レ
の
防
波
堤
」

(中
島
修
一

・
作
)
を
演
奏
し
、

激
励
と
連
帯
の
拍
手
を
う
り
た
。

今
摩
品
川
1

現
白
内
主
役
穀
と
脂
仰
が
一
似
Z
花

し
た
ゆ
白
骨
官
二
組
兜
一
が
キ

J
ケ
と
な

1
F

A
山

O
X-さ
人

で

+

叫

し

た

・

きみはリッチ?

『左
の
パ
ズ
ル
の
二
重
マ
ス
の
文
字
を
、
組
み
合
わ
せ
て
、

言

葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
』

・
答
は
、
ハ
ガ
キ
に
・
い
て

「支

復
す
る
会
事
務
局
」
へ
、
お
送
り
く
だ
さ
い
.
一
月
ニ

O
日
ま
で

到
箸
分
か
ら
、
正
解
者
五
人
に
、
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
.

な
お
、
正
解
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
し
ま
す
.

+
出
題
者
は
、
支
援
す
る
会
、
会
員
の
百
瀬
邦
孝
さ
ん
で
す
.

A
タ
テ
の
カ
ギ
V

7
、
水
を
せ
き
と
め
る

1
、
幼
い
頃
の
え
ら
い
人

9
、
(
)
サ
ン
ド

2
、

カ

ゴ

泊

、
(
)
が
ま
わ
っ
て
き
た

3
、
メ
イ
の
反
対

円
、
う
で
ま
え

4
、
(

)
の
ズ
ボ
ン

mM
、
強
名
ど
う
も
(

)

5
、
絞
も
(
)
も
な
い
平
和
な
目
、
南
向
き
の
(
)

日
本
を

は
、
大
師
な
ど
の
霊
場

6
、
能
楽
の
詞

g

u

山
、
太
陽
の
(

)

加
、
類
人
強
制

引、

(
)
酒

お
、
(
)
酒

お
、
お
守
り
に
か
く
札

叫

ω
、
木
を
切
っ
て
(
)
に
す
る

幻
、
そ
ん
な
(
)
な

加
、
(
)
を
植
え
る

A
ヨ
コ
の
カ
ギ
V

B
、
労
働
者
は
(

)
せ
よ

川
、
結
城
(

)

刊は
、
将
棋
の
(
)
を
す
る

市
、
そ
れ
ひ
け
ワ
ッ
シ
ョ
イ

げ
、
(
)
に
ひ
ら
め
く

叩問
、
コ
プ
の
あ
る
動
物

円、

(
)
は
と
っ
て
も
苦
し
い

引
、
あ
な
た
を
英
語
で

位
、
す
き
と
お
っ
た
(

)

仰
、
(

)を
も
ど
す

お
、
(

)
ト
カ
ゲ

幻
、
鉄
腕
(

)

初
、
文
字
を
か
く
ζ
と

m、
(
)
太
郎

日州、

許
す
な
国
家
(
)

引
、
月
と
仏
と
お
ら
が
(
)

""・“"""""，，，，，，，''''''・，，，，，，，，，，.，，，....，，・，，，，，，，''''，“・"'"・，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，'''...，.・11"，・"''''''''''刊H・H・"""・'''.，，，，，，，・H・"'".''''・"，，，句・n."，."・'"・'''.・.""..."・'."・"・，，，，，，・I・・1.，，，"".，，."'，，，，"・H・"""・1・'.""・1・""，・I・"'，，，，，，，，，，，，，，'..，，，，，..，，.'日''''''''''白ι"'"・"''''''''，..''''''''''''・1・'''.""・1何""""“"“I・M・"""，・1・""''''''''''・"""'''.，，，.'旬..".・'"・・"'，，，.・""，

(300円)
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(4 ) 構 81号指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニコース

八
五
年
一
月
、
レ
ー
ガ
ン
米
大
統
領
は
厚
木

の
代
醤
地
を
中
曽
根
首
相
に
要
求
し
た
・
十

二
月
四
日
政
府
は
再
度
、
三
宅
島
と
表
明

306 

主員 長阿まま宅 著書 産主匡 冥三 星雲重手 宅島巨「
雪宮護軍主主要警暫ベ控窓号憲底二露霊示 Z雲章
一会空与量害 虫雪を歪 喜号谷崎賞菌費え完;Jj.~，露
豊喜重匂量れ重宝 282=E富。蓄孟時写会 H 皇
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E? 手量去重量さき ii き塁手 Z= 足ぷ言 I ~ 空要害 コ
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見詰町長 7襲撃善三222主j事・圃除夜寝室略hm
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警警霊童222きてで主建t3;zj山本愛子さん 25専守長
iiiiisHi;許可1ij極通むーーiムa;82ii
;i?iiii!?iiiii内植誼醐i!??;;tTZ722fffTj
2.、:cν 汗吾 、~~ ~し民かん意施東 U tす・・・・・・・・・・・・・・・・.. ~革まくほと :推進派の看板も(下〉。
だ生 RU雪品三号 LJ2ijtqZ摩翼 且JJ場・ .. ・自主 E」示室

b i恋iz均号ゐヲ書ii審議i吻i喜思思 子走F5H気持hzi室主zi言書i25i量iF 
zhhd;i:1;jb Aii;i裏書道恒三裏話語2;喜望)gugz11 

室崎雪 量 豪語子ノピ警東金 援E 霊 室♀襲ぎ警 吐き夏支警語道調 査高究 思東 L毒患 科

雪 喜 善 言き号252 2害 者 苦手事主53委書費223首雪量ZZ害事2詰5 

1986年 1月 1日

周
辺
の
候
補
地
で
は
、
自
治
体

一

二
十
億
も
す
る
P
1
5
C
対
潜
を
含
め
た
大
き
な
反
対
運
動
が

…

と

ん

間

哨
戒
厳
を
、
厚
木
基
地
に
配
備
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

…

¥

和

H
F
局
す
る
と
と
へ
の
反
対
と
、
三
宅
己
た
中
か
ら
、
噴
火
災

…

…
，

ι

・

E
究

明

ド
ウ
ェ
イ
態
撞
の
夜
間
隣
諸
雲
仙
後
の
三
宅
島
に
狙
い
を
定

…

“
・・a
日

・

曹

司

E

l

-
-

』
圃
司

E
E
E
・廿
q

l

H
Z

-

F

E

E

(

陸
劉
帥
酬
を
中
止
さ
せ
「
静
か
な
め
て
、
代
替
基
地
の
般
置
を
浮

一

日
、

.
F

S
命

日

…
ず

，

』

人

夜
を
か
え
せ
」
と
い
う
切
実
な

上
さ
せ
た
も
の
で
許
せ
ぬ
行
為

一

，d
a

-

-

掴
唱
.

，

b
t
v

願
い
か
ら
始
め
た
も
の
で
し

で
す
・

• 

e
g

た
.

日
本
を
「
核
基
地
化
」
に
さ
せ

…

こ
の
間
「
厚
木
基
地
に
か
わ
な
い
た
め
に
、
私
た
ち
は
、
「
=
一

…

厚
木
基
地
を
抱
え
る
大
和
市
回
を
迎
え
ま
し
た
.

る
N
L
P代
替
基
地
を
促
供
せ
宅
島
へ
の
訓
練
地
露
大
反
対
」

一
で
は
、
毎
月
第
三
日
脚
日
に
定
ア
メ
リ
カ
の
咳
戦
力
を
補
完
よ
」
と
い
う
米
邸
側
の
強
い
要
を
、
三
宅
島
の
み
な
さ
ん
と
述

…

…
例
デ
モ
と
駅
頭
宣
伝
、
磐
名
な
す
る
、
海
よ
自
衛
隊
に

一
機
百
求
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
関
東

裕
レ
、
今
後
も
闘
う
決
意
で
す
.

/-i行
い
、
十
二
月
で
第
六
十
一

大
和
市
民
連
合
会
議
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

三
浦
次
男
さ
ん

「民
宿
経
営

J

J

「
反
対
す
る
会
」
理
事
」



1986'"奪三2月 1 日

5万人の「支援する会」を

私た色は生きる権利、働く樋利 を守るために沖
電気の仲間を物心両面から励まし、必ず勝利させ
たいと思います。困雛な長聞の闘 いも予想されま
すので、一人でも多〈の方がこの「会」に加入し
全面勝利を闘いとるまでご支援〈ださるよう心か
らよびかけます。(r支援する会」よびかけより)
会費・ 1口 200円/月

'86 
春
闘
で
沖
電
気
争
議
の
更
な
る
目IJ
進
を

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

支援する会事務局
事務所東京都港区三田

3一一 2-20
電話 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240

加入者名 沖電気の不当解雇

を撤回させる会

発

行

所

M82号( 1 ) 

通
信
機
三
大
メ
l
カ
の
一
つ
益
、
三
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
一
方
、
解
庖
後
の
職
場
で
は
、
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
二

神
電
気
工
業
(
本
社

・
東
京
・
九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
年
十
一
月
に
は
、
支
媛
共
闘
会

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
ニ
し
て
新
工
場
の
建
股
な
ど
.
厨
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
沖
議
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

八
四
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
九
O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
作
っ
た
.

醤
危
段
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」

-つ
・
会
社
は
東
京
地
裁
は
か
四
仕
事
を
差
別
す
る
な
ど

の

、

見

八

四
年
秋
か
ら
は
、

全
国
規

と

称

し

て

、

千

五

百

人

の

「

希

模

の

運

動

に

発

展

、

仕

事

差

別

，f

，
 

望
退
職
」
募
集
を
提
案
と
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

を
や
め
さ
せ
た
・
東
京
地
裁
で

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

は

ご

ニ

十

五

人

の

復

織

と

和

解

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
カ
所
の
裁
判
で
も
「
指
名
解
磁
せ
し
め
を
強
め
、
「
合
型
化
」
金
」
の
勧
告
が
出
た
。

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る
・
八
六
年
、
沖
電
気
争
議
は
愚

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
雇
を
意
織
改
革
を
す
る
ζ

と
」
と
在
沖
電
気
争
犠
回
の
七
十
一
人
大
の
山
場
を
迎
え
て
い
る
・
あ

強
行
.
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、
言
.
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
の
四
干
を
超
え
る
労
な
た
の
勲
い
連
帯
で
必
A
品
9
勝

百
億
円
近
い
史
上
履
高
の
利

視

し
ず
癖
履

k
~と
と
も
明
白
.
組
や
、

一万
四
千
人
の

「
支
媛
利
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

一

製
糸
が

t
E
F
m

日
本
の
基

E
疋

幹
産
業
の

む

凋

一
つ
で
あ

旬

、

み

っ
た
百
年

同
!
M
t
h
前
、
雨
宮

U4
R

お
醐
崎
製
糸
工
場

の
女
工
さ
ん
た
ち
が
、
日
本
で

股
初
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
し

た
V
働
ら
く
者
は
、
命
が
吋
で

闘
い
、
あ
る
時
は
ぬ
け
、
あ
る

時
は
勝
利
し
、
少
し
ず
つ
、
少

し
ず
つ
、
権
利
を
拡
大
し
て
き

た
V
い
つ
の
時
代
も
、
資
本
家

の
利
益
の
た
め
に
労
働
者
は
犠

牲
を
強
い
ら
れ
た
.
六
O
年
安

保
反
対
闘
争
と
同
時
に
闘
わ
れ

た
三
井
三
池
炭
鉱
闘
争
も
、
首

切
り
撤
回
は
実
現
で
き
な
か
っ

た
V
あ
る
時
は
、
松
川
事
件
、

三
鷹
事
件
の
よ
う
に
デ
y
チ
あ

げ
、
ま
た
あ
る
時
は
、
レ
ッ
ド

パ
l
ジ
の
名
で

・
い
つ
も
泣

く
の
は
労
働
者
や
市
民
だ
。
そ

ん
な
不
当
に
負
け
な
い
で
、
先

輩
た
ち
は
が
ん
ば
っ
た
V
私
は

神
電
気
か
ら
指
名
解
題
さ
れ

た
・
先
m
E
た
ち
が
、
命
を
猿
っ

て
礎
い
て
く
れ
た
H

栂
利
M

は

守
ら
な
け
れ
ば
と
闘
い
続
け
て

い
る
.
先
躍
だ
ち
に
勝
利
を
報

告
す
る
た
め
に

.

(
K
)
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1986年 2月 113 指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニ ュース 開 82号 (2 ) 

時奥充足「驚主 主毒沖高ぞ完天 心2・3小王
ん 2喜雪汗玉三雪雲悲喜毒露 露合通 富三

号15jii!i iii!iiii 
fii iiiき望日;R23ii 
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度
反
映
し
て
い
る
か
の
問
い
に
、

あ
ま
り
反
映
し
て
い
な
い
、
全
く

反
映
し
て
い
な
い
、
組
合
に
期
待

し
て
い
な
い
の
合
計
が
三
四

・
七

路
〉香

員
長

し
か
し
従
業
員
一
人

ひ
と
り
が
自
分
の
会
社
だ
、
自

分
の
職
場
だ
と
い
う
意
験
を
ベ

ー
ス
に
持
た
な
い
と
、
発
展
が

む
ず
か
し
い
。

社
長

私
の
若
い
頃
は
、
い
つ

も
残
業
を
や
り
一
生
懸
命
仕
事

し
た
.

だ
か

PEい
っ
て

会
社
の
た
め
な
ら
女
房
を
質
屋

に
入
れ
て
も
、
と
い
う
意
識
は

な
か
っ
た
。

指名解雇 された沖電気の仲間を支援する会ニュース

わ
れ
て
こ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
.
B
コl
ス
の
あ
と
畿
会
が

あ
っ
た
の
で
、

社
内
に
ク
イ
y

綴
労
連
が
海
外
先
九
カ
国
の

ク
・
レ
ス
ポ
ン
ス
し
て
い
な
い
電
機
労
働
者
の
意
織
翻
査
を
行
な

と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
と
話
し
い
ま
し
た
が
「
会
社
の
発
展
に
康

恒
例
と
な
っ
た
労
組
委
員
長
と
・
て
お
き
ま
し
た
.
醤
を
つ
く
し
た
い
」
が
日
本
の
場

社
長
の
新
春
対
談
で
、
ほ
ん
と
う

γ

合
い
二
八

・
=
一
揮
で
、
ス
ウ
ェ

ー

に
展
開
量
が
み
え
た
だ
ろ
う
か
・
労
働
講
座

B
コl
ス
は
、
中
デ
ン
の
五
七

・
一
掃
な
ど
と
比
べ

央
委
員

・
執
行
委
員
ク
ラ
ス
を
対
低
く
日
本
の
労
働
者
の
企
錠
意
識

。
長
員
長
社
長
の
お
話
を
聞
い
…
設
に
昨
年
十
一
月
に
開
か
れ
、
社
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
・

た
B
コ
l
ス
の
感
想
に
「
社
長
長
が
講
師
と
し
て
招
か
れ
た
の
は
委
員
長
は
こ
の
結
果
に
危
倶
の

。の
お
考
え
と
職
場
で
受
げ
る
感
は
じ
め
て
の
と
と
で
し
た
・
念
を
示
し
た
よ
う
で
す
が
、
外
国

じ
と
の
問
に
ギ
ャ

γ
プ
が
あ

結
の
内
容
は
つ
ま
び
ら
か
で
は
駐
在
員
や
出
張
者
の

「G
N
Pは

る
」
と
い
う
の
が
か
な
り
あ
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ト
y
プ
の
方
針
日
本
よ
り
低
い
か
も
知
れ
な
い
が

ま
し
た
・
社
内
の
方
針
展
開
が

を
職
場
に
徹
底
す
る
と
と
を
望
む
労
働
者
の
生
活
程
度
は
高
く
、
プ

十
分
で
は
な
い
の
で
は
な
い

ζ
と
と
、
組
合
員
の
意
識
の
問
に
ラ
イ
ベ

1
ト
タ
イ
ム
も
は
っ
き
り

か
、
と
い
う
印
象
が
し
ま
す
・
は
ギ
ャ
ァ
プ
が
あ
る
よ
う
で
す
・

し
て
い
る
」
と
い
う
声
に
も
耳
を

社

長

ト

ッ
プ
の
方
針
が
紫
阜
〈
昨
年
十
一
月
の
意
股
調
査
で
、
か
た
む
け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
・

く
各
部
聞
の
行
動
と
な
っ
て
現
組
合
は
あ
な
た
の
意
志
を
ど
の
程

'
E
'
a
E

・EBas
a
-
-E
E
J
TE
E
E
E
'
a
E

ゐっ

B
P芝
市
仇
旅

志
、
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雲
員
長

C
W
Q
Cで
悪
い
と

こ
ろ
を
指
摘
す
る
の
も
い
い
ん

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
良
い
と

ζ
ろ
を
出
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
.

社
長

C
W
Q
Cで
や
っ
て
い

る
の
は
、
現
状
を
し
っ
か
り
一
認

餓
し
よ
う
と
い
う
と
と
で
す
か

ら
、
そ
の
中
に
は
悪
い
と
と
も

出
て
く
る
.
そ
れ
を
つ
ぶ
さ
な

り
れ
ば
な
ら
な
い
で
す
か
ら

ね
.
も
う
け
る
た
め
に
は
ロ
ス

・
ミ
ニ
マ
ム
だ
り
で
な
く
、
加

え
て
、
良
い
と
と
ろ
を
伸
ば
し

て
い
く
と
と
も
大
切
で
す
.

(5 ) 
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あげまして

おめでとうございます ⑨ 

一
部
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

!i.きるじは手折ら礼て

日射しを知らI.iい 屋根の下
jも11ん町危かに 1ーをか也て
人の幼りに身左ま官、性

短い命を たど準々かに
:I/.!¥申してパッ ι ~ることでしょう声、

F止さ吾ヒは..-rT'/.ヰさIv.It"して白
1.~i:威厳UiLlでくピξL\ ， 戸Fi.~ リの人
生日射しのI_~:; . t:oれよりるιMりとj;，v
f:l¥， ((;らb'Jt11LじJ

ι
 

と

と

、

)

よ

ル
と
、
)
『

)
ピ

h
ノ
ム
山

し
る
く
こ
め
同

左
げ
必
吾
り
沼

会
陶
射
て
知

6

2

1

位

に

止

と

ほ
り
レ
，
t
人

に

v
h

の
射
足
ん
H
J稔

る
道
臼
に

U
処

き

い

く

M
U
吾

じ

比
投
却
大
は
同

議脳

止さるじは立の下

イ中1.1とtfたけの 何倍ι
広げた校内 何イ古岳

大地に;呆く j世ま 1;;11っす
AA.のdワlご 自然の~It じ
自分の!J2; 宥り合わιるこι

私たちの獣現j斗争る今年で六年目を@えま守

虎I.<J:千里を走るーのように、ねばり強く

前進します。本宝Etうどうそよろしく

お層買いレます
b喧
日ト
本ラ

ヲt

、、， Iーん4ご'1，'、、
刊二三、 一、

島詰併問戸叫

安川電機の賃金差別裁判を支1毒する会

干807jt 11仲間八幡面区浅川台2寸自
1番喜3-405 

原野主主 TE L 093 (601) 0751 

J11 
文

美
子
さ
ん

沖
支
援
松
山
の
会

(
愛
媛
)
会
長

(作者)

……a~藩D‘UI還週'

南

②@③⑧ 
匁工坪持、約町時代1<-
杭~t 1-キ内グリVむ
う-~i事泊予fl.
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開l"SI'lB の1<.li\l~今年

也
前
橋
合
同
法
律
事
務
所
@
水
沢
透
さ
ん
(
東
京
)

@
稲
垣
倉
造
さ
ん

(
群
馬
)

@
大
内
明
さ
ん

(
大
分
)

@
高
野
名
正
治
さ
ん

(北
海
道
)

由
木
下
清
子
さ
ん
(
岡
山
)

言語長山手 h 側線~1 ~I辻角i71222izi;討
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酒と文化と平和を愛する新宿の会 ; 里 会 主 宰

沖
電
気
解
雇
撤
回
の
ビ
ラ
配
る
一

団
を
組
み
薄
暮
の
街
ヘ

ど
う
ぞ
読
ん
で
下
さ
い

人
ず
つ
声
か
け
て
渡
す
ビ
ラ

冬
に
入
る
街
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5万人の「支援する会Jを

私たちは生きる償制、個!<権利を守るために沖

電気の仲間を物心両面から励まし、必ず勝利させ
たいと忠います。困難な長期の翻いも予想されま

すので、一人てもも多〈の方がこの「会J に加入し

全面勝利 を闘いとるまでご支援くださるよう心か

らよびかけます。(r支援する会J よびかけよ り)
会費 1口 200円 /月

発支援する会事務局
行事務所 東京都港区三国

所 3-2-20 

電路 (03)451-3515 

駆使口座口座番号

東京 6-75240 

加入者名 沖電気の不当解雇

を撤回させる会

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

第 83号

1 986年

3月1日

|固2656日|

開 83号)
 
1
 
{
 

はらのたつことばかりだが・…-

参加して「パツ」と明るくなった。

し
た
く
な
い
」
と
い
う
立
場
に

固
執
し
つ
づ
け
て
き
ま
し
た
.

今
回
の
交
渉
で
、
沖
電
気
も

職
場
復
帰
に
よ
る
争
議
解
決
を

考
え
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
も

二
月
十
七
日
、
+
四
回
目
の
争
議
団

・
会
社
側
双
方
が
向
意
の
争
議
は
職
場
復
帰
ぬ
き
に
は
の
で
争
犠
は
前
進
し
ま
し
た
・

和
解
交
渉
が
東
京
地
裁
民
事
け
し
、
い
よ
い
よ
争
議
は
股
大
の
解
決
し
な
い
」
と
再
三
、
会
社
し
か
レ
、
会
社
は
、
隠
し
合

部
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
.
前
回
ヤ
マ
場
に
入
る
ζ
と
と
な
り
ま
を
説
得
し
て
き
ま
し
た
が
、
八
っ
て
い
く
ζ
と
を
同
窓
し
た
だ

(十
二
月
〉
、
裁
判
所
が
一市し

し

た

・

五

年

六

月

、

会

社

が

出

し

た

築

け

で

、

臓

場

復

帰

の

人

数

や

条

た
「
①
お
名
を
現
実
に
復
職
さ
沖
電
気
は
一
切
の
話
し
あ
い
は
『
一
人
一
千
万
円
の
解
決
金
、
件
な
ど
只
依
的
内
容
を
決
め
る

せ、

②
和
解
金
を
支
払
う
」
と
を
拒
否
し
て
い
ま
レ
た
が
、
八
一
年
間
の
非
常
勤
嘱
託
採
用
の
は
今
後
の
た
た
か
い
に
な
り

い
う
基
本
案
を
土
台
に
今
後
の
四
年
五
月
に
、
裁
判
所
で
の
和
(
自
宅
待
機
)
』
と
い
う
金
銭
ま
す
。

和
解
交
渉
を
進
め
る
と
と
に
、
解
交
渉
に
応
じ
、
裁
判
所
・
ゑ
ζ

の
み
の
案
で
、

「
一
人
も
も
ど

J、;
ん
kc 夫

⑪
つ
ば
ぜ
り
あ
い
に
入
り
ま
し
た
・

庸

一
つ
一
つ
の
待
動
成
功
の
た
め
に
大

川

ι

き
な
ど
支
媛
、
と
指
導
を
お
願
い
致

品
叶

し
ま
す
.
(沖
電
気
争
勝
団
代
表
)

鍋

m
1
•• 

ん
kc 幸孝

③
神
電
気
争
犠
を
支
侵
し
て
、
本
当

ロ
木

に
よ
か
っ
た
と
、

言
え
る
よ
う
に
、

4
J
U

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
.

(
国
鉄
、
5

，tJ

・
6
南
部
集
会
の
実
行
委
員
長
)

映
画
好

欝

色

き
の
人
た

E
-
L
ち
が
運
動

己

調

の
中
で
創

e与
っ
た
ミ
一
一

川
‘

d

tau-
シ
ア
タ
ー

4

・
4
高

「

A
C
T」

が
特
別
企
画
を
行
っ
た
V

「松

川
耶
件
」
「
に
っ
ぽ
ん
ど
ろ
ほ

う
物
路
」
、
松
田
解
子
さ
ん
の

純
演
で
l
松
川
事
件
の
学
習
V

国
鉄
の
分
割
、
民
蛍
化
問
題
を

は
じ
め
、
権
力
に
よ
る
国
民
抑

圧
が
強
ま
っ
て
い
る
だ
け
に
、

診
加
者
は
多
か
っ
た
.
映
画
で

は
、
法
廷
闘
争
を
通
じ
て
、
田
畑

力
犯
邦
の
実
感
を
浮
か
び
あ
が

ら
せ
て
い
る
V
当
時
は
戦
後
第

一
の
反
動
攻
拘
日
本
中
に
燥

い
嵐
が
吹
き
荒
れ
た
.
そ
し
て

い
ま
、
労
働
戦
線
の
右
傾
化
、

教
育
臨
閥
、
国
家
繊
密
法
の
再

提
出
、
医
療
改
悪
「
行
革
」

と
当
時
に
よ
く
似
た
様
な
状
祝

に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
決

定
的
に
違
う
の
は
、
資
本
家
や

柵
力
の
狙
い
や
本
質
を
見
該
く

力
が
国
民
に
あ
る
と
と
だ
V
神

電
気
争
議
も
必

R
f
勝
利
す
る

と
確
信
し
て
い
る
し
、
そ
れ
が

社
会
進
歩
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と

思

う

.

(

正
)
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東京の地場産業からの緊急レポー

日
本
で
股
初
に
双
眼
鏡
が

つ
く
ら
れ
の
は
、
一
九
一
一

年
(
明
治
判
年
)
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
第
二
次
大
戦

終
了
ま
で
は
、
軍
用
で
し
た

が
、
戦
後
は
輸
出
を
中
心
に

急
成
長
し
、
世
界
の
双
眼
鏡

の
な
ん
と
七
五
痛
が
日
本
製

と
な
っ
て
い
る
。
(
日
本
輸

出
双
眼
鏡
工
業
組
合
)

jiiiiij:~!!!;!!!!:iijiiiii:! !日 !!!!l

日
本
の
大
企
業
の
儲
け
す
ぎ
は
、
対
外
摩
僚
を
激
化
さ
せ
て

い
る
。
対
米
貿
易
の
黒
字
額
は
年
間
で
五

O
O億
ド
ル
に
も
な

る
。
資
本
主
義
の
鰻
主
を
名
の
る
米
国
は
、
軍
事
費
の
膨
張
、

高
金
剥
政
策
、
ア
メ
リ
カ
産
業
の
弱
体
化
な
ど
で
つ
い
に
債

務
国
に
な
っ
た
.
ア
メ
リ
カ
の
危
機
を
救
う
た
め
の
処
置
と
し

て
円
高
政
策
が
取
ら
れ
て
る
。
大
企
業
ば
か
り
優
偶
す
る
日
本

政
府
に
見
拾
て
ら
れ
た
輸
出
関
連
の
中
小
企
業
の
経
蛍
は
危
機

だ
。
東
京
の
地
域
産
業
の
双
眼
鏡
、
お
も
ち
ゃ
の
場
合
は

主
力
は
パ
ー
ト
の
主
婦

中
曽
根
自
民
党
政
府
は
、
中
小
企
業
の

『
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ス
ク
ラ
ッ
プ
』
を
狙
っ
て
い
る
。

1ドル=182円(2/14)

争
石
川
憎
友
さ
ん
(
神
奈
川
大
学
術
産
業
で
あ
り
、

ζ
の
事
に
メ
ス

教
授
・
元
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
)
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
.

日
米
経
済
摩
療
を
見
る
跨
は
、
争
渡
辺
陸
さ
ん
(
明
治
大
学
教
侵

世
界
を
お
お
う
ア
メ
リ
カ
の
多
国
中
小
企
業
論
)

籍
企
業
体
制
、
(
権
力
H
政
府
)
金
利
高
、
貿
易
赤
字
は
、
レ
l

の
問
題
だ
と
考
え
る
必
要
が
あ
ガ
ン
の
経
済
政
策
の
破
綻
だ
。

る
。
ア
メ
リ
カ
の
有
力
企
業
は
防
対
日
愛
子

(五
O
O億
ド
ル
)

の
ツ
ケ
を
中
小
企
業
(
産
業
の
6

/
ゆ
)
に
ま
わ
せ
ば
、
内
需
誌
大

に
な
ら
ず
、
失
業
者
も
増
え
、
解

決
に
な
ら
な
い
.

e大
橋
ま
さ
よ
し
さ
ん
(
大
橋
製

作
所
取
締
役
・
中
小
企
業
家
同
友

会
)
不
況
の
上
に
円
高
で
、
経
蛍

は
大
ピ
ン
チ
だ
。
大
企
業
本
位
の

政
策
(
対
外
純
資
産
一

0
0
0億

ド
ル
、
世
界
一
の
債
権
国
)
を
変

換
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
国
は
駄
目

に
な
る
.

76年 77 78 79・前， 81・82・ω・倒， 85・飴

(
=
一
人
の
講
演
か
ら
)

|
|
金
属
玩
異
業
界
の
実
態
は

〈
業
界
〉
十
五
年
前
は
二
百
六

十
社
ぐ
ら
い
が
加
盟
し
て
い
た
東

京
玩
具
工
業
協
同
組
合
も
、
今
は

約
百
で
す
・
平
均
の
従
業
員
は
二

富士楽器玩具
藤田鉄雄社長

十
人
ぐ
ら
い
。
全
国
の
六
O
掃

を
東
京
の
下
町
(
盛
田
、
葛
飾
、

荒
川
)
で
生
産
し
て
い
ま
す
。

ー
ー
富
士
楽
器
玩
具
の
概
要
は

〈
藤
田
〉
従
業
員
も
少
く
な
っ

い
ま
す
が
、

ζ
れ
に
拍
車
が
か
か

る
の
で
は
.
お
も
ち
ゃ
市
場
の

四
割
近
く
が
、
フ
ァ
ミ
リ
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
で
奪
わ
れ
、
そ
れ
に
不
況
、

加
え
て
円
高
と
ト
リ
プ
ル
パ
ン
チ

で
す
よ
。

|

|
政
府
に
対
す
る
要
翼
は

〈
藤
田
〉
総
理
大
臣
は
円
高
が

好
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
が
、
我

々
は
、
犠
牲
に
耐
え
ら
れ
な
い
で

す
よ
.
気
の
弱
い
人
は
自
殺
を
し

た
人
も
い
ま
す
.
輸
出
が
滅
り
国

て
今
は
十
八
人
で
す
。
=
一
五
揺
が
内
市
場
の
奪
い
合
い
も
激
し
く
な

輸
出
で
す
。
商
品
は
、
木
琴
な
ど
っ
て
い
ま
す
.
円
高
の
メ
リ
ァ
ト

打
楽
総
が
主
で
す
.
(
差
益
)
を
国
民
に
還
元
す
べ
き

|

|
円
高
の
影
響
に
つ
い
て
は

だ
と
考
え
て
い
ま
す
し
、
融
資
だ

〈
藤
田
〉
昨
年
は
二
百
四
十
円
っ
て
大
企
業
が
優
偶
さ
れ
て
い
る

だ
っ
た
の
に
、
今
は
百
八
十
円
・
』

せ
め
て
利
子
ぐ
ら
い
待
っ
て
ほ

強
腰
に
な
る
と
、
仕
事
が
取
れ
な
し
い
。
共
産
党
の
松
本
醤
明
駿
ぬ

い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
.
年
々
が
国
会
で
要
求
し
て
い
た
の
を
聞

ホ
ン
コ
ン
製
に
市
場
を
奪
わ
れ
て
い
て
共
感
し
ま
し
た
.
(
謙
)

|おもちゃ|

お
も
ち
ゃ
ら
し
い
も
の
は

一
八
九
七
年
(
明
治
初
年
)

に
で
き
た
が
、
金
属
玩
具
は

戦
後
で
、
米
軍
の
払
下
げ
ブ

リ
キ
か
ら
始
ま
る
・
一
九
六

五
年
頃
は
、
輸
出
が
八
O
掃

と
で
、
ア
メ
リ
カ
の
市
場
の

約
四

O
揮
を
日
本
が
占
め

て
、
第
一
位
だ
っ
た
が
、
現

在
は
第
四
位
で
あ
る
。

司
喰

i

…

劃
醐

l
採
算
ベ

l
ス
に
つ
い
て
は
…

晶
子
社
夫
〈
業
界
〉
例
え
ば
、

7

器
f

E
子
恒
/
m

(
対
物
レ
ン
ズ
有
効
径
)
の
い

山
花
展
目
標
準
ロ
聞
の
輸
出
用
値
段
は
、
二
千
山

口
塚
石
七
百
円
で
、
二
十
年
前
か
ら
同
じ
山

塚

大

と

で

す

よ

。

こ

れ

は

、

量

産

高

札

』
、
技
術
の
ア
ッ
プ
で
努
力
し
て
き
た
川

I

守

か

ら

:

で

す

。

ζ
れ
だ
げ
「
合
理
い

化
」
し
て
き
た
の
で
ζ
れ
以
上
は

川

練
馬
区
に
集
中
し
て
お
り
、
=
一
ち
一
ド
ル
二
百
二
十
円
が
ギ
リ
ギ
山

ゃ
ん
企
業
(
か
あ
ち
ゃ
ん
、
じ
い
リ
で
す
.
メ
ガ
ネ
の
値
段
と
比
較

川

ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
)
も
多
い
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
プ
リ
ズ
ム
川

で
す
.

4

個
、
レ
ン
ズ

ω個
を
使
用
し
た

川

|
|
大
相
場
光
学
株
式
会
社
の
概
要

双
眼
鏡
が
三
千
円
も
し
て
な
い
の
川

〈
大
塚
〉
従
業
員
は
約
百
三
十
で
す
よ
。
部
品
数
は
、
二
百
も
あ

川

人
で
、
半
数
は
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
る
の
に
:
・

(

醸

)

刷

の
主
婦
で
す
.
練
馬
区
が
本
社
工

場
で
川
越
(
崎
玉
県
)
に
も
工
場

が
あ
り
ま
す
.
年
間
の
九
五
揺
が

輸
出
で
そ
の
半
分
が
、
ア
メ
リ
カ

向
け
で
す
.
東
京
、
冬
季
札
幌
の

|
|
双
眼
鏡
業
界
の
実
態
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
我
社
の
製

〈
業
界
〉
圏
内
で
の
消
費
は
二
品
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
.

O
弼
(
百
万
個
)
で
、
輸
出
が
八

|
|
円
高
の
影
響
は
ど
う
で
す
か

O
躍

。

〈

大
塚
〉
は
っ
き
り
言
っ
て
処

そ
の
金
額
は
、
ニ
百
十
六
億
円
置
な
し
と
言
う
と
こ
ろ
で
す
。
全

(
羽
年
)
に
な
り
ま
す
.
東
京
都
米
の
カ
メ
ラ
シ
ョ
ウ
で
も
、
具
体

内
の
生
産
量
が
全
体
の
六
O
掃
を
的
な
成
果
(
契
約
)
が
出
て
い
ま

占
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
板
橋
区
、
せ
ん
の
で
心
配
し
て
い
ま
す
固

312 
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レ
ま

M
M
A
勺

昌

司

父

品

川

方

向

「
も
う
一
度
、
事
実
を
調
べ

て
ほ
し
い
。
息
子
た
ち
が
、
人

を
殺
し
て
な
い
ζ
と
が
、
分
る

は
ず

H

裁
判
所
が
事
実
調
べ

の
打
切
り
H

を
通
告
し
て
き
て

い
ま
す
.
審
犠
を
続
け
さ
せ
、

検
察
官
の
釆
提
出
記
録
な
ど

を
、
出
さ
せ
る
た
め
に
み
な

さ
ん
、
ど
う
か
力
を
貸
し
て
く

だ
さ
い
.
お
ね
が
い
し
ま
す
」

と
、
武
男
さ
ん
は
、
毎
日
一
時

間
三
十
分
も
電
車
に
乗
っ
て
東

京
に
出
か
け
、
夜
遅
く
ま
で
訴

え
続
け
て
い
ま
す
l
「
父
さ
ん
、

俺
は
、
人
殺
し
だ
け
は
や
っ
て

い
な
い
」
を
信
じ
て
.

「
守
る
会
」
で
は
、
再
審
の

た
め
に
、
あ
な
た
の
力
を
求
め

て
い
ま
す
.
い
ま
す
ぐ
に
/
。

宮

0
5
(4
5
1
)
5
5
6
2

桜
井
昌
司
君
、
杉
山
卓
男
君
を

守
る
会
・
東
京
都
港
区
新
橋
6

の
仰
の
お
、
平
労
会
館
内
.

η 

事
件
の
あ
ら
ま
し

一
九
六
七
年
八
月
三

O
日
朝
、
茨
娯
県
利
棟
町
布
川
で
、
一
人
暮
ら
し
の
老
人
が
殺
さ
れ
、

室
内
が
物
色
さ
れ
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ
た
。
綾
査
は
難
行
し
、
四
O
日
以
上
も
た
つ
て
伎
井

昌
司
(
二

O
歳
)
が
、
さ
ら
に

一
週
間
た
っ
て
杉
山
卓
男
(
二

一
歳
)
が
、
と
も
に
別
件
で
逮

捕
さ
れ
た
。

事
件
現
場
に
残
さ
れ
た
数
多
く
の
証
鈍
物
の
中
に
は
、
二
人
と
結
び
つ
く
も
の
は
何
一
つ
無

か
っ
た
が
、
巧
が
な
誘
導
と
強
要
に
よ
っ
て
「
自
白
」
さ
せ
ら
れ
た
。
身
柄
が
向
置
所
に
移
さ

れ
た
と
き
二
人
は
犯
行
を
否
認
す
る
が
、
嘗
察
の
留
置
場
に
逆
送
吉
れ
「
再
自
白
」
さ
せ
ら
れ

て
し
ま
っ
た
。

翌
年
二
月
の
第
一
回
公
判
以
後
は
一
貫
し
て
無
実
を
主
張
す
る
が
、
裁
判
官
は
「
自
白
は
信

用
で
き
る
」
と
し
て
、
「
無
期
懲
役
」
を
判
決
し
た
。
物
的
証
飽
の
な
い
有
罪
判
決
に
多
く
の

批
判
が
ょ
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
最
高
裁
は
口
頭
弁
論
も
開
か
ず
、
一
九
七
八
年
七
月
三
目
、

上
告
を
棄
却
た
。

二
人
は
千
葉
刑
務
所
の
中
か
ら
ひ
き
続
き
無
実
を
訴
え
、
一
九
八
三
年
一

二
月
二
三
目
、
水

戸
地
裁
土
浦
支
部
に
再
審
を
申
立
て
た
。
今
ま
で
に
二
回
の
事
実
調
べ
が
行
わ
れ
、
一
叡
害
者
の

死
亡
時
刻
と
二
人
の
自
白
と
の
聞
に
大
き
な
ズ
レ
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
自
由
の
信

用
性
が
否
定
さ
れ
た
。
検
察
庁
が
か
く
し
て
い
る
来
開
示
証
拠
を
提
出
さ
せ
、
審
理
を
つ
く
さ

せ
る
た
め
に
運
動
を
し
て
い
る
。
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円
高
介
入
と
は

円
高
は
日
本
の
通
貨
で
あ
る
円
て
い
る
し
、
輸
入
需
要
も
低
い
・

の
対
外
価
値
が
高
ま
る
と
と
で
、
ア
メ
リ
カ
は
、
貿
易
赤
字
(
対

逆
は
円
安
と
い
-
つ
.
一
国
の
通
貨
日
で
は
五
百
億
ド
ル
)
と
尉
政
赤

の
対
外
価
値
は
、
為
替
相
場
に
現
字
な
ど
で
経
済
破
綻
し
、
債
務
因

わ
れ
る
が
、

例
え
ば
一
ド
ル
二
百
へ
転
落
し
て
い
る
・
八
五
年
九
月

三
十
円
の
相
場
が
、
二
百
円
と
な
二
十
二
日
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、

空

っ
た
ら
、
円
貨
の
対
外
価
値
が
三
西
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ィ
ギ
リ

@
一
十
円
高
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
.

ス

の

五
カ
国
蔵
相
会
議

(
G
5
)

，
一

円
高
は
、
わ
が
国
の
輸
出
取
引
が
、
「
ド
ル
高
是
正
を
め
ざ
す
協

一
に
不
利
、
輸
入
に
有
利
に
作
用
す
調
介
入
」
を
決
め
た
.
途
鍋
に
急

日
一
る
が
、
現
在
は
、
内
需
拡
大
政
策
激
な
円
高
に
な
り
レ
ー
ガ
ン
米

(
一
を
取
ら
な
い
政
府
の
政
策
に
よ
っ
大
統
領
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
日
本

一
て
、
強
い
企
業
の
輸
出
は
増
加
レ
は
、
忠
実
に
従
っ
て
い
る
。

。
市
川
明
白
書
さ
ん
初
年
九
月
十
八
目

安
お
母
さ
ん
が
作
っ
た
肉
だ
ん
と
と
、
メ
ロ

ン
、
ぶ
ど
う
が
好
き
・
学
校
に
い
っ
て
い

っ
ぱ
い
、

い
ろ
ん
な
勉
強
を
し
て
、
保
育

園
の
先
生
に
な
り
た
い
.

⑥
ハ
義
一
号
り
ひ
と
こ
と

H
人
を
思
い
や
る
や

さ
し
い
心
の
持
ち
主
に
な
っ
て
く
だ
さ

し11ラノ)¥わ返すか

:…ピッカ、ピカ....，;
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わ
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宕
直
子
真
有
美
さ
ん
型
月
二
十
四
日

食
も
も
、
い
ち
と
、
に
ん
じ
ん
、
し
い
た
け

み
ん
な
好
き
だ
が
、
ピ
ー
マ
ン
が
嫌
い
・

入
学
し
た
ら
、
ス
カ
ー
ト
が
は
き
た
い
な

あ
.
大
人
に
な
っ
た
ら
歌
手
に
な
り
た
い
.

@
母
親
守
b
ひ
と
こ
と
H
す
な
お
で
明
る
い

子
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
.

-
5
5
2
Z
主

2
2
z
z
r
-
-
5
2
1
-
E一土
e
Z
1
・5
-一
-
E
t
i
-
-
E
'
z
z
一守一
=
-
i

O
膏
野
祐
介
く
ん
初
年
八
月
十
日

合
く
だ
も
の
で
は
く
り
、
食
事
で
は
、
カ
レ

ー
ラ
イ
ス
が
好
き
.
大
き
く
な
っ
た
ら
、

お
庖
屈
さ
ん
に
な
っ
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
使
う
人
に
な
り
た
い
.

@
父
親
守
b
ひ
と
こ
と

H
心
の
や
さ
し
い
人

聞
に
育
っ
て
ほ
し
い
.

あすまちが、く
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指名解雇された沖電気の仲間を支獲する会ニュース1986年 3月 1日
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第
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革

命
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先
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産
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と
労
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組
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」
と
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京
)
支
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絡
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沖
電
気
争
議
団
へ
.

川
2
月
6
日

沖
電
気

・
全
国
弁

殺
団
会
議
.
わ
ら
び
座
公
演

今

年

こ

そ

事

案

-

だ

よ

リ

Ma
川

2
月
9
日

産
気
の
重
役
宅

d
'
if
l
ぃb
l
t
¥

川

へ
の
申
し
入
れ
行
動

勝

利

を

1

1

1

川
園
い
よ
い
よ
、
沖
電
気
争
裁
は

川

2
月
刊
は
日

八
王
子
裁
判
。

百
年
「
旗
び
ら
き
」
は
、

H

今
年
乙
そ

N

正
念
場

(失
敗
は
併
さ
れ
な

川

2
月
日
目

電
機
労
連
中
央
委

必
民
ず
J

勝
利
さ
せ
よ
う
H

と
、
ニ

O
O人
川
い
)
を
迎
え
ま
し
た
・
七
年

川
員
会
の
会
場
前
宣
伝
行
動
(
岐

の
熱
気
に
溢
れ
ま
し
た
・
ま
た
、
首
都
圏
川
余
の
苦
労

(
O
)

が
花
咲
く

川
皐
)

で
闘
う
争
議
団
も
た
く
さ
ん
診
加
し
、
共

H

よ
う
に
支
援
す
る
会
は
、
金

川

2
月
刊
日
神
電
気
本
社
前
抗

闘
を
醤
い
合
う
と
共
に
、
早
期
解
決
の
決
川
園
の
あ
な
た
に
訴
え
ま
す
・

川

磁
符
均

意
の
場
に
も
な
り
ま
し
た
。
全
国
一
般
・
川
①
容
の
大
運
動
こ
面
を
参

川

2
周
目
日

国
鉄

・
ミ
ュ
l
ジ

東
京
の
石
井
智
記
長
は
「
股
後
の
旗
ぴ
ら
川
照
)
へ
の
診
加
。
②
財
政
活

川

カ
ル
「
希
同
量
」
初
演
・
金
鼠

き
に
な
る
よ
う
に
」
と
。
(
1
・
引
)
川
動
の
強
化
の
た
め
の
、
会
費

川

連
絡
会
「
円
高
学
習
会
」

川
募
金
、
物
資
販
売
へ
の
協
力

川

2
月
M
自

国
鉄
現
地
調
査
の

③
沖
電
気
争
議
団
へ
の
激

川

パ
ス
ツ
ア
1
(
東
京
)

励
・
@
映
画
の
上
映
と
、
ピ

川

2
月
同
日

第
日
田
和
解
交

デ
オ
の
普
及
・
よ
ろ
し
く
・

川

渉・

川
園
新
日
本
腕
人
の
会
の
機
関
紙

川

2
月
間
山
田

熊
谷
裁
判
.

に
三
回
連
載
で
、
家
族
ぐ
る

川

2
月

円

白

金

属
機
械
総
行

み
で
闘
う
神
電
気
争
議
団
が

川

動
・
人
間
ら
し
く
生
き
る
一
一

川
紹
介
さ
れ
話
函
に
な
り
ま
し

川

鈍
会
・
干
代
田
区
・
沖
支
緩

た
・
(
百
年
2
月
)

川

す
る
会
年
次
総
会
(
東
京
)

白"""""，，，・"""'''，，，.'・・1・H旬。 ・"'...'・"."刊1・・1・・1・1・・M・""白'"'・・1・""・1・"..・.'"・白1・""'，，，，，，，，，，，，，μh"，白l制1・，'"'"，'''''・・""，.“""・H・""・'"''''''，.".'''・・・"..，・I・.，，，，，，，・.."旬""""・・"'"・"""'"白"."..""・"'，白1・'"."....，，，."・"'，・"'"，・・・1・'"ι"，・"'"，・・"'"・“'白，"・"""・l

l れお~¥ 電機資本の横暴にまけないぞ

三重三三重重機務主iJJ
「
電
機
の
職
場
に
一
人
の
首
切

り
も
許
さ
な
い
」
「
長
時
間
過
密

労
働
を
な
く
し
、
命
と
健
康
を
守

ろ
う
」
「
電
機
資
本
は
ポ
ロ
儲
け

を
は
き
出
せ
」
!
と
第
十
二
次
の

句
機
総
行
動
が
、
四
月
四
日
に
行

な
わ
れ
ま
す
.

今
回
は
、
総
行
動
の
キ
γ
力
ケ

と
な
っ
た
神
電
気
争
壌
を
勝
利
さ

せ
る
た
め
の
重
要
な
行
動
と
な
る

と
同
時
に
、
電
機
関
連
争
擦
の
各

争
議
団
が
山
場
を
迎
え
て
お
り
、

実
行
護
員
会
で
は
、
た
く
さ
ん
の

人
の
診
加
を
訴
え
て
い
ま
す
.

この1年のEi1l方言語査
Z同 月立工必島 -4$:1

3f; 工;車工場 38 :1-

ρ ・高崎工場 t 

沖
電
気
争
議
団

事
務
所
の
前
で
行

う
H

も
ち
つ
き
u

は
二
度
目
・
近
所

の
人
と
の
交
流
の

場
に
も
な
っ
て
き

ま
し
た
.(明
・
ロ
)

国
労
・
新
僑
支
部

化

(
東
京
)
沖
支
援
す

咽

噛

る
会
が
新
年
恒
例
の

制

崩

交
流
会
を
開
催
Z
反

鉄

と

』
動
攻
勢
に
ま
け
な
い

国

ぞH
と
励
ま
し
合
い

ま
し
た
。
(
1
・日
)
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1986年 3月 15白

神
也
気
争
継
は
、
東
京
地
方
裁

判
所
が
示
し
た
「
①
三
十
五
人
を

現
実
に
復
職
さ
せ
る
.
②
和
解
金

の
支
払
い
」
と
い
う
怒
本
案
を
土

台
に
和
解
交
渉
が
進
め
ら
れ
、
い

よ
い
よ
、
段
大
の
ヤ
マ
場
を
迎
え

ま
し
た
.

神
電
気
争
犠
団
と
支
援
中
央
共

闘
会
議
は
、
「
全
面
解
決
を
め
ざ

す
連
続
行
動
』
を
正
念
場
の
た
た

か
い
と
し
て
設
定
し
、
運
動
を
行

っ
て
い
る
.

二
月
の
社
前
集
会
、
三
多
勝
集

会
の
成
功
に
続
き
、
都
内
で
の
集

会
で
も
「
働
く
者
の
連
帯
と
共
闘

の
輪
」
が
鉱
が
っ
て
い
る
.

沖
電
気
の
指
名
解
雇
を
撤
回
さ
せ
る
の
は
、
い
ま
だ
。

先
行
所

支援する会事務局

事務所東京 都港区三 回

3-2-20 

電話 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240 

加入者名 沖電気の不当解雇

を撤回させる会

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

号
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日
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第
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3
曹
靖
国
一

圏
「
お
父
さ
ん
は
職
場
に
カ
エ
ル
」
の
ゼ
ッ
ケ
ン
で
す
.

開 84号)
 
1
 
(
 

ぼくも、沖電気

争議団になります。
南
北
西
東
と
東
京
都
内
で
は
、
し
て
く
だ
さ
い
」
と
作
文
を
朗
読

四
地
域
集
会
が
計
画
さ
れ
た
.
南
し
、
大
き
な
拍
手
を
う
け
ま
し
た
。

部
(
港
、
品
川
、
大
田
、
目
黒
)
決
意
表
明
に
た
っ
た
菅
野
江
美

で
は
、
品
川
公
会
堂
で
「
沖
電

子
さ
ん
は
「
解
雇
さ
れ
、
独
身
寮

気
に
争
磁
の
全
面
解
決
を
迫
る

か
ら
出
て
行
け
、
と
喜
わ
れ
た
時

南
部
総
決
起
集
会
」
が
、
三
月
六
は
と
っ
て
も
恐
か
っ
た
が
沖
電

日
に
聞
か
れ
ま
し
た
.
気
に
残
っ
て
い
る
人
と
結
婚
し
た

集
会
で
は
、
久
保
孝
幸
集
会
実
が
、
彼
に
は
賃
金
差
別
な
ど
の
い

行
委
員
長
(
国
鉄
・東
京
機
関
区
)
や
が
ら
せ
が
行
な
わ
れ
て
い
る

が
、
「
中
作
品
問
自
民
党
政
治
の
も
ま
け
で
な
る
か
と
、
今
日
ま
で
が

と
で
、
労
働
者
・
国
民
の
生
活
ほ
ん
ば
っ
て
き
て
、
本
当
に
よ
か
っ

圧
迫
さ
れ
て
い
る
・
沖
電
気
争
議
た
と
思
っ
て
い
ま
す
・
勝
利
ま
で
、

の
勝
利
を
は
じ
め
、
生
活
と
平
和
あ
と
一
歩
で
す
・
が
ん
ば
り
ま
す

民
主
主
義
を
守
る
闘
い
を
前
進
さ
の
で
、
一
層
の
と
支
援
を
、
お
ね

せ
る
た
め
に
、
が
ん
ば
ろ
う
」
と
が
い
し
ま
す
」
と
訴
え
ま
し
た
.

あ

い

さ

つ

・

抽

出

会

ス

ロ

ー

ガ

ン

に

は

、

国

鉄

「
レ
ー
ル
の
音
が
聞
こ
え
ま
す
の
分
割

・
民
営
化
反
対
、
教
育
臨

か
」
な
ど
を
国
鉄
合
唱
団
が
、
沖
調
・
地
方
「
行
革
」
反
対
な
ど
と

電
気
の
た
た
か
い
を
歌
っ
た
「
赤
と
も
に
、
中
曽
田
町
内
閣
打
倒
を
掲

い
ゼ
y

ケ
ン
」
な
ど
を
、
シ
ン
ガ
げ
ま
し
た
.

ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
悔
原
司
平
「
ワ
ア
l

感
激
、
乙
ん
な
に

さ
ん
が
演
察
し
ま
し
た
・
沖
電
気
た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
し
て
」

争
諮
問
の
北
村
附
失
さ
ん
の
子
ど
沖
電
気
争
議
団
に
と
っ
て
、
婚
し

も
が
「
お
父
さ
ん
を
、
職
場
に
戻
い
集
会
に
な
り
ま
し
た
.

橋本拓磨くん (5歳)

脳
J
H明

一

i
p
閣
J
一3
4

つ
く
h

「
働
く
者
は
、
指
名
解
雇
を
絶
月
十
日
に
二
百
団
体
が
参
加
.
北

叫
圃
休
眠
を
と
っ
て
沖
電
気
争
織
の
勝
利
の
た

l

対
に
許
さ
な
い
、
北
部
の
心
い
き
部
で
は
、
八
一
年
以
来
二
宮
の
…
め
に
運
動
す
る
細
江
さ
ん
・
と
の
号
、
一

封

を
示
そ
う
」

l
板
縮
、
北
、
豊
島
、
集
会
に
な
り
ま
し
た
・
一
気
に
突
撃
し
よ
-
マ
と
削
っ
て
く
れ
ま
し
た
・

ム

驚

士

宮

五

地

区

労

主

憾

の

東

京

講

座

が

、

沖

夏

草

い

4

北
部
集
会
は
、
世
島
公
会
堂
で
三
を
櫛
成
劇
(
写
真
)
で
、
リ
ア
ル
・

ビ

回

lAE--------Eに
訴
え
ま
し
た
・
そ
の
中
で
、
市

川

イ

守

JE--------国・
ア

開
U
M
〓
圃
圃
・
・
・
酒
阻

川
美
佐
子
さ
ん
(
沖
電
気
争
議
団
)

U

本

田辺
m
m・
-

司

市
鶴
は
「
私
は
、
七
年
前
の
私
で
は
な

一

4

E
ME
E
t同
い
・
働
く
伸
聞

の

気

持

を

知

り

、

山

金

芳
明

一

A
F
A
S

H

全

選
躍
が
料
d

?
}
J
h

私
も
労
働
者
の
一
員
に
な
っ
た
」

一、
知
一則句、

民
れ
か
J
出

一九地
附
閉
式

N

F
:
'
?

と
報
告
。
参
加
者
に
感
銘
を
あ
た

い

ι:
一{
一
?と

いい
同

盟

え

ま

し

た

。

一r
LF
一af
u

唆

一
J
F騎
抑幽

一、;品
説

一
'
》
叶
ゆ
4

・内

h.川
凶
集
会
成
功
の
た
め
に
、
事
務
局

・

一、
ー
&
制

相

互

一

〆

寸

i
J4
2

・

で
お
鳩
町
E
E

酌・・・・
E
E圃

ニ
ュ
ー
ス
は
、
第
五
号
ま
で
発
行

「
』
け

・
・
圃
園
田
回
国

さ
れ
ま
し
た
・

…

本
号
は
、
容
の
大
運
動
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
発
行
し
ま
し

…

…
た
.
遅
れ
て
届
く
人
も
あ
り
ま
す
が
、
お
許
し
下
さ
い
(
編
)

・i
i
j
i
-
-
:
/
お
/
し
/
ら
/
せ
/
i
:
:

⑧
⑧

4
月
4
日
の
予
定
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

司苛講す逼磯諮脊聾F
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の
須
田
陽
子
さ
ん

Wω
月
2
臼

安
い
ち
と
、
み
か
ん
食
事
で
は
、
お
舟
司
、
カ
レ

ー
ラ
イ
ス
が
好
き
。
小
学
生
に
な
っ
た
ら
、
飛
び

箱
を
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
し
た
い
な
あ
・

⑥
母
親
か
え
り
ひ
と
こ
と
日
目
的
に
向
っ
て
、
ね
ば
り

強
く
、
股
後
ま
で
が
ん
ば
れ
る
人
に
な
っ
て
.

「)一

4
作
詞
、
作
曲
の
梅
原
司
平
さ
ん
4
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た
た
か
わ
な
け
れ
ば
、

権
利
は
守
れ
な
い

1わトサい
仁t-¥)玉す:

争犠轡窃母《襲命

(2 ) .84号

す-rょう

金
銭
的
に
は
楽
な
生
き
方
も
考
え
ら
れ

た
の
に
、
あ
え
て
し
ん
ど
い
闘
い
に
身

を
役
じ
若
い
人
と
一
緒
に
闘
っ
て
い
ζ

う
と
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
.
自
分
の
節

を
曲
げ
た
く
な
い
か
ら
と
共
に
闘
っ
て

き
ま
し
た
が
、
倒
い
な
か
ぽ
に
レ
て
他

界
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
.

伊
臨
時
さ
ん
の
分
ま
で
私
た
ち
が
高
い

勝
利
を
勝
ち
と
ろ
う
と
銭
前
に
醤
い
合

い
ま
し
た
.
ま
た
、
闘
い
が
始
ま
う
て

ま
も
な
く
、
給
千
君
と
い
う
車
同
年
が
交

通
事
故
で
、

ベ
y
ド
の
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
と
い
う
と
と
も
あ
り
ま
し

た
.
大
蛮
ま
じ
め
な
人
で
、
闘
い
の
財

政
を
支
え
る
行
商
に
疲
れ
た
体
で
一
胞
を

運
転
し
て
事
故
に
会
い
、
車
椅
子
で
し

か
動
け
な
い
状
況
で
す
.
家
肢
の
不
幸
、

争
犠
団
員
や
家
族
の
流
産
、
病
気
等
、

追
い
立
て
る
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
ζ
と

が
あ
り
ま
し
「
τ

私
た
ち
の
闘
い
を
さ
さ
え
て
き
た
の

は
、
理
由
な
き
解
雇
に
対
す
る
怒
り
と

働
く
伸
聞
の
支
岡
田
で
し
た
。
何
も
怒
い

ζ
と
を
し
た
わ
け
で
な
く
、
会
社
の
利

益
の
た
め
に
は
人
間
の

一
生
を
左
右
す

る
よ
う
な
、
指
名
解
胞
と
い
う
屈
際
的

な
仕
打
ち
に
「
神
電
気
の
闘
い
は
け
っ

し
て
沖
電
気
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
」

と
共
に
闘
い
は
げ
ま
し
、
物
心
両
面
に

わ
た
る
支
鐙
を
し
て
く
れ
る
伸
聞
が
い

た
と
と
で
す
.

圃・つ

JTF本固
か
っ
た

闘
い
を
続
け
る
ζ
と
に
つ
い
て
、
何

度
も
何
度
も
悩
み
ま
し
た
。
も
っ
と
ち

が
う
生
き
方
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
声
が
心
の
か
た
す
み
で
さ
さ
や
き

続
げ
ま
し
た
.
し
か
し
自
分
の
生
き
方

は
、
沖
電
気
の
争
殺
を
解
決
さ
せ
な
い

気
づ
き
、
は
た
し
て
一
生
の
う
ち
で
ζ

“

ん
な
に
も
多
く
の
人
と
人
間
の
き
ず
な

川

を
た
し
か
め
合
う
級
な
ζ
と
が
あ
っ
た

刊

か
と
考
え
る
と
、
お
金
で
は
買
え
な
い
"

賞
理
な
経
験
を
た
く
さ
ん
さ
せ
て
も
ら
川

い
ま
し
た
。

若
い
人
が
多
い
争
議
団
で
、

ζ
の
間

川

十
三
人
が
結
婚
を
し
二
十
九
名
の
子
ど

も
が
誕
生
し
ま
し
た
.
闘
い
の
中
で
私

川

た
ち
は
み
な
『
テ
ん
に
支
え
ら
れ
、
人
間

川

と
し
て
あ
た
り
ま
え
の
生
活
も
で
き
、

家
族
ぐ
る
み
で
が
ん
ば
り
続
け
て
い
ま

川

す
.

国
労
へ
の
川

腹
撃
も
同
じ

沖
偲
気
の
職
場
で
は
、
指
名
解
円
間
後
、

川

会
社
が
狙
っ
た
「
従
業
U
の
意
織
改
革
」

川

の
名
の
も
と
に
、
労
働
者
へ
の
し
め
つ
"

け
が
き
び
し
く
、
自
殺
者
や
在
職
死
亡

川

が
出
て
い
ま
す
.
ま
た
、
出
向

・
配
転

川

は
会
社
の
惑
の
ま
ま
に
行
わ
れ
、
争
緩

い

を
支
媛
す
る
労
働
者
へ
の
職
場
八
分
な

川

ど
の
攻
麟
も
続
い
て
い
ま
す
.

い
ま
、
国
鉄
の
分
割
・
民
醤
化
の
攻

川

駿
は
、
想
図
的
に
作
り
あ
げ
ら
れ
た
「
赤

川

字
」
を
テ
つ
に
、
園
鉄
労
働
者
に
人
ベ

μ

ら
し
「
合
理
化
」
を
、
国
民
に
は
、
安

川

会
無
視
と
、
十
六
兆
円
の
負
担
を
押
し

川

つ
け
る
も
の
で
す
.
さ
ら
に
国
鉄
用
地

~

を
大
企
栄
に
売
り
渡
す
な
ど
は
雷開閉

山

辺
断
で
す
.

だ
ま
っ
て
い
て
は
、
国
民
の
生
語
も

川

労
働
者
の
生
活
も
守
れ
ま
せ
ん
.
た
い

川

へ
ん
困
灘
な
た
た
か
い
と
言
わ
れ
た
神

山

電
気
争
椴
も
、

全
国
の
人
に
支
え
ら
れ

川

て
前
進
し
ま
し
た
.
み
ん
な
で
力
を
合

~

せ
、
反
撃
を
し
ま
し
ょ
う
.

(国
鉄
の
労
働
者
へ
)

前
号
で
六
人
の
新
小
一
の
う
ち
、

山
五
人
を
紹
介
し
ま
し
た
.
本
号
に
:

ゆ

て
陽
子
ち
ゃ
ん
を
紹
介
し
ま
す
.
…

;一守
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e東
京
都
土
田
純
子
さ
ん

H

F

、
続
り
て
い
る
安
斎
さ
ん
が
、
東
大
に
が
ん
ば
り
ま
す
.

仕
事
を
し
た
い
.
働
き
つ
づ
り

司
3
3『

A
E内
回

医
学
部
の
助
手
か
ら
、
教
侵
に
な

争
埼
玉
県
・
仙
仁
宏
さ
ん

た
い
.
乙
の
郁
が
そ
ん
な
に
惑
い

R
均
J

J

f

d

ら
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
不
当
な
指
名
解
屈
を
撤
回
さ
せ

事
で
し
ょ
う
か
.
夫
婦
共
に
解
居

、

』

J
ι
v
r
u
J

い
ま
す
.
答
語
は
な
く
せ
る
〆

る
ま
で
団
結
し
て
が
ん
ば
っ
て
く

し
た
り
、
妊
姉
を
解
屈
し
た
り
す

H
問
問
帽
の
tJρ

・E
平
和
の
飢
手
と
し
て
も
、
が
ん
ば
だ
さ
い
。
お
そ
く
な
っ
て
す
い
ま

l
J
U
H
W
5

，er--F 

る
事
の
方
が
ょ
っ
ぽ
と
非
人
間
的

色

世

が

い

じ

っ

て

く

だ

さ

い

。

せ

ん

が

、

カ

ン

パ

童

ら

せ

て

も

な
事
で
す
.
七
年
間
の
正
義
の
闘

d

'

t‘
+

赤

塚

世

志

子

さ
ん
(
東
京
一

・
大
ら
い
ま
す
.

い
、
必
ら
ず
職
場
復
帰
の
勝
利
を
佳
作
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

回

生

活

と
健
康
を
守
る
会
)

争
沖
電
気
の
職
場
で
は

1
.

む
か
え
る
事
を
確
信
し
て
い
ま

争
沖
竃
気
争
蟻
回
が
家
族
会
を
開
昨
年
暮
に
、
半
年
間
の
闘
病
入
「
股
近
、
ト
イ
レ
の
流
れ
が
惑

す
.
と
も
に
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
悩
し
ま
し
た
.
会
で
は
、
記
録
映
院
の
末
に
、
主
人
が
八
十
七
歳
で
く
な
っ
た
」
「
流
し
き
る
の
に
、

う

.

画

「

り

ん

ご

の

樹

は

育

つ

」

弁

灘

永

眠

し

ま

し

た

.

そ

の

後

、

私

も

何

度

も

水
を
出
し
て
四
苦
八
苦
」

+
宮
崎
県
・

大
内
美
枝
子
さ
ん
土
か
ら
の
話
、
討
輸
な
ど
。
勝
手
術
を
行
う
な
ど
通
信
が
遅
れ

ζ
ん
な
と
と
が
東
京
工
場
で
起
き

無
認
可
共
同
保
育
所
「
た
ん
ぽ
利
に
向
け
て
、
い
っ
そ
う
団
結
を
て
お
り
も
う
し
わ
け
あ
り
ま
せ
て
い
ま
す
。
ど
う
も
「
経
費
節
減

ぼ
」
が
創
立
十
年
に
な
り
ま
す
が
、
強
め
て
、
が
ん
ば
る

2
恕
志
統
ん
・
み
な
さ
ん
の
御
健
闘
、
モ
レ
策
」
と
し
て
、
水
道
の
元
栓
で
水

三
月
に
新
図
舎
を
完
成
さ
せ
る
と
一
を
し
ま
し
た
.
(
=
一
月
九
日
)
て
映
画
の
完
成
な
ど
を
、
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が
掻
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絞
っ
た
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と
い
う
の
が
、

と
が
で
き
て
、
書
と
ん
で
い
ま
す
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育
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す
・
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伎
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。
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ん
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台
か
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ベ
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ク
ー
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」
で

「
は
た
ら
く
」
が
、
神
電
気
の
た
た
か
い
の
支
援
を
勝
利
め
ざ
し
て
、
と
い
っ
し
ょ
せ
る
な
ど
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ケ
チ
ケ
チ
運
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通
信
機
三
大
メ
l
カ
の
一
つ
益
、
三
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
一
方
、
解
雇
後
の
職
場
で
は
、
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
二

神
電
気
工
業

(本
社
・
東
京

・

九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
年
十
一
月
に
は
、
支
綾
共
闘
会

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
二
し
て
新
工
場
の
建
般
な
ど
.
麗

(田
中
さ
ん
)
レ
た
り
、
沖
援
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

八
四
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
九
O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、

作

っ
た
・

蛍
危
筏
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
う
.
会
社
は
東
京
地
殻
ほ
か
四
仕
事
を
差
別
す
る
な
ど
の
、
見
八
四
年
軟
か
ら
は
、
全
国
規

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希
'
〆

J

f

f

r

p

，

間

酬

の
運
動
に
発
展
、
仕
事
差
別

望
退
職
」
募
集
亭
提
案
乙
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

を
や
め
さ
せ
た
・
東
京
地
裁
で

と
遜
職
強
要
に
応
じ
な

い

三

百

は

「

=

一

十
五
人
の
復
職
と
和
解

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
カ
所
の
裁
判
で
も
「
指
名
解
雇
せ
し
め
を
強
め
、
「
合
理
化
」
金
」
の
勧
告
が
出
た
.

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、

残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る

・

八

六

年

、

沖

電

気

争

議

は

燈

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
雇
を
意
織
改
革
を
す
る
ζ
と
」
と
在
沖
電
気
争
議
団
の
七
十
一
人
大
の
山
場
を
迎
え
て
い
る
・
あ

強
行
・
そ
の
後
の
神
電
気
は
、
一
言
・
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
の
四
千
を
超
え
る
労
な
た
の
熱
い
連
帯
で
必
ら
ず
勝

百
億
円
近
い
史
上
軍
高
の
剰
視
し
て
解
雇

K
と
と
も
明
白
・
組
や
、
一
万
四
千
人
の
「
支
鐙
利
さ
せ
ま
し
ょ
う
・

1986年 4月 20日

5万人の「支撮する会」を

私たちは生きる備利、制〈柵利を守るために沖

電気の仲間を物心両面か ら励まし、必ず勝利させ

たいと思います.困雛な量期の闘いも予惣されま

すので、一人でも多〈の方がこの「会」に加入し

全面勝手IJを闘いとる までご支鍾〈 ださる よう心か

らよびかけます。(r支怨する会」よびかけより)

会費 1口 Z∞円/月

「
い
ま
、

沖
電
気
争
議
団
の
闘

い
は
、
勝
利
を
目
前
に
し
た
つ
ば

ぜ
り
あ
い
の
段
階
に
入
っ
て
い
る

n
金
銭
の
み
H

で
の
解
決
に
固
執

レ
て
き
た
沖
電
気
も
n
職
場
復
帰
M

《
-
を
検
討
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て

《
い
る
・
我
々
は
、
沖
電
気
の
不
当

}訓
融
不
法
な
や
り
方
を
糾
抽
押
し
、
二
度
共
闘
会
識
が
、
「
争
議
ま
畳
大
の
な
ど
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て

L

5
月
8
日
に

震

と

こ

の

よ

う

な

指

名

解

雇

を

雪

崩

を

迎

え

て

お

り

、

需

の

力

は

、

進

展

し

て

お

ら

ず

、

今

後

の

厩
喜
な
い
た
め
に
も
、
直
ち
に
争
で
勝
利
を
確
実
に
き
す
る
ま
で

和

解

交

渉

た
た
か
い
が
事
足
っ
て
い
ま

隈
嵐
識
を
全
面
解
決
さ
せ
る
ζ
と
を
要
た
た
か
い
ぬ
と
う
」
と
呼
び
か
け
「
①
お
名
を
現
実
に
復
職
さ
せ
す
・

ミ
求
す
る
」

(4
・
8
中
央
総
決
起
た
・
沖
電
気
争
議
団
の
中
山
森
夫
る
・
②
和
解
金
を
支
払
う
」
と
い
沖
電
気
争
援
団
は
、
闘
い
の
手

A
雌
築
会
の
決
議
よ
り
)

代

表

は

、

「

な

ん

と
し
て
も
、
勝
う
、
東
京
地
方
裁
判
所
が
示
し
た
を
ゆ
る
め
ず
百
年
の
夏
期
の
全
国

団
禍
二
月
十
七
日
の
神
電
気
本
社
前
利
し
た
い
・
い
っ
そ
う
の
と
支
鐙
基
本
案
を
土
台
に
し
た
和
解
交
渉
オ
ル
グ
を
行
い
ま
す
・
み
な
さ
ん

圃
闘
抗
議
行
動
か
ら
始
ま
っ
た
「
全
面
を
」
と
依
え
ま
し
た
・
で
は
、
職
燭
復
帰
の
人
数
や
条
件
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
・

凶

解
決
を
め
ざ
す
連
続
行
動
」
は
、

-
私
も
参
加
し
ま
し
た
。

H
H
I
l
l
-
-
l
j
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園
五
地
区
で
の
集
会
を
積
み
あ
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、
」
=
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筆
書
=
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=
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E
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====
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三
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E
一
二
一
=
言
語
=
三
:
=
=
=
-
-
-
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岨

四

月
八
日
に
中
央
総
決
起
雲

丘

巨

E
居
呈
(
ω
ψ
記
節
句
一

L
園
を
開
催
し
た
.

ほ
ら
ぐ
ち
し
に
こ

=

集
会
で
は
、
沖
電
気
草
案

洞

口

邦

子

さ

ん

L

ハ
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・
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援

す

る

会

宮
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〉

為

働

者

定
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夜

械

…

警
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関

長

砕

い

関

門

一

一

一

臨

時

一

一

日

開

時

計

三

h
E
l
の
原
因
毒
聞
と
共
に
考
え
て
い

』

ji
弘
毅
線
機
婆
蓬
ば
な
い
日
目
…
足
時
一
訳
語
刊
誌
J

山一九九九詩吟

…
朝
国
温
司
七
日
日
十
首
長

=
一
月
二
十
二
日
、
白
書
の
九
州
ラ
ー
メ
ン
五
十
個
完
売
抗
議
行
動
事
加
し
た
・
の
ト
ラ
ン
ベ

y
ト
が
あ
っ
た

川
一
為

開

}

i ι

弘
一

密
労
働
と
低
賃
金
、
闘
わ
な
い
組

み

ま

さ

ひ

ろ

・

・

庇
吃
・
E
E
E
且幅
下

』
固

H
P
Fヨ
t
z出回
F
E

な
っ
た
、

n
り
ん
ご
の
倒
は
育
の
見
通
レ
も
お
ま
け
に
.
「
ζ
れ
は
、
私
個
人
の
問
題
が
、
沖
電
気
の
記
録
映
画
の
中

山
・
・
・
司
掴
圃
圃

'v一
合
と
ス
ト
ラ
イ
キ
と
は
何
か
も
知

位
制
唱
固
四
方
晶
H
ん

つ
M

を
み
る
会
は
、
費
用
ゼ
ロ
午
前
二
時
、
集
い
も
お
開
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
・
ζ
ん
な
異
で
の
H

イ
ン
タ
ー
u

を
思
い
出

ud---E--F、
ら
な
い
新
入
社
員
、
サ
ー
ビ
ス
残

の
魅
力
か
ら
、
午
後
九
時
二
十
に
な
り
、
我
家
に
向
っ
て
歩
き
常
な
判
決
が
続
く
よ
う
で
は
、
し
、
胸
が
煎
く
な
っ
た
・

山

四

月
八
回
、
電
機
総
行
動
に
仙
策
、
展
休
み
を
使
つ
て
の
サ
1
ク

松
山
(
愛
媛
)
沖
・
支
援
す
る
会

分
、
て
で
〆
映
画
会
終
了
後
と
始
め
た
そ
の
時
、
白
い
も
の
が
日
本
中
に
、
長
時
間
労
働
が
容
神
電
気
の
争
議
団
事
務
所
に

…

台
か
ら
診
加
レ
、
そ
の
ハ
イ
ラ
イ
ル
活
動
、
本
音
を
出
し
合
え
ず
盛

い
う
一
段
定
、
そ
の
上
に
雨
・
入
空
か
ら
/
密
で
あ
る
・
乙
の
時
認
さ
れ
、
健
康
破
緩
や
自
殺
が
ニ
泊
・
神
田
市
場
見
学
(
仕
事

一

ト
、
日
比
谷
公
園
で
の
中
央
総
決
り
ょ
が
ら
な
い
行
事
等
々
・

-a圃・
・

・

司

f
J♂
d
九一
・
場
者
十
五
名
と
散
々
だ
っ
た
・

四

・
八
集
合
意
し
て
み
よ
拡
が
り
ま
す
」
と
決
意
を
諮
っ
に
関
係
あ
り
)
、

日
フ
ィ
ル・

…

起
集
会
に
は
、
三
千
五
百
人
の

支

護

団
が
会
祉
を
追
い
詰
め
、

トア
a司

語

，

、

し

か

し

、

そ
の
流
れ
で
九
州
う
の
思
い
が
回
っ
た
・

た

田

中

さ

ん

に

共

感

・

オ

ペ

ラ

・

東

京

工
場

(
神
昭
二
援
す
る
伸
聞
が
各
地
か
ら
集
ま
勝
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を
目
前
に
し
て
い
る
と
と

T

L

サ

t

j

o
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ラ
ー
メ
ン
室
べ
な
が
ら
の
集
四
月
八
日
.
「
ゆ
る
す
な
、
昼
休
み
を
習
し
て
、
日
本
ピ
ラ
ま
き
、
デ
モ
、
雲
忙

…

り
、
熱
気
ム
ン
ム
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で
し
た
・
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、
護
団
の
み
な
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義
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を

沖
電
気
の
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切
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の
ゼ
ッ
ケ
フ
ィ
ル
の
練
習
場
へ
行
っ
て
、
し
か
っ
た
け
ど
、
明
日
へ
の
エ
川
私
は
つ
い
三
カ
月
前
ま
で
、
仙
場
・
全
労
働
者
に
と
っ
て
本
当
に
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一
色
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園
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中

心

に

、
話
屈
は
沖
電
気
の
問
ン
を
胸
に
、
行
動
を
開
始
.
，
沖
電
気
争
議
の
現
況
と
、

資

ネ

ル

ギ
ー
に
な
っ
た
、
私
の
東

一
台
の
沖
電
気
に
勤
務
し
て
い
ま
し
感
動
的
な
と
と
で
す
し
、
職
場
復

........... ，a圃
圃
・
圃
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題
か
ら
ム
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僚
指
名
解
雇
の
国
鉄
朝
ピ
ラ
か
ら
始
ま
っ
た
電
機
金
岡
田
助
u
を
訴
え
た
・
乙
れ
は
、
京
行
動
で
レ
た
・
あ
り
が
と
う
・

山

た
が
、
指
名
解
届
以
前
と
以
後
の
帰
に
よ
っ
て
、
必
ず
職
場
の
雰
囲

4
・

8
電
機
総
行
動
|
4
・

8
中

央

集

会
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職
場
の
雰
囲
気
が
、
あ
ま
り
に
も
気
が
変
わ
り
、
連
帯
が
取
り
戻
せ

遭
う
ζ
と
を
つ
ぶ
さ
に
感
じ
、
そ
る
と
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
.

勝
利
の
日
ま
で
全
力
の
た
た
か
い
を
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犠
団
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L
い
ま
、
財

ぴ

及

政
確
位
の

"、aHf
た
め
に
、

内
.
J
V

払
川
一
箱
千
円

3d
町

通
輔
の
九
州
ら

ー
め
ん
を
通
年
行
商
と
し
て
行

っ
て
い
る
V
と
れ
ま
で
も
春
期

に
は
何
度
か
物
品
販
売
を
取
り

く
ん
だ
が
、
期
待
す
る
よ
う
な

成
果
が
得
ら
れ
ず
に
終
っ
て
い

る
が
、
ら
ー
め
ん
は
好
関
で
あ

る
V
な
ぜ
こ
ん
な
に
も
売
れ
る

の
だ
ろ
う
か
、
七
年
余
の
闘
い

で
の
支
援
の
拡
が
り
が
、
大
き

な
要
因
で
あ
る
こ
と
に
は
、
ま

ち
が
い
な
く
、
さ
ら
に
、
注
文

し
て
く
れ
る
団
体
か
ら
の
注
文

は
大
き
な
数
と
な
っ
て
い
る
V

イ
ン
ス
タ
ン
ド
ら
ー
め
ん
と
同

じ
調
理
で
食
べ
ら
れ
る
と
い
う

手
嵯
さ
も
影
響
し
て
い
る
と
思

う
.
毎
日
の
生
活
リ
ズ
ム
が
、

多
忙
で
、
追
い
ま
く
ら
れ
て
い

る
今
回
、
食
生
活
で
も
、
つ
い

つ
い
手
飯
き
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
と
考
え
て
し
ま
う
V
売
上

げ
が
伸
び
る
の
は
う
れ
し
い

が
、
願
わ
く
ば
、
ゆ
っ
た
り
し

た
生
活
リ
ズ
ム
で
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
食
生
語
を
.
(
影
)

317 



一

雪

が

積

一

ヴ

淀

解

体

政

策

」

(

老

朽

寮

を

放

置

川

レ
廃
自
粛
に
お
い
と
む
)
を
打
ち

川

溢

剛

一

.

屋

破

り

、

多

く

の

新

寮

を

か

芝

…

・
吉
村
さ
ん
(
東
京
・
港
原
水

川

学

生

寮

と

い

え

ば

、

オ

ン

ボ

り

、

全

策

連

加

盟

寮

で

は

老

朽

い

協
)
お
米
(
サ
サ
ニ
シ
キ
)

川

口
老
朽
寮
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
寮
は
あ
と
わ
ず
か
を
残
す
の
み

川

.
千
明
由
紀
子
さ
ん

(
千
葉
)

川

れ
る

方

も

多

い

が

、

「

朝

お

き

に

な

っ

て

い

ま

す

.

川

衣

類

・

…

る

と

部

屋

に

雪

が

積

っ

て

い

私

末

機

隊

…

.
鈴
木
泉
子
さ
ん

(
全
金

・
白
川
た
」
「
赤
茶
け
た
水
が
出
る
」

。

慣

産
自
動
車
)
子
ど
も
服
。

ぃ

「
床
が
ぬ
け
た
」

な

ど

の

詰

営

利

第

4

に

-
田
村
啓
子
さ
ん
(
東
京

・
中

川

は

、

思

い

出

話

し

と

し

て

は

楽

初

年

度

納

入

金

が

国

立

大

で

川

央
区
労
協
)
婦
人
ぐ
っ
.

川

し
い
も
の
の
、
実
際
に
住
ん
で
四
十
五
万
円
、
私
立
大
学
で
百

軒

-
本
多
贋
子
さ
ん
〈
東
京
)
川
い
る
者
に
と
っ
て
は

「住
め
ば
万
円
近
く
と
い
う
世
界
一
の
高

鉛
臨
時
ダ
ン
ボ
ー
ル

一箱。

川

都
」
と
は
な
か
な
か
い
か
な
い
学
費
、
大
都
市
に
お
け
る
高
物

.
都
職
労
・
南
税
分
会
~
も
の
で
、
現
状
は
放
置
で
き
る
価
を
反
映
し
て
学
生
寮
へ
の
期

お
弁
当
・

川

も

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

待

は

高

ま

っ

て

い

ま

す

・

愚

近

川

.
東
大
生
研
・
沖
支
援
す
る
会
川
「
希
望
者
会
員
の
入
れ
る
新
で
は
大
学
の
郊
外
へ
の
移
転
に

有
志
清
酒
・

川

寮
を
」
は
、
全
寮
速
の
長
年
の
伴
う
交
通
事
情
の
悪
化
と
い
う

・
時
国
さ
ん
(
都
職
労

・
東
税
川
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
り
、
晶
画
実
な
事
態
も
あ
り
ま
す
・
入
寮
倍
率

支
部
墨
田
分
会
)
ブ
l
ツ

川

成
果
を
お
さ
め
て
い
ま
す
・
国
が
三
5
五
倍
、
入
寮
者
の
家
庭
情
で
す
・
学
の
寮
で
は
消
燈
後
も
か
い
中

衣
類
。

山

立

大

学

で

ま

文

部

省

の

「

学

寮

年

収

平

均

が

二

百

万

円

台

と

、

一

電

灯

、

非

常

灯

、

ロ

l
ソ
ク
の

4

、
l

押
E

川

・
港
・

民
主
商
工
会

川

島

'

う

情

祝

も

め

ず

ら

し

し

と

と

て

明

り

で

勉

強

、

み

つ
か
ら
な
b

語
、
お
菓
子
・

…

グ

、

は

あ

り

ま

せ

ん

・

の

よ

う

に

押

し

入

れ

の

中

に

ス

タ

…

.
徳
富
雄
博
さ
ん
(
愛
媛
)

川

、

た

だ
、
私
立
大
学
、
専
門
学
女
子
大
、
短
大
、
専
門
学
校
ン
ド
を
も
ち
と
み
、
レ
ポ
ー
ト

和

菓

子

川

d

川
校
で
は
臨
調
路
線
の
影
響
を
直
で
は
「
良
饗
賢
母
」
「
規
律
あ
を
し
あ
げ
る
と
い
っ
た
と
と

‘

川

智

つ

け

、

廃

寮

の

事
惣
も
う
ま
る
生
活
」

に
名
を
か
主
人
権
が
、

多
数
の
績
で
お
ζ
な
わ
れ

じ

;
;~
j
e
-
-
・
9

5

5

・

5
・

O

E

-
-
・

0

山

r
h・
合

れ

て

い

ま

す

・
な
か
に
は
「
十
侵
害
と
も
い
え
る
規
則
が
重
て
い
ま
す
。

彦

東

京
の
機
関
紙

ム

辺

監

ア

ー

あ

が

ん

ば

っ

て

い

ま

す

今

後

;
川

国
労
金
沢
電
車
区
分
会
…

1
連

億
円
の
礼
拝
堂
を
た
て
る
一
方
活
意
き
い
も
の
に
し
て
い
豊
燃
が

M問

ミ
一
一
コ
ミ
一

8
選
で

~

畑

山

一

野

ナ

K
7
7
H
J
U下さ
ん

軒

1
5
r
y
め

会

詳

し

日

時

間

1ujf聖書
で

開

室

外

人

間

づ

く

り

を

…

噛
窃

「
は
た
ら
く
L

~

守
也
圃
曜
溜
融
関

d
i
E
Y
2
4
3

町

、

。

台

川

訓
叫

J

カ

a司
禽
吋
J

叫

・

5rvg

畏
い
闘
い
に
も
め
げ
ず
、
が
ん

な
い
ま
ま
、
職
場
の
中
で
「
合
理

川

L

j
は
ボ
ロ
ア
パ
ー
ト
に
う
つ
る
」
出
中
に
舎
監
が
部
屋
の
中
を
見
学
生
寮
の
震
を
一
人
で
川

申

告

三

万

「

人

ド

も

刊

号

合

一

会

。

刊

行

12日誌は
日

時

計

一

噌

細

長

沼

耕

一

一

一

一

民

一

一

一

一

己

主

一

一

一

窃

紙

や

ミ
ニ
コ
ミ
」
を
鎮
め
て
一
冊
の
叫
シ
l
」
「
運
転
代
行
」

を

ノ

連

一

，

B

!
さ
れ
ま
す
・
全
員
の
職
場
復
一

E
RE
-
-
約

共

生

青

年

期

を

お

く

る

た

め

に

、

三

唱

奈

第

三

、

全

国
の

震

担

当

一

ィ

タ

ク

罰

緩

和

に

号

、

安

予

言

章

一

直

さ

ん

帰

カ

で

き

る

よ

う

、

私

握

力

な

「

童

」

が

滅

り

ま

し

た

が

、

二

日

J
M
-
一

室

洗

浄

百

寮

一

回

の

み

な

さ

ん

括

支
援
く
だ

…

苧

記

長

一

万

一

持

き

山

町

U
U
U
U

齢

一

か

向

日

一

三

五

七

日

下
さ

ん

紅

誠

一

幹

二

の

料

見

ぷ

詰

が

…

さ

寸

法

一

れ

れ

い

A
rも
…

匙

拐

う

よ

こ
そ
の
た
め
に
あ
な
た
も
一

)
の
ぎ
の
パ
ン
フ
で
あ
る
・
希
望

働

ご

と

思

う

だ

け

で

、

な

に

主

私

の

職

場

で

も

、

益

著

書

前

進

お
め
で
と
う
ご
ざ

川

‘

‘

I

E

副

F
j
i
l
--た
ち
を
入
れ
て
も
安
心
だ
」
と

川

R
3

日・・

A

一
阪
選
圏

EE--a

申

告

町

一

一

語

一

一

一

刊

行

い

は

1
4一
Hiu
河
川
野
己
主
計
言
語
U
沼

全

伊

良

論

園

圏

一

守

学

生

寮

に

Jp

d
唱

送
料
は

J
一一
O
O円
で
す
。

~

ヒ

F
す

攻
撃
が
や
ら
れ
て
い
ま
す
じ
か
く
、

沖
電
気
の
仲
間

に

対

す

る

支

川

レ

ド

し

州

国

E圃
閤

¥

園

田

E圏
・
・
学
生
寮
の
こ
と
な
ら
全
日
本
川

，4E
昔

同

『

川

川

聞

過
・
闘
幽
・
・
・
・
・
・
・
・
E
園
殿
山
島
田
・
圃
圃
圃
園
圃
園
・
薗
圃
・
・

担
動
一
+
広
島
・
第
一
学
習
社
労
組

し
、
そ
れ
に
負
げ
ず
に
が
ん
ば
っ
き
、
と
だ
え
が
ち
で
す
。

川

F井
一

H

繍

圃

・

・

圃

欝

W
H圃
掴
冨
闘
園
学
生
寮
自
治
会
連
合
へ

川

自

~

士

一

年

前

の

委
員
長
、
刷
費
て
い
ま
す

-Eの人
た
ち
も
+神
奈
川
・

安

否

子
さ
ん

川

言

、

監

E

・E-国
関

i圃
園

開

題

闘

志

東
京
都
目
黒
区
駒
場

山

長

園

町

長

の

不

当

解

雇

に

対
し
愚
高
裁
で
最
後
ま
で
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
品
川
大
笠
宮

(
5
・
6
沖
電
・

~

4

嵯

勾

咽

圏

・

・

・

・

・

臨

・

圃

園

田

圃

醗

醐

園

5
1
8
1
1

葉
大
学
駒
場
川

区

・

全

一

も

「
解
雇
は
不
当
の
全
面
勝
利
い
・

南
部
警
は
す
ば
ら
し
い
雲
、
…

4
ノ

J

雌

圃

・

・

・

・

圃

園

・

園

田

司

1
需

宮

O
A〉5
8
4
7

j

i

，
 

A
E
-
J
の
判
決
を
勝
ち
と
り
ま
し
た
.
職
+
大
阪
・
全
動
労
宮
原
支

部

で

し

た
。
完
全
勝
利
ま
で
、
一
人
川

山

i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
l
i
l
-
-
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i

な

発

~

場

復

帰

め

ざ
し
、
神
電
気
争
議
回
国
鉄
も
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
・
ひ
と
り
、
御
自
愛
の
う
え
御
構

…

…

希

望

者

全

員

が

学

生

寮

に

入

れ

る

よ

う

に

に
負
け
な
い
で
、
一
日
も
皐
く
と
共
に
ガ
ン
バ
り
マ
シ
ョウ。

を
、
期
待
し
て
お
り
ま
す
・

一--iE・g・---zi----ti---
-
l
ili---gi--
--

(2 ) 

重一-一EE--E=皇室
一圃ZEE-三
一
三
重
一
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
政
治
=-E=一言=一三

沖電気争議団一子どもたちの作文

中山淳一くん

揖 85号

国
民
は
ど
う
で
も
い
し

今
ま
で
勉
強
し
て
わ
か
っ
た
と
た
の
は
、
日
本
国
憲
法
で
し
た
.
本
の
象
徴
で
、
日
本
国
民
の
ま
と
う
と
と
で
し
た
.
そ
れ
は
、
も
っ

と
は
、
次
の
事
な
ど
で
す
・
ま
ず
、
日
本
国
憲
法
の
三
つ
の
柱
ま
り
で
あ
っ
た
ほ
『
添
い
い
と
思
と
も
だ
と
思
い
ま
し
た
・
ま
た
、

を
勉
強
し
ま
し
た
・
い
ま
す
・
天
皇
は
、
一
人
し
か
い
ほ
く
も
う
れ
レ
い
で
す
・
た
だ
自

.
日
本
国
憲
法
の
こ
と

一
つ
は
、
国
民
主
権
の
ζ
と
で
な
い
ん
だ
し
、
そ
の
一
人
の
天
皇
衛
隊
が
あ
る
と
と
が
少
し
だ
め
だ

.
政
治
の
は
た
ら
き

し
た
.
ぼ
く
が
思
う
に
は
、
や
は
が
主
植
者
だ
っ
た
ら
な
ん
か
、
と
思
い
ま
す
.
戦
争
を
放
棄
す
る

そ
の
中
で
、
特
に
興
味
を
も
っ
り
天
皇
は
主
権
者
で
は
な
く
、

自

国
民
は
ど
う
で
も
い
い
よ
う
な
気
と
い
う
の
だ
か
ら
、
そ
の
小
さ
い

(
カ
ン
ジ
)
が
し
ま
す
・
訓
練
で
も
必
要
な
い
と
思
い
ま

次
に
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
す
.

勉
強
し
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
ゃ
っ
ぼ
く
は
、
い
い
憲
法
の
時
に
、

ば
り
、
だ
れ
も
が
か
け
が
え
の
な
生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い

い
人
間
と
し
て
尊
重
し
な
け
れ
ば
ま
す
.
こ
れ
か
ら
は
、
乙
の
憲
法

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
・
あ
と
、
が
ず
っ
と
続
く
か
、
そ
れ
よ
り
も

人
聞
は
、
み
ん
な
平
等
で
あ
る
と
も
っ
と
い
い
憲
法
が
、
で
き
れ
ば

思

い

ま

す

。

い

い

な

あ

と

思

い

ま

す

.

懸

法

改

最
後
に
、
平
和
主
義
を
勉
強
し
正
が
、
か
な
り
む
ず
か
し
い
と
と

ま
し
た
・
そ
れ
は
、
日
本
国
民
は
、
な
の
で
、
よ
か
っ
た
な
あ
と
思
い

外
国
と
の
あ
ら
そ
い
を
、
戦
争
で
ま
す
。
(
小
学
校
六
年
の
時
)

解
決
し
よ
う
と
し
な
い
.
と
、
い

(中・ 1) 
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「

回

本

航

、
を
の
よ
う
な
夢
故
、
か
‘
け
つ

起

フ

t
も

ふ

レ

デ

で

な

い

L
ょ
、
つ
な
事
時
川

が

刺

用

看

内

山

手

タ

r
E
黙

視

し

た

人

デ

勺

川

し

に

よ

フ

て

生

き

れ

τ
い
ま
す
.

ご

岬

「
J

曲
努

集

会

し

℃

は

、

国

鉄

の

ん

勿

川

れ

氏

営

犯

の

激

レ

け

武

一

撃

己

飼

ヲ

亡

い

川

る
国
品
鉱
労
働
r
屈

が

白

庁

ら

脚

系

弘

浸

川

し
て
‘
ト
刺
同
右
の
安
佐
を
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黙
視
し
た
人
パ
川

ら
レ
や
句
』
廠
湯
の
作
ゆ
か
ピ
選
ヴ
て
け
る
疏
川

島
刊
な
ど
の
閉
昆
モ
橋
市
州
か
「
偉
た
き
Y

ル
川

ヴ

ロ

ー

ド

し

ず

扱

蕗

レ

ま

レ

た

・

ま

と

国

手

電

気

τ働
ら
さ
、
佐
現
金
正
芋
川

別

是

正

と

瞬

ヲ

て

け

る

r

相

手

さ

ん

が

.

ト

川

ラ

ン
ペ
ヴ

ト

ピ

教

訓

刷

・

長

後

に

決

意

系

明

川

を
一
行
な
ヲ
た
周
波
勝
美
主
ん
が
‘
必
礼
媛
甲
山

に

夫

婦

と

も

に

首

J
r
m
V』
v
d
れ

闘

H
E
す

川

す

め

て

き

た

宮

川

け

を

去

な

が

ら

に

訴

え

る

川

ピ

会

場

以

季

語

に

・

沖

電

気

争

訟

の

一

目

も

早

川

全

面

解

決

ヒ

国

鉄

の

『

分

‘

豹

・

内

民
営
r
L
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阻
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の

速

報

あ

ふ
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会

に
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リ
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気

争

議

勝

利

芭

ガ

巧
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る

品

卸
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め
て
行
き
ま
す
・

岬

コ
ー
ヒ
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を
販
売
し
た
が
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煎
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D
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川

支
緩
す
る
会
が
映
画
会
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で
量
産
別
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し
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た
る
職
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め
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し
て
頑
張
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本
社
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抗
議
ハ
ガ
沖
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仲
間
の
た
た
か
い
に
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利
益
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中
か
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ニ
カ
一
斉
川
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間
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終
総
選

一

分
が
軍
事
費
だ
八
五
年
か
ら
の
大
部
分
が
、
ハ
イ
テ
量
生

川

カ
ラ
グ
ア
善
雲

か
つ
て
き
た
響
つ
ぶ
し
に
あ
る
と
思
い
ま
す
・
キ
大
舞
送
付
と
米
国
政
府
議
会
や
励
ま
さ
れ
な
が
ら
頑
張
皇
す
・

吋
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宅
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へ
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叶
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翻
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想
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・
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、
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1986牢 6月 1日

5万人の「支援する会」を

私たちは生きる摘利、働〈償制を守るために沖
電気の仲間を物心両国から励まし、必ず勝利させ
たいと思います.園障な長期の闘いも予想されま

すので、一人でも多くの方がこの 「会」に加入し
全面勝手1)を闘いとるまでご支援〈だちるよう心か

らよびかけます。(r支録する会」よびかけより)
会賞 1口 200円/月

指名解雇 された沖電気の仲間を支援する会ニュース

発

行

所

支援する会事務局
事務所東京都港区三田

3- 2-20 

・眠 (03)451-3515 
郵便口座口座番号

東京 6-75240 

加入者名 沖電気の不当解雇

を撒図書せる会

第 86号
198 6年
6月1日

|固 2748日|

開 86号(1 ) 

f沖電気はただちに
し喧fE解雇争議」解決を

「
職
場
復
帰
」
の

具
体
化
が
鍵

東
京
地
方
裁
判
所
民
事
日
部
で

進
め
ら
れ
て
い
る
、
神
電
気
争
議
た
か
う
ぞ
」

を
解
決
さ
せ
る
た
め
の
和
解
交
渉
唱
和
が
デ
t

は、

ζ
れ
ま
で
十
六
回
行
な
わ
れ

…
隊
列
か
ら
流
れ

ま
し
た

.

eる
.
沖
電
気
且

裁
判
所
は
「
三
十
五
人
を
現
実

護
団
の
ピ
ラ
世

に
復
職
さ
せ
る
」

ζ
と
を
交
渉
の
受
取
っ
て
続
h

出
発
点
に
、
と
勧
告
し
、
「
金
銭
(
写
真
)
姿
』

の
み
」

に
固
執
し
て
い
た
神
電
気

・
あ
ち
と
ち
で
.

も
、
職
場
復
帰
を
受
け
い
れ
ざ
る
…

を
え
な
く
な
っ
て
い
る
.

糧
A町

ふ

今
年
も

n
新
鮮

な
高
崎
(
群
馬
)

ト
マ
ト
N

が
大
好

評
だ
っ
た
.
「
赤

旗
ま
つ
り
」

(
5

/
3
1
5
/
5
・

東
京
)
で
二
千
三

百
袋
が
売
れ
ま
レ
た
;
が
・

ん
ば
れ
よ
'
と
た
く
さ
ん

の
カ
ン
パ
も
参
加
し
た
人

々
か
ら
寄
せ
ら
れ
、
交
流

と
連
帯
の
輸
が
叶
曲
が
っ

た
.

企
0

・

通
信
機
三
大
メ
l
カ
の
一
つ
益
、
=
一
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
一
方
、
解
服
後
の
職
溺
で
は
、
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
一
一

神
電
気
工
業
(
本
社

・
東
京

・

九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
年
十
一
月
に
は
、
支
鐙
共
闘
会

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
こ
し
て
新
工
場
の
建
設
な
ど
・
庖
(
田
中
さ
ん
)
レ
た
り
、
神
援
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

八
四
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
九

O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
作
っ
た
.

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
う
.
会
社
は
東
京
地
裁
ほ
か
四
仕
事
を
差
別
す
る
な
ど
の
、
見
八
四
年
秋
か
ら
は
、
全
国
規

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希
〆
〆

r

，
，

F

r

，

棋

の

迎

動

に

発

展

、

仕

事

差

別

由
護
職
」
募
集
亭
提
案
と
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

を
や
め
さ
せ
た
・
東
京
地
裁
で

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

は

「

一一一
十
五
人
の
復
職
と
和
解

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
カ
所
の
裁
判
で
も

「
指
名
解
屈
せ
し
め
を
強
め
、

「
合
理
化
」
金
」
の
勧
告
が
出
た
.

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、

残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る
守
八
六
年
、
沖
電
気
争
議
は
掻

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
雇
を
意
総
監
革
を
す
る
乙
と
」
と
旺
神
電
気
争
犠
団
の
七
十
一
人
大
の
山
場
を
迎
え
て
い
る
・
あ

強
行
・
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、

ZE・
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
の
四
千
を
超
え
る
労
な
た
の
烈
い
述
裕
で
必
ら
ず
勝

百
億
円
近
い
史
上
空
局
の
利
視
レ
議
庖

K
乞
と
も
明
白
・
組
や
、
一
万
四
千
人
の
「
支
援
利
さ
せ
ま
し
ょ
う
・

田霊霊園酷

〉
議
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら

〈
争
〉
〈
の
一
つ
一
つ
の
た
た
か
い

の
成
否
が
、
直
接
的
に
解
決
内
容

に
反
映
す
る
と
い
う
、
飯
も
重
要

で
、
や
り
が
い
が
あ
る
段
階
に
き

て
い
ま
す
.
正
念
場
の
た
た
か
い

に
、
全
国
の
み
な
さ
ん
が
、
物
心

両
面
で
、
一
層
の
ご
支
援
く
だ
さ

る
と
と
を
心
か
ら
、
お
ね
が
い
レ

ま
す
・

(
共
闘
会
磁
ニ
ュ
ー
ス
)

-
沖
電
気
争
議
七
年
の
配
録
映
画

「
り
ん
ご
の
樹
は
育
つ
」
は
H

と

て
も
励
ま
さ
れ
ま
す
H

と
好
評
で

す
.
ビ
デ
オ
版
(
一
万
円
)
は
こ
れ

ま
で
百
本
が
普
及
さ
れ
ま
レ
た
.

フ
ィ
ル
ム
、
映
写
機
の
貸
し
出

そ
の
中
で
H

首
切
り
は
許
さ
な
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
な
の
で
す
.
し
も
待
っ
て
い
ま
す
.

ん

い

M

と
い
う
労
働
組
合
の
原
点
を
〉
電
気
を
徹
底
的
に
攻
め
る

・
メ
ー
デ
ー
の
中
央
会
場
で
、
約

き

〈

沖

〉

bh

守
る
闘
い
と
し
て
、
沖
電
気
争
犠
(
と
と
が
第
一
だ
と
考
え
て
=
一
+
万
円
の
カ
ン
パ
が
集
ま
り
ま

、
井

の

到

達
点
が
あ
る
と
思
い
ま
す
・
い
ま
す
・
現
在
も
、
全
国
で
沖
電
レ
た
・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

沖
電
気
は
、
議
判
所
の
勧
告
に
気
の
支
庖
へ
の
抗
議
行
動
を
行
っ
た
・

〉
の
七
年
間
、
日
本
労
働
組
応
じ
る
ζ
と
を
表
明
し
て
い
ま
す
て
い
ま
す
し
、
六
月
の
株
主
総
会
園
全
国
の
会
員
の
み
な
さ
ん
、
会

〈

-

」

)

〈
合
運
動
は
、
全
民
労
協
の
が
、
解
決
の
具
体
的
な
中
昧
に
つ
に
向
け
て
の
闘
い
も
強
め
た
い
と
費
の
納
入
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ

結
成
や
、
春
闘
な
ど
に
象
徴
さ
れ
い
て
は
、

ζ
れ
か
ら
の
た
た
か
い
考
え
て
い
ま
す
し
、
監
督
官
庁
な
い
ね
・
夏
の
物
品
販
売
・募
金
活
動

る
よ
う
に
、
困
難
な
時
期
で
し
た
・
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
・
ま
さ
に
ど
へ
の
要
摘
も
毘
要
で
す
・
も
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
レ
ま
す
・

共沖

井堕璽
JII議事
一・ 2艶
虐量 事 支

亙務援
b 局中
A了 長央

8.23~24 
0丹沢

i屯沢図キャンプ場

東京争議団
交流キャンプ

事身

八
度
目
の
夏
、
時
冗
、
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い。

率
い叫

制

民
族
歌
郷

〉

叫

』

巴

団
「
わ
ら
び

駅

一

E
-
L座
」
の
創
立

制

…

ロ

為

三
十
五
年
の

い
川
一
路
、

2HF
舵
念
公
演
を

ア

一

ひ

し

見

ま

し

た

V

た

り

山

，

d
梅
演
目
の
「
育

も
ど
咽

ど
み

叩
く
む
者
」
は
、
今
後
と
も
、
「
盛
」

釘

…

を
い
つ
く
し
み
育
く
ん
で
ほ
レ

時
い
と
の
気
持
の
ζ
も
っ
た
も
の

聞
で
し
た
V
も
う
一
つ
の
「
二
月
、

町
三
月
物
語
」
は
、
平
和
と
は
な

骨
に
か
、
現
在
の
繁
栄
が
、
な
に

一…

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る

一聞

の
か
を
、
戦
前
の
農
村
を
舞
台

聞
に
、
農
民
の
恕
惨
さ
、
樹
力
の
繍

一品

暴
を
全
面
に
し
、
い
か
に
戦
争

一叫

の
犠
牲
が
大
き
い
も
の
か
を
問

一一

い
か
け
て
い
ま
レ
た
V
私
た
ち

一聞

が
、
平
和
、
平
和
と
言
っ
て
い
る

一開

聞
に
、
い
つ
の
間
に
か
仰
い
つ
か

叫
来
た
迦
H

を
畑
中
間
削
レ
て
い
る
勢

一時

力
が
あ
る
ζ
と
を
も
、

ζ
の師向

一間

台
は
訴
え
て
お
り
、
現
代
に
生

一聞

き
る
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な

一四

っ
て
い
る
V

H
日
本
の
文
化
巡

一仲

動
の
担
い
手
と
し
て
、
さ
ら
に

輔
が
ん
ば
る
M

と
い
う
「
わ
ら
び

同
座
」
の
決
意
怒
依
わ
っ
て
く
る

叩
肥
念
公
演
で
し
た
.
今
後
の
活

叫
随
を
心
か
ら
願
い
な
が
ら
の
観

仲
劇
で
も
あ
り
ま
し
た
.
(北
村
)

圃問い合せは沖電気争議団へ
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乙
の
パ
ン
フ
を
一
読
す
れ
ば

と
訴
え
て
い
る
。
平
和
で
美
し

H

な
ぜ
い
ま
、
三
宅
島
か
N

が

い

島
を
残
す
と
と
が
私
た
ち
の

理
解
で
き
る
。
安
保
条
約
、
シ
願
い
l
島
民
の
決
意
は
闘
い
.

l
レ
ン
防
衛
と
核
戦
略
体
制

安
保
破
棄

・
緒
要
法
貨
撒
東
京

な
ど
も
、
て
い
ね
い
に
説
明
さ
実
行
蚕
員
会

(
一
一
六
一
)
八
七

れ

「
核
も
基
地
も
い
ら
な
い
」
七
九
・

B
4版
、
二
O
O円
。

なスw

叶
一
オ

:

l

 

引
一
を
4
1

ン
一
京
戦

パ
一
東
核

マ
-

いま『国鉄」が危ない

曇全集提話会主』5こ皇隼
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ア
メ
リ
カ
の
要
輔
だ
か
ら
、
国
民
に
支
援
の
訴
え
を
し
な
が

安
保
上
の
義
務
だ
か
ら
と
、
米
ら
終
っ
て
い
る
.
今
、
日
本
に

軍
進
地
を
個
押
し
つ
け
る
国
の
圧
生
き
る
人
を
励
ま
す
映
画
と
な

力
に
対
レ
て
、
三
宅
島
の
人
た
っ
て
い
る
.
日
本
電
波
ニ
ュ
ー

ち
は
乙
の
「
島
が
好
き
」
と
ス
社
(
五
八
四
)
七
四
四
一
-

た
た
か
う
。

ζ
の
映
画
は
、
全
凶
ミ
リ
。
カ
ラ
l
U分・

馬疋木
輿ム
すでが

円勺
える

仇
喝

A
喝

m喝



私
が
今
、
一
番
好
き
な
ζ
と
は
、
あ
の
恐
ろ
し
い
く
ま
と
、
正
面
か

巾

パ
レ
l
部
を
が
ん
ば
っ
て
行
う
と
ら
対
決
し
た
の
で
す
・
そ
の
時
畑

と
で
す
・
今
は
、
ほ
と
ん
ど
、
ボ
さ
ん
は
、
生
や
死
は
問
題
で
は
な

ゆ

1
ル
に
は
さ
わ
れ
ま
せ
ん
が
、
時
か
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
.

々
、
や
ら
せ
て
も
ら
え
る
乙
と
が
私
は
、
畑
さ
ん
は
、
と
て
も
度

一ー

あ
り
ま
す
。
そ
の
時
は
、
ワ
ン
ツ
胸
が
あ
る
、
私
な
ら
全
然
だ
め
だ
.

ー
マ
ン
で
、
て
い
ね
い
に
教
え
て
そ
れ
に
、
死
ん
で
し
ま
う
か
も
し

も
ら
え
ま
す
・
私
も
、
先
輩
に
な
れ
な
い
と
思
え
ば
、
よ
っ
ぽ
ど
だ
い
四
十
四
人
の
被
解
雇
者
が
闘
い

っ
た
ら
今
の
先
輩
の
よ
う
に
な
ろ
と
思
い
ま
し
た
・で
も
畑
さ
ん
は
、
川
は
じ
め
て
一
一
一
年
・
家
族
ぐ
る
み
の

仲

?

う
と
思
い
ま
す
・
ど
ん
べ
え
が
大
好
き
だ
か
ら
、
き
れ
た
た
か
い
|
ま
と
も
な
労
働
運
踊

Lr

そ
れ
か
ら
、
中
学
生
に
な
っ
て
、
ち
ん
と
子
別
れ
の
儀
式
を
さ
せ
て
日
め
ざ
す
l
の
肥
録
写
真
集
で
す
。

一1
1一一

た
く
さ
ん
友
途
も
で
き
ま
し
た
・

あ
げ
る
の
に
は
、
死
ん
で
も
い
い
刈
注
文
は
密
0
4
4
1
5
1
1
5
2
官
凋

新
し
い
友
達
は
、
小
学
校
が
違
う
と
思
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
・

m
5
6
4・
ま
た
は
沖
支
援
す
る
会

昭
作

-
d
-

た
め
、
な
か
な
か
名
前
が
覚
え
に
ど
ん
べ
え
は
、
い
い
人
に
飼
わ
吋
事
務
局
へ
・

M
ヨ

副

く

か

っ

た

で

す

・

れ

て

、

幸

せ

だ

と

思

い

ま

し

た

.

R
…
劃

勉
強
の
方
で
は
、
国
語
に
興
味
私
も
、
乙
れ
か
ら
も
、
国
語
宗
一

河

写

…

が
あ
り
ま
す
・
今
、
や
っ
て
い
る
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

~

Z
…
録
…

「
対
決
」
と
い
う
と
ζ
ろ

で

は

、

す

。

他

の

怨

一

失

…

記

…

く
ま
の
ど
ん
べ
え
と
畑
正
憲
さ
と
思
い
ま
す
・

叫

民

ん
が
主
人
公
で
す
.
畑
さ
ん
が
、

ど
ん
べ
え
と
の
子
別
れ
の
儀
式
を

九

池

い
た
も
の
で
し
た
.畑
さ
ん
は
、

神
電
気
争
殺
が
、
次
の
団
体
の
h

機
関
紙
・
誌
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
川

(叩凹

・
2
月
以
降
分
)

園
出
版
労
連

・
リ
ー
ダ
ー
ズ
ダ
山

イ
ジ
ェ
ス
ト
労
組
。

・
日
本
民
主
管
年
同
盟
・

-
民
族
歌
舞
団
わ
ら
び
座
。

・
東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
.

h
 .

.

 
，

.

日
本
共
産
党
。

4
偲
航
可
・
日
本
の
う
た
と
え
全
国
協
駿

叶

邑
眉

eF
会
.

aa・
、
・
東
京
都
区
職
員
労
働
組
合
。

h
糧
事
出
F

・
新
日
本
婦
人
の
会

(
争
犠
団
H

a‘
の
家
族
)

h
唱
団
団
F

・
日
本
機
関
紙
協
会
(
神
電
気
h

ae-司
仕
事
差
別
事
件
ル
ポ
)

聡
唱
咽
9

・
名
古
屋
精
糖
労
組
神
戸
支
部

恥

d
檀
司

曾
配
局
。

油
開
問
膨
・
全
国
税
労
組
、
関
信
地
連
.

J
1
・
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
J

画
抱
団
陸

職
員
組
合
。

a冒
.
・
都
職
労
目
以
支
部
。

衣
頼
。

マ
具
志
堅
勝
子
さ
ん
(
沖
細
)

マ
佐
藤
澄
良
さ
ん
(
東
京

・
文
京
婦
人
靴
ダ
ン
ボ
ー
ル
一
箱
・

区
役
所
)
バ
イ
ク
一
台
、
へ
マ
知
念
正
男
さ
ん

(東
京
)

ル
メ
y
ト
付
.

抑
制
の
酒
。

マ
鎌
田
弘
之
さ

ん

(

埼

玉

)

マ

西
銘
貞
雄
さ
ん
(
筒
玉
)

衣

類

.

焼

酎

一

本

.

マ
滝
下
和
子
さ
ん
(
東
京
)

ーがんばりましょう

沖電気争議団一子どもたちの作文

1986年 6月 1日

(300円〕

南2

本:

公
昌
さ
ん

-
ヨ
川
崎
町
駅
、
-
主
語
怠
必
恋
京

-
-
4

0
九

ec--置
f
d
R
…可
「寸ヲョ

O
名
村
造
船
不
当
解
雇
争
撤
回
l

O
白
黒
電
波
測
箆
労
組
l
「被
解

七
年
一
カ
月
の
た
た
か
い
で
九
回
者
十
人
に
、
昨
年
九
月
か
ら

人
全
員
の
職
場
復
帰
を
実
現
さ
の
賃
金
を
仮
に
支
払
え
」
の
仮

せ
ま
レ
た
.

(
大
阪
・
四
月
)
処
分
を
東
京
地
裁
で
勝
ち
と
り

O
川
良
海
苔
后
・

新
垣
米
吉
さ
ん
ま
し
た
。

(
東
京

・
四
月
)

l
入
院
中
に
北
海
道
へ
の
転
勤

O
総
評
全
国一

般
労
組

E
C分

辞
令
が
出
さ
れ
、
強
制
配
転
に
会
魚
住
友
子
さ
ん
l
不
当
解

反
対
し
て
た
た
か
っ
て
い
ま
し

凪
撤
回
闘
争
を
五
年
十
カ
月
た

た
が
解
決
レ
ま
し
た
.

た
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
解
決

(斑
京
・
二
月
)

レ
ま
レ
た
・
E
C
(欧
州
共
同

|
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
・

体
)

(

東
京
・四
月
)

佐さ

(埼
玉
県
)

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース
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主
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密室~

マ
テ
ン
ノ

l
」
を
知
る
⑧

っ
て
行
わ
れ
た
。
労
働
運
動
も
元
帥
」
と
し
て
陸
海
軍
の
統
帥
嗣
が
、
直
ち
に
即
位
す
る
」
(皇

民
主
的
運
動
も
反
逆
と
し
て
掛
者
だ
っ
た
.
実
際
に
天
皇
の
意
室
典
範
第
四
条
)
。

天
皇
は

圧
さ
れ
た
。
国
民
は
す
べ
て
「
陛
思
に
よ
っ
て
開
戦
が
決
定
さ
皇
位
継
京
の
資
格
は

「皇
統

明
治
維
新
の
「
王
制
復
古
」
下
の
赤
子
(
せ
き
レ
)
」
と
レ
れ
、
戦
争
指
導
を
行
っ
て
い
た
に
属
す
る
男
系
の
男
子
」
だ
け

に
よ
っ
て
、
天
皇
は
日
本
の
統
て
、
天
皇
に
命
を
鱒
げ
る
と
と
と
と
も
、
史
料
で
は
っ
き
り
し
で
、
そ
の
順
序
も
阜
室
典
踊
で

治
権
者
と
し
て
登
場
す
る
.
明
が
道
徳
の
規
備
と
レ
て
強
制
さ
て
い
る
.
天
Q
は
段
高
の
戦
争

細
か
く
定
め
ら
れ
て
い
る
.
完

治
の
支
配
層
は
、
統
治
織
を
天
れ
た
・

資
任
者
な
の
だ
・

全

な
オ
ト
コ
社
会
・
女
は
ま
っ

皇
に
集
中
し
た
だ
け
で

な

く

中

曽

根

首
相
は
「
陛
下
は
平
た
く
関
係
な
い
・
男
女
庖
用
段

天
皇
の

「
現
人
神
(
あ
ら
ひ

と

が

み

)

」

和

主
義
者
」
と
、
天
皇
と
戦
争
会
均
等
法
な
ん
て
ク
ソ
ク
ラ

戦
争
責
任
は

と

し

て

神

織

に

仕

立

て

上

げ

て

を

美

化

し

て

「在
位
六
十
年
」
工
、
と
い
う
一
家
な
の
だ
.

し
ま
っ
た
.
そ
し
て
「
大
日
本
一
九
=
二
(
昭
和
6
)
年

か

を
H

奉
祝
u

し
て
い
る
が
、
冗
現
在
の
順
位
は
、
①
皇
太
子

帝
国
憲
法
」
に
よ
っ
て
、
「
大
ら
四
五
(
昭
和
却
)
年
に
か
け
談
じ
ゃ
な
い
、
あ
れ
は
M

罪
位
M

②
浩
宮
(
皇
太
子
の
長
男
)
③

日
本
帝
国
ハ
万
世
一
系
ノ
天
皇
て
の
N

十
五
年
戦
争
u

で
、
=
一
だ
よ
、
と
い
う
き
び
し
い
声
も
礼
宮
(
同
次
男
)
@
常
陸
宮
(
皇

之
ヲ
統
治
ス
」
(
第
一
条
)
、
百
十
万
人
の
日
本
国
民
、
中
国
あ
る
・

太
子
の
筋
)
⑤
高
松
宮

(天
皇

「
天
皇
ハ
神
盟
ニ
シ
テ
侵
ス

へ

な

ど

ア

ジ

ア

諸

国

民

二

千

数

百

の

弟

)

③

三

笠

宮

(

高

松

宮

の

天
皇
の

カ
ラ
ス
」
(
第
三
条
)
と

う

た

万

人

が

生

命

を

奪

わ

れ

た

.

次

の

弟

)
後
継
ぎ
は

わ
れ
、
天
皇
を
絶
対
君
主
と
す
と
の
侵
略
戦
争
は
、
天
皇

の

元

号

は

、
天
皇
が
代
わ
る
と

る
天
皇
制
が
確
立
し
た
・

名
に
よ
っ
て
開
始
、
遂
行
さ
れ
天
患
は
「
世
襲
」
(
融
制
法
第
改
め
ら
れ
る
。
次
の
元
号
は
、

政
治
も
教
育
も
、
そ
し
て
戦
た
・
矢
印
一
は
絶
対
的
な
権
力
を
二
条
)
で
、
退
位
は
で
き
な
い
・

す
で
に
密
か
に
州
出
御
さ
れ
て
い

争
も
、
す
べ
て
天
皇
の
名
に
よ
持
っ
た
統
治
者
で
あ
り
、
「
大
「
天
皇
が
崩
じ
た
と
き
は
、
皇
る
は
ず
だ
。
(
連
合
)

』

Z525ラ記
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同県万二に p
職五十神ん
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「映画とうたごえのタベ」
IL...飯能市での「励ます会」の結成めざして

てい制映十本

議55三官官
義官雲よ示室
合神、梅しで

き豪ム軍与実
だ哲士克足房

皇室長室警
官室長官雪

「励ます会J(5'主主する会)が
総会と交流会

J?Ss?ifai霊52ii翼
ii;iiiiEfiiiii 
型柔企盟苦言皇毒事て 同妻宅セ
票子 k事だ々主思言語 石足包童

五雷同13里3直幸E三?RdEE
空白雪?ZZ費首謀君矢喜怒主高
・童 書 Z 5 5宗主主言 言毛主喜
三EEて雪3害警ZF;.主
部 円 。断揚がだ理を

裁
判
闘
争
は

戦
前
の

結
審
ま
じ
か

開 86号(5 ) 
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(4) 揖響86喧畢

日
本
電
気
玉
川
工
場
(
川
崎
)

て
い
た
「
日
本
電
気
玉
川
の
賃
金

で
、
解
雇
撤
回
を
求
め
て
た
た
か
昇
格
差
別
是
正
申
立
入
団
」

(松

っ
て
い
た
石
沢
清
さ
ん

(ω
)と
平
晃
団
長
十
人
)
は
、
五
月
十

賃
金
、
昇
格
差
別
を
求
め
て
神
奈
五
日
、
空
央
労
働
委
民
会
の
立
ち

川
地
方
労
働
委
員
会
に
申
し
立
て
会
い
で
協
定
密
を
締
結
・

-
協
定
書
の
主
な
内
容

一
、
石
沢
氏
に
対
す
る
懲
戒
解

雇
を
撤
回
し
、
立
川
支
底
に

職
場
復
帰
さ
せ
る
・

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

石
沢
さ
ん

(前
列
中
央
〉
と
差
別
申
立
…

"
て
の
間
人
と
支
援
の
人
た
ち
@

1986年 6月 1目

要領

議室ZTP2T言語33 5 5 5 2 5282A喜
一文 宇 L h.. 一一一一 一人一 ~ t.;…役i iZをzi喜ZiilH5;?=BEE雪
iiliiiz!?iiii;jiif;52 
互主 聖霊ぃ 、c 里だERq喜一急 三需品き主

iT害122121iii望め議iiiifi31
警護主昔、まgsるで在申ラ 議 喜てチそEE号室 (翌竺気争議支援の f 
E 包 Z 芸品主主 RS 自主 5 そ ~;~襲警」妻 dETE 事 I ~T シャツ』ができたよ。

5ii 持 ZH232ド勺尚三 ~ :， -，
~、 守

;整型旦爪倦ぺ ωι.... tI' Al ~ ~，>要予 ;cA
~軍事塑!杢旦聖t:J主空軍墜笠盆墨ペ;免 fíJ
主主な肴 tJ曽汲む....，寸11:'..立 を i主 初経 O トじ _.L.. ，l';、寸 l ... 恥弘 F 

i f常夏ii??;t自!?i?を号民主22411比霊長:giT方言雪作れはj
1 23i会i-itop-童相;?工事4223Z霊ii21ij号訪問11
4 打者?号室22評議れihZ錨 15号訴hS252U……一一………j
i??2??51223留か??tiFii333蓬宍ijhAZ川まで 1
; 日差22T36号待選臼id三奈レ!iZ主選長選25実2jA 冨¥ 血 1
6戸川J院選 E管室雪互いた問機;苦ijV台、-i
"9 -.も・τ ・円 τもJ問 機 -rJ料走1 島J防な o金活すな J瓦鎗者四百J{J (し Jレ地 ¥全.士
λ 浩与も 高レ'ild 愛護 つの森 で 2人 レ社性・っ但瀦るす詞両 iく Z々 ¥園、気、
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パiMii討す-山片山謬ド巧!?i経心;
;53E24tBに機 J22d寄付易機 刊 誌iw¥る 1

一
、
石
沢
氏
の
未
払
い
賃
金
一
、

五
O
O万
円
を
支
払
う
.

一
、
差
別
事
件
の
地
労
委
申
立

て
取
下
げ
後
、
+
一
人
に
解

決
金
を
支
払
う
。

:usA iz; γしぎ 1.:3"'1:t't.，. tflli 
之.."t::.
L /~ 

ぞ安
守、

ゃう
笠z
'i、
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川
4
月
間
回

全
部
大
行
動
・

川
4
月
刊
は
日
3
何
日
沖
電
気
の

川

不
当
解
腹
を
撤
回
さ
せ
る
嫡

川

人
部
が
総
会
(
鎌
倉
)

川
4
月
日
日
池
貝
鉄
工
の
争
犠

川

団
が
容
の
パ
ザ
1
ル
.

川
4
月
日
口
目

安
中
公
笹
で
待
動
.

川
4
月
刊
悶
日

東
京
総
行
動
・

川
4
月
門
日
5
初

日

は
た
ら
く

川

婦
人
の
中
央
集
会
・

川
4
月
包
日
沖
電
気
争
犠
・
醐
閉

山

谷
裁
判
。

川
4
月
お
白
神
電
気
争
議
支
援

川

品
川
共
闘
会
機
が

M
E
「合

川

理
化
」
で
学
面
白
会
。

川

4
月目
的
自
股
高
裁
へ
の
共
同

川

行
動
。

川
4
月
刊
日
目

安
保
破
禁
中
央
決

川

起
笠
宮
・

川

4
月
%
自

国
鉄
東
京一
シ
ン
ポ

川

ジ
ュ

l
ム
.

川
4
月
幻
自

国
鉄

・
東
京
会
駿

州

が
全
国
交
流
会
を
開
惚
.

川
5
月
1
日

メ
ー
デ
ー
の
中
央

川

会
溺
な
ど
で
宣
伝
行
動
。

川

5
月
5
日
1
5日

赤
旗
ま
つ

川

り
「
支
復
す
る
庖
」
出
庖
・

川
5
月
7
白

河
電
気
争
犠

・
八

川

王
子
裁
判
.

川
5
月
8
日

国
鉄
法
策
で
国
会

川

へ
の
要
請
行
動
が
活
発
に
.

川
5
月
刊
日

日
本
電
気
、
松
平

川

さ
ん
の
ト
ラ
ン
ベ
y
ト
コ
ン

川

サ
1
ト
.

川

5
月
刊
日
日
沖
電
気
争
議
支
侵

川

中

央
共
闘
会
議
の
幹
事
会
・

川

抑
圧
時
議
会
(
東
京
港
区
)

川
5
月
日
自

国
鉄

・
東
京
一
会
議

川

が
総
行
動
.

川
5
月
刊
日
日

日
産
総
行
動
。
白

川

本
町
気
争
犠
が
解
決
・
カ
ネ

川

ミ
油
症
事
件
で
反
動
判
決
.

山
5
月
日
叩
日

東
京
電
力
争
議
団

川

が
共
闘
会
織
を
結
成
.
カ
ネ

川

ミ
判
決
報
告
集
会
。



1986牢ウ月 1日

5万人の 「支援する会」を

私たちは生きる権利、働〈権利を守るために沖

電気の仲間を物心両面から励まし、必ず勝利させ

たいと思います。図雌な長期の闘いも予惣されま

すので、 人でも多〈の方がこの「会」に加入し

全面勝利を闘いとるま でご支掻くださるよう心か

らよびかけます。(r支援する会」よびかけより)

会費:1口 200円/月

争
議
団
ど
う
し
で
結
婚
し
て

4
年
目

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

喜
久
枝
さん

支援する会事務局

事務所東京都港区三回

3- 2-20 

電路 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240

加入者名 沖電気の不当解雇

を撤回 させる会

A
t
d
Nト
ゆ

ノ
よ
」
と
、
喜
久
枝
さ
ん
。
ゴ
ミ
し
た
と
と
ろ
で
、
生
活

.ケィヵ

t
「
港
、
宿
の
コ
イ
ン
し
て
い
る
だ
げ
に
」
と
梢

j
f1
Z
E
E
-2
1，

ラ
ン
ド
リ
ー
を
利
用
レ
た
の
足
な
の
で
あ
る
.

毎
年
、
夏
と
秋
に
北
海
道
で
苦
労
し
な
か
っ
た
」
そ
う
札
幌
で
は
、
毎
回
、
北
洋

へ

は

二

組

の

オ

ル

グ

が

行

で

す

・

相

互

銀

行

労

組

の

仲

間

た

ち

く
。
北
海
道
オ
ル
グ
の
ベ
テ
康
男
さ
ん
は
、
毎
日
、
運
の
H

熱
い
歓
迎
H

を
う
け
る
.

ラ
ン
の
飯
田
康
男
さ
ん
は
、
転
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
連
れ
ら
れ
て
い
っ
た
飲
み
回
屈

今
夏
は
、
婦
人
の
喜
久
枝
さ
か
、
そ
れ
と
も
喜
久
伎
さ
ん
で
の
ホ
ッ
ケ
が
と
っ
て
も
う

ん
と
い
っ
し
ょ
に
・
を
気
づ
か
つ
て
か
、
「
今
回
ま
か
っ
た
と
、
千
葉
の
農
村

「
一
一
人
で
オ
ル
グ
で
き
て
は
、
あ
ま
り
、
酒
は
飲
ま
な
育
ち
の
喜
久
枝
さ
ん
・

い
い
で
す
ね
」
「
奥
段
、
若
い
か
っ
た
よ
」
と
.
や
さ
し
さ
北
海
道
で
お
い
し
か
っ
た

で
す
ね
」
と
、
訪
問
の
先
々
と
、
寅
任
感
の
強
い
H

高
倉
物
を
聞
い
て
み
た
ら
、
「
苫
小

で
声
を
か
け
ら
れ
、
少
し
テ
健
u

の
よ
う
な
と
は
、
少
し
牧
で
食
べ
た
、
パ
サ
パ
サ
し

レ
た
二
人
で
す
が
、
約
一
カ
言
い
す
ぎ
か
も
・
た
ラ
ー
メ
ン
」
と
康
男
さ
ん
・

月

の

問

に

は

、

仲

良

し

夫

婦

喜

久

枝

さ

ん

は

、

「

新

鮮

な

、

f
i

、、i
・
・
‘
，
，

=-K--

の
間
で
、
チ
ョ
ッ
ピ
リ
げ
ん

同

一

じ

一

帯

ハ

ヒ

〆

イ
力
の
刺
身
も
」
と
.

か
も
し
た
そ
う
で
す
が
、
緋
伝
新

鮮

蛍

也

九

ど

ζ
の
労
組
で
も
「
が
ん

も
強
く
な
っ
た
よ
う
で
す
・

-』
f
f
12
2
1
1
1
j

ば
っ
て
」
と
励
ま
さ
れ
た
・

「
全
国
オ
ル
グ
っ
て
、
毎
「
今
年
の
北
海
道
は
、
夫
そ
し
て
、
カ
ン
パ
も
一
杯
も

目
、
グ
ル
グ
ル
車
で
ま
わ
っ
気
が
悪
く
て
、
イ
キ
銭
き
の
ら
っ
た
こ
人
で
す
が
、
今
度

て
と
っ
て
も
た
い
へ
ん
な
観
光
が
駄
目
で
、
女
房
は
残
行
く
時
は
、
「
と
支
度
あ
り

の
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
・
念
が
っ
て
い
た
」
と
い
う
康
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
・」

実
感
で
き
て
、
と
て
も
よ
か
男
さ
ん
で
す
が
、
喜
久
枝
さ
と
勝
利
の
報
告
が
で
き
る
よ

っ
た
で
す
.

疲
れ
ま
し
た
ん
は
、
「
函
館
や
夕
張
の
さ
う
に
と
、
今
日
も
が
ん
ば
つ

が
モ
チ
ロ
ン
、
ま
た
行
く
っ
ば
り
し
た
街
が
、
好
き
に
て
い
ま
す
.
早
く
子
ど
も
が

機
会
が
あ
れ
が
、
行
き
ま
す
な
り
ま
し
た
・
東
京
の
ゴ
ミ
ほ
し
い
夫
婦
で
も
あ
る
・

需 8ワ号)
 -
(
 

rl日も早く勝利した:h

通
信
機
三
大
メ
1
カ
の
一
つ
益
、
三
干
人
を
上
回
る
新
採
用
、
一
方
、
解
随
後
の
職
場
で
は
、
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
二

沖
電
気
工
業
(
本
社

・
東
京

・

九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
年
十
一
月
に
は
、
支
度
共
闘
会

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
こ
し
て
新
工
場
の
建
般
な
ど
・
庖
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
沖
磯
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

八
四
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
九
O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
作
っ
た
。

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
う
.
会
社
は
東
京
地
裁
は
か
四

仕
事
を
差
別
す
る
な
ど
の
、
見
八
四
年
秋
か
ら
は
、
全
国
規

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希

'

r

r

'

r

，

〆

ノ

棋

の

連

防

に

発

展

、

仕

事

差

別

望
議
珊
」
募
集
草
案
ζ
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

を
や
め
さ
せ
た
・
東
京
地
裁
で

と
退
職
強
要
に
応
じ
な
い

三

百

は

「
=
一
十
五
人
の
復
職
と
和
解

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
カ
所
の
裁
判
で
も

「
指
名
解
腫
せ
し
め
を
強
め
、
「
合
理
化
」
金
」
の
勧
告
が
出
た
.

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、

の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る
・
八
六
年
、
沖
電
気
争
議
は
鰻

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
雇
を
意
織
改
革
を
す
る
ζ
と
」
と
柾
沖
電
気
争
駿
団
の
七
十
一
人
大
の
山
場
を
迎
え
て
い
る
・
あ

強
行
・
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、

雷・

労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
の
四
千
を
趨
え
る
労
な
た
の
煎
い
連
帯
で
必
ら
ず
勝

百
億
円
近
い
史
上
肢
高
の
利
視
し
主
解
雇

K
と
と
も
明
白
.
組
や
、
一
万
四
千
人
の
「
支
鐙
利
さ
せ
ま
し
ょ
う
.

ー銅3T宍・53態重

-j

一

「
三
宅
島

時
』
巴

の
自
然
を
守

E
-
L
れ
、
ア
メ
リ

己

烏

カ
は
基
地
建

畑

、

み

般
を
撤
回
す

仇
門
】

加
れ

る
よ
う
に
」

4

・

高岡崎

の
決
議
が
、

国
際
鳥
類
保
護
会
議
で
、
六
月

二
十
一
日
採
択
V
報
道
に
よ
れ

ば
、
と
の
会
議
の
日
本
代
表
は
、

政
治
的
な
問
題
も
か
ら
む
と
し

て
、
消
極
的
な
安
勢
を
と
っ
た

そ
う
で
す
.
乙
れ
ま
で
も
、
国

連
な
ど
の
国
際
会
畿
で
、
ア
メ

リ
カ
に
追
従
す
る
姿
が
よ
く
見

ら
れ
た
が
、
日
本
の
主
体
制
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
V
大
企
業
の
職
場
で
は
、
企

業
が
認
め
た
政
党
な
ど
の
運
扇

は
H

ぐ
る
み
u

で
行
う
が
、
そ

の
他
に
つ
い
て
は
、
「
政
治
活

動
は
認
め
な
い
」
と
し
て
、
署

名
一
つ
だ
っ
て
認
め
な
い
し
、

発
覚
す
れ
ば
処
分
を
す
る
|

|

そ
ん
な
横
暴
が
今
も
強
行
さ
れ

て
い
る
の
で
す
V
ア
メ
リ
カ
↓

日
本
政
府
4
大
企
業
、
と
の
一

体
と
な
っ
た
仕
組
み
を
く
ず

し
、
政
治
が
、
国
民
本
位
の
も

の
と
な
っ
た
時
に
、
野
鳥
も
人

間
も
、
生
き
て
い
け
る
の
だ
と

思

う

・

(

際

)

325 

，J21%
い
V

対
，

八
度
目
の
夏
。
物
品
販
売
、
募
金
、
財
政
活
動
に
協
力
し
ま
し
ょ
う



(2 ) 

M
M
M
M苫
RUM-叩
U
R
u
s

軍
事
費
削
っ
て
、
生
活
を
守
ろ
う
一
応
奈
川
MUM-hMuut加

断
に
成
功
/
タ
イ
ム
九
時
間
=
一
十

二
分
.
「
な
ん
と
も
い
え
な
い
い

い
気
分
、
こ
の
ま
ま
鰐
聞
が
止
ま

っ
た
ら
い
い
な
め
」
.

功
し
て
い
る
.
四
+
歳
か
ら
水
泳

を
は
じ
め
た
人
も
、
身
問
者
も
挑

戦
し
て
い
る
.
乙
の
す
ば
ら
し
い

伸
聞
と
の
交
流
か
ら
も
そ
の
こ
と

を
学
ん
だ
.
そ
し
て
、
そ
れ
を
い

ま
に
生
か
し
て
い
る
.

「
楽
レ
く
て
、
す
ば
ら
し
い
ス

ポ
ー
ツ
を
い
っ
ぱ
い
や
り
た
い
」

と
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
(
水
泳
四
キ

口
、
自
転
車
一
八
O
キ
口
、
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
)
に
も
挑
戦
、
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
フ
リ
l
ラ
イ
タ
ー
と
し

て
、
仲
間
と
一
緒
に
、
ス
ポ
ー
ツ

を
自
由
に
語
る
季
刊
雑
誌
「
ス
ポ

ー
ツ
批
評
」
(
仮
題
、
秋
創
刊
予

定
)
に
取
り
く
ん
で
い
る
.
「
た

の
し
い
ス
ポ
ー
ツ
を
自
分
だ
け
で

な
く
、
草
の
根
に
ひ
ろ
げ
た
い
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
人
間
の
可

揮~87号指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース1986年ワ月 1B 

限
り
の
な
い
可
能
性
に
挑
む

ド
l
パ
l
に
挑
戦
.
海
に
入
る
の
挫
折
感
は
な
か
っ
た
.
「
ひ
と

な
り
「
乙
ん
な
に
冷
た
い
わ
け
は
か
き
も
で
き
な
い
、
な
ん
に
も
で

な
い
」
と
思
っ
て
も
、
ド
l
パ
l

き
な
く
な
る
ま
で
が
ん
ば
っ
た
.

の
海
は
思
い
ど
お
り
に
変
つ
て
は
全
力
を
つ
く
す
っ
て
い
う
と
と

く
れ
な
い
・
(
日
本
の
二
月
ぐ
ら
い
峰
、

ζ
う
い
う
と
と
な
ん
だ
・
と

の
水
温
)
「
モ
の
冷
た
さ
が
大
シ
ん
な
体
験
は
じ
め
て
」
.

ヨ
y
ク
.
で
も
、
冷
た
い
か
ら
と
は
じ
め
て
の
挑
戦
は
、
て
る
こ

い
っ
て
、

ζ
ζ
ま
で
来
て
泳
が
な
を
し
っ
か
り
と
鍛
え
た
.
イ
ギ
リ

い
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
.
ス
の
友
人
に
「
ζ
ζ
ま
で
き
た
ん

だ
か
ら
、
ζ
ん
ど
は
で
き
る
よ
」
と

諮
り
か
け
ら
れ、

「
で
き
な
い
と

思
っ
た
が
、

ζ
ζ
ま
で
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
ん
だ
」
と
か
ら
た
に

し
っ
か
り
き
ざ
み
と
ん
だ
一
回
目

の
桃
聡
だ
っ
た
.

い
よ
い
よ
出
発
、
イ
ギ
リ
ス
か

ら
.
伴
走
船
か
ら
は
必
死
の
は
げ

ま
し
.
で
も
、
て
る
と
(
親
し
み
乙

め
て
、
乙
う
呼
ば
し
て
も
ら
い
ま

す
)
は
、
十
一
時
間
H

イ
ヤ
だ
イ

ヤ
だ
M

と
思
い
な
が
ら
泳
ぐ
.
「
あ

と
百
四
手
を
か
い
た
ら
や
め
よ

う
」
「
百
四
で
き
た
ん
だ
か
ら
、

あ
と
百
四

」
大
自
然
の
き
び

し
さ
は
述
胤
な
し
に
鈍
っ
て
く

る
.
必
死
に
一
時
間
泳
い
で
、
前

に
進
ん
だ
か
と
思
う
と
、
そ
う
で

は
な
く
て
、
逆
に
ひ
き
も
ど
さ
れ

て
い
る
と
と
も

.
「
や
め
た

い
」
「
い
や
、
も
う
少
し
」
と
自

分
と
自
然
と
た
た
か
い
な
が
ら
泳

ぎ
つ
づ
け
る
.そ
し
て
、
ひ
と
か
き

も
で
き
な
く
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
の

岸
に
は
n
到
駒
山
N

で
き
な
か
っ
た
.

コ
ー
チ
や
取
材
同
行
記
者
は

「障
が
見
え
る
と
と
ろ
ま
で
泳
げ

た
の
に
残
念
」
と
み
ん
な
沈
ん
で

い
る
.
で
も
、
て
る
こ
に
は
失
敗

(横断 !
¥ス成功)

m
J
S
 

ド

l
パ
l
海
峡
泳
い
じ
ゃ

能
性
を
感
じ
た
い
」
と
抱
臼
も
大

き
い
.区古歪1二

七七き争い
唾もて

「そ
れ
に
し
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ

を
し
よ
う
と
思
っ
て
も
施
設
、
設

備
な
ど
が
と
っ
て
も
貧
弱
」
と
て

る
と
は
な
げ
く
.
「
ち
ょ
っ
と
プ

ー
ル
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
も
、

プ
ー
ル
は
な
い
。
民
間
の
施
設
は

ふ
え
て
い
る
け
ど
、
利
用
す
る
に

は
お
金
が
か
か
り
す
ぎ
.

「限
り
の
怠
い
人
間
の
可
能

性
に
挑
む
」
l
l大
貫
映
子
(
お

お
ぬ
き
・
て
る
こ
〕
さ
ん
は
大

自
然
と
格
闘
レ
、
ド
I
パ
l
を

n
泳
い
じ
ゃ
っ
た
M

.

ド
l
パ
l
海
映
地
図
で
見

る
と

一
セ
ン
チ
も
怠
い
イ
ギ

υ

ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
間
に
あ
る
海

眠
.
幅
は
お
よ
そ
三
五
キ
ロ
.

波
に
も
ま
れ
、
流
さ
れ
、
凍
る

よ
う
に
冷
た
い
水
に
耐
え
、
ひ

と
か
き
、
も
う
ひ
と
か
き
と
が

ん
ば
り
、
つ
い
に
ド
1
パ
1
海

幌
横
断
を
芯
レ
と
げ
た
.
時
間

は
、
九
時
間
三
十
二
分
.

(
一

九
八
二
年
七
月
)

太
燭
の
よ
う
に
明
る
い
大
貫

さ
ん
.
名
ま
え
も

「
て
る
こ
」

仲
間
は
、

「
さ
ん
し
ゃ
い
ん
」

と
よ
び
ま
す
.
あ
ま
り
大
き
く

な
い
体
か
ら
、
パ
ワ
が
は
ち

き
れ
ん
ば
か
り
で
す
.

大自然と闘った“てるこ"

映子さん
川尾哲也都教組情宣部長

大貫
0聞き手

っ
た
F
・

私
の
場
合
は
、
高
佼
に
も
プ
ー

ル
が
な
く
て
苦
労
し
ま
し
た
.
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

核戦争で

宇世
や
り
た
い
と
と
が
、
ま
だ
ま
だ

い
っ
ぱ
い
あ
る
て
る
ζ
に
も
、
心

配
と
と
が
あ
る
.
「
ど
ん
な
に
や

り
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
気
が

つ
い
た
ら
命
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
は
.
ソ
迎
の
原
発
事

故
は
と
て
も
シ
ヨ
γ
ク
で
し
た
.

そ
れ
に
、
い
ま
の
紘
戦
争
の
た
め

の
綴
軍
鉱
競
争
、
危
機
を
感
じ
て

い
ま
す
.
ζ
わ
い
で
す
」

て
る
乙
は
若
い
、
そ
れ
だ
け
に

M

と
れ
か
ら
生
き
て
い
く
と
と
に

燃
え
て
い
る
M

.

だ
か
ら
と
そ
、

防
相
戦
乍
阻
止
、

wm兵
制
廃
絶
の
闘

い
は
ひ
と
い
ち
ば
い
強
い
し
、
好

326 

る
の
に
、
い
ざ
、
ス

uu こ

ポ

1
ツ
を
や
ろ
う
と

百

思

っ
て
も
、
安
く
て

、
気
胞
に
や
れ
る
施
設

坊

が
な
い
・
お
っ
か
レ

続
い
で
す
ね
」
と
.

此

日
本
の
公
共
ス
ポ

を

1
ツ
施
股
は
き
わ
め

湘

て

議

・
お
ま
り
に

ガ
何
で
も
受
益
者
負
担

わ
と
い
う
と
と
で
、

ス

ポ
l
ツ
を
楽
し
む
の

に
も
国
民
に
負
沼
が

お
し
つ
け
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
.
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
中
旬
様

自
民
党
政
治
の
臨
調

n
行
革
M

で、

施
設
も
つ
ぶ
さ
れ
た
り
、
民
間
蚕

託
化
さ
れ
た
り
で
、
ま
す
ま
す
気

軽
に
ス
ポ
ー
ツ
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
.

こ
と
に
も
、
中
曽
彼
自
民
党
の

恕
政
の
随
一
が
立
ち
ふ
さ
が
っ
て
し

ま
う
.

般
の
中
川
い
制
限
政
治
に
も
不
安
の
固

を
む
け
る
.
「
壮
大
な
夢
、
人
間

の
可
能
性
を
級
戦
争
で
な
ん
か
と

わ
さ
れ
た
く
な
い
.
ス
ポ
ー
ツ
は

平
和
で
な
く
て
は
で
き
な
い
」
.

乙
の
官
民
も
ま
た
、
ド
l
パ
l
の

リ
レ
l
繊
断
に
砂
を
は
せ
、
胸
ふ

く
ら
ま
せ
て
い
る
て
る
と
.
が
ん

ば
れ
て
る
と
.
無
限
の
可
能
性
ひ

ろ
げ
て
内ドーバー海峡泳いじゃった

大寅映子・箸

"でるこ。のド-1¥一体験記

新日本出版社定{面1.000円
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沖電気争議団一子どもたちの作文
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東
京

・
附
海
で
開
催
さ
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ョ
ウ

の
会
場
前
で
今
年
も
、
沖
電
気
争
議
団
は
、
宣
伝

行
動
を
行
い
ま
し
た
。
「
M
P革
命
」
の
光
の
背

後
で
電
幽
倒
産
業
の
実
態
を
記
載
し
た
美
し
い
ピ

(3 ) 

中
学
生
に
な
っ
て
私
は
、
パ
ス
中
学
校
の
と
な
り
に
小
学
校
が
あ

ケ
ッ
ト
部
に
入
り
ま
し
た
・
入
部
っ
て
、
そ
の
回
り
だ
か
ら
意
外
と

す
る
前
は
、
「
パ
ス
ケ
で
背
が
高
距
般
は
あ
り
ま
す
。
私
が
走
る
の

く
な
れ
る
わ
」
と
思
っ
て
い
た
り
は
、
一

、
ニ
周
は
ふ
つ
う
に
走
つ

れ
ど
、
全
く
違
い
、
入
部
し
た
と
て
、
三
周
回
の
途
中
か
ら
、
ベ
l

た
ん
に
、

「
パ
ス
ケ
y

ト
を
や
る
ス
を
上
げ
て
い
き
ま
す
.
と
て
も

人
の
足
は
小
学
生
、
胴
は
中
学
生
つ
か
れ
て
息
が
あ
ら
く
な
っ
て
し

な
み
だ
か
ら
ね
」
と
先
鋭
に
言
わ
ま
い
ま
す
.

れ
ま
し
た
。

走

り

終

っ

た

ら

、
ダ

yン
ヱ
セ

よ
く
見
る
と
、
み
ん
な
の
背
が
や
っ
た
り
、
ド
リ
ブ
ル
練
習
を
や

低
く
て
、
足
が
短
い
の
で
す
・
で
っ
た
り
し
ま
す
。
主
に
体
力
作
り

も
そ
れ
が
、
ほ
ん
と
う
の
パ
ス
ケ
を
し
て
い
ま
す
。

の
体
格
な
ん
だ
と
、
思
う
よ
う
に
今
、
パ
ス
ケ
y
ト
部
口
は
、
十

レ
て
い
ま
す
.
五
人
ぐ
ら
い
で
す
。
で
も
、
毎
年
、

パ
ス
ケ
y
ト
部
の
練
習
は
と
て
夏
休
み
に
、
練
習
が
き
び
し
く
て

も
き
つ
い
の
で
す
。
朝
の
練
習
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
や
め
る
そ
う

毎
日
あ
っ
て
(
日
間
日
は
違
う
)
で
す
.
で
も
、
そ
ん
な
事
に
負
け

午
後
も
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
で
す
E

な
い
で
、
三
年
生
ま
で
パ
ス
ケ
ァ

練
習
内
容
は
、
ま
ず
学
校
の
周

ト
部
を
や
っ
て
い
き
た
い
な
と
思

闘
を
五
周
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
ま
す
・
い
ま
す
・
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裁
判
所
か
ら
三
十
五
人
を
職
場
に
戻
す

こ
と
を
基
本
に
し
て
、
争
議
解
決
の
決
断

を
求
め
ら
れ
て
い
る
沖
電
気
は
、
現
在
ま

で
具
体
的
な
回
答
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

「
沖
電
気
に
争
議
解
決
の
決
断
を
迫
る
」

五
・
=一
O
抗
議
行
動
を
行
い
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
行
動
強
化
の
予
定
で
す
・

電機 総 行動で

8. 23~24 8 . 31 長室留ま動

|お父さんを家庭に返せ 圃問い合せは沖電気争議団へ

一

円
J
と

し

の
娘
は
小
一
で
す
。
「
休

日

4
4
;

み
時
間
に
お
友
逮
が
、
ト

酔

イ

レ

に

い

っ

て

、

お

く

れ

て

お

こ

ら

叫
れ
た
よ
」
な
ん
て
話
を
聞
く
と
、
叱
ら
れ
た
子
は
、

寸
ど
ん
な
に
思
っ
た
の
か
レ
ら
気
に
な
り
ま
す
・

昨

乙

の

本
は
、
学
校
の
し
く
み
と
実
態
が
、
教
育

酔
活
動
向
車
か
な
著
者
の
手
で
、
わ
か
り
や
す
く
暫
か

'白

骨

れ

て

、

た

ち

の

、

大

切

な

生

命

の

制
制

ゅ

-
1
子
ど
も

て

子

力

を

力

一

杯

聞

か

し

て

あ

田

憎
げ
る
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
を
暖
か
く
見
る
目
を

岨
百

+
大
人
が
持
っ
と
と
が
必
要
と
の
訴
え
に
は
感
銘
し

:

…

た
(
市
川
美
佐
手
)
。
沖
毒
す
る
会
で
も
注

恥
文
を
受
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
御
利
用
を
。

昼::!J
どの子も

ぐ天 守まで伸びる

--
--
.. 

『母さんの樹』
今秋上映へ

ス
ト
権
奪
還
・
長
岡
事
件

-川崎北労働セ ノター

川
V
森
和
子
さ
ん
(
東
京
・
ル
ポ

川

研
)
ビ
タ
ミ
ン
.

川
V
田
村
田
園
子
さ
ん

(中
央
区
労

山

協
)
婦
人
ぐ
っ
。

川

V
古
賀
恵
子
さ
ん

(
東
京
)

川

子
ど
も
衣
類
。

川

V
岩
城
地
朗
さ
ん
(
埼
玉
)

川

オ
レ
ン
ジ
な
ど
ニ
箱
。

一
事
務
/百
四
も

川
古
「
私
た
ち
は
、
国
鉄
の
分
割

川
民
治
化
に
反
対
で
す
」
の
意
見

川
ポ
ス
タ
ー
が
港
区
〈
東
京
)
で

川
貼
り
出
さ
れ
て
話
題
に
な
っ
て

川
い
る
.
争
議
団
も
全
力
支
媛
.

川
官
夏
期
募
金
の
取
組
み
が
遅
れ

川
て
い
ま
す
。
全
国
の
み
な
さ
ん
、

山
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

N
T
Tの
歴
史
は
、
労
働
者

に
と
っ
て
は
「
合
理
化
」
と
労

働
強
化
の
歴
史
で
あ
る
。
二
十

四
年
前
二
人
の
労
働
者
が
ス
ト

織
を
奪
わ
れ
解
雇
現
在
も
闘

い
続
け
て
い
る
。
ζ
の
映
画
の

モ
デ
ル
で
す
・
製
作
上
映
協
力

券
は
千
円
で
普
及
中
。

申
込
み

は
神
・支
倭
す
る
会
事
務
局
へ
.

目 鼻聾人開 明lr，g，JO名(郡司 3拠出原白I!町ρ
回 軍事掲 目 前胤上ど'dT:2'、{艦聴事担問問jL唱せん〉

周期間 ' 9b!r-6月よ吋 1 年RII (田忠L*曜郵電鍵 7時~9昨〉
挙 制也に'"月之凶特別問l.!!:fA'd川号す

回 崩附 : 南濃富岡~J回拝者自噌
川崎市辛包島市唱え-109 了H 04'4-，511-4951 

園 告費 用￥5，000.一入会円盆判O.江口

圃 申込持 往írll\ t.t'キ I~ イ主財J\;包銑ベゃ あ衆性別地向先('1::<)
をF己入の止二 畑田町γ人勝集4夜且拘申
記.. Wl::'eL¥.(電話ての時護軍も智〉

回開師 : 剖団同揖叫の也、即聞の費出攻作O1.g署長'IP.
建高奪回'.lJJ<-，*-"5 eXC.-

圃 円8 ・0芝居をコぐる (q'間把友会.'1'省庁公用〉 母 芝居ヲ乙切にl凶
唾え孟也措定する -JlX&lJ"B.~ぎり開聞をEしt主りうた"眠ヲたψ
ダこレスsし巴リ 4骨底的にやり玉;1-1';1'. 6) ~屈を旬~巴在ヲb小
ヨツサート快晴柑胤仲勢町情"荷3巴りし毛泰司 @ 軒以1寝耳炎を
し巴りtた6J;1::1;J:却を位九.t11.'f"Vピ L高 山 え命-''')1::::'1'5''::01と
"しま9.

【均 一一一:;-TモL
向同剖団T2I1J/1I肺掌区古市場Z'109叫 S岬引

327 



(4 ) 第 87号指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース
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拝
啓
皆
様
ま
す
ま
す
Y倒
元

H川

5
月
υ
同
日
東
京
電
力
支
援
共

気

に

て

全

面

解

決

め

ざ

し

頑

張

ご

川

闘
会
議
の
結
成
雲
-

っ
て
お
い
で
の
も
よ
う
で
大
変

一

古

川

5
月
引
白
金
属
機
械
反
合
共

力
強
く
思
っ
て
い
ま
す
・

三一

ん

川

同

行

問

毎

回

送

っ

て

頂

い

て

い

る

ニ

ー

さ

川

5
月
包
日
1
お
目

ビ
ジ
ネ
ス

!

t

 

ュ
l
ス

『

は

た

ら

く

』

は

、

多

面

二

一

回

叫

河

川

シ
ョ
ウ
の
会
燭
前
で
宣
伝
行

的

な

編

集

で

大

変

お

も

し

ろ

く

-

二

品

、

川

動
(
一
万
五
千
枚
の
ピ
ラ
)

l

t
 

感

動

的

に

続

ま

せ

て

も

ら

っ

て

出

}

」

メ

川

5
月
お
日

ネ
ッ
ス
ル
決
起
集

い

ま

す

・

私

の

日

常

の

い

ろ

い

じ

一

七

日

本

川

会・

・一-ト』

4
1
川

5
月
U

四
日
大
企
業
怒
.

ろ

な

闘

い

の

中

で

と

も

す

れ

ば

一

雪
国

H

制

副

川

5
月
幻
自

公
害
総
行
動
。

く
じ
け
そ
う
に
な
り
ま
す
が
、

e
-
F
E曲

川

配い町

b
b邑「

川

5
月
刊
四
日
水
俣
病
交
流
会
.

そ
の
時
は
あ
な
た
方
の
闘
い
を

J
一
細
川

A
U
H守
川

一

日

品

剛

胆

川

日
本
ピ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
行

思

い

出

し

頑

張

っ

て

い

ま

す

・

一

一

叶

川

動。

な

ん

と

言

っ

て

も

家

族

ぐ

る

ご

4
'
p

川

ゑ
Y

川

5
月
刊日
目

ア
メ
ッ
ク
ス
社
前

み

の

し

っ

か

り

し

た

団

結

は

、

…

…

…

骨

川

抗
議
行
動
。

ζ
れ

に

優

る

も

の

は

な

い

と

思

…

…

-

川

5
月
初
日
沖
電
気
社
前
で
抗

い
ま
す
・
私
も
友
見
ち
ゃ
ん
と
一
一
~
~

川

議
行
動
(
=
一
百
人
、
雨
)
・

同
じ
気
持
で
(
神
電
気
争
犠
回

一

-

川

名
村
造
船
争
議
の
勝
利
集
会

の
北
村
間
夫
さ
ん
の
子
ど
も
)
舶
通
信
土
で
、
=
一
カ
月
か
ら
四

川

(大
阪
)
.
き
た
が
わ
て
つ

相
手
に
「
ど
げ
ざ
、
さ
せ
る
ま
カ
月
の
航
海
を
し
て
い
ま
す
が

川

コ
ン
サ
ー
ト
。

で
」
支
援
を
続
け
さ
せ
て
頂
き
底
曳
漁
船
で
す
の
で
鮮
魚
運
鍍

川

5
月
日
日
日
本
町
気
争
犠
の

た
い
と
思
い
ま
す
・
な
ぜ
な
ら
船
が
た
び
た
び
や
っ
て
き
ま

川

勝
利
袋
弓

川

6
月
1
日

明
年
平
和
大
行
進

こ
の
闘
い
は
、
私
自
身
の
闘
い
す
.
今
日
は
そ
の
船
に
託
し
て

H山

に
診
加
・

で
も
あ
る
か
ら
で
す
。
私
は
、
船
手
紙
と
会
費
を
送
り
ま
す
.

川川

6
月

5
B
マ
ス
コ
ミ
総
行

z
g
亨

z
e
L
P
:
2
=
f
e
z
r
=
2
z
f
e
=
e
z
z
ι
-
e
z
e

H

畿
の
世
の
中
だ
。
き
っ
と
沖
電
気

川

崎

川

6
月
6
日
国
労
・
飯
田
橋
駅

の
指
名
解
雇
撤
回
闘
争
は
勝
利
す

H川

分
会
で
交
流
会
.

、

同

E
'・
3
p
-
t
L
;
3
る
・
私
は
、
そ
れ
を
信
じ
て
い
る
」

川

6
月
間
日
沖
電
気
前
橋
裁

'
b
V
4
8
4
t
Hコ当
c
y
z、
と
、
元
気
に
闘
っ
て
い
た
伊
藤
さ

川

判
。
沖
電
気
争
議
支
援
・
港

ん
は
、
争
議
六
年
目
の
夏
、
六
十

川

共
闘
会
識
が
第
八
十
回
幹
事

だ
.
労
働
者
と
し
て
許
し
て
い
け
中
央
区
(
東
京
)
を
コ
ツ
コ
ツ
と
四
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

川

会
.

な
い
ζ
と

は

許

し

て

は

な

ら

な

い

歩

い

た

・

争

議

に

入

る

ま

で

は

、

あ

ま

り

川

6
月
ロ
目

安
中
公
害
の
宣
伝

ん
だ
・
そ
う
だ
ろ
俺
は
、
節
を
「
指
名
解
雇
を
、
ど
う
し
て
も
酒
が
飲
め
な
か
っ
た
私
は
、
今
で

川

行
動
・
池
貝
争
犠
へ
の
弾
圧

|
|
伊
藤
さ
ん
、
定
年
ま
で
あ
と
ま
げ
た
く
な
い
ん
だ
」
撤
回
さ
せ
た
い
ん
で
す
。
力
を
貸
は
、
ピ
1
ル
×
本
で
は
酔
わ
な
い
・

川

事
件
で
抗
微
行
動
は
じ
め

二
年
だ
か
ら
希
望
退
職
に
応
じ
て
沖
電
気
が
、
七
八
年
に
、
一
千
レ
て
く
だ
さ
い
・
二
度
と
資
本
に
勝
利
の
美
酒
を
一
緒
に
飲
み
た
か
川
る
・

く
だ
さ
い
よ
。
三
百
五
十
人
に
、
名
指
レ
の
希
望
乙
ん
な
事
を
さ
せ
た
く
な
い
の
で
っ
た
・

川

6
月
υ
同
日
「
沖
電
気
の
不
当

川

解
雇
を
徹
固
さ
せ
る
会
」
の

「
若
い
者
に
は
迷
惑
を
か
け
な
退
職
を
募
っ
た
当
時
、
私
と
伊
藤
」
の
訴
え
は
、
共
感
を
得
、
伸
電
気
の
争
議
団
の
最
年
長
者

H川

全
員
集
会
。

い
か
ら
ど
う
し
て
も
俺
は
、
指
普
E
(よ
し
ま
さ
)
さ
ん
は
、
毎
支
療
を
集
め
た
。

と
し
て
「
オ
ヤ
ジ
」
「
ゼ
ン
セ
イ

H

F
川

6
月
げ
日
神
・

支
媛
す
る
会

名
解
限
撤
回
闘
争
を
や
り
た
い
ん
夜
遅
く
ま
で
口
輸
し
た
・
き
ま
つ
満
州
で
の
戦
争
体
験
、
レ
ッ
ド
さ
ん
」
と
親
レ
ま
れ
て
い
た
伊
藤

H川

千
代
田
区
の
会
が
幹
事
会
。

だ
」

て
伊
藤
さ
ん
は
、
焼
酌
を
入
れ
て
パ
ー
ジ
を
見
て
、
小
説
や
持
の
世
さ
ん
は
、
い
ま
、
争
議
の
記
録
映

川

6
月
間
日

参
援
院
選
公
示
。

l
も

う

、

伊

藤

さ

ん

は

、

十

分

い

た

・

界

か

ら

労

働

覇

に

入

り

、

組

合

商

『り
ん
ご
の
樹
は
育
つ
』
の
中

川

6
月

日

沖
電
気
護
団
の

に
闘
っ
た
よ
・
か
ら
だ
も
弱
っ
て
そ
し
て
伊
藤
さ
ん
は
、
指
名
解
役
員
を
経
験
し
た
伊
藤
さ
ん
に
と
で
、
働
く
者
の
連
帯
と
団
結
を
世

川

会
員
集
会
・

い
る
し
・
あ
と
は
、
若
い
者
に
臆
さ
れ
、
徹
回
闘
争
を
は
じ
め
た
。
っ
て
「
希
望
退
職
」
に
は
、
応
じ
の
人
に
訴
え
つ
づ
け
て
い
る
・

川

6
月
初
日

チ
ト
セ
争
犠

・
中

ま
か
せ
て
.
老
眼
鏡
で
、
労
働
組
合
の
場
所
を
る
撃
は
で
き
な
か
っ
た
の
だ
。
(
八
月
=
一
目
、
亡
く
な
っ
て
二
年

川

労
委
要
請
行
動
.

「
そ
う
い
う
問
題
で
は
な
い
ん
地
図
で
確
か
め
な
が
ら
、
担
当
の
「
音
と
違
っ
て
い
ま
は
民
主
主
に
な
る
)

川

6
月
幻
日

衆
議
院
選
公
示
。

親
愛
な
る
み
紅
さ
ん
で
勉
強
し
て
お
り
ま
す
.

そ
の
後
、
い
か
が
お
過
ご
し
と
こ
ろ
で
神
電
気
の
た
た
か

川
で
す
か
・
私
は
一
月
十
八
日
に
、
い
は
進
ん
で
い
る
で
レ
ょ
う

川
英
国
に
戻
っ
て
来
て
か
ら
と
て
か
.
裁
判
の
方
は
、
ど
う
な
つ

い
も
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
て
い
ま
す
か
.
一

日
も
阜
い
勝

山
す
.
今
月
中
旬
1
下
旬
に
か
け
剰
を
願
っ
て
い
ま
す
。

川
て
、

ζ
ち
ら
の
国
立
大
学
の
入
文
、
ゆ
っ
く
り
お
便
り
し
ま

川
学
試
験
及
び
、
ヶ
ン
ブ
リ
ア
ジ
す
が
、
試
験
主
落
し
た
ら
、

川
の
プ
ロ
フ
ィ

l
シ
ェ
ン
シ
1
の
隣
街
の
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
に
引
超

川
試
験
な
ど
が
あ
り
、
夜
遅
く
ま
し
ま
す
.
で
は
、
お
元
気
で
.

イギリス留学中の

高橋光子さん

節
を
ま
げ
ず
に
た
た
か
っ
た
伊
藤
さん
は

匂 .5J!lf.1___Elお
~品~~~(j) 1
3ミ了んにむノ
寝台産品分lナ

時と Y
生宅

1986年ワ月 1日
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「
い
ま
、
沖
電
気
争
議
団
の
闘

し

ま

し

た

.

な

ど

具

体

的

な

内

容

に

つ

い

て

い
は
、
勝
利
を
目
前
に
レ
た
つ
ば

第
十
七
回
の
東
京
地
方
裁
判
所
は
、
回
答
を
さ
り
て
き
た
神
電
気

ぜ
り
あ
い
の
段
階
に
入
っ
て
い
る
の
和
解
交
渉
で
は
、
裁
判
所
が
、
が
、

n
待
っ
た
な
し
H

に
追
い
込

H

金
銭
の
み
H

で
の
解
決
に
固
執
「
解
決
案
全
体
を
次
固
ま
で
に
一
市
ま
れ
た
と
い
え
ま
す
.

し
て
き
た
神
電
気
も

nm崩
復
帰
H

せ
」
と
、
会
社
に
迫
り
ま
し
た
・
し
か
し
、
沖
電
気
は
、
い
ま
だ

を
検
討
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
「
①
お
入
を
現
実
に
復
職
さ
せ
る
基
本
案
を
認
め
た
訳
で
は
あ
り
ま

い
る
」

(
4
-
B沖
電
気
争
議
文
②
和
解
金
を
支
払
う
」
と
い
う
韮
せ
ん
.
ま
さ
に
、
ζ
れ
か
ら
の
闘

援
中
央
総
決
起
集
会
の
決
議
)
と
、
本
案
を
土
台
に
ス
タ
ー
ト
し
た
交

い
が
H

勝
負
M

を
決
定
し
ま
す
.

い
う
と
ζ
ろ
ま
で
、
争
識
は
前
進
渉
は
、
職
場
復
帰
の
人
数
や
条
件
「
争
議
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
の

一
つ
一
つ
の
た
た
か
い
が
、
軍
要

な
の
で
す
」

(井
川
昌
之
・
中
央

共
倒
会
議
事
務
局
長
)

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

支援する会事務局
事務所東京都港区三田

3- 2-20 .館 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240 

加入者名沖電気の不当解雇

を撤回させる会

ル
/
引
に
は
…
駆且Tb

夜
の
デ
モ
一
同

八
月
.
争
議
は
、
震
大
の
山
場

を
迎
え
ま
す
。

沖
電
気
に
N

職
場

復
帰
に
よ
る
全
面
解
決
を
迫
る
H

大
運
動
が
必
要
で
す
.

沖
電
気
の
課
長
以
上
に
対
す
る

要
諸
行
動
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す

し
、
八
月
二
十
一
日
に
は
、
芝
浦

地
区
(
東
京
・
港
区
)
で
の
夜
の

集
会
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
行
所

号

昨

日

割

a
u
'
B
唱
l

一
内
U

一

8

川

月

一
割
一

第
れ
い

8

有量

社
長
も
「
和
解
で
」
と
答

第 88号

第
六
十
一
一
回
の
沖
電
気
定
例
株

主
総
会
に
、
沖
電
気
争
議
団
が
=
一

人
参
加
し
、
H

争
議
の
早
期
解
決
u

を
迫
り
ま
し
た
.
社
長
は
「
裁
判

所
で
進
め
て
い
る
問
題
を
、
株
主

総
会
の
場
で
コ
メ
ン
ト
す
る
の
は

適
当
で
な
い
」
と
、
昨
年
ま
で
の

回
答
を
繰
り
返
し
た
の
ち
「
和
解

案
を
拒
否
レ
た
の
で
は
な
い
.
交

渉
は
進
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
交
渉
は
進
め
て
い
く
」
と
述

べ
ま
し
た
.

ま
た
、
総
会
で
は
、
東
京
や
八

王
子
工
場
な
ど
で
、
仕
事
差
別
や

賃
金

・
昇
格
差
別
な
ど
、

差
別
に

よ
る
支
配
強
化
が
強
ま
っ
て
い
る

と
と
に
対
し
て
質
し
ま
し
た
.
「
差

別
は
良
く
な
い
レ
、
す
べ
き
で
な

い
」
が
、
社
長
の
回
答
で
し
た
.

(1 ) 

il f 

湯

通
信
機
三
大
メ
l
力
の
一
つ
話
、
=
一
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、

一方
、
解
居
後
の
職
場
で
は
、
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
一

一

神
電
気
工
業

(本
社
・
東
京
・
九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
第
十
一
月
に
は
、
支
援
共
闘
会

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
こ
し
て
新
七
弱
の
建
設
な
ど

.

題
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
神
議
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

八
四
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
九

O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
犠
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
作
っ
た
・

営
危
機
だ
、
へ
か
余
っ
て
い
る
」
う
。
会
社
は
東
京
地
裁
は
か
四
仕
事
を
差
別
す
る
な
と
の
、
見
八
四
年
秋
か
ら
は
、
全
国
規

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の

「
希

〆

〆

〆

F

〆
〆

r

r

模
の
運
動
に
発
展
、
仕
事
差
別

望
退
職
」
募
集
を
提
案
ζ
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

を
や
め
さ
せ
た
。
東
京
地
裁
で

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

は

「

=

一

十

五

人

の

復

職

と

和

解

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
カ
所
の
裁
判
で
も
「
指
名
解
雇
せ
し
め
を
強
め
、
「
合
理
化
」
金
」
の
勧
告
が
出
た
。

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る
.

八
六
年
、
沖
電
気
争
犠
は
飯

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
腹
を
慧
臓
改
革
を
す
る
と
と
」
と
鉦
沖
低
気
争
犠
団
の
七
十

一
人
大
の
山
場
を
迎
え
て
い
る
。
あ

強
行
・
そ
の
後
の
神
低
気
は
、

言
。
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
の
四
千
を
超
え
る
労
な
た
の
熱
い
連
帯
で
必
ら
ず
勝

百
億
円
近
い
史
上
優
高
の
利
視
し
て
解
雇
し
た
と
と
も
明
白
。
組
や
、

一
万
四
千
人
の

「
支
援

利
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

沖電気争議団を""，，，，，..'"
励まし、スゴーク
楽しく、勇気と

一気がでる・.. 
そんな5回目の

ケ須:磁正
23 ーま~辺三島
i大人 神世
24 3、000主1.000る

圏
俺
た
ち
が
神
電
気
争
識
を
勝
利
さ
せ
る
ぞ
l
主
催
者
の
ひ
と
つ
、
浦
和
地

区
労
(
埼
玉
県
)
は
今
年
も
、
燃
え
て
い
ま
す
.
み
ん
な
お
い
で
よ
/
と。

圃
0
4
8
8
(
3
5
)
8
5
8
9
(浦
和
地
区
労
)
0
4
9
5
(
2
1
)
5

4
8
1
(神
電
気
争
議
団
)
へ
、
今
ス
グ
、
お
也
話
く
だ
さ
い
・

軍
楽
し
い
こ
と
イ
ッ
パ
イ
・
花
火
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
う
た
ご
え

圏
「
赤
い
ゼ
ッ
ケ
ン
」
(
沖
電
気
争
織
の
た
た
か
い
の
歌
)
も
お
ぼ
え
よ
う
・

圃
こ
の
「
お
祭
り
」
は
、
あ
な
た
の
一
生
の
良
き
想
い
出
に
怠
り
ま
す
よ
・

暑
さ
に
負
け
ず
元
気
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

ひ
き
つ
づ
き
の
御
指
導
、
御
支
援
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

国
道
日目
号

ι‘
、
線
と
阪
神
高

住

民

速

道

路

の

道

r
A
d
路
公
害
に
苦

‘
ぺ
『
何
回

レ
む
住
民

f
‘M
k
g

が
、
国
と
道

三重

路
公
団
を
相

手
ど
り
、
騒
音
と
排
気
ガ
ス
の

差
し
止
め
と
、
損
害
賠
償
を
求

め
た
裁
判
で
判
決
が
で
た
V
原

告
百
二
十
一
人
に
つ
い
て
一
億

五
千
万
円
の
賠
償
が
認
め
ら

れ
、
国
の
責
任
を
認
め
た
初
め

て
の
事
例
と
な
っ
た
。
「
我
慢

で
き
る
限
度
を
超
え
た
不
快
感

な
ど
精
神
的
苦
痛
や
生
活
妨
害

が
一
律
に
あ
る
」
と
判
決
は
指

摘
し
て
い
た
V
自
動
車
産
業
の

た
め
に
道
路
を
つ
く
り
国
民
生

活
は
後
ま
わ
レ
大
企
業
と
政

府
の
横
暴
が
と
の
裁
判
で
も
耐
明

ら
か
に
な
っ
た
が
、
国
鉄
の
分

割
・
民
蛍
化
が
強
行
さ
れ
れ
ば
、

ま
た
国
民
が
犠
牲
に
な
る
の

は
、
分
っ
て
い
る
の
に
反
対
の

声
が
大
き
く
闘
え
な
い
の
は
ど

う
し
た
と
と
か
V
そ
ん
な
中
で

七
月
に
、
国
鉄
を
守
れ
/

の

全
国
会
議
が
結
成
さ
れ
た
ζ
と

は
意
義
深
い
.
大
企
業
に
国
鉄

を
渡
す
な
.
国
民
の
国
鉄
で
n
安

全
な
足
M

を
守
ろ
う

(K)
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指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース (2 ) 

出=======
============作

川

伸
電
気
争
被
団
は
、
東
京
、

川

川
八
王
子
、
本
庄
、
高
崎
の
四
川

川
つ
の
工
場
で
解
屈
さ
れ
た
人
川

川
た
ち
が
、
「
団
」
を
結
成
し
川

川
て
た
た
か
っ
て
い
る
.

川

川

本
庄
工
場
の
あ
る
埼
玉
県
川

川
の
た
た
か
い
は
、
裁
判
闘
争
川

川
で
も
H

結
審
u
と
い
う
と
ζ
川

山
ろ
ま
で
前
進
し
て
い
る
・

州

当

==-=====-=======-
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私
は
、
終
戦
頃
ま
で
多
分
今

の
保
守
的
な
人
た
ち
の
考
え
と

同
じ
で
あ
っ
た
.
そ
れ
は
学
校

教
育
が
そ
う
さ
せ
た
の
だ
が
、

従
っ
て
日
本
が
開
戦
し
た
事
に

つ
い
て
何
等
の
抵
抗
が
な
か
っ

た
.政

府
の
「
カ
ラ
ク
リ
」
を
知

る
に
及
ん
で
そ
の
頃
生
命
を
か

げ
て
戦
争
に
反
対
し
た
人
た
ち

が
い
た
と
と
知
り
心
が
打
た
れ

た
.そ
の
人
た
ち
の
真
意
は
国
民

の
目
か
ら
隠
さ
れ
て
非
国
民
と

始
印
を
押
さ
れ
痛
め
つ
り
ら
れ

た
が
、
敗
戦
は
そ
の
人
た
ち
の

考
え
の
正
し
か
っ
た
事
を
在
明

C
2l，ocdcsci's、c
ZU
0
4
・

レ

た

・

山

富

山

塗

一

…

再

建

mw…連帯
……

…

日

;
;
?
?
i
'
o
;

:
 

沖
電
気
の
裁
判
闘
争
に
私
糊

は
、
そ
の
当
時
生
命
を
張
っ
て

W

パ
ラ
マ
ウ
ン
ト

戦
争
に
反
対
し
た
人
た
ち
の
姿
叫

製

靴

労

組

…

を
見
ま
す
・

…
地
域
、
労
働
者
と
連
帯
し
て
め
、
残
り
の
土
地

(
豊

橋

二

そ
し
て
八
年
の
苦
し
い
戦
い

一一

工
場
の
自
主
再
建
を
成
功
さ
せ
を
売
っ
て
、
労
働
債
権
な
ど
を

…

を
屈
せ
ず
一
戦
っ
て
き
た
事
に
ふ
る
ぞ
l
l
襲

労

連

・
パ
ラ
マ
ま
か
な
う
と
と
に
な
っ
て
い

…

か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
・
そ
レ

M

ウ
ン
ト
労
組
(
石
井
光
幸
委
員
る
・

「土
地
の
買
い
手
さ
え
つ

…

て
こ
の
人
た
ち
を
支
え
て
き
て

w
長
、
=
一
+
七
人
)
と
共
闘
会
犠
け
ば
明
日
に
で
も
争
議
は
解
決

…

く
れ
た
多
く
の
か
た
が
た
に
対
刈
は
七
月
十
九
白
か
ら
三
日
間
、
す
る
」
(
共
同
刷
会
議
)
段
階
で

…

一一

東
京

・
足
立
区
に
あ
る
パ
ラ
マ
あ
る
・
そ
れ
だ
け
に
H

解
決
後

L

し
心
か
ら
感
樹
申
レ
上
げ
る
と

凶糊
ウ
ン
ト
製
靴
工
場
で
第
三
回
が
問
題
と
な
る
.
争
識
が
終
わ
一

共
に
い
よ
い
よ
最
終
段
階
に
近
ぬ内
「
働
く
伸
聞
の
工
場
祭
」
を
他
り
、
共
闘
会
議
が
解
散
し
て
も
、
一

づ
い
た
こ
の
時
点
に
よ
り
一
層

凶山
し
た
・
祭
で
は
、
倒
産
以
来
、

自
主
一
再
建
は
終
わ
ら
な
い
・
む

一

ι支媛
を
お
願
い
致
し
ま
ザ
労
組
が
進
め
て
き
た
靴
の
自
し
ろ
そ
れ
か
ら
だ
・

宮

山
主
生
産

・
自
主
販
売
に
よ
る
再
共
闘
会
議
の
メ
ン
バ
ー
は
雷

…

州
建
運
動
を
、
争
磁
解
決
後
も
支
う
、
「
と
れ
ま
で
靴
を
買
っ
て

一

川
え
、
自
主
管
理
企
業
と
し
て
発
く
れ
た
人
た
ち
を
初
め
、
地
域

…

N

展
さ
せ
る
た
め
の
「
ソ
ル
ダ
リ
の
人
を
信
じ
、
組
合
員
を
信
じ
、

…

W

テ
ィ
l
言
会
」
を
正
式
に
発
労
働
者
を
信
じ
て
ζ
乙
ま
で
や

…

M

足
.
争
議
解
決
後
を
に
ら
ん
だ
っ
て
こ
れ
た
.
ソ
ル
ダ
リ
テ
ィ

…

W

新
し
い
自
主
再
強
方
式
と
し
て

l
運
動
は
、

ζ
の
伸
聞
の
力
を

一

酬
注
目
さ
れ
て
い
る
・
約
一
万
人
集
め
、
み
ん
な
で
再
強
闘
争
を

…

叫
が
診
加
し
た
祭
の
会
場
で
は
、
支
え
て
い
と
う
と
い
う
も
の
で
…

刷
四
+
を
越
え
る
争
犠
団
な
ど
が
す
」
・

川
出
庖
を
並
べ
、
パ
ザ
l
、
コ
ン
〈
ソ
ル
ダ

υテ
ィ

l
蚤
員
会
〉

…

M

サ
1
ト
な
ど
が
く
り
広
げ
ら
れ

一
口
で
い
え
ば
、
資
本
を
介

一

問
た
・
盆
踊
り
大
会
の
頃
に
は
、
さ
な
い
株
式
方
式
・
個
人
会
費
…

N

町
内
会
か
ら
浴
衣
姿
の
婦
人
も
は
年
間
一

口
千
円
・
団
体
は
五
一

肌
多
数
参
加
、
下
町
の
饗
宴
は
夜

千
円
・ほ
か
に

一
口

一
方
円
(五

一

問
中
ま
で
続
け
ら
れ
た
・

口
で
一
株
)
の
出
資
金
制
度
が

…

N

十
年
前
、
親
会
社
の
ス
タ
ン

あ
り
、
い
ず
れ
も
パ
ラ
マ
ウ
ン

…

ヅ
1
4に
よ
る
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
商
品
の
劃
引
や
商
品
券
送
付

一

明
ト
の
計
画
的
倒
産
か
ら
始
ま
つ
な
ど
の
特
奥
が
あ
る
.
呼
び
か
…

w
た
争
議
は
、
五
年
前
に
親
会
社
け
人
は
、
黒
川
武
総
評
田
容
量
、

…

酬
と
の
間
で
、
自
主
再
建
を
前
提
作
甲
車
の
早
乙
女
勝
元
民
を
は
じ

一

一山
と
し
た
和
解
交
渉
に
入
っ
た
.

め
町
会
役
員
、
住
職
、
写
翼
家
…

川
親
会
社
は
、
八
百
六
十
坪
あ
る
怠
と
二
十
六
人
・
連
絡
先

H
o
…

A

工
場
敷
地
の
う
ち
、
再
建
に
必

5

8

8
1
・
2
6
1
5
.

一山
要
な
二

百

二

十

坪

を

組

合

に

偲

(

連
合
)
一

V
水

俣

病

現

地

調

査

司

ヨ

V
に
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
一
~
一

〈連
絡
先
〉
0
3
(
2
9
3
)

一
泡
一
.

'

;・

3
6
2
1
ト

グ
一
〆
一

a
-
E
ヨ
リ4
占
ぞ
ニ

no-

す

ん

土

品

一41

励

畠
ヨ
た
を

・・
1
れ
問

D

-

さ

仲

E

L
I
雇
の
休
刊

町
叫
解
気
長

E
E
名
電
会

指
沖
の

• 

ハ川
町
年
七
月
二
十
二
日
。生
後
五
+
九
日
〉

佐
々
木
君
代
さ
ん
(
附
連
喝
細
)

圃
た
く
ま
し
く
、
元
気
な
子
に
育

っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
自

分
の
道
を
切
り
拓
い
て
・
・
・
。
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沖電気争議団一子どもたちの作文

中
村
健
一

くん

ぼ
く
は
、
中
学
に
入
っ
て
野
球
す
.
ζ
の
前
、
夏
の
大
会
が
あ
り

部
に
入
り
ま
し
た
。
練
習
は
、
げ
ま
し
た
・
ベ
ス
ト
4
で
大
森
八
中

っ
こ
う
き
つ
い
で
す
.
練
習
は
火
に
負
け
て
レ
ま
い
ま
し
た
.
し
か

・
木

・
土
で
す
.
レ
か
し
校
庭
の
レ
、
銅
メ
ダ
ル
で
し
た
の
で
よ
か

使
え
な
い
日
な
ど
は
、
校
外
を
十
っ
た
と
思
い
ま
し
た
.

五
周
走
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
.
練
ぼ
く
違
も
、
そ
れ
に
負
り
な
い

習
は
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
・

j

y
ク
ょ
う
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま

・
パ
ゴ
T
ィ
ン
グ
な
ど
で
す
・
す
・
ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
練
習
を

で
も
一
年
生
は
、
ま
だ
ボ
ー
ル
サ
ボ
ら
な
い
よ
う
に
し
て
、
が
ん

ひ
ろ
い
で
す
.
キ
ャ
y
チ
ポ
l
ル
ば
っ
て
三
年
生
に
な
っ
た
ら
レ
ギ

な
ど
は
、
や
ら
せ
て
く
れ
る
と
き
ュ
ラ
ー
に
な
り
た
い
で
す
・
ぼ
く

が
あ
り
ま
す
.
ま
た
、
大
会
の
近
は
ラ
イ
ト
を
希
錨
一
し
ま
し
た
.

い
自
に
は
、
朝
練
も
あ
り
ま
す
.
そ
れ
か
ら
野
涼
部
の
先
生
は
、

七
時
三
十
分
ご
ろ
か
ら
始
め
ま
八
専
先
生
で
す
.
と
て
も
お
も
し

ろ
い
で
す
.
先
生
は
、
い
つ
も
よ

νた
。

く

ζ
う
い
う
事
を
言
っ
て
い
ま

一

「

す

.

「
野
球
を
し
て
怠
い
と
き
は

・
EMu

-

戸

問

視

ヂ

十

』

勉

強

.
勉
強
し
て
な
い
と
き
は
野

;
rw

球
」
と
雷
い
ま
す
.
そ
の
と
う
り

:、.

.

 
，
、

-

o

に
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
、

L
d
d
吋
J

で
き
る
だ
り
や
っ
て
み
ま
す
・

(中
村

健

一
〉

大
田
区
労
働
組
合
協
援
会
(
東
党
で
レ
た
・
以
前
か
ら
米
軍
基
地
主
さ
ん
は
、

M

死
ん
で
も
絶
対
に

京
)
主
催
で
米
軍
艦
蔵
機
夜
間
発
が
計
画
さ
れ
て
い
た
三
宅
島
に
、
土
地
を
売
ら
な
い
u
と
大
関
火
の

着
訓
練
空
港
建
設
に
反
対
し
て
闘
災
害
復
興
を
口
実
に
、
莫
大
な
金
溶
岩
を
整
地
に
し
、
そ
の
上
に
土

っ
て
い
る
島
民
激
励
、
現
地
調
査
と
権
力
を
た
て
に
島
の
買
い
取
り
を
入
れ
畑
に
し
反
対
し
て
い
る
の

で
7
月
氾
日
か
ら
お
日
ま
で
三
宅
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
す
.
で
す
.
島
民
の
お
婦
の
人
が
基
地

島

を

訪

ず

れ

ま

し

た

・

=

一

池

港

こ

、

住

般

に

反

対

レ

、

今

回

の

同

時

選

普
い
た
早
朝
、
ま
だ
棄
が
!
寸
死

ん

で

も

」
挙
で
自
民
党
や
賛
成
派
に
圧
勝
し

な
い
私
た
ち
一
行
を
迎
え
て
く
れ
「
売
ら
な

い

L
た
こ
と
は
、
乙
の
闘
い
の
展
望

た
の
は
あ
じ
さ
い
の
花
と
う
ぐ
い

-
4

1

ー

確
信
を
示
し
、
私
た
ち
を
大
い
に

す
の
美
し
い
鳴
き
声
で
し
た
・
島
民
と
交
流
す
る
中
で
闘
い
の
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
・
自
民
党

島
内
を
ま
わ
っ
て
わ
か
っ
た
と
原
点
を
見
い
だ
せ
た
よ
う
な
気
が
の
宣
伝
カ
l
の
走
り
廻
る
姿
や
貨

と
は
過
去
何
回
と
な
く
噴
火
に
み
す
る
.
自
民
党
の
い
う
と
と
に
反
成
派
の
岩
仮
に
怒
り
を
感
じ
な
が

ま
わ
れ
島
の
歴
史
は
風
と
雨
の
自
対
レ
た
こ
と
の
な
い
島
民
が
，
島
ら
、
数
多
く
の
反
対
す
る
会
の
看

然
と
の
闘
い
で
あ
っ
た
・
霞
近
で
を
M

H

平
和
を
u

守
る
・
先
祖
か
板
か
ら
私
の
気
持
を
表
わ
し
て
く
日
本
政
府
は
、
沖
縄
が
日
本
へ
伊
江
島
の
反
戦
地
主
の
知
念
忠

は
昭
和
四
四
年
叩
月
5
日
の
大
噴
火
ら
の
豊
か
な
島
を
渡
さ
な
い
し
、
れ
た
看
複
を
見
つ
け
ま
し
た
・
復
帰
後
も
、
米
軍
基
地
を
認
め
て
栄

(ち
ね
ん
ち
ゅ
う
え
い

-U
銭
)

で
あ
り
、
い
ま
で
も
生
々
し
く
残
売
ら
な
い
.
島
で
こ
の
ま
ま
生
活
「
子
供
ら
に
平
和
を
、
爆
音
よ
い
る
.
本
土
面
積
の
一
掃
に
満
た
さ
ん
は
「
担
園
に
復
帰
し
た
と
一言

っ
て
い
ま
す
.
島
の
復
興
に
必
死
し
た
い
と
い
う
墾
直
な
気
持
ち
.
り
も
小
鳥
の
さ
え
ず
り
を
」
私
も
な
い
沖
縄
に
は
、
日
本
の
米
軍
基

う
も
の
の
強
制
約
に
土
地
は
奪

に
な
っ
て
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
お
か
あ
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
が
運
三
宅
島
の
人
た
ち
と
連
帯
し
て
地
の
七
五
婦
が
あ
り
、
基
地
の
中
わ
れ
た
ま
ま
で
す
・
賃
貸
契
約
を

島
民
に
追
い
打
ち
を
か
げ
る
よ
う
動
を
支
え
た
の
で
す
・
基
地
予
定

ω
ガ
ン
パ
ロ
ウ
M

と
決
意
を
新
た
に
住
民
は
と
じ
ζ
め
ら
れ
て
い
る
拒
否
し
、
全
面
返
還
し
て
ほ
し
い

に
趨
っ
た
の
は
ア
メ
リ
カ
と
自
民
地
と
さ
れ
て
い
る
年
老
い
た
大
地
に
し
て
、
島
を
際
れ
ま
レ
た
・
と
言
え
る
・
と
要
求
し
て
い
る
の
に
、
来
年
の

米
軍
用
地
を
地
主
の
反
対
を
抑
五
月
十
五
日
か
ら
、
新
た
に
二
十

レ
切
っ
て
、
更
に
二
十
年
強
制
的
年
間
の
強
制
使
用
延
長

.
私
の

に
使
用
す
る
政
府
の
方
針
に
反
対
土
地
は
、

ζ
れ
ま
で
、
一
が
あ
た

す
る
地
主
は
多
い
・
り
、
一
年
間
で
二
百
六
十
円
の
賃

『米軍基叫札;己らない』
三主主モーでr

盃争輝人;f
(沖'屯官、庁開--

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
を
深
く
感
じ
た
.

大
統
領
選
挙
戦
の
贋
中
で
、
自
時
間
短
縮
の
闘
い
も
、
オ
ー

の
は
、
反
核
の
た
た
か
い
が
、
由
党
の
候
補
の
ワ
ル
ト
ハ
イ
ム
ス
ト
リ
ア
で
は
、
労
使
と
政
府

私
の
想
像
を
ζ
え
て
、
盛
り
上
氏
が
、
ド
イ
ツ
ナ
チ
ス
の
一
員
の
参
加
に
よ
っ
て
実
施
し
て
い

が
っ
て
い
た
郡
で
し
た
。
ォ
l

で
、
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
に
参
加
レ
る
し
、
西
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
、

ス
ト
リ
ア
で
は
、
原
子
力
発
電
た
こ
と
が
暴
露
さ
れ
、
た
い
へ
産
業
別
の
ス
ト
ラ
イ
キ
で
、
た

五
月
一
目
、
メ
ー
デ
ー
を
ハ
所
の
繰
業
が
、
国
民
投
票
に
ょ
ん
な
問
題
に
な
っ
て
い
た
が
、
た
か
い
取
っ
た
国
な
ど
、
い
ろ

ン
ガ
リ
ア
の
首
都

・
ブ
ダ
ベ
ス
っ
て
凍
結
さ
れ
、
今
で
は
、
発

反
面
、
反
ユ
ダ
ヤ
思
組
も
相
当

い
ろ
あ
る
が
、
大
勢
と
レ
て
は
、

ト
で
迎
え
た
.
白
本
と
遭
っ
て
電
所
の
解
体
に
ま
で
に
住
民
連
に
綬
強
く
あ
り
、
復
雑
な
級
相

一二
十
七
時
間
制
に
向
っ
て
、
普

老
人
や
子
ど
も
た
ち
ま
で
が
、
動
が
進
ん
で
い
る
と
の
と
と
で
を
示
し
、
勝
敗
の
予
測
が
つ
か
実
に
進
ん
で
い
る
.

カ

ラ

フ

ル

な

服

装

で

診

加

.

な

す

.

な

い

と

新

聞

は

報

道

し

て

い

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

で

は

、

第

二

次

か
に
は
犬
と
一
緒
の
人
も
.
も
西
ド
イ
ツ
で
は
、
三
十
万

人

た

。

世

界

大

戦

で

不

況

と

失

業

が

大

ち
ろ
ん
軍
隊
の
参
加
は
な
い
・
の
人
た
ち
が
、
主
要
な
道
路
を
ナ
チ
ス
時
代
の
強
制
収
容
所
き
な
要
因
と
な
り
、
時
間
短
縮

続
い
て
、
ウ
ィ
ー
ン
、
ミ
ュ
お
互
い
の
腕
「
人
間
の
鎖
」
で
を
見
学
し
、
ま
た
、
ナ
チ
ス
が
に
よ
り
雇
用
を
増
大
し
た
経
験

ン
へ
ン
、
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
包
囲
し
、
反
核
・

平
和
の
意
志
暴
動
を
起
レ
失
敗
は
し
た
が
、
が
あ
り
、
そ
の
思
想
が
定
着
し

な
ど
の
都
市
を
訪
ね
、
労
働
組
を
世
界
に
一
市
レ
た
。
し
か
も
、
政
府
を
岡
田
る
キ
ッ
カ
ケ
を
作
っ
て
い
る
が
、
い
ま
、
西
ド
イ
ツ

合
、
市
民
団
依
と
、

n
時
間
短
乙
の
運
動
は
、
住
民
の
手
弁
当
た
地

・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
を
見
学
。
で
は
、
二
百
万
人
を
ζ
え
る
人

縮
や
、
反
核

・
平
和
の
運
動
な
で
成
功
さ
せ
て
お
り
、
労
働
組
ヨ
l
ロ
y

パ
各
地
で
は
、
い
た
ち
が
、
失
業
し
て
い
る
.

ど
H

に
つ
い
て
の
、
交
流
や
、
合
は
む
レ
ろ
冷
や
か
な
惣
度
で
ま
だ
銃
孤
の
跡
が
、
生
ま
生
ま
時
間
短
縮
の
た
た
か
い
が
、

意
見
の
交
換
な
ど
を
行
っ
た
・
あ
っ
た
と
痛
烈
な
批
判
を
う
け
し
く
残
っ
て
お
り
、
戦
争
の
恕
い
ま
、
世
界
的
に
、
沼
要
な
た

一
番
感
銘
を
受
け
、
驚
い
た
て
い
る
.
惨
さ
と
、
平
和
の
た
い
せ
っ
さ
た
か
い
に
な
っ
て
い
る
.

島

宏
さ
ん

(
沖
・
支
援
す
る
会
事
務
局
長
)

，~掴号

カミ

(5 ) 

小島さんは三度目のヨーロ ッパ
右が喜代子夫人。

伊
江
島
の
反
戦
地
主

知念忠栄さん

貸
料
で
す
・
百
円
の
土
地
も
あ
る
基
地
を
建
設
し
よ
-
?
と
し
て
い
ま

く
ら
い
で
反
対
し
て
い
る
地
主
す
が
、
併
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
・

は
、
一
坪
地
主
を
含
め
れ
ば
約
一
土
地
も
、
平
和
も
生
活
も
奪
わ
れ

千
人
で
す
.

て
し
ま
い
ま
す
.
」
と
、
語
っ
て

政
府
は
、
三
宅
島
に
新
た
に
、
い
ま
す
.
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(4 ) 割~88号指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

今
尽
き
守
山
悼

ヌ
キ
ュ
ー
バ

.qイ
ヒ
〉
勺

よ
か
/

ま
戎
仲
ゆ

ま
帽
憎
か

-こ

φ
t台
思

影

私
が
優
勝
。

名
前
は
酒
巻
で
す
。

孝

山

夫さん

影
山
さ
ん
は
五
人
家
族

女
の
子
が
三
人
で
す
。

午後6:30-

0秩父 .B野渓谷

やまびこキャンプ

8.21 
工場包囲デモ

8.23-24 

0国電田町芝浦口芝浦公園

日
程
で
す
。
参
加
を
、

よ
ろ
し
く
お
ね
が

い
し
ま
す
。

日
本
機
関
紙
協
会
東
京
都
本
部
主
催

第
日

回

機
関
紙

コ
ン
ク

ー
ル

優
秀
賞
に
「は
た
ら
く
」

七
月
十
九
日
の
コ
ン
ク
ー
ル

が
、
「
マ
ン
ガ
賞
」
に
な
り
ま

川

の
活
版
労
組
紙
の
部
で
、
「
は
し
た
・

山

た
ら
く
」
は
次
の
織
な
批
評
を
各
部
門
の
最
優
秀
賞
は
次
の
川

い

た

だ

き

ま

レ

た

。

通

り

で

し

た

・

川

『大
変
す
ば
ら
し
い
機
関
紙

V
活
版
労
組
紙
自
交
総
連
東

川

で
す
・
そ
ろ
そ
ろ
最
優
秀
賞
も
京
地
連
「
自
交
総
選
東
京
」

川

と
、
私
は
思
っ
て
い
る
の
で
す

V
手
が
き
労
組
紙
都
職
労
港
川

が
争
議
回
で
こ
れ
だ
け
の
企
潟
支
部
「
日
刊
潮
流
」

川

画
、
技
術
の
す
ぐ
れ
た
紙
面
づ

V
活
版
団
体
紙
健
和
会
「
下
川

く
り
が
で
き
る
の
も
、
神
電
気
町
の
健
康
」

川

争
議
団
の
た
た
か
い
が
、
前
進

V
手
が
き
団
体
紙
三
鷹
見
聞

川

し
勝
利
ま
で
あ
と
一
歩
と
い
う
社
「
み
た
か
き
い
た
か
」
川

乙
と
の
反
映
で
し
ょ
う
.
沖
電

V
青
年

・
婦
人
紙
東
京
土
建
川

気
の
み
で
な
く
他
労
組
や
地
域
町
田
支
部
主
婦
の
会
「
主
婦

川

的
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
の
ち
か
ら
」

川

も

「は
ら
た
く
」
の
特
徴
。
聞
濁
掴
礎
調
趨
穂
趨
寵
酷
認
混
翁
田

川'
 

一-一
1
四
年
前
に
比
べ
る
と
紙

'sasa属
舗
属
岨
困
層
温
箇
嗣

川

面
が
ド
ッ
シ
リ
と
し
て
き
ま
し
・
荒
木
セ
イ
さ
ん
(
山
形
)

川

た
。
「
安
心
し
て
」腕
み
や
す
い
ト
マ
ト
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
.

川

新
聞
に
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
・

・
時
田
さ
ん
(
墨
田
都
税
)
川

「
実
年
」
の
時
期
に
き
た
感
じ
シ
l
ツ，

川

で
す
。
争
議
団
で
す
か
ら
こ
の
・
新
堀
章
さ
ん

(東
京
在
券
取

川

ま
ま
、
老
人
に
な
っ
て
は
乙
ま
引
所
労
組
)
服
.

川

り
ま
す
。一

刻
も
早
く
職
場
復
・
西
村
さ
ん
(
大
学
生
協
)

川

帰
レ
て
、

ζ
の
「
は
た
ら
く
」
メ
ロ
ン
、
お
酒
な
ど
・
川

を
職
場
新
聞
と
し
て
機
能
さ
せ
・
下
村
さ
ん
(
理
学
電
機
)
古
本
・
川

て
く
だ
さ
い
』
(
東
京
医
労
連
.
後
藤
さ
ん
(
日
本
電
子
)

川

の
菅
原
さ
ん
の
批
評
よ
り
)

ハ

ン

カ

チ

白

川

ま
た
、
手
が
き
労
組
紙
の
部
・
森
谷
さ
ん
(
山
形
)

川

で
「
沖
電
気
争
披
団
ニ
ュ
ー
ス

」

サ

ク

ラ
ン
ボ
・

川

午後6:30-

8.31 午後1・00-
長時間労働学習会

沖・支援する会
小島事務局長を囲む会

0川崎北労働センタ-

o主催 ・電機総行動

0専売ホ ル
地下「さ にし、」

8.26 

332 

6
月

μ日
最
高
裁
国
民
審
査

の
統
一
行
動
。
中
央
区
婦
人

講
座
で
「
神
電
気
争
議
団
の

婦
人
を
囲
ん
で
」
開
催
.

6
月
お
日
テ
レ
ビ
東
京
社
前

抗
議
行
動
.

6
月
お
日

東
京
電
力
社
前
抗

議
行
動
.

6
月
U
日
沖
電
気
株
主
総
会

で
抗
議
行
動
。
長
野
じ
ん
肺

判
決
報
告
集
会
.
東
亜
ペ
イ

ン
ト
争
議
で
股
高
裁
前
で
宣

伝
行
動
.

6
月
初
日

国
労
・
浦
田
地
区

協
決
起
集
会
。

7
月
1
回
全
国
じ
ん
肺
原
告

団
連
絡
会
醸
の
結
成
大
会
。

7
月
6
日

衆

診
同
時
選
挙
の

投
票
日
。

7
月
8
日

沖
電
気
熊
谷
裁
判
.

7
月
9
白

金
腐
反
合
共
同
行

動
.

7
月
刊
日

沖
沼
気
争
議
の
第

十
七
回
和
解
交
渉
.

7
月
ロ
日

東
京
争
礎
研
が

「
国
鉄
闘
争
の
現
状
と
到
達

点
の
集
い
」
を
開
催
.

7
月
何
回

池
上
駅
頭
ピ
ラ
事

件
の
勝
利
報
告
集
会
。

7
月
M
日
古
河
電
工
抗
議
行

動
.
国
鉄
職
場
実
態
の
報
告

集
会
。

y
月日目
白

東
京
総
行
動
・
沖

電
気
争
議
支
援
・

港
区
共
闘

会
織
が
交
流
の
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
。

7
月
刊
自
国
鉄
・

全
国
連
絡

会
(
仮
)
結
成
抽
出
会
.

7
月
け
日

5
m
日

パ
ラ
マ
ウ

ン
ト
工
場
祭
。

7
月
初
日
5
幻
自

東
京
春
闘

思
総
括
会
機
。

7
月
幻
自

リ
ー
ダ
イ
争
議
で

社
前
行
動
。
池
自
争
議
に
対

す
る
弾
圧
事
件
の
緊
急
行
動
。
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揖事89司吾(1 ) 

沖
電
気
の
工
場
を
包
囲
し
た
デ
モ
隊

勝

利

の

と

多
《
議

2
明
る
長

沖
電
気
争
議
の
由
解
決
め
ざ
し
て

コニ
十
五
人
を
職
場
に
戻
す
.

n
和
解
交
渉
で
解
決
す
る
の
か
し
よ
う
」
と
決
意
表
明
。

和
解
金
を
支
払
う
」
と
い
う
、
東
そ
れ
と
も
、
判
決
か
.
沖
電
気
に
午
後
七
時
前
、
簿
踏
く
な
っ
た

京
地
方
裁
判
所
に
お
け
る
、
和
解
全
面
解
決
の
決
断
を
迫
る
1
8
・

街
に
、
百
を
越
す
ち
ょ
う
ち
ん
の

案
を
基
本
に
し
て
、
神
電
気
争
犠
引
デ
モ
M

が
、
神
電
気
争
犠
支
鐙
灯
も
鮮
か
に

・
東
京
全
域
か
ら

は、

E
蚕
な
局
面
を
迎
え
ま
し
た
・

中
央
共
闘
会
議
の
主
催
で
行
な
わ
集
っ
た
人
々
の
デ
モ
は
出
発
・

こ
れ
ま
で
の
交
渉
で
は
、
会
社
れ
ま
し
た
.

側
が
具
体
的
な
解
決
案
を
示
さ
な
t
J
5
24
4
4
2
3〈

2
:
号
、
卓
也
ぶ

か
っ
た
の
で
、
第
十
七
回
和
解
交

労

働

一

盆

で

の

燃

渉

(七
月
十
一
日
)
の
場
で
、
殺

た

た

均

峨

媛

判
所
は
、

「八
月
二
十
六
日

(第

旬

、

十
八
回
交
渉
)
ま
で
に
、
解
決
案
芝
浦
公
園
(
国
電

・
田
町
駅
下

を
出
す
よ
う
に
」
と
、
沖
電
気
に
磁
二
分
)
で
行
な
わ
れ
た
、
出
発

要
求
し
ま
し
た
・

民
会
で
、
大
牟
礼
藤
男
さ
ん

(共

同
時
に
、
回
答
が
な
い
場
合
に
闘
会
議
副
議
長
)
は
、

「
い
よ
い

は
、
和
解
の
打
切
り
を
考
え
て
い
よ
股
後
の
決
戦
で
す
.
手
を
銭
い

る
事
を
つ
け
く
わ
え
ま
し
た
.

た
方
が
ま
け
る
、
回
以
後
ま
で
団
結

こ
の
た
め
、
沖
沼
気
は
、
八
月
し
て
闘
い
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
神

上
旬
に
会
議
を
も
ち
、
結
論
を
出
電
気
争
援
を
た
た
か
っ
た
日
本
の

さ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
労
働
者
の
底
力
を
、
国
鉄
の
た
た

ま
で
追
込
ま
れ
ま
し
た
.
か
い
で
、
本
格
的
に
発
展
さ
せ
ま

夫
が
解
雇
さ
れ
た
真
喜
志
ふ
く
み
さ
ん
は
、

二
人
の
子
ど
も
と

一
緒
に
参
加
.

¢重量b

『
企
業
の
横
暴
』
と
街
の
声

「沖
電
気
は
指
名
解
雇
を
徹
回
ひ
ど
い
.
よ
く
、
が
ん
ば
っ
て
い

せ
よ
」
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
に
る
ね
え
」
と
、
応
鐙
の
弁
.

商
庖
衝
の
、
底
主
や
お
客
も
、
道
神
電
気
東
京
工
場
の
窓
か
ら
も
も

に
飛
び
出
し
て
く
る
・
芝
浦
地
岡
崎
労
働
者
の
顔
、
顔
・
前
回
の
デ
モ

で
は
、
以
前
か
ら
解
匝
撤
回
を
求
で
は
、
見
ら
れ
な
か
っ
た
光
景
だ
・

め
る
署
名
や
募
金
運
動
に
も
、
応
「
争
議
団
は
、
き
っ
と
会
社
に

じ
て
く
れ
る
人
が
多
く
、
食
堂
の

勝
つ
よ
」
と
い
う
声
が
、
神
電
気

経
蛍
者
も
「
沖
電
気
の
や
り
方
は
の
労
働
者
か
ら
も
聞
か
れ
た
.

通
信
機
三
大
メ
1
カ
の
一
つ
益
、
三
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
一
方
、
解
居
後
の
職
場
で
は
、
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
二

沖
電
気
工
業

(本
社

・
東
京

・

九

州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
年
十
一
月
に
は
、
支
援
共
闘
会

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
こ
し
て
新
工
場
の
建
設
な
ど

.

庖
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
沖
織
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

八
四
億
、
一
万
三
千
人
)は
「
経

、
九
O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
作
っ
た
。

蛍
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」

う
・
会
社
は
東
京
地
裁
ほ
か
四
仕
事
を
差
別
す
る
な
ど
の
、
見
八
四
年
秋
か
ら
は
、
全
国
規

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希
〆
〆

〆
，

，

r

r

r

艇
の
必
踊
に
発
展
、
仕
事
差
別

望
退
職
」
募
集
を
提
案
乙
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

を
や
め
さ
せ
た
・
東
京
地
裁
で

と

温

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

は

コ一一
十
五
人
の
復
職
と
和
解

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
カ
所
の
裁
判
で
も
「
指
名
解
服
せ
し
め
を
強
め
、
「
合
理
化
」
金
」
の
勧
告
が
出
た
。

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る
。
八
六
年
、
沖
電
気
争
議
は
思

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
庖
を
意
織
改
革
を
す
る
と
と
」
と
柾
神
閉
山
気
争
犠
団
の
七
十

一
人
大
の
山
田
制
を
迎
え
て
い
る
・
あ

強
行
・
そ
の
後
の
神
電
気
は
、

言。

労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
の
四
千
を
超
え
る
労
な
た
の
烈
い
連
帯
で
必
ら
す
勝

百
億
円
近
い
史
上
飯
高
の
利

視

し
て
解
雇
レ
た
ζ
と
も
明
白
。
組
や
、
一
万
四
千
人
の
「
支
優
利
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

沖電気が不当な主張(第18回和解交渉)

般
本
を
崩
す
も
の
」
と
し
て
獄
図

を
求
め
ま
レ
た
。

交
渉
後
、
傍
騰
に
参
加
し
た
約

八
十
人
に
、
小
島
成
一
弁
竣
士
(写

.5
か
ら
、
「

E
E--
十
五

、

人

を
受
け
入
れ
る
と
判
明
し
た
こ

と
は
、
成
果
だ
と
言
え
る
が
、
何

八
月
二
十
六
日
、
東
京
地
方
紙
人
か
を
受
け
入
れ
な
い
と
し
た
事

判
所
で
行
な
わ
れ
た
、
和
解
交
渉
は
許
さ
れ
る
取
で
は
な
い
。
そ
も

で
沖
電
気
は
、
「
=
一
十
五
人
の
復
そ
も
、
本
人
た
ち
の
不
始
末
が
理

臓
を
受
付
入
れ
る
」
と
、
初
め
て
由
で
解
服
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、

復
職
を
認
め
ま
し
た
.
全
く
会
社
の
都
合
に
よ
る
も
の
で

し
か
し
、
交
渉
の
出
発
点
と
し
和
解
交
渉
を
は
じ
め
て
、
一
年

て
争
議
団
が
出
し
て
い
た
、
復
職
半
以
上
た
っ
て
、

会
社
が
ζ
ん
な

要
求
リ
ス
ト
の
メ
ン
バ
ー
の
「
何
事
を
言
う
と
と
に
、
怒
り
を
持
ち

人
か
に
つ
い
て
は
、
復
職
を
受
げ
ま
す
し
、
信
義
に
反
す
る
や
り
方

入
れ
ら
れ
な
い
」
と
し
て
、
さ
し
で
す
・
撤
回
を
強
く
求
め
、
倒
い

か
え
を
求
め
て
き
ま
し
た
・

を
前
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
」
と
、
報

乙
れ
に
対
し
、
中
山
森
夫
(
争
告
が
あ
り
ま
し
た
.

議
団
代
表
)
さ
ん
は
、
「
指
名
解
毎
回
、
傍
聴
に
診
加
し
て
い
る

艇
は
、
不
当
と
八
年
間
関
っ
て
き
海
車
検
定

・
沖
支
援
す
る
会
の
永

た
が
、
今
ま
た
、
会
社
か
ら
名
指
井
さ
ん
は
、
「
顕
に
く
る
わ
よ
ね

し
で
二
度
目
の
指
名
解
雇
を
受
け
え
、
差
別
ば
か
り
す
る
会
社
の
や

る
ζ
と
は
、
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
」
り
方
に
、
ホ
ン
ト
」
と
、
怒
り

と
訴
え
ま
し
た
.
同
時
に
、
争
犠
の
言
葉
。

団
側
は
、

「会
社
が

復

職

者

の

個

・

次

回
交
渉
.

々
に
つ
い
て
拒
否
す
る
な
ど
と
い
・
九
月
二
十
九
日

う
ζ
と
は
、

ζ
れ
ま
で
の
和
解
の

午
後
四
時
=
一
十
分
5

小
島
成

一
弁
護
士

===-幸一-一幸司式追加-一
一
つ
受
章
一
一
芳
三
粉
一
ヨ

--31-一-=歩
。
芳
三
迫
力
==一喜一

八
月
末
、

仏
巴

W
年
の
神
電

!

巴

え

気

「大
合
理

出

羽

化
」
攻
撃
で

‘J、
『
4
J
V

解
雇
さ
れ
た

内
1
M

E
れ
附
人
が
争
犠

4-

居
磁

回
取
務
所
に

附
出
子
籍
を
持
っ
て
訪
ね
て
く
れ

た
V
争
議
の
記
録

「り
ん
と
の

樹
は
育
つ
」
の
ビ
デ
オ
を
観
て

「み
ん
な
で
団
結
し
て
、
が
ん

ば
っ
て
い
る
の
に
感
動
し
た
」

と
感
忽
・
彼
女
は
現
在
日
叫
歳
・

病
弱
な
老
母
と
の
二
人
容
し
で

あ
る
.
大
手
企
業
の
子
会
社
で

ト
レ
ー
ス
の
仕
事
を
し
て
い

て
、
賃
金
は
十
五
万
円
少
し
だ

と
語
っ
た
V

「ζ
の
夏
会
社
は

土
、
日
は
電
気
刺
金
が
安
い
か

ら
と
出
動
と
な
り
、
月
、
火
が

休
日
と
な
っ
た
。
組
合
は
あ
っ

て
も
会
社
の
言
い
な
り
で
、
今

春
も
、
友
人
二
人
が
、
突
然
n
あ

な
た
は
、
い
ら
な
い
u

と
解
服

さ
れ
ま
し
た
」
と
、
揺
は
続
い

て
「
ど
と
で
働
い
て
も
、
同
じ

ね
え
」
と
彼
女
は
ポ
ツ
リ
V
楽

し
く
安
心
し
て
働
く
事
は
、
労

働
者
に
と
っ
て
無
理
な
の
で
あ

ろ
う
か
.
こ
の
不
合
理
を
な
く

す
た
め
に
も
神
争
議
の
勝
利

を

/

(
鎌
)

333 



O
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
聞
い
た
こ
と

五
年
前
に
沖
電
気
八
王
子
工
場
で
不
当
解
雇
さ
れ

川

Lr
川
た
、

田
中
哲
朗
さ
ん
を
支
復
す
る
コ
ン
サ
ー
ト

ぃ

…

一

…

・

9
月
鈎
白

(土
)

6
時
開
演

食
べ
物
も
な
い
、
着
る
物
も
な
棒
で
つ
い
て
食
べ
た
そ
う
で
す
。
山
サ
川
・
八
王
子
労
政
会
館
大
ホ
l
ル

い
・
夜
は
さ
っ
か
か
ん
せ
い
を
や
お
米
の
代
わ
り
に
、
代
用
食
の
九
川
ン
~
・
参
加
費
五
O
O円

る
。
(
外
に
光
を
も
ら
さ
な
い
)
敵
さ
つ
ま
芋
、

大

豆

の

絞

り

か

す

、

一

川

コ

ぃ

・

問

い

合

せ

宮

0
4
2
6
(
6
1
5
6
0

の
飛
行
機
が
爆
弾
を
ば
ら
ま
く

・

だ

い
と
ん
、
「
配
給
で
す
よ
」
と
、
小
川
川

2
(田
中
宅
)

だ
か
ら
、
夜
は
ゆ
つ
く
り
眠
れ
町
会
か
ら
一
言
冨
わ
れ
て
、
行
列
を
つ
川

-r一z三三-三E乞三一zzf一.三z
一

な
い
@
爆
抽
郵
押
が
直
撃
を
し
て
防
空
く
つ
て
も
ら
い
に
行
く
。
サ

O
守
月
幻
自
(
回
)

4
時
開
演

壕
に
入
っ
た
ま
ま
死
ん
だ
人
も
い
ぼ
く
が
こ
ん
な
事
を
体
験
し
た
川

O
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
(
雨
天
決
行
)

る
そ
う
で
す
・

ら

?

食
べ
物
も
な
い
、
着
る
物

川

O
前
売
券

三
千
円
(
当
日
三
千
五
百
円
)

産
昆

鉄
類
を
出
レ
た
、
金
も
出
し
た
、
も
な
い
、
い
や
な
暮
ら
し
。

O
出
演
本
多
俊
之
ス
ー
パ
ー
カ
ル
テ
ッ
刊

U

み
ん
な
た
だ
で
出
し
た
そ
う
で
ど
う
し
て
戦
争
を
や
っ
た
ん
だ

…

ト

。

高
橋
逮
也
&
東
京
ユ
ニ
オ

J

寸

す
・

ろ

う

.

れ

ン
。
マ
リ
l
ン
・

・、

高
校
生
の
人
は
、
武
器
を
作
っ

戦

争

な

ん

か
や
っ
た
っ
て
、
人
山

l
lボ
ク
ら
の
心
が
サ
ハ
ラ
に
と
ど
く

y

J

た
そ
う
で
す
。
大
学
生
も
戦
地
に

が
死
ぬ
だ
け
で
、
な
ん
の
得
に
も
ん
ボ
ク
ラ
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
は
怠
を
咲
か
せ
る

+4

行
っ
た
そ
う
で
す
・
な
ら
な
い
と
思
う
・
戦
争
を
や
っ
一
・
問
い
合
せ
宮
0
3
(
2
6
5
7

5

西

お
米
は
、
一
升
び
ん
に
入
れ
て
た
人
は
、
後
悔
す
る
と
思
う
・
叶

6
1
(東
京
労
音
)

334 

こ
の
門
を
ひ
ら
け
V

沖電気争議団一子どもたちの作文

八
月
九
日
1
十
日
に
、
愛
鍾

県
松
山
市
で
ひ
ら
か
れ
た
「
第

四
回
全
国
女
性
史
研
究
交
流
の

つ
ど
い
」
に
い
き
ま
し
た
.

会
場
・
松
山
市
民
会
館
に
は

全
国
か
ら
五
百
人
が
集
ま
り
、

熱
心
な
報
告
酎
論
が
く
り
ひ
ろ

げ
ら
れ
ま
し
た
.

「
つ
ど
い
」
の
準
備
は
、
愛

媛
の
女
性
史
サ
ー
ク
ル
が
、
一

年
半
が
か
り
で
、
五
百
も
の
学

習
会
を
ひ
ら
き
「
え
ひ
め
の
つ

ど
い
」
「
四
国
の
つ
ど
い
」
と

発
展
さ
せ
、
乙
と
に
い
た
っ
た

そ
う
で
す
.

ま
た
「
全
国
の
つ
ど
い
」
に

む
り
て
、
女
性
史
サ
ー
ク
ル
三

十
年
の
あ
ゆ
み
「
愛
の
穂
に
脅

さ
風
ふ
く
」
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
・
生
き
て
る
鹿
史
「
自
分
史
」

を
ま
と
め
る
な
か
で
、
「
乙
乙

に
、
生
き
、
働
き
、
学
び
、
た

た
か
い
、
こ
こ
を
変
え
る
、
女

性
史
を
め
ざ
し
て
」
と
い
う
言

葉
を
生
み
出
し
た
、
と
い
う
お

話
で
し
た
。

研
究
発
表
は
二
十
に
近
く、

広
島
・
沖
縄
・

北
海
道
な
ど
地

域
の
サ
ー
ク
ル
が
回
立
ち
ま
し

た
笠
宮
機
関
紙
「
愛
の
穂
」
は

二
日
間
に
九
号
ま
で
発
行
さ

れ、

会
場
の
様
子
や
参
加
者
の

意
見
、
自
己
紹
介
な
ど
迅
速
な

マ
愛
媛
女
性
サ
ー
ク
ル
誌
「
愛

マ
の
穂
に
膏
き
風
ふ
く
」

呈一宮
=
マ

A
5判
、
一
五

O
頁
.
千
円

柚

霊

マ

義

二

五
O
円
・
申
込
み
H

E

マ
O
八
九
九
(
四
一
一
一
)
四
八
五

マ
六
.
l
i
f
-
-
nH
V
O
A
HMUF
-
-
'
 

報
道
に
接
し
て
お
ど
ろ
い
た

り
、
楽
し
ん
だ
り
で
レ
た
.

川
又
一
美
子
さ
ん
を
は
じ
め
、

神
・
支
援
す
る
会
松
山
支
部
(
支

援
す
る
松
山
の
会
)
の
皆
様
と

も
会
場
で
お
会
い
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
.

全
体
会
で
の
川
又
さ
ん
が
県

教
組
の
轡
記
と
レ
て
勤
評
闘
争

を
経
験
し
、
そ
れ
か
ら
三
十
年
、

民
主
教
育
を
守
る
運
動
、
住
民

自
治
を
う
ち
た
て
る
運
動
、
平

和
と
平
等
を
め
ざ
す
運
動
な
ど

と
お
し
て
か
わ
っ
て
い
っ
た
女

性
た
ち
の
一
人
と
し
て
語
っ
た

「
自
分
史
」
は
多
く
の
人
の
共

感
を
よ
ん
だ
よ
う
で
す
.

次
の
開
催
地
は
、
沖
縄
に
な

り
ま
し
た
・
よ
り
発
展
す
る
よ

う
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
.

股
後
は
、
パ
ス
で
現
地
見
学
、

篠
崎
勝
先
生
と
渡
辺
実
行
委
員

長
の
ゆ
き
と
ど
い
た
解
説
つ
き

で
、
伊
予
か
す
り
一
会
館
1
宝
厳

寺
(
一
遍
上
人
の
生
誕
地
)
|

松
ケ
枝
遊
廓
l
東
雲
学
園
を
お

と
ず
れ
、
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
.

沖
電
気
争
議
団
婦
人
部
は
、

今
、
他
の
争
議
団
や
労
組
な
ど

と
一
緒
に
、
労
基
法
の
全
面
改

悪
反
対
、
真
の
男
女
平
等
実
現
、

什
・H
U
総
行
動
の
準
備
を
は
じ

め
ま
し
た
.
女
性
史
を
発
展
さ

せ
る
と
と
が
で
き
る
よ
う
な
た

た
か
い
に
と
位
置
づ
け
て
が
ん

ば
ら
な
く
て
は
と
思
っ
て
い
ま

す
.

(2 ) 

報
告

開 89号

『之鴻鵠吋走劇ら00之乙審議えるj
梅沢規子さん(沖電気争議団)

斉藤俊作くん

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

沖
電
気
の
人
気
低
下

(の
き
)

(外
ご
)

(海
う
)

鉢

-
』

V
n
，‘

(みんなで楽しみました 〉

V
年
入
社
者
の
会
社
訪
問
の
解
七
位
に
ラ
ン
ク
を
下
げ
ま
し
た
.

禁
と
と
も
に
発
表
さ
れ
た
「
人
気
乙
れ
は
、
沖
電
気
が
指
名
解
雇

企
業
ラ
ン
ク
」
で
は
、
同
年
他
社
が
を
強
行
し
た
な
ど
の
会
社
の
体
質

上
位
を
占
め
て
い
る

一
方
、
神
電
も
原
因
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

気
は
昨
年
の
二
十
三
位
か
ら
二
+
す
。

1986年 9月 1日



倣
会
の
議
長
に
は
、
沖
電
気
支

媛
す
る
会
会
員
の
洞
口
邦
子
さ

ん
が
、

宮
域
県
代
表
団
と
し
て

奮
闘
し
て
い
ま
し
た
.

一-私
63cob--
一

-e

が
一
ん
ぽ
苔

世
界
大
会
実
行
委
員
か
ら
の

「
統
一
は
、
叡
廃
絶
の
運
動
が

発
展
す
る
た
め
に
あ
り
、
後
退

す
る
た
め
に
あ
る
の
で
は
な

川

い
」
の
問
題
提
起
に
対
し
て
、

統
一
す
れ
ば
、
よ
り
幅
広
く
運

動
が
進
め
ら
れ
る
し
、
短
時
間

広
島
へ
は
、
高
校
三
年
生
の
会
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
も
の
に
大
き
く
前
進
す
る
可
能
性
が

と
き
初
め
て
行
き
ま
し
た
・
全

な
の
か
、
一
度
は
経
験
し
て
み
あ
る
と
思
い
ま
す
・
し
か
し
、

国
各
地
の
高
校
生
(
中
学
生
)
た
い
と
い
う
忠
一
い
で
歩
加
し
ま
総
評
「
禁
」
が
脱
世
間
す
る
中
で
、

が
戦
時
と
い
う
と
と
で
、
学
業
し
た
。

一

定
の
困
難
を
し
よ
わ
さ
れ
る

を
等
わ
れ
、
広
島
に
動
日
さ
れ
大
会
二
日
目
の
H

核
廃
絶
の
こ
と
に
な
る
が
、
閉
会
総
会
で

原
則
膿
で
死
ん
だ
こ
と
を
伝
え
る
超
訪
を
ど
う
進
め
る
か
H

と
い
の
参
加
者
の
熱
気
は
、
大
き
な

学
校
一
覧
が
原
爆
記
念
碑
の
裏
う
分
散
会
に
出
席
レ
、
全
国
各
流
れ
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と

に
刻
み
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
・

地
で
署
名
運
動
を
、
知
恵
と
工
と
を
は
っ
き
り
と
示
し
た
と
感

そ
の
中
に
、
依
郷
の
郡
山
市
内
夫
を
出
し
力
強
く
進
め
て
い
る
じ
て
い
ま
す
・
"

の
高
校
名
を
見
つ
り
、
大
き
な
報
告
を
、
自
の
前
に
し
感
動
し
全
国
の
仲
間
に
励
ま
さ
れ
、

衝
繋
を
受
り
ま
し
た
・
同
じ
憎
ま
し
た
・
ま
た
若
い
世
代
の
発
私
も
微
力
な
が
ら
今
ま
で
以
上

代
の
仲
間
違
が
何
で
と
ん
な
遺

書
が
め
だ
ち
、

運
動
の
幅
が
大
に
力
を
出
し
、
一
日
も
早
く
骸

く
ま
で
遮
れ
て
ζ
ら
れ
て
死
な
き
く
広
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
に
兵
認
を
な
く
し
た
い
・

そ
し
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
た
の
も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

猛
暑
の
中
、
わ
ざ
わ
ざ
広
島
ま

か
、
か
わ
い
そ
う
で
な
り
ま
せ
私
も
、
報
告
で
き
る
よ
う
な
活
で
行
か
な
く
て
も
す
む
よ
う
な

ん
で
し
た
.
そ
れ
ら
か
ら
十
数
動
を
持
っ
て
診
加
し
た
か
っ
た
平
和
な
日
本
、
地
球
に
し
ま
し

年
た
ち
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大
と
反
省
し
て
い
ま
す
.
ζ
の
分
ょ
う
。

:
2
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水

世

若 Z
い長
人 ?
のて
報
主t

感
動

1986年 9月 1日

影山政行さん
(沖電気争議団)

身

G

ん

ん

職
業
病
を
理
由
に
解
雇
さ
れ
た
主
治
医
が
、
職
場
復
帰
可
能
の
労
働
協
約
無
視
・
組
合
つ
ぶ
し
京
浜
明
治
牛
乳
労
組

(
八
人
)

ス
イ
ス
航
空
の
堀
美
和
子
さ
ん
判
断
を
下
し
た
の
に
、
休
職
期
限
の
指
名
解
屈
と
闘
っ
て
い
た
、
自
は
、
昨
年
十
月
に
赤
字
を
理
由
に

は
、
職
場
に
労
働
組
合
も
な
か
っ
が
切
れ
た
と
し
て
解
臆
さ
れ
た
エ
田
市
電
波
測
器
の
十
人
は
、
一
年
間
し
て
工
場
閉
鎖
、
解
履
攻
撃
を
う

た
が
、
多
く
の
支
鐙
者
に
支
え
ら

1
ル
フ
ラ
ン
ス
の
山
口
哲
夫
さ
ん
の
た
た
か
い
で
@
原
職
復
帰
、
け
ま
し
た
・
京
浜
明
乳

・
明
治
乳

れ
、
九
年
十
一
カ
月
の
闘
い
で
解
は
、
五
年
八
カ
月
の
闘
い
に
よ
り
、
労
働
協
約

・
協
定

・
労
使
慣
行
の
業
を
相
手
に
闘
い
、
①
組
合
員
の

決

・

東

京

高

裁

の

職

権

利

解

で

解

決

・

順
守
、
賃
金
の
全
額
支
払
い
な
ど
、
庖
用
の
保
障
・
②
解
決
金
の
支
払

和
解
協
定
は
、
①
会
社
は
解
随
内
容
は
、
①
解
決
金
(
未
払
い
を
内
容
と
す
る
協
定
曾
を
会
社
と
い
・
③
労
働
組
合
活
動
の
保
障
な

を
撤
回
す
る
・
②
堀
さ
ん
は
、
会
賃
金
を
含
め
)
五
千
四
百
二
十
二
の
聞
で
結
び
、
全
面
勝
利
し
ま
し
ど
の
内
容
の
和
解
を
成
立
さ
せ
、

祉
を
退
臓
す
る
・
③
会
社
は
、
解
万
円
を
支
払
う
・
②
山
口
さ
ん
は
た
・
九
月
一
日
か
ら
就
労
・
(
八
解
鹿
幅
四
回
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
・

決
金
を
支
払
う
・
〔
七
月
七
日
)
八
月
で
退
職
す
る
・
(
八
月
六
日
)
月
六
日
)

(

七

月

七

日

)
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o
r
r
r屯
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t
$
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E
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r
r
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か
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事
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主
r
f
F
f手
宰
主
主
主
セ
毛
$
f
E
r
r
r
r
r
tま
屯
手
か
事
r
f苦
屯
也
主
事

hdf

前
進
し
ま
し
た
・
勝
利
ま
で
、
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
う
ち
、
ア
叩

御
支
鐙
を
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い

γ
と
い
う
聞
に
午
後
九
時
・

川

町

削

引

」

N

'
M
A
喜
L

谷
川
巌
著

日

し
ま
す
」
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
「
決
意

・
機
え

・
熱
意
を
持
川

会

足

」

川

引

き

@
J
L

明

治

・大

正

・
昭
和
の

山

田
村
撃
さ
ん
〔
中
毒
労
協
)

続
さ
せ
必
争
勝
利
さ
せ
ま
し

ル

『
昼

歴

史

の

真

実
闘

争

…

の
音
頭
で
乾
杯
を
す
ま
せ
、
飲
ょ
う
」
(
中
央
区
・

支
鐙
す
る

v

、

み
食
い
を
し
な
が
ら
の
歓
談
の
会
の
発
足
の
こ
と
ば
)
を
お
互

M

W

後
は
、
恒
例
の
ゲ
l
ム
で
楽
し
い
に
確
認
し
あ
っ
た
ビ
ア
パ
l

H
圃
蝿
縄
羽
田

「ま
じ
め
に

(労
働
者
教
育
協
会
〉
な
ど
で

日

東
京
に
は
、
鐙
島
区
、
千
代
償
一
刷
新
聞
の
会
議
官
Z

で
、
ピ
ア

み

ま
し
た
a

テ
ィ
で
し
た
・
歩
加
者
は
四
十

…
岡
町
品
抽

自
分
を
見
つ
先
生
と
一
緒
に
学
習
し
た
経
験
一

回
区
、
中
央
区
の
三
区
に
神
電
パ
ー
テ
ィ
を
千
円
会
費
で
行
い
浅
野
雪
枝
さ
ん
(
九
州
朝
日

一一
一人
。
食
べ
物
な
ど
は
、
銀
研
…
曙
凶
開
掴
め
、
そ
し
て
闘
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

…

気
の
仲
間
を
支
侵
す
る
会
の
速
ま
し
た
・
中
山
森
夫
さ
ん

a
放
送

・
写其一
H
H

マ
イ
ク
を
持
つ
新
聞
の
人
た
ち
が
、
用
意
し
て

…

F
的
即
闘
い
、

生
き
る
姿
「
歴
史
を
学
び
、
歴
史
そ
っ
く

い

警

が

雲

-

電

気

争

議

団

)

の

「

争

議

は

、

て

い

る

人

)

の

名

司

会

で

、

都

く

れ
ま
し
た
。

(

桧

二

哲

認

に
感
動
し
た
」
る
」
が
、
厳
さ
ん
の
口
癖
で
あ
…

，FHHM
W出回

「
父
親
の
事
を
る
が
、

ζ
の
本
は
自
分
の
生
き

い

中
央
区
で
は
、
七
月
三
十
日
あ
と
一
歩
と
い
う
と
と
ろ
ま
で
道
府
県
名
で
の
ビ
ン
ゴ
な
ど
の

一
噂
骨
咽
掴
且
概

山
四
a
圃
釦
耐

思
い

志
を
曲
た
、

明
治
・大
正
・昭
和
を
自
伝
U

l

i

m

N

陣
俳
陵
町
且
園

げ
た
と
と
ろ
で
的
に
曾
き
、
あ
と
に
つ
づ
く
人

w

・
際
線
幽
園
調
闘

リ

-

東
京
争
鰻
回
が
弁
ヤ
ジ
プ
ス
…

…
昨
位
打
開
三
可
れ
い
い
い
は
…

岡

誠

司

凶

門
家
族
ぐ
る
み
楽
じ
が
…
…
ずぺ拾いっ

111
日
訪
れ
長
一

・
・
酬
画
司

道

u.
，

ら

，

‘

.

カ

・
山

白

川
沖
電
気
争
議
団
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中
で
、
ま
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鉄
で
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労
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組
合
運
動
、
中

山

-
a司
泊
三
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差
別
、
倒
産
、
暴
力
、
餅
っ
き
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
"
い
し
読
み
さ
れ
て
い
る
の
が
、

ζ

国
訪
問、

安
保
闘
争
、
学
習
活
れ

圃
.
.
.
 ，hh

‘，R
a
-
F

E

B

3
 

園

田

、

.
3明
P議

刊

二

職
業
病
な
ど
で
闘
っ
て
い
る
花
火
、
キ
ャ
ン
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歴
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園

町

脚

キ

…

人
た
ち
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交
流

・
連
帝
の
場
と
鱒
の
つ
か
み
ど
り
な
ど
を
、
家

二

産
審
議
団
で
は
、
谷
川

の
年
表
と
な
っ
て
い
る

・

小

園

開

る

噂

凶

膨

歯

固

ご

し
て
、
す
っ
か
り
定
着
し
た
、
族
ぐ
る
み
で
楽
し
主

し

だ

…
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さ
ん
を
必
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が
ん
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さ
ん
M

語

、

沖
電
気
大
崎
工
場

一

圃

関

投

嶋

・

・

咽

闘

五

日

山

東
京
地
区
護
団
(
豪
華
特
に
、
子
ど
も
た
ち
に
勉
乙

…

…
と
親
し
み
を
乙
め
て
呼
ご
な
ど
で
反
戦
の
闘
い
を
、
労
働
一

圃

唱

肉

泊

艶

祖

国

烹

団
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の
、
夏
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
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の
ま
バ

こ
プ
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さ

二

れ
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、
沖
電
気
争
臓
が
始
ま
つ
者
が
始
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ど
の
新
し
い
一

圃
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f
幽

e
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印

刷
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園
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岨
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圃
圃

j
一

一
、

隣

脇

田

人

・

七
月
二
十
六
日
1
二
十
七
日
に
っ
く
り
、

2
S放し
二

日

圃
-EERg
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園
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熱
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友
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一

圃
圃
園
田
圃
F
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刷
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圃
圃
圃
園
田
・
・
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沢
(
神
奈
川
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の
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園
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ど
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た・

(ζ
の
上
さ
ら
に
九
万
三
千
関
区
)
「
文
ち
ん
作
り
」
(
福
知
山

人
削
り
込
も
う
と
い
う
の
が
政
府
山
機
関
区
)
な
ど
の
例
だ
・

叫

の
分
割

・
民
営
化
法
案
な
の
だ
.
)
組
合
活
動
に
対
す
る
支
配
・
介
山

国
労
が
ま
と
め
た
「
い
ま
国
鉄
入
、
勤
務
や
鎚
務
の
差
別
・
選
別

の
臓
婦
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
当
局
に
よ
る
川

か
|

|
人
椴
侵
害
・
差
別

・職
場
組
合
の
分
断
工
作
も
進
め
ら
れ
て

実
態
調
査
中
間
報
告
l
l
t
」
に
よ
い
る
。
最
も
多
い
の
は
「
組
合
関

u

る
と
今
、
国
鉄
職
燭
で
は
国
鉄
の
係
の
資
料
を
机
の
上
に
置
く
な
」

分
割

・
民
営
化
に
反
対
す
る
労
組
(
五
六

・
三
出
)
、
以
下
、

「ス

"

・
組
合
員
に
対
し
て
、
当
局
が
組
ト
や
集
会
な
ど
に
診
加
す
る
な
」

合
活
動
に
介
入
し
、
明
給
・
昇
格

合一一
四
・
九
搭
)
「
分
会
事
務
所
叶

を
は
じ
め
と
す
る
差
別
・
選
別
を
に
立
ち
入
る
な
」
(
二
七
・七
帰
)
山

行
う
、
「
合
理
化
」
計
画
に
沿
っ
な
ど
.

て
退
職
・
休
職
を
半
ば
強
制
す
る
勤
務
や
業
務
に
差
別
・
選
別
が
川

な
ど
不
当
労
働
行
為
ま
が
い
の
攻
「
あ
る
」
と
答
え
た
人
は
調
査
対
.

六
十
一
人
.
昨
年
か
ら
今
年
の
世
帯
が
日
常
化
し
て
い
る
.
縁
者
の
三
七

・
七
痛
に
上
る
.
そ

ι

五
月
に
か
け
て
、
自
ら
命
を
断
つ
遜
滋
出
手
泌
議
議
掠
町
議
匂
そ
の
う
ち
股
も
多
い
の
は
「
昇
給

・
川

た
国
鉄
織
員
の
数
で
あ
る
。

一

J

、，
f
r
~
1
B」
昇

格

の

差
別
」
(
四
四

・
七
部
)
中

，プ

H
3
J
k
n人主主、

岡

山

で

は

二

月

に

動

労

組

合

員

長

慰

烹

差

別

だ。

で

あ

る

青

年

が

派

遣

に

応

じ

よ

う

〆

d
，

軍

隊

式

の

言

動

も

目

立

っ

て

い

叶

と
努
力
し
な
が
ら
も
、
そ
の
精
神
差
別
攻
寧
の
煙
た
る
も
の
と
い
る
と
い
う
。
「
足
を
六
O
度
開
き

的
抑
圧
に
耐
え
切
れ
ず
、
猟
銃
で
わ
れ
て
い
る
の
が
「
人
税
活
用
セ
中
指
を
ズ
ボ
ン
の
線
に
あ
わ
せ
、

胸
を
打
ち
ぬ
く
と
い
う
事
件
も
起
ン
タ
l
」
だ
・
当
局
の
意
に
沿
わ
腰
を
=
一

O
皮
に
曲
げ
て

J
」
ん
に
…

き

て

い

そ

な

い

職

臼

を

「

過

員

」

「

余

剰

人

ち

わ

M

H

お
は
よ
う
と
ざ
い
ま
す
M

元

気

が

な

い

?

わ
ず
か
一
室
で
六
十
人
を
超
負
」
と
称
し
て
セ
ン
タ
ー
に
閉
じ
と
大
声
で
何
度
も
や
ら
せ
る
」
(
岡
ゆ

日

本

人

す
自
殺
者
を
出
す
と
い
う
状
視
を
込
め
、
職
務
と
は
無
関
係
な
業
務
山
施
設
)
「
ヤ
ク
ザ
式
に

w
お
ひ
μ

議
川
幸
久
さ
ん

生
み
出
し
て
い
る
の
は
他
で
も
な
を
強
制
、
そ
の

一
方
で
業
務
命
令
か
え
な
す
っ
て
u

の
安
勢
を
と
ら

仇

(
東
京
)

ぃ
、
国
鉄
の
分
割

・
民
営
化
攻
撃
違
反
な
ど
を
理
由
と
し
た
仰
い
じ
さ
れ
、

H

ど
う
ぞ
u

な
ど
と
言
わ
I

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
三
カ
月
余
り

に
伴
う
雇
用
不
安
で
あ
る
・
め
u
が
横
行
し
て
い
る
と
指
摘
す
せ
る
」
(
船
橋
西
部
)
な
ど
の
例
中
出
閉
山
し
て
き
ま
し
た
・
国
家
の

政
府
は
来
年
の
四
月
か
ら
国
鉄
る
.
そ
の
具
体
的
事
例
と
し
て
挙
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
経
済
は
、
芳
し
く
な
い
の
は
、

を
分
割

・
民
営
化
レ
、
現
在
の
国
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
草
む
し
十
万
人
近
い
職
員
削
減
計
画
、
刈
周
知
の
通
り
で
す
が
、
長
時
間

鉄
職
員
を
鼠
終
的
に
は
九
万
三
千
り
、
ガ
ラ
ス
洗
い
」
(
結
合
駅
)
政
府
と
一
体
と
な
っ
た
国
鉄
当
局

山

過
密
労
働
や
、
失
幾
不
安
か
ら

人
削
減
す
る
乙
と
を
目
指
し
て
い
「
退
職
前
提
の
休
職
を
強
要
さ
れ
の
国
労
攻
掌
・

ζ
れ
に
神
経
を
す
解
放
さ
れ
た
労
働
者
の
生
活
ぶ

る
・
過
去
五
年
間
で
既
に
八
万
五
た
」
(
土
崎
工
場
)
「
ペ
ン
キ
塗
り
減
ら
し
、
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
川
り
は
、
と
て
も
ゆ
っ
た
り
し
て

千
人
の
国
鉄
労
働
者
が
削
減
さ
れ

り
、
看
仮
作
り
」
(
美
霞
太
田
機
六
十
一
人
が
死
を
選
ん
だ
.
連
合
山
い
て
、
私
た
ち
よ
り
、
ず
っ
と

m特
実

鳴

が

弓

・

ホ

ー

い

ず

4

b

一
活
え
:
・

(4 ) 

文
鎮
づ
く
り
の
現
場(東
京
運
転
区
入
居
セ
ン
タ
ー
)

田署89号指名解雇された沖電気の仲間を支媛する会ニュース

国鉄の「分割・民営化」列車で、

州 州州

長
な
ど
労
働
運
動
で
き
た
え
ら
れ

川

て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
.
執
行
委
員

川

会
で
も
、
ね
ば
り
強
く
宣
伝
の
必

川
7
月
白
日

東
電

・
国
武
闘
争

要
性
を
税
き
週
一
回
の
駅
頭
宣
伝

川

決
起
集
会
i

を
実
行
す
る
な
ど
、
そ
の
実
績
を

川
7
月
お
回

目
立
武
蔵
争
犠
で

当
局
よ
り
お
そ
れ
ら
れ
強
制
配
転

川

寝
依

・
要
騎
行
動
・

「
僕
は
し
が
な
い
キ
γ
プ
切
り
に
人
目
を
引
く
.
時
間
が
あ
れ
ば
に
よ
り
「
人
材
活
用
セ
ン
タ
ー
」

川
7
月
U
臼
S
U日

東
京
争
議

船
よ
・
」
と
い
い
な
が
ら
、

ζ
よ
な
練
習
に
精
を
出
し
て
い
る
成
果
だ
へ
・

…

団
が
キ
ャ
ン
プ
(
丹
沢
)
・

崎

く

国

鉄

を

き

翼
運
動
、
国
鉄
雪
崩
街
道
が
練
習
の
働
で
き
そ
、
国
鉄
の
「
分
割
民
白

川

日
本
語
大
会
(
埼
玉
)
。

さ

を

守

る

渥

動

に

命

を

か

け

る

好

腎

あ

る

・

化

」
の
ね
ら
い
を
明
ら
か
に
し
、

川

統
一
労
組
恕
の
年
次
総
会
・

畑

年

。

「

沖

電

気

の

た

た

か

い

を

支

援

「

国

民

の

財

産

・
足
を
独
占
の
食

一
7
月

n日
沖
電
気
労
組
定
期

の
驚
く
べ
き
は
彼
の
鉄
道
棋
型
コ
す
る
乙
と
が
お
れ
た
ち

(
国
労
)
い
も
の
に
さ
せ
る
な
・
」
と
、
地

川

大

会
の
会
場
前
で
宣
伝
(
池

田
レ
ク
シ
ョ
ン
・
フ
ラ
ン
ス
か
ら
と
の
た
た
か
い
に
も
な
る
ん
だ
か

域
の
仲
間
と
と
も
に
打
っ
て
出
る

川

之
端
文
化
セ
ン
タ
ー
)
-

M
2せ
た
も
の
な
ど
含
め
た
く
さ

ら

J
と
口
ぐ
せ
の
よ
う
に
言
い
、
時
-
乙
の
闘
い
の
中
で
、
独
身
生

一
7
月
習

沖
電
気
支
鐙
す
る

建
ん
あ
り
、
団
地
宰
」
凶
行
動
の
と
き
、
行
商
・
カ
ン
パ

・
会
費
の
集
め
・
活
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
て
ほ
レ
い

川

会
・
中
央
区
(
東
京
)
が
ピ

胞

団

地

の
庭
で
鉄
道
模
型
を
走
ら
せ
集
会
オ
ル
グ
、
そ
し
て
訴
え
の
指
と
願
う
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
よ

…

ア
パ
ー
テ
ィ
・

凍
子
供
た
ち
に
大
好
評
だ
っ
た
と
導
ま
で
し
て
く
れ
る
。
争
議
団

に

う

だ

・

(

斉

麓

和

成

)

川
8
月
1
日

百
年
度
沖
電
気
の

ー

か
.
も
う
一
つ
.
真
赤
な
ラ
ン
ニ
は
た
の
も
し
い
人
だ
。

山

大
歓
主
へ
の
要
請
行
動
は
じ

ン
グ
シ
ャ
ツ
.
自
転
車
レ
l
ス
で
性
格
は
温
和
.
お
だ
や
か
な
中
一

4

1
ん

U
W解
明
~
戸

川

め
る
.

き
た
え
た
足
腰
・
レ
l
ス

自

転

車

に

一

蓄

が

と

お

っ

て

い

る

の

(

二

百

円

じ

レ

川

8
月
4
日
5
6日

原

水

査

で
さ
っ
そ
う
と
走
る
袈
は
さ
す
が
は
、
国
労
で
執
行
餐
員
、
副
分
会
ヨ

f
t、
1
4

4

川
界
大
会
(
広
島
)
へ
二
人
容
加

川

8
月
6
日

ス
イ
ス
航
空
争
犠

6a-t
a-
-
t
g
・s・a・-冨=-Z
E--
童・E
・E
・-
'
E
・置・置+量-
E
・E
・E
4

・4
E

・E
・-，..
 
，.E
.
‘，.
a
-
E
e
童・
車'
-
-
E
'
E
'
E

・富

山

I
l
l
i-
-
I
l
l
i-
-
I
l
l
l
i
--
li
l-
-

川

の
勝
利

・
報
告
集
会
.

・・
iiz----s・g
・
--
-iti----zi----jil---iiji---
川
8
月

9
B
i
日
山
田
紳
電
気
争

1
お
薄
掃

K
J・‘
一

I
J之
…

川

昔

、
埼
玉
弁
護
団
が
合
宿
・

4
・
且

d
E
旦
ι
u
m
n
A
a
不正
U
〓
畠一
薗
干
書
官
・
渇
凶
理
官
む

-

-

H

-
-…山一
{
l
i

p

ド〓
di-
-
:
j
j

一
川
B
月
間
目

抑
電
気
の
重
役
宅

参
加
し
ま
し
ヘ
ょ
う
;

4
-
4刻

一
川

へ
硬
措
行
動
.

労
基
法
の
全
面
改
感
反
対
・
沖
電
気
争
議
団
も
が
ん
ば
っ
て

…
川

8
月
刊
日

s同
日
神
電
気
の

一
真
の
男
女
平
等
実
現
な
ど
の
要
ま
す
.
あ
な
た
も
参
加
し
て
く

一
刷

工
場
前
で
昼
休
み
宣
伝
.

一
求
を
か
か
げ
た
第
二
回
婦
人
の
だ
さ
い
ネ
/
連
絡
先

H
m
(
9
一
川

8
月
日
日

八
王
子
(
東
京
)

…
総
行
動
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、

4
3
)
6
4
6
1
・

一
川

工
場
の
周
辺
ヘ
ピ
ラ
宣
伝
・

i
l--i
i
・
~
川

8
月
刊
日
日
沖
電
気

・
全
国
井

勝

利

ま

で

き
中
労
蚤
で
争
わ
れ
て
い
ま

川

捜
回
会
議
・

が

ん

ば

る

ぞ

す・

川
8
月
旬
日

東
京
工
場
の
周
辺

日

新

化

学

争
議

団

司

法

反

動

の

中

、

段

後

の
勝

川

へ
ピ
ラ
宣
伝
・
千
代
田
(
東

(大

阪
)
利
ま
で
奮
闘
す
る
決
意
で
す
・

川

京
)
沖

・
支
盤
す
る
会
の
幹

日
頃
の
私
た
ち
へ
の
闘
い
へ

』

i
i
i』
E
F
-
-
i
6
'

川

事
会
.

の
物
心
両
面
に
わ
た
る
と
支
俊

宿
雨
趨
官
届
飽
睡
讃
誕
萄
官
翁
田

川
8
月
幻
自

東
京
地
区
・
神
電

に
厚
く
感
樹
い
た
し
ま
す
.

盤
調
息
調

ghHS鐘
-g画
自
画
醤
両
川

気
工
場
包
囲
デ
モ
.

闘
い
も
五
年
九
カ
月
(
宕
峨
)
・
高
橋
さ
ん

(
東
京
・上
宮
病
院
)

川
8
月
mu
日

沖
電
気
争
議
支
径

三
年
三
カ
月
(
岩
本
)
に
な
り
プ
ラ
ム
一
箱
。

川

中
央
共
闘
会
議
の
事
務
局
会

ま
し
た
.
岩
本
解
胞
に
つ
い
て
.
大
井
さ
ん
(
チ
ト
セ
争
磁
団
)

川

議
.

は
、
大
阪
地
裁
仮
処
分
、
大
阪
ぶ
ど
う
・

川
8
月刊
ω
日
5
M臼
第

五
回
や

地
方
労
働
接
員
会
で
、
勝
利
し
・
法
会
労

池

袋

分

会

川

ま
ぴ
乙
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

て
い
ま
す
が
、
会
社
は
不
当
に
カ
ル
ピ
ス
三
本
・

川

(
秩
父

・
日
野
渓
谷
)
・

も
、
そ
れ
ぞ
れ
上
級
密
に
上
げ
・
熊
谷
総
合
法
律
事
務
所

川

B
月
初
日

第
十
八
回
和
解
交

た
た
め
、
現
在
は
、
大
阪
地
殺
コ
ー
ヒ
ー
セ
y
ト
a

川

渉・

336 

ロ
ー
ド
レ
E
ス

で

鍛

え

た

足

で

詮

た
た
か
い
の
現
場
ヘ
、
今
日
も

a

松
沢

1986年 9月 1目

三

男

さ

ん

議

(
国
融
・
山
手
線
大
場
駅
}

人
生
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に

見
え
ま
し
た
.

帰
国
し
た
の
は
、
七
月
六
日

の
投
票
日
で
し
た
が
、
何
ん
と

な
く
人
々
に
、
一
元
気
の
な
い
疲

れ
た
よ
う
な
表
情
を
感
じ
て
い

た
ら
自
民
党
の
圧
勝
・
傍
観
者

的
な
言
い
方
を
許
し
て
も
ら
え

れ
ば
「
わ
か
る
よ
う
な
気
が
」

し
ま
す
.

働
き
続
け
る

こ
と
が
大
切

湯
浅

洋
さ
ん

(
名
古
屋
)

O
A
化
が
進
む
中
、
働
き
続

け
る
事
が
、
厳
し
い
か
ら
と
そ

大
切
だ
と
思
う
と
の
頃
で
す
・

沖
電
気
の
皆
さ
ん
に
励
ま
さ

れ
て

n
は
た
ら
く
u

は
毎
月
、

イ
γ
キ
に
読
ま
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
.

百
円
ハ
テ
レ
な
い
よ
う
に
、
共

に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

&図lJJ7

0γ戸

不
当
弾
圧
に

ま

け

な

い阿
部
弘
明
さ
ん

(
東
京
)

残
暑
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま

す
.練
馬
笹
祭
に
よ
る
練
馬
区
労

協
・
阿
部
常
斡
不
当
淵
抑
圧
事
件

へ
の
御
支
後
、
御
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
.

笹
察
の
国
民
監
視
・
抑
圧
の

や
り
方
は
、
ま
す
ま
す
非
道
さ

を
地
レ
、
国
民
の
怒
り
も
叶
曲
が

っ
て
い
ま
す
・
一
層
、
裁
判
闘

争
の
勝
利
と
、
平
和
と
民
主
主

義
の
花
ひ
ら
く
社
会
の
た
め
、

頑
張
る
決
意
で
す
.
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5万人の 「支援する会」を

私立ちは生きる憎制、働〈摘手IJを守るとめに沖

電気の仲間を物心両面から励まし、必ず勝利させ

たいと思います。困難な長期の闘いも予想 されま

すので、 一人でも多くの方がこの「会」 に加入し

全面勝利世間いとるまでご支緩 くださるよう心か

らよびかけます。 (r支援する会Jよびかけよ り)

会費 1口 200円/月

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

支援する会事務局
事務所 東京都港区三国
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.館 (03)451-3515 
郵便口座口座番号

東京 6-75240 

加入者名 沖電気の不当解班

を撤回させる会

第 90号)
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(
 

「復
職
者
の
選
別
は
許
さ
な
い
、
川

事
務
所
で

全
面
的
な
解
決
案
を
示
せ
」
と
、

'
ど
う
狩

い
ま
、
沖
電
気
争
議
は
、
展
大
の

山
場
の
闘
い
を
続
り
て
い
ま
す
.

川
み
の
り
の
秋
沖
電
気
争
議

「争
犠
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら

い
団
事
務
所
の
庭
(
家
主
の
物
)

の
一
つ
一
つ
の
た
た
か
い
が
、
重
川
で
、
ぶ
ど
弓
将
。
「
少
し
は
、

要
な
の
で
す
」
(
井
川
昌
之

・
中
川
野
鳥
の
た
め
に
残
し
て
」
と

央
共
闘
会
議
事
務
局
長
)
と
い
う
~
荒
木
さ
ん
(
争
綾
田

・
写
真
)

局
面
に
入
り
、
「
手
を
疲
い
た
方

函

堅

田

圃

--q
iuけ
凶

が
ま
け
る
.
量
後
ま
で
団
結
し
て

隣
組
醐
司
司
司

4a・
・
闘
盟
問
凶
圃

闘
い
ま
し
ょ
う
・
そ
し
て
沖
電
気

川

蝿
開
ぬ

3

-
4
1ぷ

で
闘
っ
た
日
本
の
労
働
者
の
底
力

白

、

司

E'
E
E

を
国
鉄
の
闘
い
で
、
本
格
的
に
発
臨
時
回
開
険
加
膨
幽
圃
・
・
・
・
・

展
さ
せ
ま
し
ょ
う
」
(
大
掌
礼
藤
田

E.
‘
.
費
低
・
圃
・
・
・
・

男
中
央
共
闘
会
議
副
議
長
)
と
い

う
決
戦
の
湯
に
入
り
ま
し
た
.

‘
崎
温
叡
圃
眼
路
開
凶
踊
園
調
圃

沖
電
気
争
援
団
は
、
「
今
年
こ

園
町
駅
白

E
t
d醐
醐
V
U
A

そ
勝
利
を
ノ
」
と
が
ん
ば
っ
て
き

d
白
濁
陽
園
副
陪
樋
刻
雄
副
蕗

ま
し
た
が
、
さ
ら
に
闘
い
を
鉱
げ
・
・
・
・
・
・
・
E
EE
・
E
・
-
-

る
た
め
に
、
今
年
も
、
十
月
か
ら

圃
・
・
・
・
・
・
・
珂
ぜ
一

a・
置

全
国
へ
H

支
綾
の
訴
え
M

に
、
出
・
・
・
・
・
・
・
・
・
圃
，
弘
1
h

か

け

ま

す

.

・

・

・

・

・

・

・

・

・
・
・

"
ma四

九
月
二
十
九
日
の
昼
.
沖
電
気

・

・

・

・

-E.
，

本
社
前
で
は
、
抗
議
行
動
が
行
な
・
・
・

・

圃

薗

田
市
幽
・

わ
れ
ま
し
た
・
九
月
二
十
五
日
か
・
・
・
・
・
・
・
・
・
11H割
量

ら
当
日
ま
で
は
、
港
区
(
東
京
)
潤
輔
副
ー吋
・
・
・
・
聞
・
F
h吋
‘

沖
電
気
争
議
支
援
共
闘
会
議
が
、

一

!
J

園
田
盟
.

三
十
五
人

の

復

織

を

受

け

入

が

話

さ

れ

、

解

雇

の

不

当

性

も

座

り

込

み

を

し

な

が

ら

、

三

万

枚

『

A

醤
丹
羽
伊
憧

れ

る

」

と

会

社

は

、

八

月

二

十

六

は

っ

き

り

し

て

い

る

・

の

ピ

ラ

配

布

で

、

通

行

人

に

、

不

一

魚

6
2
t
J

自

に

、

初

め

て

復

帰

を

認

め

ま

し

労

働

者

を

解

雇

通

告

一

枚

で

、

当

な

解

雇

の

実

態

と

支

慢

を

訴

え

一

リ
調

F

た

が

、

「

何

人

か

に

つ

い

て

は

、

首

を

切

っ

た

遣

語

、

全

国

の

ま

し

た

-

R

J

i
t幽
E

復
織
を
受
付
入
れ
ら
れ
な
い
」
と

H

ゆ
る
す
な
大
企
業
の
横
暴
H
ゆ

全

国

の

み

な

さ

ん

、

働

く

者

の

一

-

u

t

ー幽
園
田

沖
電
気
は
、
不
当
な
主
猿
を
し
て
る
す
な
指
名
解
服
H
H

の

世

論

の

尊

厳

を

か

げ

て

、

私

た

ち

は

、

い

r
1
1
2
2
1
2
E
Z
EE
Z
E-
-

い

る

.

強

ま

り

の

中

で

、

つ

い

に

「

解

胞

ま

、

全

力

で

、

沖

電

気

争

議

団

を

「

情

報

化

社

会

」

「

日
本
の
経
教
回
目
や
、
弁
捜
土
、
研
究
者
な
ど

「
人
が
余
っ
た
」
「
経
営
危
機

徹

回

」

を

認

め

ま

し

た

が

、

解

決

支

優

し

、

共

に

闘

い

ま

し

ょ

う

・

済
と
労
働
運
動
」
「
国
鉄
問
題
」
が
、
主
く
鵬
師
と
し
て
、
協
力
さ

に
な
っ
た
」
の
口
実
で
の
、
指
名
に
際
し
て
、
ま
だ
H

人
選
M

な
ど

圏

次

回

交

渉

な
ど
、
神
電
気
争
議
団
は
、
れ
て
い
ま
す
・

解
雇
で
し
た
が
、
裁
判
の
中
で
も
で
、
不
当
な
主
張
を
続
付
て
い
る
・

十
一
月
十
二
日

八
月
末
か
ら
、
現
在
、
未
来
を
学
よ
く
学
び
、
よ
く
た
た
か
え
/

そ
れ
が
、
全
く
嘘
で
あ
っ
た
ζ
と
反
撃
の
運
動
を
レ
ま
し
ょ
う
・

午
後

4
時

i

ん
で
い
ま
す
・
乙
れ
に
は
、
大
学
が
ん
ば
れ
沖
電
気
争
議
団
H
e

E
F
--τ
・2
1
3
三
7
-
2
ミ
-
2
z
-
7
E
-

2
一一守
-2

2
-r
一守
E

Z

Z

一守
f

z

一守
Z
2
4
5
一守
z

・2
2
一守
:
-
e
E
-
z
e--2Z

一2
5
一守
Z
-
2
2
・宅一
E
t
-
-
L
2
2
-
7
3
-
z
e一一-一
-
=
-
z
s
z
--

2

2

一一-一
-
2
2
z

一--ze-
-

z

--一-z
:
1
3
5
-
7
2
-
-
z
z
-T
'
z
z
r
-
ァ
=
=
Z
2
5
-
7
2
-
=

一--τ
ze-

に
な
い
・
経
営
が
き
び
し
い
・

(

裁
)
と
に
か
く
争
議
団
の
人
た
ん
で
も
解
決
し
な
い
事
を
会
社
に

第
一
因
別
・

5
・
幻

(
裁
)
新
規
採
用
も
し
て
い
る
で
ち
が
も
ど
れ
る
よ

-2な
具
体
的
な
わ
か
ら
せ
た
い
.

(沖
)
金
銭
解
決
だ
け
で
考
え
て
は
な
い
か
、
会
社
は
先
端
筏
術
だ
検
討
を
根
岸
人
事
部
長
に
要
勝
。

い

る

よ

う

す

・

り

で

成

り

立

っ

て

い

る

の

で

は

な

か
ろ
う
、
と
会
祉
を
説
得
.

接
加
者
は
、
の
ベ
=
0
0
人
.

沖電気本社前で座りこんで

マラソン宣伝を行う (9/25-9/29)

第

三

回

W
・
9
・
7

通
信
繊
三
大
メ
l
力
の
一
つ
益
、
=
一
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
一
方
、
解
届
後
の
峨
湯
で
は
、
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
二

神
電
気
工
業
(
本
社

-
東
京

・

九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
年
十

一
月
に
は
、
支
媛
共
闘
会

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
二
し
て
新
工
場
の
建
設
な
ど

。

居

(田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
神
識
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

八
四
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経

九
O
年
に
は
一

兆
円
企
業
を
狙
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
作
っ
た
。

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」

う
・
会
社
は
東
京
地
裁
ほ
か
四
仕
事
を
差
別
す
る
な
ど
の
、
見
八
四
年
秋
か
ら
は
、
全
国
規

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希
〆
〆

'

J

f

r

，

，

棋

の

迎
動
に
発
展
、
仕
事
差
別

型
選
職
」
募
剛
容
草
案
乙
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

徹

回

闘

争

と

は

を
や
め
さ
せ
た
・
東
京
地
裁
で

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

は

「
三
十
五
人
の
復
職
と
和
解

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
カ
所
の
毅
判
で
も
「
指
名
解
庖
せ
し
め
を
強
め
、

「
合
理
化
」
金
」
の
御
告
が
出
た
・

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る
・
八
六
年
、
沖
電
気
争
織
は
股

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
胞
を
意
織
改
革
を
す
る
ζ
と
」
と
証
沖
電
気
争
韓
国
の
七
十
一
人
大
の
山
場
を
迎
え
て
い
る
.
あ

強
{
句
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、
言
。
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
の
四
千
を
趨
え
る
労
な
た
の
熱
い
述
帯
で
必
ら
ず
勝

百
億
円
近
い
史
上
愚
高
の
利
視
し
て
解
届
レ
た
と
と
も
明
白
・
組
や
、
一
万
四
千
人
の
「
支
援
利
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

.第
十
回
羽
・

6
・
日山

第
六
回
初
・

2
・
5

第
五
回
明
・
刊
は
・

7

(
裁
)
原
告
が
不
始
末
を
し
て
解

(沖
)

職

湯

に

受

付

入

れ

る

状

況

服

さ

れ

た

の

で

は

な

い

.
金
を
積

弓
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『経済の空洞化が・・・』
黒川俊雄さん(慶大教綬)の講座

第
十
一
国
首
・

7
-
M

11.21中央集会

.18 : OO~ 

11.14八王子集会
沖電気八王子工場前

高崎集会10.9 

第

十

四

四

百

・
2
・
げ 日比奇野外音楽堂

参
加
を
よ
ろ
し
く
。
変
更
の
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で

一
報
を
/

.18 : 30~ 

10.15熊谷集会

考
-
:
:
一
一
?

=

:

-
T
z
-
z

写

f
-
1
2
r
一守
e

=

e

z

(争

・
沖
)
釜
本
案
を
た
た
き
台

第
十
三
四
百
・
刊
は
・
ロ

と
す
る
和
解
交
渉
に
同
意
。

(争
)
「
職
場
復
帰
な
し
の
会
社
(
裁
)
「
=
一
十
五
人
を
現
実
に
復

案
を
撤
回
し
な
り
れ
ば
和
解
の
進
職
さ
せ
る
.
和
解
金
の
支
払
い
」

(
沖
)
「
解
庖
は
撤
回
、
解
決
金
行
は
あ
り
え
な
い
」
と
回
答
.
の
筆
本
案
を
一
市
す
.

一
人
一
千
万
円
・
一
年
間
、
自
宅
(
裁
)
裁
判
記
録
を
臨
ん
で
進
行

待
綴
の
非
常
勤
の
採
用
」
と
回
答
を
決
め
た
い
.

=J
E
e
r
=
5
0
2
3
=
3
2
・
3
2
-
7
2
5
4
7
e
t
-
-守

r

i
t
-
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高崎駅東口集会
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第
十
八
田
川
・

8
・
川
ω

337 

(
沖
)
「
三
十
五
人
の
復
職
は
掠

め
る
が
、
一
部
の
人
は
、
さ
し
か

え
る
」
と
回
答
。

5
Z
J
E
z
-
-
z
e主
-3
E
z
-
--一
-
E
g
-
-a
-
2

・2
一一
守
5

.18 : OO~ 
明

1
51

自
分
の
労

問

機
綴

h
巴

働
組
合
が
闘

…'・
-
L
い
を
や
め
、

…
ahn一
一
会
話

一

路

、

2
P
に
立
つ
に
は

問

、

J

L，
余
り
に
も
大

山

，

惑
喝

さ
な
「
公
務

骨
ぬ
の
ス
ト
権
額
選
」
.
自
ら
選
ん

だ
泊
だ
か
ら
と
は
い
え
、
大
変
な

泊
の
り
で
す
.
同
じ
争
議
団
と
し

て
日
常
の
大
変
だ
な
と
思
う
事
、

ホ
ッ
と
す
る
事
な
ど
画
面
の
中
に

入
っ
て
一
緒
に
喜
び
涙
し
ま
し

た
。
文
子
ど
も
を
も
っ
者
と
レ
て

も
興
味
深
く
見
ま
し
た
V
忙
が
レ

さ
に
か
ま
け
て
子
ど
も
と
の
か
か

わ
り
に
心
を
術
め
る
.
子
育
て
に

も
あ
た
ふ
た
と
し
て
い
る
う
ち

に
、
い
つ
の
間
に
か
母
親
を
励
ま

す
慌
た
く
ま
し
く
成
長
す
る
.
子

ど
も
た
ち
は
争
援
を
理
解
し
て
と

い
う
よ
り
、
芳
子
さ
ん
の
口
ぐ
せ

の
「
女
が
す
た
る
」
と
い
う
心
意

気
を
耐
閉
じ
、
一
生
懸
命
生
き
る
姿

勢
か
ら
、
母
親
か
生
き
生
き
す
る

姿
が
自
分
に
と
っ
て
も
う
れ
レ
い

取
と
思
う
よ
う
に
な

っ
た
の
か

と
.
と
か
く
小
雪
に
終
始
レ
、
う

る
さ
が
ら
れ
て
ば
か
り
の
私
は
、

し
ょ
う
が
な
い
「
母
さ
ん
の
樹
」.

(
斎
膝
)



(2 ) 

ー
都
広
告
物
条
例
全
面
改
悪
を
ゆ
る
す
な

第 90号

山
北
孝
之
さ
ん

日
本
国
民
救
援
会

東
京
都
本
部
会
長

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

--， 

1986草 10月 1日

み
な
さ
ま
、
元
気
に
が
ん
ば

っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ζ
と
と
思

い
ま
す
.

私
は
、

=一年
前
か
ら
パ
l
ト

ん

事
務
で
働
い
て
き
ま
レ
た
が
、

さ

八

月

の
初
め
に
会
社
側
か
ら
一

子

方
的
に
解
雇
を
一
冨
い
わ
た
さ
れ

弘マ7固ま海

書
き
な
お
し
て
署
名
し
て
出
す

だ
け
で
す
.

高
率
後
、
日
本
生
命
の
事
務

に
入
社
し
て
十
年
勤
め
て
い
ま

し
た
が
、
子
ど
も
が
病
弱
な
取

が
あ
っ
て
一

度
退
社
し
ま
し

た
.
子
育
て
が
、

一
段
落
し
た

罰
金
」
で
す
。

明
ら
か
に

「
一
切
の
表
現
の
自

由
」
を
保
附
し
た
憲
法
二
十
一
条

を
じ
ゅ
う
り
ん
す
る
弧
圧
条
例
と

一言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
.

都
議
会
の
都
市
計
画
保
全
委
員

会
に
お
け
る
同
条
例
審
議
の
過
程

に
つ
い
て
、
野
党
側
は
右
の
よ
う

な
節
祭
が
乱
用
し
て
郵
圧
に
利
用

「
胞
犯
卵
法
一
条
一
ニ
十
一
ニ
号
」
を
例
の
基
準
に
合
致
し
て
い
な
い
か
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
徹
底
的
に

乱
用
し
て
逮
捕
し
、
家
宅
飽
察
を
ら
違
法
だ
と
さ
れ
、
「
五
万
円
以
迫
及
し
ま
し
た
.

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
「
制
則
」
下
の
罰
金
」
と
い
う
と
と
に
な
り
自
由
法
曹
団
東
京
支
部
と
日
本

は
「
三
十
日
未
満
の
拘
留
も
し
く
か
ね
ま
せ
ん
。
国
民
放
援
会
東
京
都
本
部
は
共
同

九
月
の
東
京
都
般
会
に
、
突
然
は
四
千
円
未
満
の
税
制
」
で
す
.

パ

ザ

1
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
し
て
「
想
見
曲
目
」
を
公
表
し
て
問

屋
外
広
告
物
条
例
の
全
面
改
川
崎
築
刑
事
訴
訟
で
は
、
住
所

・
氏
名
知
ら
せ
る
立
む
板
、
つ
り
看
板
、
条
例
の
全
面
改
恕
に
反
対
し
、
す

が
上
程
さ
れ
ま
レ
た
。
都
側
は
、
が
判
明
す
れ
ば
逮
捕
し
て
は
な
ら
は
り
札
な
ど
が
す
べ
て
「
五
万
円

で
に
百
数
十
の
労
働
組
合
、
民
主

「
都
市
の
美
観
、

風
致
の
維
持
」

な

い
騒
い
罪
だ
と
さ
れ
て
い
る
の
以
下
の
罰
金
」
と
さ
れ
る
と
と
は
団
体
が
、
都
知
事
、
各
党
、
議
長

山

神

電
気
争
議
団
の
り
ん
と
の
樹

を
同
条
例
の
目
的
だ
と
称
レ
て
い
で
、
す
べ
て
不
起
訴
に
追
い
ζ
む

改

め
て
説
明
す
る
ま
で
も
あ
り
ま
に
、
都
条
例
改
悪
築
の
徹
回
を
要

川
も
風
雪
に
耐
え
て
、
た
く
ま
し
く

ま
す
が
、
具

体

的

な

条

文

を

検

討

こ

と

が

出

来

ま

し

た

。

せ

ん

.

請

す

る
行
動
に
立
ち
あ
が
っ
て
い

川
育
ち
、
実
を
つ
け
ま
し
た
.

レ
て
み
る
と
、
労
働
組
合
、
争
犠

ζ
れ
に
対
レ
、
広
告
物
条
例
の
以
上
を
見
て
も
、
今
回
の
広
告

ま
す

.

JV
+赤
く
て
か
わ
い
い

οん
ご
の

図
、
民
主
団
体
な
ど
の
宣
伝
活
動

「附
則
」
は
、
「
五
万
円
以
下
の
物
条
例
改
恕
採
が
ど
ん
な
に
ひ
ど
都
側
は

「
労
働
組
合
、
民
主
団

川
実
.
り
ん
ご
を
使
っ
た
お
い
し
く

を
全
面
的
に
禁
止
す
る
大
へ
ん
な

剖
金
」
で
あ
り
、
犠
犯
罪
法
に
比
い
弾
圧
立
法
で
あ
る
か
が
お
わ
か
体
、
政
党
な
ど
の
も
の
は
、
こ
の

川
て
手
軽
な
ケ
キ
を
焼
い
て
み
ま

抑
圧
立
滋
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
、
非
常
に
置
く
な
っ
て
い
る
点
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
・

条

例
に
い
う
屋
外
広
告
物
で
は
な

川
せ
ん
か
・

す
な
わ
ち
、
い
ま
ま
で
の
条

例

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
か
ら
適
用
が
な
い
』
と
強
弁
し

川

と
っ
て
も
簡
単
.
オ
ー
プ
ン
ト

は
、
「
蓄
利
回
的
」
の
労
働
組
考
え
ま
す
・
そ
の
た
め

い
っ
た

{

虐

聾

叢

憎

た

り

「笹
視
庁
と
は
よ
く
話
ふ

l
ス
タ
ー
で
も
大
丈

7
2
2よ保
子

(い
り
が
み
や
す
出
身
、
一
一

2・

…

i

u括
主
将
U

制
限
官
官
関
山加

川

合
の
は
り
札
、

立

震

、

の

ぼ

り

ん

請

さ

れ

る

宍

な

か

な

か

釈

御

曹

罰

盤

)

方

合
っ
て
説
明
し
て
あ
る
か
ら
、
剣

山
な
い
人
は
、
フ
ラ
イ
パ
ン
に
ア
ル

セ

)
さ
ん
事
労
者
医
療
臨
「
コ
マ
よ
さ
ん
の
ホ
イ
ホ

…

換

な
ど
を
す
べ
て
「
適
用
除
外
」
と
放
せ
ず
、
起
訴
し
て
く
る
ケ
l
ス

iz--田
町
十

圧
に
利
用
さ
れ
る
恐
れ
は
な
い
」
山
ミ
ホ
イ
ル
を
ひ
い
て
、
弱
い
弱
い

一
会
・
芝
病
院
栄
養
士
。
岡
山
県
イ
総
理
」
ほ
か
の
著
者
。

…

U
ナ一

し
て
い
た
の
に
対
し
、
今
回
の
改
も
増
加
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
・

そ

れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
"
な
ど
と
限
雌
化
し
て
、
あ
く
ま
で

川
火
に
し
、
ポ
l
ル
を
フ
タ
が
わ
り

r
-
i
i
i
z
i
i
i
i
i
j
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
j
L

d

悪
案
は
、
一
律
に
「
電
柱
、
街
路
例
え
ば
、
背
策
資
本
の
本
社
前
労
働
組
合
な
ど
の
宣
伝
カ
l
の
屋
成
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
・

川
に
か
ぶ
せ
て
焼
い
て
み
て
下
さ
芯
を
取
り
、
ト
ン
ト
ン
と
5
ミ
リ
れ
を
り
ん
ご
の
上
か
ら
ザ
l
y
と

宅

入

灯
柱
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、

ァ
l
チ
で
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に

「
の
ぼ
り
上
に
広
告
板
を
と
り
つ
け
て

運

行

自

民
、
公
明
、
民
社
の
与
党
も

川
い
。
き
っ
と
う
ま
く
い
き
ま
す
よ
。
く
ら
い
の
薄
切
り
に
し
、
パ
ラ
パ
か
け
て
、
百
八
十
度
く

ら

い

の

温

ぐ
{

U

の
支
柱
お
よ
び
ア
ー
ケ
ー
ド
の
支
脱
」
や
「
脱
断
幕
」
を
結
び
つ
り
す
る
と
と
も
、
す
べ
て
禁
止
さ
れ

付

待
決
職
つ
き
で
採
決
す
る
構
え

川

A
材
相

V

り
ん
ご
2
個
・
小

ラ
と
鉄
板
の
上
に
並
べ
ま
す
・
ポ
度
で
、
渡
面
が
と
ん
が
り
と
、
き

柱
」
な
ど
を
す
べ
て
「
広
告
物
倒
て
抗
蟻
行
動
を
展
開
し
た
り
す
る
ま
す
.
車
両
広
告
の
基
準
で
は
、

を

一
ホ
レ
て
お
り
、
前
途
は
楽
観
を

川
麦
粉
1
カ
ッ
プ
.
卵
5
個
(
約
1

l
ル
に
卵
、
小
変
粉
、
ヨ
1
グ
ル
つ
ね
色
に
な
る
く
ら
い
ま
で
焼
き

出
禁
止
物
件
」
に
指
定
し
て
し
ま
と
、
た
ち
ま
ち
笹
察
官
が
跳
ん
で

宣
伝
カ
l
の
屋
上
に
工
作
物
を
段
許
し
ま
せ
ん
。
万
一
成
立
す
れ
ば

川
力
γ
プ
)
.
ヨ
ー
グ
ル
ト
1
カ
ッ
ト
、
砂
糖
と
順
番
は
ど
う
で
も

ま
す
.
そ
う
で
す
ね
.
三
十
分
く

い
ま
し
た
・

き

て

「

広
告
物
条
例
違
反
だ
」
と
置
す
る
と
と
は
、
い
っ
さ
い
認
め
来
年
四
月
一
日
施
行
で
あ
り
、

そ

川
プ
・
砂
糖
1
カ
y

プ。

サ
ラ
ダ
オ
い
い
で
す
か
ら
、
全
部
入
れ
て
、
ら
か
な
・

そ

れ
で
で
き
あ
が

そ
の
結
問
問
、
電
柱
な
ど
に
ポ
ス
称
し
て
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
恐
れ
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
す
・
自
動

れ
ま
で
の
間
に
同
条
例
の
廃
案
を

川
イ
ル
1
/
2カ
y

プ

・

あ

わ

だ

て

憾

で

ま

ぜ

合

わ

せ

ま

り

・

タ
ー
を
は
っ
た
り
、
立
看
板、

つ

も

発

生

し

ま

す

・

車

の

車

体

に

「

響

闘
勝
利
」
と
い
か
ち
と
る
た
め
、
全
民
主
働
力
の

川

A
作
り
方
V

オ
ー
プ

ン

に

火

す

・

ね

っ

と

っ

て

も

簡

単

で

し

り
訂
叡
を
と
り
つ
げ
た
り
す
る
宮
ま
た
、
労
働
組
合
の
事
務
所
に
う
ス
テ
γ
カ
ー
を
は
っ
て
走
っ
た
膏
酬
で
都
民
の
位
論
を
高
め
て
行

川
を
つ
げ
て
お
い
て
下
さ
い
ね
.
焼
あ
わ
だ
て
僚
の
な
い
人
は
、

ご
ょ
.
部
屋
中
に
甘
い
雷
り
が
た
だ

ほ
活
動
は
、
従
来
よ
り
も
温
か
に

「
不
当
解
庖
を
許
す
な
/
」
と
い
り
、
車
体
自
体
に

「抑
圧
反
対
」

か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
.

川
皿

(鉄
板
で
も
よ
い
〕
に
、
パ
タ
は
ん
し
ゃ
も
じ
で
も
い
い
で
す
よ
っ
て
、
幸
せ
な
気
分
に
な
り
ま

厳
し
い
抑
圧
を
予
惣
し
な
け
れ
ば
う
大
看
板
を
設
置
し
た
り
し
て
い
と
曾
い
て
も
、
い
ず
れ
も

新

条

例

(

山
北
)
川

l
を
ぬ
っ
て
お
き
ま
す
・
り
ん
ご
よ
・
サ
ラ
ダ
オ
イ
ル
を
少
し
づ
っ
す
よ
・

な
り
ま
せ
ん
.
現
在
も
、

笹
祭
は
れ
ば
、
乙
の
大
雪
仮
は
広
告
物
条
の
基
準
違
反
で

「
五

万

円

以

下

の

川

は

皮
を
む
き
、
四
つ
割
り
に
レ
て

入
れ
て
、
ま
ぜ
合
わ
せ
た
ら
、

そ

(

次

号

を

た
の
し
み
に

)

(千葉県)

告
に
く
や
し
い
の
一

言
で
す
.

パ
ー
ト
と
言
っ
て
も
仕
事
の

内
容
は
、
正
社
員
と
ほ
と
ん
ど

同
じ
で
、
残
撒
も
あ
り
ま
す
.

一
年
た
っ
て
、
休
暇
が
六
日
と

ボ
ー
ナ
ス
が
年
二
回

(税
込
み

で
三
万
円
)
支
給
さ
れ
ま
し
た
.

パ
ー
ト
で
三
年
た
っ
た
の
で

が
い
い
よ
う
に
、
使
わ
れ
た
と

い
う
感
じ
で
す
.

突
然
の
解
庖
通
告
に
、
納
得

い
か
な
い
と、

回
接
の
上
司
を

通
し
て
、
再
三
、
人
事
線
に
交

渉
し
て
も
ら
い
ま
し
た
.

と
と
ろ
が
、
新
聞
募
集
で
、

あ
な
た
は
ク
ビ
で
す
。

ま
し
た
.

迎
由
は
、

「
三
年
た
っ
た
か

ら
や
め
て
下
さ
い
」
た
だ
そ

れ
だ
け
で
す
.
パ
ー
ト
の
契
約

は
、
二
カ
月
ご
と
の
契
約
で
、

形
式
的
に
総
務
課
か
ら
、
エ
ン

ピ
ツ
曾
き
で
か
い
で
あ
る
期
間

を
、
こ
ち
ら
が
ボ
ー
ル
ペ
ン
で

と
こ
ろ
で
、
パ
l
ト
の
声
が
か

か
り
、
六
年
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ

っ
て
、
再
び
働
き
始
め
下

の
子
を
保
育
闘
に
入
れ
、
そ
の

子
が
今
年
の
四
月
に
、
学
童
保

育
に
入
り
、
親
子
と
も
や
っ
と

慣
れ
て
き
た
生
活
だ
っ
た
わ
け

で
す
か
ら
、
突
然
の
解
胞
の
予

休
暇
は
、
ほ
と
ん
ど
と
れ
ず
、

子
ど
も
が
熱
を
出
し
て
も
、
一

人
で
留
守
番
を
さ
せ
て
、
会
社

に
出
て
い
ま
し
た
.
そ
の
事
を

思
う
と
、
子
ど
も
に
す
ま
な
い

と
思
う
し
、
悔
し
い
思
い
で
い

っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
・
時
給
も

上
が
ら
ず
、

会
社
側
の
っ
と
う

りんご
ケーキ

全
く
経
験
な
し
の
私
と
同
年
齢

の
人
が
、
八
月
二
十
五
日
か
ら

後
任
と
し
て
来
て
し
ま
っ
た
の

で
す
.
同
じ
時
給
(
七
百
円
)

を
払
う
な
ら
、
経
験
の
あ
る
者

を
使
っ
た
方
が
、
会
社
は
得
だ

と
思
う
の
に

今
度
、
保
用
さ
れ
た
人
は、

最
初
か
ら
、
=
一
年
ま
で
と
言
わ

れ
た
そ
う
で
す
が
、
期
限
付
き

だ
と
、
や
る
気
が
お
ζ
ら
な
く

な
る
と
、

雷
っ
て
い
ま
し
た
.

現
在
、
後
任
の
人
に
引
き
つ

ぐ
と
い
う
と
と
で
、
十
月
末
ま

で
延
長
に
な
り
ま
し
た
が
、
何

と
も
観
雑
な
気
持
で
仕
事
を
ひ

き
つ
い
で
い
ま
す
.

l
l
パ
l
ト
の
私
で
す
ら
、

乙
ん
な
い
や
な
思
い、

く
や
し

い
思
い
だ
っ
た
わ
け
で
す
か
ら

沖
低
気
か
ら
指
名
解
雇
さ
れ
た

人
た
ち
は

。
企
鑓
の
横
様
さ

に
脱
が
立
ち
ま
す
.

労
働
者
を
消
耗
品
と
考
え
て

い
る
の
で
す
か
ら
白
み
な
さ
ん

の
職
場
復
帰
が
実
現
す
る
よ
う

に
、
共
に
が
ん
ば
り
ま
す
.

C
P

円。-
3

4
/
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/
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一
橋
大
学

「沖

・
支
復
す
る
会
」
の
協
力
で
、
一

橋
大
学
の
グ
ラ
ン
ド
に
五
十
人
が
集
ま
り
、
九
月
七

日
に
、
交
流
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
制
。
「
日
本

電
子
」
「
健
生
会
」
「
神
電
気
」
「
混
合
」
の
四
チ

ー
ム
で
煎
戦
.
チ
ョ
ヅ
ピ
リ
診
プ
レ
イ
も
.

日
頃
の
運
動
不
足
や
ス
ト
レ
ス
解
消
の
イ
イ
汗
を

か
い
た
後
は
、
ビ
ー
ル
で
乾
杯
.
昼
食
を
食
べ
な
が

ら
交
流
レ
、
「
早
期
の
勝
利
」
を
奮
い
合
い
ま
し
た
.

!沖 j
i電

!お
i仲
i間
!を
i支
i援
!する「国立・立川・昭島」の会で、ソフトボール大会



指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース 1986草 10月 1日

やれば
できる「年休切捨てQJJ

算事90宅聖(3 ) 

東芝労組小向支部側人)

日
本
人
の
働
き
方
が
、
世
界
の
的
に
本
当
に
年
休
を
取
り
た
い
人

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
電
機
の
自
由
を
束
縛
す
る
と
し
た
ら
、

労
働
者
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
そ
れ
は
瓦
の
自
由
で
は
な
い
の
で

ん

.

は

な

い

か

と

い

う

ζ
と
で
す
.

有
給
休
暇
(
年
休
)
の
取
得
日
二
つ
目
は
、
組
合
員
の
中
に
は
、

叶

数
を
、
電
線
労
苦
調
査
資
料
か
家
に
い
る
と
沼
ち
つ
か
な
い
し
、

ら
見
て
み
ま
し
た
・

何

と

な

く

不

安

だ
と
い
う
人
が
い

シ
ャ
ー
プ
が
、
取
得
率
が
三
八
る
ζ
と
で
す
.
し
か
し
、
疲
れ
た

婦
と
股
小
.
汲
高
は
、
三
菱
電
出
情
状
懸
で
の
業
務
遂
行
は
、
不
安
を

の
八
九
婦
と
な
っ
て
い
ま
す
.

招
き
ミ
ス
を
誘
う
a

だ
か
ら
疲
れ

と
ζ
ろ
で
、
東
芝
労
組
小
向
支
た
体
を
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も

部

(川
崎
市
)
で
は
、
「
年
休
切
リ
フ
レ

yン
ュ
さ
せ
る
た
め
に
、

"

矯
て
0
(ゼ
ロ
)
」
の
運
動
を
十
休
眠
を
取
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を

五
年
前
か
ら
取
り
組
ん

で

い

ま

す

徹

底

し

ま

し

た

.

中

が
、
五
十
九
年
度
か
ら
は
、
切
り
三
つ
目
は
、
仕
事
と
休
取
は
対

矯
て
人
民
O
人
の
成
果
を
あ
げ
注
立
し
た
も
の
と
考
え
が
ち
で
す

目
さ
れ
て
い
ま
す
.

が

、

乙

れ
を
計
画
的
取
得
と
い
う

犠
関
紙
「
同
盟
」
九
月
号
の
記
考
え
で
、
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

叫

耶
に
よ
り
ま
す
と
、
股
初
に
手
が
た
て
、
先
を
見
な
が
ら
年
休
を
取

げ
た
の
は
H

理
愉
づ
く
り
M

で
、
っ
て
い
り
ば
、

職
場
の
人
に
迷
惑

問
題
点
が
三
つ
あ
っ
た
と
い
う
と
を
か
け
る
こ
と
も
な
い
こ
と
を
明

"

と

で

す

.

ら

か

に

し

ま

し

た

.

一
つ
は
、
年
休
は
個
人
の
も
の
そ
し
て
い
ま
で
は

「
年
休
を
取

"

利
用
者
や
、

国
鉄
労
働
者
の
と
と
を
考
え
な
い
で

だ
か
ら
、
そ
の
取
得
に
つ
い
て
も
ら
な
い
人
が
、
良
く
思
わ
れ
な
い
」
川
「
分
割
・
民
蛍
」
化
が
、
強
行
さ
れ
よ
-
マ一
と
し
て
い

個
人
の
自
由
だ
と
い
う
意
識
で
と
い
弓
沃
態
ま
で
に
な
っ
て
い
る
:
る
・
「
ふ
る
さ
と
線
は
、
人
間
同
士
の
心
を
蛍
か
に

す
・
し
か
し
、
そ
の
自
由
が
結
果
そ
う
で
す
・
ー
結
び
あ
わ
せ
る
鮮
」
「
町
や
村
を
H

殺
さ
せ
な
い
M

た
め
に
、
分
割

・
民
営
化
に
反
対
し
よ
う
」
一
と
、

い
ま
全
国
で
た
た
か
い
が
広
が
っ
て
い
ま
す
.
こ
れ

川
ま
で
の
闘
い
と
、
今
後
の
展
望
を
一
市
す
本
で
す
.

AV
B
5
版
一
五
五
頁
.
千
円
.
0
申
込
み
H
実

刊
行
委
員
会

O
=一
-
六
二
=
・
二
六
五

0
.

憲
法
を
守
る
裁
判
所
で

働
く
者
と
し
て
当
然

取得日数 取得率

日 立 10.2 57.3 

松下電鵠 11. 2 66.0 

束 芝 13.9 72.4 

1n士通 11.3 71.4 

ー菱 電機 13.2 89.8 

日本電気 9.7 57.6 

ニ洋 電機 9.6 61. 2 

富士電機 14.4 80.7 

シャープ 5.7 38.1 

沖地気 11.8 67.8 

安 川 電機 11.0 58.8 

明電舎 12.4 66.7 

コロンピア 7.2 38.3 

{BOOK) 
守れ 1円、
込ふるさと繊~

i全司法労組 i

本部

「神
電
気
の
指
名
解
屈
な
ど
は
、
中
曽
担
内
閣
は
、

「
行
革
」
の

民
主
主
畿
を
否
定
す
る
も
の
で
、
裁
判
所
版
と
レ
て
、
簡
易
裁
判
所
、

許
し
て
は
い
け
な
い
・

ζ
の
闘
い
百
四
十
九
カ
所
の
統
廃
合
を
計
画

を
支
援
す
る
の
は
、
意
法
を
守
る
し
て
い
る
。
サ
ラ
金
被
害
な
ど
、

裁
判
所
の
労
働
組
合
と
し
て
当
然
身
近
か
な
ト
ラ
ブ
ル
の
H

駆
け
と

の
こ
と
、
神
電
気
の
闘
い
は
、

全

み

寺
u

を
守
れ
/
.
戦
後
日
本
の

園
の
働
く
伸
問
を
励
ま
し
て
い
ま
司
法
制
度
の
民
主
的
改
革
の
主
要

す
・
勝
利
ま
で
全
力
で
」
と
し
な
柱
と
し
て
の
簡
裁
を
守
れ
〆

て
全
司
法
労
組
の
本
部
で
働
く
人
と
、
全
司
法
の
人
た
ち
は
、
い
ま
、

た
ち
は
、
「
支
度
す
る
会
」

(
全
闘
い
を
強
め
て
い
ま
す
.

員
十
三
人
)
が
加
入
し
、
支
媛
を

|
1
1
4
0

・0?
l
l

組
問
げ
て
い
る
・
会
費
は
毎
月
干
円

・
支
部
で
の
で
き
と
と
な
ど
事

と
し
て
七
年
目
に
な
る
.
務
局
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
.

ふるさと線

-
民
放
労
連
東
京
支
部
連
・

婦

人
部

ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
他
・

・
本
原
た
つ
み
さ
ん

(
東
経
大

教
職
組
)
吉
本
.

事
務
品
川
ぽ
も

@
中
曽
根
首
相
が

「俺
が
、
国
鉄

の
分
割
・
民
営
化
を
や
る
」
と

強
行
し
て
い
る
H

実
態
u
に
は

怒
り
を
感
じ
る
と
い
う
手
紙

や
電
請
が
、
事
務
局
に
多
く
届

け
ら
れ
ま
す
.
も
っ
と
大
き
な

聞
で
「
ゆ
る
す
な
/
」
を
.

@
全
国
の
み
な
さ
ん
M

m

胤
大
の

山
場
を
向
け
た
沖
電
気
争
議
を

勝
利
さ
せ
る
た
め
に
、
全
力
の

支
鐙
を
「
今
」
お
願
い
し
ま
す
.

太
平
洋
戦
争
の
さ
な
か
、
屋
根
一
兵
革
が
、
わ
が
部
落
に
実
際
に
れ
る
と
と
だ
・

せ

よ

と

徹

底

的

に

教

育

さ

れ

て

お

う

い

-マ
ζ

と
ろ
に
も
あ
ら
わ
れ
て
犯
罪
人
及
び
人
道
に
反
す
る
罪
に

(
蓋
)
の
な
い
軍
用
列
車
で
転
戦
い
た
ζ
と
を
耳
に
し
て
い
た
・
一
兵
卒
が
、
危
険
を
お
か
し
て
り
、
そ
れ
を
無
く
し
た
ら
死
ぬ
ほ
い
る
ζ
と
は
、
忘
れ
ら
れ
な
い
対
す
る
時
効
不
適
用
に
関
す
る
条

中、

軍
帽
を
風
に
飛
ほ
さ
れ
た
l

そ
れ
と
な
く
「
殉
職
」
と
一
般
ま
で
ど
う
し
て
飛
ぴ
お
り
た
か
?

ど
の
制
裁
が
待
っ
て
い
る
ζ
と
は
と
い
う
気
持
を
諒
み
と
ん
だ
つ
も
約
(
国
連
第
二
十
三
回
総
会
で
採

そ
れ
を
拾
お
弓
v
と
し
て
走
っ
て
い
に
言
わ
れ
て
い
た
が
、
と
く
に
八
持
ち
物
は
す
べ
て
天
皇
か
ら
の
賜
明
ら
か
だ
っ
た
の
だ
.

り

で

あ

る

.

択

)

に

批
准
し
て
い
な
い
事
態
が

る
列
車
か
ら
飛
ぴ
お
り
死
亡
し
た
月
に
な
る
と
い
ま
だ
思
い
お
ζ
さ

り

物
・
自
己
の
生
命
よ
り
大
切
に
天
皇
(
制
)
の
罪
の
深
さ
は
こ
ち
な
み
に
、
わ
が
国
は
「
戦
争
あ
る
・

守れ.ノ
-
東
京
合
同
法
律
事
務
所

コ
ー
ヒ
ー
・
カ
ル
ピ
ス
他
。

・
大
井
さ
ん
〈
チ
ト
セ
労
組
)

ビ
ー
ル
券
.
 

.
 松
永
頁
紀
子
さ
ん
(
東
京一
)

製

ωJ.

・
麗
井
さ
ん
(
金
司
法
地
裁
支

部
)
婦
人
服
.

・
小
川
智
弓
さ
ん
(
都
職
労

・

港
湾
支
部
)
タ
オ
ル
他
・

-
和
国
総
子
さ
ん

(滋
賀
)

果
物
一
箱
.

-
山
田
真
知
子
さ
ん
(
東
京
)

衣
類
.

「お
父
さ
ん
を
家
庭
に
返
せ
」

学
習
会
も
開
催

「電
機
の
職
場
に
一
人
の
首

る
.

切
り
も
許
さ
芯
い
」
を
ス
ロ
ー

ま
た
、
労
基
法
改
悪
と
闘
う

ガ
ン
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
電
機
上
で
も
、
職
場
で
起
き
て
い
る

総
行
動
」
は
、
今
年
で
七
年
に
巡
反
(
不
払
い
労
働
な
ど
)
と

な
る
.

闘
う
と
と
が
重
要
で
あ
る
」
と

実
行
委
員
会
は
、
八
月
三
十
講
演
し
ま
し
た
・

一
日
に
川
崎
市

(神
奈
川
県
)

で
、
「
お
父
さ
ん
を
震
に
返
「
人

間

ら

し

く

働

く

せ
」
霊
法
改
悪
・
畏
時
間
過

た

め

の

国

民

会

議

-

密
労
働
と
の
闘
い
学
習
交
流
会

に
害
加
決
め
る
。

を
開
催
。
参
加
者
は
、
二
十
六

団
体
・
六
十
三
人
で
し
た
.

さ
ら
に
、
疲
本
弁
護
士
は
、

学
習
交
流
会
で
、
坂
本
修
弁
「
労
基
法
改
恕
反
対

・
労
働
時

護
士
は
「
国
際
的
に
見
て
も
、

聞
の
短
縮
な
ど
の
法
制
肢
の
改

日
本
の
労
働
時
間
は
、
異
常
で

鶴
め
ざ
レ
国
民
的
な
運
動
、
労

あ
る
.
長
時
間
過
密
労
働
と
い
働
諸
法
制
改
惑
に
反
対
し
て
、

う
の
は
、
放
っ
て
お
け
ば
、

命
労
働
者
の
生
活
と
梅
利
を
守
つ

を
奪
っ
て
家
庭
を
磁
綬
さ
せ
て
迎
崩
す
る
」
乙
と
を
目
的
と

る
・
そ
レ
て
、
そ
れ
は
弱
い
所
し
た

『人
間
ら
し
く
働
く
た
め

か
ら
始
ま
る
け
れ
ど
、
結
局
は
の
国
民
会
議
』
へ
の
参
加
を
呼

全
産
業
的
に
、
全
労
働
者
に
及
び
か
り
ま
し
た
.

ん
で
く
る
.
乙
の
問
題
は
、
時
機
総
行
動
実
行
委
民
会
は

広
範
な
民
主
勢
力
の
共
通
の
闘
こ
の
「
国
民
会
議
」
の
参
加
を

い
に
な
る
し
、
闘
う
必
要
が
あ
決
め
ま
し
た
.

道
関
報
告
で
は
、
四
回
業
を
一

回
拒
否
し
た
た
め
に
解
屈
さ
れ

た
l
回
申
さ
ん
(
目
立
)
の
争

議
を
支
援
し
て
い
る
矢
ケ
崎
さ

ん
.
日
本
電
気
と
闘
い
、
解
胞

を
撤
回
さ
せ
た
石
沢
さ
ん
.
教

育
セ
ン
タ
ー
の
小
柴
さ
ん
が
報

告
し
ま
し
た
が
、
「
長
時
間
過

密
労
働
は
、
労
働
者
の
健
康
問

題
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
の
教

育
問
題
ま
で
引
き
起
し
て
い

る
」
と
い
う
ふ
柴
さ
ん
の
報
告

は
共
感
を
得
ま
し
た
.

実
行
委
員
会
で
は
、
十
一
月

二
十
一
日
の
「
総
行
動
」
へ
の

診
加
を
訴
え
て
い
ま
す
.

問
い
合
せ
は
沖
.気
争
擁
団

へ

構
演
す
る坂
本
修
弁
護
士

(8/31) 
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(4) 揖署90奇曹

…
ダ
イ
ハ
ツ

田
尻
島
野
深
さ
ん
間

指名解雇された沖電気の仲間を支媛する会ニュース

明
年
(
昭
和
五
十
二
年
)
、
ダ
の
ゴ
ミ
を
、
焼
却
場
へ
運
ん
だ

イ
ハ
ツ
工
業
〔
「
ミ
ラ
」
「
シ
ャ
に
対
レ
、

H

蝿
慣
密
'
の
持
ち
出
し

レ
l
ド
」
な
ど
の
ト
ヨ
タ
自
動
車
と
し
て
解
胞
を
強
行
し
た
の
で
し

グ
ル
ー
プ
)
は
、
田
尻
さ
ん
を
解
た
.

屈

し

ま

し

た

.

裁

判

闘

争

で

は

、

ダ

イ

ハ

ツ

労

「
労
働
組
合
の
焼
却
物
を
持
ち
組
の
中
央
曾
記
長
が
、
会
社
側
の

出

し

た

.

会

社

の

モ

ノ

を

持

ち

鉦

人

と

な

る

な

ど

の

困

難

が

あ

り

+

出

し

た

の

で

解

雇

す

る

」

が

、

そ

ま

し

た

が

、

地

裁

、

高

裁

と

も

、

~

?

の
理
由
で
レ
た
.
「
ゴ
ミ
は
、
会
社
の
機
密
に
あ
た

H

同
社
の
伊
丹
工
場
(
兵
庫
)
で
ら
な
い
解
雇
纏
の
乱
用
.
解
図

司

働

い

て

い

た

田

尻

さ

ん

は

、

労

働

無

効

」

の

勝

利

判

決

を

得

ま

し

た

.

骨

組

合

の

支

部

祭

員

と

し

て

、

労

働

し

か

し

、

会

社

は

、

解

胞

の

不

+

条

件

の

改

鶴

な

ど

で

が

ん

ば

り

、

当

性

が

、

彼

判

所

で

も

明

ら

か

に

宇

同
工
場
の
閉
鎖

・
滋

賀

県

移

転

聞

な

っ

て

い

る

の

に

、

一

切

の

賠

レ

目

組

、

そ

の

際

に

死

亡

し

た

労

働

者

合

い

を

拒

否

、

田

尻

さ

ん

の

た

た

日

の
労
災
認
定
闘
争
に
と
り
く
ん
で
か
い
は
、
百
年
か
ら
は
、

母

高

裁

司

き

ま

し

た

.

へ

、

上

告

さ

れ
て
い
ま
す
.

+

会
社
は
、
と
れ
ら
を
敵
視
、
昇
争
識
が
始
ま
っ
て
か
ら
九
年
援
体
制
づ
く
り
が
怠
ピ
グ
チ
で
進
労
組
気
付
倉
O
七
二
七
・
六
ニ
由

格
、
昇
給
で
差
別
。
田
尻
さ
ん
に
半
.
東
へ
西
へ
と
が
ん
ば
る
夫
と
ん
で
い
ま
す
。

・
ニ
二
六
五
.
ダ
イ
ハ
ツ
田
尻
君

目

も
滋
賀
の
工
場
へ
「
業
務
命
令
」
そ
れ
を
支
え
る
委
(
子
ど
も
は
い
「
大
企
業
の
積
回
棋
を
許
す
な
/

不

当
解
雇
撤
回
支
援
共
闘
会
強
・

H

で
配
転
を
強
行
.
し
か
し
赴
く
と
な
い
)
に
、
い
ま
、
全
国
か
ら
民
主
主
義
を
守
ろ
う
/
」
の
声
を

A
抗
議
先
V

大
阪
府
池
田
市
『

「
お
ま
え
は
、

い
ら
な
い
」
と
門
然
い
支
擾
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
.
も
っ
と
大
き
く
し
て
、
田
尻
さ
ん
ダ
イ
ハ
ツ
町
一
ー
一
ダ
イ
ハ
ツ
+

前
で
追
い
返
し
、
一
へ
た
げ
配
転
東
京
で
も
、
「
エ
y

/

組
合
の
解
屈
を
一徹
固
さ
せ
ま
し
ょ
う
.
工
業
制
代
表
取
締
役

・
社
長

宇

先
も
決
め
ず
、
閉
鎖
工
場
の
ゴ
ミ
の
焼
却
物
で
ク
ピ
月

ζ
ん
な
ヒ

A
激
励
先
V

大
阪
府
豊
中
市
江
口
友
銀
(
と
も
な
る
)
』

集
め
を
さ
せ
て
い
ま
し
た
・
組
合
ド
イ
解
胞
は
許
せ
な
い
」
と
、
支
原
田
中
一
ー
l
二
|十
六
東
金
型

宮
O
八
二
七

・
五
一

・
八
八
一
一
司

19S6年 10月 1目

ピ
札
・
カ
ン
一
-
/
、
J

拍
手
ぽ

:Eでヤ
、さやっ
::r-c. I 
つ事 1

18? 
島、〈

弘f

マ

ぷ品
す
ら
キ

n

小
ゆ

l
『
牛
庁

、不

l
lラ

、位
、
l
t
u
-
H
K
FA，l
l
い
ヲ

ゆ

る

す

な

ノ

国

鉄

の

分

割

・

民

営

化

。
「
人
活

セ

ン

タ

ー

」

の

廃

止

を

/
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車
輔
の
蛍
光
灯
の
掃
除
や
文
鎮
づ
ま
で
、
ど
う
し
て
む
し
り
取
っ
て

川
8
月
お
日
岡
崎

・
支
録
す
る
会

く
り
を
す
る
・
ベ
テ
ラ
ン
の
人
た
い
く
の
で
し
ょ
う
-か・

川

小
島
宏
事
務
局
長
を
囲
む
会

ち
ま
で
奴
隷
の
よ
う
に
銀
う
国
鉄
私
は
、
保
育
労
働
者
で
す
・
保

川
8
月
初
日
「
撤
回
さ
せ
る
会」

の
態
度
に
怒
り
を
感
じ
て
い
ま
育
園
は
、
国
立
病
院
の
中
に
あ
り

川

の
連
続
講
座
は
じ
め
る
・
国

私
の
夫
(
斉
藤
一

・
さ

い

と

う

す

.

ま

す

.

失

は

、

分

割

・

民

営

化

で

川

鉄

・

東

京

運

転

区

人

活

セ

ン

は
じ
め
三
十
五
歳
)
は
、
今
年
の
ど
う
し
て
、
そ
れ
ま
で
に
し
て
苦
し
め
ら
れ
、
私
は
、
福
祉
切
り

川

タ
l
へ
調
査
・

三

月

に

東

神

奈

川

電

車

区

か

ら

楠

国

鉄

は

、

分

割

・

民

曲

目

化

さ

れ

な

矯

て

、

優

竣

費

大

幅

削

減

更

に

川

8
月

n自
民
族
歌
舞
団
「
わ

回
電
東
区
へ
強
制
配
転
さ
せ
ら
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
は
、
国
立
病
院
の
統
廃
合
問
題
を
て
、
こ
れ
ま
で
国
鉄
を
守
っ
て
き

川

ら
び
座
」
の
オ
ル
グ
聞
と
の

れ
、
七
月
に
、
現
在
の
東
京
運
転
か
・
ど
う
し
て
、
電
電
公
社
も
国
か
か
え
て
い
る
中
の
保
育
園
勤
務
た
夫
ゃ
、
伸
聞
の
み
な
さ
ん

・

川

交
流
会
・

区
人
初
活
用
セ
ン
タ
ー
へ
収
容
さ
鉄
も
、
病
院
も
民
営
化
さ
れ
て
い
と
あ
っ
て
、
夫
に
負
け
な
い
く
ら
現
在
、
人
活
セ
ン
タ
ー
に
収
容
さ

州
日
月
日
目
核
医
船
寄
港
反
対

れ
ま
し
た
・
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
い
の
問
題
を
か
か
え
て
い
る
と
こ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
を
、
私
は
心

川

横
須
賀
集
会
.
「
お
父
さ
ん

毎
回
、
帰
り
の
遅
い
夫
か
A
d
断

か

9
・

「

儲

げ

」

を

追

求

す

る

だ

ろ

で

す

・

か

ら

勝

り

に

思

っ

て

い

ま

す

・

川

を
返
せ
/
」
電
俗
学
習
交
流

片
的
に
聞
く
だ
け
で
も
、
勤
務
内
け
で
は
い
り
な
い
も
の
ば
か
り
な
友
達
に
踏
す
と
、
本
当
に
よ
く
ど
う
ぞ
、
攻
撃
に
負
け
ず
、
園

川

集
会
。

容
の
変
り
傑
は
、
よ
く
わ
か
り
、
の
に
.
ぞ
二
人
揃
っ
て
と
、
笑
い
穏
に
な
民
の
国
鉄
を
守
っ
て
下
さ
い
.
白

川
9
月
1
日

機
関
紙
印
別
所
の

た
だ
た
だ
驚
く
ば
か
り
で
す
。
通
信
も
、
鉄
道
も
、
福
祉
も
病
っ
て
し
ま
う
く
ら
い
、
臨
調
・
行
殺
者
が
あ
い
つ
ぐ
中
、
私
は
夫
に

川

創
立
記
念
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

電
車
の
運
転
手
、
検
査
や
修
理
院
も
、
ど
ん
な
人
に
も
平
等
に
与
革
路
線
の
あ
お
り
を
、
受
付
て
い
「
死
な
な
い
で
ね
・
最
悪
の
時
に

川

大
会
に
診
加
・

を
す
る
人
の
仕
事
を
取
り
上
げ
、
え
ら
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
る
家
族
で
す
・
日
本
の
国
の
縮
図
は
、
私
が
張
な
っ
て
あ
げ
る
ね
」

川
?
月
6
日
1
7日

沖
電
気
争

.，
-

h

S

I

l

-

-

)

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
・
と
、
全
く
自
信
の
な
い
聖
ポ
ツ

川

議
支
援
港
区
(
東
京
〕
共
闘

譜
扇
風
庄
紅
子
J
u

j

リ

と

、

口

に

し

て

し

ま

い

ま

:

章

者

(

伊

豆

高

原

)

:

J

i

-

-

(

d

の
一
ち
出
減
税
以
本
当
に
家
族
の
み
な
さ
ん
の
心

川
9
月
7
自

国
鉄
労
働
者
と
家

h
h
'
F
ノ

・

・

・

・

置

と

大

声

で

配

は
、
雷
撲
で
は
言
い
つ
く
せ
な

…

旗
激
励
雲

(
早
大
)
・
合

h
 .
.
 

，RF
・v
.------・圃
い

と

思
い
ま
す
.
ど
う
ぞ
心
を
強

川

理
化
セ
y
シ
ョ
ン
反
合
討
論

・

・

門

事

J
F
J
ι

加

咽
E
1
1固
・

・

本
当
に
恐
レ
い
こ
と
で
す
・
固
く
自
室
、
家
族
を
国
民
事

川

交
流
集
会
@

.

.

.
 ，亀
露
関
』
史
J

・-也会・・・圃

a-cmm司
z
a
sの予
算
(
税
金
)
は
、
ど
と
に
使
る
と
の
「
男
の
大
仕
事
」

;
1
8日
沖

電
気

・
東
京
地

戸

aa・
司

司

司

四
ン
合
一
炉

h
u
う
べ
き
な
の
で
レ
よ

vs・
車
問
の
み
な
さ
ん
の
団
結
で
、
誇
り

川

襲

撃

覇

査

は

じ

め

る

J
J
f

司令・』

ι
H酒
田
.
貨
や
、
大
企
業
ば
か
り
に
使
っ
て

高
く
や
り
と
げ
て
下
さ
い
・

川

(
9月
山
田
ま
で
)

-M
一
治
¥悦

V
Bい
て
よ
い
の
で
し
ょ
言
今
(
「
言
論
号
、
組
合
つ
ぶ
レ

川
9
月
叩
日

目
黒
霊
争
議
の

よ

F
A
I
r
-
-
乙
そ
声
を
大
に
レ
て
「
軍
事
費
削
を
目
的
と
し
た

『人
初
活
用
セ
ン
川
勝
利
報
告
望
『

回
一
回

S
J

ン-

-

・

、

、

、

H

同

止

さ

開

抗

ι九
日
圃
・

E
れ

b
の
ち
と
く
ら
し
を
守
れ
」
タ
l
』
を
廃
止
し
国
鉄
の
安
全
川
角
川
臼

「
国
鉄
人
活
セ
ン

同

廃

藤

剛

一

軒

船

ぷ

町

田

と
叫
ま
ね
ま
な
ら
な
い
時
で
ま
な
警
と
サ
ー
ビ
ス
を
守
る
?
刊
川

タ
1
防
止
」
芝
浦
地
区
タ
デ

J
の
斎
田
宮
惜
由
w
n

・・・
4

4

川

l

v

聞
艇
を
9
.

.

 
い

の

で

し

ょ

う

か

・

緊

急

抗

議

室

」

で

皇

族

を

代

川

モ・

そ
レ
て
、
そ
れ
を
叫
び
つ
づ
け
表
レ
て
の
あ
い
さ
つ
か
ら
)

川
9
月
ロ
日
エ
ー
ル
フ
ラ
ン
ス

L
7
Z
E
-
-
7
E
i--
f
i
-
-
z
i
i
4
Z
E
-
--
j写
-223eEfez-2Zτ-Eli-白
-feeler-=ej12eat--一句
=τef--ι

川

山
口
さ
ん
勝
利
集
会
.

)

州

9
月
日
日
東
京
争
犠
回

・
容

い

ま

が

た

た

か

い

ど

き

日

社

労

組

・

埼

玉

J

(膚)
川

闘
討
論
集
会
・
国
鉄
を
考
え

-

)

'

 

政

岡

寛

昭

さ

ん

l
i
l
i
l
i
-
-
h
(投
)

川

る
市
民
の
広
場
(
上
野
)

(

川

。

，

月
げ
日

統
一
想
国
鉄
決
起

国
鉄
の
分
割

・
民
営
化
を
す
す
「
人
活
セ
ン
タ
ー
」
収
容
で
、
か
、
い
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
・
乙
ん
な
時
だ
か
ら
ζ
そ
、
神
電

川

集
会
・

め
る
や
り
方
は
、
近
年
に
な
く
恐
労
働
者
魂
を
つ
ぶ
そ
う
と
い
う
や
政
府
は
、
国
鉄
に
群
が
る
大
企
気
争
擦
や
、
全
国
で
闘
わ
れ
て
い

川
9
月
ゆ
日
港
区
労
協

・
石
川

ろ
し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
・
り
方
に
象
徴
さ
れ
る
攻
撃
は
、
も
業
と
い
う
名
の
ハ
イ
エ
ナ
ど
も
に
る
争
織
を
全
て
勝
利
さ
せ
る
必
要

川

さ
ん
を
励
ま
す
会
。

憲
法
も
労
働
基
準
法
も
、
組
合
う
「
不
当
労
働
行
為
ま
が
い
」
で
た
ら
ふ
く
エ
サ
を
与
え
、
一
方
で
が
あ
る
と
思
い
ま
す
・
ま
さ
に
、

川
9
月
門
日

和
田
剛
山
本
報
告
岨
刑

法
も
ま
る
で
無
視
し
て
、
闘
う
組

-は
な
く
、
総
体
と
し
て
見
れ
ば
、
闘
う
部
隊
を
踏
み
つ
ぶ
し
、
さ
ら
民
主
主
義
と
労
働
者
の
期
利
を
守

川

全
国
鉄
集
会
〔
日
比
谷
)

合
員
を
差
別
し
、
い
じ
め
や
「
転
大
抑
庄
に
他
な
ら
な
い
も
の
で
に
は
憲
法
改
悪
ま
で
の
レ
ー
ル
を
る
砦
を
築
く
闘
い
だ
と
実
感
し
ま

川
9
月
初
日
神
電
気
八
王
子
工

向
」
を
強
制
し
、
果
て
は
首
を
切
す
・
少
な
く
と
も
、
そ
う
い
う
狙
ひ
た
走
ろ
う
と
い
う
の
で
し
ょ
う
す
・
み
な
さ
ん
、
が
ん
ば
り
ま
し

川

場
で
解
服
さ
れ
た
田
中
さ
ん

つ

て

い

く

・

い

で

行

な

わ

れ

て

い

る

も

の

と

レ

か

・

ょ

う

・

川

の
支
鐙
コ
ン
サ
ー
ト
・

全国

国鉄まつり

10. 18.......19 

・明治公園
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5万人の 「支援する会」を

私たちは生きる憎利、働〈憎和lを守るために沖
電気の仲間企物心両面から励まし、必ず勝利させ
たいと思います。困雌な長聞の闘いも予想されま
すので、一人でも多〈の方がニの「会」に加入し
全面勝利を闘いとるまでご支援〈ださるよう 心ヵ、
らよびかけます。(r支録する会J よびかけより)
会費 1口 200円/月

指名解雇された沖電気の仲間を支獲する会ニュース

発

行

所

支援する会事務局
事務所 東京都港区三回

3-2-20 
・話 (03)451-3515 

郵便口座 口座番号

東京 6-75240
加入者名沖電気の不当解雇

を撤回させる会

第 91号

1 986年

11月1日

固2901日|

第 91号)
 
-(
 

勝
利
ま
で

全
力
支
援
ダ

今
年
四
月
、
飯
能
市

(
笥
玉
)

で
、
「
神
電
気
争
議
団
支
鐙

・
映

画
と
う
た
と
え
の
タ
ベ
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
@

当
時
二
十
人
だ
っ
た
「
は
げ
ま

す
会
」
(
沖
・
支
侵
す
る
会
)
は
、

園
民
救
媛
会
飯
能
支
部
と
会
員
有

志
の
「
会
員
相
互
の
交
流
や
親
陸

を
館
に
し
、
知
恵
と
カ
を
出
し
合

川
っ
て
、
運
動
を
広
げ
よ
う
」
の
よ

リ
び
か
け
に
よ
っ
て
、
五
十
三
人
の

会
員
に
な
り
ま
し
た
.

三
聞
の
準
備
会
で
用
意
さ
れ
た

「飯
能
・
沖
電
気
争
繊
団
を
は
げ

ま
す
会
」
は
、
=
一
十
三
人
が
参
加

し
、
十
月
四
日
に
結
成
さ
れ
ま
し

た
.崎

玉
県
の
地
域
で
は
、
崎
豆
北
第
一
号
を
発
行
し
、

『今
年
中
に
を
迎
え
て
い
る
時
の
「
会
」
の
結

部
に
続
く
、
二
番
目
の
地
域
段
階
は
百
人
を
乙
え
る
「
会
」
に
し
よ
成
は
、
争
議
の
前
進
に
大
き
な
役

で
の
「
会
」
で
す
。
ぅ
。
十
一
月
に
は
、
「
み
か
ん
狩
」
割
を
は
た
す
だ
り
で
は
な
く
、
争

会
長
は
、
安
藤
さ
ん
(新
電
元
)
で
、
交
流
を
深
め
よ
う
』
な
ど
の
蛾
回
目
に
弱
気
を
あ
た
え
て
い
ま

が
選
ば
れ
ま
し
た
e

さ
っ
そ
く
、
宣
伝
を
強
め
て
い
ま
す
・

す

・

沖
電
気
争
議
は
、
什
月
間
山
自

「
は
げ
ま
す
会
」
は
、
ニ
ュ
ー
ス
神
電
気
争
議
が
、
大
き
な
山
場
九
年
目
に
入
っ
た
a

ガ
ン
パ
ロ
ウ

通
信
機
三
大
メ
l
カ
の
一
つ
益
、
三
千
人
を
上
回
る
新
探
用
、
一
方
、
解
間
間
後
の
職
場
で
は
、
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
二

沖
電
気
工
業
(
本
社

・
東
京

・

九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
年
十
一
月
に
は
、
支
援
共
闘
会

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
こ
し
て
新
七
弱
の
建
設
な
ど
.
届
(
田
中
さ
ん
)
レ
た
り
、
沖
識
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

八
四
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
一
九
O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
作
っ
た
・

蛍
危
織
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
う
・
会
社
は
東
京
地
織
ほ
か
四
仕
事
を
差
別
す
る
な
ど
の
、
見
八
四
年
秋
か
ら
は
、
全
国
規

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希

'
'
'
r
，
r
r
〆

般

の

湿

動

に

発

展

、

仕

事

差

別

望
退
職
」
募
集
を
提
案
こ
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

織

田

闘

争

と

は

を
や
め
さ
せ
た
・
東
京
地
裁
で

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

は

「三
十
五
人
の
復
職
と
和
解

人
に
、
七
八
年
十

一月、

大
企
カ
所
の
総
判
で
も
「
指
名
解
屈
せ
し
め
を
強
め
、

「
合
理
化
」
金
」
の
勧
告
が
出
た
・

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る
。
八
六
年
、
沖
電
気
争
犠
は
疲

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
雇
を
意
識
改
革
を
す
る
と
と
」
と
在
神
電
気
争
犠
回
の
七
十

一
人
大
の
山
場
を
迎
え
て
い
る
.
あ

強
行
。
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、

言
.
労
働
者
と
労
働
組
合
を
熊
は
、
全
国
の
四
千
を
超
え
る
労
な
た
の
熱
い
連
帯
で
必
ら
ず
勝

百
億
円
近
い
史
上
飯
高
の
利
視
し
て
一
解
屈

'ν
た
ζ
と
も
明
白
・
組
や
、
一
万
四
千
人
の
「
支
媛
利
さ
せ
ま
し
ょ
う
・

沖
電
気
は
、
和
解
交
渉
で
「
三

十
五
人
の
復
職
」
を
つ
い
に
認
め

ま
し
た
が
、
「
復
職
者
の
選
別
」

の
意
図
を
明
ら
か
に
し
、
解
決
条

件
の
う
ち
「
金
銭
」
に
つ
い
て
は
、

全
く
、
消
駆
的
な
態
度
に
終
始
し

て
い
ま
す
.

い
ま
、
全
国
で
、
沖
電
気
に
対

す
る
署
名
(
団
体
)
連
画
や
、
抗

議
行
動
が
符
な
わ
れ
て
い
ま
す
.

C
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
・

(
2面
に
も
、
関
連
記
事
)

中野克也ちゃん
生
ま
れ
た
ば
か
り
で
す
。

三二

5 

5 
E 
三主= 
ミ

z 
三主= 

もうすぐ、 1歳です。
高屋あいかちゃん
(長女 ・ち5年11月16日生)

= 

= 
z 

r 

=宅F 

Z 

J 

=零F 

2 
云

テ
レ
ビ
報

f
O』

泊
の
異
常
は

'・E
」

ピ

ッ
ク
り
す

ぴ

及

る
・
特
に
芸

"、E
P
能
人
の
結
婚

w，
'

J

式
は
、
朝
か

，

組

織

ら

、
各
テ
レ

ビ
局
が
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
飛
ば

レ
、
放
映
戦
争
だ

v
m月
の
森

・

森
単
式
は
3
億
円
。
森
田
健
作
は

1
熔

5
千
万
円
と
、
四
四
時
同
な
結
婚

式
を
興
常
な
マ
ス
コ
ミ
取
材
陣

が
、
=
一
百
人
も
四
百
人
も
集
ま
り
、

報
泊
す
る
V
フ
ォ
ー
カ
ス
、
フ
ラ

イ
デ
1
、
エ
ン
マ
な
ど
写
真
雑
誌

が
、
報
道
す
る
、
の
ぞ
き
写
真
も

異
常
で
恐
ろ
し
い
V
新
聞
も
、
テ

レ
ビ
も
、
雑
誌
も
、
日
常
の
生
活

ゃ
く
ら
し
の
実
際
を
報
道
す
る
ζ

と
を
わ
す
れ
て
し
ま
っ
て
、
残
念

だ
.
国
家
犠
密
法
反
対
を
社
説
に

轡
い
た
編
集
者
の
首
が
飛
ぶ
、
中

曽
恨
自
民
党
の
批
判
を
し
た
ら
、

首
に
な
る
か
も
.
ζ
ん
な
話
を
よ

く
聞
く
V
も
し
も
発
進
し
た
日
本

の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
、
真
実
の
報

道
を
や
め
た
ら
。
い
ま
、
マ
ス

コ
ミ
は
、
ハ
グ
ピ
!
な
結
婚
式
だ

け
で
は
な
く
、
現
実
の
日
本
を
報

道
す
る
責
任
が
あ
る
と
思
う
.

(
松
町
田
)

341 

〈いま、闘いのとき〉
中央集会|合参|八王子集会

も力目
あを
りよ
まろ
すし

一変|第20回和解交渉
報更111日門同11':'nn~ 
をのにニ二三二十四
/場|東京地裁13F

沖電気

八王子工場前

11月14日

日比谷野外音楽堂

電機総行動

11月21日18:-

11月21日
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ゆ
る
す
な
沖
電
気
の
指
名
解
雇
。
全
国
で
今
日
も
怒
り
の
行
動

埼
玉
県
全
域
か
ら
、
パ
ス
、
電

車
、
車
に
分
乗
し
て
の
参
加
で
し

た
。
集
会
で
は
、
埼
玉
合
唱
団
の

歌
声
と
、
行
田
養
護
学
校
の
八
丈

沖
電
気
の
指
名
解
雇
無
効
裁
判
太
鼓
。
小
島
成
一
弁
護
士
は
講
演

は
、
四
カ
所
の
地
方
裁
判
所
で
行
で
、
沖
電
気
争
議
の
到
達
点
と
勝

な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
熊
谷
地
裁
利
の
意
義
を
話
レ
ま
し
た
が
、
そ

で
は
、
本
庄
工
場
の
三
人
が
原
告
の
中
で
国
鉄
の
た
た
か
い
の
重
要

と
な
っ
て
公
判
が
、
続
け
ら
れ
て
性
を
、
強
調
し
ま
し
た
.

い
ま
す
。

集
会
後
、
熊
谷
市
内
を
、
ち
ょ

裁
判
所
は
、
特
段
の
事
情
の
な
う
ち
ん
を
手
に
、

H

沖
電
気
は
い

い
限
り
、
十
二
月
二
日
で
結
審
す
ま
す
ぐ
全
面
解
決
を
決
断
せ
よ
M

る
と
と
を
明
言
し
、
東
京
地
裁
で
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
繰
返
し

の
和
解
交
渉
が
不
調
に
終
わ
れ
ば
な
が
ら
、
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

股
初
の
判
決
が
下
さ
れ
る
乙
と
な
お
、
裁
判
の
状
況
と
、
集
会

が
、
明
艇
に
な
り
ま
し
た
・

は
、
説
売
、
毎
日
、
埼
玉
な
ど
の

埼
玉
地
区
で
の
集
会
は
、
十
月
各
紙
で
詳
し
く
報
道
さ
れ
ま
し

十
五
日
に
熊
谷
市
民
会
館
に
、
一
た
.

千
人
が
集
ま
り
ま
し
た
.

鐸事91奇曹指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

2官
も詰

霊莞

1986年 11月 1日

穏炉 ~......... ~ぞ2
10.15熊谷集会には1050人(埼玉)

国
家
機
密
法
が
通
っ
た
ら
、
い
ダ
イ
ハ
ツ
・
田
尻
君
が
、
考
え
て
い
る
と
と
に
思
い
を
は
せ
て
一
兵
」
が
正
し
い
作
品
の
と
ζ

ろ

つ
ど
こ
で
ひ
っ
か
け
ら
れ
る
ζ
と
ら
れ
な
い
ζ
と
で

(
「
は
た
ら
く
」

旬

。

〈

落

し

た

帽
め
が
し
〉
と
誤
ま
り

に
な
る
か
わ
か
っ
た
も
の
で
は
な
九
十
号
参
照
、
組
合
の
ゴ
ミ
を
社

+

+

十

月
号
の
作
品
は
「
無
蓋
ま
し
た
の
で
、

訂
正
の
う
え
、
お

い

.

外

へ

持

ち

出

し

た

)

裁

判

を

闘

っ

車

炎

昼

落

レ

た

帽

め

が

け

果

て

し

詫

び

い

た

レ

ま

す

.
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〈
取
材
中
で
す
V

沖電気争議団

渡 辺秀雄さん

十
月
二
日
か
ら
十
日
間
、
全
国
一
般
中
部
地
域
支
部
の
仲
間

川

川
と
共
に
イ
タ
リ
ア
の
文
化
運
動

・
労
働
運
動
の
視
察
と
交
流
の

川

川
旅
に
行
っ
て
き
ま
し
た
.

全
国
一
般
中
部
地
域
支
部
は
、
東
京
の
千
代
田
区
、
中
央
区
の

山

川
中
小
企
業
の
労
働
者
で
組
織
さ
れ
、
沖
電
気
争
議
に
つ
い
て
は
、

川

川
当
初
か
ら
熱
烈
な
支
援
を
よ
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
固
ま
た
、
イ
タ

川

川
リ
ア
の
文
化

・
労
働
運
動
の
研
究
も
盛
ん
で
、
「
ボ
ロ
l
ニ
ア
」

川

川
と
い
う
日
本
版
「
人
民
の
家
」
を
中
央
区
人
形
町
に
組
合
口
の

川

川
共
同
出
資
で
昨
年
の
五
月
か
ら
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
ほ
ど
で
す
.

川

今
回
の
イ
タ
リ
ア
訪
問
は
、
イ
タ
リ
ア
の
労
働
者
伸
間
と
接

川

山
し
て
、
肌
で
、
文
化

・
労
働
運
動
の
実
際
を
知
り
た
い
と
い
う

山

川
長
年
の
ゆ
め
が
実
現
し
た
も
の
で
す
。
ボ
ロ

1
ニ
ア
の

「人
民

川

川
の
家
」
に
つ
い
て
、
報
告
し
ま
す
。

イ
タ
リ
ア
に
は
、
「
人
民
の
家
」
民
の
「
い
ζ
い
の
場
」
へ
と
発
展

が
千
カ
所
以
上
あ
る
と
い
わ
れ
て
し
て
い
っ
た
も
の
で
、
百
三
十
年

い
ま
す
.

の

長

い
伝
統
を
持
っ
て
い
ま
す
@

「
人
民
の
家
」
と
い
う
の
は
、

第

二
次
大
戦
中
、
「
人
民
の
家
」

一
八
五

0
年
代
に
始
ま
っ
た
職
人
は
ム
ヅ
ソ
リ
1
ニ
の
フ
ァ
シ
ス
ト

た
ち
の
冠
婚
葬
祭
の
相
互
扶
助
を
政
権
が
間
開
立
さ
れ
る
に
と
も
な

目
的
と
し
た

「相
互
扶
助
協
会
」
い
、
接
収
さ
れ
、

「
フ
ァ
シ
ス
ト

が
そ
の
前
身
、

や
が
て
そ
れ
が
地
の
家
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
.

峨
労
働
者
の
響
か
ら
、
地
域
の
市
一
九
四
三
年
七
月
の
ム
y
ソ
リ
l

ニ
追
放
後
、
フ
ァ
シ
ス
ト
の
財
産
小
劇
場
、
体
育
館
が
あ
り
、
一
階

は
園
が
没
収
し
た
た
め
固
と
の
交
は
パ
l
ル
(
パ
ブ
)
に
な
っ
て
お

渉
で
市
民

・
労
働
者
が
買
い
も
ど
り
、
二
階
以
上
に
は
、
ダ
ン
ス
ホ

し
、
再
建
し
ま
し
た
・

l
ル
に
も
使
え
る
大
集
会
場
、
各
ま
た
、
も
う
一
つ
の
「
人
民
の
で
も
十
年
前
に
は
、
同
じ
よ
う
な

私
た
ち
が
訪
れ
た
ボ
ロ
l
ニ
ァ
糎
の
会
議
室
が
殻
け
ら
れ
て
い
ま

家
」
は
、
二
階
建
て
の
比
較
的
ζ

ζ

と
が
あ
っ
た
」
と
幹
部
の
一
人

市
は
、
特
に
「
人
民
の
家

」

の

活

し

た

・

じ

ん
ま
り
し
た
感
じ
で
レ
た
が
、
が
語
り
、
ま
た
、
婦
人
の
幹
部
は

動
が
盛
ん
な
地
域
で
、
人
口
五
十

「人
民
の
家
」
の
資
金
は
、
会
ボ
ロ
l
ニ
ャ
市
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

「私
も
組
合
活
動
を
理
由
に
解
雇

万
の
と
の
都
市
に
二
十
の
「
人
民
員
の
会
費
、
カ
ー
ニ
バ
ル
な
ど
催
タ
!
と
隣
接
し
て
お
り
、
市
の
ス
さ
れ
、
母
も
解
雇
さ
れ
た
。
レ
か

の
家
」
が
あ
り
ま
す
・
し
物
で
の
資
金
保
め
な
ど
で
主
に
ポ
l
ツ
セ
ン
タ
ー
を
有
効
に
使
用
し
、
私
は
首
切
り
を
恐
れ
な
い
・

こ
の
う
ち
二
つ
の
「
人
民
の
家
」
ま
か
な
っ
て
い
る
と
の
乙
と
、
ま
レ
て
い
る
と
の
ζ
と
B

こ
の
ス
ポ
是
非
あ
な
た
も
頑
張
っ
て
職
場
に

を
私
た
ち
は
訪
問
レ
ま
し
た
・
た
、
皆
ん
な
か
ら
選
出
さ
れ
た
運

l
ツ
セ
ン
タ
ー
は
、
夕
方
か
ら
は
、
戻
つ
て
は
し
い
」
と
激
励
さ
れ
、

厳
初
に
訪
れ
た
「
人
民
の
家
」
営
委
民
に
よ
り
、
自
主
的
に
運
営
地
域
の
住
民
の
管
理
と
な
り
、
市
鍾
手
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
・

は
地
下
一
階
、

地
上
四
階
の
か
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
の
施
設
と
い
う
よ
り
も
、
地
域
住
そ
し
て
、
私
が
日
本
か
ら
持
つ

り

大

き

な

ピ

ル

で

、

地

下

に

は

、

民

の

施

設

と

し

て

、

十

二

分

に

活

て

き

た

広

島

・
長
崎
反
桜
署
名
を

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
.
た
く
さ
ん
抽
出
め
よ
う
と
、
パ
ー
ル

と
と
の
「
人
民
の
家
」
の
幹
部
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
、
ト
ラ
ン

と
の
交
流
会
で
、
私
は
自
己
紹
介
プ
ゲ
l
ム
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
る

の
時
に
、

神
電
気
争
議
に
つ
い
て
一
人
一
人
に
私
を
紹
介
し
、
署
名

説
明
し
た
と
と
ろ
、

「イ
タ
リ
ア

を
お
願
い
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「国鉄を守る国民会議』の
事務局として奮闘する

沖電気の影山さん(左)と平井さん(右)

私
が
イ
タ
リ
ア
で
一
番
強
く
感

ト

量

じ

た

の

は

、

民

主

主

義

が

頭

の

中

ル

一-言

で

作

ら

れ

る

の

で

は

な

く

、

地

域

ユ

一一

リム

の

連

帯

の

中

で

作

ら

れ

て

い

る

と

モ

一

い

う

と

と

で

す

。

同

ポ

「人
民
の
家
」
は
、
そ
の

善

戦

ス

の

場

の

中

心

と

し

て

、

非

常

に

重

わ

要

な

役

割

を

は

た

し

て

い

る

の

で

げ

す
.
そ
し
て
な
に
よ
り
も
住
民
の

お

お

釣

“

パ

自
治
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
、

ζ

長
い
歴
史
の
中
、
好
余
曲
折
を
経

れ
は
、
長
く
都
市
国
家
で
あ
っ
た
な
が
ら
も
今
回
、
住
民
の
中
に
深

伝
統
が
現
在
に
ま
で
息
づ
い
て
い
く
根
ざ
し
て
い
ま
す
。

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
「
失
業
問
題
」
な
ど
大
き
な
難

す
.

問
を
抱
え
な
が
ら
も
、
人
間
ら
し

仕
事
が
終
っ
た
労
働
者
が
、
仰
ク
ル
の
げ
い
こ
場
と
な
っ
て
お
ボ
ロ
l
ニ
ア
の
市
庁
舎
に
は
パ
い
生
活
を
大
切
に
し
て
、
連
帯
し

凶
聞
と
パ
ー
ル
に
立
寄
り
、
ワ
イ
ン
り
、

学
望
保
育
も

一
時
乙
ζ
で
行
ル
チ
ザ
ン
と
し
て
ド
イ
ツ
軍
と
戦

て
い
く
イ
タ
リ
ア
の
労
働
者
に、

崎
ま
を
飲
み
な
が
ら
、
ト
ラ
ン
プ
や
ピ
わ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
e

ま
た
、

い

死
ん
だ
約
二
千
五
百
人
の
市
民

深
い
共
感
を
お
ぼ
え
ま
し
た
・

長
め
・

聾

リ

ヤ

l
ド
を
楽
し
ん
だ
り
、
体
育
週
末
に
は
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
が
催

の
顔
写
真
が
壁
に
は
め
込
め
ら
れ
長
時
間
、
過
密
労
働
が
大
き
な

-
m
b

館
で
は
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
柔

さ

れ
、
私
た
ち
が
訪
れ
こ
時
こ
品
、
て
、
ま
す
。
ど
ん
王
こ
時
が
た
つ
問
題
と
な
っ
て
い
る
日
本
、
労
働

広

名

7

4

6

L

T

』

「
審
道
を
習
い
に
き
た
り
、
ま
た
、
大
た
く
さ
ん
の
男
女
の
ベ
ア
が
踊
っ
て
も
、
彼
ら
の
尊
い
命
の
犠
牲
の
者
の
余
暇
ま
で
支
配
し
よ
う
と
い

恥

州

集
会
場
で
は
、
昔
、
一
一
千
人
以
て
い
ま
し
た
・
特
に
老
夫
婦
が
生
う
え
に
、
い
ま
の
自
分
た
ち
が
あ
う
資
本
の
や
り
方
に
対
し
、
働
く

げ

U

上
の
地
域
の
住
民
が
集
ま
っ
て
、
き
生
き
と
ダ
ン
ス
を
楽
し
ん
で
い
る
の
だ
と
い
う
と
と
を
忘
れ
ま
い
側
首
分
た
ち
の
著
書
を
取

タ
ツ
核
兵
舘
の
問
題
に
つ
い
て
討
論
集
る
が
印
象
的
で
し
た
。

と

す

る
ボ
ロ
l
ニ
ア
の
市
民
の
思
り
も
ど
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

イ

ア

会

を

行

っ

た

と

い

う

乙

と

で

す

.

し

が

表

わ

さ

れ

て

い

ま

す

.

の

か

、

大

き

な

一

市

さ

を

与

え
ら
れ

小
劇
場
は
、
地
域
の
演
劇
サ
1

「人
民
の
家
」
も
百
三
十
年
の
た
「
人
民
の
家
」
で
し
た
。

;j阻思i
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病
床
で
、
今
日
も
沖
電
気
争
議
を
心
配
す
る

(4 ) 
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罫書91哩畢

A 
1二

損

JE 
士
火
災
支
部

中
堅
損
害
保
険
会
社
の
一
つ
で
社
員
を
指
レ
「
犠
牲
者
が
出
だ
.

あ
る
富
士
火
災
で
は
、
大
蔵
省
か
し
か
し
、
心
配
は
い
ら
な
い
.
ス

ら
…労
働
組
合
つ
ぶ
し
を
示
唆
さ
れ
村
ア
は
充
分
と
つ
で
あ
る
」
と
人

た
社
長

(現
会
長
)
自
ら
が
先
頭
格
・
人
栂
無
視
の
暴
一冨
や
女
子
社

に
な
り
、
「
不
当
労
働
行
為
は
恐
員
を
含
む
深
夜

・
長
時
間
労
働
、

れ
る
に
足
ら
ず
」
と
昭
和
四
十
一
一
一
日
間
出
鋤
も
後
を
た
ち
ま
せ
ん
・

年
三
月
に
労
働
組
合
(
全
日
本
損
岱
土
火
災
経
営
者
は
、
分
裂
に

害
保
険
労
働
組
合
富
士
火
災
支
反
対
し
、
働
く
者
の
利
益
を
守
っ

部
)
を
分
裂
さ
せ
ま
し
た
・
て
、
こ
の
よ
う
な
挺
常
な
職
場
を

分
裂
後
、
白
土
火
災
で
は
、
貨
「
人
間
ら
し
く
働
り
る
職
場
」
に

金
差
別
を
テ
コ
と
し
た

「企
灘
の
し
よ
う
と
た
た
か
っ
て
い
る
会
飼

い
い
な
り
に
な
る
労
働
者
、
労
働
保
ロ
士
支
部
組
合
員
四
十
七
名
に

窪
田
づ
く
り
」
の
労
務
政
策
、
従
対
し
て
、
こ
十
年

に

わ

た

り

職

場

叩

賞

犠

牲

義

利

益

優

先

政

策

の

見

せ

し

め

と

も

い

え

る

賃

金

刊

の
も
と
で
、
労
働
条
件
が

一
周
劣
昇
格
義
別
を
行
な
っ
て
い
ま
す
・

叩

感
化
し
て
い
ま
す
・
こ
の
賃
金
差
別
是
正
の
た
た
か
今
後
、
全
面
勝
利
解
決
の
た
め

動
を
展
開
し
ま
す
・

(佐
)

叩

「契
約
獲
得
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
い
は
、
童
保
と
地
織
の
仲
間
の
に
は
、
富
士
支
部
組
合
員
が
先
頭

A
激
励
先
V

東
京
都
中
章
一

が
行
な
わ
れ
、
「
例
月
の
四
倍
働
支
援
に
よ
る
ロ
士
経
岱
に
対
す
る
に
立
ち
、

金
銅
保
と
地
域
の
仲
間
八
温
州
一
|九
|
九
金
銅
保
富
山

け
」
「

『必
死
の
心
』
を
も
っ
て
抗
議
行
動
の
大
き
な
高
ま
り
の
中
と
共
に
職
場
内
外
の
た
た
か
い
を
士
火
災
支
部
・

宮
0=一

・
二
七
四
町

自
分
の
命
運
を
か
け
て
戦
え
」
と
で
、
都
労
餐
で
の
和
解
交
渉
に
お
一
層
大
き
く
発
展
さ
せ
る
こ
と
が

・
四
九
O
八

。

山

撒
を
と
ば
し
、

n
や
る
気
の
な
い
い
て
、
組
合
要
求
に
は
程
溜
い
も
も
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
・

A
抗
繊
先
V

大
阪
府
棋
倒
木
市
叩
九
月
二
十
七
日
、
東
京
都
競

者
は
会
祉
を
去
れ
u
、
横
句
の
果
の
の
岱
士
経
営
を
し
て
解
決
の
骨相
当
面
、

十
一
月
十
=
自
に
は
、

坐

川
五
|
一
一
一
一
|
一

O
白
土
火
刊
会
は
、
自
民
、
公
明
、
民
主
ク

て
に
は
、

「白
僚
の
で
き
な
い
者
志
を
口
だ
け
で
な
く
是
正
案
を
出
東
京
(
銀
座
)
で
の
昼
休
み
社
前

災
海
上
保
険

(株
)
葛
原
寛
・
取
叩
ラ
プ
三
会
派
の
質
成
で
、
東
京

は
非
国
民
だ
、
お
前
ら
そ
の
場
で
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
と
ろ
ま
で
迫
抗
措
町
行
動
を
は
じ
め
、
全
国
で
東
締
役
社
長
四
都
屋
外
広
告
物
条
例
の
全
面
改

土
下
座
し
ろ
」
と
か
、
退
職
し
た
い
ζ
ん
で
い
ま
す
・

京

海

上

重

火

災

へ

の

抗

議

行

…

霊

を

無

修

正

で

需

夏

し

富士火災の銀座ビル前

での抗議行動

人
間
的
に

成

長

を

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

改
悪
案
を
強
行
可
決

ま

し

た

.

し

か

し

、

今

回

の

改

磁

の

よ

こ
の
改
加
古
案
は
、

(
「
は
た
う
に
処
閉
が
重
く
な
る
と
、
途

ら
く
」
初
号
で
紹
介
)
労
働
組
補
さ
れ
た
人
を
釈
放
さ
せ
る
こ

合
、
民
主
団
体
、
政
党
な
ど
の
と
が
困
難
に
な
り
、
起
訴
さ
れ

立
岩
仮
、
つ
り
む
復
、
は
り
札
る
ケ
l
ス
も
想
定
し
な
け
れ
ば

を
と
と
ご
と
く
禁
止
レ
、
違
反
な
り
ま
せ
ん
.

し
た
場
合
は
、
五
万
円
以
下
の
改
悪
条
例
の
実
施
は
、
八
七

例
金
を
税
す
る
と
い
う
も
の
で
年
四
月
一
日
で
す
・
日
本
国
民

す
。

救
鐙
会
と
自
由
法
曹
団
と
は
、

い
ま
ま
で
も
、
笹
祭
は
軽
犯
そ
れ
ま
で
に
、
改
悪
条
例
に
し

罪
法
を
乱
用
し
て
、
は
り
札
や
か
る
べ
き
修
正
を
施
し
て
無
害

立
む
叡
の
孤
圧
を
線
返
し
て
き
に
す
る
な
ど
の
、
た
た
か
い
を

ま
し
た
が
、
処
嗣
は
=
一
+
日
未
決
意
し
て
い
ま
す
.
共
に
た
た

満
の
拘
留
ま
た
は
、
四
千
円
宋

』
か
い
ま
し
ょ
う
.

満
の
税
料
と
な
っ
て
い
る
た
め
(
日
本
国
民
救
鍾
会
東
京

東
京
で
は
、
す
べ
て
不
起
訴
処
都
本
部
会
長
山
北
孝
之
さ

分
を
決
定
さ
せ
て
き
ま
し
た
.

ん
)

1986年 11月 1El 
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通
信
繊
三
大
メ
1
カ
の
一
つ
益
、
=
一
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
一
方
、
解
胞
後
の
臓
場
で
は
、
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
二

沖
電
気
工
銭
(
本
社
・
東
京

・

九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資

配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
年
十

一
月
に
は
、
支
緩
共
闘
会

僑
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
こ
し
て
新
工
場
の
建
設
な
ど
.
庖
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
伸
機
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

八
四
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
一
九
O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
議
の
裁
判
傍
臆
を
理
由
に
、
作
っ
た
。

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
う
・
会
社
は
東
京
地
裁
ほ
か
四
仕
事
を
差
別
す
る
な
ど

の

、

見

八

四
年
秋
か
ら
は
、
全
国
規

と
称
し
て
、
干
五
百
人
の

「希

'
'
〆

'

J

r

，

，

税

の

迎

助

に

発
展
、
仕
事
差
別

望
退
職
」
募
集
亭
健
築
こ
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

を
や
め
さ
せ
た
・
東
京
地
裁
で

と

退

織

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

は

「=一
十
五
人
の
復
職
と
和
解

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
カ
所
の
裁
判
で
も
「
指
名
解
屈
せ
し
め
を
強
め
、

「合
理
化
」
金
」
の
勧
告
が
出
た
・

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る
・

八
六
年
、
沖
電
気
争
議
は
底

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
屈
を
意
験
改
革
を
す
る
ζ
と
」
と
証
沖
沼
気
争
議
団
の
七
十
一
人
大
の
山
場
を
迎
え
て
い
る
・
あ

強
行
.
そ
の
後
の
神
電
気
は
、

言
。
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、

全
国
の
四
千
を
超
え
る
労
な
た
の
熱
い
迎
備
で
必
ら
ず
勝

百
億
円
近
い
史
上
限
高
の
利
視
し
て
一
解
回

k
と
と
も
明
白
.
組
や
、
一
万
四
千
人
の

「
支
後

利
さ
せ
ま
し
ょ
う
.

明
年
五
月
か
ら
始
ま
っ
た
、
東
て
、
ト
ー
タ
ル
な
和
解
築
を
作
り

京
地
方
裁
判
所
で
の
職
柑
和
解

上
げ
た
い
.
次
回
に
は
、
そ
の
築

は
、
十
一
月
十
二
日
に
、
第
二
十
を
出
し
、
年
内
に
解
決
し
た
い
.

回
の
和
解
焚
渉
を
行
っ
た
.
い
よ
い
よ
、
沖
電
気
争
犠
は
、

当
初
「
金
銭
解
決
」
を
主
張
し
本
当
に
解
決
で
き
る
か
ど
う
か
の

7

て
い
た
沖
電
気
は
、
全
国
か
ら
の

n
山
場
u

中
の
H

山
場
M

を
迎
え

u・
時

「
職
場
に
戻
せ
」
の
大
き
な
世
論
ま
す
.

国
副
副
時

の
中
で
、
今
年
八
月
に
は
三
平
十
月
か
ら
、
沖
電
気
の
本
社
へ

翻

M
h

五
人
の
復
職
を
受
け
入
れ
る
」
と
は
、
都
内
各
地
か
ら
、
「
神
電
気

1
v
t

言
明
し
て
い
ま
す
・
に
指
名
解
居
争
灘
の
全
面
解
決
を

一

bm

今
回
の
交
渉
で
、
会
社
は
、
一
要
求
す
る
団
体
署
名
」
を
持
っ
た

叫
1
添

人
一
人
の
釆
払
い
賃
金
を
今
年
の
支
媛
の
人
た
ち
が
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
也
、

十
二
月
ま
で
計
算
し
た
上
で
、
解
訪
れ
、
「
一
白
も
早
く
解
胞
を
撒
氏
殴

決
金
の
会
社
案
を
裁
判
所
に
一市
し
回
せ
よ
」
と
要
請
行
動
を
行
っ
て
抗
U

ま

し

た

・

と

の

内

容

は

、

争

議

団

側

い

ま

す

・

誌

に
は
知
ら
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
全
国
の
み
な
さ
ん
、
十
一月
二

町

長
、

ζ
れ
を
受
け
て
、
費
所

吉

、
沖
電
気
争
績
は
九

年

目

を

"

は
次
の
よ
う
に
提
起
し
ま
し
た
.

迎
え
ま
し
た
.
勝
利
ま
で
あ
と
一

十
二
月
初
旬
に
は
、
双
方
の
意

歩
で
す
・
全
力
の
支
一
媛
を
く
だ
さ

見
を
つ
め
た
方
で
、
裁
判
所
と
し
る
よ
う
に
心
か
ら
訴
え
ま
す
・

E
P

落
合
博
前

線
酬
明

t
回
電

(幻
歳
)
プ

E
亡

ロ
野
球
ロ
y

u調
テ
の
内
野
手

畑

、

与

で
あ
る
e

東

川
‘
d

s
h
芝
府
中
か
ら

4

・

4
舗

の
入
団
で
八

年
間
で
、

=一
度
の
三
冠
王
(
本

5

盤
打
、
打
点
、
打
率
)
を
獲
得

ー

し
た
V
W
間
合
選
手
が
、
今
秋
に

(

一
冊
の
本
を
山
桜
.
練
習
嫌
い

人

と
悪
評
が
高
い
本
人
の
練
習
方

∞

法
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
・
ま
ず

R
d

第
一
が
、
自
で
吸
収
。
二
番
目

-

』
『

L'

カ
顕
で
吸
収
、
股
後
が
体
で
吸

ム一
A

収
、
と
あ
っ
た
・
パ
ッ
ト
を
彼

集

っ
た
り
、
守
り
の
練
習
を
す
る

-
h

前
に
、
自
分
の
回
で
よ
く
見
、

一
目

よ
く
考
え
、
そ
し
て
行
動
す
る

4
A

の
が
、
盛
要
と
の
主
張
で
あ
る

寸
J

V
広
島
力
1
プ
の
衣
笠
選
手
は

吉
小

た
い
せ
つ
な
の
は
H

持
続
H

だ

東

と
言
う
。
そ
し
て
二
人
の
共
通

気

な
の
が
、
震
が
死
ぬ
ほ
ど
好

電

…

き
だ
と
言
う
ζ
と
で
あ
る
・
な

沖

一

る
ほ
ど
と
思
う
・
ね
ば
り
強
く

叩
く
り
山
挫し、

く
り
燥
し
、
学
び

唱
な
が
ら
行
動
す
る
.
結
局
ζ
れ

m
が
成
功
の
鍵
と
説
む
・
理
論
と

問
実
践
、
ど
の
世
界
で
も
同
じ
で

叩
あ
る
。
働
く
者
の
立
場
で
の
社

仲
会
変
臨
も
そ
'つ
だ
と
思
う
.
蛾

345 
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進
を
結
び
つ
け
、
共
に
闘
う
」
と

川

決
意
表
明
。

川

-r
険

会
場
で
は
H

ゆ
る
す
な
神
宮
白
河

川

一

事

mv

の
指
名
解
雇
M

の
募
金
が
訴
え
ら

山

一

JIH

れ
、
六
万
六
千
円
が
寄
せ
ら
れ
、

…
一
一
一、
」

争
議
団
員
を
励
ま
し
ま
し
た
・

…
ダ
一
土砂

金
国
各
地
で
行
な
わ
れ
て
い
る
争
議
団
の
子
ど
も
や
、
家
族
も

…
イ
一
務

「神
電
気
争
議
の
全
面
解
決
を
せ
隊
列
に
加
わ
っ
た
デ
モ
隊
は
、
八

…
ラ
一
一川
¥

ま
る
大
運
動
」
l
東
京
=
一
多
勝
手
工
場
の
景
品
ま
で
、
ン

一

笠

U
V

壁

で

は
、
十

一
月
十
四
日
に
=
一
ュ
プ
レ
ヒ
コ
l
ル
を
ひ
び
か
せ
な

泊

E

E
Zリレ
l
抗

ま

が

ら

行

進

言

し

た

・

員

一

一対

の
日
以
後
の
行
動
と
し
て
行
な
わ
れ

お
庖
か
ら
飛
び
出
し
て
、

M

ガ
川

aA一
司

E

i

-
i
 

ま

し

、

た

。

ン

パ

レ

H

と
手
護
っ
て
く
る
人
…

時
計
一
~ぷ

朝
か
ら
、
大
型
パ
ス
二
台
で
行
な
と
、
地
域
住
民
か
ら
も
応
恒
雄
を

川
一
時
一

YS

勤
し
た
仲
間
も
、
夜
の
狭
間
公
園
う
け
ま
し
た
。
闘
い
は
、
東
京
工

川

3
一一言
占

の
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
.
集
会
場
前
で
の
昼
休
み
集
会
こ
面
、

川

一

肩

割

r

で
国
労

・
八
王
子
支
部
の
陽
田
則
写
瓦
)
な
ど
を
成
功
さ
せ
、
十一

川

一

一凶
際

窓
口
畏
は
「
国
鉄
の
分
割

・
民
営
月
二
十
一
日
の
日
比
谷
野
音
集
会

川

言

咽

制

化
の
闘
い
と
、
沖
沼
気
争
議
の
前
へ
(
詳
細
は
次
号
)。

デ
モ
は
沖
電
気
八
王
子
工
場
ヘ

罫事92宅吾

三
多
摩
集
会
に
三
百
人

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

一一一医健全ミミ
藤
剛
彰
髪
罷
喜
一
一
「

日訪れ町一時イ

一一三
一一一λ
ヨf
方畑道ヨミミ一言一一一
(
訪
日
当
い

こ

れ

ま

で

に

も

次

の

よ

う

な

重

た

「仮
想
事
故
」
と
が
想
定
さ
れ
は
ソ
迎
に
限
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
で

大
な

原

子

炉

の

事

故

が

起

き

、

大

て

い

ま

す

。
乙
の
「
仮
想
事
故
」
も
日
本
で
も
、
都
故
の
公
表
が
お

量

の

放

射

能

が

ば

ら

ま

か

れ

て

来

で

さ

え

数

十

万

キ

ュ

リ

ー
の
予
想
く
れ
、
経
微
に
発
表
さ
れ
る
と
い

ま
し
た
。

で

す

か

ら

、
ス
り
1
マ
イ
ル
の
事
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
.

一

九

五

七

年

、

イ

ギ

リ

ス

の

ウ

放

は

き

わ

め

て

市

一

大

な

放

射

能

も

そ

し

て

事

故

は

、

予

恕

外

の

原

ィ
ン
ズ
ケ
l
ル
で
該
兵
器
用

の

核

れ

で

あ

っ

た

と

い

え

ま

す

。

因

で

起

こ

り
ま
す
。
予
想
さ
れ
る

物

質

を

生

産

す

る

康

子

炉

が

大

火

今

年

の

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

の

原

す

べ

て

の

原

因

に

つ

い

て

は

安

全

災
・
一

九
六

一
年
、

ア

メ

リ

カ

の

発

事

故

も

含

め

て

、

ζ
れ
ら
の
事
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す

軍

隊

が

北

極

な

ど

に

駐

屯

す

る

時

故

を

起

ζ
し
た
原
子
炉
は
、
す
べ
か
ら
、

予
想
外
の
思
い
が
け
な
い

持
ち
運
ぶ
発
電
用
原
子
炉
S
L
1

て
種
頭
が
奥
な
る
も
の
で
す
。
日
原
因
で
事
故
が
起
き
る
の
は
、
い

の

事

故

。

一

九

七

五

年

、

ア

メ

リ

本

の

原

発

は

タ

イ

プ

が

迦

う

か

ら

っ

て

み

れ

ば

当

然

で

、

予

怨

さ

れ

カ
の
ブ
ラ
ウ
ン
ズ
フ
ェ
リ
ー
で

の

大

丈

夫

と

は

い

え

な

い

ζ
と
を
、
た
原
因
で
起
こ
っ
た
事
故
な
ら
、

原

子

炉

の

大

火

災

。

一

九

七

九

年

、

歴

史

は

示

し

て

い

ま

す

・

対

策

を

サ

ボ

っ

て

い

た

か

ら

に

は

ア
メ
リ
カ

・
ス
リ
1
マ

イ

ル

島

の

日

本

に

は

現

在

、

三

十

四

誌

の

か

な

り

ま

せ

ん

。

予

想

外

の

原

因

原
子
力
発
電
所
の
大
事
故
。
こ

れ

原

発

が

動

い

て

お

り

、
電
力
の
四
と
は
、
た
と
え
ば
S
L
1
の
事
故

は

基

本

的

に

は

日

本

と

同

じ

タ

イ

分

の

一
が
原
発
に
よ
る
と
い
わ
れ
で
は
、
失
恋
し
た
兵
隊
が
原
子
炉

プ

の

軽

水

炉

で

し

た

が

、

粧

水

炉

て

い

ま

す

・

ζ
の
割
合
は
正
月
三
の
上
に
よ
じ
登
り
、
田
さ
七
十
キ
ロ

史
上
股
懇
の
事
故
で
、
数

百

万

キ

カ

日

に

は

も

っ

と

ふ

え

一

、

原

発

砲

ぜ

の

制

御

俸

を

引

き

抜

い

て

し

ま

ュ
リ
l
の

放

射

性

物

質

が

環

境

中

来

の

電

力

は

六

五

析

に

も

の

ぼ

り

っ

た

の

で

す

。

コ

ン

ト

ロ

ー
ル
装

に

放

出

さ

れ

ま

し

た

。

ま

す

.
乙
れ
は
原
発
が
、

一
度
止
削
胞
を
失
っ
た
原
子
炉
で
は
急
激
に

日

本

の

原

子

力

発

電

所

が

安

全

め

る

と

運

転

を

再

開

し

て

正

常

状

防

相

分

裂

反

応

が

起

乙

り

水

が

沸

騰

審

査

を

す

る

時

、

技

術

的

見

地

か

態

に

戻
す
の
に
何
回
も
か
か
る
と
し
一
一
一
人
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
死
に

ら

み

て

起

と

り

う

る

政

大

事

政

を

い

う

や

っ

か

い

さ

な

の

で

、
な
る
ま
レ
た
.
ブ
ラ
ウ
ン
ズ
フ
ェ
リ
ー

予

想

し

た

「

重

大

事

故

」

と

、

技

べ

く
止
め
ず
に
お
き
、
電
力
の
い
の
原
発
火
災
も
、
佐
般
会
社
の
労

術
的
に
は
起
こ
り
え
な
い
け

れ

と

ら

な

い

時

期

に

は

火

力

や

水

力

発

働

者

が

放

射

能

も

れ

を

防

ぐ

た

め

万
々
が
一
の
た
め
に
と
考

え

ら

れ

電

所

を

止

め

る

、

だ

か

ら

尿

発

自

の

密

閉

構

造

を

確

認

す

る

た

め

来
の
電
力
が
多
く
な
る
わ
け
で
、
に
、
す
き
ま
風
が
来
る
か
来
な
い

原
発
を
や
め
た
ら
ロ
ウ
ソ
ク
生
活
か
ロ
ウ
ソ
ク
の
火
を
近
づ
け
た
の

に
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
原
因
で
ケ
ー
ブ
ル
が
燃
え
、
大

の
で
す
。
せ
ま
く
て
人
口
密
廃
か
火
災
事
故
に
歪
り
ま
レ
た
。
乙
う

高
い
日
本
で
、
=
一
十
四
基
も
の
原
し
た
予
想
外
の
原
因
に
は
対
策
が

発
を
抱
元
、
ま
だ
迎
殴
し
よ
う
今
と
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
も
ろ
い
と
い

し
て
い
る
の
は
全
く
無
線
と
い
う
う
結
果
に
な
り
ま
す
・

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
事
故
が
起

と
っ
た
翌
々
日
に
は
、
一
千

J
M

こ
の
記
事
は
、
安
斎
育
郎
さ
ん

以
上
離
れ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
ス
〔
立
命
館
大
学
教
掻

・
放
射
線
防

ウ
ェ

l
デ
ン
で
放
射
向
か
み
つ
か
護
学
〕
と
、
「
婦
民
新
聞
」
(
帰

り
ま
し
た
。
放
射
能
は
時
速
二
十

人
民
主
ク
ラ
ブ
(
再
建
)
の
機
関

J
ほ
ど
の
速
さ
で
拡
散
し
て
行
っ
紙
)
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
す
.

た
わ
け
で
す
.
原
発
事
故
後
の
退
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十
月
の
あ
る
日
。
争
議
団
の
七
人
は
よ
連

帯
と
友
情
を
深
め
る
た
め
H

の
大
義
?
で、

一
泊
の
ド
ラ
イ
ブ
を
行
い
ま
し
た
。
下
回
を

拠
点
に
走
り
ま
わ
り
、
目
的
を
達
し
?
、
山

場
の
た
た
か
い
へ
の
決
意
を
閉
め
ま
し
た
。

hr田
島

E

九
、
J

説
得
」
八
王
子
人
権
擁
一
線
委
員
。

q
r
z
-
F
K・2
t
u

-
i
t
t
i引
戸

炉

、

ー

ーし
か
し
、

ζ
の
よ
う
な
勧
告

横

暴

は

許

さ

な

し

を
無
視
し
、
沖
電
気
は

十
月
二

東
京

・
八
王
子
に
あ
る
沖
電
気
社
員
も
対
象
に
聞
か
れ
て
い
る
も
十
六
日
の
「
大
運
動
会
」
に
、
二

工
業
E
D事
業

本

部

の

、

米

国

徳

の

で

す

・

人

の

奥

さ

ん

の

参

加

を

拒

否

し

ま

治
さ
ん
(
四
二
)
と
、
鹿
角

(か

昨
年
も
、
波
多
野
八
王
子
市
長
レ
た
。

つ
の
)
輔
副治
さ
ん
合
ニ
六
)
の
こ

が
直
接
、
沖
む
気
を
訪
ね
「
家
族

ζ
の
不
当
な
差
別
事
件
は
、
朝

人
の
奥
さ
ん
は
、
神
電
気
争
議
団
そ
ろ
っ
て、

参
加
で
き
る
よ
う
に

日
、
毎
日
、
読
売
、
東
京
の
各
新

凸
で
す
。

レ
て
ほ
し
い
」
と
、
会
社
に
再
考
聞
が
報
道
し
ま
し
た
・

「あ
な
た
の
奥
さ
ん
は
、
参
加

を
求
め
ま
し
た
・

一

一
組
の
夫
婦
は
、
「
大
企
業
の

さ
せ
な
い
」
と
、
今
年
も
参
加
を
今
年
も
、
二
組
の
夫
婦
は
各
方
職
場
で
、
人
間
の
尊
厳
を
ふ
み
に

拒
否
さ
れ
ま
し
た
・
沖
沼
気
は
、
面
に
要
請
し
ま
し
た
・

じ
る
こ
ん
な
ひ
ど
い
乙
と
が
、
目

ζ
れ
ま
で
、
株
式
総
会
の
胤
上
で

争

「家
族
の
参
加
を
認
め
る
よ
う
常
茶
飯
に
お
と
な
わ
れ
て
い
る
。

も
、
社
長
が
、
「
大
白
の
指
名
解
に
御
告
し
ま
す
」
八
王
子
労
政
世
論
に
訴
え
、
会
社
に
謝
罪
さ
せ

服
問
題
に
対
す
る
態
度
の
い
か
ん
事
務
所
長
。

る
ま
で
、
た
た
か
い
た
い
」
と
決

に
よ
っ
て
従
業
員
を
差
別
す
る
よ

争

「み
な
さ
ん
の
希
望
が
、
生
か
怠
を
諮
っ
て
い
ま
す
。

う
な
ζ
と
は
レ
な
い
」
と
言
明
し
さ
れ
る
よ
う
に
検
討
す
る
」
束
十
月
二
十
六
日
に
は
、
東
京
弁

て
い
な
が
ら
、

二
人
を
参
加
さ
せ
京
都
・
労
政
部
・

強
士
会
の
人
権
擁
護
委
員
会
に
申

て
い
ま
せ
ん
@

+

「
要
求
に
そ
え
る
よ
う
知
恵
を
し
立
て
も
し
ま
し
た
。

運
動
会
は
、
会
社
と
労
働
組
合
レ
ぽ
り
た
い
」

法
務
省
人
権
擁

A
激
励
先
V
O
四
二
六
・
六
三

の
共
催
で
、
従
業
員
の
家
族
は
も
限
局
。

五
七
二
五
.
沖
電
気
争
議
団

八

ち
ろ
ん
、
パ

l
ト
、
関
係
企
業
の

争

「
人
権
侵
害
を
や
め
る
よ
う
に

王
子
支
部
・

1986$12月 1日

八王子市長『人としてやってはいけないこと』

左から米田和恵さん、鹿角サダ子さん

波田野市長、鹿角譲治さん

そして、米田徳治さん (10/18)

大事故は予想外の原因から

¥もれた放射能の拡散は早い¥

高速増殖炉「常陽」



1986年 12月 1日

喝裁も
松本豊 (9歳)

、
ァ
ち

n
w
h
母
さ
ん
は
、
い
に

一

け

た

け

り

フ

毛

軒

ρ
f
呼
か
-

6
タ
州
た

η
6
宇野

U
-
h
J
り
ま
-

て
広
七、
ら
い

τ
り
き

F
U
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制
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b

ま
を
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あ

B
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の
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9
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p
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s
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に
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コ
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γ
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也
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JC
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し
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一
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E
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t
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い
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ま
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け
M
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L
-
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t
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A
M

、
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3
h
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L
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抑
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F
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1
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ヲ
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μ
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L
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V
73
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、
y
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7

か
れ
Z
U
4
2
人
削
げ
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あ
主

仏
t
t
w岬
Z
ん

B

，。

指名解雇 された沖電気の仲間を支援する会ニュース

沖電気争議団一子どもたちの作文

リ

J
L
H

F

MH

，7

。

人活センター

からの告発

第 92号(3 ) 

(三
百
円
)

〈注文は沖・支援する会へ〕
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(4 ) 

「労
働
基
準
法
の
全
面
改
悪

反
対
、
真
の
男
女
平
等
実
現
、

人
間
ら
し
く
働
く
磁
場
め
ざ
す

n
・
内
総
行
動
」
が
十
一
月
十

三
目
、
東
京
で
行
な
わ
れ
た
.

神
電
気
争
議
団
を
は
じ
め
、

解
庖
や
、
差
別
と
闘
っ
て
い
る

伸
問
、
都
職
労
や
都
教
組
、
東

京
統
一
労
組
態
婦
人
連
絡
会
な

ど
が
実
行
袋
員
会
を
つ
く
り
、

朝
の
駅
頭
宣
伝
や
労
働
省
、
労

働
葦
準
局
、

B
経
連
そ
の
他
へ

の
要
請
行
動
、
デ
モ
な
ど
多
彩

な
行
動
を
朝
か
ら
、
夜
ま
で
行

い
ま
し
た
.

昼
休
み
は
、
ニ
コ
l
ス
に
分

か
れ
デ
モ
行
進
.
丸
の
内
の
筋

第 92号

一
生
命
か
ら
出
発
し
た
、
女
性

を
中
心
に
し
た
約
五
百
人
の
隊

列
は
、
「
母
性
保
護
の
権
利
を

専
う
な
」
、
「
国
鉄
の
分
割
、

民
岱
化
反
対
」
、
「
核
兵
穏
を

防
絶
し
よ
う
」
、
「
軍
事
費
を

削
っ
て
福
祉
、
教
育
に
ま
わ
せ
」

な
ど
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を

響
か
せ
ま
し
た
.

夜
は
、
日
本
教
育
会
館
で
集

会
を
聞
き
、
行
動
を
交
流
し
、

革
新
都
政
再
建
を
醤
い
あ
い
ま

し
た
.「
い
つ
も
、
企
業
は
婦
人
か

ら
手
を
つ
げ
る
「
合
理
化
」

人
べ
ら
し
な
ど
も
、
ま
っ
さ
き

に
腕
人
が
首
を
切
ら
れ
る
.
民

あ
る
企
撲
の
健
康
調
査
に
よ
る

と
、
=
一
+
代
前
半
で
は
五
人
に
一

人
が
、
後
半
で
は
、
四
人
に
一
人

川

叩
月
幻
自

夕
張
炭
砿
籾
ピ
う

が
肥
満
し
て
い
る
と
い
う
結
果
が

川

国
鉄
を
守
る
国
民
会
織
が
決

で
ま
し
た
・
肥
満
が
原
因
で
起
る

酒
が
減
ら
な
い
と
い
う
人
は
多

川

起
集
会
・

病

気

は

、

糖

尿

病

、

出

病

、

高

い

・

雪

、

と

飯

に

換

算

し

て

み

川

叩

月

首

1
引
目

デ
l
タ
シ

血

圧

、

腰

痛

、

ひ

ざ

関

節

痛

な

ど

る

と

わ

か

り

や
す
い
で
す
ね
・

川

ヨ
ウ
会
場
前
で
宣
伝
行
動
・

と
、
数
多

く

あ

り

ま

す

。

@

ご

は

ん

茶

わ

ん

に

経

く

一

杯

は

川

国
鉄
汐
留
駅
デ
モ
。

「
栄
養
と
料
理
」
九
月

号

よ

り

約

百

六

十

J
m
Hウ
イ
ス
キ
ー

川

間
月

n日
沖

電
気
争
議
支
援

肥
満
傾
向
の
人
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

V
Y切
グ

ラ

ス

ダ

ブ

ル

一

杯

(

六

十

四

川

中
央
共
闘
会
議
が
郁
務
局
会

を
紹
介
し
ま
す
-

-
A
J

d
)
H日
本
酒
は
銚
子
一
本
・

川

機・

-

d

朝
食
は
按
か
な
い
、
か

占

る

e

@

ピ

l
ル
大
び
ん
一
本
(
六
百
三

川
叩
月
初
回

全
部
大
行
動
で
沖

.
aEE--h

な
ら
ず
野
菜
を
食
べ

「.H
，

U
昼
は
、
定
食
物
を
選
ぶ
・
1
ス
や
野
菜
ジ
ュ

ー
ス
、
拠
物
を
十
=
一
J
耐

〉

H
Cは
ん
茶
わ
ん
一

川

町
片
岡
本
社
へ
抗
綴
・

;
.
 

る
.

γ
一
日
の
活
励
制
源
叫
で
あ
る
羽
食
を
底
食
は
、
社
員
食
堂
が
あ
れ
ば
缶
コ
|
ヒ
l
や
、
コ
l
ラ
類
は
乙
れ
を
目
安
に
飲
酒
轟
最
血
を
確
際
す

川

日
立
武
蔵
争
蟻
の
述
幣
と
交

疲
い
て
は
、
昼
ま
で
の
充
分
な
活
積
極
的
に
利
用
し
て
下
さ
い
.
め
砂
糖
の
と
り
す
ぎ
に
な
り
ま
す
の
る
と
よ
い
で
す
ね
.

川

流
の
タ
ベ
・

動
が
で
き
な
い
し
、
一
食
扱
い
た
ん
類
や
、
ど
ん
ぶ
り
物
の
よ
う
な
で
、
飲
ま
な
い
よ
う
に
。
お
つ
ま
み
は
、
脂
肪
の
少
い
、

川

竹
月
4
日

カ
ネ
ミ
油
脂
の
行

と
い
う
安
心
感
や
、
空
腹
感
か
ら
一
品
料
理
よ
り
も
、
脂
肪
の
少
い

E

a
J

残
業
の
時
は
、
軽
く
食
魚
や
肉
、
豆
腐
な
ど
の
良
質
の
た

川

動。

…q
u
-

昼
食
で
一
度
に
た
く
さ
ん
食
べ
て
肉
や
魚
に
野
菜
と
い
う
定
食
物
を

f
i
-
-
-

べ
帰
宅
後
に
補
足
を
・
ん
ぱ
く
質
一
似
を
数
品
・
あ
と
は
、

川

H
月
5
白

神

電
気
東
京
地
区

し
ま
っ
て
は
逆
効
果
で
す
a

ダ
イ
選
ぶ
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
・
夜
は
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
少
和
え
物
や
お
ひ
た
し
、
煮
物
な
ど

川

昼
休
み
工
場
前
集
会
(
五
百

エ
ッ
ト
に
は
、
一
回
に
弐
へ
る
畳
外
食
の
と
飯
は
、
多
め
な
の
で
な
い
し
、
ダ
イ
エ
ァ
ト
す
る
な
ら
の
野
菜
を
主
に
選
ぶ
ζ
と
・
ナ
γ

川

人
)
。

を
少
な
く
し
て
、
回
数
を
多
く
食
小
盛
り
に
し
て
も
ら
う
か
、
自
分
艦
〈
食
べ
た
方
が
い
い
で
す
ね
・
ツ
類
、
ス
ナ
γ
夕
張
子
な
ど
は
、

川

円
月
6
日
沖
・

千
代
田
共
闘

べ
た
方
が
効
果
的
で
す
・
一
日
に
で
残
す
な
ど
関
節
し
て
下
さ
い
・
残
業
で
迎
く
な
る
場
合
は
、
夕
食
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
、
塩
分
も
高
い
の

川

会
磁
が
単
組
代
表
者
会

m・

股
低
三
食
は
、
規
則
正
し
く
食
べ
ざ
る
そ
ば
な
ど
で
、
軽
く
す
ま
せ
時
に
糧
く
、
め
ん
類
か
、
パ
ン
と
で
さ
け
ま
し
ょ
-つ・

川
竹
月
7
目

安
中
報
告
集
会
・

る
ζ
と
が
基
本
で
す
・
て
し
ま
う
と
、
霊
感
か
ら
、
夜
牛
乳
だ
け
で
も
食
べ
て
お
き
、
帰
(
東
京

・
芝
病
院
の
西
川
護

川

活
気
争
織
を
知
ら
せ
る
東

働
く
人
は
、
昼
食
も
外
食
に
な
に
ま
と
め
食
い
と
い
う
ζ
と
に
な
宅
後
に
、

ζ
の
祭
器
官
計
算
に
入

土
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
す
)

川

京
地
方
裁
判
所
前
ピ
う
ま

る
と
と
が
多
い
だ
け
に
、
外
食
で
り
ま
す
の
で
、
昼
食
は
し
っ
か
り
れ
て
、
一
食
分
の
夕
食
に
考
え
る

川

き
@
神
・
港
区
単
組
代
表
者

不
足
が
ち
に
な
る
霊
を
、
朝
食
食
べ
る
べ
き
で
す
・

わ

け

で

す

・

瞬

間

夕

方

ヨ

川

会
職
。

で
必
ず
食
べ
る
よ
う
に
し
て
下
さ
め
ん
類
な
ら
具
の
入
っ

た

な

べ

家
で
食
べ
る
の
は
、

主
食
は
や

崎

川

げ

政

茸

札

恥

r
川

口
月
8
自

国
鉄

・
育
楽
町
駅

ぃ
.

焼

き

う

ど

ん

や

五

回

そ

ば

に

し

ま

め

て

お

か

ず

だ

け

と

い

う

ζ
と

に

磁

除

略

立

U
制

晶

画

『

川

前
の
抗
議
行
動
・

い
た
め
物
な
ど

に

し

て

、

重

し

よ

う

・

い

ず

れ

に

し

て

も

、

外

な

り

手

・

勝

府

民

や

鈎

J
V
4
治

f
川
刊
月
刊
日

東
京
都
屋
外
広
告

や
人
診
、
ニ
ラ
、
ピ
ー
マ
ン
な
ど
食
で
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
盤
え

・
ぺ

二
四
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
飲
蹴
関
開
出
官
箆

匙

閉

山

物
条
例
の
検
討
会
。
池
貝
争

A
守

恒
一
吋
晶
刈
帥
rも

I
4J
f
L
F
M
M

・H

の
緑
黄
色
野
菜
を
使
っ
た
も
の
を
る
の
は
難
し
い
の
で
、
食
後
に

T
r
み

す

ぎ

な

い

工

夫

莞

努

ひ

停

ム

唱

川

磁
の
朝
ピ
ラ
座
り
込
み
・

意
織
的
に
登
場
さ
せ
て
下
さ
い
・
乳
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
ト
マ
ト
ジ
ュ
食
取
の
置
は
、

執
ら
せ
て
も
、
現
辺
訊

J
r匙
E

・4U
川
竹
月
刊
日

東
京
総
行
動
で
日

」
司
l
J
司
1
J
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J
1
1J
司
|
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1
1
4
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-
-
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l
J
T
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1
1
1
1
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1
1
1
1
1
1
1
1

山

士
銀
行
本
庖
前
行
動
.

医
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医
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官
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団
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巨
に
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医
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巴
百
足
医
官
巳
医
官
医
匡
匡
巨
巳
直
医
巴
同
国

E
回
目
配
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E

H

I
l
li
-
-
-
-
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l
l
i-
-
l
i
l
l
1
Il
l1
1
1
1
1

川
竹
月
ロ
日

沖
む
気
争
犠
の
第

沖
争
議
の

T

T

シ
ャ
ツ
の
僚
に
な
る
よ
う
に

F
3
勝

利

の

た

め

γ回和
解
交
渉
・
リ
ー
ダ
イ

シ

ャ

ツ

で

優

勝

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
・
量

と

一

P

共

に

闘

う

川

護
で
決
起
集
会
・

nm
-
東
武
小
学
校
職
組

)

P

Jイ
3
1
F
d

川
け
月
日
日

婦
人
総
行
動
で
沖

中
川
さ
ん

i
t
J
J
・-;;ー

μ

(佐賀)

ひ

ろ

子

さ

ん

・

J:Uぺ小川・
3

全

建

労

滋

賀

支

部

川

電
気
本
社

前

雲

-
z

m

沖
電
気
争
議
団
が
作

っ

た

「

職

ガ

ン

バ

レ

目

崎

吟

よ

・

襲
省
も
、
第
七
次
の
定
員
べ

川

体
阻
止
全
国
集
会
・

ド

場
に
カ
エ
ル
」

T
ン
ャ
ツ
を
、
十

長

山

幸

子

⑤

が

G
ら
し
で
す
・
人
が
減
っ
て
も
仕
事

川
日

日

沖
裏
八
王
子
工

も

九
枚
貿
い
ま
し
た
・
パ
レ
1
ポ
1

8

4

，
a

t

撮
ら
ず
・
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

川

器

で

議

行

動

・

5
一
味

ル
大
会
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
と
レ
て
、
語
、
沖
電
気
争
議
団
の
富
り
強
さ
「
は
た
ら
く
」
か
ら
見
て
、
に
は
予
算
が
つ
き
ま
す
が
、
防
災

川
什
月

日

パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
製

沢一

μ
使
い
ま
し
た
・
見
事
に
優
勝
レ
ま
ひ
ろ
子
さ
ん
の
高
校
の
級
友
で
と
て
も
よ
く
感
じ
ら
れ
ま
す
・
私
は
削
ら
れ
て
い
ま
す
・
賃
金
も
安

川

靴
工
紛
の
お
別
れ
交
流
会
-

M
一
ペ

レ
た
の
で
、
記
念
写
真
で
も
と
っ
す
・
神
電
気
争
議
、
今
が
辰
大
の
も
微
力
な
が
ら
、
速
い
沖
縄
か
ら
い
-
労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る

川
竹
月
川
目

マ
ス
コ
ミ
総
行
動

c

d
て
、
お
送
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
・

山
崩
で
す
ね
・
み
な
さ
ん
の
ね
ば
応
警
続
け
ま
す
・
社
会
め
ざ
し
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う

川
口
月
初
日

国

議

室

阻

止

大
集
会
.

間
企
業
で
働
く
婦
人
た
ち
が
、

力
を
合
わ
せ
て

ζ
の
総
行
動

を
六
カ
月
の
準
備
で
成
功
さ
せ

る
乙
と
が
で
き
て
、
ほ
ん
と
う

に
感
激
し
て
い
ま
す
」
と
、
神

電
気
争
議
団
の
中
村
光
子
さ

ん
.ま
た
、

ζ
の
総
行
動
の
よ
び

か
け
人
の
一
人
、
神
電
気
争
犠

回
の
婦
人
部
長
、
五
味
田
駒
子

さ
ん
は
、
沖
電
気
本
社
前
で
「
円

高
不
況
を
口
実
に
、
沖
電
気
は
、

生
理
休
暇
の
賃
金
補
償
の
切
り

下
げ
な
ど
、
労
働
条
件
の
改
惑

を
提
案
し
て
い
る
.
こ
ん
な
不

当
は
許
せ
な
い
」
と
決
意
を
語

り
ま
し
た
.

1

1
0
1

1
0
1

1
0
1

|

 

.
新
刊
パ
ン
フ
「
東
京
の
は
た

ら
く
婦
人
」
が
好
評
で
す
。
定

価
は
二
百
円
.
注
文
は
、

0
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4
3
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4
6
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フ
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長
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ヰ
一
北
海
若
干
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某
↑
口

町
r
h

斤

主

ゐ
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白
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仇

〔

庫
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長

手
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E
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幹
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」
ι
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o
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池
上
保
子
の
ホ
イ
ホ
イ
料
理

は
、
一
回
お
休
み
で
す
.
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か
l

ね
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ソ
オ
ω
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マ菅野江美子

村川上
叩うす九7)

久
雄

揮~ 93宅聖

いらうヂ (6) 

子さん

すだよう乙 (7)

あ
の
時
お
な
か
に
い
た
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
も

い
ま
は
元
気
な
小
学
生
に
な
っ
た

あ
れ
か
ら
生
ま
れ
た
三
十
三
人
の

子
ど
も
た
ち
は
育
っ
た
ス
ク
ラ
ム
の
中
で

私
た
ち
も
育
っ
た
涙
の
海
怒
り
の
山
越
え
て

オ
ム
ツ
や
ミ
ル
ク
を
持
っ
て
子
ど
も
を
背
負
い

あ
ち
ら
の
職
場
こ
ち
ら
の
団
体
と
訴
え
て
歩
い
た

斑
い
シ
ク
ラ
メ
ン
は
心
の
炎
を
ひ
ろ
げ

ま
い
た
ピ
ラ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
紳
を
つ
な
ぎ

か
沖
電
気

と々
い
う
だ
け
で
握
手
の
手
が
の
び
る

「
指
名
解
雇一」
は

ゆ

る

さ

な

い

と

か
か
げ
つ
づ
け
た
胸
の
ゼ
ッ
ケ
ン
は

雨
の
日
も
風
の
日
も
広
場
へ
街
頭
へ

力
強
く
訴
え
か
け
た
八
年
の
た
た
か
い
の
日
々

節
を
ま
げ
ず
手
を
と
り
あ
っ
て
来
た
仲
間
た
ち

い
ま
日
本
列
島
に
荒
れ
狂
う
合
理
化
の
嵐

働
く
者
の
い
の
ち
と
く
ら
し
ふ
み
に
じ
り

S
D
|
研
究
参
加
を
き
め
た
政
府
と
大
企
業

核
戦
争
ゆ
る
す
な
核
兵
器
を
い
ま
す
ぐ
な
く
せ
と

叫
ぴ
つ
.つ
け
る
国
民
の
そ
の
先
頭
に
立
と
う

働
く
者
の
誇
り
と
決
意
が
み
ん
な
の
瞳
に
燃
え
る

あ
た
ら
し
い
年
の
あ
た
ら
し
い
風
よ

私
た
ち
の
う
た
声
と
か
ち
ど
き
を
は
こ
べ

日
本
の
労
働
者
は
核
戦
争
に
手
は
か
さ
な
い

革
新
の
夜
明
け
つ
く
る
た
た
か
い
は
い
ま

)
 
1
 
(
 

今
年
の
春
に
は
、
沖
電
気
争
議
の
勝
利
の
花
を
み
ん
な
の
力
で
咲
か
せ
よ
う

官出品
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罫~93宅号指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

明
年
五
月
か
ら
始
ま
っ
た
、
東
者
の
職
場
、
賃
金
、
資
格
な
ど
と
全
国
の
み
な
さ
ん
の
、
御
支
媛

内

京
地
方
裁
判
所
で
の
職
権
和
解
と
も
に
、
研
修
の
実
施
な
ど
細
を
心
か
ら
訴
え
ま
す
。
…

は
、
士
一
月
八
日
に
、
第
二
十
一
か
な
所
ま
で
の
合
意
が
必
要
で
す

回
の
和
解
交
渉
を
行
っ
た
。
が
、
現
在
の
と
と
ろ
沖
電
気
の
対

当
初
「
金
銭
解
決
」
を
、
主
張
応
は
、
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た

し
て
い
た
神
電
気
は
、
全
国
か
ら
解
決
金
な
ど
も
、
今
後
の
交
渉
で

の
「
職
場
に
戻
せ
」
の
大
き
な
世
決
ま
り
ま
す
・

輸
の
中
で
、
百
年
八
月
に
は
「
=
一
当
骸
の
労
働
組
合
か
ら
も
、
放

十
五
人
の
復
臓
を
受
け
入
れ
る
」
り
出
国
さ
れ
た
沖
電
気
争
議
団
の
人

と
言
明
し
て
い
ま
す
。
び
と
は
、
八
年
余
の
た
た
か
い
で
、

今
回
の
交
渉
で
、
裁
判
所
は
、

H

歴
史
的
な
勝
利
u
を
鐙
む
か
ど

「三
十
五
人
の
名
簿
の
確
定
、
復
う
か
の
H

山
場
H

中
の

n
山
場
M

m先
な
ど
大
枠
を
ま
ず
決
定
レ
、
を
迎
え
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
復
職
条
件
、
復
職
日
な
全
国
の
み
な
さ
ん
、
「
支
援
す

ど
を
決
め
た
い
」
と
、
今
後
の
方
る
会
」
は
、
勝
利
の
固
ま
で
、
物

針
を
一
ホ
レ
ま
し
た
。
心
両
面
で
励
ま
し
つ
づ
け
、
必
ら

争
犠
解
決
の
た
め
に
は
、
復
職
ず
勝
利
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

沖電気に全面解決
を要求する団体署名

5300団体こえる(12/10)

19Bウ年1月 1日

小島成ーさん

和解交渉

350 

「沖
電
気
は
、
指
名
解
雇
争
議

の
全
面
解
決
を
決
断
せ
よ
，
F

」
の

中
央
決
起
集
会
は
、
国
鉄
労
働
組

合
東
京
地
方
本
部
と
共
催
で
、
日

比
谷
野
外
音
楽
堂
で
開
催
。
高
崎

地
区
や
埼
玉
か
ら
は
、
貸
切
り
パ

ス
で
。
「
い
ま
H

闘
い
u

の
と

』

き
」
と
、
迎
帯
を
強
め
ま
し
た
.

8
2
2
S
E
X
E
S
。e
g
g
s
刊

す

る

支

援

と

共

闘

の

訴

え

は

、

入

と

見

て

い

ま

し

た

・

そ

ん

な

へ

か

れ

て

い

ま

す

・

・

・

・

圃

圃

司

a・
・
・
・
・
・
・
・
叫

り
や
す
か
っ
た
の
で
す
」

多
い
は
ず
で
す
。

ま

た
、
闘
い
の
盤
が
り
は

「停

圃

四

隈

ポ

舎

一

圃

し
か
レ
、
沖
電
気
資
本
と
、
そ
し
か
し
、
神
電
気
争
犠
団
の
み
滞
」
す
る
労
働
運
動
の
底
で
、
一

-
R
R・
E
・

ω-Em--園
川

の
共
謀
者
と
な
っ
た

組

合

幹

部

な

さ

ん

が

つ

く

り

上

げ

た

支

援

と

人

ひ

と

り

の

労

働

者

が

、

闘

わ

な

圃

畑

一

a
w
雄
副

は

、

こ

れ

と

正

反

対

の

見

か

た

を

共

闘

の

君

、

ナ

ン

ヨ

ナ

ル

セ

ン

い

幹

部

と

そ

の

路

線

に

疑

い

と

、

蹴

漕

常

緑

剖

…

し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

蓄

の

タ

l
の
枠
を
ζ
ぇ
、
い
ま
ま
で
、

批
判
の
目
を
む
け
、
自
分
と
家
族

副

欝

配

時

総

則

園

川

労

働

運

動

が

右

傾

化

し

、

停

滞

す

手

の

届

か

な

か

っ

た

組

合

や

労

働

の

生

存

の

道

を

、

沖

電

気

の

闘

い

杭

制

也

凋

叫

岡
崎
晴
敏
法
咽
門
圃
圃

開
樹
監

鰍
制
申
圃

る

情

勢

の

下

で

は

、

か

り

に

、

指

者

に

侵

害

、

そ

れ

ま

で

の

争

議

に

重

ね

合

わ

せ

て

熱

い

回

を

む

け

眉

割

問

町

岡

町
駅
干

圃

名

解

雇

に

反

対

レ

て

闘

お

う

に

の

到

達

雲

大

き

く

と

え

た

禁

て

い

る

こ

と

を

実

感

さ

せ

て

く

圃

眠

謝

配

ぽ

懸

2
a
N
電
機
関
連
蓄
の
勝
利
を
め
ざ
し
て
、
什
月

掴

限

型

耐

掴

労
務
上

園

川

も
、
事
期
の
よ
う
な
支
援
や
、
り
と
、
力
を
つ

け

ま

し

た

。

力

関

れ

ま

す

。

園

田

町

h

F

制率

引

園

川

引

日

露

首

目

の
寝
総
行
動
が
展
開
さ
れ

一

.

.

.

.

.

.
 
舟
紛

4

.

H

「沖
電
気
の
不
当
解
雇
を
撤
回
解
胞
を
自
分
と
家
族
の
問
題
と
し
昔
話
ら
れ
る
は
ず
も
な
く
、
語
大
き
く
変
り
ま
し
た
。

護

闘

い

に

触

れ

た

多

く

の

人

び

と

圃

園

園

山

レ

L

L

:
草
し
た
。
今
回
の
総
高
は
、
争
擁
護
の
重

引

さ
せ
る
会
」
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
て
と
ら
え
な
お
レ

w
労
働
組
合
と
放
っ
て
お
い
て
も
反
対
運
動
は
衰
い
計
算
と
準
備
の
上
で
解
庖
し
た
が
、
考
え
さ
せ
ら
れ
、
励
ま
さ
れ
、
・
・
・
・
・
・
・
・
・

a
，‘
.. 
川
要
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
沖
沼
気
争
議
と
労
基

「わ
た
し
た
ち
の
争
販
は
、
恵
ま

は
な
に
か
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
u

弱
し
、
消
滅
す
る
と
読
ん
で
い
た
神
電
気
資
本
は
、
労
務
政
策
を
変
働
く
者
の
団
結
に
よ
っ
て
、
不
安
ち
は
じ
め
て
い
ま
す
。
努
力
に
、
あ
ら
た
め
て
目
を
み
は
川
法
の
改
惑
が
企
ま
れ
て
い
る
中
で
の
行
動
で
し

れ
て
い
ま
し
た
」

と
、
聞
か
さ
れ
の
浬
解
を
深
め
て
い
ま
す
。
そ
う
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
ぇ
、
指
名
解
腐
を
撤
回
し
な
け
れ
な
く
生
き
る
日
の
く
る
乙
と
を
、
「
恵
ま
れ
な
い
」
争
議
か
ら
、
る
思
い
が
レ
ま
す
。
川
た
。
電
機
産
業
に
働
く
仰
聞
と
地
域
の
労
働
者

私
は
、
そ
の
度
に
吃
鰐
(
き
っ
き
し
た
な
か
で
、
沖
電
気
争
議
に
対
私
も
、
「
恵
ま
れ
な
い
」
争
議
ば
な
ら
な
い
と
と
ろ
に
追
い
ζ
ま
ま
だ
小
さ
い
に
レ
て
も
自
信
を
も

「恵
ま
れ
た
」
も
の
へ
の
見
事
な
八
年
の
歳
月
は
、
神
電
気
争
議
川
二
百
人
が
本
社
抗
強
、
昼
デ
モ
(
約
五
百
人
)
、

ょ

う

)

し

て

い

ま

す

。

転

換

を

、

評

論

家

風

に

、

「
弁
証
団
の
一
人
ひ
と
り
を
、
立
派
な
労

N

各
省
庁
交
渉
に
参
加
を
し
ま
し
た
。

話

は

つ

づ

き

ま

す

。

「

指

名

解

法

」

う

ん

ぬ

ん

で

、

片

ず

け

る

の

働

者

に

鍛

え

、

強

い

精

神

を

も

っ

h

労
働
省
に
は
、
長
時
間
残
業
や
不
払
い
残
業

腹

う

け

た

頃

か

ら

、

全

産

業

に

聞

は

簡

単

で

す

が

、

そ

こ

ま

で

、

は

た

人

聞

に

成

長

さ

せ

た

の

で

す

。

川

を

な

く

し

、

労

働

者

の

生

活

と

健

康

を

労

基

法

じ

よ

う

な

人

減

ら

し

合

理

化

が

、

り

つ
い
て
話
を
聞
き
、
訴
え
、
組
そ
の
と
と
に
、
勝
虚
で
あ
る
と
問
刊
の
改
正
を
申
し
入
れ
ま
レ
た
.

強
行
さ
れ
ま
し
た
。
闘
い
に
な

っ

織

し

、
考
え
、
体
で
理
解
し
、
そ
時
に
、
自
信
を
も
っ
て
欲
し
い
の
川
目
立
中
研
の
仲
間
十
二
人
か
、
新
た
に
賃
金

た

と

と

ろ

は

、

少

な

い

の

で

す

が

、

れ

を

く
り
か
え
し
、
同
時
に
自
分
で
す
。
す
ば
ら
レ
い
無
形
の
財
産

N

差
別
の
闘
い
を
お
こ
レ
て
い
く
決
意
が
表
明
さ

そ

れ

だ

け

に

、

多

く

の

労

働

者

が

、

を

高
め
て
と
ら
れ
た
み
な
さ
ん
の
が
身
に
つ
い
た
の
で
す
.

川
れ
、

参
加
者
を
大
き
く
励
ま
す
行
動
と
な
り
ま

し
た
。

(

真

)

通
信
機
三
大
メ
l
力
の
一
つ
益
、
=
一千
人
を
上
回
る
新
採
用
、

一
方
、
解
雇
後
の
臓
場
で
は
、
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
一
一

沖
電
気
工
銭
(
本
社

・
東
京
・
九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
-と
、
解
年
十

一
月
に
は
、
支
媛
共
闘
会

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
こ
し
て
新
工
場
の
建
設
な
ど
。
庖
(
田
中
さ
ん
)
レ
た
り
、
沖
娘
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

八
四
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
一
九
O
年
に
は

一
兆
円
企
業
を
狙
争
犠
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
作
っ
た
。

蛍
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
う
。
会
社
は
東
京
地
裁
は
か
四
仕
事
を
差
別
す
る
な
ど
の
、
見
八
四
年
秋
か
ら
は
、
全
国
規

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の
「
希

'

r

f

ノ

ノ

〆

r

r

艇
の
迎
動
に
発
展
、
仕
事
差
別

望

退

職

」

募

集

を

提

案

こ

の

あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤
回

闘

争

と

は

を
や
め
さ
せ
た
。
東
京
地
裁
で

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

は

コニ
十
五
人
の
復
職
と
和
解

人
に
、
七
八
年
十

一
月
、
大
企
カ
所
の
裁
判
で
も

「指
名
解
回
せ
し
め
亭
強
め、

「
合
理
化
」

金
」
の
勧
告
が
出
た
。

撲
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
レ
て
い
る
。
八
六
年
か
ら
の
「
全
面
解
決

約
二
O
年
ぶ
り
の
指
名
解
雇
を
意
識
改
革
を
す
る
と
と
」
と
在
沖
電
気
争
議
団
の
七
十

一
人
を
め
ざ
す
大
運
動
」
で
、
神
電

強
{
句
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、

一一一『
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
の
四
千
を
超
え
る
劣
気
争
犠
は
、
勝
利
の
た
め
の
扱

百
億
円
近
い
史
上
飯
高
の
利
視
を
解
雇

k
と
と
も
明
白
・
紹
や
、
一
万
四
千
人
の

「支
援
大
の
山
協
を
む
か
え
て
い
る
。

台
』
「
L
凡
カ
ヨ
羽
二
一
』
ソ
U
M

↓

菖
4
3
4
居
た
』

t-

.
高
橋
重
雄
さ
ん

(福
山崎
)

マ

什
・
引
中
央
集
会
で
は
、

り

ん

と

一

箱

。

カ

メ

ラ
マ
ン
の
森
住
卓
さ
ん

・

鈴

木

幹

子

さ

ん

に

、

協

力

し

て

い

た

だ

き

ま

肉
マ
ン
、
ア
ン

マ

ン

。

し

た

。

-
梅
原
昌
晴
さ
ん
(
長
野
)

マ
九
度
目
の
正
月
を
迎
え
た

り

ん

ご

一

箱

。

沖

電

気

争

議

団

で

す

が

、

元

.
名
古
屋
精
糖
東
工
労
組

気
に
欝
闘
し
て
い
ま
す
。
会

砂

糖

。

演

の

未

納

な

人

は

、

キ

チ

ン

.
桧
恒
一
勝
義
さ
ん

(震
媛
)

と
レ
て
、
迎
幣
を
し
め
し
ま

み

か

ん

一

箱

。

し

ょ

う

。
よ
ろ
し
く
。

第
問
次
電
機
総
行
動

全
日
参
加
は
二
百
人

昼
の
デ
モ
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つ
ま
り
、
資
本
主
義
社
会
の
中
で

も
、
労
働
者
は
絶
対
的
な
受
身
の

川

F

存
在
で
は
な
く
、
経
営
や
地
域
、

川
竹
用
引
田

町
機
総
行
動
・

制
度
に
対
し
て
一
定
の
彫
響
力
を

川

什
・
引
沖
低
気
争
犠
支
援
中

持
っ
と
と
が
で
き
る
し
、
意
識
的

川

央
集
会
(
日
比
谷
野
音
)。

に
影
響
力
を
悠
大
レ
、

指
導
階
級

山

国
鉄
・
全
国
交
流
会
。

と
し
て
の
主
体
を
形
成
す
べ
き
で

川
刊
月
包
日
S
M日

東
京
地
方

あ
る
、
と
い
う
思
想
で
す
・
と
う

川

争
援
団
第
お
回
総
会

(伊
豆

い
っ
た
言
葉
に
ふ
れ
た
と
き
の
新

川

・

大
川
)

業
団
は
、
全
日
自
労
の
二
十

確

立
し
て
い
き
ま
す
・
で
き
る
だ
ス
的
転
回
」
を
も
た
ら
し
た
と
と
鮮
な
篤
き
を
、
私
自
身
、
忘
れ
る

山
刊
月
間
口
自

国
鉄

・
国
民
会
磁

年
余
に
わ
た
る
失
対
打
ち
切
り
反
け
働
か
な
い
と
と
が
強
い
労
働
組
で
す
・

と
と
が
で
き
ま
せ
ん
・

川

で
全
国
集
会
(
明
治
公
園
)

対
闘
争
の
中
か
ら
誕
生
し
て
き
た
合
の
柾
レ
で
あ
る
、
と
い
う
そ
れ
そ
の
キ
l
・
コ
ン
セ
プ
ト
が
、
民
革
の
観
点
は
、
い
よ
い
よ
輝

川
什
月

μ日

千
取
県

・
大
運
動

組
織
で
す
a

言
わ
ば
、
十
万
人
、
ま
で
の
路
線
か
ら
一
転
し
て
、
市
「
届
わ
れ
者
根
性
の
克
服
」
で
す
・

き
を
増
す
と
思
っ
て
い
ま
す
・

川

総
行
動
。

二
十
万
人
の
国
家
的
な
大
民
に
支
持
さ
れ
る
就
労
態
度
を
組

H

a

p

川
什
月
幻
自
日
本
ペ
イ
ン
ト
影

「
合
理
化
」

H
首
切
り
事
長
合
の
自
毒
律
と
し
て
確
立
し
っ

;

2

2

3

3

3

3

3

j

t

j

i

;

j

d

%

以
剣

山

山

2
2
2・

す
る
、
害
者
ぐ
る
い
の
闘
争
が
っ
、
学
号
l
ル
建
設
や
生
活
道

新

し

い

事

業

体

・

運

動

体

…

聞
が
働
き
、
年
間
総
事
蓄
は
約
い
を
続
け
て
き
た
人
た
主
の
合
っ
た
翼
団
覇
も
、
愉
快
な

ζY習
で

ス

ル

抗

警

産
み
だ
し
た
子
供
で
す
・
路
の
補
修
な
ど
、

地
域

住

民

の

要

五

O
憶
に
速
し
て
い
ま
す
・
ζ
れ
流
を
呼
ぴ
起
ζ
し
な
が
ら
、
労
働
と
に
、
乙
う
し
た
出
界
史
の
大
き

川

動
、
決
起
集
会・

「高
度
成
長
の
中
で
、
失
対
郁
求
を
と
り
あ
げ
、
失
対
の
事
業
計
こ
う
し
た
民
草
と
失
業
者
闘
争
合
運
動
・
地
峨
住
民
運
動
と
の
結
ポ
イ
ン
ト
は
労
働
者
の
自
主
性
や
を
二
年
内
に
倍
加
し
よ
う
と
い
う
者
協
同
組
合
の
う
ね
り
を
乙
の
回
な
流
れ
の
一
部
で
あ
っ
た
わ
げ
で

川
円
月

n
日
本
メ
イ
ル
オ
ー
ダ

撲
は
も
は
や
時
代
遅
れ
だ
」
と
い
固
に
盛
り
込
ま
せ
て
い
く
乙
と
か
の
中
か
ら
、
そ
の
発
展
と
し
て
事
合
、
①
全
国
的
観
点
に
よ
る
運
動
誠
意
、
労
働
者
自
身
の
固
有
の
能
の
が
、
述
合
会
の
回
援
で
す
。
本
に
も
も
た
ら
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
心
強
い
と
と
に
、

川

l
争
議
解
決
報
告
集
会
・
私

う
政
府

・
労
働
省
の
攻
事
か
ら
始
ら
、
そ
れ
は
始
ま
り
ま
し
た
・

業
団
が
、
い
く
つ
か
の
地
域
で
十
の
発
展
で
す
・
新
し
い
事
業
体
・
力
に
か
か
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
こ
う
し
た
事
業
の
発
展
は
、
事
す
・
「
履
う

・
履
わ
れ
る
」
で
は
日
本
で
も
闘
う
労
働
組
合
と
事
業

川

教
述

・
三
争
織
支
俊
民
会
・

ま

っ

た

こ

の

闘

争

は

、

失

対

就

労

数

年

前

か

ら

で

き

て

き

ま

す

・

民

運
動
体
の
発
想
で
す
・
ら
、
事
業
団
が
七
つ
の
原
則
に
基
業
団

・
労
働
者
協
同
組
合
の
主
依
な
い
、
新
し
い
労
働
の
あ
り
方
の
団

・
労
働
者
協
同
組
合
の
交
流
が

川
口
月
初
日

映
画

「ド
レ
イ
工

キ

|

コ

ン

セ

プ

ト

「

雇

者

の

首

切

り

反

対

と

同

時

に

、

失

捕

の

精

神

草

、

「
事

柴

田

七

つ

の

づ

、

て

運

営

さ

れ

る

Z
ら
、
営
利
が
完
全
失
業
者
|
失
業
し
て
職
安
探
求
で
す
・
乙
れ
と
同
時
こ
、
失
始
ま
り
、
生
協
を
は
じ
め
と
す
る

川

場
」
初
年
記
念
上
映
会
・

わ

れ

者

根

性

の
克

服

」

リ

，

w

ピ

ル

メ

ン

事

業

が

「
コ

L

Y

4

H

業
者
の
働
く
抑
利
を

ど

の

よ

う

に

原

貝

」

の

中

に

鮮

や

か

に

継

承

・

企

業

こ

負

オ

な
い
仕
事
を
す
る
乙
に
行
っ
た
人
だ
げ
で
な
く
、
今
日
対
事
業
の
廃
止
と
そ
食
い
止
め
ら
先
輩
の
協
同
組
合
と
郁
業
団
の
、

川
ロ
月
1
日

ピ
ル
メ
ン
争
犠
激

、

.

口
ン
ブ

ス

の

卵

」

に

』

b

保
障
さ
せ
る
の
か
と
い
う
争
い
で
そ
の
後
、
民
革
路
線
は
、
国
民

発
展
さ
せ
ら
れ
て
b
ま
す

と
は
可
能
な
わ
り
で
す
。
圧
倒
的
に
広
が
っ
て
い
る
「
不
安
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
事
業
団
を
地
域
づ
く
り
に
む
け
た
話
し
合
い

川

励
交
流
会
。

も
あ
り
ま
し
た
・
春
闘
の
再
構
築
の
提
案
や
、
中
小
す
な
わ
ち
、
①
良
い
仕
事

・
町

ζ
う
し
た
立
派
な
原
則
の
も
と
郁
栄
団
は
、
さ
ら
に
ゴ
ミ
・
資
定
就
労
胞
」
に
ま
で
鉱
大
さ
れ
た
通
じ
た
失
対
撤
退
現
場
の
確
保
と
川
提
携
が
開
始
さ
れ
て
い
る
の
で

川
ロ
月
2
日

沖
む
気
熊
谷
裁

ζ
の
中
で
全
日
自
労
は
、
失
策
企
業
に
お
げ
る
経
滋
改
也
提
案
の
づ
く
り
に
役
立
つ
車
問
、
②
自
主
に
、
中
高
年
の
人
た
ち
も
働
い
て
源
リ
サ
イ
ク
ル
や
「
老
人
給
食
」

と
と
を
も
意
味
し
て
い
ま
す
・

ゃ
、
「
任
意
就
業
事
業
」
の
実
施
す
・

川

判
・
神
電
気
争
時
間
団
の
全
員

者
を
結
集
し
て
職
安
や
自
治
体
に
と
り
と
み
、
「
町
づ
く
り
」
週
函

・
民
主

・
公
開
に
よ
る
運
営
、
③
生
活
で
き
る
仕
事
の
開
拓
が
開
始

ホ

I
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
福
祉
関
そ
し
て
、
現
に
ピ
ル
メ
ン
で
切
を
基
礎
に
、
公
的
就
労
事
業
の
新
よ
そ
の
園
の
問
題
だ
と
思
わ
れ

川

集
会
・

仕
事
を
要
求
す
る
「失
業
者
闘
争
」
な
ど
、
「
路
線
」
と
し
て
の
姿
を
「
協
同
組
ム
ロ
原
則
」
に
立
っ
た
労
さ
れ
た
わ
り
で
す
が
、
段
初
は
自
連
事
業
な
ど
に
活
動
を
露
大
。
単
り
開
い
た
事
業
団
の
実
績
が
、
他
レ
い
形
で
の
再
確
立
の
展
望
も
切

て
い
た
大
量
失
業
情
勢
が
、
確
実

川
ロ
月
5
日

金
属
反
合
共
同
行

を
展
開
す
る
一
方
、

「民
主
的
改
明
確
に
し
て
い
き
ま
す
が
、
い
つ
働
者
の
生
活
と
権
利
の
保
師
、
@
治
体
の
草
刈
や
公
園

・
道
路
消
知

位
取
灘
間
は
、
一
三

O
カ
所
に
広
の
多
く
の
柴
積
の
労
働
者
を
励
ま
り
聞
か
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
・

に

日

本

を

も

鎖
お
う
と
レ
て
い
ま

川

動
・
沖
電
気
八
王
子
裁
判
・

革
」

(
略
称

「民
草
」
)
と
い
う
そ
う
盛
衰
な
乙
と
は
、
避
動
の

思

労
働
組
合
と
の
協
力

・
共
同
、
③
な
ど
が
主
で
、
な
か
な
か
中
高
年
が
り
、
全
国
で
五

0
0
0人
の

伸

レ

、

あ

る

い

は

自

主

管

理

的

な

闘

す

・
雇
用
の
戦
略
ぬ
き
に
は
、
労

川

「と
り
か
じ
い
っ
ぱ
い
、
巡

労
働
組
合
運
動
の
新
し
い
路
線
を
想

・
「
文
化
」
に
「
コ
ベ
ル
ニ
ク

教
育

・
学
習
の
重
視
、
@協
同
組
む
け
の
仕
事
が
あ
り
ま
せ
ん
・

1
1
1
1
1
1
1
1
J

働
者
は
身
を
守
る
と
と
が
で
き
な

川

路
は
平
和
」
富
山決
起
集
会
。

そ
の
突
破
口
を
聞
い
た
の
が
、

{
{
{
:
ー

;
j
i
l
-
-
;
:
ー:
:
j
i
-
-
i
M

く
な
る
と
と
で
し
ょ
う
・

川
ロ
月
4
回

大
木
事
件

・
無
罪

ピ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
た
ピ

労

働

運

動

の

一

翼

と

し

て

…

そ

の

と

と

は

、

ま

た

、

狭

い

企

川

判
決

(
練
馬
区
ひ
っ
た
く
り

ル
の
清
掃
や
設
備
の
保
守
・
管
理

s

設
の
ワ
ク
の
中
に
閉
じ
と
も
り
が

川

事
件
)
・

の
仕
事
で
す
・
ζ
と
で
初
め
て
事
労
働
者
協
同
組
合
は
、
ま
さ
に

対
す
る
、
労
働
者

の

ぎ

り

ぎ

り

の

よ

う

で

す

・

ち

で

あ

っ

た

日
本
の
労
働
組
合
連

川
ロ
月
6
白

石
燭

・
兵
問
生
産

諜
団
は
本
格
的
に
市
場
競
争
の
中
資
本
主
義
の
危
繊
の
中
で
、
ョ
l

し
か
も
攻
動
的
な
回
答
で
す
。
問
さ
ら
に
、
イ
タ
リ
ア
に
見
ら
れ
動
に
盛
大
な
転
換
を
迫
る
で
あ
り

川

反
対
デ
モ
・

に
入
り
込
ん
で
い
き
ま
す
・
内

外

ロ
y
パ
を
中
心
に
、
急
速
に
、
力
時
に
、

人
間
ら
し
い
、
自
主
的
な
る
よ
う
に
、
協
同
組
合
は
、
生
産
ま
し
ょ
・
立

川
ロ
月
7
日

千
代
国
統
一
労
組

か
ら
の
不
安
の
声
を
よ
そ
に
、
乙
強
く
復
活
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

労
働
に
対
す
る
要
求

(お
よ
び
、

-
サ
ー
ビ
ス

・
流
通
・
消
費

・
文

事

柴

田

・
労
働
者
協
同
組
合
は

川

霊
次
総
会
・

の
ピ
ル
メ
ン
事
業
は
大
き
く
成
功

一
九
七

0
年
代
を
通
じ
て

E
E
そ
れ
を
可
能
に
す
る
産
業
精
進
の
化
、
あ
る
い
は
金
融
を
網
羅
レ
、
服
用
の
戦
略
の
形
成
に
寄
与
す
る

川
ロ
月
B
日

沖

竃
気
争
議
・
第

し
て
い
き
ま
す
・
そ
れ
は
、
事
業

C
路
面
で
は
、
労
働
者
協
同
組
合
変
動
H
サ
ー
ビ
ス
化
と
、
労
働
者
「
協
同
組
合
セ
ク
タ
ー
」
を
形
成
と
同
時
に
、
社
会
的
に
意
味
あ
る

川

引
回
和
解
交
渉
・

団
が
誰
か
が
も
う
り
た
り
、
支
配
の
居
用
が
、

一
九
万
七
千
人
か
ら
の
能
力
の
発
展
)
の
現
れ
で
あ
り
す
る
ζ
と
に
よ
っ
て
、
国
の
経
済
労
働
の
要
求
や
、
続
首
と
職
溺
の

川
ロ
月
?
日
沖
電
気
前
僑
裁
判

す
る
も
の
で
は
な
い
乙
と
が
わ
か
四
六
万
九
千
人
に
露
大
し
、
そ
の
ま
し
ょ
う
。

-
政
治
に
無
視
で
き
な
い
影
響
力
民
主
化
な
ど
、
そ
の
自
主
管
理
の

川

(
長
井
さ
ん
主
砲
陶
)

る
に
つ
れ
て
、
団
員
が
自
発
的
な
カ
l
プ
は
さ
ら
に
上
昇
を
続
け
て
労
働
者
政
党
や
労
働
組
合
も
、
を
発
部
し
つ
つ
あ
り
ま
す
・

経
験
を
内
取
の
現
援
に
も
還
流
さ

川
口
月
刊は自

雷
印
乳
業
の
本
社

力
を
発
問
し
て
、
良
い
仕
事
し
を
行
い
る
と
い
う
と
と
で
す
・

当

初

の

冷

や

や

か

な

見

方

か

ら

徐

せ

な

が

ら

、

労

働

迎

動

の

一

一

概

を

川

抗
磁
行
動
・

っ
て
い
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
は
、
何
よ
り
も
、
利
潤
第
々
に
脱
し
て
、
段
近
で
は
ζ
れ

を

担

っ

て

進

む

決

意

で

す

・

川
ロ
月
日
日
目
立
中
研
の
賃
金

「
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
卵
」
で
は
あ
一
の
経
済
の
仕
組
み
が
産
み
出
す
広
義
の
労
働
運

動

の

不

可

欠

の

一

と

も

に

が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
/
川

差
別
で
都
労
委
へ
申
レ
立

り
ま
せ
ん
が
、
サ
ー
ビ
ス
産
殺
の
大
量
失
撲
と
庖
用
の
不
安
定
化
に
環
と
し
て
位
置
付
げ
始
め
て
い
る

川

て・

間
中
柴
田
の
正
式
の
名
前
は
中
高
年
雇
用

・
福
祉
事
業
団

(
労
働
者
協
同
組
合
)
全
国
迎
合
会
・

や
た
ら
長
い
名
前
の
団
体
で
す
が
、
一
言
で
い
え
ば
、

労
働
者
協
同
組
合
1
1労
働
者
自
身
が

川

出
資
(
所
有
)
、
管
理
し
、

働
く
場
を
確
保
す
る
協
同
組
合
を
全
国
に
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を

川

め
ざ
す
団
体
で
す
.
新
年
に
あ
た
っ
て
、

「は
た
ら
く
」

ζ
と
の
再
発
見
に
つ
い
て
、
私
た
ち

な
り
の
考
え
方
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
.

(事
業
団
全
国
連
合
会
・
菅
野
)

「
国
家
的
争
議
L

の
中
か
ら

事業団からたたかう仲間へのメッセージ

ロ

事

業

団

活

動

に

つ

い

て

の

問

い

合

わ

せ

は

、

左

記

に

お
ね
が
い
し
ま
す
。

良
い
仕
事
は
事
業
団
の
身
上
床
を
見
る
眼
が
光
る

(健
生
病
院
で
)

中
高
年
雇
用
・
福

祉

事

業

団

(

労

働

者
協
同
組
合
)
全

国
連
合
会

車
以
即
位
向
区
雑
司
が
谷

3
l
n
1
同

干

m

宮

O
三
(
九
八
七
}
f
A

九

一
九

郵
刷
出
特
攻
以
八

1
八
一
一O
一
七

「現場が好きJと、大学新卒の田中さん E健生病院で〉

地
域
か
ら
雇
用
の
ネ

ッ
ト
ワ
ク
を

草
刈
り
や
床
み
が
き
か
ら
始
ま

351 
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m 「

労

働

の

権

利

」

トコト煮豚で

中華風お雑煮
コ

川
二一三
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=-
EE--川

も
と
で
「
賃
労
働
」
に
、
す
な
わ
は
、
生
産
手
段
の
取
得
、
連
合
せ

ち
疎
外
さ
れ
た
非
人
間
的
な
労
働
る
労
働
者
階
級
の
支
配
下
に
生
産

川

「
働
く
こ
と
」
の
意
義
つ

州

に
皮
め
ら
れ
る
・
そ
乙
で
労
働
が
手
段
を
し
た
が
わ
せ
る
ζ
と
、
す

川
て
な
ん
だ
.
労
働
者
が
、
解
川

「
苦
痛
」
「
犠
牲
」
と
し
て
現
象
な
わ
ち
賃
労
働
と
資
本
の
、
ま
た

山
居
さ
れ
た
り
、
仕
事
を
取
り

川

す
る
と
い
う
転
倒
が
お
と
る
・
レ
両
者
の
相
互
関
係
の
止
錫
が
あ

川
上
げ
ら
れ
る
ζ
と
は
・

・

川

た
が
っ
て
、
労
働
そ
の
も
の
と
「
疎
る
」
と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
.

川
沖
電
気
指
名
産
自
尽

概
念
の
由
来

、

外
さ
れ
た
労
働
」
な
い
し
「
賃
労
一
八
四
八
年
の
六
月
革
命
の
の

川
争
も
、
自
由
で
自
主
的
な
「
労

川

H

川

わ
た
く
し
は
、
人
権
理
論
、
民

彼

は

、

フ

ラ

ン

ス

革

命

を

積

極

的

働

」

を

は

っ

き

り

区

別

し

な

け

れ

ち

に

、

ブ

ル

ジ

ョ
ア
ジ
ー
は
反
動

川
働
の
権
利
」
を
実
現
す
る
た
1

川

・
川

主

主

義

理

論

、

労

働

運

動

輪

の

見

に

支

持

し

、

人

間

に

と

っ

て

も

っ

ば

な

ら

な

い

・

「

賃

労

働

」

を

廃

的

な

立

場

を

あ

ら

わ

に

い

た

し

ま

川
め
の
た
た
か
い
と
い
え
る

u

川

川

地
か
ら
ζ
の

問

題

を

述

べ

た

い

と

と

も

大

切

な

も

の

は

、

生

存

の

権

察

し

て

、

自

由

な

労

働

を

発

展

さ

し

た

・
そ
し
て
、
そ
の
憲
法
草
案

川

b
ま
、
強
占
資
本
と
政
府
t

川
t

川

思

い

ま

す

・

利

で

あ

る

と

主

張

レ

ま

し

た

・

ア

せ

な

り

れ

ば

な

ら

な

い

・

と

れ

が

、

か

ら

「

労

働

の

権

利

」

と

い

う

ス

川
は
、
人
間
の
椴
利
と
尊
厳
の

“

川

川

人

間

に

と

っ

て

労

働

は

本

来

メ

リ

カ

の

「

独

立

宣

言

」

、

フ

ラ

マ

ル

ク

ス

の

思

想

の

核

心

で

あ

り

ロ

1
ガ
ン
を
迫
放
し
、
そ
の
代
わ

川
抑
圧
を
強
め
て
い
る
.

H

川

川

「

苦

痛

」

で

あ

り

、

「

犠

牲

」

で

ン

ス

革

命

の

「

人

権

宣

言

」

も

、

ま

す

・

あ

る

ア

メ

リ

カ

の

ジ

ャ

l

り
に
「
公
的
扶
助
を
・
つ
け
る
権
利
」

川

生
存
の
椴
利
、
「
労
働
の
H

山

川

あ

る

と

い

う

考

え

方

が

、

わ

が

国

と

の

生

存

の

権

利

を

人

閣

の

も

つ

ナ

リ

ス

ト

が

、

マ

ル

ク
ス
に
「
あ

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
提
出
い
た

川
梅
利
」
を
、
芝
田
先
生
の
精

川

川

川

で

も

多

く

の

人

び

と

に

よ

っ

て

常

と

も

重

要

な

権

利

の

臨

陣

頭

に

お

い

な

た

の

思

想

を

一

言

で

表

現

レ

て

し

ま

し

た

・

「

公

的

扶

助

を

う

け

川
演
か
ら
、

学
ん
で
み
ま
し
ょ
H

川

川

織

的

に

い

だ

か

れ

て

い

ま

す

・

ま

て

い

る

の

で

あ

り

ま

す

が

、

フ

ィ

く

だ

さ

い

」

と

い

う

質

問

を

レ

ま

る

栂

利

」

と

は

、

生

活

保

護

の

た

川
う
.
神

・
支
帽
躍
す
る
会
の
機
H

川

川

た

、

自

由

主

義

の

ブ

ル

ジ

ョ

ア

経

ヒ

テ

は

、

こ

の

見

解

を

継

承

す

る

し

た

が

、

こ

れ

に

た

い

し

て

マ

ル

め

の

扶

助

を

う

け

る

栂

利

の

ζ
と

川
関
紙
が
「
は
た
ら
く
」
で
も
t

川

・

川

済
学
の
立
場
に
立
つ
ア
ダ
ム

・
ス

と

と

も

に

、

そ

れ

を

一

歩

す

す

め

ク

ス

は

「

労

働

の

解

放

」

で

あ

る

で

あ

り

ま

す

が

、

マ

ル

ク

ス

は

、

川
あ

る

の

だ

か

ら

川

川

川

ミ

ス

が

労

働

を

そ

の

よ

う

な

も

の

ま

し

て

、

生

存

の

栂

利

か

ら

必

然

と

答

え

た

乙

と

が

あ

り

ま

す

・

と

こ

れ

を

労

働

者

階

級

の

権

利

で

あ

目
=
=
=
==三
三
三
-
E
E
-
-
=
=
=
=叫

と

し

て

把

題

し

た

と

と

は

、

周

知

的

に

「

労

働

の

権

利

」

が

で

て

く

の

よ

う

に

、

マ

ル

ク

ス

に

お

き

ま

る

と

は

み

と

め

ま

せ

ん

で

レ

た

・

の
と
ζ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

る

と

主

張

い
た
し
ま
し
た
・

そ

し

し

て

は

、

は

や

く

か

ら

、

そ
う
い
と
い
う
の
は
、
「
公
的
扶
助
を
受

し

か

し

、

民

主

主

義

の

立

場

に

て

、

と

の

「

労

働

の

栂

利

」

を

抑

う

自

由

な

、

人

間

的

な

労

働

を

抑

け

る

権

利

」

は

、

人

民

が

生

活

保

立

つ

思

想

家

は

、

労

働

を

も

と

も

圧

す

る

権

力

に

た

い

レ

て

は

、

人

圧

す

る

勢

力

と

た

た

か

い

、

労

働

護

の

扶

助

を

必

要

と

す

る

ほ

ど

に

と

積

極

的

・

肯

定

的

も

の

と

レ

て

民

は

「

革

命

の

権

利

」

を

行

使

で

を

解

放

す

る

こ

と

が

労

働

者

階

級

貧

困

の

状

態

に

つ

き

お

と

さ

れ

る

抱
短
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
・
近
き
る
と
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
明
言
し
た

マ

ル

ク

ス

に

お

け

る

の
使
命
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
の
資
本
主
義
の
矛
盾
、
つ
ま
り
労
働

代

の

民

主

主

緩

思

想

の

源

流

の

一

の

で

あ

り

ま

す

・

フ

ィ

ヒ

テ

の

哲

で

あ

り

ま

す

・

者
が
照
権
利
な
状
態
に
お
か
れ
て

つ
を
な
す
ジ
ョ
ン

・
口
γ
ク
は
、
章
、
乙
れ
ま
で
主
観
的
観
念
輪

「

労

働

の

権

利

」

乙
の
よ
是
労
働
観
宇
前
提
と
い
る
乙
と
か
ら
う
ま
れ
る
「
栂
利
」

労
働
が
所
有
の
栂
拠
で
あ
る
と
主
の
典
型
と
し
て
批
判
さ
れ
て
ま
い
と
の
よ
う
な
系
譜
を
継
涼
し
録
的
・
理
性
的

・
目
的
意
織
的

・
し
て
、

マ
ル
ク
ス
は
、
一
九
四
八
で
あ
り
ま
し
て
、
資
本
主
義
に
よ

張
い
た
し
ま
し
た
し
、

I
・
J
・

り
ま
し
た
が
、
「
労
働
の
権
利
」
て
、
「
労
働
の
権
利
」
概
念
の
発
情
熱
的
活
動
で
あ
り
、
人
間
の
肉
年
の
革
命
で
提
起
さ
れ
た
「
労
働
る
抑
取
、
労
働
者
の
無
権
利
状
態

ル
ソ
i
も
労
働
を
人
間
形
惑
に
不
を
中
心
に
お
い
た
人
権
論
と
し
て
展
に
画
期
的
な
街
与
を
お
こ
な
っ

体
的

・
精
神
的
諸
機
能
、
人
格
と
の
権
利
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
を
前
提
し
、

是
認
す
る
と
ζ
ろ
か

可
欠
の
積
極
的
な
活
動
で
あ
る
と
は
、
傑
出
し
た
も
の
が
あ
る
と
、
た
の
は
、
ヵ
l
ル
・
マ
ル
ク
ス
で
個
性
を
発
展
さ
せ
る
活
動
で
あ
り
大
変
注
目
い
た
し
ま
し
た
・
そ
し
ら
う
ま
れ
る

「
権
利
」
で
レ
か
な

み
な
し
ま
し
た
.
フ
ラ
ン
ス
革

命

わ

た

く

し

は

評

価

す

る

の

で

あ

り

あ

り

ま

し

た

。

ま

す

.

労

働

ζ
そ
が
人
間
の
自
己
て
「
労
働
の
権
利
」
の
ス
ロ
l
ガ
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
.
乙
の
無
権

当
時
の
ジ
ャ
コ
パ
ン
派
な
ら
び
に
ま
す
・

マ

ル
ク
ス
の
労
働
観
は
、
労
働
実
現
そ
の
も
の
で
あ
り
、
人
間
に
ン
を
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
革
利
状
態
を
前
提
に
し
て
生
活
保
捜

労
働
者
派
と
い
う
べ
き

F
-パ
ブ

そ
の
後
、
「
労
働
の
権
利
」

概

が
人
間
の

「苦
痛
」
「
犠
牲
」
で

自
由
を
享
受
さ
せ
、
し
た
が
っ
て
命
的
要
求
を
ま
と
め
た
震
初
の
そ
の
扶
助
を
あ
た
え
る
と
い
う
と
と

l
フ
ら
も
、
労
働
を
一
つ
の
「
権
念
は
、
労
働
運
動

・
社
会
主
義
運
あ
る
と
い
う
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
労
働

ま
た
人
間
と
し
て
の
喜
び
を
あ
た
の
も
の
ず
ば
り
の
定
式
」
で
あ
る
は
、
「
慈
醤
」
で
あ
り
、
偽
善
で

利
」
と
み
な
し
、

「
労
働
の
権
利
」
動
の
発
展
に
と
も
な
い
、

き
わ
め
観
と
対
立
す
る
も
の
で
あ
り
ま
え
る
活
動
で
あ
り
ま
す

.

と

特

徴

づ

け

ま

し

た

(マ
ル
ク
ス
あ
り
、
欺
蹴
で
レ
か
あ
り
ま
せ
ん
.

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
い
た
し
ま
し
て
毘
要
な
意
味
を
も
つ
よ
う
に
な
す
・
す
な
わ
ち
人
聞
は
、
労
働
に
こ
の
労
働
観
は
、
初
期
マ
ル
ク

『フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
階
級
闘
し
た
が
い
ま
し
て
、
「
公
的
扶
助
的
扶
助
を
う
げ
る
権
利
」
を
プ
ル

・
メ
ン
ガ
l
、
E
-
ベ
ル
ン
シ
ュ

利
」
と
そ
の
理
論
を
め
ぐ
る
闘
争

た

・

っ

て

ま

い

り

ま

す

・

シ

ャ

ル

ル

-

よ

っ

て

と

そ

動

物

と

区

別

さ

れ

、

ス

か

ら

中

期

・
後
期
の
マ
ル
ク
ス
争
』
、
『
全
焼
』
第
七
巻
)
・
そ
を
う
け
る
宿
利
」
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ジ
ョ
ア
ジ
1
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
「
労
タ
イ
ン
、

K
・
カ
ウ
ツ
キ
ー
ら
に
が
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
来
の
階
級

つ
い
で
、
「
労
働
の
権
利
」
を
フ
ー
リ
エ
、
ル
イ
・
プ
ラ
ン
、
ピ
人
間
に
な
り
う
る
・
労
働
に
よ
っ
に
い
た
る
ま
で
、
一
貫
し
て
マ
ル
し
て
、
マ
ル
ク
ス
は
、
つ
ぎ
の
よ
ア
ジ
l
の
慈
普
H
偽
醤
H
獄
臓
の
働
の
権
利
」
を
労
働
者
階
級
の
ス
よ
っ
て
も
論
じ
ら
れ
て
い
ま
す
闘
争
の
箆
要
な
対
決
点
の
一
つ
で

一
つ
の
虫
要
な
概
念
と
レ
て
人
権
ェ

l
ル
・
ブ
ル
l
ド
ン
ら
も
、
乙
て
人
間
は
人
格
に
な
り
、
個
性
と
ク
ス
の
思
想
の
組
幹
で
あ
っ
た
と
う
に
つ
づ
り
ま
す
.
「
ζ
の
労
働
立
場
を
つ
よ
め
る
も
の
で
あ
り
、
ロ
l
ガ
ン
で
あ
る
と
規
定
し
た
ゆ
が
、
こ
こ
で
は
立
ち
入
る
と
と
が
あ
っ
た
ζ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
り

理
論
の
体
系
の
な
か
に
位
置
づ
け
の
概
念
を
重
視
し
、
そ
れ
ぞ
れ
発
そ
の
能
力
を
愚
大
限
に
発
問
で
き
い
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
の
権
利
の
う
し
ろ
に
は
、
資
本
に
労
働
者
階
級
に
と
っ
て
第
一
能
的
え
ん
で
あ
り
一
ま
す
・
で
き
ま
せ
ん
・
し
か
し
、

と
れ
ら
ま
す
・

た
の
は
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
、
J

書
し
て
い
ま
す
が
、

ζ
乙
で
は
立
る
と
、
マ
ル
ク
ス
は
主
猿
い
た
し
し
、

ζ
の
本
来
の
人
間
的
で
自
由
た
い
す
る
強
制
力
が
あ
り
、
資
本
な
権
利
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
も

マ
ル
コ
ス
以
後
、

「
労
働
の
権
の
こ
と
か
ら
も
お
わ
か
り
い
た
だ

E
G・フ
ィ
ヒ
テ
で
あ
り
ま
し
た
.
ち
入
る
乙
と
が
で
き
ま
せ
ん
.
ま
す
.
労
働
は
、
本
質
的
に
、
対
な
労
働
が
、
資
本
主
義
的
所
有
の
に
た
い
す
る
強
制
力
の
う
し
ろ
に
の
で
あ
り
ま
す
.
マ
ル
ク
ス
が
「
公
利
」
概
念
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
、

A

げ
ま
し
た
よ
う
に
、
「
労
働
の
隙

y
ブ
を
鍋
に
入
れ
ま
す
.
も
レ

足
り
な
け
れ
ば
水
を
加
え
て
4

カ
y
プ
に
し
て
も
い
い
で
す

よ
.
ね
ぎ
一
本
と
、
貝
わ
れ
菜

正
月
.
ぼ
く
と
わ
た
レ
で
雑
一
パ
γ
ク
も
用
意
し
ま
す
.

煮
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
・
と
ね
ぎ
は
、
四
S
五
袴
長
さ
に

っ
て
も
カ
ン
タ
ン
で
、
と
っ
て
切
り
、

貝
わ
れ
菜
は
、
担
元
を

も
お
い
レ
い
お
雑
煮
で
す
よ
.
切
っ
て
か
ら
洗
い
ま
す
.
煮
汁

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
を
び
っ
を
ふ
っ
と
う
さ
せ
、
ね
ぎ
を
入

く
り
さ
せ
て
み
ま
し
ょ
う
.

れ
て
か
ら
少
し
煮
ま
す
.

争
豚
も
も
肉
、
五
百
々
を
た
ζ

塩
小
さ
じ
%
杯
・
し
よ
う
油

糸
を
く
く
り
ま
す
・
(
お
底
屋
大
さ
じ
一
杯
・
酒
大
さ
じ
一
杯

さ
ん
で
も
や
っ
て
く
れ
ま
す
)
を
加
え
て
昧
を
と
と
の
え
ま

お
鍋
に
水
を
入
れ
て
ふ
っ
と
す
.
乙
の
時
、
必
ら
ず
昧
を
見

う
さ
せ
、
豚
肉
と
、
キ
ャ
ベ
ツ

て
く
だ
さ
い
ね
.
お
い
レ
い
昧

や
白
菜
の
い
ら
な
い
策
、
洗
つ
に
な
り
ま
レ
た
か
.
で
も
、
な

て
む
い
た
人
じ
ん
の
皮
な
ど
を
る
べ
く
う
す
昧
に
な
る
よ
う
努

入
れ
て
コ
ト
コ
ト
煮
ま
す
.
力
し
ま
し
ょ
う
ね
.

そ
う
で
す
ね
、
一
時
間
:
一
+
お
も
ち
を
焼
い
て
、
熱
湯
の

時
間
半
ぐ
ら
い
煮
て
、
ス
l
y

中
を
く
ぐ
ら
せ
て
や
わ
ら
か
く

と
通
れ
ば
、
だ
い
じ
よ

-Zそ
し
、
お
わ
ん
に
入
れ
ま
す
.
ぉ

豚
肉
は
、
熱
い
う
ち
に
、
お
レ

い
レ
い
ス
l
プ
を
入
れ
、
ね
ぎ

ょ
う
泊
見
カ
ッ
プ
.
沼
%
カ
ァ
と
、
貝
わ
れ
、
た
乙
糸
を
は
ず

プ
み
り
ん
は
日
カ
y
プ
の
タ
レ
の
し
て
、
薄
く
切
っ
た
豚
肉
を
そ

中
に
つ
け
て
お
き
、
お
せ
ち
粉
え
ま
す
.
ζ
れ
で
、
で
き
あ
が

理
に
も
利
用
レ
ま
レ
ょ
う
.
(
夕
り
。
ね
、
簡
単
で
し
ょ
う
.

飯
の
お
か
ず
、
お
父
さ
ん
の
酒

争
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
を
助

の
さ
か
な
に
し
て
も
、
よ
ろ
と
け
て
自
分
の
で
き
る
家
事
に
も

ば

れ

ま

す

よ

)

ち

ょ

う

戦

し

て

み

ま

し

ょ

う

.

ー
で
は
、
い
よ
い
よ
お
雑
煮
.
は
た
ら
く
と
と
は
、
す
ば
ら

(四
人
分
で
す
)
し
い
こ
と
、
毎
日
の
勉
強
も
、

争
熊
汁
が
さ
め
て
く
る
と
、
脂
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
ね
.

が
白
く
固
ま
り
ま
ず
か
ら
、
き

れ
い
に
取
り
除
き
、
煮
汁
4
カ

議
352 

に

る
も
の
が
あ
り
、
ま
た
少
な
か
ら
し
た
闘
争
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ざ
す
労
働
運
画
の
本
来
の
理
念
に

ぬ

研

究

集

会

は

三

十

年

も

つ

づ

け

ん

・

ふ

さ

わ

し

い

闘

争

で

あ

り

ま

す

・

ら
れ
て
い
ま
す
。

た
し
か
に

、

職

乙

れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
「
労
そ
れ
ら
は
、
乙
れ
か
ら
の
日
本
の

場
や
各
産
業
部
門
に
お
け
る
労
働
働
の
椴
利
」
、
す
な
わ
ち
自
由
で
労
働
越
動
の
あ
り
方
に
麗
婆
な
悶
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者
と
独
占
資
本

・
国
家
権
力
の
力
自
主
的
な
労
働
を
お
こ
な
う
権
利
題
を
提
起
し
、
ま
た
あ
か
る
い
展

開
係
の
た
め
い
忍
そ
れ
ら
の
研
究
を
追
求
し
、
行
使
し
て
き
た
闘
争
詔
一
を
あ
た
え
る
も
の
で
あ
り
ま

集
会
の
成
果
が
十
分
に
実
践
さ
れ
で
あ
り
、
飼
わ
れ
な
い
労
働
を
め
す
.

え
な
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
り
ま
『
=

E
d

畠・・
・・顎
圃・周回
，F

す
・
レ
か
し
、
こ
の
よ
う
な
運
動
」
一
-
組
園
・
圃
園
揖
圃
圃
置
・
・
・
F

を
つ
う
じ
て
、
独
占
資

本

家

や

高

一

一

-
F
品

E-aE園内
開
園
田

級
官
僚
が
い
な
く
な
っ
て
も
、
労

一一

U
令
L
劃
園
腕
叫
圃
・
・
圃
圏

一

働
者
が
自
主
的
に
労
働
を
編
成

ι

お
州
島
艶
曙
闘
・
掴
闇
ヵ

。

出

，刈
州
ud
昼
間
阻
軍
酬
明
幽
・
・
・
圃
瞳
寓

ツ

ご

し
、
遂
行
し
、
自
主
管
理
で
き
る

出

し
ご

a'HF掴
園

圏

泊

百

富

霊

」

に

は

、

「
第
と
の
た
め
の
労

働

者

の

皇

的

な

う

君

、

能

力

が

草

さ

れ

て

き

て

い

る

ζ

一

魚
料
酬

A
魁
醐
錯
す
…

一
一
十
七
条
す
べ
て
国
民
は
、
動
団
結
権
、
団
体
交
渉
権
、
図
書
官
、
自
己
実
現
の
労
働
へ
と
は
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
ま

一一

息

鵜

割

歯

，

寄

附

労

の

権

利

を

有

し

、

義

務

言

動

権

、

の

権

利

、

丈

一

弘

拘

噂

恒

噛

順

当

ン

野

ふ
」
、
「
第
二
十
八
条
勤
労
者
第
三
に
、
「
人
た
る
に
値
す
る
第
五
に
、
そ
れ
ら
を
さ
ま
た
げ
ま
た
、
現
に
、
資
本
家
が
計
画

プ

む

提

唱

~

:

制

片

山

潜

の

主

張

と

あ

5・
の
団
結
す
る
椴
裂
び
団
体
交
渉
生
活
喜
む
た
め
の
必
要
を
充
た
る
一
切
の
制
限
努
力
と
た
た
か
的
に
倒
産
さ
せ
た
警
に
お
き
ま

山

村

明

確

同

幽

明

記

h
i
…

憲

法

と

「

労

働

の

権

利

」

七

時

一

『

約

七

月

刊

誌

づ

片

山

口

一

倍

野

持

ぅ

円

で

あ

り

ま

す

山

下

汗

弓

汚

↑

金

融

滑

麟

一一
一
釘

ヨ
l
ロ

4
5
3の
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ

義

』

と

い

う

著

作

の

な

か

で

、

「

労

ま

す

。

養

護

収

奪

と

た

た

か

カ

メ

ラ

、

東

芝

ア

ン

す

る

十

弘

町

民

話

川

市

働
の
権
利
」
の
思
想
は
、
日
本
に
り
ま
す
が
、
そ
ζ
に
は
、

「
労
働
働
者
の
有
す
る
鼠
終
の
権
利
と
は
ま
た
、

「
労
働
基
準
法
」
は
、

に

お

り

る

よ

う

に

、

労

働

者

が

工

守

点

九

靖

国

a
~岨闇
鰐
島唱

醍

お
い
て
も
た
ど
り
う
る
の
で
あ
り
の
権
利
と
量
産
出
言
の
全
何
ぞ
や
、
他
な
し
?
と
「
第
一
条
労
働
条
件
立
、
労
働

i

樹

立

言

輔

さ

叶

場
を
占
拠
し
、
自
主
管
理

白

主

…

じ

3
3理

』

市

温

通
二
ず

PLg禁
酒

d

H
民
阪
揺
れ
静
髄
曹
、

ま

す

・

額

を

占

有

す

べ

き

ζ
と
な
り
」
と
の
べ
、
つ
づ
け
て
「
其
労
働
権
;
カ
人
た
る
に
値
す
る
生
活
を
営

E
f::き
fLW27232441:L
生
産
を
お
こ
な
い
、
つ
い
に
勝
利

;
I
F
t
HI-
-

わ
が
国
の
労
働
組
合
運

2
2
3す・
す
な
わ
ち
、
患
の
下
に
活
動
せ
ば
、
如
何
な
む
た
め
の
必
要
を
充
た
す
べ
き
も

1

労
働

J
1
R
3之

の
尊
厳
の
義
を
労
働
者
か
ら
は

ヲ
官
議
論
九
二
止
ぬ釈明

5w附

3
3
1露
τHEAl

吋諮問
L
U目
指

針

一

一

(

幻

自

純

一

日

刊

誌

目

立

一

訪

日

;

い

」

と
保

「
蓄
の
権
利
」
と
い
う
権
利
っ
た
の
で
あ
ち
ま
す
V
し

か

し

理

九

仁

討

議

;
4
2
5
3
一

一

時

一

つ

M
U
M
U

Z
Z
-そ
の
第
一
号
に
の
み
ず
か
ら
の
も
の
と
レ
て
す
べ
て
し
」
と
断
言
し
ま
し
ご
覧
の
言
に
、
「
労
働
組
合
言
、
は
、
思
請
に
も
歴
史
的
に
も
、
白
書
「
労
働
省

E

と
し
て
の

J
~心
型

か
れ
職
場
か
ら
追
い
出
し
て
ゆ
こ

っ
た
「
『
労
働
世
界
』
宣
言
ほ
、
占
有
す
る
権
利
を
も
ふ
く
む
と
の
よ
う
に
、
片
山
潜
は
、
「
労
働
の
「
第
一
条

ζ
の
法
律
は
、
労
働
日
本
の
労
働
運
動
に
と
っ
て
き
わ
の
た
め
の
闘
争
は
、
ド
ッ
ジ

・
ラ

タ

き

v
b重
「
へ
駐
留
と
伝
う
と
意
図
レ
て
い
る
の
で
あ
り
ま

片
山
潜
の
執
筆
に
よ
る
も
の
と
思
べ
、
賃
労
働
を
止
揚
す
る
権
利
を
権
利
」
を
、
「
賃
労
働
の
権
利
」
者
が
使
用
者
と
の
交
渉
に
お
い
て
め
て
榎
本
的
な
意
義
を
も
つ
も
の
イ
ン
下
の
「
産
業
防
衛
闘
争
」
、

ζ
の
よ
う
に
自
由
で
自
主
的
な
現
在
、
こ
の
ζ
と
が
典
型
的
に
す
。

わ
れ
る
の
で
す
が
、
そ
ζ
に
は
、
主
張
し
、
そ
の
た
め
に
は
労
働
者

に
と
っ
て
か
わ
る
よ
う
な
、
も
つ
対
等
の
立
場
に
立
っ
と
と
を
促
進
で
あ
る
と
い
え
る
と
思
う
の
で
あ
一
九
五
二
年
に
総
評
に
よ
っ
て
提
「
労
働
の
権
利
」
を
実
現
す
る
闘
お
ζ
な
わ
れ
て
い
る
の
は
国
鉄
労

ζ
の
よ
う
な
労
働
政
策
は
、
中

「
労
働
世
界
の
目
的
は

『
労
働
は

階
級
は
社
会
主
義
を
実
現
し
な
け
と
も
根
源
的
な
権
利
と
し
て
把
還
す
る
と
と
に
よ
り
労
働
者
の
地
位
り
ま
す
・

起
さ
れ
た
「
平
和
経
済
国
民
会
議
」
争
は
、
利
潤
追
求
の
た
め
に
自
由
働
者
に
た
い
し
て
で
あ
り
ま
す
・

高

年
齢
労
働
者
に
も
む
ら
れ
て
い

神
聖
な
り
』『
組
合
は
勢
力
な
り
』

れ
ば
な
ら
な
い
と
喝
破
し
た
の
で

し
て
の
で
あ
り
ま
す
。

を
向
上
さ
せ
る
ζ
と
、
団
体
事
実
、
太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
直
等
の
運
動
を
へ
て
、
戦
後
日
本
の
な
労
働
を
仰
圧
し
よ
》
?
と
す
る
独

C
存
知
の
よ
う
に
、
国
鉄
の
非
常
て
、
労
働
省
は
、
組
股
一
般

-
全

の

金

言

を

実

行

せ

ん

と

す

る

に

あ

行

動

を

行

う

た

め

に

自

主

的

に

労

後

、

独

占

資

本

は

、

生

産

を

サ

ボ

労

働

運

動

を

つ

う

じ

て

一

況

し

て

占

資

本

な

ら

び

に

そ

の

政

府

と

必

に

多

く

の

地

域

に

H

人
材
活
用
セ
目
白
労
の
労
働
者
に
た
い
し
て
、

り

」

と

あ

り

ま

す

。

つ

い

で

な

が

働

組

合
を
組
織
し
、
団
結
す
る
と
タ
l
ジ
ュ
レ
、
イ
ン
フ
レ
に
よ
っ

追
求
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
.

然

的

に

対
決
せ
ざ
る
を
え
な
い
も
ン
タ
l
M
な
る
も
の
が
殻
げ
ら
れ
も
う
労
働
す
る
と
と
を
や
め
て
、

ら
、
「
労
働
は
神
塑

な

り

」

と

い

と

を

鍵

竣

す

る

ζ
と
を
目
的
て
利
益
を
追
求
す
る
経
済
政
策
を
現
在
、
日
本
の
労
働
運
動
は
、
の
で
あ
り
ま
す
。
逆
に
、
独
占
資
て
、
そ
こ
に
ベ
テ
ラ
ン
の
国
鉄
労
失
業
保
険
、
生
活
保
護
、
年
金
で

う

言

葉

は

、

『

塑

曾

』

に

あ

る

「

労

と

す

る

」

と

明

言

い

た

レ

て

お

り

採

用

い

た

し

ま

し

た

が

、

ζ
れ
に

い
ろ
い
ろ
の
大
き
な
困
難
に
直
面
本
と
政
府
の
立
場
か
ら
も
、
労
働
働
者
が
送
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
生
活
し
た
ら
よ
い
で
は
な
い
か
と

働
の
尊
厳
」
(

斗
『
命

。
£
D
l

ま
す
。
た
い
レ
、
先
進
的
な
労
働
者
階
級
し
て
い
ま
す
が
、
諸
外
国
の
労
働
者
の
そ
の
よ
う
な
「
労
働
の
栂
利
」
ベ
テ
ラ
ン
の
国
鉄
労
働
者
に
、
固
い
う
攻
撃
を
く
わ
え
て
ま
い
り
ま

=
可
。
『
「
凶
F
o
t
『
)
と
い
う

ζ
れ
ら
の
法
律
の
条
項
を
、
そ
は
、
み
ず
か
ら
自
主
的
に
労
働
を
運
動
に
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
璽
を
抑
圧
す
る
乙
と
と
そ
が
、
彼
ら
民
の
交
通
楢

・
安
全
に
か
か
わ
る
し
た
.
乙
れ
も
、

ま
さ
に
マ
ル
ク

言
葉
か
ら
き
た
も
の
で
、

「
人

間

の

法

律
の
精
神
に
て
ら
し
て
み
ま
お
ζ
な
ぃ
、
「
生
産
管
理
闘
争
」

要
な
成
果
を
お
さ
め
て
き
た
乙
と
の
階
級
支
配
を
維
持
す
る
た
め
の
運
輸
・
保
全
な
ど
の
社
会
的
に
意
ス
が
批
判
し
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー

の

尊

厳

」

と

い

う

一

思

想

に

つ

な

が

し

て

も

、

ま

た

さ

き

に

の

べ

て

ま

「

産

業

復

興

闘

争

」

で

た

た

か

い

も
見
お
と
し
て
は
な
ら
な
い
と
、

不
可
欠
の
焦
点
に
な
ら
ざ
る
を
え
昧
の
あ
る
労
働
を
や
ら
せ
ず
、
草
の
立
場
を
む
き
だ
し
に
し
た
も
の

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
片
山
積
は

、

い

り

ま

レ

た

思

想

史

に

お

け

る

ま

し

た

。

読

売

争

議

、

東

宝

争

議

思

う

の

で

あ

り

ま

す

・

そ

の

よ

う

な

い

も

の

で

あ

り

ま

す

・

む

し

り

と

か

清

掃

を

や

ら

せ

て

、

で

あ

り

ま

す

・

乙

れ

に

た

い

し

て

労
弱
者
階
級
の
立
場
か
ら
み
て
、

「
労
働
の
栂
利
」
概
念
の
発
展
の
の
闘
争
な
ど
が
典
型
的
で
あ
り
ま
な
成
果
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
る
の
そ
こ
で
、
専
制
的
な
職
場
支

配

労
働
者
の
能
力
を
発
問
さ
せ
な
い
全
日
自
労
は
、
労
働
す
る
乙
と
と

労

働

は

神

聖

で

噂

厳

の

行

為

で

あ

歴

史

的

文

脈

に

て

ら

レ

て

み

ま

し

し

た

が

、

そ

の

さ

い

、

労

働

者

は

は

、

労

働

組

合

が

、

そ

れ
ぞ
れ
の
を
お
と
な
う
独
占
資
本
は
、
自
主
乙
と
が
お
と
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ

が
人
間
的
で
あ
る
と
主
張
し
、

り

、

知

取

・

収

奪

の

材

料

に

庭

め

て

も

、

「

労

働

の

稲

利

」

概

念

の

自

主

的

に

新

聞

を

制

作

・発
行
し
、
労
働
者
の
労
働
の
社
会
的
意
味
、

的
に
労
働
し
よ
予
と
い
う
労
働
者
労
働
者
に
、
意
味
の
あ
る
労
働
を
中
高
年
齢
者
に
「
労
働
の
梅
利
」

ら
れ
、
侵
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
人

う
ち
に
は
、
つ
ぎ
の
も
の
が
ふ
く
あ
る
い
は
映
画
を
制
作
・
配
給

・
現
状
を
研
究
し
、
国
民
の
た
め
に
を
H

ガ
ラ
ス
の
櫨
M

に
入
れ
て
、
さ
せ
な
い
け
れ
ど
も
、
賃
金
を
あ
を
探
聞
す
る
事
業
団
す
な
わ
ち
労

間

的

な

活

動

と

し

て

尊

重

さ

れ

な

ま

れ

る

と

考

え

る

と

と

は

、

き

わ

上

映

し

て

、

ま

さ

に

「
労
働
の
栂
そ
の
労
働
を
い
か
に
改
革
し
、
自
他
の
労
働
者
か
ら
隔
離
し
、
労
働
た
え
る
。
こ
れ
は
、
人
聞
を
犬
の
働
者
協
同
組
合
の
運
動
を
す
す
め

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思

想

を

め

て

妥

当

で

あ

る

と

わ

た

く

し

は

利

」

の

た

め

の

闘

争

を

行

な

っ

た

主

的

に

お

と

な

う

か

に

つ

い
て
、
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
・
よ
う
に
飼
お
》
マ
と
す
る
も
の
で
、
て
き
て
い
ま
す
。

主

猿

し

た

の

で

あ

り

ま

す

.

思

う

の

で

あ

り

ま

す

.

の

で

あ

り

ま

す

.

も

ち

ろ

ん

、

乙

研
究
集
会
運
動
を
長
期
に
わ
た
り
ま
た
、
労
働
者
を
職
場
に
入
れ
て

労
働
者
の
人
間
と
し
て
の
誇
り
を

l
l
16
0

・0中
l
l
l

つ
づ
い

て

、

一

八

九

九

年

に

出

第

一

に

、

完

全

か

つ

安

定

せ

る

の

よ

う

な

闘

争

は

、

独

占

資

本

の

発

展

さ

せ

て

き

た

乙

と

で

あ

り

ま

も

机

を

あ

た

え

ず

、

仕

事

も

さ

せ

傷

つ

け

る

も

の

で

あ

り

ま

す

.
国

・
こ
の
記
事
は
、

(株
)
労
働
旬

版

さ

れ

た

村

井

知

至

の

小

冊

子

雇

用

を

要

求

す

る

権

利

と

い

う

意

支

配

の

根

幹

を

ゆ

る

が

す

も

の

で

す

。

な

い
で
、
飼
い
殺
し
に
す
る
よ
う
鉄
当
局
は
、
そ
の
と
と
に
よ
っ
て
、
報
祉
の
、
こ
協
力
に
よ
り
ま
す
・

『社
会
主
義
』
は
、
わ
が
国
に

お

昧

で

の

「

賃

労

働

へ

の

権
利
」
、
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
お
お
い
に
恐
た
と
え
ば
教
育
研
究
集
会
の
よ
な
攻
寧
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
で
労
働
す
る
と
と
か
ら
で
て
く
る
人

ど
う
も
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
レ

け

る

社

会

主

義

文

献

の

初

期

の

も

第

二

に

、

そ

れ

を

前

健

と

し

て

、

れ

ら

れ

、

や

が

て

強

圧

さ

れ

て

い

う

に

三

十

五

年

間

も

つ

づ

い

て

い

あ

り

ま

す

。

間

と

レ

て

の

自

由

の

憩

織

、

人

格

た

.

〈

編

集

部

)

組

芝

く
り
か
え
し
、
く
り
か
え
し

沖
電
気
へ
抗
議
行
動

田

進

午
さん

広

島

353 



自
主
的
、
民
主
的
で
活
発
な
労
い
者
で
、
年
間
百
万
円
、
多
い
者

働
組
合
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
が
ん
は
、
ニ
百
万
円
に
な
る
・
低
賃
金

ば
っ
て
い
る
人
た
ち
に
対
レ
て
、
の
う
え
に
、
乙
の
よ

-2な
大
幅
な

目
立
は
、
不
当
な
賃
金
聾
別
、
仕
盤
別
を
、
何
と
し
て
も
是
正
さ
せ

事
の
取
り
上
げ
、
社
宅
へ
の
入
居
た
い
」
と
、
提
訴
図
は
訴
え
て
い

の
拒
否
な
ど
の
嫌
が
ら
せ
を
続
け
ま
す
.

て

い

る

・

活

動

家

に

対

す

る

、

賃

金

差

別

八
六
年
十
二
月
十
三
目
。
目
立
は
、
労
務
支
配
を
強
め
る
た
め
に

製
作
所
中
央
研
究
所
の
有
志
十
二
日
本
で
は
、
多
く
の
企
業
で
お
と

人
は
、
「
も
う
、
が
ま
ん
も
限
界
」
な
わ
れ
て
い
る
.
目
立
の
伸
聞
の

と
賃
金
差
別
是
正
の
救
済
の
申
レ
男
気
あ
る
闘
い
を
励
ま
し
、
勝
利

立
て
を
、
東
京
都
地
方
労
働
餐
良
さ
せ
よ
う
・

会
に
レ
ま
レ
た
・

A
激
励
先
V

O
四
二
五
・

八

「
私
た
ち
と
、
周
期
同
学
腔
者
一
-
一
一
一
一
九
六
・

江

坂

明
・

平
均
と
の
賃
金
差
別
額
が
、
少
な
(
賃
金
差
別
提
訴
団
の
連
絡
先
)

(6 ) 罫害93哩聖指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

聖略核燃料再処理工場の不安

寓話弘六ヵ所村(裏)を訪ねる

1987年 1月 1日

東京争議団が25歳

制5件の争関輝総

供喜治活機の
一
字選/職場制

八
七
年
五
月
十
七
日
、
東
京
地

方
争
犠
団
共
闘
会
滋
は
二
十
五
年

に
な
る
.
十
年
の
時
に
、
東
京
総
行

動
、
二
十
年
目
に
月
毎
の
共
同
行

動
な
ど
を
創
り
だ
し
な
が
ら
、
成

長
し
た
。
八
六
年
に
は
、
十
九
件

の
争
議
が
解
決
し
た
・
東
京
争
搬

団
は
密
侃
・
仰

・
o
q
8
1
.

;

ん

…

た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す

-
w
は
、
機
動
隊
、
私
服
繕
祭
約
六
百
た
の
で
す
・
核
の
巨
大
な
エ
ネ
ル

1

・

司
咽
e

一

年
頃
、
稲
山
宙
開
宛
(
前
)
経
団
連
へ
か
、
岩
盤
を
か
た
め
、
漁
民
や
ギ
l
は
、
そ
の
取
り
扱
い
の
い
か

白

川

)

…

会
長
を
取
締
役
社
長
に
し
て
、
三
支
援
の
労
働
者
約
四
百
人
と
対
峠
ん
で
は
、
広
島
令
長
崎
の
地
獄
絵

F
T
Z
HJ
一

井

不

動

産

、

東

京

電

力

な

ど

が

、

し

ま

し

た

・

を

地

球

上

で

再

現

す

る

ば

か

り

;
!
 

唱
E
、
口

一

乙
の
地
域
の
大
規
模
開
発
を
計
画
海
で
は
、
制
査
船
を
、
=
一
千
ゾ
か
、
人
類
の
運
命
を
左
右
す
る
と

:

f

-

=
=
れ

ル
U

一

レ
、
広
大
な
土
地
や
海
(
漁
業
権
級
の
巡
視
船
三
隻
、
四
百
ゾ
級
五
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

川
J
J

…

な
ど
も
)
が
買
収
さ
れ
ま
し
た
.
袋
、
三
十
ゾ
級
三
十
隻
が
、
捜
衛
か
.

1
-

巴

画

岡

山

レ
か
し
、
開
発
は
失
敗
し
、
今
に
あ
た
り
ま
し
た
.
ζ
れ
に
対
し

i
i
i
l
i
-
-
i

i
i
i
z
i---
L
で
は
、
荒
涼
と
し
た
原
野
に
、
五
て
、
四
十
二
隻
の
漁
船
が
、
「
咳

V
青
森
県
下
北
半
島

六
カ
所
村
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ζ
の
原
十
一
葦
の
石
油
タ
ン
ク
を
な
ら
べ
燃
料
再
処
理
工
場
は
い
ら
な
い
/

に
、
い
ま
、
ウ
ラ
ン
濃
縮
工
場
と
発
で
は
、
年
間
許
容
量
の
一
千
兆
た
だ
け
の
石
油
備
蓄
基
地
が
、
存
関
査
船
は
か
え
れ
」
と
抗
議
行
動

低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
禁
物
貯
蔵
施
倍
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
、
貯
ま
る
在
す
る
の
み
で
す
.

を

行

い
ま
し
た
.
地
元
の
人
は
と

殴
そ
し
て
、
核
燃
料
再
処
理
工
場

ζ
と
に
な
る
の
で
す
.
財
界
と
県
は
、
再
び
こ
の
遊
休
の
た
た
か
い
を
「
海
戦
」
と
ょ
ん

な
ど
、
原
子
力
発
電
の
核
燃
籾
関
核
燃
制
再
処
理
工
場
と
は
、
と
地
に
目
を
つ
吋
り
ま
し
た
a

土
地
と
で
い
ま
す
・

迎
の
施
設
を
建
て
る
計
画
が
進
ん
の
よ
う
に
大
変
危
険
な
、
「
核
の
海
は
す
で
に
取
り
上
げ
て
い
る
と
V
「
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
」
は
ロ
l
マ

で

い

る

.

洗

溜

場

」

な

の

で

す

。

イ

ギ

リ

ス

い

う

ζ
と
で
、
充
分
な
調
査
も
し

神
話
の
「
ブ
ル
ー
ト
l
」
つ
ま
り

核
燃
料
再
処
理
の
過
程
で
取
り
の
ウ
イ
ニ
ズ
ケ
l
ル
に
あ
る
工
場
な
い
で
、

ζ
の
危
険
な
施
般
を
抑
「
地
獄
の
王
」
に
、
ち
な
ん
で
、

出
さ
れ
る
「
ウ
ラ
ン
」
と
「
プ
ル
で
は
、
海
に
出
さ
れ
て
い
る
放
流
し
つ
げ
て
き
た
の
で
す
・

名

づ
け
ら
れ
た
も
の
で
す
・

ト
ニ
ウ
ム
」
の
内
、
「
プ
ル
ト
ニ
管
か
ら
放
射
性
廃
禁
物
が
、
海
に
農
民
、
漁
民
、
労
働
団
体
そ
四
十
六
億
年
前
、
地
球
が
誕
生

ウ
ム
」
の
実
容
を
紹
介
レ
て
み
ま
流
れ
込
み
、
廃
棄
筒
か
ら
は
、
放
レ
て
青
森
弁
護
土
会
は
、
安
全
性
レ
た
頃
は
、
地
琢
は
、
「
プ
ル
ト

し
よ
う
.
射
性
ガ
ス
が
放
出
さ
れ
、
工
場
周
に
強
い
不
安
を
い
だ
き
、
日
弁
連
ニ
ウ
ム
」
を
は
じ
め
、
放
射
能
に

百
万
キ
ロ
ザ
級
の
原
発
を
一
年
間
辺
で
は
、
小
児
ガ
ン
が
多
発
、
牛
(
日
本
弁
護
士
連
合
会
)
は
、
現
地
満
ち
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

運
転
す
る
と
、
原
子
炉
の
中
に
は
の
奇
型
、
海
の
広
範
囲
の
汚
染
と
に
調
査
団
を
派
遣
し
て
い
ま
す
・
そ
の
放
射
能
が
な
く
な
り
、
生
命

広
島
型
原
爆
の
一
千
倍
の
死
の
灰
い
う
事
態
が
、
発
生
し
て
い
ま
す
・
地
元
で
は
、
泊

(と
ま
り
)
漁
誕
生
の
条
件
が
作
ら
れ
人
類
が

が
、
た
ま
り
ま
す
.
人
間
ひ
と
り

V
な
ぜ
六
カ
所
村
に
、

計
画
さ
れ

協
を
中
心
に
反
対
運
動
が
、
取
組
誕
生
し
た
の
で
す
.

の
腕
に
対
す
る
「
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
」
た
の
で
し
ょ
う
か
.
「
む
つ
小
川

ま
れ
て
い
ま
す
.
百
年
六
月
に
、

人
類
は
、
再
び
そ
の
放
射
能
を

の
許
容
貴
は
、
四
百
万
分
の
一
ぜ
原
開
発
」
と
い
う
雷
抑
制
を
聞
か
れ
お
こ
な
わ
れ
た
海
峨
調
査
の
と
き
人
工
的
に
、
こ
の
地
球
に
開
政
し

の

…千
心

辺

鮒

州

周

を一
m

l

也

'

声

中町

・

定
城

抑
叫

…

…予
海

尉

曜

・

一
室
長
選
忌
尽
隊
総
動
後
髭彦監三一三一一一一一一

ー

三
面
喝
ニ

3
毒
死
函
-
一軍
曙
誕
事
時
国
一
二
-
ニ
二
」
=JL
Z

ニヨゴ一
7
J
J

ノ/ど匁
ぽ
お
¥
¥三
一一一一こ一一一

(

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
原
発
事
故
処
分
場
を
含
め
た
原
子
力
の
施
般
の
で
、
ア
メ
リ
カ
に
シ
ャ
ッ
ト
ア

現
場
か
ら
千
四
百
J
M
離
れ
た
西
を
建
て
る
計
画
が
進
ん
で
い
る
の
ウ
卜
さ
れ
る
と
動
か
な
く
な
っ
て

ド
イ
ツ
の
レ
l
ゲ
ン
ス
プ
ル
ク
市
で
す
が
、
と
れ
な
ど
も
重
大
な
問
し
ま
い
ま
す
.

近
郊
の
農
場
で
、
六
月
な
か
ば
、
題
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
.
②
経
済
優
先
の
開
発
の
問
凶
.
原

放
射
能
の
影
響
に
よ
っ
て
双
頭
三
安
全
上
の
問
題
だ
け
で
も
幾
つ
発
は
税
制
上
も
優
迎
さ
れ
、
非
常

つ
目
の
牛
が
生
ま
れ
ま
し
た
・
西
も
あ
り
ま
す
が
、
原
発
問
題
を
考
に
も
う
か
る
商
売
な
の
で
す
・

ド
イ
ツ
で
は
放
射
性
物
質
を
あ
び
え
る
場
合
、
六
つ
の
観
点
を
お
さ
③

m
g利
用
の
歯
止
め
の
問
題
・

た
牧
草
を
た
べ
た
牛
の
牛
乳
汚
染
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
・
日
本
は
平
和
感
法
を
持
ち
、
非
桜

が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
@
千
二
百
①
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
自
主
伎
の
三
原
則
を
持
っ
て
い
な
が
ら
、
小

J
M
離
れ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
も
問
題
.
原
発
の
燃
料
の
濃
縮
ウ
ラ
型
の
核
兵
僚
を
持
つ
の
は
憲
法
違

耳
の
な
い
奇
形
ウ
サ
ギ
が
生
ま
れ
ン
は
ア
メ
リ
カ
に
依
存
レ
て
い
る
反
で
は
な
い
と
総
理
大
臣
が
国
会

て
い
ま
す
.
胎

児

が

お

な

か

に

い

の

場

で

い

う

国

で
す
.

る

と

き

放

射

線

を

あ

び

る

と

、

そ

@

地

域

の

自

然

的

・

社

会

的

条

件

の

影

響

に

よ

っ

て

奇

形

児

が

生

ま

を

生

か

し

た

地

域

開

発

政

策

に

て

れ
る
ζ
と

は

動

物

実

験

で

も

明

ら

い

触

し

な

い

の

か

と

い

う

問

題

.

か

に

さ

れ

て

い

る

こ

と

で

す

.

一

九

七

四

年

か

ら

、

原

発

を

置

い

ζ
れ

ま

で

原

発

窃

放

が

ら

み

で

た

地

械

に

は

巡

転

開

始

五

年

後

ま

話

し

て

き

ま

し

た

が

、

原

子

力

の

で

何

十

億

円
か
、

そ
の
地
織
に
お

問

題

は

安

全

性

の

問

題

だ

け

で

は

金

が

繕

ち

る

よ

う

に

し

た

の

で

す

あ

り

ま

せ

ん

.

た

と

え

安

全

性

だ

が

、

ζ
れ
く
ら
い
の

「引
越
し
そ

げ

に

限

っ

て

も

、

原

子

力

発

電

の

ば

」

で

は

地

械

が

発

展

レ

ま

せ

ん

.

安

全

性

は

原

子

力

発

電

所

の

安

全

原

発

一

一

晶

画

い

て

数

年

た

っ

て

お

性

だ

け

で

な

く

、

廃

棄

物

の

処

分

金

が

な

く

な

る

と

、

自

治

体

が

ニ

ま

で

合

め

た

ト

ー

タ

ル

な

安

全

性

韮

自

の

「

引

越

し

そ

ば

」

を

ね

ら

が

考

え

ら

れ

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

っ

た

り

し

て

原

発

銀

座

が

で

き

て

ん

.

し

ま

う

.

こ

れ

は

地

峨

の

発

展

と

日

本

で

は

、

廃

撲

物

の

処

分

に

は

無

線

の

も

の

で

す

・

つ

い

て

も

段

終

的

な

手

法

が

ま

だ

⑤

民

主

主

義

の

問

題

・

民

主

的

な

繭

立

さ

れ

て

い

ま

せ

ん

。

原

子

力

原

子

力

行

政

が

保

障

さ

れ

て

い

る

発
電
所
の
中
に
は
、
比
較
的
レ
ベ

か
ど
う
か
.
国
政
レ
ベ
ル
で
も
地

ル

の

低

い

放

射

能

が

ド

ラ

ム

缶

で

方

行

政

レ

ベ

ル

で

も

、

民

主

的

と

五

+

万

本

く

ら

い

た

ま

っ

て

い

ま

は

い

え

な

い

事

態

が

い

ろ

い

ろ

起

す
.
ζ
れ

は

海

に

捨

て

る

つ

も

り

っ

て

い

ま

す

.

で

い

た

の

で

す

が

、

太

平

洋

諸

島

⑤

そ

レ

て

安

全

性

の

問

題

で

す

。

の
人
々
に
猛
反
対
さ
れ
ま
し
た
.

そ
れ
ほ
ど
日
本
政
府
が
安
全
だ
と

強
調
す
る
な
ら
東
京
湾
に
拾
て
れ

ば
い
い
、
と
ま
で
い
わ
れ
て
、
海

に
捨
て
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で
、

北
海
道
の
幌
延
(
ほ
ろ
の
べ
)
と

か
青
森
の
六
ケ
所
村
に
、
腕
築
物

廃棄物処分についても

¥安全のための手法は不確立¥

?♂4 

，;:;: 
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・:一
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こ
の
記
事
は
、
安
斎
育
部
さ
ん

(立
命
館
大
学
教
授
放
射
線
防

機
学
)
と
、
「
婦
民
新
聞
」

(
婦

人
民
主
ク
ラ
ブ
(
再
建
)
の
機
関

紙
)
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
す
・



h34
靭一
h
v
塞

j
j
j
j
;
5
2
2
J

…m
も

を

い

官

界

審

問

L

マ

トA'
'
L
V

』

，
二
-

w

渡
辺
良
子
同
…

今
、
緑
が
、
か
な
り
少
な
く
、
を
、
し
た
の
で
し
ょ
う
。
自
然
が

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
山
が
く
し
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
動
物

ず
さ
れ
、
マ
ン
シ
ョ
ン
が
、
ど
ん
が
し
た
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

ど
ん
た
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

ぅ
、
私
た
ち
と
同
じ
人
聞
が
し
た

そ
の
た
め
、
空
気
が
少
な
く
な
の
で
す
。

り
、
は
い
き
ガ
ス
が
た
ま
り
、
気
戦
争
な
ど
す
る
必
要
は
あ
り
ま

分
が
悪
い
と
は
、
み
な
さ
ん
思
っ
せ
ん
。
で
も
、
ば
く
だ
ん
を
作
り
、

て
い
ま
せ
ん
か
?
私
は
、
車
に
乗
戦
争
用
飛
行
機
を
日
本
は
、
か
つ

っ
て
は
、
い
け
な
い
と
は
、
言
い
て
い
ま
す
。

ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
の
で
ば
ん
で

ど
な
た
か
、
は
い
き
ガ
ス
の
出
す
。
そ
の
よ
う
な
物
は
、
買
わ
な

な
い
草
を
発
明
し
て
く
れ
ま
せ
ん
い
よ
う
に
、
一
人
の
力
だ
り
で
は

か

。

な

く

て

、

み

ん
な
の
力
で
や
れ
ば

ま
た
、
戦
争
の
乙
と
も
、
少
し
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

考
え
て
く
だ
さ
い
。
広
島
の
ピ
カ

ζ
の
よ
う
な
、
「
平
和
な
世
界
、

ハ
げ
ん
ぱ
く
の
話
)
な
ど
を
よ
む
ゆ
た
か
な
未
来
」
を
、
み
ん
な
で

と
、
か
わ
い
そ
う
で
た
ま
ら
な
く
作
り
ま
し
ょ
う
。

な
り
ま
す
。
だ
れ
が
あ
ん
な
ζ
と

1 9S7~ 1 月 1 日支援する会に入会 しよう (会費 1口200円/月)第 93号(7) 

私
は
、
動
物
が
好
き
だ
か
ら
、

九

Z
2
2
2
2動
物
が
自
由
に
く
ら
せ
て
人
間

叫

が
、
自
然
を
ζ
わ
し
て
い
ま
す
。

前

ζ
の
あ
い
だ
テ
レ
ビ
で
、
北
海

的

道
の
森
林
を
な
く
し
て
し
ま
う
と

州

い

う
話
に
、
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
さ
ん
も
、

時

お
ζ

っ
て
い
ま
し
た
。
わ
た
し
も

。p
バ

ひ
ど
い
話
だ
と
、
思
い
ま
す
。

一

』

封

。

わ

た
し
は
、
し
よ
う
ら
い
、
動

-、-dav
h

wリ
，

d

v

i

同
同
』
阿
山
f
事
物
と
す
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
だ

村
川
町
明
敏
臥
し
い
ん
だ
ん
動
物
の
ζ
と
を
勉
強
し
て

叶

t
1

ヨ
r
t
p
f

金
つ

叫
同
祖

国
圃

つ
も
副
官
A

a
ー

み

た
ら
、
新
聞
な
ど
に
ム
ツ
ゴ
ロ

u
b
ら

と

丈

ウ
さ
ん
番
い
た
動
物
の
お
話
の

ペ
M
4刊

ι
サ
州
き
じ
を
見
て
、
動
物
は
な
か
ま
を

法

扮

山

南

た

す

け

合

い

、

自

分

の
ζ
と
は
後

句

移

と

い

う

考
え
を
も
っ
て
い
ま
し

な

た

。
人
間
も
、
動
物
と
同
じ
よ
う
に

人
を
た
す
り
合
っ
て
、
森
林
を
多

く
レ
、
す
み
よ
い
社
会
に
、
な
っ

た
ら
い
い
な
あ

1
.

'

aE戸

、
;パ

3
2思
3
3
3
5
5
4
ユノ

州

電

心

待

5
a也
ヲ

足

ア

セ

i

4

1

;

z

d

情

レ

I
H
4叫

a

e

R
ヨF
F月
吋

山

町

吋

州

J
4
4
f
e品川

apι
州

私
は
、
乙
ん
な
世
の
中
に
な
っ
た
ら
お
年
よ
り
ま
で
、
か
く
れ
ん
ぼ
や
、
た

い
い
な
あ
、
な
ん
て
乙
と
は
た
く
さ
ん
か
お
に
、
昔
の
遊
び
を
し
て
楽
し
ん
で

あ

り

ま

し

た

。

い

る

。

で
も
、
い
ざ
書
く
と
し
た
ら
、
全
く
頭
今
で
は
、
部
屋
に
ζ
も
っ
て
、
テ
レ
ビ

の
中
に
う
か
び
ま
せ
ん
。

ゲ

ー
ム
や
、

パ
ソ
コ
ン
や
そ
ん
な
と
と

や
っ
と
考
え
た
こ
と
を
、
左
に
曾
き
ま
し
て
い
な
く
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
子
供

す
。

が

テ

レ

ビ

を
見
て
、
一
日
の
時
間
を
つ

子
供
た
ち
が
遊
べ
る
(
小
さ
い
子
供
ぶ
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
学

も
〉
よ
う
な
公
園
や
、
し
せ
つ
な
ど
が
校
だ
け
の
友
達
関
係
。

4F'

た
く
さ
ん
あ
る
。

こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

&
r
4

木
・
花
・
草
・
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
緑
事
け
ん
な
ど
が
起
ζ
る
の
で
は
な
い

で

.

が
、
町
中
に
あ
ふ
れ
だ
し
て
そ
の
中
を
、
し
よ
う
か
。

H
g

車
や
、
自
転
車
、
人
々
な
ど
が
笑
い
な
私
は
、
け
っ
し
て
、
乙
ん
な
世
の
中

崎

が

ら

、

通

る

。

に

は

、

し

た

く

な

い

と

思

い

ま

す

。

広
場
な
ど
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
、

ぃU曇るや
~∞~Wイ多勝
いや館

鹿角 建一(9)

い
ま
の
よ
の
中
は
、
ど
ろ
ほ
う

や
い
じ
め
が
あ
る
。

そ
う
い
う
よ
の
中
は
、
だ
め
だ
と

甲山山
w

つ。
い
じ
め
や
と
ろ
ほ
う
が
い
な
く
な

る
、
き
れ
い
な
よ
の
中
に
し
て
ほ

し
い
。

そ
ん
な
よ
の
中
に
な
っ
た
ら
、
ぼ

く
は
、
う
れ
し
い
。

ぼ
く
は
、
戦
争
が
な
く
、
み
ん
な
平

等
で、

核
兵
器
が
な
い
世
の
中
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
ロ
そ
れ
か
ら
、
月

旅
行
へ
行
っ
た
り
、
月
面
き
地
が
で
き

る
と
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
あ
と
ダ

イ
ア
モ
ン
ド
都
市
や
、

副
桝
学
が
発
達
し

て
、
タ
イ
ム
マ
シ
l
ン
や
、
き
ょ
大
テ

レ
ビ
、
テ
レ
ビ
電
話
な
ど
が
、
で
き
て

ほ
し
い
で
す
。
そ
れ
は
、
ず
う
っ
と
後

の
話
で
す
。

で
も
、
あ
ま
り
判
明
学
が
発
達
し
、

人

聞
が
働
き
に
く
く
な
る
と
ζ
ま
り
ま

ふ
の
た
脈
問
h
h
h

ゆる

斜
学
の
発
院
制
審

凡
主
主
四
国
伺
切
の
沿
い

州

立

去

ゴ

自

由

-一

o
n
h
u
Z
窪田

ι巾
v

mr

と

も

こ

問

中

屋

知

子

ω

州

私

が

願

う

社

会

は

、

お

父
さ
ん

w

達
の
よ
う
に
、
一
方
的
に
会
社
に

一，

首
を
切
ら
れ
、
自
分
の
好
き
な
仕

明

事
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
し
ま
う
よ

前

う

な

人

が

一
人
も
い
な
い
そ
ん
な

社
会
で
す
。
国
鉄
の
職
員
の
人
達

の
よ
う
に
、
長
い
間
一
生
懸
命
う

ち
と
ん
で
き
た
仕
事
を
一
方
的
に

取
り
上
げ
ら
れ
、
き
ち
ん
と
し
た

技
術
を
持
っ
て
い
る
の
に
余
剰
人

員
な
ど
と
呼
ば
れ
、
自
分
の
技
術

と
全
く
関
係
の
な
い
雑
用
の
よ
う

な
仕
事
を
抑
し
つ
け
ら
れ
る
。
そ

ん
な
屈
辱
を
受
付
る
人
が
一
人
も

い
な
い
社
会
で
す
。
そ
う
い
う
社

会
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
も
ぜ

ひ
お
父
さ
ん
達
に
頑
張
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

+
品

川

真

川

写

。

川

。
す

川

〉

で

川

6
ち

川

小

た

川

く

も

川

子

ど

川

秀

子

川

本

の

川

松

園

川

、
議

川

は

争

川

し

気

川

出

電

川

見

沖

川す
。
だ
か
ら
、
あ
ま
り
ロ
ボ
y
卜
や
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
、
い
っ
ぱ
い
作
ら
な

い
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

い
く
ら
、
戦
争
が
な
い
世
の
中
が
い

い
と
吾一
一
回
っ
て
も
、
み
ん
な
が
力
を
、
合

わ
せ
な
り
れ
ば
、
ま
た
、
戦
争
が
は
じ

ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
と
そ
、

み
ん
な
で
カ
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
平
等
で
楽
し

く
行
き
た
い
で
す
。

岡
田

朋
之

ω '0 

355 



(8) 

『左
の
パ
ズ
ル
の
二
重
マ
ス
の
文
字
を
、
組
み
合
わ
せ
て
、
言

葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
』

・
答
は
、
ハ
ガ
キ
に
・
い
て

「支

岨
揮
す
る
会
事
務
局
」
へ
、
お
送
り
く
だ
さ
い
.
一
月
二
O
臼
ま
で

到
積
分
か
ら
、
正
解
者
五
人
に
、
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
・

な
お
、

E
解
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
し
ま
す
.

※
出
題
者
は
、
支
帽
揮
す
る
金
、
会
員
の
百
瀬
邦
孝
さ
ん
で
す
.

揖 93号

5
、

大

形

の

お

の

印

、
(
)
直
弼

4

9
、

庭

に

植

え

る

引

、

ひ

と

り

ぼ

っ

ち

一

円
、
水
の
あ
る
と
と
ろ
日
、
牛
乳
を
に
つ
め
て

一

ロ

、

(

)

帝

国

目

、

手

の

こ

一

旬
、
国
鉄
の
(
)
反
対

U
、
自
を
と
じ
て
何
も
み
え
ず
』

川
、
弦
楽
硲

ω、
(

)
の
霊
碑

一

旬
、
(
)
話

ω、
ち

の

み

子

一

%
、
患
初
に
出
す
酒
の
さ
か
な
め
、
元
旦

へ

沼

、

平

和

“

、

か

い

乙

一

円、

ζ
た
つ
に
あ
た
っ
て
遊
ぶ

U
、

砂

一

位
、
こ
を
と
ぐ

ω、
桃
束
三
年
二
八
年

一

日

山

、

重

さ

の

単

位

加

、

酒

は

煎

(

)
で

へ

お

、

豚

円

、
乙
の
服
は
(
)

一

幻
、
一
本
釣
り
の
魚
刀
、
ガ
ク
ラ
ン
を
酋
て

一

叩
口
、
ヒ
γ
ト

(

)

円件、

つ
の
の
あ
る

一

引
、
お
正
月
の
お
め
で
た
い
乃
、

(

)
を
う
た
う

』

白

、

色

が

変

わ

る

動

物

九

、

警

か

る

一

泊
、
足
に
は
く

沼
、
署
長
い
覇

一

U
、
地
震
、
雷
、
火
事

(

)

丹
、
強
い
お
酒

へ

初
、
(
)
で
た
た
か
う

ω、
(

)
は
争
識
を
解
決
せ
よ

』

ω、
(

〉

の

な

い

語

別

、

い

な

い

一

位
、
イ
タ
リ
ア
重
文
学
の
代
表

1
1
4
1
1
1
一

作

-

出
題
の
百
瀬
さ
ん
は
、
荒
川

へ

判

、

変

っ

た

動

物

大

門

小

学

校

(

東

京

)

の

先
生

で

~

“
、
針
と

こ

す
・
草
号
の
パ
ズ
ル
を
、
書
、
一

泊、

(

)
と

殿

町

間

担

当
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
・

へ

八
タ
テ
の
カ
ギ
V

一
円…
向

U
-

n
U
-

a斗

「指
名
解
胞
の
実
態
と
そ
の
自
国
が
一
冊
の
本
に
な
り
ま
し
た
.

そ
し
て

「資
本
主
義
社
会
で
は
、
大
企
業
の
横
暴
の
お
さ
え
、
働

的
」
「
指
名
解
屈
の
心
裂
性
の
不
乙
の
曾
面
は
、
結
審
ま
じ
か
と
首
切
り
は
自
由
だ
He
」
と
主
張
す
く
者
が
、
「
安
心
し
て
働
げ
る
社

存
在
」
「
指
名
解
胞
を
回
避
な
っ
て
い
る
浦
和
地
裁
熊
谷
支
部
る
沖
電
気
.不
当
な
主
張
に
対
し
、
会
」
を
つ
く
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ

す
る
た
め
の
努
力
は
一
切
行
な
わ
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。
裁
判
で
い
か
に
闘
っ
た
か
と
い
う

と
一
説
く
だ
さ
い
。
圏
注
文
は
、

れ
な
か
っ
た
」
な
ど
の
内
容
の
、
神
電
気
の
指
名
解
雇
の
狙
い
、
記
録
に
も
な
っ
て
い
ま
す
.

支
掻
す
る
会
、

事
務
局
ま
で
.

司
d
司、ー
、、、，

寺九

ぉ、

(

)
は
熊
い
う
ち
に
打
て

%
、
外
湯

お
、
計
画

(

)

目
、
=
一
本
糸
の
ロ
シ
ア
の
楽
穏

1
、

朝

は

お

は

よ

う

お

、

今

年

は

卯

年

の

人

回

目

、

木

を

切

る

2
、
川
に

も

ど

る

幻

、

私

は

(

)
に
な
り
た
い
位
、
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
(

)

3
、
首
都
は
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
却
、
(
)
を
と
え
て
行
と
う
ぬ
、

負
け
た
ら
ス
ミ
ぬ
り

4
、

土

の

笛

叩

口

、

赤

紫

μ
山
、
し
き
り
に

5
、
ハ
ブ
と
の
た
た
か
い
初
、
(
)
入
り
チ
ョ
コ
は
い
や
め
、
笹
察
の
ζ
と
を

6
、
登
り

(

)

辺

、

手

品

“

、

百

、

干

、

(

)

7
、
こ
の
と
ろ

(

)
離
れ
が

M
、
オ
ス

(

)

U

、
あ
ら
っ
ぽ
い

B
、
期
限

弱

、

五

分

前

月

、

チ

ョ
コ
レ
ー
ト
の
原
松

守
、
カ
ム
バ
ッ
ク
(

)

犯

、

一

番

大

切

な

も

の

円

、

(

)
の
な
い
意
見

山
山
、
野
球
を
川

(
)
楽
し
む
法
日
刷
、

(

)
ま

わ

し

九

、

マ

ブ

ナ

、

ヘ

ラ

ブ

ナ

ロ

、

切

手

の

よ

う

な

紙

ぬ

、

(

)
交

換

乃

、

日

本

一

の

(

)
前

川

、

魚

伯

、

野

球

の

(

)

竹
川
、
五
重

(

)
を
も
ら
う

り
、
線
路
を
走
る

U
、
(
)
を
あ
げ
る

問
、
ち
ょ
っ
と
古
い
が
女
性
二
人
的
、
シ
γ
ポ
の
大
き
い
動
物

加
、
リ
ラ
の
別
名

目

品

、

ゲ

l
テ
の
生
れ
た
国

れ
、
引
く
を
英
語
で
倒
、
乙
れ
で
名
前
を
調
べ
る

?
と
-
E
e
l
-
-
i
E
z
-
7
f
e
l
-
-
z
-
?
?
ZEze--JZZZEE-匂
--Ti
z
-
-
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守勢⑨
198ワ年1月 1日

W
年
は
、
国
際
住
宅
年
(
政

府
は
国
際
居
住
年
と
呼
ん
で
い

る
)
で
す
.

目
的
は
、
簡
単
に
い
-
マ
と
、

①
発
展
途
上
国
の
住
宅
問
閣
の

解
決
を
め
ざ
し
、
②
そ
れ
ぞ
れ

の
国
で
も
、
住
宅
問
題
(
住
居

と
居
住
環
境
)
の
改
留
を
は
か

る
.
と
い
う
も
の
で
す
.

日
本
は
、
両
方
と
も
該
当
す

る
と
考
え
る
の
が
正
し
い
と
思

八
ヨ
コ
の
カ
ギ
V

ー、

(

)
が
登
る

5
、
電
気
を
お
び
た
原
子

い
ま
す
・

下
衰
の
「
国
際
比
較
」
に
よ

れ
ば
、
「
き
わ
め
て
満
足
し
て

い
る
」
は
、
わ
ず
か
一
掃
.
他

の
国
は
、
い
ず
れ
も
ニ
ケ
タ
以

上
で
す
.
ま
た
、
「
満
足
し
て

い
る
」
出
率
も
出
較
諸
国
で
展

低
で
す
.

強
殴
省
の

「住
宅
需
要
実
態

調
査
」
(
百
年
)
で
も
、
現
在

の
住
ま
い
に
つ
い
て
、
「
不
満

活
の
基
盤
で
あ
る
住
宅
は
「
発

展
途
上
国
な
み
」
と
、
い
う
の

が
、
い
つ
わ
ら
ざ
る
実
態
で
す
.

「発
展
途
上
園
」
を
脱
却
す

る
た
め
に
、
国
際
住
宅
年
の
な

か
で
、
住
宅
要
求
を
結
集
し
、

大
き
な
運
動
を
お
こ
し
て
い
く

こ
と
が
、
必
要
で
す
.

J
っ
さ
ぎ
年
の
年
に
、

ウ
サ

ギ
小
屋
を
な
く
そ
う
H

を
、
合

言
援
に
ー
ー
.

(
坂
庭
)

が
あ
る
」
と
、
感
じ
て
い
る
世

帯
の
合
計
は
、
一
千
二
百
五
十

六
万
世
帯
、
全
世
帯
の
三
八

・

四
掘
に
の
ぼ
り
ま
す
.
中
で
も

東
京
闘
で
、
四
二

・
一掃
・
大

阪
闘
は
、
四
一

・
六
揮
と
二
大

都
市
圏
で
の
不
満
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

政
府
は
、
「
わ
が
国
の
住
宅

事
情
は
欧
米
な
み
」
と
、
宣
伝

し
て
い
ま
す
が
、
真
実
は
、
生

幻
年
は
国
際
住
宅
年

「今年こそ」とガンバリマス。

356 

住宅満足度の国際比較

住宅IC満足している人の制合

区分 ①きわめて満足
している

⑦満足している

臼 本 l 45 
アメ リカ 24 52 
イギ リス 17 59 
西ドイシ 19 62 
フラソ 1 12 66 
イタリア 10 5~ 

カナター 21 62 
オラン ダ 15 63 



5万人の「支媛する会」を

私たらは生き る権利、働〈指利を守るために沖

電気の仲間を物心両面から励まし、必ず勝手IJきせ
たいと思います。園陸な長期の闘いも予想、さ れま

すので、一人でも多〈の方がこの「会J に加入し

全面勝手IJを闘いとるまでご支援くださるよう心か

らよびかけます。 (r支撮する会Jよぴカ‘けより)
会費 1口 200円/月

1987年 2月 1白

支援する会事務局

事務所東京都港区三回

3-2-20 .話 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240 

加入者名 沖電気の不当解雇

を融固させる会

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

発
行
所

蝉事94司吾)
 -
(
 

解
交
渉
で
沖
電
気
が
不
当
な
主
張

怒
り
を
新
た
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

目
標
の

「沖電気は指名解雇を撤回せよJ

警喜歪護主輔宕腎者重雪量

百
年
秋
か
ら
取
り
組
ま
れ
た
十
九
団
体
分
が
神
電
気
へ
・
写

署
名
は
、

ζ
れ
ま
で
六
千
百
三
真
は
、
提
出
す
る
共
闘
会
織
の

井
川
事
務
局
長
(
左
)
と
大
牟

礼
副
議
長

(
1
・
M
)

、ノan守
ーし
〆
〈

沖電気に全面解決
を要求する団体署名

6140団体こえる(1 114) / 

500人

通
信
綴
三
大
メ
l
カ
の
一
つ
益
、
=
一
千
人
を
上
回
る
新
採
用
、
一
方
、
解
匝
後
の
職
場
で
は
、

す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
二

沖
位
気
工
業
(
本
社

・
東
京

・

九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
と
、
解
年
十
一
月
に
は
、
支
銀
共
闘
会

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
こ
し
て
新
工
場
の
建
設
な
ど

a

居

(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
沖
駿
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

八
四
億
、
一
万
三
千
人
〉
は
「
経
九

O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
作
っ
た
・

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」
う
。
会
社
は
東
京
地
裁
は
か
四

仕
事
を
差
別
す
る
な
ど
の
、
見
八
四
年
秋
か
ら
は
、
全
国
規

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の

「希

〆
〆

J

F

'

'

r

r

棋
の
運
幅
削
に
発
展
、
仕
事
差
別

望
退
職
」
募
集
を
提
案
乙
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

を
や
め
さ
せ
た
・
東
京
地
裁
で

と
退
職
強
要
に
応
じ
な
い
三
百

は

「=一
十
五
人
の
復
織
と
和
解

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
力
所
の
裁
判
で
も
「
指
名
解
服
せ
し
め
を
強
め
、
「
合
理
化
」
金
」
の
勧
告
が
出
た
・

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る
e

八
六
年
か
ら
の
「
全
面
解
決

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
雇
を
意
識
改
革
を
す
る
ζ
と」

と
鉦
沖
電
気
争
議
団
の
七
+
一
人
を
め
ざ
す
大
運
動
」
で
、
神
電

強
行
。
そ
の
後
の
神
電
気
は
、

一冨
.
労
働
者
と
労
働
組
合
を
熊
は
、
全
国
の
四
千
を
趨
え
る
労
気
争
犠
は
、
勝
利
の
た
め
の
股

百
億
円
近
い
史
上
股
高
の
利
視
し
て
解
股

k
~ζ
と
も
明
白
・
組
や
、
一
万
四
千
人
の
「
支
慶
大
の
山
場
を
む
か
え
て
い
る・

第
十
四
国
首
・

2
・円
H

(;申〉は会社 .(裁〉は裁

判所.(争)1ま争撤回.

えめ ( と(
るるき 第 T 争
工カ! 十 22 出
画一三正 八 五~ c; 
答部 十 回 受基
の五 日 渉本
人人 '86 ~案
はの ・ 聞を
、復 8 意た
さ~ ~ -' ・た
しは 26 き
か際 台

争
議
団
の
子
が
描
き
た
る
母
の
顔
髪
の
お
く
太
き
長
き
ま
な
ざ
し
藤
野
尚
孝
一
下
)

東
京
地
方
裁
判
所
民
事
十
一
部
い
か
、
低
く
な
る
と
い
う
も
の
・
話
し
合
い
「
こ
れ
で
は
和
解
の
基

で
行
な
わ
れ
て
い
る
、
沖
電
気
争

.
復
職
に
あ
た
っ
て
の
取
り
扱
本
で
大
き
く
食
い
違
っ
て
い
る
」

磁
の
和
解
交
渉
は
一
月
二
十
二
日
い
は
す
べ
て
新
た
に
採
用
さ
れ
た
と
、

会
社
案
を
強
く
批
判
し
、
瓶

で
二
十
三
回
目
に
な
り
ま
し
た
.

ζ

と

と

し

て

扱

う

.

回

を

求

め

ま

し

た

.

乙
の
目
、
沖
電
気
は
次
の
よ
う

・
健
康
診
断
を
し
て
、
不
適
者
裁
判
所
は
、

「こ
れ
は
、
会
社
「
解
雇
徹
回
、
三
十
五
人
の
復

な
し
に
は
解
決
し
な
い
」
と
、
沖

な
解
決
内
容
を
一
市
し
ま
し
た
.

は
、
退
職
さ
せ
る
.

案

で
あ
り
、
裁
判
所
の
考
え
は
、
臓
、
解
決
金
の
支
払
い
」
を
基
本
電
気
を
説
得
し
て
き
ま
し
た
。

-
復
職
者
三
十
五
人
の
賃
金

・
転
居
な
ど
の
費
用
は
、
本
人
別
に
あ
る
」
と
回
答
し
、
さ
ら
に
と
し
て
進
ん
で
き
た
和
解
交
渉

n
判
決
H

と
い
う
べ
き
裁
判

所

す

ま

す

は

っ

き

り

し

、

怒

り

が

山

ん

で

も

解

決

し

な

い

事

を

会

社

に

は
、
沖
電
気
の
労
使
間
で
結
ば
れ
が
負
担
子
る
。

和
解
の
成
立
に
努
力
す
る
意
向
を
は
、
神
電
気
の
姿
勢
転
換
に
よ
り
、
の
案
を
も
無
視
す
る
沖
宿
気
に
、
湧
く
.

H

人
が
余
っ
た
M

M

経

川

わ

か

ら

せ

た

い

.

て
い
る
年
齢
別
の
恩
低
賃
金
の
ス
ー
ー
な
ど
と
、
こ
れ
ま
で
の
和
解

一市し
ま
し
た
・

新
た
な
事
態
を
む
か
え
ま
し
た
・
新
た
な
怒
り
が
わ
き
お
ζ
っ
て
い

蛍
危
機
に
な
っ
た
M

の
口
実
で

川
(沖
)
金
銭
解
決
だ
け
で
考
え
て

第
十
回
羽
・

6-m

レ
ス
レ
と
い
う
超
低
額

(例
・
商
交
渉
の
経
過
を
無
視
し
た
不
誠
実
V
V
次
回
、
第
二
十
四
回
和
解

裁
判
所
は
、
「
ζ
の

解

庖

は

会

ま

す

・

の

指

名

解

履

で

し

た

が

、

裁

判

川

い
る
よ
う
す
。

率
お
畿
で
約
十
六
万
円
)
.

な
回
答
と
な
っ
て
い
ま
す
.

交
渉
は
、
二
月
十
七
日
、
午
後
四
社
の
経
蛍
上
の
都
合
に
よ
る
も
の
「
神
電
気
は
、
労
働
者
を
モ
ノ
の
中
で
も
、
そ
れ
が
全
く
の
峰

川

(沖
)
「
解
回
は
撤
回
、
解
決
金

l

M

第

三
田
川
・

9
・
7

-
資
格
(
格
付
け
〉
も
、
ほ
と
と
れ
に
対
し
、
争
磁
団
側
は
、
時
か
ら
と
股
定
さ
れ
ま
し
た
.
で
原
告
ら
に
は
何
の
責
任
も
な
い
と
し
か
扱
わ
な
い
.
解
雇
は
、
会
で
あ
っ
た
と
と
も
鉦
明
さ
れ
、

川

一
人
一
千
万
円
.
一
年
間
、
自
宅

ん
ど
の
人
が
解
臨
時
と
変
わ
ら
な
約
一
時
間
に
わ
た
っ
て
裁
判
所
と

(
東
京
一
一
地
方
裁
判
所
市

F
)
も
の
」
「
ζ
の
事
件
は
職
場
復
帰
祉
の
自
由
だ
、
と
い
う
基
本
が
ま
解
屈
の
不
当
性
も
は
っ
き
り
し

川
(沖
)
職
場
に
受
げ
入
れ
る
状
況
待
織
の
非
常
勤
の
保
用
」と
回
答
。

て
い
る
・
沖
電
気
が
、
マ
イ
y

川
に
な
い
・
経
営
が
き
び
レ
い
・

第
十
一

国
首
・

7
・

タ
と
雷
う
ま
で
、
手
を
援
か
な
い
(
裁
)
新
規
採
用
も
し
て
い
る
で

い
」
と
、
神
電
気
争
議
団
は
、

川
は
な
い
か
、
会
社
は
先
端
技
術
だ
(
争
)
「
職
場
復
帰
な
し
の
会
社

緊
急
会
議
で
意
志
統
一
を
し
ま

川
け
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
は
な
案
を
撤
回
し
な
け
れ
ば
和
解
の
進

し
た
。

川
か
ろ
う
、
と
会
社
を
説
得
・
行
は
あ
り
え
な
い
」
と
回
答
・

全

力

の

一

第

五

田

川

・

ロ

・

7

(裁
)
栽
判
記
録
を
貌
ん
で
進
行

を
決
め
た
い
.

支

援

ダ

…

(
裁
)
と
に
か
く
護
団
の
人
た

第
十
三
四
百
・

沖
略
気
争
犠
支
鐙
中
央
共
闘

山

ち
が
も
ど
れ
る
さ
毒
具
体
的
な

会
離
は
、
一
月
二
十
九
日
に
、

川
検
討
を
根
岸
人
事
部
長
に
要
硝
・
(裁
)
「
一
一
一
+
五
人
を
現
実
に
復

「勝
利
を
さ
せ
る
た
め
の
決
起
山

職
さ
せ
る
.
和
解
金
の
支
払
い
」

第
六
回
百
・

2
・
5

集
会
」
を
開
催
し
、
次
の
よ
う

川

の
基
本
案
を
一
市
す
.

な
方
針
を
き
め
ま
し
た
・
川
(
裁
)
原
告
が
不
始
末
を
し
て
解

圏
沖
電
気
本
社
へ
昼
休
み
抗
蟻
川

庖
さ
れ
た
の
で
は
な
い
.
金
を
積

行
動
二
月
十
三
日
.

川

l

}

圏
本
社
前
座
り
込
み
.

川
川
副
州

M

4
曲
阿

;

i

 

圏
裁
判
前
、
宣
伝
行
動
.

川
』

A
匹、

一、
，，

圏
富
士
銀
行
の
各
支
庖
へ
の
裏
山

H

万

引

uh山

情
行
動
.

川

島

回

開

通

副

圏
沖
電
気
へ
の
抗
臓
は
が
き
・

川

、

の

|

|
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

.

川

j
・
1

事尋

一
月
二
十

』
巴

百
付
赤
旗

色

ζ
で
、
余
震

む
羽

楠護処理

』
〈
ヨ
J

で
疲
れ
?
国

内
Jw
b
h
鉄
係
長
が
自

e

d出
暗
殺
の
包
事
.

乙
れ
で
郁
故
の
カ
ギ
を
間
四
っ
て

い
た
人
物
が
、
二
人
自
殺
・
何

か
あ
る
.
旺
鎚
隠
滅
の
た
め
に

当
局
か
ら
厳
し
く
問
い
詰
め
ら

れ
て
の
自
殺
?
そ
の
影
で
笑

っ
て
い
る
も
の
が
い
る
杉
浦
、

中
曽
根
、
橋
本
ら
死
人
に
口
な

レ
と
ー
.
杉
納
は
、
人
減
ら
し

に
よ
っ
て
安
全
が
守
れ
な
い
と

一
冨
う
人
に
機
械
を
導
入
す
る
乙

と
に
よ
っ
て
守
れ
る
様
な
と
と

を
言
っ
て
い
た
.
七
十
七
年
間
、

余
部
鉄
橋
は
無
事
紋
だ
っ
た
.

な
の
に
「
分
割
・
民
営
化
」
の

先
取
り
と
し
て
、
人
を
畿
械
に

猷
き
か
え
て
の
事
故
だ
っ
た
.

風
速
計
は
正
常
だ
っ
た
の
か
?

亡
く
な
ら
れ
た
列
車
の
車
お

は

Hζ
ん
な
風
の
強
い
自
に
走

ら
せ
て
い
い
の
か
M

と
不
安
を

駅
員
に
語
っ
て
い
た
と
言
う
.

そ
の
矢
先
の
事
故
だ
.
な
ん
の

卵
も
な
い
六
人
の
死
.
余
部
鉄

橋
事
件
は
、
分
割

・
民
営
後
の

国
鉄
の
姿
だ
.
(
毘
代
)
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(2 ) 

沖 縄iよいまも戦時

開 94-号指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

東
京
か
ら
飛
行
織
で
約
二
時
港
に
は
、
原
子
力
潜
水
鑑
や
核

問
、
サ
ン
ゴ
礁
と
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
兵
鶴
を
積
ん
だ
甥
鑑
が
出
入
り
し

l
に
照
く
海
に
閉
ま
れ
た
島
、
沖
て
い
ま
す
・
核
戦
争
の
さ
い
、
核

縄
。
日
本
一
早
咲
き
の
沖
縄
本
島
攻
撃
指
令
を
だ
す
通
信
網
も
相
官
り

北
部

・
名
護
市
の
緋
寒
桜
が
阜
く
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
.

も
満
開
で
容
を
告
げ
て
い
ま
す
.

核

兵

部
を
管
理
す
る
部
隊
、
運

沖
縄
は
ζ
と
し
、
米
軍
の
全
面
搬
す
る
部
隊
が
常
駐
し
、
骸
兵
器

占
領
支
配
か
ら
日
本
に
復
帰
レ
て
事
故
に
そ
な
え
た
訓
練
も
お
乙
な

十
五
年
目
を
む
か
え
ま
す
・
わ
れ
て
い
ま
す
。

一

し
か
し
み
な
さ
ん
も
ど
存
じ
の

沖
縄
を
戦
場
に
想
定
し
た
陸
海

よ
う
に
、
日
本
に
あ
る
米
軍
基
地
空
三
軍
、
そ
れ
に
自
衛
隊
が
く
わ

の
七
五
蕗
、
米
軍
人
軍
属
の
約
九
わ
っ
た
合
同
演
留
も
く
り
返
さ
れ

O
婦
が
抑
制
に
集
中
し
た
ま
ま
で
て
い
ま
す
.

す

.

米

軍

の

軍

事

演
習
は
年
間
五
千

米
軍
に
よ
る
沖
縄
で
の
軍
事
演
曲
以
上
に
お
よ
び
、
山
は
焼
き
払

習
は
、
一
九
七
八
年
の
白
米
ガ
イ
わ
れ
、
漁
協
は
あ
ら
さ
れ、

空
の

ド
ラ
イ
ン
以
来
、
核
戦
争
を
想
定
安
全
は
無
視
さ
れ
つ
づ
け
て
い
ま

し
た
も
の
に
大
き
く
変
わ
っ
て
き
す
.
米
兵
に
よ
る
殺
人
事
件
、
窃

ま

し

た

・

盗

、

傷

害

、

婦

女

暴

行

事

件

も

あ

殴
で
は
、
一
一
五
ミ
リ
砲
や
八
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
・

ン

サ

l
ト
を
、
ま
た
、
作
家
や
エ
持
、
短
歌
、
俳
句
、
エ
シ
セ
イ
を

イ
ン
チ
胞
な
ど
骸
兵
訴
が
発
射
で
政
府
・
防
衛
庁
は
、

ζ
の
米
軍
ッ
セ
イ
ス
ト
た
ち
は
「
沖
縄

・
文
通
し
て
桜
戦
争
の
危
機
を
告
発

き
る
大
砲
を
つ
か
つ
て
の
発
射
訓
基
地
を
維
持
、
強
化
す
る
た
め
に
、
字
を
通
し
て
反
核
反
戦
を
考
え
る
し
、
反
核
平
和
の
運
動
を
つ
づ
け

練
が
日
常
的
に
く
り
返
さ
れ
て
い
軍
用
地
契
約
を
拒
否
し
て
い
る
地
つ
ど
い
」
に
結
集
し
て
、
小
説
や
て
い
ま
す
.

ま
す
・
笠
で
は
、
認
手
納
基
地
の
主
の
土
地
を
、
感
法
や
私
有
尉
産

1
1
ヨ司司
1
1
1
1
1
ヨ
1
1
1
ヨ
1
1
1
ヨーヨー司
1
1

一

行

ydum--
2hム
Z
Yと?
ご
ど
ふ
ち
勺5
3叩
川
口
叫
ん
山
刊
さ
1
4
1
A
M
-
-

第
又
戦
術
臨
航
空
回
が
各
種
聖
書
、
二
十
一
世
紀
の
こ
O

一

全

手

rGみ為
さ

…

J

JhpEY

乏な
A
V
A
r
-
-

一

-
a
z
F
E
z-
L
?
?屯
J
ろ
vJLhv工芸一点、。，可

-

E訓
練
を
く
り
返
し
ア
メ

2年
ま
で
、
二
十
年
間
も
強
制

一

『

川

賞

ん

て

V
者

一

リ
カ
の
骸
戦
略
霊
機
B
臼
が
フ
使
用
す
る
動
き
を
強
め
て
い
ま

「

l
I
l
l
l
i
-
-
r
h
l
伝

F卜
l
卜
l
L

ィ

り

ピ

ン

か

ら

や

っ

て

き

ま

す

・

す

・

神

山同県
民
は
器
地
の
沼
匡
と
と
は
別
で
す
・

ζ
れ
に
た
い
し
沖
縄
民
の
ね
ば
も
に
、
復
帰
十
五
年
経
っ
た
い
ま
県
民
所
得
は
い
ま
だ
全
国
平
均

り
強
い
た
た
か
い
が
つ
づ
け
ら
れ
な
お
き
び
し
い
生
活
と
の
た
た
か
の
七
三
封
、
失
業
率
は
全
国
平
均

て
い
ま
す
・

い
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
・
の
二
倍
以
上
、
倒
産
は
史
上
思
惑

核
兵
磁
際
絶
を
め
ざ
す
市
民
の
本
土
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
は
、
の
事
態
で
す
・
長
寿
世
界
一
の
県

デ
モ
は
、
一

九
八
七
年
の
一
月
二

沖
縄
の
林
立
す
る
ピ
ル
を
み
て
、
と
い
わ
れ
な
が
ら
、
寝
た
き
り
、

日
で
連
続
百
五
十

一
回
目
を
か
ぞ
「
東
京
や
大
阪
と
変
わ
ら
な
い
」
痴
呆
症
、
し
か
も
一
人
専
ら
し
の

え
ま
す
.

と

か

「

ハ

ワ

イ

に

き

た

み

た

い

だ

」

お

年

寄

り

の

多

い
県
で
も
あ
り
ま

反
戦
地
主
は
、
み
ず
か
ら
の
土
と
か
い
い
ま
す
・
復
帰
十
五
年
目
す
・

地
を
守
る
ζ
と
が
核
戦
争
亭
阻
止
を
む
か
え
た
神
縄
は
、
私
た
ち
沖
ピ
ル
の
一
歩
裏
に
足
を
踏
み
込

レ
、
国
民
の
財
産
栂
を
守
り
、
民
総
に
住
ん
で
い
る
も
の
で
さ
え
む
と
、
ト
タ
ン
ぶ
き
の
家
が
少
な

主
主
義
を
つ
ら
ぬ
く
と
と
だ
と
、
「
本
当
に
変
っ
た
」
「
盤
か
に
な
く
な
い
県
都

・
那
覇
市
.

一
歩
も
退
か
な
い
た
た
か
い
を
つ

っ

た
」
と
錯
覚
す
る
ほ
ど
、

表

向

米

軍

は

円
高
を
理
由
に
、
基
地

づ

け

て

い

ま

す

。

き

は

大

き

な

変

化

を

と

げ

ま

し

内

で

働

く
全
日
本
人
労
働
者
の
解

美

術

家

は

反

核

平

和

契

術

展

た

・

四

を

通

告

し

て

き

で

お

り

、

失

業

を
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
は
反
桜
コ
と
こ
ろ
が
、
県
民
生
活
の
実
感
問
題
が
い
っ
そ
う
深
刻
化
す
る
気

1987'"奪三2月 1 目

「

い

ま

大

企

業

で

は

・・

・」

配
を
み
せ
て
い
ま
す
・
海
の
小
島
の
磯
の
白
砂
に
我
泣
き

も
レ
み
な
さ
ん
が
沖
縄
に
ζ
ら
ぬ
れ
て
蟹
と
戯
る
」
「
地
図
の
上

れ
る
と
き
は
、
沖
側
の
新
レ
い
面
朝
鮮
国
に
く
ろ
ぐ
ろ
と
墨
を
ぬ
り

と
し
て
の
表
通
り
だ
け
で
な
く
、
つ
つ
秋
風
を
き
く
」
な
ど
の
歌
の

時

表
通
か
ら
は
君
主
に
ふ
い
と
も
つ
海
洋
的
南
国
的
イ
メ
ー
ジ

欄

う
し
た
と
ζ
ろ
に
も
自
を
む
け
て
は
、
山
域
か
ら
聴
い
た
で
あ
ろ
う

.
い
い
い
た
だ
き
た
い
.

沖
縄
の
イ
メ
ー
ジ
が
色
漉
く
綬
底

宮
脇
県
都
・
那
覇
市
に
は
、
石
川
啄
に
あ
る
ζ
と
を
指
摘
し
て
い
ま

な

木
の
〈
新
し
き
明
日
の
来
季
信
す
・

長
C

ず
と
い
ふ
/
自
分
の
言
葉
に
/
嘘
啄
木
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う

大

は

な

け

れ

ど

〉
の
震
が
立
に
、
出
る
杭
は
打
た
れ
て
も
出
る
・

が

っ
て
い
ま
す
・

労

働

者

の

権

利

、

人

間

ら

し

く

生

機

棄
の
新
霊
時
代
の
友
人
に
き
る
権
利
を
か
ち
と
る
た
め
に
、

闘

沖
出
身
の
山
城
震
が
い
ま
す
と
も
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
・

戦

が、

ζ
の
歌
碑
は
山
城
の
撃
を

nJ
受
け
つ
い
だ
沖
縄
啄
木
同
好
会
に

山:
:
:
j
i
-
-
i
:
:
:
:
i
i
J

時
玖

よ
っ
て
一
九
七
七
に
建
立
さ
れ
た

…
こ
の
記
事
は
、
那
覇
市
の
富

一

副
削

も
の
で
す
・

一
一
線
義
弘
さ
ん
か
ら
、
寄
せ
ら

…

M
H

啄
木
研
究
家
の
確
固
の
ぼ
る
氏

…
れ
た
も
の
で
す
・

…

:

・

ー
ー

に
よ
れ
ば
、
啄
木
の
有
名
な
「
東

h
i
-
-
i
i
i
:
:・

国恩
「
松
下
電
総
」
「
証
券
」
「
新
日

鉄
」
「

N
T
T」
大
阪
の
大
企

業
に
働
く
仰
聞
が
、
人
ベ
ら
し
「
合

-理
化
」
な
ど
を
協
同
し
て
闘
う
た
め

の
武
器
と
し
て
、

B
5版
、
百
十
六

頁
の
パ
ン
フ
を
つ
く
り
、
好
鮮
だ
.

核廃絶のねばり強い運動

毎週のデモは150回をこえた。
(郡
靭
)
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い
ま

が

、

医

要

で

す

・

資

本

は

と

結

婚

さ

れ

、

現

在

は

ベ

オ

グ

ラ

撃

し

て

い

ま

す

・

ス

キ

l
写
只
を
と
る
時
は
、
娘
影
者
が
太

見
て
い
ま
す
・
地
域
、
家
族
、
支

l
ド

で

生

活

)

職

場

の

中

で
は

、

会

社

の

全

面

楊

を

背

に
す
る
順
光
で
と
る
と
、
平
板
な
写

復
の
人
た
ち
と
、
ガ
y

チ

り

と

、

攻

撃

に

対

し

、

闘

う

力

が

芽

ば

え

真

に

な

り

ま

す

・

斜

光

で

と

る

と

、

シ

ュ

プ

手
を
号
、
活
動
を
ゆ
る
め
る
ζ

配

転

攻

撃

て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
・

2

l

ル
が
く
っ
き
り
浮
か
び
、
立
体
的
で
震

と
な
く
、
一
層
の
活
動
を
期
待
し

に

め

げ

ず

も
、
共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
あ
る
写
真
が
と
れ
ま
す
。

私
は
、
夫
婦
で
四
回
の
首
切
り
て
い
ま
す
・
(
要
旨
・
便
銭
五
枚

み
な
さ
ま
、
お
元
気
で
す
か
.

久
保
忠
彦
さ
ん
神
電
気
の
闘
い
の
勝
利
を
待
つ
ま
た
、
斜
面
を
下
か
ら
あ
お
ぐ
形
で
と
る

臥
対
の
闘
争
を
終
え
、
現

在

は

、

ピ

ッ

シ

リ

に

励

ま

し

の

言

葉

を

い

争

犠

は

、

そ

の

後

ど

の

様

に

進

展

て

い

ま

す

・

(

北

九

州

市

)

と

、

ま

る

で

平

地

を

滑

っ

て

い

る

よ

う

に

見

聞
病
中
で
す
・
欠
か
さ
ず
「
は
た
た
だ
き
ま
し
た
・
)
(
愛
知
)
し
て
い
ま
す
か
。
私
は
今
、
ロ
ン
安
川
電
機
で
は
、
「
円
高
」
で
|
-
安
川
電
機
の
賃
金
差
別
是
え
て
し
ま
い
ま
す
・
斜
面
の
績
、
ま
た
は
、

コ

く

」

を

送

っ

て

い

た

だ

き

、

大

ド

ン

で

生

活

し

て

い
ま
す
.

配

転

が

盛

ん

に

お
ζ
な
わ
れ
、

小

正
を
求
め
る
訴
訟
原
告
団
と
支
援
対
向
斜
面
か
ら
機
影
す
る
こ
と
.

酬
は
判
り
、
と
苦
労
が
わ
が
身
に

F
!
l

同
h
u
F

今
春
に
、
英
国
紳
士
と
結
締
の
倉
工
場
で
は
、
内
示
さ
れ
た
人
一
が
す
る
会
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
た

滑
る
人
に
由
一
点
を
あ
わ
せ
、
レ
ン
ズ
で
迫

害
か
え
て
痛
感
し
て
い
ま
す
-

一
γ
¥司

S
F
咽

Z
E
a，

予
定
で
す
が
、
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
パ
労
働
組
合
に
異
議
申
務
す
る
件
数
た
か
う
仲
間
l
ロ
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ロ
月
日
間
日

ア
メ
ッ
ク
ス
(
神

制
旅
行
部
)
争
磯
の
勝
利
集

会
.

ロ
月
刊
同
日

都
職
労
結
成

ω周

年
間
念
祝
賀
会
.
中
央
区
婦

人
連
絡
会
(
東
京
)
来
会
.

M
M
月
門
日

沖
電
気
争
犠
支
媛

中
央
共
闘
会
議
が
幹
事
会
・

ロ
月
初
日

神
電
気
・
全
国
弁

醗
回
会
議
.
東
京

・
争
犠
研

究
会
が
研
究
会
、
総
会
.

口
周
れ
日

沖
電
気
の
不
当
解

庖
を
撤
回
さ
せ
る
会
が
全
白

集
会
.

ロ
月
初u
日

沖
電
気
争
議
支
俊

港
(
東
京
)
支
援
共
闘
会
騒

が
、
忘
年
会
.

M
M
月日山
田

池
貝
争
議
団
の
決

起
集
会
・
東
京
地
方
裁
判
所

前
で

g回
行
動
。
沖
電
気
争

議
の
第
忽
回
和
解
交
渉
.
沖

電
気
争
犠
回
、
共
闘
会
磁
の

合
同
会
機
.

ロ
月
初
日

神
電
気
熊
谷
裁
判
。

刊は月
U
日

カ
ネ
ミ
油
脂
の
渋

谷
ハ
チ
公
的
宣
伝
行
動
。

w年
1
月

4
日

沖

郎

気
の
重

役
宅
の
訪
問
行
動
.

1
月
5
日

沖

電

気
争
犠
団
ニ

ユ
ー
ス
(
第
三
四
四
号
)
を

工
場
前
で
配
布
.

1
月
6
日

東

京
地
評
の
旗
び

ら
き
(
と
の
回
線
び
ら
き
へ

の
診
加
、
迎
日
)

1
月
日
日
大
企
灘
総
駁
会
.

1
月

同

日

沖
電
気
本
社
抗
織

行
動
(
五
百
人
)

1
月
げ
自

公
害
団
体
合
同
の

旗
ぴ
ら
き

1
月
内
田

国
労
・隅
田
川
駅
分

会
強
制
配
転
の
緊
急
集
会
。

1
月間
μ
日

沖

電
気
争
駿
の
第

お
田
和
解
交
渉
・

1
月
お
臼

全
柄
引
保

・
岱
土
火

災
社
前
行
動



1 9S7~3月 1 日

5万人の「支援する会」を

私立ちは生きる僧利、働く権不IJを守るために沖

電気の仲間を物心両面から励まし、必ず勝利 させ

たいと思います。困難な長期の闘いも予想きれま

すので、一人てもも多くの方がこの 「会J に加入し

全面勝利を闘いとるまでご支援くださるよう心 か

らよびかけます。(r支援する会Jよびかけより)
会費・ 1ロ 200円/月

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

支援する会事務局

事務所東京都港区三回

3-2-20 .話 (03)451-3515 

郵便口座口座番号

東京 6-75240 

加入者名沖電気の不当解雇

を撤回させる会

発
行
所

第 95号

1987年

3月1日

固3021日|

罫き95宅聖(1 ) 

ゆるすな/指名解雇

2.13沖電気本社前抗議行動

143団体.400人

通
信
機
三
大
メ
1
カ
の
一
つ
益
、
三
千
人
を
上
回
る
新
銀
用
、
一
方
、
解
居
後
の
職
場
で
は
、
す
る
会
」
に
支
え
ら
れ
、
八
二

沖
電
気
工
業
(
本
社

・
東
京
・
九
州
に
二
百
億
円
近
く
を
投
資
配
転
に
応
じ
な
い
か
ら
一
と
、
解
年
+

一
月
に
は
、
支
援
共
闘
会

橋
本
南
海
男
社
長
、
資
本
金
二
し
て
新
工
場
の
建
設
な
ど
。
庖
(
田
中
さ
ん
)
し
た
り
、
神
議
も
結
成
さ
れ
、
闘
う
体
制
を

八
四
億
、
一
万
三
千
人
)
は
「
経
九

O
年
に
は
一
兆
円
企
業
を
狙
争
議
の
裁
判
傍
聴
を
理
由
に
、
作
っ
た
。

営
危
機
だ
、
人
が
余
っ
て
い
る
」

-Z
会
社
は
東
京
地
裁
は
か
四
仕
事
を
差
別
す
る
な
ど
の
、
見
八
四
年
秋
か
ら
は
、
全
国
規

と
称
し
て
、
千
五
百
人
の

「

希

〆

〆

〆

ノ

〆

〆

〆

〆

艇

の

週

踊

に
発
展
、
仕
事
差
別

望
退
職
」
募
集
を
提
案
こ
の
あ

沖

電

気

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

と

は

を
や
め
さ
せ
た
・
東
京
地
裁
で

と

退

職

強

要

に

応

じ

な

い

三

百

は

コ

一

一

十

五

人

の

復

職

と

和

解

人
に
、
七
八
年
十
一
月
、
大
企
カ
所
の
裁
判
で
も
「
指
名
解
雇
せ
し
め
を
強
め
、
「
合
理
化
」
金
」
の
勧
告
が
出
た
。

業
で
は
三
井
三
池
争
議
以
来
、
の
狙
い
は
、
残
っ
た
労
働
者
の
を
続
行
し
て
い
る
。
八
六
年
か
ら
の
「
全
面
解
決

約
二

O
年
ぶ
り
の
指
名
解
雇
を
意
織
改
革
を
す
る
こ
と
」
と
柾
神
間
気
争
犠
団
の
七
十
一
人
を
め
ざ
す
大
溜
動
」
で
、
沖
電

強
行
。
そ
の
後
の
沖
電
気
は
、
言
。
労
働
者
と
労
働
組
合
を
無
は
、
全
国
の
四
千
を
趨
え
る
労
気
争
犠
は
、
勝
利
の
た
め
の
最

百
億
円
近
い
史
上
段
高
の
利
視
レ
て
解
庖

k
~と
と
も
明
白
.
組
や
、
一
万
四
千
人
の
「
支
鐙
大
の
山
場
を
む
か
え
て
い
る
巴

……
 

…

ゆ

…

¥

 

東
京
地
方
毅
判
所
民
事
+
一
部
「
裁
判
所
が
、
二
月
中
に
、
双
圏
神
電
気
へ
の
抗
議
は
が
き
じ
め
、
今
川
焼
き
、
バ
ナ
ナ
、
お
の
力
で
、

ζ
の
局
面
を
乗
り
切
っ

=F
:
t

…
¥

で
、
八
四
年
五
月
か
ら
行
な
わ
れ
方
の
話
を
よ
く
聞
き
、
裁
判
所
の

A
港
区
(
東
京
)
の
共
闘
会
議
V

菓
子
、
お
酒
な
ど
が
届
け
ら
て
い
き
た
い
」
と
決
意
表
明
を
し
者

i
k

一

て
い
る
、

神
電
気
争
議
の
和
解
交
案
を
示
す
固
と
い

2
と

ろ

ま

で

圏

富

士

銀

行

の

各

支

庖

へ

の

要

請

れ

ま

し

た

。

ま

し

た

・

勝

利

の

花

を

山

渉
は
、
二
月
十
七
日
で
第
二
十
四
交
渉
は
進
ん
で
い
ま
す
。
争
韓
国
行
動
『
(
各
地
で
、
宣
伝
も
)
「
本
社
前
・
抗
議
行
動
」
で
、
二
月
一
日
5
士
言
の
行
動
に
全
国
の
み
な
さ
ん
、
「
支
媛
す

…

回
に
な
り
ま
し
た
。
の
要
望
が
入
れ
ら
れ
、
一
日
も
阜
園
東
京
地
方
裁
判
所
へ
の
要
請
行
中
山
森
失
・
争
議
団
代
表
は
「
争
は
、
一
千
人
を
と
え
る
人
た
ち
が
る
会
」
は
三
月
で
発
足
八
年
で
す
。
一

ζ
の
目
は
、
裁
判
所
の
終
業
時
く
解
決
す
る
よ
う
に
、
全
力
を
尽
動
。
(
各
地
の
代
表
、
宣
伝
)
議
解
決
ま
で
あ
と
一
歩
と
い
う
と
参
加
し
、
共
に
た
た
か
い
疲
き
ま
会
費
・
カ
ン
パ
の
支
援
も
勝
利
ま
日

間

の

午

後

五

時

を

、

一

時

間

も

と

し

た

い

」

圏

沖

電

気

の

社

長

重

宅

へ

の

ζ
ろ

ま

で

き

ま

し

た

。

み

な

さ

ん

し

た

。

で

や

り

銭

き

ま

し

ょ

う

・

…

す

長

時

間

の

交

渉

と

な

り

ま

し

要

請

行

動

(
2
/
8
)

た
そ
れ
は
、
前
回
(
一
月
二
十

沖

電

気

・

富

士

銀

行

圏
沖
電
気
本
社
前
で
座
り
込
み
・

二
日
)
に
沖
電
気
が
示
し
た
内
容

な

ど

へ

要

請

行

動

圃
本
語
、
昼
休
み
抗
議
員

に

対

し

、

争

韓

国

側

が

、

強

く

批

「

座

り

込

み

行

動

」

で

は

、

通

判
レ
撤
回
を
求
め
た
か
ら
で
す
・
「
ゆ
る
す
な
，r
神
電
気
の
指
名
行
す
る
人
の
関
心
も
高
く
、
「
本

「復
帰
者
は
、
新
規
採
用
の
扱
解
雇
巴
|
解
麗
は
ま
っ
た
く
不
当
当
に
ヒ
ド
イ
会
社
で
す
ね
」
「
最

い
。
資
格
(
格
付
け
)
や
賃
金
な
だ
。
沖
電
気
が
マ
イ
ッ
タ
と
言
う
後
ま
で
、が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」

ど
は
、
最
低
ラ
ン
ク
・
」
な
ど
の
ま
で
、
手
を
疲
か
ず
、
が
ん
ば
ろ
な
ど
声
を
か
け
て
い
く
人
も
多

不
当
な
主
張
を
、
沖
電
気
は
、
続
う
」
(
沖
電
気
支
鐙
中
央
共
闘
会
く
、
カ
ン
パ
箱
に
は
、
九
万
円
も

け
て
い
ま
す
・
議
)
の
方
針
に
も
と
づ
い
て
、
二
の
お
金
が
入
り
、
争
議
団
員
を
感

交
渉
後
、
待
機
し
て
い
た
約
百
月
十
七
日
の
和
解
交
渉
ま
で
に
、
激
さ
せ
ま
し
た
。

人
に
対
し
、
高
橋
弁
護
士
、
井
川
中
都
内
各
地
、
三
多
摩
(
東
京
)
、

ま
た
、
港
区
、
千
代
田
区
の
労

央
共
闘
会
議
事
務
局
長
か
ら
、
現
群
馬
、
崎
玉
な
ど
で
、
つ
ぎ
つ
ぎ
働
組
合
か
ら
は
、
コ
ー
ヒ
ー
を
ポ

在
の
情
況
が
報
告
さ
れ
ま
レ
た
。
と
行
動
が
お
と
な
わ
れ
ま
し
た
・
ッ
ト
に
入
れ
て
の
差
し
入
れ
を
は

「
石
播
支
援
連
」
の
結
成

「
鉄
鋼
四
万
人
の
首
切
り
」
「
造

船
」
大
企
業
は
、
利
潤
第
一
に
、

首
切
り
提
案
の
う
γ
シ
ュ
。
「
人

間
ら
し
く
、
働
き
、
生
き
る
」
た

め
に
、
連
帯
と
団
結
を
強
め
、
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
.

2. 9 ---2 .13 
蓄の「座り込み」
(参加団体・ 100以上)

E
m
Jゅ
に
ぽ
な
ん
ヒ
/
-

パ
し
〉
?
ィ
、
J
4
3
コ
L
l
ト

、

x・・・

'ノ
A
J
~

/

ん

J

、、切え
l
JG
 

一
一
内
向
小
哨

L
川
和

入、，

T
い
ま
し
宇
「
了

な
ん
と
、

万
円
の
カ
ン
パ
の
人
も
。

企業・政府がつくった
円高の犠牲はごめんだ

「
私
は
、

仏
巴
陶
接
説
の
廃

巴

之

止

に

質

成

で

U
羽

す

」
ζ
ん
な

‘
〈
弐
J
F

落
曾
き
を
、

内
】

i
駅
の
ト
イ
レ

a-

d
笥

で
見
つ
け

た
.
乙
の
ト
イ
レ
は
、
出
来
た

ば
か
り
で
落
曾
き
は
、
遥
箆
の

ζ
れ
だ
け
だ
っ
た
。
小
学
校
六

年
の
私
の
娘
は
、
大
型
間
接
税

の
学
習
会
に
、
母
親
と
診
加
し

「
頭
に
き
た
」
と
奮
う
.
だ
れ

も
が
反
対
す
る
そ
ん
な
税
を

な
ぜ
中
曽
根
自
民
党
は
、
作
ろ

-
?
と
す
る
の
か
0
.
本
当
に
随

止
さ
せ
る
と
と
が
で
き
る
の
だ

ろ
A
J
か
え
い
ま
、
日
本
中
が

注
目
し
て
い
る
.
い
や
世
界
中

の
人
た
ち
が
、
日
本
国
民
の
た

た
か
い
に
、
関
心
を
寄
せ
て
い

る
、
な
ぜ
な
ら
ば
「
自
分
が
首

切
り
さ
れ
て
も
、
企
業
の
た
め

な
ら
ば
仕
方
な
い
」
「
家
族
の

た
め
よ
り
、
仕
事
の
た
め
」
行

動
す
る
?
日
本
人
が
、
外
国
人

に
は
理
解
で
き
な
い
の
だ
。
大

企
業
と
金
持
ち
の
た
め
の
滅
税

を
、
目
的
と
し
た
こ
の
税
制
を

ど
う
す
る
の
か
を
、
見
て
い
る

の
で
あ
る
.
日
本
人
の
良
心
を

と
の
税
の
廃
止
で
示
そ
う
・

K

361 



(2 ) 198ワ年3月 1日

監ーー堕
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影3
山:

政
行
さ
ん

予
知
で
き
た
突
風
橋
の
下
に
民
家

沖
電
""= 
ヌ1

争
議
団

経
唱 望書

記捻総統芸者総総括
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空から列車が落ってきた

6人が死亡o2人が自殺
('86年12月28日)

-
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「
私
が
立
候
補
を
決
意
レ
た

ζ
と
が
、
争
援
を
支
援
し
て
く

の
は
、
有
権
者
八
千
人
の
町
に
だ
さ
っ
た
人
た
ち
へ
の
迎
帯
と

真
の
革
新
と
言
え
る
職
員
が
一
、
思
っ
て
い
ま
す
.
が
ん
ば

人
も
い
な
い
か
ら
で
す
。
乙
の
り
ま
す
」
と
、
笹
井
さ
ん
は
決

町
は
私
の
よ
う
に
、

農
業
だ
け
意
を
語
っ
て
い
ま
す
.

で
は
生
尋
問
で
圭
子
'に
、
働
い
て
今
年
の
地
方
選
挙
に
は
、
富

い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
.

城
市
議
選
に
、
澗
口
邦
子
さ
ん
、

村
か
ら
町
に
な
っ
て
初
め
て
横
固
有
史
さ
ん
・
東
京

・
練
馬

の
選
挙
で
す
が
、
労
働
者
と
し
区
議
選
に
矢
沢
重
光
さ
ん
。
な

て
解
雇
さ
れ
、
段
業
だ
け
で
は
ど
沖
電
気
の
支
復
す
る
会
の
会

生
活
で
き
な
い
と
い
う
私
は
、
員
の
み
な
さ
ん
も
、
た
く
さ
ん

町
の
人
の
生
活
の
縮
図
だ
と
考
立
候
補
さ
れ
て
い
ま
す
・

四
月

え
て
い
ま
す
.
当
選
し
て
、
町
二
十
六
日
に
は
、
多
く
の
パ
ラ

識
と
し
て
神
電
気
に
復
職
す
る
が
咲
く
よ
う
、
が
ん
ば
っ
て
H

笹;

井ぃ

均さん

(
沖
電
気
争
議
団
・
却
)



(3) 第 95号 支援する会に入会しよう (会費1口200円/月) 198ワ年3月 1日
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ど
も
ド
ン
ド
ン
さ
そ
っ
て
く
れ

U

V
V
海
上
電
機
創
業
一
九
四
八
て
、
全
金
に
加
盟
し
て
大
梢
足
で
心

年
日
本
電
気
の
船
舶
機
鰭
の
工
す
.
金
属
連
絡
会
の
全
国
総
会
に
よ

事
会
社
と
し
て
出
発
現
在
は
資

h

e加
し

ま

し

た

。

は

本
金
の
三
六
揮
を
同
社
が
保
育
.
野
中
給
一
さ
ん
(
包
)

U

資
杢
霊
億
六
千
万
町
従
業
員
入
社
し
て
同
盟
か
ら
「
入
る
組

U

約
五
百
五
十
人
(
組
合
員
対
象
者
合
は
ひ
と
つ
だ
」
と
、
言
わ
れ
ま
ム

は
、
四
百
五
+
五
人
)
し
た
が
全
金
を
選
び
ま
し
た
.
時

V
V組
合
状
況

一
九
六
九
年
、

全
金
支
部
に
は
、
背
年
婦
人
部

u

分
裂
攻
影
、
そ
の
後
は
会
社
と
聞
の
活
動
を
も
っ
と
充
実
さ
せ
て
ほ

U

盟
一
体
の
誹
務
中
傷
、
組
合
敵
視
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
@
ι
ι

東
京

・
三

多

勝

地

区

に

あ

売

や

賃

金

差

別

攻

撃

を

経

て

、

現

在

章

垣

撃

さ
ん

g
山

海

上

電

犠

支

部

は

、

八

五

年

が

八

の

組

織

比

は

、

金

金

・

百

五

へ

同

盟

に

入

っ

て

い

る

人

た

ち

で

は

人

、

八

六

年

は

七

人

と

着

実

に

組

金

金

同

盟

・

=

言

へ

非

加

盟

・

さ

え

、

考

え

方

と

し

て

は

全

金

の

日

合
員
を
増
や
し
前
進
し
て
い
る
v

五
十
人
と
な
っ
て
い
る
可
方
が
よ
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

M

組
合
全
体
か
ら
「
さ
つ
と
多
数

l
1
1
4
4
4
1
全
金
に
入
っ
て
か
ら
は
、
み
ん

中

派
に
な
る
ぞ
H

い

や

、

全

員

が

全

お

ど

さ

れ

る

の

で

す

・

な

の

力

を

合

わ

せ

る

っ

て

す

ご

い

は

金

に

な

る

ん

だ

」

と

い

う

烈

気

が

脱

退

届

を

出

し

た

の

で

す

が

、

な

夷

と

思

っ

て

い

ま

す

・

ま

た

u

感

じ

ら

れ

る

・

受

理

さ

れ

ず

、

今

度

は

全

金

を

通

告

書

、

一

人

ひ

と

り

の

意

見

を

且

新

入

組

合

員

の

声

を

紹

介

し

ま

じ

て

脱

退

屈

を

出

し

て

も

ら

い

ま

よ

く

聞

い

て

く

れ

、

伸

聞

を

た

い

心

し

よ

う

.

し

た

せ

つ

に

レ

て

く

れ

る

と

思

っ

て

い

比

・
内
山

撃

さ

ん

8

ぼ
く
の
望
『
内
心
は
入
社
早
ま
す
・

u

語

、

同

署

脱

退

し

て

重

々

か

ら

、

全

憲

章

し

て

い

ま

S
E
E
s
i正〆〆
5
5
3
2
M

に
加
盟
し
ま
し

た

・

脱

退

す

る

ま

し

た

。

同

盟

の

組

合

員

で

も

、

ほ

M

大
型
間
接
税
・
』

で

の

数

年

、

職

場

委

員

や

代

議

員

と

ん

ど

の

人

が

不

満

を
言
っ
て

、

比

を
つ
と
め
て
い
ま
し
た
・
多
少
の
盟
主
導
の
全
民
議
長
老
入

・

詰

稲

江

完

g
い
ζ
と
に
は
、
本
当
の
力
が
詰
ま
す
・
だ
か
ら
、
将
来
は
室
料

マ

ル

優

廃

止

反

対

山

役
員
経
験
か
ら
、
同
盟
の
フ
ェ
ア
る
と
聞
き
、
ど
ち
ら
も
本
質
的
に
闘
争
時
の
毎
朝
の
ピ
う
を
み
て
で
き
な
い
の
で
、
私
も
塑
員
の
象
派
に
な
る
と
般
信
レ
て
い
ま

.

0

z

z

h

u

で
な
い
や
り
方
遣
の
人
よ
り
知
は
変
ら
な
い
の
向
と
労
働
読
も
、
霊
の
は
内
容
が
な
い
と
思
都
大
に
は
、
大
い
に
と
り
く
も
う
す
・

3
・

8
大
集
会
山

っ
て
い
る
つ
も
り
で
す
。
そ
れ
ら
に
失
望
し
か
げ
て
い
ま
し
た
.
っ
て
い
ま
し
た
・
一
方
、
金
金
は
と
思
っ
て
い
ま
す
・

・
合
寄
尚
代
さ
ん

aい
ざ
き
圃
裏
一
R
・
代

々

木

公

園

山

に
対
し
て
意
見
を
言
う
と
「
お
前
と
と
ろ
が
、
職
場
の
全
金
支
部
納
得
が
い
く
ま
で
が
ん
ば
っ
て
闘
・
田
中
保
雄
さ

ん

(

お

)

ひ

さ

よ

辺

)

園

田

十

二

時

開

会

は

は
、
執
行
部
批
判
を
す
る
気
か
」
は
、
全
民
労
協
に
反
対
し
て
入
ら
っ
て
い
る
な
、
と
思
っ
て
い
ま
し

同
盟
で
は
、
方
針
に
反
対
意
見
友
だ
ち
に
誘
わ
れ
て
全
金
に
加
乙
の
集
会
は
、
大
型
間
援
税

-

u

と
、
ど
や
さ
れ
る
の
で
す
・
な
い
運
動
(
金
属
連
絡
会
を
つ
く
た
・
そ
れ
に
全
金
の
人
た
ち
の
方
が
、
非
常
に
冨
い
に
く
い
の
で
す
・
盟
し
ま
し
た
・
私
は
、
経
理
の
職
マ
ル
優
廃
止
反
対
各
界
述
絡
会
や

必

そ
ん
な
こ
と
で
同
盟
に
イ
ヤ
気
っ
て
い
る
)
を
し
て
い
る
と
聞
き
が
、
仕
事
で
も
、
人
間
的
に
も
、
妥
結
水
制
や
方
法
に
、
反
対
意
見
場
な
の
で
金
金
に
は
入
れ
な
い
も
国
民
春
闘
再
締
築
東
京
慰
般
会
な

ム

が
さ
し
、

金
金
に
入
ろ
急
車
な
げ
や
り
に
な
ら
ず
金
金
に
入
つ
襲
で
き
る
と
思
い
ま
す
・
を
述
べ
る
と
「
主
な
ら
、
誌
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
室
長
共
同
し
て
開
館
し
ま
す
・

は

っ
て
い
ま
し
た
・
と
ζ
ろ
が
、
同
て
が
ん
ば
る
決
意
を
し
ま
し
た
。
で
も
、
会
金
が
多
数
に
な
ら
な
が
団
交
に
出
て
や
っ
て
み
ろ
」

と

は

、
ス
キ
ー
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な

i
z
-
-
2
2
2
4
4
i
τ
u

水

俣

病

山

3
6鯨
集
会
一

園
東
京
・
千
代
田
公
会
堂

ん

圏
十
八
時

A

園
田
主
催
水
俣
病
被
害
者

・
弁
護

凶

回
全
国
連
絡
会
議
/
水
俣
病
東

U

京
連
絡
会
.

ん

全
面
解
決
を
め
ざ
す
集
会
で

4

す
.

一山

タ，
pr、r、F
〉〆

544P〉
〉
〉
〆
ク
タ
〆
〆
〆
〆
〉
、

s

興事96奄普

強擁護;

4
4
下
段
の
四
人
と
上
段
の
左
右
の

は
し
の
人
が
新
入
組
合
員
で
す
・

指名解雇された沖鱈気の仲間を支援する会ニュース1987年 3月 1日

ロ
!
っ
、
と

ま
マ
が
都
知
と

い
フ
し
ー
に
冒
t
z
酔
苛

3
x明

↑
お
た
わ
な
か
イ
ナ
!
ヴ

+妙、いの h r、、
，I';]:JIル戸N。8t7

思
え
ば
、
私
た
ち
の
現
代
ル

ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
研
究
会
〈
ル
ポ

研
)
の
創
刊
は
、
沖
電
気
争
援

の
特
集
だ
っ
た
.
当
時
、
中
央

労
働
学
院
(
現
・
東
京
文
化
ア

カ
デ
ミ
ー
)
で
、
厭
問
の
今
崎

暁
巴
先
生
(
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
)

の
「
ル
ポ
教
室
」
で
生
き
た
教

栃
と
し
て
、
神
間
地
気
の
仲
間
を

取
材
し
、
省
い
た
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
・
毎
年
一
回
の
発
行
で

今
年
、
八
号
を
迎
え
た
.

八
六
年
春
か
ら
、
本
号
の
特

集
に
つ
い
て
「
ル
ポ
研
」
で
は

激
論
を
か
わ
し
て
き
だ
ロ
レ
ジ

ュ
メ
を
み
て
「
六
0
年
代
の
話

を
曾
い
て
も
仕
方
が
な
い
で
し

ょ
う
」
「
沖
電
気
で
何
を
錨
と

う
と
し
て
い
る
の
か
が
み
え
な

い
」
「
苦
労
話
の
品
評
会
を
し

た
っ
て
読
む
方
は
、
ウ
ン
ザ
り

す
る
よ
」
遠
慮
の
な
い
討

論
が
何
回
も
続
き
、
判
記
が
過
ぎ

た
.
秩
の
合
宿
で
は
「
沖
電
気

の
伸
間
が
、
職
場
に
戻
る
の
は

ど
ん
な
意
味
を
も
つ
の
か
」
「
技

術
の
問
題
を
按
き
に
し
て
、
争

-
e
*
鋼

局

周

一
舞

一

て

ど

一

一

で

一

け

れ

一

一

回

目
て

づ

付

-

一

向
一
の

つ

企

ん

一

w
一

』

m
w
-
ζ

だ

め

勺

や

か

一

o
一

中

門

一
金

京

焼

、

す

一
N

-

禍

aq
一

奏

会

で

時

a
-峨
一

柳

生

川

一

息

同

h
i

・vAq
一
恒

一
向

L
V

入
ル

一
の

か

"

ゆ

争

h

ゐ

-
タ

-
地
U

れ
の
h
-
へ

ら

鎗

H
円

U

J町
が

一
テ

-
m
H
7
削
俸
制

一
宛

粛

の

蜘

t
代

b

，

一
ィ

一
符

危

b
恥

-
出

合

つ

日

制

m
J
H
h
-
'
-
q
う
る
の
一

し

と

U

b

喝

『

温
の
《
山

-
た

あ

υ
H
o
y
-
-

n--
つ

一
瞬

畿
が
語
れ
る
で
あ
ろ
う
か
」
「
現

代
を
捕
と
う
と
し
て
争
議
団

だ
り
じ
ゃ
ダ
メ
な
ん
じ
ゃ
な

い
.
い
ま
の
働
く
現
場
を
出
さ

な
い
と
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
中

に
生
か
し
た
。

ζ
う
い
う
や
り
と
り
が
、
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
む
八

年
間
で
八
号
が
発
行
で
き
た
実

績
(
経
薮
)
の
中
で
創
ら
れ
た

も
の
で
す
・
討
論
も
、
年
々
充

実
し
て
き
ま
し
た
.

111こ
う
し
て
、
私
た
ち
は

(
轡
く
)
こ
と
を
過
し
て
、
お

互
い
に
育
て
あ
っ
た
よ
う
に
思

-つ
.「

何
を
曾
乙
'マ
ζ

し
て
い
る

の
か
、
ち
っ
と
も
わ
か
ら
な
い
」

「
自
己
満
足
す
る
た
め
な
ら
、

日
記
で
も
曾
い
た
ら
」
「
と

ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
沖
電
気
争

援
を
諮
っ
た
ら
1

誤
解
さ
れ
る

よ
」
「
あ
な
た
は
、
野
く
紫
質

が
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」

l
|

そ
れ
で
も
め
げ
る
と
と
な

く
み
ん
な
落
ち
こ
ぼ
れ
る
ζ
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川
1
月
初
日
大
企
業
想
畿
会
。

山

1
月
U
自

国
鉄

・
国
民
会
綾

川

の
一
日
行
動
熊
谷
裁
判

川

沖
電
気
・
筒
玉
共
闘
会
議
の

川

旗
ぴ
ら
竜

川
1
月
日
U
日

沖
電
気
中
央
支
緩

川

共
闘
会
議
の
「
旗
び
ら
き
」

川

三
愛
電
綴

・
伊
藤
さ
ん
(
解

川

庖
)
日
比
谷
昼
デ
モ
・

川
1
月
初
日
国
家
機
密
法
の
反

川

対

策
会・

川
1
月
引
日

池
貝
争
犠
・
支
鐙

川

共
闘
会
議
の
第
四
回
総
会
.

川
2
月
2
日
5
5回

全
造
船

・

川

玉
島
の
抗
議
行
問

川
2
月
3
日

労
働
省

・
通
産
省

川

へ
の
申
し
入
れ
行
動

川
2
月
4
白

石
熔
支
後
連
結
成

と
な
く
、
曾
い
た
の
が
今
回
の

川

総
会
・

八

号

で

す

。

川

2
月
6
日

労
基
法
改
悪
反
対

沖
電
気
を
相
手
に
、
生
き
方

川

人
間
ら
し
く
働
く
た
め
の
取

を
か
け
て
た
た
か
っ
て
い
る
鍛

川

京
連
絡
会
の
集
い
.

団
を
描
か
せ
て
い
た
だ
き
、
レ

川
2
月
8
日

大
企
業
懇
「
出
向

あ
わ
せ
に
思
い
ま
す
@

川

配
転
・
希
出
血
退
職
と
ど
う
闘

沖
電
気
争
織
を
通
し
て
「
生
川
弓
〆
か
」
研
究
交
流
集
会
。

き
さ
「
働
き
亙
「
人
間
の

川
2
月
9
日
5
日
白

神
沼
気
本

幸
せ
」
を
、
大
い
に
討
論
し
た

川

社
前
、
座
り
込
み
行
吻

い
で
す
ね
。
「
た
た
か
い
の
ル

川
2
月
間
田

被
特
殊
ス
チ
l
ル

ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
」
第
八
号
が
、

川

(神
町
気
関
連
)
の
首
切
り

そ
の
一
助
に
な
れ
ば
と
の
上
な

川

な
ど
の
反
対
策
会
。

い
暫
び
で
す
。

川
2
月
日
日

ネ
ッ
ス
ル
争
般
の

(
現
代
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
研

川

決
起
集
会
・
沖
電
気
・
本
社

究
会
、
小
松
み
ゆ
き
)

川

前
抗
議
行
勲

E

・E
・-一呈・
E

・量'
E
a

川
2
月
川
回

全
農
協
労
連

・
東

一
冊
七
百
円
川

れブロ
γ
ク
春
闘
封
建

.
沖
電
気
争
犠
fy
『
即
日
く
と
と
」

川
2
月
げ
回

全
金

・
佳
川
粉
蝶

に
よ
っ
て
、
支
媛
し
、
共
に
た

川

の
勝
利
報
告
会
。
国
労
支
媛

た
か
っ
て
き
た
「
ル
ポ
研
」
の

川

コ
ン
サ
ー
ト
(
東
京
・
港
)

伸
聞
の
八
年
間
の
〔
成
果
)
が

川

沖
電
気
の
第

μ
回
和
解
交

コ
レ
で
す
。
ぜ
ひ
H
e
あ
な
た
も
、

川

渉・

一
腕
レ
て
く
だ
さ
い
・

川
2
月
間
自

国
家
秘
密
を
考
え

・
注
文
は
、
沖
・
支
援
す
る
会
川

る
市
民
集
会
・
東
京
電
力
本

へ
・郵
送
料
は
、
支
援
す
る
会
の

川

社
抗
議
行
動
。

会
員
は
無
料
で
す
.
(
事
務
局
)

川
2
月
初
日
水
俣
宣
伝
行
動

|現代ルポルタージュ研寛会|
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5万人の「支援する会」を

私たちは生きる憎利、倒〈樋和IJ'を守 るため に沖 i

m 電気の仲間企物心両面から励まし、必ず勝利させ。

たいと思います。圏維 な長期の闘い も予想されま M

Eすので、一人でも多〈の方がこの「会J に加入し 。
全面勝利を闘いとる までご支援くださるよ う心か

らよびかけます。(r支援 す る会Jよびかけより) ロ

会費・ 1口 200円/月

ご支鐸ありがとっ

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

発支援する会事務局

行事務所東京都港区三回

M 3-2-20 

1987年 I・.... 雪 ..~ ... . (~~). . .4.5.1三青空1 5
郵便口座口座番号

東京 6-75240 

加入者名沖電気の不当解雇

を撤回させる会

開 96号

涙
の
人
。
笑
顔
の
人
、
鐙
手
を

に
支
え
ら
れ
て
勝
利
で
き
た
」

と

で

(第
二
十
五
回
)
三
月
十
三
日
人
の
支
鐙
す
る
会
の
み
な
さ
ん
も

求
め
る
人
・
和
解
報
告
を
聞
く

緊
張
し
て
報
告
す
る
中
山
森
夫
さ

三
時
四
十
一
一
一
分
、
和
解
が
成
立
し
よ
か
っ
た
と
官官
こ
ん
で
く
れ
る
と

百
人
を
越
す
人
た
ち
の
表
情
.

ん

(
沖
電
気
争
議
団
、
代
表
)
.
ま
し
た
J

(和
解
内
容
は
別
問
)

思
う
し
、
労
働
者
全
体
の
勝
利
と

「
ゆ
る
す
な
/
指
名
解
履
と
い
東
京
地
裁
民
事
十
一
部
(
白
石

「
三
十
五
人
の
職
場
復
帰
は
、
も
言
え
る
」
と
、
小
島
宏
さ
ん
(支

う
広
範
な
労
働
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
悦
穂
裁
判
長
)
で
の
、
和
解
交
渉
歴
史
的
な
大
勝
利
だ
・一

万
四
千
援
す
る
会
、
事
務
局
長
)
・

【
雇
用
関
係
】

被
告
並
び
に
原
告
ら
及
び
利
害
関
係
人
ら
は
本
和
解
の
日
現
在
、
原
告
ら
の
う
ち
別
紙

一
の
復
職
者
欄
記
載
の
者
と
被
告
と
の
聞
に
お
い
て
雇
用
契
約
が
存
在
す
る
こ
と
及
び
そ

の
余
の
原
告
ら
と
被
告
と
の
聞
に
お
い
て
雇
用
契
約
が
円
満
退
職
に
よ
り
終
了
し
た
こ
と

を
確
認
す
る
。

【
復
職
者
の
復
職
条
件
】

(
就
労
目
)
復
職
者
は
各
事
業
本
部
に
お
い
て
、
昭
和
六
二
年
六
月
末
日
ま
で
の
被

告
の
指
定
す
る
日
か
ら
就
労
す
る
。

(
研
修
及
び
配
属
部
署
)
彼
告
は
、
復
職
者
に
対
し
、
相
当
の
期
間
職
務
適
応
の
た

め
の
教
育
訓
練
を
実
施
し
、
そ
の
効
果
、
復
職
者
の
職
歴
・
能
力
・
適
性
・
希
望
及
び
要

員
配
置
の
状
況
等
を
総
合
的
に
勘
案
の
う
え
、
配
属
部
署
を
決
定
し
、
作
業
を
割
り
当
て

る。
(
有
給
休
暇
)
復
職
者
に
つ
き
、
本
和
解
成
立
の
自
の
翌
日
か
ら
就
労
日
の
前
日
ま

で
の
聞
は
特
別
有
給
休
暇
と
し
、
就
労
日
以
降
の
昭
和
六
二
年
度
の
年
次
有
給
休
暇
は
二

O
目
と
す
る
。

(
社
会
保
険
資
格
の
回
復
〉
被
告
は
、
復
職
者
に
つ
き
、
雇
用
保
険
、
厚
生
年
金
保

険
及
び
厚
生
年
金
基
金

の
資
格
を
遡
及
し
て
回
復
す
る
措
置
を
と
る
。

【
和
解
金
】

被
告
は
、
原
告
ら
に
対
し
、
和
解
金
と
し
て
、
金

一
二
億
九

0
0
0
万
円
を
昭
和
六
二

年
三
月
末
日
限
り
・
・
・
支
払
う

【
誹
誘
中
傷
、
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止
】

原
告
ら
と
被
告
は
、
本
件
解
雇
に
関
し
、
本
和
解
成
立
後
、
相

E
に
誹
誘
、
中
傷
す

る
よ
う
な
言
動
を
行
わ
な
い
。
ま
た
、
被
告
は
、
復
職
者
に
対
し
、
本
件
解
雇
及
び
こ
れ

に
関
す
る
活
動
を
理
由
に
不
利
益
取
扱
い
を
行
わ
な
い
。

3033日をたたかいました。熱きおもL、.. .でも

(1 ) 

寄
港
つ
女
苔
毎
br-
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R

夕
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ご
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ま
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司
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n
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腕
売
新
聞
埼
玉
版
で
沖
電
争
議
と
は
①
労
働
組
合
は
ど
ん
な
と
と

川

和
解
成
立
を
知
っ
た
時
、
私
は
n
ほ
が
あ
っ
て
も
雇
用
は
守
ら
な
け
れ

川

ん
と
う
に
良
か
っ
た
、
畏
い
聞
と
ば
な
ら
な
い
.
②
労
働
者
は
も
っ

川

苦
労
さ
ん
M

と
い
う
気
持
で
一
杯
と
地
織
の
輸
を
広
げ
な
け
れ
ば
い

山

で
し
た
.
埼
玉
北
部
に
支
復
す
る
け
な
い
.
ζ
と
を
学
ん
だ
.
神
電

川

会
の
発
足
と
同
時
に
私
も
「
い
づ
気
争
磁
の
闘
い
は
労
働
者
に
多
く

川

れ
我
が
は
討
も
」
と
支
獲
に
容
加
し
の
教
訓
と
勇
気
を
与
え
た
と
思

川

ま
し
た
・
活
動
を
通
じ
て
得
た
と
う
・十

六
年
間
沖
電
気
回
開
に
働
ら
き
、

，

，

、

-

京

私
を
労
働
者
と
し
て
成
長
さ
せ
て
く

川

園

い

頃

れ
た
伸
間
違
が
解
雇
さ
れ
、
争
議
団
山

E
L

闘

を
作
り
十
年
近
く
楽
天
的
に
闘
い
、
川

，圃

E

労
働
者
魂
と
は
、
と
う
生
き
る
ん
だ

川

1
t
銭
よ
と
教
え
て
く
れ
た
闘
争
で
す
.
白

川

パ

融

分
の
闘
い
と
レ
て
一
食
分

5
で
も

…

畏
い
闘
い
の
来
の
勝
利
、
心
と
な
っ
て
し
ま
う
に
は
、
あ
ま

h
川
円

線

と

ζ
の
+
年
間
募
金
を
諮
問
H

回
で
送

川

か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
・
り
に
も
恕
レ
く
思
い
ま
す
・
乙

昌
国

4

ら
せ
て
頂
き
ま
レ
た
・
労
葡
運
動
の

い
職
場
の
伸
間
の
人
逮
も
大
変
喜
れ
か
主
職
働
に
帰
っ
て
、
今

川

川

光

右
翼
的
再
編
の
動
き
の
な
か
で
、
あ
ん
で
お
り
ま
す
・
思
い
起
こ
せ

よ
り
も
も
っ
と
苦
し
い
思
い
を

σ
重

働
者
の
生
活
と
君
、
民
主
主
黒
ば
八
年
語
、
私
も
労
働
運
動
す
義
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、

込

』

守
り
、
政
治
革
新
を
願
う
仲
間
を
勇

川

に
一
歩
踏
み
出
し
た
時
で
し
い
つ
で
も
私
達
が
つ
い
て
お
り

d
d

伺
八

気
づ
げ
労
働
組
合
の
民
主
的
階
級
的

川

た・

ど
ん
な
に
争
議
団
の
人
逮
ま
す
・
神
電
気
争
議
団
勝
利
万

i

i

"

 

』

司

副

己

、

前
進
に
貢
献
し
た
闘
争
だ
と
徳
惜
し

川

に
励
ま
さ
れ
た
と
と
か
、
今
と
才
/

(田
中
)

i

i

て
い
ま
す
・

川

な
っ
て
は
、
も
う
思
い
出
だ
け

労
働
者
全
体
へ
の

攻
撃
だ
っ
た

力

久

修

。
繍
通
信
社
…

長
い
間
、
大
変
ご
苦
労
織
で
し
多
く
の
伸
間
へ
の
攻
撃
の
実
験
的

川

た
・
『
沖
電
気
争
議
団
』の
旗
が
、
性
格
が
強
い
と
思
っ
て
い
る・

そ
川

都
内
は
も
ち
ろ
ん
全
国
津
々
浦
々

れ
だ
け
に
、

ζ
の
勝
利
の
影
響
は

仰

に
は
た
め
く
姿
を
栂
力
が
恐
れ
た

大

き
い
・

一
人
一
人
が
大
切
に
さ

山

結
果
だ
・
も
と
も
と
神
電
の
仲
間
れ
る
職
場
づ
く
り
、
国
づ
く
り
の

川

だ
け
に
仕
儲
け
ら
れ
た
攻
駐
車
で
は
た
め
頑
張
り
ま
し
ょ
う
.

な
く
、

い
ま
合
理
化
の
矢
面
に
た

た
さ
れ
て
い
る
国
鉄
や
製
鉄
な
ど

(2 ) 

運
動
の
原
点
を
学
ん
だ

吉

川

徳

治

図
埼
玉
・
一
一
一
菱
謀
議

開 96号指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース198'7年4月可目

笑顔に励まされて

集
会
の
時
、
な
み
だ
ぐ
ん
で

し
ま
う
こ
と
も
度
々
の
争
議
団

の
市
川
さ
ん
.
そ
し
て
な
に
よ

り
も
ホ
y
ぺ
を
ま
っ
か
に
し

て
、
一
生
懸
命
に
訴
え
る
真
面

目
さ
が
大
好
き
な
の
で
す
・

毅
判
所
か
ら
の
帰
り
道
で
の

お
し
ゃ
べ
り
は
お
互
い
に
子
育

て
の
ζ
と
、
生
活
の
ζ
と
、
争

議
の
と
と
な
ど
、
そ
し
て
会
社

へ
の
怒
り
を
い
つ
も
は
ち
き
れ

そ
う
に
持
っ
て
い
た
彼
女
・
明

る
い
笑
顔
に
い
つ
も
は
げ
ま
さ

れ
ま
し
た
.

海事検定・滝沢(東京)

い
つ
ま
で
も
支
援
す
る
ぞ

郵
政
産
業
労
働
組
合

京
橋
支
部
一
同
(
東
京
)

川
人
間
に
と
っ
て
人
の
苦
し
み
ゃ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
・
そ
し
て
こ
叩

、

川

松

山
で
守
る
会
を
結
成
し
た
二
年
半
、
会
員
川

一
痛
み
を
わ
か
る
と
い
う
こ
と
は
難
れ
書
能
に
し
た
の
は
、
七
十
一

…

材

、

…

針

の

一

人

で

あ

っ

た

と

と

を

今

、

習

に

思

っ

て

…

川
し
い
と
と
で
す
・
そ
れ
が
人
間
の
人
の
纏
信
と
団
結
で
も
あ
り
ま
レ

川

0

川

の

い
ま
す
・
争
議
聞
の
被
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
、
い

…
生
き
る
条
件
だ
し
、
飼
い
の
条
件
た
・
争
議
団
の
人
た
ち
の
見
知
つ
一

L
dぺ
…

制

私
た
ち
は
、
日
常
告
に
埋
没
し
て
と
も
す
れ
一

川
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
・
沖
電
気
た
顔
を
ひ
と

8
と
り
思
い
出
し

川

J
内

川

る

…
る

ば
見
失
い
が
ち
だ
っ
た
大
切
な
も
の
を
た
く
さ
川

…
争
議
は
、
そ
の
人
間
の
条
件
を
み
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
闘
い
に

l

F

K

十

、

ふ

ん
学
び
ま
し
た
・
今
後
の
皆
さ
ん
の
新
た
な
活
…

い
と
と
に
突
き
破
っ
て
、
人
間
の
新
な
え
ね
ば
、
と
思
っ
て
い
ま
す

川

9

山

1
ν
-
支

動
に
期
待
し
ま
す
・
今
、
愛
媛
で
も
住
友
重
機
川

…
し
い
可
能
性
き
き
出
し
た
運
動

…

、

い

…

て

仰

の
高
橋
富
美
子
さ
ん
ら
の
解
雇
置
の
闘
い
が
川

一
人
間
の
可
能
性
を
一

九
一
乱
長
時
計
れ
説
話
江
川
寸
前
一

守
、

川
い

H
一

附
さ
れ
て
い
ま
す
・

ζ
の
時
期
に
、
今
回
の
東
川

ひ

き

出

し

た

…

=

二

子

}

え

れ

t
d障
者
p

一
前
…
文
京
で
の
勝
利
和
解
の
報
を
受
け
た
と
と
に
喜
一

一渡辺
泉引リスト教開館冊子立与
動
片
山
駐
日
間
締
結
…

4

・

;
Eノ
下

〆

‘

-
A

う
i
J
必
ザ
μ刷
、

川

E

・
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
・

沖
電
気
争
議
は
資
本
の
一
方
的
都
合
で
労
働
組
合

川

指
名
解
雇
が
強
行
さ
れ
た
日
の
ん
で
録
っ
た
も
の
だ
・
沖
電
気
争
…

川

E

運
動
の
活
動
家
を
嘘
の
理
由
で
解
雇
し
て
き
た
も
の

…
早
朝
か
ら
、
置
さ
せ
る
会
の
人
警
記
録
し
た
こ
と
を
誇
り
に
庶

団

結

が

困

難

を

H

老

会

で
あ
り
、
私
達
の
賃
金
差
別
に
し
て
も
沖
電
気
資
本

山
た
ち
と
の
つ
き
あ
い
が
は
じ
ま
う
・

5
、
人
間
と
い
う
の
は
「

主

〉

…

あ

M
h」同
じ
よ
う
に
東
海
資
本
は
偽
り
の
理
由
で
民
主
的

2・
3
フ
リ
ー
だ
が
、
当
官
、
し
か
な
い
。
過
去
に
な
に
を
や
り
一

の

り

こ

え

た

川

こ

議

援

労
働
運
動
を
行
っ
て
い
た
者
に
対
し
て
攻
撃
を
し
て

…
海

外

向

け

の

書

社

の

写

真

部

員

遂

げ

た

と

し

て

も

、

現

に

生

き

て

川

話

語

舌

邑

佐

マ

福

島

ム

パ

川

争

支

き
た
も
の
で
あ
る
・

…
だ
っ
た
・
そ
れ
ま
で
見
今
語
、
る
時
し
か
な
い
・
職
場
こ
戻
つ
…

正

有

ヨ

調

マ
東
北

沖
電

気

A

b
D
気

回

句

b

b

b

川
イ
一
一
電
代

正
義
は
私
逮
に
あ
る
と
と
は
、
法
廷
や
労
働
雪
国
語
の
写
真
は
、
抗
議
・
集
会
て
も
、
そ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
で
も
、
…
一
一
一
+
五
人
の
復
職
困
難
を
震
に
浮
ん
で
き
ま
す
・

川

乳

九

沖

千

会
の
婦
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
資

川
・
デ
モ
・
ス
ト
の
類
い
が
ほ
と
ん
八
年
の
歳
月
に
恥
じ
る
生
き
方
…
り
越
え
て
の
団
結
が
あ
っ
た
か
ら
復
職
す
る
人
は
、
私
た
ち
神
関

…

払

修

吉
警
に
認
め
よ

2し
な
い
・
…
ど
だ
っ
た
・
こ
れ
で
は
、
争
携
を
は
、
お
互
い
に
レ
た
く
な
い
お
、
工
回
の
解
決
を
迎
え
た
の
だ
と
恩
寺
働
く
者
と
一
緒
に
、
神
グ
ル

川

t

企
業
の
枠
か
ら
大
衆
運
動
に
闘
い
の
運
動
を
広
宜
う
個
人
が
見
え
て
乙
な
い
・
そ
と
自
滅
し
て
い
る
・
…
い
ま
す
・
長
い
問
、
本
当
に
と
苦

l
プ
を
変
え
る
た
め
に
、
退
職
さ

一

川
日

n
二

げ
、
世
論
に
訴
え
た
ζ
と
が
、
今
回
の
和
解
の
勝
利

川
乙

で

私

生

活

の

領

域

ま

で

入

り

と

い

労
さ
ま
で
レ
た
・

れ
る
人
は
、
争
議
の
経
験
を
生
か

当

事

鞍

に
な
っ
た
と
思
う
・

議

室

君
、
中
労
委
で
和

川

~
今
、
吾
妻
優
の
輸
を
も
う
レ
て
、
沖
グ
ル
ー
プ
を
も
、
包
括

…

正

濯

解
の
斡
旋
に
対
し
て
会
話
応
じ
な
い
た
め
中
労
愛

一

「

今

」

を

た

い

せ

つ

に

…
ひ
と
ま
わ
り
広
げ
る
ζ
と
が
で
き
し
た
日
本
全
体
の
民
主
的
な
発
展

命
令
に
よ
る
ζ
と
に
な
っ
た
。
神
の
勝
利
は
、

ι…
庄

市

・
カ
メ
ラ
マ
ン
・
東
京

ん
て
い
た
ら
な
あ
」
と
思
い
な
が
ら
の
た
め
に
、
力
を
尽
し
て
く
だ
さ

の
闘
い
に
も
良
い
影
響
が
あ
る
と
確
信
し
て
い
る

州

川
も
、
闘
い
の

一
つ
ひ
と
つ
が
、
固

い
。

神
電
気
争
議
団
と
は
、
五
十
八
年
門

に
人
を
介
し
て
物
販
カ
タ
ロ
グ
の
制
川

作
に
携
る
様
に
な
り
、
以
来
四
年
間
川

そ
れ
迄
無
線
だ
っ
た
労
働
運
動
の
幾
川

許
か
を
か
い
間
見
る
取
に
な
り
こ
の
川

争
犠
団
に
協
力
的
な
多
く
の
人
々
岡
山

由
聞
こ
の
人
逮
を
早
く
普
通
の
生
語
に
川

戻
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
と
思
わ
ず
に
川

い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
.
今
漸
く
八
川

年
間
の
暗
閣
を
飯
け
悲
喜
乙
も
と
も
川

で
は
あ
り
ま
す
が
、

社
会
に
復
帰
す
川

る
事
で
働
く
人
々
の
大
き
な
力
が
企
川

幾
の
不
法
な
意
志
を
砕
き
新
た
な
惑
川

意
の
芽
生
を
抑
止
す
る
力
と
な
る
事
川

を
祈
り
ま
す
・
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田
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企業の不法に反撃

沖
争
犠
と
か
け
て
、
九
州
ラ
ー
メ
ン
と
川

と
く
、
そ
の
心
は
メ
ン
(
面
々
)
に
ネ
パ
川

リ
と
コ
シ
が
あ
る
・
な
ァ
ん
て
.
和
解
川

で
、
解
騒
が
不
当
で
あ
っ
た
ζ
と
が
柾
明
川

さ
れ
、
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
.
子
持
ち
川

の
働
く
女
性
と
し
て
、
労
働
組
合
を
職
場
~

と
す
る
者
と
し
て
、
会
社
や
沖
の
組
合
に
川

対
し
て
の
償
的
が
支
援
へ
の
き
っ
か
け
で
M

し
た
.
皆
さ
ん
の
誠
実
な
人
柄
や
職
場
復
円

帰
へ
の
勲
い
思
い
に
ふ
れ
る
度
に
、
逆
に
叩

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
入
さ
れ
る
思
い
で
し
一

た
.
人
間
の
尊
厳
を
守
る
と
い
う
闘
い
の
m

原
点
を
見
つ
め
な
お
し
た
八
年
を
共
に
歩
川

め
た
ζ
と
の
喜
ζ
び
を
か
み
し
め
て
い
ま
“

す
.
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ζ
の
凄
じ
い
首
切
り
の
嵐
の
中
山
由

I

住
友
独
占
が
八
年
前
の
全
造
船

で

、

三

+

五

人

の

復

織

は

大

き

な

州

制

玉

島

の

組

合

員

十

七

名

を

指

名

解

勝

利

で

す

。

暗

い

夜

空

に

輝

ゃ

く

州

市

麗

し

た

際

、

神

電

気

の

指

名

解

庖

昼
を
見
つ
け
た
喜
び
で
す
・

希
望

相

耐

を
診
考
レ
た
よ
う
に
、
貧
争
議
団

を

あ

り

が

と

う

・

団

結

し

て

闘

か

同

相

の

指

名

解

雇

撤

回

闘

争

は

全

国

的

え

ば

正

義

は

必

ら

ず

勝

つ

と

教

え

前

同

争

議

団

の

仲

間

の

み

な

さ

ん

、

に

注

目

し

た

闘

い

で

レ
た・

ら
れ
ま
し
た
。
女
性
の
方
た
ち
の

岬

神

電
気
の
指
名
解
雇
撤
回
闘
従
っ
て
、
今
、
苦
節
八
年
を
一
桝

苦
闘
の
中
で
の
勝
利
お
め
で
と
う
闘
い
は
労
働
者
が
団
結
レ
、
連

ね
ば
杓
兵
」
明
る
い
行
動
が
底
力
に
糊
争
は
、
理
不
尽
に
も
会
社
の
外
経
て
勝
利
を
勝
ち
と
っ
た
こ
の
W

ご
ざ
い
ま
す
a

八
年
間
の
闘
い
は
、
帯
し
、
白
か
ら
が
闘
う
こ
と
に
よ

な
っ
た
と
と
を
誇
り
と
う
ご
ざ
い
鞘
に
放
り
出
さ
れ
た
労
働
者
が
、
闘
い
の
全
過
逗
に
深
く
学
ぶ
ζ
特

質

争

議

団

を

先

頭

に

、

指

名

解

雇

っ

て

勝

利

を

得

る

ζ
と
を
示
し
ま

ま

す

。

前

人

間

と

し

て

の

尊

厳

を

か

け

た

と

を

通

じ

て

、

労

働

者

の

人

間

内

許

さ

ず

と

闘

い

を

支

え

た

全

国

の

し

た

・
ζ
れ
か
ら
も
、
闘
う
仲
間

長
い
辛
苦
は
つ
い
に
報
い
ら
れ
耐
闘
い
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
、
経
回
復
と
労
働
運
動
の
再
生
へ
の
榊
働
く
仲
間
の
連
帯
に
よ
る
勝
利
で
と
連
帯
し
新
た
な
闘
い
へ
む
け
て

ま
レ
た
.
闘
う
労
働
者
の
歴
史
の

和
也
者
に
屈
服
し
て
闘
い
を
放
緊
確
か
な
展
望
を
見
出
す
乙
と
が
制

す

.

共

に

頑

張

り

ま

し

ょ

う

.

一
頁
に
神
電
気
争
議
団
七
十
一
人

鞘
し
た
労
働
組
合
の
存
在
意
義
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
・

制

1
1
1
1
1
1
1
2
3
5主
ま
主
主

3
2
3主
主

E
E
-
-ぜ

開

制

作

ー

の
名
は
永
久
に
刻
ま
れ
る
に
ち
が

いγ
問
わ
れ
た

闘

い

で

も

あ

っ

た

。

貼

同

八

年

に

わ

た

る

神

電

気

争

議

十

い
あ
り
ま
せ
ん
・

m
i
l
l
i
l
i
-
-
1
1
時

こ

れ

か

ら

が

何

回
の
き
み
の
闘
い
が
、
さ

w

州

「
全
面
的
な
労
働
者
の
支
鐙
の
鞘

柑

f

、
ζ
に
実
を
結
び
、
和
解
に
歪
つ

州

…

。

輸

で

企

業

を

留

す

る

と

と

ー

エ

正

念

場

…

τ
)た
と
と
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し

吋

…

た

紛

争
勝
利
の
大
き
な
力
に
な
る
よ

一

上

野

和

義

(

全

司

法

・

東

京

)

一

回

え

棚

上

げ
ま
す
・
八
年
の
長
い
青

…

w

口

ね

」

耕

桝

E
T
Z
t
行

の
聞
に
は
、
何
度
も
挫
り
そ
う
糊

…

tt
組
合
事
警
で
の
仲
間
の

声

で

て

は

全

司

法

要

遺

書

虫

館

の

楽

天

性

と

そ

れ

を

さ

…

荷

主

に

な

っ
た
り
将
来
に
対
し
て

7利
の
う
ち
に
争
議
長

問

〉

内

十

す
・
童
で
労
雲
の
大
量
首
切
開
票
会
の
組
合
員
で
す
・
職
場
に
さ
え
た
労
働
者
の
連
帯
に
力
の
偉
…
ー
こ
与
相
不
重
な
っ
た
り
、
言
い
尽
せ
持
し
た
と
と
に
心
よ
り
お
祝
い
申

w
e
U
側

り

が

報
ぜ
ら
れ
て
い
る
時
、
解
雇

亡

る

会
を
組
織
し
た
の
は
一
九
七
大
さ
を
い
つ
も
学
び
と
る
と
と
ニ

イ

田

光

ぬ

苦
し
み
を
味
わ
れ
た
と
と
ふ
し
あ
ば
き

向

か

学

情

撤

回

、

襲
復
帰
を
闘
い
と
っ
た

吋

九
年
一
月
か
ら
で
す
・
以
後
、
中
で
喜
し
た
・

判

み

相

吠

思
い
ま
す
・
職
場
に
復
帰
さ
れ
吋
不
当
な
指
名
解
屈
に
富
反

…

し

繍
JMMd
U
日
σi
純
一
時
尚
一
位
れ
れ
吋
ど
い
訪
日

…

レ

備

行
れしれ刊誌
ぶ
ド
ヨ
日
間
供

問

ら

谷

の
楽
天
性
と
た
く
ま
し
乏
い
っ

附

け
て
き
ま
し
た
が
、
と
の
八
年
間
ば
り
ま
し
ょ
う
・

時

宮

司

た

経
験
を
今
後
も
活
か
し
て
、

制

た
ち
の
獲
を
身
近
に
見
る

E

w--』長
も

学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
書
仰
の
た
た
か

い

の

中

で

、

私

自

室

、

間

4
苦

労
働
者
の
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

的

が
で
き
た
・

一向

4

j

r

ト
に
登
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
(
特
に
子

W

E

E

E

'

S

E

E
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E

t

E

…

一

社

会
を
め
ざ
し
て
共
に
頑
張
り
ー…

前

N
H

J

供
さ
ん
遼
)
の
笑
顔
が
眼
に
浮

か

山

市

出

張

に

行

っ

て

る

問

の

電

寧

的

防

ま

し

ょ
う
・

'

附

「

び

ま

す
・
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

時

解
決
・
本
当
に
び
っ
く
り
し
ま
し

糊

1
l
i
l
i
-
-
i
l
l
-
桝

刊

す

‘

・

2も
、
と
り
あ
え
ず
良
か
っ

N

E

M

-

よ

H
老

-1…

f
5
5ま主
3
2
2
3
5ま圭
5
3主
目

た

で

す
ね
。
八
年
の
年
月
l
そ
れ
抑

制
初
・

4
h
a
f
匂
叫

μ
萄
宝
引
九
時

は
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
ほ
ど
の
叩

六

藤

隆

夫

同

損
失
が
あ
っ
た
一
方
、
普
通
人
と

地

1
1

ニ
，

州

印

(

全

港

湾

関

西

汽

船

分

会

)

一目

し
て
勤
め
て
い
て
は
得
ら
れ
な
か

w

一-

っ
た
、
大
切
な
も
の
が
蓄
積
さ
れ

柑

私
た
ち
は
、
今
固
ま
で
、
沖
な
広
が
り
と
、
七
十
一
人
の
寄
附

た
、
と
確
信
し
て
い
ま
す
.

舶
の
闘
い
に
ど
れ
ほ
ど
励
ま
さ
れ
闘
を
物
館
る
も
の
で
す

.

w

私
に
関
し
て
い
え
ば
前
任
者
が

柑
て
き
た
か
分
り
ま
せ
ん
・
私
た
し
か
し
、
職
場
に
帰
る
人
に
同

よ
ん
ど
ζ
ろ
な
い
事
情
で
退
社
。
…
日
ち
の
闘
い
も
六
年
に
な
り
ま
も
新
た
な
闘
い
が
待
受
げ
て
い
附

そ
の
あ
と
を
引
き
受
け
て
は
み
た
制
す
・
中
労
委
の
和
解
も
二
年
目
ま
す
・
今
回
の
勝
利
の
和
解
は
、
一
い

も
の
の
、
仕
事
だ
、
出
張
だ
、
と

前
の
容
を
迎
え
ま
す
・
東
京
、
大
終
り
で
は
な
く
、
新
た
な
闘
い
W

仰
々
支
緩
行
動
に
診
加
せ
ず
申
し

桝
阪
、
大
分
な
ど
、
符
く
先
々
で
、
の
始
ま
り
で
す
・
が
ん
ば
っ
て
尚

わ
け
な
く
思
っ
て
い
ま
す
.
聞
神
の
伸
聞
と
交
流
し
え
た
と
い
く
だ
さ
い
.
山
市

Mm
う

事

は

、

沖

の

闘

い

の

全

国

的

一

-

198ワ年4月 18

櫛田ふき
(日本婦人団体連合会会長)

沖
電
気
の
闘
い
に

深
く
学
ぼ
う

伊
藤
博
義
(
館
側
繍
輔
さ

おめでとう。ご苦労さま

支獲する会!こ入会しよう (会費1口200円/月)

「
電
機
L

の
勝
利
だ
目
立
争
議
団
一
同

将
来
の
ζ
と
、
家
族
の
と
と
、
な
支
え
と
な
り
ま
し
た
.

や
り
た
い
と
と
、
様
々
な
悩
み
、
目
立
で
は
、
武
蔵
の
残
業
矩

苦
υ
み
に
耐
え
、
良
く
と
ζ
ま
否
解
雇
の
二
十
年
争
議
、
目
立

で
頑
強
り
、
大
き
な
成
果
を
掌
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
、
中

げ
た
と
万
感
の
思
い
で
す
.
本
央
研
究
所
の
差
別
争
議
を
闘
っ

当
に
御
苦
労
さ
ま
で
し
た
.
神
て
い
ま
す
。
電
機
の
労
働
運
扇

也
の
闘
い
に
よ
っ
て
「
電
機
総
前
進
の
た
め
、
今
後
も
連
帯
レ

行
動
」
を
産
み
、
+
=
一
回
を
蹟
て
闘
い
ま
し
ょ
う
/

ね
、
電
機
各
争
議
解
決
の
強
力

(5 ) 

@
丸
紅
名
古
屋
吉
田
さ
ん
@
シ
ャ
ー
プ
大
阪
有
志

@
新
婦
人
港
(
東
京
)
支
部
@
埼
玉
統
一
労
組
懇
.

@
民
族
歌
舞
団
「
わ
ら
び
座
」
@
支
払
基
金
女
性
差
別
と
闘
う

@
橋
本
上
夫
さ
ん
(
群
馬
)
原
告
団

@
笠
岡
市
職
員
労
働
組
合
執
行
@
箪
坂
秀
世
さ
ん

(
日
本
共
産

委

員

会

一

同

党

)

@
畑
田
章
夫
さ
ん

(労
働
者
教
@
愛
知
争
篠
田
・
野
村

(
徹
)

育
協
会
・
会
長
)
@
名
古
屋
水
道
労
働
組
合

@
目
立
中
研
賃
金
差
別
提
訴
団
@
日
本
共
産
党
港
地
区
妥
員
会

指名解雇は

許さない

争議で得た宝物
繊研新聞労組

東京支部・松村

全

平星
霜方童

基陣暮
員N!;?[
長 一一吉

~:L 朱￠桟11 1 1 -13・6

片揚広防委託詐白
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闘
え
ば勝
て
る

丸
山
茂
(
相
時
間
一
断
能
)

この喜こびをみんなに

嘉藤吉郎
(クリスチャン・山形)

闘
え
ば
必
ず
勝
て
る
車
、
苦

し
く
と
も
締
め
て
は
い
け
な
い

郁
を
教
え
て
く
れ
た
・
仲
間
た

ち
が
全
国
に
い
る
事
を
教
え
て

く
れ
た
.
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
を
吹

き
と
ば
し
、
一
緒
に
闘
う
喜
び

を
教
え
て
く
れ
た
.
ζ
れ
が
私

の
沖
惚
気
争
議
で
あ
る
・

私
は
指
名
解
臆
さ
れ
た
神
電
気

の
仰
問
を
支
媛
す
る
会
.
思
想

・

良
心
の
自
由
を
求
め
、
東
京
電
力

と
た
た
か
う
渡
辺
令
子
さ
ん
を
励

ま
す
会
.
自
衛
官
合
把
拒
否
訴
訟

中
谷
康
子
さ
ん
を
支
え
る
全
国
連

絡
会
に
加
入
し
て
支
援
し
て
き
ま

し
た
.

ζ
の
三
月
十
三
目
、
沖
電
気
争

犠
八
年
ぶ
り
に
大
勝
利
の
和
解
が

成
立
し
た
ζ
と
よ
か
っ
た
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
.
渡
辺
令
子

さ
ん
の
た
た
か
い
を
励
ま
す
ζ
と

と
な
り
、
う
れ
し
さ
を
見
せ
て
い

ま
す
・

ζ
の
反
響
を
多
く
の
人
び

と
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
.



(4) .96奇吾

独占資本の横暴に反撃

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース

森下東治
圃名古屋水道労働組合・中央執行委員

勝
利
の
=
一
月
十
三
目
、
名
古
屋
聞

で
も
「
恩
恵
、
信
条
、
組
合
活
動
」
山

を
理
由
に
し
た
不
当
差
別
と
た
た

m

か
う
諸
機
(
需
産
業
〉
の
伸

一

聞
が
全
面
勝
利
の
和
解
を
勝
ち
と

却

り
ま
レ
た
・

一

い
ま
独
占
資
本
が
大
規
模
な
首

切
り
「
合
理
化
」
を
抑
し
進
め
、

そ
れ
に
協
力
加
担
す
る
右
翼
的
労

働
組
合
幹
部
の
も
と
で
、
多
く
の

仲
間
が
怒
り
と
屈
痔
の
涙
で
職
場

を
噂
わ
れ
て
い
る
と
き
、
沖
電
気
一

争
犠
団
の
紫
附
し
い
闘
い
の
ド
ラ

マ
は
全
国
の
伸
聞
に
勇
気
と
般
信

と
大
き
な
激
励
を
あ
た
え
て
く
れ

ま
し
た
.

沖
電
気
の
闘
う
仲
間
に
心
か
ら

迎
術
の
短
手
を
H
H

沖
電
気
争
論
団
の

沖電気争rJl回御中、，、キ兄主吉

黒

田

育E

夫
(
尻
議
措
)

198ワ年4月 1El 

: s .If.J: ~向勝利心からお祝い中 L上げます.

5 3 みなきんの回結と全国的支傾向広がO町中で資本肉眼歩を勝ち取った冒原告団

Z に心から敬意を表 します.

2 今後とも労働者向生活と権利を守るた耐共に的過しましょう .

f 

;決断と勇気に感心:

内山成夫
(東京 ・洗心保育園)

川
2
月
引
回

東
京
争
犠
団
の
春

川

闘
酎
愉
集
会
.

川
2
月
M
B

小
田
急
争
犠
・
金

川

総
一
斉
宣
伝
行
動
。
広
屋

・

川

昼
社
前
抗
議
行
動
.

川
2
月
初
日
「
撤
回
さ
せ
る
会
」

州

の
全
員
集
会
・

沖
電
気
争
韓
国
の
み
な
さ
ん
、
い
る
姿
に
ふ
れ
胸
を
あ
っ
く
し
、
グ
イ
γ
と
前
に
お
し
あ
げ
た
も
の

川
2
月

μ
日
国
労
・
支
倭
コ
ン

お
め
で
と
う
/
そ
し
て
す
ば
ら
は
げ
ま
し
を
受
り
て
来
ま
し
た
・
で
、
皆
に
勇
気
を
与
え
て
い
ま
す
。

川

サ
1
ト
(
東
京
・
港
区
)
・

し
い
闘
い
を
あ
り
が
と
う
H

合
理
化
の
嵐
が
吹
き
あ
れ
、
闘

n
う
ら
ら
か
な
容
は
き
び
レ
い
冬

山

斑
京
総
行
動
.

郵
送
さ
れ
て
来
る
『は
た
ら
く
』

わ
な
い
労
働
組
合
が
ふ
え
て
い
る
の
あ
と
に
来
る
H

(

宮
本
百
合
子
)

川
2
月
U
日
目
立
メ
デ
ィ
コ
争

を
手
に
レ
、
苦
し
い
中
で
闘
っ
て
中
で
の
勝
利
は
、
歴
史
の
歯
車
を
の
気
持
い
っ
ぱ
い
で
す
.

川

磯
解
決
策
会
.
全
国
人
活
セ

522-z-zz-一三一
5
3
-
Z
E一三
2
三一

2
1
5三
-
E
2
5
Z
5
2
E
E
E
S
E
-
Zミ
rzESE-告
E
E
-
Z
E
-
Z
E
E
-
E

川

ン
タ
l
連
絡
会
集
会
(
清
水

本
当
に
長
い
年
月
だ
っ
た
・
私

川

谷
公
園
)
。
昭
文
社
総
決
起

が
高
崎
に
就
職
し
た
そ
の
前
年
の

川

集
会
。

十
一
月
の
と
と
だ
っ
た
か
ら
、
神

φ
乞

…

…

…

2
月
初
日

東
芝
ア
ン
ペ
γ
ク

電
争
議
と
、
私
の
今
の
仕
事
年
数

l
J

日

山

川

ス
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
.
国
動

が

同

じ

で

あ

る

し

、

共

に

闘

う

会

》

ヰ

ー

山

川

汐
留
駅
用
地
監
視
委
員
会
の

!
:

'
 

で
闘
っ
た
年
数
で
も
あ
る
.
当
初
、

d
-
g

口

!・

n

む
H

川

発
足
集
会
.
「
た
た
か
い
の

思
い
感
じ
た

Eは
、
今
も
変
わ
ヅ

Q
…

一

吋

…

崎

山

ル
ポ
」
合
雲
・

是
い
、
「
あ
る
日
突
然
に
仕
事

E
S
山一
銅

山

高

川
5
月
5
日

パ

ラ
マ
ウ
ン
ト
新

を
取
り
あ
げ
ら
れ
る
、
昨
日
ま
で

F
一

円

山

…

…

…

戸

川

工
燭
披
露
パ
ー
テ
ィ
・

一
緒
に
働
い
ぺ
い
た
仰
聞
の
中
か

E月
…

川

制

川
5
月
4
白

書

反
合
共
同
行

員

会

」

乙

う

思

2身
の

毛

「

ー

…

石

料

川

向
じ
ん
肺
決
起
集
会
・

が
よ
だ
っ
気
が
す
る
・
再
び
職
場

t
は
一
川

f
川
3
月
5
日

労

基
法
改
悪
反
対

に
戻
る
伸
聞
の
人
一
票
、

ζ
れ

か

曲

ヌ

川

人
間
ら
し
く
働
く
職
場
を
め

ら
先
、
心
身
共
に
、

安
心
し
て
働

1
A
r
s

川

ざ
す
3
・
5
行
動
。
江
原
メ

!

ー

け
る
様
に
、
見
守
る
会
を
つ
く
ら

ノ

一

:

川

ッ

キ

勝

利

報

告

集

会

.
飯
高

な
け
れ
ば
。

川

裁
・
木
下
事
件
報
告
集
会
。

Z-52Z35-Ez--L-Ez--zz一三
5
1
F
E
E
Z
E
-
z
-
z
-
Z
E
E
-
2
5
3
z

川
5
月
6
日

水

俣
決
起
集
会
。

川
3
月
7
日

愛

知
争
議
回
の
総

私
は
沖
電
気
に
特
に
知
人
は
い

川

会
に
倭
加
・
国
際
婦
人
デ
1

ま
せ
ん
で
し
た
が
あ
る
支
援
す
る

川
5
月
8
日
春
闘
・
売
上
税
の

会
に
参
加
し
て
、
強
占
資
本
の
首

川

大
決
起
集
会
(
十
六
万
人
、

切
と
闘
う
労
働
者
、
こ
れ
を
支
媛

川

代
々
木
公
園
)

し
な
い
右
寄
り
の
だ
ら
し
な
い
組

山
3
月
印
日
沖
・

支
鐙
す
る
会

合
幹
部
た
ち
・
今
の
労
働
戦
線
の

川

「
た
た
か
い
の
現
状
報
告
」

特
徴
、
独
占
の
合
理
化
首
切
攻
麟

川

の
鈍
い
(
労
音
会
館
)

と
腕
う
に
は
、
ぬ
る
ま
湯
の
役
人

川
5
月
日
日
沖
電
気
争
識
が
、

組
合
の
組
合
役
員
と
し
て
は
、
い

川

勝
利
の
和
解
解
決
・

い
勉
強
に
な
る
と
思
っ
た
か
ら
で

川
5
月
日
目
白
神
電
気
・
全
面
弁

す・

川

機
回
会
織
。

ま
た
ζ
の
実
態
に
限
り
な
い
怒

川
5
月
間
日
千
代
田
総
行
動
、

り
が
湧
い
た
か
ら
で
す
・

川

東
京
潜
総
行
動
・
国
労
支
一
段

州

南
部
集
会
。
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き
び
し
い
冬
の
あ
と
に
春
が
き
た

閥
髄

V
石
川
久
照
さ
ん
(
千
葉
)

み
か
ん
一
箱
.

V
港
(
東
京
)
平
和
餐
員
会

日
本
酒
。

V
東
京
大
学
生
産
研
究
所
・
沖

支
援
す
る
会
日
本
酒
.

V
板
倉
さ
ん

(千
葉
)
麺

V
中
島
静
恵
さ
ん

(
東
京
)

貝
の
ひ
も
の
.

V
代
々
木
総
合
迭
律
事
務
所

カ
ス
テ
ラ
.

V
東
京
合
同
法
律
事
務
所

コ
ー
ヒ
ー
セ
γ
ト
.

手
掛
佐
川
出

u. 浦

I
 
l
 
--.，e
 

F
-

圏
器
手
・

-
寸
盛
岡
市
議
会
議
員

沖
電
気
争
議
団
の
み
な
さ
ん
心
を
む
す
ん
で
ζ
ら
れ
ま
レ
た
・

か

ら

オ

メ

デ

ト

ウ

/

日

本

の

い

た

る

と

ζ
ろ
で
、

ζ

八
年
前
の
年
の
瀬
を
今
も
鮮
や
の
闘
争
へ
の
協
同
を
起
こ
し
、
人

か
に
思
い
出
し
ま
す
・
不
当
な
指
聞
の
良
心
を
結
集
し
て
、
神
電
気

名
解
雇
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
資
本
を
包
囲
し
つ
づ
け
て
ζ
ら
れ

の
後
の
資
本
の
や
り
口
を
先
取
り
ま
し
た
。

す
る
よ
う
な
非
道
な
や
り
方
、
そ
と
の
闘
い
の
中
で
育
て
た
数
限

し
て
、
日
本
の
働
ら
く
者
一
人
ひ
り
な
い
協
同
の
心
と
力
を
、
や
が

と
り
に
か
け
ら
れ
た
大
き
な
挑
戦
て
く
る
だ
ろ
う
激
動
を
切
り
開
く

と
し
て
受
け
と
め
、
私
た
ち

『わ
力
に
点
火
(
転
化
)
さ
せ
て
い
つ

ら
び
座
』
も
「
ひ
ま
わ
り
文
工
隊
」
て
下
さ
い
.

「
支
緩
公
演
」
「
全
国
交
流
会
」
私
た
ち
も
、
今
に
生
き
る
人
た

な
ど
で
、
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
ち
の
精
神
の
食
糧
(
か
て
)
と
し

・

「お
め
で
と
ラ
」
と
全
国
の

き
ま
し
た
・

て

の

文

化

を

、

み

な

さ

ん

と

一

緒

一

会

長

か

ら

の

電

話

・
三
月
十
四

そ
の
年
か
ら
、
毎
年
、
鹿
の
本
に
創
造
し
て
い
く
た
め
に
、
が
ん
八
年
四
カ
月
の
長
き
に
わ
た
一

5
十
五
日
で
四
十
本
も
あ
り
ま

部
で
行
な
わ
れ
る
夏
、
正
月
の
ま
ぼ
り
ま
す
。

っ
て
団
結
レ
て
闘
い
続
け
た
ζ

品
し
た
.

つ
り
や
、
全
国
的
な
集
会
に
は
、
沖
電
気
争
議
を
支
援
さ
れ
て
と
と
に
、
同
じ
働
く
者
と
し
て
敬
一
・
「
は
た
ら
く
」
の
発
行
を
や

争
議
団
の
み
な
さ
ん
が
い
つ
も
来
ら
れ
た
全
国
の
み
な
さ
ん
、
勝
利
意
を
表
し
ま
す
。
技
術
革
新
の
一
め
な
い
で
/
の
声
も
聞
と
え
ま

ら
れ
、
会
う
度
に
、
た
く
ま
し
く
心
か
ら
オ
メ
デ
ト
ウ
・
進
ん
だ
職
場
へ
、
今
あ
え
て
復
…
す
が
、
あ
と
一
回
か
二
回
の
発

人
間
ら
し
い
廊
き
を
た
く
わ

え

(

黒

田
さ
ん
は
、
沖
.
気
で
働
回
附
す
る
人
の
、
今
あ
ら
た
め
て
一
行
で
お
別
れ
で
す
・

て
、
緩
す
る
人
た
ち
の
心
を
ゆ
さ

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
〉

一
か
ら
出
発
す
る
人
の
そ
れ
ぞ

w

・
「
は
た
ら
く
」
の
縮
刷
版
そ

ぶ

り

、

人

間

的

な

交

流

を

深

く

造

れ

の

決

断

と

勇

気

に

、

感

じ

い

一

発

行

レ
ま
す
.
二、

0
0
0円
.

っ
て
、
闘
い
の
H

結
い
M

(

ゆ

い

)

っ

て

い

ま

す

・

私

と

そ

、

い

つ

山

注

文

は

、

支

倒

置

す

る

会

の

穆

務

。
0
.。
。
。
。
0
00
・
0
00
・
目
。
B
・
o
・
0
・
0
・
0
・
0
・
0
・
0
・
目
。
B
・
O
・
D
・
0
・
0
・
0
・
U
。
G
・
O
.。
。
0
0目
。
0
.。
。
0
・
0
0
0・
D
eo
・
0
・
n
も
励
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
・

司
馬
ま
で
・

斉
藤
(和成)
君
は

ゴ
キ
ブ
リ

梶
原
亥
ノ
助
圃
糟
造
転
総
会

一
寸
見
の
よ
く
な
い
斉
藤
君
に
彼
は
彼
女
の
ζ
の
笑
顔
に
す
っ

惚
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
が
還
の
か
り
い
い
気
分
に
な
っ
て
オ
ン
ボ

っ
き
、
伸
よ
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
.
ロ
自
転
車
で
、
鐙
島
の
顔
に
な
っ

費
島
区
内
の
労
働
組
合
、
団
体
、
て
し
ま
っ
た
.
沖
争
犠
は
勝
利
的

個
人
訪
問
を
す
み
ず
み
ま
で
開
拓
解
決
し
て
も
和
成
君
は
ず
っ
と
い

し
た
、
一
寸
見
の
い
い
、
じ
っ
レ
て
ほ
し
い
、
田
中
牙
子
さ
ん
も
い

り
見
て
も
い
い
、
新
婦
人
の
田
中
る
こ
と
だ
し
・
念
の
た
め
彼
女
は

牙
子
さ
ん
が
「
斉
藤
君
は
ゴ
キ
ブ
二
児
の
母
.

リ
の
よ
う
ね
と
と
へ
行
っ
て
も

会
う
わ
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

陽

首切り反対は原則
小川智司

-都職労港湾支部長
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5月1日

会
費
・
カ
ン
パ
は

一
億
四
千
万
円
以
上

「
ゆ
る
す
怠
f
沖
電
気
の
指
名

事
務
局
長
は
、

「
神
電
気
の
た
た

解
雇
」

の
声
は
、
全
国
で
籾
き
お
か
い
は
、
却
の
回
世
迎
動
で
し
た
・

こ
り
百
カ
月
の
闘
い
で
、
歴
史
一
人
ひ
と
り
が
、
自
ら
の
要
求
と

的
な
勝
利
を
獲
得
し
ま
し
た
・

し
て
献
身
的
に
支
鐙
を
続
け

全
て
の
都
道
府
県
に
、
会
員
を
た
。
績
や
兄
弟
以
上
の
人
も
あ
り

有
す
る
ま
で
に
発
展
し
た

「指
名
ま
し
た
・
「
守
る
会
」
運
動
の
刷
出

解
印
刷
さ
れ
た
神
電
気
の
伸
聞
を
支
は
、
松
川
事
件
で
す
が
、
労
働
運

侵
す
る
会
」
は
、
会
費

・
カ
ン
パ
動
で
の
「
守
る
会
」
運
動
で
は
、

の
額
が
、
一
億
四
千
万
円
を
乙
え
沖
電
気
が
、
屋
大
規
模
で
す
。
勝

ま

し

た

.

利

の

日

ま

で

、

熱

い

支

援

を

続

け

三
月
十
日
労
苦
会
館

(東
京
)

て
こ
ら
れ
た
、
全
面
の
み
な
さ
ん
、

で
開
憾
の
「
沖
電
気
の
た
た
か
い
あ
り
が
と
う
」
と
、
諮
り
ま
し
た
・

は
、
い
ま
・
緊
急
報
告
会
」
(
主
(
詳
レ
く
は
、
「
は
た
ら
く
」
縮

刷出

・
支
同
盟
す
る
会
)
で
、
小
島
宏

刷
版
に
収
録
)

E 支
E 援
E緊す
E急る
言集会
三会の
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貨
危
な
経
験
を
生
か
し
、
労
働
者

の
生
活
と
権
利
を
守
り
、
労
働
運

動
の
前
進
の
た
め
に
奮
闘
す
る
決

「
七
八
年
十
一
月
に
強
行
さ
れ
こ
の
勝
利
は
、
大
企
業
の
横
暴
意
を
新
た
に
し
て
い
る
こ
と
を
申

た
沖
電
気
の
指
名
解
庖
は
、
働
ら
な
人
べ
ら
レ
合
理
化
攻
事
に
対
す
レ
上
げ
、
神
電
気
闘
争
に
お
寄
せ

く
権
利
、
生
き
る
権
利
、
団
結
す
る
痛
烈
な
反
撃
と
な
り
、
全
面
の
い
た
だ
い
た
皆
般
に
対
す
る
お
礼

る
栂
利
を
一
方
的
に
奪
い
去
る
も
闘
う
伸
聞
に
大
き
な
激
励
と
な
る
の
と
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
成
長
す
る
と
と
を
確
信
し
ま
す
.
全
毘
の
労
す
.あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

電
機
産
業
で
の
指
名
解
胞
は
、
そ
働
組
合
、
働
ら
く
仲
間
の
統
一
し
(沖
電
気
争
隊
支
援
中
央
共
闘
会

の
後
、
人
べ
ら
し
合
理
化
の
手
段
た
闘
い
の
結
果
で
あ
り
、
多
く
の
陣
、

沖
電
気
争
議
団
、
連
名
の
勝

と
し
て
全
国
に
拡
が
る
可
能
性
を
支
優
に
励
ま
さ
れ
て
八
年
余
、
が
利
解
決
の
お
礼
の
手
紙
よ
り
)

は
ら
ん
だ
も
の
で
し
た
・
今
回
の
ん
ば
り
銭
い
た
神
電
気
争
議
団
七
い
ま
、
争
議
団
事
務
所
に
は
、

解
決
は
、
指
名
解
雇
を
撤
回
さ
せ
、
十
一
人
の
団
結
と
奮
闘
の
結
果
で
全
国
か
ら
、
お
祝
い
の
言
葉
が
、

=
一
十
五
人
を
復
職
さ
せ
た
い
鼎
で
函
あ
り
ま
す
.
続
々
届
き
ま
す
「
お
め
で
と
う
と

期
的
な
成
果
と
い
え
る
も
の
で
沖
電
気
争
議
団
が
、
神
電
気
の
さ
い
ま
す
.
支
鐙
を
し
た
と
い
う

す
.

職
場
で
、
そ
し
て
新
た
な
職
場
で
よ
り
、
励
ま
さ
れ
ま
し
た
」
と
.

大
企
業
の
横
暴
に
痛
打

回3
 
月s
 
m
一円
一
戸
川
一一

与
一段
ι市
山
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目
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圃
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「ゆるすな沖電気の指名解雇」という

全国の鼠蚊μ μ 議組
指名解雇された沖電気の仲間を支援する会ニュース198ウ茸5月 1日

川
5
月
刊
日
池
貝
鉄
工
争
議
の

川

支
援
行
動
.

山
-3
月
初
日

八
王
子
総
行
動
・

川
5
月
お
日

長
岡
事
件

・
不
当

川

判
決
報
告
集
会
.

圃
日
航
労
組
・

機

体

支

部

川

川
5
月
刊
日
日

大
隅
鉄
工
争
議
の

大
田
争
脇
田
(
東
京
)
で
金
が
、
勤
務
が
ば
ら
ば
ら
な
事
も

川

早
朝
宣
伝
a

神
電
気

・
中
央

子
さ
ん
逮
と
共
に
各
労
組
へ
争
あ
り
み
ん
な
で
集
っ
て
話

υ合
川

共
闘
会
職
が
報
告
集
会
(
国

犠
支
援
の
訴
え
に
回
っ
た
郁
う
事
も
ま
ま
な
ら
ず
、
会
費
主

川

労
会
館
)
。

が
、
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
さ
体
の
「
会
」
に
な
っ
て
し
ま
っ

川

5
月
お
日

カ
ネ
ミ
昼
デ
モ
.

"

れ
ま

す

。

た

事

お

詫

び

し

ま

す

・

川

3
月
お
日

新
興
サ
ー
ビ
ス
決

私
選
の
争
議
解
決
後
、
支
部
残
る
人
、
去
る
人
、
こ
れ
か

川

起
集
会
・

大
会
で
金
子
さ
ん
の
訴
え
に
基
ら
も
闘
い
は
続
き
ま
す
が
、
共

川

5
月
U
日

マ
ス
コ
ミ
総
行

づ
き
、
支
媛
決
議
を
し
、
「
支
に
頴
猿
り
ま
し
ょ
う
・

川

励。

援
す
る
会
」
も
作
ら
れ
ま
し
た

山

3
月
初
日

東
京
・
東
部
争
議

川

団
で
沖
電
気
争
犠
団
お
わ
か

主主逗正一EEU一一52-5一EE一主主主一三一自己主
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2

川

川

れ

交
流
会
。

の
成
果
で
も
あ
り
ま
し
た
・
そ
う

、

ま

け

に

争

議

団

自

身

に
も
、
地
域
金
入
り
の
活
動
家
な
ん
て
一
人
も
影
山
君
は
ま
さ
に
「
首
を
切
ら
れ
い
」
争
駿
と
な
り
ま
し
た
・
小
島
議
団
は
第
二
次
指
名
解
股
だ
と
や

川
4
月
1
日

「
撤
回
さ
せ
る
会
」

意

図

的

な

で
あ
っ
た
か
ら
、
爾
来
ニ

O
年
近

す

ば

ら

し

い

・

路
線
が
ら
み
の
不
統
一
が
み
ら
い
な
い
・
活
動
家
庖
と
い
っ
て
も
て
労
働
者
に
な
っ
た
」
層
と
い
え
先
生
流
に
い
う
と
、

H

恵
ま
れ
な
り
返
す
・
り
ス
ト
の
洗
い
出
し
と

川

全
員
集
会
。

経

理

操

作

品

議

官

霊

で

し

た
・
ま

団

結

力

れ

る
a

ま
さ
に
霊
で

、

先

差

車

内
に
限
ら
れ
て
い
た
と
思
い
そ
う
で
す
。

い
M

争
犠
か
ら

n
警

れ

た
u

争

そ

の
主
導
権
、
そ
の
基
準
と
具
体

川
4
月
7
日

沖

電
気
争
議

・
東

た
オ
イ
ル

・
シ
ヨ
y
ク
後
、

様

々

ら

ず

と

も

H

恵
ま
れ
な
い
u

争
犠
ま
す
・

議

へ

の

転

侠

だ

っ

た
わ
け
で
す
・

的
内
容
は
、
研
究
者
と
し
て
関
心

川

部
支
援
共
闘
が
解
決

・
激
励

沖
電
気
護
団
の
皆
さ
ん
、
何
な
形
芝
居
用
車
」
の
票
吹
以
上
が
争
訟
の
請
に
お
け
る
回
と
し
て
撃
っ
た
と
い
え
る
わ
例
え
ば
、
折
々
に
「
は
た
ら
く
」

先

輩

に

最
後
に
争
犠
の
結
果
に
つ
い
あ
る
と
と
ろ
で
す
・

川

の
つ
ど
い
・

は
さ
て
お
き
争
犠
の
勝
利
解
決
お
き
あ
れ
た
け
れ
ど
も
、
乙
の
切
札
経
営
側
の
性
格
で
す
が
、

ζ
れ

に

り

で

す

・

紙

上

に

登

場

し

、

厳

近

で

は

余

部

恩

が

え

し

て
、
指
名
解
限
撤
回
、
=
豆
人
の
と
は
い
え
、
こ
れ
は
末
梢
の
栓

川
4
月
間
回

全
港
湾
(
東
京
一
)

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
.
百
カ
月
は
出
せ
な
か
っ
た
わ
け
で
す
.
対
レ
て
撤
回
闘
争
を
始
め
た
労
働
つ
ぎ
に
、
百
ヶ
月
に
わ
た
る
争
鉄
僑
事
故
翻
査
を
曾
い
た
影
山
君

職

場

復

帰

と

い
う
内
容
、
敗
走
を
索
し
す
ぎ
で
、
肝
要
な
点
は
争
犠

川

容
間
決
起
集
会
.

の
闘
い
本
当
に
御
苦
労
慌
で
し
第
二
に
、
こ
の
切
札
は
斜
陽
産
側
の
状
況
も
は
か
ば
か
し
い
も
の
織
の
経
過
を
、
争
議
団
の
組
織
と
と
は
旧
知
の
間
柄
で
す
が
、

現

代

ま

た
、
運
動
に
つ
い
て
端
的
に
つ
づ
り
る
労
働
運
動
状
況
の
な
か
団
内
部
に

n
わ
だ
か
ま
り
u

を
残

川
4
月
初
日

沖
電
気
争
議
支
疲

た
・
私
は
た
だ
、
逮
方
の
「
支
援
業
で
な
く
、
通
信
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
・
構
造
湿
動
の
視
点
か
ら
援
り
返
っ
て
み
ル
ポ
研
の
西
村
一
郎
氏
は
そ
の
機
述
べ
れ
ば
、
東
京
争
議
団
共
闘
の

で
胸
の
張
れ
る
成
果
だ
と
考
え
ま
さ
な
い
と
い
う
と
と
で
す
・
和
解

川

中
央
共
闘
会
磁
が
幹
事
会
。

ず
る
会
」
の
一
会
員
に
す
ぎ
ま
せ
ク
ス
と
い
う
花
形
ハ
イ
テ
ク
産
業
不
況
の
深
ま
り
の
な
か
で
企
業
内

る

と
、
ま
ず
何
よ
り
も
争
議
団

の

関
誌
で
、
一
時
自
信
を
な
く
し
、
伝
統
を
う
り
継
ぎ
、
戦
術
の
辰
良
す
.
働
き
盛
り
の
皆
さ
ん
の
要
求
に
は
妥
協
が
つ
き
も
の
で
す
か

川
4
月
初
日

千
代
田
区
共
闘
会

ん
が
、
争
犠
団
連
動
と
い
う
視
点
で
切
ら
れ
た
と
い
う
点
が
置
要
で
組
合
主
義
の
弱
点
が
露
呈
さ
れ
、
団
結
は
特
僚
も
の
で
し
た
.
先
述
団
を
離
れ
て
地
元
に
帰
省
し
た
君
の
部
分
を
学
び
な
が
ら
、
霞
犠
総
は
簡
明
に
全
面
復
帰
で
レ
た
.
「
支
ら
、
私
も
「
は
た
ら
く
」
%
号
の

川

議
(
東
京
)
が
「
勝
利
報
告

か
ら
労
働
組
踊
の
再
生
を
発
見
し
す
.
確
か
に
、
沖
は
経
蛍
上
の
ま
春
闘
も
闘
え
な
く
な
っ
て
い
た
か
の
運
厨
当
初
の
バ
ラ
ツ
キ
は
、
次
の
苦
悩
と
葛
藤
を
リ
ア
ル
に
描
い
行
動
な
ど
新
た
な
闘
争
形
熊
を
開
侵
す
る
会
」
機
関
紙
の
「
は
た
ら
宮
岡
隆
氏
に
準
じ
て
、

ζ
の
終
結

川

の
集
い
」

た
い
と
考
え
る
一
研
究
者
と
し
ず
さ
か
ら
、
上
位
三
社
に
水
を
あ
ら
、
争
駿
支
援
な
ど
「
割
に
合
わ
年
度
に
い
ち
早
く
克
服
さ
れ
、
東
て
い
ま
す
・
結
局
半
年
も
た
た
ず
拓
さ
れ
ま
し
た
・
特
に
五
七
年
の
く
」
と
は
、

沖
で
は
た
ら
く
の
意
を
「
花
も
実
も
あ
る
妥
協
」
と
呼

川

喝

!

:
'

内

H
K
伊
b
b
p
ヨ
司
字
、
一
げ
ん
〕

て
、
若
干
の
患
を
つ
づ
っ
て
み
け
ら
れ
、

H

あ
せ
り
H

が
窺
わ
れ
な
い
」
と
い
う
わ
け
で
す
・

J
C
京
争
犠
団
共
闘
に
加
盟
し
ま
す
・
に
影
山
君
は
復
帰
す
る
の
で
す
中
央
共
闘
会
議
結
成
以
降
は
、
地
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
・
と
す
れ
ば
ん
で
お
き
ま
す
・

川

寸

44
手
-AJ
1cい¥

た
い
と
思
い
ま
す
.争
議
の
発
端
、
ま
す
が
、
指
名
解
雇
の
口
実
と
な
の
主
力
単
産
む
機
労
連
は
、
着
々
以
降
、
伊
藤
踏
正
さ
ん
の
遺
志
も
が
、
私
も
一
度
だ
け
訪
ず
れ
た
と
域
共
闘
の
核
と
な
り
、
階
級
的
活
神
に
復
職
出
来
な
か
っ
た
方
々
の
紙
幅
を
オ
ー
バ
ー
し
ま
レ
た
.

川川
-
沖
電
気
争
犠
団
が
い
怠
く
な

そ
の
経
過
、
そ
の
結
果
と
い
う
順
っ
た
五
十
二
年
度
の
赤
字
決
算
と
と
全
民
労
協
路
綿
へ
の
軌
道
に
乗
含
め
て
七
一
人
の
結
束
は
く
ず
れ
と
の
あ
る
潮
見
坂
の
団
事
務
所
に
動
家
交
流
の
接
点
で
も
あ
り
ま
レ
無
念
さ
は
察
す
る
に
余
り
あ
り
ま
皆
さ
ん
の
闘
い
に
ず
い
ぶ
ん
学
ば

川

る
と
淋
し
く
な
る
な
あ
!
と
多

序

で

す

.

て

意

図

的

な

経

理

保

作

を

と

も

な

り

つ

つ

あ

り

ま

し

た

。
そ
し
て
か
ま
せ
ん
で
し
た
.
私
の
印
象
で
は
は
、
そ
れ
を
迎
え
い
れ
、
つ
つ
み
た
.
沖
は
H

顔
に
な
る
u

H

真
打
す
.
裁
判
所
で
三
五
人
と
い
う
枠
せ
て
い
た
だ
き
感
謝
す
る
と
と
も

川

く
の
人
た
ち
の
声
.

「会
」
事

ま
ず
、
争
犠
の
発
鍋
に
関
わ
つ
っ
て
い
た
と
と
を
、
組
合
側
の
裁
つ
て
は
、
こ
の
単
産
内
で
は

w
闘
こ
の
争
議
団
は
、
ず
い
ぶ
ん
「
若

ζ
ん
で
し
ま
う
ア
y
ト
ホ
l
ム

な

ち
H

の
争
犠
と
な
り
、
階
級
的
労
が
く
く
ら
れ
る
・
復
職
リ
ス
ト
に
に
、
今
後
の
御
活
閥
、
切
に
祈
念

川

務
局
は
、
六
月
=
一
+
自

(複
職

て
い
え
ば
、
そ
の
原
因
は
、
三
池
判
文
曲
目
は
立
臨
し
て
い
ま
す
・
ま
う
組
合
H

と
い
わ
れ
た
伸
労
組
自
い
」
争
議
団
で
し
た
・
古
手
の
筋
雰
囲
気
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
・
働
運
動
に
と
っ
て
「
負
け
ら
れ
な
会
社
が
ク
レ
ー
ム
を
つ
け
る
・
争
し
ま
す
・
(
一
一
一

-
一一一一)

川

目
)
で
終
り
に
し
ま
す
が
、
現

川

住
所
を
連
絡
場
所
と
し
て
、
借

以
来
の
大
企
業
に
お
り
る
大
量
指
た
そ
れ
以
降
の
抽
出
収
増
益
と
大
賢
身
、
指
名
解
雇
通
告
と
同
時
に
「
敗

H川

り
て
い
ま
す
の
で
、
御
連
絡
下

名
解
屈
だ
っ
た
と
い
う
周
知
の
煮
新
規
採
用
は
、
解
胞
の
不
当
性
を
北
宣
言
」
を
し
、
戦
旗
を
た
た
ん

川

さ
い
.

で
す
.
三
池
の
敗
北
が
マ
イ
ナ
ス
ま
す
ま
す
浮
き
彫
り
に
レ
ま
し
で
し
ま
っ
た
の
で
す
。

H川

・
記
録
「
写
事
集
」

「は
た
ら

・
イ
メ
ー
ジ
で
諮
ら
れ
る
の
は
致
た
・
そ
の
意
味
で
は
不
遜
に
も
、

ζ
の
点
に
関
わ
っ
て
「
は
た
ら

川

く
・
編
刷
版
」
を
是
非
U
H
e

レ
方
な
い
乙
と
で
す
が
、
「
指
名
和
解
で
な
く
裁
判
所
の
明
舵
な
判
く
」
紙
上
で
の
小
島
成
一
先
生
の

川

・
豊
島
区

(東
京
〉
沖
・
支
鑓

解
胞
は
創
に
合
わ
な
い
」
と
い
う
決
を
聴
き
た
か
っ
た
気
が
し
な
い

H

恕
ま
れ
た
争
犠
0
・H

論
興
味
深

川

す
る
会
は
、
五
月
十
三
日
に
「報

乙
と
を
資
本
に
悟
ら
せ
た
と
い
う
わ
り
で
も
あ
り
ま
せ
ん
・
く
腕
み
ま
し
た
・
単
組
、
単
一
庄
は

川

告
金
」
を
開
悩
レ
ま
す
・
各
地

山

の
「会」

も
成
功
さ
せ
ま
し
ょ

一
点
に
お
い
て
は
、

ζ
の

大

闘

争

ソ

ッ
ポ
を
向
い
て
し
ま
っ
た
.
お

"川

-つ.

こんな差別が
おきないように

木下 靖子園岡山県 ・主婦

和
解
成
立
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
.
待
ち
に
待
っ
た
ζ
の

日
が
や
っ
と
来
た
と
い
う
感
じ

h

で
す
・
三
千
三
十
三
日
の
長
い

間
本
当
に
皆
さ
ん
よ
く
団
結
し

が
ん
ば
り
扱
き
ま
し
た
ね
。
指

名
解
雇
は
許
せ
な
い
と
い
う
労

働
者
の
団
結
と
連
帯
の
結
晶
で
ト

す
ね
.
ζ
の
と
と
は
全
国
の
労

働
者
を
ど
ん
な
に
か
励
ま
す
ζ

刈

と
で
し
ょ
え
こ
の
よ
A
J
な
差

別
が
二
度
と
お
き
な
い
よ
う
、

労
働
者
の
栂
剰
を
守
る
た
め
に

が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
ね
.
織
協

に
戻
れ
な
か
っ
た
人
遥
に
も
一

日
も
早
く
い
い
臼
が
き
ま
す
よ

う
に
.
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沖
に
勝
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た
こ
と
に
感
激

安

信

い
ミ
「
何
年
前

J

4
7
r
沖
電
気
で
解
雇
」

キす

こ
れ
か
ら
も

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う

JlI 
村

忠
司

支
援
す
る
会
は
、

全
国
で
六
三
O
支
部

一
稿
一
沖
電
気

一投一
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寝
耳
に
水
の
指
名
解
胆
、
人
q
-f
三

-z-ZE-ESE-ZEP--ftJ一
-
E
i
s
-
-
z
-
5
2
5
2ミ
-5tEE--51f-Ez--
日

を
モ
ノ
と
レ
か
見
ぬ
や
り
く
ち

川
園
・
司
凶
・
田
町

aE円
箇
曹

J
-a・
・

て

に
対
し
、
争
議
団
の
方
々
は
、
山

開

聞

瀦

園

調

泊

睡

眠

弾

一回

入
閣

岨

仰

山

そ
の
不
当
性
を
理
を
も
っ
て
輪
山

幽

圃

欄

畠

開

樋

騒

掘

調

鰐

野

通

組

組

似

山

!

1

・

証
し
、
そ
の
非
人
道
性
を
一
人
川

田

島

砂

吋

謡

額

一
』
/

で

わ
議

首

額

圃
画
用
説
t

d
，九
十
歩
、
、
九
一
時

の
人
間
と
し
て
許
レ
ま
せ
ん
で

州

国

E
-
S明
治‘

少

岬
酔
唱

F
i
ji
-
R
も

・・・・窓司凋河
川γ

、dE想へ
44
〆M
d
除

t

レ
た
・
人
間
と
し
て
当
り
前
の

川
園
・
・
回
同
河
凶

恒

b
R峨吋

輔
副

引
時
除

W
巾
同
唱

会

川

取
を
(
ど
ん
な
困
難
が
あ
ろ
う

川

・

・

圃

F幽
聞

鴎

映

正

副

圃

圃

圃

霊

園

歯

車

引

川

と
も
)
主
張
し
続
り
る
と
と
の
川

園
圃
・
田
昌
圃
圃
・
司
凶
・
・
圃
・
・

E
圃
・

-m
ど

川

大
事
さ
を
示
し
て
く
れ
た
の
で

h

i

す
-
私
達
、
護
団
へ
の
支
一

た

た

か

え

ば

鐙
の
何
百
倍
も
の
「
支
緩
」
を
川

ι
F
dヨ
圃

勝

和

す

る

川

争
議
団
か
ら
う
け
た
と
言
え
ま
川

F
E
・3
1

・

す
。
今
度
は
各
人
の
「
沖
電
気
…

井

上

秀

次

郎

定

刊

現

輪

蝉

)

的
状
祝
」
と
の
対
決
で
す
.
そ

の
た
め
の
ス
プ
リ
ン
グ
ボ
l
ド
川
大
企
業
の
「
合
理
化
」
H
一
一
八
六
人
も
の
大
量
指
名
解
雇
と
た

川

が
今
回
の
「
和
解
」
で
し
ょ
う
・
川
た
か
っ
た
沖
電
気
争
諮
問
が
三
月
十
一
一
一
目
解
雇
撤
回

・
職
場
復
帰

川

争
議
団
の
皆
様
、
本
当
に
と
苦
川
を
か
ち
と
っ
た
。
十
年
は
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
た
が
八
年
四
力
川

労
僚
で
し
た
.
ま
た
つ
ぎ
の
崎
川
月
H
三
、

O
三
三
回
目
の
勝
利
だ
と
い
う
.
オ
イ
ル

・
シ
ヨ
y

ク

川

を
め
ざ
レ
て
お
互
い
に
が
ん
ば
川
後
の
長
期
不
況

・
円
高
不
況
の
下
で
急
速
に
進
め
ら
れ
る
「
経
蛍

川

り
ま
し
ょ
う
・

川
危
機
」
を
口
実
と
し
た
大
幅
な
人
口
堅
震
が
強
行
さ
れ
「
産
業
空
凶

洞
化
」
が
進
ん
で
い
る
今
回
、
沖
電
気
争
議
団
の
解
胆
撤
回
は
た

川

た
か
っ
て
い
る
労
働
者
・
国
民
に
H

た
た
か
え
ば
勝
て
る
ん
だ
u

と
い
う
確
信
と
展
望
を
与
え
る
と
い
う
大
き
な
意
義
を
も
っ
.

神
電
気
争
議
団
の
み
な
さ
ん

川

勝
利
の
和
解
お
め
で
と
う
.
八

川

年
間
の
闘
い
の
教
訓
を
、

ζ
れ
山

か
ら
の
人
生
や
、
あ
ら
た
な
闘
川

い
の
力
に
し
て
く
だ
さ
い
.

家
族
の
方
身
に
は
、
は
か
り

ー

レ
れ
な
い
苦
労
が
あ
っ
た
と
思

川

い
ま
す
・
と
れ
で
や
っ
と
苦
労
川

が
む
く
わ
れ
る
時
が
き
ま
し

川

た
・
闘
い
半
ば
で
亡
く
な
ら
れ
山

た
伊
藤
さ
ん
も
、
う
か
ば
れ
る
川

と
思
い
ま
す
.

沖
電
気
の
勝
利
の
闘
い
が
、

現
在
も
不
当
解
雇
闘
争
を
続
け
"

て
い
る
全
国
の
伸
聞
を
、
お
お

い
に
は
げ
ま
す
で
し
ょ
う
.
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あたりまえの主張を

することのたいせっさ
博 沖電気争識を支援する会
園生協会館支部佐藤

支援する会に入会しよう(会費1口200円/月)聾事9 ワ宅聖

全国の仲間への

大きな励まし
梅原 昌晴圃長野

(5 ) 

被
解
居
者
の
顔
を
見
る
度

に
、
よ
く
が
ん
ば
っ
て
い
る
な

あ
、
生
活
は
ど
う
し
て
い
る
の

か
?
と
い
つ
も
心
配
で
し
た
.

沖
電
気
の
非
道
な
や
り
方
は
、

許
せ
な
い
し
、
ど
う
し
て
も
勝

っ
て
ほ
し
か
っ
た
し
、
き
っ
と

勝
つ
だ
ろ
う
今
と
信
じ
て
い
ま
し

た
・
八
年
前
の
「
合
理
化
」
を

経
験
し
て
い
る
人
の
多
く
は
、

争
議
団
が
勝
利
し
て
H

ホ
y
u

と
、
安
心
し
た
の
で
は
と
思
い

ま
す
.
沖
電
気
の
職
場
は
、
以
前
と

較
べ
て
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

折
。
特
に
年
輩
の
人
は
、
働
き

縫
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
八

年
間
の
苦
労
と
較
べ
れ
ば
、
き

っ
と
う
ま
く
や
っ
て
い
り
ま

す
.
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
。

仕
事
と
同
時
に
、
労
働
条
件

も
大
き
く
変
化
レ
段
々
と
悪

く
な
っ
て
い
ま
す
.
つ
い
に
今

年
の
賃
上
げ
は
、
三
屈
と
私
の

経
験
で
は
、
般
低
で
す
.

解
属
さ
れ
て
、
が
ん
ば
っ
て

き
た
人
た
ち
が
、
職
場
に
戻
っ

て
く
れ
ば
、
少
し
良
く
な
る
の

で
は
と
、
期
待
も
し
て
い
ま
す
。

と
も
あ
れ
、
陥
れ
て
沖
電
気

の
職
場
で
、
被
解
雇
者
と
話
が

で
き
る
と
と
が
、
う
れ
し
い
。

沖に戻ってガンバレ

争議団のように

雨
の
日
も
風
の
日
も
、
凍
て
つ
く
夜
も
、
オ
ル
グ
、
ピ
ラ
ま
き
と

劃
が
ん
ば
っ
て
き
た
沖
電
気
争
議
団
の
姿
は
、
地
織
の
た
た
か
う
伸

幹

聞

を

大
き
く
激
励
し
て
き
ま
し
た
・
「
沖
電
気
争
議
団
の
よ
う
に

制

闘
お
う
」
と
新
た
な
た
た
か
い
に
立
ち
上
る
労
働
者
も
い
ま
し
た
・

協

大
強
占
と
の
き
び
し
い
た
た
か
い
で
若
い
伸
聞
も
き
た
え
ら

滑
れ
、
沖
電
気
の
職
場
の
中
で
、
ま
た
、
新
た
な
職
場
・
霊
で
、

副

会
国
の
た
た
か
う
労
働
者

・
国
民
と
と
も
に
た
た
か
う
禁
固
に

鴎
浮
か
び
ま
す
-

H

明
け
な
い
夜
は
な
い

、
き
び
し
い
冬
の
日
々

。

を

耐

え

て
ζ
そ
、
す
ば
ら
し
い
夜
明
け
が
訪
れ
ま
す
・

神
電
気
争
諮
問
の
み
な
さ
ん
お
め
で
と
う
.

長谷川兼二

嵐

が

若

木

を育

て

た

藤

比
マ
沖
支
援
す
る
会
ム

マ
東
京
新
聞
支
部
ム

井

正

八
年
も
の
問
、
ほ
ん
と
う
に
ご
苦
労
さ
ま
で
に
成
長
さ
れ
、
し
か
も
一
人
の
脱
落
者
も
出
さ

し
た
。
当
該
の
沖
労
組
や
港
区
労
協
の
支
倭
が
な
か
っ
た
と
と
は
緊
附
し
い
ζ
と
だ
と
思
い
ま

得
ら
れ
な
い
中
で
、
「
支
鐙
す
る
会
」
の
組
織
す
.

を
出
発
点
に
、
よ
く
ζ
ζ
ま
で
到
達
し
た
も
の

ζ
の
歴
史
的
な
闘
い
に
、
わ
ず
か
で
も
お
手

だ

と

思

い

ま

す

，

伝

い

が

で

き

た

ζ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
.

「
嵐
が
若
木
を
育
て
る
」
の
た
と
え
ど
お
り
、
心
身
を
リ
フ
レ

y
ン
ュ
し
て
、
さ
ら
な
る
と

争
犠
の
中
で
皆
さ
ん
方
が
目
を
見
張
る
ば
か
り
活
阻
を
期
待
し
て
い
ま
す
・

重郎(沖電気)松島
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い

ま

の

世

の

中

で

、

不

当

な

乙

と

の

歴

史

を

完

だ

と

き

、

「

結

婚

争

議

解

決

は

生

き

方

を

に

は

屈

せ

ず

、

た

た

か

い

、

変

革

退

職

が

あ

た

り

ま

え

の

職

場

で

、

川

し

て

生

き

る

事

選

ん

だ

仲

間

た

子

ど

も

を

育

て

な

が

ら

働

き

続

け

新

た

な

出

発

学

ん

だ

一

ち
が
つ
い
に
勝
利
し
た
・
る
と
と
自
体
が
、
例
の
な
い
も
の
、
い
ま
、
職
場
に
も
ど
る
に
あ
た
争
議
団
の
中
屋
遺
跡
事
務
局
長

叫

ひ

た

む

き

に

す

と

い

た

た

か
い
な
の
だ
」

と
思
っ
て
、

靖
子
さ
ん
は
富
三
五
議
)
は
言
う
。

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
す
る
「
ど
ん
な
仕
事
が
与
え
ら
れ
る
「
沖
電
気
労
組
か
ら
も
電
機
労

訴

え

て

と

、

自

分

の
弱
さ
も
さ
ら
け
だ
せ
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
語
、
み
速
か
ら
も
支
綾
さ
れ
な
い
と
い
う

八
年
間
と
い
う
長
い
争
議
、
し
る
よ
う
に
な
り
、
み
ん
な
の
弱
点
ん
な
と
ほ
ん
と
う
に
伸
よ
く
し
て
一
面
で
困
難
な
出
発
だ
っ
た
が
、

い-

み

ん

な

の

だ

」

て

も

、

絶

対

に

言

え

な

か

っ

た

と

か

し

、

争

議

団
の
誰
に
き
い
て
も
、
も
認
め
る
と
と
が
で
き
る
る
よ
う
い
き
た
い
し
、
自
分
で
ど
う
や
お
か
げ
で
、
争
議
団
は
自
分
の
頭

い

F

U

あ
る
争
犠
団
員
の
お
母
さ
ん
は
と
ば
な
の
だ
。

侮
む
人
は
い
な
い
・
み
ん
な
「
た
な
気
持
ち
に
な
っ
て
き
た
。
り
た
い
H

と
い
う
と
と
を
見
つ
け
で
妻
、
主
体
的
に
た
た
か
喜
一

陪

m
z
f
喜
び
で
く
し
ゃ
く
し
ゃ
に
な
っ
た
「
私
は
、
あ
る
会
社
の
臨
時
麗
た
か
つ
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
。

オ
ル
グ
も
、
初
め
は
気
が
話
か
て
が
ん
ば
り
た
い
。
も
う
受
け
身
る
を
え
な
か
っ
た
・
そ
し
て
、
そ
川

「
は
れ
み
い
、
う
ち
の
忠
は
惑
顔
で
近
所
に
ふ
れ
ま
わ
っ
た
と
一
言
い
で
働
い
て
い
ま
す
。

何
が
あ
っ
五
味
国
間
子
さ
ん
(
羽
歳
)
も
っ
た
。
見
ず
知
ら
ず
の
人
と
話
さ
じ
ゃ
な
い
も
の
」
う
い
う
組
合
の
あ
り
方
へ
の
批
判
"

い
ζ
と
な
ん
か
し
て
な
か
っ
た
ん
う
・
い
ま
ま
で
は
心
に
思
っ
て
い
て
も
が
ま
ん
す
る
だ
け
。
た
ま
た
そ
の
一
人
だ
。
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
だ
け
労
働
者
か
ら
労
働
の
喜
び
を
奪
も
含
め
て
、
心
あ
る
人
び
と
、
労
れ

ま
み
な
さ
ん
の
と
と
を
知
り
、
気
彼
女
は
首
を
切
ら
れ
る
前
、
す
で
足
が
動
か
な
く
な
る
。
い
使
い
鎗
て
に
す
る
、
人
間
ら
し
働
組
合
が
、
産
業
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル

に
は
か
け
て
い
た
の
で
す
が
、
あ
っ
か
り
自
信
を
失
っ
て
い
た
。
朝
し
か
し
、
自
分
が
H

乙
れ
を
や
く
働
く
ζ
と
を
労
働
の
場
で
否
定
セ
ン
タ
ー
の
ち
が
い
を
と
え
て
総

“

結
集
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
が
勝
利

ヶ
中
戸
二
争
義
坊
、
、
ト
F久

の
最
大
の
力
だ
と
患
っ
」

ミ
J
一
-
よ

E

，ζ
、

2
一
二
」

=
t
t
〆

づ
λ
J
J

聞
き
な
が
ら
私
は
、
尚
喜
川

.，、ノ
d
t
v
!
L
E

》

'

・

・

，

E
E

、.• 

，

"

は

ベ

ト

ナ

ム

戦

争

だ

っ

た

ん

だ

な

d
崩
タ
寸
た

7fdと宮
、

え

亡

-

-

』

た

あ

H

と
思
え
て
き
た
闘
争
喜
一

争
諮
問
宮
家
族
の
原
稿
に
私

f
a
g
-
-
=号も
刷
り
直
し
を
し
ま

4
m
L
F
d

-

t

畿
を
自
党
し
、
自
主
独
立
の
立
場
山
居
を
と
お
す
度
に
、
涙
が
出
て
で
す
。

い
ま
で
は
、

労
働
組
合
し
た
。
財
政
の
負
担
に
も
な
り

4
↑
|

I

l

l

i

t

-

-大
独

占

企

業

に

勝

っ

た

円

人

と

統

一
戦
君
臨
の
よ
う
に
大
切

立
て
タ
オ
ル
を
持
ち
な
が
ら
の
や
団
体
に
、

「
機
関
紙
づ
く
り
乙
ん

語

は
、
能
力
不
足
で
自

に
し
て
き
た
ζ
と
の
勝
利
だ
と
・
山
新
聞
づ
く
り
を
、
何
回
も
や
つ
は
、
組
合
運
動
の
原
点
で
す
。
分
が
イ
ヤ
に
な
り
、
そ
ん
な
時

た
り
ま
え
の
ζ
と
を
主
張
し
ぬ
い
六
時
半
に
家
を
出
て
、
夜
六
時
半
り
た
い
H

と
、
ひ
た
む
き
に
訴
え
し
て
い
く
そ
の
一
つ
の
典
型
が
摺
そ
レ
て
、
そ
乙
に
か
か
わ
っ
た
人

恥

た
取
は
忘
れ
な
い
で
レ
ょ
う
・
い
い
宣
伝
物
は
、
強
い
組
合
づ
も
酒
で
。
沖
電
気
に
い
る
時
は

て
勝
っ
た
み
な
さ
ん
に
、
ほ
ん
と

に
帰
宅
子
ど
も
は
二
重
保
育
。

た
と
き
に
は
、

応
え
て
く
れ
る
人

名
解
雇
だ
っ
た
。

た

ち

み

ん

な

が

、

生

き

方
を
学
び

J

「
沖
電
気
争
織
を
勝
利
さ
せ

く
り
の
第
一
歩
で
す
」
と
訴
え
酒
が
飲
め
な
か
っ
た
私
で
す

う
に
励
ま
さ
れ
ま
し
た
」

た
だ
、
一
冨
わ
れ
た
仕
事
を
ζ
な
す
が
い
っ
ぱ
い
で
き
た
.
ど
ζ
の
職
し
か
し
、
争
議
団
は
、
み
ご
と
限
り
な
く
励
ま
さ
れ
た
た
た
か
い

叶
る
た
め
に
は
、
宣
伝
を
重
視
レ
、
る
私
に
な
り
ま
し
た
.
が
、
新
聞
づ
く
り
と
酒
は
、
大

沖
争
議
の
勝
利
を
自
分
の
喜
び
だ
け
で
精
い
っ
ぱ
い
の
毎
日
だ
っ

場

で
も
、
き
び
し
い
け
れ
ど
、
だ

に
そ
れ
に
反
論
し
、
人
間
ら
し
く

だ
っ
た
の
だ
と
・

川
命
が
け
の
宣
伝
物
を
つ
く
る
こ

「は
た
ら
く
は
、
読
み
易
く
い
に
学
び
ま
し
た
・

と
し
て
と
ら
え
る
人
た
ち
か
ら
、
た
・
自
分
の
目
前
で
、
「
指
名
解
か
ら
と
そ
、
ど
ζ
に
も
人
間
ら
し
働
き
、
生
き
よ
咽
マ
と
す
る
無
数
の

寸
B
I
l
l-
-
Il
l
l
1
」

叶
と
が
重
要
だ
よ
」
と
、

ァ
ド
パ
て
い
い
で
す
ね
」
な
ん
て
声
を
読
者
の
み
な
さ
ん
、
神
噴
気

争
犠
団
の
事
務
所
や
家
に
電
話
が
庖
や
む
な
し
」
の
方
針
に
、
賛
成
く
生
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
人
た
人
び
と
と
結
び
つ
く
努
力
を
重
ね

一
ル
ポ
ラ
イ
タ

ー

一

…
イ
ス
を
し
て
く
れ
た
の
が
、
日
聞
く
と
H

ヤ
y
タ
H

と
心
で
笑
争
議
団
に
、
熱
い
熱
い
支
鐙
を

ひ
っ
き
り
な
し
に
か
か
っ
て
く
の
手
を
あ
げ
る
職
場
の
仰
聞
を
見
ち
が
い
っ
ぱ
い
い
る
と
と
が
見
え
て
き
た
。
争
議
解
決
は
、
働
く
栂

一

松

沢

常

夫

一

本
機
関
紙
協
会
の
人
た
ち
で
し
っ
て
H

ヨ
シ
次
号
も
が
ん
ば
続
け
て
下
さ
っ
て
あ
り
が
と
う

る
"

て
も
、
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
ζ
と
て
き
た
。
ど
ん
な
低
賃
金
で
利
を
回
復
し
、
職
場
の
連
帯
を
回

「
I
l
l
1
11
1
1
1
11』

川

え

神

電

気
争
議
団
の
M

機
関
る
ぞ
u

と
一
人
で
酒
を
飲
ん
で
ご
ざ
い
ま
し
た
B
ま
た
「
は
た

労
働
組
合
運
動
の
右
傾
化
が
進
し
か
で
き
な
か
っ
た
。

M

と
思
う
よ
う
な
人
ほ
ど
、
復
す
る
新
し
い
か
た
ち
の
出
発
点
圏
こ
の
企
画
は
、
日
本
機
関
紙
協
山

紙
づ
く
り
学
校
H

も
開
催
し
て
自
分
を
励
ま
し
た
事
?
も
あ
り
ら
く
」
を
愛
し
て
下
さ
り
、
感

み
、
大
理
解
雇
が
「
不
況
」
の
名
し
か
し
、
争
議
団
の
婦
人
ば
か
こ
ζ
ろ
よ
く
カ
ン
パ
し
て
く
れ
る
と
言
え
よ
う
。
会
東
京
都
本
部
(
宮
0
5
1
4
3
ル
く
れ
る
な
ど
、
大
き
な
援
助
を
ま
し
た
。

謝
し
て
い
ま
す
・
除
刊
は
、
淋

の
も
と
に
易
々
と
行
わ
れ
て
い
る
り
で
沖
低
気
労
働
者
の
た
た
か
い
事
実
に
も
感
動
し
た
・

6
1
5
8
0
8
)
で
作
ら
れ
た
。

J

得
ま
し
た
。

「
は
た
ら
く
」
と
り
号
の
う
ち
、
内
容
の
変
更

し
く
て
涙
が
出
そ
う
で
す
が
・

河
年
什
月
、
死
語
と
ま
で
曾
わ
れ
て
い
た
「
指
名
解
雇
」
を
、
情
報

産
績
の
大
会
雛
・
沖
電
気
(
一
万
四
千
人
)
が
抽
哩
行
し
た
.
当
訟
の
労

働
組
合
や
、
上
部
団
体
か
ら
の
支
鍾
も
得
ら
れ
ず
H

因
劃
ヂ
を
、
た
く

さ
ん
待
つ
て
の
闘
い
の
開
始
だ
っ
た
.
争
織
団
は
N

ね
ぽ
り
と
明
る
さ
M

で
、
全
国
へ
支
鍾
と
闘
い
を
鑑
げ
、
つ
い
に
コ
ニ
十
五
人
の
聡
場
復
帰

と
解
決
金
、
十
二
億
九
千
万
円
」
を
か
ち
と
っ
た
・

コ
」
れ
は
、
働
く

者
全
体
の
勝
利
だ
」
と
.
争
損
団
は
や
っ
と
容
を
迎
え
る

(4) 皇宮9'7宅;;f指名解雇された沖電気の仲間を支獲する会ニュース198ワ年5月 1白

2φ争議;ム全(i)備、及、
官験場復帰
寸言ドx.lまく丈島怠R仇富砕す

き寄

『はたらく』をつくる時

よく涙がでました。

沖電気争議団松本 謙司

調
判

40
一

ー-ー『

-、ω-i1Jγ 友

三
月
二
十
四
日
の
神
電
気
争
議
5
5
1
6
0
0
6・
0
3
5
4
5
5
1
2
6
2
)
五
月
十
日
・

支
援
中
央
共
闘
会
議
の
報
告
集
会

1
1
5
5
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指名解雇された沖電気の仲間を

安田口§曾盟盟盟国閤圏

みなさん

沖電気工業株式会社は、電電公社、諸官庁などと密接な関

係をもちながら成長した、赤字経営でもない大企業です。

その会社が一層のもうけをふやすために「あなたはもうい

らない」と千三百名に近い人たちを希望退職という名で解雇

し、さらにこれに応じなかった七八名安二九七八年十一月、

労働組合を無視して指名解雇しました。

みなさん

私たちは、働くことによっていのちとくらしを守っていま

、号令

伊べ

円ト門

す。沖電気の不当な「指名解雇」を許せばあらゆる職場で

「指名解雇」の嵐がおそいかかることになります。

私たちは生きる権利、働らく権利を守るためにも沖電気の

仲間を物心両面から励まし、必ず勝利させたいと思います。

困難な長期の闘いも予想されますので、一人でも多くの方

がこの「会」に加入し全面勝利を闘いとるまでご支援くださ

るよう心からよびかけます。

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会会則

て目的

本会は運気の木当な指名解雇と闘品聞がすみやかに職場復帰を勝ちとるために物心両面で支援するこ

とを目的とします。

て役員

乙の会に次の役員をおきます。

代表幹事/事務局長/事務局次長/幹事(支部の代表を幹事とします)/会計酔量

一、名称と事務所

名称は「指名解雇された神電気の仲間宇支援する会L(以下「支援する会」という)とします。「支援す

る会」寧務所は、策京都港区一一一回一一一lニl一 一O、沖電気の不当解庖を撤回させる会内におきます。

電話附461・3515

て会員

山「支援する会」は個人加盟とします。

ω複数の会員のいる職場、組織には支部をおくことが出来ます。

一、機関

会には総会、幹事会、事務局をおき方針の決定執行をします。

て会費

一口二百円とし目的達成まで毎月納入することにします。(何口でも可)

指名解雇された沖電気の仲間を支援する会申込書

.~長きれた沖電気の仲助苦手予h
必
忠ι
・
v

マ
r
百7~
 

会の主旨に賛同し、会費(二百円/一口)

加入します。

月日

lllキ
i111111

日lo--iトIll・-Illu--Illi--ljil--:::;lo4ao--

(資料送付先)住所
氏名

(職場)

口×
 

ヶ月分、合計円をそえて

連
絡
先
電
話

次回からは、会費の払込みはA・銀行振込み、B-郵便振込み、c・その他にします。

~iE 
貝

ム一A

氏
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「三井三池以来、十数年ぶりの大企業での指名解雇一復活」

と社会的な衝撃を与えたのが沖電気の指名解雇でした。同

業大手他社と比べ業績に格差があるから「経営上やむをえ

ない剰員が生じた」といって、従業員の一割にあたる一五

00人の人員整理を提案。労働組合と労働者が反対すると、

それを全く無視し、あらかじめ用意したりストにもとずぎ

自宅や療養中の枕元まで訪ねての執劫な退職強要。約一、

000名を退職に追

いこんだ上、それで

も足りないと退職強

要に屈しなかった約

畏三OO名に指名解雇

欄を強行したのです。

間労働組合と労働者の

い納得なしに、問答無

す用と「通告書」一枚

発で仕事と生きる権利

?セ一方的に奪い去る

総それが指名解雇で AE 
発す。大企業が不況の

なかでも大もうけす

るために、邪魔にな

ると思う者リ活動家

婦人、病弱者などl

'刊げ年3月6日支援する会力強く発足

を職場から追い出し、同

時に残された労働者には

「指名解雇」の脅しをつ

きつけて、長時間残業や

片道2時間もかかる事業

所への配転をおしつける

など労働強化にも「合理

化」にも抵抗できなくさ

れます。職場の専制支

配の確立で大もうりを図

るlそれがもう一つの指

名解雇の狙いです。

会
費
納
入
確
認
欄

eBoil--jolli--・lili--:aJTil--JU--トoil--Uilili--110・:・ioj:oili--ioeil--ili--'白4j白。

'a

沖電気は創業以来百年近くに多岳

通信機メーカーの老舗です.電々公

社、防衛庁、国際電電帽など官公需

を中心に電話電信交換俊、無線、搬

送機鰭やミニコンピュータ、ファッ

クスなど鰻先婦のエレクトロニクス

製品を製造・販売しています.資本

金二ハ七億円、年間兜上高約一三O

O億円の大企業で日本電気、富士通

とともに通信三大メーカーの一つと

いわれています。東京磨区に本庖を

もち東京第一(品川』第一一(芝浦)

八王子、高崎、本庄の主力工婦、そ

の他に分工場を持ち全国に支倍、営

業所を待っています.

もうけのための労働者使いすて

「人が余っている」と言って大量の人員整理を強行した

神電気が、実際には人集めに必死。五十四年の四月にも新

卒女子二二名、一OOMm出資の子会社沖ソフトウェア側に

一OO名近くを採用したほか、構内外注と称して電話一本

のユlレイ会社まで作り違法な日人集め。さらには今年新卒

の二五O名以どの求人活動を行なうというありさまです。

長年勤めた労働者を蓄切り、新卒を採用|ζれはもうけの

ための「労働者の使い捨て」に他なりません。首切りの理

由に「経営危機」を声高に叫んもいましたが、首切り時を

含む五十三年度決算は一O億円の黒字、五十四年度決算は

実に史上霞高の利益で株主配当も開業他社以上の八分配当

alla
復活というのですから開いた口がふさがりませ

ん。乙んな沖電気のやり方が許されるなら「い

つでもどこでも誰をも」企業は好き放題に首切

りでさることになってしまいます。

一月六日

よ
び
カ
、
け
人

坂
芹
岸
増
小
櫛
山
黒

仕事と生きる権利奪い去る

神電気の指名解雇は働く者に解雇された人たちの中には結代ではありません・まさに、本くの困難に直面しながらも、勇

大きな衝撃を与えました.大企婚を一週間後に鐙えた青年や間人だけではなく小さな子供たち気を持って解雇徴回の闘いに立

業の減量級省によ的雇用不安がもなく出産とい三婦人・婦人のの吐落をも破綻に追いやる首切ち上がりました.乙の闘いは伸

広がっている時に不況業種でも多くは共働きの人で保育園や小りです・電気の労働者だけの闘いではあ

ない大手通信犠メーカーの身勝学校に行く小さい子供をかかえζヨレた経営者のやり方は労りません。働く者がいつ首切り

手な退職強要、指名解雇を許す

EE-------E
・

E
・働基本権および民主々義を路みされても何も言一えない社会にこ

ζとはできません・・

2-E嵐広UFE圃にじるものできびしく糾弾されれから先されてしまうかどう

沖電気は退職させる人の名簿・・・園田租

E
・

E
・なければなりません・現在、沖かの闘いでもあります・

に基づき非情な退職強要をくりています.解雇者の平勾年齢は電気では労働強化、一績の人べ不当に解雇された神電気の伸

返しあくまで働く意志そ主援し一一一十九歳と織場の仕事の上でpuが追求されています・指名聞が勝利するまで「支援する会」

つづけた労働者に対し労組とのも、社会生活の中でも大きく力解雇は、全ての労働者に対するは全力をあげて支度するζとを

話合いも拒否し、問答無用と指を発簿する働き盛りの労働者た攻撃です・決議します・

名解雇を強行しました.ちです.しかも、貯与ゐある年指名解雇された労働者は、多一九七九年

田
島
田
本
川

吉
清
良
孝
成
ふ
薩
俊雄(慶応義塾大学教授)

夫(映画監督)

き(日本婦人団依連合会会長)

一(弁護士)

雄(東京都教職員組合委員長)

信(東京都学生自治会連合委員長)

人(東京新聞労働組合委員長)

雄(三多摩労協副議長) 本
沢



沖
電
気
の
「
支
援
す
る
会
」
の
発
足
、
活
動
は
、
乙
れ
ま
で
の

「
守
る
会
」
活
動
の
経
験
、
伝
統
が
大
き
な
底
流
、
教
訓
と
な
っ

て
い
ま
す
。

「
守
る
会
」
運
動
の
原
形
は
松
川
事
件
に
あ
り
、
一
九
五
九
年

に
お
き
た
「
主
婦
と
生
活
社
」
争
議
で
の

「
守
る
会
」
は
、
労
働

運
動
で
の
最
初
で
し
た
。

戦
後
、
高
揚
し
て
き
た
労
働
運
動
は
、
四
五
年
の
レ
ッ
ド
パ
ー

ジ
に
よ
り
全
産
業
か
ら
一
万
二
千
人
の
組
合
活
動
家
が
職
場
を
追

放
さ
れ
、
大
き
な
打
撃
を
う
は
ま
レ
た
、
。
ま
た
、
レ
ッ
ド

・
パ

ー
ジ
に
対
し
大
衆
的
な
解
雇
撤
回
闘
争
が
組
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
労
働
運
動
は
暗
い
谷
間
の
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。
し

か
し
、
組
合
の
再
生
を
め
ざ
す
階
級
的
な
労
働
者
や
青
年
労
働
者

な
ど
に
よ
る
不
屈
な
活
動
に
よ
り
組
合
活
動
は
息
を
ふ
き
か
え
し

て
き
ま
し
た
。
五
四
年
、
近
江
絹
糸
の
女
子
労
働
者
は
、
社
長
の

前
時
代
的
な
ワ
ン
マ
ン
経
営
に
反
対
レ
「
仏
教
の
強
制
絶
対
反
対
、

結
婚
の
自
由
」
な
ど
の
要
求
を
揚
げ
長
期
の
争
議
を
闘
い
ま
し
た
。

泣
論
は
「
人
権
闘
争
」
と
し
て
支
援
し
、
全
国
に
大
き
な
反
響
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
無
権
利
に
お
か
れ
、
封
建
的
経
営

色
の
濃
い
「
証
券
取
引
所
」
は
じ
め
、
銀
行
や
中
小
企
業
に
波
及

レ
、
争
議
は
多
発
し
ま
し
た
。

こ
じ
ま
ひ
ろ
し
/一

九
二
七
年
、
群
馬
県
藤
岡
市
で
生
ま
れ
る
。

早
大
土
木
工
学
判
明
卒
。
一
九
四
九
年
、
横
浜
交
通
局
に
入
る
が
、

五
カ
月
で
レ
ッ
ド
パ
l
ジ
に
よ
り
首
切
り
。
一
九
五

O
年
、
都
電

の
軌
道
工
事
課
に
入
る
。
一
九
六
七

1
一
九
七

O
年
、
千
代
田
区

労
協
副
議
長
、
争
議
対
部
長
。
一
九
七
四
年
5
一
九
八
六
年
(
定

年
)
ま
で
東
京
都
労
働
組
合
連
合
会
(
都
労
連
)
の
常
任
執
行
委

員
と
し
て
、
地
方
財
政
対
策
部
長
、
法
対
部
長
を
担
当
。

「
守
る
会
」
運
動
で
は
、
報
知
、
三
菱
樹
脂

・
高
野
、
細
川
活

版
な
ど
、
数
多
く
の
労
働
争
議
を
下
か
ら
支
え
る
。
沖
電
気
争
議

で
は
、
解
雇
さ
れ
る
と
す
ぐ
に
「
支
援
す
る
会
」
の
組
織
化
に
尽

力
し
、
一
事
務
局
長
を
担
当
。

家
族
は
夫
人
と
、
娘
ば
か
り
四
人
の
六
人
家
族
で
、
東
京

・
調

布
に
在
住
。

翌
年
に
は
、
春
闘
が
発
足
レ
、
労
働
運
動
が
前
進
を
は
じ
め
、

ま
た
砂
川
の
農
民
は
「
心
に
抗
は
う
た
れ
な
い
。
」
と
砂
川
米
軍

基
池
怒
張
反
対
闘
争
を
枇
官
官
の
弾
圧
に
め
げ
ず
闘
い
、
戦
争
反
対
、

平
和
を
求
め
る
労
働
者
、
国
民
の
共
感
を
得
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

母
親
大
会
、
原
水
爆
禁
止
大
会
が
そ
れ
ぞ
れ
第
一
回
の
大
会
を
成

功
さ
せ
る
な
ど
、
労
働
運
動
、
平
和
運
動
、
民
主
々
義
の
運
動
は

高
湯
し
て
き
た
の
で
し
た
。

ζ
と
で
、
「
守
る
会
」
運
動
で
の
特

徴
的
な
運
動
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
す
。

先
駆
的
怒

川
川
被

松

る

会

」

松
川
事
件
は
、
日
本
の
労
働
運
動
史
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

事
件
で
す
。
事
件
の
性
格
が
労
働
運
動
を
断
圧
し
、
分
裂
さ
せ
る

た
め
の
謀
略
で
あ
り
、
被
告
の
無
罪
判
決
に
大
き
な
役
割
を
は
た

し
た
「
松
川
を
守
る
会
」
の
運
動
形
態
が
労
働
運
動
に
影
響
を
あ

た
え
た
か
ら
で
す
。

四
九
年
(
昭
和
二
四
年
)
八
月
十
七
日
、
福
島
県
松
川
駅
の
近

く
で
列
車
が
転
覆
し
、
乗
務
員
三
人
が
即
死
し
ま
し
た
。
事
件
発

生
の
翌
日
、
犯
人
に
つ
い
て
、
何
ん
ら
手
が
か
り
が
あ
か
ら
か
に

し
て
な
い
う
ち
に
、
政
府
は
「
三
鷹
事
件
と
思
想
的
底
流
に
お
い

て
同
じ
も
の
で
あ
る
」
と
言
明
し
、
国
労
、
東
芝
の
労
働
者
二
十

人
を
逮
捕
、
起
訴
レ
、
一
審
(
昭
和
二
五
年
)
で
死
刑
五
人
を
含

む
全
員
有
罪
、
二
審
(
昭
和
二
八
年
)
で
は
三
人
が
無
罪
に
な
り

ま
し
た
が
、
死
刑
囚
人
を
合
み
十
七
人
が
有
罪
の
判
決
を
う
け
ま

し
た
。

松
川
事
件
が
発
生
す
る
一
カ
月
前
の
七
月
、
下
山
国
鉄
総
裁
が

綾
瀬
駅
付
近
で
、
バ
ラ
バ
ラ
の
離
死
体
で
発
見
さ
れ
、
ま
た
、
三

鷹
駅
で
は
、
無
人
電
車
が
暴
走
し
六
人
の
死
者
を
出
す
な
ど
謀
略

的
な
事
件
が
お
き
ま
し
た
。
当
時
、
公
務
員
、
民
間
の
労
使
は
人

員
整
理
、
「
合
理
他
」
を
め
ぐ
っ
て
、
は
げ
し
い
闘
争
を
展
開
し

て
い
ま
し
た
。
政
府
、
資
本
家
は
、
下
山
、
三
鷹
、
松
川
な
ど
一

連
の
事
件
が
労
働
組
合
の
活
動
家
と
共
産
党
に
よ
る
仕
わ
ざ
だ

と
、
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
宣
伝
レ
、
組
合
を
強
圧
、
分
裂
さ
せ
企
業

整
備
が
成
功
し
ま
し
た
。

引
き
継
き
、
占
領
軍
の
指
導
で
全
産
業

で
レ
ッ
ド
パ

l
ジ
を
強
行
し
、
活
動
家
、
共
産
党
員
を
追
放
レ
、

労
働
運
動
の
指
導
権
は
労
使
協
調
の
民
間
指
導
部
が
握
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
昭
和
二
五
年
に
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
レ
ま
し
た
。

事
件
直
後
、
被
告
や
家
族
が
「
無
罪
」
を
多
く
の
人
達
や
組
合

に
訴
え
て
も
、
支
援
し
て
く
れ
る
者
は
な
く
、
孤
立
無
援
の
状
態

が
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
被
告
は
獄
中
か
ら
根
気
よ
く

「
無
罪

釈
放
百
万
人
署
名
」
を
訴
え
、

家
族
も
職
を
奪
わ
れ
、
家
な
ど
を

売
る
苦
し
い
生
活
の
中
で
全
国
に
無
罪
を
訴
え
歩
き
ま
し
た
。
困

難
な
時
期
に
活
動
を
支
え
た
の
は
「
松
川
を
守
る
会
」
の
仲
間
で

し
た
。

「
守
る
会
」
が
最
初
に
つ
く
ら
れ
た
の
は
、
清
瀬
市
で
の

結
核
療
養
所
の
結
核
患
者
で
し
た
。
当
時
の
結
核
は
不
治
の
病
と

さ
れ
、
「
死
」
を
宣
告
さ
れ
た
の
も
同
様
で
、
毎
日
「
死
」
と
む

き
合
っ
て
生
き
て
い
ま
し
た
。
「
死
」
を
は
さ
ん
で
死
刑
因
と
共

通
す
る
も
の
が

b
り
、
患
者
は
文
通
を
か
わ
し
無
罪
を
確
信
レ
、

学
習
会
、
交
流
会
な
ど
を
通
じ
、
救
援
の
活
動
を
は
じ
め
ま
レ
た
。

ま
た
、
広
津
和
朗
、
志
賀
直
哉
、

川
端
康
成
、
井
伏
鱒
二
氏
な
ど

の
救
援
や
「
守
る
会
」

が
全
国
の
地
域

・
職
場
に
つ
く
ら
れ
ま
し

た

労
働
運
動
で
初
一
波
山

「
主
婦
J

と
生
活
社
」
守
る
会

五
九
年
(
昭
和
三
四
年
)
二
月
、
組
合
結
成
一
年
目
を
迎
え
た

「
主
婦
と
生
活
社
労
働
組
合
」
に
対
レ
、
会
社
は
組
合
つ
ぶ
し
を
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狙
い
、
副
委
員
長
(
女
性
)
の
配
転
を
提
示
し
、

ζ
れ
を
拒
否
し

た
組
合
に
対
し
会
社
は
組
合
幹
部
の
解
雇
を
通
告
し
、
さ
ら
に
暴

力
団
を
採
用
し
、
暴
力
で
弾
圧
し
、
加
え
て
、

経
察
は
会
社
に
協

力
し
、
暴
力
行
為
を
黙
認
し
、
組
合
活
動
に
介
入
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
三
一
八
日
間
の
血
み
ど
ろ
の
争
議
と
な
り
ま
し
た
。

争
議
発
生
時
に
、
組
合
同
開
政
は
わ
ず
か
一
万
八
千
円

(
当
時
の
国

家
公
務
員
の
平
均
月
収
二
万
円
)
組
合
員
は
、
社
員
の
半
数
に
も

た
り
な
い
数
十
名
と
い
う
状
態
で
し
た
。
争
議
発
生
後
、
主
婦
と

生
活
社
労
組
の
支
援
要
請
を
う
け
た
、
千
代
田
区
労
協
は
役
員
を

配
置
レ
、
組
合
員
に
支
援
参
加
や
五
十
円
カ
ン
パ
を
訴
え
る
な
ど
、

支
援
に
全
力
投
球
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ζ
の
争
識
を
勝
利
さ
せ
る

た
め
、
職
場
、
地
域
の
労
働
者
に
よ
っ
て
「
主
婦
と
生
活
労
組
を

守
る
会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
「
松
川
を
守
る
会
」
の
活
動
を

つ
づ
け
て
い
た
職
場
地
域
の
労
働
者
を
中
心
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ

ま
レ
た
。
と
く
に
、
千
代
田
区
内
に
は
「
松
川
守
る
会
」
の
労
働
者
会
員

が
多
く
、
救
援
活
動
の
中
心
で
レ
た
。
こ
の
会
員
が
争
議
に
か
け

つ
け
、
勝
利
す
る
た
め
「
松
川
守
る
会
」
の
経
験
を
も
と
に
、
地

域
、
産
別
の
労
働
者
を
中
心
に
「
守
る
会
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

「
守
る
会
」
は
企
業
や
労
働
組
合
の
枠
を
こ
え
結
集
し
た
会
員
が

自
発
的
に
参
加
し
、
署
名
活
動
、
カ
ン
パ
、
集
会
な
ど
の
行
動
に

献
身
的
に
参
加
す
る
「
箪
の
恨
」
運
動
で
し
た
。
会
員
は
、
長
期

の
闘
い
を
下
か
ら
支
え
、
争
議
団
や
支
援
団
体
の
人
達
の
魂
を
ゆ

り
動
か
し
ま
し
た
。

ま
た
、

ζ
の
活
動
が
、

全
印
総
連
、
出
版
労
連
の
産
業
共
闘
を

生
み
出
す
契
機
と
な
り
、
地
域
と
産
別
の
共
闘
に
よ
り
運
動
も
前

進
し、

総
評
、
地
評
も
支
援
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
六
十
年
安
保

闘
争
、
三
池
争
議
と
も
結
合
し
、
全
国
的
な
規
模
の
闘
い
に
発
展

し
ま
し
た
。
主
婦
と
生
活
社
争
議
の
記
録
『
縄
ば
し
ご
と
鉄
か
ぶ

と
』
に
は
「
守
る
会
は
ζ
の
運
動
を
通
じ
て
、
職
場
、
地
域
の
活

動
家
を
中
心
に
幅
広
い
統
一
戦
線
を
組
織
レ
た
。

日
本
の
労
働
運

動
の
全
く
新
し
い
戦
術
の
芽
ば
え
で
あ
っ
た
」
と
記
録
し
て
い
ま

す。
ζ
の
経
験
は
、
=
一
井
三
池
闘
争
支
援
の
「
一
二
池
を
守
る
会
」
や

中
小
企
業
、
未
組
織
労
働
者
な
ど
の
人
た
ち
の
争
議
に
引
き
継
が

れ
、
レ
ッ
ド
パ
1
ジ
以
降
の
労
働
運
動
に
闘
う
展
望
の
道
を
示
し

て
く
れ
ま
レ
た
。

レ
ッ
ド
パ
!
ジ
後
、
困
難
な
闘
い
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
解

雇
者
は
、

「
守
る
会
」

で
の
経
験
を
吸
収
し
、

「
守
る
会
」
「
共

闘
会
議
」
を
結
成
し
、
広
範
な
戦
線
を
構
築
し
、
闘
う
伸
聞
に
支

え
ら
れ
る
体
制
を
つ
く
り
出
し
、
敵
を
大
き
く
社
会
的
に
包
囲
さ

せ
る
高
度
な
戦
術
を
あ
み
出
し
、
勝
利
の
展
望
を
切
り
開
く
確
信

を
も
ち
ま
し
た
。

目
置
の
u

一
人
争
議

山

にJ
也
市
守
る
会
」

争
議
の
中
で
生
ま
れ
た
「
守
る
会
」
は
ζ
れ
ま
で
困
難
な
状
態

に
お
か
れ
て
い
た

「
ひ
と
り
争
議
」
に
、
と
く
に
大
き
な
影
響
を

あ
た
え
ま
し
た
。

六
0
年
代
、
日
本
電
気
で
は
、
暗
い
職
場
を
変
え
る
た
め
、
若

い
労
働
者
を
中
心
に
う
た
と
え
や
学
習
会
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
活
動

が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
栗
橋
伸
次
郎
氏
(
現
・
日
本
共

産
党
港
区
議
)
は
サ
ー
ク
ル
の
中
心
的
活
動
家
で
し
た
。
彼
は
、

低
賃
金
と
劣
悪
な
労
働
条
件
を
改
善
す
る
た
め
、
組
合
の
活
動
に

参
加
し
て
い
ま
し
た
。
六
二
年
二
月
、
突
然
、
会
社
は
広
島
に
転

勤
を
命
じ
て
き
ま
し
た
。
栗
橋
氏
は
当
時
、
六
人
家
族
で
妹
さ
ん

は
重
病
で
自
宅
療
養
を
続
け
て
お
り
、
母
親
は
そ
の
看
病
疲
れ
の

た
め
寝
込
み
、
兄
は
難
病
と
い
わ
れ
る
パ
l
キ
ソ
ン
氏
病
。
栗
橋

氏
は
三
人
の
病
人
と
家
族
の
面
倒
を
み
な
が
ら
勤
務
し
て
い
ま
し

た
。
あ
き
ら
か
に
サ
ー
ク
ル
つ
ぶ
し
と
栗
橋
氏
追
い
出
し
の
配
転

で
し
た
。

転
勤
を
撤
回
す
る
よ
う
会
社
に
申
し
入
れ
、
ま
た
、
組
合
に
も

協
力
を
願
っ
た
が
、
拒
否
さ
れ
、
一
方
的
に
解
雇
を
通
告
さ
れ
ま

し
た
。
組
合
に
も
支
援
さ
れ
ず
、
困
難
な
環
境
の
中
で
の
闘
い
に
、

臼
胃
、

電
機
産
業
や
地
域
の
労
働
者
は
「
日
電
栗
橋
守
る
会
」
を

結
成
し
、
財
政
援
助
、
ビ
ラ
ま
き
、
多
く
の
労
働
組
合
に
支
援
要

請
す
る
な
ど
手
弁
当
で
活
動
し
、
運
動
が
大
き
く
発
展
し
て
き
ま

し
た
。七
O
年
三
月
、
九
年
間
の
闘
い
の
の
ち
、
勝
利
の
和
解
で
決
着

レ
ま
し
た
。
栗
橋
氏
に
よ
る
と
、
日
電
も
レ
ッ
ド
パ
l
ジ
と
企
業

整
備
で
四
千
人
の
労
働
者
が
職
場
か
ら
不
当
に
も
追
い
出
さ
れ
ま

し
た
。

日
電
で
レ
ッ
ド
パ
l
ジ
を
う
け
た
ひ
と
り
の
人
が
、
栗
橋
氏
の

「
支
援
す
る
会
」
の
結
成
に
協
力
し
ま
し
た
。

そ
の
人
は
当
時
、

『会
社
の
不
当
な
解
雇
に
大
衆
的
な
運
動
が
組
め
ず
、

会
社
の
思

い
の
ま
ま
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。
乙
の
く
や
し
い
思
い
を
く
り
か

え
さ
な
い
た
め
、
自
覚
的
な
労
働
者
を
中
心
に
長
期
に
な
る
争
議

に
勝
利
す
る
た
め
「
守
る
会
」
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
』
と
精
力

的
な
活
動
を
し
て
く
れ
た
と
諮
り
ま
し
た
。

巨
象
を
織
が
倒
似
た

一一
一一
菱
盛
岡
野
争
議

六
三
年
、
三
菱
樹
脂
に
入
社
し
た
高
野
君
は
試
用
期
聞
が
終
る

と
同
時
に
会
社
か
ら
「
学
生
運
動
を
か
く
し
て
い
た
」
ζ
と
を
理

由
に
本
採
用
を
拒
否
さ
れ
た
。
翌
年
千
代
田
区
労
協
の
協
力
を
得

て
区
内
の
労
働
者
や
三
菱
の
仲
間
を
中
心
に
「
三
菱
樹
脂
高
野
君

を
守
る
会
」
を
結
成
し
「
三
菱
独
占
は
民
主
主
義
の
梗
幹
で
あ
る

思
想
、
信
条
の
自
由
を
ふ
み
に
じ
っ
た
」
と
、
広
く
世
論
に
訴
え

ま
し
た
。
裁
判
は
地
裁
と
高
裁
で
勝
利
レ
た
が
、
七
三
年
最
高
裁

で
は
敗
訴
し
ま
し
た
。
ま
た
、
高
野
君
の
支
援
を
決
め
て
い
た
三

菱
樹
脂
労
組
も
七

O
年
に
支
援
の
打
ち
切
り
を
決
め
、
困
難
な
状

回
に
お
か
杓
た
が
、
不
当
な
最
高
裁
判
決
に
怒
り
憤
っ
た
労
働
者
、

学
生
、
市
民
は
続
々
「
守
る
会
」
に
加
入
し
、
二
千
三
百
人
に
達

し
総
評
、
地
評
の
支
援
を
う
け
る
な
ど
支
援
も
一
回
り
も
二
回

り
も
大
き
く
な
り
、
三
菱
独
占
の
牙
城
、
丸
の
内
で
、
今
ま
で
や

れ
な
か
っ
た
デ
モ
を
成
功
さ
せ
る
な
ど
運
動
も
全
国
に
拡
が
り
、

七
六
年
に
十
二
年
ぶ
り
で
「
職
場
復
帰
」
を
勝
ち
と
り
ま
し
た
。

「
日
本
一
の
巨
象
(
三
菱
独
占
)
を
無
数
の
蛾
(
国
民
)
の
力

で
う
ち
倒
し
た
」
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
乙
の
力
は
さ
ま
ざ
ま
な

労
働
組
合
、
労
働
者
、
市
民
、
文
化
人
、
学
者
、
弁
護
団
な
ど
広

範
な
人
達
の
か
ぎ
り
な
い
支
持
と
、
そ
れ
を
縁
の
下
で
支
え
た
「
守

る
会
」
の
力
で
し
た
。
塙
(
は
な
わ
)
弁
護
士
は
「
高
野
闘
争
の

勝
利
は
、
わ
が
国
の
労
働
運
動
の
歴
史
に
残
る
性
格
を
具
有
す
る
」

と
の
べ
て
い
ま
す
。

山県
閥
会
議
経
一
一
本
定

川治
報
知
」
争
議
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六
九
年
一
月
、
報
知
新
聞
社
に
、
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
の
労
働
組

合
を
弾
圧
し
、
サ
ン
ケ
イ
新
聞
を
報
道
の
自
由
を
無
視
し
、
「
自

民
党
機
関
紙
」
に
変
質
さ
せ
た
張
本
人
の
一
人
、
岡
本
武
雄
(
通

称

・
ア
イ
ヒ
マ
ン
)
が
就
任
し
て
き
ま
し
た
。
併
せ
て
、
読
売
新

聞
か
ら
も
組
合
対
策
の
た
め
、
役
員
が
お
く
り
こ
ま
れ
て
き
ま
し

た。

彼
ら
は
弾
圧
分
裂
の
攻
撃
を
報
知
の
三
単
組
に
加
え
、
第
二

組
合
を
結
成
さ
せ
た
。
ま
ず
、
ス
ト
権
放
棄
の
「
平
和
協
定
」
を

押
し
つ
け
、
拒
否
す
る
や
、
年
末

一
時
金
の
不
払
い
、
人
員
整
理
、

暴
力
ガ
ー
ド
マ
ン
の
導
入
、
先
制
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
フ
ァ
ッ
シ

ョ
支
配
を
一
方
的
に
や
り
出
し
て
き
ま
レ
た
。

当
時
、
報
知
の
労
働
者
は
、
劣
悪
な
労
働
条
件
に
お
か
れ
、
見

え
な
い
鎖
に
つ
な
が
れ
て
、

「
今
夜
も
泣
き
泣
き
残
業
、
人
権
尊



重
な
ん
の
そ
の
・
」
の
落
曾
が
社
内
に
密
か
れ
る
ほ
ど
で
レ
た
。

報
知
労
組
は
、
職
場
の
闘
い
を
基
礎
に
労
働
者
を
結
集
し
、
併
せ

て
千
代
田
区
の
争
議
支
援
な
ど
地
域
の
闘
い
の
先
頭
に
立
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
新
聞
労
連
の
中
核
と
し
て
奮
闘
し
て
い
ま
し
た
。

戦
闘
的
な
報
知
労
組
を
つ
ぶ
す
た
め
、
岡
本
が
送
り
と
ま
れ
て
き

た。

ζ
の
重
大
さ
を
感
じ
た
組
合
は
、
六
九
年
に
新
聞
労
連
と
千

代
田
区
労
協
が
中
心
に
な
っ
て
「
報
知
支
援
共
闘
会
議
」
を
組
織

レ
、
争
議
が
進
行
す
る
な
か
で
、
さ
ら
に
総
評
、
総
評
弁
護
団
、

地
評
、
マ
ス
コ
ミ
共
闘
が
参
加
し
「
報
知
争
議
共
闘
会
議
」
を
結

成
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
七

O
年
十
二
月
「
報
知
の
伸
聞
を
守
る

会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
労
働
運
動
に
お
け
る
「
守

る
会
」
は
、
ひ
と
り
争
議
や
組
合
の
活
動
、
財
政
が
弱
く
、
ま
た

第
二
組
合
が
争
議
に
関
係
し
て
い
る
場
合
な
ど
、
自
力
で
闘
う
ζ

と
が
困
難
な
争
議
だ
け
に
、
つ
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
報
知
労
組

は
、
総
評
、
新
聞
労
連
、
地
区
労
に
加
入
し
、
第
一
組
合
と
し
て

多
数
派
を
形
成
し
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
自
力
で
闘
い
の
で
き

る
組
合
で
レ
た
。
な
ぜ
、
「
守
る
会
」
を
結
成
し
た
の
か
l
l，「守

る
会
」
の
代
表
幹
事
の
沼
田
稲
次
郎
氏
(
元
都
立
大
学
総
長
)
は
、

「
報
知
争
議
で
は
憲
法
も
何
も
無
視
し
た
弾
圧
が
起
き
て
い
る
。

労
働
基
本
権
や
言
論
の
自
由
が
奪
わ
れ
る
の
か
ど
う
か
が
争
点

だ
。
被
解
雇
者
を
職
場
に
返
し
、
報
知
を
マ
ス
コ
ミ
反
動
を
阻
止

す
る
ト
リ
デ
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど
の
組
織
も
応
援
し
な

い
か
ら
作
ら
れ
て
き
た
、

ζ
れ
ま
で
の
守
る
会
を
一

歩
発
展
さ
せ

る
た
め
に
つ
く
る
」
と
助
言
し
て
く
れ
ま
し
た
。
「
守
る
会
」
の

目
的
は
「
懲
法
と
民
主
主
義
を
守
る
た
め
」
と
、
位
置
づ
け
、
労

働
者
、
学
者
、
文
化
人
、
芸
能
人
、
学
生
、
市
民
、
経
営
者
な
ど

報
知
ら
し
い
幅
広
い
八
千
人
の
会
員
を
結
集
し
、
東
京
、
大
阪
を

中
心
に
全
国
に
、
一
二
七
支
部
の
大
部
隊
を
つ
く
り
あ
げ
ま
し
た
。

会
員
は
、
行
商
、
裁
判
傍
聴
、
集
会
、
ビ
ラ
ま
き
な
ど
に
積
鍾
的

に
参
加
し
、
会
費
も
四
年
間
で
一
千
二
百
万
円
を
集
め
、
争
議
支

採
に
大
き
な
力
を
発
慢
し
ま
し
た
。
「
会
」
の
名
称
も
「
守
る
会
」

か
ら
「
勝
た
せ
る
会
」
へ
と
改
め
、
勝
利
の
確
信
を
一
一
層
強
め
、

七
四
年
十
二
月
、
六
年
間
の
争
議
は
「
全
面
勝
利
解
決
」
で
終
結

し
、
岡
本
社
長
は
退
社
し
ま
し
た
。
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労
働
運
動
に
「
守
る
会
」
「
支
援
す
る
会
」
が
参
加
す
る
の
は
、

お
そ
ら
く
日
本
ぐ
ら
い
で
、
外
国
に
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
労
働
組
合
は
、
全
国
的
規
模
の
産
業

別
労
働
組
合
に
組
織
さ
れ
、
産
業
別
の
労
使
の
協
定
は
同
種
の
産

業
の
労
働
者
に
適
用
レ
ま
す
。
組
合
運
動
も
産
業
別
組
合
の
統
制

に
お
か
れ
、
も
し
、
支
部
や
労
働
者
が
資
本
か
ら
攻
撃
を
受
け
る

と
、
産
業
別
の
組
合
は
組
織
を
あ
げ
て
闘
い
、
闘
い
に
責
任
を
も

ち
ま
す
。
日
本
の
労
働
組
合
は
、
会
社
と
と
に
組
合
が
組
織
さ
れ

て
い
る
企
業
内
労
働
組
合
で
す
。

第
二
次
大
戦
が
終
結
し
、
労
働
者
の
多
く
は
住
宅
、
食
糧
不
足

に
苦
レ
み
、
工
場
の
倒
産
や
企
業
整
備
に
よ
る
首
切
り
が
押
レ
ょ

せ
、
そ
れ
に
加
え
て
、
経
度
に
悪
化
し
た
イ
ン
フ
レ
に
よ
り
、
ま

さ
に
飢
餓
状
態
で
し
た
、
労
働
者
は
生
活
と
い
の
ち
を
守
る
た
め
、

職
場
で
事
業
所
で
労
働
組
合
を
つ
く
り
ま
し
た
。
組
合
づ
く
り
も
、

戦
争
中
の
政
府

・
軍
部
に
よ
る
弾
圧
の
た
め
活
動
家
は
少
な
く
、

強
制
的
に
つ
く
ら
れ
た
「
産
業
報
国
会
」
を
改
組
し
た
り
、
会
社

の
労
務
関
係
者
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
組
合
も
多
く
あ
り
、
ほ
と

ん
ど
の
組
合
は
、
会
社
の
名
を
付
け
た
「
O
O従
業
員
組
合
」
「
O

O
労
働
組
合
」
で
し
た
。
そ
の
後
、
産
業
別
に
組
合
が
連
合
し
、

全
国
組
織
を
結
成
し
ま
し
た
。
全
国
一
般
、
全
印
総
連
、
全
国
金

属
な
ど
の
産
業
別
労
働
組
合
も
実
体
は
企
業
内
労
働
組
合
の
連
合

体
で
、
賃
金
、
労
働
条
件
な
ど
の
要
求
を
産
業
別
の
大
会
で
き
め

る
が
、
妥
結
は
、
各
企
業
C
と
の
労
使
交
渉
で
き
め
ま
す
。
外
国

で
は
、
企
業
内
労
働
組
合
は
御
用
組
合
と
み
な
レ
て
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ヤ
な
ど
で
は
、
反
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
闘
い

を
経
験
し
た
労
働
者
、
幹
部
は
戦
後
、
た
だ
ち
に
、
フ
ァ
シ
ス
ト

に
破
壊
さ
れ
た
全
国
組
織
の
「
産
業
別
単
一
労
働
組
合
」
を
再
建

し
ま
し
た
。

企
業
の
枠
の
中
で
の
組
合
は
、
ま
と
ま
り
や
す
い
長
所
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
弱
点
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
「
企
業
意
識
」

が
あ
り
ま
す
。
資
本
は
労
働
者
に
む
か
つ
て
「
企
業
あ
っ
て
の
労

働
者
」
「
企
業
の
繁
栄
で
労
働
者
の
生
活
向
上
」
な
ど
労
使
一
体

論
や
会
社
が
つ
ぶ
れ
た
ら
、
失
業
す
る
ぞ
と
、
常
に
お
ど
し
を
か

け
て
い
ま
す
。
「
企
業
窓
識
」
を
通
じ
て
労
使
協
調
の
思
想
を
浸

透
さ
せ
、
闘
わ
な
い
労
働
組
合
や
幹
部
を
育
成
し
て
い
ま
す
。
企

業
意
識
を
定
着
さ
せ
助
長
さ
せ
る
経
済
的
基
盤
に
「
終
身
雇
用
制
」

「
年
功
序
列
型
賃
金
」
や
「
退
職
金
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
最
近

で
は
、
技
術
革
新
の
進
行
の
中
で
、
職
場
の
労
働
者
を
支
配
し
、

反
目
さ
せ
る
「
職
務
給
」
が
導
入
さ
れ
組
合
の
弱
体
化
、
御
用
化

を
強
め
て
い
ま
す
。
賃
金
引
上
げ
を
要
求
す
る
と
「
賃
金
か
雇
用

か
」
で
低
賃
金
に
抑
え
、
労
使
が
対
決
す
る
と
「
企
業
防
衛
」
の 前列中央が小島氏(86年〉

た
め
と
戦
闘
的
な
労
働
者
を
職
場
や
組
合
役
員
か
ら
追
放
し
、
ま

た
、
労
使
協
調
の
組
合
幹
部
を
使
い
第
二
組
合
を
つ
く
ら
せ
た
り
、

組
合
の
弱
点
を
つ
い
て
き
ま
す
。
大
企
業
の
労
働
組
合
で
は
労
使

協
調
路
線
を
歩
ゆ
む
役
員
が
多
数
を
占
め
て
き
ま
し
た
。

日
本
の
労
働
者
の
賃
金
、
労
働
条
件
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
も

っ
て
い
た
春
闘
も
、
八

0
年
代
に
入
り
指
導
力
を
握
っ
て
い
た
総

評
か
ら
、
労
使
協
調
路
線
を
歩
ゅ
ん
で
き
た
同
盟
の
指
導
に
移
つ

り
、
右
よ
り
労
働
戦
線
の
統
一
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
春
闘
要
求

も
大
衆
討
議
が
形
骸
化
レ
、
労
働
者
の
生
活
実
体
を
は
な
れ
、
日

経
連
が
主
張
す
る
(
生
産
性
基
準
原
理
)
と
根
ζ
を
一
つ
に
す
る

「
経
済
と
の
整
合
性
」
を
基
本
に
し
た
要
求
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

日
経
連
は
、
経
営
を
理
解
し
た
賃
金
要
求
に
満
足
レ
、
加
え
て
、

企
業
の
枠
の
中
で
の
「
産
別
自
力
解
決
」
に
よ
る
「
団
交
重
視
、

自
主
決
着
」
の
春
闘
方
針
を
歓
迎
レ
、
労
働
戦
線
の
右
翼
的
再
編

成
に
絶
大
な
期
待
を
よ
せ
て
い
ま
す
。

春
闘
で
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
少
な
く
な
り
、
沖
電
気
に
指
名
解
雇

が
あ
っ
て
も
、
総
評
、
電
機
労
連
は
全
く
支
援
せ
ず
、
ま
た
東
電
、

石
川
島
播
磨
、
日
産
自
動
車
な
ど
で
は
労
使
に
よ
る
差
別
と
選
別

が
公
然
と
行
わ
れ
、
労
働
組
合
は
、
階
級
的
な
労
働
者
を
暴
力
で

排
除
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
政
府
、
独
占
資
本
が
強
力
に
進
め
て
い
る
「
産
業
の

空
洞
他
」
「
産
業
再
調
整
」
に
よ
り
、
右
よ
り
の
労
線
で
あ
る
鉄

鋼
、
造
船
重
機
、
自
動
車
な
ど
で
首
切
り
、
出
向
、
配
転
が
労
使

協
調
で
進
め
ら
机
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
「
企
業
意
識
」
を
育
成

し
て
き
た
「
終
身
雇
用
制
」
「
年
功
序
列
型
賃
金
」
が
崩
れ
て
き

て
い
ま
す
。
そ
レ
て
組
合
に
対
す
る
不
信
も
拡
が
っ
て
い
ま
す
。

職
場
の
要
求
に
依
拠
レ
、
企
業
の
枠
を
乙
え
た
闘
い
を
組
織
す

る
た
め
に
は
、

ζ
れ
ま
で
の
「
守
る
会
」
や
争
議
の
経
験
を
生
か

し
た
闘
い
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

円
守
る
溢
レの)一
we

運
営

J
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「守る会」運動で合宿。

争
識
が
発
生
し
、
独
自
解
決
や
産
別
組
織
で
の
解
決
が
困
難
に



な
る
と
、
他
の
産
業
の
労
働
組
合
や
地
域
の
労
働
組
合
、
民
主
団

体
や
労
働
者
に
支
援
を
も
と
め
て
き
ま
す
。
そ
ζ
で
「
支
援
共
闘

会
議
」
や
「
守
る
会
」
「
支
援
す
る
会
」
が
つ
く
ら
れ
、
運
動
を

大
き
く
発
展
さ
せ
て
い
ま
す
。
労
働
者
の
階
級
性
、
連
帯
性
で
す
。

「
守
る
会
」
は
企
業
の
枠
を
こ
え
た
組
織
で
、
運
動
も
き
わ
め
て

柔
軟
で
原
則
的
で
す
。
労
働
者
の
要
求
を
大
切
に
す
る
組
織
で
す

か
ら
、
企
業
か
ら
き
ら
わ
れ
、
労
使
協
調
路
線
を
と
る
労
働
組
合

幹
部
か
ら
は
支
持
が
あ
り
ま
せ
ん
。
攻
撃
も
露
骨
に
か
か
っ
て
き

ま
す
。
「
共
闘
会
議
」
や
「
守
る
会
」
の
命
は
支
援
し
て
く
れ
る

労
働
組
合
や
民
主
団
体
、
個
人
と
の
団
結
を
強
め
る
ζ
と
で
あ
り
、

そ
の
た
め
民
主
的
運
営
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
く

に
「
守
る
会
」
「
支
援
す
る
会
」
の
会
員
は
、
自
ら
の
ふ
と
と
ろ

か
ら
会
費
を
出
し
、
会
議
に
は
自
腹
を
き
っ
て
参
加
し
、
会
員
を

ふ
P
す
た
め
に
は
、
友
人
に
一
杯
飲
ま
す
と
と
も
あ
り
ま
す
。
会

員
に
な
っ
た
た
め
、
会
社
か
ら
に
ら
ま
れ
差
別
や
不
当
な
配
転
な

ど
を
う
け
た
人
も
い
ま
す
。
「
守
る
会
」
は
、
不
当
に
首
を
切
ら

れ
た
労
働
者
を
救
う
た
め
自
覚
を
も
ち
自
発
的
に
参
加
し
て
る
会

員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
実
践
は
、
き

わ
め
て
高
い
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
ズ
ム
に
あ
り
ま
す
。

ζ
の
と
と
は
、
労

働
組
合
の
原
点
と
ま
っ
た
く
同
一
、
共
通
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
労
働
組
合
は
、
入
社
と
同
時
に
自
動
的
に
労
働
組
合
に
加

入
さ
れ
、
組
合
費
を
徴
収
さ
れ
、
組
合
の
指
令
は
、
機
関
決
定
と

称
し
、
自
ら
の
思
想
、
信
条
ま
で
侵
害
す
る
特
定
政
党
支
持
ま
で

押
し
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
昔
、
フ
ラ
ン
ス
労
働
総
同
盟

(C
G

T
)
の
鉄
道
労
働
者
の
生
活
を
テ
レ
ビ
で
み
ま
し
た
ら
、
組
合
資

を
役
員
が
ひ
と
り
、
ひ
と
り
に
会
っ
て
集
め
、
そ
の
時
、
要
求
や

組
合
の
不
満
な
ど
を
聞
き
、
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。
労
働
組
合

か
ら
自
覚
、
自
発
性
を
怒
っ
て
、
決
ま
っ
た
と
と
を
上
か
ら
命
令

す
る
ζ
と
に
な
っ
た
ら
ま
さ
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
組
織
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
「
守
る
会
」
は
、
ま
た
、
労
働
者
だ
け
で
な
く
、
国

民
各
層
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
市
民
、
学
生
、
学
者
、

文
化
人
な
ど
の
参
加
者
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
三
菱

樹
脂
高
野
君
の
闘
い
は
、
労
働
基
本
権
と
態
法
を
守
る
民
主
主
義

擁
護
の
闘
い
で
あ
り
、
報
知
の
闘
い
は
、
労
働
基
本
権
と
報
道
の

自
由
を
守
る
民
主
主
義
の
闘
い
で
も
あ
り
ま
し
た
。
沖
電
気
の
闘

い
は
、
指
名
解
雇
と
い
う
フ
ァ
シ
ョ
的
な
労
働
基
本
権
や
民
主
主

義
を
否
定
す
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
闘
い
で
し
た
。

「
守
る
会
」
は
き
わ
め
て
、
大
衆
的
で
民
主
的
な
組
織
で
す
。

手
弁
当
で
参
加
す
る
会
員
が
、
楽
し
く
、
生
き
が
い
を
も
っ
運
営

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
会
の
運
営
は
、
参
加
者
ひ

と
り
ひ
と
り
の
意
見
、
要
求
そ
し
て
創
造
的
な
提
案
を
引
き
出
し
、

み
ん
な
で
「
よ
し
」
や
ろ
う
と
考
え
を
ま
と
め
ま
す
。
し
か
レ
実

行
す
る
に
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
条
件
や
希
望
を
出
し
、
力
あ
る

も
の
は
力
、
金
の
あ
る
も
の
は
金
、
知
恵
の
あ
る
も
の
は
、
知
恵

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
揮
し
て
も
ら
い
ま
す
。

多
く
の
「
守
る
会
」
の
経
験
に
よ
る
と
、
幹
事
会
を
き
ち
ん
と

聞
き
、
機
関
紙
を
定
期
的
に
発
行
し
、
会
費
は
か
な
ら
ず
集
め
る
。

ζ
の
ζ
と
が
「
守
る
会
」
活
動
を
成
功
さ
せ
る
基
本
と
な
っ
て
い

ま
す
。活

動
の
具
体
的
内
容
は
①
組
織
、
②
財
政
、
③
宣
伝
、
法
廷
闘

争
な
ど
の
四
本
柱
に
な
り
ま
す
。

涼
電
気
象
議
漆

mm…日以

羽
支
援
承
る
会
」

一
九
七
八
年
十
一
月
、
沖
電
気
の
会
社
は
不
当
に
も
三

O
O人

の
労
働
者
に
対
し
、
「
指
名
解
雇
」
を
強
行
し
、
残
念
な
が
ら
「
指

名
解
雇
」
反
対
闘
争
を
組
む
べ
き
沖
電
気
の
労
働
組
合
は
ζ
の
ζ

と
を
是
認
し
ま
し
た
。
会
社
の
暴
拳
に
全
国
か
ら
非
難
や
怒
り
が

湧
き
お
ζ
り
、
不
当
な
「
指
名
解
雇
」
に
反
対
し
闘
う
沖
電
気
の

仲
間
を
支
援
す
る
労
働
者
、
市
民
、
学
者
、
文
化
人
は
一
日
一
日

と
ふ
え
て
き
ま
し
た
。
被
解
雇
者
の
う
ち
六
一
人
は
す
ぐ
さ
ま
「
沖

電
気
の
不
当
解
雇
を
撤
回
さ
せ
る
会
」
(
撤
回
さ
せ
る
会
)
を
結

成
し
、
全
国
の
労
働
者
、
市
民
、
学
者
、
文
化
人
な
ど
国
民
各
層

に
支
援
を
訴
え
ま
し
た
。

ζ
の
支
援
に
こ
た
え
、
十
二
月
に
は
有

志
か
ら
「
沖
電
気
を
指
名
解
雇
さ
れ
た
労
働
者
と
連
帯
し
て
共
に

た
た
か
う
会
」
へ
の
加
入
が
よ
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

沖
電
気
争
議
に
ふ
さ
わ
し
い
支
援
体
制
、
組
織
づ
く
り
の
た
め
、

支
援
す
る
人
達
や
、
争
議
経
験
者
な
ど
が
連
日
、
時
に
は
泊
り
込

み
で
討
議
し
、
七
九
年
三
月
六
日
、
ニ

O
O人
の
参
加
で
発
足
総

会
が
行
な
わ
れ
、
会
の
名
称
を
「
指
名
解
属
さ
れ
た
沖
電
気
の
伸

聞
を
支
援
す
る
会
」
(
支
援
す
る
会
)
と
し
ま
し
た
。

(会
則
・
役
員
、
総
会
決
議
は
「
入
会
の
よ
び
か
け
」
参
照
)

第一

団
幹
事
会
で
は
、
会
員
の
加
入
を
よ
び
か
け
を
全
国
に
訴

え
ま
し
た
。
全
国
の
職
場
、
地
域
、
学
園
か
ら
た
だ
ち
に
、
三
五

0
0人
が
会
員
に
応
じ
、

引
き
続
き
拡
大
を
続
け
、
争
議
解
決
に

は
一
万
四
千
三
百
六
十
五
人
に
達
し
、
守
る
会
運
動
で
は
、
最
高

水
準
に
達
し
、
争
議
支
援
の
行
動
、
財
政
に
大
き
な
力
を
発
憎
押
し

ま
し
た
。一宮川

E
S
W
奈
の
一
選
夜
、
が

勝
利
の
一
因

八
組
織
V

組
織
と
言
う
の
は
、
キ
チ
ン
と
し
た
指
導
が
で
き

な
付
れ
ば
運
動
は
進
歩
し
な
い
|
東
京
で
は
、
千
代
田
区
(
的
支

部
、
一
千
三
百
人
)
中
央
区
(
日
支
部
、
三
百
五
十
一
人
)
、

蛍
島
区
(
叫
支
部
、
二
百
人
)
。
三
多
摩
地
区
(
引
支
部
、
六
百

四
十
九
人
)
。
群
馬
(
削
支
部
、
八
百
九
人
)
。
埼
玉
(
“
支
部
、

六
百
六
十
九
人
)
。
な
ど
が
、
支
部
と
し
て
運
営
さ
れ
た
が
、
幹

事
会
を
定
期
的
に
開
催
し
、
活
動
を
総
括
し
、
乙
ま
め
に
行
動
を

組
ん
だ
と
ζ
ろ
で
は
、
争
議
団
と
「
会
」
の
人
間
的
な
つ
な
が
り

も
強
ま
り
、
支
援
の
強
化
に
も
な
り
ま
し
た
が
、
活
発
で
な
い
支

部
で
は
、
幹
事
会
が
、
お
も
し
ろ
く
な
く
て
、
だ
ん
だ
ん
と
聞
か

れ
な
く
な
っ
た
り
し
た
と
ζ
ろ
が
多
く
、
会
費
の
納
入
や
、
行
事

へ
の
参
加
も
悪
く
な
り
ま
し
た
。
活
性
化
の
た
め
支
援
デ
ー
を
設

け
た
と
ζ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

会
員
が
三
人
以
上
は
、
支
部

(
班
)
と
レ
て
、
ニ
ュ

ー
ス
の
配

布
や
連
絡
を
し
ま
し
た
。
支
部
数
は
、
六
百
二
十
九
で
、
会
員
数

は
、
全
国
で
、
一
万
四
千
三
百
六
十
五
人
に
な
り
ま
し
た
。
支
部

の
代
表
に
、
定
期
的
に
、
葉
替
や
手
紙
で
、
幹
事
会
だ
よ
り
や
訴

え
を
届
け
る
な
ど
の
工
夫
も
、
大
切
で
し
た
。

ふ
や
し
方
で
す
が
、
ま
ず
家
族
、
そ
し
て
友
人
。
ζ
と
で
、
ふ

や
せ
る
か
ど
う
か
が
一
つ
の
鍵
で
し
た
。
親
レ
い
人
に
訴
え
れ
ば
、

反
応
も
よ
い
し
、
元
気
が
で
る
。
そ
し
て
沖
電
気
の
職
場
や
、
電

機
の
中
へ
。
電
機
で
は
、
約
五
十
支
部
(
一
千
三
百
人
)
の
組
織

に
な
り
、
「
電
機
総
行
動
」
の
実
戦
部
隊
と
し
て
、
大
活
闘
で
し

た
。
地
方
で
は
、
沖
電
気
の
本
社
の
あ
る
港
区
(
東
京
)
で
七
十

四
支
部
(
一
千
三
百
十
九
人
)
が
組
織
さ
れ
ま
レ
た
が
、
乙
の
数

は
地
域
別
の
最
高
と
な
り
ま
し
た
。
県
単
位
で
は
、
宮
城
、
岡
山

で
支
部
が
発
足
し
、
特
に
、
宮
城
県
で
は
、
被
解
雇
者
の
中
屋
重

勝
さ
ん
の
お
母
さ
ん
の
、
ね
ば
り
強
い
運
動
に
よ
り
、
四
百
二
十

人
の
会
員
に
発
展
し
ま
し
た
。

争
議
団
の
事
務
所
へ
、
電
話
や
手
紙
が
来
た
ら
、
必
ら
ず
入
会

を
勧
め
る
な
ど
い
つ
で
も
、
ど
と
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
つ
な
が
り

で
訴
え
る
を
、
基
本
に
し
ま
し
た
。
支
部
に
属
さ
な
い
個
人
会
員

は
、
全
国
で
約
三
千
人
。
特
に
東
京
や
神
奈
川
が
多
く
、
そ
の
う

ち
女
性
会
員
は
、
四
四
Mm
で
し
た
。

争
議
団
へ
の
、
衣
類
、
お
菓
子
、
文
具
、
く
だ
も
の
:
の
カ
ン

パ
や
、
励
ま
し
手
紙
の
多
く
は
、
女
性
の
人
た
ち
か
ら
の
も
の
で

し
た
。
毎
年
必
ら
ず
、
争
議
団
の
子
ど
も
た
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ

っ
た
り
、
正
月
に
は
、
重
箱
一
杯
の
ご
ち
そ
う
の
差
入
れ
。

二
人
の
カ
メ
ラ
マ
ン
は
、
沖
電
気
を
撮
り
つ
づ
け
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
「
ル
ポ
タ
ー
ジ
ュ
研
究
会
」
の
仲
間
は
、
ペ
ン
で
沖
電

気
争
議
を
共
に
闘
い
ま
し
た
。
全
国
オ
ル
グ
で
は
、
争
議
団
に
宿

を
提
供
し
た
り
、
食
事
の
世
話
ま
で
し
て
く
れ
た
会
員
。
こ
の
よ

う
に
、
全
国
の
た
く
さ
ん
の
人
が
、
「
会
」
に
組
織
さ
れ
、
勝
利

ま
で
心
を
結
び
な
が
ら
支
援
を
続
け
た
。

八
財
政
V

財
政
は
闘
い
の
バ
ロ
メ
ー
タ
。

H

五
万
人
の
「
支

援
す
る
会
」
で
沖
電
気
争
議
を
勝
利
さ
せ
よ
う
H

が、

「
会
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
し
た
。

ζ
れ
は
毎
月
一
千
万
円
の
闘
争
資
金
が
あ

れ
ば
、
財
政
面
で
勝
利
で
き
る
と
い
う
点
か
ら
で
す
。
沖
電
気
争

議
で
は
、
行
商
、
募
金
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
支
援
す
る
会
の
四
つ
が

財
政
の
柱
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
行
商
が
順
調
に
伸
び
な
か
っ

た
争
議
開
始
の
一

5
二
年
は
、
支
援
す
る
会
の
会
費
が
大
き
な
ウ

エ
イ
ト
を
占
め
ま
し
た
。

「
会
」
が
集
め
た
、
会
費
、
カ
ン
パ
は
、
一
億
四
千
万
円
。
毎
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月
一
万
円
の
カ
ン
パ
を
続
け
て
く
れ
た
青
年
。
労
働
組
合
ぐ
る
み

で
、
総
額
八
百
万
円
を
ζ
え
た
あ
か
っ
き
印
問
所
の
支
部
。
会
開
閣

を
集
め
る
た
め
と
、
会
員
の
自
覚
の
た
め
に
、
定
期
券
入
れ
の
大

き
さ
の
「
会
員
証
」
を
発
行
し
た
支
部
な
ど
で
の
、
会
員
の
納
入

率
は
良
か
っ
た
。

ま
た
、
全
国
の
会
員
に
は
、
ニ
ュ
ー
ス
を
送
る
時
に
、
郵
便
局

の
払
込
通
知
票
を
同
封
し
ま
し
た
。

八
宣
伝
V

組
織
の
拡
大
、
会
費
の
集
め
、

ζ
れ
を
や
る
上
で

機
関
紙
の
果
す
役
割
は
重
要
。
機
関
紙
中
心
の
活
動
と
し
て
連
載

マ
ン
ガ
入
り
の
「
は
た
ら
く
」
は
、
発
足
以
来
毎
月
一
回
平
均
二

万
五
千
部
が
作
ら
れ
、
会
員
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
「
人
間
ら
し

く
働
き
生
き
る
」
と
い
う
ζ
と
を
問
い
続
け
た
「
は
た
ら
く
」
は
、

「
元
気
が
で
る
新
聞
」
「
読
み
や
す
い
」
「
日
窓
全
体
の
動
き
も

わ
か
り
勉
強
に
な
る
」
な
ど
好
評
で
し
た
。
ま
た
、
豊
島
区
(東

京
)
の
支
部
な
ど
は
、
独
自
の
支
部
ニ
ュ
ー
ス
も
発
行
し
ま
し
た
。

八
法
廷
闘
争
な
ど
V

運
動
を
法
廷
に
持
ち
込
む
|
傍
聴
者
で

い
っ
ぱ
い
に
。
裁
判
傍
聴
に
は
、
た
く
さ
ん
の
会
員
が
参
加
し
、

争
議
団
側
の
証
人
を
励
ま
す
と
同
時
に
、
沖
電
気
の
H

首
切
り
は

自
由
だ
M

と
い
う
主
張
に
怒
り
を
共
有
し
、
闘
い
を
拡
げ
ま
し
た
。

宮
城
県
の
支
援
す
る
会
は
、
重
要
局
面
で
は
、
必
ら
ず
代
表
を

派
遣
し
ま
し
た
。
海
事
検
定
の
伸
聞
は
皆
勤
で
参
加
。
ま
た
争
議

支
援
の
各
種
集
会
に
も
、
会
員
は
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
た
。

楽
し
く
な
り
れ
ば
、
ダ
メ
だ
。
交
流
を
深
め
る
た
め
に
は
多
彩

な
レ
ク
レ
l
シ
ョ
ン
が
重
要
。
「
会
」
の
催
し
で
一
番
大
き
か
っ

た
の
は
、
パ
ス
四
台
で
の
H

尾
瀬
ハ
イ
キ
ン
グ
H

。
沖
電
気
争
議

団
の
「
乙
ぶ
し
バ
ン
ド
」
が
活
躍
し
た
歌
声
喫
茶
。
人
形
劇
で
争

議
を
訴
え
た
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
。
沖
電
気
工
場
め
ぐ
り
。
映
画
会

(
は
だ
し
の
ゲ
ン
。
あ
し
た
の
火
花
。
ド
レ
イ
工
場
な
ど
)
。

ス
キ
l
o
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
。
も
ち
つ
き
大
会
。

登
山
。
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
。
平
和
の
集
い
一
つ
ひ
と
つ
の
っ
と
い

は
、
「
会
」
と
争
議
団
の
連
帯
と
団
結
を
強
め
ま
し
た
。

ム
ゆ
ふ
ウ
ム
ψ
A
V

「
は
た
ら
く
」
の
縮
刷
版
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
、
の
声
援
に
よ

り、

ζ
の
本
が
、
で
き
ま
し
た
。
小
さ
な
「
新
聞
」
が
神
電
気
争

議
の
H

組
織
μ

の
た
め
に
、
大
き
な
役
割
を
持
ち
ま
し
た
が
、
十

分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ζ
の
本
が
、
踏
み
台
に
さ
れ
、
機

関
紙
づ
く
り
が
、
発
展
す
る
と
と
を
期
待
し
ま
す
。
(
松
謙
)
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